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静か な さざ波 が 大 き な う ね り と な り 、 

「 テ イル ズ オプ ファ ンタ ジア 』」 は 

その 後 の RPG の 新た な 常識 を 築い て ゆく 、 

分 水 嶺 で あっ た こと を 、 我々 は の ち に 理解 する . 


舞台 を 変え 、 世 界 の 理 を 吊 新 し 、 
新た な 衝撃 を 生み 出し 続け る 「 テ イル ズ オプ |」 シリ ー ズ . 
15 年 の 歳 月 に 、 今 や RPG 界 の 巨塔 と し て の 地位 を 獲得 し な が ら 、 
それ は イメ ー ジ ボー ド に 描か れ た 、 天 馬 に また が る 彼ら の ご と く 
飽く な き 葉 翔 の 災 を 広げ 、 更 な る 進化 を 止め る こと は な い . 

ー ーー 高み へ と 。 


た どり 、 歩 ん だ 、 舞 数 の 旅路 を 、 。。 
織り な す 情 景 と 語ら れる 言葉 の 多 き と の 中 に 、 
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ディ イル ス オス フアン タダ ジア 
クロ スエ ディ ショ ン ※ ポ 
※「 テ イル ズ オブ ファ ンタ ジア な りき り ダ ンジ ョ ン X」 に 同時 収録 
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Story of TALES of PHANTASIA' 


phantasia[fasnte'ise]:( 幻 想 曲 , 幻 想 的 作品 ) と 「phantom」 (幻影 , 幻 想 ) の 造語 。 


旅 
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XY ぶり po へ im 
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か つて 世界 樹 と 呼ば れ た 枯れ 木 が 残る 森 。 少 年 剣士 ク 
レス と その 親友 チェ スタ ー が そこ か ら 戻 る と 、 自分 た ちの 村 
は 何者 か に 襲わ れ 壊 減 し て いた 。 襲撃 者 の 狙い が 自分 の 
ペン ダン ト で ある こと を 知っ た クレ ス は 後 を 追う が 、 捕 ら え ら 
れ ペ ンダ ント を 奪わ れる 。 その 後 、 ク レス は 自分 と 似 た 境 
遇 の 女性 ミン ト を 助け 、 チェ スタ ー と 合流 。3 人 は 恩人 の 
モリ スン か ら 事 件 の 真相 を 聞か され る 。 か つて 世界 征服 
を 企 て た が 封印 され た 魔王 ダオス 、 襲 撃 者 は ダオス を 復活 
させ る べく 、 封印 を 解く 鍵 で ある クレ ス と ミン ト の 母 の ペン 
ダン ト を 狙っ て いた の だ 。 クレ ス た ち は 復 活 を 阻止 し よう と 
する が 、 間に合わ ず ダ オス は 交 り 、 強大 な 力 で クレ ス た ち 
を 圧倒 。 全滅 の 危機 を 前 に モリ スン は 、 最 後 の 希 望 を 託し 
て 時 間 転移 の 術 で クレ ス と ミン ト を 過去 へ と 飛ば す 。 


へ で で てい ひき で へ \ 
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トー ン 


デー マソ ング :「 夢 は 終わ らち ない こぼれ 落ち る 時 の 室 一 」 吉 田 由香 里 (SFC、GBA) 
「 夢 は 終わ ら な い こぼれ 落ち る 時 の 宇 一 」 よ ー み (PS、 PSP ) 


| 記念 すべ き 「 テ イル ス オブ 」 シ リー ス 第 1 作 。 


| 世界 樹 、 マ ナ な どの キー ワー ド や 、 リ ニア モー 
ae し 時 3 prozccoraoon ショ ン バ ト ル シ ス テム (LMBS ) と いっ た 根幹 
RPG 部 分 は 、 そ の 後 の 作品 に 数 多く 継承 され て い 
2 デジ る 。 リメイク 回 数 は シリ ー ズ 最高 の 4 回 。 
テイ ルズ オス ファ ンタ ジア ] - ] 伝説 の RPG 


「fantasy」([ 名 ]1. 幻 想 , 空 想 , 夢 想 2. 白 昼 夢 ) に よる 


過去 世界 で は 魔物 を 操る 封印 前 の ダオス と 、 魔 科 学 で 
ダオス に 対抗 する 人 間 た ち が 争 っ て いた 。 ダオス 打倒 に は 
魔術 が 不可 欠 だ と 知っ た クレ ス は 、 アー チェ と クラ ー ス の 
協力 を 得 て ダ オス を 追い 詰め る 。 し か し あと 少し と いう と こ 
ろ で 、 ダ オス は 未来 へ 逃亡 し て し まう 。 
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ダオス 追撃 の 前 に 、 現代 世界 で は 枯れ て いた 世界 樹 を 現代 に 帰還 し た クレ ス 一 行 は ダオス を 打倒 。 だ が さら な 

蘇ら せ 、 魔術 に 必要 な マナ が 生み 出さ れる 環境 を 整え な け る 未来 へ の 逃亡 を 許し て し まう 。 一 行 は 未来 世界 へ 追撃 

れ ば な ら な い 。 ミン ト は ユニ コー ン の 力 と 法 術 で 世界 樹 を し つつ ダオス の 時 間 転 移 を 阻止 する た め 、 時 空 を 操る 魔 合 

交 ら せ 、 未 来 を 変え る こと に 成功 。 ク レス た ち は ダ オス る を 追 エタ ー ナ ルソー ド を 獲得 。 クレ ス は 魔 剣 の 使い 手 と な り 、 
うた め 、 超 古代 の 機械 を 用 いて 現代 へ 飛ぶ 。 時 を 越え た 戦い に 終止 符 を 打つ べく ダオス に 挑む 。 
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マザー シッ プ 
タ ィ トル あゆ 


性別 : 男 を 年 齢 :17 歳 @ 身 長 :170cm 体重 :59kg 
TOUP も 出身 : ト ー テ ディス 村 久 職業 : 剣 士 念 初期 称号 : み な らい けん し 便 一 人 称 : 僕 


・ 吉 血 の 証 


ギュ ッ と 締め る と 心 に 一 本 芯 が 入 
り 、 身体 中 に が みな ぎる 。 己 の 
血 を 燃え 立た せる 闘い 前 の 儀式 。 


ア 。 


エス コー ト 
タイ トル の / 


EEV 革 尾 末 


え 。 全身 を 用 いて 戦う アル ベイ ン 
流 剣 士 は 、 使 う 武 器 を 問わ な い 。 


了 ま シブ 
ンス 
・ 不 退 転 の 決意 
ーーーー 着込ん だ 防具 は 、 身 を 守る だ け の も 
【 - 


ン の に あら ず 。 己 を 生け る 壁 に 変え 、 
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へ で で て さい きき で へ や 


身体 を 張っ て 仲間 を 守る 。 


22/ バ イン 流 人 方 道場 の ひと り 上 息子 で 、 自 らち 
。 疹 行 を 生け る 見 習い 會 十 。 道場 主 で あり 、 か 
つ で ダチ ス 奈 用 に カ を 尽く し た 分 ミゲール か ら 
も ビン / た ペン ダン が きっ か と な っ て 、 数 庄 な 
運 褒 に 巻き 込ま れ て いく 。 正 葬 感 あ ふれ る 吉 
夏 渓 で 、 商 が っ た こと を 嫌う が 親 ば 牧 し く 、 心配 
り も で きる 。 ダジャレ 好き で 、 暦 近 周 奈 を 凍り 
つか せる ほど だ が 林 人 に ぞ の 正常 は な 0)。 


5 of や 末 電 N て 電 51 オ ・ 


N NT ・ て 電 上 で 
ペー ジング 人 
e 区 あっ 


絶 纏 を 越え て 輝く 、 想 い の 光 回 


け ) 佑 
圧倒 的 た 力 の 前 で 、 人 は 何 を 思い 知る だ ろう 。 絶望 、 諦 め 、 あ る い は か が 
すべ て の 破滅 …… 心 は 描 れ 、 迷 い 、 も ろく 砕け る 。 けれど その 少年 は な お 、 2 
ひと 筋 の 「 光 」 を 追い 求め る こと を 知っ て いた . て け 
ME 


父 ミゲール は 高 名 な 剣士 で 、 そ の 下 に は 教え を 請う 多く の 男 た ち が 集 っ 
た 。 人 望 篤い 父 の 師 ト リス タン 老 か ら も 、 本 格 的 な 銘 の 手ほどき を 受け た 。 
そし て 母 マ リア は どこ まで も 深く 優し く 、 彼 を 愛し た 。 両親 の 人 柄 を 受け 継 
ぎ 、 善 良 な 人 々 に 見 守ら れ て クレ ス は お お ら か に 成長 する 。 誠実 で 正義 
感 に あふ れ 、 悪 意 な ど 思 いも か けず 、 誰 か ら も 好 か れ て 。 片 田舎 の 村 で 
彼 は 幸福 だ っ た 。 漆黒 の 鎧 を まとっ た 騎士 が すべ て を な ぎ 払 うま で は 。 

軍 典 で 踏み に じ ら れ た 村 と 、 変 わり 果て た 両親 の 亡骸 。 箇 や か な 日 々 
が 何より の 宝物 で あっ た と 、 今 に な っ て 気がつい た 。 幸せ が も は や 取り 戻 の) ※ 
せな い の な ら 。 雨 に 演 れ る 墓標 に 替 っ た の は た だ ひと つ 。 悲劇 が くり 返さ 
れる の を 、 父 に 学ん だ 剣 で 止め る こと 。 

杏 失 の 嘆き に 飲ま れ 、 憎 し み の 炎 に 身 を 焦がす の は 簡単 だ 。 自 分 の 真 
の 仙 。 仲間 や 多く の 人 々 の 不幸 を 招い た 諸悪 の 根源 。 世界 を 震 搬 さ せ 
る 生き た 災厄 。 魔王 ダオス を 討つ 、 そ れ だ け を 考え て 進ん だ 。 傷つく こと 
な ど 怖 く な か っ た し 、 傷つけ る こと を 迷う 余裕 さえ な か っ た 。 押え きれ な い 
色 り に 、 己 の 身 が 焼き 尽く され そう な と き 一 いつ も 仲間 の 手 が 強 く 肩 を 
抱き 寄せ て くれ た 。 ふざけ 半分 で 励ま し て くれ た 。 静か な 優し さ で 包ん で 
くれ た 。 だ か ら こ そ 痢 に 堕ち る の で は な く 、 光 を 求め て 戦え た 。 

父 は 名 を 携え た 。 し か し それ は 、 た だ 悪 を 討つ た めで は な く 。 母 は 術 を 
編ん だ 。 し か し それ は 、 た だ 悪 を 封じ る た めで は な く 。 多く を な くし た 世界 で 、 
自分 を 囲む た くさ ん の 思い や り に 教え られ た 。 偉 大 な 両親 に 授け られ て い 
た いち ば ん 大 切な こと は 、 強 い 心 と 深い 慈しみ 。 そ れこ そ が 未来 を 築く た 
め の 、 本 当 の 勇気 。 

エタ ー ナ ルソー ド 。 時 間 と 空間 を 操る ひと 振り の 訂 き を 、 ク レス は 掲げ る 。 
激情 に 駆 ら れる こと な く 、 悲劇 に 届 せ ず 、 そ の 人 智 を 超え た 力 を 、 た だ が 自 


5 
人 
分 の 心 が 命じ 、 自 分 の 瞳 が 見 据え る 正 し さ の た め に 。 す 
る 
ん 


僕 六 は 、 と の 世界 を 守り だ い ゆい ! 
みん な が いる と の 世 究 を ! 


ン の FT 


38 2 ささ ざ び ( 叶 Ui > 漆 


……i と サン と 人 の さき は と で 帳 は (rr は 0 下す 仁和 に 中 
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いい コツ リア で トト 


@ | モリ スン さん の 言っ た こと が 正しい か も し れ な いけ ど …… 僕 は 、 も う 迷 わな い !」 : 力 の な さ を 自 覚 し つつ も 固め る 、 信 討 ちあ へ の 決意 借 「 急 が な けれ ば いけ な い 時 な の は わか っ て 
いる けど 僕 は ……」: 信 討 ち を 願う リア へ の 同調 か ら 生 まれ る 、 理屈 を 越え た 願い 代 「 奴 は 僕達 負 す た め な ら ど ん な こと だ っ て する ん だ !」 : ダオス の 凶行 に 理由 を 求め よう と する ア 
ー チ ェ に 湧き 上 が っ て し まっ た 綴り 欠 「 僕 達 は 、 こ の 世界 を 守り た い ! みん な が いる この 世界 を !] : オリ ジン の 問い に 疑念 た 浮か ば せる も の の 、 平和 の た め に 戦う こと を 選ぶ 勇気 


ク 


IVE ョ 1 NN 江本 SIT TI Gt hG 
3 「 「 
マン 人 ーー 
中 居所 の セー ラー の 
乱 出身 : 不 明 参 職業: 法 術 師 移 初期 称号 : ヒ ビー ラー 乱 一 人 称 : 私 こおろぎ さと み ( SFC) 


・ 肢 に 十字 を 刻ん で 

痛み で か すん だ 愚者 の 目 に 与え る 、 
安らぎ の 象徴 。 法 術 が 傷 に 染み 渡 
る まえ に 、 心 が 癒さ れる 。 


5 へ 
K 
ー Bo へ いい 、 
3 BN、 
の 人 か mw 
RONSRGRSS 6 ペ 
き 


・ 韻 し を 与え る 手 


傷つい た 者 は 、 そ の 手のひら の 温 る も 
り に 安らぎ を 感じ る 。 いつ の 世 も 


コ ヨ 当 ( ( ' 
ト いと 
1 へ へ Ps NN こい へ 、、。 Sn 


大 きす ぎる 癒し の 力 は 、 た や すく 破 
壊 に 転ずる 。 自分 と 仲間 を 守る 杖 
は 、 か けが え の な い パ ー ト ナー。 
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神 巨 の 家 了 系 に 人 生まれ 廊 っ た 法 舌 訪 。 癒し の 力 を 硬 使 す 
る 法 短 万 を 価 現 する か の よう に 、 件 閣 ば 作 し く 慈 基 深 
い 。 また 妨 記 で ある クレ ス た ち に も / さん 全 け で 話す 、 

要 で 物 藤 か な 振 る 胡 ()、 を する 。 純 親 の メリ ル は か つ 
て ダオス 奈 急 を 邊 な っ た 縛 府 者 の ひと り で 、 彼女 が 圭 つ 
ペン ダン た な は 款 久 の 銀 の ひと つ だ っ た 。 ぞ れ が 原因 と な 
り 、 ミ ン 人 は 大 親 英 々 炎 万 に 巻き 込ま れる 。 


N へ で で て さい ひき で ふせ 


・ て 旭 LG5S cf や 馬 電 N て 電 S1 井 ・ 


| 年 っ マザー シッ プ 
と と ⑤ タル 


坊 さ れ た 慈 券 の 細 で こ 


私 達 は 、 今 で きる ここ ご を や り ま し 


て 


ー 一 世界 は いつ も 優し ょ に 、 満 ち て いた 。 

稀少 な 法 術 師 の 一 族 と し て 母 メリ ル は 術 を 繰り 、 魔王 ダオス を 封印 し た と いう 。 し か し 母 は 、 
尊い 使命 も 水 高 な 志 も 語り 開か せる こと は な か っ た 。 ミ ント の 知る 母 は 、 慕い 頼っ て 訪れ る 人 々 
に 囲ま れ て 、 そ の 力 を 惜しみ な く 使 い 傷 と 心 と を 癒す 、 微 笑み の 似合う 女性 だ っ た 。 

母 と ふた り 地 下 定 に つなが れ た の は 、 ダ オス の 配下 の 募 に 、 封 印 に 連なる 者 と 叫 ぎ 当て ら 
れ た か ら 。 冷 たい 石壁 の 向こう で 、 母 が 呼ぶ 声 は 次 第 に 弱 々 し く な っ て いっ た が 、 そ れ で も 励 
まし 続け て くれ て いる と 信じ た か ら こ そ 、 希 望 を 捨て ず に いら れ た 。 

救い 出し て くれ た クレ ス は 、 母 か ら 託さ れ た 一 角 獣 の 耳飾り を ミン ト の 目 か ら 遠 ざけ る 。 同じ 
魔王 封印 の 系 譜 に 生ま れ 、 災 厄 の 下 に た くさ ん の も の を 和 失っ た 彼 の 、 せ いい っ ぱい の 気遣い 。 
それ は ふた り が 辛い 現実 に 抗う た め の 優し い 嘘 だ 。 ク レス も 、 そ し て ミン ト も 、 杏 失 を 、 絶 望 を 、 
沸き 上 が る 激情 と 例 突 を 、 互 い へ の いた わり に 変え た 。 悲 し み を 押し 殺し 、 泣 き 月 れず に 前 
を 向く 勇気 を 求め た 。 痢 が 明け る 場所 を と も に 探し た 。 

負う も の の 一 切 を 明か すこ と な く 逝 っ た 母 。 封 男 は ダオス を 抑え 込ん で は いた が 、 決 し て 土 
に 還 し た わけ で は な い 。 い つか 破 ら れ 、 有 恐怖 を 具現 する 男 が 時 る と き 、 封 印 の 鍵 で ある ペンダ 
ント の 継承 は 、「 ア ド ネ ー ド の 娘 」 の 宿命 か ら 逃 げ り れ な く な る こと を 意味 する 。 な ら ば せめ て 、 
娘 が 背負 うか も し れ な い 業 を 少し で も 引き 受け て 一 一 。 

無垢 で いら れ た 時 代 を 、 母 が くれ た 。 も う 一 度 生 きる 力 を 、 ク レス が くれ た 。 だ か ら ど うか み 
ん な の た め に 、 こ の 力 を 使い た い 。 母 に 生か され た この 命 で 、 み ん な を 守る 戦い に 要 望 を 捧 
げた い 。 選 ばれ し 者 の 福音 た な ど と いう 大 それ た も の で は な く 、 た だ 大 切な 人 を 守り た いと 願う 
一 途 な 想い で 。 そ れこ そ が 人 の 身 に 許さ れ た 最高 の 奇跡 、 法 術 。 

世界 に そびえ た 大 樹 の 、 木 漏れ 日 の 下 。 自 分 を 包み 込む 優し さ を 澄 ん だ 大 気 に 乗 せ て 、 ミ 
ント は 頂 か 未来 に まで 幸福 を 祈っ た 。 


…… ぐ 講和 せい 


エス コー ト 
@⑤ ダイ トル 


り ぐ 人 紅 放 ば 引 す CS の IA で 谷 諾 


dd j90 SHIVT 


0 ン /(Ey7Nu 肖 に: 
RNN / 応 要 
で ODSS 


い 
2/ 


< こ 


本 当 に …… あ り が と う …・ 『 
さ 
ル ん 


へ NN で さい ぴき 入 そ へ \ 


軽々 し くす る も の じゃ あり ませ ん っ 」 : クレ ス に 
キス を 迫る アー チェ を 目 に し 、 思い が けず 浮か ん で し まっ た 不思議 な 感情 倫 「 お 父さん …… お 母さん …… 私 に 、 力 を …… 強 い 力 を 下さ い ……」 : 暴走 を 始め た 力 を 制御 し よう と し 、 苦 
し み の あ まり 不意 に 浮か ん だ 両親 へ 救い を 求め る 言葉 借 「 本 当 に …… あ り が と う ……」 : 母 の 死 を 隠し 、 弱い 自分 の 心 を 守り 続け て くれ て いた クレ ス に 対す る 、 心から の 感謝 と 愛情 


S 


さ 9% ふ AV 


く Q> ぶ > 


乾 に CS BDD も TRI p 作 6 
リ に 
ディ ァ ス ダー・ ノ パー クジ アプ ム 
計 放 7 o 
1 旬 性 別 : 男 恩 年 齢 :17 歳 も 身長 :175cm で 体重 :62kg CV 伊藤 健太 郎 (PS、GBA、PSP ) 
ToP < ン ぐ 出身 : ト ー テ ィ ス 村 ‥ 職業 : 狩 人 @ 初期 称号 : ハ ンタ ー つ 一 人 称 : オ レ 草尾 毅 (SFC) 
・ 雇 目 
獲物 を 狙い 続け て きた 目 は 、 人 の 心 
も 見 定め る 。 優し げ だ が 鋭い 眼光 
か ら 目 を 背け て は いけ な い 。 
・ 衰 腕 


手元 で の わずか な ズレ が 、 矢 の 到 
達 地点 を 大 きく 変え る 。 弓 を 支え る N 
腕 は 、 鋼 の ご と く 頑 健 に 。 


エス コー ト 
タイ トル 


相棒 
弓 は 生き 物 。 匠 の 技 で 作ら れ て い 
て も 、 日 々 の 調整 は 欠 か せな い 。 
子 を 訂 し む よ う な 心持ち で 。 
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No 


トー デ ティス 装 の 若き 迎 人 で 、 クレ ス と は 女 い に 幼なじみ に し て 親 
友 。 早く に 益 親 を 失う が 、 正 ら の チチ で 妹 の アミ ィ を 字 る 溢 意 を 
為 き 、 彼女 を ひと り で 育 て 上 げ る 。 ぞ の た めか 妹 へ の 藤 度 と 湧 
胡 ぶ り は 、 な か ば シス コン と 邦 ば れる ぼ ど 。 だ が ぞ れ め え に 好 
を 毅 撃 され 、 最 愛 の アミ ィ を 杏 っ て か ら な 痢 讐 に 心 を 奪わ れ て 
し まう 。 己 の 負 い 凌 を 一 旭 も 多 か の し た こと が な () 影 の 夫 力 家 。 


へ で で いて さい ぴき 和信 さ ふ ふ \ 


S of p 旦 電 N て 電 S1 オ ・ 属 


の マザー シッ プ 


NN ・ て 才 上 6 
2 ベン クジ 


ーー 矢 に 史 う 愛 殺 と の 約 東 に 


「 子 供 は 無邪気 が 一 番 」、 大 人 は いつ だ っ て 無責任 に 言い 放つ 。 
だ が 辺境 の 地 で 親 を 失っ た 子ども に 、 そ ん な 余裕 な ど あ る も の か 。 だ 
か ら チ ェ ス ター は その 日 その 日 を 生き 延び て 、 幼 い ア ミィ を 育て る た め 
に 、 大 人 た ち に 交じっ て 狩り に 励ん だ 。 シニカル な 物言い は や め ろ ? 
知っ た こと か 。 落ち 着い て る ね ? 好き で そう な っ た わけ じゃ な い 。 

と は いえ 、 そ れ は 彼 自身 が 選ん だ 道 だ 。 ま だ 幼かっ た アミ イィ を 引き 取 
ろう と いう 申し 出 は 、 な か っ た わけ で は な い 。 け れ ど それ を 突っ は ば ね た 。 
愛 お し い ア ミィ と 親友 の クレ ス 、 等 身 大 の 自分 で いる こと が で きる その 
場所 を 、 大 切 に し た か っ た 。 そ の 理由 だ け で 十分 だ と 思っ た 。 

黒く 光る 鎧 を まとっ た 騎士 に 村 が 陣 撃 され 妹 が 殺さ れ た 、 あ の 裏 失 
の 日 。 守っ て きた も の すべ て が 壊れ た 。 押 し 寄せ る 復讐 の 心 に 我 を 忘 
れ た 。 信 討ち の 戦い は 、 狩 り と は 違う 。 誰 か の 一 人 の 、 命 を 奪う こ 
と だ 。 けれど た め ら い を 覚え る こと さえ な か っ た 。 

黒幕 は 魔王 ダオス 。 地下 墓地 に 追っ た 。 追い 詰め た 気 に な っ て 、 
それ は ある い は 、 た だ 子ども を か ら か う よ う に 誘い 込ま れ た だ け な の か も 
し れ な い 。 圧倒 的 な 力 。 目 の 前 か ら か き 消え た クレ ス 。 絶望 。 そ し て 
つき ぎの 剥 那 に 光 が 弾 け て 、 友 は 時 を 越え て 戻り 、 仙 を 退け 、 ま た 未 
来 に まで 追う と 言っ た 。 一 瞬 の 間 に 病 か 高み を 見 据え て し まっ た 、 そ 
の 横顔 。 時 間 転 移 が 切り 分 けた 時 空 の 狭間 で 友 は 過去 に 何 を 見 、 ど 
れ だ け の 修羅 場 を くぐり 抜け て きた と いう の か 。 

両親 の 、 村 の 皆 の 、 そ し て アミ ィ の 吊 い の た め に 劉 を 抜き 続け る クレ 
ス を 、 守 る 。 い や 、 追 う 。 い つも いっ し ょ だ っ た の だ 。 弓 と 剣 の 違い こ 
そ あ れ ど 、 獲 っ た 獲物 の 数 に ほとん ど 差 は な か っ た の だ 。 こ の まま で は 
た だ の 足 手 ま と い 。 背中 を 見 る だ け の 「 親 友 ] な ど 、 聞 いて 果 れ る 。 

だ か ら 今 夜 も 弓 を 引く 。 ク レス が 100 回 剣 の 素振り を する な ら 、 こ ちら 
は 101 本 の 矢 を 射る 。 いつ か 必ず も う 一 度 追い つけ る 日 が 来る と 信じ て 。 
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ーr『 さ と みみ で ぐ 叶 


ーー ご めん な アミ ィ 、 仙 討ち は それ まで お 預け だ 。 お 前 の 大 切な バカ 正 
直 で 熱 面 で 、 正 義 感 の 固まり みた いな あい つの 背中 は 、 や っ ぱり オレ 
が 守っ て や ら な きゃ な 。 ま だ まだ か か り そ う だ けど 、 待 っ て て くれ よ ……。 


/ だ 、 誰 が 、 嫌 い 7 こ っ て 言っ だ よ ! 
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NNMSNN い いき 和信 させ 


@ 「 ア ミィ や 村 の 人 達 を この まま に し て 、 逃げ る っ て いう の か ? オレ は いや だ !] : クレ ス の 理性 的 な 忠告 に 、 我 知れ ず 湧き 上 が っ て し まっ た 怒り と 反発 心 豊 「 で も 今 は 、 そ れ で も 
戦わ な きゃ な ら な い 時 な ん だ よ !」 : 命 の 思 人 を 助け に 行く こと を 、 力 の 無 さ を 理由 に た め ら う ク レス に 対す る 叱 喧 倫 「 ク レス 、 助け よう ぜ ] : 仲間 に 持ち 上 げ ら れ て し まっ た クレ ス を 気 
の 毒 に 思い な が ら も 、 つい つい 自分 も その 流れ に 従っ て し まう 悪 ノリ 氏 「 だ 、 誰 が 、 嫌い だ っ て 言っ た よ !] : 自分 の 気持 ち を 誤解 し て いる アー チェ へ の 弁明 か ら 、 思わ ず 漏 れ た 本 音 
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タイ トル 
も 種族 : ハ ー フ エル フ 性 別 : 女 欠 年 齢 :17 歳 身長 :157cm 久 体重 :45kg 
TOP $ 出身 ! ロ ー ン ヴァ レイ 多 職業 : 魔 術 師 で 初期 称号 : マ ジッ ク ユ ー ザ ー 一人称: あたし 


/ 


不思議 な 響き の 呪文 も 、 美 し い 歌声 」 
(自称 ) も 、 アイ ツ へ の 文句 も みん  「/ 
な ここ か ら 出 て くる の 一 。 ら らら 。 


・ マ ジッ ク ユ ー ザ ー 1 | / 
/// 


ヽ ・ ベ ペスト パー トナ ー 1 


古式 ゆか し い 魔 女 ア イ テ ム の 定番 
だ けど 、 サド ル く らい は 欲し いよ ね 。 
長 時 間 乗 っ て も 疲れ 知ら ず だ よ ! 
mw 
か ー」 
7 ge 
ll 
(の 
『e】 
| 上 
時 
計 
1 
ーー 
の ・ チ ャ ー ム ポイ ント 1 
> いつ も 見 られ る か ら ガ ー ド は バッ チリ 


ンク と 。 じ 、 自信 な いわ け じ ゃ な いよ ! 
ング 安売り し な い だ け な の ! 


仙 の 人 補 親 と エル フ の 親 の 商 に 産ま れ た 、 ハ ー フ エ 
ルフ の 少女 。 旋 筋 め え 優れ た 魔 租 の 素養 を 圭 ち 、 愛 
盛 の ウキ で 空 を 牙 び つつ 強力 な 魔術 を 使 こなす 。 
人 人 商 と エル フ 、 竹 族 か ら 激 し いい 迫 害 を 受け る 立場 に 
あり な が ら 、 生 まれ 芋 っ た 能 天 気 で あけ すけ な 作 閣 で 
一 行 を まとめ る ムー が メー カー。 だ が 生き 名 れ の 太 親 
に 対し て ば 、 今 も 変わ ら ぬ 紛 別 な 想 () を 施 () て いる 。 


へ で で て い きき で ふせ 


心 に 浮か ん だ こと を 飲み 込ん で し まう の は 、 昔 か ら 苦 
手 だ っ た 。 遠慮 が な いと か 能 天 気 だ と か 言わ れ て も 、 
そう いう 性 格 な ん だ か ら 仕方 が な い 。 ハ ー フ エル フ が 括 
害さ れ て いる の は 百 も 承知 。 だ か ら っ て お と な し くし て な 
きゃ な ら な いな ん て 、 お か し な 話 だ 。 

不 過 な 身の上 で あり な が ら 、 ア ー チ ェ は 伸び や か な 
少女 時 代 を 送っ た 。 ハ ー フ エル フ と いう 忌み 嫌 わ れる 
咽 を その 身 に 受け な が ら も 、 決 し て 迫害 に 届 す る こと は 
な か っ た 。 家族 は 父親 だ け 、 友 人 は 魔 科 学 の 研究 に 
従事 する 両親 の せい で 孤独 だ っ た 人 間 の 少女 リア だ 
け 。 で も アー チェ の 心 が 沈 むこ と は な い 。 性 格 的 に 落 
ち 込 むせ ほう で は な いし 、 ち ょ っ と の 間 だ け だ が 恋人 も い 


た 。 ア ー チ ェ の 心 は いつ も 自由 だ っ た 。 あ る 一 点 を 除 の 2 


\。 ダイ トル 


唯一 、 心 に 影 を 落と す も の 、 それ は 母親 の こと だ っ た 。 
父 か ら は 死ん だ と 聞か され て いた が 、 魂 の どこ か で 母 と 
の つなが り を いつ も 感じ て いた 。 母 が エル フ で ある こと 
と 、 エ ルフ た ち が 自 分 た ちの 森 に 帰っ た 事件 を 知っ た と 
きか ら 、 い つか 母 を 捜し に いこ うと 決め て いた 。 

だ か ら ク レス た ちの 到来 は 渡り に 船 だ っ た 。 魔王 ダ オ 
ス を 倒す た め 旅 を する 彼ら と いっ し ょ に 行け ば 、 い ずれ 
エル フ の 森 に 立ち 寄る 機会 が ある に 違い な い 。- 一 そ 
れ は 予想 外 に 早く 訪れ る 。 

夢 に 見 続け た 再会 の 喜び は 、 一 瞬 で 悲し み に 変 わっ 
た 。 エ ルフ た ち は 自 分 が 思い 描い て いた 以上 に か た く 
な で 、 母 らし き 女 性 は 名 乗っ て も くれ な い 。 け れ と 彼女 
は 自分 の 命 を 賭し て 、 里 に 侵入 し た アー チェ の 処刑 を 
止め る よう 頼ん で くれ た 。 それ で 十分 、 わ か っ て し まっ た 。 

自分 の 望み は 果たさ れ た 。 だから 今度 は みん な に 恩 
返し を する 番 。 ク レス は お 子 様 だ し 、 ミ ント は 真面目 す 
ぎる し 、 ク ラー ス は 説教 くさ ぐい し 、 す ず ち ゃ ん は すぐ 暗く 
な る 。 チェ スタ ー は ……・ 0 ルム か 

と も か く 、 こ の 頼り な い 連 中 を まとめ られ る の は 自分 し 
か いな い 。 勝手 に そう 決め て アー チェ は 先頭 を 切っ て 
空 を 飛ぶ 。 愛 用 の ホウ キ は 、 今 日 も 絶好 調 だ っ た 。 
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て で で て いい きき で さ ふ \ 


@ [今度 は 、 あたし が みん な の 力 に な っ て あげ ちゃ うか ら 沈 親友 り ア の 願い を 聞き 届け て くれ た こと へ の 感謝 と 、 仲 間 と な る 誓い 借 「 あ た し っ て ば 100 才 も 、 お ば あちゃ ん な わけ ?]: 
信じ 難い クレ ス た ちの 告白 に 、 思わ ず 混 乱 倫 「 お 母さん 、 あ た し の お 母さん な ん で し ょ ? お 願い 、 も う 一 度 顔 を 見 せ て 、 会 わせ て ……」 : 生き 別れ の 母親 が 命がけ で 自分 を 救っ て 
くれ た こと に 気づい た 、 和 公 き と 募る 想い 倫 「 あ ー あ 、 や ん な っ ちゃ う ! な ん で 、 こ う ケ ンカ ば か りな ん だ ろ 中 : 気 が び づく と チェ スタ ー と 衝突 し て し まう 、 素直 に な れ な いも どか し さ 
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t と! っ 


へ ! PCPS の BOT 
、) ノ クラ ー ス ・F・ レ スタ ー 


る 性 別 : 男 で 年 齢 :29 歳 欠 身長 :176cm で 体重 :62kg 
TOP  G ‥ 出身 : ユ ー ク リッ ド 村 欠 職業 : 召 喚 士 窟 初期 称号 : ま ぼう が くし や ゃ 一 人 称 : 私 


で の チ 
タ ィ トル ゆ 


勝利 の 喜び も 、 敗北 の 痛み も 、 年 
少 者 た ち に は 見 せな い 。 大 人 の 苦 ( 
労 を 今日 も つば の 後ろ に 隠す 。 ' po 


召喚 士 。 それ は 人 間 と 精霊 の 狭間 SS 
に 立つ 者 。 全身 に 施し た 刺青 で 、 
己 の 身体 を 境界 の 上 に 置く 。 


を 超え た 力 が 要 る 。 過度 に 見 える 
装飾 も 大 切な 呪術 の 一 部 。 
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魔法 学者 に し て 、 靖 霊 を 召 奉 し 力 を 行使 する 召 春 士 。 
仙 で は 胡 え な い 魔 竹 の 化 わり と な る 召 腐 答 を 婦 究 し て 
いい たため 、 砂 の 学者 か ら 異 端 座 いり を 受け る 。 だ が クレ 
ス た ちと の 太 会 (を きっ か け に 精霊 と 契約 を 果たし 、 下 
ら の 理論 を 実践 し て いく 。 婦 究 ひと 筋 の 訪 大 者 だ が 、 
條 長者 らし (分別 で 一 行 の まとめ 役 を 殺 う 。 生活 全般 
の 遍 信 を 見 て くれ る ミラ ル だ に は 頭 が 上 が ら な (0)。 


へ で で さい いき で 


N Ac や 。 ・ て 電 LG5S of や p 旦 電 N て 井 51 井 ・ 
ニク ヘマ ング の ん 人 


学問 に 賭け た 信 


学問 に 主流 は あっ て も 、 正 統 や 異端 は 存在 し な い 。 お よそ 正統 と は その 時 代 
や 環境 に お いて 、 一 般 的 に 主流 と され る 分 野 の 地位 を 確保 する た め に 、 過 去 へ 
さか の ぼっ て 名 づけ られ る も の 。 仮に 異端 と 呼ば れ て いる 学問 が 主流 に 変わ れ ば 、 
現在 の 正統 は 異端 と 化す 。 

ーー 一 た と え そ の 主張 が 真理 だ と し て も 、 ク ラー ス の 姿 を 見 た 者 は 改め て 「 異 端 」 
と いう 言葉 の 意味 を 実感 する だ ろう 。 精霊 召喚 の た め 全 身 に 施さ れ た 不思議 な 
ペイ ント 、 風 変わ りな 衣装 、 手 足 に つけ た 鳴子 に 彩 ら れ た その 姿 は 、 控 え め に 提 
えて も 大 道 芸 人 と 変わ ら な い 。 た だ 彼 の 双 皮 が 宿す 知性 の 燃 き に 気づい た 者 だ 
け は 、 並 々 な ら ぬ 実力 の ほど を 実感 で きよ う が 。 

だ が そん な 世間 の 風評 程度 で 、 自分 の 主義 を 月 す ク ラー ス で は な か っ た 。 日 々 
議論 を 重ね て いる だ け の 募 が 、 正 統 学問 の 徒 を 名 乗る を な ど お こ が まし い 。 人 の 
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役に立た な い 学 間 な ど に 意味 は な い 。 た と え 異 端 と さげ すま れ て も 、 己 の 信じ た い 
つ 
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道 を 迷わ ず 進 み 、 自 ら の 手 で 実践 し て いく 。 そ の た め な ら 学 院 首席 と いう 栄誉 も 
捨て られ る し 、 変 人 、 偏 屈 呼 ば わり され る こと な ど 柳 に 風 と 受け 流す 。 ク ラー ス と 
は そう いう 男 だ っ た 。 
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私 達 は 、 本 来 で きる は ず の な い 
出会い を し て し まっ た …… 
いや 、 す る こと が で きた 
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し か し 現実 は 厳し い 。 召喚 術 研究 の た め 魔術 研究 所 を 開設 する も の の 、 紗 同 = 

者 は 現われ な い 。 研究 に 没頭 すれ ば 世間 と は 隔絶 され 、 研 究 所 の 維持 が 難し く ジー = 

m 

な る 。 か と いっ て 研究 所 の 維持 に 努め れ ば 、 肝 心 の 研究 が お ろ そ か に な る 。 e > 

ジレ ンマ に 陥る クラ ー ス が 、 未 来 か ら や っ て きた クレ ス た ちと 出会え を た こと は 、 ま | こ | 
さ に 運 合 の 導き に ほか な ら な か っ た 。 自分 が 研究 し 続け て きた 召喚 術 の 理論 を 証 た ら プス ス 
明 で きる だ け で な く 、 実 際 に 精霊 邊 約 し 、 召 喚 術 を 実践 する 機会 が 手 え られ た as ルル 
の だ か ら 。 2 ズ 
図ら ず も 一 行 の 年 長者 と な り 、 年 若い 仲間 た ち に 自分 の 影 を 重ね 合わ せる 。 オ 
ー テ | 
か つて 学び の 城 で 我 が 強 い 生徒 を 持っ た 教師 た ち は 、 さ ぞ や 今 の 自分 の よう に 7 プ 
苦労 し た だ ろう 。 だ が あの 教師 た ちと 違う の は 、 自 分 も また 行動 する 者 で ある 、 と 2 
いう こと 。 己 の 知性 で 運命 を 切り 拓く 決意 を 固め た クラ ー ス に 、 迷 い は な か っ た . | ン 
ジ 
1 アナ ア 


人 @ [そん な 奴 を 放っ て お く ほ ど 私 は お 人 好 し じゃ な い ] : 自分 の 目的 の た め 街 を 全滅 さす た デミ テル に 対す る 到 り 念 「 私 達 は 、 本 来 で きる は ず の な い 出 会 い を し て し まっ た …… い や 、 す 
る こと が で きた ] : 時 を 隔て た 出会い を 感謝 し つつ 、 別 れ の 運命 を 受け 入れ る 決断 倫 「 し か し 、 な ん と いう 科学 力 だ : 古代 都市 トー ル の 超 科 学 に 触れ て 、 思わ ず 漏 れ 出 て し まっ た 研 
究 者 の 本 音 但 「 い いね ぇ 、 若い っ て の は 」 : 果敢 に 女 風呂 を の で こう と する チェ スタ ー の 若 さ に 対す る 達観 と 羨望 


N 


移 性別: 女 乱 年 齢 :11 歳 欠 身 長 :135cm 欠 体重 :28kg 
で 出身 : 忍 者 の 里 職業: 忍者 … 初期 称号 : す ず め に ん じ や 和 一 人 称 : 私 


・ 末 来 に 期待 
隠密 行動 に は 小さ い ほ う が 便利 な 、 
ん で す 、 と 強がっ て みる 。 ま だ まだ 
11 蔵 将 来 性 は 十分 ある ん だ し 。 


・ 小 は 大 を 兼ね る 


忍者 の 刀 に 長 さ は いら な い 。 目標 
の 懐 に 飛び 込む お 速 さと 、 抜 き 打ち の 
手際 が 刀身 の 代わ り 。 


・ 戦 場 の 道化師 

さら し た カラ の 手 か ら 術 を 放つ 。 虚 
か ら 実 を 、 実 か ら 虚 を 生み 出し 相手 
を 幻惑 する の が 忍術 の 極意 。 


0 S ヨ HIVI 


各層 に 雇 わ れ 影 で 計 記 する 忍者 た ち 。 すず 彼ら を 東 
ね る 大 賀 栗 流 忍者 一 族 頭 痕 の 痛 女 に し て 、 次 期 頭 疾 巡 
靖 の 筆頭 で ある 。 わずか 7 7 蔵 に し て 、 忍術 の 物 朋 は す 
で に 大人 顔負け 。 し か し ぞ の た めか 、 年 原 の 少女 らし 
精 緒 に 欠け 、 忍 者 娠 有 の 非 請 の 迷 に 縛ら れ て も いた 。 
と ある 吾 で 感 親 を 理 っ て か ら ば は 、 クレ ス た ちと 硬 動 を と 
も に する よう に な のり 、 少し ずつ 威 誠 を 胡 り 戻し て いい く 。 


NN で いつ いき で トリ 


S of や 王 電 N て 電 51 オ ・ 


の マザー シッ プ 


NN ・ て 孝 L 上 6 
2 スマ ンジ) 


決意 の 文 、 記 き 両 親 へ 届け 臣 


ーー ペ 

こう し て ふた り に 文 を し た た め る の は 、 初 め て の こと か も し れ ま せん .。 
妨 者 は いか な る 状況 に お いて も 、 任 務 の 跡 を 一 切 残 さ ず 、 た だ 消え 
去る の が 搾 。 で す が 今 、 私 は 忍者 で は な く 一 介 の 冒険 者 と し て 、 あ 
な た 方 の 娘 と し て この 文 を つづ っ て いま す 。 

あの 日 、 闘 技 場 で クレ ス さ ん の 前 に 父上 と 母上 が 現われ た と き 、 
私 の 胸 は 高 鳴 り まし た 。 正直 に お 話し する と 、 行方 不明 だ っ た 父上 
と 母上 を 捜す 任務 が 達成 され た た めで は な く 、 よ う や く 会 えた こと が う 
れ し か っ た の で す 。 以前 の 私 な ら ば その 感情 を 、 忍者 に は 不要 な 「 甘 
さ 」 だ と 否定 し た こと で し ょ う 。 で す が ク レス さん た ちと いっ し ょ に 旅 を 
続け る うち 、 そ の 甘 さも 大 切な の だ と 知り まし た 。 非情 で あれ ば 任務 
に 失敗 する 飼 れ は 確か に 減り ます 。 し か し それ で は 結局 、 任 務 以 上 
の 成果 は 期待 で きま せん 。 こ れ か ら 私 た ち が 立 ち 向 か う ダ オス を 打ち 
破る に は 、 非 情 な 計算 が 生み 出す 以上 の 力 が 必要 な の で す 。 

私 は その 力 が 、 我 々 忍者 が 捨て て きた 感情 の 中 に ある こと を 、 ク 
レス さん た ちと の 旅 を 通じ て 知り まし た 。 誰か を 大 切 に 思い 、 何 か を 
守 ろ うと する と き 、 人 は 実力 以上 の 力 を 引き 出す こと が で きる 。 ク レ 
ス さ ん に 敗れ た 父上 と 母上 が 、 な ぜ 魔 物 の 呪縛 を 破り 互い の 胸 を 突 
く こ と が で きた の か ……。 それは 私 を 心から 大 切 に 思っ て くれ る 父上 
と 母上 が 、 呪 縛 を か き 消 す 力 を 発揮 し て 私 を 守っ て くれ た の だ 、 と 信 
じ て い ます 。 

も うす ぐ ダ オス と の 決戦 で す 。 恥 ず か し な が ら こ うし て いる 間 も 、 有 雇 
さ の あま り 手 が 岩 え て 字 が ゆがん で し まう ほど で す 。 で す が 同 時 に 、 
菅 怖 を 上 回 る ほど の 熱い 想い を 感じ て も いま す 。 こ の 想い を 力 に 変 
える こと が で きれ ば 、 き っ と 勝利 まつ かめ る で し ょ う 。 

願わ くば 私 の 創 関 が 、 父 上 の ご と く 鋭 く な る よう に 。 私 の 忍術 が 、 
母上 の ご と く 見 事 で も る よう に 。 すべて が 終わ っ た と き に は 、 必 ず ご 

告 し に 行き ます 。 それ まで し ば し 、 お 待ち くだ さい 。 

ーー お ふた り の 娘 、 す ず よ り 


すず は 、 も う 泣 きま ませ ん 。 
この 涙 が 最後 の 涙 …・ 
すず は 立派 な 忍者 に な り ま す 


@ [私 は 忍 の 控 に 従い 、 務 め を 果たし ます 。 お 覚悟 を ……」 : 凶行 に 走る 仲間 を 止め る た め 、 命 を 奪う こと も や む な し と する 決意 但 「 す ず は 、 も う 泣 きま せん 。 この 涙 が 最後 の 涙 
お な すず は 立派 な 忍者 に な り ま す 」 : 互い を 刺し 合う こと で 自分 を 守っ て くれ た 、 両親 へ の 感謝 と 別れ 傘 「 足 手 ま と いか も し れ ま せん が 、 今 、 自 分 が 出来 る こと を し た い の で す 」 : 両 
親 捜し に 尽力 し て くれ た クレ ス た ち に 対す る 感謝 倫 「 で も 、 せ め て …… 最 後 の 戦い は 、 ク レス さん 達 と 心 を 重ね て 戦い た い ……」 : 決戦 に 仲間 の 一 員 と し て 臨み た いと いう 想い 
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wild9 と は で 本 (rrtO 滑 EE は 下 叩 M》 すぐ 人 は 放さ きど は と (rr 州 居合 


[ に ー セ 1 
P1 
。/ の ) 


へ て で さい いき で へ 


マザー シッ プ 
タイ トル ⑤ 


性別: 男 久 年齢 : 不 明 多 身長 : 不 明 多 体重: 不明 時 。 二川 還 (PSP) 
TOP 出身 : デ リス ・ カ ー ラ ー ン 委 一 人 称 : 私 塩沢 兼 人 (SFC、GBA、PS ) 


2 コトー スー. 4 

千 の 失敗 も 、 万 の 挫折 も 、 そ の 目 を SS 
曇ら せる に は 至ら な い 。 何より 大 切 NN と 
な 目的 を 抱き 続け て いる 限り 。 の 


・ 変 わら な いも の 


糧 び や か に 見 えて も 、 身体 を 直接 
包む 衣装 は 質素 に 。 秘 め た 心 は 母 
星 を 旅立っ た あの 時 の まま 。 


エス ゴート 
タ ィ トル 


どり 着け る 領域 も ある 。 目的 達成 
の た め に は 手段 を 選ば な い 。 
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証 よ り 魔子 と 区 され る 存在 に し て 、 デ リス ・ カ ー 
ら ア セリア の 大 地 に 庭 り 立っ た 異 星人 。 死に 演 し た 生生 
を 菊 ら せる た め 、 剤 弱 が 生み 出す と いう / 大 いな る 実 呈 S、 へ 
り / を 求め て いる 。 月 的 達成 の た め に だ 手段 を 選ば な へ 坦 
独 療 的 な 件 放 の 圭 ち 二 で 、 放 界 紛 の 庄 死 を 太 ぐ た め 奉 
界 中 に 魔物 を 解き 放っ た 。 時間 移動 の 茶 を 行使 で き 、 
殿 れ ぞう に な る と 示 求 へ と 逃 を 賠 る 。 


へ で で て さい いき ふせ 


5 of や 末 電 N て 電 51 電 ・ 


SS の グ か 


っ ョ ンチ ] = 。 マザー シッ プ 
ーー Ja ⑨⑤ タネ トル 


み TOP 


[この 世に 是 が ある と すれ ば 、 
それ は 私 で は な い 。 
貴様 ら 人 間 の 心 の 中 に ある の だ ]」 


除 大 任 を 答 び この 地 を 訪れ て か ら 、 い っ た い ど れ だ け の 時 が 流れ た の か 。 ダ オス は 自問 する が 、 
の ) すぐ に 思考 を 止め る 。 時 を 自在 に 行き 来 で きる 力 を 持つ 以上 、 そ の 間 い は 意味 を 持た な い 。 確 
か か な の は 、 同 じ 任 務 に 就 い て いた 同志 は も う 誰 も お ら ず 、 自 分 ひと り が この 星 に 残さ れ た こと 。 そ し 


か が し て それ だ け の 犠牲 を 払っ て も な お 、 任 務 は いま だ 果たさ れ て いな い 、 と いう こと . 
大 戦争 に よっ て 死に 河 し て いる 母 な る 星 、 デ リス ・ カ ー ラ ー ン を 救う た め に は 、 太古 この アセ 
リア に も た 5 され た 大 樹 が 生み 出す 「 大 いな る 実り 」 が 必要 だ っ た 。 当初 は 原 住民 と の 和解 を 考 
えて いた 。 我が身 を 研究 材料 と し て 差し 出す こと で 、 彼 ら の 協力 を 得 よう と も し た 。 結果 が この 


火 の エス コー ト 
の ) 

有 様 で ある 。 同志 を 失い 、 愛 し た 少女 を 失い 、 大 樹 の 命 ま で を も 和 失 お うと し て いる 。 

8 N 

ム 


ダイ トル 


ダオス は 慎 償 する 。 人 間 と 、 そ の 血 を 引く 忌 ま わ し き ハー フエ ルフ ども が 編み 出し た 、 魔 科学 


遇 
es 
ん 
な 
所 
で 
と いう 技術 。 連 中 は 自分 た ち が 何 を し て いる の か 、 ま る で わか っ て いな い 。 マ ナ は 大 樹 か ら 生 み 上 
る 
わ 
け 
に 
は 
い 
か が 
た 


わ 出さ れる 力 の 素 で あり 、 大 樹 自 身 も マナ の 力 に よっ て 生き 永 ら を て いる 。 そ の マナ を 、 魔 科学 は 
の 語っ 端 か ら 情け 容赦 な く 消費 する 。 こ の 一 方 的 な 搾取 が 行き 着く 先 に 、 い っ た い ど の よう な 未来 
に ポ が 待ち 受け て いる の か 。 それ を 想像 すら で き な い 、 愚 か 者 た ちの 無知 に あき れ 、 慎 る 。 

た そし て ダオス は 決意 する 。 こ の 美しい アセ リア の 地 に は び こ る 、 人 間 や ハー フエ ルフ と いう 尼 
と 介 な 寄生 昌 を 根絶 や し に せ ね ば な ら な いこ と を 。 農夫 が 畑 で より よい 実り を 得 よう と する な ら ば 、 
に S それ ら を [駆除] する の は 当然 の 行為 な の だ と 。 


い ) 世界 征服 を 目論む 魔王 、 と 呼ば れる こと に た め ら い は な か っ た 。 自 分 の 本 当 の 姿 を 知っ て も ら 
いた い 相 手 は 、 も は や どこ に も いな い 。 た と え 世 界 の 敵 と な り 果 て 、 壮 千 交 万 の 恨み を その 身 
に 受け た と し て も 、 必ずや 与え られ た 任務 を 果たす 。 そ れこ そ が 逝っ て し まっ た 者 た ち へ の 手 央 
け に ほか な ら な い 。 そう 信じ る 男 の 姿 は 播 る ぎ な く 、 ど こ か 俊 げ で も あっ た 。 
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私 が 背負 う 重 大 な 運命 も わか ら ず 、 
我 利 の み を 求め 勝手 な 振る 舞い を 続け る 人 間 達 … 


@ 「 [この 世に 悪 が の ある と すれ ば 、 それ は 私 で は な い 。 貴様 ら 人 間 の 心 の 中 に ある の だ 」 」 : か つて モリ スン が 耳 に し た 、 悪 の 所 在 と 本 質 に 関す る ダオス の 言葉 倫 「 降 りか か る 火 の 
粉 は 、 払わ ね ば な らん か ] : 自分 の 真意 も 知ら ず 、 襲い か か っ て くる 愚か 者 を 相手 に する こと へ の 諦観 代 私 に は 、 や ら ね ば な ら ぬ 使命 が ある !! こん な 所 で 倒れ る わけ に は いか 
な い の だ !『 : 今 一 度 己 を 奮い立た せる 叫び 欠 「 私 が 背負 う 重 大 な 運命 も わか ら ず 、 我 利 の み を 求め 勝手 な 振る 舞い を 続け る 人 間 達 ……」 : すべ て の 人 間 に 対 する 失望 と 嫌悪 


NNNNNN NN いで か 


S 


販 COMISSEIWTIN KING 主計 VO WC8H 計 SH2 主 SS の 2 
ニー 
人 ム ソニ クズ ・ の ・ ぞ グズ スン シ 
マザー シッ プ ⑨ 人 
ダイ トル 
生 性 別 : 男 移 年 齢 :36 歳 移 職業 : 法 術 師 移 一 人 称 : 私 CV 巳 家 運 昇 (PS、GBA、PSP ) 


井上 和彦 (SFC ) 
TOP 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ン 


ーー 世代 を 隔て て 引き 継が れる 温和 な 
レン 表情 は 、 時 を 越え て 旅 を する 者 に 
と っ て 、 何 より の 安らぎ と な る 。 


ーー か つて 仲間 た ち を 癒し た 腕 が 、 今 は 
5 > シン 彼ら の 子供 た ち を 守る 。 運命 に 選 
ば れ た 守り 手 の 力 が 宿る 。 


// 法 術 を 越え た 法 術 の 使い 手 。 切 り 
タ ィ トル の ② ] ング // ( N、。 / 机 を くり 出す その と きま で は 、 手 の 
[ 内 を 欠片 も 見 せ は し な い 。 
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/ 
現 條 に お いい て クレ ス た ち を 天 っ た 法 訂 艇 。 長年 の 
完 で 身 に つけ た 庁 周 転移 の 法人 短 を 計 、、 ク レス と ミン 
ト を 過去 へ 逃がし た 。 クレ ス の 褒 症 、 ミン ト の 母 と と ち 
に 、 ダ ナス を 封印 し た 4 人 の 編 奉 者 の ひと り で も ある 。 
な お クレ ス が 過去 で 褒 話 に な る エド だ ワー ド が だ ば は 彼 の 初 
婦 、 未来 で 訪 会 う ハ ロ ル だ ば 彼 の 子 若 。 クレ スズ 一 行 と 
モリ スン 一 族 は 、 時空 を 越え た 弥 で 結び れ て いる 。 
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、 、* や の 串 縛 族 の 友 に 茂 格 だ が 、 クレ ス た ち へ の 旋 力 は 倍 
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ズラ ム ノ リル た が ・ ミ レネ ー 


る 種族 : エ ルフ 性 別 : 男 @ 身長 :180cm 和議 生 40 は ) @⑥ マザー シッ プ 
る 職業 : 魔 法 戦士 で 一 人 称 : 私 塩沢 兼 人 (GBA ) タイ トル 


エル フ の 昌 の 長 に し て 、 エ ルフ 族 族 長 。 一 》 TOP 


エル フ 族 を 東 ね る 長 と し て 、 守 ら ね  / ま ない 。 ハー フエ ルフ の アー シア と / 半 多 
ば な ら ぬ 控 が ある 。 た と え 自 分 の 心 9 
を 永遠 に 殺す こと に な っ て も 。 の 書 難 を 乗り 越え 契 届 契 愛 と な り 、 去 来 論 


・ 見 捨て られ た 種族 


で は 人 賠 と の 交流 を 柄 的 に 進め る 。 


て * 百 発 百 中 


エル フ の 射る 矢 は 人 間 と は 異な る 。 
無垢 な 命 を 避け 、 た だ 邪悪 の み を 
まっ すぐ に 過 た ず 貫 き 通す 。 


6 時 ん 


半端 な 長 さ は 混血 の 印 。 こ の 耳 が 
も う 少 し 長け れ ば 、 大 切な あの 人 の 
横 に ずっ と 立っ て いら れる の に 。 


手 次 第 。 繊細 な 指先 が 願う の は 、 
た だ 善き 者 の 手 に 渡る こと だ け 。 


職業: 彫刻 家 金 一 人 称 : 私 


ハー フエ ルフ の 膨 計 家 。 ブラム バル だ と は ぢ (に 居合 っ て 0) 
る が 、 立 坦 の 達 () か ら 剛 放 成就 に は 長 ( 年 月 を 要 し た 。 エル 
フ の 夏 を ヲ /) て いる た めか 細 了 の 服 は 一 流 で 、 最強 クラ スズ の 


性 エル ヴ ン が ボウ を 作り たげ る 。 


移 種族 : ハ ー フ エル フ 性 別 : 女 氏 身長 :166cm 
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人 @ 伝説 の 始ま り と 止ま ら ぬ 進化 


世に 流布 する 数 多く の 英雄 度 が そう で ある よう に 、 真 の 
伝説 と は 例外 な く 、 何 ら か の 障害 を 乗り 越え る こと に より 
産み 落と され る 。「 テ イル ズ オブ ファ ンタ ジア 」 (以下 
| TOP」) が 発売 され た 1995 年 末 は 、 次 世代 機 と 呼ば れ 
る 高い 性 能 を 誇っ た 2 台 の ハー ド 、 プ レイ ステ ーション と セ 
カサ ター ン の 発売 か ら 、 ほ ば ぼ 1 年 が 経過 し た 時 期 。 し か も 
ITOP」 の 対応 ハー ド は 両機 で は な く ス ー パ ー フ ァ ミ 
ン 、 言う な れ ば 一 世代 前 の ハー ド で あっ た 。 

ゲー ム の 面白 さ が ハ ー ド の 性 能 差 で 決ま る と すれ ば 、 こ 
の 時 点 で すでに 「TOP」 に 勝ち 目 は な か っ た 。 し か し その 
作品 が 、 今日 に 至っ て は マザー シッ プ タ イ トル だ け で 10 を 
優 に 越え 、 膨大 な 数 の エス コー ト タ イ トル や メデ ィ ア ミッ ク 
ス 作品 を 送り 出す 、 超大 型 シ リー ズ の 原点 と な り 得 た 理 
由 。 それ は ひび ひとえに 次 世代 機 の 性 能 ス ペッ ク を 凌 名 す る 
ほど に 高かっ た 、「TOP」 の 完成 度 に 拠る と ころ だ ろう 。 

当時 と し て は 異例 の 歌 付 き の オ ー プ ニン グ 、 大 容量 
48MROM、 人 気 漫画 家 藤 島 康介 氏 の 描く 個性 的 な キャ 
ラク ター、 当 時 流行 の 格闘 ゲー ム 風 戦闘 シス テム 。 こう 
し た 魅力 的 な 要素 を 取り 揃え た うえ 、 世 界 観 に は 北欧 神 
話 の キー ワー ド を ふん だ ん に 盛り 込み つつ 、 SF 要素 も 加 
味 し て いる 。 これ ら す べ て を 高度 な レベ ル で 融合 させ た 
「TOP』 は 、 そ の 完成 度 の 高 さ か ら ゲ ー ム ファ ン か ら の 圧 
倒 的 支持 を 集め 、 現在 まで 続く 「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ 
の 確固 た る 基盤 を 作り 上 げた 。 

加え て 「TOP」 は 『「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ 中 、 も っ と も 
多く の ハー ド に 移植 され て いる タイ トル で も ある 。 し か も 
移植 の た びに さま ざま な 要素 が 追加 、 修正 され て お り 、 そ 
の 流れ は 2010 年 に 発表 され た 「 テ イル ズ オブ ファ ンタ 
ジア クロ スエ ディ ショ ン 」 に 至る まで 続い て いる 。 

も と も と の 完成 度 の 高 さ に 留まる こと な く 、 シ リー ズ 他 作 
品 の 優れ た 面 を フィ ー ド バッ ク 。 さら に は 新 キ ャ ラク ター 
を 加え る と いう 、 と も すれ ば バラ ンス や 世界 観 す ら 崩 壊し 
か ね な い 手 直し まで を も 受け 入れ る 懐 の 深 さ 。 これ は まさ 
し く 進化 で あり 、「 TOP」 が 真 に "伝説 の RPG" で ある か ら 
こ ぞ 成 し 得る 、 何より の 証拠 と 言え よう 。 今後 も 機会 が あ 
れ ば 、 さ ら な る 進化 を 期待 で きる …… そ うし た 可能 性 すら 
匂わ せる 「TOP」 は 、 ま さ に 稀有 な RPG な の で ある 。 
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人 @ 土 道 の 物語 に 隠さ れ た アン チ テ ー ゼ 


N て へ NN て で い ぴき で ふ \ 


て オオ LGS of や 及 乾 N て 電 B1 旭 て 電 LGS of や 彩 旭 N て 電 B1 電 て LGS of や 果 電 N て 電 B1 旭 て 旭 LGBSB of p 末 乾 N て 電 S1 電 て 旭 LGS cf 本 才 N て 朝 S1 坦 C 電 LGS of p 果 電 N て 旭 5I 乾 て 旭 LGBS of や 朝 N て 乾 51 旭 て 旭 LGS of や 果 電 N て 旭 51 ガ て LGS of P 彩 旭 N て 電 S1 電 


シリ ー ズ 中 で 「TOP」 が 置か れ た 位置 は 、 前項 で 解説 


The essence of TALESofPHANTASIA" 


し た よう に 特殊 で は ある が 、 そ の スト ー リ ー 展 開 は 非 
常に わか りや すい 。 世界 を 意 の まま に し よう と する 魔 
王 を 、 勇 者 た ち が 倒 し に 行く と いう 構図 は 、 ま さ に 王道 
その も の で ある 。 た だ し この 万 人 に 受け 入れ られ る で 
あろ う テ ー マ の 裏 に 、 数 多く の 逆説 的 な 事柄 が 散り ば 
め ら れ て も いる 。 そ ぞ それ を 示す 最たる も の が 、 魔 王 ダ オ 
ス の 存在 で ある 。 

ダオス の 行動 が 引き 起こ す 事 象 を 追っ て いく と 、 確 
か に 表向き に は 世界 に 破 減 を も た ら す 存在 と いう こと 
が わか る 。 実際 の と ころ 彼 を 倒す 、 と いう 最終 目標 が 
ら く 己 ご は な い が き ひ ち だり 9 タ オズ の 場 に な うっ C 
みる と 、 勧 善 懲悪 の 物語 だ と 思わ れ て いた スト ー リ ー 
が まる で 違う 様相 を 呈し て いる こと に 、 多 く の プ レイ 
ヤー が 気づか され る 。 

世界 樹 と マナ の 関係 、 マ ナ と 魔 科 学 、 ハ ー フ エル フ を 
取り 巻く 差別 の 原因 …… そ うし た スト ー リ ー を 読み 解 
く た め 重要 と な る 要素 の いく つか は 、 ダオス の 視線 を 
通し て も た ら さ れ 、 それ に より プレ イヤ ー は 世界 の 真 
実 近 くど が で きる 8 もじ が し うじ た 較 式 は メイ 
ンス トー リー 上 で は 敢えて 伏せ られ 、 そ れ を た た だ 追う 
だ け で は な か な か 見 えて こない 。 そ の た め 真 相 を 知り 
た いと 願う プレ イヤ ー は 、 必 然 的 に 多く の サブ イベ ン 
ト を 探し て 体験 し た り 、 普段 は 遭遇 し な い 特 別 な 敵 と 
の 戦闘 に 巻き 込ま れ た りす る 。 や が て 気がつく と 、 ぞ そ 
の プレ イヤ ー は いつ の ま に か 用 意 さ れ た イベ ント や 戦 
闘 要 素 の ほぼ すべ て を 体験 し て お り 、 同 時 に スト ー 
リー の 真相 に も 到達 する 、 と いう 流れ が で き あ が る 。 

何 か に 強制 され ず と も 自然 に ゲー ム を 遊び 尽く す 、 
と いう プレ イス タイ ル は 一 種 の 理想 形 と 言え る 。 ま た 


そう し て 得 た 「 真 実 ] と は 、 与 えら れ た 「 事 実 」 以 上 に プ 


レイ ヤー の 実体 験 と し て 具体 性 を 持ち 、 共感 を 呼ぶ 。 
その た めか ダオス は 、 悪役 で あり な が ら 「 テ イル ズ オ 
ブ 」 シ リー ズ の 他 作 品 に ゲス ト 出 演 す る ほど 人 気 が 高 
い 。 そ し て 悪役 が 映え れ ば 映え る ほど 、 ク レス を は じ 
め と する プレ イヤ ー 側 の キャ ラク ター の 輝き も 増し て 
いき 、 一 層 身 近 な 存在 と し て 感情 移入 も 容易 に な っ て 
いく の で ある 。 

善 と 悪 の 単純 な 二元論 で は 語り 切れ な い ス トー リー 
の 本 質 と 、 それ に 裏付け られ た 魅力 的 な キャ ラク ター 
だ ち が だ どり 着 ぐ 真 守 夫 ぐれ は オデ レニ ンク で 古 け ら 
れる 、 以下 の セリ フ が すべ て を 物語 っ て いる の か も し 
れ な い 。 

「 この 世に 悪 が ある と する な ら ば 、 そ れ は 人 の 心 だ 」 


て 月 LGS of p 晴 者 N て 電 S1 電 て 旭 LGS cf や p 旭 N て 旭 51 旭 て 乾 LGS of や 時 旭 N て 乾 S1 井 て 旭 LGS cf や p 果 月 N て 坊 S1 井 て 朋 LGS of や 旦 旭 N て 電 S1 電 て 電 LGS cf D 果 者 N て 電 BS1 電 て LGS cf や 旦 電 N て 朝 BS1 井 て 旭 LGS cf や 旦 用 N て 孝 S1 電 て カ LGBS of や 打電 N て 乾 S1 電 
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て LGB of や P 馬 旭 N て 電 B1I 旭 て 電 LGS of や P 馬 電 N て 電 51 電 て 乾 LGS of や 本 乾 N て 丸 S1 電 て 旭 LGS of や 果 電 N て 坊 S1 電 て 丸 LGBS of や 村井 N て 坦 ら 1 電 て 旭 LGB of 禁則 N て 電 S1I 旭 て 旭 LGS of や 打電 N て 電 S1 乾 て 電 LGS of や p 果 乾 N て 才 B1 電 て 旭 LGB of や 晴 坊 N て 電 
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ディ ルズ オス デス デ ティー 


ディ イ 少 天 オス デス ティ ニー 
ディ ル グ タ ダー ズ カ ッ ト 
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Story of Tales of Destiny" 


destiny[de'steni]:[ 名 ]1. 運 命 , 宿 合 , さ だ め 2. 運 命 の 神 (the Destinies) 
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セイ ン ガ ルド 王国 で の 仕官 を 夢見 る 青年 スタ ン は 、 密航 
し た 船 の 中 で 意志 を 持つ 剣 [| リー ディ アン 」 の ディ ムロ ス と 

会 う 。 魔物 を 退け る た め デ ィ ム ロス と の 同調 を 果たし た 
彼 は 、 類 ま れ な その 力 を 理由 に 、 スト レイ ライ ズ 神 殿 か ら 持 
ち 去 られ た 「 神 の 眼 」 奪 恒 任務 を 命じ られ る 。 
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1997 年 12 月 23 日 | 運命 の RPG 
2006 年 11 月 30 日 | 運命 と いう 名 の RPG 


も う ひ と つの 
運命 と いう 名 の RPG 


「 テ イル ズ オブ 」 シリ ー ズ の 地位 を 不動 の も の 

と し た シリ ー ズ 2 作 目 。 PS 版 に 続き PS2 版 で 

の フル リメイク 、 ま た 登場 人 物 の ひと り リ オン 

の 視点 か ら 物語 を 描く 「 デ ィ レ クタ ー ズ カッ ト 」 
、 今 な お 衰え な い 人 気 の 高 さ が 伺え る 。 


巨大 レン ズ 「 神 の 眼 」 を 奪っ た 大 神官 グレ バム の 狙い 
は 、 赴 常 の 力 に よる 世界 征服 だ っ た 。 スタ ン は レン ズ ハ 
ンタ ー の ルー ティ や 王国 客員 剣士 の リオ ン 、 そ し て 神官 
フィ リア な ど 、 ソ ー デ ィ ア ンマ スタ ー た ちと と も に 、 グ レバ 
ム の 足取り を 追っ て 世界 各地 を 巡る こと に な る 。 互い に 
複雑 な 過去 や 悩み を 抱え る が ゆえ に 、 同 じ 時 間 を 過ごし 
な が ら も 打ち 解け る こと が で き な い ルー ティ た ち 。 し か し 
旅 を 通し て 新た な 仲間 と 出会う うち 、 世 界 各 地 で 引き 起こ 
され る 問題 の 多 く が 、 グレ バム の 野望 を 発端 と する こと が 
明らか に な っ て ゆく 。 世界 の 平和 を 守る と いう 大 き な 目 的 
の た め 、 少し ずつ 絆 を 深め 合っ て ゆく 彼ら は 、 追跡 の 果て 
に ハイ デル ベル グ の 時 計 塔 に グレ バム を 追い 詰め 、 つ い 
に 諸悪 の 根源 を 打ち 倒す の だ っ た 。 
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PlayStation. や 


スタ ン と ディ ムロ ス が 鮮烈 な 印象 
を 放つ PS 版 に 対し 、PS2 版 は 
人 気 の 高い ソー ディ アン マス 
ター 5 人 の 共演 。「TOD : DC」 
で は 画 主人 公 で ある スタ ン と リオ 
ン を 青 一 体 に 配 す る 。 い ずれ 
も 発売 当時 の ファ ン の 心 を 見 諾 
か すか の よう な パッ ケー ジ だ 。 


Book 


PS 版 と PS2 版 は いずれ も 外 殻 
大 地 の 向 こう に 運命 を 切り 拓く 、 
天 を 仰ぐ 風景 。 差 し 込む 光 は 希 
望 の 一 梨 だ 。「TOD :DC」 で は 
そう し た 清 源 感 か ら は 一 転 し 、 リ 
オン の 運命 の 岐路 と な っ た 海底 
洞 鶴 の シー ン を 初 視 と させ る 、 


深淵 を 垣間見 る デザ イン で ある 。 @ 婦 み 「 
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一 度 は 奪還 し た 「 神 の 眼 」 は 、 オ ベロ ン 社 総帥 ヒュ ー ゴ 迷い を 振り 切り ヒュ ー ゴ を 追う 一 行 は 、 彼 の 肉体 を 乗っ 
の 手 に 渡る 。 じつは グレ バム 逮捕 を 王 に 進言 し て いた 取っ て いた 天上 人 ミク トラ ン の 強大 な 力 に 圧倒 され る 。 そ 
ヒュ ー ゴ こ ぞ 事 件 の 黒幕 で あり 、 グレ バム の 逃亡 は 彼 の 計 _ れ は 図ら ず も ソー ディ アン に と っ て 、 千 年 越し の 宿命 の 相 
画 の 隠れ 状 だ っ た の で ある 。 古代 の 空中 都市 群 と 古代 _ 手 。 そ し て 今 また 現代 に 蘇り 、 世 界 を 混乱 に 陥れ る ミク トラ 
兵器 ベル クラ ント の 復活 を 目論む ヒュ ー ゴ を 追う た め 、 ス ン を 、 ス タン は 涯 身 の 一 撃 で 倒す こと を 故 う 。 
タン ら は 再び 集結 する 。 し か し 彼ら の 前 に 立ち は だ か っ 
た の は 、 一 度 は 仲間 と し て と も に 戦っ た は ず の リオ ン だ っ 
た 。 大 切な 女性 マリ アン を 丘 に 取ら れ 、 つ い に 実 父 ヒ ュー 
ゴ の 呪縛 か ら 逃 れる こと の で き な か っ た 少年 剣士 は 、 思い 
と ど ま る よう 叫ぶ スタ ン に 心 を 動か され な が ら も 、 己 の 守 
る べき も の の た め に 命 を 落と す 。 その 最期 の 言葉 は リオ 
ン と ルー ティ 、 そ し て ヒュ ー ゴ の 血縁 関係 を 明か し 、 彼 ら 
の 内 に 戦い へ の と ま ど い を 生み 出し て ゆく 。 


N ー い SA NN きき やゆ 


レ スズ ダン シン ・ ア テル ガン 
2 で 性 別 : 男 @ 年 齢 :19 歳 欠 身長 :172cm @ 体重 :63kg @ 出身 : リ ー ネ 
ど や 職業 : 羊 飼い (セイ ン ガ ルド 王国 軍兵 士 志望 ) @ ソー ディ アン : デ ィ ム ロス 一人称: 俺 


・ 人 金閣 子 の 
王 都 ダ リル シェ イド の 都会 っ 子 も 一 
目 置く 見 事 な 金髪 。 た だ し 愛 羊 
ジョ ナ サ ン 以上 に 伸び 放題 。 


・ デ ィ ム ロス 

炎 を 司る ソー ディ アン は 非常 事態 
の 混乱 が 絆 を 結ぶ きっ か け と な っ 
た 、 分 か ち が た い パ ー ト ナー。 


・ 志 を な び か せ て 
風 に は た めく 満 酒 な スカ ー フ 。 剣 
士 を 目指 し や が て 勇者 へ の 道 を 歩 
む ス タン の 背 を さら に 大 きく 見 せる 。 
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子 同 軍兵 士 に な り た いと いう 単純 な 動 共 か ら 、 了 王 部 生き の 箇 送 第 に 密航 す 
る 青 企 。 ソー ディ アン ・ デ ィ ム ロス と の 層 会 い に よ っ て 、 子 邊 の 歴 を また ぐ 
誰 穴 の 運 牙 を 動か すこ と に な る 。 し ば し が 七 舎 者 と 大 務 さ れる ぼ ど に 単純 
で 、 人 を 疑う こと を 和 効 ら な い 任 謝 だ が 、 ぞ どれ ゆ ゆえに 人 々 の 橋渡し 役 と し て 、 
族 雑 な 吾 を 圭 つ 妨 商 た ちの 半 を 友 り 圭 ち 、 め る ぎ な いい 友人 を 築い て ゆく 。 


N ー い へ や AN いき で へ ふ 
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廷 か な 昔 。 人 は 疲弊 し て ゆく 地面 に 芽 吹 く わずか な 恵み を 争い 、 平 和 な 新天地 を 求め て 空 
の 上 に 大 地 を 創っ た 。 光り あふ れる 天上 の 大 地 に 立っ た 人 間 は 、 誰 も が 自分 が 王 に な っ た と 思 
い 込 み 、 め くる めく 科学 の 力 に 狂い 、 何 度 も 血 が 流れ た 。 何 年 に も 及ぶ 戦争 の 果て に 、 最 後 
に 和 争い を 鎮め た 6 本 の 鍋 は 、 過 ち が く り 返 され る こと を 黄 れ 、 ち り ち り に 封印 され た 。 

和 失わ れ た 超 文 明 が 生ん だ 「 ソ ー デ ィ ア ン 」 は 、 凄 まじ い 力 を 宿 ら せる 術 と し て 、 使い手 の 魂 を 
映し 身 に し て 刻ま せ た と いう 。 だ か ら こ そ 劉 は 心 を 持ち 品 を 持ち 、 千 年 を て も な お 、 自 ら の 意 
志 で 己 が 月 身 を 預け る 相手 を 選ぶ の だ 。 

そん な 「 も の 言う 合 」 が 心 正 し き 者 に の み 、 扱 うこ と を 許さ れる の だ と し た ら 、 ス タン 以上 に その 
資格 を 備え た 者 は いな い だ ろ う 。 彼 に は 野心 も 欲望 も な い 。 人 を 疑う こと すら 知ら な い 。 謗 い は 
手 を 取り 合う こと で 収め られ る も の だ と 心から 信じ 、 そ れ を 実践 し て きた 。 歳 か ら は 考え られ な い ほ 
ど に 純朴 で 、 自 分 が 愛す る 家族 や 仲間 が 、 そ そし て で きる こと な ら 世 界 中 の 人 々 が 、 決 し て 欠け る 
こと な く 、 幸 せ に な る べき だ と 公言 する 。 そ し て 憎しみ も 如 み も 恐れ も 悲し み も 、 ひ と り で 抱え る の 
に は 重荷 に な る 感情 を 、 彼 は こと ご と く 分 か ち 合 お うと 、 他 者 に 歩み 寄る 。 

「 お人好し] と 、 人 は 呼ぶ の か も し れ な い 。 世間 を 知ら な い 「 幸 せ 者 ] な の か も し れ な い 。 し か 
し スタ ン の 想い は 仲間 の 心 を 結び 、 や が て 国 を すら 超え て 、 世 界 の 上 に 降り か か る 太古 の 巨大 
兵器 「 ベ ルク ラン ト 」 の 礁 威 と た ち 向かう 力 を 呼び 起こ し た 。 宿命 の 天地 戦争 の 時 代 に 生ま れ た 
兵器 と 、 そ れ を 時 ら せ た 古代 の 王 に 、 同 じ 生 い 立 ち を 持つ ソー ディ アン と その 仲間 に よっ て 挑む 
こと を 、 何 の 疑い も た め ら いも な く 覚 悟 さ せ た 。 

戦い の 最後 に 、 今 度 こ そ 、 古 の 文明 の 痕跡 すべ て を 、 跡 形 も な く 世 界 か ら 葬 り 去 ら な けれ ば 
な ら な いと き 。 だ か らき っ と スタ ン は 泣く だ ろう 。 この世 か ら 消 える 自分 の 愛 負 に し て か けが え の な 
い 「 友 」 一 威圧 的 で 僅 ぶ っ て いて 、 そ の 実 彼 の 一 番 の 理解 者 で あっ た 、 熱 く 優 し い ソ ー デ ィ 
アン ・ デ ィ ム ロス の た め に 。 
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の が 、 エ ル ロ ン 家 の 家訓 な ん だ よ 


待っ て る 人 和信 が いる の な ら 、 
な お さら 、 命 は 大 切 に し な くち ゃ 


人 


ー…… 中 評 叶 SdHuiHy 書 


で [|「 困 つて いる 人 を 見 過ごす な 」 つ っ て の が 、 エ ル ロ ン 家 の 家訓 な ん だ よ 」: 助 け を 求め る マリ ー を 助成 する こと に つい て の ディ ムロ ス へ の 説明 借 「 待 っ て る 人 が いる の な ら 、 な お さら 、 
命 は 大 切 に し な くち ゃ 」 : 金銭 に 執着 し 危険 を 置 す ルー ティ を いさ め る 言葉 代 「 友 達 っ て の は 、 苦し い 時 に 、 助け 合う も の な ん だ ぞ ……!| : マリ アン を 盾 に 取ら れ た リオ ン が 敢えて 悪 
事 に 身 を 染め る こと を 谷 め て の 叫び 欠 「 俺 の 大 切な 人 た ちがい る 、 この 世界 を …… 守 り た い ] : 世界 を 背負 っ て 戦う こと の 根底 に ある 、 飾ら な い 答え 
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タイ トル 


へ る 性 別 : 女 @ 年 齢 :18 歳 @ 身長 :157cm 体重 :46kg ‥ 出身 : ク レス タ 
ど 職業 : レ ンズ ハン ター 移 ソー ディ アン : ア トワ イト 乱 一 人 称 : あ た し 


・「 魔 女 」 の 武装 


危険 を 承知 で 身 を 置く レン ズ ハ ン 
ター 稼業 を 支え る の は 、 華 秦 な 身体 
を いか つく 装う 無骨 な 姿 。 


・ 愛 刻 の あり か 


どん な 瞬間 も 、 狙 っ た 獲物 を 確実 に 
仕 玉 め る た め に ……。 愛 剣 ア トワ イ 
ト は いつ も 腰 に 携え て 。 


エス コー ト 
タイ トル の / 


・ ア トワ イト 

生ま れ た と きか ら 母 で あり 、 今 も 姉 
で あり 続け る 大 切な 伴 但 。 た だ ひ 
と り 心 許す 水 の ソ ー デ ィ アン 。 
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生ま れ 育 っ た 就 庭 の 経営 邦 燈 を 救う た め 、 危 春 な レン ズ ハ ンタ ー 導 業 に 靖 を 訪 す 少 女 。 
が め つ 0) 価 事 ぶり か ら / 金 の 者 /、/ 強 飲 の 魔女 / と 邦 ば れ て いる 。 上 茂 し い 論 商 の 月 の 
中 で 、 ソ ー デ ィ ア ン ・ ア トワ イト を 寿一 心 を 許せ る / 交 / と 閣 っ て 成長 し た た め 、 婦 内 癒 と し て 
の 系 さく で 須 や か な 振 る 舞い 、 を ウリ こす る 一 方 で 、 内 庫 に ば 決し て 落 者 を 踏み 込ま せな (1。 
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ね ぇ 、 お 母さん 。 あ た し 決め た 。 和 孤児 院 を 守る た め に 、 あ た し 
が 稼ぐ 。 用 心 棒 より 積み 荷 の 運び 屋 よ り 、 も っ と 手 っ 取り 早く て 
アガ リ の いい レン ズ ハ ンタ ー。 結構 ヤバ い 仕事 だ けど 、 綺 記事 
な ん て 言っ て られ な いか ら 。 それ に 心配 を し て くれ る 人 な ん て 、 
いな いよ うな モン だ し 。…… 惨め な 気持 ち に な ん て な り た く な い 、 
あたし は あたし の や り 方 で 、 あ た し の 「 家族] の た め に 生き る 。 


ね ぇ 、 お 母さん 。 仲間 っ て な ん だ ろう ね 。 あ ん な の 苦労 を 知ら 
な い お め で た い 奴 ら の 仲良 し ご っ こ で 、 仕 事 な ら 相 欄 の マリ ー が 
いれ ば 十分 だ っ て 思っ て た 。 それ を 「 仲 間 だ か ら 助 けた 」 だ っ て 。 
「 女の子 な ん だ か ら 、 体 は 大 切 に し な いと 」 だ っ て 。 バッ カ み た い 。 
自分 も 死ぬ か も し れ な い の に よ ? 道徳 教師 な ら 涙 を 流し て 喜ぶ 
回 答 だ わ 。 で も 「 仲 間 ]」 に は ひと りく らい 、 あ ん な 幸せ 者 で 能 天 
気 な 男 が いて も 、 悪 く な い の か も し れ な いね 。 


ね ぇ 、 お 母さん 。 ご めん な さい 。 あたし 弟 を 殺し た 。 あ の 子 、 
父親 に 弱 味 を 握ら れ て 、 も う 逃 げ 場 が な く な っ て 、 あ た し た ち を 、 
世界 を 胃 切 る あし か な か っ た 。 それ が 自分 に 残さ れ た 唯一 の 生き 
方 な ん だ っ て 、 苦 し ん で た 。 な の に あたし 、 あ の 子 の 存在 すら 
知ら な か っ た 。 あ の 子 が ぐち ゃ ぐち ゃ な 世界 で 、 た っ た ひと り で 
大 切な 人 を 守 ろ うと し て いた と き 、 あ た し は 子供 た ちと シス ター と 
に 囲ま れ て 、 貧 乏 な り に よろ し く や っ て た の よ 。 弟 だ っ て 打ち 明 
ける つも りな ら 、 言う チャ ンス は いく ら で も あっ た の に 。 き っ と あの 
子 に と っ て 、 初 めか ら 「 お 姉ちゃん 」 な ん て 、 い な か っ た ん だ わ 。 


誰が に 飼 わ れる の な ん て 
真っ 平 だ わ 。 ルーティ 様 を 
な め な いで 欲し いわ ね 


あ だ し ね 、 リ オン が 死ん だ の に 、 
全然 坦 し く な い の 。 び し ろ 、 
腹 が 立っ て 仕方 な いく らい 


@ [誰か に 飼 わ れる の な ん て 真っ 平 だ わ 。 ルー ティ 様 を な め な いで 欲し いわ ね 」 : 神 の 眼 の 調査 を ヒュ ー ゴ に 依頼 され て の 見 得 切 り 借 「 お 金 が 大 事 な の は わか る ? あん た に 何 が 
わか る つて 言う の ?」 : 金 に 執着 する こと を 正論 で 符 め る スタ ン へ の 反論 但 「 あ た し ね 、 リ オン が 死ん だ の に 、 全然 悲し く な い の 。 むし ろ 、 腹 が 立っ て 仕方 な いく らい 」 : リオ ン の 死 
の 不条理 を スタ ン に ぶつ ける 八 つ 当たり 亀 「 お 父さん …… お 父さん !」 : ミク トラ ン を 振り 払い ルー ティ を 逃がし た ヒュ ー ゴ に 向け た 、 最初 で 最後 の 肉親 と し て の 言葉 


ー で 人 は …… で 人 は 9 


ア 台 和 ーー 3 前 〇 の マザー シッ プ 


層 か ぬ 手 紙 、 亡 き 母 へ 


タイ トル 


や の ざ ご 
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や の の 江 て の さび 


ね ぇ 、 お 母さん 。 リ オン を 見 殺し に し た ヒュ ー ゴ が さ 、 命がけ 
で あたし の こと 守っ て くれ た ん だ 。 「 ルー ティ 、 無 事 で 」 だ っ て 。 笑 っ 
ちゃ う よ ね 、 さ ん ざん 世界 を か き 乱 し て 、 あ た し た ちの こと 殺 そ う 
と まで し た クセ に 、 最 後 の 最 期 で 父親 ゾラ 。 取り 選 い て いた ミ 
トラ ン を 振り 切っ て 、 あ た し た ち を 逮 が し た の よ 。 こ こい ちば ん で 
いい と こ 持 っ て 行っ て チャ ラ に し よう っ て ? 面 の 皮 が 厚い っ て ま 
さ に ああ いう の を 言う の よ 。 …… でも くじ ry けど NSCA だ だ つ 
て あたし は ちゃ ん と 、 こ の 世界 に 生ま れる こと を 求め られ て いた ん 
だ っ て 。 あ の 笑顔 が 、 お 母さん の 、 ク リス ・ カ トレ ッ ト の 愛し た 
男 の 人 だ っ た ん だ ね 。 
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ね ぇ 、 お 母さん 。 あ た し 、 こ の 戦 い が 終わ っ た ら 、 も うち ょ っ と 
人 を 信じ て みよ うと 思う 。 前 半生 の 教訓 は 、「 人 を 見 た ら 泥 本 と 
思え ] だ っ た けど 。 人 の 胸 に 体 を 預け られ る こと は 、 弱 さじ ゃ な く 
て 能 さ を 認め る 男気 な ん だ っ て 、 お 気楽 で 単 練 で バカ が つく くら 
い お 人 好 し で 熱 環 な あい つが 教え て くれ た よう な 気 が す る か ら 、 さ 。 
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マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


性 別 : 女 欠 年 齢 :19 歳 移 身長 :162cm 体重 :45kg 窟 出身 : ア ル メ イダ 
欠 職業 : ス トレ イラ イズ 神殿 司祭 移 ソー ディ アン : ク レ メ ン テ 乱 一 人 称 : 私 (わた くし ) 


・ グ レ メ ン デ 

刃 を 持た ず 、 唱 術 で の み 敵 に 臨む 
ソー ディ アン 。 神 に 仕え る フィ リア 
に は 何 に も まし て ふさ わし い 。 


・ 研 氏 の 証 


人 生 を 捧げ た 夜更け まで の 学問 
は 、 彼 女 に 膨大 な 知識 と 教養 と 、 愛 
らし い メ ガ ネ を も も た らし た 。 


・ 葛 藤 と 区 恥 の お さげ 

つい つい 触る の は 困っ た と き や 悩 ん 

だ と き 。 そし て 恥ず か し さ に 問 々 と 、 
9 乙女 心 の 葛藤 の 現われ 。 
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/ スト レイ ライ ズ 神 殿 で 神 に 仔 え る 敬 虚 な 語 奈 。 古代 文久 へ の 
ジン  、 / 享 \ 競 譲 を グレ バム に 科 膨 され て / 神 の 用 / の 封 印 を 解い た ご 
ハブ と を 放り い 、 償 い の た め に スタ ン の 旅 へ の 局 行 を 切望 する 。 や 
25G ジ 崇 一 7 ア ン ・ ク レ メ ン シテ の カ を 毎 、、 ソ ンー ディ アン マス ター 
と な る が 、 ど の を お ご る こと な く 、 基 対す る か つて の 局 移 ら 
に 神 の 教え と 人 の 道 を 説き 、 白 ら も 実践 し よう と し て (いる 。 


いい に トト - いい 


・ て ates of Desttmy・ 双 


NSX の クハ 


= の 
@ マザー シッ プ 
ツ タイ トル 


真面目 すぎ る 、 と よく 言わ れる 。 
けれ と ど 彼 女 に と っ て 自分 の 生き 方 は 、 誇 りこ そ あ れ 、 
め 誰 に 対し て も 恥じ る も の で は な か っ た 。 
ひたすら に 神 の 道 を 志 し 、 ス トレ イラ イズ 神殿 の 門 を 叩い た の は 、 
まだ 幼 さ が 残る 頃 。 以 来 彼女 は その 青春 の すべ て を 、 神 と それ が 作り た も 
四 結 うた 世界 の 歴史 を 知る こと に 捧げ た 。 守 食 を 忘れ て 没頭 する の は 、 慣れ な い 恋 


文 を 綴る こと で は な く 、 大 の 大 人 が 根 を 上 げ る 難解 な 書物 の 解読 。 目 を 閉じ た ま ぶ 
た に 浮か ぶ の は 、 愛 し い 人 の 甘い 横顔 で は な く 、 神 殿 の 身 に 鎮座 する 女神 アタ モニ の 
愉 な 鼻 染 。 そ うし て フィ リア は 同じ 年 頃 の 若者 な ら 皆 が 享受 する 綺 雇 々 々 し い 世 界 を まる 
0 で 知ら な いま ま 、10 代 に し て 司 妹 の 地位 を 授かっ た 。 
ん / その 知識 が 、 や が て 自分 の 父 や 見 と 慕う 、 大 司祭 グレ バム と 神官 バテ ィ ス タ に 悪用 され て 。 
彼女 は 神 の 名 を 恐れ ず 行 な われ た 背信 に 、 世 を 俊 み 己 を 頁 め 、 そ れ で も 彼ら を 改心 させ る た め に 、 
海 に 眠る ソー ディ アン ・ ク レ メ ン テ を 呼び 覚まし 、 ス タン と と も に 過酷 な 旅 に 赴く こと を 碑 う 。 
わけ て も 見 弟子 バテ ィ ス タ へ の 感情 は 、 複 雑 を 極め た 。 駆け 引き や 男女 の 伸 に 貴 い フィ リア と て 、 
彼 が 自分 に 向け た 悪態 が 、 悪 意 だ け の も の で は な いと いう こと は 、 わ か っ て いた 。 それ は 愛情 と 呼 
べ る 類 の も の で は な か っ た が 、 要 領 の よさ と は 無縁 の 愚直 な 彼女 を 、 ぶっ きら ぼう に 気遣っ て いた 。 
ー 一 不器用 。 そ の 言葉 が びっ た り だ っ た 。 バ ティ スタ に も 、 フ ィ リ ア に も 。 
グレ バム の 甘 言 に 乗せ られ て 、 見 弟子 が 自分 の 前 に 命 を 散ら し た 残酷 な 結末 に 、 フ ィ リ ア は 涙 
し た 。 も っ と 器用 に 生き る こと が で きた ら 。 貴方 も 一 一 そし て 私 も 。 
神 の 世界 で と も に 高み を 目指 し 、 そ の 悪夢 に 飲ま れ て 死ん だ 男 を 見 送り 、 彼 女 は 歩い て き 
た 道 の 両側 に 、 無 限 に 世界 が あっ た こと に 気づい た 。 そ し て 自分 を 支え て くれ る 仲間 の 内 
に 、 ひ と きわ 正義 の 和 き を 放つ 、 ま ぶし いま で の 生き 方 を 貫く 男 を 見 出し た 。 
神 の 教え る 世界 だ け を 見 つめ て 19 年 、 初 心 な 司祭 は 恋 を 知る 。 そ れ は 知っ た 
有 瞬間 に も う 敗 れる こと が 目 に 見 えて いる 、 搬 いも の で は あっ た けれ ど 。 真 面目 
で 損し て も いい 。 つま づく こと に 騰 病 で も いい 。 そん な 風 に 人 を 愛せ る 
自分 の 気持 ち を 大 切 に し た いと 、 彼 女 は 思っ た 。 


私 …… わ ちょ っ と だ け 、 
男気 を 振り 絞る や こと に し ます 


この 人 に も 、 人 庶 な 神官 で あり 、 
よき 先輩 だ っ た 【 需 が あっ た の で す 


ぶ ぐ 人 は 州 き OU さ …… 
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人 @ 「 何 が あっ て も 。 どん な 事 を し て も 。 それ が 私 の 責任 、 私 の 義務 で すか ら 」 : クレ メン テ と 契約 し ソー ディ アン マス ター と な る 決意 代 「 こ の 人 に も 、 敬 度 な 神官 で あり 、 よき 先輩 
だ っ た 頃 が あっ た の で す 」 : グレ バム の 捨て 駒 と し て 命 を 落と し た バテ ィ ス タ へ の 角 の 言葉 典 「…… や っ て られ ませ ん ね 」 : カル バレ イス の ゴミ の 混 沖 か ら ベ ル セ リ ウム を 探す 不 衛生 極 
まり な い 状 況 に ヒキ レ て 思わ ず 口 を 突く つぶ や き 但 「 私 …… ち ょ っ と だ け 、 勇気 を 振り 絞る こと に し ます 」 : 決戦 を 前 に スタ ン と 向き 合い 、 気持 ち を 語る た め の 前 置き 


N ー い へ いか AN さき で ふ \ 


つ NX / 
N ( (⑰? ペン 
い 
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ウッ が ガツ ・ グ ルヴァン 

1 葛 性 別 : 男 欠 年 齢 :23 歳 乱 身長 :181cm 参 体重 :68kg 移出 身 : ハ イデ ルベル グ CV 宮 水 奨 
ン 箇 職業 : ブ ファン ダリ ア 王 子 ( の ち に 王位 継承 ) 参 ソー ディ アン : イ クティ ノ ス 乱 一 人 称 : 私 


テ 
WW チ 


マザー シッ プ 
タ ィ トル あゆ 


・ 王 子 の た し な み 


貴人 の 教養 と し て 、 剣 だ け で な く 弓 
の 腕 も 超一流 。 幼い 頃 よ り 師 事 す 
る の は 名 匠 と 詩 わ れ た アル バ 老 。 


・ 瑠 璃 と 凡 玉 の 鎧 

白銀 の 世界 さながら の 銀髪 に 似 合 
う の は 、 エメ ラル ド の 輝き が 映え る 
瑠璃 宝玉 の 鎧 。 


・ イ ク デ ィ ノ ス 
長き に 渡 リ ファ ンダ リア 王家 が 家宝 
と 戴く ソー ディ アン は 、 意思 現 通 が 
王者 の 資格 を 問う 試 金石 。 
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大 屋 フ ァ ン ダリ ア の 共 一 子 耕 継承 者 。 学 謗 と 人 付 を 嫌 え 、 功 起 伝 の 弓 こ 証 
破 と を 大 る 、 非 の ガ ろ 所 の な 人 人物 で あり 、 同 展 か ら の 誠 聞 も 稿 ()。 し か し 
賢 子 と 邦 ば れる ダイ ザー ク と 棄 電 し て 己 の 夫 器 さ に 個 み 、 為政者 と し て の 在 
り 方 を 下記 し て いる 。 王家 の 家 宏 で ある ソー ディ アン ・ イ クティ ノ ス と ご 意 起 の 
療 通 が 可能 で 、 の ろ に 夏 蘭 を 継 ) だ 扇 に 、 ソー ディ アン マス ター と な る 。 


ー し | ト 1 U こう ハハ で か 1 せ 


N Ac や ・ て ates of Dcsttny ゅ ・ 
この ググ 2 記 


妥 の 肩 越 し に 世界 を 仰い で 本 


嬢 で は な い が 、 名 問 に は 思っ て いる 。 
自分 に 父 の 後 を 継 べ 資格 が あめ る の か が ご 


あの 日 、 王 都 は 炎 に 包ま れ 、 黒 煙 と 火の粉 が 雪 の 夜空 に 凶 っ た 。 そ の 炎 
に すら 溶け る こと を 知ら な い 凍 て つい た 氷雪 の 中 を 、 ウ ッ ド ロウ は 妹 の よう に 
慈しむ チェ ル シ ー の 手 を 取り 、 逃 げた 。 過激 派 を 数 年 来 煽っ て きた 神官 グレ 
バム が 手 を 下 し た 、 独 立 を 求め る 義勇軍 の クー デ タ ー だ っ た 。 

父 イ ザー ク は 建国 以来 の 賢 王 と 呼ば れ 、 誰 より も 聡明 で 思慮 深かっ た 。 若 
くし て 逝っ た 母 を 愛し 続け 、 母 の 死 を 補う 慈愛 を 彼 に 与え た 。 し か し 幼い 時 分 、 
無邪気 な 憧れ の 対象 だ っ た 大 き な 背 は 、 や が て 世間 を 知り 、 王 を 継ぐ 意味 
を 知っ た と き 、 己 と の 落差 を 突き つけ る 壁 に な っ た 。 周囲 は 自分 を 世 継 ぎ に ふ 
さわ し いと 褒め 讃え る 。 当然 だ 。 父 に 教え を 請 い 、 あ る い は 父 が 学ん だ 師 を 
仰ぎ き 、 父 の 蛍 雪 を た どっ て いる の だ 。 結果 を 出す ほど に 、 後 ろ 姿 を 間 宏 に 辿 議 ッ 時 
うだ け の 自分 を 見 つけ た 。 父 で は な い 何 か を 、 掴 みた か っ た 。 

突然 の 父 の 學 。 そ れ も 、 王 の 威 徳 を 、 人 の 尊厳 を 踏み に じ ら れ た 、 む ご た 
らし い 最 期 。 独 立派 の 人 々 は 、 雪 と 玉座 を 血 に 染め る 行為 が 、 新 し い 時 代 
を も た ら す と 盲信 し た 。 純白 の 斜面 を 転がる 雪 玉 は 、 初 め は 小さ な 塊 で あっ て 


と 7、、 
中 詳 
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デア 
2 
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さき ぐ な SG 
ーー ご 


… は 疫 と 消 袖 闘 さ (c は 
or ぜ TU は か の 泊 中 沿 …… 


も 、 見 る 間 に 膨 れ あ が りつ い に は 石造 り の 砦 さえ 壊す 。 一度 弾け た 人 の 心 は 、 
も は や 煽動 者 が 消え た と ころ で 収まり は し な い 。 

父 で すら 成 し 得 な か っ た 民意 を 東 ね る 困難 を 、 自 分 は 遂げ られ る の か 。 こ 
れ 以 上 の 血 を 見 る こと な く 。 玉座 を 取り 返し た と ころ で 、 父 を 越え て ゆけ る の か 。 
また 王 都 は 燃え る か も し れ な い の に 。 端正 な 横顔 に 苦悩 を 刻み 、 そ れ で も 彼 
は 劉 を 抜き 天 を つが え 、 居 城 を 奪還 し た 。 グ レバ ム を 追う スタ ン た ち に 、 迷 う 


〇 


手 を 引か れる 気 が し た 。 一 一 今 こ こ に 答え が な く と も 、 そ れ を 探す 道 で あれ ば 、 
行く 先 に 待つ の は きっ と 過ち で は な い 。 

祖国 ファ ンダ リア が 宝 劉 と 戴く イク ティ ノ ス 。 受け 継い だ その 柚 を 、 若 き 王 
は 握っ た 。 千 年 越し の 宿命 と 対 財 す る 己 が 劉 の 導き に 、 鎌 首 を も た げ る 巨大 
な 悪意 か ら 、 和 れ な き 世 界 を 守る 力 を 懸け よう と 抄 っ た 。 白 銀 に 訂 く 軌跡 で 、 
遥か な 大 地 を 祈る 道 を 、 友 た ちと の 絆 の 先 に 見 据え て いた 。 


騙 が 遇 本 ちの まで 坊 ご め り 、 
騙 が 力 ご な らん 事 を …… イ クティ ノ ス ! 


@「 嫌 で は な い が 、 疑問 に は 思っ て いる 。 自分 に 父 の 後 を 継ぐ 資格 が ある の か と 」 : 初対面 の スタ ン に 父 王 と の 関係 を 聞か れ て 亀 「 私 は …… 何 も 知ら な か っ た 。 それ が どれ 程 罪 深 
い 事 か …… 」 : サイ リル 義勇 軍 と 政府 と の 関係 を 知ら ず に 過ごし て きた こと へ の 憶 悔 倫 「 存 分 に 戦 お う で は な いか 。 この 国 の 歩む 道 を 決め る 為 に 」 : 義勇 軍 リ ー ダ ー・ ダ リス の 和 飾ら ぬ 
物言い と 真 務 な 態度 に 、 国 の 在り 方 を 語り 合う 相手 と 認め て 亀 「 我 が 身 朽ち る まで 我 と あり 、 我 が 力 と な らん 事 を …… イ クティ ノ ス 中 : 復活 の イク ティ ノ ス に 捧げ る 共闘 の 誓い 
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パプ ン シ ・ マ グ プ ズ 
る 性 別 : 男 年 齢 :16 歳 @ 身長 :159cm 多 体重 :48kg 久 出身 : ダ リル シェ イド 
も 職業 : セ イン ガル ド 王 国 客員 剣士 失 ソー ディ アン : シ ャ ル テ ィ エ 金 一 人 称 : 僕 


・ 世 を 陣 上 昭 す る 贈 


誰 よ り も 世間 を 身 下 し な が ら 、 誰 よ 
り も 愛情 を 求め る 。 複雑 な 想い を 
宿す 瞳 を 深く 黒髪 で 覆っ て 。 


・ 客 員 刻 士 の 正装 


揃い の 鎧 で 着 飾 る 正規 兵 と 並ん で 、 
ひと り 身 を 包む の は 鮮やか な 青 。 
それ は 彼 が 特別 で ある こと の 証 。 


・ シ ャ ルディ エ 


少年 が 孤独 を さら け 出 すわ ず か な 
相手 は 、 命 を 捧げ る 女性 と 、 白 金 が 
美しい ソー ディ アン の み 。 
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セイ ン ガ ルド 王 司 軍 の 考 き 容 具 侯 十 。 幼い 容 
発 に 不 多 り 合い な 偽 れ た 偽 技 と 冷や や か だ 彩 
訂 で 移ら れる 。 オベロン 社 の 総 誤 ヒバ ー を 
分 に 引 つ が 、 その 機 暴 を 嫌い 、 自立 の 道 を 機 索 
する ゆえ 栄達 を 焦っ て いる 。 幼少 より の 独 
な 共 過 か ら 砂 人 を 依 膨 せ ず 、 ソ ー デ ィ ア ン ・ シ ャ 
ル テ ィ エ と 使 且 人 マリ アン に の み 心 を 同 く 精神 
的 な 危う さ を 、 次 弟 に ヒー ゴ に つけ込ま れる 。 


ー い へ や か いひ ひき で へ ふせ \ 


・ て atcs of Dcsttmn ヶ ・ 


NSX の ググ 


ふた つ 、 そ の 手 に 希 


母 、 と いう 響き に は 郷 基 さ えな い 。 自分 が ほん の 赤子 の 頃 に 、 ふ た つ 上 の 姉 を 連 
れ 出 し 、 や が て 逝っ た と 聞か され て いる だ け だ 。 彼 女 を 駆り 立て た の は 、 次 第 に 狂気 
に 業 ま る 父 か ら 、 釣 を 守る た め だ っ た と いう 。 エミ リオ と 名 付け られ た 自分 は 、 つ まり は 
母 が 守る べき 頭数 に 入ら な か っ た と いう わけ だ 。 

それ を 恨み に 思っ た こと は な い 。 広間 の 肖像 画 が 母 の 面影 を 偶 ぶ 唯一 の 品 と いう 
計 活 の 中 で 、 亡 き 女 性 を 慕い よう も な か っ た 。 た だ 、 ど こ か で 放 き て いる か も し れ な い 
姉 は 、 折 に 触れ て 心 を よぎっ た 。 周り か ら へ つら われ 、 腫 れ 物 に 触る よう に 扱わ れる こ 
と が 左 わし く 、 賑 や か な 取り 巻き の 中 心 で 孤独 だ っ た 。 い つ し か 、 母 に 似 て いる と 周り 
が ささ や く 使用 人 の マリ アン だ けが 、 心 を 許せ る 相手 に な っ た 。 歳 近い 彼女 は 、 想 像 
の 世界 に し か な い 「 母 」 や 「 姉 」 に 代わ る 、 優 し く 温 か な 思慕 の 対象 だ っ た 。 

大 き な 成 功 を 収め 巨万 の 富 を 築い た 父 の 下 で 、 人 が 義 む も の は 何で も 手 に 入る 。 
だ が その 豊か さ は 、 父 な くし て は 何 ひ と つ 手 元 に な いで あろ うこ と を 意味 し て いた 。 大 
人 た ちの 見 た くも な い 汚 い 争 い を 、 何 度 も 目の当たり に させ られ た 。 自分 も や が て は 父 
の よう に 、 そ の 渦中 に 放り 出さ れ 、 大 切な 人 の 心 を も 、 野 心 の 道具 と し て ぞんざい に 
扱う よう に な る の だ ろう か 。 

そう 、 自 分 は 父 の 「 駒 ]。 そ れ に 気づい た と き 、 彼 は 自分 の 力 だ け で 生き よう と 、 名 
を 変え た 。 


そん な 呼び 方 、 や め て くれ 。 
ここ に は 誰 も いな いん だ 


16 歳 の 王宮 負 士 リオ ン ・ マ グ ナ ス が 望む の は 、 こ の 先 に 何 十 年 も 続く 長い 人 生 あ っ 
て すら 、 た っ た ふた つの こと だ け だ っ た 。 自分 の 足 で 道 を 拓く た め の 力 を 手 に 入れ る こ 
と と 、 大 切な ひと り の 女性 の 幸福 を 願う こと 。 た と ぇ え 彼女 に 「 弟 」 と し て 以上 に 受け 入 
れ ら れる こと が な か ろう と も 、 彼 女 へ の 想い を 抱き 続け る に 足る 男 と な る に は 、 譲 る こと 
の で き な い 覚悟 な の だ 。 す べ て を 与え られ た よう に 見 えて 、 本 当 は 何もかも を 奪わ れ た 
自分 に 、 再 くさ さや か な 希望 を 、 ど うし て 各 め られ る 調 わ れ が ある だ ろう ? 

そし て 、 そ の ふた つの 祈り を すら 、 天 竹 に か け な け れ ば な ら な いと し た ら 。 

この 酷く 低俗 で 、 茶 番 に 満ち た 陰惨 な 世界 すべ て を 、 敵 に 回 し て も 構わ な か っ た 。 
無慈悲 た 罠 に 魂 を 汚さ れ て も 、 彼 女 の 笑 顔 を 守れ る な ら 、 怖く は な か っ た 。 
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閣 イ 和 ン 


PO9rO の Af ざ 時 沿 


oy 


の 


だ ど と え 何 度 生 まれ 変わ っ て も 、 必ず 、 同 じ 道 を 選ぶ 


) 


@「 と ん な 呼び 方 、 や め て くれ 。 ここ に は 誰 も いな いん だ 」: マ リア ン と ふた りき り の 時 間 に 、 本 名 で 呼ぶ こと を を う 、 親しみ を 込め た 言葉 借 「 子 供 の 頃 、 シ ャ ル と 出会え た か ら こ そ 、 
僕 は 生き て こら れ た ん だ 」 : シャ ル テ ィ エ の み を より どこ ろだ と 確か め る 言葉 念 「 僕 は お まえ の よう に 、 図 々 し く て 、 能 天気 で 、 馴れ 馴れ し い 奴 が 大 嫌い だ 」 : スタ ン に 対し くり 返す 拒 
絶 、 自 分 へ の 戸惑い 、 あ る い は 照れ 隠し 錯 「 た と え 何 度 生ま れ 変わ っ て も 、 必ず 、 同じ 道 を 選ぶ 」 : マリ アン を 救う た め な ら 人 の 道 を 外れ る こと に 悔い は な いと の 断言 
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マザー シッ プ 
タイ トル 


も 性別: 女 移 年 齢 :24 歳 身長 :170cm 移 体重 :54kg 
で 出身 : サ イリ ル 久 職業 : レ ンズ ハン ター( 元 サイ リル 義勇 軍 ) 金 一 人 称 : わ た し 


・ 戦士 の 身だしなみ 

大 きく まとめ た 長い 髪 。 戦う に は 了 邪 
魔 で あろ うに 、 彼 女 は 結 う の を 楽し 
む 。 ま る で 誰か の た め の よ うに 。 


・ か つて 「 妻 」 だ っ だ 手 


手料理 も 、 繕 いも の も 、 未 来 の 誓い 
も 。 捧げ た 相手 の 顔 は 忘れ て も 、 
手 は その 日 常 を 覚え て いる 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 


・ 今 の た め に 振る う 送 

パー トナ ー「 強 欲 の 魔女 ] の シミ 
ター と は 対照 的 な 豪快 な 手 差 を 相 
棒 に 、 記 憶 の な い 現在 を 切り 拓く 。 
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70 ア ルー トー こし で と も ら に レ シス ルン シン ツ み 
名 乗る 閥 硬い の 女 修 。 過去 の 事故 に よっ て 記 嫌 を な 
くし て いる が 本 人 な ば さして 衝 に 留め ず 、 し が ら み の な 
い ぞ の 明 暮 らし を 楽し ん で いる 。 衰 信 で 大 評 の な い 
言動 で 周 厨 を 了 和 ませ る 一 方 で 、 縮 や か な 心配 り も ゆき 
遍 り て あり 、 お 金 を 偽 先 する あま り に 砂 人 と 衝突 し が 
ちな ルー ディ を 、 さり げ な く 支 えて いる 。 
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や トー ⑤ タイ トル 


學 雪 の 向こう に 過去 を 探し て 葉 


雪 白 草 の 咲い た 冬 は 、 も う 遠 い 記憶 の 彼方 。 硝 煙 の 上 輸 い と 大 通り に 集う 、 


! 
販 を 恐れ ぬ 田 まし い 声 。 サ イリ ル 痢 立 交渉 の 場 に イザ ー ク 王 を 引き ずり 出 そ 叶 E ヨ 


うと 、 人 々 は ハイ デル ベル グ の 玉座 を めがけ て 、 盲目 的 に 歩み を 進め て いた 。 
街路 の 雪 は 無数 の 足跡 で 踏み 固め られ 、 土 で 汚れ て いた 。 け れ ど 一 歩 扉 を 
入る と 明 炉 に は が くべ られ 、 大 鍋 の 中 で 赤黒 いと シ チュー が も う も うと 湯気 を 
上 げ て いる 。 凍り つい た 敵 は まもなく 溶け て 、 ふた り は 手 を 取り 合っ て 眠っ た 。 

義勇 軍 の 2 度目 の 蜂起 が 起こ っ た あの 日 、 マ リー は ダリ ス と と も に ファ ンダ 
リア 兵 の 追跡 を 振り 切 ろ うと 必死 だ っ た 。 義男 軍 の 指導 者 と その 雪 。 捕 まれ 
ば 計 半 可 な 処罰 で は 済ま な い 。 イ ザー ク 王 は 人 徳 者 で 知ら れ て いる が 、 過 
激 派 に よる 暴走 の せい で 、 王 国軍 と の 関係 は 最悪 に こじ れ て お り 、 覚 大 な 
処分 は 期待 で きそう に な か っ た 。 や が て 追い 詰め られ た ダリ ス は 、 マリ ー を 岸 
か ら 突 き 落 と し て 逃がす 。 命 さ え 助 か れ ば 。 夫 の 願い どおり 彼女 は 一 命 を 取 
り と め 、 代 わり に すべ て の 過去 を な くし た 。 

互い を 己 の 半身 と 紗 い 合っ た 相手 の 、 顔 も 名 前 も 存在 すら も 忘れ 、 そ の 
日 暮らし の レン ズ ハ ンタ ー 稼 業 で 、 マ リー は 2 年 を 食い つない だ 。 記憶 が な い 
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不幸 だ と は 思っ て いな か っ た 。 い つの 間 に や ら パ ー ト ナー に な っ て いた ルー ティ 
が 、 他 人 の 素性 に まる で 頓 着 し な いた ち だ っ た し 、 む し ろ 折 に 触れ て 孤独 を 
思い 詰め る 年 下 の 少女 を 守っ て や る こと が 、 何 より 彼女 の 性 に 合っ て いた 。 

お お ら か に 、 懐 深く 、 誰 も を 優し く 受 け 入 れる 夕凪 の 港 の よう に 。 い つ で も 
笑っ て いら れる の は 、 忘れ て し まっ た 過去 に 、 そ れ を 望ん で くれ る 大 切な 人 が 
いた か ら だ ろう 。 美しく 帳 に 盛り つけ た 野性 味 あ ふれ る ビー スト ミー ト の ボワ レ 
を 、 褒 め て くれ る 人 が いた か ら だ ろう 。 

雪 の 白 さ に 目 が くら むと き 、 胸 の 筐 に 苦い 傷み を 何 度 も 覚え を ながら 、 マ リー 
は 長い 長い 放浪 の 果て に 、 よ う や く 大 切な 男 の 下 へ 還 ろ うと し て いた 。 し か 
し それ は 熱い 抱擁 を 交わ す の で は な く 、 国 や 故郷 や 信念 に 引き 像 か れ て 、 
不幸 に も 万 い に 武 器 を 向け 合う た め だ っ た 。 


苦し い …… 次 か ら 次 へ と 、 
思い が あふ れ 出 し て …. 
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⑱ 「 う ん 、 そう だ な 。 旅 は 大 勢 の ほう が 楽し い ぞ 」 : スタ ン の 素性 に 頓 着せ ず 仲 間 と し て 受け 入れ る 笑顔 但 「…… そ うか 。 な ら ば わた し は 、 ルー ティ の そば に いよ う 」 : スタ ン と リオ 
ン の 打ち 解け た 様子 に 遠慮 する ルー ティ に 寄り 添う 言葉 借 「 懐 か し いよ うな 、 恐ろし いよ うな 。 思い 出し た いよ うな 、 違う よう な ] : 再び 訪れ た ファ ンダ リア の 雪 深 い 光 景 に 、 思 い 出 
を 呼び 起こ され る 戸惑い 錯 「 苦 し い …… 次 か ら 次 へ と 、 思い が あふ れ 出 し て ……!] : か つて ダリ ス と 暮らし た 自宅 に 足 を 踏み 人 れ 、 記憶 を 取り 戻す 苦痛 


ディ ル シ ー・ ム ー ン 


ぐ 性 別 : 女 ぐ 年 齢 14 歳 @ 身長 :151cm @ 体重 99kg 
ぐ 出身 : ハ イデ ルベル グ  @ 職業 : 家 事 手伝い 兼 弓 匠 アル バ の 助手 @ 一 人 称 : 私 


・ 衣 香 補 影 チャ ー ム 

ツイ ン テ ー ル を 彩る の は 天使 の 羽 
根 を モチ ー フ に し た 髪 飾り 。 ピ ンク 
の 髪 に 一 層 を 愛 ら し さ を 添え て 。 


エス コー ト 
タイ ドジ > 


・ 秋 励 努力 の 賜物 


師事 する の は 実 の 祖父 。 弓 の 腕 
前 も 女 と し て も 、 「 王子 様 」 に 追い 
つき た く て 、 ず っ と 走り 続け て いる 。 
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・ 質 実 剛健 パン ツ 


動き や すく て か わい らし い 通 称 カ ボ 
チャ パン ツ は 、 な ん と 齢 30 を 過ぎ て 
も 愛用 する と か し な いと か 。 


己 礎 と し て 名 高 い ア ル バ の 導 妨 で 、 正 身 も 大 人 に ひけ 
を 友 ら な い 己 の 使い り 手 。 ウッ が ロウ と は 初 婦 を 通し て 
梓 交 が あり 、 彼 の / 嫁さん / こ な る こと が 将来 の 夢 と 
公言 し て いる 。 大 人 人 の 女 価 に な る べく 、 あら ゆる 奉 力 
と 効 し を 威 わ ず 、 難 し (言葉 や 契 字 肌 語 を 好 ん で 使う 
が 、 了 奉 で ある こと を 定 し た が る 裏 に ば 、 褒 親 の 死 
と いう 幼少 圧 の バラ ウマ が 影 妊 し て いる 。 
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ファ ンダ リア の 冬 は 暗く 厳し い 。 雪 と と も に 足下 か ら 忍 び 寄る 死に さら わ 
れ 、 命 を 落と すこ と も まま ある 。 そし て チェ ル シ ー が 幼かっ た 冬 は 、 不 幸 の 
連鎖 が ひと きわ 目立っ た 。 流行 り 病 が あっ と いう 間 に 街 全体 を 覆い 、 春 を 
迎え る まで に 半 百 も の 葬列 が 共同 墓地 へ 送り 出さ れ た 。 

チェ ル シ ー は その 時 分 、 わ が まま を 言う の が 仕事 の よう な 年 頃 だ っ た 。 そ 
れ は 小さ な 子供 な ら 、 誰 し も が 通る 道 。 彼女 自身 も よく な い こと と は 知り な が 
ら も 、 母 を 困ら せ 、 最 後に は 呆れ た よう に 抱き し め て も ら う の が 日 課 に な っ 
て いた 。 風 著 を こじ ら せ て 寝込ん だ と き の い ら だ ちと 悲し さ を 、 父 も 母 も 切な 
そう な 顔 を し て 受け 止め 、 超 入 る まで 敵 を な で て くれ た 。 そ し て 彼女 が 快 方 
に 阿 か う の と 入れ 替わり に 、 ふ た り は 床 に つき 、 そ の まま 帰ら ぬ 人 と な っ た 。 
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体力 が 落ち て いた こと も 災い し た の だ ろう 。 それに 病 の 猛威 は すさ まじ いも 
の だ っ た 。 両親 の 死 は 誰 を 問う て も 始ま ら な い 、 不 運 の 出来 事 だ っ た 。 

けれ ど チ ェ ル シー は 自分 を 責め た 。 自分 の わが まま に 嗣 が 当たっ た の だ と 
思い 詰め た 。 祖 父 ア ル パ に 引き 取ら れ 移 り 住ん だ 、 山 小屋 の 静か な 暮らし 
に 飲み 込ま れる よう に 、 彼 女 は ひたすら 大 人 に な ろう と し た 。 幼稚 な 自分 が 
犯し た 罪 を 、 償 いた か っ た 。 

そし て ある 日 彼女 は 、 祖 父 に 手 を 引か れ て 訪れ た ハイ デル ベル グ 城 で 、 
イザ ー ク 王 の 長子 ウッ ドロ ウ と 運命 的 な 出会い を 果たす 。 号 の 稽古 な ど と 
言い な が ら 、 自 分 か ら 祖 父 を 奪う 敵 だ っ た 9 つ 違 い の そ の 少年 は 、 ほ ど な く 
し て 彼女 の 凍てつい た 心 を 優し く 溶 か す 、 優 美 で 紳士 的 な 、 文字 どおり の 
[王子 様 」 に な っ た 。 

幼い な が ら に 購 罪 を 掲げ て 、 大 人 で あろ うと し た 少女 は 、 そ の 日 を 境 に 、 
彼 に 釣り 合う 女性 と な る た め 、 大 きく 背伸び を し て 前 に 踏み 出す 。 知 的 で 
優雅 で 気品 が あっ て 、 鹿 し くも 芦 の ある 、 雪 と 氷 の 国 に ふさ わし い 洲 女 に 。 
そん な 心 の 傷 と 葛藤 と を 見 抜い て いる か ら こ そ 、 ウ ッ ド ロウ が 彼女 の 気持 ち 
を 無 過 に せ ず 、 優 し い 嘘 で も あしらっ て くれ て いる の だ と 、 そ う 気 づけ る ほど 
に は 、 残 念 な が ら チ ェ ル シー は 大 人 に な り 切 れ て は いな いけ れ ど 。 


エス コー ト 
⑨ タイ トル 
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ーF い OO ぁ で So ツン は 9 90 を ロア < 守 
ー ヴ oh で OM 柚 人 ぐ ご ボ CGY 


ウッ ドロ ウ さ ま を お 守り する だ め 、 
電光 石 火 で あな だ の 心臓 を 軸 抜 きま す 


ミル ク ひ と づつ! 特大 ジョ ッ キ で 


@ [こん な と ころ で お 会 いで きる な ん て 、 大 喜 雀 躍 で す !」 : 迷子 に な っ た と ころ を ウッ ドロ ウ に 救 われ た 再会 の 感激 但 「 ひ どい ! どう し て そんな 事 言う ん で すか ! ウッ ドロ ウ さ ま が 、 
まだ いら っ し ゃ る の に ! : イザ ー ク 王 の 死に 亡国 を 示唆 する リオ ン へ の 反論 但 「 ウ ッ ド ロウ さま を お 守り する た め 、 電光 石 火 で あな た の 心臓 を 射 抜き ます : 元 義 田 還 の マリ ー が 、 ウ 
ッ ド ロウ に 上 状 旗 を 翻 し た ら ど うす る の か と いう 問い に 即座 に 明言 供 「 ミ ルク ひと つ ! 特大 ジョ ッ キ で 中 : 親密 な 雰囲気 の ウッ ドロ ウ と マリ ー を 見 て ヤケ 酒 も と い ヤ ケミ ルク 


ー い ヽ さ N ふ N WS ふき ふさ やき 


N 


マザー シッ プ ズ 
タ ィ トル の 


で 性 別 : 男 移 年 齢 :26 歳 多 身長 :174cm 久 体重:61kg 
を 出身 : ア クア ヴ エ イル ・ シ デン 領 多 職業 : 自 称 吟遊 詩人 ( シ デ ン 領主 家 三 男 ) 多 一 人 称 : 俺 


・ 奇特 な セン ス を 被る _ 財 っ NN 
ゆる く 幾 重 に も 巻い た ター バン に 2 
は 、 長い 羽根 飾り を つけ て 。 き ら び 4 
や か な 装い は さながら 舞台 衣装 。 


・ 道 化 の 小道 具 

放 薄 息子 を 演じ る 小道 具 に は 、 目 
立つ リュ ー ト は も っ て こい だ っ た 。 
彼女 が 愛し た 歌声 と と も に 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 


・ 天 個 の 男 

羽織 る 長 衣 は どこ まで も 貴族 趣 
味 。 溝 酒 な 身 の こ な し と 相まって 、 
お よ て 武芸 事 に 秀 で る と は 見 え ず 。 


Auilsodi jo sgiBl 


ー い いい A い ぴき 入 そ ふい 


ス に 食 () 物 に され る 顔 司 の 共 状 すら 、 無 赴 を 沈め 込 
いる 。 た だ し ん 楽 如 の 才 と 美声 と ば 天 灯 の も の らし く 、 
の 放 湯 ぶり を 差し ヲ () て も ファ ン が 多 ()。 


・ て atcs of Dcsttiny・ 


呈 症 | 。 
SS の か 2 。 


道 化 の 仮面 に 復 柱 の 鍋 


時 に 激しく 、 そ し て 時 に 審 や か に 、 愛 し た 花 が 無残 に 手 折ら 志久 ニー ニニ 
れ て 。 男 は 「 道 化 ] の 仮面 を 披 り 、 ひ た すら 復讐 の 時 を 待っ た 。 愛 " の 充 の )2 げ AG 
海洋 の 島国 アク アヴェ イル は 、 表 向き に は 連合 国家 と し て の 
体裁 を 保ち な が ら 、 実 態 は 最大 の 軍事 力 を 持つ トウ ケイ 人 が 、 N SN 3 
残り ふた つの 地域 を 従え る 形 で 成り 立つ 。 シ デン 他 で は 老い た 自 候 の シン 加 | KT 


領主 アル ツー ル が 早々 に 大 王 テ ィ ベ リウ ス の 横暴 に 屈し 、 モ リュ 


ウ 領 で は 次 期 領 主 の 美しき 婚約 者 が 、 大 王 の 妻 に と 強引 に 所 ァ ンプ 
望 さ れ た 。 ( 


幼い 頃 に は 男女 の 垣根 を 越え て 友情 を 交わ し 合い 、 そ し て 十 
を 過ぎ た 辺り か ら は 、 ひ と り の 女性 と それ を 人 巡る よき ライ バル と し 
て 。 儲 主 の 息子 ふた り と 貴族 の 合 嬢 、 世 に も 記し い 3 人 の 恋 
の 物語 は 、 国 中 の 人 々 を 沸か せる 青春 誠 だ っ た 。 だ が ジョ ニー 
は フェ イト と エレ ノア 、 ふ たり を と も に 大 切 に 思え ば こそ 、「 モ リュ 
ウ の 未来 の 領主 様 」 に 幸福 の 花道 を 譲る 。 そ れ は 決し て 、 テ ィ 
ベリ ウス に 典 入 れ さ せら れ た あげ く 、 世 を 俊 ん で 不幸 な 最期 を 導 


再 
HH 


エス コー ト 
の ⑥ タイ トル 


げ る 、 悲劇 の 女性 を 産み 落と し た か っ た わけ で は な い の に 。 ー 
強引 に エレ ノア を 要 れ ば よかっ た の か .。 彼女 は 最後 まで 迷っ さ 
て いた で は な いか 。 あの と き 自 分 を 選ん で くれ と 強く 人 迫 れ ば 、 あ 締 


。 業 火 の 苦 し 
み の 中 で 、 し か し ジョ ニー は 人 々 の 期待 と は 裏腹 に 、 す べ て を 
放棄 し 与 太 者 と な り 、 不 必要 に お どけ て 見 せ た 。 初め は 酷く 同 
情 さ れ 、 つ き に 傷心 の あま り 肝 抜 けた と 押 控 され 、 や が て 存在 
すら 気 に は され な く な っ た 。 そ うし て 4 年 の 歳 月 を 経て 、 よ う や く 復 


) 
和 い 
よ 
記 
起 の 舞台 が 整っ た 。 た 
不 ! 
米 
功 
3 


る い は 悲劇 を 避け る こと が で きた で は な いか 


9 の % 畑 の 環 還 
> お ざ 常 H 滞 ri 氷 


国 の 皆 に 、 わ け て も 家臣 ら に 危害 が 及ば ぬ よ う 、 こ れ か ら 起 
こす 惨劇 の 下手 人 は 、「 領 主 の 三男 ] で は な く 「 道 化 た 吟遊 詩 
人 」 で ある よう に 。 ジ ョ ニー は 渦中 の 親友 フェ イト すら 静 い て 、 
単身 ティ ベリ ウス の 懐 を 目指 す 。 し か し や が て その 一 念 は 、 正 
義 を 叫ぶ 真正 直 な 青年 スタ ン に 悟ら れ て 、 風 変わ りな 一 行 と と 
も に 本 懐 を 遂げ る こと と な っ た 。 そん な 彼ら の 手 に 、 ティベリウス 
が 手引 き し 失 われ た 、 か つて の 家宝 シャ ル テ ィ エ が あっ た の は 、 
も は や 運命 だ っ た の か 。 

ジョ ニー は 想う 。 自分 た ちの 上 を 通り 過ぎ て いっ た 色 鮮 や か 
な 時 代 の 夢 を 、 彼 ら と 、 彼 ら が 手 に する 「 も の 言う 鍋 ] た ち に 重 
ね 合わ せ て 謗 う の は 、 復 讐 を 遂げ た し が な い 吟 遊 圭 人 の 生き 様 
と し て は 悪く な い 、 と 。 


GO は ぐせ OH 弄 8 
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co こさ ハコ (つの OOY ぐ 疾 


ベイ ーー、 
助け に 来 た ぜ 


ー い へ いや いき 込 そ ふ ふ 


@ 「 愛 と 夢 の 狩人 、 道 化 の ジョ ニー と は 俺 の こと さ 」 : アク アヴェ イル 兵 か ら ス タン ら を 助け た 際 の ふざけ た 名 乗り 借 「 ベ イ ビ ー、 助け に 来 た ぜ ] : モリ ュ ウ 城 の 定 獄 に フェ イト の 妻 リア 
ー ナ を 華 豚 に 救う 、 キ ザ な 台詞 念 「 面 倒 な 事 は 、 親父 た ち が や っ て くれ る 。 た だ の 気まま な 風来坊 さ ] : エ レノ ア の 復讐 の 誓い を 隠す た め 、 フェ イト に さえ 向け る 自虐 的 な 装い 亀 「 王 
族 に は 王族 な り の 、 幕 の 引 き 方 っ て も ん が ある の さ 」 : ティ ベリ ウス の 求め に 応じ て 、 洛 死 の 男 と の 決着 を 1 対 1 の 戦い で つけ る 、 身分 ある も の 同士 の 控 


N 


CC ペペ ッ ンク 


ン レニ レ 。 コッ ン マ ・ 
/ 。 コ ング ジン 
Se る 性 別 : 男 る 年 齢 :39 歳 @ 身長 :190cm 体重:100kg 
と @ 出身 : 不 明 ( ノ イシ ュ タッ ト 在 住 ) @ 職業 : 闘 技 場 チ ャ ン ピ オ ン ‥ 一 人 称 : 俺 様 


ノイ シュ タッ トム の 科 胡 場 覇 者 。 偶 し () 励 訪 身 
で 、 償 た よう な 識 遇 に ある 人 る 々 から 絶 大 な 支 
を 人 炉 め て いる 。 ブ ベ ロン の 座 本 が 甘 に 流入 
唇 が も イン ガル だ 人 に 人 葉 史 す る 経済 政策 に 
強 店 に 反対 し 、 と くに 局 太 の 術 部 プレ ー ヌ と 対立 
する 。 半 ろ 表 の 正義 感 か の ら ス タン ら と 競う よう 
に 共 謙 し 、 ぼ ほど な く フ ィ リ ア に 一 彩 族 れ す る が 、 
筋肉 一 筋 の 選考 が た た っ て 邊 ( は 雪 わ れ な ()。 


・ 下 町 の 星 の こ ぶし 

狂 猛 な 動物 すら 素手 で 仕留め る 巨 
大 な 手 は 、 裏通り か ら ス ター ダム に 
の し 上 が っ た 男 の 勝利 の 女神 。 


[人 、 


・ 下 町 の 星 の マ ッ ス ル 

三 度 の 飯 よ り 筋 ト レ が 好物 。 そう 
豪語 する だ け に 、 磨き 上 げた 自慢 の 
筋 内 は 全身 これ 鋼 の 鎧 


エス コー ト 
タ ィ トル 


・ 下 町 の 星 の ベ ルト 
尋 然 と 輝く 闘技 場 覇 者 の チャ ン ピ 
オン ベル ト 。 その 鈍い 光 は 、 今日 も 
男 に 己 の 正義 を 確信 させ る 。 


Auinse JO seiBEL 


デ 
イ 
ル 
ズ 
オ 
ズ 
デ 
入 
レク 
さき 
1 
の の 
ーー で ) 
レ ェ ニー 、》】 


・ て ates of Dcsttmn ゃ ・ 


CN の か 


お お 僕ら の コン グマ ン ! コン グマ ン ! ア 
ベル ト か が や く 闘技 場 チ ャ ンプ ! イ 
豊 
計 ま れ た と きか ら コン グ は チャ ンプ 
ふら り 現われ 下町 の スタ ー ア め 
並み いる 張 者 ( つ わ も の ) 蹴 散ら し て ム た 
パイ 生地 みた い に の し た と さ の し た と さ 但 6 
ー テ 


お お 僕ら の コン グマ ン ! コン グマ ン ! 


友情 に 燃え る 正義 の ヒー ロー! ( 
休み の 日 に も コン グ は ハッ スル ガ 4 と 
筋肉 鍛え て 体 を 作る 八 オ N 
来 た る 悪漢 が っ し と 受け 止め S 
ば っ た ば っ た と 投げ た と さき 投げ た と さ バン 
AN! 人 
ノイ シュ タッ ト は 。 コング が 守る ルル 
手 に 手 を 取り 合う 平等 の 町 1 > 


「tV さ M 
V 
* デ ー ン ウツ 本 っ 


我 が 者 顔 で 現われ る 
余 所 (よそ ) 者 た ち は ご めん だ ぜ 


いい 
僕ら の 町 を 乗っ 取っ て 金 を 偽 け て や り た い 放題 思 ヒ 


オベロン 社 の 悪者 - や っ つけ ろ や っ つけ ろ ! 


僕ら の 海 を 荒らし 回 っ て 大 砲 鳴ら し 愚行 三昧 


謎 の 海賊 バテ ィ ス タ を や っ つけ ろ や っ つけ ろ ! 
お お 僕ら の コン グマ ン ! コン グマ ン ! / 
頭 か が や く 無限 の 力 ! 條 米 


or ぐす すさ C 細 ONEE 中 上 末 


AuI]S9d 』0 S9IBH 


ー び と ど EEU は 回 GT 侍 り (キオ 


シン で 商 紀 さい て 


る ei の 
1 RE 8 デ 
(人 お お ハン サム な コン グマ ン 1。 コン グマ ン ! イ 
計 く 苦手 な モノ は 荒く れ マ ギー! | ル 
め だ l 6 
り さ 戦う 姿 は 竜 か 蛇 か フ 
まい 8 

な の に 心 は いのしし の ご と く デ 

則 ぶち 当たっ て は 砕け て ば か り で 回 ユ 
ソ ま 】 ト 】 レレ 
人 恋 は な か な か 実ら な い 実ら な い O の 
1 


@ [よそ 者 の 出る 暮 じ ゃ ね えん だ よ 。 さっ さと この 国 か ら 出 て いき な !」 : イレ ー ヌ の 善意 を 優越 感 か ら の 施し と 決め つけ 、 困 守 の 責任 を 組 弾 代 「 今 、 俺 様 の ハー ト に ビビ ッ と 来 ま し 
た よ 。 あな た こそ 、 俺 様 の 理想 の 女性 だ !」 : 初対面 の フィ リア に ひと 目 惚れ し 、 た た みか ける 猛烈 な アタ ッ ク 代 「 ア イ ・ ア ム ・ チ ャ ン ピ オ ン ! ガハハ ハハ : グ レバ ム 討 伐 後 、 故 
郷 で 中 旋 し 鼻 高 々 借 「 ど うか 遠慮 し な いで くだ さい 。 あな た と 俺 様 の 仲 で は あり ませ ん か ] : 再び 訪れ た 旅立ち に 、 フ ィ リ ア の ナイ ト を 気取り 誰 も 覚え の な い 仲 を で っ ち 上 げ 


N 


クズ ・ テ ルン 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


エス コー ト 
タイ トル ⑨ 


Auinse 0 S9IBI 


ー い へい AN ぴき 和信 そ さ ユ \ 


・ 死 闘 を 知る 柔肌 


スカ ー ト の 裾 か ら 覗 く 傷 ひと つない 
白い 肌 。 し か し その 脚 は また 闘技 
場 の 男 た ち を 展 え 上 が ら せ る 。 


ぐ 年 齢 :17 歳 る 身長: 不明 @ 体重 不明 
ぐ 出身 : リ ー ネ る 職業 : 家 事 手伝い @ 一 人 称 : 私 
・ 揃 い の ズ ロン ド 
ふた り 並べ ば 思わ ず 感 嘆 の 声 。 兄 
スタ ン に も 負け な い 美 し い 金髪 は 、 
青い リボ ン を な び か せ て 。 
・ 狂 気 で 凶器 な お た ま 


エル ロン 家 を 語る うえ で 欠か せな い 
お た ま 。 食卓 的 に も 目覚 まし 的 に 
も 、 そ し て 彼女 の 得 物 と し て も 。 


スタン の 将 で 、 き 両親 に 化 わ っ て エル ロン 家 の 家 事 一 
の を 取り 休 妨 る 。 ダリ ル シ ェ イド だ の 了 三宮 を 末 丁 し て 家 を 
民 び 訪 し た まま 、 音沙汰 の な い 無 鉄 な 兄 に 手 を 胡 ん で 
あり 、 よう や く 帰 宅 し た スタ ン を 一 度 な 竹 し く 迎 える も の 
の 、 や が て で ぞ の 模 放 さ に 縦 り を 填 わ こす る 。 フラ イプ バン 
と あお た ま を か き 訂 ら し て 、 導 起き の 悪 () 兄 を 田 き 起こ す 
/ 死者 の 月 覚め / ば 、 本 の 風物 詩 こ と し て 有名 。 


・ て atcs of Dcstimn ゅ ・ 


SSX の ググ 


喝 思 う 、 その 手 に お た まあ 


石手 に お だ ま を ! 
左手 に フラ イ パ ン を ! 
横たわり し 者 に 正義 の 鉄 植 を ! 


マザー シッ プ 
9 プア 行 7 


私 部 会 に あこ が れ 村 を 離れ た 若者 は 、 そ の 
の まま 新天地 で 結婚 し て 家庭 を 持つ か 、 そ う で な けれ ば 失意 の 
取 うち に 故郷 に 戻り 、 少 し 寂し そう な 横顔 で 、 黙 っ て 以前 の 暮らし の 続き を 


くり 返す か 、 ど ちら か だ 。 いずれ に せよ 一 度 村 を 後に する と な っ た か ら に は 、 残さ 
れる 家族 に と っ て は 複雑 な 思い を 抱か せる も の で ある 。 だ か ら こ そ 、 本 当 に 仕 家 を 志す の 
か で あれ ば 、 然 る べき 段取り が あろ う も の を 。 
能 天 気 が 服 を 着 て 歩く 兄 は 、 羊 の 世話 を 装い ふら り と 家 を 出 て 、 そし て その まま 帰っ て 来 な か っ た 。 
お そら く は 本 当 に 、 エ サ や り の 途中 で いて も た っ て も いら れ な く な っ て 、 山 を 下り て し まっ た の だ ろう 。 あ k の 
の 見 に 限っ て めった な こと は な い だ ろ う が 、 そ れ が 逆 に 、 心 配 より も 怒り に な っ た 。 一 度 、 ノ イシ ュ タッ ト で 兄 
を 見 か けた と 隣人 パッ カス か ら 聞 か され た が 、 そ の わり に は 音沙汰 ひと つ な か っ た 。 
も し か し た ら 、 帰 れ な い 事情 が ある の だ ろう か 。 それ と も 私 や お じい ちゃ ん の こと が 、 疎 まし く な っ た の だ ろう か 。 
リリ ス は 悩む 。 可憐 な 唇 は 薔薇 色 を 失い 、 バ ッ カ ス が 心配 し て 毎日 様子 を 伺い に や っ て くる ほど に .。 
そう し て 一 一 ある 日 突然 、 兄 スタ ン は 、 家 に 戻っ て きた 。 少々 の 生 傷 を こし ら え て 、 し か し まず は 五体 満足 で 、 
彼女 が よく 知る 屈託 の な い 笑顔 で 。 任 務 は 終わ っ た の だ と 、 兄 は 言っ た 。 こ れ で みん な いっ し ょ に 暮らせ る 。 エ 
ル ロ ン 家 の 家 族 3 人 の 、 賑 や か な 日 常 が 取り 戻せ る 。 
リリ ス は そう 信じ た 。 そ し て その 純粋 な 想い は 、 ま た し て も 加 切 られ た 。 兄 は 世界 の 危機 な の だ と 、 自 分 が 
行か ね ば な ら な い の だ と 、 そ う 言 う や いな や 、 物 静か な 眼鏡 の 美人 と 連れ 立っ て 、 着 の み 着 の まま 、 ロ ク 
な 説明 も し な いう ち に 出 て 行っ た 。 
兄 の 正義 感 は 、 む し ろ 褒 め ら れる べき も の 。 世界 の た め に 力 を 尽く す の な ら 、 妹 と し て これ ほど 許 
らし いこ と は な い 。 けれ ど そ れ と これ と は 別 問題 。 家族 を お ざ な り に し て お いて 、 何事 も な か っ 
た か の よう に 済ま せら れる と 思っ た ら 、 そ う は 間 屋 が 爺 さ な い 。 
リリ ス は 見 に お 人 鱗 を 据え る た め 、 お た ま と フ ライ バン を 手 に 、 祖 父 に し ば し の 別 
れ を 告げ た 。 そ う 、 彼 女 は 「 荒 くれ マギ ー」 の 再来 を 思わ せる 、 可 憐 
な 女 低 。 す な わ ち 世 の 猛 者 ども を 岩 わ せる 、 超 容 級 の 手 
練 れ だ っ た の で ある ……。 


…… お 兄ちゃん の バカ ! 


@ [右手 に お た ま を ! 左手 に フラ イ バ ン を ! 横たわり し 者 に 正義 の 鉄 植 を !| : エル ロン 家 に 伝わる 「 死 者 の 目覚 め ] の 前 ロ 上 俺 「 私 、 恥ず か し く て も う 表 を 歩け な い !」 : 揚々 と 特 
上 牛肉 を も ら っ て きた スタ ン を 見 て 、 余 所 か ら 家 計 を 哀れ まれ て いる 空気 を 察し た 小さ な 絶望 借 [約束 し た よね 。 も う 二 度 と 、 勝手 に 出 て 行っ た り し な いっ て 」 : フィ リア の 求め に 応じ 
て 出 立 し よう と する スタ ン に 対す る 引き 留め 氏 「…… お 兄ちゃん の バカ !] : た だ 心配 する 気持 ちさ え 通 じ し な い ス タン に ぶち まけ る 綴り 


6 
fr 骨 IIOGH 。 が 町 計 で 酒 全 


り と で C ざ は U ゴ EE 古 州 苦 


AuI]1S9Q 』0 S9IBI 


ー ン の GTO ば コバ ハ で 


ー い ヽ N ふ N NN き さ さ 


N 


AM ヽ Q> 


スタ ン ら が 所 有する ソー ディ アン に な は 、 天 落 肖 争 


い 7 6 軸 0 
ゾー ジ アア ブン デー 時 代 に 紹 綴 され た 鍵 丈 部 大 員 の 人 格 が 宿る 。 彼 
ョ ンジ ノ + ら / ソー ディ アン チー ム 」 は 今 も な お 意志 を 款 ち 、 


マザー シッ プ 


タ ィ トル ゆ マス ター た ちの 祖 腐 を 的 確 に 導く 休 何 と な る 。 


人 3 4 D ce r 


ディム ワズ ・ デ アァ ソリ ー 
る 性 別 : 男 @ 一 人 称 : 我 


天功 戦 争 礎 代 に な 無 其 の 鈴 攻 胡 長 と し て 名 を 挙げ 、/ 突撃 兵 / 
な どこ と 邦 ば れ た 男 。 刀 く こと を 部 ら な ( い 毅 夏 渓 で あり な が ら 、 
部 か の 藻 を 最 優先 に する 肖 () が ぶり に 、 放 より も 誠 閣 を 集め た 。 
ゾー ディ アン と な っ て か ら も 、 交 襲 を 装い な が ら 誠 に 和佐 く 、 お 人 
好 し な スタ ン を 厳し く 強 く 導 いて ゆく 。 


エス コー ト 
タイ トル ⑨ 


ぐ 性 別 : 女 @ 一 人 称 : 私 


か つて ディ ムロ ス の 恋人 で も あっ た 、 地上 軍 の / 衣 場 の 天 合 / ご 
と 竹生 兵長 。 慈 基 深 く 、 凛 と し た 強 さ を 苦 ち 、 正 ら 全 を 破る 握 
丈 な 変 は 多く の 尼 言 人 も 粒 れ た 。 現在 の マス ター・ ル ー テ ィ と 
な 彼女 が 2 上 基 の 礎 に 太め て 意 皿 を 交わ し 、 以 来 彼 女 の 評 と し て 
交 と し て 、 護 に も 謙 る 誠 才 賠 作 を 箕 () て いる 。 


Auinseq 0 seoiBH 
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1 1 (補う 表 s 語 寺 い 


ど ア ズール ・ が ・ シ ヤル ディ ア 
る 性 別 : 男 金 一 人 称 : 僕 


天 共 戦争 故人 だ に な 苔 た 軍 少佐 を 務め た 若き エリ ー ト 。 当 礎 は 
秒 の メン バー の ぞう ぞう た る 顔ぶれ に 徒 れ し 、 コン プレ ックス 
を 感じ て (いた と も 言わ れる が 、 現存 で な 肩 の 力 が 六 け 、 損 の 科 
いた 放 座 に な っ て いる 。 マス ター で ある り リブ オン を / 妨 ち ゃ ん J 
と 歴 び 、 南口 を 加 き な が ら も 絶対 の 下 謗 を 碑 う 。 


ー い さ N ふ や NN ふき さや 


ITgtenos Minarde 


5 「 い 「 N N いい 1 | 

プ グ ラフ プン ズ ・ マ プ フ 人 い 、 | の マザー シッ プ 
ググ | フ タイトル 

@ 性 別 : 男 @ 一 人 称 : 俺 N 


ファ ンダ リア 王家 の 家宝 と し て 受け 継が れ た ソー ディ アン ・ イ ク 
ティ ノ ス な は 、 天 乾 江 争 暦 代 に は 少将 の 磨 統 に あっ た 理 講 流 の 
男 。 どん な 場 庫 で も 冷静 さ を 和 失わ な 理知 准 な 姿 は 、 歴 人 の 
ファ ンダ リア 王 を 導き 、 今 また 新た な マス ター と な る ウッ だ ロウ と 
も 、 手 香 に 裏付け され た 郁 る ぎ き ない を 結ぶ 。 


舟入 etIUEU 議 コ を 


ラヴィ ル ・ ク ルレ メン デ 


天地 肖 争 を 応戦 当初 か ら 移る 地上 上 軍 の 重病 。 生涯 現役 を 宣 
言 し 、 立 場 を 顧み ず 助 線 に 刀 っ て 凡 る 無 誠 さ は 、 周 厨 を 困 れ さ 
せつ つも 茹 愛 の 対象 で あっ た 。 問 の 大 き さ 、 誠 の 深 さ は ソー 
ディ アン と な っ た 現在 で も 変わ ら ず 、 償 () の た め に 力 を 焦 す る 
フィ リア の 誠 載 に 心 を 本 た れ 、 導き 役 を 買っ て 婦 る 。 


4 も 0 いで も 


*w、 エス コー ト 
⑤ ダイ トル 
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- プ ルク グ ウ ズ ・ か ラー 
ぐ 性 別 : 男 @ 一 人 称 : : 私 


解 や か な 来 配 で 地上 上 軍 に 胡 和 を も た らし た 総 局 令 。 ハロ ル 
だ が: ベル セリ ナス の ソー ディ アン 理 議 に 着 月 し 、 実現 伯 を 推進 し 
た 人 物 で も ある 。 彼 の 終 沖 宣言 な 預 化 の 名 演説 と し て 有名 。 
ダイ クロ フト の 機能 記 久 と と も に 投射 人 落 が 硬 常 め 、 ソ ー デ ィ ア 
ンチ ー ム が 大 む チ 年 越し の 戦い を 導く 。 


ー い ふさ や ふ や N き ささ 


富 ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ト 8 
Hugo Gilchrist 間際 

' ヽ どー ゴブ ・ ジ ルク グズ スム 

ー プ 6 住 別 : 男 @ 年 齢 42 央 

- 人 職業 : オ ペロ ン 社 総帥 欠 一 人 称 : 私 

府 夫 的 大 企業 ナベ ロン 好 の 総 勤 で 、 実 の 息 了 チリ ナン 

を 政治 和 乃 する 。 若 か り し 伯 に 考古 学 に 准 わ り 、 

ソー ディ アン ・ べ ベル セ ちり ナス を 発見 する が 、 コア クリ ス 

タル に 朋 る ミク トラ ン に 身体 を 乗っ 夏 ら れ 凶 手 に 菜 ま 

る 。 本 来 は 不 誠 と し た 学者 名 の 男 で 、 わ ず か に 残さ 

れれ た 良心 で リサ ン や ルー ティ を 案じ る 。 


Greybum Bernhardit 生 EB: 捕 還 際 
ュ グ ル ノ )2 ・ パ ー ン シノ ルム 


ー プ 6 住 別 : 男 年齢:48 歳 
職業 : ス トレ イラ イズ 神殿 大 司祭 一 人 称 : 私 

己 大 レン ズ / 禄 の 良 / の 力 で ガ 欠 笠 淫 を 且 論 み 、 レ ン 
ズ の 稼 理 を 婦 う 立場 を 和 乃 し て 大 局 教 マー トン を 殺害 
し / 神 の 妥 / を 強奪 する 。 魚 各地 で 混入 を 紹 く が 、 
すべ て ば ヒュ ー ゴ が ベル クラ ント 復活 の た め に 休 紹 ん 
だ 誠 だ っ た 。 スタ ン ら と 対 峯 する も の の 、 最期 は / 宰 
の 有 / の 力 を 夏 り 込 も うと し て 和正 減 する 。 


エス コー ト 
タ ィ トル あゆ 
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に ーー 
| ミグ ムラ テン 
へ 性 別 : 男 金 一 人 称 : 私 


大 攻 洪 争 故人 た に 天上 上 軍 を 病 郊 し た 支配 者 で / 天 上 
子 / を 名 乗る 。 当 歴 カー レル ・ ベ ル セ リ ブナ ス た に 対 た れ 
る が 、 魂 を ソー ディ アン ・ ベ ル ち セリ ナス に 区 し て 生き 征 
び 、 ヒ ュー ゴ の 肉体 を 逢 計 し て 空中 都 訪 の 痢 活 を 
誠 む 。 選 展 思想 が 強く 上 の 人 賠 を 疾 み 、 ヒ ュー ゴ 
が り リナ オン ゼ ルー ティ に 寄せ る 愛 誠 も 見 下す 。 
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The essence of “Tales of Destiny " 


The essence of “Tales of Destiny " 


@ も の 言う 睡 の 魔力 


PS 版 「 テ イル ズ オブ デス ティ ニー」 (以下 「TOD」) が 
発売 され た 1997 年 、 世間 は 当時 の 次 世代 機 で ある プレ 
イス テー ショ ン で の 、 良 質 な RPG に 錠 え て いた 。 そん な 
中 スタ ン と ディ ムロ ス を パッ ケー ジ の 全面 に 配 し た 、 堂 々 
た る た た ず ま い の 本 作 は 、 多 く の ゲ ー ム ファ ン に イン パク 
ト を 与え 、 諸 手 を 挙げ て 歓迎 され た 。 

主人 公 ス タン が 向こう 見 ず で 冒険 心 に あふ れる 若者 で 
ある こと 、 世 界 の 命運 を 握る 戦い に 身 を 投じ る こと な ど 、 
本 作 の RPG 的 記号 は 王道 中 の 王道 と 言っ て も 過言 で は な 
い 。 し か し その 一 方 で 、 当 時 と し て は 斬新 で 実験 的 な 要 
素 が 多数 盛り 込ま れ て いる 。 例え ば それ まで スタ ンダ ー 
ド な ヒロ イン 像 と は 、 主 人 公 ニ プレ イヤ ー の 随行 者 で 助言 
役 で 、 冒険 を 手助け する 包容 力 や 優し さ を 備え 、 多少 な り 
と も 主人 公 に 好意 的 な 「 か わい らし い 」 女性 だ っ た 。 本 作 
の ヒロ イン ・ ル ー テ ィ が そう し た 側面 を 持っ て いる か と いう 
と 、 彼 女 自身 が 公言 し て 憧 ら な いよ うに 、 人 を 見 た ら 泥 棒 
と 殴り か か り 、 儲け 話 に し か 興味 を 示さ ず 、 金 勘 定 が すべ 
て に 優先 する 、 大 変 な 拝金 主義 者 だ 。 下手 に 手 を 出す と 
返り 討ち に 遭う 、 物騒 極まりない 相手 で ある 。 し か も い の 
また むつ み 氏 に よる 、 彼 女 の キ ャ ラク ター デザ イン が また 
セン セー ショ ナル 。 既成 概念 に 迎合 し な い 設 定 や 性 格 そ 
の まま に 、 黒 朋 の ショ ー ト ヘア に ボー イッ シュ な パン ツ ス タ 
イル 、 そし て 腰 に は シミ ター さえ 作 い て いる 。 レー ス と フリ 
ル と ビン ク の リボ ン で 包ま れ た 「 守り た く な る 可憐 な ヒロ イ 
ン 」 と は 随分 違い 、 し か し それ ゆえ に 生々 し いま で の 傷 と 
共感 と を 、 の っ け か ら 漂 わせ て いた 。 

これ は ルー ティ に 限ら な い 。 作品 の 悲劇 性 を 一 身 に 背 
負わ され た 、 スタ ン の 好敵手 リオ ン に 対す る 支持 は 、 も は 
や 言 を 侯 た な い だ ろ う 。 「 TOD」 が 世に 送り 出さ れ て か ら 
すでに 14 年 と な ろう と いう の に 、「 リ オン ・ マ グ ナ ス 」 の 名 
は その あと に 連綿 と 控え る 「 テイ ルズ オブ 」 シ リー ズ の 
キャ ラク ター の 追随 を 許さ な い 。 華 著 で 修 く ペ シ ミ ス 
ティ ッ ク で 、 家族 愛 に 飼え た 孤高 の 剣士 と し て の 彼 は 、 今 
も な お 有 圧倒 的 な 存在 感 を 放っ て いる 。 これ 以降 も た くさ 
ん の 魅力 的 な キャ ラク ター が 生み 出さ れ て いる は ず な の 
に 、 リオ ン は 変わ ら ず 「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ の 代名詞 
で あり 、 そ の 地位 を 譲り 渡す 気配 は な い 。 

総勢 10 人 の パー ティ メン バー た ち は 、 あ ら ゆ る 「 正 統 
派 」 の 要素 と それ に 真っ 向 か ら 反発 する 挑戦 と が 散り ば め 
られ 、 絶 妙 な 魅力 を 織り 上 げた 。 当時 い の ま た 氏 が 描い 
た 、 主要 キャ ラク ター の バス ト ア ッ プ イラ スト に 、 その 一 端 
が 垢 間 見 える 。 こち ら を 見 据え て 不 敵 な 笑み を 見 せる 彼 


aa 


ら の 表情 は 、 や が て 引き ずり 込ま れる 物語 の 壮大 さ を こ れ 
で も か と 思い 知ら せる 迫力 だ っ た 。 目 に し た 瞬間 、 作 中 
で 千金 の 価値 ある と され る 「 レ ンズ 」 の ご と く 、 宝玉 の 瞳 
が プレ イヤ ー の 胸 に 突き 刺さ る の で ある 。 


@ も の 言う 剣 の 円 


「 ソ ー デ ィ ア ン 」 と いう ギミック も 、 凝 っ た 設定 を 好 
む ゲ ー ム ファ ン に は た ま ら な い 。 運命 を 託さ れ た 、 選 
ば れ し 者 だ けが 扱え る 伝説 の 剣 。 し か も それ は 人 の 魂 
を 持ち 言葉 を 解す る 、 古 代 の 英雄 その も の で 、 ス タン た 
ち 「 ソー ディ アン マス ター」 は 、 仲間 内 だ け で な く 自 分 
の 愛 剣 と も まさ に 一 蓮 擬 生 の 絆 で 結ば れ て いる 。「 魔 
術 」 は 剣 の 恩恵 だ か ら 、 ソ ー デ ィ ア ンマ スタ ー に し か 使 
えな い 特 別 な 能力 だ ど 。 そ し て ソー ディ アン 自体 が 過去 
の 同じ 脅威 へ の 切り 札 だ っ た が ゆえ に 、 世 界 を 脅かす 
古代 兵器 を 沈黙 さす せる た め 、 ソ ー デ ィ ア ンマ スタ ー が 
その 力 を 振る うと いう 、 作 中 の 歴史 に 対し て の 問い か 
け と その 克服 。 

IE は グー バ の シス ーー バ だ も で の トノ ソー デイ ルン 
と いう アイ テム と 、 世 界 設 定 の 辻 複 が 見 事 に 融合 し て 
いる 。 それ ぞ れ に 抱え る 事情 か ら 、 大 義 名 分 の 裏 で 
個々 の 目的 意識 が 方 々 に 散っ て いる スタ ン た ちの 旅 に 
お CUG は N ソ ご チイ レン の 助言 や 1 大 に ボ っ で で の 
まとまり が 維持 で き て いる 人 節 さえ ある 。 彼 ら の 背負 う 
孤独 を 垣間見 る 場面 は 、 ひ と クセ ある 仲間 と の 関係 で 
は な く 、 む し ろ ソ ー デ ィ ア ン と の や り と り に 集約 され 
る ほど だ 。PS2 版 で は ソー ディ アン の 内 的 人 格 ( つ ま 
り は 過去 の マス ター 本 人 ) を 表わす グラ フィ ッ ク が 用 
意 さ れ た こと で 、 彼 ら の や り 取 り を 通し て プレ イヤ ー 
自身 が ます ます 、「 い ち 武 器 ] と し て 以上 に 感情 移入 
し 、 愛 情 を 注ぐ 。 そ し て 一 度 は 自分 も ソー ディ アン を 
携え る こと を 、 我 々 は 夢想 し て みる は ず だ 。 

登場 人 物 た ち が そ れ ぞ れ に 背負 っ た 使命 。 過 去 。 迷 
い 。 仲間 へ の 想い と 、 世界 を 春 本 する 区 い 。 そ れ を 叶 
える の が ソー ディ アン と いう 存在 な ら ば 、 運命 の 輸 を 
断ち 切り 未来 へ と 向かわ せる の も また 、 彼 ら ソ ー デ ィ 
アン で ある 。 し か し クラ イマ ックス に 待つ 世界 の 行く 
未 一 一 すなわち 終 癌 と 喪失 と 再生 は 、 ほ か な ら ぬ 「 も の 
言う 剣 ] た ち 自 身 の 連環 の 分 断 。 千 年 の 鎖 を 壊し 新た 
に 紡ぐ 苦渋 の 運命 を 、 プ レイ ヤー は 最後 の 最後 に 受け 
入れ な く て は な ら な い 。 す な わ ち 我々 は スタ ン ら の 目 
を 通し て 、 己 の 伴 但 た る ソー ディ アン の 運命 を 、 見 届け 
る こと を 迫 ら れる の だ 。 
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お よそ 8000 年 前 、 破 壊 神 ネ レ イド が 支配 する 非 物質 
世界 バテ ンカ イト ス に 、 創造 神 セ イフ ァ ー ト が 物質 世界 を 
創り 出し て か ら 、 二 柱 の 神 の 対立 は 始ま っ た 。 物質 世界 
は 発展 を 続け 、 の ち に メル ニク ス 文 明 と 呼ば れる 高度 文 
明 期 を 迎え る が 、 ネ レイ ド の 暗躍 に より イン フェ リア と セレ 
ステ ィ ア 、 ふ た つの 世界 の 間 で 極光 戦争 が 勃発 。 長き に 
渡る 戦乱 に 引っ た セイ ファ ー ト は 、 両 世界 が ある 惑星 の 空 
間 を セイ ファ ー ト リン グ で 歪め 、 中 間 に オ ル バ ー ス 界面 を 
設け る こと で 空間 を つなげ て し まう 。 こう し て 手 獄 の ご と 
き 封 鎖 世界 、 エタ ー ニ ア は 生ま れ た 。 一 一 両 世界 が 交流 
を 持た ぬ ま ま 2000 年 以上 が 過ぎ た ある 日 、 イ ン フ ェ リ ア 
に 住む 猟師 の リッ ド と 農家 の 娘 フ ァ ラ は 、 セ レス ティ ア か ら 
落ち て きた 少女 、 メ ルディ と 出会う 。 
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2000 年 11 月 80 日 
永遠 と 絆 の RPG 


「 テ イル ズ オブ 」 シリ ー ズ 第 3 作 目 。 シ リー ズ 初 
と な る 3 頭 身 キ ャ ラク ター を 採用 、 イ ベン ト や ス 
キッ ト で の ボイス 使用 比率 が 大 幅 に 増え た う 
え 、 戦 闘 で は 数 多く の 秘 奥 義 が 用 意 。 現在 ま 
で 続く シリ ー ズ の 雛形 と 言え る 作品 で ある 。 


eternity[ite':rneti]:[ 名 ]1. 永 遠 , 永 示 , 無 限 , 普 及 , 不 死 2.( 魂 の ) 永 遠 性 , 不 減 3. 無 限 の 時 , 果 て し な い 継続 4.(the -ties) 永遠 の 真理 


学士 キー ル の 助力 で 意思 が 通じ る よう に な っ た メル ディ 
が 語る 衝撃 の 事実 。 そ れ は オル バー ス 界 面 上 の 黒 体 が 
放つ オル バー ス 爆 動 に より 、 両 世界 が 激突 する グラ ンド 
フォ ー ル が 起こ る と いう も の だ っ た 。 一 行 は この 危機 を 阻 


止 す る 力 を 得る た め 、 各 地 に 眠る 大 唱 寺 を 捜し に 向かう 。 


Game Package 


Book 


マザー シッ プ 
@⑥ タイ エル 


トー リー の 中 心 を 担う 4# 人 の キャ ラク ター が 勢 揃 いす る PS 版 パ ッ 
ケー ジ 。 背景 に は エタ ー ニ ア 世 界 の 一 方 、 インフ ェ リ ア を 思わ せる 
青空 と 大 地 が 広がり 、 世 界 の 広がり を も 表現 。PSP 版 も 同様 に 4 
人 が 登場 する も の の 、 背 景 は 簡略 化 さ れ キ ャ ラク ター た ちの 存在 感 
が より 強調 。、 い の また むつ み 氏 の 温か な タッ チ を その まま 話 か し た そ 
の 姿 は 、 仲 良し 4 人 組み の 強い 連帯 感 を ダイ レク ト に 伝え て くる 。 


イン フェ リア か ら 頭上 の セレ ステ ィ ア を 見 て いる 、 ま た は その 逆 の 情 
景 。…… と 一 見 思え る が 、 よ く 見 る と 岩肌 の 上 に 魚の 群れ が 泳い 
で いる 様子 が わか る 。 つ まり これ は 水底 か ら 、 水 面 に 広がる 青い 空 
を 眺め て いる の が 正解 。 水底 を 一 方 の 世界 、 水 面 を 他方 の 世界 
に 当て は め れ ば 、 そ の 間 を 行き 来 で きる 魚 は さしずめ プレ イヤ ー の 
隊 足 か 。 両 世界 を 股 に 掛け た 大 海賊 アイ フリ ー ド を も イメ ー ジ させ る 。 


エス コー ト 
⑨ タイ ェ トル 
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イン フェ リア か ら 始 まっ た 大 曲 霊 捜し の 旅 は 、 界面 を 越え 
CE ピレス メデ テイ ア で も 続け られ た や が G 二 和 は ジ シ ンド 


フォ ー ル が メル ディ の 両親 、 バリ ル と 妻 シ ゼル の 企 て で ある 
こと を 知る 。 だ が 真意 を 問 お うと する も 、 す で に バリ ル は 人 死 
記 、 シ ゼル は ネ レ イド の 人 介 と 化し て いた 。 


世 
香 
を 
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ネ レ イド に 囚われ た シ ゼ ル が 使う 聞 の 極光 術 に 対抗 する 
に は 、 セ イフ ァ ー ト の 力 の 頭 わ れ で も ある 真 の 極光 術 が 必 
要 だ っ た 。 極光 術 を 使え る 素質 を 持つ リッ ド は 、 試 練 を 乗り 
越え 真 の 極光 術 の 使い 手 と な る 。 ネ レ イド の 最終 目的 で あ 
る 、 物 質 世 界 の 崩壊 を 食い 止め る た め に 。 


へ い ー ふ w NN きい 


リッ が ・ ノ ハー シィ ァ ル 


た へ や 人 種 : イ ン フ ェ エリア 人 性別 : 男 年齢 118 歳 や 身長 :178cm 体重 :62kg 
と 出身 : ラ シュ アン 職業: 猟師 で 初期 称号 : り よう し 一 人 称 : オ レ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー”"_ 


扱い や すい 短め の 剣 が ベス ト 。 鈍 
重 な 魔物 な ど に 見 切れ は し な い 。 


・ 猟 師 の 心意気 。 2 
茶色 の チョ ー カ ー は 猟 師 の 証 。 
日 々 生き 物 を 相手 に する 職業 だ か ら 
こそ 、 命 の 価値 を よく 知っ て いる 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 


・ 日 々 これ 鍛 録 。 。。 
山野 を 駆け 巡り 鍛え られ た 身体 。 

舞台 を 戦場 に 変え た 今 、 より 鋭く 、 

より し な や か に 生ま れ 変 わる 。 
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獲 廊 の 少年 。 / ラ シ ュ ア ン の 修 劇 / と 邦 ば れる 事 存 で 
親 を 失い 、 で ひと り 暮 らし て いた が 、 メ ルディ の 登 坦 が 
きっ か け で 奏 字 記 を か けた 周 腐 た 巻き 込ま れる 。 波 
属 の 立た な () 渕 衝 な 生活 を ゲ み 、 妙 人 と 柄 災 交 に 賠 カ 
り を 圭 と うと ば し な い が 、 効 な じみ の ファ ラ と キー ル 初 手 
に ば まとめ 役 に な る こと が 多い い 。 フィ ブリ ル と 暦 ば れれ る 、 
真 の 光 維 を 使え る 素 算 の 芋 ろ 皇 。 


さい 一 そい ひき 和信 そ 人 \ 
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誰 も が 自分 の 人 生 に 夢 を 持っ て いる 。 華やか だ が 無謀 な 夢 を 抱く の は 若者 の 
特権 だ 。 だ が リッ ド の 夢 は た だ ひと つ 、 濾 風 の 立 た な い 平 穏 な 日 々 を 過ごす こと 。 
戦場 で の 勲 し も 、 絢 炊 た る 財 も いら な い 。 た だ 今日 が 昨日 の よう に 穏やか で あり 、 
明日 が 今日 の よう に 無事 に 暮れ る こと こそ が 、 彼 の 求め る も の だ っ た 。 

ラ シ ュ ア ン 村 住民 の 半数 と と も に 、 画 親 の 命 まで も が 奪わ れ た 「 ラ シュ アン の 
惨劇 」 が 、 リッ ド に 平穏 へ の 固執 を 植え つけ た の か も し れ な い 。 だ が それ 以上 に 、 
ファ ラ の 存在 が 彼 を か た く な に させ た 。 誰 と で も 積極 的 に 関わ ろう と する ファ ラ は 、 
他人 と 適度 な 距離 を 求め た が る 彼 の 思惑 な ど 、 ま る で 気 に せ ず 接 し て くる 。 フ ァ 
ラ を 護り 、 深 く 結 び つ く こ と は 、 決 し て 不快 で は な い 。 だ が それ は ファ ラ の 行動 
に つき 合う こと を 意味 し 、 同 時 に 自分 の 信条 で ある 平穏 な た 生活 と の 決別 へ と つ 
な が る 。 ファ ラ に 惹か れる か ら こ そ 、 彼女 と 距離 を 取ら ね ば な ら な い 。 リ ッ ド は ジ 
レン マ に 陥っ て いた 。 

メル ディ の 到来 で 思わ め ぬ 旅 が 始ま っ て か ら は 、 そ の 傾向 が さら に 高まっ た 。 す 
べ て が 変化 に 富ん だ 旅 は 、 平 穏 と は 正反対 の 生活 の 連続 。 そ れ で も リッ ド は 自 
分 の 信条 を 崩す 気 は な は なく 、 こ と ある ご と に 故郷 へ の 帰還 を 口 に し た 。 

そん な リッ ド を 変え た も の 、 そ れ は レイ ス の 存在 だ っ た 。 酷い 裏切り で 一 度 は 
敵対 し な が ら も 、 最 期 に 身 を 星 し て 仲間 を か ば い 、 彼 は 「 護 る ] こと の 意味 を 刻 
みつ け て 、 逝 っ た 。 自分 自身 を 含め て 大 切な も の を 護る こと は 、 和 災難 を 遠巻き 
に し て いる だ け で は 絶対 に 成し遂げ られ な い 。 そ れ ま で の リッ ド に は 到底 た どり 着 
け な い 場所 だ っ た 。 レ イス は 、 人 は 自分 の 意思 で 変わ れる の だ と 教え て くれ た 。 

凪 ば か り を 求め て いた 。 け れ ど よう や く 、 風 に 向き 合う 覚悟 を 決め た 。 リ ッ ド は 、 
自ら セイ ファ ー ト の 試練 を 受け て 真 の 極光 術 を 会 得する 。 レ イス の ぶん まで 世界 
を 、 そ し て ファ ラ を 護 ろ うと 決め た 彼 の 心 に は 、 訂 き に 満ち た 新た な 「 夢 ] が 生ま 
れ て いた 。 


夢 の 終 わり 、 夢 の 始ま り 
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et 、 目 

な か 分 E 

MS AD 

じ る と オレ 自身 が 生き た いん だ 。 回 較 

る 貞 大 切な 人 達 に も 較 

か ん か る い 

5 こも 5 人 生き て て 飲 し いん だ ! 敵 | 
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人 @ 「 何 も お き な い の が 一 番 だ よ 。 何 も 変わ ら な いっ て の が 、 ほん と の 幸せ っ て も ん だ ]」 : 浮か れる ファ ラ を た し な め 、 平穏 の 価値 自ら の 人 生 観 を 再 確認 倫 「 お まえ ら の 頭 に は 、 不 
安 と か 用 心 っ て 言葉 は ね え の か !?] : 未知 の 世界 へ の 旅立ち を 気楽 に 考え て いる 様子 の 仲間 た ち に 対す る 和敬 き 葵 自分 の こと を 何もかも わか っ て る 人 間 な ん て いな いん じゃ ね え か 
な ?] : ファ ラ を 励ま す と 同時 に 、 己 の 本 心 に も 問い か ける 行為 供 「 オ レ 自 身 が 生き た いん だ 。 大 切な 人 達 に も 生き て て 欲し いん だ : 生死 を か けた 試練 を 完遂 する こと に 対す る 決意 


ヽ G ぁ 


ファ ラ , ナ ルス デッド 
$ 人 種 : イ ン フ ェ エリア 人 で 性別: 女 欠 年 齢 :17 歳 多 身 長 :161cm 加 体重 :46kg 
乱 スリ ー サ イズ :B83-W58-H84 乱 出身 : ラ シュ アン 乱 職業 : 農 民 移 初期 称号 : ブ ファ ー マ ー 抱 一 人 称 : わ た し 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


ラ シ ュ ア ン 育 ち の 農家 の 女 で 、 リ ッ が 同 栖 / ラ シン ュ ア ン の 
修 劇 / で 親 を 失っ て いる 。 件 閣 な 非 党 に 食 見 が よく 、 

と き に 自分 を 幽 獄 に し て まで も 砂 者 に 祥 く ぞう と する ば 
ど 。 また 活発 か つ 柄 大 釣 で 、 効 な じみ の リッ だ と キ ー ス 
を 強 7 に 周 腐 に 巻き 入 む こと も し ば し ば だ っ た 。 リッ が に 
対 堆 し て レグ ルス 道場 に 通っ て (いた た め 若 税 癒 を 使い こ 
な す が 、 差 段 は 女 俸 ら し く 家 庭 誰 。 


・ 労 働 の 如 び 
農民 を 表わす 赤い 布製 チョ ー カ ー。 
農作業 で 鍛え られ た 腕力 を 使い 、 
エス コー ト  ⑱ 今日 る 困っ て いる 人 を 助け て 回 る 。 


タイ トル 


・ さ ざさ や か な 身だしなみ 
暖か な 色合い の エプロ ンド レス 。 
機能 的 で あり な が ら 、 女の子 らし い 
オシ ャ レ 心 も 十分 満た す 逸 品 。 
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・ 美脚 の 一撃 
か 弱い 村 娘 と あな どる な か れ 。 油 
断 し た 相手 に は 、 伝 統 の レグ ルス 道 
場 仕込 み の 足 刀 が 一 内 する 。 


ユ い ーー リウ いそ すか せ 


N 


< る ルン 


・ て ates of セ tcrn1a・ 


SNS クハ 


人 は 皆 、 仮 面 を つけ て 生き て いる 。 誰か の 望む 自分 に な る た 
め 、 本 当 の 自分 を 守る た め …… 理由 は さま ざま だ が 、 ほとん ど 
の 人 は 仮面 の 存在 を 大 な り 小 な り 意識 し て いる 。 だ が 本 人 が 一 
切 意識 し て いな い の に も 関わ ら ず 、 仮 面 を か ぶり 続け る 者 が い 
る の も 事実 で ある 。 

ファ ラ の 仮面 の 名 は 「 天 真 畑 漫 、 献 身 ]。 い つも 明る く 元 気 
で 誰 に で も 優し く 、 困 っ た 人 を 見 る と 放っ て は お け な い 。 彼女 に 
一 度 で も 会 っ た 者 は 、 き っ と 口 を 揃え て その 人 と な り を 褒め 称え 
る だ ろう 。 た と え ぇ 彼女 が 、 時 と し て 自分 の 身 を 捨て て まで も 人 に 
尽く そう と する 姿 に 、 得 体 の 知れ な い 不 安 を 覚え た と し て も 。 

だ が 旅 の 途中 で 出会っ た レイ ス は 、 そ の 仮面 を 見 抜く 。 レ イ 
ス 自 身 が 意識 的 に 強固 な 仮面 を か ぶっ て いた た めか も し れ な い 
が 、 い ずれ ファ ラ は 、 無 意識 に 覆い 隠し て きた 自分 の 過去 と 向 
き 合 わざ る を 得 な く な る 。 


「 ラ シュ アン の 惨劇 」 一 一 シュ アン の 住民 の 半分 が 命 を 落と し た 避 ま わし き 事 件 。 
それ は 破壊 神 ネ レイ ド の 一 部 が 封印 され た 場所 へ 、 フ ァ ラ た ち が 強 引 に 足 を 踏み 入 
れ た こと に より 起こ っ た 。 自分 の わが まま で 大 勢 の 村人 が 死に 、 リ ッ ド や キー ル の 人 
庄 を も 狂わ せ た …… 罪 の 重 さ に 耐え られ な か っ た 幼い 少女 は 、 強 固 な 仮面 を 身 に つ 
け て 罪 の 存在 自体 を 忘れ る こと に より 、 自 分 の 心 を 守る 道 を 選ぶ 。 と は いえ 隠し 続 
ける 傷 が 癒え る こと は な い 。 ファ ラ は 110 年 も の 間 、 笑 顔 と いう 仮面 の 下 で 血 の 涙 を 


流し 続け て いた 。 


さ ず 避 避 


ー ひ 寺 2 の 寺 
9 


ーnu 護 と の 計 は fr 問 


@ 「 何 で も や れ ば 、 何と か な る も ん だ っ て ! イケ る 、 イケ る !」 : リッ ド を 鼓舞 する 、 座右 の 銘 と も 言え る 錯 「 み ん な が 幸せ に な っ て くれ る ん だ っ た ら 、 それ が いち ば ん いい こと だ も 
ん 」 : 自分 を 犠牲 に し て まで 無謀 な 冒険 に 挑む こと を 、 正しい と 己 に 言い 聞か せる 決意 倫 「 な ん か 、 自分 が わか ん な い 。 信じ られ な いん だ ]」 : 盲目 的 に 人 助け を 続け て いた 自分 の 行 
為 に 、 初 め て 危う さ を 自覚 し た こと の 驚き と と ま ど い 佑 「 ワ ガマ マ だ っ た の 。 自分 の ワガママ で みん な を …… 殺 し た の !」 : 封印 し て いた 罪悪 感 と 正面 か ら 向き 合い あふ れ 出 る 恒 突 


や が て それ 以上 自分 を 偽 れ な く な っ た 彼女 は 、 仲間 た ち に 自分 の 罪 を 打ち 明け る 。 
果たし て そこ に 待っ て いた の は 、 彼 ら か ら の 温か な 労 わ り の 言葉 だ っ た 。 癒え ぬ 傷 
を 抱え て 生き る こと の つら さ を 、 長 い 旅路 を 通じ て 実感 し て いた 仲間 た ち は 、 い ちば 
ん 深く 傷つい て いた の が いっ た い 誰 だ っ た の か を 知っ て いた 。 

た くま し < く 成長 し た リッ ド に 支え られ 、 自 分 の 罪 を 正面 か ら 見 据え て いく こと を 決意 
し た ファ ラ の 表情 は 、 晴 れ や か さ に 満ち て いた 。 信じ て くれ る 人 た ちがい る 限り 、 自 
分 は 大 丈夫 。 仮面 は も う 、 必 要 な か っ た 。 


みん な が 辛 せ に な っ て くれ る ん だ っ だ ら 、 
それ が いち ば ん いい こと だ も ん 
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0 人 5 
1 チー ル ・ ジ ァ ア ペル 


EN 人 種 : イ ン フ エリ ア 人 乱 性別 : 男 多 年齢:17 歳 多 身長 :174cm 参 体 重 :51kg 乱 出身: ラ シ ュ ア ン 
ど 移 職業 : ミ ン ツ 大 学 光 晶 霊 学 部 学士 欠 初期 称号 : が くし 乱 一 人 称 : ぼ く 


・ 寄 せら れる 期待 


ー 白い チョ ー カ ー を 見 た 者 は 、 学術 の 
徒 に 期待 を 寄せ る 。 その 視線 を 受 
け て 、 学 士 は 一 層 勉 学 に 励む 。 


・ 共 区 の 還 量 

/ 書か れ た 知識 に 心 を 遊ば せれ ば 、 
世界 の 真理 が 見 えて くる 。 没頭 し 

過ぎ る と 目 の 前 は 見 えな く な る が 。 


エス コー ト 
タ ィ トル  ⑨ 


・ 落 ちら か な 鎧 。 
レン ゆっ た り し た ロー ブ は いろ いろ な も 
の を 隠し て くれ る 。 貧弱 な 身体 も 、 
卑屈 に 歪む 心 の 内 も 。 


Blule1 コ 」0 人 きせ 1 


学 記 の 有 七 ミン ツ に ある 子 立 大 学 に 所 悦 す る 学士 。 軒 価 
に 内 す る 独自 理 謗 を 追 () 炎 め た た め 、 異端 零 \ を 受け て 
大 学 を 妃 り 訪 さ れ て いる 。 了 備 奪 人 は ラ シ ュ ア ン ガ に 
企ん で あり 、 リ ッ ド と ファ ラ は 効 な じみ だ が 7 ラ シ ュ ア ン の 
修 冊 / が 原因 で 妹 を 亡 れ て か ら な 大 遠 に な っ た 。 状 議 
や 億 潮 を 辱 じ ず 、 す べ て の 物事 を 誠 理 的 に 解 朋 し よう と 
する た め 、 た び た び 如 癌 と 衝突 する 。 
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で ング の の 、 


凌 理 の 昌 て に 見 出さ きれ た 解 


子供 の 頃 な ど 思 い 出 し た くも な い 。 リ ッ ド は 体力 バカ だ し 、 
ファ ラ は ば ぼく ら を 振り 回 す だ け 振り 回 す 。 ミ ン ツ へ の 引っ 越し 
が 決ま っ た と き は 、 心 の 底 か ら せ い せい し た も の だ 。 キー ル は 
今 で も その と きのこ と を 、 胸 の 筐 を 過ぎ る か すか な 寂し さと と も 
に 思い 出す 。 

王立 大 学 が ある ミン ツ で の 暮らし は 、 学問 に関する キー ル 
の 才能 を 開花 させ た 。13 歳 で 飛び 級 入学 を 果たし た 大 学 で 、 
彼 は リッ ド た ち に 抱い て いた コン プレ ックス を バネ に する か の よ 
うに 勉学 に 日 々 没頭 する 。 だ が 黒 体 研究 の 未 に 書き 上 げた 
論文 が 、 大 学 側 に 異端 と し て 扱わ れ た こと に は 色 り を 覚え た 。 
た と え そ れ が 世界 崩壊 の 可能 性 を 飛 目 に さら さ ぬ た め 、 政 治 
的 に 取ら れ た 措置 で あっ た と し て も 、 自 分 自身 を 否定 され 、 加 
えて 憧れ だ っ た 王立 天文 台 に 勤め る 夢 を 断 た れ た こと に 違い 
は な か っ た 。 

だ か ら 久 し ぶり に 会 っ た リッ ド た ち が 、 セレ ステ ィ ア か ら 来 た 
らし い 少 女 、 メ ルディ を 連れ て きた と き に は 、 煽 わし さ を 感 じ 
る 一 方 で 心 が 躍っ た 。 メ ルディ と の 旅 を 通じ て 、 自 分 の 理論 
を 裏づけ られ る よう な 貴重 な 知識 を 得る こと が で きれ ば 、 も う 
一 度 大 学 に 戻れ る か も し れ な い …… この と き の キ ー ル に と っ 
て 、 メ ルディ は 上 単なる 研究 対象 に 過ぎ な か っ た 。 

な か ば 打算 で 了 臨ん だ 旅 は 、 し か し キー ル の 思惑 を 大 きく 越 
えて いく 。 自分 が 抱え た コン プレ ックス 以上 に 、 幼 な じみ の 心 
に 根 づ く 悩み の 彫 。 書 物 か ら 得 た 知識 だ け で は 、 乗 り 越 えら 
れ な い 困 難 の 連続 。 何 より 心 を 播 り 動か し た の は 、 メ ルディ 
の 存在 だ っ た 。 あ まり に 悲し い 境 過 に 置か れ な が ら 、 そ れ で も 
世界 の た め 、 両 親 の た め に 頑張 り 続け る いた いけ な 少女 
いつ し か キー ル の 心 に は 、 彼女 へ の 慈しみ が あふ れ て いっ た 。 

自分 の 研究 室 に こも っ て いる だ け で は 絶対 に や っ て こ な か っ 
た 、 生 きた 学び を 得る 機会 。、 を その きっ か け を くれ た メル ディ の 
た め に 、 自 分 が これ まで 蓄え て きた 知識 を 生か そう 。 そう 心 に 
決め た キー ル は 、 真 っ 直ぐ に 前 を 向き な が ら も 自分 に 言い 聞 
か せる 。 こ れ も 論 理 的 帰結 な の だ 、 と 
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uiNO 党 drFi で 人 箇 ら 計量 へ 


だ 


DKCCT ン の ざき 人 S 南 人 Q 四 の 潤 


o ン の Cmfv の の 基本 ず 可 宛 人 ハ 更 


グラ ンド フォ ー ル と か 、 ネ レイ ド と か 、 
そん な の いっ そ 全 部 、 夢 な らい い の に …… 


へ い ー ふ wA NN さや 


@⑱「 や 、 や れる さ ! 今 ま で だ っ て 、 ずっ と そう や っ て 研究 し て きた ん だ !」 : 学問 に の み 打 ち 込 ん で きた 己 の プラ イド 倫 「 ぼ く は 甚 や 推論 な ど 信 じ な い 。 グラ ンド フォ ー ル の 原因 を 、 
自分 の 目 で 確か め て みた い だ け さ 」 : 思い が けず 認め られ た こと へ の 喜び と 、 それ を 素直 に 表 わ せ な い 照 れ 隠し 但 「 ま ぁ 、 が ん ば っ て こい 。 ぼく の 研究 の 足し に も な り ぞ そう だ し 」 : 試 
練 に 挑む リッ ド に 対す る ひね くれ た 激励 代 「 グ ラン ド フ ォ ー ル と か 、 ネ レ イド と か 、 そん な の いっ ぞ 全 部 、 夢 な らい い の に ……」 : 最後 の 戦い を 前 に し て 、 素直 に すべ り 出 て きた 本 音 


に を っ 4 
タ ィ トル ゆ 


で 人 種 : セ レス ティ ア 人 と イン フェ リア 人 の ハー ブ プ 乱 性 別 : 女 移 年 齢 :16 歳 @ 身長 :157cm 多 体重 :45kg 
や スリ ー サ イズ :B80-W56-H82 参 出身 : ア イメ ン 職業 : 晶 霊 技師 初期 称号 : い こく の し ょ うじ よ 参 一 人 称 : メ ルディ 


* 混血 の 証 EE 
ュ ク プッ チー Qrickic / 小さ な エラ ー ラ は 、 異な る 血 を 受け 
の 還 継い だ 証拠 。 ふた つの 故郷 を つ な 
: 欧 学名 : ポ ッ ト ラ ビッ チヌ ス 短 全長 :72cm( 耳 12cn 体長 15cm し っ ぽ 45cm ) / いで 守る た め に 、 少 女 は 旅立つ 。 


逢 重 さ :200g 年 一 人 称 : ク イッ キ 
セレ ステ ィ ア の 原 住 生 物 に し て 、 メル ディ の 大 切な 友だち 。 危 
険 感知 能力 を 持ち 、 クイ ッ キ ー と 鳴い て 警告 する こと か ら 、 メル 
ディ が 名 づけ た 。 非常 に 身軽 で ジャ ンプ カ に 優れ る 。 


師 か ら 託 され た パラ ソル に 、 大 晶 霊 。 Ss 
の 力 が 宿る 。 世界 が 救 わ れる その 。 
日 まで 、 役 目 が 終わ る こと は な い 。 


SL ム 5 
意味 は 通じ な く て も 意図 は 通じ た 。 
言葉 の 壁 が 厚く て も 、 伝え た い 意 思 

は 想い と と も に あふ れ 出 る 。 
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議 穴 の 盛大 を く (た め る た め 、 も レス ティ ア か ら イ ン フ ェ 


INITT)、 、 し. 


4 2 リア に や っ て きた 見 習い 喝 寺 半 訪 の 少女 。 所 有 親 が 共 
/ 9/ 脇 桂 に 関わ っ て いる こと を 知っ た た め 、 東 仔 感 に 妨 ら わ 
ジッ れ て お り 強 ヲ な 言動 が 月 立つ が 、 本 来 な 素直 な 僚 許 の 
の 2 紅 ち 主 。 母親 か ら 閣 の 本 光 郊 を 故 え る 素 算 、 フ ィ ブ リル 
7 の の を 受 げ 編 いで いる 。 な お 、 い つも いっ し ょ に いる クイ ッ 


Se ヴ キー は 、 ペッ ト と いう より 親友 の よう な 存在 。 


・ て ates of tcrn1a・ 


アク 、 ィ 


旨 じ る 心 、 想 い に 変 わる と き 


a 


こ で 人 


1 1 
いふ えい る て いか ー い ] 


いつ も ほのぼの と し た 雰囲気 を 周囲 に 振り まき 、 悩 みな ど 欠 片 も な い 少 女 。 メ ルディ 
を 目 に し た 者 の 多く が 、 彼 女 を そん な ふう に 見 る こと だ ろう 。 し か し その 姿 こ そ 、 悲 し み 
か ら 自分 自身 を 守る た め の 彼 女 の 鎧 だ っ た 。 

イン フェ リア 人 の 品 霊 術士 バリ ル と 、 そ の 妻 で セレ ステ ィ ア 人 の シ ゼ ル 。 彼ら の 娘 と 
し て メル ディ は 健やか な 子供 時 代 を 過ごし た 。 だ が その 幸福 は 、 あ る 日 突然 断ち 切ら れ 
る 。 圧 政 を 敷く 総領 主 ビ リア ル に 反抗 し 、 彼 の 部 下 で 穏やか な バリ ル を 支持 し た セレ 
ステ ィ ア の 人 々 。 父 バ リル は ビリ アル の 制裁 に よっ て 死に 、 母 は 破壊 神 ネ レ イド に 取り 
選 か れ て 、 ビ リア ル を 殺し た 。 陰謀 と 悲劇 と 、 人 の 心 を 超越 し た 復讐 。 メ ルディ は 瞬 
く 間 に 大 切な 両親 を と も に 亡くし て 、 し か も 母 譲 り の 、 闇 の 李 光 術 の 素質 の せい で 、 
ネ レ イド の 研究 対象 に まで され て し まっ た 。 

や が て 解放 と いう 名 の も と に 、 実 の 母親 に 見 捨て られ 、 メ ルディ は 唱 霊 技師 見 習い 


| w 大 1 
と し て 新た な 人 生 を 歩む 。 心 に 深く 刻ま れ た 傷 は 、 簡 単に は 癒え や し な い 。 それ で も [ : aa は 
代 例 


の | い SYOr「Y「Y 


世界 を 崩壊 させ る グラ ンド フォ ー ル に 両親 が 関わ っ て いる と 知っ た と き 、 彼 女 は 自分 の 
で きる 形 で 責任 を 取り た いと 思い 、 眉 か イン フェ リア に 発っ た 。 


リッ ド た ちと の 出会い 。 少 し ずつ 通じ 合う 言葉 。 で も 、 メ ルディ は な か な か 真実 を 切 
り 出 せな か っ た 。 大 切 だ っ た 人 た ち に 捨て られ た 過去 の 記憶 が 、 彼 女 を 必要 以上 に 勝 
病 に させ て いた 。 仲よく な れ ば な る ほど 、 心 を 交わ し 合う ほど 、 た っ た ひと つの 真実 で 
すべ て を な くす 有 惑 怖 が 膨 らん で いっ た 。 

みん な に 囲ま れ て 、 だ か ら こ そ 和 孤独 で 。 そ の と き キ ー ル が 横 に 立っ て くれ た 。 機嫌 の 
悪 そ うな いつ も の 上 顔 で 、 で も いつ に な く 強 い 光 を 瞳 に 宿 し て 、 慣 れ な い 言 葉 で 打ち 明 
ける 胸 の 内 を 、 ち ゃ ん と ぜん ぶ 受 け 此 め て 。…… 信じ る と いう こと 。 誰 よ り も 自分 こそ が 、 
それ に 同 き 合う 勇気 を 持た な けれ ば な ら な か っ た の に 。 

心 に 負っ た た くさ ん の 傷 が 癒え る に は 、 ま だ 少し 時 間 が か か り そ う 。 で も その 日 は きっ と 、 
すぐ そこ まで 来 て いる は ず 。 大 切な 仲間 た ち が 暮 ら す 、 こ の 世界 の 空 の 下 に 。 


自分 の 中 に ある 、 や わら か がく て 、 
メル ディ だ っ て …… あ る よ 。 
あっ た が いも の 。 和 SR ! 


BIU』91 ゴ 』」0 SgIBH 


ou 中 …… ハ 剖 ノブ ハ 滞 付 党 喜 人 9Ok…… 


……D は の OHHF(T で まま 。Ok 添 人 ゆ 移せ T マ ※ 


NII WW… 」 '。、 、-、 


@「 い ん ふ ぇ り あ ! せれ す て ぃ あ ! どか 一 ん 中: 限ら れ た 語 各 で 真意 を 伝え よう と する 必死 の 思い 借 「…… う まく 説明 出来 な く て 、 怖く て …… 言 えな か っ た よ 。 ご めん な 、 ご めん な ! 
信じ て よ 中 : 見 捨て られ る 恐怖 か ら 、 沈黙 を 選ん で し まっ た 後悔 代 「 自 分 の 中 に ある 、 や わら か く て 、 あ っ た か いも の 。 メル ディ だ っ て …… あ る よ 。 ぞ それ が 、 お も いで な ん だ な 中 
辛い 記憶 に 覆 わ れ た 幸せ な 過去 を 掘り 起こ す 喜 び 倫 「 苦 し いこ と は あっ て も 、 メ ルディ は 、 今 が 好き よ 。 みん な と 生き て る か ら ……」 : 過去 を 受け 入れ て 、 現在 と 未来 へ 向き 直る 決意 


ぐ 人 種 : セ レス ティ ア 人 @ 性 別 : 男 @ 年 齢 :38 歳 る 身長 :185cm 体重 :92kg 
ぐ 出身 : 不 明 ぐ 職業 : 自 由 軍 シ ル エ シカ リー ダー @ 初期 称号 : ボ ス @ 一 人 称 : 俺 


『。 ) す 。。 )!! ーー に 導き の 光 aa 
培 Ke 一 大 き な エ ラー ラ の 輝き に 、 多く の 部 
”) メン < を 下 が つ き 従 う 。 カ リス マ の 光 は 未来 

つ @ 学名 : ミ アキ ス @ 性 別 : 不 明 NN を 指し 示す 灯台 の ご と く 。 


フォ ッ グ の ペッ ト の 仔 ミ アキ ス 。 消息 不明 の 
フォ ッ グ の 妻 、 リ シテ ア が 残し て いっ た も の 
で 、 フォ ッ グ は 妻 の 代わ り に 湧 愛 し て いる 。 
好物 は ピク ルス 抜き の ハン バー ガー。 D 


ー"「 ミ アキ ギ ス を 開 に 1] 


シル エ シ カ の トレ ー ド マー ク 。 身 分 
開示 は 1 回 転 し て 直立 不動 、 右 手 を 
添え て 高らか に 発声 すべ し 。 


エス コ ゴート 
タ ィ トル 人 ゆ 


ンー 
ンー 
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准 問 放 パ リル た に 対 夫 する 、 且 店 軍 シ ル エ シカ の リー ダー を 聞 め る 
男 。 戦場 で ば 優れ た 続 率 力 を 発 輝 し 、 身 休 能 力 の 高 さと 婦 ま っ て 
/ 介 死 身 の フ ォ ッ グリ の 異名 を 苦 つ 。 人 閣 的 な 器 の 大 き さ と カリ 
スマ 灯 で 、 部 か ら の 支 圭 も 篤 ))。 ぞ の 反 、 疾 段 は 深く 考え 
た り し ゃ べ る こと が 書 手 で 、 琶 神 邦 ぜ こし て いる こと が 多 ()。 行 
方 全 明 の 妻 が 残し た 、 ペット の デ デ を 湧 愛し て いる 。 


NN TI 、 1 いい 。 .-、 い 


N 寺 ・ て ates cf Gternia・ 
ユイ に 1 了 @⑥) マザー シッ プ 


信頼 が 支え る 沈黙 の 武人 。 本 


お みん な の 笑顔 が 見 た い 、 た だ それ だ け の た め に 今 ま で 戦っ て きた 。 総 人 


主 を 倒し た あと どう する か 、 な ど と 聞か れ て も 答え られ な い 。 細か いこ と を 考 
える の は 苦手 な の だ 。 だ か ら 自 分 は 、 自 分 が 得意 と する こと を や り 続 ける ま 
で ……。 そう や っ て フォ ッ グ は 、 これ まで 自由 軍 シ ル エ シカ の リー ダー を 務 
KO きら 

圧 制 を 布 く 総領 主 バ リル か ら セ レス ティ ア を 解放 する た め 、8 年 前 に シ 
ル エ シカ を 旗揚げ し て か ら こ ちら 、 構 成 メ ン バ ー は 順調 に 増え 続け て いる 。 
も ちろ ん 総領 主 へ の 反抗 心 ゆ え で も ある が 、 それ 以上 に みな フォ ッ グ と いう 
男 に 惹き つけ られ て いた 。 彼 は 魅力 的 な アジ テー ショ ン を する わけ で は な 
い 。 軍 に 入っ た と ころ で 、 実 際 の 運営 は 副官 が 取り 仕切 っ て いる よう に 見 え 、 
フォ ッ グ 自身 は その 後ろ で 相づち を 打つ だ け 。 単なる お 飾り リー ダー だ ろう 、 
な ど と 口 さ が な い 者 も 多い 、。 

だ が ひと た び フ ォ ッ グ と 接 す れ ば 、 誰 も が 彼 の 本 当 の 姿 に 気がつく 。 長 
年 の 戦い で 生き 残っ て きた 者 の み が 身 に つけ る 風格 、 戦 い の 中 培 わ れ た 
戦闘 セン ス と 戦略 に 関す る 知識 、 頑 健 な 身体 。 そ し て 何より 人 間 と し て の 
「 器 ] の 大 き さ に 魅せ られ る 。 

フォ ッ グ が し ゃ べら な い の は 、 彼 の ボキ ャ ブラ リー が 貧困 な た め だ け で は 
な い 。 人 に は それ ぞ れ 役割 が あり 、 語 る な ら ば 語り が 得意 な 者 に 任せ れ ば 
よい 、 と いう 信念 に 胃 打 ちさ れ た 信頼 感 が ある か ら だ 。 だ か ら 彼 に 認め られ 
た 者 は 、 み な 実力 以上 の 力 を 発揮 で き 、 シ ル エ シカ は より 毅 石 な 組織 に な っ 
て いく 。 リ ッ ド た ち へ の 協力 も 、 彼 ら を 信頼 し て いる が ゆえ 。 その 姿勢 は シ 
ル エ シカ で な い 者 に 対し て も 変わ る こと は な い 。 

行方 不明 に な っ て いる 妻 リ シテ ア が どこ で 何 を し て いる か 、 道 な か ば に し 
て 倒れ た か つて の 戦友 、 ヴ ァ ン ス の こと を 忘れ られ な いで いる の か 。 それ が 
フォ ッ グ に と っ て 最大 の 心配 事 だ が 、 彼 が それ に 思い 悩め る 日 は まだ まだ 先 
の 話 。 総 領主 バリ ル を 倒し 、 シ ル エ シカ が お 役 御免 と な る と きま で 彼 の 戦 
い は 続く 。 そ れこ そ が 沈黙 の 武人 が 選ん だ 自身 の 「 生 きる 道 ] な の だ か ら 。 
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び 


[は と いう わけ だ 。 バリ ル を 倒し 、 天下 を と ろう ぜ ! ! 


ンー 半 co テ ち や ゃ ん 、 
良い 子 で ちゅ 49ー 


@ 「 と いう わけ だ 。 バリ ル を 倒し 、 天下 を と ろう ぜ ! : 目的 に 向かっ て 行動 する 自分 に 、 一 切 の 疑問 を 持た な い 潔 さ 但 「 安 心 し ろ 。 俺 さま が つい て っ て や る ぜ 。 ぐ わ は は は は ]」 : 己 
の 実力 に 対す る 絶対 の 自信 に 裏付け され た 、 豪快 な まで の 保証 倫 「 お ぅ ! 聞い て ん ぜ 。 天下 取る つい で に 、 世界 を 救っ と きゃ いい ん だ ろ ?」 : 余人 な ら ば 尻込み し か ね な い ほ ど 重 
大 な 問題 で も 、 も の の つい で 程度 と 本 心から 考え て し まう 気楽 さ 備 「 お 一 う 、 デ デ ち ゃ ん 、 良い 子 で ちゅ ね 一 」 : 他人 の 目 を まっ た く 気 に せ ず 、 湧 愛 する ペッ ト に 愛情 を 注ぐ こと に 専念 


| テ 
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マザー シッ プ 
タイ トル ツジ 


や 人 種 : セ レス ティ ア 人 久 性別: 女 金 年 齢 :12 歳 欠 身長 :146cm 金 体重 :38kg 
や スリ ー サ イズ :B76-W55-H77 移 出身: 不明 金 職業 : な し 久 初期 称号 : キ ヤ プ テ ン 欠 一 人 称 : ボ ク 


・ 大 海賊 と の 絆 。 
ーー 曽 祖父 アイ フリ ー ド が 残し た 帽子 。 
ン ン イリ 今 は ブカブカ だ けれ ど 、 似合う ころ 
シン 2 に は 大 海賊 に な っ て いる 、 は ず 。 


議 っ 
未 圭 で は な く 年 相応 。 そう わか っ て 
は いて も 、 エラ ー ラ は 残酷 に 自分 の 


小さ さき を 示し て し まう 。 
タ ィ トル の ⑨ 
・ 終 め 掛け バッ グ 
ンー 大 切な 海賊 道具 の ひと つ 。 何 は な 
シン く と も ハン マー だ け は 切ら さ な い 。 


それ が 海賊 の た し な み と い う も の 。 


ー 
に り 
の 
の 
し 

| 

| m 

は Ob 

| 議 1 

っ 
め 


か つて エタ ー ニ ア 卒 穴 を 荒らし 司 っ た 、 大 
海賊 アイ フリ ー が を 細 女 婦 に 非 つ 少女 。 ア 
イフ リー だ へ の 僅 れ か ら 海 民 を 月 請 す が 、 
年 舌 世 修 多 、 伏 力 の な さ な ど に コン プレ ッ 
クス を 替 つ 。 親 も 海賊 棚 業 に 理解 を 
さ な い いため 、 ア イプ フ リー だ の 交 し た 入 、 パン 
エル ティ ア 号 の 東 秦 に / ナ 暮れ る 万 々 を 送 
る 。 非常 に 機 茎 き で 、 機 大 を 故 礎 さ せ 
る 毛 を まき 敵 ら か す 人 動物 が 大 の 革 手 。 


いい で うみ か で か \ 


my マザー シッ プ 
⑤ タイ トル 


多少 、 不作 法 な こと に は 、 こ の 際 、 目 を つぶ り ま す 。 
子 分 に な る こと を 許可 し まし ょ う 


[航海 日 誌 一 一 〇 月 X 日 ・ 晴 時 々 曇 天気 晴明 な れ ど 波 や や 高 し 。 
小動物 と の 小競り合い は あっ た が 、 我 が バン エル ティ ア 号 は 本 日 も 快調 」 


Pt 時 を 々 、 こ うし て 本 当 の 航海 日 誌 を つけ て いる こと が 夢 の よ うに 思え る 。 あ 
の 日 、 ボ ク の 小屋 を リッ ド さ ん た ち が 訪 れ な けれ ば 、 今 で も あの 暗い ドッ ク の 中 で 、 ひ と 
り 油 に まみ れ て いた こと だ ろう 。 彼ら に は 本 当 に 感謝 …… い や いや 、 こ れ は 正当 な 交換 条件 

な の だ 。 彼ら は ボク の 部 下 に な り 、 ボ ク は 彼ら に この 船 を 貸す 。 だ か ら 感 謝 な ど 必 要 な い ! こと 

に し レ し て お こう 。 

だ けど 正直 な と ころ 、 行き詰まっ て いた の は 確か だ 。 尊 散 す べき 大 海賊 、 ア イフ リー ド の 血 を 受け 継い 
で いる の に 、 ボ ク に は 何 の 力 も な か っ た 。 い くら 機械 に 張 く な っ て も 、 ひ と り で バン エル ティ ア 号 は 動か せな い 。 
両親 も 友だち も 、 ボ ク が 海賊 に な る と 言え ば 笑う か 、 正 気 を 疑う 始末 だ 。 だ か ら リ ッ ド さん た ちと の 出会い は 、 
ボク に と っ て は 天 啓 に 等 し か っ た 。 き っ と アイ フリ ー ド が ボク と 彼ら を 導い て くれ た ! …… それ が 甘 過ぎ る 考え 
だ と 気づく まで 、 時 間 は か か ら な か っ た 。 

いさ ざ 出 港 し て みれ ば 、 感 じ る の は 無力 感 ば か り 。 ボ ク が 女 だ か ら と か 、 子 供 だ か ら と か 、 そ ん な 理由 は 時 
細 な こと 。 世界 は ボク が 考え て いた 以上 に 広く て 、 無 慈悲 だ っ た 。 い た る と ころ で 死 や 破壊 に 出会い 、 船 
を 動か すこ と くら いし か で き な い 自分 に 怒り を 覚え た 。 井 戸 の 中 の カエ ル は 、 小 さ な 空 を 見 て 満足 すれ ば 
よかっ た の か 、 そ う 思 っ た こと も 一 度 や 二 度 じ ゃ な い 。 
それ で も ひと た びび 出港 し た ら に は 、 も う 泊 まる こと は 許さ れ な い 。 な ら ば 行け る と ころ まで 行く まで だ 。 
幸い ボク に は フォ ッ グ さん と いう 目標 が ある 。 ボ ク を 見 る た び 坊 主 呼 ば わり する 和 失礼 極まりない 
人 だ けど 、 彼 は 他人 を 惹き つけ て や まな い 「 何 か 」 を 持っ て いる 。 き っ と 大 海賊 アイ フリ ー 
ド が そう だ っ た よう に 。 
さあ 早く 日 誌 を つけ 終え て 、 明 日 に 備え を な けれ ば 。 メ ルディ さん と あ 
の 忌 まわ し き 小 動物 より 先 に 起き な いと 、 ま た エン ジン を 毛 
だ ら け に され て し まう ! 


エス コー ト 
⑤ タイ トル 
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性 別 的 に 考え る ご 、 
ボク を 坊主 と 呼ぶ の は ぬ ふさ ざさ わ しく あ り ま せん 


ur 丘 潤 待遇 王 翌 9(1 


人 中 


NN  、 ュ 、 、- 、 


@「 多 少 、 不 作法 な こと に は 、 こ の 際 、 目 を つぶ り ま す 。 子 分 に な る こと を 許可 し まし ょ う ] : 子 分 が で きた 喜び を 押し 隠し 、 海 賊 の 頭目 を 気 取 る 見 栄 亀 「 機 械 っ て ………… 崇高 
で す 」 : バン エル ティ ア 号 の 機器 に 対す る 偏愛 を 超え た 尊崇 の 念 供 「 だ 、 ダ メ だ よ 、 ダメ だ よ !! この 船 は 動物 禁止 だ っ て ば 一員 : 大 切な 機械 の 故障 する 恐怖 が 、 その まま 小動物 
へ の 恐れ に すり 変わ っ た 衝撃 念 「 性 別 的 に 考え る と 、 ボク を 坊主 と 呼ぶ の は ふさ わし く あ り ま せん 」 : コン プレ ックス を 持ち つつ も 、 女性 と し て の 自分 を 保ち た い 二 律 背 反 


SEI 


ルプ ズ / み アシ ステ ー マ ル クリ ウル 


も 人 種 : イ ン フ ェ リ ア 人 欠 性 別 : 男 年 齢 :25 歳 欠 身長 :182cm 欠 体重 :76kg 
* 出身 : 王 都 イ ン フエ リア 多 職業: 元老 騎士 久 初期 称号 : た び の し ょ うに ん 乱 一 人 称 : 私 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


・ 偽 り の 仮面 
派手 な 帽子 を 目 深 に か ぶり 、 数 寄 
者 を 装っ て も 瞳 の 鋭さ は ご まかせ な 
い 。 飾り の 陰 か ら 本 心 が の ぞ く 。 


・ 決 意 の 刃 

王 より 賜り し 騎士 の 剣 。 本 当 に 守 | ae、、、【 、 | 
ら な けれ ば な ら な いも の は 何 な の 1 か Ts 
か 、 決 断 が 切っ 先 に 鋭さ を も た ら す 。 」 NN 0 、 


・ 商 売 道具 

ゆっ た り と し た 服 で 鍛え 上 げた 身体 
を 包む 。 袖 の 下 に 本 当 の 思惑 を 隠 
す の は 、 商 人 も 自分 も 同じ 。 


eiulg1 ユ JO seleL 


イン フェ リア チ に 好 え る 元老 航 二 。 の 庶子 に あたる 
が 、 太 親 が 刀 に よっ て 和正 殺 に 追 ) 込 まれ た 経緯 を 間 
つ 。 必 後 疑念 を 心 の 奥底 に 旋 え な が ら も 、 且 分 に 流 
れ る 子 家 の 康 に 従う か の よう に 、 爺 王 に 選 誠 を 碑 っ て 
いる 。 同 宏 セイ ファ ー ト キー の 導き で リッ だ た ちと 会 っ 
た と き ょ ば 、 素 を 薦 人 と 旋 り 為 名 を 使っ た 。 リッ だ と 局 
大 に 貞 の 恋 光 状 を 使え る 素 握 、 フ ィ ブ リル を 芋 つ 。 


さい てい いみ で ヘ \ 


・ て atcs of tcTn12・ 


SS クト 


真 の 加計 心 を 選 に 刻ん で 


加 誠 と は 何 な の か ー 一 。 そ の 疑念 は レイ ス の 心 の 興 深 くに 刺さ っ た まま 、 
決し て 抜け る こと の な い 軸 だ っ た 。 

イン フェ リア 王 の 姜 だ っ た 母 が 、 王 妃 の 謀略 で 服毒 自殺 し た と き は 、 士 と 
王妃 を 深く 恨み も し た 。 な の に まる で 母 の 命 と 引き 換え に する か の よう に 、 自 
分 に は 元老 騎士 と いう 破格 の 地位 が 与え られ た 。 

王 の 意図 は 明白 で あり 、 そ の 地位 を 甘んじ て 受け る 気 な ど な か っ た 。 と は 
いえ 王 の 生き 方 を 否定 する こと 、 そ れ は 王 を 最期 の 瞬間 まで 信じ て いた 母 の 
生き 方 を も 否定 する こと に つなが る 。 想い 出 の 中 に 残る 母 の 存在 を 守る た め 、 
レイ ス は 騎士 と し て 生き る こと を 選ん だ 。 そ れ が 運命 で あり 、 進 むべ き 道 な の 
だ と 言い 聞か せる よう に し て 、 彼 は 葛藤 に 播 ら ぐ 己 が 心 を 殺し た 。 

だ が イン フェ リア の 国 室 、 セ イフ ァ ー ト キー の 導き で リッ ド た ちと 出会っ て か 
ら 、 レ イス の 中 で 何 か が 菊 る 。 世界 救済 を 志す 旅 が イン フェ リア 王 へ の 反逆 
と 受け 取ら れ た に も 関わ ら ず 、 そ れ で も 信じ る も の の た め 世 界 を 敷 お うと する 
リッ ド た ちの 姿 。 そ れ は か つて 、 自 分 の 手 で 捨て て し まっ た 可能 性 だ っ た 。 

今 一 度 考え る 。 忠誠 、 そ れ は 「 正 直 な 心 で 思 義 を 尽く す 」 こと 。 母 の 死 
以来 王 へ の 、 父 親 へ の 疑念 を 押し 殺し 続け 、 ご ま か し て きた 。 そ ん な 人 間 
が 真 の 忠誠 を 百 え る わけ が な い の だ と 、 よ う や く 気 づい た レイ ス は 、 すべて 
を 振り 切っ て 真実 を 見 極め る べく セレ ステ ィ ア へ と 渡る 。 

騎士 と し て の 庄 き 方 を 探し 続け る 旅 の 果て 、 レ イス は リッ ド た ちの 盾 と な る 
こと を 選ん だ 。 長 年 に 渡り 疑念 の 暗闇 を さま よっ て いた 彼 に は 、 リ ッ ド が 抱え 
て いる 悩み が 手 に 取る よう に わか っ た 。 本 当 に 大 切な 人 を 守る た め な ら ば 、 
必ず 通ら な けれ ば な ら な い 道 が ある 。 それ を 踏み 外し て し まっ た 自分 と 同じ 後 
悔 を 、 リ ッ ド に は し て ほし く な か っ た 。 

残念 な が ら 母 を 守る こと は で き な か っ た けれ ど 、 世 界 を 託 せ る 者 た ち は 守 
れ た 。 力尽き た レイ ス の 顔 は 、 誇 り に 満ち て 不思議 な ほど 穏やか だ っ た 。 
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だ が 、 私 は 君 の そう いう ここ とろ に 
興味 を そそ られ る よ 


リッ ド …… 大 切な 人 を 守れ 。 
極光 術 は …… そ の た め に ある ん だ 


⑱ 「 と れ は それ は 。 気の毒 な こと だ ね 。 付き 合わ され る 周り の 仲間 が 、 さ 。 」 : ファ ラ に 巻き 込ま れる 友人 に 対す る 同情 と 、 軽い か ら か い 劉 「 だ が 、 私 は 君 の そう いう と ころ に 興味 
を そそ られ る よ 」 : 限度 を 越え た ファ ラ の 自己 犠牲 に 対す る 疑問 と 興味 借 「 私 が 信じ る の は 、 王 の 言葉 だ 。 君達 じゃ な い 」 : 父 で ある 王 に 対し 、 息子 と し て 、 騎士 と し て 盲目 的 に 仕え 
て いる こと へ の 言い 訳 代 「 リ ッ ド …… 大 切な 人 を 守れ 。 極光 術 は …… ぞ その た め に ある ん だ ] : 本 当 の 自分 を 探す 旅 と 類 問 の 果て 、 つ い に 見 つけ た 真実 を 託す リッ ド へ の 激励 と 期待 


「 ル 
0) 


〇 
〇 


へ いで い いき そい 


マグ ケー ジッ 
タ ィ トル ゆ 


き さ ヤ 疫 割 に よっ て 9 有 段 摩 に 分 類 さ れる 。 


あら ゆる 事 談 に 良 つ き 、 物質 で も 閥 神 で も な (」 存 
ララ TL 在 で ある 晶 霊 。 とれ を 束ね る の が 大 唱 霊 で あ 
大 給 焦 ーーーー る 。 彼ら は 意 昭 と 自生 を 圭 ち 合わ せ 、 その 力 の 大 


MM a x w e 』 # 


マク ズ グ ァ 7 ル ん 


の 分 類 : 高 位 晶 霊 の 属性: 元素 移 一 人 称 : わ し 
老人 の 姿 を し た 高位 昌吉 。 元素 を 司る た め 、 その 力 ば ぼぼ すべ 
て の 物 人 算 に 双 ぶ な ど 大 きい 。 灯 謝 な いた っ て ひょう ひょう と し て 
あり 、 入 る クレ ー メ ルケ イジ を 告 吉 う 茶 月 っ 雲 も 圭 ち 合わ せる 。 


エス コー ト 
タイ トル ⑨ 


利 分 類 イ ン フ ェ リア 統括 晶 霊 逢 必 性 光 拓 一 人 称 わ ら わ 人 導き 出 


イン フェ リア の 大 上 席 填 を 束ね る 統 若 晶 填 。 人 届 と 竣 触 する こと 
ば ば と ん ご ど ない が 、 試 攻 を 紀 て 淡水 属 の 大 迅 と 契約 し た 者 を 
見 大 め 、 ぞ の 人 届 を 光 の 大 で も レス ティ ア へ 送る こと が ある 。 
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レ 

イ 

ル 

ズ 

オ 

ズ ンー チ 

6 つう) イフ グー ム Efreet No ウン デア ー ネ Undeine つづ シ ルフ Sylph 

ー 和 分 類 : イ ン フ ェ リ ア 根 源 晶 霊 窟 分 類 : イ ン フ ェ リ ア 根 源 唱 霊 窟 分 類 : イ ン フ ェ リ ア 根 源 唱 霊 

ア @ 店 性 : 火 一 人 称 : 人 多 旋 性 : 水 つ 一 人 称 : 私 @ 大 性 : 風 一人称: ボク 

ンク 火 を 局 る 大 席 寺 で 、 灯 褒 な 荒 っ ぱ く 大 雑 電 。 水 を 応 る 大 席 填 。 落ち 着い ぃ た 物 腰 の 女 余 属 を 避 る 大 席 迅 。 童話 た 登場 する 妖 靖 の 
好意 を 學 ぐ くも ル シ ウ ス に 放 / け られ て いい る こと 的 な 正 茨 を 圭 つ 。 個 灯 的 な 相 源 旧 填 た ち よう に 、 子 伴っ ぱく 無 多 握 な 料 放 。 の ん び 


を 革 燃 する 、 人 癌 の よう な 一 面 も 苦 つ 。 を 取り まとめ る 、 リ ー ダ ー 的 な 存在 で ある 。 り リマ イプ ペース な ノー ム と ば ン リ が 合わ な ()。 


融 妙 斉 圭 ……… 叉 字 ど あり 最高 位 の 大 旧 吉 。 相 源 晶 填 必 下 の 大 寺 と ば 完全 に 独立 し た 存在 で あり 、 その 力 ば 纏 々 に 大 す る と も 伝え られ て (いる 。 元 
素 を 語る マク スウ ェ ル と 、 辱 を 司る ゼ ク ン が ゥ ス の 存在 が 確認 され て いい る 。 

締 病 席 圭 ……… 6 竹 の 唐 源 昌 寺 を 胡 り まとめ る 存在 。 大 唱 圭 の 史 で ば 中 に 属す る 。 淡水 属 の 大 晶 寺 を 夷 ね る 光 喝 寺 レ ム と 、 攻 氷雪 の 大 昌 寺 を 夷 ね る 
悦 昌 寺 シ ャ ド ボ ウ と が る 。 どろ ちら も 要 源 昌吉 た に 人 商 の 豚 に ば 減 多 こ 現 われ な ( )。 

相 源 旧 寺 …… 持 定 の 属 位 の 正 然 現象 を ほ 如 る 、 ラン ク と し て ば も っ と も 低い 大 更 填 。 火 水 属 の 大 晶 霊 は イン フェ リア 、 放 水雷 の 大 喝 寺 は セレ ステ ィ ア の 自 
禁 を 語る た め 、 ぞ れ ぞ れ の 座 穴 の 撮 候 や 司 二 こも 符 色 が 系 わ れ て (いる 。 


マザー シッ プチ 
⑨ タイ トル 


ど ク ン / ウ ズ 


利 分 類 : 高 位 晶 霊 拒 属 性: 時 間 失 一 人 称 : 私 


理知 的 な 青年 の 変 を し た 高位 劇 霊 。 歴 雇 を 司る と いう 総 大 な 
力 を 革 っ て いる が 、 導 段 は 非 物 算 褒 寂 バテ ンカ イト ス の 最 奥 部 
に あり 、 正 分 か ら 分 の 物 拭 論 欠 こ 子 渉 す る こと ば ば と ん ど と な ()。 


や Lu 

ノ 

シンヤ バン 
分 類 : セ レス ティ ア 統括 晶 霊 窟 属性 : 間 移 一 人 称 : 我 

セレ ステ ィ ア の 大 席 寺 を 束ね る 続 若 席 寺 。 レム 以上 に 人 缶 と の 


芝 前 を 圭 た な いも の の 、 人 向 を 愛し 物 算 府 の 存 和 を 願っ て 
る 。 賠 を 司る も の の 、 ネ レイ だ の 胡 う 悦 の 存 光 稔 と ば 無 賠 雄 。 


ad 
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が 


べき ノー ム Gnome 


レン // 2 


先 分 類 : セ レス ティ ア 根 源 晶 霊 


草 分 類 : セ レス ティ ア 根 源 晶 霊 甘 分 類 : セ レス ティ ア 根 源 晶 霊 


WV 野田 順子 


電 属性 : 地 革 一 人 称 : ボ ク 

十 予 岩 を 記 る 大 喝 寺 。 月 分 の ペー ス で 物 
事 を 人 送 め る こと が 殺 よ り も 好き で 、 感 か と 
ちょ っ か いい を 訪 す 小 う つる さい シル フ が 書 手 。 


征 属性 : 雪 短 一 人 称 : ワ タ シ 

博 を 局 る 大 昌吉 で 、 斉 霊 兵器 な どの 奏 動 に 
ば 夏 可 欠 な 力 を 嫌 え る 。 思考 パタ ー ン は 
催 と (いう より 講 大 に 近く 、 会 話 も カタ ー ム 。 


FV 野田 順子 ) 野田 順子 


乱 必 性 : 水 舞 一 人 称 : わ た し 

氷 を 局 る 大 旧 填 で 、 人 賠 を 深く 愛し て いる 。 
盤 細 な 料 誠 の た め 明 革 し いい プ イフ リー 人 が 書 
手 だ が 好 宮 の 念 を 震 つ こと を 須 じ て も いる 。 
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RS 
S | 。 The essence of “Tales of Eternia 


@ _ 面 性 が 生み 出し た 擬似 現実 世界 


空 を 見 上 げ る と も う ひ と つの 世界 が ある 一 一 「 テ イル ズ 
オブ エタ ー ニ ア 」 (以下 「TOE」) の 舞台 で ある エタ ー ニ 
ア 世 界 は 、 世 界 観 を 決定 する 重要 要素 で ある と 同時 に 、 
作品 テー マ を 始め と し た ゲー ム 内 要素 の あら ゆる 面 を 表 
現す る 存在 。 その 最大 の 特徴 は 「 二 面 性 」 に ある 。 

世界 が イン フェ リア と セレ ステ ィ ア の ふた つ に 分 か れ て 
いる よう に 、 キャ ラク ター を 中 心 に 「TOE」 に 登場 する 多く 
の 要素 が 、 明確 な 二 面 性 を 持っ た 存在 と し て 描か れる 。 
た と えば リッ ド は 序盤 こそ 保 守 的 だ が 、 終盤 に 近づく に つ 
れ 誰 より も 積極 的 に 奮闘 する 。 逆 に ファ ラ は は つら つと し 
た 外見 の 影 に 、 深い トラ ウマ を 抱え て いる 内 面 が 、 ス トー 
リー の 進展 と と も に 示さ れる 。 プレ イヤ ー キ ャ ラク ター の 
みな ら ず 、 イン フェ リア 国 の 政策 や 大 晶 霊 同士 の 相性 、 セ 
イフ ァ ー ト や ネ レ イド の 各 世 界 で の 認識 に 至る まで 、 随所 に 
うか が える 二 面 性 は 枚挙 に 暇 が な い 。 

た だ し この 二 面 性 は 、 善 と 悪 の 対立 と いっ た 相容れない 
構図 で 描か れる こと は な い 。 二 面 性 と いう 言葉 が 示す よ 
うに 、 そ ぞ それは あく まで ひと つの モノ を 違う 方 向 か ら 観察 し 
た 場合 、 異 な る 形 に 見 える だ け の こと 。 イン フェ リア で は 
「 世界 を 破壊 し よう と し た 悪 神 」 と し て 知ら れる ネ レ イド 
が 、 セ レス ティ ア で は 「 弾圧 され る 民 を 救う た め 、 自 由 を 求 
め て 立ち 上 が っ た 善 神 」 と 伝え られ て いる の は 、 作 中 の 二 
面 性 を 示す 端的 な 例 と 言え よう 。 

ほか の 「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ 作 品 を 通し て 見 て も 、 
世界 レベ ル か ら こ こま で 明確 な 形 で プレ イヤ ー に 二 面 性 を 
意識 させ 続け る 作品 は 存在 し な い 。 これ は ある 意味 で 善 
悪 が は っ きり と 分 か れ て いな い 、 現実 世界 の 姿 に 寄り 添っ 
て いる 証拠 と も 言え る だ ろう 。 こう し て 強力 か つ 各 所 に 散 
り ば め ら れ た 二 面 性 の お か げ で 、「TOE」 の スト ー リ ー や 
キャ ラク ター は 、 より リア ル な 存在 と し て プレ イヤ ー の 前 に 
立ち 上 が っ て くる の で ある 。 

一 見 荒唐無稽 に も 思え る エタ ー ニ ア 世 界 の 設定 が 作り 
上 げた 現実 感 と 、 そ れ に 支え られ る よう に し て 、 生 き 生 き 
と 輝く キャ ラク ター た ち 。 「TOE』」 が 「 テ イル ズ オブ 」 シ 
リー ズ の 原型 を 確立 させ た 、 と 言わ れる 所 以 は 、 細か い 
ゲー ムシ ステ ム も さる こと な が ら 、 こ の 部 分 に 拠る と ころ 
が 大 きい 。 以降 すべ て の 作品 の 雛形 と し て 、「TOE」 は 
今 も 鮮烈 な 光 を 放ち 続け て いる の で ある 。 


人 @ 多く の 人 歪み が 織り 成す ドラ マ 


エタ ー ニ ア 世 界 の も う ひ と つの 特徴 は 、 二 面 性 と 同 


時 に ある 種 の 「 歪 み 」 を 抱え て いる 点 に ある 。 エ ター ニニ  “ ( MS 還 較 の マテ ー シ ッ フ 
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ア 世 界 に 属す る イン フェ リア と セレ ステ ィ ア は 、 ぞ それ  : 
ぞ れ 独立 し た 球状 惑星 の 表面 に 存在 し て いる 。 だ が ど  “ 
ちら の 世界 の どの 場所 か ら も 、 他方 の 世界 が 頭上 に 見 
える 。 こ れ は 空間 が 強烈 に 歪め られ て いる た め 起 き て  “ 
いる 状態 だ が 、 こ の 大 き な 歪 み は プ レイ ヤー の 意識 下 
で 得体 の 知れ な い 不 安 へ と 変わ り 、 作品 全体 を 覆っ て 
いる 。 
そもそも リッ ド た ち メ イン キャ ラク ター は 、 ほ ぼ 全  “ 
員 が 一 般 人 。 加 えて 属す る コミ ュ ニ ティ か ら 何 ら か の 
理由 で 外れ て し まっ た 、 ある 種 の イレ ギュ ラー を 抱え る 
た 者 た ち で ある 。 唯一 元老 騎士 の レイ ス だ け は 、 国 家 
と 父 王 に 身 を 捧げ て いる も の の 、 その 内 面 は 体制 へ の 
不信 感 に あふ れ て いる 。 さ ら に リッ ド た ちと の 出会い 
を 経て 、 自 分 に で きる こと を 模索 する よう に な っ た レ  。- 
イス は 、 体 制 か ら の 自発 的 な 逸脱 を 志す キャ ラク ター : 
と し て 描か れる 。 こ の よう に 徹底 し た 定番 要素 の 排除 
は 、 歪 み が 生み 出す 不安 と 一 体 に な り 、 不 思 議 な 緊迫 感 
を 作り 出す 。 > 
実際 の と ころ 、 世 界 を 崩壊 させ る グラ ンド フォ ー ル : 
を 引き 起こ す 現 象 が 、 作 中 で 直接 的 に 表現 され る 場面 
は 意外 な ほど 少な い 。 に も 関わ ら ず 、 プ レイ ヤー が 体 
感 す る 世界 の 姿 は 、 つ ね に どこ か に 危う さ が 見 え 隠れ 。 > 
する 。 前 述 し た 想 迫 感 が この 危う すさ を も た らし 、 ま た 
イレ ギュ ラー を 抱え て いる が 故に 、 国 家 規 模 の 大 規模 
コミ ュ ニ ティ か ら 助 力 を 得 ら れ な い 、 と いう 心 細 さ を > 
も 生み 出し て いる の で ある 。 > 
だ が こう し た 連綿 と 続く 不安 と 緊迫 感 が ある か ら こ  : 
ぞ 、 キ ャ ラク ター 同士 の 絆 は か けが え の な い 縁 と な る 。 
漠然 と し た 「 世 界 ] と いう 存在 を 「 守 る 」 の で は な く 、 ぞ そ  : 
こ に 暮らす 「 大 切な 人 」 を 「 護 る 」 た め 、 結 果 的 に 世界 を 。 : 
救う …… そ れ を 自覚 し た 彼ら の 絆 は 固く 、 よ り 強 いも  : 
の へ と 育つ 。 事 な か れ 主 義 の リッ ド 、 暴 走 気 味 の フ ァ 
ラ 、 孤 高 を 気 取 る キー ル 、 言 葉 び わから すず 意 思 疎 通 に す  : 
ら 難 が ある メル ディ ……。 当 初 は バラ バラ だ っ た 彼ら  : 
の 絆 が 強固 に な る うち に 、 プ レイ ヤー が 抱え る 正体 不 : 
明 の 不安 や 緊迫 感 は 「 彼 ら の 絆 を 失 く し て は な ら な い ]  : 
と いう 強い モチ ベー ショ ン へ と 昇華 し て いく 。 こ 
と ある キャ ラク ター が 語る 「 別 れ は 終わ り で は な い 。  * 
と こし え に 想 うこ と こそ 共に ある と いう こと 」…… こ 3: 
の 言葉 は 、 二 面 性 と 歪み に 彩 ら れ た 「TOE」 の 集大成 で  : 
も ある 。 暗闇 や 悲し み の 奥 で ひと 際 強 く 輝く 絆 の 光 、 : 
それ を 掲げ 続け る か ら こ そ 「TOE」 は 人 々 の 心 を 惹き つ 
け て や まな い の で ある 。 3 8 * 和 PMS BHA 
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2002 年 11 月 28 日 
ディ ルズ オス デス ディ ニー 2 


Story of Tales of Destiny 2" 


destiny[desteni]:[ 名 ]1. 運 命 , 宿 命 , さ だ め 2. 運 命 の 神 (the Destinies) 


父 ス タン の よう な 名 だ た る 英雄 に 焦 が れ る 少年 カイ ル 
は 、 巨大 レン ズ か ら 現 われ た 少女 リア ラ と 出会う 。 思い 
詰め た 表情 で 四 英 雄 を 探す リア ラ と 、「 英 雄 」 の 言葉 を 聞 
きつ け 強 引 に 同行 を 申し 出る カイ ル 。 神 の 化身 と し て 生 
み 出 され 、 人 々 を 幸せ に 導く 使命 を 負わ され た 聖女 リア ラ 
は 、「 完全 な る 幸福 」 の 答え を 授かる た め に 、 命がけ で 英 
雄 を 求め て いた の だ 。 一 方 の カイ ル は 夢 に 見 た 冒険 の 旅 
に 出る も 、 自 分 が 受け る 賛辞 が 父 の 名 声 に よる も の だ と 
思い 知ら され 、 意気 消沈 する 。 そん な 中 、 聖 女 エ ルレ イ 
ン の 力 で 未来 に 飛ば され た カイ ル ら は 、 彼 女 が アタ モニ 
に 換わる 神 フ ォ ル トゥ ナ の 降臨 を 進め 、 神 が 与え る 画 一 的 
な 幸せ に よっ て 支持 を 得 て い る こと に 強く 反発 。 人 間 ら し 
い 幸 せ を 取り 戻す べく 、 尊大 な エル レイ ン に 迫る 。 


る AullSse 0 selpl 
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シリ ー ズ ス 初 の 正統 な る 続編 と し て 登場 。 舞台 は 
前 作 | TOD」 の 18 年 後 と いう 設定 な が ら 、 さ 
まさ まな 時 間 軸 を 行き 来 する 複雑 で 統 密 な シナ 
リオ が 話題 を 呼ぶ 。 ま た 初 の PS2 作品 と し て 、 
グラ フィ ッ ク の 圧倒 的 な 美 礎 さ を 見 せつ けた 。 


と 
NG 


物質 的 な 豊か さと 引き 換え に 、 完璧 に 管理 され た 社会 こ 
で 幸 福 と 考え る エル レイ ン は 、 歴史 を 改変 し フォ ルト ゥ ナ 神 
の 統治 に ふさ わし い 世 界 を 創り 上 げた 。 神 の 思 究 に よる 
醒め な い 夢 に 囚われ る カイ ル た ち 。 し か し リア ラ の 強い 心 
が 、 そ の 幻想 を 打ち 破り 仲間 を 救い 出す 。 


Game Package 
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Book 


歴史 の 改変 を 正す た め 、 一 行 は 千年 前 の 大 地 戦 争 や 
「 神 の 眼 を 巡る 騨 乱 」 に 立ち 会 う 。 歴史 の 転換 点 に 介入 す 
る エル レイ ン の 手先 バル バト ス と 因縁 の 対決 を 制 し た カイ 
ル は 、 亡 き 父 スタ ン の 在り し 日 の 姿 に 触れ 、 リ アラ の | 英雄 」 
と し て 世界 の 幸福 を 追求 する こと を 改め て 暫 う 。 


カイ ル と リア ラ 、 作 品 の テー マ を 体現 する 「 英 雄 ] と 「 聖 女 」 を 対比 
させ た PS2 版 の パッ ケー ジ は 、 対 照 的 な 立場 に ある ふた り を 太極 図 
の イメ ー ジ で 表現 。PSP 版 で は 「 神 の 眼 」、「 ダ イク ロフ ト 」、「 べ 
ルク ラン ト 」 と いっ た 、 前 作 か ら 受 け 継 が れる キー オブ ジェ クト が マッ 
ト な 背景 に 盛り 込ま れ 、 彼 ら が 立ち 向かう 「 運 命 」 の 威圧 感 を 強調 
し な が ら も 、 ア ー ル ヌー ヴォ ー 調 の 繊細 な 雰囲気 を 演出 する 。 


か TOD2 


PS2 版 の デザ イン は 冬 枯れ の 雪景 色 。 す な わ ち 天地 戦争 時 代 の 世 
界 を 覆う 、 冬 の 時 代 そ の も の の 描写 で あり 、 カ イル た ち が 史 服 し て ゆ 
く 巨大 な 歴史 の 転換 点 の 示唆 で ある 。PSP 版 で は 一 転 し て 、 目 も 敗 
む ば か り の 朝焼け の 雲海 。 天 上 の 民 た ち が 独 占 し 、 あ る い は 歪め ら 
れ た 歴史 で は 手 の 届か な いも の に な っ て し まっ た 、 人 を 射 ん ば か り の 

太陽 の 光 は 、 命 を 懸け て 守る べき 、 生 命 の 克 き に ほか な ら な い . @ rp 


死生 神 

9 ま : が 。 

場 れ | 
ソー ディ アン の 誕生 、 天 地 戦 争 、 四 英雄 の 活躍 、 そ の 


1 


意志 を 受け 継い だ 自分 。 カ イル は 人 が 選び 取っ て きた さ 
ま ざ ま な 歴史 に 、 人 の 心 の 強 さ を 見 出し 、 リア ラ の 役目 を 
遂げ させ る こと 約束 する 。 し か し 未だ 諦め ず 「 神 の た ま 
ご 」 を 呼び 寄せ る エル レイ ン は 、 真 相 を 暴露 する 。 フォ ル 
トゥ ナ 神 の 完全 な 降臨 を 阻止 すれ ば 、 エル レイ ン 同 様 、 神 
の 半身 で ある リア ラ も また 消 減 し て し まう の だ 。 フォ ルト ゥ 
ナ 神 に 従っ て 、 朋 い も な けれ ば 自由 も な い 、 究 極 の 管理 
社会 を 受け 入れ る か 、 そ れ と も 人 間 ら し い 幸 福 と 引き 換え 
に 、 神 の 福音 と リア ラ と を 失う の か 。 無慈悲 な 現実 に 、 英 
雄 で ある こと を 投げ 出 そ う と する カイ ル に 、 リ アラ は 言う 。 
これ まで みん な で 確か め 合っ て きた 、 思 い の 強 さや 幸せ の 
形 を 、 見 失っ て は いけ な い 、 と 。 
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の 衝 も 性 別 : 男 年 齢 :15 歳 身長 :160cm 移 体重 :55kg な 信 山 油 ( 少 年 期 
レ 欠 出身 : ク レス タ 久 初期 称号 : 見 習い 剣士 欠 一 人 称 : オ レ 嶋 方 淳子 (幼少 期 ) 


・ 父 譲り の 黄金 
父 が 世界 に 取り 戻し た 麦 の 穂 の 実 
り に 似 て 、 息 子 の 髪 も また 黄金 の 海 
を 思わ せる ツン ツン 頭 。 


・ 刻 まれ た 剣 は 

母 に 教わっ た 巧み な 剣 さ ば き 。 そ 
れ は 父 が いた 頃 は 、 す が りつ いて 見 
よう 見 まね で 学ん だ は ず だ っ た 。 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆあ 


・ 携 える 母 の 信念 
ロー ライ ズ の パン ツ を ベル ト で 締め 
上 げ 、 へ そ を 出す 。 母 ル ー テ ィ も 好 
ん だ 動き や すさ 第 一 の 格好 。 


る Auilise Jo selel 


/ 契 覆 / ス タン と ルー ティ の 息子 。 両親 の 功績 を 誇り に 思い 、 正 身 も / 英 
雄 / と 邦 ば れる こと を 夢見 て いる 。 聖女 リア ラ と の 太 会 い を 、 正 分 の 名 を た 
げ る チャ ンス だ と 考え 、 彼 女 の 手 助け と な る た め 旅 立つ 。 し か し ぞ の 裏 に 
万 さ れ た 軸 女 テル レイ ン の 准 斉 を 多 り 、 改 変 さ れ た 歴史 を 正 し て ゆく で 、 
リア ラ と も ども 人 人 々 が め る べき / 本 当 の 幸せ / と 后 き 合う こと と な る 。 


S 一 い ヽ へ いか いき 和信 そ で ヽ ふい ふ 


N NN ・ て atcs of Destiny 2・ 1 


》 TOD2 


18 年 前 、 世 界 は 一 度 滅亡 の 間際 に あっ た 。 そ の 危機 を 救い 復興 の 牽引 役 と な っ た 若き 「 四 
英雄 ] の 勇姿 は 、 世 界 中 の 人 々 の 胸 に 刻ま れ た 。 

[英雄] と いう 呼び 名 は 、 だ か ら こ そ 、 今 も な お 賞賛 と 尊 般 と 憧 恨 と を すべ て 内 に 持つ 最大 級 
の 賛辞 、 そ の 英雄 を 両親 に 持つ カイ ル は 、 ご く 当 然 の こと と し て 、 自 分 も 「 英 雄 ] に な る の だ と 、 
子供 らし い 夢 を 抱き 、 成 長 し た 。 自 分 こそ が 「 英 雄 ] と 認め られ る た め に 、 彼 は 「 英 雄 ] を 求め る 
少女 リア ラ を 助け よう と 、 彼 女 の 旅 の 先導 を 買っ て 出 た 。 

し か し 英雄 た ちの 後押し を 受け て 再興 を 遂げ た は ず の 世界 で 、 人 々 は 神 の 奇跡] こそ を 福 
音 と 受け 入れ 始め て いた 。 リ アラ と と も に 飛ば され た 未来 で は 、 も は や 神 の 力 を 無防備 に 受け 人 
れる 、 名 ば か り の 「 幸 せ 」 が 満ち て いた 。 世界 は いつ か ら か 歪め られ 、 歴 史 は 人 の 努力 で は な く 
神 の 力 こ そ を を 、 至 上 の も の と 崇め て いた の だ 。 

ー 一 英雄 っ て な ん だ ろう 。「 幸 せ ] っ て な ん だ ろう 一 

いく つも の 時 代 を 行き 来 し 、 何 度 も 自分 に 問い 掛け な が ら 、 カ イル は 何 度 と な く 思 い 返 す 。 父 
スタ ン が 母 ル ー テ ィ と と も に 、 守 ろう と 願っ た 世界 に は 、 人 の 温か さ が あ ふれ て いた は ず だ 。 そ れ 
を 否定 する よう な 偽り の 歴史 を 、 許 し て は いけ な い は ず だ 。 

封じ 込め た は ず の 記憶 の 彼方 で 、 非 業 の 最期 を 遂げ た 父 の 姿 を 思い 出し 、 や り 場 の な い 基 
し み に 翻 弄 さ れ 、 そ れ で も カイ ル は 父 の 志 を 受け 継ぎ 、 時 に 在り し 日 の 父 と と も に 剣 を 取り 、 あ る 
い は 千年 も 前 の 戦争 に 加わ っ た 。 くり 返し 豚 い か か る エル レイ ン か ら 、 人 の 歴史 を 守 ろ うと 戦っ た 。 
神 に 背く 少女 を 護り 、 少 女 が 信じ た 「 人 の 幸せ 」 を 叶え る た め 、 小 さ な 身 体 を 身 を 抵 し て か ば い 、 
つい に は 神 を 層 り 、 そ の 化身 た る 少女 の 命 を 奪う こと を 求め られ た 。 

肩書 き ひ と つ な く 、 喝 来 の 声 も な く 、 ま し て 世界 の 誰 に も 知ら れず に 。 そ れ は 彼 が 無 外 気 に 夢 


し な 想 し た 姿 と は 似 て も 似つか ず 、 苦 し み と 涙 と に 満ち て 。 


と こと 計 Sc で | マジ 


rl 


少年 は 少女 と 錠 り 逢い 、 少 女 だ け の 「 英 雄 ] と な り 、 神 が 生ま れ 来 る 時 の 果て で 少女 の 最後 
の 願い を 叶え 、 身 の 引き 裂 か れる 悲し み を 越え て 、 世 界 に 「 幸 せ ] を も た らし た 。 


> 】 


Auli1s9 」0 S9IBLH 


こい オレ は ぜ っ っ っ だ い に 、 
りつ 22850 1 


あな た は 英雄 な ん か じゃ な い ! 
た だ の 腰 抜 け だ ッ ! 


の ざき す ,/ パ ぐ 芝 区 相 


SN 一 い へ や AN いき で 


@⑱ [オレ 、 父さん みた い に な り た いん だ ! 父さん みた いな 、 す ご い 英 雄 に !] : リア ラ と 出会い 、 冒 険 の 旅 に 出る 許可 を 求め て 、 ルーティ に 許し を を 2 う 説 得 倫 「 あ な た は 英雄 な ん 
か じゃ な い ! た だ の 腰 抜 け だ ッ !] : 軍 すべ て の た め に 、 バル バト ス に さら われ た 恋人 アト ワイ ト を 見 捨て る ディ ムロ ス へ の 批判 但 「 オ レ は ぜ っ っ つっ た い に 、 リア ラ を 選ぶ よ 』 : ア トワ イ 
ト 救出 劇 の 二 択 に 、 リ アラ の 運命 を 暗示 され て 即答 人 英雄 な ん て 、 や め て や る ! : リア ラ の 真実 を 知り 、 彼女 を 死な せな いた め に 英雄 を 放棄 する 自暴自棄 の 言葉 


ヘレ ぐ 人 性別: 女 年齢:16 歳 (外見 ) @ 身長 :155cm @ 体重 :41kg 
プア @ 出身: 不明 @ 初期 称号 不思議 な 少女 @ 一 人 称 : わ た し 


TOD2 《 


・ 結 が の は 人 と 神 ……3 
背 を 飾る リボ ン は さながら 天使 の 羽 
根 。 一 筋 の 赤い 糸 は 、 人 が 求め る 
幸福 を 結び 合わ せる の か 。 


・ 英雄 を 求め る 光 

神 の 化身 が 携え る の は 、 幸福 を 知 
り 幸 せ に 導い て くれ る と 信じ る 「 英 
雄 」 を 探し 出す 、 奇 跡 の 形 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑲ 


・ 薫 風 を まとっ で 
淡い ピン ク の ベビ ー ド ー ル は まる で 
桜の 花びら の よう で 、 土 煙 舞 う 戦 い 
に は 不 釣り 合い に 可憐 。 


る Auinsed Jo seleL 


己 大 レン ズ を 通し て カイ ル の 玉 に 現われ る 少女 で 、 倫 砺 
を 妃 こ す 旋 か りら / 遇 女 / と 邦 ば れる 。 / 完全 な 幸 編 / を 
人 に 与え る た め に 生み さ れ た 神 の 化身 と し て 、 当初 は 
契 敵 友 た ちの 助け を 求め る が 、 や が て 自分 月 身 の 例 
や 宰 の 手 成 を 疑 商 規 。 カイ ル や ぞ の 婦 記 た ち が 主 張 す 
る 、 人 人 の チ に よる 幸せ ご ぞ 圧 し () 変 だ と し て 、 フ ォ ル ルゥ 
ナ 宰 や 軸 女 エル レイ ン と 対立 し て めく 。 


N SN 一 い へ いか や いひ 込 で へ \ 


・ て atcs cf Dcsttny 2・ 


SS タグ か 


少女 は 、 神 の 化身 と し て 生ま れ ま し た 。 与え られ た 使命 は 、 
人 間 の 幸福 を 神 が 叶 える た め 、 そ の 導き 手 に な る こと で す 。 で 
も 幸せ と は 、 い っ た い ど ん な も の な の で し ょ う ? 彼女 は その 手 
が か り を 名 高い 「 四 英雄 ] か ら 教 わり 、 幸 せ を 追求 する 力 を 得 
る た め に 、 彼 ら の いる 時 代 に や っ て 来 た の で し た 。 

彼女 の 不思議 な 力 は 「 聖 女 ] と 讃え られ 、 み ん な が あり が た 
が り ま し た 。 で も よう や く 出 会 えた 「 英 雄 ] た ち は 、「 世 界 を 動 
か す カ 」 の 源 を 教え ん て は くれ な いし 、「 幸 福 」 の 答え も 、 与 えて 
は くれ ませ ん 。「 英 雄 ] スタ ン の 息子 で ある カイ ル だ けが 、 い ろ 
ん な 助け に な っ て くれ る の で す が 、 彼 女 は 「 英 雄 の 言葉 ] と い 
う 確 約 が 欲し か っ た の で す 。 

な ぜ な ら 彼 女 よ り も 先 に 降臨 し た 、 も う ひ と り の 聖女 エル レイ 
ン が 、 あ る 幸福 の 形 を 見 せつ け て いた か ら で す 。 それ は 教団 
の 名 の 下 で 人 が 管理 され る 、 い か に も 徐 届 そ うな 社会 で し た 。 
で も 日 々 の 悩み か ら 解放 され た 人 々 は 、 何 も 考え ず に 生き られ 
る の で 、 と て も 便利 だ と 信じ る よう に な っ て いた の で す 。 

少女 は 悩み まし た 。 エ ルレ イン の や り 方 は と て も 不 自 然 に 思 
える けれ ど 、 人 が それ を 世 む な ら 、 自 分 は も う 必 要 あ り ま せん 。 
で も 人 間 の 生き る 姿 と し て 、 果たし て それ は 正しい の で し ょ うか 。 


9 
we 


補 様 に 生ま れ た 少女 


07 


ざさ て び の OS / 人 です 0 は ざさ 


い 


だ か ら …… ! 


し 


rm 


秋 え られ る わ 。 
入 の 思 \ の 力 は 、 
な ん だ っ て で きる o。 


そう し て 、 や みく も に 正 し さ を ぶつ ける カイ ル が 、 あま り に 単 
純 で 幼く 見 えて 、 彼 女 は 彼 を つっ ぱ ね ます 。 で も 一 一 。 囚 わ 
れ の 少女 を 助け に 来 て くれ た の は 、 や っ ぱり 彼 で し た 。 す る と 、 
な ん と いう こと で し ょ う 。 同 き 合う カイ ル の そば で 、 彼 女 の ペ ン 
ダン ト が まばゆい 光 を 放ち ます 。 ベ ンダ ント の 光 は 「 英 雄 」 の 証 。 
そう 、 カ イル の 強い 心 が 、 彼 を 真実 の 「 英 雄 ] に し た の で す 。 「 聖 
女 」 を 導く 「 英 雄 ] は 、 ず っ と ずっ と 、 い ちば ん 近く で 、 彼 女 を 
支え て くれ て いた の で し た 。 

た くさ ん の 時 間 を 行き 来 し て 、 何 度 も エル レイ ン の 野望 を 砕 
きま し た 。 人 の 想い の 強 さ を 信じ 、 彼 女 が 張る 卑 快 な 罠 か ら 、 
仲間 を 救い まし た 。 そ うし て つい に エル レイ ン を 追い 詰め た と 
き 、 少 女 は カイ ル に 告げ まし た 。 神 フォ ルト ゥ ナ と 、 自 分 の 半 


@ の マザー シッ プ 


〆 ダイ トル 


》 め TOD2 


エス コー ト 
@⑥ タイ Tr ル 


s ーー わ 身 で ある エル レイ ン を 倒せ ば 、 自 分 自身 も 消え て し まう 。 で も み 
e ん な で 携 っ た 「 人 の 手 に よる 幸福 ]」 の た め に 、 ど うか 鉛 を 振る う 
し 5 の を た め ら わな いで ほし い 、 と 。 sl 
- 生 し 、。 人 人 の 幸せ を 誰 よ り も 願っ た 「 聖 女 ] は 、 そ の 役目 を 自分 だ け s1 
5 休 る 麗 し / の 「 英 雄 ] の 背中 に 託し て 、 光 に 包ま れ て ゆく の で し た 。 ご 
( 全 ゅ 
M 
い 5 1 [は CN 5 3 
2 AS 2 の まさ 
る カ た カカ | 5%558 
ー 2 っ 0 ル 
か イ い ゆい イ % 党 や メ オ 
90 CN # 
ら ル か ル な 8 
ee SN、 0 ス 
! を つと 0 2 
M 9 は 
$ 1 
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@ 「 や っ ぱり ダメ な の …… わ た し の 力 じ ゃ 、 人 ひと り も 守れ な い 。 こん な 力 じゃ ……」 : バル バト ス の フィ リア 襲撃 を 防げ な か っ た こと へ の 自責 の 念 但 「 こ れ か ら な ん て 、 ある わけ 、 
な い 」 : カイ ル と の 関係 を 修復 し 関係 を 築く こと を ナナ リー に 諭 され て 自 過 但 「 わ た し は カイ ル と 一 緒 に いた いか ら …………… カイ ル を 、 愛し て いる か ら !] : 虚構 に 生き る 仲間 を 放棄 し 
ろ と 迫る エル レイ ン へ の 反論 念 [変え られ る わ 。 人 の 思い の 力 は 、 な ん だ っ て で きる 。 だ か ら ……!| : 神 に 与え られ る 夢 の ま どろ みこ ぞ 至 福 と 断言 する エル レイ ン へ 真っ 向 か ら 反発 


イグ ク 】 


マザー シッ プ 
タイ トル 


も 性別 : 男 欠 年齢 :23 歳 の 身長:180cm 欠 体 重 :75kg 
で 出身 : ク レス タ 初期 称号 : 神 団 護衛 兵 @ 一人称: 俺 


ya 関 俊彦 (青年 其 ) 
雪 万 五 月 (幼少 期 ) 


・ 少 年 を 守る カ 

アタ モニ 神 団 の 騎士 と し て 務め た 
日 々 は 、 誰 よ り も 尊敬 する 人 の 忘れ 
形見 を 守る 力 を 与え て くれ た 。 


・ 精 一 杯 の ダン ディ ズム 
美女 を 見 る と 口説 か ず に いら れ な 
い 、 彼 な り の オシ ャ レポ イン ト の ひと 
つが 、 ラ フ に 巻い た スカ ー フ 。 


TOD2 《 


エス コー ト 
タ ィ トル … 


カイ ル と 兄 局 然 に 育っ た 青年 。 ディ ナミ ス 就 旭 詩 を 
訳 刀 、 アタ モ 二 纏 選 の 勝二 尻 に 属し て いい た が 、 レン スズ 訪 
画 の 方 名 に 疑 商 を 為 (て 科 二 尻 を 放 け ナ 、 カ イル と と も に 
旅立つ 。 美人 に 胡 が な く 、 且 に 劉 め た 克 手 に な 手当 た 
り 次 弟 に 声 を か ける 見 遼 の な さだ が 、 お 調子 者 の 作 閣 
が 災い し て か 、 端正 な 容 変 と な 裏 放 に 庁 飼 的 な 玉砕 率 
を 誇る 。 理想 の 女 位 は 評 多 わり の ルー ティ 。 


る Aulilse ょ o Sg91BI 


・ い ば ら の 道 と て 


ーー カイ ル と ふた り 、 幼い 頃 か ら 故郷 ク 


レス タ の 野山 を 駆け た 健脚 は 、 時 空 
を 超え た 旅 に さえ 果敢 に 挑む 。 


SN 一 いこ いや い AN きき 入 で ふ \ 


・ て ates cf Dcstiny 2・ 


SS 


電 誠 の 日 、 守 る と 百 っ た 「 兄 


さか の ぼる こと 十 数 年 前 、 ク レス タ の 街 に あっ た 慈善 施設 が 、 ふ た り の 「 英 
雄 ] の 手 に 託さ れ 、「 デ ュ ナ ミス 孤児 院 ] と 名 を 変え た た 。 そ こ に 身 を 寄せ 育っ 
た ロニ と 呼ば れる 少年 は 、 皆 と 同じ 、「 資 質 ] の 意 を 持つ デュ ナミ ス の 姓 を 
与え られ 、 陽 気 に お お ら か に 真っ 直ぐ に 育ち 、 今 や 孤児 院 の 最 古参 で 最 年 
長 で 、 誰 も が 認め る 看板 男 と な る 。 す べ て の 子供 た ち に と っ て 、 彼 は 頼れ る 
兄 で 、 気 の 置け な いい た ずら 仲間 で 、 秘 害 を 共有 する 同志 。 美女 を 見 る と 
放っ て お けず 、 し か し 実際 は 果敢 な 行動 が 実ら な い 天 性 の 「 ふ られ マン 」 は 、 
格好 の 三 板 目 だ っ た 。 

明る く て 愛 婚 の ある 軟派 な 好 青 年 を 、 あ る い は 、 そ う 、 演 じ る の か 。 

ロニ は 母 と 慕う ルー ティ の 息子 カイ ル に 、 過剰 な まで に 優し い 。 彼 が 望む 
すべ て に 共感 し 、 彼 の 身 を 守り 、 彼 の た め に 道 を 示し て や る 。 実 の 親 な ら 
過 保 護 と も と れる ほど に 世話 を 焼き 、 そ う や っ て と も に 成長 し た 今 、 今度 は | 冒 
険 の 旅 に 出 た まま 」 不在 の スタ ン の 代わ り に 、 父親 役 まで 果たそ うと し て いる 。 
それ は 面倒 見 が いい の で は な い 、。 義務 だ っ た 。 責任 だ っ た 。 罪滅ぼし だ っ た 。 

物心 も つか ぬ 子 供 か ら 、 世 界 の すべ て で ある 親 を 奪っ た 。 親 の な い 自 分 と 、 

同じ よう に 。 
ー 一 山 の よ うな 筋肉 を 持つ 不気味 な 男 。 徐 で 。 スタ ン さ ん を 。 俺 を か ば っ て 。 
ルー ティ さん の 悲鳴 。 逃げ ろ と いう 言葉 。 高 嘘 い 。 切れ 切れ に 聞こ える 苦 問 
の 息遣い 。 面 に 濡れ た 孤児 院 の 庭 。 町 の みん な が 集まっ て くる 。 カイ ル ご 
めん 。 俺 の せい で 、 ス タン さん は 死ん だ 。 

あの 日 孤児 院 を 届 っ た 悲劇 は 、 誰 に 責任 が あっ た わけ で も な い 。 唐突 に 
災厄 が 襲い か か り 、「 英 雄 ] スタ ン と ルー ティ が 狙わ れ た 。 誰 も 自分 を 責め な 
か っ た し 、 皆 が 口 を 閉ざし 、 不 幸 な 事件 を 忘れ よう と し た 。 け れ ど ロニ は 、 シ ョ ッ 
ク の あま り に 記憶 を 失っ て 、 都 合 の よい 「 事 実 」 を 信じ 、 父 を 待ち 続け る 健 
気 な 少年 を 、 生 涯 自分 が 支え る の だ と 、 幼 な 心 に 塁 っ た 。 

カイ ル が 誰 に 傷つけ られ る こと も な く 、 純粋 な まま で 生き て いけ る よう に 。 
自分 と 兄弟 と し て 過ごす 日 々 に 、 せ め て ささ や か な 幸福 を 見 出し て くれ る よう 
に 。 そ し て いつ し か 彼 が 父 ス タン の よう な 「 英雄] に 憧れ る の な ら ば 、 不 辛 に 
立ち 同 か える 強 さ を は ぐ く め る よう に 。 スタ ン と ルー ティ 、 ふ た り の 英雄 の 「 息 
子 」 と し て 、 そ の 愛情 を 受け た か ら こ そ 、 ロ ニ は 誰 よ り も 心 を いた わる こと を 
学ん で いた 。 優し い 嘘 が 必要 な 時 代 が 、 人 に は 必ず ある の だ と 知っ て いた 。 
誰か が 悲し い 現実 に 涙 を 流す と き 、 それ を 黙っ て 受け 止め られ る 男 で あろ う 
と 、 心 に 決め て いた 。 


マザー シッ プ 
⑤ タイ トル 


めか TOD2 
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9O 民 画 痕 


ー ざ (9 人 則 C9y G 境 
9 レン 


ー 弄 瑞 し HF 放 一 ご ササ で 
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SuU ざ NN Ui 犬 。 婦 のり は は ぐせ 人 と 計 / 恒 


ー づい 4 


ペー いふ ふふふ や NN ふき ふき 


@ 「 命 、 み た いな も ん だ か ら な 。 俺 に に っ て 、 スタ ン さ ん っ て の は 」 : スタ ン の 故郷 リー ネ 村 で 、 スタ ン の 過去 を カイ ル に 話す と き の つ ぶ や き 欠 「 料 理 も うま い 、 弓 も うま い 、 腕 つぶ 
し は 男 ま さり ! いや ぁ 、 ナ ナリ ー 先 生 、 最高 !| : ナナ リー の 歓待 に 思わ ず 出 る 調子 に 乗っ た 言葉 借 「…… 俺 が 、 ヤ ツ に つか ま ら な けれ ば 、 スタ ン さ ん は 死な な か っ た ハズ だ ] : エ 
ルレ イン が 見 せる 過去 の 夢 に 、 自責 の 念 に 囚われ て 亀 「 安 心 し み 、 カ イル 。 お まえ は 俺 が 守っ て や る !] : 悪夢 を 振り 払い 、 旅立ち の と き と 同 じ 言 葉 で 飛ば す カ イル へ の 概 


マザー シッ プ 
ダイ トル ⑨ 


p 性別: 男 多年 齢 :16 歳 移 身長 :159cm 参 体重 :48kg 
出身 : 不 明 乱 初期 称号 : 仮 面 の 剣士 移 一 人 称 : 僕 


2 

龍 の 骨 を 仮面 に 、 少年 は 各 る 。 生 へ 、 

者 の 世界 で 彼 ひ と り が 生命 の 輪 か 

ら 外れ た こと を 示唆 する よう に 。 べ 


・ 生 死 を と も に し た 者 ' 
あの 日 と も に 死ん だ は ず の 、 分 か ち 
が た き 魂 の 伴 信 。 裏 切り 者 の 名 を 
背負 っ て も 再び 携え る 。 


エス コー ト 
タ ィ トル  @ 


・ 間 を 背負 っ て ' 

高貴 な 柄 李 の 黒 に 広がる マン ト は 、 ヽ 、 
すべ て の 罪 と 苦し み を 己 の 背 に 引 いい 、 
き 受 ける か の よう に は た めく 。 


、 1 AuinseQn J0 solBH 


胡 実 の 罪 で 投獄 され た カイ ル を 助け る 放 褒 の 全 士 。 ぞ 
の 正信 ば / 神 の 月 の 角 誠 / 当 奉 、 妨 商 を 可 功 り 苑 し た 
2m イ アン マス アー ドリ ブン で 、 を 5 ルレ ゴン の 力 だ びら 
て 映っ た 。 生 間 の 罪 減 ぼ し を する か の よう に 、 砲 敵 を 
訪 フ カイ ル ら の 旅 た 同行 。 素 灯 を 郊 ら な い カ イル か ら 、 
則 然 に も / 裏 の り 考 / を 意 対 する ジュ ー ダ ス と 名 づけ ら 
る が 、 ぞ れ を も 贅 々 と 受け 入れ て いる 。 


NN 一 い へ い 入 ひき ひき で へ \ 


ジー シタ メデ 
⑨ タネ トル 


》 め TOD2 


死 の 間際 、 少 年 は 無数 の 後悔 と 悔 と に 触 ま れ て いた 。 父 の 野望 に 荷担 する こと 
2 を 余儀 な くさ れ 、 仲 間 を 傷つけ 、 姉 を 捨て 、 世 界 を 胃 切 っ た 。 ど うし て も 守り た か っ た 、 
た だ ひと り の 女性 は 救 わ れ 、 け れ ど も う 、 二度と 逢う こと も 叶わ な く な っ た 。 巨 大 な カ 
に 翻弄 され て 、 そ れ で も 流れ に 逆らう の だ と いう 自負 を 糧 に 生き た は ず が 、 気 が つい て 
みれ ば 海 の 底 に 泡 注 と 飲ま れ た 。 歴史 に 名 を 残し 、 孤 独 な 彼 の 支え と な り 、 何 度 も 命 
を 救っ た 、 魂 を 分 か つ 大 切な 愛 銘 を 、 運 命 の 巻き 添え に し て 。 


少年 は あま り に 多く の 思い を 此 岸 に 残し 過ぎ 、 そ れ ゆ え に 死 し て な お 強烈 に 放ち 続 
ける 命 の 芳香 を 「 神 ] に 叫 ぎ 取ら れ 、 運 命 の 輸 を ゆめ が め ら れ て 、 な くし た は ず の 体 を 再 
び 与 えら れ た 。 

人 を 艇 小 で 愚か な 存在 と 軽 ん じ る 優 慢 な 聖女 に と っ て 、 こ の 戯れ は 気まぐれ の 慈悲 
だ 。 四 英雄 に 痛い た 「 裏 切り 者 ] を 、 悲 願 の 成就 を 餌 に 死者 を た きつ け て 、 長 れ な 
手駒 に し て や ろう と で も 思っ た の だ ろう 。 な る ほど 、 少 年 の 手 に は 確か に 、 世 界 を 播 る 
が す 伝 説 の 狗 の ひと 振り が 、 未 だ 朽ち る こと な く 握 られ て いる 。 


「 て AT 
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エス コー ト 
⑨ タイ エル 


巡 れ る な 、 カ イル ! 
その 先 に こそ 、 
お まえ の 求め る も の が ある 


…… 


名 前 な ど 、 
に と っ て は 癌 意味 な も の だ 


させ さび 弟 OU riOT は 層 し 盾 遂 竹 91 


3 
に 
s | 
己 の 命 を 弄 ぱ れ て いる と いう 自覚 は あっ た 。 そ れ で も 少年 は 、 自 分 が 想い を 残し て ば - 
きた あの 世界 に 、 もう 一 度 生 きた か っ た 。 果たせ な か っ た 道 を 、 銘 を 向け た 仲間 た ち を 、 な 
そし て 自分 が 望む べく も な か っ た 「 想い の 絆 」 を 、 こ の 目 で 見 届け た か っ た 。 初め は 有 2 ぅ 
無 を 言わ さめ 威圧 的 な 声 に 逆らう 気 力も な く 、 し か し 次 第 に 再び 手 に し た 肉体 と 血 と に の 
静か に 笑い 、 や が て 皮 上 肉 な 奇跡 に 幸運 を 思っ た 。 な 
神 が 僕 を 利用 し よう と いう の な ら 、 し て みる が いい 。 僕 は 二度と 道 を 誤る こと は な い 、。 い 


今度 こそ 己 の 信念 の まま に 、 そ の 谷 を 燃やし て 見 せよ う 。 

時 の 流れ か ら 取り 残さ れ た 、 憂 いあ る 、 け れ ど あま り に 美しい 顔 を 袖 々 し い 仮 面 で 陣 
し 、 奇 し くも 罪 深 き 背徳 の 使徒 の 名 を 与え られ て 、 彼 は 運命 に 翻弄 され る 少年 と 少女 
に 寄り 添っ た 。 か つて の 自分 と さほど 変わ ら ぬ 歳 で 、 し か し 自分 が 考 め た 苦 問 と は まる 
で 無縁 そう な 、 柄 か に あど け な い 彼ら の 側 で 。 彼 は 「 リ オン ・ マ グ ナ ス 」 で あっ た と き 
に 世界 に 刻ん で きた 多く の 過ち を 償う の だ と 、 白 銀 の 刀身 を 持つ 鍋 に 替 っ て いた 。 


NN 一 い へ いか A い てい ぴき させ 


@ 「 名 前 な ど 、 僕 に と っ て は 無 意 味 な も の だ ] : 地下 中 に 囚われ た カイ ル ら を 助け な が ら も 、 避 の 過去 や 存在 を 否定 倫 「 カ イル …… 僕 は 、 お まえ と いっ し ょ に ……」 : 地下 水路 脱出 
時 、 別れ る 間際 の カイ ル に 口 ご も る 、 財 罪 を に じ ま せ た 同道 の 申し 出 劉 [恐れ る な 、 カイ ル ! その 先 に に そ 、 お まえ の 求め る も の が ある 」 : リア ラ に 否定 され その 救出 を た め ら う 
カイ ル に 、 自ら を 重ね 合わ せる 励ま し 倫 「 こ の 世界 は 、 ス タン た ち に よっ て 救 わ れ な けれ ば な ら な い ] : 18 年 前 の 「 神 の 眼 の 騒乱 ] に 乱 人 し た バル バト ス を 退け る 、 揺るが ぬ 決 意 


ざ ご 條 


員 プリ ー・ フ レッ ヂ 


タイ トル 
も 性 別 : 女 抱 年 齢 :19 歳 移 身長 :162cm 乱 体重 :49kg 
も 出身 ) ホ ー プ タウ ン 名 初期 称号 : 弓 使い 移 一 人 称 : あ た し 


・ ま ぶし い 陽 の 光 

長く 豊か な 髪 は 曇り の な い 鮮やか 人 議 
ToD2 《 な 朱色 。 砂漠 の 輝く 太陽 さながら アー 4 
に 、 人 彼女 の 人 柄 そ の まま に 。 


・ 生 きる た め の カ 
レン ーー 弟 と ふた り 生き る に は 自分 の 手 で 命 
を 勝ち 取る 力 が 必要 だ っ た 。 その 
い 手 で 今度 は 皆 の 幸福 を 掴む 。 


エス コ ゴート 
タイ トル 

・ か すか な 夢 の 名 残 
/ 後ろ 変 は ロン グ ド レ ス の よう に 、 弓 
ノ を 駆る 姿 る も ひと きわ 可憐 に 見 せる 、 
_ 花 の 刺繍 の マン ト 。 


se 0 selBI 


か ー フ タウ ン に ひと り で 暮 ら ず 女 伏 。 病 に 革 し む 肖 ルー の 最期 の 場所 こと 、 アタ モニ 吉 局 
の 届 劉 か ら 万 絶 され た 局 苔 を 選び 移 在 し た 。 長 己 を 瑞 々 と 胡 馬 を 久 る ば ね っ か えり で 、 
存 上 の ロー を 万 に 5/ く ば ど 竹 が 強い が 、 一 方 で 了 企 た ち に な 分 け 奄 て な く 愛 人 参 を 注 き 、 
ルー が と く な っ た あこ も 応 婦 区 の 過 簡 な 暮らし に 希望 を 与え る 存在 で あり 続け て いる 。 


SN 一 い へ いい AN きき で へ ふ \ 


・ て atcs of Dcsttiny 2・ 


ンク デ 


:。 2 に を っ タ 
5 00” タ 
辻 人 A 


れ た 大 地 に 葉 金 の 福 
桶 入 加 ae 但 


親 か ら 子 を 奪う の が 、 
幸福 だ っ て の か がい ? 


SNS の 2 か 


= 


め TOD2 


ホー プ タ ウ ン 、 すなわち 「 希 望 の 町 ] と 名 付け られ た 、 荒野 の 開拓 地 が あっ 
た 。 フ ォ ル トゥ ナ 神 の 威光 に よっ て 穏やか な 暮らし が 約束 され た 世界 の 一 角 
で 、 そ こ だ け は 厳し い 日 差し に 剥き 出し で 、 植 物 で すら 芽 吹 く の を た め ら う 。 
遠い 遠い 昔 に 、 戦 い に 敗 れ た 天上 人 た ち が 流 され 、 今 は 神 の 恩恵 か ら 取 
り 残 され た 人 々 が 寄り 添っ て 生き る 、 希 望 と は 名 ば か り の 世界 の 果て だ っ た 。 

ナナ リー は この 場所 に 、 弟 ルー と や っ て きた 。 不治の病 か ら ル ー を 救う 
奇跡 と 引き 換え に 、 フォ ルト ゥ ナ 神 団 へ の 入信 を 迫 ら れ 、 ちら つか され た 数 々 


の 
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ee 
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MO さ \ 

と 人 の 恩 願 を 突っ ば ね た の だ 。 人 の 尊厳 を 捧げ て まで 、 計 きよ うと は 思わ な い 。 

W し \ の 年 端 ち も いか な い 少 女 だ っ た ナナ リー は 、 健気 に も ルー と そう 確か め 合 い 、 

人 り 弟 の 最期 の 場所 に 、 こ の 砂 の 集落 を 選ん だ . 

ー 過酷 な 環境 な が ら 、 人 の 温か な 交流 に 満ち た 場所 で 、 ル ー は まもなく 中 

6 め 2 を 引き 取っ た 。 ナ ナリ ー は それ を 、 正 し い 選 択 だ っ た と 信じ 続け る 。 や まし 
し J チ いこ と は な い 、 恥じる こと は な い 、 堂々 と 顔 を 上 げ 、 弟 の 墓 を 守り 、 す べ em 
(っ ババ て の 子供 た ちの 姉 貴 分 と し て 生き れ ば いい 。10 年 も 前 の 過去 か ら や っ て き 9 大 之 9 


た カイ ル た ち が 出 会 っ た の も 、 そ うし て 表向き は 気丈 に 振る 舞う 彼女 だ っ た 。 
けれ ど 少 女 は や は り 心 の どこ か で 、 そ の 決断 の 正否 を 問い 続け て いた 。 
自分 の 偏見 を 幼い 弟 に 押し つけ 、 見 殺し に し た の で は な いか と 。 胸 の 内 に 
秘め た 迷い を エル レイ ン に 見 逃 か され 、 甘く 恐ろし い 罠 の 誘惑 に 源 れ 、 彼 
女 は 弟 と 手 を 取り 合い いつ まで も 暮らす と いう 、 叶 わな か っ た 白昼 夢 に 酔う 。 
身 を 案じ る 男 の 叫び に 、 現 実に 引き 戻さ れ た と き 。 彼女 は 、 己 の 手 で 小 
さく 愛し い 幻 想 を 断ち 切り な が ら も 、 別れ の む ご さ に 泣い た 。 幻 と は いえ 、 
大 切な 弟 を 二 度 も 殺す に 等 し い 目 に 遭わ せ た 、 自 分 の 弱 さ を 貢 め た 。 そ し 
て 、 い つも な ら 自 分 を か ら か うこ と し か し な い 、 お 調子 者 の 男 の 胸 に 顔 を う 
ず め 、 そ の 肌 を ひたすら に 涙 で 濡らし た 。 
そし て ナナ リー は 、 自 分 が 信じ た 「 正 し い 幸 せ の 形 」 を 、 今度 こそ 確か に 、 
手 に 取っ た 。 幸せ と は ぬる ま 湯 の よう に 続く 永 可 の 夢 で は な い 。 自分 で 信 
じ 続け た よう に 、 胸 を 引き 裂 か れる 悲し み を 越え て 、 こ の 手 で つか み 、 傷 
つき な が ら も 作っ て ゆく 、 痛 み と 隣り 合わ せ の 存在 で 、 間 違い な か っ た 。 
その 枯れ た 世界 に は 、 神 が お 膳 立て する 幸福 は 、 何 ひと つ な か っ た 。 
けれ ど 人 が 求め る ささ や か な 希望 は 、 大 地 を 埋め る 砂粒 の 数 ほど も 、 限 りな 
く あ ふれ て いた 。 
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姉ちゃん 、 や っ と 、 全 部 、 思 い 出 せ た か ら …… 
こ が か がら …… バ バイバイ 、 ル ー…… ! 


NmT い NANAW NMN ぱ き は AA や かせ 


人 @ | 親 か ら 子 を 奪う の が 、 幸福 だ っ て の か い ?」 : 人 々 が 喜ぶ まがい も の の 幸福 に つい て 、 自画 自賛 する フォ ルト ナ 神 へ の 皮肉 但 「 ル ー の こと 、 イ チバ ン 、 わか っ て や れ た っ て 自信 
だ け は ある 」: カ イル と の 関係 に 落ち 込む リア ラ に 説く 、 わか り 合 うこ と を 尊重 する 思い 倫 「「 は いそ う で すか 」 っ て すべ て を 受け 入れ られ る ほど 、 あたし は 人 間 が で き て な いん だ よ 中: 
改変 され た 歴史 の 映像 を 目 に し た 明 困 欠 「 姉 ちゃ ん 、 や っ と 、 全部 、 思い 出せ た か ら …… だ か ら …… バ イ バ イ 、 ルー……!] : エル レイ ン の 夢 で 再会 し た 弟 と の 訣別 
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ハロ ル が だ ・ ペ ル を り チ スズ 


る 多 性 別 : 女 罰 年 齢 :23 歳 多 身長 :149cm 宮 体重 :35kg FEW 平 
ン で 出身 : 地 上 軍 で 初期 称号 : 科 学者 欠 一 人 称 : 私 


川 


子 
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本 


・「 魔 法 」 の アイ デム 
晶 術 を 駆使 する た め の 大 切な 鈴 杖 
も 、 稀 代 の 変人 に か か れ ば こん な に 
ファ ンタ ジッ ク な 新 解釈 に 。 


・ 伝説 の 天才 の 素顔 


千年 後 の 世界 で 、 さ ま ざ ま に 憶測 が 
飛び 人 物 像 が 描き 出さ れ た 。 まさ 
か 正体 が 女性 だ と は 思わ ず に 。 


・ 乙 女 チ ッ ク サ イエ ン デ ィ ス ト 
ボリ ュー ム た っ ぷり の ミニ スカ ー ト に 
長い リボ ン 。 天才 科学 者 は 服装 に 
関し て は 意外 に も 少女 趣味 。 


と AulJse 」 o SelB1l 


地上 軍 の 史 佐 に し て 、 天 夫 戦 争 を 終結 に 導い た ソー ディ アン の 肩 発 
考 。 軍師 カー レル ・ ベ ル セ も リオス の 双子 の 妹 に 当たる 。 典型 的 な 大 
才 豚 で 、 多 く の 兵 輩 を つぎ つき に 応 発 し て 、 劣勢 に あっ た 地上 軍 を 吉 
表し た 。 夫 来 か ら や っ て きた カイ ル た ち に が 著 心 を 球 激 され 、 功 た 軍 
の 一 和 と し て 迎 えれ る や 、 と も に 戦争 を 勝ち 基き 、 や が て で ぞ の 直感 
的 な 行動 に よっ て 、 地 生後 の 歴史 改変 を も 下す こと に な る 。 
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》 TOD2 
伝説 的 な 6 本 の ソー ディ アン を 作り 上 げた 稀代 の 科学 者 。 地 上 軍 
の 軍師 カー レル を 見 に 持つ 憂国 の 勇士 。 数 々 の 兵器 を 開発 し 地上 
軍 に 起死回生 の 勝利 を も た らし た 、 影 の 功労 者 。 卓越 し た 頭脳 と 、 
兄 に 勝る と も 劣ら ぬ 徳 を 兼ね 備え た 、 非 の 打ち 所 の な い 男 。 

後世 で [ハロルド ・ ベ ル セ リ オス 」 は 、 そ う 華 々 し く 評 さ れる 。 歴 
史書 と は し か し 多分 に 晶 由 目 で 、 い くら か の バイ アス が か か る も の だ 。 
そし て 実際 の ハロ ルド と 言え ば ーー それ は の ちの 世 の 人 間 を 混乱 させ 
る た め に 、 戯 れ で つけ た 偽名 な の だ か ら な お タチ が 悪い 明日 を 
も 知ら ぬ 厳 し い 戦局 に あっ て も 、 好 奇 心 を 究極 まで 突き 詰め る 、 変 人 
と も いう べき | 女性 ] だ っ た 。 

天地 戦争 の 真っ 具 中 で 、 彼 女 は 立場 か ら も 本 質 的 な 感情 か ら も 
当然 戦争 の 勝利 を 願い は し た が 、 自 分 の 才 を 如何 な く 発揮 で きる 状 
況 に 、 水 を 得 た 魚の よう で あっ た と いう 。 そし て 千年 後 の 世 界 を 知る 
カイ ル た ちの 登場 と いう 空前 絶後 の 異変 に は 、 運 似 の いた ずら を 楽 
し も うと 、 味 方 の 陣営 に 引き 入れ た 。 要 は 「 お も し ろ そ う 」 な こと を 徹 
底 的 に 楽し め る か どう か が 、 彼 女 の 判 断 基 渡 で あり 、 行動 原理 だ っ 
だ わけ だ 。 


燃料 吹き 出し 、 
火 を あけ て 一 ) 


エス コー ト 
⑨⑥ タ ィ ft ル 


ー ぐ (中 


と は いえ 、 常 人 に は 理解 で き な い 思考 を 持つ ハロ ルド と て 、 双 子 
の 上 兄 カ ー レ ル と は 不思議 と 強い 絆 で 結ば れ て も いた 。 兄 の た め の 全 
「 ベ ル セ リ オス 」 に 児 自 身 で は な く 自 分 の 人 格 を 乗せ た の も 、 実 験 的 
意味 合い は も と より 、 見 に 勝利 を も た ら す の は 、 ほ か な ら ぬ 自分 な の 
だ と いう 自負 が あっ た か ら だ 。 結末 は の ちの 歴史 が 記す と お り 。 彼女 
の 作っ た 剣 は 地上 軍 に 勝利 を も た らし 、 カ ー レ ル は カイ ル た ち が 知 る 
史実 その まま 、 不 幸 に も 敵 の 刃 に 映 れ る 。 

ハロ ルド は 幸福 の 未来 を 得る チャ ンス を 、 す な わ ち 見 の 死 を 避け 
る 機会 を 自ら 放棄 し 、 彼 女 に と っ て 最大 の 悲劇 を 受け 入れ た 。 大 潤 
き に 泣き な が ら も 、 科 学者 な ら ば そう する こと が 正しく 、 感 情 に 流さ れ 
て 歴史 を 変え る べき で は な いと 断言 し た 。 

変わ り 者 で 、 好 人 庁 心 吐 盛 で 、 気 元 で 、 再 々 と し た 、 我 が 道 を 往 
く 女性 。 戦争 の 勝利 を 見 届け て な お 、 興 味 本 意 で カイ ル と と も に 千 
年 後 の 世 界 に まで 行っ て し まう よう な 彼女 の 奇特 な た 人 と な り を 、 歴 史 
家 は 知っ た と ころ で 、 と て も 書き 記せ な い だ ろ う 。 し か し 天才 と は 往々 
に し て 、 そう いう も の な の だ 。 


面目 く な っ て きだ じゃ な い ! 
神様 ど ケ ンカ な ん て 、 最 高 だ わ ! 


@ [飛べ ーー、 飛 べ ベー、 ロ ケッ トー) 燃料 吹き 出し 、 火 を あげ て 一 め 」 : カイ ル ら に 手伝わ せ て 易 々 と 開発 資材 を 入手 し 、 上 機嫌 な 歌 倫 「 面 白く な っ て きた じゃ な い ! 神様 と ケン 
力 な ん て 、 最高 だ わ !] : カ イル ら が 未来 か ら や っ て きた 目的 を 知り 狂喜 乱舞 供 「 人 の 命 の 重 さ っ て 、 ど れ く らい だ と 思う ?] : 恋 人 アト ワイ ト を 見 捨て た ディ ムロ ス を 批難 する カイ ル に 、 
軍 組 織 が 背負 うべ き 大 局 的 な 責任 を 諭す 氏 「 兄 さん ! 目 を 覚まし て 、 兄さん ッ ! : 歴史 どおり に ミク トラ ン と 相討ち し た 兄 カ ー レ ル の 亡骸 に すがる 号泣 
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1 も る 性別: 女 年 齢 :27 歳 (外見 ) 多 身長 :160cm 金 体重 :43kg 金 一 人 称 : 私 


CV 相原 良子 


・ 聖 女 の 成 光 
奇跡 を 見 せつ ける 「 聖女 」 は 、 誰 の 
目 に も 異 頂 を 思い 起こ させ る 、 選 丈 
Mi 高 な 次 で 幸福 を 説い て みせ る 。 


・ 人 奇 跡 を 生 お 手 

それ は 神 の 持つ 力 を ほん の わずか 
ほど こす も の 。 それ で も 聖女 の 思 
扇 は 人 の 身 に は 余り ある 「 幸 福 」。 


・ 神 月 を まとう 者 


アタ モニ 神 団 の 神官 な ら 皆 が 身 に 
つけ る 白 の 僧 服 。 縁取 る 黒 が 神 の 
名 に 似合わ ぬ 威 圧 感 で 迫る 。 


る AulJse 』o SolB1I 


アタ モニ 二 纏 忌 の 靖 導 者 と し て に わか に 双頭 する 美女 。 / 庁 然 / の 力 で 尼 衆 を 惹き 
つけ 、/ 聖女 / で ある こと を 移 ら し め て いる 。 実 蔵 は ば リア ラ と 同じ く フ ォ ル トッ ゥ ナ 材 
に よっ て 令 ら れ た 神 の / 身 で 、 同 三 に 展 箇 の 茸 恩 を 追 炎 する 使 臣 を 式 つ が 、 存 
一 化 さ れ た 好 会 こ ぞ 理 痕 だ と 誠 じ 、 越 し た 力 を 起 右 に 歴史 を 改変 し て 、 造物 二 
フォ ルム ゥ ナ の 麻 上 施 を 実現 し よう と し て (いる 。 


SNー い ふさ NN ふき ふき 


・ て atcs of Dcstiny 2・ 四 


圧 き 物 と は 、 生 きる 「 物 」。 
土台 が 無知 で 蒙 昧 で 愚か し く 、 

自ら 思考 し 判断 する な ど 、 で き は し な い 。 

本 能 で 生き る だ け の 花 や 鳥 が そう で ある よう に 
人 間 も 、 何 も 思考 せ ず 、 何 も 疑問 に 思わ ず 
与え られ た 完全 な 箱 庭 で 生き る こと に こそ 

愚 鈍 な 身の丈 に 合っ た 幸福 が 約束 され る の だ 。 


それ が 証拠 に お まえ た ち は 今 も また 

私 の 力 を こん な に も あり が た が る で は な いか 。 

私 の 言葉 に 疑う こと な く 従 う で は な いか 。 

私 の 導き が 安らぎ な の だ と 層 惚 の 顔 で 言う で は な いか 。 


困難 や 苦悩 を 、 幸 福 の た め に 必要 な 障害 だ と 思う の は 
そう 信じ る こと で 、 自 己 を 育 定 し た いか ら だ 。 

避け られ な い 苦 し み を 受け 人 れる た め に 

考え あぐね て 編み 出し た 言い 訳 だ か ら だ 。 

ささ いな 願い さえ 叶え られ ぬ 無 力 さ を 

な ぐさ め て くれ る 浅 ま し い 救 い が 和 欲し いか ら だ 。 


お か し な 話 だ 。 


神 の 、 み 使い で ある お まえ が 


だ れ か が に すがる ご は 


お ろか な …… 


呈 か な 人 に 神 の ほ 


帰 や が よい 、 
弱 さ 首 よ 


真 の 信仰 は 、 央 過 を 必要 と し な い 。 
本 当 の 神 は 、 何 の 見 返り も 求め な い 。 
完全 な 幸福 は 、 一 片 の 苦痛 も 伴わ な い 。 
私 は それ を 体現 する た め 、 我 が 神 の 降臨 に 
この 身 、 こ の カカ の すべ て を 捧げ よう 。 
黄泉 に 層 ら れ た 狂気 の 男 を 我 が 盾 と し 、 
運命 の 泉 に 湖 れ た 少年 を 我 が 名 と し 、 
英雄 の 名 を 冠 する 者 ども を 時 の 痢 に 葬り 、 
意志 と や ら 言 う 、 ひ と り よ が りな 自己 満足 で 
息 も 絶え 絶え に お まえ た ち が 作 っ て きた 
無様 で 滑稽 な 歴史 を 作り 変え 、 

至高 の 神 が 明 上腕 する に ふさ わし い 

美しく 完璧 な 世界 を 描こ う で は な いか 。 


それ で も 違う と 言い 張る な ら 

リア ラ 、 お まえ が 「 幸福 ] を 示し て 見 せる が いい 。 
如 い つく ば っ て 、 人 に 如 び て 探し 求め た 

「 英 雄 ] の 力 に すがる が いい 。 
後生 大 事 に くり 返す 「 人 の 思い の 力 」 と や ら で 
母 な る 神 フ ォ ル トゥ ナ に 刃 向 か うがい い 。 


@ 「 い まだ に 何 も 見 出せ な い お 前 に 救い が 語れ る と で も 言う の か ?」 : ウッ ドロ ウ 襲 撃 を 批難 し 正論 を 振り か ざす リア ラ に 対す る 静か な 反論 但 帰る が よい 、 玉 き 者 よ 」 : 幸福 を 実現 す 
る 力 を 持た な い リ アラ を 時 空 か ら 追放 する 際 の 一 腎 代 「 お か し な 話 だ 。 神 の 、 み 使い で ある お まえ が だ れ か に すがる と は 」 : 自分 と 同等 の 存在 で ある は ず の リア ラ が 、 人 の 情 に 迷い 
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幸福 を 見 誤る こと を 哀れ む 言 葉 豊 「 お ろか な ……」 : 神 の 恩 窟 を 理解 し よう と し な い カ イル ら を 見 下 し 、 再三 に 渡っ て つぶ や く 、 汚い も の を 見 る か の よう に 吐き 捨て る 言葉 
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る 性別: 男 @ 年 齢 :32 歳 身長:187cm 多 体重 :82kg 
@ 出身: 地上 軍 金 一 人 称 : 俺 


解放 を 求め る 地上 軍 に 名 を 連ね た 
こと も あっ た 。 し か し 名 誉 を 軽 ん じ 
た 行ない に 、 つ い に 恋 され た 。 


・ 狂 気 の 権化 


闘争 に 染まり 力 を 欲す る 男 は 、 その 
体 了 か ら 袖 々 し いま で の 嗜虐 心 を 


の ぞ か せ 、 人 を 恐怖 に 陥れ る 。 
く 凍 委 4 ォ ・ 血 肉 を 断つ 得 物 
エス コー ト  ( で 電 、 1 万 物 を 組み 伏せ 征服 する た め に 。 
タイ トル ウ 」 SS| 。 た の SN | 2 
1。 。 き 天地 戦争 の 時 代 よ り 、 基 で 一 刀 両 


断 する 残虐 な 戦い を 至高 と する 。 


有 AuliJse Jo selel 


カイ ル の 玉 に 立ち は だ か る 大 強 な 戦士 で 、 
表 語 き は ば エル レイ ン の 護 衡 役 。 も と も と は 天才 戦 争 礎 
化 に 生き た 超 軍 の 軍人 だ が 、 当 礎 の / 敵 大 / を 逆 女 み 
し 、 彼 ら へ の 復讐 の 一 心 で エル レイ ン と 手 を 結び 壁 っ 
た 。 70 数 年 衣 た 殴 児 寿 を い スタ ン を 殺害 。 ぞ の 息 
了 カ イル と 剛 会 )、 閣 厳 デ ィ ム ロス に 通じ る え 力 筋 を 見 
妨 し た こと か ら 、 カ イル と の 落 の や り と り に 興じ て ゆく 。 


SN 一 いく へい A て きき で ふせ \ 


・ て ates cf Dcstiny 2・ 


SS の ウ グ か 


》 TOD2 


強欲 。 男 は 天地 を 越え て 万 人 に 聞こ える 名 声 を 欲し た 。 
剛 毅 。 男 は 巨 駆 に 似合わ ぬ 手 人 徐 ひ と つ を 相棒 と 頼ん だ 。 
不 代 。 男 は 不相応 な 肩書 き に さえ 満足 し な か っ た 。 

放 黄 。 男 は 軍 の 理念 を 願 み ず 、 力 と 身分 と に 湧 れ た 。 
残忍 。 男 は 北 ば く の 慈 悲 さ えな く 、 敵 の 兵士 を 惨殺 し た 。 
背徳 。 男 は 仲間 さえ 旭 切 り 殺 し 、 天 上 軍 に 御 返 っ た 。 
殺 狐 。 男 は その 武器 で 命 の こと ご と く を 血 に 菜 め た 。 

慎 怒 。 男 は 床 され 、 己 を 殺め た 男 へ の 恨み を 骨 身 に 刻ん だ 。 
不 散 。 男 は 復讐 の た め に 、 神 を も 央 き 利用 し た 。 

横柄 。 男 は 、 神 を 骸 うと いう 言葉 を 知ら な か っ た 。 

宿願 。 男 は 「 英 雄 ] と 名 の つく 者 を 、 未 来 永 欧 絶 つと 替 っ た 。 
不 擁 。 男 は 人 の 世 の 理 さ え 克 服 し 、 千 年 の 時 を 狂 い 戻 っ た 。 
人 慢 。 男 は ディ ムロ ス と 呼ば れ た 者 へ の 報復 に 販 を た ぎら せ た 。 
狂 猫 。 男 は それ と 愛 を 折 い 合う 女 を 下 卑 た 目 で 脱 め た 。 
愛憎 。 男 は 性 に な び か め ぬ 眉 目 秀 記 な その 女 を 強く 憎ん だ 。 
激怒 。 男 は 望み が 叶わ め ぬ 現 実に 猛 り 狂 っ た 。 

卑劣 。 男 は 女 を 盾 に 、 仙 敵 を 抹殺 せん と 挑ん だ 。 

私 祭 。 男 は まさ に 、 逆 恨み と 呼べ る 身勝手 さだ っ た 。 

自 惚 。 男 は 己 に 負け 、 忌 々 し い 英 雄 た ち に 退け られ た 。 
粗暴 。 男 は すべ て の 判断 を 、 力 の 有無 に の み 求め た 。 
令 岸 。 男 は 自分 より 強い 者 は この 世に いな いと 信じ た 。 
嫌悪 。 男 は 本 懐 を 果たせ ぬ ま ま 死 ぬこ と こそ を 恐れ た 。 

。 男 は 宿敵 の 縁 (えにし ) を 本 の ご と く 追 い 詰め た 。 

。 男 は 仙 に 連なる 英雄 スタ ン に 報復 の 鈴 を 向け た 。 
障 目 。 男 は 英雄 の 子 カ イル の 太刀 筋 に 血脈 の 片鱗 を 見 た 。 
愉悦 。 男 は 艇 小 な 存在 が 雪辱 に 燃え る 姿 が 愉快 だ っ た 。 
渦 望 。 男 は 命 の や り 取り に 値する 、 強 い 相手 に 餅 え て いた 。 
執着 。 男 は 小 童 が 自分 を 憎み 、 果 敢 に 挑む 喜劇 を 望ん だ 。 
不 敵 。 男 は 今や 、 過 去 の 恨み すら 忘れ て 、 食 戦 を 求め た 。 
挿 着 。 男 は 英雄 を 否定 し な が ら 、 誰 より それ に 焦 が れ た 。 
尊大 。 男 は 世界 さえ 、 己 の 力 に 屈する と 信じ て いた 。 

超 克 。 男 は 千年 を 超え た 英雄 の 右 を 潜 が ん と し た 。 

慢心 。 男 は 力 に 湧 れ 、 英 雄 と な っ た 少年 に 遅れ を 取っ た 。 
敗北 。 男 は つい に 彼 の 前 に 屈服 し 、 高 々 と 距 っ た 。 

狂気 。 男 は 自ら 死 を 選び 、 己 の 全 に 幕 を 引い た 。 
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孤高 。 そ し て 男 は 滅 し て な お 、 果 て な き 高 み を 目指 す 。 


ペー い ヽ NN AS ふき さや 


@「 弱 い 、 弱 すぎ る 。 こ れ が 、 か つて の 英雄 の 姿 と は な 」 : エル レイ ン の 指図 で フィ リア を 襲撃 し て の 令 岸 な 落胆 倫 「 我 が 角 え を 満た す 相手 が この 世界 に 、 い よう と は な ……」 : フィ 
リア 襲撃 で 、 ひ と 太刀 を 浴び せ た カ イル の 秘め た 力 に 興味 供 「 そ の 目 だ カ イル ! 憎しみ に 満ち た その 目 を 、 俺 は 待ち 望ん で いた !] : スタ ン や ディ ムロ ス の 覚悟 を な い が し ろ に し 、 
怒り に 燃え る カイ ル へ の 挑発 代 「 俺 は 、 俺 の 手 で 死 を 選ぶ !! フフ フ …… あ ー っ は っ は っ は !] : 「 神 の 眼 の 騒乱 ] に 介入 し 、 つ い に カ イル の 剣 に 式 れ て 辞世 の 名 


ah D 3 っ が 


ディ アワ ス ・ デ ィ ァ ン リー 


マダー シップ ト ぐ 性 別 : 男 @ 階級 : 地 上 軍 中 将 @ 一 人 称 : 私 


大 攻 戦 争 代 の 地上 た 軍 中 装 で 、/ 配 弾 頭 /、/ 突撃 琴 / の ふた 
つ 名 を 苦 つ 門 侍 約 な 替 攻 上 長 。 靖 郊 視 と し て は 邦 め て 優秀 
で 、 且 最 募 閑 に 立ち 大 を 率い る 姿 勢 部下 の 誠 閣 も 厚い )。 
訂 務 に お (いい て ば 人 紀 よ り も 部 下 の 落 を 得 先 し 、 存 江 有 遂行 の 麻 に は 
/ 生き て 帰る / こ と を 危 条 と し て いる 。 司 軍 の 竹生 兵長 アト ワイ 
た と ば 恋人 局 二 で 、 と も に 芝 化 ソー ディ アン ・ マ スタ ー と な る 。 


TOD2 《 


ハ 、・ 髪 は 海中 の よう に 
風 に な びく 濃紺 の 輝き は 海 に 似 て 、 


千年 の の ち に 巡り 逢う 、 金 の 髪 を 持 
つ 若 者 の 次 を 礼 視 と させ る 。 
・ 戦場 の 天使 
英 と 味方 の 境界 を 越え て 、 白い 帆 
子 は 命 を 預かる 者 の 象徴 。 再 び 
・ 委 れ な き 白 の 軍服 世界 が 平和 に な る 日 を 夢見 て 。 
| 一 血 な まぐ さい 戦争 に は 一 見 不 釣り 
合い な 純白 の 軍服 は 、 戦い の 終わ 
り を 強く 願う 心 の 現われ か 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 。 ゆ ゅ 


・ 自 ら も 剣 を 持つ 者 
仲間 と と も に 決戦 の 舞台 へ も 。 ミ 
ニス カー ト と ロン グ ブ ー ツ で 、 天使 
は 時 に 自ら 剣 を 取り 戦う 。 


2 Aui1S9o Jo selel 


「 王 吉 人 寺 話 30 「5: EE gk 


アト クア た 人 ・ テ アック ズ 


ぐ 性 別 : 女 @ 階級 : 地 上 軍 大 佐 @ 一 人 称 : 私 


天才 電 争 礎 代 を 生き た 地上 た 軍 大 佐 。 葵 生 兵 長 と し て 吉 匠 を 支 
え 、 局 軍 の 術 部 クレ メン デ 老 の 主治 話 も 務め る 。 美 し さと 気丈 
さ を 兼 ね 嫌 え た 女体 で 、 軍 で は 磨 級 の 上 中 を 責 わ ず 多 く の フ ァ 
ン を 革 つ 。 エル レイ ン の カカ で 董 り 、 痢 讐 に 燃え る バル ノリ トス の 
胡 力 に も 大 する こと な く ぐ く 、 デ ィ ム ロス と の 愛 を 紙 く が 、 ぞ の こと 
が 想 手 の 裁 癌 に 火 を つけ 礎 を 越え た 囚 線 に 交 東 を か ける 。 


Sー い さや ふ や NN 必 き ささ 


・ て ates of Dcsttny 2・ 


NSX の 2 


ーー 


未来 を 給 い だ 吾 の 功 奉 。 


内 こさ こ リ 】 テ り こせ 
パ 義 宇 改 訂 薬 古 


EK th 
のび ン 二 
上 | 
党 


ー ジ バァ 


万 人 に 開か れる は ず の 理想 卿 が 、 選 ば れ た 者 た ち に 空 に 囲 わ れ 、 傍 若 無 
人 の 男 の 手 に 基 ち た 。 陽 を 失っ た 世界 は それ で も 終末 を 退け る た め に も が き 、 
地 を 中 う 人 々 は 手 を 取り 合い 、 世 界 を 取り 戻す た め に 戦う 。 

空 を 覆う 外 殻 大 地 を 仰ぎ 見 る 地上 軍 は 、「 軍 」 と 呼ぶ に は あま り に 粗末 な 
組織 だ っ た 。 最 先端 の 軍備 も 優秀 な 人 材 も 、 移 住 最初 期 に 空 に 奪わ れ た 。 
残さ れ た の は 旧式 の 輸送 艦 、 旧 式 の 戦闘 艇 、 旧 式 の 武器 。 大 地 は すでに 
実り を 失い 、 明 け な い 冬 の 時 代 に 突入 し て お り 、 戦 線 の 後方 に は 億 を 超え る 
民間 人 が いる 。 だ が 厳し い 戦況 に も 彼ら は 希望 を 捨て ず 、 天 才 科 学者 ハロ 
ルド が 生み 出し た 「 ソ ー デ ィ ア ン 」 の 実現 に 、 勝 機 を 見 出 そ う と し て いた 。 

極限 の 世界 で 人 を 愛す る と いう こと は 、 そ の 瞬間 に 未来 の すべ て を 賭け る 
こと だ 。 ディ ムロ ス と アト ワイ ト は と も に 軍 の 中 核 を 担う 、 人 々 の 希望 を 育 負う 
人 物 だ っ た が 、 それと 同時 に 愛 を 百 う 男 と 女 で も あっ た 。 一 度 軍 服 に 袖 を 通 
せ ば 、 規 律 と 任務 と 責任 と が すべ て を 潜 劉 し 、 た と え 公 に 知ら れ た 伸 で あっ て 
も 、 そ の た め に 他 を 犠牲 に する こと は 許さ れ な い 。 瞬く こと を 止め て 久しい 星 
の 下 で 手 を 取り 合う わずか な 時 だ けが 、 恋 人 で いる こと を 許さ れ た 時 間 だ っ た 。 
た だ 一 度 、 肩 に の し か か る 何もかも を 捨て て 、 私 情 の た め に 剣 を 抜き 、 か つ 
て の 同胞 を 斬り 、 互 い の 背 中 を 抱き し め 合っ た の が 、 最 初 で 最後 の 一 一 し か 
し 誰 も が そう ある べき だ と 信じ た 一 一 軍 紀 違反 だ っ た 。 勝利 を 勝ち 取る こと の 
先 に 、 何 も の に も 縛ら れず 、 誰 も が 人 を 愛せ る 未来 が ある べき だ と 、 皆 が 思い 、 
そう ある こと を 強く 願っ た 。 

振る う 主 の 精神 を 播 さぶ り 秘 め た 力 を 呼び 覚まし 、 了 肉体 が 杖 ち た の ち も 、 
永遠 に 魂 を 宿 し 続け る 自己 の 分 身 ソ リソー ディ アン 。 これ を 携え る 決死 の 特務 部 
隊 に ふた り を 含む 6 人 の 者 が 志願 し 、 大 地 に 空 を 取り 戻し た 。 や が て 創 は 眠 
り に つき 、 口 に し た 言葉 も 、 語 れ な か っ た 想い も 、 時 を 超え て 千年 の の ち ま で 
運ぶ 。 も し も また 希有 の 力 が 必要 と され 、 い つか 目覚 め る 時 が 来る の な ら 、 願 
わく ば それ が 今 と 同じ よう に 、 人 の 絆 と 愛 と を 信じ る 世界 で ある よう に 。 炎 と 水 
と を 司る 、 デ ィ ム ロス と アト ワイ ト 。 その 仲間 た ちの 、 風 と 土 と 光 と 闇 。 そ れ ぞ 
れ が 世界 の 理 を 宿 し 、 千年 の 向こう に 新た な マス ター を 待つ 。 彼ら は こう し て 、 
時 を 超え る 銘 に な っ た .。 


あな だ は 、 軍 人 失格 で す ! 


@ [貴様 の 相手 は 私 で は な か っ た の か 、 バル バト ス 中 : 私 租 を 晴らす た め に 恋人 アト ワイ ト を 盾 に と られ た ディ ムロ ス の 悲痛 な 叫び 倫 [彼女 ひ と り を 助け る た め に 、 他 の 人 間 を 危険 
に さら すこ と は で き な い 」 : 軍 組 織 に 属す る が ゆえ の 、 ディ ムロ ス の 苦渋 の 決断 食 [新兵 器 の 味 、 そ の 身 で 、 確 か め る が いい 上 : 完成 し た ば か り の ソー ディ アン で バル バト ス を 退け 
る 一 関 食 「 あ な た は 、 軍人 失格 で す !| : 規律 を 破っ て 自分 を 助け に 来 た デ ィ ム ロス に 向け る 、 ア トワ イト の 叱責 と 平手 打ち 、 そ れ に 続く ひと り の 女 と し て の 安 増 と 浪 光 
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Philia Philis 
フィ クア ・ フ ァ ク スズ 

く 更 性 別 : 女 
- 介 職業: アタ モニ 神 団 司祭 欠 一 人 称 : 私 (わた くし ) 
アタ モニ 緒 選 の 記 祭 で ルー ティ や セス タン と 導 び 務 さ 
れ る 契 英 友 の ひ と り 。 78 企 前 と 変わ ら ず 大 胡 乱 く 婦 
凌 の 右 々 を 送り 、 何 然 の 力 こ ぞ 圭 た な いい, ながら も / 聖 
女 / と 邦 ば れる 。 正 分 を っ て 現われ た リア ラ の 力 を 
感じ 友 り 、 彼女 が 歩む べき 道 を 諭す 。 


Rutee IKartret 
ー ヘル ー デ ィ ・ カ レット 

て へ 、 台 性 別 : 女 

も 職業 : 孤 児 院 経営 移 一 人 称 : あ た し 

クレ スタ の 攻 で 交 児 許 を 経営 する カイ ル の 引 親 。 
/ 禄 の 用 の 誠 / 当 対 の 契 敵 友 の ひと り だ が 、 人 息子 
に だ 財 府 と ば 無線 の 暮らし を 願っ て いる 。 夫 ス タン 
の 交 で ある リリ スズ より) 死者 の 月 覚め / を 伝授 され 、 カ 
イル を 田 き 起こ す の に 万 々 胡 を 誠 る う 。 


Woodrow Kelvin 
ウッ が リグ ・ グ クル ヴ プ ァ ン 


く 逢 性 別 : 男 

つ 欠 職業 : フ ァ ン ダリ ア 国 王 一人称 : 私 
正司 ば も と より 、 磁 穴 全 伏 の 平 箇 を 願う ファ ンダ リア 
の 悦子 。 盟友 スタ ン の 上 息子 で ある カイ ル に 心 を 砕 
き 、 ぞ の 成長 を 見 字 る 。 代物 と し て 移ら れ 、/ 自 / 
の 力 を 誇示 する 誠 ら 、 レン ズ に 雪 着 する アタ モ 二 教 局 
の 両 価 に 危 機 成 を 狗 () て いる 。 
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人 @ 少年 の 成長 の 軌 蹴 


「 続編 」]。 それ は 前 提 と な る 作品 が 優れ た も の で あ 
る ほど に 、 高 い ハ ー ド ル を 自ら に 課す 。 ファ ン は 前 作 を 上 
回 る 期待 に 胸 を 膨らませ 、 一 度 は 完結 し た 世界 が どの よ 
うに 再 構築 され る の か を 、 固 を 飲ん で 見 守る か ら だ 。 
そし て 「 テ イル ズ オプ デス ティ ニー 2」 (以下 「TOD2」) 
と は 、『 テイ ルズ オブ 」』 シ リー ズ ・ マ ザー シッ プ タ イ トル に 
お いて 、 唯 一 、 こ の 巨塔 に 挑ん だ 正統 な 続編 と し て の 地位 
を 許さ れ た 作品 で ある 。 

本 作 の 主人 公 カ イル は 、 前作 の 主人 公 ス タン と 、 ヒ ロイ 
ン *・ ル ー テ ィ の 息子 に 当たる 。「 神 の 眼 の 騒乱 」 か ら 世 界 
を 救っ た 「 英雄 」 を 両親 に 持つ こと に 、 カ イル 自身 が 強い 
自負 を 持ち 、 ふ た り の よう に な る こと こそ が 目標 な の だ と く 
り 返 し 語る 。 し か し 世間 は 彼 を 丁重 に 扱え ども 、 決し て 本 
人 の 実力 を 評価 する こと は な い 。 7 妙 に 人 心 を 捉え 社会 
に 食い 込む 、 聖 女 エ ルレ イン の 礁 威 に 立ち 向かお うと し て 
いる に も 関わ ら ず 、 彼 は どこ まで も 英雄 の 息子 で 、 その 働 
き が 「 カ イル 」 と し て 、 人 々 の 目 に 留まる こと は な い の だ 。 
そし て 仲間 た ち に も 、 多かれ 少な か れ 、 こう し た 「 若 さ 」 や 
「 未 熟 さ ]」 が つき まとう 。 彼ら は 伝説 の 武器 を 持つ 選ば れ 
し 者 で も 、 王侯 貴族 や 由緒 ある 血族 で も な い 。 いざ 戦い 
と な れ ば 大 人 顔負け の 腕 を 持っ て は いて も 、 政治 問題 で 
も 思想 の 対立 で も 下 帳 の 外 だ 。 世界 を 救う は ず の 旅 で あ 
りな が ら 、 肝心 の 世間 と は 常に 隔 た っ て いて 、 その 声 も 振 
り 上 げ る 剣 も 、 ど こ か 空 周 り し て し まう 。 

ここ に は 彼ら の 孤立 、 世 界 す べ て か ら 疎 外さ れ て いる 
寄る 辺 の な さと 同時 に 、 代替 わり を 経た ゆえ の 幼 さ や 押さ 
が うか が える 。 彼ら の 若 さや 純粋 さ は 言う まで も な く 、 そ 
れ を 取り 囲む 顔ぶれ が 、 すでに さま ざま な 困難 を 克服 し た 
先達 で 占め られ て いる こと が 、 そ ぞう し た 事実 に 拍車 を か け 
る 。 プレ イヤ ー に と っ て は 既知 で ある 「 テ イル ズ オブ デ 
ステ ィ ニ ー」 (以下 「TOD」) の 面々 は 、 本 作 の 時 間 軸 で は 
すでに 「 英雄 」] だ っ た り 、 あ る い は 民衆 の 尊敬 を 集め る 人 
徳 者 だ 。 前 作 で は 象徴 的 人 格 で あっ た ソー ディ アン さ 
え 、 カイ ル ら が 訪れ る 千年 前 の 世界 に お いて 、 大 戦 を 終 
結 に 導く 実在 の 人 物 で あり 、 過 ちや 迷い や 複雑 な 立場 の 
中 で 背負 っ た 使命 に 向き 合う 偉大 さ を 、 これ で も か と 見 せ 
つけ る 。 そう し た 中 に 仔 む 主人 公 カ イル を 目 に し た と き 、 
運命 の 渦 の 淵 で どこ に も た どり つけ ず に も が く 頼 りな い 姿 
を 、 我々 は 思い 描く か も し れ な い 。 


The essence of "Tales of Destiny 2" 
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@ 終幕 を 見 届け る 至福 : 


し か し この 「 未 熟 で も る こと 」 こ そ が 、「TOD2」 に お  : 
いて は 続編 を 築き 上 げ る 上 で の 非常 に 重要 な ファ ク  : 
ター と な っ た 。 前 作 の クラ イマ ックス か ら 続 く 、 復 興 途  * 
上 の 世界 。 女 神 アタ モニ の 恩恵 を 信じ な が ら 、 そ の 信  : 
仰 を 逆手 に 取ら れ 、 揺 らい で いく 人 々 の 心 。 台頭 する  ・ 
聖女 エル レイ ン 。 生 まれ 来る 神 。 そ し て 神 の た め に 改 
変 され 欠落 し て ゆく 、 本 来 の 歴史 、「TOD」 世界 の すべ ( 
て 。 一 度 は 完成 され た は ず の 世界 が 欠け 、 歪ん だ まま  : | 3 
の 環 が 閉じ て ゆく こと に 危う さ を 察 し 、 直 感 的 な 不安 を 。 AE 
信じ て 手探り で 進む カイ ル は 、 「TOD」 世界 の 崩壊 に 動 。 : 
揺 す る プレ イヤ ー 自 身 だ 。 何 と な れ ば 、 偽 り の 幸福 を < 
諸 ん じ る 世に は 、「TOD」 と いう 舞台 に ある べき も っ と 
も 重要 な 人 物 が 欠け て いる こと を 、 我 々 は 知っ て いる 
か ら で あ る 。 英雄 の 意味 を 自身 に 問い 掛け る カイ ル の 
葛藤 、 聖女 と し て 幸せ の 形 を 求め る リア ラ の 迷い 、 そ れ 
ら の 答え を 探し て 辿る 道 は 、 彼 ら の 「 成 長 ] で ある と 同 
時 に 、 プ レイ ヤー に と っ て 、「TOD」 世界 の 先 に ある べ 5 
き 「TOD2」 世界 を 求め る こと で も ある 。 世界 の 命運 を  ・ 
撮っ た 若者 た ち が 「 英 雄 ] と いう 名 な ど 持た な か っ た  : 
18 年 前 に 、 見 返り も 打算 も な く 求め た 「 正 し さ 」 と [ 幸 < 
福 ]。 歴 史 の 歪曲 を 知る ジュ ー ダ ス な る 人 物 の 導き に 
よっ て 、 作 られ た 神 が 与 えて くれ る 無数 の 罠 の 中 に そ 
れ ら を 見 つけ 出す 道程 は 、 カ イル の 成長 物語 と 同義 。 : 
「 父 の よう に 」 な り た か っ た カイ ル が 、 そ の 面影 を 超 <: 
えて 「 英 雄 ] の 在り 方 4 見 つけ た と き 。 そ し て [寸分 の  : 
狂い も な い 幸 福 」 に 囚われ て いた リア ラ が 、「 人 らし い 
幸せ 」 に 気づい た と き 。 彼 ら は 混 池 た る 世界 に 歩む 道 
を 見 つけ 、 自 分 の 信念 か ら 求め た 姿 に 近づい て ゆく 。 
その と き 初 め て すべ て の ピー ス が は まり 、 歪 め ら れ た 世 
界 は 消失 し 、 正 し い 「 現 在 ] と なり 、 そ れ に 続く 「 未 来 」 が 
生ま れる 。 そ れ は 彼ら 自身 が 必要 だ と 信じ た 世界 に し 
て 、 プ レイ ヤー が 願っ た 結末 に ほか な ら な い 。 す な わ ち 
「TOD」 を 愛し た すべ て の 人 々 が 、「 続 編 」 と いう 言葉 に 
強く 強く 思い を 寄せ る で あろ う 未 来 。「 万 人 の 幸福 」 を 
誰 よ り も 愚直 に 信じ た 金髪 の 若者 が 、 彼 の 大 切な 家族 
や 仲間 と と も に 存在 する 、 大 団 円 の 世界 だ 。「TOD2」 
と は 、 前 作 に 愛着 が ある 者 に 、 より 過酷 で 強い 喪失 感 を 
も た らし 、 だ か ら こ そ 世 界 を 取り 戻す 戦い の 意義 を 、 ド 
ラマ チッ ク な 終幕 と し て 約束 する 作品 な の で ある 。 1 
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ティス オナ シン フ に ア 


デー マソ ング :[ Starry Heavens」day after tomorrow( GC ) 
「 そし て 僕 に で きる コト 」 day after tomorrow (PS2 ) 


GC と いう 新しい ハー ド で の 挑戦 と な っ た 本 作 
は 、 | テイ ルス オブ 」 シ リー ズ 未 体験 の 新た な 
ファ ン を 多数 獲得 し 、 国 内 外 で 今 な お 非常 に 
君 と 響き あう RPG 高い 評価 を 得る 。 また 「 あ ら す じ 」 を は じ め と し 
た お な じみ の シス テム の 多く を 生み 出し た 。 
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Story of TALES OF SYMPHONIA" 


Symphony[sirmfeni]:[ 名 ]1. 交 響 曲 , シ ン フ ォ ニ ー 2. 演奏 会 3. 調 和 的 組み 合わ せ , (色彩 や 音 の ) 調 和 。 起源 は ギリ シャ 語 の symphonia に よる 
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マー テル 教 へ の 信心 篤い イセ リア に 暮らす ロイ ド は 、 神 子 世界 再生 の 旅 と は 、 シ ル ヴ ァ ラ ント 各地 で 「 救 い の 塔 」 

コレ ッ ト に 世界 再生 の 旅 を 命じ る 神託 が 下っ た こと を 知る 。 解放 の た め の 封 印 を 解く こと 。 そし て 見 事 天使 と な れ 

人 間 牧 場 と 関わ り 村 を 追わ れる こと に な っ た 彼 は 、 コレ ッ ト ば 、 失 われ つつ ある マナ の 恵み は 回 復 し 、 世界 は 時 る と い 

の 護衛 を 申し 出 た 凄腕 の 備 兵 クラ トス や 教師 リフ ィ ル を 追 う 。 当初 コレ ッ ト に 無 雅 気 な 期待 を 寄せ て いた ロイ ド は 、 

い 、 幼 な じみ ジー ニア ス と と も に 旅立つ の だ っ た 。 封印 の 解放 に よっ て 徐々 に 人 間 ら し い 感 覚 や 感情 を 失う 

彼女 に 衝撃 を 受け 、 天 使 の 宿命 に 疑問 を 感じ る よう に な っ 

和夫 の 中 めで 眼 る マー テル さま を た 。 だ が ディ ザイ アン の 陰謀 は 止ま ら ず 、 天使 化 を 避け 

る 方 法 も 見 つか ら な い 。 な すす べ も な いま ま レ ミエ ル の 

下 に た どり 着い た 一 行 に 、 マーテル 教 の 真実 が 告げ られ 

る 。 神子 と は マー テル 復活 の 器 に な る べく 作ら れ た も 

の 。 マー テル が 降臨 すれ ば 、 世界 は 教団 を 組織 する クル 

シス に よっ て 支配 され る の だ と 。 戸惑う 彼ら に 容赦 な い 
刃 を 向け た の は 、 仲間 だ と 信じ て いた クラ トス だ っ た 。 
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Game Package 


マザー シッ プ 
@ ダイ トル 


反 ク ル シ ス の 組織 レネ ゲー ド に 助け られ 、 ロ イド ら は シ 
ル ヴ ァ ラ ント と 対 を 成す 世界 テ セ アラ に 降り 立つ 。 そこで 
見 た の は 、 人 の 肉体 に エク スフィア を 寄生 させ て エク ス 
フィ ア を 生成 する 「 エン ジェ ルス 計画 ]」 が 、 ク ル シ ス の 主 
導 で 着実 に 進め られ て いる こと だ っ た 。 技術 の 確立 が も 
た ら す 未来 は 、 全 人 類 の 強制 的 な 天使 化 。 し か も 実験 で 
プレ セア を は じ め と し た 多く の 人 々 が 心身 を 侵さ れ 、 ロイ ド 
の 母 ア ン ナ の 死 も この 犠牲 に よる も の だ っ た と 判明 する 。 
両方 の 世界 を 天 笠 に か け 拡大 する クル シス の 思惑 を 阻止 
する た め 、 一 行 は 精霊 の 力 を 求め る 。 か つて 精霊 と 契約 
し た 勇者 ミト ス に 代わ っ て 、 マ ナ の 不 均衡 を 是正 する 作戦 
は 、 一 度 は 大 地 に 亀裂 を 生み 破綻 し た 。 それ で も 彼ら は 
諦め ず 、 世 界 の 融合 に よる 救世 を 信じ 人 論 走 する 。 


GC 版 で 描か れる の は 、 メ イン キャ ラク ター で ある ロイ ド 、 コ レット 、 
クラ トス 。 それ ぞ れ の イメ ー ジ カラ ー の 赤 、 円 、 紺 が 美しく 映え る 。 
PS2 版 で は ロイ ド と コレ ッ ト の コン ビ に 、 序盤 の 冒険 を 支え る ジー ニ 
アス と リフ ィ ル が 加わ り 、 背景 は シルヴァ ラン ト の 古 地 図 。 こ の イラ 
スト は PS2 版 発売 を 記念 し た 販促 ボス ター に も 使用 され 、 そ ちら は 
主要 メン バー 9 人 を 大 胆 に 配置 し た 構図 に な っ て いる 。 


00 
と は た 
4 
頭 の の 


古代 大 戦 で ミト ス と と も に 戦っ た クラ トス は 、 クル シス の 
思想 を 捨て 切れ な いな が ら も 、 ロイ ド の 信念 に 賭け 、 世界 
融合 の 切り 札 「 エ ター ナル ソー ド 」 を 彼 に 託す 。 ロ イド は 実 
の 父 ク ラ ト ス を 越え 、 理想 に 妄 封 す る ミト ス ・ ユ グ ド ラ シル 
と 、 世 界 の 命運 を 賭け た 戦い に 挑む 。 
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マザー シッ プ 
タイ トル ⑨ 


が ワ ー フ の 養分 ダイ ク に 育 て られ 、 宣 語 の 妹 了 も 
リア で 暮らす 少年 。 友人 コレ ッ ト の / 良 穴 計 生 の 
旅 / を 助け る た め に 旅立つ が 、 や が て マー テル 
教 に 価 紹 まれ た 思惑 を 知り 、 府 窪 の 座 遇 を 敵 () 
克 す こと に な る 。 区 流 の 二刀流 の 科 点 を / 二 言 
の 攻撃 力 だ か ら / と 誠 じ る 、 旧 純 こし て 素 赴 な 熱 
旋 涯 。 共 が っ た こと な 許せ ず 、 養 父 に 教わっ た 
/ が ワー フ の 医 い / を 誠 条 と し て いる 。 


・ 層 人 の マフ ラー 


自称 剣 杏 の 少年 に 必要 な の は 、 誰 
より も 「 それら し く ] 目立つ こと 。 


よっ て 首 に 巻く 粋 な 白 マ フラ ー。 
エス コー ト ⑨ 
タイ トル 


/ 


M # 


・ 威力 は 足し 算 で 
2 本 持て ば 2 倍 強 い ! 防御 を 無視 
し た 強引 な 理論 で 、 それ で も そこ そ 
こ モ ノ に し た 自己 流 二刀流 。 
ププ シィ Naoise 

ー 種族 : プ ロト ソー ン る 人 性別: 不明 
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NN 


ロイ ド が 飼っ て いる 四 つ 足 の 生き 物 。 ロイ ド は 犬 だ と 
思っ て いる が 、 実際 は プロ ト ゾ ー ン と いう 古代 生物 で 、 
クラ トス や ミト ス と も 面識 が ある 。 


NN い ハマ トリ 


いふ 


NCID Pat ns 
、 ノ ロイ が ・ ア ー ヴ ァ ン グ 


も 性別: 男 欠 年齢 :17 歳 移 身長 :173cm 多 体重 :58kg 乱 出身 : シ ル ヴ ア ラン ト ・ イ セリ ア 
ぉ s エク スフィア の 位置 : 左 手の甲 移 初期 称号 : 剣 士 移 一 人 称 : 俺 


・ 母 の 命 と と も に 

自分 を 守り 死ん だ 母 が 遺し た エク ス 
フィ ア 。 それ が 母 の 命 と 引き 換え に 
造ら れ た 事実 を 、 彼 は 知ら な い 。 


ーー 


N MS ・ て 旭 LCS 〇 チ SYMPp 打 ON1 電 ・ 
ンク の) ll 


の 


ー 狼 り の 名 が 描く 世界 は 


正義 な ん て 言葉 、 人 
チャ ラチ ャ ラロ に すん な ! が 


父 を 知ら ず 、 母 と 死に 別れ 、 ド ワー フ の 養父 に 育て られ た 。 複雑 な 境 過 は 、 し か し ロイ ド に 限っ 
て は 、 決 し て 幸 薄 いと は 言え な い 。 誰 に 対し て も 平等 で 、 何 に 対し て も 強い 思い や り を 持ち 、 い 
つも フェ ア で 正義 感 に あふ れ 、 楽 天 的 で いら れ た 。 悲嘆 する より 先 に 養父 や 友 た ちがい つ で も 役 スベ 
を 包み 、 そ れ ら すべ て が 彼 の 強 さと 優し さ を 作っ た 。 

コレ ッ ト が 悲願 叶っ て 「 世 界 再生 」 に 旅立つ と いう の な ら 、 手 助け する の は 友人 と し て 当然 の 務 
めで 、 友 情 だ と 信じ た 。 彼女 の 幸せ を 引き 寄せ 、 成 就 を 見 届け 、 世 界 中 の 祝福 を 集め 「 天 使 」 
と な る こと を いち ば ん 近く で 見 守る 。 彼 に で きる 精 一 杯 の 応援 だ 。 そ れ が 世界 と 彼女 と を 大 科 に か 


ける 行為 を 意味 する と は 、 こ れ っ ぽ っ ち も 思 わな か っ た 。 ルル 
w 
7 


な の に 大 切な 少女 は 、 焼 きた て の パン の 香り も 、 ベ ッ ド の 温か さも 、 心 地 よい 疲労 と た め 息 も 、 


夜空 に 輝く 星 の 光 を 探す 楽し み も る 、 す べ て を 失い 肉体 を 捧げ 、 人 で な く な る 。 笑い 返す 彼女 の ( 
姿 を 見 た と き 、 涙 が あふ れ た 。 け な げ な 魂 の 喪失 と 引き 換え に 得 ら れる 安らか な 繁栄 な ど 、 た と え | 
非道 な 一 味 を 退け る た め だ ろ うと も 、 あ っ て は いけ な い は ず だ 。 


嘘 を つき た く な い 。 浩 快 で あり た く な い 。 選択 肢 が 少な いこ と を 言い 訳 に し た く な い 。 気持 ち を 
偽っ て まで 楽 を し た く な い 。 信念 が 命じ る な ら 、 何 ひと つ 諦 め た く な い 。 ロ イド は 一 歩 ずつ 先 を 目 
指す 。 巧妙 に 隠さ れ た 世界 の 裏側 を 知る た め に 。 誰か が 作り 上 げた 、 偽 り の 筋書き を 見 極め る _』 
た め に 。 も っ と も らし い 顔 を し て すべ て の 人 々 を 敗 き 続け て いる 、「 天 使 」 に 問い 質 す た め に 。 世 
界 を 救う た め に 今 の 理 が 創 られ た の な ら ば 、 犠 牲 ひと つ 認 め な い 、 誰 も 成 し 得 な か っ た 方 法 に 置 
き 換え る た め に 。 理想 と いう 名 の 過去 の 亡霊 に 絡め 取ら れ た 、 強 大 な 存在 さえ 超え て ゆく た め に 。 
画 手 に 構え る 我流 の 名 は 、 彼 を 包み 込ん だ 世界 が 与え て くれ た も の 。 それ は 誰 に 教わっ た わけ 
で も な い 、 彼 自身 が 見 出し た 、 大 切な 存在 を と も に 守る 想い の 証 だ 。 


9 oc3 ハ の さら 絢 欧 時 融 ME o で * ツ パ 


SM 


列 際 ま で 愛 に 満ち 、 気 高かっ た 母 の 遺志 。 

食い つぶ され て ゆく 懐か し き シ ル ヴ ァ ラ ント と 

天使 の 技 に 繁栄 を 築い た 虚構 の 天地 テ セ アラ 。 

そし て 世界 すべ て と 、 た っ た ひと り の 彼女 。 せ 
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IN 、、、*・ 。 いい 


理想 に 朽ち ん と する 、 偉 大 な 英雄 た る 父 の 願い と を 
返 


どれ ひと つと し て 、 譲 り た く な か っ た 。 


死ん だ ら 何 が で きる ? 何 も で き な い だ ろ 
死ぬ こと に は 何 の 意味 や な いん だ ぜ 


@ [正義 な ん て 言葉 、 チ ャ ラチ ャ ラロ に すん な !| : 家族 も 地位 も 捨て られ ず デ ィ ザ イア ン と 内 通す る ドア 総督 へ の 激怒 倫 「 ご めん 。 …… 今 ま で 、 俺 、 全 然 気 づか な く て 。 …… ご め 
ん 」 : 天使 化 に よる 人 らし さ の 可 失 を 隠し 、 気丈 に 振舞 っ て いた コレ ッ ト へ の 悲痛 な 謝罪 氏 「 何 が クル シス だ ! 何 が 天使 だ ! 何 が 女神 マー テル だ ! コレ ッ ト を 返せ !] : コレ ッ ト を マ 
ー テ ル の 器 と し て 利用 する 天使 レミ エル へ の 憎悪 借 「 死 ん だ ら 何 が で きる ? 何 も で き な い だ ろ ! 死ぬ こと に は 何 の 意味 も な いん だ ぜ ! : 剣 を 託し 死に 急ぐ 父 ク ウラ トス へ の 叫び 


エス コ ゴート 
タイ トル 
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放 
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ペペ ラッ ンス 


IM に YE で いこ 本 
1 we 
ブル ッ ゥ レバ や 
性 別 : 女 @ 年 齢 :16 歳 @ 身長 :158om る 体重 :44kg @ 出身 : シ ル ヴ ァ ラ ント ・ イ セリ ア 
乱 エク スフィア の 位置 : 胸 (クル シス の 輝石 ) 移 初期 称号 : か け だ し 神子 移 一 人 称 : 私 


* 天 使 の 痺 き 。 
ーー 誰 も が うら や む 淡 い 金 髪 は 、 神 子 へ 
の 異 怖 を 引き 立て る ? けれ ど そ の 
輝き さえ 、 次 第 に 薄れ て 。 


、  ・ ク ル シ ス の 加 普 


神子 が 手 に し て 生ま れる [クル シス 
の 輝石 」。 今 は 彼女 の 胸元 で 、 世 
界 を 救う 日 を 静か に 待つ 。 


= cookd pt 
ーー いつ で も どこ で も 盛大 に 転ぶ ドジ 
シン 子 に は 、 ヒザ も 乙女 の 恥 じらい も 守 
る 、 厚 手 の タ イツ が ふさ わし い 。 


クル シス の 郊 石 を 手 に し て 生ま れ て きた マー テル 教 の 
/ 神 子 /。 教 尻 が 教え る / 寿 穴 証 生 / を 成し遂げ 、 天 使 
に な る ご と を 運 基 づ けら れ て いた が 、 や が て さま さま な 
甚 冊 を 生む 内 界 の 矛 振 で の も の を 変 鞍 する 道 を 選ぶ 。 
の みっ と り し た 修 准 で ロイ ド だ から ば は か ら か われ て ば か り だ 
が 、 本 人 な ば いた っ て 真 褒 朋 。 また 非常 な 不 好 き で 、 上 屯 欠 
史 の 野良 大 に 名 前 を つけ て 過 っ て いる 。 


NN ・ て 電 LGS O チ げ SYMPpfONI 電 ・ 
NIS Eee。 


の プ 


神子 の 祈り 、 少 女 の 願 い 


マー テル さま 。 お 願い で す 。 


計ら 
神子 が 行なう 封印 解放 の 試 結 は 、 怖 く な いと いっ た ら 嘘 だ けど 、 だ め に 潤し 3 36 に PD 
PIG SN 
2 に っ | 
私 の 心 が な く な る こと を 、 役 目 な の だ と 信じ て いま し た 。 YYYYR 私 ヽ 、 宏 や で な し MR 
イセ リア の みん な の こと が 好き で す 。 家 族 が 好き で す . ざめ の) ん ね いい 


伸 よ し の ジー ニア ス の こと も 、 リ フィ ル 先 生 の こと も 、 
それ か ら ロ イド の こと は ちょ っ と 特別 に 、 好 き で す 。 
私 は 毎日 何時 間 も 、 欠 か さ ず マー テル さま に 祝 り ます 。 


エス コ ゴート 
隔て の な い 幸 福 を 。 みん な の 笑顔 を 。 世界 の 豊 策 を 。 マー テル きま 。 少 し だ け 、 告 白 し ます 。 タイト 
だ か ら ど うか 、 マー テル さま と 教会 と が 約束 し て くれ る 私 の 体 が どん どん 天使 に な っ て いっ た と き 、 
マナ に 満ち た 豊か で 機 や か な 世界 が 訪れ ます よう に 。 いち ば ん 最初 に ロイ ド が 気づい て 、 
抱き し め て 泣い て くれ まし た 。 


1 本 当 は や っ ぱり 怖く て 仕方 な か っ た の で す 。 


いで コ 私 が いな く な る こと を 悲し ん で くれ る 人 が いる こと が 
見 な と て も と て も 嬉し く て 、 


電 で も そん な 気持 ち に 応え られ な いこ と に 、 
1 


た ve ご めん ね 、 と 何 度 も 思っ て し まっ た の で す .。 
見 さよ 私 は 神子 失格 で すか ? 
マー テル さま の 赦し を 得る に は ふさ わし く な い 
た = に です. が ーー ニーバ 


私 、 世 究 再生 の だ め に けれ ど 、 マ ー テ ル さ ま が ほ ん の 少し 私 の 体 に 降臨 し た と き 
生ま れ だ ん だ か ら 、 貴女 は この 体 を 通し て 、 教 えて くだ さい まし た 。 

寺 貴女 が 4 千年 前 に お 望み に な っ た 世界 と いう の は 
g 負 ん ご 目 分 の 仕事 どす る よ o クル シス の 天使 さま た ち が 目 指す も の で は な い の で すね 。 
2 だ っ た ら 私 は 本 当 に マー テル さま が 順 っ た 世界 の た め に 
ロイ ド と みん な と いっ し ょ に 、 こ の カカ を 使い た い の で す 。 
マー テル さま の 気持 ち を 間違っ て 教え に し て し まっ た 、 
人 を 見 放し て し まい そう な 天使 さま た ち で は な く 、 
ひと り で 世界 を 見 守る 貴女 の た め に 、 祝 り た い の で す 。 
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UE ば さ ぐ の 紀 全 山地 。 せ すさ 則 ③ で ー い NMINI 。 び 届 S 


@ 「 せ っ か く ロ イド が 私 の た め に 泣い て くれ て る の に 、 すご く 嬉 し く て 泣き た いく らい な の に ……。 私 、 涙 も で な い 。 ご めん ね ……!| : 天使 化 と 引き 換え に 人 間 ら し さ を 失っ て いく こ 
と へ の 鳴 咽 念 「 私 、 世界 再生 の た め に 生ま れ た ん だ か ら 、 ちゃ ん と 自分 の 仕事 を する よ 。 ね ?」: 天 使 化 の 喪失 を 自身 に 言い 聞か せる 言葉 借 「 み 、 見 な いで ! 見 な いで 一 一 一 吊 : 
永続 天使 性 無機 結晶 症 に 触 ま れる 素肌 を 見 られ 絶叫 倫 「 お 守り 。 フラ ノー ル の 雪 ウ サギ 。 幸運 を 呼ぶ ん だ っ て : フラ ノー ル の 雪 夜 に 、 ロ イド と ふた りき り で 交わ す 決 戦へ の 将 い 


PRIE 1 し 


ツ 1 2: 本 岳 n 
/ 還 証人 
グラ ムズ ・ グ ウノ プシ 
ヘン < 体 史 : 男 @ 年 齢 :28 誠 ( 外 見 ) @ 身長 :186cm @ 体重 78kg @ 出身 不明 
ン 和 和 エク スフィア の 位置 : 左 手の甲 抱 初期 称号 : 備 兵 移 一 人 称 : 私 


・ 地 上 に 残し た 血 。 
見 限り か けた 世界 で 、 人 を 愛し 証 を 。 
残し た 。 諦め て いた 唯一 の 絆 は 、 有 


彼 の 面影 を 受け 継ぎ 成長 し て いた 。 


・ 誠 を 音 っ 電 隊 は oo 
剣 技 も 魔術 も 、 男 は 児 戯 の よう に 
操っ て みせ る 。 他 の 追随 を 許さ ぬ 
腕 は 、 何 の た め に 振る うべ きも の か 。 


・ 革 ち た 天使 の 軸 才 
墨 黒 の マン ト は 影 を 持つ 男 を 深く  -- 
包み 込む 。 その 背中 に 刻ま れ た 宿 
命 す ら 履 い 隠 すか の よう に 。 
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ま 
「 


) 


コレ ッ ト の 護 入 と 区 し て 息 規 する 凄 放 の 佑 


兵 で 、 ぞ の 圧 休 は マー テル 教 の 大 傘 クル 
シズ の 遇 部 。 / 天 合 化 / に よっ て 女子 年 を 
生き て いる 右 代 大 埋 の 英 友 で 、 訳 ス が 競 
げ る 理想 誰 欠 を 生き 過ぎ た 届 想 と 感じ な が 
ら も 、 ぞ れ に 欠 わ る 良 具 の 救済 を 見 記せ ず 
追 症 し て いい る 。 ロイ だ の 実 人 で も あり 、 単 
純 で 尊 粒 的 な 思想 を 一 笑 に し な が ら も 、 
や が て 疲 の 去 質 的 な 強 さ を 認め て ゆく 。 


いき NN きき で ヽ ふ や 


で 


5 O チ SYMP や ON1 井 ・ 


のか 


マザー シッ プ 
の ⑤ タネ トル 


その 劣悪 種 の 痛み ……。 
…… 存 分 に 味わえ 。 
…… 地 獄 の 業火 で な 


また ひと り 、 マ ー テ ル の 神託 で 神子 が 旅立つ 。 そ れ は 千年 王国 を 標 棒 す る クル シス が 作り 
出し た 、 マ ー テ ル の 器 を 選定 する た め の 玖 購 だ 。 し か し 四 千 年 か け て 浸透 し た 「 マ ー テ ル 教 は 、 
神子 た ち が 自 ら 肉体 を 捧げ る こと を 、 こ れ 以 上 な い 栄 人 准 ある こと だ と 吊り 込ん だ 。 

彼女 ら を 「 護 衛 」 し 封印 を 解放 させ 、 マ ー テ ル の 魂 を 載せ 替え れ ば 、 神 子 自身 の 精神 が 消 
えて し まう こと は 百 も 承知 だ 。 仮 に 器 と し て 適合 し な けれ ば 、 打 ち 棄 て られ る 。 あ る い は そこ に た 
どり 着く まで に 、 封 印 に 立ち は だ か る 守護 者 に 狩 られ て 死ぬ 、 ミ トス と と も に 世界 の 管理 者 を 自 
称す る よう に な っ て か ら 、 クラトス は 何 十 人 も 、 何 百人 も 、 神 子 が 命 を 散ら す と ころ を 見 て きた 。 

元 来 が 宴 黙 な た 人 間 だ 。 世界 の 崩壊 を 覚悟 し た た カ ー ラ ー ン 大 戦 の と き 、 クラ トス は 自ら の 信じ 
る まま に ミト ス を 支え 、 そ の 代償 と し て 地位 も 名 誉 も 奪わ れ た 。 そ れ で も 弁解 も 弁明 も せ ず 、 世 
界 の た め に 命 を 野 けた 。 や が て ミト ス が マ ー テ ル を 失い 、 全 生命 の 無機 化 と 救済 な ど と いう 、 
神 の 真似 事 を 始め て も 、 彼 は 側 を 離れ を か っ た 。 そ の た め に 生身 の 肉体 を 放棄 し 、 無機 の 「 天 
使 」 に さえ な っ た 。 そん な 静か で 強 朝 な 情熱 が 、 最 愛 の 女性 と の 別れ で 一 一 クル シス の 犠牲 に 
な っ た 、 無 償 の 愛 を 持つ 、 美 し く 強 く れ な 人 の 子 ア ン ナ ーー クラ トス の 胸 か ら か き 消 えて か ら 
は 、 冷 徹 に 淡々 と 四 大 天使 の 役目 を こなし た 。 あたかも 救済 と いう 名 の 終末 を 求め る よう だ っ た 。 

だ が 目 の 前 に いる 、 神 子 コ レッ ト の 守護 を 贅 う 少年 に 、 凍 りつ いた は ず の 心 を 播 さ ぶら れる 。 
その 面影 は 昔 い 記憶 に 生き る アン ナ そ の も の 。「 神 」 の 大 義 名 分 に 殺さ れ た 忘れ 形見 。 す な わ 
ち 彼 と アン ナ が わずか の あい だ ミト ス の 呪縛 か ら 解 き 放 た れ て いた 、 苦 く 幸 福 な 時 間 の 、 抗 い 
よう の な い 証 だ っ た 。 

彼 は も は や クル シス の 天使 と し て し か 、 生 きる 術 を 持た な い 。 血 を 分 けた 少年 に 父 と 名 乗り 、 
青 臭 く 浅はか な 情熱 に 同調 する ほど 、 こ の 世 の 破 綻 を 甘く 見 て は いな い 。 そ れ に 別 の 道 を 歩 
め る ほど の 魂 は 、 と うに 地上 の 世界 に 捨て て し まっ た 。 そ れ で も 息子 ロイ ド が 、 天 使 の 君 曲 す 
る 世界 すべ て を 否定 し て 、 人 の 手 に 命 を つか むと いう の な ら 、 父 た る 我 が 恨 を 越え て 世界 の 再 
誕 を 織り 上 げ て みせ れ ば いい 。 

語ら な いこ と と 、 信 じ な いこ と は 違う 。 託 し た 一 対 の 鍋 は 、 遥 か 昔 に 彼 が 信じ た 理想 を 創る 
言葉 その も の だ っ た 。 


死ぬ な よ 、 ロ イド 


@ 「 そ の 劣悪 種 の 痛み か ……。 …… 存 分 に 味わえ 。 …… 地獄 の 業火 で な 」 : 妻 アン ナ の 信 で ある 五 聖 刃 ク ブ ヴァ ル に 、 ロイ ド と と も に 渡す 引導 欠 「 死 ぬ な よ 、 ロイド] : ユグドラ シル の 
力 に 届 し 、 レ ネ ゲ ー ド に 助け られ た ロイ ド へ の 一 腎 倫 「 ど うに か し た けれ ば 自分 で 頭 を 使え 。 …… お まえ は 、 も うま ち が え な い の だ ろう ?] : 正義 感 に 区 え な が ら も 二 世 界 の 不 均衡 と 
神子 の 関係 に 混乱 する ロイ ド を 挑発 し 、 冷静 さ を 促す 言葉 偽 「 今 さら 、 何 を 言う 。 中 途 半 端 な 覚悟 で は …… 死 ぬ ぞ 」 : エタ ー ナ ルソー ド の 解放 の た め 剣 を 交え る ロイ ド へ の 起 告 
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串 泡 計 …… 廿 作画 大 党 離 球 弟 耳 
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も 性 別 : 男 欠 年齢 :12 歳 多 身長 :141cm 欠 体重 :29kg @ 出身 : テ セア ラ ・ ヘ イム ダー ル EEV 折笠 愛 
レ を エク スフィア の 位置 : 右 手の甲 久 初期 称号 : マ ジッ ク ユ ー ザ ー 多 一 人 称 : ボ ク 


・ 黙 し た 移 審 


わずか で も 耳 が 笑っ て いた ら 、 自 分 
は エル フ だ と 思い 込め た の に 。 長 
い 髪 で 混血 の 証 の 丸 耳 を 隠す 。 


彼 の 力 を 支え る の は 、: 孫 の よ うに か 
わい が っ て くれ た マー ブル さん の 命 ここ 
を 受け 継い だ エク スフィア 。 Do 


陸生 = ・ 世 代 を 超え た 絆 


ダイ トル 


・ 少 年 の 代名詞 に シー ニー ジー 


いく ら 天 才 と 呼ば れ て も 、 走り 出し た 
ら た だ の 12 歳 の 少年 。 活動 的 な 
ハー フ パ ン ツ が ふさ わし い 。 
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装 始 まっ て 以来 の 天子 亡 で 、 越 し た 頭 鐘 と 高 () 摩 癒 の 
素養 を 圭 つ 。 妨 リ フィ ァ ル と も ども エル フ を 下 務 する が 、 
実 座 に ば 選ん じ ら れ る ハー フエ ルフ 。 どの た め 局 C 訪 
生 に ある ミト ス に 強く 共感 し 、 万 いい の 識 思 を 重ね 合わ せ 
て いる 。 また 一 見 局 年 人 だ に 見 える プレ セア に ひと 族 れ 
し 、 彼女 が ずっ と 年 上 の 女 位 で ある と わか っ て か ら も 、 迷 
え め か つ 契 問 奈 に アタ ッ ク し て いる 。 
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た だ 、 い っ し ょ に いた か っ た 


小さ か っ た 頃 、 姉 は 寝かし つけ る 枕元 で 、 
くり 返し ささ や いた 。 ど ん な に 伸 の よい 友だち が で き て も 、 あ 
な た が ハー ブフ ブ エ ル フ ブフ で ある こと は 決し て 言っ て は ダメ よ 。 綺麗 で 優し い 姉 
だ けれ ど 、 怒ら せる と 本 当 に 怖かっ た し 、 ハ ー フ エル フ の 話 を する と き の 彼 女 は 、 
辛 そ うな 顔 を し て いた 。 言い つけ を 破っ た ら 大 変 た こと に な る 。 ジ ー ニ アス は 子供 な が ら に 
そう 悟り 、 無 二 の 親 友 ロ イド に さえ も 、 打 ち 明 ける こと は な か っ た 。 
素晴らし い 魔 術 の 素養 と 頭脳 持ち な が ら 、 ジー ニア ス に は 華やか な 表 舞 台 は 許さ れ て いな か っ た 。 
目立た な いよ うに 、 必要 以上 に 注目 を 浴び る こと な く 、 片田 舎 で 理 も れ て 全 を 終え る 計 き 方 は 、12 歳 を 名 
える まで に 、 す で に 身 に つい て いた 。 で も 本 当 は 、 自 分 に 倫 り な く 生 きた か っ た 。 脚 を 張っ て 堂々 と いた か っ た 。 
異 世界 テ セ アラ で は 、 誰 も が 息 を する よう に ハー フエ ルフ を 見 下 し 、 茂 み 、 生 きる 権利 を 奪う 。 求め られ る の 
は た だ 人 を 潜入 する 頭脳 だ け 。 生ま れ 育 っ た シル ヴァ ラン ト と は 比べ も の に な ら な い 姜 惨 な 現状 に 戦 像 し た 。 そ ん 
な 同族 の 死地 で 巡り 逢っ た 、 同 じ 血 を 持つ 少年 ミト ミス 。 堀 を 切っ た よう に ジー ニア ス は 彼 を 構い 、 語 り 、 笑 顔 を 引 
き 出 そう と 必死 に な っ た 。 別々 の 世界 に 引き 裂 か れ た 、 同 じ 境 過 の 魂 の 伴 但 。 生 まれ て 初め て 、 心 細 さ を 打ち 明 
け 合 える 友 を 得 た 。 命がけ で 自分 を 数 っ て くれ た ミト ス の 男気 を 信頼 し 、 大 切な 笛 を 与え て くれ た こと に 感謝 し た 。 
ーー し か し その すべ て は 幻想 だ っ た 。 

種 の 隔 た り を な くす こと を 追究 する あま り に 歪ん で し まっ た 、 古 の 勇者 ミト ス 一 一 今 は ユグドラ シル と 名 を 変え 
た 男 。 そ の た め に 創っ た 、 人 を 央 く マ ー テ ル の 教え 。 裏 切り は 感じ や すい 少年 の 心 を を ぐる 。 けれど 、 そ れ 
で も 信じ た い 。 な ぜ な ら ミ トス が 願っ た 「 マ ー テ ル の 復活 」 に は 、 理 想 郷 建造 より も 何より も 、 た だ 「 大 切 

な 姉さん に 逢い た い 」 と いう 本 音 が ある 気 が し た か ら だ 。 
どん な と き に も す が れ る 、 優 し く 大 き な 姉 と いう 存在 。 弧 独 な 世界 で 、 手 を 取る こと を 許さ れ た 
人 が いる こと が どれ ほど 救い に な る の か を 、 彼 は 身 に し みて 知っ て いる 。 だからこそ 、 ミ トス 
を 理解 で きる の も 、 そ し て ミト ス が 願う 「 今 の 世界 の 終わ り 」 を 阻止 する の も 、 自 分 
こそ が 果たす べき 役目 だ と 、 ジ ー ニ アス は 信じ て いた 。 


だ っ た ら 、 ポ ボク も 出 て い 
ボク も 同罪 だ ! 
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そん な の ひど いよ ! 助け て あげ て よ ! 
プレ セア が 一 体 何 を し だ っ て 言 つ の さ 
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⑱ [だ っ た ら 、 ボク も 出 て いく 。 ボク も 同罪 だ !」 : 村 を 危険 に さら し 追わ れる こと に な っ た ロイ ド に 責任 を 感じ 、 村 長 へ 告白 倫 「 そ ん な の ひど いよ ! 助け て あげ て よ ! プレ セア が 
一 体 何 を し た っ て 言う の さ | : 好意 を 寄せ る プレ セア が エク スフィア 寄生 で 死に ゆく 運命 を 負わ され た こと へ の 慎 り 氏 「 ボ ク 、 ミ トス と 友だち に な れ て よかっ た !] : ミト ス が 危機 を 救っ 
て くれ た こと に 対す る 疑い を 知ら な い 言 葉 但 「 じ ゃ あ 、 今 だ け …… ミ トス の 味方 みた いな こと 言っ て も いい ?」 : 自分 を 歌い た ミト ス へ の 境遇 に 寄せ る 一 片 の 理解 


N 


| 


グン アル ・ を アジ 


で 性 別 : 女 で 年 齢 :23 歳 @ 身長 :166cm @ 体重 :49kg @ 出身 : デ セア ラ ・ ヘ イム ダー ル 
ン や エク スフィア の 位置 : 左 太 朋 の 内 側 @ 初期 称号 : 教 師 欠 一 人 称 : 私 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


/ す 研究 の た め に 
ルー ペ も ひと つ 。 そし て お し お き に 
は 拳 骨 も 取り 出す 容赦 な い 左 手 。 
タ ィ トル の ⑨ 
・ 才女 の 風格 


ン 村 の 誰 も が 一 目 置く 才 色 兼 美 な 
「 先生 」 は 、 凛 と し た マン ト 姿 で セル 
フ ア ピ ー ル も ぬか りな し 。 


・ 遺跡 を 求め て 


ノ 足首 まで 覆う 無骨 な ブー ツ は 、 直 感 
の お も むく まま に 向かう 過酷 な 遺跡 
調査 に も 耐え うる 実用 品 。 
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イプ も り リア で 教 施 を 務め る ジー ニア ス の 妨 で 、 周 奈 か ら ば 
7 リフ ィ ル 先生 / と 芸 わ れる クー ルビ ュー ティ 。 マー テル 
教 の 教義 に も 謗 し こと か ら 、 コ レット の 旅 の 護 答 と し て 
局 邊 する 。 学 商 全般 に 長 じ る が 、 こ と 考 十 学 や 魔 科学 
に 閲 し て ば 、 礎 天 心 は 度 を 村 し て お り 、 言 わ ば / 遺 大 マ 
ニー アリ 。 し か し ぞう し た 考証 学 へ の 肝 湧 の 寿 に ば 凡 生 
の 手がかり を 得 た いい と の 理 訪 が ある 。 


て い A NNN きき で ふ \ 


エル フ の 血 を 持つ 者 は 魔 科学 に 長け る と いう が 、 それ を 真 に 受 
け て 己 の 凡 席 さ の 言い 訳 に し て いる の は 、 た だ の 甘え だ と 思う 。 

リフ ィ ル は 博学 だ 。 彼 女 の 着任 に よっ て 、 イ セリ ア の 初等 教育 
の レベ ル は 格段 に 上 が っ た 。 マーテル の 教え を 説く 優れ た 師 で も 
あり 、 神 子 コ レッ ト の 「 世 界 再生 の 旅 」 を 支え る 数 々 の 知識 も 持ち 
合わ せ て いる 。 し か も 独学 で 修め る 考古 学 は 、 も は や 常人 に は 及 
び も つか な い 高 み を 本 め つ つ あ っ た 。 

彼女 は 強く 賢く な ら な けれ ば な ら な か っ た 。 記憶 の 隅 に 残る 道 跡 
の 姿 に 、 自 分 の 過去 の 手がかり を 求め な けれ ば な ら な か っ た 。 し か 
も その 肉体 た る や 、 周 り に そう だ と 吹聴 し た 、 尊 散 集 め る エル フ で 
は な く 、 極 悪 非道 な ディ ザイ アン た ちと 同じ 、 忌 むべ き 混 さり も の 、 
ハー フエ ルフ 。 智恵 と 知識 と 力 な くし て は 、 生 きる こと は 許さ れ な い 。 

テ セ アラ の 月 が ひと きわ 強く 輝い た 遠い 夜 、 少 女 だ っ た リフ ィ ル 
は 弟 ジ ー ニ アス と ふた り 、 捨 て られ た 。 弟 は まだ 幼子 だ っ た が 、 成 
人 も し て いな い 彼 女 に は 、 小 さ な そ の 手 を 引く こと さえ 、 途方 も な 
い 重 み だ っ た 。 見 ず 知 ら ず の 土地 で 身寄り の な い 子 供 が 生き る 道 
を 探す の は 、 並 大 抵 の こと で は な い 。 訟 索 せ ず に 家 と 食事 と を 与 
えて くれ た イセ リア の 人 々 の 好意 が な けれ ば 、 と う の 昔 に 死ぬ か 、 
女 の 自分 は それ より 辛い 暮らし に 身 を 基 と し た だ ろう 。 弟 が 成長 し 、 
落ち 着い た 生活 を 手 に し た つも り に な っ て 、 そ れ で も 種族 の 違い が 
生む 切な い 対 立 と 迫害 と を 目 に し 耳 に し 、 リ フィ ル は た ま ら ず 人 か 
な 月 に 叫ぶ 。 

どう し て 私 た ち を 捨て た の で すか 。 私 た ち 姉 弟 は 、 い ら な い 子 だ っ 
た の で すか 。 ふ た つの 血 を 受け た 私 た ち は 、 幸 せ を 願っ て は いけ 
な い の で すか 。 

長い 探求 の 果て に た どり 着い た 故郷 は 、 夢 の まどろみ に 守ら れ 
て 、 空 に 漂う 忘却 の 世界 だ っ た 。 幸せ を 願う か ら こ そ 、 我 が 子 を 
捨て た 母 。 罪 の 重み に 耐え 切れ ず 、 心 を な くし た 無垢 な 笑顔 。 
迫害 か ら 逃 れる た め の 光 の 補 獄 は 、 今 な お 続く ハー フエ ルフ た ち 
の 苦難 を 暗示 する 。 

母 の 断腸 の 思い を 受け 止め た い 。 母 の 愛 を 浴び る よう に 感じ た 
い 。 だ か ら こ の 悲劇 の 連鎖 を 、 自 分 の 手 で 断ち 切り た い 。 悲し い 
差別 を 終わ ら せ る まで は 、 放 浪 の 旅 に 終着 点 は な いと 、 リ フィ ル は 
自分 を 映 さ ぬ 母 の 瞳 に 携 っ た 。 


唄 き OS ハ い 選 まき CrCON 選 路 〇 正常 


Iitoy 


ー ン すご は ぐ ポ と の ぐす 中 
ー 還 中 貞 は 向 人 で 略す の 肖 


@⑱ [ああ 、 こ の すべ ら か な 肌触り 。 見 事 だ ソ 」 : 旧 ト リエ ッ ト 跡 に 残さ れ た 遺跡 目 に し て 目 の 色 を 変え る 代 「 こ こ は …… 私 と ジー ニア ス と が 捨て られ て いた 場所 だ か ら 」 : 「 異 界 の 扉 ] 
が 記憶 に 残る 光景 て の も の で ある こと を 知り 、 自身 の 過去 の ルー ツ を 確信 氏 「 お 退き な さい 。 狭間 の 者 で ある こと に し が みつ く お ろ か 者 ] : ハー フエ ルフ 至上 の 世界 を 妄信 する 、 
聖 丸 フォ シテ ス に 対す る 一 喝 備 「 あ な た が 疎ん で 捨て た 娘 は 私 よ ! そん な 人 形 な ん か じゃ な い 中 : 心 を 狂わ せ 人 形 を 娘 だ と 信じ る 母 に 、 思 わ ず つ いて 出る 悲痛 な 叫び 


ェ 
⑤ タ 
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て いき いざ きき で へ 


スコ ゴート 
イト ル 


マザー シップ 
タ ィ トル ゆ ゅ 


る 性 別 : 女 金 年 齢 :19 歳 @ 身長 :164cm 体重 :48kg 移出 身 : デ セア ラ ・ ミ ズ ホ の 里 
も エク スフィア の 位置 : 左 胸 の 下 乱 初期 称号 : 謎 の 暗殺 者 多 一 人 称 : あ た し 


・ フ タク ザ ツ な 女心 。 
恥ず か し いか ら 本 当 は も っ と 控え め 
で よかっ た 。 女性 た ちの 羨望 の ま 
な ざし が 痛い 、 圧 倒 的 な 主張 。 


2 
胸 の 下 で 強く 絞め る 「 巻 」 は 、 ミズ 
ホ の 民 の 伝統 的 な 服装 。 里 に 舞う 
桜の 花びら の よう に な び か せ て 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 。 ゆめ ゅ 


・ 密 や か な 武器 。 
今や ほとん ど 絶 えて し まっ た 符 術 の 
技 を 受け 継 で ひと り と し て 、 まじない 
の 力 を 持つ お 札 で 戦う 。 
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デ テ も アラ に とっ て 苺 威 と な る 、 シ ル ヴ ァ ラ ン ム の 純子 コレ ッ ト を 暦 林 する よう 
大 じ ら れ た 訪 び 。 元 来 が 精 に も ろく 嘉門 哀楽 が 豊か で 、 素 容 に は 不向き な 
価 座 な うえ に 、 彼女 の 純 さ に 航 れ 、 強 く 英 成す る よう に な る 。 靖 填 と 契約 
を 欠 び カカ を 使 で きる 、 テ セア ラ で も 夫 少 な / 妃 春 十 。 し か し ぞ の 能力 を 
過度 に 期 圭 され 、 過失 か ら 故 郷 を 境 滅 さす た トラ ウマ に 今 も 書 し む 。 


いき いき べく ざ きき で ふ ふ 


S CO チ SYMPON1 井 ・ 


SS の グ 


影 に 生き て 、 光 順 う と の 女 


マザー シッ プ 
⑤ ダイ トル 


忍び と は 、 こ の 世に あっ て この 世 の も の な ら ぎ る 存在 。 妨 び に 徹し きれ な い 甘 さと 気 立て と お 人 好 し ぶり は 
人 の 世に 己 を 刻む こと は 許さ れず 、 [神様 」 の 陰謀 の 犠牲 に な っ た ひと り の 少女 を 
友 に さえ 真実 の 名 を 明か すこ と も で きず 、 身 を 抵 し て 守る 決意 を 、 彼 女 に させ る 。 
時 の 流れ の 影 と な り 、 草 と な り 、 泡 注 と な り 、 片 時 も 離れ ず 護っ て くれ た 相 欄 コ リン は 
痢 の 中 か ら 光 の 道行 き を 見 届け る 。 死 し て きえ 、 自 分 の 血 と 信念 と を 信じ て くれ た 。 

な ら ば 途方 も な い 裏 失 こ そ を 、 己 の 生き 様 と 示し た い 。 め 
[衰退 世界 の 神子 の 暗殺 」。 自分 の 世界 と あの 子 の 世界 、 両 方 いっ し ょ に 救え る な ら 、 た 
し いな に は 過ぎ た 任務 だ っ た 。 情け 容赦 の な い 腕 利き の 刺客 で は な く て 
彼女 に は 符 術士 と し て の 実力 は ある 。 不器用 で 涙 も る いひ と り の 女 で 構わ な か っ た 。 


上 


は 如 ri 
UE ご ン 正す CS 


頭 傾 に 目 を か けら れ た と いう 後ろ 盾 も ある 。 

2 誰か ど と 手 を 握っ て も 
前 7 人 SB うに 
Rie04dNehh られ な いな ん て ……。 
気 が は や る の は 、 過 去 の 失態 を 挽回 し た いか ら 。 世界 再生 な ん て 
の め ち まい な よ ! 

精霊 ヴォ ルト の 契約 を 受け 止め きれ ず 里 を 壊滅 させ 


多く の 同胞 を 失い 恨み を 買い 、 それで も な お 括 か され た こと に 
報い た な けれ ば な ら な いと 追い 詰め られ た か ら 。 


エス コー ト 
@⑤ ダイ トル 


Sh 


ー サ ン の すご C ン と ン 
UD7fr ぜ Ur 


けれ ど 世 を 忍ぶ 隠 審 と し て の 自分 だ け で な く 

勇者 ミト ス が 世界 を 託し た の と 同じ 、 
精霊 召喚 の 才覚 に 、 存 在 意義 を 見 出せ る の だ と し た ら 。 
自分 は コレ ッ ト の 命 を 奪う の で は な く 

むし ろ 彼 女 を その 忌 ま わ し き 「 天使 」 の 宿命 か ら 、 

救い 出す 手立て と な り た いと 願っ た 。 
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@ し いな の 相棒 人 [ 
ce ブ ゴブ グ ン Corrince ル 
テア っ の ラマ) ユー ベ いて 応 | 
あめ だ し を 闘 が け で て 往 族 人 工 精 埋 @ 住 別 な し | ガオ A / ズ 

2 3 5 に 2 だ ( 
守っ て くれ だ みん な の し いな が 使役 する 人 工 精霊 。 も と も と は 実験 対象 と し て テ セ ア の 
0C オ ル ト | ラ の 精霊 研究 所 で 創り 出さ れ た も の だ が 、 彼女 の か けが え の な シ 
ia や い パ ー ト ナー と し て 苦楽 を 共に する 。 ヴォ ルト と の 契約 時 に 過去 ン 
お まえ の 力 を 貸 せ ! に 囚われ 信 え る し いな を 励ま し 、 慎 と な っ て 消滅 する 。 の 
ー 


@ 「 誰 か と 手 を 握っ て も その 人 の 温か さも 感じ られ な いな ん て ……。 世界 再生 な ん て や め ち ま いな よ !] : コレ ッ ト が 天使 化 に よっ て 強い られ る 犠牲 に 、 任 務 を 忘れ 必死 に 引き 止め る 
言葉 倫 「…… あ た し を 命がけ で 守っ て くれ た みん な の た め に ヴォ ルト ! お まえ の 力 を 貸 せ !」 : コリ ン の 死 や 皆 の 尽力 に 、 契約 に 臨む 決死 の 覚悟 但 「 あ た し が 憎い ん だ ろ ? だ っ た 
ら あ た し だ け 殺 せ ば いい じゃ な いか !] : 両親 の 信 だ と 非情 の 眼 で 迫る くち な わ に 、 自己 犠牲 の 訴え 


6 ①⑪⑰ ヽ Q* 
ーー だ 7 ズ ・ ン アル ダー 


タイ トル 


で 性 別 : 男 で 年 齢 :22 歳 @ 身長 :179cm 体重 :68kg つ 出身 : デ セア ラ ・ メ ルト キオ 
ン も エク スフィア の 位置 : 胸 部 (クル シス の 輝石 ) 多 初期 称号 : 魔 剣士 @ 一 人 称 : 俺 さま 、 俺 


れ た 決定 打 は 、 あり が た くも 忌 ま わ 
し い 、 究 極 の エク スフィア 。 


ーー ・ 供 さま の 上 腕 二 頭 筋 
レデ ィ た ち を 虜 に する の は 甘い 言葉 
と し な や か な 身体 。 神子 さま は 心 は 
と も か く 身 の 鍛錬 は 怠ら な い 。 


へ 


ーー ・ 借 さま の 剣 と 魔術 


華 股 な 合 技 も 操る うえ に 、 魔 導 注 入 
に 耐え た お か げ で 魔術 も 得 た 。 そ 
れ は 神子 と いう より 征服 者 の 気迫 


ーー 
や 
一 
egl 
の 
〇 
時 MM 
8 の 
ズ 
や 
エエ 
〇 
デー 
ドー 


メル トキ ガブ 選 着 の 名 貼 ワイ ル ダ ー 家 の 公 朋 に し て 、 抽 栄 
府 界 テ セ アラ の 期 革 を 一 身 に 啓上 食う 神子 。 訂 放 で 静 薄 
な 女好き を 装う が 、 実 麻 に な 上 塵 無 的 で 、 刻 食 わ さ れ た 宣 
了 の 請 責 き の 旗 を 強く 望ん で お り 、 交 落 か ら の 解放 を 
楽 古 に 、 ク ル シ ス と レネ ゲー が 双方 に 、 ロ イ だ が ら を 売り 渡 
ぞう と し て いい る 。 また クル シス に よる 魔 導 流入 の 居 恵 
で 、 仙 な が ら に 魔 六 を 放 え る 。 


て へ いき NNN きき で ヽ ふ \ 


5 O チ SYMPD 馬 ONI 電 ・ 委 


Ns 9 】 


促さ ま は 世界 を 族 か す 


ツ 
加 
受 * 生ま れ た 瞬間 か ら あ り が た が られ る 立場 っ て の は 、 そ りゃ あ 修 沢 を も の だ ぜ 。 


世界 を 繁栄 に 導く 、 マー テル さま の ご 加護 を 受け し [神子]。 誰 も 俺 さま の や 
る こと に 文 名 な ん て つけ られ な い 。 俺 さま が ご り 押し すれ ば 、 白 を 黒 に する こと ] 
だ っ て で きる っ て な も ん だ 。 よ 
身分 の 貴 財 を 問わ ず 、 世 界 中 の 女 た ち が 振り 返り 、 商 色 い 声 を 上 げ る 、 
この 恵まれ た 美貌 。、 い や ぁ 、 あ り が た いあ り が た い 。 有難 すぎ て 反 吐 が 出る 。 
馬鹿 馬鹿 し い 。 神 子 は 人 々 の 希望 を 体現 し 、 そ し て 誰 も が 及ば な い 、 不 可 
侵 に し て 神聖 な 存在 。 当然 面 統 第 一 。 俺 た ち は 競 走 馬 か っ つ ー の 。 婚 燃 は 
すべ て マー テル さま の お 導き の まま に …… っ て か 。 母親 は その た め に 狩り 出さ 
れ 、 無 理 矢 理 に 父親 の と ころ に 嫁 が され た 。 か く て 予測 どおり に 生み 落と され 
た 男前 は 、 全 身 これ 権力 と 愛憎 劇 の 権化 と いう わけ よ 。 な ん て 可 衣 想 な 話 
の バー ゲン セー ル 。 

人 好き する ちょ っ と トゲ の ある 笑顔 。 軽 い 口 調 に 似合わ な い 頭 の よさ 。 軽 
薄 で 女好き で 、 で も 憎め な い イ イ 奴 、 こ れ が 万 人 に 周知 され た 「 ゼ ロス くん 」。 
役者 と し て は じつに 優秀 、 主 演 男優 賞 も の よ 。 け ど よ 、 こ ん な 計 活 22 年 も 続 
け て いて 、 う ん ざり し な いわ けが な い 。 そこ に 奴ら が や っ て 来 た の さ 。 神子 か 
ら 解放 し て や ろう っ て 。 

クル シス だ ろう が レネ ゲー ド だ ろう が 、 こ の 際 何 で も いい 。 俺 を 自由 に し て く 
れる っ て 言う な ら 、 悪 魔 に だ っ て 、 こ の 高貴 で 肛 し い 魂 を くれ て や る さ 。 衣 れ 
な 下 々 の 民 草 も 、 こ ん な 俺 さま な ん か より 、 セ レス みた いな きち ん と し た 神子 
の 方 が 安心 する だ ろう し な 。 庫 退 世界 の 可愛 い コ レッ ト ち ゃ ん と その し も べ ? 
な ん で 俺 さま の 方 が 遠慮 し な た くち ゃ な ら な い の よ 。 俺 さま を 誰 だ と 思っ て る 訳 ? 
世界 の アイ ドル 、 ゼ ロス ・ ワ イル ダー さま よ 。 

そん な 訳 で 、 俺 は 俺 が 楽し く や れ る な ら 一 その た め に 神子 の 呪縛 か ら 解 
放し て くれ る な ら 、 も う 何 も か も どう な っ た っ て よかっ た ん だ 。 

ま 、 な ん て の? 要する に 、 こ ん な 世界 な で くそ くら えっ て こと だ 。 


借 を 失 詞 させ る な よ ! 
お まえ が 飼 ま で 言っ て た 
こと は 全部 うそ っ ぱち か ! 


@ [じゃ あま た どこ か で 。 美しい お 姉 さ ま 〇 と 可愛 い 天 使 ち らん と その 他 大 勢 さん よー] : 初対面 の 一 行 へ の 軽薄 な 挨拶 人 「 俺 を 失望 させ する な よ ! お まえ が 今 まで 言っ て た こと は 全 
部 うそ っ ぱち か 遇 : ク ラ ト ス の 素性 や ユア ン の 罠 に 錯乱 する ロイ ド を 目 に し 、 己 の 立場 を 棚上げ し て 思わ ず 口 を 突く 概 借 「 た まん ね ー よ 。 ホン ト セレ ス に 神子 を ゆず れ て せい せい だ ぜ ]|: ング ノ 
明か され た 裏切り へ の 開き 直り 亀 「 わ り い な …… そ れ 、 も うい いわ ] : ロイ ド と の 共闘 に 、 過 去 の 内 通 を 認め つつ も クル シス 打倒 で 神子 か ら の 解放 を 目指 と うと 迷い を 払拭 
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Q い AN で NN きき で へ 


ーー で (人 t 層 汗 寺 NT で る 涯 


「Y<39t(t 営 ざ 


、) ノ ラル レア ・ フ ブン リリ ディ ー ル 


も 性別 : 女 年 齢 :12 歳 ( 実 年 齢 28 歳 ) 多 身長 :138cm 多 体重 :24kg 金 出身 : デ セア ラ ・ オ ゼット 
も エク スフィア の 位置 : 胸 部 移 初期 称号 : 宴 黙 な 娘 多 一 人 称 : 私 


・ カ を 願っ た 代償 

ーー 父 の た め に 望ん だ は ず の 力 は 、 胎 

ンー 内 に エク スフィア を 宿 し 成長 させ 宿 
主 を 触 む 、 残 酷 な 犠牲 を 強い た 。 


・ き こり に 生き て 


/ 心 を な くし た あと 、 彼女 は 樹 を 切り 
′ 続け た 。 考え る こと の な いま ま に 、 
盲目 的 に 、 生 きた 機械 の よう に 。 


エス コ ゴート 
タ ィ トル ゆめ ゅ 


VINOHdJMA 


孝 会 に 訪 入 りす る きこ り の 少女 。 / エン ジェ ルス 計画 / の 夫 朋 者 の ひと り 
で 、 窒 し た エク スフィア の 影響 で 、 人 力 と ヲ / き 栓 え に 府 休 の 成長 と 感 誠 を 失っ 


て い AN で NN きき 和信 さ ふ \ 


/ ・ 正 し ざさ を つか お む 手 

(ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー て いた 。 ロイ だ の 尽力 で ぞ の 太 縛 か ら 解 放さ れる と 、 新 た な 比 殺 者 を 志 や さ 
た くさ ん の 悲し み と 引 き 換 え に 残 っ し ぎ に 
た 人 を は る か に 凌 騙 する 力 で 、 幸 ぬ よ う 、 と も に 涯 うこ と を 決意 する 。 紗 誠 と し た 灯 放 だ が 、 リー ガル の 恋人 で 


福 、 た だ それ だ け を 求め る 。 も あっ た 妹 ア リシア の 死 で 、 彼 に 対し て だ け な は 覆 雑 な 感 誠 を 見 せる 。 


N NN。 ・ て #LGS Cf SYMPHONI#・ | 議 W 層 
ジス ペ ミク みん 


亡くし た 時 間 、 符 族 へ の 朱 歌 
あな た は 悪く な い 。 


マザー シッ プ 
の ⑤ タネ トル 


無し 仙 私 0 
構 い の は …… 5 ま 5 | あ k 
神子 に 犠牲 を 強い る | | 
…… ぃ 仕組 み で す り は 5 を | し 
0 4 た 

bd エス コー ト 


私 が 生き て いた の は 、 淡 く て 甘い 霧 の 中 。 ⑨⑤ 下 r 


聞く こと も 、 話 すこ と も 面倒 な くら い に 


心地 よく て 残酷 な 、 霧 の 中 。 私 


パパ の 治療 に 慕 大 な お 金 が 必要 に な っ た と き ( よ 
農 
参 
豊 
豊 
| 】 
葛 


ツン ツン 頭 の 男 の 人 が 、 私 を 見 て 、 悲 し そう な 顔 を し た 。 
大 丈夫 だ 、 な ん と か する 。 そう 言っ て 頭 を な で た 。 

よく わか ら な いけ れ ど 、 心 配 し て くれ て いる 。 

し ば らく し て 彼 は 私 の 石 の 上 に 、 

「 要 の 紋 ] を 取り 付け て くれ た 。 


どう し て も 木こり の 仕事 を し た か っ た 私 は 、 

子供 で も それ だ け の 力 を 手 に 入れ る 方 法 が ある と 、 

ひと つの 提案 を 持ち か けら れ た 。 

ある 実験 に 協力 し て も らい た い の だ 。 

少々 リス ク が ある だ ろう が 、 そ の 分 破格 の 謝礼 が で きる 。 
お 父上 の 治療 費 に 充て れ ば いい 。 嘱 
も ちろ ん 仕事 で 稼ぐ こと に は 、 我 々 は 干渉 し な いさ 。 


悪い 話 じ ゃ な い だ ろ う ? 7 ) 


研究 施設 に 何 度 か 通い 、 胸 に 小さ な 石 が 埋め 込ま れ た 。 ae 
それ か らし ば らく する うち に 、 世界 に は 堆 が か か っ て に 
伺 も か も が 、 ぼ ん や り 霞 ん で 、 し 90 
た だ 毎日 、 決 め ら れ た 仕事 を し た 。 


桃色 の 邑 が 桜 吹 雪 の よう に 舞っ て 、 や が て 晴れ た と き 
パパ は 死体 に た な っ て いて 、 枕 元 に は 飲む 人 の な い 薬 の 山 。 
奉公 に 出 て いた 妹 も 、 私 と 似 た 「 石 」 の せい で 
愛す る 人 の 腕 の 中 で 、 無 残 な 最期 を 遂げ た と いう 。 

そし て 私 は あの 頃 の 子供 だ っ た 姿 の まま で 、 

16 年 分 も 、 世界 か ら 取 り 残さ れ て いた 。 


0 S』1 リ | 


失っ た 時 間 。 和 失っ た 心 。 失 っ た 家族 。 失っ た 魂 の 尊厳 。 
こん な 悲劇 を 二度と 許し て は いけ な い 。 
私 は 自分 を 助け て くれ た た くさ ん の 仲間 と と も に 


世界 を 守る た め に 、 悪 夢 の 邑 を 晴らす た め に 、 戦 う 。 
出かけ る と き 声 を か ける と 、 パ パ は 優し く 笑い 返し た 。 人 
この 生活 を 続け て いれ ば 、 き っ と よく な る 。 
…… そう だ っ た か な ? うう ん 、 き っ と その は ず 。 | 


し びれ る よう な 霞 の 中 で 、 く り 返 され る 私 の 日 常 。 


NANANN NN ミミ 


人 「 私 は …… 帰 り た い だ け 」: ハ ー フ エル フ の リフ ィ ル た ちと 同道 で きる か と いう 問い へ の 、 打算 の な い 、 し か し 心 も 通わ な い 答 え 亀 「 私 …… 私 、 何 し て た の 、 い や ぁ ーーーーー 一 !?」: 
要 の 紋 で 正気 を 取り 戻し 、 目 に し た 父 の 無残 な へ の 悲鳴 倫 「 あ な た は 悪く な い 。 悪い の は …… 神 子 に 犠牲 を 強い る …… 仕 組み で す !」 : コレ ッ ト を 捕らえ る クル シス の 魔 方 陣 を 、 
危険 を 顧み ず 破壊 し 断言 倫 「 私 は …… あ な た を …… 仙 と は 思わ な いよ うに し ます 。 今 す ぐ は …… 無 理 か も し れ な いけ れ ど ……」 : アリ シア の 死 の 真相 を 知り 、 リ ー ガ ル に 抱く 葛藤 


ッッ シッ リプ 
タ ィ トル の ゆ 


VINOHdWAS 0 S ヨ 1VI 


へ いき NN いそ へ 


ド 


和 科 UROE 0N 

も aa 
ゾー ガル ・ プ ラプ アン 
へ へ ] る 性別: 男 欠 年 齢 :33 歳 欠 身長 :189cm 金 体重 :8S5kg 乱 出身 : テ セア ラ ・ ア ル タ ミ ラ 
ノ る エク スフィア の 位置 : 手 首 の 内 側 乱 初期 称号 : 囚 人 兵 移 一 人 称 : 私 


・ 無 期 の 償い 


憎悪 し た 。 己 を 赦し その 柳 を 外す 
こと が で きる 日 は 、 ま だ 遠い 。 


・ 紳士 の 腹筋 


その 地位 に 甘え る こと な く 己 を 律 し 
た 証 の 、 鍛 え 抜 か れ た 強 融 な 肉体 。 


騰 間 有 あ し め て 。 
手 を 封じ た 彼 が 自分 に 課 し た の は 、 
2 本 の 脚 だ け で 戦う 試練 。 その 次 
は 荒 々 し く 、 ま た 痛々 し い 。 


ロイ だ ら を 龍 撃 する 鈴 人 の ひと り だ が 、 去 来 の 身分 な 雌 族 で 
戸 太 企業 レザ レノ ・ カ ン パ ニー の 会 長 。 展 に ば め ら れ 愛 する 
女体 アリ シア を 手 に か けた こと を 施 (、、 戒 め の た め に 正 育 し て 
狂 史 に あっ た 。 一 行 の 月 的 や 素 位 が 正 分 の 囚 線 と 深く 賠 わ る 
こと を 科 り 、 英 太 を 願 訪 る が 、 ア リシア の 妨 で あり 局 じ く エ ン 
ジェ ルス 床 画 の 磐 妊 者 プレ セア を こと の ほか 提 に か け て いる 。 


V 大塚 明夫 


N で ・ て LGS5 O チ SYMP 末 ON1 井 ・ | 
「 4 
ンー ペ ンス ヘン の) | 本 


SS 


結 わ いた 手 に は 表 っ 


彼女 と 語り 合っ た 日 を 、 昨 日 の こと の よう に 思い 出す 。 

レザ レノ ・ グ ルー プ の よう な 大 企業 を 抱え る プラ イア ン 家 に は 、 つ ね に 大 勢 の 
使用 人 希望 者 が ある 。 一 度 で も 勤務 経験 が あれ ば 、 の ち に 奉公 先 を 変え て も 沙 
が つく 。 執 務 室 の レタ ー ト レイ は 、 推 薦 状 や ら 身辺 調査 書 で あふ れ 返 っ て いた 。 

希望 者 の 中 に は 、 残 念 な が ら こ うし た 仕事 に 不向き な 者 も 少な く な い 。 勤勉 さ 
や 真面目 さ 3 に 加え 、 生 来 の 気配 り 、 気 遣い 、 思 いや り と いっ た 心 遺 い に 長 け て い 
な けれ ば 、 優 れ た 使用 人 と は 言え を ない 。 そ の 点 ア リシア は 、 人 に 尽く す た め に 生 
まれ て きた よう な 女性 だ っ た 。 

私 が アリ シア に 出会っ た の は 、 彼 女 が ブラ イア ン 家 で 働き 出し て か ら 何 年 か 経っ 
た あと の こと だ 。 幼 いな が ら 実 直 な 仕事 ぶり が 評価 され 、 本 家 の 屋 敷 に 配属 され 
た の だ と 聞い た 。 事 実 、 仕 事 は 完璧 で 、 彼 女 自身 の 人 柄 に も 心 を 打 た れる こと 
が 多かっ た 。 私 生活 を 語る こと は 少な か っ た が 、 家 計 を 助け る た め に 姉 と 協力 し 合っ 
て いる の だ と 、 控 え め な 言葉 で 話し て くれ た 。 出 過ぎ る こと な く 与 えら れ た 仕事 を 
十分 に こなし 、 そ の 笑顔 で 仕事 に 追わ れる 日 々 に 癌 し を 与え て くれ る 彼女 を 、 私 
は 屋敷 の 一 使用 人 か ら 、 私 的 で は ある が 仕事 上 の 秘書 の よう に 扱い 、 や が て 私 
室 に 握 き 人 人 れる ほど の 親 蜜 な 関係 に な っ た 。 


コレ ッ ト を 守っ て や っ て くれ 


(* 
に 


S せ の ひざ CS⑧ 半 叫 

み 則 2gdd せ Oi 著 O( 量 

oO 列 は すら 引 頼 足ら 中 

ri 滑 由 で 計 本 口 岬 | 
FCSSY 薄 競 ③ 遂 G 棒 宛 ざい 
or さき 本 JRRteu9teONg 綿 詳 …… 


に 執事 ジョ ル ジ ュ が 面倒 を 鞭 れ て 我々 を 引き 離し た の は 、 家 名 を 鑑み れ ば 貢 め る こ 
2 と は で き な い 。 あ ら め る 手段 を 用 いて 消息 を 追っ た が 、 す で に 手遅れ だ っ た 。 レザ 

く レノ ・ グ ルー プ は 十分 すぎ る ほど に 誠意 ある 企業 で は あっ た が 、 そ れ で も 逆恨み する 
( ユ 者 は いた の だ 。 巧妙 に 仕組 まれ た 、 そ の 罠 。 失敗 作 ? 彼女 の 姉 で は うま くい っ た 


SA 


ーー の に ? 残響 を 伴っ て 聞こ えて くる 遠い 言葉 の 向こう か ら 、 彼 女 は 魔物 の 姿 に な っ 
に 当 て 現われ た 。 


eo 
ニン ーー 


VINOHdJMAS 0 S ゴ 1V1L 


へ いき いざ きき 入 そ へ \ 


し \ 訟 ろ し いと は 思わ な か っ た 。 た だ し く 、 そ し て 自分 が 許せ な か っ た 。 あ の 美しかっ 
に た アリ シア が 無残 な 姿 に 変わ り 果 て た の は 、 私 が 人 生 に お いて た だ ひと り の 、 か け 
四 が え の な い 人 に と 選ん で し まっ た た め だ 。 そ れ が 彼女 の 人 生 を 狂わ せ て し まっ た 。 そ 


2 の うえ 、 彼 女 の 口 か ら 殺 し て くれ と 一 一 貴方 の 手 で 殺し て ほし い -ー 一 と 、 こ れ 以 上 
し ーー な い 残 酷 な 言葉 を 言わ せ て し まっ た 。 だ か ら 私 は 、 人 の 尊厳 を か けた 最期 の 望み を 、 
6 己 の 手 で 叶え た の だ . 
償い は 諸悪 の 根源 を 絶ち 切る まで 終わ る こと が な い 。 いや 、 彼 女 の 稼 れ な い 魂 に 、 
の 向き 合え る 日 が 来る まで 。 永遠 の 優し * ょ に 甘え る こと な く 、 己 を 律 せる 日 が 来る まで 。 
( 〇 私 を 責め 、 そ れ で も 許し て くれ た 、 彼 女 の 病 プ レセ ア に 報い る まで 。 戒 め の 杉 で 手 
を 封じ 、 罪 に 汚れ た 足 で 世界 を 店 い 、 自 ら 刻む 言霊 に 、 私 は 順 罪 の 道 を 探す . 


人 @ 「 言 えば 言い 訳 に な る 。 私 は 罪 を 背負 っ た の だ 。 それ で いい 」 : リー ガル を 「 人 殺し の 罪人 」 と よぶ ブ プロー カー の 言葉 に 、 自ら 弁解 を 放棄 倫 「…… 私 は 愛す る お まえ を 手 に か けた 。 
これ は 私 の 罪 の 象徴 で あり 罰 だ ] : 最後 の 力 を 振り 絞り 現われ た アリ シア の 精神 体 に 仏 悔 倫 「 一 度 口 に だ し た 言葉 に は その 者 の 意志 の 力 が 宿る 。 呪う も 祝う も すべ て は 言霊 の な さ 
し め る も の 」 : コレ ッ ト が つね に 笑顔 で いよ うと する 心 の 強 さ へ の 賛辞 供 「 コ レッ ト を 守っ て や っ て くれ 」 : 天使 の 襲撃 か ら ロ イド を か ば い 、 愛す る 者 を 守る 信念 を 託す 言葉 


N (で 0⑫ 
2 サン / 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


いき NN きき で ふせ \ 


ーー 
かみ 
4 
TH 
の 
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| て 
で 
エ 
) 
ヒコ 
トコ 


ず 
ラ シ ル 
8 る 性 別 : 男 る 年 齢 :14 歳 (外見 ) も 身長 :153cm @ 体重 :41kg ‥ 出身 : デ リス ・ カ ー ラ ー ン 
ど も エク スフィア の 位置 : 詳 細 不明 ‥ 一 人 称 : ボ ク 


・ 魂 の 在処 


ー ロー ブ の 下 に は 人 が 欲し た の と 同じ 
呪 わ れ た 輝石 。 己 の 精神 を 石 に 宿 
し 、 天 使 は 肉体 を 生か し 続け る 。 


ー  ・ エ ルフ の ロー ス 


リフ ィ ル の マン ト に 似 た ロー ー ブ 。 エ 
ルフ の 血 を 引く 者 は 伝統 的 に 、 質 
素 で 敬 虚 な 服装 を 好む と いう 。 


- -  ・ 指 導 者 の 力 を 隠し て 


か よわ い 少 年 で は な く < 世界 を 統 べ 
る 指導 者 。 本 当 の 姿 は 重ね た 手 の 
よう に 、 容 易 に 明か すこ と は な い 。 


迫害 の 史 で ひっ ぞ り と 暮らす ハー フエ ルフ の 少 企 だ が 、 夏 伏 
ば 契 子 年 前 の 英 怒 ミト ホス 。 記 く な っ た 妨 マー テル の 嘩 志 た に 欠 
われ 、 彼女 の 遺言 を 実 た し ぞ の 魂 を 族 活 させ る た め に 、 クル シ 
スズ を 率い いて いる 。 襲撃 の 生き 残り を 凌い 神子 コレ ッ ト に 近づく 
も の の 、 ジ ー ニ アス の 無 項 で 算 の な 親愛 の 誠 に 削 れ 
て 、 友 料 と / マー テル 痢 活 / と いう 使 基 と の 狭 雇 で 却 れ 動く 。 


5 O チ SYMPfiON1 井 ・ 


SS の ググ か 


豊 欄 の マナ に ぢ う 、 


少年 が 夢見 た の は 、 人 々 が 心 を 許し 合い 、 平和 を 享受 で きる 、 差別 も 迫害 も な い 世 界 。 
誰 も が それ を 望み な が ら 、 求め る あま り に 奪い 合う 惨 た らし い 戦 いで 、 彼 は 姉 と 仲間 と と も 
に 世界 に 尽く し た 。 カー ラー ン 大 戦 、 と の ち に 神話 化 さ れ た この 争い は 、 多 く の 苦 し み を 
彼ら に 与え た 。 精霊 た ちと 契約 し 超常 の 力 を 授 か れ ば 、 心 な い 人 は 支配 力 の 独占 だ と わ 
めい た 。 傷 つい た 人 々 は 滅び た 敵 勢 力 に 代わ っ て 、 や り 場 の な い 恨 み を 彼ら に 向け た 。 
あげ く の 果 て に ハー フエ ルフ 風情 が と 、 人 格 を 否定 され 逆恨み され た 。 それで も ミト ス は ュ ン 
戦い を 終わ ら せ 、 世 界 の 理 を 作り 替え 、 未 来 に 世界 の 再生 を 託す 道 を 切り 拓 い た 。 軸 さ に の 7) 形見 

ぼろ ぼろ に 傷つい て も 諦め な か っ た の は 、 師 で ある クラ トス と ユア ン の 理解 が あっ た こと 、 
そし て 獅 マ ー テ ル の 清らか な 願い を 叶え た か っ た か ら 。 ど ん な と きも 自分 を 包み 込み 守っ て 
くれ た 女神 の ご と き 彼 女 が 、 己 の 命 を 省 み ず に それ を 願う な ら 、「 差 別 の な い 世 界 ] は 至 


婦 
斗 
円 
ず 


高 の も の に な る は ず だ と ミト ス は 心から 信じ た の だ . が ンク / 角 っ : 
けれ ど ヒ ト は 在 切 っ た 。 自分 た ち を ハー フエ ルフ だ と 時 っ た 奴ら は 、 世界 復 興 の 実り が っ を, だ ば や 
手 に 入る や いな や 、 姉 を 殺し て ヒト の 優位 を 固 持 し よう と し た 。 それ こそ が ヒト の 本 質 。 た お ね り ke 
低俗 で 殺 獲 で 卑劣 で 身勝手 で 、 と も に 理想 を 語る に 値 し な い 、 劣 悪 な 下 等 種族 。 コ 字 ヽ 4 詩 ば エー 
究極 の 平等 と 平穏 と 魂 の 昇華 を 説く 「 千 年 王国 ] を 実現 する た め に 連 や し た 4 千年 を 、 ーー- に LM 
ミト ス は 長い と は 思わ な い 。 世界 に は 、 愚か な ヒト に は 指導 者 が 必要 だ っ た 。 ヒ ト を 骸 く ! え ンジ 2 り 
体 の いい 教義 が 必要 だ っ た 。 マ ー テ ル を 女神 と し て この 世に 復活 させ る 回 が 必要 だ っ た が: | で C 
気 の 遠 く な る 時 間 の 果て に 現われ た 同族 の 少年 は 、 彼 を 友 と 信じ 切っ て 心 を 開い た 。 ん ke 寺 
無防備 で 掛け 値 の な い 、 純粋 な 友情 。 最 後に それ に 触れ た と き を 思い 出せ な いく らい に 、 か ア な 
忘却 の 彼方 に 押し や っ て いた 、 温か な 思い 。 皆 が 互い に 、 こん な 風 に 信じ 合え る な ら 、 「 千 信 ス か 
年 王国 ] な ど 張 り 子 の 世界 な の か も し れ な い 。 姉 の 願っ た 友愛 と は 、 提 り 合う 手 の 中 に < 
小さ く 和 輝 くも の な の か も し れ な い . じ pp 
けれ ど 、 引 き 返せ な か っ た 。 ク ル シ ス の 指導 者 と し て 世界 を 囲い 続け た 少年 は 、 た だ F 人 5 科 / 
の 


その 砦 を 天 に まで 築い て ゆく こと で し か 、 世界 を 敷 え な いと 信じ て いた 。 
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代 天使 化し た ミト ス 人 
7 フグ が ラテ シ / Yggdrasill 


ぐる 性 別 : 男 多 一 人 称 : 私 
らく ぐう 


oYoLor い OHM 
(rr で ボ 愛 9 人 X 沼 


クル シス の 幹部 ユグドラ シル と し て の ミト ス 。 天使 化 で 手 に 入れ 
た 成人 男子 の 姿 と な り 、 配下 の ユア ン や クラ トス を 威圧 する 高 
慢 な 言動 を 取る 。 指導 者 の 名 に 違わ ぬ 力 を 持ち 、 己 に 仙 な す 
者 に 対し て は 、 た と え 同 胞 の ハー フエ ルフ で を も 容赦 し な い 。 
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@ 「 ボ ク の …… 亡 く な っ た 姉 さ ま の 形見 」 : お 守り 代わ り の 友情 の 証 と し て 、 ジ ー ニ アス に マー テル の 笛 を 託す と き の 、 心 を 開き か けた 言葉 倫 「…… や っ ぱり ? や っ ぱり 信用 で き な 
か っ た ? 正解 だ ね 、 ジ ー ニ アス 。 ボク も お まえ な ん か 信じ て な か っ た よ | : 落と し た 笛 に 正体 を 察し た と は 知ら ず 、 ジー ニア ス の 友情 を 疑い 、 そ の 言葉 を 過 笑 欠 「 姉 さま まで ボク 
を …… 否 定 す る の ? 姉 さ ま が そん な こと 言う は ず な い ……」 : コレ ッ ト の 身体 を 借り て 言葉 を 語る マー テル へ の 綴り と 絶望 


ミ 


・ 大 樹 の 力 掲げ て 


心 を カー ラー ン の 種子 に 眠ら せ た 女 
神 は 、 大 樹 の 祈り を 代弁 する か の よ 
うに 鈴 杖 を 世界 に 掲げ る 。 


ME お を な る GE は 


マー デル ・ ズ グラ シル 


@ 性 別 : 女 移 身長 :173cm 乱 体重 :58kg 
も 出身 : デ リス ・ カ ー ラ ー ン 旬 一 人 称 : 私 


ミト ス の 妨 で 、 古代 大 戦 を 絶 結 に 導い た 英雄 の ひと り 。 放 誠 に 
多大 な 真 点 を し な が ら も ハー フエ ルフ ゆえ に 迫害 され る 現実 
に 、 ぞ れ で も な お 人 々 の 友愛 を 信じ る が 、 人 周 の 裏切り で 償 を 
落と す 。 差 多 の な い 」 共 章 を 話 う 避 填 が ミト ス に 有 解 され 、 子 年 
王 國 の 聞 原 が 生ま れる こと に な っ た 。 どく な っ た 礎 に 精神 が 大 . 
個 カー ラー ン の 種子 に 有り 込ま れ 、 四 子 年 に 渡り 同化 し て いる 。 


ご 8 
孔雀 石 の 輝き に 似 た 、 淡く 優し 神 
聖 な 色 の 髪 。 次 その も の が 豊 衝 と 
繁 と を 約束 する か の よう 。 


・ 鏡 の 中 の 女神 


ーーーーーーーーー ツ ーー ツー ツーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー 一 


魂 の 入れ 物 に な る た め に 。 彼女 は 
エス コー ト \ 女神 マー テル に 似せ て 創 ら れ 、 その 
eee 「 、、 能力 な し と 打ち 棄て られ た 。 
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_・ 形 黄 の 実り 
新緑 の 草木 の 色 は 若 さや 純真 さ の 
象徴 。 そ ん な 髪 の 色 は すなわち 母 
な る 存在 マー テル と も 酷似 する 。 


レン 
『。 
ル 
1 
オ 
コメ 
ワー 
の 
フ 
る 
ア 


も 性 別 : 女 多 一人称: 私 


アル テス タ に が える 正 動 人 大 。 本 来 は マー テル の 問 と し て 設計 
され た も の の 、 疹 纏 を 受け 入れ られ ず 廃 棄 さ れ た 。 ミ トス が 半 つ 
生来 の 優し さ を 示 能 的 に 感じ 破り 、 幼 斐 衣 斐 し く 良 話 を する 。 


シル ヴァ ラン ト と テ セ アラ を 分 所 し 、 旋 衡 を 記 つ 
2 / マナ の 醒 /。 ミト ス の 落 に 巡 ()、 誰 界 で 対 に 
- 
ココ な る 枯 填 局 が 、 マナ の 見 現 と し て 梓 に な っ て () 6 
る 。 契約 に は エル フ の 箇 朋 が 必要 。 の 6 み の 


ググ ジン シン 

@ 分 類 : 精 圭 王 稚 必 性 : 全 一 人 称 : 我 
すべ て の 靖 圭 を 束ね る 靖 圭 子 。 古代 大 埋 奪 、 戦い の 
終結 と マナ を 字 る た め に 一 礎 区 に 奏 寂 を 分 卿 する こと 
を 望ん だ ミト ス の 意志 を 湾 み 、 エタ ー ナ ルソー が だ を 写 え 
た 。 ぞ の 化 、 契約 は 字 ら れず クラ トス の 生 藻 力 を 糧 に 
し て 封 把 され 、 人 の 短 慮 と 身勝手 さ に 失望 する が 、 救 
論 を 奪い 助力 を 炎 め る ロイ がら に 力 を 儲 す 。 
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人 革 こ お Cy 


マク ズ グ ァ 7 ル 


で の で ー 人 ワシ 
空 に 浮か ぶ 短 エグ ザイ ア の 石碑 に 欠 る 分 子 の 精 寺 で 、 ブ リジン ン 必 
と 並び 幼 の 精 填 の 高位 に 座 す る 。 ブリ ジン を も 古 えた 者 の み 
が 、 彼 と 契約 する こと が で きる 。 
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更 分 類 : シ ル ヴ ァ ラ ント の 精霊 

層 性 : 火 逢 一 人 称 : 我 

も セル シウス と 対 を な す 火 の 靖 趣 。 / 奇 人 リエ ッ 人 稚 
に 用 る 。 細 の よう に 大 きく 広がる た て が み を 丼 
ろ 、 災 を 語る に ふさ わし ( 威厳 と 属 褒 を 嫌 え る 。 
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窟 分 類 : シ ル ヴ ァ ラ ント の 精 博識: 人 AESE 移 62 アァ A 


夫 属性 : 風 失 一 人 称 : 私 ( セ フ ィ ー、 フ ィ ア レス )、 ボ ク (ユー ティ ス ) 
バラ クラ フ 王 忘 を 字 る 三 紡 圧 で 、 司 を 語り ノー ム 
と の 対 存在 。 3 人 が ぞ れ ぞ れ 全 、 性 、 計 を 此 え 、 
見 事 な 軍 携 に よっ て 契約 を 望む 者 の 力 を 読 す 。 


いき いで ざ いき で へ \ 


分類: シル ヴァ ラン ト の 精霊 
多層 性 : 風 欠 一 人 称 : 私 


ンタ 商 欠 泉 を る の 靖 圭 で 、 ウォ ルム と 対 を な す 。 
過去 の 失 雄 か ら 契 約 に 毛 込 みす る し ( ) な を 議 し 、 得 
し くも 損 丈 な 誠 る () で 力 を 讐 す 。 


各 分 類 : シ ル ヴ ァ ラ ント の 精霊 
区 属性: 光 区 一 人 称 : 私 
マナ の 字 護 荷 で 論 と な る 交 の 炒 趣 。 賠 の 靖 寺 で 
ある シャ が ウ と 対 を な す 。 パー トム トナー で ある アス 
カカ と と も に 契約 に 応じ 。 プル < る "65 を 食す 。 


cV 坦 山 由佳 


葵 分 類 : シ ル ヴ ァ ラ ント の 精霊 
更 必 性 : 光 投 一 人 称 : 私 


美しい ) 鳥 の 変 を 圭 つ 、 リ ンカ の 未 を 字 る 光 の 疹 填 
で 、 ルナ と 己 シャ ドウ と の 対 存在 。 ルナ の 寿 び 
声 に 応じ て 現われ 、 王 大 な 細 で 項 を 攻撃 する 。 


、 つ を ルル シウス Celsius 


坊 分 類 : テ セア ラ の 精霊 
稚 属性 : 水 提 一 人 称 : 私 


氷 の 神殿 に 有 此 る 氷 を 局 る 精 填 で 、 イフ リー た と 対 
を な す 賠 係 。 クー ル な 件 族 だ が 反 月 し 合う イフ 
リー ト 人 に 対し て だ け な 静 か な 剛志 を 敵 や す 。 


(GO ノー ム 行 nOime 


重 分 類 : テ セア ラ の 精霊 
電 属性 : 土 乱 一 人 称 : 俺 


地 の 宣 左 を 字 る 士 の 靖 填 。 シル フ と 対 を な す 。 モ 
グラ に 似 た 愛 婚 の ある 姿 だ が は 悪い 。 チャ ー ム 
ボイン た の リボ ン な は 互 大 な 前 岩 で も ある 。 


) ヴ チ ルム Y: 


刈 分 類 : テ セア ラ の 精霊 CV 竹本 英史 
利 属性 : 雪 移 一 人 称 : 私 (本 人 の 口 か ら 聞 く 機 会 は な い ) 


ウン ディ ー ネ と 対 を な す 雪 の 精 寺 。 し いな が 過去 
に 契約 に 失敗 し 、 修 劇 を 紹 た 因縁 の 相手 。 人 
の 認識 と は か げ 旋 れ た エネ ルギー 休 の 次 を 苦 つ 。 


() 


(CN シヤ だ ググ Shadow 


窟 分 類 : テ セア ラ の 精霊 

久 必 性 : 聞 乱 一 人 称 : 我 
悦 の 緒 殿 に 用 る 靖 超 で 、 ルナ や アス カ と 対 を な す 
賠 を 語る 。 5 つ に 分 用 され た 力 を 合わ せる こと で 
未来 の 変 と な る 。 し いい な 刀 く / 事務 的 な / 任 族 。 
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TALES OF SYMPHONIA 
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The essence of “TALES OF SYMPHONIA" 


て #LEGS8 O チ BYMPHON1I カ オカ て 旭 LGB O チ BYMPHONI オ て カ LGB O チ SYMPHONI 旭 て 電 LEGB O チ SYMPHON1 電 て 方 LEGS5 OF BYMPHON1 旭 て 旭 LGB O チ BYMPHONI オ て オカ LGSB O チ BYMPHON1I 旭 て 用 LGS O チ SYMPDONI1 旭 て 旭 LGB 〇 チチ 


The essence of TALESOFSYMPHONIA" 


人 @ 既成 概念 へ の 挑戦 


特定 の 宗教 と 関連 づけ る まで も な く 、 我 々 は 子供 の 頃 か 
ら | 天使 」 と いう 言葉 に 、 救い や 神々 し さや 慈愛 な ど と いっ 
た 、 繊細 で 美しい イメ ー ジ と いう も の を 抱い て いる 。 純白 
の 羽根 、 無垢 な 瞳 、 澄ん だ 金髪 。 そ れ は また 公正 さや 正 
義 の 象徴 と も な る の で は な い だ ろ うか 。 

「 テ イル ズ オブ シン フォ ニア 」』( 以 下 「TOS」) で は 物語 
の 序盤 で 、 世界 の 定義 と し て の マー テル 教 の 威光 を くり 返 
し 見 せつ けら れる 。 主人 公 ロ イド た ちの 平和 は 、 世界 の 恵 
み で ある マナ の 枯 渦 が 危ぶま れ て いる 。 し か も 「 人間 牧 
場 」 な る 、 相当 に お ぞ ま し い 響 き を 持つ 非 人 道 的 施設 が 悪 
の 組織 の 中 枢 と し て 、 人 々 を 脅かす 。 し か し 女神 マー テル 
の 教義 は そう し た 世界 を 野放し に は し な い 。 人 の 世に 生 を 
受け た | 神子] コレ ッ ト が 天使 直々 の 命 を 受け 、 「 救 い の 天 
使 ]」 こ な る べく 世界 救済 の 旅 に 臨む 一 一 。 

マー テル の 加護 と いう 大 義 名 分 の 下 、 「 試練 」 は 淡々 と 
コレ ッ ト を 締め 上 げ て ゆく 。 それ を 素直 に 受け 入れ る 彼女 
の ひび た むき さと 献身 が これ で も か と 描か れる こと は 、 何 より 
プレ イヤ ー に ショ ッ ク を 与え 、 どう に か し て 彼女 を 救っ て や 
り た いと 思わ ず に は いら れ な い 。 し か し すべ て の 命 を 委ね 
られ て いる こと を 再三 に 渡っ て 示唆 され 、 作 中 の 登場 人 物 
た ち は 犠 牲 の 上 で 世界 を 救う こと の 重み を 納得 し つつ あ 
り 、 プ レイ ヤー 側が 意義 を 唱え る 余地 は な い 。 と ころ が い 
ざ 、 大 を 突く 塔 に 祈り と 肉体 を 捧げ る 段 に な っ て 、 周 到 に 吊 
り 込 まれ た | 自己 犠牲 の 精神 」、「 女 神 マ ー テ ル の 教え 
が 、 壮 大 な フェ イク だ っ た こと が 明か され る 。 すなわち ひと 
り の 少女 の 死 で まかなう と 見 せ か けた 、 尊大 な [管理 者 の 
思想 」 の 登場 で ある 。 用 意 さ れ て いた 「 天使 」 や [神子 」 や 
「 救 い ] と いう 言葉 か ら 連 想 さ れる 美しい 献身 と 世界 救済 
の 前 提 は 、 ロ イド ら に と っ て も 、 ま た プレ イヤ ー 自 身 に と っ て 
も 、 じ つ は 真っ 赤 な 嘘 だ っ た の だ 。 

前 提 を 裏切る と 言え ば 、 こ うし た 例 も ある 。 

一 般 的 な RPG に お いて 、 物 語 の キー パー ソン と な る ヒロ 
イン は 、 回復 手段 に 長け て いる こと が 多い 。 傷つい た 味方 
メン バー を 救う 役割 は 、 「 癒 し 」 や 「 加 護 」 と いっ た 聖母 的 
イメ ー ジ に 通じ る し 、 ゲ ー ム の シス テム の 面 か ら 考 えて も 、 
戦闘 メン バー の 編成 上 、 不 可 欠 に な る わけ だ か ら 、 存 在 感 
の 主張 と いう 点 で も 理 に 叶っ て いる の だ 。 と ころ が 
「 TOS 」 の ヒロ イン ・ コ レッ ト は どう だ ろう 。 彼女 は 背中 に 羽 
根 を 持つ 「 天使 ] で ある 。 初め て この 作品 に 触れ た プレ イ 
ヤー は 、 彼女 が 「 天使 ] こ な っ た と き 、 そ の 「 天使 術 」( と い 
う 名 前 も また な ん と も 蒸 し く 、 いか に も 思わ せ ぶ り で は な い 
か り で 仲間 た ち に 癒し の 奇跡 を も た ら す こと を 確信 し た は 


ず だ 。 と ころ が 神々 し い 姿 に 高まる 期待 と は 裏腹 に 、 彼 女 
は 近接 戦闘 を 得意 と する 物理 攻撃 に 比重 を 置く キャ ラク 
ター で 、 どこ まで 行っ て も 回 復 の 術 な どこ れ っ ぽ っ ち も 扱 わ 
な い 。 回 復 手段 を 一 切 持 た な い ヒ ロイ ン と いう の は 、 歴代 
「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ に お いて も 、 極 め て 異色 で ある 。 

用 意 さ れ た イメ ー ジ の 打破 、 キャ ラク ター づけ の 首 述 ト 
リッ ク と し て 、 プレ イヤ ー は 思い 込み の 数 々 を 心地 よく 裏 切 


られ る 。「TOS」 は 我々 が 抱く で あろ う 既 成 概念 を こと ご 


と く 破 壊し て 、 そ の 瓦 了 の 上 に 「 世界 再生 」 を 描く の だ 。 


@ | 世界 の 救済 ] と た それぞれ の 正義 


本 作 に お いて 、 登 場 す る キャ ラク ター た ち は 多 く が 何 
ら か の 側面 に お いて 表裏 一 体 の 立場 に あり 、 相 反する 間 
柄 に 翻弄 され る 姿 が 描か れる 。 そ も そ も が 彼ら は 、 互 い 
に 恵み を 奪い 合う ふた つの 世界 の いずれ か に 生ま れ 、 そ 
れ は 各々 に 擁立 され た 神子 と て 例外 で は な く 、 己 の 世界 
の た め に は 相手 側 を 否定 せ ざ る を 得 な い 。 調 われ な く 
差別 を 受け る 種族 と 、 痛 み に 気 づか な いま ま に 差 別 する 
側が あり 、 ある い は 愛す る 人 を 殺め た 罪 に 苦し み 、 身 内 
を 失っ た 者 は 相手 を 赦 そ うと も が く 。 そ し て 旅 の 半ば 
で は 、 彼 ら の 苦悩 を 我々 に も 背負 わせ る か の よう に 、 ひ 
と つの 決定 的 な 選択 が 迫 ら れる 。 大 科 に か けら れ た 両 
者 は 、 ひ と り だ けが 存在 を 許さ れ 、 も う ひ と り は 二度と 
得る こと は 叶わ な い 。 

物語 の クラ イマ ックス は 、 こ うし た 確執 を 生ん だ 張 本 
人 、「 千 年 王国 」 の 思想 を 体現 する 四 千 年 前 の 英雄 ミト 
ス 、 す な わ ち クル シス の 頂点 で ある ミト ス ・ ユ グ ド ラ シ 
ル と の 対 財 で ある 。 世 界 を 分 断 し 隔絶 させ 、 限 られ た 恵 
み を 奪い 合う と いう 二 律 背 反 を 作り 上 げた 、 神 に 匹敵 す 
る 人 物 に 、 ロイ ド た ち は 人 の 意識 の 変革 を 信じ て 挑む 。 
心 を 重ね 合い 共鳴 させ る こと に 、「 世界 の 融合 ] を 叶え 
る 可能 性 を 託す 。 ミ トス の 過ち を 声高 に 批難 する こと 
は 、 彼 ら が 受け た 苦悩 と 苦痛 を も っ て すれ ば 難し いこ と 
で は な い 。 し か し ミト ス ら が 独善 的 な 結 計 に 至る まで 
に は 、 そ れ 相 応 の 理由 が ある 。 人 は 「 表 と 裏 」 の 顔 を 持 
ち 、「 善 に も 悪 に も 」 な れる 。「 涙 を 流し な が ら 、 人 を 殺 
せる 」。 そ こ に は つね に 「 光 と 痢 」 の 「 二 面 性 ] が ある 。 
響き 合う は ず の 音 は 、 わ ず か 半 歩 ずれ る だ け で 、 た ち ま 
ち 不 協和 音 に な る 。 た だ の 綺麗 事 で 済ま せ て 大 団 円 を 
迎え させ て は くれ な い 。「TOS」 と いう 作品 は 、 どこ ま 
で も 我々 に 疑問 を 投げ か け 、 そ の 固定 観念 を 挟 り 続け る 
の で ある 。 
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Story of Tales of Rebirth" 


同 送 づつ 
XN 補 N! 


M111d9H 】0 SIBH 


身体 能力 が 高く 、 超常 の 力 フォ ルス に 恵まれ た ガ ジ ュ 
マ と 、 小 柄 だ が 知 的 能力 に 長け る ヒュ ー マ 。 2 種族 が 共 
存する カレ ギア 王国 で は 、 ガ ジュ マ の 先王 ラド ラス が 崩御 
し た 「 カ レギ ア の 落日 」 を 期 に 異常 事態 が 続発 し 、 両 者 の 
対立 が 深刻 化す る 。 スー ルズ に 住む 青年 ヴェ イグ も 、 こ 
の 影響 で フォ ルス を 暴走 させ 、 幼 な じみ クレ ア を 水 漬け に 
し て し まっ た 。 1 年 の の ち に マオ と ユー ジー ン の 助力 に よ 
り ク レア は 救 わ れる も の の 、 まもなく 国王 直属 の 特殊 部 隊 
| 王 の 盾 」 サ レ と トー マ が 彼女 を 連れ 去る 。 ヴェ イグ は ク 
レア の 救出 を 、 マ オ と ユー ジー ン は 先王 の 娘 ・ 女 王 ア ガー 
テ の 真意 を 知る た め 、 と も に 王 都 を 目指 すこ と に な る 。 し 
か し 先々 に ある 差別 の 光景 に 、 一 行 は 種族 間 の 根深い 対 
立 と いう 、 王 国 が 抱え る 間 題 を 目の当たり に する 。 


メー スニ \ せ で ヽ ふ \ 


ウ グ ク ら 


2 リル シル ルリ ルウ 


ジャ ン ル 


RNN 


人 種 間 ・ 民 族 間 の 対立 や 共存 が テー マ に 掲げ 
られ た 作品 。3 ラ イン て で 奥行 き を 表現 し た リ ニ 
アモ ーション バト ル シ ス テム や 、 フ ォ ル スゲ ー ジ 、 
ラッ シュ ゲー ジ な と 、 新た な 戦闘 シス テム が 積 
極 的 に 導入 され た 意欲 作 で ある 。 


君 が 生 まれ 変わ る RPG 


rebirthLre・birth]:[ 名 ] 再 生 , 復 活 , 蘇 生 , 回 復 , 再 誕 。 「 birth」( 誕 生 ) と , 接 頭 語 の 「re-」( 再 び , あ と に ) の 組み 合わ せ に よる 


へ 

7 

り 
少 の 
女 


国 中 の 娘 を さら っ た アガ ー テ の 目的 は 、 ヒュ ー マ の 娘 と 自 
分 の 肉体 を 和信 れ 替え る こと だ っ た 。 儀式 に よっ て アガ ー テ 
の 容姿 に 変え られ た クレ ア は 、 単身 ヴェ イグ を 追う 。 女王 
の 次 を 借り て 種族 対立 の 無 意 味 さ を 説く 彼女 の 言葉 に 、 
ヴェ イグ は 見 た 目 こ ぞ 違 えど 、 彼 女 こ そ が クレ ア だ と 悟る 。 


Game Package 


PlayStation 


PS2 版 は 静寂 の 中 で こち ら を 見 据え る 、 主 人 公 ヴ ェ イ グ の 精 恒 な 面 差 
し を 大 胆 に 配置 。 歴代 シリーズ の パッ ケー ジ の 中 で も 、 こ れ ほ ど 主 人 
公 の 表情 に クロ ー ズ アッ プ し た デザ イン は 、PS 版 「TOD」 以来 と な る 。 
一 方 の PSP 版 で は ヴェ イグ を 頂点 に 、 パ ー テ ィ メ ン バ ー 6 人 が 一 堂 
に 会 する 構図 。 満 ち て は 欠け 、 再 び 満 ちる 月 を 背景 に し た 情景 は 、 
本 作 の テー マ で ある リバ ー ス 、 す な わ ち 再 記 を 暗示 する か の よう だ 。 


Book 


テイ ルズ オプ ヤス 


ライ か ル マ ヤニ アッ クス 


ALLEGEA 通常 の 攻略 本 の 概念 を 覆す 、「 フ ァ イ ナ ル マ ニ アッ クス カレ ギ 
目 目 目 上 ア 見 開 録 一 ] と 題 され た 書籍 。 イ ラス ト や 写真 を 中 心 に 、 読 み 物 と 
し て 世界 観 及 び 物 語 を 紹介 する コン セプト と な っ て いる 。 美しい 白 
に 映え る 燈 び や か な 印 学 と 銀 で 縁取 られ た 装丁 は 、 古 代 文書 を イ 


メー ジ し た も の 。 再 誕 を 鶴 す る 物語 の 象徴 と も 言え る 一 種族 を 表 わ 


エス コー ト 


す 文 様 が ふた つ 、 色 を 違え る こと な く 打 ち 込 まれ て いる 。 ⑥ rt 


いぶ 傾 
om の [日 


救い 出し た つも り に な っ て いた | クレア 」 は アガ ー テ で 、 
「 ア ガー テ 」 の 姿 を し た 少女 こそ を が クレ ア 。 よう や く ふ た 
り の 真相 を 知り 、 ヴェ イグ は 一 度 は 安 増 する も の の 、 変わ 
り 果 て た クレ ア の 姿 を 受け 入れ る こと が で きず 、 つ い に は 
自分 の 弱 さ に フォ ルス を 暴走 させ て し まう 。 し か し 仲間 た 
ちの 献身 的 な 支え と ティ トレ イ の 拳 に よっ て 、 心 を 重んじ る 
こと の 大 切 さ を 改め て 痛感 する ヴェ イグ 。 彼ら は アガ ー 
テ の 儀式 が も た らし た も う ひ と つの 神 根 、 すなわち 聖 獣 王 
の 放っ た 悪し き 思念 で 人 々 の 憎しみ が あお られ 、 と り わ け 
ガ ジ ュ マ が ヒュ ー マ へ の 憎悪 を 剥き 出し に する 混乱 を 収め 
る こと を 故 い 合 う 。 六 聖 獣 の も と を 訪れ 、 課 せら れ た 試 
練 に 向き 合う 彼ら 5 は 、 そ れ ぞ れ が 内 に 抱え 続け た 苦悩 や 
弱 さ を 克服 し 、 聖 獣 た ちの 力 を 授かる 。 


負 
と の 3 
の 感 5 
wl> に 所 内 
上 
い s 1 
時 すでに 遅く 、 負 の 感情 は 実体 化し 、 聖 獣 王 ゲ オル ギア 詳 


ス を も 圧倒 する 、 世界 を 破壊 する 存在 ユリ ス が 降臨 する 。 
し か し ヴェ イグ た ちの 想い は 対立 を 越え て 人 々 の 心 を 動か 
し 、 彼ら を 後押し する 力 と な る 。 ヒト が 結ぶ 絆 の 強 さ を 力 に 
変え て 、 ヴ ェ イ グ ら は ユリ ス と の 戦い に 挑む 。 


ペー ラ > こ NN ふき さい 


ヽ G ぷ 


1 V 中 H 由 | L 日 れ g b 6 の g 
/ 例 い 
を 人 の ス リム 、 
タイ トル ⑨ 


も 種族 : と ヒューマ @ 人 性 別 : 男 も 年 齢 :18 歳 @ 身長 :183cm 体重 :71kg 
で 出身: スー ルズ ‥ 職業 : 剣 士 @ 初期 称号 : 笑 顔 を 失っ つた 青年 抱 フォ ルス : 水 移 一 人 称 : オ レ 


・ 長 く 編 む 銀 茶 の 
ーー 大 剣 を 軽々 と 振れ ば 、 刀 身 の 輝き 
シン ンー に 合わ せ て 銀 の 三 つ 編 み も 揺れ 
ジン ーー る 。 誰 も が 息 を 飲む 、 そ の 美しき 。 


・ 罪 深 ぎ 手 

氷 の フォ ルス を 発現 する 手 。 彼 に 
と っ て は 、 か つて クレ ア を 氷 漬け に し 
た 、 重 き 十字 架 で ある 。 


エス コー ト 
タイ トル 


・ 蒼 月 石 の お 守り 

ーー 誕生 日 に クレ ア か ら も ら っ た 、 お 守り 
の よう な 石 。 月 の 周期 に 合わ せ て 、 
満ち 欠け する 希少 な も の 。 


Mided 』o selpl 


頑 の 妨 計 スー ルズ に 暮らす 青 企 全 士 。 記 親 を くし て 
効 な じみ の クレ ア の 家 に 5/ き 胡 ら れ 、 家 族 局 然 に 育て ら 
妨 た 。 / ラ が ラス の 湊 万 / の 影 絡 で 且 常 め た 漁 の フォ ル 
ス の カカ で クレ ア を 区 漬け こし て し まい 心 を 記 ざ す が 、 内 
に は 薇 い ) 夏 半 感 を 砂 め る 。 マナ や テー ジー ン と 英 賠 し 、 
さら われ た 彼女 を 救う 旅 に 訪 る も の の 、 ぞ の 身 を 案じ る 
あま り に を 失い 、 巡 () に 誰 わ れる 。 


バー スニ AA で ふ \ 


て つい た 水 が 潜 ける と き 


口 を 義 ざ し 、 感 情 を 押し 殺し て 、 ク レア の も と を た だ 目指 し て いた 。 手 を 
取り 合い 励ま し 合い 助け 合う は ず の 仲間 に 囲ま れ な が ら 、 ひ と り 急 いて いた 。 
クレ ア 。「 ラ ドラ ス の 落日 ] に 与え られ た 望ま ぬ 力 で 傷つけ 、 そ し て 今 また 帝 
都 に 連れ 去ら れ て し まっ た 、 い た いけ な 幼 な じみ 。 彼女 に 不幸 を 背負 わせ た 
1 年 前 か ら 、 ヴェイ グ は 皆 に 恐れ られ 、 自 分 で も 笑う こと を 忘れ た 。 願う の は 
た だ 彼女 の 身 に 降り か か る 火の粉 を 払い 、 安 ら か な 幸福 を 捧げ る こと 。 そ の 
た め に の 身 を 滅ぼそ うと も 、 た め ら いな どか けら さえ な か っ た 。 

水 は 准 たく 、 邊 黙 だ 。 心 を 閉ざさ せ ば 、 強 固 で 、 愚 直 で いら れ た 。 す べ て 
の 秒 念 を 断ち 、 ク レア を 救う 未来 だ け を 描い て 、 盲 目的 に 歩い た 。 け れ ど 
ひと た び 心 が 描 らい だ と き 、 堅く 替 っ た は ず の 想い は 、 生 ぬる く 溶 け 出し て 
足元 を 濡らし 、 肌 に ま と わ り つ い て 、 彼 を 絡め 取る 。 

困難 の 果て に 取り 戻し た は ず の 大 切な 彼女 。 し か し その 姿 は 以前 の それ 
と は 似 て も 似つか ぬ 、 ガ ジュ マ の 女王 に 成り 果て て いた 。 愛 お し い 金 の 巻き 
毛 も 、 白く 柔らか い 指 も 、 その 名 残さ えな い 。 わ か っ て いる 。 こ れ は クレ ア だ 。 
幼い 頃 か ら 何より 大 切 に 守っ て きた 、 命 に も 勝る 存在 だ 。 な の に 駆け 寄る 足 
は ほん の わずか に うろ た える 。 瞳 を の ぞ く の が 恐い 。 見 た 目 な ど 、 種 族 な ど 、 
気 に 留 め た こと な ど 一 度 も な か っ た の に 一 一 。 

振り 払え な い 迷 い に 焦 り 、 罪 悪 感 に 一 層 追 い 詰め られ 、 抱 え 込 ん だ 不安 
は あふ れ 出 て 、 つ い に フ ォ ル ス を 暴走 させ 、 ヴ ェ イ グ の 心 を ず た ず た に し た 。 

村 で 罪 の 意識 に 茜 ま れ て いた 頃 な ら 、 き っ と そう し て 力 に 飲ま れ 、 凍 て つ 
いた 氷 に 身 を 滅ぼし て いた 。 け れ ど 顧み る こと の な か っ た 彼 の 横 に は 、 今 や 
それ を 力ずく で 止め る 仲間 が 、 ち ゃ ん と 立っ て いた 。 や みく も に 走り 続け る 背 
中 を 、 黙 っ て 追い 守っ て いた 。 浴 や や か な 態度 に 秘め た 熱い 想い を 、 信 じ 
支え て くれ て いた 。 彼 の 一 途 さ と クレ ア の 強 さ と が 、 立場 も 種族 も 超え て 、 
か けが え の な い 友 た ち を 授け て くれ た 。 

痛む 類 に ヴェ イグ は 知る 。 言葉 の 力 を 。 繋ぐ 手 の 温もり を 。 すべ て の 「 ヒ ト 」 
の 絆 を 。 そ し て 久しく 忘れ て いた 想い を 伝え る すべ を 、 堅 く 結 ば れ た 口元 に 、 
ぎこちなく 取り 戻し た 。 

温か さ に 触れ 、 水 へ と 還 り ゆく 氷 。 そ れ は 見 て くれ こそ 不 格 好 だ が 、 キラ 
キラ と 光り 和 締 い て 、 多 彩 な 表情 を 見 せ て いた 。 


Ce で マ …… ざ で Y 


ぐ で と ざさ いり! 四 人 計り 0 とき へ 0 州 …… 
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何 も 違 わな い そし て 、 あん だ に も …… 


ハー ラニ ひき で さ ヘ ユ 


@ | オレ に と っ て は そん な 事 は どう で も いい 。 クレ ア を 取り 戻す だ け だ 」 : スー ルズ を 旅 出 つ 際 、 王 の 盾 を 気 に す は る ユー ジー ン に 言い 放っ た 言葉 代 「 ク レア …… ク レア な ん だ な 
公開 処刑 前 の 演説 で アガ ー テ の 姿 を し た クレ ア に 気づき 、 彼女 を 救い 出し た 際 の 声 か け 氏 「…… ま っ すぐ に あい つ を 見 られ な いん だ 」 : ミナ ー ル 海岸 で ティ トレ イ と 殴り 合っ た 末 、 つ 
い に 吐 き 出し た 本 音信 「 何 も 違わ な い 」』 : ミル ハウ スト と の 最終 決闘 の あと に 口 に し た 提言 


や 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゅ 


も 出身 デス ー ル ズ 欠 初期 称号 : 村 娘 移 一 人 称 : 私 


・ 秘 め た 強 ざ 
華 著 な 体つき か ら は 想像 で き な い 
ほど 、 強 い 心 を 持つ 彼女 。 た と え 姿 
が 別 の ヒト と 入れ 替わっ た と し て も 。 


エス コ ゴート 
タ ィ トル ゆ 


・ 可 憐 に 攻 る 強 ぎ 花 

剣 も 仙 か ず 術 も 知ら ず 、 戦 いと は 無 
縁 の た だ の 町 娘 。 け れ ど 誰 を も 助 
ける 優し ょ こそ が 、 彼 女 の 力 。 
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人 佐奈 あふ れる 両 親 の 手 で 大 幼 に 育て られ た 、 ウェ イグ 
の 幼なじみ 。 砂 人 を 皿 () や る 途 し いい 心 を 圭 ち 、 スー ルズ 
で も 評 券 の 妙 量 よし だ が 、 ぞ の た め に た 符 務 部 万 / 王 の 
大 / に 月 を つけ られ 、 ガ ジュ マ の 女王 アガ ー テ と 肉 伏 を 
入れ 堆 え られ て し まう 。 本 来 の 変 を な くし て も ウェ イグ 
の 助け を 大 ひじ 、 ま た 内 欠 に 満ち る 人 々 の 対立 を な く ぞ う 
と ひと り 蒼 廊 す る 、 拍 丈 な 少女 。 


ハー ラン ニ いひ 和信 そ へ 人 \ 


@ 種族 : ヒ ュー マ @ 性 別 : 女 性 @ 年 齢 :17 歳 @ 身長 :163cm 多 体重 :45kg 


・ 愛 で る 心 
花 が 好き な 優し い 少女 。 美しい 何 
か を 愛でる と いう 心 に 、 地位 や 種族 
の 境界 な ど あ り は し な い 。 


・ て atcs of Kebtrt?b・ 


みん な の 気持 ち は 同じ だ か ら 


今 、 こ と に 璧 は ある けれ ど 、 
あな た と 私 は 同じ 気持 ち を 感じ る 事 が で きる 


私 、 思 うん で す 。 
ヒト が ヒト を 好き に な る の に 、 見 た 目 っ て そん な に 大 事 な こ と じゃ な い は ず 。 私 の 両親 
暗闇 の 洞窟 の 中 で 出会い 、 お 互い を 好き に な り 、 結 婚 し まし た 。 ふた り が その と 
き 触 れ た の は 、 相 手 の 見 た 目 が か っ こい いと か 綺麗 だ と か 、 姿 か た ちの こと じゃ な く て 、 
た だ 、 お ちち い が 感じ る 想い だ け 。 誰か を 想い 愛す る と き に いち ば ん 大 切な の は 、 き っ 
と 心 で す 。 
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私 、 思 うん で す 。 

誰 だ っ て ふと し た 瞬間 に 、 孤 独 を 感じ ます 。 置か れ た 境遇 に 、 言 いよ う の な い 人 不安 
を 覚え る こと だ っ て あり ます 。 私 も 突然 、 幸せ だ っ た 日 常 を 奪わ れ て 、 と て も 辛かっ た 。 
故郷 の 山々 を 、 優 し い 両親 を 、 大 切な 人 を 、 思 い 返 さ な い 時 間 は な か っ た 。 で も 、 
どん な に 硝 く 離れ て いて も 、 運命 が お い を 引き 裂 い て も 、 気持 ち は 感 じ 合 える ん で す 。 
寂し く な い 、 ひ と り ぼ っ ち じ ゃ な いん だ っ て 、 信じ られ る ん で す 。 
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/ ハ び 宴 財 燈 テト oglQ ぐ U7 頭 邊 誠 0 は は 


rr で HIS③ よ ご 
08 史 


OCG…ーO 党 さき 


私 、 思 うん で す . 
| 姿 は 違っ て も 、 私 た ち が 感 じ る 心 に 、 区 別 な ん て な い 。 楽し いと き は 笑い 、 悲 し い 
2 と き に は 涙 を 流し ます 。 痛み を 感じ 、 胸 を 躍ら せ 、 と き に は 叶え た い 想 い の た め に 叫び 
わ が ます 。 誰 か に 親切 に し て も ら っ た こと を 素直 に 嬉し く 思い 、 黄 色 の 夕焼け に わけ も な く 
本 感激 し て 、 当 解け の 水 を 手 を 取り 合っ て 喜び ます 。 その 気持 ち に 、 生 まれ も 種族 も 関 
選 係 な い 。 だから 、 こ う 考 えら れ ま せん か ? 
0 


[身体 な ん て 、 ヒ ト の 心 を 入れ る た め の た だ の 入れ 物 で し か な い 。 も し 種族 と いう も の 
が ある の な ら 、 私 た ち は ガ ジュ マ で も ヒュ ー マ で も な く 、 大 地 に 計 き る 「 ヒ ト 」 と いう ひと 


@ クレ ア の ペッ ト 
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Sa つの 種族 な ん だ っ て 」 
c 種族 : ノ ー スタ リア ケ ナ ガ リス 
つ 性別: 不明 
クレ ア が 飼う マフ マフ と 呼ば れる 私 が 生ま れ 育 っ た 村 に 満ち ある 、 ビ ー チ バイ の 香り を 知っ て ほし い 。 お ば さん の 家 の か 
小動物 。 正式 名 称 は ノー スタ リ まどか ら 、 甘く て 香ばし い 匂 い が 広 が る た びに 、 ヒ ュー マ も ガ ジ ュ マ も な く 、 みん な が 集 
ア ケ ナ ガリ ス 。 アガ ー テ の 姿 に まっ て 「 美 味 し い 」 っ て 食べ る 姿 を 見 て ほし い 。 一 度目 を 閉じ て みて くだ さい 。 心 の 扉 


2 な っ た クレ ア の 正体 を 察し 、 彼 を 解き 放っ て 、 美 味 し い ビ ー チ バイ の 味 を 噛み 締め て みて くだ さい 。……・ どう で する の が? 
女 と ヴェ イグ の 再会 を 叶え る 。 
ーー 「 あ な た の 美味 し いと 感じ る 心 に 、 種 族 は あり ます か ?」 


ハー スニ ひき させ 


@ | 今 、 こ こ に 壁 は ある けれ ど 、 あな た と 私 は 同じ 気持 ち を 感じ る 事 が で きる 」 : 王 の 盾 に 閉じ 込め られ て え る 人 た ち を 励ま す 優し い 心配 り 豊 「 だ か ら 、 私 は 思う ん で す 。 ヒト は 
姿 で は な く 、 心 を 好き に な る も の だ っ て 」 : アガ ー テ と 調 見 し た 際 に 語っ た 、 ク レア の 価値 観 倫 「…… 痛 み を 恐れ て いて は 、 自分 が 本 当 に 欲し いも の な ん て 手 に 入ら な いわ 」 : 母親 
と の 対面 を 路 踏 う ヒ ル ダ を 、 平手 打ち し て の 叱責 但 「 こ れ か ら も …… 同 じ で し ょ ?」 : ヴェ イグ と また 泣き 笑い を と も に で きる …… そ れ は 、 今 ま で と 何 も 変わ ら な いと いう こと の 再 認 識 


マザー シッ プ 
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の 乱 種族 :/ ヒ ュー マ 欠 性 別 : 男 欠 年齢:13 歳 (外見 ) 移 身長 :153cm 移 体重:38kg 
ン 重 出身 : 不 明 乱 初期 称号 : 術 使い 区 フォ ルス : 炎 抱 一 人 称 : ボ ク 


・ 髪 の 毛 の 歌 
真っ 赤 、 真 っ 赤 、 真 っ 赤 な 髪 の も も ) ーー 
つや つや 、 さ ー ら さら 一 と っ て も 
キレ で じ よ の 


・ ジ ャ ケッ ト の 歌 
ビシ ッ ! と キメ て る ジャ ケッ ト は 一 
戦士 の 身 だ し 一 な み ー ティ トレ 
イー、 き みる も 見 習 え ば ー 


・ ト ンプ ブ ァ ー の 歌 ング 
トン ・ ト ン ・ ト ン フ ァ ー ボー ク の ト 
ン フ ァ ー) 軽い ゾ ! 強い ゾ ! 
カー ッ コ いい ゾー ! 
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の 
@ 
ー ト 
の 
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古代 カレ ギア 語 で / 無 / の 名 を 療 つ 、 元 / 王 の 慎 / の 導 
誠 使 )。 婦 の よう に 慕う アー ジー ン と と も に 部 太 を 攻 
け 、 を 襲う 異変 や 新 女 子 ア ガー テ の 真意 を 探る べく 旅 
を する 。 / ラ だ ラス の 沙 右 / で フォ ルス を 曖 送 させ 記 億 を 
失っ た と され る が 、 じ つば な 変 の 届 獣 フェ ニア が 生み 謙 し 
た 存在 。 た だ し 彼 自 身 ば は 月 分 の 生 を 知ら ず 、 旅 を 通 
し て 過去 を 見 つけ よう と し て 0) る 。 


ハー スニ い ユ で へ ヘ \ 
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無 王 の 命 が 見 る も の 


マオ の 「 す べ て 」 は ユー ジー ン と の 出会い か ら 始 まっ た 。 気づい た と き 、 
そこ に あっ た の は 、 周 囲 を 取り 囲む 炎 。 ひと り っ き り 。 熱 と 聞 の ほか に は 
何 も な い 。 こ こ は ど こ ? お 父さん や お 母さん は ? お うち は ? 友だち は ? 
うう ん 、 それ より も っ と 困っ た こと 。「 ボ ク 」 は 「 何 」 な の ? 


大 切な の は 過去 じゃ な い 。 未来 だ !! 


抜け 落ち た 記憶 を 取り 戻す こと の な いま ま 、 マオ は 「 王 の 盾 ] の ユー ジー 0 :・ な ん て 不 


ン に 引き 取ら れ 、 ほ ど な く 彼 を か けが え の な い 信介 と 悟り 、 慈 悲 深 い 手 の 
中 に 居場所 を 得 て 、 や が て 城壁 の 向こう に 落ち 延び 、 見 覚え の な い 「 世界] 
を 知っ た 。 

同じ 言葉 を 操る ヒト 同士 が 省 う 。 姿 か た ちの 違う 種族 同士 が 対立 し 、 
憎しみ が 連鎖 する 。 思い の 数 だ け 正 義 が あり 、 理不尽 が あり 、 悲 劇 が あっ 
た 。 それ ら を じっと 眺め 、 善 悪 を 見 つめ た 。 過去 も し が ら み も 偏見 も な い 
マオ に は 、 ユ ー ジ ー ン と と も に 目 を 凝ら す ヒ ト の 世 は 、 暖 き と 不可 解 と が 人 
り 交 じ る 、 複雑 怪奇 な も の で ある と 同時 に 、 それ こそ が ヒト らし さ に も 思え た 。 
そし て 不条理 と し が ら み と を つぶ さ に 見 つめ な が ら 、 彼 は そう し た ヒト の 運 
鎖 の 中 に た だ ひと り 、 在 る べき 存在 で は な か っ た 。 炎 の 中 で 生ま れ た 少年 。 
聖 環 た ち が ヒ ト を 知る た め に 生み 出し た 、 ヒ ト に 似せ た ヒト な ら ざ り し モノ 。 
それ が 「 マ オ 」 の 正体 。 

誰か に 話し た ら 、 と た ん に 同情 され そう な ドラ マチ ッ ク な 境遇 を 、 け れ ど 
マオ は 知ら され た と ころ で 、 別 段 不 幸 に は 思わ な か っ た 。 母 た る 聖 獣 フェ 
ニア が いて 、 父 の よう に 支え を て くれ る ユー ジー ン が いて 、 笑 い 合え る 仲間 
が いる 。 聖 獣 た ちの 目 と な り 耳 と な り 、 ヒ ト の 世界 を 知る の が 自分 に 与え ら 
れ た 役割 な ら 、 それ は 彼ら と と も に 過ごす 中 で 十分 に 叶え られ て いた し 、 
思い 出す べき 過去 が そもそも な い の な ら 、 あ と は 無限 に 続く 未来 を 楽し む 
だ け だ っ た 。 

仮 初 め の 父 が 与え て くれ た 「 マ オ 」 と いう 名 前 。 それ は 古い 言葉 で 「 無 」 
を 意味 する と いう 。 美しい 名 の と お り に 、 彼 は 何 に も 東 縛 さ れず 、 無 邪気 
に 世界 を 思い 描き 、 追 い 求め る 。 その 稼 れ の な い 存 在 は 、 王 国 を 飲み 
込ん だ 災厄 に 立ち 向かう ヒト に と っ て の 、 罪 も 希望 も 映し 出す 、 嘘 偽り の 
許さ れ ぬ 、 澄 ん だ 鏡 で あっ た 。 


・ て atcs of Kcbtrtb・ 
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じゃ あ 、 今 回 も 大 丈夫 だ ネ 。 
と つ (C の の な 。、 ユー ンコ ツジ ツ M 00000 うつ 00 


ハー スニ \A で ふ \ 


@ [大 切な の は 過去 じゃ な い 。 未来 だ !!…… な ん て ネ 」 : 記憶 衰 失 と いう 不幸 を 告白 し つつ も 、 前 向き に 生き る 信念 倫 「 ユ ー ジ ー ン が いな く な っ ちゃ っ た ら ど うし よう か と 思っ た ん だ 
か ら ヒュ ー マ へ の 憎悪 を 剥き 出し に する ユー ジー ン が 正気 に 戻り 、 安 培 但 「 う まく 言え な いけ ど …… 正 体 が わか っ て も 、 ボク は ボク の コト を ボク だ っ て 思う し ……」 : 自分 と は 何 
か と 尋ね た フェ ニア の 、 マオ な り の 答え 念じ ゃ あ 、 今回 も 大 丈夫 だ ネ 。 だ っ て みん な 、 ユー ジー ン 以 上 の 怖がり ば っ か り だ も ん | : 最終 決戦 を 前 に ユー ジー ン に 向け た 励ま し 


ツ ME 6 お ae まま しれ ま 0 
9 ゆ eee い 
イー ジー ン ・ ガ ラル が 


や 種族 : ガ ジュ マ も 性別: 男 で 年齢 :40 歳 で 身長 :193cm 体重 :108kg 
や 出身 : 不 明 欠 職業 : 槍 戦士 @ 初期 称号 : カ レギ ア の 黒 釣 欠 フォ ルス : 鋼 欠 一 人 称 : 俺 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆあ 


・ 韓 士 の 筐 だ し な みあ 
大 人 の 男 と し て の 身だしなみ に 気 
を 配る ユー ジー ン 。 自 慢 の 弁 身 に 


も 、 さり 気 な し * ア クセ サリ ー。 


*・ 田 猛 な 鎧 。 
^ 大柄 な ユー ジー ン の 身体 を 守る 鋼 
の 鎧 。 流線型 の フォ ルム と 、 着衣 
に 合わ せ た 文 様 が 華やか だ 。 


エス コー ト 
タイ トル 人 あ 


、* ガ ジ ュ マ た る 証 


ガン ュ マ で ある こと を 物語 る 
着衣 し て いる あたり 、 オ シャ レ へ の こ 
だ わり は 相当 な も の 。 


HideH JO0 Solel 


先 二 ラ ドラ ス の 誠 聞 を 勝ち 得 た / の 盾 / の 元 太 長 。 鍋 の フォ ルス の 能力 者 
で 、 カ ジュ マ 最 高湯 十 と も 語ら れる 有 起 盟 か ら 、/ カレ ギア の 黒 先 / と 邦 ば れ 
る 。 親友 で ある ドク ター・ バ ー ス 殺害 の 容 緯 を か けら れ 軍 を 追 如 され る が 、 ぞ 
の 六 長 に ある / ラ が ラス の 閣 右 / や 軍 の 夏 覆 な 動き を 察し 、 マ ナ と と も に 夏 粘 を 
擦る 。 人 若者 で 各 ら れ 、 軍 を 去っ た 今 も 彼 を 慕う 者 は 多い 。 


ムー スニ NA 入 で へ ふ \ 


る ン 


・ て atcs of Kbtrtb・ 


SS ググ か 


@⑤ ダイ トル 


俺 は 重い 罪 を 犯し た 
MGLS DAM 


立場 の ある 者 が 胸中 を 語る こと は 難し い 。 そ の 言葉 ひと つ ひ と つが 、 と き に 思い も か け な い 


心 を さら け 出 し て 、 よかっ た の だ 。 彼 が いる の は 、 陰謀 渦巻 き 不 幸 が 生ま れる 宮廷 で は な く 、 
泥 邊 くも 命 に 満ち た 空 の 下 だ っ た 。 彼 が 感じ る べき は 軍人 の 肩書 き で は な く 、 友 と 想い を 分 か 
ち 合 うこ と の 重み だ っ た 。 

ひたすら に 研 鐘 の 道 を 歩い て きた 。 そ し て この 先 に は 、 同じ 弱 さ を 抱え た 仲間 と と も に 、 と 
き に 肩 を 寄せ 合う すべ を 、 天 蔵 の 黒 絢 は 知 ろ うと し て いた 。 


人 人 の 波紋 を 起こ す 。「 王 の 盾 」 の 隊長 で ある な ら な お さら 、 規 範 と を る べく どっ し り と 構え 、 落 ち 着 
2 と Sa き 払い 、 聡 明 で ある こと が 求め られ た 。 そ し て 軍人 た る 思 義 も 、 命 合 へ の 服従 も 。 己 を 律する 
軌 R 3 さま ざま な し が ら み に 、 彼 は 愚直 な ほど に 誇り 高く 向き 合っ た 。 
え まま の ち に 蜂 劣 な 罠 だ と 知っ た 、 国王 殺害 を 告白 する 親友 を 斬っ た 罪 さえ 、 弁解 ひと つ し な か っ た 。 
3 * 甘んじ て 負 を 受け た 。 軍 を 追わ れ す べ て を 失っ た 。 王 国 の 外 に は すでに ガ ジ ュ マ へ の 括 害 が 
ンー < あり 、 亡 き 友 の 娘 だ と 名 乗る 可憐 な 少女 が 、 呪 赴 を 唱え 身 の 元 ほど も ある 鍋 枕 を 振り か ざし て 
征 計 あ 供 彼 を 責め た 。 あ ら ゆ る 理不尽 が 高潔 な 男 を 追い 立て 、 生 き 様 も 、 生 きる 意味 さえ も 否定 し た 。 
が の と ユー ジー ン は それ で も 、 己 を 己 で あら し め る 信念 と 和 特 と を 、 決 し て 手 放 そ うと は し な か っ た 。 
NeD 訟 CE 自分 の 血 で 吐 が 止む と いう の な ら 、 死 さえ 臓 わ な か っ た 。 し か し 時 っ た 聖 獣 王 の 思念 は そう 
っ の し た 気 高 き を あざ 笑い 、 他 の ガ ジ ュ マ た ちと 同じ よう に 、 心 を 恨み と 憎しみ で あふ れん ば か り に 
id は 件 緒 満た し て ゆく 
(まっ me 8 
か の に 走 馬 燈 の よう に 巡る 不条理 。 許 され な か っ た 涙 。 そし て 理解 され る こと を 放棄 し た 、 途 方 も 
の 真 を な い 和 孤独 。 ゲ オル ギア ス に 播 さ ぶら れ 、 噴 き 出 す 暗黒 の 感情 に 、 彼 は 獣 の 奈落 を の ぞ く ま で 
1 実 に 己 を 見 失う 。 だ が 最後 の 一 歩 で [ヒト 」 に 押し 止め た の は 、 彼 が その 良心 に 従い 守り 続け た 
す 左 小さ な 手 。 そし て 崎 罪 と 再 難 を と 放し て 見 守っ て きた 、 不 器用 で 温か な 仲間 の 声 だ っ た . 
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俺 を 憎め 。 
俺 を 殺す た め に 生き ろ 


ハー スニ ひき で ふせ 


@ 「 俺 は 重い 罪 を 犯し た …… そ れ が すべ て だ ]」 : か つて の 部 下 ワル トゥ に 過去 の 事件 の こと を 詰問 され て な お 、 多く を 語ら ぬ ユ ー ジ ー ン の 返し 「 俺 を 憎め 。 俺 を 殺す た め に 生き ろ ] : 
自分 の 殺害 に 失敗 し 、 悲 嘆 に 暮れ る アニ ー へ の 励ま し 借 「 ア ニー…… 俺 と 一 緒 に 、 あ の 事件 の 真実 を 探 そう ] : ウォ ン テ ィ ガ に よっ て 事件 の あら まし を 知っ た アニ ー と 和解 し 、 と も に ァ ク の グ 
歩む こと を 損 っ た 決意 介 「 私 が ここ まで 来 られ た の は 、 種族 を 超え た 「 絆 | が あっ た か ら で す ] : 試練 を 課 し た ラン ド グ リ ー ズ に 対し 、 ユ ー ジ ー ン が 高らか に 誇っ た 大 切な も の 


マザー シッ プ 


タイ トル 


ハー スニ NN きせ で ふふふ 


ー 
ドリ 
トッ 
に 
に こ ) 
に 1 
つの 
〇 
ど 

義幸 
本 
7 


③⑨ 


SN 1 る 種族 : ヒ ュー マ 天性 別 : 女 多年 齢 :15 歳 移 身 長 :155cm 乱 体重 :40kg 
ノ 宏 出身 : 不 明 欠 職 業 : 法 陣 師 移 初期 称号 : 仙 討ち の 少女 拓 フォ ルス : 雨 移 一 人 称 : わ た し 


高 名 な 話 者 だ クタ ー パ ー ス の ひと り 妨 。 功 偵 か ら 婦 の 英才 oo 

育 を 受け 、 旗 者 を 志 し て (いる 。 本 来 は 教養 深作 し 少女 だ が 、 RS い に じ お その は 
父 が 殺害 され た 衝撃 の あま り 、 犯 人 で ある フー ジー ン の みな ら 和 心 の 大 き さ の 象徴 か 

ず 、 すべ て の ガ ジ ィ マ に 対し て 深い 億 悪 を 學 く よう に な る 。 し か し 

ユー ジー ン の 高潔 さ に 事件 へ の 疑 言 を 覚え 、 彼 の 人 物 余 を 見 李 
め 己 を 見 つめ る た め に 、 彼 ら の 旅 に 局 行 する 。 


・ 幼き 暗 に 宿す も の 
あど け な い 表情 に の ぞ く 幼 さ の 名 
残 。 父 の 仙 を 追う と 朱 い な が ら 、 本 
来 の 彼女 は こん な に も 優し く 強 い 。 


・ ピ ング ク = 女の子 

地 に 陣 を 描く 法 術士 は 足 さ ば きも 
華 豚 な パン ツ ス タイ ル で 。 ピン ク 
を 基調 と し た 色合い で 少女 らし く 。 


N YS ・ て atcs of Rcbtrtb・ な 
= スン 2 うう 』 


の 涙 を 痛 さ に 変え て 


尊 散 を 集め 慈愛 に 満ち 、 誇 り で あっ た 
立派 な 父 。 それ が 「 親 友 ] で も る ガ ジ ュ マ の 男 に 殺さ れ た 
と き 、 幸 補 だ っ た アニ ー の 世界 は 終わ っ た 。 
絶望 と 悲嘆 の 雨 が 彼女 を 包み 、 そ の あと に 訪れ た の は 地獄 の よう な 憎悪 
の 嵐 。 父 を 殺し た 男 が 許せ な い 。 父 を 殺し た 男 と 同じ 種族 は みん な 野 訟 だ 。 復讐 
に 囚われ た 心 は 仙 を 恨む に 留まら ず 、 ガ ジュ マ す べ て を 敵視 する 、 歪 ん だ 強 さ を 身 に つけ 
させ た 。 王 の 慎 ユ ー ジ ー ン 。 カ レギ ア の 黒 動 。 そ う 呼 ば れる 汚 ら わし い 男 を 追い 求め て 、 ア ニー 
は ひと り 過 酷 な 旅 に 出る 。 
な の に どう だ ろう 。 いさ 出会っ た 父 の 仙 は 、 浩 劣 な 罪 を 犯す と は 思え な い 人 格 者 だ っ た 。 そ れ で も 色 
り に 身 を 任せ 、 彼 を 責め 立て な けれ ば 、 自 分 を 保っ て いら れ な か っ た 。 そ し て 凝り 固まっ た 差別 意識 で 、 
罪 の な い ガ ジュ マ の 少年 を 傷つけ た 。 つ い に は 死に か け て いる ヒト を 前 に し な が ら 、 相 手 が ガ ジュ マ だ と い 
うだ け で 、 身 を すく ませ 克 な せ て し まっ た 。 や が て 気づけ ば 、 ず っ と 被害 者 だ と 思っ て いた 自分 こそ が 、 離 に 
も 増し て ヒト を 深く 傷つけ て いた 。 


マザー シッ プ 
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トノ 


父 は 言っ て いた 。「 命 に 色 は な い 」。 


わき まえ て いた は ず の 言葉 を 、 ア ニー は 父 の 死 と 、 仲 間 と の 出会い と 、 突 きつ けら れ た 世界 の 姿 と 自分 
の 愚か さと 、 そ し て 何より 仙 で あっ た ユー ジー ン の 信念 と に 、 よ う や く 思 い 知 ら さ れ た 。 ヒ ト で ある こと に 違 
いな ど な い 。 さまざま な 人 色 に 菜 ま っ て 見 える の は 、 見 る 側 の 自分 が そう 思い 込ん で いる か ら 。 誰 し も が 
持つ 負 の 感情 を 理由 に ヒト を 責め て は いけ な いし 、 誰 で あろ うと も 南 め る 権利 な ど な い 。 そし て 医 
学 を 志す な ら な お の こと 、 す べ て の 命 を 等 し く 守 り 、 救 わな けれ ば な ら な か っ た の だ 。 
悲劇 と は 、 積 み 重 な る も の 。 け れ ど ヒト は ヒト と 出会い 絆 を 深め 合う こと で 、 そ うし た 不 
幸 か ら 立 ち 上 が る こと も で きる 。 復讐 の 抄 い を 父 へ の 祈り に 変え て 、 織 り 上 げ る 雨 
の フォ ルス は 、 彼 女 の 心 を 洗い 流し た 涙 。 和 裳 裾 を 泥 に 菜 め る 泥 光 が 晴れ や 
か な 陽 に 乾い た と き 、 高 い 空 に は 財 し い 虹 が 架かっ た 。 


目 に 見 える も の だ けが 真実 じゃ な いっ て 、 
や っ と 思 える よう に な っ だ ん で す 


トノ 


と 消 …… ン 洗 


…… と 上 0 届 団 TrTCr び 


・ 二 \ と 


MiiIdeH JO seIeL 
935 


 】 

. の: 

eK 
>: も お 。 
あな た の 言う こと は PR : ズ の 
信用 で き な い …… 人 間 ル 
お 父さん を 殺し た と いう は じゃ も り 
その 言葉 さえ …… : 面 : 6 
の 0 が 
ス 


@⑱ [わた し に 近寄ら な いで …… 来 な いで …… 来 な いで ッ !!」 : ガ ジ ュ マ へ の 嫌悪 感 を ぶつ け 、 少年 ・ ミ ー シ ャ を 傷つけ て し まっ た 罪 深 き 言葉 倫 「 あ な た の 言う こと は 信用 で き な い …… 
お 父さん を 殺し た と いう その 言葉 さえ ……」 : ユー ジー ン へ の 憎悪 と 懐疑 が な いま せな 迷い 葵 「…… お 父さん も …… そ の 人 も …… 同 じ 命 で …… 命 に 色 は ……」 : 傷つい た ガ ジ ュ マ が 息 
絶え て か ら 、 父 の 言葉 の 意味 に 気づい た 嘆き 錯 「 目 に 見 える も の だ けが 真実 し じゃ な いっ て 、 や っ と 思え る よう に な っ た ん で す 」 : ウォ ン テ ィ ガ の 試練 に 立ち 向かっ た 、 ア ニー の 成長 
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ディ トレ ア ・ ク リウ 


も 種族 :/ ヒ ュー マ 多 性 別 : 男 多 年 齢 :117 歳 @ 身長 :178cm 金 体重 69kg 
で 出身 : ベ トナ ジャ ンカ て 職業 : 格 闘 弓 士 @ 初期 称号 : 製 鉄工 場 従業 員 多 フォ ルス : 樹 欠 一人称: お れ 


^、、*・ ポ ボサ ポ サ な 髪形 


精 恒 な 顔立ち が 台 な し な ほど に 、 髪 
は ボサ ボサ 。 オ シャレ と は 無縁 な の 
が ティ トレ イ 流 。 


・ 自己流 格闘 術 


接近 戦 で は 拳 、 遠 距 離 で は 弓 を 使 
うと いう 独特 の 戦闘 スタ イル は 、 彼 
な ら で は の も の 。 


・ 男 の 戦闘 服 


樹 の フォ ルス を 想起 させ る 、 全身 緑 
の 出で立ち 。 軽やか な 身 の こ な し 
は 男 を 上 げ る 。 


ペル トナ ジャ ンカ の 製 交 了 場 に 勤務 する 青 邊 。 突 効 廊 の フォ ル 
スズ た 情 覚 め 、 援 走 か ら 救 っ て くれ た ヴェ イグ ら に 央 を 返し 、 さ ら 
われ た 學 セ レー ナ を 皮 り 返す た め に 旅 に 局 行 する 。 明る く 撮 さ 
く で 誰か ら も か れ 、 診 が っ た こと を 放 端 に 嫌う 裏表 の な い 寿 
閣 で 、 と くに 愛す る 妨 の こと に な る と まる で 周り が 見 えな 0)。 
な お あ 料理 好き が 高じ て 、 妃 か に つけ て 星 の 数 で 評 価 し た が る 。 


・ て atcs cf Kebtrtb・ 


SS クト 


み を 超え た お 調子 
レン で Ne 
け 6 気さく で 誰 と で も 仲良 く な れ て 、 と いう 党 全 名 は 、 往々 に し し あ 


っ れ て 「 お 人 好 し 」 で 「 考 えな し 」 を 暗示 も し て いる わけ だ が 、 と も 
CD) か く テ ィ イト レイ は 、 ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ と いう 2 種族 の 垣根 な ど 
59 吉 易 々 と 飛び 越え る 、 楽 天 的 で 鷹揚 な 男 だ っ た 。 大 事 な の は わ 
の kc か り 合 える こと 。 そ し て それ が 無理 な ら 諦め る 前 に 、 と りあ え ず 
時 の 土足 で 踏み 込ん で みる こと 。 単純 で 多分 に 時 苦し く て 、 そ れ 
千 | ) ゆえ に 彼 は 誰か ら も 愛さ れ て いた . 

の 配 そう や っ て 妥 を 割っ て 生き る こと が 当たり 前 だ っ た 男 に は 、 
し し 分 の テリ トリ ー を 越え た 「 世 間 」 と は 、 い か に も 面倒 で こじ れ 


9+ 7 
に | 


偽 
も 
迷 いい 
い 
も 
な 


7 の | た も の だ っ た 。 寝転がっ て 用 を 見 せん ば か り に 懐く 大 好き な ん / 
内 を 「 王 の 盾 」 か ら 取り 返す 旅 は 、 そ れ まで 当たり 前 だ っ た 、 町 
[ ぐる み の 「 伸 睦 ま じい 暮らし 」 が 、 じ つ は 相当 に 特異 だ っ た こ /26 
ィ と を 知ら し め る 。 切っ た 張っ た の 下らない 謙 い 。 努力 で は どう 
な に も で き な い 、 種 族 や 立場 を あげ つら う 言 葉 。 丁寧 な 言葉 で の o コト 
) 相手 を こき 下ろ す 嬢 みや 皮肉 。 故郷 の 町 より も ずっ と 裕福 で 
っ 上 品 で 恵まれ て 見 える 世界 で きえ 、 そ うし た 販 暗 に 満ち て いた . 2 


2 
問 
と 
ブフ 
見 
( 
も 
ね お 
れ 
は 
) 


ヒト と は 内 に 抱え る 弱 さ や 不安 を 、 相 手 に ぶつ け 攻 撃 す る こ 
と で 、 埋 め よ うと し て いる の か ? 自分 も そん な 風 に 押え きれ 
な い 気 持ち を 了 し て いる の か ? だ っ た ら 傷 つけ 合う ん じゃ な 
く て 、 能 さ を さ ら け 出し て 、 支 え 合 える ば いい じゃ な いか 。 お 握 
い に 苦 し い 気 持ち を 伝え 合っ て 、 乗 り 越え れ ば いい じゃ な いか 。 

聖 油 イ ー フ ォ ン の 幻想 を 打ち 破り 、 夢 の 中 の 卑劣 な 姉 を 毅 
然 と 突っ ば ね て 、 ティ トレ イ は 自分 の 生き 様 を 改め て 見 つめ る 。 
ああ そう さ 。 仲間 っ て の は 、 弱 さ を 見 せ て いい 相手 な ん だ 。 
だ か ら お れ だ っ て 、 ふ て 腐れ て 弱音 ば っ か り の あい つの た め 
に 、 正 義 の 鉄拳 の ひと つや ふた つ 、 お ね 見 凶 いし て や ろう じゃ 
な いか と か な ん と か 、 要 は そう いっ た 小 難 し いこ と を 、 慣れ ぬ 
頭 で 彼 な り に 。 

深く 物事 を 考え すぎ な い 性 格 は 、 生 真面目 で 不器用 な ヴェ 
イグ の 相棒 と し て は 、 あ る い は 奇跡 の ご と き 見 事 な 取り 合わ せ 
だ っ た の か も し れ な い 。 図ら ず も 得 た 無 二 の 友 に 、 荒 っ ぼく も 
細やか な 気遣い さえ 見 せな が ら 、 ティト レイ は いつ し か ひと 友 
剥け た 大 人 の 男 へ と 成長 し た 。 

ーー と は いえ 、 彼 が 姉 を 変わ ら ず 江 愛 する の は 、 ま た 別 の 話 。 


さす OU び 莉 湖 otC 画 営 で ま 
ご 


ー サ 
2 


M11Id9H }O SelBI 


お まえ が 死ん で も 、 
お れ が 叩き 起こ す 。 わ が っ た な 


ペー っ こ NN ささ ふ 


@ 「 お れ の 事 な ら 心配 いら な いっ て 。 こう 見 えて も お れ は 、 けっ こう 人 見 知り し な い タ イプ な ん だ !] : ヴェ イグ た ちと と も に 旅 を する 決意 を し た 能 大気 な ひと 言 豊 「 お まえ が 死ん で も 、 
お れ が 叩き 起こ す 。 わか っ た な 」 : 決戦 を 前 に し て 死 を も 覚悟 する ヴェ イグ を 正す 、 熱き 叫び 倫 「 あ あ 、 偽り も 迷い も な い 。 ヒト は みん な 同じ だ 。 気持 ちっ て ヤツ が ! : イー フォ ン 
の 心苦しい 試練 に 立ち 向かい 、 出し た 答え 信 「 苦 し いな ら 苦 し いっ て 言え よ !! つら いん な ら つ らい っ て 言え よ !] : 落ち 込む ヴェ イグ と 浜辺 で 殴り 合い 、 拳 で 語り 合う 男 の 友 情 


や 


手 : 人 、IY で 衝 4 まで 人 な 


エン ど ル ダ ・ ラ ンプ ルン シグ 


タイ トル 
5 】 や 種族 : ハ ー フ の 性別: 女 年 齢 :21 歳 欠 身長 :168cm 体重 :48kg 
ど で 出身 : 不 明 @ 職業 : 術 使い @ 初期 称号 : 占 い 師 @ フォ ルス : 雷 @ 一 人 称 : 私 


・ 外 せ ぬ ター バン 
つね に 被っ て いる 大 き な タ ー バ ン 。 
その 下 に は 、 コ ンプ レッ クス で ある 角 
の 一 部 と 耳 が 隠さ れ て いる 。 


・ 己 の 運命 を 探し て 

気づけ ば 懐 に 抱い て いた カー ド は 、 NN 
占い 師 だ っ た 母 の 形見 。 見 て は い 

け な い 自分 の 未来 を 、 彼 女 は 探す 。 


エス コー ト 
タイ トル 


・ 清 廉 な る 白 の 装い 

ハー フ の 奇跡 が 生ん だ 絶世 の 美貌 ~ 
と 美しい 手足 。 けれ ど そ れ す ら 不幸 

と 覆い 隠し 、 白 の 長 衣 を まとう 。 


NN 


H14!d9H 0 Solel 


ヒュ ー マ の 人 と ガ ジ ュ マ の 友 の 南 に 生ま れ た 
ハー フ 。 代 の 原 か ら 生 (いい 立ち を 理 友 に 迫害 さ 
続け 、 強い コン プレ ックス を 旋 () て いる 。 ハー 
フ め ゆえ の 強力 な フォ ルス を 夏 わ れ / の 盾 / に 身 
を 軒 () て いた が 、 ウェ イク 殺害 の 圧 聞 に 和 失 雄 し た 
こと を 棄 に 、 支 奈 を 重 誠 さ れ 従 わ さ れ て いた こと 
を 効 る と 、/ 王 の 盾 / の 一 人身 ト ー マ へ の 痢 讐 心 か 
ら ウ ェ イ ク ら と 硬 動 を と も に する 。 


ュー スニ いき 込 そ で ふ へ 


て atcs of Kebtrtb・ 


SS 


| 運休 の 輸 」 ( 導 公 

絶望 、 終 わり な き 道 
溢 、 邊 まれ な が ら に 才能 と 絶望 あり 。 

異な る 種族 の 男女 が 生み 出し し 愛 の 結晶 は 、 
類 い 稀 な る 能力 を 秘め た る も 、 
幼く し て 疎 ま れ 茂 ま れ 、 心 は 孤独 の 痢 に 包ま れん 。 
そし て 、 選 が 身体 を 呪 わん 。 


9」「 果 実 」 箇 

は 舟 】 …… 誘惑 、 後 悔 

rw る 激 、 人 迫害 に 疲れ 果て 、 

己 が 存在 の 証 た る 角 を 切り 落し 正体 を 取 く 。 
そし て 悲し き 運命 の 子 よ 、 

流 が 才 を 欲 せ ん と する 悪魔 は 嘱 く 。 

ピロ の 身体 を 望む まま に 変え ん と 。 
安住 の 地 な き 流 、 魔 道 へ と 堕ち ん . 


Pe [「 死 の 使い 」 (正答 軍 


際 | …… 破壊 、 終 
ーー 9 激 、 悪 女 と な り て 、 勇 者 ら の 身体 を 以 て 、 
貴 ま れ ぬ 純潔 な る 身体 を 得 ん と す 。 


但し 、 そ の 希望 は 鈍 色 。 


歌 か れ し そ の 真実 を 知ら ば 、 絶 望 と 基 恥 の 極み に より て 、 


流 の 心 は 雷 神 と な り て 猛 り 狂う だ ろう 。 
この 風 を 鎮め た る は 皮肉 な る か な 、 敵 な り 。 


| % ぁ | 「 死 の 使い 」 ( 位 溝 ) 
し 家 大 いな る 転機 、 再 放 
< 女 住 の 地 な き 、 男 者 と 共に 旅 を せん . 
己 を 央 き し 悪魔 に 復讐 せん が た め 、 
な お 魔道 た らん 友人 を 救 わ ん が た め 。 


新た な る 居場所 、 そ こ は 波 の 身体 を 嘆く 者 な き 楽 園 な り 。 


ハー フ な ん か に …… 生 まれ た く な か っ た …… 


」: 自害 を 止め た ヴェ イグ た ち に 吐い た 、 ハーフ と し て の 苦し い 胸 の 内 亀 「…… 私 …… 一 度 も あの 人 の 事 、 お 母さん っ て 呼ん だ 事 な 
か っ た ……」 : 身 を 反し て まで 娘 を か ば っ た 母親 と の 、 悲し い 和 解 倫 [私 の 身体 は …… 父 と 母 が くれ た この 身体 は …… 私 の 誇り よ ] : ギリ オー ヌ の 試練 で 、 両親 の 愛情 を 痛感 し た ヒ 


【 】 [ハー フ な ん か に CO 生ま れ た く な か っ た …… 


ル ダ の プラ イド 


世界 に 安住 の 地 な し 。 


マザー シッ プ 
@⑤ タイ トル 


の 私 の 一度 や あの 人 の 事 、 
お 母さん っ て 
呼ん だ 事 な か っ だ 


NN 「 所 俳 」 wem 
際 、 償 い 
に 、 力 を 欲 せ ん が た め に 芋 の 元 へ 講 わ ん 
な れ ど 、 そ の 再会 は 悲劇 な り 。 
断ら れ 、 心 許 な く な り 、 戸 惑 い 、 
歩み 寄れ ぬ ま ま に 心 を 色 む 。 
され ど そ の 痛み こそ 、 流 の 切な る 思い の 証 と 知れ 。 


エス コー ト 
⑤ タイ トル 


【 


SINPJPAkek ま こび Ip] 人 


| 衣 | 「 月 | 役 画 

LQ』 …… 好転 の 兆し 、 真 実に 気づく 

3 汐 、 身 を し て 娘 を 旗 い し 母 の 死 を 以 て 、 
その 愛 に 気づく 。 
母 の 命 な く 、 母 と 呼べ ぬ ま ま に 、 
己 の 運命 を 呪う こと な か れ . 


愛情 を 知る 者 よ 。 


M1JId9ed 1o Sele1 


1 「 半 wm 


| 典 1 


…… 恨 し さ 、 母 
| 日 に まみ れ た 道 を 歩み 続け た 悲し き 女 よ 。 
障 れ た る 真実 を 知っ た 女 よ 、 流 に 問う 。 
流 、 い まな お 純血 た る 身体 を 欲す る か 。 
己 が 身体 を 誇れる か 。 


ペー ラ > こ NN ふき さや 


人 


ドー フン NN 
ーッ 3 | も ます 香り ら まで 因 3 
も 5 | リ 
アガ ー デ ・/ ン が プ ブ ガ ム 
マザー シッ プ ⑨ 


ダイ トル 
1 も 種族 : ガ ジュ マ 移 性 別 : 女 移 年齢:20 歳 多 身 長 :165cm 因 体重 :43kg 
ど を 出身 : バ ルカ 欠 職業 : カ レギ ア 王 国王 女 窟 初期 称号 : 女 王 移 フォ ルス : 月 稀 一 人 称 : わ た くし 


・ 女 王 の 証 た る 王 沈 


ハー ト を モチ ー フ に し た 糧 び や か な ーー と ーー ヽ 
王冠 。 カレ ギア 王国 の 女王 た る 風 lk 3 


格 を そこ は か と な く 漂 わせ て 。 


・ 純 白 に 身 を 包ん で 


胸元 に 大 輪 の バラ を あし ら っ た 純白 
の ドレ ス 。 も し も 叶う な ら 夢 見 る 生 
涯 の 暫 い を 、 大 好き な あの 人 と 。 


エス コ ゴート 
タ ィ トル 


・ オ シャ レ は 足元 か ら 

スカ ー ト か ら 露 出し た 脚 に は 装飾 を 
あし ら っ た 上 質 の タイ ツ を 。 女王 な 1 ま 」 リ _ 、 | 
ら で は の 品 の よさ 。 まま プ 


ーー 
リ 
の 
の 
ら 
ーー 
| 
に いり 
| 舞 こ 
P 
本 
Pe 


カレ ギア 了 団 の 先手 ラド ラス の ひと り 頒 に し て 、 現 女 
ぼ 計 人 子 の 突 釣 の 月 卿 で 了 チ 位 を 疲 ぐ が 為政者 と し て 
の 百 覚 に 欠け 、 短大 か ら 豆 を 復 注 させ 、 に チ マ 
の 身 伏 を 得る た め の 儀式 を 雪 り ? っ う て し まう 。 望ん だ 
クレ ア の 肉体 を 手 に 入れ る ちの の 団 を さら な る 混乱 に 


褒 れ 、 当初 は た だ 憩い る が 、 詞 井 の 争 と し て 見 導 を 広 | 
め 、 欠 々 に 女王 と し て の 韻 何 や 合 を 学ん で ゆく >、 | 


ペー ニラ こ NS ふき ささ 


・C て atcs of Kecbtrt?b・ 


マザー シッ プ 
⑨ タイ トル 


か ら だ と りか へ ば や 媛 


あな た は 、 わ た くし が 一 番 欲 し いも の を 
持っ て いる の よ ……!| 


5 ふた つの 種族 が 暮らす 王国 に 、 そ れ は それ は 美しい お 巡 様 が いま し た 。 
事 も 彼女 は 幼い 頃 か ら 大 切 に 育て られ 、 何 不 自由 な く 暮 らし て いま す 。 で も お 姫 
ンー 様 に は 、 大 き な 悩 み が あ り ま し た 。 それ は 大 好き な 将軍 様 と 結婚 で き な い こ 
言 仮 と で す 。 将軍 様 は と て も 凛々 し く お 強 い 方 で 、 お 姫 様 を っ て も いま し た が 、 
肖 MS ふた り は 種族 も 身分 も る 違い ます 。 し か も この 国 で は 、 ふ た つの 種族 の 仲 が あ 
れれ あ まり よく あり ませ ん 。 お姫様 は 自分 の 気持 ち を 胸 に 秘め て 、 つ らい 日 々 を 骨 
に な ご し て いま し た 。 

2 ある 日 、 お 姫 様 は 妙 案 を 思い つき ます 。 王 国 に 伝わる 伝説 の 聖 柚 王 を 呼 
0 び 出 し て 、 将 軍 様 と 同じ 種族 に な ろう と し た の で す 。 そ うし て 国 中 の 綺麗 な 

ヽ 


町 娘 を 集め 、 そ の 中 で も と くに 器量 の よい 娘 を 選び 、 な ん と 身体 を 入れ 替え 
て し まい まし た 。 こ うし て お 姫 様 は 念願 か な っ て 、 将 軍 様 と 同じ 、 細 も 尻尾 
も 大 き な 爪 も な い 、「 ヒ ュー マ 」 と 呼ば れる 種族 に な っ た の で す 。 

と ころ が 、 思い が け な い こと が 起こ り ま し た 。 見 た 目 が すっ か り 変 わっ た お 
姫 様 は 、 国 の 者 に も 大 臣 た ち に も 、 そ し て 肝心 の 将軍 様 に さえ も 、 自 分 だ と 
気づい て も ら え ませ ん 。 冷た く 突 き 放 され 追い 払わ れ た お 娠 様 は 、 行 く あ て 
も な く 国 中 を さま よい まし た 。 そし て この 不気味 な 儀式 の せい で 悪い 魔王 が 
目覚 め 、 ふ た つの 種族 が い が み 合う 様子 を 目 に し ます 。 

自分 の わが まま で 起き た 悲し い 現実 に 、 お 姫 様 は た い へ ん 心 を 痛め ます . 
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事 一 方 で 、 彼 女 と 入れ 替わっ た 町 娘 は 、 種 族 同士 の 争い を 必死 に 止め よう と か 
必 な し て いま し た 。 か つて の 自分 の 姿 を し た 、 け れ ど 自分 より 立派 な 振る 舞い を 、 

ー する 娘 の 様子 に 、 お 姫 様 は 反省 し 、 争い を 止め よう と 一 生 懸 命 に な り まし た . 、 
に の 種族 や 見 た 目 の 違 い に こ だ わる の は 、 お か し な こと だ と 気づい た の で す . g | 
種 で や が て お 巡 様 は 、 田 者 様 と 将軍 様 に 協力 し て 、 い っ し ょ に 魔王 を 倒し まし ぶ = 
族 す た 。 あれ ほど 望ん だ ヒュ ー マ の 姿 を 、 つ い に 決心 し て 娘 に 返し まし た 。 そし 3 
は ね て と うと う 力 尽き て 、 命 を 落と し て し まい ます 。 大 好き な 将軍 様 の 腕 に 抱か 
な * れ て - 一 一 。 けれ ど さ い ご に 、 本 当 の |「 ガ ジュ マ 」 の 姿 で 将軍 様 に 気持 ち を 伝 2 

S えた その お 攻 は 、 誰 より も 美しく 、 幸 せ そ う で し た 。 デ 
い : だ % 
ル 

つ ク お し まい 由 ズ 
i 全 ど 。 K オ 

ア プ 

9 リ 

・ の * ム 
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人 @ | あな た は 、 わた くし が 一 番 欲し いも の を 持っ て いる の よ …… 昌 」 : 立派 な 立 ト も し 仮に あな た が 大 切な 人 に 同じ 事 を 言わ れ た ら …… ど う 
する ?」 : ミル ハウ スト と いっ し ょ に な れ な い 苦 し い 心 境 葵 「…… こ うい う 事 な の で すね 言 言 b に ト 」 : 種族 関係 な く 、 皆 で ビー チ パ イ を 
の 光景 を 見 て の 感想 倫 「 ミ ル ハ ウス ト …… ず っ と …… ょ た の こと …… 好 きだ っ た ……」 : ユリ ス 封 印 に 尽力 し 、 最後 の 力 を 振り 絞っ た アガ ー テ の 今 際 の 告白 


1 


ミル ハウズ ん ・ を ルカ ー ク グ 


種族 : ヒ ュー マ 乱 性 別 : 男 年 齢 :28 歳 多 身 長 :185cm 金 体重:72kg 
職業 : カ レギ ア 王 国 正規 軍 将 軍 鬼 一 人 称 : 私 


・ 宰 か ら の ぞ か せる 顔 

宛 で 顔 の すべ て を 覆う こと は し な 
い 。 それ は 「 傷つけ られ る こと は な 
い 」 と いう 強 さ へ の 自信 。 


・ 威風 堂々 た る 鎧 


正規 軍 を まとめ 上 げ る 手腕 を 誇る 
将軍 。 その 身体 に 纏い し は 、 田 猛 
に し て 堂々 た る 鋼 の 鎧 な り 。 


・ 女 王 よ り 授 か り し 剣 
アガ ー テ か ら 直 々 に 賜っ た 由緒 正 し 
き 剣 。 彼 は この 剣 に か け て 、 王 国 と 
女王 へ の 絶対 忠誠 を 区 う 。 


9H 」0 S8IB1 


カレ ギア 了 司 正規 軍 の 若き 将軍 。 王国 へ の 絶対 釣 な 
門 誠 心 、 請 越し た 剣 炉 、 移 価 な ど が ラド ラス に 認め 
られ 、 考 くし て 将軍 と な っ た 。 選 義 に 生き 、 真 褒 月 な 
灯 謝 で ある こと か ら 、 司 展 と 部 か ら の 誠 預 は 厚い 。 
アカ ー テ と な 秘か に 紛 選 想 愛 な の だ が 、 子 同 に 妃 設 
を 故 う 身 と し て 自分 の 各 圭 ち を 郊 し 殺し て あり 、 ぞ の ご 
と が アガ ー テ の 説 解 を 婦 く 結果 と な っ て し まう 。 


ハー ラニ いせ 入 そ ヘ \ 


・ 王 族 共 通 の 耳 
女王 アガ ー テ と 同じ く 、 猫 科 動 物 の 
よう な 耳 。 大 き さ こそ 違え ど 、 や は り 
王家 の 血筋 を うか が わせ る 。 


マザー シッ プ 
@ ダイ トル 


・ 成 厳 高 き 体 能 

国王 と 呼ぶ に 相応 し い 、 威 厳 の ある 
ガッ チリ と し た 体つき 。 鋭く 猛々 し 
い 眼 光 も まさ に 王者 の 風格 。 


1 二 二 K 二 人 多 ME. 馬 in ddD ) g im 


が ラス ズ ・/ ン が ズム 


の 種族 : ガ ジュ マ 免 性別: 男 欠 年 齢 :60 歳 
の 身長 :186cm 移 体重 :78kg 
る 職業: カレ ギア 王国 先代 国王 で フォ ルス : 月 乱 一 人 称 : 不 明 


カレ ギア 王 司 の 先代 悦子 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 共 左 を 尊 更 
し 、 平和 を 愛し た 人 物 で 、 大 展 か ら も 慕 わ れ て いい た 。 病 和 が も 
と で 為 逝 し た が 、 死 の 目前 に 丘 ら の フォ ルス を 胡 走 させ て し ま 
()、 子 層 に 大 き な 混乱 を 要 く こと に な る 。 


LA 
アー 
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・ 烏 品 溢れ る 仔 ま い 
全体 的 に フォ ー マ ル な 紛 囲 気 で あ 
りな が ら 、 ベ ルト や 足元 の 派手 な カ 
ラー リン グ で 齢 や か さ を 演出 。 


Rs コ 


・ つ ね に 携え て いる ムチ 
ジル バ の 代名詞 と も いえ る ムチ 。 
この ムチ で ポン ポン と 左手 を 叩く 仕 
草 が 、 彼 女 の 癖 で ある 。 


M111d9dH JO SeoIE1 


ka 人 MI < d で w np 


ジル ソノ 『・ マデ ィ ガ ン 


葛 種族 : ガ ジュ マ 乱 性 別 : 5 年 齢 :37 歳 
乱 身長 :175cm 乱 体重 :5 
乱 職業 : カレ ギア 王国 玉 婦 側近 る フォ ルス : 月 移 一 人 称 : 私 


早く に 三 親 を た くし た アガ ー テ に ずっ と 全 え て (る 伯 近 で 、 彼女 
の 乳母 で も あり 教 訪 で も ある 。 アガ ー テ が 王女 に 即位 し て か 
ら な ば 、 司 政 な ど を 一 手 に 休 女 っ て いる 。 し か し 、 実 訂 の と ころ 
は 族 端 な カジ ィ マ 所 た 衝 族 主義 者 。 


ペー っ > こ NN へ き さ ふ 


⑪⑰ ヽ Q> 


契 星 と は 、 カ レギ ア 同 王 門 局部 長 で ある / の 


慎 / の 史 で も 、 牙 び 衣 / ナ けた フォ ルス 能力 を 丼 っ た 

に もい 志 の 4 

筆 根 許 4 名 の こと 。 実質 的 に は 動産 長 の よう 
2 イ fh ル 。 全 な も の で 、 ス タン が フレイ ち も 旧 立つ 。 


・ 血 の 気 の な い 冷 酷 な 表情 

心中 の 陰険 さ が に じみ 出る 温か み ーー 
を 感じ な い 表情 。 他 人 の 苦痛 を 有 眺 ここ 
め る と き に こそ 、 卑 し く 敏 笑 む 。 


ラド ラス 王 か ら 下 賜 さ れ た 武器 。 こ 
の レイ ビア に より 、 罪 の な い 数 多く 
の 人 々 の 笑顔 が 奪わ れ て きた 。 


も 種族 : ヒ ュー マ の 性別: 男 で 年齢:24 歳 
も 身長 :169cm 乱 体重 :54kg 

も 職業 : 王 の 盾 ・ 四 星 移 フォ ルス : 嵐 抱 一 人 称 : 僕 
ヒュー マ で あり な が ら 、 ラ が ラス の 沙 刀 必勝 か ら 刻 の フォ ルス に 
月 覚め て いた 能力 者 。 王 の 辱 の エリ ー ト た 人 葉 局 に し て 、 契 星 の 潮 
頭 に あたる 。 妙 人 が 鞭 し ん で いる 顔 を 見 る の が 、 盛 よ り の 喜び 
と いう 王丸 で 磨 な 価 放 で ある 。 


エス コー ト 
タ ィ トル あゆ 


ーー、、* 猛 り 狂 う 両 角 


バッ ファ ロー の よう な 胡 立 ちと 、 雄 々 
し くそ び え る 角 。 福々 し き 色合い が 
不気味 に 感じ られ る 。 


Jllid9d 』0o Solpl 


ーー ・ ね じ 伏 せる 豪 腕 


鍛え 上 げ ら れ た 豪 腕 は 、 あら ゆる も 
の を 破壊 し 尽く す 。 その 拳 で 痛め 
つけ た ヒュ ー マ は 数 知れ な い 。 


も 種族 : ガ ジュ マ 性 別 : 男 窟 年 齢 :38 歳 
を 身長 :192cm 先 体重 :126kg 
や 職業 : 王 の 盾 ・ 四 星 移 フォ ルス : 磁 乱 一 人 称 : 俺 


ハー スニ AN で さ ヘ \ 


契 星 メン バー の ひと り で 、 成 の フォ ルス 能力 者 。 正 身 の 局 強 な 
休 第 を 活か し て 、 殺 で も カカ で ね じ 人 大 せよ うと する じつに 弄 暴 な 
人 荷 で 、 残 寂 か つ 四 寺 な 庫 も 多々 見 られ る 。 部 末 に ば 、 綴 力 
な フォ ルス を 圭 つ ハー フ た ちろ を 症 え て いる 。 


・ 軍 人 らし か ら ぬ 細い 腕 


ノノ と て も 軍人 と は 思え ぬ 華 秦 な 腕 。 
腕力 で は な く 、 忠義 と 知恵 と フォ ル 


い に シイ 
N : 今 立 に 上 り 詰め た 
し 全 2 ス で 今 の 地位 に 上 り 詰め た 。 Pe デン 
、 ま プー ” タイ トル 


・ 不 意 を 突く 仕込 み 杖 


左手 に 携え る は 、 武 器 に も な る 仕込 
み 杖 。 敵 の 慮 を 突く こと を 得意 と 
する 、 知 性 派 ら し さ が う か が える 。 


る 種族 : ガ ジュ マ 乱 性 別 : 男 乱 年 齢 :44 歳 
思 身長 :178cm 乱 体重 :48kg 


る 職業 : 王 の 盾 ・ 四 星 失 フォ ルス : 音 乱 一 人 称 : 私 


契 星 の 古参 メン バー で あり 、 音 の フォ ルス の 能力 者 。 音 で 秦 
示 を か け 、 砂 者 を 自在 に 誠 る こと が で きる 。 王 の 拓 へ の 局 誠 
心 が 強 く 、 在 務 を 確実 に 遂行 さす る の が 大 条 。 探 っ た ヒ た を 決 
し て 施 つ け な い と いう フェ ア な 一 面 も ある 。 


・ 色 を 失っ た 購 ジン ンク 


極端 な ほど に 無 表情 。 虚ろ な 瞳 に 
色 は な く 、 この 世 の す べ て が 偽 く 空 


し いと 語っ て いる か の よう 。 
ーー 
いり 
に /』 
ら 6 
・ 牌 ん だ 形 の ナイ フ SN 
両手 に 装備 され た ナイ フ 。 い ぴ つ て 、 9 
に 曲がっ た 形状 は 、 ど こ か 彼女 の 境 SS 信 2 = 
遇 や 心理 を 思わ せる 。 ONS /) = | 
プ 


こ v B 
ミグ ル レク 
ミグ ツン ジン 
種族 : ハ ー フ 名 性 別 : 女 多年 齢 :23 歳 


葛 
乱 身長 :163cm 窟 体重 :46kg 
乱 職業 : 王 の 盾 ・ 四 星 移 フォ ルス : 虹 乱 一 人 称 : 私 


ユー ジー ン が 軍 を 攻 / け て か ら 契 星 と な っ た 紅 一 点 。 交 を 椅 る 
希少 な 果 の フォ ルス 能力 者 。 ハー フ で あり 、 と ヒル ダ 局 大 、 一 
マ に 褒 わ れる 形 で 王 の 盾 に 属す る 。 褒 局 で 巡 宇 され 続け て き 
た た めか 、 三 人 表 現 が 非常 に 逐 し ()。 


1 デ 
イ 
ルル 
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| リリ 
] 
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春の 者 と な る 存在 、 聖 。 万 物 を 記 る 各 油 
/ を 挙 頭 に 、 周 、 火 、 属 、 水 、 光 、 地 を 語る も の が (」 
2 だ 7 6 ーー ニュ レー る 。 表 立っ て ヒト に 子 渉 する こと ば な い が 、 玩 汎 の 
マザー シッ プ 


タ ィ トル ゆ 伝承 ば 春 各 落 に 数 多く 残っ て いる 。 


し まい 人 な ir ( ま 。 


ググ ブル チア ズ 


種族 : 聖 獣 王 稚 一 人 称 : 我 
六 琶 獣 た ちの た に 君 薦 する 聖 獣 子 。 利 選考 開 な ヒ 一 
マ を 野放し に すれ ば 芝 究 は 減 び る と 考え 、 大 減 を 月 論 ん 
ご 。 し か し 、 ぞ れ た 反対 する 六 玩 濁 と 対立 し 妹 急 され 
た 。 今 庁 、2 度 の 径 区 に よっ て 痢 活 する こと に な る 。 


Ws 
* 
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( つ ア イア ー プ チン Eephon 
鍋 種族 : 聖 演 逢 属性 : 間 


い フ ) の な ん 2 Fenia 
に 
完 種族 : 聖 獣 窟 層 性 : 炎 


ハー スニ 人 込 で へ へ 


答 一 人 称 : 我 

賠 を 記 る 、 荒 々 し い 灯 格 の 聖 油 。 ヒバ ィ ー マ の よう 
な 上 学 身 と 、 獅 子 の よう な 性 休 を 好 せ 隷 つ 。 ラ 
ジル ダ で な は 、 悦 の 力 と し て 言い 伝え られ て いた 。 


征 一 人 称 : 私 

交 を 如 る 、 島 の よう な 先 濁 。 自身 の 半身 と ぼ か 
の 届 獣 の 力 に よっ て マオ を 生み 訪 し た 。 マブ に 
と っ て な は 、 お 評 さん の よう な 存在 で ある 。 


つう ウチ ン デ ィ ガ yr iss 
> て 
ぐ 種族 : 聖 獣 の 属性 : 風 


箇 一 人 称 : 私 
同 を 局 る 聖 獣 。 白虎 の よう な 恐ろし し) 外見 だ が 、 


非 営 に 落ち 着い た 物 礎 を し て いる 。 理大 的 で 、 ど 


ん な 事 基 に 訟 うう と 感 伴 を 華 む こと ば な (。 


つう 孝 ソ チー ダ ciiione 

@ 種族 : 聖 貞 窓 属性 : 光 

欠 一 人 称 : 私 

光 を 語る 聖 滅 で 、 劇 藤 の よう な 価 叉 放 双 び 死 
と 再生 の 象 粗 と し て 、 お も に ハー フ か ら 腔 め ら れる 。 
放 具 に 人 り を 覚え て いる が 、 同 庄 に 愛し て も いる 。 


の 種族 : 聖 僚 和 属性 : 水 


多 一 人 称 : ぼ く 
水 を 局 る 聖 貞 。 子供 の よう な 無 卿 先 な 位 褒 で 、 と た 


に 対し て 親近 万 を 旋 き 、 深く 興味 を 圭 っ て いる 。 バ 
ビ ロ グ ラー だ で は 准 貞 粒 と し て 言い 伝え られ て いる 。 


る 種族 聖 伺 欠 店 性 : 地 


生 一 人 称 : ワ シ 


地 を 語る 聖 鹸 。 提 の よう な 属 貌 だ が 、 年 孝 た 彼 
の 肉 伏 は すでに 減 ん で あり 、 今 な 精神 伏 と 伯 し て 
る 。 ぞ の 和 胡 ば サ ニ イ タウ ン の ナ 人 台 に な っ て いる 。 


マザー シッ プ 
⑨⑤ タテ エル 
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エス コー ト 
タイ トル 人 め ゅ 
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ハー スニ いき 入 で ふふふ 


で よい w ゃ ト ユニ エー い 


Tales of Rebirth 


①⑪⑰ や 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


エス コー ト 
タイ トル 
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N アー ュー ぱつ は で かせ 


W て きい で や いき い スミ ニーバ 


ales of Rebirth 


マザー シッ プ 
タイ トル ゆめ ゅ 
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メー スニ いき 和信 そ ふふふ 
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マザー シッ プ 
の ⑥ タバ トル 
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@@ 道徳 語 に 潜む 本 音 の 克服 


人 と 亜人 種 が と も に 暮らす 。 架空 の 物語 で は そう し た 
光景 は 珍し いも の で は な いし 、 我々 は そう し た 前 提 を 比較 
的 容易 に 受け 入れ る 素地 を 持っ て いる 。 「 テ イル ズ オブ 
リバ ー ス 』( 以 下 「TOR』」) に お いて も 、 物 語 の 舞台 は 
ヒュ ー マ ( 人間 ) と ガ ジ ュ マ ( 獣 人 ) が 共存 する 世界 だ 。 し 
か し プレ イヤ ー は そう し た 一 見 な じみ の ある 光景 に 、 不穏 
な 予感 を 覚え る 。 プレ イヤ ー を 含め た 「 人間 」 か ら 見 て 、 
ガ ジ ュ マ は 「 獣 人 」 で あっ て 「 亜 人 」 で は な い 。 ファ ンタ 
ジー 世界 で よく 見 られ る 亜人 種 、 す な わ ち 、 耳 が 失っ て い 
た り 長 身 で あっ た り 、 先 天 的 に 自然 と 調和 する 力 を 持っ て 
いた りす る 「 風変わり な 人 」 で は な く 、 獣 の 顔 と 獣 の 四股 
を 持ち 、 体 毛 に 覆 わ れ 、 あ る い は 細 を 羽 ば た か せる 存在 
だ 。 し か し また 彼ら は 、 四 つ 足 で 歩く わけ で も 空 を 飛ぶ 力 
を 持つ わけ で も な い 。 知性 を 持ち 苦悩 や 差 恥 や 起り を 知 
る 、 れ っ き と し た 「 ヒ ト 」 な の で ある 。 

ガ ジ ュ マ が 持つ 内 面 の 繊細 さと 外見 の 荒 々 し さと の 歯 
普 は 、 平素 の 彼ら を 見 る うち は 、 さ し て 気 に 留 め る も の で 
は な い 。 実際 に ヴェ イグ ら は ガ ジ ュ マ を 別種 族 と 捉え る こ 
と な く 、 当 然 の よう に 共存 し て きた 。 し か し 潜在 的 な 差別 
意識 に 火 が つい た と き 、 そ の ずれ が 浮き 彫り に な る と いう 
物語 の 発端 は 、 筋道 立て て 不条理 を 並べ で 立て よう が 、 抗 
い が た い 「 当然 の こと 」 と し て 、 我 々 に 迫る 。 すなわち こ 
れ だ け の 差異 の ある ヒト 同士 が うま く 渡 り 合 うと は 、 平和 
と いう 前 提 や 彼ら の モラ ル が あっ て よう や く 成 り 立 つこ と 
に 違い な いと 、 明 ら か に 思わ され る ほど に 、 ヒ ュー マ と ガ 
ジュ マ と は 、 圧 倒 的 に 「 違う 」 存在 と し て 「 見 せら れ て 」 い 
る の で ある 。 

ヒト の 多様 さや 種族 間 対 立 を 示唆 する こう し た テー マ 
に 、 道 徳 を 論じ て 安易 に 答え を 見 出し た 気 に な る の は 危 
うい 。 実際 に ヴェ イグ ら も 何 度 と な くそ ぞう あり た いと 念じ 
な が ら 、 くり 返し 挫折 を 見 る 。 彼ら が 出会う 人 々 は 言う に 
あら ず 、 プレ イヤ ー の 分 身 た る 彼ら 自身 で さえ 、 差別 的 価 
値 観 に 縛ら れ て いる こと を 告白 する 。 大 切 に 想う 人 が 種 
族 さ え 異 な る まっ た く 別 の 姿 に 変え られ た と き 、 本 来 な ら 
ば | 見 た 目 な ん て 関係 な い 、 き み 自 身 が 大 事 な ん だ !」 と 
声高 に 叫ぶ の が 、 主 人 公 の 真骨頂 だ 。 し か し 「TOR」 で 
は 、 ぞ そう し た 道徳 的 な 正 し さ を 、 一 度 粉 々 に し て みせ た 。 
プレ イヤ ー 自 身 が すでに 綺麗 事 で は 納得 で き な い か ら だ 。 
彼ら の 目 を 通し て 世界 を 見 聞き し 、 ヒ ュー マ と ガ ジ ュ マ の 
対立 が 念じ る だ け で 克服 で きる レベ ル の も の で は な いこ と 
を 、 再 三 に 渡っ て 見 せつ けら れ て いる か ら だ 。「 こ ん な 見 
た 目 で は 、 本 当 の きみ だ と 思え な いん だ 」 と 、 露骨 な 本 音 
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を 吐き 出す こと こそ が 、 抱 いて 当然 の 想い な の だ 。 

物語 に 見 入り な が ら 、 我 々 は ガ ジ ュ マ の 女王 アガ ー テ 
の 次 に な っ た ヒロ イン ・ ク レア を 、 早 く 元 に 戻し て や り た い 
と 願っ て 止ま な い 。 し か し 果たし て それ は 「 TOR」 の 世界 
に お いて 、 声 に 出し て よい こと な の だ ろう か 。 「 誰 も が 同 
じ ヒ ト 」 を 主張 する な ら 、 可 憐 な クレ ア を 取り 戻す こと を 訪 
じ る 我々 は 、 ヴ ェ イ グ と も ども 、 迷い か ら 抜 け 出 せな い 愚 
か な 存在 な の で は な い だ ろ うか 。 だ か ら 彼 ら が 六 聖 獣 の 
試練 を 克服 し 、 そ れ ぞ れ に 抱え た 迷い を 乗り 越え る と さき 、 
ヒト の 本 質 で ある 「 心 」 や 「 想い] に 託す 力 を 、 むし ろ 我 々 
こそ が 得 な けれ ば な ら な い 。 誰 し も が 当然 持っ て いる 負 
の 感情 に 立ち 向かお うと する 、 勇敢 な 彼ら か ら 取 り 残 され 
て し まわ な いよ うに 。 


念 日 常 の 風景 と 、| ヒト 」 の 世界 


「 ヒ ト 」 が 抱く 本 質 的 な 感情 を 基軸 に し た 本 作 で は 、 
王族 や 選ば れ し 勇 者 の 視点 で 物語 が 描か れる の で は な 
く 、 む し ろ ど こ に で も いる 「 普 通 の 人 々 ]、 そ し て 取り 立 
て て 華やぎ も 豪 才 さも な い 、「 普通 の 暮らし 」 が あら ゆ 
る シー ン で 描か れる 。 日常 の 光景 は それ が 忌まわしい 
も の へ と 変貌 し た と き 、 衝 撃 の 大 き さ を 伝え 、 だ か ら こ 
そま た 、 さ さや か な 平和 を か けが え の な いも の と し て 見 
せる 。『 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ で も 随 一 の 知名 度 を 
誇る 「 ピー チ パ イ 」 は 、 素 晴らし い 回復 能 力 を 持つ 仙 酒 
で も 、 伝 説 の 聖 餅 で も な い 。 村 の お ば さん が 焼く 、 何 の 
変哲 も な い 文 字 ど お り の 焼き 菓子 だ 。 し か し それ は と 
ある シー ン を 通し て 、 皆 が 手 を 取り 合う 幸せ を 再 確認 す 
る こと の 象徴 と な っ た 。 ク レア の 口 か ら 語 られ る 、 種 族 
の 違い な ど と いう 言葉 さえ 大 仰 な ほど に 、 香 ば し い 匂 い 
と 焼け た 桃 の 甘酸っぱ さ は 、 ご く 当 た り 前 の 、 優 し く 穏 
や か な 幸福 その も の で ある こと を 、 我 々 は 描か れる 世界 
を 通し て つぶ さ に 理解 し て ゆく 。 そ こ に は どこ まで も 
普遍 な ヒト の 心 が 宿 る 。 

物語 の 佳境 で 人 々 の 頭上 を 覆い 尽く す の は 、 ヒ ト の 悪 
し き 心 が 生み 出し た 原罪 の 産物 で ある 。 世界 征服 を 企 
む 悪 漢 で も 、 歪ん だ 理想 に 燃え る 義 慎 の 若者 で も な い 。 
それ は 世界 の 隅っこ に 、 ず っ と 前 か ら 椅 子 を 与え られ て 
いた 、 避 け よ う の な い 概 念 そ の も の で あっ た 。 す な わ ち 
ヒト が 生き る 世界 て と は 、 あ くま で ヒト が 創り ヒト が 外 
め 、 ヒ ト が 乗り 越え る 、 ど こま で の ヒト の 手 に 委ね られ 
た も の 。 ヴ ェ イ グ た ち は 多 く の 「 ヒ ト 」 自身 が 生み 出し 
て きた 矛盾 の 先 に 、 再 誕 の 光明 を 探し 求め る の で ある 。 
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マザー シッ プ 
タイ トル ⑤ 


メイ ン シ ナ リオ 終了 後 、 仲 間 ひ と り ひ と り に 焦 
点 を 絞っ た キャ ラク ター クエ スト が 開始 。 すべ 


2 て を 味わわ な けれ ば 全体 像 が 見 えて こない 、2 
je 4 段 構え の シナ リオ が 高い 評価 を 得る 。 イ ベン ト 


が を 拉 きだ す RPG 因 の カッ トイ ン な ど 新 新 な 手法 が 光る 一 作 。 


Story of TALES OF LEGENDIA" 


legend[le'end]:[ 名 ]1.( 古 く か ら の ) 言 い 伝え , 伝 説 , 伝 説 的 人 物 , 民 間 伝 承 2.( 古 語 的 に ) 文 字 3. 介 話 集 : 中 世 ラ テン 語 「legenda]」 


デー マソ ング :「TAO」Do As Infinity 


Game Data 


2AEIES ド 


タイ トル ⑨ テイ ルズ レン 9 短 ド トン ンー の 


狙 メ 
お 
小 レン 

光る 棚 ODM 


ある 夜 、 大 陸 の ご と き 巨 大 な 船 | 遺跡 船 」 に 流れ 着い た マ ヴァ ー ツ ラフ が シャ ー リ イ を 捕らえ た 理由 、 そ れ は 彼女 
リン トル ー パ ー の セ ネ ル と 妹 シ ャ ー リ イィ イ 。 ふた り は 灯台 の 街 が 水 の 民 と 呼ば れる 煙 回 人 に し て 、 彼 ら の 指導 者 メル ネ 
ウェ ル テ ス の 保安 官 ウ フィル に 保護 され る が 、 シャ ー リ イィ は 山 _ _ ス の 力 を 受け 継い で いた か ら だ っ た 。 遺跡 船内 に は 糧 髪 
賊 モー ゼス 、 さら に は クル サン ド 王 統 国 の ヴァ ー ツ ラフ 将軍 人 の 生命 エネ ルギー を 動力 源 と する 、 古代 の 超 兵 器 が 多 
に 狙わ れ た 末 、 捕 ら わ れ の 身 と な る 。 数 圏 され て いる 。 ヴァ ー ツ ラフ は それ ら を コン トロ ー ル す 
る た め に 、 シ ャ ー リ イィ の 力 を 欲し て いた 。 

仲間 や モフモフ 族 の 力 を 借り て ヴァ ー ツ ラフ を 追い 詰め 
た セ ネ ル は 、 シ ャ ー リ イィ と 彼女 の 実 の 姉 、 ス テラ を 救出 す 
る 。 死ん だ と 思わ れ て いた ステ ラ は 、 捕 ら え られ 遺跡 船 
の 0 と 2 に の が が 25GOV だ の だ た の だ に が の りら 
フ は 最期 に 遺跡 船 最 大 の 兵器 、 湾 我 砲 を 始動 させ る 。 浪 
我 砲 を くい 止め る た め 残 り 少 な い 命 を 使っ た ステ ラ は 、 セ 
ネル と シャ ー リ イィ に 抱か れ て 息 を 引き 取る の だ っ た 。 
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Game Package 


マザー シッ プ 
@⑤ 人 ルル 


主人 公 の セ ネ ル を 中 心 に 仲間 た ち が 均 等 に 並ぶ 。 キ ャ ラク ター クエ 
スト で 個々 の エピソード を 体験 し た あと な ら ば 、 バラ ンス が 取れ た こ 
の 配置 が 彼ら の 結束 力 を 如 実 に 象徴 し て いる こと が わか る だ ろう 。 
な お タイ トル ロゴ に 添え られ た 図案 は 、 ス トー リー 上 の 重要 キー ワー 
ド で ある 「 光 跡 細 ] が デザ イン 化 さ れ た も の 。 作品 中 で 描写 され る こ 
と は な い が 、 こ の 世界 の 大 陸 の 形 を も 表わし て いる 。 


Ne Fs 


隊 AGESIO 衣 LEGEN 


意思 を 持つ 海 、「 溶 我 ] を 思わ せる カバ パー デザ イン 。 水中 か ら 水 面 
を 見 上 げた 際 の 強い 燃 き 、 箇 や か な 水 の う ね り 、 そ し て 水底 に 潜 
む 得体 の 知れ な い 暗い 緑 の 彫 。 これ ら は それ ぞ れ 「 大 いな る 浴 我 」、 
「 静 の 浴 我 ]、「 猛 り の 浴 我 ] と いう 、 浴 我 が 持 っ て いる 3 つの 側面 
を 表現 し て いる 。 個々 の 感情 は 異な っ て いて も 、 そ の すべ て が 澤 
釣 一 体 と な り 総体 を 成す 点 は 、 人 間 も 浴 我 も 変わ る と ころ は な い . っ テン 


ふ 、 へ ふ 1 
、 た 種 た 神 播 者 
信 つ 族 つ だ の 
我 の の ち 

凛 我 砲 の 存在 を 知っ た 諸国 は 、 遺 跡 船 の 独占 を 企 て 水 の 民 と 陸 の 民 は 一 応 の 和解 を 見 せ 、 遺跡 船 は 平穏 の 
シャ ー リ イィ を 襲う 。 だ が 彼女 を 守 ろ うと し た 親友 フェ ニ 時 を 迎え て いた 。 だ が その 一 方 、 世界 各地 で 魔物 が 凶暴 
モー ル の 死 で 、 シ ャ ー リ イ は メル ネス と し て 覚醒 。 意思 を 化し 、 現場 で は 正体 不明 の 黒い 考 が 目撃 され る 。 黒い 霧 
持つ 海 「 猛 り の 浪 我 」 と 遺跡 船 の 力 で 大 沈下 を 起こ し 、 陸 の 正体 を 追う つ セ ネル た ち は 、 や が て この 世界 を 舞台 に し た 、 
の 民 を 根絶 させ よう と する 。 セ ネ ル た ち は 彼 女 に 爪 術 を 二 柱 の 女神 た ちの 争い に 巻き 込ま れ て いく 。 
奪わ れる が 、 遺 跡 船 最深 部 で も う ひ と つの 溶 我 「 静 の 深 
我 ] か ら 聖 爪 術 を 得 て 、 シ ャ ー リ イィ の 説得 に 向かう 。 

や が て セ ネ ル た ち は 、 水 の 民 の 長 マ ウリ ッ ツ か ら 衝 撃 の 
事実 を 聞か され る 。 この 星 の 先 住民 族 は 水 の 民 で あり 、 
陸 の 民 は 移民 船 に 乗っ て 宇宙 か ら 訪 れ た こと 。 そし て 船 
に 捨 載 され た 光 跡 細 を 水 の 民 の 命 を 使っ て 動か し 、 大 地 
を 創っ た の だ と 。 真実 を 知っ て な お 和解 の 道 を 目指 す セ 
ネル た ち は 、 シャ ー リ イ を 救い 出し マウ リッ ツ に 挑む 。 
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NNNNAW べ NN ふき さい 


アグ ググ 


ぷ Ga し の Oo ニー ま 昌 E マ G 
2 レ < 
ーー ネ ルル ・ ク グー グッ ジ 


タイ トル 
Gt 短 の 性別: 男 年 齢 :17 歳 欠 身長:171cm 体重 :59kg 移 スリ ー サ イズ :B90-W65-H83 
ど 免 出身 : ク ル サ ン ド 王 統 国 移 職業 : マ リン トル ー パ ー 乱 初期 称号 : や さ し い お 兄ちゃん 欠 一 人 称 : 俺 


デカ 

/ 
、7 ア とこ ・ 淫 の 護り 手 
シン ーー 荒れ 狂う 波間 に 、 この 印章 を 見 た 
/ ン 2 遭難 者 は 安 瑞 を 覚え る 。 海 の 護り 


〆 


> 0 
ン ギ パ 手 た る マリ ント ルー パー の 証 。 


きま も 
き 


・ 投 げ 技 名 人 
ノン 意識 を な くし た 要 救 助 者 の 身体 は 
ーー 重い 。 彼ら の 命 の 重 さ に 比べ れ ば 、 
ン ン 魔物 を 投げ 飛ば すこ と な ど 朝飯 前 。 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆめ ゆ 


海 和 や 沿 産 の 安全 を 字 る マリ ント ルー パー の 少 邊 。 か つ 
て は クル ザン た 王 締 国 の 了 企 貞 で あり 、 人 務 の た め ス テ 
ラ と シャ ー リ ィ の 妨 妹 に 凌 触 し た 。 だ が 彼女 た ちの 優し 
さ に 心療 され 、 ク ル サ ン だ を 裏 婦 る 道 を 選ぶ 。 3 年 前 の 
ヴァ ー ツ ラン 更 便 攻 の 訂 、 ス テラ を 喪っ た こと に 正 琴 の 
念 を 旋 き 、 下 分 の 撮 圭 ち を 鷹 し た まま 兄 作 わり と し て 
シャ ー リ イィ を 誠 が け で る 覚 谷 を 貼 め て いる 。 
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・ 縛 りつ ける も の 

足 に 巻き つけ た 鎖 も 、 真 実 を 隠す 後 
ろ め た さほど 心 を 縛り は し な い 。 外 
れる と き は 訪れ る の か 。 


へ ヽ へ へ で て uu で て いき 和信 で 


5 〇 チチ LGCGCND1 オ ・ 


SS クハ 


だ と え 何 で あろ うと 、 点 
俸 達 の 大 切な も の を 備 
傷つけ る 気 な ら 、 は 
許し は し な い R 
者 
で 


/Y 本 で ぐ 中 
ご 融 ( て 川合 


か こう 
1 
W 攻 


な ぜ マ リン トル ー パ ー を 志 し た か と 問わ れれ ば 、 誰 か を 護り た か っ た か ら だ 、 と 
答え れ ば いい 。 それに 異 を 唱え る 者 は 、 他 人 の 不幸 を 願う 薄情 者 。 だ か ら 皆 、 
その 言葉 を 信用 する 。 た だ ひと り 、 自 分 自身 を 除い て 。 

クル サン ド 王 統 国軍 の 少年 工作 員 と し て 、 セ ネル は 心身 を 鍛え 上 げ て きた 。 
任務 遂行 の た め な ら ど ん な 手 を 使っ て も 生き 残り 、 い か な る 相手 に も 非情 に 徹 す 
る 。 そ れ が すべ て だ と 教え られ て きた し 、 そ うす る こと が 唯一 の 生き 方 だ っ た 。 

だ が メル ネス 調査 の た め 、 水 の 民 が 住む 湖 の 集落 で 過ごし た 2 年 の 歳 月 が 、 
少年 工作 員 の 凍てつい た 心 を 溶かす 。 任務 へ の 思 誠 心 の 代わ り に 湧き 上 が る 、 
調査 対象 で ある 姉妹 ステ ラ と シャ ー リ イィ に 対す る 愛情 。 ふ た り と の 交流 に よっ て 
本 当 の 意味 で 人 間 に な れ た セ ネ ル は 、 偽 り の 姿 の まま 彼女 た ち を 護 ろ うと する 。 

そう し た セ ネ ル の 決意 と は 旭 腹 に 、 集 落 は クル サン ド 軍 の 急 製 を 受け 安寧 の 
日 々 は 忠 頭 され る 。 死 の 淵 近 く へ と 追い に 込ま れ た ステ ラ は 、 セ ネル の 正体 に 気 
づき な が ら も 、 彼 を 信じ て シャ ー リ ィ を 託し た 。 必ず 妹 を 護っ て ほし い 、 と 。 惹か 
れ 合 う 想 い に ふ た り が 気づい た の は 、 無 情 に も 別れ の 場面 だ っ た 。 

シャ ー リ ィ と 逃げ た 。 軍 に 背 い て 。 し か し 杏 切 り と 言う の な ら 、 軍 へ の それ より 
彼女 の 信頼 に 向き 合え な いこ と の ほう が 、 相 か に 自分 を 苦し め た 。 ス テラ へ の 
捨て 切れ な い 想 い を 抱え た まま で は 、 シ ャ ー リ ィ が 寄せ て くる 好意 に 応え られ な い 。 


人 


9T 付 還 (TU) 
YU は Sri で EE 下 と …… 


TiG の TU 対 び ば び 


dfu/9r で Um / 財 
< 補 
O 
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そし て 何より も 、 自 分 の 正 全 を 明か し た ら 、 彼女 と 自分 を 結ん で いた 代 ぇ 攻 ぃ 衝 | て れ で や 、 俺 が ここ に 
を も 失っ て し まう の で は な いか . の っ CO の UN の 
ー 一 結局 。 そ の 中 途 半 端 な 想い が 、 シ ャ ー リ ィ を メル ネス へ と 覚醒 させ る きっ さ | ルル 
9 \ 
か け を 生ん で し まう 。 さ ら に は 静 の 浴 我 と の コン タク ト すら 阻む 壁 に な っ て いた こ な それ 目 体 が 俺 の ズ 
と を 、 ク ロ エ と の 触れ 合い か ら 気づか され る 。 意思 で あり 、 起 情 だ ! | す 

本 当 に 護り た いも の が ある の な ら ば 、 自 分 の 本 心 と 真 撃 に 向き 合わ ね ば な ら な ん 

い 。 己 に 根付 いた 不安 と 乙 を 振り 切っ た セ ネ ル は 、 今 度 こ そ シ ャ ー リ ィ に すべ 7 ご も 
て を 打ち 明け 、 ス テラ と の 約束 を 果たす こと を 百 う 。 こ の 世界 の すべ て を 、 何 よ つろ エ 
り シャ ー リ イ を 「 護 る ] こと を 決め た セ ネ ル に 、 も う 迷 い は な か っ た . 己 ン 
時 の 
ア 


@ [た ぶん 俺 達 は 、 不器用 で 、 バ カ で 、 どう し よう も な く ガ キ な ん だ ろう ]」 : 大 切な も の の た め 、 危険 を 承知 で 戦 お うと する 愚直 さ 借 「…… 人 は どん な に あ が こ うと 、 過去 と 寄り 添 
うこ と は で き な い 。 そん な こと 、 わか りき っ て る の に な 」 : 去っ た 人 の 影 に 隠れ 、 今 ここ に いる 人 の 想い に 応え な いこ と へ の 自戒 代 T「 そ れ で も 、 俺 が ここ に 立っ て いる と いう こと 、 そ ぞ 
れ 自体 が 俺 の 意思 で あり 、 覚悟 だ !| : 哀しみ を 越え て 立ち 向かう 決意 借 た と え 何 で あろ うと 、 俺 達 の 大 切な も の を 傷つけ る 気 な ら 、 許 し は し な い 」 : 過ち を くり 返さ な い 強 い 意 志 


GO(W < や ンプ 


) 


5 に ea taDeRB 


へ へ 逢 性 別 : 女 移 年 齢 115 歳 移 身長 :154cm 乱 体重 :41kg 区 スリ ー サ イズ :B77-W56-H82 CV 広橋 涼 
ン 逢 出身 : 湖 の 集落 移 職業 : な し 乱 初期 称号 : い の る 少女 答 一 人 称 : わ た し 


・ 枯 れ な い 花 


ーーーmmmmーーーー mmーーーー ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…- 


水中 で も 美しい 花 と と も に あり た ーー 
de 水 の 戻 だ か ら だ そく 陸 の 甘い 009 IN IN ニーー 
も の を 愛さ ず に は いら れ な い 。 


煙 髪 人 は テル ク ェ ス を 自由 に 操 ら れ 。 ーーーー-- 
て 初め て 一 人 前 。 青い テル ク ェ ス ーーー ーー 
を 育 に 、 大 切な 人 た ち を 守る 。 8 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑨ 


・ 羽 根 を 紡ぐ 指先 0 ジン 
右手 の ペン が 描く 小さ な テル ク ェ ス 

は 魔物 も 打ち 倒す ほど 。 け れ ど 、 こ の 

胸 の 想い は な か な か 書け な い ……。 
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水 の 展 の 少女 で 、 メ ルネ ス と 言わ れる 水 の 尼 の 痢 導 者 と な る 運 落 を 族 食 っ て 
いる 。 メル ネス に な る た め の 証 宣 の 後 式 に 失 破 後 、 海 水 や 潤 属 に 肖 れ る と 
衰 軍 す る 休 邊 に な っ た 。 も ネル を 兄 と 礎 び 芸 り つつ も 、 異人 大 と し て の 恋愛 感 
精 を 旋 く が 、 死 ん だ 妨 ス テラ に 対す る も ネル の 征 ( い を 和 っ て )) る た め 、 な か 
な か 虹 み 記せ ず に いる 。 じつは 狐 占 信 が 強く 、 妖 深 い 一 鹿 も ある 。 


へ へ いで て un い N で て いき 入 で ふふふ 


4 1 3 マザー シッ プ 
「 デ ュ 1 ⑥ タネ トル 


ち へ 同 け 


な 者 た 


ーー わた し が 「 お 上 兄ちゃん 」 と 
呼び 続け て た 理由 、 お 兄ちゃん は 考え た 
こと ある か な 。 お 兄ちゃん と ステ ラ お 姉ちゃん が 、 
互い に 相手 を 想い 合っ て る っ て 気づい た と きか ら 、 そう 
する こと に 決め た ん だ 


先代 の メル ネス が いな く な っ て 四 千 年 。 シ ャ ー リ ィ は 、 水 の 民 の 指 
導 者 と な る 力 を 持っ て 本 まれ た 。 一 族 の 悲願 だ っ た 「 メ ルネ ス 」 が 、 ど れ 
ほど 残酷 な 運命 を 強い る の か 、 小 さ な 少 女 に は 想像 も で き な か っ た 。 
12 歳 。 最 初 の 託 宜 の 儀式 。 狂 り の 湾 我 の 意思 に 触れ て 、 メ ルネ ス と いう 
言葉 の 本 当 の 意味 を 知っ た 。 そ れ は 猛 り の 浪 我 の 力 だ け で な く 、 意 思 を も 代行 
する 者 。 ひとたび ぴ び メ ルネ ス と な れ ば 、 陸 の 民 へ の 強い 怒り まで も 受け 人 入れ な けれ ば 
な ら な い 。 恨む べき 陸 の 民 を 根絶 や し に 。 そ れ は 大 好き な セ ネ ル を 、 死 な せ て し まう 
と いう こと 。 決し て 口 に は で き な い メル ネス を 拒む 気持 ち が 、 儀 式 を 失敗 させ 、 水 の 
民 な の に 海 と 溶け 合え な く な っ た 。 
塩 を 帯び た 水 は 肌 を 刺し 、 潮 に 満ち る 風 は 呼吸 を 乱す 。 で も そん な の は 、 切 な い 現 
実 の 前 に は 、 さ さい な こと 。 
お 姉ちゃん が 、 お 兄ちゃん を 好き 。 わ た し と 同じ よう に 。 お 兄ちゃん も 、 お 姉ちゃん が 
好き 。 わ た し で は な く 。 知り た く な か っ た 。 集落 が わ れ て 、 姉 の 生死 が わか ら な く な っ 
ポ う て 、 自 分 の 気持 ちと 姉 へ の 後ろ る め た さ の 板挟み に 問 え た 。 奇跡 の 再会 と 永遠 の 別れ 
ぞ と を 果たし た ふた り の 姿 に 、 入 り 込 む 余 地 な ん て な いと 気づい た 。 こ の 想い を 閉じ 込 
[し め よ う 。 もう一度 、 託 官 の 儀式 を 受け よう 。 最愛 の 友 フ ェ ニ モー ル を む ご た らし く 殺 
(きれ た 、 枯 れん ば か り の 鳴 咽 で 、 最 後 の 糸 が 切れ た 。 心 きえ 捨て て 、 陸 の 民 に 邊 
を 剥く 、 メ ルネ ス に 。 で も 本 当 は 。 赦 され る な ら 。 お 兄ちゃん 。 
ー 一 彼 は 静 の 浴 我 に 触れ て 、 己 に 向き 合っ た 。 な ら ば 自分 も 、 猛 き 渦 に 心 
を 飲ま れ た く な い 。 温め て きた この 気持 ち を 、 な くし た く な い 。 
水 と 陸 、 決 し て 相容れない 世界 に 分 か た れ て 、 水 舞い の 儀式 に 契 る こ 
と な ん て 、 さ ら に 夢 の 物 語 。 け れ ど 彼 と と も に 身 を 委ね た 大 いな る 浴 我 
の 、 どこ まで も 澄ん だ 水面 (みな も ) に 、 シャ ー リ イィ は 恋 を 解き 放っ た 。 
誰 の も の で も な く た だ 自分 の 意思 で 、 セ ネル の いる この 大 切 
な 世界 を 守 ろ うと 直 っ た 。 


2 で PE 己 師 下 湊 


の さび 潜 ざ で 亜 堆 つん 疹 


エス コ ゴート 
⑤ タイ トル 


衝 
ニー 


Se 
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QA へ NN nA て いき で ひい 


差し 伸 べ られ た 手 を 握る こと 、 
それ は わた し の 意志 で す ! 


。 氏 〇 朋 學 で ぁ い (HIS 2 銘 委 


参 メル ネス と し て の ジャ ー リ ィ 参 


⑱ 「 わ た し …… メ ルネ ス だ か ら 。 わた し に し か 、 で き な い か ら 」 : 恐怖 を 押し 殺し て 人 々 の た め に 尽く そう と する 自己 犠牲 倫 「 わ た し は 水 の 民 で 、 お 兄ちゃん は 陸 の 民 。 わか りあ える 
は ず 、 な いん だ よ 」: 大 切な 人 た ち に 真実 を 隠さ れ て いた 失望 念 「 差 し 伸 べら れ た 手 を 握る こと 、 そ れ は わた し の 意志 で す 一 度 は 手放し た 絆 を 、 再 び 取り 戻す た め の 強 い 決意 但 「 立 
ち 向 か うこ と を あき ら め て 、 楽 な 道 に 逃げ 込ん で も 、 今 、 こ の 瞬間 し か 救 わ れ な いん で す よ 」 : 悲し み に 負 け て 自分 か ら 暗闇 の 道 に 進 も うと し て いる 友 を 救 お うと する 、 戒め の 言葉 


S い ①⑪⑰ ヽ NG 


タイ トル ⑨ 
恩人 性 別 : 男 多 年 齢 :28 歳 移 身長 :188cm 移 体重 :76kg 移 スリ ー サ イズ :B91-W79-H88 
ン 出身 : 聖 リ シ ラ イア 王国 抱 職業 : 保 安 官 ・ 博 物 学者 移 初期 称号 : 博 物 オ ヤジ 乱 一 人 称 : オ レ 


1GV 千葉 進歩 


・ 森 羅 万 象 の 目 


へ 、 


知る こと が 博物 学者 の 本 懐 。 初 め SE 
て 目 に 映る も の は 分 析 あ る の み 。 0 、 ] ンー 


、・ 与 えら れ た 誇り 


ペーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー0ーーーーーーーーーーー…ーーー 


追放 の 身 と は いえ 、 任 さ れ た か ら に 
は 保安 官 の 役目 を 務め 上 げ る 。 不 
器用 な 生き 方 と 言わ ば 言え 。 


エス コー ト 
タイ トル 


学問 の 徒 が 非力 だ と 誰が 決め た の 
か 。 未開 地 に お も むく 学者 と し て 、 
娘 を 護る 父 と し て 巨 植 を 振る う 。 


VIdN ヨ 9 ヨコ] コ 0 S ヨ 1VI 


炉 台 の 功 ウ ェ ル テス の 人 安 視 。 名 事 に も 真 褒 
月 に 取り 紹 む た め 、 儲 忌 か ら の 誠 疾 は 厚 ()。 
妙 雇 た ちの まとめ 役 で も あり 、 足 産み を 誠 す 者 
に だ な 傘 激 な く ゲ ンコ ツ を 許 る う 。 た だ し 真 重 な 
魔物 を 見 つけ る と 、 本 詳 で ある 物 学者 の 故 
が 鹿 ぐ た めか 燕 を 忘れ る こと も 。 ハリ エッ ト と 
いう 女 が ひび ひとり) る が 、 さる 事 誠 で 聖 リ ソ シ ラ イア 
孝司 を 妃 放 され て か ら な 走 速 に な っ て いる 。 


へ いで UN で さき で ユ ふ ふ \ 


(が る ン 


CS 〇 チチ LCGGCND1 オ ・ 


NSX の クト 


音 か ら 人 付き 合い が 得意 で は な か っ た 。 だ か ら 博 物 学 に の め り 込 み 、 そ 親 実 お 
気づい た と き に は 国家 に も 認め られ る 博物 学者 に な っ て いた 。 だ が 研究 や Co 
調査 の た め に は 金 が いる 。 や む な < く 貴族 の 家庭 教師 を 引き 受け 、 出 向い に 学 | as お 
た 先 で 、 ウ ィ ル は アメ リア と 出会っ た 。 は に es 

アメ リア は 不思議 な 娘 だ っ た 。 愛想 の な い ウィ ル の 態度 な ど 気 に せ ず 逃 対 球 ゃ 
棋 深く に まで 踏み 込み 、 彼 の 心 の 中 に 温か な 何 か を 残し て いく 。 わ ずら わ この 
し か っ た 声 が 、 ウ ィ ル の 耳 に 心地 よく 感じ られ る よう に な っ た と き 、 彼 は アメ 坦 る 晴 の 
リア を 必要 と し て いる こと に 気づく 。 な 中 月 (= 

ー 身分 違い の 恋 。 駆け 落ち し た ふた り は 追っ 手 か ら 逃 れ て 遺跡 船 に 呈 店 つう の 
渡り 、 娘 の ハリ エッ ト を も うけ た 。 新種 の 花 に 生ま れ た ば か り の 娘 の 名 前 和 め 
を つけ 、 家 族 で 幸せ を か み し め た 。 し か し そん な 夢 の よ うな 日 々 は 、 無 残 村 る し 皇 
に 手 折ら れ 、 散 っ た 。 ア メリ ア と ハリ エッ ト は 連れ 表 ら れ 、 そ し て ウィ ル は な / 
誘拐 犯 と し て 門跡 船 に 取り 残さ れ た 。 い だ し い ハ hn 

寂し さ を 紛 ら わ す よ うに 保安 官 の 役目 に 没頭 し て も 、 心 の 穴 は 埋まり は O 
し な い 。 そう し て 数 年 た っ た ある 日 、 ひ と り の 少女 が ウィ ル を 訪ね る 。 ア メ ツテ 
リア の 面影 を 宿 し た 愛娘 、 ハ リエ ッ ト だ っ た 。 a 

多 感 な 時代 の 少女 の 言葉 は 残酷 だ 。 ふた り を 見 捨て た せい で 母 が 死 | 


由 ん だ と 、 娘 に そう 導い 詰め られ て も 、 ウ ィ ル に 弁解 する 気 は な か っ た 。 真 
相 は どう あれ 、 ア メリ ア が 命 を 落と し た の は 事実 。 だ か ら こ そ 、 妻 の ぶん ま 
で ハリ エッ ト を 幸せ に し て や り た い 。 そ う 願 う の に 、 成長 し た 姿 で 突然 戻っ 
て きた 娘 を 抱き し め る 方 法 を 、 彼 は 知ら な か っ た 。 

ウィ ル を 前 に と ま ど う の は 、 ハリ エッ ト も 同じ 。 母 と 自分 を 見 捨て た 悪人 。 
皆 に 尊敬 され る 保安 官 。 伸 間 た ちの まとめ 役 を こなす 賠 土 。 優 秀 な 博物 
学者 。 さ ま ざ ま な 父 の 顔 を 見 る た び 募 る の は 、 憎 む 反 面 心から 甘え て も み 
た い 、 二 律 背 反 の 思い 。 

不器用 だ っ た の だ 。 父 も 。 娘 も 。 

半 度 と な くす れ 違 い 、 衝 突 し 、 や が て ふた り は 想い 出 の 花畑 に た どり 
着く 。 父 と 娘 と を 祝福 する よう に 、 た っ た ひと 晩 、 こ の 夜 の た め に 咲い た 、 
満開 の ハリ エッ ト 。 娘 と の 絆 を 取り 戻し た ウィ ル は 、 亡き 妻 に 碧 う 。 自 分 
の 大 切な も の で 満ち 溢れ た この 世界 を 、 必 ず 守 っ て みせ る と 。 


だ が 、 こ こと に いる 誰 や 、 
お 前 が 約束 を 破っ た と は 思う まい 


⑯ 「 お お 、 こ の 毛並み ! 色 つ や ! 実に 素晴らし い !」 : 貴重 な サン プル を 目 に する と 目覚 め て し まう 、 博物 学者 の 悲し い 性 但 「 だ が 、 ここ に いる 誰 も 、 お 前 が 約束 を 破っ た と は 思 
うま い 」 : 落ち 込む 仲間 を 叱る と 同時 に 、 その 行動 に 誤り は な いと 教え 諭す 指導 亀 「 親 は 子 に 対す る 責任 が ある ん だ 。 そこ に は 逃げ 場 な ど 存在 し な い 」 : 我 が 子 を 捨て た 夫婦 に 対し 、 
親 の 責任 を 再 確認 させ る 厳し さ 食 「 約 束 は 守る た め に 、 守 ろ うと 努力 する た め に 、 互い を 信じ 交わ す も の な の だ : 亡き 妻 と 交わ し た 約束 を 、 今 一 度 自分 の 心 に 焼き 付け る 覚悟 
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マザー シッ プ 
タ ィ トル 


性 別 : 女 多 年 齢 :17 歳 参 身 長 :167cm 移 体重 :49kg 移 スリ ー サ イズ :B85-W58-H87 
で 出身 : 台 ガ ドリ ア 王 国 抱 職業 : 騎 士 久 初期 称号 : 少 女 剣士 移 一 人 称 : 私 


・ 自 由 の 装束 ンー 


故郷 を 旅立っ た と き 、 家 の 紋章 は す 
べ て 置い て きた 。 ここ に いる の は た 
だ 義 に 生き る 流浪 の 騎士 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 


侯 に 自分 の 心 を 乗せ て 、 再 異 の た 
め 、 復 讐 の た め 、 そ し て 今 は 大 切な 
も の を 護る た め に 振る う 。 


| 、・ 背 水 の 陣 


具 を 削り 身体 能力 を 限界 まで 引き 
出す 。 覚悟 が 生存 本 能 を 高め る 。 
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麗 カ が リア 子 司 の 名 貼 、 ヴァ レン スズ 家 訪 身 の 少女 。 屋 に 
男 われ て 殺害 され た 益 親 の 備わり に 、 航 十 と な っ て 家 診 
を 継ぐ が 、 家 が 下り 満 さ れん た た め 、 放 蔵 へ の 痢 讐 の た め 
遺 誠 般 を 訪れ る 。 生 頁 庫 月 か つ 正 義 感 が 強く 、 奇 っ て 
いる 人 を 見 捨て られ な ( 修 閣 。 一 方 で 度 を 過ぎ た 真 
有 刀 さ の た めか 、 閉 先 考 えな () 動 に 訪 る こと も 。 も ネル 
に 好意 を 旋 く が 、 邊 (を 伝え られ な いで いる 。 


へ いで いざ で て いき 和信 さ ヘ \ 


CS 〇 チチ LGCGCND1 井 ・ 


SS の ググ 


よう や く 上 貢 ん だ 帰り た い 場 導 


騎士 。 そ の 言葉 は 思 誠 と 献身 に あふ れ た 、 高 潔 な る 者 の 象徴 。 


自分 自身 を 騎士 と 名 乗る クロ エ は 、 そ の 名 に 隅 じ ぬ 生 き 方 を し 。。。。s。s し W の) か 7 の 
人 


て きた つも り だ っ た . 馬 EE 
物心 つい た と きか ら 騎 士 と し て 生き る べく 、 育 て られ て きた わ 間 V 計 | の 沈 》 ToL 

け で は な い 。 両親 が 賊 の 手 で 殺さ れ 、 ヴ ァ レ ンス 家 の 名 が 幼い 占 口 い GU 壮 

肩 に か か り 、 世 閣 知 ら ず だ っ た 貴族 の 令嬢 は 、 騎 士 と な り 剣 を ⑤ め て し YW のか, の 

手 に せ さ ざる を 得 な か っ た の だ 。 思え ば すでに その と きか ら 、 ク ロ 中 『 


エエ 自身 が 気づか ぬ ほ どの 小さ な 外 み が 生じ て いた の か も し れ な 
い 。 と は いえ 結局 は 形 だ け の 家督 、 付 け 焼 刃 の 騎士 で は 家 名 
を 守れ る は ず も な か っ た 。 ほど な く ヴ ァ レ ンス 家 は 取り 潰さ れ 、 ク 
ロ エ は 騎士 の 位 も 剥 稚 さ れる 。 

すべ て を 失っ た 少女 に 残さ れ た も の 。 それ は 破滅 の 元 囚 と な っ 
た 、 両 親 を 楓 っ た 賊 に 対す る 色 り の み 。 や が て クロ エ は 再び 負 
を 取り 、 騎 士 を 名 乗る 。 そ の 剣 は 、 騎 士 の 高潔 な 精神 か ら 捧げ 
られ た も の と は ほど 遠い 、 復讐 の た め だ け の 刃 一 一 。 


エス コ ゴート 
⑥ タ ィ Tr ル 


仙 敵 を 追い 、 荒 ん だ 心 の まま で 遺跡 船 を 訪れ た 。 だ が そこ に 
あっ た 光景 は 、 忘 れ て いた た くさ ん の 感情 を 思い 出さ せ た 。 両 
親 の 死 を 悼み 、 ひ た すら 家 の た め だ け に 歩ん だ 、 喪 に 沈む 世界 。 
それ が 今 、 鮮 や か な き に 彩 ら れ 、 ひ と り の 男 と の 出会い で 、 
庄 き る 意味 さえ 業 め 変え られ た 気 が し た 。 

この まま 大 切な 仲間 た ちと と も に 、 穏 や か に 過ごす の も 悪く な 
い 。 心から そう 思っ た 。 し か し 皮肉 な 運命 は クロ エ を 、 抜 け 出 
て きた は ず の 過去 の 年 獄 へ と 連れ 戻す 。 捜 すこ と すら 忘れ か け 
て いた 仙 を 、 見 つけ て し まっ た 。 

両親 の 無念 を 晴らし 家 を 再興 させ な けれ ば と 考え る 、 ヴァレン 
ス 家 の 相続 者 。 復讐 な ど 忘れ て 、 仲 間 た ちと と も に 計 き た いと 
願う 元 騎士 。 せ め ぎ 合う 想い に ボロ ボロ に 翻弄 され て 、 制 止 す 
る セ ネ ル を 刺し た 。 誰 よ り も 信頼 し 、 育 中 を 預け 、 そ し て 不 交 
用 な 恋 さ え 知 っ た 、 大 切な セ ネ ル を 。 

あの 要 失 の 日 より も さら に 身 を 切り 裂く 、 深 い 絶望 。 そ れ で も 
彼 は 、 面 を 流す 心 を 受け 止め て くれ た 。 愛し て いる 、 だ けど 愛 
し て は いけ な い 男 性 (ひと ) 。 そ の 広い 背中 に も た れ て 、 ク ロ エ 
は 重荷 が 少し ずつ 、 両 の 眼 か ら 流 れ 落 ち て いく の を 感じ て いた 。 


な SHIN 
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NNNN ANN NN へき ふ 


以前 だ っ た らい ざ 知 ら ず 、 
今 の 私 に は わか る ん だ ! 

そう …… 

いや に な る くら いな …… ! 


ーr で 下着 9 け : 
frrteoNHH 回 rrU/ 装 倖 と 


タ ィ トル ゆ 
移 性 別 : 女 移 年 齢 :16 歳 移 身 長 :157cm 乱 体重 :43kg 乱 スリ ー サ イズ :B80-W59-H83 EV 水橋 か お り 
出身 : 聖 コル ネ ア 王 国 移 職業: トレ ジャ ー ハ ンタ ー 怠 初期 称号 : お た か ら 娘 移 一 人 称 : あ た し 


・ 乙 女 の セ ンス 

ーー だ っ て アダ 名 の ほう が 親しみ や す 
くっ て い 一 じゃ ん ? これ で も ちゃ ん 
と 考え て 言っ て る ん だ けど な ぁ 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑤ 


・ 乙女 の ヒミツ 

ンス ゴ 腕 トレ ジャ ー ハ ンタ ー の ヒミツ 
道具 が た くさ ん 詰まっ て る ポシェ ッ 
ト 。 だ か ら 見 ん な スケ ベ 。 


・ 乙 女 の ス レス 


あたし の シャ ボン 玉 か ら 逃 れ ら れ た 
魔物 な ん て いな いん だ か ら ね 。 …… 
歯 は 磨い て る よ 、 念 の た め ! 


ーー 
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トム レジャー ハン ター の 少女 。 世 礎 が 療 し て いた 砂 空 エ 
パー ライ トム を 求め て 貴大 船 に や っ て きた 。 つも 胡 る く 
及 司 き で 、 失 数 を 失 雄 と 思わ な い ム ー ド だ メー カー だ が 、 
ず 調 子 者 で 騒動 の ヲ # き 金 と な る こと が 多い)。 一 方 で 、 
遺 の 解読 に は 欠か せな (非常 に 難解 な 古 記 語 を 独学 
で 交 答 し た り 、 膨 大 な 克 ノー トム を 残す 奉 力 家 で も あ 
る 。 奄 届 や 厳 に 独 圭 の あだ名 を つけ る 癖 が ある 。 
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> 寺 1 ーー の マザー シッ プ 


同じ 塗 の 下 の 師匠 へ s 


し し ょ ー、 あ た し 、 も う 迷 わな いよ 。 
知る こと を 恐れ た り は し な い ! 
自分 を 信じ て 生き て いく ! 


し し ょ ー。 あたし 、 や っ た よ 。 し し ょ ー が 探し て た 場所 に 、 あ た し も た どり 着け た 。 エ バー ライ 
ト は 、 し し ょ ー の 願い どおり 、 ジ ジイ に 使っ て や っ た よ 。 いい 年 し て 、 泣き そう に な っ て た 。 あ 
ん な ガン ゴ コ 者 で も 、 年 取る と 涙腺 弱く な る の か な 。 あ 、 で も あたし の ほう が 先 に 泣い ちゃ っ た し 、 
笑え を な いか 。 へ へ へ 。 

ぶっ ちゃ ける と さ 、 あ た し ひと り で 、 エ バー ライ ト は 見 つけ られ な か っ た 。 みん な の 助け が な 
けれ ば 、 今 で も 手がかり ひと つ 発 見 で き な か っ た か も し れ な い 。 だ けど さ し し ょ ー、 ホ ント に 手 が 
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か か る や つら な ん だ よ 。 セ ネ セ ネ は 超 が つく ほど 鈍い し 、 リ ッ ち ゃ ん と クー は じれったい し 、 ウ ィ ル っ 6 5 が 
ち は す ぐ 殴 る し 、 モ ー す け は 下品 で ジェ ー ジ ェ ー は ナマ イキ 。 グー ね えさ ん な ん て 、 ほ っ と いた ト ば 
ら 空 だ っ て 浮か び か ね な い ほ ど ボ ケ ボ ポケ な ん だ か ら ! あたし が し っ か り 気配 り し て まとめ と か な ね っ 
けり ゃ 、 今 ご ろ る バラ バラ だ よ あ の 連中 ! の 7 
それ で も 、 み ん な と いっ し ょ に リッ ちゃ ん 探す の に 付き 合っ て 、 メ ルネ ス だ 湾 我 だ と ドタバタ し に か 
て る うち に 、 い つの ま に か エバ ー ラ イト に 手 が 届 いて た 。 も し か し て 、 み ん な と の 出会い も 運命 っ 信 の 
て や つ だ っ た の か な 、 っ て 思う 。 それ と も し し ょ ー の 導き ? な ん て 、 そ ん な 甘やかし 方 は し な じ ヽ 
いよ ね 。 むしろ 笑い な が ら 可 愛 い 弟 子 を ガケ か ら 蹴 落と す ヒ ト だ 、 し し ょ ー は ( 笑 ) 。 ろ や 
だ けど あたし 、 ひ と り で も で きる だ けが ん ば っ た ん だ よ 。 古 刻 語 だ っ て 、 自 力 で けっ こう 憶え た 。 (の 
遺跡 に 何 回 も 通っ て 、 あ る の か な い の か わか ら な い 手がかり を 探し た 。 あ きら めか けた と き 、 く SM 
じ け そう な と き 、 何 度 も あっ た 。 で も その た び 、 し し ょ ー の 声 が 聞こ えた 気 が し た ん だ 。「 が ん ば じい 
れ ノ ー マ 」 っ て 。 だ か ら あ た し 、 負 けず に や っ て こら れ た ん だ と 思う 。 2 < 
ね ぇ し し ょ ー。 し し ょ ー は 今 ご ろ 、 ど こ で 何 を 追い か け て る の か な 。 今 度 は あたし が 、 追 いつ ゃ ) ね の 
ける と ころ に し て くれ る と …… 助 か る ん だ けど な 。 Mo3 に 
pt な ん て ね ! いつ まで も し し ょ ー の 背中 追っ て る だ け じ ゃ つま ん な いし ね 。 言い つけ どぉ  V\ に 
り 、 夢 と ロマ ン い っ ぱい の あたし だ け の お 宝 、 前 を 見 て 、 胸 を 張っ て 探し に いく よ ! だ か ら よ や | 
見 て て よね 、 し し ょ ー 人 = 
か 
S 


取り 消せ ! 
し し ょ ーー を 悪く 言う や つ は 、 誰 で め あれ 


許さ な いん だ か が ら ね ! 


@ [し し ょ 一 、 見 て て ね 。 あたし が 絶対 に 見 つけ て みせ る か ら ] : 亡き 師匠 の 遺志 を 継ぐ こと を 、 再 確認 する 故 い 倫 「 取 り 消せ ! し し ょ 一 を 悪く 言う や つ は 、 誰 で あれ 許さ な いん だ 
か ら ね ! : 大 切な 師匠 を 馬鹿 に し た 者 に 対す る 純粋 な 門 り 豊 「 が ん ば っ た か ら 、 も うい いよ ね ? や め て も 、 い いよ ね ? 信じ る の や め て も いい よね ?] : 先 が 見 えな い 探 索 の くり 
返し に 療 れ 、 心 が 折れ か ける 絶望 感 備 「 し し ょ 一 、 あたし 、 も う 迷 わな いよ 。 知る こと を 恐れ た り は し な い ! 自分 を 信じ て 生き て いく 中 : 目的 達成 に 進 し 続け る 決意 
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万 - ゲ ス ンク 【 ン / 2// 

FN で 性 別 : 男 参 年 齢 :17 歳 移 身長 :182cm 移 体重 :B66kg 移 スリ ー サ イズ :B95-W84-H90 
ン 還 出身 : 大 陸 西 部 多 職業 : 山 賊 首領 ・ 魔 獣 使い 移 初期 称号 : 魔 獣 使 い の 男 金 一 人 称 : ワ イ 


EUV 中 和哉 


・ 思い 出 の 古傷 


隠さ れ た 左目 の 傷 は 、 幼い あの 日 に 
刻ま れ た 絆 の 証 。 この 傷 が ある 限 
り 、 つ な が り を 信じ て いら れる 。 


・ 持ち つ 持た れつ ンー 
放っ た 檜 で 獲物 を し と め る 。 槍 が 
切れ た ら 頼 れる 相棒 が サポ ー ト 。 そ 
れ が 必勝 の 図式 だ っ た 。 
タ fpr の 
5 ペド ムー 
身体 に 染み 込ん だ 獣 倶 は 魔 獣 使い 


の 動 章 。 風呂 嫌い と いう 誤解 を い 
つか 晴らし た い 、 微 妙 な 17 歳 。 
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貴大 船 難 地 を 荒らし まぐ る 妨 既 を 束ね る 衣 顔 に し て 、 摩 
使 い の 男 。 人 佑 に 厚く 男気 あふ れる 人 灯 閣 で 、 手下 た 
ちか ら 暴 われ て いる 。 聖 加 状 を 求め て シャ ー リ ィ を 龍 っ 
た の ろ 一 に 加わ る 。 2 
メー カー で あり 、 ハズ し くじ を 7 か され る こと が 多 ()。 
ラン が カル フ の ギー 人 と は 、 人 商 と 摩 就 と ( 村人 
を 越え た 、 深 () 絆 で 結ば れ て いる 。 


へ いで いざ で て いき 和 A そ ヘ \ 


NSP の ・ て LGS OF ず LGGCND1 オ ・ 


シバ ング 2 な 人 


絆 を 結ぶ 、 決 意 の 喘 


gy マザー シッ プ 
⑤ ダイ トル 


自分 は ひと り だ っ た 。 自 分 以外 の 存在 が 恋し か っ た 。 男 は 孤独 を 愛す る も の 、 な ど 
と 強がっ て も 心 は ご まかせ な い 。 

群れ か ら は ぐれ た グラ ンド ガル フ の 子供 と 、 自 分 。 寂 し い 者 同士 、 目 を 合わ せ た だ 
け で 心 が つ な が っ た 気 が し た 。 魔物 か ら ギ ー ト を か ば うと き 、 左目 に 深い 傷 を 受け た が 、 
それ すら ギー ト と の 絆 の 証 に 思え た 。 こう し て ギー ト は 、 モ ー ゼ ス の 初め て の 家族 に な っ た 。 

手下 も 大 切 だ っ た 。 自分 の 家族 と 思う くら い に 。 彼ら を 大 切 に する ほど 人 数 は 増え 、 
家族 が 増え た 気分 に な る 。 気がつく と モー ゼス は 山賊 の 頭目 と な っ て いた 。 ギー ト と 山 
賊 の 手下 た ち 、 そ し て 新た な 仲間 セ ネ ル た ち 。 彼ら と 気まま に 暮らす 日 々 は 、 本 当 に 
楽し か っ た 。 そ の 影 で 、 いい 知れ ぬ 不 安 が 広がっ て いく こと に 、 見 て 見 ぬ ふ り を し て いた 。 

[野生 化 」 一 一 魔 獣 使い の 使役 する 魔 獣 が 、 本 来 の 野生 を 取り 戻し て 凶 撤 化す る 
現象 。 幼 いう ちか ら 飼い な ら す ほど 、 魔 柚 と の 絆 が 深い ほど 、 野 生化 する まで の 時 間 
は 延び る と 言わ れ て いる が 、 必 ず そ の 時 は 訪れ る 。 だ が 自分 と ギー ト な ら ば 、 乗 り 越 え 
られ る と 信じ て いた 。 い や 、 信 じ た か っ た 。 

だ か ら ギ ー ト に よく 似 た グラ ンド ガル フ が 、 人 々 を 隈 っ た と いう ウワサ を 耳 に し て も 、 
絶対 に 信じ な か っ た 。 そ ん な デマ を ば ら 撤 く や つ を 許せ な か っ た 。 だ が 調査 を 進め る ほ 
ど 、 ウ ワサ は 真実 に 近づい て いっ た 。 

や が て ギー ト の 牙 は 、 家 族 同然 の 手下 た ち を も 舞う 。 こ と ここ に 至り 、 モ ー ゼ ス は 自 
分 の 甘 さ を 痛感 し 、 決 断 す る 。 ギー ト に これ 以上 誰か を 傷つけ させ る わけ に は いか な い 。 
ギー ト を 傷つけ させ も し な い 。 責任 を 取る の は 、 自 分 に し か で き な い こと だ っ た 。 れ 

ギー ト 凶 暴 化 の 原因 が 黒い 霧 に ある と わか っ て も 、 モ ー ゼ ス は 覚悟 し て いた 。 黒い 
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霧 は 野生 化 を 早め た に 過ぎ な い 。 本 当 の 別れ は いつ か 必ず や っ て くる 。 その 前 に 彼 は 、 ば 何 
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@⑨ エス コート 


” ダイ トル 


ー す CC ぐせ ン どい 0 みい び 


ギー ト と 別れ る 決心 を し た 。 

打ち 捨て られ た 地 に 、 去 り ゆ く ギ ー ト の 別 叶 が 響く 。 訴 える の は 、 寂 し さか 。 悲 し みか 。 る 
それ と も ……。 その 声 を 肢 に モー ゼス は 思う 。 ど ん な に 離れ た と し て も 家族 は 家族 。 絆 
が 断 た れる こと な ど 、 決 し て な い の だ と . 
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信 モー ゼス の 相棒 人 
Se ヂ ー ム 人 和む jet 


マン e 族 : グ ラン ドガ ルフ MS 


モー ゼス と 強い 絆 で 結ば れ て いる グラ ンド ガル フ 。 ガル 
フ の 王 と され る グラ ンド ガル フ は 警戒 心 が 強く 、 使役 し た 
魔 獣 使い は ほとん ど お ら ず 、 稀有 な 関係 と 言え る 。 


いた が いよ 2 | 


@ 「 ワ イ と ギー ト に か か れ ば 、 ちょ ろ い も ん じゃ 員 | : 心から 信頼 する 家族 と の 共同 作業 に 関す る 絶対 の 自信 免 「 の う 、 ギ ー ト ……。 一 緒 に お る ん じゃ 。 何 が 起こ ろう と も 、 一 緒 な ん 
じゃ ] : 信じ る 心 が 揺らぐ 中 、 こ こ に いな い 家族 へ と 向け られ た 孤独 な つぶ や き 介 「 家 族 に は 今 も 昔 も あり ゃ あせ ん 。 新しい も ん も 、 古い も ん も 、 家族 は 家族 な ん じゃ ] : 大 切な も の ン レ ンダ 
に 順位 を つけ る こと な ど 考え も し な い 純 粋 な 思い 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 人 ⑨ 


ぞ を 性 別 : 男 騙 年 齢 :16 歳 @ 身長 :155cm 体重 :47kg 移 スリ ー サ イズ :B77-W65-H83 
で 出身 : 大 陸 某 国 … 職業 : 情 報 屋 窟 初期 称号 :「 不 可視 」 の ジェ イ 久 一 人 称 : ぼ く 


・ 情 報 屋 の 頭 有 。 
情報 は 収集 と 分 析 が 肝心 。 より 効 
果 的 な と ころ へ 必要 な だ け 売 る 。 そ 
う や っ て 生き 延び て きた 。 


Ss 
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生意気 、 皮肉 屋 、 計算 高い 。 こ の 
目 を 見 て そう 思う な ら 、 きっ と それ は 
幸せ に 生き て きた 証拠 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑲ 


手 を 使う 状況 な ど 限 られ て いる か 
ら 、 し まっ て いる だ け 。 …… そこ で 
送 上 する か ら 余 計 に 必要 な く な る 。 
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姜 服 の 誠 幸 屋 / 不可 規 の ジェ イ / と し て 、 ぞ の 名 が 移 れ 
渡っ て いる 少年 。 小 如 で 中 価 的 な 容姿 を し て いる が 、 か 
な り の 度 符 屋 で 舞 に 食 わな い 契 手 に な 屋 勤 無礼 な 薦 度 
を と る 。 幼い 原 か ら 、 巡 者 軍 局 の 長 ソ ロン に 忍者 と し て 
の 胡 旋 を 如き 込ま れ て きた 。 と ある 人 務 の 礎 、 ソ ロン の 
蒼 て 石 に され た と ころ を モフモフ 族 に 励 け られ 、 ぞ われ 
来 、 モフモフ 族 と ば 家族 局 然 の つき 合い を し て いる 。 


こい Nu で ざき で ふせ \ 
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Ne そん な 言葉 に 興味 は な い 。 
言う けれ ど 、 正 直 い ら つ く 。 
本 32 ぼく は 家族 な ん て も の と は 無縁 に 

な っ た 。 あ いつ は 手駒 が 欲し か っ た だ け 。 意 の まま に 動く 人 形 が 必要 だ っ た だ 
。 忍 の 技 を ぼく に 仕込 ん だ の も 、 そ の 人 形 を 便利 に 動か し た いか ら だ 。 だ 

た 3328 あい つの 呪縛 か ら 逃 れ ら れる こと が 

で きた か ら 。 代わ り に 死に そう に は な っ た けど 。 
ボロ ボロ の ぼく を 救っ て くれ た の が モフモフ 族 だ っ た 。 同じ 人 間 た ちか ら は 

得 ら れ な か っ た 安らぎ を 、 彼 ら は ぼく に 与え て くれ た 。 そ の と きか ら 心 に 決め た 。 

人 間 に 比 べ て 弱い 彼ら を 、 ぼ ぽく の 手 で 守る の だ と 。 
情報 屋 と し て の 仕事 は 順調 だ っ た 。 こ の 身 に 刻ま れ た 忍び の 技 と 、 モ フ モ 


モー ゼス は し きり に 仲間 は 家族 同然 、 
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人 み フ 族 の 協力 が あれ ば 、 遺 跡 船 で 手 に 入ら な い 情 報 な ど な か っ た 。 金 さ えも ら え 
の 7 て ば 、 争 う 人 間 同 士 の 、 瑞 味方 双方 に 分 け 隔て な く 情 報 を 売っ た 。 人間 な ど 
互い に 殺し 合え ば いい 。 エス コー ト 
か む ) @⑥ タ fr ル 
1 ) ーー 
た 2270 くつ こ OWN UDG 2 eZO/U/ こ O 


人 は Se か 音 つ 70 の ほ く だ けり が …… 


これ だ か ら 、 野 維 な 人 は 困り ます ね 。 
今 の 皮肉 が わか ら な いん で すか ら 


いび いい ゆ 装 下 RNN 半 中 の ざ OY 
ご 如 本 び @ の 宮 池 宛 ハ 


、 
お か し な 連中 と 出会っ た 。 た っ た ひと り の 少女 の た め 、 自 分 の 命 すら 投げ ( け ト 
出す よう な 連中 。 彼ら と の 付き 合い は 少し 楽し か っ た 。 な ん と な く モ フ モ フ 族 の 
に 似 て る 。 あ あ 、 こ れ が 仲間 な の か な 。 彼ら と いっ し ょ に いた ら 、 人 間 も 捨て (て ト 
た も の じゃ な いよ うに 思え て きた . (は Re 
だ けど 運命 は 非情 だ っ た 。 ソ ロン に 見 つか っ て し まっ た 。 あ いつ は 大 国 に ル い m | 
雇 わ れ て 、 シャ ー リ ィ を 誘拐 し に きた の だ 。 断れ ば キュ ッ ポ た ちの 命 は な く な る 。 っ 』 
以前 の ぼく な ら 、 人 間 と モフモフ 族 を 笠 に か ける まで も な か っ た 。 だ けど み \ >』 テ 
ん な と 長く 旅 を し て き て 、 気 づい て し まっ た 。 仲 間 を 大 切 に 思う 気持 ち に 、 竹 7 か が 角 
族 な ん て 関係 な い の だ と - ズ 
そし て も う ひ と つ 気 づい た 。 ぼ ぽく は モフモフ 族 を 守っ て いる つも り だ っ た 。 だ し ハ な | オ 
けど 逆だっ た 。 守ら れ て いた の は ぼく の ほう だ っ た の だ 。 モフモフ 族 た ちと の ズ 
つなが り は 、 仲 間 を 大 切 に 思う 心 を 守っ て くれ て いた 。 ぶ い と 
仲間 は 家族 。 ソ ロン を 倒し た 今 な ら ば 、 モ ー ゼ ス の 言う こと も ちょ っ と は 信じ ( 近 
られ る 。 だ けど 、 調子 に 乗る か ら 言 わな いで お こう 。 騒が し い の は 嫌い な ん だ . | 8 シ 
y の 
ナ 


⑯ [これ だ か ら 、 野 灰 な 人 は 困り ます ね 。 今 の 皮肉 が わか ら な いん で すか ら ] : 素直 過ぎ る 相手 に 対す る と ま ど い 亀 「 だ か ら 、 一 緒 に いる と イヤ に な る ん だ 。 ぼく だ けが 違う か ら 


テグ ク 】 


マザー シッ プ  /* 
タ ィ トル 


も 性 別 : 女 加 年 齢 :22 歳 くら い (外見 ) 抱 身長:175cm 拓 体重 :53kg スリ ー サ イズ :B94-W60-H84 
で 出身 : 天 界 移 職業 : 不 明 欠 初期 称号 : が ぞ の ね えさ ん 欠 一 人 称 : わ た くし 


ーー の ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


昔 の こと は 憶え て いな いけ れ ど 、 思 
うま ま 生 きる 今 が 楽し い 。 時 が 満ち 
る まで は 気楽 に 行き まし ょ う 。 


-、・ 豊 租 の 担い 手 
精霊 の 素質 を 持っ た 存在 を 、 種 に 
変え て 大 地 に 埋め る 。 い つか この 
世界 を 託す 、 そ の 日 に 備え て 。 


ー、・ 安 らき と 憧れ 。。 


男性 諸氏 に は 魂 の 安らぎ を 、 女性 
諸氏 に は 羨望 と 憧れ を も た ら す 。 
罪 つく りな 魅惑 の ふく ら み 。 
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息 分 の 名 豚 以 外 の こと を 党 え て いな い 女 俸 。 か な り の 
大 林 が ケ で 、 紀 が 刀 き て も の ん びり と し た 究 励 各 を 胡 さ 
な )。 ぞ の 正 休 ば 葵 欠 の 左 続 と 租 寄 を 司る 女神 。 こ の 
府 更 に 剛 現 し た 礎 、 神 と し て の 力 が 巡 究 に 影響 を 及ぼす 
の を 太 ぐ た め 、 且 分 正 身 で 記 佐 と 力 を 款 久 し た が 、 己 の 

大 ま で 忘れ て し まっ た 。 シュ ヴァ ルツ と は 対 を 成す 存 
存 で 、 大 証 の 革 か ら 終 わら ぬ 乾 (を 続け て いる 。 


へ へ や で uuNW で て いい で ふ ふ \ 


縁 の 女神 さま は 、 優 し い 女神 さま 。 
今日 も 世界 に 、 種 を 時 く 。 
種 か ら 生 まれ た 、 精霊 た ち は 、 
世界 に 優し し 、 ふ り ま いた 。 


人 
/ 


/ よ 


ン 「 ル 


黒 の 女神 さま は 、 怖 い 女 神さま 。 
今日 も 世界 に 、 霧 を 吐く 。 

邑 か ら 生 まれ た 、 魔 物 た ち は 、 
世界 に 涙 を 、 ふ り ま いた 。 


緑 の 女神 さま 、 言 っ た と さ 。 
「 み ん な が 明る く 、 な れ た な ら 、 
悲し み だ っ て 、 な く な る わ 」 
に っ こり わら っ て 、 言っ た と さ 。 


黒 の 女神 さま 、 言 っ た と さ 。 
「 み ん な が 備 く 、 消 えた な ら 、 
要 し み だ っ て 、 な く な る わ 」 
ひっ そり ほほ えみ 、 言っ た と さ 。 


縁 の 力 は 、 静 か な 力 。 
黒 を 静め て 、 消 し 去る カカ 。 
黒い 力 は 、 猛 り の カカ. 
緑 を 焼い て 、 消 し 去る カカ 。 


ふた り の 女神 が 、 出 会 っ た ら 、 
緑 と 黒 と が 、 出 会 っ た ら 、 
精霊 と 魔物 も 、 混 さっ て 落ち る 。 
空 と 大 地 も 、 交 ざっ て 落ち る 。 


oOOSrHrOWETOOSN_ AE で 曲 人 W ウ SF oO と 笠 ざ 


ーwIAH 評 ③ 選 7 8> き Sr 。 


緑 は 黒 に 。 

黒 は 緑 に 。 

ふた り の 女神 は 、 時 を 紡ぐ 。 
この 世 の 果 て まで 、 時 を 紡ぐ 。 


@ | た 一 ね を 植え ま 一 し ょ ー) み ー ず を まき まし ょ ーー す 一 くす 一 く 、 す こ や か に 一 、 お ーー き く な ーー れ ぇ ー 」 : 記憶 の 残 津 に 後押し され た 、 世界 構築 へ の 行動 供 「 い い お 話 
ね ぇ 。 お 姉さん 、 応援 し ちら ゃ うわ よ お ぉ ]」 : 白紙 の 心から 浮か が び 上 が る 激励 錯 「 す ぐに 忘れ て し まう こと な ん て 、 すぐ に 忘れ て し まっ て いい こと よね ぇ ?」] : 失っ た 記憶 が 無意識 に 行なう 、 
思い 出す こと へ の 拒絶 但 それ が 人 な の よ 。 あがき 、 苦し み 、 それ で も 立ち 上 が る の 。 知り な さい 。 これ が 人 の 力 、 心 の 強 さ で す 中 : 仲間 と の 絆 を 経て 知っ た 、 人 の 持つ 力 


時 編 ぐ 、 ふ た り の 


マザー シッ プ 
@⑤ タダ イト ル 


だ て ね を 植え ま て し ょ て め ゆ 

の で 9 を まき まで て し ょ や ゆ 
9809 SS 0 の AUG 
20 つよ の 7 し え で ゃ め 


エス コ ゴート 


⑤ タイ トル 


心 != すぐ に 忘れ て し まう 
援 | 。 こと な ん て 、 す ぐに 


忘れ て し まっ て いい 
こと よね ぇ ? 


VIINH9 ヨ 1 0 S ヨ HIV1I 


NNNN AS NN へき ささ 


例 グリ ュー ネ の 対 の 存在 合 
(5 シィ ヴァ ルツ Schwarz 


ー プ る 性 別 : 女 年 齢 :22 歳 くら い (外見 ) 
身長 :175cm 金 出身 : 天 界 欠 一 人 称 : 我 


虚無 と 破壊 を 司る 女神 。 心 の 闇 か ら 生ま れる 「 黒 い 霧 」 
を 用 いて 、 世 界 を 無 に 還 そ うと する 。 グリ ュー ネ と 対 を 成 
す 存 在 で あり 、 一 方 の 消 減 は 他方 の 消滅 を 招く 。 


N 
N 


Strelia Teimes 
= スズ デ プ ・ デ ル メ ズ 


で @ 性 別 : 女 年 齢 :17 歳 身長 :60cm 
@ 出身 : 水 湖 の 集落 欠 一 人 称 : 私 


シャ ー リ ィ の 大 。 湖 の 人 葉 沙 が 襲撃 され た 魔 に 重症 を 
契 ()、 ヴ ァ ー ツ ラン 更に 彰 ら えら れ た 。 実 魚 休 と し て 
遺 般 に つなが れ た まま も ネル の 誠 機 を 半 度 も 救う 。 


Maurits Welnes 
っ マグ グッツ ・ グ ァ ル ネズ 


る 性 別 : 男 抱 年齢 :50 歳 答 身 長 :172cm 
出身 : 不 明 鬼 一 人 称 : 私 


Walter Delques 
ュ ン ルター・ デ ルク テ ズ 


の 性 別 : 男 で 年齢:17 歳 欠 身 長 :171cm 
出身 : 不 明 欠 一 人 称 : 俺 


か つて 。 湖 の 人 葉 落 の 里 長 で あり 、 現 存 な は 水 の 尼 を 東 メル ネス 親和 区 胡 記 長 。 () ず れ メ ルネ ス と な る シャ ー 
ね る 。 一 見 濁 和 だ が 歴 の 忌 へ の 依 し みな 非常 に 強 リィ へ の 局 誠 が 非常 に 厚 (。。 も ネル に 対し て ば 、 月 分 
ぐ 、 メ ルネ ス の 力 を 使い 歴 の 展 の 規 維 を 画策 する 。 の 立つ べき 場所 を 春 っ た 契 手 と し て 融 為 心 を 旋 く 。 
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Fenimor Xelhes 
= プ ァ ー ぞ ー ル ・ ど だ ん ル ヘ へ ズ 


ー で を 性 別 : 女 年 齢 :15 歳 の 身長 :155cm 
出身 : 不 明 鬼 一 人 称 : あ た し 


Thyra Welzes 
ディ ー ジ ・ グ ァ ル ツァ ズ 


て @ 性 別 : 女 の 年 齢 115 歳 の 身長 :155cm 
出 身 : 不 明 欠 一 人 称 : 私 


へ SNN ANWS NN ふき ふき 


水 の 尼 の 少女 で 双子 の 妨 。 メル ネス の 役 明 と と も に 水 の 展 の 少女 で 、 フ ェ ニ モー ル の 双子 の 尋 。 メル ネ 
水 の 展 を 蒼 て た シャ ー リ を 頒 ん で いい た が 、 の ろ た に 親 ス 放 乗 以上 に 、 病 の 死 の 原因 が シャ ー リ ィ に ある と 考 
友 と な る 。 歴 の 展 の 援 直 か ら シ ャ ー リ ィ を 宮 のり 死 。 える あま り 、 役 女 に きつ いい 薦 度 を と る 。 


侍 ーーーーーーーー ーー ーーーーー 一 一 本 


マザー シッ プ 
⑤ タネ トル 


昌 arriet Cambell 
ヽ パ グアム ・ チ ヤン ペル 


ー マ 6 性 別 : 女 年 齢 :9 歳 身長 :130cm 
出身 : 灯 台 の 街 ウ ェ ル テス 短 一 人 称 : ハ ティ 


Musette 
て へ さ テ ナゼ ジッ ツ ム 人 


性 別 : 女 提 年 齢 :60 歳 移 身 長 :152cm 
出身 : 源 聖 レ クサ リア 皇国 拓 一 人 称 : 私 


源 時 レ クサ リア 皇 司 聖 皇 。 遺 不 船 の 重要 企 を いろ 早 ウィ ル の 首 。 ウィ ル が と 正 分 を 其 て た と 思い 込ま さ 
く 効 り 、 正 ら 遺 大 船 に 乗り 込ん だ 。 身分 を 魔 し た まま れれ て 育っ た が 、 本 心 で は 妙 良 くし た いと 願う 。 将 理 の 


灯台 の 基 で 暮らし つつ 、 水面 で 精 報 収集 を 行なう 。 硫 は 母 譲り で 粒 産 的 だ が 本 人 は 衝 づ いて いな 0。 


ーー 


エス コー ト 
⑤ タ ィ ry 


jsabeila Robbins 
Cy プ ゲベ ペラ ・ ワ ど ン シズ 


ヘー 性 別 : 女 @ 年 齢 :27 歳 @ 身長 :168cm 
つ @ 出身 : 源 型 レク サリ ア 皇 国 一人称: 私 


Ed Cmrtis 
ヽ 了 ア だ ・ カ ー デ ズ 


6 性 別 : 男 @ 年 齢 30 歳 @ 身長 :185cm 
出身 : 源 王 レ クサ リア 皇国 @ 一 人 称 : 私 


灯台 の 街 に 訪 没 する 謗 の アニ ッ ト 、 フ ェ ロ モン ・ ボ ン エド だ の 記 視 と し て 源 時 レ クサ リア 軍司 近世 軍 に 所 悦 す 
バー ズ の リー ダー。 正体 な 源 聖 レク サリ ア 皇 司 近 入 る 軍人 。 フェ ロモ ン ・ が ン バ ー ズ の 一 和 貞 だ が 、 エ だ と 


宣 総 司令 で 、 聖 宇 の 護衛 を お も な 企 務 と し て いる 。 達 り 嫌々 や っ て いる 。 た だ し 歌 と ダン ス な ば うま ()。 


ーー 
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いこ いで いざ で て いき で ヘ ユ 


Arnold Alcott 1。。 Aleorr GO 
アーノ ル だ ・ チ ルコ ッ ム ヘア ル ゲ が ・ チ ルコ ッ 人 


の 性 別 : 男 で 年 齢 :40 歳 天 身長 :190cm 性 別 : 女 @ 年 齢 :13 歳 欠 身長 :148cm 
@ 出身: 不明 一 人 称 : 私 つ 出身 : 不 明 @ 一人称: 私 


旅 の 薬剤 訪 。 難病 を 旋 え る 女 を 治療 する た め 、 遺 不 アー ノル だ の 女 。 効い 原 か ら 大 病 を 半 っ て お り 、 身体 
和 衣 に や っ て きた 。 楽に 閲 する 豊 二 な 和 識 ば も ちろ ん 、 も 究 いい 。 病 の 符 効 革 を 炎 め て 分 と と も た に 遺 上 船 た 
剣術 も 一 流 。 正 休 は トリ プル カイ ツ の ステ ィング ル 。 や っ て きた 。 病 衝 に も 周 わ ら ず 企 攻 ば 明る く 航 向 き 。 


ーーー ニー 


マザー シッ プ 
タイ トル ゆ 


スズ ヴァ ン 


性 別 : 男 @ 年 齢 :2 歳 @ 身長 :170cm 
出身 : 不 明 区 一 人 称 : 俺 


ノー マ の 上 で ある トレ ジャ ー ハ ンタ ー で 、 ノ ー マ の 歪 動 
に 大 き な 影 響 を 写 え た 。 どん な 望み も 好 え る 、 と 伝え 
られ る エバ ー ラ イト 大 索 ゆ に 消息 不明 と な る 。 


BS 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆ 


Zamalan 
U ーー ゃ 

ゲ ザマ ラン 

くる 性 別 : 男 @ 年 齢 :55 歳 身長 :165cm 

出身: 不明 拓 一 人 称 : わ し 


Cuppo 
フィ ッ が 


て る 性 別 : 男 で 年 齢 :18 歳 (人 間 換 算 ) 
身長 :120cm 舞 出身 : モ フ モ フ 族 の 村 


窟 一 人 称 : キ ュ ッ ポ 
水 の 尼 の 少女 で 双子 の 妨 。 メル ネス の 役 月 と と も に モフモフ 3 兄 肖 の 長兄 。 モフモフ 族 一 の 起 道 家 と し 
水 の 展 を 其 て た シャ ー リ ィ を 妨 ん で (いた が 、 の ち に 親 て 、 一 族 内 で その 勇 名 が と どろ いい て いる が 、 ぞ れ に 湧 


友 と な る 。 歴 の 展 の 暴 舌 か ら シ ャ ー リ ィ を 字 の 死亡 。 れず す 才 を 避 り 須 者 双 行 の 右 々 を 送っ て いる 。 
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Pippo 
ど ピッ が 


= で 性 別 : 男 で 年 齢 :17 歳 (人 間 換 算 ) ー プ で 性 別 : 男 で 年 齢 :16 歳 (人 間 換算 ) 
身長 :120cm 移 出身 : モ フ モ フ 族 の 村 つ 和 身長 :120cm 各 出身 : モ フ モ フ 族 の 村 


へ いで uu で ぴき で へ \ 


乱 一 人 称 : ピ ッ ポ 葵 一 人 称 : ポ ッ ポ 
モフモフ コ 3 兄 肖 の 次 男 。 海 と 属 の 声 を 万 く 誠 人 で あ モフモフ 3 兄 肖 の 示 肖 。 一 族 太一 の 茂 癒 者 に し て 、 独 
り 、 正 ら 臨 琴 を ヲ /( ) て 人 々 に 誠 を 届け る 。 兄 と 沈 に 尊 創 的 な 発明 家 。 々 克 と 新た な 発明 品 の 剛 発 に 邊 


まれ 書 労 し て きた せい か 、 大変 両 食 見 の よ () 任 閣 。 芝 が な 。 深海 艇 パッ ポ 三 婦 号 は 彼 が 発 肪 し た もの 。 


トニ ーー Eee 


マザー シッ プ 
@ タイ トル 


Solon 


トー 性 別 : 男 @ 年 齢 :40 歳 @ 身長 :180cm 
出身 : 不 明 で 一 人 称 : 私 

訪 者 軍 局 の 長 。 交 旭 の ジェ イ を 若い 、 丸 の 地 を 教え 

込ん だ 。 つね に 自分 を 一 益 と 考え 、 介 者 は すべ て 下 

分 の 月 的 を 果たす た め の 道 見 と みな す 、 非道 な 男 。 


EE 


Melanie 
ーー の 
し / 6 メラ ニ 
で る 性 別 : 女 で 年 齢 :28 歳 @ 身長 :170cm 
2 区 出身 : 不 明 穫 一 人 称 : あ た し 


Vaclavy Bolud RS 和 
(へ ヴァ ー ツ ラブ プ ・ が デ だ 


ヘー 性別 : 男 @ 年 齢 :36 歳 で 身長 :205cm 
つ 鈴 出身 : ク ル サ ン ド 王 統 国 短 一 人 称 : 私 


クル サザ ンド だ 王 統 国 の 第 三 子 子 で 、 自ら 軍 を 束ね る 若 交 ヴァ ー ツ ラフ 配下 、 ト リプ ルカ イツ の ひと り 。 通り 名 ば 
宮 。 遺 歪 に 朋 る 浪花 砲 を 利 膨 し て 、 奄 司 に 対し 軍 / 内 の メラ ニ ィ /。 変 の プレ ス と 魔 獣 を 使っ た 攻 軸 


事 的 旨 位 を 保 と うと 環 。 次 期 王 位 も 狙う 野心 家 。 を 得意 と する 。 サディ ステ ィ ッ ク な 頒 向 が ある 。 


ER 


VIHN39 ヨ 1 0 SH ヨ IV1 


へ へい いで て さき ふせ \ 


Casheli 
ヽ カ ッ シ ィ ル 


ー プ る 性 別 : 男 @ 年 齢 :32 歳 身長 :185cm 
で 出身 : 不 明 一 人 称 : 俺 


Stipgle 
「\ ズ デ ァ ング ルル 


で 6 性 別 : 男 で 年齢:40 歳 で 身長 :190cm 
つ 葛 出身 : 不 明 筐 一 人 称 : 私 


ヴァ ー ツ ラフ 配下 、 ト リプ ルカ イツ の ひと のり 。 通り 名 は ヴァ ー ツ ラフ 配下 、 ト リプ ルカ イツ の ひと り 。 通り 名 ば 
/ 烈 新 の ステ ィング ル J。 三 の 使い 手 で あり 、 ク ロ / 幽玄 の カッ シェ ルリ 。 素早 ) 身 の こなし と 変 紀 正 在 
エエ の 親 を 殺害 し た 。 外 に 蛇 の 球 青 が ある 。 な 動き で 濃 を 編 勤 し 、 鹿 を つい た 戦法 を 好む 。 


car 
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へ いで いで て さき 和信 で へ や \ 


に 和 


で 出身: 不明 参 職業: ワンダー パン 職人 抱 一 人 称 : 小 生 


・ ラ ズリ ー ず コッ ク 帆 


真っ 白 な コッ ク 帽 は ワン ダー パン 職 


人 の トレ ー ド マー ク 。 衛生 面 も る バッ 
チリ で 、 美 味 し い パ ン を お 届け 。 


BBV 神田 朱未 


ーー ・ お 待ち し て ます 


・ 武器 は フラ ンス パン 


闘技 場 に も 登場 する っ て 噂 の 彼 
女 。 得意 技 は 「 パン 沙 雨 」、「 パ ン 
破 斬 ]、「 紫電 パ ン 影 刃 」 等 多数 。 


ちゃ ぶ 台 や 貯金 箱 、 パ ッ ク マ ン や ド 
ン ち ゃ ん に も 変身 。 見 つけ て くれ た 
人 に は 、 レ シン ピ を あげ る パン ! 


28 月 ワン ダー パン 左 人 の 女の子 。 ワン ダー パン 有 人 流 パ ン 
癒 の 免許 荷 大 の 務 号 を 隷 っ て お り 、 ぞ の 高度 な 共 癒 を 具 史 に 
広め る た め に 、 遺 大 舶 に や っ て きた 。 を 思っ て か 、 さ まさ ざま な 
姿 に 族 衣 し て 、 も ネル た ち が 見 つけ て くれ る の を 緒 包 に 矢 っ て 
る 。 と に か く 、 ひたすら 、 わ ざと らし いい ぐら いい に 、 よく 転ぶ 。 


精 寺 は 、 世 界 を 構成 する 根源 素 が 意志 を 款 っ 

語 て 具現 化し た 本 高 な 存在 。 本 来 、 人 言 が どの 次 

交 仁 を 月 に する こと は な か っ た が 、 噂 の 紡ぎ で ある 
グリ ァ ー ネ に よっ て 誕生 し た 。 の タルー 
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⑨⑥ タイ トル 
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The essence of TALES OF LEGENDIA“ 
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The essence of "TALES OF LEGENDIA“ 


人 @ 新 境 地 を 拓く シリ ー ズ の 異端 児 


出発 点 が いか に 斬新 で あっ て も 、 シ リー ズ と な りく り 返 
し 続く こと に よっ て それ は 「 定 番 要素 」 へ と 変質 する 。 こ 
の 定番 要素 は プレ イヤ ー に 安心 や 安定 感 を も た らし て く 
れる が 、 同 時 に 作品 の 進化 を 阻害 する 要因 と な り 得 る 。 
定番 を 守 ろ うと する が ゆえ に 、 保守 的 な 作品 が 作ら れ 続 
ける 傾向 が ある た め だ 。 その た め 長 き に 渡り 続く シリ ー 
ス 作品 群 に は 、「 転 換 点 ] と な る べく 定め られ た 作品 が 例 
外 な く 登 場 し て いる 。 

本 作 「 テ イル ズ オブ レジ ェ ン ディ ア 」( 以 下 「TOL」) 
は 、 まさ し く 「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ の 転換 点 、 あ り て い 
に 言え ば 「 異端 児 ] と も 呼べ る 作品 で ある 。 前 作 ま で に 築 
き 上 げ ら れ て きた シリ ー ズ 定番 要素 の 多く が 、 こ の 
「 TOL」 で は 使わ れ て いな い 。 た と えば 「 広 大 な 世界 を 旅 
する 」、 「 能動 的 な スキ ッ ト 」、「 秘 奥義 ] な ど は 、 そ れ ま 
で の 「 テ イル ズ オブ 」 シ リー ズ の 定番 と 称 さ れる も の ば か 
り だ が 、 こ れ ら は 『「TOL」 に は 存在 し な い 。 

だ が その 代わ り と し て 、 多 数 の 新 要素 が 盛り 込ま れ て も 
いる 。 た と えば 探索 スタ イル は 「 遺跡 船 ] と いう 巨大 な 船 
を 舞台 に する こと で 、 世 界 を 旅 す る の で は な く 「 見 知っ た 
場所 を 違う 目的 で 訪れ る 」 も の に な っ た 。 ほか に も 日 記 
風 の あ ら す じ 、 イ ベン ト 中 の カッ トイ ン 、 戦 闘 時 の 投げ 技 な 
ど ご 枚挙 に 貝 は な い が 、 最 大 の 特徴 は メ は イン シナ リオ を クリ 
ア し た 後に | キャ ラク ター クエ スト 」 が 用 意 さ れ て いる 点 で 
ある 。 内 容 と 役割 に つい て は 後述 する が 、 こ の キャ ラク 
ター クエ スト は 「TOL」 の テー マ と 密接 に 絡み 合っ て い 
る 。 ゲー ムシ ステ ム が 作品 の テー マ 自 体 を 決定 づけ る こ 
と は シリ ー ズ で も 前 例 が な く 、 そ の 点 で も 本 作 の 特異 性 が 
ウ が が える 。 

と も すれ ば 閉塞 し て マン ネリ 化 、 も し く は 先細り に な り 
が ちな シリ ー ズ 化 の 留 点 を 打破 する べく 産み 落と され た 
「TOL」 は 、 新 風 を 吹き 込ん だ 存在 と し て けし て 見 過ごし 
て は な ら な い 存 在 と 言え よう 。 


人 で 絆 と 家族 の 物語 


「TOL」 最大 の 特徴 で も ある キャ ラク ター クエ スト 、 ぞ 
れ は 作品 テー マ で ある 「 絆 」 を 描く た め に 用 意 さ れ た シ 


ステ バ で ある 5 これ まで の 作 呈 で は メイ ンス トー リー 
を 主軸 と し 、 キ ャ ラク ター た ちの 関係 は その 中 に 用 意 さ 
れ た 小 規模 の イベ ント に よっ て 表現 され て きた 。 だ が 
「TOL」 に お ける メイ ンス トー リー と は 、 言 わ ば 主人 公 
セ ネ ル と ヒロ イン の シャ ー リ イィ の 物語 。 残 り の 仲間 た 
ちの 物語 は 、 こ の キャ ラク ター クエ スト と いう 形 で 、 丁 
寧 に 描写 され た エピ ソー ド が 用 意 さ れ て いる 。 こ れ は 
「 絆 と は 人 と 人 と の 関係 性 か ら 生 まれ る 」 と いう 理念 に 
基づく も の で あり 、 従 来 の シリ ー ズ 作品 に は な か っ た シ 
DSG の あの 5 

そし て 本 作 を 読み 解く も う ひ と つの キー ワー ド と し 
て 挙げ られ る の が 「 家 族 」] だ 。「TOL」 に お ける 家族 と 
は 、 単 な る 血縁 関係 を 志す も の で は な い 。 血筋 の 違い は 
も ちろ ん の こと 、 陸 の 民 セ ネル と 水 の 民 シャ ー リ イィ 、 
モー ゼス と グラ ンド ガル フ の ギー ト 、 ジ ェ イ と モフモフ 
族 の よう に 、 種 族 の 区 別 さ えも 超越 し た 領域 に ある 、 何 
より も 大 切な 絆 の 形 と し て 描か れ て いる 。 出会っ た 当 
初 の 仲間 た ち は み な 非常 に 個性 的 で あり 、 そ れ が ゆえ の 
衝突 も 頻繁 に 起こ る 。 だ が 冒険 を 積み 重ね て いく うち 
に 、 彼 ら は まさ し く 家 族 同然 の 関係 と な っ て 、 互 い に 強 
い 絆 を 育ん で いく 。 

これ は 決し て 強引 な 演出 や 、 シ ナリ オ の 都合 に よっ て 
結ば れる 関係 で は な い 。 丁寧 に 描写 され た キャ ラク 
ター クエ スト を 体験 する こと に より 、 プ レイ ヤー の 元 へ 
綿密 に 伝え られ る キャ ラク ター の 環境 や 心情 が 、 自 然 な 
形 に 結実 し て 彼ら の 関係 に 「 家族 ] を 感じ させ る の で あ 
る 。 仲間 の ひと り 、 モ ー ゼ ス が こと ある ご と に 口 の 端 に 
上 ら せ る 「 家 族 ] と いう 言葉 。 序盤 は と も すれ ば 軽薄 に 
思え る よう な その 言葉 が 、 終 盤 に 近づく に つれ て 大 変 に 
重い 意味 を 帯び る の が 、 何 より の 証拠 と 言え よう 。 

そし て 「 仲間] を も 超え る 絆 の 形 と し て 示さ れる 「 家 
族 ] と いう 関係 は 、 あ まり に 強い つなが り で ある が ゆえ 
に 、 別 れ も ま た 身 を 切り 裂く ほど の 痛み と な っ て 、 深 い 
感動 を も た ら す 。 そ こ に プレ イヤ ー は 、 今 まで の 『 テ イ 
ルズ オブ 」 シ リー ズ で は 体験 で き な か っ た ほど の 重厚 
さ を 感 じ る こと が で きる の で ある 。 

「 異端 児 ] は 単なる 反逆 者 で は な く 、 シリ ー ズ に 新た 
な 可能 性 を も た らし た 開拓 者 。「TOL」 が 拓 い た 「 テ イ 
ルズ オブ 」 シ リー ズ の 未来 は 、 さまざま な 可能 性 に 変 
わっ て 今 も 花開い て いる 。 
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すべ て の 存在 が 持つ 音 の 信号 、 音 素 (フォ ニム )。 惑 
星 オ ー ル ドラ ント の 人 々 は 地 核 が 発する 記憶 粒子 の 流 
れ 、 プ ラ ネ ッ トス トー ム の 循環 が も た ら す 音素 力 を 利用 し 
て 文明 を 築い て きた 。 や が て プラ ネッ トス トー ム と 上 空 の 
音 譜 帯 が 作用 し 、 突 然 変異 的 に 第 七 音素 が 出現 。 第 七 
音素 は オー ルド ラン ト の 誕生 か ら 消 減 に 至る 「 星 の 記憶 」 
を 有 し 、 読み 解く と 未来 の 出来 事 を 知る こと が で きた 。 こ 
うし て 生ま れ た の が 預言 で ある 。 最初 は 生き る 指針 に 過 
き ぎ な か っ た 預言 に 、 人 々 は 強く 依存 する 。 預言 に 将来 の 
繁栄 が 記さ れ て いる な ら 、 目 の 前 の 悲劇 も 必然 。 預言 の 
支配 する 歪 な 摂理 に 縛ら れ た 世界 は 、 キ ムラ スカ ・ ラ ン バ 
ルディ ア 王 国 と マル クト 帝国 の 権 争い を 、 預 言 の 詠み 
手 ロ ー レ ライ 教団 が 牽制 する 形 で 均衡 を 保っ て いた 。 


SSAdV 


いす 0 ぱつ ハマ トリ 


テイ ルス ミオ ジョ ジン ミア. ビス 


「 テ イル ズ オブ 」 シリ ー ズ の 、 記 念 すべ き 10 周 
年 作品 と し て 誕生 し た 本 作 は 、 日 本 ゲー ム 大 賞 
2006・ 年 間 作品 部 門 優秀 賞 を 受賞 し た 。3D 
バト ルフ ィ ー ル ド を 自在 に 走り 回 れる 、 フ リー ラン 
_ が 採用 され 爽快 感 満点 の バト ル が 楽し め る 。 


SNOEYiON IANLBS OR THP ABYSS 


abyssLebis]:[ 名 ]1. 深 淵 , 深 海 , 無 限 の も の , 危 機 2.( 古 代 の 宇宙 創造 説 で ) 天 地 創 造 以 前 の 混 , 地 の 底 , 地 獄 3.( 関 係 な どの ) 断 絶 , 溝 


キム ラス カカ 王 国 貴 族 、 ファ ブレ 家 子息 の ルー ク は 、 剣 の 
師匠 ヴァ ン と の 練習 中 に 、 突 然 現われ た 音律 士 テ ィ ア と 
の 接触 で 擬似 超 振動 を 発動 。 速く 離れ た マル クト 帝国 領 
まで 飛ば され る 。 故郷 へ の 帰路 、 マルクト 帝国 軍 の ジェ イ 
ド 大 佐 、 ロ ー レ ライ 教団 導師 イオ ン と 守護 役 ア ニス 、 そ し 
て ルー ク を 探し に きた 奉公 人 ガイ と 行動 を と も に し 、 王国 
自 都 バチ カル に 帰還 。 平穏 な 日 々 も つか の 間 、 ル ー ク は 
親 療 大使 と し て マル クト 帝国 領 ア クセ リュス の 救援 へ と 向 
か う 。 王女 ナタ リア を 加え た 一 行 は 、 拉致 され た イオ ン を 
救出 する 際 に ルー ク と 瓜 二 つ の 男 、 アッ シュ と 接触 する も 
アク セリ ュ ス に 到着 。 韻 気 か ら 人 々 を 救う 仲間 を 尻目 に 、 
ルー ク は ヴァ ン の 指示 に 従い 地下 で 超 振 動 を 発動 。 そ の 
直後 、 ア ク ゼ リュ ス 一 帯 は 崩落 し て し まう 。 


〇 


Game Package 


NiNTEND ロ ーー 


PS2 版 で は 主要 メン バー 6 人 に 加え 、 第 二 の 主役 と も いえ る アッ シュ 
を バッ ク に 。 大 きく 描か れ た 横顔 に 刻ま れる の は 、 主 人 公 ル ー ク の 影 
と し て 手 き る 彼 の 憂い や 、 両 者 の 相対 的 な 人 物 像 だ 。3DS 版 で は ルー 
ク を 頂点 と し た トラ イア ング ル の 構図 。 立場 を 異 に する メン バー の 配 
置 と 、 顔 を 逸らす 男性 陣 の 妙 が 光る 。 ロ ゴ に 隠さ れ た 位置 で ルー ク 
と ティ ア が 手 を つなぐ と いう 小さ な 仕掛 けが 、 フ ァ ン に は た ま ら な い 、。 


シリ ー ズ 歴代 の 装丁 を 飾っ た 清々 し さと は 一 線 を 画す る 、 白 と 黒 の コ 
ント ラス ト が 印象 的 な PS2 版 の カバ ー デ ザイ ン 。 赤 み を 帯び た 空 に 福々 
し い 魔 界 (クリ フォ ト ) の 亀裂 を 刻ん で 、 巨 大 な 運命 の うねり を 予感 さ 
せる 。 海 上 か ら 突 き 出す 光 の 柱 は 、 ア プ ソ ー ブ ゲ ー ト と ラジ エイ トゲ ー 
ト を 流れ る 記憶 粒子 、 セ フィ ロト ツリ ー。 プ ラ ネ ッ トス トー ム を 発生 させ 


喘 ③ 洒 路 


に 
地上 の 世界 は 、 韻 気 を 避け る た め 外 殻 大 地 に 作ら れ た 。 
地下 の 魔界 (クリ フォ ト ) で それ を 知っ た 一 行 は 、 外 殻 大 地 
破壊 を 企む ヴァ ン と 部 下 の 六 神 将 を 止め よう と する 。 ま た 
ルー ク は 自分 が アッ シュ の 複製 、 レプ リカ で ある 事実 と ヴァ 
ン に 利用 され た こと を 知り 、 過 去 と 決別 する 故 い を 立て る 。 


台 WUL 


@) エス コー ト 


な が ら 外 殻 大 地 を 支え 、 世 界 に 音素 (フォ ニム ) の 恩恵 を 巡ら す 。 ツ タイ トル 


HU 


嘩 て ぶ 席 
SI 


一 行 は 外 殻 大 地 の 下 降 と 韻 気 封印 を 行ない つつ 、 ヴ ァ ン 
を 捜索 。 つい に 彼 を 打ち 倒す が 、 地 核 に 落ち た ヴァ ン は 第 
七 音素 の 集合 体 ロ ー レ ライ と 融合 。 預言 の 束縛 か ら 世 界 
を 解き 放つ た め 、 現在 の 世界 を 破壊 し 複製 に 入れ 替え よう 
と 画策 。 ルー ク た ち は ヴ ァ ン を 止め る べく 決戦 に 臨む 。 


NSAHUVU コ Hl 10 SI リ VI 


し 、 ト いい 


。 語 2UEniiKSS 6 0 1 6 PD DE _e 
ルー グ ・ フ チン ・ フ アプ レル 
マザー シッ プ 
タ ィ トル の ゆ 
乱 性 別 : 男 移 年 齢 :17 歳 移 身 長 :171cm 多 体重 ?68kg 


も 出身 バチ カル 参 職業 : フ ァ フ レ 公 箇 家 ・ 子 息 移 クラ スズ: 剣士 窟 一 人 称 : 俺 


・ 色 宰 せ た 燃 の 光 


預言 に 詠 わ れ た 光 も 、 色 裾 せ て い 
る 模造 の 燃 。 未 熱 の 証 を 切り 捨て 
た と き 、 男 は 真 の 運命 を 歩み だ す 。 


・ 虚 勢 の 出口 


無知 を 自覚 せ ぬ まま 発する 言葉 は 、 
記憶 の な い 不 安 を 隠す 鎧 。 た と え 
本 人 し か 騙 せ な いと し て も ……。 


キム ラス カ 子 団 の 名 過 真 医 、 フ ァ ブル 公 月 家 の 一 人 息 グー 、 
了 に し て 区 3 砂 了 位 継承 者 。 / 年 表 、70 茂 の と き に 誠 
欧 さ れ 以前 の 記 億 一 切 を 舌 ()、 凡 蔽 は 自宅 の 屋敷 で 
吉 禁 生活 を 送る 。 どの た めか 央 に うこ いう え 、 わ が ま 
まで 人 優 な 件 格 。 じ つ は アッ シィ (本 当 の ルー ク ) の 褒 [ 
製 人 悦 、 レ プリ カ と し て 作ら れ た 存在 。 ロー レラ イ と 同 


と 北 素 許 動 数 を 款 ち 、 起 許 動 を 災 う こと が で きる 。 


・ 師匠 を 目指 し て 
尊敬 する 師匠 の 教え を や り 遂 げ る 
た め 鍛 錬 に いそ し む 日 々 。 身体 の 
成長 は 、 い つ だ っ て 心 よ り 早 い 。 
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ミ フ クウ vis 


ぐる 種族 : チ ー グ ル 族 性別 不明 

> 欠 身長 : 約 30cm 穫 出身 : チ ー グ ル の 森 
人 一 人 称 :z バグ 

聖 獣 チー グル 族 の 子供 。 一 族 の 危機 を 救 わ れ た こと で 
「 ご 主人 様 」 と し て ルー ク を 慕う 。 性 格 は 底抜け に 明る 


く ル ー ク か ら 「 ブ タ ザ ル 」 と 呼ば れ て も 何ら 気 に し な い 。 


か て ぺき いき で へ \ 


フル ヒ 


人 は 思い 出 に よっ て 自ら の 存在 を 確か め る 。 な ら ば 記憶 を 持た ぬ 自分 は 、 
存在 し な い 者 な の か 。 7 年 も の 間 、 北 度 と な く 己 に 問い か け て きた 。 誘拐 され 、 
無事 に 帰 選 を 果たし た と 、 そう 教え られ た 我が家 さえ 、 見 覚え の な い 場 所 。 
それ で も 彼 は か し ず か れる 屋敷 の 中 で 、 自 分 は ルー ク な の だ と 、 領 いた 。 優 
慢 に 振る 凶 うほ ど に 、「 フ ァ ブ レ 公 爵 家 子息 ] で いら れ た 。 治 々 と 流れ る 大 ( 便 


し て いら れ た 。 


SS 計 


河 に あっ て 、 自 分 の 周り だ け 、 い つま で も 水 が よ ど む 不思議 か ら 、 目 を 逸 ら | 


*9 究 本 和 き 


ーー も 
(と 


揃 け 由 は 、 あ る い は つか の 間 の 安 培 は 、 師 と の 鍛錬 の 時 間 。 自 分 の 尊 
大 さ に 騰 せ ぬ 精 則 な 偉 丈夫 の 前 で は 、 気 負い な く 、 た だ の わが まま な 弟 に 


な れ た 。 何より この 手練 れ は 、 記 憶 に は な い 7 年 前 の 事件 か ら 、 自 分 を 救 っ 寺 
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宴 評 …… 旭 責 


くす で や 


て くれ た 「 恩 人 」 らし い 。 自覚 の な い 甘 えさ え 、 師 の 前 で は 高 敵 な 志 に 化け 、 


YY の NN 


無邪気 な 修行 と 物 見 遊山 に 、 英 雄 計 を 約束 し て くれ た 。 
は し ゃ ぎ 、 意 気 揚 々 と 名 を 振り 、 そ し て 「 超 振動 」 は 放 た れ て 、 人 が 大 勢 、 


SE 


wm い 


へ 

お 

ま 

人 

い 

い 

も 

の 

持 

の 

【 

ル ん | 騙さ れ て いた 。 本当 の ファ ブレ の 御曹司 か ら 複製 され た 、 精 巧 で 愚か な 、 

| 

な た 
こ 

れ 

で 

る 

フ 

寺 

を 

汚 

な 


エス コー ト 
⑨⑤ タイ t ル 


ト 


DON 2E 
SCIaW 1 


間 4 


自分 は た だ の レブ リカ 。 7 年 に 渡り 演じ た の は 、 薄 っ べら い 書 割 の 舞台 だ っ た 。 
元 い た 場所 な ど 初 めか ら 、 こ の 世に は な か っ た の だ 。 
逃げ て 、 膝 を 抱え て 、 耳 を ふさ いで 、 き つく 閉じ た 目 に 、 魂 を 同じ くす る い 1 
も う ひ と り の 自分 の 世界 が 、 つ ぎ つ ぎ に 流れ 込む 高中 な 血 を 受け 継ぎ な が 
ら 導 に 葬 ら れ た 、 生 き 写し の 、 ア ッシュ 。 彼 と と も に 仲間 が 傷つき 、 そ れ で も ん 
壊れ た 大 地 に 立っ て いた 。 た と え [ルー ク 」 で な か っ た と し て も 、 償 わな けれ だ 
ば な ら な か っ た 。 半 千 の レプ リカ に 和 隔 け られ た 弾圧 の 中 で 、 終わ る 命 の 先 に 、 
世界 を 救う と 決め た 。 偽り の 赤い 胃 を 切り 、 生 まれ 直 そ うと 、 思 っ た . よ 
つ 


6 う ご 、 
o9 き 靖 OV 人 GPCieN0W2EYISHL . 凌 O 合 訓 


ー タ ジマ 
山 の じ 62CGOY の 


『 
5 


奪わ れる だ け の 過去 も な い 。 それ で も ここ に いる 。 誰が どう 思 お うと も 、 そ 
れ が 本 当 の 強 さ に つなが る な ら 、「 俺 ] は 負け な い 。 

ルー ク と 名 乗る ひと り の 男 は 、 創 を 取る 。 決意 を 秘め た その 心 に は 、 表 
言 が 示し た 「 聖 な る 燃 の 光 」 が 和 締 いて いた 。 


oreoY す GO 


し / 


む 
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AN AA ふき ふ や 


こん な こと に な る な ん て 知ら な か っ た ! 
誰 も 教え て くれ な が か っ た だ ろ っ ! ei 


借 は 悪く ね ぇ っ! 代 は 悪く ね ぇ っ !! 人 W 


久 胡 を 切っ た ルー ク 多 


@「 へ ぇ …… お まえ 、 い いも の 持っ て ん な 。 こ れ で も う 靴 を 汚さ な く て 済む わ ] : 心遣い を 理解 し よう と も し な い 仙 慢 さ 借 「 こ ん な こと に な る な ん て 知ら な か っ た ! 誰 も 教え て くれ な か 
っ た だ ろ っ ! 俺 は 悪く ね ぇ っ ! 俺 は 悪く ね ぇ っ !『」: 罪 か ら 逃げ 出 そ うと する 自己 弁護 代 「 だ か ら 俺 、 自 分 に で きる こと か ら 始 め る 。 そ れ が 何 か は まだ わか ん ね ぇ けど 、 で も 本 気 で 思 ンジ ダ 
っ て ん だ 。 変わ り た いっ て ] : 責任 を 受け 止め る 変革 へ の 意思 人 「 俺 は …… 俺 は ここ に いた い ! 誰 の た めで も な い …… 俺 は 生き て いた いん だ よっ | : 消滅 の 恐怖 を 前 に 出 た 淵 


拒 性 別 : 女 乱 年 齢 :16 歳 移 身 長 :162cm 乱 体重 :50kg 
旬 出身 : ユ リア シテ ィ 乱 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 音 律 士 乱 クラ ス : 音 律 士 移 一 人 称 : 私 


・ 心 の 防壁 

表情 を 隠し て 譜 歌 を 紡ぐ 。 心 の 挿 
ら ぎ を 気取ら れ な いよ うに 。 喜び も 
悲し み も 見 せな いよ うに 。 


・ 音 律 士 の 心得 
譜 歌 を 響かせ 、 味方 を 鼓舞 し 敵 を 
退け る 。 譜 歌 の 意味 を 頭 で は な く 、 
心 で 理解 する の も 務め の うち 。 


・ 恩 師 と の 絆 

護身 用 ナイ フ に 教 宜 直 伝 の 技 を 乗 
せ て 放つ 。 進む 道 が 変わ っ て し まっ 
て も 大 切な 教え は この 手 の 中 に 。 
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芳 評 の 情 航 士 盛 誠 部 所 悦 の 音 神 士 で 、 磨 胡 ば 故 長 。 
弟 石 音素 を 友 え る 弟 万 音 講 短 十 で あり 、 講 就 や 癒し の 
譜 答 を 訟 える 。 本 名 ば メシ ィ ュ ティア リカ ・ ア ウラ ・ フ ェ ン 
デ 。 如 婦 フリ ア の 夏 訴 を 受け る が 、 身 ご も っ た 奈 親 が か 
が の 科 沙 に 巻き ま れ た た め 、 魔 更 で 生ま れ 育 つ 。 ウツ ァ 
ン だ な 実 の 兄 。 誠実 だ が か な り 生 上 真 両 月 で 、 大 と し て 砂 
者 の 心 請 を 願 み な (言動 を する こと が ある 。 


N NN いき ふさ ふさ 


5 O げ チ て 旦 電 BYSS・ 


SS の クト 


兄 へ の 想い 、 講 歌 に 乗せ て 


人 は 自 幼い 頃 か ら 兄 の 育 中 を 追っ て いた 。 誰 より も 身近 で 、 誰 より も 頼り に な 
生 3 グ T る 、 広 い 世 界 で た っ た ひと り の 了 肉親 。 兄 の 言葉 は 強く 、 正 し か っ た 。 彼 
を 意 が は ユリ ア の 諸 歌 の 意味 を 、 こ う 教 えて くれ た 。 
GR2K 講 歌 と は 、 世 界 を 愛し た ユリ ア が 、 ロ ー レ ライ に 捧げ た 契約 。 け 
証し れ ど ユリ ア は 預言 が 覆 る こと を 願っ て いた 。 
る あな 
な が や が て 長 じ 、 自 分 の 背 が 兄 の 胸 ま で 届く 順 、 見 上 げた 先 に 、 彼 が 以前 
の 優し き を 忘れ た こと を 、 テ ィ ア は 知る 。 栄え あ る 神 放 の 計 土 団 主 席 絶 年 
還 長 に まで 上 り 詰め た 、 誰 も が 賛 矢 を 贈る 、 ヴァン ・ グ ラン ツ 。 見 は 何 か に 
な 取り 選 か れ 、 野望 の た め に 冷酷 に な っ て いた 。 無慈悲 表 進 の 先 に 求め か 
7 ん る も の が わか ら ず 、 問い 質 そ うと 、 貴族 屋敷 の 庭 に 合 む 見 に 斬り か か っ た 。 
さて 何 も 実 ら ぬ どこ ろか 、 世 間 知 ら ず と 呼ぶ に も 手 ぬ る い 、 態 度 ば か り が 大 き タル 
け 仮 い 御曹司 を 育 負い 込ん で 、 あ げ く に 男 が 兄 に 踊ら され て 世界 を 壊す の を 、 
DE 目の当たり に し た 。 か が 
悲鳴 と 者 突 の 「 ア ク ゼ リュ ス の 悲劇 」 を 皮切り に 、 兄 の 計画 は 幕 を 開け 
た 。 族 郷 ホ ド が 崩落 し た 惨劇 に 疾 言 の 悪夢 を 知り 、 憎 し み に 歪ん だ 心 で ゃ 
ユリ ア の 想い を 読み 、 世 界 を 救う た め に 世界 を 壊す 、 終 末 と 再生 の 賛歌 
に 満ち た 舞台 が 。 7 こ 
電 


門 ルー ク 。 利用 され る た め だ け に 創 られ た 、 か わい そう な 人 。 
けれ ど 「 貴 族 の 子息 だ っ た 男 ] は 、 何 も 見 よう と し な か っ た 過去 を 捨て 、 7 こ 
ょ 自分 自身 に を な る と 口 に し た 。 壊し た も の を 取り 戻し 、 己 の 痕跡 さえ な い 世 
界 の た め に 戦う と 、 不 格好 に 落と し た 赤い 胃 で 言っ た 。 そ の 歩み に 、 再 ンス 
誕 を 知っ た 。 彼 と 手 を 取り 死地 を 越え て きた 今 な ら ば わか る 。 誰 も が 生ま 
作 れ 変わ れる と 。 今 も また 祈る 。 預言 を 首 そ うと する あま り 、 預 言 に 囚われ れ 
続け る 見 に 、 人 と 世界 を 信じ て ほし いと 。 le 
わ ユリ ア の 讃歌 に 想い の すべ て を 乗せ て 、 テ ィ ア は 歌声 を 戦場 に 響かせ 7 た 
る 。 戦い の 果て に 待つ も の が 、 大 切な ふた り の 、 ど ちら か の 死 だ と し て も 。 
し ] それ が た っ た ひと り の 、 愛 する 兄 に し て あげ られ る こと だ か ら 。 


ン ざ 中 明 中 対 田 ri 靖雄 


に 


で 
co び 


NN あり が と う 。 あ な た を 信じ て よかった 


AN て さき で へ ふ \ 


@ 「…… か わい い 〇 ]」 : 聖 獣 チー グル の 姿 を 見 て 、 思 わ ず 出 て し まっ た 女の子 と し て の 本 音 人 「 戦 場 に 正義 も 悪 も な いわ 。 生か 死 か 、 た だ それ だ け ] : 戦場 で の 習い も 知ら まま 、 
無自覚 に 人 を 殺め た 者 へ の 極め て 現実 的 な 通告 介 「 自 分 が 生ま れ な か っ た ら な ん て 仮定 は 無 意 味 よ 。 あな た は あな た だ け の 人 生 を 生き て る : 自己 存在 に 抱い た 疑念 に 対す る 冷静 ンジ ググ 
な 析 定 と 、 少 し ば か り の 思い や り 鑑 「 あ り が と う 。 あな た を 信じ て よかっ た 」 : 自分 の 身体 を 心配 し て くれ つつ 、 そ れ で も 成す べき こと か ら 目 を そら さ な い 成長 ぶり に 感じ る 充足 感 


エス コ ゴート 
タイ トル 


か て て きき へ 
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⑨ 


槍 は 必要 な と き に 具 


象 と いう や つ で すね 。 


現 化 させ ます か 
ら 。 いわ ゆる コン タ ミ ネ ーション 現 


ジィ ア が カー デア ァ ス 


を 性別: 男 多年 齢 :35 歳 失 身長 :186cm 乱 体重:74kg 
窟 出身 |/ ケ テル ブルク 欠 職業 : マ ルク ト 帝 国軍 ・ 第 三 師団 師団 長 多 クラ ス : 諸 術士 移 一 人 称 : 私 


・ 天 才 の 証拠 

この 譜 眼 の お か げ で 、 六 音素 の 諸 
術 を すべ て 使え ます 。 第 七 音素 だ 
け は どなた か に お 任せ し ます よ 。 


・ 企 欲 の 証拠 ? 

異国 に は 終始 何 か を 食べ 続け て い 
る 魔物 が いる そう で す 。 それ を 意 
匠 化し た らし いで す が 、 謎 で すね 。 


マル ク た 芝居 軍 所 悦 の 諸 科 士 。 暦 胡 な 大 佐 だ が 、 
実力 な 准 軍 臓 に 友 厳 する 。 3 
疹 神 を 圭 ち 合わ ゼ / 押 逆 の 伴 / の 異名 を と る が 、 むし ろ 
7 死 志 使 (ネクロ マン サー リリ と 寿 が れる こと が 多 () 
つね に 相 や か な 物 と 柔和 な 笑顔 を 総 や さ ず 、 芝 閑 で 
友 上 肉 な 言動 を 放ち 、 ぞ れ に よる 反感 を も 楽し ん で いる 。 
フォ ミク リー( 覆 製 地 竹 ) の 発案 者 で も ある 。 


5 O チ て 末 BYS5S・ 


SNS の 2 


答 人 が 抱い た 希 症 


ー 一 親愛 な る 我 が 君 、 ビ オニ ー 陸 下 に あら せら れ ま し て は 、 益 々 御 壮 健 の こと と 存じ 
奉り ます 。 

42 と 最初 だ け は 記し て お きま し ょ う 。 私 的 な 手紙 と は いえ 「 一 応 は] 臣下 か ら の も 
の で すし 。 


それ に 、 今 の 私 に は 望み が で きま し た .。 後悔 と 絶望 し か 生ま な いと 思っ て いた フォ ミ い むず 
クリ ー に も 、 何 ら か の 意味 が ある の で は な いか 、 と 気づい た の で す 。 ルー ク の 成長 は 、 る か 


ヴ 
(t : 


レプ リカ の 新た な 可能 性 を 私 に 示唆 し て くれ まし た 。 レ ブ プリカ を 上 単なる 複製 で は な い 、 
新しい 「 何 か 」 に 昇華 させ る 。 それ が フォ ミク リー を 生み 出し た 私 の 義務 で あり 、 今 の 
希望 で も あり ます 。 

そん な わけ で すか ら 、 和 無事 帰 恒 し た 上 暁 に は た っ ぷり と 研究 予算 を 計上 させ て いた だ 
きま す の で 、 よろ し く お 願 いい た し ます 。 い や いや …… そ れ に し て も 、 持つ べき 者 は 「 幼 


な じみ の 皇帝 際 下 」 で すね ぇ 。 
や は りお まえ た ちか 
禁忌 の 技術 を 復活 させ た の は ! 


私 は 一 生 過 去 の 罪 ( こ 
可 ま れ て 生き る ん で す 


⑯「 す み ま せ ん 。 根 が 正直 な も の で 」 : 他 者 を 逢 か に 上 回 る 自分 の 力 へ の 自負 と 、 それ を 心配 し て くれ る 者 へ の ゆがん だ 謝意 但 「 い つか あな た は 私 を 殺し た い ほ ど 恨 むか も 知れ ませ 
ん …… い や 、 も う 恨 まれ て いる か 」 : 捨て た は ず の 過去 の 罪 が 、 目 に 見 える 形 で 復活 し て いる こと へ の 後悔 倫 「 や は りお まえ た ちか ! 禁忌 の 技術 を 復活 させ た の は !」 : 己 の 罪 の 象 
徴 が 奈落 か ら 引 きず り 出 され た こと を 知り 、 我 知ら ず 荒 げ て し まう 軽口 借 「 私 は 一 生 過 去 の 罪 に 音 ま れ て 生き る ん で す 」 : 昔 の 愚か な 自分 へ の 自 則 と 、 背負 っ た ツケ を 払っ て いく 覚悟 


まず は 成り 行き と は いえ ぇ 、 敵 国 の 王族 た る ルー ク と 長らく 行動 を と も に し 続け て いた こ まま 久 | いい 
と へ の お 目 こ ぼ し 、 あ ら た め て 感謝 し ます 。 彼 と の 旅 は 私 に と っ て 、 な か な か 意義 の あ 9 
る も の で し た 。 今 これ を 記す 私 も 性 格 が 悪い で す が 、 ア ク ゼ リュ ス 崩 落 直後 の 彼 は 、 せ AD 
見 る に 耐え な いも の で し た 。 彼 自身 の 問題 は も ちろ ん で す が 、 何 より ネ ビ リム 先生 を あ せ あめ 
や め て し まっ た 事実 か ら 逃 げ て いた 私 と 同じ で し た か ら 。 ん ん 6 

思え ば この 旅 の 間 、 私 は 終始 「 自 分 の 罪 」 を 見 せつ けら れ て いた よう で す 。 ル ー ク O ) 人 て 
と 被験 者 アッ シュ 、 導 師 イ オン 、 サ フィ ー ル の 暴走 、 預 言 か ら 逃 れる た め フォ ミ クリ ー い は 
に 目 を つけ た ヴァ ン 。…… 忌 の 好奇 心 に 踊ら され 、 呪 われ た あの 技術 を 編み 出さ な け 根 や を 
れ ば 、 彼 ら が 受難 の 運命 を 背負 うこ と は な か っ た は ず で す 。 1 ヽ 殺 

[技術 を どう 扱う か は 使い 手 次 第 」、「 私 が 編み 出さ な く て も いずれ は 誰か が 発明 し が ED o ロト 
た 」、 言 葉 の 安全 地帯 に 逃げ 込む 気 な ど は あり ませ ん 。 も っ と も 、 そ れ も 楽 で 良さ そう う だ 
だ な と は 思い ます が 。 一 一 今 、 渋 い 顔 を し て いる で し ょ う ね ぇ 。 ま 、 そ れ は さて お き 。 la 恨 い 
私 は 私 の 責任 を 真正 面 か ら 受け 止め て 、 こ の 件 に 終止 符 を 打ち まし ょ う 。 必 要 な ら ば 末 4【 ま 
ルー ク の 消滅 も 甘んじ て 受け 入れ まし ょ う 。 そう いえ ば 、 ルーク を 「 友 人 」 と 呼ん だ 時 の 下 汗 の 
彼 の 顔 は 、 な か な か 見 物 で し た よ . な 時 に 


の 
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AN いき で ヘ \ 


る 性別 : 女 @ 年齢 :13 歳 多 身長 :152cm 乱 体重 :42kg 
ノン 出身 : ダ アト 欠 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 導 師 守 護 役 多 クラ ス : 人 形 士 移 一 人 称 : あ た し 


・ 女 の 武器 

ちょ っ と 幼い 紛 囲 気 作 り で 、 男 の 克 
護 欲 を くす ぐっ て みる 。 玉 の 奥 を 目 
指す か ら に は 手段 を 選ば ず ! 


ムク ナガ Tokunaga 
ー ) アニ ス が 使う 譜 業 人 形 。 譜 術 を 込め る と 巨 
大 化し 、 背中 に 乗っ て 武器 と し て 扱え る 。 じ 
つ は ディ スト の お 手製 で 、 アニ ス に 勝手 な 友 
情 を 抱い た 彼 が 手縫い で 作っ た 一 品 。 


・ 備 え は 万 全 

最後 の 切り 札 は いつ も 手 の 届 く と こ 
ろ に 。 守護 役 を 務め る か ら に は 何 
事 も や り 過 ぎっ て こと は な い 。 


・ 導 師 を 追っ て 

導師 の 気まぐれ に 付き 合う の も 守 
護 役 の 役目 。 願わ くば この 足 て 追 
いつ ける と ころ に いて ほし い 。 
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郁 計 の 請 航 士 局所 属 の 人 末 士 で 、 導 乱 字 護 役 と し て 導 基 イブン 
の 次 護 を 思う 。 和 勝 士 切 で の 磨 胡 は 奏 長 。 遍 症 が 學 え た 診 金 が 
原因 で 、 幼 原 か ら タ ダ 局 然 で 留 か みさ れ て () る 。 ぞ の た めか 企 
敵 に 似合わ ず 奏 信 れ て あおり 、 紛 手 に よっ て は 右 汚く 芋 ら つ に 花 
する 。 裏表 の 激しい 灯 放 を し て いる が 、 春 本 的 に ば る く 元 
箇 。 つね に 到 の 典 に 乗る 計 会 を うか が っ て いる 。 


か て て こ いき で へ ヘ \ 


NSX の 22 


ンー 


目覚 め た 嘘つき 人 形 


s0M き 国 旨 き 還 ご SNE くっ レーS… 


@ | ふみ ゅ ゆう 一 。 …… 月 夜 ば か り と 思う な よ ]」 : 冷た く あ し ら っ た 門 兵 の 無 下 な 態度 を 受け 、 つ い 漏 らし て し まっ た 心 の 声 錯 「…… あ ーー、 や っ ぱあ た し が 玉 の 奥 狙 わな きゃ や] : 人 が よ す ぎ 
る 両親 に あき れ 、 改め て 故 う 人 生 目 標 と 少し の あき ら め 借 「 な ん で そん な に 簡単 に 信じ ちゃ う の ? みん な 、 馬鹿 み た い だ よ ……」 : 裏切り 行為 を 許し て し まう 仲間 に あきれ つつ 、 ど こ 
か それ を うら や まし いと 感じ て し まう 人 罪悪 感 借 「 全 然 偉 く な い ! 私 …… 私 …… イ オン 様 を 殺し ちゃ っ た ……] : あま り に 大 き な 罪 を 許し て くれ る 仲間 と 、 だ か ら こ ぞ よ り 増 える 心 の 重 さ 


S O げ て 且 6 孝 BYS5・ 


正直 者 が 馬鹿 を 見 る の か 、 馬 塵 だ か 
ら 正 直 者 な の か 。 何 度 だ まさ れ て も 懲り ず に 他人 を 信じ 
る 両親 を 、 模 範 的 な 信徒 と 褒め 称え る 者 も いる 。 で も それ で は 、 
いずれ 自滅 し て し まう の が オチ だ 。 大 切な ふた り を 守る た め 、 腹 の 膨れ ぬ 
理想 で は な く 現 実 を 生き る 糧 を 欲し アニ ス は 「 嘘 つき ] に な っ た 。 
教団 の 最高 指導 者 、 導 師 イ オン の 守護 役 に 大 抜 握 さ れ て も 、 喜 べ る は ず も な い 。 本 
当 の 役目 は 護衛 で は な く 、 蜜 條 な の だ か ら 。 大 詠 師 モー ス は 預言 の 遵守 に 固執 し 、 導 師 に 
反発 し て いる か ら 、 年 若く 職 明 な 彼 は 、 遠 か ら ず 徐 地 に 立た され る だ ろう 。 自分 の せい で 。 こ れ で 
は 操 ら れ て いる の が 誰 な の か 、 わ か っ た も の で は な か っ た 。…… 人 形 士 な の は 、 あ た し な の に 。 
両親 の こし ら え た 借金 と 引き 換え に 、 誇 り を 捨て た けなげ な 奏 長 。 け れ ど 、 そ ん な 自分 の 思惑 な ど 知ら 
ず 、 イ オン は 優し く 接し て くれ る 。 偉 ぶ ら ず 、 静 か に 微笑 み 、 い つも 謙虚 で 、 ね ぎら い の 言 葉 も 欠か さ な い 、 
誰 も が 認め る 清らか な 少年 。 似 合わ ぬ 作 り 笑 いで 策謀 に 勤しむ 大 詠 師 様 な を ど 、 た だ の ほこ り ま みれ の 俗物 だ 。 
アニ ス は 彼 に 惹か れ 、 ゆ え に 裏 切り 続け る 自分 を 嫌悪 し た 。 モ ー ス が 失脚 し 、 一 度 は 汚れ 役 か ら 解 放さ れる と 
安 培 し た が 、 な お 両親 を 人 質 に 取ら れ 、 こ と も あろ うに 大 切な 人 を 誘拐 せよ と 、 命 じ ら れ た 。 最低 だ っ た 。 何 
より も 、 自 分 が 。 
訪れ た の は 目 を 背け 続け た 、 も っ と も 悲劇 的 な 結末 。 死 を 覚悟 し て 大 いな る 預言 を 誌 み 、 イ オン は レフ ブリ 
カ の 存在 限界 を 迎え た 。 彼 は すべ て 知っ て いた 。 そ れ で いて な お 、 偽 り の 命 が 消滅 する 瞬間 まで 、 感 謝 を 
示し て くれ た 。 腕 の 中 で 、 初 忘 の 人 は 死ん だ 。 
いく つか 年 上 に 見 えて 、 本 当 は ほん の わずか の 時 間 し か 、 世 界 を 見 る こと が で き な か っ た 人 。 で も 彼 
は 、 自 分 より 眉 か に た くさ ん の こと を 、 そ の 澄ん だ 目 に 映し て いた 。 悲し み も 、 赦 し も 、 心 を 託し 受け 
継ぐ こと の 喜び も 。 
ーー ご めん な さい 、 イ オン 様 。 
13 年 の 人 生 で 救い の な い 嘆き を 知っ た 人 形 士 は 、 導 師 に な る と 奪っ た 。 彼 の 遺志 を 
継い で 、 世 界 を 守り た い 。 罪深い 自分 を いち ば ん 大 切 だ と 言っ て くれ た 夏 草 色 
の 瞳 に 、 今 度 こ そ 向 き 合い た い 。「 嘘 つき ] に は な ら な い 。 も う 決 し て 、 
誰か に 操 ら れ た り は 、 し な い 。 


な ん で そん な に 簡単 
に 信じ ちゃ う の 『 
みん な 、 馬鹿 み だ たい 


みゆ う …。 


…… 月 夜 ば か り と 思う な よ 


% 結 
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ー…… 生 りす て 沙 全 牙 い へ N…… 醒 …… 相 


AN て て べき いき で へ ユ \ 


タジク 


の 
re G u Y\ C e 


SV 8 由 
シル 
0 ⑨ 7/ プア ッ ン 


ev 移 を 性 別 : 男 金 年 齢 :21 歳 欠 身長 :184cm 多 体重 :79kg 
ど 出身 : ホ ド 欠 職業 : フ ァ ス レ 公爵 家 ・ 奉 公 人 欠 クラ ス : 剣 士 多 一 人 称 : 俺 


・ 女 殺し の 一 言 
思わ ず こ ぼれ て し まう 優し い 言葉 は 
女性 を 引き 付け る 。 その た びに 後 
悔 する 女性 恐怖 症 の 悲し い 性 。 


・ ア ル バ ー ト 流 シ グ ム ント 派 
ユリ ア と アル バー ト を 守る た め の 合 
術 。 ア ル バ ー ト 流 の 弱点 を 切り 裂 
く 太刀 筋 は 、 電 光石 火 の 一関 。 


エス ゴート 
タ ィ トル 


・ 音 機関 マニ ア 

珍し い 音 機関 を 見 つけ る と 、 いじ り 
た い 衝動 を 抑え きれ な い 。 まこ と に 
悲し き は マニ アッ ク の 習性 。 
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ファ ブレ 公 般 家 に 他 え る 徐 公 人 。 7 蔵 か ら 了 チ 字 役 と 
し て 記 わ れ 、 ル ー ク に と っ て ば 兄 殴 分 と も いえ る 
在 。 人 藻 な 大 須 飲 汚 で 物 礎 は 想 や か 。 女好き だ 
が 交 度 の 女 任 恐 乱 と いう 矛盾 し た 一 面 も 圭 ち 、 ま 
こ 音 識 周 マニ ア で も ある 。 去 名 ば カイ ラル ディ ア ・ 
カラ ン ・: ガ ルディ ブス 。 消 湊 し た マル クム 作 か た を 償 
有 し て (いた 、 ガ ルディ オス 刀 月 家 の 婚 男 に し て 礁 一 
の 生き 王 り で ある 。 


か て きき で へ ふ \ 


N NT ・ て 井上 LGS 〇 チチ て 彩 オガ BYSS・ 
eo 


自分 は 二 度 、 生 まれ た 。 
の 中 か ら 。 

二 度 目 の と き 、 記 憶 の 一 部 を どこ か に 置き 忘れ 、 代 わり に 呪 二 し た た る 心 
を 手 に 入れ た 。 戦争 と いう 名 の 中 器 で 、 誇 り 高い 己 が 一 族 を 滅ぼし た ファ ブ 
レ 家 。 そ こ に 使用 人 の 姿 を 借り て 潜み 、 長き に 渡る 雌 伏 の 日 々 に 耐 えた の は 、 
いつ か 復讐 を 果たす と いう 目的 が あっ た か ら だ 。 子 守り 相手 の ルー ク は 自分 
を 慕う が 、 い ずれ は 倒す べき 相手 な ら ば 、 打 ち 解け て 見 せ さ え し て お け ば 、 
真 に 親睦 を 深め る こと も な い 。 計画 は か つて の 家臣 、 ヴ ァ ン に 任せ て ある 。 
復讐 が 成 鞭 する その 時 を 、 ガ イ は 7 年 、 待 っ た 。 

そし て ルー ク は 「 誘 拐 ] され 、 ほ ど な く ヴァ ン に 「 助 け 出さ れ て 」 戻っ て 来 た 。 
あら ゆる 記憶 を 失い 、 歩 き 方 すら 忘れ て し まっ た 、 赤 ん 坊 同 然 の で 。 何 と 
か 寄り 添い 、 人 並み の 計 活 が で きる まで 教育 を し 直し 、 し か し 彼 は 自問 する 。 
これ は 求め て いた 復讐 な の か 。 恨み を 返す と は 、 こ ん な に も 唐突 に 、 す べ て 
を 終わ り に する も の な の か 、 と 。 

過去 を 失っ た 苦し み を 思わ ず 間 うた 彼 に 、 仙 の 息子 は 、 こと も な げに 答え た 。 

昔 の こと ば か り 見 て いて も 前 に 進め な い 。 だ か ら 過 去 な ん て いら な い 」 

単純 で 、 気 負い の な い 、 そ れ は まさ に 、 幼 な 子 の 言葉 。 け れ ど 真理 が あっ 
た 。 忌まわしい 過去 か ら 解き 放 た れ よ うと 選ん だ 復 の 道 に 足 を 取ら れ て 、 
自分 は 未だ 一 歩も 前 に 進ん で いな い 。 だ が ルー ク は 、 有 無 を 言わさ ず 奪 われ 
た 過去 に 背 を 向け 、 先 に 踏み 出し つつ あっ た 。 身 を 縛る 呪い の 鎖 が 、 音 を 
立て て 皿 み 解け た 。 悲 し み に 起 ん だ 広大 な 屋敷 に 、 柔 ら か な 光 が 差 し た 。 喘 
き 乱 れる 見 事 な 薔 薇 た ちの 中 に 、 の よう な 赤毛 の 少年 が 、 届 託 な く 笑 っ て 
いた 。 預 言 に 囚 れ 続け る ヴァ ン と の 訣別 の 時 が 、 近 づい て いる の を 感じ た 。 

記憶 を な くし た 「 ル ー ク 」 は 、 幼 か っ た 日 々 に 世話 を 焼い た ルー ク の 、 レ プ 
リカ 。 けれ ど ガ イ の 心 は も う 播 る が な か っ た 。 今 こ こ に いる ルー ク こ そ が 、 あ の 日 、 
大 切な 友 と 認め た 相手 。 彼 を 守り 、 前 に 進み 生き る こと が 、 身 を 星 し て 自分 
を 守っ て くれ た 姉 の 犠牲 に 報い る こと だ と 、 信 じ て い た 。 


一 度目 は 母 の 胎内 か ら 。 二 度目 は 姉 た ちの 死体 
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怖い さ 。 人 怖い か ら 戦 うん だ 。 
死に た くね ぇ か ら な 。 
借 に は まだ や る ご Pi ご が ある 
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村 太 本 ら r 党 すさ へ HU 皇 さ すき 全量 。w さ と で 各 
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@ 「 ガ イ 様 、 華 豚 に 参上 | : ピン チ に さっ そう と 現われ る 、 ヒー ロー 的 な お 約束 セリ フ 欠 「 怖 いさ 。 怖い か ら 戦う ん だ 。 死に た くね ぇ か ら な 。 俺 に は まだ や る こと が ある ] : 戦っ て 他 
者 の 命 を 奪う こと へ の 覚悟 と 、 成 すべ き 目 的 の 再 確認 代 「 情 け な い ね ぇ 。 命 を か け て 守っ て くれ た 姉 上 の 記憶 を 「 怖 い ] な ん て 思っ ちまう と は ……」 : 女性 恐怖 症 の 原因 と な っ た トラ 
ウマ が 、 愛す る 人 々 の 想い と 死 で で き て いた こと へ の 皮肉 但 「 た っ た 七 年 で 悟っ た よう な 口 を 利く な ! 石 に し が みつ いて で も 生き る こと を 考え ろ !」 : 死 を 覚悟 し て いる 親友 へ の 叱 
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N 


ブタ ル リア ルツ イム ラス カラ ツ ル ディア 


る 性 別 : 女 多年 齢 :18 歳 @ 身長 :168cm 体重 :53kg 
で 出身 : バ チカ ル 職業 : キ ムラ スカ 王国 王女 の クラス: 弓 使 い 多 一 人 称 : 私 


・ 絆 を 示す 金色 
王家 の 血筋 に は な い 金 色 の 髪 。 そ 
れ は 本 当 の 両親 か ら 受け 継い だ 色 。 
身体 が その 絆 を 記憶 し て いる 。 


・ 戦 場 で の 装い 

戦い の 最 中 に ある か ら こ そ 、 清潔 と 
気品 を 忘れ ず に 。 1 枚 の スカ ー フ 
を 華 諾 に 使う 王女 の た し な み 。 


エス コー ト 
タ ィ トル あゆ 


・ マ スタ ー ラ ング の 腕前 
王女 の 手習い 、 と 傷 る 輩 の 言葉 を 
鋭く 射 抜く 。 乱世 に 生き る 者 な れ 
ば 、 王 女 と て ひと り の 戦士 。 
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キム ラス 旋 民 子女 に し て 子 砂 継承 誕 第 7 蘭 所 
茜 者 。 ルー ク と な 婚約 悦 係 を 結ん で いる 。 ラン 
パル ディ ア 流 己 尊 マス ター ラン ク の 腕前 と 、 第 石 
旋 譜 癒 士 の 素養 を 圭 つ 才女 。 王族 と し て の 失 誠 
と 誇り 、 強 () 責 存 感 に 満ち て お り 、 慈 善 事業 に も 
柄 邦 釣 に 友 り 紹 む こと か ら 同 展 の 誠 疾 が 厚い 。 
本 名 メリ ル ・ ブ ナー クラ ンド が だ 。 死産 し た 王 の 枯 当 の 
痕 と 入れ 二 え られ る 六 で 王女 と な る 。 
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@ 「 で も 最初 に 思い 出す 言葉 が 、 


[いつ か 俺 た ち が 大 人 に な っ た ら 、 こ の 国 を 変え よう 。 
貴族 以外 の 人 間 も 、 健 し い 思 い を し な いよ うに 。 
戦争 が 起こ ら な いよ うに 。 

死ぬ まで 一 緒 に いて 、 こ の 国 を 変え よう 。 」 


約束 の 言葉 を 胸 に 、 ナタ リア は さら われ た ルー ク の 帰還 を 待っ た 。 同じ 
志 を 抱き 、 目 標 を 見 据え た 、 大 切な パー トナ ー の 無事 を 祈り な が ら 。 だ が 
戻っ て きた 許 交 は 、 す べ て の 過去 を 失っ て いた 。 告げ て くれ た 大 切な 約 
東 さ えも 、 忘れ て し まっ た 。 

記憶 が 戻ら な けれ ば 自分 の 想い まで も が 、 な か っ た こと に な る か も し れ な 
い 。 ナ タリ ア は ルー ク の 記憶 が 戻る こと を 願い 、 彼 と も う 一 度 、 親 交 を 深 
め た 。 7 年 も 。 そう し て 「 記 憶 の な い ル ー ク 」 と 新た な つなが り を 育ん で い 
た ある 日 、 目 の 前 に 本 物 …… [オリ ジ ナ ル 」 の ルー ク で ある 、 ア ッシュ が 
現われ た 。 

過去 の 記憶 は な いけ れ ど 、 今 や 大 切な 友人 と な っ た ルー ク 。 あの 頃 の 
思い 出 を 持っ て いる だ ろう に 、 寄 り 添う 素振り すら 見 せな い 、 変 わり 果て 
た アッ シュ 。 ふた り の 「 ル ー ク 」 の 狭間 で 彼女 は 播 れ る 。 ひ と つの 本 物 が 
存在 する 以上 、 残 り 0 は すべ て 偽物 。 理 属 と し て は 正しく と も 、 簡単 に 剤 り 
切れ る ほど に は 、 ルー ク と の つなが り は 、 浅い も の で は な く な っ て いた 。 

そし て 彼女 自身 も 、 己 の 過去 に 秘め られ た 真実 に 苦悩 し た 。 本 物 と 取 
り 替 えら れ た 、 偽 り の 王女 。 そ れ は 自己 の 存在 すら 否定 し か ね な い 、 と て 
も 残酷 で 、 杏 し い 事実 だ っ た 。 

し か し 打ち ひし が れ た 金 敵 の 少女 は 、 国 民 の 声援 と 父 王 の 愛情 、 そ し 
て ルー ク や 仲間 た ちの 温か な 支え に 救 わ れる 。 

自分 は 確か に 、 王 族 の 証 で ある 赤い 敵 さ え 持 た な い 、 偽 者 の 王女 だ け 
れ ど 、 父 と は 親子 た る 心 の つなが り を 感じ 、 国 民 た ち は 自 分 の 働き を 認め 
て くれ て いる 。 なら ば 、 大 切な ルー ク は 。 レプ リカ と し て 放 ま れ た 、 た だ そ 
れ だ け の 理由 で 、 成 し 得 た すべ て が 否定 され る の か 。 そん な こと は 断じて 
あっ て は な ら な い 。 

運命 の いた ずら が 、 大 切な 友人 を ふた り も 与え て くれ た 。 その こと に 感 
謝 し 、 ナ タリ ア は 約束 の 言葉 を 心 の 中 で か み し め る 。 そこ に 込め られ た 想 
い だ け は 、 ど ん な こと が あっ て も 括 ら ぐ こ と は な い の だ と 。 
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あの 約束 だ と 運命 的 で し ょ う 」 : 大 切な 人 の 記憶 が 戻る こと を 期待 し て の 、 茶目っ気 た っ ぷり な 希望 但 「 そ れ に 困っ て いる 民 を 救う の が 、 王族 に 
生ま れ た も の の 義務 で す 」 : 敵国 の 民 で あろ うと も 救 お うと する 高潔 な 精神 倫 「 こ うし て 国 の た め に 一 一 いえ 、 王族 の た め に 、 
と へ の た め ら いと 、 意図 せ すず と も それ に 加担 し て いる 後悔 倫 「 血 を 分 けた …… 親 子 だ か ら こ そ 、 越え ね ば な ら ぬ こと も ある と 思い ます ] : 本 当 の 父 を 止め る こと へ の 責任 と 悲し き 将 い 


罪 の な い 人 々 が 亡くな っ て いく の で すね 」] : 命 を 絶つ こ 
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AN べき さき で 


マザー シッ プ 
タイ トル  … 


・ 真 の 燃 の 光 


・ 黒 衣 の 騎士 


貴族 の 装い は 捨て られ た と き に 和 失 く 
し た 。 今 は 神託 の 慎 の 騎士 と し 
ェ ュ コート の ME 
ダイ トル 


・ 唯 一 の 弟子 を 目指 し て 


師匠 の 教え に 従い 太刀 筋 を 磨く 。 
た と え 利用 され て いる と し て も 、 尊 
敬 の 念 は 捨て る こと が で き な い 。 
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N NN ぺ いき ささ ふい 


ルー ク に 対し て し み を 為 () て いい る 。 


も 性別: 男 欠 年 齢 :17 歳 移 身長 :171cm 
む 出身 バチ カル 欠 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 特 務 師 団長 金 クラ ス : 剣 士 


本 当 の 聖なる 燃 は 、 衰 え を 知ら ぬ 真 
紅 の 輝き 。 だ が 見 捨て られ た 真紅 
は 忌まわしい 「 鮮血 ] と な っ た 。 


郁 計 の 盾 血 二 選 の 舟 部 で 構成 され る 、 六 神業 の ひと り 
で 通 落 / 鋼 廊 の アッ シュ リ 。 砂 の 六 硬 送 局 様 グ ヴァ ン の 部 
か と し て 褒 雇 する が 、 旧 独 行動 を 好む 頒 語 が ある 。 不 
導 で 材 軌 な 言動 の 影 に 、 砺 し くも 但し ん げ な 表 誠 を うか が 
カゼ る 内 議 な 窪 励 気 の 青 年 。 正 偽 は 枯 物 の ルー ク ・ 
フォ ン ・ フ ァ ブ プレ で あり 、 且 分 の 居場所 を 奪っ た レプ リカ の 


S CO チ て 皇 6 旨 BYSS・ 時 


央 人 と 虚像 の 狭間 で 


人 を 殺す の が 怖い な ら 、 
語 な ん て 茎 て ちまい な 。 
この 出来 損ない が ! 


「 鏡 に 写っ た 自分 が 話し か け て きた ら ど うす る ?」 子供 向け の お と ぎ 話 な 
ら 、 答 えも 容易 く 想像 で きる 。「 友 だ ち に な る 」、 そ ん な 程度 の 答え が 関の山 
だ ろう 。 だ が 俺 は ガキ じゃ な い 。 だ か ら こ う 答 える 。 


マー チゲ 
⑤ タイト ル 


「 壊 す ]、 と 。 


で エン ど と ざさ Oi 詩人 園 本 殿 | 
9 み fr 活 OCN は て 8 ぐ 


今 思え ば 、 ヴ ァ ン に は うま く 言 いく る め ら れ た も の だ 。 だ が た と え 謀 で あっ て 
も 、 ム 言 に 自分 の 死 が 記さ れ て いた な ら ば 、 選 べ る 道 な ど せ い ぜ い ふた つ 
程度 だ ろう 。 つ まり 、 不 可能 を 承知 で 理不尽 な 運命 に 抗う か 、 も し く は 運命 
を 受け 入れ て 潔く 死ぬ か 、 だ 。 前 者 を 選ん だ 俺 は 、 も う 預 言 が 示す 「 聖 な 
る 冶 の 光 ] な ど で は な か っ た 。 死 の 運命 か ら 無 様 に 逃げ 出し 、 燃 え 尽き て 残っ 
た ひと 握り の 「 灰 (アッ シュ ) 」。 

そし て 俺 は 、 い つの 間 に か すべ て を 和 失っ て いた 。 い や 、 奪わ れ て いた 。 
名 前 、 両 親 、 家 、 大 切な 少女 の 隣 …… あ り と あら ゆる も の を 、 俺 と 同じ 顔 を 
し た 「 ル ー ク ・ フ ォ ン ・ フ ァ ブ レ 」 に 奪わ れ た 。 

断っ て お く が 俺 は 馬鹿 じゃ や ない 。 あ いつ だ っ て ある 意味 被害 者 の よう な も 
の 。 だ が 俺 は 許せ な か っ た 。 す べ て を 奪っ て お き な が ら 、 い つま で も 被害 者 
面 を し て 、 現 実 か ら 目 を 背け 続け る 愚か 者 は 。 

あい つが レプ リカ で ある こと に こだわ っ て いる うち は 、 そ れ で も 盤石 で いら れ 
た の だ 。 い つま で も 自分 を 時 下 し 続け る か 、 あ る い は オリ ジ ナ ル で ある 俺 を 
便 す こと で 、 本 物 の 「 ルーク 」 の 座 を 勝ち 取 ろ うと あ が く うち は 。 だ が より に よっ 
て あい つ は 、 自 分 を 俺 の レプ リカ だ と 認め た うえ で な お 、 俺 と は 違う と 言い や 
が っ た 。 自 分 は 付属 品 で も 代替 品 で も な い 、 唯 一 無 二 の 存在 な の だ と 。 

俺 達 は 互い を 写す 鏡 だ っ た 。 姿 も 、 育 負っ た 罪 も 、 ヴァ ン の 弟子 と いう 
立場 すら 写す 鏡 。 な ら ば 一 方 は 虚像 だ 。 俺 は 、 あ いつ を 倒さ な けれ ば な ら な 
い 。 あ いつ が 実像 で ある こと を 、 認 め る わけ に は いか な い 。 

師匠 が 復讐 に 駆 られ て 暴走 する な ら 、 そ れ を 止め る の は 、 教 えも 信念 も 授 
けら れ た 、 和 弟子 に の み 許 され た 役目 。 だ か ら 俺 は 、 そ の 役目 さえ か すめ 取る 
あい つ を 倒す 。 万 が 一 俺 が 敗れ た その 時 は ……・ 潔 く 消え る まで 。 それ が 虚 
像 に 影 を 奪わ れ た 、 愚 か な 男 の 最 期 の 覚悟 だ 。 


エス コー ト 
@⑥ 計 ル 
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ーー の NetNyY 桂 席 
いい 測 


AN NN ふき ささ 


@ [人 を 殺す の が 怖い な ら 、 剣 な ん て 棄て ちまい な 。 この 出来 損ない が !」 : 覚悟 も わな し に 人 を 殺し た 、 自分 と 同じ 顔 を し た 男 へ の 深い 失望 借 「 世 界 に 絶対 な ん て な いん だ 。 だ か ら 
俺 は あの 時 ……」 : 大 切な 人 の 誓い の 言葉 を 、 素 直 に 受け 止め られ な い 心 の 闇 倫 「 そ ん な し けた ツラ し て る 奴 と は 、 一 緒 に 国 を 変え られ な い だ ろ う が !| : 何より も 大 切な 約束 の 言葉 
を 思い 出せ さて 、 少し で も 励ま そう と する 思い や り 倫 「 お まえ は 俺 だ ! その お まえ が 自分 自身 を 劣っ て る っ て 認め て どう する ん だ : 自己 認識 を 強め る 模造 品 の 姿 を 見 て 浮か ぶ 焦 燥 


マゲ ザー ラク 
タ ィ トル 


で 性 別 : 男 移 年 齢 :27 歳 移 身 長 :189cm 乱 体 重 :86kg 
で 出身 : ホ ド 久 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 主 席 総長 金 クラ ス : 諸 術 剣士 乱 一 人 称 : 私 


・ 若 き 主席 総長 の 悩み 
若輩 者 に 見 られ た く な い が た め 蓄 え 
た 串 。 あふ れる 才気 を も っ て し て 
も 、 他 人 の 印象 は 計算 し が た い 。 


・ 罪 を 背負 つた 身体 

故郷 を 葬っ た 忌 ま わ し き 身体 を 抱 
え 、 預言 の 廃 減 を 目指 す 。 い ずれ 
訪れ る 裁き の 時 まで 倒れ は し な い 。 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆあ 


・ ア ル バ ー ト 流 剣 術 

ユリ ア を 守る た め 編 み 出 され た 守 
護 者 の 剣術 。 盾 を 使わ ぬ パ ワ フ ル 
な 一 撃 で 、 己 の 道 を 切り 開く 。 


SSAHV ヨ HI 』0 Sa1VL 


神話 の 盾 舌 二 局 の 主席 総長 。 創れ た 剣士 こし て 、 硬 
越し た 能力 を 坪 つ 第 音 講 短 子 で も ある 。 強 7 な ま 
で の 実行 力 と 冷 倫 な 痢 所 力 、 カリ スマ 余 を 半 つ 。 本 
名 ヴァ ン デ ス デ ルカ ・ ム スト ・ フ ェ ン デ 。 / ヴァ ン デ ス デ 
ルカ リ と は 古代 イスパニア 請 で / 栄光 を 畑 む 者 / を 意 
奈 す る 。 許 界 を 頑 言 か ら 解放 させ る た め に 、 レ プリ カ 
で 新た な 賠 旬 を 作 う うと 画 葉 する 。 ティ ア だ 実 の 妹 。 


か て て いき で ひひ \ 


〇 
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ペン グー ククル 人 


マザー シッ プ 
⑨ タネ トル 


ーー 「 預 言 」 それ は 道標 。 そ れ に 従う な ら ば 、 人 は 進む 道 か ら 外 れる こと は な い 。 
ーー 「 預 言 ] それ は 墓標 。 そ れ に 従う な ら ば 、 人 は 進む 道 の 終点 を 、 否 が 応 に も 見 せつ けら れる 。 


天才 譜 術 土 ユ リア の 末 商 で ある ヴァ ン に と っ て 、 政 郷 ホ ド は 特別 な 場所 だ っ た 。 ユ リア の 残し た 
大 譜 歌 を 守る 役目 、 終 未 預言 が 記さ れ た 第 七 譜 石 、 代 々 仕え る べき ガル ディ オス 家 と 、 そ こ に は 
彼 の 存在 理由 が すべ て 揃っ て いた の だ か ら 。 それ ほど に 大 切な ホ ド の 地 を 、 い か に 利用 され て い 
た と は いえ 自分 の 手 で 崩壊 させ た 。 そ の 事実 に ヴァ ン は 深い 絶望 を 覚え た 。 

し か し その 悲劇 まで も が 預言 に 記さ れ た 、 起 こる べく し て 起き た 出来 事 で ある こと を 知っ た と き 、 
彼 の 心 に 疑念 が 生ま れる 。 疾 言 が 編 まれ た 衝 か 一 千年 以上 前 か ら 、 未 来 の 滅び が 約束 され て いる 
な ら ば 、 今 、 人 が 丘 き る こと に 何 の 意味 が ある ? 

終末 の 預言 か ら 世 界 を 解き 放つ に は 、 預 言 に 縛ら れ た 世界 その も の を 一 度 壊す し か な い 。 そ し 
て 疾 言 が 記さ な か っ た 「 レ プリ カ 」 な る 存在 で 、 す べ て を 置き 替え て し まえ ば 、 世 界 は 呪縛 か ら 解放 
され る 。 その た め に は フォ ミク リー さえ 利用 する 。 政 郷 を 壊し た 、 悪 魔 の 技 で あっ て も 。 ユリ ア が 詠み 、 
し か し その 回 避 を 願っ た で あろ う 、 世 界 の 滅亡 と いう 運命 に 挑み 、 自 分 が 生き る 意味 を 手 に する た 
め 、 ヴァン は 世界 すべ て を 創り 直す 「 レ プリ カ 大 地 計 画 ] を 決意 し た 。 

志 を 一 に する 六 神 将 の 暗躍 で 、 思 惑 は 守 や か に 、 そ し て 着実 に 進む 。 だ が 朽ち る べき 捨て 駒 
が 立ち は だ か り 、 完璧 に 描か れ た 計画 を 狂わ せ た 。 何 も 知 ら ず に 自分 を 師匠 と 慕っ た 、 斉 れ な レ 
プリ カル ー ク 。 その まがい も の 風情 が 生き る 意味 を 語り 、 刃 を 向け 、 芽 吹か ん と する 大 地 を 否定 し 、 
正 し さ を 唱え た 。 


WION 


エス コー ト 
⑤ タ ft ル 


奴ら は 「 未 来 が 選べ る と 信じ て いる 」。 グ 
私 は 「 未 来 は 定め られ て いる と 知っ て いる 」。 ーー 
O 


相 容 れ ぬ 信念 の 合戦 は 、 相 手 を 讃え る 賛 冬 で は な く 、 ど ちら か の 死 で し か 終わ ら な い 。 歩む 完 
に 立つ の は 再 誕 を 指す 道標 か 、 そ れ と も 己 の 名 を 刻む 、 苔 むし た 墓標 か 。 ユ リア すら 、 も は や 知 
ら ぬ 道 を 、 し か し 彼 は 預言 を 超え た 未来 へ た どれ る の だ と 、 信 じ て い た 。 


大 丈夫 だ 。 自信 を 持て 。 
お 前 は 選ば れ た の だ 


お まえ に も いずれ わか る 短 だ 。 
この 世 の 仕 組み の 患 か さと ご 醍 さ が 


> 】 


SSAHV コ HI 10 SVl 


生生 は 訂 科 和寿 NL 


か て て いい A で へ や 


@ [大 丈夫 だ 。 自 信 を 持て 。 お 前 は 選ば れ た の だ ] 出来 損ない を お だ て て 祭り 上 げ る だ け に 選択 し た 、 う つろ な 暫 き 借 「 さ あ …… 「 愚 か な レプ リカ ルー ク 」。 力 を 解放 する の だ | : 
目的 の た め に 用 意 さ れ た 合言葉 に し て 、 よ う や く 言葉 に で きた 本 音 旬 「 お まえ に も いずれ わか る 答 だ 。 この 世 の 仕組 み の 愚 か さと 醒 さ が ] : 自分 を 裏切っ た と 思っ て いる 妹 を 諭し 、 ン ア / 
真実 を 伝え る た め の 宣告 介 「 ユ リア は 二 千 年 を か け て 、 人 間 を 預言 中 毒 に し て し まっ た ] : 預言 の 恩恵 を 享受 し 続け た 人 間 た ちの 未 路 と 、 そ こ に 未来 へ の 希望 を 見 出せ な い 絶 望 


S 6 0? ンク 
ププ ブン 


る 性 別 : 男 @ 年 齢 :14 歳 @ 身長 :166cm 体重 :58kg 
ノ 出身 : ダ アト 職業 : ロ ー レ ライ 教団 ・ 導 師 拓 クラ ス : 導 師 窟 一 人 称 : 僕 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


・ 慈 し み の 縁 

作ら れ た 目 に 預言 と 救い を 求め る 
人 々 が 移る 。 オリ ジ ナ ル に は な い 
優し さ が 宿 っ た 、 有 瞳 の 緑 は 深く 。 


・ レ プリ カ の 運命 
病弱 な 身体 の 限界 は 刻々 と 近づい 
て いる 。 それ で も 預言 を 詠み 譜 術 
を 使う 。 すべ て は 大 切な 友 の た め 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 


・ 想 い を 響かせ る 旅路 


ロー レラ イ 教 団 の 象徴 を 胸 に 、 導 師 
と し て 各地 を 巡る 。 平和 の 音 を 
か せ て 、 争 い の 種 を 摘み 取る 。 


SS 人 d ヨ V ヨ H1 コ 0 SH ヨ 1VI 


ロー レル ライ 教 急 の 最高 病 導 者 。 幼 さ さえ 万 じ さ せる 姿 だ 
が 、 導 廊 と し て の 能力 ば は 高 (。 物静か で 優し く 、 瑞 撮 な 
究 言 千 を た た えつ つも 、 記 が 強く 強 料 な 一 庫 も 苦 ち 含 わ 
せ て いる 。 教 尉 故 革 に 病 巡 的 な た め 、 頑 言 を 頑 な に 字 ろ 
2 と する 人 大字 的 な 大 該 訪 流 か ら 基 規 され て いる 。 じつは 
ガ ゴリ ジ ナ ルイ ブン を 元 た 作ら れ た 、7 番 月 の レプ リカ 。 頑 
言 を 束 む 力 な ば 得 れ て いる か 病 補 で 休 力 に 商 題 が ある 。 


邊 
i 


AN て いひ で ヘ \ 
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SNS の ク 


マザー シッ プ 
@ タイ トル 


こま りな さい 。 皿 続 だ け に こだわ る 愚か 者 


誰 も が 求め る 「 自 由 ] と いう 言葉 。 そ の 言葉 の 価値 を 、 以 前 の 彼 は よく 
理解 で き な か っ た 。 最初 か ら 操り 人 形 と し て 生ま れ た 、 彼 に は 。 

オリ ジ ナ ル の 「 イ オン ] が 詠ん だ 秘 預言 (クロ ー ズ ドス コア ) は 、「 イ オン 」 
自身 の 死期 と 、 そ の 後に 訪れ る 導師 の いな い 空 位 の 時 代 を 明らか に し た 
と いう 。 若き 導師 は 虚無 に 囚われ 、 教 団 の 重 鎮 ヴァ ン が 語っ た 、 第 七 譜 


の S、 2 
日 は 
ぞ 。 石 が 記す 滅亡 の 未来 図 が 、 絶 望 に 拍車 を か けた 。 死 の 床 に 伏し た 彼 の の ゴア 
2 願い に よっ て 、 代 わり と な る 存在 一 一 すなわち 「 レ プリ カイ オン 」 が この 世 
か 界 に 誕 語 し た -。 明 直 
惑 星 毅 言 (プラ ネッ トス コア ) を 詠み ダ アト 式 譜 条 を 使う 能力 、 そ し て 大 ー 
*、 詠 師 派 と の 対立 関係 を 意図 的 に 作り 出す た め の 張 り ぼ て の 旗頭 。 そ れ が 置 【 こ 
イオ ン の レプ リカ に 課せ られ た 役割 だ っ た 。 だ が 人 形 に も 、 時 が 経て ば 意 2 洒 エス コート 
上 思 が 宿る 。 預言 を 尊重 する あま り に 、 二 大 国 間 で くり 広げ られ る 戦争 を 看 020 
ヨ 記 過す る の が 正しい と は 思え ず 、 大 詠 師 の 彫 響 下 か ら 逃れ 、 国 家 同 士 の 促 ( よ ち 
の 坊 を 目指 し 、 危 険 を 承知 で 旅 に 赴き 、 そ の 途上 で 、 彼 ら に 出会っ た 。 1 
か 貴族 の 青年 ルー ク 。 それ に 目 を 見 張っ た 。 レ プリ カ で ある 事実 に 一 度 ] ド の 
つっ は 悲嘆 し な が ら も 、 絶 望 か ら 店 い 上 が り 、 命 の 意味 を 模索 し よう と する 姿 に 、 ーー 泊 回 
ー 己 の 手足 を 結ぶ 見 えな い 玄 を 順 み た 。 六 神 持 の 少年 シン ク . それ に 日 を ビラ 
用 覆っ た 。 自 分 と 同じ 、 イ オン の レブ リカ と し て の み 生 み 出 され 、 奏 て られ た て と ) 3 
060 憎しみ を 糧 に 生き る 姿 は 、 操 り 人 形 の 自分 に は 骸 し すぎ る ほど に 、 激 し い 
9 活力 に あふ れ て いた -. 癌 埋 導 ュ 
4 ね うら や み 、 そ し て 自分 も そう あり た いと 望ん だ 。 [レプ リカ 」 に も 、 生 きる 単 了 で = 
意味 が ある 。 ふた り の 姿 に 自分 を 重ね 、 イ オン の レプ リカ で あっ た 彼 は 、 ル ー ノド へ の 
ク が 呼ん で くれ た よう に 、 ひ と り の 「 イ オン 」 と な っ た 。 4 織 9 0 | 
系 が 切れ た 操り 人 形 の 末路 は 、 た だ 倒れ る だ け と 決ま っ て いる 。 それで ー 引 
4 る 華 | も イ オン に 後 居 は な か っ た 。 人 形 と し て 生き 永 ら を える の で は な く 、 人 間 と し 2 の の り N 
て を 全う で きる 。 光 と と も に 消え 行く 彼 の 顔 は 、 希 望 を た た えた 安らぎ に m 
満ち て いた 。 わ む ) 


あの 旅 で 、 僕 は 誰か が の 代わ り で は 
あり た く な い …… と 和志 付い た ん で す 


@ 「 人 は 矛盾 に 満ち た 生き 物 で す 。 今日 と 明日 で は 正義 も 理想 すら も 簡単 に 変わ る 」 : 戦場 で 人 を 殺す こと に 悩む 友 へ 送る 、 い た わり と 偽善 を は らん だ 言葉 但 「 だ まり な さい 。 血統 
だ け に こだわ る 愚か 者 」 : 血筋 の 呪縛 と 自分 の 野望 に 視界 を ふさ が れ 、 真実 の 絆 を 見 よう と し な い 部 下 に 対す る 怒り 葵 「 そ うか …… s。 僕 は 悲し か っ た ん で すね ……」 : 自分 の 分 身 と も 
言え る 存在 の 死 を 目の当たり に し 、 あ ふれ て きた 涙 の 意味 但 「 あ の 旅 で 、 僕 は 誰か の 代わ り で は あり た く な い …… と 気付 いた ん で す 」 : 複製 品 か ら の 脱却 を 暫 っ た 、 心から の 希望 


S か AN NNA AA で へ \ 


SA (シン ンジ 
トーク きま OCN He 
ググ ルッ 人 


NN る 性 別 : 女 移 年 齢 :26 歳 移 身長 :168cm 移 体重 :52kg 
ン 怠 出身 : 不 明 各 職 業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 第 四 師 団 師団 長 参 クラ ス : 譜 銃 士 移 一 人 称 : 私 、 自 分 


マー ジップ 
タ ィ トル ゆ 


・ 秘 め た る 想い 

野望 に 燃え る 男 を 愛し た と きか ら 、 
人 並み の 幸せ は 捨て た 。 今 は 想い 
を 胸 に 秘め て 、 彼 の た め 生 きる 。 


・ 教 え 子 へ 差し 伸 べ る 手 
信念 の 行き 先 が ず れ て し まっ た と し 
て も 、 彼女 は 可愛 い 教 え 子 。 差し 
出す 手 を 掴む 準備 は で き て いる 。 


・ 魔 弾 の 射手 

立ち は だ か る 有 象 無 象 に は 容赦 な 
く 銃 弾 を 叩 き 込 む 。 い か な る 敵 も こ 
の 魔 弾 か ら は 逃れ られ な い 。 
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六 神 の ひと り で / 魔 弾 の リグ レッ トム の 異 
名 を と る 謗 の 名 手 。 ヴァ ン の 民 互 を 務め て 
いる 。 か つて だ な 朋 が 玩 ぬ 運 共 に ある こと を 
承 和 で 流 兵 し た 彼 を 妨 ん だ こと も あっ た が 、 
現存 な は 公私 と も に ヴァ ン に 必用 し て いる 。 
ティ ア の 地 写 学 太 礎 だ の 教 視 で も あり 、 
ヴァ ン に 反 月 し て いる 彼女 を 妨 癌 に 訪 き 入 
れれ よう と し て 、 事 ある ご と に 航 を 計 み る 。 
名 ジゼル ・ ガ スロ ー。 


ミ N べ へ ぺ いき ささ 


マザー シッ プ 
⑤ タイ トル 


Si】 旬 性 別 : 女 移 年 齢 :16 歳 移 身長 :148cm 乱 体重 :42kg 
ノン 葛 出身 : ホ ド 免職 業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 第 三 師団 師団 長 移 クラ ス : 魔 物 使い 移 一 人 称 : ア リエ ッ タ 


・ 人 間 へ の 回 帰 


獣 同 然 の 私 を 救っ て くれ た 総長 、 そ 
し て イオ ン 様 。 言葉 を 教え て くれ た 
思 は 今 も 忘れ て いな い 。 


@ 根 暗 …… じ ゃ な い 
会 うた びに 「 根 暗 ッ タ 」 と 呼ぶ な ん 
(シタ ー レ 4 ルト 40 ナ 2 SVuLnr 眉 尻 を 
上 ば げ ら れる よう 、 笑 顔 を 作る 。 


・ も う ひ と つの 家族 
物心 つい た と きか ら 、 獣 と 人 形 た ち 
が 側 に いた 。 彼ら と 離れ る な ん て 、 
今 の 自分 に は 考え られ な い 。 


SSAdV ヨコ H1 


六 神 灯 の ひと り 。 魔物 と 意思 疎通 が で きる 能力 を 圭 ち 、 つ ね に 魔物 を 7 き 
れ て 行 動 す る た め / 妖 獣 の アリ エッ タリ と 歴 ば れ て いる 。 消滅 し た か だ の 生き 残 
り で あり 、 決 水 に 人 航 ま れ た 魔 に 魔 獣 ライ カ に 助け られ て 以来 、 家族 同 茜 の 周 嫌 
と な る 。 以前 は オリ ジ ナ ルイ ガン の 導 訪 守 護 役 だ っ た が 、 ブリ ジ ナ ル 麹 後 イ 
オン が レプリカ に 変わ っ た 礎 、 杜 密 保 圭 の た め ず 護 役 を 麻 う され た 。 


N か て いき で ヘ ユ 


1 1 


いい / 
マザー シッ プ の ) > 7 


タイ トル 
51 で 性 別 : 男 @ 年 齢 :35 歳 @ 身長 :174cm 金 体重 :62kg 
ン や 出身 : ケ テル ブル ク の 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 第 二 師 団 師 団長 多 クラ ス : 学 者 @ 一 人 称 : 私 


・ 天 の 芋 麗 衣装 


どー で すか ! この 美しい 裸 の 作り ヽ 、 
は ! これ ぞ 「 薔 薇 の ディ スト 」 に ふ 。 ヽ 、 
さわ し い 衣 装 と 言え まし ょ う !! 


・ 天 ず の 必須 道具 。 
や は り 学 問 の 徒 た る 以上 、 眼鏡 は 
必須 で すね 。…… べ 、 別 に ジェ イド 
を 意識 な ど し て いま せん っ ! 


* 天才 の 移動 手段 

私 の 身体 は この 脳髄 を 働か みせ る た 、 

め に ある の で す 。 歩行 と いう 無駄 SN 
な 行為 は 必要 あり ませ ん ! > 


SSA ヨ dV ヨコ HI 0 SHIV1 


六 纏 持 の ひと り で / 死神 ディ スム / と 邦 ば れる 音 機 賠 学 者 。 朋 分 で ば / 蒼 
区 の ディ スム J と 名 乗る 、 重 度 の ナル シス ト 。 本 名 を サフ ィ ー ル ・ ワ イ ヨ ン ・ 
ネイ ズ スズ とい)、 ジ ェ イ だ が ば は 効 な じみ 。 死亡 し た 届 衣 凶 ビ リム を 、 フォ ミク リー 
を 使っ て 完全 放 洛 さす る こと に 吉 着 し て いる 。 ぞ そのため な ら ば ヴァ ン な も 
ちろ ん 、 ロー レラ アイ 教 急 の 大 詠 太 モー ス と の 碑 引 も 胡 わ な (。 


N NN いし いい いい 


マザー シッ プ 
@⑤ タイ トル 


@ 性 別 : 男 @ 年 齢 :14 歳 @ 身長 :166cm 金 体重 :58kg 
ン の 出身 : ダ アト 欠 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 第 五 師 団 師 団長 欠 クラ ス : 格 闘 家 欠 一 人 称 : 僕 


・ 素 顔 の 意味 

つね に 隠さ れ 、 封印 され て いる 素 
顔 。 そ れ は 特殊 な 力 を 持つ 理由 に 
し て 、 呪 われ た 身 と な っ た 原因 。 


・ 喝 い 放つ 空隙 
ね じ 曲 げた 口角 か ら 放 た れる は 呪 
語 の 言霊 。 一 度 捨て られ た 者 が 語 
る 言葉 は 、 弱 き 者 を た ぶら か す 。 


エス コー ト 
⑤ タイ トル 


・ 導 き 手 の ゆ が ん だ カ 


両 の 手 か ら 放 つ は 神秘 の 譜 術 。 そ 
の 力 の 意味 を 知っ た 者 は 、 すべ て 
奈落 へ と 送り つけ て きた 。 


SSAdV ヨコ H1 ヨコ 0 SHIV1 


六 宣 灯 の ひと り で / 烈 属 の シン クリ の 異名 を と る 。 六 宣 
交 を 束ね る 参 課 総 長 を 旭 っ て いい る が 、 つ ね に 放 庫 を 項 っ 
て お り 素 顔 を 見 た 者 は ば と ん どい な い 。 ぞ の 圧 体 は レプ 
リカ イブ ガン の ひと り 。 た だ し 導 旋 と し て の 能力 が 伯 か っ 
た た め 、 残る らち 人 の レプ リカ と と も に 生き た まま 火口 へ 疫 
げ 共 て られ た 。 ヴァ ン に 救 わ れ て か ら な ば 、 有 正 ら を 生む 
きっ か け で ある 預言 の 消 減 に 放 力 し て いる 。 


N ANN ペ いき で さ へ ふせ \ 


トン 
タイ トル 


も 性別: 男 を 年齢:48 歳 @ 身長 :211cm 体重 :118kg 
9 出身 : 不 明 @ 職業 : 神 託 の 盾 騎士 団 ・ 第 一 師団 師団 長 多 クラ ス : 重 僧兵 金 一 人 称 : 俺 


・ 名 は 体 を 表わす 


本 当 の 名 前 な ど 忘れ た 。 今 は ニ つ 
名 の 「 黒 獅子 ] が よく 似合う 、 この 
顔 と 身体 だ けが 己 を 形作る 。 


・ 残酷 と 慈悲 の 手 
豪 烈 な る 一 撃 で 叩き 伏せ る 。 無 慈 
悲 な この 世界 で 、 弱 者 に 対し て 贈 れ 
る も の は 速やか な る 死 の み 。 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆあ 
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六 神 将 の ひと り 。 妥 無 刻 の 戸 湊 こし て 、 つ ね 購 
に 時 装束 に 身 を 名 ん で いる こと か ら / 黒 卿 チラ ル 財 
ゴ / と 邦 ば れる 。 林 名 ば は バダ ッ ク ・ ナ ー ク ラン だ 。 
か つて な は な 砂 漢 を 放す る キャ ラバ ン の 護 記 を する 
偏 兵 だ っ た が 、 鑑 字 史 に 准 の メリ ル を 奪わ れ 妻 
は ショッ ク で 理 殺 。 メリ ル が ナタ リア と いう 名 に 創 
変わ り キ ムラ スカ 王女 と な る こと が 区 言 に 束 ま 
れ て いた こと を 移り 、 ヴァ ン に 放 力 する 。 


1 
・ 停 ま ら ぬ 歩 み 
か つて 砂漠 を 渡っ た 足 で 、 今 は 妨 


害 者 の 行く 手 を 止め る 。 大 願 成 就 
の 時 まで 、 強 い 歩み は 止め な い 。 


N NN ぺい SA ふさ さき 


@ 性 別 : 男 ぐ 年 齢 :36 歳 @ 身長 : 不 明 @ 体重 : 不 明 
@ 出身 : グ ラン コク マ @@ 職業 : マ ルク ト 帝 国 ・ 皇 @ クラ ス : 格 闘 家 る 一 人 称 : 俺 


ソレ テーー・ ク リラ ・ マ ルク ト み な 較 計 


・ 飾 ら ぬ 感情 の 発 赴 
皇 刺 らし か ら ぬ と 言わ れ て も 、 生来 
の 癖 は 変え られ な い 。 歯 に 衣着 せ 
ぬ 物 言い は 率直 な 性 格 の 証 。 


・ 国 を 包む 力強い 腕 


大 切な 人 を つか め な か っ た 若き 日 
の 無念 。 そ の 手 を 今 は 、 愛す る 民 
と ブウ サギ た ち に 向け て 。 


マル ク た 落 屋 を 続 べ る 皇 世 。 幼く し て 子 位 継承 争い に 
巻き 入 ま きれ 、 ケ テル ブルク に 束 革 され て (いい た た めか 、 功 
2 ケ テ ル プル ク で 
ジェ イド や 尋 ネ フリ ー と 謙 会 い 、 ネ フリ ー に 恋心 を 放り て 
いた 。 た だ し 頑 言 に 記さ れ て いな いと いう 理 店 で 妨 を 5/ 
き 裂 か れ た た め 、 頑 言 に 嫌悪 感 を 旋 () て あり 、 現在 も 独 
身 。 武 器 の 収集 と ブウ サチ の 入 育 が 痛 原 。 
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・ 自己 鍛錬 の 証 
皇 帝 た る も の 、 文武 両 道 を 極め る こ 
と は 基本 。 日 課 の 訓練 で 鍛え 上 げ 
た 、 格 闘 家 の 足 刀 は 切れ 味 抜群 。 


N いて て % きき 和 そ ヘ \ 


0 み ま 主 3R が 1 


アズ ラン シン ・ フ リン グズ 


メー シッ プ @ る 性 別 : 男 @ 年 齢 : 不 明 の 出身 : 不 明 
@ 職業 : マ ルク ト 帝 国軍 ・ 少 持 欠 一 人 称 : 私 


マル クト 還 層 の 軍人 。 病 磨 と な っ た も シル と 導 を 通わ ゼ 和 約 す 
る も の の 、 壮 婚 元 六 基 に キム ラス カ 軍 に 粉 し た レプ リカ 軍 局 の 
朋 撃 を 受け 、 落 を 落と す 。 


・ 慈 し み 込め 手渡 す 形見 


彼女 の 心 に 触れ た と き 、 心 に 温か な 
も の が 広がっ た 。 必ず 幸せ に し て 
みせ る と 、 母 の 指輪 に 誓う 。 


・ 正 義 を 成す 合 


兵士 の 規範 は 民 の 平穏 を 守る た め 
に ある 。 手段 と 目的 を 入れ 替え る 不 
届き 者 へ の 断罪 に 手加減 は 無用 。 


エス コ ゴート 
タ ィ トル 人 ⑤ 


・ 想 い 焦 が れ る 心 


使命 に 燃え つつ も 、 新た に 燃え 上 
が る 優し い 笑顔 に 対す る 想い 。 否 
定 する 炎 は 胸 の 内 を 焼き 焦がす 。 


・ 再 尋 目 指す 綿 い 


落ち た 家 名 を 再 異 させ る まで 、 その 
N 手 に 握っ た 剣 は 離さ な い 。 それ は 
N 誰 で も な く 、 自 分 自身 へ の 堆 い 。 


N 
さや 
KN 本 科 衝 肖 2 も に 光 2 (し 
ノン ゴ ルッ ル ・ と シル 
ヘン ぐ 性 別 : 女 @ 年 齢 : 不 明 @ 出身 : 不 明 


で 職業 : キ ムラ スカ 王国 軍 ・ 少 持 移 一 人 称 : 私 


キム ラス カ 更 居 の 軍人 。 カイ と な は 友 親 局 二 が 妨 妖 で あり 、 症 
冗 芝 の 賠 傘 。 門 訂 に な っ た 謙 フ リン グ ス と 嫌 会 )、 妹 秦 に 
な る が か 粘 婚 門 和 で 彼 の 死 を 多 ら され る 。 


N へい NNA へ ささい 
N 


伯 [ デフ ォ ル メイ ラス ト 英 


マザー シッ プ 
⑨ タイ トル 
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マザー シッ プ 
の タイ トル 


エス コー ト 
ら ダイ トル 


リグ レッ ト 
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⑨ 


⑨ 


て #LES 〇 チ ず て 及 6 オガ BYBB て 方 LGS 〇 げ チ て 打 6 電 BYBB て 有 有 LGS 〇 チ げ て 打 G ガ BYSB て 旭 LGS O チ て 月 6 ガ BYS5 て #LGB CO ず て HE BYBS て 旭 LGB OF げ て HG ガ BYBB て #LGB OF げ て HG 族 BYBS て ガ LGS OF て 彩 G 電 BYSBB て 旭 LES 〇 O チ て 打 6 旭 BYBB て 旭 LGS 〇 O チ げ て 6 旭 BYSS て 旭 LG 


The essence of TALES OF THE ABYSS" 


て LGS OF げ て HE カ BYBB て ガ LGB 〇 チ げ て G BYBB て カカ LGS OF て HG ガ BYBS て ガ LGS O チ て 月 6 BYS5 て #LGB O チ ず て HG 乾 BYBB て 旭 LGB OF て HG カ BYBB て 電 LEB OF て HG カ BYBB て LGS OF て HG カ BYBB て 旭 LGB 〇 OF ず て 村 G 旭 BYBB て ガ LGS OF て 打 6 BYBB て #LGBS 


The essence of “TALES OF THE ABYSS" 


人 @ 異端 の 主人 公 が も た ら す 同一 感 


作品 の シリ ー ズ 化 と は 両刃 の 剣 で ある 。 安定 し た ファ 
ン 層 に 支え られ て いる が ゆえ に 需要 数 が 割り 出し や すく 、 
ビジ ネス と し て 和 失敗 する 恐れ が 少な い 反面 、 を の ファ ン の 
イメ ー ジ を 崩さ ん が た め の 定 番 化 が 行なわ れ 、 作 品 自体 
が 鞭 縮 する 恐れ が ある た め だ 。 この 「 先細り 」 に より 、 姿 
を 消し て いっ た シリ ー ズ も の は 枚挙 に 暇 が な い 。 本 作 「 テ 
iMS ジ リョン 2EoIOU KNOAD は SI テイ ル 及 
オブ 」 シ リー ズ 10 周 年 記念 と いう 大 き な 節 目 と な る 作品 
で あり な が ら 、 あ る 意味 も っ と も わか りや すい 部 分 に 少々 
突飛 な 設定 を 盛り 込ん で きた 。 シリ ー ズ 中 で も ひと 際 特 
異な キャ ラク ター 性 を 持つ 主人 公 、 ル ー ク で ある 。 

下 族 の 息子 や レプ リカ も 、 ル ー ク を 語る うえ で は 外せ な 
い フ ァ ク ター だ が 、 決 定 的 な の は 彼 が 「 誰 か を 殺め る こと 
に 悩む 」 点 に ある 。 ルー ク は 最初 、 魔物 を 倒す こと に さえ 
罪悪 感 を 覚え 、 弾み と は いえ 人 を 殺し た こと を 後悔 し 恐 
する 。 や が て ぞ それ も 仕方 が な いと 割り 切る も の の 、 ア ク 
ゼ リ ュ ス 崩 落と いう 「 大 量 殺 人 」 を 犯し て し まい 、 つ い に は 
自己 弁護 へ と 走る 。 こう し た 彼 の 心 の 動き は 、 い わ ゆ る 
| 一般 的 な 若者 」 そ の も の で あり 、 多 く の プ レイ ヤー の 心 
情 に 寄り 添う も の で も ある だ ろう 。 

平時 は 自由 を 議 歌 し 気まま に 振舞 っ て いる が 、 目 の 前 で 
命 が 消え て し まう 瀬戸 際 に 立た され た り 、 自 分 が 命 を 奪う 
立場 に な る と 弱 さ を 露 星 す る …… こ れ は ゲー ム の 主人 公 
と し て は 明らか な 欠点 だ 。 し か し 現実 の 立場 か ら 見 た 場 
合 は どう だ ろう か 。 これ まで の 作品 の 主人 公 た ち は 、 
「 敵 ] と いう 区 分 で あれ ば 魔物 や 人 間 の 区 別 な く 倒 し て い 
る 。 も ちろ ん ゲー ム で ある 以上 、 そ うし な けれ ば 話 が 進ま 
な いわ け だ が 、 彼 ら の ほう が 人 間 と し て は むし ろ 異 常 で あ 
ろう 。 ルー ク の ほう が 人 間 と し て の リア リティ に あふ れ て 
いる た め 、 よ り 強 く 感 情 移 人 で きる 。 

こう し て ルー ク と プレ イヤ ー が 強い 一 体感 を 覚え る こと 
に より 、「 命 を 奪う 1 と いう ゲー ム に お ける 暗黙 の 了解 に 
対し て 、 真 正面 か ら 考 えさ せる 機会 を 与え て くれ る 。 
ルー ク が 自分 の 存在 を 見 つめ 直す よう に 、 プ レイ ヤー 自身 
も 彼 の 感情 を 仮想 体験 する と いう 、 得 が た い プ レイ 感覚 を 
楽し むこ と が で きる の で ある 。 

車 要 な 記念 作品 で あっ て も 、 安易 に 定番 に 頼る こと は 
せ ず 、 意 欲 作 を 送り 続け る 。「TOA」 は 「 テ イル ズ オブ 」 


シリ ー ズ スタ ッ フ の 、 強 い 意 思 表示 を 感じ られ る 作品 で あ 
る 。 今 も 変わ ら ず ファ ン を 惹き 付け る シリ ー ズ の 魅力 は 、 
「TOA」 に よっ て 示さ れ て いる の か も し れ な い 。 


人 @ 音 が あふ れる 世界 の 共 昌 


「TOA」 を 読み 解く うえ で も う ひ と つ 、 見 落と し て は 
な ら な い 大 き な 役 割 を 担っ て いる 要素 、 それ は 「 音 」 で 
ある 。 世界 設 定 で 語ら れ て いる よう に 、 惑星 オー ルド 
ラン ト の あら ゆる 物質 が 存在 する に は 、 元素 だ け で は 
な く 音 素 が 必要 で ある 。 こ の 音素 は 、 従来 作品 で 言う 
と ころ の 属性 と よく 似 た 使わ れ 方 を し て いる が 、 一 方 
で 音 な ら で は の 特徴 が 存在 する こと に 注目 し た い 。 音 
は 波 で あり 、 同 じ 波 形 の 濾 同 士 が 重なる と 、 そ の 波 は 増 
幅 す る 。 だ が 重ね る 波 同士 の 山 と 山 、 谷 と 谷 を 完全 に 
揃え な けれ ば 増幅 は 起こ ら ず 、 最悪 の 場合 濾 そ の も の 
が 消え る 可能 性 も ある 。 

そし て この 音 は ルー ク と アッ シュ 、 ふたり の 主人 公 
の 関係 を も 指し 示し て いる 。 彼ら は レプ リカ と オリ ジ 
ナル と いう 完全 に 同じ 波形 を 持っ た ふた つの 「 音 」 で あ 
りな が ら 、 衝 突 し て いる 間 は 決し て 互い を 引き 立て る 
こと は な い 。 だ が 尊 度 と な く 触 れ 合 い 続け る こと に よ 
り 、 や が て 互い の 存在 を 認め た ふた り は 、 外 殻 大 地 の 降 
下 や 閣 気 の 消 減 、 最終 的 に は 第 二 超 振動 の 発生 と いう 
偉業 を 成し遂げ 、 世 界 に 平 種 を も た らし て いく の だ 。 

りう 20 に 2 は リル ニン と アッ ルン コロ だ け に 
限っ た こと で は な い 。 仲間 の キャ ラク ター た ち は 、 程 
度 の 差 こ そ あ れ 自 己 の 存在 を 複数 、 そ の 内 面 に 持っ て 
いる 。 旅 を 続け る 中 で 彼ら は 自分 を 見 つめ 直し 、 複数 
の 存在 を 共鳴 させ る よう に ひと つの 存在 と し て 自身 を 
取り 戻し て いく 。 や が て 確固 た る 存在 と な っ た 者 は 、 
今度 は 周囲 の 仲間 の 音 を 引き 立て て いく 。 そ ぞ それは あ た 
か も 音 と 音 が 響き 合っ て 美しい ハー モニ ー を 奏で た 
り 、 共 鳴 し て より 力強い 音 に を 発し て いく 様子 と も い 
えよ う 。 

音 の 波 を 揃え る こと 、 それ は 誰か と つなが ろう と す 
る 意思 の な せる 技 。 人 と 人 の 絆 の 形 を 音 に 見 立て る 
「TOA」 は 、 作品 全体 が 美しく 共鳴 する 音楽 で 満た され 
て いる の で ある 。 
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The essence of "TALES OF THE ABYSS“ 
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マザー シッ プ 
タイ トル ⑤ 


め ず 必 ググ マク G ジ 旬 


テー マソ ング :「Follow the Nightingale 」 KOKIA ニー ン テン ドー DS に よる 初 の マザー シッ プ タ イ ト 
ル 。 前 世 の 縁 を 主軸 に し た 幻想 的 な シナ リオ 
が 、 携帯 機 の 常識 を 超え た 美しい グラ フィ ッ ク 
と 融合 し 、 ユー ザー を うな ら せ た 。 クエ スト 性 
の 高い 「 ギ ルド 」 シス テム は 携帯 機 な ら で は 。 


Game Data 


エス コ ゴート 
ダイ トル の / 


テイ ルズ オス イノ セン ス 


2007 年 12 月 6 日 | 想い を 繋ぐ RPG 


Story of Tales of Innocence' 


innocence[inesens]:[ 名 ]1. 無 罪 , 潔 白 2. 無 邪気 , 天 真 燃 漫 , 素 朴 , 愚 直 3. 純 潔 , 貞 操 


す お 厨 
MIMI に 
紅 


プ が JI 
\J)Y 


裕福 な 家庭 で 平凡 に 育っ た ルカ は 、 前 世 の 夢 を きっ か け イリ ア と の 旅 で 、 ルカ は 現代 に 転生 し て 天 術 を 得 た 仲間 
に 超常 の 力 に 目覚 め る 。 ほど な くし て レグ ヌ ム 軍 と アル カカ た ちと 出会う 。 そ の 中 で 知っ た の は 、 過去 の 世界 で 、 自 
教団 、 ふ た つの 組織 か ら 追 われ る こと に な っ た 彼 は 、 同 じ く 分 の 前 世 で ある 偉大 な 神 ア スラ を 中 心 に 、 彼 ら 全員 が 関 
転生 者 の 力 ・ 天 術 を 備え た イリ ア と と も に 王 都 を 脱出 。 過 わり を 持っ て いた こと と 、 神 々 の 世界 が 減 び 、 今 の 「 無 恵 」 
去 の 謎 を 求め る 逃避 行 が 幕 を 開け る 。 の 世に な っ た と いう こと だ っ た 。 そし て 軍部 の 不穏 な 動き 
や アル カ 教 団 の 暗躍 に は 、 過 去 の 天上 界 に 存在 し た [ 創 
世 力 」 が 関係 し て いる と いう 。 創世 力 を 独裁 者 の 手 か ら 
守る た め 、 自分 た ちの 前 世 の 記 憶 を 取り 戻し 、 さら な る 力 
を 得 た いと 願う 一 行 。 し か し その 一 方 で 彼ら は 互い に 、 
『 己 の 責任 で は な い は ず の 過去 に 縛ら れ 始め 、 因 緑 が も た 
ら す 避け られ な い 戦 い を 何 度 も 強い られ る 。 人 と は 違う 
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アマ ティ ウス に 2 
ほ は ほう? 貴 箇 も 記憶 を 取り 請 し つつ こ ご 
よう e 華々 し い 力 や ロマ ンチ ッ ク な 過去 は 、 そこ に 潜む 陰謀 を 知 


る ほど に 、 次 第 に 重荷 と な っ て いっ た 。 


N いい へ NN ふさ 


Game Package 


マザー シッ プ 
の ⑤ タネ トル 


ルカ た ち パ ー テ ィ メ ン バ ー と お 供 の コー ダ が 、 忠 動 的 に 配置 され た 
パッ ケー ジ 。 し か し これ を 初め て 手 に し た 人 は 、 彼 ら の 若 々 し い 雰 
囲 気 と は あま り に 異質 な 、 背 景 に た た ず む 男 の 横 顔 に 必ず や 銘 く だ 
ろう 。 こ の 偉 丈夫 こそ 、 本 作 の 根幹 を 担う キー バー ソン で あり 、 ル 
カ の 前 世 で も ある 戦 の 神 ア スラ 。「 も う ひ と り の 主役 と も 言え る 彼 を 
い の ま た 氏 に よる 筆 で 堪能 で きる 、 こ れ は 数 少な い 一 杉 で も ある 。 


NINTENDO で 


Book 


広がる の は 見 渡す 限り の 雲海 。「 前 世 ] の 物語 の 舞台 と な っ た 、 神 々 
の 住ま う 天 上 の 世界 が 存在 し た 景色 で ある 。 そ し て 現実 の 空 が そう 
で ある よう に 、 こ の 雲 ば か り の 世界 に は 、 ほ か に 何 ひと つ 存 在 し な い 。 
千年 前 に 栄華 を 極め た は ず の 神殿 も 神 の 庭 も すべ て 失わ れ 、 た だ 
空 に 残る の は すべ て を 叶え る 「 創世 力 ]」 の み 。 こ の カバ ー デ ザイ ン 
は 過ぎ 去っ た 世界 へ の 引 究 と 憧 恨 と を 、 優 し い 茜 の 色 で 魅せ る 。 


れ 、 軸 権 を 争っ た 。 今 な お 多く の 転生 者 た ち を 苦し め る 、 望 」] や 「 孤 独 」 を 受け 継い だ が ゆえ の 破滅 願望 だ っ た 。 つ 
その も っ と も 忌まわしい 呪縛 と は 、 ほ か な ら ぬ ルカ と イリ ア い に 創 世 力 を 手 に し た マテ ィ ウ ス を 止め る た め 、 ル カカ た ち は 
の 前 世 、 す な わ ち アス ラ と イナ ン ナ に まつ わる も の だ っ 彼女 に 戦い を 挑む 。 過去 は 絆 を 育む も の で あっ て 魂 を 縛 
に 。 対立 する 両 陣営 に 属す る ふた り は 、 愛 し 合い な が ら る も の で は な いと 、 命 を か け て 伝え る た め に 。 

も 結ば れる こと は 許さ れず 、 自分 を 裏切っ た イナ ン ナ へ の 
恨み や 嘆き に よっ て 、 ア スラ は 世界 を 崩壊 させ た と いう 。 
前 世 の 真実 を 知り 、 ア スラ に 抱い た 共感 と 幻想 と を 打ち 砕 
か れる ルカ 。 そこ に アル カ 教 団 の 教 福 マテ ィ ウ ス が 現 わ 
れる 。 彼女 は 言う 。 自分 は アス ラ の 前 世 を 分 か ち 合う 魂 
の 半身 。 と も に 神 の 力 を 取り 戻し 、 前 世 の 恨 み を 晴 ら そ ビ 
う 、 と 。 宿命 の 相手 イナ ン ナ の 容貌 で 転生 し た 彼女 の 執 ニ の 無念 、 ま た 来世 に 
念 と 甘 言 に 、 ル カ は 取り 乱 し 力 を 暴走 させ る 。 計ら 款 し て くれ る | 


0 = 

な 

い 顧 8 

: 

神々 は か つて セン サス 、 ラ ティ オ と 呼ば れる 勢力 に 分 か マテ ィ ウ ス の 狙い は 世界 の 減 亡 。 それ は アス ラ の 「 絶 3 


EESEKE で そい 電 還 


こる 「 和 肛 信 : デ で 8 いら まだ E え 
ルカ ・ ミ ル ダ 


た へ る 性 別 : 男 @ 年 齢 :15 歳 @ 身長 :168cm で 体重 :56kg @ スリ ー サ イズ :B82-W74-H83 
ど で 出身 : レ グ ヌ ム 一 人 称 : 僕 


・ 身 に つい た た し な み ググ 
補 元 か ら の ぞ く ス カー フ は 外出 時 の 
た し な み の ひ と つ 。 で も 、 学友 に さ 
え そ ん な 身 綺麗 な 者 は 皆無 ……。 


・ あ こ が れ の 大 市 


良家 の 子息 の 手習い で 始め た 合 
術 。 や が て それ は 、 夜 ご と に 見 る 魔 
神 を 重ね 合わ せ た 夢 追い と な る 。 
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・ よ いも の を 着る 
良質 の も の を 与え た いと いう 両親 の 
意向 で 、 質素 に 見 える 濃紺 の ジャ 
ケッ ト と パン ツ も じつは 一 流 の 品 。 


介 四 謙 な 夢 の 交 を きっ か け に 前 論 の 力 に 月 覚め た 、 陸 都 の 大 薦 家 ミ ル ダ 
家 の ひ と り 息 子 。 ぞ の 力 と 巧 坦 を 理 店 に 、 奉 界 を 続 べ る 天上 上 の 旋 / 創 褒 
カカ を 巡る 、 レク ヌ ム 軍 と アル カ 教 選 と の 攻 太 に 巻き 入 ま れる 。 っ 込み 買 
案 な 人 誠 を 思い 箇 み 、 凛 旭 アス ラ の 請 茂 や 秦 放 さ に 強く ぐ 僅 れ 正 分 を 重ね 合 
わ ゼ よう と する 一 方 で 、 ぞ の 差 を 意識 する あま り に 、 下 分 を 見 失っ て ゆく 。 


でき て へ いき で へ ふせ 


ーr で ぐり 中 Au 中 
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1 
# 
| 
由 


【 い に だり 


ー… 本 名 疫 人 虫 morSHSmW 
穫 


兵 ど も が 夢 の 貴 


いつ も 、 誰 か に な り た いと 、 願 っ て いた 。 

人 に 嫌 わ れ た り 辛 く 当 た られ る の は 寂し い 。 け れ ど 相手 を 傷つけ る の は も っ と 嫌 だ 。 大 
切 に し 期待 を 寄せ て くれ る 優し い 両 親 を 失望 させ た くも 、 四 切 り た くも な い 。 本 当 は も っ と 
自分 の 気持 ち を うま く 伝え た いけ れ ど 、 そ れ で 揉め 事 に な る の な ら 、 一 歩 下 が っ て 稔 便 に 
済ま せる こと を 選ん で し まう 。 ロ グセ は 「 ご めん 」。 今 日 一 日 で 何 度 口 に し た だ ろう 。 周り と 
ほど よい 関係 が 築き た い だ け な の に 、 気 が つく と 身 を すく ませ て 生き て いた 。 

現実 の 自分 は 、 な ん て ダメ 。 勉強 だ けが 取り 柄 の 気弱 で 騰 病 な ルカ ・ ミ ル ダ 。 で も 夢 
の 中 の 「 彼 ] は 違う 。 勇敢 で 強い 信念 を 持ち 、 人 望 篤く 、 意 志 の 力 で すべ て の 望み を 叶 
える 。 た くさ ん の 敵 を 作っ て も 決し て ひる まず 、 む し ろ 争 い の 中 に 潜む 核心 を 探り 当て 、 本 
当 の 意味 で の 変革 を 成し遂げ た 。 一 挙手 一 投 足 に まで 自信 に あふ れ 、 生 まれ つい て の 王 
者 の 風格 を 持つ 闘い の 神 。 世界 を 二分 する 戦い を 率い て 、 つ い に 天 上 を 統一 し た 「 ア ス 
ラ 」 と は 、 僕 の 前 世 、 も う ひ と り の 僕 、 と て も 叶え られ そう に な い 僕 の 希望 その も の 。 

彼 が 与え て くれ た 記憶 と 異 能 の 力 に 目覚 め て 、 僕 の 世界 は 変わ っ た 。 父さん や 母さん 
が 与え て くれ た 愛情 の 深 さ に 初め て 気づき 、 信 頼 と 絆 と が どれ ほど 心 を 強く させ て くれ る か 
を 学ん だ 。 イ リア と 、 ス パー ダ と 、 そ し て みん な と 、 運 命 を と も に し 、 死 と 向き 合う 危険 な 
場面 か ら 何 度 も 手 を 取り 合っ て 生還 し た 。 僕 た ちの 力 を 狙う 奴ら を 退け る うち 、 確 か な 絆 
が 生ま れ 、 僕 は ます ます 「 前 世 の 因 縁 」 と いう 不思議 な 魔力 に 翻弄 され て いっ た 。 

それ が 、 現 実 を 霞 ませ る 危険 を 除 ん で いる こと を 知り な が ら 。 

「 彼 」 が あっ て こそ 「 僕 」 が いら れる の だ と いう 共生 関係 に 。 

放 か し い 前 世 が 今 の 自分 に 連なる 事実 は 、 地 味 で 革 えな い 僕 に は 、 か けが え の な い 拠 り ど 
ころ で 、 心 の 支え だ っ た 。 僕 の 夢 の 投影 で も る が ご と くに 、 ア スラ が 永遠 に 「 英 雄 ] で いて 
くれ る こと を 思 ん で いた 。 

だ か ら ア スラ が 遺し た 「 恨 み 」 と 「 復 讐 」] だ け を 受け 継い だ 僕 の 半身 が 、 力 の 片割れ を 
求め て 僕 に 迫る と き 、 希 望 を 打ち 砕く 残酷 な 現実 に 向き 合わ な けれ ば な ら な いこ と を 、 僕 


、 は ずっ と 「 忘 れ た まま で 」 生き て いた ん だ 。 


ーッ 


、 ブ 。 種族 : 神 (セン サス ) て 性 別 : 男 
> 一 人 称 : 俺 


天上 界 の 軸 権 争い を 制 し た セン サス の 闘神 。 も と は 泥 か ら 生 
まれ た 神 だ っ た が 、 ヴ リ トラ の 教育 を 受け 覇 王 に まで 上 りつ め 、 
仮面 を つけ 「 魔 王 ] と 名 乗る 。 愛し 合う イナ ン ナ に 裏切ら れ 命 
を 落と す 際 、 創世 力 を 発動 させ て 天上 界 を 減 ぼ し た 。 


@ [言え 、 言 うん だ ! 
@ [守る な ん て お こ が ま し いけ ど 、 で も 僕 を 信頼 し て くれ た 証 を 立て る !| : アル カ 教 団 の 一 員 に と 抱き 込 も うと する チト セ で は な く 、 信頼 を 築い た イリ ア こ そ を 信じ 選ぶ と 宣言 し 、 チ ト 


セ と 訣別 する 言葉 借 「 じ ゃ あ ……、 僕 は な ん な の ?」 : アス ラ が 天上 界 を 崩壊 させ た 事実 を 知ら され た こと で 陥っ た 演 然 自 失 の つぶ や き 
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[彼女 か ら 離 れろ 」 っ て ! 夢 の 中 の よう に 、 強く 勇敢 に ……! : イリ ア に 迫る アル カ 教 団 信 者 に 立ち 向かう た め 、 勇気 を 奪い 立た せよ うと くり 返す 内 な る 叫び 


マザー シッ プ 
の タネ トル 
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トリ 
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NESSESK で まで や で 四 還 


ンク グ 


も で 性 別 : 女 で 年齢 :15 歳 欠 身長 :166cm の 体重:53kg 的 スリ ー サ イズ :B85-W62-H88 
ン で 出身 : サ ニア 村 @ 一 人 称 : あ た し 


・ た だ の ぼ こ り よ け 
ルカ の スカ ー フ が お し ゃ れ な ら 、 彼 


女 の そ れ は 砂 ぼ こり か ら 身 体 を 守る 
た め の 、 ま ご うか た な き 実 用 品 。 


命 預 ける リボ ポル バ パー 


武器 と は 趣味 で も 娯楽 で も な く 身 を 
守る も の 。 だ か ら イ リア は 銃 の 手 入 


れ に 人 生 そ の も の を 賭け る 。 ・ 乗 馬 で 鍛え て 


故郷 サ ニ ア 村 で は 馬 を 駆り 日 が な 
一 日 羊 を 追い 回 し た 結果 、 モ デル 級 
の 超絶 ウエ スト を 手 に 入れ た 。 


ア 明 粒 ら 詳 ) 完 計 者 多く 生ま れる 辺境 の 鐘 好 サー ア の 出身 。 アル カ 教 

奈 ら 動 誰 力 と の 税 連 を 緯 われ 、 赦 郷 を 巻き 込む まい と 光 げ の 
び だ た 王 部 で ルカ と 骨 会 い 、 前 誰 の 謎 を 求め る 旅 に 彼 を 強 ヲ / に 2/ 
き 入 れる 。 月 身 も 便 れ た 天 葵 を 引 ち 、 前 内 な 興 酸 の 女 宛 イ ナ 
ン ナ 。 ルカ を 僧 か ら ず 恩 いな が らち も 、 ア スラ の 恋人 と いう 過去 
ゆえ 、 正 反対 の 修 茶 の 彼 を 非常 に 毅 が ゆく 感じ て いい る 。 
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EV 小桜 エツ子 


ペー プ 第 族 : ミ ュー ス 族 @ 性 別 : 不 明 
出身 : サ ニア 近郊 一 人 称 : コ ー ダ 

イリ ア と いっ し ょ に いる が 、 と くに 歓迎 され て も いな い ミ ュー ス 
族 。 非常 に 食い 意地 が 張っ て お り 、 彼 女 に 同行 する の も 食い 
っ ぱ ぐ れ を 防ぐ た め 。 大 昔 は 神々 の 食料 倉庫 番 だ っ た が 、 あま 
り の 意地 汚さ に 地上 に 追放 され た の が 一 族 の 起源 だ と いう 。 
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半 入 を 宿 し た 荒野 の 女 


マザー シッ プ 
の タイトル 


豊 機 を 司る 女神 イナ ン ナ は 、 箇 く ば か り の 美貌 で 天界 に 名 を 知ら れ た 。 実り と は すなわち 命 の 糧 そ | 何 | 
の も の 。 そ れ を 戴く 彼女 は 、 生 き と し 生け る すべ て の 存在 か ら 愛 され る 意味 を 、 生 まれ な が ら に 備え て | 7) 
いた 。 し か し 克 き 通る ば か り の 双 星 は 、 母 ・ 大 地 母 神 を 辱め た 人 間 へ の 恨み に 燃え て いた 。 美神 に | 門 
な えら れ た 復讐 劇 。 それ は 艇 小 な 人 間 へ の 天罰 で は な く 、 神 と 人 と の 共存 と いう 、 壮 大 な 夢 物 語 を | し ) 
語る 天界 の 理 者 アス ラ の 科 絡 と 暗殺 だ っ た 。 | 半 
耳 雪 を 甘 噛 みす れ ば 薄荷 の 香り が 満ち 、 折 れん ば か り の 細 腰 は 夏 の 表 の よう に 強 十 で 、 燃 える よ | そ 
うな 赤い 此 は 太陽 の 灯 め き を 和 宿 し 、 長 い 財 所 は 夜 坪 に 濡れ る 月 。 魔 王 の 補 を 薔薇 に 染め 、 イ ナン ナ | | 
は 母 の 仙 に 身 を 開い た 。 白磁 の 胸 に 男 を 受け 止め 縮 首 を か く 機会 を 妖 い な が ら 、 し か し いつ し か 身 も |  : う 
心 も 奪 われ て 、 使 命 と 愛 と に 引き 裂 か れ な が ら 、 つ い に 彼 女 は 魔 王 と 世界 と を 滅ぼし た 。 | U 0 そ 
| 0 
激情 に 喰わ れ 愛 に 飲ま れ た 旭 れ な 女神 。 そ の 前 世 は 自分 と は あま り に か け 離 れ て いる と 、 イ リア は | 選 う 
距 う 。 自 分 が 生ま れ た の は 飲み 水 に も 事 欠 く 荒野 の 開拓 地 で 、 豊 か な 暮らし な ど 世 界 の 裏側 の 話 だ っ | 由 べつ ぞ そ 
た 。 大 切な の は 身 を 守る 腕 と 弱 味 を 見 せな い 度 脚 と 、 世 間 に 食い 物 に きれ な い 程 度 に は 学 を 身 に つ | 十 あ 9 
ける こと 。 ア スラ が 隠し 持っ て いた 秘宝 創世 力 ]」 と や ら を アテ に され て 身 を 隠す ハメ に な っ た と 知っ た | べべ そ 
と き に は 、 も は や 噴 飯 モ ノ だ っ た 。 彼女 に と っ て 前 世 が くれ た 力 と は 、 困 靴 の どん 底 に ある 故郷 の た め | 寺 あ 1 
に 使う の で あっ て 、 感 傷 に 酔う た めで も 優越 感 に 浸る も の で も な い 。 ま し て や 世界 征服 の 手立て に な | 
ど と 、 と ん だ 茶番 だ 。 同じ 前 世 で 結ば れ た 仲間 に は 、 た ま ら な い 好 奇 心 を か きた て られ た が 、 過 去 に | や め 
縛ら れ て 人 生 を 狂わ され る な ど ま っ ぴら だ 。 それ に この 小汚い 身なり だ っ て 一 一 美 し さ は 人 生 最 大 の 武 | 計 
回 と は 言う が 、 本 能 の 穫 底 に は 、 女 で ある こと へ の 抗い が た い 媒 悪 が よど ん で いた の 
イナ ン ナ と し て の 記憶 は 、 ほ ん の わずか 。 女神 が 引き 起こ し た 特大 な 罪 の 全容 を 、 イ リア は 未知 | 価 | あめ 
ら な い 。 け れ ど 力 と と も に 受け 継い だ 鮮やか な 魂 は 、 美 し くも 問 れ た 退廃 を 徹底 的 に 否定 し て 、 汗 と | が 
ほこ り に 汚れ た 自分 自身 と し て 生き た いと 、 高 い 天 を 一 心 に 仰い だ 。 | を 1 
半生 る ーーー ( 


つつ ダン rmsnns 


る 種族 : 神 (ラテ ィ イオ) 乱 性 別 : 女 
2 利 一 人 称 : 私 


ち 92 の | 大 地 母 神 を 母 に 持つ 豊 乏 の 女神 。 アス ラ を 助け 天上 界 統一 を 
C 助け る が 、 じ つ は 母 神 の 復讐 を 根底 に 持つ 対抗 勢力 ラテ ィ オ 
の 刺客 で ある 。 アス ラ へ の 愛 と 使命 と の 狭間 で 苦し む が 、 つい 


の で | 肝 を 無視 2 に 大 剣 デ コラ ンダ ル で アス ラ を 刺殺 し 自ら も アス ラ に 殺さ れる 。 
こう いう 扱い 
52 
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⑱ [ちょ っ と ! あたし を 無視 ? こう いう 扱い キラ イ !」 : 自分 を 無視 し て 打ち 解け る ル 力 と チト セ に ぶち まけ る 、 包み 隠さ ぬ 如 倫 「 何 か 思い 出し そう ……。 思い 出す べき じゃ な い 、 
何 か を 」 : 前 世 の 記 憶 を 取り 戻し て ゆく に 従い 、 己 の 身 を 脅かす 過去 が あっ た こと を 予感 し 抱く 漠然 と し た 恐れ 欠 「 嘘 …… う ぞ そ 、 う ぞう ぞ !! いや あぁ ぁ ぁ ぁ ーーーー 一 5 ミン 7 
アス ラ を 裏切っ て 暗殺 し 、 それ が きっ か け で 天上 界 が 減 び た と いう 衝撃 の 事実 に 対す る 絶叫 


トミ ペッ ンク 


り RMSD に 2 BE TO Ti:a 
ーー テ ズ ノ パー ダ ・ ペ ルン フチ テルマ 


タイ トル 


へ] 釣 性 別 : 男 多 年齢 :17 歳 多 身長 :177cm ‥ 体重 :71kg 失 スリ ー サ イズ :B96-W82-H95 
ン 動 出身 : レ グ ヌ ム 抱 一 人 称 : オ レ 


・ 最 高 の オ ー ト クチ ュー ル 
服 と は 身体 に 合わ せ 仕 立て る も の 。 
上 流 階級 に 属す る 彼 が 身 に つけ る 
の は 、 そ の 定義 に 則っ た 一 流 品 。 


・ 騎 士 の 二刀流 

騎士 の 一 門 ベ ルフ ォ ル マ 家 の 名 に 
了 じ ず 、 荒っぽい 性 格 と は 裏腹 に そ 
の 合戦 は どこ まで も 優美 で 流 衣 。 


・ 不 良 少年 の 必需 品 


パン ツ の 上 に は レギ ンス 。 裾 の 乱 
れ を 抑え 足 さ ば き を よく し 、 すなわち 
乱闘 と 逃亡 と を 助け る と か 。 


eouooouul 』0 SeolB1 


SS 


二 都 の 区 疾 ベル フォ ル マ 家 の 世 男 。 夫 子 め ゆえ に 期 鞭 も 温 精 
も な く 放 克 さ れ 、 末 大 を 訂 大 に や さ ぐ れ る まま に 育 っ た 。 軍 の 
収容 所 で 暫 生 者 局 地 と し て ルカ や ゼイ リア と 剛 会 ()、 ふた り の 前 
論 擦 し に 局 調 し て か ら は 、 イリ ア と も ども ルカ を か ら か うこ と が 
人 生 最 大 の 楽し み 。 し か し アス ラ の 愛 全 ディ ラン ダル の 旋 促 
を 受 げ 継ぐ ゆえ に 、 本 音 で は ルカ を 字 る こと を 次 ぐ 故 っ て いる 。 


でき て へ いき で さ ヽ ふ ふ 


マザー シッ プ 
⑤ タイ トル 


彼 に 喧嘩 を 売っ た 者 は 二 度 泣く 。 ひ と つ は 、 ベ ルフ ォ ル マ 家 と いう 屈指 の 大 貴族 の 靴 
に 泥 を か けた こと に 。 そし て も う ひ と つ は 、 綺 慌 な 莉 を し た 優男 と 見 せ か け て 、 チ ン ビ ラ 崩 
れ の 頂点 に 上 り 詰め 、 叩き 込ま れ た 騎士 一 門 の 剣術 を 実践 で 鍛え 上 げた 、 と ん で も な く タ 
チ の 悪い 男 を 相手 に し て し まっ た と いう こと に 。 

末子 の 粗雑 な 扱い に ひね くれ て 放 茶 な 日 々 を 送る ろ る スパ ー ダ は 、 も は や 一 族 で も 鼻 つ まみ 
者 だ っ た 。 田舎 領主 の お 人 形 の よう な 娘 を 嫁 に し て 、 兄 た ちと は 比べ も の に な ら な い 、 ち っ 
ぼけ な 領地 か ら 上 が る 収入 と 、 い つか は 宛 が われ る だ ろう 嫁 の 持参 金 と を すっ か ら か ん に な 
| る まで 食い つぶ す だ け の 人 計 。 金 は ある 。 教養 は ある 。 腕 も ある 。 見 た 目 も 完璧 。 外面 
| だ け な ら いく ら で も 装 える 。 放 薄 息 子 に 必要 な アイ テム は すべ て 揃っ て いた . 
| けれ ど 身 体 を 流れ る 貴族 の 血 と 騎士 の 現 は 、 堕 落し た 暮らし を 通 か に 潜 劉 し て 、 ス パー 
ダ の 心 を 研ぎ 澄 ま す 。「 土 道 訓 五箇 条 」 が 説く 正義 と 自己 算 牲 と 思 誠 に も 増し て 、 彼 は 気 
高く 誇り ある 銘 な の だ 。 

前 世 は 鍛冶 の 神 バ ルカ ン が 生ん だ 最後 に し て 最高 傑作 、 闘 神 アス ラ の 愛 銘 デ ュ ラ ンダ 
| ル 。 荒 々 し い 理想 に 燃え 、 神 の 野 を 焼き 駆け 山 え た 男 に 黙 と し て 仕え 、 戦 いり の こと ご と く 
を 勝利 に 導い た 。 こ の 名 剣 を アス ラ に 捧げ た イナ ン ナ は 、 勝 利 の 美神 と し し て セン サス の 陣 | 
営 を 沸き 立た せ た 。 | 
| 剣 の 稚 層 と は 、 己 を 殺し 道具 に 徹し 、 使 い 手 の 一 存 に 列 じ る こと 。 そ こ に 思想 や 私 情 。 | 
が あっ て は な ら な い 。 し か し 誇り に 頑 な で ある あま り に 、 デ ュ ラ ンダ ル は アス ラ と イナ ン ナ の | 

| 
| 


Il 


の 
ー ン 


ョ 6 に で 
⑤ タタ 7 


| 悲劇 の 立役者 に な っ た 。 イ ナン ナ に 栖 を 握ら れ 、 己 の 刀身 で アス ラ を 突き 、 返 す 刃 は 男 
の 手 が 愛 する 女 を 斬り 、 ふ た り に 死 を も た らし た 。 憎しみ が 恨み を 、 恨 み が 悲 し み を 、 つ 
| ぎ つ ぎ に 編む 連鎖 を 断ち 切る こと を 、 彼 は 名 で ある こと に 固執 し つい に 成 さ な か っ た 。 

守る べき 相手 を 守る た め に は 、 建 前 や 大 義 を か な ぐり 捨て て で も 、 名 と 魂 を 賭け る 。 そ 
| れ は 騎士 道 と いう 紅 高 な 理念 を 超え て 、 と き に 粗野 で 利己 的 だ 。 け れ ど 守 れ な いな ん て 
| 二度と ご めん だ と 、 ス パー ダ は 思う 。 こ の 気弱 で 優し い 少年 を 今度 こそ 命 を 賭け て 守っ て 


必 
| みせ る と 、 少 年 の 「 合 は 強く 念じ て 、 双 剣 を 握り 直し た 。 本 
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角 証 CV つえ だ ゆう じ 


つ | ディ ラテ ンダ / Durandal 
< あ 種族: 神 (ラティオ ) @@ 一 人 称 : 我 


鍛治 の 神 バ ルカ ン 最 後 の 作 で ある 美しき 大 剣 。 イナ ン ナ に よ 
っ て アス ラ に 奉じ られ 天上 界 統一 の 立役者 と な る 。 武具 の 本 
分 に 忠実 で ある あま り に 、 イナ ン ナ の 復讐 を 知り な が ら も 止め 
られ ず 、 アス ラ の 命 を 奪う 道具 と な っ た こと を 強く 悔い て いる 。 


@ [ 心 に 剣 を 持ち 、 誰か の 橘 と な れ ! 昔 じ い が よ く 言っ て た 言葉 だ 」 : 転生 者 同士 の 仕組 まれ た 戦い を 強い られ 、 とまどう ルカ を か ば う 男 前 な 言葉 多 「 ダ チ と ツル む の に 理由 が 必 
要 か ?1 : 旅 の 意味 に 迷い 、 仲間 同士 の 絆 に 頼り 切れ な いで いる ルカ に か ける 発破 倫 「 お い ゴ ラ ァ ! ル 力 ! テ メ ェ ……、 戻っ て 来 や が れ : 自分 の 前 世 が 天上 界 を 減 ぼ し た 事実 
に 打ち の め さ れ 、 失意 の まま に マテ ィ ウ ス に 従 お うと する ルカ を 、 全力 で 引き 留め る 叫び 


N 
N 


mi 
y IGT 8 まで ら 9 
2 レ 。 
イン 
タ ィ トル の 
た へ も 性別: 女 年 齢 :20 歳 @ 身長:158cm 欠 体重 :52kg 移 スリ ー サ イズ :B89-W62-H90 


ン 旬 出身 : ナ ー オ ス 参 一 人 称 : 私 


人 アーー Sa 
1 ピン シンク 


・ 聖 女 様 の 勲章 ? 
いか に も あり が た み が あ り そ う と 評 
判 の トレ ー ド マー ク は 、 じつは 古道 
具 屋 で 買っ た お 値打ち 品 。 


・ 悪 者 に 亜 な る 丸 

殺生 を 思わ せる 刃物 は 聖職 者 に は 
御法度 。 し か し アン ジュ 流 の 方 便 
な ら 、 相 手 に 像 梅 を 促す た め の 例外 。 


エス コート 
タ ィ トル 。 ゆ 
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・ 柔 肌 を 隠し て 


お 肌 は 人 に は 見 せま せん 、 尼 僧 で す 
か ら 。 つい で に 言う と 、 た だ いま ダイ 
エッ ト 中 に つき 体型 秘匿 。 


撫 論 ブリ フィ エル か ら 受 け 継 だ / 論 跡 の 力 / で 聖女 と 
巡 め られ る 尼僧 。 カカ の 暴走 で 誠 者 に 裏 功 られ た こと か 
ら 、 一 度 ば 生き る 損 力 を な くし て いた が 、 万 人 の 幸 如 の 
た め に 月 身 を 殴 げ よう と 、 ル カ た ちの 旅 に 同行 する 。 
本 高 な 物 礎 に 包容 力 と 効 地 な さ を 兼ね 嫌 え 、 誠 め て 現 
実 的 な 一 方 で 、 こ と ダ プ エット に 周 し て ば / 動か の ず が に や せ 
る を 腸 語 する 理想 主義 者 。 


か べ 全て へ いき 込 そ ふ ふ 


偉大 で 多 猫 で 野心 的 な 神 的 存在 が 世界 を 管理 し て いた 時 代 、 彼 ら は ひと り の 神 を 創っ た 
と いう 。 天 上 の 世界 を 担う 「 柱 」 に ふさ わし い 、 完 璧 な 美貌 と 生ま れ な が ら の 風格 を 備え た 「 天 
空 神 ヒ ン メ ル 」。 ラ ティ オ 元 老 院 の 條 介 だ と いう 実態 に 疑い を 差し 挟む こと な く 、 彼 は 死ん で 
は また 転生 し 、 そ の た びに 「 柱 」 に な っ た 。 け れ ど ヒン メル が 何 度 目 か の 転生 を し た と き 、 教 育 
係 に 抜 所 さ ん れ た オリ フィ エル は 心 を 痛め た 。 こ れ ほ ど ま で に 職 明 な 瞳 が 世界 の 真実 を 知ら な い 
まま 、 天 上 の 人 に な る 最 行 に 。 

まもなく オリ フィ エル は 、 元 老 院 の 目 を 盗ん で 少年 ヒン メル に 世界 の すべ て を 教え る 。 思 想 
の 対立 が 生ん だ 愚か な 戦い 、 因 習 は び こ る ラテ ィ オ の 現状 、 追 放さ れ 力 を 失っ た 無数 の 魂 、 
そし て 先見 の 明 を 持つ 偉大 な 敵 将 アス ラーー。 ある い は 彼 は 、 自 分 の 賛同 者 が 欲し か っ た の 
か も し れ な い 。 真 に 求め た の は 天界 を 播 る が す 、 と めど な い 変 草 と 草 新 の 奮 流 だ っ た 。 

そし て 「 世界 」 に 稼 され た ヒン メル は 夏 を も が れ た 。 暗 い 定 獄 に 幽閉 され た 美しい 神 を 前 に 、 
オリ フィ エル は 赦し を 請 い 、 助 け を 約束 する 。 魂 か ら 絞 り 出 し た 悲壮 な 賛 い は 、 し か し つい に 
果たさ れ ぬ まま 、 彼 は 殺さ れ 、 世 界 は 壊れ 、 神 々 の 舘 も 人 の 世に 散っ た 。 


ラテ ィ オ の 軍師 オリ フィ エル の 魂 を 宿 し た アン ジュ は 、 彼 の 機知 に 憧れ 尊 毅 は し た が 、 過 去 
の 記憶 と 「 神 の 力 」 に 困惑 も し た 。 奇跡 の 力 は 天 恵 の は ず が 、 他 者 を 傷つけ る 力 に も な る 。 
いら ぬ 因 縁 を 呼び 起こ す 前 世 は 、 自 分 た ち 転 生 者 が 関与 する べき で は な い 。 人 を 超越 し た 者 
た ちの [神話 」 と は 、 今 ある 人 々 の 拠り どこ ろ で あっ て 、 文 字 通 り 神 の お と ぎ 話 で あれ ば 十分 
な の だ 。 

けれ と 彼女 は 夜 ご と 、 鮮 や か に 虐 る 金色 の 小鳥 の 夢 に 肩 を 震わせ る 。 オ リフ ィ エ ル が 
自分 が 見 捨て て し まっ た 、 い た いけ で は か な い 、 世界 を 背負 わ さ れ た 孤独 な 少年 。 も し も ヒン 
メル が この 世 の ど こ か に 生ま れ 変 わっ て 、 今 も また ひと り で 泣い て いる の だ と し た ら 。 自分 は 彼 
に 赦し を い 、 も う 一 度 世界 を 見 せ て や る た め に 、 人 の 世 す べ て を 裏切っ て し まう か も し れ な 
い 。 皆 に 幸福 を 説く 、 優 し く て 知 的 で 合理 主義 者 の 柳 眉 な 尼僧 は 、 誰 に も 言え ぬ ま ま 、 ま ど 
ろ み の 底 に 深い 罪 を 刻み 続け て いた 。 


5 
思 
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0 せ 夫 
Or ガブ グフ アァ アル Orifiel 


ヘー 種族 : 神 (ラテ ディ オ ) 久 性 別 : 男 
一 人称: 私 


> 用 柄 計り 
Sr で 足 欠 は 
9HU 坪 本 半 


Lv 
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@ [ルカ 君 、「 嘘 も 方 便 ] よ 」 : 前 世 の 記憶 が 眠る と いう アシ ハラ の 聖域 に 、 穏便 に 踏み 込む た め の 如 才 な さ 俺 自分 を 偽っ て まで 、 何 か を 成 し と げ よ うと 思っ た 経験 、 無い ?]: 一 
度 は 裏切っ た リカ ルド を 底 っ た こと に 対し て 、 同情 で は な く 打算 で ある こと を 告白 但 「 こ の 人 を 前 世 で 守れ な か っ た 。 それ が わた し の 生ま れ 背 負っ た 罪 ] : 稼 れ に 満ち る 現世 を 浄化 し よ 


うと の 悲願 の 成就 に 、 自 分 の 命 を 要求 する アル ベー ル を 、 拒む の で は な くむ し ろ ル カカ ら の 剣 か ら 守 ろう と し て の 人 層 梅 


ラテ ィ オ の 軍師 で 天空 神 ヒ ン メ ル の 教育 係 。 アス ラ の 思想 に 
共鳴 し 密か に 同盟 を 結び 、 また ヒン メル に る も 改革 的 な 教育 を 与 
える が 、 それ が 原因 で ヒン メル を 幽閉 の 身 に 追い や っ て し まう 。 
彼 を 救え ぬ ま ま 天上 界 崩壊 を 迎え 、 憎 悔 の 念 を 転生 させ た 。 
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Av NAS まさ や 
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マザー シッ プ 
タ ィ トル あゆ 


人 性別: 男 金 年 齢 :27 歳 身長 :183cm 乱 体重 :77kg 欧 スリ ー サ イズ :B92-W81-H87 


欠き に ・ 名 誉 の 負傷 ……? 
が 人 が 見 れ ば 生 聞 の 代償 か と 思い き 
や 、 じつは 酔っ た 勢い で 便器 に 突っ 
込み こし ら え た 不 名 誉 な 傷 。 


・ 備 兵 の 仕事 道具 

前 世 は 鎌 持つ 死神 、 そ し て 今 は ライ 
フル を 担ぐ 備 兵 稼業 。 何 の 因果 か 、 
時 が 巡っ て も 人 の 死 を 背負 っ て 。 


タ ィ トル の ⑨ 
・ 戦 争 屋 の 装 館 品 


腰 を で ぐるり と 取り 巻く ライ フル の 弾 
丸 ベ ルト 。 厳 め し く 物 々 し く 、 見 た 目 
だ け で も 十分 に 威圧 的 。 
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アン ジュ の 護 入 の た め に 遠 司 テ ノ ス の 旗 閣 で 記 わ れ た 姜 劉 の 
備 兵 。 彼女 た っ て の 鍛 望 に より 、 孝 ば 強制 的 に 旅 の 局 道 を 講 
け 食 うこ と に な る 。 了 修 史 心 の 一 行 に お ける 硬 な 原 護 者 和 
で 、 肩 責 き が 圭 つ 急 象 こ 反し て 砕 併 で / 旋 店 。 前 誰 で ある 死 
落 ヒ ィ フ ノン ス は タナ トス の 尼 で あり 、 ア スラ に 殺さ れ た 。 どの た 
め 過 去 の 囚 線 と 現在 の 立場 の 放 芝 み に 鞭 し ん で いる 。 


N NN こく きき ふさ 
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N NT。 ・ て ates of ImmoccTm て ce・ 
の 0 モラ ンプ ) 


い ト | 
ペ e 玉 あ の 
j い の (6 こ 肌 
Np ゃ ee 
灯 | 作 電 の 前 馬 な ど 、 今 の 世 で は 流行 ら な な い だ ろう か 。 まし て や 自分 は 名 前 も 和 
(| 体 も 、 以 前 と は まる で 別 の も の で 、 た だ 記憶 と いう ノスタルジー だ けが 、 遠 い 昔 


ゴ | の 因縁 を 呼び 起こ す の み 。 か つて 「 ヒ ュ プ ノ ス 」 と 呼ば れ た 過去 を 後生 大 事 に 
ズ | 畑 え て 、 今や 大 し て 得 に も な ら な い 「 兄 ] に 義理 立て し て 、 俺 は 子供 相手 に 犬 
る | に も 劣る 裏切り を 迫 ら れる 。 

0) | そもそも が 前 世に 縛ら れ た が た め の 、 こ の 力 だ 。 淡 々 と 仕事 を 請け 負い 依頼 

、 | を こなし 一 一 それ は と き に 戦争 と いう 名 の 人 掃除 で あり 、 と き に 依頼 者 に と っ て 
罰 | 国際 り な 相手 を 墓 の 下 に 飼い や る こと で も あっ た 一 一 浮き 世に さして 執着 が な 
キ | い の は 備 兵 稼業 に は も っ て こい だ っ た が 、 か と いっ て 自ら 孤独 を 望ん だ わけ で も 
) | な い 。 し か し 過去 は あら ゆる 面倒 を 押し つけ た うえ に 、 天 を 捨て た 兄 神 の 万 拭 
| い に 、 現 世 で まで 駆け ずり 回 れ と 命じ る の だ か ら た ま ら な い . 
権 | タナ トス は 、 天 界 に あっ て た だ ひと り 、 転 生 の 輪 か ら 外 れ て 、 千 年 を 生き た 。 
し | そし て 過去 の 記憶 な ど 酒 の あと の 夢 ほ ど に し か 思っ て いな か っ た 俺 を 、 己 の 悲 
| 顧 の 成就 に 引き ずり 込ん だ 。 今や 血縁 な を ど これ っ ぼっ ち も な い に も 関わ ら ず 。 

執念 だ . 死に 損ない の 、 狂 気 と も 言え る 作 念 。 死 ぬこ と さえ 忘れ て 、 あ いつ 
は 世界 に まき 散ら され た 「 人 間 」 を 憎み 、 そ の 浄化 を 渦 望 し 、 食 世 力 の 手 が か 
り と 見 る や 、 ア スラ の 魂 を 持つ た か だ か 15 歳 の 子供 に 、 死 神 の 鎌 首 を も た げ 
て みせ る .。 一 一 いや 、 執 着 する の は 俺 の ほう か 。 父 も 母 も 生き 別れ た と は いえ 、 
紛 う か た な き 人 の 子 に 生ま れ 変 わっ て お き な が ら 、 と う の 昔 に ちぎ れ た は ず の 系 
に 、 す が っ て みた いと 思っ て し まっ た 。 それ が 競 昧 の 吐き 出す 罠 だ と 知っ て いて 、 
哀れ な 蝶 を 呼び 寄せ る 片棒 を 担ぐ と 請け 負っ て し まっ た .。 

し か し これ で 終わ る な ら 、 凡 百 の ビ カ レ スク 、 酒 場 の 女 た ち が 泣い て 喜ぶ 、 
見 え 穫 い た 三文 芝居 だ 。 陳腐 な 郷 左 を あり が た く 戴 いて 地 に 堕ち る 光景 は 、 
千年 前 に 掃 い て 捨て る ほど 眺め て きた 。 そ し て 乳 臭い が キ に は ガキ な り の 仕事 
が ある 。 あ いつ ら が 夢 を 背負 っ て 歩い て 行く 道 の 露 払い を し て や る の が 、 大 人 
の 仕事 と いう も の だ ろう 。 た と え そ れ が 神 か ら す れ ば 裏切り で あっ て も 、 だ 。 
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ス と の 戦争 に 参加 する こと を 人 迫 ら れ た 。 単身 敵陣 に 乗り 込み 提 
乱 の 上 アス ラ に まみ える も 、 力 及ば ず 非 業 の 死 を 遂げ る 。 


N KO[ 1 アッ ジノ Hyupunos 
N 半 ー プ 6 種族 : 神 (ラテ ィ オ ) @ 性 別 : 男 
ん 還 ご う > 欠 一 人 称 : 私 
、 人 死神 と し て 恐れ られ る ラテ ィ オ の 戦士 だ が 、 兄 タナ トス が 死神 
ズ ム の 職 を 放棄 し た 煽り を 食っ て 迫害 を 受け 、 汚名 返上 に セン サ 


@ 「 い い 大 人 は 出来 な い 仕事 を 引き 受け た り は し な いも ん だ ] : 一 見 する と アン ジュ に 言い くる め ら れ た 形 で 、 一 行 の 護衛 を 引き 受け た こと に 対す る 論拠 氏 「 親 に 甘え る の は ガキ の 特 
権 だ 。 な ぜ 、 その 特権 を 受け ん ?」 : 実家 を 恋し が りつ つも 里帰り を こら える ルカ に 、 や せ 我 慢 す る こと の 無 意 味 さ を 指摘 人 「 お 前 ら は 夢 と 理想 を か な える べき だ 。 ガキ っ て の は 夢 
を 食っ て 大 きく 育つ 生き 物 だ か ら な ] : 前 世 で の 兄 に 当たる ガー ドル で は な く 、 現世 の 仲間 を 選び 守る こと に 対す る 持論 


マザー シ 
タイ トル 


も 性別 : 女 移 年齢 :13 歳 @ 身長 :148cm 多 体重 :40kg 欠 スリ ー サ イズ :B80-W56-H81 
も 出身 : 不 明 ( レ グ ヌ ム 在 住 ) 多 一 人 称 : ウ チ 


・ 生 きる た め の カ 

親 も な く 頼 れる 人 も な く 、 子供 た ちと 
いっ し ょ に 生き る に は 、 この 小さ な 手 
を 汚す し か な か っ た 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 。 ⑨ ゅ 


・ 下 町 の 必需 品 


寒さ を し の ぎ 夜 吉 か ら 身 を 守る 。 大 
き な ス カー フ は 、 過 酷 な 暮らし を 支え 
て くれ る 防寒 グッ ス 。 


・ ラ スリ ー 白 タイ ツ 
風呂 に も 事 欠 く 下水 道 暮らし な が 


ら 、 か わい い 白 タイ ツ を 愛用 する の 
は 、 お 年 頃 の 少女 な ら で は 。 


ougoouul jo Selel 


具 次 に 記 親 を 殺さ れ 、 レ ク ヌ ム 下 大 で 暮らす 少女 で 、 局 じ 識 過 に ある 疾 喝 
た ちの 親 人 f わ り も すす ん で 聞 め て いる 。 数 々 の 書生 経 角 か ら 褒 の 中 を 
新 し 、 生 きる た め に な 犯罪 も 長 さ な い 。 表 府 は アス ラ の 蔵 母 で も ある 煎 
芳 ヴ ツリ トラ 。 過去 に 彼 を 育 て 上 た げた と いう 緑 と 、 現存 の ルカ 自身 の 人 大 に ほぼ 
だ され て 、 彼 の 話 を 焼き つつ 旅 に 同行 する こと に な る 。 


eS で ・ て atcs of 1mmocc1m て ec・ 


芳 の お 母 き ん 、 祝 り 請う 辛 せ 


金子 だ エル マー ナ は 王 都 の 下水 道 で 、 小 さ な 子供 た ちの お 母さん の 代わ り を し て いる 女の子 
sy 


( 細 で す 。 面倒 見 は いい し 、 気 立て は いい し 、 それに ケン カ を させ た ら 大 人 顔負け の 張 さ な も 
3 人 上 つ の で すか ら 、 お 役人 さん た ち も 半 ば あき ら め て いて (な に せ 同 じ 下 水道 に は ベル フォ ル マ 家 

ジ た we の 坊ちゃん まで 入り 浸っ て いる し 、 本 音 を 言え を ば あの 近辺 に は 誰 も 関わ り た く な いん で す ) 、 

( 6 四 人 、 見 て 見 ぬ フ リ を する 代わ り に 身寄り の な い 子 供 た ちの こと を 押し つけ て いる ん で すね . 

エル マー ナ も 自分 た ちの 寂し い 境 過 は うす うす 感じ て は いま し た が 、 気 まま な 生活 は 悪く 
あり ませ ん で し た 。 寒い し 、 お な か も 空く けれ ど 、 誰 か と いっ し ょ に いら れる と いう こと は それ 
だ け で 心強い し 、 子 供 た ち に いろ ん な こと を 教え て あげ る の が 「 い き が い 」 だ っ た の で す 。 

どう し て か っ て ? それ は エル マー ナ の 前 世 、 つ まり 昔 ひ か し の 「 別 の 自分 ] が 、 同 じ 気 
持ち だ っ た か ら で す 。 

彼女 の 前 世 は ヴ リ トラ と いう 、 た いそ う 美 し い 龍 の 神様 で し た 。 世界 が 創 ら れ た と き に いっ 
し ょ に 生ま れ 、 ほ か の 神様 た ち が た くさ ん 誕生 する の を 目 に し まし た 。 そ れ か ら 、 泥 の 中 か 
ら 庄 まれ た アス ラ と いう 子供 の お 母さん に な っ て 、 誰 より も 強い 天界 の 王者 に 育て 上 げ ま し 
た 。 ヴ リト ラ は 長命 で 物知り だ っ た の で 、 す べ て の 知識 と 知恵 と を アス ラ に 授け て 、 彼 を 
見 守っ た の で し た 。 

大 き な を 戦争 と 悲し い 事 件 の あと 、 天 の 世界 が 滅び て か ら も 、 ヴ リト ラ は ひと り だ け 生 き 残 
り ま し た 。 あ まり に 身体 が 丈夫 だ っ た の で 、 み ん な が 邊 まれ 変わ る の を 見 届け な いと いけ な 
か っ た の で す 。 それ は 永遠 と 言え る くら い に 、 長 く て 孤独 な 時 間 で し た 。 

だ か ら エ ル マ ー ナ は 今 で も 、 一 生 懸 命 に 子供 た ちの 面倒 を 見 て 、 み ん な で いっ し ょ に い 
られ る 幸せ が 大 切な の だ と 、 思 っ て いる と いう わけ で す 。 

も うわ か り ま し た よね ? エル マー ナ が 年 上 の ルカ に 、 いつ も お 母さん ぶっ て いる 理由 が 。 
遠い 昔 の 話 に な っ て し まっ た けれ ど 、 彼 女 に と っ て は や っ ぱり 、 ル カ は いつ まで も 人 息子 アス ラ 、 
「 か わい い 坊 や 」 な ん で す 。 そ れ に ルカ は アス ラ と ちがっ て ちょ っ と 頼り な く て 放っ つて お け な い 、 
[母性 本 能 を くす ぐる タイ プ 」 で すか ら 、 世話 を 焼き た く な る の も な お さら で す よ ね . 


マザー シッ プ 
〇 タイトル 
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/ レノ / と 2 Writra 


る 種族 : 神 (セン サス ) 久 性 別 : 女 
一 人 称 : わ し 


炎 か ら 生 まれ た 龍 で も っ と も 古い 神 の ひと り 。 アス ラ を 養育 し 天 
上 界 統 一 戦争 で は 彼 を 背 に 乗せ 戦っ た 。 強 束 な 身体 が 信 と な っ 
て 天上 崩壊 に も 生き 残り 、 そ の 後 の 時 間 を 孤独 に 生き る が 、 ア 
スラ の 転生 を 見 届け る と 近く に 転生 する こと を 願い 死亡 する 。 


@⑱ [だ っ て な 、 ウチ ら み た いな 子供 は まとも な 方 法 で 金 稼 げ へ ん も ん 」 : 生き る た め に 悪事 に 手 を 染め る 状況 を 指摘 され た こと へ の 反論 但 「 今 、 お 願い し て 構 ヘ ん? …… その 、 抱 
っ この 件 や けど 」 : 面倒 を 見 て きた 幼い 子供 た ち を 王 都 に 残し 、 旅立つ 寂し さ を ア ンジ ュ に な ぐさ め て も ら う こと を 求め て 借 「 で も 、 ど っ ちか 言う た ら 甘 える より 甘え られ る 方 が 好き や 
ね ん な ぁ ] : 仲間 と の 信頼 の 在り 方 を 問う ルカ に 聞か せる 、 一行 の 最 年 少 と は 思え な いた い へ ん に 頼も し い 持 論 


マザー シッ プ 


タ ィ トル ゆ 


・ 引 蝶 を 隠し て 


狂気 を 思い 起こ させ る 仮面 の 下 に 
隠す の は 、 骨 の 髄 ま で 恨み 尽 す 女 
神 イ ナン ナ と 瓜 ふ た つの 美貌 。 


・ 教 祖 の 威厳 
エス コー ト 


タ ィ トル 人 ⑤⑨ 物 々 し い 真 紅 の 鎧 は 性 別 も 年 齢 も 
すべ て を 秘密 に し て 、 見 る 者 に た だ 
異 頂 と 恐怖 ば か り を 抱か せる 。 


アル カ 教 急 の 教 地 こし て 、 迫 寄 を 受け る 転生 者 た ちの 
に 君 為す る 女 灯 。 六 訪 は ルカ と 同じ く ア スラ だ が 、 ルカ 
が 彼 の 良心 を 受け 継 (だ 一 方 で 、 ア スラ が 7 魔子 / と し 
て 形 道 を 歩む な ため に 状 め た 骨 茂 な 名 記 や 、 イ ナン ナ へ の 
依 棒 を 宿す 。 表記 き は 暫 生 者 の 玉 済 を 電 げ る も の の 、 
実 扇 ば アス ラ の 破 減 放 望 を 成就 し よう と し て お り 、 シ ア 
ン や チル た ち を 仁 数 し て 信 議 力 を 得 よ うと し て いる 。 


gougoouul JO SelBL 


ト こ に 


EEV 四 山 力也 


る ぐ 派閥 : セ ン サ ス @@ 一 人 称 : 俺 
< ベ っ 


A ざ きよ へ いき 人 A 


胃 怖 の 念 を 高め 権威 を 盤石 な も の に すべ く 、 アス ラ が 用 いた 支配 者 と し て の 装い 。 
民 の 前 に 現われ る と き に は つね に 仮面 を 被り 素顔 を 隠し た 。 その 悲願 は 、 地上 に 堕 
と され た 神 、 す な わ ち 人 間 の 存在 を 含む 、 天地 融合 に よる 新 世 界 の 創造 で あっ た 。 


ング ン ・ デ ネプ 


ov) ぐ 性 別 : 男 @ 年 齢 :13 歳 身長 :162cm ‥ 体重 :5Okg 出身 : ガ ルポ ボス 一人称: ボク 


ン 


大 と と も に 邊 まれ た こと か ら / 忌み 子 / と し て 故郷 を 人 わ れ 、 ジ ャ ング ル に 鷹 れ 
頂 ん で いた 少年 。 暫 生 者 の 救 旭 二 を 名 乗り 人 台頭 する マテ ィ ウ ス の 更に 乗せ 
られ 、/ 転生 者 の 楽 周 / を 夢見 て 、 彼 女 の 選 実 な 人 普 と し て 仔 え て いる 。 匿 葵 
の ケル ベロ ス と 局 議 に 克 狼 の 史 に 生き る こと を 強い) られ て あり 、 人 と の 航 れ 合 
い に 入 え る あま りこ に 、 アン ジュ や エル マー ナ に 愛 精 を 求め 衣 え た が る 。 


ニュ クル ベロ ス 


無 二 の 力 を 備え た 創世 力 を ふさ わし い 者 に 手渡 すべ く 、 番 人 を 務め る 三 つ 首 の 魔 
獣 。 力 を 求め る 者 が それ に 値する か を 己 の 契 で 見 極め る 。 立場 ゆえ に ほか の 神々 と 
は 隔て られ 、 度 重 な る 転生 を 経て な お 、 地 の 底 で 果て の な い 孤 独 を 味わい 続け た 。 


<// の 
w 


マザー シッ プ 
⑤ タネ トル 


・ 蜜 林 に 燈 けた 肌 

ガル ポス の ジャ ング ル で 強い られ た 
野生 の 暮らし に 、 年 端 る も いか な い 少 
年 の 肌 は 赤銅 色 に 和 か れ た 。 


・ 型 を 分 か ち 合う 者 た ち 

3 つ 首 の 番 人 ケル ベロ ス の 魂 を 分 
け 合 っ た ケル と べ ベロ は 、 と も に 生ま 
れ 落 ち た 文字 どおり の 兄弟 。 
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マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


EV 人 ゼ 田 智和 


・ 雪国 の アイ ドル 

知 的 で フェ ミニ スト な 軍師 様 は メガ 
ネ ひ と つも チャ ー ム ポイ ント に 、 若 
の 女性 た ち を トリ コ に する 。 


・ 護身 の た め に 「 
軍人 の 携行 品 と し て リボ ル バ ー を 
所 持 。 白磁 の 肌 の 優男 も 戦い と な 
れ ば 軍 高 官 の 名 に 恥じ ぬ 腕 で 迫る 。 


エス コー ト 
ダイ トル ⑨ 


大 国 テ ノ ス の 区 族 で 軍 攻 。 天神 ヒン メル と いう 表 放 
の 影響 で 、 現 在 の 府 窪 の 在り 方 に 対し て も 高い 理想 を 
欧 く も の の 、 ぞ れ め ゆえ 現実 て の ギ チャ ッ プ に 失望 。 歪ん だ 
理 末 に 燃え る あま り 、 ガ オリ フィ エル を 六 論 に 圭 つ フアン ジュ 
の 項 を 化 偽 に 和食 妃 力 を 発動 させ よう と する 。 し か し アン 
ジィ 月 身 の 人 娘 に 心 を た れ 、 また 好意 を 學 き 、 彼 女 の 
重臣 た 破 閣 の 等 過 と 尽力 と で 応じ る 。 


eougoouul 」0 SOーIBI 


を ーー 。 CE 
6 ビン メル 上 是 imnmaek 


全て へ いき 人 入 そ ふ \ 


ハハ 


天上 を 統べる べく 創 られ た 天空 神 。 し か し 実際 は ラテ ィ オ 元老 院 の 像 偶 と し て の み 
存在 意義 を 求め られ て いる 。 師 オ リフ ィ エ ル の 説い た アス ラ の 思想 に 共鳴 する も 、 
危険 視 し た 元老 院 に より 幽閉 され 、 天上 崩壊 に 巻き 込ま れ て 非 業 の 死 を 遂げ た 。 


も 性 別 : 女 年 齢 :18 歳 拓 身 長 :160cm 欠 体重 :47kg 乱 出身 ) ア シ ハ ラ 委 一 人 称 : 私 CV 


1 


ン 


・ ア シ ハ ラ の 伝統 美 
東 の 島国 アシ ハラ に 伝わる 、 帯 で 絞 
め る 衣服 。 清 で 酒 脱 な スタ イル 
は 前 世 サ ク ヤ に る も 通じ る 。 


・ 小 さ な ア ピー ル 


控え め な 女性 を 装い な が ら ル カ に 取 
り 入 る し た た か さ は 、 さ な が ら 遠 く か ら 
で も 響 く 鈴 の 音 の よう 。 


アル カ 教 康 の 請 者 。 敬愛 する マデ ティ ウス の た め 
ルカ を 教 慰 に ヲ / き 入れ よう と 、 所 三 に 渡っ て 入 言 
を 迫る 。 前 誰 で の イナ ン ナ の 裏 女 り を 移る 人 物 
で 、 イ ナン ナ ば も ちろ ん 、 ぞ の 転生 者 で ある イリ 
ア も 業 く 皿 っ て いい な (いい 。 また アス ラ を 愛し た と 0 
う 入 議 の 記 億 に 過剰 に 縛ら われ て あおり 、 ル カヤ や ヤマ 
ティ ウス へ の 好意 や 証 心 的 な 雪 着 も 、 彼 ら 本 人 
で は な く ア スラ を 慕う が め え の も の で ある 。 
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つ ( 間 ゲ ザク ヤ Konohana-Sakuya- 昌 ime 

ー 派 際 : セ ン サス @ 一 人 称 : 私 

花 を 司る 神 で 正式 に は コノ ハナ サク ヤ ヒ メ 。 センサス 軍 の 一 員 と し て 古く か ら ア ス 
ラ に つき 従い 密か に 慕っ て いた が 、 亡命 と 称し て 現われ た イナ ン ナ の 登場 に より 身 
を 引い た 。 その た め ア スラ を 裏切っ た イナ ン ナ を 強く 憎悪 する 。 


の ドーズ ま SV SS 
ノ ズ スズ ダ ・ ア クズ デル ミ 


1 も 性 別 : 男 年 齢 :22 歳 多 身長 :186cm 欠 体重 :88kg 
ン 出身 : 不 明 ( ガ ラム 備 兵 部 隊 所 属 ) 多 一人称: オレ 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


・ 不 可 解 な 装い 
・ 名 づけ の 若 お よそ 侍 兵 に は ふさ わし く な い 凌 飾 
他人 を 「 口 の 利き 方 知ら な 太郎 」 と 過多 な 格好 。 人 の 死 を 極上 の 娯 


呼び 、 自 称 は 「 窓辺 の マー ガレ ッ ト 」。 
別れ の 言葉 は 「 ザ ・ グ ッ バ パイ 」。 


楽 と する 狂気 の 男 な ら で は な の か 。 


エス コート 
タイ トル の 


ルカ た ろ を 雪 基 に 狙う レグ ク ヌ ム 箇 の 食 兵 。 六 訪 は デュ ラン ダル の 兄 に 当たる 
鹿 駐 ゲイ が ル グ で 、 彼 ら と の 囚 線 を 追い 求め る 一 方 で 、 ぞ れ を 上 司る 人 妊 楽 殺 
人 の 虜 に な っ て いる 。 虐 豚 送 や 落 を (いと どれ に 見 せ か けた 了 意 力 ちな ど 、 
みあ よ ぞ 矛 期し うる 溢 いい 手 友 の すべ て を 使い )、 濃 奈 方 な く 殺 肢 に 興じ る 。 また 
独 圭 の 言語 感覚 を 圭 ち 、 キメ 菩 な / ハス タチ キッ クリ と いう 名 の メッ タ 千 し 。 
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・ 型 破り の 千両 役者 


己 の 死 の 瞬間 まで これ っ ぽ っ ち も 本 Se 
音 を 語ら ぬ め 支 苑 減 列 な 男 は 、 足 の SSSS、 
先 まで 徹底 し て 道 化 を 装う 。 NN で の 


グ プ イプ が ルク ci Bsig 


鍛治 の 神 バ ルカ ン の 忌 ま わ し き 傑作 。「 よ り 簡 単に 殺せ る 武具 ] を 追求 し た 結果 、 
魂 を 居る こと に 固執 する 存在 と な る 。 狙っ た 相手 だ け で な く 使い 手 ま で も が つぎ つ 
ぎ に 非 業 の 死 を 遂げ 、 魔 槍 と し て 恐れ られ る も 、 アス ラ と デュ ラン ダル に 敗れ た 。 


へ へ 性別: 男 多年 齢 : 不 詳 移 身長 :180cm 久 体重 :82kg 乱 出身 : 天 上 界 欠 一 人 称 : 私 


ン 


ト ヘ る 派 内: ラテ ィ オ @ 一 人 称 : 私 

Sb 

神々 に 死 を も た ら す 死 神 と し て 知ら れ た が 、 地上 の 女 と の 愛 を 選び 天 を 捨て た 。 彼 
女 と の 間 に も うけ た 子孫 、 す な わ ち 肉体 的 に 神 の 血 を 引く グリ ゴリ 族 を 率い 、 転生 
者 を 殺し 地上 を 守る こと を 目的 に 、 千年 の 時 を 超え て 暗躍 する 。 


・ 生 き 続け る 者 


天 が 減 び る より 前 か ら 生 き 続 ける 褐 
色 の 肉体 。 その いた る と ころ に 、 古 
代 の 装身具 が 光る 。 


・ 楽 園 を 求め る 手 


神 の 血 を 引く 同胞 を 愛す る が ゆえ 
に 、 手 に 取る 鎌 は いか な る 転生 者 も 
強硬 に 否定 し 殺し 続け る 。 


o 婦 * 
神 の 示 刻 グリ ゴリ 族 の 原点 に 立つ 男 。 転生 者 を 、 天 を 
当 ば し た / 葬 天 の 纏 / に 連なる 獲れ た 存在 と 見 な し 、 ぞ 
の 栖 減 と が 一 族 に よる 基 二 支配 を 月 靖 し て いる 。 正 
体 は 死神 タナ トス 月 身 で 、 適 堂 の 力 を 圭 つ 者 が 暫 全 者 
で ある の に 対し 、 彼 は 正 真正 牙 の 神 示 人 。 尼 神 ヒ フ プ 
ノ ス の 転生 者 で ある リカ ル だ に 放 力 を 迫り 、 ル カ た ちの 
動向 を 監 梓 し 茜 殺 の 磯 全う か が っ て いた 。 
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マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


エス コー ト 
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ルカ イリ ア 


オリ フィ エル 
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リカ ルド よ 少 マーナ 
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The essence of "Tales of Innocence 


マザー シッ プ 
タイ トル - 王 


@ | 前 世 ] が 見 せる 旅 の 意味 


物語 の 始ま り は 、 常闇 の 荒野 だ 。 人 と も 思え め 異 形 の 
" 男 に 鎌 を 向け られ た 偉 丈夫 が 、 相 手 を 易 々 と 斬り 捨て る 。 
己 を 狙う 復讐 の 場面 に さえ 、 自信 に 満ち わずか の た め ら い 
も 見 せな い ア スラ と 呼ば れる 存在 。 殺 獲 や 宿 業 と いう 不 
> 穏 な 言葉 が 、 我 々 の 胸 に 浮か ぶ 。 

< 可憐 な 少年 少女 の 成長 物語 と た か を くく っ て 「 テ イル ズ 
オブ イノ セン ス 』 (以下 「TOIJ) に 挑ん だ プレ イヤ ー は 、 
2 冒頭 か ら 漂う 退廃 的 な 空気 に 泡 を 食い 、 困惑 する 。 な に 
- 。 せ 主人 公 ル カ が ヒロ イン ・ イ リア に 引き ずら れ て ゆく の は 、 
: 胸 虫 る 旅立ち で は な く 、 垣間見 た 陰惨 な 情景 が 関係 し て 
いる らし い 、 決 死 の 逃避 行 な の だ か ら 。 
失わ れ た 神 の 庭 と 、 遠い 昔 に を こ で くり 広げ られ た 神 と 
= 神 と の 戦い 。 煙 々 し いま で に 主張 する 、 力 の 象徴 で ある 
美 し さ 。 人 の 身 に 基 ち る 宮 を 悼み 、 す べ て の 世界 を 掌 に 
と 入れ よう と 戦旗 を 掲げ た 男 。 咲き 乱れ る 花 の 園 に 立つ 彼 
ら が 演じ る 、 退 如 渦 巻く 愛憎 劇 。「 前 世 」 の 記憶 と し て ル 
力 た ちの 夢 に 現われ る 情景 は デカ ダン ス に 満た され 、 雑 
: 多 で 世俗 的 で 生活 感 に あふ れ た 現実 社会 と は 正反対 だ 。 
: 何より 夜 ご と の 夢 の 断 片 に は 不 格好 で 不 名 誉 な 場面 は 登 
場 し な い 。 世界 は どこ まで も 美しく 、 食欲 な 生 へ の 渦 望 と 
2 は か な し 死 の 予感 と に 満ち た 、 落 日 の 黄金 卿 の ご と き 神々 
- し さだ 。 ぞ し て 目覚 め の と き に は 、 そ うし た 情景 は 薄 水 の 
よう に こぼれ 落ち て 、 彼ら の 手 に は 「 転 生 力 」 と し て 、 前世 
~ の 名 残 を 残す ひみ で ある 。 融け て 見 る 影 も な い 、 け れ ど 
5 確か に 過去 を 予感 させ る 超常 の 力 に 、 彼ら 自身 も 、 そ し て 
E 我々 も また 、 狂 お し いま で の ロマ ン を か き 立て られ る 。 

こう し た 「 前 世 ] を 、 ル カ は 別 の 次 元 の 話 だ と 割り 切る 
2 こと が で き な い 。 自分 と は あま り に 違う 、 強 烈 な 魅力 と 
猛々 し い 力 と を 備え た 前 世 の 「 ア スラ 」 に 舞い 上 が り 傾 倒 
する 一 方 で 、 現 実 と の 落差 に 意気 消沈 し 、 自 分 を 見 失っ て 
> ゆく 。 アス ラ の 系 譜 で ある こと を 裏付け る 潜在 能力 を 強 
: く 秘 め な が ら 、 彼 の 姿 は 頼り な く 弱 々 し い 。 

それ は 冒険 活劇 の 主役 と いう より 、 幻 想 世 界 の 狂言 回 
: し 。 すなわち 物語 が 佳境 に 入る 間際 まで 、 彼 は ひと り の 
- 語り 部 の よう に た た ず む 。 敢えて そう 描か れる ルカ は 、 い 
わ ば プレ イヤ ー の 心理 の 代弁 者 だ 。 彼ら は 、 あ る い は 
" 我々 は 、 奇 跡 の よう な 完璧 な 美 を 備え た 、 神 の 世界 に 浸っ 
て いた いと 思い な が ら 、 前 世 の 断 片 を つなぎ 合わ せ 真 実 
を 知り 、 現実 世界 を 救う た め に 戦わ な けれ ば な ら な い 。 
そし て 不幸 に も 前 世に 魂 を 侵食 され 、 過去 の 因縁 の 虜 に 
St Tree 3 な っ て 復讐 に 駆り 立て られ る 者 た ち に 、 そ の 不毛 さ を 示さ 
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か で べき て へ ざき で へ ふ \ 


ね ば な ら な い 。 二度と 花開く こと な い 栄 華 と の 別離 が 、 
か ぐ わ し く 甘 美 な 亡霊 を 打ち 棄て て ゆく 旅 の 連続 な の だ と 
いう こと を 、 ルカ の 眼 を 通し て 思い 知ら され る の で ある 。 


人 @ 過去 の 泊 跡 、 未 来 へ の 力 


し か し 前 世 の 奴 款 と な る こと を 危 ぶ み な が ら 、 魂 に 
植え つけ られ た 深層 意識 は 理性 を 超え て 遥か に 根 深 
い 。 彼ら は その 容姿 も 性 格 と いう 点 で も 、 神々 で ある 
前 世 と は 大 い に 異 な る 人 物 と し て 描か れる 。 か た や 人 
を 超越 し た 存在 な の に 対し 、 現在 を 生き る 彼ら は 人 の 
親 か ら 生 まれ た 、 肉体 的 に は まっ た く 普 通 の 人 間 な の 
だ か ら 、 芸 術 作 品 の ご と くに 匂い 立つ 美 は 失わ れ て い 
る の は 当然 だ 。 それだけ で な く 、 地 位 と 名 誉 を 捨て 、 父 
慢 と も 言え る 自負 を 捨て 、 ジ ェ ン ダー を 捨て 、 至 宝 の 武 
器 で ある こと を 捨て 、 あ る い は すべ て の 神 の 母 で ある こ 
と を 捨て 、 い わ ば 正反対 の ファ クタ ー を どこ か に 備え て 
彼ら は 転生 し た 。 前 世 の 神 た ち も 、 そ し て 現世 を 生き 
る 本 人 さえ も あず か り 知 ら ぬ 、 これ は 内 に 抱え た 葛藤 
の 春 流 で ある 。 そ の 悪夢 に 彼ら は 何 度 も 飲ま れ 、 そ れ 
で も な お 今 あ る つなが りこ そ を 守 ろ うと 戦う 。 

だ か が から こ そこ うじ た 業 に 囚われ た 古 任 ご じ .G の マ 
ティ ウス は 、 プ レイ ヤー に と っ て 非常 に 切な く 心 苦し 
く 、 後 ろ め た い 。 彼女 は ルカ と も ども アス ラ の 記憶 と 
力 を 受け 継ぎ な が ら 、 最愛 に し て も っ と も 恨む べき 女 
神 イ ナン ナ の 容貌 を 刻み つけ て いる 。 す な わ ち 誰 よ り 
も 前 世 や 神 に 近く 、 強 く 美 し く 、 そ し て 悲劇 的 で 残 本 
だ 。 ア スラ が イナ ン ナ を 巻き 添え に 世界 を 減 ぼ し た よ 
うに 、 他 者 の 思慕 を 利用 し 、 そ の 命 を 犠牲 に 世界 を 破滅 
に 導 こ うと する 虚無 主義 者 だ 。 物 語 の 全編 を 通し て 間 
われ 続け る 過去 と の 関わ り の 是非 は 、 究極 に は 「 もう ひ 
と り の ルカ 」、 す な わ ち 「 ルカ が 心 奪わ れ 続 けた 過去 」 に 
身 も 心 も 染 め ら れ た 、 前世 の 権化 で ある 彼女 と どう 座 
別 す る か 、 と いう 点 に 帰着 する 。 

神々 の 力 を 「 真 に 愛す る 者 を 犠牲 に する 」 こ と に 求 
め る の か 、 そ れ と も 「 互 い に 信頼 と 献身 を 立て る 相手 
選 原 9 と | に 託 ず の が か が 二 ウ クラ イマ ツク スズ を 交 る と その 
場面 で 、 ル カ に 寄り 添う の は 、 旅 の 過程 で プレ イヤ ー 自 
身 が 選ん だ 仲間 で ある 。 我々 は 長き 呪縛 を 超え た 旅 の 
果て に 、 彼 ら の 願い と 同義 の も の と し て 、「 この 手の内 
に ある 現実 で ] 絆 を 結ん だ 相手 と 、 未 来 が 築 か れる の を 
見 届け る の だ 。 


The essence of “Tales of Innocence“ 


の マザー シッ プ 


ン タイ トル 


エス コ ゴート 
@⑤ タル 


gou9o9o0uu』 」0 SOIBH 


AS へ NN ASA や 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


デー マソ ング : 「 鐘 を 鳴ら し て 」 BONNIE PINK 
| Game Data 
ls Pa 
Xbox360 


発売 日 


テイ ルズ オス ヴェ スペ リア | 
PSS3 


Story of Tales of Vesperia' 
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エア ル に 満た され た 世界 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス 。 そこ で 
は 強大 な 権力 を 擁する 「 帝 国 」 が 古代 遺産 ・ 魔 導 器 (ブラ 
ステ ィ ア ) を 一 手 に 管理 し 、 その 思 恵 の 下 で 人 々 の 平和 が 
約束 され て きた 。 し か し その 一 方 で 、 自由 と 自治 を 求め て 
活動 する 数 多 の 「 ギル ド 」 が ひし めき 、 中 央 政府 を 脅かす 
巨大 勢力 が 形作ら れ て いた 。 互い の 思想 を 譲ら な い 帝 
国 と ギル ド の 衝突 、 そ し て 次 期 皇 帝 を 巡る 宮廷 内 の 陰謀 。 
天 都 か ら 旅 だ っ た 元 騎士 ユー リ は 、 法 の 目 を か いく ぐり は 
び こ る 絶対 悪 を 自ら 吉 き 、 そ の 危う くも 確固 た る 正義 感 に 
よっ て 、 圧倒 的 な 人 望 を 獲得 し て ゆく 。 そし て ほど な く 彼 
は 友人 カロ ル の 誘い を 受け 、 自身 の 目指 す 「 正義 」 の 活動 
理念 を 叶え る 場 と し て の 、 ギ ルド 「 凛々 の 明星 (ブレ イブ 
ヴェ スペ リア )」 を 名 乗る の だ っ た 。 


へ こみ AA AA で ふ 代 


「 正 義 ] を 貫き 通す RPG 


[eromnl 


テイ ルズ オプ ヴェ スペ リア 


Tnles nc Vesnerin. 


人 か 信 | 


/ プ た すい 


シリ ー ズ ス 初 の ハイ デフ 対応 作品 。 次 世代 機 な 
ら で は の 心地 よい 操作 感 と 繊細 な ク グラフィック 
が 、 圧倒 的 な 臨場 感 で プレ イヤ ー に 人 迫る 。 ま 
た 訂 代 の 作品 群 と は 一 線 を 画す る 重厚 な テー 
マ が 大 き な 話 題 を 呼ん だ 。 


vesper[ve'sper] [ラテン語]:[ 名 ]1. 表 (よい ) の 明星 (evening star) 2.( 古 語 ) 夕 暮れ , 晩 3. 夕 方 の 鐘 , 晩 鐘 (vesper bell) 4 . タ べ の 祈り , 晩 裕 ( ば ん と う ) 


権力 の 代名詞 と し て 帝国 が 掌握 する 魔 導 器 は 、 人々 の 
知ら ぬ 間 に エア ル を 乱 し 続け て いた 。 世界 の 守護 者 と し て 
長寿 を 生き る 始祖 の 隷 長 (エン テレ ケイ ア ) は 、 人 間 の 私 欲 
か ら 有 再び 世界 が 危機 に 瀬 す る の を 避け る た め 、 魔 導 器 さ な 
が ら に エア ル を 轟 か す 「 満月 の 子 」 エ ステ ル に 死 を 迫る 。 


Game Package 


X キ Y ば る Py 癌 


デル ウロ の 恒 デ ナウ ティ 7/7 写 


デア ルズ ォ ッ に デア ルズ ァ ァ 
wssx グ ァ ズ ベク グン な 5 ae の エズ ペグ の 4 


パー フェ クト ガイ ド パー フェ クト ガイ ド 


か つて 魔 導 器 の 藩 用 か ら 起 こっ た 太古 の 災厄 「 星 喰 み 
(ほし は み )」 は 、「 満月 の 子 ]」 で ある の ちの 皇帝 家 の 血 族 
が 超常 の 力 を 使い 、 始 祖 の 隷 長 と と も に 命 と 引き 換え に 
鎮め た も の だ っ た 。 人 類 の 汚点 と し て 歴史 か ら 消さ れ た 
この 事実 は 、 し か し 歪ん だ 形 で 帝国 騎士 アプ レク セイ の 耳 に 
入る 。 その と き 使 われ た ザウ デ 不 落 宮 を 巨大 兵器 だ と 信 
じ た 彼 は 、 エ ステ ル の 力 と 皇帝 家 の 証 ・ 宙 の 戒 典 ( デ イン 
ノモス ) を 操っ て 、 こ の 封印 を 解放 し て し まう 。 永く 空 に 遠 
ざけ られ て いた 星 喰 み は 、 ザ ウデ 不 落 宮 が 目覚 め た こと 
で 一 気 に 解 き 放 た れ 、 世 界 は も は や 魔 導 器 すら 及ば な い 
恐怖 と 聞 に 満た され た 。 安住 の 地 を 求め る 人 々 は 混乱 の 
中 で ユー リ と 騎士 フレ ン と に 導 か れ 、 よ う や く 互 い の 立 場 
を 超え て 、 真 の 平和 を 求め る 道 を 模索 する 。 


Xbox360 版 は 轄 か ら 銘 を 引き 抜く ユー リ を 正面 に 据え た 大 胆 な デザ 
イン 。 そ の 顔 に は くっ きり と 陰影 が 刻ま れ 、 歴 代 作 品 の 中 で も と り わ 
け イ ン パ クト の ある 、 ダ ー ク な 雰囲気 を 醸し 出す 。PS3 版 で は 新規 
キャ ラク ター で ある パテ ィ と 正式 加入 が 実現 し た フレ ン を 加え た 、 一 
層 愛 華 な 顔ぶれ に 。 表 旭 一 体 の 立場 に ある ユー リ と フレ ン が 創 を 
交 半 させ る 構図 は 、 今 作 最大 の テー マ を 端的 に 表現 する 。 


Xbox360 版 の カバ ー は ギル ド 「 凛 々 の 明星 (プレ イブ ヴェ スペ リア ) 」 
の ルー ツ 、「 凛 々 の 明星 (りり の あか ぼ し ) 」 を 表現 し た 紫紺 の デザ 
イン 。 孤 高 の 道 を 歩む 彼ら の 姿 を 、 ひ と きわ 克 く 太古 の 衛星 に な ぞ 
ら え る 。 一 方 の PS3 版 で は 、 印 象 的 な イベ ント の ひと つ 「 ハ ルル の 
樹 の 復活 ] を テー マ に 、 一面 の 桜色 に 。 エス テル の 祈り が 時 ら せ 
た 生命 の 讃歌 を 、 夜 空 に 舞う 花 吹 雪 で 再現 し て いる 。 
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四 


5 


エス テル を 死な せ ず に 星 喰 み を 消し 去る ろ る に は 、 この 世 の 
魔 導 器 すべ て を 放棄 し 、 エア ル の 力 を 精霊 と と も に 解き 放 
つの み 。 ユー リ と フレ ン は 人 々 に 厳し い 環境 と 共存 し 、 結 束 
する 道 を 説く 。 そ し て 人 間 を 減 ぼ し 世界 を 守 ろ うと する 孤 
高 の 男 デュ ー ク と の 、 信 念 を 賭け た 戦い に 攻 む の だ っ た 。 
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ュー リ 
未来 は 談 り 出す も ん だ ろ 。 
選ん だ 道 を 信じ て 依り 出す も ん だ 


N こ > ひき で そ ふ \ 


こら 1 免 性 別 : 男 移 年 齢 :21 歳 移 身 長 :180cm 窟 出身 : ザ ー フ ィ ア ス 移 クラ ス : 元 騎士 
ど … 初期 称号 : 下 町 の 青年 移 武 醒 魔 導 器 : 左 手首 の 腕輪 天 一 人 称 : オ レ 


法 が 裁く こと が で き な い 罪 を 斬り 、 
人 知れ ず 血 に 濡れ る 。 実際 に 扱う 
の は 利き 腕 で ある 左手 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑤ 


・ は だ けた 胸元 

ラフ に 羽織 る ジャ ケッ ト は 胸元 を 大 
胆 に 開け て 着こなす の が ユー リ 流 。 
素肌 に の ぞ く 男 の 色気 。 


( 党 
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・ 信 念 の 証 


騎士 団 時 代 を 辞め る 際 に 手 に 入れ 
た 魔 導 器 。 あ の 頃 の 青い 志 の 名 残 
の よう に 、 手 首 に 鈍く 輝く 。 


紗 痢 が ゲー フ ィ アス の 中 大 で 暮らす 青年 。 か つて だ な 藩 司 
血 十 局 に 身 を 置 ( た が 、 理想 と の 奄 た りか ら 友 し た 経 
馬 を 圭 ち 、 居 の 政治 に 良 欠 を 感じ な が ら も 、 や ヤ り 場 の な 
不満 を 旋 え て 々 を 送っ て いた 。 皇女 エス テル と の 
妨 会 いり を きっ か けた に 、 同 の 腐 其 に 六 庫 し 朋 ら の / 正 開 / を 
追求 する 史 で 、 法 の 休 現 者 で ある 航 十 局 の 迷 フ レン と 
と も た に 、 激動 の 渦中 に 身 を 置く こと と な る 。 


さこ > ひき で ヘ \ 


「 正 義 」 の 命ずる が まま 


国 を 造り 民 を 支え る こと を 夢見 て 、 騎 士 団 の 門 を 叫 いた の は いつ だ っ 
た か 。 描い た 理想 は 紋 切 り 型 の 現実 の 前 に あえ な く 砕 け 、 ユ ー リ は な じん 
だ 鎧 を 脱ぎ 、 下 町 の 一 角 に 居 を 求め た 。 長 年 の 腐敗 か ら 抜 け 出 せな い 
巨大 な 帝国 は 、 さ ま ざ ま な 腹 を 抱え な が ら も 、 今日 も 魔 導 器 の 鋭い 輝き を 
戴 い て 、 無 機 質 に 動き 続け る 。 何 を すべ き な の か わか ら ず 、 そ れ で も 騎 
士 た ち に 桶 突 き 、 自分 を 取り 囲む 親しい 顔 だ け は 、 守 り た いと 思っ て いた 。 
「 お 姫 様 」 と の 出会い は 、 そ ん な 日 常 が も た らし た 運 似 だ っ た 。 

皇女 エス テリ ー ゼ を 親友 の 騎士 フレン の 下 へ 送り 届け る 道中 は 、 世 間 
知ら ず で お 人 好 し な 彼女 を 、 い わ ば 子守 に 連れ 出す の どか な 散歩 。 し か 
し 結界 の 外 で 見 る 韻 国 の 姿 は 、 帝 都 の それ より さら に 目 に 信 っ た 。 い つか 
信じ た 「 当 た り 前 の 幸せ ] は 、 ど う や ら 絵 に 描い た お 題目 らし い 。 

組織 に 囲 わ れ 嬉 々 と し て 甘い 汁 を 吸い 、 あ る い は 身内 の 不正 や 不義 に 
手 を こま ね いて いる お 偉 方 を 尻目 に 、 彼 は [覚悟 ] を 決め た 。 誰 も が 許さ 
れる は ず の 幸福 を 脅かす 「 悪 | を 、 の さば ら せ る の は 上 邊 に つく 。 断罪 の 丸 
は 誰か の 信頼 を も 砕き 、 後 ろ 指 を 指 さ れ 、 自 分 は 「 法 ] が 定め る 「 正 し さ 」 
に よっ て 裁 か れる だ ろう 。 だ が 「 正義 ] を 掴み た か っ た 。 

道徳 を 振り か ざす 気 な ど 、 さ ら さ ら な い 。 そう ある べき だ と 思っ た まで だ 。 
世間 に 評価 され よう と は 、 ま すま す 思 わな い 。 血 を 浴び た 左手 は 、 す で 
に 罪人 の それ だ 。 平和 を 守る 英雄 な ど と 、 面倒 な 看板 は 肩 が 疑 る だ け 。 
誰 に も 恥じ な い 名 誉 の 言葉 は 、 そ れ が 似合う 親友 が 引き 受け て くれ る 。 

手柄 を ひけ ら か す で も な く 、 悪 ぶっ て 見 せる で も な く 、 た だ 「 本 当 の 正義 」 
を 貧 欲 に 求め て 。 華 や か な 騎士 た ち が 活 躍 す る その 栄光 の 陰 で 、 暗 く 冷 
た い 道 を 泥 土 に まみ れ 、 歩 く 。 強 引 で 自信 家 で 、 け れ ど 傷つく こと を 自分 
の 役目 の よう に 一 身 に 引き 受け る 、 誰 より も 優し さ を 抱い た 、 元 騎士 の 男 。 
今や 罪 と 砂 頑 に すり 切れ た 彼 の 掌 は 、 それ で も いつ も 、 稼 れ な ど 何 ひと 
つ 知 ら な い 白 く 柔 ら か な 指 が 、 強 く 握り 返し て いた 。 


お まえ ば は 


の づ 21 ご 本 肖 … ゆ 


オレ が 育 負え な いや の 、 


帳 還 0 000 020 


さき S 計 き 症 , 計 三 語 と 能 MMGH 書 で 叶 ーーーーーーーー 


@⑱ [オレ の こと 、 怖い か ?」 : 水 と 黄砂 の 街 マ ンタ イク に て 、 ユー リ の 罪 を 知っ た エス テル に か けた 言葉 豊 「 お まえ は オレ が 背負 えな いも の 、 背負 っ て くれ て ん じゃ ね え か 」 : 望 想 の 
地 オ ル ニ オ ン に て 、「 功 績 ] に つい て の フレ ン と の 対話 食 「 今 …… 楽 に し て や る 」 : ザー フィ アス 城 ・ 御 剣 の 階 桶 に て 、 アレ クセ イ に 操 ら れ た エス テル に 、 引導 を 渡す か の よう に か ける 
言葉 豊 「 オ レ は も う 選 ん だ ん だ ぜ 、 忘れ た の か ?」 : ザー フィ アス 城 に エス テル を 奪還 し に ゆく ユー リ が 、 フ レン に 改め て 覚悟 を 示す 反語 


) 


@ 〇 


マザー シッ プ 
タイ トル 


エス コー ト 
ダイ トル 
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いこ 2 An いひ N 和 入 で ささ 


ジン クア 


3 プン ー ン 


-EstelIiise Sidos 時 eurasseim- 


アズ デル (ケス テリ ソー だ ・ シ デス ・ と ィ ラ ッ を アン / 


Sv ) 旬 性 別 : 女 多 年 齢 :18 歳 多 身長 :165cm 移 出身: ザー フィ アス 抱 クラ ス : 貴 婦人 簡 馬 | 中 原 麻衣 
ン 移 初期 称号 : お 城 住ま い の 治癒 術 師 金武 醒 魔 導 器 : な し (左手 首 の 腕輪 は フェ イク ) 移 一 人 称 : わ た し 


マザー シッ プ 
タイ トル ⑨ 


・ 桜 色 の 洲 女 
お っ と り し た エス テル に 似合う 優し い 
ピン ク の 髪 は 、「 満月 の 子 」 の 血族 
に 特有 の 希有 な 姿 。 


・ 満 開 の 花 の よう に 
城 を 脱出 する 彼女 が 着込ん だ 活動 
的 な スー ツ 。 花弁 を 思わ せる 裾 の 
広がり が 女性 らし さ 満点 。 


am に コ 
タイ トル ⑨ 


・ 皇族 の た し な み 


や ん ご と な き 身 分 の た し な み と し て 、 
剣術 は 幼少 より 会 得する 。 師匠 は 
騎士 の ドレ イク 。 
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火 期 皇 愛 胡 菩 の ひと り と し て ザー フィ アス 焼 に 学ば 骨 盛 
され て いた 皇女 。 友人 で ある 航 二 フレ ン を 宮 科 の 誰 課 
か ら 基 うた め 、 ユー リ の 助け を 得 て 旅立つ が 、 焼 胡 の 分 
の 内 夫 に 満ち る 庶民 の 声 を 移っ て 司 家 の 在り 方 や 自身 
の 立場 を 正常 し 、/ 月 分 が する べき こと J/ を 炎 め 始め る 。 
魔 導 落 を 使わ ず し て エア ル を 可 刀 る / 満月 の 了 リ で 、 論 
夫 の た め に 幾 狼 と な る こと を 巡ら れる 。 


へ こみ AT NANA で ふせ 


・ て ates of Vcspcrta・ 


NSX の クハ 


= 


の マザー シッ プ 


は アー 、 一 き タイ トル 


彼女 は 何 も 知 ら な か っ た 、 旦 家 に 連 な 


る ひと り の 六 君 。 先 代 皇 の 顔 を 見 な く な っ て 久 し き も 
わ いと 、 人 々 が そん な 風 に 思い 始め た 頃 、 帝 都 の 城 に いた . 30/ 
こ 位 の 雑 承 と か 評議 会 の 後ろ 詩 と か 、 た くさ ん の 難し い 言 葉 に 取り (3 
2 まれ 、 つぎ の 皇 を 手 め る 声 と 、 それ を や ん わり と 阻 も うと する 手 と 、 時 折 困 っ わ 」 ユ 
試 た よう な 笑顔 を 向け て くれ る 歳 近い 聡明 な 皇子 と の 間 で 、 気 が つけ ば 18 歳 に な っ に | 
て いた 。 城 の 扉 は いつ で も 開け 放 た れ て いる よう に 見 えて 、 そ の 実 、 決 し て 城壁 の 向 が | が 
こう を 見 る こと を 、 彼 女 に 許し て は くれ な か っ た 。 軒 | わ 
わ それ で も 「 外 」 を 目指 し た の は 、 大 切な 騎士 プレ ン を 助け た か っ た か ら 。 だ っ て 自分 を 長い MRA 
ン 間 捕 まえ て きた 、 城 を 包み 込 陰 護 は 、 ひ と り の 騎士 を 北陸 し て 取り 殺す こと な ん て 、 き っ と  / し | レ 
5 簡単 に し て し まう 。 だ か ら 騎 士 の 友 だ と 聞か され て いた 一 口 も 性 格 も ひね て いる けれ ど 、 親 切な 時 汰 
は 人 で ある こと は ちゃ ん と わか っ た 一 長大 の 仙 二 に [きら われ て 」、 城 の 外 へ 、 結 具 の 外 へ 、 知っ て |2 
旅 いた 「 世 界 ] の 外 へ 、 飛 び 出 し た 。 回 @ 2 あ 「 


を 止め な か っ た 。 の 命 を 頁 め る の で は な く 、 命 の 意味 を と も に 探し て くれ る 仲間 に 囲ま れ 、 そ の ま 
な ざし が 、 励 まし に 、 慎 め に 、 力 に な っ た 。 何より 、 絶 望 に うち ひし が れ 、 鳴 喘 を 漏らす その た び 
に 叱っ て くれ る 、 ユ ー リ の 手 が 温か か っ た 。 長 い 敵 の 向こう に ぞんざい さと 優し さ を 同 居 さ せ た 


け 

を に 
。 
IMW た 。 つ い に は ほか で も な い 自分 自身 が 、 世 界 を 触 む 呪 わ れ た 存在 だ と 知っ て し まっ て も 、 も う 歩 く の よ 
ら う 

Y 


Ce 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| ひと り の 騎士 の 無事 を 願う 旅 は 、 や が て 韻 都 の 平和 を 求め 、 国 の あま ね く 民 の 幸せ を 探す 道 に な っ | 


3 負い の 黒島 は 、 い つ で も 傷 だ ら け の 異 で 彼女 を 世界 の すべ て か ら 守っ て くれ た ie 

9 は か な くも ろく 繊細 で 、 け れ ど 誰 よ り も 強く た お や か に 、 生 きる こと を 知っ た 皇女 は 顔 を 緒 

| 上 げ 、 世 界 の た め に 祈り を 紡ぐ 。 命 を 代償 に 世界 を 守っ た 一 族 の 始祖 に 條 う の で の 
の ko は な く 、 生 き て 手 を つなぎ 合う 音 び を 、 魂 に 宿す 大 いな る 力 で 創 ろう と 思っ た 。 い 


や 

5 
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エス テリ ー ゼ と いう 仰 々 し い 響 き で は な く 、 た だ エス テル と 、 そ う 呼 ば れる らん 
こと に な じん だ 少女 の 旅路 は 、 そ の 身 の 滅び と 育 中 合わ せ の パン 4 ん 
ドラ の 箱 。 あ ふれ 出 た た くさ ん の 嘆き と 涙 の あと に 、「 仲 間 」 まま だ 
や 

ユ 

」 

リ 

も 


Bilgdsg 八 』」O S9IBH 


| と いう 、 ひ と し ずく の 希望 が 残さ れ て いた . 


うう ん 。 う れ し い ん で す 。 


| まだ 自分 の 力 が 役に立つ か も し れ な いな ん て 


さこ 2 和 ANN いき で へ \ 


⑯ 「 わ た し は …… わ た し は 旅 を 続け た いで す !] : 始祖 の 隷 長 フェ ロー 襲撃 を 受け 、 帝国 の 保護 と 訣別 する 言葉 倫 「 も し 、 ユ ー リ が わた し に 刃 を 向け る な ら 、 きっ と わた し が 悪い ん 
で す 」 : ユー リ の キュ モー ル 暗 殺 と いう 「 罪 」 を 知り な が ら も 、 その 「 正 し さ ] を 認め る 言葉 倫 「 う うん 。 うれ し いん で す 。 まだ 自分 の 力 が 役に立つ か も し れ な いな ん て ]」 : 身 の 危 険 を 置 
し て エア ル 制 御 の 術 式 を 再 構築 する こと に 対す る 心から の 喜び 但 「 も っ と みん な と も 、 ユー リ と も 一 緒 に いら れ ま す 」 : デュ ー ク と の 決戦 を 前 に 語る 、 戦い の あと の 希望 


ア 物 人 


4 


) ノ ラレー が 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


ヘレ で 性 紋 オ ス @ 年齢:4 歳 半 @ 体長 :170cm (尻尾 含む ) @ 出身 : 不 明 @ クラ ス : 戦 大 
プ ぐ 初期 称号 : 旅 に 赴く イヌ @ 武 本 魔 導 器 : 必 の リン グ 


・ 相 酔 の プラ イド 
た だ の 軍用 犬 な ら 牙 が 武器 。 し か 
し ユー リ の 相棒 を 自負 する 彼 は 、 吐 
えた ナイ フ で 敵 を 裂く 。 


・ 幼 犬 の 頃 か ら 

幼い 時 分 は 木 の 枝 や スプ ー ン を 。 
一 度 つ いた 噛み グセ は 宝物 も 後生 
大 事 に 、 歯 形 が つい て も 離さ な い 。 


タ ィ トル の ⑨ 
・ ユー リ ど と も に 

人 より 通 か に 強 再 で し な や か な 肝 
は 、 幕 う 人 と 背中 を 預け 合う た め 、 ど 
ん な 場所 へ で も つい て いく 。 


ゴー 
に 
の 
9 の 
に ) 
| 時 
尋 の 
トー] 
トコ 
さ 
トコ 


科 二 選対 人 {から の ユー リ の 入 () 
太 。 人 人 語 を 解す る か の よう な 振 左 
いと 、 和 軍 胡 玉 の 訪 朋 に ふさ わし いい 
上 高 ) 戦 賠 基 力 で 、 正 怒 と も に 対 め 
る ユー リ の よき 粉 栗 で ある 。 ユー 
リ や フレ ン 必 分 の 人 癌 に みな つか 
ず 、 人 を か ら か う ぞ ぶり さえ 見 せる 
欄 子 か ら な 彼 の 大 物 ぶ り が 和紀 え 、 
大 の 太 猫 た ちから も 和倉 誠 昨 を 
獲得 し て (いる よう だ 。 以 豚 の 主人 
が 吉 し た チチ も ル が レー だ マー ク 。 


へ こ > SN ふさ さい 


・C て ates of Vcspcrta・ 


SS ググ か 


人 の 傍ら に 歩む 戦友 


多く の 功績 を 打ち 立て た 優れ た 軍用 犬 を 親 に 持ち 、 彼 も また 、 帝 国 
騎士 団 の 兵舎 に 育っ た 。 彼 が 生ま れる ずっ と 前 、 騎 士 団長 に 就 いた 男 
の 働き か け で 、 組 織 に は それ まで に は な か っ た 平民 出 の 騎士 の 姿 が 少 
し ずつ 現われ 、 そ こ で は 貴族 階級 の 子弟 と の 間 で 小競り合い や ら 衝突 
や ら が 日 常 茶館 事 に な っ て いた 。 だ が 、 少な く と も 彼 の 周り に は 悪意 は 
な か っ た 。 ま だ ロク に 戦い 方 を 知ら な い 仔犬 に 無関心 た 者 は いて も 、 曖 
さ 晴らし の 標的 に 彼 を 据え る よう な 卑劣 な 者 は 、 常 国 騎士 の 名 折れ だ か 
ら だ 。 温か な 食事 と 絆 床 と を 約束 され 、 教 練 と 実戦 で 握る 銘 に まめ を 濱 
し た 、 た くさ ん の 大 き な 手 に な で まわ され 、 彼 は お お むね 、 満足 の いく 
日 常 を 送っ て いた 。 

し か し 当 の 人 間 た ち に は 、 や は り い ろ い ろ と 困難 が あっ た らし い 。 と り 
わけ 彼 の 面倒 を 見 て くれ た ふた り の 下っ 端 騎士 は 、 い くら か の 口論 の あ 
と 、 静 か な 別離 を 通え た 。 そ うし て 彼 は 、 金 肖 の 「 フ レン 」 と 別れ 、 黒 
髪 の 「 ユ ー リ 」 に 連れ られ て 、 韻 都 の 下町 に 暮らす よう に な っ た 。 


> 殺 最 りり と uf 
ぶ ぐ ざ で ぜ り 洋 MHN 


ー 8 書 ど 油 と uic さ 
つ 


@ 「 あ 、 ラビ ー ド 、 し っ か り し て 」 : ニア の 実 の 激 臭 に 問 絶 し 思わ ず 倒 れ 込む ラ ピ ー ド に 対し 、 状況 と は 裏腹 に 危機 感 の 薄い エス テル の の どか な 声 か け 劉 「 や は り 犬 の 鼻 は ご まかせ 


座 よ り も 理解 し 合っ て いる よう に 見 えた ふた り の 飼い 主 が 別々 
の 道 を 選ん だ の は 、 理 想 と か 世直し と か 庶民 の 権利 と か 、 そ う 
いっ た 難し い 言 葉 で 語ら れる 理由 だ と 知っ た の は 、 し ば らく の ち 
の こと 。 彼 を 朴 と 認め て くれ る ユー リ が 、 時 に いら だ ち 、 時 に 
は 急 気 混じり に 聞か せる 話 に そう し た 事情 を 察し た 、 よ うな 気 が 
し た 。 人 間 同 士 の 対立 や 葛藤 は 彼 に は いか ん と も し が た い が 、 
ユー リ が も が き 、 全 り 、 そ し て 何 か を 見 つけ つつ ある こと は 、 感 
じ る こと が で きた 。 自分 の 持て る 力 を 完璧 に 把握 し 、 最 大 限 に 
発揮 させ て くれ る すべ を 心得 た ユー リ を 彼 は 高く 評価 し て いた 
し 、 い つも 食事 の 味付け に 気 を 配り 、 彼 の た め に ハム の 塩気 を 
抜く 手間 を 惜しま な い 、 さ り げ な い 優 し さと 心遣い と を 信頼 し て も 
いた 。 そ し て 、 そ の 誠意 に 応え た いと 願っ て いた 。 軍用 犬 向 き 
の 仕込 みな ど 今 さら 教 わ ら ず と も 、 彼 は か けが え の な い ユ ー リ の 
パー トナ ー。 「 ラ ビー ド 」 と 呼ぶ 大 切な 人 の 声 に 、 彼 は 尻尾 を 振っ 
て 、 今 日 も 駆け 出す 。 


ん か 」 : 聞か ら 登場 し た 騎士 を レイヴン だ と 即座 に 見 抜い た ラビ ー ド に 向け た 、 シュ ヴァ ー ン の 静か な 自 員 代 「 賢 い 子 ね 」 : 捨て 身 で 帝都 に 向かう ユー リ の 抜け 駆け を 知ら せ に 来 た ラ ピ 
ー ド へ の 、 ジュ ディ ス か ら の お 褒め の 言葉 供 「 ワ ンコ 今 笑っ た わ ね !? どう いう 意味 よ 、 そ れ ど うい う 笑 いな の よ 中 : 幼稚 さ を 指 摘 さ れ た レイ ヴ ン に よる ラビ ピード へ の 抗議 
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へ こん Am ひで へ 


乱 性別 : 男 移 年 齢 :12 歳 参 身長 :135cm 乱 出身 : ダ ング レス ト 参 クラ ス : 少 年 戦士 
ン 免 初期 称号 : 魔 狩り の 少年 乱 武 醒 魔 導 器 : カ バン 先 一 人 称 : ボ ク 
・ 疾 風 怒 測 リ ー ゼ ント 
誰 に も 真似 で き な い 奇抜 極まりない 
髪型 は 、 男 の 顔 に 影 を 落と し 、 鋭く 
カッ コ よ く 見 せる 。 
・ 美 諾 紳士 スカ ー フ 


少年 の 柔肌 を 強い 日 差し と 砂 ぼ こり 
と か ら が っ ちり 守る 。 愛用 の 真っ 赤 
な スカ ー フ は 勇気 の 印 。 


・ 勇 往 進 バッ グ 
カバ ン を 持っ て いる の か 、 は た また カ 
バン に 運ば れ て いる の か 、 魔 導 器 
バッ クル つき の 大 型 バ ッ グ 。 


魔物 対 穫 ル だ / 魔 迎 り の 全 / の 月 務 エ ー 
ス 。 存 六 や 能力 以上 に 月 分 を よく 見 せよ う 
と 、 し ば し ば 卓 勢 を 張る 導 が あり 、 ぞ れ が 
巡 っ て 解雇 の 及 き 月 に 坦 う 。 トラ ブル の 元 
で あり 、 下 己 嫌 構 の 衝 で も ある 、 あ お 謝 子 者 
で 啓 古 び し が ちな 言動 を 許容 し て 、 一 人 航 
の 男 と し て 胡 っ て くれ る ユー リ に 維 大 な 請 
閣 を 置い て お り 、 彼 と と も に ギル が / 凛々 の 
明星 / を 結成 し て 成長 し て ゆく 。 


本 当 の | 男 」 を 揉 し て 
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@ [エエ 、 エース の 見 せ 場 は 最後 な の !]: ク オイ の 森 に に て 、 エッグ ベア に 挑む 張本人 な が ら 、 ユー リ に 任せ て 尻込み し つつ の まさ か の 強がり 借 「 ボ ク は ユー リ み た い に 強 く な いん だ 日 : 
ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト に て 、 ド ン の 死に よっ て 目標 を 見 失っ た 詳 音 代 「 ボ ク の 勝ち だ !] : ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 に に 、 エ アル クレ ー ネ に 巣 喰う 魔物 バイ ト ジ ョ ー と の 一 騎 打 ち で 、 と ど め の 


叫び 葵 「 み ん な の 道 と 凛々 の 明星 の 道 を 同じ に し た い だ け な ん だ よ ] : 学術 閉鎖 都市 アス ビオ に て 、 そ れ ぞ れ の 事情 を 超え て ギル ド の 結束 を 誓い 合う 言葉 


・C て atces of Vespertia・ 


ギル ド 社 会 は 実力 が すべ て だ 。 い い 歳 し た 大 人 が 路地 裏 で 
腐り な が ら 綱 口 を し の ぐ 一 方 で 、10 や そこ ら の 子供 で も 、 そ の 
手 管 次 第 で は 歴戦 の 強者 た ち を 率い 、 角 に 渡り 合え る 。 

そし て カロ ル も や は り 、 型 どおり の サク セス スト ー リ ー に 胸 躍 ら 
せる ひと り だ っ た 。 北 百 も の ギル ド に 君 四 する ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー 
ス を 、 ど ん な 大 人 に も 増し て 尊 散 し 艇 愛し た 。 身 近 に いた 、 歳 
近い 少女 ナン の 存在 も 、 自 尊 心 を くす ぐっ た 。 親 の 復讐 を 戦い 
に 賭け る 、 鬼 気迫 る 容 に 惹か れ 、 彼 女 に 負け じ と 巨大 な 馬 を 武 
共 に 選ん だ 。 そ し て つい に は 手練 れ の 元 騎士 ユー リ と いっ し ょ に 、 
自前 の ギル ド ま で 手 に し て し まう 。 ま る で 一 人 前 の 男 の よ うに ! 
その 名 も 「 凛 々 の 明星 (ブレ イプ ヴェ スペ リア ) 」 ! な ん て 輝 か 
し く 誇 らし い 響 き ! 

し か し 単純 な 憧れ と は 、 に わか に し っ べ ぺ 返 し を 喰らわ せ て 、 現 
実 と いう 名 の 牙 を 剥く も の 。 一筋 縄 で は いか な いと わか っ て いた 
は ず の 社会 に は 、 想 像 を 選 か に 超え て 、 め まい が する ほど お ぞ 
まし い 戻 が 張り 巡ら され て いた 。 す べ て の ギル ド が 敵 だ と 思っ て 
いた は ず の 帝国 騎士 団 と の 間 に 、 洗 快 な つなが り が いく つも あ 
り 、 フラ イド と か 儲け の 独占 と か 、 そう いう 汚い 理由 が 積み 重なっ 
た 泥沼 の 抗争 が 、 た っ た 一 夜 で ギル ド の 牙城 を 引き 裂 い た 。 そ 
の 終わ り は 「 落 と し 前 」 と いう 名 の 、 大 首領 の 自刃 。、 ギ ルド に 夢 
見 た 英雄 物語 を 、 すべて を 託し た 男 の 死 で ズタズタ に され て 、 
夕闇 の 街 外 れ に 、 彼 は 世界 を 見 失っ た 。 

た だ 認め て ほし か っ た だ け な の だ 。 だ か ら 観 客 の な い 舞 台 で 
男 者 を 演じ る 意味 な た ん て 、 も うな か っ た 。 未 有 吾 さ を ご ま か す よう 
に 振り 回 し て いた 大 き な 武 器 が 、 果 て し な く 重 か っ た 。 

けれ ど 仲 間 の 危機 に 顔 を 上 げた と き 、 氷 塵 の 中 に 光 が 差 し た 。 
偉大 な 男 が 血 と 引き 換え に 、 そ の 下 に 集う た くさ ん の 男 た ち 、 そ 
し て 膜 病 な 自分 に さえ 見 せつ けた 、 ギ ルド を 、 仲 間 を 預かる 意味 。 
それ は 罪 も 運命 も 、 す べ て を 背負 う 「 覚 悟 ] を 決め る こと だ 。 死 
ん で な お 圧倒 的 な 存在 感 を 放つ 、 真 の 男 の 魂 を 思い 知り 、 カ 
ロ ル が 叩 え た 決意 の 叫び は 、 水 の 海 に こだま し た 。 

天 を 射る 巨星 に 近づく た め 。「 首 領 (ボス ) 」 と 呼ば れる こと に 
は に か みな が ら も 、 少 年 は 、「 男 ] の 階段 を 上 り 始 め る 。 


ー @ 史 座 評 剃 叶 加 9 メーH /H ーー 
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の る 性別: 女 乱 年 齢 :15 歳 @ 身長 :150cm 欠 出身 : ア スピ オ 乱 クラ ス : 魔 導 士 
ノ 移 初期 称号 : 天 才 少 女 移 武 醒 魔 導 器 : チ ヨー カー 乱 一 人 称 : あ た し 


・ 満 載 の 研究 道具 


研究 魂 が 服 を 着 て 歩く 人 間 に と っ 
て 、 ポケ ッ ト は 実用 本 位 。 詰 め 込み 
ます と も 、 入 る 限り に 。 


・ 魔 痢 士 な ら で は の 得 物 


年 頃 の 女の子 らし く リ ボン を まとっ て 
いる か と 思え ば 、 じつは エア ル を 操 


エス コ ゴート 斉 状 の 記 
タイ トル 人) る 帯状 の 武器 。 


* 手 先 が 命 


繊細 な 魔 導 器 を 扱う 研究 者 な ら 、 指 
貫 グ ロー ブ で 手先 の 感覚 を 確保 す 
る の が プロ 根性 。 
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75 蔵 に し て 天才 の 名 を 信 し まま に こす る 魔 導 藩 女 究 者 。 望 越 し た 頭 航 と と も 
に 覆 度 の 偽 選 者 と し て も 知ら れ 、 最 低 良 の 人 づき 合い 合い だ け で 生き る 一 方 、 
鹿 導 器 を 家族 の よう に か わい が っ て いる 。 魔 茅 泥棒 の 濡れ 衣 を 着せ られ た こ 
と に 反発 し て バーリ ら の 旅 に 同行 する が 、 エ ステ ル の 符 異 な 能力 を 見 六 き 、 
つ し か 彼女 の 身 を 案じ て 、 巡 穴 の 訓 源 に 巡る 定理 の 完成 を 追い 炎 め る 。 


へ こ > いひ A で ヘ \ 


・ て ates of Vespcerta・ 


SS クハ 


繰 の 心 、 そ の 衝 る 辺 は 


人 は 、 茂 み 、 身 下 し 、 如 し 、 そ うし て 自分 が 「 普通] で ある こと に 安心 し て 、 邊 きる 。 

天才 と いう ふた つ 名 が 、 そ の 頭脳 を 讃え る 以上 に 、 彼 女 を 異質 な も の と し て ほか と 隔絶 させ る も 
の だ と いう こと を 、 誰 より リタ 自身 が よく 知り 、 そ し て 利用 し て いた 。 人 を 遠ざけ 、 研 究 に 没頭 する 
ほう が ずっ と 気楽 だ っ た 。 心 許せ る 相手 な ど 必 要 な か っ た 。 術 式 の と お り に 摂理 を 編み 、 美しい 円 
環 を 描く 、 愛 すべ き 魔 導 器 。 彼 ら だ け は 、 計 われ の な い 陰 口 も 、 下 世話 な 噂 も 、 手 酷い 裏切り も 
し な い の だ か ら 。 

ある 日 現われ た 浮世 離れ し た 少女 は 、 魔 導 器 を 通さ ず 、 術 式 を 自分 の 魂 だ け で 紡い だ 。 己 の 本 
質 を 恐れ 、 隠 し て いる の だ と 、 リ タ に は わか っ た 。 初め は その 力 す ら 、 た だ の 人 研究 対象 で 、 け れ ど 
そん な 苦悩 を 抱え な が ら 、 自 分 に 歩み 寄る ひたむき な 姿 が 、 い た た まれ ず 、 そ し て 愛 お し く な っ た 。 

ある 日 近づい て きた 謎 の 女 は 、 含 み 笑 い の 下 に 、 誰 より も 本 音 を 隠し て いた 。 の 宿命 を 頑 な 
に 信じ 、 だ か ら 心 を 閉じ 、 武器 を 構え 、 魔 導 器 を 壊し 続け 、 孤 高 を 貫く の だ と 、 リタ は の ち に 知っ た 。 
すべ て を 悟っ た 引 究 が 、 た ま ら な く 至 々 し く 、 そ し て それ に 気づけ な か っ た 自分 が 、 悔 し か っ た 。 

人 に 相 い を さら す と は 、 な ん て 難し いこ と な の だ ろう 。 人 と 道 を 同じ くす る と は 、 さ ら に な お 険しい 
こと か 。 自分 が か つて 世界 に 求め た よう に 、 世界 に あっ た 彼女 た ちの 生き 方 も また 、 途 方 も な い 孤 
独 の 内 に あっ た 。 け れ ど その 道 を 垣間見 た 以上 、 と も に 歩か ず 何 が 「 仲 間 ] か 。 リ タ は いつ し か 心 
を 許す こと の 安らぎ を 知り 、 強がり な が ら も それ を 求め て いた 。 

だ か ら 彼 女 は 「 リ ゾ マ ー タ の 公式 を 人 の 世に 紡ぐ 。、 そ れ は 魔 導 器 研究 者 た ち が 追 い 求め る 魔 
導 科学 の 最終 到達 点 。 大 地 を 満た す エ アル に 干渉 し 制御 する 、 人 智 を 超え た 力 。 エ ステ ル を 、 ジ ュ 
ディ ス を 、 そ し て 仲間 た ち を 苦悩 か ら 解き 放つ 手立て が そこ に ある と 、 天 弁 の 才 は 見 抜い て いた 。 
あの 幼い 日 、 自 分 が 唯一 の より どこ ろ と し た 魔 導 の 道 に 、 リ タ は 奇しくも 大 切な 人 と 世界 の 安寧 を 、 
賭け た いと 願っ た 。 


ピノ 
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⑤ タイ トル 


る Cz 侍 スラ 


寺 
キン 


My 
や で ご ば いび の づい 潜 Rt 軍 吐 を 1 


NM 


あたし は あん た を 知ら な いけ ど 、 
あん た が アス ピオ の 人 間 な ら 、 


あたし を 知ら な いわ は け 


な いで し ょ 
魔 尊 器 使 うつ フリ 、 
や うつ やめて ゆい いよ 


⑯ 「 あ た し は あん た を 知ら な いけ ど 、 あん た が アス ピオ の 人 間 な ら 、 あたし を 知ら な いわ け な い で し ょ 」 : シャ イコ ス 遺 跡 に て 、 魔 核 泥 棒 と も ども 一 行 を 居 ま せる 暴言 借 「 魔 導 器 使う 
フリ 、 も う や め て いい よ 」 : 術 式 を 駆使 し て 看病 する エス テル を 気遣い 、 健気 な 努力 を 諭す 言葉 倫 「 一 人 で 世界 を 救っ て る つも り ? パカ じゃ な い の ?!」 「 魔 狩り の 剣 ] の 襲撃 か ら 単 
身 で バウ ル を 守る ジュ ディ ス へ の 叫び 旬 「 そ れ を 助け て くれ た の が あん た ら の シュ ヴァ ー ン よ !」 : 自ら 犠牲 に な っ た レイ ヴ ン と 、 遅 き に 失 し た ルプ ラン た ち に 向け る 八 つ 当たり 


ー チ マー は HGUO7 は ご 党 


GrY ざ ハ パ SS 代 ざ 


こん AA 入 そ へ \ 


ピノ 


に ニタ 


ww う 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


を 性 別 : 男 年齢:35 歳 失 身長 :170cm 欠 出身 : 不 明 乱 クラ ス : 風 来 坊 
も 初期 称号 : う さん くさ い お っ さん 欠 武 醒 魔 導 器 : 心 臓 魔 導 器 一 人 称 : 俺 様 、 お っ さん 


・ 流 れ 者 の 無精 ひげ 


小 綺麗 と は 言い 難い ひげ と 髪 。 体 
裁 と は 無縁 の 様子 は 流さ れる まま に 
生き る 人 生 さ な が ら 。 


・ 世 ち た 刀 

護身 用 に 携え る の は 小ぶり の 脇差 。 
騎士 の 洋 剣 を 手 に する と き 、 男 は 本 
当 の 名 を 名 乗る 。 


エス コー ト 
タイ トル 人 … 


・ 仮 初め の 人 生 の ご と く 
行動 か ら 言動 まで すべ て が いか が わ 
し い 「 お っ さん 」 は 、 異 国情 緒 あ ふれ 
る 服装 を だ らし な く 着こなす 。 


glJodse 八 』O SO9IBI 


ユー リ の 受 狭 を チ ヲ / き し 、 や が て 彼ら の 旅 に 強 / に 局 
行 す る し プ な 男 。 チル が だ / 天 を 射る 矢 ( ア ルト ム ス 
クリ)/ の ナン バー ク 2 を 下 務 する 実力 者 だ が 、 言 動 に ば 
束 が 多く し ば し ば 一 を 煙 に 巻く 。 ぞ の 正体 な 帝 司 
血 士 尻 で 敵 友 と 讃え られ る シュ ヴァ ー ン 記 の 大 長 。 
融 々 と し た 属 来 功 を 演じ な が ら 、 ア レク セ も 了 が 青 謗 む 
訓 代 兵 落 の 族 活 の た め 、 准 伏 に 在 務 を こなし て いる 。 


こみ ANN NANA AA そ ふ \ 


人 N る ン 


・ て atcs of VespcTta・ 


NSX の クハ 


死 し て また 大 を 久 る 輝 星 
> 
男 は 大 戦 で 度 死ん だ 。 悪魔 の 技 が 寺 切 れ た 肉体 を 食 り 、 心臓 に 爪 を 立て 、 や 


再び 鼓動 を 刻ま せ た 。 地獄 の 苦し み を 克服 し て 死 の 淵 か ら 還 っ て きた と き 、 世 | 
界 に 愛し た 者 た ち は す で に 亡 く 、 虚構 の 栄光 を 浴び て 、 伝 説 と し て 生き る 道 だ | 
けが 残さ れ て いた 。 | 
若き 騎士 た ちの カリ スマ 、「 帰 還 し た 英雄 ] シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン は 、 そ 
の 名 すら 、 本 当 の も の か 怪し い 。 騎士 団長 アレ クセ イ の 片 糞 に ふさ わし い 深 腕 
の 劉 士 で は あっ た が 、 実 態 は 生き る 尾 だ っ た 。 ど ん な に 血 を 流し 肉 が 引き 像 か れ 
て も 無情 に 打ち 続け 、 け れ ど アレ クセ イ が 命じ れ ば 途 端 に 脈動 を 止め る 心臓 魔 | 
導 器 (カディス プラ ステ ィ ア ) が 、 魂 を 喰らい 彼 を 生か し て いた 。 | 
そん な 男 は 軽薄 な 風来坊 の 姿 を 借り て 、 ふ た り の 男 に 巡り 会 う 。 ギ ルド ユニ | 
オン の 巨星 ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス と 、 皇 女 エ ステ リー ゼ を 伴う 元 騎士 の ユー リ 。 歳 。 | 
も 経歴 も まる で 違う の に 、 ふ た り は そっ くり だ っ た 。 信念 の た め に 命 を 張り 、 汚 れ 。 | 
役 を 碑 わ ず 、 堕 ち た 飛 を 軽 茂 し 不義 に 抗 っ て みせ 、 反 感 を 買お うと も 意 に も 介さ | 
な い 。 皮肉 屋 を 気取り な が ら そ の 実は 誰 よ り も 熱く 、 そ し て 仲間 を 愛し て いた . | 
彼 は ドン の 、 自 分 の 正体 を 知り な が ら 側 に 置く 器 の 大 き さ に 叶 了 され た 。 偽 り | 
の 加 誠 を 示 っ た 永遠 の 余生 で 、 韻 国 の 体制 と 反目 する ギル ド の 一 員 を 演じ る こ | 
と が 痛快 で 、 素 晴らし い 余興 に 思え た 。 | 
彼 は ユー リ と 腹 を 探り 合い 、 エ ステ リー ゼ を 巡る 仲間 ご っ こ に 興じ た 。 と う の 
昔 に 失っ た 剥き 身 の 若 さ が 、 死 ん だ 魂 に 突き 刺 さ っ た 。 シュヴァ ー ン と し て の 全 
が 彼ら に 敗れ て も 、 山 の よう な 瓦 確 の 下 で 、 明 ける 朝 を 求め 続け た 。 


死ぬ 系 で が ん はるの は 、 
生き て る や つの 特権 だ わな 


安息 は 微笑 ん で は くれ な いし 、 夢 の 終わ り を 迎え る に は 、 ま だ 少し 惜しい 気 が 
し た 。 北 度 と な く 視 た 黄泉 か ら ま た 如 い 上 が り 、 ず た ず た の 身体 を 引き ずっ て 世 
界 を 仰い だ と き 、 ふ い に 選 き 物 が 落ち た 。 此 岸 は 青臭い 理想 と 周 苦 し い 情 熱 と 
に 満ち て 、 と うに 興 醒 めし て いる が 、 二 度目 の 生 を 生き る な ら 、 それに 染 まる の 
も 悪く な い 。 男 は 無精 ひげ を ひと 撫で する と 、 ア レク セイ と の 訣別 を 替 い 、 薄 汚 
れ て 女好き な 、 た だ の 「 レ イヴ ン 」 に な っ た 。 


O 瑞 


(vcCCFEOYe06 る > 局 
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の 9rry で と 引 で ささ 人 席 


# 

! 

# 

ーー ト TT 圧 大 - エ ーーFT を 全 
国 騎士 団 基 長押 席 | 
# 

シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン 、 … 参 る | 


さこ ん An いき で ヘ ユ 


@ 「 俺 っ て 誤解 され や すい ん だ よね 」 : 港 の 街 カ プ ワ ・ ト リム に て 、 羽 に は め た ユー リ ら と 再会 し た と き の 勝 面 も な い 弁 解 豊 「 死 ぬ 気 で が ん ば る の は 、 生き て る や つの 特権 だ わな 」 : 
エゴ ソー の 森 に て 、 身 を 抵 し て エス テル を 守る ユー リ ら に 向け る 言葉 但 「 帝 国 騎士 団 隊長 首席 シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン 、 …… 参る ] : 忘れ られ た 神殿 バク ティ オン に て 、 か つて と ン ノ 
の 仲間 た ち に 正体 を 明か し 、 引 導 を 渡す 言葉 代 「 柄 じゃ ね えん だ けど 、 ド ン の 信 取 ら せ て も ら う わ 」 : ザウ デ 不 落 宮 に て 、 イエ ガー を 前 に し た 「 レ イヴ ン 」 と し て の けじめ 


Iy あの 
に | 『 了 。  ) 
ジィ デア ズ 
乱 性 別 : 女 移 年齢 :19 歳 移 身長 :175cm 乱 出身 : デ ム ザ 区 クラ ス : 槍 使い 
ン 草 初期 称号 : 魔 痢 器 ハ ンタ ー 武 醒 魔 導 器 : な し 短 一 人 称 : 私 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


・ 過 去 を 知る 

うな じ の 触角 は 物質 に 残さ れ た 記憶 
を 感知 する 、 ナ ギー グ の 力 を 秘め 
る 。 後ろ 姿 の オシ ャ レ に や 貢献 


エス コー ト 
タイ トル 人 … 


・ 娘 が 受け 継ぐ 槍 

軽々 と 扱う 巨大 な 槍 は 父 の 形見 。 
あの 日 仰ぎ 見 た 大 き な 背 を 守る た 
め 、 彼 女 は その 足跡 を 追い 続け る 。 


glJedse ハ A 』0O SeleI 


・ カ ラダ が 命 

クリ ティ ア の 血族 は 男女 問わ ず 長 
身 で 容姿 端 肌 。 お 肌 の 露出 も 惜 し 
が り ませ ん 、 減 ら な いも の 。 


徐 兵 康 の アジ ント た で ユー リ と 剛 会 )、 の ち に / 凛々 の 幼 星 / 
に 加わ る クリ ティ ア 族 の 美女 。 詞 般 で 温厚 だ が 一 線 を 
570) た つき 合い に 級 し 、 本 音 を 語る こと は ば ない 。 エア ル 
に 悪影響 を 双 ば す / ヘル メス 元 摩 導 器 / の 破 苦 を 己 に 課 
し 、 局 粒 の 力 を 秘め た エス テル を 息 赴 する た め フ ー リ ら 
に 同行 する が 、 や が て 彼女 を 救 () た い 和 想い か ら 、 種族 の 
尋 訪 を 避 え て 議 穴 の 存 り 方 さえ も 探る 。 


さこ > NNA 和信 そ ユ \ 


・C て atces of Vcspcr1a・ 


NSX の 2 か 


SN の 


マザー シッ プ 
の タイ トル 


6 | エア ル の 恵み を 享受 し 、 世界 の 息吹 と と も に 生き る 。 人 で あっ て 人 で な い 、 
| より 原初 の 存在 に 近しい クリ ティ ア の 血 は 、 魔 導 器 が 大 地 に 及ぼ す 彫 響 を 
の | 悪 れ 、 大昔 に その 技 を 捨て た 。 
| そん な クリ ティ ア 族 に あっ て と り わ け 才 に 恵まれ た 父 が 、 草 新 的 な 魔 導 器 を 
代 | 発明 し た の は 、 ひ と え に 知 的 好奇 心 と 、 魔 導 科学 の 発展 を 夢見 た が ゆえ 。 
| し | し か し その [ヘルメス 式 魔 導 器 」 は 予想 を 中 か に 超え て エア ル を 角 み 、 人 と 


) | 端 祖 の 隷 長 た ちと の 間 に 深刻 な 息 農 を 生み 、 悲 惨 な 戦争 の 引 金 に な っ た 。 
だ か ら ジ ュ デ ィ ス は エア ル の 護り 手 と な る こと を 始祖 の 隷 長 に 約束 し 、 ヘル メ 
ス 式 魔 導 器 の 根絶 を 替 っ た 。 

人 知れ ず 世 界 の 理 を 守る こと 。 そ し て 父 の 名 誉 を 守る こと 。 彼 女 は 白磁 
の 仮面 で 美貌 を 隠し 、 翼 持つ 友 バ ウル を 駆り 、 真 実 の 守護 者 と し て 、 魔 導 
器 を 排除 し 続け た 。 エ ステ ル が 「 満 月 の 子 ] ゆ え に エ アル を 脅かす と いう の な / 1 @ コト 
ら 、 自 分 が 手 を 下す 覚悟 も あっ た 。「 練 々 の 明星 ] を 、 そ の 旅 の 果て まで 見 1 
届け た いと も 思い つつ も 、 い つか は 別れ が 来る で あろ うこ と も 、 感 じ て いた 。 


存 
人 
の そし て その 予感 どおり に 、 彼 ら の 手 で は な く 武 器 を 取り 、 仲 間 の 前 で 正体 を 
メル 
8 


明か し た 。 ま た ひと つ 己 に 課 し た 義務 を 果たし 、 言 葉 を 失う 友 を 一 覧 し て 闇 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
H 
1 
1 
! 
1 
! 
1 
H 
! 
1 


NN 
0 四 に 消え た 。 
人 の 世に 欠く べから ぎる 魔 導 器 を 破壊 する こと は 、 人 の み の 否定 。 だ か 
さ ら こ れ ま で も 、 こ れ か ら も 、「 仲 間 」 を 得る こと な ど な い は ず だ っ た 。 け れ ど 戦 福 
の 爪痕 生々 し い テ ム ザ の 地 に 、 彼 女 を 追っ て 現われ た 友 は 、 魔 導 器 の 破 填 
の と いう 過激 な 行為 より も 一 一 同じ 時 間 を 過ごし な が ら 、 表 負 う 使命 苦悩 と を 
打ち 明け な か っ た こと こそ を 、 加 切 り だ と 責め た 。 成り行き で 得 た は ず の 仮 初 
/ め の 居 場所 で 、 友 は 探 の と お り 彼 女 を 受け 入れ 、 と も に あろ うと 腕 を 伸ばし 、 
も う 逃 が さ な い と ば か り に 手 を 取っ た 。 
「 義 を も っ て こと を 成せ 。 不義 に は 員 を 」。 だ か ら ジ ュ デ ィ ス も 同じ 道 を 百 う 。 
始祖 の 壮 長 た ち に 死 を 以 て 健 に な る こと を 請う て で も 、「 凛 々 の 明星 」 の 拓く 
/ ざ 。 敵 に. 世界 の 再生 を 賭け た 。 一 面 に 広がる 荒れ た 大 地 に 生命 が 再び 芽吹き 、 
世界 の 命 と 父 の 名 と が と も に 守ら れる こと を 順 っ て . 
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oN ブ パウル Bs 

へ る @ 種族: 始祖 の 長 @ 性 別 : 不 明 

ジュ ディ ス が 駆る 始祖 の 款 長 。 人 麻 戦 争 の 折 に 戦 袖 か ら 彼 女 を 救 
い 、 以来 行 動 を と も に する 。 成長 する と クジ ラ に 似 た 姿 に な る が 幼 
生 期 は 竜 の 姿 で 、 ジ ュ デ ィ ス の 「 竜 使い 」 の 名 の 由来 と な る 。 


私 
あめ 
6 
了 加 
! 
9 
) 
際 
0⑰ の 
( こ 


さこ 2 ANN いひ NA で へ \ 


@ 「 控 を 守る 痺 い を 立て る わ 。 私 と …… あ な た た ちの た め に 」 : ギル ド 「 凛 々 の 明星 」 発足 に 立ち 会 い 、 ま た 自分 も 加入 する に 際 し て 、 心中 を 照ら すか の よう な カロ ル の 控 に 寄せ る 彼 
女 な り の 誓い 借 「…… 私 の 道 だ か ら 」 : フィ エル ティ ア 号 の 駆動 魔 導 器 を 破壊 し 正体 を 明か し た こと で 、 一 行 の 下 を 去る 際 に 残す 訣別 の 言葉 豊 「 も し 消さ な けれ ば な ら な い 存 在 な ら 
……… : ユー リ ら の 真実 の 仲間 に と なり 、 彼ら に 初め て 打ち 明け る 、 始祖 の 隷 長 フェ ロー と の 間 で 密か に 結ん で いた 、 エ ステ ル の 処 遇 を 巡る 取り 決め 


マザー シッ プ 
タイ トル ゆ 


を 性 別 : 男 欠 年 齢 :21 歳 を 身長:180cm 欠 出身 : ザ ー フ ィ ア ス 抱 クラ ス : 帝 国 騎士 
ノン を 初期 称号 : 帝 国 騎士 団 小隊 長 欠 武 醒 魔 導 器 : 鎧 の 装飾 移 一 人 称 : 僕 


・ 法 を 映す 白銀 と 瑠璃 


功績 を 評価 され つい に 得 た 騎士 隊 
長 の 鎧 は 、 曇り な き 正義 を 象徴 する 
が ご と く の 白 と 青 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 め ゅ 


・ 秩序 刻む 右手 

騎士 団 で も 指折り の 剣 の 名 手 は 、 
平和 を 導く 剣 を 、 親友 と は 対 に な る 
右 の 手 で 扱う 。 


elledsoA 」0 991BIH 


・ は た めく マン ト 

どん な と きも 紫紺 の マン ト を な び か 
せ て 。 育 に は 由緒 ある 騎士 団 の 印 
を 戴く 。 


ユー リ の 親友 に し て 半 来 を 太 望 され る 落 司 稚 士 。 民 
妃 め ゆえ に 法 芽 狗 序 に 強く 公正 さ を 求 め 、 自 ら も ぞ れ を 実 
忠 す る こと で 人 到 を 獲得 し た 。 ユー リ の 実力 を 護 よ り も 
認め 、 再 び 理 丁 を 語り 合え る こと を 強く 望む が ゆえ た に 、 
彼 が 法 か ら 逸 し た や り 方 で 誠 念 を 買 ぐ の を 誠 ぶ ん で 
る 。 ぞ の 一 方 で 法理 邊 議 の 原 欠 を も 感じ て お り 、 や 
が て / 凛々 の 明星 / の 変 に 婦 起 し の 道 を 天 め る 。 


こん ANN NN AA で ふ や \ 


・C て atcs of Vesper1a・ 


NSX クト 


増 麗 の 騎士 、 請 = ー 


マザー シッ プ 
の ⑤ タバ エル 


ーー ニー 
回 


正義 と は 、 誰 し も が 認め る 絶対 の 存在 だ と 思っ て いた 。 正義 を 買 け ば 、 
必ず 公正 な 社会 を 築け る と 信じ て いた 。 だ か ら フ レン は 正義 の 象徴 た る 騎 
士 に な り 、 何 より その 誠実 さと 真琴 さ に よっ て 、 多 く の 人 望 を 得 た 。 そ し 


異 つ ン 


本 | て 同じ 下町 で 生ま れ 育 っ た 伸 だ か ら こ そ 、 友 ユー リ と 再び 夢 を 語り 合え る と 
2 | | 思っ て いた 。 

= 徐 デ 3 ユー リ に どこ まで 自分 の 想い を 伝え 切れ て いた の か 、 定 か で は な い 。 た 
に 小 だ 現実 と し て 友 は 騎士 団 で は な く ギ ルド の 中 に 、 理 想 を 追う 道筋 を 見 出し 
た 柳 を 捨 て た 人 々 が 作る 、 暴 力 的 で 租 野 な 社会 に 。 そ ん な 場所 に あ 


ろう こと か 、 エ ステ リー ゼ を 連れ て 飲ま れ て ゆこ うと する 友 に 、 絶 名 し た .。 
7) 迷い な く 自 分 と は 別 の 道 を 選ん だ 育 中 に 、 召 切 られ た よう な 傷み を 覚え 
計 | た . そし て 自分 な り の 「 正 義 ] だ と 手 を 血 で 染め 、 法 の 後ろ 盾 に 守ら れ た 
し | 胸 で いく ら 引 き 留 め て も 、 足 を 此 め る 気配 さえ な か っ た 。 そ れ ど ころ か 組織 
ご | の 矛盾 を 抱え 路 踏 する 自分 を 、 平 気 で 追い 詰め て 見 せ た 。 
三 ー 一 な ぜ 君 が 、 罪 を 背負 うん だ 。 な ぜ 君 で な いと いけ な いん だ - 一 一 
状 悪びれ な い 友 の 言葉 を 読 弁 だ と 紐 弾 し な が ら も 、 そ の 罪 を 答 め る より 、 
自分 を 拒絶 し て 先 を 歩い て ゆく こと に 、 彼 は 泣き た か っ た の か も し れ な い 。 
けれ ど 友 は 言っ た 。 お 前 が 正義 で ある か ら こ そ 、 自 分 が 汚れ た 道 を 歩け 
る の だ と 。 
ユー リ の 振る う 力 は 、 自 分 が 求め た 正 し さ で は な い 。 け れ ど そこ に は 確 


ご 


ーー ヘン き 


H( 1 


電 テ 入 テ ンプ 浴 N 
全 ( 箇 IE 


力 ) か な 「 義 が あっ た 。 ユーリ の 行ない は 、 宏 め ら れる べき 徳 は な い 。 け れ コ 
(りり) と に 決め た 「 覚 司 ] が あっ た 。 な ら ば 自分 は 騎士 の 誇り を 、 誰 に も 了 じ の ) さ 
い ハ 参 * かい 正 義 と 徳 と に 賭け よう 。 友 が 引き 受け る 血 の 裁き に 替 っ て 、 絶 対 の 正 非 
上 しき を 守っ て みせ よう 。 を | 
0 騎士 の 剣 を 友 の 刀 に 掲げ 、 己 の 決意 を 示し た 麗 璃 の 騎士 は 、 茜 に 染 見 5 | 
2 まる 大 地 に な い の 道 を 確か め る 。 決し て 重なる こと は な く 、 し か し 表 異 に 山 回 
| に 


巡り な が ら 、 ひ と つの 光 を 目指 す 二 筋 の 軌跡 。 華やか な 鎧 で 飾ら れ た 自 
分 の 姿 を 映す 栄光 の 刃 が 、 そ の 胃 側 に いつ も 、 も う ひ と つの 正義 を 背負 
う 友 の 顔 を 宿 し て いる こと を 、 彼 は 誇らしい と 、 思 っ た 。 


(Ye 


BON 


が で 
1 1 1 
ふ 僕ら は 騎士 だ 。 と 


| その 合 で 市 民 を 護る 騎士 だ ! 


@ [ヨーデル 殿下 の 記し た 書状 を ここ に 預かり 参上 し た !] : ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト に て 、 評議 会 が 仕組 ん だ 騎士 団 と ギル ド と の 衝突 を 、 体 を 張っ て 収め る 叫び 倫 「 個 人 の 感覚 で 
善悪 を 決め 、 人 が 人 を 裁 い て いい は ず が な い !] : ユー リ が 自分 の 行動 に 対し 、 独自 の 解釈 を 講じ た こと へ の 反論 亀 「 騎 士 と し て 、 君 の 罪 を 見 過ごす こと は で き な い 」 : ユー リ の キュ 
モー ル 暗 殺 に 対す る 厳格 な 態度 借 「 僕 ら は 騎士 だ 。 その 剣 で 市 民 を 護る 騎士 だ !| : エス テル を 救う た め 帝 都 に 乗り 込む ユー リ た ち を 援護 する た め 、 部 下 を 鼓舞 する 掛け 声 


へ ここ > NANA で ヘ \ 


) ノ ティ ・ フ ルー ル 


で 性 別 : 女 @ 年 齢 :14 歳 @ 身長 :132cm @ 出身 : 不 明 の クラ ス : 冒 険 家 
ン で 初期 称号 : 食 えな い 冒 険 家 @ 武 醒 魔 導 器 : 双 眼鏡 で 一 人 称 : う ち 


1 ウム 、 ・ 祖 父 と と も に 

7 っ 巨大 な 海賊 帽 は 敬愛 する アイ フリ ー 

ド に ちな ん で 葛 集 し た も の 。 ピン ク 
の フリ ル が ラブ リー。 


・ 明 日 の 風 を 探し て 
千里 の 海原 を 見 通す 双眼鏡 。 い 
つる 前 向き で 希望 を た 失わ な い パ ティ 
は 、 こ れ で 追い 風 を 探す 。 


エス コート 
タ ィ トル 人 ⑤ 


・ 丸 出し 膝 小 僧 
布団 に 算 巻 き に な り 、 魚 人 の 口 で 遊 
ぶ 。 片 時 も じっと し な い 少 女 は 、 
きっ と どろ ん こ 膝 小僧 。 


一 
トリ 
の 
の 
の 
ーー 

| ご 
を の 
の 
| 
に っ 
し 1 
トリ 


伝説 の 海賊 アイ フリ ー だ の 診 と いう 記 嫌 を 聞 り に 、 失っ 
た 記 嬉 を め る 下 区 財 腐 家 の 少 女 。 効い 見 た 月 と ば 
不吉 り 合い な 茹 学 的 な 言葉 を 誠 り 、 と うに 記 れ た と 届 
われ て いた 六 問 の 衣 い を 得意 と する 。 人 々 が 太 人 婦 に 
写 え た 施肥 人 の 交 急 に 苫 し む が 、 ユ ー リ ら と と も に 
動 す る 史 で 、 議 商 の 評 信 に 惑わ され な いい 誠 念 に つい 
て 学び 、 や が て 己 の 骨 去 と 対 峰 し て めく 。 


へ こ > 和 AA ひき で ふい 


eS で ・ て atcs of VcspcT1a・ 


カ NE ・ ト リム 、 半 難 星 の 窓 刺 


マザー シッ プ 
⑤ タル 


アイ フリ ー ド は 偉 大 な 海賊 庄 れ を 知ら な い 海 の 男 
渦巻 く 波間 に 机 を 清 ぎ 和 く 名 準 を 手 に 入れ た 


4 
3 


アイ フリ ー ド は 里 劣 な 男 ギル ド 社 会 の 面 汚し お の と (は 
船 を 見 捨て て 開 夜 に 逃げ て 仲間 は 一 生日 陰 者 朋 

じ よ | 
少女 は ある 日 ふと 気づく わた し の 記憶 は な いけ れ ど (| 日 
夢 に 出 て くる ロマ ンス グレ ー は レ *D ュー 」 

[ 2 の 
アイ フリ ー ド の 名 を 語り 少女 を 優し く 抱い て いた か ーー 
祖父 を 求め て 東 へ 西 へ 少女 は ひと り 旅 を する 角 ( が 
世界 に 田 く お 宝 追 えば きっ と 手がかり わか る は ず 放 
みん な は 祖父 を 責め る けど きっ と 無実 を 信じ て る る な 吹 

6 0 だ 0 
よう や く 知っ た 悲し い 事実 祖父 と 仲間 が 死ん だ わけ 前 め N 
悪魔 の 術 が 人 を 魔物 に れ すべ て が 波間 に 消え た を 
彼岸 の 標 が 花咲 海辺 に 男 の 帽 子 が 中 され た 人 

yy 
傷 科 少女 は と うと う た どり 着く 願い 求め た 記憶 の 涯 に 


小さ な 手 に は 「 記 し の 星 (マリ ス ・ ス テラ ) 」 
波間 に 和 初 筆 う 亡霊 を 呼び 黄泉 の 世界 を 映し て みせ た 


な 
じ 和 め 
じ 
や 


祖父 と 信じ た 渋い 姿 は 昔 愛し た その 名 も サイ ファ ー 
悪魔 の 術 に 狂い な が ら も 女 を 護り どこ か に 逃がし た 
記憶 を 捨て て 子供 に な っ て きっ と 庄 き よ と 祈っ て た 


そし て 海 か ら 夜 寺 が 晴れ て 悲劇 の 船 は 黄泉 に 選 る 
か ら だ の 朽ち た 気 高 い 男 は 少女 の 銃 に 魂 散 らし 
アイ フリ ー ド と 彼女 を 呼ん で 静か に 笑い 消え て っ た 
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アイ フリ ー ド は 偉大 な 海賊 水面 を 震 わ す 炎 の 女 
人 の 手 が 計 む 異 能 は いら ぬ と 仲間 の 無念 た 晴らす の み 


アイ フリ ー ド は 傷 を 抱い た 恋 に うる さい 夢見 る 乙女 
か わい い 少 女 の 姿 に な っ て ユー リ を 嬉 に と 笑っ て る 


…… 画 中 の DWH で 人 基 壮 F [ 人 R 弓 


N こ >xNaS AS さき 


@⑱「 ひ と め ぼ れ な の じゃ 」 : ラ ゴ ウ の 屋敷 に て 、 彼女 に クー ル な 対応 を する ユー リ に 、 いと も あっ さり と 心情 を 暴露 する セリ フ 亀 「 明 日 は 明日 の 風 が 吹く 、 な る よう に な れ 、 な の じゃ ]」 : 
アイ フリ ー ド に 対す る 風当たり の 強 さ に くじ け そ うに な りな が ら 、 己 を 励ま す つ ぶ や き 念 「 傷 を 一 生 、 飲 み 込ん で 生き る 覚悟 ……」 : 親友 の 罪 を 知り な が ら 、 と も に ある フレ ン の 覚悟 を 
聞い た と き の つ ぶ や き 但 「 お 前 を 苦し みか ら 解 放す る た め 、 お 前 を …… 殺 す 」 : 幽霊 船 ア ー セ ルム 号 に て 、 サイ ファ ー を 成仏 させ る た め 、 自ら 引き 金 を 引く と き の 言 葉 


SN Q7 ヽ G ぅ 
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2 ノリ ティ ー ク ・ バ ンタ レイ 


aw:】 を 年齢: 不明 多 身 長 : 不 明 欠 出身 : 不 明 欠 クラ ス : 不 明 移 一 人 称 : 私 


ン 


・ 時 を 到 て て 

人 間 の 世界 と は 時 間 の 流れ を 異 に 
する 場所 に 生き る デュ ー ク は 、 いつ 
まで も 若 々 し い 相 租 の まま 。 


・ 真 紅 の 衣 

エア ル 満 ちる 地 に ひと り 公 む 男 。 
ER 育 負 う 陰 は 大 切な 友 の 死 を 胸 に 刻 、、/ / ア 作 / W 
む が ご と き 、 血 の よう な 朱 。 W ク 【 ミー ダグ 
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・ 戒 め を 手 に 


エア ル を 操る 「 宙 の 戒 典 ]」 は 、 人 が 
世 の 理 に 迫る 究極 の 存在 。 その 剣 
を 携え て 一 途 に 世界 を 想う 。 


エア ル の 源泉 / エ アル クレ ー ネ / に 婦 没 し 、 手 に し た 
/ 五 の 戒 典 / の で エア ル の 怖 れ を 収め 続け て いる 
巡 。 人 魔 吉 争 圧 代 に 受け た 落 層 の 裏 女 りや 、 大 古 か 
らく り 返 され る 魔 導 を 巡る 歴史 に 、 人 賠 を 見 大 っ て 
いる 。 再び 解放 され た 星 礁 み を 募 に 、 救済 な は 人 の 減 
に よっ て し か 成 さ れ な いと 佑 り 、 局 じ よ うに 上 具 の 
和 を 火 め な が ら も 、 ユー リ ら と 絶対 的 な 対立 を する 。 


さこ 2AnN NANA 入 そ ふい 


人 魔 戦 争 、 と の ち に 呼ば れ た 、 人 と 始祖 の 隷 長 た ちと の 衝突 は 、 大 いな 
る 存在 た ちの ひと り が 人 に 与 し た こと が 決め 手 に な っ て 、 人 の 側 に 勝利 を も た 
らし た 。 し か し 偉大 な 獣 エ ル シ フ ル は 、 力 を 惑 れ た 帝国 の 多 の 錆 と な り 、 彼 
を 盟友 と する 英雄 デュ ー ク の 行方 も 、 それ きり 、 査 と し て 知れ な い 。 

大 切な 友 は 、 人 の 良心 と 成長 と を 信じ た か ら こ そ 、 答 属 と 視 を 分 か つこ と 
を 選ん だ 。 し か し 苦渋 の 決断 の 代償 は 賞 貸 で も 感謝 で も な く 、 人 の 加 切 り の 
み だ っ た 。 千 年 の 昔 、 始 祖 の 隷 長 の 知恵 と 満月 の 子 の 命 に よっ て 生き 長 ら 
えな が ら 、 人 は また 新た な 魔 導 器 を 生み 出し た 。 大 地 か ら 授 か る 恵み を 和 欲し 
いま ま に 弄 び 、 そ の 誘惑 が 戻れ な い 道 で ある こと を 忘れ 、 鐘 が 外れ た よう に 
エア ル を 跳 串 す る 。 代 を 重ね て な お 人 間 は 、 な ん と 愚か で 、 な ん と 醸 く 、 そ 
の 欲望 は 果て る こと が な い 。 だから デュ ー ク は 人 で ある こと を 乗 て 、 人 を 滅 ぼ 
すこ と を 奉っ た 。 

それ は 本 当 に 友 が 望ん だ も の と は 違う の か も し れ な い 。 け れ ど それ で も 構わ 
な か っ た 。 守り た い 「 世 界 ] に 、 人 を 含め よう と は 、 も う 思 わな か っ た 。 大 切 
な も の を も う 人 巻き 込み た くも 、 傷 つけ た くも 、 和 失い た くも な い 。「 世界] を 慈 し 
むために は 、 特 別 な 何 か に 囚われ て は いけ な い 。 

ユー リ な る 男 が 奇特 な 情熱 に ほ だ され て 、 人 を 否定 せ ず 仲間 も 亡 く さ ず 、 
魔 導 器 を 棄て て 世界 を 守る と 言う 。 恐 れず た め ら わ ず 傷 つい て ゆく 姿 に 、 も 
う 一 度 希望 を 賭け て みよ うか と 、 思わ な か っ た わけ で は な い 。 友 の 形 見 と も 
言う べき 超常 の 剣 「 宙 の 式典 ] を 、 だ か ら わ ず か の 間 、 委ね て みせ た 。 し か し 。 

ー 一 それ は も うす で に 、 過去 の 自分 が 歩い た 道 。 そ し て も は や 、 違 えた 道 。 
彼ら も や が て 気づく だ ろう 。 人 が どれ ほど 媛 小 で 、 救 い が た いも の な の か を 。 

人 間 は 優 慢 に も 、 自 分 た ち が 万 物 に 超越 する の だ と 妄信 し た 。 な ら ば 愚か 
な 夢 に 酔う 聞 に 、 こ の 世 の す べ て か ら 拒 絶 され 、 絶 望 に 湧 れ て 死ぬ が いい 。 
世界 は 、 守 られ な けれ ば な ら な い 。 


私 に は 、 そ し て 人 の 世に も 


必要 な いも の だ 


@「 貴 様 の 道 化 に 付き 合っ て いる 暇 は な い ]: 正 体 を 作っ て ギル ド ご っ こ に 興じ る 旧知 の レイ ヴ ン の 言葉 を 受け た 、 容赦 の な い 切 り 捨て 氏 「 私 に は 、 そ し て 人 の 世に も 必要 な いも の だ 」: 
ユー リ ら の 目 の 前 で 聖 核 を 破壊 する 際 に つぶ や く 、 確信 に 満ち た 言葉 倫 「 人 間 同 士 で ある こと に 意味 な ど な い 。 ひと り の 命 は 世界 に 優越 し な い 」 : 世界 を 救う た め に 満月 の 子 エス テ 
ル を 切り 捨て る と の 断言 豊 「 私 は 友 に 痺 くっ た の だ 。 この 世界 を 守る と ] : 同じ よう に 世界 を 思い な が ら も 決し て 道 を 交え る こと の な か っ た ユー リ へ の 、 独白 と も と れる 言葉 


ーー ググ) 王 識 
世界 を 祈り 続け る 男 


マザー シッ プ 
⑤ タイトル 


私 は 友 に 
装っ だ の だ 。 
この 世界 を 
る ご 


エス コー ト 
⑤ タイトル 


Ne 

優 こ に 間 

越 り 意 同 

K だ SE 

NG で > 

い は ど あ 5 
世 な る 5 


とみ 選 いと uHyHHEET 民 人 硬 9 誤 


へ こ 〉>A ひ ON いひ で 


0 や で 性 別 : 男 @ 所 属 ギル ド : 海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の ツメ ) 久 一 人 称 : ミ ー 


・ 運 命 を 容 つ 銃 
銃器 は わずか な ギル ド だ けが 知る 
骨董 級 の 武器 デス 。 すなわち この 
ライ フル も また レジ ェ ン ド ね 。 


・ 眠 る 魔 導 器 
アビ ス を 垣間見 た 心臓 魔 導 器 は 、 
エタ ニテ ィ に 動き 続け て 享楽 と の シ 
ン フ ォ ニ ー を 妻 で る の デー ス 。 


エス コー ト 
タイ トル 


・ 左 腕 の 捉 
イエ ー ス 、 これ 「 海 凶 の 爪 」 の 腕章 

ね 。 ミ ー の グレ イセ ス で イノ セン ト な 
ハー ト を 表わし て マー ス 。 
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不 湊 魔 導 落 を 故 う チル が だ / 海 久 の 加 / の 痛 顔 。 ギル だ 和正 
伏 が 秦 殺 集 選 と し て の 人 記 も 圭 ち 、 朋 身 も 一 流 の 銃 弟 
使 () で ある 。 また 表立っ た 夏 引 に ば / 遺構 の 貼 (ルー イア 
ンズ ゲー トル ) リ の 温厚 な 細 士 ラー ギィ を 装う 。 過去 の 人 
麻 大 戦 の 世に 必 寿 麻 導 毅 を 人 込ま れ て 生き 古び た 経 緯 
か ら か 刀 廃 義 者 を 撮 下る が 、 一 方 で 部 呆 へ の 配慮 や 
誠 物 へ の 芝 意 を 他 せ 隷 つ 、 破 可 解 な 人 物 。 


さこ 2 和 An きき で さ ふ \ 


免 性 別 : 女 抱 所 属 ギ ルド : 海 凶 の 爪 ( り ヴァ イア サン の ツメ ) 因 一 人 称 : 私 た ち EEV 新井 里美 (ゴー シュ ) 、 長 沢 美樹 (ドロ ワッ ト ) 


・ 陽 を 追う 少女 
向日葵 の 髪 節 り に 年 頃 の 娘 らし さ を 
の ぞ か せ て 、 彼 を 追う 想い は 恋 で は 


3 
な く 、 た だ 己 を 殺し た 献身 の み 。 


・ 情 圭 の 丸 


二 度 目 の 人 生 を 与え て くれ た イエ 
ガー の た め に 。 振る う 赤 き 刃 は 世 
界 の すべ て か ら 主 を 守る 決意 の 剣 。 


・ ス カル の チャ ー ム 


無邪気 で 幼い 言動 と は 対照 的 に 、 
毒々 し い ス カル の タイ 和 飾り を 愛用 。 
その ギャ ッ プ も 魅力 の ひと つか 。 


スコ ー ト 
@ rp 
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に 指先 に 彩り を 添え て 本 ーー 2 アマ こん / ノム っ ー す チマ と 
に 9 に ロ け 2 誠に イエ ガー に 休 き 従う ふた り 組 の 少女 で 、 と も に / 海 欠 の の 一 員 。 身 を 裕 せ 


右 に 合わ せ て マニ キュ ア を 施し 、 戦 て (いた 切 詩 に 多頭 に 寄 村 を し て し いた イエ ガー に 大 を 返す た め 、 朋 ら 望ん で ず 
場 に 葬送 の 花 を 添え る 。 ル だ に 加わ っ た 。 和 不 褒 月 な ゴー シ ィ に 対し 、 が ロワ ッ ト ば くだ けた 口調 で 話す 
一 見 ち ぐ ば ぐ な コン ビ だ が 、 可変 型 の 印 を 導 う 腕 は 暦 殺 人 葉 司 の 名 に 大 じ な い 確 
か な も の で 、 主人 イエ ガー か ら の 次 () 誠 閣 を 勝ち 各 て いる 。 


NN こみ ん ハ MA いき 和 ハ そ ヽ ふ \ 


マザー シッ プ 


タイ トル 


時 王 の 素顔 は 

それ は さながら 、 獲 物 を 狙う 選 虫 類 
の 舌 な め ず り 。 黒い 頭巾 を 目 深 に 
被り 、 隠 し た 風 は 不気味 に 嗜 う 。 


・ 蛇 の 爪痕 
己 の 拳 ひと つ で 戦う 戦士 は 、 毒 を 仁 \ 


込ん だ 爪 で 相手 を 切り 裂く 。 蛇 の \ 
牙 の よう に 、 深 く 執 失 に 。 
人 


た 


・ 地 を 妃 う 静寂 
か か と の 薄い サン ダル と ゲー トル で 

固め た 下半身 。 足音 を か き 消 し 敵 
の 懐 に 忍び 寄る 。 


エス コー ト 
タイ トル 


ーー 
に 
の 
め 
に 
ーー 
に 
の 
の 
| っ 
に 
さ 
例 


か 


ギル が / 魔 殺 り の 剣 / の 一 邊 で 、 武器 に 閣 る ギル だ 員 が 大 学 の 史 、 ひ 
と り 従 手 空拳 で 寺 う 。 育 吉 ク リン ム に 次 ぐ で ナン バー ク の 其 位 に あり 、 
また 幼く し て 訪 を 如 )) た ナン の 筋 庁 。 生き 女 ぐ か の よう な 狂気 じ み 
た 言動 を 多く 見 せる が 、 ぞ れ も 身 内 の 炎 で ある 魔物 の 討 備 に 心 族 
注ぐ が ゆえ で 、 局 じ く 復讐 心から ギル だ に 参加 する こと に な っ た ナン 
の 吉 意 に 理解 を が し て いる 。 


さき こん Am NANA で ふ \ 


ん の ン 


て ノ 性 別 - 女 @ 所 属 ギル ド : 魔 狩り の 剣 (マガ リ の ツル ギ ) @ 一 人 称 : あ た し 


育 に 負う の は 身の丈 を 超え る 巨大 
な 鎌 。 身体 全体 を 旋回 させ る 遠心 
力 で 、 凄 まじ い 破壊 力 を 生み 出す 。 


・ 戦 い の 装 東 


ハー フ ブ ー ツ の 先端 に は 鋭い 金属 を 
装着 。 足 先 を 保護 し 、 小さ な 身体 を 
支え る 力強い 踏み 込み を 生む 。 


・ 細 を 羽織 っ て 

ボディ スー ツ の 上 に ゆっ た り と し た 
上 着 を 羽織 る 。 ラフ に 着 崩 す の は 
力任せ の 動き を 妨げ な いた めか 。 


エス コー ト 
@⑥ タ Tt ル 
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/ 麻 導 り の 會 / の 一 貞 。 遍 親 を 魔物 に 殺さ れ た 過去 が あり 、 復讐 
の た め に 魔物 討伐 を 専 抱 に する 同 ギ ルド に 身 を 誠 せ た 。 戦 賠 能 
カ は 大 の 大 人 に ひげ を 取ら ず 、 血 テディ ソン の 片腕 と し て 打 保 を 存 
され て いる 。 効 馬 染 で 、 過去 に 局 貼 で も あっ た カロ ル に は 、 同 存 
代 と いう こと も あり 共感 を 補 せ る 一 方 で 、 口先 ば か り で 逃げ 腰 な の と ダグ 
粒子 に 愛想 を 尽 か し 、 必 要 以 上 に 聞く 当たる 。 


N こ 2 ハ Au ひき で へ 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


エス コー ト 
タイ トル 
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N へ こ > ふい AS NN き 入 そ さ ふ 


年 齢 :35 歳 鬼 身長 :170cm 


記 性 別 : 男 移 クラ ス : 次 期 畠 帝 候補 移 一 人 称 : 私 
先 世 の 留 で 、 エ ステ ル と 産 ぶ 次 期 宇 応 候 六 の ひと 
り 。 柔 交 な 窪 厨 先 を 昔 つ 少年 だ が 、 
れ 、 啓司 の 混 融 を 由 束 させ 人 々 の 結束 を 司る 。 


Schwann Anultraine 
ニシ ィ ヴ ァ ー ン シ ・ チ ルレ イン 


ー で 性 別 : 男 @ クラ ス : 帯 国 須 士 団 隊長 首席 


移 一 人 称 : 俺 


血 十 局長 アレ ンク セイ に 次 ぐ で ナン バー 2。 人 魔 齋 争 を 
生き 導い た 敵 友 だ が 、 生き る 個人 を 見 舌 し )、、 アレ クセ も 
イ た 寿 々 諸々 と 全 き 従 フ 。 レイ ヴ ン の 正 休 。 


ーー 


Ioder Argylos Heurasseimn 


ゴー デル ・ ア アル ヂ ワ ズ 


治 チ 卿 に 得 


ーー ーーーー ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーー+ ご を 


AIexei Denoia 
ペア レク を ア ・ デ ィ ノ イア 


へ 性 別 : 男 @ クラ ス : 帝 国 騎士 団長 移 一 人 称 : 私 


宮 国 勝 二 記 を 束ね る 局 長 。 就 存 当 初 ば 導 展 航 十 を 
各 記 し 改 挙 を 雄 し 遊 め る 高 宇 な 人 物 だ っ た が 、 や が 
て 現実 に 失望 し 、 独善 的 な 支配 錠 に 走る 。 


oe 


KKhroma 
= ヘ ク ロ ー ム 

ー で 性 別 : 女 多 クラス: 帝国 騎士 団 特別 族 問 官 

ー 人 称 : 私 

航 士 局 の 一 宮 を 務め る クリ ティ ア 放 。 正 伏 は 始 初 の 
吉 長 クロ ー ム だ ラゴン で 、 ア レク セイ 了 の 息 規 を し つつ 
デュ ー ク の 破 減 を 訂 め る 方 策 を 天 め る 。 


Don Whbitehorse - 革 」 

が シン ・ が グアム か ーー スズ まい ト 6 ダル 
ぐる 性 別 : 男 多 所 属 ギ ルド : 天 を 射る 矢 (アル トス ク ) | 
つ 介 一 人 称 : 俺 

娘 太 ル だ を 束ね る ルド ユニ ナン の 長 に し て 、 / 天 
を 射る 矢 / の 肖 閣 。 鐘 朋 で 筑 佑 な 師 物 で 、 ギ ル だ の 


派 放 を 聞え て 圧倒 的 な 尊 芝 を 集め る 。 


で お ミク ーー 


稚 性 別 : 男 欠 一 人 称 : ワ シ 
区 所 属 ギル ド : 紅 の 絆 備 兵 団 ( スラ ッ ド アラ イア ンス ) 


偽 兵 ル 応 紅 の 含 兵 急 / の 痛 顔 。 ドン * 
ホワ イト ホー スズ と 産 び 務 さ れる 戦士 で 、 評 
議会 の ラ ゴ ウ と 紹 み 、 が ン の 和 失脚 を 月 鹿 む 。 


革 性 別 : 男 短 一 人 称 : 俺 
填 所 属 ギ ルド : 魔 狩り の 剣 ( マガ リ の ツル ギ ) 

/ 魔 導 り の 全 / の 痛 顔 で ある 宴 昧 な 全 士 。 
始 紛 の 隷 長 の 左 在 意 開 を 乱 りつ つも 、 人 摩 
洪 争 の 悪夢 か ら 彼 ら を / 魔物 と 筋 罪 する 。 


を 性 別 : 男 先 一 人 称 : 私 
乱 クラ ス : 帝 国 評議 会 議員 
紗 国 生 議会 の 一 員 で 、 カ プ ワ ソノ ソール の 執 政 
宮 。 身 士 居 と ギル だ 連 合 の 衝突 を 煽り 、 次 
期 画 紗 争 いで 主導 放 を 迷 う うと 画 繁 する 。 


Mary Kaugfman 


、 つ メア ワー・ カ ウフ マン 


先 性 別 : 男 女 拓 一 人 称 : 私 
窒 所 属 ギ ルド : 幸 福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 


/ 地 娘 の 記 場 / の 婦長 (が ス ) で 、 傘下 の 臨 
業 ル だ を 束ね る や り 。 商売 っ 質 が 強い 
の と きこ ユーリ ら へ の 放 力 も 人 診 し まな ( )。 


エス コー ト 
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ん agi 


軸 性 別 : 男 移 一 人 称 : オ レ 
思 クラ ス : 流 れ の 暗殺 者 


FV | 陶山 章 央 ) 陶山 章 央 


ぞ の 筋 で は 名 の 通っ た 克 楽 的 な 殺し 屋 。 
当 フ レン の 磨 殺 を 請け 処 う が 、 ユー リ と 
の 会 によって 、 藻 の や りり に 興じ る 。 
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/ Regaey 
つ ラ 
ダー チア 
ー ペ っ 
欠 性 別 : 男 移 一 人 称 : 私 


乱 所 属 ギル ド : 遺 構 の 門 ( ル ー イ ンズ ゲー ト ) 
イエ ガー の 史 の 顔 で 、 名 間 ば / Yeager/ の 
逆さ 読み 。 温厚 な 好人 物 を 装 ()、 / 遺構 の 
由 / の ヂ ル だ 上 史 で さそ ぞ の 正体 を 知ら な ()。 


和 


へ こ >AANS いき 和信 そ へ \ 
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Alexander von Kumor 
アレ ンク ゲン 
プチ テン ・ ヂ ィ ぞ デール 


稚 性 別 : 男 移 一 人 称 : 僕 


葉 クラ ス : 帝 国 騎士 団 キ ュ モ ー ル 隊長 
の ーー 能 な し 
衆 は お ろか 稚 士 居 内 で も 選民 思想 が 強 ( )。 


エス コ ゴート 
ダイ トル ⑨ 


@ 性 別 男 の 一人称: 私 


葵 クラ ス : 帝 国 騎士 団 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 小 隊長 

シィ ヴァ ー ン 長 小 大 長 で 長 長 に 絶対 の 中 説 
を 医 う 世 物 。 芝 都 の 赴 砕 を 避 す フ ー リ を 半 
() 庁 す が 、 局 寿 に 邊 の 盾 族 を 評 信 も する 。 


始祖 の 緑 長 と 精霊 


glJodso ハ 』O SOIBI 


へ こ > 和 Au AA 和信 で へ \ 


es ) フ テロ ー Feliow 


填 演 人 コ ゴ ー ル 砂漠 葵 一 人 称 : 我 


た < Sodia 

つづ) ツ デ アア う 
を 人 移 一 人 称 : 私 を 人 移 一 人 称 : 僕 
葵 クラ フス: 帝国 騎士 団 フ レン 隊 副 長 惑 クラ ス : ア スピ オ 帝 国 魔 導 器 研究 所 員 
フル ン 太 の 劉 家 。 フ レン を 散 愛 し 心 を 寄せ る フル ン 太 に 旋 力 レ し ソ ディ ア と 動 を と も する 
が ゆえ に 、 彼 の 人 大 ら を 占める フー リ に 郡 に アス と ビオ の 魔 導 才 。 良 読 ある 少 在 だ が リタ 
も 似 た 成 震 を 隷 ち 、 強 ( ) 厳 旋 心 を 見 せる 。 に は 一 方 的 に ライ バル 心 を 燃やし て いる 。 


ム Boccos 

、 つ ガッ コス 
を Ph 男 移 一 人 称 : 私 を 人 稚 一 人 称 : 私 
多 クラ ス : 帝 国 騎士 団 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 隊 員 多 クラ ス : 帯 国 騎士 団 シ ュ ヴ ァ ー ン 隊 隊 員 
シィ ウ ァ ー ン 訂 所 悦 の 下っ 端 稚 才 で 、 や せ ボッ コス と の / デコ が ココ ン ビ リ で 移 ら れる 
きす で チョ ビ ヒ グ な の が 替 徴 。 丘 分 た ち を 航 十 。 ぼっ ちゃ り 型 の 床 型 を 靖 う た めか 長 
射 く あし ら う ユー リ を 末 の 戯 に し て いる 。 疹 を 直 落 に 、 依 っ くき フー リ に 迫る 。 


エア ル を 身 に 宿 す 始 の 隷 長 は 、 エ アル が 昌 大 し た / 聖 核 (アパ ティ ア )/ 潮 
月 の チエ ステ ル の カカ に よ ひ 、 万 物 の 源 に 迫る / 疹 趣 / と な る 。 


、 う アフ グー ム rr 


店 性 : 火 @ 一 人 称 : 我 


始 嫌 の 款 長 を 束ね る 胡 主 。 理知 的 に し て 大 人 埼 的 と いう 、 契 反 する 二 記 "フェ ロー の 生ま れ 変 わり と し て 、 ユー リ ら に 力 を 傾 す 火 の 疹 寺 。 星 礁 みみ 
灯 を 圭 つ 。 エア ル を 誠 す エス テル の 在 を 危 加 し 、 彼女 に 死 を 迫る 。 再来 へ の 巡 伏 誠 し 、 古 茂 は すそ の まま に 大 妨 な 朋 誠 家 と な る 。 


の マザー シッ プ 


” ダイ トル 


We 1 7 の ' (CE ま 人 て し ))1 1 だ 
っ ペグ クウ Belius つづ ウン デア ー ネ Uadiene 
介 棲息 地 : ノ ー ド ポリ カ 秋 一 人 称 : わ ら わ 欠 店 性 : 水 金 一 人 称 : わ ら わ 


悦 寺 場 ギル だ / 戦士 の 殿堂 / の 統 首 ( だ が ゥ ウー チェ)。 人 向 に 友好 的 で 、 ベリ ウス の 生 杭 か ら 生 まれ る 精 填 。 ベリ ウス 局 栖 エス テル に 心 を 砕 
回 居 4 テル の 影響 で 騙 を 失 ( ) 胡 走 す る も 、 最期 まで 彼女 の 身 を 案じ る 。 き 、 また ユー リ ら の 思 丁 に も 理解 を 示し 、 炒 の 靖 寺 と の 橋渡し と な る 。 


つづ ノー ム Gnome 
ペッ 
電 棲息 地 : ト ルビ キア 大 陸 革 一 人 称 : 不 明 琶 属性 : 地 鬼 一 人 称 : 不 明 


講 に 似 た 姿 の 始 初 の 隷 長 。 人 語 を 理解 する が 話す こと は な く 、 人 人 の クシ ブス の 生ま れ 変 わり 。 エ アル クレ ー ネ の 影響 で 狂 千 に 餅 ま れ 、 星 訴 
と 旋 総 し た 生 を 送る 。 エア ル の 財 剰 吉政 で 、 星 廣 み に な りか ける 。 み と な る 千 訂 に 転生 を 果たす が 、 ぞ の 消 で 族 生 後 も 用 り 続 け て いる 。 


ElJodsg 」0 S9IBI 


へ N こ 2 ひき で へ ヘ \ 


いう, クロ ー ム が だ ラゴン Kroma Dragon で シル プ Syiph 
思 登場 場所 : レ レ ウ ィ ー ゼ 古 仙 洞 鬼 一 人 称 : 不 明 を 同性 : 必 移 一 人 称 : 私 


クリ ティ ア 疾 の 術士 局 部 クロ ー ム の 、 真 の 姿 。 表 劉 二 で あっ た 自分 の デュー ク の 数 済 を 願 ()、、 フー リ ら に 力 を 閥 が 族 生 する 靖 寺 。 人 向 を 誠 
分 エル シフ ル の 友 と し て 、 克 高 の 道 を 行く デュ ー ク の 身 を 案じ て いる 。 じ 幼 れ な いな が らち も 意志 を 認め 、 怒 の 靖 寺 と も ども 尽力 を 約束 する 。 


マザー シッ プ 
タイ トル ⑨ 
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Tales of Vesperia 


マザー シッ プ 
タイ トル ゆ 


エス ゴート 
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The essence of “Tales of Vesperia 


The essence of 十 ales of Vesperia ' 


@ ダー ク ヒ ー ロ ー の 背中 


プレ イヤ ー が その 分 身 と 見 な され る こと の 多い RPG に 
お いて は 、 主人公 は 「 正しい 」 存在 で あり 、 そ の 言動 も ま 
た 模範 的 だ 。 さ さい な いた ずら や 無鉄砲 な 密 が 描か れる 
こと は あっ て も 、 そ れ は プレ イヤ ー に 親近 感 を 持た せる た 
め の ギ ミッ ク で あり 、 本質 が 悪 で ある こと は 少な い 。 彼ら 
は つね に 正しい 立場 と し て 、 悪 で ある 敵 勢 力 に 対抗 する 優 
れ た 力 に 恵まれ 、 そ うし て 勧 善 懲悪 を 成し遂げ る 。 主人 
公 = 正 義 、 と いう 位置 づけ は 、 だ か ら プ レイ ヤー に と っ て 
半ば 了 不 文 律 で 、 実 際 に ゲー ム に 触れ る 前 か ら そ う で あろ う 
と 、 我々 は どこ が 無意識 に 決め て か か っ て いる 節 が ある 。 

の で SI テイ ルス バボ ジン モ た モス べり アル に お ける 主 央 
公 ユ ー リ ・ ロ ー ウ ェ ル と は 、 そ の よう な 前 提 か ら は 逸脱 し た 
位置 づけ を 数 多く 備え た キャ ラク ター だ 。 庶民 に と っ て 
夢 を 託す 憧れ の 舞台 で あり 、 そ の 一 方 で 世直し の 半ば で 
未だ 臓 を 持つ 、 英雄 と 憎まれ 役 と いう 二 面 性 の ある 「 騎 士 
団 ] を 辞め た 若者 と し て 、 下町 で は ある 意味 熱狂 的 に 支持 
され な が ら 、 物 語 の 冒頭 か ら 投獄 され 、 厳 し く 罪 を 問わ 
れ 、 大 々 的 に お 尋ね 者 に な る 。 騎士 た ち が 顧 みな い 庶 民 
の 苦悩 に 向き 合い 、 反逆 ギル ド を 壊滅 させ 、 は て は 騎士 団 
と ギル ド と の 一 触 即発 の 事態 を 収め た り と 、 数 々 の 手柄 を 
挙げ な が ら 、 その 功績 は 評価 され る こと は な く 、 彼 自身 も 
ハナ か ら 認 め ら れ た いと も 思っ て いな い 。 な ぜ な ら 彼 の 
行動 の 多く は 、 結果 と し て 詳 者 の た め に な っ て も 、 社 会 通 
常 的 に は 「 模範 的 で な く 」、「 正 し く な い 」 も の だ か ら だ 。 

ユー リ は そう し た 「 誰 も が わか っ て は いる けれ ど と 踏み 込 
め な い 場 所 」 に 降り 、 自分 自身 の 信念 、 叶え られ ず に いた 
世直し の 思い に 向き 合う 。 その 理念 の 究極 は 、 腐敗 の 象 
徴 で ある 悪役 に 自ら 手 を 下す 場面 だ 。 それ は 魔物 と の 反 
復 的 な 「 戦闘 」 で は な く 、 緊迫 する ワン シー ン と し て 生々 し 
く 描 か れる 。 この 「 殺 人 」 の お か げ で 人 々 は 圧政 か ら は 
解放 され る の だ が 、 誰 が 諸悪 の 根源 を 断罪 し て くれ た の 
か 、 当事者 た ち は 知る こと が な い 。 

正当 な 評価 を 受け ず 、 む し ろ 法 に 照ら せ ば 「 罪 」 と 呼ば 
れる 行為 を 重ね る こと を 、 彼 の 親友 フレ ン は 責め 、 あ る い 
は その 代償 と し て 、 果 た し た 功績 を 正しく 称 さ れる べき だ 
と 訴え る 。 フレ ン の 叫び は プレ イヤ ー の 心理 そ を の も の で 
も ある 。 |「 親しい 人 た ちの 幸福 」 を 誰 よ り も 見 定め 、 雄々 
し い 意 志 で た ぐり 寄せ る 力 を 持ち な が ら 、 その 過程 で 傷 つ 
いて ゆく こと は 誰 に も 悟ら せよ うと し な い ユ ー リ は 、 賞賛 を 
浴び て 世界 に 信 な す 相 手 に 立ち 向かう 一 般 的 な 主人 公 像 
と は あま り に か け 離 れ 、 じ つ に スト イッ ク だ 。 


@ | 部 」 が | 正義] に な る と き 


0 わ ゆ の の 1 に ラン に 司 三 9 人 呼 は れ の つき つゆ だ 
高 の 勇 者 像 は 、 と き に 極め て 孤独 で ある 。 そ の 典型 は 
デイ リス オン タン ウン タン ほお ける タオ ス だ 8 彼 
は 故郷 を 救う た め に 異 卿 の 侵略 も 止む な し と 考え た 
「 魔 土 ] で 、 そ の 戦い に は 賛同 者 は 皆無 だ 。 配 下 の 者 た 
ち は み な 洗脳 し た り 媒 権 を 餌 に 利用 し て いる だ け で 、 
真意 を 知り 彼 を 助け よう と いう 理解 者 は ひと り も いな 
い 。 ゆ え に 信 念 に 基づく 戦い は 高潔 な も の で ある と 同 
時 に 、 大 変 な 寂 憲 感 を 伴う 。 あ る い は 本 作 で ユー リ に 
立ち は だ か る デュ ー ク 。 人 魔 戦 争 で 人 に 勝利 を も た ら 
し た 文字 どおり の 「 英 雄 」 は 、 今 や 死人 と みな され 本 人 
も 人 で ある こと を 捨て て いる 。 世界 の た め に 人 を 切り 
捨て る と いう 決意 は あま り に 強固 で 、 そ こ に は 我々 の 
共感 な ど 必 要 と し な い 。 

し か し ユー リ の 場合 は 、 同 じ 「 正 義 ] ゆ え に | 悪 」 を 辞 
さ な い 立場 で も や っ て も 、 こう し た 孤独 感 が 希薄 だ 。 相 
棒 を 人 で は な く 犬 に 居 む 物語 の 冒頭 こそ 、 彼 が アウ ト 
サイ ダー で ある こと を 強く 感じ させ る も の の 、 や が て 
そう し た 漂泊 感 な ど そ っ ちの け で 、 多 く の 仲間 を 勝ち 
得 て ゆ く 。 も っ と も 、 そ の 「 仲間 ]」 で すら 、 机 上 の 正 し さ 
を 求め る 優等 生 と は ほど 遠い 。 始 祖 の 隷 長 に 深く 与 す 
る クリ ティ ア 族 の ジュ ディ ス は 、 場合 に よっ て は ヒロ 
イン ・ エ ステ ル を 手 に か ける こと を 前 提 に 同行 する 。 
人 嫌い を 公言 し て 憶 ら な い リ タ は 、 一 行 と の 共闘 を 自 
分 の 研究 、 と り わ け エ ステ ル の 潜在 能力 に 寄せ る 好奇 
心 に 求め る か ら で 、 人 助け な ど と いう 善意 は 持ち 合わ 
5GPV な 06 1 レイ ワシ シ に つて は その 正体 は バリ バリ 
の 帝国 騎士 、 そ れ も 騎 士 団長 の 右腕 と いう と ん で も な 
い 立 場 の 人 間 で 、 さ ら に は ギル ド 側 と の 二 重 三 重 の ス 
パイ と いう タチ の 悪さ だ 。 し か し こう し た 多分 に 利己 
的 な 側面 を 備え た 面々 を 引き 寄せ る 、 求 心 力 を 持つ 男 
と し て の 「 ユー リ 」 が 、 だから こそ 術 力 的 に 映る 。 本 来 
は 孤高 で ある は ず の 「 汚れ 役 と し て の 英雄 が 、 同じ く 
偽善 に 背 を 向け 見 放さ れ 、 し か し 己 の 信念 に 向き 合う 
者 た ち に 囲ま れ て 、 世 界 の 渦 の 中 心 に な っ て ゆく 。 

信じ る も の を 貫く が ゆえ の 葛藤 。 夷 購 と 本 音 と の 狭 
間 で 苦し み 翻 弄 さ れる 思い 。 そ うし た 稼 れ や 後ろ 暗 さ 
を さら け 出 し 、 な お 彼ら は それ ら を 包含 し た 新た な 口 
ジッ ク の 紡ぎ き 手 選 な る 5: 折 々 が ダテ クビ ヒー 晶 古 に 求め 
た 英雄 像 は 、 や は り 「 純 粋 無垢 で は な い ] 仲間 た ちと の 
絆 に よっ て 、 壮 大 な カタ ル シ ス を 約束 する の で ある 。 
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The essence of “Tales of Vesperia " 
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マザー シッ プ の) 


ダイ トル 


デー マソ ング :「 永 遠 の 明日 」 DEEN 


Game Data 


テイ ルズ オス ハー ツ 
アー メー ビー バディ タル ョ シン 
テイ ルズ オス ハー ツ 
OCG ん "ビル ディ ジョ ン 


2008 年 12 月 18 日 


エス コ ゴート 
タイ トル ゆ 


SbGKYOE TAEBS 0EF HEARKTS' 


めく 
い 衝 % 茹 
求 ん 
こ め | 
及 Ca 
[ 3 人 目 を 忍ぶ よう に 祖父 ゼクス と 暮らす シン グ は 、 冷酷 な 


魔 導 土 イ ンカ ロー ズ に 追わ れる 少女 コハク を 助け る 。 し か 
し 混乱 の 最 中 彼女 の スピ リア は 崩壊 し 、 コハク は 感情 の ほ 
と ん ど を 衰 失 。 責任 を 感じ た シン グ は 四散 し た スピ ルー ン 
片 を 回 収 す る た め 、 彼 女 の 兄 ヒス イ と 旅立つ 。 


エー フナ ぱつ いで て 1 せ 


心 と 出会う RPG 


ニン テン ドー DS に よる マザー シッ プ タ イ トル 第 
2 弾 。ROM の 容量 の 限界 に 挑戦 する 、 据 え 
置き 機 作 品 に 匹敵 する ボリ ュー ム を 実現 し た 。 
また タッ チ パ ネル を 利用 し た 術 技 発 動 の シス テ 
ム は 、 直感 的 な 操作 性 が 強く 支持 され る 。 


heartLha:rt]:[ 名 ]1. 心 臓 2.( 感 情 の 中 心 と し て の ) 心 , 胸 の 内 , 本 心 , 心 情 3. 愛情, 情愛 , 情 4. 元気, 勇気, 熱意 , 興 味 


| 合 さ 層 忍 ] 
「 ふ > 画 KII 


時 を 同じ くし て に わか に 広がり 始め る 、 心 を 触 まれ る デ 
スピ ル 病 。 この 原因 で ある スピ リア を 侵食 する 魔物 ゼロ 
ム を 退け る た め 、 シ ング は バレ イア 教会 の 結晶 騎士 カル セ 
ドニ ー と 対立 し な が ら も 、 唯一 の 対抗 手段 で ある 神秘 の 
武具 ソー マ に よっ て 人 々 を 助け る 。 し か し デス ピル 病 は 、 
飛び 散っ た コハク の スピ ルー ン が ゼロ ム を 引き 寄せ た こと 
が 元凶 で 、 こ れ は コハク の スピ リア に 身 を 隠す 「 ね むり 姫 」 
リチア を あぶ り 出 す た め に 、 帝国 軍 が 故意 に 仕掛 けた 罠 
だ っ た の だ 。 コハク の スピ リア が 復元 され 意思 を 取り 戻 
し た リチア は 、 宿 主 コ ハク を 危険 に さら し て で も 、 敵陣 に 
飛び 込み 二 千 年 越し の 宿敵 クリ ー ド に 対抗 する と 言う 。 
それ は お と き ぎ 話 の お 姫 様 が 現実 に 背負 っ た 、 亡 き 故 郷 * 結 
唱 界 ( ク ォ ー テ ィ ア ) へ の 罪 減 ぼ し の 戦い だ っ た 。 


Game Package 


マザー シッ プ 
@⑥ タル 


「 ア ニ メ ム ー ビ ー エ ディ ショ ン 」 は 、 主 要 メ ン バ ー に よる 構成 。 
華やか な 色彩 は 、 作 品 の テー マ で ある 無数 の スピ リア (感情 ) 
の か けら を 初 徳 と させ る 。「CCG ムー ビー エディ ショ ン 』 は 一 転 
し て 硬質 な 、 白 地 に 銀 の 線画 。 モ チー フ は 世界 の 変 草 を 託 
され た スピ リア の サー バ 「 サ ンド リオ ン 」| で 、 作 中 で も た と えら 
れる 「 羽 クジ ラ 」 の 姿 の まま に 、 和 白い 月 を 背景 に 空 に 舞う 。 


NINTENDOpIT う で 
NINTENDg IT う S, 


た teO 
B 記 - 上 に nm ヒロ 
ーー Pa 


Book 


デイ ルズ ォ ス ュ 
リー レノ 


何と 言っ て も 全面 に 散り ば め ら れ た 雪 の 結 唱 に 目 を 共 わ れる が 、 背 
景 に 浮か ぶ 木 々 の 姿 に も 着目 し た い 。 雪 の 中 に た た ず む 大 樹 は す な 
わ ち 、 二 千年 に 渡っ て 「 ね むり 尋 」] リチア を 守り 続け た 巫女 た ちの 銀 
微 で ある 。 そ し て カバ ー 全 体 を 染め る 淡い ブルー グリ ー ン は 、 こ の キー 
パー ソン ・ リ チア の パー ソナ ルカ ラー に し て 、 ヒ ロイ ン ・ コ ハク が 逆境 
に も 決し て 失う こと の な か っ た 、「 優 し し ょ の スピ ルー ン 」 の 色 だ 。 


エス コー ト 
い / タイ トル 


時 信 
る ヾ 


軍 を 利用 し 再び 迫る イン カロ ー ズ の 襲撃 に 、 綴 り を 顕 減 び た 故郷 の 復活 な ども は や 建前 。 クリ ー ド は 失っ た 想 

わ に する シン グ 。 その と き 彼 の 中 か ら 残 虐 な 人 格 が 現 わ い 人 フロ ー ラ の 救済 に の み 囚 われ 、 自ら 生み 出し た 魂 を 食 
れる 。 リチア の 帝 れ る 「 色 の 髪 の 魔 土 ] ク リー ド は 、 ほ う 魔 物 ガ ル デ ニ ア と 一 体 と な っ て シン グ ら に 迫る 。 フ ロー 
か で も な い シ ング の スピ リア に 潜み 続け て いた の だ 。 自 ラ が 夢想 し リチア が 財 罪 を 託し た 「 信じ 合う 想い 」 を 力 に 変 
ら の 内 に 世 の 破 減 を 拘 え て いた こと に 絶望 し 、 生き る 気力 え 、 シ ング は ソー マ を 手 に クリ ー ド と 対 剛 す る 一 一 。 
を 失う シン グ 。 そん な 彼 を 励ま し 支え た の は 、 彼 に 守ら れ 
続け た コハク だ っ た 。 ふた り は スピ リア の 持つ 可能 性 を 
信じ 合い 、 リ チア と と も に クリ ー ド に 立ち 向かう こと を 碑 う 。 
その 決意 に 呼応 する よう に 互い の ソー マ や 人 々 の 想い が 
リン ク し 、 世 界 に スピ リア の 終 が 広がっ た 。 二 千 年 前 に リ 
チア の 姉 フ ロー ラ が 世界 を 救う 手段 と し て 提唱 し た 、「 い 
ば ら の 森 」 計画 の 中 核 | ソー マリ ンク 」 が 、 つ い に 現 実 の 
も の と し て クリ ー ド に 迫 ろ うと し て いた 。 


STIHV ヨ 4H 0 SH ヨ HIVI 


ー ン > ふき へ ミ さ や 


て 


ヴァ グ 


) W リア NG ぅ > 
SW 
oy 6 SH まま 妥 り 1 WEP せ BE NSR 
am の ニム 
較 較 、、) ノ シン グ . メ テ チ ラブ ト 


ao * 種族 : 原 界 人 (セル レイ ド ) 乱 性 別 : 男 年 齢 :16 歳 欠 身 長 :167cm 移 体重 :54kg 
ン も 出身 : シ ー ズ ル で 初期 称号 : 夢 見 る 少年 移 ソー マ : ア ステ リア 欠 一 人 称 : オ レ 


エス コー ト 

タイ トル 

・ シ ー ブ ズル 流 最 完 端 ? 
田舎 の 漁村 に は 不 釣り 合い な ほど 
洗練 され た 、 黒 を 基調 と し た ライ 
ダー スス ー ツ が トレ ー ド マー ク 。 


! 

/ ・ 形 見 の 名 は 星 の 光 き 
ゼクス か ら 譲 り 受 けた アス テリ ア は 、 
「 星 の 輝き 」 の 花 言葉 を 持つ 結晶 
界 の 花 と 同名 の 剣 型 ソー マ 。 


・ 屋 戦 を 知る 逸品 
ーー ーー ーー ー 
ン 年 期 の 入っ た レガ ー ス 。 いばら の 
姫 と 巫女 の 守り 手 と し て クリ ー ド に 
レン 挑ん だ 祖父 を 守っ た と いう 。 


SHIHVU ヨ 4H 0 S ヨ IVI 


早く に 母 を た くし 、 太 婦 ゼクス の 本 で 凛 胡 を 会 得 
し た 少年 。 夏 姜 感 か ら 魔 導 ナ プン カロ ー ズ に 
われ る コハク を 乱 け 、 契 毅 し た 彼女 の スピ ルー 
ン を 求め て 旅立つ 。 秘め た / 僧 宮 / の 大 震 に 古 
の 思念 短 二 クリ ー ド だが 寄生 し て あり 、 初 婦 の 説く 
教え と ば 欧 構 を 部 さえ 込む 生き 方 その も の 。 し 
か し 本 人 は ぞ の 事実 を 名 ら ず 、 や が て 訪れ る ク 
リー だ の 痢 活 に 講 弄 され る 。 


コー" いい 


マザー シッ プ 
@⑤ ダイ トル 


ご っ ち も 救 えな い バ カカ 野郎 じ ゃ な いか ! ! 


お 前 こそ 、 世 界 も や 、 女 の 子 の スピ リア も 、 全 則 オ ど 
共 レ 


福 父 は 言っ た 。 径 り に 飲ま れる な 。 憎悪 に 染まる な 。 強く 正しい スピ リア で 己 < ひ 
を 律 し 、 偉 大 で な く て も いい 、 胸 を 張れ る 男 に な れ と 。 母 が 死ん だ あと 、 そ の 言 
葉 に は 一 層 熱 が こも り 、 冷 酷 な 魔 導 土 に 祖父 が 殺さ れ た と き で さえ 、 シ ング は 神 還 6 
父 の 道 言 だ と 、 復 讐 の 念 を 悲し み に 変 えて 画 え た 。 


疑わ ず 、 想 い の 力 を 信じ た は ず が 、 ほ か で も な い 自 分 が 、 皆 を 絶望 に 突き 落と 
す 引 き 金 に 指 を か け て いた な ん て 。 

けれ ど 痢 に つけ 入る 隙 を 許す 弱 さ が スピ リア の 一 部 な の だ と し た ら 、 絶望 を 希 
望 に 変え る 稀 き も また 、 ス ピリ ア の 本 質 。 祖父 や 母 や その 仲間 た ち が 遺 し た ソー 
マ が 、 夢 物語 だ っ た スピ リア の つなが り を 生み 、 や が て 訂 く 絆 は 世界 中 を 結び 
合わ せる 。 仲間 と 。 家 旋 と 。 同 じ 大 地 に 生き る 人 同士 。 そ し て 粉々 に 砕け た ス 
ピリ ア を 抱え な が ら 、 そ れ で も 彼 を 信じ 続け た 、 強 く 優し い コ ハク と 。 

世界 を 守る 戦い は 、 自 分 の 中 に 眠っ て いた 「 弱 さ ] と の 対 財 。 つ な ぎ 止 め ら 
れず に 世に 放っ た 、 憎 し み と 悲 嘆 の 権化 と に 、 シ ング は 祖父 ゼクス の 形見 を 向 
ける 。 そ の 傍ら に は 、 有 母 ド ナ の 想い を 携え る コハク 。 そ し て 彼ら を 運ぶ の は 、 コ 
ハク の 母 ア イオ ラ の 抱擁 に 似 た 大 き な 細 。 終末 の 白い 月 が 億 の 夜 を 巡る 途方 も 
な い 時 間 、 ね むり 姫 の 夢 に 未来 を 託 し 続け た 白 り の 夜明け は 、 シン グ と コハク と 、 
スピ リア の 絆 を 確か め 合っ た 仲間 た ちの 手 を 経て 、 命 と 愛 と を 貧 欲 に 求め 続け 
る 嘆き の 蝶 ガ ル デ ニ ア に 放 た れ た 。 


痛 
少年 を 成長 へ と 導く 言葉 は 、 同 時 に 「 封 男 ] で も あっ た 。 母 の 身体 を 伝い 、 as 
まだ 月 に 満た な い 胎 児 の 稼 れ な き ス ピリ ア を 侵し た 銘 獲 で 尊大 な 男 。「 憎 悪 」 の つう 
感情 に 周到 に 身 を 潜め 、 い つ し か 怒り に 身 を 任せ て それ を 解放 する 時 を 、 嘘 い e を 。 
を こら えて 待ち 続け た 弾 色 の 頻 の 魔王 。 人 に 誇れる 強い スピ リア を 手 に し た シン ーー こ 
グ は 、 魔 王 に と っ て また と な い 「 器 」 と な り 、 知 ら ず 邪 悪 を 身 に 宿 し 続け る 。 そし る Ma 
て 仲間 の 命 を 盾 に 取ら れ た 喘 叫 が 、 つ い に 世 界 の 破滅 を 世界 に 解き 放っ た .。 人 e 
残酷 な 真実 は 彼 を 触 み 、 心 砕い た は ず の 仲間 を 拒絶 し 、 事 実 を 告げ ず に 死 ど 
ん だ 祖父 と 母 と を 恨む 。 自分 が この 世に 生ま れ た 瞬間 に 、 魔 王 も ろ と も 殺し て く | 
れれ ば 、 世 界 は ずっ と 守ら れ て いた の に 。 皆 の 幸せ を 願い 、 皆 の 力 に な れる と bd ん 
な 


rl 
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ー こ ン び 財 編 ご 端 見 
…… 計 同和 へ 選 嘆 


「 


eo SS 


W 


生き て て ………… よ か っ た の か な ? 


@ 「 作 戦は ひと つ ………… 「 全 力 で 戦う ] だ 上 : 因縁 浅 か ら ぬ カ ル セ ドニ ー 隊 と 出くわし た シン グ の 猪突 猛進 な セリ フ 伸 「 お 前 こそ 、 世 界 も 、 女の子 の スピ リア も 、 どっ ち も 救え な 
い バ カ 野 郎 じゃ な いか ! : 立場 に 固 才 す る カル セ ド ニー に 叩き つけ る 愚直 な 正論 便 生 き て て ……… よかっ た の か な ?] : クリ ー ド に 義信 され て いた 事実 に 向き 合い 、 励 ます コハク ウン の 


へ の 問い 掛け 倫 「 ど ん な に 痛く て も …… ど ん な に 苦し く て も …… オレ た ちの 大 切な 想い は 渡さ な い ッ !] : ガル デニ ア ・ コ ア と 一 体 化し た クリ ー ド に 向け る 、 世界 を 救う 決意 


奥 誠 9 こき LO 
コパ リグ ・ ノ パー ジ 
ぐ 種族 : 原 界 人 (セル レイ ド ) @ 性 別 : 女 @ 年 齢 :17 歳 で 身長 :158cm 体重:45kg 
で 出身: ノー ク イン 初期 称号 : 波 打ち 際 の 少女 @ ソー マ : エ ル ロ ン ド @ 一 人 称 : わ た し 


・ 雪 小町 の 東 

自慢 の 黒 胡 を わざ わざ 束ね る の は 、 
得意 の 足 さば き に 支障 あっ て は な ら 
ぬ と いう 色気 な き 理由 の よう だ 。 


・ 陽 差し を 衣 歌 し て 

故郷 ノー クイ ン で は ロク に 出せ な 
か っ た お 肌 。 南 大 陸 の 熱い 太陽 を 
受け て 、 今 めい っ ぱい さら し ます 。 


・ 受 け 継ぐ 心 の 絆 
バト ン 型 に な る ソー マ ・ エ ル ロ ン ド は 
シン グ の 母 ドナ の 形見 。 大 切な 人 
と の つなが り を 強く 感じ て 。 


SLHV ヨ H コ 0 S コ 1VI 


スピ リア に 交 る / ね むり 姫 / リ チア の 声 に 導 か れ 、 
シン グ の 下 に 現われ る 少女 。 スピ リア の 想 敵 で 
一 歴 は ば と ん どの 情 請 を 失う が 、 シ ンク や ヤ 兄 ヒス 
イ と の 旅 の 史 で 、 邊 (を 伝え 合う こと の 意義 を 身 
を も っ て 示し て ゆく 。 去 来 ば 周 達 で 物 乱 じ し な い 
灯 放 で 、 リ チア の 族 活 と 閣 願 の 成就 を 訂 え る た め 
の 肖 ( い に 、 菩 が こと の よう に 心 を 婦 い て いる 。 好 
物 は イカ 形 礎 益 な ど 天 礎 系 と いう 淡い 一 庫 も 。 


ー ン \ 入 で へ 
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( マザー シッ プ 
の ⑥ タネ トル 


相 い の か けら を この 胸 【 


と つ 
に 


記憶 に ある いち ば ん 最初 の 友達 
は 、 里 の 子供 で は な く ス ピリ ア に 暮らす 層 の お 娠 様 。 
まぶた を 閉じ る と 現われ る ガラ ス 細 工 の よう な 世界 で 、 い ば ら 
の 奥深 くに ふた り で 身 を 潜め 、 わ た し は 彼女 に た くさ ん の こと を 教わっ 
た 。 人 の スピ リア が 持つ 力 。 彼女 の 使 全 。 そ れ か ら 顔 も 声 も 肌 の 匂い さえ 
も 知ら な い 、 お 母さん の こと 。 ずっ と いっ し ょ に 過ごし た 大 切な 友達 だ か ら 、 願 い 
を 叶え て あげ た か っ た 。 悪い 魔 導 十 か ら 彼 女 を 逃がす た め に 、 ス ピリ ア を ば ら ば ら に 
する こと だ っ て 、 怖く な か っ た 。 
「 感 情 ] を 取り 返す 道のり は 、「 想 い 」 の 意味 を 知る 途方 も な い 旅 。「 應 怖 ] を 取り 戻し た 
と き 、 世界 を 覆う 闇 に 震え 、「 疑 い 」 と 「 信 頼 」 に 人 を 信じ る こと の 難し さと 温か さ を 知り 、 あ る 
べき 「 恥 じらい 」 に 類 を 菜 め 、「 悲 し み 」 が 大 切な シン グ の た め に 涙 を 流さ せ た 。 よ う や く 上 時 っ た 「 男 
気 」 が みん な の 命 を 守り た いと 願わ せ 、 身 勝手 な 大 人 た ち に 「 色 り ]、 想 い を つなげ 合う | 喜び 」 
と それ を 願う 「 夢 ] を 感じ 、 大 好き な 人 へ の 「 愛 ] を 取り 戻し て 、 わ た し は 本 当 の わた し と し て 、 シ 
ング と いっ し ょ に 、 彼 女 の た め に も う 一 度 歩く の だ と 決め た 。 
そし て どん な と き に も 失わ れ な か っ た 最後 の か けら 、 深く 鮮やか な 裕 の 「 優 し は ]。 そ れ は きっ と 、 
リチア と いっ し ょ に 育ん だ 、 彼 女 の 祈 り そ の も の の 形 。 彼 女 が 魂 を 分 け 与え る よう に し て 、 命 に と っ 
て いち ば ん 大 切な 感情 を 、 ス ピル メイ ズ の 奥底 に 隙 し て くれ て いた の だ か ら 。 わ た し は その 優 
し さ を す べ て の 人 に 伝え て 、 願 い を 形作る 力 に し た い 。 
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四 大 丈夫 。 必 要 な こと は 、 ず っ と 昔 か ら す べ て 世界 に 揃っ て た 。 お 母さん や その 仲間 た に 

て ち が 命 に 代え て 守っ た リチア と 、 彼 女 が 駆り 願い を 束ね る 夢見 る クジ ラ 。 ス ヒ ピリ ア を つ だ トト 

0 な げ 合 う 力 に な る 、 神秘 の ソー マ 。 それ か ら 何 より も 、 想 い を 委ね 信じ 合え る 、 玉 緒 

MG この 星 に 生き る 人 た ち 。 本当は いつ だ っ て 、 リ チア や た くさ ん の 人 が 苦し ん ツ 記 > 

CO だ ーー 竹 前 の 区 先 で も つなが り 合 えれ ば 叶っ た は ず な ん だ よ 。 あ 1 。 

相 まり に も 求め すぎ て 、 歪 ん だ 愛 の た め に 心 狂わ せ た か わい そ い っ 
5 うな を 災 色 の 魔王 に さえ 、 裕 に 輝く わた し た ちの スピ 8 
5 リア の 力 を 、 き っ と 届け て みせ る 。 て AM 
和 9 | 
e コ 


出 て き て よ 、 リ チア !! 

お 兄ちゃん を 助け て エッ 上 わた し わる 信 る 。 
シン グ の 中 に 多く 

スピ ルー ン …… 星 の 光 を ーー 


ミー ニラ NN ふき ふ や 


@「 わ た し に も 聞こ えた よ …… わ た し を 呼ぶ …… シ ング の 泣き そう な 声 ……」: 遭 難 の 危機 に 発動 し た ソー マリ ンク の 奇跡 を 見 て 但 「 出 て き て よ 、 リ チア !! お 兄ちゃん を 助け て エッ !: 
兄 や 仲間 の 命 を 盾 に リチア 顕在 化 を 迫 ら れ た コハク の 絶叫 氏 傷つい た 誰か の た め に 一 緒 に 泣い て 、 色 っ て くれ る 優し い 人 だ よ ッ ! : 仲間 た ちと の 関わ り に え る 傷心 の シン グ に 向 
けた 叱 嘩 「 わ た し も 信じ る 。 シン グ の 中 に 輝く スピ ルー ン …… 星 の 光 を 一 一 : ガル デニ ア に 吸わ れ て な お 力強く 輝く 原 界 の 姿 に シン グ へ の 想い を 重ね て 


N ミク 


首 OCG て ECU6UEe ht 05 
ど ズ イプ ・ ノ リージ 
の も 種族 : 原 界 和信 (セル レイ ド ) 欠 性 別 : 男 参 年 齢 :18 歳 移 身長 :184cm 久 体重 :70kg 
ン 出身 |: ノー ク イン 欠 初期 称号 : カ ナツ チ 兄 ちゃ ん 参 ソー マ : ゲ イル アー ク 乱 一 人 称 : 俺 


・ 雪 道 で も 戦闘 で も 

アト ミナ 社 製 ゴ ー グ ル は 戦闘 時 に 
装着 。 値切っ た つも り で も まだ まだ 
ボラ れ て いた 田舎 者 の 買い 物 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑤ 


・ ソ ー マ の お 代 は 俺 
コハク を 救う た め イ ネス に 土下座 し 
て 買っ た ゲイ ルアー ク 。 法 外 な 金 
額 代 わり の 請求 は 己 が 身 だ っ た 。 
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・ 水 さえ な けれ ば 
鷹 の よ うに 舞い 雪 列 の よう に 駆け る 。 ト 
カナ ヅ チ と いう 弱点 さえ な けれ ば 世 
界 は 彼 の も の な の に ……。 


然 コ ハク の 天 江 な ら び に 構い 男 か ら の 護 稀 役 と し て 、 と も に 故郷 を 訪 た 表 企 。 
事実 上 コハク の スピ リア を 磁 壌 し た に 等 し い シ ング を 硬 の 戯 に し 、 彼 に 備 () を さ 
せよ うと 必要 以上 に 芋 く あたる 。 また コハク を 共 願 成就 に 動 妃 する と 言い 女 っ 
た り リチア を 疹 材 す る が 、 や が て ぞ の ひたむき な 邊 (に 刀 た れ 、 放 より も 彼女 を 
後 交 し する 立場 と な り 、 機 本 で 人 本 な 愛人 誠 で 帝 す る 。 


ユー フ プ WT ハト \ 


に 0 


靖 痕 の 騎士 は 熱い 腕 に 姫 を 抱く 


「 ス ピリ ア に 和 宿る 女神 リチア 様 」 を あり が た く 崇 拝 す る 、 ノ ー ク イン の 古く さい 教え は 、 今 で は 旧 バ 
レイ ア 教 だ の 異端 だ の 言わ れ て 追 害さ れ て 久しい 。 発端 は 17 年 前 の 「 異 端 者 狩り ] だ 。 巫 女 アイ 
オラ を 身重 と 知っ て 厳寒 の 氷河 に 追い 詰め た 非道 の 教会 騎士 。 持て る 思念 術 を 尽く し て 騎士 を 退 
けた 村 の 男 た ち 。 そ し て 母 ア イオ ラ の 命 と 引き 換え に 、 皆 に 見 守ら れ て 生ま れ 落 ち た 、 大 切な 妹 コ 
ハク 。 シ スコ ン と 言わ れ よ う が 、 彼 女 の 身 を 万 事 に 優先 する こと が 、 ヒ スイ の 身上 だ っ た 。 危 寺 を 加 
えて お き な が ら ぞ っ こん 惚 れ 込 む シ ング な ど 、 も の の 数 に も 入ら な い 。 彼 の 自負 は どん な と き で も 妹 を 
等 る 、 そ れ が すべ て 。 

そん な 愛 お し い コ ハク の 身体 に に いけ し ゃ あし ゃ あと ひと り の 女 が 隠れ て いた 。 ス ピリ ア を 壊し て 自 
分 だ けが 逃 げ お お せ 、 今 度 は 仲間 た ちご と 自分 の 財 罪 に 巻き 込ん を で 、 コ ハク の 命 は 省 み な いと 愛 
語 す る 。 し か も あろ うこ と か 亡き 母 さ え 同じ よう に 利用 し 見 殺し に し た 、 自 分 勝手 で ろく で な し の 、 身 
な り ば か り が 絢 帰 豪華 な お 高く と まっ た 結 唱 人 リチア 。 お と ぎ 話 の お 姫 様 や ら 崇 め る べき 女神 に た と 
えて も ら お うな ど 、 厚 か まし い に も ほど が ある 。 どう 晶 碑 日 に 見 た っ て 、 怒 軸 天 を 衝 き 声 を 荒 げ る の は 、 
振り 回 され た 人 間 の 当然 の 権利 っ て ヤツ だ 。 の メス コー ト 

し か し リチア の 祈り を 、 知 っ て し まっ た 。 遺 さ れ た わずか な 寿命 を 前 提 に し た 、 悲 壮 に し て 強固 な 
決意 は 、 怒 声 を 浴び せ 軸 る 彼 を 快 える こと な く 見 つめ 返し た 。 世界 中 を 敵 に 回 し て 。 福 徐 の よう に な っ 
て 。 命 を 捧げ る 口づけ 。 一 生 の お 願い 。 ど うか 最期 に 、 世界 を 守る チャ ンス を 。 

それ は すなわち 、 大 切な 妹 が ほん の 小さ な 赤ん坊 の 頃 か ら 、 ず っ と 守っ て きた 願い 。 記 憶 さ え 幽 
か な 温か な 母 が 、 命 に 代え て 託し た 願い 。 村 が 世界 の すべ て を 断ち 切っ て 、 母 と 妹 と と も に 信じ た 
願い 。 息 も 絶え 絶え に 目 の 前 に 立つ 裕 玉 の 乙女 の 、 た だ ひと つ 赦 され た 願い . 

彼 は いつ し か 誰 よ り も 強く リチア の 手 を 引き 、 少 女 を 世界 の 最果て に 連れ 出し た 。 祈り の 終わ り 
に その 身 が 滅び 、 彼 女 の 尾 を 礎 に し て 、 無 限 の 未来 が 守ら れる の だ と し て も 。 小さ な 身体 を 折れ る 
まで 抱き し め 、 彼 女 の 祈 り を 見 届け 、 そ の 願い を 叶え させ て みせ る の だ と 、 ヒ スイ は 雷 (そら ) に 訂 く 
青い 世界 に 百 っ て いた 。 
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こい つが 意地 を 張り 通し だ 二 千 年 を 


無 伏 に は し ね ぇ ! 


まる で 念 が あい つ に アレ 
みて え じ ゃ ね え か が あぁ !? 


の すさ 同人 は (は 圧 
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ミー ン いい 込 そ で へ \ 


@ [力ずく で 、 て め ぇ の 立場 を 思い 出さ せ て や る せ ] : コハク を 巡る シン グ と の 確執 に 決着 を つけ よう と する 成 吟 介 「 て め ぇ は コー ト 代 わり だ ! 犠牲 に な っ て 背中 を あっ た め て ろ | : 
サン ドリ オン コア と の リン ク に 消耗 し 切っ た リチア を 背負 う 言 い 訳 介 「 ま る で 俺 が あい つ に アレ みて ぇ じゃ ね え か ぁ !?] : 想い を 伝え 合う こと の 難し さ を 語る シン グ の 、 核心 を 突い た 思わ め ぬ ツン ジ ダ 
言葉 に 対す る 動揺 倫 「 こ いつ が 意地 を 張り 通し た 二 千 年 を 無駄 に は し ね ぇ l] : 自我 が 崩壊 し て な お 使命 の た め に 本 能 の み で 歩む り チ ア を 支え る 叫び 
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4 | 
ネズ ・ ゾ ガー ルン ジ 
マザー シッ プ  (W ズ ンス 
ダイ トル 0 


へ] も 種族 : 原 界 人 (セル レイ ド ) の 性別: 女 多年 齢 :24 歳 @ 身長 :168cm 体重 : 自 称 54kg 
ど も 出身 : 不 明 ‥ 初期 称号 : 運 び 屋 社長 鬼 ソー マ : フ ォ ル セ ウ ス 欠 一 人 称 : 私 


・ 力 自慢 の 凶悪 武器 
妙齢 の 婦人 の 背丈 を 遥か に 超え る 
巨大 な ソー マ ・ フ ォ ル セ ウ ス を 、 し か 
し 彼女 は 楽々 と 振り 回 す 。 


エス コート 
タイ トル 人 ⑲ 


・ 歩 く 広告 塔 
ひと り 社 長 は その 術 惑 の お へ そ と 
胸 と で 、 自 ら 「 日 々 軍 日 」 を 宣伝 し て 
回 っ て いる 。 な ん て 合理 的 。 


・ 軍 部 の 秘蔵 品 

フォ ル セ ウ ス の 格納 形態 は 翠 玉 美 
し い レ ガー ス 。 その 人 性能 も 輝き も 、 
さす が 帝国 軍 直 轄 管理 品 。 
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運び 屋 / 々 亡 刀 / の ひと り 太 長 と し て 奉 を 欺く 、 刻 司 
軍 振 務 部 長 少佐 。 リチア の 請 才 を 得る た め 、 運 び 硬 
業 を 庁 れ 其 に シン グ た ち に 局 行 する 。 寿 務 の 下 意 
が 上 宮 シ ル バ の 衝 的 な 復讐 に ある の を 知り な が ら 
め ら れ な (自分 に 葛 磨 する が 、 や が て シン ク の 幸 意 に 
光 さ れ て め ゆく 。 柳 惑 の ボディ と 男 に ひけ を と ら な ( 和 

力 を 縦 震 す る た めか 、 驚く ば どの 大 食 涯 で ある 。 [ 


ミー ラン いき 込 そ さ へ 民 


マザー シッ プ 
⑨⑤ タテ エル 


郊 と も 言え を た いさ さい な 恋愛 ご っ こ を くり 返し て 、 女 は いつ し 
か 本 当 の 愛 を 知る よう に な る 。 

同 世 代 の 男の子 と 恋 の 真似 事 を する くら い に は 、 私 は 世間 
を 知っ て いた し 、 そ の 年 な り の 苦い 想い も し て きた と 思う 。 け 
れ ど あの 日 湖 の ほとり で 幸福 そう に 昼 絵 を し て いた 男性 と 、14 
歳 の 私 は 運命 の 出会い を し た 。 紳士 的 で お 茶 目 な アイ ザッ ク ・ 
シル バ 。 愛国心 より も 昼食 の 大 切 さ を 説く 姿 が 、 も し も 計算 
で な い の だ と し た ら 、 天 然 の 女たらし だ わ 。 私 は 大 切な お 弁 
当 と 、 そ し て 心 を 奪わ れ た 。 

同じ 帝国 軍 の 士官 候補 生 で も 、 相 手 は 自分 より 5 歳 も 年 上 。 
少し で も 距離 を 縮め よう と 、 私 は 嫌い な 座 学 に も 吐く ほど 辛 
い 夜 間 行 軍 の 演習 に も 食らい つい た 。 で も その うち 彼 は 結婚 
する 。 興 さ ん は 優し そう で 料理 が 上 手 そう で 、 箇 な まぐ さい 世 
界 と は 無縁 の 民間 人 の 女性 。 自 分 と は まる で 違う タイ プ 。 ラ 
イ バ ル の ルー ム メ イト を 応援 する 口実 で 自分 を 王 い て 、 私 は 
た だ 彼 の 部 下 と し て 、 正 規 兵 に な っ た 。 訟 の 終 米 。 そ し て 、 
彼 に は 子供 が で きた 。 

想い を 殺し て 過ごし た の ちの 、 あ の 忌まわしい 公開 実験 の 
日 を 、 私 は 一 生 忘 れ な い 。 思 念 石 砲 暴発 の 惨劇 、 典 さん の 
死 と 、 愛 娘 の スピ リア の 崩壊 。 彼 の 絶望 は 私 の 心 を か き 乱 し 、 
翻弄 し た 。 そ の 嘆き が 、 閉 じ た は ず の 禁断 の 扉 を 開け させ た 。 
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トノ 


エス コ ゴート 
⑤ タイ トル 


で 


の 
Odd 閣 づ 9wHEEC 則 人 慎介 一 


有 ッ 9 U 世 人 康 時 好 


SV さ 層 敢 SC で Y 周 の ひ y な 


i 島 9 


ノ じ 人 止め る こと が で き な い な ら 、 私 に 許さ れる の は 、 役 の 心 を いっ し ょ 費 
に 背負 うこ と だ っ た 。 そ の と き 私 は まだ 21 で 、 で も そこ いら の 女 いい 

が 100 ま で 庄 き て も 敵 わ な い 、 浪 惨 な 愛 を 覚悟 し た 。 
得体 の 知れ ぬ 太 古 の 力 に 、 世 界 の 粛清 と 再生 を 望む な ら 、 わ 
それ が 北 千 の 呪い と 恨み を 招 こ うと も 、 切な る 願い を 叶え た よ 


い 。 娘 の スピ リア を 取り 戻す 万 に ひと つの 可能 性 に 、 世 界 す 


べ て を 引き 渡す つも り で も 一 一 今にも くだ け そ うな 彼 の スピ リア 年 上 だ が っ 】 の て る 
を 守る た め に で きる の は 、 ど こま で も つき 従う こと だ け 。 気 の 
いい 運び 屋 を 装っ て 、 私 は 「 伸 間 ご っ こ 」 で 子供 を 騙す 、 最 な ん で も 受け 


低 最悪 の 課 報 活動 に 身 を 堕 と し た 。 人 と し て ある べき 良心 さ と め と う れる わ | け 


え 、 彼 の 後ろ を 歩く た め に 捨て た 」 

で も 、 あ の 馬鹿 が つく ほど お 人 好 し で 正直 な 少年 の お か げ じゃ な い の よ !? 
で 、 私 は 今度 こそ 、 自 分 の 想い を 伝え られ る か も し れ な い 。 
死 の 悦び し か 実ら ぬ 不 毛 な 愛 で は な く 、 身 を 切る ほど の 痛み 
を 伴う 、 け れ ど 本 当 に 相手 の 辛 福 を 願う が ゆえ の 、 憎 容 と い 
う 名 の 愛 を 
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ーー とこ 法 (YNS 


⑱ [ソー マ を 差し 出す の が 嫌 な ら 代金 は 体 で 払っ て ね 」: シン グ た ちと チェ ン と の 騒動 で 、 ベ リル の ソー マ と いう 漁夫 の 利 を 得 た イネ ス の 満足 倫 「 年 上 だ か ら っ て 、 な ん で も 受け と 
め ら れる わけ じゃ な い の よ !?] : 教会 か ら の 脱出 を 手引 き し た も の の 、 シン グ ら に 荷物 を 潰さ れ た 嘆き 劉 「 真 っ 直ぐ な だ けが 正しい と 思っ て る 子ども が ッ !| : 正義 感 の み を 理由 に 他 者 
を 批難 する シン グ の 純真 さ へ の 怒り 借 「 う ふ ふ 。 仮 だ けど 、 母親 だ か ら 強 いわ よ 」 : アイ ザッ ク の 忘れ 形見 を 前 に 、 眠っ た まま の 命 と スピ リア を 守る 「 母 ] の 決意 


さ 9 ふ 4 


と つ 


| 


の ⑪⑫ やぶ 
伏 


wm ジノ 
ー ズ 人 


上 


(の e 


ラ ) 


\ 種族 : 原 界 人 (セル レイ ド ) の 性別: 女 @ 年 齢 :18 歳 身長 :148cm 体重 :38kg 
出身 ! ス ラン ジュ で 初期 称号 : 宮 廷 画家 志望 欠 ソー マ : テ ィ エ ー ル 欠 一 人 称 : ボ ク 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


・ 芸術 家 必須 アイ テム 
師匠 アラ ゴ か ら 贈 られ た ティ エー ル 
は 、 武器 型 な ど と いう 無粋 な モノ と 
は ワケ が 違う 、 文 化 的 ソー マ 。 


を ん ビバ に oo 


大 人 の 女性 が 少女 趣味 を 取り 入れ 
る オシ ャ レ と も 解せ る が 、 小 柄 な ベリ 
ル に は 幼 さ を 強調 する ば か り 。 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆ 


開 


宮 好 に 召し 旋 え られ る 右 を 夢見 る 、 月 区 天 
画家 。 預 代 の 画家 と し て 移 られ た 太 人 
シン ハラ の ゴ 衣 を 認め る 一 方 で 、 彼 の 破 開 

を 許せ ず 、 ぞ の 葛藤 と 見 通し の 立た な () 将 
来 の 破 安 と に 賠 々 と し た 右 々 を 送っ て の 
る 。 相 は 人 一 言 乱 病 で 補 握 な 任 放 で 、 ひ 
ね くれ た 上 下 意 識 を 忘れ させ る 選評 の な い シ 
ング に 好意 を 旋 く も の の 、 愛 らし い コ ハク 
の 影 で いつ も 信 を 食っ て いる 。 
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H コ 0 SH ヨコ 1V1I 


ー ラ > NN ふき ヽ ふさ 


・ 描 く 心 は 千 変 万 化 
ティ エー ル の デバ イス は 巨大 な 絵 
筆 。 芸術 家 の 喜 怒 哀楽 を 力 に 変 
えて 、 仲 間 を 守る 紋 を 生み 出す 。 


リー 


N NN ・ て 井 LGS OF 旦 セ 電 民 て ら ・ 
2 ベク 2 の) 


ザー シッ アプ 
⑤ タル 


ふん 、 乙 女 の ス ピリ ア に 土足 で 踏み 
うち | こん で お いて [信じ ろ 」 だ な ん て …… 


まる う [お こま が し い | ん だ よ ! 
お 


ね てい シン グ た ち を 見 届け た い ! 
っ, 


シン グ た ちと 一 緒 に いた い ! 
に シン グ た ち を 助け た いん だ 


wm 
人 ーー 


皿 ゲイ ジュ ツ は パク ハツ だ と か 何と か 、 僚 大 ec 
で な 人 が 言っ た らし いけ れ ど 、 ボ ク に と っ て キャ ン パ バス に 叩き つ O タイ トル 
あ ける 絵の具 は 、 恨 みつ ら み と 皮肉 が 渦巻 く 、 ス ウ コ ウ な 思想 の 塊 . 
の ベニ ト と いう 姓 を 名 乗る と き 、 画 増 の 批評 家 は まず 感嘆 の 声 を 上 げ 、 つ き に ボ 
ロ ク の 上 顔 を まじ まじ と 見 て 、 そ し て 最後 に 画 布 に 描か れ た それ を 一 腎 し て 、 口 元 を 狂 め る ん 
だ 。 これ が シン ハラ ・ ベ ニ ト の 係 の 力量 か 。 三代 目 ま で 薄 ま れ ば 稀代 の 才能 も 忘れ な も の だ っ て 。 

冗談 じゃ な い 。 あ いつ は 宮廷 画家 に 召し 上 げ ら れ た 自分 に 酔っ て 、 人 息子 夫婦 の 死 の 床 に 一 一 つま り 
は ボク の パパ と ママ の 最期 に 一 一 さえ 、 い い 気 に な っ て 絵 を 描い て いた サイ アク の 男 さ 。 ボ ク は あい つ 
を 超え て みせ る 。 一 流 の 宮廷 画家 だ ろう が 、 才 能 に か まけ て いち ば ん 大 切な コト を 捨て た あい つ を 、 木 > 端 
ミ ジ ン に 否定 し て や る ん だ 一 ! 
誰 ひ と り 味 方 の いな い 、 都 会 で の 貧乏 画家 暮らし は 、 と て も 孤独 で 心 が す さん だ 。 何 度 も シン サン を 疾 め て 、 
人 を 疑う こと ば か り が 得意 に な っ た 。 し か も この 憎 っ くき 、 い つま で も 子供 の よう な 算 べ ちゃ で 、 つ いで に あっ ち も 
べた ん こ な 姿 。 人 は 見 た 目 で 人 柄 も 性 格 も 才能 も 決め つけ る 。 ボ ク は 世間 に 怒り 、 そ の くせ 荒波 に は めっぽう 弱 
い 、 セ コ く て ひね くれ 者 で 騰 病 な 、 自 称 芸術 家 に な っ て いた . 

で も 18 年 も 経っ て 知っ た の は 、 あ いつ の 「 宝 石 姫 の 肖像 ] は 身内 の 死に 立ち 会 うこ と さえ 禁じ られ た 、 臣 閲 
の 中 で 描か れ た 大 作 だ っ た と いう こと 。 シ ン ハ ラ ・ ベ ニ ト は 絵 だ け に 生き た 醸 い 男 じゃ な か っ た 。 涙 と 鳴 喘 と 、 
遺 さ れ た グラ ンマ と 小さ な ボク へ の 慈しみ が 、 あ の 絵 を 国 の 宝 と まで 言わ し め る 、 偉 大 な 作品 に し て いた 
ん だ 。 あ あ グ ラン パ 、 も し も それ が 本 当 な ら 、 ボ ク は いっ た い 何 に フン ガイ し 、 何 に 吐 嘩 を 売っ て いた っ 
て いう の ? ボク は あな た か ら 授 か っ た 絵 へ の 想い を 、 も っ と 素直 に 受け 止め て よかっ た の ? あ 

な た を 見 返す の で は な く 、 あ な た の よう に な り た いと 願っ て よかっ た の ? 
ボク は きっ と 描く と 約束 する よ 。 シ ング と コハク と ね むり 巡 リ チア が 、 世界 を 守っ た 
冒険 の 物語 を 。 そし て 、 引 き 裂 か れ た スピ リア の 絆 を 、 せ め て キャ ン バ ス の 
中 に 求め た グラ ン パ の よう に で は な く 、 き つく 結び 合っ た 想い の カ 
に 満ち あふ れる 、 歴 喝 的 ケッ サク に し て みせ る さ 。 


Hf 0 の MM St 


SIHV コ H 0 S ヨ HIVL 


ペー フ いい ぱ ツ トト 


@⑯「 ふ ん 、 乙 女 の ス ピリ ア に 土足 で 踏み こん で お いて 「 信 じ ろ 」 だ な ん て …… 「 お こま が し い 」 ん だ よ 中 : [疑い] の スピ ルー ン の 影響 で シン グ ら を 拒絶 倫 上 ………… さよ な ら 、 先生 」: 
尊 人 散 す る スミ ソナ が 世間 を 骨 く こと を 知っ て も 貫く 気丈 さ 氏 「 ち ょ っ と お ぉ お 一! 「 じ ゃ あ 」 っ て 何 さ ? 「 し ょ う が ね ぇ ] つて 何 さぁ ??] : 男 同士 の 勝負 に 巻き 込み 「 い な いよ り マ シ ] 扱い する ヒ 
スイ へ の 文句 代 「 シ ング た ち を 見 届け た い ! シン グ た ちと 一 緒 に いた い ! シン グ た ち を 助け た いん だ 中 : 自己 嫌悪 に 間 ま れ な が ら も 仲間 と の つなが り を 油 望 


MV 本 
詳 較 、、」 ノ クン ツァ アト 


へい ぐ 種族 : 機 械 人 @ 性 別 : 男 性 型 @ 年 齢 :20 歳 (外見 年 齢 ) @ 身長 :193cm ゃ 体重 :77kg 
出身 : ワ ンダ リデル を 初期 称号 : 結 晶 界 の 遺産 @ ソー マ : ヴ ェ ックス @ 一 人 称 : 自 分 


・ 主 の 声 求め て 


速く 離れ て も 、 リチア の 声 を 確実 に 
キャ ッ チ する 集 音 セン サー 内 蔵 。 あ 
る 人 は これ を 「 ステ キ 機 能 」 
と 呼ぶ 。 fi 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆあ 


・ 仮 初め の 読 を 載せ 
ソー マ を 扱え る の は 魂 を 持つ 「 人 」 
だ け 。 し か し 彼 は 疑似 スピ リア で 己 
の ヴェ ックス を 駆っ て みせ る 。 


ーー 
ーー 
門 
の 
トー/ 
m 
エエ 
T 
- コ 
つの 
m 
// 


・ 時 を 超え た 輝き 


ニ 千 年 の 時 を 経て な お 朽ち る こと 
の な い 瑠 璃 の 鎧 。 宿敵 の 度 重 な 
る 魔術 の 応酬 に も 傷 ひ と つ な く 。 


リチア の r 護 革 寺 と し て 造ら れ た 沈 局 型 計 研 人 。 二 チ 年 上 の リチア の 
送 た 劇 と 大 を 局 じ く し て 、 魔 導 二 イン カロ ー ズ て と 交 落 の 対決 を 強い られ 、 
で の 連 て に 胡 有 り に つい て いた 。 リチア の スピ リア を 交 し た コハク の 声 
で 月 覚め る と 、 主 リチア の 復活 を 且 着 し 己 の 存 務 を 准 稚 に 遂行 する 。 人 
の 疹 神 を 燈 し た 疑 人 スピ リア を 圭 ち 、 古 の 起 見 ソー マ を 救う こと が 可能 。 


ソン 


マザー シッ プ 
⑤ タバ エル 


主 を 守る た め に 造ら れる 守護 機 填 は 


双 瞳 に 涙 を 洪 え る こと こそ で き な く て も 
今や 彼 は 主 の 悲願 と 引き 換え に 迫る 瞬間 が 、 
成就 より も 喪失 だ と 、 悼 む 意 味 を 知っ て いる 。 
願わ くば 、 ど うか 自分 と と も に 、 永 効 の 眠り を 。 
己 の 魂 に 主 を 宿 し て 、 終 わり な き 時 間 を 生き る 瑠璃 の 機 士 。 
あの 日 翠 玉 の 姫 に 与え られ た 「 ク ン ツ ァ イ ト 」 の 名 は 
人 に 劣ら ぬ ス ピリ ア を 育て た 彼 に こそ ふさ わし い 
「 稼 れ な き 想 い 」 を 意味 し て いた 。 


に 3 
| リ め 人 に 似せ た 姿 と 、 人 を 真似 た スピ リア と を 与え られ る 。 ん 
高度 な 思考 は 主 を 助け 、 時 に 死地 か ら 救 う ゆ え 。 な 
5 記 99 だ が それ は まがい も の の 「 想 い 」. 偽 
人 己 を 勘定 に 入れ 鑑み る こと は な く 、 の 
ノ ア ンー 不幸 や 悲し み を 字面 以上 に 理解 する こと は な く 、 ァ 2 
(9 死 は 自己 科 牲 と いう 言葉 に も 値 し な い 。 に か 
ル 応 
杯 か 黒鉄 に 鍵 く 所 える 肌 は 、 主 ひと り を 守る た め 。 リ め の ) 
> 白金 の 心臓 に 宿る 命 は 、 主 の 命 に 換え る た め 。 ア 隊 
\ 
) M を 肥 か す 魔 導 二 と の 死闘 の 果て に で 
ツー ゴ 双 肩 に 背負 う 水晶 の 刃 は 朽ち 、 水 銀 の 血 は 流れ 、 
居 それ で も 機 士 は 盟約 の 下 に 菊 り 措 6 
借 の の ” ダイ トル 
(el を や が て 緑 に 萌え る 願い が 結ん だ 魂 の 絆 は て 
ーー @ 硬く 閉じ た 見 せ か け の 種子 に 、 プロ | 
| 】 
| 。 見 知ら め 感 情 の 息吹 を か け て に 3 ママ 
か 邊 いく つも の 花弁 を 開か せ た 。 な の) 
Se 
We 恐怖 は 腕 を 鈍ら せ 、 迷 い は 遅れ を 招く 。 物 リ 
さ の ] 同情 は 隙 を 生み 、 戸 惑 い は 価値 観 を 狂わ せる 。 
あふ れ 出 る 感情 は あま り に も ろく 無防備 で ュー | 
の ( よ 機 士 の 「 任 季 ] に は 決し て ふさ わし く な く 。 同 ド ー 
し か し 「 願 う ] た め に 望ま れ た 、 紛 れ も な い ス ピリ ア 。 違 
年 、 9 た へ 6 
KN 遠く 二 千 年 の 音 、 あ まね く 存 在 に 夢 を 託し た こ の 0 
環 同 士 を つなぐ 強く し な や か で 優し い 絆 は い ホ 1 
の 人 の 定義 を 超え て 、 青 銅 の 体 駅 を 静か に 包む 。 | いい nl 
ye ei 
っ | 
ここ の 


ーー 和幸 基 で 
党 守 朋 TTOT 昌 4 叶 り i 叶 


@⑱ [も う オ マエ た ち に 用 は な い 」 : リチア を 知る コハク の 手がかり を つか み 、 シン グ ら を 見 捨て る 冷酷 な 言葉 代 「 こ ん な 偽 の スピ リア な ど 捨 て て 完全 な 「 物 ] に 戻り た い !」 : 感情 を 持 
つが ゆえ に リチア を 危険 に さら す 、 己 が 抱え る 矛盾 へ の 怒り 借 「 あ た た か い 涙 …… 自 分 は 、 リ チア 様 の あたたか さ を 守 る ッ 目 : 二 千 年 前 の [白化 の 日 の 混乱 に 、 ソ ー マ を 初め て 
起動 させ た 人 に も 勝る 強い 願い 借 「 認 め る ぞ …… キ サマ の クリ ー ド へ の 想い だ け は 本 物 だ | : クリ ー ド へ の 忠誠 に 駆 ら れる 満身 創 療 の イン カロ ー ズ に 引導 を 渡す 言葉 


S ①⑪⑰ ヽ NG ぷ 


5 。 に を 者 1 負う で TO 100/ 導 


Mo カル と だ ニー・ ア ー カ ム 


へ へ や 種族 : 原 界 人 (セル レイ ド ) 性別 : 男 @ 年 齢 :16 歳 @ 身長 :162cm 欠 体重 :48kg 
ン を 出身 : エ スト レー ガ 金 ソー マ : バ ル ハ イト 金 一 人 称 : 僕 、 私 


BEV 神谷 浩史 


・ 因 緑 の バ ル ハイ ト ・ 兄 の ハサミ で 


wi 5 ee SO 性 へ 、 と 
飛 著 能 力 を 持つ ソー マ は 、 教 会 が …、/ こい 、 隊 。 へ 、 レプ 部 下 で あり 兄 の よう な 立 
接収 の 名 の 下 、 コ ハク の 母 ア イオ ラ へ No | 識 ) 場 で も ある 騎士 バイ ロク 
を 追い 詰め 強奪 し た 業 深い も の 。 0 ス 直 々 の カッ ト で 、 オ ン リ ー 


ワン な ナイ ス ヘ へ アー。 


エス コー ト 
タイ トル 
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教会 騰 士 の 誇り 


ン 誇り 高き バレ イア 教会 騎士 の 半 備 
ンプ は 、 教生 アー カム の 攻勢 を 受け 今 
や 正規 軍 を し の ぐ 華 や か さ 。 


パレ イア 教会 韻 科 十 革 の 小 長 を 問 か る 姓 き 航 十 。。 才 
主 で ある 父 婚約 者 に ふさ わし い 人 局 に な る た め 、 選 を 
厳 褒 に 儲 す る が 、 どの 乱 し さゆ え に 周 遼 か ら の 説 解 も 多 
く 、 記 より 大 切な 人 と の すれ 較 い に 書 個 し て いる 。 シン 
グ の 腰 な (, 状 更正 義 感 を 倍 悪 し 、 一 度 な 激しく 
厳 装 。 し か し 次 弟 に その 箇 ら な い 素 直さ が 震 つ 力 を 認 
め 、 白 分 の 個 修 准 を 周 起 し て めく 。 


ー フン で ふ 民 


・ て C 却 し GS 〇 げ げ 本 で 導 氏 て 5・ 


SS の ググ か 


秘め た 言葉 を 深 


my マザー シッ プ 
⑤ タテ エル 


愛情 と は 、 敢 えて 見 せる も の で は な いと 思っ て いた 。 それは 人 
目 を 憶 る よう に 、 そ っ と 介 ぶ べき も の 。 控え め な 仔 ま い の 中 に その 
片鱗 が あれ ば 十分 で 、 声 高 に 吹聴 し た り 、 ま し て 当 の 本 人 に 面 と 
阿 か っ て 伝え る な ど 、 無 教養 で 無粋 な こと だ と 信じ て いた 。 父 が 母 
を 亡くし た 自分 に 、 いつ も そう し て きた よう に .。 

4 つ 年 上 の 美しい 女性 (ひと ) を 妻 に 相 る の だ と 、 父 と それ を 取 
り 囲 む 大 人 た ち は 物 心 つ か ぬう ちか らく り 返 し た 。 1 や か まし い 徐 
索 な ど な く て も 、 彼女 と 示 い を 交わ す 事 実は 、 子 供 の と きか ら 疑 っ 
て みた こと も な い 。 幼い 日 々 に 、 美 し く 慎 まし く 優 し い 彼女 を 姉 と 
慕い 、 憧 れ を 寄せ た 。 や が て 安らか な 時 は 過ぎ 去り 、 彼 は あら ゆ 
る 誘惑 を 遠ざけ 、 他 愛 な い 喜 び を 忘れ 、 騎 士 と し て 名 を 挙げ る こ 
と だ け に 心血 を 注ぐ 。 政略 結婚 と 後ろ 指 を 指 さ れ て 彼女 に 不 屋 な 
思い を させ な いた め に は 、 甘 えも 情 も 捨て な けれ ば な ら な か っ た 。 
マク ス 韻 国 第 一 代 到 上 旦 益 を 生涯 の 伴 価 に する と は 、 つ まり は そ 
1 うた 

己 に 課 し た 義務 と 責任 と 使命 感 と が 、 気 づけ ば ふた り を 遠く 常 
都 と 湖水 の 町 と に 隔て て ゆく 。 そ し て その 身 に も 増し て 、 心 は な お 
遠く 、 声 に 出す 想い も 伝わら ず に . 


ン ン 法 び 紀 湘 
9ft9YCzHSETTYC 
OxGIGu07 の | 


wl9HeuxHRH は ST(rr 聞 吐 臣 
Du/ 池 可 付 半 貴 は は 党 党 


パ 彰 


⑱ 「 で きも し な い 夢 を 、 ひと り 信じ た まま 果て る が いい ] : 相手 の 力量 も 見 極め られ ず 強 気 で 大 義 を 語る シン グ を 打ち の めす 一 関 錯 「 貴 様 が 世界 を …… パ ライ バ パ 様 を 語る か ッ ! : 立 
場 や 事情 も 考え ず 、 正義 感 だ け で パラ イ バ に 共感 を 寄せ る シン グ へ の 激 兄 但 「 あ な た が 世界 を 背負 うな ら 、 僕 は 世界 ご と あな た を 支え ます ] : 真 の 皇帝 た る 覚悟 で 民衆 へ の 演説 の 


場 に 臨む バラ イ バ へ の 響い 氏 「…… 仲 間 の た め に 涙 を 流す の は 一 度 で た くさ ん だ か ら …… な ] : 部 下 を 亡くし た 失意 を 隠し つつ 口 に する 、 ク リー ド と の 対決 に 陥 む シ ング へ の つぶ や き 


青 様 が 世界 を …… 
バラ イル バ 様 を 
語る が か ッ !! 


全 っ た 。 不安 だ っ た 。 何より 今や 神 を も 惑 れ ぬ 旦 常 の 座 に あり 
な が ら 、 変 わら ず 気 弱 で 人 形 の よう な 彼女 が も どか し か っ た 。 彼女 
に ふさ わし い 場 所 まで 上 ろう と も が く 自 分 が 道 化 に 思え た 。 だ か ら 
子供 の よう に 無邪気 で いら れる あの 男 が 、 目 障 り で な ら な か っ た 。 
田舎 娘 の スピ ルー ン ご と き に 振り 回 され て 、 自 分 の 頁 任 が どう の と 
主張 する 正義 感 に も 許 易 し た し 、 善 良さ や 率直 さがす べ て を 史 服 
で きる と 信じ る 、 愚 直 な 物言い は さら に 鼻 に つく 。 分 け て も 踏み 込 
まれ た く な い 大 切な 場所 に 土足 で 踏み 込み 、 理 解 者 ぶっ て 彼女 
に 取り 入る 、 身 の 程 知 ら ず で 厚 顔 無恥 な メテオ ライ ト 。 心底 蔵 ん だ 。 
そし て 同時 に 、 どれ だ け 馬 鹿 を 見 て も な お 人 を 信じ る 強 さ を 組ん だ 。 

た と えば 部 下 に 真 撃 で ある よう に 。 そ し て 騎士 の 鉛 に 曇り な き 正 
義 を 朱 う よう に 。 ど ん な に 無様 で 軸 か に 映 ろ うと も 、 想い を 口 に し 
肩 を 抱く こと は 、 絆 を 結び 合い な ない の 祈り すべ て を 痛 負う 、 た っ た 
ひと つの 方 法 な の だ と 、 男 の 叫び に 教え られ た . 

一 度 は 折れ た 、 双 肩 に 背負 う ソ ー マ 。 そ の 翼 が 己 だ け で な く 、 
心 許 し 世界 を 託し た あの 男 と 仲間 た ちと を 、 ど うか 空 の 高み へ 運 
ん で くれ る よう に 。 彼 は 自分 が た くさ ん の 温か な 想い に 囲ま れ て い 
だ らら な 1 の だ た 。 
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tt 伸 間 の た め に 涙 を 流す の は 
一 度 で た くさ ん だ か ら …… な 


ミー フン いき で ふせ 


や 


D U 6 


た ーー 
0 テウ , ズ ガ ディ アテ 
ムン ぐ 種族 結晶 人 (クォート ) @ 性 別 : 女 @ 年 齢 :14 歳 (外見 年 齢 ) @ 身長 :149cm @ 体重 :71kg 
ン 電 出身 ! ワ ンダ リデル 拓 一 人 称 : わ た くし 


みあ とき 話 / ね むり 姫 / の 原型 で も ある 、 二 チ 邊 前 に 栄 
華 を 誇っ た 虹 人 (クォート ム ) の 少女 。 スピ リア だ け 
の 左 存 と な っ て 原 欠 人 (もち ルレ イ だ ) の スピ ル メ イズ 

ジ ( っ こ ヽ PA 誠 | ん ーO mmm N 
を 渡り 歩 () た 4 潜 ん で いた 。 故郷 ・ エ メラ ルド の 髪 
を 活 し た / ガル デニ ア 応 大 / に 荷 旭 し た こと を 旋 


る AN 8 NM 宝石 と 見 ま が う 身体 を 持つ 結晶 
2 。 ア を 江 。 人 。 髪 の 1 本 1 本 に 至る まで 、 芸 条 
する が 、 局 じ く 当事者 の クリ ー ド に 吉 其 に 名 われ る 。  / ンー 天 ン 品 の よう な 輝き を 放っ て いる 。 


( い )、 元 釣 で ある 疑似 生 臣 ガル デニ ア を 消滅 させ よう と 


・ 少 女 の 夢 の まま に 

髪 や 袖口 に は 桜色 の 真珠 、 テ ィ ア 
アー ラ は 玖 其 、 そし て 金 細工 の 髪 飾り 。 
姫 の た と え に ふ さわ し い 豪 華 さ 。 
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・ 紗 を まとっ て 


薄 布 の ドレ ス に 身 を 包む 姿 は さ な が 、、 


ら 花 の つぼ み 。 し か し 結晶 化し た 
体 組成 ゆえ 、 原 界 人 に 比べ 重量 級 。 


さ ー フラ いき いで ハハ \ 


N NT ・ て 電 LGS5 OF げ 旦 電 RC て 5・ 
> ベク グ 2 


世界 を 有 見 る ね な ぢ な 


も さこ 


| 


ドー 


遠く と お く 、 世界 が 想い の 力 で 作ら れ て いた 時 む ) 洒 8 
代 。 以下 の 瞳 を 持つ 美しい 姉妹 姫 と 、 炎 の よう な 
赤い 敵 の 王子 が いま し た 。 3 人 は 互い に 家族 の よ 2 ち  ) トッ 
うに 親しく 、 わ け て も 姉 姫 様 と 王子 と は 、 そ れ は 睦 2 が 
まじ い 仲 で し た 。 昼 の 光 に 裕 に 友 き 、 夜 は ラン プ 2 7 め 憎 
の 灯り に 鮮 紅 に じ む 、 金 緑 石 さ な が ら の ふた り の 5 ( い ハ 
お 姿 は 、 お と ぎ 話 の よう で し た 。 生 志 1 / よ 
ある 日 、 争 い の 絶え な い 世の中 を 憂い た 妹 姫 は 、 寺 3 因 7 の 
願 王子 と いっ し ょ に 、 人 の 悪い スピ リア だ け を 食べ る に )、 
い 「 蝶 ] を 生み 出し ます 。 悪い 気持 ち が な く な れ ば 省 の の か め 
ゃ い は 消え て 、 み ん な が 幸福 に な れる は ず 。 で も 「 蝶 」 ー の 
死 は 悪い スピ リア だ け で な く 、 世 界 す べ て を 食べ 尽く し \ 6 黒 
し ます 。 人 は 石 と 化し 、 星 は 灰 と な り 、 大 切な 姉 肌 NT/ い 
な 姫 は 「 蝶 ] を 押し と ど め る た め の 人 柱 に な り まし た .。 の 周 の エス コー ト 
| 迷 は 呈 き 、 二 度 と 過ち を 犯 きめ よう 、 王 子 に も 1 1 (て 0 2 
い 自分 に も 、 重 い 杉 を 課 そ うと し ます . の ( 消 
で けれ ど 王 子 は それ を 許し ませ ん 。 妹 姫 は 人 の ス カ 
こ ビリ ア に 隠れ な が ら 、 百年 も 千年 も 逃げ 続け 、 「 蝶 」 王子 は つい に 妹 尋 を 追い 詰め 、 命 を い を 追 り ( 
< を 滅ぼす 方 法 を 求め まし た 。 そ の 間 に も 王子 の 魔 ます 。 で も 妹 尋 は 諦め ませ ん 。 な ぜ な ら 二 千年 も 行 
・ の 手 で 、 身 体 を 借り た 少女 が 死に 、 姫 の 守り 手 の 果て に 、 彼 女 の 願 い を 分 か ち 合っ て くれ る 仲間 つ 
ど が 何 度 も 傷つき まし た 。 い た いけ な 妹 姫 は 己 の 罪 が で きた か ら で す 。 彼 ら は ずっ と 昔 に 姉 姫 様 が 生 0 
ーー 深 さ に お の の きま し た -。 み 出 し た 「 ス ピリ ア と スピ リア を つなげ る を 持 ぐ 、 
つ つ 、 頼 も し い 「 騎 士 ] で し た 。 彼ら が 信じ 合い 、 7 ー 
が 彼女 の 願い を 遂げ させ よう と 思う 強い 心 が 、 妹 姫 さ m 
> に 瑞 怖 を 乗り 越え る た くさ ん の 勇気 を ケ え まし た . い 8 
9 w 彼女 は 祈り ます 。 あ や まち や や まし い 心 や 迷い | 
9 それ が 姉 様 の …… や 苦し み を 各 れ ず 、 大 切な 人 と 想い を 伝え 合え ま s 
: 9 』 す よう に と 。 逮 姫 様 が 信じ て いた 、 ス ピリ ア が 持 回 
< ズ ヒ リ アア の つ 無 限 の 力 が 、 今 度 こ そ 世界 を 救う 、 大 き な 篤 き ー 
年 y DP と な っ て くれ ます よう に と . 
コ 味 で す ツリ ツ 1 ま ! 計 :R め て 心 を 折 わ せ た 弥 の 王子 は 、 姓 姫 と 促 
て 間 た ちの 想い に 救 わ れ た で し ょ うか 。 枯れ た 世界 は テ 
いつ か 再び 芽 吹 く で し ょ うか 。 長い 間 ひ と り で 生き イ 
『 続け た 妹 姫 は 、 と うと う 最 期 の 時 を 迎え ます 。 憶 ル 
玉 の 尋 は スピリア を 瑠璃 の 「 機 土 」 に 託し 、 弱 っ ク 
た 身体 を 玉 繝 の 名 を 持つ 不器用 で 優し い 「 騎 士 」 え 
に 抱か れ て 、 氷 遠 の 「 ね むり 姫 」 に な っ た の で し た 。 作 
| 
ツ 
@ 「 お 願い 、 死 な な いで …… ど うか …… の の …… 生き て !| : 目 の 前 で 息 絶 を よう と し て いる ヒス イ を つなぎ 止め る 口づけ と 祈り 氏 「 わ た くし が 憎い な ら 、 あの 「 黒 い 月 」 に 連れ て 行っ て く 


だ さい ]」 : 命 を 引き 換え に ガル デニ ア 消 滅 を 誓う 覚悟 倫 「 こ の あたたか な 光 に 満ち た 世界 を 一 一 も っ と 生き た い ッ ] : 死 も 恐れ ず 自分 を 追っ て きた シン グ へ 初め て 見 せ た 本 音 の 吐露 
@ [と れ が 姉 様 の …… ス ピリ ア の 味 で す ッ ツ ッ ! 旧 | : フロ ー ラ の スピ リア さえ 食らう 制御 不能 の ガル デニ ア を 前 に 、 それ と 同化 し た クリ ー ド に 突き つけ る 容赦 の な い 裁き 


で い 0? ヽ NG ぷ 


0 コル ルー た クラ ファ 


Se 種族 : 結 晶 人 (クォート ) @ 性 別 : 男 金 出身 : 不 明 多 一 人 称 : 私 


ン 


・ 炎 の 髪 の 魔王 


和 熱 の 炎 を 思わ せる 髪 の 男 は け ね ーー 
むり 姫 」 を 追う 「 継 色 の 英 の 魔王 」 3 
と し て 、 お と ぎ 話 を 彩る 。 


・ 手先 に 畔 いし れ て 


褐 々 し いま で の 華美 な 装飾 に 身 を = 
包む 。 恐れ られ 疎 ま れ た 経験 が 他 
者 を 拒絶 する 次 を 生ん だ の か 。 


ーー 
か 
呈 
ag 
の め 
| em」 
開 
mn ・ 玉 石 の 羅 紗 
上 一 説 に は 「 血 の 石 | と 呼ば れる 黒 ダ 
イヤ さながら に 、 全 身 か ら 発 する の 
は 深く 金属 的 な 輝き 。 


み と き 話 / ね むり 姫 / に 登場 する 幼 色 の 明 の 摩 
才 で 、7 カル デニ ア 対 画 に よっ て 結 旧 欠 の 下 
済 を 奄 誠 し た 異才 の 思 飼 状 士 。 計画 の 失 大 で 
失っ た 症 () 人 フロ ー ラ を 了 り 戻す た め 、 二 チ 邊 に 
渡っ て 原 更 人 に 北大 を くり 返し 、 また す 護 友 ナ イ 
ンカ ロー ズ を 使っ て 、 疑 を 糧 る リチア を つ 疾 
う 。 7 7 年 肪 、 懇 旭 だ っ た シン グ の / 依 夫 リ の ス 
ビリ ア に 寄生 し 放 ん 洛 の 大 を 待っ て いた 。 


・ て LGS 〇 チ 打電 RC て S・ 帳 


ee マザー シッ プ 
『t ー テ ⑨ タイ トル 


狂気 の 果て に 、 た だ 門 を 欲す 


あま り に 優れ た 思念 術 の 力 が 、 実 の 両親 すら え させ 、 物 心 つ く 頃 に は 化け 物 を 見 る よう 
な 好人 庁 の 目 を 遠巻き に 感じ な が ら 、 親 に さえ 疎 ま れ た 子 と し て ひと り で き て きた 。 そん な 自 
分 の 傷つい た スピ リア を 感じ 、 い た わり 、 寄 り 添 っ て くれ た フロ ー ラ 。 彼女 は 母 の よう で も 姉 
の よう で も あり 、 命 に 代え て も 守る べき 、 生 涯 た だ ひと り 愛 する 女性 だ っ た 。 

君 の 優し さ は 企 貸 に 値する 。 だ が その 友愛 が すべ て の 人 間 に 備 わっ て いる わけ で は な い .。 
人 は 愚か で 圧 始 深く 、 争 い を 好む 利己 的 な 存在 だ 。 だ か ら 私 は 君 の 夢 を 否定 し た 。 君 の 
幸福 は 世間 に 一 蹴 さ れる 陳腐 な 富 話 で は な く 、 最 高 の 思 念 術士 た る 私 が 提唱 し た 理論 に よっ 
て 、 実 現し て みせ よう 。 私 が 天 に 放つ サナ ギ が 、 世 界 を 呈 う 負 の 感情 を 吸い 取れ ば 、 こ の 
星 は 温和 で 平穏 な 安らぎ に 満た され る は ず だ 。 

ああ 、 し か し 北 億 の スピ リア すべ て を 餌 に 、 膨 れ あ が る 宰 々 し い 蝶 ガル デニ ア 。 私 の 「 傑 
作 ] は すべ て の 人 間 の 魂 と 世界 の 息吹 を 喰らい 尽く し 、 君 の 体 を に し て 、 千年 も の 長 
い 間 、 宙 か ら 私 を あざ 笑っ て いる 。. 

凡 百 の 人 の 杏 失 な ど 叱 末 な こと 。 所 診 が この 才能 を 見 る や 手のひら を 返し て 英 を 売っ て き 
た 、 蒙 味 な 世界 だ 。 私 が 望む の は 、 ひ と え に 君 を 取り 返す こと だ 。 そ の た め に は 野 密 な 原 の エス コー ト 
界 の 命運 だ ろう が 、 私 を 裏切り 順 罪 を 気 取 る 君 の 思 か な 妹 リチア だ ろう が 、 知 っ た こと で は 壮 計 二 較 
な い 。 何 十 世代 も 薄 汚い 原 界 入 の スピ リア に 寄生 を くり 返し 、 長 れ な 守護 機 士 た ち を 従え リ 
チア を 追い 詰め 、 君 を 取り 返す た め の 力 を 寄 越 せ と 世 界 に 刃 を 突き つけ た 。 

で も 君 は 知っ て いた 。 狂っ た ガル デニ ア が 求め て いた も の を 。 私 の スピ リア を 載 せ た 貧 和 欲 
な 化け 物 は 、 何 より 「 愛 」 を 求め る 本 能 を も て あま し て 、 す べ て を 喰い ちぎ る し か で き な い こと 
を 。 私 が 恵まれ な か っ た 「 愛 」 を 渦 望 し た よう に 、 ガ ル デ ニ ア も 、 決 し て 得 ら れ な い 「 愛 」 の 
答え を 求め さま よい 、 嘆 き 続 ける し か な いこ と を 。 

スピ リア を 稚 わ れ 血 肉 と 果て た 君 の 亡骸 を 
前 に 、 ガ ル デ ニ ア は 一 一 私 は 、 君 の 無償 
の 愛 」 に 気づく だ ろう か 。 君 の 胸 が 堕ち る 私 
の 想い を 抱き し め 、 君 の 繝 と 私 の 災 を 、 色 
移 ろ う 人 金 縁石 の よう に 、 ひ と つの 光 に 織り 合 
わせ て くれ る だ ろう か 。 
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欠 ガル デニ ア と 融合 し た クリ ー ド 例 


千年 間 求め 続け た 愛す る フロ ー ラ の スピ リア を 、 自分 自身 の 
過ち か ら 失 っ た 現実 に 絶望 し 、 ガル デニ ア と 融合 を 果たし た 姿 。 
人 が 持つ スピ リア の 力 を 否定 し な が ら も 、 な お 愛情 を 意 望 し 続 
ける と いう 究極 の 自己 矛盾 の 果て に 、 ソー マ の 力 に 敬 れ る 。 


や 人 さ ハ 間 計 放 飼 計 


上 ーー フ いき で 


@ 「 ほ う …… 致 命 傷 の は ず だ が まだ 動く か ?] : 思念 術 で 軸 か れ な が ら も 立ち 上 が る シン グ の 生命 力 に 対す る 皮肉 を 込め た 賞賛 但 「 お 前 な ど 、 本 い ス ピリ ア に あふ れ た 地上 を 遣い ず 
り 回 っ て いる の が 似合い だ !」 : 原 界 和 で ある シン グ ら の 力 を 借り て まで 、 彼 を 止め よう と 迫る リチア へ の 喘 笑 倫 | や っ て くれ る な 、「 器 」 …… シン グー メ テオ ライ トッ !」 : サン ドリ オン 
の セキ ュ リ ティ を 突破 し て 現われ 、 自分 に 傷 を 負わ せ た シ ング に 対し 、 器 と 見 下 し て きた 相手 の 思わ ぬ 反 撃 に 覚え る 激しい 綴り 


4y NG 
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プ ゾ ガー ジ ・ ズ が ディ ー ン 


リチア の 妨 。 着 謀 欠 最 強 の 選 党 癒 廊 で 、 人 の を 融和 の 原 動 
カカ と する ソー マリ ンク を 赴 講 し 、 ソ ー マ を 応 発 し た 。 妹 の 身 代 わ 
り と な いり 、 援 直 す る カル デニ ア を 二子 年 に 渡っ て 土 じ て いる 。 


je/ ジ 
タ ィ トル 


稚 種 族 : 結 晶 人 提 性 別 : 女 失 一 人 称 : 私 (わた くし ) 


Paranba が Maiin Doret 


パプ イノ 1・ マ ソン ・ が ・ と 


先王 ジル コ ニ ア の 双 を 継 り だ マク ス 藩 司 二 代 至 た 皇 刻 。 世 
民 軍 と パレ イア 教 選 の 政争 の 道 見 に され 、 名 ば か り の 立場 や 
許嫁 カル も が 二 一 と の すれ 達 (を 思 ( ) 病 みみ 、 恭 府 に 暮れ る 。 


エス コー ト 
タイ トル 


も 種族 : 原 界 人 乱 性 別 女 移 一 人 称 わ た くし 


7 / 年 募 、 先 区 ジル コ ニ ア に 導 っ た を クリー が が リチア を 龍 撃 し た / プラ ンス 海 衣 
の 枯 劇 /。 ぞ の 想 ( ) と ソー マ が 故 を 経て シン グ ら に 評 さ れる こと と な っ た 。 


「 プラ ンス 海峡 の 悲劇 」 を 知る 人 々 


ーー 
ーー 
lg 
の 
〇 
エ 
の 員 
TI 
> 
時 9 
時 コ 
| の 


ず 


いい 


も 


デ 

イ 「 

ハ 、 つ ゼクス ・ メ デ ダ ラプ ム 、 つ が が ナ ・ メ デ チ ナラ アム 、 つ アイ チラ ・ ハ ー ツ 
ーー 多種 族 : 原 界 人 も 種族 : 原 界 人 @ 種族 : 原 界 人 


窟 性 別 : 男 夫 一 人 称 : ワ シ 

シン グ の 太 父 。 7 / 年 凛 に アイ ナラ と リチア 
を クリ ー が か ら 字 る が 、 送 生活 を 強 ) りら れ 
た の ち に 、 イ ンカ ロー ズ に 殺害 され る 。 


性 別 : 女 突 一 人 称 : あ た し 

シン グ の 研 で ゼクス の 女 。 礁 肉 の シン グ 
を クリ ー が 湖 佐 の 様 的 に され 、 シ ング を 字 る 
た め の 圭 急 で 感 埼 を 失い 、 ぞ の 北 病死 。 


窟 性 別 : 女 逢 一 人 称 : わ た くし 

異端 盛 バレ イア 教 の 攻 女 で 、 コハク と ヒス 
イ の 実 評 。 リチア を 下 身 の スピ リア に 磨い 、 
彼女 を 友 内 の コハク に 証し て 死亡 する 。 


< の / の 


0 天 1CGCEdU まま IE っ 


アン カー ズ 
種族 : 機 械 人 稚 性 別 : 女 性 型 の 一人称: ワタシ 
クリ ー ド だ の 守護 友 二 で ある クイ ー ン 型 機 大 人 。 ひ と つの スピ リア 
で 7 休 の 機 讐 を 探る こと が 可能 で 、 クン ツァ イト た と の 度 事 な る 死 
議 を 処 し て 、 リ チア の 宿主 で ある コハク を 追 詰 め る 。 


0 _。 Chroa-Seraph 

、 つ クロ ア を ラフ 

人 

、 @ 人 性別: 男性 型 の 一 人 称 : 僕 

クリ ー ド だ の 痢 活 に よっ て 二 孝 年 の 明り か ら 月 覚 
め た 棄 友 人 た ち 。 / も ラフ 兄 交 / は と も に 戦 税 
娠 公 の エー ス 型 、 コ ラン ダー ム な 米 雪 刀 理 を 妃 
う ジ ョ ー カ ー 型 の 磯 信 と し て クリ ー が に 従う 。 


の) エス コー ト 
Kolan-Dihalm ツジ タイ トル 


つう ゴラン ダー ム 
種族: 機械 人 


。 性別: 女性 型 移 一 人 称 : ア タ シ 


由 


Chrino-Seraph 


、 つ クリ ン を ラフ 
の 種族 : 機 械 人 


稚 性 別 : 男 性 型 逢 一 人 称 : 俺 
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Zirconia Doret 


Labrad 革 まとい De 


ミー フン いき で ふせ \ 


いつ 」 デ クタ ・ だ ・ と つ ラズ ラ だ が ・ ア ー カ ム つ ) ジル コー ニア ・ だ ・ レ と 
利 種族 : 原 界 人 多種 族 : 原 界 人 欠 性 別 : 男 の 種族 : 原 界 人 
性 別 : 男 移 一 人 称 : 僕 多 一 人 称 : 予 (教主 時 ) 、 私 (17 年 前 ) @ 人 性別: 男 移 一 人 称 : 私 

先 間 を クリ ー ド か ら 解 放す べく / プラ ンス 海 現在 の パレ イア 教 教 地 。/ プラ ンス 海 太 の マク ス 藩 届 の 先導 で パラ イ バ の 大 砂 婦 。 
巡 の 共 劇 に 身 を 投じ た 第 一 チ 了 。 涯 河 項 劇 / で ゼクス ら と 共 廊 する が 、 クリ ー が に クリ ー だ の 凛 の 癒 主 。 セク ス ら と の 戦い の 


後 、 ス ピリ ア を 月 ざし た 分 王 の 完全 を 香る 。 対 聞 する 力 を 人 銘 する あま り に コハク を 拠 う 。 後遺 症 で スピ リア か 胡 次 し 、 生 死 全 明 に 。 
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TALES OF HEARIS 


で て まい N で て こ ー ミ 


エス コ ゴート 
ダイ トル 


の マザー シッ プ 


タイ トル 
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て 旭 LES 〇 了 げ 本 E 乾 選 て SB て 旭 LGS OF げ 皇 G 旭 R て SB て 電 LGS OF げ HG 旭 R て 5 て 旭 LGS O チ げ 打 坊 KR て 5 て 旭 LGS 〇 げ 打電 て BS て 旭 LGS OF HG 旭 R て 5 て 旭 LGS 〇 Fr 村 E 乾 選 て 5 て 丸 LGS OF げ 皇 乾 選 て 5 て 旭 LGS OFF HG 旭 RC て BS て 旭 LGS5 Of E 電 KR て BS 


て #LGB 〇 Q チ 且 E 旭 RC て SB て 旭 LGB O 了 チ 打 G オ RC て SB て 電 LGB O チ げ HGHRC て BS て 旭 LGS O チ げ 及 E 電 RC て B て 旭 LGS OF 打電 て BSB て 旭 LGS OF HHR て SB て 月 LGS 〇 O チ 林 E 電 KR て B て 旭 LGBS 〇 了 チ 果 G 旭 R て BS て 旭 LGS 〇 了 チ 月 G 旭 KR て SB て 用 LGS O げ ヂ 月 旭 R て 8 


人 @ | 心 」 の 迷宮 


「 心 ] と 上 は いっ た い 何 な の か 。 その 意味 と 在処 を 求め て 、 古来 
より 多く の 学者 が 夢想 し て きた 。 そし て 今日 で は 「 意識 」 と は 、 
脳 が 作り 出す 電気 信号 で あり 、 肉 体 の イメ ー ジ に 反し て 極め て 
デジ タル な も の だ と い 2 う 認識 が 、 一 般 的 に な っ て いる 。 し か し そ 
れ と 同時 に 人 が 持つ 「 感 情 ] の 全容 は 、 今 も な お 神秘 の 森 に 隠 
され た まま だ 。 

「 テ イル ズ オブ ハー ツ 」 (以下 「TOH」) は 、「 ス ピリ ア 」 と 呼 
ば れる 心 の 存在 を 主軸 に 描か れ た 作品 で ある 。 心 、 す な わ ち ス 
ビリ ア は いく つも の 感情 ニス ピル ー ン で 構成 され 、 ど れ か ひと つ 
が 欠け て も その 人 本 来 の 人 柄 は 失わ れ て し まう 。 そし て 幾重 に 
も 折り 重なっ て スピ リア を 作り 上 げ る - 一 一 あるいは スピ リア を が 
らん じ め に する 一 一 心 の 迷宮 スピ ル メ イズ は 、 感情 と アイ デン 
ティ ティ を 守る 堅 中 な 城 だ 。 壊れ て 飛び 散っ た ヒロ イン ・ コ ハク 
の スピ ルー ン を 求め 、 主人 公 シ ング が 挑む 旅 は 、 人 の 心 の 在り 
方 を 見 つめ る 道程 で ある 。 

か つて 吉 積 氏 が 言及 し た よう に 、「TOH」 は 1990 年 代 RPG 
の 代名詞 の ひと つ に も な っ た 金字塔 『 テ イル ズ オブ デス ティ 
ーー』( 以 下 「TOD」) の 描い た モチ ー フ が そこ か し こ に 隠さ れ 
た 、 鏡像 と も いう べき 作品 だ 。 素朴 で 感受 性 豊か な 市 井 の 出 の 
主人 公 と 、 己 に も 他 者 に も 厳格 で 、 地 位 は ある が 孤 独 な 若き 好 
敵 手 。 権力 に 翻弄 され る 美しい 年 上 の 女性 。 仲間 に は 姉御 肌 
の 女 丈夫 や 背伸び し が ちな 妹 分 が いて 、 旅 は 困難 で は ある が 悲 
憶 さ は な い 。 こう し た 個々 の キャ ラク ター づけ に 加え 、 彼ら の 持 
つ 「 ソ ー マ 」 は 、 太古 の 超 技術 で 創 られ た 、 単なる 武器 を 超え る 
存在 で 、 持 ち 手 と 一 体 の 分 か ち が た い パ ー ト ナー と され る 。 

あちこち に 散り ば め ら れ た 「TOD」 へ の オマ ー ジ ュ は 、 し か し 
それ だ け に 帰結 し な い 。 スト ー リ ー の 根幹 に 「 心 」 の 存在 が 置 
か れ 、 そ ぞ それ が スピ ル メ イズ と いう 実体 と し て 描か れる こと で 、 
彼ら の 内 的 描写 は プレ イヤ ー の 実感 を 伴っ た 追 体験 と な っ た 。 
ソー マ は 心 の つなが り を 物理 的 ネッ トワ ー ク に 変え る 変革 の 鍵 で 
あり 、 ぞ それ 自 身 に ソー ディ アン と いう 人 格 を 与え られ た 「TOD』 
に 対し 、 登 場 人 物 た ち 自 身 が 心 の 障壁 を 切り 崩す 過程 を 明確 に 
する 。 ぞ し て 何より 劇 中 劇 の ご と くに 登場 する 「 い ば ら の 森 の 
ね むり 姫 」。 キー パー ソン で ある リチア の 「 囚われ の 身 」 を 示唆 
する 「 童話 」 は 、 人 の 心 が 持 つ ス ピル メイ ズ の 相似 で ある と 同時 
に 、 ア ウト フィ ー ル ド の 概念 が 意図 的 に 抑制 され た 「TOH」 の 舞 
馬 で プレ イヤ ー が 体感 する 、 街道 を た どる 「 手 探り の 旅 」 に 通じ 
る も の で も ある 。 飛行 手段 を 手 に 入れ 、 よ う や く 世 界 を 見 渡す 
こと が で きた と き 、 我々 は 気づく 。「TOH」 の 世界 と は 、 網 の 目 
の よう に 張り 巡ら され た いばら の 道 が 、「 世界 」 の 形 に 投影 され 
た も の 、 すなわち 可視 化 さ れ た スピ リア と 入れ 子 構造 の 、 心 と い 
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う 内 な る 世界 の 発露 な の だ 。 そし て この 昌 昧 の 糸 の ご と き 広 が 
り は 、「TOD」 で 、 絶 望 的 な まで に プレ イヤ ー の 眼前 に 広がっ た 
「 外 殻 大 地 」 を 初 偽 と させ る 、 原 体験 と いう べき も の で ある 。 


@@ 間 話 世界 と 心 の 在処 


本 作 を 読み 解く 上 で の も う ひ と つの 鍵 は 、 童話 に な ぞ ら え 
た 世界 構築 だ 。 街 や ダン ジョ ン を 彩る それ ら の 名 は 、 一 見 す 
る と お と き 話 さながら の 優し い 幻 想 物語 を 連想 させ る 。 し か 
し 童話 は 現代 で こそ 、 子 供 が 夢 と 空想 を 膨らませ る 健全 な 知 
的 娯楽 に 収まっ て いる が 、 成 立 し た 当初 の 姿 は 今 で は 及び も 
つか な い 、 残 酷 で 皮肉 に 満ち た 物語 だ っ た と いう 例 が 少な く 
な いこ と を 、 我 々 は 知っ て いる 。 読み 手 に 無邪気 な 空想 を 運 
ぶ 「 お姫様 」 は 時 に 、 い われ の な い 中 傷 で 城 を 追わ れ た 不 遇 な 
公 女 で は な く 、 相 応 の 罪 や 黒 か さ に よっ て 、 な る べく し て 央 罪 
を 強い られ た 衣 れ な 娘 だ っ た 。 

そし て 「TOHI」 の 世界 で 広く 浸透 し て いる 童話 の |「 ね むり 
姫 」 と 上 は 、 コ ハク の スピ リア に 身 を 潜め る リチア その 人 で あ 
る 。 秦 れる 者 の 尊大 な 理想 に 荷 揚 し た が た め に 、 肉体 を 失っ 
て な お 追わ れ 続け る 、 結晶 人 の 少女 。 彼 女 は 己 の 過ち を 償う 
こと に 命 を 捧げ る 気丈 さ の あま り 、 宿主 の スピ リア を 犠牲 に 
する 罪 に お の の き な が ら も 、 そ れ を 止む な し と 考え て いる 。 
二 千 年 越し の 壮絶 な 逃亡 劇 と 、 姿 な き 「 ね むり 姫 」 を 巡っ て 長 
い 時 間 語 り 継 が れ た 、 小 さ な 少 女 た ち の 夢見 が ちな 空想 。 ふ 
た つの 印象 は あま り に か け 離 れ 、 作 中 で お と き 話 の 存在 と さ 
れる リチア の 痛ま し い 境 遇 を 、 か えっ て 浮き 彫り に し て いる 。 
宝石 細工 の よう な 瞳 と 明 を 持つ 且 し の お 姫 様 は 、 己 を 過信 し 
彼女 を 逆恨み する 仙 慢 な 貴公子 クリ ー ド と 相討ち する た め だ 
け に 生き る 、 ト ラジ ェ デ ィ の 主役 な の だ 。 

彼女 の 姉 フ ロー ラ は 畑 熟 と 退廃 の 途 に あっ た 二 千 年 前 の 結 
晶 界 を 救う た め 、 人 々 の スピ リア を つ な き 相互 理解 と 融和 と 
を 叶え た 「 い ば ら の 森 計 画 」 の 発案 者 だ っ た 。 そ れ は 負 の ス 
ピリ ア を 一 方 的 に 吸収 する 「 ガルデニア 計画 ] と は 対照 的 に 、 
互い の 理解 や 共感 を 重んじ 、 す べ て の 人 の スピ リア が リン ク 

合う 、 終 わり な き 友 愛 に よっ て 成立 する 巨大 な ネッ トワ ー 
ク で ある 。 複雑 に 絡み な が ら 無 数 の 人 、 無 限 の 感情 に 想い を 
寄せ 合い 、 そ の 核 た る 羽 ク ジラ ・ サ ンド リオ ン に 未来 を 託す フ 
ロー ラ の 夢 は 、 作 中 で さえ 平和 主義 の 空想 だ と 一 蹴 さ れ た 。 
し か し 人 が 持つ スピ リア の 世界 を 極大 の マク ロ に 押し 広げ た 
究極 の 「 お と ぎ 話 こそ 、「TOH」 の 物語 の 中 で 何より も 無垢 
で た お や か な 、 世 界 の 救い を 成就 する 「 騎 士 と お 姫 様 の 物語 
と 成り 得 た の で ある 。 
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Game Data 
ダイ トル 
デイ ルズ オス グレ イセ ス 


エス コ ゴート 


タイト ⑨ テイ ルズ オス グレ イセ ス エフ | PS3 


Story of Tales of Graces" 


SOOBIO JO S9IBL 


ラン ト 領 主 の 長男 アス ベル は 、 花畑 で 出会っ た 不思議 な 
少女 ソフ ィ や 、 孤独 か ら ふ さ ぎ が ち だ っ た 王子 リチャード と 、 
心 を 通わ せ 友 情 を 碑 い 合う 。 し か し 王 都 地下 に 現れ た 謗 
の 魔物 に 襲わ れ 、 ソフ ィ は 死亡 。 己 の 無力 さ を 痛感 し た ア 
スベ ル は 、 皆 を 守る 力 を 求め て 騎士 の 道 を 志す 。 


NNE 。 。 。 。 。  。 】 


位 …… 時 く 一 人 前 に な っ て 
も っ と も っ と 強く な り た いん で す 


人 3 


デ テー マソ ング :「 まもり た い ~ White Wishes 一 | BoA 


守る 強 さ を 知る RPG 


TS 【。 
テイル ズ オス ジレ イセ ス エ 8N 


マザー シッ プ タ イ トル と し て は シリ ー ズ 初 の Wii 
作品 。 魅 力 的 な キャ ラク ター と ダウ ン ロ ー ド コン 
テン ツ の 充実 が 話題 と な る 。 翌年 に は 後日 談 
「 未 来 へ の 系 譜 編 」 を 加え た PS3 版 が 発売 さ 
れ 、 完成 度 の 高 さ で ファ ン の 心 を 掴ん だ 。 


graceLgre'is][ 名 ]:1. 上 品 さ , 優 美 さ 2. 恩 恵 , 因 禄 , 引 き 立 て 3. 慈悲, 寛大 さ 4. く ギリ シャ 神話 美 の 女神 た ち (the Graces) 


SW ば き 栄 
NO 


信 ア スト ン の 戦死 に より 7 年 ぶり に ラン ト に 戻っ た アス 
ベル は 、 各国 の 衝突 に 巻き 込ま れ た 領地 の 窮状 を 知る 。 
し か し すでに 隣国 スト ラ タ 軍 の 少佐 と な っ て いた 弟 ヒ ュー 
バー ト は 、 そ の 窮状 を 救い 、 苦労 を 知ら ず 過 ご し て きた 兄 
を 敵視 し ラン ト か ら 追 放し た 。 居場所 を 失い な が ら も 、 7 
年 前 と 同じ 容 で 現われ た 死ん だ は ず の 「 ソ フィ 」 を 連れ 
立つ て 、 自 分 な り に 故国 ウィ ンド ル に 貢献 し よう と する アス 
ベル 。 人 々 の 生活 基盤 た る 煙 石 (クリ アス ) を 巡る 政治 
問題 を 育 負 うそ の 旅 に は 、 や が て 神 を 分 か っ た は ず の 
ヒュ ー バ ー ト や 、 幼なじみ シェ リア が 寄り 添う 。 と も に 育ち 
な が ら 別 離 を 強い られ て きた 彼ら は 、 故郷 を 、 そし て 政変 
を 機 に 冷酷 な 王 へ と 変貌 し て し まっ た 友 リ チャ ー ド を 案じ 
る 思い に よっ て 、7 年 の 確執 を 乗り 越え て ゆく 。 


Game Package 
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原 素 ( エ レス ) の 結晶 で ある 世界 の 根幹 「 大 煙 石 (バル 
キネ スク リア ス )」 を 急襲 し 、 人 を 傷つけ る こと さえ 慌 わ な 
い リ チャ ー ド 。 その 殺意 は こと さら ソフ ィ に 向け られ 、 ソ 
フィ も リチャード へ の 強い 闘争 心 を 抑え られ な い 。 ふた り 
の 敵対 の 理由 は 、 リチャード が エフ ィ ネ ア に 降下 し た フォ ド 
ラ の 生命 体 「 ラ ムダ 」 を 宿 し た こと に よる も の だ っ た 。 ラ 
ムダ を 減 ぼ す た め に 造ら れ た ヒュ ー マ ノ イド 「 プ ロト ス 1 
(プロ トス ヘイ ス ) 」 で ある ソフ ィ は 、 潜 在 的 な プロ グラ ム ゆ 
え に 、 彼 女 自 身 の 感情 に 関わ ら ず 、 リ チャ ー ド を 傷つけ よ 
うと し て し まう の だ 。 ラム ダ に 操 ら れる まま 、 圧倒 的 な 力 
を 振る う リ チャ ー ド の 前 に 、 な すす べ が な い 一 行 。 その 中 
で 自身 の 記憶 を 取り 戻し た ソフ ィ は 、 ラ ムダ と 相打ち する 
「 対 消滅 」 に よっ て 、 リ チャ ー ド を 救う 覚悟 を する 。 


マザー シッ プ 
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Wii 版 、 PS3 版 と も に 、 花 の イメ ー ジ で 彩 ら れ て いる 。 ヒ ロイ ン ・ ソ フィ 
の モチ ー フ で も あり 、 純潔 と 豊根 と 再生 の 象徴 で も ある 花々 は 、「 命 
と 世界 を 守る 」 本 作 の テー マ そ の も の だ 。 そ し て 両者 で は アス ベル 
の 瞳 の 色 、 ソ フィ や リチャード の コス チュ ー ム が 異な る 点 に 注目 。 
PS3 版 で 実現 し た 「 未 来 へ の 系 譜 編 」 を 語る うえ で 欠か すこ と の で 
き な い 、 彼 ら の 成長 と 未来 へ の 歩み が 、 そ の 姿 に 表現 され て いる 。 


Wii 版 の カバ ー デ ザイ ン は 、 空 を 仰ぐ 無数 の 花々 。 世界 に 舞 う ク ロ 
ソフ ィ の 風花 を 見 た いと 願っ た 、 ソ フィ の 希望 を 思い 起こ させ る 。 
PS3 版 で は 「 未 来 へ の 系 譜 編 ]」 で 垣間見 る 、 惑 星 フ ォ ド ラ の 「 異 界 
の 楽園 ]」 を イメ ー ジ 。 人 の 命 を 終わ ら せ 星 を 再生 へ と 導く 、 リ トル クイ ー 
ン の 厳か な 生命 へ の 祈り が 、 豊 生 い の 黄金 色 で 彩 ら れる 。 木 々 の 播 


りか ご に 抱か れ た 幻想 的 な 風景 は 、 ま さ に 楽園 の 名 に ふさ わし い 。 @⑥ 2 ジ 半 「 
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ラム ダ の 暴挙 は 過去 に 負っ た 絶望 と 孤独 を 癒す た め 、 回 
帰す る 場所 を 求め た 結果 に すぎ な い 。 それ を 知っ た アス ベ 
ル は 、 ソ フィ と ラム ダ 、 ど ちら も 生か す 唯 一 の 手段 と し て 、 自 
ら の 肉体 に ラム ダ を 受け 入れ る こと を 決意 。 彼 と の 対話 に 
臨 も うと 、 星 の 中 心 部 「 星 の 核 ( ラ スタ リア )」 を 目指 す 。 


AN へ で いき で へ \ 


ググ ダ 


人 7 ①⑪⑰ ヽ G ぁ 
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アズ ペル ・ 有 ラン 
ら 、) を 性 別 : 男 年 齢 :18 歳 身長 :175cm 欠 体重 :65kg ys 世 井 孝宏 (青年 期 ) 
ン ぐる 出身 : ラ ント @ クラ ス : 剣 士 一人称 : 俺 ん ル 


ウィ ン が だ ル 王 司 ラ ン た 作 二 の 長 
協 。 幼少 故 な 活発 で や ん ちゃ な 
企 座 だ っ た が 、 和正 身 の 過失 に 端 
を 発する 條 芋 な 休 朋 か ら 、 思 護 
深い 青年 へ と 成長 し 、 局 歴 に 航 
十 と な る ご と を 幼 望 。 か つて 友 
侍 を 故 い 合っ た ソフ ィ や リ チ ャ ー 
が を ば は じ め と し た 、 大 幼 な 存 存 を 
骨 分 の チ で / 字 る / こ と を 重 ん 
じ 、 ぞ の 思い は や が て 議 穴 その 
も の の 存在 を 部 る が す 生 落 伏 ラ 
ムダ へ も 語 け られ て ゆく 。 


・ 命 を 受け 入れ た 証 


澄ん だ 蒼 が 印象 的 な 双 上 用 。 だ が 
孤独 な 命 を 宿 し た と き 、 左 の 瞳 は そ 
の 赤 と 混 ざり 合い 淡い 紫色 に 輝く 。 


タイ トル ⑨ 
・ ラ ント を 背負 う 剣 

騎士 に な る こと は 叶わ な か っ た が 、 
大 切な も の を 守る 想い は 正 騎士 に 
負け ず 魂 に 刻ま れる 。 


・ 準 騎士 の 純潔 

母 か ら 受 け 継い だ 美貌 を 引き 立て 
る 白 の ジャ ケッ ト は 、 一途 な 願い を 
身 を も っ て 示す か の よう 。 


SoogJo 』O seIeLH 


ーー 人 剛 千 rocketOt で で 琴 G ざ いせ 


@ [よし 、 こ れ で 俺 た ち は ず っ と 友達 だ !] : リチャード 、 ソフ ィ と と も に 大 樹 に 刻ん だ 、 幼い 日 の 友情 の 准 い @ 「 何 ひと つ で き や し な いん だ ! 俺 は 
ュー バー ト に 拒絶 され 故郷 を 追わ れ 、 騎 士 へ の 道 も 断 た れ て すべ て を な くし た 司 突 人 「 お 前 は 今日 か ら 俺 の 本 当 の 家族 に な る ん だ ] : 寿命 の 違い に よる 陣 独 か ら ソ フィ を 救う た め に 選 


すべ て を 守る と 妊 っ て 


少年 に は 未来 が あり 、 未 来 に 寄せ る 希望 が あっ た 。 希望 を 時 付 ける 
拠り どこ ろ が あり 、 そ れ は 多く の 人 々 の 力 で 守ら れ た 、 温か な 場所 だ っ た 。 
[幸せ 」 だ っ た か ら こ そ 、 少 年 に は 大 切 に 思う も の が た くさ ん 生ま れ 、「 幸 
せ | ゆえ に 見 失っ た も の が あっ た 。 少年 だ け に 許さ れ た 無鉄砲 な 冒険 は 
多く の 経験 を も た らし 、 相 応 の 代償 を 強い た 。 か けが え の な い 少 女 を 
失い 、 引 き 離 され る 弟 を 引き 留め る こと も で きず 、 そ れ で も な お 家 に 縛り 
つけ よう と する 父 に 反発 し 、 彼 は 少年 時 代 に 別れ を 告げ 、 困 難 な 騎士 
へ の 道 を 選ん だ 。 

本 当 に 叶う か どう か も わか ら な い 、 自 分 の 覚悟 と 向き 合う 孤独 な 戦い 。 
全 で も っ と も 華やか で 彩り に 満ち て いた は ず の 、7 年 も の 歳 月 を すべ 
て 費やし た 修練 の 日 々 。 父 が 死ん だ と き 、 夢 に 手 が 届く 高み まで 迫り な 
が ら 、 敢 えて 騎士 叙任 を 断念 し 領主 を 締 ぐ こと を 選ん だ の も 、 す べ て は 
た だ 一 心 に 、「 守 る 」 た め だ っ た 。 し か し 、 改 郷 は 、 弟 は 、 幼 な じみ は 
彼 を 拒絶 し た 。 理 想 を 抱い た 歩み は 児 虚 だ っ た の だ と 突き つけ られ た 。 
「 ア スベ ル ・ ラ ント 」 は 帰る 場所 を すべ て な くし た 。 

欠落 し た 時 間 は 、 も う 戻 せな い 。 そ れ で も 彼 は 、 雨 に れ た 地 を 中 
い ず っ て 一 途 に 願う 。 

守る と は 、 た と えば 償い 。 もしくは 足 き ま 。 あ る い は 希望 を 託す こと 。 
そし て 大 切 に 思う こと 。 過去 の 過ち を 許す よう に 再び 手 を と っ て くれ た 、 
は か な く 強 い 少 女 ソ フィ を 。 一 度 は 補 を 分 か っ た 、 た だ ひと り の 弟 ヒ ュー 
バー ト を 。 すれ違う ば か り だ っ た 心 を よう や く 取 り 戻 し た 、 幼なじみ の シェ 
リア を 。 故 郷 の 母 と 領民 た ち を 。 原 素 の 恵み の 下 で 手 を 取り 合う べき 
世界 中 の 人 々 を 。 

そし て か けが え の な い 友 り リチャード 。 心 を 狂わ せ 、 罪 深き 道 に 足 を と 
られ 、 冷酷 な 言葉 を 世界 に 向かっ て 投げ つけ な が ら す すり 泣く 、 若 き 
王 の 肩 を 抱き し め た か っ た 。 そ の 魂 に 宿り 、 異 郷 の 大 地 で ひと り ぼ っ ち 
で 震え て いた 、 小 さく 裏 し い 「 ラ ムダ 」 を 受け 止め た か っ た 。 

アス ベル は 信じ て いる 。 守り た いと 願う 強い 想い は 、 ど れ ほ どの 孤独 
に 堕ち た 魂 で あっ て も 、 必 ず 寄 り 添 うこ と が で きる の だ と 。 苦し み の 果 て 
に よう や く 紡 い だ 仲間 た ちと の 絆 が 、「 守 る 」 力 と な る の だ と 。 
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ん だ 、 家族 と し て 時 間 を 分 か ち 合う と いう 約束 倫 「 ラ ムダ 、 頼む !] : フォ ドラ と エフ ィ ネ ア 双 方 を 守る た め に 、 内 に 眠る ラム ダ の 力 の 解放 を 信じ る 言葉 
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タイ トル 


soog』o 』O S9IBH 


N さき へ で いき で へ や 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


ぐ 性 別 : 女 @ 年 齢 不明 @ 身長 :148cm @ 体重 :39kg 
ぐ 出身 : フ ォ ドラ る クラ ス : 子 格闘 @ 一 人 称 : わ た し 


・ 花 の 色 を 冠 し て 。 
柴 は 赤 と 蒼 と が 混じる 色 。 宿敵 ラ 
ムダ と 大 切な アス ベル と の 間 に 立 
つ 、 運 命 を 暗示 する か の よう に 。 


SN 


・ 内 人 を 現に 
ラム ダ を 抹殺 する た め に 与え られ た 
運命 は 、 己 の 肉体 を 武器 に 捨て 身 
で 戦う 無情 な 任務 。 


エス ゴート 
タ ィ トル の 


・「 少 女 」 の か けら 
アン クレ ッ ト は 心 を 教え られ な か っ た 
戦闘 ヒュ ー マ ノ イド が 身 に つけ る 、 
少女 らし さ の わずか な か けら 。 


seogJo 」o SeleLl 


A き へ で いき で へ ふ 


効 り アス ベル と 嫌 会 い 、 名 前 を 与え られ た 記 佐 喪失 の 少女 。 王 都 吉 子 で アス ベル ら を 魔物 か 
ら 字 ろう と する も 、 要 妨 ち し 死亡 する 。 し か し 7 年 の の ろ 、 以前 と 変わ ら な い 姿 で 彼ら と 再会 。 
アズ バル や リチャード が と 交わ し た / 友 精 / を 幼く 純 克 な 心 で 唇 び 、 と も に あ ろ うと する 。 砂層 を 慕 
う が め え に 和 失う こと を 旋 交 に 恐れ 、 ま た リ チ ャ ー だ に 対す る 糸 衣 的 な 告 争 心 に 革 既 する 。 


N NT ・ て atcs of raceS・ 
ング の 


星 ( は 央 く 6 た 。 


お 花 は 好き 。 ア スベ ル が わた し に くれ た 名 前 は 、 お 花 の 名 前 だ か 


レーン 
ら 。 大 切な アス ベル が わた し を お 花 の 名 前 で 呼ん で くれ た か ら 。 (人 計 島 94 PA | 6 


わた し が 眠っ て いた の は 、 お 花畑 だ っ た か ら 。 お 花 に 囲 まれ て る と 


安心 で きる か ら 。 あ っ た か く て 、 懐 か し く て 、 幸 せな 気持 ち に な れ あめ だ か が Ke 


る か ら 。 


サー ヽ 
お 花 は 眠る 。 お 花 を 咲か せら れ な く て も 、 水 が 潤 れ て し まっ て も 、 居 か し し 感 レ 


種 に な っ て 眠っ て る 。 土 に 根 を 下ろ し 、 花 びら を 開く 日 まで 、 じ っ 
と 静か に 待っ て いる 。 わ た し も アス ベル や ヒュ ー バ ー ト や シェ リア |) 


マザー シッ プ 
の ⑥ タネ ト ル 


の 中 で 眠っ て た 。 み ん な の こと を 助け た く て 、 バラ バラ に な っ て も 、 
お 花 の 種 の よう に みん な の 中 で 眠っ て た 。 そ し て つき ぎ に 目 が 覚め 
る まで 、「 光 の 力 」 で みん な の こと を 守っ て た 。 それ は 小さ な アス 
ベル と の 、 と て も 大 切な 約束 だ っ た か ら 。 


@ sy 
咲い て 枯れ て 種 に た っ て 、 い の ち を つなげ て ゆく お 花 。 風 花 に な っ 6 


て 世界 中 に 広がっ て 、 い の ちの 終わ り に 新しい いのち を 紡い で ゆ 
く お 花 。 で も わた し は ずっ と ひと り 。 わ た し は ラム ダ を 倒す た め だ 
け に 造ら れ た 「 プ ロト ス 1」。 何 も 残す こと は で き な い し 、 誰 か と 同 
じ に 生き る こと も で き な い 。 それ を 望ん で は だ め 。 で も 。 


アス ベル 。 わ た し も いっ し ょ に いた か っ た 。 


ri ざ 本 の の 導 て 眉 RFMI 


宇 
ま 
れ 
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條 
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た くさ ん の 時 間 が 流れ て 、 み ん な が 克 ん で し まっ た と き 、 そ れ で も 
お 花 は きっ と 新しい 芽 を 出し て 、 静 か に 咲く 。 わ た し に で きる の は 、 
いのち の 再生 と つなが り を 、 ず っ と 見 守る こと 。 た くさ ん の 原 素 ( エ 
レス ) に 満ち た エフ ィ ネ ア と 、 一 生 懸 命 に 生き よう と し て いる 傷 つ 
いた フォ ドラ と 。 造ら れ た 身体 に リト ルク イー ン の 魂 を 受け 人 れ て 、 
わた し は 永遠 の いのち を 、 ふ た つの 星 を 見 届け て 、 ア スベ ル た ち 
の 想い を ずっ と ずっ と 伝え て いく た め に 使 お うと 決め た 。 


soopg』g 』O S9IEI 


お 花 は 未来 に 向かっ て 咲く 、 い の ちの 子ども 。 傷つい た 大 地 を 癒 
す よ うに 花 を 咲か せる 、 小 さ な 子ども 。 わ た し は エフ ィ ネ ア の お 人 花 で 、 
フォ ドラ の 子 。 み ん な が 知ら な い 遠 い 未 来 ま で 、 世 界 が また 緑 に 
満ち る こと を 見 つめ る いのち 。 海岸 で 砂 に 知 か れる シオ マネ キ を 、 
夜 角 に 濡れ て 太陽 に 光る 淡い 縁 の キャ ベツ た ち を 、 暖 炉 で パチ 
パチ と 音 を 立て て 燃え る 煙 石 (クリ アス ) の か けら を 、 星 が 育む 色 
と り ど り の 幸せ を 、 全 部 抱き し め る いのち 。 そ れ か ら 碧 い の 樹 の 名 
前 が いつ か 朽ち て し まっ て も 、 ずっ と 「 友 達 ] で 、「 ア スベ ル の 娘 」。 


9rC と 内 8 王 … バ ゴー させ 


@⑱ [この お 花 好 き 。 あっ た か く て 懐か し い 感じ 」 : 7 年 前 に アス ペル か ら 名 前 を 与え られ た と いう 経緯 を 聞か され 、 記憶 こそ な く と も クロ ソフ ィ に 覚え る 共感 豊 「 リ チャ ー ド …… 友 情 の 
暫 い 、 し よう 」 : 己 に は 沸き 上 が る 憎悪 を 抑え 、 リ チャ ー ド に は 笑顔 に 戻っ て くれ る よう 且 う 、 思い 出 に すがる せい いっ ぱい の 言葉 供 「 わ た し は 人 間 じ ゃ な い 。 ラム ダ を 消し 去る た め に 
生ま れ た 存在 : アス ベル や 仲間 た ちの 心配 を 理解 する こと が で きず 、 命 と 引き 換え に ラム ダ を 倒す 覚悟 を た め ら うこ と な く 示 す 頑 な な 言葉 


6 ①⑪⑰ や 


My / ど 


ピラ ーー ト ・ チ スウェル 


と て) も 性 別 : 男 欠 年 齢 :17 歳 @ 身長 :171cm 久 体重 :62kg ey 水鳥 大 宙 ( 青 年 期 ) 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 人 ⑨ 


ど 出身 : ラ ント 金 クラ ス : 煙 術 剣 士 欠 一 人 称 : ぼ く 高橋 美佳 子 (幼少 期 ) 


・ 他 者 へ の 仮面 

幼少 期 に は か け て いな か っ た メガ 
ネ 。 7 年 の 間 に 積 み 重ね た 努力 と 、 
それ を 成す 勤勉 さや 真面目 さ の 証 。 


・ ス トラ タダ の 誇り 
大 蒼海 石 ( デ ュー プル マル ) に あや 
か る 青く 厳格 な 軍服 。 背 に 負う スト 
ラ タ の 紋章 は 、 砂 漠 の 子 の 自負 。 


エス コー ト 
タ ィ トル ゆめ ゆ 


・ 軍 の 機密 を 装っ つて …… 
操る の は ほか に 類 を 見 な い 独 特 の 
双 刻 術 。 機密 事項 と 言い 訳し つつ 、 
実態 は マン ガ 由 来 の オリ ジ ナ ル 。 


sgog』o Oo selgL 


アズ ベル の 肖 で 閥 国 ス ムラタ タ の 軍 少 佐 。 家 奪 争い を 遊 
る た めこ と ば 移ら され ず 、 カ わずか 70 蔵 で 養子 に 記さ れ 
た こと か ら 、 戸 会 し た アス ベル や 太 ケ リー に 壮 く 当たる 。 
し か し 兄 が 友 ヤ 故 郷 に 寄せ る 確 同 た る 思い を 効 り 、 族 々 
に 基 度 を 束 伯 させ て ゆく 。 強い られ た 著 労 め ゆえ か 、 生来 
の 替 力 家 で 勤 維 な 任 族 に 加え 皮肉 屋 な 一 店 も 式 つ が 、 
本 心 で は ば アス ベル を 施 よ り も 慕い 、 身 を 案じ て いる 。 


・ て ates of ⑤Traccs・ 


NSX の クハ 


の 


マザー シッ プ 
@⑤ タル 


夏 に 紛れ た あの 日 の 涙 
ぼく は …… 兄 さん の 弟 …… だ よね 


わずか 17 歳 に し て 踏ん だ スト ラ タ 軍 少佐 の 枯れ た スト ラ タ の 大 砂漠 は 容赦 な く 身 を 和 
地位 、 そ の 先 に さら な る 昇進 の 階段 が 開け る き 、 覚 悟 の な い 者 に は 無 慈 非 な 混 き で 応え る 。 ーー 
の は 、 決 し て 若 さ と 家 名 だ けが 理由 な の で は だ が 困難 に 打ち 克つ と き 、 そ び え 立 つ 蒼 海 の 
な い 。 天 性 の 、 と 言え る ほど の 手腕 で 軍 に も 大 如 石 は 、 人 の 英知 が 築い た 六 福 を 約束 し て が 
政治 に も 外交 に も めざまし い 頁 献 を し 、 築 き 上 くれ た 。 彼 は 笑う こと を 忘れ 、 歩 き 続 けた 。 己 
げた 功績 で 既 如 の 声 さ え か き 消 し た 。 ヒ ュー バー を 厳し く 律 し 、 あ ら め ゆる 知識 を 身 に つけ 、 体 を | 
ト は 華々 し い 地 位 を 手 に し 、 見 返 そう と し て い 鍛え 上 げ 、 栄 達 を 欲し た 。 水 と 風 と に 恵まれ 
た 。 父 を 、 母 を 、 見 を 、 自分 を 捨て た ラン ト を . た 古い 王国 の 片田 舎 で 、 お 膳 立 て され た 箱庭 の ) 

ひと つ 年 上 の 見 に 振り 回 され 、 ふ て くさ れ な に 生き 、 ぬ る ま 湯 に 浸かっ て 未来 を 眺め る 「 肉 組 
が ら も 追い か ける 日 々 。 聡明 だ か ら こ そ 慎 重 で 、 親 | と 補 を 分 か つた め な ら 、 ど ん な 将 み に も 耐 デ の エス コー ト 
利発 な の に 気 が 小 さく 、 い つも 格下 の 子 分 扱 えた 。 油断 すれ ば 足 を 取ら れ 沈 ん で ゆく 容赦 
い 。 それで も 見 や 家 族 が 大 好き だ っ た 。 そ の な い 夏 の 世界 で 、 身 も 心 も ス トラ タ と いう 国 に 妨 
六 福 を 父 は 問答 無用 で 符 い 、 且 は 後ろ で 肩 を な ろう と し た 。 【 こ 
震わせ 泣い た 。 砂 の 海 に 浮か ぶ き ら びやかな ああ 、 し か し 本 当 は 、10 の 歳 の あの 別離 か ら 、 宛 
街 に 追い や られ 、 見 ず 知ら ず の 男 を 養父 (ちち ) いつ だ っ て ラン ト に 焦 が れ 続け た 。 屋敷 の 窓 に 2 
と 呼ば され 、 故 郷 で は 望む べく も な か っ た 最高 類 を すり 寄せ 、 声 を 殺し て 泣い た 日 々 は 、 兄 ー 
の 教育 と 引き 換え に 、 世 界 に 取り 残さ れ た 。 と 和解 し 、 亡 き 父 の 胸 の 内 を 知り 、 母 の 溢れ の 
上 流 階級 の 子弟 の 養子 縁組 は 珍し いこ と で は た 紅茶 に 口 を つけ 、 懐 か し く 温か く 、 よ う や く いい 
な い 。 異国 で 領主 の 家 に 生ま れ 、 有 力 な 政 彼 の 心 を 解き 放っ た 。 


ーー ラン ト と オズ ウェ ル 、 ふ た つの 名 を 受け 
た 子 と し て 。 ヒ ュー バー ト は スト ラ タ の 赦 と と も 
に 、 背 に 負う も の を 知る 。 そ れ は か つて 貧 和 欲 
に 求め た 、 権 力 で も 議 望 の まな ざし で も な い 。 
不器用 な 兄 の よう に 、 屈託 な く 笑う 「 彼 女 」 の 
よう に 、 世 界 を 守り 願う 誇り こそ が 、 何 より も そ 
の 勲章 だ っ た 。 


区 ける な ら 
それ で も 構い ませ ん 


商家 に 迎え られ た 出自 は むし ろ 注 目 の 的 だ 。 け 
れ ど ヒュ ー バ ー ト は 口 を 閉ざし た 。 ラ ント に 血 を 
連ね る 自分 を 捨て た か っ た 。 


ご Y(y2fKKT 
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へ で べき いき 入 そ へ \ 


か レゴ コイ A7 6【 に いい に し リ 
0 


@「 ぼ く は …… 兄 さん の 弟 …… だ よね 」 : アス ベル が リチャード と 兄弟 ご っ こ に 興じ る 光景 に 、 養子 に 出さ れる 不安 が 重なり 、 口 を つい て 出る 10 歳 の 不安 と 寂し さ 代 [逃げ る な ら そ れ 
で も 構い ませ ん 」 : すべ て を 与え られ 、 ラン ト を 救え る と 疑わ な い 兄 アス ベル の 甘 さ に 突き つけ る 断罪 信息 子 が 母親 の 顔 を 見 に 来 た ら いけ ませ ん か ]」 : 一 度 は 自ら 否定 し た 「 家 族 ] を 、 
改め て 受け 入れ た 照れ 隠し の 言葉 代 「 兄 さん を 必ず 返し て くだ さい よ 」 : フォ ドラ の 核 を 吸収 する た め ラ ムダ に 身体 を 預け る と いう アス ベル を 案じ 、 ラ ムダ に 向け る 念 押し 


ミ 


6 Ay GS 
ーー 0 て る さよ の 0 へ BS 
シィ グアバ パー ンズ 


1 旬 性 別 : 女 @ 年 齢 :18 歳 欠 身長 :160cm 氏 体重 :47kg 
ン 移 出身 ^ ラ ント 乱 クラ ス : 治 療 士 移 一 人 称 : 私 


・ 巻 き 毛 に 黒 リ ボン 

生ま れつ き の ゆ る いく せ 毛 は 、 ふた 
つ に 分 けた ハー フ ア ッ プ に 黒 リ ボン 
で エレ ガン ト に 。 


・ 腰 に 蝶 リ ボン 

ウエ スト を 強調 する 大 き な 蝶々 結 
び 。 走る た びに テー ル が 揺れ て 、 ミ 
ニス カー ト に よく 似合う 。 


・ フ コー ツ に も リボ ン 

白 の ブー ツ も 服 と コー ディ ネイ ト し た 
赤い リボ ン で 編み 上 げ る 。 妥協 を 
許さ ぬ リ ボン へ の こだわ り 。 


ーー 
に 
トリ 
の 
に 
1 
の 
さ 
トリ 
の 
の 
の 


アス ベル の 生 家 ラン た 家 に 休 え る 執事 の 放 女 。 幼 り 件 
より アス ベル を 慕う も の の 、 ソ フィ を 巡る 事 伏 で みな が 
亡 れ ば な れ に な っ た こと に 心 を 聞 め 、 と り わ け ア スベ ル 
と の / 年 越し の 会 で は 、 正 身 も 戸惑い を 鷹 せ ず 鞭 し 
む 。 アス ベル や ヒュ ー パ バーム と 同じ く 、 過去 に 消滅 し た ソ 
フィ の 藻 了 を 閣 し 続け て 成長 し 、 癒 し の / 光 の カリ を 太 
た 。 玖 護 選 で も 活動 し 、 救い の 天使 と も 言わ れる 。 


か 齋 へ で NNA 入 そ で ふ \ 


・C て ates of ⑤TacesS・ 


NSX か 


Af OO J | マザー シッ プ 
` 5 の タイ トル 


シェ リア は いつ も 、 彼 の 背中 を 追い 続け て いた 。 


の E 0 $ @ $ @ @ @ 心 の お も むく まま に 、 高 い 空 の 下 を 、 菓 いき れ に むせ か え 
信 0 ( 抽 い 科 いい 2 ば 


時 の る 夏山 を 、 風 吹き 抜け る 岬 が 見 渡せ る 小高 い 丘 を 走っ て ゆ 
Me つ 2 RF つ NO く 、 生 命 に 満ち あふ れる 少年 。 すべ て を 可能 に する 現 の カ 
が まぶし か っ た 。 立ち 止ま る こと を 知ら な い 力強い 足取り に 

の )( に の 置い て いか れ ま いと 、 い つも 必死 だ っ た 。 す ぐに 根 を 上 げ る 
いこ 自分 の ひ 憧 な 身体 が も どか し い 。 当たり 前 の こと きえ で きず 、 

いつ か 見 捨て られ る 不安 は 、 熱 に うな され る 夜 ご と に 、 小 さ 
な 彼女 を 泣か せ た 。 
追い つく こと が で き な い な ら 、 残 され た 手段 は た だ すがる こ 
と だ け 。 ソ フィ の 要 失 と ヒュ ー バ ー ト と の 別離 、 み ん な の 心 を 
ず た ず た に する 事件 の 中 で 、 シ ェ リ ア は た だ 祝っ た 。 ど うか 
アス ベル が 私 を 見 捨て ませ ん よう に 。 ど うか アス ベル だ け は 、 
いな く な り ま せん よう に 。 けれ ど 想 い は 届か な い 。 少年 は 黙っ の エス コー ト 
て 旅立っ た 。 彼 が 頁 ん じ た 、 足 杉 の ひと つ に 数 えら れ た よう 2 
で 、 シ ェ リ ア は も う 手 紙 を 書く こと さえ で き な か っ た 。 


ヴ 


ウデ アー ラー いい て 


酷い 。 鈍感 。 ど うし て 。 
ご めん の ひと こと も な く 目 の 前 か ら 消 えて 。 
人 の 苦し み を 何だ と 思っ て いる の ? 
みん な あな た を 待っ て いた の に 。 
私 は 、 あ な た を 待っ て いた の に ! 


び の ひざ 直 生 と 先代 計 貞 拓 さ 
NOS び 


9 上 


や が て 非情 な 運命 が 叶え た 再会 が 7 年 の 歳 月 を 飛び 越し 、 
寂し さと 色 り の 涙 が 熱く 流れ た あと 、 不 安 は 安 培 に 、 悲 し み 
は 願い に 、 訟 は 愛 に 変わ っ た 。 あの と き 一 度 は 死ん だ は ず の 、 
人 花 の 少女 の 命 に よっ て 、 大 切な 人 の 背中 に 追い つけ る だ け 
の 力 を 手 に し 、 彼 の 助け に な り た いと 思っ た 。 

追い つく だ け で は 足り な い 。 振り 返っ て ほし いと 願う ば か 
り で は 力 に は な れ な い 。 彼 の 想い を 自分 の 祈り と 重ね る た め 
に 本 当 に 必要 な の は 、 先 を 目指 す 育 を 見 失わ な いよ う 、 腕 
を 伸ばし て その 手 を つか むこ と 。 強い 信念 に 肩 を 並べ る くら 
い に 、 自 分 も 道 を 見 定め る こと 。 時 に 己 の 身 さ え 顧 みな い 、 
播 る ぎ な い 決 意 を 見 守る こと 。 そ し て 一 一 星 自 身 の 願い を 受 
け 止 め た その と き 。 幼い 日 々 に お も ちゃ の 輝き を ね だ っ た 捕 
い 約 束 を 、 今 度 は 、 強 く 優し い 「 娘 」 を 守る 、 玲 い の 指 切 
り に 変え る の だ と 、 堅く 心 に 決め て いた 。 
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に 
い 
る 
か 
ら 


マザー シッ プ ⑨ 
タイ トル 

6 性 別 : 男 @ 年 齢 :19 歳 身長 :178cm つ 体重 :67kg ey 選 川 大 輔 (青年 期 ) 
6 出身 : バ パロ ニア @ クラ ス : 細 剣士 @ 一 人 称 : 僕 ELOAS の る 


・ 孤 独 に 喰わ れ た 瞳 

ラム ダ と 出会い 、 寄 せ 合 う 肩 を 求め 
て し まっ た 幼い 日 、 彼 の 左目 は 血 の 
赤 に 染まり 狂気 を 宿 し た 。 


・ 剣 と 風 と を 従え る 者 


剣 は 民 の た め に 。 大 選 緑 石 ( グ 
ロー アン ディ ) の 導き に 條 い 、 彼 の 
願い は 争い の な い 豊 委 の 大 地 。 


エス コ ゴート 
タイ トル 


・ 王 者 の 成 厳 


や が て 大 国 を 背負 う 若 き 王 子 の 端 
正 な 横顔 は 、 威圧 感 の ある マン ト に 
負け ず 、 す で に 風格 を 備え て いる 。 
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考 を 好ま すず 磁 司 に 崇高 な 理想 を 學 く 、 ウ ィ ン た だ ル 王 同 
の エチ 。 立場 に 急 わ れず 芝 し て くれ た 効 り アス ベル や 
ソフ ィ と 友 料 を 故 う が 、 の ち に 起こ っ た クー デ タ ー を きっ 
みかけ に 洲本 な 王 へ と 変貌 する 。 ぞ の 原因 は 王者 地下 で 
の 事故 で ラム ダ に 壮 太 さ れ た こと 。 し か ん 本 人 ば ぞ の 事 
実 を 知り つつ も 、 内 に 秘め た 柄 邊 の 問 然 か ら 次 革 に ラム 
ダ に 心 を 許し 、 精神 を 太 廊 され て ゆく 。 


か さき ふ へ で いき で ユ ふせ 


N NG ・ て ates of ⑤Traccs・ 
ラン ン 2 の 2 


因 る 場所 を 求め て 


今日 の 出来 事 を 


マザー シッ プ 
⑨ タネ トル 


僕 は この 志 色 ご 、 
の 
に ショク た (02 の か 


きら びやかな 王宮 の 興 に 居 を 構え 、 大 勢 の 家臣 に か し ず か れ 、 申 し 分 な 
い 教 育 を 授け られ 、 リ チャ ー ド は お よそ 庶民 が 思い つく あら ゆる も の に 恵まれ 、 
そし て 途方 も な く 孤 独 だ っ た 。 策謀 と 甘 言 と が 渦巻 く 宮廷 に 、 彼 の 繊細 な 心 
を 受け 止め て くれ る 場所 は な か っ た 。 わ ず か 12 歳 の 少年 は 、 老 いた 男 が よう 
や く 知 る 、 抗 い が た い 運 命 に 従順 で ある すべ を 、 す で に 身 に つけ て いた 。 

彼 の 心 を 支 を た の は 、 た だ ひと つ 、 ラ ント の 地 で 過ごし た 短い 幸福 の 思 
い 出 。 王 子 で は な く 「 友 達 ] と し て 、 手 を 取り 背 に か ば い 、 命 が け の 冒険 を 
乗り 越え を た アス ベル と ソフ ィ の 面影 。 彼 ら と の 百 い は どん な と きも リチャード を 
励ま し 、 生 きる 力 を 与え た 。 海 を 隅 む あの 場所 で 、3 人 の 名 を 刻ん だ 巨大 な 
樹 が そびえ 続け る 限り 、 胸 を 張っ て 孤独 に 立ち 向かえ る と 信じ て いた 。 

や が て 時 が 過ぎ 、 彼 は 思い 出 を 卿 惹 の 入り 混じる 感傷 だ と 受け 止め 、 待 
ち 受 ける 現実 を 、 身 分 ある 者 な ら 避 け て 通れ な い 上 日常 な の だ と 思え る ほど に 
は 大 人 に な っ た 。 し か し 過去 の 傷 は 一 一 文字 どおり 、 く 刻ま れ て いた 。 12 
歳 の あの 日 に 、 王 都 の 地下 で 小さ な その 身 に 宿 し た ラム ダ 。 駆 を 触 む 毒 か 
ら 命 を 救う こと と 引き 換え に 、 異 界 の 生命 体 は 、 リ チャ ー ド の 中 で 眠り 、 そ し 
て 彼 が 再び 命 の 危機 に さら され た 7 年 越し に 目 を 覚ます 。 

リチャード が 胸 の 内 に 育て 続け た 孤独 は 、 唯 一 の 理解 者 を 礁 われ 星 を 追 
われ た ラム ダ の 絶望 と 合わ せ 鏡 だ っ た 。 ラ ムダ の 衝動 に 突き 動か され 、 彼 は 
や が て 気 高 い 魂 を 人 触 ま れ 、 凶 刃 を 振る い 、 原 素 (エレ ス ) を 追い 求め る だ け 
の 父 信 に 堕ち る 。 し か し 支配 と 服従 の 関係 に あり な が ら 、 そ れ で も ふた り は 
互い に 不幸 の 匂い を 叫 ぎ 取り 、 傷 を 舐め 合っ た 。 ひ と つの 肉体 に 息 を 潜め 
て 、 ロ の 半身 を 抱き し め た 。 

使命 に 了 駆 られ る ソフ ィ に 殺意 を 向け 、 手 を 離す まい と すがる アス ベル を 憎 
悪し 、 身 を 案じ る 仲間 た ち を 呪っ た 。 あ れ ほ ど 和 欲し た 「 友 達 ] を 憎み 愚 り 何 
度 も 突き 放し な が ら 、「 リ チャ ー ド で あっ た 存在 」 は 、 泣 いた 。 た だ ひと つ 願 
い 続け た 、 自 分 の 還る 場所 が すぐ そこ に ある の に 、 そ れ さ え 許 し て くれ な い 
残酷 で 救 い の な い 世 界 に 、 流 れる は ず の な い 涙 を 流し て 泣き 続け た 。 


orfrf1 


ぐ で QT 
ッ 


安 真 
忌 様 
の が 
時 い 
が る 
訪 限 
れ り 
る : 
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で N ぱ いそ ト \ 


@ 「 僕 は この 景色 と 、 今日 の 出来 事 を きっ と 一 生 忘 れ な い だ ろう ] : 12 歳 の 日 、 初 め て 得 た 友達 と 広がる 光景 に 捧げ る 、 生涯 に 渡る 感嘆 借 「 貴 様 が いる 限り …… 安 息 の 時 が 訪れ る 
こと は な い 」 : 内 に 潜む ラム ダ の 感情 に 操 ら れ 、 ソ フィ に 向け る 決定 的 な 拒絶 食 僕ら だ けが この 星 を 救え る ん だ ……」 : ラム ダ の 侵食 を 共感 と 見 誤り 、 支配 に 飲ま れ て ゆく 中 で の 原 い 


、 ノ マル クシ ゲー スズ 


ぐ 性 別 : 男 ぐ 年 齢 :40 歳 @ 身長 :186cm @ 体重 :76kg 
の 出身 : ザ ヴェ ー ト @ クラ ス : 投 刃 剣士 @ 一 人 称 : オ レ 


マザー シッ プ 
タイ トル 


・ 祖 国 と 共に 剣 を 捨て 
か つて の 軍 将 校 は 亡命 を 契機 に そ 
の 身 に 染み つい た 剣 を 捨て 、 投 刃 
と 煙 術 と で 購 罪 の すべ を 探す 。 


・ 漢 を 語る 背中 


黙 す れ ど も 男 の 背 に は 苦悩 と 信念 
と 熱き 想い が 宿る 。 広 く 力強く 、 守 
る も の に 捧げ る 「 マリ クビ ー ム |! 


エス コ ゴート 
タ ィ トル 人 ⑤ 


・ 軍 靴 に 代え て 

祖国 の 雪 と 血 を 踏ん だ 足 は 、20 年 
の 時 を 経て エフ ィ ネ ア の 大 地 す べ 
て に 幸福 を 求め 歩み を 進め る 。 
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血 ナ 学校 に 所 属す る アス ベル の 痢 導 教 祖 。 か 
つて の フェ ン デ ル 改 挙 運動 の 心 和信 物 だ が 、 

変人 人 を た くし た こと を 期 に 道 学 ば で 諾 藻 し た 。 

太 司 や 妙 商 を 騎 て た こと を 郊 いい 、 昼 非 の た め に 
語 を 許 る う が 、 克 女 な 左 在 を / 字 る カリ の 意 原 
を 見 剛 せ な いで いる 。 立場 か ら ク ー デ ター に 
応 灯 し 一 度 な 存 加 を 火 め られ る も 、 や が て アス 
ベル と と も に 難 司 の 結 束 の た め 休 直す る 。 


か きき へ で や いき で へ ふい \ 
RS 


5 


2 


) 


Cee 


WW で で 
こ ヽ 


( 


4GNO 


・ て atces of ⑤Taccs・ 


SNSX の か 


吹き すさ ぶ 吹 雪 の 中 で 、 男 は 守り た いも の を な くし た 。 
資源 が 枯れ 、 食 べ 物 が 底 を 尽き て ゆく こと を 、 人 々 が 
肌 で 感じ る よう に な り 始 め た 時 代 、 す で に 軍 は 国 す べ て を 
覆い 、 頭 を 押さ えつ ける 存在 だ っ た 。 あ ら め ゆる 政策 は 不 首 
尾 に 終わ り 、 自 然 、 よ り 豊 か な 他国 と の 戦い に 、 打 開 の 
道 を 求め る よう に な っ て いた 。 前 時 代 か ら 変わ る こと な く 
立ち こめ る 黒 煙 満 ちる 韻 都 で 、 改 革 の 旗 を 掲げ 、 凍 える 
地下 室 に 燥 けた 廃 煙 石 の ラン プ を 灯 し 、 友 と 理想 を 語っ 
た 。 それは し か し 、「 力 」 か ら 自由 と 豊か さと を 勝ち 取る た 
め の 、 も う ひ と つの 「 カ 」 だ っ た に 過ぎ な い 。 総統 の 娘 と 
いう 地位 を 捨て て まで 組織 の 一 員 と な っ た ひと り の 女性 を 
死な せ 、 守 る こと の 意味 を 見 失い 、 男 は 国 を 去っ た 。 
異国 に 亡命 し 、 騎 士 に 叙 し 、 新 た な 時 代 を 創る 若き 剣 
た ち を 育て た 。 裕 あ ふれ る その 国 で は 、 劉 を 持つ 「 騎 士 」 
と は 、 守 る べき 相手 に その 信念 を 替 い 、 身 を 捧げ 、 誇 り 
に よっ て 戦う 存在 な の だ と いう 。 男 は 肩書 きこ そ 騎 士 の 一 
員 と な り 、 そ の 席 の ひと つ を 与え られ は し た が 、 迷 い 漂 泊 
する 身 に 志 な ど あ り よ う も な か っ た 。 それ は 「 仕事 ] で あり 、 
作業 だ っ た 。 祖国 で 培っ た 久 の 腕 は 、 合 じ ら れ 、 使う だ 
け の も の に 成り 下がっ た 。 そ し て また 、 血 が 流れ た 。 
草木 萌え る 国 に 、 陽 光 を 和 か せる 深く 問い は る か な 海 
原 に 、 あ る い は 熱い 砂 の 大 地 に 、 争 い を 止め る 道 を 求め 
て 往き な が ら 、 男 は 足元 を 照ら す 光 さえ 見 出せ ず 、 立 ち 尽 
くす 。 闇 は や が て その 足 を 、 捨 て た は ず の 祖国 に 誘い 、 
死 を 待つ 世界 を 見 せ た 。 一 度 灯 し て し まっ た 改 草 の 火 は 、 
消え て 類 火 の 名 残さ えな くし た 今 、 人 の 心 を さら に 凍え さ 
せる 。 そ れ で も 「 守 る 力 ] は 、 男 を 導い て は くれ な か っ た 。 
巡り 迷う 男 を 置き 去り に し て 、 友 は 「 力 」 を 見 出し て い 
た 。 原 素 (エレ ス ) の 禁忌 に 挑む 、 人 の 手 に 余る 力 。 そ 
れ は 残酷 に も 友 の 身 体 を 舐め 尽く し 、 命 と 引き 換え に よう 
や く 大 地 に 還る 。 そ の 無情 と 、 友 の 覚悟 と 、 彼 が 道 し た 
占い 写真 に 、 男 は よう や く 「 守 る 力 」 を 知っ た 。 武男 で も 
偽善 で も 、 ま し て や 命 を 脅かす 攻防 で も な い 。 そ れ は 一 
途 に 念じ た 信念 を 、 託 し 受け 継い で ゆく 「 想 い 」 だ っ た 。 
愛し た 女性 が 命 の 花 を 散ら し た 石 崩 に 、 友 が 己 の 血 と 
肉 に 国 の 未来 を 祈っ た 氷 の 海 に に マリ ク ・ シ ザー ス は 再 
び 祖 国 の 男 と し て 、 皆 を 守る 道 を 探 そ うと 思っ た 。 
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。 甘 へ 武 
o び は お r ぜ は さ 州 吾 
ri ご と 還 下 彰 


@ [ 君 は よい ご 兄弟 に 恵まれ た の だ な 。 ご 兄弟 の た め に も 心 を 強く 持て 。 よろ し いか ?」: リ チャ ー ド が 心 を 開く 相手 を 得 た こと を 察し 、 王宮 で の 苦し い 立場 に ある 役 に 向 ける 励ま し 欠 
[それ が 私 の 今 の 仕事 で す ] : 算 奪 され た 玉座 で も それ に 座る 王 に 仕え る 「 立 場 ] が ある こと に に じ ま せ る 職務 意識 と 謗 念 借 「 見 失っ た 理想 を 再び …… 探 し て し いる ……」 : ソフ ィ に 聞か 
せる 歌 の 形 を 借り て 、 失意 の 内 に 幕 を 閉じ た 改革 の 過去 を 主 う 借 「 全 く 、 どっ ち が 師範 か わか ら な いな ] : アス ペル の 中 か ら 胸 の 内 を 見 透 か す ラム ダ に 図星 を 突 が れ て の 目 央 


械 っ て 、 そ の 手 に 残っ た カ 
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の も 性 別 : 女 … 年齢 :22 歳 @ 身長 :155cm 体重 :45kg 
レ 欠 出身 ' ア ンマ ルチア の 里 多 クラ ス : 法 陣 士 移 一 人 称 : あ た し 
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・ 伝 説 の 系 譜 
先端 に いく ほど 色 を 宿す アン マル 
チア の 不思議 な 髪 。 千 年 を 超え て 
受け 継が れ た 、 独 特 の 赤毛 。 
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・ 播 れる スカ ー フ 


地面 まで 届く ほど に 垂らし た スカ ー 
フ は 、 小柄 な 彼女 の 動き に 合わ せ 、 
一 挙手 一 投 足 を 踊っ て みせ る 。 


伝説 航 菩 術 考 葉 尻 アン マル チア 族 の 笠 学 者 で 、 一 族 の ルー ツ を 
天 め て 癒 究 中 を 放浪 し て いた 。 古人 遺 大 で 発見 し た デー タ と ソ 
フィ と の 半 償 に が 藻 心 を 交え 女 れ ず 、 疲 女 と 妨 良く な る た め 学 
ば 強 7 に アス ベル ら に 同行 。 ず ば 共 けた 移 説 と 才 で アス ベル と 
ブフ ィ 、 リチャード が の 運 藻 を 導く 力 と な る が 、 文字 どおり の 天才 大 
で 突 牙 な 言動 に より 、 一 行 を し ば し だ 翻弄 する 。 


・ 安 全 第 一 
好奇 心 に 呼ば れる まま 、 どこ まで も 
走り 危険 に 身 を 突っ 込む お から こ そ 、 
歩き や すく て 頑丈 な ブー ツ 。 
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何で も 知り た く な っ ちゃ う 。 
性 分 な ん だ よね ー 上 
必 
ン 
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彼女 は 虚飾 を 知ら ず 、 そ し て 清貧 と いう に は 俗 な 人 。 
遠い ご 先祖 様 は 、 書 物 に 名 を 残す 偉大 な 一 族 。 けれ ど その 血 も 知識 も 算 に か けず 、 い つも 吊 々 


と し て 、 難 解 な 学説 を 、 み そ 汁 の 具 の 切り 方 を 説明 する の と 同じ 調子 で 教え て くれ る 。 小 動物 * 
の よう に 気まま に 大 地 を 駆け 、 大 好き な 機械 に 囲ま れ て 眠り 、 油 の 上 に うっ すら と ほこ り ま で くっ 
つけ た ベタ ベタ の 少 で 、 い つも 幸福 そう に 笑っ て いる 。 0 

2 
彼女 は 優 慢 と は 無縁 で 、 け れ ど 気 遺 いと は な お 縁遠い 人 . Ne 

誰か が 台 の 前 で 立ち 尽く す と き 、 頭 か ら こ ぼれ ん ば か り に 詰め 込ま れ た 知識 と 鋭 すぎ る 直感 は 、 4 @ 好 豆 " 

いつ も その 困難 を 、 豆 腐 か 何 か の よう に や す や す と 切り 崩す 。 けれど 誰 も が 彼女 の よう に 、 自 細 
由 も 愉 個 さも 持っ て は いな い 。 議 望 と 圧 如 が いち ば ん 身近 な と ころ に ある こと に 気づか ず 、 大 好 AIN 
き な 姉 に そっ ぽ を 同 か れ 、 い い 歳 を し て 子供 の よう に 泣き じゃ くっ た 。 の 


彼女 は 求道 に あり 、 し か し 呈 廉 と 呼ぶ に は 食指 が 動き すぎ る 人 。 

た だ 知り た く て 、 ま き 散 らし た た くさ ん の 残骸 が 命 を 吹き 込ま れ 、 そ し て 禁 避 が 形 を 取っ た 。 原 
素 (エレ ス ) を 切り 裂く 補え し い 鋼 鉄 の 前 に 、 ひ と り の 男 の 命 が 失わ れ た 。 そ の 萌芽 は 間違い な 
く 、 自 分 の 手 で 生み 出し て し まっ た も の 。 だ か ら 空 の 海 の 向 こう に まで 、 世 界 を 守る 手立て を 探 
し に 茨 び 出 し た 。 自 分 が 犯し た こと の 責任 を 取る の は 、 当 た り 前 だ と 信じ て いた 。 


咽 せ へ 


彼女 は 天才 。 誰 も が た どり 着け な い 世 界 を 見 る 人 。 

遠い 祖先 が 生き た 空 の 涯 て の 世界 で 、 た くさ ん の 力 を 知っ た 。 それは 星 に 出会い 、 星 と つ な 
が り 、 あ る い は 少々 手 荒 な 真似 を し て で も 、 ヒ ト を 憎む 星 自身 に 、 ヒ ト の 想い を 伝え る 力 。 朽ち 
て いた 過去 に 息吹 を 与え 、 星 の 未来 さえ 見 渡し て 、 誰 も が 認め る こん な に も 「 凄 い ] 人 な の に 、 
風呂 に も 入ら ず 吐 くま で バナ ナ を 類 張 り 、 い た いけ な 年 下 の 少年 の 心 に も まる で 気づか ず 振 り 
同 す 、 罪 な 女 . それ が すなわち パス カル と いう 、 謎 多き 魅惑 の 22 歳 。 
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今 で も 十分 人 じゃ ん 


@「 何 で も 知り た く な っ ちゃ う 性 分 な ん だ よね 一 ]: あ か ら さま に 不審 な 言動 を アス ベル ら に 和 谷 め られ て の 、 答え に な っ て いな い 言 い 訳 但 「 ど うし て っ て …… 仲 間 が ビン チ だ っ た ん だ よ ?」: 
危険 を 願 み ず ヒ ュー バー ト を 底 っ た こと の 理由 信 「 今 で も 十分 人 じゃ ん 」 : 人 で ある こと を 望む ソフ ィ を 軽口 で な だ め な が ら も 、 や が て ぞ その 重 さ に 気づい て の 落胆 但 「 ソ フィ も 喜ぶ し 、 
弟 く ん だ っ て 喜ぶ も ん 」 : アス ペル の た め に 徹夜 の サポ ー ト を 行なう 理由 に 、 無意識 に ふた り を 想い や っ て いる 不思議 
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・ 原 素 を 宿 し て 


星 の 核 の 原 素 を 映す か の よう な 紫 
は 、 彼 女 を 素 体 と する ソフ ィ に も 受 
け 継 が れ た いわ ば フォ ドラ の 色 。 


エス コー ト 。 
タイ トル ⑤ 


・ 生命 の 化身 

ドレ ス を 飾る 草木 を 模 し た 装飾 
星 の 生 命 の 根源 に 緑 が あ る こと を 、 
彼女 の 身体 が 物語 っ て いる 。 


・ 流 れ 巡 る 緑 

輝き 揺れ る 緑 の ツタ は 、 生 命 の 絶え 
た 大 地 に 緑 が 皮 る よう 捧げ られ た 祈 
り の ご と く 彼 女 に 寄り 添う 。 
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吉 時 フ ォ ド ポラ の 柄 か ら 発 見 され た 生 落 伏 で 、 チ 年 芦 に 進 
め ら れれ て いた ラム 夕 茜 殺 計 布 の ヒュ ー マ ノ イ が / プロ トス 
7 / の 完成 を 決定 づけ る 。 ぞ の 実 基 み フォ ドラ の / 生存 
要 導 / の 大 身 で 、 星 の 工 保全 より も 導 の 左 続 を 優先 
する 身 詳 手 な 人 届 を 列 正 。 その 後 は 人 類 の 絶え た フォ 
が ラ で 時 の 生 を 見 字 り 続け 、 魂 を 分 けた ソフ ィ に 人 ん 周 
と の 競 別 を 詩 三 に 渡っ て 葵 告 する 。 
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@ 「 あ な た の 痛み を わた し に 変え て あげ る 」 : 人 の 中 で 生き る こと に 疑問 を 覚え る ソフ ィ を 抱き 込み 、 寿 命 あ る 生命 と の 訣別 を 迫る 言葉 倫 「 ヒ ト に 落ち た 、 
びる が よい 中 : 再三 の 忠告 を 突っ ば ね て ヒト と も に 生き る と 言い 切る ソフ ィ に 起り を 覚え 、 フ ォ ド ラク イー ン と 化し ソフ ィ に 投げ つけ る 裁き 倫 「 あ な た と …… 一 緒 に 、 
いっ て 」 : ソフ ィ と 融合 する 際 に 、 再生 を 見 届け る 孤独 を 分 か ち 合 お うと いう 彼女 の 言葉 に 安 培 し 、 身 を 委ね る と と も に 託す 願い 


不 本 意 の うち に 囚われ の 身 に 堕ち た の で は 、 な い 。 彼女 た ち は い 水 の 
底 か ら 浮か び 上 が る よう に し て 、 自ら ヒト の 前 に 現われ た 。 ヒ ト の 身勝手 が 星 
の 円 環 を 乱 し て いる こと も 、 星 その も の に 宿っ た 命 を 狩り 出し 、 踏 み 込ん で は 
いけ な い 領 域 を の ぞ き 見 て いる こと も 知っ て いた 。 彼女 た ち は 裁 定 者 だ っ た 。 

こん な に も 脆弱 な 、 ヒ ト と 同じ 姿 か た ち に な っ て さえ 、 そ の 存在 が 現し 身 に 
は 過ぎ た も の で ある こと は 自明 だ っ た 。 ヒ ト は 彼女 を 大 気 の 中 に 押し 上 げ て 強 
化 ガ ラス の 菩 養 稽 に 入れ る 、 た だ それ だ け の こと に 、 呆 れる ほど の 犠牲 を 払っ 
た 。 な の に そん な 目 に 遭っ て な お 、 彼 女 の 力 を 「 世 界 を 救い ]、「 ラ ムダ を 抹 
殺す る た め 」 に 利用 で きる 神 の 手 が 、 自 分 た ち に ある の だ と 信じ て いた 。 

た くさ ん の 命 が 互 い に 生 か し 合う 中 で 、 ヒ ト だ けが 破壊 と 搾取 と 中 頭 と を 行 
な い 、 それ さえ 権利 と 思い 込む 。 ど こま で も 人 慢 で 艇 小 な 存在 。 命 を 育む こ 
と を 許さ れ た フォ ドラ と いう 世界 に 、 そ の 痕跡 は ふさ わし く な い 、。 

彼女 た ち は 罰 を 下 し 、 大 地 は 荒野 と 化し た 。 

何 千 何 万 の 夜 と 朝 を くり 返し 、 フ ォ ド ラ は 、 自 ら が ヒト を 排除 し た 世界 と し て 
難 る 日 を 待つ 。 彼 女 た ち が 見 守り 続け る 限り 、 浄 化 と 再生 は いつ か は 約 東 さ 
れ た 未来 だ 。 け れ ど 長 れ な の は 、 遠 く て フィ ネ ア に 放 た れ た 、 フ ォ ド ラ の 子 。 
星 そ の も の 、 す な わ ち 彼女 た ちの 力 の 片鱗 を 与え られ た 、 ヒ ト の 手 で 創 ら れ た 
少女 の 姿 の 命 は 、 宿 業 の 権 の 中 で 壁 伝 い に ぐ る ぐる と 周り な が ら 、 自 ら 望 ん 
で 死ぬ こと も で き な い で いる 。 

戻っ て お いで な さい 。 短命 で 無慈悲 で 信用 に 値 し な い ヒ ト な ど 見 捨て て 。 
お 眠り な さい 。 私 た ちの 手 の 中 で 。 手 招き し 、 何 度 も 手 を 取 ろ うと し 、 そ れ で 
も ヒト と 在 る と 拒絶 する 言葉 に 激 史 し 、 け れ ど 最後 の 衝 那 に 少女 の 胸 に 抱か 
れ た 。 そこ は 彼女 た ち が 眠 っ て いた 深く 彩り に 満ち た 原 素 (エレ ス ) の 海 と 同じ 、 
優し く 温 か で 、 祝 り を 知る 、 母 な る 世界 その も の だ っ た 。 

そし て 彼女 た ち は 小さ な 花 の 少女 と 溶け 合い 、 孤 独 の 番 人 で ある こと を 辞 
め 、 少 女 の 抱く 雛 に な っ た 。 今や 少女 の 内 に 宿る その 「 星 ] は 、 す べ て の カ 
を 眠ら せ て 、 夢 を 見 る 。 ふた つの 世界 が 豊 生 : と 慈しみ と に 満た され る 日 を 待ち 
続け 、 い つ 醍 め る と も 知ら な い 、 と こし え の 夢 を 。 
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の 人 称 : 私 


Cl 


Sc 


の OS 


か 彼女 ら が 星 を 思う 側面 を 強く 受け 継ぐ 。 豊 
か な 緑 の 髪 に 純白 の ドレ ス を まとっ た 神々 し い 姿 だ が 、 星 へ の 思い ゆえ それ を 侵犯 す 
る と 見 な し た 相手 に は 容赦 せ ず 、 あら ゆる 無慈悲 な 攻撃 で アス ベル ら に 死 を 迫る 。 
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ブー/ テ 


る 種族 : ア ンマ ルチア 族 … 性 別 : 女 年 齢 :25 歳 
ぐ 出身 : ア ンマ ルチア の 里 @ 一 人 称 : 私 


パス ズ カル の 刃 で 、 フ ェ ン デル 政府 の 下 で 生物 兵器 の 刻 発 や 煙 
石 究 に 携わる 。 へ の 劣 夫 感 と 対 該 心から 無用 で 彼女 の 

究 を 5/ き 継ぎ 、 無理 を 承知 で 危 原 な 実 朋 に 友 む な ど 、 激 請 的 
な 庫 を 圭 つ 。 醒 び れ な い パ スカ ル を 一 度 な 訪 絶する が 、 や が 
て 星 の 旋 友 に 生 き 合う 彼女 に 威 / さ れる よう に な る 。 


形 
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が アジ ン 


る 種族 : ア ンマ ルチア 族 久 性 別 : 女 つ 年 齢 :11 歳 
更 出身 : ア ンマ ルチア の 里 乱 一 人 称 : う ち 


パス カル や フー リエ の こと を / 妨 嫌 / と 慕う 、 ア ンマ ルチア の 次 
期 長 考 。 効い 少女 の 容 朋 や 愛 ら し ( 言動 と な 裏腹 に 、 有 無 を 
言わ さ ぬ 古 厳 を 婚 え 、 手 な 大 人 より も 怖 か に 除 急 で ある 。 
外交 能力 に も 長け て あり 、 長 考 名 だ の 身 な が ら 、 す で に フェ ン 
テル 総 芝 す ナイ ゲ ン を も うな ら ゼ る 手 管 を 見 せる 。 
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る 性 別 : 女 で 年 齢 :26 歳 ( 減 亡 当時 ) 
る 出身 : フ ォ ドラ @ 一 人 称 : 私 


EN2 


フォ が ラ の 長 誰 者 信 切 アン マル チア の 婦 究 者 。 訪 コ ー ネ ル に 対 
する 愛 誠 を 詞 ます 、 ラ ムダ 茜 殺 の 女 り 奴 と し て 衣 訪 ヒ ィ ー マ ノ イア 
が プロ トス 7 を 生み 記し エフ ィ ネ ア に 送り 込ん だ 。 リト ルク イー 
ン の 下 清 に 先 和 ナ 、 自身 の デー タ を ヒュ ー マ ノ イ だ に 欧 し 、 星 の 
凝 上 を 生き 征 び て 年 の 寿 を 放り 続け る 。 
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カー ツ ・ ペ ッ ウル 


@ 性 別 : 男 窟 年 齢 :40 歳 


旬 出身 : フ ェ ン デル 某所 答 一 人 称 : 私 


フェ ン デ ル 更 在籍 の 胡 短 装 校 で 、 政 府 が 主導 する エネ ルギー 
発 プリ ジェ クト の 責 在 者 。 過去 に マリ ク と と も に 大 近 し た 改 
革 を 、 今 度 は 政府 人 に 身 を 置く こと で 実現 し よう と 考え て いる 。 
理知 的 で 厳 衝 な 人 物 だ が 、 愛す る 女 作 を 失っ た 革 ( い 経 魚 か ら 、 
ピ の 身 を 卒 直 し の 礎 に する こと も 大 わな ()。 


マザー シッ プ 
⑤ タテ トル 


IO 


ヴィク グ 人 グン o 名 


ぐ @ 性 別 : 女 @ 年 齢 : 不 明 


出身 : ウ ィ ン ド ル 某 所 一 人 称 : 私 


パロ ニア 舌 二 局 に 属す る 稚 士 で 、 術士 学校 の 教 訓 の 立場 で も 
あり 、 マ リク 己 アス ベル の 功 。 正 身 の 学生 奉 代 か ら 、 マ リク 
に 好意 を 宏 せ て いる 。 女 修 航 と し て は も っ と も 和 効 名 度 が 高く 
人 先 も ある が 、 一 方 で 上 茂 し い 靖 導 で も 効 ら れる 。 も ルディ ク の 
クー デ タ ー に 薦 旭 する も 、 ア スベ ル に 炊 れる 。 
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を ルディ ク グ 


る 人 性別: 男 @ 年 齢 :50 歳 


竿 出身 : バ ロニ ア 抱 一 人 称 : 私 


ウィ ン だ ル 屋 子 ファ ー デ ィ イナ ント 4 議 の 実 沈 。 長年 に 渡っ て 下位 
箇 を 画策 し 、 魔 国 スト ラ タ の オズ ウェ ル 一 派 と 秘密 雄 定 を 若 
ぶ ほ か 、 ラン 人 卿 アス トン に 対し て も 課 反 を 症 す 。 クー デ タ ー に 
よっ て 一 度 ば は 到 座 を 手 に する も の の 、 了 チリ チャ ー だ と デー ル 
公 お よび グレ ル サ イ だ 民兵 訂 に 護 さ れる 。 
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プル レデ グッ ク ・ ノ リー ンズ 
で 性 別 : 男 窟 年 齢 :64 歳 


先 出身 : ラ ント 抱 一 人 称 : 私 


ラン 家 た に 長年 休 え る 雪 表 に し て シェ リア の 太 婦 。 アス ベル と 
ヒュ ー パ バー トム た 兄 背 は も と より 、 ぞ の 父 ア スム ン ヤ や 妻 ケ リー を る を 療 
身 釣 に 支え 、 強 (」 誠 末 を 筐 (て きた 。 効く し て 親 を た く 
し 、 ま た 下 身 も 病 補 な 交 毅 シェ リア を 不 血 に 大 (、 彼 女 の 恋 の 
成 誠 を 影 な が ら 応 近 し て いる 。 
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へ 年 齢 11 歳 で 身長 145cm @ 体重 338kg 
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The essence of “Tales of Graces" 


The essence of "Tales of Graces 
人 @ 極 彩 世界 の 無垢 


「 テ イル ズ オブ グレ イセ ス 」 (以下 「TOG」) に 初め て 
触れ た と き 、 我 々 は 全編 に 渡っ て 貫 か れる 色 の 洪水 の 虜 
に な る 。 画面 を 満た す の は どこ まで も 心地 よい 、 「 色 」 で 
あり | 彩り 」 だ 。 

ます 舞台 と な る 世界 その も の が 、 色 に 体現 され る 「 原 素 
( エレス )] で 構築 され て いる 。 萌え る 肉 と 深い 娠 、 そし て 
鮮やか な 紅 の イメ ー ジ が 地図 を 彩り 、 大 地 と 空 を 染め 上 
げ る 。 主人 公 ア スベ ル と ヒロ イン ・ ソ フィ の 出会い は 、 濃 
い 海 を 眼下 に し て 広がる 一 面 の 花畑 だ 。 淡い 紫 の クロ ソ 
フィ に 囲ま れ て 演出 され る 必 哲 は 、 風 に 散り 天 に 区 う 花 び 
ら に 、 や が て 運命 に 翻弄 され る 彼ら の 次 を 投影 させ る 。 
多く の 情景 で 空 が その 高み まで 描か れ 、 透 ける 殺 針 帯 
(フォ スリ トス ) が 揺り か ご の よう に 世界 を 包み 込み 、 無 数 
の 色 を 束ね 抱く か の よう な 心地 よさ に 陶酔 する 。 そし て 
主人 公 ア スベ ル は 、 そ ん な 世界 の 中 で ひと きわ 鮮やか に 
白い 。 彼 が まとう 優美 な ジュ スト コー ル は 、 高潔 な 騎士 の 
心 そ の まま に 、 入れ を 知ら な い 純白 だ 。 

と ころ で 一 般 論 と し て 、 戦 い の 場面 に は 正 と 邪 と が つき 
も の だ 。 正 し さ を 勝ち 取る た め に 、 ある い は 相手 を 押さ え 
込み 正当 化す る た め に 、 人 は 戦う 。 し か し ひと つの 正義 
に 相対 する の は 悪 で は な い 。 そこ に ある の は また 別 の 
| 正義 ] で 、 立 場 が 変わ れ ば 見 方 は 変わ る 。「 正 し さ 」 と 
は 多分 に 流動 的 で 不確か な も の だ 。 アス ベル た ち が 直 
面 す る 戦い の 場面 も 、 こう し た 正義 の 問い か け 、 それ を 経 
て 守る こと の 意味 を 突き つけ る 。 彼ら は 自分 が 志 し た 騎 
士 た ちと 戦い 、 血縁 の 者 と 戦い 、 友情 を 圧 っ た 親友 と の 敵 
対 を 強い られ る 。 剣 を 向け 、 退け 、 乗り越え て ゆく 相手 
は 、 一 見 する と 世界 の 征服 を 目論ん だ り 神 に 成り 代わ ろう 
と し た り 破 減 に よる 救済 を 願 っ た りす る 、「 誰 の 目 か ら 見 
て も 危 険 な 思想 や 立場 」 に 見 えて も 、 じ つ の と ころ それ ぞ 
れ の 立場 や 思想 の 上 で の 正義 や 平和 や 主義 を 貫 こ うと し 
て いる 、 も う ひ と つの 「 正 し さ を 信じ る 者 」 に 過ぎ な い 。 剣 
幸 に は 互い の 苦悩 や 混乱 が 透け て 見 える だ け に 、 プ レイ 
ヤー 自身 も また 、 対 立 す る 意味 に 苦し め ら れる 。 

誰 も 「 悪 | で は な い は ず な の に 、 戦い が 生ま れ 、 悲 し み 
が 連鎖 する 。 その 中 で アス ベル が くり 返す 「 守る 」 こ と と 
は 、 仲 間 や 家族 や 大 切な 人 々 の 安全 を 保障 する だ け で な 
く 、 ぞ そう し た 線引き に 囚われ ず 、 多 く の 寂 し さや 不条理 を 
受け 止め 、 そ の 先 に ある と 信じ る 幸福 と 安らぎ と 示し 、 約 
束 し 、 実際 に を 手渡 し て みせ る こと で ある 。 白 は な に も の 
に も 染め られ て いな い 色 で ある と 同時 に 、 ど ん な 色 と も 混 
じ り 新た な 色 を 生み 出す こと の で きる も の の 象徴 だ 。 


「 白 」 を 背負 う ア スベ ル は 、 充 ち 満 ち た 色 の 渦 に 、 無限 の 
可能 性 を 自ら 描き 染め 上 げ 、 溶 け 合 うこ と を 示唆 し て いる 
存在 な の で ある 。 


人 @ 家族 と いう 形 に 託さ れ た も の 


相対 的 な 善悪 で し か な い 対 立 を 強い る 、 その 根底 に 
流れ る も の 。 そ れ は ひと え に 「 家 族 愛 ] で あり 、 そ れ と 
種 を 同じ くす る 無償 の 底 護 の 思い で ある 。 理屈 を 超え 
て 守る 対象 で ある 家族 を 、 あ る 者 は 亡くし 、 あ る 者 は 春 
われ 、 あ る 者 は そう な り た いと 思い な が ら 、 つ い に 碑 い 
合う こと が 叶わ な い 。 そ し て また 持た ざる が ゆえ に 、 
絆 を 渦 望 し 心 を 狂わ せる 。 時 に すれ 違い 失望 し 、 わ か 
り 合 え ず に 涙する の も 、「 家 族 ] と いう 名 の 下 に 絆 と 愛 
情 を 信じ 求め る が ゆえ だ 。 手 を 携え 、 そ うし た 深い 信 
頼 を 結ぶ こと に 、 与 えら れ た 血縁 の 有無 は 重要 で は な 
い 。 彼ら は 己 を 縛る 契約 で は な く 、 約束 の 碑 い に よっ 
て それ ぞ れ に 家族 で あう ろう と する 。 世界 を 脅かす ラム 
ダ で さえ 、 ア スベ ル は 自分 の 内 に 迎え 入れ 、 彼 が 希求 し 
た 回 帰 点 に 、 自 ら な っ て みせ た 。 

そう し た 中 で 、 唯 一 人 の 環 か ら 外 れ て いる ソフ ィ は 、 
「TOG」 の 物語 を 見 届け た プレ イヤ ー に と っ て の 気 が 
か り だ っ た 。 彼女 は も と も と 相討ち が 前 提 と いう 残 本 
な 運命 の 下 に 造ら れ た 存在 で 、 し か も 寿命 が な い が た 
め に 、 世 界 の すべ て か ら 取 り 残 され 生き 続け る 未来 を 
定め られ て いる か ら だ 。 

エン ディ ング 後 の 後 日 談 を 描い た 「 テ イル ズ オブ 
グレ イセ ス エフ 」 は 、 世界 復興 へ の 共闘 を 描く と 同時 
に 、 ソ フィ へ の 救い を 約束 し た 。 永遠 の 命 を 持つ 彼女 
に 託さ れ た 、 星 を 見 届け る 使命 。 そ れ は 故郷 の 星 の 意 
志 そ の も の を 宿 し 、 宿敵 ラム ダ に さえ 寄り 添う こと で 
ある 。 彼女 の 存在 意義 の 矛盾 と 、「 人 」 に 許さ れ た 「 家 
族 ]」 に な る こと 。 あ る い は 彼女 と ラム ダ と を めぐ っ て 
生ま れ た すべ て の 確執 の 克服 。 こ れ ら は ソフ ィ の みな 
ら ず 、 ア スベ ル と シェ リア 、 そ し て 彼ら を 見 守る 仲間 
に 、 想 い を 交わ し 合う こと の 意味 を 改め て 気づか せる 。 

小説 に し ろ 映 画 に し ろ 、 受 け 取 る 側が 感動 と と も に 、 
か すか な 心残り を 覚え る こと は 少な く な い 。 そ れこ そ 
が 作品 の 余韻 だ と 論じ る 向き も ある 。 し か し 「TOGJ 
は この 後日 談 を も っ て 、 そ うし た 思い を 払拭 し 、 す べ て 
を 昇華 させ た 。 こ れ 以 上 の どん な 事柄 も 蛇足 と な る 完 
壁 な 終幕 は 、 タ イト ル ロ ゴ を 飾る 百 き 星 エ フィ ネ ア と 
鈴 針 帯 (フォ スリ トス ) に 似 て 、 美 し く 完 全 な 軌跡 と な 
り 世 界 を 彩っ た 。 


The essence of “Tales of Graces" 


エス コー ト 
⑤ タイ トル 
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A さ へ で いき で へ ふせ や 


に を レポ 
タ ィ トル 


デー マソ ング : 浜 崎 あ ゆみ 


Game Data 


ェ スコ ー ト テイ ルズ オス エク シリ ア 


タイ トル 


SDOEWOE TALEBS、OE2XILLTA 


Xillia:LXillion] と 、 無 限 や 未知 を 象徴 する 「X」 と の 造語 。 
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精霊 と の 共生 関係 を 文明 の 根幹 と し て 発展 し た 世界 、 
リー ゼ ・ マ クシ ア 。 脳 の 「 霊力 野 ( ゲ ー ト )」 と 呼ば れる 器 
官 か の ら 「 マ ナ 」 を 発し て 精霊 に 与え 、 そ の 見 返り と し て 精霊 
た ち が 持 つ 力 を 術 と し て 発動 させ る 「 精霊 術 」 は 今や 一 般 
技術 と な り 、 得 手 不得 手 こ そ ある も の の 、 誰 も が 扱え る も 
の と し て 人 々 の 暮らし に 浸透 し て いた 。 充実 し た 精霊 術 
文化 に よっ て 発展 を 遂げ た 大 国 ラ ッシュ ガル の 王 都 イ ル ・ 
ファ ン で 、 医 師 の 卵 と し て 日 々 学ぶ ジュ ー ド は 、 そ ぞう し た 扱 
い 慣 れ た の は ず の 精霊 術 に 失敗 し 、 け が を 負っ て 病院 を 
訪れ る 患者 が 、 あ る 日 不 自然 な まで に 増加 し て いる こと に 
和 刀 つ く 。 精霊 た ちの 異変 を 疑い 、 持ち 前 の お 人 好 し ぶり 
か ら 、 言 付け 役 を 買っ て 出 た ジュ ー ド 。 彼 は 師事 する 教授 
を 追っ て 、 軍 の 研究 所 を 訪れ る こと に な る 。 


へ こざ で へい いき 和信 で ふ 信 


レル バフ ンク シリ アカ 


「 テ イル ス オブ 」 シリ ー ズ の 15 周 年 を 飾る 作品 と 
し て 、 壮 大 な スケ ー ル で 描か れる PS3 タイ トル 。 
キャ ラク ター デザ イン に は 藤島 康介 ・ い の また む 
つみ 両氏 が 携わり 、 歴 代 作品 の 集大成 に ふさ 
わし い 圧 倒 的 な 存在 感 で 魅了 する 。 


XLX]:1. 未 知 数 、 変 数 2. 未 知 の 人 (も の 、 要 素 )3. 交 差す る こと の 表現 xillion[zijen]:[ 名 ] 何 桁 あ る か も わか ら な い 大 き な 数 、 何 億 兆 


蘭 


隆 霊 
臨 の 
主 
の 


一 方 、 自ら が 礼 ら れ て いる 社 か ら 下 界 を 見 渡す 「 精霊 マ 
クス ウェ ル 」 こ と ミラ は 、 王 都 周辺 で 大 量 の 精霊 が 消滅 し た 
こと で 、 すべ て の 精霊 と 人 間 に 危 機 が 迫っ て いる と 察知 す 
る 。 彼女 は 真 偽 を 確か め る べく 原因 と 思しき 軍 の 研究 所 
へ 向かう と 、 人 を 超越 し た 力 を 行使 し 単身 侵入 を 試み る 。 
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<// の 
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2 
逃 と 
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互い の 目的 に よっ て 予期 せめ 選 哲 を 果たす ジュ ー ド と ミ 
ラ 。 し か し 軍 の 最 重 要 機密 を 目 に し た た め に 、 図ら ず も 重 
罪人 と し て 追わ れる 立場 と な る 。 し か も 追跡 の あお り を 
受け て 、 ミラ は 四 大 精霊 を 召喚 する 力 を 失っ た 。 苦戦 す 
る ミラ を 案じ 、 ジ ュー ド は 王 都 脱出 の 手助け を 申し 出る 。 


の マザー シッ プ 


ダイ トル 


精霊 の 力 を 発展 の 基礎 と する リー ゼ ・ マ クシ ア で は 、 と くに 南方 の 
大 国 ラ ーッ シュガ ル に お いて 、 役 ら が も た ら す マナ の 恵み を 最大 限 に 
引き 出し た 華やか な 精霊 術 文 化 と 、 煙 びやかな 景観 が 花開く 。 そ 
の 一 方 で 北方 の 連邦 国家 ア ・ ジ ュー ル で は 、 精霊 た ちの 恩恵 本 
来 の 姿 で ある 、 荒 々 し い 自 然 の 姿 が 息づい て いる 。 ま た 両 大 国 の 
対立 関係 は マナ の 力 を 軍備 増強 に も 向かわ せ 、 厳 めし い 車 事 施 
設 が 辿 立 する 世界 を 生み 出し た 。 


ン )N 
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迫る 追っ 手 か ら の 逃亡 を 助け た の は 、 人 金目 的 で 近づき 
アル ヴィ ン と 名 乗る 、 自称 備 兵 の 男 だ っ た 。 一 行 は それ 
ぞ れ の 思惑 を 抱え な が ら も 王 都 を 出 論 。 ジュ ー ド の 幼 な 
じみ レイ ア や 迫害 を 受け る 少女 エリ ー ゼ 、 高 級 貴族 の 執事 
ロー エン と の 出会い に よっ て 、 互い の 絆 を 深め て ゆく 。 


NN こざ さい いき で へ ふせ \ 


ヽ ぺ > 


) 頑 2 


ヘン で 体 別 男 @ 年 齢 :15 歳 @ 身長 :168cm 


ど で 武器 : ナ ッ ク ル 欠 戦闘 タイプ: 拳法 使い 移 一 人 称 : 僕 


・ 誰 か を 救う カ 
鈍く 光る 鋼 の 拳 を 武器 に 戦う 。 お 
人 好 し と 言わ れ て も 、 危険 に 身 を さ 
らし て も 、 信 念 と 誰か の た め に 。 


・ 幼 ざさ を 宿 し て 

正義 を 語る に は まだ あど け な い ほど 
の 、 優し い 少年 の 面影 。 け れ ど 瞳 
は 、 遥 か 王 都 の 向こう を 見 渡す 。 


話 基 に な る べく ひと り 故 獅 を 記 れ 、 王 都 プ ル ・ フ ァ 
」 ン の 人 話 学校 で 学ぶ 少 企 。 秦 女 で 要 顔 も いい が 、 
Ss ) | 斉 、 電 一 方 で お 筋 分 と も ちい える ほど の ガ 話 焼き な 訂 ち 

. ) 議 合せ 奈 つ 。 寺 の 虹 変 を 察知 し 独白 に 調査 に 向 
か っ た こと か ら 軍 の 密 に 航 れ 、 精 填 の 主 を 名 乗 
る ミラ と も ども 追わ れる 身 と な る 。 下 分 に は な 
い 、 符 多 な 使 落 感 を 大 っ た ミラ に あこ が れ の 念 
旋 き 、 カ に な り た いと 強く 願う 。 


・ 優等 生 の 出で立ち 
豊か な 知識 と 優し さと を 併せ 持つ 、 
彼 は 医学 を 志す 若者 。 学 び の 場 に 
いる 者 だ か ら こそ 、 身 な り を 整え て 。 
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へ こざ てい ぴき 人 入 で ふい 


A 


ぷ ME まま 。 9 光 、 ま も 
ーー 
ミ プ = ニ マ グズ クエ テル ーー 


〆 タイ トル 


へ ヘン 第 診 才 @ 性 別 女 年齢 20 歳 @ 身長 :168cm 
プ 武器 : 剣 @ 戦闘 タイ プ : 術 剣士 @ 一 人 称 : 私 


・ 万 物 の 理 を 宿 し て 
世界 を 司る 精霊 た ちの 主 な ら ば こ 
そ 、 その 理 が 象 る と り ど り の 色 を 宿 
し 、 髪 は 美しく 彼女 を 縁取 る 。 


e お 
・ 人 の 世 の ガ カ 。 
従え る べき 精霊 を な くし た か り そ め の 
身 。 人 を 超越 する 力 を 取り 戻す 日 ま 
で 、 人 と 等 し い 顕在 の 力 で 戦う 。 


・ 散りばめ る 愛 ら し さ 
世俗 の こと な ど ま る で 関心 が な いよ 
う で いて 、 リボ ン で 編み 上 げた 可愛 
いら し い グ ロー ブ や ブー ツ を 愛用 。 


ォ 40 SH ヨ IVT 


地 水 火 必 を 語る 皿 大 靖 寺 を 従え 、 朋 ら を 精 寺 の 放 マ ク 
スウ ェ ル だ と 名 乗る 譜 の 女 位 。 / マク スウ ェ ル リ た る 次 
() 使 褒 感 を 封 ち 、 責 大 を 果たす こと が 皿 考 の 基準 で ある 
が め ゆえ 、 砂 者 に 対し て も 上 茂 放 で 、 な すべ きこ と を な ぞう と 
し な (者 を 嫌悪 する 。 疹 寺 と し て の 敵 知 を 圭 つ 反 庫 、 信 
悦 的 な 生活 能力 な 世 緩 。 し か し ジュ ー が と と も に 旅 を す 
る 中 で 、 人 々 に 人 届 の 感 誠 を 理解 し て めく 。 


N こ NNP いき いさ マト 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


で 性 別 : 男 で 年 齢 :26 歳 で 身長 :182cm 
ぐ 武器 : 両 刃 大 剣 、 銃 で 戦闘 タイ プ : 銃 剣士 @ 一 人 称 : 俺 


確か な 季 を 圭 つ 、 自 務 / フリ ー の 備 兵 /。 座 に 対し て も 気さく で 
フラ ンク に 凌 し 、 奈 蒼 ある 大 人 の 藤 度 を 衣 さ な いい 。 砂 者 の 所 基 
ち を 比 威 に 見 攻 き 、 望む 言葉 や 行 動 で 広 え 、) つ の 周 に か 紛 手 
の 心 を 病 ら えて 人 に 入り 込ん で ゆく 。 し か し ぞう し た 手 偽 れ た 
衝 し さ に 記 算 尽く の 動 を 7 みみ に 鷹 し 、 親 し げ な 基 度 と な 裏 
に 正 分 正 身 の こと は 多く 語ら ず 、 真 の 月 的 を 落し て いい る 。 


・ 不 英 な 笑顔 は ……? 
気づく と 誰 も が 心 を 許し て し まう 大 
人 の 男 の 包 容 力 。 け れ ど その 目 は 
ふと し た 折 に 皮肉 に 細め られ る 。 


・ 漆 黒 を な び か せ て で て 
Pa ⑨ ン ャ ケッ ト の 福元 を 大 きく 着 月 し ス 

カー フ を ゆる く < 巻く 。 クー ル で 渋く 
て 、 け れ ど また どこ か シニカル 。 


・ 食 えな い 男 の 流儀 


右手 に は 巨大 な 両刃 の 剣 を 、 左 手 に 
は 浮世 離れ し た 奇妙 な 銃 を 。 自称 伴 
兵 は 得 物 も 一 筋 縄 で は いか な い 。 
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さこ ざい いき で ふ \ 


多 性 別 : 女 移 年 齢 :15 歳 乱 身 長 :158cm 
ど @ 武器 : 梶 金 戦闘 タイ プ : 梶 術 使い 移 一 人 称 : わ た し 


・ 少 女 に 咲き 誇る 命 


身 を 癒し 心 を 癒す 存在 に 。 看護 師 
を 目指 し て 奮闘 する か ら 、 誰 より も 明 
る く 、 生 命 力 あふ れる 花 を 飾っ て 。 


・ 有 せ る 花 の 15 歳 


身軽 な 服装 は 戦場 の 根 術 使い に は 
必須 。 で も 綺麗 に な っ た 自分 を 、 見 
て も らい た いと も 、 思 う よ う な 。 


・ 身 に つけ た 強 ざ 


弱い 自分 を 変え る た め 、 努力 を 重ね 
て 体得 し た 梶 術 。 小さ い 身 体 を 補う 
よう に 、 大 胆 か つ 不 敵 に 振る う 。 


家族 で 営む 宿屋 の 在 放 急 を 聞 め る 、 ジュ ーA の 効 な じ 
みみ 。 彼 の 実家 の 治療 寿 で な 看護 大 見 習い を し て いる 。 
女 手 を 思い や る 途 し () 心 の 封 ち 主 だ が 、 で ぞ の た め に 各 を 
使 ) す ぎ て 、 血 み を 學 え 込 が の ち 。 し か し ぞう し た 大 近 に 
めげ ず 、 つ ね に 前 向き で 一 艇 藻 さ を 失わ な い 。 若 税 
革 や スポ ー ツ な どの 謙 肌 事 に 月 が な く 、 詳 大 よ り も 全力 
を 尽 す 志 に 、 大 き な 意義 を 見 剛 し て いる らし (0。 
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エス コー ト 
ダイ トル 
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) ノ テル ー ジ ・ ル タス 


ao 性別: 女 欠 年 齢 :12 歳 @ 身長 :145cm 


ノン で 武器 : テ ディ ポ 乱戦 闘 タ イプ : 精 霊 術士 一 人 称 : わ た し 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


・ 世 界 を 探し て いた 幅 


自分 に は 許さ れ な い 、 果て な く 自 由 
な 世界 。 あこ が れ 続 けた 叶わ ぬ 光 景 
を 、 少 女 は 覆い 隠し た 瞳 で 願っ た 。 


5 デア rips 
さめ 性 別 : 不 明 欠 身長 :30cm く らい 

エリ ー ゼ が いつ も 抱え て いる ぬい ぐる み 。 エ リー ゼ と は 幼い 頃 

か ら ず っ と いっ し ょ で 、 他意 も 遠慮 も な い 言葉 で 彼女 の 気持 ち 

を 代弁 する 。 敵 と の 戦い で は 彼女 を 守っ て パワ フル に 戦う 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 。 ゆ ゅ 


・ 重 ね た 裾 は 心 の 鎧 
触れ 合う こと を 知ら な いう ち に 、 心 は 
幾重 に も 閉ざさ され た 。 そん な 境 過 
の ご と く 重 な り 合う 可憐 な フリ ル 。 


・ 自 分 の 足 で 歩い て 


ハ ・ ミ ル の 村 の 外 を 知る と き 、 彼女 
は 自分 の 意志 で 歩む 。 ブー ツ で 固 
め た 足 で 、 慎 重 に 、 で も 揺 る ぎ な く 。 


72 茂 と いう 存 其 に は 介 共 応 な ぼ ど 、 席 度 な 疹 趣 短 を 誠 
る 少女 。 し ゃ べ っ て 動く ぬい ぐる み / ティ ポリ を 旋 え て () 
る 。 符 殊 な 模 簡 で 育っ た た め 、 対 人 経 科 が 誠 端 に 少な 
く 、 人 人 と の 編 離 成 を は か る の が 書 手 。 し か し 人 嫌 )) な の 
で ば な く 、 お むし ろ 友 達 と いう 左 存 に 強く 位 れ て いる 。 ぞ 
の た め 月 分 を 友達 だ と 言 (、、 広 () 良 具 に 連れ 妨 し て くれ 
た ジュ ー た りら に 総 大 な 誠 を 寄せ る 。 


こざ いり い いき で ふ \ 


< の / 


D 性 別 : 男 多 年齢 :62 歳 移 身長 :175cm 
の 武器: サー ベル 乱 戦闘 タ イプ : 精 霊 術 士 移 一 人 称 : 私 


・ 己 で は な い 護 身 の 剣 


得意 と する の は 精霊 術 で の 戦い だ 
が 、 合 の 扱い も 相当 の も の 。 自分 
で は な く 主 を 守る 、 そ の た め だ け に 。 


ae ーー の エス コ ゴート 
ラ ・ シ ュ ガ カル で も 痢 近 り の 高級 真 族 シ ャ ー ル 家 に 仔 え タイ トル 


る 老 執 事 。 ラ ・ シ ュ ガ ル 王 の 専 創 に 拭 抗 する 自治 頒 カ 
ラ ハ ・ シ ャ ー ル の 才 き 当主 クレ イン を 支え る 。 寿 折 見 せ 0 
る 鋭い 逐 光 に は 、 上 品 な 物 礎 と 得 護 の 経 和 豊 か な 一 
雪 事 、 で は 済ま され な () 物 迫 を 感じ させ 、 ぞ の 一 方 で 
さら り と 冗談 を 交わ し 場 を 和 ま せる 、 ム ー ド が メー カー と 
し て の 役 月 も 自 認 。 す な わ ろ 教 事 の 鑑 た る 男 で ある 。 


・ 風 格 の 慣 ま し き 蒸 尾 
胸元 まで の 短 衣 は ラ ・ シ ュ ガ ル の 特 
徴 的 な 服装 。 けれ ど 執 事 は 影 と な 
る よう 、 深 い 様 の 色 で 装う 。 


ザ IIIIX 0 S ヨ IVI 


・ 足 先 まで 寸分 の 乱れ な く 
ブー ツ で 飛 う 足元 は 、 敵 に 対 財 し よう 
と も 乱れ を 知ら な い 。 い か な る と き 
も 確 平 不動 の 執事 と し て 。 


へ こざ さい いき で ふせ 


さり ゝ 


の ) 


すす 骨 E 和 FM AILLIA 


エス コー ト 
ダイ トル 


WS さき べ ゃ や ANN ふ へ 


マザー シッ プ 
〇 タイトル 


エス コー ト 
の ⑤ タタ 7r ル 


必 
必 
用 
中 
の 
〇 
m 
P 
敵 
| 
必 


へ こぐ くい いき 入 そ へ \ 


マザー シッ プ 
タイ トル ⑤ 


デー マソ ング :[ VS」 misono 


Game Data 


エス コート ⑤⑨ 


タイ トル デ テイ ルズ オス ザ テン ペスト 


TOT 《 


tempest[tempist]:[ 名 ]1. 嵐 、 暴 風雨 2. 大 混乱 


うと 隊 
(c 印 > 


レス 


いい 


ち 


か つて レイ モー ン の 民 と 呼ば れる 種族 が 君 史 し た 、 ア 
レ ウ ー ラ 大 陸 。 100 年 前 の 獣 人 戦争 で 軸 権 を 握っ た ヒ 
ト は 、 彼 ら の 高度 な 知能 と 獣 人 化 と いう 特異 な 能力 を 恐 
れ 、 異 端 者 と し て 迫害 し て きた 。 辺境 の フェ ルン で 暮 ら 
す カ イ ウ ス は そん な 対立 さえ 知ら ず 、 養父 ラム ラス の も と 
で 成長 する 。 し か し 手 負い の 兵士 の 来訪 と 、 魔 物 (スポ ッ 
ト ) の 襲撃 に より 、 あ る 日 平和 は 破 ら れ た 。 ラム ラス は レ 
イモ ー ン の 民 と いう 正体 を さら し て まで 魔物 か ら 村 人 を 守 
り 、 異 端 審問 官 に 連れ 去ら れ た の だ 。 カイ ウス は 養父 を 
助け る た め 、 そし て 幼なじみ ルビ ア は 、 両親 殺害 の 真相 を 
知る 異端 審問 官 を 追っ て 、 と も に 首都 を 目指 す 。 それ は 
カイ ウス に と っ て は 、 自 分 も 獣 人 化し 践 まれ る か も し れ な 
いと いう 自身 の 出生 と 向き 合う 、 苦悩 の 旅 で も あっ た 。 
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イム > ム で や きき ひき 和信 で へ ふ \ 


魂 を 呼び 覚ます RPG 


シリ ー ス 初 の ニン テン ドー DS タイ トル 。 タッ チ ペ 
ン で 料理 を し た り 、 ワ イヤ レス 通信 で 協力 プレ イ 
が で きる な と 、 ハー ド の 機能 を 活か し た 遊び が 
随所 に 盛り 込ま れ て いる 。「 獣 人 化 」 と いう 本 作 
な ら で は の シス テム も 存在 。 


SbOIX OL TAELES OB THE TEMBEST" 


ミ さい 科 寺 


迫害 の 恐怖 より も 人 命 を 選ん だ 養父 を 誇り に 思い な が ら 
も 、 カイ ウス は レイ モー ン の 母 の 血 を 引く 事実 に 戸惑い を 
隠せ な い 。 そん な 彼 を 、 異端 審問 官 ロ ミー の 罠 に は まっ 
た 、 狂気 の ラム ラス が 襲う 。 ロミ ー の 卑劣 さ に 綴り を 爆発 
させ 、 カ イ ウ ス は つい に レイ モー ン の 民 と し て 覚醒 する 。 


〇 


Game Package 


マザー シッ プ 
⑤ タル 


競 や か な ブル ー が 美しい パッ ケー ジイ ラス ト を 人 る の は 、 勇ましく 例 を 
振り 上 げ る カイ ウス と 、 枕 を 手 に 寄り 添う ルビ ア 。 若 さあ ふれ る ふた り 
は まっ すぐ に 前 を 見 据え 、 今 に も 駆け 出し そう な 躍動 感 に 満ち て いる 。 
目指 す の は 、 た くさ ん の 悲し み に 満 ちな が ら 、 な お 希望 が 尽き る こと の 
な い 、 上 果て し な い 世 界 だ 。 パ バック に 描か れる まばゆい 光 は 、 レ イモ ー 
ン の 民 の 血 の 覚醒 さながら に 、 そ ん な 彼ら を 後押し する 。 


NiNTEND ロ IL 


Book 


燃え さか る 炎 は レイ モー ン の 民 が 持つ 力 の 象徴 に し て 、 身 を 燃やし 尽 
くす 激しい 生き ざま 。 上 光 の 姿 と な り 荒 々 し い 力 を 振る う 彼 ら の 背後 で 、 
すべ て を 飲み 込 も うと 迫る 凍 を も 、 カ バー デザ イン に 暗示 する 。 そ し 
て また 往 が 描く の は 、 カ イ ウ ス や 仲間 た ちの 姿 そ の も の だ 。 苦難 の 中 
で 己 を 求め る 彼ら は 、 自 ら を テン ベス ト 、 す な わ ち 荒れ 狂う |「 鳳 と 変 
えて 、 す べ て の 人 の 幸福 を 、 世 界 に 紡ぎ 出し て ゆく . @ 好 y 


か TOT 


中 オ 偽 

悲 が 2 二 
連 し 呼 尿 の 
急 み ぶ い 二 
の 020 


横暴 の 限り を 尽く す 教 会 の 目的 は 、 巨大 な 魔法 (プリ セ 「 生 命 の 法 」 と は アレ ウー ラ 8 世 の 身体 を 乗っ 取っ た 魔物 
プ ツ )「 生 命 の 法 」 の 発動 に ある 。 そう 知っ た カイ ウス た ウォ ー ル ス が 、 異 世界 の 扉 を 開き 、 両 世 界 を 掌握 せん と す 
ち は 、 教 会 の 妨害 を くぐり 抜け 、 レイ モー ン の 民 の 悲願 で る 魔法 だ っ た 。 そ の 触媒 の | パイ シェ ント 」 と 化し 犠牲 と な 
あっ た 捨て 身 の テ ロ を 自重 させ 、 首都 に 迫る 。 し か し 彼ら り 続 けた レイ モー ン の 民 を 思い 、 世界 を 魔物 の 侵食 か ら 守 
を 待ち 受け て いた の は 、 カイ ウス の 双子 の 弟 で も ある 、 異 _、 る た め 、 カ イ ウ ス は 少年 王 ア レ ウ ー ラ 8 世 の 懐 を 目指 す 。 
端 褒 問 官 ルキ ウス と 、 実 の 父親 で ある 教 旦 だ っ た 。 国王 
アレ ウー ラロ 世に 操 ら れ 、 異端 和 り を 続け た 父 。 その 思 
惑 に 疑問 を 抱き な が ら も 、 自 身 の 存 在 意義 の た め に 、 同 
胞 を 処刑 せ ざ る を 得 な か っ た 弟 。 血 を 分 けた 人 々 を 財 め 
た 結末 に カイ ウス は 言葉 を 失 く す 。 そし て 滅 人 戦争 と 
「 生命 の 法 」 の 真相 を 知り 、 悲劇 を 食い 止め よう と 、 事 件 
の 発端 を 知る 宰相 クベ ー ル を 頼っ た 彼ら が 知っ た の は 、 
黒幕 で ある アレ ウー ラ 8 世 の 、 途 方 も な い 陰 謀 だ っ た 。 


TSddMHI 3 コ HI 10 SilVl 


イィ ^ ム 7 で さき いき 入 そ へ ヘ ふ \ 


M: 2 


日 


2 カイ アウ ス ・ ク チー ルズ 


タイ トル 


ei 種族 : ヒ ト と レイ モー ン の 民 の ハー フ 移 性 別 : 男 ‥ 年 齢 :15 歳 欠 身 長 :165cm 金 体重 :56kg 
ン を 出身 (フェ ルン 職業 : 剣 士 初期 称号 : 村 の 少年 欠 一 人 称 : オ レ 


辺 粒 の フェ ルン に 暮らす 、 好 共 心 好 盛 な 少 存 。 魔物 の ・ 飛 び 跳 ね る 髪 は 

毅 撃 と 異 交 審 周 長 の 其 発 を に 、 迫 害 を 受け る レイ / カイ ウス の 快活 さそ の まま に 愛らしく 
モー ン の 慣 の 不 を ヲ / く こと が 昧 し 、 養 人 ラ ムラ ス の が 
救 凡 と 凡 生 の 謎 と を 求め て 旅立つ 。 実 の 父 は 教室 ヴィ が 
ン も ント 、 評 ば レイ モー ン 了 三家 の 生き 残り メリ ッ ガ 。 すず 
な わ ち ヒト と レイ モー ン の ハー フ で 、 レ イモ ー ン の 慣 の 


評 で ある 科 ・ ザ ンク トゥ が な いい な が ら も 、 虚 人 化 で きる 。 


"放さ れ た 形見 


手 負い の 騎士 が 遺し た 宝玉 。 母 の 。 。 
形見 の 「 ペ イシ ェ ント 」 は 、 や が て 彼 
に 生き る 覚悟 を 問い 掛け る 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 。 ゆ 


TOT 《 


TS ヨコ d 愉 ヨコ! ヨコ H1 オ H0 S ヨ HIVI 


・ レ イモ ー ン の 画 影 
ーー 動物 の 足 を モチ ー フ に し た 愛用 の 
ンー ブー ツ は 、 指先 の 再現 に まで こ だ 


わっ た 人 気 の ハ イ テ ク デザ イン 。 


ィ N > や さき SN そ ささ ふき 


チ て 末 て CEMPCS て ・ 


N NG ・ て 旭 L6S O 
2 
2 シン ( に ンク バン) ) 
7 EE 名 


少年 は その 夜 、 た くさ ん の も の を な くし た 。 誰 も が 笑い 合う の どか で 平和 な 村 の 光 
景 、 物 心 つ く 以 前 か ら 自 分 を 見 守っ て くれ た 司祭 の 夫婦 、 人 の 良心 を 信じ る 心 、 血 
の つなが り が な いと 知ら され た 父 の 温か い 手 、 そ れ か ら 、「 ヒ ト 」 で は な か っ た 自分 の 、 


リカ ン ツ と いう 名 で 茂 ま れる 「 レ イモ ー ン の 民 」 を あぶ り 出 し 駆 用 する 密 行 だ っ た 。 首 
部 か ら 如 く 隔て られ た フェ ルン の 人 で さえ 、 ひ と た び レ イモ ー ン の 民 と 見 る や 、 魔 物 の 
同族 だ と 惑 れ お の の き 石 を 投げ た 。 自 分 に も 、 そ の ひと し ずく が 流れ て いる 。 人 を 恐 
怖 さ せる 、 あ る い は 人 を 傷つけ る 、 凶 困 で 猛々 し い 、 上 獣 の 血 が . 

助け 出し な が ら 救 えな か っ た 養父 の 選 の と な り で 、 秘 め ら れ た 荒 ぶ る 魂 を 思い 知り 、 


( 「 自 分 ] で ある 確か さ 。 

異端 者 狩り と 称し て 人 々 を 捕らえ 死 を 迫る 迫 害 は 、 信 仰 の 問題 で は な い 。 そ れ は 
う 
! 


己 の 正体 を 肌 で 感じ 、 涙 さえ 忘れ る 虚無 感 に に カイ ウス は 身 を こわ ば ら せ る 。 こ ん な 
似 に 、 意 味 は ある の か 。 そ れ が 証拠 に 、 長 い 時 を 隔て て 巡り 逢っ た 双子 の 弟 は 、 与 
つ えら れ た 血 に 関 え を な が ら 、 異 端 審問 宜 の 名 の も と に 同胞 の 命 を 狩っ て いた で は な いか 。 


エス コ ゴート 
⑤ タイ トル 


愛し た レイ モー ン の 妻 の 死に 例 突 し た 父 教 手 は 、 そ の 復活 を 騙 ら れ て 、 異 界 の 王 に 
魂 を 染め られ た で は な いか 。 右 く 偉大 な 血脈 は 、 今 や 足 を すく ませ 岩 え る 、 弱 く 衣 れ 
な 野 唱 の ご と く で は な い の か 。 


! けれ ど 。 育て の 父 は 言っ て いた 。「 ど ん な に 辛い こと が あっ て も 、 目 を 逸 ら さ ず に 受 
内 


》 TOT 


け 止 め ろ 」 と 。 そ れ が 強 さ に な る の な ら 、 今度 こそ 、 田 気 を 持ち た いと 願う 。 
慈愛 と 高潔 と を 貫い た 母 が 遺し た 宝玉 は 、 北 千 に 及ぶ レイ モー ン の 命 の 結 卓 。 悲 
劇 さ な が ら に 「 ペイ シェ ント 」、 すなわち 「 受 難 」 の 名 を 与え られ た 赤い 形見 に 、 己 の 
身 の 半 分 を 流れ る 誇り 高い 血 を 映し て 、 カ イ ウ ス は 世界 を 守る た め に 歩く 。 ヒ ト の 和 柔 
軟 さ 。 レイ モー ン の 強 動 さ 。 そ の 両方 を 授かっ た 自分 に は 、 誰 も 越え られ な か っ た 悪 
し き 結 界 を 破る 力 が ある こと を 、 一 歩 ず つ 、 大 地 を 蹴り 上 げ る 足 に 、 確 か め な が ら 。 


DSY の NIINIIINSP ま So 


SN 


NN 
に ヾ 


ー… 


OUW 


母さん …… い いよ ね ? 


よぶ / ん で オレ の 周り の 信 は 
みん な 先んじ ゃ うん だ ! 


IS ヨ d 由 ゴキ ヨコ HI 0 SH ヨ HIVLH 


ィ N > き NN ぎふ や 


例 獣 尼 し た カイ ウス 多 


⑯ 「 ち くし ょ う ! こん な こと っ て アリ か よ ! ロミ ー の 口 車 に 乗り 、 ラ ムラ ス を 見 捨て た 村人 た ちの 様子 を 見 て 歯 誠 く 感 じ る 胸中 借 「 な ん で オレ の 周り の 人 は みん な 死ん じゃ うん だ 日: 
せっ か く 連れ 戻し た 養父 ラム ラス を ロミ ー に 目 の 前 で 殺さ れ 、 悲嘆 に 暮れ る 叫び 鑑 「 オ レ は オレ 自身 で あり 続け る 」 : ルビ ア に レイ モー ン の 民 で ある こと を 知っ た と き の 心 境 を 聞か れ た ーッ ン ェ ョ 
と き に 語っ た 、 父親 の 教え に 基づい て 導い た 強い 覚悟 倫 母 さん …… い いよ ね ?] : 異 世界 へ の 扉 を 封じ る た め に 、 母 親 の 形見 で ある ペン ダン ト を 差し 出す 惜別 の ひと 言 


3S ぷ doSle 9 4 入 す 小 WW GS 
1 
ーー ル ど アグ ・ ブ プル ジア ァ ッ グ 


タイ トル 
ヘレ 6 種族 ヒト で 性 別 : 女 年齢 15 誠 身長 :155cm @ 体重 :46kg 
の 出身 : フ ェ ルン 職業: 術士 @ 初期 称号 : 教 会 の 娘 @ 一 人 称 : あ た し 


・ いつ も は た めく < 窓 心 
聖職 者 の 卵 ら し く 、 レデ ィ の よう に 。 
装う マン ト は ふわ ふわ 揺れ て 、 か 
えっ て 彼女 を お て ん ば に 見 せる 。 


・ 昌和 が や て 。 
アン ピン ク の つぼ み を 模 し た 、 プリ セ プ 、 
ツ を 繰る 小さ な ロッ ド 。 描く 術 と 同 
じ よう に 、 花 開く 日 を 夢見 る 。 


TOT 《 


ど 


シン し 


1 


4 の 


ーー デ 


・ 清 開 の 弄 福 を ooo 
スズ ラン の スカ ー ト に 、 髪 に は 白い 
ボタ ン を 挿し て 。 大 好き な 母 が し て 
くれ た 、 花 は 幸せ の お まじ な い 。 
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カイ ウス の 幼なじみ で 、 フ ェ ル ン の 誠 加 を 字 る 応 克 の 娘 。 局 () 
年 の カイ ウス に あ 妨 さん ぶる お し ゃ まで て 詳 ち 気 な 企 着 だ が 、 本 
当 な 彼 に 淡い) 恋心 を 施 り て いる 。 異端 審 褒 宮 の 来 訪 で 親 を 
殺さ れ 、 理大 の 真 褒 を 知り 放 討 ち を 果たす べく 、 対 を 民 び 妨 す 。 
カイ ウス の 届 生 を 受け 入れ よう と し な が らち も 、 レ イプ モー ン の 尼 へ 
の 婦 臣 を 研 妨 れず 、 ぞ の 葛藤 を ロミ ー に つけ 込ま れる 。 


ィ w > や きえ NN ハミ ささ 


NN ・ て LGS で チチ て G て GMPGS て ・ 号 ヽ 、 ーー 9 

NN ) 、 ト 、 選 。, 多 語 還 

ドラ クシ ーッ ツ て し ヶ を 6 ド 
EE を P は 0 ら う 


少 女 が 探す 、「 あ た し ら レ 


ティ ルキ ス お 見 様 。 戦 いっ て 、 ど ん な 意味 が ある の 。 あ た し 、 
仮面 の 異端 審問 官 た ち に 、 お 父さん も お 母さん も 、 殺さ れ た 。 
信 を 討ち た い の 。 無茶 で も いい 、 刺し 違え て も いい 、 そ の た 
め な ら 、 誰 か を 憎め る 心 の 醒 い 女の子 に だ っ て 、 な っ て みせ る 。 
で も こん な こと し た っ て 、 幸せ な 昨日 は 二度と 帰っ て 来 な いわ 。 
お 見 様 は 、 ど うし て 故郷 の た め に 、 危 険 を 承知 で 戦え る の ? 
お 願い で す 、 ど うか あたし の 、 背 中 を 押し て 。 


マザー シッ プ 
〆 タイ トル 


し 


こい 還 還 時 


フォ レス ト さ ん 。 レイ モー ン の 箇 を 持つ っ て 、 ど うい うこ と で 
すか 。 あ た し 、 カ イ ウ ス を 怖い と 思っ て し まい まし た 。 彼 は 野 
窒 で 冷酷 で 、 平 気 で 人 を 傷つけ る っ て 教え られ た 、 レ イモ ー 
ン の 民 。 わ か っ て る つも り だ っ た ん で す 。 カイ ウス は いつ だ っ 
て カイ ウス 。 罠 と 知っ て も 助け に 来 て 、 お 父さん や お 母さん を 
殺し た 卑劣 な ヤツ ら か ら あ た し を 守っ て くれ た 。 力 そ の も の に 
善悪 は な いわ 。 で も その 牙 は 、 あ た し に は な い の 。 


(Yo 
ー9rFt9Y 
93( ル 叶い MD 


lllr= 時 二 
に 


エス コー ト 
@⑤ タイ トル 


めか TOT 
アー リア 。 誰か を 好き で いる っ て 、 と て も 覚悟 が いる こと な 


の か な 。 カ イ ウ ス は 、 弟 の ルキ ウス や 本 当 の お 父様 で は な く 、 
あたし た ち を 選ん で くれ た 。 あ た し も カイ ウス を 信じ た い の 。 カ 
イ ウ ス の 辛 さ を 分 か ち 合い た い の 。 いつ も どおり の あたし らし く 、 
笑顔 の まま で 側 に いた い の 。 自分 が 自分 で いる こと に 迷っ て 
も 、 ち ゃ ん と 前 を 同 い て いら れる 、 強く て 優し い カ イ ウ ス の た 
め に 。 あ た し も 強く 、 な れる か な ? 


| 
ー ざ 


……9 の で り U ハ 箇 日 で 寺 
ruU y び は 計 可 入 せ へ 叶 


カイ ウス 。 な に よ 、 バ パカ 。 小さ い 頃 は 情け な いく らい に 怖 が 
り で 、 い っ つも あたし に くっ つい て いた くせ に 。 い つの 章 に か 
田 敢 な 男の子 に な っ て 、 自 分 だ け で 抱え 込ん で 、 何 で も で き 
る っ て 顔 を し て 。 あ た し も いっ し ょ に 戦わ せ て よ 。 今度 は あ た 
し が 守る ん だ か ら 。 悲し いこ と も 苦し いこ と も 、 ひとり 占め し よ 
うな ん て 許さ な いん だ か ら 。 も う 二 度 と 、 手 を 離さ な い 。 ど こ 
まで も 、 こ の あたし を 、「 連 れ て 行く ] っ て 言っ て よね ! 


り 半 人 N 等 G ざ ( 四 び (T で OK 太 び の 9 上 


ーー バト ュ 
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イィ ム > で や きき いき で へ \ 


ーー | _ も う 何 を 信じ て いい の か わか ら な い ……ーーー 


@ [あい つら 許さ な いわ ! 必ず お 父さん と お 母さん の 人 を 討つ 」 : 異端 審問 官 に 両親 を 殺さ れ 、 そ の 信 討 ち に 燃え る 強い 決意 代 「 な に よ ! ずっ と 心配 し て た の に ……」: よう や く カ 
イ ウ ス と 再会 し て 、 喜び を 込め た いつ も の ケン カ 腰 代 「 も う 何 を 信じ て いい の か わか ら な い …… 」 : ロミ ー の 口 車 に 乗り 、 誰が 両親 を 殺し た の か 、 真実 が 一 気 に ば や け て いく 戸惑い 
@ [カイ ウス 何だ か ちょ っ と カッ コ 良 く な っ た ね ……」 : レイ モー ン の 民 で ある こと は 自分 の 誇り だ と 語る カイ ウス 、 それ を 聞い て 見 直し た よう に つぶ や く ル ビア 


さ ツ ぶ AU 


さこ 】 


ミ 


ノラ ティ ルス ソリ ワー ネ 


る 種族 : ヒ ト @ 性 別 : 男 @ 年 齢 :18 歳 @ 身長 :178cm @ 体重:68kg 
も 出身 : セ ン シ ビ ア 職業 : セ ン シ ビ ア 王 国 第 四 王 子 @ 初期 称号 : 謎 の 旅人 ‥ 一 人 称 : 俺 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆあ 


アレ ウー ラ 大 邦 想 方 の 島国 、 セン シビ ア 了 王 司 の 共 皿 王 
。 月 店 訂 放 で 押 さ くに 許 る 区 ()、 子 族 らし () 落 る 着 
き を 欠い て いる よう に 見 える が 、 和 柔軟 な 選考 を 嫌 え て 
いる 。 故国 を っ た スポ ッ ム 賠 現 の 原因 を 棒 る べく 、 
娠 者 フォ レス トム と と も に 艇 入 司 し 、 診 郭 を 月 請 す カイ ウ 
ス ら と 共 謙 。 また 古 へ の 潜入 存 戦 で 身分 を 騙 っ て 以 
来 、 ル ビア か ら ば / あ 兄 様 / と 異 わ れ て いる 。 


・ 気 品 あふ れる 長い 須 
現 百 色 の 長髪 を ひと つ に 東 ね れ ば 、 
どこ の 貴婦人 か と 見 まごう ば か り に 、 
高 責 の 血 は 彼 を 美しく 見 せる 。 


エス コー ト 
タイ トル 人 … ゆ 


Tor 《 ・ 偽 り の 旅人 SE 
身分 を 隠し 、 つ いで に 密航 の 罪 も 隠 
し 。 お 忍び 王子 は 旅人 を 装い 、 護 


身 な ら 己 が 剣 と フォ レス ト で 十分 。 


・ 身 の 丈 に 迫る 大 剣 


大 な 語 。 威 踊 の つも り で 敢えて 大 
きく 。 彼 な ら 当 然 や りか ね な い 。 
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イム 〉 ム て いい き AA そ へ ふ \ 


チ て 馬 て GMP6GS て ・ 


NSX の ググ 


王子 の 先 に は 


際 も だ 
間 


世界 と 窓 と 


男子 だ け で も 4 人 の 末 と は いえ 、 仮 に も 一 国 の 王子 が 、 審 航 と 大 立 回 り の 果て に 
他国 に 渡る な ど 、 く だ ん の 政治 問題 に 一 層 の 波紋 を 広げ る こと 言う べく も あら ず 。 し か 
し ティ ルキ ス は それ を 承知 で 、 あ る い は 熟慮 の 時 間 も 惜 し いと 言わ ん ば か り に 、 自 黙 な 
従者 ひと り を 連れ て 、 東 の 大 陸 ア レ ウ ー ラ に 乗り 込ん だ 。 自国 が 魔物 の 踏 最 に 手 を こ 
まね いて いる 。 騰 着 状態 の 中 で 打開 の 道 を 探せ る の は 、 事 実 、 彼 だ け だ っ た 。 

短 慮 で は ある が 、 愚 昧 で は な い 。 軽薄 に 振る 舞う が 、 浅 は か で は な い 。 物事 の 本 
質 を 見 る 洞察 力 を 持ち 、 魂 が 命じ る 正 し さ を 、 信 じ る 意味 を 知っ て いた 。 祖国 に も レイ 
モー ン の 民 が 暮らし 、 採 め 事 も 起こ る 。 し か し それ は 、 ヒ ト 同 士 と て 同じ こと 。 偏見 を 
持た ず 、 そ うし た 事実 の ひと つ ひ と つ を 加 付 け に し て 、 世 界 を 見 て いた 。 そ れ が ティ 
ルキ ス と いう 男 だ っ た 。 


異国 の 地 で 、 故 国 の 異変 の 原因 を 探り な が ら も 、 叫 に 迷う 年 下 の 友 た ち を 導き 、 
過去 の 悪夢 に お の の く 男 の 背 を 押し 、 彼 ら の 道 を 拓く 道標 と な っ た 。 そ し て ひと り の 可 
憐 な 少女 に 、 本 気 の 恋 を し た 。 加 切 り に 疲れ 、 さ り と て 愛す る 男 を 見 限る 男気 も な く 、 
罪 の 深 さ に 迷い 立ち 尽く す 聖 女 。 半 歩 先 か ら 振り 返り 、 た だ 信じ て 彼女 を 待っ た 。 つ 
い に 欲望 に 飲ま れ て 命 を 散ら し た 想い 人 に 、 訣 別 の 涙 を 捧げ る アー リア を 、 嘘 偽り な 
く 愛 お し いと 思っ た 。 

営 れ た 類 を 拭う 資格 を 与え て くれ た な ら 。 金糸 の 敵 を 杭 く 赦し を 、 ひ と 言 つぶ や い 
て くれ た な ら 。 折れ る くら い に 抱 き し め て 、 世 界 の 果て まで さら っ て いく こと だ っ て で きる 
の に 。 亡霊 に な り 果 て て な お 、 彼 女 の 心 を 礁 っ た まま の 男 に 敵 わ ず に 、 胸 で 泣か せる 
の が 精々 な 、 テ ィ ル キス ・ バ ロー ネ 18 歳 の 、 夜 の し じ ま 。 

気 負 う まで も な く 誰か の た め に 戦い 、 心 の 示す まま に 生き 、 望む も の を その 手 で た ぐ 
る 地位 も 力も 持っ た 、 気 さく で 奇 放 な 肌 し の 王子 。 そ ん な 彼 が 生ま れ て 初め て 手 に 人 
れ ら れ な か っ た の は 、 た っ た ひと 粒 の 可憐 な 紫水 品 だ っ た 。 テ ィ ル キス は 替 う 。 故国 
の た め に 劉 を 取り 、 世 を 脅かす 異形 の 魔物 を 駆 用 し て 、 己 の 使 人 を まっ と うし た と 脚 
張れ る その と きこ そ 、 正 々 堂々 と この 輝き を 、 懐 か し い 空 の 下 に 連れ 出し て 見 せる と 。 
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お 互い 人 目 を 忍 ん で の 旅 だ 。 


@「 お 互い 人 目 を 忍 ん で の 旅 だ 。 よろ し く 頼 む ぜ 」: 目 的 地 を 同じ くす る カイ ウス た ちと 、 合流 し た 際 の あい さ つ 亀 「 残 念 な が ら は いそ う で すか っ て 捕まる ほど お 人 よし じゃ な いん だ ]」: 
教会 の こと を 喫 ぎ 回 っ て いた こと が バレ て 、 僧兵 に 取り 囲ま れ た 際 の 員 思 葵 「 よ し ! それ ぞ れ 目的 は 違う が 俺 た ち は 仲間 だ !」 : レイ モー ン の 隠れ 里 を みん な で 目指 す 際 に 発し た 、 
威勢 の いい 鼓舞 食 「 君 が そこ まで 覚悟 し て いる な ら 俺 は 君 を 信じ る よ 」 : これ まで アル バー ト の 命令 で スパ イ 行 為 を し て いた アー リア を 許す 寛容 の 言葉 
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c < だ ワウ ヤン 


も 種族 : レ イモ ー ン の 民 
も 職業 : テ ディル キス の 従者 


も 身長 :195cm 和 体重 :95kg 
め 初期 称号 : 謎 の 助っ人 


・ 流浪 が 刻ん だ 日 々 
逃亡 と 放浪 の 歳 月 が 、 鍛 えた 筋肉 を 
赤銅 色 に 知 いた 。 苦難 を 歩む 一 族 
に あっ て 、 彼 は 救済 の 道 を 探す 男 。 


9 一 人 称 : 私 


ティ ルキ ス の 護 稀 を 務め る レイ モー ン の 尼 。 計 だ が 
遂 か な 但し さ を 圭 ちあ 、 カイ ウス か ら な 人 層 親 の よう に 慕 わ 
て いる 。 74 存 航 、 異 端 者 狗 り の 中 奈 を た し た 
/ ジャ ン ナ 事 郁 / の 主導 者 で 、 放 源 の の ち に セン シビ ア 
に と 褒 し て いた 。 果たせ な か っ た 施 え を 実ら せ 、 局 旋 
の 座 重 を 胡 り 戻す べく 、 テ ィ ル キス に 刀 き 従 う 彩 で アレ 
ウー ラ た に 選 り 、 本 佐 を 異 た す 計 会 を うか が っ て いる 。 


・ 漢 の こだわ り 

見 る か ら に 無骨 な 戦士 が 装う の は 、 
左 の 耳 に 牙 の ピア ス 。 レイ モー ン 
の 誇り を 胸 に 、 硬 質 な 洒 脱 さ を 。 


・「 ヒ ト 」 と し て の 鞍 
獣 の 力 で 戦う な ら 、 己 の 牙 が あれ ば 
よかっ た 。 し か し ヒト の 姿 で 生き て 
きた か ら 、 巨 大 な 差 を 手 に 取っ た 。 


*、 マザー シッ プ 
@⑥ タテ エル 


呈 罪 の 先 に 理想 を 見 所 


他人 は 他人 、 
自分 は 自分 だ 


Ri 私 は 14 年 も 戻っ て こ な か っ だ 


(r 再 


要 


猛 き 晶 を 持つ レイ モー ン の 民 で ある こと は 、 彼 の 誇り で あっ た 。 智 に 優れ 力 に 恵まれ 、 
天 の 加護 を 受け た 偉大 な 種 。 それ が わずか 100 年 の 間 に 踏 み に じ られ 、 獣 人 戦争 な ど と 、 
あたかも 対等 の 争い を 装う 言葉 に 骨 か れ た 。 今 に 至 る 中 頭 は 異端 者 狩り と いう 建前 に 
隠さ れ 、 雪 の 大 地 に 細々 と 暮らす か 、 そ れ で な けれ ば ヒト に 紛れ て 生き る と いう 、 屈辱 
の 身 に 基 ち た 。 そ し て レイ モー ン の 民 の 存亡 を 賭け て 、 仲 間 と と も に 決死 の 上 申 を 試み 、 
酷 た らし い 結 末 を 迎え た 14 年 前 の 悲劇 を 、 フ ォ レ スト は 魂 に 刻み つけ る 。「 ジ ャ ン ナ 事 
件 ]」。 レ イモ ー ン の 民 の 生き る 世界 は 、 総 望 的 な まで に 地上 か ら 消え た 。 


リフ ば HH び (ETY 


同胞 を 犬 死に させ た 不 甲 斐 な さ に 、 一 度 は 自暴自棄 に な り 、 故 郷 を 捨て 、 荒 ん だ 。 
そし て 放浪 の 終着 点 で ティ ルキ ス と 出会い 、 彼 は 荒れ 狂う 波 で は な く 、 凪 い だ 海 と し て 、 
一 族 が 享受 すべ き 、 ご く 当 た り 前 の 権利 を 求め る こと の 意味 を 知る 。 高 革 な 身分 に あり 
な が ら 、 地 位 だ け で な く 種 族 に さえ こだわ ら ず 、 自 分 を 側 に 置く 王子 の 懐 の 深 さ は 、 ヒ ト 
が 再び 歩み 寄り 、 心 を 開き 、 信 じ る に 値する 存在 な の だ と 、 彼 に 教え た 。 

第 二 の 下 郷 と 仕 を る セン シビ ア の た め に 、 テ ィ ル キス に 従い 忍ぶ 旅 を 、 フ ォ レ スト は 
だ か ら こ そ 、 過 去 の 罪滅ぼし だ と 己 に 命じ る 。 目覚 め た レイ モー ン の 血 に お の の く カ イ ウ 
ス を 、 大 き な 手 で 支え た 。 幼なじみ の 出生 に 戸惑い を 陣 せ ぬ ル ビア を 、 言 葉 少 な に 導 
いた 。 今 も な お 報復 に 目 を 血 走 ら せ る 同胞 か ら 、 ヒ ト に 懐 来 され た 旭 切 り 者 と な じ ら れ て 
も 、 面 を 上 げ 続 けた 。 凄惨 な 歴史 を つぶ さ に 見 て きた ゆえ に 、 今度 こそ 、 血 の 流れ ぬ 
融和 が 実る こと を 、 強 く 願 っ て いた 。 

100 年 の 受難 の 元凶 は 、 少 年 王 の 姿 を 借り た 異 界 の 男 の 、 壮 大 に し て 浩 劣 な 陰謀 。 
し か し 長き に 渡っ て 植え つけ られ た 、 ふ た つの 民 の 間 に 広 が る 心 の 闇 は 、 未 だ 暗く 、 そ 
し て 深い 。 それ で も 彼 は 求め る . ヒト と レイ モー ン の 民 の 共存 の 道 を 。 今や 邊 黙 な 男 と な っ 
た 、 か つて の 荒 々 し き は 叫ぶ 。 手 を 携え た 仲間 た ちと の 絆 に 、 種 族 の 違い を 乗り 越 
える 証 が 、 こ れ ほ ど に も 刻ま れ て いる こと を 。 


bi 
wl 著 倖 朋 問 夫 守谷 維 党 
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ィ ヽ > べ や さき NS いさ ふ や 


久 誤 化 し た フォ レス ト 参 


@ [他人 は 他人 、 自分 は 自分 だ ] : 自分 の 素性 を 気 に し て いる カイ ウス に 対し て 、 心 を 強く 持つ よう に 投げ か けた アド バイ ス 亀 「 こ こ は 私 に お 任せ 下さ い | : 僧兵 た ち に 囲ま れ た と き 、 
ティ ルキ ス を 逃がす た め に 胃 を 買っ て 出る 決心 豊 「…… 私 は 14 年 も 戻っ て こ な か っ た 」 : 久々 に 戻っ て きた 故郷 で 村長 に 打ち 明け た 、 故郷 を 捨て て いた こと へ の 自責 の 訪 欠 「 事 と 次 
第 で は 俺 が 教 宇 を 倒す 」 : 首都 焼き 討ち を 目論ん で いた か つて の 友人 トー ルス を 説得 する 際 に 吐露 し た 、 自 分 の 中 の 覚悟 


SN ヽ G> 
ルン 4 ar 


っ や 種族: ヒト @ 人 性別: 女 で 年齢:18 歳 で 身長 :165cm @ 体重 :52kg Vi 欧 木 香 起 
ど や 出身 ) ア デル ハビ ッ ツ 職業 : 僧 但 で 初期 称号 : 教 会 の 僧 介 @ 一 人 称 : わ た し 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


・ 禅 に 仕え る 本 


教会 億 兵 は みな 蜂 を 上 げ 黒 の ター 
バン を 巻く 。 す な わ ち これ に 反する 
行為 は 、 教 会 へ の 忠誠 に 硝 く こと 。 


・ ア メシ スト の 誠 。 
携え る ロッ ド は 時 職 に 各 く 者 の 証 に 

し て 、 プリ セ プ ツ を 描く 武器 。 華 や 

か に は か な く 、 紫 水晶 が 放 く 。 


エス コ ゴート 
タイ トル 


TOT 《 


ae の 


・ 規律 と オシ ャ シン と 
僧兵 に 支給 され る 揃い の 装束 に 、 フ 

リル を 縫い レー ス を 編む 。 で きる 限 

り 飾 り た い 。 彼 が いる か ら 。 
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稲 部 ジ ャ ン ナ の 教会 に 属す る 尼僧 。 功 下 道 に 甘食 う 摩 
物 を た っ た ひと り で 電 対 し 続け て いる 。 育 都 に 潜 入 し て 
きた カイ ウス ク ら と の 必然 の 訪 会 に より 、 旅 に 局 存 。 し 
か C 実 万 み カイ ウス ら を 疾 う 黒 舌 局長 アル バー ト の ス 
バイ と し て 、 彼 ら を 自 赴 し て (る 。 征 ( い を 寄せ る アル 
パー トム へ の 追 征 と 、 刀 か ら の 誠 聞 と の 放 華 み に 革 し 
み 、 教会 の 異 誠 者 狐 伏 に も 疑 立 を 旋 く 。 


AP に に に い に に AN い 


NNS の ぶ ・ て オオ LGS 〇 O げ て 捕 6 て CEMpES て ・ 


2 ベン グ 
窓 焦 が れ た 人 よ 、 さ よう な ら 


これ 以上 何 も 知 ら な い 街 の ヒト が 犠 牡 に な る の は 時 だ っ た か ら 


マザー シッ プ 
の タネ トル 


わ 街路 に 舞い 上 が る 氷 の 粒 を 浴び あめ 
た て 、 少 女 は 少年 と の 、 他 愛 も な い 雪 遊び を 何 よ が E 
記 り の 楽し み に し て いた 。 燃 は 凍てつく 風 に 触れ て すぐ に 赤 / こ 
く 染 まる か ら 、 彼 を 想っ て 火 照 る 心 を 隊 し て くれ る 。 い つま で も こん は 
は な 風 に 、 幸 せな 時 間 が 続け ざい い の に .。 穫 ) 
わ けれ ど 少 年 は 、 あ る 日 、 町 を 去っ た 。 祖父 を 処刑 し 両親 を 追放 し 、 極 北 の わ 
た 地 で 果て させ た 、 華 や か で 人 編 渦 巻く 都 へ の 復讐 を 秘め て 。 由緒 ある 騎士 の 一 と 
門 が 、 そ の 誇り を 礁 わ れる こと の 無念 は 、 平 凡 な 生ま れ で ある 彼女 に は 想像 し て みる し 了 
か で き な い 。 し か し 権力 を 得る こと で 権力 を 見 返す と いう 野心 は 、 と て も 人 歪 で 危う いも の の ) 
の に 感じ られ た 。 口 を 開け て 待つ 、 奈 落 の よう な 欲望 の 舞台 に 飲ま れ て ゆく 彼 が 気 懸 か り だ っ 知 ] 
計 た し 、 人 何より た だ 、 側 に いた か っ た 。 つ の エス コー ト 
じ 少女 は 少年 を 追い 、 怖 か 都 の 教会 に 身 を 置き 、 プ リセ ブツ の 才能 を 開花 させ 、 要 人 を 警護 し 5 ea 
の 民衆 の 平和 を 守る 僧兵 と な っ た 。 焦 が れ 慕う 彼 の 力 と な る た め に 、 よ う や く 与 えら れ た 役目 は 、 男 い \ ao 
る 責 の な い 異 端 者 狩り を 青 定 する こと 。 そ し て レイ モー ン の 命 の 結晶 「 ベ イシ ェ ン ト 」 を 教会 に も た ら と 
3 を 。 す た め 、 右 も 圧 も わか ら ぬ 子供 た ち に 接近 し 、 心 を 砕く フリ を し て 、 彼ら の 動向 を 漏らし 続け る こと . が 
つ の の の きい 、 み ん な 、 わ た し は ずる く て 、 万 生来 の 献身 の 思い その まま に 魔物 を 狩 ル 
りな が ら 、 彼 女 の 心 は 泣い て いた 。 教会 の 密 行 に 戸惑い 、 権 力 に 取り 選 か れ た 幼なじみ に 一 の ) 
と の 途 な 想い を 利用 され 、 抗 うす べ も な く 北 重 に も 翻 旭 さ れ た 。 そ れ で も 騎士 団長 の 厳 め し い 鎧 の | 
7 下 に 、 懐 か し い 少年 の 面影 を 求め 、 声 が 枯れ る ほど に 改心 を 訴え すがり 、 突 き 放さ れ た 空 っ 民 
: め ほぼ の 手 に 、 つ い に 別 れ を 告げ る こと を 選ん だ 。 は こ 
/ 雪 の 中 で 笑い 合い 、 押 い 言 葉 で 将来 を 暫 う まま ご と 遊び に 胸 を と きめ か せ た 、 箱 許 7 ビ 
め の の 昨日 は 、 人 彼 と 同じ 色 だ と 、 さ さや か な 喜び に 浸っ た 美 い ハ NR 
し い 金 の 髪 を 、 結 い 上 げ る こと を 止め た 。 権勢 と 骸 障 と で 築 か れ た 教会 で は な く 、 の *| 
1 仲間 と 手 を 取る 俗 世 の 戦い に 、 世 界 の 危機 を 救う 道 を 見 つけ る と 決め た 。 ね 邊 
7 こ 夢 の 革 を 閉じ た 。 
に 
の [きよ うな ら 、 ア ル バ ー ト | 一 一 。 m 
の 


これ か ら ど うし だ ら 、 良 いか 
に 9OLZdN0L 2 7 まん ルル 作 


@ [これ 以上 何 も 知ら な い 街 の ヒト が 犠牲 に は る の は 嫌 だ っ た か ら 」 : スポ ッ ト を 人 知れ ず 退 治し て いた 心 優し き 理由 倫 「 こ れ か ら ど うし た ら 良 いか いっ しょ に 考え まし ょ ] : 自分 の 隠さ 
れ た 秘密 、 養父 の 死に 憎 然 と する カイ ウス に 告げ ば た 、 精 一杯 の 心配 り 借 「 あ な た は も うわ た し の 知っ て いる アル バー ト で は な い の ね ……] : 野望 に 突き 進む アル バー ト を 必死 に 説得 
する も 、 心 通わ ぬこ と へ の 哀しき 嘆 息 倫 「 わ た し は わた し の 信じ る も の の た め に 戦う と 決め た の 」 : 想い を 寄せ る アル バー ト と の 戦い を 覚悟 し 、 前 に 進む と 決め た 宣言 


ィ イハ 〉> マ くい きき いき で へ \ 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


ぞ 種族 : ヒ ト と レイ モー ン の 民 の ハー フ 性別: 男 年齢 :15 歳 身長 :165cm 体重 :56kg 
で 出身 : 不 明 @ 職業 : 異 端 審問 官 @ 一 人 称 : ボ ク 


_ は 必要 な か っ た 。 心 と と も に 母 の 
面影 も また 、 仮 面 に 閉じ 込め る 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 


TOT 《 


・ 死神 を 機 し て 


鍋 杖 が 象 る の は 量 六 か 蛇 か 悪魔 の 
爪 か 。 レ イモ ー ン の 民 を 脅かす 己 の 
皮肉 を 、 褐 々 し い 装 い に 笑 い 泣く 。 


モー ン の 血 か ら 目 を 逸らし 、 死 装束 
さながら に 白い マン ト で 身 を 包む 。 
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高い) 効 衣 と 教養 を 嫌 え 、 優れ ん た プリ セ プ ツ 能力 を 誇る 、 教会 最 年 
少 の 異 暮 績 次 宮 。 胡 勤 な 物腰 の 史 に 、 教 密 へ の 総 対 の 大 症 を 
の ぞ か ゼ 、 と き に 冷 本 な 表 誠 を 見 せる 。 放 庫 で 素顔 を 訂 し て いる 
が 、 ぞ の 正信 は カイ ウス の 双子 の 輝 。 し か し 教室 の 意 語 で ヒ 人 と 
し て 廊 て られ 、 レ イモ ー ン の 尼 を 迫害 する 立場 に あり 、 且 身 の 友 
在 意義 に 九 () な が ら も カイ ウス を / き 入れ よう と 迫る 。 


イム 2 て き ざき で ふ \ 


・ て LGS 〇 げ て 末 G て CEMPGS て ・ 


( ま き / マザー シッ プ 
【 ン T" @ ダ 宙 


仮面 に 財 し た 陰 日 向 の 順 い 


十 月 十 日 を 胎内 で と も に 過ごし た 双子 は 、 ジ ャ ン ナ 事件 が 決意 させ た 母親 
の 自 死 で 、 実 父 と 家臣 それ ぞ れ の 手 に 引き 裂 か れ た 。 日 


当時 の 悲劇 な ど 何 ひ と つ 知 ら ず 、 それ どこ ろか ヒト と レイ モー ン の ふた つの 
い 
穫 


血 を 持つ こと さえ 教え られ ず に 、 兄 カイ ウス は 奏 放 で 同 達 に 育っ た 、 ら し い 。 め の 
悲し み を 押し 殺し て 自分 を 慈 し ん で くれ る 父 の 手 に 育ま れ 、 並 外れ た 知識 や 
教養 を 得る 機会 を 与え を られ て きた ルキ ウス に は 、 司 む よ り も 先 に 、 屈 託 の な さ な 
と 引き 換え に 知る は ず だ っ た 多く の も の を 取り こぼし て きた 見 を 、 不 個 に 思っ 
た 。 年 に 一 度 の 生誕 の 日 を 祝う 食卓 に は 、 贅 沢 な 幅 も 芳 酸 な 果実 酒 も 、 崇 い 
華 な 装 丁 に 飾ら れ た すばらし い 書 物 の 贈り 物 も な い は ず だ 。 わ ず か な 肉 と 祝 
福 の 言 葉 と の つま し い 暮 らし を 、 幸 せな の だ と 信じ 込む だ け な の だ 。 

優し か っ た 父 の 顔 が 次 第 に 陰り 、 や が て 血 の 半 分 を と も に 持つ レイ モー ン 
の 民 を 狩れ と 命じ た と き 、 それ が 王 に 踊ら され 、 心 を 食わ れ た 姿 な の だ と 悟っ 
て も 、 彼 は 父 に 従う 生き 方 を 選ん だ 。 カ イ ウ ス に も 気づい て ほし か っ た 。 児 が 
未だ 知ら ぬ 、 身 分 に ふさ わし い 安 寧 と 幸 福 と が 、 こ の 世界 に は ある 。 ヒ ト に も 、 
レイ モー ン に も な り 切 れず に え さま よう 見 を 、 魂 の 迷宮 か ら 救 い 出し た いと 
思っ た 。 血 を 分 けた 、 大 切な 半身 だ か ら 。 


り 


エス コ ゴート 
@⑥ タル 


》 め TOT 


> 


ボク に は 教皇 様 し の かい ない の だ か ら …… 


だ が それ は 、 母 の 血 を 否定 し 、 母 を 拒絶 する 、 途 方 も な い 喪 失 の 連続 。 

夫 を か ば い 、 生 まれ た ば か り の 息子 た ち を 守る た め 、 己 の 血 を 彼ら の 舞台 
か ら 抹 消し 、 祈 り の 姿 の まま に 命 を 絶っ た 母 。 死 し た の ち 、 朽 ちる か わり に 肉 
体 を 石 と 変え て 、 永 効 を 刻む レイ モー ン の 亡骸 を 、 父 は 優し く 撫で 、 片 時 も 
離さ ず 側 に 置い た 。 そ の 美しい 双 皮 を 彼 も また 見 上 げ な が ら 、 母 を 追い 語 
た 師 害 を 、 今 や 自分 が 先導 する 皮肉 を 思う 。 父 の 心 を 惑わ せる 商 が えり の 
奇跡 な ど 、 あ る は ず も な い の に 。 わ ず か な 夢 に すがっ て 。 

カイ ウス 。 許さ れ な か っ た 、 も う ひ と つの 入 き 方 。 選べ な か っ た 、 も う ひ と り 
の 自分 。 父 を 乗り 越え て ゆく 見 に 、 ふ た つの 種族 を 結び 合わ せる 切な る 願い 
を 、 ど うか 託し た い 。 ルキウス は 、 仮 面 の 下 で 感じ る こと も 忘れ て いた 風 の 交 
み を 、 濡 れ た 類 に 受け た 。 


さっ て …… 自 分 を …… 
裁 い て いる みた い …… 
だ ろ …… 9 
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ィ ふ > や き NN ささ 


@ [ボク に は 教皇 様 し か いな い の だ か ら ……」 : 矛盾 を 抱え な が ら も 、 父 で ある 教皇 の 命令 を 絶対 と 盲 信 す る 哀しい 独 日 介 「 ボ ク は カイ ウス の 影 っ て 事 さ ……」 : 兄 カ イ ウ ス と は 何 も 
か も 違う 生き 方 を し て きた と いう 、 自ら の 存在 を 例え た 皮肉 倫 「 だ っ て …… 自 分 を …… 裁 いて いる みた い …… だ ろ ……?」 : 自分 の 素性 を 知り つつ も 、 リカ ン ツ 狩り を 行なっ て いた 矛盾 
へ の 後悔 借 「 絶 対 …… や め な いっ ……!| : 兄 に 協力 する た め 、 ボロ ボロ の 体 で プリ セ プ ツ を 使う 際 に 出 た 、 彼 と の 間 に 新た に 築い た 信頼 を 胸 に 込め た 叫び 


さぶ AV 


マザー シッ プ 


タイ トル 
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イム 2 て きき AA で ふ \ 


・ 積 み 上 げ て きた 実績 


上 ます お es * M _ gs e 』 』】 e 


侯 技 の 腕 を 見 込ま れ た 彼 に と っ て 、、 
信じ られ る の は 自身 の み 。 剣 は 誇り 、、 
で あり 、 ま た 命 で ある 。 


アル パプ リー 人 ・ ミ ィ デ ー 


も 種族 : ヒ ト 欠 性 別 : 男 多年 齢 :20 歳 
身長 :183cm 移 体重 :72kg 
も 職業 : 黒 騎士 団 団長 乱 一 人 称 : 私 


首都 を 警護 する 時 舌 二 局 尉 長 。 考 くし て 盛 長 の 座 に 就 り た だ 
け あ り 、 偽 硫 の 実力 は 天才 級 で ある 。 近 稚 兵 十 の 家柄 だ っ た 
が 、 初 分 が 無実 の 罪 で 処 加 され 、 記 親 も 追放 の 果て に 他 具 。 
ぞ ん な 生 (」 立 ち も あ っ て か 、 店 記名 が 異 党 に 強く 、 無 茶 な 方 針 
で 過 を 動か すこ と も 多 (」 た め 、 教 会 巡 と の 対立 が 絶え な ( 。 
アー リア と は アデ ル ハ ビッ ツ に いた 條 か ら の 効 な じみ で ある 。 


清浄 な 白い 上 着 に 重ね た 、 至極 頑 
強 そ うな 漆黒 の 鎧 。 ま さ に 黒 騎士 
団 の 名 に 相応 し い 色 合い 。 


・ 在 気味 な 白 仮面 


顔 の ほとん ど を 覆う 真っ 白 な 仮面 。 / 
これ で 表情 を 隠す の は 、 異端 審問 ” / 
官 と し て の 威厳 を 保つ た めか 。 / 


間 ン ン 
一 見 する と 、 ツイ ン テ ー ル の 似合う 
あど け な い 少女 。 その 幼い 容貌 

と 、 彼 女 の 残虐 な 性 格 は 程遠い 。 


ぐる 種族 : ヒ ト @ 人 性別: 女 年 齢 :15 歳 
身長 :161cm 欠 体重 :49kg 

る 職業 : 異 敵 審 問 官 @ 一 人 称 : わ た し 

トッ プク ラス の フリ ち セ プ ツ 能力 を 診る 、 異端 審 褒 家 の 少 女 。 も 
と も と だ な 素 赴 な 少女 だ っ た が 、 教室 の 不 完 全 な / 季 座 の 法 / の 
影響 を 受け 、 心 身 と も に 界 診 穴 の 在 人 ・ ス ポッ ト に 則 食 され た 。 
で の た め 、 多 妃 な 数 褒 に 変貌 し 、 好 ん で 破 詩 活動 を 行なう よう 
に な っ た 。 じつは 悦子 、 す な わ ち た 太 種 ス ポッ ト で ある ウォ ー ル 
ス の スバ パイ で 、 教室 た ちの 存 動 を 息 規 し て いる 。 
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アレ ウー ジ @ 府 
@ 種族 : ス ポッ ト 欠 性 別 : 男 


も 職業 : ア レ ウ ー ジ 国王 乱 一 人 称 : 私 


アレ ウー ラテ 大 歴 を 治め る 悦子 。 見 た 月 は 少年 だ が 、 正 休 な 異論 
穴 か ら や っ て きた た 位 種 スポ ッ ト 、 ウ ォ ー ル ス ・ ガ ー ナ ー で ある 。 
700 年 前 に 空 商 転移 事故 で アレ ウー ラ へ 政 ば され 、 も と の 典 具 
に 帰る た め に / 生 藻 の 法 / を 構築 。 当 礎 の 国 子 アレ ウー ラ 5 論 
の 身 伏 を 乗っ 取っ て 以来 、 偽り の 王位 譲渡 を ぐり 返し て 生き 長 ら 
えな が ら 、 / 生 語 の 法 / に 不可 欠 の / ペイ シェ ン バ J を 天 め る 。 


強力 な 魔力 を 秘め た ペイ シェ ント に 
よっ て 得 た 、 不老 不死 の 力 。 子供 


の 次 の まま 、 年 を 取る こと は な い 。 
・ 福々 し き 義央 
優し い 色 の 服 に 異様 に 目立つ 首 回 
り の 装飾 。 彼 の 正体 で ある 、 黒 い 腐 
物 スポ ッ ト を 表わし て いる か の よう 。 
科 


、 つ グル ン を ンズ リッ ジ Vincent Bridges 


る 種族 : ヒ ト 窟 性 別 : 男 年 齢 : 不 明 利 身長 : 不 明 
る 体重 : 不 明 … 職業 : ジ ャ ン ナ 教 会 教 息 移 一 人 称 : 私 


> リカ ン ツ 土 り で ペイ シェ ント た 調達 を 落 じ た 、 ジャ ン ナ 教会 の 
^ 京 に 君 廊 す る 教皇 。 子 に だ まさ れ 、/ 生 藻 の 法 / で き 土 
メリ ッ が を 生き 返ら せよ うと 、 魔 法 の 実 角 を くり 返し て いた 。 


旬 種族 : レ イモ ー ン の 民 窟 性 別 : 男 窓 出身: 不明 
皿 職業 : 元 : レ イモ ー ン 王家 騎士 窒 一 人 称 : 私 


カイ ウス の 養 父 。 レイ モー ン 了 王家 の 生き 残り で あ 
る カイ ウス の 母 ・ メ リッ サ に 仔 え て いた 。 7 5 年 航 
の 異端 者 り の 麻 に 、 メ リッ サ か ら カ イ ウ ス を 計 さ 
れ 、 ぞ れ 以来 、 月 分 の 子 と し て 育て た 。 


デ ティル キス 


0 
My ラプ ノム ラズ < ググ ブ ガー ルズ Ramrus Qualls 


*y マザー シッ プ 
⑤ タネ トル 


エス ゴート 
⑤ タル 


め TOT 


TS ヨ d 由 ヨゴ 1 ヨコ HL 0 SHIVLI 


ィ ハ > で さき いき で ふ \ 


マザー シッ プ 
タイ トル 人 び … 


デー マソ ング :「 二 人 三脚 」misono 


Game Data 


「TOS」 で 描か れ た 物語 の 2 年 後 の 世界 を 舞台 
し た シリ ー ス 作品 。 モ ンス ター を 仲間 に で きる と い 
うこ れ ま で に な い シ ステ ム 、Wii の 特徴 を 活か し 
た 独特 な 操作 方 法 の ほか 、 再 登場 し た 「TOS」 
の キャ ラク ター の 動向 に も 大 き な 注 目 が 集まっ た 。 


CR 4 グン ガニ デ 


エス コ ゴート - ラ し 
3 コー ト ラタトスク の 菩 二 


Story of TALES OF SYMPHONTIA -Knight of Ratatosk-! 


Symphony[symphony]:[ 名 ]1. 交 響 曲 , シ ン フ ォ ニ ー 2. 演奏 会 3. 調 和 的 組み 合わ せ , (色彩 や 音 の ) 調 和 。 起源 は ギリ シャ 語 の symphonia に よる 


TOS-R 《 


月 吉 フ タ ト ス ク を 復活 させ る た め に 旅 を する 少女 マル タ 。 世界 統合 の 立役者 ロイ ド 。 各地 で 英雄 と 称え られ る 彼 
彼女 を 襲い くる 脅威 か ら 守 る べく 、 セン チュ リオ ン の 力 で ラ だ が 、 一 方 で は 血 の 粛 清 や フラ ノー ル の 襲撃 で 、 エミ ル の 
タ ト ス ク の 騎士 と な っ た 少年 エミ ル は 、 世 界 各地 に 見 られ 両親 を 含め た 大 勢 の 人 間 を 手 に か けた 疑惑 が あっ た 。 エ 
る 異常 を 正す た め 、 また 自身 の 両親 を 殺し た ロイ ド を 探す た ミル は 彼 を 激しく 憎ん で いた が 、 の ち に 誤解 が 解け る 。 ふ 
め 、 マ ル タ の 旅 に 同行 する こと を 決意 し た 。 た り は 手 を 取り 合い 、 互 い を 信頼 する 仲間 と な っ た 。 
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- せ て 短 SN ハ イプ イ mW- て い AN いひ 込 で へ 


G う 


ame Package 


エミ ル と マル タ を 中 心 に 据え 、 物 語 の 鍵 と な る 人 物 た ち が 贅 沢 に 描 
か れ て いる 。 主人 公 ふ た り が 背中 を 預け 合う さま は 、 作 中 に お ける 
画 者 の 関係 も 暗示 。 前 作 「TOS」 で 世界 を 救済 し た ロイ ド と コレ ッ 
ト の 姿 に は 、 新 た な 物語 に どう 絡ん で くる の か 、 想 像 を 拉 き 立て ら 
れ た ユー ザー も 多い こと だ ろう 。 ダー ク ブ ルー で 描か れ た モン スタ ー 
の 群集 も 、 ゲ ー ム シス テム と 相まって 強い 印象 を 残す 。 


シン フォ テ ニア 


ァ 1 ! 
ラタトスク の 馬 


全面 を 彩る 深く 鮮やか な 「 青 色 ] に 、 か すか に 散ら ば る 「 赤 色 」 の 
光 の 粒 一 一 。 タイ トル 画面 で も その 片鱗 を 見 せ た 、 救 い の 塔 跡 に 
現存 する 、 新 た な 世界 樹 を 守る 精霊 ラタトスク を 銀 徴 的 に 物語 る 。 
般 意 と 茂っ た 「 青 色 ] の 森 の 中 を 、 ラ タ ト ス ク は 蝶 の 姿 で 舞い 、「 赤 
色 」 の 光 を 残し て 消え て いく 。 エ ミル に 宿っ た ラタトスク が 、 瞳 に そ 
の 「 赤 人 色 」 を 浮か ば せる よう に 。 


必 


0 】 
0 】 
1 
レ 


2 


潤 湯 ざ 
2 王立 


ラタトスク を 目覚 め さ せ る た め に セン チュ リオ ン ・ コ ア を 
探す 旅 の 道中 、 そ の 容 密 か ら 自 分 が リヒ ター の 親友 アス 
テル で ある 可能 性 が 高い こと を 知り 、 混 乱 し て いた エミ 
ル 。 それ で も 彼 は 、 マ ル タ や 仲間 の 優し さ に 支え られ 、 
着実 に コア を 集め て いく 。 し か し 、 リ ヒ タ ー と 刃 を 交え た こ 
と で エミ ル は 失っ て いた 記憶 を 取り 戻す 。 一 一 2 年 前 、 世 
界 を 救っ て ほし いと 懇願 する アス テル を 殺し 、 逆 上 し た リ 
ヒ タ ー に 追い つめ られ て コア 化す る も 、 血 の 粛 清 で マル タ 
の 呼び か け に 応え て 実体 化 。 そ の 際 、 自身 の 存在 を 隠す 
た め エ ミル と いう 疑似 人 格 を 作り 出し 、 マルタ に 偽物 の コ 
ア を 埋め 込ん だ 一 一 。 すべ て を 思い 出し 、 慢 然 と する エ 
ミル ニテ ラタトスク 。 そこ に 追い 打ち を か ける よう に リヒ ター 

言い 放つ 。 我 が 友 、 ア ステ ル の 人 、 と 。 


世 
魔 界 
究 と 
を 


二 科 へ さび 


ラタトスク へ の 復讐 に 燃え る リヒ ター は 、 さ ら な る 力 を 
得 よう と 魔界 に 続く 扉 を 開か ん と し て いた 。 彼 を 止め る た 
め に ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ へ 向かっ た エミ ル は 最深 部 で リヒ 
ター と 対 財 。 仲間 の 協力 を 得 て 、 激戦 の 末 に 討ち 破っ た 
の ち 、 自 身 を 犠牲 に する こと で 開 さ か けた 扉 の 封印 を エミ 
ル は 試み る 。 だ が 、 そ の 真意 を マル タ に 見 破 ら れ 、 ラ タ ト 
スク と 正面 か ら 向 き 合 うこ と を 決意 。 自身 が 心 の 奥底 に 
封じ た ラタトスク と 対話 する 。 刃 を 交え て 互い を 理解 し た 
エミ ル と ラタトスク は 、 最 後 の セ ンチ ュ リ オン ・ コ ア の 力 を 
取り 入れ 、 その 存在 を 完全 な 精霊 ラタトスク へ と 昇華 させ 
た 。 そし て 、 ラタトスク の 力 に より 扉 は 封印 。 か くし て 世 
界 は 、 生 き と し 生け る も の すべ て が マナ る を 必要 と し な い 世 
界 へ と 変わ り 始 め る の だ っ た 。 
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マザー シッ プ 
の ⑤ タネ トル 


SN (0? ヽ Q ぅ 


」 0 EE 抽 0 ル に mn し 9290 Y Ne 
剛 、) ノ テ ミル チャ スタ ニ ィ 
二 


ダイ トル 
を 性別 : 男 多年 齢 :16 歳 $ 身長 :169cm で 体重:60kg 
を 出身 パル マコ スタ 初期 称号 : 内 気 な 少年 移 一 人 称 : 僕 (通常 ) ご 俺 (ラタトスク モー ド ) 


・ 正 反対 の 自分 


深紅 に 染まっ た その 瞳 は 、 エミ ル の 
肉体 に 宿る も う ひ と つの 人 格 、 精 霊 
ラタトスク が 顕現 し た 証 。 


・ マ ル タ ダ だ け の 騎士 / 


ひと り の 少女 を 守る た め 、 内 気 な 少 
年 は 恐れ や 不安 を 抱き つつ も 、 剣 
を 手 に し て 騎士 と な る 。 


・ 魔物 を 統べる 者 
ラタトスク の 騎士 が 持つ 、 魔物 を 統 
べ る 力 。 幾多 の 魔物 の 力 を 借り 、 
少年 は 苦難 に 立ち 向かう 。 


エス コー ト 
タイ トル 人 ⑤ ゅ 


TOS-R 《 
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再生 の 某 ル イン に 暮らす 少年 。 か つて は 頁 新 と と も に 湊 太 パ ル マ コ スタ に 存在 
し て いた が 、 夏 の 粛清 で 万 親 を 殺さ れ 、 叔父 夫婦 に ヲ / き 取ら れる 。 や が て 疹 霊 
ラタトスク の コア を 導 し た 少女 マル 夕 こと 剛 会 、 彼 女 を 字 る た め に 契約 を 交わ 
し 、 ラ タタ トス ク の 血 十 と な っ た 。 ぞ し て 、 彼女 と と も に 奉 究 を 救う た め の 旅 た 訪 
発 。 ぞ の 適 震 で 下 身 に 廊 さ れ た 秘密 を 知り 、 大 き な 決 須 を 近 ら れる こと と な る 。 


-w 包 SN ハイ SW- へ いい AN いき 和民 


マザー シッ プ 
⑨⑥ タバ エル 


正反対 の 自分 、 ひ と つ に 


そう や っ て 、 お まえ は いつ も 俺 に 嫌 な 役割 ぴか り 

押し つけ る ん だ な 「 俺 が 、 俺 を 守る た め に 生み だ し た 疑似 人 格 。 そ いつ は 気 が 弱 く て 、 腕 
病 で 、 ま わり に 流さ れ や すい 。 他人 の こと ば か り 気 に か ける お 人 好 し の く 
せ に 、 大 し た 力も な く 、 肝 心 な と き は 人 に 頼る 。 そ うい う 奴 だ 。」 


精霊 ラタトスク 。 僕 の 中 に いる 、 も う ひ と り の 僕 。 正 確 に は 僕 、" エミ ル ・ キ ャ 
スタ ニ エ "を 作り 出し た 、 こ の 体 の 持ち 主 。 自 分 勝手 で 、 乱 暴 で 。 で も 力 が あっ 
て 、 戦 い の と き は 僕 な ん か より 頼り に な る 。- き み は そ ん な 存在 。 

で も 、 僕 の 中 に きみ が いる と 、 ラ タ ト ス ク が いる と 初め て 知っ た と き 、 僕 は すご 
く シ ョ ッ ク を 受け た 。 き み は 僕 の 大 切な 人 か ら 友 達 を 奪っ て 、 僕 の 大 切な 女の子 
を 危険 な こと に 巻き 込ん だ その 人 だ っ た か ら 。 


「 い つも 頼っ て きた くせ に お 前 は 俺 を 心 に 封じ た 。 人間 ど も を 救う た め に . 
大 樹 を 滅ぼし 、 大 地 を 汚す 人 間 な ど 、 こ の 世界 に と っ て は 害 で し か な い 
な の に お 前 は 俺 を …… も う ひ と り の 自分 を 人 否定 し 、 閉 じ 込 め た 。 世界 と 魔 
界 を 断絶 する た め に 、 俺 と いっ し ょ に 犠牲 に な る こと を 選ん だ 。」 


仕方 な か っ た ん だ 。 誰か の 命 を 稚 っ て 、 僕 だ けが 生き る な ん て . 
そん な こと は 絶対 に 許さ れ な い 。 僕 自 身 が 許せ な い 。 だ か ら 決 め た 


ーー 
ん だ 。 き み と い っ し ょ に 罪 を 償う っ て 。…… それ が 傷つい た 人 に 対し の の の の の の 人 ち ピヨ 本 る 
て 、 せめ て も の 償い に な る と 思っ た か ら 。 


だ けど 、 そ れ は 間違っ て た 。 マル タ の 言葉 で 間違い だ っ た と 気 づ 借 は ラ タ トス ク 
か され た 。 き み と 向 か い 合っ て 、 理 解 し 合っ て 、 そ れ か ら ど うす る か 

考え る の が 、 正 し い 道 だ っ た ん だ よね 。 1 
だ か ら 、 僕 は きみ と 言葉 を 交わ し た 。 お 互い を 理解 し 合う た め に . を m 


り は 計 旨 CHAUOU 計 。 の CGC 玉 症 入 ひ MI 叶 


| 「 逢 は お 前 と 剣 を 交え た 。 お 前 が 口先 だ け の や つじ ゃ な いか を 確か め る た め に 。」 


僕 と きみ は 、 心 も 体 も 完全 に ひと つ に な っ た 。 
それ か ら ふ た り で 長い 時 を 過ごす つも り だ っ た けど 、 き み は 僕 に 身体 を くれ た ね 
僕 が ひと り の 人 間 と し て 、 外 の 世界 で 生き られ る よう に 。 
あの と き 確 か に きみ の 声 が 聞こ えた 気 が す る ん だ ーー 「 ま た な 」 、 っ て . 


勇気 は … 夢 を 叶え る 魔法 …・ 


@ [勇気 は …… 夢 を 叶え る 魔法 ……」 : 初対面 の リヒ ター か ら か けら れ た 言葉 を 噛み し め る よう に 反復 倫 「 そ う や っ て 、 お まえ は いつ も 俺 に 嫌 な 役割 ば か り 押 し つけ る ん だ な 」 : 不 甲 
斐 な い エ ミル に 向け て 言い 放っ た ラタトスク の 言葉 但 「…… ち 、 違う 、 俺 は ラタトスク だ !」 : 仲間 を 騙す た め に 吐い た 、 エ ミル の 最初 で 最後 の 虚言 倫 「 僕 も ラタトスク を 信じ る 。 だ 
っ て きみ は 僕 だ か ら 」 : 刃 と 言葉 を 交え た こと で ラタトスク を 理解 し 、 受け 人 れ た と き の 言 葉 


-】S01P1BH 】0 1U81UJ VINOHdMAS 0 SH ヨコ IVI 


-N 天 S さ ペー へ SW- WAN NN きき 


ざ 汰 


= マル 夕 ・ ル アル デア 


タイ トル 
KN も 性 別 : 女 る 年 齢 :16 歳 @ 身長 :153cm 体重 :43kg 
ン や 出身 / パ ル マ コ スタ … 職業 : 元 ヴァ ン ガ ー ド 初期 称号 : 謎 の 少女 欠 一 人 称 : 私 


・ 母 が 遺し た 花 飾り 


大 樹 暴走 に より 命 を 落と し た 母 の 
形見 。 大 切な ひと り 娘 を 見 守る た 
め 、 母 は いつ も 彼女 と と も に いた 。 


・ 偽 り の ゆり か ご 
普段 は 隠れ て いる 、 精 圭 ラ タ ト ス ク 
が 眠る 赤き コア 。 そこ に 秘め られ て 
いる 真実 を 彼女 は 知ら な い 。 


エス コー ト 
WP / 


TOS-R 《 


・ ど こ か で 見 た よう な …… 
火 を 吹い た り 、 岩 を 壊し た り 、 小 さ な 
体 で 大 活躍 ! チー グル は 受け た 
思 を 忘れ な いで す の 一 


論 夫 を 旅 す る 元 ウ ヴァン ガー だ の 少女 。 父親 が 靖 超 ラ タ ト ス ク の 力 を 肝 
応 し な いよ う 、 組 疑 が 所 有 し て (いた ラタトスク ・ コ ア を 鞍 っ て 行方 を くら 
ませ て いた 。 裏表 が な く 謙 先 な 條 許 で 、 ウ ジウ ジ し た エミ ル を 7 っ 
寮 っ て いく 。 女 の 了 らし い 一 面 も あり 、 下 身 が 販 馬 の エチ 了 嫌 と 定め た 
エミ ル に 対し て な 杭 邦 的 に アプ ロー チ を か ける が 、 委 )) が つの る あま 
り 、 郊 し 過ぎ て ひか れ て し まう こと も 。 


-】SO1B1BH 0 1M31U- VINOHdMAS ゴ り 0 NII リ VI 


- せ 急 SN ハ ANW- や いき NN いそ へ 


私 


nekt つ 町 マル HO 踊 遇 の 二 G ば 嘩 計 


ぷ ン 


@ 「 私 ね 、 自分 の 中 の 理想 の エミ ル よ り 目 の 前 に いる キミ の 方 が ずっ と ずっ と か っ こい いと 思う よ 」 : 氷 の 神殿 に に て 、 エミ ル の 本 当 の 魅力 を 発見 倫 「 や っ ぱり キミ も いつ も の エミ ル と 
同じ で 優し いん だ ね ] : 普段 は 粗暴 な ラタトスク に も 心 優し い 一 面 が ある こと を 認識 旬 「 私 も 、 さ よ な ら は 言わ な いか ら 。 私 と エミ ル の 心 は ずっ と 一 緒 だ か ら 
プ に て 、 悲し み を こら えな が ら 口 に し た 言葉 


ー ニ ンジ 


私 だ け の 王 


エミ ル ・ キ ャ スタ ニ エ ー 一気 が 弱く て ウジ ウジ し て いて 、 で も 優し く て 頼り に 
な る 。 私 だ け の 王子 様 。 血 の 粛清 で 助け て も ら っ た と きか ら 、 ずっ と エミ ル が ラ 
タ ト ス ク の 騎士 に な っ て くれ た らい いな っ て 、 そ う 思 っ て た 。 

そし た ら 、 そ の 願い は すぐ に 叶っ ちゃ っ た 。 キミ は 私 を 助け る た め に ラタトスク 
の 騎士 に な っ て くれ た も ん 。 き っ と 、 マ ー テ ル 様 が 恋する 乙女 の 願い を 叶え て 
くれ た ん だ ね いび 

で も 、 最 初 は 王子 様 を 見 つけ た っ て 、 勝 手 に ひと り で 舞い 上 が っ て 、 私 の 
理想 を 押し つけ て 、 キ ミ の こと 困ら せ ち ゃ っ た よね 。 そ ん な つも り は な か っ た ん 
だ けど な 。 キ ミ と 出会え て 、 キ ミ が 隣り に いて くれ て 、 す ご くう れ し か っ た か ら 、 ち ょ っ 
と は し ゃ ぎ 過 ぎ ち ゃ っ た ん だ 。 も う ひ と り の エミ ルーーー ラ タ ト ス ク に も 、 私 ひど いこ 
と し ちゃ っ た 。 ラタトスク は ガサ ツ で 乱暴 だ けど 、 少し 不器用 な だ け で 、 ほ ん と 
う は 優し い の に 。 勝手 な 理想 を 押し つけ て 、 嫌 な 思い を させ ちゃ っ た ……^。 

バカ だ よね 、 私 。 ど っ ちの キミ も 私 の こと 、 ち ゃ ん と 考え て いて くれ た の に 
は あと で 気づい た ん だ 。 ふた り と も 私 の 王子 様 な ん だ 、 っ て 。 

だ か ら キ ミ が 、 キミ た ち が 犠 牲 に な は ら な いと ダメ な ん だ っ て 知っ た と き は 、 す ご 
く シ ョ ッ ク だ っ た 。 大 好き な 人 と 別れ る の が 、 こん な に 辛い な ん て 思っ て いな か っ 
た 。 で きる こと な ら ず っ と いっ し ょ に いた い …… そう 思っ て た ん だ よ 。 けど 、 き っ 
と エミ ル は 私 が 止め て も 首 を タテ に 振ら か っ た よね ? だ っ て キミ は 優し いか ら 。 
そん な キミ が 、 私 は 大 好き だ っ た ん だ も ん ! 

今 思 えば 、 あ の と き 別 れ の 言葉 を 口 に し な か っ た の は 正解 だ っ た の か な 。 だ っ 
て 、 キミ は こう し て 私 の と ころ に 帰っ て き て くれ た ん だ か ら ! 

私 が 望ん だ と き に は 必ず 隣り に いて くれ る 。 や っ ぱり キミ は 私 の 王子 様 な ん 
だ ね 。 


ーー エミ ル 、 ず っ と 大 好き だ よび 


@ マル タ の 父親 @ 
SS ゝ プルー ルル ア ル デア Brute Luaidi 


で 性 別 : 男 性 @ 年 齢 :45 歳 氏 身長 :182cm 多 体重:78kg 
> 和 職業 : ヴ ァ ン ガー ド 総 帥 多 一 人 称 : 私 

マル タ の 父親 で 、 ヴァ ン ガ ー ド の 総帥 。 か つて 存在 し た シル ヴァ ラン ト 王 朝 を 復活 
させ 、 王 に な ろう と 目論む 。 目的 の た め な ら 娘 に 対し て も 容赦 な い が 、 それ は ソル 
ム の コア の 影響 に よっ て 性 格 が 変化 し て いる か ら で 、 本 来 は 心 優し い 人 物 。 


藤 rok 宛 の ざん H(T 誠 


eo さき マ ぎ ざ 忠 丈 OY9rOt し 届 諾 
評 す と で 大 作 選 枯 Ir 妨 日 きり ど 中 罰 半 移り 


』 : ギン ヌン ガ ・ ガ ッ 


【e) 


(9) 


マザー シッ プ 


タイ トル 


エス コー ト 
タイ トル 
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-N 計 SS ペーNW- WSNNW NN きよ さ ふ 


ミ 


を 性別 : 男 年 齢 :20 歳 失 身長 :180cm 体重 :75kg 
出身 : 不 明 ‥ 職業 : ヴ ァ ン ガー ド 初期 称号 : 弧 高 の 旅人 欠 一 人 称 : 俺 


介 


・ 忌 まわ し き 混 血 の 身 体 
その 頭脳 を 除け ば 、 彼 の 存在 を 青 
定 する も の は いな い 。 だ が 、 た っ た 
ひと り の 少年 だ け は 違っ た ……。 


・ 信 を 討つ た め の 剣 と 送 


亡き 親友 の 信 を 討つ べく 、 手 に し た 
ふた つの 武器 。 我 流 の 剣 技 は 、 か つ 
て ラタトスク を 窮地 へ 追い 込ん だ 。 


エス コー ト 
タ ィ トル あゆ 


TOS-R 


・ 復讐 者 が 纏い し 衣 

王立 研究 員 時 代 か ら 着用 し て いる 
スー ツ 。 彼 の 心 を 覆い 隠す 深き 章 
の 如く 、 漆 黒 に 染まっ て 。 


か つて サイ プ パ ッ ク で 学 誠 女 究 員 と し て 人 衝 ) て いた 青 
年 で 、 ウ ァ ン カー だ の 疫 部 。 親友 アス テル が 殺さ れ 
て 以来 、 友 の 米 で ある ラタトスク を 捜し 、 痢 讐 を 遂げ 
よう と し て いる 。 し か ん 導 視 は 旨 し く 、(」 ざ と いう と き 
非 対 に な りき れ な いい 。 エミ ル の 容姿 が アス テル た に 啓 
仏 し て いた た め 、 妙 人 に 鹿 プ られ て も 反 太 し な い エ ミ 
ル た に 苔 立 ち を 感じ つつ も 、 名 か と 奏 話 を 焼 (て いる 。 
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- い 名 SS さ ハイ で や W- て い ANNW さき で へ や ふ 


NSX の クト 


「 光 」 が 失わ れ た 世界 で 


し っ かがり し ろ 。 
お まえ は も う 、 
自分 の 殻 を 壊す 
方 法 を 知っ て いる 


S CO げ SYMPfON1#・ 


マザー シッ プ 
の タイ トル 


ハー フエ ルフ ブーー 一 人 間 と エル フ の 間 に 丘 まれ 落ち た 命 。 そ れ は 、 腔 れ られ 、 
貴 ま れ 、 虐 げ ら れ 、 認 め ら れ な い 命 。 望ま れる の は 攻 智 の み 。 あ と は すべ て 
を 否定 され る 。 リ ヒ タ ー も そん な 世界 の 摂理 に 流さ れ 、 闇 の 中 で 生き て きた 。 

そこ に 差し 込ん だ 一 筋 の 光 。 深 い 痢 に 履 われ た 世界 に 差し た アス テル と い 
う 光 。 ア ステ ル は リヒ ター を ひと り の 「 人 」 と し て 、 そ の 存在 を 育 定 す る 。 い つ 
し か ふた り は 親友 と 呼び 合う 関係 を 築き 、 互いに 手 を 取り 合っ た 。 

し か し 、 そ れ を ラタトスク は 奪っ た 。 唯 一 の 光 を 、 大 切な 友 を 、 リ ヒ タ ー か 
ら 礁 っ た 。 

人 々 を 救う た め に ラタトスク を 捜し 、 救 済 を 懇願 し た アス テル 。 な ぜ 人 彼 が 命 
を 落と さ ね ば な ら ぬ の か 。 リ ヒ タ ー の 心 は 怒り と 悲し み に 支 配 さ れる 。 ア ステ ル 
の 気持 ち を 踏み に じ り 、 命 の 灯 を 消し た ラタトスク だ け は 許さ ぬ 、 と 。 

復讐 が いっ た い 何 を 生む と いう の か 。 お そら く 何 も 生 むこ と は な い 。 附 明 な 
リヒ ター に は わか っ て いた 。 そ れ で も 遂げ ず に は いら れ な い 。 ひ と と き の 光 を 与 
えて くれ た 大 切な 友 を 失っ た 絶望 が 、 彼 を 復讐 へ と 駆り 立て る . @ 好 

や が て リヒ ター は ラタトスク に 復讐 し 、 亡 き 友 アス テル を 蘇ら せる た め の 力 を 
求め 始め る 。 それは 決し て 望ん で は な ら な い 魔 族 の 力 。 世界 を 危機 に 晒す こ 
と で し か 手 に で き な い 強大 な カカ 。 

あま り に 利己 的 な 目的 の た め に 魔界 の 扉 を 開き 、 世 に 大 き な 人 災厄 を も た らし 
た リヒ ター。 だ が 彼 は 復讐 の 果て に 、 自 分 自身 を 犠牲 に し て 世界 を 救う 術 を 
用 意 し て いた 。 そ れ は 亡き 友 の 意 思 を 尊重 し た か っ た か ら 。 復讐 に 燃え る 悪 炉 
鬼 と な っ て も 、 友 の 平和 へ の 願い は 深く 胸 に 刻ま れ て いた か ら 。 

虚 し き 復讐 者 の 瞳 に 映っ て いた 未来 。 そ れ は 深き 闇 に 落ち た 自分 の 存在 し が 
な い 世 界 。 大 切な 友 だ け が 生き る 、 光 溢れ る 平和 な 世界 だ っ た 。 


SS 


-N 吉 SS ペーNW- WAN NN へき さ や 


人 の 顔色 だ け を 見 て 、 と こび 、 へ つら ゆい 交 げ る や づつ は 、 
豚 同 然 一 ー い や それ 以下 だ 


こ …… 軸 標 …… つ ) 
よ …… よ くも アス テル を …… 1 


-JSO1E1BEH 0 1U8IuJ- VINOHdJMAS コ H0 S ヨ 1IV1 


@ 「 人 の 顔色 だ け を 見 て 、 こ び 、 へ つら い 逃 げ る や つ は 、 用 同然 一 一 いや それ 以下 だ ] : 気弱 な エミ ル に 対し て 、 か つて の 自分 を 嫌悪 し つつ 発し た 言葉 但し っ つかり し ろ 。 お まえ 
は も う 、 自分 の 殻 を 壊す 方 法 を 知っ て いる ] : 他 者 と の 間 に 壁 を 作る エミ ル に 対し て 、 啓発 する か の よう に か けた 言葉 但 「…… 貴 様 …… つ っ ! よ …… よ くも アス テル を ……!| : 過去 の 
ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ に て 、 大 切な 友 が 殺さ れ て 激 昌 代 「 我 が 友 ア ステ ル の 仙 だ !] : よう や く 見 つけ た 友 の 信 で ある ラタトスク (エミ ル ) に 向け た 強い 殺意 


SO⑰ く Q* 
私 


ーー タダ へ へ ヽ 1 BE Nu DUTYTib 
32 に = っ 


ヘン ぐ 種族 : セ ンチ ュ リ オン 人 性別: 不明 @ 属性 : 間 @ 一 人 称 : 私 


ン 


・ 五 本 目 の 四 肢 

ヒト の 手 の ご と く 動 く 尻 尾 は 物 を つ 

か む の に 適し て お り 、 この 尻尾 で エ に 

ミル た ちの 窮地 を 救っ た こと も ある 。 ン / 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆあ 


エス コー ト 
ダイ トル / 


TOS-R 《 


・ 漆 黒 の 体 


あら ゆる も の に 変化 で きる 便利 な 体 。 
その 美的 感覚 か ら 生み だ され た 「 美 
し い ヒ ト 」 は 多く の 者 を 魅了 する 。 


・ お 菜 目 で お し ゃ べり 

くだ ら な い 冗 談 で 場 を 和 ま せる 。 そ 
の た びに セン チュ リオ ン と し て の 威 
厳 を 失う こと に は 気づか な い 。 


ラタトスク の 配下 で 、 悦 を 司る セン チュ リオ ン 。 ラタトスク ・ コ 
ア を ぞ の 人身 に 狂 す マル タ に 刀 き 古 ()、 と も に 旅 を 続け て きた 。 

エミ ル の 別人 閣 、 リ ヒ タ ー の 過去 な ど 、 す べ て の 真実 を 移っ 
て いる た め 、 応 か と 見 送 か し た よう な 発言 が 月 立つ 。 砂 者 を 
か ら か っ た り 、 作 司 鹿 に する の が 好き と いう 意 共 の 悪い 一 両 
が あり 、 ア クア に な / 左 腐 テ ネ ブ プラ エ / と 友 ば れ て いる 。 
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へ) る 種族 : セ ンチ ュ リ オン 多 性 別 : 不 明 多 属 性 : 水 移 一 人 称 : ア タ シ 


・ 愛 する 者 を 支え る 手 
精霊 ラタトスク を 裏切り 、 ヒト を 主 と 
定め た 彼女 は 、 た と え その 手 が 汚 れ 
よう と も 後悔 は し な い 。 


・ 細 身 の 体 淫 

セン チュ リオ ン と いえ ど 、 中 身 は れ っ 
き と し た 乙女 。 スレ ンダ ー な 体 に 、 
自信 あり 気 な 様子 だ 。 


・「 水 」 を 象徴 する 長 破 


蒼く 揺 ら め く 髪 は 、 生命 の 源 で ある 
水 を 連想 させ る 。 髪 の 先端 は 、 ま る 
で 魚の 尾 ヒ レ の よう で ある 。 


水 を 語る セン チュ リブ ン 。 か つて リヒ ター と アス テル を ラ 
タ ト ス ク の 元 へ 導い た 。 本 求 で あれ ば ラ タ ト ズ ク の 配下 
と し て 令 に 定 う は ば ず だ が 、 リ ヒ タ ー の 復讐 に 旋 力 すべ 
く 役 月 を 放 乗 。 ラタトスク に 反旗 を 入 し 、 エミ ル た ちと 療 
対す る 。 リヒ ター た に 対し て 、 恋 心 に も 妙 た 感 誠 を 多い て 
あり 、 非常 に 症 廊 。 一 方 で 、 司 じ セ ンチ ュ リ オン で ある 
テ ネ プ ブラ エ と は 猿 の 妙 で ある 。 
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w、 エス コー ト 
⑤ タ ィ Tr ル 


が 
CI 2 で 
ソル 


マジ 
の ぞ で 性 別 : 女 年齢 :18 歳 で 身長 :160cm … 体重 :48kg 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


Se 
ン 夫 職業 : ヴ ァ ン ガー ド 怠 一 人 称 : 私 、 ア リス ちゃ ん 、 ア リス 


・ サ ディ スト の 必需 品 
彼女 の 得 物 は 力 無き 者 で も 、 それ 
な り の 威力 を 発揮 する 。 そ の 破壊 
力 は 部 下 た ち が 身 を も っ て 体験 。 


・ 愛 如 あ ふれ る 笑顔 

あど け な い 表情 を 振り まく アリ ス 
ちゃ ん 。 どす 黒い 想像 を めぐ ら せ て 
いる こと に 、 決 し て 気づか せな い 。 


・ 綺 麗 な 花 に は トゲ が 
愛らしい 外見 を 最大 限 に 利用 する 
た め に 選ん だ 服 は 、 そ の 性 格 と 相反 
する 、 ま さ に 「 純白 」。 


外見 や 言 葉 午 いな は 交 い が 、 魔物 を 誤っ て 戦う 癒 を 会 香 し て お り 、 
ヴァ ンカ ガー が 戦 議 の リー ダー を 聞 め る 。 修 閣 な 旗 黒く 、 胡 者 を 
いた ぶつ っ て 農 感 を 太る サディ スト 。 好意 を 寄 サ て くれ る デ ク ス に 
ば 巻 た いい 工 度 を 見 する も の の 、 林 心 で は デ ク ス を 愛し て いる 。 し 
か し ん 、 疲 女 月 身 が ハー フエ ルフ で ある た め 、 彼 が 導 変 わり し て し ま 
うこ と を 状 れ 、 素 赴 た 所 雪 ち を 刀 ち 太 け られ ず に いる 。 
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- せ 取ら S さ ハイ SW- て い ANNN いき で や ふふふ 


デ ク ズ 


本 9 ば ン 
ぐ 職業 : ヴ ァ ン ガー ド @ 一 人 称 : オ レ 

ヴァ ンカ ガー だ 隆太 の リー ダー。 幼 () 原 、 無 実 の 罪 で 殺さ れ か 
た と ころ を アリ ス に 救 わ れ た 。 ぞ れ 以来 、 彼 女 に 雪 心 し て み 
り 、 と ころ か まわ ず ア プロ ー チ を か け げ て いる 。 アリ ス に な 3K( キ 
いい 、 キ ショ ( )、 ク ザ () ) と どん ざい に 眼 わ れ て いる が 、 要 人 な 
まっ た く 気 に し て いな い 。 見 た 硬 は 好 青 邊 だ が 、 非 誠 な 一 も 
あり 、 康 の 粛清 庄 に は 悪 李 の 大 り を 尽く し て いた 。 


へ 


・ 通 販 グ ッ ズ その 1 


大 好き な 子 に 振り 向い て も ら う た め 、 
購入 し た 香水 「 メロ メロ コウ 」。 そ 
の 香り は 公害 と いえ る ほど の 悪臭 。 


ヽ 、 


・ 通 販 グ ッ ズ その 2 
大 好き な 子 を 守る た め 、 購入 し た 合 
[暗黒 那 神剣 ゴー ルデン ドー ン 」。 
切れ 味 は それ な り に 高い 模様 。 


エス コー ト 
⑤ タイ トル 


・ 猫 育 の 男 


アリ ス か ら 虫 ケラ の ご と く 扱 われ て 
も 耐え に 耐え る 。 其 縮 し 続け た 結果 
か 、 も と か ら そ うな の か 、 立 派 な 猫背 。 


が ー グ 


性別: 男 年齢 :38 歳 


宏 身長 :174cm 体重 ?68kg 
ぐ @ 職業 : ヴ ァ ン ガー ド 一人称: 俺 
Li ヴァ ン ガ ー た 兵 奈 の 徹 馬 長 。 か つて アリ ス に 帳 北 し て 以来 、 彼 
師団 長 が 腰 に 携え る 武器 は 、 釣 で 人 S 
爪 。 己 を 守り 、 団 を 守り 、 部 下 か ら 女 の 言い な り で 、 い た ぶら れ 役 に な っ て いる 。 か な り の 履 心 者 
の 人 望 は 何 気 に 厚かっ た りす る 。 で 、 上 局 で ある アリ ス や デ ク ス の こと を 大 心 で は お も し ろく 思っ 
て いな (いも の の 、 ぞ れ を 素 に 記す こと ば な 0)。 
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マザー シッ プ 
タイ トル ゆ 


エス コ ゴート 


タイ トル 


TOS-R 《 
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Lioyvd Irving 
カプ だ ・ グ アー ヴァ ング 
"て 性 別 : 男 @ 年 齢 :19 歳 
" 志 身長 :178cm 旬 体重 :63kg 
る @ 出身 : シ ル ヴ ァ ラ ント ・ イ セリ ア 一人称: 俺 
府 界 統合 を 成し遂げ た 青年 。 衰退 する シル ヴァ ラン 
か を 下 っ た 敵 友 と し て 名 高 , が 、 ぞ の 一 方 、 良 界 が 絆 
合 さ れ な た こと で テ セ アラ 人 に よる シル ヴァ ラン トム 人 の 
差別 商 六 が 発生 し 、 一 部 の 仙 か ら な 人 ま れ て () 
る 。 診 穴 締 合 後 は 人 休 に 定 が ある エク スフィア を 探 
し 訪 し 、 破 靖 す る た め に 旅 を 続け て いた 。 


Genius Sage 
っ (へ ジー ニア スズ ・ を アジ 
ーー で < 性 明男 @ 年 齢 :14 歳 
身長 :151cm 乱 体重 :40kg 

で 出身 : デ セア ラ ・ ヘ イム ダー ル 夫 一 人 称 : ボ ク 
ロイ だ の 親友 で 、 リ フィ ル の 尼 。 ハー フエ ルフ で ある 
た め 非 常に 途 秀 で 、 魔 往 の 服 は か な り の も の 。 放 
戸 生 の 旅 で 移 り 合 っ た プレ セア に 恋心 を 旋 く が 、 彼女 
の 表 で は まとも に 会話 が で き な い ば ど 買 宏 し て し ま 
う 。 エミ ル と いう 新た な 友 を 得 た こと に 喜び つつ も 、 
彼 が ロイ だ を 依 む こと に 覆 巡 な 情 居 を 旋 く 。 
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Collet Bruneli 
' ヽ ゴル レッ ハム ・ ズ ルー ネル 
て 人 性別: 女 で 年 齢 :18 歳 
身長 :158cm 乱 体重 :44kg 

窟 出身 : シ ル ヴ ァ ラ ント ・ イ セリ ア 欠 一 人 称 : 私 

ロイ が と と も に 康 究 締 合 を 成し遂げ た シル ヴァ ラン ム の 
共 子 。 遼 を 救っ た 神子 と 具 め られ る 一 方 、 反 マー 
テル 教会 の 仙 や ヴァ ン ガ ー だ か ら な 落 を 狙 われ る 。 
か な ぼり 天然 な 企 閣 で 、 と きど き が ジ を 磁 ん で 周 大 を 驚 
か せる が 、 結 果 的 に ぞ れ が 物事 を (方向 へ 導く た 
め 、 婦 向 か ら 変 な 期 等 を され る こと が ある 。 


Refill Sage 
グフ アル ・ を アジ 
る 性 別 : 女 性 @ 年 齢 :25 歳 
身長 :166cm 抱 体重 :49kg 

出身 テテ セア ラ ・ ヘ イム ダー ル 乱 一 人 称 : 私 

ジー ニア ス の 妨 で 、 か つて 了 セ リア に ある 学 校 で 教 訪 
を 務め て いた 。 論 界 統合 後 、 方 名 れ ず と な っ て () 
た ロリ ロイ だ を 肖 と ふた り で 確 す 中 で エミ ル た ちろ と 凡 会 
いい 、 同 行 す る こと に な る 。 閣 成 な 冷静 か つ 思 慮 深い 
クー ルビ ュー ティ ー だ が 、 遺 不 を 肪 に する と 有 勤 変 。 庵 
胡 な 調 で 己 跡 に つい て の 講釈 を 始め て し まう 。 


ーー ke 


Shihna Fujibayashi 
= いい 摩 如 し りな 


3 る 性 別 : 女 逢 年 齢 :21 歳 
身長 :164cm 各 体重 :48kg 
旬 出身 : テ セア ラ ・ ミ ズ ホ の 里 移 一 人 称 : あ た し 

イガ クリ 流 丸 癒 の 使 手 で 、 忍 び の 座れ 喝 ミ スズ か の 村 
の 頭 首 。 診 界 再生 の 旅 で は 数 多 の 疹 趣 と 契約 を 結 
び 、 召 廃 才 と し て も 活躍 し た 。 婦 穴 続 合 後 は シル ヴァ 
ラン ト と テア ラ の 剛 作 を 友 り も つた め に 活動 する 。 
明る く 前 向き な 任 放 で 、 か な り の だ ジ っ 女 。 注意 し て 
いて も 落と し 穴 に か か る た め 、 婦 剛 も 守れ て いる 。 


Presea Combatir 
プレ を グ ・ コ ン ノ ソリ デ アー ル 


る 性 別 : 女 性 @ 年 齢 :14 歳 ( 実 年 齢 30 歳 ) 
窓 身長 :150cm 移 体重 :38kg 
の 出身 : テ セア ラ ・ オ ゼット … 一 人 称 : 私 


て 


良 穴 主 生 の 旅 に 局 行 し た 少女 。 か つて ある 実 龍 た 
よっ て 成長 が 訂 ま っ て し まっ て いた が 、 今 な 成長 し て 
いる 。 嘉門 哀 失 が わか りこ くい も の の 、 革 より 万 精 
豊か に な っ た と いう 。 礁 界 統 合 後 は 、 過 去 に 正 身 が 
生活 し て いた ブナ ゼット の を 痢 興 させ る べ ぐ 、 リー カル 
と 旋 力 し て 活動 を 続け て いる 。 


ーー 


Zelos Wilder 
ー ヽ ぢ ロス ・ ワ イル ダー 


て 性 別 : 男 @ 年 齢 :24 歳 
身長 :179cm 抱 体重 :68kg 

で 出身 : テ セア ラ ・ メ ルト キオ 窟 一 人 称 : 俺 さま 、 俺 
テ セ アラ の 纏 子 で 、 奏 究 主 生 の 旅 に 同行 し た ひと の 。 
穴 統合 後 は 、 神子 創 度 の 廃 計 に 向け て 教会 の 紹 疑 
改革 に を 尽く し て いい た 。 か つて の 奄 責 で ある ロイ だ 
に な 全 入 の 大 頓 を 置い て お り 、 府 商 に 流れ る 彼 の 噂 
を 一 足す る 。 その た め 、 ロ イ だ を 信 と 決め つけ る エミ 
ル に 対し 、 当 較 な 湿 意 を 約 り て いた 。 


Regal Bryan 
- ヽ グー ガル ・ ブ プラ アプ アン 
で 性 別 : 男 で 年 齢 :35 歳 
身長 :189cm 乱 体重 :85kg 

で 出身 : デ セア ラ ・ ア ル タ ミ ラ … 一 人 称 : 私 

レザ レノ ・ カ ン パ ニー の 会 長 。 褒 界 再生 の 旅 の メン 
バー の 中 の で ば 最 年 長 で 、 非常 に 細 士 的 。 か つて 罪 を 
犯し て 投獄 され た が 、 春 再生 に 放 力 し た こと で 宙 教 
を 受け て 閣 放 され た 。 シル ヴァ ラン トト と テ セ アラ の 続 
合 後 は 、 各地 の 和 痢 興 に 尽力 し な が ら 、 ロイ だ の エク ス 
フィ ア 大 し を 手伝っ て いる 。 
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TALES OF SYMPHONIA -Knight of Ratatosk- 


NSK SN ANNNN、-NNEKNG 電 和 - 


エス コー ト 
タイ トル 
TOS-R 《 


<// の 


伯 カッ トイ ン イ ラス ト : 


マザー シッ プ 
⑤ ダイ トル 


エス コー ト 
@⑤ ダイ トル 


》 TOS-R 
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マザー シッ プ の レン ミニ Game Package 
タイ トル と 


テー マソ ング :「 ガ ラス の 花 」 奥 華 子 (「 な りき り ダ ンジ ョ ン X 」 のみ) 


Game Data 


「 テ イル ズ オブ | シリ ー ズ 初 の 外伝 作品 。 さま 
さま な コス チュ ー ム に 着替え て 「 な りき る | キャ 


2000 年 11 月 10 日 | ダン ジョ ン RPG ラ の 愛 ら し さ と 、「 TOP 」 を ベー ス に し た シリ ア 
PSP 。 | 010 和 9 月 5 日 | ス な シナ リオ の 取り 合わ せ が 特 徴 。PSP 版 で 
PSP 2010 年 8 月 5 日 | 真実 と 向き 合う RPG 。 
は | TOP」 メン バー と の 共闘 も 可能 。 


ディ ルズ オス ファ ンタ ジア 
な りき り ダ ンジ ョ 


デイ ルズ オス ファ 
な りき り ダ ンジ ョ ン X 


Game Package 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑤ 


NARIKIRIGK 


な りき り シ リー スズ 第 2 弾 。「 テ イル ズ オブ ザ 
ワー ルド 」 の 守 が 初め て つい た 作品 で も ある 。 
「 TOP」 だ け で は な く 、 本 作 以 前 に 発売 し て 
いた 「TOD」 、「TOE」 の 歴代 キャ ラク ター が 
総出 演 し 、 物語 を 盛り 上 げ る 。 


Game Data 


テイ ルズ オス ザ ワー ルド 


な りき り ダ ンジ ョ ン 2 コス プレ RPG 
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Game Package 


主人 公 は 前 作 同 様 フ リオ と キャ ロ だ が 、 設定 
Game Data が 異な る 。 な りき り シ ステ ム は その まま に 、 バ 
トル 面 で は シミ ュ レ ーション 形式 を 採用 。 前 作 
の 3 作品 に 加え 、「TOD2」 、 「TOS」 、 「TORI」 
の キャ ラク ター が 登場 する 。 


Nu て こと で て 


テイ ルズ オス ザ ワー ルド 


な りき り ダ ンジ ョ ン 3 コス プレ S-RPG 


育 負 う | 過去] の 探求 


13 歳 を 迎え た 双子 ディ オ と メル 。 彼ら は 「 な りき り 
士 」 と し て 人 々 の 役に立つ よう 、 謎 の 女性 ノル ン の 導き を 
受け 、 夢 に 見 た 冒険 に 出る 。 し か し その 力 が 発端 と な っ 
て 危機 を 招い て し まい 、 事 態 を 収め る た め 、 歴 史 に 名 高 
い 「 時 空戦 士 」 を 頼る こと に な っ た 。 それ ぞ れ の 時 代 を 
訪れ 彼ら と 触れ 合い 、 栄光 の 裏 で 彼ら が 抱く 苦悩 や 迷 
い を 知っ た ふた り 。 そん な 中 、 た び た び 現われ る 仮面 の 
男女 が 、 過去 を 理由 に ふた り を 責め 、 償 い を 強い る 。 く 
り 返 し 語ら れる 彼ら の 「 罪 」 こ は 何 な の か 。 ふた り は 出 
生 の 謎 を 知り 運命 と 向き 合う た め 、 合 か 異 卿 の 星 デ リス ・ 
カー ラー ン を 襲っ た 悲 冊 に 、 そ の 真実 を 求め る 。 


運命 に 魅 信 られ た | 希望 の 子 」 


異 世界 ユグドラ ー ス の 中 心 に ある 世界 樹 は 世界 に 平 
穏 を も た らし て いた 。 だ が 、 その 力 は いつ し が 衰え 、 世 
界 崩壊 の 危機 すら 嘱 か れる よう に な る 。 大 樹 の 女神 た 
ち は 事 態 打開 の た め 、 フ リオ と キャ ロ に 「 な りき り 士 」 の 
力 を 授け 、 別世界 の 勇者 た ち も 呼 び 寄 せ た 。 彼ら と 冒 
険 を 重ね て いく フリ オ た ち は 、 や が て 世界 に 危機 を も た 
ら す 元凶 と 思しき 存在 と 遭遇 。 その 名 は 、 サ ナ ト ス 。 人 
の 心 を 弄ぶ 彼 は 、 人 間 に 憎 悪 を 抱き 、 減 ぼ そ う と 目論ん 
で いた 。 守護 精霊 の 生ま れ 変わ り で ある は ず の サナ ト 
ス は 、 な ぜ ユ グ ド ラ ー ス に 契 を 剥く の か 。 真相 を 探る べ 
く 、 世界 を 救う べく 、 フ リオ た ち は 決 戦 の 地 へ と 赴く 。 


時 空 を 翔 ける 英雄 た ちと と も に 


「 テイルズ オブ プ 」 シ リー ズ と 呼ば れる 英雄 伝説 が 語り 
継が れる と ある 街 で 、 超 古 人 文明 の 遺跡 が 発見 され る 。 
調査 を 行なっ て いた プラ ウン 博士 は 、 こ こ か ら 発 掘 され 
た 時 空転 移 装 置 を 修理 する が 、 ボ ニー& ク ライ ト と いう 
墓 ド ロボ ウ に 盗ま れ て し まう 。 この まま で は 、 伝説 の 世界 
も 自分 た ちの 世界 も 改変 され る こと に な る 。 それ を 阻止 
すべ く 、 博 士 の 助手 で ある フリ オ た ち は 、 未来 の 時 代 か 
ら も た ら さ れ た 時 空転 移 装 置 を 使っ て 犯人 を 追う 冒険 に 
出る の だ っ た 。 まだ 未熟 な 彼ら を サポ ー ト する の は 、 伝 
説 に 登場 する 英雄 た ち 。 彼ら と と も に 伝説 の 歴史 を 守 
る た め 、 時空 を 超え た 戦い に 挑む 。 


な ん で 何 度 も 何 度 も 復活 する だ い | 


上 - ロ - っ て の は 


o) 


\o) 


マザー シッ プ 
タイ トル 


エス ElI に hy 
タイ トル 
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Nu と 0 と 当 


SC ンー SS 
か 
この 7NS D ji o 
9 | 
ーー ディグ 


タイ トル 
oN も 性 別 : 男 移 年齢 :13 歳 多 身長 :149cm 乱 体重 :39kg 
レ を 職業 : な りき り 士 @ 初期 称号 : や ん ちゃ ぼう ず 多 一 人 称 : オ レ 
ーー ィ ( 
・ 過去 の 面影 と NN、 
銀髪 と 言え る ほど に 淡い グレ ー の 
髪 。 遠い 過去 に 「 彼 ] だ っ た 、 ひと 。 / 


り の 男 の 姿 を 介 ば せ て 。 


・ な りき ぎり 士 の 服 
着替え と と も に その 力も 変わ る 「 な N 
りき り 士 」。 彼ら の 普段 着 は スタ ン 

ダー ド な その 名 も 「 な りき り 土 の 服 」。 


・ や ん ちゃ な ディ オ に は …… 


見 る か ら に だ ぼ だ ば ぼ ! な パン ツ 。 
走り 辛 そ う 。 いや 、 だ か ら こ そ 、 じ っ と 


エス コー ト し て いな い 彼 に は うっ て つけ !? 
タイ トル 


NARIKIRIGK 


双子 の メル と と も に 、 エ トス に 育て られ た 73 
蔵 の 少年 。 約 700 年 上 の 英雄 / 大 空 寺 二 / 
に 強く 僅 れ て (いる 。 ぞ の た め ノ ルン か ら 半 
か っ た / な りき り ナ リ の 力 に 寿 空 衣 二 の 活 忠 
を 重ね 合わ せ 、 人 々 の 役 に 立 と うと 訂 走 す 
る 。 考え る より も さき に 休 が 動く 動 泊 だ 
が 、 礎 空 衣 士 に 閲 し て は あら め ゆる 賠 束 書籍 を 
読み 込む 勤 紛 ぶり で 、 数 々 の エピ ソー だ を 礎 
記す る ぼ と 入れ 込ん で いる 。 
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@ ディ オ の 前 世 
5 デア ブ ズ : ノ ヤン デア Dios Bundy 


トー プ 人 性別: 男 @ 年 齢 :27 歳 
つっ 多 職業 : パ レス グ ド ラ 軍人 移 一 人 称 : オ レ 


、 間 パレ スグ ドラ の 軍人 。 養父 バン ディ 将軍 の 死に より 、 軍 の 指揮 
権 を 委ね られ る 。 敵 へ の 犠牲 的 報復 を 遺言 され 、 苦渋 の 決断 に 
よっ て 魔 科学 兵器 を 用 いる も の の 、 罪 の 意識 に 昔 ま れ 、「 仮面 
の 男 」 と し て この 世に 留まり 、 分 身 と も 言え る ディ オ を 追う 。 


uu で て ここ $ 


N 


N NT。 ・N 間 RIKIRI DUNGGON・ 
ドー グン ング の 人 


少年 は 過去 の [「 罪 を 知る 


< サー ジン ツジ プ 
の タネ トル 


家 の 本 棚 に 並ん だ それ は 、 見 る も 無惨 に 表紙 が めく れ て 、 不 器用 に 貼り ハン どど に コ 
直し 、 ま た 取れ て 、 今 や 「 本 」 と 呼べ る 体裁 で は な く な っ て いる 。 肉 容 は 完 。 。 。 
壁 に 暗記 し て いた 。 実在 し た 約 100 年 前 の 男 者 、 魔 王 ダ オス を 討ち 取っ た 、 ' シバ 
6 人 の 「 時 空戦 士 」 の 物語 . 色々 夢見 て も 、 ュ い 

男 な ら 誰 だ っ て 、 一 度 は そう し た 英雄 に 思い を 馳せ る 。 誰 に も 負け な い 強 。 ーーーーーーーーーーー 0 
さ で 栄誉 ある 勝利 まつ か み 、 僅 貸 を 浴び 、 魚 旋 する 。 そ し て 思い が け な い こ と 上 ピコ い 
と に 、 そ の 夢 物語 の 階段 を 上 る 力 が 与え られ て し まっ た 。 あ ら ゆ る 可能 性 を 。 「 口 ロ ハ 
秘め た 変身 ヒー ロー「 な りき り 士 」。 こ れ は 例 の 変身 リフ だ っ て 考え て お か ざ 。 じい 
る を 得 な い 。 な りき り ク ロス シフ ト と か な ん と か 。 全部 思い 通り な ん で て 

そし て ディ オ は 時 空 を 超え て 旅 を し 、 憧 れ の 時 空戦 上 に 出会い 、 カ を 借 よ 
り 、 と も に 戦い 、 メ ル と ふた り で その 使 爺 を 果たそ うと 躍起 に な っ た 。 心 は や 
る 夢 の よう な 冒険 は 、 け れ ど 本 で 読ん だ よう に は 華やか で も 栄光 に 包ま れ た 。 いな いん だ ろ ! 57 | 
も の で も な か っ た 。 歴史 に 名 を 侯 ん だ 勇者 が 、 み ん な を 守る た め に 挿し い 企 ーーーーーーーーーーーーーーー 呈 
て を 見 過ごさ ざる を 得 な い 。 命 を 守る こと と 引き 換え に 別 の 命 を 礁 っ た こと に 、 1 @ ロト 
今 も 苦し まな いと いけ な い 。 世界 に は 貫 か な けれ ば な ら な い 正 義 と いっ し ょ に 
どう に も な ら な い 現 実 が あり 、 胸 を 張り た い 本 音 を 履い 隠す 、 生 きる た め の 7 た 
建前 が あっ た 。 力 を 持ち 頼ら れ 必要 と され る 人 ほど 、 み ん な の 笑顔 の た め に 、 
迷い と 後悔 に 涙 を 流し て いた 。 つ 


》 NARIKIRI 


困っ て る 人 助け ん の が 6 
オレ ら の 仕事 な ん だ ろ な 


= 


Ji き 沙 OKYSS 四 


も し も それ を 「 罪 」 と 言う の な ら 。 誰か の こと を 思え ば 思う ほど 、 人 は きっ 
と 罪 を 背負 っ て ゆく こと に な る 。 クレ ス た ち は 何 度 も 自 間 自 答 し な が ら 、 刻 
ん だ 道 を 受け 入れ 、 ダ オス を 倒し た 重圧 に 耐え て いた 。 魔 科学 者 バジ ル 


は 魔物 に 魂 を 売っ て 人 に 上 旗 を 翻 し た が 、 そ れ で さえ 大 切な 人 た ち を 守る な 


NOISONIO IHIJIHVN 


バハ 


道 を 求め た か ら だ 。「 あ いつ 」 に も ーー 一 オレ に も 、 願 っ た も の が あっ た ん だ -。 
思い に 嘘 が な か っ た と 信じ る な ら 、 そ の 代償 を 受け 入れ る こと を 、 恐れ て は 
いけ な い は ず だ 。 

ディ オ は 取り 戻し た 過去 に 向かっ て 、 長 い 坂 を 下り て ゆく 。 罪 に 苦し む 
た めで は な い 。 それ を 背負 うた め に 覚悟 し た 、 信念 と 願い と を 、 もう一度 |「 自 
分 の 目 で 確か め る た め に 。 


ウン ずる Cm ボ 沈 可 


vwwvwewe き 


人 @ [全然 だ いじ ょ ー ぶ だ っ て 。 な ん と か な る っ て 」 : あら ゆる 場面 で くり 返す 、 と き に 頼も し く 、 と き に 根拠 の な い ロ グセ 倫 「 困 っ て る 人 助け ん の が オレ ら の 仕事 な ん だ ろ 」 : 虹 輸 を 消 
す 手 段 を 求め て 、 中 踏 な く 決 め る 魔女 訪問 の 決意 倫 「 い くら 色々 夢見 て も 、 結局 、 全部 思い 通り な ん て いか な いん だ ろ !?」] : クレ ス た ち 時 空戦 士 や バジ ル の 姿 に 夢 を 壊さ れ 、 現実 
を 思い 知り 、 思わ ず 出 る な げ や りな 言葉 氏 「 自 分 た ち で 決め る 。 何 が 悪く て 、 何 が そう じゃ な い の か ] : 自分 の 過去 や 罪 と 向き 合う た め 、 ディ オス と 対 財 す る 決意 


N 


2 ) る 性別: 女 年 齢 :13 歳 @ 身長 :148cm 移 体重 :35kg 
ン る 職業 : な りき り 土 欠 初期 称号 : お すま し さん 一 人 称 : わ た し 


・ あ の 頃 の 巻き 毛 

くる り と 外 巻 き に し た 長い 髪 。 け れ 
ど 過 去 の 「 わた し 」 は 、 何 か を 秘め 
る よう に 内 巻き に し て いた 。 


ディ ブナ と と も に エト スハ ウス で 暮らす 少女 で 、 彼 の 
/ 妨 / を 正 認 する 真 遍 月 で し っ か り 者 。 ディ ブ 局 
嫌 に な りき り 士 の 力 を 与え られ 、 恵 まれ た 魔 導 の 
才能 を 活か ぞう と する が 、 ぞ れ が 虹 芳 (プリ ズム 
リン グ ) 現 の / 金 と な り 、 綴 () 罪 結 威 に ま れ 
る 。 女 の 論 穴 と の 周 わ り を 強く 天 め る ディ ブナ に 対 
し 、 疾 刀 で も 婦 良 ぐ く 暮 ら せ する こと こ ぞ を 、 いい ちば ん 
の 幸 せ と 情 じ て い る 。 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ゆ 


・ お 姉さん 路線 

「 双子 ] だ けれ ど 、 わた し が 「 お 姉 さ 
ん 」。 そう 信じ る か ら 年 上 っ ぽく 、 
ちょ っ と 背伸び の ミニ スカ ー ト 。 


・ 双 子 の お 約束 
ディ オ と 色 違 い の ジ ャ ケッ ト は 、 女 の 


子 ら し い ピ ンク 色 。 ふた り と も 肩 を 
出し た か わい い デ ザイ ン 。 


NARIKIRIGX 
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@ メル の 前 世 @ 
KO 8 ダル ディ ァ アジ ・ ノ エン デア Meltia Bandy 


ー プ 6 性 別 : 女 年齢 :27 歳 
職業 : バ パレ スグ ド ジラ 魔 科学 研究 者 @ 一 人 称 : わ た し 


戦争 で 親 と 生き 別れ バン ディ 将軍 の 養女 と な っ た 女性 。 養父 の 期待 
に 応え よう と 若く し て 魔 科学 兵器 の 開発 を 担う が 、 そ の 遺言 に 抗い 
きれ ず 不 完全 な 魔 科学 兵器 を 使用 し 、 マ ナ の 枯 潟 と 星 の 壊 減 を 看 
過 。 弁解 と 購 罪 と を 求め て 己 の 分 身 メ ル に 迫る 。 


な 
リ 
才 
り 
ダ 
ヨ 
う 


N 


中 mW さび ari 可 は Cr は ri 民夫 


まし の 安易 な 励ま し を 無邪気 に 喜ぶ ディ オ に 、 


NRIKIRK1I DUNGGON・ 


SS の グ か 


泣い て いた あの 日 の わた し 


メル が ディ オ と いっ し ょ に 森 の 家 に や っ て 来 た の は 、 ま だ ほん の 赤ん坊 の 頃 。 
小さ な エト ス に 頭 を な で られ 、「 大 切な 双子 ちゃ ん 」 と 呼ば れ て 、 大 事 に 大 事 
に 育て られ た 。 木々 が 繁 る 深い 森 の 向こう に は 、 た くさ ん の 人 が いて 、 賑 や か 
な 暮らし が ある らし い 。 そう いう 話 は 冒険 好き の ディ オ が 飽き ず に 教え て くれ た 
けれ ど 、 メ ル に と っ て は それ ほど 心 と きめ くも の で は な か っ た 。 ディ オ と エト ス と 
の 静か な 生活 が 、 何 より 幸福 だ っ た か ら 。 

みん な の 役に立つ よう に 、 と 与え られ た 「 な りき り 士 」 の 使 谷 に きち ん と 向き 
合う の は 、 彼 女 が 真面目 で ルル 帳面 だ か ら こ そ 。 デ ィ オ の よう に 手放し で 喜び 、 
意気 揚々 と 力 を 使っ て みせ る ほど に は 、 特 別 で いた いと は 思わ な い 。 た だ み 
ん な の た め に 、 目 の 前 に 広がる 事件 を な ん と か し た く て 。 自分 が で きる こと を 。 
一 生 懸 命 に 。 一 そう し て 「 虹 輪 (プリ ズム リン グ ) 」 が 空 一 面 に 広がっ て 、 魔 
術 の 渦 に 飲ま れ た 景色 に 、 震 える 手 を 抱え 込ん だ 。 わ た し が 使っ た 魔術 の せ 
いな の 。 み ん な 、 ご めん な さい 。 

遠い と お い 昔 に 、 同 じ 気 持ち を 味わっ た 気 が し た 。 そ れ は 国 同士 が 戦争 を 
し て 、 た くさ ん の 人 が 悲し ん だ 、 と て も む ご た らし い 世 界 の 話 。 小さ か っ た 女 
の 子 は 母親 と 引き 裂 か れ て 、 軍 人 の 養父 の 後ろ 填 を 得 て 、 魔 科学 の 研究 に 
没頭 し た 。 今 や た っ た ひと り の 「 お 父様 」 に ほめ て ほし く て 。 た だ 頭 を な で て も 
らい た く て 。 い くつ に な っ て も 大 切な 娘 と し て 、 認 め ら れ た く て 。 も し その 人 研究 
が さら に た くさ ん の 命 を 奪う こと に な っ て も 、 仕 方 が な いと 思っ て いた 。 多く を な 
くし た 中 で 許さ れる 幸せ は 、 そ こ に し か な か っ た か ら 。 

胸 に 遺 る 、 も う ひ と り の 自分 の 思い 出 は 、 と て も 寂し く て 苦い も の 。「 彼 女 」 
は 身 に ふり か か る 不幸 を 嘆い て 、 村 和 失 と 孤独 を 呪い 続け た 。 け れ ど メル は 知っ 
て いる 。 自 分 に も 「 彼 女 ] に も 、 い つも そば に 抱き し め て 愛し て くれ る 人 が いる 
の だ と 。 で も それ は 、 振 り 返っ て 手 を 伸ばさ な いと 、 い つま で も 気づけ な い の だ と 。 
だ か ら 「 彼 女 ] に 手 を 差し 出し た 。「 罪 ] を いっ し ょ に 受け 人 れる た め に 。 


何 イジ け て る の ! 


RI 
還 菩 2 00C 人 の 


エト が わた し た ちの お 母さん で し ょ ? ね ? 


⑱ 「 エ ト が わた し た ちの お 母さん で し ょ ? ね ?] : 母親 の 面影 を 問う ディ オ に 、 今 の 幸福 を 言い 聞か せる か の よう な 訪 押 し 氏 「 本 当 に わた し た ち 、 何 に で も な れる と 思う ?」 : 子供 だ 
思わ ず 投 げ か ける 反語 食 「 何 イジ け て る の !? 思い 通り に いか な いっ て 言わ れ た か ら ?」 : バジ ル や クレ ス の 姿 に 夢 を 壊さ れ シ ョ ッ ク を 
受け る ディ オ を 叱 喧 劉 「 不 安 も 恐怖 も 、 憎しみ も 悲し み も …… す べ て の 感情 に 意味 が ある 」 : ディ オス や メル ティ ア と の 決戦 に 向け 、 過去 の 罪 を 受け 止め る 覚悟 
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エス コ ゴート 
@⑤ ダイ トル 


か NARIKIRI 


NOONIG IHIJIHVN 


vw てこ と ここ 選 人 S 


お の Ya 


5 き ケ 0 の 0 の 1 MD SN CSL PB 8 
ワン が ゾーネ ・ と たと ・ 了 アッ ウツ ファン ペル グ 


Py 1 も 性別 : 女 多年 齢 :19 歳 $ 身長 :160cm 体重 :49kg 
ど 窟 出身 : 不 明 欠 初期 称号 : せ くし い お ね いさ ん 乱 一 人 称 : 私 


・ デリ ス ・ エ リュ シオ ン 


ダオス か ら 贈ら れ た 、 時 間 転移 の 力 
を 秘め た 指輪 は 、 彼 女 と 大 切な 人 


と を つなぐ か すか な 希望 。 
・ 恒 惑 の お へ そ 
身 の こ な し 重視 の 軽装 。 大 人 の 魅 
er と em 力 に 気づき 始め た と ある 年 下 純情 
タイ トル ⑨ 少年 を 、 こ れ で 魅了 し た と か 。 
NARIKIRI 
・ 腰 に 係 く 剣 條 た つ 


か よわ い 少 女 が ひと り に な っ て も 生 
き て いけ る よう に 。 養父 は 彼女 に 
身 を 守る た め の す べ を 教え た 。 


N0 ヨ 9NnQ IHIYIHVN 


ディ ブ と メル の 玉 に 現われ ロディ の 愛 区 で 親しま れる 、 
さば けた 休 褒 の 女 休 序 二 。 幼い 原 の 一 礎 期 に 触 合 っ 
た ダブ オス が 魔子 / と 臣 れ られ る 真 婦 を り 、 真 意 を 周 
い 算 ぞう と し て いる 。 彼 か ら 譲ら れ た 若 坦 と マナ の 力 を 
誰 り 、 契 定 的 で は ある が 疾 商 半 移 が 可能 。 また エル フ 
の 夫 記 と し て 魔 導 の 素養 を 震 つ 。 好 の / と / な 義父 が 悦 
し た 礎 殺 集 尻 / エ クリ プス リ に 店 来 する 。 


N < の ・N オ RIKIR1I DUNGGON・ 
ンス モク の ) 


時 の 果て に 追う 夢 の 終 わり 


ゴメ ン ね 。 あ の 指輪 、 彼女 が まだ 「 少 女 ] と 呼ば t る ほど に 幼かっ た 頃 。 ロ ンド リー ネ は 勘 


) 


eo 違い か ら 無 謀 に も 「 彼 ] に 斬り か か り 、 見 事 に 返り 討ち に され る と いう 、 

ダ 大 事 に する ブフ 6 ロマ ン と は ほど 遠い 出会い に よっ て 、 ダ オス と の 運命 を 紡ぎ 始め た 。 
| 雪 NMEOOUC oo 綺 な 金髪 に 透け る よう な 肌 で 、 お と ぎ 話 の 王子 様 の よう な 彼 は 、「 精 
2 霊 様 の 樹 ] を いと お し そう に 眺め て 何 刻 も 過ごす 。 すご く か っ こよ く て 、 

3 無性に 寂し そう だ っ た 。 森 の 外 の 世界 に 人 が れ 、 矢 継ぎ 早 に し ゃ べ る 
の 彼女 を 横目 で 見 な が ら 、 た だ 微笑 む 。、 話 を 聞い て いる の か きえ も 怪し い . 
還 無口 と いう より 、 心 ここ に あら ず だ っ た 。 それ で も ロン ドリ ー ネ は 飽き も せ 
帰 ず 、 彼 の 横 に 座り 続け た 。 
の ダオス は 優し か っ た 。 誤 っ て 彼女 を 傷つけ た こと を 本 当 に 申し 訳 な さ 
4 そう に し て いた し 、 彼 女 が ま と わ り つ い て いて も 、 決 し て 邪 険 に する こと 
ーー は な か っ た 。 や が て 父 に 先立た れ て 途方 に 暮れ る ロン ドリ ー ネ を 、 じ っ 
大 と 見 守っ て くれ た 。 強 さ と 優し き は 、 す べ て 父 と 彼 と が 与え て くれ た 。 ダ 
い ) オス と は 、 父 以外 に 唯一 心 通じ 合う 人 。 そし て 父親 に は 求め る べく も な 
な い 、 胸 打つ 想い が この 世に ある こと を 、 教 えて くれ た 人 だ っ た 。 


「 世 紀 の 大 魔王 ]、「 魔 物 の 総 大 将 ]」。 そ ん な 風 に 呼ば れ て 世界 を 
岩 搬 させ る 男 が 、 あ の ダオス の は ず が な い 。 

ロン ドリ ー ネ は 真実 求め て 、 ひ と り 森 を 出 た 。 父 が 託し て くれ た 足 
まわ し き 暗 殺 術 は 皮肉 に も 彼女 の 身 を 何 度 も 守り 、 人 何 し くも ダオス が く 
れ た 指輪 の 力 が 、 時 空 を 超え て 、 彼 の 元 へ と 引き 寄せ る 。 け れ ど 男 は 
も う 彼 女 を 受け 入れ て は くれ な い 。 ダ オス も わか っ て いた の だ 。 本 能 的 
に 悲し み を か ぎ 当 て て 、 側 に 寄り 添う ロン ドリ ー ネ が 自分 を 放っ て お け 
な いこ と を 。 ロ ンド リー ネ に 問い 詰め られ た と き 、 そ の 率直 さ に 向き 合う 
に は 、 罪 を 背負 いす ぎ て し まっ た こと を 。 

旅 の 果て に 待っ て いる の は 、 も は や 愛 を つぶ や く ロ マン チッ ク な 舞台 
で は な い だ ろ う 。 それ で も 問わ ず に は いら れ な か っ た 。 だ っ て この 指輪 
を くれ た っ て こと は 、 私 に だ け は 何 か を 託し て くれ て いた ん だ っ て 、 ち ょ っ 
と は 信じ て いい ん で し ょ よう ? 

笑顔 の 下 で 歯 を 食い し ば り 、 歩 く 。 彼 の 影 を 求め て 。 神秘 の 森 で 
紡い だ 短い 青春 は 、 恋 と 呼ぶ に は あま り に 苦く 、 切 な い 思い 出 を 残す 
だ け だ と わか っ て いて も 。 


NL 
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ン と ざ パ ざ 飼 燃 如 0) 介 記 
ha 39 人 藤 ry で 本 


私 は 信じ る 。 
クレ ス が ダオス を 止め て くれ る っ て 


@ 「「 私 は 信じ る 。 クレ ス が ダオス を 止め て くれ る っ て : 時 空 の 狭間 まで 助け に 来 た ク レス に 、 ダオス の 救済 を 託す 言葉 但 「 ゴ メン ね 。 あの 指輪 、 大 事 に する っ て 言っ た の に 
cv 」 : ダオス が 自分 を 退け よう と 放っ た 時 間 転移 の 力 を 、 思い 出 の 指輪 を 身代わり に し て 防ぐ 哀 惜 と 謝罪 但 「 ダ オス 、 も う 帰 ろう 。「 大 いな る 実り ] が な る あの 森 に さ 」 : 罪 を 犯す ダ 
オス を 止め られ る と 信じ た 郷 区 代 「 死 ん だ 後 ま で 、 そ ん な 業 を 背負 う 必 要 な ん て な い 」 : クレ ス ら に 倒さ れ 残 存 思念 と な っ た 身 を 悼み 、 ディオ や メル へ の 恨み を 捨て る よう すがる を い 
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マザー シッ プ 
タイ トル ⑨ 


クル レズ ・ ア ル ペ プン 


ぐる 性 別 : 男 @ 年 齢 118 歳 (AC.4306 現 在 ) 和 還 還 加 
も 身長 :170cm 移 体重 :59kg 4 
で 初期 称号 : 見 習い 剣士 @ 一 人 称 : 僕 《⑰/ 


/ 魔 圭 ダナ スリ を 食し た 辱 空 沖の ひと り 。 料 減 し た 故郷 人 一 
ティ ス の 痢 興 の た め 、 法論 訪 の ミン トム と と も に た 先 太 を 幼 っ て カ 
を 尽く し て いる 。 剖 の 座 を と 思わ れ て いた ダブ ナス の 本 当 の 青 
的 を 効 っ た こと で 淫 ( い の 意 礎 に 人 み 、 ひ と り 歩 きす る / 敵 導 / と 
いう 肩 責 き に 応え よう と 書 し ん で いる 。 


NE In ie 「・ 衣 科 | 9 宏昌 吉 (- 


ミン ム ・ ア ネー/ 


@ 性 別 : 女 @ 年 齢 :19 歳 (AC.4306 現 在 ) 
的 身長 :162cm 乱 体重 :42kg 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑤ 


ぐ 初期 称号 : 人 悩め る 聖女 @ 一 人 称 : 私 67 
の 2 が 5/ 太 AS 


らら ンス が 


本 2 の アリ エリ クウ 


高 名 な 湊 短 訪 を 評 に 革 ち 、 正 身 も 優れ た 状 を 使 こなす 女 任 。 
クレ ス ら と と も に ダオス 戦役 に 参加 し 、 ぞ の 化 府 穴 の 復興 に 尽 
ぞう と 奏 走 し て いる 。 人 々 が 新た な 未来 に 生 か っ て 玉 き に 生 
きる 次 を 喜ば が しく 思う 一 方 で 、 藻 が け て 壮 科 を 字 っ た クレ ス が 、 
人 移 れず 燃 み 続け て いる こと に 心 を 痛め る 。 


NARIKIRI 


Ch esrter 


ディ ァ ズ ダ ター: ソリ ー ク ラプ 人 


ぐ 性 別 : 男 @ 年 齢 :18 歳 (AC.4306 現 在 ) 
恩 身長 :175cm 乱 体重 '62kg 
ぐ 初期 称号 : や さ し い あ に き 

る 一 人 称 : オ レ 


Bar kiighrt 
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効い 大 か ら の クレ ス の 親友 。 ダナ ス が チタ / き する 龍 撃 で 妹 を 
失い 、 ク レス と と も に 令 を 計っ た 。 圭 ち 六 の 庫 食 見 の よさ か 
ら 、 親 を た くし た 子 大 た ちの 爾 食 を 見 る が 、 どう する こと で 青 分 
の 世 失 感 を 末 め よ うと し て いる 。 夫 来 か ら 来 た ディ ブ や メル に 
た くし た 妹 を 重ね 、 座 より も ふた り を 気 邊 う 。 


UN いと こと 


< の / 


アー ティ ァ ・ ク ラ ア プン 


刺 性 別 : 女 失 年 齢 220 歳 くら い ?(AC.4408 現 在 ) 
重 身長 :157cm 乱 体重 :( 自 称 ) 39kg 

移 初期 称号 : い た ずら 魔女 ? 
免 一 人 称 : あ た し 


マザー シッ プ 
@⑤ タイ トル 


クレ ス ら と と も に ダオス 戦役 に 参戦 し た ハー フエ ルフ の 少女 。 
長 語 め ゆえに 24408 年 暦 点 で は すでに 刀 た ちと の 史 れ を 球 位 
な くさ れ 、 寂し さ を 紛 ら わ せる た め に 街 に より て は 、 介 愛 な (0) 
た ずら を くり 返し て いる 。 ディ ブ た ち に 礎 商 転移 を 好 え る 人 思 
議 な 絵 を 与え 、 彼ら の 周 腐 を 導く 立役者 と な る 。 


人 t 陽 | 


クラ プー ズ ・ た c レス ター 


る 性 別 : 男 で 年 齢 :29 歳 (AC.4203 現 在 ) 
旬 身長 :176cm 急 体重 :62kg 
の 初期 称号 : 酔 い ど れ オ ヤジ 

和 一 人 称 : 私 


aw 


ユー クリ ッ ド だ 村 で 召 春 術 の 克 を 行なう 学者 。 現代 に 族 活 させ 

に 杏 奏 生 Pa 肖 ) で 証明 され た 大 究 成 
果 が 本 変 わら ず 異 端 梓 され る こと に 嫌 握 が さ し 、 助 手 ミ ラル だ 
を ぼっ た ら か し に し て 酒 肖 り の る を 送っ て いい た が 、 デ ィ ブ と メ 
ル の 熱意 に 親 さ れ て 次 弟 に 精 蒸 を 取り 戻す 。 


》 NARIKIRI 


PD Y 3 1 ざき な Ziu 


魔 が ナチ 


ぐ @ 性 別 : 女 で 年 齢 :12 歳 (AC.4354 現 在 ) 
息 身長 :135cm 乱 体重 :28kg 

初期 称号 : う っ か り 頭 領 
る 一 人 称 : わ た し 


NOHONPIO IHIJIHVN 


碑 賀 粟 流 補 者 の 頭 痕 で ある く ノ ー の 少女 。 時 の 者 た ち が ダ オナ 
ス の 礁 誠 に 巻き 入 ま れ た た め 、 ク レス ら の ダオス 計 借 を 手助け 
する 。 戦役 後 、 今 度 は ディ オナ と メル の 礎 空 を 材 え た 周 府 に 雄 
力 。 非常 に 責 感 が 強い が 、 効 さゆ え に 友 に 妄 的 に な る あ 
まり 、 ディ ブス と メル ティ ア の 悪意 に つけ 込ま れる 。 


NuNN で とこ S 


こぶ 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


る 性 別 : 男 @ 年 齢 : 不 明 身長 : 不 明 EV | 川 智 メ 
も 体重: 不明 乱 一 人 称 : 私 と 


デリ ス ・ カ ー ラ ー ン の 大 屋 エリ ィ シ オン の 王 。 星 を 減 か ら 牙 
あう と / 大 いな る 実り / を 求め る が 、 震 果 的 に 別 の 囚 を 幾 妊 
に し た こと を 息 ()、 ク レス ら の 手 で 食 さ れ た あと も 残存 思念 

し て この 内 た 留まる 。 炎 万 の 金 と な っ た ディ ナス と メル ティ 
ア の 生ま れ 変 わり で ある ディ ブナ と メル た に 、 罪 を 尺 め か すず 。 


ぐ 人 性別: 不明 
で 初期 称号 : ぶ に ぷに ぽ よ ぼ よ 
ぐ 一 人 称 : ク ルー ル 


7 和み YZgc 
の 2 が 9 27S リ の 
ト っ 
た の らん 、 


丸い 衝 価 に 小さ な 手足 を 苦 っ た 生き 物 。 ディ ナオ と メル に な つ 
き 、 絢 7 に 旅 の あお 府 を し つつ も 、 見 よう 見 まね で 立 汰 に 戦う 。 
じつは ノル ン が ふた り の 動 を 息 赴 する た め に 生み 訪 し た 彼女 
の 分 身 。 し か し や が て 彼ら を 慕う ひと つの 落と し て 独 帳 の 意志 
を 痢 し 、 創造 二ノ ルン と の 決別 を 果たす 。 


NARIKIRIKK 


N039NnQ IHIJIHVN 


身長 :30cm 欠 体重 :1.5kg 
で 一 人 称 : ぼ く 


る 性 別 : 不 明 @ 年 齢 : 不 明 


ディ ブ と メル の 親 化 わり 。 ふた り を 赤 ん 功 の 大 か ら 廊 て た が 、 
少 る 骨 避 護 な ほぼ ど に か わい が る 。 / な りき り ナ / と し て の 全 誰 
に 蒼 騙す る 彼ら を 頑 も し く 皿 う 反 面 、 朋 分 の 考 か ら 施 て ゆく 
こと に 覆 巡 な 竹 圭 ち を 施 り て いる 。 預 少 な 友 存 と され る 女 疹 
に 女 て いる が 、 本 当 な は / 音 の 靖 填 グ ラム ロッ ク /。 


内 お De TE 


アル ペル 人 


ぐ 性 別 : 男 で 一 人 称 : お ら 


マザー シッ プ 
⑤ タイ トル 


ノル ン に 章 わ され た コス チュ ー ム ケー ス 。 ディ ブナ と メル の コス ズ 
チュ ー ム を 半 ち 歩き 、/ な りき り 士 の 使 蔽 を 支え る 。 た い へ ん 
な 女好き で 、 メル を 委 , 頭 に 女 位 休 の ば と ん ど に ば た 迷惑 な 愛 精 
を 振 り ま く が 、 ぞ の 玉 に 押 が 小さ く 、 危 腐 な 場所 で は 手のひら 
サイ ズ に な っ て メル の 用 が ケッ ト に 謙 れ て いる 。 


の \ ま 中 


ノル ン 


ぐ 性 別 : 不 明 一人称 : 私 の 。 


ディ オ と メル の 差 育 を エト ス に 託し た 醒 填 で 、 大 介 カ ー ラ ー ン の 
/ 項 望 の ひと し ずく J か ら 生ま れ た / 代 春 維 の 守護 者 /。 三 

を 北 ぼ し た ディ オス と メル ティ ア に 審 交 を どう と 、 彼ら の 生ま 。 / 
れ 補 わり で ある ディ ブ と メル た / な りき り / の を ダメ 、 と の 
委 め 林 質 を 見 他 め よう と し て いる 。 の 


》 NARIKIRI 


NO ヨ ONPG IHIJIHVN 


な 
り 
ー 
り 
ダ 
ン 
ジ 
ヨ 
ン 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 人 ゆ 


ぐ 性 別 : 男 @ 年 齢 :15 歳 @ 身長 :165cm る 体重 :58kg 
ぐ 出身 : レ グ ニ ア の 町 (2 ) プ ミ ナク ル の 町 (3) @ 職業 : な りき り 士 @ 一 人 称 : 俺 


・ 力 強い 握り 拳 
熱血 漢 な フリ オ は 、 悩 む よ り も まず 
行動 。 失敗 も 多い けれ ど 、 前 向き 
に 力強く 拳 を 握る 姿 は 頼も し い ? 


・ 意 味 深 な 紋章 


動き や すさ を 重視 し た オレ ンジ 色 の 
シャ ツ 。 シンプル だ が 肩 口 や 袖 は さ 
り 気 な く 凝 っ て いる 。 

NARIKIRIK 


・ 腰 か ら 下 げた リン グ 
ベル ト の 両 腰 か ら 3 つの リン グ を 吊 
り 下 げ て 。 どう や ら キ ャ ロ の 腕 の リ 
ング と お そろ い の よ うだ 。 


N0 ヨ ONnQ IHIYIHVN 


レク ニア の 軌 の 教会 で 育っ た 康 免 。 魔物 の 襲撃 で 遍 親 を 
た くし た 過去 が ある が 、 く よく よ 考 えな いい 六 向 き な 寿 褒 で 
盟 る く 振 郁 う 。 難し () 話 や 勉強 ば 書 手 だ が 、 物 を 作る の 
が 大 好き で 敵 冶 屋 の 見 習 ( 、 を し て いる 。 


生ま れ て すぐ に 旧 詩 7 あすなろ 同 / に 頑 け られ た 交 児 
で 、 ブ プラ ウン 煙 士 の 狂 。 太 喝 記 で は 兄 殴 分 的 な 存在 
で 、 代 た ちの 座 食 見 も ()()。 根っから の 薇 康 涯 で 、 よ ぐ 
読ん で いる / 美雄 伝 / に 登場 する 敵 友 た ち に 位 れ を 旋 く 。 


る 性 別 : 女 移 年 齢 :15 歳 身長 :163cm 乱 体重 :43kg 


・ ワ ン ボ イン ト は 青い 玉 
軽装 な フリ オ に 比べ る と 、 キャ ロ は オ 
シャ レ さ ん 。 ベル ト を 少し 上 に 締め 
た 用 回 り が アク セン ト 。 


・「 き が え 」 て ビッ クリ 
普段 は ゆっ た り と し た 服装 だ が 、 い ざ 
コス チュ ー ム に 着替え れ ば 、 何で も 
似合う 見 事 な ス タイ ル ! 


フリ ガオ 局 友 、 教 会 で 育っ た 克 亡 。 真 庫 月 で し っ か り 考 だ 
が 、 ぞ の 分 いろ いろ 邊 に し すぎ て 決 所 が 遅く な っ て し まう こ 
と も 。 いろ いろ と 自分 と 対 務 的 な フリ ナ に 淡い 恋心 を 為 い 
て いる 。 准 来 の 夢 は 、 朋 を 作る 礎 業 に つく こと 。 


フリ ナ と と も に プラ ウン 煙 士 の 助手 を 務め る 、 交 児 砕 / あ 
す な ろ 周 / の 交 児 。 利発 で 勝ち 衝 な 修 放 で 、 名 か に つけ 
て ひこ 言 多い 。 年 原 の 女 の 子 だ け げに 、 ガ シャ ルレ に な 仙 原 
津々 。 モッ トー ば / 明 右 は 今月 よ り 大 変 /。 


和 


ジア 


ノ 鈴 出身 ! レ グ ニ ア の 町 (2) プ ミ ナク ル の 町 (3) 職業 : な りき り 士 一人称: 私 


・ 夢 見 る お 年 頃 


焼け を 気 に に し て いる の か も 。 


首 廻り や 手袋 な ど 、 肌 の 露出 は 少な 
めで 。 大 人 の 女性 を 意識 し て 、 日 
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⑤ ダイ トル 
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タ ィ トル 人 ⑨ 
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N0 ヨ ONnQ IHIYIHVN 


Nu へ SN で てこ WNW こ の 


利 種族 : 女 神 抱 一 人 称 : 私 種族 : 女 神 拓 一 人 称 : 私 


すす hh a ama a kt o s 


ゲ プ ハズ 


で 作画 @ 南 :165cm 
窟 体重 ?6Okg 抱 一 人 称 : ボ ク ロ 


フリ ブチ た ちの な く チ を む 、 直 ん だ 任 褒 の 少 存 。 心 の 属 を つ 
さき 、 人 を 大 る の を 娘 意 て こす る 。 ぞ の 圧 休 は 、 女 纏 と の 衣 い に 破 
れれ た 著 の 魂 が 、 力尽き た 女 纏 シエル を 辺 分 に し て 誕生 し た 意 
の 人 生まれ変わり 。 示 人 は ぞ の 女 書 が 母親 だ と 人 辱 じ て お り 、 彼 
女 が 心 を 失っ た 原因 を 作っ た と し て 仙 を 偏 ん で る 。 


 ・ 福 々 し き 意 の 名 残 
竜神 の 生ま れ 変わ り だ け あり 、 柚 型 
は その 頭 部 を 思わ せる 。 血の気 の 
な い 顔 色 と あ いま っ て 不気味 だ 。 


 ・ 孤 独 な 復讐 攻 「 
竜 の 鱗 の よう な デザ イン の スー ツ 。 
鮮やか な 黒 と 赤 の 配色 は 、 彼 の 心 
の 闇 を 象徴 する か の よう 。 


多 種族 : 女 神 乱 一 人 称 : 私 


良 界 を 当 ば す 意 と 洪 っ た 、 良 界 樽 の 女 禄 / 現存 / を 記 る 、 女 神 3 妨 然 の 次 女 。 産 を / 過去 / を 語る 、 女神 3 妨 寺 の 三 女 。 あま 
9 奄 妹 の 長女 。 / 夫 来 / を 記 っ て お り 、 婦 旧 め る た め た に 力 を 使い 、 り 続け て いる 。 た の 座 界 を 見 渡す シエル が 見 た も の を 、 
夫 を 続 べ る 女神 の 原点 に 立つ 。 ザ サブ ム スガ 7 ママ と 邦 ぶ の は 彼女 で ある 。 エイ ダ に 伝え る 役 且 を 軌 う 。 


ー ヘス ラク ウン 訂 
/ ぐ 性 別 : 男 で 職業 : 古 代 史 研 究 所 の 博士 
一 人 称 : わ し 


励 外 れ の 遺跡 か ら 、 タ イム シッ プ * ド リー ム 号 を 発掘 し 
た 古代 史 人 究 所 の 旭 士 。 示 求 か ら 来 た 月 分 (ワイ 
灯 士 ) と と も に 、 フ リナ た ち を サポ ー ト し つつ 、 事 代 
解決 に 尽力 する 。 / た た た 、 た い へ ん 大 変 、 大 変じ ゃ 
と 、 伝説 改変 の 兆 名 を 伝え こく る の が あ 約 束 。 


Jababa 

ュ ジ 1 ノ ツ Y 

ー プ 6 性 別 : 男 

つ @ 職業 : 元 科学 者 一 人 称 : 私 

遺 大 の 最 下 大 に 封 色 さ れ て いる 魔王 。 辱 空 転移 壮 
詐 を 使っ て 犯罪 を ぐり 返し て いた 元利 学者 で 、 じ つば 
夫 来 の 詳 界 の 人 在 人 で ある 。 寿 空 犯罪 者 と し て 和 所 わ 
て 封 色 さ れ て し まっ た 。 


oc・ 


@) マザー シッ プ 


” ダイ トル 


西川 宏美 (ポニ ー) 
麻生 智久 (クラ イト ) 


公 代 rait 生 


が ニー& ク ラ ア た @ 學 記 
くる も 女 & 男 

つ @ 職業 : 草 ドロ ボウ 一人称: アタ シ & オ イラ 
疾 一 流 の 考古 学者 を 自 務 する 幕 び が ロ が ウ の 夫婦 。 夕 
イム シッ プ を 盗み 凡 し 、 英 友 た ちの 歴史 を 改変 。 誰 
穴 の 品々 を 次 も うと 企む お 。 ふた り と も 始 息 で ずる 賢 
く 、 ぞ の 上 息 は ピッ タリ 。 みい を 大 切 な だ が ロボ が ボウ の 
パー トム ナー と し て 認め 合っ て いる 。 
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NUM も と で と の 
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<// の 
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さい ゝ 


メル 
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NAHRIKIRI 


DUNGEON 


あさ ふも さっ つ SnNW 


メル ディ ア 


マザー シッ プ 
⑨⑤ タネ トル 
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みな らい けん し ハ の ペデ り よ うし 
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な りき ぎり 戦 士 た ち 


の ) マザー シッ プ 


” タイ トル 
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ユグドラ シル 


Game Package 


「TOP」 か ら 「TOA」 まで の キャ ラク ター が 集う 、 
探索 型 RPG。 プレ イヤ ー 自 身 が 主人 公 と な っ 
て 、 夢 の パ ー テ ィ を 編成 で きる 新 感覚 の 「 テ イ 
ルス オブ 」 と し て 話題 を 呼び 、 派 生 作品 と し て 
は 異例 の 人 気 を 誇る こと に な っ た 。 


デイ ルズ オス ザ ワー ルド 
レデ ィ ア ント マイ ソロ ジー 


Game Package 


チイ ルズ オプ ザ ワー ルド レデ ィ ア ント マイ ソロ ジー 2 


oo デー マソ ング :「flyaway」BACK-ON 前 作 を 大 幅 に 上 回 る 、 計 50 人 も の シリ ー ズ キャ 


Game Data ラク ター が 参戦 。 主人 公 の カス タマ イズ パー ツ 
や 職業 も 倍増 し た うえ 、 ゲー ム 性 も 正統 進化 。 
ま 衝 ルル オス ゾ ザ 還 害 に また 、 歴代 作品 の アレ ンジ BGM が 収録 され て 
本 000 イン ロジ ー タ いる こと も ファ ン の 心 を つか ん た 。 


Game Package 


2 の 
T 入 い EK 5 O チ TH PD ORLUDe 
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デイ ル え オプ ザ ワー ルド レデ ィ ア ント マイ ソロ ジー3_ 


LNVIOVM 0IHOAM ヨ HI コ 0 S コ 1IVI 


デー マソ ング :「 with you feat.Me | BACK-ーON 


AS9010HIAM 


“ シリ ー ズ 第 3 弾 に し て 完結 編 。 そ の 集大成 と も 
Game Data いえ る 本 作 に は 、 歴代 シリ ー ズ か ら 80 人 以上 
っ も の キャ ラク ター が 参戦 する 。 な お 、 前 作 、 前 々 
作 に 登場 し た ふた り の カノ ン ノ も 、 操作 可能 な 
キャ ラク ター と し て 登場 。 


ー ツ いて くく イ で や ヽ へ べ べべ て て ミー ベ きい 込 そ へ 以 


MR が 玉 3F ワール 
レレ ディア ンド マイ ソロ ジー3 


未来 を 選び 取っ た 少女 

則 界 樹 の 思 恵 に よっ て 人 々 が 暮らす 世界 「 テレ ジア 」。 
記憶 衰 失 の 少女 ・ カ ノン ノ は ある 日 、 主人 公 と そこ に 同行 
する モル モ と 出会う 。3 人 は レジ スタ ンス 組織 「 ア ドリ ビ ト 
ム 」 を 通じ て 圧政 か ら 街 を 解放 し 、 カノ ン ノ の 記憶 を 探す 
旅 に 出 た 。 旅 の 中 で 彼女 は 、 自分 が 異 世 界 パス カ の 救 
世 主 「 デ ィ セ ンダ ー」 で ある こと 、 世 界 を 混 池 に 陥れ た 異 
世界 ギル ガリ ム の ディ セン ダー で ある ウィ ダー シン と 手 を 
組ん で いた こと を 思い 出す 。 その 後 、 一 時 は 主人 公 と 肖 
対し た が 、 自 身 の 過去 を 捨て 、 ウ ィ ダー シン と 決別 する 道 
を 選ぶ 。 そし て 彼女 は 、 主人 公 と モル モ と いう ふた り の 
ディ セン ダー と 、 テ レジ ア を 救う 決意 を 固め る の だ っ た 。 


深き 愛 に 包ま れ た 少女 


世界 樹 が も た ら す マナ の 恵み に より 支え られ て いる 世 
界 「 グ ラニ デ 」。 ギル ド 「 ア ドリ ビ ト ム 」 で 働く 少女 カノ ン 
ノイ アハ ー ト は 、 幼 い 頃 か ら 不 思 議 な 声 を 聞き 続け て き 
た 。 そん な 彼女 は 、 ギ ルド の 拠点 の 船 「 バン エル ティ ア 
号 」 で の 、 記憶 喪失 の 主人 公 と の 出会い を きっ か け に 旅 
に 出る 。 その 旅 の 中 で 、 自 分 が 異 世界 パス カ の ディ セン 
ダー、 パ スカ ・ カ ノン ノ の 生ま れ 変 わり だ と いう 事実 に 直 
面 。 さら に 声 の 正体 が 自分 の 両親 で は な か っ た こと に 落 
ち 込 む が 、 育て の 親 パ ニー ル に 勇気 づけ られ 、 新た な 一 
歩 を 踏み 出す 。 そし て つい に は 、 こ の 世界 を 滅ぼそ うと 
する 「 負 」 の 具現 化し た 存在 、 ゲ ー デ と の 戦い に 臨む 。 


命 の 重き を 知っ た 少女 


世界 樹 と 星 晶 (ホス チア ) と いう エネ ルギー 鉱物 で 発展 
を 続け る 世界 「 ル ミナ シア 」。 奇妙 な 風景 が 頭 に 浮か 
ぶ 、 不思議 な 感覚 を 持つ 少女 カノ ン ノ グラ スバ レー は 、 
飛行 船 「 バ ン エ ル テ ィ ア 号 」 が 拠点 の ギル ド 「 アド リ ビ ト 
ム 」 で 、 育て の 親 ロッ クス と 働い て いた 。 そこ で 記憶 衰 失 
の 主人 公 と 出会っ た 彼女 は 、 危機 に 瀬 す る ルミ ナシ ア で 
自分 の 正体 を 探求 する 。 つい に は 自分 が オリ ジ ナ ル ・ カ カノ 
ン ノ の 記憶 を 受け 継い で いる こと を 知り 、 それ と 同時 に 、 
危機 に 瀬 し た 世界 を 救う すべ を 知っ た 。 ルミ ナシ ア を 消 
失 さ せよ うと 企む ラ ザ リ ス を 封印 すべ く 、 彼 女 は ディ セン 
ダー の 強大 な 力 を 求め 、 死 の 危険 を 願 み ず 立ち 向かう 。 


に 
⑨ タイ トル 


エス コー ト 
@⑤ タタ Tr 


wm 
トー 
門 
m 
の 
〇 
m 
0 
中 邊 
ト 纏 | 


0 の 性別: 女 欠 年齢 : 不 明 移 身長 :158cm 移 体重 :44kg 
レ 乱 出身 : パ スカ 急 一 人 称 : 私 


・ 花 柄 の ガチ ュー シャ 
花 の つぼ み の モ チー フ が 印象 的 な 
カチ ュー シャ 。 内 側が 髪 と 同色 な 
の は 、 女 子 の こだわ り 。 


ーー ュ 


・ が ん ば り 屋 さん 
女の子 らし い ス リム な 体 。 け れ ど 、 W 

し っ か り 者 で よく 働く か ら 、 組 織 や 街 \ < 
の 人 か ら の 信頼 は 厚い 。 N 


TOW RM ・ お っ き な 愛 剣 

愛 剣 ・ バ スタ ー ド ソー ド さ え あ れ ば 、 
ひと り で イノ シシ を 狩っ て くる こと 
だ っ て 朝飯 前 。 私 に まかせ て ! 


訂 政 に 鞭 し む 攻 で 、 人 る 々 の 生活 の 手助け を する レジ スタ ン 
ス 和 疑 7/ ア だ リヒ トム ム / で 短 く 少女 。 記 税 を な くし て お り 、 
名 朋 以 外 の 過去 は 一 婦 常 えて いい, な いり が 、 と て も し っ か り 者 
で 胡 る いい 灯 褒 。 周 盛 の 人 々 の 卸 圭 ちら を 嫌 ま せる 大 事 な 存 
存 で も ある 。 過去 の 経歴 が な いい テレ ジア の ディ も セン ダー に 
英 感 を 多き 、 と も に 記 倍 の 手がかり を 確 る 旅 に 太る 。 
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・R オ DI#N て MY て HOLOGY・ 


マザー シッ プ 
⑤ タバ エル 


パス カ と 呼ば れる 世界 を 救う は ず だ っ た 、 大 いな る 存在 「 デ ィ セ ンダ ー」。 それ が 彼女 。 
で も カノ ン ノ の 守る べき パス カ は 、 も うこ の 世 の ど こ に も な い 。 なぜなら 懐か し い 景 色 も 、 


た 。 そ し て また 同じ よう に 、 今度 は 「 テ レジ ア 」 を 滅ぼそ うと し て 、 和 失 敗 し て 、 記 憶 を 和 失っ 
た 。 何 も 知ら ず に 助け て くれ た テレ ジア の 人 々 は 優し く て 、 カ ノン ノ は ずっ と 見 失っ た まま 
忘れ て いた 、 温 か な 時 間 を 与え て も ら っ た 。 

テレ ジア に も 、「 デ ィ セ ンダ ー」| が いた 。 自分 と 同じ 、 過 去 を な くし た この 人 と と も に 行 
け ば 、 記 憶 の 手がかり が 見 つか る か も し れ な い 。 彼女 は 手 を 取り 、 旅 立っ た 。 運 命 的 な 
予感 が あっ た 。 自分 も か つて は そう 呼ば れ て いた こと を 、 忘れ て し まっ て いた けれ ど 。 


ズ テラ そこ に 生き る 人 々 も 、 営 まれ て いた 暮らし も 、 全 部 彼女 が 減 ば し た か ら 。 戦争 は 何 度 下 
人 ・ め て も な く な ら な か っ た 。 デ ィ セ ンダ ー の 力 を 利用 し よう と 、 廿 い 言葉 で 、 あ る い は 力 に 
N テ プ 訴え て 、 何 人 も の 人 た ち が 近 づい た 。 大 好き な 英 郷 の 時 か な 姿 が 見 て いら れ な く て 一 一 
し 私 異 世 界 ギ ル ガ リ ム の ディ セン ダー・ ウ ィ ダ ー シ ン に 手 を 貸し 、 パ スカ を 滅ぼし た 。 

N の ) 一 度 や っ た ら 、 あ と は も う 「 作 業 ] だ っ た 。 ウィダー シン の も と で 、 た くさ ん の 世界 を 壊し 
改 


貞 い Je+ 選 


旅 は な くし た は ず の 記憶 を 呼び 戻し 、 激 し い 後 悔 と 残酷 な 現実 と で 、 容 赦 な く 彼 女 を 
責め た 。 過去 の 罪 に 耐え 切れ な く て 、 仲 間 た ちの 前 か ら 姿 を 消し た 。 再び 現われ た ウィ ダー 
シン の 、「 テ レジ ア を 滅ぼす か わり に パス カ を 区 ら せ る | と いう 嘱 き が 甘く 響い た 。 突 っ は 
ね る に は 、 愛 する 故郷 を 滅ぼし た 罪悪 感 は 、 あ まり に 大 きす ぎ た 。 

そし て 仲間 に 剣 を 向け た 。 誰 より も 絆 を 感じ た ディ セン ダー に 、 も う ひ と り の 自分 自身 に 、 
永遠 の 別れ を 告げ ば よう と し て 。 け れ ど どん な に 力 を 振る っ た と ころ で 、 敗 北 か ら 逃 れる こと 
な ん て 、 で き は し な い 。 だ っ て パス カ を 大 切 に 思う の と 同じ くら い に 、 テ レジ ア の こと も 、 
そし て そこ に 生き る 仲間 の こと も 、 大 事 な 存在 に な っ て いた の だ か ら 。 

も う 二 度 と 、 か けが え の な い 場 所 を 失い た く な い 。 

出会い の と き と は 反対 に 、 手 を 差し の べ て くれ た ディ セン ダー と 、 今 度 こ そい っ し ょ に 行 
こう と 思っ た 。 も う ウ ィ ダ ー シ ン に 惑わ され た り し な い 。 パス カ を 取り 戻す こと が で き な く て も 、 
も う ひ と つの 故郷 に な っ た 、 愛 お し い テ レジ ア を 守っ て みせ る 。 カ ノン ノ は 「 デ ィ セ ンダ ー」 
と し て 振る い 続 けた 大 切な 卿 を も う 一 度 握り し め て 、 そ う 心 に 決め た 。 
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ー プ も 種族 : 不 明 年齢: 不明 
身長 :44cm 乱 体重 :1.3kg 
旬 出身 ! ヤ ウン 先 一 人 称 : オ イラ 
熱い 性 格 で 正義 感 が 強い 、 異 世界 ヤマ ウン の ディ セン ダー。 故郷 
ヤ ウ ン は 世界 樹 以外 を 「 触 む モ ノ 」 に 侵食 され 、 同じ 危機 に 瀬 し 
て いる テレ ジア を 救う た め に や っ て きた 。 な お 、 ヤ ウ ン で は モル モ 


の よう を な 種族 は 雄 雌 の 区 別 が な い 雌 雄 同体 と され て いる 。 


SHN 泊 MM ゆ …… 
パパ 民 対 送 吐 誠 
ROY 6「 
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ー ツ へ プイ で さこ NN べ で エマ ー い さいき 込 そ で さや \ 


@ [また だ 、 声 が する ……。 や だ 、 や だ や だ ……、 恐い !| : ウィ ダー シン の 手先 の 名 前 を 聞き 、 蘇り そう な 記憶 の 片鱗 に 覚え た 恐怖 と 焦り 倫 「…… 私 の 故郷 は も う 無い わ 。 テレ 
ジア を いく ら 歩 き 回 っ て も 、 私 の 故郷 は 無い の よ 『!」 : 大 好き な 世界 パス カ を 減 ぼ し た こと を 主人 公 に 話し 、 ぶ つけ た 悲痛 な 叫び 欠 「 う ん ……、 私 の 世界 を 育て て …… 今度 こそ 守る 
の 1 : ウィ ダー シン と の 決戦 後 、 一 度 は 減 ぼ し た パス カ を 、 つぎ こそ ぞ は 守る と 立て た 強 き 誓 い 


バ 


SA や 


分 
うつ 


3 KR で も STG TO Mk の 
ーッ プン シン ノン ・ プ クツ!ー ム 人 


タイ トル 
1 も 性別: 女 を 年齢 :15 歳 @ 身長 :158cm 体重 :44kg 
ン で 出身 : グ ラニ デ ・ シ ズー スト 村 欠 職業 : 魔 法 剣士 @ 初期 称号 : お と ぎ 少 女 欠 一 人 称 : 私 


・ 秘 め る 強 き 心 寺 

^ まだ あど け な さ を も 残す 少女 。 そ の 
ジン 心 に は 、 強大 な 「 負 」 に も 打ち 勝つ 
精神 力 を 持ち 合わ せ て いる 。 


・ お 拓 に 入り ポー チ ' 
ノン ポー チ に さり げ な くつ いて いる アッ 
シン ンク プリ ケ 。 ヤ ウン の ディ セン ダー に 似 
テス コー ト | ' アク て いる と か いな いと か 。 


TOW RM 


い ・ ・ 愛 端 ・ セ スン ス サ マ ー 
テ 4 ッ ツ 族 の 羽 で 作ら れ た 大 侯 。 

思 議 な 力 に よっ て 大 き さ や 重量 は 
生 T 普段 は ポー チ に 収納 。 
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チイ ルズ オプ ザ ワー ルド レデ ィ ア ント マイ ソロ ジー 2 


物心 つく 凛 に 下 親 と 衣 れ ば な れ に な り 、 ナ ツナ ッ ツ 族 の パニ ー 
ル に 育 て られ た 朋 る く 素 赴 な 少女 。 診 東 の すべ て に 僅 れ の 思 
い を 放り て あり 、 際 難 な 半 題 に も 立ち 生 か う 記 の 強 さ を 装 つ 。 
海 の ら 属 こ える 條 軸 謙 な 声 が 姜 親 の も の だ と 頑 な に 佑 じ 、 ぞ の 
政 伏 を 突き 床 め る た め 、 パ ニー ル と と も に ギル だ / ア だ リヒ トム / 
の 区 点 で ある / パン エル ティ ア 号 / に 乗 般 し た 。 
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ピン ン 


N 


変わ っ て みせ る 。 RS 

高い 知能 を 有する 希少 種 、 ナ ツナ ッ ツ 族 の 女性 。 カノ ン ノ の 
こ NII つの ーー 
私 や に ら の 私 を 親代わり と し て 幼い 頃 か ら 面倒 を 見 て きた 。 趣味 は 読書 で 、 と 
つ 5 る ろ わ くに 恋愛 小説 に は 目 が な い 。 バン エル ティ ア 号 で は 家事 を 取り 


NN ・R オ DI オ N て MY て HOLOGY・ 


少女 が 信じ た の は 尊 き 門 


カノ ン ノ は 明る く て 素直 で 人 懐 っ こい 、 ど こ に で も いる 普通 の 女の子 。 で も た だ 
ひと つ 、 人 と 違う と ころ を 探す な ら 、 そ れ は 「 不 思 議 な 声 」 が 聞こ える こと 。 

その 声 を 、 彼 女 は 幼い 頃 に 別れ た 両親 の 声 だ と 信じ て いた 。 最初 は 夢 の 中 で 
だ け 聞 こえ た 優し い 声 。 そ れ は いつ し か 海 の ほ うか ら は っ きり と 届く よう に な っ て 、 
声 の 秘密 を 確か め た いと 大 海原 へ と 清 ぎ 出し た 。 

大 き な 船 で 、 ど こま で も 水平 線 を 追い か け て 、 仲 間 た ちと 過ごす 忙し く て 楽し い 
毎日 。 あ る 日 その 甲板 に 、 突 然 、 人 が 降っ て きた 。 記 憶 を な くし 、 不 可能 も 愛 れ 
も な く 、 マ ナ を 巡る 世界 の 混乱 に 、 大 地 に 降り 立つ ーー それ は まる で 、 絵 本 に 捕 
か れ た 世界 を 救う 存在 「 デ ィ セ ンダ ー」 その も の 。 カ ノン ノ は 、 右 も 左 も わか ら ず と 
ま ど う その 手 を 取っ て 、 いっ し ょ に 旅 を する こと を 決め た 。 


や が て カノ ン ノ は 旅 の 中 で 、 自 分 に 秘め られ た 真実 を 知っ た 。 別れ た と 聞か され 
て いた 画 親 は すでに この 世に いな か っ た こと 。 両親 だ と 思っ て いた 声 の 主 は 、 異 
世界 の 賢人 た ちの 精神 集合 体 だ っ た こと 。 そ し て 自分 は 、 親 代わ り の 優し い パ ニー 
ル に 育て られ た た だ の 女の子 で は な く て 、 か な 時 の 向こう に 生き て いた 、 異 世 
界 の ディ セン ダー の 生ま れ 変 わり だ と いう こと 。 そ の どれ も が 、15 歳 の 少女 が 受け 
と め る に は 重 す ぎ た 。 い つも 見 守っ て くれ る パニ ー ル を 振り 返る と 、 彼 女 は 寂し い 
顔 を し て 言っ た 。「 私 は ……、 あ と 5 年 …… 邊 きら れれ ば いい 方 か し ら 」 一 一 。 母 
と 慕っ て きた 大 切な 人 に 人 迫る 寿命 。 そ し て 自分 は 、 生 きる 意味 さえ わか ら な い 。 す 
べ て か ら 取 り 残 され て し まう よう な 、 絶望 を 感じ た 。 

で も パニ ー ル は 、 こ う 言 っ て くれ た 。「 自 分 が この 世 を 去っ て も 、 愛 する カノ ン ノ 
が 生き て ゆく か ら 死 ぬ の は 怖く な い 」 と 。 強く 生き よう と 思っ た 。「 負 ] が 具現 化し た 
存在 ゲー デ か ら 世 界 を 守る た め に 、 仲 間 と いっ し ょ に 戦 お うと 思っ た 。 世界 樹 に 導 
か れ て 世界 を 救う 、 デ ィ セ ンダ ー の 力 に な ろう と 思っ た 。 

遠い 異 世界 で いっ ぱい 戦い 、 終 わり の な い 涙 を 経験 し この グラ ニ デ に 普通 の 
女の子 と し て 生ま れ 変 わっ た ひと り の 少女 。 カ ノン ノ は 今 は も う 、 デ ィ セ ンダ ー で は 
な い 。 けれ ど 大 切な 世界 を 救い た いと 強く 願っ た と き 、 伝 説 の ディ セン ダー の よう に 、 
奇跡 の 力 さ え 持 つこ と だ っ て で きる 。 そし て それ は 誰 だ っ て 一 。 


で 種族 : ナ ツナ ッ ツ 族 乱 性 別 : 女 


仕切 っ て お り 、 その 手際 の よさ は 鮮やか の ひと 言 。 
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ー ば 2 い 沈 信二 さ 普 


@ 「 き っ と 、 世界 中 の みん な に その 光 が 届 く 時 が 来る よ ] : 力強い 眼差し で 真っ 直ぐ 進む 主人 公 で ある ディ セン ダー に 伝え た 、 自身 の 願い 但 「 守 られ て る ん だ 、 私 達 。 どん な に 私 
達 に 、 愚か な 時 が あっ て も !」 : 負 の 力 か ら 逃 げ ず 、 す べ て を 受け 入れ た と き の 言葉 倫 「 私 、 変わ る よ 。 変わ っ て みせ る 。 私 も これ か ら の 私 を つく る わ 」 : パニ ー ル に 甘え て きた 過 


去 を 振り 返っ て の 新た な 決意 


こぐ) AV 


マザー シッ プ 


タイ トル 


エス コ ゴート 
ダイ トル 


め TOW RM 


A9010HIAM 


ー ツ こく イエ で さこ NN で イマ ー パ き ぴき で ふ \ 


INVIIHVH dIHOM ヨコ HI H0 SH ヨコ IVI 


N 


で 思 ⑩⑫ NG 


0 es 
プン ノン シノ ・ グ ラス バル ー 


2v] 性 別 : 女 移 年 齢 :15 歳 移 身長 :158cm 欠 体重 :44kg 
ン 乱 出身 : ル ミナ シア 移 職業 : 魔 法 剣士 乱 初期 称号 : 夢 を 描く 少女 移 一 人 称 : 私 


・「 秋 」 を 連想 させ る 愛 飾 り 計上 

紅葉 型 の モチ ー フ が つい た カ 1 
チュ ー シ ャ 。 お 年 頃 の 少女 に は 欠 
か せな い フ ァ ッ ショ ン ア イ テ ム 。 


・ 糧 びやかな 赤い 刀身 

愛 剣 ・- オ ー タ ムリ リィ 。 大 刻 ら し か ら 
ぬ キ ュー ト な 見 た 目 に 油断 し て いる 
と 、 そ の 破壊 力 に 驚嘆 


TOW RM ・ ま た また 登場 
・ ジャ ケッ ト の ボタ ン に は 見 覚え が !? 
や っ ぱり ヤ ウ ン の ディ セン ダー に 似 
て いる と か いな いと か 。 


ー ド チイ ルズ メオ アザ ワール レデ ィ アン ト マイ ツ セ ジー 9 


竹 し く 胡 励 飲 活 な 少女 で 、 た ま に 葵 妙 な 司 明 や 見 偽 れ 
ぬ 駐 字 を スケ ッ チ ブッ ク に 超 き と め て いる 。 幼 () 原 に 話 
者 の 大 親 を 古 軍 話 廊 と し て 般 兵 さ れ 、 齋 場 で た くし た 。 
以来 、 門 親 に 他 え て いた 執 青 ロッ クス の 手 に 委ね られ 、 
斉 共 を 放浪 し な が ら 育 て られ て いる 。 ぞ の 旅 の 道 史 に 
迎 り 着い いた 妹 で アン ジュ と 剛 会 い 、 ル だ / ア だ リム ム / 
の 発 記 に 立ち 会 ()、 メン バー と な っ た 。 


ADOIOHIA 人 MM INVIOVH dIHO ヨ HI コ 0 SH ヨ 41VLI 


ー ツ ロロ てこ へ へ イプ で や さ ヽ NN べべ エイミー 民 ふ 込 で へ 人 


・R オ DI オ N て MY て OLOGY・ 


マザー シッ プ 
の ⑤ タネ トル 


谷 の 記憶 を た どる 旅路 


見 知ら ぬ 景 色 を 描く 。 ペー ジ に 広がる の は 、 
な い 奇 妙 な 光景 。 誰 に 聞い て も 「 作 り 話 で し ょ 」 と 笑わ れ て し まう 。 彼女 の 目 に は 、 確か に 映っ 
た も の な の に 。 

どう し て 、 見 た こと の な い 風 景 が 見 える ん だ ろう 。 ど うし て 、 知ら な い 文字 や 覚え の な いも の 


( さぶ 
た ち を 描い て いる ん だ ろう 。 アド リ ビ ト ム の 船 で 世界 中 を 旅 す れ ば 、 い つか こん な 風景 に めぐ N 


少女 は スケ ッ チ ブッ ク に 、 この 世界 に は 存在 し 


り 会 える か も し れ な い 。 期待 と 不安 と 一 筋 の 希望 を 換 い て 、 カ ノン ノ は 広い 世界 に 旅立っ た 。 
記憶 を な くし て 、 ギ ルド に 身 を 寄せ る 「 あ の 人 」 は 、 絵 を 見 せる と いつ も 優し く 微笑 ん で くれ る 。 
この 人 が 信じ て くれ る の な ら 、 き っ と この 景色 も 見 つけ られ る は ず 。 

けれ ど と 彼女 は 知っ た 。 ス ケッ チ ブ ッ ク に 広がっ た 風景 は 、 こ の 世界 の どこ に も な か っ た 。 そ 
れ は ルミ ナシ ア で は な い 別 の 世界 一 一 今 は も う 滅 び て し まっ た 、 か つて どこ か に あっ た 世界 。 
彼女 に 受け 継が れ た 、「 世 界 の 記憶 」。 そ し て ルミ ナシ ア を 飲み 込 も うと する 、 相 容れ な い 異 


ニン は びび 範 9 


世界 ジル ディ ア が どう し て 放 た れ て し まっ た の か 。 そ の 答え に つなが る 、 世界 た ちの 思い 出 。 生 | | 
世界 の 記憶 を 受け 継い で いる 理由 を 知り た い 。 
自分 が 何者 な の か 、 何 が で きる の か 、 何 を な すべ き な の か を 探し た い 。 / ) 
異 世 界 そ の も の と し て 、 ル ミナ シア を 憎む ラ ザ リ ス の 孤独 を 救い た い 。 

恵み を 枯らし て ゆく 世界 を 救 お うと 、 危 険 を 冒し て も 力 を 使い 続け る 2 
ひと つの 記憶 きえ な い 大 切な 仲間 一 「 デ ィ セ ンダ ー」 に 、 寄 り 洲 い た い . に 
そう 願っ て 、 マ ナ の 渦巻く 最果て の 聖地 に た どり 着き 、 懐 か し い 光 に 出会っ た 。 し 3 

光 は 教え て くれ た 。 さまざま な 世界 が ある 理由 。 それは 遠い 昔 に そびえ た 世界 樹 の 種子 と し 


て 、 た くさ ん の 世界 が 生ま れ た か ら 。 お 互い に 助け 合っ て いけ る よう に 、 無 数 の 世界 が 芽 吹 》 TOW RM 

いた か ら 。 カ ノンノ に 受け 継が れ た 記憶 の 意味 。 それ は 根源 の 世界 で 世界 樹 に な っ た 少女 「 カ 和 

ノン ノ 」 が 託し た 、 た くさ ん の 世界 か ら の プレ ゼン ト 。 も し 生ま れる こと が で き な か っ た 世界 が 孤 4 

独 と 寂し さ に 泣い て いた ら 、 そ れ を 助け て あげ る 方 法 も ちゃ ん と 見 つけ られ る よう に し て 。 内 
カノ ン ノ は ディ セン ダー か ら 、 世界 を 救う 力 と いっ し ょ に 祈る 勇気 も も ら っ た 。 だ か ら 今 まで 生 


まれ て きた た くさ ん の 「 カ ノン ノ 」 と 「 世界 ] の ぶん まで 、 世界 を 守り た いと 願っ た 。 


ーー 三代 吾 
or 代表 TU 中 


INVIHVH 1HO 下 ヨコ HH 0 SHIVLI 


ーQ く へ へ て N へ NN エミー へ へき NN ささ 


は そ 委 
ッ ク グズ ocksprings い \ 樹 
@ 種族 : 不 明 @ 性 別 : 男 @ 年 齢 : 不 明 な ご 


身長 :46cm 逢 体重 :1.7kg 乱 一 人 称 : 僕 
本 名 は ロッ クス プリ ング ス 。 バン エル ティ ア 号 で アド リ ビ ト ム の 


経理 や 家事 を 担当 する コン シェ ル ジ ュ 。 も と は カノ ン ノ の 家 に 
仕え を て いた が 、 彼女 の 両親 が この 世 を 去っ て か ら は 親代わり と 
し て 面倒 を 見 て きた 。 人 語 を 話せ る が 、 種族 は 不明 。 


RtGt( 活 の ご 
Yu Or 


AO010H1IA 入 中 


@ 「 で も 、 私 は 知り た い ……」 : 奇妙 な 風景 や 文字 な ど が 時 折 見 え 隠れ する 自分 の 記憶 を 、 真琴 に 探求 する 強 き 願 い 代 「 世 界 樹 は きっ と 、 そ ん な 生き 方 を 望ん で は いな いよ ……」 : 
創造 する こと は 罪 だ と し 、 新た な 世界 か ら 創 造 を 奪 お が うと する ラ ザ リ ス に 向け た 悲痛 な 訴え 氏 「 お 帰り な さい !! ずっ と 、 信じ て た 。 信じ て た よ !』」 : 決戦 を 終え て バン エル ティ ア 号 に 
帰っ て きた ディ セン ダー に か けた 歓喜 の 言葉 


N 


⑪⑰? GS 


WU UKe Bk 61 上 


マザー シッ プ る 性 別 : 男 で 年 齢 : 不 明 
タイ トル ⑨ 久 身長 :190cm 乱 体重 :77kg 
更 出身 : ギ ル ガ リ ム 答 一 人 称 : 私 


異 府 穴 ギ ルカ リム の ディ セン ダー。 疹 鹿 な 位 放 で 、 己 の 野望 
を 果たす た め に 手段 を 選ば な いい 。 ぞ の 在 的 ば / 衣 む モノ リル 
カリ ム に すべ て の 康 穴 を 精 食 さむ て ひと つ に し 、 護 も 死ぬ めこ と の 
な 永久 契 洲 の 褒 を 信 る こと 。 ガン ゼル や アウ ロラ を 簡 奈 し 
て テル ジア の 凡 具 紛 を 補 ら する た め 、 さ まさ まな 葉 を 巡ら せ た 。 


・ す べ て を 手中 に 


これ まで に 葬っ た 世界 は 数 知れ ず 。 
か つて 世界 の 救世 主 だ っ た 男 は 己 
の 野望 の た め 、 修 座 の 道 を 選ん だ 。 


・ 漆 黒 の 表 。 
黒 を 基調 と し た シン プル な 服 。 不 
タイ トル 。 ⑳ 思 議 な 力 で 空中 を 飛び 交 う 彼 に 、 
移動 を 制限 する 重厚 な 鎧 は 不要 。 


TOW RMX 


つづ, アウ ロラ en ( つ タン Ganser 


も 性 別 : 女 宮 年 齢 不明 で 性 別 : 男 窟 年 齢 :74 歳 


葛 身長 :175cm 軍 体重 :56kg 乱 身長 :146kg 寺 体重 :48kg 


AD901OHIAMM INVIGVH 1HOA ヨコ HI ォ 0 SH ヨ HIVI 


ー ツ て へ く へ イプ で や ヽ へ N べ で エア マー AA で ふ 民 


電 出身 : 不 明 技 一 人 称 : ウ チ 笹 出身 テレ ジア 制 一 人 称 : 私 
と の ガウ ァ タ 地方 の 科学 者 。 / 魔 科 学 / で 貧し (地方 アイ プリ リー を 続 治す る 考 人 。 元 な 病 補 で 学 え な 
を 発 恨 させ た 。 じ つ な 彼女 も 異論 欠 の ディ セン ダー 明 だ っ た が 、 ウ ィ ダ ー シ ン か ら 不 思 謙 な カカ を 壮 ナ 


で 、 正 ら の 願い で 内 更 を 消 浅 させ た 過去 が ある 。 られ 、 独 慈 者 に 変貌 。 圧政 を 唆 ( ) る よう に な っ た 。 


マザー シッ プ 
⑨⑥ タネ トル 


CV 野島 健児 


k 9 3 の O チ 1 雪 本 生生 も 。 吾 
RADIANT YYTHOLOGY 
チイ ル ア オプ ザ ワー ルド レデ ィ ア ント マイ ノロ ジー+ 


磁界 樽 が 内 部 に 鞍 え て いた 人 届 の / 食 / の 息 芝 が 具 堺 人 し た 
在 。 催 た ち が こ れ ま で 積 も ら せ て きた 綴り や 依 し み 、 所 有 飲 
と いっ た 、 契 の 感 誠 の 寺 で あり 、 破 境 衝 動 や 人 々 を 不安 に させ る 
こと を 行 動 原理 と する 。 下 分 自身 が この 内 東 か ら 消 され る だ け 
の 存在 だ と 符 っ て お あり 、 ぞ れ を 坊 む か の よう に 、 ご の 奏 寂 どの も 
の や 、 藻 ある 者 すべ て に 同じ 菩 し み を 与え よう と 企む 。 


・ 負 こそ 力 の 源 
/ 世界 に 満ち る 負 を 取り 込む こと で 、 
/ 力 を 甘え る 。 だ が それ は 同時 に . 自 身 
に 痛み や 苦痛 を 与え る こと に な る 。 


エス コー ト 
⑤ タ ィ ty 


めか TOW RM 


人 
袖 々 し く 変形 し た 右腕 の 骨 。 その 
腕 は 、 生き と し 生け る も の すべ て を 
破壊 する た め に 存在 する 。 


INVIHVH dIHO 下 ヨ HH 0 SHIVI 


で 人 性別: 不明 る 一人称: 我々 
RADIANT YYHOLOGY ノ 


座 伏 を 蒼 て 、 示 知 の テク ノロ ジー 棄 器 に 魂 を 宿 し た 、 異 良 欠 パ 
スカ の 賢人 た ちの 疹 婦 が 集まっ た 存在 。 パス カ が 減 ぶ 必 衣 な 
パス カ の ディ も セン ダー で ある 過去 の カノ ン ノ を 見 字 っ て いた ニア 
タタ こ ご ぞ が 、 カ ノン ノ ・ イ アハ ー ト が 記 り て いた 不思議 な 声 の 圧 伏 
で 、 彼女 が 生き る た め に 凍 給 や 魔法 を 迷 け て いた 。 


ー ツ wm いく へ へ イマ N へ NN エミ ー へ き NN ハミ さき 


AS9010OHIAM 


1 O アテ b 作 | 隊 ( PO AA \ や 
Janis Kahn 
=(N ジ ャ ニス ・ カ ー ン 


ー プ 6 性 別 : 男 @ 年 齢 : 不 明 

出身 : グ ラニ デ の 一 人 称 : 私 

府 窪 か ら 生 み 訪 され た エネ ルギー/ マナ / に 代 わ る 、 且 然 東 の 
真 を 動 肝 する / ラル ヴァ リ を 発見 し た 科学 者 。 高 () 知 能 を 有する 
天才 で 、 婦 究 者 と し て の 志 だ ば 高 (。 褒 放 な 休 閣 や 一 般 人 か ら か 
げ 訣 れ た 発想 が 玉 (し 、 学会 か ら 異 端 赴 夏 ) り され て いる 。 


ek 作用 2 湯 、】 MO 有 A いしい D 


Soo See Soo CV 高 戸 靖 広 


6 ズー を シー ズー 

ーー プ 性 別 : 男 @ 年齢:11 央 

往 出身 : グ ラニ デ 失 一 人 称 : オ イラ 

ジャ ニス の 助手 を 務め て いる 科学 好き の 少年 。 どこ ぞ こ 頭 
ば いい が 、 まだ まだ 過言 銘 ら ず 。 どの た め 、 周 鏡 か ら 異端 
し 良い され る ジャ ニス の こと を 人 碑 大 な 笠 学 者 と 心 妥 し て い 
1 る 。 ジャ ニス か ら 助 手 と いう 大 役 を 存 さ れ て いる こと を 正 
認 し て お り 、 ぞ の ぞ ば を 片 歴 も 訂 れ よう と し な ()。 


エス コ ゴート 
タイ トル 。 ⑨ 


生生 O ア n 設計 1 p OKU や D 
RADIANTMYTHOLOGYZ/ 
チイ ルオ プ ザワ ー ル ド レデ ィ ア ント マイ ソロ ジー# 


Shoe Kolion 
シ ヲ m・ ゴー ゾン 


ー プ 性別: 男 年齢: 不明 
つる 出身 : グ ラニ デ 委 一 人 称 : 不 明 


ナナ リー た ち が ア ドリ り と か ム に 参加 する 間 に 所 属し て いた 人 砂 
同 ギ ル だ の 親方 。 司 籍 不明 の 公 し い ) 属 艇 で 、 育 か ら 互 大 
な が ま / 奈 市 を げ 、 狐 替 な 彩 を し た 遂 を いつ も いじ っ て 
いる 。 か ん し や せく 鞭 ち で 、 か な り の 時 万 で 話す の が 替 微 。 
小さ い / っ / が 発音 で きず 、 語尾 に 7 ソ な リ / を つけ て 奉る 。 


ーー 。 ーーーーーーーーー 一 一 本 


LINVIHVdH ddIHOA ヨ H1 ゴ H0 SHIV1I 


ASO010HIAMA 


ーm て へ へ イ で や ヽ N で て て ミー バ さき いき で へ 


N 


マザー シッ プ 
⑨⑤ タテ エル 


どん な 病 も 治し 、 ど ん な 願 ! も 好 え る 赤い 煙 か ら 生ま れ た 存 
在 。 物 憂 げ に 話す こと も あれ ば 、 激 遇 する こと も あり 、 静 と 動 
の 差 が 激しい 。 ぞ の 体 は 林 求 、 生 まれ る は ず だ っ た 皮 界 / ジ 
ルディ ア / ぞ どの も の 。 ルミ ナシ ア に 生き る 者 た ちの 最 行 に 落 有 
し 、 同局 十 で 争っ て 自 減 し て いく 姿 に 呆れ 果て 、 ルミ ナシ ア を 自 
分 の 理 で ある ジル ディ ア に 塗り 替え よう と する 。 ル 


・ ジ ルディ ア を 構成 する 結晶 ノノ 9 半 
異 世 界 ジ ルディ ア で 生き る 命 は 、 鉱 ー ンク ア ( を 
物 を 主体 と する 。 世界 その も の で 


ある ラ ザ リ ス も 結晶 を 纏う 。 


エス コー ト 
@⑤ タイ トル 


世界 その も の の 存在 と し て 、 ルミ ナ 
シア に ジル ディ ア の 生命 を 創る 。 
だ が 生み 出し た 民 た ちの 姿 は 異質 。 


か TOW RM 
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ーー いく へ へ A イマ NNNWS エミー へ さき NN へ へき さ や 


A9010HIAM 


ティ を 区 才 ア ザ イン ジジ ー ラ ミ 


友 の 身 休 に 靖 神 を 疫 影 させ た 異 府 界 パス カ の 賢人 た ち 。 ぞ 
の 夫 公 は すでに ルミ ナシ ア に ば な く ぐ く 、 別 の 誰 穴 に あ る 。 多く の 
診 欠 を 渡り 歩い て きた た め 、 竹 れ た 科学 硫 癒 や 知 恵 を 有 し て みあ 
り 、 ル ミナ シア で だ ば / 信 を 見 必 け し 者 / と し て 伝え られ て いる 。 


N 


⑪⑰? NG> 


を か て O チ 


RADIANT YYroLOGYZ 垢 カッ トイ ィ ン イィ ラ スト 際 


テイ ルズ オブ ザ ワー ルド レデ ィ アン ト マイ ソロ ジー 


マザー シッ プ 
タイ トル o/ 


\ 


L > 
2 ジン < イ 1 ププッ ー ド 


」 
クン 


5 ウラ 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 ⑲ 


ーー 
ち 
al 
の 
ら 
本 
al 
中 
egl 
トコ 
ee 
の 
3 
ウ 
| 
ーー 
ウ 
トー 


バル バト ス 


いて へ く へ 了 イ で や ヽ ふい べ で イマ ー バ さき NN そい \ 


AD9010HIAM 


Pa 
きま 


2 


ー 


こぎ 


コレ ッ ト 


る ン 


< クノ 


マザー シッ プ 
@⑤ タバ 人 エル 


い き 
、。、 選 ココ デ 
ee 区 / 
ws > 
NE 


リフ ィ ル ゼロ ス 


エス コー ト 
@⑤ タイ エル 


コ 
ち 
剛 
ll 
の め 
〇 
1 
ーー 
直 
al 
トコ 
の 
| 
ウロ 
つの 
や 
oe』 
| 
コ 
ーー 
で 
| 
の 
本 
1 
om」 
に < 


レス 
ル 
ズ 
オ 
ス 
ザ 
ワ 
| 
ル 
F 
と 
デ 
イ 
ナ 
ア の 
T 
フ 
イ 
レ 
ロ 
ブン 
1 


さり ゝ 


ガノン ノイ ポイ アパート カカ の ツク グッ ン ラ スバ レー 


バス カ ・ カ ノン ソノ 


エス コ ゴート 
タイ トル 


に 


チェ スタ ダー 


TALES OF IHE WORLD RADIANT MYTHOLOGY 


2 


W で = ミ さ べく で へ や ハー ミ テテ こい や 込 と YY て で へい 一 


た 
] 
TI 
K 
日 


⑤ タイ rt ル 


めか TOW RM 


w て は べ で へ や ふ ハー ミナ こい ハナ YY で へ TA 一 


TALES OF THE WORLD RADIANT MYTHOLOGY 


< の / 


ルー ディ 


スタ ン 


ダオス 


リオ ン 


ウッ ドロ ウ 


フィ リア 


チチ 王 形 ジ ジー 


こぶ 


マゲ ザー シッ デ 
タ ィ トル 


リッ ド 


エス コ ゴート 
タ ィ トル ゆあ 


TOW RM 


メル ディ チャ ヤツ ト 


A9010HLAW INVIOVH 1HOA ヨコ H1 コ 0 S コ 1VI 


ー ふ いて へ へ イプ で ささ ふぐ べ エマ ーQ さき AA 込 で ふゆ 


ピン クア 


wc て ミ べ で べべ や ハー ミ テー へ こい ハエ Y て へ ロロ ー 


TALES OF ITHE WOHRLD RADIANTI 


エス コー ト 
@⑤ Tr ル 


MYTHOLOGY 


マザー シッ プ ⑤⑨ 


タイ トル 


TOW RM 


ー ぺ いて へ へ イプ で や へ べべ で て アイ マー ベ ひで へ 人 


A9010HIAW LINVIOVH 1HO ヨコ HL コ 0 SH ヨコ 1VL 


7 たい を う O プ アイ R く て ら を た て か の 


AMAYS s 筑 カッ トイ ン ィ ラス ト 花 


すず イ ルズ オプ ザ サー ルド セ ィ テント マイ ッ ロ ダー 


et ASS 
mmmーmwーーmmーーー" 


ディ トレ イ 


w て ふさ べ や で べ へ や ふ ハー ミ テ こい や ハー vV で へ ロロ 人 ふ ー 


TALES OF THE WORLD RADIANI MYIHOLOGY 


マザー シッ プ 
ダイ トル 


9) 


5 筐 カウ トイ シィ ラス ト 際 
マザー シッ プ ティ ル 天 オプ アザ サー を ルド 『 レデ ィ テ ント マイ ン ロ デ ー 3 
タ ィ トル 


エス コー ト 
タイ トル の) 


TOW RM 


ADOIOHIA 人 MM INVIOVH 1HO 作 ヨコ HI コ 0 S ヨ 1V1 


ー ツ いこ ふく イ で や ヽ ヽ N べ エイ ミー へ きき いき ふゆ 


< の / 


aa 


リカ ルド 


P 
] 

TT 
K 
日 


⑤⑥ タ Tt ル 


か TOW RM 


wW て で ミ ヾ や へ や い ー ミ テニ SW で い ハナ YY で て へ ロー 


TALES OF THE WORLD RADIANT MYTHOLOGY 


こぶ 


マザー シッ プ の 


ダイ トル 


TOW RMX 


いそ へ へ イプ で や へ で エイミー さき いき で へ 


必 


ー ヾ 


A9OIOHIAM INVIOVH dIHO ヨ HI HO0 SH ヨコ 1VL 


テイ を 天 キ アザ サー も デシ ディ テッ トマ イン せ デー 3 


全 [ デフ ォ ル メイ ラス ト 瑞 


マザー シッ プ 
⑨ タネ トル 


り 世 ダー 


人 立ち 姿 + 表 情 イ ラス ト 9 
軸 


スコ ー ト 
の ぅ タ タイ トル 


か TOW RM 


INVIOUVUH IIHOM ヨコ HI 10 S コ 11 リ 1! 


ー ふ いく へ イプ べべ へ NN エミ ー ヽ さき NN そ へ 


AO010HIAM 


バス カカ ノン ソノ ガ ノ プシ ノイ ゴア パート 


エス コ ゴート 
タイ トル 


TOW RM 


ー ぷ いて さく イ で ささ ヽ へ や で イマ ー パ きき NN ささ ふ 


INVIOHVUJ dIHO 八 ヨコ HI コ 0 S ヨ 1IVLI 


A9010HIAMM 


⑨ 


職業 の 数 :10 種 類 


pp O  \ や 


職業 の 数 :15 種 類 


se 
すま 胡 も し もう の そそ で PP の O 上 に お Se 


テイ ルズ オプ ザ ワー ルド レデ ィ ア ント マイ ソロ ジー 3 


職業 の 数 :16 種 類 


か TOW RM 


WW で て ミ い で や へい や ハー ミ テー へ て や へ と YY て で て へい 一 


TALES OF IHE WORLD RADIANIE MYIHOLOGY 


TALES OF IHE WORLD RADIANTI MYTHOLOGY N 


w で は べく で や へ や ふ ハー ミ テ へ で へ と で て へ て 公 ー 


TOW RMX 


WW て ミュ べ や へ や い ー ュ ミエ へ っ NN で や へ と YY で て へ いふ ー 


TALES OF THE WORLD RADIANT MYTHOLOGY 


TALES 0F THE WORLD RADIANI MYTHOLOGY 


22 


W で さい や で へ や ハー ミ テテ SN で や と YY て へ ON 一 


TOW RMKK 


w て さく ゃ へ や い ー ミ エエ へ で や へ や 込 と v て へ て ー 


ALES OF 『HE WORLD RADIANI MYTHOLOGY 


め TOW RM 


マザー シッ プ 
タイ トル ②⑨ 


エス コー ト 問 E 衣着 E 議 | 較 | 四 「OO2 隊 是 | 胃 TOD2 


タイ トル 


チャ ッ ト セル シウス 
ーー | NN 5 1 ーー FT ーー 癌 


リフ ィ ル し いな 


。 四 KO 居 ! 回 還 加 画 | 、 還 還 人 


AD01IOHIAM INVIQVH d1HO 下 ヨコ HI コ 40 SH ヨ 1VL 


ー ぷ いて そく イイ で で さ ヽ へ で イマ ミー きき NN AA そ ふ ふ 


の マザー シッ プ 


っ を タイ トル 


キュ ッ ポ 、 ピ ッ ポ 、 ポ ッ ボ 


8 


エス コー ト 
⑤ 7 


。 ヒス イ 
上 当 「OSR 隊 


『 


ーーーーー ーー 一 ーーーーーーーーー Pe シリ ー ズ 業 大 成 と な る 「 7OW RM3J で は 、 歴 花 キ ヤラ 
パス カ ・ アルン グアム カノ ン ノ ・ クタ ー だ け で は な く 、 3 人 の カノ ン ノ た ち が 炉 結 。 寿 を 
4 0 Cr 越え て 一 同 に 会 し た 3 人 の 姿 を ぞ の 旭 に 焼き 付け よう 。 
と くに 、 ぞ それぞれ の 邊 分 の 府 界 に つい て 語り 合う イベ ン 
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A901IOHIAM INVIOVH dIHOAM ヨコ HH ゴ H0 S ヨ 1IVL 


ー ぺ ここ へ イ で や ヽ や で イミ マー バ さき いき で ふ \ 


こぶ 


エス コ ゴート 
タイ トル 


0 


ー 93geul] sJeguoulunS 一 DIJOA PT J0 Ss9IBLH 


ー マ ペー\ー ハー ユ 上 さ ー プ ズ で マー さき NN AA そ で ふ \ 


テイ ルズ オス ザ ワー ルド 
ー サ モナ ー ズ リネ ー ジ ー 


ジヨン RPG 


売 性 別 : 女 ? 逢 年 齢 : 不 明 
葛 職業 : 超 古代 文明 に よっ て 創造 され た ホム ンク ルス (人 工 生命 体 ) 


フレイ ン が 訪 会 っ な か ムン クル ス ( 人 人 也 生 落 伏 )。 妖 六 の よう 
な 分 見 を し て あり 、 妃 を 使う こと で 空 も べ る 。 仔 え て いた 主 
人 が 記 く な っ た た め 、 フ レイ ン の こと を 新た な 主人 と し て 昌 う 。 


Game Package 


ン ア ンタ ジー ジミ ュ レ ーー 


フレ アン ・ 時 ・ レ スタ ー 


窟 性 別 : 男 逢 年 齢 :15 歳 役職 業 : サ モナ ー 


シリ ー ズ 初 の シミ ュ レ ーション RPG。 メイ ン 
モー ド の | ヒロ イツ クモ ー ド 」 で は 、 クラ ー 
ス の 子孫 で ある 主人 公 の 少年 フレ イン の 
物語 を 追う 。 舞台 と な る の は 「TOP」 か 
ら 400 年 以上 が 経過 し た 世界 。 フレ イン 
は 、 遺跡 で 出会っ た 少女 マカ ロン と と も 
に 、 召 喚 術 に 必要 な "契約 の 指輪 "を 求 
め て 旅 を する 。「 対戦 モー ド ] で は 、 コ ン 
ピュ ー タ ー や プレ イヤ ー ふ た り で 対戦 プレ イ 
を する こと が で きる 。 プレ イヤ ー 同 士 な ら 、 
自分 で 育て た ユニ ッ ト を 使う こと も 可能 だ 。 


Character of "Tales of The World ~ Summoners Lineage 一 " 


7 テイ ルズ オブ ファ ンタ ジア J に 登場 し た クラ ー ス の 子 閣 。 ま だ 
まだ 子 企 で ある が 、 ク ラー ス の 夏 を ひく / 如 腐 士 / で ある 。 契 
約 の 誠 苑 を 胡 す 旅 の 道 史 で 魔子 ゼ デ ク ス の 対 系 を 藻 じ られ た 。 


る 語 
Welga.Monrtor 


いつ ペル ガ ・ ぞ ンー ル 


の 全 3 女 利 年 齢 :13 歳 
稔 クラ ス : モ ンク 


魔手 軍 に 親 を 病 され た 女の子 。 ゼクス 
に 放 讐 する た め 、 フ レイ ン の 放 に 同行 する 。 
沈 が ル ガ の 褒 倒 を よく 見 る し っ か り 者 。 


Emira. つつ セ 


人 女 甘 年 齢 :28 歳 
葵 クラ ス : ウ ィ ッ チ 


モン スタ ー に 毅 わ れ て いる と ころ を 、 フ レ 
イン の 豆腐 術 に 助け られ て 箇 奈 を 圭 ち 、 
彼 の 旅 に 司 生 す る よう に な っ た 女 佑 。 


参 性 区 男 才 年 齢 : 不 詳 
短 クラ ス : ル シフ ァ ー 


人 了 的 に 生み 由 さ れ た 生 藻 休 だ が 、 人 千 
局 様 に 万 居 を 圭 つ 。 月 身 の 生 み の 親 を 殺 
し た 人 周 に 痢 讐 する た め 、 魔 王 と な っ た 。 


V Volga.Montor 

つ ガ ・ ぞ ン ム ー ル 
窟 性 別 : 男 区 年 齢 :13 歳 
移 クラ ス : マ ジ シ ャ ン 
ベル ガ の 双子 の 尼 。 月 の 前 で 両親 が 殺 
され て し まい 、 ぞ の ショ ッ ク に より 妨 以 外 に 
は 心 を 衣 ざ し て し まっ て いる 。 


Pd Mark.Ginihle 
つ マー ク ・ ヂ ニール 


利 性 別 : 男 (じつは 女 ) 操 年 齢 :15 歳 
区 クラ ス : フ ァ イ タ ー 


契 親 を 殺し た 兄 、 ア ルフ を 症 す 剣士 。 本 
来 は マイ ラ と いう 女 何だ が 、 兄 を 症 す た め 
に 男 の 胡 装 を し て 旅 を し て いる 。 


和 
引 Medibel 


、 つ メデ ィ ペ ル 


定性 別 : 女 和宏 年 齢 : 不 詳 
鈴 クラ ス : メ デュ ー サ 


鹿 了 の 個 近 で 、 破 に 恋心 を 旋 く 女 任 。 2 


て に 補 く 、 フレ イン に 砂 密 を 話し て し まう こと 
も 。 最後 は 魔子 に 嫌 わ れる の を 門下 召 。 


③ リク テー スズ ・ ・ と ・ レ スター 
人 先 年 齢 :31 歳 

惑 クラ ス : サ モナ ー 

ダオス を 対 ち 破っ た 伝説 の 歴 空 肖 ナ の ひと 
り で 、 フ レイ ン の 先 紹 。 マカ ロン の 摩 商 暫 
欧 に よっ て 、 フ レイ ン の 礎 化 へ や っ て きた 。 


結 二 Aiph.Ginihlie 

つづ アル フ ・ ず ヂ ニ ー ル 
窟 性 別 : 男 乱 年 齢 :25 歳 
金 クラ ス : ソ ー ド マス ター 
マー ク ( マイ ラ ) の 兄 で 、 摩 王 軍 に 旋 力 し て 
いる 剣士 。 妹 を 心から 大 幼 に 想っ て いる が 、 
交 に ば 両親 を 殺し た こと で 依 ま れ て いる 。 


ト 人 男 替 年 齢 : 不 詳 
短 クラ ス : ヴ ァ ン パイ ア 


魔子 の 名 近 で ヴ ツァン パ イア 。 ベル ガ を 好 
む も 、 人 の 不 を 大 う 正 ら を 嫌い 、 魔王 が 人 
類 を 減 ぼ し た の ち た に 藻 を 豚 と うと し て (いた 。 
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Game Package 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


「TOP」、「TOD」、「TOE」 の キャ ラク 
ター が 集まっ た ファ ン デ ィ ス ク 。 アミ ィ や リ 
リス と いっ た サブ キャ ラク ター や オリ ジ ナ ル 
キャ ラク ター に よる 物語 が 展開 され る 「 カ 
オペ ベンチャー」 、 歴代 キャ ラク ター が 活躍 
する パズル ゲー ム 「 ク ルー メル ラボ 」 が 楽 
し め る 。 さら に 、 プ レイ ヤー に よる オリ ジ ナ 
ルス キッ ト が 作成 で きる 「 カ オド ラ 」 も 存 
在 。 あら か じ め 収 録 さ れ て いる スキ ッ ト に 
04000 は 、 他 作品 キャ ラク ター が 集まっ て 交流 
くり 広げ る 夢 の 展 開 も 実現 し て いる 。 


Game Data 


テイ ルズ オス ファ ンダ ム Vol.1 
クレ スパ ー ジ ョ ン 


テイ ルズ オス ファ ンダ ム Vol.1 
ミン ト パ ー ジ ョ ン 


エス コ ゴート 
タイ トル 


Character of "Tales of Fandom Vol1" 


Primulia Rosso 


、 つ づつ プリ ムラ ・ ワ ロッ ソ 

で 性 別 : 女 
動 身長 :159cm 技 体重 :45kg 

利 出身 : 王 都 イ ン フェ リア 

免職 業 : ミ ン ツ 大 学 学生 和 一 人 称 : 私 

ミン ツ 大 学 に 通う 少女 。 好 庁 尾 盛 で 学内 で 
ば 名 確信 を 且 背 し て 活動 する 。 チー ル が 巻き 
込ま れ た 事 休 解決 に 乗り 記す が 、/ ダメ ー 
方 / と いう 奄 名 誉 な 務 号 を 与え られ て いる 。 


1OA uopue』 』o Sg1BL 


で 性 別 : 女 @ 出身 リー ネ 


葵 一 人 称 : 私 


@ 人 性別: 女 で 出身 : ト ー テ ィ ス 材 
革 一 人 称 : 私 
デ チェ スタ ー の 妹 。 アミ ィ 編 で は 、 トー ティ ス の 
の 妹 に や っ て きた 幼い 原 の 兄 大 の 次 が か れる 。 
ス 拓 懇 想 な 兄 に 代わ っ て 人 と 交流 を 深め 、 急 
オ る (ひい 価 竹 か ら 周 謙 の 人 商 に 慕 わ れ て (! く 。 
ス 
フ 
の 4T「OD 
ダ つづ クワ ス ・ エ テル ワン 
ム 
Vol 
1 


スタ ン の 将 で 、 非 常に 兄 息 (な 灯 旋 。 リ リス 
世 で は 、 導 理 上 手 な ファ ラ と 導 理 対決 を し た 
り 、 魔 王 ダ ブス を 計 人 大 し た クレ ス と 税 共 で 
電 (、 久 以上 の 詳 食 を くり 広げ る 。 


クレ ス クレ ス (幼少 ) 


の マザー シッ プ 


ダイ トル 


EEV 伊藤 健太 郎 V か な いみ か 


マリ ア 証 』 ミラ ルド 


CV 洗 男 潤子 CV 伊藤 健太 序 


TGV 草尾 


クラ ー ス 


量り 中 ミゲール 


すず アミ ィ ( 幼 少 ) 


CV 西原 久美 子 CV 住友 優子 


チェ ル シ ー ディ ムロ ス 
テア ンク > や と で We 


EEV 根 谷 美 割 子 EEV 朝 谷 康 紀 


フィ リア TOD 護 と め ウ 


- We. 上 
トー マス マリ アン 


プ を だ 寺 
EV 渡辺 菜生子 


EEV 入 川 光 


リッ ド 
生き 


CV 置鮎 龍太 郎 


キー 上 ルル 


EEV 皆口 裕子 


ワ ィ リッキー 


ノー ム 


住友 優子 GV 石川 英 
5V 町 井 美紀 GV 石川 英朗 GV 野田 順子 


セル シウス 
味 マ スタ ー 1 号 ビス トロ シャ ン パ バール 司会 者 


い 7 ペン 3 S 
N / 
GV 麻生 久 久 6V 藤巻 恵理 子 CV 稲田 徹 


チャ ッ ト エス コー ト 
い @⑤ 下 ル 


に 


AM 


CV 磁 部 弘 


CV 野田 順子 


ゴブ フナ トト ウン ディ ー ネ シル フ 


NX 


DV 米 本 千 珠 BBV 和田 徹 6V 住友 優子 


イラ イザ ゴー リ 


》 OTHER 


5V 沼田 祐介 BBV 町 井 美 紀 6V 沼田 祐 


ルナ リア キー ノリ 


し 


V 大 本 皿 基子 BBV 坂口 哲夫 


10 HOBUB] jo S9 1 せ 1 


で で いい いい AN いそ か 


GEV 野坂 昌也 EEV | 山本 一 郎 CV 藤原 勝也 V 新生 恵子 CV 鈴木 貴宏 


アル サー ワン ダー シュ ソノ ドラ ゴン 


レン 


KJ) 


- る 


Game Package 


Play5tation. ロ PlayStation. 
マザー シッ プ / ゅ 
ダイ トル Des 


ファ ン デ ィ ス ク の 2 作 目 。 収 録 作 品 は 「TOP」 、 
1 TOS」、「TOA」 で 、 藤 島 康介 デザ イン の 
キャ ラク ター が 登場 する 。 キャ ラク ター イラ ス 
ト は すべ て 新規 の 描き 起こ し 。 アド ベン チャ ー 
Ye ド C は Sm エミ ン ラド ズ こ アイ ィ イア コン エ 
イド の 4 名 の 本 編 で は 語ら れ な か っ た 物語 、 
さら に 全員 が 一 堂 に 会 する 特別 編 が 楽し め 


| Game Data 


2 ao re る 。 ほか に も 、 ド ンジ ャ ラ 、 パ ズル 、 シ ュー 
テイ ルズ オス ファ ンダ ム Vol.2 NO 隊 人 1 01 
ルー ク バ ー ジ ョ > | | 斬ら ン ラン ンー カン ンク テバ な どら の ミニ クム も 収 
に - PS2 2007 年 6 月 28 日 | 「「 ス アド ベン チャ 

テイ ルズ オス ファ ンダ ム Vol.2 | | + o 録 。 お な じみ の 「 称 号 」 シス テム も 用 意 さ れ 
OK か SI 和 て お り 、 フ ァ ン 必携 の 1 本 に 仕上 が っ て いる 。 


Character of 丁 ales of Fandom Vol.2" 


り 画 軒 Arche KK Iaine 

KG 還 に 2 
つづ アー ティ ・ ク ラ ア ン 
の 性 別 : 女 年齢 117 央 


利 職業 : 魔 法 使い 移 一 人 称 : あ た し 
天真 炉 間 な ハー フエ ルフ の 少女 。 アー チ ィ 編 
で な は 、 ひ ょ ん な こと か ら 魔 法 が え な く な り 、 
_』 クル レス に 子 入り し て 硬 十 を 且 着 し た ミン 
| た の よう な 法 病 基 に な る た め 悪 旧 書 剛 す る 。 


V 邊 MS 全 Kratos ん uriom 
つ クラ ム ス ・ ア ウ グ チ ン 
で 性 別 : 男 和 年 齢 :28 歳 『GVM| 立 ホ 文彦 ) 


職業 : 魔 法 剣 士 免 一 人 称 : 私 

ロイ が の 父親 で 、 古代 大 戦 を 終結 させ た 契 

大 美 友 の ひ と り 。 ク ヌ ト ス 編 で は 、 本 編 より 

契 了 年 前 の 、 局 じ 奇 大敵 巡 で ある ミト ス 、 
の マー テル 、 フ アン と 旅 を し た 昌 る を 許 り 返 る 。 


OTHER 《 


の (19 刀 uopug. 


0 画 間 Ts, (Grants 

CN 一 9 
つづ ディア ・ ク ラン シ 

間 計 SCE 


芽 クラ ス : 音 律 士 答 一 人 称 : 私 


家計 の 情 箇 士 急 の 総長 ヴァ ン の 妹 。 テ ィ ア 
北 で は 幼い 原 か ら 兄 の 引佐 役 を 夢見 て 誠 
交 を 積む ティ ア の 変 が 、 リク ルッ ル ヤ 坊 め て 
次 を 見 ぜ た カン タビ し を 交え て 靖 か れる 。 


で で いい ひき で へ ふ \ 


N る 


0 画 W) 。d (OrEiss 
こつ ジェ ア が ・ カ ー デ ィ ス 
っ 


寺 年 齢 :35 歳 各 性 別 : 男 性 
葛 クラ ス : 講 術士 短 一 人 称 : 私 


マル クト た 落 司 勘 急 長 。 紀 国 を 治め る 皇 ピ 
ガブ ニー と 幼なじみ で 、 た び た び 無茶 につき 
合わ され る 。 ジェ イ が 導 で は 、 皇帝 殺 計画 
の 礎 を 訪 い た 彼ら が 事 存 解決 に 乗り 記す 。 


子安 武人 
日 M 。 鞍 木 香 恵 ( 幼 少 期 ) 


</ ノ の 


の マザー シッ プ 


ダイ トル 


9 


量 器 週 チェ スタ ダー 箇 り 結 クラ ー ス | TOP 臣 : 写 : 


で V 電 上 和彦 V 川田 妙子 


1 に 2 1 FPS 
中 ロイ ド = コルダ トド Pe 4 リフ ィ ル = し いな クイ トル 


CV 小史 V 円 和 四半 


》 め OTHER 


リー ガル 昌 マー デル 


5 ゼロ ス 


m 
便 
人 の 
の 
ら 
= 
っ 
に 
に 】 
こう 
ら 
ヒ 」 
に 
トー】 
1 


と で て で で いい ひき で へ \ 


N る 


ニー アン ケイ ト 軒 \ 二 ルー ク 重症 アニ ス | TOD 6 


マザー シッ プ 
タイ トル 


アウ ジュ アン / リグ レッ ト イン か 


CV 鈴木 千尋 中 田 譲治 GV 伊藤 美紀 矢尾 一 樹 
EVM 震 賀 みつ き (16 歳 時 ) EVM 中 村 千 絵 (幼少 期 ) 


エス コー ト  (⑱ ーー 
タイ トル ピオ ニー カン ダビ レ デオ ドー ロロ 


OTHER 《 

和 
の 
の 
の 

] ら 

1 
に リ 
に 】 4 
選 1 
に 』 に に ーー ぃ 
ョ シュ タイ ン メ ッ ツ オリ ジン イフ リー ト ウン ディ ー ネ 
2 
ら 
し 


て で さい いき 入 で ふ ふ 


N る 


ジ シルフ セル シ ヴ ス 


CV ホキ ー5 


マザー シッ プ 
@ タイ トル 


菩 ー- 


PS7 
ロイ ド コレ ッ ト 
( は っ ぴ ) (ナー ス ) 


2 
ゼロ ロス え プレ セア ルー ク 
(アロ ハ ) (「 ゆめりあ 」 ね ね こ ) (学制 服 ) 》 OTHER 


ーー 
ドリ 
し ッ 
の 
ら 
ーー 
m 
ドコ 
っ 
こう 
ら 
に 
し 
お 
| 


P ガイ 
(お嬢様 ) (学制 服 ) (学制 服 ) 


て さ で さい いき 込 そ へ ふ \ 


N る 


に 介 ァ 
(「 風 の クロ ノア 」 クロ ノア ) 


⑪⑰? ヽ ぺ > 


Game Package 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


「TOP」 か ら 「TOH」 まで 、 全 35 人 の キャ 
ラク ター が 参戦 する シリ ー ズ 初 の 対戦 アク 
ショ ン 。 メイ ン の モー ド の 「 ユ グ ド ラ シル バ 
トル 」 で は 、 人 類 に 繁栄 を も た ら す 世界 樹 
の "大 いな る 実り "の 獲得 権 を 得る た め に 、 
各 キ ャ ラク ター が 優勝 を 目指 し バト ル す る 。 
「 ク イッ ク バ トル 」 は 、 パー トナ ー と 勝ち 抜 
く ア ー ケ ー ド バト ル や サバ イ バ ル バト ル な と ど 、 
ルー ル の 異な る 4 つの 戦い が 最大 4 人 で 楽 
し め る 。 その ほか 、2D 戦 闘 の ミニ ゲー ム 「 テ 
イル ズ オブ ウォ ー ル ブレ イカ ー」 も 搭載 。 


テー マソ ング :「Be your wings」 GIRL NEXT DOOR 


エス コート 
タイ トル ⑤ 


OTHER 《 


"SA 10 SIVI 


2 ミン ト チエ スタ ダー アー チェ ダオス 
CV 草尾 救 / CV 洗 男 潤子 ) GV 伊藤 健太 色 


ふさ ミー ュ NN ふき さ ふ 


TOD 8 
フィ リア リオ ン コン グマ ン ファ ラ カイ ル ナナ リー 


マザー シッ プ 
⑨ タテ トル 


ハロ ルド バル バト ス ー ロ イド コレ ッ ト 0 クラ トド 光 、 プレ セア 


BV 平松 晶子 GEV| 本 規夫 EVM 小西 克幸 CV 系 島 ホ 子 


著 N = 
リ / 4 みあ 、 
アパ 
am に コ 


ー ジ ー ン セ ネ ル ルー ク (長髪 ) ルー ク ( 短 雇 ) デ O タイ トル 


EV 生 塚 運 昇 


2》 OTHER 


AN 10 Sal1 リ li 


デス アウ シン ルカ イリ ア よー リ 


> さ ー ス い NANA 和 A そ ヽ ふ \ 


リ ダ ジュ ディ ス 
EV 赤 理 科 


BSV 杭 原 徹也 


マザー シッ プ 
タイ トル ゆ 


OTHER 《 


ーー 
ーー 
由 
mm 
の 
〇 
「 


"SA 


いさ ー ス ンス いき 入 そ へ \ 


の ) マザー シッ プ 


” タイ トル 


めか OTHER 


ハロ ルド 


まま 和 有 9411 リ 01 


| SS 放 


かさ キース ひき 入 そ ふせ 


コレ ッ ト プル ゼア 


マザー シッ プ 
タイ トル 


エス コ ゴート 
タ ィ トル 人 め ⑨ 


ルー ク ( 短 ) 


『 や / 


/ 
ーー 


MA 
OTHER 《 l ( へ 
こ し 


ルー ク ( 長 圧 ) 


40 SHIVL 


"SA 


さき キー ス いき 込 そ で へ ふせ 


ジェ イド アウ シュ 


マザー シッ プ 
oy 本 7 


ジュ ディ ス 


めか OTHER 


ォ 0 S ヨ HIV1 


SA 


レ 
イ 
ル 
ァ ー 
オ 
ズ 
バ 
I 
サザ サ 
ス 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


エス コー ト 
タイ トル 人 ゆ ヾ 


OTHER 《 


SsOI1OB1 


S いい たい いい 提 い に いて - た へい 


| テイ ルス オブ 」 シリ ー ス 初 の ケー タイ アプ リ で 、 総 勢 75 名 の 歴代 キャ 
ラク ター が 登場 する シミ ュ レ ーション RPG。 プレ イヤ ー は 、 見 知ら ぬ 世 
界 か ら 元 の 世界 に 戻る 方 法 を 探す 旅 に 出る 。 の ち に 人 気 キ ャ ラク ター 
「 カ ルディ ナシ ー ン ズ 」 を 主役 に し た 外伝 も 配信 され た 。 


Game Data 


謗 の 紹 和 / 漆黒 の 軍 財 / に 追わ れ て いる 。 追 か 
れる 最 史 、/ テイ ルズ オブ プリ シリ ー ズ の キャ ラ 


- テイ ルズ オス タク ティ クス 
外伝 クタ ー た ち に 励 け て も ら ()、 行動 を と も こす る 。 


天 免 訪 身 の 美 少 女 齋 士 軍 局 。 一 応 ミ ー ハ ー な 灯 謝 の ラン タナ が リー ダー だ 
が 、 あ まり 自覚 が か ない,。 ぞ の た め に まとめ 役 は タビ アン が 坦 っ て いる 。 


「 テ イル ズ オブ ザ ワー ルド 」 シリ ー ズ の 1 本 に あたり 、 お な じみ の 「 な 
りき り シ ステ ム 」 を 搭載 。 双子 姉 弟 ・ レ ー ネ と リオ が 解き 放っ て し まっ 


た 4 つの 元素 「 ル ー ツ 」 を 取り 戻す た め 、 さ まさ まな 冒険 を くり 広げ る 。 @ ダテ シッ プ 


Game Data 


テイ ルズ オス ザ ワー ルド 
マデ リア デル ダシ ンジ ション 


ら 遇 


半 いな 双子 の 沈 。 不 庫 昌 で 力 家 。 
4 つの 元素 / ルー ツリ を 圭 じ る た め に た に 、 
妨 の レー ネ と と も に 旅立つ 。 


人 たつ ` \ | 
QA レー ネ 本 | | 
こく っ H 【 \ 
双子 の 意 。 好 旋 好 盛 で 、 度 放 だ け 。  「 
吉 = 芝 \ @ エス コー ト 
な ら 交 に も ヲ け を と ら な い 。 幸 理 好き タイ トル 


で 、 辱 腐 の 合 に 服 を ふる っ て いる 。 


属 に な びく 長髪 と 頭 の リボ ン が 勢 徴 的 
な 女の子 。 リオ や レー ネ の 顔なじみ 
で 、 ふ た り の サポ が 一役 を 聞 め る 。 


0。 


》 OTHER 


3 アア デル 


紀要 的 な 衣装 に 身 を 包む 清廉 な 少女 。 
リブ や レー ネ に / ルー ツリ を 版 り 戻す よ 
うに 藻 じ た 護 神 で ある 。 


リオナ や レー ネ た に 放 力 する 食い し ん 嫌 。 
小さ く て も を 戦 詳 は し っ か り と こなし 、 意 
分 と 才 り に な る 存在 で ある 。 


NO4a9NTG 1IVIH ヨ IVM ddIHOAA ヨコ HL ゴ 0 S ヨ IV1 


Nuw で て そい こせ AQ エイ マー リロ うさ いき ハハ で 


「 テ イル ズ オブ | シリ ー ズ の 1 作 目 「TOP」 の 移植 作品 。 「 レ ディ アン ト マイ ソロ ジー」 シリ ー ズ が ベー ス の ソー シャ 
GBA 版 を ベー ス と し て お り 、 ケー タイ アプ リ に な っ て も 、 ル ゲ ー ム 。 物語 は 完全 オリ ジ ナ ル で 、 登場 キ ャ ラク ター 
各種 ボイス や バト ル が し っ か り 再 現さ れ て いる 。 クレ ス も 豊富 。「 レ ディ アン ト マイ ソロ ジー 3」 と の 連動 要素 も 


た ちと 魔王 ダオス の 時 空 を 超え た 戦い が 再び 蘇る 。 あり 、 限 定 ク エス ト を クリ ア す る こと で 武器 を 獲得 で きる 。 


Main Visual 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


ケー タイ アプ リ 第 2 弾 で 、 初 と な る 完全 オ 
リ ジ ナ ル RPG。 いのまたむつみ 氏 が キャ 
ラク ター デザ イン を 手がけ て いる 。 戦闘 は 
リニア モー ショ ン バ ト ル シ ス テム (LMBS ) 
が 採用 され て お り 、 従来 の スピ ー デ ィ ー な 
戦 閣 が ボイス つき て 楽し め る 。 物語 は 全 
6 章 で 構成 され 、1 年 に 渡っ て 各 章 が 配信 
され て いっ た 。 シ リー ズ 初 の 女性 主人 公 で 
ある ミカ が 、 自身 に 隠さ れ た 謎 を 追い な が 
ら 、 や が て は 世界 の 矛盾 に 立ち 向かっ て 
いく と いう 壮大 な スト ー リ ー が 展開 され る 。 


Game Data 


エス コー ト 
タ ィ トル 人 あ 


人 

ミグ 
を : 女 旬 3 :155cm 提 8 

効い 原 に 芝 国 の 攻撃 に よっ て 親 と 兄 を 和 失 ()、 太 父 の 新 友 クラ 

ウス に 育 て られ た 少女 。 本 名 ば ミッ シェ ル ・ ウ ェ ル テク ス 。 林 

別 な 力 を 圭 つ 移 獣 に 変身 し て 衣 う 。 


OTHER 《 


jeee Jo selBgI 


ML oko 
ウェ ル テ ク ス 好 た 勤め る ミソ リ タリー マニア な 克 上 員 。 ミカ が 石 
究 室 に 寂び 込ん だ 万 、 ひ ょ ん な こと か ら 彼 女 の 妨 雇 に な る 。 3 
人 の 紡が あり 、 故郷 で は 尻 に 敷 か れ て いた 。 


ー さ へ で い NN\ 入 そ さ ふ \ 


で 性 別 : 男 乱 年 齢 :22 歳 
礼 身長 :175cm 窟 体重 :65kg 
和 肩書 :JM ハ ンタ ー の ポタ 
ミカ の 生き 別れ の 兄 。 幼い りこ ろか ら JA 

(ジェ ネス ミグ レイ トム ) ハ ンタ ー と し て 活 動 
し て あり 、 実力 は か な り の も の 。 


@ 性 別 : 女 で 年 上 く 22 央 


意 身長 :167cm 吉 体重 :50kg 
区 肩書 :JM ハ ンタ ー、 情 報 屋 


紗 届 に 減 ぼ され た アン ギュ ロス 族 の 女 修 。 
聖 海 航 二 康 の 手 か ら ミ カ た ち を 基 い 、 ぞ 
れ 必 庭 、 彼女 た ちと 動 を と も に する 。 


E Popo 
意 色 の 大 、 白い 伏 握 、 ふさ ふさ し た 長 () 尻 O RaRau ーー ジ 
尾 が 娠 徴 的 な 動物 。 温厚 だ が 、 入 い まで ルル 


で 性 別 : 女 窟 年 齢 :14 歳 (本 当 は 48 歳 ) 
乱 身長 :150cm 舌 体重 :40kg 
る 肩書 : ア ウデ ンティア の 魔法 使い 


魔法 の 国 ア ウデ ンティア 剛 身 の 少女 で 、 

っ い が が の 抽 い 主 。 長 褒 の 一 族 で 実 年 芳 の こ 
ス ノ 5 ン ン と な 禁句 。 幼少 の トラ ウマ で 変 が 務 。 

性 別 : 男 欠 年 齢 :40 歳 


利 身長 :187cm 先 体重 :88kg 
区 肩書 : ラ ディ ス 教 親衛 隊 元 隊長 


ラディ ス 教 の 親 衝 太 / 避 海 航 士 急 / の 元 
太 長 。 当 太 は ミカ た ちと 天 対 し て た が 、 
ラディ ス 教 に 疑 菅 を 旋 き 離反 し た 。 


ある ルル を 助け る べく 戦う こと も ある 。 


〇 


Berger 


》 OTHER 


J9JB9』 明 0 S9IBH 


NN) ブナ フレ ッ ゲ ケー 、 フ イス ルウ ァ ー ツ ルル 


窟 性 別 : 男 鬼 肩書 : 特 務 機関 G リ ロー ダー 窟 性 別 : 男 旬 性 別 : 男 移 肩書 : リ ー リ エリ ヒト 帝国 皇帝 、 
利 肩書 : 精 鋭 部 隊 「 ミ ッ ド ノ ク ス 」 リ ー ダ ー ラディ ス 教 教皇 


レ 
イ 
ル 
ズ 
オ 
ス 
ズ 
レ 
イ 
ガ 
| 


つゆ シ ラ ス 、 つ ウィ ァ ル ヂ ニ ア 


> の 
乱 性 別 : 男 移 肩書 帝国 宰相 窟 性 別 : 女 究 肩書 帝国 審問 官 窟 性 別 : 男 窟 肩書 : ラ ディ ス 教 枢機卿 共 性 別 : 男 
夫 肩書 : 精 鋭 部 隊 「 ミ ッ ド ノ ク ス ] 統率 者 


マザー シッ プ 
タ ィ トル 


デー マソ ング :「 キセキ 」 植村 花 葉 
Game Data 
タイ トル 


Character of "Tales of Commons" 


ジャ ン ル 


変わ り ゆ く 世 界 信じ る 想い 
共に 歩ん で ゆく RPG 


テイ ルズ オス コモ ンズ 


エス コー ト 
タイ トル ⑨ 


OTHER 《 


笹 肩書 : ユ ピ テ ル の 少年 


Ssuoululo の ) 』O S9IBI 


ど フ アァ プ 


AU ぴき 入 で さ ふ \ 


旬 肩書 ユン ファ ヤン グ の 少女 


と 虚 国 に あたる ユ ヒビ デル 淡 を 嫌っ て 6 ) る 。 


は Yi te pn 


Main Visual 


ケー タイ アプ リ 第 3 弾 。 和 と オリ エン タル 
を テー マ と し た 世界 観 で 、 キャ ラク ター デ 
ザイ ン は 椎名 優 氏 が 担当 。「 ブ レイ カー」 
に 続く 完全 オリ ジ ナ ル RPG に あたり 、 主 
人 公 の アル ヴィ ン は 亡き 母 の 故郷 を 目指 
す 旅 を きっ か け に 、 世界 の 脅威 へ と 立ち 
向かう 。 シリ ー ズ で は 定番 の 「 ス キッ ト 」 シ 
ステ ム の 導入 や 、 戦 闘 以外 の イベ ント シー 
ン に キャ ラク ター ボイス が 挿入 され る な ど 、 
携帯 ゲー ム 作 品 と し て の 新た な 試み が いく 
つも 用 意 さ れ た 意欲 作 で ある 。 


アル ヴァ ン 


免 性 別 女 乱 年 齢 17 歳 逢 身長 :163cm 釣 体重 :48kg Vi 河原 木 志 重 


前 妙 し た 生き 物 、 ジ ルフ ィ ク シィ の 族 生 を 願っ て 純 尻 に 通う 
ユン ファ ヤン グ 人 の 少女 。 旧 争 で 故郷 と 万 親 を 亡くし た こと か 


窟 性 別 : 男 稚 年 齢 :18 歳 穫 身長 :175cm 区 体重 :60kg 
活発 で が 庁 心 盛 な 7 ビ テ ル 人 の 少 存 。 親 を 亡くし て いる 
が 、 遺産 で 不正 店 な く 暮 らし て いい た 。 ユン ファ ヤン グ 人 で ある 
奪 親 の 故郷 を 且 靖 し て 旅 に 盛る こと に な る 。 


紀 量 Ferth 
、 づ ファ ルス 
和 め 性 別 : 男 欠 年 齢 不明 


仙 身長 :180cm 拓 体重 :75kg 
委 肩書 : 華 皇 旅団 増長 方 面 隊長 


問 旭 だ っ た と ころ を ユピテル の 大 締 閣 に 区 
われ た 。 幼い 原 か ら 戦 税 助 縛 を 受 け て い 
た た め 、 ぞ の 実力 は 高 ()。 


稚 性 別 : 女 先 職業 : 華 皇 旅団 の く ノ ー 

畠 旅 避 の く ノ ー。 磨 枯 す ず 、 哀 槍 し い 
な に 続く 3 人 月 の " 摩 林 既 "の 妃 者 で ある 
が 、 ぞ の 剛 加 は 謎 に 包ま れ て いる 。 


で 性 史 : 女 で 年 上 15 歳 6 
乱 身長 :158cm 血 体重 :45kg 

箇 肩書 : ね こ に ん 

非常 に マイ ペー ス で つか みどころ が な (0) 
天然 導 。 その 狂 放 で 、 ア ル ヴ ィ ン た ち を ふか 
り ま わす こと もし ば し ば 。 月 分 が 7 ね こ に 
ん / で ある こと な 秘密 に し て いる 。 


マザー シッ プ 
⑨ タネ トル 


信 


-- つら ramn 
つ 北 才 
る ⑥ 性 別 : 男 欠 年 齢 : 不 明 


乱 身長 :185cm 身体 重 :BOkg 
刈 肩書 : 華 皇 旅団 持 国 方 面 隊長 


伝説 の 秘宝 / 華 皇 幕 / を 集め る 芋 宇 旅 峡 
の 幕 司 方 大 長 。 か つて は フェ ルス や ヤ 
キー ナ と 行動 し て いた 。 礼 公正 し く 真 庫 
月 な 件 謝 だ が 、 と きど き 頑 賠 な 庫 も 見 せる 。 


0 
。 Kinab 
いつ ま ー ナ 
っ くっ 


⑥ 性 別 : 女 名 年 齢 : 不 明 
の 身長 :168cm 和 体重 :47kg 
る 肩書 : 華 皇 旅団 増長 方 面 副 隊長 


フェ ルス を 縛 佐 する 磁 長 方 褒 副 太 長 。 か 
つて な 清 雲 と も いっ し ょ に 行動 し て いた 。 
フェ ルス に 恋心 を 學 り て いる 。 


めか OTHER 


Suoulul0) 』】0 S9IBIH 
Em 


AN WU きき へ せ \ 


58 
完 性 別 : 男 逢 職業 : 華 皇 旅団 の 忍 頭 窟 性 別 : 女 和 職業 : 詩 人 
洪 災 問 旭 で ある 凛 の 乱麻 で あり 、 巡 頭 で 
も ある 人 物 。 ぞ の 才 い た 見 た 月 と な 裏 凍 


に 、 実力 は いま だ 衰え な 0)。 


褒 基 な 衣装 に 身 を 包む 誠 の 女 修 詩 人 。 
本 作 の テー マソ ング を 皿 当 し た 村 村 存 業 
兵 を モデ ル に し た キャ ラク ター。 


マザー シッ プ 


タイ トル 


エス コ ゴート 
タイ トル 


ィ ヘ ラミ ー ヽ べ NN へ ふさ さ や 
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テー マソ ング :「 言 えな いよ 」JAMOSA 


ジャ ン ル 


RPG 


生き る 意味 を 見 つけ る 


Maimn Visual 


ケー タイ アプ ブリ 第 5 弾 と な る 完全 オリ ジ ナ 
ル RPG 作 品 。 主人 公 で ある 武器 商人 の 
息子 セル ツ は 、 テロ の 首謀 者 と し て 拘束 
され た 父 を 救う た め に 、 仲間 た ちと と も に 
帝国 へ 向かう 。 物語 は 全 12 章 構成 の 壮 
大 な ボリ ュー ム で 展開 。 キ ャ ラク ター デザ 
イン は 、 前 作 の 「 コ モン ズ 」 同じ く 椎 名 優 
氏 を 起用 し て いる 。 シ リー ズ お 馴染 み の 「 グ 
レー ド 」 シス テム が 追加 され 、 一 部 の デー 
タ を 引き 継い で の 2 周 目 が プレ イ 可 能 に 。 
や り 込 み 要 素 の 高い 作品 に な っ て いる 。 


ルツ ・ ヴ ァ ク ズム ゥ ウー ム 


グ ア プ ・ ツ アール ノ リア 人 


性 別 女 乱 年 齢 :16 歳 移 身長 159cm 窟 体重 :48kg 
共 肩書 : 魔 法 使い の 名 門 家 の 娘 


EV 稲垣 美和 子 


魔法 使い の 名 胞 ツ ァ ー ル ハイ ム 家 の 少女 で 、 一 族 に 化 々 伝わる 
大 導 守 を 迷 す べく 旅 に 訪 る 。 魔法 使 ) り らし く か ウキ に 乗れ る 。 


を 年 齢 : 男 で 年 齢 :16 歳 身長 :168cm 体重 :59kg pe 
窟 肩書 : 死 の 商人 アイ ゼル の 息子 WGV| 泊 野 容 】 河野 裕 


死 の 武 喚 世 人 と し て 移ら れる アイ ゼル の ひと り 息 子 で 、 グ ロー 
ズ スハ イデ ル た に 儲 む 。 純真 無 震 な 寿 放 か ら 、 分 親 の 武器 監 人 と 
いう 休 青 に 対し て な は 、 幻 の 疑念 も 旋 () て いな ()。 


で 年 齢 : 男 乱 年 齢 :26 歳 
旬 身長 :183cm 答 体 重 :70kg 
思 肩書 : 精 鋭 部 隊 「 真 打 の 関 光 」 元 剣士 


アイ ゼル の ボ が ディー ガー ド だ を 聞 め る 青 企 。 
診 齋 一 の 創 裏 に な る こと を 夢見 る か た わ 
ら 、 功 訴 の 信 を 討つ べく 受 を 磨い て いる 。 


久 性 別 : 女 窟 年 齢 :24 歳 
乱 身長 :172cm 奏 体重 :60kg SA 
輸 、 や 月 書 : ト レジ ャ ー ハ ンタ ー の TS 
トレ ジャ ー ハ ンタ ー と し て 活動 する 和正 佑 過 

剰 な 女 修 。 奏 穴 史 の 妹 宝 を 探し て お り 、 
適 史 で 訪 会 っ た も ルツ に 同行 する 。 


、 つ ガミ ッ ム 


ヘッ 
罰 性 別 : 不 明 欠 年 齢 : 不 明 レ 
窟 身長 :150cm 夫 体重 :50kg 
窟 肩書 : 元 シュ タル クリ ア 帝 国 殺 再 兵 器 


性別: 不明 年齢:3 歳 


で 身長 :45cm 体重 :2.5kg 十 化 革 術 に よっ て 造ら れ た ロボ ッ ト で 、 人 
で 記 番 カル ル 族 皇 了 チ 記 と 局 じ よう に 心 を 苦 つ 。 同族 を 枯 す た 


猫 の よう な 外見 を し た 種族 、 カ ルル 族 の め 、 セ ルツ と 行動 を と も に する 。 
主 子 。 生意気 な 衣 ・ 度 と 何 ど うな 語り が 
妊 微 。 息 (! 足 を 先 に し て いる 。 


めか OTHER 


、 つ か ル ・ ツ ルク ァ ズ タ (し つ ジャ デー ジグ 


介 性 別 : 男 移 肩書 : シ ュ タ ルク リア 帝国 皇帝 窟 性 別 : 女 窟 肩 書 : ヴ ァ ル ス 人 の 女 持 軍 欠 性 別 : 男 移 肩書 : ヴ ァ ル ス 神 官 


TI ヨ HHHHV jO SHIV1I 


エイ ヘラ ンマ ミー いさ NN ハマ て \ 


、 つ アッ を ンス ラー つ フラ ン ル シル ア し つ アー ルン タン 


和 性 別 : 男 移 肩書 : ベ ルク ケン トス の 住人 和 性 別 : 男 移 肩書 教皇 写 性 別 : 男 窟 肩書 : 魔 法学 院 学院 長 窟 性 別 : 不 明 乱 肩 書 : 不 明 


Main Visual 


マザー シッ プ 
タ ィ トル ゆ 


シリ ー ズ 初 と な る 多 人 数 参加 型 の オン ライ 
ン RPG。 戦闘 レシ ス テム は 、 シ リー スズ 伝統 
の バト ル シ ス テム を 、 オン ライ ン 用 に 手 を 
加え た 形 で 再現 。 ま た 、 料 理 や スキ ッ ト シ 
ステ ム な ど お な じみ の 要素 が 盛り 込ま れ て 
お り 、 誰 も が 手軽 に 楽し め る よう に な っ て 
いる 。 物語 は 「TOE」 の 舞台 と な っ た 「 イ 
ン フ ェ リ ア 」 で 展開 。 世界 情勢 が 変化 し 
て いく 中 、 プ レイ ヤー は ロレ ッ タ や レニ ィ と 
いっ た キャ ラク ター た ちと 出会い 、 自 分 だ 
け の 物語 を 紡い で いく 。 


Game Data 


PC 2006 年 3 月 3 日 
2007 年 3 月 31 日 


Character of "Tales of Eternia ONLINE" 


ジャ ン ル 


テイ ルズ オス エタ ー ニ ア 


オン ライ ン MMORPG 


エス コー ト 
タ ィ トル 


MNO IM で (も も a 


ルッ ダ 


で 126om で 全 GoKt 年 14 
セレ ステ ィ ア の 名 家 . 地 方 痕 二 の 欠 。 補 国 を 湊 ば され 、 首 こ イン 
フェ リア に 送れ て きた 。 旅 の 月 的 は 視 国 の 條 みみ を 遼 ら すこ と で 、 
錠 を 愛用 する 。 高 牙 車 な 件 格 だ が 、 子供 らし い 一 盛 も ある 。 


ォ NI1NO elu』e1 ヨ }o selel 


レニ ア 


穫 種族 セレ ステ ィ ア 人 笹 性 別 : 男 
窟 身長 150cm 逢 体 重 45Kg 乱 年 齢 12 歳 FEGV 下 屋 則 子 】 


姉 の ロレ ッ タ と も ども 、 イ ン フ ェ リ ア に 疾 げ 征 び て き た 人 少 在 。 
クー ル で 物 葬 か だ が 、 大 の 共 令 に な 絶対 逆 ら え ず 振 り 局 され 
所 礎 。 妨 に べ る と 初 届 を 減 ぼ され た 旋 み ば 感じ て いな ()。 


ざこ いき さい 一 で さい いき で ヽ \ 


本 條 で は 、 主人 公 と な る キャ ラク ター の 人 婦 見 世 騰 


em 4 ー が 販 店 に 決め ら 
プル ヤ ギヤ グ ダ 業 を プレ イヤ カ SA224420 まだ 、 シン た 
6 7 ン イス チャ ッ 礎 の グラ フィ ッ ク も 下 分 で 変え る こと 


が 可能 で 、 司 請 表 現 が で きる の も を 条 乱 だ 。 の マザー シッ プ 


ダイ トル 


城 藩 を 手 で 胡 )、 訂 倒 的 な 攻撃 力 で 多 
数 の 蔵 を 凍 り 伏せ る 。 多少 た れ 却 い 
が 、 戦士 局 様 、 最 上 線 で の 戦い が 得 意 。 


多彩 な 起 器 が 使え 、 盾 に よる 竣 央 な 守 備 
が 符 文 。 大 強 な 座 伏 を 起 紗 に 、 つ ね に 最 8 
入 線 で 妙 記 を 字 る スタ ンス を 和 意 と する 。 


エス コー ト 
⑤ タイ トル 


OTHER 


体力 司 復 か ら 状 態 異 堂 の 局 放 ん ま で な 素早 」 身 の こ な し を 活か し た 、 多 交 な 運 北 火 や 水 な ど 、 さ まさ まな 旧 圭 稔 で 、 戯 を ま 
う 、 パー ティ メン バー に 欠か せな (存在 。 攻撃 が ウリ 。 礎 方 の サポ ー ト も こなせ る た と め て 攻撃 で きる 。 束 の 攻撃 カヤ 移 動 カ 
後方 支援 を 得意 と する 。 め 、 穫 入 で も 後 往 で も 活 選 で きる 。 を 下げ た りす る こと も 可能 だ 。 


伴 [ フェ ィ ス パタ ー ン 租 


NIINO PIU191 ゴ コ }」9 S9IET 


ヾ へ WNW で さき さい 一 さい NN 入 そ で へ ヘ \ 


アグ グー 


【 あ 行 】 

アー シア 

デー チエ ナ ャ ツラ イン 
アー ドア アイ ジン 
アー チェ ・ ク ツラ イン 
アー ノル ド ・ オ ルコ ッ ト 
アー リア ・ エ ク バ ー ク 
アイ オラ ・ ハ ー ツ 
アイ テル 

アウ ロラ 

アカ ガー テ ・ リ ンド ブロ ム 
ピス クル 4 

アス カ 

アス ベル ・ ラ ント 
プス メラ 

アス ラン ・ フ リン グ ス 
2 ツン 

アテ ィ 

アデ コー ル 

アト ワイ ト ・ エ ックス 
アト ワイ ト ・ エ ックス 
アニ ー・ バ ー ス 
アニ ス ・ タ トリ ン 
アミ イィ ・ バ ー ク ライ ト 
アリ モッ 

アリ ス 

アル ヴィ ン 

アル ヴィ ン 

アル バー ト ・ ミ ュ ラ ー 
アル フ ・ ギ ニー ル 


アル ベー ル ・ グ ラン ディ オー ザ 


アル ベル ト 
アレ ウー ラ 8 世 

アレ クサ ンダ ー・ フ ォ ン 
アレ クセ イ ・ デ ィ ノ イア 
アン ジュ ・ セ レー ナ 
イー ワウ ヴ リ ン 

イー フォ ン 

イエ ガー 

イオ ン 


イク ティ ノ ス ・ マ イナ ー ド 


イザ ベラ ・ ロ ビン ズ 
イシ ュ ト ヴァ アーン IV 世 
イナ ケン 

イネ ス ・ ロ ー レ ン ツ 
イフ リー ト 

イフ リー ト 

イフ リー ト 

イフ リー ト 

イリ ア ・ ア ニー ミ 

イン カロ ー ズ 

ヴァ ー ツ ラフ ・ ボ ラド 
ウデ テン ・ ダ ラン ツ 

ヴィ クト リア 

ウィ ダー シン 

ウィ チル 

ヴィ ッ セ ンス トラ ー 
ヴィ ラ ・ ツ ァ ー ル ハイ ト 
ウィ ル ・ レ イナ ー ド 
ヴィ ル ギ ニ ア 
ヴィ ン セ ント ・ ブ リッ ジス 
ヴェ イグ ・ リ ュ ン グ ベ ル 
ヴォ ルト 

ヴォ ルト 

ヴォ ルト 

ウォ ン テ ィ ガ 

ウッ ドロ ウ ・ ケ ル ヴ ィ ン 
ウッ ドロ ウ ・ ケ ル ヴ ィ ン 


人 物 名 
『 7 OS うま 枯 を っ 


TOP PODCCCCCEYYYYYP 37 
TO 28 
NARIKIRI ……… 421 
OTHER………… 474 
TOL  … の の e…… 209 
TOT ………… 390 
TO …………… 336 
OTHER PROCPPCLYYYY の 485 
TOW RM ……… 446 
TOR PCCCCCCYYYY 174 
TOS-R ・………… 405 
定 の 人 8 へ こぶ …… 150 
TOG …… の ……・ 344 
TOI COCCOOCCPYTTTY 257 
TOA  … の … の ee… 246 
8) の) 3 スカ 234 
OTH ER…… ドド … 485 
TOV ………… 306 
TOD で …………… 64 
TOD2 POCCCCCCYYY 11 8 
TOR …… の ……… 168 
TOA ………… 228 
OTHER…………… 472 
TOA PROCCCCETYY で 1 241 
TOS-R ………… 406 
TOX ………… 374 
OTH ER ドド … 488 
MP 】 計 2CCKTYT 394 
OTHER ………… 471 
TO に …………… 270 
NARIKIRI ……… 423 
MP 25 装い 1 の 395 
TOV ………… 306 
TOV C………… 304 
TO で の ir の @… 上 262 
OTHER………… 487 
TOR _ … の ie…… 180 
TOV ………… 300 
TOA PROCCCCYYYY で の 238 
TOD  ……………… 65 
TOL で …… の の …… 209 
OTHER…… ひ …… 487 
TO の の re の ……… 259 
TO 有料 や ss 324 
TOE RCCCLCCCLYTYYY 92 
TOS  ………… 150 
TOL …… の …… 213 
TOV ………… 306 
TO の ine…・ 258 
TO 伴い ……… 337 
TOL RCCCCCCKSY で の 21 1 
TOA で …………… 236 
TO で の ……… 361 
TOW RM ……… 446 
TOV ………… 306 
OTH ER ドド … 491 
OTH ER …①…… ド ドド 490 
TOL ………… 196 
OTH ER………… ド … 487 
TOT …… の …… 395 
TOR  …………… 160 
TOE  ……………… 93 
TOS … の の … 151 
HO) 目 RCCCCCCCYYYD 21 3 
TOR PROCCCCCYYY で の 1 81 
TOD で で ド で で の rr… 50 
TO D2 ・ ド に ‥ ド に … 1 20 


ヴ リ トラ TOI CO の ire… 267 
和み を っ ネ 9 本 or5oWr 2 92 
ウン ディ ー ネ りみ (短い 150 
ウン ディ ー ネ TOV……(… 307 
エイ ダ NARIKIRI ……… 426 
エス テル (エス テリ ー ゼ ・ シ デス ・ ヒ ュ ラ ッ セ イン ) TOV ……… 282 
エド ・ カ ー チ ス TOL 上 ei…… 209 
エト ス NARIKIRI ……… 422 
エミ ル ・ キ ャ スタ ニ エ Se ご ・ 法 kt 398 
エメ ロー ド TOG_……0…… 360 
エリ ー ゼ ・ ル タス TOX 上 …… の (ii… 376 
エル ザ ・ オ ルコ ッ ト TOL …………… 209 
エル マー ナ ・ ラ ル モ TO の ie@… 266 
エル ミラ ・ ル ー ジ ュ OT 選 陰 :… い ウン 471 
エル レイ ン TOD2 ………… 114 
オフ レッ サー OT 則 代用 寺 で mx 487 
オリ ジン YS KS 149 
オリ フィ エル TOLI……………… 263 
【 か 行 
カー ツ ・ バ ペッ セル 1 に 生還 の 361 
ガー ドル TOl… ひ の の …… 273 
カー ル ・ ヴ ァ ル ツェ スタ OOT 利 記 肝 いい oo 491 
ガイ ・ セ シル TOA_ …… の ii… 230 
カイ ウス ・ ク オー ルズ TOT …………… 382 
カイ ル ・ デ ュ ナ ミス TOD2 ………… 102 
カ ザ ニ ア TH 詳 作 2 ジー 484 
カッ シェ ル TOL で oo つぐ の ie 211 
カナ OT 記 導い 489 
カメ アン ノ (バス カ ・ カ ノン ノ ) WO 失 誠 の 440 
カノ ン ノ ・ イ アハ ー ト TOW RM ……… 442 
カメ ン ノ ・ グ ラス パレ ー CM RM シッ 444 
ガミ ッ ト OTHER … (の ii … 491 
カル セ ド ニ ー・ ア ー カ ム の 導 22005000 330 
カル ル ・ フ ォ ン ・ ア トミ ガル OTNE 有 nw 491 
カロ ル ・ カ ペル TOV C…… の の ie… 286 
ガン ゼル TOW RM ……… 446 
ギー ト OAMA 203 
し OTHER ………… 489 
キー ル ・ ツ ァ イ ベ ル TOE  ……………… 82 
キャ ロニ オラン ジェ NARIKIRI ………… 425 
キュ ッ ポ TOL …… の …… 210 
皇 シ ュ ト レ OT 間 上 EN で ゆい 491 
ギリ オー ヌ TOR _ …… の … 181 
に た TOE … ぐ ili… 84 
グ シ オス TOV 上 ………… 307 
グラー ンス * ッ レス ター MP ver 30 
2 P スポ NARIKIRI ……… 421 
クラ ー ス ・F・ レ スタ ー OTHER ………… 471 
クラ イト NARIKIRI ……… 427 
クラ トス ・ ア ウリ オン TOS "で ei… 132 
クラ トス ・ ア ウリ オン OTHER………… 474 
ダラ ッ ント OTRE 間 no 487 
クリード ・ グ ラフ ァ イ ト TON AA 334 
ウリ レセ ラジ ン TOH_………… 337 
グリ ュー ネ TOLC …… の ir…… 206 
クリ ント OM 4xsve cos 305 
クル ー ル NARIKIRI ……… 422 
クレ ア ・ ベ ネッ ト TOR の ie 162 
クレ ス ・ ア ル ベ イ ン TOP……………… 22 
クレ ス ・ ア ル ベ イ ン NARIKIRI ……… 420 
グレ バム ・ バ ー ン ハル ト TOD 0 の いん 66 
回 セラ ジジ TOH で (ie… 337 
クロ エ ・ ヴ ァ レ ンス TOL で ieie…… 198 
ローム TO < くい ry 304 
クロ ー ム ドラ ゴン TOV 上 ………… 307 
クロ ト OTHEE 准 の 485 
クン ツァ イト JOMO 328 
ゲイ ボル グ TO 上 で の io" 272 


ゲー デ 

ゲオ ルギア ス 

ケル ベロ ス 
ビー 

コー 学 

コハク ・ ハ ー ツ 

コラ ンダ ー ム 

狐 鈴 (コリ ン ) 
コレ ッ ト ・ ブ ルー ネル 
コレ ッ ト ・ ブ ルー ネル 
【 さ 行 】 

ザウ バー 

ザ ギ 

サク ヤ 


ジェ イド ・ カ ー テ ィ ス 
ジェ イド ・ カ ー テ ィ ス 
シェ リア ・ バ ー ン ズ 
シエル 

シャ ー リ イィ ・ フ ェ ン ネス 
シャ オル ー ン 

シャ ドウ 

シャ ドウ 

シャ ドウ 

ジャ ニス 

ジャ ババ 

ジャ モー サ 

シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン 
シュ ヴァ ルツ 
ジュ ー ダ ス 

ジュ ー ド ・ マ ティ ス 


スタ ン ・ エ ル ロ ン 
ステ ィング ル 

ステン 

ステ ラフ ・ テ ル メ ス 
スパ ー ダ ・ ベ ルフ ォ ル マ 
清 雲 

ゼクス 
ゼクス ・ メ テオ ライ ト 

ゼ ク ン ドゥ ス 

セ ネ ル ・ ク ー リ ッ ジ 

セ フ ィ ナ 

セル シウス 

セル シウス 

セル シウス 

セル ツ ・ ヴ ァ ク スト ウゥ ウーム 
セル ディ ク 

ゼロ ス ・ ワ イル ダー 

ゼロ ス ・ ワ イル ダー 

ソ デ ィ ア 


TOW RM ……… ay 
TOR _…………… 180 
TOLI……… の r…… 269 
TOV ………… 301 
TOL……………… 258 
TOH _ ………… 320 
TOH _……(i… 337 
TOS _…………… 139 
TOS _………… 130 
TOS-R ……… バ ド … 408 
OTHER ………… 487 
TOV …………… 305 
TOL ooo… クア 1 
NARIKIRI ……… 426 
TOR _ …………… 163 
TOL ………… 210 
OTHER……(…… 484 
TOR _ …………… 178 
TOLC に …r…… 269 
TOS _ …………… 134 
TOS-R ……… ド バド … ド 408 
TOL _ ……… 204 
TOA_ ………… 226 
OTHER………… 474 
TOG_………… 350 
NARIKIRI ………… 426 
TOL  …………… 194 
TOR _ ………… 181 
TOE。 …………… 93 
TOS ………… 151 
TOL …………… 213 
TOW RM …… ド 448 
NARIKIRI ……… 427 
OTHER………… 491 
TOV ………… 304 
TOL 上 …… の ie… 207 
TOD2 ………t(… 108 
TOX。 ………… 372 
TOV …………… 292 
TOW RM ……… 6 
TOA_ ………… 246 
TOD "で iii…… 58 
OTHER………… 487 
TOH _……(i…… 337 
TOR _ ………… 7 が 
TOE …… iii… 92 
TOS_…………… 150 
TOV ………… 307 
TOA_ ………… 243 
TOH 上 ……(i… 318 
TOW RM ……… 448 
TOL …………… 210 
TOD…… 44 
TOL_ ………… 211 
NARIKIRI ……… 426 
TOL ………… 208 
TOL…0… rr の rt… 260 
OTHER‥………… 489 
OTHER‥………… 471 
TOH _ ………… 336 
TOE。………………ー 93 
TOL 。…………… 192 
OTHER‥………… 488 
TOE 上 … つ で で 93 
TOS …………… 151 
TOL ………… 213 
OTHER…………… 490 
TOG_…………… 361 
TOS …………… 140 
TOS-R ………… 409 
TOV …………… 306 


ソフ ィ 

ソロ ン 

【 た 行 】 

ダオス 

ダオス 

タナ トス 

タバ サ 

タビ アシ 

チェ スタ ー・ バ ー ク ライ ト 
チェ スタ ー・ パ ー ク ライ ト 
チェ ル シ ー・ ト ー ン 
チト 用 チャ ルル マ 
チャ ッ ト 

リリ デック ラッツ 
チッ の ラッ ツジ 

ディ オ 

ディ オス ・ パ バン デ ィ 
ディ スト 

デイ ツア 

ティ トレ イ ・ ク ロウ 
ティ ポ 

ディ ムロ ス ・ テ ィ ン バ ー 
ディ ムロ ス ・ テ ィ ン バ ー 
ティ ルキ ス ・ バ ロー ネ 
デ ク タス 

テク タ ・ ド ・ レ 

の 

デア ネ メラ エ 

デュ ー ク ・ バ ンタ レイ 
テ ュ ー ラ ・ ウ ェ ル ツェ ス 
デュ ラン ダル 

トー マ 

トク ナガ 

ドナ ・ メ テオ ライ ト 

トリ ニク ス ・D・ モ リス ン 
ドロ ワッ ト 

ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 


ナタ リア ・ ル ツ ・ キ ムラ スカ ・ ラ ン バ ル ディ ア 


メリー マブ レッ チチ 


ハス タ ・ エ クス テル ミ 
パテ ィ ・ フ ルー ル 
パニ ー ル 

パラ イ バ ・ マ リン ・ ド ・ レ 
ハリ エッ ト ・ キ ャ ン ベ ル 
ハル シャ 

バル バト ス ・ ゲ ー テ ィ ア 
バル ボス 

ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オス 
ピエ ー ル ド ・ シ ャ ル テ ィ エ 


ピオ ニー・ ウ パラ ・ マ ルク ト 九 世 


ヒス イ ・ ハ ー ツ 

ピッ ポ 

ヒュ ー ゴ ・ ジ ルク リス ト 
ヒュ ー バ ー ト ・ オ ズ ウ ェ ル 
ヒダ ノ ス 

ヒル ダ ・ ラ ン ブ リ ング 
ヒン メル 
ファ ー レ ンダ イン 


TOG RCCCCCLCKYL 346 
の) 四 POPCCCLLYYYTT 21 1 
TOP OPCCCCLCLLCCC 34 
NARIKIRI ……… 422 
TOI RCCCCCCCCLLLLLO だ 73 
TOS PCCCLLYYYYD 148 
OTH ER PCOCCCCLLLLL 484 
TOP POCCCCCPYTYYYYY 26 
NARIKIRI ……… 420 
TOD PCPPPLCTYY さ YY 56 
TOI PCCCCCLLLYYYYYT 27 1 
TOE PPCCCCOOKKT 88 
TOA POCCCCCKKLL 224 
OTHER PCOCCCOCCLKLCD 474 
NARIKIRI ……… 414 
NARIKIRI ……… 414 
TOA POCCOCCCKKL 242 
TOV PROCCCCLLLLK 302 
TOR OOCCCCCYYYTT (| 70 
TOX PCCCCCCLLCLD 376 
TOD OCPLCKYLYEKYYYTO 64 
TOD2 POCCCCCCLLL 1 1 8 
HB9 有 Ii PROCCCCCLLCCD 386 
TOS-R PROCCCCOCLLLLD 407 
TOH OPCCCCCCCKL 337 
TOE POPOCCDDCCLYYYYT 86 
TOS-R RCCCCLLLYYLTI 404 
TOV POOLKKLD 298 
TOL PODCCCOLLCLLL 208 
TOI RCCCCCLLYYYYY 261 
TOR PCOCCCLYYTYYYY 178 
TOA PCDCCOLLLYY 228 
TOH PCCCCCLLLLLD 336 
TOP PCOCCDOOCOCLLYLD 36 
TOV OOCCCLKKKLL 301 
TOV POCOCCLYYYYCO 305 
TOA POCCLCCLLLLD 232 
TO D2 PCCPLYYYYPID 1 1 0) 
TOV POCCCOCCLLKLD 303 
TOW RM … 447,449 
TOS oooseesseeee 1 28 
TOL POCCCCCLKKLD 200 
TOE OCTKLLKLKYY の 93 
TOS POOLCCLYYYYP 1 51 
TOL ROCKCLCCCD 21 3 
TOV PCCCCLLYYLID 307 
NARIKIRI ……… 423 
OTHER PPPCCCLLLYYTO 487 
TOV PCOCCCCCLLLLLD 293 
TOG PO YYYY 356 
TOI POPCCCLLCLLLLL ピア イル 
TOV POPCCCLLYLYT 296 
TOW RM PCYLYYLO 443 
TOH POCCOOLKKT 336 
TOL POOLCKKLLL 209 
OTH ER PCCCCLYYYTD 484 
TO D2 PCOCCKYYLYYYT 1 1 6 
TOV OO 305 
TO D2 PCOCCCCYYYYYY 1 1 2 
TOD PROCCCCYPYTTYYYYY 64 
TOA POPPPCDLLYEY 245 
TOH POCOCCCCCLLCO 322 
TL PCPCPCCLCLLED 4 | 0) 
TOD POOL 66 
TOG PPPCCPCCTTPD 348 
TOI PPDDCCCOLLKYLLL 265 
TOR PCCCPLCLLLCD 1 72 
TOI PCKCLLLY) 270 
OTH ER POPPPCLPLLTI 491 


アグ 


アク 


ファ ラ ・ エ ルス テッ ド 
フィ リア ・ フ ィ リ ス 

フィ リア ・ フ ィ リ ス 

フー リエ 

4 の の 

フェ ニモ ー ル ・ ゼ ル へ ヘス 
フェ ルス 

フェ ロー 

フォ ッ グ 
メオ ドラ クイ ー ン 

フォ レス ト ・ ル ド ワ ウ ヤン 
藤林 し いな 

藤林 し いな 

藤林 すず 

藤林 すず 

藤林 凛 

ブラ ウン 博士 
ブラ ム バ ルド ・ ミ レネ ー 
ブラ ンド ン ・ レ ア 

フリ オニ テス ヴェ ー ン 
ブリ ッ ツ ・ ヴ ィ ン ト 

ダリ ムラ ァ ロ ッ ウツ 
ブル ー ト ・ ル アル ディ 
フレ イン ・K・ レ スタ ー 
プレ セア ・ コ ン バ テ ィ ー ル 
プレ セア ・ コ ン バ テ ィ ー ル 
フレ デリ ッ ク ・ バ ー ン ズ 
フレ ン ・ シ ー フ オォ 
フロ ー ラ ・ ス ポ デ ュー ン 
ベリ ウス 

ベリ ル ・ ベ ニ ト 

ベル ガ ・ モ ント ー ル 
ポア ソン 

ホー ク 

ボッ コス 

ポッ ポ 

ポニ ー 

ボル ガ ・ モ ント ー ル 

【 ま 行 】 
マー ク ・ ギ ニー ル 
マー テル ・ ユ グ ド ラ シル 
マイ ティ ・ コ ング マン 
マウ リッ ツ ・ ウ ェ ル ネス 
マオ 

魔王 

マカ ロン 

マク スウ ェ ル 

マク スウ ェ ル 
マテ ィ ウ ス 

マリ ー・ エ ー ジ ェ ン ト 
クッ シン ピーズ 
マル タ ・ ル アル ディ 
ミカ 

ミク トラ ン 

ミト ス ・ ユ グ ド ラ シル 
ミミ ー・ ブ レッ ド 


ミラ ニテ マクスウェル 
ミリ ッ ツ アァ 

ミル ハウ スト ・ セ ルカ ー ク 
ミン ト ・ ア ド ネ ー ド 
ミン ト ・ ア ド ネ ー ド 
メア リー・ カ ウフ マン 
メデ ィ ベ ル 

メア ョ イザ 

メル 

メル クリ ウス ・ リ トラ ー 
メル ディ 

メル ティ ア ・ バ ン デ ィ 
モー ゼス ・ シ ャ ンド ル 


TOE oo 80 
HOD PP LLC 48 
TO D2 POPPLLKYTYY 1 20 
TOG oo 360 
TOR POLY 180 
TOL OPCCCCCLLCO 208 
OTH ER PCOCLLLLLL 489 
TOV POCCCCCCLLC 306 
TOE CCCPDDOL 86 
TOG PCOCCCCCLLKLLD 359 
BR 上 PCCPCPDLKYYP 388 
TOS PCOCCCCCCLLY 1 38 
TOS-R POOLYKKYYO 409 
TOP で Gte 32 
NARIKIRI ……… 421 
OTHER………… 489 
NARIKIRI ……… 427 
TOP POCCCCCLCLLKLT 7 
OTH ER POCODLLLLL 491 
NARIKIRI ……… 424 
OTH ER PCK 491 
OTHER POCOCCCLLYLET 472 
TOS-R ………… 401 
OTHER POCOCCLLYYTLL 470 
TOS POOL の 142 
TOS-R PCCCCCLLYYLO 409 
TOG POOCCOCOCOCCLLD 362 
TOV COCO 294 
TOH CECLKLLL 336 
TOV POCCCCLLYLYYO 307 
TOH POOLLLLL い 326 
OTH ER PCOCCPLLLEL 471 
TOG PCO 360 
TOS-R ………… 407 
TOV POOOCCCCLL い 306 
TOL OOOCCCLK 21 0) 
NARIKIRI ……… 427 
OTHER ………… 487 
OTHER POOCCOCLKK 471 
OTH ER POCCCCLLKYY 471 
TOS  ………… 148 
TOD PCO) 60 
OL PCOCCCCLLLCD 208 
TOR PO 164 
TOI CCCLYELLYYYY 268 
OTHER PCOPLKYLLYY 470 
TOE POCCCCCYLLKKYYD 92 
TOS RODOOCCKKLD 149 
TOI RCCCCCLLKLL て て 268 
TOD oo 54 
TOG POOLCCYY 354 
TOS-R ………… 400 
OTH ER PPPCCLLLLLD 486 
TOD POPCCCLLCLKLLD 66 
TOS POPCCLTLYYYYT」 1 46 
TOL FOOCCCLLKKY 21 2 
TOA seooeoeeeeeo 222 
TOL YY 209 
BS》 POCCCLLLLLLL 373 
TOR _‥…………… 179 
TOR PPPCCLLCYYTY1 1 76 
TOP POOOCLLLYYLL 24 
NARIKIRI ……… 420 
TOV POCOCLCLLTYY 305 
OTH ER PTPPTLYLLD 471 
TOL CYP 21 1 
NARIKIRI ……… 416 
TOD CDOLCK LO 65 
TOE PCOCCCCLPLKLYYYY 84 
NARIKIRI ……… 416 
KO coooeoooseooe 202 


百 地 龍 蔵 

モル モ 

【 や 行 】 

に 

ユー ジー ン ・ ガ ラル ド 
ーー チ 

ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 
ユグドラ シル 

ユ デ ィ ー ヌ 


ーー デル ・ ア リル キオ ボス ・ ビ ュ ラ ツ セ イン 


【 ち 行 】 

ラー ギィ 

ライ ジ 

ラヴ ィ ル ・ ク レ メ ン テ 
ワウ 

ラ ザ リ ス 

ラド ラス ・ リ ンド ブロ ム 
ラ ピ ー ド 

ラブ ラド ・ ア ー カ ム 
ラム ラス ・ ク オー ルズ 
ラル ゴ 

ラン タナ 
ラン ド グ リ ー ズ 

メン 

リー ガル ・ ブ ライ アン 
リー ガル ・ ブ ライ アン 
リー シス 

リオ 

リオ ン ・ マ グ ナ ス 
リカ ルド ・ ソ ル ダ ー ト 
リグ レッ ト 

リタ ・ モ ルディ オ 
リチア ・ ス ポ デ ュー ン 
リチャード 

リッ ド ・ ハ ー シ ェ ル 
リト ルク イー ン 
リ ビ タ ー・ ア ー ペ ント 
リヒ ト 

リフ ィ ル ・ セ イジ 
リフ ィ ル ・ セ イジ 
リリ ス ・ エ ル ロ ン 
リリ ス ・ エ ル ロ ン 
ルー ク 

ルー ク ・ フ ォ ン ・ フ ァ ブ レ 
ルー ティ ・ カ トレ ッ ト 
ルー ティ ・ カ トレ ッ ト 
ルカ ・ ミ ル ダ 

ルキ ウス ・ ブ リッ ジス 
ルッ ク 

ルナ 

ルビ ア ・ ナ トウ ィ ッ ク 
ルブラン 

ルル 

レイ ・ ゾ ン ネ 

レイ ア ・ ロ ラン ド 


レイ ヴ ン 

レイ ス (レイ シス ・ フ ォ ー マ ル ハ ウト ) 
レー ネ 

ウイ 

レム 

レム 

ロイ ド ・ ア ー ヴ ィング 

ロイ ド ・ ア ー ヴ ィング 


ロー エン ・J・ イ ルベル ト 
ロッ クス (ロッ クス プリ ング ス ) 
る デュ ナミ S 玉 


ロミ ー 

ロレ ッ タ 
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アー シア 罰 ' 可 駐 【 人 名 】 ユ ミル の 森 の 東 に 居 を 
構え る ハー フエ ルフ の 女性 。 天才 彫刻 家 と し て 
名 高い 。 か つて エル フ の 族長 プラ ム バ ルド と 恋 
愛 関係 に あっ た が 、 エル フ 族 が ハー フエ ルフ と 
絶縁 し た た め 、 離別 を 余儀 な くさ れ た 。 時 を 経 
て も プラム バル ド を 愛し 続け て お り 、 号 の 修復 を 
頼み に きた クレ ス た ち に 、 交換 条件 と し て プラ ム 
バル ド を 連れ て くる こと を 要求 し た 。 その 際 わ ざ 
わざ 人 質 を 取り 、 さら に 石化 させ て お く 念 の 入 
れ よ うか ら 、 思い 詰め た 者 の 恐ろし さき を 感じ させ 
る 。 また 、 自宅 を 訪れ た プラ ム バ ルド を 石化 させ 
て 傍ら に 置い た り 、 自分 の 行ない に 悔い て 自ら 
を 石化 し た り と 、 少々 行き 過ぎ た 性 格 ら し い 。 そ 
ん な 性 格 を 見 せら れ た あと で は 、 天才 彫刻 家 と 
いう 肩書 きも 恐ろし い 。 


アー セル ム 号 罰 可 鏡 【 乗 り 物 ] テ ルカ ・ リ ュ ミ レ 


ー ス の 内 海 ・ 内 輪 の 海 に 出没 する 幽霊 船 。 千 
年 以上 前 に 聖 核 を 求め て 故郷 ヨー ムゲン を 旅 
立っ た が 難破 し 、 その 後 現在 まで さま よい 続け 
て いる 。 


アー チェ ・ ク ライ ン 玉 語 識 【 人 名 】 人 間 の 父 バ 


ー ト と エル フ の 母 ル ー チ ェ と の 間 に 生 まれ た ハー 
フェ ルフ 。 親友 リア の 無念 を 晴 ら りす た め に クレ ス 
に 協力 を 仲 ぎ 、 その 縁 で ダオス の 討伐 に も 加わ 
る こと に な る 。 エル フ の 血 を 引く た め 、 魔術 を 使 
うこ と が で き 、 また ホウ キ に また が っ て 浮遊 で きる 
能力 は 、 数 々 の 死線 を 越え る うえ で 彼女 の 存在 
を 不可 欠 な も の と し た 。 仲間 内 で は チェ スタ ー 
が 、[「 い け 好 か な いけ ど 気 に な る 存在 」 だ っ た 
が 、 ダオス 戦役 終結 の の ち 、 皆 が それ ぞ れ の 
時 代 に 戻っ た こと で 別れ を 迎え た 。 


アー ネ 罰 E 欄 【 人 名 】 | 漆黒 の 要 」 の 紅 一 点 で 、 


ジョ ー の 姉 。 コッ ク を 名 乗り 自分 の 店 を 持つ べく 
修行 の 日 々 を 送っ て いる が 、 肝心 の 味覚 と 料 
理 の 腕 は 絶望 的 で 、 パロ ニア 王宮 付 の 料理 人 
だ っ た 頃 に は 、 食中毒 で 何人 を も 病院 送り 、 と 
いう より むし ろ 天 国 送り に し て いる 。 現在 の 犠 
牲 者 は 言う まで も な く 末っ子 の ジョ ー で 、 彼ら の 
旅 に 行き 会 う ア スベ ル た ち も ま た 、 被害 を 被る こ 
と し ば し ば で ある 。 山 の よ うに 高い 自信 に 比例 
し て 、 日 を 追う ご と に 伸び て いく コッ ク 帽 が トレ ー 
じじ マージ 。 

アー ノル ド ・ オ ルコ ッ ト 罰 可 内 【 和 人 名 】 旅 の 薬 
剤 師 。 娘 の エル ザ の 病 に 効く 薬草 は 遺跡 船 に 
し か な いた め 、 長期 に 渡っ て 滞在 。 より よい 治 
療法 を 求め て ウェ ル テ ス に や っ て くる 。 薬剤 師 と 
し て の 知識 と 技術 は 非常 に 優れ て いる うえ 、 仕 
事柄 危険 な 場所 へ も 行く た めか 剣術 の 腕前 も 
一 流 。 その 正体 は は リプ ルカ イツ の ひと り 、 ステ ィ 
ング ル で あり 、 クロ エ の 両親 を 殺し た 賊 で も あ 
る 。 ヴァ ー ツ ラフ 軍 か ら の 報酬 や 、 ヴァ レン ス 家 
か ら 奪 っ た 財宝 は すべ て エル ザ の 治療 費 に あ 
て られ た が 、 当然 の ご と < く 彼女 に は その 事実 を 
明か し て は いな い 。 娘 の た め な ら ば いか な る 手 
段 を 取る こと も た め ら わな い 、 非情 な 決意 を 胸 
に 秘め て いる 。 

アー メス ・ ウ ォ ン 罰 * 世 簡 【 人 名 】 ユ ー ラ イオ の 
飛 空 船 オ ー ナ ー で 、 同 地 で 開催 され て いる ライ 
オグ ラン プリ の 前 回 優勝 者 。 女性 に 優し く か っ こ 
よく が 身上 で 、 彼 の 行動 は すべ て 、 いか に 華 
肌 で スマ ー ト で ある か が 基準 に な っ て いる 。「 す 
まな いね 、 いい 男 で 」 、「 僕 こそ を まさ に 『KING 


OF 勇者 』]、「 誰 か を 傷つけ る の が 罪 な ら ば 、 
人 は 誰 も が 罪人 で す 」 な どの セリ フ で 、 女性 た 
ちの ハー ト を わし 掴み 。 大 会 連 罰 を 狙い 、 会 場 
まで 飛 空 船 で 乗り つけ た り 、 シン グ ら を 軍 に 売り 
渡し た り と 、 息 な 手段 も いと わ ず 、「 ユ ー た ち 
は わか っ て いな い 。 卑 舗 な 作戦 を 堂々 と 行なう 
の に どれ ほど 大 き な 「 勇 気 』 が 必要 な の か を !!」 
と いう 名 言 を 残し た 。 世界 の 危機 を 知り シン グ ら 
に 手 を 貸す も の の 、 あふ れ 出 る 自信 の ほど は 変 
わる こと は な い 。 


アー リア ・ エ ク バ ー グ 鹿本 欄 【 人 名 】18 歳 、 ヒ 


ト 。 教会 の 僧兵 に 所 属し て いる 。 北 の 大 地 ア デ 
ル ハ ビッ ツ 出 身 で 、 同じ く ジ ャ ン ナ で 黒 騎士 団 
長 を 務め る アル バー ト と は 幼なじみ で ある 。 祖父 
と ふた り で 静か に 暮らし て いた が 、 アル バー ト を 
追い か ける 形 で ジャ ン ナ に 移り 、 教会 に 身 を 寄 
せ た 。 最初 は 、 アル バート の 命令 で ペイ シェ ント 
の 在処 を 探る た め 、 カイ ウス に 接触 。 旅 を と も に 
し な が ら カ イ ウ ス ら を 見 張り 、 その 動向 を アル バー 
ト に 報告 し て いた 。 し か し 、 の ち に 権力 に 取り 地 
か れ て いる アル バー ト と は 決定 的 な 意見 の 相違 
が ある こと に 気づき 、 自ら の 手 で アル バー ト を 倒 
し 、 決別 を 果たし た 。 も と も と 教会 に 仕え ん る 身 で 
あり な が ら 、 異端 者 狩り や スポ ッ ト 出 現 問題 へ 
の 教会 の 対応 に 疑問 を 抱い て お り 、 ヴィ ン セ ント 
の 真意 を 探る た め 、 また 生命 の 法 に つい て の 
真実 を 知る た め 、 カイ ウス た ちと 旅 を 続け る 決意 
を する 。 プリ セ プ ツ の 腕 は か な り の も の で 、 カイ ウ 
ス ら と 出会う 以前 は 、 た っ た ひと り で ジャ ン ナ の 
下水 道 に 出現 し た スポ ッ ト を 退治 し て いた 。 ま 
た 、 生命 の 法 の 実験 跡 や 、 見 聞き し た 情報 な 
どか ら 、 独 自 に 生命 の 法 の プリ セ プ ツ を 解析 。 
自力 で 術 を 施行 で きる まで に 理解 を 深め た 。 冷 
静 沈着 で 大 人 び た 女 性 だ が 、 ベタ な オヤ ジ ギ ャ 
グ が 趣味 な ど 、 意外 な 一 面 も 。 ティ ルキ ス に 好 
意 を 寄せ られ る も 、 し ば らく は アル バー ト の 面影 
を 引き ずっ て いた 。 


アー ル 山 久 可 馬 【 地 名 ・ 施 設 】 アレ ウー ラ 大 陸 


の 最 北 に 位置 する 高い 山 。 教会 の 教え で は 、 
この 山 に 創造 神 が 降 り 立 っ た と され て お り 、 聖 
な る 山 と も 呼ば れ て いる 。 深い 雪 に 覆 わ れ た 頂 
上 に は 王城 が 建て られ て お り 、 14 年 前 に 起こ 
っ た ジャ ン ナ 事件 以降 、 アレ ウー ラ 8 世 は この 城 
に こも っ て 、 ほとん ど 隠 居 に 近い 生活 を 送っ て 
いる 。 精鋭 の み で 構成 され た 特別 な 近衛 騎士 
た ち が 、 近郊 に 生息 する 凶 暴 な オー ガ や 、 国 
王 へ の 反逆 者 た ちの 襲来 か ら この 城 を 固く 守っ 
て いる 。 


アイ アン メイ デン 罰 其 請 【 道 具 】 レ ザ レ ノ 神 秘 ネ 


ッ ト が 製作 し て いる 開運 ダッ ズ の ひと つ 。 恋愛 
成就 の 効能 を 語 い 、 意 中 の 人 物 の 髪の毛 を 中 
に 入れ て お け ば 、 765 日 目 に 両 想い に な れる と 
の ふれ こみ 。 大 き さ は 成人 前 の 女子 が ひと り 入 
る くら い 。 内 部 の 作り は 二 重 底 に な っ て お り 、 
人 目 に 触れ させ た く な い 物 を 隠し て お く こ と も で 
きる 。 商品 自体 の 価格 は も ちろ ん 、 サイ ズ と 重 
量 か ら 運 送 費 用 も 高額 な 一 品 。 この た め レ ザ レ 
ノ 神 秘 ネ ッ ト 内 部 で は 、 この 商品 を 発注 し た 客 は 
「 か な り 本 気 の 上 客 、 また は か な りお 目 出 度 い 
上 客 」 と みな され る 。 さて 、 そん な 上 客 の ひと り 、 
アイ アン メイ デン 愛用 者 の デ ク ス は 、 想い 人 に 
「 ず っ と 好き だ っ た 」 と 言わ れ 、 願い が 成就 し 
た 。 それ は 購入 か ら ま さ に 765 日 目 の 出 来 事 だ 
っ た 。 図 は 商品 投入 が 検討 され て いる 、 木目 


調 ア イア ン メ イデ ン の 試作 品 。 


アイ ー シ ャ 罰 『 談 鞭 【 人 名 】 ア スカ ー ド で 兄 ラ イナ ー 


と 暮らす 女性 。 風 の 精 霊 に な りす まし た 魔物 、 
ツァ ト グ へ 捧げ られ る 生け 区 に 選ば れる が 、 正 
義 感 は も と より 、 遺跡 その も の に 目 を 輝 か せ る リ 
フィ ル が 代わ り に 巫女 に な る こと を 申し 出 た た め 
魚 地 を 救 わ れ た 。 な お 嬉々 と し て 挑ん だ リフィル 
の 活躍 に より 、 ロ ド ら は お びき 出し た ツァ ト グ を 
無事 討ち 取っ て 、 人々 を 苦し め て いた この 忌 ま 
わし い 儀 式 は 終わ り を 迎え る 。 


アイ オラ ・ ハ ー ツ 罰 * 駐 【 人 名 】 バレ イア 教 の 


前 身 ・ リ チア 教 の 巫女 と し て 知ら れ た コハク の 
母親 。 リチア の 器 と し て 彼女 と 意志 を 通わ せ 、 
クリ ー ド が 寄生 し 世界 統一 を 目論む 当時 の 皇帝 
ジル コ ニ ア を 討つ た め 、 ゼクス や アー カム 、 ドナ 、 
テク タ と 戦い に 挑む 。 クリ ー ド の 攻撃 が も と と な り 
瀬 死 の 重傷 を 負っ た 彼女 は 、 の ち に ノー クイ ン 
と な る 地 に 落ち 延び て 巨大 な 結界 を 築き 、 リ チ 
ア が 転移 し た コハク を 出産 。 その 後 ま も な く 落 
命 す る 。 現在 で も 彼女 の 命 と 引き 換え に 生か さ 
れ て いる こと の 証 と し て 、 ノー クイ ン の 結界 に 入 
る た め の 合言葉 に は 「 ア イオ ラ 」 の 呪文 が 使わ 
れ て いる 。 


アイ グレ ッ テ 芽 引 【 地 名 ・ 施 設 】 スト レイ ライ ズ 


大 神殿 の 門前 町 。 18 年 前 の 神 の 眼 を 巡る 騒 
乱 に よっ て 崩壊 し た ダリ ル シ ェ イド 、 ハー メン ツ 、 
アル メイ ダ か ら の 難民 が スト レイ ライ ズ 神 殿 を 頼っ 
て 集まり 、 自然 発生 的 に で きた 集落 が 始ま り 。 
以降 、 集落 は 人 々 の 手 で 急速 に 発展 し 、 世界 
の 中 心 と 呼ば れる ほど の 巨大 市 街 へ と 成長 し 
た 。 スト レイ ライ ズ 大 神殿 に 隣接 し 、 多 数 の アタ 
モニ 神 団 教徒 が 暮らし て いる こと か ら 、 神 団 の 
本 拠 地 と し て 機能 し て いる 。 信者 の 参拝 も 多 
く 、 宗教 都市 的 な 意味 合い が 強い 。 


アイ グレ ッ テ ・ グ ラン ド バ ザ ー ル 罰 5 当 【 地 


名 ・ 施 設 】 アイ グレ ッ テ の 一 角 を な す 商 業 区 
画 。 広大 な 市 場 に は 世界 中 か ら さ ま ざ ま な 荷 が 
集まる た め 、 街 の 住民 だ け で な く ス トレ イラ イズ 大 
神殿 参拝 客 や 遠方 より 買い 付け に 訪れ た 客 で 
活気 に 溢れ て いる 。 


アイ ザッ ク ・ シ ル バ 罰 『 枯 弁 【 人 名 】 帝 国軍 に お 


いて 、 情報 管 理 と 超 法 規 的 活動 を 専門 と する 
特務 部 隊 の 司令 官 。 29 歳 と いう 年 齢 は 軍 の 
幹部 と し て は 異例 の 若 さ で 、 灰色 の 髪 と 片 眼 
の 眼帯 が 特徴 。 (ネス の 上 官 に 当たり 、 士官 学 
校 時 代 に は 彼女 の 先輩 で も あっ た 。 教会 が 接 
収 し 一 括 管理 し て いる は ず の ソー マ を 極秘 裏 
に 集め 、 ソー マ 部 隊 と し て 活動 する 。 普段 は 情 
報 屋 が ネッ ト と し て 帝都 や その 近辺 に 出没 し 、 イ 
ネス と と も に さま ざま な 工作 活動 を 行なう が 、 じ 
つ は 軍人 本 体 を も あざ むき クー デ タ ー を 計画 。 特 
務 拠 点 ニ ー ベ ル グ に お いて ゼロ ム 兵 研究 を 進 


ざ ざ ・ ヾ さき キ さ ペーN マ ーー 


に 
レン 


アク ググ 


隅 嘱 ら メ アー こい へーー ふ 出 させ 唄 へ 


アグ の デ ダ 


め て いる 。 過去 に 巨大 思念 砲 の 開発 に 携 わ 


り 、 その 試射 実験 で 妻 パ ー ル を 失い 、 娘 ラ ピス 
の スピ リア に も 深い 傷 を 負わ せ た 。 その た め 世 
界 の 粛清 と 再生 を 掲げ て は いる が 、 根底 に あ 
る の は 軍 へ の 復讐 と 、 妻子 へ の 慌 悔 で ある 。 イ 
ンカ ロー ズ の 策略 に は まり 自ら ゼロ ム と 融合 し た 
シル バ は 、 シン グ ら の 行方 を 阻む も その 前 に 倒 
れ 、 娘 の 回 復 を 見 届け る こと な く 命 を 落と す 。 


アイ スキ ャ ン デ ィ ー 葉 *5 得 【 飲 食物 ] ノ イレ ュ タッ 


ト の 広場 で 売ら れ て いる 氷菓 子 で 、 定番 の バニ 
ラ 味 の ほか 、 抹茶 や さく ら な ど 季 節 に 応じ た フレ 
ー バ パー が 用 意 さ れ て いる 。 夏 に 涼 を 取る た め に 
食べ る こと が 多い が 、 雪 の 日 に 暖房 の 効い た 
部 屋 で 食す の も また 格別 。 気取っ た スイ ー ツ と 
違い 、 子供 で も 買え る 手軽 さ が ウ ケ て いる が 、 
人 目 を 気 に す る 「 隠 れ 甘い 物好き 」 の 男性 客 に 
と っ て は 、 広場 の 真ん中 で 衆 人 環 視 の 下 購入 
する の は 少々 抵抗 が ある と いう 。 罰 9 僧 [飲食 
物 】 バ ロニ ア 城 下 街 に 住む 少女 の フリ ー ダ ム な 
発想 か ら 生 まれ た 氷菓 子 。 さま ざま な フレ ー バ パー 
の ジュ ー ス を 、 原 素 の 力 を 利用 し て 浴 や し 固め 
て いる 。 冷た い お 菓 子 と いう コン セプト は 言う ま 
で も な く 、 食べ 歩き が で きる と いう あり そう で な か 
っ た 手軽 さ 、 そし て 持つ た め の 棒 に あたり くじ を 
つけ る と いう 楽し さ が 、 子供 だ け で な く 大 人 に も 
ウケ 、 王 城 直下 の 広場 で これ を 売る 屋台 は 、 
今や パロ ニア の 観光 名 所 の ひと つと な っ た 。 こ 
の 盛況 ぶり に 興味 を 持っ た リチャード は 、 後 年 、 
世界 規模 で の アイ スキ ャ ン デ ィ ー 研 究 に 着手 す 
る こと に な っ た と いう 。 よく 似 た 商品 と し て 、 スト ラ 
タ の 首都 ユ ・ リ ベル テ の 宿屋 で 提供 され て いる 
アイ スグ ミジュ ー ス が 挙げ られ る 。 


ー TOG - 


アイ スグ ミジュ ー ス 功 KE 烏 【 飲 食物 】 年 中 大 陽 


が 照り つけ る 砂漠 の 国 ・ ス トラ タ の 常識 を 呈 す 、 
至高 の スイ ー ツ 。 さま ざま な 色 ・ 味 の グミ を 入れ 
た グラ ス を 氷 で 満た し て 、 その いろ どり と 浴 た さ 
を 同時 に 味わう 。 ユ ・ リ ベル テ の 宿屋 に は アイ 
スグ ミジュ ー ス 作り 専用 と お ぼ し き 装 置 ま で 置か 
れ て いる が 、 パイ プ オ ル ガ ン に も 似 た 簡 状 の そ 
れ は 、 単なる 機械 に は 留まら な い 芸 術 的 な 美 し 
さも 兼ね 備え て お り 、 砂漠 の 長旅 に 疲れ た 旅人 
の 目 を 楽し ませ て いる と いう 。 


アイ スク リー マー 芳 可 蘭 【 道 具 】 | 特製 フル レー 


ツ パ フェ ・ ウ ィ ズ ・ シ ョ コラ バナ ー ヌ お いし お いし 」 、 
また の 名 を 「 通 称 お いし お いし 」 を 作る た め に 不 
可 欠 の 調理 器具 。 王 都 レグ ヌ ム や 食 の 町 マム ー 
ト で は な く 、 北国 の テ ノ ス の 家庭 で 用 いら れ て い 
る と ころ が 、 テ ノ ス の 文化 水準 の 高き を 物語 る と と 
も に 、 「 寒 いと き に 暖か い 部 屋 で 浴 た い 物 を 食 
べ る の が いち ぱん 碑 沢 で お いし い 」 と いう 、 ア イス 
クリ ー ム の 醍醐 味 を 垣間見 る よう で ある 。 


アイ ちゃ ん 功 可 欄 【 人 名 】 レ ャ ン バ パー ル の バル ー 


ンマ スタ ー の 娘 。 強い 人 が 好き 。 


アイ バー ド 騙 可 坦 【 乗 り 物 】 大 海賊 アイ フリ ー ド 


が 残し た 、 バン エル ティ ア 号 搭載 用 飛行 艇 。 も 
と も と は メル ニク ス 時 代 に 製造 され た 機械 。 アイ 
フィ ッシュ と は 製作 理念 が 異な る た め 、 性 能 重 
視 の 地味 な 色合い 。 


アイ フィ ッシュ 訪 可 得 【 乗 り 物 】 大 海賊 アイ フリ ー 


ド が 残し た 、 バン エル ティ ア 号 搭載 用 潜水 艇 。 も 
と も と は メル ニク ス 時 代 に 製造 され た 機械 。 「 ア 
イィ イ 〇 〇 」 と 来れ ば や は り 、 ボン ダイ プル ー、 スト ロ ベ 
リー、 タン ジェ リン 、 グレ ー プ の 4 色 は 欠か せな い 。 


アイ フリ ー ド 範 議 [人名] 奪取 不可 能 と 思わ 


れ て いた 数 々 の 財宝 を 盗み だ し た 伝説 的 海 
賊 。 4300 年 代 半 ば まで その 名 を 世界 に と どろ 
か せる が 、 ミッド ガル ズ 軍 の 船団 と の 戦い の 末 、 
捕らえ ぇ られ 処刑 され た 。 し か し 前 も っ て すべ て の 
財宝 を 点 在 す る アジ ト に 隠し て いた た め 、 大 部 
分 が 行方 不明 と な っ て し まっ た 。 それ ら は 海賊 
アイ フリ ー ド の 財宝 と 呼ば れ て いる 。 証 可 欄 【 人 
名 】 セ レス ティ ア 人 の 大 海賊 で あり 、 チャ ッ ト の 骨 
祖父 に あたる 。 お よそ 100 年 前 、 愛 艦 パ ン エ ル 
ティ ア 号 を 駆っ て 世界 中 を 荒らし 回 り 、 セレ ステ ィ 
ア に お いて 数 々 の 伝説 を 残し た 。「 ワ シ は ー じ 
ゃ !」 が 口癖 の 豪快 な 性 格 で 、 パン ツー 丁 で 冬 
山 に 登る ほど の 強 弄 な 肉体 の 持ち 主 だ っ た 。 ま 
た 、 ピン と 上 を 向い た 立派 な 口ひげ が 自慢 だ っ 
た らし い 。 アイ フリ ー ド は 盗賊 団 の リー ダー だ っ た 
17 歳 の と き に セレ ステ ィ ア で ロ ザ ニ ア と 出会い 恋 
に 落ち て いる 。 そし て バン エル ティ ア 号 を 手 に 入 
れ た の も この 頃 だ っ た 。 ふた り は この 時 点 で は 
結婚 に 至ら ず 、 逆 に 彼女 が イン フェ リア に 戻っ た 
こと で 、 離れ ば な れ に な っ て し まう 。 この 直後 か 
ら ア イフ リー ド は セレ ステ ィ ア 中 を 荒らし 回 り 始 め 、 
困 れ っ ぷり に よっ て その 名 は 伝説 に 刻ま れ た 。 


不動 の 地位 と 名 声 を 手 に し た アイ フリ ー ド の 次 な 
る 目的 地 は 、 愛す る ロ ザ ニ ア の 住む 地 、 イン フェ 
リア だ っ た 。 遠征 の 橋 を 越え を 、 ロ ザ ニ ア と の 再会 
を 果たし た と き 、 彼 の 心 の 中 で 大 き な 変 化 が 起 
こる 。 それ まで の 行ない を 悔い 改め 義賊 と な る こ 
と を 故 っ た アイ フリ ー ド は 、 セレ ステ ィ ア に 戻っ て ロ 
ザ ニ ア と 結婚 。 ふた り が 出会っ て か ら 結 婚 する 
まで は わずか 数 ヵ月 の 出来 事 だ っ た 。 し か し 後 
世に 残る 話 を 信ずる な ら 、 アイ フリ ー ド は 恨み を 
持つ 者 た ち に 襲わ れ 、 妻 を 守り 壮絶 な 最期 を 
迎え た と いう 。 罰 還 筐 【 人 名 】 カ レギ ア 中 の 海 を 
荒らし 回 っ た と いう 伝説 の 海賊 王 。 正規 軍 す ら 
手玉 に 取る 鮮やか な 手 管 と 並外れ た 統率 力 
で 、 と き の 為 政 者 か ら 恐 れ ら れ て いた 。 義 依 心 
に あふ れ 、 民衆 か ら の 人 気 は 非常 に 高く 、 彼 
の 活躍 と 冒険 召 は 今 な お 語り 草 に な っ て いる 。 
死期 を 尼 っ た と き に 後世 の 子孫 の た め に 財宝 
を 遺し た と 言わ れ て いる が 、 その 真 偽 は 定か で 
は な い 。 功 鐘 【 人 名 】 ギル ド 「 海 精 の 牙 」 の 
首領 。 ギル ド ユ ニオ ン の ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス の 盟 
友 と し て 知ら れ 、 か つて は ギル ド の 重鎮 と し て 
一 目 置か れる 人 物 だ っ た が 、 現在 で は むし ろ 、 
史上 空前 の 虐殺 事件 「 プ ラッ ク ホ ー プ 号 事件 」 
の 首謀 者 と し て の 顔 、 す な わ ち ギル ド の 義 に 反 
し た 大 悪党 の 名 で 語ら れる 。 大 貴族 の 子弟 と 
し て 生ま れ な が ら 、 海 へ の 憧れ を 捨て きれ ず 出 
故 し 、 紅 余 曲折 を 経て 自ら 首領 と し て 「 海 精 の 
牙 」 を 率い る よう に な る 。 性 格 は 隊 胆 ・ 誕 放 ・ 
挿 落 、 大 人 物 た る ドン で すら 手 を 焼く 、 煮 て る 焼 
いて も 食え な い 人 間 だ が 、 ユニ オン 誓約 の 締結 
に 立ち 会 い 現在 の ユニ オン の 確 を 築い た と 言 
っ て も 過言 で は な い 役 回 り を 担っ た 。 し か し この 
よう な 「 海賊 アイ フリ ー ド 」 た る 人 物 像 が ひと り 歩 
き し た 結果 か 、 本 人 の 私 生活 に 言及 し た 情報 
は 限り な く 少な く 、 年 齢 どこ ろか 性 別 すら 正確 
に は 伝え られ て いな い 。 プラ ッ ク ホ ー プ 号 事件 
を 最後 に 消息 が 途絶 え 、 砺 で は すでに 死ん だ 
と の 声 も 聞か れる 。 罰 語 欄 【 人 名 】3 つ の 大 陸 
と 数 多 の 島 を 支配 し た と 言わ れる 伝説 の 義賊 。 
目 も くら む ば か り の 財宝 を 手 に する が 、 部 下 の 
裏切り に 遭い 行方 知れ ず に な っ た 。 彼 の 残し 
た 財宝 は 、 通称 「 虹 の 海域 ] に 眠っ て いる と 言 
われ て いる が 、 その 真 偽 は 定か で な い 。 


アイ フリ ー ド の アジ ト 罰 回 得 【 地 名 ・ 施 設 】 ア 


イフ リー ド の 海底 基地 。 セレ ステ ィ ア の 海底 に 5 
つ 、 イン フェ リア の 海底 に 4 つ 建 造 さ れ て いる 。 
ひと つ ひ と つ は 小 規模 で 、 ちょ っ と し た 宝 の 保 
管 場 所 と いう お も むき 。 セレ ステ ィ ア の アジ ト 1 に 
は ソー ディ アン ・ デ ィ ム ロス が 刺さ っ て いる 。 


アイ フリ ー ド の 台座 功 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 セレ 


ステ ィ ア の 海中 に ある 建造 物 。 中 に は 遠征 の 橋 


の 起動 装置 が 設置 され て お り 、 6 本 の シル バー ケ 
イジ を ソケット に は め 込 むこ と で 、 装置 が 作動 する 。 

アイ フリ ー ド の 洞窟 功 避 研 【 地 名 ・ 施 設 】 別 名 
アイ フリ ー ド の 隠し レ アジト 。 アイ フリ ー ド が 子孫 の た 
め に 遺産 を 隠す の に 使っ た 洞窟 。 た だ し 遺産 
を 手 に する た め に は 、 自ら の 体 を 張っ た スゴ ロク 
で アガ ら な く て な ら な い 。 また 、 の ち に チャ ッ ト の 
母親 が チャ ッ ト を 教育 する た め に 、 暗算 修練 場 
へ と 改造 し た 。 この こと か ら 察する に 、 愉快 な 
仕掛 け を 造り だ すそ の セン ス は 、 一 族 に 脈々 と 
受け 継が れ て いる も の らし い 。 

アイ フリ ー ド の 慕 玉 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 じき ア 
イフ リー ド と 妻 ロ ザ ニ ア が 眠る 墓所 。 と いい つつ 
も 、 や は り 愉 快 な 仕掛 け 満載 で 、 まる で ホラ ー 
系 テー マ パ ー ク と いっ た と ころ 。 名 キャ ラク ター、 
「 源 平 討魔 伝 』 の 影 清 、『 ス プラ ッ タ ー ハ ウス 』 の 
リッ ク が 友情 出演 を 果たし て いる 。 男 『 基 型 【 デ 
ィ ス カバ リー)】 伝 説 の 海賊 王 ア イフ リー ド の 墓 。 
地図 に 記さ れ て いな い 孤 島 に あり な が ら も 、 どこ 
か ら と も な く 嘩 ぎ つ け た 人 間 に よ る 墓 荒らし が 絶 
えな い 。 彼 が 生前 手 に 入れ た 財宝 は すでに 別 
の 場所 に 移さ れ て いる 。 

アイ メン 玉 可 科 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 は 
晶 霊 の 棲む 町 アイ メン 。 メル ディ が 育っ た 町 で あ 
り 、 また 、 品 霊 技師 ガレ ノ ス が 居 を 構え て いる 。 
メル ディ と 親しい 人 々 が 多く 住ん で いる が 、 ヒア 
デス の 襲撃 を 受け た と き ほ と ん どの 住人 が 命 を 
落と し て し まう 。 し か し 生き 残っ た サ グ ラ の 礁 閲 
に より 、 町 は いつ の 日 か 復興 する こと だ ろう 。 

アイ ラ 訪 高 得 【 人 名 】 レ ルレ エ シ カ の 副官 。 26 歳 、 
164cm、 49kg、 スリ ー サ イズ は B89-W63-H90。 
ポニ ー テ ー ル 、 古風 な 性 格 、 そし て ナイ スバ ディ 
と 、 シル エ シ カ の 紅 一 点 に し て アイ ドル 的 な 存 
在 。 フォ ッ グ の 参謀 を 務め 、 作戦 立案 、 唱 霊 砲 
な どの 兵器 研究 、 事務 全般 、 命令 伝達 と 、 す 
べ て の 頭脳 労働 を 一 手 に 引き 受け て いる 。 ま 
た 、 フォ ッ グ の ボキ ャ プラ リー 不足 を 補っ て 、 品 
お よび 頭 と な っ て 他人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
成立 させ て いる 。 アイ ラ は 17 歳 の と き ギ リア ム 軍 
に よっ て 両親 を 惨殺 され 、 自ら も 信 な いと ころ を 
フォ ッ グ に 救 わ れ た 。 以後 独学 で 知識 を 磨き 、 
実力 を つけ た の ち に シル エ シ カ に 入団 する 。 し 
か し 、 命 の 思 人 で ある フォ ッ グ を 助け る た め に 入 
団 し た アイ ラ に 対し 、 フォ ッ グ は 当時 の こと な ど ま 
る で 覚え て いな い 。 アイ ラ は フォ ッ グ に 特別 な 感 
情 を 抱い て いる が 、 彼 が 行方 不明 中 の 妻 を 愛 
し て いる こと を 理解 し て いて 、 その 気持 ち を 表 に 
出 そ う と し な い 。 同類 と いう 意味 で 、 ロエン と は 
友情 が 生ま れる 。 

アイ ルツ ・ ク ライ ン 罰 誠 駐 【 人 名 ] ス トレ イラ イズ 
神殿 の 司教 で 、 大 司教 マー トン に 次 ぐ 権 力 者 。 
大 司祭 の グレ バム に よる 神 の 眼 強 礁 事件 が 起 
こっ た 際 、 その 場 に 居合 わせ た た め に 、 神殿 内 
の 知識 の 塔 に 監禁 ほれ て いた 。 肩書 き に 恥じ 
ず ア タモ ニ 神 団 の 発展 に 尽力 し て きた 人 物 で 、 
グレ バム の 死後 、 再び 持ち 去ら れ た 神 の 眼 の 
所 在 を 案じ 、 また 神 団 の 復興 に 力 を 注い で い 
る 。 神 団 の 旧 習 を 守り 、 未婚 。 

アイ ン 罰 基 弄 【 人 名 】 セン トビ ナー に 住ん で いる 
青年 で 、 暗闇 の 夢 応援 会 会 員 の うち の ひと り 。 
暗闇 の 夢 の ボ ス ・ ノ ワー ル に 様 を つけ て 呼ぶ ほ 
ど ノ ワー ル の 大 ファ ン 。 

アイ ン ・ ソ フ ・ ア ウル 世 5 語 【 術 ・ 技 】 ラ タ ト ス 
ク が 使用 する 奥義 で 、 無限 光 の 意味 を 持つ 。 


ラタトスク が エミ ル の 中 で 封印 状態 に ある 際 は 、 
発動 で き な い 。 

アヴァ ドン 功 * 弄 [生物 】 バ チカ ル の 廃 工場 に 
巣 く っ て いる 魔物 。 も と は 普通 の 上 昧 だ っ た が 、 
廃油 を 餌 に し て いる うち に 音素 暴走 を 起こ し 突 
然 変異 を し た 。 毒 を 持っ て いる た め 、 安易 に 近 
づく の は 危険 。 

アウ ロラ 皿 琶 放 【 人 名 】 ガ ヴァ ダ 地 方 の 科学 
者 で 、 不思議 な な まり で 話す 女性 。 マナ を 消費 
し て さま ざま な モノ を 作り 出す 「 魔 科学 」 に より 、 
貧し か っ た ガ ヴ ァ ダ を 急激 に 発展 させ た た め 、 
街 の 住民 か ら 敬 われ て いる 。 じつは 、 これ は 彼 
女 が 心 酢 する ウィ ダー シン の た め 、 ガ ヴ ァ ダ 地方 
を マナ の 大 量 消費 させ て 枯 潟 し た 大 地 を ギル ガ 
リム に 捕食 させ る と いう 計画 だ っ た 。 し か し 、 計 
画 は テレ ジア の ディ セン ダー と レジ スタ ンス 組織 
「 ア ドリ ビ ト ム 」 に より 阻止 され 、 敗れ る 。 な お 彼 
女 も 本 来 は 異 世界 の ディ セン ダー だ っ た が 、 減 
亡 の 危機 に 追い 込ま れ た 自身 の 世界 を ギル ガ 
リム に 捕食 させ た 過去 を 持つ 。 

空調 魔 導 器 (アエラ ブラ ステ ィ ア ) 入 狂 【 魔 
姓 器 】 温 度 や 湿度 を 調節 する た め の 魔 導 器 。 
テル カ ・ リ ュ ミ レー ス 中 の 物資 が 集まり 倉庫 街 を 
築く 港 街 カプ ワ ・ ト リム で 、 多 数 稼働 する 様子 
が 見 られ る 。 

青色 ゴル ゴン ホ ド 揚羽 功 5 剛 生物] 深い 電 
色 の 羽 を 持つ 非常 に 珍し い 蝶 で 、 光 の よう な 
鱗粉 を まとい な が ら 飛 ん で いる 。 出会う と 幸せ 
に な れる と いう 言い 伝え が ある 。 1 史 400 万 ガル 
ド で 売買 され て いる 。 アニ ス は 見 つけ る と 子供 
の よう に 追い か け 回 す が 、 決し て きれ いな 羽 に 
魅せ られ て いる わけ で は な く 、 転売 目的 で ある 。 


音 き 獣 臣 宮 鏡 【 ギ ルド 】 商 人 や 旅行 者 な ど 、 結 
界 の 外 を 旅 す る 人 々 の 詩 衛 を お も な 仕事 と し て 
いる ギル ド 。 「 幸 福 の 市 場 」 の 社長 カウ フ マ ン の 
依頼 で 船 の 護衛 を 引き 受け る が 、 毅 い か か る 魚 
人 の 大 群 に 恐れ を な し て 逃げ 出し た た め 、 信用 
が 失墜 。 プラ ッ ク リ スト 入り が 決定 的 と な っ た 。 

青 騎 士 団 騙 高 【 組 織 ・ 団 体 】 北 の 門 と 東 の 門 
を 守っ て いる 騎士 団 。 騎士 団 の 中 で は 最大 の 
所 属 人 数 と 隊 規 模 を 誇る 。 

音 の 聖典 臨 K 酸 弄 【 地 名 ・ 施 設 】 バビ ログ ラー ド の 
聖山 に ある 聖 獣 を 祀る 聖 所 。 古来 より 水 の 聖 
獣 シ ャ オル ー ン が 眠っ て いる 。 星 の 欠 片 と 呼ば 
れる フォ ルス 結晶 体 を 含ん だ 石 で 造ら れ て いる 
らし く 、 聖典 全体 が 湊 い 蒼 色 に 輝き 、 その た た 
ず ま い は まさ に 荘厳 。 カレ ギア 全土 より 巡礼 者 
や 観光 客 が 訪れ る 。 

アガ ー テ ・ リ ンド ブロ ム 罰 * 臣 筐 [人 名 】 カレ ギ 
ア 王 国 を 治め る 女王 で 、 20 歳 と いう 若 さ で 即 
位 。 国 を 愛し 、 国民 を 守 ろ うと いう 強い 責任 感 
は ある も の の 、 国王 と いう 重圧 に 戸惑い を 隠せ 
な いで いる 。 ヒュ ー マ で ある 部 下 の ミ ル ハ ウス ト 
に 想い を 寄せ て いる が 、 立場 と 種族 の 違い に 


苦悩 し 、 ヒュ ー マ の 肉体 を 欲す る よう に な る 。 そ 
こ で 各地 か ら 美 し い ヒ ュー マ の 娘 た ち を 集め 、 月 
の フォ ルス で 体 を 入れ 替え る 計画 を 立て る 。 クレ 
ア の 容姿 を 気に入り 、 体 を 入れ 替え る が 、 この 
と き に 月 の フォ ルス 能力 を 失い 、 も と の 姿 に 戻れ 
な く な っ て し まう 。 

アカ ダマ ダケ 罰 還 弄 【 植 物 】 ベ トナ ジャ ンカ 近郊 
の 森 に 自生 する キノ コ 。 芳 酵 な 香り と し ゃ き し ゃ 
き と し た 歯ごたえ で 、 非常 に 美味 。 

アカ ダマ ダケ ステ ー キ 功 誠 杜 【 雇 食物 ] バル カ 
の 酒場 の メニ ュー。 世界 3 大 珍味 の ひと つ 、 ア 
カ ダ マ ダケ を 分 厚く 切っ て 、 炭火 で さっ と 焼い た 
も の 。 アカ ダマ ダケ は 小ぶり の も の が 多い た め 、 
ステ ー キ と し て 楽し め る ほど の 大 き さ ・ 厚 み を 持 
つも る の は 貴重 。 世界 中 の 食 が 楽し め る 王 都 な ら 
で は の 、 大 変 故 沢 な 味 。 

アカ トゲ サポ テン 焼き 芳 誠 動 【 飲 食物 ] バ ルカ 
の 酒場 の メニ ュー で 、 アカ トゲ サボ テン の 丸 焼 
き 。 熟 々 の と ころ に ナイ フ を 入れ た と き に 、 真っ 
赤 な 炭 が 勢い よく 噴き 出す も の が 美味 し い 。 

赤 宝 玉 久 品 斑 【 道 具 】 ル ー ン 鉱石 の 加工 に 必要 
不可 欠 な 材料 。 火 に くべ る と 凄まじ い 高 温 を 発 
し 、 普通 の 笑 で は びく と も し な い ル ー ン 鉱石 を 溶 
か し て し まう 。 

赤 眼 玉 鐘 [呼称 ] ユ ー リ が 「 海 凶 の 爪 」 の 構成 
員 を 呼ぶ と き の 名 前 で 、 両目 に 赤い レン ズ を は 
め て いる こと に 由来 する 。 暗殺 を 請け 負う 彼ら 
は 素顔 を 隠す 黒い 頭巾 を 被っ て いる た め 、 暗 
が り に ふた つの 目 だ け が 赤く 浮か び 上 が り 、 非 
常 な 恐怖 感 を あお る 。 な お 倒し た 際 に し ぱし ば 
落と す 「 赤 眼 レ ンズ ]」 は 、 合成 素材 と し て 重宝 き 
れ て いる 。 

赤ワイン 貴族 功 g 往 【 人 名 】 ユ ・ リベルテ の 住 
居 街 に 住む 男性 で 、 赤ワイン の 交易 に よっ て 英 
大 な 富 を 築い た こと か ら こ の 名 で 呼ば れる 。 自 
身 も 大 の 赤ワイン 好き で 、 肉 や チー ズ な ど ワ イン 
に 合う 食べ 物 に 関す る 造語 も 深い 。 ちな み に 自 
宅 の 風呂 は 、 高級 食材 の 牛乳 に も 勝る 「 ワ イン 
風呂 」。 

アク ア 騙 基 語 5【 セ ンチ ュ リ オン )】 水 を 司る セン チ 
ュ リ オン 。 か つて 水 の 神 殿 で リヒ ター と アス テル に 
出会い 、 ふた り に 請 わ れ て ラタトスク の 下 へ 案内 
し た 。 この と き 、 敵意 を 持た な い ア ステ ル を 、 ラ タ ト 
スク は 無情 に も 惨殺 し た 。 この 行動 に ショ ッ ク を 
受け た アク ア は 、 本 来 の 使命 を 放棄 し て リヒ ター 
に 付き 従い 、 彼 の 復讐 を 手助け する よう に な っ 
た 。 アク ア は 種 や 存在 の 壁 を 越え て り ヒ ター に 想 
い を 寄せ 、 その 真琴 な 愛情 は か つて の 主 を 裏 
切り 、 リヒ ター を 助け る 原動力 と な っ て いた 。 

アク アヴェ イル 芳 紀 中 【 地 名 ・ 施 設 】 世界 の 
東方 に 位置 する 島国 で 、 それぞれ 自分 の 領地 
を 持つ 領主 た ち が ま と まる こと で 、 連合 国家 と し 
て 形成 され た 。 他国 と は 海 を 隔て て いる た め に 
独自 の 歴史 、 文化 を 持つ 。 18 年 前 の 騒乱 時 
は アク アヴェ イル 公国 を 名 乗り 、 暴君 テ メ ィ ベリ ウ 
ス 大 王 の 圧政 の 下 、 混乱 を 極め て いた 。 また 、 
その 頃 は セイ ン ガ ルド 王国 と も 交戦 状態 に あっ 
た 。 し か し その ティ ベリ ウス は 騒乱 に 加担 し た こと 
で スタ ン 達 に よっ て 倒さ れ た 。 も と も と アク アヴェ 
イル は シ デ ン 領 、 モ リュウ 領 、 ト ウケ イ 領 等 複数 
の 領地 か ら 成 り 立 っ て いた が 、 騒乱 後に 元 総 
領主 の 息子 ジョ ニー・ シ デン 、 モリ ュ ウ 領 領主 フ 
ェ イ ト ・ モ リュ ウ を 中 心 に 復興 が 進め られ て 現在 
に 至る 。 
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アク アバ リア 功 欄 【 そ の 他 】 エ フィ ネ ア 全 体 を 


取り 囲む 水 の 層 。 頭上 に 広がり 、「 空 の 海 ] と 
も 呼ば れる 。 


アク アラ ビリ ンス 罰 57 少 【 地 名 ・ 施 設 】 アッ ア 


ヴェ イル 地方 に 存在 する 迷宮 で 、 闘神 マグ ナ デ 
ィ ウ エス を 封印 し て いる と いわ れる 。 呪 わ れ た 宝 
石 プ ラッ クダ イア 、 プラ ッ ク パ ー ル 、 プ ラッ クコ ー ラ 
ル を 5 個 ず つ 集 め る こと で その 入口 が 姿 を 現 わ 
す 。 この 迷宮 は 太古 か ら こ の 地 に 存在 し て いる 
が 、 現在 で は その 詳細 を 知る 者 は いな い 。 間 
接 的 な 入口 と な る の は モリ ュ ウ 領 領主 フェ イ 邸 
の 地下 な の だ が 、 地下 へ と 通じ る 桶 子 の 長 さ 
は 稀 慢 、 そし て 必見 。 


水道 魔 導 器 (アク エ ブ ラ ステ ィ ア ) 玉 避 久 【 麻 


導 器 】 地 下水 を 波 み 上 げ 供 給 する 魔 導 器 。 井 
戸 に 代わ る も の と し て 都市 部 に 設置 され て い 
る 。 帝都 ザー フィ アス の 下町 で は 貧し い 住 民 の 
生命 線 に な っ て いる 。 


アグ エロ ン 功 可 外人 名 騎士 団 時 代 の ユー リ 


の 同期 。 ユー リ が 退官 し た あと も 任務 に 励み 、 
や は り 同 期 で ある フレ ン の も と で 、 オル ニオ ン の 
発展 に 寄与 する 。 


アク ゼ リ ュ ス 功 座 [地名 ・ 施 設 】 資源 豊富 な 


鉱山 都市 。 国境 付近 に 位置 し 、 また 、 採掘 で 
きる 鉱石 は 武具 の 材料 に 適し て いる た め 、 軍 
事 的 重要 拠点 と し て 所 有 権 争 い が 絶え な い 。 
以前 は キム ラス カ 領 で あっ た が 、 近年 マル クト が 
採掘 権 を 握っ て 以来 、 両国 が 所 有 権 を 主張 し 
て いる 。 外 殻 大 地 有 崩落 前 は 掘削 作業 中 に 障 
気 が 吹き 出し 、 多 く の 作業 員 が 障 気 触 害 を 発 
症 し た 。 


アク ティ ブタ 罰 『 本 駐 生 物 】 プ ウサ ギ と 呼ば れる 


中 型 動物 の 一 種 。 ペン デ ロ ー ク 大 陸 や オー ルド 
マイ ン 大 陸 に 広く 分 布 し 、 家畜 と し て 飼 わ れ て 
いる 。 成長 は 早く 肉質 は 最高 で 畜産 業 に 最適 。 
また 丸々 と し た 体つき と 長い 耳 と の コン トラ スト が 
愛らしく 、 さる 国 で は 高中 な 人 が ペッ ト と し て 飼う 
こと も ある と か 。 た だ し 大 人 の オス は 鋭い 牙 と 魔 
物 並 の 戦闘 力 を 持つ た め 、 少々 扱い に くい 。 


悪魔 功 『5 仁 [文化 ] | 神 に 仕え る 身 だ と いう な ら 、 


その 神 か ら 奪 い 取 る まで 」 。 フリ ア と の 結婚 を 


夢見 て 鼻息 荒い コン グマ ン が 、 あろ うこ と か アタ 


モニ 神 の 祭壇 を 前 に 言い 放っ た 数 々 の 宮 当 た 
りな セリ フ を 受け て 、 アイ ルツ 司教 が コン グマ ン 
を 称し て 言っ た 言葉 。 も ちろ ん 唯一 神 の 前 に は 
悪魔 な ぞ 芝 る る に 足り ず 、 まし て や それ が ゆで 
だ この よう な 珍妙 な 姿 を し て いれ ば 尚 の こと 。 
いずれ に せよ 神 に 牙 向 く 者 な ど 、 も ろく も 敗れ 
去る の が 定め 。 


アザ 駐 55 引 【 そ の 他 】 カ イル と その 父親 スタ ン に 


共通 する 、 身体 的 な 特徴 。 アザ 自体 は 右腕 に 
ある ご く 小さ な る の だ が 、 カイ ル は 英雄 で ある 父 
親 と 自分 を 重ね 合わ せる 印 と 信じ 、 自ら が 英雄 
と な る た め の 精 神 的 な 励み と し て いる 。 


アシ ェ ッ ト 功 記 鐘 [人 名 】 騎 士 団 時 代 の ユー リ の 


同期 。 カプ ワ ・ ノ ー ル の 宿屋 の 息子 で 、 貴族 の 
子弟 が 多い 騎士 団 に お いて は 、 下町 育ち の ユ 
ー リ と は こと さら 気 が 合い 、 城 の 食堂 で つま み 食 
い を し た り 、 倉庫 に 忍び 込ん で 上 物 の 武 醒 魔 導 
器 を 自分 の と 交換 し た り と 、 ささ いな 悪事 を 働い 
た 悪友 で ある 。 現在 は シュ ヴァ ー ン 隊 所 属 と な り 、 
へ リオ ー ド の 都市 建設 の 警備 に 当たっ て いる 。 


アシ ハラ 功 高 贈 【 国 名 】 大 陸 東 部 に ある 島国 。 


か つて は 巨大 な 海軍 を 持ち 広大 な 版 図 を 統 べ 
た 海洋 国家 だ っ た が 、 海面 上 昇 で 島 が つぎ つ 
ぎ に 海 に 沈み 、 陸地 は 昔 の 3 分 の 1 に まで 減っ 
て し まっ た 。 海 を 隔て て いる せい か 教会 の 勢力 
は ほぼ と ん ど 及 ば ず 、 八 百 万 の 神 へ の 信 仲 と 、 
死者 を 神 と し て 奉る 風習 が 見 られ る 。 


アシ ハラ 王 墓 騙 可 障 【 地 名 ・ 施 設 】 ア レ ハ ラ の 


海底 に 造ら れ た 巨大 な 王 の 墓 。 アン ハラ で は 
死ん だ 王 は 海 の 守 り 神 と な り 、 死後 も る 国 の 発展 
を 見 守り 続け る と いう 伝承 が あり 、 海 の 底 に 墓 
が 造ら れ た 。 代 を 重ね る ご と に 玄 室 の 数 を 増 や 
し た た め 、 内 部 構造 は 非常 に 複雑 。 迷い 込ん 
だ まま 出る こと が 叶わ ず に 命 を 落と す 者 も 少な く 
な いこ と か ら 、 入口 は 厳重 に 管理 され て いる 。 
な お 最深 部 に は 太古 の 神々 を 讃え た 壁画 が 残 
され 、 神 の 中 の 王 に よっ て 天 が 統一 され た こと 
が 記さ れ て いる 。 


味 マス ター 騙 可 科 [人 名 】 正真正銘 の 料理 の 天 


才 。 「 あ じ む し ゃ 」 の 称号 を 持ち 、 世界 一 の 料理 
を 誇る ビス トロ ・ シ ャ ン バ パー ル の 専属 シェ フ 。 その 
正体 は スタ ン ・ エ ル ロ ン の 妹 、 リリ ス ・ エ ル ロ ン 。 


アシ ュ レ イ ・ ダ グ 功 四 蘭 【 人 名 】 セイ ン ガ ルド 王 


国軍 七 持 軍 の ひと り 。 28 歳 。 その 実力 が 評価 
され 現在 の 地位 を 獲得 し た も の の 、 七 将軍 創 
設 者 で ある 亡き フィ ン レ イ ・ ダ グ の 弟 と いう こと で 
見 の 七 光 り た と 搬 され 、 また 本 人 も 佑 大 な 兄 
の 存在 に コン プレ ックス を 感じ て いる 。 功 を 焦る 
ば か り に 堅実 無比 な た 本来 の 性 質 が 活か され 
ず 、 迷走 する こと も 少な く な い 、。 後継 者 の いな 
い 王 か ら 養 x 子 と し て 王家 を 継ぐ よう 要請 され る 
が 、 も と も と は 児 フ ィ ン レ イ の た め の 話 だ っ た こと を 
知り 拒絶 。 その 後 も 圏 々 と し て 日 々 を 過ごす が 、 
モン スタ ー の アル メイ ダ 襲 撃 に 際 し 村 を 守っ た こ 
と で 、 亡 見 に と ら わ れ て いた 想い を 断ち 切る 。 


アズ ー ラ 海岸 久 誠 有 【 地 名 ・ 施 設 ]】 ラ ジル ダ 近 


く の 海岸 。 鎮魂 錠 の 材料 ・ ベ ル デ 草 が 自生 し 
て いる 。 アガ ー テ と 心 が 入 れ 替 わっ て し まっ た ク 
レア が 流れ 着い た 場所 で も ある 。 


アス ー ル 暦 久 鐘 [文化 】 帝 国 建国 以前 に 用 


いら れ て いた 暦 。 古代 文明 の 終 泡 と と も に 役割 
を 終え 、 現在 は 使わ れ て いな い 。 


アス カ 功 加 本 【 精 本 】 の か つて 栄 えて いた 超 古 代 


都市 トー ル で 、 研究 素材 と し て 封印 され て いた 
光 の 精霊 。 太陽 暦 2543 年 8 月 23 日 12 時 56 分 、 ト 
ー ル 上 空 を 飛行 中 捕獲 され た と いう 記録 が 残さ 
れ て お り 、 その 際 の 認識 番号 は WOC16527。 
白色 に 輝く 鳥 の 姿 で 現われ る 、 精神 世界 の 生 
命 体 で ある 。 エネ ルギー 源 は 太陽 光 に 含ま れる 
紫外 線 で 、 あ る 一 定 の 電 濾 に 弱い と され る 。 
臨 計 筐 【 精 塞 】 リ ンカ の 木 を 守る 光 の 精霊 。 ル 
ナ の 吾 嘆 に 併せ て 登場 し その サポ ー ト を 行なう 。 


アス カー ド 功 諾 更 【 地 名 ・ 施 設 】 古代 遺跡 の 


観光 で 潤う 街 。 観光 客 の 目当て は 、 と ころ どこ 
ろ に ある 洞窟 に 描か れ た 古代 の 壁画 と 、 街 の 
中 心 に 位置 する 祭壇 「 石 舞台 」 で ある 。 


アス クス ・ エ リオ ッ ト 芳 * 宮 位 【 人 名 】 セイ ン ガ ル 


ド 七 持 軍 の ひと り で 最 年 少 の 24 歳 。 も と は 流れ 
の 備 兵 だ っ た が 、 19 歳 の と き に セイ ン ガ ルド 国王 
に 才覚 を 見 出さ れ 、 大 将軍 フィ ン レ イ に 登用 さ 
れる 。 フィ ン レ イ が 面倒 を 見 て いた 関係 上 、 弟 ア 
シュ レイ と 寝食 を と も に する が 、 フィ ン レイ の 死後 
は アシ ュ レ イ の 慰留 を 断り 、 同じ く 七 将軍 の ルウ 
ェ イ ン を 師 と し て 剣 の 道 に 生き る 。 仕官 する 以 
前 か ら 剣 術 一 辺 倒 で 生き て いた せい か 、 それ 
以外 の こと に は さして 興味 を 示さ な い 。 同僚 の ミ 
ライ ナ が 想い を 寄せ て いる こと な ど 、 到底 気づく 
は ず も な い 朴 念 仁 。 


アス ター 和男 訪 弄 【 人 名 】ND1974 年 生ま れ 。 一 


代 で ケ セ ド ニア を 自治 区 に まで 発展 させ た 商 
人 。 商人 ギル ド ば を 仕切 っ て お り 、 キム ラス カ と マ 
ルク ト の 国境 線上 に 豪邸 を 構え て いる 。 根 っ か 
ら の 商売 人 で 、 ケ セ ド ニア が 魔界 に 崩落 し て か 
ら も ユリ アシ ティ で 新た な 商売 を 始め よう と 看 走 
する バイ タリ ティ の 持ち 主 。 下手 に 出る 態度 と は 
裏腹 に 、 獲 疑 心 が 強 く 、 野心 家 。 背 が 低い の 
が コン プレ ックス で 自分 の 座席 を 来客 用 の 座席 
より 一 段 高 く 作 っ て いる 。 た だ し 、 約束 は 必ず 
守る 信頼 で きる 人 物 。 私 財 で ケ セ ド ニア か ら の 
定期 船 運行 回 数 を 増やす な ど 、 ケ セ ド ニア 発 
展 の た め に は いか な る 努力 も 惜しま な い 。 


アス タル 和 功 宮 鐘 【 人 名 】 友 祖 の 隷 長 の ひと り 。 


自ら を 祀っ た バク ティ オン 神殿 に 棲む が 、 移動 
要塞 ヘラ クレ ス の 攻撃 を 受け て 負傷 、 さらに エ 
ステ ル の 力 に よっ て 止め を 刺 さ れ 、 アレ クセ イ に 
聖 核 を 奪わ れる 。 


アス ティ オン 騙 K 鐘 【 術 ・ 技 】 大証 の 災厄 の 際 


に クリ ティ ア 族 が 生み 出し た 魔術 。 ミュ ミル ゾ の クリ 
ティ ア 族 は その 後 、 世界 と の 関わ り を 断っ た た 
め 忘 れ て し まっ た が 、 地上 に 留まっ た 者 た ち が 
伝承 と と も に 秘伝 を 継承 し て いた 。 現在 の 伝承 
者 で ある トー ト が 「 ブ ッシュ ベイ ビー ちゃ ん 人 形 」 と 
引き 替え に 、 エス テル に 伝え て くれ る 。 な お 魔 
術 、 と 聞け ば 飛び つい て くる は ず の リタ が 習得 
を 辞退 し た の は 、 ひ と え に 見 た 目 が 地味 な た 
め 。 古 の 吐 重 な 魔術 は 見 栄え と いう た だ 一 点 に 
よっ て 、 天才 魔 導 士 に そっ ぽ を 向 か れ た 。 


アス テリ ア 玉 * 可 駐 【 ソ ー マ ]】 か つて は ゼクス ・ メ 


テオ ライ ト が 振る い 、 現在 は 孫 で ある シン グ が 受 
け 継 い だ ソ ー マ 。 剣 と 盾 と が 一 体 に な っ て お り 、 
近接 戦闘 に 威力 を 発揮 する 。 ほとん どの ソー マ 
が 教会 に 接収 され る 中 、 個人 所 有 の ソー マ は 
大 変 貴重 な も の で 、 ゼクス は これ を 納め た 引き 
出し の 鍵 を 、 自宅 の ぬか 漬け の タル の 中 に 隠し 
て いた 。 訪 加 欄 【 植 物 】 結晶 界 に 存在 し た 花 。 
10 年 か け て 1 輪 の 金色 の 花 を 咲か せる と され 、 
長い 時 間 を か け て 生育 を 見 守る こと か ら 、 家族 
や 友人 、 恋人 同士 の 絆 に た と えら れる 。 リチア 
と フロ ー ラ 、 ク リー ド も 、 変わ ら な い 友 情 を 碑 っ 
て 、 ワン ダリ デル の 片隅 に 植え た 。 花 言葉 は 
「 星 の 輝き 」。 


アス テル 騙 i 語 8【 人 名 】 サイ バッ ク 王 立 研究 院 
で 精霊 の 研究 を し て いた 研究 員 。 ハー フエ ルフ 
に 負け な い 優 秀 な 頭脳 を 持ち 、 9 歳 の と きか ら 
王立 研究 院 で 研究 に 携わっ て いた 天才 。 お 人 
好 し で 人 当たり が よく 、 当時 差別 の 対象 と な っ 
て いた ハー フエ ルフ と も 、 分 け 隅 て な く 接し た 。 
同僚 だ っ た ハー フエ ルフ の リヒ ター と は 精霊 の 
研究 を 通じ て 親交 を 深め 、 無 二 の 親 友 と な っ 
た 。 世界 統一 後 、 ア ステ ル は リヒ ター と と も に 異 
常 気象 の 原因 を 調べ て いる うち に 、 精霊 ラ タ ト ス 
ク と その し も ベ セ ン チュ リオ ン が 、 マナ の 流れ の 
調整 を 揚 っ て いる こと を 発見 。 乱れ た マナ の 流 
れ を 正 し て も ら う た め 、 ラタトスク に 会 い に 行 く ア 
ステ ル だ っ た が 、 そこ で 無残 に も 当 の ラタトスク に 
よっ て 殺害 され て し まっ た 。 その 際 、 友 の 死に 
逆 上 し た リヒ ター が ラタトスク に 深 手 を 与え て コア 
化 さ せる も 、 後に ラタトスク は アス テル の 外見 を 
借り て 復活 を 遂げ た 。 この た め 、 疑似 人 格 の エ 
ミル は た び ぴた び 、 ラタトスク の 記憶 の フラ ッシュ バ 
ッ ク を 経験 する こと と な る 。 リヒ ター が エミ ル に 投 
げ か けた 「 勇 気 は 夢 を 叶え る 魔法 ] と いう 言葉 
は 、 か つて アス テル が リヒ ター に 語っ た も の 。 

アス トン 罰 共 議 【 人 名 】 レ ェ リ ダン め組 の 一 員 。 
イエ モン ら 亡 き あ と 、 悲し み を 紛 ら わ せ る た め に 
研究 に 進 。 アル ビオ ー ル 3 号機 を 完成 させ 
る 。 また 、 譜 業 技術 の さら な る 発展 を 望み 、 ベ 
ルケ ンド と シェ リ ダ ン の 交流 を 深め る た め に 橋 を 
竣工 する な ど 、 精力 的 に 活動 を 続け て いる 。 


アス トン ・ ラ ント 芳 * 医 工 【 人 名 】 アス ベル た ちの 


父親 で ウィ ンド ル 王 国 ラ ント 領主 。 長男 で ある ア 
スベ ル に 対し て は 跡継ぎ と し て の 期待 か ら 非常 
に 厳格 で 、 彼 が 家 を 見 限り 騎士 学校 に 入る 原 
因 と な る 。 し か し 必要 以上 の 厳し は 、 と くに アス 
ベル に 次 期 領主 に な る こと を 強い 、 次 男 ヒュ ー 
バー ト を 他国 に 養子 に 出し た こと は 、 実 の 兄 ア ド 
ルフ と 家 督 を 争い 彼 を 亡くし た 経験 に よる も の 
で あっ た 。 国境 を 越え て 侵攻 し て きた フェ ン デ ル 
軍 を 迎え 討ち 、 息子 た ちと は わか り 合 えな いま ま 
名 誉 の 戦死 を 遂げ る 。 享年 46 歳 。 の ち に 執事 
フレ デリ ッ ク の 語っ た と ころ に よる と 、 若 か り し アス 
トン は 兄 と の 後継 争い や 国境 地域 の 情勢 な ど 
に 心 を 痛め 、 屋敷 の 草花 を 育て る こと を 罪 減 ぼ 
し の よう に 考え て いた よう で ある 。 当初 価値 観 
の 違い か ら 破 談 寸 前 に まで 冷え 切っ た ケリ ー と 
の 仲 を 再 構築 で きた の も 、 紛争 地域 に 向かっ 
た 彼 に 代わ り 、 ケリ ー が 花壇 を 守っ た こと が 縁 で 
あっ た 。 不器用 で ある が ゆえ に その 優し さや 心 
配り は 、 ご く 親しい 人 物 以 外 に は 理解 され な か 
っ た の で ある 。 

アス トン の 剣 薦 K 答 [武具 】 アス トン が ファ ー デ ィ 
ナン ト 四 世 か ら 下 賜 さ れ た 宝剣 で 、 ウィ ンド ル 王 家 
の 聖 剣 エ クス カリ バー。 靖 の 鍵 が 失わ れ た た め 、 
抜刀 し て 使用 する こと は で き な い 。 家 を 飛び 出し 
騎士 学校 に 入っ た アス ベル が 、 奨学 金 1000 ガ ル 
ド を 返す た め に か め に ん に 売り 、 その 後 は 行方 
知れ ず に な っ て いた が 、 か め に ん 部 長 の は か ら 
い に よ っ て 、 父 の 形見 と し て 取り 戻す 。 


アス ピオ 功 K 久 [地名 ・ 施 設 】 世界 中 の 魔 導 


士 が 集う 街 。 帝国 魔 導 器 研究 所 が 置か れ 、 街 
自体 が 巨大 な 研究 施設 と し て 機能 し て いる 。 
数 百年 前 に この 地 で 古代 の 遺産 ・ 魔 導 器 が 
多数 発見 され た こと が 、 街 の 興 り と な っ た 。 住 
人 の ほとん ど が 魔 導 器 研究 や その 関連 事業 に 
従事 し て お り 、 人 の 出入 り も 大 幅 に 制限 され て 


いる こと か ら 、 「 学 術 閉鎖 都市 ] と 呼ば れる 。 


アス ピオ 製 机 虫 水溶 薬 功 議 【 道 具 】 ケ ー プ ・ 


モッ ク 大 森林 で 、 虫 に 襲わ れ 恐 慌 を 来たし た カ 
ロ ル の た め に 、 リタ が 差し 出す スプ レー。 現代 技 
術 の 粋 を 集め た 、 信頼 の アス ピオ 製 。 彼女 は 中 
だ け で な く 、 強引 に ユー リ た ち に 同行 する お 調子 
者 レイ ヴ ン に も 、 これ の ひと 吹き を お 見 舞い する 。 


アス ピス ・ バ ロー ネ 玉 可 本 【 人 名 】 ティ レル キス 


の 父 で 、 セン シビ ア 国 の 国王 。 


アス ベル ・ ラ ント 玉 * 相 和仁 【 人 名 】 ウ ィ ン ド ル 王 国 


ラン ト 領 の 領主 アス トン の 息子 。 幼少 時 の 性 格 
は 活発 で わん ぱく 、 典型 的 な いた ずら 少年 で 、 
後 先 考え な い 人 行動 で 第 ヒュ ー バ ー ト や 幼なじみ 
シェ リア を 振り 回 し て いた 。 し か し そん な 言動 が も 
と で 、 自分 が 身元 を 引き 受け た 少女 ソフ ィ を 亡 く 
し 、 自責 の 念 と 厳格 な 父 へ の 反発 か ら 、 騎士 と 
し て 身 を 立て る 道 を 選択 する 。 7 年 の 歳 月 に よ 
っ て 父 も る 家 も 、 第 ヒュ ー パ バート と の 絆 も 失っ た 彼 
は 、 変貌 し て し まっ た ウィ ンド ル 王 国王 子 リ チ ャ ー 
ド を 救う た め 、 また 自分 の 拠り どこ ろ と な っ た 「 大 
切な 人 を 守る 」 と いう 信念 の た め 、 国 同士 の 確 
執 を 超え て 世界 を 守る 旅 に 出る 。 アス ベル の 行 
動 原理 は 、 ひと ぇ に 「 守 る 」 こ と 。 すなわち か つ 
て ソフ ィ を 失っ た こと 、 そし て 力 不足 か ら 父 を 亡 く 
し た こと へ の つぐ な い が そ の 原点 で ある 。 その た 
め ラ ムダ の 力 に 操 ら れ て 自我 を 失い ゆく リ チ ャ ー 
ド か ら 優し さ を 取り 戻し 、 同時 に ラム ダ を 殺す た 
め に 存在 する プロ トス 1・ ソ フィ を も 救 お うと 、 命 
が け で 寿 走 する 。 な お 騎士 学校 時 代 を 経て 思 
慮 深い 青年 へ と 成長 し 、 効 少 時 か ら 一 転 、 大 
の 掃除 好き に な る も の の 、 女心 に 対す る 鈍感 さ 
は まる で 変わ ら ず 、 シェ リア に は 深い 深い た め 息 
を つか れ て いる 。 好き な 食べ 物 は 甘口 カレ ー、 
尊敬 する 人 は マリ ク 。 


アス ラ 騙 可 内 【 人 名 】 天界 を 統一 し た 武将 。 巨 


大 な 愛 剣 「 デ ュ ラ ンダ ル 」 を 振る う 姿 は 鬼神 と 呼 
ぱ れ 、 彼 の 駆け 抜け た 跡 に は 、 生命 は 草木 す 
ら も 残ら な いと 恐れ られ た 。 も と も と は 泥 の 化身 と 
し て 生ま れ た 最 下 級 の 神 だ っ た が 、 龍神 ヴ リト ラ 
に 拾わ れ て 教育 を 受け 、 セン サス の 民 を 統べる 
地位 に まで 上 り 詰め る 。 か つて 神 で あっ た は ず 
の 者 を 、 人 間 と し て 地上 に 隔離 する こと に 疑問 
を 抱き 、 創世 力 を 以 て 天地 の 融合 を 目指 す 。 そ 
の 思想 ・ 言 動 は 粗野 で 荒 々 し くも 、 隔離 政策 に 
よっ て 飽和 と 退廃 の 道 を 歩み つつ あっ た 天界 
の 治世 を 変え る る も の と し て 、 多く の 賛同 者 を 得 、 
反対 勢力 の ラテ ィ オ 軍 を 駆逐 する 。 の ち に セン 
サス の 和 砦 と も な っ た 天空 城 に ヴ リ トラ と と も に 住 
み 、 多く の 配下 の 武将 た ち を 従え て いた 。 また ラ 
ティ オ 側 か ら 亡 命 し て きた 豊 生 の 女神 イナ ン ナ を 
愛し 、 派閥 を 超え た ロマ ンス に 両 軍 で は 物議 が 
醸 さ れる 。 天界 統一 後に 顔 を 隠し 魔王] と し て 
君 臨 す る が 、 まもなく イナ ン ナ の 裏切り に よっ て 
死亡 。 その 肉体 は 相討ち と な っ た イナ ン ナ と と も 


に 、 数 千年 た っ た 現在 で も 、 天空 城 の 奥 に 残さ 
れ て いる 。 魂 の うち 、 彼 の 迷い や 弱 さ と いっ た 、 
アス ラ が 武将 と な り ゆ く 中 で 捨て た は ず の 部 分 
が 、 ルカ の 人 格 と し て 転生 し て いる 。 


アス ラン ・ フ リン グ ス 芳 訪 斑 【 人 名 】 マルクト 


帝国 軍 少 将 。 英 将 で ある セシル 少将 に 恋心 を 
抱き 、 母 の 形見 の 指輪 を 贈っ て 求婚 を し た 。 し 
か し 、 結婚 式 直前 の 外 殻 大 地 降 下 後 、 演習 
中 に モー ス が 放っ た レプ リカ 軍 に 襲撃 され 、 無 
念 の 死 を 遂げ る 。 預言 に 頼ら な い 新 し い 世 界 を 
よう や く 自 由 で ある と 感じ 始め た 矢先 で あっ た 。 


アタ モニ 神 団 和議 組織 ・ 団 体 ] 全 知 全能 


の 女神 アタ モニ を 唯一 神 と し て 崇め る 、 世界 最 
大 の 宗教 団体 。 セイ ン ガ ルド の スト レイ ライ ズ 神 殿 
を 聖地 な ら び に 本 拠 地 と し て 、 各国 に 神殿 を 構 
えて 布教 活動 を 行なっ て いる 。 [宗教 と は 例え 
王 を 前 に し て も 屈する こと は な い 。 万 人 の 平等 
の 信仰 の 下 で 成り 立つ も の だ 」 と し な が ら も 、 そ 
の 実 セ イン ガル ド を 拠点 に する 以上 、 セイ ン ガ ル 
ド 人 の 教え と 位置 づけ られ る の は 当然 の こと で 、 
と くに 土着 の 信仰 を 持つ 国 の 人 々 か ら は 、 あま 
り 歓 迎 さ れ て いな い 。 し か し そう いっ た 宗教 団体 
と し て の 側面 すら も 表向き の 顔 で あり 、 実態 は 
天地 戦争 後に 組織 され た 、 神 の 眼 の 監視 を 担 
う 汎 国家 機関 で ある 。 その た め 設 立 さ れ た 当時 
は 、 元 地上 軍 の 重要 ポス ト に いた 人 間 た ち が 聖 
職 者 を 務め て いた 。 神殿 内 に 失わ れ た は ず の 
歴史 的 蔵書 が 多数 保管 され て いる の も 、 天地 
戦争 時 代 の 記録 を 不用 意 に 放置 し 補 根 を 残 
すこ と の な いよ うに と 、 徹底 し た 管理 が 行なわ 
れ た 結果 で ある 。 近年 で は そう いっ た 創設 当時 
の 背景 を 知る 者 は ほとん ど な く 、 わずか に 各国 
の 首脳 と 教団 内 の トッ プク ラス の 人 間 が 、 神 の 
眼 の 存在 や 教団 の 意義 を 知ら きれ る の み と な 
っ て いる 。 な お 各地 の 神殿 に 置か れ た 女神 ア 
タモ ニ の 像 は 、 背中 に 大 き な 要 を 持ち 、 右手 に 
鈴 杖 を 掲げ る 姿 で 知ら れ て いる 。 人 々 の 頭上 
に 君臨 せん と する その 様子 は 神々 し くま た 非常 
に 勇壮 。 光 と 水 の 輝 き に 彩 ら れ た 各地 の スト レイ 
ライ ズ 神 殿 の 大 聖堂 すべ て が 、 神像 の 美 し さ を 
引き 立て る た め に 創 ら れ た と いっ て も 過言 で は 
な い 。 罰 55 引 【 組 織 ・ 団 体 ]】 アタ モニ 神 を 唯一 
絶対 の 存在 と し て 崇め る 宗教 団体 。 も と も と は ス 
トレ イラ イズ 神殿 と し て 活動 する 組織 だ っ た が 、 
エル レイ ン を 指導 者 に 据え て 彼女 の 教え を 実践 
し 始め た 段階 で 、 アタ モニ 神 団 に 名 称 変更 さ 
れ た 。 神 団 の 聖地 と 定め て いる の は カル ビオ ラ 
だ が 、 多 く の 信者 が 暮らす アイ グレ ッ テ を 活動 
拠点 と し て いる 。 エル レイ ン が も た ら す 奇跡 に よ 
っ て 入信 者 が 増え て いる も の の 、 実際 に は フォ 
ルト ゥ ナ 降 臨 に 必要 な レン ズ を 集め る た め の 手 
段 と し て 、 エル レイ ン に 利用 され て いる に 過ぎ な 
い 。 その た め 、 より 多く の レン ズ を 寄進 する 信者 
を 優先 し て 奇跡 を 施し て いる 。 
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あたり 棒 騙 X 議 [道具 】 ア イス キャ ン デ ィ ー の あ た 


り 棒 。 食べ た と き に 棒 に あたり と 書か れ て いれ 
ば 、 も う ひ と つも ら え る 。 自分 で 書い た り し て は 
いけ な い 。 な ぜ か リー ネ 村 村長 宅 の 裏 の ご み 箱 
に 捨て られ て いる 。 


アツ アツ 熱湯 ガマ ン バ ト ル 罰 可 重文 化 】 粋 


な 都会 っ 子 カ レル セ ド ニ ー 隊 と 、 ド 田舎 上 等 で 育 
っ つた シン グ と ヒス イ 、 どっ ち が 「 ホ ン モ ノ 」 な の か 、 
アツ アツ の 温泉 に つか っ て 競う 男 の 戦 い 。 の ぼ 
せる まで 音 を 上 げ な い パ バカ っ ぷり こそ が 男 だ と も 
言わ れる 。 


アッ シュ 功 誠 欄 【 人 名 】ND2000 年 、 ファ ブレ 公 


肢 家 の 長男 と し て 生ま れる 。 ルー ク の 被験 者 
(オリ ジ ナ ル ) で あり 、 本 当 の ルー ク ・ フ ォ ン ・ フ ァ 
プレ 。 10 歳 の と き 、 ファ ブレ 公 役 家 に 出入 り し て 
いた ヴァ ン に 誘拐 され 、 レプ リカ 情報 を 抜き 取ら 
れる 。 レプ リカ が ルー ク と し て ファ プレ 家 に 戻さ れ 
た た め 、 居場所 を 失っ た アッ シュ は その まま ヴァ 
ン の 口 車 に 乗せ られ 、 ロー レラ イ 教 団 神託 の 盾 
騎士 団 に 入隊 。 六 神 将 ・ 鮮 血 の ア ッシュ と し て 
生き る こと を 余儀 な くさ れ た 。 結果 的 に 自分 か ら 
居場所 を 奪っ た ルー ク に や り 場 の な い 憎 悪 を 
抱い て お り 、 こと ある ご と に ルー ク に きつ く あ た 
る 。 一 方 、 ナタ リア と は 幼い 頃 に 「 大 人 に な っ た 
ら 国 を 変え よう 」 と 故 い 合 っ た 仲 で あり 、 今 で も 
その 決意 や ナタ リア へ の 想い に 変わ り は な い 。 
無愛想 な 振る 舞い と は 裏腹 に 、 病弱 な 母 を 気 
遣っ て ひと り 未 開 の 地 へ 薬 を 採り に いく な ど 、 
本 来 は 心 優し い 青年 で ある 。 


あっ た か が カ イロ 功 芝 位 【 道 具 】 マー キス 大 陸 で 


の 活動 に 備え て ベリ ル が 持ち 歩く よう に し て いる 
と 言い 張る カイ ロ 。 ノー クイ ン 氷 河 の 果て か ら サ ン 
ドリ オン コア に リン ク す る 際 、 命 を 張っ た 強引 すぎ 
る 方 法 に 恐れ を な し た の か 、 彼女 は これ を 取っ 
て 来る か ら と 、 まん ま と 逃げ よう と し た 。 じ つ の と 
ころ ベリ ル が この カイ ロ を 手 に し て いる と ころ を 見 
た 者 は 誰 も お ら ず 、 本 当 に 存在 し て いる の か は 
定か で は な い 。 


アデ コー ル 入 鐘 [人 名 】 レ ュ ヴ ァ ー ン 隊 ル プラ 


ン 小隊 所 属 の 騎士 。 長身 ・ 細 身 の 体 か ら 洗 練 
され た 華 股 な 剣 技 を くり 出す 、 と いう の が 本 人 
の ウリ に し て いる イメ ー ジ だ が 、 現実 に は 残念 な 
が ら そ こま で の スマ ー ト さ は 感じ られ ず 、 相方 の 
ボッ コス と と も に 「 デコボコ コン ビ 」 と し て 、 ほか の 
隊 か ら 笑 い 者 に され る こと も し ば し ば 。 滞納 し た 
税金 を 徴収 し に 下町 に 来 た と き 、 ユー リ に 川 に 
突き 落と され 、 風邪 で 3 日 間 寝 込ん だ こと を 、 現 
在 で も し つこ く 根 に 持っ て いる 。 チョ ビ ヒ ゲ が トレ 
ー ド マー ク 、 ログ セ は 「 で あー る 」 。 


アデ ル ハ ビッ ツ 編 可 有 【 地 名 ・ 施 設 】 北 の 最 果 


て に ある 村 で 、 アー リア と アル バー ト の 故郷 。 雪 
深い 土地 の た め 目 立つ 特産 品 は な く 、 船 も と き 
どき し か 往来 し な い 寂 れ た 場所 。 と きど き 、 オー 
ガ の 襲撃 に 遭う こと も る 。 ちな み に 、 クベ ー ル は ア 
ー リ ア が 町 を 離れ る 直前 に この 村 へ や っ て きた 
た め 、 ふた り は ほとん どど 面識 が な い 。 


アト ミッ クエ ー テ ル 酸 騙 『 共 弄 【 そ の 他 】 ベ ルケ 


ンド の 第 一 音 機関 研究 所 で 使わ れ て いる 特殊 
な 薬品 。 フォ ニ ミ ン の 粉末 に 触れ る と 揮発 し 、 
煙 を 吸う と 体内 の 血 中 酸素 が 急速 に 分 解 さ れ 
る 。 取り 扱い 要 注 意 ! 


アト ミナ 社 芳 蘭 [組織 ・ 団 体 】 に スイ が 受 用 す 


る ゴー グル の メー カー 名 。 普段 は 首 に か け て ファ 
ッ シ ョ ン を 楽し み 、 戦闘 中 に は 顔 に 装着 する と い 


う 、 オシ ャ レ と 実用 性 を 兼ね た 楽し み 方 が で き 
る 。 重厚 感 が あり 、 レン ズ も 暗め の 色 で 作ら れ 
て いる の で 、 ちょ っ と し た 強面 な 雰囲気 を アピ ー 
ル す る こと が 可能 。 た と えば 人 目 を は ば か ら ず 
に いち ゃ いち ゃ する お 調子 者 と ミソ 好き な 少女 
の 仲 を 牽制 する た め 、 威 蹴 する の に も ぴっ た 
り 、 か る も しれ な い 。 ちな み に ヒ スイ は 3000 ガ ルド 
の と ころ を うま く 値切っ て 1500 ガ ルド で 買っ た と 
信じ 込ん で いる が 、 イネ ス に よる と 定価 は 700 ガ 
ルド ほど らし く 、 ボラ れる 田舎 者 を 地 で 行く < 買い 
物 だ っ た よう だ 。 


アド ルフ 玉 ' 共 欄 【 人 名 】 ア スト ン の 実兄 で アス ベ 


ル た ちの 伯父 に あたる 。 看 放 な 性 格 ゆ え に 領 
主 を 継ぐ 資格 な し と 見 な され 、 弟 アス トン と 家 軍 
争い を 余儀 な くさ れ た 。 ほど な くし て ラン ト を 追わ 
れ た 彼 は 失意 の うち に 死亡 。 その 経緯 は 、 の ち 
に アス トン が 息子 た ちの 将来 を 考え る うえ で 、 大 
きく < 影響 する こと に な っ た 。 


アト ワイ ト 芳 記 答 【 ソ ー デ ィ ア ン 】 ア トワ イト ・ エ 


ックス を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 人 格 を 投射 され 
た ソー ディ アン 。 水 の 属性 を 持ち 、 お も に 回 復 
系 の 唱 術 を 司る 。 天地 戦争 後に 現在 の セイ ン 
ガル ド 国 内 の 安置 場所 に て 封印 され た が 、 オペ 
ロン 社 総帥 ヒュ ー ゴ が 24 歳 の と き に 発見 し た あ 
と 、 回 収 さ れ て ヒュ ー ゴ 邸 に て 保管 され て いた 。 
その 後 彼 の 長女 ルー ティ が 2 歳 を 迎え た 頃 に 、 
コア に 投影 され た アト ワイ ト の 人 格 と 意思 を 通じ 
る よう に な る と 、 ル ー テ ィ と と も に クレ スタ の 修道 
院 に 預け られ た あと も 、 一 貫 し て 彼女 が マス タ 
ー で あり 続け た 。 ルー ティ に と っ て アト ワイ ト は 亡 
き 母 クリ ス と の 縁 を つなぐ 唯一 の 品 で あり 、 また 
効い 頃 よ り と も に 在り 続け た 一 番 の 理解 者 で も 
ある 。 アト ワイ ト も また 彼女 の 姉 の よう に その 成長 
を 見 守っ て きた 。 罰 5【 ソ ー デ ィ ア ン 】 ア トワ 
イト ・ エ ックス を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 性格 や 思 
考 パタ ー ン 、 知識 を 投射 され た ソー ディ アン 。 水 
の 属性 を 持ち 、 お る に 回 復 系 の 唱 術 を プロ グラ 
ム さ れ て いる 。 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 時 に は ルー テ 
ィ ・ カ トレ ッ ト を マス ター と し て いた 。 本 来 、 アト ワイ 
ト は ヒュ ー ゴ に よっ て 発見 され て いた 。 し か し ミク 
トラ ン に 操 ら れ て いた ヒュ ー ゴ が 、 妻 の クリ ス に 自 
分 た ちの 娘 を 殺す よう 命じ た た め 、 クリ ス は 生ま 
れ た ば か り の 娘 を 助け る べく 一 計 を 案じ た 。 愛 
娘 ル ー テ ィ を 孤児 院 に 託し 夫 で ある は ず の 何 
者 か か ら 娘 の 所 在 を 隠す こと に し た の だ 。 この と 
き 、 娘 を 守っ て くれ る よう 願い を 込め る と 同時 
に 、 自分 と 夫 の 実子 で ある 証 と し て 、 その 傍ら 
に 置い た の が アト ワイ ト で あっ た 。 


アト ワイ ト ・ エ ックス 範 品 動 【 人 名 】 天 地 戦 争 


時 代 の 人 物 で 地上 軍 で の 階級 は 大 佐 。 地上 
軍 に 所 属し 、 衛生 兵長 と し て 後方 支援 や 医療 
班 の 指揮 を 受け 持つ 。 初老 の 知 将 ラヴ ィ ル ・ ク 
レ メ ン テ の 主治 医 と し て 、 以前 より 行動 を と も に 


し て いた た め 、 ソー ディ アン チー ム に 参加 を 表明 
し た 彼 に 同行 する 形 で 自ら も その 一 員 と な っ た 。 
若い 者 に は 負け ん と ば か り に 無茶 を し 、 命 を 預 
か る 身 と し て は 気 を 揉ま ず に は いら れ な いと いう 
の に 、 そん な 周囲 の 様子 を 吾 々 と し て 楽し ん で 
いる 、 頑固 で お 茶 目 な クレ メン テ 老 を 、 彼女 は し 
か し 尊敬 の 念 を 持っ て 接し 、 肉親 の よう に 慕っ 
て いた 。 な お 地上 軍 に お ける 彼女 は 、 端正 な 
容姿 と 慈愛 に 満ち た 振舞 い 、 それ で いて 軍人 と 
し て の 厳格 な 意識 を 忘れ ぬ 姿 勢 か ら 、 多く の フ 
ァ ン を 獲得 し て いた 。 彼女 が 胸 に 顔 を うず め る 
恋人 が 、 あの 「 突 撃 兵 ] デ ィ ム ロス ・ テ ィ ン バ パー で 
さえ な か っ た ら と 、 地上 軍 の 多く の 兵士 が 枕 を 濡 
らし た と いう 。 の ち に 参加 する ソー ディ アン チー ム 
で は 、 ソー ディ アン ・ ア トワ イト の マス ター と し て 、 水 
と 癒し の 晶 術 で その 戦い を 勝利 に 導い た 。 
騙 紀 中 [人 名 】 天 地 戦 争 時 代 の 人 物 。 地上 軍 
に 所 属し 、 衛生 兵長 と し て 後方 支援 、 医療 班 
の 指揮 を 受け 持つ 。 正式 な 階級 は 大 佐 。 老 将 
クレ メン テ の 主治 医 で も あり 、 偉大 な 知 将 か ら 
様々 な こと を 学び つつ も 、 頑固 で 無茶 な 老兵 に 
振り 回 され て も いる 。 の ち に ソー ディ アン チー ム に 
任命 され 、 ソー ディ アン ・ ア トワ 介 の オリ ジ ナ ル と な 
っ た 。 私 生活 で は ディ ムロ ス 中 将 と 恋仲 に ある 。 

アニ ー・ バ ー ス 芳 誠 棋 [人 名 】 高 名 な 医者 で あ 
っ つた ドク ター・ バ ー ス の ひと り 娘 で 、 父親 か ら 直 々 
に 医学 の 英才 教育 を 受け て いる 。 幼い 頃 に 母 
親 と 死に 別れ た た め 、 より 父親 を 慕っ て 育つ こと 
に な り 、 父 を 殺め た ユー ジー ン や ガ ジ ュ マ 全 般 に 
対す る 深い 憎悪 を 生み 出し て いた 。 早く ヒル ダ 
の よう な 凛と し た 美 し さ を 持つ 、 大 人 の 女性 に な 
り た いと 思っ て いる 、 微妙 な お 年 頃 の 15 歳 。 

アニ カマ ル 玉 誠 棋 [ 地 名 ・ 施 設 】 砂漠 の エメ ラ 
ルド 、 展 気 楼 に 浮か ぶ 砂 の 街 、 湯 い た 旅人 の 
癒し の 水がめ な ど 、 さま ざま な 言葉 で 語ら れる 、 
砂 の 海 に 浮か ぶ 町 。 旅人 が 持ち 込ん だ デス ガ 
ロ 熱 で 街 全 体 が 壇 滅 し か けた 過去 が あり 、 よそ 
者 を 極度 に 嫌う 風潮 が ある 。 

アニ カマ ル の 樹 功 誠 斑 【 植 物 】 非常 に 成長 が 
早い 樹 で 、 村 の 名 前 の 由来 に も な っ て いる 。 
数 年 で 大 人 5 人 が 手 を つなが な いと 、 幹 を 取り 
囲 め な い ほ ど に な る 。 

アニ カマ ル 式 風呂 久 誠 得 【 文 化 】 ア ニカ マル で 
一 般 的 な 風呂 。 浅め の 湯船 に お 湯 を は り 、 立 
ち 上 る 湯気 で 体 を 温め る も の で 、 浴槽 と サウ ナ 
の 中 間 に 位置 する と いっ た 趣 。 キョ ダグ エン で は 
「 ダ イエ ッ ト 半身 浴 ] と し て 流行 の 兆し 。 

アニ ス ・ タ トリ ン 功 下 内 【 人 名 】ND2004 年 ・ 
シャ ドウ デー カン ・ ロ ー レ ライ ・46 の 日 生ま れ 。 ロ 
ー レ ライ 教団 神託 の 盾 騎士 団 導 師 守護 役所 属 
の 奏 長 。 幼年 学校 を 出 て すぐ に 神託 の 盾 に 入 
団 し た 。 お 人 好 し で 騙さ れ や すく 、 借金 を くり 返 
す 両 親 に 育て られ た せい か 、 金銭 に 関す る 考 
え が 強 烈 な ほど シビ ア 。 玉 の 奥 に 乗る こと を 夢 
見 て 男心 を 掴む た め に 料理 の 勉強 に 励む な 
ど 、 幼く し て 打算 た っ ぷり の 人 生 を 歩ん で いる 。 
ルー ク ら と 旅 を 始め て か ら は 、 導師 イオ ン の 守 
護 役 で あり な が ら モ ー ス の スパ イ と し て 暗躍 し て 
お り 、 イオ ン の 行動 を 逐一 モー ス に 報告 し て い 
た 。 これ に は 理由 が あり 、 アニ ス の 両親 が 多額 
の 借金 を 抱え て 教団 に 保護 され て いた た め 、 ア 
ニス 一 家 は モー ス の 命令 に 逆らえ な い 状 況 に あ 
っ た か ら で あ る 。 外 殻 大 地 降下 後 、 モー ス が 大 
詠 師 と し て の 職 を 追わ れ た の ち 、 両親 を 人 質 


に 取ら れ 、 今度 は イオ ン の 誘拐 を 手引 き さ せ ら 
れ た 。 結果 、 モー ス に 惑星 預言 を 詠 ま され た イ 
オン は 音素 径 離 を 起こ し て 死亡 し て し まう 。 イオ 
ン の 死に 責任 を 感じ て いる アニ ス は 、 イオ ン の 愛 
し た ロー レラ イ 教 団 を 導師 派 と し て 立て 直し 、 イ 
オン の 理想 に 沿っ て 改革 し よう と 決意 する 。 
世 K 本 [ 人 名 】 ア スベ ル の 縁談 の 相手 と し て 、 
釣 書 を 送っ て きた ひと り 。 『 テ イル ズ オプ ジ ア 
ビス 」 に 登場 する ロー レラ イ 教 団 の 人 形 士 に 、 
彼女 に そっ くり な 少女 が いる 。 別世界 に お ける 
「 ア ニス ・ タ トリ ン 」 は 、 両親 の 多額 の 借金 と 引 
き 換え に た だ 働き 同然 の 身 に あり 、 純情 可憐 な 
少女 を 演じ つつ も 、 玉 の 典 を 夢見 る し た た か な 
娘 さ ん 。 金 の 魅力 に 目 が くら み 、 猫 を 被っ て 公 
股 家 の ドラ 息子 ルー ク に 近づい た と いう 過去 を 
持つ らし い 。 彼 の 思慮 の 浅 さ が 露呈 し て か ら は 
手のひら を 返し た よう に シビ ア な 態度 を 見 せ 、 
持ち 前 の 毒舌 を 披露 。 悠々 自適 な 若 奥様 は 謗 
め た よう で ある 。 ラン ト 家 宛 に 縁談 を 申し 込ん で 
来 た ア ニス 嬢 も る 、 や は り 「 領 主 」 の 肩書 き と その 
資産 と が ま ざ ぶし か っ た の だ ろう …… e 

アニ 備 芳 * 本 筐 [文化 】 「 アニ カマ ル の 釜戸 」 の 
略 。 アニ カマ ル で は 一 般 的 な 筐 戸 。 ナン を 焼い 
た り 、 温め も の を し た り と 、 料理 に は 欠か せな 
い 。 また 砂漠 地帯 の つね と し て 夜 は 非常 に 冷 
え ぇ 込む の で 、 暖 を と る の に も 非常 に 重宝 する 。 
アノ 本 騙 可 剛 【 作 品 】 ヒ スイ が 郷里 ノー クイ ン の 道 
具 屋 の 跡取り 息子 か ら 借 り た 本 。 男 同士 の 暗 
黙 の 了解 で 多く は 語ら れ な い が 、 お そら く は めく 
る めく ロマ ン が 詰まっ た 魅惑 の 本 だ と 思わ れる 。 


避 核 (アバ ティア ) 功 狂 【 魔 導 器 ] エ アル 量 


の 調整 を 担う 始祖 の 隷 長 が 、 体内 に エア ル を 
取り 込む 際 、 生命 維持 に 必要 の な い 余剰 分 
を 、 超 高 密度 の 結晶 と し て 体内 に 蓄積 し た も 
の 。 この 世 で も っ と ゃ 高密 度 の エネ ルギー 結晶 
体 で あり 、 途方 も な く 長 い 時 間 を か け て 形成 さ 
れ 、 命 を 落と す と き に 形 を 取る 。 魔 導 器 の 魔 核 
の 原料 だ が 、 あま り に 力 が 大 きく 、 また 希少 で あ 
る た め 、 これ を 砕い て 小片 に し 、 目的 の 術 式 を 
刻ん で 用 いる 。 

アヒル 久 可 得 【 人 道具 】 チ ャ の 小屋 地下 で 、 扉 
を 開く た め に 使う 道具 。 と いっ て も 、 普通 の お も 
ちゃ の アヒル で し か な く 、 や は り 普 通 の ゼン マイ 
と 組み 合わ せ て 使う 。 この あたり の 道具 選び の 
セン ス に 、 アイ フリ ー ド の 血筋 を 感じ させ る 。 


アヒル ボー ト 玉 * 可 馬 【 乗 り 物 】 キュ ノ ス に ある ア 
ヒル 型 の ボー ト 。 普段 は 行く こと が で き な い 秘密 
の デー トス ポッ ト へ と 、 乗客 を 誘っ て くれ る 。 村 の 
不良 中 年 が ボー ト 屋 を 営む が 、 その 原点 は 効き 
日 、 友達 に 受け 入れ られ る きっ か け と な っ た 思 
い 出 の アヒル の お も ちゃ に 由来 し て いる 。 この ボ 
ー ト に いつ で も 乗る こと が で きる 「 ア ヒル チケ ッ ト ]」 
は 、 アヒル を 模 し た 形 が な か な か 愛らしく 、 無 愛 
想 で 商売 下手 な 不良 中 年 が 考案 し た と は 思え 


な い ハ イセ ンス な アイ テム 。 


アブ ソー ブ ゲ ー ト 玉 K 誠 弄 【 呼 称 】 第 2 フィロ ト 。 


プラ ネッ トス トー ム の 帰結 点 。 パッ セー ジリ ング より 
も さら に 深層 部 に ロー レラ イ の 剣 で 描か れ た 譜 陣 
が あり 、 それ が プラ ネッ トス トー ム を 制御 し て いる 。 


天 か ける 軌跡 騙 可 職 【 乗 り 物 】 空 中 に 架け られ 


た 光線 状 の レー ル を 走る 列車 の こと 。 モフモフ 
族 の 間 で は 「 空 に 浮か ぶ 、 道 な き 道 ] と され 、 
英雄 カポ エラ ッ コ が これ を 目撃 し た と の 言い 伝え 
が ある 。 ウェ ル テ ス で 灯台 と 呼ば れる 建造 物 の 
上 部 に この 天 か ける 軌跡 の ター ミナ ル の ひと つ 
が 存在 し 、 ここ か ら 光 跡 翼 まで 直通 移動 が 可能 
と な っ て いる 。 も と も と は 遺跡 船 建造 者 た ち 、 つ 
まり 陸 の 民 の 祖先 が 遺し た 設備 で 、 現在 の テク 
ノロ ジー で 作ら れ た も の で は な い 。 当時 は 各 施 
設 を つない で 走る 移動 手段 と し て 広く 用 いら れ 
て いた 。 また 、 発見 され て いな い が 、 ウェ ル テ ス 
以外 に も 各地 に ター ミナ ル が 存在 する らし い 。 セ 
ネル た ち 一 行 が これ を 発見 し た の ち 、 ジェ イ と ポ 
ッ ポ の 調査 に よっ て 起動 、 モフモフ 3 兄 弟 を 機 
関 士 と し て 稼動 し た 。 


アマ ノ テ カガミ 芳 X5 簡 [ディ スカ バリ ー」 金 属 


で は な く 石 を 用 いて 作ら れ た 古代 の 貴重 な 手 
鏡 。 光 を 増幅 させ る 性 質 を 持つ 石 が 使わ れ て 
お り 、 高貴 な 女性 に 珍重 され た 。 現在 、 多 く の 
冒険 者 た ち に 愛用 され て いる 特殊 な 宝石 も 、 こ 
の 鏡 と 同じ 種類 の 鉱石 か ら 精 製 さ れ て いる 。 


アミ ィ ・ バ ー ク ライ ト 罰 :5 欄 【 人 名 】 チェ スタ ー 


の 妹 で 、 クレ ス に 熱 を 上 げ て いる 女の子 。 手 作 
り の マス コッ ト を いき な り 手 渡す ほど の 積極 的 な 
タイ プ 。 4304 年 、 マ ルス ・ ウ ルド ー ル に よる トー テ 
ィ ス 襲 撃 に 巻き 込ま れ て 命 を 落と し た 。 アミ ィ が ク 
レス に 淡い 恋心 を 抱い て いた こと は 、 の ち に 死 
を 悼む チェ スタ ー か ら 明 か され る 。 も し 村 が 平和 
な まま だ っ た ら 、 クレ ス は いずれ 彼女 に 押し 切ら 
れ て 、 幸せ な 家庭 を 築い て いた だ ろう 。 


アム ジル 罰 * 臣 材 【 人 名 】 ヒ ル ダ の 父親 で ヒュ ー 


マ 。 サ ニ イ タウ ン 近 郊 に 住む 実業 家 の 長男 で 、 
家督 を 継ぐ べく 英才 教育 を 受け て 育つ 。 カレ ギ 
ア 各 地 の 市場 の 視察 旅行 の 途中 で ナイ ラ を 見 
初め 、 周囲 の 反対 を 押し 切り 出 講 し 、 結婚 。 娘 
を 王 の 盾 の トー マ か ら 守 る た め に 命 を 落と す 。 
享年 27 歳 。 


アム リタ 罰 鐘 【 道 具 】 | 海 精 の 牙 」 秘蔵 の 薬 


で 、 その 正体 は 十 六 夜 の 幽 居 街 に 住む 人 々 が 
長き に 渡っ て 伝え 続け て きた 、 エ アル か ら 作 ら 
れ た 霊 薬 。 口 に し た 人 間 に 長 寿 を も た ら す が 、 
その 反面 強い 副作用 を 持ち 、 長年 摂取 し 続け 
た 彼ら の 王 オ ー マ は 、 人 の 姿 を 失い 異形 の も の 
と 化し て し まっ た 。 また 高い エア ル 適 応 能力 を 
備え た 満月 の 子 の た め に 作ら れ た も の で ある た 
め 、 そう で な い 人 間 に は 生命 の 倫理 に 反し た 取 
り 返 し の つか な い 結 果 を 招く 場合 さえ ある 。 の ち 


に 「 プ ラッ ク ホ ー プ 号 事 件 ] と 呼ば れる 、 人為 的 
な エア ル 照 射 に よる 移民 船団 壊滅 事件 で は 、 
サイ ファ ー が 一 か 八 か で アム リタ を アイ フリ ー ド に 
飲ま せ 、 辛く も 命 を 救っ た 。 し か し その 弊害 と し 
て 、 「 海 精 の 牙 」 の 首領 は 少女 の 座 と な り 、 同 
時 に 記憶 の 大 半 を 消失 。 「 パ ティ ] と し て さま よ 
うこ と に な っ た 。 


アラ ウン ド ・ ザ ・ セ レス ティ ア 罰 議 【 競 技 】 


ペイ ル テ ィ の マッ ハ 船 長 が 主催 する 、 船 に よる セ 
レス ティ ア 周 回 レー ス 。 大 が か りな 大 会 に 見 える 
が 、 じ つ は マッ ハ 船 長 が 個人 的 に 開催 し て いる 
だ け で 、 要する に 海 を 勝手 に 使っ て 行なわ れ 
る 草 レ ー ス 。 


アラ ゴ 功 還 馬入 名 】 自 ら 「 巨 区 ] を 名 乗る プラ ン 


ジュ 村 に 住む 画家 。 希代 の 画家 と 言わ れ た べ 
リル の 祖父 レン ハラ に 代わ り 、 ベリ ル の 師匠 と し 
て 彼女 に 絵 の 手ほどき を する 。 少々 口 が 悪く 、 
老い て な お いた ずら 好き の 少年 の よう に ベリ ル 
を か ら か うこ と も し ば し ば 。 また ベリ ル が 村 を 出 て 
か ら は 、 ひと り 残さ れ た 彼女 の 祖母 ヘリ オ を 、 自 
分 の 身内 の よう に 気 に か け て いる 。 一 生 海 を 見 


【 天 か ける 軌跡 】 


る こと の な い 村 人 に 心 の 原 風景 を 見 せる の だ 
と 、 シン ハラ が 発見 し た 青色 の 絵の具 で 、 村 を 
貫く 洞窟 一 面 に 海 の 絵 を 描い た 。 その すばらし 
い 筆 致 は 、 巨匠 を 名 乗る の に ふさ わし いも の で 
ある の と 同時 に 、 天才 画家 シン ハラ と 酷似 し た 
も の で ある と 、 絵心 の ある 人 間 な ら 誰 し も 気づか 
ず に は いら れ な い 。 し か し アラ ゴ も へ リオ も 、 彼 と 
シン ハラ と の 関係 に 言及 する こと は 決し て な い 。 


アラ スト ル 騙 紀 旨 【 生 物 】 現 代 で の 飛行 意 内 部 


と 天地 戦争 時 代 の ダイ クロ フト に 出現 する 。 本 
来 、 天地 戦争 時 代 に 存在 し な い モ ンス ター で あ 
り 、 ハロ ルド の 指摘 に よっ て 未来 か ら 持 ち 込ま 
れ た も の と 判明 し た 。 


アリ エッ タ 罰 廊 欄 【 人 名 】ND2002 年 、 フェレ ス 


島 の 生ま れ 。 ホ ド 戦争 で ホ ド が 消滅 し た 際 、 家族 
と いっ し ょ に 洪水 に 飲み 込ま れ た が 、 幼い アリ エ 
ッ タ だ けが ライ ガ に 助け られ て 一 命 を 取り 留め た 。 
以来 、 ライ ガ に 育て られ 、 魔物 た ちと 生活 を と も に 
し て きた 。 魔物 と 会 話 の で きる 能力 を ヴァ ン に 買 
われ 、 神託 の 盾 騎士 団 に 入隊 。 ヴァ ン と 被験 者 
イオ ン に 、 人 間 と し て の 教育 を 受け た 。 被験 者 イ 
オン の 導師 守護 役だっ た が 、 導師 が レプ リカ の イ 
オン に 入れ 替わっ た 際 、 情報 漏洩 防止 の た め 
役職 を 解雇 され た 。 以後 、 真実 を 知る こと な く 、 
自ら 望ん だ アニ ス と の 決闘 で 命 を 落と す 。 


アリ シア ・ コ ン バ テ ィ ー ル 罰 記 柚 【 人 名 】 プ レ 


セア の 妹 。 父 を 助け る た め に 名 門 プ ライ アン 家 
に 奉公 に 出 、 当主 リー ガル と 身分 を 超え た 恋 に 
落ち る が 、 関係 を 多 慣 する 執事 に より エク ス フ ィ 
アブ ロー カー に 売ら れ て し まう 。 その 後 エ ンジ ェ ル 
ス 計 画 の 被験 者 と な る も 失敗 し 、 エク ス フ ィ ギ ュ ア 
化 。 最期 は 自ら 望ん で リー ガル の 手 で 殺さ れる 。 


ぎー ヘコ ニ マ ロー 内 日 


の ンダ 


マニ で ーー で 本 へ ra ご と 党 


ウン グ 


あり じ ご くに ん 功臣 欄 【 種 族 】 オ ー ル ドラ ント の 童 


話 に 出 て くる 妖精 の こと 。 母音 を 伸ばす 独特 の 
し ゃ べり 方 は 、 和む よう な 、 イラ イラ する よう な 
OO ? ケ セ ド ニア に は 、 あり じ ご くに ん の 格好 
を し て な りき っ て いる 人 物 が いる 。 要求 され た も 
の を プレ ゼン ト す る と 、 即 あ り じ ご くに 捨て て し まう 
と いう 奇怪 極まりない 行動 を 取る が 、 お 礼 に くれ 
る も の は 、 か な り の 高級 品 で あっ た り そ う で な か 
っ た り ……。 ナム 孤島 に は 、 ケ セ ド ニア に いる あ 
り じ ご くに ん の 上 兄弟 が 住ん で いる 。 玉 机 鐘 [ 人 
名 】 謎 の 相 面 行商 人 。 彼ら が 本 能 的 に 好む 砂 
漠 地 帯 の ほか 、 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス の 各地 に 出 
没 し 、 略し て 「 あ じ く ん 」 の 愛称 で 親しま れる 。 近 
年 行商 だ け で な く 、 飲食 業 に も 手 を 出し 始め 、 
ナム 孤島 で 焼き そば 屋 を 展開 。 彼ら の 口 に 上 る 
味 の 決め 手 「 ア レ 」 が 物議 を 醸し て いる 。 


ー TOV - 


アリ ス 騙 其 語 W【 人 名 】 ヴァ ン ガ ー ド に お ける 戦闘 


部 門 の トッ プ 、 戦闘 部 隊 隊 長 。 ハー フエ ルフ な 
の で 魔術 を 使う こと が で きる が 、 本 人 の 戦闘 力 
は さほど 高く は な く 、 これ を フォ ロー する た め ヒ ュ 
プ ノ ス を 用 いて 魔物 を 操っ て いる 。 外見 は 幼く 
見 える が 、 本 人 が 公言 する 18 歳 と いう 年 齢 は 
紛れ も な い 事 実 で ある 。 幼く 愛らしい 姿 、 プリ っ 
子 口調 と は 裏腹 に 、 性 格 は ドス 黒く 、 加 虐 的 な 
行為 に 喜び を 感じ る サディ スト 。 お も に 部 下 を い 
た ぶる た め に 使う 乗馬 用 鞭 を 手放さ ず 、 これ が 
トレ ー ド マー ク に な っ て いる 。 幼い 頃 に 両親 を 亡 く 
し 、 ハイ マ の 孤児 院 に 引き 取ら れ た アリ ス は 、 ハ 
ー フ エル フ ゆ ぇ 差別 を 受け て 育っ た 。 孤児 院 で 
の 虐げ られ た 生活 の 中 で 、 アリ ス は 力 こ そ が す 
べ て で あり 、 周囲 を 変え られ な い の な ら 自 分 が 
強く な る し か な いと の 考え を 持つ に 至る 。 当時 
力 を 欲し た アリ ス は 、 禁書 に 封印 され た 魔 族 の 
配下 と 契約 し 、 魔物 を 操る 能力 を 手 に 入れ た 。 
だ が この 能力 は 、 2 年 前 に ロイ ド た ち が 禁 書 を 燃 
や し た こと で 失わ れ て し まっ た 。 そこ で 彼女 が つ 
ぎ に 目 を つけ た 力 が 、 エ クス フィ ア と ヒュ プ ノ ス だ 
っ た 。 デ ク ス と は 同じ 孤児 院 で 育っ た 幼馴染 み 
で 、 いじ め ら れ っ 子 だ っ た デ ク ス を アリ ス が た び 
た び 助 け て いた 。 ある と き 孤 児 院 で 盗難 が 発生 
し 、 濡れ 衣 を 着せ られ た デ ク ス が 殺さ れ そ うに な 
っ た 際 に も 、 アリ ス が 魔物 を 使っ て 助け 出し て い 
る 。 ジー ニア ス と リフ ィ ル は 、 ハー フエ ルフ で ある 
こと に 負い 目 も 引け 目 も 感じ ず 、 堂々 と 生き る ア 
リス の 姿 に 、 英 な が ら 感 銘 を 受け た 。 


アル ヴァ ニス タ 罰 可 馬 【 国 名 】4202 年 時 点 で 、 


世界 で も っ と も 魔術 文化 が 発達 し て いる 国 。 ハ 
ー フ エル フ を 積極 的 に 重用 し 、 また 王族 に も る エ 
ルフ の 血 が 流れ て いる と され て いる 。 


アル ヴィ ン 罰 庶 細 [人 名 】 ラ ・ シュガ ル 軍 の 追跡 


を 受け る ジュ ー ド と ミラ を 手助け する 備 兵 。 余裕 
の ある 大 人 の 物腰 や 気さく で 親しみ の ある 態度 
で 彼ら の 信用 を 勝ち 得る が 、 旅 に 同行 する 本 
当 の 目的 や 己 の 素性 に つい て は 口 を 閉ざし て 
いる 。 銃剣 に よる 戦闘 を 得意 と し 、 その 巨大 な 
武器 で 数 々 の 戦場 を くぐり 抜け て 来 た こ と を 、 
手 慣れ た 戦い ぶり に うか が わせ る 。 


アル カ 教 団 【 組 織 ・ 団 体 】 迫 害 を 受け る 


異 能 者 に 安住 の 地 を も る たらす こと を 唱え る 、 新 
興 の 宗教 団体 。 教団 に 入信 すれ ば 、 異 能 者 
捕縛 適応 法 か ら 逃 れ ら れる と し て 、 各地 の 異 
能 者 た ち が こ ぞ っ て 入団 を 希望 し て いる 。 教団 
の トッ プ は 枢密 院 に よっ て 見 出さ れ た マテ ィ ウ ス 
が 務め 、 枢密 院 か ら の 支援 も 受け て は いる が 、 
組織 の 上 層 部 は マテ ィ ウ ス 自 身 へ の 忠誠 に よっ 
て 結び つい て いる 。 


主 無き 城 臣 可 本 【 地 名 ・ 施 設 】 ジ ャ ン ナ に ある ア 


レ ウ ー ラ 王 の 居城 の こと 。 アレ ウー ラ 7 世 まで は こ 
の 城 に 暮らし て いた 。 ジャ ン ナ 事件 で レイ モー ン の 
襲撃 を 受け て 以来 、 警備 の 手薄 さ を 恐 れ た 国 
王 は 、 この 城 を 捨て て アー ル 山 に 居 を 構え た 。 


アル ジャ ー ノ ン 号 騙 纏 [乗り物 乗客 と 貨物 


を 載せ て アイ グレ ッ テ 港 一 スノー フリ ア 間 を 往復 
する 定期 連絡 船 。 通称 デビ ルズ ・ リ ー フ の 主 と 
呼ば れる フォ ルネ ウス に 襲わ れる が 、 乗客 で あ 
っ た カイ ル 達 の 手 に よっ て 沈没 を 免れ た 。 た だ 
し 、 フォ ルト ゥ ナ に よっ て 改変 され た 未来 に お い 
て は 沈没 し た こと に な っ て いる 。 


アル タ ミ ラ 功 正 獲 【 地 名 ・ 施 設 】 レ ザ レ ノ グ ル ー 


プ が 造り 上 げた 、 広大 な 海洋 り ゾ ー ト 。 街 そ の も 
の が ひと つの 巨大 な リゾ ー ト 施設 に な っ て お り 、 
海水 浴場 、 巨大 ホテ ル 、 遊園 地 や カジ ノ な ど さ 
ま ざ ま な 娯楽 施設 が 整っ て いる 。 これ ら 施 設 間 
の 移動 は 、 エレ メン タル レー ル と いう 乗り 物 で 行 
な う 。 レザ レノ グル ー プ の 本 社 ビ ん も この 地 に 建 
ち 、 その 屋上 は 花 が 咲き 乱れ る 庭園 と な っ て お 
り 、 リー ガル の 片 材 、 す な わ ち プレ セア の 妹 アリ 
シア の 墓碑 が 企む 。 


アル ツー ル ・ シ デン 芳 *m 位 【 人 名 】 レ デン 領 の 


現 領主 で 先 の アク アヴェ イル 大 王 。 シ デ ン 家 の 
家宝 で あり 、 アク アヴェ イル 連合 公国 の 象徴 で も 
あっ た 宝剣 を ヒューゴ に 奪わ れ 、 その 責任 を 問 
われ る 形 で 失脚 、 6 年 前 に トウ ケイ 領 の ティ ベリ ウ 
ス に 大 王 の 座 を 追わ れる 。 現在 で は 領主 と は 
言い な が ら 、 半ば 隠居 の よう な 暮らし に 甘んじ て 
いる 。 為政者 と し て の 息子 ジョ ニー の 資質 を 見 
抜い て お り 、 彼 が 跡 を 継ぐ の を 切望 し て いる 。 


アル テス タ 芳 『 位 【 人 名 】 希少 な ドワーフ 族 の ひ 


と り 。 か つて は クル シス に 所 属し た が 、 間接 的 と 
は いえ 人 の 生命 を 奪う 手助け を し て いた こと に 
罪 の 意識 を 持ち も 、 ク ル シ ス を 脱走 。 現在 は 人 
里 離れ た 場所 で 、 隠者 の よう に ひっ そり と 暮 ら 
し て いる 。 プレ セア の エン ジェ ルス 計画 に も 関わ 
っ て お り 、 彼女 の 姿 に 己 の 罪 を 感じ て 激しく 動 
揺 す る 。 


アル テ ミ ス 罰 品 欄 【 人 名 】 月 の 精 圭 ル ナ に 仕え 


る 妖精 。 妖精 自体 が ラグ ゲ ナ ロク 以前 に 生き た 神 
話 上 の 存在 と され 、 それ ゆえ に 彼 も また さま ざま 
な 物語 の 題材 に な っ て お り 、 ルナ を 見 初め た 一 
介 の 兵士 が 、 彼女 に 恋い 焦 が れ る あま り に 姿 
を 変え て し まっ た 、 な ど と 言わ れ て いる 。 た だ し 
そん な ロマ ン テ ィ ッ ク な 逸話 と は 裏腹 に 、 実際 の 
アル テ ミ ス は 高慢 で 非常 に 奴 婦 深 い 。 妖精 の 


つね と され る 「 い た ずら 好き 」 と いう 言葉 で は 足 
りな い 手 管 で 、 クレ ス た ち を 翻弄 する 。 


天 を 射る 矢 ( ア ルト スク ) 玉 避 久 【 ギ ルド ] 五 


大 ギル ド の 盟主 を 務め る 大 ギル ド 。 ダン グレ スト 
に 拠点 を 置く 数 多 の ギル ド の 頂点 に 立ち 、 ギル 
ド ユ ニオ ン の 運営 の 一 要 を 担う 。 帝国 と の 緊張 
状態 が 続く な か 、 騎士 団 と ギル ド と の 間 で 起こ 
る 衝突 の 調整 役 と し て も 活躍 。 首領 は ドン ・ ホ 
ワイ 介 ホ ー ス で 、 レイ ヴ ン も 所 属し て いる 。 


アル バ 編 誠 還 【 人 名 】 ルイ ン の 街 で 妻 フロ ル と 暮 


ら す 、 実在 し た エミ ル の 叔父 。 エミ ル ニ ラ タ ト ス ク 
を 引き 取っ た も の の 、 両親 の 信 と し て ロイ ド を 憎 
ん で いる 間 を ヴァ ン ガ ー ド か ぶれ と な じ り 、 疫病 
神 扱い し て 嫌っ て いる 。 エミ ルー ニ ラ タ ト ス ク に 対し 
て 凌 力 を 振る い 、 強気 に 接し て は いる が 、 それ 
は 弱い 心 の 裏返し で 、 実際 に は も め 事 を 恐れ 
る 小市民 で し か な い 。 の ち に 、 エミ ル と ふた り で 
お 互い 正直 に 話し 合っ た こと で 、 わだかまり は 
解消 され た 。 


アル バ ・ ト ー ン 罰 5 蘭 【 人 名 】 チェ ル シ ー の 祖 


父 で 、 ウッ ドロ ウ の 弓 の 師匠 を 務め る 。 弓 匠 と し 
て 聞こ えた 弓 の 名 手 で 、 その 筋 で は ファ ンダ リア 
は も と より 、 世界 中 の 人 間 に 名 を 知ら れ て いる 。 
若い 頃 は それ な り に や ん ちゃ な 時 期 も あっ た の 
だ ろう が 、 現在 で は すっ か り 好 々 苑 と いっ た 風 
情 に な っ た 。 た っ た ひと り の 家族 で ある チェ ル シ 
ー に 対し て は 、 祖父 で ある と 同時 に 、 父 で あり 
母 で も ある 。 大 切 に 慈 し ん で きた 孫娘 に 対し て 
は 、 や は り 世 の つね で 少々 甘い 。 また 彼女 が 
幼少 時 に 負っ た 心 の 傷 を 案じ て お り 、 無理 に 
背伸び する の で は な く 、 普通 の 14 歳 らし い 人 生 
を 歩ん た で くれ れ ば と 思っ て いる 。 


アル バー ト ・ ミ ュ ラ ー 罰 可 欄 【 人 名 】20 歳 、 ヒ 


ト 。 若く し て ジャ ン ナ 黒 騎士 団 の 団長 を 務め て い 
る 剣 の 達人 。 地位 と 革 権 を 得る た め な ら 手 段 を 
選ば な い 非 道 な 性 格 だ が 、 幼い 頃 は も の 静か 
で 優し い 少 年 だ っ た 。 彼 が こう な っ た の は 、 彼 
の 生い立ち に 起因 する 。 有名 な 近衛 騎士 の 一 
家 に 生ま れ た アル バー ト だ が 、 幼い 頃 、 彼 の 祖 
父 が ウォ ー ル ス の 正体 に 気づい た こと に より 、 祖 
父 は 無実 の 罪 で 処刑 され 、 残っ た 家族 は アデ 
ル ハ ビッ ツ に 追放 され た 。 し か し 、 慣れ な い 北 
の 地 で の 生活 に 苦労 し た 彼 の 両親 は 、 病 に 倒 
れ て 他界 。 その 後 、 成長 し た アル バー ト は ジャ ン 
ナ に 戻り 、 騎士 と な っ て 団長 に まで 上 りつ め た 。 
ジャ ン ナ で 笛 権 を 握る こと こそ が 、 自分 た ち を 追 
放し た 都 を 見 返す こと で あり 、 また 両親 の 復讐 
に な る と 盲信 し て いた の だ 。 その 行き 過ぎ た 野 
望 が 、 彼 に 大 公 を 殺害 させ 、 さら に ヴィ ン セ ント を 
押え る た め に ペイ シェ ント を 追わ せる こと と な っ た 。 
アル バー ト の 創 に は さま ざま な 宝石 に よる 豪 春 な 
装 餅 が 施さ れ て いる が 、 これ は 自分 が 由緒 ある 
騎士 の 末 座 で ある こと の 誇り の 表 わ れ だ ろう 。 


アル バー ト 流 侯 術 騙 識 【 術 ・ 技 】 ユ リア の 弟 


子 で あっ た フレ イル ・ ア ル バ ー ト が 興し た 剣術 。 
盾 を 持た な い ホ ド 独特 の 剣術 で 、 攻撃 力 に 長 
け て いる の が 特徴 。 ヴァ ン が 受け 継い で お り 、 
いつ の 日 か ルー ク に アル バー ト 流 の 極意 を 伝授 
し よう と し て いた ヴァ ン は 、 全 4 巻 の 奥義 書 を ファ 
プレ 公爵 家 に 預け て いた 。 


アル バイ ン 玉 訪 弄 【 人 名 】 キ ムラ スカ 王国 内 務 


大 臣 。 気難しい 顔 を し て いる が 、 大 事 な 国 画 を 
な くし て し まう な ど 、 ちょ っ ぴり お っ ちょ こち ょ いな 
と ころ を 。 


アル フ と ライ ラ 罰 記 鐘 【 人 名 】 マン タイ ク に 住む 


兄妹 。 両親 が キュ モー ル の 命令 で 始祖 の 隷 長 
の 調査 に 向かっ た た め 、 ジュ ディ ス が その 捜索 
を 請け 負う 。 

アル ベイ ン 流 剣術 太 加 【 術 ・ 技 】 発祥 地 、 
発祥 年 代 と も に 不明 の 剣術 の 流派 。 実戦 派 と 
し て 勇 名 を 馳せ 、 その 洗練 され た 技 は 高 名 な 
剣士 た ち が 教 え を 請 い に くる ほど だ っ た 。 アル ベ 
イン 流 剣 技 は 、 本 来 な ら 武 器 で は 傷つか な い 
は ず の ダオス に 深 手 を 負わ せる こと が で きる 。 


アル ベー ル ・ グ ラン ディ オー ザ 騙 可 障 【 人 


名 】 テ ノ ス の 貴族 で テ ノ ス 軍 の 軍師 と し て も 活躍 
する 人 物 。 優し い 物腰 と フェ ミニ スト な 振る 舞い 
で 、 テ ノ ス 中 の 女性 は と りあ え ず 一 度 は 彼 に 恋 
を する 。 前 世 は 天空 神 の ひと り で あっ た ヒン メ 
ル 。 過去 に 天上 界 を 守れ な か っ た 経験 か ら 、 
_ 独自 に 創世 力 を 手 に 入れ 理想 の 世界 を 創り 直 
そう と 考え ぇ 、 前 世 で の 師 に 当たる アン ジュ を 抱き 
込 も うと し て いる 。 彼 の アン ジュ へ の 思い 入れ 
は 、 ほか で も な い 「 軍 師 ] の 肩書 き を 持つ こと か 
ら も 推察 され 、 ヒン メル で あっ た と き に 、 自分 の 
師 で あり ラテ ィ オ の 軍師 で あっ た オリ フィ エル に 
寄せ て いた 信頼 が 、 いか に 大 きか っ た か を 思わ 
せる 。 な お ヒン メル で あっ た 頃 の 記憶 と 現在 の 
テ ノ ス の 技術 を 結集 し 、 知 か 上 空 に 残さ れ た 天 
空 城 に 到達 で きる 飛行 船 を 開発 。 それ ら の 技 
術 を テ ノ ス 軍 の 兵器 に 応用 する こと も 検討 され 
て お り 、 長期 化す る 戦況 を 、 テ ノ ス 優位 に 動か 
す 立 役者 と し て も お お い に 期 待 さ れ て いる 。 
アル ベル ト 騙 基 N 補 人 名 】 ディ オ と メル が な り 
きり 士 の 力 を 発揮 すべ く 、 その 「 着 替え 」 を 手 助 
け す る た め ノ ルン に 遣わ され た 家具 。 年 齢 、 あ 
る い は 家具 と し て 見 る な ら 製作 時 期 、 は 不詳 だ 
が 、 非常 に お っ さん 臭く 、 さら に は 色 ボ ケレ てい 
る きら いも ある 。 メル を 「 メ ル メ ル 」 と 呼び 一 方 的 
に 将来 を 語る 傍ら ち 、 ロディ 、 ミン ト 、 すず に も それ 
ぞ れ 「 ロ ディ た ん 」 、 「 ミ ー た ま 」 、「 す ず ち ん 」 と 
愛称 を つけ て 惚れ 込ん で お り 、 本 人 に 言わ せ 
る と 「 体 が ひと つ し か な く て 罪 作 りな オラ 」 ら し 
い 。 それ も その は ず 、 世界 広 し と いえ ども 、 高額 
の “モテ 男 セ ミナ ー" に 通っ た 経験 が ある 家具 な 
ど 、 そう そう あろ う は ず も な か ろう 。 自称 「 世 界 樹 
の ご 神木 か ら で き て いる 」 家具 で あり 、 また 自称 
[ノル ン が 日 曜 大 工 で 作っ た 」 と いう 「 混 品 ]。 メ 
ル の 変身 を 指し て 「 層 惚 の 表情 は 何 度 見 て も 
た ま ら ん 」 と 、 公然 と 言っ て の ける 変態 さん で あ 
る 。 好物 は ふか し 芋 。 な お ディ オ だ け は 愛着 
( ? ) を 込め て 、 彼 を タン ス と 呼ぶ 。 


アル マン ダイ ン 芳 誠 弄 【 人 名 】 キム ラス カ 土 国 


軍 の 大 将 で 、 カイ ツー ル 司 令 官 。 伯爵 の 称号 
を 持ち 、 真面目 で 融通 の きか な い 人 物 。 


アル メイ ダ 玉 加 仁 【 地 名 ・ 施 設 】 ダリ レシ ェ イ ド 


の 北 に ある 村 で 、 スト レイ ライ ズ 神 殿 へ の 巡礼 の 
通り 道 に ある 。 丘 の 斜面 を 利用 し て 拓 か れ て お 
り 、 村 の 中 に は 坂 や 石段 が 数 多く 見 られ る 。 飛 
び 石 が 敷き 詰め られ た 小道 を 散策 する の は な 
か な か の 風情 。 また 道具 屋 の テラ ス か ら 望 む ス ト 
レイ ライ ズ の 森 は 絶景 と 、 巡礼 者 た ちの 間 で 口 
コミ が 広がり 、 多く の 旅人 を 迎え る こと に 成功 し 
た 。 宿屋 に 飾ら れ た 絵画 「 ス トレ イラ イズ 清流 」 も 
この よう な いき さ つ で 、 信者 か ら 寄 進 さ れ た も 
の 。 村 の 中 で は サフ ォ ー ク 種 の 羊 の 放し 飼い と 
いう 大 変 牧歌 的 な 光景 が 見 られ る 。 
【 地 名 ・ 施 設 】 ダリ ル シ ェ イド の 北西 に 位置 し た 


村 。 18 年 前 の 騒乱 時 、 同時 多発 的 に 現われ 
た モン スタ ー に 襲わ れる が 、 七 持 軍 の アス クス 、 
ミラ イナ と スタ ン 達 に よっ て 救 わ れ た 。 し か し その 
後 の 外 殻 及び 空中 都市 の 落下 に よっ て 崩壊 
し 、 村人 達 は 難民 と な っ て 神殿 を 頼っ た 。 スト レ 
イラ イズ 神殿 の 援助 を 受け 、 同じ く 崩 壊し た ダリ 
ル シ ェ イド 、 ハー メン ツ か ら の 難民 達 と 新た に 興 
し た の が 、 現在 の アイ グレ ッ テ で ある 。 


アレ ウー ラ 8B 世 編 可 蘭 【 人 名 】 アレ ウー ラ 大 陸 を 


治め る 国王 。 現在 は 、 首都 で ある ジャ ン ナ を 離 
れ 、 アー ル 山 に 居 を 構え て いる 。 その 正体 は 、 
獣 人 戦争 前 に ある 事故 で 異 世界 か ら や っ て き 
た 旅人 で 、 本 名 は ウォ ー ル ス ・ ガ ー ナ ー。 も と の 
世界 に 帰る 方 法 を 見 つけ る た め 、 まだ 子供 だ っ 
た アレ ウー ラ 5 世 に 取り 既 い て その 体 を 乗っ 取 
り 、 王国 の 王座 に 収まっ た 。 その 後 、 ク ベー ル 
や ヴィ ン セ ント を 利用 し て 生命 の 法 の 実験 を 続 
け て きた 。 クベ ー ル が 作っ た ペイ シェ ント で 不老 
不死 を 得 て お り 、 子供 の 姿 の まま 年 を 取っ て い 
な い 。 正体 を 隠す た め 、 一 部 の 近衛 兵士 以外 
に 自分 の 姿 を 見 せる こと は な い 。 


アレ ウー ラ 大 陸 芳 可 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 砂漠 、 


雪原 、 平原 を 有 し た 広大 な 大 陸 。 ヒト が 再 権 を 
握り 、 アレ ウー ラ 王 が 治め て いる 。 


アレ クサ ンダ ー・ フ ォ ン ・ キ ュ モ ー ル 


【 人 名 】 ザー フィアス の 貴族 の 出 で 、 家柄 に より 
齋 国 騎士 団 に 隊長 の 地位 を 受け る が 、 アレ クセ 
イ を 退け 騎士 団長 の 座 を 狙っ て いる 。 自分 が 吐 
族 で ある こと に 非常 に プラ イド を 持っ て お り 、 平 
民 に 対し て 「 下 民 」 と 言い 放ち 人 と 思わ ぬ 扱 い 
を 平然 と 行なう 。 執政 官 代 行 と し て 派遣 され た 
へ リオ ー ド で は 、 あか ら さ ま に 労 働 者 を 見 下 し 、 
貴族 に 取り 立て る と だ まし て 過酷 な 労働 を 強い 
て いた 。 平民 出身 に も 関わ ら ず 重 用 され る シュ 
ヴァ ー ン や フレ ン に 対し て 憎悪 を むき 出し に し 、 栄 
準 あ る 騎士 と は 思え ぬ 発 言 も 枚 苦 に いと ま が な 
い 。 非道 な 言動 の 数 々 が ユー リ の 逆鱗 に 触れ 、 
彼 か ら 逃 走 を 図る も 流砂 に 飲ま れ て 落 命 する 。 


アレ クセ イ ・ デ ィ ノ イア 功 誠 鏡 【 人 名 】 率 国 了 


士 団 の 団長 。 優れ た 剣 技 を 持ち 頭脳 明 嘱 、 
家柄 も 申し 分 な く 、 まさ に 騎士 に な る た め に 生ま 
れ た よう な 男 で 、 一 度 剣 を 交え た シュ ヴァ ー ン 
が 、 模擬 戦 な が ら 3 分 持た ず に 屈し た と いう 。 
先 の 皇帝 クル ノ ス 十 四 世 隆 下 の 御前 試合 で 優 
勝 し た こと で 騎士 団長 に 推 汰 され 、 10 年 以上 
その 座 に 君臨 し て いる 。 武力 に よる 帝国 の 改 
革 を 実現 すべ く 、 人 魔 戦争 の 前 後 か ら 秘密 理 
に ヘル メス 式 魔 導 器 の 量産 に 着手 し 、 クー デ タ 
ー を 計画 。 その 実験 役 と し て 執政 官 ラ ゴウ や 
「 紅 の 絆 備 兵 団 」 の バル ボス を 利用 し 、 彼ら の 
手 に よる 世情 の 混乱 を 招く 。 彼 の 最大 の 関心 
事 に し て 究極 の 目的 は 、 巨大 兵器 ザウ デ 不 沙 
宮 を 復活 させ る こと 。 封印 解放 に 心血 を 注ぎ 、 
その 鍵 と な る 帝国 の 至宝 「 宙 の 戒 典 ] を 複製 す 
る た め 、 ガス ファ ロス ト な ど で 研 究 を 行なわ せ た 。 
その 後 満月 の 子 の 力 を 代用 する と いう 結論 に 
至る と 、 エス テル を さら い 、 その 能力 を ザウ デ 復 
活 に 利用 し よう と する 。 し か し ザウ デ 復 活 に 成功 
し た も の の 、 災厄 と ザウ デ の 正体 を 知っ て 絶 
望 。 最後 は ユー リ に 斬ら れ 、 ザウ デ の 魔 核 の 下 
敷き に な っ て 死亡 する 。 


アレ ン デ 罰 記 得 【 人 名 】 イン フェ リア 王国 王女 。 


国王 グル ノー レ L 世 と 、 正妻 で ある 土 刀 セ ルディ 
ア の 間 に 産 まれ た 。 16 歳 、 160cm、 44kg。 スリ 


ー サ イズ は B85-W59-H86。 レイ ス と は 異母 喝 
妹 で ある が 、 本 人 は その こと を 知ら ず 、 レイ ス に 
思い を 寄せ て いる 。 アレ ン デ は 世間 知ら ず で ロ 
マン ティ ッ ク な 夢 の 世界 に 生き て お り 、 架空 の ヒ 
ー ロ ー 「 ウ ル タ ス ・ プ イ 」 と レイ ス を ダブ ら せ て 見 て 
いる 。 逆 に ロエン か ら は 慕 わ れ て いる が 、 な ん と 
も 思っ て いな い 。 レイ ス の 死後 、 彼 の 遺言 を まっ 
と うす べく 、 現実 と 向き 合い 、 世界 の 危機 を 自 
分 な り に どう に か し よう と 奮闘 、 ひと り の 人 間 と 
し て 大 きく 成長 し て いく 。 


アン ジュ ・ セ レー ナ 騙 可 剛 【 人 名 】 ナ ー オ ス の 


教会 属す る 20 歳 の 尼僧 で 、 奇跡 の 力 を 持つ 
こと か ら 「 聖 女 ] と 崇め られ て いる 。 異 能 者 捕縛 
適応 法 を 盾 に 傍 若 無人 に 振る 舞う 王 都 兵 に 
抵抗 し た 結果 、 力 の 暴走 で 教会 の 聖堂 を 破壊 
し て し まい 、 その 混乱 の 中 で ナー オス 基地 に 連 
行 され た 。 異 能 の 力 を 見 せつ けら れ た 民衆 が 、 
手の平 を 返し て 自分 を 王 都 兵 に 売っ た こと で 、 
一 度 は 生き る 意味 を 見 失う が 、 ルカ た ち 前 世 の 
縁 を 持つ 一 行 と の 出逢い に よっ て 、 すべ て の 
転生 者 の 安寧 を 手 に 入れ よう と 旅 に 同行 す 
る 。 神 の あり が た さと 信仰 の 重要 性 を 説く 立場 
に ある た め 、 お 堅い 人 物 と 思わ れ が ち だ が 、 実 
際 は 意外 と ちゃ っ か り 者 。 本 音 と 建前 を 巧み に 
使い 分 ける し た た か さ を 持 っ た 世渡り 上 手 で あ 
る 。 158cm52kg と いう 成人 女性 と し て は ご く 一 
般 的 な 体型 だ が 、 身近 に いる イリ ア が 超絶 な ス 
タイ ル を 誇る た め 、 ダイ エッ ト へ の 執念 は すさ まじ 
い 。 し か し 運動 と 節 食 は し た く な いと いう 無茶 を 
言い 張り 、 叶わ ぬ 夢 を 追い か け て いる 。 亡き 両 
親 は と も に 巡回 牧師 、 28 歳 に な る 見 は 従軍 牧 
師 と し て 、 現在 も 戦地 を 転々 と し て いる 。 な お 根 
っ か ら の 犬 嫌い と し て 知ら れる が 、 これ は 前 世 
オリ フィ エル か ら 引 き 継 が れ た も の で ある 。 


アン スズ ー ン 罰 * 菩 駐 【 地 名 ・ 施 設 】 外 殻 に ある 


空中 都市 の ひと つ で 、 高 出力 の エネ ルギー パリ 
ア に よっ て 外敵 の 侵入 を 防い で いる 。 非常 用 
電源 だ けが 灯 さ れ た 暗い 施設 内 で 、 払 か に 輝 
く パ リア が 展開 され て いる 様子 は 、 か つて 減 び 
去っ た は ず の 文明 が 、 ひっ そり と 息づい て いた 
こと へ の 長 怖 の 念 を 感じ させ る 。 


封印 術 ( ア ンチ フォ ンス ロッ ト ) 芳本 【 術 ・ 


技 】 人 体 の フォ ンス ロッ ト を 閉じ る こと で 音素 を 取 
り 込め な い 状 態 に し 、 ひ いて は 讃 術 を 使用 不 
可能 に する も る の 。 ひと つ 製 造 す る の に 国家 予 
算 の 1 割 弱 が 必要 と いう 高価 な も る の で 、 対人 兵 
器 と し て は あま り に 非 効率 。 譜 術 を 封印 する と 
同時 に 体力 を 著しく 奪う も の で 、 封印 術 を か け 
られ た 者 は 全身 が 鉛 の よう に 重く 感じ る と いう 。 
封印 は 一 定時 間 ご と に 暗号 が 切り 替わる 鍵 の 
よう な も の に な っ て お り 、 自力 で 解除 する に は か 
な り の 時 間 と 労力 を 要する 。 


( テロ きび ) 率 理 明王 山 へ MAIN 


ウソ グ ク 』 


洛 潤 汰 一 陣 苔 モー いざ 


ウッ グ ノ 】 


アン デー ル 坊 道 臨 K 可 内地 名 ・ 施 設 】 率 都 北 
西 に ある 大 昔 の 寺 道 。 内 部 は その 古 さ に 反し 
て 整然 と し た 造り に な っ て いる 。 「 石 の 文明 ] 以 
前 に 掘ら れ て お り 、 深部 に は 結晶 人 と サン ドリ オ 
ン と を 描い た 壁画 や 、 結晶 人 の 支配 を 思わ せ 
る 、 原 界 人 が 綴っ た 言葉 も 残さ れ て いる 。 

アン デッド 編 頂 且 【 生 物 】 思 の 森 に 現われ る 魔 
物 。 大 昔 に 黒 の 森 一 帯 で 栄え て いた 町 の 死者 
が 睦 っ た 姿 だ と され て いる 。 倒し て も る 死ぬ こと は 
な く 、 時 間 が 経つ と 再び 動き 出す 。 旅人 や 商 
人 な ど 、 近づい た 者 を 見 境 な く 襲 うた め 、 非常 
に 外 険 な 存在 と され て いる 。 近郊 の 街 の 司祭 
が と きど き 訪 れ て は アン デッド た ち を 昇天 させ て 
いる も の の 、 アン デッド に 殺さ れ た 者 も また アン デ 
ッ ド に な っ て し まう た め 、 いた ちご っ こ に な っ て い 
る の が 実情 。 


アン ドリ ュー・ レ オノ ア 罰 高 筐 [人 名 】 ミ ン ツ 大 
学 の 創設 者 で あり 、 唱 霊 学者 、 レオ ノア 百科 
全書 の 編 往 者 と し て も 知ら れる 男性 。 その 胸像 
が ミン ツ 大 学 受 付 に 立て られ て いる 。 

アン ナ ・ ア ー ヴ ィング 芳村 【 人 名 】 ロ イド の 母 
親 。「 エ ンジ ェ ル ス 計 画 ] の 最初 期 に 被験 者 と 
な っ た 人 物 で 、 逃亡 し クラ トス と と も に 流浪 の 生 
活 を 送る 中 、 ロイ ド を 設け る 。 ロイ ド が 3 歳 に な っ 
た 頃 、 ク ヴ ァ ル の 追跡 に 遭い 、 要 の 紋 を つけ ず 
に エク スフィア を は が され て し まっ た た め に エク ス 
フィ ギュ ア と 化し 、 クラ トス の 手 で と ど め を 刺さ れ 
た 。 ロイ ド が 身 に つけ て いる エク スフィア は 、 アン 
ナ の 体内 で 生成 され た も の で ある 。 

アン マル チア の 里 功 E 欄 [地名 ・ 施 設 】 ザ ヅ ェ 
ー ト 山 の 山中 に 人 知れ ず 存 在 する 集落 。 山 の 
頂 が 回 廊 で 結ば れ 、 幻想 的 な 雰囲気 を 持つ 。 
か つて は スト ラ タ に あっ た が 、 いつ の 頃 か ら 雪 深 
い 土 地 へ と その 活動 の 場 を 移し た 。 ラン ド マ ー ク 
は チョ コレ ー ト の 噴き 出す 噴水 で 、 研究 を 生き が 
いと する 彼ら の 疲労 回 復 と 糖分 補給 の た め 、 
昔 の 長 が 造っ た と いう 。 里 の ある 地域 一 帯 は 、 
フェ ン デ ル 政 府 か ら 「 移 り 住ん だ 地 」 と いう 意味 
の 「 ク ル メ ン 」 と 呼ば れ 、 フェ ン デ ル の 人 々 は 近 
づか な いよ う 教 育 さ れる と いう が 、 アン マル チア 
は 元 来 政 治 的 に 中 立 を 保っ て お り 、 忌避 され 
る 理由 は むし ろ 彼 ら の 技術 力 を 恐れ た か つて 
の フェ ン デ ル 側 の 都合 だ と 推測 され る 。 

アン マル チア 族 功 答 [種族 】 大 昔 の 文明 を 
築い た 伝説 の 一 族 。 フェ ン デ ル の 山中 に 里 を 
構え 、 一 部 は 帝都 ザ ヴ ェ ー ト を 中 心 に 活動 し て 
いる 。 一 族 全員 が 技術 者 で 、 それぞれ が 他 の 
追随 を 許さ な い 腕 前 。 また 独特 の 価値 観 を 持 
ち 、 好奇 心 に 導 か れ て 生き る 種族 的 性 格 は 、 
彼ら 自身 が 自ら の 存在 意義 を 「 世 界 を 見 続け る 
仕事 ] と し て いる こと か ら も うか が える 。 な お 、 そ 
の 祖先 は フォ ドラ か ら や っ て きた 技術 者 集団 で 、 
千年 前 に エフ ィ ネ ア を 殖民 星 化す る に 当たり 、 
ヒュ ー マ ノ イド と と も に 送り 込ま れ た 人 々 で ある 。 


し た が っ て 本 来 の 意味 で の 「 ア ンマ ルチア 」 た ち 
に 碧 の つなが り は な か っ た が 、 その 後 長い 年 月 
を 経て 、 今や 全員 が 少な か ら ず 燃 威 関係 と な 
っ て お り 、 それ ゆえ 現在 で も る 姓 を 持た な い 。 か 
つて は 原 素 循環 レス テム で ある 大 煙 石 を 造り 上 
げ る ほど の 技術 を 持っ て いた が 、 現在 で は パス 
カル の よう な 天才 を も っ て し て も 、 か ろう じ て そ の 
断 庁 を な ぞ れ る 程度 で ある 。 社会 的 ・ 地 域 的 
に 閉鎖 的 な 環境 に ある こと か ら 、 一 般 的 な 人 々 
に 比べ て 婚 敵 ・ 出 産 が 早く 、 外部 に 対し て は 
兄弟 や 姉妹 と 名 乗る 場合 で も 、 実際 に は 親子 
関係 に ある こと も 珍し く な い 。 

イア ル 編 席 醒 [ 人 名 】 教生 ヴィ ン セ ント と 親交 の あ 
っ た 青 騎 士 で 、 今 は 北 の 門 を 守っ て いる 。 生 
命 の 法 の 存在 は る と より 、 ヴィ ン セ ント が スポ ッ ト 
に 巣 く われ て いた 事実 な を ど は まっ た く 知 ら な か っ 
た も の の 、 ヴィ ン セ ント の 胸 変 やま りな に か が ある と 
疑問 を 抱い て いた 鋭い 人 物 。 

イー ガ 罰 誌 欄 [ 人 名 】 ラ ジル ダ の ヒュ ー マ の リー ダ 
ー。 フォ グマ と と も に 代々 「 鎮 魂 錠 ] の 製法 を 受 
け 継 ぐ 。 製薬 で 作り 上 げた 富 に よっ て 、 現在 の 
地位 を 獲得 する 。 大 規模 な 集落 の 運営 ・ 管 
理 は 、 知 的 作業 に 秀 で た ヒュ ー マ が 担う べき だ 
と 考え て お り 、 ガ ジ ュ マ 側 の リー ダー・ フ ォ グ マ と 
は 一 触 即 発 の 関係 。 

イー フォ ン 功 誠 斑 【 聖 獣 】2 本 の 腕 に 4 本 の 肢 を 
持つ 、 闇 を 司る 聖 獣 。 ゼ レ ン 湿原 に 隠さ れ た 聖 
殿 に 眠っ て いる 。 荒 々 し い 性 格 で 、 力 及ば ぬる 
の は そば ぱに 寄る こと すら 許さ な い 。 

イー ロイ 薦 加 剛 【 生 物 】 北 大陸 マー キス 東方 の 
岩礁 島 に 棲息 する 生き 物 で 、 学術 的 分 類 は イ 
ー ロ イ 類 イー ロイ 目 イ ー ロ イ 科 イ ー ロ イ 属 イー ロイ 。 
愛らしい 外見 と は 裏腹 に 、 頭 の 大 口 で エサ を 貸 
り 食う と いう ちょ っ と ホラ ー な 習性 が 特徴 で ある 。 
非常 に 生命 力 が 強く 、 単純 ゆえ に 強 靖 な スピ リ 
ア を 持っ て いた た め 、 原初 の ゼロ ム ・ リ シア ・ カ 
トレ イア に 捕食 され 、 一 般 に は 絶 減 し た と され て 
いる 。 た だ 一 匹 、 ウィ ンダ ム と 名 乗る 個体 が 、 同 
胞 の 救出 に 春 走 し て いる 。 


イエ ガー 功 鐘 [人 名 】 暗殺 請負 ギル ド 「 海 凶 
の 爪 」 の 首領 。 表向き に は 武器 商 で 、 違法 な 
兵 装 魔 導 器 を 数 多く 扱う 。 先 の 人 魔 戦争 の 数 
少な い 生き 残り で あり 、 同じ く 大 戦 経験 者 で あ 
る シュ ヴァ ー ン と は 旧知 の 仲 。 戦争 時 に 上 官 で 
ある アレ クセ イ に よっ て 心臓 魔 導 器 を 埋め 込ま 
れ 、 命 を 握ら れ て いる こと か ら 、 彼 の 野望 に 加 
担 し て いる が 、 言動 は 道 化 じ みて お り 、 その 真 
意 は 不明 。 暗殺 ギル ド を 率い る 一 方 、 救 児 院 
に 多額 の 寄付 を すす る と いう 一 面 も 持つ 。 慈善 
事業 と の 関わ り は 、 裏 世界 に 染まっ た 自分 に 
対す る せめ て も の 償い な の か も し れ な い 。 

イエ モン 罰 誠 弄 【 人 名 】ND1952 年 生ま れ 。 シェ 
リ ダ ン め 組 の 代表 で 、 飛 晃 艇 を 完成 させ た 功 
労 者 。 頑固 一 徹 の 職人 で 、 自分 の 作品 に 絶 


対 の 自信 と 誇り を 持っ て いる 。 その 類 い 希 な 頭 
脳 の せい で 若い 頃 は 孤独 な 青年 だ っ た よう だ 。 
アル ビオ ー ル の 実験 の か た わら 、 ロケ ッ ト 制 作 に 
打ち 込ん で いた 時 期 も あっ た 。 地 核 静止 作戦 
開始 直後 、 リグ レッ ト 率 いる 神託 の 盾 騎士 団 に 
よっ て 和 殺害 され る 。 

イオ ン 芳 誠 本 【 人 名 】 レーク と 旅 を し て いた イオ 
ン 。 ND2015 年 に 被験 者 イオ ン の 7 番目 の レプ リ 
カ と し て 誕生 する 。 7 人 中 、 ほとん ど 能 力 の 劣化 
が 認め られ な か っ た た め 、 病死 し た 被験 者 イオ ン 
と すり 替え られ る 形 で 、 ロー レラ イ 教 団 導師 に 就 
任 。 た だ し 、 健康 面 だ け は 著しく 劣化 し て お り 、 
ダ ア ト 式 譜 術 を 使う と 倒れ 込ん で し まう ほど だ 。 
ロー レラ イ 教 団 内 の 派閥 抗争 パラ ンス を 整え る た 
め に 、 改革 派 の 中 心 と な る よう 育て られ た 。 その 
た め 被 験 者 と は 違い 、 預言 を 未来 の 可能 性 の 
ひと つと し て 考え 、 弱者 に 優し く 、 非常 に 思い や 
り の ある 導師 と な っ た 。 外 殻 大 地 降 下 後 、 モー 
ス に 強要 され て 惑星 預言 を 詠 ま され 、 そこ で 力 
尽き て し まう 。 この と き 、 死期 を 悟っ た レプ リカ イオ 
ン は 、 ルー ク に 預言 を 数 ある 未来 の 選択 肢 の ひ 
と つと し て 利用 し て ほし いと 道 言 を 残し 、 息 を 引 
き 取 っ た 。 アニ ス が モー ス の スパ イ で ある こと に も 
気づい て いた が 、 アニ ス の 立場 を 察し て 、 ずっ 
と 気づか な いふ り を し て いた と ころ に も 、 レプ リカ 
イオ ン の や さ し さ が よく 現われ て いる 。 

異 界 の 塵 編 評 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 テ ャ アラ に ある 
遺跡 。 満月 の 夜 に だ け 生 まれ る 時 空 の 歪み に 
よっ て 、 シル ヴァ ラン ト へ の 道 が 開か れる 。 ハー 
フェ ルフ が 迫害 を 受け な い 別 の 世界 に た どり 着 
ける よう に と 、 リフ ィ ル と ジー ニア ス は 幼い 頃 、 母 
親 に よっ て この 場所 に 捨て られ た 。 

磯 波 貝 薦 X 吉 位 【 デ ィ ス カバ リー)】 海 難 防止 の お 
守り に され る 、 手の平 ほど の 大 き さ の 二枚貝 。 
この 貝 が 砂 の 上 で 踊る と 風 を 呼び 、 波 を 起こ す 
と いう 言い 伝え が ある 。 セイ ン ガ ルド の 近海 で 多 
く 見 られ 、 し ば し ば 海 の 幸 と し て 食 唱 に 上 る こと 
も ある 。 

一 衣 鯨 久 誠 本 【 生 物 】1 本 角 を 持つ 海 の 魔物 。 
大 きい も の で は 体長 30m ほ ど 。 子供 の うち は 人 
な つっ こく 、 潜水 士 と 泳ぐ こと も ある 。 成長 する 
に つれ 角 が 生え て き て 、 角 の 成長 と と も に 凶暴 
化 。 成獣 に な る と 人 を 襲っ て 食う こと も ある 。 

陰 の 碑 薦 * 基 斑 【 デ ィ ス カバ リー】 こ の 世 の 理 の 
あり か を 記し た 陰陽 対 の 碑 の ひと つ 。「 聖 な る 
星 は 、 相応 の 強 さ を 持つ 者 の み が 、 見 る 事 が 
で きる で あろ う 」 と いう 言葉 が 刻ま れ て いる 。 

異 界 の 楽園 看 E 動 [地名 ・ 施 設 】 千年 に 渡っ て 
荒 魔 し た まま の フォ ドラ に お いて 、 唯一 豊か な 自 
然 が 見 られ る 場所 。 人 の 手 か ら 星 を 守 ろ うと し 
た り ト ルク イー ン が 人 を 廣 清 し た あと 、 フォ ドラ は ゆめ 
る や か な 世界 再生 の 途上 に ある が 、 その エネ ル 
ギー が 地表 に 現われ て 形成 され た も る の で ある 。 
ラス タ ・ カ ナン と の つなが り が 強い た め 、 リト ルク 
イー ン が た び た び 姿 を 見 せる 。 

伊賀 栗 流 功 記 【 そ の 他 】 忍び の 里 に 暮らす 特 
殊 な 隠密 集団 で 、 すず が 属す る 忍者 の 流派 。 
頭領 が 組織 の 頂点 に 立ち 、 それ 以外 の 者 た ち 
は 絶対 服従 を 析 い 、 独自 の 情報 網 を 使っ て 課 
報 活動 等 を 行なっ て いる 。 彼ら の 情報 収集 能 
力 と 、 忍術 と 呼ば れる 特殊 技能 に 目 を つけ た ダ 
オス が 、 配下 の 者 を 使っ て 洗脳 し た り 、 また は 
二 信 し た り し て 、 無理 矢 理 その 支配 を 受け る 事 
件 が 続発 する 。 


イガ グリ 老 騙 評 及 【 人 名 】 イガ グリ 流 忍 術 の 創 
始 者 で 、 隠密 集団 ミズ ホ の 前 頭領 。 ガオ ラキ ア 
の 森 に 捨て ち れ て いた し いな を 引き 取っ た 、 育 
て の 親 で も ある 。 し いな が 引き 起こ し た ヴォ ルト 
の 竣 走 に より 、 意識 不明 と な る 。 

イカ ミソ ナベ 玉 『 基 馬 【 飲 食物 ] シー プル の 特産 
品 「 ス メル イカ の スル メ 」 を 使っ た ミソ ミソ な ナベ 。 
味わい 深く コク 深く 体 が 芯 ま で 温まり 、 雪国 に 
最適 な ナベ だ が 、 ナ べ の 温か さ は 必ず し も 絆 を 
深め る と は 限ら ず 、 と き に コゲ つく こと も ある と い 
う 教訓 を 教え て くれ る 。 

人 生き 字 引 功 K 欄 [呼称 ] ザ ヴェ ー ト の 政府 塔 地 
下 12 階 に いる 老人 の 自称 。「 政 府 塔 随 一 の 生 
き 字 引 」 と 豪語 する が 、 頼っ て くれ る 相手 が いな 
いた め 、 せっ か く の 知 識 を 披露 で きず に いる 。 

イク シフ ォ ス ラー 罰 55 中 [乗り 物 】 天 地 戦 争 終 
結 後 も 様々 な 研究 を 続け て いた 、 ハロ ルド ・ べ 
ル セ リ オス 博士 に よっ て 建造 され た 飛行 機械 。 
ソー ディ アン の コア クリ スタ ル と 同様 に 特別 な 加 
工 を 施さ れ た レン ズ を エネ ルギー 源 と し て いる た 
め 、 少 人 数 用 の 小型 機 な が ら 、 小回り が 効く 
運動 性 と 飛行 竜 に 劣ら ぬ パ ワー を 併せ 持っ て 
いる 。 また 、 設定 され た 格納 庫 へ と 自動 的 に 帰 
還 す る オー ト パ イ ロ ッ ト シ ステ ム 、 緊急 時 に 使用 さ 
れる アン カー フッ ク 等 も 標準 装備 され て いる 。 イ 
クシ フォ スラ ー の 完成 は 天地 戦争 終結 後 で あっ 
た た め 、 これ まで 歴史 の 表 舞 台 に 登場 し た こと 
は な か っ た 。 神 の 眼 を 巡る 騒乱 時 代 に は オペ ロ 
ン 社 の 所 有 物 と し て 保持 され て いた が 、 騒乱 
後 は ウッ ドロ ウ 王 の 監視 の 下 、 地上 軍 軍 事 拠 
点 跡地 に 封印 され て いる 。 


イク ティ ノ ス 罰 * 補 斑 【( ソ ー デ ィ ア ン 】 イク ティ ノ 
ス ・ マ イナ ー ド を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 人 格 を 投 
射 さ れ た ソー ディ アン 。 天地 戦争 後に ファ ンダ リア 
の ケル ヴィ ン 家 で 管理 され 、 代々 の 国王 を マス タ 
ー と し 、 重要 な 儀式 な ど に 用 いら れ て きた 。 ウッ ド 
ロウ の 父 王 イ ザー ク の 代 に サイ リル 義勇 軍 と 結託 
し た グレ バム に 奪わ れ 、 一 時 は 人 格 そ の も の は 
残し な が ら も 、 意思 疎通 が 不可 能 に な る 。 その 
後 ヘ ルレ イオ ス に 残さ れ て いた 天地 戦争 時 代 の 
設備 で 修復 され 、 王位 を 継承 し た ウッ ドロ ウ を 正 . 
式 に マス ター と し 、 神 の 眼 の 破壊 を 成し遂げ た 。 
斬り だ け で な く 突 き に も 秀 で た 長く 細身 の 刀身 
で 、 風 の 属 性 の 品 術 を 司る 。 軸 9 引 【 ソ ー デ 
ィ ア ン 】 イク ティ ノ ス ・ マ イナ ー ド を オリ ジ ナ ル と し 
て 、 その 人 性格 や 思考 パタ ー ン 、 知識 を 投射 され 
た ソー ディ アン 。 風 の 属 性 を 持ち 、 お も に 風 系 統 
の 晶 術 を プロ グラ ム さ れ て いる 。 代々 ファ ンダ リア 
王国 王家 の 者 が その 所 有 者 と 定め られ て いて 、 
神 の 眼 を 巡る 騒乱 の 時 代 に は ウッ ドロ ウ を マス タ 
ー と し て いた 。 し か し 騒乱 勃発 直後 に 大 司祭 グ 
レ パ バム に よっ て 奪わ れ 、 強引 に 使用 され て いた 
た め に 損傷 が 著しく 、 その 意識 が 回 復 し た の は 
冒険 が 終盤 に 差し 掛か っ た 頃 だ っ た 。 

イク ティ ノ ス ・ マ イナ ー ド 罰 5 簡 [人 名 】 天地 


戦争 時 代 の 地上 軍 の 人 物 。 役職 は 情報 将校 
で 、 冷静 沈着 で 論理 的 思考 を 信条 と し 、 高い 
知性 と 優れ た 洞察 力 が 評価 され 、 30 代 の 若 さ 
で 少将 の 地位 に 就 い た 。 また 科学 者 と し て の 
評価 も 高く 、 技術 で も 資源 で も 天上 軍 に 大 きく 
溝 を 開け られ て いた 地上 軍 に 、 さま ざま な 草 新 
的 技術 を 投入 し て いる 。 多く を 語ら な い 物静か 
な 印象 だ だ が 、 それ ゆえ に 発言 に は 重み が ある 。 
そん な 風 に 評 さ れる と お り 、 地上 軍 の 首脳 部 の 
中 で も 彼 は 一 目 置 か れる 存在 感 を 放っ て お り 、 
総司 令 官 メ ルク リウ ス ・ リ トラ ー の 信頼 も 父 か っ 
た 。 また 恋人 の 写真 を 収め た ペン ダン ト を 身 に 
付け て お り 、 秘め た 情熱 を うか が わせ る 。 戦争 
末期 に ソリ ー デ ィ ア ンチ ー ム の 一 員 と な っ た 折 に 
は 、 ソー ディ アン ・ イ クティ ノ ス の マス ター と し て 自 
ら も 前 線 に 立っ た 。 罰 議 【 人 名 】 天地 戦争 
時 代 の 人 物 。 つね に 冷静 で 論理 的 思考 を 得 
意 と する こと に 加え 、 高い 知性 と 鋭い 洞察 力 を 
し て 、 30 代 の 若 さ で 地上 軍 少 将 を 務め た 。 科 
学者 と し て も を 評価 は 高く 、 自身 が 考案 し た 技術 
が 多数 存在 する 。 正式 な 役職 は 情報 将校 。 
地上 軍 が 収集 し た 情報 は イク ティ ノ ス と その 部 
下 に よっ て 分 析 さ れ 、 カー レル に よる 作戦 立案 
時 に 活用 され た 。 後に リー デ ィ ア ンチ ー ム に 抜 控 
され 、 ソー ディ アン ・ イ クティ ノ ス の マス ター と な っ 
た 。 イク ティ ノ ス の 私 室 に 置か れ た ペン ダン ト に 
は 、 彼 の 恋人 の 映像 が 入れ られ て いる 。 

イグ ナシ ー 玉 5 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 外 殻 の 空中 
都市 の ひと つ で 、 ほか の 空中 都市 と を 結ぶ 転 
送 タ ー ミ ナル の 役割 を 果たし て いる 。 アン スズ ー 
ン 、 ロディ オン 、 シュ サイ ア の 各 都 市 と 、 地殻 破 
砕 兵 器 ベ ルク ラン ト の 各 タ ー ミ ナル の 連絡 都市 。 

イグ ニス 5E 語 5【 セ ンチ ュ リ オン )】 火 を 司る セ 
ンチ ュ リ オン 。 ラタトスク が 力 を 失っ て か ら 眠 り に 
つき 、 コア 化し て いた 。 

イザ ー ク ・ ケ ル ヴ ィ ン 罰 往 【 人 名 】 ファ ンダ リ 
ア 国 王 で 賢 王 と 称 さ れる 名 君 。 息子 ウッ ドロ ウ 
の 統治 者 と し て の 才能 を 見 出す や 、 帝王 学 の 
一 環 と し て 諸国 漫遊 の ひと り 旅 を 勧め る な ど 、 
開明 的 な 考え 方 の で きる 大 人 物 で ある 。 か つ 
て 妻 を 病 で 亡くし た 際 、 幼い ウッ ドロ ウ の 悲嘆 を 
叱責 し 、「 お 前 の 前 に は 国家 が 、 後ろ に は 国民 
が お る の だ ぞ 」 と 諫 め た こと は 、 王 に 近しい 人 物 
の 間 で は 語り 草 。 その 一 方 で 独立 を 要求 する 
サイ リル 義勇 軍 に 対し 軍事 行動 を 起こ す な ど 、 
必要 と あら ば 果断 な 処置 を 下す こと る 踏 踏 し な 
か っ た 。 自治 軍 と 結託 し た グレ バム と 切り 結び 、 
45 歳 と いう 若 さ で この 世 を 去る も 、 ウッ ドロ ウ が 超 
える べき 大 き な 惑 と し て 彼 の 心 に 在り 続け る 。 

イザ ベラ ・ ロ ビン ズ 功 訓 職 【 和 人名] 源 聖 レク サリ 
ア 皇 国 近衛 軍 総 司令 、 カー チ ス の 副官 。 階級 
は 騎士 。 つね に 冷静 沈着 で むだ 口 を 利く こと の 
な い 、 訓練 を 積ん だ 有 能 な 軍人 。 特殊 能力 と し 
て すさ まじ い 聴 覚 を 持っ て いて 、 百人 の 声 を 同 
時 に 聞き 分 けた り 、 離れ た 場所 を 飛ぶ 羽 虫 の 
羽 の 音 を 聞き 取る こと も 可能 で ある 。 本 編 で は 
セリ フ 中 の 約 4 割 が 「 は い 」 の ひと 言 で 終わ っ て 
お り 、 本 編 を 通し て も 事務 的 な 連絡 事項 が セリ 
フ の 8 割 を し め る 。 徹底 し た 軍人 気質 と 生 真 面 
目 な 性 格 か ら 上 定 の オー ダー を 員 実 に 守り 、 こ 
れ ま で の 生活 で は 無縁 だ っ た 歌 と ダン ス を 猛 特 
訓 し 、 フェ ロモ ン ・ ボ ン バ ー ズ の 一 員 と し て も 活 
躍 し て いる 。 歌 は うま い が 、 じつは フェ ロモ ン ・ 
ボン バー ズ と し て の 活動 は 嫌々 行なっ て いる 。 


十 六 夜 の 海 臣 可 久 【 地 名 ・ 施 設 】 一 般 に は 「 内 
輪 の 海 ] と 呼ば れる 内 海 の 中 心 。 潮 の 流れ が 
穏やか で 、 難破 し た 船 は 外海 に 出る こと な く 、 
永遠 に この 場所 を さま よい 続け る 。 そん な 自然 
の 力 を 恐れ て か 、 いつ し か 海底 人 の 伝説 さえ も 
が 生ま れ た 。 大 海賊 ダラ ンカ レイ の 手 に よる と さ 
れる 「『 海 賊 言行 録 』 第 18 章 に も 同様 の 記述 が 
見 られ る 。 

十 六 夜 の 住人 功 避 久 【 呼 称 】 千 年 前 に 星 喰 み 
が 世界 を 覆っ た と き 、 魔 導 器 文明 を 捨て る こと 
を よし と せ ず 、 また 星 喰 み の 封 印 に 尽力 する こ 
と も 拒否 し た 「 満 月 の 子 」 の 末 診 。 の ち に 皇帝 
家 の 始祖 と な る 一 族 と の 対立 を 経て ザウ デ の 
深部 に 造ら れ た 居住 地 に 幽閉 され 、 外界 と 隔 
絶 さ れ た まま 長い 年 月 を 生き て きた 。 住民 の ほぼ 
と ん ど は 世代 交代 に よっ て 過去 の 悲劇 や 対立 
を 忘れ 、 外 の 世界 に つい て も お ぼろ げ な 知識 
を 有する の み で ある 。 皆 が 淡い ピン ク 色 に 見 え 
る 髪 や 陶磁 器 の よう な 肌 を 持つ な ど 、 外見 的 
な 特徴 は 同じ く 満 月 の 子 の 力 を 強く 有する エス 
テル に 共通 し た も の が 多い 。 

十 六 夜 の 幽 居 街 笹 * 位 【 地 名 ・ 施 設 】 満月 の 
子 の 一 族 の うち 、 魔 導 器 文明 の 放棄 を 拒ん だ 
人 々 が 幽閉 され た 場所 。 ザウ デ の 深部 に 造ら 
れ 、 その 入口 は 「 肌 し の 星 ] と 「 英 し の 瑞 環 ] の 
ふた つの 鍵 に よっ て 閉じ られ て いる 。 太陽 の 光 
が 届か な い 地 の 底 の 街 は 、 エア ル で 造ら れ た 
月 の 幽 か な 光 で 満た され て いる 。 大 海賊 ゲラ ン 
カレ イ は この 地 を 「 十 六 夜 の 庭 」 と 呼び 、 楽園 と 
し て 記し た 。 

石 の 時 代 功 剛 [歴史 】 大 昔 の 道 跡 に 高度 な 
文明 の 痕跡 が 見 られ る こと か ら 、 それ ら を 指し 
て 呼ぶ 名 前 。 具体 的 に は 二 千 年 以上 前 の 時 
代 を 指し 、 結晶 人 に よる 支配 が 高い 技術 を も た 
らし て いた 。 

石 舞台 薦 5E 筐 【 地 名 ・ 施 設 】 デ アス カード に ある 礎 
史 的 価値 の 高い 遺跡 。 風 の 精霊 を 祀る 巫女 
の 儀式 が 行なわ れる 場所 で も ある 。 

イシ ュ タ ル 伝 説 箇 加 本 【 神 話 ・ 伝 承 】 勇者 ギル 
ガメ ス が 悪魔 ドレ アー ガ と 戦い 、 苦難 の 末 こ れ を 
倒し た と いわ れる 有名 な 伝説 の 総称 。 この と き ギ 
ル ガ メ ス が 携え て いた と いわ れ て いる 伝説 の 装 
備品 は 、 ギル ガメ スグ ッ ズ と 呼ば れる 。 イシ ュ タ ル 
と は ドル アー ガ に 捕らえ られ て いた 女神 の 名 前 。 

イシ ュ ラ ント 罰 語 欄 【 和 人 名 】4202 年 の ヴァ ル ハ 
ラ 戦 役 に お いて 、 ダオス の 配下 と し て 、 クレ ス た 
ちの 前 に 立ち は だ か る 魔物 。 一 節 に よる と 、 デ 
リス ・ カ ー ラ ー ン の 戦争 で 死ん た だ 人 々 の 稚 念 が 
集まっ て 生ま れ た の だ と も 言わ れ て いる 。 

イズ ー ル ド 暫 諾 請 【 地 名 ・ 施 設 】 海 産物 で 生計 
を 立て る 漁業 の 街 。 伝統 に 裏付け され た 銘菓 、 
アカ フグ も ち が 名 物 。 創作 グミ 界 の 巨匠 、 ベル 
ク が 工房 を 構え て いる こと で も 知ら れる 。 の ち に 
ヒッ カリ カエ ル の 仕業 と 判明 する 連続 放火 事件 
に より 、 一 時 期 街 が 騒然 と な っ た 。 図 は 銘菓 ア 
カフ グ も ち (8 個 入り ) 。 
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イス バニ ア 国 と フラ ンク 国 功 誰 弄 【 国 名 】 食 


世 暦 時 代 、 と も に 一 大 勢力 を 築い た 二 大 強 
国 。 ユリ ア を 投獄 し て フロ ー ト 計画 を 奪い 、 敵対 
する 勢力 の 国民 を 魔界 に 残し て 外 殻 大 地 を 完 
成 させ た 。 新暦 に な る と 二 国 間 で 局 地 戦 が 頻 
発 。 ND0447 年 、 イス パニ ア 国 は 属国 で あっ た 
キム ラス カ の ユリ ウス 王 に 滅ぼさ れ 、 以後 、 フ ラ 
ンク 国 も 勢力 を 失い 滅亡 し て いっ た 。 


遺跡 船 臣 避 剛 【 地 名 ・ 施 設 】 全長 120km、 全 


幅 60km、 全高 9km の 巨大 建造 物 。 水上 で の 
運行 速度 は 平均 速度 が 時 速 30km、 最高 速度 
は 時 速 120km。 船上 の 環境 は 航路 に 左右 され 
る が 、 本 編 中 は 温帯 地域 を 航行 し て いる た め 
温暖 な 気候 が 保 た れ て いる 。 本 編 時 、 陸 の 民 
約 1400 人 、 水 の 民 約 100 人 、 モフモフ 族 約 
300 人 程度 が 遺跡 船上 で 暮らし て いる 。 歴史 
的 に は 15 年 前 に 陸 の 民 が 発見 し た こと に な っ 
て いる が 、 当時 すでに モフモフ 族 が この 地 で 暮 
らし て いた 。 さら に 時 代 を さか の ぼる と 、 本 来 は 
陸 の 民 の 祖先 が 使用 し た 宇宙 移民 船 だ っ た の 
だ が 、 現在 の 陸 の 民 は その こと を 知ら な い 。 遺 
跡 船 の 核 で あり 、 動力 を 担っ て いる の も 宇宙 移 
民 船 。 し た が っ て 本 質 的 に は 宇宙 船 だ が 、 船 
上 に 正体 不明 の 建造 物 が 数 多く 見 られ る こと 、 
そし て 海上 を 移動 し て いる こと か ら 遺 跡 船 と 呼 
ぱ ば れる 。 この 宇宙 移民 船 で 飛来 し た 陸 の 民 の 
祖先 は 、 設備 の ひと つ で ある 光 跡 杉 で 陸地 を 
作り 、 世界 を 自分 た ちの 住み や すい 環境 へ と 
改造 し た 。 その 後 宇宙 船 は に ネル ギー プラ ント と 
し て 活用 され て いた が 、 陸 の 民 と 水 の 民 の 戦 
い の 最 中 、 水 の 民 が 捨て 身 の 突 撃 に よっ て こ 
れ を 奪取 し た 。 陸 の 民 に 敗北 し 住処 を 失っ た 
水 の 民 は 、 奪っ た 宇宙 船 を 核 に し て 周囲 に 陸 
地 を 形成 し 、 移動 する 大 地 と し て ここ を 自ら の 
国 と 定め 、 大 海 へ と こぎ 出し た 。 現在 で は 陸地 
部 分 を 付加 し た こと と 水 の 民 に よる 改造 に よっ 
て 外観 が 大 きく 変化 し て いる が 、 飛来 当時 の 機 
能 を その まま 保持 し て お り 、 すぐ に で も 宇宙 へ 
飛び 立つ こと が で きる 。 た だ し 操縦 方 法 は 失わ 
れ て お り 、 その 術 を 知る 者 は いな い 。 


遺跡 船 に まつ わる 文明 騙 避 内 【 有 歴史 】 道 跡 船 と 


と も に 栄え た 文明 は 一 期 か ら 四 期 の 4 つ に 分 類 
され 、 それ ぞ れ 固有 の 特徴 が 見 られ る 。 ここ で 
は 文明 を 期 ご と に 名 付け て いる が 、 これ は 便宜 
的 な も の で ある 。 第 一 期 は 「 移 民 船 時 代 」 で 、 
この 世界 に 現われ た 陸 の 民 の 祖先 が 長く 繁栄 
し た 時 代 。 この 頃 の 移民 船 は 本 来 の 宇宙 船 状 
態 の まま 、 エ ネル ギー プラ ント と し て 使わ れ て い 
た 。 この 時 代 の 建造 物 は プラ スチ ッ ク や セラ ミッ 
ク の よう な 素材 で 造ら れ 、 現在 も 風化 せ ず 朽ち 
る 気配 を 見 せな い 。 第 二 期 は 水 の 民 が 繁栄 し 
た 「 元 創 王国 時 代 」。 宇宙 船 を 奪取 し て 現在 
の 遺跡 船 の 形 へ と 変化 させ た 水 の 民 は 、 遺跡 
船 か ら 得 た 知識 や 技術 の 一 部 を 自ら が 持つ 独 
自 の 文化 に 取り 入れ 、 千年 に 近い 繁栄 を 手 に 
し た 。 この 頃 の 建造 物 は 赤い 色 を し た 巨大 な 
化粧 石 が ベー ス に な っ て お り 、 外観 上 も 自然 と 
の 調和 が 重んじ られ て いる 。 た だ し これ ら の 建 
造物 は 年 月 の 経過 と と も に 風化 し 、 か つて の 面 
影 は な いも の の 美 し さ の 片鱗 は 見 られ る 。 第 三 
期 は 「 失 われ た 時 代 」。 陸 の 民 が 衰退 し 、 元 創 
王国 も 滅び 、 空白 状態 に あっ た 遺跡 船 で 勢力 
を 伸ばし た の は モフモフ 族 だ っ た 。 彼ら は この 
地 で 独自 の 文明 を 発達 さす て お り 、 失わ れ た 


時 代 は モフモフ 族 の 時 代 と いっ て も 過言 で は な 
い 。 し か し モフモフ 族 は 巨大 施設 を 建造 し た り 、 
他 種族 を 制圧 する な どの 野望 を 持た ずつ つま 
し や か に 暮らし て いた た め 、 彼ら の 文明 の 痕跡 
は あま り 残さ れ て いな い 。 モフモフ 族 の 建造 物 
は お も に 鉄 を ボル ト 、 ナッ ト 、 リベット で と め ま く っ 
た 物 。 これ に 手作り の 機械 装置 を 組み 合わ せ 
て いる た め 、 重 苦 し く ゴ テ ゴ テ と し た 外観 に な っ 
て いる 。 第 四 期 は 「 再 発見 時 代 」。 15 年 前 に 
陸 の 民 が 遺跡 船 を 発見 し て 移り 住ん だ 時 代 、 
つま り 現 代 の こと 。 各国 が 牽制 し 合っ て いる た 
め 本 格 的 な 進出 も まま な ら ず 、 個人 が 大 が か り 
な 機材 を 持ち 込む に は 手間 が か か り 、 居住 者 
の 絶対 数 も 少な いこ と か ら 、 文明 レベ ル は 失わ 
れ た 時 代 と 大 差 な い 。 建造 物 は 調達 や 運搬 、 
加工 に 便利 な 木 と 布 が ポメ イン に な っ て いる 。 


遺跡 マニ ア 薦 諾 鐘 【 そ の 他 】 リ フィ ル は 遺跡 な ど 


興味 深い 研究 対象 を 目 の 前 に する と 性 格 が 釣 
変 す る 。 ロイ ドド た ち は こ の 現象 を 遺跡 モー ド と 呼 
ん で か ら か い 、 また 恐れ る 。 


イセ リア 男 E 科 [地名 ・ 施 設 ) マ ナ の 血族 が 住 


む 神 託 の 村 。 ロイ ドド と コレ ッ ト の 生ま れ 故 郷 で あ 
り 、 ジー ニア ス と り リフィル も 暮らす 。 世界 中 が ディ 
ザイ アン に 苦し め ら れ て いた 最 中 、 ディ ザイ アン 
と 極秘 裏 に 結ん だ 不可 侵 条 約 に よっ て 安全 が 
保証 され て いた 。 


イセ リア 村長 還 E【 人 名 】 {セリ ア を 治め る 村 


長 、 コモ ン の こと 。 か つて ロイ ド の 軽率 な 行動 が 
ディ ザイ アン の 坦 撃 を 招い た た め 、 ロイ ド の こと を 
快く 思っ て いな い 。 現在 は ロイ ド の 行動 力 を 認 
め つ つも 、 や は り 好き に は な れ な いら し い 。 厳し 
い 発言 が 多い が 、 悪い 人 物 で は な い 。 


異端 者 箇 品 欄 【 呼 称 ]】 そもそも は 教会 の 教え る 信 


仲 か ら 外 れ た 者 た ちの こと 。 アレ ウー ラ 大 陸 で は 
レイ モー ン の 民 も 異端 者 と 呼ば れる こと が 多い 。 


異端 者 狩り 編 一 [文化 】 ヒト が レイ モー ン を 捕 ら 


え 処刑 する こと で 、 教会 の 異端 審問 会 が 中 心 
と な っ て 行なっ て いる 。 異端 者 狩り が 行なわ れ 
る 理由 は 、 ヒト が 上 獣 人 の 力 を 持っ た レイ モー ン の 
民 を [凶暴 な 獣 ] と 恐れ て いる た め 。 腕力 で レイ 
モー ン に 劣る 異端 審問 員 は 、 プリ セ プ ツ で レイ モ 
ー ン を 呪縛 し 、 獣 人 化 の 能力 を 押え て 捕らえ 
る 。 捕らわれ た レイ モー ン は ジャ ン ナ に 連行 さ 
れ 、 教会 の 地下 生 に 投獄 され る 。 形 ば か り の 
異端 裁判 の の ち 、 処刑 され る の が 一 般 的 で あ 
る 。 ここ 数 年 は 、 ヴィ ン セ ント の 命令 で 、 と くに 異 
端 者 狩り に 力 が 入っ て いる 。 


異端 徐 問 会 画 項 欄 【 組 織 ・ 団 体 】 ジ ャ ン ナ 教 会 


の 特別 組織 で 、 8 人 の 精鋭 僧兵 で 構成 され て 
いる 。 所 属 者 は 異端 審問 官 と 呼ば れ 、 僧兵 を 
引き 連れ て レイ モー ン の 民 を 捕獲 ・ 処 罰する 職 
務 を 主 と す る 。 教会 は また 、 レイ モー ン の 民 を 擁 
護 し た り 、 異端 宗派 を 重んじ る こと も 重罪 と し て 


お り 、 これ に 違反 し た ヒト も 異端 審問 会 に よる 処 
罰 の 対象 と な る 。 


異端 審問 官 画 可 【 組 織 ・ 団 体 】 異 六 審 問 会 


に 属す る 8 名 の 僧兵 の こと 。 独断 で 異端 者 狩り 
を 行なう こと が で き 、 町 の 司祭 や シス ター より も 
遥か に 強い 権限 を 持つ 。 若 か り し 頃 、 ヴィ ン セ ン 
ト も 異端 審問 官 を 勤め て いた 。 


いつ も 寝 て る 犬 罰 欄 [生物]】 ラ ント の 民家 で 


飼 わ れ て いる 大 。 階段 の 踊り 場 が お 気に入り 
で 、 毎日 定位 置 で 寝 て いる 。 子供 の 頃 の ヒュ ー 
パー ト を 怖がら せ た こ の 犬 も 、 7 年 越し に 見 て み 
れ ば 、 その 寝顔 は な ん と も 穏やか で 平和 な も の 
で あっ た 。 


イト ケン 様 入 加 鏡 【 人 名 】 ノ ー ド ポリカ 闘 技 場 の イ 


ンチ キ 予 想 屋 。 口 の 巧 さ で 人 の よい 老夫婦 を た 
らし 込み 、 少し で も よい 老後 を と 、 堅実 に 貯金 し 
て きた 彼ら の 生活 資金 を 巻き 上 げ て いる 。 闘技 
場 の 頂点 を 目指 す 猛者 が いる 限り 、 イト ケン 様 も 
また 不滅 。 今日 も 素人 の 財布 の 中 身 を 搾り 取る 
べく 、 みか ん 箱 の 上 で が な り 声 を 上 げ て いる 。 


イナ ン ナ 罰 高 障 【 人 名 】 天界 の 豊 生 の 女神 。 


大 地 母 神 で あっ た 母親 を 殺し た 人 間 を 激しく 憎 
ん で お り 、「 天 界 の 維持 の た め に 人 間 の 魂 を 
利用 する ] と いう 政策 を 貫く ラテ ィ オ の 思想 に 賛 
同 す る 。 ラテ ィ オ の 元老 院 に 知性 と 美貌 を 買わ 
れ 、 アス ラ 暗 殺 の 密 命 を 受け 、 亡命 を 装っ て デ 
ュ ラ ンダ ル と と も に セン サス に 侵入 。 し か し と も に 
過ごす 中 で アス ラ と 想い を 重ね 、 自分 の 使命 や 
人 間 へ の 復讐 心 、 アス ラ へ の 愛 に 葛藤 する 。 
迷い の 末 に 、 創世 力 の 力 を 解放 し よう と する ア 
スラ を 討つ が 、 彼 の 身体 を 仙 い た デュ ダン ダル 
の 刃 に よっ て 、 自ら も また 命 を 落と す 。 この と き 
に ふた り の 相反 する 願い 、 すなわち 「 天 地 融 
合 」 と 「 融 合 の 強い 拒絶 」 が 同時 に 叶え られ 、 
現在 の 歪ん だ 地上 の 姿 を 生む こと と な っ た 。 死 
亡 後 は イリア と し て 転生 を 果たす 。 


イニ スタ 湿原 葉 * 誠 剛 【 地 名 ・ 施 設 】 の か つて べ ヒ 


モス と いう 凶 野 な 魔物 が 旅人 を 襲う 事件 が 頻発 
し た た め 、 今 で は 近寄る 者 は いな い 。 ベ ヒ モス 
を 外 に 出さ な いた め 、 湿原 の 出入 口 付 近 に は 
べ ヒ モス が 苦手 な 花粉 を 持つ ラフ レス の 花 が 植 
えら れ て いる 。 ベ ヒ モス が ラフ レス の 花粉 を 嫌う 
の は 、 花粉 が べ ヒ モス の 脳神経 を 刺激 する た め 
と 考え られ て いる 。 


いぬ ご は ん 玉 駐 【 飲 食物 】 大 まっ し ぐら ! お 


いし い 犬 用 ご は ん ! ラビ ピー ド に 料理 を 任せ る 
と 、 どん な に 材料 を 吟味 し た つも り で も 、 必ず こ 
れ が で き あ が る 。 ちょ っ と 味 が 薄い の と 見 た 目 が 
アレ な だ け で 、 人 間 に だ っ て 十分 食べ られ る 。 
が 、 彼 が これ を いっ た い ど の よう に 「 料 理 」 し て 
いる の か は 、 ユー リ と 交わ す 精 度 の 高 すぎ る 意 


志 疎 通 と 同じ くら い に 謎 。 と は いえ 数 多 の 犬 猫 
た ちの ハー ト を グッ と 掴ん で 離さ な い 「 例 の 骨 」 
が 刺さ っ た 、 破壊 的 魅力 の ぶっ か け ご は ん を 前 
に し て は 、 クー ル で 聞こ えた さしも の ラ ピ ー ド も 、 
思わ ず 犬 らし い 犬 に 戻っ て し まう か も し れ な い 。 


イネ ス ・ ロ ー レ ン ツ 罰 棋 欄 【 人 名 】 ひ とり 運 び 
屋 「 日 々 軍 日 ] を 経営 する 24 歳 の 女性 。 扱う 商 
品 は 死体 か ら 貴 重 な ソ ー マ ま で 多岐 に 渡る 。 目 
の 覚め る よう な 美貌 と 並 の 男 で は 到底 太刀 打 
ち で き な い 腕 っ ぷ し で 裏 社会 と も 通じ 、 社長 を 
名 乗る に ふさ わし い 利 益 を 上 げ て いる 。 本 当 の 
身分 は 帝国 軍 特 務 部 隊 少 佐 で 、 上官 シ ル バ 
の 右腕 と し て 、 世界 の 「 粛 清 と 再生 ] の た め に 
行動 。 コハク の スピ ルー ン に 住む り チ ア が 、 シル 
バ の 野望 に 欠か せな い 存 在 と 知る が ゆえ 、 目 
的 を 偽り シン グ ら と 同道 する 。 その た め 一 度 は シ 
ング や コハク に 刃 を 向け る る も る 、 の ち に シル バ の 
過ち を 正す べく 、 改め て 行動 を と も に する こと を 
決意 。 悔恨 と 復讐 か ら ゼ ロム に よる 世界 支配 
に 向かう シル バ を 討ち 、 彼 が 最後 まで 行動 原理 
と し て きた 「 家 族 へ の 想い 」 を 、 自分 自身 が 目指 
す 新 た な 世界 の 在り 方 と し て 受け 継ぐ 。 な お 巨 
大 な プレ ー ド アッ クス 型 ソ ー マ を 振り 回 し 、 その 
腕力 と グラ マラ ス な 体型 を 維持 する た めか 、 か 
な り の 大 食 漢 。 また 酒 は あれ ば ある だ け 飲 まず 
に は 収まら ず 、 軍 で は 「 ざ る 」 ど ころ か 「 筒 」 と し 
て 知ら れ て いる 。 ちな み に 美 人 の つね と し て 、 
自分 の 魅力 が 何 な の か は し っ か り 把 握 し て お り 、 
「 意 図 的 に 揺らし て いる 」 ら し い 。 

異 能 者 騙 可 内 【 呼 称 ] 神 に 由来 する 力 を 持つ 者 
の こと 。 前 世に 神 を 持つ 転生 者 は 、 その 力 、 い 
わ め ゆる 天 術 も 受け 継い で いる た め 、 一 般 的 な 
人 間 と は 異な る 「 異 能 者 ] と し て 認識 され る 。 
能力 の 大 き さ に は 個人 差 が あり 、 手品 程度 の 
芸当 が 精 一 杯 と いう 人 も いれ ば 、 た っ た ひと り 
で 戦況 を 覆す ほど の 力 を 振る っ た 例 も ある 。 現 
在 レ グ ヌ ム で は 「 社 会 の 不安 を あお る 」 と し て 、 
異 能 者 を 取り 締まる た め の 法 律 、「 異 能 者 捕 
縛 適 応 法 」 を 施行 し 、 異 能 者 へ の 弾圧 が 激化 
し て いる 。 

異 能 者 捕縛 適応 法 騙 回 剛 【 そ の 他 】 異 能 者 の 
隔離 の た め に 施行 され た 王 都 レグ ヌ ム の 法律 。 
人 の 身 に 余る 力 は 社会 の 不安 を あお る と し て 、 
近年 厳し い 取 り 締まり が 続い て いる 。 事実 、 天 
術 を 悪用 し た 異 能 者 に よる 犯罪 も 少な を く な いた 
め 、 人 口 の 多い 都市 部 で は この 法律 に は 概ね 
好意 的 。 た だ し その 実態 は 単なる 隔離 政策 で 
は な く 、 異 能 の 力 が 戦争 に 利用 で きる こと に 目 
を つけ た 軍部 に よる 、 戦力 強化 の た め の 人 狩 
り で ある 。 

イノ セン トシ ャ イン 功 回 議 【 武 具 】 シ ェ リ ア が 装 


備 す る ナイ フ で 、 形状 は 戦 神 アス ラ の 愛 剣 「 デ 
ュ ラ ンダ ル 」 に 由来 。 また ティ ア ・ グ ラン ツ が 放つ 
同名 の 秘 奥義 も 示唆 し て いる 。 無垢 な 意志 を 
貫く た め の 、 光 の 渦 の ご と き 力 を 与え て くれ る 。 


命 の レン ズ 駐 記 引 【 呼 称 】 改 変 さ れ た 未来 の 世 


界 に お いて 、 ド ー ム に 暮らす 人 々 の 額 に 埋め 込 
まれ て いる レン ズ の こと 。 健康 管理 か ら 洗脳 ま 
で 、 その 用 途 は 多岐 に 渡る と 予想 され る が 、 実 
際 に は どん な 役割 り を 果たし て いた の か は 不明 
で ある 。 ハロ ルド が この 時 代 に 同行 し て いれ ば 
判明 し て いた か も し れ な い 。 た と えば …… 解 剖 
と か で 。 


いばら の 森 功 *i 蘭 [神話 ・ 伝 承 】 機 動 結晶 城 


サン ドリ オン の コー ド ネ ー ム 。 ソー マリ ンク の サー バ 
ー と し て 開発 され て いた 当時 、 設計 者 の フロ ー 
ラ に より こう 名 付け られ る 。 


いばら の 森 計 画 功 * 位 【 技 術 】 | いばら の 森 」 、 


すなわち サン ドリ オン を サー バー と し て 人 々 の スピ 
リア を つなぎ 、 相互 理解 と 世界 平和 を 実現 し よ 
うと する 計画 。 争い の 絶え な い 結 晶 人 と 、 彼ら 
か ら 差 別 や 搾取 を 受け る 原 界 人 と の 融和 を 目 
指し 、 フロ ー ラ に よっ て 提唱 され た 。 この スピ リア 
同士 を つなぐ 技術 が 「 ソ ー マ リ ンク 」 と 呼ば れ 、 
ソー マ は 本 来 武 器 で は な く 、 この 計画 の た め に 
造ら れ た も の で ある 。 し か し 当時 は 度 重なる 実 
験 に も 関わら ず 、 ソー マリ ンク を 実現 する こと は 
で きず 、 計画 その も の も 机上 の 空論 と し て 一 笑 
に 付 さ れ た 。 


イ ビ ル マン と アビ スマ ン 玉 臣 王 【 作 品 】 悪 の 


軍団 1 ビル マン に 、 正義 の 味方 アビ スマ ン が 立 
ち 向 か う ヒ ー ロ ー 活 劇 。 子供 た ち に 大 人 気 で 、 ヒ 
ー ロ ー ご っ こ に は 欠か せな い 。 アビ スマ ン は 、 レッ 
ド 、 プラ ッ ク 、 プ ブルー、 ピン ク 、 オレ ンジ 、 グリ ー ン 
の 6 人 組 。 レッ ド の 兄 で ある アビ スシ ル バ ー は 、 イ 
ビル マン に 洗脳 され て お り 、 英 と し て 登場 する 。 


イブ ラ ・ ヒ モビ ッ チ 駐 可 馬 【 呼 称 】 イリ ア の ある 


種 の 呼び 名 。 北 の 戦 場 で 再会 し た 彼女 に 、 
[窓辺 の マー ガレ ッ ト 」 こ と ハス タ 様 か ら 進呈 され 
た 。 始め の 「 イ 」 し か 合っ て いな い が 、 ハ スタ の 
適当 な 生き 様 を 考え る と 、 そこ が 合っ て いる だ け 
で も 上 出来 な の か も る し れ な い ……。 


イフ リー ト 斑 '5 欄 【 精 宮 】 熱 砂 の 洞窟 に 住む 笑 


を 司る 精霊 。 岩 を も 焼き 尽く す 高 温 の 笑 を 身 に 
まとっ て いる 。 訪 語 欄 【 晶 構 】 火 の 大 晶 霊 。 外 
見 は 笑 の 巨人 。 性 格 は か な り 単純 で 、 気性 が 
激しく 口調 も 荒い 。 し か し 本 来 天敵 で ある は ず 
の 氷 晶 霊 ・ セ ル シ ウ ス が 気 に た っ て し か た が な 
く 、 無 下 に 扱わ れ て 落ち 込む か わい い 一 面 も 
見 られ る 。 薦 簡 【 精 霊 】 知 的 な 雰囲気 を 持 
つ 火 の 精霊 で 、「 移 熱 の 業火 を 纏う 紅 の 巨 
人 ]。 旧 ト リエ ッ ト 跡 に いる 。 ガー ネッ ト に よっ て 召 
喚 士 と の 契約 を 結ぶ 。 薦 國 鏡 【 精 直 】 フェ ロー 
の 聖 核 か ら 生 まれ た 精霊 。 を 司る 存在 で 、 
荒 々 し い 魔 人 の 姿 を 持つ 。 フェ ロー 同様 精霊 た 


ちの 副 主 。 


イヤ リン グ 功 語 本 【 人 道具 】 ク レス が 地下 定 で メリ 


ル の 魂 か ら 託さ れ た 不思議 な イヤ リン グ 。 クレ ス 
は トリ ニク ス の 家 で 気づか ぬう ち に この イヤ リン グ 
を 落と し て し まい 、 偶 然 拾 っ た ミン ト に 母親 の 死 
を 悟ら れ て し まっ た 。 


イラ イラ クサ 罰 7 包 [ディ スカ バリ ー】 クラ ウデ 


ィ ス の 近く に 自生 する 植物 。 茎 や 葉 の 表面 に 小 
さ な ト ゲ は びっ し り と 生え て お り 、 そこ か ら 刺 激 性 
の 液 が 染み 出る た め 、 うっ か り 触 る と 鋭い 痛み 
が 走り 、 イラ イラ させ られ る 。 植物 プラ ント で 研究 
され て いた 実験 植物 の 種子 が 施設 外 に 漏れ 、 
生育 する よう に な っ た 。 


イリ ア ・ ア ニー ミ 玉 可 蘭 [人 名 】 東部 の 開拓 


地 ・ サ ニア 村 出 身 の 15 歳 の 少女 。 同村 は 異 
能 者 が 多く 生ま れる と し て 、 アル カ 教 団 の 焼き 
討ち に 遭い 、 と り わ け 強 い 能力 を 有 し て いた 彼 
女 は 、 生き 延び て 村 を 再建 する た め 単 身 首都 
レグ ヌ ム に 逃れ て くる 。 同じ 異 能 者 で あり 、 前 世 
の 記憶 を 共有 する ルカ と 出逢い 、 半ば 強引 に 
旅 に 同行 させ る 。 国 の 発展 と 人 々 の 生活 の 向 
上 を 詩 っ て 推奨 され た は ず が 、 戦争 に な る や い 
な や 真っ 先 に 切り 捨て られ た 開拓 地 の 現 実 を 
目の当たり に し て お り 、 村長 の 娘 と し て 村 の 発 
展 を 強く 願っ て いる 。 そん な 夢 の ひ と つが 学校 
を 建て る こと 。 た だ し 本 人 は 超 が つく ほど の 勉 
強 嫌い で ある 。 性 格 は 万 事 に 強引 、 そし て ワ ガ 
ママ 。 ルカ が 優柔 不断 な の を いい こと に 好き 放 
題 。 後 先 考 え を な い ノ リ が スパ ー ダ と 息 ぴ っ た り 
で 、 素晴らし い タ ッ グ を 組ん で 日 夜 ル カ い じ め に 
勤しん で いる 。 ロス 、 モ ニカ 、 ガン ダー と いう 名 
前 の 妹 弟 が いる も の の 、 その 言動 は と て も 「 お 
姉さん ] に は 見 えな い 。 な お 馬 を 駆る の が 娯楽 
と いう 暮らし を し て いた 賜物 か 、 性 格 は と も か く 
スタ イル は 完璧 。 スレ ンダ ー な 体 を 惜しげ も な くさ 
らし た ヘソ 出し ファ ッ シ ョ ン は 、 体型 を 気 に す る ア 
ンジ ュ か ら 恨 み が ま し い 目 で 見 られ る ほど で あ 
る 。 前 世 は ラテ ィ オ の 女神 イナ ン ナ 。 し か し 愛す 
る 男 を 裏切っ た と いう 自責 の 念 か ら 、 イリ ア 自 身 
は 部 分 的 に し か 前 世 の 記憶 を 持た な い 。 


イル マイ ン 玉 * 鏡 【 人 名 】 ダン グレ スト ・ ギ ルド ユ 


ニオ ン の 地下 補 に 監禁 され て いる 、 頑固 一 徹 
な 職人 。 偏屈 な 老人 だ が 希少 鉱石 エヴァ ライ ト 
の 精製 法 に 精通 し 、 そ の 筋 で は 知る 人 ぞ 知 る 
存在 で 、 彼 が エヴァ ライ ト の 精製 法 を 記し た 「 イ 
ル マ イ ン ノ ー ト 」 は 、 職人 た ちの 間 で は 伝説 的 な 
著書 で ある 。 果て し な く 食 に うる さく 、 一 説 に は 
自分 の 食 を 理解 で き な い 世間 に 嫌気 が さして 、 
補 屋 に 入っ た と も ウワサ され て いる 。 な お ギル ド 
「 遺 構 の 門 ] の マー カム 愛用 の ハム ファ ー ル 号 
は 、 彼 の 手がけ た スコ ッ プ で ある 。 


マ ヽ くそ ュー こざ ママ ー ロ ・ ハ ユ 


ウン グ 


スー 光 ざ ユー テ V MM で ・ 一 で さ 


ウ Z の 


イレ ー ヌ ・ レ ン ブ ラ ント 罰 5 往 【 人 名 】 若干 24 


歳 に し て オベロン 社 の フィ ッ ツ ガル ド 支 部 を 統括 
する 才 媛 。 ヒュ ー ゴ 邸 の 執事 を 務め る シャ イン ・ 
レン プラ ント の 実 娘 に あたる 。 幼い 頃 か ら ヒ ュー 
ゴ の 右腕 と な っ て オペ ロン 社 を 支え る べく 教育 
され 、 経済 的 に 立ち 遅れ て いた フィ ッ ツ ガル ド 
に 、 資本 の 投下 を 成功 させ た 。「 誰 も 憎しみ あう 
こと な く 、 皆 が 笑い あえ る 場所 を 作り た い 」 。 こ 
の 彼女 の 信念 の 下 、 フィ ッ ツ ガル ド は ファ ンダ リア 
を 凌ぐ 経済 力 を 持つ 国 に 発展 。 し か し その 一 
方 で 住民 た ちの 経済 格差 の 広がり を 生ん だ こと 
も 事実 で あり 、 実際 に 上 の 者 が 富 め ば や が て 
下 に も 浸透 する と も る 取ら れ か ね な い イ レー ヌ の 理 
論 は 、 事実 オベロン 社 系 列 の 富裕 層 と 、 経済 
力 に 乏しい 旧 住 民 と の 双方 か ら 突 き 上 げ を 食 ら 
うこ と も し ば し ば で あっ た 。 この よう な 状況 に 絶望 
し 、 選ば れ た 者 に よる 厳格 な 支配 を 唱え る ヒュ ー 
ゴ の 思想 に 傾倒 し て いく よう に な る 。 人々 を 導き 
た いと いう 強い 思い と は 裏腹 に 自分 の 力量 が 追 
いつ か な い 葛 藤 の 中 で 、 打倒 ヒュ ー ゴ を 目指 す 
スタ ン た ちと 対立 する 。 環 【 人 名 】 ヒ ュー ゴ 
の 信頼 が 厚く 、 オベロン 社 幹部 と し て フィ ッ ツガ ル 
ド 方 面 の 統括 を 任 さ れ て いた 人 物 。 情 が 深く 博 
愛 精 神 を 持っ た 女性 で あり 、 差別 や 貧富 の 差 
に 苦し む 人 々 に 心 を 痛め 、 貸し い 者 に は 自ら 進 
ん で 手 を 差し 伸 べ て いた 。 し か し 有 弱者 を 救い た 
いと いう 顎 い が 強 すぎ た た め 、 ヒュ ー ゴ の 志 に 
賛同 し て 、 18 年 前 の 騒乱 を 起す 一 員 と な っ た 。 
スタ ン 達 に よっ て 倒さ れる も 、 人 間 の 強 さと 可能 
性 を 信じ る 彼ら に の ちの 世界 を 託し て 死亡 し た 。 
現代 に お いて は 、 オペ ロン 社 廃 鉱 に ある 石碑 か 
ら 、 彼女 の 人 と な り を 知る こと が で きる 。 


色仕掛け 息 菩 議 【 そ の 他 】 ヘ へ リオ ー ド の 労働 者 


居住 区 に 潜入 する 際 、 見 張り の 兵 を 和 絡 する 
の に ユー リ た ち が 使っ た 手段 。 「 私 が 妥当 よね 」 
と 豪語 する ジュ ディ ス の ほか 、 ユー リ に か ら か わ 
れ て ムキ に な る エス テル 、 そし て 大 穴 の カロ ル の 
3 人 が 、 この 方 法 に 挑む こと に な る 。 いずれ の 
顔ぶれ に 任せ て も 、 それ ぞ れ に 似合う 素敵 な ド 
レス を 用 意 さ せら れる こと に 代わ り は な く 、 魅力 
的 で ある た め に は それ な り の 持ち 出し が 不可 欠 
で ある と いう こと を 、 身 を 以 っ て 理解 させ られ る 。 


色 つ き 石 けん 罰 基 箕 【 道 具 】 き れい な 色 と 芳 し 


い 香 り が つい た 魅惑 的 な 石けん 。 ペ ト ナ ジャ ンカ 
で は 白い 石けん が 一 般 的 で 、 色 つ き の も の は 
お 客 様 用 な ど 特 別 な た とき に し か 利用 され な い 高 
級 晶 。 幼少 の ティ トレ イ は これ を めぐ っ て 姉 と 激 
し い 取 り 合い を し た 。 


イン カロ ー ズ 芳 記 欄 【 人 名 】 ク リー ド の 守護 機 


士 。 外見 年 齢 は 19 歳 、 身長 170cm、 体重 は 
装甲 別 で 53kg。 思念 術 に 長け た クィ ー ン 型 機 
械 人 と し て 造ら れ 、 バラ 色 の 瞳 を 持つ こと か ら 
| イン カロ ー ズ 」 の 名 前 を 与え られ る 。 ひと つの ス 
ピリ ア で 7 つの 機体 を 制御 する と いう 、 非常 に 
高度 な 技術 を 搭載 。 原 界 和 の スピ リア に 隠れ た 
リチア を あぶ り 出 す た め 、 軍 や その 特務 機関 に 
ゼロ ム 技 術 を 教授 し 、 ニー ベル グ の 地下 施設 
で ゼロ ム を 量産 し て 、 デス ピル 病 を 墓 延 さ せる 。 
な お 肉体 を 取り 戻し た クリ ー ド と 再会 し た イン カロ 
ー ズ は 、 残り 4 体 まで 減っ て いた 機体 で た び ぴた 
び シ ング ら の 行く 手 を 阻む が 、 5 番 機 を グース で 
の カル セ ド ニ ー 隊 と の 戦い で 、 4 及び 7 番 機 を バ 
メル 火山 で 、 同じ く カ ル セ ド ニー 隊 に 落と され 、 
最後 の 1 番 機 も 損傷 。 追い 詰め られ た 彼女 は 、 


機能 停止 し た クロ アセ ラフ ・ ク リノ セラ フ と 融合 し 
シン グ ら に 戦い を 挑む 。 


障 気 触 害 (イン テル ナル オー ガン ) 功 誠 剛 【 そ 


の 他 】 障 気 を 吸引 し 続け る こと で 臓器 に 障 気 が 
蓄積 し 、 発症 する 病 。 致死 率 は 高く 、 最初 は 
風邪 に 似 た 症状 だ が 、 や が て 内 臓 を 岬 され て 
衰弱 死に 至る 。 体力 の な い 子 供 や 老人 ほど 発 
症 し や すい 。 


イン フェ リア 往 高 有 【 世 界 】 エ ター ニテ を 構成 す 


る 世界 の ひと つ 。 光 唱 霊 の 恩恵 を 受け て 明る 
い 陽 光 が あ ふれ 、 風 唱 霊 の 影響 で つね に 春 
一 番 の よう な 強風 が 吹く た め 、 温暖 で 植物 の 
成長 が 早く 、 住み や すい 気候 で ある 。 人 々 は 
単 一 国家 で ある イン フェ リア 王国 に 属し 、 国王 
の 統治 を 受け て いる 。 セレ ステ ィ ア に 比べ て 文 
明 や 技術 レベ ル は 低い が 、 これ は 卓 霊 を 神聖 
視 す る あま り 、 道具 や エネ ルギー と し て の 研究 
に 結び つけ な か っ た た めで ある 。 一 方 、 歴史 を 
重んじ る こと か ら 、 学問 や 芸術 は 発達 し て いる 。 


イン フェ リア ン 罰 高 科 【 呼 称 】 イン フェ リア 人 の こ 


と 。 た だ し セレ ステ ィ ア 人 が イン フェ リア 人 の こと を 
呼ぶ と き に の み 使 用 され る 。 


イン フェ リア 王国 功 高 得 【 国 名 】 グ ルノー レ TI 世 


が 統治 する 、 イン フェ リア 唯一 の 国家 。 公用 語 
は 王国 語 。 絶対 的 な 権力 を 持っ た 王 の 下 、 階 
級 制度 が 浸透 し 、 特権 階級 の 王族 、 貴族 が 幅 
を 利 か せ て いる 。 現 国 王 の 戴冠 以前 より 戦争 
も な く 、 人 々 は 平和 に 暮らし て いる 。 


イン フェ リア 人 功 可 得 【 種 族 ]】 生ま れ た と きか ら 


王 を 信 拝 する よう 教育 され て いる た め 、 王 を 自 
分 より 優れ た 存在 と し て 認識 し て いる 。 当然 、 
反逆 や 革命 は 意識 に な く 、 穏やか で お と な し い 
性 格 の 者 が 多い 。 また 、 階級 制度 が 徹底 され 
て いる た め 、 身分 に よる 生活 レベ ル の 格差 は 激 
し い 。 し か し 、 それ が 当然 と 教え られ て き て いる 
た め 、 どん な 生活 を 営 も うと それ で 満足 し 、 明る 
く の ん びり と 暮らし て いる 。 イン フェ リア の 人 間 は 
も っ ぱら 保守 的 で 、 信仰 心 に 厚く 、 身分 や 家 
柄 、 血筋 を 重んじ 、 分 を わき まえ な い 行 動 は 批 
判 の 対象 と な る 。 


イン プ め ぬいぐるみ 功 簡 [道具 】 精 霊 の 騎士 


に 従い と も に 戦う 、 小さ な 悪魔 を 模 し た ぬい ぐる 
み 。 虚空 を 見 つめ る 大 き な 瞳 は 愛 ら し さ の 中 に い 
くば く か の 宰 々 し さ を 秘 め 、 子供 の お も ちゃ に し て 
お くに は 惜しい ハイ クオ リティ な 仕上 が り で ある 。 


い 組 と め組 の 対立 入 5 机 【 現 象 】 ヘ ン ケ ン 率 いる 


「 ベ ルケ ンド い 組 ] と 、 イエ モン 率い る 「 シ ェ リ ダン 
め組 ] の お 手柄 抗争 の こと で 、 音 機関 マニ ア の 
間 で は 有名 。 両者 は 王立 大 学 時 代 か ら の ライ 
バル 同士 と し て 腕 を 競い 合っ て いる 。 現在 の 
戦績 は 99 勝 99 敗 だ が 、 何 を も っ て 勝敗 と し て い 
る の か は 、 本 人 た ちの みぞ 知る と ころ 。 い 組 、 
め組 と いう 呼び 名 は 、 キム ラス カ ・ ラ ン バ ル ディ 
ア 王 立 学問 所 の 大 学院 で 教鞭 を と る イア ン 教 
授 と 、 メリ ッ サ 教授 の 名 前 に 由来 し て いる 。 イア 
ン 教 授 の 下 で 学ん だ 学生 は い 組 、 メリ ッ サ 教授 
の 下 で 学ん だ 学生 は め組 と いう わけ 。 


ヴァ ー ツ ラフ ・ ポ ラド 功 回 蘭 【 人 名 ]】 ク レザ ンド 


王 統 国 の 第 三 王子 。 将軍 と し て 一 軍 を 率い て 
いる だ け で な く 、 自身 も アー ツ 系 爪 術士 で 高い 
戦闘 力 を 持っ て いる 。 長子 が 王位 を 継承 する し 
きた り に 納得 し て お ら ず 、 ふた り の 見 を 蹴 落 と し 
て 自ら が 次 期 国 王 と な る べく 野心 を 燃やす 。 こ 
の た め 、 用 着 状態 に ある ガ ド リ ア と の 戦争 で 武 
功 を 挙げ よう と 、 遺跡 船 に 着目 し 奪取 を 狙う 。 
か つて 、 自ら の 駒 と な る 強力 な 爪 術士 軍団 を 
結成 する た め に 訓練 施設 を 設け た 。 この 施設 
に 入れ られ た 者 た ち は 実 戦 で 目覚 まし い 活 躍 を 
遂げ る が 、 その 育成 カリ キュ ラム に よっ で 戦闘 ス 
タイ ル は 画 一 的 だ っ た 。 セ ネ ル と 手合 わせ を し た 
ヴァ ー ツ ラブ は 、 セ ネ ル の 技 や 戦い 方 が この カリ 
キュ ラム に 当て は まる こと に 気付 き 、 そこ か ら 彼 
の 出自 を 見 抜い た 。 


ヴァ ルキ リー 玉 『j 玉 【 人 名 】 オ ー デ ィ ー ン に 忠誠 


を 故 う 女 戦士 。 人 外 の 者 。 


ヴァ ル ハ ラ 功 語 議 【 地 名 ・ 施 設 】 も と も と は 荒涼 


と し た 荒れ 地 で ヴァ ル ハ ラジ 平原 と 呼ば れ 、 4202 
年 の ヴァ ル ハ ラ 戦 役 の 舞台 と な っ た 場所 。 その 
後 、 移民 た ちの 貧し い 開 拓 村 と し て 徐々 に 人 
が 集まり 始め る 。 偶然 に 発見 され た 鉱石 で 富 を 
築く が 、 それ が 原因 で 長き に 渡っ て 運命 に 翻弄 
され る こと に な る 。 


ヴァ ル ハ バラ 戦 役 功 回 【 有 歴史 】4202 年 、 魔物 を 


率い て 大 攻勢 を 仕掛 け て きた ダオス と 、 ミッ ドガ 
ルズ ・ ア ル ヴ ァ ニ スタ 連合 軍 の 戦い を 指し 、 戦 
場 と な っ た ヴァ ル ハ ラ 平 原 か ら こ の よう に 呼ば れ 
る 。 本 来 の 史実 で は この と き 魔 科学 兵器 で 人 
間 側が 有利 と な る も 決着 が つか ず 、 エド ワー ド ・ 
D・ モ リス ン ら 4 人 の 戦士 に よっ て ダオス は 未来 
へ と 飛ば され た 。 し か し クレ ス ら が 4304 年 か ら 過 
去 に 転移 し て きた こと で 歴史 が 変わ り 、 クレ ス ら 
が 直接 ダオス と 剣 を 交え る こと と な る 。 


ヴァ ン ガ ー ド 騙 護 語 9【 組 織 ・ 団 体 】 再 生 の 神子 


に よる 世界 統一 後 、 テ セア ラ 人 と マー テル 教会 
に よっ て 、 シル ヴァ ラン ト 人 へ の 差別 的 な 迫害 が 
日 常 化 し た 。 これ に 抗う た め 、 シ ル ヴ ァ ラ ント の 
人 々 は シル ヴァ ラン ト 解 放 戦 線 ヴ ァ ン ガー ド を 結 
成 し 、 レジ スタ ンス 活動 に 乗り 出し た 。 この と き 
設立 の 中 心 と な っ た プル ー ト は 、 ヴァ ン ガ ー ド の ト 
ッ プ で ある 総帥 の 座 に 就任 し た 。 レジ スタ ンス と 
は いえ 、 人 の 道 を 踏み 外さ な い 程 度 の 活動 を 
続け て きた ヴァ ン ガ ー ド だ っ た が 、 リヒ ター の 登場 
に よっ て 状況 は 一 変 する 。 組織 を 己 の 復讐 の 
た め に 利用 し よう と 考え た り リヒ ター は 、 ブル ー ト を 
操り 、 ヴァン ガー ド を 自身 が 望む 戦闘 集団 へ と 
変貌 きせ た 。 これ は ヴァ ン ガ ー ド の 過激 化 を 後 押 
し し 、 以後 、 プル ー ト の 命令 は 急速 に 人 の 道 か 
ら 外 れ て いく 。 ブル ー ト は 手始め に 、 再生 の 神 
子 コ レッ ト こ そ が シル ヴァ ラン ト を テ セ アラ に 売っ た 
大 罪人 と し 、 処刑 を 目的 に 指名 手配 し た 。 そし 
て 魔 導 砲 を 用 いて マー テル 教会 と テ セ アラ 王室 
を 滅ぼし 、 シル ヴァ ラン ト [王朝 を 復活 させ る た め 
に ラタトスク ・ コ ア の 入手 に 血 道 を 挙げ た 。 さら 
に は ロイ ド と 教会 に よる 粛清 を 自演 し 、 両者 に 
対す る 住民 の 憎悪 を 炉 っ た 。 止ま ら な い 過 激 
化 の 仕上 げ と し て 、 ヴァ ン ガ ー ド は アル タ ミ ラ を 武 
力 で 占拠 。 レザ レノ カン パニ ー 第 二 本 社 ビル を 
拠点 と し て 世界 中 に 派兵 し 、 世界 を 混乱 に 陥 
れる 。 これ ら の 過激 化 は 、 ソ ルム の コア を 失い 、 
プル ー ト が 正気 に 戻る まで 続い た 。 正気 を 取り 
戻し 、 己 の 愚行 を 願 み た プル ー ト は 即刻 組織 の 


解散 を 命じ 、 ヴァ ン ガ ー ド は 短く 、 歪ん だ 活動 の 
幕 を 閉じ た 。 

ヴァ ン ・ グ ラン ツ 玉 訪 職 【 人 名 】ND1991 年 生 
まれ 。 ホ ド 島 出身 で 、 本 名 は ヴァ ン デ ス デ ルカ ・ 
ム ス ト ・ フ ェ ン デ 。 ヴァ ン デ ス デ ルカ は 、 古代 イス 
パニ ア 語 で “栄光 を 掴む 者 "と いう 意味 を 持つ 。 
ガル ディ オス 伯爵 家 に 仕え る 騎士 ・ フ ェ ン デ 家 
の 長男 で 、 か つて は 幼い ガイ の お も り を し な が 
ら 、 ユリ ア の 残し た 讃歌 と 第 七 譜 石 を 守っ て い 
た 。 アル バー ト 流 剣術 の 継承 者 で ある と 同時 に 
譜 術 を も 使い こなす 第 七 音 譜 術 士 で ある 。 ホ ド 
消滅 時 、 ティ ア を 身ごもっ て いた 母 と 魔界 に 落 
ち 、 以降 ロー レラ イ 教 団 に 入る あま で ユリ アシ ティ 
で 育つ 。 ファ プレ 公 昧 家 で ガイ と 再会 し た 際 、 
ふた り は 密か に ホ ド 消滅 の 復讐 を 誓い 合っ て い 
た 。 ND2007 年 に レプ リカ 計画 を 始動 し 、 その 4 
年 後に ルー ク を 誘拐 。 レプ リカ を 作製 し て キム ラ 
スカ に 返し 、 被験 者 の アッ シュ を 手元 に 残し て 
神託 の 盾 騎士 田 に 入団 させ た 。 ヴァ ン が 預言 
を 忌み 嫌う よう に な っ た の は 、 2000 年 前 の 預言 
に 詠 ま れ て いた と いう だ け の 理由 で 一 切 の 住 
民 救 済 も な く 、 故郷 の ホ ド が 消滅 に 追い 込ま れ 
た た めで ある 。 ここ か ら 預 言 の 存在 に 疑問 を 感 
じ た 彼 は 、 預言 か ら 脱却 する た め の 道筋 を 模 
索 す る よう に な っ た 。 

ヴァ ンス 入 可 得 【 人 名 】 湖 量 技師 、 シ ル エ シカ 
の 元 参謀 。 幼なじみ の リ シ テ ア と 世界 を 放浪 
中 、 フォ ッ グ と 出会い 親友 に な り 、 と も る に シル エ 
シカ を 旗揚げ する 。 8 年 前 の ペイ ル テ ィ の 海戦 に 
お いて 、 フォ ッ グ を か ば っ て 死亡 。 

ヴィ クト リア 功 K 筐 【 人 名 】 ウ ィ ン ドル 王国 騎士 
団 に 所 属す る 女性 騎士 で 、 バ ロ ニ ア 騎 士 学 校 
の 教官 。 現職 の 女性 騎士 の 中 で は 最高 の 地 
位 に あり 、 その 実力 だ け で な く < 美貌 も あっ て 生 
徒 ら の 人 気 は 高い 。 し か し 職務 上 決し て 甘い 
顔 は 見 せ ず 、 アス ベル に 徐 罰 と し て 3 日 間 の 学 
校 中 の 床 磨き を 命じ た こと も ある 。 セル ディ ク 大 
公 の クー デ タ ー で は 親衛 隊 を 率い て リチャード に 
刃 を 向け た た め 、 坂 乱 鎮圧 後に 除隊 処分 と な 
る も の の 、 の ち に その 腕 を 買わ れ て 教官 に 復帰 
し た 。 ちな み に 元 同僚 で ある マリ ク は 、 7 年 前 、 
彼女 が 騎士 学校 時 代 に 「 教 官 と 生徒 」 と いう 
間柄 で あっ た こと も 手伝っ て 、 いろ いろ と 複雑 
な 感情 を 抱く 相手 。 国内 外 の さま ざま な 混乱 を 
経た 今 、 彼 に 突っ か か りな が ら も 、 着実 に 親密 
さ を 増し つつ ある よう で ある 。 

ヴィ クト ル 玉 加 欄 【 人 名 】 ロ ディ の 養父 で 暗殺 
集団 「 エ クリ プス ]」 の ひと り 。 ミッ ドガ ルズ の 内 情 
に 関与 し た こと で 命 を 狙わ れ 、 精霊 の 森 に 隠 
れ 住 ん で いた 。 幼い ロディ を 保護 し 愛情 を か け 
て 育て 、 また 自分 と の 関わ り に よっ て 彼女 の 身 
に 危害 が 及ぶ 可能 性 を 懸念 し 、 幼少 の 頃 か ら 
自衛 の た め の 暗殺 術 を 仕込 ん だ 。 人 を 殺め る 
た め の 技 と いう 性 格 上 、 ヴィ クト ル は 真相 を 語ら 
な いま ま 亡 く な る が 、 エク リプ ス の 証 で も ある ミド 
ルネ ー ム 「E] を ロディ に 授け た こと は 、 彼 に と っ 
て 最大 の 気遣い で あり 思い や り で あっ た 。 
ウィ ス 玉 可 和 【 文 化 ] セレ ステ ィ ア 生ま れ の カー ド 
ゲー ム 。 カー ド 運 が 悪い と 何 も さ せ て も ら え ず 泣 き 
た く な る 。 も と も と ウィ ス と は 、 メル ニク ス 語 で 1 の 
こと 。 カー ド が 残り 1 枚 に な っ た ら 「 ウ ィ ス と 叫ぶ 
こと か ら こ の 名 前 が つい た 。 

ウィ ダー シン 略語 [人 名 】 異 世界 ギル ガリ 
ム の ディ セン ダー。 すべ て の 世界 を ひと つ に する 


こと で 、 死ぬ こと の な い 永 久 不滅 の 世界 を 創世 
し よう と 企ん で いた 。 己 の 野望 を 果たす た め に 
は 手段 を 選ば な い 冷 酷 な 性 格 で 、 テ レジ ア の 
世界 樹 を ギル ガリ ム に 捕食 させ る た め 、 ガン ゼル 
や アウ ロラ を 利用 し て 、 さま ざま な 策 を 実行 し て 
きた 。 捕食 し て きた 世界 の 中 に は モル モ の 世界 
ヤ ウ ン や 、 カ ノン ノ の 世界 パス カ と いっ た 世界 も 
含ま れ て お り 、 テレ ジア も 減 亡 ま で あと 一 歩 と い 
うと ころ まで 追い 込ま れる 。 し か し 、 テレ ジア の デ 
ィ セ ンダ ー や 「 ア ドリ ビ ト ム 」 の 活躍 に よっ て 、 阻止 
され た 。 


ウィ チル 罰 宮 鐘 【 人 名 】 ア スピ オ の 帝国 魔 導 器 


研究 員 。 魔 導 器 調査 の た め フ レン に 同行 する 。 
将来 を 嘱望 され る 優秀 な 魔 導 士 で 、 リタ を ライ 
バル 視 し て いる が 、 その 熱意 は 今 の と ころ 一 方 
通行 。 効 さ を 強 調 す る お か っ ぱ 頭 の せい か 、 ユ 
ー リ か ら は リン ゴ 頭 と 呼ば れ て いる 。 


ウィ ル ・ レ イナ ー ド 騙 可 腸 【 人 名 】 聖 リン ライ ア 


王国 の 博物 学者 。 名 家の子 女 で ある アメ リア と 
駆け 落ち し た こと で 誘拐 犯 と 見 な され 、 故郷 で 
は 犯罪 者 の 汚名 を 着せ られ て 追放 され た 。 ミュ 
ゼット の 計ら い に よ り 追 放 先 と な っ た 遺跡 船 で 
は 保安 官 の 任 に 就き 、 住民 の 尊敬 を 集め て い 
る 。 生 真 面目 で 常識 を 重んじ る 性 格 な が ら 、 貴 
重 な 魔物 を 発見 する と 博物 学者 の 血 が 騒ぎ 、 
平静 で は いら れ な い 。 ハリ エッ ト と いう 娘 が いる 。 


ウィ ング パッ ク 功 可 【 道 具 】 飛 行 機械 レア パー 


ド を 収納 する 携帯 用 の カプ セル 。 レア バー ド の 
利便 性 を 極限 まで 高め る あま り に も 便利 な アイ 
テム だ が 、 その 仕組 み は 世 界 広 し と 言え ども そ 
の 頂点 に 君臨 する 謎 で ある 。 


ヴィ ン セ ント ・ ブ リッ ジス 騙 頂 欄 【 人 名 】 ジ ャ ン 


ナ 教 会 の 教 阜 で 、 教会 の トッ プ に あたる 。 ヒト で 
あり な が ら 、 レイ モー ン で ある メリ ッ サ と 結婚 。 カイ 
ウス 、 ルキ ウス の 2 児 を 授かる も 、 異端 者 狩り で 
メリ ッ サ を 失い 、 カイ ウス と 生き 別れ た 。 妻 を 失っ 
た 悲し み に 絶 えら れず 、 メリ ッ サ を 晒 ら せ 、 レイ モ 
ー ン を 再興 する た め に 生命 の 法 を 施行 。 し か し 
実験 の 失敗 に よっ て 体 中 を スポ ッ ト に 巣 く われ 
て 正気 を 失い 、 以来 、 人 が 変わ っ た よう に 異 
端 者 狩り を 強化 し 、 ペイ シェ ント を 収集 し 始め る 。 
カイ ウス と の 再会 で 一 瞬 正 気 を 取り 戻す も 、 直 
後 、 ロミ ー の プリ セ プ ツ 攻撃 か ら カ イ ウ ス を か ば 
い 、 息 絶 えた 。 正気 を 失っ て いた と は いえ 、 異 
端 者 狩り は 愛す る 妻 の 復活 と レイ モー ン 再 興 の 
手段 に すぎ ず 、 彼 が レイ モー ン の 民 を 愛し て い 
た の は 事実 で あっ た 。 


ウィ ンタ ー ズ 還 可 [人 名 】 ハ イデ ルベル グ の 


一 角 で 営ま れ て いる 、 世 界 的 に も 有名 な 武器 、 
防具 の 名 店 「 ソ ウル & ソ ー ド 」 の 店 主 。 当 の ウィ ン 
ター ズ 自 身 も 名 工 で あり 、 外観 、 性 能 と も に 芸 
術 の 域 に まで 高め られ た 、 数 々 の 優れ た 武具 
を 生み 出し て いる 。 た だ し 職人 と し て の こだわ り 
も 激しく 、 極上 の 素材 が 手 に 入ら な いと 腕 を 振 
る わな い 。 ウィ ンタ ー ズ が 現在 求め て いる の は 生 
体 金 属 ベ ル セ リ ウム で ある 。 ベル セリ ウム を 渡す 
こと で アタ リ か ら ハ ズレ まで 、 様々 な 武具 を 作っ 
て くれ る 。 ちな み に 、 時 間 が か か る うえ に いち い 
ち 客 の 要望 を 聞か な けれ ば ならない と いう 理由 
か ら 、 オー ダー メイ ド は 受け 付け て いな い 。 


ウィ ンダ ム 罰 * 葬 内 【 生 物 】 イー ロイ 族 の 生き 残り 


で 、 自称 「 知 的 で 文化 的 な 高尚 な 生き 物 ]」。 マ 
ー ボ ー カ レー が 好物 らし く 、 シン グ ら の 前 に 現 わ 
れる た びに 、「 マ ー ボ ー ナ スカ レー」 、「 マ ー ボ ー 


ハル サメ カレ ー」 な ど 、 オリ ジ ナ ル メ ニュ ー に 思い 
を 馳せ て いる 。 彼 が シン グ ゲ に ソー サラ ー リ ング を く 
れる の は 、 リン グ の 能力 を 開放 させ て 、 宿 英 リ シ 
ア ・ カ トレ イア を 倒し 、 同胞 を 救う た め 。 悲願 を 
成し遂げ る た め の 機 が 熟す の を 、 絶海 の 島 ・ 
ナム 孤島 で 虎視 腕 眺 と 待ち 続け て いる 。 


ウィ ンド ル 王 国 監 KE: 答 [国名 】 風 の 大 煙 石 ・ 大 


翠 緑 石 ( ダ ロー アン ディ ) に よっ て 支え られ る 王 
国 。 国 の 警護 組織 と し て 、 他国 に は な い 騎 士 
団 と いう 独特 の 形態 を 備え て お り 、 その 理念 は 
「 剣 と 風 の 導き を 」 と いう 騎士 た ちの 言葉 に 表 
われ て いる 。 地方 の 自治 を を それぞれ の 領主 に 
委ね る 領 邦 国家 で 、 グレ ル サ イ ド に 代表 され る 
大 領地 で は 、 騎士 団 と 比較 し て も 避 色 な い 実 
力 を 備え た 民兵 隊 が 領地 を 守護 。 また ラン ト の 
よう な 比較 的 小さ な 街 で も 、 自治 の た め に 独自 
に 兵力 を 有 し て いる 。 グレ イル 湖 か ら 流 れ 出 る 
澄ん だ 水 は 王 国 各 地 に 豊か な 実り を も た らし 、 
と くに 輸出 品 と し て 茶葉 が 有名 で ある 。 


ウィ ンド ル 和 牛 功 KE 模 [生物 ] 乳 和牛 で 有名 な ウィ ン 


ドル 産 の 牛 。 多く が 白地 に 黒い ぶち 模様 だ が 、 
な ぜ か ご くま れ に 、 迷彩 柄 に 王国 紋章 を つけ 
た 、 見 る か ら に いわ く あ り げ な 個体 が 生ま れ て く 
る こと で も 有名 で ある 。 な お 新鮮 な ツレ ク は ウィ ン 
ドル 国内 で も 重要 な 食材 の ひと つ だ が 、 隣国 ス 
トラ タ で は 「 ウ ィ ン ド ル 牛 の ミル ク 」 と 言え ば 高級 
食材 と し て 、 富裕 層 を 中 心 に 珍重 され て いる 。 


ヴェ イグ ・ リ ュ ン グ ベ ル 訪 誠 本 [人 名 】 スール 


ズ 村 に 住む 18 歳 の 青年 。 幼い 頃 に 両親 と 祖父 
を 相次い で 失い 、 以来 ベネ ッ ト 家 で 育て られ る 。 
ラド ラス の 落日 の 影響 で フォ ルス 能力 が 覚醒 し 、 
水 の フ ォ ル ス の 暴走 に よっ て 効 な じみ で あり 家 
族 同然 の クレ ア を 氷 の 中 に 閉じ 込め て し まっ た 
こと が ある 。 その こと が 生い立ち の 後ろ る め た さと と 
も に 彼 の 立ち 居 振 る 舞い に 陰 を 落と し 、 賠 達 で 
は な か っ た 表情 を 、 より 厳し いる の に 変え て し ま 
っ た 。 養父 マル コ と 村 の 老 剣 士 の 手ほどき に よ 
り 、 同年 代 の 若者 を 遥か に 凌 編 する 剣 の 腕 を 
持つ 。 詳 E 簡 【 人 名 】 命 よ り 大 切な 女性 を 探 
す た め 、 孤高 の 旅路 を 歩む 宴 黙 な た 男 。 その 手 
助け と な る 剣 の 手がかり を 求め る うち に 、「 テ イ 
ルズ オプ リバ ー ス 』 の 世界 か ら 時 空 を 超え 、 闘 
技 島 の 黒衣 の 番 人 と し て 世界 を 上 腫 昭 する こと 
に な っ た 。 か つて その 女性 が 掲げ た 「 種 の 共 
存 ] に 強く 感銘 を 受け て お り 、 ソフ ィ が 口 に し た 
同じ 言葉 に まん ざら で も な い 顔 を 見 せる 。 また ビ 
ー チ パイ に は 格別 の こだわ りあ り 。 


ヴェ ックス 芳 * 相 弁 【 ソ ー マ 】 クンツァイト が 装備 し 


て いる 多目的 ソー マ で 、 古代 語 で 「 古 の 騎士 」 
の 名 を 持つ 。 手 の よ うに 自在 に 動き 、 敵 を 捕 ら 
える その 姿 か ら 、 お と ぎ 話 に 「 よ ん ほん う で の お 
に 」 と し て 読ま れ た 。 な お 通常 目 に する 機会 は 
あま りな い が 、 さま ざま な ヒー リン グモ ー ド が 内 蔵 
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され て お り 、「 ま っ た り 手 も ゃ み 」 、「 足 裏 ] な ど 各 
種 マ ッ サ ー ジ や 、 ツボ 押し 、 整体 、 美容 痩身 、 
アロ マ な ど 、 あ ら め ゆる 「 癒 し ] が 楽し め る 。 し か し 
いう まで も な く こ れ ら は 元 来 、 主 リチア 様 の た め 
に 備わっ て いる 機能 で あり 、 体験 者 は 今 の と こ 
ろ 彼 女 と 彼女 の 器 コ ハク の み で ある 。 

ヴェ リウ ス 功 諾 狂 【 精 材 】 し いな と 友人 関係 に あ 
っ た 人 工 精霊 コリ ン と 、 心 の 精霊 が 融合 し て 誕 
生 し た 姿 。 罰 諾 語 【 精 寺 】 し いな と 友人 関係 に 
あっ た 人 工 精霊 コリ ン と 、 心 の 精霊 が 融合 し て 
誕生 し た 姿 。 ヴェ リウ ス は 世界 の 人 々 の 心 の 中 
に 溶け 込ん で 存在 し て いる た め 、 場所 を 間 わ 
ず 接 触 が 可能 。 な か で も マー テル 教会 聖堂 が 、 
ヴェ リウ ス と も っ と も コン タク ト を 取り や すい 場所 と 
な っ て いる 。 ヴェ リウ ス は エミ ル ニ テラ タ ト ス ク に 力 
を 貸し 、 一 時 は ラタトスク の 心 を 封印 し た 。 

ウェ ント ス 暫 5 語 [呼称 】 風 を 司る セン チュ リオ 
ン 。 アス カー ド 石 舞台 地下 遺跡 に ある 祭壇 で 、 
コア と な っ て 眠り に つい て いた 。 

ヴォ ー バ ルソー ド 功 記 [武具 】 水 の 剣 。 三種 
の 武具 の ひと つ で 、 エタ ー ナ ルソー ド を 作る た め 
に 必要 と な る 。 

ウォ ー ル ス ・ ガ ー ナ ー 功 高 欄 【 人 名 】100 年 
前 、 空間 転移 実験 の 事故 で 異 世 界 か ら ア レ ウ 
ー ラ に 飛ば され て きた 上 位 種 の スポ ッ ト 。 も と の 
世界 に 帰れ ず 、 当時 の 国王 アレ ウー ラ 5 世 に 時 
依 し 、 体 を 乗っ 取っ た 。 虚偽 の 王位 継承 を くり 
返し 、 人 々 を 騙し て 現在 は アレ ウー ラ 8 世 に な り 
すま し て いる 。 生命 の 法 を 構築 し た 人 物 。 
ウォ ー ル ブリ ッ ジ 玉生 【 地 名 ・ 施 設 】 ウィンド 
ル の 王 都 バ パロ ニア と 、 南部 の 都市 グレ ル サ イ ド 
を 結ぶ 橋 。 有事 の 際 に は 要塞 と し て も 機能 する 
よう 、 軍備 を 設け た 複雑 な 造り に な っ て いる 。 
展望 台 に いる か め に ん に よる と 、 景色 を な が め 
な が ら 食 べ る コロ ッ ケ は 最高 らし い 。 また 地下 に 
は アン マル チア 族 の 手 に よる 遺跡 が あり 、 ラム ダ 
と プロ トス 1 に 関す る 記録 が 残さ れ て いる 。 

ヴォ ル ガ ジ ョ ー ズ 玉 回 剛 【 生 物 】 | 獄 竜 」 の 
別名 を 持つ 原 界 固有 の 巨大 魔物 。 サン ド ワ ー ム 
と 並ぶ 古い 種 で 、 パ バ メル 火山 の 底 に 棲み つい 
て いる 。 その 存在 に つい て は 、 造 か 昔 の 結晶 
人 に も 知ら れ て お り 、 ソー マ 「 バ ル ハ 介 」 は 、 こ 
の ヴォ ル ガ ジ ョ ー ズ の 背中 に 生え た 角 「 フ レア ホー 
ン 」 を 素材 と し て エボ ルプ する よう 設計 され た 。 
ウォ ルト 功 誠 往 【 人 名 】 ハー メン ツ の 高台 に 居 を 
構え る 富豪 。 品 の な い 派手 な 服装 と 黒 服 の ボ 
ディ ー ガ ー ド 、 ド ス の 効い た 声 に 、 出入 りす る の 
は ひと 癖 も ふた 癖 も ある よう な 人 間 ば か り …… と 
な れ ば 、 当然 村人 か ら は 敬遠 され て いる 。 し か 
し 彼 の 事業 一 一 と 呼べ る る も の で ある な ら 、 の 話 
だ が ーー が 村 の 経済 に 貢献 し て いる こと は 否 
定 で きず 、 眺め の よい 屋敷 か ら 村 を 見 下ろ し て 
は 葉巻 を < く ゆ ら せ て いる 。 腹黒 そう に 見 えて じ つ 
は 義理 と 人 情 を 重んじ る タイ プ で 、 裏表 な く 接し 
て くる スタ ン に 感銘 を 受け 、 の ち に 自ら も レン ズ 
の 調達 に 協力 する 。 針 紀 引 【 人 名 】18 年 前 に 
存在 し た 村 の ひと つ 、 ハー メン ツ の 元 村長 。 村 
長 と は いう も の の 、 黒 ス ー ツ の 屈強 な ボディ ー ガ 
ー ド に 囲ま れ 、 当 の 本 人 も 強面 で 親分 肌 と くれ 
ぱ 、 こ れ は も う 真 っ 当 な 職業 の 人 間 で な い の は 
確か 。 し か し 気骨 溢れ る 熟 い 一 面 も あり 、 の ち 
に スタ ン の 男気 を 認め て 惚れ 込み 、 彼 に 協力 
する 。 ハイ デル ベル グ 記 念 公園 の 建設 に 向け 
て 多大 な 資金 援助 を 行っ た こと か ら も 、 根 っ か 


ら の 悪人 で は な く 、 そし て 無事 に 騒乱 を 生き 残 
っ た こと が 判明 し て 一 安心 。 


ー TOD - 


ヴォ ルト 功 加 選 【 精 趣 】 ヴォ ルト の 洞窟 に 住む 雷 


の 精霊 。 形容 し が た い 異 様 な 外見 と 何 を 言っ 
て いる の か さっ ぱり わか ら な い 言 葉 に 驚か され 
る が 、 一 応 こ ちら の 言い 分 は 理解 し て くれ て い 
る らし い 。 久 可 得 【 晶 村 】 雷 の 大 唱 霊 。 放電 す 
る 銀色 の 球体 の 集合 体 。 その 機械 の よう に 論 
理 的 な 思考 は 、 大 晶 霊 の 中 で も 異質 。 水 の 大 
晶 霊 ウン ディ ー ネ が 苦手 。 硬 I9E 駐 【 精 直 】 電 を 司 
る 、 雷 の 神殿 の 守り 手 。 人 外 の 言葉 を 操る た 
め 、 エル フ の 碧 を 引く 者 で な いと 意思 疎通 が で 
き な い 。 し いな が 契約 失敗 の 事故 を 招い た 因 
縁 の 相手 で も ある 。 「 猛 き 神 が 振る う 紫 電 の 鍋 ] 
と も 呼ば れ 、 サー ドニ クス に よっ て 契約 を 結ぶ 。 


ウォ ン テ ィ ガ 罰 * 語 樺 【 聖 獣 】 ベ オ 平 原 の 巨塔 に 


眠る 、 風 を 司る 聖 獣 。 非常 に 落ち 着い た 物腰 
で 、 本 来 底 護 すべ き 対 象 で ある ヒト に 対し て も 、 
紳士 然 と し た 態度 を 崩さ な い 。 


うさ に ん 芳 誠 勝 [人 名 】 北海 に 浮か ぶ 小 さ な 島 


に 隠れ 住む 不思議 な 生き 物 。 優雅 な 耳 と 愛 ら 
し い 尻 尾 を 持ち 、 全体 的 な 風貌 は ガ が ジ ュ マ に そ 
っ くり 。 ボディ ライ ン は いわ ゆる 「 ず ん 胴 」 だ が 、 
毛 の ボリ ュー ム が 相当 な も の と 思わ れる た め 、 実 
際 に は どん な 体型 な の か は 見 た 目 か ら は 判別 し 
に くい 。 また 言語 を 体得 し て お り 、 使用 する 言 
葉 は 現代 カレ ギア 語 と ほぼ 変わ らち ない 。 た だ し 
語尾 が 「 ピ ョ ン 」 や 「 ウ サ 」 な ど で 結 ば れる と いう 
特徴 を 持つ こと が わか っ て いる 。 背中 に チャ ッ ク 
が つい て いた と する 謎 の 研究 報告 が ある な ど 、 
彼ら に 関す る 情報 その も の が 迷走 し て いる 感 が 
ある 。 今後 の 生態 解明 が 強く 待た れる と ころ 。 


うし に ん 罰 忠 較 【 人 名 】 オー ルド ラン ト の 童話 「3 


匹 の うし に ん 』 の 主人 公 。 ナム 孤島 に は 、 うし に 
ん に な りき っ た 3 上 兄弟 ミ シ カ 、 エ リオ ン 、 ユタ ン が 
住ん で いる 。 エリ オン は ゲー ム の 開発 、 ユタ ン は 


うし に ん 関連 グッ ズ の 企画 を し て いる の で 、 ナム 
孤島 に 立ち 寄っ た ら ぜ ひ 一 度 の ぞい て みよ う 。 
長男 か ら 順 に 、 金 、 銀 、 銅 の 鈴 を つけ て いる 。 
堅 K 鐘 [人 名 】 和牛 の 着ぐるみ を 着 た 、 ある い は 
着 た よう に 見 える 、 謎 の 人 ( ? ) 。 見 た 目 その まま 
に 「 牛 の 人 と いう こと で 、 誰が 呼ん だ か 「 う し に 
ん 」 と 称 さ きれ て いる 。 多く は 絶海 の 孤島 ・ ナ ム 
孤島 に 暮らす 。 

ウス バカ カゲ ロウ 罰 語 腸 【 デ ィ ス カバ リー)】 明 
る く 輝 く 笑 を 見 る と 、 危険 と わか っ て いて も 飛び 
込ん で し まう 、 は か な い 忠 。 同じ こと を 何 度 教え 
て も 一向に 覚え られ な い 人 を 表現 する と き の 引 
き 合 い に 出さ れる 。 

ウソ ツ ツ キ 罰 * 基 玉 【 デ ィ ス カバ リー)】 大 きく 鋭い 
くち ば し を 持つ 鳥 。 ウソ を つく と 「 ウ ソ ツ ツキ に つ 
つか れる よ !| と いう の が 、 子供 を し か る と き の 常 
奏 名 。 

打ち 捨て られ た 地 騙 避 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 水 の 
民 が 静 の 大 地 を 呼ぶ 際 の 名 称 。 水 の 民 の 守 
護 者 で ある 猛 り の 我 の 力 が 及ば ず 、 の ち に 
セ ネ ル た ち 一 行 が 静 の 注 我 と 名 付け た も う ひ と 
つの 浴 我 の 影響 力 が 強い 。 この た め 水 の 民 も 
手出し を で き な い 土地 で あり 、 関与 を 放棄 し た 
こと か ら こ の 名 前 が つけ られ た 。 

ウッ ドロ ウ ・ ケ ル ヴ ィ ン 功 誠 蘭 【 人 名 】 フ ァ ン ダ 
リア 国王 イザ ー ク の 第 一 子 で 、 王位 継承 者 。 サ 
イリ ル 義 勇 軍 と グレ バム の 反乱 に よっ て イザ ー ク 
が 逝去 し た の ち 、 王位 を 継い で 国王 と な る 。 幼 
少 時 より 賢 王 と 称え られ た 父 を 見 て 育ち 、 国家 
と 国民 を 背負 う 意 味 を イザ ー ク の 背中 か ら 学ん 
だ 。 柔らか くも 威厳 ある 物腰 と 、 高貴 な 血 を 裏 
付け る 端 調 な 容姿 、 広い 視野 と 見 識 を 持ち 合 
わせ 、 将来 の 王 た る に ふさ わし い 器 の 大 き な 人 
物 。 また 武術 の 腕 も 優れ て お り 、 王族 の た し な 
み で ある 剣 技 は すでに 一 線 級 の も の 、 また 父 イ 
ザー ク も 師事 し た 弓 匠 アル バ に 、 効 少 時 より 手 
ほど き を 受け て お り 、 弓 の 腕 に も 秀 で て いる 。 ケ 
ル ヴ ィ ン 家 は 代々 ソー ディ アン ・ イ クティ ノ ス を 所 
有 し 、 王 が マス ター で あり 続け て いる 。 その た め 
イザ ー ク が マス ター で あっ た 頃 か ら 、 ウッ ドロ ウ も イ 
クティ ノ ス の 存在 を 知ら され て いた 。 ファ ンダ リア 
の 王位 を 継ぐ 者 に と っ て 、 イク ティ ノノ ス の マス ター 
に な る と いう こと は 単なる 適性 だ け で な く 、 王 の 
資質 その も の を 問わ れる こと と 同義 だ 。 国内 に 
潜伏 し て いた 大 規模 な 反 政 府 活動 を 把握 し き 
れ て いな か っ た こと 、 それ に よっ て 父 王 の 死 を 
防げ な か っ た こと は 、 己 の 力 不足 を 痛感 させ 、 
一 度 は 王座 に つく こと や ソー ディ アン マス ター で 
ある こと を た め ら わせ た 。 し か し 誰 よ り も ファ ンダ リ 
ア を 愛す る 人 間 と し て 、 国 の 再興 と ヒュ ー ゴ の 
打倒 に 人 呆 進 する 。 師匠 アル バ の 孫 で ある チェ 
ル シ ー に つい て は 、 生ま れ た 頃 か ら 知っ て いる 
こと も あり 、 実 の 妹 の よう に 思っ て いる 。 当然 彼 
女 の 気持 ち に も 気づい て は いる が 、 紳士 的 な 
態度 と 素晴らし い 回 避 力 に よっ て 、 熱烈 な アタ 
ッ ク を エレ ガン ト に か わし 続け て いる 。 
【 人 名 】 フ ァ ン ダリ ア 王 国 の 現 国王 に し て 、 四 英 
雄 の ひと り 。 冷静 さと 大 胆 さ 、 優し さと 大 し さ を 
併せ 持ち 、 私 利 私 欲 に 走ら ずつ ね に 国民 の こ 
と を 考え 続け る 賢 王 。 神 の 眼 を 巡る 騒乱 時 に 
は 、 ソー ディ アン ・ イ クティ ノ ス の マス ター と し て 活 
躍 し た 。 騒乱 後 、 グレ バム に 殺害 され た 父 王 の 
跡 を 継い で 即位 を 果たし 、 王 と な っ た 。 この と き 
「 ウ ッ ド ロウ が 王 と な っ て 最初 に 行なっ た の は 、 


半壊 し た ハイ デル ベル グ を 復興 させ る た め 、 自 
ら が 率先 し て 材木 を 運ぶ こと だ っ た 」 と いう エピ 
ソー ド が 生ま れ 、 ハイ デル ベル グ に 暮らす 人 々 
の 誇り と な っ て いる 。 ウッ ドロ ウ は か つて マリ ー・ 
エー ジェ ント に 想い を 寄せ て いた 。 だ が マリ ー は 
ウッ ドロ ウ の 願い を 受け 入れ る こと な く 彼 の 元 を 
去っ た 。 多く を 語ら な い ウ ッ ド ロウ だ が 、 その 心 は 
いま だ マリ ー に ある の か も し れ な い 。 

空 紅 人 形 薦 鐘 [道具 】 ラ ゴウ の 官邸 か ら 逃げ 
お お せる パテ ィ が 、 ユー リ に 押し つけ て いっ た 巨 
大 な 身代わり 人 形 。 海賊 帽 に 濃紺 の フロ ッ ク コ 
ー ト 、 た すき に か けた 双眼鏡 型 武 醒 魔 導 器 ま 
で 、 か な り の 作り 込み が され て いる か と 思い き 
や ゃ や 、 顔 の 造形 は 人 を 食っ た 「 へ の へ の …… 」 
調 の ぞんざい すぎ る も の 。 懐 に こん な 巨大 な 品 
を 忍ばせ て お く 余裕 と 茶目っ気 に 、 彼女 の と ん 
で も な い 素 養 の 一 端 が 垣間見 える 。 も し も 願い 
が 叶う な ら 、 この クオ リティ で ほか の メン バー の 
人 形 も る 、 ぜひ 見 て みた い …… 9 


ウド ッ チ 功 可 得 【 人 名 】 リ た ち に 戦い 方 を 教授 
し て くれ る の は いい が 、 な ぜ か どこ に で も 現われ 
る 不審 な 人 物 。 

ウミ ネコ の 詩 騙 可 獲 【 ギ ルド ]】 [幸福 の 市 場 」 
傘下 で 海運 を 担う 廻船 ギル ド 。 ユー リ ら が カウ フ 
マン と の 取引 で ノー ド ポ リカ に 向かう 際 、 この ギル 
ド の トク ナガ が フィ エル ティ ア 号 の 操 能 士 と し て 同 
船 する 。 

海 の 歌 玉 * 誠 棋 【 作 品 】 沈 ん だ 財宝 に 馳せ る 思い 
を アッ プ テ ン ポ で 歌い 上 げ る マオ の 歌 。「 広 い 
海 放 上) どー ん と 広がる 青い 海 一 宝 は どこ に 
眠っ て る ? プク プク プク ー 」」。 潜水 中 に 耳 が 
痛く な っ た ら 、 鼻 を つま ん で 「 ぷ っ 」 と し よう 。 

海 の 漢 臣 宮 久 【 呼 称 】 バテ ィ の 自称 。 大 志 を 胸 
に 、 荒れ 狂う 波間 に 果敢 に 挑む 雄々 し き 心 を 
持つ 者 は 、 大 海 の 前 に は 性 別 の 壁 を 越え 、 み 
な 「 漢 ] と 呼び 習わ す 。 

ウミ ハイ ギョ 功 *5 蘭 【 デ ィ ス カバ リー セイ ン ガ 
ルド と カル バレ イス の 中 ほど に 位置 する 諸島 部 
に 生息 する 。 エラ と 肺 の 両方 を 持つ 海水 性 の 
古代 魚 で 、 浜辺 で 貝 を 取っ て は 、 殻 ご と よく か 
ん で 食べ て いる 。 肺 呼吸 が で きる の で 、 潮 の 引 
いた 干潟 で は 、 エサ を 探す 座 が よく 見 られ る 。 
また 長い 乾季 に は 砂 泥 で 蘭 を 作っ て 体 の 乾燥 
を 防ぐ こと も あり 、 カル バレ イス で は 雨 が 降る と 、 
泥 長 の 中 か ら ウ ミ ハ イ ギ ョ が 出 て きた と いう 逸話 
が ある 。 

海辺 の 洞窟 衛 * 杜 [地名 ・ 施 設 】 ラ ント の 北部 、 
ウィ ンド ル と 国境 を 接する 海岸 沿い に ある 洞窟 。 
海水 の 浸食 を 受け 、 内 部 は あちこち に 水 が 入 り 
込ん を で いる 。 か つて エフ ィ ネ ア に 降り 立っ た アン 
マル チア た ち は 、 この 場所 に シャ トル を 隠し た 。 

ウミ ン ボ 功 *5 往 【 デ ィ ス カバ リー]】 リー ネ の 北 の 
小島 付近 で し ば し ば 見 られ る 、 海 に 浮か ぶ 忠 。 
脚 に 生え た 細か い 毛 の 表面 張力 を 利用 し 、 水 


の 上 を スイ スイ と 移動 する 。 大 波 が 来る と すぐ に 
空 を 飛ん で 逃げ て し まう の で 、 あま り 人 目 に 触れ 
る こと は な い 。 

ウラ ン 芳本 弁 【 人 名 】 キュ ノ ス に 住む 天文 学者 
ユー クレ ス の 恋人 。 黒い 月 の 落下 に お び え ぇ る 気 
弱 な ユー クレ ス の 気 を 引く た め 、 デス ピル 病 の フ 
リ を し て いた 。 

ヴ リ トラ 編 可 内 【 和 人 名 】 巨 大 な 龍 の を 持つ 
神 。 天地 の 開 開 を 知る 古い 神 で 、 同族 は 創世 
神 の 肉体 か ら 生ま れ 出 た 種 の ひと つと も され て 
いる 。 泥 か ら 生 まれ 出 た アス ラ の 養母 と な り 、 彼 
を 天界 を 統べる 将 に まで 育て 上 げた 。 将軍 アス 
ラ の 参謀 と し て 、 また 天空 城 に あっ て は アス ラ の 
留守 を 預かる も う ひ と り の 城主 と し て 、 その 名 は 
セン サス 中 に 知れ 渡っ て お り 、 見 る 者 を 無 条件 
に ひざ まず か せる ほど の 圧倒 的 な 存在 感 は 、 
すべ て の 神々 の 尊敬 を 集め 、 母 と 明 怖 され た 。 
その 巨体 と 生命 力 が 災い し て 天上 崩壊 と いう 
大 災厄 を 生き 延び て し まい 、 すべ て の 神 が 失 
われ た 天界 で 、 た っ た ひと り 永 い 時 を 過ごす こ 
だ と な っ た 。 

ウル タス ・ ブ イ 騙 可 得 【 作 品 】 イン フェ リア で 10 
年 以上 前 に 大 ヒッ ト し た 舞台 劇 。 王立 劇場 の 
代表 演目 で 、 現在 は リバ イ バ ル 公演 が 行なわ 
れ て いる 。 貴族 令嬢 連続 誘拐 事件 を 影 で 解 
決する 仮面 の ヒー ロー、 ウル タス ・ プ イ が 活躍 す 
る 物語 。 全 8 幕 。 


ウル タス ・ ブ イ は 君 に 委ね る 騙 可 得 【 言 葉 】 レ 
イス が 自分 の 身 に 何 か が 起き た 場合 、 ロエン に 
伝え る よう 、 ガレ ノ ス に 言 付け た 言葉 。 劇 中 で ウ 
ル タ ス ・ プ ブイ が ひと り の 貴族 令嬢 を 守り 、 付き 従 
いな が ら ゃ も 、 現実 の 世界 に 連れ 出し た こと か ら 、 
令嬢 を アレ ン デ 姫 に 、 プイ を ロエン に 見 立て て 、 
「 姫 を 頼む ] と いう メッ セー ジ を 託し て いる 。 

ウン ディ ー ネ 罰 品 議 【 精 塞 】 浸 食 洞 に 眠る 、 水 
を 司る 精霊 。 彼女 が 作る 泡 の 結界 に 入る と 、 
人 間 も 海 中 深く 潜 れ る 。 太 枢 欄 【 晶 霊 】 水 の 大 
晶 霊 。 外見 は 液体 で で きた 女性 。 慈愛 に 満 
ち 、 人間 に 対 し て も っ と も 理解 と 好意 を 持っ て 
いる 。 雷 晶 霊 の ヴォ ルト が 天敵 。 芳本 【 精 
四 】 | 清 澤 よ り い で し 水 煙 の 乙女 」 と も 言わ れ 
る 、 ソ ダ 間 欠 泉 を 守る 水 の 精 霊 。 包容 力 を 備え 
た 清らか な 性 格 。 アク アマ リン に よる 契約 で 杏 
喚 で きる 。 古 鐘 【 精 直 】 水 を 司 り 、 美しい 女 
性 の 姿 を 持つ 精霊 。 ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 の エア ル 
クレ ー ネ に エス テル の 力 が 作用 する こと に よっ 
て 、 ベリ ウス の 聖 核 か ら 生 まれ た 。 

エア リア ルポ ボー ド 玉 高 得 【 術 ・ 技 】 風 品 寺 の 力 
を 借り て 、 術 者 の 体 を 地上 30cm ほ ど に 浮遊 、 
高速 移動 させ る 術 。 非常 に 便利 だ が 、 こ れ を 
授かる と き に シル フ か ら 言 われ る 「 風 の 品 霊 が 
いる 世界 な ら ね 」 と いう 言葉 が 、 先行 き の 怪 し さ 
を 暗示 し て いる 。 

エア ル 罰 宮 久 【 呼 称 】 テ ルカ ・ リ ュ ミ レー ス に 満ち 


る 生命 の 根源 で 、 万 物 を 構成 する エネ ルギー 
の 源 。 原初 、 世界 が 形づくら れる と き 、 使い 尽く 
され ず に 残っ た エネ ルギー が 、 その まま の 形 で 
地 中 に 残っ た も の で ある 。 エア ル な し で は 生物 
は 生き られ な い が 、 濃度 が 高 す ぎ て も 悪影響 が 
あり 、 エア ル の 濃 す ぎる 場所 は 人 が 踏み 入れ 
な い 禁 断 の 地 と され る 。 魔 導 器 を 稼働 させ る 動 
力 と な り 、 エア ル の 属性 を 変え る こと で 、 さま ざま 
な 効果 が 得 ら れる 。 

エア ルク レー ネ 玉 鐘 【 呼 称 】 水 脈 の よう に 地 
中 を 流れ る エア ル が 地上 に 噴出 し た も の 。 エア 
ル の 泉 。 世界 に 点 在 し て お り 、 ケー プ ・ モ ッ ク 大 
森林 や カド ス の 喉 笛 が 代表 的 な エア ルク レー ネ 
で ある 。 周囲 の エア ル の 濃度 は 非常 に 高く 、 生 
態 系 に 少な か ら ず 影響 を 与え て いる 。 

エア ル 酔 い 罰 可 狂 【 現 象 】 濃 度 の 高い エア ル に 
よっ て 、 体 に 悪影響 が 及 ん だ 状態 を 指す 。 生 
命 に 不可 欠 の エア ル だ が 、 過剰 な エア ル ば は 害 
に し か な ら な い 。 魔 導 器 が 普及 し て は いて も 、 
仕組 み の 根 本 と な る エア ル に つい て は あま り 知 
られ て お ら ず 、 エア ル 酔 い を 呪い か 何かと と ら 
え ぇ 、 忌避 する こと も 多い 。 

エア ル 論 考 訪 議 【 作 品 】 ク リティ ア 族 の 天才 科 
学者 ヘル メス が 残し た 研究 ノー ト で 、 リタ の 家 か 
ら 発見 され る 。「 我 が 娘 に 捧ぐ さぁ 、 読ん で ご 
らん 」 で 始ま る 暗号 で 書か れ お り 、 魔 導 科 学 の 
道 を 究め ん と する リタ が これ に 挑む こと に な る 。 

営業 許可 証 薦 KE 動 [道具 】 ウ ィ ン ド ル 政 府 が 発行 
する 、 店 舗 営 業 の 許可 証 。 これ を 受け た 店 で 
は 店 内 の 目 に つく 場所 に 掲示 する 義務 が ある 。 
パロ ニア の 酒場 [タク ティ クス 」 で は 、 柱 の 裏 に 
貼っ て ある 。 

衛星 絶対 守護 シス テム 罰 全 【 技 術 】 羅 針 帯 と 
その 中 枢 ゾ ー オ ン ケ イジ に よる 、 ラム ダ の 捕縛 ・ 
封印 シ ステ ム の 通称 。 も の の 本 に よる と 、 世界 を 
揺るが す 大 いな る 存在 ・ 大 煙 星 竜 も また 、 この 
シス テム に よっ て 眠っ て いる と いう 。 じつは 大 煙 
星 竜 こ そ が 、 ラム ダ の 脅威 か ら 星 を 守る | 衛星 絶 
対 守 護 ン シス テム 」 そ の も の と も 言わ れ て いる 。 

英雄 功 科 [呼称] ライ オッ トビ ピーク や ゾー オン ケイ 
ジ に 現われ る 聖女 リア ラ が 探し て いる 人 物 。 し か 
し 時 空 を 超え よう や く 彼女 が エフ ィ ネ ア の 地 で 見 
つけ 出し た 「 英 雄 ] と は 、 今にも 「 オ レ は 英雄 に 
な る ん だ !| と 叫び 出し そう な 、 ツン ツン 頭 の 少年 
を あし ら っ た 杖 で あっ た 。 


英雄 王 訪 可 往 【 言 葉 】 ディ ムロ ス が ソー ディ アン マ 
スタ ー で ある こと が いか に 特別 な の か を 語り 、 マ 
スタ ー た る 心得 を 説 こう と し た 折 に 、 調子 に 乗っ 
た スタ ン が 伝説 の 英雄 を 自称 し て 放っ た 言葉 。 
飛行 竜 か ら 墜落 し て 右 も 左 も わか ら な い フ ァ ン ダ 
リア の 雪山 を 、 恥ず か し い セ リフ を 叫び な が ら 走 


田 柳 泥 一 束 引 時 
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り 回 っ た 。「 我 こそ は 英雄 王 ・ ス タン な り ! 者 ど 
も 、 我 に 続け ! うお ーーー ] 。 

エイ ダ 罰 約 諾 表 【[ 女 神 】 | 未来] を 司る 世界 樹 
の 女神 。 女神 三 姉妹 の 長女 で 、 威厳 に 満ち て 
いる 実質 的 リー ダー。 か つて 人 間 を 守る た め に 
竜神 と 戦っ た が 、 妹 の シエル が 身 を 反 し て 竜神 
を 封じ た こと を 少な か ら ず 悔い て いる 。 サナ トス 
と の 戦い が 終わ っ た の を 見 て 、 これ 以上 自分 た 
ち が 人 間 た ち に 干渉 する こと を 放棄 し 、 この 世 
界 を 人 間 た ち に 託す こと に し た 。 フリ オ た ち へ の 
お 礼 と し て 「 ア ナス イ の 花 を 咲か せる 」 お 願い を 
叶え て あげ た 。 

HRX-2 型 罰 張 【 設 備 】 ハ ロ ル ド が 作成 し た 戦 
闘 用 ロボ ッ ト HRX の 改良 型 試作 機 。 本 来 の 設 
計 ど お り に 完成 させ て いれ ば まとも に 動作 する 
は ず で あっ た が 、 欲張っ た ハロ ルド が さま ざま な 
追加 仕様 を 施し た た め 、 あえ な く < 暴走 す る に 至 
っ た 。 欠陥 品 で 試作 品 と は いえ 、 ハロ ルド は そ 
の 戦闘 力 に 絶対 の 自信 を 持っ て お り 、 じつは カ 
イル 達 に あっ さり 倒さ れ た こと を 非常 に 悔し が っ 
て いる 。 

英知 の 蔵 入 K 科 【 地 名 ・ 施 設 )】 ア ンマ ルチア 族 
が 受け 継ぐ 一 族 の 記録 庫 。 フォ ドラ 時 代 か ら の 
彼ら の 記録 や 知識 を 蓄え て あり 、 代々 の 長 の 
み が 立 ち 入り と 記録 の 閲覧 を 許さ れ て いる 。 そ 
の 多く が 収め られ て いる アン マル チア の 里 の も 
の の ほか 、 セイ プル ・ イ ゾ レ の 研究 所 地下 に も 、 
彼ら の 英知 の 結晶 が 隠さ れ て いる 。 

エイ ハブ 罰 右 蘭 [ 生 物 】 ラジ ー ン 洞窟 の 人 食い 
粘 菌 。 伯爵 コウ モリ と 共生 関係 に あり 、 伯爵 コ 
ウ モ リ の 紅 牙 の 持つ 酵素 に よっ て 分 解 さ れる と 
いう 性 質 を 持つ 。 

エヴァ ライ ト 入 鐘 【 鉱 石 】 磨 き 上 げ る と 鮮やか 
な 赤色 に 輝く 鉱石 。 そ の 美 し し だ け で な く エ ア 
ル 伝 導 率 の 高 さ か ら 、 装 餅 品 の ほか 特殊 な 武 
具 の 素材 と し て も 珍重 され て いる が 、 近年 は 鉱 
石 を の も の すら 流通 する こと は まれ で 、 鍛冶 ギ 
ルド 「 魂 の 鉄 村 ] の ノビ ス は 命がけ で 探し て いる 。 
リタ の 武器 「 ア イヴ ィ ー プ レー ド 」 は 、 これ を 加工 し 
た 魔 導 士 垂 注 の 逸品 。 

エ カ イ ユ 功 剛 【 人 名 】 海 運 干 チェ ン の 秘書 を 
務め る 女性 で 、 メガ ネ が 似合う 敏腕 の 金髪 美 
人 。 今や チェ ン 商 会 の 発展 に 欠か せな い 人 物 
と し て 広く 知ら れる が 、 じつは 事故 に より 記憶 
喜 失 と な り 、 チェ ン の 娘 サ ン ゴ に 拾わ れ て 、 チェ 
ン の 下 で 暮らす よう に な っ た と いう 経緯 の 持ち 
主 で ある 。 勇者 アー メス の 幼馴染 で 飛 空 船 の 
開発 者 マイ カ ・ ツ ィ マ ー 女 史 が エ カ イ ユ そ の 人 で 
あり 、 スピ ルリ ンク で 記憶 を 取り 戻す も 、 アー メス 
の 幼馴染 と し て で は な く 、 チェ ン の 秘書 と し て 生 
きる こと を 選択 。 し か し 記憶 と と も に 蘇っ た アー メ 
ス へ の 想い は 捨て きれ ず 、 彼 の 無鉄砲 ぶり に 
か こつ け て 、 飛 空 船 事業 を アー メス の 身柄 ご と 
チェ ン 商 会 名 義 で 買い 取り 、 プロ ポーズ を 了承 
する こと と な る 。 

エグ ザイ ア 芳 諾 但 【 地 名 ・ 施 設 】 テ セア ラ に あ 
る 、 ハー フエ ルフ が 住む 空中 都市 。 人 間 の 人 据 
害 か ら 身 を 守れ る よう に と 、 か つて ミト ス が 建設 
し た 。 この 街 に 住む 限り 、 地上 の 差別 と は 無縁 
で いら れる こと か ら 、 現在 で も 苦労 の 果て に た ど 
り 着く 住民 が 少な く な い 。 

エク スカ リバ ー 功 E 欄 [武具 ] ウィンド ル 建 国 の 
と き に アン マル チア の 技術 を 用 いて 鋳造 され 
た 、 原 素 を 操る 「 伝 説 の 聖 剣 」。 前 国王 ファ ー 


みさ ロー 立 さ ロ 
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ディ ナン ト 四 世 を 支え た 功績 に よっ て 、 ラン ト 領主 
アス トン に 下賜 され る 。 し か し 勲章 と と も に この 剣 
を 受け た アス トン は 、 靖 の 鍵 で ある 指輪 を 返上 
し 、 王家 へ の 服従 と 忠誠 の 姿勢 を 仙 い た 。 そ 
の 後 も ラン ト 家 の 家宝 と し て 大 切 に され て お り 、 
物心 つい た アス ベル が 、 自分 専用 の 武器 と し 
て 勝手 に 持ち 歩い て いた 「 ア スト ン の 劉 」 の 正 
体 は 、 ほか な ら ぬ この エク スカ リバ パー で ある 。 長 
い 年 月 を 経て 錆び つき 刃 こ ぼれ し 、 さら に は 奨 
学 金 の カタ に アス ベル に 売り 払わ れる と いう 不 
遇 の 時 を 経て 、 アン マル チア の 長 ガ ウス の 手 に 
より 本 来 の 輝き と 力 と を 取り 戻す 。 


エク スフィア 功 呈 用 [呼称 鉱石 状 の 無機 生 


命 体 。 装着 し た 者 の さま ざま な 能力 を 高め る 増 
幅 器 で 、 遺伝 子 に 着 床 きせ 寄生 させ る こと に よ 
っ て 、 その 効果 を 発揮 させ る 。 た だ し 、 制御 装 
置 で ある 要 の 紋 を 着用 し て お か な いと 、 精 神 と 
肉体 が 犯さ れ て エク スフィア に 乗っ 取ら れる か 、 
体内 の マナ の 暴走 を 招い て 人 怪 物化 し て し まう 。 
採掘 それ た ば か り の エク スフィア は 休眠 状態 に 
あり 、 一 度 人 体 に 着 床 させ た の ち 、 その 者 の 恐 
怖 や 苦痛 を 糧 に する こと で 覚醒 する 。 この た め 
ディ ザイ アン は 、 人間 牧 場 称 する エク スフィア 
製造 工場 で 人 間 た ち を 虐待 し 、 エク スフィア を 
成長 させ て いた 。 


エク ス フ ィ ギ ュ ア 功 諾 傍 【 呼 称 】 エ クス フィ ア に 


寄生 され た 人 が 、 無理 に エク スフィア を は が し た 
と き 、 体内 の マナ の 暴走 に よっ て 変貌 する 状 
態 、 ま た は その 人 の こと を 指す 。 戦闘 能力 が 著 
し く 上 昇 す る 反面 、 理性 は 失わ れ 、 また 姿 る 怪 
物 を の も の に な る 。 ジー ニア ス が 閑 意 に し て いた 
老女 マー プル は 、 彼ら へ の 見 せしめ と し て エク 
ス フ ィ ギ ュ ア に され て し まう 。 


エク リプ ス 和男 i 議 【 組 織 ・ 団 体 】 歴史 の 表 舞 


台 に は 決し て 現われ な い 陰 の 集団 。 世界 の 裏 
側 で 暗躍 し 、 多大 な 障害 を 排除 する た め な ら 
ば 暗殺 すら 請け 負う と いう 。 エク リプ ス の 一 族 
は 互い が そう で ある こと を 示す た め 、 ミド ルネ ー ム 
に 「E」 を 入れ る 。 その た め ロ ディ も 義父 ヴィ クト 
ル か ら 、 この 名 を 受け 継い で いる 。 な お 彼ら に 
仕事 を 依頼 する に は 、「 ど こ か の 木 に 依頼 人 の 
名 前 と 『「ZXY」 と 刻む 」 と か 「 世 界 の どこ か に あ 
る E ポ スト に 手紙 を 入れ る 」 など と 言わ れ て いる 
が 、 そもそも 世間 で は エク リプ ス と 接触 し た 者 す 
ら ま れ で 、 存在 自体 が 噂 の 域 を 出 な いと いう の 
が 現状 で ある 。 


エゴ ソー の 森 功 K 鐘 [地名 ・ 施 設 】 ヒ に ビオ ニア 


大 陸 の 渓谷 。 今 で は 訪れ る 者 も いな い が 、 じ 
つ は クリ ティ ア 族 の 聖地 で 、 ここ か ら ミ ョ ル ゾ へ 
の 扉 が 開か れる と いう 。 


エス テリ ー ゼ ・ シ デス ・ ヒ ュ ラ ッ セ イン 


【 人 名 】 帝 国 の 皇位 継承 候補 で ある 、 18 歳 の 
女性 。 先帝 の 遠縁 と し て 幼い 頃 よ り ザ ー フ ィ ア 
ス 城 に 住み 、 穏やか な 暮らし を 送っ て いた が 、 
近年 の 騎士 団 と 評議 会 の 対立 に より 、 評議 会 
側 の 擁立 する 皇帝 候補 と し て 、 望ま な い 権力 
争い の 渦中 に 放り 込ま れる 。 騎士 団 側 に よっ 
て 軟禁 状態 に 置か れ 、 騎士 ら の 監視 を 受け る 。 
し か し 親しく する 小隊 長 フレ ン が 刺客 に 狙わ れ 
て いる こと を 知り 、 居合 わせ た ユー リ と と も に 城 
を 脱出 。 旅 を 通じ て 、 魔 導 器 な し で 治癒 術 を 
操れる ほど の 優れ た エア ル 操 作 力 を 持つ 「 満 
月 の 子 」 で ある こと が 判明 する が 、 その 力 の た め 
に 始祖 の 隷 長 フ ェ ロ ー や 、 古 の 魔 導 器 ザウ デ 


不 落 宮 の 復活 を 目指 す ア レク セイ か ら 狙わ れる 。 
「 世 界 の 毒 」 と 言わ れる 自分 の 存在 意義 を 求 
め 、 ユー リ ら の 助け を 得 て 答 え を 模索 する こと に 
な る 。 な お 本 に 囲ま れ て 暮らし た た め 、 内 容 を 
すべ て 暗記 する ほど の 読書 家 。 また 知識 欲 や 
好奇 心 が 星 盛 で 収集 癖 も 見 受け られ る 。 口 閣 
は 疑問 文 の 語尾 を 「 一 で す ?」 と 、 言い 切ら ず 
に 終わ ら せ る と ころ 。 また 立場 上 、 気 安い 友人 
と 呼べ る 相手 と は 無縁 で 育っ た た め 、 そう いっ 
た 飾ら な い 間 柄 、 ある い は その 象徴 で も ある 
「 愛 称 ] に 、 こと の ほか 思い 入れ が ある よう だ 。 
と くに 同性 で 同年 代 の リタ に 対し て は 、 出会っ 
た 当初 か ら 無類 の 親しみ を 覚え て いた らし く 、 い 
か に 彼女 に 「 エ ステ ル 」 と いう 呼び 名 で 呼ん で も 
ら う か と いう 難題 に 、 並々 な ら ぬ 情熱 を 以 て 立 
ち 向 か っ て いる 。 


エス テル ぬい ぐる み 罰 * 駐 [道具 】 アイテム 集 


め と 本 が 大 好き な 、 ピュ ア で 可憐 な お 姫 様 を モ 
デル に し た ぬい ぐる み 。 お 城 か ら 抜け 出す と き 
に 身 に つけ て いる 、 凛々 し い ド レス まで 忠実 に 
再現 され て いる 。 お 行儀 よく ちょ こん と 座る 姿 
は 、 本 物 に 負け ず 劣 ら ず 愛らしい 。 わた し 、 か 
わい らし いで す ? 


エス テ 魔 導 器 薦 記 鐘 【 魔 導 器 】 セレ ブ な 女性 た 


ち に は 欠か せな い ア イ テ ム 。 寝 て いる 間 に 超 微 
粒 エ アル を 浴び て お 肌 の 若返り を 実現 させ た 
り 、 太古 の 技術 を 応用 し た 高 エ アル 伝導 に よっ 
て 、 お 肌 に スペ シャ ル 美 顔 成分 を 浸透 させ た り 
と 、 皮膚 科学 と 魔 導 科 学 が 融合 し た 技術 が 随 
所 に 見 られ る 。 貴重 な 魔 核 を 使っ た 結果 と し て 
の 社会 貢献 度 の 低 さ に は 、 魔 導 器 研究 者 が 
嘆 息 する ば か り だ と も ささ や か れる 。 


エス トレ ー ガ 功 誠 内 【 地 名 ・ 施 設 】 オー ルド マイ 


ン 南 部 に ある マク ス 帝 国 の 帝都 。 皇帝 の 居城 
で ある マク ス 城 の ほか 軍 本 部 や 教会 置か れ 
る 。 街 は 巨大 な 城壁 と 門 で 囲ま れ 、 戦乱 の 時 
代 に は 、 外敵 の 侵入 を 防い だ こと が 介 ば れる 。 
現在 は どん な 人 間 も 自 由 に 出入 りす る こと が で 
き 、 統一 国家 マク ス の 中 心 と し て 栄え て いる 。 
商業 の 中 心地 と いう だ け で な く 理 社 会 の 吹き だ 
まり で も あり 、 人 に 言え な い 仕事 の 依頼 は 、 こ 
の 街 の 路地 裏 に いる 情報 屋 た ち に 相談 する の 
が て っ と り 早 い 。 


エタ ー ナ ルス カー 功 議 武具 】 シ ェ リア が 装 


備 す る ナイ フ の ひと つ で 、『 テ イル ズ オプ エタ ー 
ニア 』 に 由来 。 「 ス カー」 と は 傷跡 の 意味 で 、 す 
な わ ち 「 永 遠 の 傷 」 と いう 物 々 し い 名 前 。 呪術 
的 な 意匠 を 凝ら し た 形状 は 、 虚空 より 召喚 され 
る 闇 の 剣 を 用 いた 攻撃 「[ エ ター ナル ・ フ ァ イ ナ リ 
ティ | を 模 し て いる 。 


エタ ー ナ ルソー ド 功 加 紀 【 武 具 】 ヴォ ー バ ルソー 


ド 、 フラ ン ヴ ェ ル ジュ 、 ダイ ヤ モ ン ド の 三種 の 武具 
を 、 オリ ジン の 力 で 合成 し て 生ま れ た 魔 剣 。 時 
間 と 空間 を 操り 、 ダオス の 時 間 転 移 を 封じ る こと 
が で きる 。 ダオス と の 決戦 の の ち 、 4202 年 に 戻 
っ た クラ ー ス が 、 二度と 必要 と され る 機会 が な い 
こと を 祈り つつ 、 ト ー テ ィ ス の 近く に 埋め た と いう 。 


エタ ー ナ ル ・ リ カー ラン ス 馬 9【 術 ・ 技 】 ェ 


ミル ニラ タ ト ス ク が 放っ た 奥義 、 ア イン ・ ソ フ ・ ア 
ウル を 跳ね 返す た め に 、 リヒ ター が 使っ た 奥義 。 
永 元 回 帰 の 意味 を 持つ 。 


エタ ー ニ ア 幼生 [世界 】 イン フェ リア 、 セレ ステ 


ィ ア 、 オル バー ス 界 面 を 含め た 世界 の 総称 。 


エッ グ ベ ア 功 可 欄 【 生 物 】 卵 は 妙薬 と し て 高値 


で 取引 され る 。 カモ ノ ハ シ の よう に 卵 か ら 生 まれ 
る 特殊 な ほ乳 類 だ た と 思わ れる 。 


エディ 騙 想 剛 【 人 名 】 ルカ ヵ の 級友 。 食欲 吐 盛 で 
少々 肥大 化し た 腹 ま わり と 、 主張 の ある ヘソ が 
特徴 。 ニー ノ と つる ん で ルカ に ちょ っ か い を 出し 
て いる が 、 本 人 た ち に 悪意 は な く 、 や や 行き 過 
ぎ た 友 情 の 証 と し て 、 宿題 の 代筆 や 使い っ ぱし 
り を 要求 し て いる 。 

エド ・ カ ー チ ス 騙 可 職人 名 】 表 の 顔 は フェ ロモ 
ン ・ ボ ン バ ー ズ の リー ダー と し て 、 人 々 の いざ こざ 
を 収め る ウェ ル テ ス の 顔役 。 し か し その 正体 は 、 
源 聖 レク サリ ア 皇 国 近衛 軍 総 司令 。 ミュ ゼット の 
護衛 及び 遺跡 船 に 潜入 し て いる 近衛 軍 に 指 
示 を 与え 、 裏 で 統括 する 人 物 。 人 類 皆 見 弟 を 
モッ トー に 、 関わ りあ っ た 人 間 す べ て を 見 弟 呼 
ば わり する 。 本 人 は 愛 を 尊 び 、 愛 を 重んじ 、 愛 
の た め に 命 を 賭け る 。 一 説 で は 愛 の 為 に 戦う 
際 に は 尋常 で な い 戦闘 力 を 発揮 する 、 と も 噂 さ 
れる 。 他 者 の 上 に 立つ 者 と し て 秀 で た 能力 を 
持っ て いる が 、 と くに 生ま れ 持 っ た 高い カリ スマ 
性 に より 、 多く の 部 下 か ら 尊 敬 と 愛情 を 集め 、 
心酔 する 者 まで 存在 する 。 この こと か ら 、 近衛 
軍 は カー チ ス の 影響 で も っ と も テン ショ ン の 高い 
部 隊 と し て も 名 高い 。 一 方 、 フェ ロモ ン ・ ボ ン バ 
ー ズ の 歌 と 踊り は 完全 に 本 人 の 趣味 で 、 歌 を 
邪 魔 さ れる こと を 何より も 嫌う 。「 そ うだ な 、 イザ 
ベラ 君 !| 一 「 は い 」 は 定番 中 の 定番 セリ フ 。 
エト ス 騙 芝 人 【 人 名 】 ディ オ と メル の 母親 代わ 
り の 妖精 。 小動物 ほど の 身の丈 な が ら 、 ふた り 
が 赤ん坊 の 頃 か ら 衣 食 住 や お むつ の 世話 、 教 
育 に 至る まで 一 手 に 引き 受け 育て 上 げた 、 立 
派 な 「 お 母さん 」 で ある 。 長く 、 自分 は 「 妖 精 ] だ 
と 思い 込ん で きた が 、 実際 は 音 の 精霊 グラ ムロ 
ッ ク 。 遠く ラグ ゲ ナ ロク 時 代 、 世界 が 魔界 化し た と 
き 、 原初 の 精霊 オ リジン に よっ て 閣 気 か ら 生 み 
出さ れ た 。 本 人 は 忘れ て し まっ た 過去 に 行なっ 
た 数 々 の いた ずら を 償い 、 人 の 役に立つ た め 、 
ノル ン か ら デ ィ オ た ち を 託さ れ た と いう 経緯 が あ 
る 。 メル を 狙う アル ベル ト か ら は 邪険 に され て お 
り 、「 エ ト 助 」 と 呼ば れ て いる 。 音 を 司る 精霊 らし 
く 、 語尾 が 「 ド レミ ファ ソラ シド 」 の と き は カタ カナ で 
話 を する 。 

エト レー 橋 太 * 基 動 【 地 名 ・ 施 設 】 ミ ナー ル の 北 
側 に か か る 橋 。 リン ド プ ロム 家 が バル カ 統 一 を な 
す 以 前 に 起こ っ た 異教 徒 の 反乱 の 際 、 ミナ ー 
ル の 人 々 と アル ヴァ ン 山 脈 の 人 々 を 和解 させ た 
場所 。 偉人 エト レー を 介 ん で 名 が つけ られ た 。 


エド ワー ド ・D ロ ・ モ リス ン 罰 『5 欄 【 人 名 】 エ ル 


フ の 血 を 引く 魔術 師 。 世界 中 を 回 っ て 力 の ある 
者 を 集め 、 ダオス を 倒 そ うと し て いた 。 本 来 な ら 
ば 4202 年 に ダオス を 討つ は ず だ っ た が 、 未来 


か ら ク レス た ち が や っ て 来 た こと で 歴史 の 流れ 
が 変わ っ て し まい 、 志 半 ば で ダオス 配下 の ジェ ス 
トー ナ と 刺し 違え て 死亡 する 。 生前 は 各国 の 知 
恵 袋 と し て 軍師 的 な 活躍 を する だ け で な く 、 契 
約 の 指輪 や 時 間 転移 の 研究 等 で も 実績 を 残 
し 、 その 功績 は トリ ニク ス や ハロ ルド と いっ た 優れ 
た 子孫 へ と 受け 継が れ た 。 好物 は お さしみ 。 


NG (エヌ ジー) 功 可 用 【 作 品 】 ミ ン ツ 大 学 の 図 


書館 で 、 イエ ロウ キン ゲス 、 セラ ノ フ ラグ メン 、 ミス 
ト セ プン サン 、 レイ バー イオ ニス と と も に 貸し 出し 
中 に な っ て いる 本 。 


エバ ー ラ イト 功 怖 職 【 鉱 石 】 水 や 大 気 中 に 含ま 


れる 浴 我 の エッ セン ス が 高 濃度 に 凝縮 し 、 結晶 
化し た 鉱石 。 沖 我 の 力 の 一 部 が 封じ 込め られ 
て お り 、 奇跡 と も いえ る ほど の 高い 治癒 能力 を 
持っ て いる 。 た だ し 人 々 の 口 に 上 る た びに だ ん 
だ ん と 尾ひれ が つき 、「 ど ん な 願い も 叶え る 」 と 
の 噂 が 定着 し 、 か えっ て 謎 を 深め る 結果 と な っ 
て し まっ た 。 エバ ー ラ 人 トト と は 元 創 王国 の 文献 に 
記載 され て いた 名 称 で 、 多く の 学者 が これ を 調 
べた が 存在 が 確認 で きず 、 また 記載 され て いた 
効能 が あま り に も 荒唐無稽 と 判断 され た た め 、 
実在 し な い 空 想 の 産物 と し て 片づけ られ て い 
た 。 本 人 た ち は 気づい て いな か っ た が 、 託宣 の 
儀式 に 失敗 し た シャ ー リ ィ が 和 腫 状態 に な っ た 
際 、 これ を 治す た め に セ ネ ル と ステ ラ が 探し 出し 
た 鉱石 は この エバ パー ライ ト だ っ た 。 また 、 シャ ー リ 
ィ の プロ ー チ に も この と き の エ バー ライト が 使わ れ 
て いる 。 


エビ の し っ ぽ 功 可 科 【 飲 食物 ] ファ ラ と ヒレ イス の 


大 好物 。 じゃ り じ ゃ り し た 食 感 が た ま ら な いら し 
い 。 ちな み に 、 エビ の し っ ぱ の 先 に は 雑菌 が た 
まり や すい の で 、 し っ ぽ ま で 食す 場合 は 先端 を 
切り 落と し て か ら 調 理 す る 。 


エフ ィ ネ ア 芳 E 鞭 [世界 】 宮 星 フォ ドラ の 衛星 


で 、 アス ベル ら の 住む 世界 の 名 称 。 か つて フォ 
ドラ の 命運 を 賭け た 殖民 星 化 計画 に よっ て 開 
発 の 手 が 入 り 、 星 の 核 の 移植 、 そ し て 大 煙 石 
に よる 原 素 の 循環 が 行なわ れ た こと で 、 多 く の 
原 素 に 満ち た 世界 と な っ た 。 た だ し 現在 エフ ィ ネ 
ア に 住む 人 々 は こう いっ た 歴史 的 経緯 の 一 切 
を 知ら ず 、 自分 た ちの 世界 を フォ ドラ と 対比 させ 
て エフ ィ ネ ア と 呼び 習わ すこ と も な い 。 


エフ ミド の 丘 功 可 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 イリ キア 大 陸 


北部 ・ ペ イオ キア 平原 と 、 大 陸 北 西 の A ル ロキ 
ア 半 島 を つなぐ 丘陵 地 。 眼下 一 面 に 外輪 の 海 
が 広がる 丘 の 上 は 絶景 の 地 で ある 。 し か し 護衛 
と と も に 通過 する 人 々 も 、 丘 の 下 の 平 坦 で 広い 
道 を 行き 来 す る の が 普通 で 、 この 景色 を 知る 者 
は 、 あま り い な い 。 また 、 丘 の 一 角 に 人 知れ ず 
小さ な 墓 が ある が 、 誰 の も の な の か は 知ら れ て 
いな い 。 


エ ベ ノ ス 罰 誠 斑 【 人 名 】 ロー レラ ィ 教 団 の 先代 


導師 で 、 ND2011 年 に 病 で 崩御 。 ホ ド 戦争 を 
終結 に 導い た 功労 者 で ある 。 生前 は 、 ネ ビ リム 
と と も に 惑星 譜 術 の 復活 に 力 を 注い で いた 。 


エミ リ 押 5 引 【 人 名 】 ア クア ヴェ イル の モリ ュ ウ 領 


領主 フェ イ 條 ・ モ リュ ウ と 妻 リ アー ナ の 長女 。 な か 
な か の お ませ さん で あり 、 領主 の 屋敷 を 訪れ た 
ロニ の こと を 気に入っ て チュ ー を 迫る 。 ロニ に よ 
る と エミ リ は 14 歳 以下 らし い 。 クレ ア と いう 名 前 
の 妹 が いる 。 


エミ ル ・ キ ャ スタ ニ エ 駆 棒 店 【 人 名 】 パル マコ 


スタ で 起こ っ た 血 の 粛 清 の 際 、 両親 を 偽 ロ イド 
ニテ デ ク ス に 殺害 され 、 ルイ ン の 叔父 夫婦 に 身 を 
寄せ た 少年 。 両親 を ロイ ド に 殺さ れ た と 信ずる 
エミ ル は 、 これ を 憎む 言動 を くり 返し た た め 、 ロイ 
ド を 英雄 と 讃え る ルイ ン の 人 々 に 茂 ま れ 、 叔父 
夫婦 に すら 疎 ま れ て いた 。 の ち に マル タ と 出 会 
っ た エミ ル は 、 彼 女 の 危 機 を 救う た め に テ ネ プ ラ 
エ の 導き で ラタトスク と 契約 を 交わ し 、 ラタトスク 
の 騎士 と な っ て マル タ と と も に 旅 に 出 た 。 し か し 
エミ ル の 実体 は ラタトスク その も の で あり 、 エミ ル 
と いう 人 格 は 、 アス テル の 姿 を 借り て 復活 し た ラ 
タ ト ス ク が 、 失っ た 力 を 取り 戻す まで 自ら の 存在 
を 隠す た め に 作り 上 げた 、 疑似 人 格 に すぎ な 
か っ た 。 一 方 、 実在 し た エミ ル は 血 の 粛 清 の 際 
に 殺害 され お り 、 エミ ル ニ ラ タ ト ス ク と は 似 て も 似 
つか ぬ 別 人 で ある 。 


エメ ラル ドア ゲバ 功 『 基 本 【[ デ ィ ス カバ リー) 


青色 に 輝く 見 事 な 羽 を 持つ アァ ゲハ 蝶 。 標本 は 
キョ グエン の オー クシ ョ ン に も 登場 する と いう 。 世 
の 昆虫 マニ ア 垂 湊 。 


エメ ロー ド 世 KE 穫 【 人 名 】 フォ ドラ の コー ネル 研 


究 所 に 属し た ヒュ ー マ ノ 研究 者 で 、 対 ラ ムダ 
用 戦闘 ヒュ ー マ ノ イド ドド ・ プ ロト ス 1、 す な わ ち ソフ ィ 
の 生み の 親 。 高い 技術 力 で 知ら れ た フォ ドラ の 
技術 者 集団 アン マル チア の ひと り で ある 。 上 司 
コー ネル を 慕い 、 彼 の ミス か ら 足 の 自由 を 失っ た 
あと も 公私 と も に 献身 的 に 支え を て いた が 、 彼 へ 
の 想い は 実ら ず 、 自分 の 気持 ち を 知り な が ら 研 
究 対象 の ラム ダ に 入れ 込む コー ネル に 、 愛憎 入 
り 混じる 感情 を 抱く よう に な る 。 その 後 ラ ムダ 細 
胞 の 暴走 を 機 に 、 ラム ダ の 処遇 を めぐ っ て 対立 
し コー ネル を 監禁 。 ラム ダ を 逃 が そ うと する 彼 に 
ヒュ ー マ ノ イド を 差し 向け 、 間接 的 に 殺害 する 。 
な お 当時 25 歳 で あっ た 彼女 は 、 ラム ダ 細 胞 に よ 
っ て フォ ドラ に 減 亡 の 危機 が 迫っ て いる こと を 穴 
し 、 肉体 を ヒュ ー マ ノ イド ボディ に 改造 し て 混乱 
が 収まる まで の 千年 を 眠り 続け て いた 。 の ち に 
アス ベル ら が フォ ドラ を 訪れ た こと で ラム ダ の 生 
存 を 知り 、 その 驚異 的 な 能力 に 魅せ られ 自分 
に 取り 込 も うと 画策 する が 、 逆 に 肉体 を 乗っ 取 
られ て 命 を 落と す 。 


エメ ロー ド 改 功 KE 欄 【 人 名 】 ゾ ー オ ン ケ イジ の 一 


画 に 現われ る 、 エメ ロー ド そ っ くり の 人 物 。 その 
正体 は 、 アス ベル ら が 出会っ た 彼女 と は また 別 
の 個体 の ヒュ ー マ ノ イド で ある 。 過去 、 フォ ドラ の 
滅亡 が 迫る 混乱 の 中 、 延命 を 目的 と し た ヒュ ー 
マ ノ イ ド へ の 換装 作業 の 直前 に 、 人 生 三 度目 
の モテ 期 を 迎え て いた 彼女 は 、 モテ 続け た いと 
いう 強い 想い を 抱い て いた 。 その た め 一 時 期 使 
っ て いた 予備 の 体 に 魂 が 宿り 、 も う ひ と り の 自 
分 に な っ た の だ と いう 。 恋 に 生き る 本 能 煮 えた ぎ 
る その 性 格 は 、 世界 の 創造 主 と な る こと を 夢見 
て 散っ た 本 物 よ り も 、 造 か 斜め 上 に 暴走 気味 。 


エラ ー ラ 功 可 邊 呼称 】 輝 眼 と も いう 。 セレ ステ ィ 


ア 人 の 頭 部 に 生ま れ た と きか ら 存 在 す る 発光 
体 。 額 か の ら 生え て いる の が 一 般 的 だ が 、 大 き さ 
や 位置 は さま ざま で 、 中 に は 後頭 部 に つい て い 


一 山 H ロ ー ュ ふ 出 日 


ウ ア ノ ク 』 


ささ テマ こい で ロー 事柄 NI 一 MIH 


ジア ノノ 】 


る 者 も いる 。 参考 まで に 、 チャ ッ ト の エラ ー ラ の 大 
き さ が 標準 サイ ズ で ある 。 暗い 場所 で 簡易 照明 
に な る だ け で な く 、 その 光 で 意思 伝達 る で きる 。 
通常 時 は 乳白 色 の 淡い 光 を 放ち 、 意志 伝達 
時 は 青く 輝く 。 また 、 激しい 怒り を 感じ る と 紅 に 
染まる と も 言わ れる 。 エラ ー ラ は 本 人 の 成長 に 
合わ せ て 大 きく な っ て いき 、 個人 差 は ある も の 
の 、 大 きい ほど 術 や 意思 伝達 力 が 強い 傾向 が 
ある 。 ク ク ロ ル の 説 に よる と 、 エラ ー ラ は 寄宿 唱 
霊 が 生体 イオ ン の 変化 に 反応 し て いる も の らし 
い 。 一 方 キー ル の 説 で は 、 オー ジェ に 似 た 特製 
を 持つ 結晶 物質 と 考え られ る と の こと 。 


エラ ー ラ 電話 功 避 得 【 技 術 】 が レノ ス が 発明 し た 


遠 距 離 通信 機 。 機械 に エラ ー ラ を 押し 当て て 
使う 。 エラ ー ラ の 力 を 増幅 レ 、 遠 距 離 の 相手 と 
意志 伝達 が 図れ る が 、 当然 エラ ー ラ を 持た な い 
者 に は 意味 が な い 。 また 、 ガレ ノ ス が 個人 的 に 
製作 し た も の な の で 、 アイ メン の ガレ ノ ス の 家 と 、 
ルイ シカ の パリ ル 邸 に し か 設置 され て いな い 。 


エリ ー ゼ ・ ル タス 罰 慌 柱 【 人 名 】 わ ず か 12 歳 に 


し て 高度 な 精霊 術 を 使い こなす 少女 。 村人 の 
迫害 か ら 救 っ て くれ た ジュ ー ド た ち を 慕い 、 力 に 
な り た いと 願う 。 人 慣れ し て いな いた め 、 他 者 と 
の 距離 感 を つか め ず も じ も じ し が ち 。 し か し 効い 
頃 か らい っ し ょ の ぬい ぐる み ・ テ ィ ポ の フォ ロー に 
よっ て 、 対人 関係 に お いて も 、 戦い の 場面 で 
も 、 仲間 た ちと と も に あろ うと 奮闘 する 。 


エリ オン 功 誠 械 【 人 名 】 ナ ム 孤 島 に 住ん で いる 、 


うし に ん 3 兄弟 の 次 男 。 音 機関 作り が 得意 で 、 
ゲー ム 「 テ イル ズ オプ ドラ ゴン パス ター』 や 、 記 
憶 を 再生 する ムー ビー プレ イヤ ー な どの 制作 を 
手がけ て いる 。 


エリ クシ ー ル じい さん 罰 * 可 本 【 人 名 】 ヘン ゼラ 


の 街 の 片隅 で 5 種類 の リキ ッ ド と エリ クシ ー ル と 
の 交換 屋 を 営む じい さん 。 競争 激しい 商売 の 
街 で 、 彼 の 交換 業 が どれ ほど の 利益 を 生ん で 
いる の か 、 また 彼 は そう まで し て 集め た た くさ ん の 
リキ ッ ド を いっ た い 何 に 使 お うと し て いる の か 、 そ 
れ を 知る 人 間 は 世界 広 し と 言え ど 誰 も いな い 。 


エリ ュ シ オン 罰 紅 可 [ 国 名 】 ダオス が 治め る デ 


リス ・ カ ー ラ ー ン の 大 国 。 パレ スグ ドラ と パレ ス セ 
ダム の 和 争い に 対し 、 その 主権 を 尊重 し た 上 で 警 
告 を 発し て いた が 、 結果 的 に は その 姿勢 が デリ 
ス ・ カ ー ラ ー ン 全土 の 荒廃 を 招い て し まう 。 


エル ウィ ン 罰 『5 欄 【 人 名 】4202 年 の ベネ ツィ ア 


に 存在 する 輸入 会 社 「 レ イオ ッ ト 」 の 跡取り 息 
子 。 ワン マン 社長 の 父親 に 育て られ な が ら も そ 
れ な り に 平凡 な 日 々 を 過ごし て いた が 、 仕入れ 
の た め に ユー クリ ッ ド 村 に 滞在 し た こと で 彼 の 運 
命 は 大 きく 動き 始め る …… ? クレ ス ら の 働き か 
け に よっ て は 、 ナン シー と も ども 思い が け な い 形 
で 後世 に 名 を 残す こと に な る 。 


エル ザ ・ オ ルコ ッ ト 功 可 職 【 人 名 】 アーノ ルド の 


娘 で 、 幼い 頃 か ら 難 病 を 抱え て いる 。 父親 と と 
も に 遺跡 船 に 渡っ た あと 、 ウェ ル テ ス に ある 病院 
に 入院 する 。 長らく わ ず ら っ て いる も の の 、 その 
性 格 は と て も 明る く て 元気 。 また か な り 強 情 な 
一 面 が あり 、 それ まで 病室 を 使わ せ て も ら っ て 
いた クロ エ が 遠慮 し よう と する と ころ を 、 強引 に 
引き 止め た り も し て いる 。 それ と 同時 に クロ エ に 
対し て は 、 友情 を 超え る ほど の 感情 を 抱い て い 
る 様子 で ある 。 


エル シフ ル 罰 品 久 【 人 名 】 デュ ー ク と と も に 人 魔 


戦争 に 参戦 し た 始祖 の 隷 長 の 盟主 。 人 間 も 守 
る べき 世界 の 一 部 で ある と 考え 、 帝国 側 に つい 
て 同族 と 戦い 勝利 を も た らし た が 、 戦争 の の ち 、 
その 力 を 恐れ た 帝国 に 謀 ら れ 殺 害さ れる 。 彼 
の 死に より デュ ー ク は 人 間 社 会 と 決別 し 、 その 
遺志 を 継い で 、 世界 中 の エア ル を 鎮め る こと に 
な っ た 。 


エル ドラ ント 芳 誠 王 【 神 話 ・ 伝 承 】 原 典 は 、 古 


代 イ スパ ニア 神話 に 登場 する 、 栄光 の 大 地 。 ヴ 
ァ ン が ホ ド の レプ リカ を 作成 し 、 レプ リカ の セ フ ィ ロ 
ト で 上 空 へ 浮上 させ 、 エル ドラ ント と 名 づけ た 。 
プラ ネッ トス トー ム の 防御 壁 を まとっ て いる うえ 、 
新た に 対空 迎撃 装置 が 装備 され 、 浮遊 要塞 と 
化し て いる 。 


エル フ 罰 :5 欄 【 種 族 】 マナ を 紡い で 魔術 を 使う こ 


と の で きる 唯一 の 種族 。 と が っ た 耳 と 端 調 な 容 
姿 、 千 年 以上 生き 続け る 長命 が 特徴 。 混血 の 
ハー フエ ルフ や 人 間 が 魔 科学 を 軍事 目的 で 利 
用 し よう と し て いる こと で 種族 間 の 絶対 的 な 隔 
た り を 悟り 、 現在 で は ユミ ル の 森 に エル ブフ だけ 
の コミ ュ ニ ティ を 築い て 、 隠 れ 住 ん で いる 。 
騙 K 柱 [種族 】 人 間 が 生ま れる 入 か 以前 か ら 、 
デリ ス ・ カ ー ラ ー ン で 暮らし て いた 種族 。 長命 
で 、 千年 も の 時 を 生き る 。 デリ ス ・ カ ー ラ ー ン か ら 
こぼれ る マナ に よっ て 命 あ ふれ る 惑星 と な っ た 
この 星 に 移住 し 、 新た な 故郷 と 定め た 。 マナ を 
紡ぐ 能力 に 長け て お り 、 世界 の 往 栄 の 礎 を 築 
く が 、 現在 は 人 間 と の 関わ り を 嫌い 、 ユミ ル の 
森 の 興 に ある 聖地 、 ヘイ ムダ ー ル で ひっ そり と 暮 
らし て いる 。 


エル マー ナ ・ ラ ル モ 纏 可 隊 【 人 名 】 レグ ヌ ム の 


下水 道 を 根城 に 、 下町 で 盗み を 働い て は その 
日 暮らし を し て いた スト リー トチ ルド レン 。 も と も と は 
行商 人 の 娘 と し て 両親 と と も に 各地 を 渡り 歩い 
て いた が 、 敗残 兵 崩れ の 野次 に 襲わ れ 両 親 を 
失っ た 。 前 世 を ヴ リ トラ と し て 過ごし 、 アス ラ だ け 
で な く 天上 その も の を 見 守る 存在 で あっ た せい 
か 、 転生 し た 現在 で も 人 の 面倒 を 見 ず に は いら 
れず 、 わずか 13 歳 な が ら 、 同じ よう な 境 過 に あ 
る 子供 た ち を 養っ て いる 。 同じ く 前 世 の 縁 を 持 
つ ル カ た ちの 旅 に 同行 する こと と な る が 、 その 動 
機 は ヴ リ トラ が ずっ と 気 に か け て いた 、 天上 崩壊 
の 真相 を 知る こと 、 そし て 「 ル カ の 面倒 を 見 る こ 
と 」 。 貧し い 暮 らし の 中 で は 縁 の な か っ た 女 ら し 
さ に 思い 入れ が あり 、 と くに 男 を 手 な ず け る 口 の 
巧 さ と グラ マラ ス な 体型 を 持つ アン ジュ へ の 憧れ 
は ひと し お 。「 女 性 に ある まじ き 身長 ] だ っ た 母親 
と 「 乳 は デカ 」 か っ た 父親 の 特徴 が うま く 出 て 、 
ナイ スバ ディ に な れる こと を 夢見 て いる 。 


エル レイ ン 駐 記 軸 [ 人 名 】 神 の 眼 を ※ る 騒乱 後 


に 突如 現われ 、 いつ し か アタ モニ 神 団 の 長 と し 
て 民衆 に 奇跡 を 施し て いる 女性 。 し か し その 正 
体 は フォ ルト ゥ ナ 神 の 分 身 で あり 、 フォ ルト ゥ ナ を 


降臨 させ る こと だ け を 目的 に 行動 し て いる 。 同じ 
神 の 分 身 な が ら 、 リア ラ と は 様々 な 面 で 対 の 存 
在 と な っ て いる 。 し た が っ て 極め て 人 間 的 な リア 
ラ に 対し て 、 エル レイ ン は 疑う こと も 悩む こと も な 
く 、 人 々 へ の 底 護 も 一 方 的 で ある 。 た だ し その 
奇跡 の 力 は 本 物 で あり 、 治癒 能力 や 時 間 移 動 
に と ど ま ら ず 、 恨み や 無念 、 後悔 を 抱き な が ら 
死ん で いっ た 者 達 を 復活 させ 、 自分 の 手駒 と 
する 能力 を 有 し て いる 。 カイ ル 達 に 計画 を 邪魔 
され 、 目的 達成 の た め に つぎ つぎ と 歴史 介入 を 
くり 返す が 、 結局 、 カイ ル 達 を 排除 する こと は で 
き な か っ た 。 

エル ロン ド 罰 X 葬 駐 【 ソ ー マ 】 アン クレ ッ ト と バト ン 
が 一 対 に な っ た コハク の ソー マ で 、 も と も と は シ 
ング の 母 ド ナ が 使っ て いた も の 。 ドナ の 死後 、 彼 
女 の 形 見 と し て 岬 の ほこ ら に 安置 され て いた 
が 、 リ チア の 導き に より ゼクス を 訪ね て きた コ ハ 
ク の 願い で 、 彼女 が 譲り 受け る 。 

エレ アル ー ミ ン 石 英 林 入 可 久 【 地 名 ・ 施 設 】 ト 
ルビ キア 大 陸 の 北 に 出現 し た 謎 の 大 地 。 その 
すべ て が 光り 輝く 結晶 で 構成 され て お り 、 その 
中 心 に は 始祖 の 隷 長 グ シ オス が いる 。 結晶 の 正 
体 は 低 審 度 で 結晶 化し た エア ル で 、 エア ル を 過 
剰 に 摂取 し 続け た た め に 暴走 状態 と な っ た グ シ 
オス の 力 が 、 この 不思議 な 土地 を 作り 出し た 。 

エレ ウシ ス の 鍵 入 頂 斑 【 道 具 】 時 の 森 で ルビ ア 
が 見 つけ た 不思議 な 鍵 。 これ が ある と 、 な に や 
ら み ん な で ワイ ワイ 遊ぶ こと が で きる らし い 。 

原 素 ( エ レス ) 罰 簡 [呼称 】 世界 に 満ち る エネ 
ルギー の 源 。 星 の 中 心 部 「 星 の 核 (ラス タリ ア ) 」 
か ら 生 み 出 され 、 世 界 を 循環 し て いる 。 また 
風 、 水 、 火 の そ れ ぞ れ の 原 素 は 、 各地 に ある 
大 煙 石 の 影響 を 受け る た め 、 場所 に よっ て 分 
布 に 偏り が あり 、 それ が 環境 の 違い を も た らし て 
いる と され る 。 

原 素 ( エ レス ) 研 究 所 臣 XE 腸 [地名 ・ 施 設 】 フ ォ 
ドラ に 残さ れ て いた 研究 施設 の ひと つ 。 コー ネ 
ル が 拘束 され た の ち に ラム ダ 関 連 の 研究 を 行 な 
っ て お り 、 リト ルク イー ン に 関わ る デー タ が 残さ れ 
て いる 。 

原 素 ( エ レス ) ハイ 騙 g 欄 【 現 象 】 原 素 濃度 の 
高い 環境 で 引き 起こ され る 一 種 の 楓 年 ・ 混 乱 
状態 。 多 く が 妙 な テン ショ ン の 高き を 見 せ 、 あき 
ら か に お か し な 場 の 空気 に も 順応 する 。 アク ア 
パリ ア に ほど 近い ゾー オン ケイ ジ で は 原 素 の 濃 
度 が 極め て 高く 、 一 行 は アス ベル を 除い て つぎ 
つぎ に この 状態 に 陥り 、 間髪 を 容れ ず に 押し 
寄せ る 怒 溝 の 展開 に 完璧 に な じん で し まう 。 

エレ ナ 薦 記 議 【 人 名 】 カ ルビ オラ 市 長 の 孫娘 で 、 
セイ ン ガ ルド 人 を 父親 に 持つ 。 他国 民 を 嫌悪 す 
る カル バレ イス の 民 の 中 で も 、 と り わ け セ イン ガル 
ド 人 は 憎悪 の 対象 に な りや すく 、 父親 を の の し 
る 祖父 と の 間 に ト ラブ ル が 耐え な い 。 し か し 双方 
を 親 に 持つ こと で 、 二 国 間 の わだかまり が 生理 
的 嫌悪 感 以外 の どん な 論理 的 理由 も 持た な い 
こと を 感じ て お り 、 さま ざま な 確執 の 末 に 離れ 離 
れ に な ら ざ る を 得 な か っ た 父 と と も に 暮らす こと 
を 夢見 て いる 。 

エレ ノア ・ リ ンド ウ 芳 記 簡 【 人 名 】 ジ ョ ニー や フ 
ェ イ トト の 効 馴染 み で 、 ト ウケ イ 領 の 貴族 の 娘 。 紀 
余 曲 折 を 経て フェ イト と 結ば れ 、 事実 上 の 婚約 
者 と な っ た が 、 直後 に ティ ベリ ウス 大 王 に 入内 を 
命じ られ 、 や が て 世 を は か な ん で 落 命 し た 。 高 
貴 な 家柄 の 娘 ら し い 毅 然 と し た 振舞 いと アク ア 


ヴェ イル に 名 を 轟 か す 美貌 、 シ デン 家 と モリ ュ ウ 
家 双 方 の 若君 に 愛さ れ た と いう ロマ ンス は 国民 
すべ て の 知る と ころ で あり 、 いずれ に 転 ぼ うと も 
3 人 の 将来 は 皆 に 祝福 きれ る は ず の も の だ っ 
た 。 その た め あ まり に 悲劇 的 な 彼女 の 死に は 、 
公国 の すべ て の 民 が 涙し た と いう 。 

エレ メン トバ レル 騙 可 本 [ 武 具 】 テ ノ ス ギ ルド の 
褒章 品 の ひと つ で ある ライ フル 。 銃身 に は 美 し 
い レ リー フ が 刻ま れ て お り 、 戦場 に 似合わ な い 
繊細 な 輝き は 、「 精 霊 の 加護 を 受け た 銃 」 の 名 
に ふさ わし く 、 すべ て の 邪 な 者 を 居る 、 究極 の 
技 の 使用 を 可能 に する 。 

エン ゲー ブ 功 訪 王 【 地 名 ・ 施 設 】 農 業 、 牧畜 が 
盛ん な 牧歌 的 な 村 。 豊か な 土壌 に 根 を 下ろ し 、 
野菜 、 果物 、 食肉 な ど 、 あり と あら ゆる 食材 を 
作り 出し て いる 。 食材 は ケ セ ド ニア を 中 心 に 、 
世界 各地 に 出荷 。 商品 に は 、 すべ て エン ゲー 
プ 産 で ある こと を 証明 する た め 、 焼き 印 が 押さ 
れ て いる 。 すぐ 西 を 通る シ ジ ス 川 は 流れ が 早く 、 
水 を 引き 込む の は 難し い 。 そこ で 、 エン ゲー ブ で 
は 村 の 北 に 貯水 池 を 作り 、 そこ か ら 村 の 小川 
に 水 を 引い て 農作物 に 与え て いる 。 この 川 に は 
淡水 魚 も 生息 し 、 村人 は 釣り を 楽し か こと も で き 
る 。 採れ た て の 新鮮 食材 を ミソ で 和え て 作る パ 
スタ は この 村 の 隠れ た 名 物 。 


塩 湖 訪 * 若 樺 【 デ ィ ス カバ リー】 か つて 海 だ っ た 
場所 の 海面 が 下がり 、 水 が 取 り 残 され て 湖 と な 
っ た も の 。 水 の 流入 ・ 流 出 が な く 、 塩分 濃度 が 
極め て 高い 。 魚 は も ちろ ん 、 環境 適応 能力 の 
高い 役 生 物 で すら ほとん ど 棲 息 で き な い 。 また 
浮力 が 高い の で 泳げ な い 人 で も ぷかぷか と 浮 
か ぶ こ と が で き 、 一 般 的 な 海 や 川 と は ひと 味 違 
っ た 水遊び が 楽し め る 。 上 が っ た ら 真 水 の シ ャ 
ワー で ちゃ ん と 塩分 を 落と さ な い と 、 ヒリヒリ し て 
大 変 な こと に な る 。 

エン ジェ ル ア ト ポス 罰 其 語 【 生 物 ]】 ロ ー ズ マリ ー 
の 根 に 寄生 する 昆虫 。 成虫 に 変態 する 際 に 残る 
さなぎ の 殻 が 、 クル シス の 天使 に 似 て いる た め 、 
マー テル 教会 の 人 々 が お 守り と し て 重用 する 。 

エン ジェ ルス 計画 臣 誠 往 【 技 術 ] ディ ザイ アン の 
ク ヴ ァ ル が 考案 し た クル シス の 輝石 の 生成 で 、 
人 体 に 長期 間 寄 生 さ せ 突 然 変異 を 起こ す も 
の 。 プレ セア は これ を ロディ ル の 手 で 施さ れる 。 
また ロイ ド の 母親 アン ナ は 、 計画 の 最初 期 に 、 
発案 者 の ク ヴ ァ ル に よっ て 被験 者 と な り の ち に 
死亡 し た 。 

遠征 の 橋 功 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 海 上 に 定め られ 
た ある 一 地点 と オル バー ス 界 面 上 に ある 中 継 基 
地 を 結び 、 相互 問 の 移動 を 可能 に する 装置 。 
この ネー ミン グ は 、 か つて この 装置 を 使っ て イン 
フェ リア と セレ ステ ィ ア を 行き 来 し た アイ フリ ー ド に 
よる も の 。 遠征 の 橋 は アイ フリ ー ド の 台座 に シル 
パー ケイ ジ を セッ ト す る こと で 起動 する 。 

始祖 の 緑 長 ( エ ン テ レ ケイ ア ) 騙 避 包 【 神 話 ・ 


伝 束 】 エ アル に 満ち た 世界 に 適応 し 、 高い 知能 
を 備え た 個体 群 。 優れ た 身体 能力 と 長寿 を 誇 
り 、 人 間 が 誕生 する 税 か 昔 か ら 存在 する 。 彼ら 
が 過剰 な エア ル を 食べ 、 余剰 分 は 体内 に 蓄積 
させ る こと で 、 世界 の エア ル 総 量 が 保 た れ て い 
る 。 その た め エ アル の 均衡 を 乱す 魔 導 器 の 発 
明 と その 拡大 は 受け 入れ が た いも の で あり 、 古 
代 文 明 に 干渉 し て 幕 を 引か せ た 。 10 年 前 に も 
再び 魔 導 器 に よる エア ル の 乱れ が 無視 で き な く 
な っ た た め 、 急進 派 が 人 間 に 戦い を 挑ん だ 。 
「 始 祖 の 隷 長 ] と いう 名 で ひと くく り に され て は 
いる が 、 その 能力 や 生態 的 な 特徴 は 個体 差 が 
非常 に 大 きく 、 見 た 目 も さま ざま で ある 。 

オア シス 功 誠 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 砂漠 地帯 で 湧き 
水 が あ り 、 部 分 的 に 緑化 され た 場所 。 クロ ダダ 
ク 砂漠 の オア シス は 、 行商 人 や 周辺 に 住む 動 
物 の ほか 、 バイ ラス た ち に と っ て も 吾 い の 場 に な 
っ て いる 。 

オイ ゲン 功 放 柱 [ 人 名 】 長 年 に 渡っ て フェ ン デ ル 
の 頂点 に 君臨 する 総統 。 20 年 ほど まえ 、 若手 
兵士 を 中 心 と し た 改革 運動 を 武力 鎮圧 し た こと 
を きっ か け に 、 その 統治 は さら に 軍事 色 を 強め 
る 。 経済 ・ 産 業 の 基盤 を 乏しい 煙 石 に 頼っ て 
いる 現状 を 人 記し て お り 、 アン マル チア 族 の 技 
術 提供 を 受け る 傍ら 、 過去 数 度 に 渡っ て ウィ ン 
ドル 王国 ラン ト 地 方 へ の 侵攻 作戦 を 実施 。 若き 
ファ ー デ ィ ナ ント 四 世 や ラン ト 卿 アス トン 、 デー ル 公 
ら と 戦火 を 交え た こと も ある 。 し か し ラム ダ に 寄生 
され た リチャード の 原 素 奪取 に よっ て 大 紅 薄 石 
の 恵み を 失っ た こと か ら 、 緊張 関係 に あっ た スト 
ラ タ 、 ウィ ンド ル 両 国 と 休戦 協定 を 締結 。 国 を 超 
えた 対策 を 主導 する 。 冷徹 な 独裁 者 と し て の 
側面 が 取り ざた され る が 、 ひと り 娘 ロ ベリ ア を 先 
の 改革 運動 で 亡くし て お り 、 彼 の 政治 を 語る う 
え ぇ で その 影響 は 無視 で き な い 。 

奥義 書 監 語 層 【 道 具 】 アル ベイ ン 流 の 奥義 が 記 
され て いる 書物 。 重要 な こと が 書か れ て いる わ 
り に は 、 書き 捨て られ た の で は な いか と 思う ほど 
あっ さり と 手 に 入る 。 これ は 熟練 度 の 低い 剣士 
た ち に は 使い こなせ ず 、 宝 の 持ち 腐れ だ から で 
あろ う cssees こ 

王国 意 章 薦 可 得 【 文 化 】 国家 が 定め た 細か な 決 
め 事 を 明記 し て ある 書物 。 法律 書 の よう な も 
の 。 王 の 絶対 性 と 階級 制度 を 原則 と し て 書か 
れ て いる 。 全 三 章 か ら な り 、 その 内 訳 は 以下 の 
と お り 。 第 一 章 : 王族 の 権利 、 第 二 章 : 貴族 
の 権利 と 義務 、 第 三 章 : 平民 の 義務 。 ミン ツ 
の 宿屋 の 客室 に 置い て ある が 、 中 は 読め な い 。 

王国 発布 特殊 医師 免状 編 * 酸 得 【 文 化 】 王 都 で 
研究 を 修め 、 国王 に 認め られ た 医者 だ けが 国 
王 か ら 直 々 に 発行 され る 医師 免状 。 医学 的 な 
知識 や 技術 の ほか 人 間 性 も 問わ れる 。 

黄金 の 仮面 訪 5 菩 駐 【 デ ィ ス カバ リー】 フ ィ ッ ツガ 
ルド の クレ ー タ ー の 中 に 埋もれ て いる 謎 の 仮面 。 
高き 60cm、 幅 110cm で 、 合金 の 羽 が 90 枚 も あ 
し ら わ れ た 、 ムダ に 豪華 か つ 巨 大 な 仕様 。 い 
つ 、 誰が 、 何 の た め に 作っ た の か 定か で は な い 
が 、 現在 闘技 場 で チャ ン ピ オ ン に 贈ら れる ベル 
ト は 、 この 仮面 の 優れ た 意匠 を 元 に デザ イン さ 
れ て いる と いう 。 

王子 は イッ ショ 騙 麗 弓道 具 】 チイ サイ カラ ダ デ ス 
ケー ル ノ オ オキ イコ ト ヲ ヤッ テ ノ ケ ソウ ナ 土 子 、 ホン 
ノウ ニ ツ キ ウ ゴ カサ レ テ ハ ミタ ケレ ド 、 ダ イノ オト コ 
ハハ サス ガニ コロ ガラ ナイ ! ユー リノ ウデ ニク ッ ツ イ 


テ 、 イ ツモ 王子 イッ ショ !! 


王子 ぬい ぐる み 罰 i 動 [道具 】 い つ で も どこ へ 
で も 連れ て っ て 。 な ん で も 転がし て くっ つけ る 魔 
法 の 腕 で 、 あな た の 二の腕 に も ぴっ た り フ ィ ッ ト 
な 、 イカ ス 王 子 の ぬい ぐる み 。 

王族 玉 可 腸 【 文 化 】 王 を 頂点 に 、 イン フェ リア に お 
いて 絶対 的 な 権力 を 持つ ヒエ ラル キー の トッ プ 
集団 。 民衆 は 自分 た ち に 仕え て こそ の も の 、 と 
信じ て 疑わ な い 。 

王 都 イ ン フ ェ リ ア 功 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 イ ン フ ェ リ 
ア 王 国 の 首都 。 大 き な 劇 場 に 教会 、 天文 台 が あ 
り 、 都 の 奥 に は 王城 が 広がっ て いる 。 一 見 華 や 
か な 町 だ が 、 し か し 住人 と よく よく 話 を し て みる と 、 
都会 暮らし に 療 れ て いる よう に 見 受け られ る 。 

王 都 地 下 薦 欄 [地名 ・ 施 設 】 バ ロニ ア 城 と 城 
下 の 街道 を つなぐ 古い 地下 道 。 遺構 に 混じっ 
て 今や 減 び た 生物 の 化石 も 残さ れ て お り 、 王 
都 の 歴史 を 感じ ほ せ る 。 エフ ィ ネ ア に 逃れ て きた 
ラム ダ は 逃亡 の 果て に この 一 画 に ある 広間 に た 
どり つき 、 偶然 に 出会っ た リチャード に 寄生 する 。 

王 都 兵 指揮 官 玉 可 剛 【 職 業 ] レグ スム と ガラ ム の 
国境 地帯 で ある 西 の 戦場 で 、 王 都 兵 の 指揮 に 
当たる 上 官 。 軍隊 式 の 恐ろし い 口 の 悪さ が 特 
微 で 、 慣れ め ぬ 戦 場 に 戸惑う 新兵 た ち に 愛 の 鞭 
的 暴言 を つぎ つぎ に 浴び せ て は 、 彼ら を 震え 
上 が ら せ て いる 。 な お 戦場 で は 野戦 料理 の 和 常 
と し て 、 香辛料 を 効か せ た 食 事 を 取る こと が 多 
い が 、 彼 は と り わ け ス パイ ス 愛 好 家 と し て 知ら れ 、 
「 ス パイ ス に 祈り を 捧げ る 香辛料 の 司祭 」 を 自称 
し 、「 ホ ッ ト マ ン 軍 曹 」 の 異名 を 持つ と いう の が 、 
知る 人 ぞ 知 る 逸話 。 

王 の 肖像 画 葉 訪 欄 【 作 品 】 マ ルク ト 皇 帝 一 族 末 
席 に 連なる 男 の 肖像 画 。 描か れ て いる 男 は 今 
か ら 3 世 代 ほど 前 、 同じ く 皇 帝 一 族 末席 に 連 な 
る 女 と 駆け 落ち を し 、 キム ラス カ へ 亡命 を 果たし 
た 。 ファ ブレ 公 の 祖父 亡き あと 、 ファ プレ 公爵 
家 に 仕え て いた 執事 の 手引 き で コー ラル 城 で 暮 
らし て お り 、 この 肖像 画 は 、 その 頃 に 夫婦 の 子 
供 に よっ て 描か れ た も の で ある 。 対 に な る 王妃 
の 肖像 画 は コー ラル 城 の 王座 の 壁 に 掛け られ 
て いる 。 や が て マル クト 軍 に 見 つか っ た 夫婦 は 
自害 し 、 肖像 画 の 作者 で ある 子供 は ファ プレ 公 
妥 家 の 執事 に よっ て 逃がさ れ た 。 この 絵 は 収 
集 家 の 間 で 人 気 が 高く 、 1 枚 50000 ガ ルド ほど 
で 取引 され て いる 。 

王 の 盾 芳 『 基 得 【 組 織 ・ 団 体 】 フ ォ ル ス 能 力 者 の 
み で 組織 され た 、 国王 直属 の 特殊 部 隊 。 隊長 
の 座 に ジル バ が つい て か ら は ミル ハウ スト 将軍 
率い る 正規 軍 と は 異な っ た 部 隊 と な っ て いる 。 

暁 の 雲 ( オ ウラ ウ ビ ル ) 功 K 避 鐘 【 ギ ルド 】 ダ ング 
レス ト に 本 拠 地 を 置く 中 堅 ギ ルド 。 大 手 ギ ルド の 
下請 け と し て 、 魔物 の 討伐 や 辺境 警備 な ど に 
当たる 。 派手 な 活躍 は な いも の の 、 確実 な 仕 
事 ぶ り で 知ら れ 、 ダン グレ スト で は そこ そこ の 知 
名 度 と 評価 を 誇る 。 


(で KJMJ 汗 ) 陣 S 漏 一 そ モ で マニ アマ で H 
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ウ ア ノ ク 』 


王立 劇場 太 可 得 [ 地 名 ・ 施 設 】 王 都 イン フェ リア 
に ある 劇場 。 現在 は 『 ウ ル タ ス ・ プ イ 」 の リバ イ バ 
ル 公 演 が 行なわ れ て いる 。 も と も と は 王族 や 貴 
族 用 の 娯楽 の た め 、 入場 料 は 高額 。 


王立 研究 院 編 四 更 【 地 名 ・ 施 設 】 世界 最高 学 
府 と 言わ れる 、 テ セ アラ の 研究 施設 。 エク ス フ ィ 
ア 、 魔 科学 、 魔術 、 歴史 、 魔物 、 マ ナ な ど あ ら 
ゆる も の の 研究 を 行なっ て お り 、 研究 成果 を 民 
衆 に 還元 し て 豊か さ を も た らし て いる 。 同 地 で 
忌 み 嫌 われ る ハー フエ ルフ の 優秀 な 頭脳 だ け 
を 欲し 、 彼ら を 地下 に 幽閉 し た まま 一 生研 究 を 
続け させ る と いう 、 負 の 側面 も 持つ 。 

王立 天文 台 騙 可 季 【 地 名 ・ 施 設 】 知 的 エリ ー ト で 
ある ミン ツ 大 生 の 中 で も 、 さら に ひと 握り だ け の 
優秀 な 卒業 生 し か 就職 で き な い 、 ト ッ プ エリ ー ト 
の 職場 。 イン フェ リア ー の 知力 を 誇る ゾ シ モス 台 
長 の 下 、 最新 機材 、 最大 規模 の 望遠 鏡 を 用 
いて 、 世界 の 成り 立ち を 解明 すべ く 研 究 を 続け 
て いる 。 

大 いな る 実り 騙 加 記 【 呼 称 】 世界 樹 ユ グ ド ラ シ 
ル の 種子 と も マナ の 結晶 と も 言わ れる 、 巨大 な 
力 を 持っ た エネ ルギー の 集合 体 。 永き 時 を 経 
て 、 ユグドラ シル の 中 で は ぐ で くま れる 。 ダオス は 
母 星 の 再生 の た めこ れ を 手 に 入れ よう と 、 クレ 
ス た ち が 暮 ら す 世 界 を 訪れ 、 人 間 た ちと 戦い を 
くり 広げ る 。 

オー ガ 薦 可 玉 種族 】 ヒト に 似 た 姿 を し た 巨大 な 
種族 で 、 寒い と ころ を 好 ん で 生息 する 。 体 は 大 
きい も の の 、 容姿 は 極め て ヒト に 近く 、 レイ モー ン 
と ヒト の 共通 の 祖先 に あたる と いう 学者 も いる 。 
獣 人 戦争 以降 、 ヒ と ト に よっ て ボ グ ナ ム の 森 へ 追 
い 立 て られ 、 現在 は 強固 な 城壁 に よっ て 隅 離 
され た 状態 。 オー ガ は 自分 た ちの 故郷 を 取り 返 
そう と と きど きこ の 城壁 を 襲う た め 、 凶暴 な 化け 

物 と し て 恐れ られ て いる 。 実際 は 、 ほか の 魔物 
に 比べ る と 高い 知能 を 持つ と され て いる 。 個体 
差 は 小さ い が 、 オー ガ の 頭目 や 英雄 は 、 自ら の 
力 や 権勢 を 誇る あ た め に 体 を 泥 や 顔料 で 染め る 
習慣 が ある 。 


! 
\ 和 
。 


オオ カミ 罰 科 [呼称 】 優 し そう に 装っ て いな が 
ら 、 じつは 怖い 人 の こと で 、 お も に 女性 に 対す 
る 男性 の 紳士 性 を 問う た と えと し て 用 いら れる 。 
各国 の 港 に 彼 を 待つ 女性 が 山 ほ どい る 、 と の 
噂 まで 立つ ほど の モテ 男 マ リク に 対す る 、 リ チ ャ 
ー ド 隆 下 直 々 の 皮肉 。 


大 きい モノ 罰 答 [言葉 ] |「 うわ ー、 コン グマ ン 


の 大 きい 一 、「 い や 、 それ に し て も スタ ン も 小さ 
く て か わい いじ ゃ な いか 」 、「 ど れ ど れ 、 ウッ ドロ ウ 
は ……」、「 お っ っ き ーーー い !| 、 「 俺 様 が 負け 
る な ん て ……」 、「 俺 も 生ま れ て 初め て だ よ 。 こ 
ん な 大 きい モノ を 見 た の は 」。 湯煙 の 向こう か ら 
聞こ える 、 男性 陣 の いわ く あ り げ な 言葉 。 立派 
な 体 江 を 誇る コン グマ ン を 稀 慢 させ た 、 ウッ ドロ 
ウ の モノ と は これ いか に 。 あら ぬ 誤 解 は 遂に 解 
け な い まま 女子 の 妄想 を か き 立て る 、 迷惑 千 万 
な 雪だるま 品評 会 。 


オー クシ ョ ン 玉 誠 欄 【 文 化 】 参加 者 が 品物 に 対 


し て 自由 に 値 を つけ 、 も っ と も 高い 値段 を 提示 
し た 人 が 、 その 額 で 購入 する こと が で きる 。 キョ 
グエン で 人 気 の 競売 。 専門 的 な も の や マニ ア 
好み の 商品 が 扱わ れる こと も 多く 、 と くに 「 く だ ら 
な いも の に わざ わざ 高い 値段 を つけ て 楽し む 娯 
楽 」 と 撤 搬 され る こと も ある 。 


オー ジェ 功 回 用 【 鉱 物 】 晶 幸 が 持っ て いる 能力 


を 引き 出す 、 触媒 の 役割 を 果たす 透明 な 結晶 
物質 。 オー ジェ の ピア ス や 、 クレ ー メ ルケ イジ の カ 
パー 部 分 は これ を 加工 し て 作っ た も の 。 た だ し 、 
現在 イン フェ リア に お いて 、 オー ジェ の 加工 技術 
は 失わ れ て いる 。 


オー ジェ の 水晶 球 功 可 得 【 道 具 】 メル レニ クス 時 


代 に 品 霊 を 捕獲 する た め に 使わ れ た と され る 、 
球形 に 加工 され た 結晶 体 。 クレ ー メ ルケ イジ の 
原型 と され る 。 


オー ジェ の ピア ス 和男 回 答 【 道 具 ) オ ー ジ ェ で 作ら 


れ た ピア ス 。 本 来 は オー ジェ を 触媒 に 晶 霊 と 心 
を 通じ させ る た め の 道具 だ が 、 唱 霊 と セレ ステ ィ 
ア 人 が 同じ メル ニク ス 語 を 使用 する こと か ら 、 メ 
ル ニ ク ス 語 の 翻訳 機 と し て 利用 され た 。 た だ し 、 
会 話 を 試み る 両者 の 心 の 波長 が 合っ て いな い 
と ピア ス は 機能 し な い 。 現在 で は 製法 が 失 な わ 
れ て 貴重 品 と な っ て お り 、 高位 の 学者 か 唱 霊 
術士 で な けれ ば 手 に 入れ られ な い 。 


雄 々 し きも の 罰 高 駐 【 呼 称 】 モフモフ 族 が グラ ン 


ゲー ト を 呼ぶ 際 の 名 称 。 モフモフ 族 は ゲー ト を 偉 
大 な 存在 と 認識 し て お り 、 敬意 を 表し て この 名 
で 呼ぶ 。 


オー ダー ガー ド 編 可 馬 【 就 具 】 別 名 [秩序 の 守 


護 者 」 と も 呼ば れる 鎧 で 、 マム ー ト ギル ド で 褒章 
品 の ひと つ 。 美しい 意匠 や 風 に た な びく マン ト 
は 、 聖 騎士 を 思わ せる 風格 。 国 を 守る 偉大 な 
兵士 に の み 、 着用 が 許さ れ て きた と いう 。 


オオ ツノ カブ トム シ 功 K5 蘭 【 デ ィ ス カバ リー】 


ヘル レイ オス の 裏手 の 崖 に 生息 し て いる カプ トム 
シ 。 体長 の 3 倍 も の 大 き な ツ ノ を ふり か ざし て 敵 
を 威 中 す る 、 大 変 勇壮 な 座 で 知ら れる が 、 じ つ 
は 弱い 。 太 語 柱 【 デ ィ ス カバ リー】 身 体 の 3 倍 


の 長 さ の 角 を 持つ カプ トム シ 。 威 蹴 に は 効果 的 
だ が 、 大 きす ぎる た め に 自分 で も 扱い 切れ ず 、 
大 抵 は 小柄 な 相手 に 翻弄 され て し まう 。 強 そう 
に 見 えて じつは 弱い 。 


オー ディ ー ン 罰 回 謗 [国名 】 フレ イラ ンド 方 面 に 


存在 し た と 言わ れる 超 古 代 都 市 。 オー ディ ー ン 
を 神 と あがめ る 人 々 が 集まり 、 そこ か ら 国名 が つ 
けら れ た 。 フェ ン リ ル と の 終末 戦争 の 最 中 、 突 
如 現 われ た 男 た ち に よっ て フェ ン リ ル と も ども 減 
ぼ さ れる 。 罰 回 記 【 人 名 】 委 栄 を 極め た 超 古 
代 人 に あがめ られ た 神 。 現在 、 オ ー デ ィ ー ン は 
眠り に つい て いる 。 その 姿 は 身長 4m を 超え 、 
全身 を 鉄 色 の 重厚 な 鎧 と 免 、 赤い マン ト に 包 
み 、 銀色 の 髪 を な び か せる 、 と 伝え られ て いる 。 


オー トマ タ 編 可 内 [設備 】 元 創 王国 時 代 に 大 


量 生産 され た 戦闘 用 機械 の 総称 。 水 の 民 が 
人 形 兵 士 と 呼ぶ よう に 、 戦闘 に 主眼 を お いて 
開発 、 運用 され た 。 人 間 と 同 程度 の 体高 を 持 
つ ミ ニオ ー ト マタ は 汎用 型 、 3m を 超す 大 型 の オ 
ー ト マタ は 決戦 兵器 に 区 分 され る 。 大 小 ど ちら の 
タイ プ も さま ざま な 機能 を 持っ た 機種 が 製造 さ 
れ 、 な か で も 後期 型 は 改良 が 加え られ より 高い 
戦闘 力 を 保持 する 。 オー トマ タ は 和信 か 昔 に 入力 
され た 命令 、 た と えば 侵入 者 の 排除 等 を 守っ た 
まま 休止 状態 に ある が 、 命令 の 条件 成立 と 同 
時 に 起動 し て これ を 実行 する よう プロ グラ ミン グ 
され て いる 。 基本 的 に オー トマ タ は 組み 込ま れ 
た プロ グラ ム に 従っ て 目的 を 遂行 し 、 音声 に よ 
る 命令 も 受け 付け る が これ は 単純 な も の に 限ら 
れる 。 た だ し 、 ささ や き の 水 晶 と 呼ば れる 結晶 
状 の 制御 端末 を 使用 する こと で 、 操縦 者 の 思 
考 を オー トマ タ に 直結 し 、 一 度 に 複数 人 台 を 別個 
に 操作 し て 複雑 な 行動 を 取ら せる こと も で きる 。 
元 創 時 代 に 製造 され た 多く の 機械 同様 、 そ の 
動力 源 や 稼動 原理 は 不明 と な っ て いる 。 ちな 
み に 、 フェ ニモ ー ル に 懐い た ミニ オー トマ タ は イレ 
ギュ ラー で あり 、 な ん ら か の 故障 が 発生 し て いた 
と 思わ れる 。 


ーー ター で チー ニテ ーー 
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オー ブー 家 訪 横 腸 【 組 織 ・ 団 体 】F 一 ズ モ ア 裏 


街道 を 抜け る 際 に 出逢う キャ ラバ ン 一 家 。 夫 オ 
ー プ と 妻 シン ディ 、 娘 ア ン の 3 人 で オー ルド マイ ン 
大 陸 一 帯 を 旅 し て いる 。 オー プ の 名 は 信頼 に 
足る 商人 と し て 各地 で 知ら れ 、 聖 都 プラ ンス ー 
ル で は 大 聖堂 付 の 救護 院 に も 出入 り を 許さ れ 
る ほど 。 旅 か ら 旅 へ の 生活 で 叶わ な か っ た 結 
婚 式 を 実現 させ る た め 、 帝都 エス トレ ー ガ を 訪れ 
る 。 ちな み に ア ン は 、 無愛想 な が ら も 次 第 に 人 
の 感情 を 理解 し 、 優し さ を 見 せる クン ツァ イト に 
すっ か り 熱 を 上 げ 、 お 嫁さん の 座 を 狙っ て リ チ 
ア に ライ バル 心 を 燃やし て いる 。 


オー マ 薦 菩 鐘 【 人 名 】 望 鏡 の 墓所 で 生き 続け 
る 、 千年 前 の 満月 の 子 。 当時 脅威 と な っ た 星 
喰 み を 前 に 、 満月 の 子 の 多く が 「 魔 導 器 文明 
の 破棄 、「 始 祖 の 隷 長 へ の 協力 ] 、 そし て 自 
ら の 命 を 糧 に し た 結界 魔 導 器 ザウ デ に よる 星 喰 
み 封 印 の 道 を 選択 し た が 、 オー マ と その 一 派 は 
これ に 抵抗 。 ゲラ イオ ス 文 明 の 遺産 と も ども 、 ザ 
ウデ の 地下 深く に 幽閉 され る こと と な っ た 。 彼 に 
付き 従っ た 人 々 は 皆 老い 、 世代 交代 を 重ね 、 
自分 た ちの ルー ツ す ら 忘 れ て いっ た が 、 霊 薬 ア 
ムリ タ で 生き 長らえ た オー マ だ け は 始祖 の 隷 長 と 
「 裏 切り 者 ]」 へ の 恨み を 抱い た まま 、 墓所 の 奥 
深く で 復活 の 時 を 待ち 続け て いる 。 満月 の 子 と 
し て の 力 は 凄まじ く 、 始祖 の 隷 長 を 滅ぼす 切り 
札 と し て 、 「 最 凶 の 始祖 の 隷 長 ] スパ イラ ルド ラ 
コ を も 創造 する 。 

大 雪だるま 功 5【 デ ィ ス カバ リー)] 大 雪 で 吹 
雪 い た 翌朝 に 、 な ぜ か 大 人 の 背丈 の 何 倍 も あ 
る 、 巨大 な 雪だるま が で き て いる こと が ある 。 ス ノ 
ー フ リア の 北 の 一 角 は この 大 雪だるま の で き や 
すい ミス テリ ー ス ポッ ト で 、 し ば し ば 周囲 の 樹木 を 
な ぎ 倒 す 勢 い に 肥大 し た 雪だるま が 発見 され 
る 。 風 の せ いで 勝手 に で きる の か 、 それ と も 誰 
か が 作っ て いる の か は 謎 に 包ま れ た まま 。 

オー ルド マイ ン 大 陸 功 Ki 位 [地名 ・ 施 設 】 帝 
都 エス トレ ー ガ を 擁する 中 央 大 陸 の 名 前 。 石 の 
時 代 の 遺跡 が 残る な ど 、 その 名 の と お り 古 く か 
ら 人 々 が 暮らし た 地 で あり 、 ほか の ふた つの 大 
陸 に 比べ て 人 々 の 生活 水準 は 高い 。 

オー レン 芳 : 芝 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ ィ ン ド ル 王 国 北 
東部 の 小さ な 村 。 住民 は 50 人 ほど で 全員 が 林 
業 に 従事 し て いた が 、 ラム ダ 細 胞 に 乗っ 取ら れ 
た 魔物 に 襲わ れ 、 一 夜 に し て 廃 太 と な る 。 アス 
ベル は 騎士 学校 の 実地 訓練 と し て 、 この 事件 
の 調査 に 訪れ 、 内 に 眠る ソフ ィ が も た らし た 光 の 
力 を 獲得 し た 。 

オー ロッ クス 功 高 邊 【 生 物 】 和牛 の よ うな 生物 。 ラ 
シュ アン の 村 で も 飼 わ れ て お り 、 リッ ド は この 生き 
物 の 乳 が 大 好き 。 肝臓 を 煮詰め る と 胃薬 に な 
る が 、 な ぜ か メル ディ は この 薬 を な め る と 酔っ ぱ 
ら っ て し まう 。 


控 の 石版 斑 * 可 位 【 デ ィ ス カバ リー】 エ メラ ルド の 
原石 に 王 の 心得 が 刻ま れ た ファ ンダ リア の 国 
宝 。 サイ リル 義勇 軍 の 反乱 の 折 に 持ち 出さ れ 、 
行方 が わか ら な く な っ て いた 。 海中 に 沈ん で い 
た 外 殻 が 浮上 し た 際 、 お そら くい っ し ょ に 水 の 中 
か ら 引 き 揚げ られ た と 見 られ て いる 。 

お し る こ 騙 可 本 【 飲 食物 】 レ グ ヌ ム の ギル ド で 入 
手 で きる レシ ピ の ひと つ で 、 も と も と は アシ ハラ 
地方 で 愛さ れ て いる 食べ 物 。 小豆 を 甘く 煮 た ス 
ー プ に 米 か ら 作 っ た 餅 を 入れ る 。 甘味 が 強い た 
め に お 菓子 感覚 で 食べ が ち だ が 、 餅 の ボリ ュー 


ム が 意外 に ある た め 、 立派 な 食事 に も な る 。 す 
な わ ち 、 少々 の お か わり で カロ リー オー バー 一 直 
線 と いう 、 油断 な ら な い 一 品 で も ある 。 塩気 の 
ある 食べ 物 と いっ し ょ に 食べ る こと で 、 より 一 悦 
甘 さ が 引き 立ち 、 深い 味わい を 楽し め る 。 お は 
ぎ や ば ぼ た 餅 が 好き な ワン ダー シェ ブフ は 、 お そら く お 
し る こも 好物 に 違い な い 。 

オズ 往 昌 【 設 備 】 超 古代 都市 トー ル の 全 機 能 
を サポ ー ト する マザー コン ピュ ー タ シス テム 。 動作 
休止 状態 に あっ た が 、 クレ ス た ち が 訪 れ た こと に 
よっ て 再び 起動 する 。 タイ ム ワ ー プ や メデ ィ カ ル ・ 
トリ ー ト メン ト 等 、 高度 な 技術 を 使用 で きる 。 

オズ ウェ ル 宝 物 庫 監 K 欄 [地名 ・ 施 設 】 スト ラ タ 
砂漠 の 一 画 に ある オズ ウェ ル 家 の 宝物 庫 。 
代々 受け 継が れ て きた 古 美術 品 や 宝物 が 山 の 
よう に 保管 され て いる 。 ヒュ ー バ ー ト は 幼い 頃 に 
レイ モン と と も に 連れ られ て きた らし く 、 養父 ガリ ー 
ド が 彼 を オズ ウェ ル 家 の 子 と し て 、 さら に は 家 朱 
を 継ぐ 者 と も 考え て いた こと が うか が える 。 

オズ バル ド ・ フ ァ ン ・ ク ル エ ー ラ 騙 可 議 【 人 
名 】 レ グ ヌ ム 軍 に 所 属す る 28 歳 の 将校 。 非常 に 
権力 志向 が 強く 、 上 層 部 を 差し 置い て 枢密 院 
と 接触 し 、 枢密 院 の 威光 を 受け た 人 間 と し て 、 
軍 内 部 で も 独自 の 地位 を 確立 し て いる 現在 は 
転生 者 研究 所 で 転生 者 を 軍事 利用 する 研究 
を 管轄 し て お り 、 人 権 を 無視 し た 非 人 道 的 な 
行為 も る 辞 さ な い 。 また 自ら も 新型 兵器 ギガ ン テ ス 
を 駆り 、 ルカ た ち 転 生 者 に 襲い か か る 。 な お イリ 
ア に よる と 、 いか に も 悪役 然 と し た 振る 舞い が か 
えっ て 没 個性 的 らし く 、 「 小 悪党 丸出し で 印象 
薄い 」 と の こと 。 30 代 に も 満た な い 若 さ に も 関わ 
ら ず メタ ボリ ッ ク 街 道 を 突き 進む 体型 に 、 イリ ア と 
スパ ー ダ 両 名 か ら は 「 プ タバ ルド | な ど と 呼ば れる 
こと も し ば し ば で ある 。 

オス ミナ 山地 芳 『 語 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 ノ ー ス タリ ア 
地方 北部 に 位置 する 山地 。 高地 が 複雑 に 入り 
組ん で いる 。 

オ ゼ ッ ト 臣 E 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 プレ セア の 生ま れ 
故郷 。 クル シス の 襲撃 で 減 ぼ され る 。 

お 宝 功 57 仙 [作品 】 ジ ェ ノ ス に ある 名 も な き 神 殿 
に 奉 ら れ て いた 、 伝説 の 獣 を か た どっ た 像 。 モ 
チー ブフ に な っ て いる 動物 は 、 口 か ら 火 を 吹き 人 
語 を 解す る 空想 上 の 生き 物 。 高い 知能 を 持 
ち 、 争い を 好ま な い 温 和 な 性 格 で 、 捕食 され る 
の を 避け る た め に 、 肉食 獣 が 嫌う 花粉 を 出す 、 
特殊 な 樹木 の うろ に 数 匹 か ら 数 十 匹 で 生活 し 
て いた と され て いる 。 平和 や 友愛 の シン ボル と 
し て し ぱし ば 用 いら れ て お り 、 ジェ ノ ス の 神像 、 
ファ ンダ リア と セイ ン ガ ルド の 友好 の 証 と し て 、 両 
国 の 国境 の 街 近く に 奉納 され て いる 。 


落ち て いた 棒 臣下 障 【 武 具 ]】 ルカ が 普段 か ら 持 
ち 歩 いて いる 棒 。 大 剣 を 振る う 前 世 の 自 分 ・ ア 
スラ に 心酔 する あま り 、 自ら も 長い 棒 を 武器 に 戦 
える よう に な ろう と 密か に 特訓 に 励む 、 その 得 物 
と し て 日 々 振る われ て いる 。 た だ し 正式 な 剣術 
を 習っ た わけ で は な い の で 、 扱い は 素人 その も 
の 。 と ころ で 市 井 の 出 と は いえ 良家 の 子息 が 、 
その へ ん で 拾っ て きた 棒 切れ を 剣 に 見 立て て 
振り 回 し て いる 図 と いう の は 、 父 の 期待 に 応え 
よう と する ルカ 的 に 許容 範囲 な の か どう か が 、 
非常 に 興味 深い と ころ 。 

オッ クス 芳 誠 柱 【 人 名 】 バビ ログ ラー ド に 住む ヒュ 
ー マ の 男性 。 ガ ジ ュ マ の 女性 で ある ダナ と 恋人 
同士 で ある た め 、 形 律 と 偏見 と いう 二 重 の 困難 
の 中 で 、 ふた り の 仲 を 守り 続け て いる 。 

オデ ッ ト 水 門 入 *i 蘭 [地名 ・ 施 設 】 湖 畔 の 避暑 
地 シ ャ ル ロ ウ の 近く に あり 、 マル ロワ 湖 の 水量 を 
調節 し て いる 。 帝都 や その 近隣 に 供給 され る 
水 は 、 大 半 が この 湖 に 依存 し て お り 、 水門 の 果 
た す 役 割 は 大 きい 。 

お で ん 功 枢 狂 【 飲 食物 ] バ ティ の 好物 に し て 得 
意 料 理 で 、 レシ ピ の 名 前 は 「 み そお で ん 」 。 さま 
ざま な 食材 を 串 に 素 し て 、 出汁 と みそ で 煮込ん 
だ 食べ 物 で 、 と くに 彼女 が 好む ネタ は 白 は ん ペ 
ん 、 玉子 、 ち くわ の 3 種 。 し か し お で ん に 明確 な 
ルー ル は な く 、 必要 な の は 具 材 に 対す る 熱い 
思い と 甘い 出汁 、 そ し て 海 の 漢 的 情熱 で ある 。 
も ちろ ん 愛す る ユー リ を 籠 絡 す る た め に も 必須 。 

オテント ウム シ 罰 * 況 蘭 【 デ ィ ス カバ リー】 背 中 
に お 天道 様 の よう な 模様 が つい た 忠 。 春先 に 
大 量 発生 する と 、 その 年 は 猛暑 に な る と 言わ 
れ て いる 。 アル メイ ダ 付 近 で し ば し ば 見 か けら れ 
る が 、 も と も と は 対岸 の カル バレ イス の 原産 で 、 
向こう で は 日 照り を 呼 玉 虫 と し て 嫌 わ れ て いた 
と いう か わい そう な 歴史 が ある 。 背中 の 模様 は 
触る と ヤケ ド の 危険 あり 。「 で も そう 聞か され る 
と 、 よけい に 触ら ず に は いら れ な い 」 と は 、 諸国 
漫遊 の ご 隠居 の 弁 。 

大 人 訪 避 狂 【 そ の 他 】 た と えど ん な に 無 為 で あっ 
て も 、 黙々 と 耐え る 、 それ が 大 人 。 温 源 郷 ユ ウ 
マン ジュ の お 手伝い と し て 団体 客 を 迎え た カロ 
ル は 、 ユー リ ら が それ ぞ れ の 業務 を こなす か た 
わら 、 ひと り 衣 装 も 仕事 も 与え ら え な いま ま 、 た 
だ 黙っ て 温泉 に つか り 続 ける 。 忘れ 去ら れ て い 
る の か も し れ な い 。 で も ここ で 騒い で は 円 滑 な 
業務 を 乱す だ け 。 下 唇 を ぎゅ っ と 噛み し め 、 タ 
オル ー 本 で 待つ むなしさ の 中 に 、 彼 は 大 人 に な 
る と いう こと の 切な さ を 悟る の だ っ た 。 

音 の フォ ルス 芳 誠 樺 【 フ ォ ル ス 】 引き金 に な る 
音 を 聞か せる こと で 暗示 を か け 、 他 者 を 操る 能 
力 。 王 の 盾 ・ 四 星 の ワ ルト ゥ が 持つ 。 いっ た ん 
暗示 が 作用 する と ワル トゥ 自身 の フォ ルス は 必 
要 な いせ いで フォ ルス 反応 が 出 な いた め に 、 探 
知 が 極め て 困難 。 また 術 を 使っ た 彰 跡 が 残ら な 
い の で 、 多 く の 場 合 被 術 者 の な ん ら か の 事件 と 
し て 処理 され て し まう 。 究極 の 「 手 を 汚さ な い 」 
フォ ルス 。 

オト メ の 秘密 玉 往 【 そ の 他 】 男子 に 聞か れ て 
は な ら な い 女 の 子 だ け の 秘密 。 うっ か りお な か 
が タプ っ て き て し まっ た と き に は 、 黙っ て 食事 の 
量 を 減ら し つつ 、 あく まで 涼し い 顔 を し て 振舞 う 
の が オト メ で ある 。 

鬼火 画 5 可 斑 【( デ ィ ス カバ リー】 青 白く 燃え 上 が 
る 火の玉 。 死者 の 魂 に 例え られ る こと も 多い が 、 
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実際 は 地 中 の 動物 の 骨 な ど に 含ま れる リン が 自 
然 発火 し た も の 。 天地 戦争 時 代 に 命 を 落と し た 
人 々 の 体 が 眠り 続け て いた 施設 が 点 在 する 外 殻 
の 大 地 で は 、 自然 と 目 に する 機会 も る 多く な る 。 


お 花 を 捧げ る 女の子 葉 『 臣 簡 【 人 名 】 ア ガー テ 新 


女王 の お 披露 目 儀式 で 、 女王 に 花 東 を 手渡 
す 役 に 抜 握 さ れ た 女の子 。 式典 の 日 を どき どき 
し な が ら 待 っ て いる 。 王 都 バ ルカ で 暮らす 、 明る 
く か わい らし い 子 供 と いっ た 風 の 利 発 そ うな まな 
ざさ し が 好 印象 。 


お 姫 様 物語 傑作 選 薦 位 [作品 】 古典 的 大 作 


家 カ イガ ーー 世 を は じ め 、 多 く の 作家 に よっ て 描 
か れ た 「 お 姫 様 ] の 物語 。 それ は 少女 た ちの 永 
遠 の 夢 を 、 つ か の 間 叶 える 魔法 で ある 。 これ ら 
の 作品 を まとめ た 童話 「 お 姫 様 物語 傑作 選 」 
は 、 世界 中 の 家庭 の 書架 で 、 今日 も 新た な と き 
めき を も た ら す の に 一 役 買 っ て いる 。 た だ し シリ 
ー ズ 刊行 の つね と し て 、 配本 途中 で 購入 を 挫 
折 し 、 その 結果 本 棚 に 揃っ て いる の は 一 部 の 
みみ 、 と いう こと も 珍し く な いよ うだ 。 


お ひろ め グ ミ 騙 * 臣 【 飲 食物 】 バル カ 港 宿屋 


「 有 霧笛 屋 」 限定 の お みや げ 。 お 披露 目 儀式 を 目 
当て に 作ら れ た グミ で キレ イ に 加工 し た 箱 に 入 
っ て お り 、 見 か け は ゴー ジャ ス か つ 気 品 高く 、 お 
披露 目 ム ー ド を 盛り 上 げ る 。 味 は 当たり 障 り の な 
い 、 いわ ゆる お 土産 も の の 味 。 ちな み に 有 霧笛 屋 
に 宿泊 し た さい ニ ボ シ 定 食 か わか め 定 食 の ど ち 
ら か か ら 選 ぶ こ と が で きる 。 


お 披露 目 の 儀式 訪 * 基 樺 [文化 】 ア ガー テ 女 王 即 


位 の 儀式 。 儀式 の 日 取り が 決ま っ た と き 、 王 都 
バル カ の 宿 代 が 通常 の 3 倍 ま で 跳ね 上 が っ た 店 
も あっ た と か 。 


お ひろ め 和 干物 と ニ ボ シ 菜 功 『 基 筐 [飲食 物 ] バ 


ルカ 港 宿屋 [霧笛 屋 」 の 限定 みや げ 。 干物 は お 
酒 に も 合う らし い 。 ニ ボ シ 茶 は バル カ 港 の 名 物 。 


お 風呂 キャ ッ プ 編 誠 剛 【 道 具 】 バイ ロク ス お 手 


製 ・ カ ル セ ド ニー 隊 お そろ い ア イ テ ム の No.52 に 
数 えら れる 品 。 幼少 時 の カル セ ド ニ ー が 「 ネ コ さ 
ん 」 を 好き だ っ た こと を 、 いじ らし くも ずっ と 覚え 
続け て いる バイ ロク ス が 、 心 を 込め て 丁寧 に ひ 
と つ ず つ ネ コ さ ん 刺繍 を 施し て いる 。 カル セ ド ニ 
ー が 入浴 する と き に は 必ず 付き 添う パイ ロク ス は 
も ちろ ん 、 ペ リド ッ ト の 分 も 用 意 さ れ て お り 、 隊 の 
探 と し て 彼女 も また これ を 使用 する こと を 厳命 さ 
れ で て いる 。 


オベロン 社 範 記入 【 組 織 ・ 団 体 】 国 内 外 の レン 


ズ 産業 を 一 手 に 担う 、 世界 有数 の 大 企業 。 セ 
イン ガル ド に その 本 部 を 置き 、 世界 各地 で レン ズ 
製品 の 製造 ・ 販 売 を 行なっ て いる 。 わずか 数 
十 年 の 間 に 、 驚異 的 な スピ ー ド で 国民 の 生活 
に 浸透 し た レン ズ 製 品 は 、 も は や 暮らし に 欠か 
せな いも の と な り 、 一 代 で 巨万 の 財 を 成 し た 若 
き 総帥 ヒュ ー ゴ ・ ジ ルク リス ト は 、 同時 に セイ ン ガ 
ルド 国王 へ の 圧倒 的 な 発言 力 を も 持つ に 至っ 
た 。 還 下 [組織 ・ 団 体 】18 年 前 の 騒乱 を 引 
き 起こ し た ヒュ ー ゴ ・ ジ ルク リス ト が 総帥 を 務め る 
巨大 企業 。 冒険 者 か ら レ ンズ を 買い 取る 独自 の 
シス テム で レン ズ を 調達 し 、 それ を 加工 し て レン 
ズ 製 品 を 製造 、 販売 し て いた 。 レン ズ に 対し て 
さま ざま な 研究 を 行なっ て お り 、 当時 の 科学 水 
準 、 ひ いて は 世界 全体 の 文明 レベ ル を 引き 上 
げ る 牽引 役 を 果たし て いた 。 し か し な が ら そ の 
技術 が ヒュ ー ゴ の 暴走 を 引き 起こ し た と し て 、 騒 
乱 終 結 後に 解体 され て し まっ た 。 注意 し た い の 
は 、 ヒュ ー ゴ を 操る ミク トラ ン が 、 己 の 野望 の た め 
に 設立 し た 組織 が オベロン 社 の 実態 だ っ た と い 
うこ と で ある 。 


オベロン 社 秘密 工場 功 *5 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 セイ 


ン ガ ルド の 内 海 に 位置 する 工場 。 一 般 の 社員 
に は その 存在 すら 知ら きれ て いな い 工 場 で 、 天 
地 戦 争 時 代 の 遺跡 を 才 い 隠す よう に し て 建設 
され て いる 。 


お 弁当 画 E 騰 【 飲 食物 】 ラ ムダ と の 決戦 に 向かう 


アス ベル ら の た め に 、 ケリ ー が 持た せ て くれ る お 
弁当 。 中 身 は 彼ら の 好物 ば か り 。「 カ レー」 、 
「 オ ムラ イス 」 、 「 焼 き 鳥 丼 ] の 3 つ を ここ ぞ と ば か 
り に 詰め 込ん だ 様子 は 、 上 品 な ケリ ー の 言動 か 
ら は 想像 も つか な い ほ ど 豪 快 で 体育 会 系 。 


お 土産 騙 可 億 【 そ の 他 】 お 土産 の 定番 と いえ ば 


キー ホル ダー に 置物 。 あと は 木刀 や ペナ ント と 、 
場所 が 変わ れ ど も その 内 容 は 似 た り 寄 っ た り 。 
珍し い 船旅 で 東方 の 島国 アン ハラ を 訪れ た 一 
行 は 、 観光 記念 に お 土産 屋 巡 り を し よう と し て い 
た も の の 、 定期 便 の 運行 の 関係 で 惜しく も 機会 
に 恵まれ ず に 同 地 を 後に する 。 確か に 見 る の が 
楽し い 、 買う の が 楽し い 、 と いう 事情 は ある が 、 
[温度 計 の つい た 置物 な ん て 置く 場所 あら へ ん 」 


と いう エル マー ナ の 冷静 な 意見 は ご も っ と も 。 


オム ライ ス 罰 * 往 [飲食 物 】 ヒ ュー バー ト の 好き 


な 食べ 物 。 彼 は これ が 好き な 食べ 物 だ と いう こ 
と を 子供 っ ぽい か ら と いう 理由 で 、 久しぶり に 
再会 し た アス ベル や シェ リア に ひ た 隠 し に し て き 
た 。 し か し 母 ケ リー の 愛情 あふ れる オム ライ ス 弁 
当 を 前 に つい に 観念 し 、 7 年 前 か ら 変 わら ず 大 
好き で ある こと を 認め た 。 


お 芽 見 薦 * 可 剛 【 文 化 】 花 を 楽し む 「 お 花見 」 に 対 


する 、 新芽 を 楽し む 行事 。 ゼロ ム の 襲 撃 か ら 里 
を 守る た め に 切り 倒さ れ た コハク 桜 は 、 一 度 は 
その 命 を 失っ た か に 思わ れ た が 、 まもなく 切り 株 
か ら 新 し い 芽 が 芽吹き 、 ノー クイ ン の 人 々 の 心 に 
新た な 希望 を も た らし た 。「 お 芽 見 ] は この 新芽 
を 愛 で 、 遠い 未来 に 再び 見 事 な 樹 と な る こと を 
術 る た め 、 里 の 春の 新た な 恒例 行事 と な る 。 


神託 の 盾 (オラ クル ) 騎士 団 監 K5 則 [組織 ・ 団 


体 】 ロ ー レ ライ 教団 の 防衛 組織 で ある 軍隊 。 ダ ア 
ト 防衛 や 、 キム ラス カ 、 マル クト 間 の 紛争 解決 を 
お も な 任務 と し て いる 。 教会 の 地下 が 本 部 と な 
っ て いて 、 三 万 人 の 兵士 が 日 夜 訓練 に 励ん で 
いる 。 キム ラス カ 軍 や マル クト 軍 に 比べ る と 兵士 
数 は 少な い が 、 音律 士 の よう に 珍し い 兵 も お 
り 、 少数 精鋭 を 実現 。 兵士 た ち は 一 般 の 教団 
員 同 様 、 ロ ー レ ライ 教団 か ら 生 活 費 を 支給 さ 
れ 、 新人 は 寄宿 舎 で 寝 泊 ま り を し て いる 。 部 外 
者 が 神託 の 盾 本 部 に 入る に は 、 責任 者 が 発 
行 す る 木札 が 必要 だ 。 


オリ ジン 葉 Kj 欄 精霊 】 原 初 の 精 震 で 、 精霊 王 


と も 呼ば れる 。 トレ ント の 森 の 深部 に ある 石 盤 に 
宿っ て お り 、 人 前 に 姿 を 見 せ た の は 長い 歴史 
を 通じ て 、 ラ ゲ ナ ロク と ダオス 戦役 の 2 回 の み 。 
人 智 を 超越 し た 尊大 な 存在 だ が 、 ダオス の 時 
空転 移 の 力 を 封じ る た め の 「 エ ター ナル ソー ド ]」 
を クレ ス に 授け 、 また 召喚 の 契約 に も 応じ て くれ 
る 。 訪 誰 往 【 精 直 】 す べ て の 精霊 の 源 と な る 精 
霊 王 で 、 トレント の 森 の 最 奥 部 に 眠る 。 呼び 名 は 
「 天 、 地 、 人 その 源流 、 命 数 を 掌握 せ す 王 
威 ]」。 王 の 名 に ふさ わし く 、 召 別 士 に 圧倒 的 な 
力 を 与え る 。 その 契約 は ダイ ヤ モ ン ド が 司る が 、 
クラ トス が 命 と 引き 換え に 封印 し て いる た め 、 彼 
の マナ の 照射 、 す な わ ち 死 が な いと 契約 は 叶 
わな い 。 また ミト ス が 世界 の 分 断 の た め に 用 い 
た エタ ー ナ ルソー ド は 、 オリ ジン と の 契約 に よっ て 
初め て 触れ る こと が で きる 。 


オリ バー・ タ トリ ン 功 誠 弄 【 人 名 】 ア ニス の 父 


親 で 敬 虚 な ロー レラ イ 信者 。 お 人 好 し で 、 すぐ 
に 騙さ れ て は 借金 を 作っ て し まう 。 無 一 文 の と 
ころ を 教団 に 保護 され た た め 、 モー ス の 命令 に 
は 逆らえ ず 、 タダ 同然 で 働か され て いる 。 趣味 
は 模型 制作 。 モー ス の 死後 は フロ ー リ アン の 世 
話 係 と し て 忙し い 日 々 を 送っ て いる 。 


【 お 土産 】 


オリ フィ エル 騙 可 欄 【 人 名 】 ラ ティ オ に 属す る 有 
能 な 軍師 。「 そ の 軍 略 の 泉 は 枯れ る 事 を 知ら 
ず 、 敵 を 破り 、 味方 を 救う 事 幾 千 回 の 常勝 軍 
に 彼 の 人 あり 」 と 詩 わ れる 。 アス ラ 率 いる セン サ 
ス 軍 に よっ て ラテ ィ オ の 民 た ち が 俺 機 に さら され 
た と き に は 、 その 知略 を 似 て 、 ひと り の 犠牲 者 
も 出す こと な < 戦い を 収束 させ た 。 天空 神 ヒ ン メ 
ル の 教育 係 で も あり 、 ヒン メル の 次 代 を 見 据え 
た 展望 と その 洞察 力 に 希望 を 抱く 一 方 で 、 ラテ 
ィ オ の 在り 方 その も の を 揺るが し か ね な い 考 え 
が 、 彼 自身 の 命 を 脅かす こと を 危 恨 し て いた 。 
の ち に 暗殺 に よっ て ヒン メル を 失っ て か ら は 、 彼 
の 遺志 を 継ぐ べく アス ラ の 下 に 下り 、 思想 の 枯 
を 超え て 天上 界 の 姿 を と も に 模索 する パー トナ 
ー と な る 。 大 の 犬 嫌い で 、 創世 力 の 引き 渡し を 
願い 出る た め に ケル ベロ ス を 訪れ た も の の 、 小 
馬鹿 に され た うえ に 咲 え 立 て られ て 追い 返さ れ 
た 経験 は 、 時 を 超え て 今 な お アン ジュ の トラ ウマ 
に な っ て いる 。 

オル ・ レ イ ユ 往 E 動 【 地 名 ・ 施 設 ] 内 海 に 面 し 
た スト ラ タ の 港町 。 立ち 並ぶ 白壁 の 家々 が 青い 
海 に 映え 、 南国 の 開放 感 が 感じ られ る 。 

オル セル グ 罰 語 筐 【 人 名 】 マオ の 本 当 の 名 前 。 
古代 カレ ギア 語 で 「 け が れ な き 瞳 」 と いう 意味 を 
持つ 。 

オル ソン 罰 誠 蘭 【 人 名 】 クレ ス の 伯父 。 ユー クリ ッ 
ド に 手 を 出さ な いこ と を 交換 条件 に 、 クレ ス を マ 
ルス の 手 に 引き 渡し て し まう 。 し か し 実際 に は ク 
レス の 身柄 を どう 扱う か に 関わ ら ず 、 殺さ れる 運 
命 に あっ た 。 

オル ニオ ン 功 誤 [地名 ・ 施 設 】 | 寺 解 け の 
光 」 の 意味 を 持つ ヒ ピ オニ ア 大 陸 の 開拓 地 。 
魔物 に 追い や られ て きた 人 々 を 救う た め に 、 騎 
士 団 と ギル ド が 協力 し て 拓 い た 。 偶然 に も 地 中 
か ら 発見 され た 、 壊れ た 魔 導 器 が 集落 の 象徴 
と な り 、 結界 に 頼ら な い 住民 一 丸 と な っ た 新 し 
い 生 活 を 模索 する 。 な お 同 地 の シ ン ボ ル と な っ 
た 魔 導 器 に は 、 リタ に よっ て 「 マ リア 」 の 名 が 与 
えら れ た 。 

オル バー ス 界 面 臨 可 得 【 呼 称 】 イン フェ リア と セレ 
ステ ィ ア の 重力 が 均衡 を 保っ て いる 地点 、 ふた 
つの 世界 の 境界 面 の こと 。 当初 は 上 空 一 万 m 
に 位置 し て いる が 、 オル バー ス 爆 動 を 重ね る ご と 
に 相対 的 に 地表 と 接近 し て いく 。 セイ ファ ー ト リン 
グ が 及ぼ す な ん ら か の 影響 に よっ て 、 表面 は 油 
膜 状 に 絶え ず 変 化し 、 波 立 っ て いる 。 

オル バー ス 爆 動 入 可 得 【 現 象 】 オ ル バ ー ス 究 面 
に 浮か ぶ 、 黒 体 引き 起こ す 爆 発現 象 。 黒 体 
を 中 心 に 同心 円 状 の 衝撃 波 を 発生 させ 、 これ 
が 界面 上 を 広がる 様子 は 津波 の よう に 見 える 。 
また 、 イン フェ リア と セレ ステ ィ ア が 接近 する の は 
爆 動 が 及ぼ す 地 殻 変動 が 原因 で あり 、 爆 動 が 
起こ る た びに ふた つの 世界 の 距離 が 大 きく 縮 ま 
る 。 計 4 回 の 爆 動 が 観測 され る 。 

俺 は トン ガリ 玉 記 往 【 作 品 】 ジ ョ ニー ナン バー 
30。 故郷 を 旅立ち 、 マン ト と 髪 を た を な び か せ て 
悠久 の 空 の 下 を 往く 男 の 姿 を 、 テン ポ よ い リ ズ 
ム で 高らか に 歌っ た 、 勇気 を 鼓舞 する 歌 。「 俺 
は トン ガリ ー、 ト ン ガリ 頭 だ ー、 イエ ー イ 」。 ノイ シ 
ュ タ ッ ト の 闘技 場 に お いて チャ ン ピ オ ン ・ コ ング マ 
ン を 破っ た 田舎 者 の 栄光 の リン グ ネ ー ム 「 ミ スタ 
ー・ ト ン ガ リ 頭 」 を ふま えて いる の か 、 それ と も 考 
える こと は 皆 同 じ な の か 。 

お ろ ち 罰 E 借 【 人 名 】 ミ ズ ホ の 民 の 隠密 。 し いな 


が ヴォ ルト と の 契約 に 失敗 し て 起き た 事故 で 両 
親 を 亡くし た 。 し か し その 事件 に も 関わ ら ず 、 彼 
女 の ひ た むき さと 苦悩 と に 理解 を 示し 、 好意 を 
寄せ て いる 。 


温泉 斑 宮 位 【 文 化 】 ファ ンダ リア の 港町 スノー フリ 


ア に あぁ ある 。 平均 気温 より 高い 温度 の わき 水 や 、 
それ を 利用 し た 施設 を 指し て こう 呼ぶ 。 山 が ち 
な 中 央 大 陸 に あっ て 、 火山 起源 の 熱 で 熱せ ら 
れ た 地下 水 が 噴出 し た 。 地元 の 人 々 だ け で な 
く 旅行 者 に も 人 気 が 高く 、 ファ ンダ リア で も 屈指 
の 観光 スポ ッ ト に な っ て いる 。 雪 の 降る 中 、 野外 
の 施設 で 熱い 湯 に 浸かる の は 大 変 て な も る の 。 
内 部 は 男性 用 と 女性 用 に 分 か れ て いる が 、 簡 
素 な 生垣 ひと つ に よっ て 隔て られ て いる だ け で 
あり 、 あれ や これ や の 悪さ を し た り 、 ある い は 秘 
密 の 会 話 が 筒 抜け に な っ た り し な いこ と も な い 。 
玉 5 枯 剛 【 文 化 】 体 を 癒し 心 を 潤す 湯 一 トピ ア 。 
地下 水 が 火 山 起 源 の 熱 で 熱せ られ た も の が 多 
い 。 含有 成分 に よっ て 病気 や 怪我 に 効く と され 
る も の も ある 。 ゲー ス で は この 温泉 で 村 お こし に 
成功 し 、 多 く の 湯治 客 を 獲得 。 特産 品 で ある 
[温泉 玉藻 ] は 、 見 て よし 食べ て よし の 土産 物 
と し て 人 気 を 集め て いる 。 


温泉 玉藻 騙 * 詳 剛 【 飲 食物 ] 人 肌 の お 湯 で 育つ 


作物 で 、 温泉 郷 グ ゲー ス の あちこち で 栽培 され て 
いる 。 ピン ク 色 の 美しい 花 が 水面 に 浮か ぶよ う 
に 咲き 、 その 中 心 に は や が て ひと つの 実 が な る 。 
トロ ッ と 半熟 で 栄養 満点 な 実は 、 ほか に は な い 
味 と し て 湯治 客 を 中 心 に 非常 に 人 気 が 高く 、 グ 
ー ス の 素材 屋 で も イチ オシ の 品 。 


【 温 泉 玉藻 】 


女 盗賊 OO1 一 イス パニ ア の 星 - 斑 認 議 【 作 


品 】 有 名 な 児童 向け 小説 。 変装 が 得意 な 女 怪 
盗 が 主人 公 で 、 子供 た ち に 大 変人 気 の ある 作 
品 。 ナタ リア くら い の 年 頃 の 女の子 は 幼い 頃 に 
一 度 は 憧れ て 真似 を し た 経験 が ある だ ろう 。 


カー ジ 玉 ' 葬 王 【 人 名 】 [漆黒 の 選 」 の 長兄 で 、 ト 


レー ド マ ー ク の 紫 の アフ ロ に は 、 愛らしい ピヨ ピヨ 
を 飼っ て いる 。 世界 一 の 鍛治 屋 を 目指 し 、 日 々 
熱い 鉄 を 打ち 続け て いる が 、 いま だ に バト ルソー 
ド や バト ルナ イフ 以外 の も の が 出来 上 が っ た た め 
し が な い 。 イン スピ レー ショ ン が わく と 「 羽 根 が 見 
える 」 と 言い 出し 突拍子 も な い 行 動 を 取る た め 、 
矢面 に 立た され る 末弟 ジョ ュー は つね に 満身 創 
羨 で ある 。 


カー スロ ッ ト 男 誠 欄 【 術 ・ 技 】 ダ アト 式 譜 術 の ひ 


と つ で 、 人 間 の フォ ンス ロッ ト に 施す こと に より 相 
手 を 操る こと が で きる 。 操る 力 は 、 術 者 と 被 術 
者 の 距離 が 近けれ ば 近い ほど 強まる 。 また 、 被 
術 者 の 理性 を 麻痺 させ 、 心 の 興 底 に 潜む 押え 
られ た 欲求 を 解放 する 形 で 操る た め 、 基本 的 
に は 被 術 者 が 望ん で いな いこ と は 実行 させ られ 


な い 。 本 来 は ロー レラ イ 教 団 導師 に し か 伝え ら 
れ て いな い 禁 術 で ある 。 


カー ツ ・ ベ ッ セ ル 芳 E 往 【 人 名 】 フェ ン デ ル 軍 


の 技術 将校 を 務め る 理知 的 で 厳格 な 男 。 包 機 
的 な エネ ルギー の 問題 を 打開 する べく 大 煙 石 の 
原 素 抽出 実験 に 携わり 、 その 貢 任 者 と し て 総 
統 の 信頼 を 得 て い る 。 マリ ク の 士官 学校 同期 
で あり 、 か つて は 改革 運動 の 創設 者 と し て 、 理 
想 に 燃え る 兵士 た ち を 率い る 立場 だ っ た 。 運動 
が 弾圧 され 沈静 化し て ゆく 中 、 夢 に 敗れ 国 を 捨 
て た マリ ク と は 祝 を 分 か ち 、 軍 で 出世 する こと で 
改革 を 実践 する 道 を 選択 する 。 改革 運動 に 関 
わっ て 命 を 落と し た ロベリア に 密か な 想い を 抱い 
て お り 、 軍 で の 出世 は 彼女 の 死 を 忠 う 意味 合 
いも あっ た よう で ある 。 大 煙 石 の 暴走 を 命がけ 
で 食い 止め 、 40 歳 で その 生涯 を 閉じ る 。 


ガー ドル 騙 可 障 【 人 名 】 天 上 界 維 持 の た め に 地 


上 の 人 々 の 魂 を 狩っ た 、 死神 タナ トス 本 人 。 人 
間 の 女 を 愛し た た め 、 職務 を 奪わ れ 地 上 に 堕 
ち て 以降 、 悠久 の 時 間 を 生き 続け て いる 。 彼 
が 人 間 と の 間 に も うけ た 子孫 は 神 の 血 を 受け 継 
ぐ グ リ ゴ リ 族 と な り 、 自ら 一 族 の 長 と し て 血脈 の 
維持 に 却 め て いる 。 過剰 な まで の 地上 へ の 愛 
は 、 神 の 恩恵 を 忘れ て その 力 を 闇雲 に 振る う 
転生 者 へ の 憎悪 に と っ て 替わり 、 地上 を 乏 す 
者 へ の 疑心 暗鬼 に 凝り 固まっ て し まっ た 。 転生 
者 の 粛清 の た め に 創世 力 を 得 よう と 画策 する 
が 、 枢密 院 の 裏切り に よっ て 落 命 す る 。 


ガー プ 罰 紀 [ 人 名 】 エ ルレ イン に 忠実 を 誓う 


者 。 エル レイ ン か ら 与 えら れ た 力 を 使っ て 、 飛行 
竜 で は グラ シャ ラボ ラス を 放ち 、 未来 の カタ コン 
べ で は 神 兵 と な っ て カイ ル 達 の 行く 手 を 阻 も うと 
し た 。 ガー プ が 、 そし て サ プ ノ ッ ク と ダン タリ オン が 
いっ た い 何 者 で ある の か に つい て は 、 すべ て が 
謎 に 包ま れ て いる 。 


カー ポ ネ イト 罰 棋 葉 8【 そ の 他 】 旧 トリ エッ ト 入 口 


の 扉 に 使わ れ て いる 、 魔 科学 で 作ら れ た 特殊 
な 素材 。 古代 大 戦時 の 魔術 障壁 と し て 開発 さ 
れ た も の が 残っ て いた が 、 世界 再生 の 旅 で の 
大 樹 暴 起 に よっ て 破壊 され 、 リフ ィ ル を 激しく 嘆 


・ そ \ 


テ ヘ タ えー は ー ロ ユ ぐ で 


の を ジグ 


が 


加 届 ココ 吉 茜 一 〒 さ いい 一 は 


ジジ ンク 


か せ て いる 。 カー ボネ イト を 称し て 「 す べら か な 肌 
触り ] と は リフ ィ ル の 言葉 だ が 、 これ は 遺跡 モー 
ド 時 に 発せ られ た 言葉 な の で 、 果たし て 常人 が 
触れ て 同じ 感想 を 持つ か は 定か で な い 。 


カー ライ ル 罰 高 科 【 人 名 】 ミ ン ツ 大 学 の 学部 長 。 


敬 記 な セイ ファ ー ト 教徒 で あり 、 その 教え に 従っ 
て 黒 体 を 吉兆 と 信じ て いる 。 この こと か ら 、 黒 
体 の 出現 が 世界 崩壊 の 前 兆 だ と する キー ル の 
連鎖 的 世界 崩壊 仮説 受け 入れ よう と せ ず 、 
邪 説 を 説い た と し て キー ル を 大 学 か ら 追い 出し 
て し まう 。 


カー ル 三 世 の 鋼 像 騙 王 【 作 品 】 ビ オニ ー 九 世 


の 先祖 を 讃え た 銅像 。 カー ル 三 世 は 豪雪 地 帯 
の ケ テ ル プル ク を 開拓 し 、 一 大 り リゾ ー ト 地 に 仕立 
て 上 げた 人 物 で ある 。 ケ テ ル ブル ク の 和 を 築い 
た 皇帝 と し て 英雄 視 さ れ て お り 、 ケ テ ル プ ブルク の 
街 に は 至る と ころ に カー ル 三 世 像 が 建っ て いる 。 


カー レル ・ ベ ル セ リ オス 功 記 得 【 入 名 】 天 地 


戦争 時 代 の 人 物 で 、 地上 軍 で の 階級 は 中 将 。 
地上 軍 の 天才 軍師 と 呼ば れ 、 前 例 の な い 独 
創 的 な 作戦 で 周囲 を 驚嘆 させ る 。 その 奇抜 な 
発想 と は 対照 的 に 物腰 は 穏やか で 、 非常 に 和 
を 重んじ て いた 。 また 彼 は 二 卵 性 双生児 で 、 
双子 の 妹 に あたる ハロ ルド は 、 天才 科学 者 と し 
て 名 を 馳せ た 。 効 少 時 より 才能 を 競い 合っ て き 
た 彼 は 、 ハロ ルド の 能力 を 誰 よ り も 認め て お り 、 
あら ん 限り の 愛情 を 持っ て 慈 し ん で いた 。 戦争 
末期 に リー ディ アン チー ム が 編成 され た と き 、 軍 
師 カ ー レ ル も また その メン バー に 選抜 され て いる 
が 、 設計 者 で ある ハロ ルド の 提案 に より 、 彼 の 
持つ ソー ディ アン ・ ベ ル セ リ オス に は 、 カー レル 
自身 で は な く 妹 の 人 格 が 投射 され て いる 。 双子 
と は いえ 別人 の 人 格 を 宿 し 、 光 と 痢 を 司る 剣 を 
手 に し た カー レル は 、 その ソー ディ アン ・ (ハロ ル 
ド =) ベ ル セ リ オス で ミク トラ ン と 差し 違え 、 彼 の 命 
と 引き 替え に 地上 軍 の 勝利 が る たら され る こと に 
な る 。 功 5 時 [人 名 】 天地 戦争 時 代 の 人 物 。 
地上 軍 で は 軍師 の 役職 に 就 い て いる が 、 実際 
の 階級 は 中 将 と な っ て いる 。 ハロ ルド と は 二 卵 
性 双生児 で あり 、 片 や 不敗 の 天才 軍師 、 片 や 
稀代 の 天才 科学 者 と し て 兄妹 の 名 を 知ら し め 
て いる 。 つね に 物腰 種 や か で 、 周囲 の 和 を 重 
ん じ る 性 格 は 妹 ハ ロ ル ド と 正反対 だ が 、 前 例 の 
な い 独 創 的 な 作戦 立案 は 周囲 を 驚嘆 させ 「 べ ペ 
ル セ リ オス の 血統 恐る べし 」 の 念 を 抱か せ て い 
る 。 誰 よ り も 妹 を 理解 し て お り 、 彼女 に 害 を 為 
す 者 を 許さ ず 、 何 が あっ て も 守り 通 そ うと する 愛 
情 深い 一 面 も 持っ て いる 。 の ち に ソー ディ アン チ 
ー ム に 任命 され る が 、 妹 と 自分 は 一 心 同体 と 考 
えて いる こと か ら 、 ソー ディ アン ・ ベ ル セ リ オス に 
は ハロ ルド の 人 格 を 投射 し て ある 。 ミク トラ ン と の 
決戦 前 に 口 に し た 「 必 ず こ の 手 で ミク トラ ン を し と 
め て みせ ます 」 と の 言葉 どおり 、 ミク トラ ン と 刺し 
違え て の 戦死 を 遂げ た 。 


カイ ア 功 欄 [人 名 】 ノ ー ク イン に 住む コハク や ヒ 


スイ の 幼馴染 。 幼少 時 より コハク を お 嫁さん に し 
た いと 公言 し て は ば か ら ず 、 そば で 目 を 光ら せる 
ヒス イ に も めげ ず に 、 積極 的 に 押し まく っ て いる 。 
実際 、 コハク の 秘 審 部 屋 の 正体 を 知る 数 少な 
い 人 物 の ひと り で ある な ど 、 ふた り が それ な り に 
仲 が よい 間柄 と いう こと は 確か らし い 。 し か し あ 
ふれ ん ば か り の 胸部 の ボリ ュー ム を 以 っ て 迫る 、 
イネ ス の 色仕掛け に 陥落 し コハク の 秘密 を 暴 
露 。 彼女 の 信頼 を 裏切っ た と さめ ざめ と 潤い た 。 


カイ ウス ・ ク オー ルズ 臨 可 本 【 人 名 】 15 歳 、 ヒ 


ト で ある ヴィ ン セ ント と 、 レイ モー ン で ある メリ ッ サ の 
間 に 生 まれ た 。 混血 児 の た めか 、 ザン クト ゥ は な 
いも の の 、 獣 人 化 は で きる 。 レイ モー ン 王 家 最 
後 の 生 き 残り だ が 、 物心 の つか な い 幼 い 頃 、 
異端 者 狩り に 遭っ て 両親 や 弟 と 生き 別れ 、 母 
の 部 下 で ある ラム ラス に 助け られ る 。 自分 の 生 
い 立 ち は も と より 、 両親 や 弟 の 存在 に つい て 一 
切 知 ら さ れる こと な く 、 ラム ラス に よっ て 元気 に 
天真 畑 漫 に 育て られ た 。 勉強 は 苦手 だ が 、 ラム 
ラス 仕込 み の 剣 の 腕前 は 、 な か な か の も の 。 人 
一 倍 置 険 心 が 強く 、 いつ る 近 隣 の 森 を 探検 し 
て 歩い て いる 。 故郷 の フェ ルン 村 が スポ ッ ト に 襲 
われ た こと を きっ か け に ルビ ア と 旅 に 出る こと に 
な り 、 道中 で ラム ラス が 養父 で あっ た こと 、 自分 
が レイ モー ン で あっ た こと 、 教皇 で ある ヴィ ン セ ント 
が 本 当 の 父 で あっ た こと な ど を 知る 。 養父 の 
死 、 知ら な か っ た 弟 の 存在 、 レイ モー ン が 滅び 
た 本 当 の 理由 な ど 、 つぎ つぎ と 突き つけ られ る 
衝撃 的 な 真実 に 苦悩 し な が ら も 、 仲間 と の 冒険 
を 通じ て 心 を 大 きく 成長 させ て いく こと に な る 。 


開運 グッ ズ 駐 基 語 8【 道 具 】 お も に レザ レノ ・ カ ン パ バ 


ニー の 関連 会 社 、 レザ レノ 神秘 ネッ ト が 製作 し て 
いる グッ ズ の こと 。 通信 販売 で 売ら れ て お り 、 
世界 中 に 愛好 者 が いる 。 フロ ル ん お ば さん や デ ク 
ス も 愛用 し て いた 。 プレ セア は レザ レノ 神秘 ネッ ト 
と 開運 グッ ズ を 共同 開発 する こと で 生計 を 立て 
て いる 。 彼女 が 共同 開発 し た 商品 は ボ デ 魂 錠 、 
フサ フサ エキ ス 、 コ クラ レ 草 、 ケッ コン ガン 棒 、 ロ 
ニカ イル ー ク の 衣装 な ど 多岐 に 渡る 。 


カイ ガ 功 7< 動 [人 名 】 ベラ ニッ ク の 宿屋 に 逗留 し 


て いる 劇作 家 。 困 鐵 する 町 の 人 々 を 元気 づけ 
る た め に 舞台 を 行 な お うと する も の の 、 スト ー リ ー 
が 浮か ば ず 台 本 が 書け な いで いた が 、 アス ベル 
ら が 届け た 古典 作品 に 触発 され て 「 シ ェ リ 雪 
姫 」 の 上 演 を 成功 させ る 。 理想 の 人 物 は 大 作 
家 で ある 先祖 カイ ガー 世 。 


外 殻 功 K 天 動 【 地 名 ・ 施 設 】 過 去 の 彗星 衝突 に よ 


っ て 太陽 光 が 遮 られ た た め 、 上 空 を 漂う 粉塵 
の 上 に 形成 され た 新しい 大 地 。 地殻 破砕 用 の 
装置 ベル クラ ント が 完成 し た こと に より 実現 し 
た 。 高度 を レン ズ テ クノ ロジ ー が 可能 に し た 超 国 
家 レ ベル で の プロ ジェ クト で 、 地表 を 粉砕 し て 地 
上 数 百 m か ら 1 万 m の 高 さ に 新しい 地殻 を 張り 
巡ら し 、 全 人 類 の 移住 が 計画 され た 。 プロ ジェ 
クト は スケ ー ル の 壮大 さ に も 関わ ら ず 極 め て 迅 
速 に 遂行 され た が 、 その エネ ルギー 供給 を 担っ 
た の は ほか で も な い 、 地上 に ある エネ ルギー で 
あっ た 。 外 殻 の 下部 に 設置 され た 青い 半球 体 
の 装置 * エ ネル ギー アプ ソー バー” に より 、 地上 
の エネ ルギー を 形成 され つつ あぁ る 外 殻 へ と 吸い 
上 げ る 。 その 結果 外 殻 の 地表 は 短期 間 で 植物 
に 才 わ れる ほど の 急速 な 変貌 を 遂げ た が 、 地 
上 の 荒廃 は それ に 比例 し て 進ん で いっ た の で 
ある 。 天地 戦争 の 終結 に よっ て 破壊 され 、 中 
核 た る ベル クラ ント と それ を 擁する ダイ クロ フト は 、 
海中 に 沈め られ た 。 芳和 【 地 名 ・ 施 設 】 ベ ル 
クラ ント が 破砕 し 吸い 上 げた 土砂 と 、 生体 金属 
を 融合 し て 作ら れ た 、 人 造 浮遊 大 陸 。 惑星 全 
体 を 覆う 殻 の よう に 見 える こと か ら 、 外 殻 と 名 付 
けら れ た 。 外 殻 を 誕生 させ た の は 神 の 眼 を 巡る 
騒乱 時 の ミク トラ ン で あり 、 これ は 天地 戦争 時 
代 の 復讐 と 、 地上 人 の 未 座 で ある 現 民衆 へ の 
あて つけ か ら だ っ た 。 完全 に 星 を 覆い 尽く し て 


世界 を 暗闇 に 閉ざし た 外 殻 は 、 ソー ディ アン が 
自分 た ちる ろ と も 神 の 眼 を 破壊 する こと で 連鎖 
誠 壊 し た 。 


外 殻 大 地 薦 K5 剛 [呼称 】 ユ リア の 提唱 し た フロ ー 


ト 計 画 に よっ て 、 人 工 的 に 作ら れ た 宙 に 浮か ぶ 
大 地 。 パッ セー ジリ ング と セ フ ィ ロ ト ツリ ー に よっ て 
支え を られ て いる 。 


カイ ザー ディ スト 功 X 剛 【 譜 業 】 ディ スト が 作っ 


た 諸 業 兵器 シリ ー ズ 。 カイ ザー ディ スト R 、 カイ ザ 
ー デ ィ ス ト RX、 カイ ザー ディ スト XX の 3 種類 が 存 
在 。 シリ ー ズ を 重ね る ご と に パワ ー ア ッ プ し 、 カイ 
ザー ディ スト XX は 、 つい に 空中 か ら 高 出力 光線 
を 放つ よう に な っ た 。 見 た 目 は 派手 だ が 隙 が 多 
いと いう 、 制作 者 の 性 格 が よく 現われ た 一 品 。 


解析 君 二 号 改 箇 55 中 [道具 】 ハ ロ ル ド 手製 の 携 


帯 用 コン ピュ ー タ 。 か わい い 物 好き の ハロ ルド だ 
け に 、 外観 は ウサ ギ 仕 様 に な っ て いる 。 耳 に 見 
える の は 音声 入力 装置 と スピ ー カ ー で 、 移動 時 
は 骨 ん で し まえ る と ころ が ポイ ント 。 また 、 上 蓋 を 
閉じ て も る 顔 に 見 える よう に 、 前 方 側面 に は ハロ ル 
ド の 手描き で 目 と 口 が 記さ れ て いる 。 ちな み に 、 
一 号 は クマ 仕様 だ っ た が 、 あま りか わい く な い の 
で 廃棄 され た 。 …… と 、 以上 は 編集 部 に よる 
想像 で ある 。 実際 の 解析 君 二 号 改 は 、 時 間 軸 
の 歪み を 測定 し て エル レイ ン の 居所 を 観測 し た 
が 、 実際 に その フォ ルム を 見 る こと は で き な い 。 


ガイ ・ セ シル 罰 恋 欄 【 人 名 】ND1996 年 ・ イ ー フ 


リー ト デ ー カ ン ・ ロ ー レ ライ ・41 の 日 生ま れ 。 ホ ド 
出身 。 ガル ディ オス 伯爵 家 の 婚 男 で 、 本 名 は ガ 
イラ ルディ ア ・ ガ ラン ・ ガ ルディ オス 。 盾 を 持た な 
い 全 技 で ある アル バー ト 流 シグ ムン ト 派 を 使い こ 
な す 。 ガイ の 5 歳 の 誕生 日 、 一 族 が 集まっ て い 
た と ころ を ファ プレ 公爵 率い る 白光 騎士 団 に 襲 
撃 さ れ た 。 この と き 、 姉 や メイ ドド た ち が 身 を 呈し て 
ガイ を 底 っ た た め 、 ガイ は 一 命 を 取り 留め る 。 一 
族 の 死に ショ ッ ク を 受け た ガイ は 、 この 恐怖 の 記 
憶 を な くし て お り 、 極度 の 女性 恐怖 症 と いう 精 
神 的 外傷 が 残っ た 。 これ に より 、 女性 に 近づい 
た り 触 れ た りす る こと は 苦手 に な っ た も の の 、 女 
性 自体 は むし ろ 大 好き 。 ホ ド 島 を 脱出 し て か ら 
は セン トビ ナー に 身 を 寄せ 、 7 歳 の と き 、 復讐 の 
た め に 正体 を 隠し て ファ プレ 公 処 家 の 使 用 人 と 
し て バチ カル に 潜り 込ん だ 。 一 時 は ヴァ ン と 共 
謀 し て いた が 、 ルー ク や ナタ リア と 接する うち 、 ヴ 
ァ ン と は 進む べき 道 が 違っ て し まっ た こと を 自 和 覚 。 
ヴァ ン と 祝 を 分 か つ 。 彼ら を 取り 巻く 歯車 が 少し 
で も ずれ て いた ら 六 神 将 の ひと り と し て ルー ク ら 
の 敵 に 回 っ て いた か も し れ な い 。 


海賊 7 道具 臣 避 腸 【 道 具 】 大 海賊 アイ フリ ー ド が 


後 の 世 に 伝え を た と いわ れる 、 海賊 必須 の 7 つの 
道具 。 ジー ピー エス 、 ワン ダー バッ グ 、 アイ フリ ー 
ド ハ ッ ト 、 望遠 鏡 、 アイ ホイ ッ ス ル 、 アイ フリ ー ド の 


旗 、 ピ コ ハ ン リベンジ の 7 つ 。 現在 で は 子孫 で あ 
る チャ ッ ト に 受け 継が れ て いる 。 

怪 伺 イン セイ ン 芽 諾 語 【 生 物 】 ア スカ ー ド の 石 舞 
台 に 住み 着き 、 街 に 吹く 突風 の 原因 と な っ て い 
た 魔物 。 バリア の よう な 皮膜 で 守ら れ て お り 、 
通常 の 攻撃 で は ダメ ー ジ を 与え られ な い 。 唯一 
皮膜 を 破る こと が で きる の は 、 天敵 で ある 飛 竜 
の 爪 に よる 攻撃 の み 。 

カイ ツー ル 罰 訪 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 南 シグ ニカ 平 
野 の 国境 線上 に ある 砦 。 国境 を 挟ん で キム ラス 
カ 軍 と マル クト 軍 が 駐留 する 非武装 地帯 に な っ 
て いる 。 砦 を 通過 する こと は 国境 を 越え る こと を 
意味 する た め 、 旅券 が 必要 。 少し 南下 する と キ 
ムラ スカ 王国 の 軍港 が ある 。 

海底 アー ト 玉 悟 得 【 作 品 】 海 底 に 描か れ た 絵 や 
文字 の こと 。 イン フェ リア の 海底 159.175 に 行く 
と メル ディ らし き 人 物 の 絵 が 、 61.90 に 行く と イン 
フェ リア の マッ プ と 現在 地 を 示す 矢印 が 、 セ レス 
ティ ア の 海底 165.80 で は Tales of Eternia と 彫 
られ た 文字 を 発見 で きる 。 これ 以外 に も アイ フリ 
ー ド の シン ボル マー ク な ど が 隠さ れ て いる 。 

海底 洞窟 功 品 往 【 地 名 ・ 施 設 ) アク アヴェ イル の 
シ デ ン 領 と モリ ュ ウ 領 を 結ぶ 、 天然 の 海底 トン ネ 
ル 。 多 数 の 島 で 形成 され る アク アヴェ イル は 、 
遠浅 の 海岸 や 入り 江 が 多い た め 、 領内 で の 大 
き な 船 の 航行 は 困難 。 また 陸路 を 行く に は 街 
道 の 整備 が 進ん で いな いこ と も あり 、 昔 か ら 地 
下 ト ン ネ ル が 市 民 の 足 で あっ た 。 た だ し 近年 で 
は 地盤 の 崩落 や 凶悪 な モンス ター の 生息 が 確 
認 さ れ て お り 、 人 々 の 足 は 遠のい て いる 。 

回 転 寿司 屋 衛 避 腸 【 文 化 】 な ぜ か 回 転 寿司 屋 
が ティ ン シ ア に 店 舗 を 構え 、 さら に な ぜ か 中 で は 
コン グマ ン が 待ち 構え て いて 、 早 食い 勝負 を 持 
ちか けら れる 。 

怪盗 ベリ ル 功 i 剛 【 呼 称 ] 帝都 教 会 に 捕らえ ら 
れ た シン グ に 代わ り 、 コハク の 「 恥 じらい の スピ 
ルー ン 」 を 奪い 返し た ベリ ル の こと 。 普通 18 歳 
の 乙女 は 、 自分 で 自分 の こと を こん な 風 に 呼ぶ 
な ん て で きそう に も な い が 、 さす が 被り も の 収集 
に 熱 を 上 げ る 彼女 は 、 こん な と ころ で も 「 な りき 
り ] 好き な 趣味 を 垣間見 せる 。 

ガイ バラ 功 高 得 【 人 名 】 味 武者 グル ー プ 総帥 。 
多く の 弟子 を ビス トロ ・ シ ャ ン パ ー ル に 送り 込む 
が 、 ひと り も る 味 マ スタ ー に 勝て な か っ た 。 

海 電 騙 5 動 【 技 術 】 天地 戦争 時 代 の 生体 兵器 
の 一 種 で 、 同種 の 設備 の 中 で は 数 少な い 、 地 
上 軍 が 擁し て いた も の 。 戦争 終結 後 は 輸送 艦 
ラディ スロ ウ と と も に 、 カル バレ イス 近く の 海中 で 
眠っ て いた 。 巨大 な 獣 を 思わ せる その 姿 か ら 、 
「 カ ル バ レ イス の 悪魔 」、「 魔 の 海域 の 主 」 な ど 
と 呼ば れ 、 長く 恐れ られ て きた 。 自動 航行 機能 
を 有 し て お り 、 つの ぶ え の 音色 に 反応 し て 目的 
の 場所 に 接岸 する 。 

カイ ル ・ デ ュ ナ ミス 罰 紀 肥 【 人 名 】 ク レス タ の デ 
ュ ナ ミス 孤児 院 で 暮らす 少年 で 、 同 施設 を 経 
営 す る 「 四 英雄 ] スタ ン と ルー ティ の 息子 。 偉大 
な 英雄 で ある 両親 、 と り わけ 父親 で ある スタ ン に 
強く あこ が れ 、 英雄 顧 望 を 持つ 。 その た め リ アラ 
を 助け る こと が 自分 の 夢 を 叶え る チャ ンス に な る 
と 信じ 、 彼女 を 追っ て 旅 に 出る 。 当初 は 、 自分 
が 「 英 雄 の 息子 ] と いう 後ろ 盾 に よっ て の み 相 
手 に され て いる と いう 現実 に ほえ 気づか な い 、 
未熟 で 無邪気 な 少年 だ っ た 。 し か し リア ラ と の 
旅 を 通し て 、「 英 雄 ] の 名 を 持つ 者 が 果たす 役 


割 や 、 「 幸 福 」 の 形 を 学び 、 ひと り の 戦士 と し て 
の 覚悟 自 に つけ て ゆく 。 な お 孤児 院 に 籍 を 置 
く と は いえ 、 カイ ル 自 身 は 親 が 健在 の 身 だ が 、 
ほか の 子供 た ちと 同様 に デュ ナミ ス 姓 を 名 乗っ 
て いる 。 


ガウ ス 罰 全 [人 名 】 ア ンマ ルチア 族 の 現在 の 


長 。 一 族 を 東 ね 、 古 よ り 伝え られ た 知識 と 技術 
を 収め た 「 英 知 の 蔵 」 を 守る 役割 を 担う 。 里 の 
者 は と き に 敬愛 を 込め て 「 ば ば 様 」 と 慕う が 、 パ 
スカ ル だ け は な ぜ か 「 ば ぱー さ ま 」 と 呼ん で いる 。 
若い 時 分 に 伴 但 で ある 苑 さ ん に 旋 り を 指摘 さ 
れ 、 以来 恥ず か し く て 人 前 で 話す の を 止め た 
が 、 それ が か えっ て 和 を つけ 、 現在 で は フェ ン 
デル 総統 オイ ゲン で すら 下 に も 置か な い 待遇 を 
する 。 な お 過去 に ウィ ンド ル 王 家 の 宝 剣 を 修理 
し た こと が ある が 、 の ち に アス トン に 下賜 され 遺 
品 と な っ た この エク スカ リバ ー を 再び 修復 し た の 
が よほど 楽し か っ た らし く 、 久々 に 人 前 で 言葉 を 
発し て ポア ソン ら を 驚か せ た 。 


カウ フ マ ン 罰 鐘 [人 名 】 本 名 メア リー・ カ ウフ 


マン 。 ギル ド 「 幸 福 の 市 場 」 の 社長 を 務め る 若き 
女傑 。 ユー リ の 腕 と 度胸 に 目 を つけ 、 二 度 に 渡 
り 取引 を 持ち か ける 。 女性 な が ら に ギル ド 連 中 と 
渡り 合う 才気 と 剛 胆 さと を 持ち 合わ せ て お り 、 
ユニ オン 幹部 と し て の 存在 感 る 圧倒 的 。 白い シ 
ャ ツ に ロン グ ジ ャ ケ ッ ト 、 芳 醒 な 蓄 薇 の 香り に 身 
を 包み 、 メガ ネ を 欠か さ な い 爽やか で 知 的 な 姿 
は 、 ギル ド の 巣窟 ダン グレ スト で は 異彩 を 放つ 。 
彼女 を 敬愛 する 部 下 曰く 「 着 や せ す る タイ プ 」 の 
よう だ 。 また 、 自叙伝 と し て 『 潮 の 香り 漂う 長 の 
考察 」 を 著 す 。 


カオ ティ ッ ク ゾ ソーン 罰 回 職 【 現 象 】 麻 物 が 持つ 


尊 気 が な ん ら か の 理由 で 1 カ所 に 集まっ て 形成 
され る 、 特殊 な フィ ー ル ド 。 高 濃度 に 凝縮 され た 
交 気 を 吸収 する こと で ヌシ と 呼ば れる 強力 な モ 
ンス ター が 誕生 する と も 、 逆 に ヌシ が 放出 する 閣 
気 が ゾ ー ン を 形成 し て いる な ど 諸 説 が あり 、 ヌシ 
を 倒す こと で ゾー ン が 有 却 人 散 す る こと か ら 関連 性 
に 注目 が 集まる 。 内 部 は 誠 気 が 渦巻 いて いる 
た め ゾ ー ン の 外観 は 不定 形 で あり 、 また 外部 か 
ら は 空間 内 部 が 歪ん で 見 える 。 カオ ティ ッ ク ゾ ー 
ン は 遺跡 船 に お いて の み 見 られ る 現象 で 、 遺 
跡 船 に 暮らす 人 々 は その 人 危険 性 を 熟知 し て い 
る の で 、 うか つ に 足 を 踏み 入れ よう と し な い 。 


ガ ガ ー イ 王 罰 『 基 斑 【 人 名 】 第 16 代 カレ ギア 国 


王 。 胸 に ライ オン の レリーフ の 刻ま れ た 鎧 を 愛用 
し 、 獅子 王 と し て 知ら れ て いる 。 


科学 者 チー ム 罰 紀 【 組 織 ・ 団 体 】 リ ー ダ ー で あ 


る ラディ ッ ツ を 筆頭 に 、 ベル クラ ント を 開発 し た 科 
学者 達 の 総称 。 この 時 代 の 科学 を 担う 最高 水 
準 の 頭脳 が 集結 し て お り 、 個人 で は ハロ ルド に 
か な わな いも の の 、 チー ム と し て は 互角 の 能力 
を 持っ て いた と 言わ れ て いる 。 し か し 空中 都市 
で の 彼ら は ミク トラ ン に よっ て ダイ クロ フト に 幽閉 さ 
れ 、 強制 的 に 忠誠 を 誓 わ むさ れ て いた 。 自ら が 作 
っ た 道具 が 大 量 殺 毅 に 使わ れ 、 ま た それ を 平 
然 と 使用 する ミク トラ ン へ の 協力 に 耐え か ね た 彼 
ら は 、 極秘 裏 に 地上 軍 へ の 救助 要請 を 発信 し 
た 。 これ を 受け 入れ た 地上 軍 は 初 と な る 本 格 
的 な ダイ クロ フト 突入 を 実行 し 、 救出 作戦 を 成 
功 さ せる 。 地上 軍 に 合流 し た 科学 者 チー ム は 
ハロ ルド に 協力 し て ソー ディ アン の 完成 に 向け て 
全力 を 注ぎ 、 地上 軍 の 天地 戦争 勝利 に 大 きく 
貢献 し た 。 


輝く 人 久 可 剛 【 呼 称 】 古 刻 語 で 灯 く 人 を 意味 し 、 


水 の 民 に あっ て と くに 強い 輝き を 放つ メル ネス の 
こと を 指す 。 


隠さ れ た 神殿 功 宮 議 【 地 名 ・ 施 設 】 フィ ッ ツ ガル 


ド ・ リ ー ネ 村 の 西 に ある 神殿 。 輸送 艦 ラ ディ スロ ウ 
の 飛行 機能 を 制御 する R キ ー が 保管 され て い 
る 。 内 部 は 厳重 に 封印 が 施さ れ て お り 、 その 扉 
は ソー ディ アン を 鍵 と し て 使う こと で の み 開 か れ 
る 。 最深 部 へ た どり 着く に は 合計 で 3 本 以上 の 
ソー ディ アン が 必要 と な る た め 、 再び ソー ディ アン 
が 集結 する ほど の 事態 が 発生 し た と き を 以 っ て 、 
初め て 制御 キー が 手 に 入る こと を 意味 し て いた 。 


カ グ ヤ ダケ 玉 議 【 デ ィ ス カバ リー 輝く 節 の 


中 か ら 美 し い 姫 が 現われ た と いう 、 アク アヴェ イ 
ル で ポピュラー な 昔話 の モチ ー フ に な っ た 竹 。 
弾性 が あり と て も 丈夫 な た め 、 建築 材 や 家具 と 
し て 用 いら れる 。 


影 魔物 訪 K 語 往生 物 ] 人 の スピ リア に 棲む 魔物 。 


その 実態 は 恐怖 が 形 を 持っ た も の で 、 デス ピル 
病 に か か っ た 人 の スピ リア は 、 多 く の 場 合 これ 
に 置 さ れ て いる 。 も と も と 人 の スピ リア を 狙う も の 
と し て 生み 出さ れ た ゼロ ム と は 異な り 、 恐れ の 
感情 が 消え れ ば 、 自然 と 姿 を 消す 。 


カゴ 玉 品 織 【 道 具 】 通 称 お っ さん 、 すなわち レイ 


ヴ ン の うさ ん くさ さ を ひ と きわ 盛り 立て る 被り 物 。 
虚無 僧 と 呼ば れる 修行 僧 が 身 に つけ る カゴ を 
模 し て いる 。 藤 を 編ん だ 作り の た め 、 外 か ら は 
顔 を 判別 で き な い が 、 被っ て いる 側 か ら は 隙間 
を 通し て 、 まわ り の 景色 が よく 見 える 。 も し か し た 
ら こ れ を 装着 し て いれ ば 、 彼 が 異常 な 執着 を 
見 せ た 女 湯 の の ぞ き も 成功 する か も し れ な い 。 
も っ と も き 、 身元 が バレ る 以上 に 恥ず か し い 気 も す 


風花 (か ざ は な ) 騙 可 <: 簡 【 現 象 ] 月 の 光 を 浴び た 


花 が 風 に 乗り 、 いっ せい に 舞い 上 が る も の 、 ま 
た は その 現象 を 指す 。 と くに クロ ソフ ィ の 花 に 見 
られ 、 開花 し た 状態 で 幾 晩 も 月 の 光 を 当て る と 
起こ る と され て いる 。 


賭博 場 ( カ ジノ ) 功 誠 弄 【 地 名 ・ 施 設 】 貴 族 の 


別荘 地 と し て ケ テ ル プ ブルク が 開拓 され た 際 、 ピ 
オニ ー 九 世 の 先 祖 に よっ て 建て られ た 。 未成 
年 は 遊ぶ こと が で き な い 。 当初 は チッ プ を ガル ド 
に 換金 で きた が 、 ホ ド 戦 争 勃 発 で 国内 の 物資 
が 不足 し た た め 、 先代 の マル クト 皇帝 が 換金 を 
禁止 。 チッ プ を 景品 に 交換 する 現在 の シス テム 
に な っ た 。 奥 か ら 2 番 目 の 台 で 当たり を 出す と 
大 金持ち に な れる と いう 伝説 が ある が 、 集客 の 
た め に 流さ れ た デマ らし い 。 


カシ ム 芳 『 誠 本 【 人 名 】 グラ ンコ クマ に 住む 若者 


で 、 ジェ イド の 弟子 を 自称 し て いる 。 ジェ イド の 譜 
眼 に 憧れ 、 見 よう 見 まね で 自ら 譜 眼 を 施す る 失 
敗 。 視力 を 失っ た うえ 王立 図書 館 か ら 禁 書 を 
盗み 出し た こと で 逮捕 きれ る 。 その 後 、 ジ ェ イ ド 
が 身元 引受 人 と な っ た 。 
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N テニ テー コー る ロ 馬 


ガ ジ ュ マ 功 誠 一 【 種 族 】 一 般 的 に 知力 より も 、 
体力 に 優れ て いる ヒト の こと 。 獣 の よう な 見 た 目 
で 、 角 を 持っ た 者 、 夏 の 生え た 者 な ど 、 個体 差 
が 大 きい 。 ヒュ ー マ に 比べ て 自然 に 即 し た 生活 
を 送っ て お り 、 フォ ルス に 敏感 。 先天 的 に フォ ル 
ス 能 力 を 持つ 者 が 多い 。 

ガス トン 薦 可 王 【 人 名 】 セレ ステ ィ ア 人 。 自由 軍 
シル エ シ カ の スカ ウト 担当 。 全国 を 旅 し な が ら 、 
腕 の 立つ 人 物 、 入団 希望 者 お よび 協力 者 を 探 
し て いる 。 ペイ ル テ ィ で リッ ド た ちと 出会い 、 氷 づ 
け に され た 町 を 元 に 戻し た 手腕 を 見 込ん で 、 打 
倒 パ リル に 向け て 助力 を 要請 する 。 じつは 新婚 
さん らし い 。 


ガス ファ ロス ト 和男 記 鐘 [地名 ・ 施 設 】 ダン グレ ス 


ト 北部 の 砂丘 に そ ぴ ぇ る 巨大 な 楼閣 で 、 アレ ク 
セイ の 支援 で バル ボス が 建設 。 古い 砦 を 土台 に 
築き 上 げ ら れ て いる 。 ギル ド の 媒 権 を 狙う バル ボ 
ス の 野望 の 象徴 で あり 、「 紅 の 絆 備 兵 団 ] の 根 
城 と し て 、 各地 か ら か き 集 め た 武具 や 財宝 が 山 
と 積ま れ て いる 。 バル ボス は 自身 の 野望 の た め 
に ここ で 研究 を 進め る が 、 す べ て アレ クセ イ に 利 
用 され て いる に すぎ な い 。 この 塔 自体 が 巨大 な 
魔 導 器 と し て 機能 し 、 普段 は 竜巻 を 発生 させ て 
余 所 者 を 寄せ つけ ず 、 その 威力 は 周囲 の 土地 
を 不毛 の 砂地 に 変え て し まう ほど で ある 。 
ガゼル さん の 奥さん 駐 約 軸 【 人 名 】 クレ スタ の 
街 に 住む 夫婦 で 、 カイ ル 達 の 良き 隣人 。 ルー テ 
ィ が 笑い 話 と し て 頻繁 に 持ち 出す 人 物 だ が 、 ゲ 
ー ム 中 に は 登場 し な い 。 一 説 に は 、「 ガ ゼル 」 と 
は ジュ ー ダ ス に 仮 の 名 前 と し て 開発 中 に 付け ら 
れ て いた も の で あり 、 その 名 残り だ と いう 噂 が あ 
る 。 た だ し 、 ジュ ー ダ ス の 正体 が ガゼル さん で あ 
る と いう 意味 で は な い の で お 間違い な きよ う 。 
固め の 儀式 薦 K 往 [言葉 ]】 マリ ー と ヒダ リス が スノー 
フリ ア で ふた り の 生涯 を 剣 に 賭け て 誓っ た 際 、 
その 行為 を 指し て クレ メン テ が 口 に し た 言葉 。 ド 
ラマ チッ ク な 場面 に 酔う フィ リア の 心 を 代弁 し 、 
乙女 な 口調 で 語っ て くれ る 。 古風 な 言い 回 し が 
彼女 の 恥ず か し さ を 倍 増 さ せ て いる こと を 、 クレ 
メン テ は も ちろ ん 、 知っ て いる 。 


カッ シェ ル 功 避 剛 【 人 名 】 ヴァー ツラ フ 軍 軍団 長 


の 3 人 、 ト リプ ルカ イツ の 一 要 を 担う 男 。 素早 い 
動き と 変幻 自在 の 戦い 方 を 得意 と し 、 「 幽 幻 の 
カッ シェ ル 」 の ふた つ 名 を 持つ 。 メラ ニ ィ 同様 、 
叩き 上 げ か ら ト リプ ルカ イツ と な っ た た め 、 取り 立 
て て くれ た ヴァ ー ツ ラフ へ の 忠誠 心 は 高い 。 自 
分 へ の 自信 か ら か プラ イド が 高く 、 すぐ 他人 を 
見 下す が 、 それ だ け に 馬鹿 に され た 相手 は 執 
念 深く 追い 詰め て 復讐 を 果たそ うと する 。 


勝手 に 回 り 続 ける フラ フー プ 編 :E 鼻 【 道 具 】 ァ 


ンマ ルチア の 里 に いる パイ オニ ア 精 神 に あふ れ 
た お じ さ ん が 、「 人 の 役に立つ も の を 作り た い 


明 好 き で 物好き な アン マル チア 族 な ら で は の 、 
斬新 か つ 不 毛 な 一 品 で ある 。 ちな み に す で に 
開発 中 の 期待 の 新作 は 「 勝 手 に 上 が っ た り 下 
が っ た りす る エレ ベー ター」 。 


ガッ プラ 編 誠 欄 【 人 名 】 ペ トナ ジャ ンカ の 製鉄 工 
場 で 働く 設計 士 。 ほか の 工員 に 内 緒 で 隠し 部 
屋 を 作り 、 自分 の 貴重 品 を 管理 し て いた 。 自 
動 的 に 鍵 が か か る 扉 を 作っ て し まっ た が た め に 
部 屋 に 閉じ 込め られ て し まい 、 3 日 3 晩 助 け を 呼 
び 続 けた 。 

心臓 魔 痢 器 ( カ ディ ス ブ ラ ステ ィ ア ) 
【 魔 導 器 】 失わ れ た 心臓 を 補う た め の 魔 導 器 。 
人 魔 戦争 で 命 を 落と し た シュ ヴァ ー ン や イエ ガー 
を 復活 させ る た め 、 当 時 の アレ クセ イ が 体 に 埋 
め 込 ん だ 。 彼ら の ほか に も 被験 者 が いた か どう 
か は 不明 で 、 現在 に 至る まで ご く 一 部 の 者 に し 
か 、 事実 を 明か され て いな い 。 な お 魔 導 器 と は 
言う も の の 、 その 動力 は て アル で は な く 本 人 の 
生命 力 。 その た め エ アル の 乱れ を 頼り に ヘル メ 
ス 式 魔 導 器 を 探す ジュ ディ ス は 、 その 存在 に 気 
づく こと は で き な か っ た よう だ 。 

カド ス の 忠 笛 騙 記 外 [地名 ・ 施 設 】 デズ エー ル 
大 陸 を 分 断 す る 、 母 な る カド ス 山脈 を 窪 つ 洞 
窟 。 洞窟 の 中 心 部 に は 巨大 な エア ルク レー ネ 
が 形成 され て いる 。 

カト リー ヌ 騙 可 得 【 人 名 】 ミ ン ツ 大 学 の 学生 。 お 
人 好 し で 方 向 音痴 。 同窓 で 結婚 を 誓う 仲の ピ 
エー ル と いっ し ょ に 王 都 イン フェ リア で 行なわ れ 
る 学会 に 出席 する 予定 。 足り な い 資料 を 集め 
て か ら 、 準備 の た め に ひと 足 先 に 王立 天文 台 
へ 向かっ た ピエ ー ル と 合流 する は ず な の だ が 、 
行く 先々 で 迷子 に な っ て し まう 。 助け る の も 助け 
な いも の アナ タ 次 第 ! 

要 の 紋 臣 K 全 [技術 】 エ クス フィ ア が 能力 の 暴走 
や 自我 の 崩壊 を 引き 起こ す の を 防ぐ た め の 技 
術 。「 押 制 鉱石 ]」 を ドワーフ の 特殊 技術 で 加工 
し 、 増幅 器 と し て の 効果 の み を 引き 出す こと が 
で きる 。 ダイ ク に 育て られ た ロイ ド は 、 簡単 な が ら 
これ を 作成 で きる 。 

カニ タマ 功 gE 簡 【 飲 食物 ] ソ フィ の 好物 で 、 平 た 

言え ば 「 カ ニ 肉 入り 卵焼き の あん か け 」。 栄養 
補給 的 な 意味 で は 、 本 来 人 間 の 食事 と は 無 
縁 で あろ う ヒ ュー マ ノ イ の 彼女 だ が 、 アス ベル ら 
と の 暮らし で すっ か り ラ ント 家 の 味 覚 に 染まっ た 
らし く 、 アス ベル の カレ ー、 ヒュ ー バ ー ト の オム ライ 
ス に 引け を と ら な い ベ タ な 好物 を 会 得 し た 。 彼 
女 曰く カニ タマ の 存在 は 「 世 界 一 えら い ]。 

ガ ネ ッ ト 騙 本 蘭 【 人 名 】 帝 都 の 路地 裏 に 出没 す 
る 便利 屋 で 、 イネ ス が 弟 意 に し て いる 男 。 裏 社 
会 に 顔 が 利く と は いえ 、 軍 の 上 将 ダ ゲロ シュ ラー や 
魔 導 士 イ ンカ ロー ズ と 通じ る な ど 、 ワケ あり に し て 
も その 人 脈 は 危う すぎ る も の 。 正体 は 軍 の 特務 
部 隊 司 令 ア イザ ッ ク ・ シ ル バ で 、 軍 の 転 林 と 世 
界 の 再生 を 目指 し 、 秘密 裏 に 行動 を し て いる 。 

カノ ン ノ (バス カ ・ カ ノン ノ ) EN 人 
名 】 ア イリ リー で 活動 する レジ スタ ンス 組織 「 ア ドリ 
ビ ト ム 」 で 働く 少女 。 記憶 喪失 だ が 、 それ を 感じ 
させ な い ほ どの び ぴの びと し た 明る い 人 性 格 。 世界 
樹 の 麓 で 襲 われ て いた と ころ を テレ ジア の ディ セ 
ンダ ー と モル モ に 助け られ 、 行動 を と も に する よ 
うに な る 。 彼女 の 正体 は 異 世界 パス カ の ディ セ 
ンダ ー。 人 間 同 士 の 争い に 絶望 し て 、 ウィ ダー シ 
ン に 協力 する 形 で 故郷 を ギル ガリ ム に 捕食 させ 
た 。 それ か ら は ウィ ダー シン と と も に 他 の 世界 を 
ギル ガリ ム に 捕食 させ て 減 ぼ し て きた 。 テレ ジア 
で は 世界 樹 を ギル ガリ ム に 取り 込 も うと 企む も 、 
強い 力 に は じ か れ て 記憶 冥 失 に 陥っ て し まっ て 
いた 。 テレ ジア の ディ セン ダー た ちと の 旅 の 中 で 


記憶 を 取り 戻す が 、 か つて の 自ら の 行ない に シ 
ョ ッ ク を 受け 、 仲間 の 前 か ら 姿 を 消す 。 そし て 、 
パス カ を 蘇ら せる こと を 条件 に 再び ウィ ダー シン 
に 手 を 貸し て 世界 樹 か ら マ ナ を 搾取 し よう と 試 
みる が 、 テレ ジア の ディ セン ダー に 阻止 され た 。 
その 後 、 仲間 た ちと 和解 し て ギル ド に 戻っ て か 
ら は ギル ガリ ム 討 伐 を 目指 す 。 テレ ジア の ディ セ 
ンダ ー と と も に 世界 を 救っ た あと は 、 蘇っ た 故郷 
の パス カ に 帰り 、 ディ セン ダー と し て の 使命 を まっ 
と うし た よう で ある 。 


カノ ン ノ ・ イ アハ ー ト 5 拓 立 引 【 人 名 】 世界 


樹 の 恵み に 護 ら れ た 世界 ダラ ニ デ の ギル ド 「 ア ド 
リ ビ ト ム 」 で 働く 少女 。 両親 る 故郷 も 知ら な い カ ノ 
ン ノ は 、 ナツ ナッ ツ 族 の パニ ー ル に 育て られ て き 
た 。 どこ に で も いそ うな 明る く 素直 な 少女 だ が 、 
効い 頃 か ら 夢 の 中 で 不思議 な 声 を 聞い て い 
た 。 彼女 は その 声 が 両親 の も の だ と 信じ て お 
り 、 次 第 に 海 か ら 聞こ える よう に な っ た 声 の 正体 
を 解き 8 明か す た め 、 パン エル ティ ア 号 に 乗船 。 
の ち に 声 の 正体 が ニア タ で ある こと を 知り 、 一 
時 は 落ち 込む が 、 育て の 親 で ある パニ ー ル の 
愛情 に 触れ て 強く 生き る た め 決 心 を する 。 ま 
た 、 彼女 の 正体 は 異 世界 パス カ の カノ ン ノ が 、 
「 次 に 生ま れる な ら 普通 の 少女 に な り た い 」 と 願 
い 、 生ま れ 変 わっ た 姿 で ある 。 世界 を 救っ た あ 
と は 、 ディ セン ダー の 活躍 を 描い た 本 を 出版 社 
に 持ち 込み 、 出版 が 決定 し た 。 


カノ ン ノ ・ グ ラス バレ ー EE 人 名 】 空 を 


駆け る 船 バ バン エル ティ ア 号 を 拠点 に 活動 する ギ 
ルド 「 ア ドリ ビ トム 」 で 活躍 する 明朗 快活 な 少女 。 
幼い 頃 に 医者 だ っ た 両親 を 戦場 で 亡くし て お 
り 、 執事 と し て 両親 に 仕え を て いた ロッ クス に 各地 
を 放浪 し な が ら 育 て られ た 。 放浪 の 末 に た どり 
着い た 村 で アン ジュ ら と 出会い 、 アド リ ビ ト ム の 発 
足 に 立ち 会 っ て いる 。 まれ に 奇妙 な 風景 や 見 
慣れ な い 文 字 を スケ ッ チ プ ブック に 描き 留め る こと 
が あり 、 その 風景 を 捜し 求め て いた 。 ギル ド の 
依頼 の 帰り 道 で 出会っ た ん ミナ シア の ディ セン ダ 
ー と の 旅 を 通じ て 、 自分 の 描い て いる 奇妙 な 風 
景 が 過去 や 異 世界 の も の だ っ た こと を 知る 。 そ 
し て 彼女 は 、 な ぜ そ の よう な 記憶 が 自分 に ある 
の か を 探る た め に 聖地 ラン グリ ー ス へ 行き 、 記 
憶 の 果て に 辿り つく 。 その 際 、 自分 が 原初 の 
世界 樹 で ある オリ ジ ナ ル ・ カ ノン ノ の 因子 を 受け 
継ぐ 存在 で ある こと を 知っ た 。 さら に 、 ルミ ナシ 
ア 創 世 の 瞬 間 を 垣間見 て 、 生ま れる は ず だ っ 
た も う ひ と つの 世界 ジル ディ ア が ある こと 、 現在 、 
ルミ ナシ ア を 飲み 込み 滅ぼそ うと し て いる ジル デ 
ィ ア を ルミ ナシ ア が 守 ろ うと し て いる こと を 知っ た 
の だ っ た 。 の ち に カノ ン ノ は ディ セン ダー と と も に 
戦い 、 この 世界 を 減 ぼ そう と する ラ ザ リ ス に 勝 
利 。 ルミ ナシ ア を 救っ た 。 戦い の あと は 、 主人 
公 の 帰り を 、 仲間 た ちと 「 ア ドリ ビ ト ム 」 に て 待っ 
た と いう 。 


カプ ワ ・ デ ュ オ 功 宮 狂 【 地 名 ・ 施 設 】 カプ ワ ・ ノ 


ー ル と 、 カプ ワ ・ ト リム 、 ふた つの 街 に 挟ま れ た 
海上 に 存在 し た 街 で 、 3 つ で ひと つの 巨大 な 街 
を 形成 し 、 港 街 と し て 栄え た 。 衝 か 昔 に 崩壊 し 
て 海 に 沈ん だ が 、 ノー ル 港 の 波止場 か ら か すか 
に その 残骸 を 見 る こと が で きる 。 


カプ ワ ・ ト リム 功 久 [地名 ・ 施 設 】 | し し ビ キ ア 


平原 東端 に 位置 する 港 街 。 ギル ド の 勢力 が 強 
い ト ルビ キア 大 陸 に ある た め 、 街 自体 の 自治 意 
識 は 高く 、 産業 も 盛ん 。 「 幸 福 の 市 場 」 が 本 部 


を 置き 、 流通 の 拠点 と し て いる 。 

カプ ワ ・ ノ ー ル 功 鐘 [地名 ・ 施 設 】 (リキ ア 
大 陸 西 端 の 港 街 で 、 カプ ワ ・ ト リム と 対 に な る 。 
治安 が よく 住み よい 街 と し て 評判 だ っ た が 、 執 
政官 ラ ゴ ウ の 派遣 に よっ て 一 気 に 暮 らし ぶり が 
悪化 し た 。 

カポ エラ ッ コ 罰 可 職 【 人 名 】 モフモフ 族 の 英雄 。 
遺跡 船内 を 隈 な く 探索 し て 各地 に 足跡 を 残し 
た り 、 武術 の 鍛錬 に よっ て カポ エラ ッ コ ビー ム な 
どの 独創 的 な 奥義 を 数 多く 編み 出し た 。 各地 
で それ らし き 目 撃 情報 が あり 、 性 格 は 明る く て 
人 懐 こく 、 口調 は か な り フ ァ ン キー らし い 。 

か ほぼ ちゃ パン ツ 玉 * 宮 蘭 【 そ の 他 】 チ ェ ル シー 愛 
用 の ふん わり し た ショ ー ト 丈 の ズボン 。 形 が か ぼ 
ちゃ に 似 て いる の で 、 この 名 で 呼ば れる こと が 
多い 。 愛くるしい シル エッ ト の た め に 年 頃 以上 の 
男女 が 着用 する こと は 、 ご く 一 部 の 例外 を 除き 
めった に な く 、 実際 に ハイ デル ベル グ の 男の子 
に 子供 っ ぽい と パカ に され た り し て いる が 、 チェ 
ル シ ー は この パン ツ を 「20 年 後 も は き 続け る 」 と 
豪語 し た 。 

カマ トト 姉ちゃん 功 可 鐘 【 呼 称 ] マン タイ ク の うし 
に ん が 命名 し た エス テル の 呼び 名 。 カマ トト ぶる 
と は 無知 を 装い か わい らし く ふ る まう こと 。 決し 
て お 上 品 と は 言え を な いう し に ん の 暴言 を まる で 
理解 で き な い 超 箱 入り 姫 エ ステ ル は 、 庶民 派 
の 彼 か ら 見 れ ば か わい こぶ っ て いる だ け に 見 え 
て し まう の も 致し 方 な し か 。 

カマ ボコ グミ 英語 [飲食 物 】 活 き の い い ジ ェ リ 
ー フ ィ ッ シュ を すり 身 に し て 作る グミ 。 白 と ピン ク 
の 可愛 くも お 目 出 度 い 色合い は ヘル シー な こと 
と 相まって 、 子供 や 女性 に 人 気 が あ る 。 好物 な 
の か それ と る 敵視 し て いる の か 、 ヒッ カリ カエ ル 
は な ぜ か カマ ボコ グミ に 集う 習性 が あり 、 一 連 の 
イズ ー ル ド 連 続 放火 事件 の 原因 と な っ た 。 


神 騙 可 剛 【 神 話 ・ 伝 承 】 天上 に 暮らし た すべ て 
の 人 々 の 総称 。 容姿 や 能力 は 多岐 に 渡り 、 そ 
れ ぞ れ の 持つ 力 に よっ て 天上 を 維持 し て いた 。 
現在 地上 で 暮らす 人 間 は 、 か つて 地上 に 堕 と 
され た 神 の 、 遠い 子孫 に あたる 。 

カミ シラ 山地 罰 5 還 [地名 ・ 施 設 ) パルマ コ ス 
タ 南 方 に 位置 し 、 シルヴァ ラン ト の 王朝 跡 が 存 
在 する 場所 。 王朝 跡 の 内 部 に は 地底 湖 か ら の 
水 を 引き 込ん で いた が 、 海流 の 変化 に より 地 
底 湖 と 海 が 連結 し た た め 、 双方 を 根城 と する 
魔物 に よる 縄張り 争 い の 最 前 線 と な っ て いた 。 
この 争い こそ が 付近 の 海 を 荒れ させ 、 船 を 出せ 
な くす る 原因 で あっ た 。 

雷 の 精 塞 芽 洪 語 3【 精 土 】 震 の 神殿 に 封印 され て 
いた 、 雷 の 精霊 ヴォ ルト の こと 。 世界 再生 の 旅 
の 際 、 し いな と ヴォ ルト が 契約 を 結ぶ こと で 封印 
は 解放 され た 。 

神 の た ま ご 騙 紀 罰 【 地 名 ・ 施 設 】 エル レイ ン に よ 
る 、 フォ ルト ゥ ナ 降 臨 の た め の 最後 の 手段 。 か 


つて この 地 に 堕ち た 彗星 を 模 し た 巨大 な 球体 
で 、 これ を 高速 で 大 地 に 衝突 させ る こと で 人 類 
を 減 ぼ し 、 同時 に その 時 に 生じ る エネ ルギー を 
使っ て フォ ルト ゥ ナ を 降臨 させ よう と し て いる 。 神 
を 生み 出す 目的 で 造ら れ た 球体 で ある こと か 
ら 、 神 の た ま ご と 名 付け られ た 。 内 部 は 三 層 の 
ダン ジョ ン に な っ て お り 、 最深 部 で は フォ ルト ゥ ナ 
が 完全 な る 降臨 の 時 を 迎え る べく 待っ て いる 。 

神 の 眼 臨 加 議 【 技 術 】 スト レイ ライ ズ 神殿 に ご 神体 
と し て 替 ら れ て いた 巨大 レン ズ 。 天地 戦争 の 時 
代 に ダイ クロ フト の 動力 源 と な り 、 外 殻 を 形成 し 
ベル クラ ント を 初め と する 巨大 兵器 群 を 稼動 さ 
れる 募 大 な エネ ルギー を 生み 出し 続け た 。 あま 
り の 強 萌 さ と 内 部 エネ ルギー の 高 さ に 、 ソー ディ 
アン を 以 っ て し て も 破壊 する こと が で きず 、 アタ 
モニ 神 団 の 監督 下 で 封印 され て いた が 、 その 
所 在 が 空中 都市 復活 の た め の 調 査 を 進め て い 
た ヒュ ー ゴ に 知ら れ 、 彼 に そそ の か され た 大 司 
祭 グ レバ ム の 手 で 安置 所 か ら 持ち 去ら れ た 。 
騙 当 [技術 】 空中 都市 建設 計画 の 要 と な っ 
た 、 直径 6m も の 巨大 レン ズ 。 空中 都市 起動 時 
に は 鍵 の 役目 を 果たす だ け で な く 、 秘め られ た 
膨大 な エネ ルギー を 空中 都市 群 に 供給 し た 。 
天地 戦争 終結 時 に 破壊 され る は ず で あっ た 
が 、 当 事 の 最強 兵器 で ある ソー ディ アン を も っ て 
し て も 傷 を つけ る こと さえ か な わ ず 、 以降 人 目 に 
触れ ぬ よう 厳重 に 保管 され て きた 。 し か し 神 の 
眼 を 巡る 騒乱 時 に スト レイ ライ ズ 神 殿 か ら 持ち 出 
され 、 グレ バム 、 ヒュ ー ゴ の 手 を 経て ミク トラ ン へ 
と 渡り 、 空中 都市 復活 、 外 殻 誕生 の 元凶 と な 
っ た 。 18 年 前 の 騒乱 時 、 第 二 形態 へ と パワ ー 
アッ プ し た ソー ディ アン 達 に よる 自爆 を 受け 、 連 
鎖 的 に 外 殻 を 破壊 し な が ら 砕け 散っ た 。 

神 待ち の 園 騙 避 内 【 地 名 ・ 施 設 】 テ ノ ス の 街 の 
東 に ある 古い 遺跡 。 まだ 天上 が 存在 し た 時 代 、 
短い 夏 の 訪れ と と も に 地上 に 降り て くる 、 大 地 
母 神 を 迎え る 地 と し て 造ら れ た 。 や が て この 地 
に 原始 宗教 が 根 づ く と 、 土着 の 信仰 の た め の 
祭壇 と な る 。 だ が この 信仰 は 、 降臨 する 神 を 生 
昔 と し て 大 地 に 捧げ よう と いう 、 それ まで の 神 の 
慈悲 を 信 で 返す も の だ っ た 。 人 間 た ち だ け で な 
く 天 上 の 神 か ら も 崇拝 され た 大 地 母 神 が 犠牲 
に な っ た この 出来 事 は 、 人 間 の 天上 神 と の 該 
別 を 示唆 する も る の で あり 、 ラテ ィ オ の 民 が 人 間 
へ の 嫌悪 を さら に 強め る 原因 と も な っ た 。 現在 
で も 当時 の 原型 を ほぼ 留め て お り 、 雪 の 大 地 
の 上 に 造ら れ た 巨大 な 石 の 建造 物 は 、 神 に 捧 
ば げ ら れ た 祈り が いか に 敬 諾 な も の で あっ た か を 
思わ せる 。 

カム ラン 罰 可 筐 【 人 名 】 ラ シュ アン の 村 の 村長 。 
村人 の こと を 大 事 に 考え て いる が 、 保守 的 で 
頑固 と 融通 が 利 か な い 性 格 。 リッ ポ ド と ファ ラ 、 キ 
ー ル の 3 人 を 、 ラ シ ュ ア ン の 惨劇 を 起こ し た 張 本 
人 と 見 て 、 と くに ファ ラ の こと を 煙 た が っ て いる 。 
ヒア デス の 襲 撃 を 受け 、 腰 を 負傷 の ち に ホウ 
テイ バン リ を 渡す こと で ファ ラ と 和解 する 。 

草 車 玉 K 配 [乗り 物 】 行 商人 集団 か め に ん の 商 
売 道具 兼 相 棒 で ある 乗り 物 。 亀 に 似 た 魔物 トー 
タス を 飼い 慣らし 、 背中 に カゴ を 載せ て 荷物 を 
運搬 する 。 貨物 輸送 だ け で な く 長 距離 移動 の 
旅客 運行 る も され て お り 、 この 場合 は 荷台 が 座席 
と な る 仕組 み 。 また 王族 や 寅 客 が 使用 する 亀 
車 、 通称 「 お 召し 亀 車 ] は 使用 者 の 身分 や 階 
級 に よっ て いく つも 車両 が 用 意 さ れ て お り 、 そ 


の 外観 や 内 装 る じつに 多彩 で ある 。 な お 亀 車 は 
トー タス を 使用 する 特殊 性 か ら 、 一 般 人 が 個人 
的 に 所 有する こと は 禁じ られ て いる 。 


か め に ん 罰 KE 往 【 人 名 】 亀 の 甲羅 らし きも の を 背 
負っ た 行商 人 で 、 荷台 を 備え つけ た 「 亀 車 」 と 
と も に 世界 各地 で 商売 を 行なう 。 彼ら の 展開 す 
る 「 か め 屋 」 の サー ビス は 各地 の 商店 と は 一 線 
を 画す も る の で 、 エフ ィ ネ ア 中 に 商品 販路 を 持つ 
メリ ッ ト を 活か し 、 長 距 離 旅客 サー ビス も 展開 し 
て いる の が 特徴 。 いち お う は 人 間 社 会 に 溶け 
込ん で お り そ の シス テム の 一 相 を 担っ て いる が 、 
彼ら に 言わ せる と あく まで 自分 た ち は 「 人 じゃ な 
い 」 ら し く 、 生態 は 概ね 謎 。 また 明朗 会 計 の 健 
全 な 商人 と いう 位置 づけ で は ある も の の 、 商売 
柄 裏 社会 と の つなが り も 少な く な く 、 と くに 政情 
の 不安 定 な を フェ ン デ ル 地 方 で は 、 違法 な 国境 
越え を 手伝う 者 ちあ いる よう で ある 。 

か め に ん 本 部 監 往 [地名 ・ 施 設 】 行 商人 か 
め に ん た ちの 本 拠 地 に も な っ て いる 物流 拠点 。 
ウィ ンド ル 地 方 北部 の 山 策 地 帯 に ある が 、 その 
存在 は 一 般 に は 知ら れ て いな い 。 見 渡す 限り 
の 亀 車 の 列 、 将来 の 物流 を 担う べく 家畜 化 の 
途上 に ある トー タス た ち 、 そし て 何より あちこち で 
見 られ る 謎 の 人 的 な 生き 物 か め に ん の 姿 に 、 あ 
る 種 の ファ ン シ ー で ファ ンタ ジッ ク な ほのぼの さ を 
感じ させ る 、 独 特 の 空間 で ある 。 

仮面 罰 9【 道 具 】 ジ ュー ダス が 被っ て いる 仮面 
の こと 。 ドラ ゴン 系 モン スタ ー の 骨 か ら 作 られ て い 
る 。 頭 部 を ガー ド す る 用 途 と し て で は な く 、 自ら 
の 辛い 過去 を 封印 し 、 正体 を 隠す た め に 使用 
し て いる と 思わ れる 。 


仮面 の よう な も の 玉 基 草 【 道 具 】 ド ラゴン 系 モン 
スタ ー の 頭 部 の 骨 を 加工 し て 作ら れ た 物 。 仮面 
の よう に 見 える が 頭 部 を ガー ド す る に は や や 強 
度 不足 の 感 が いな め ず 、 か と いっ て 顔 を 隠す 
に は 丸見え すぎ 。 いっ た い 誰 が 何 の た め に 、 こ 
ん な 酔狂 な も の を 作っ た の か 、 手 に と っ て みて 
も 、 その 真意 を は か り 知 る こと は で き な い 。 

カモ ネギ 野郎 騙 避 助 【 呼 称 】 イリ ア と スパ ー ダ が 
ルカ を 指し て 呼ん だ 言葉 。 天性 の いじ られ 資質 


選 題 北 久 由 は ー マ ー ヾ ・ 届 は 


ウン ンク: 


FM 着せ ー ビ い は 


Ni 
さ 


を 持ち 、 いつ も お ど お ど し て 自信 な さげ な ルカ は 、 
さながら 「 い じ め て くだ さい 」 と いう 看板 を 背負 っ 
て 歩い て いる よう な も の 。 その 様子 は いじ め 役 
の イリ ア や スパ ー ダ か ら 見 れ ば 、 まさ に カモ が ネ 
ギ や ら 豆 腐 や ら 一 切 合 財 を 抱え て 懐 に 飛び 込 
ん で くる か の ご と くに 、 嗜虐 心 を くす ぐる らし い 。 
一 目 惚れ し た 女性 と 、 無 二 の 友 と 信頼 する 相 
手 に 、 ここ まで 言わ れる ルカ の 心情 た る や 、 察 
する に 余り ある 。 


ガラ ム 騙 可 贈 【 国 名 】 背後 に 火山 が 迫る 山岳 地 


帯 の 国 。 火山 の 噴火 に よっ て 生ま れ た カル デ 
ラ 湖 が 、 見 事 な 景観 を 生み 出し て いる 。 鉄分 を 
多く 含む 地層 げ ゆ え に 古 く か ら 鍛冶 が 盛ん で 、 時 
代 が 下る な か で 武具 の 産出 国 と し て 、 また それ 
ら を 扱う 武芸 者 や 備 兵 の 集う 国 と し て 知ら れる 
よう に な っ た 。 現在 ガラ ム の 備 兵 部 隊 は 世界 最 
強 と 言わ れ て いる 。 戦況 の 悪化 か ら 国外 か ら 
の 旅行 者 は 減っ た も の の 、 地熱 が も た ら す 温泉 
が 湧き 出る こと で も 有名 。 硫黄 分 を 多く 含む 湯 
は 美肌 効果 が 高い と し て 、 地元 の 女性 た ち に 
愛さ れ 続 け て いる 。 


カラ ング 入 可 腸 【 単 位 】 距 離 の 単位 。 1 カラ ン ゲ 


は 約 333.333…m。 し た が っ て 地表 か ら オ ル バ 
ー ス 界面 まで は 30 カ ラン ゲ 。 


ガリ ー ド ・ オ ズ ウ ェ ル 芳 諾 欄 【 人 名 】 スト ラ タ の 


首都 ユ ・ リ ベル テ を 拠点 に 勢力 を 拡大 する 48 
歳 の 政 商 。 実子 に 恵まれ ず 、 ウィ ンド ル 王 国 ラン 
ト 領 主 ア スト ン の 次 男 ヒ ュー バー ト を 養子 に 迎え 
る 。 ラン 進駐 政策 の 中 心 人 物 で 、 大 統領 と 政 
府 の 意向 を 無視 し て 、 ラン ト 周 辺 の 積極 的 侵攻 
を 指示 し て お り 、 その た め に セル ディ ク 大 公 と の 
秘密 同盟 も 主導 し て いた 。 自身 の 地位 確立 の 
た め に ヒュ ー バ ー ト を 利用 する 一 方 で 、 彼 の 知 
性 や 能力 を 高く 評価 し 、 血縁 で ある 竣 レ イモ ン よ 
り も 目 を か け 、 名 実 と る に 自分 の 後継 者 と し て 
彼 な り の 愛情 を も っ て 養育 し て いた 。 


ガリ ベン フレ ー ム 玉 * 筐 道具 】 時 代 の 流れ に 


真っ 向 か ら 逆らう 、 潔い ビン 底 メ ガ ネ 。 瞳 が 「3」 
に な り そ う な ぶ 厚 い レ ンズ と 、 一 切 の 装 餅 を 廃し 
た 黒 フ チ フ レー ム は 、 メガ ネ の 定義 を 現代 人 に 
問い 質 す べく 己 の 存在 を 主張 する 。 勤勉 で スト 
イッ ク な ヒュ ー バ パー ト だ か ら こ そ 敢 えて 言う 、 今風 
で な いこ ん な メガ ネ が 完璧 に 似合う と 。 


カル クス 三世 功 品 鐘 【 人 名 】 数 百年 前 の 皇帝 。 


最後 の 秘境 と 呼ば れ た 不毛 の 大 地 ・ ウ ェ ケ ア 
大 陸 を 開拓 し よう と 、 4 度 に わた っ て 調査 隊 を 
派遣 する 。 いずれ の 部 隊 も 戻る 者 は な く 、 その 
宿 牟 は いま だ 果たさ れ て いな い 。 


カル セ ド ニ ー・ ア ー カ ム 功 議 [人 名 】 バ レイ 


ア 教 団結 卓 騎士 団 第 13 小 隊 隊 長 を 務め る 16 
歳 の 少年 。 教団 の 現 教 主 ラ プラ ド ・ ア ー カ ム の 
ひと り 人 息子 で 、 皇 益 パラ イ バ と は 幼い ころ に 定 
め ら れ た 許嫁 同士 で ある 。 剣 の 扱い に 長け 、 
飛行 型 ソ ー マ て ・ バ ル ハ イト を 操り 戦う 腕 は 、 若 


年 な が ら 騎 士 団 の 誰 も が 認め る と ころ 。 し か し そ 
の 評価 に お ご る こと な く 、 ひたすら に パラ イ バ に 
忠誠 を 誓い 、 自ら を 厳し く 律 し て 任務 に 当たっ 
て いる 。 父 アー カム 教主 の 命 に より スピ ルー ン の 
回 収 と コハク の 身柄 確保 に 春 走 する な か 度々 
シン グ と 対立 し 、 彼 の 理想 論 に 激しく 反発 。 し か 
し 世界 を 救う に は 何より も る まず 、 愛す る 女性 を 
救う べき と いう シン グ の 後押し を 受け 、 パラ イ バ 
と 気持 ちの すれ 違い を 乗り 越え 想い を 成就 す 
る 。 また 対立 を 通し て シン グ と も 理解 を 深め 合 
い 、 よき ライ バル と し て 支え 合う 仲 と な る 。 な お 
幼少 時 に 目 に し た パラ イ バ に 一 目 惚れ し た か ら 
か 、 女性 全般 に つい て 年 上 好き 。 また パラ イ バ 
が 「 イ ヌ 派 ]」 で ある と 知り 、「 ネ コ 派 」 か ら 宗 旨 替 え 
し よう か と 真剣 に 悩む な ど 、 任務 に 対す る 厳格 
さと は 裏腹 に 、 ご く 普通 の 16 歳 の 素顔 を 持つ 。 

カル タ 王 功 放 栓 【 人 名 】 誰が 言っ た か その 名 も 
ず ば ぱり の 「 カ ル タ 王 」 。 若 か り し 頃 は 魔法 カル タ 
の 腕 で ザ ヴ ェ ー ト 中 に 名 を 轟かせ た と いう 。 肉 
体 が 者 い ゆ く 今 と な っ て は 、 魔法 カル タ は 競う よ 
り も も っ ぱら 眺め る こと に 楽し み を 見 出し て いる ら 
し く 、 集め た カル タ を 見 せ て あげ る と 枚数 に 応じ 
て ご 褒美 アイ テム を くれ る 。 

カル タメ イド 功 醒 【 人 名 】 グ レレ サイ ド の デー 
ル 公 邸 の 裏 で 、 夜な夜な カル タ の 枚数 を 数 
える 不気味 な メイ ド 。 1 セッ ト フ ルコ ンプ の 美学 に 
こだわ っ て いる らし く 、 気 前 よく ダ プ リ の カー ド を 
譲っ て くれ る 。 

ガル ディ アシ ャ フト 功 K 欄 [地名 ・ 施 設 】 フ ォ ド 
ラ の 人 々 が エフ ィ ネ ア を 殖民 星 に する 際 、 本 星 
の 星 の 核 を 移植 する た め に 建造 し た 巨大 な た 
て 琉 。 最深 部 に は 星 の 核 が 存在 する 。 

ガル デニ ア 男 議 【 神 話 ・ 伝 承 】 二 千 年 前 、 ク 
リー ド が 生み 出し た 巨大 な 究極 進化 型 の 女王 ゼ 
ロム 。 当時 結晶 界 に 満ち て いた 争い や 憎しみ と 
いっ た 負 の 感情 に 由来 する スピ リア を 吸収 し 、 
平和 を も た ら す た め に 考案 され る 。 し か し 実態 
は すべ て の スピ リア を 食い 散ら か す 制 御 不能 な 
化け 物 で あり 、 結晶 界 の すべ て の スピ リア を 食 
べ 尽 くし 世界 を 白化 させ た 。 この 暴走 の 原因 は 
クリ ー ド の スピ リア を ベー ス に し た 擬似 スピ リア を 
搭載 し た こと で 、 彼 の 意識 下 に あっ た 「 愛 」 を 
湯 望 する 想い が 、 見 境 な く ス ピリ ア を 貧 る 貸 欲 さ 
を 生ん だ 。 思念 の 吸収 で 全長 5000km に まで 
成長 する が 、 フロ ー ラ と リチア の 決死 の 封印 に よ 
り 、 二 千 年 間 活動 を 停止 し 、 空 に 浮か ん だ ガ 
ル デ ニ ア は 「 黒 い 月 ] と 呼ば れる よう に な る 。 し 
か し クリ ー ド の 手 に より 原 界 人 の スピ リア を 得 て 
覚醒 し 、 巨大 な 蝶 の よう な 姿 へ と 変貌 する 。 

ガル デニ ア 計 画 罰 *i 欄 【 技 術 】 竹 い の スピ リア 
の み を 吸収 する ゼロ ム に より 、 結晶 界 の 紛争 を 
収め 平和 に 導 こ うと する 計画 。 クリ ー ド が 研究 を 
進め 、 クリ ー ド に 心酔 し た リチア が 管理 コア と な 
る 。 当時 フロ ー ラ は この 計画 の 危険 性 を 再三 指 
摘 し て いた が 、 ふた り は ガル デニ ア の 射出 を 強 
行 。 し か し 生み 出さ れ た 女王 ゼロ ム ・ ガ ル デ ニ 
ア は 思い が け な い 暴走 を 始め 、 結晶 界 は 白化 
し 滅び て し まう 。 原 界 に も 被害 が 及ぶ 直前 に 、 
フロ ー ラ と リチア に よっ て ガル デニ ア は 封印 され 
る が 、 クリ ー ド は 計画 の 遂行 に こだわ り 続 け 、 今 
度 は 原 界 人 の スピ リア を 用 いて フロ ー ラ と 吸収 さ 
れ た 結晶 人 の スピ リア を 救い 出し 、 結晶 界 を 復 
活 さ せよ うと し て いる 。 

ガル ド 薦 可 科 【 単 位 】 通 貨 単位 。 1G は 約 10 円 。 


カル バレ イス 斑 約 引 【 地 名 ・ 施 設 】 の か つて の カ 


ルビ オラ 、 チェ リク 、 ジャ ンク ラン ド が 存在 し た 地 
域 の こと 。 火山 と 砂漠 が 広がる 乱 詩 の 地 で 、 そ 
の 過酷 な 環境 ゆえ に 天地 戦争 終結 時 に は 天 
上 人 達 の 流刑 地 と され た 。 この 地域 に 暮らす 
者 の ほとん ど は 、 天上 人 の 子孫 と し て 迫害 を 受 
けた 経験 が あり 、 他 の 地域 の 者 を 信用 出来 ず 
に いる 。 18 年 前 の 騒乱 時 に カル レビ オラ と ジャ ン 
クラ ンド が 崩壊 し 、 現在 村 と し て 機能 し て いる の 
は チェ リク と 新興 の ホー プ タ ウ ン の み 。 


カル ビオ ラ 功 5 駐 [地名 ・ 施 設 】 カル バレ イス の 


首都 。 街 の 規模 は 大 きい も の の 、 農業 に 不適 
な 国土 の せい で 経済 が 立ち 遅れ て いる こと か 
ら 、 ほか の 国 の よう に 豊か で は な い 。 アタ モニ 
神 団 が 建設 し た 巨大 な 神殿 が 街 の 中 央 に 存 
在 す る が 、 住民 の 多く は 土着 の 信仰 を 持っ て 
いる た め 、「 あ り が た い 女 神 アタ モニ 」 を 押し つ 
ける ば かり の よそ 者 の 宗教 と 嫌 わ れ て いる 。 ま 
た この 神殿 自体 も 表向き は 信者 獲得 と 発言 権 
の 拡大 を 狙っ た 、 スト レイ ライ ズ 神 殿 の 布教 活動 
と な っ て いる が 、 実際 は 天地 戦争 終結 か ら ほ ど 
な くし て 、 天上 人 を 監視 する 目的 で 作ら れ た も 
の 。 カル バレ イス の 人 々 が 言う 苦難 の 歴史 は 、 
経済 格差 と いう 現実 の 問題 以上 に 、 彼ら の あ 
ず か り 知 ら ぬ 千年 前 の 確 圭 を 引き ずっ て いる 。 
裏通り に 足 を 踏み 入れ る と 、 カル バレ イス 中 の 
金 と 物資 と 欲 が 渦巻 く 、 一 大 歓楽 街 が 旅人 た 
ち を 待っ て いる 。 台 5 呈 【 地 名 ・ 施 設 】18 年 前 
まで は カル バレ イス 地方 の 中 心地 と し て 栄え て 
いた が 、 騒乱 に よっ て 崩壊 し た 。 住民 達 が チェ 
リク へ と 移り 住ん だ た め に 廃 村 と な る が 、 代わ り 
に アタ モニ 神 団 が この 地 を 神 団 の 聖地 と 定め 、 
巨大 な 聖堂 が 建設 され て いる 。 


カル ビオ ラビ オラ 功 議 【 デ ィ ス カバ リー】 ヵ 


ル バ レ イス に 広く 分 布 す る 、 スミ レ 科 の 耐 乾性 
一 年 草 。 カル ビオ ラ の 街 を 作っ た 指導 者 が この 
花 を 好 ん で お り 、「 つ ぎ に ビ オラ が 咲く 頃 に は 天 
に 戻る ] と いう 言葉 も 残し た と いう 伝説 も ある こと 
か ら 、 天上 人 の 末 座 を 自負 する カル バレ イス の 
人 々 に 愛さ れ て いる 。 


ガル フ 功 避 欄 【 生 物 】 狼 に 似 た 性 質 と 外見 を 持 


つ 魔 物 。 銘 猛 で 恐れ を 知ら な い 反 面 、 知性 が 
高く 、 仲間 と 連携 する こと で 自分 より 大 き な 獲 
物 も 狩っ て し まう 。 さま ざま な 亜 種 が あり 、 その な 
か で も グラ ンド ガル フ は ガル フ の 王 と 呼ば れ 、 
人 々 に 恐 れ ら れ て いる 。 


カル ボク ラム 罰 誰 狂 【 地 名 ・ 施 設 】 の つて は ダ 


ング レス ト と カプ ワ ・ ト リム を 結ぶ 都市 と し て 栄え た 
街 。 交易 の 要 所 で 人 の 流れ が 盛ん を で あっ た こと 
か ら 、 ルリ アン 式 、 後期 エリ カズ ム 様 式 な ど 、 歴 
代 皇 交 た ち に よる 華 謀 な 文化 が 花開い た 。 近 
年 大 規模 な 地震 が 発生 し 、 打ち 捨て られ た と 言 


われ て いる が 、 実際 は アレ クセ イ の 魔 導 器 実験 
の せい で 街 全体 が 廃 瑞 と 化し た も の 。 住民 が 
去っ て か ら は 多数 の 魔物 が 棲み つい て いる 。 


ガル ポス 騙 可 一 【 地 名 ・ 施 設 】 南海 に 浮か ぶ 


熟 帯 の 島 。 大 陸 か ら 遠 離れ て いる た め 、 長い 
間近 代 的 な 科学 技術 と は 無縁 の まま 、 自然 と 
共存 する 暮らし が 営ま れ て きた 。 ここ 100 年 ほど 
で レグ ヌ ム に 併合 され 文化 交流 が 進ん で は いる 
も の の 、 人 々 の 暮らし に は さほど 大 き な 変 化 は 
な い 。 レグ ヌ ム 資本 に よる 大 規模 農園 、 い わ ゆ 
る プラ ン テ ー シ ョ ン が 盛ん だ が 、 栽培 され る 作物 
の 多く は 本 国 で 消費 され る た め の も の で 、 地元 
住民 の 口 に 入る こと は ほとん ど な い 。 また 島 の 
一 部 で は リゾ ー ト 開発 が 進み 、 レグ ヌ ム の 上 流 
階級 で は 保養 地 と し て この 地 に 別荘 を 持つ の 
が ステ イタ ス と な っ て いる 。 


カル マ 功 5 鐘 【 人 名 】 ノ イシ ュ タ の 下町 育ち の 


少年 。 裕福 な 家庭 に 養子 と し て 迎え られ る が 、 
その 家 の 上 兄弟 た ちか ら 杏 使 扱い を 受け て いじ め 
られ て いる 。 子供 心 に 不当 な 迫害 を 受け て い 
る の を 理解 し 訴え を ながら も 、 せっ か く で きた 新 し 
い 家 族 を 失う か も し れ な いと 思う と 、 強い 抵抗 
は で き な い で いる 。 彼ら の や り と り に 遭遇 し た コ 
ング マン は 、 一 度 は 助け 舟 を 出 そ う と し な が ら 
も 、 彼 の 立場 と プラ イド の た め に 静 稚 を 貫く 。 貧 
し い 子 供 た ちの 味方 で や る は ず の コン グマ ン が 
敢えて 彼 を 突き 放し た の は 、 ハン グリ ー 精 神 ひと 
つ で 現在 の 地位 と 名 誉 を 手 に 入れ た 、 彼 な り 
の 思い や り だ っ た の か も し れ な い 。 


ガル ム 罰 5【 生 物 】 未 開 の 森 に 出現 する モン 


スタ ー。 その 牙 は 高温 で 発火 する こと か ら 、 カイ 
ル 達 に 狩 ら れ て 毒 草 の 茂み を 燃やす 着火 剤 と 
され た 。 苦手 な 水 に 追い 込ま れ た 挙句 、 文字 
どおり 「 牙 を 抜か れ た 野良 犬 ] に され た わけ で 、 
ガル ム に し て みれ ば いい 迷惑 と いう ほか な い 。 


カル ロウ X 功 菩 鐘 【 魔 導 器 】 麻 導 器 技師 シシ リ 


ー 博 士 の 最新 作 で ある 、 自律 型 人 型 魔 導 器 。 
カロ ル の 朋 型 を ひと 目 見 て イン スパ イア され た 博 
士 が 、 私 深 の 勢い で 造り 上 げた 。 さす が 天才 技 
師 、 樽 そ っ くり の 見 た 目 に も 関わ ら ず 、 額 の 毛 東 
パー ツ に そこ は か と な く モ デル の 名 残 を 感じ させ 
る 。 エス テル が 極め て 安直 に 名 づけ た も の の 、 
本 人 は それ な り に 気に入っ て いる 様子 。 その 奇 
抜 な 見 た 目 は も ちろ ん 、 口 が 達者 で 自信 家 、 あげ 
くに 女性 好き と いう 個性 的 すぎ る 性 格 づ け に 、 ジ 
ュ デ ィ ス か ら は [存在 自体 が 恥ず か し い 」 発言 ま 
で 飛び 出し た 。 そん な 彼女 に 言い くる め ら れ 、 造 
られ て 早々 に カロ ル の カバ ン に 収まる が 、 戦闘 で 
は ちょ っ と し た 活躍 を 見 せ て くれ る 。 な お の ち に 
再び 改造 を 受け る と 、 世 の 女 性 を ば っ た ぱっ た 
と 悩殺 する 、 闘魂 みな ぎる 真 の カル ロウ X と し て 、 
さら な る 進化 を 遂げ る の で あっ た ……! 


カレ ー 臣 KE 借 【 飲 食物 】 さ ま ざ ま な 香辛料 を 用 い 
て 作る 料理 で 、 お も に ライ ス と と も に 食す る 。 南 
国 の スト ラ タ 発 祥 だ が 、 ウィ ンド ル で 独自 の アレ ン 
ジ が 加わ り 、 現在 で は むし ろ こ の ウィ ンド ル 版 の 
カレ ー が メイ ンス トリ ー ム と な っ て いる 。 アス ベル の 
好物 で 、 と くに 甘口 が お 気に入り 。 

カレ ー ズ 功 * 誠 得 【 地 名 ・ 施 設 】 地 下水 路 。 山 の 
上 流 で 地下 水脈 に 届く 深い 井戸 を 掘り 、 湧き 
出 た 地下 水 を 農地 まで 引く 仕組 み に な っ て い 
る 。 近く に 水源 が な い 地 域 の 水不足 を 解消 す 
る た め の も の だ が 、 そもそも そう いっ た 場所 の 土 
は 非常 に 硬い こと が 多く 、 建設 に は 膨大 な 資 
金 と 時 間 が 費やさ れる 。 

カレ ギア 玉 語 鐘 【 国 名 】 こ の 世界 を 治め る 国 の 
名 前 。 前 国王 ラド ラス が 崩御 し た 現在 は 、 その 
ひと り 娘 で ある アガ ー テ 女王 が 即位 し て いる 。 
国王 は 代々 ガ ジ ュ マ が 務め て きた 。 

カレ ギア 王立 博物 館 薦 『j 得 [地名 ・ 施 設 】 礎 
史 的 ・ 文 化 的 価値 ある る の を 、 王 都 バ ルカ は も 
と より 、 カレ ギア 全土 か ら 集め た 博物 館 。 開館 ま 
も な いた め 展 示 品 の 種類 が 少な く 、 アイ テム の 
充実 が 待た れる 。 全館 禁煙 。 

カレ ギア 城 臨 * 基 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 カレ ギア 王国 
の 王 都 に そ ぴ び ぇ 立つ 、 巨大 な 城 。 国王 の 住居 
で も あり 、 内 部 は 敵 の 侵入 を 防ぐ た め に 複雑 な 
迷路 に な っ て いる 。 年 に 一 度 、 王室 宝物 の 公 
開 日 に は 、 各地 か ら 観 光 客 が 押し 寄せ る 。 

ガレ ノ ス 罰 可 科 【 人 名 】 セレ ステ ィ ア 人 。 76 歳 、 
165cm、 58kg。 旧 霊 技術 の 研究 者 。 クレ ー メ 
ル エ ンジ ン を 開発 し た こと で その 名 を 知ら れる 天 
才 晶 霊 技師 。 バリ ル を 倒し 、 グラ ンド フォ ー ル を 
止め る べく 、 ルイ シカ の | 旧 パ リル 邸 の 施設 を 使 
っ て 極光 の 研究 を 進め て いる 。 メル ディ が 両親 
に 捨て られ て か ら は 、 彼女 を 引き 取っ て 親 代 わ 
り に 面倒 を 見 て いた 。 メル ディ の 師匠 と し て 研 
究 を 手伝わ せ て いた が 、 本 人 の 強い 要望 に 負 
け て メル ディ を イン フェ リア へ と 送り 出し た 。 彼女 
の 持つ パラ ソル も ガレ ノ ス 製 。 か つて は パリ ル と 
シ ゼ ル も ガレ ノ ス の 弟子 だ っ た と いう 。 

カレ ン 功 宮 鐘 【 人 名 ] 移 動 宿 屋 | 冒険 王 ] を 営む 
リッ チ の 「 妹 」。 実際 は 彼 の 幼馴染 み だ が 、 幼 
い 頃 の 呼び 名 が 定着 し 、 現在 で は すっ か り 上 兄妹 
と し て 世間 に 認知 され て いる 。 自分 に 課 し た 使 
命 を 果たす た め 放 浪 を 続け る リッ チ に 寄り 添い 、 
彼 と と も に 馬車 を 引き な が ら 世 界 中 を 旅 する 。 

カロ リッ ク 流 動 編 可 得 【 現 象 】 光 唱 震 が 空間 内 
を 流動 する 現象 。 この 現象 自体 は 実証 され て 
いる が 、 流動 の 原因 に は 諸説 あり 、 研究 者 の 
間 で も 意見 が 分 か れ て いる 。 ちな み に 、 キー ル 
は ファ キュ ラ 説 を 支持 し て いる 。 晶 霊 学 の 基礎 
と し て 、 ミン ツ 大 学 試験 で の 出題 傾向 も 高い 。 

カロ ル ・ カ ベル 罰 記 鐘 【 和 名 】 「 麻 衝 り の 剣 」 の 
エー ス を 自称 し 、 ユー リ ら の 旅 に 強引 に 同行 す 
る 12 歳 。 腫 病 な わり に 見 栄 っ 張り だ っ た た め 、 
ほか の メン バー の 覚え は 芳しく な く 、 ハル ル の 樹 
を 復活 させ て 汚名 返上 を 図る る 、 却って 誤解 を 
招き 、 除名 され る は め に な る 。「 魔 狩り の 剣 ] の 
ナン に 好意 を 持っ て お り 、 ギル ド に 入っ た の も 彼 
女 に 誘わ れ て の こと 。 その 彼女 に 見 限ら れ た こ 
と は 己 の 存在 価値 の 否定 と も 言え る ダメ ー ジ を 
彼 に 負わ せ た 。 だ が ユー リ や エス テル の 姿勢 に 
決意 を 新た に し 、 再起 を 賭け て ギル ド 「 凛々 の 
明星 ] を 結成 。 ギル ド の 活動 を 通じ て や る べき こ 
と を 見 出し 、 や が て 首領 の 肩書 に 頼ら な い 、 自 


分 の 存在 意義 を 学ん で ゆく 。 前 ギル ド 時 代 に 
培っ た 魔物 の 知識 は 大 人 顔負け 。 また それ ま 
で 転々 と し て いた どこ か の ギル ド で 習得 し た らし 
く 、 鍵 開 け の 特技 も 持つ 。 自信 た っ ぷり な 言動 
か ら 、 ユー リ か ら は 「 カ ロ ル 先 生 」 と 呼ば れる 。 
特徴 的 な 髪型 が 行く 先々 で 物議 を 醸し 、 イル マ 
イン 氏 か ら は 「 ト ホホ 」 と まで 言わ れる 。 


河 下り 功臣 王 【 文 化 ] トヨ ホウ ス 河 の 激流 を イカ ダ 


で 下る 河 下 り 。 川下 の サ ニ イ タウ ン に 客 を 送り 
届け た あと 、 屈強 な ガ ジ ュ マ の 男 た ち が 再 び 上 
流 ま で 引き 上 げ る らし い 。 人手 が 足り な く な る 
と 、 行き の イカ ダ に あら か じ め 引 き 手 が 乗っ て い 
る こと も ある 。 


簡易 結界 薦 X 狂 【 呼 称 】 野 営 朋 テ ント に 塗布 さ 


れ て いる 、 魔物 の 嫌い な 臭い を 指し て いう 言 
葉 。 いわ ゆる 魔 導 器 の 術 式 に よる 結界 で は な 
い が 、 似 た よう な 効果 が 期待 で きる た め に 、 わ 
か りや すく 言い 慣わし て いる 。 


邊 避 有 [地名 ・ 施 設 】 道 跡 船 を 操作 する た 


め の 施設 。 遺跡 船 の 進路 を 決定 する だ け で な 
く 、 痛 我 砲 を どの 兵器 や 光 跡 夏 の 起動 を 司る 。 
か つて 遺跡 船 を 奪取 し た 水 の 民 が 、 陸 の 民 に 
再 奪取 され る こと を 懸念 し て 大 が か りな 偽装 を 
施し て 封印 し 、 地形 の 一 部 と な っ て いた 。 ちな 
み に 、 水 の 民 が 艦橋 を 封印 し て も 操船 に 支障 
を 来 さ な か っ た の は 、 メル ネス の 意志 に よっ て 
操縦 し て いた た め 。 また 、 ヴァ ー ツ ラフ が ステ ラ と 
シャ ー リ ィ の 力 を 用 いて 艦橋 を 復活 させ る まで 
は 、 ステ ラ の 意志 に よっ て 操 能 され て いた 。 


ガン コー キ 罰 誠 棋 【 人 名 】 カ レギ ア 中 で 指名 手 


配 さ れ て いる サギ 師 。 得意 の 変装 を 駆使 し て 
言 遊 し 、 別人 に 成り すま し て 逃げ る と いう の が 
手口 。 極め て 効 稚 な 手法 で ある に も 関わ ら ず 、 
まん ま と だ まさ れる 人 が あと を 断 た な いと ころ が 、 
や は り 全 土 指名 手配 の 所 以 。 そろ そろ 結婚 で も 
し て 腰 を 落ち 着け た いと 思っ て いる 、 脂 の 乗り 
切っ た 39 歳 。 


環状 列石 遺跡 訪 Kj 欄 [地名 ・ 施 設 】 ツ エス タリ ア 


大 陸 の 北西 に 遣 さ れ た 遺跡 。 巨大 な 石 が サー 
クル 状 に 並ん で いる 。 一 見 し た と ころ 何 を 意味 
する の か 理解 し が た い が 、 あま ね く 地 上 を 照ら 
す 光 を 表現 し て いる 、 と いう の が 近年 の 研究 で 
導 か れ た 説 。 


ガン ゼル 臣 訓 VMW[【 人 名 】 ア イリ リー を 統治 する 


老人 。 病弱 で 見 た 目 も 著 え な い 男 だ っ た が 、 ウ 
ィ ダ ー シ ン に 不思議 な 力 を 授け られ て か ら 性 格 
が 釣 変 。 独裁 者 と し て 街 で 圧政 を 強い る よう に 
な る 。 そし て アイ リリ ー の 人 ん 々 を 他愛 も な い 理 由 
で 結界 の 社殿 に 連行 し 、 他国 か ら の 八 威 を 排 
除 する 名 目 で 隣国 と の 接触 を 絶た せ た 。 連行 
され た 住人 た ち は ギ ル ガ リ ム に 捧げ る た め の 生 
昔 で あり 、 排他 的 な 政治 は それ を 隠す た め の 
策 で も あっ た 。 力 を 得 て も 根幹 的 な 部 分 は 変 
わら ず 小 心 者 だ っ た 彼 は 、 魔 回 廊 で テレ ジア 
の ディ セン ダー に 敗れ た 末 、 ウィ ダー シン に 命名 
いす る 。 し か し 、 計画 を 頓挫 させ た 責 を 問わ 
れ 、 ギル ガリ ム に 捕食 され る 。 の ち に 最終 決戦 
の 地 と な っ た ギル ガリ ム 内 部 で 、 ウィ ダー シン の 
力 に より 蘇る が 、 再び が テレ ジア の ディ セン ダー た 
ち に 敗れ た 。 


乾 蔵 庫 臨 X 誠 和 【 道 具 】 バビ ログ ラー ド で よく 見 られ 


る 、 木製 の 食料 貯蔵 庫 。 通気 性 が よい の で 長 
期 保存 が 可能 。 異国 の 人 間 に は た だ の 木 箱 と 
な ん ら 変 わり な いよ うに 見 える 。 
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ガン ドコ 葉 : 宮 蘭 【 言 葉 】 | ガン ガン 、 どこ まで も ] の 
略 で 「 ガ ンド コ 行 こう ] な ど と 表現 する 。 また 勢い 
が あり 、 力強い さま を 表わす こと か ら 、 物事 の 様 
子 を 例え る 副詞 の よう に 「 今 夜 は ガン ドコ 」 など と 
使う 場合 も ある 。 どう や ら シ ング の 造語 らし く 、 一 
行 の 中 で 流行 り 始 め た この 言葉 に 、 ヒス イ は 「 コ 
ハク に 変 な 言葉 を 教え る な ] と ツッコ ミ を 入れ た 。 

カン ベル ト 洞 窟 騙 諾 語 9【 地 名 ・ 施 設 】 ハ ー プ が 
生い茂る 洞穴 。 ロー ズ マ リー の 自生 地 と し て 知 
られ る が 、 昨今 の 気象 異常 の せい で その ほ と 
ん ど が 枯れ て し まっ た 。 世界 再生 の 旅 で 世界 
を 回 り 尽 くし た か に 思え た ロイ ド た ち で さえ 、 立 ち 
寄っ た こと が な い 穴 場 。 

慣用 旬 騙 可 得 【 言 葉 】 イン フェ リア と セレ ステ ィ ア で 
は 、 それ ぞ れ の 世界 に 合っ た 慣用 名 が 存在 し 
て いる 。「 ラ シュ アン の 風車 が 止ま る 」、「 真 相 は 
オル バー ス の 中 」 、 「 繰 り 言 は パテ ンカ イト ス の 彼 
方 で つむ げ 」 な ど さ ま ざま だ が 、 な ん と いっ て も 
最高 傑作 は 「 グ ミ は グミ 屋 」 だ ろう 。 

ギィ 芳 号 弄 【 人 名 】 ザ オ 砂漠 に 居 を 構え る 老人 
で 、 ペー ル の 争 術 仲間 。 シグ ムン ト 流 奥義 会 の 
第 一 人 者 に し て 、 奥義 会 会 員 。 奥義 会 メン バ 
ー の 名 簿 を 持っ て いる 。 

ギー ス 罰 回 欄 【 入 名 】 伝説 的 剣 匠 の ドワーフ 。 
己 の 鉄拳 で 鋼 を 鍛え た こと か ら 「 鉄拳 ギ ー ス | と 
呼ば れる 。 人 目 を 避け 、 と ある 小島 で ギー ス ・ シ 
ョ ッ プ を 開い て いる が 、 極度 の 人 嫌い の た め 姿 
を 見 た 者 は いな い 。 か つて 契約 の 指輪 を 作っ 
た 人 物 で も あり 、 また エク リプ ス の 一 族 に 伝わる 
双 剣 ドラ グ ノ フ を 生み 出し た と も 言わ れる 。 弟子 
は ギー スシ ョ ッ プ に 在住 する テン 。 

ギー ス オ リ ジ ナ ル 功 議 【 そ の 他 】 フ ェ ン デル 
政府 塔 の 「 宝 の 山 ]、 また の 名 を ゴミ 捨て 場 、 に 
捨て られ て いた 三 番 ピ スト ン 。 往年 の 名 エン ジン 
を 構成 する パー ツ の ひと つ で 、 これ に 魅了 され 
て 技術 屋 を 目指 し た 若 人 は 数 知れ ず で ある 。 

ギー ト 功 可 職 【 和 人 名 】 魔 獣 使 いで ある モー ゼス の 
パー トナ ー。 実際 に は ガル フ の 王 と 呼ば れ て 恐 
れ ら れる グラ ンド ガル ブフ で ある 。 本 来 、 グラ ンド ガ 
ルフ が 人 に 懐く こと は な い 。 し か し か つて 我が身 
を 星 し て 自分 を 救っ て くれ た モー ゼス に 感じ る も 
の が あり 、 以降 ふた り は 固い 信頼 関係 で 結ば 
れ て いる 。 ギー ト は 知能 が 高く 、 人 間 の 言葉 を 
理解 し 、 手紙 の 受け 渡し や 離れ た 場所 に いる 
モー ゼス を 探し 出す こと も で きる 。 シュ ヴァ ルツ に 
端 を 発する 黒い 霧 に よっ て 野生 化 を 促さ れ 、 自 
ら の 命 を 絶つ こと で モー ゼス を 手 に か ける こと を 
食い 止め よう と し た 。 の ち に 互い の た め を 思っ 
て モー ゼス と 離れ 、 静 の 大 地 に 移り 住む 。 

キー ル ・ ツ ァ イ ベ ル 玉 可 科 【 人 名 】 イン フェ リア 
最大 の 学術 都市 、 ミン ツ に ある ミン ツ 大 学 光 唱 
霊 学 部 学士 に し て 、 才能 豊か な 唱 霊 術士 。 た 
だ し 現在 は 、 大 学 側 か ら 除 籍 処分 を 下さ れ て い 
る 。 光 晶 霊 学 部 は ミン ツ 大 学 学生 の 中 で も と く 
に 好成績 な 、 エリ ー ト し か 編入 で き な い 学部 で 、 
卒業 後 は や は り エ リー ト の 象徴 で ある 王立 天文 
台 に 勤め る 者 が 多い 。 キー ル も また 、 王立 天文 
台 へ の 道 を 望ん で いる 学生 の ひと り で あり 、 そ 
の た め に オル バー ス 界 面 上 に 出現 し た 黒 体 を 
研究 し 独自 理論 に 基づい た 「 連 鎖 的 世界 崩壊 
仮説 | を 発表 し た 。 し か し この 論文 に 異 を 唱え た 
大 学 学長 カー ライ ル と 反発 、 その 結果 除籍 の 愛 
き 目 に あっ て いる 。 リッ ド と ファ ラ は 子供 の 頃 ラ シ 
ュ ア ン 村 で と も に 過ごし た 幼なじみ 。 し か し 「 ラ シ 


ュ ア ン の 惨劇 」 に 巻き 込ま れ 、 無事 だ っ た 両親 
と と も に 村 を 離れ て か ら は 疎遠 に な る 。 メル ディ 
と 意思 疎通 を 計 ろ うと する ふた り と 再会 し て か ら 
は 、 学術 的 興味 に 加え て メル ディ を 観察 、 研究 
する こと で 大 学 復帰 の 足がかり を つか も うと 同 
行 を 承諾 。 し か し 旅 を 重ね る に つれ て 、 未知 の 
世界 に 足 を 踏み 入れ る きっ か け と な り 、 また 過 
酷 な 運命 に 置か れ て も な お 健気 に 振舞 う メ ル デ 
ィ へ の 感謝 と 愛 墓 の 念 を 抱く よう に な る 。 

機械 人 芳 Ki 位 [技術 】 結 晶 人 が さま ざま な 目的 の 
た め に 開発 し た 、 機械 で 作ら れ た 人 の こと 。 ナ 
ン バ ー ズ と 呼ば れる 単純 作業 向き の II 一 双 型 、 
労働 か ら 戦 闘 、 日 常 生活 の 補助 まで ひと と お り 
を こなす 汎用 ジャ ッ ク 型 、 思念 術 面 に 特別 チュ 
ー ン され た クィ ー ン 型 、 非 人 間 型 キン グ 型 、 研 
究 ・ 管 理性 能 を 強化 し た ジョ ー カ ー 型 、 そ し て 
戦闘 目的 で 造ら れ た エー ス 型 に 分 類 さ れる 。 ジ 
ャ ッ ク 型 以上 の 機械 人 は 要 人 を 警護 する 守護 
機 士 と な る 場合 も 多く 、 この 場合 、 より 高度 な 
判断 を 行なう た め に 擬似 スピ リア が 搭載 され た 。 
つま り 同 タイ プ で あっ て も 守護 機 士 で ある か 否 か 
で 、 擬似 スピ リア の 有無 に 由来 する 能力 差 は 大 
きい 。 た と えば サン ドリ オン で リチア が 再起 動 さ せ 
た 、 識別 コー ド IS337_11 式 の クン ツァ 人 の 兄弟 
機 は 、 擬似 スピ リア を 持た な い ジ ャ ッ ク 型 の 典型 
で ある 。 機械 人 の 登場 に より 日 常 の 労働 や 生 
活 の わずらわし さか ら 解 放さ れ た 結晶 人 は 、 そ 
の 英知 を 思念 術 の 発展 に 傾け る こと と な っ た 。 

ギガ 王 騙 『 若 欄 [ 人 名 】 第 6 代 カ レギ ア 国 王 。 公務 
以外 で は 鎧 を つけ ず 、 肉弾 戦法 を 主 と し た 野 
性 味 あふ れる 武人 。 

ギガ スゴ 芳 加 内 [単位 結晶 界 の 単位 の ひと つ 
で 重 さ や 強 さ に 相当 。 瞬時 に さま ざま な デー タ を 
取る こと が で きる 秘密 機能 を 備え た クン ツァ イト に 
よる と 、 コハク の キッ ク 力 は 平均 18 万 5 千 ギ ガス 
ゴ で ある と いう 。 

機関 車 好 き の 観光 客 騙 誠 答 【 人 名 】 科学 技術 
の 最 先端 ・ バ ルカ の 機関 車 が 大 好き な 男性 。 
奥さん に ドレ ス を 買う の と 引き 換え に 、 30 回 以上 
も 乗車 し て いる 。 サ ニ イ タウ ン へ の 帰路 に つく と 
き は 、 も ちろ ん 「 ニ ボ シ 茶 ] や 「 モ クモ クッ キー」 な 
ど を 買っ て 帰る つも り 。 

ギガ ン テ ス 功臣 剛 【 設 備 】 ナー オス 基地 で 開発 
され て いる 、 転生 者 を エネ ルギー と し た 巨大 兵 
器 。 天上 で は 罪人 を 捕らえ る 巨人 の 一 族 だ っ 
た 名 前 を 冠 す る 。 な お か つて 教会 の 奇跡 で 命 
を 与え られ 、 使役 され て いた 土塊 人 形 も 同じ 名 
前 で 呼ば れ て いた と いう 記録 が 残さ れ て お り 、 
神話 の 時 代 と 現代 と を つなぐ 文化 的 痕跡 で あ 
る と 同時 に 、 神 の 力 を 持つ 転生 者 が 犠牲 と な 
る こと へ の 皮肉 の よう に も うか が える 。 

騎士 訪 X 剛 [職業 】 アレ ウー ラ 大 陸 の 防衛 や 、 有 
事 に お ける 前 線 で の 戦闘 、 魔物 の 襲来 か ら の 
防衛 を 担う 職業 の こと 。 業務 別に 近衛 騎士 、 
黒 騎士 、 青 騎 士 に 分 けら れる 。 すべ て の 騎士 
団 は 、 ジャ ン ナ 大 公 に よっ て 統括 され て いる 。 
騎士 に な る た め に 家柄 や 育ち は 一 切 関係 な く 、 
実力 次 第 で 抜 握れ 、 昇進 で きる 。 


騎士 学校 人 YE 穫 【 組 織 ・ 団 体 ] パロ ニア に ある 、 
ウィ ンド ル 王 立 の 騎士 養成 学校 。 国家 と 国民 を 
守る た め の 騎 士 と な る べく 、 多く の 生徒 が 騎士 
候補 生 と し て 日 夜 研 鏡 を 積ん で いる 。 門戸 は 広 
く 、 貴族 や 領主 の 子弟 の ほか 、 立身 出世 を 夢 
見 る 地方 の 若者 も 多数 お り 、 その 3 分 の 1 は 女 
子 。 また 概ね 10 代 の 半ば に 入学 する 生徒 が 多 
く 、 アス ベル の よう に 11 歳 と いう 幼 さ で 入学 する 
例 は それ ほど 多く な いよ うだ 。 創 技 の 腕 は 言う 
まで も な く 人 柄 や 精神 面 も 求め られ 、 担当 官 の 
推薦 に よっ て は じ め て 騎士 団 へ の 正式 入隊 が 
認め られ る 。 その た め 実 際 に 騎士 に な れる の 
は 、 候補 生 の うち ほん の ひと 提 り で 、 10 年 以上 
在籍 し て も 夢 を 叶え る こと が で きず 、 退学 し て い 
く 生 徒 も 少な く な い 。 

擬似 スピ リア 功 誠 剛 【 技 術 】 機 械 人 に 搭載 され 
た 、 人 間 の スピ リア の 働き を 模 し た 機関 。 正しく 
機能 させ る た め に は 高 性 能 な 義 体 が 必要 と な 
る 。 安易 に 量産 で きる も の で は な く 、 ナン バ パーズ 
に 搭載 さき れる こと は な い 。 また 擬似 スピ リア で は 
普通 ソー マ を 扱う こと は で きず 、 下級 の ジャ ッ ク 
型 で あり な が ら ソ ー マ ・ ヴ ェ ッ クス を 持つ クン ツァ 
介 は 、 機械 人 と し て は 異例 の 存在 で ある 。 

騎士 団 薦 菩 久 【 組 織 ・ 団 体 】 帝 都 の 警護 と 帝 
国 各 地 の 治安 維持 に 当たる 組織 。 建前 上 は 
実力 と 人 柄 次 第 で 平民 に も 昇進 の 道 が 拓 か れ 
て いる こと に な っ て いる が 、 実際 は 貴族 が 幅 を 
利 か せ て お り 、 人 選 は 必ず し も 公正 で は な い 。 
近年 、 団長 に 就任 し た アレ クセ イ に よっ て 平民 
の 登用 も 積極 的 に 行なわ れる も の の 、 内 部 の 
反発 は 強く 、 依然 と し て 帝国 の 権威 や 体制 を 
体現 する 存在 で ある 。 男 避 < 往 【 組 織 ・ 団 体 】 ウ 
ィ ン ド ル 王 国 が 擁する 王国 軍 の 別名 。 国 と 国王 
に 忠誠 を 誓い 、 その 安全 と 平和 の た め に 剣 を 
握る こと を 許さ れ た 、 選りすぐり の 兵 た ち で あ 
る 。 騎士 を 名 乗る た め に は 一 般 的 に 、 併設 の 
王立 騎士 学校 を 卒業 する こと が 求め られ る 。 

ギ ズ ロ ・ ツ ァ イ ベ ル 功 可 得 【 人 名 】 キール の 父 
親 。 ラ シ ュ ア ン の 惨劇 の あと 、 一 家 で ラ シ ュ ア ン 
を 離れ ミン ツ に 移り 住ん だ 。 

奇跡 水 騙 可 贈 【 飲 食物 】 施 会 の 奇跡 で 精製 され 
た あり が た い 水 。 小さ な 器 に 満た され た 一 杯 
で 、 多く の 人 々 の 人 角 え と 湯 き を 癒し 、 黄泉 の 淵 
か ら た ち ど こ ろ に 復活 させ る こと が で きる 。 当然 
な が ら 「 神 の 恩恵 その も の 」 の た め 、 金品 の か ら 
む や り と り を する の は 極め て 不敬 な 行為 で あり 、 
店 で 購入 する こと は で き な い 、。 一 般 市 民 だ け で 
な く 冒 険 者 た ちる も のど から 手 が 出る ほど 欲す る 
品 だ が 、 入手 は か な り 困 難 で ある 。 

北 の 戦場 騙 可 障 【 地 名 ・ 施 設 】 テ ノ ス の 国境 に 
近い 戦場 。 転生 者 研究 所 で 開発 され て いる 新 
型 兵器 「 ギ ガン テス 」 が 実戦 配備 され 、 一 時 は 
レグ ヌ ム 軍 の 圧勝 と 思わ れ た 。 し か し 圧倒 的 な 
火力 の 差 に も る 関わら ず 、 長引く 戦争 は 兵士 た 
ちの 士気 を 低下 させ 、 戦況 は 騰 着 状態 に ある 。 
また レグ ヌ ム か ら こ の 戦場 まで は 非常 に 遠く 、 補 
給 路 が 長く な りす ぎ た た め 、 物資 運搬 の 停滞 
や 、 補給 部 隊 が 襲わ れる な どの 問題 も 生じ 、 
両 軍 に と っ て 極め て 厳し い 環境 に ある と 言え る 。 

北 の 門 騙 可 馬 【 地 名 ・ 施 設 】 オ ー ガ が 生息 する ボ 
グ ナ ム の 森 と 、 ヒ ト の 住む アレ ウー ラ の 地 を 隔て る 
強固 な 城壁 。 扉 は つね に 閉ざさ され て お り 、 教会 
の 許可 を 持た な い 一 般 人 は 通行 不可 で ある 。 是 
夜 を 問わ ず 、 青 騎士 団 が 見 張り に つい て いる 。 


キッ シー 罰 可 得 【 人 名 】 味 に は ちょ っ と うる さい 、 
ビス トロ シャ ン バ パー ル の 客 。 

切符 切り ば さ み 騙 可 得 【 道 具 】 ルイ シカ 駅 の 駅 
員 が な くし て し まい 、 リッ ド た ち に 探す よう 依頼 す 
る 。 し か し な ぜ 図 書館 に ? な ぜ 盆 栽 の 中 に ? 
謎 は 尽き な い 。 

偽 典 スピ リ チ ュ アル 軒 棒 請 【 作 品 】 イセ リア の フ 
ァ イ ド ラ が 所 持 す る 、 天使 スピ リ チ ュ ア に つい て 
記さ れ て いる 書物 。 リヒ ター は この 書物 と 交換 
する た め に 、 ファ イド ラ が 要求 する エン ジェ ル ア ト 
ポス を 探し て いた 。 

転送 魔 導 器 (キネ スプ ラス ティ ア ) 功 席 包 【 麻 
導 器 】 長 い 距 離 を 一 気 に 移動 で きる 魔 導 器 。 ミ 
ョ ル ゾ で は 魔 核 が 取り 外さ れ 長 期間 放置 され 
て いた が 、 レイ ヴ ン が 持ち 込ん だ 魔 核 と エス テル 
の 能力 で 、 強引 に 再 稼働 され る 。 

キノ ボリ ブタ 罰 * 臣 樺 【 デ ィ ス カバ リーj】 機 嫌 が 
よい と き に は 樹木 に 登る と いう 習性 を 持つ プ タ 。 
ご 機嫌 を と る こと で 、 普段 は で きそう に も な いこ と 
を させ て し まう 、 と いう 格言 の 元 に な っ て いる 。 
「 お だ て よさ れ ば 登ら し めん 」 

牙 の フォ ルス 罰 『 基 樺 【 フ ォ ル ス 】 キ ュ リア の 助 
手 ・ ミ ー シ ャ の 持つ フォ ルス 。 パイ ラス を 使役 す 
る も の で 、 自己 と 他 者 と の 境界 が 完全 に は 確立 
され て いな い 、 年 の 若い 者 が 能力 者 に な る こと 
が 多い と され る 。 本 来 は 術 者 の 指揮 下 に お い 
て バイ ラス の 行動 を コン トロ ー ル し よう と いう 、 自 
己 防 衛 的 な 意味 合い の も の 。 だ が ラド ラス の 落 
日 の 影響 を 受け バイ ラス が 凶暴 化し た こと と 、 暴 
走 状態 の ミー シャ が 他 者 か ら 身 を 守る た め 、 本 
能 を むき 出し に し て 力 を 振る うた め 、 殺傷 目的 
で バイ ラス を 操る と いう 非常 に 攻撃 的 な フォ ルス 
と な っ て いる 。 

希望 の ひと し ずく 皿 紀 区 9【 呼 称 】 大 樹 カー ラ 
ー ン の 根元 に 残さ れ た マナ 溜まり の マナ を 指す 
言葉 。 ノレ ルン は これ か ら 生 まれ た と され る 。 

木 膨 り の カン バラ ー ベ ア 罰 約 引 【 作 品 】 雪国 フ 
ァ ン ダリ ア で 頻繁 に 見 られ る 、 伝統 ある 民芸 品 。 
カン バラ ー ベ ア が 立ち 上 が っ て いる も の と 四 つ ん 
ぱい に な っ て いる も の の 2 パタ ー ン が ある 。 し か し 
どちら も 、 ファ ンダ リア の 特産 品 で ある シャ ケ を 星 
えて いる の が お 約束 。 飾る に も し まい 込む に も 
中 途 半端 な は 大 き さ の うえ 、 人 か ら 貰 っ た 物 を 無 
下 に 捨て る 訳 に も いか ず 、 じ つ は 迷惑 な お 土産 
ラン キン グ の 上 位 を キー プ し て いる 。 カン バラ ー 
ベア と は ファ ンダ リア 地方 に 生息 する 巨大 態 の 
こと 。 ちな み に 、 木彫 り の カン バラ ー ベ ア の パチ 
モノ で ある 木彫 り の オウ ル ベ ア が 出回っ た こと が 
あり 、 愛国 心 の 強い ファ ンダ リア の 人 々 は いた く 
慎 尼 し た らし い 。 


キム ラス カ 王 国 功 誠 典 【 国 名 】 も と は イス パニ ア 
国 の 属国 だ っ た が 、 ND0447 年 に イス パニ ア 国 
を 破り 、 強国 に 名 を 連ね る よう に な っ た 。 首都 
の バチ カル は 、 譜 石 が 落下 し て で きた 巨大 な 
窪み に 作ら れ て いる 。 オー ルド ラン ト の 南 半 分 を 
支配 し 、 現 国 王 は イン ゴ ベ ルト 六 世 。 諸 業 技術 
が 盛ん で 、 大 型 戦 艦 や 武器 の 受注 販売 を お も 
な 国益 と し て いる 。 

キム ラス カ ・ ラ ン バ ル ディ ア 王 立 学問 所 
【 地 名 ・ 施 設 】 キム ラス カ で も っ と も 権威 ある 最 
高 学 府 で 、 音 機関 研究 が 盛ん を 。 さま ざま な 分 
野 に お いて スペ シャ リス ト を 輩出 し て お り 、 いわ 
ゆる 一 流 と 呼ば れる 研究 者 や 官僚 た ち は 、 ほ 
と ん どこ の 学校 の 卒業 生 で ある 。 

客員 刻 士 訪 m 蘭 [文化 】 正式 な 仕 礼 で は な いな 
が ら 、 それ に 準じ る 待遇 が 約束 され た 剣士 。 若 
干 16 歳 の リオ ン が 名 立た る セイ ン ガ ルド 兵 と 並ん 
で 名 を 連ね て いる の は 極め て 異例 の こと 。 彼 の 
実力 の 程 が だ うか が える 堂々 た る 肩書 き で ある 。 

逆 結界 薦 慌 狂 【 呼 称 】 魔 物 を 遠 さ ざけ る の で は な 
く 、 閉じ 込め る た め の 結 界 。 カル ボク ラム で 始祖 
の 隷 長 グ シ オス が これ に 捕らわれ 、「 魔 狩り の 
剣 ] に 仕留め られ そう に な る 。 

キャ シー 罰 訪 【 人 名 】 ベ ルケ ンド い 組 の メン バ 
ー。 ヘン ケン の 右腕 と し て 活躍 。 学生 時 代 は 美 
し く 心 優し い 性 格 の た め 、 マドン ナ 的 存在 だ っ 
た 。 地 核 静止 作戦 開始 直後 、 タル タロ ス を 奪 お 
うと し た ヴァ ン に 殺害 され る 。 

キャ シテ ィ 芳 K 項 剛 【 人 名 】 シャ ル ロ ウ で パラ イ バ 
の 別荘 の メイ を 務め る 女性 。 か つて 婚約 者 を 
事故 で 亡くし 、 悲し み で スピ リア を 閉ざし て いた 
が 、 執事 の アレ ク に 励ま され 、 徐々 に 立ち 直り 
つつ ある 。 し か し 悲し み を 忘れ よう と する 姿 が 、 
「 悲 し み の ス ピル ー ン 」 に 置 され た マリ ン に は 裏 
切り に 映り 、 彼女 が 心 を 閉ざさ す 一 因 に な っ て し 
まっ た 。 メイ 條 姿 が 非常 に 似合う らし く 、 アレ ク か 
ら は 「 メ イド 界 の 宝 」 と 絶賛 され て いる 。 

キャ ッ ト ガ ー ル 功 品 馬 【 文 化 】 パニ ー ガ ー ル は も 
う 古 い 。 ニュ ー エ イジ の 愛さ れ キ ャ ラ を 目指 し て 
公 案 され た 、 キュ ー ト な 猫 耳 娘 。 も と も と は バニ 
ー ガ ー ル 同様 に 、 酒場 な ど で 珍重 され た コス チ 
ュー ム だ っ た が 、 意外 に も 女性 の 受け が よく 、 瞬 
く 間 に ファ ッ シ ョ ン と し て 定着 し て し まっ た 。 グー 
の 形 で 構え た 手 と 、 長い 尻尾 が アビ ピー ルポ イン 
ト 。 その 小 悪魔 の よう な 可愛 らし さ は 幅広 い 年 
齢 層 か ら 支 持 さ れ て いる 。 


キャ ツ ベ ル ト 芳 『 芳 較 【 乗 り 物 】 キ ムラ スカ 王国 ・ 
シェ リ ダ ン 製 の 定期 連絡 船 。 世界 各国 の 港 と 
港 を つなぐ 、 旅人 の 重要 な 足 で ある 。 観光 船 、 


貨物 船 な ど 、 あら ゆる 用 途 に 使わ れる 。 

キャ ナリ 罰 狂 【 人 名 】 レ イヴ ン の 騎士 団 時 代 の 
友人 で あり 、 彼 の 想い 人 。 優れ た 弓 兵 で 、 家 
宝 の 弓 を 手 に 功績 を 残し た が 、 人 魔 戦 争 で 落 
命 する 。 激戦 の 地 と な っ た テム ザ 山 に は 彼女 
が 大 切 に し て いた コン パク ト が 、 墓標 の よう に 残 
され て いる 。 な お 彼女 自身 は レイ ゾ ヴ ン で は な く 、 
イエ ガー と 想い を 交わ し て いた 。 彼女 を 「 キ ャ ナ 
リ 刀 ]」 と 呼ぶ ゴー シュ と ドロ ワッ ト は 、 彼女 の 遺品 
を 請 い 、 レイ ヴ ン の 前 に 膝 を つく 。 

響 律 待 ( キ ャ バシ ティ コア ) 玉 放 弄 【 道 具 】 詳 
石 に 譜 を 彫り 込ん だ も の で 、 身 に つけ る こと に よ 
り 、 刻ま れ た 譜 の 内 容 に 応じ て 身体 能力 が 向 
上 し た り 、 讃 術 の 威力 を 高め る 効果 を 得 られ 
る 。 性 質 上 、 ほとん ど が 指輪 や ネッ クレ ス と いっ 
た 装飾 具 の 形状 を し て いる 。 街 の ショ ッ プ で 売 
られ て いる も の は 、 故 律 符 と し て の 効果 より も ア 
クセ サリ ー と し て 親しま れ て お り 、 ファ ッ シ ョ ン 感 
覚 で 身 に つけ る 若者 も 増え て いる 。 細工 が 凝っ 
て いた り 、 より 高い 効果 を 得 ら れる 高価 な も の 
は 出産 祝い や 婚約 指輪 と いっ た 特別 な 贈答 品 
と し て 人 気 が 高い 。 


キャ ロニ オラ ンジ ュ 罰 可 席 表 3【 人 名 】 フ リオ と 同 
じ く 効く し て 両親 を 亡くし 、 教会 に 預け られ た 少 
女 。 真面目 で し っ か り 者 で 、 正反対 な 性 格 の フ 
リオ と は ピッ タリ と 息 の 合う 間柄 で ある 。 アナ スイ 
の 花 を 手 に 入れ て 、 早く 成人 の 儀式 を 迎え た 
いと 思っ て いた 。 だ が 、 その 花 が 咲か な い 理 由 
を 女神 た ちか ら 聞 か され 、 世界 の 危機 を 救う べ 
く 、 授け られ た な りき り 士 の 能力 を 活か し て 人 々 
の 手助け を する 。 将来 の 夢 は 、 服 を 作る 職業 
に 就く こと 。 罰 品 記 PE 【 人 名 】 フ リオ 同様 、 小 
さ な 頃 に 孤児 院 の あす な ろ 園 に 預け られ た 少 
女 。 利発 な 子 だ が 、 勝ち 気 で いつ も ひと 言 多 い 
タイ プ 。 フリ オ と と も に 英雄 伝説 を 守る た め 、 な り 
きり 士 の 衣装 を 着 て 冒険 の 旅 に 出る 。 フリ オ ほ 
ど 英 雄 に 憧れ て は いな い が 、 恋 に 恋する お 年 
頃 ら し く 、 伝説 の 中 の カッ コ い い 英 雄 た ち に 実 
際 会 え を る こと に は 興味 津々 の よう で ある 。 

キャ ンド ルツ リー 藍 m 答 【 デ ィ ス カバ リー サイ 
リル の 南 に ひっ そり と た た ずん で いる 、 美しく 装 
飾 さ れ た も み の 木 。 街 の 子供 た ち が フ ァ ン ダリ ア 
の みん な の 幸せ を 願っ て 、 大 人 た ち に は 内 緒 
で 飾り つけ た 。 罰 誠 欄 【 デ ィ ス カバ リーj】 謎 の 
館 の 敷地 内 に 輝く も み の 木 。 色とりどり の 餅 り 
や 電 飾 で 見 る る の を 圧倒 させ る 。 

キャ ン バ ス 岩 訪 誠 蘭 【 文 化 】 プラ ンジ ュ の 山肌 に 
見 られ る 独特 の 岩 で 、 表面 が 平ら に 削れ 、 画 
布 の よう に な る こと か ら こ う 呼 ば れる 。 村 に 住む 
画家 アラ ゴ は キャ ン パ ス 岩 に 直接 絵 を 描く こと に 
よっ て 、 独特 の 作品 を 数 多く 生み 出し た 。 な お 
描画 の 際 に は 背丈 ほど も ある 筆 を 使い 、 ダイ ナミ 


MD 導 m mW る 葵 


睡 当 ニ 


テク 


0 
NN 


人 は 層 オー 時 8 選 引 


ッ ク に 描く の が アラ ゴ 流 で 、 描き か け の 岩 の 前 
に は 、 愛用 の 巨大 な 筆 が た て か けら れ て いる 。 
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意 宮 の 水玉 (キュ アノ シエル ) 斑 旬 [ 魔 導 
器 】 ベ リウ ス の 体内 で 生成 され た 聖 核 。 ベリ ウス 
の 形見 と し て 一 度 は ドン に 渡さ れる が 、 の ち に エ 
アル を 押 制 する た め の 媒 体 と し て 使用 。 その 
際 、 エス テル の 力 に 反応 し て 精霊 ウン ディ ー ネ 


が 誕生 する 。 

救護 団 編 KE 動 【 組 織 ・ 団 体 】 セ ルディ ク 大 公 の ク 
ー デ ター の 際 、 ラン ト に 派遣 され て きた スト ラ タ 軍 
少佐 ヒュ ー バ ー ト の 発案 に より 、 ラン ト の 有志 を 
中 心 に 組織 され た 救命 ・ 救 護 の た め の 組 織 。 
当初 は 「 救 護 使節 」 の 名 で ウォ ー ル プリッ ジ で の 
救護 に 当たり 、 その 後 も 各地 に 赴 いて 活動 を す 
る 。 特定 の 国家 に は 属さ ず 、 救護 を 受け る 人 
の 立場 や 身分 も 問わ な い 。 ラム ダ と の 戦い の あ 
と シェ リア は この 活動 に 本 格 的 に 参加 し 、 世界 
中 を 飛び 回 っ て いる 。 な お 活動 資金 の か な り の 
部 分 を スト ラ タ ・ オ ズ ウ ェ ル 家 の レイ モン が 出資 
し て いる よう だ が 、 その 行動 に 秘め られ た 彼 の 
あか ら さ まな 下心 に つい て は 、 団体 の 趣旨 に は 
影響 し な いこ と か ら 、 今 の と ころ と くに 取り ざた さ 
れ て は いな いよ う で ある 。 

宮廷 フル コー ス 騙 可 且 【 飲 食物 】 格 調 高い 食 
事 の 席 に は つき も の の 、 品位 と 知性 で いた だ く 
コー ス 料 理 。 料理 は すべ て 一 品 ずつ 提供 さ 
れ 、 列席 者 は 忠 と 皿 と の 合間 に セン ス あ ふれ る 
会 話 を 楽し ん だ り 、 調度 品 を 鑑賞 し た り し て 、 
食事 の 場 を トー タル で 楽し むこ と が 求め られ る 。 
つぎ の 料理 が 待ち 切れ な いか ら と 同じ 皿 の お か 
わり を 要求 し た り 、 付け 合わ せ の パン で お 腹 を 
満た す な ど ご 法度 。 ちな み に ス パー ダ は 幼少 時 
この フル コー ス を 常食 し て いた が 、 冗長 な 作法 
に 辛抱 で きず に いた た め 、 見 か ね た ハル トマ ン 
が 定食 スタ イル に し て し まっ た と いう 。 旅 の 食事 
と し て この 料理 を 用 いる と き に は 、 スパ ー ダ 式 の 
全部 盛り が 便利 。 


旧 ト リエ ッ ト 跡 騙 諾 位 【 地 名 ・ 施 設 】 大証 の 昔 
に トリ エッ ト の 街 が 存在 し た 場所 。 当時 の トリ エッ 
ト が イフ リー ト の 暴走 に よっ て 減 ぼ され た た め 、 
人 々 は 新た に 街 を 興し た 。 その 街 が 現在 の トリ 
エッ ト だ と され る 。 

キュ ッ ポ 騙 避 内 【 人 名 】 モフモフ 族 一 の 武道 家 。 
ビ ピッポ 、 ポッ ポ と は 三 人 上 兄弟 で その 長男 。 自ら を 


本 物 の 戦士 と 名 乗り 、 その 言葉 に 偽り は な い 。 
ピッ ポ と ボッ ポ に 負け な いく らい 、 ジェ イ に 家族 と 
し て の 愛情 を 注ぎ 、 顔 を 見 た だ け で 何 を 考え て 
いる か 察 する ほど の 理解 者 で も ある 。 そん な ジェ 
イ を 苦し め た ソロ ン に 対し て 激しい 怒り を 持ち 、 
刺し 違え て で も 討ち 果たす 覚悟 で いた 。 

キュ ノ ス 功 馬 [地名 ・ 施 設 】 ベン デ ロ ー ク 大 
陸 の 中 北部 に ある 川沿 い の 街 。 美しい 湖 が も た 
ら す 恵み は みず みず し い 野 菜 を 育み 、 と くに ダ 
イコ ン が 美味 。 空気 が 澄み 星 の 観 察 に 適する こ 
と か ら 、 天文 学者 ユー クレ ス が 居 を 構え て いる 。 
な お 若者 の デー トス ポッ ト と し て アヒル ボー ト が 有 
名 だ が 、 経営 者 の ひね くれ ぶり に より 容易 に は 
乗る こと が で き な い 。 

キュ リア 芳 * 基 肛 【 人 名 】 ミナ ー ル で 診療 所 を 開い 
て いる 女性 医師 で 、 王国 が 発給 する 特殊 医師 
免状 を 持つ 、 有 能 な 医師 。 カレ ギア 軍 の 要請 
に よっ て 各地 を 訪問 し 医療 活動 を する こと る 多 
く 、 自分 の 診療 所 は 持た ず に 宿屋 の 一 室 を 借 
り て 診察 を 行なっ て いる 。 アニ ー の 父 を 尊敬 し 
て いた 。 迷い を ずばり と 指摘 し 的 確 な 方 向 へ と 
導い て くれ る 、 信頼 の お ける 人 物 。 

教 会 騙 可 且 【 組 織 ・ 団 体 】 現 在世 界 で も っ と も 
広く 信仰 され て いる 宗教 。 また は その 聖堂 と な 
る 建物 。 神 の 前 に 自ら の 罪 を 認め 、 より よい 生 
き 方 を 求め よう と いう 教え で ある 。 か つて は 聖職 
者 た ち が 神 の 威光 で ある 「 奇跡] を 知ら し め 、 多 
く の 信者 を 獲得 し た 。 し か し 60 年 ほど 前 を 境 
に 、 奇跡 が 消え る 「 無 恵 ]」 の 状態 と な り 、 権威 
は 失墜 。 現在 は 敬 慶 な 一 部 の 信者 の 手 で 
細々 と 信仰 が 守ら れ て いる 。 罰 加 欄 【 組 織 ・ 
団体 】 ヒ に ト に よっ て 設立 され た 宗教 組織 。 ヒト は 
アー ル 山 に 降臨 し た 創造 神 に よっ て 生み 出さ 
れ た と いう 教え で 、 アレ ウー ラ 全 土 に 強い 影響 
力 を 持っ て いる 。 レイ モー ン と オー ガ を 族 悪 な 存 
在 と し 、 これ ら と 戦う た め 、 僧兵 と いう 軍事 組織 
も 立ち 上 げ ら れ た 。 

教会 の 学校 騙 可 駐 【 地 名 ・ 施 設 】 ジャン ナ 教 会 
が 設立 ・ 運 営 し て いる 僧兵 養成 学校 。 各地 か 
ら 僧兵 を 目指 す 子供 た ち が 、 留学 生 と し て 集 ま 
っ て き て いる 。 就学 期間 は 長く 、 一 人 前 の 僧 に 
な る た め に は 、 8 年 前 後 の 勉 強 が 必 要 。 養成 
学校 卒業 後 は 、 僧兵 や 各地 の 教会 の 司祭 と し 
て 働く こと に な る 。 

境界 の 扉 皿 基 請 【 世 界 】 異な る 次 元 へ と つなが 
っ て いる 、 次 元 の 裂け 目 の ひよ うな も の 。 次 元 の 
操作 を 可能 と する ラタトスク は 、 限定 的 に で は あ 
る も の の 、 意図 的 に 境界 の 扉 を 作り 出す こと が 
で きる 。 

凶 獣 ウズ メ ク 罰 E 竿 【 生 物 】 往 年 の ミリ タリ 公 獣 
SF に 登場 する 怪獣 で 、 体長 は お よそ 20m と い 
う 設定 。 子供 向け に 書か れ た も の だ が 、 そこ は 
や は り 人 怪獣 や ヒー ロー も の の つね で 、 大 人 に な 
っ て も その 設定 に 惹か れる まま 、 ファ ン で あり 続 
ける 人 間 も 多 い 。 スト ラ タ 大 砂漠 の ロッ ク ガ ガン 
が モデ ル に な っ て いる と され て いる 。 

キョ グエン 功 * 誠 杜 [地名 ・ 施 設 】 イー スタ リア 大 
陸 と ノー スタ リア 大 陸 の 中 間 に 位置 する 街 。 両 
大 陸 の 街 の 中 で は 生活 水準 が も っ と も 高い 。 
世界 中 か ら 集め られ た 貴 品 ・ 珍 品 を めぐ っ て 、 
好事家 た ち が 競 い 合う オー クシ ョ ン が 開催 され 
て いる 。 

キョ グエン 近郊 の 小屋 【 地 名 ・ 施 設 】 キ 
ョ グエン の 郊外 に ある 陶芸 小屋 。 普段 は バル カ 


か ら や っ て くる 陶芸 家 が 、 半年 の 間 寝 起き し て 
焼き 物 を 作っ て いる 。 周囲 に 民家 が な く 、 多少 
派手 な こと を し て も まる で 聞こ えな い 。 それ を 利 
用 し て 、 最近 で は 盗賊 た ち が 出 入り し て いる と 
まこ と し や か に ささ や か れ て は いる が 、 キョ グエン 
か ら の 被害 も と くに 報告 まれ な い の で 捜査 は 進 
ん で いな いよ うだ 。 

キョ グエン 扇子 監 K 基 一 [道具 】 キョ グエン の 伝 
統 工 芸 の 集大成 と ちる いう べき 、 細 弘 に し て 大 腸 
な 装飾 の 扇子 。 上 流 階 級 の 女性 の 身だしなみ 
で ある と 同時 に 、 有事 の さい に は 敵 に 投げ つけ 
て 使用 する と いう 、 意表 を 突い た 武器 で も ある 。 

巨大 木馬 臨 品 包 【 デ ィ ス カバ リー】 ノ イシ ュ タ ッ ト 
の 北 に ある 、 木 で で きた 巨大 な 馬 の 像 。 胴体 
部 分 は 空 油 に な っ て お り 、 中 に 50 人 ほど の 人 
が 入る こと が で きる 。 有名 な 神話 ・ 天 地 戦 争 
で 、 地上 軍 が 駆っ た 天馬 ・ ラ ディ スロ ウ を 模 し 
て 作ら れ た と いう 説 が ある が 、 真 偽 は 謎 の まま 。 

極光 術 薦 可 得 【 技 術 】 フ ィ プ リル と 同意 。 か つて 
セイ ファ ー ト と ネ レ イド が 生み 出し た 神 の 力 。 この 
世に 存在 する あら ゆる 種類 の 唱 霊 を 取り 込ん 
で 、 体内 で フリ ンジ させ る こと で 究極 の 力 を 得 
る 。 その 力 は 取り 込ん だ 唱 霊 の 量 に 比例 する 。 
セイ ファ ー ト が 生み 出し た 力 は 創造 を 司る こと か ら 
「 真 の 極光 ] と 呼ば れ 、 ネ レ イド が 生ん だ も の は 
破壊 を 司る こと か ら 「 闇 の 極光 」 と 呼ば れる 。 
極光 術 の 素質 が ある 者 に は 、 同属 性 の 極光 術 
は 効果 を な さ な い 。 

極光 戦争 息 加 得 【 有 歴史 】2300 年 前 、 ネ レ イド の 暗 
躍 に よっ て 勃発 し た 、 イン フェ リア と セレ ステ ィ ア 
に よる 星 間 戦 争 。 高度 な 技術 を 誇る 時 代 だ っ 
た だ け に 、 強力 な 兵器 や 術 が 飛び 交 い 、 これ 
が きっ か け と な っ て メル ニク ス 文 明 は 崩壊 し た 。 
また 、 この 戦争 が も と で セイ ファ ー ト の 怒り を 買 
い 、 両 世界 は セイ ファ ー ト リン グ に よっ て 閉鎖 さ 
れ て し まっ た 。 

きら めき の 塔 騙 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 イン フェ リア 
の パロ ー ル の 東 、 群島 に そびえ ぇ る 塔 。 高い 山 に 
囲ま れ て いる た め 、 飛行 艇 で な いと た どり 着け 
な い 。 塔 の 最上 階 で は ワル キュ ー レ と 出会う こ 
と が で きる 。 

ギリ アム 騙 高 得 【 人 名 】 残虐 な 軍隊 を 率い て 、 
ティ ン シ ア 一 体 を 東 ね て いた 男 。 自由 軍 シ ル エ 
シカ の 敵対 勢力 と し て 抗争 を 続け 、 8 年 前 の ペ 
イル ティ の 海戦 で 敗北 、 死亡 し た 。 その どう 猛 な 
戦い 方 は 伝説 と な り 、 ティ ン シ ア の 武器 屋 に 愛 
用 の 剣 が 飾ら れ て いる 。 

ギリ オー ヌ 功 『 基 一 【 聖 獣 】 光 を 司る 聖 獣 。 銀色 
に 輝く 四肢 を 持ち 、 気高く 美しい 。 沈み 、 また 
昇る 太陽 や 、 死 と 再生 の 象徴 と し て あがめ ら 
れ 、 と くに 多く の 二 元 性 と 矛盾 を 抱え て 生き る こ 
と を 運命 づけ られ た ハー フ た ちの 心 の 支え に な 
っ て いる と の 説 る ある 。 環状 列石 遺跡 に 祀 られ 
て いる 。 

斬り 斬り ス 騙 品 鐘 【 術 ・ 技 】※ 営 ある シュ ヴァ ー 
ン 隊 ルプ ラン 小隊 アデ コー ル 様 が くり 出す 流 鹿 
な 技 。 めった や た ら に 手 に し た 剣 を 振り 回 す の 
が 真髄 。 我 が 輩 の 剣 、 ユー リ ご と き に は 止め ら 
れ な い の で あー る ! 

豚 の 奥 に ある 夢 の 続 き が 見 た い 罰 * 基 得 【 言 
葉 】 ジ ベー ル と 接触 する た め の 合言葉 。 ムー ド の 
な い 男 に は わか ら な い 、 いい 台詞 。 

キル タン サス 罰 避 久 【 植 物 】 レ イヴ ン の 騎士 団 
時 代 の 友人 キャ ナリ が 好 ん で いた 花 。 海辺 の 日 


陰 に 自生 し 、 赤い 花弁 が つつ まし く 咲 き ほ こる 
様子 が 美しい 。 イエ ガー が ドン を 吊 う の に 持参 し 
た の も この 花 で ある 。 


ギル ド 功 避 獲 【 組 織 ・ 団 体 ] 准 国 の 階層 化 さ れ 
た 支配 構造 を 否定 する 人 々 に よっ て 結成 され 
た 組織 。 帝国 の 市 民権 を 捨て 保護 を 受け な い 
代わ り に 、 帝国 法 に 縛ら れ な い 独 自 の 生き 方 
を 貫く と 公言 し て いる 。 主要 ギル ド で 組織 され た 
ギル ド ユ ニオ ン の 本 失 地 が 置か れる ダン グレ スト 
は 、 帝国 内 に あっ て 、 一 種 の 治外法権 的 な 立 
場 を 獲得 し て いる 。 

職 盟 暗号 (ギル ドコ ー ド ) 騙 麗 鏡 【 文 化 】 の つて 
ギル ド 同 士 が 連絡 を 取る た め に 使わ れ て いた 
秘密 の 暗号 。 現在 で は ほとん ど 用 いら れる こと 
は な く 、 多く の ギル ド 員 は 存在 すら 知ら な い ほ ど 
に な っ た が 、 鍛冶 ギル ド 「 魂 の 鉄 植 ] の み は 、 
秘密 保持 と 中 立 を 保つ 観点 か ら 使い 続け て い 
る 。 時 候 の あい さ つ や 散文 な ど に カモ フラ ー ジ ュ 
され て いる た め 、 知識 の な い 人 間 に は 解読 は お 
ろか 、 暗号 と 気づく こと すら 不可 能 。 し か し レイ 
ヴ ン は それ を あっ さり 読ん で みせ 、 師 れ な い 一 
面 を 垣間見 せる 。 

幸福 の 市 場 ( ギ ルド ・ ド ・ マ ル シ ェ ) 
【 ギ ルド 】 五 大 ギル ド の ひと つ で 、 カウ フ マ ン が 
取り 仕切 る 商業 ギル ド 。 流通 を 担う 性 格 上 、 帝 
国 や ギル ド と いう 枠 を 超え た 活動 を 行なう 。 お 客 
様 第 一 が モッ トー、 笑顔 0 ガル ド で ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 
か ら ヒ ピオ ニア 大 陸 ま で 渡り 歩く 、 商売 人 の 鑑 。 

銀 環 の 征 域 訪 貢 鐘 【 ギ ルド 】 ナ ム 了 島 に 活動 拠 
点 を 置き 、 商品 の 製作 ・ 販 売 を 手掛け る 彫金 
師 の ギル ド 。 販路 は 非常 に 小さ く 、 一 般 的 な 市 
場 に 商品 が 出回る こと は 少な い 。 し か し 貴重 な 
鉱石 エヴァ ライ ト の 加工 品 を 作る な ど 高 い 技術 
を 誇り 、 一 部 に 熱狂 的 な ファ ン を 持つ 。 リア ン ナ 
の 父親 が 所 属し て いた 。 

キン グ ク ロス 功 K 可 蘭 【 地 名 ・ 施 設 】 ユー ラ イ オ 
北東 に そ ぴ える アミ ュー ズ メ ント タワ ー で 、 ライ オグ 
ラン プリ 決勝 戦 の 舞台 と な る 。 挑戦 者 は 内 部 に 
放 た れ た 魔物 を 退け 、 数 々 の 仕掛 け を 突破 し 
て 頂上 を 目指 し 、 そこ で トロ フィ ー を 賭け て 戦う こ 
と に な る 。 遠く 帝都 か ら で も 臨め る と 言わ れる ほ 
どの 高 さ は 、「 石 の 時 代 」 の 遺跡 か ら 発掘 され 
た 素材 を 使っ て 建造 する こと に より 実現 で きた 
も の で 、 建設 に 関わ っ た ユー ライ オ の 職人 た ち 
の 誇り で ある 。 

ギン ジ 編 共 識 【 人 名 】 イエ モン の 孫 で 、 ノエ ル の 
兄 。 シェ リ ダ ン で 幼い 頃 か ら 飛 行 訓練 を 受け て 
育ち 、 アル ビオ ー ル 初 号機 の テス ト 飛 行 パイ ロッ 
ト に 抜 握 さ れ た 。 外 殻 大 地 月 落 後 は アス トン の 
制作 し た 3 号機 を 操縦 し て いる 。 パイ ロッ ト と し て 
の 腕前 は ノエ ル の 上 を 行き 、 エル ドラ ント 攻略 時 


に は アッ シュ を 乗せ て 対空 放火 の 風 を くぐり 抜 
けた ほど だ 。 

禁 呪文 薦 可 記 【 術 ・ 技 】 魔 術 の 中 で も 空間 や 異 
界 に 属す る も の 。 自ら の 精神 力 を エネ ルギー に 
替え て 行使 し 、 及ぼ す 影 響 の 程度 も 桁 違 いで 
ある こと か ら 、 この よう に 呼ば れる 。 4202 年 に お 
いて エド ワー ド と ジェ スト ー ナ が 差し 違え た 際 の 呪 
文 や 、 アーチ ェ が 使う メテオ ス ォ ー ム 、 ビッ グ バ 
ン 、 プラ ッ ク ホ ー ル が これ に 該当 する 。 また 魔界 
の 住人 を 使役 する 呪文 は と くに 「 魔 操 術 ] と も 
呼ば れる 。 

禁書 功臣 弄 【 呼 称 】 創 世 暦 時 代 に 書か れ た 書 
物 全 般 の こと 。 過去 に ロー レラ イ 教 団 が 有害 指 
定 を し 、 世界 各地 か ら 徹 底 回 収 し た 。 禁書 に 
は 、 創世 暦 時 代 の 音 機関 の 設計 図 や 、 失わ 
れ た 禁 術 を 復活 させ る 方 法 な ど 、 高度 な 技術 
情報 が 記さ れ て いる 。 


筋 ト レ マ シ ー ン 皿 5 語 3【 道 具 】 レ ザ レ ノ グ ル ー プ 
が 通信 販売 し て いる 商品 。 デ ク ス が 戦闘 力 アッ 
プ の た め に 愛用 し て いる が 、 本 人 の 発言 か ら は 
あま り 効 果 を 感じ られ な い 。 いずれ に せよ 、 甘 
い 言葉 に 誘わ れ て 購入 する も 、 失望 と 幻滅 、 そ 
し て 開 恥 心から 、 し まい 込ん で 二度と 見 た く な く 
な る 物 の ひと つ 。 

ギン ナル 罰 語 欄 【 人 名 ] 待 殊 部 隊 王 の 盾 ・ 独 
立 遊撃 部 隊 [漆黒 の 相 ] の ひと り 。 自称 「 し な 
や か な 身 の こ な し か らく り 出 す 華 放 な 剣 技 で 敵 
を 翻弄 する 、 王 の 慎一 の いい 男 」。 

ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ 暫 5 語 [地名 ・ 施 設 】 マル 
タ た ちの 世界 と 魔界 ニブ プル ヘ イム を つなぐ 有 裂 け 
目 が ある 場所 。 そこ に 扉 を 作っ て 封印 を 施し 、 
魔 族 の 侵入 を 阻止 し て 世界 を 護っ て いた の が 
ラタトスク で ある 。 世界 が ふた つ に 分 か れ て いる 
間 、 ラタトスク は この 地 で コア 化し 、 眠り に つい 
て いた 。 アス テル が ラタトスク に 殺害 され た 場所 
で も ある 。 

人 金 の 塊 纏 可 柱 【 道 具 】 レ イモ ー ン の 都 に 隠さ れ て 
いた 宝 。 高価 で 売買 され る 。 

銀 の 聖杯 臨 * 臣 斑 【 デ ィ ス カバ リー】 カ レギ ア 王 
家 に 伝わっ て いた 聖杯 。 代々 の 王 は 即位 の 儀 
式 の 際 に 、 ソ ポ チャ ナ の 滝 の 聖 水 を この 杯 に 受 
け 、 正当 な 王位 継承 者 で ある こと を 知ら し め た 
と いう 。 近年 何者 か に 盗ま れ 、 行方 不明 に な っ 
だ 。 

く ぁ w せ drftgy ふ じ こ Ip 男 宮 織 【 言 葉 】 リタ と 
レイ ヴ ン に 、 うし に ん の 衣装 を 無理 矢 理 着せ ら 
れ そ うに な っ た と き の カ ロ ル の 悲鳴 。 吾 々 と し た 
お っ さん と 、 それ に イラ イラ させ られ っ ぱな し の 天 
才 少 女 は 、 こう いう と きだ け 息 が ぴた り と 合う らし 
く 、 カロ ル に 声 に な ら な い 声 を 上 げ さ せる こと と 
な っ た 。 


クィ ー ン 罰 可 欄 【 そ の 他 】 チ ェ ス の 駒の ひと つ 
で 、 その 名 の と お り 「 王 妃 ] を か た どっ た も の 。 
「 ナ 人 (騎士) ] の リカ ルド 、「 ルーク (戦車 ) 」 の 
スパ ー ダ に 対し て 、 彼ら が 守護 する クィ ー ン は 誰 
が ふさ わし いか 、 と いう 議論 が 行なわ れ た と き 、 
見 事 こ の 王妃 の 座 を 射止め た の は 、 女性 陣 3 
人 を 差し 置い て ルカ で あっ た ……。 確か に 、 ど 
う 考 えて も お と な し く 守 られ て くれ そう に も な い 彼 
女 た ち より も 、「 受動 的 で 悲観 的 で 線 が 細く て 
知 的 ]」 な ルカ の ほう が 、 よっ ぽ ど 王妃 に 向い て 
いる よう に 思わ れる 。 

クィ ッ キ ー 往 高 得 【 生 物 ] セレ ステ ィ ア に 生息 す 
る 珍し い 生 物 。 体長 15cm と 身体 部 分 は 小さ い 
が 、 耳 の 長 さ 12cm、 し っ ぽ の 長 さ は 45cm で 、 
結局 は 全長 72cm に も な る 。 し か し 体重 は 200g 
と 非常 に 軽く 、 特徴 で も ある 独特 の 青い フサ フ 
サ し た 毛 は 、 羽毛 の よう 。 ジャ ンプ 力 に 優れ て 
いる だ け で な く 、 尾 を 足 の よう に 使っ て 立ち 上 が 
る こと も ある 。 危機 や 不穏 な 空気 を 察知 する 特 
殊 な 能力 が そ を な わっ て いて 、 クキ クキ と 鳴き 出 
す と 、 希 険 が 迫っ て いる 証拠 。 クッ ッ キ ー と いう 
呼び 名 は メル ディ が つけ た も の で あり 、 学名 は ポ 
ッ ト ラ ビッ チヌ ス 。 食べ る と お いし いら し い 。 

空 割 山 薦 机 職 [地名 ・ 施 設 】 ク ロ エ の 祖国 、 聖 
ガ ド リ ア 王国 の 象徴 。 標高 12000m を 誇り 、 山 
麓 に は 王 都 バル ト ガ が 広がる 。 空 を 割る か の よ 
うに そびえ ぇ る 勇姿 か ら 空 割 山 と 名 付け られ た 。 
バル ト ガ を 狙っ た 浪 我 砲 の 軌道 が 逸れ て 空 割 
山 を 直撃 し 、 一 撃 の 下 に 消滅 し た 。 

グー ス 罰 k 項 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 温泉 で 有名 な 癒し 
の 郷 。 温泉 好き に は た ま ら な い 100% 源 泉 か け 
流し の お 湯 と 、 名 物 「 温 泉 玉藻 を ウリ に 、 世 
界 中 か ら 湯 治 客 を 集め て いる 。 入湯 料 は 団体 
制 に な っ て お り 、 何人 で 訪れ て も 1 団体 様 ご と 
に 100 ガ ルド で 入浴 可能 。 な お 効能 ・ 効 果 は 
美肌 、 切り 傷 、 打ち 身 、 骨折 、 肩こり 、 腰痛 、 
高血圧 、 水虫 と 多岐 に 渡る 。 また 屋外 に は 足 
湯 も 用 意 さ れ て お り 、 水虫 治 療 へ 期待 を 寄せ 
る うら 若き 乙女 た ち に 密か な 人 気 。 と ころ で 温 
泉 施設 内 に は パナ シー アボ トル が 常備 され て お 
り 、 風呂 上 が り に は 腰 に 手 を 当て 、 これ を グイ ッ 
と いく の が 通 で ある 。 

空中 都市 革 53 少 【 地 名 ・ 施 設 】 天 地 戦 争 時 代 
に 建造 され た 、 地上 か ら 遥 か 上 空 に 浮か ぶ 都 
市 群 の こと 。 ダイ クロ フト 、 アン スズ ー ン 、 ミッ クハ 
イル 、 シュ サイ ア 、 ヘ ルレ イオ ス 、 クラ ウデ ィ ス の 6 
都市 か ら な り 、 都市 同士 は 離れ て 浮遊 し て い 
る が 、 それ ぞ れ に 対応 し た ゲー ト を くぐる こと で 
一 瞬 に し て 移動 で きる 。 都市 は レン ズ の エネ ル 
ギー に よっ て 機能 し 、 その 大 半 は 神 の 眼 と 呼ば 
れる 巨大 レン ズ か ら 供給 され て いた 。 天地 戦争 
終結 時 に 海底 へ と 封印 され た が 、 18 年 前 の 騒 
乱 時 に ヒュ ー ゴ ミク トラ ン ) の 手 で 封印 を 解 か れ 
再 浮 上 し た 。 騒乱 終結 時 に は 外 殻 と と も に 破 
壊さ れる も 、 落下 に よる 被害 は 甚大 な も の と な 
り 、 ダリ ル シ ェ イド 等 多数 の 街 が 崩壊 する 原因 と 
な っ た 。 

クウ ・ ホ ウ 罰 * 若 筐 【 人 名 】 ワ ン ・ ギ ン の 右腕 と し 
て 屋敷 を 切り 盛り し て いる 男 。 日 常 生活 の 世話 
か ら オ ー ク ショ ン の 管理 、 痢 取引 の 米 配 まで 、 ワ 
ン ・ ギ ン の 成功 は この 男 の 存 在 あ っ て の も る の 。 
非常 に ビジ ネス ライ ク な 人 性格 で 一 見 冷酷 な 印象 
を 受け る が 、 じつは ボス に あま り よ い 感 情 を 持っ 
て いな い 。 
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グー ング ニル 訪 語 議 【 武 具 】 神 々 が 終 未 戦争 


の 際 に 使用 し た と いわ れる 槍 。 本 来 は オー ディ 
ー ン の 持ち 物 で あり 、 槍 自 体 が 持つ 真 の 力 は 
封印 され て いる 。 


クオ イ の 森 功 鐘 [地名 ・ 施 設 ] ザー フィ アス と 


ハル ル を 結ぶ 深い 森 。 デザ ドン 射 を 通ら ず に 帝 
都 か ら 北 に 抜け る 唯一 の 道 だ が 、 魔物 が いる 
ぱか りか 、 妙 な 怪談 めい た 噂 も 多い た め 、 禁忌 
の 森 と し て 恐れ られ て いる 。 実際 は 木々 に 埋 も 
れ た 古い 魔 導 器 の 周辺 か ら 漏れ る エア ル が 及 
ぼ す 影響 が 原因 。 エス テル が 言う 「 木 の 下 に 埋 
め ら れ た 死体 か ら 呪 い の 声 が じわじわ と 遣い 上 
が り 、 わた し た ち を 道連れ に ……」 と いう た くま し 
い 想 像 は 、 残念 な が ら 真相 か ら は ほど 遠い 。 


結晶 界 ( ク ォ ー テ ィ ア ) 芳 i 蘭 [世界 】 現 在 の 


白い 月 に 栄え た 結晶 人 た ちの 世界 。 非常 に 高 
度 な 文明 を 持ち 、 原 界 人 を 支配 し て いた 。 黒 
い 月 の 正体 で ある 巨大 ゼロ ム ・ ガ ル デ ニ ア の 暴 
走 に よっ て 白化 し 、 二 千 年 た っ た 現在 も 、 すべ 
て の 生命 活動 は 失わ れ た まま に な っ て いる 。 


結晶 人 (クォート ) 玉 i 剛 [種族 】 身体 組織 が 


結晶 化し た 人 々 。 白い 月 と 呼ば れる 結晶 界 に 
住み 、 思念 の 力 を エネ ルギー と する 精神 文化 
を 発達 させ 、 高度 な 文明 を 誇っ た 。 中 で き 特 徴 
的 な の が スピ リア と 肉体 を 自由 に 分 離 で きる 能 
力 で 、 スピ リア だ け の 存在 と な り 、 他人 に 寄生 し 
て 生き る こと が で きる 。 また 約 二 千年 と され る 寿 
命 は 肉体 で は な く ス ピリ ア に 依存 し て いる 。 燃 熟 
し た 社会 に 供 み 、 戦争 すら 娯楽 に し た 彼ら は 、 
や が て 思念 兵器 ゼロ ム を 開発 。 し か し その 代償 
と し て 、 自ら 生み 出し た 巨大 ゼロ ム ・ ガ ル デ ニ ア 
に スピ リア を 飲み 込ま れ 、 文明 も 崩壊 し た 。 


ググ ラ じ いさ ん 罰 臣 械 [人 名 】 ト ヨ ホ ウス 河 の 河 


下り を 一 手 に 引き 受け る ガ ジ ュ マ の お 爺さん 。 
屈強 な が ガ ジュマ の 男 た ちと と も に 小屋 に 寝泊り 
し 、 1 年 中 休む こと な く 河 下り を 取り 仕切 る 。 


ク ク ロ ル 功 可 筐 【 人 名 】 セレ ステ ィ ア 人 。 21 歳 。 


アイ メン の 錬金術 工房 の 主 で あり 、 地 唱 霊 研 
究 者 。 採掘 し た 鉱物 内 の 地上 唱 霊 を 変化 させ 
て 、 新しい 金属 が 作れ な いか 日 々 実験 を くり 返 
す 錬 金 術士 で も ある 。 吐 盛 な 好奇 心 を 持ち 、 イ 
ン フ ェ リ ア に 対し て ロマ ン を 感じ て いる 。 似 た も の 
同士 の キー ル と は すぐ に うち 解け て 仲よく な っ 
た 。 将来 的 に は セ フ ァ イド 鋼 よ り 硬 い 金 属 を 見 
つけ る の が 夢 だ っ た が 、 ヒア デス に よっ て 命 を 
奪わ れ 、 叶わ ぬ も の と な っ て し まっ た 。 


クサ ナギ ノ ツ ル ギ 編 可 腸 【 武 具 】 ギル ド グ レ ー ド 


の 褒章 品 の 剣 。 神代 に 神々 が 遠征 に 携え た と 
いう 逸話 が あり 、 長い 間 同 国 の 宝 の ひと つ だ っ 
た 。 さま ざま な ルー ト を 経由 じ し て アシ ハラ か ら 渡 っ 
て きた あと は 、 ギ ルド 組合 の 目玉 の 品 と し て テ ノ 
スギ ルド に 餅 ら れ て いる 。 


グ シ オス 玉 可 鐘 【 人 名 】 カル ボク ラム に 棲ん で い 


た 始祖 の 隷 長 。 彼 を つけ 狙う 「 魔 狩り の 剣 ] の 
襲撃 に 章 い 逆 結界 に 捕らわれ る が 、 ジュ ディ ス 
の 働き に よっ て 逃亡 。 その 後 過剰 な エア ル の 
影響 を 受け て 暴走 し 、 その 影響 で し し ルビ キ ア 大 
陸 北 に エレ アル ー ミ ン 石 英 林 が 生ま れる 。 


グスタフ ・ ド ライ デン 功 5 簡 [人名] 列国 最強 


と いわ れる セイ ン ガ ルド 王国 軍 を 統べる 7 人 の 司 
令 官 、 通称 「 七 持 軍 ] の ひと り で 、 非 業 の 死 を 
遂げ た 名 将 フ ィ ン レ イ ・ ダ グ の 跡 を 継ぎ 、 7 人 を 
東 ね る 大 将軍 と な る 。 46 歳 。 寂 物 で や や 権威 
主義 的 で あり 、 と くに 一 企業 の トッ プ と いう だ け 


で 国王 に 意見 する ヒュ ー ゴ の 台頭 を 快く 思っ て 
いな い 。 し た が っ て 、 表向き は 血縁 関係 を 伏せ 
な が ら も それ に 乗じ よう と する リオ ン に も 、 同様 の 
感情 を 抱き が ち 。 し か し 彼 の 剣 の 実力 は ほか の 
誰 よ り も 認め て お り 、 自分 が 引退 し た ら 新 将軍 
に 推薦 する つも る り で いる 。 その 厳格 な 姿勢 は 兵 
士 た ち に 恐れ られ る 一 方 で 、 国民 か ら の 支持 
は 非常 に 大 きい 。 


くち な わ 罰 『E 便 【 人 名 】 ミ ズ ホ の 民 の 隠密 で 、 お 


ろ ち の 弟 。 両親 が 死ん だ 原因 を 作っ た し いな を 
恨ん で 敵対 し た 挙げ 句 、 彼女 に 決闘 を 挑む 。 


口 の 利き 方 知ら な 太郎 堅 可 馬 【 呼 称 】 イ リア の 


「 イ プラ ・ ヒ モビ ッ チ 」 と 同じ く 、 ハス タ に よっ て 贈 
られ る スパ ー ダ の 名 前 。 貴族 の 生ま れ の クセ 
に 、 こと 口 の 悪さ にかけ て は イリ ア の 数 段 上 を 行 
く ス パー ダ の 特徴 を 、 ハ スタ は ちゃ ん と わか っ て 
らっし ゃ る よう で ある 。 


首飾り 訪 避 本 [道具 】 テ アン ジュ 愛 用 の 首飾り 。 鳥 


の を か た どっ た か の よう な 繊細 な 金 細工 に 、 
赤い 半 輝 石 を あし ら っ た デザ イン が 特徴 。 その 
控え め な 輝き が 清貧 の 気持 ち を 嘆 起 する の か 、 
一 部 の 信者 に 人 気 だ と いう 。 し か し 出 ど ころ は 
古道 具 屋 で 、 10 ガ ルド そこ そこ で 売ら れ て いた 
聖 印 。 アン ジュ 日 く 「 気 持ち が 大 切 ] と の こと で 、 
同じ 印 を 僧 服 の 裾 に る 刺繍 し て いる 。 


クベ ー ル ・ サ ケル ドー ス 世 可 欄 [人 名 】100 年 


前 、 レイ モー ン の 都 で 宰相 を 務め て いた 人 物 。 
生命 の 法 を 初め て 施行 し た 人 物 で 、 ウォ ー ル ス 
に 騙さ れ て 数 十 万 人 の レイ モー ン の 民 を 犠牲 に 
し 、 多 数 の ペイ シェ ント を 生成 。 その 結果 、 レイ 
モー ン の 都 は 減 び 、 の ち に この 事故 は 獣 人 戦 
争 と いう 名 で 後世 に 語り 継が れる こと と な る 。 ペ 
イシ ェ ン ト の 力 で 100 年 間 を 生き な が ら え な が ら 、 
アデ ル ハ ビッ ツ に 隠れ 、 ひ っ そり と ウォ ー ル ス を 
倒す た め に 強大 な プリ セ プ ツ を 構築 し て いた 。 


ぐみ ぐみ お に ゅ む お にゅ 功 K 鐘 [呼称 】 マン タイ ク 


の うし に ん の くれ る グミ セッ ト の 名 前 。 確か に ぐみ 
ぐみ で む に ゅ む に ゅ だ が 、 名 前 に 関し て は も う 少 
し な ん と か な る ん じゃ な い だ ろ うか と 、 これ を も ら 
う 誰 も が 考え る 。 


グミ 焼酎 功 欄 【 飲 食物 】 グ ミ か ら 作 られ た お 


酒 。 どこ の 家庭 で も 1 本 は 置い て あり 、 その まま 
飲む ほか さま ざま な 料理 に も 使わ れる 。 イネ ス は 
士官 学校 時 代 か ら よく た し な ん で お り 、 寮 の 台 
所 か ら 持ち 出し て は 上 訂 っ ぱし か ら 空 け て いき 、 あ 
げ く に 踊り 出す こと も し ば し ば で あっ た と いう 。 


グミ 大 福 功 位 【 飲 食物 ] ペン デ ロ ー ク 大 陸 で 


有名 な 甘味 と いっ た ら コ レ 。 お いし い グ ミ を 柔 ら 
か な 求 肥 で くる ん だ 甘酸っぱ い お 菓 子 。 普段 あ 
まり 華やか な デザ ー ト を 食べ な い シ ング た ち シ ー 
プル の 人 々 に と っ て は 、 村 の 外 に 出かけ た と き 


の 、 お 土産 の 大 定番 で ある 。 


グミ 作り の 少女 功 誠 筐 [人 名 お 母さん を 手 伝 


っ て グミ を 作り 、 家計 を 支え て いる 感心 な 女 の 
子 。 サ ニ イ タウ ン の 一 角 に 住ん で いる 。 グミ の 本 
質 を 見 抜く く こと に か け て は 天 風 の 才 が あり 、 最 
大 時 の 75% も の 体力 を 回 復 す る と いう 、 威 の 
「 グ レー プ グ ミ 」 を 開発 し た の は ほか な ら ぬ 彼女 。 
特許 申請 を し な か っ た た め に 、 亡くな っ た 父親 
が 残し た 借金 を 完済 で きる 日 は 遠ざかっ て し まっ 
た が 、 その お か げ で 1 粒 2000 ガ ルド と いう 破格 
の 安さ で の 商品 化 が 可能 と な っ た 。 


雲 羊 モク ゥ 功 K 本 欄 【 生 物 】 上質 な 羊毛 クラ ウド ウ 


ー ル が と れる 羊 で 、 プラ ンジ ュ で の み 家 畜 と し て 
飼 わ れ て いる 。 一 見 豊富 な 体毛 が ある よう に 見 
える が 、 じつは 体積 の ほとん ど が 肉 や 皮下 脂肪 
で 肝心 の 毛 の 部 分 は わずか と いう 、 短 毛 か つ 
メタ ボリ ッ ク な 種 。 いく ら 質 の いい 毛 が と れる に 
せよ 、 牧羊 や 毛 刈 り の 労力 に 見 合っ て いる か 
と 言え ば 疑問 符 が つく こと は 否め な い 。 ご くま れ 
に 全身 が 真っ 黒 の 希少 種 が 発生 する こと が あ 
る が 、 静電気 が 激しい の で 敬遠 され る こと も あ 
る 。 くし ゃ み は 「 モ ッ ク シ ョ ン !] 。 


クラ ー ス ・F・ レ スタ ー 功 語 本 【 人 名 】 ユー クリ 


ッ ド 村 で 魔術 研究 所 を 開設 し 、 独自 に 研究 を 
続け る 男 。 も と も と は アル ヴァ ニス タ の 王立 学院 
で 魔法 学 を 専攻 し 、 首席 で 卒業 する 。 し か し 魔 
術 に 替わる 、 人 間 が 扱え る 超常 の 技 と し て 、 太 
古 より 伝え られ る 「 精 霊 の 召喚 術 ] を 提唱 し た こ 
と 、 と り わ け 精 霊 召 喚 の た め に 体 中 に ペイ ント を 
施し 鳴子 を 下げ た 出で立ち が 学会 で の 喘 笑 の 
的 と な っ て いた 。 未来 か ら 訪 れ た クレ ス た ち に 
協力 し た こと で 自身 の 研究 の 成果 を 確信 、 や 
が て マナ と 精霊 の 存在 を 守る た め に 、 ダオス と 
の 戦い に 挑む こと に な る 。 


クラ イト 皿 沿 7E【 人 名 】 ポ ニー と コン ビ を 組む 


夫婦 の 墓 泥棒 。 見た目 に 寄ら り ず パワ ー フ ァ イ タ 
ー で 、 ポ ボニー を か い が い し く サ ポー ト す る 。 つね 
に 間違っ た こと わざ や 慣用 名 を 使う の が 得意 
で 、 教養 の 高 さ を 自負 し て いる 。 フリ オ た ちの 冒 
険 も 終わり 、 英雄 た ちゃ も と の 世界 に 帰っ た あ 
と 、 再び ポニ ー と と も に ドリ ー ム 号 を 盗む が 、 修 
理 前 の ボロ 状態 で 行く 先 不 明 の 過去 へ 飛ば さ 


れ て し まっ た …… ホホ うだ 3 

クラ ウ ・ ソ ラス 玉 可 鐘 【 武 具 ] か つて ザー フィ ア 
ス 下 町 を 訪れ た 高 名 な 備 兵 が 、 宿屋 [等 星 」 
に 滞在 し た 際 に 残し て いっ た 剣 。 騎士 団 や さま 
ざま な ギル ド が この 剣 を 求め る る も の の 見 つか ら 
ず 、 数 十 年 を 経て 街 の 片隅 か ら 発 見 され 、 ユ 
ー リ の 手元 に 渡る 。 威 丈 高 な 騎士 で は な く 真 に 
民 草 を 守る 者 こそ が 、 神剣 の 主 に 相応 し い 。 

クラ ウデ ィ ス 罰 店 答 【 地 名 ・ 施 設 】 外 殻 上 の 空 
中 都市 で 、 ダイ クロ フト の 防衛 シス テム の ひと つ 
で ある 、 守護 竜 の 制御 を 行なっ て いる 施設 。 レ 
ンズ を 用 いた 植物 生育 を 研究 する プラ ント も 兼 
ね て お り 、 内 部 に は 千年 間 の 間 に 縦横 無尽 に 
根 を 伸ばし た 木々 の 姿 が ある 。 

グラ キ エ ス 罰 棒 語 き 【 セ ンチ ュ リ オン 】 水 の セン 
チュ リオ ン 。 氷 の 神殿 の 祭壇 で コア 化し て 眠り 
に つい て いた 。 グラ キ エ ス ・ コ ア を 希少 な 宝石 と 
勘違い し た 、 フラ ノー ル の アク セ サ リ ー 屋 が 持ち 
去っ た 一 件 は 、 ゼロ ス の 妹 セ レス を を も 巻き 込む 誘 
掲 事件 へ と 発展 し た 。 物語 中 で は コア の み 登 
場 し 、 どの よう な 外見 、 性 格 、 能力 か は 不明 。 

グラ ス 罰 蘭 【 人 名 】 諸国 漫遊 の ご 隠居 さん の 
お 供 。 きっ ちり と し た スー ツ で 身 を 固め 、 傍ら に 
控え て いる 。 非常 に 無口 で 彼 が 話す と ころ を 見 
た 者 は いな い 。 つね に 装着 し た サン グラ ス の 奥 
の 瞳 を うか が い 知 る 日 は 来る の だ ろう か 。 

クラ トス 罰 宮 往 【 人 名 】 ハー メン ツ の 村 の 高台 、 
ウォ ルト の 屋敷 の 前 に 出没 する 謎 の 男 。 剣 と 魔 
法 に 長け る 凄腕 の 備 兵 と 噂 され て いる が 、 静か 
に た た ず む 姿 か ら は その よう な 気迫 は あま り 感じ 
られ な い 。 豊富 な 知識 を 持つ 人 間 を 捜し て お り 、 
「 雑 学 王 ] を 自認 する 称号 を つけ て 話し か ける 
と 四 千 年 の 知識 に 裏打ち され た クイ ズ を 出し て 
くれ る が 、 間違う と 厳し い 叱責 が 待っ て いる 。 

クラ トス ・ ア ウリ オン 罰 中 柱 [人 名 】 コ レッ の 
護衛 を 請け 負う 凄腕 の 備 兵 。 じつは 古代 大 戦 
の 英雄 で 四 大 天使 の ひと り で 、 属す る 組織 ク 
ル シ ス が 掲げ る 目的 の た め 、 神子 の 監視 役 と な 
っ て いる 。 クル シス の 輝 石 で 天使 化し て お り 、 
人 間 で あり な が ら 四 千年 も の 永き 時 を 生き 、 ま 
た 魔術 に も 長け る 。 人 間 の 女性 アン ナ と の 間 に 
ロイ を も うけ た 、 彼 の 実 の 父親 に 当たる 。 

グラ ハム 罰 誠 欄 【 人 名 】 アイ フリ ー ド の 息子 。 父 
親 が 遺し た 船 を 売っ た お 金 で 、 プリーズ キ ー ル に 
ひっ そり と 暮らし て いる 。 金品 に 興味 は な い が 、 
父親 が 隠し た 財宝 の 中 に ある 真 の 宝 の 正体 を 
知る た め 、 クレ ス た ち に 財宝 探索 を 依頼 する 。 

暗闇 の 夢 功 訪 械 【 組 織 ・ 団 体 ] 全 国 を 旅 し て 歩 
く サ ー カ ス 団 。 曲芸 や マジ ッ ク 、 ミュ ー ジ カル な ど 
の 上 演 で 人 気 を 博 し て いる 。 サー カス 団 の 歴史 
は 長く 、 ガイ も 幼い 頃 観 覧 し た こと が ある 。 ケ セ ド 
ニア に は 暗闇 の 夢 応援 事務 所 が あり 、 団長 で 
ある ノワ ー ル の ファ ン を 筆頭 に 、 多く の 会 員 に 支 
えら れ て いる 。 年 会 費 1000 ド ル で 、 会 員 に は 
「 応 援 倶楽部 会 報 ] が 配ら れる 。 ちな み に 今 年 
の 会 報 誌 は 全 16 ペ ー ジ で 、 誌面 の 8 割 は ノワ ー 
ル 特 集 で ある 。 

グラ ンカ レイ 罰 可 鐘 【 人 名 】 今 は な き 巨 大 海 農 
ギル ド 「 海 竜 の 夢 ] の 首領 。 世界 中 の 無法 者 を 
率い て 船 を 駆り 、 テ ルカ ・ リ ュ ミ レー ス に その 名 
を 轟かせ た 。 数 々 の 航海 誌 を 残し た こと で も 知 
られ 、 と くに 大 海 の 芯 に 浮か ぶ 薬 園 ・ 通 称 
「 十 六 夜 の 庭 」 の 話 は 有名 。 

グラ ンド ガル フ 功 可 職 【 生 物 】 ガ ルフ 族 の 亜 竹 


な が ら 、 ガル フ と は 一 線 を 画す 圧倒 的 な 力 と 知 
力 を 兼ね 備え 、 わずか 一 頭 で 村 を 壊滅 させ る 
ほど 強大 な 力 を 持つ 魔物 。 ガル フ 族 の 王 と し て 
他 の ガル フ を 強制 的 に 従わ せ て 支配 下 に 置 
き 、 群れ を 形成 し 狩り を 行なう こと も ある 。 モー ゼ 
ス と コン ビ を 組ん で いる ギー ト は この グラ ンド ガル 
フ で あり 、 互い に 固い 信頼 関係 で 結ば れ て い 
る 。 これ は 警戒 心 の 強 さ か ら 、 けし て 人 に は 懐 
か な いと いわ れ て いる グラ ンド ガル フ に あっ て 、 
希有 な 例 と し て 挙げ られ る 。 


グラ ンド フォ ー ル 玉 可 得 【 現 象 】 大 朋 落 と も 言 


う 。 イン フェ リア と セレ ステ ィ ア が 接近 し 、 最終 的 
に は 衝突 し て し まう 現象 。 ふた つの 世界 は 除 々 
に 接近 し て いる だ け で は な く 、 オル バー ス 爆 動 
の 際 に 一 気 に 距 離 を 縮め る 。 シ ゼ ル に よっ て 
人 為 的 に 引き 起こ され た こと に な っ て いる が 、 
実際 は ネ レ イド が 両 世界 の 唱 霊 を 自ら に 取り 込 
み 、 閣 の 極光 術 を 完全 な も の と する た め の 策 
略 だ っ た 。 グラ ンド フォ ー ル は 人 間 の 世界 だ け で 
な く 、 唱 霊 界 に も 悪影響 を 及ぼ す 。 ミン ツ 大 学 
の 学生 た ちの 間 で は 、 グラ ンド フォ ー ル は ハン パ バ 
ー ガ ー 現 象 と 呼ば れ て いる 。 


澄 明 の 刻 晶 (クリ アシ エル ) 太 慌 鏡 【 道 具 】 ア ー 


セル ム 号 が その 入手 を 使命 と し て いた 聖 核 。 太 
古 に 命 を 落と し た 始祖 の 隷 長 が 残し た 命 の 証 
で あり 、 ロン チー ら が 手 に 入れ た あと 、 船 と と も 
に 海 を 漂流 し 続け た 。 千年 の 時 を 経て ユー リ ら 
の 手 に より 故郷 ヨー ムゲン と 思わ れる 街 に 届け 
られ た が 、 デュ ー ク の 手 で エア ル に 還元 され る 。 


輝石 (クリ アス ) 罰 E 柱 鉱石 原 素 が 凝縮 され 


た 石 。 大 地 を 巡る 原 素 は 長い 時 間 を か け て 弟 
縮 し 、 や が て 結晶 化し て 煙 石 と な り 、 地 中 や 川 
底 の 砂 際 に 混じっ て 発見 され る 。 また 含有 する 
原 素 に よっ て 性 質 が 異な り 、 た と えば 火 の 煙 石 
な ら 燃 料 と し て 利用 で きる と いっ た 、 資源 的 な 
側面 を 備え て お り 、 人 々 の 生活 と 密着 し て い 
る 。 風 、 水 、 火 そ れ ぞ れ の 属性 に 由来 する 美 し 
い 輝 き を 放つ 。 


煙 石 (クリ アス ) の 守り 騙 K 革 【 道 具 】 本 来 は 


砂 状 の 煙 石 を 袋 に 詰め た お 守り 。 し か し 効 少 
時 の アス ベル は 手頃 な 煙 石 が な か っ た こと か ら 
コシ ョ ウ で 代用 し 、 父 ア スト ン と と も に 王 都 に 出向 
く ヒ ュー バー ト に 手渡 し た 。 7 年 越し の 再会 の 
折 、 今度 は ヒュ ー バ ー ト が 同じ お 守り を 、 そう と 
は 知ら ず に スト ラ タ に 向かう アス ベル に 贈っ た た 
め 、 中 の コシ ョ ウ が 幸い し て 、 一 行 は ロッ ク ガ ガ 
ン の 体内 か ら 脱出 する こと に 成功 する 。 


クリ ー ド ・ グ ラフ ァ イ ト 男 加 欄 【 人 名 】 イン カロ 


ー ズ を 守護 機 士 に 持つ 、 結晶 界 最強 の 思念 
術 者 。 外見 年 齢 は 20 歳 で 身長 181cm、 体重 
113kg。 結晶 界 が 減 び た と き リ チア の 力 で 肉体 
を 封印 され 、 スピ リア だ け の 存在 と な っ て 数 々 
の 宿主 を 渡り 歩き な が ら 、 自ら が 設計 し た ゼロ 
ム ・ ガ ル デ ニ ア の 復活 を 目論ん で いる 。 お と ぎ 
話 に は 「 継 色 の 髪 の 魔王 ] と し て 描か れ 、 ね む 
り 姫 リ チア を お び や か す も の と し て 語り 継が れ て 
きた 。 17 年 前 、 先 副 ジ ルコ ニア を 操り リチア を 
追い 詰め ある が 、 ゼクス ら に 討た れ 胎 児 シ ング に 
寄生 。 その 憎悪 の 感情 に 潜み 、 再起 の 時 を 待 
っ て いた 。 クリ ー ド の 目指 す ガ ル デ ニ ア の 復活 
は 、 ガル デニ ア が 吸収 し た 結晶 人 の スピ リア を 
取り 戻し 、 人 柱 と な っ た フロ ー ラ を 救う こと 。 その 
代償 に 原 界 入 の スピ リア を 充て よう と し て お り 、 
ガル デニ ア の 完全 消滅 を 目指 す サリ チア と 戦い を 


くり 広げ る こと に な る 。 


グリ ゴリ 族 騙 可 贈 【 種 族 】 神 の 血 を 渡 く 受け 継 


ぐ 一 族 。 一 般 的 に 人 間 は 、 造 か 昔 に 地上 に 降 
り 、 神 の 力 を 剥奪 され た 人 々 の 末 座 で あり 、 長 
い 歴 史 の 中 で 次 第 に 神 の 血筋 は 薄れ た 。 し た 
が っ て 神 の 魂 を 受け 継ぐ 転生 者 が 前 世 の 記 憶 
と 能力 を 持つ 以外 、 肉体 レベ ル で は 神 と し て の 
痕跡 は ほぼ 皆無 で ある 。 これ に 対し グリ ゴリ 族 
は 、 神 そ の も の で ある タナ トス (ガー ドル ) が 自ら 
人 と 交わ り 繁 栄 さ せ て きた 一 族 で 、 すべ て の 者 
が 神 の 力 を 強く 残し て いる 。 た と えば 転生 者 が 
持つ 天 術 を 制御 する 技 は 、 彼ら が 「 人 間 を 支 
配 する 神 ] で あっ た 名 残り と 言え る 。 神 の 威光 
を 忘れ た 人 間 、 と くに 地上 の 荒廃 を 省 み ず 、 
利権 の み を 追及 する 転生 者 の 存在 を 強く 憎ん 
で お り 、 グリ ゴリ 族 の 手 に よる 地上 の 支配 を 掲 
げ て いる 。 


グリ ゴリ の 里 騙 可 腸 【 地 名 ・ 施 設 】 ガ ラム の 北 


西 に 位置 する 島 に 作ら れ た 、 グリ ゴリ 族 だ け で 
構成 され る 山里 。 他 の 地域 と の 交流 は ほぼ 皆 
無 で 、 時 折 レ グ ヌ ム 軍 の 輸送 船 の 寄港 が 確認 
され て いる の み 。 鳥 の 暮らし は 自給 自足 で 成り 
立っ て いる た め 、 いわ ゆる 商店 の よう な も の や 、 
来訪 者 の た め の 施 設 も 存在 し な い 。 


クリ ス ・ カ トレ ッ ト 罰 * 宮 往 【 人 名 】 ルー ティ と リオ 


ン の 母親 。 ミク トラ ン の 影響 を 受け て 区 変 し た 夫 
ヒュ ー ゴ に 殺 険 を 感じ 、 幼い ルー ティ と ソー ディ ア 
ン ・ ア トワ イト を クレ スタ 修道 院 に 逃がす も る 、 その 
直後 に 死亡 する 。 亭 年 28 歳 。 可憐 な 容姿 と 優 
し さ に あふ れ た 性 格 で 、 少女 時 代 か ら 同年 代 
の 男の子 た ちの アイ ドル 的 存在 、 まさ に 羨望 の 
的 で あっ た 。 彼女 の 若 か り し 頃 に な ん ら か の 接 
点 が あっ た セイ ン ガ ルド 中 の 男 た ち は 、 天使 の よ 
うな クリ ス の 淡い 思い 出 を 胸 に 抱い て 生き て い 
る 。 し か し じつは 甘い 物 と お 金 に 目 が な いか な り 
の お 茶 目 さ ん 。 ヒュ ー ゴ と は 彼 が 考古 学者 時 代 
に 知り 合っ て お り 、 ふた つ 年 上 の 俗 に 言う 姉 さ 
ん 女房 で 、 当時 の 愛 に あふ れる 生活 の 中 で も 
夫 を 上 手 に 手の平 の 上 で 転がし て いた よう だ 。 


クリ スタ ラチ ュ ラ 編 可 職 【 生 物 】 クリ スタ ル 状 の 


外 殻 に 覆 わ れ た 体 を 持つ 魔物 。 容姿 の 恐ろし 
さ に 反し て 性 格 は 温厚 で 、 通常 は 人 間 を 毅 う こ 
と は な い 。 た だ し 自分 の 巣 に 立ち 入っ た 者 は な 
ん で あろ うと 容赦 せ ず 、 執 失 に 追い 続け て これ 
を 仕留め よう と する 。 光る 物 を 集め る 習性 が あ 
る た め 、 巣 に は 価値 の ある 鉱石 や 宝石 類 を た 
め 込 ん を で いる こと も 多く 、 これ を 狙っ た トレ ジャ ー 
ハン ター が 巣 に 忍び 込む こと も 多い が 、 大 抵 は 
クリ スタ ラチ ュ ラ に 返り 討ち に され て し まう 。 


グリ ッ ド 功 『 天 動 【 人 名 】 深 思 の 要 を 率い る | 音速 


の 貴公子 」。 アル メイ ダ 村 長 の 孫 で ある 少年 は 
グリ ッ ド を 崇拝 し て お り 、 家 に は 彼 の 描い た 大 き 
な 「 グ リッ ド 様 の 絵 ] が 飾ら れ て いる 。 


グリ ッ プ ソー ド 罰 可 得 【 武 具 】 王 都 イ ン フェ リア 


の 闘技 場 前 に いる 老人 が な くし た 剣 。 弟子 の た 
め に 剣 を 見 つけ て ほし いと 頼ま れる が 、 弟子 と 
は クレ ス ・ ア ル ベ イ ン の こと 。 し た が っ て この 老 
人 は お な じみ の トリ スタ ン 師 匠 で ある 。 


クリ ティ ア 族 功 可 鐘 【 種 族 】 人 か ら 派生 し た 種 


族 。 と が っ た 耳 、 後頭 部 か ら 長 く 伸び る 感覚 器 
が 特徴 。 魔 導 器 を 生み 出し 栄華 を 誇っ た 古代 
文明 の 牽引 役 と な る 。 明る く て 物怖じ せ ず 楽 
天 的 で 楽観 的 な 性 格 は 、 真面目 で 思 應 深く 、 
言い 換え れ ば 悲観 的 で 陰 混 で も ある 人 間 と 、 そ 
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N ロ マー ヽ モ さ ミー 輝き 出さ 


り の 合わ な い 場 面 る し ば し ば 。 し か し な が ら た ぐ 
いま れ な 集中 力 と 好奇 心 、 そし て 一 族 で 共有 す 
る 優れ た 知識 や 技術 で 、 社会 の 発展 に 貢献 し 
て いる 。 ナギ ー グ と 呼ば れる 超常 能力 を 持ち 、 
物 に 秘め られ た 情報 を 読み 取る こと が で きる 。 


クリ ティ アッ 娘 功 鐘 [呼称 】 が ス ファ ロス ト で ジ 


ュ デ ィ ス に 会 っ た と き 、 レイ ヴ ン が 彼女 を 評 し て 言 
う 表 現 。 クリ ティ ア 族 と 人 間 と が 共存 する 社会 ゆ 
え 、 クリ ティ ア 族 の 女性 自体 は な ん ら 珍 し いも る の 
で は な い が 、 端正 な 顔立ち で 露出 度 の 高い 服 
装 を 好む 彼女 た ち を 、 一 部 で は この よう に 呼ぶ 
ファ ン も ある 。 この 初め て の 出会い に さい し て 、 
女好き の レイ ヴ ン に 「 ど この 姫 様 だ !?」 と 感嘆 の 
声 を 上 げ さ せる ほど 、 傑出 し た 美しき を 持つ ジュ 
ディ ス 。 し か し か わい らし い 愛 称 で 呼ば れ て に っ 
こり 微笑 む 裏 に 、 どれ だ け の 含み が ある の や ら 。 


クリ ノ セ ラフ 罰 誠 本 [人 名 】 クロ アセ ラフ の 兄弟 


機 で 、 同じ く フ ロー ラ の 守護 機 士 を 務め た エー 
ス 型 機械 人 。 外見 年 齢 や 身長 ・ 体 重 も クロ ア 
セラ フ と 同数 値 に 設計 され て いる 。 愛称 は 「 リ 
ノ 」。 結晶 界 の 白化 に より 機能 を 停止 し て いた 
が 、 クロ アセ ラフ の 手 に より 再起 動 す る こと と な 
っ た 。 フロ ー ラ を 犠牲 に 自分 だ けが 災い を 免れ 
た リチア を 憎悪 し て お り 、 自身 の 持つ 擬似 スピ リ 
ア 内 で 白化 の 時 を 再現 し 、 スピ ル メ イズ に 取り 
込ん だ リチア の スピ リア を 崩壊 させ よう と する 。 ま 
た フロ ー ラ へ の 思 誠 を 失わ ず 、 彼女 と の 主従 
関係 を 嫌悪 する クロ アセ ラフ と 対立 し て いる 。 ヒ 
スイ が つけ た 呼び 名 は 、 その 装甲 に ちな ん で 
「 青 の 慎 野 郎 」。 


魔界 (クリ フォ ト ) 玉 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 地殻 部 


分 を 外 殻 大 地 と し て 浮上 させ た あと に 残さ れ 
た 、 液状 化し た 大 地 。 外 殻 大 地 の 内 側 に あり 、 
この 魔界 部 分 に 外 殻 が 降り た 状態 が 本 来 の オ 
ー ル ドラ ント の 姿 で ある 。 外 殻 大 地 完 成 と と も に 
その 存在 は 隠さ れ 、 現在 で は 大 地 は 液状 化 
し 、 いた る と ころ か ら 障 気 が 吹 き 出す 地獄 の よう 
な 場所 と 化し て いる 。 住人 は 、 ユリ アシ ティ に 住 
む 約 3000 人 の み 。 外 殻 大 地 の 約 3 万 m 下 に あ 
り 、 外 殻 大 地 に 開い た わずか な 穴 か ら 差 す 光 
し か 届か な い 。 魔界 で 長く 暮らし て いる と 、 酸 
素 濃度 の 差 か ら 外 殻 に 上 が っ た と き に 高山 病 
に か か る ケー ス が 多い 。 これ は 、 訓練 や 譜 術 で 
防止 する し か な い 。 


グリ フォ 合衆国 画 回 欄 国 名 】 結 晶 界 に あっ た 


都市 の ひと つ 。 長年 に 渡り 、 ワン ダリ デル 枢軸 
同盟 と 激しい 思念 戦争 を くり 広げ て いた 。 


グリ ムシ ルフ ィ 玉 加 議 【 精 土 】 緑 の 輝石 に 封印 


され て いた 精霊 。 パス カル の 血脈 に 反応 し 、 大 
翠 緑 意 の 使者 と し て 力 を 貸し て くれ る 。 気品 あ 
る 少年 の 姿 を し た 小さ な 妖精 だ が 、 その 口調 は 
年 寄 ひ めい て お り 、 威厳 すら 感じ させ る 。 


クリ ム ゾ ン ・ へ アツ ォ ー ク ・ フ ォ ン ・ フ ァ ブ レ 


玉 誠 欄 【 人 名 】ND1967 年 生ま れ 。 ファ ブレ 公 
爵 に し て 、 キム ラス カ 王 国軍 の 元帥 で も ある 。 フ 
ァ プ レ 公 肌 家 は 、 さか の ぼる と 王室 に つなが る 
由緒 正しい 家系 。 キム ラス カ国 王 一 族 と 召 威 
関係 に ある 貴族 と し て 、 王城 と 司 じ バ チカ ル の 
最上 階層 に 居 を 構え て いる 。 ユリ ア の 預言 か 
ら 、 いずれ ルー ク が アク ゼ リ ュ ス で 死ぬ 運命 に あ 
る こと を 知っ て いた た め 、 無意識 の うち に 息子 
を 愛す る こと を 避け て いた 。 し か し 、 の ち に 預言 
に 捕 ち われ て いた 自分 を 省 み 、 ルー ク と 正面 か 
ら 向 き 合 う よ う に な る 。 ベル ケン ド や カイ ツー ル 周 


辺 に 領地 を 持っ て いる 。 


グリ ム 山 男 勤 [地名 ・ 施 設 】 ヘ レン ゼラ の 北側 


に 位置 する 山 。 地盤 が も ろく 地滑り が 頻発 する 
た め 、 地元 の 人 間 は まず 近づか な い 。 多発 す 
る 災害 に ちな ん で 「 震 える 山 」 と 呼ば れ て いる 。 


グリ ュー ネ 騙 可 職人 名 】 ボ ケッ と 笑い を 司る 女性 


に し て 、 その 正体 は 世界 の 存続 と 繁栄 を 司る 
女神 。 この 世界 に 出現 し た 際 に 自身 の 記憶 を 
失っ て し まっ て お り 、 自身 の 使命 と 備わっ た 力 
を 忘れ 、 本 来 の も る の と は 似 て も 似つか ぬ 性 格 に 
な っ て いる 。 虚無 と 破 減 を 司る シュ ヴァ ルツ は 、 
互い が 互い の 分 身 な が ら 対 を な す 存 在 で あり 、 
太古 より あま た の 世界 を 舞台 に し て 両者 の 戦 
い は 続い て いる 。 


グリ ュ ン ヘル デ 罰 誠 一 【 地 名 ・ 施 設 】 ユ リス に 


飲み 込ま れ た 思念 の 断片 が 具現 化し 、 ユリ ス 
の 領域 の 内 部 に 作り 上 げた 街 。 決し て 叶う こ 
の な い 欲 望 が 人 の 形 を と り 、 か り そ め の 街 に あ 
た か も 住人 と し て 暮らし て いる か の よう に 存在 し 
て いる 。 空間 全体 に 虚無 感 が 漂い 、 意思 の 強 
い 人 間 で な けれ ば ぱ 、 あっ と いう 間 に 取 り 込 まれ 
て し まう と いう 。 


クリ ント 罰 机 議 【 人 名 】 魔 物 討伐 ギル ド 「 魔 狩り 


の 剣 ] の 首領 。 巨大 な 剣 を 庁 手 で 軽々 と 振る う 
姿 が 見 る 者 を 圧倒 する 。 人 の 背丈 を 逢 か に 超 
える 巨大 な 魔物 た ちと 渡り 合っ て きた だ け あ り 、 
その 腕 は 確か 。 肉親 の 敵 で ある 始祖 の 隷 長 を 
滅ぼす こと を 至上 命題 に 掲げ て お り 、 と き に は 
仕事 抜き で 戦い を 挑む 。 


音律 士 (クル ー ナ ー) 範 誠 一 【 職 業 】 神託 の 盾 


兵士 に お いて 、 譜 歌 を 操る 者 の 呼称 。 人 数 は 
少な い が 、 戦場 で は 後方 支援 部 隊 と し て 前 衛 
を バッ クア ッ プ する 。 ティ ア \ 戦 場 で は 音律 士 と 
し て 活躍 する 。 血 な まぐ さい 戦場 に お いて 清 ら 
か な 歌声 が 響 く 様 は 、 神託 の 盾 な ら で は の 戦 
略 が 展開 され て いる 証 だ 。 


クル ー ル 騙 可 記 誠 人 名 】 球体 の ボディ に 小さ 


な 手足 と 耳 が つい て いる 謎 の 生き 物 。 ディ オス 
と メル ティ ア の 追跡 逃れ て ディ オ と メル に 保護 
され 、 旅 に 同行 する 。 戦い で は 丸い 身体 で 敵 
に ぶつ か る 捨て 身 の 肉 弾 系 。 また ディ オ や メル 
の 動き を そっ くり に 真似 する 「 チ ェ イ ン パ ー ト ナー」 
と いう 力も 使う こと が で きる 。 自然 法則 を 逸脱 し 
た 特殊 な 生態 に つい て は た び ぴた び 仲 間 内 で 議 
論 さ れる が 、 じつは ノル ン が ディ オ た ち を 監視 す 
る た め に 生み 出し た 自身 の 分 身 で ある 。 と は い 
え 、 そん な 正体 な ど 予 想 だ に も し な い ア ルベル ト 
は 、 恐れ 多く も クル ー ル を 「 ふ くろ だ ぬき 」 と 呼ん 
で は ば から な い ……。 


グル グル アタ ッ ク 玉 慌 鐘 【 術 ・ 技 】 シュ ヴァ ー ン 


隊 ル プラ ン 小 隊 ボ ッ コ ス 氏 の 技 。 よく 言う な ら ば 
「 愛 婚 あ る 丸い 体 」 を 回 転 さ せ 、 遠心 力 に て 威 
力 を 高め た 槍 の ひと 突き を お 見 舞い する 。 勢い 


まかせ の 攻撃 。 


クル ザン ド 王 統 国 入 可 内 [国名 】 大 陸 西 部 辺 


境地 域 に 位置 する 王政 国家 。 国家 的 、 国民 
的 に も 尚武 の 気風 が 強く 、 進取 の 精神 を 持つ 。 
きび し い 気 候 に さら され た 乾燥 地帯 に あり 、 資 
源 の 逐 し さか ら こ の 一 帯 は か つて より 争い が 絶 
えな か っ た 。 ここ で の 激烈 な 戦い に 勝ち 抜き 、 
諸 部 族 を 武力 で 併合 し て 誕生 し た の が クル ザン 
ド 王 統 国 で ある 。 建国 時 より 軍事 国家 の 方 向 
性 を 打ち 出し 、 強力 な クル ザン ド 王 統 国軍 と 爪 
術 を 盛り 込ん だ 目新し い 戦術 で 近隣 諸国 を 脅 
か し て いる 。 この た め 七 聖 連合 に は 所 属し て い 
な い 。 20 年 前 に 隣国 、 聖 ガ ドリ ア 王 国 へ と 侵攻 
し 、 現在 も 交戦 中 だ が 戦況 は 騰 着 状態 に ある 。 


クル シス 功 諾 猫 【 組 織 ・ 団 体 】 ミ トス が 姉 マ ー テ 


ル の 復活 を 掲げ て 設立 し た 組織 。 シル ヴァ ラン ト 
と テ セ アラ に 分 割 さ れ た 世界 を 裏 で 管理 する 。 
マー テル の 器 を 得る た め の マ ー テ ル 教 を 作り 上 
げ 、 神子 の 口実 の も と 選定 を 行なう ほか 、 エク 
スフィア を 量産 する ディ ザイ アン を 組織 。 また 種 
族 間 差別 を な くす た め 生 命 体 す べ て を 無機 化 
する 「 千 年 王国 」 の 建設 を も 計画 する 。 


クル シス の 輝石 訪 * 訟 用 【 鉱 石 】 神子 が 手 に し て 


生ま れ て くる と され る 石 。 エク スフィア の 進化 し た 
も の で 、 ハイ エク スフィア と も 言わ れる 。 身体 と 
無機 化 と 羽 の 取得 、 す な わ ち 「 天 使 化 ] を も た 
らし 、 天使 状態 と な っ た 者 は 死 と 決別 し 、 永遠 
の 時 を 「 存在] する こと が で きる 。 罰 相 語 【 鉱 
右 】 ク ル シ ス が 神子 に 与え る ハイ エク スフィア の こ 
と 。 神子 の 証明 と な る 石 で 、 コレ ッ ト と ゼロ ス も 、 
この 輝石 を 握っ て 産ま れ て きた 。 装着 する と 身 
体 が 無機 化し 、 羽 が 生え て 天使 状態 と な る 。 
天使 状態 と な っ た 者 は 死 と 決別 し 、 永遠 の 時 を 
「 存在] する こと が で きる 。 リヒ ター は この 天使 化 
に 目 を 付け 、 復讐 を 成し遂げ た あと 魔 族 か ら 世 
界 を 救う た め に 、 神子 の 輝石 を 手 に 入れ よう と 
し て いた 。 


クル ス 一家 編 記 獲 【 組 織 ・ 団 体 】 氷 速 の バカ ン 


ス を 求め て は る ば る カド ス 山 脈 を 越え て きた 貴族 
の 一 家 。 当主 クル ス と その 妻 セ リカ 、 息子 の ミソ 
ミソ の 3 人 家族 。 貴族 た ちの 間 で 噂 の 新た な リ 
ゾー ト へ の 期待 は 、 水着 を 店 ご と 買い 占め る ほ 
ど 。 た だ し そん な ミー ハー ぶり を 庶民 相手 に は 一 
転 、 厳格 な 線引き を 忘れ ず 、 下 々 の 者 と の 会 
話 は すべ て 執事 の ダニ エル を 通じ て 行なわ れ 
る 。 な お ダニ エル は 主 た ち を 砂漠 の 魔物 か ら 守 
り そ の 旅 を 支え る 密か な 手練 れ で ある 。 


グル ノー レ I 世 功 高 腸 【 人 名 】 イン フェ リア 王国 


第 7 代目 の 国王 、 ゲル ノー レ HL 世 の こと 。 彼 の 治 
世 と な っ て か ら は 戦争 も な く 、 政治 的 手腕 が 問 
われ る ほど の 大 き な 事 件 も 起き て いな い 。 この 
た め 、 いさ さか 平和 ボケ レ て いて 、 権威 を 保つ こ 
と と 、 愛娘 ア レン デ を 湧 愛す る こと に 全 精 力 を 
費やし て いる 。 普段 は 虚勢 を 張っ て いる が 、 じ 
つ は 気 が 小さ く 絶え ず 人 の 目 を 気 に し て お り 、 そ 
れ ゆ え 時 と し て 非常 に 残酷 に も な る 。 アレ ン デ 
の 母親 で あり 、 正妻 の 王妃 に は 過去 浮気 が バ 
レ た こと も あり 、 頭 が 上 が ら な い 。 26 年 前 に ロ 
ナ ・ ウ ィ ン デ ィ ア に 心 を 奪わ れ 、 彼 女 を 後宮 に 
迎え て フォ ー マ ル ハウ ト 伯 の 称号 を 与え を た 。 この 
と き 、 ロナ は 王 の 子供 で ある レイ シス を 身ごもっ 
て いた 。 実 の 子 で ある レイ シス に 愛情 を 持っ て 
いる が 、 その 関係 を 公 に で き な い こと に 苦し み と 
罪 の 意識 を 感じ て お り 、 罪滅ぼし と し て 高い 身 


分 を 与え を て いる 。 

クル ノ ス 十 四 世 功 羽 鐘 【 和 人 名 】 先 の 皇帝 で 名 は 
ゼー ノ ス ・ グ リュ ノ ス ・ ヒ ュ ラ ッ セ イン 。 人 魔 戦 争 
当時 の 皇 益 だ が 、 戦後 、 病没 する 。 彼 に 子 が 
お ら ず 、 ま た 至宝 「 宙 の 戒 典 ] が 失わ れ た こと か 
ら 、 その 後宮 廷 は 処 々 の 派閥 に よる 思惑 が 入り 
乱れ 、 玉座 は 空位 の 状態 が 続い て いる 。 

クレ ア ・ ベ ネッ ト 罰 臣 斑 【 人 名 】 スー ルズ 村 に 
住む 17 歳 の 少女 で 、 ヴェ イグ と 兄妹 の よう に 育 
つ 。 近隣 の 街 で も 評判 に な る ほど の 器量 よし 
で 、 その 美しき さ を 一 目 見 よう と 、 こっ そり と スー ル 
ズ を 訪れ る 男性 も いる と か 。 両親 の 教育 と 育っ 
た 環境 の た め 、 きら びやかな 見 か け に 反し て 非 
常に 純朴 な 性 格 だ が 、 意外 な ほど の 芯 の 強 さ 
る 兼ね 備え て いる 。 ヴェ イグ の フォ ルス の 雄 走 に 
よっ て 1 年 の 歳 月 を 水 の 中 で 過ごし て いる た め 、 
外見 に 経年 変化 が な い の を 、 村 の 少女 た ち は 
ちょ っ と うら や まし く 思 っ て いる らし い 。 

クレ イ 芳光 鐘 【 人 名 】 世界 各地 を 放浪 し 、 悪人 
を 廣 清 し て いる 黒衣 の 男 。 か つて は 騎士 団 に 
在籍 し て いた が 、 恋人 リュ ネ の 父親 で も ある 剣 
の 師匠 の 助言 に 従い 、 帝都 を あと に する 。「 お 
前 の 正義 を 世に 知ら し め て みよ 」 と いう 言葉 が 、 
彼 の た っ た ひと つの 行動 理念 。 し か し 旅 の 途 
中 で 師父 が 何者 か に 暗殺 され た こと を 知り 、 そ 
れ 以 降 は 犯人 を 追い 求め る 旅路 と な る 。 

クレ イア イド ル 薦 品 議 【 人 名 】 精霊 の 洞窟 に 住 
むこ びと さん 。 典型 的 な 「 我 が 道 を 往く ] 性 格 
で 、 彼ら の 言動 に つい て いく の は ある 種 の 修行 
と いっ た 趣 が ある 。 

グレ イル 湖 入 科 [地名 ・ 施 設 】 ウ ィ ン ド ル 土 国 
の 中 心 に ある 湖 で 、 4 つの 街道 が 周囲 を 巡り 、 
王国 各地 を つない で いる 。 高級 うな ぎ や ワカ サ 
ギ の 産地 と し て も 有名 。 

グレ ー ト フッ カー 騙 可 三 【 武 具 】 マム ー ト ギル ド 
の 褒章 品 の ひと つ 。 か わい らし い 色 使い と は 裏 
腹 に 、 すさ まじ い 破 壊 力 を 誇る グロ ー プ で 、 その 
名 の と お り 、 腰 の ひね り を 活か し た 強烈 な フッ ク 
を くり 出す 際 に 、 その 真価 を 見 せつ けら れる 。 
不届き 物 に 悪用 され る の を 避け る た め 、 ギル ド 
組合 に よっ て 管理 され て いる 。 

クレ ー メ ル 騙 可 科 【 呼 称 ]】 い わ ゆ る 品 霊 の こと 。 

クレ ー メ ル エ ンジ ン 玉 可 得 【 技 術 】 晶 電 の 力 
で 動く エン ジン 。 ガレ ノ ス に よる 歴史 的 な 大 発 
明 。 給水 ポン プ や 鉄道 、 ク レー メル クラ フト に も 
使わ れ て いる 。 メル ニク ス 時 代 に も クレ ー メ ル エ 
ンジ ン が 存在 し た が 、 その 時 代 の 物 と ガレ ノ ス が 
発明 し た も の は 構造 が 異な っ て いる よう だ 。 

クレ ー メ ルク ラフ ト 罰 可 得 【 設 備 】 バリ ル が 故 
郷 イ ン フェ リア に 帰る 日 の た め に 製作 し た 装置 。 
空中 を 飛び 、 オル バー ス 界 面 を 突破 し て も う 一 方 
の 世界 へ 移動 で きる 。 パリ ル が 残し た クレ ー メ ルク 
ラフ ト を ガレ ノ ス が 見 つけ て 改良 を 加え 、 これ に メ 
ルディ が 乗り 込ん で イン フェ リア へ と 渡っ て いる 。 

クレ ー メ ルケ イジ 玉 可 得 【 道 具 】 晶 埋 石 と いう 
鉱石 を オー ジェ で 覆っ た 装置 。 そもそも メル ニク 
ス 時 代 に 作ら れ 始 め た も の で 、 現在 の イン フェ リ 
ア で は 製作 技術 が 失わ れ て いる 。 ケイ ジ に は イ 
ン フ ェ リ ア 型 と セレ ステ ィ ア 型 が あり 、 どちら も 性 
能 に 大 差 は な い が デ ザイ ン が 異な る 。 イン フェ リ 
ア 人 は ケイ ジ 内 の 品 霊 石 に 卓 霊 を 宿す こと で 、 
その 種類 に よっ て 様々 な 晶 霊 術 を 行使 で きる 。 
一 方 セレ ステ ィ ア 人 は ケイ ジ を 製作 する こと は 可 
能 だ が 、 これ を 使っ て 品 霊 術 を 行使 する こと は 


で き な い 。 し た が っ て ケイ ジ を 銃 な どの 兵器 と 組 
み 合 わせ て 、 晶 霊 術 の よう な 効果 を 得 て い る 。 
ケイ ジ は 10cm 程 度 の も の が 普通 だ が 、 セレ ステ 
ィ ア で は 工業 的 に 利用 され て いる た め 、 10m ク 
ラス の 大 型 の も の も 生産 され て いる 。 


クレ ー メ ル ダ ス ト 騙 可 得 【 現 象 】 晶 電光 渦 。 空 
間 内 の 晶 霊 が 輝 き な が ら 上 昇 す る た め 、 無数 
の 光 が 天 へ と 昇っ て いく よう に 見 える 現象 。 

クレ ー メ ルポ ー ル 騙 机 得 【 競 技 】 ミ ン ツ 大 学 の 
運動 場 で 行なわ れる 競技 。 ボー ル と 唱 霊 場 の 
反転 は 晶 霊 術 に よっ て 生み 出さ れ て いる 。 ちな 
み に 対 戦 相手 の 女の子 た ち は イ ンタ ー ハ イ 出 場 
経験 者 。 その こと を 鼻 に か け 高 飛車 な 言動 で 
挑ん で くる た め 、 つい つい 勝負 心 が 刺激 され て 
し まう らし い 。 

クレ ス ・ ア ル ベ イ ン 入 可 記 【 人 名 】 ト ー テ ィ ス に 
住む 若者 で アル ベイ ン 流 剣術 の 継承 者 。 マル 
ス ・ ウ ルド ー ル の トー ティ ス 襲 撃 で 両親 を 亡くし 、 
事件 の 黒幕 で ある 魔王 ダオス へ の 憎しみ か ら 、 
その 打倒 を 決意 する 。 時 空 を 超え た 旅 の 果て 
に 本 懐 を 遂げ る が 、 それ は 同時 に ダオス が 世界 
を 躍 器 し た 本 当 の 理由 を 知っ た こと に よる 、 苦 
悩 の 幕開け で も あっ た 。 さま ざま な 深刻 な 事情 
を 抱え て は いる が 、 正義 感 が 強く さわ や か な クレ 
ス の 印象 は 、 いつ いか な る と きも 変わ ら な い 。 そ 
し て か な り 厳 し い だ じ ゃ れ セ ンス も 、 ダオス 戦役 と 
いう 過酷 な 経験 に 関わ ら ず 健在 で ある 。 

クレ スタ 玉 品 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 セイ ン ガ ルド の 東 
に ある 小さ な 街 。 修道 院 づ き の 孤 児 院 が あり 、 
親 と 別れ て 暮 ら さ ざる を 得 な く な っ た 子供 た ち 
が 、 親代わり の シス ター と も に 生活 し て いる 。 街 
の 規模 は 大 きく は な い が 、 近年 敏腕 の 町 長 を 
迎え た こと で 急速 な 発展 を 見 せ た 結 果 、 住民 
た ちの 生活 水準 は 高まり 、 噴水 広場 を 中 心 に 
し て 秩序 の ある 暮らし が 営ま れ て いる 。 街 の 外 
に 広がる 広い 砂浜 で は 、 遠く アク アヴェ イル の 
島 並み を 望む こと が で きる 。 押 玉 【 地 名 ・ 施 
設 】 中 央 大 陸 の 東端 に 位置 する 街 。 カイ ル の 
母親 ルー ティ が 育っ た 街 で あり 、 カイ ル 自 身 の 生 
まれ 故郷 で も ある 。 現在 で は 、 ルー ティ と スタ ン 
の 四 英 雄 夫 婦 が 孤児 院 を 営む 街 と し て も 有 
名 。 風光 明 婚 で の どか な 自然 に 影響 され て か 、 
穏やか で 気 の い い 住 人 達 が 暮らし て いる 。 18 
年 前 の 騒乱 時 に は 同時 多発 的 に 出現 し た モン 
スタ ー に 襲わ れ た が 、 七 将 軍 の ロベルト ・ リ ー ン 
と スタ ン 達 に よっ て 救 わ れ た 。 

紅 の 月 駆 枯 台 誠 [鉱石 】」 ヴァ ル ハラ 平原 で 産出 
され る 鉱石 。 人 工 マ ナ の 原料 に な る ルミ ネイ ト を 
含ん で お り 、 4300 年 代 初頭 か ら 本 格 的 な 採掘 


が 開始 され て いる 。 その 発見 は 4200 年 代 に 「 レ 
スネ ス 」 の 研究 者 と し て 知ら れ た バジ ル が 、 魔 
科学 へ の 応用 の た め 、 マナ の 代用 品 と な る 人 
工 マ ナ を 求め た こと が きっ か け 。 バジ ル は 当初 、 
紅 の 月 の 存在 が 自ら の 研究 だ な け で な く 、 ヴァ ル 
ハラ の 発展 に 寄与 する も の と 信じ て 疑わ な か っ 
た 。 し か し 実際 は その 採掘 権 や 売買 の 利益 、 
果て は ヴァ ル ハ ラ の 土地 所 有 そ の も の を 巡っ て 
大 き な 争 い に ま で 拡大 し た 。 


紅 の 流星 群 監 K 世 狂 【 地 名 ・ 施 設 】 ダン グレ スト に 
ある 居酒屋 。 表向き は 「 紅 の 絆 備 兵 団 ] 経営 
の 健全 な る 酒場 だ が 、 実際 は 彼ら が 裏 取引 に 
使う 秘密 の アジ ト で ある 。 最上 階 の バル ボス の 
私 室 は 、 ユニ オン 本 部 や 「 天 を 射る 矢 」 の 本 拠 
地 を し の ぐ 豪 華 絢 底 の 内 装 。 ちな み に レ イヴ ン は 
「 天 を 射る 矢 」 所 属 の ギル ド 員 な が ら 、 ある 意味 
商売 敵 と も 言え る 同店 の 常連 。 話し 上 手 な ギャ 
ル た ち に チ ヤ ホヤ され る 桃色 な 夜 を 嗜 ん で いた 
が 、 か ら か うつ も り で 誘っ を は ず の フレ ン に お 株 
を 奪わ れ て 、 すっ か り 自信 を な くし た 。 

グレ バム ・ バ ー ン ハル ト 玉 記 蘭 【 人 名 】 ス トレ イ 
ライ ズ 神 殿 の 大 司祭 で 48 歳 。 聖職 に あり な が ら 
権力 欲 が 強く 、 また 立場 上 古代 文明 の 存在 や 
ロス ト テ クノ ロジ ー に も 明る か っ た こと で 、 以前 か 
ら ヒ ュー ゴ と 同盟 関係 に あっ た 。 その た め 、 そそ 
の か され る まま 神 の 眼 の 強奪 を 行ない 、 か ね て 
か ら の 計画 どおり に 、 世 界 各 地 を 回 っ て 空中 
都市 復活 の 準備 を 進め よう と する 。 し か し カル 
パ バレ イス で の リオ ン た ちの 追跡 を 知る と 、 独自 に 
権力 の 座 を 得る べく 、 ティ ベリ ウス や サイ リル 義 
勇 軍 と の 接触 を 図り 、 また ファ ンダ リア 国王 イザ 
ー ク を 手 に か ける こと に な る 。 本 来 は 追っ 手 を 拳 
し 向け る こと 自体 も 、 セ イン ガル ド 国 王 や ドラ イデ 
ン ら に 向け た ヒュ ー ゴ の パフ ォ ー マ ンス で あっ た 。 
し か し グレ バム は 国王 配下 で ある リオ ン の 追跡 を 
ヒュ ー ゴ の 裏切り と 捉え 、 神 の 眼 強 奪 後 早々 に 
し て ヒュ ー ゴ と 祝 を 分 か つこ と に な っ た の で あ 
る 。 最終 的 に は 父 の 信 を 討た ん と する ウッ ドロ ウ 
の 手 に よっ て ハイ デル ベル グ 城 の 時 計 塔 で 式 
れる が 、 彼 の 存在 は 結局 は ヒュ ー ゴ の 捨て 駒 で 
し か な く 、 空中 都市 の 復活 の 準備 が 行なわ れ 
て し まえ ば 、 遅かれ 早かれ 切り 捨て られ る 運命 
に あっ た 。 押 記 四 【 人 名 】 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 の 
口 火 を 切っ た 人 物 。 スト レイ ライ ズ 神 殿 の 大 司 
祭 で あり な が ら 、 神 の 眼 を 奪い 世界 を 我 が 物 に 
せん と する も 、 神 の 眼 奪 還 の 任 に 就 い た スタ ン 
達 に 倒さ れ て 死亡 し た 。 

グレ ムリ ン レ アー 男 加 本 【 精 吉 】 ダオス 戦役 に 
お いて 、 クラ ー ス の 口 車 に 乗せ られ 精霊 の 契約 
を 結ぶ 羽目 に な っ て し まっ た 魔 族 。 本 来 は 魔界 
の 住人 だ が 、 契約 の 上 で は 精霊 と 同じ よう に 
召喚 され る 。 


ーN で こと で ぐさ ー 固 士 当 て こそ さき 


ウ ウ ク 】 


へ ご ロー マメ で すき 


ラン 


クレ メン テ 罰 可 議 【 ソ ー デ ィ ア ン )】 天 地 戦 争 時 


代 の 人 物 、 ラヴ ィ ル ・ ク レ メ ン テ の 人 格 を 投射 し 
て 作ら れ た ソー ディ アン 。 光 の 属性 を 司 り 、 剣 の 
姿 こ そし て いる が 刃 は 持た ず 、 武器 と いう より さ 
ま ざ ま な 属性 の 晶 術 を 扱う の に 特 化 さ れ た つく 
り 。 また 大 振り で は ある も の の 見 た 目 ほ どの 重 
量 は な く 、 力 の な いも の で も 扱え る よう に 設計 さ 
れ て いる 。 天地 戦争 の 終結 後に は 輸送 艦 ラ デ 
ィ ス ロウ と と も に カル バレ イス 沖 に 眠っ て いた が 、 
神 の 眼 に 起き た 異変 を 悟っ て 覚醒 し 、 フリ ア を 
マス ター と し て 再び 神 の 眼 を ダ 巡る 戦い に 身 を 投 
じ る 。 盾 絹 【 ソ ー デ ィ ア ン 】 ラ ヴィ ル ・ ク レ メ ン 
テ を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 性 格 や 思考 パタ ー 
ン 、 知識 を 投射 され た ソー ディ アン 。 雷 の 属性 を 
持つ 。 大 振り な が ら 見 た 目 ほ どの 重量 を 持た 
ず 、 力 の 騰 い 者 で も 扱え る よう に な っ て いる 。 そ 
の ぶん 直接 攻撃 は 弱い が 、 攻撃 的 な 晶 術 を プ 
ログ ラム され て いる こと か ら も 、 間接 攻撃 に よる 
後方 支援 を 想定 し て 造ら れ た こと が わか る 。 天 
地 戦 争 終結 後 は ラディ スロ ウ と と も に 海底 で 眠 
っ て いた が 、 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 時 に 覚醒 。 フィ 
リア ・ フ ィ イリ ス に 力 を 貸す べく 、 自ら 彼女 を マス タ 
ー と し て 選択 し た 。 


グレ ル サ イ ド 功 放 僧 [ 地 名 ・ 施 設 】 ツ ウィン ドル の 


領地 の ひと つ で 、 グレ イル 湖岸 に 広がり 、 デー 
ル 公 が 治め る 。 大 規模 な 民兵 隊 を 持ち 、 軍事 
力 は パロ ニ ア 答 士 団 に 匹 英 す る と も 言わ れ て 
いる 。 南部 の 田園 地域 は ジャ ガイ モ の 産地 と し 
て も 有名 。 街道 沿い の 畑 に は エフ ィ ネ ア 文 字 で 
「 オ イシ イジ ャ ガイ モ 」 と 書か れ て お り 、 パロ ニア 
か ら の 旅行 者 は つい つい ポテ ト サ ラ ダ や ベイ ク ド 
ポテ ト を 食べ た く な っ て し まう と いう 。 


グレ ル サ イ ド 水 涼 選 手 権 大 会 薦 KiE 簡 [競技 】 グ 


レル サ 條 で 毎年 開催 され て いる 水 涼 選手 権 。 
グレ イル 湖 の 一 部 を 利用 し て 行なわ れ 、 ワカ サ 
ギ 祭 り と 並ん で 、 グレ ル サ イ ド を 代表 する イベ ント 
で ある 。 リチャード は 青年 の 部 で の 入賞 経験 が 
あり 、 し か も 王族 の し きた り に 則っ て 、 ひと り 着 
衣 水 泳 で 臨ん だ 結果 な の だ と いう 。 さす が 歴代 
王族 の 中 で も 文武 両道 で 各 ら れる リチャード 、 
服 を 着 て いる と いう ハン デ に 打ち 克つ 腕 も さる こ 
と な が ら 、 日 焼け か ら 白 い お 肌 を 保 て て 王国 中 
の 女性 ファ ン へ の 配慮 と いう 点 で も 素晴らし い 。 


グレ ン ・ マ ク ガ ヴァ ン 罰 誠 弄 【 人 名 】ND1980 


年 生ま れ 。 者 マク ガ ヴ ァ ン の 息子 で 、 マル クト 帝 
国軍 セン トビ ナー 駐屯 軍 の 将軍 。 ピオ ニー 陸 下 
に 目 を か けら れ て いる ジェ イド に 対し 、 劣等 感 を 
抱い て いる 。 


クロ アセ ラフ 功 X 駐 【 人 名 】 サ ンド リオ ン に 眠る エ 


ー ス 型 機 械 人 。 外 見 年 齢 は 25 歳 、 身長 
200cm、 体重 は 装甲 を 除き 81kg。 擬似 スピ リア 
が 搭載 され た 高 性 能 の 機体 だ が 安定 性 に 欠き 、 
英 味 方 の 区 別 な し に 攻撃 を 行なう と いう 欠陥 が 
あっ た 。 その た め 一 度 は 廃棄 が 決定 され る が 、 フ 
ロー ラ の 一 存 で 彼女 の 守護 機 士 と な る 。 だ が 攻 
撃 性 や 残虐 性 は 守護 機 士 と な っ た あと も 変わ る 
こと は な く 、 再起 動 後 は フロ ー ラ の 存在 を 意 に 介 
さ ず 、 また 実質 の 主 と な っ た クリ ー ド の 命令 に も し 
ぱし ば 反発 し 、 ライ バル 視 し 続け て きた クン ツァ 人 
を ひざ ま づ か せる こと だ け を 至上 の 喜び と し て 行 
動 す る 。 フロ ー ラ の つけ た 愛称 は 「 ロ ア 」 で 、 ヒス 
イ か ら は 「 緑 の 刃物 野郎 」 と 呼ば れ て いる 。 


黒い 邑 玉 避 陽 【 現 象 】 レ シュヴァ ルツ の 手 に よっ て 


人 の 心 の 碧 さ が 実 体 化 し た も の 。 正確 に は 怒 


り 、 憎しみ 、 恐れ 、 悲し み 、 嘆き な ど 、 人 が 己 に 
向き 合う こと を 嫌い 、 逃げ 出す こと を 望む 感情 
が あふ れ 出 し 、 目 に 見 える 形 と な っ た も の で 、 本 
来 誰 も が 持っ て いる も の 。 黒い 霧 は シュ ヴァ ル 
ツ の 養分 と な り 、 吸収 する こと で 力 を 増幅 させ 
る こと が で きる 。 また 、 一 定 以 上 に 凝縮 し た 黒 
い 有 霧 は 結晶 化し て 魔物 の 姿 と な り 、 これ が 入り 
込ん だ 別 の 魔物 は 変形 し 、 す べ て の 能力 が 飛 
躍 的 に 上 昇 す る 。 この 強力 な 魔物 は 人 々 に さら 
な る 恐怖 を 植え つけ 、 その 感情 が 新しい 霧 を 生 
みみ 出し 、 それ を 吸収 し た シュ ヴァ ルツ が …… と 、 
負 の 連鎖 を 拡大 させ て いる 。 


黒い 月 功 K 醒 [神話 ・ 伝 承 】 空 に 浮か ぶ ふ た つ 


の 月 の ひと つ で 、 その 正体 は 巨大 ゼロ ム ・ ガ ル 
デニ ア 。 クリ ー ド の 手 で 生み 出さ れ 、 幼生 の 状 
態 で 空 に 射出 され た 。 結晶 界 の すべ て の スピ リ 
ア を 食い 尽く し て フロ ー ラ に 封印 され 、 結晶 界 
の な れ の 果て で ある 白き 月 と と も に 空 に 浮か ん 
で いる 。 原 界 で は さま ざま な 観測 結果 か ら 、 ふ 
た つの 月 が 衝突 し 地上 に 落下 し て くる の で は な 
いか と 、 古く か ら 恐 れ ら れ て きた 。 な お 封印 に よ 
りさ な ぎの 状態 で 眠っ て いる が 、 羽化 する と 巨 
大 な 蝶 の よう な 姿 に な り 、 原 界 の スピ リア を も 捕 
食す る 。 


クロ エ ・ ヴ ァ レ ンス 往 可 肌 【 人 名 】 聖 ドリア 王 


国 の 名 門 、 ヴァ レン ス 家 の ひと り 娘 に し て 元 当 
主 。 5 年 前 、 両親 と と も に 賊 に 襲わ れ た 際 、 た 
っ た ひと り 生 き 残 る 。 その 後 両親 の 跡 を 継い で 
騎士 と な り 、 ヴァ レン ス 家 当主 の 座 に 着く が 、 数 
年 で 家 は 取り 潰さ れ 、 騎士 の 位 も 剥奪 され る 。 
道 跡 船 に は 家 が 破滅 する きっ か け と な っ た 、 両 
親 を 殺し た 賊 を 捜し 出す べく や っ て くる 。 厳密 
に 言う と 騎士 で は な く | 元 騎 士 ] だ が 、 騎士 首 
精神 に 則っ た 生き 方 を 美徳 と し て お り 自ら 騎士 
を 名 乗っ て いる 。 加え て 持ち 前 の 真面目 さと 正 
義 感 が 相まって 、 困っ て いる 人 を 見 過ごす こと 
が で き な い 性 格 。 た だ し その 正義 感 が 暴走 する 
こと も し ば し ば で 、 初対面 の セ ネ ル と ウィ ル を 山 
賊 と 勘違い 、 問答 無用 で 襲い か か っ て きた こと 
が ある ほど 。 つね に 騎士 た らん と し て 己 を 厳し く 
律 し て いる が 、 年 齢 相応 に 少女 らし く か わい い 
も の が 大 好き 。 また 自分 で は 決し て 認め た が ら 
な い が カ ナゾ ヅ チ で も ある 。 シャ ー リ ィ を 巡る 旅 を 経 
て 、 セ ネ ル に 想い を 寄せ る よう に な る が 、 ステ ラ 
や シャ ー リ ィ の 存在 を 知り 一 度 は 引き 下 が ろ うと 
する 。 だ が 当 の シャ ー リ ィ か ら ハ ッ パ を か けら れ 
て 、 現在 は 好敵手 関係 を 結ん で いる 。 


大 翠 緑 石 ( グ ロー アン ディ ) 玉 E 午 鉱石 】 ウ ィ 


ンド ル 王 国 の 礎 で ある 、 風 の 原 素 を た た えた 大 
煙 石 。 バ ロ ニ ア の 港 を 臨む 高台 に あり 、 大 翠 
縁石 か ら 放 出さ れる 原 素 が 、 風 と な っ て 国 中 を 
満た し て いる 。 


秘 預言 (クロ ー ズ ドス コア ) 罰 誠 斑 [ 呼 称 】 ユ リ 


ア が 詠ん だ 惑星 預言 の こと 。 の ち に ロー レラ イ 
教団 に よっ て 故意 に 隠さ れ た た め 、 こう 呼ば れ 
る こと も ある 。 必要 に 応じ て 閲覧 され る が 、 教団 
の 中 で も 詠 師 職 以上 の 一 部 の 人 間 し か 閲覧 
権限 を 持た な い 。 閲覧 権 の な い 者 が 秘 預 言 を 
調べ れ ば 、 死罪 と な る ほど の 最高 機密 で ある 。 


クロ ー ネ ス 芳 品 鐘 【 人 名 】 ク リティ ア 族 の 街 ミ ュ ル 


ゾ を 運ん で いる 始祖 の 隷 長 。 造 か 昔 、 ミュ ル ゾ 
の 街 を すく い 上 げ 、 その まま 抱え た 状態 で 空 を 
飛び 続け て いる 。 クロ ー ネ ス の 旗 護 に より ミ ョ ル 
ゾ は 長い 間 、 忘れ られ た 存在 と な っ て いた 。 


クロ ー ム 葉 K 立 織 【 人 名 】 アレ クセ イ の 秘書 を 務め 


る 女性 で 、 肩書 き は 帝国 騎士 団 特別 褒 問 官 。 
クリ ティ ア 族 の 座 を し て いる が 、 正体 は 始祖 の 
隷 長 クロ ー ム ドラ ゴン で 、 デュ ー ク の 友 と し て 人 
魔 戦 争 に 参加 し た エル シフ ル の 娘 に あたる 。 亡 
き 父 の 願い と 遺言 と に 過剰 に 縛ら れ て 、 人 間 と 
し て の 生 を 捨て 孤独 の 道 を 歩む デューク を 案じ 
て いる が 、 それ が 彼 に 寄せ る 特別 な 思い に 起 
因 す る こと に は 気づい て いな い 。 と き に 彼 に 協 
力 し 、 また 自ら も 世界 を ※ り 、 始祖 の 隷 長 の ひ 
と り と し て エア ル 調 整 を 担っ て いる 。 人 の 姿 を 
借り て 騎士 団 に 潜入 し て いる の は 、 始祖 の 隷 
長 た ち が 危 険 視 す る アレ クセ イ の 行動 が 人 界 に 
留まる る も の か 、 ある い は 人 の 範 購 を 超え て 世界 
に 害 を 及ぼ す の か を 監視 する た め 。 


黒 騎 士 団 監 欄 【 組 織 ・ 団 体 】 首都 ジャ ン ナ を 


警備 する 精鋭 兵士 た ち 。 近年 は 騎士 団長 の ア 
ル バ ー ト の 方 針 に よっ て 少々 強引 な や り 方 が 目 
立つ こと も あり 、 教会 所 属 の 僧兵 と は 折り 合い 
が 悪い 。 


黒 キ ノコ 功 品 馬 【 植 物 】 黒 の 森 に 棲息 する トレ ン 


ト に 生え る キノ コ 。 菌 床 と な る トレ ント 自体 が 大 変 
珍し く 、 黒 キ ノコ は 入手 困難 な 貴重 食材 と し て 
高価 で 売買 され て いる 。 レダ で は スー プ を は じ 
め 、 名 物 料 理 に 貴重 な 黒 キ ノコ を ふん だ ん に 
使用 し て お り 、 食通 た ちの 舌 を うな ら せ て いる 。 


クロ サイ ト ・ ド ・ レ 功 可 欄 【 人 名 】 マク ス 状 国 


の 初代 皇帝 。 ユー ライ オ の グラ ンプ リ を 主催 し 自 
ら も 出場 。 第 1 回 大 会 か ら 第 10 回 大 会 まで 十 
年 連続 で 世界 勇者 に な る 。 皇帝 クロ サイト の 偉 
大 さき を 知ら し め る べく 、 彼 の 身 に つけ て いた 疾 
子 の 紋章 か ら 、 この 大 会 は 第 11 回 大 会 より 名 
前 を 「 ラ イオ グラ ンプ リ 」 に 改め られ 、 今日 まで 続 
く こ と に な る 。 


グロ シュ ラー 罰 器 欄 【 人 名 】 マ クス 帝国 軍 の 上 


将 。 50 歳 。 皇帝 パラ イ バ の 治め る 現 政権 に お 
いて 、 パレ イア 教会 の 教主 アー カム と 権力 を 二 
分 し て いる 。 根っから の 軍人 気質 で 、 優れ た 智 
略 で 頭角 を 現し た アー カム と は まっ た くそ り が 合 
わな い 。 それ で も 統一 戦争 時 は アー カム と 共闘 
し て いた が 、 帝国 の 治世 が 盤石 と な っ た 現在 
で は 、 アー カム は も と より 、 その 私 設 部 隊 で ある 
結晶 騎士 団 を も 目の敵 に し て いる 。 また 統一 戦 
争 を 生き 抜い た 教訓 か ら 、 使い 手 の ス ピリ ア の 
力 が 問わ れる ソー マ を 軟弱 な も の と 考え 、 兵士 
個々 人 の 力量 が すべ て で ある 昔ながら の 武器 
や 戦い こそ が 、 国 を 支え る 力 と な る べき と 考え て 
いる 。 ちな み に 過 去 の 激闘 伝説 を 語り 始め る と 
留まる と ころ を 知ら ず 、 その 長 話 は ある 意味 どん 
な 攻撃 より も ダメージ が 大 きい 。 


クロ ソフ イィ 臨 E 村 【 植 物 】 紫色 の 花 を 咲か せる 


野草 。 ウィ ンド ル 王 国 の ラン ト 北 海岸 地方 で よく 
見 られ る が 、 これ は クロ ソフ ィ が 原 素 が 豊か な 土 
地 に 自生 する 性 質 を 持つ た めで 、 同 地 が 複数 
の 原 素 に 恵まれ て いる こと に 由来 する 。 花 が 咲 


いた あと に 幾 時 も 月 の 光 を 浴び せ 続け る と 、 花 
が 舞い 上 が る 風花 化 が 見 られ る と され る 。 ソフ ィ 
は この 花畑 で 眠っ て いた こと か ら 名 付け られ た 。 


クロ ダダ ク 砂 漢 薦 * 酸 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ エス タリ 
ア 大 陸 の 西 に 位置 する 広大 な 砂漠 。 ひと た び 
足 を 踏み 入れ る と 強烈 な 日 差し に た ち ま ち 渦 き 
が 訪れ る 。 まとも な 準備 な し で 挑む の は 自殺 行 
為 。 行き 交 う 行商 人 に と っ て は 旅 の 最大 の 難 
所 と 黄 れ られ て いる 。 

クロ ノア 斬 5E 七 9【 作 品 】 ア ル タ ミ ラ の 街 の 大 人 気 
マス コッ トキ ャ ラク ター。 伝説 の 月 の 国 や 鐘 の 世 
界 を 旅 し た 、 と いう 設定 を 持つ 。「 わ っ ふぅ !] か 
つ 「 ル プル ドゥ 」 な 存在 。 

黒 の 森 玉 可 馬 【 地 名 ・ 施 設 】 フ ェ ル ン の 北 に 位 
置 する 、 魔物 が 巣 くう 危険 な 森 。 古代 の 遺跡 
が あり 、 アン デッド や スケ ルト ン と し て 時 っ た 古 の 
住人 た ち が 委 位 し て いる 。 フェ ルン か ら ジ ャ ン ナ 
へ の 唯一 の 陸路 で あり 、 商人 た ち は 、 腕 利き 
の 備 兵 を 雇っ て 隊列 を 組ん で この 森 を 抜け て 
いる 。 た だ し 、 日 が 沈む と 亡霊 た ち が 凶 暴 化 す 
る た め 、 凡 に し か 侵入 で き な い 。 ルビ ア の 父 の ナ 
トウ ィ ッ ク は 、 た び ぴた び こ の 森 を 訪れ て は 、 アン デ 
ッ ド を 昇天 させ て いた 。 

グロ ビュ ー ル 歪曲 騙 避 得 【 学 術 】 カロ リッ ク 流 動 
を 長い スパ ン で 見 た 場合 、 唱 霊 が 通過 また は 
留まり や すい ポイ ント が 発生 し 、 その 空間 の 唱 
寺 密 度 が 高まり 、 局 地 的 に 唱 霊 圧 が 大 きく 偏る 
こと を 指す 。 

クロ ミミ ズ 罰 『 宮 往 【 デ ィ ス カバ リー】 外 殻 で 突 
然 変異 を 起こ し た 巨大 な ミミ ズ 。 シュ サイ ア 近 辺 
の 地 中 に 生息 し て お り 、 その 色 と 俊敏 な 動き は 
外 殻 の 生物 の 中 で も と り わ け グ ロ テ ス ク だ が 、 
地 中 の 微生物 の 分 解 を 担う 益 虫 と し て 、 外 殻 
の 大 地 の 形成 に 貢献 し て いる 。 

群青 色 の 戦士 の 伝記 功 X 鐘 【 作 品 】 賢 人 ソー デ 
ス が くれ る 古び た 書物 。 手 に し た 者 は 現実 と 虚 
構 の 狭間 に 導 か れ 、 自ら の 足跡 と 記憶 を 追 体 
験 する と いう 。 な お 表題 の 「 群 青色 の 戦士 」 
は 、 天 に 背 き 反 逆 者 の 衝 印 を 押さ れ た 救世 の 
徒 。 追憶 の 迷い 路 の 最果て で 、 旅人 を 待ち 構 
えて いる 。 

クン ツァ イト 罰 『 基 蘭 【 人 名 】 結晶 界 で 設計 ・ 開 
発 さ れ た 識別 コー ド FIS206_11 式 ジャ ッ ク 型 汎用 
機械 人 。 結晶 人 リチア の 守護 機 士 を 務め 、 彼 
女 が 肉体 を 封印 し スピ リア だ け の 存在 と な っ た 
あと も 、 宿敵 クリ ー ド の 追跡 か ら 守 る た め 、 イン カ 
ロー ズ と 戦い 続け て きた 。 170 年 前 の 戦い で 半 
壊し 、 近年 帝国 軍 に 発見 され リグ ナ ト ル 駐屯 地 
で 保管 。 の ち に 訪れ た コハク に より 、 リチア に よ 
っ て 伝え て いた 詠唱 「 造 られ し 黒鉄 の 形 代 か 
り そ め の 青銅 の 魂 螺旋 に 流 る る 血脈 は 水銀 
結晶 の 月 に 誓え 、 鋼 の 盟約 液 は 我 が 盾 、 我 
が 剣 結晶 入り チア の 名 を 刻み て 回 れ 白金 の 
心臓 ] を 受け 再起 動 す る 。 守護 機 士 の 中 で は 


最 下 級 の クラ ス に 属す が 、 スピ リア と 共鳴 し 力 を 
振る う 武 器 リ ソーマ を 、 その 身 に 備わっ た 擬似 ス 
ピリ ア で 使い こなす 異例 の 存在 。 その 擬似 スピ 
リア は シン グ ら と の 絆 を 通じ て 、 主 の 命令 に 絶 
対 服従 な 機械 人 の 範 叶 に 留まら な い 、 複雑 な 
感情 を も 見 せる よう に な り 、 つい に 彼 自身 の 想 
いか ら リ チア の 悲願 達成 に 死 力 を 記 く す 。 な お 
リチア の 守護 者 で ある と 同時 に 身の回り の 世話 
全般 も る 担っ て いた 彼 は 、 意外 に も 料理 に 造語 
が 深く 、 旅 の 中 で 料理 が 話題 に 出る た びに 、 い 
つ に な く 鱗 逢 に な る 。 また ヘル メッ ト の 下 に は 美 
し い 長 髪 の 素顔 が あり 、 そ の お 手入れ に は 
二 千 年 間 変 わら ちず 、 サラ サラ シャ ンプ ー を 愛用 
し て いる 。 

ケイ ト 罰 『 若 棋 [ 人 名 】20 年 ほど 前 に カレ ギア 中 を 
旅 し た 画家 。 非常 に 惚れ っ ぱい 性 格 で 、 ゆく 
先々 で モデ ル と 称し 、 好み の 女性 を 追い か け 回 
し て は 、 その 美しき 姿 を キャ ン バ ス に お さめ た 。 
数 多 の 恋 は つい ぞ 実 ら な か っ た よう だ が 、 歴戦 
の 証 と も いう べき 女性 画 が 世界 中 に 残さ れ て い 
る 。 若 か り し 頃 の ポプラ も ケイ ト に 見 初め られ た 
ひと り 。 

ゲイ ボル グ 騙 可 助人 名 】 鍛冶 の 神 バ ルカ ン に 
よっ て 生み 出さ れ た 魔 槍 。「 よ り 簡単 に 殺せ る 
武具 | を 追い 求め た 結果 生ま れ た た め 、 勝つ こ 
と 、 命 を 奪う こと に 固執 する 魂 が 宿っ た 。 手 に し 
た 持ち 主 は 残ら ず 悲 惨 な 死 を 遂げ 、 主 を 失っ て 
も な お ひたすら に 魂 を 居る 忌 わ し い 姿 は 、 セン 
サス 、 ラテ ィ オ の 枠 を 越え て 天上 界 中 を 震え 上 
が ら せ た 。 パル カン は この ゲイ ボル グ の 所 業 を 目 
の 当たり に し 、 自分 の 鍛え た 武具 が 戦い へ の 
貢献 どこ ろか さら な る 死 と 混乱 を 招く こと に 衝撃 
を 受け た 。 そし て 争い を 止め る た め の 剣 と し て 
「 デ ュ ラ ンダ ル 」 を 造り 、 それ を 最後 に 武具 を 創 
る こと を 辞め て いる 。 現在 は ハス タ と し て 転生 
し 、 神代 と 同じ く 殺 雪 を 至上 の 喜び と する 残虐 
な 思想 で 、 今 も また 人 々 を 切り 裂 い て いる 。 

契約 騙 i 度 3【 文 化 】 ラタトスク は セン チュ リオ ン の 
力 を 使っ て 魔物 と 契約 を 交わ し 、 使役 する こと 
が で きる 。 契約 を 試み る 際 に は 相手 より 力 で 勝 
っ て いる こと を 証明 し な けれ ば な ら ず 、 戦い に よ 
っ て 相手 を 屈服 させ る 必要 が ある 。 心 優し い エ 
ミル ニー ラ タ ト ス ク は 、 契約 時 に 相手 が 逃げ る こと 
を 許し て いた が 、 真 の ラタトスク だ っ た ら こ う も いく 
まい 。 お そら く は 相手 の 首 根っこ に 噛み 付い て 
で 契約 を 成功 させ た で あろ う 。 

契約 の 証 罰 其 請 【 文 化 ]】 テ ネ プ ラ エ に よる と 、 ラ タ 
トス ク の 騎士 と し て 契約 し た 者 は 、 ラタトスク の 力 
に よっ て 服装 まで も が 変化 する と の こと 。 つま り 
それ は 、 制服 や 衣装 つき の アル バイ ト の よう な も 
の だ と いう こと か ? 実際 に は 、 テ ネ プ ラ エ の 能 
力 で エミ ルー ラタトスク の 服装 を 変化 させ て いた 
模様 。 ちな み に 布 に は 特殊 な 魔術 が 仕掛 け て 
あり 、 防水 、 防 し わ 、 防 カビ 、 各種 加工 が 施さ 
れ て いる 。 

契約 の 指輪 視 避 記 【 道 具 】 精 報 と 契約 する た め 
に 必要 な 指輪 。 呪文 が 細か く 彫 り 込 まれ た リン 
グ と 、 純度 の 高い 宝石 を 組み 合わ せ た 指 輪 
で 、 契約 を 結ぶ 精霊 に よっ て 、 それ ぞ れ 特定 
の 宝石 を 必要 と する 。 エル フ 族 の レオ ナル ド と 、 
ドワーフ 族 の 名 工 ギ ー ス の 合作 で ある 。 現在 で 
は この 指輪 を 作る 技術 も 、 修理 する 方 法 も 失 
われ て お り 、 極め て 貴重 な 品 。 正式 名 称 は 「 ル 
ー ン リン グ 」 。 


ゲイ ルアー ク 芳 剛 【 ソ ー マ 】 ヒ スイ が 持つ ソー 
マ 。 普段 は 籠 手 の 形 を し て お り 、 武具 解放 時 
は ボウ ガン の 形態 を と る 。 コハク の スピ ルー ン を 
回 収 し よう と する ヒス イ が 、 自分 の 体 を 担保 に イ 
ネス か ら 譲 り 受 けた 。 

ゲー デ 記 葉 瑞 時 【 人 名 】 世界 樹 に 若 え られ て い 
た 「 負 ] が 顕現 し た 存在 。 科学 者 ジャ ニス が 、 
世界 樹 を 傷つけ こと に よっ て 生ま れ た 。 グラ ニ 
デ に 生き る 人 間 た ち が 長 年 積 ち もら せ て きた 色 り 
や 憎しみ と いっ た 「 負 」 の 感情 の 塊 で あり 、 その 
行動 原理 は 破壊 衝動 や 人 々 を 不安 に させ る こ 
と で ある 。 自身 が 世界 か ら 必要 と され な い 、 消 
され る た め だ け の 存在 だ と 自覚 し て お り 、 すべ 
て の 生命 に 自分 と 同じ 苦し み を 与え る た め に こ 
の 世界 を 滅亡 きせ よう と する 。 だ が 、 の ち に 自 
分 と 正反対 の 存在 で あり 、 ゲー デ を 受け 止め よ 
うと する グラ ニ デ の ディ セン ダー と 対決 。 その 戦 
い の 中 で 、 ゲー デ は 自身 を 受け 入れ よう と する 
主人 公 に 抗う の を や め 、 や が て 身体 は 拡散 。 
精霊 界 へ と 帰っ て いっ た 。 

ゲー ト 罰 訓 本 生物 】 陸 に 住む グラ ン ゲ ー ト 族 と 
海 に 住む シー ゲー ト 族 の 総称 。 最強 、 最大 の 
生物 で あり な が ら 目 撃 情 報 が な く 、 まれ に 痕跡 
の み が 発 見 され る だ け で 一 切 が 謎 と され て い 
る 。 手がかり が な いた め に 研究 は 進ん で お ら 
ず 、 強大 な 力 と 神秘 性 か ら 人 々 に 恐れ られ て 
いる 。 一 説 で は 人 間 を し の ぐ ほ どの 高い 知能 を 
持っ て いる と いわ れる 。 水 の 民 の 間 で は ゲー ト 
は 浪 我 の 使い 、 浪 我 の 化身 と し て 神聖 視 さ れ 
て いる 。 また 、 モフモフ 族 も ゲー ト を 雄々 し きも の 
と 呼ん で 多大 な 敬意 を 払っ て いる 。 実際 、 セ ネ 
ル た ち が 大 いな る 浪 我 の 力 を 借り よう と し た 際 、 
沖 我 は 一 行 の 実力 と 覚悟 を 測る た め に ゲー ト の 
姿 を 取っ て 現われ た 。 


ケー ブ ・ モ ッ ク 大 森林 功 5 鐘 [地名 ・ 施 設 】 ダ 
ング レス ト の 南西 に 広がる 原生 林 。 森 の シン ボ 
ル で も ある 巨木 は 、 中 心 が 空洞 と な っ て お り 、 
内 部 か ら は 噴出 し た エア ル に よっ て エア ルク レ 
ー ネ が 形成 され て いる 。 

ゲオ ルギア ス 罰 誠 簡 【 聖 獣 】6 体 の 聖 獣 を 統 べ 
る 王 。 ヒュ ー マ の 利己 的 な 考え 方 が や が て 世界 
の 分 断 と 破滅 を 招く と 考え て いる 。 ヒュ ー マ へ 
の 制裁 を めぐ っ て 他 の 聖 獣 と 対立 し 、 舞 王 山 
に 封印 され て いる 。 

激 ・ 熱 地獄 雪合戦 入 高 欄 【 文 E】 コ ハク の 趣 
味 の ひ と つ 。 ふん だ ん な 雪が ある 寒い 場所 で 
行なう で あろ う 雪 合戦 が 、「 疾 熱 地獄 ]、 し か も 
それ が 「 激 」 と くれ ば 、 いっ た い ど れ ほ ど 昔 烈 な 
戦い に な る の か 、 想像 を 絶する も の が ある 。 

ケ ケ ッ ト 街 道 騙 誠 勝 【 地 名 ・ 施 設 】 ス ー ル ズ と ミ 
ナー ル を つなぐ 主要 街道 で ウエ スタ リア 大 陸 で 
は 最 北 端 。 行き 交 う 旅人 の た め に 街道 沿い に 
小屋 が 設け られ て いる 。 近郊 の 人 々 が 自由 に 


嵐 届 一 こす サー 汰 寺 さ 交 口 


の タグ 


ウラン ク 


に に に が に 3 を /| 


利用 する 水車 は 、 冬場 に な る と 凍てつい て 氷 
の 彫刻 の ご と き 姿 を 見 せ 、 短い 夏 の 景色 と は ま 
た ちがっ た 趣 が 楽し め る 。 


下水 道 訪 避 剛 【 地 名 ・ 施 設 】 工場 お よび 生活 


排水 の 処理 の た め に 、 地下 に 設け られ た 水 
路 。 レグ ヌ ム や テ ノ ス な ど は 大 規模 な 工場 が 多 
く 、 環境 対策 と し て の 下水 道 は 必須 で ある 。 ち 
な み に レ グ ヌ ム の 下水 道 は 、 スパ ー ダ が 隠れ 家 
に し よう と 、 近所 の 民家 か ら 無 断 で 電気 を 引い 
た り 、 家具 一 式 を 持ち 込ん だ り し て 工夫 を 凝ら 
し て いた が 、 異 能 者 捕縛 適応 法 の どさくさ で し 
ば らく 王 都 を 離れ て いた 間 に 、 エル マー ナ に 乗 
っ 取ら れ て し まっ た 。 


ケ セ ド ニア 男 訪 弄 【 地 名 ・ 施 設 】 世界 中 か ら 人 


と 物資 が 集まる 流通 拠点 。 キ ムラ スカ 、 マルクト 
の どちら に も 属さ な い 自治 区 で ある 。 港 に は 定 
期 船 や 貨物 船 が 数 多く 行き 来 し て お り 、 ここ か 
ら 世 界 中 の どこ に で も 行く こと が で きる 。 物資 も 
全 世 界 か ら 集 まり 、 この 街 で 手 に 入ら な いも の 
は な いと いわ れる ほど 。 緊張 する 二 国 間 の 国 
境線 上 に これ ほど の 規模 の 自治 区 が 栄え た の 
は 、 ロー レラ イ 教 団 が キム ラス カ 、 マル クト 両国 に 
強く 承認 を 求め た た め 。 アス ター 率い る 商人 ギ 
ルド は 、 ダ アト に 慕 大 な 献金 を し て お り 、 ロー レラ 
イ 教団 は その 見 返り に ケ セ ド ニア の 発展 に 協力 
を し た の だ 。 ケ セ ド ニア と ロー レラ イ 教 団 が 流通 
の 間 に 入 る こと で 、 敵国 同士 で ある マル クト 、 キ 
ムラ スカ 間 で の 輸出 入 が 可能 に な っ て いる 。 


ケダモノ 罰 融 欄 【 呼 称 】 紳 士 的 で は な い 男性 に 


対す る 呼び 名 。 ロマ ン を 追求 する あま り 女 湯 を 
覗い て し まう よう な 不届き 者 は 、 この よう に 呼ば 
れ て 女性 陣 か ら 白 い 目 で 見 られ た り 、 場合 に よ 
っ て は 袋叩き に あっ た りす る 。 また ケダモノ と 言 
っ て も タイ ヘン な ケダモノ 、 真 ・ ケ ダ モ ノ な ど 、 そ 
の 罪状 に 応じ て さま ざま な 階級 が あり 、 ケダモノ 
を 極め る 道 は じつに 奥 が 深い 。 


結界 石 訪 X 位 [技術 】 スト レイ ライ ズ 神 殿 で グレ バ 


ム の 反乱 が 起き た 際 、 知識 の 塔 に 通じ る 扉 を 封 
じ て い た も の 。 天地 戦争 時 代 の 技術 の ひと つ 
で 、 扱う こと が で きる 人 間 は ほとん どい な いと 考 
えら れ て いる 。 グレ パム が 仕掛 ける こと が で きた 
の も 、 ロス ト テ クノ ロジ ー に 通じ た ヒュ ー ゴ の 手引 
き が あっ て の も の だ と 思わ れる 。 


結晶 短 士 団 功 K 科 [組織 ・ 団 体 】 バ レイ ア 教 会 


直属 の 、 ソー マ で 武装 し た 私 兵 集団 。 教主 ア 
ー カ ム が 指揮 を 執り 、 正規 軍 と 並ん で 帝国 の 
治安 維持 に 勤め て いる 。 統一 戦争 の 折 に は 他 
の 宗教 の 弾圧 な ど 、 各地 で 強硬 な 手段 に 訴え 
た こと か ら 、 現在 で も な お 、 よい 感情 を 持た な い 
人 間 も 多 い 。 また 帝国 全土 で ソー マ 狩 り を 行 な 
い 、 接収 し た ソー マ の ほとん ど を 、 結晶 騎士 団 
の 武装 強化 に 用 いて いる 。 


ケ テ ル ブル ク 芳 誠 王 【 地 名 ・ 施 設 】 年 中 雪 に 


覆 われ て いる 北方 の 街 。 貴族 の 別荘 地 と し て 
人 気 が 高く 、 社会 的 地位 の ある 者 し か 宿泊 で き 
な い 高 級 ホ テル や 、 賭博 場 、 ス パ な どの 施設 
が 充実 し て いる 。 ロニ ー ル 雪山 で ミス リル と いう 
特殊 な 金属 が 採掘 され る た め 、 この 街 で は 軽く 
て 丈夫 な 武具 を 調達 で きる 。 また 、 港 で は 近海 
の 荒波 に 揉ま れ て 身 の 引 き 締 まっ た 鮮魚 が 水 
揚げ され 、 水産 業 も 盛ん 。 


ケヤキ さん 玉生 [人 名 】 チェ レル シー と アル バ が 


暮らす 裏山 に 自生 し て いる ケヤキ 。 迷子 に な っ 
た チェ ル シ ー は 、 べそ を か いて いた の を 隠す た 


め に と っ さ に 「 ケ ヤキ さん と お 話 を し て いた !| と 
言っ た が 、 それ を 信じ 込ん だ スタ ン か ら は 、 樹木 
タイ プ の モン スタ ー と 遭遇 する た びに 質問 攻め 
に 遭う ハメ に な っ た 。 図ら の ず も そん な きっ か け 作 
り に 頁 献 し て し まっ た 不 過 な 木 。 


ケリ ー・ ラ ント 芳本 本人 名 】 ア スベ ル と ヒュ ー 


バー ト の 母親 。 息子 た ち に 厳格 に 接する 夫 ア ス 
トン と は 対照 的 に 、 ふた り の 息子 に 分 け 隔て な 
い 愛 情 を 注 ご うと 努め 、 育ち の よい 婦人 らし い 
穏やか な 態度 で その 成長 を 見 守っ て きた 。 ヒュ 
ー バ ー ト の 養子 問題 に つい て も 、 彼 の 将来 を 考 
慮 し た と いう アス トン の 考え に 従い 、 涙 な が ら に 
息子 を 手放す 。 し か し その 決断 が 想像 以上 の 
深い 傷 を ヒュ ー バ ー ト に 負わ せ た こ と を 7 年 越し 
で 知ら され 、 再会 し た 上 兄弟 の 関係 を 案じ て い 
る 。 彼女 自身 は パロ ニア の さる 貴族 の 末 娘 で 、 
嫁い で きた 当初 は 辺 疲 な ラン ト に 奥 入 れ を 強制 
され た こと に 強い 不満 を 持っ て いた 。 また 妻 と な 
る は ず の 自分 を 試す よう な 言動 を た び ぴた び 見 せ 
た アス トン と は 、 修復 不可 能 か と 思わ れる ほど 
に 関係 が こじ れる が 、 彼 の フェ ン デ ル 出 兵 を 契 
機 に その 人 柄 に 触れ 、 や が て よき 伴 但 と な っ 
た 。 こう し た 経緯 か ら 後 年 の アス トン の 行ない に 
は 絶対 の 信頼 を 寄せ て お り 、 夫 の 心痛 と 家族 
の 崩壊 と に 苦悩 する 。 


ゲル ダ ・ ネ ビリ ム 罰 誠 欄 【 人 名 】ND1966 年 生 


まれ 。 前 導師 エ ベ ノ ス 時 代 、 神託 の 盾 騎士 団 
の 故 士 と し て 教団 に 所 属し て いた 女性 兵士 。 
エ ペ ノ ス と と も に 惑星 譜 術 の 復活 を 研究 し て い 
た が 、 あ る と き を 境 に 惑星 譜 術 の 関連 資料 を 
処分 し 、 教団 を 去っ て いる 。 ND1991 年 に 、 治 
癒 士 と し て ケ テ ル プ ブルク で 私 塾 を 開校 。 ジェ イ 
ド 、 ディ スト 、 ネフ リー ら に 勉学 を 教え 始め た 。 3 年 
後 、 ジ ェ イ ドド が 暴走 させ た 譜 術 に よっ て 瀬 死 の 
重傷 を 負っ た の ち 死 亡 。 遺品 や 関連 資料 は マ 
ルク ト 軍 の 情報 部 に 引き 上 げ ら れ た 。 


ケル と ベロ 騙 頂 贈 【 生 物 】 シレ アン が 連れ て いる 2 


頭 の 犬 。 人 が 動物 を 連れ て いる 場合 、 普通 は 
「 飼 い 主 と ペッ ト 」 と 見 な され る が 、 ケル と ベロ は 
シア ン と と も に 母親 の 胎内 か ら 生ま れ 出 た 、 正 
真正 銘 の 兄弟 で ある 。 本 来 起 こり 得 な い 稀有 
な 例 は 、 3 つ 首 の 魔 獣 ケ ル ベ ロ ス の 魂 が 、 そ の 
まま 3 つ に 分 断 さ れ て 宿っ た も の 。 その た め 2 頭 
と シア ン と は 、 前 世 を 同じ くす る 存在 で も ある 。 
温厚 で 従順 な 性 質 で 、 シア ン の 命令 が な けれ 
ば ぱ ば 決し て 人 を 細 う こと は な い が 、 主 に 害 を な す 
者 に 対し て は 容赦 な く 牙 を 剥く 。 まだ シア ン が 幼 
い 頃 、 2 頭 が 人 を 襲い 死者 が 出る と いう 事件 が 
起こ っ た が 、 これ も シア ン を その 出生 か ら 三 う 大 
人 た ちの 感情 を 察知 し た 2 頭 が 、 主人 を 守ら ず 
に いら れ な か っ た と いう の が 真相 だ ろう 。 だ が こ 
の 出来 事 を きっ か け に 彼ら は 人 間 社 会 を 放逐 
され 、 森 で 暮 ら さ ざる を 得 な く な る 。 


ケル ベロ ス 騙 可 障 【 生 物 】 導 猛 な 三 つ 音 の 獣 


で 、 創世 力 の 番 人 と な る べく 神々 の 力 で 生み 
出さ れ た 命 。 肉体 は 創世 力 を 守る 深い 洞穴 の 
奥 に 縛ら れ 、 死ぬ まで 決し て その 場 を 離れ る こ 
と は な い 。 また 死後 は 再び ケル ベロ ス と し て 転 
生 し 、 未来 永 元 、 た だ 創世 力 を 守る た め だ け に 
の み 存 在 し 続け る こと が 宿命 づけ られ て いる 。 
転生 に よっ て 肉体 が 生ま れ 変 わる た め に 、 と き 
に は 仔犬 の 姿 を と る こと も ある が 、 番 人 と し て の 
力 が 成 犬 の 場合 に 比べ て 劣る こと は な い 。 な 
お 彼 に と っ て 守る べき 「 創 世 力 」 は 、 「 噛 み 応え 
が よく ] 、 [渡す に は 惜しい ] ら し い 。 


ケル ム 火 山 騙 可 腸 【 地 名 ・ 施 設 】 が ラム の 町 の 


背後 に 迫る 活 火山 。 大 量 の 火山 ガス が 噴き 出 
し て お り 、 ふも と に まで 漂う 卵 の 腐っ た よう な 臭 
い に 閉 口 さ せら れる 。 現在 で は 地元 の 人 々 に さ 
え ほ と ん ど 知ら れ て いな い が 、 火口 付近 に は 鍛 
竣 の 神 を 奉っ た 祭壇 が ある 。 これ は さら に 時 代 
を さか の ぼる と 、 天上 の すべ て の 神々 に 捧げ る 
祈り の 場 と し て 造ら れ た も る の で あり 、 天上 界 が 
栄え た 時 代 の 記憶 が 刻ま れ て いる 。 


建国 記 師 碑 騙 往 【 デ ィ ス カバ リー ダリル シェ 


條 南 の 大 地 に ある 記念 碑 。 セイ ン ガル ド 初 代 国 
王 ラ ヴェ ル に よっ て 建立 され た 。 徒歩 で は 容易 
に た どり 着け な い 場 所 に ある た めか 、 歴史 ある 
遺産 で あり な が ら 、 荒らさ れる こと な く 美 し い 姿 
を 保っ て いる 。 


拳 骨 騙 可 陽 【 術 ・ 技 】 ウ ィ ル の 得意 技 。 お いた を 


し た 者 は 誰 で あろ うと 、 指導 の 拳 骨 が 容赦 な く 
頭 に 落と され る 。 約 50 発 の 拳 朋 が 降り 注ぎ 、 な 
か で も いち ば ぱん の 被害 者 は ノー マ 、 続い て モー 
ゼス 、 セ ネ ル 、 ジェ イ 、 クロ エ と 続く 。 た だ し 、 と き 
と し て セ ネ ル と モー ゼス へ 落と す 神 の 雷 は 、 通 
和 常 の 1.5 倍 の 威力 と 目 さ れる 。 じつは 拳 骨 を 食 
ら っ た 人 物 の 痛み と 驚き の セリ フ と し て 、「 の ご 
お っ !?」、「 ん ご っ !7]、「 あ だ っ 9」、「 ふ ぐっ 7 、 
「 ご ふっ 。 」 、「 は うっ 。 」 な ど が 挙げ られ る 。 


原始 の 巨人 騙 可 議 【 神 話 ・ 伝 承 】 世界 の 始ま り 


の 存在 。 体 か ら 大 地 を 、 頭 か ら 神 々 を 生み 、 こ 
の 世 を 創っ た と され る 。 また 孤独 を 嘆き 、 友愛 
を 求め た 心 が 創世 力 と な り 、 強大 な 意志 と 力 を 
持つ 者 の 願い を 叶え る た め に 働く よう に な っ た 。 


刻 匠 アッ サム 玉 品 久 【 人 名 】 武 能 (スキ ル ) を 持 


つ 武 具 を 考案 し た 剣 匠 。 それ まで 武 醒 魔 導 器 
に よっ て 使う こと が で きる の は 、 技 や 術 だ け と され 
て いた が 、 彼 の 発明 に よっ て 、 本 来 鍛錬 に よっ 
て 習得 する 戦闘 技術 その も の を 武具 に 封じ 込 
め 、 必要 に 応じ て 引き 出す こと が 可能 と な っ た 。 
これ に より 未熟 な 剣士 で あっ て も 、 武 醍 魔 導 器 
を 使っ て いる 限り に お いて は 、 武 能 の 恩恵 を 受 
けら れる 。 これ ら は 使い 込め ば いずれ は 己 の 技 
術 と し て 習得 する こと も 可能 で あり 、 武 能 に よる 
武具 の 使い 分 け と いう 、 新た な 戦術 を 生ん だ 。 


源 聖 レ クサ リア 皇国 薦 机 嶋 【 国 名 大 陸中 心 


に 位置 する 王政 国家 。 国 を 治め て いる の は 聖 
皇 ミ ュ ゼ ッ ト 。 元 創 王国 世界 最強 の 国力 を 誇 
り 、 文明 的 に も も っ と も 栄え て いる 豊か な 国 。 七 
聖 連 合 の 母体 、 宗主国 と し て 他国 へ 多大 な 影 
響 力 を 持っ て いる 。 強大 な 国力 を 持ち な が ら 
も 、 王者 と し て 世界 を 平穏 に 保つ 責任 を 理解 
し 、 また 武 よ り 文 を 重んじ る 気風 か ら 、 他国 を 武 
力 で 支配 する 意志 は な い 。 遺跡 船 に 関し て も 
発見 当初 か ら 監視 と 調査 を 続け 、 内 部 に 多数 
の 兵士 お よび 調査 員 を 送り 込ん で いる 。 遺跡 
船 に 秘め られ た 力 に 気づい た あと も 、 制圧 、 礁 
取 す る 心 づ も り は な く 、 むし ろ 水 の 民 と 共同 戦 
線 を 張っ た り と 、 他国 か ら 守 る こと に 主眼 を 置 
いて いる 。 カー チ ス 、 イザ ベラ の 出身 国 で あり 、 
軍部 に 属す る ふた り は 、 聖和 皇 陸 下 ミ ュ ゼ ッ ト の 
命 を 受け て 遺跡 船 へ 渡っ た 。 


元 創 王国 臨 避 職 【 国 名 】 陸 の 民 の 祖先 と の 戦い 


に 敗れ た 水 の 民 が 、 奪取 し た 遺跡 船上 に 興し 
た 国 。 沖 我 と 意志 の 疎通 が 可能 な メル ネス を 
代々 頂点 に 据え た 王政 国家 。 公用 語 は 古 刻 
語 。 元 創 王国 時 代 の 文明 レベ ル は 、 宇宙 か ら 
飛来 し た 陸 の 民 の 祖先 と 比べ て る 且 色 な いも 
の だ っ た 。 し か し 水 の 民 は 溶 我 を 代表 する 自然 
環境 に 自ら を 適応 させ る 文化 を 築い た た め 、 陸 
の 民 の よう に 科学 力 に 突出 し た 技術 を 発展 さ 
せる こと は な か っ た 。 また 、 同朋 を 殺し 住処 を 礁 
っ た 陸 の 民 の 文明 に 依存 する こと は 彼ら の 誇り 
が 許さ ず 、 遺跡 船 と 一 部 の 技術 を 利用 する に 
と ど め 、 独 自 の 文明 を 推し 進め る こと に 終始 し 
た 。 し か し 約 4000 年 前 、 700 年 に わた り 繁 栄 を 
誇っ た 元 創 王国 は 、 新た な メル ネス が 誕生 し な 
か っ た こと で 減 び へ の 道 を た どっ た 。 この 事態 
を 重く 見 た 当時 の メル ネス は 、 以後 陸 の 民 を 減 
ぽ す 機 会 が 訪れ な い 可 能 性 を 氏 慣 し 、 また 衣 
退 する 水 の 民 を 救う た め に 、 自ら の 命 を 犠牲 に 
し て 大 沈下 を 引き 起こ し た 。 


元老 院 画 可 腸 【 組 織 ・ 団 体 】 貴 族 の 中 で も さら 


に 特権 階級 の 者 た ち で 構成 され た 組織 。 国 の 
政治 機構 、 意志 決定 の 中 心 。 硬 避 剛 【 組 織 ・ 
団体 】 ラ ティオ の 指導 者 に よっ て 組織 され た 最 
高 評議 会 。 神々 の 中 で も も っ と も 格 の 高い 4 人 
に よっ て 構成 され て お り 、 その 正体 は それ ぞ れ 
777 柱 の 神 の 精神 に よる 集合 体 。 ラテ ィ オ の す 
べ て の 民 を 支配 し 、 導く 役目 を 担っ て いる 。 ま 
た 天上 を 支え る 「 天 空 神 ] た ちの 摂政 と し て の 
立場 に も あり 、 と くに 天空 神 が 幼 いう ち は 、 その 
養育 も 含め て みず か ら の 管轄 下 に 置い て いる 。 
最後 の 天空 神 と な っ た ヒン メル が 、 セン サス ・ ラ 
ティ オ の 棒 を 超え た 天上 統一 を 模索 し て いる こ 
と を 知り 、 殺害 。 また アス ラ を 暗殺 する た め に イ 
ナン ナ を 送り 込む な ど 、 自ら の 権力 を 守る た め に 
は 手段 を 選ば な い 。 


けん 玉 騙 諾 斑 【 武 具 ] ジー ニア ス が 愛用 する 武 
器 。 か つて ジー ニア ス は ロイ ド に プレ ゼン ト さ れ た 
けん 玉 で 遊ん で いて 、 跳ん で いっ た 玉 に ぶつ 
か っ た ロイ ド が 気絶 し た こと か ら 、 武器 と し て の 
使用 を 思い つい た と の こと 。 けん 玉 を 持っ て い 
る と 魔術 使用 時 に 集中 で きる 、 と いう の が 愛用 
の 真相 らし い 。 

魔 核 ( コ ア ) 編 狂 【 魔 導 器 】 麻 導 器 の 中 心 と な 
る も の 。 表面 に 刻ま れ て いる 術 式 に よっ て 、 対 
応 する 魔術 を 発現 し 、 その 機能 を 発揮 する 。 
魔 枝 単 体 で 使用 する こと は な く 、 魔術 を 調整 す 
る 人 筐 体 (コン テ ナ ) に 組み 込ん で 使う 。 聖 核 ( ア 
パパ ティ ア ) を 砕い た 破 刻 か ら 作 られ る が 、 その 技 
術 は 失わ れ て 久しく 、 ご < 単純 な 作り の も の を 
除い て 、 大 半 を 遺跡 か ら 発掘 され る 遺産 に 頼 
っ て いる 。 

コア クリ スタ ル 芽 弱 少 【 設 備 】 ソ ー デ ィ ア ン の 核 
と な る 、 特 殊 な 加工 を 施さ れ た レン ズ の こと 。 神 
の 眼 と 似 た 構造 を 持ち 、 小型 な が ら 高密 度 の 
エネ ルギー を 産み 出せ る 。 また 、 科学 者 チー ム 
が 開発 し た パー ツ 「 ユ ニッ ト 」 を コア クリ スタ ル に 
組み 込む こと で 、 オリ ジ ナ ル の 人 格 を 投射 し て 
ソー ディ アン 自身 に 人 格 を 生じ させ る こと が 可能 
と な る 。 ソー ディ アン に と っ て コア クリ スタ ル は 頭 
脳 で あり 心臓 で あり 、 弱点 で も ある 。 逆 に 、 コア 
クリ スタ ル さ え ぇ 破壊 され な けれ ば 、 ソー ディ アン は 
永遠 に 生き 続け る 。 

ご 隠居 入 55 蘭 【 人 名 】 世界 各地 を 旅 し て 回 る 、 ど 
こ か 高貴 な 物腰 の 諸国 漫遊 の 老人 。 同じ く 自 
由 の 身 を 楽し む 者 に 、 世界 の いろ ん な 場所 に 
ある 、 不思議 な も の の 存在 を 教え て くれ る 。 ボ デ 
ィ ー ガ ー ド 兼 道中 の 話 相手 に 、 無口 な 黒 服 の 男 
グラ ス を 連れ て いる 。 

高位 晶 可 騙 記 杜 【 晶 可 】 大 晶 電 の 中 で も 最高 位 
に 位置 し 、 有事 に も 独立 し て 行動 する 者 た ち 。 
あま り に も 強大 な 力 を 持っ て いる た め 、 人 間 世 
界 と は か け 離 れ た 存在 。 ゼ クン ドゥ ス と マク スウ 
ェ ル が これ に あたる 。 

後期 エリ カズ ム 様 式 騙 詳 [文化 】 カル ボク ラ 
ム の 建築 物 に 見 られ る 様式 。 打ち 捨て られ た カ 
ル ボ クラ ム は 、 一 般 人 に は も は や な ん の 価値 も 
な い 廃 壇 だ が 、 書物 に 囲ま れ て 育っ た 本 の 虫 
エス テル に は 、 それ すら も 歴史 を し の ぶ 輝 く 遺 
産 に 見 えた 。 ちな み に 丸 屋根 は 皇帝 へ リオ ルス 
四 世 の 愛し た ルリ アン 式 。 

黄砂 入 『 誠 環 【 デ ィ ス カバ リー】 舞い 上 が っ た 砂 
が 大 気 中 に 混じり 、 空気 が 黄色 く か すん で 見 え 
る 現象 。 春 に な る と ピピ スタ 周辺 の 砂 が 飛来 し 
て 起こ る 。 洗濯 物 に 付着 する と せっ か く 洗 っ た 
の が 台 な し に な る の で 、 黄砂 の 季節 に は 部 屋 
干し が 基本 。 

光 晶 杏 研 究 室 臨 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 ミン ツ 大 学 
内 に 設け られ た 晶 霊 研究 室 の うち 、 光 唱 霊 を 
専門 に 扱う 研究 室 。 研究 内 容 は 光 卓 霊 と それ 
に 付随 する 天文 学 。 光 唱 霊 学部 は エリ ー ト ぞ ろ 
い の ミ ン ツ 大 学 の 中 で も ひと きわ 学力 の 高い 者 
し か 入れ ず 、 この 研究 室 で 成果 を 挙げ た 者 は 
王立 天文 台 に 採用 され る 可能 性 が 高い 。 キー 
ル も この 研究 室 に 所 属し て いる が 、 学部 長 で あ 
る カー ライ ル と 学説 で 反目 し て し まい 、 追い 出さ 
れ て し まう 。 

香水 訪 * 基 瑞 【 道 具 】 花 な どか ら 香 り 成分 を 抽出 し 
た も の 。 うま く 使え ば その 人 の 魅力 を さら に 引き 
出し て くれ る が 、 量 を まち が える と た だ の 香 害 。 


混雑 する 馬車 や リフ ト 、 室内 で は 香水 の つけ す 
ぎ に く れ ぐ れ も 注 意 さ れ た し 。 ちな み に ヒ ル ダ が 
好 ん で 使う パラ の 香り は 、 香水 の 中 で は 大 変 メ 
ジャ ー な 香り の 王様 。 さま ざま な 品種 が 使わ れ 
て いる 。 


光 跡 謀 玉 避 贈 【 設 備 】 宇 宙 移 民 船 に 搭載 され た 


設備 の ひと つ 。 も と も と は 惑星 改造 を 想定 し た 
大 陸 造 成 装置 だ っ た が 、 の ち に 陸 の 民 の 祖先 
に 改造 され 、 人 間 の 生体 エネ ルギー を 吸収 し て 
動力 に 変換 し 、 陸地 の 生成 と 破壊 を 行なう る の 
と な っ た 。 その 際 の 生体 エネ ルギー は 誰 の も の 
で も いい わけ で は な く 、 大 出力 を 求め た 場合 は 
練 度 の 高い 特別 な た 人間 の 生体 エネ ルギー が 必 
要 と され た 。 遺跡 船 が 水 の 民 の 手 に 移っ た 元 
創 王国 時 代 に な る と 、 光 跡 杉 は 出力 を 最小 限 
に 抑え て 平和 利用 され て いた 。 また 、 この 頃 深 
我 の 持つ 力 に 指向 性 を 与え て 行使 する た め の 
装置 と し て 改造 を 施さ れ た 。 この 改造 に より 、 メ 
ルネ ス が 使用 し た 際 、 出力 を 調整 する こと で 済 
我 と の 同調 率 を コン トロ ー ル で きる こと が 判明 す 
る 。 し か し 出力 を 上 げ て 同調 率 が 高まる ほど 済 
我 と メル ネス が 同一 の 存在 へ と 近づき 、 行使 で 
きる 力 が 巨大 に な る 反面 、 メル ネス の 自我 が 失 
われ て 精神 が 崩壊 し 、 ひい て は 存在 自体 の 消 
滅 を る 懸念 され た 。 現在 で は 、 光 跡 細 を 起動 さ 
せる こと が で きる の は メル ネス の み と な っ て いる 。 


糧 髪 人 画 避 腸 【 種 族 ] 陸 の 民 が 水 の 民 を 呼ぶ 際 


の 名 称 。 水中 で 髪 が 輝く こと か ら こ の 名 前 が つ 
いた 。 当 人 た ち は 自 ら を 水 の 民 と 呼ぶ 。 


幸福 の 晩 装 会 編 避 鐘 【 そ の 他 】 ヨ ー デ ル 殿 下 と 


ギル ド ユ ニオ ン 主 催 の 、 帝国 対 ギ ルド の 料理 対 
決 。 我 こ そ は と 名 乗り を 上 げた 料理 人 が 参戦 
し 、 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス の 頂点 に 立つ シェ フ を 目 
指し て 腕 を 振る う 。 勝負 は 前 菜 、 メイ ン デ ィ ッ シ 
ュ 、 デザ ー ト の 3 品 。 さま ざま な レシ ピ に 精通 し て 
いる こと が 、 勝利 の 絶対 条件 と な る 。 協賛 の 
「 幸 福 の 市 場 ]」 は この 勝負 に 最高 級 の 素材 を 
提供 する こと で 、 帝国 で の 販路 を より 盤石 な も 
の に し た 。 


幸福 の 寺 騙 琴 【 現 象 】 セレ ステ ィ ア で の み 観 測 


され る 、 朝日 が 放射 状 に 広がっ て 見 える 自然 現 
象 。 光 が 雪 の よう に 見 える こと か ら 、 幸福 の 雪 
と 呼ば れる 。 この 光景 を 恋人 同士 で 見 る と その 
ふた り は 幸せ に な れる と いう 言い 伝え が ある 。 キ 
ー ル に よる と 、 大 気 中 に 浮遊 する 微粒 子 に よる 
太陽 光 の 乱反射 、 も し く は 気温 変化 に 伴う 唱 
霊 の 相互 作用 が 原因 と の こと 。 


ゴー シュ 葉 麗 鐘 【 人 名 】 「 海 凶 の 爪 」 首領 イエ ガ 


ー の 部 下 。 赤毛 で スレ ンダ ー、 冷徹 な 口調 が 特 
徴 。 十 年 前 の 戦災 で 家族 を 失 な い 、 の ち に 相 
棒 と な る ドロ ワッ ト と も ども 、 カプ ワ ・ ト リム の 救 児 


ロマ ツー ルー 男 田 融 出 


の ダグ 


ミ 翌 陣 斗 器 8 寺村 一 ー ロ 


院 で 育っ た 。 同院 に 多額 の 寄付 を し て いた イエ 
ガー に 恩 を 返す べく 、 以後 彼 の 盾 と し て その 身 
を 捧げ て いる 。 

コー ダ 騙 可 本 【 人 名 】 コ ー ダ は いつ も イリ ア と いっ 
し ょ に いる ミュ ー ス 族 だ ぞ 。 イリ ア が 村 か ら 逃 げた 
と き 、 つい て きた の だ 。 イリ ア は 大 雑 把 で 適当 だ 
か ら 、 保護 者 が いな いと 何 を する か わか ら な い 
か ら な 、 し か し 。 コー ダ た ち ミ ュー ス 族 は 、 食べ る 
こと に と て も 貧 欲 な の だ 。 コー ダ も も ちろ ん 、 その 
名 に 恥じ な い 食 欲 を 持っ て いる ぞ 。 何せ 食べ る 
こと を 考え て いる だ け で 幸せ な の だ 。 ハル トマ ン 
の 料理 は 最高 だ っ た な 。 と ころ で 年 間 で 1500 
を 越え る 食事 回 数 は 、 聞い た ルカ を 震え 上 が ら 
せ た よ うだ が 、 ミュ ー ス 族 な ら さ し て 珍し いこ と で 
は な い ぞ 。 今年 の 目標 は 2000 食 だ 。 口癖 は 語 
尾 の 「 し か し 」 な の だ な 、 し か し 。 

コー ド 96 1 入 諾 狂 【 技 術 】 活 動 限界 を 超え た ヒ 
ュー マ ノ イ ド に 発生 する エラ ー コ ー ド 。 コー ド 961 
の 検知 は ほとん ど が 耐用 年 数 を 超え た た め に 
発生 する る の で 、 これ ら の 個体 は まもなく 機能 
停止 を 迎え る こと と な る 。 

コー ド フ 65 罰 構 [技術] ヒューマ ノイ ド の ステ ー 
タス コー ド の ひと つ で 、 各種 機能 が 正常 に 作動 
し て いる こと を 示す 。 

コー ネル 研究 施設 箇 KE 往 [地名 ・ 施 設 】 生命 
工学 博士 コー ネル の 研究 所 。 惑星 フォ ドラ の 13 
号 地区 の 谷 に 作ら れ て いる 。 氏 が ラム ダ の 研究 
を 主導 する よう に な っ た の ち は 、 施設 の セキ ュ リ 
ティ レベ ル が くり 返し 引き 上 げ ら れ 、 本 館 と 南側 
を 複雑 に 行き 来 する 構造 に な っ て いる 。 

コー ネル 博士 玉 議 【 人 名 】 フォ ドラ の 生命 工 
学 の 権威 で 、 ヒ ュー マ ノ イ 研究 の 第 一 人 者 。 
フォ ドラ の 「 星 の 核 (ラス タリ ア ) 」 よ り 原 始 精神 体 
を 発見 、 そ の 存在 に 生命 の 謎 の 解明 と 、 新た 
な 星 の 核 (ラス タリ ア ) と し て の 可能 性 を 求め 、 ラ 
ムダ と 名 付け て 養育 する 。 次 第 に 感情 を 知り 人 
と し て の 在り 方 を 備え て ゆく ラム ダ に 、 研究 対象 
と し て の 棒 を 超え た 慈しみ を か ける その や り 方 
は 、 ラム ダ を 危険 視 する 研究 者 た ちの 反感 を 買 
い 、 つい に ラム ダ 細 胞 移 植 個 体 の 果 走 に よっ 
て 研究 者 と し て の 立場 を 追わ れる 。 急進 派 の 
先 鐘 と な っ た か つて の 助手 エメ ロー ド が 差し 向 
けた ヒュ ー マ ノ 企 の 襲撃 に 遣い ラム ダ を エフ ィ 
ネ ア に 逃がす も の の 自身 は 落 命 。 当時 の 有 識 
者 の 一 部 は 、 ラム ダ が 招い た フォ ドラ の 混乱 と 
世界 崩壊 の 原因 が 、 あたかも る コー ネル ひと り の 
妄 封 に ある か の よう に 吹聴 し た た め 、 その 名 は 
ラム ダ 細 胞 を 世に 放ち フォ ドラ 減 亡 を 招い た 人 
物 と し て 、 禁忌 と な っ た 。 

コー ネル ピン 男 ' 葬 駐 【 人 名 】 芝 国 軍 少 桂 で リグ 
ナ ト ル 駐 屯 地 の 司令 官 を 務め る 男 。 44 歳 。 ヒス 
イ 曰く 「 ス テキ な 髪型 の デブ 」 。 切れ 者 と し て 知 
られ る シル バ を ライ バル 視 し て お り 、 イン カロ ー ズ 
の 計略 に は まっ て 、 兵士 の ゼロ ム 旦 依 技術 に 
手 を 染め る 。 コハク の 「 怒 り の スピ ルー ン 」 を 取 
り 込 ん で い だ こ と か ら 自 ら も 怒り の 感情 に 流さ れ 
て ゼロ ム 遇 依 兵 と な り 、 イネ ス の 手 で 討た れる 。 

コー ラル 城 箇 K 基 弄 【 地 名 ・ 施 設 】 権 力 争 い に 
許 易 し た ファ ブレ 公 肢 の 祖父 が 、 南 ル グ ニ カ 平 
野 の 美しい 海岸 線 を 気に入っ て 建て た も の 。 
家族 や 使用 人 と と も に 移り 住ん だ が 、 戦線 が 迫 
っ て きた た め に 主 は バチ カル に 帰国 し 、 病死 を 
遂げ る 。 その 後 、 マ ルク ト か ら 亡 命 を 果たし た 夫 
婦 が 隠れ 住ん を で いた が 、 マル クト 軍 に 発見 され 


自害 を 果たし た 。 以来 、 長い 間 住 む 者 が な く 放 
棄 さ れ て いる 。 ヴァ ン が レプ リカ 計画 の 拠点 の ひ 
と つと し て いて 、 城 の 地下 に は フォ ミク リー 実験 
用 の 音 機関 が ある 。 生ま れ た ば か り の レプ リカ 
ルー ク は ここ で 発見 され 、 記憶 を な くし た と 思わ 
れ で いた 。 

水 の 神殿 罰 護 語 9【[ 地 名 ・ 施 設 】 グ ラキ エス の コア 
が 眠っ て いた 、 氷 の 祭壇 が ある 場所 。 コレ ッ ト に 
よる 世界 再生 の 旅 の 際 は 、 氷 の 精霊 セル シ ウ 
ス が 封印 され て いた 。 

水 の 種 往 誠 環 【 呼 称 】 第 4 音素 が 凝 縮 さ れ 、 寒 
気 で 凍り つい た も の 。 第 4 音素 に 限ら ず 、 これ 
ら の 凝縮 塊 は ご くま れ に 自然 発生 する こと が あ 
る 。 擬 縮 され た 音素 が 爆発 する こと が あり 、 そ 
れ を 発芽 と 呼ん を で いる 。 

水割り 草 功 * 誠 樺 【 デ ィ ス カバ リー】 春 の 気配 を 
感じ る と 、 厚い 氷 を 突き 破っ て 芽 を 出す 花 。 その 
茎 は 非常 に 硬く 、 普通 の 人 間 に は 手 折る こと が 
で き な い 。 煎じ て 飲む と 滋養 強壮 に 効果 が ある 。 

ゴー ルデン アゲ バハ 功 5 得 【 デ ィ ス カバ リー】 黄 
金色 に 輝く 羽 を 持つ アァ アゲハチョウ で 、 セイ ン ガ ルド 
東 の 小島 に し か 生息 し な い 希 少 種 。 人 や 外敵 が 
ほとん どい な いた め に 、 絶滅 を まぬがれ て いる 。 

ゴー ルド バー グ 芳 誠 柱 【 人 名 】 キム ラス カ 王 国 
軍 第 一 師団 師団 長 。 マル クト 軍 の ノル ド ハ イ ム と 
と も に 、 最高 司令 官 と し て エル ドラ ント 攻略 軍 を 
指揮 し た 。 

ゴー ルド フィ ッシュ 功 『 基 弄 [ディスカバリー] 
砂金 を 腹 に た め 込 む 習 性 か ら 、 富 の 象徴 に な 
っ て いる 魚 。 体 の 色 は 赤い が 、 金 の お か げ で 
輝い て 見 える と いう ウワサ も ある 。 

コガ ネネ コ 薦 誠 欄 【 デ ィ ス カバ リー 金色 の 体 
毛 を 持つ お と な し い 猫 。 群れ を 作ら ず ウ エス タリ ア 
大 陸 の 各地 を 転々 と し て いる 。 まれ に 商家 に 住 
み 着 く こ と が あり 、 その 家 に 繁栄 を も た ら す と いう 。 

黒衣 の 番 人 功 諾 本 【 呼 称 ]】 ライ オッ トピ ー ク 最強 
の 人 間 、 すなわち すべ て の 死 を 超越 し その 頂 
点 に 立っ た 、 歴代 の チャ ン ピ オ ン を 指す 名 誉 あ 
る 称号 。 彼ら の 腕 は 二 言 に 及ば ず 、 か つて は 
対 フ ェ ン デル 政策 に や っ き に な る スト ラ タ 軍 部 さ 
え 、 極秘 に 協力 を 打診 し た ほど で ある 。 現在 確 
認 さ れ て いる 黒衣 の 番 人 は 3 人 で 、 その 中 に は 
女性 も 含ま れ て いる と いう 。 彼ら に 挑み 勝利 す 
る こと は 、 最強 の 称号 を 得る と 同時 に 、 自ら 番 
人 と し て ライ オッ トピ ー ク に 身 を 留め る と いう 宿命 
を 背負 うこ と で も ある 。 


黒 体 功 避 得 【 地 名 ・ 施 設 】 ネ レ イド 球 と も いう 。 セ 
イフ ァ ー ト リン グ の 中 央 に 浮か ぶ 黒 色 の 球体 。 直 
径 300m も の 大 き さ だ が 、 ある と き 銘 然 と 出現 し 、 
毎年 300 ラ ン ゲ ( 約 90m) の 速度 で 増大 し て い 
る 。 内 部 に シ ゼ ル 城 が ある こと か ら 、 黒 体 は エネ 
ルギー の 界面 また は 外 殻 と み ら れ る 。 黒 体 は オ 


ル バ ー ス 爆 動 を 発生 する 機能 を 備え を 、 シ ゼ ル が 
操作 で きる だ け で な く 、 攻撃 を 受け て も 発動 す 
る 。 真実 を 知ら な い セ イフ ァ ー ト 教徒 に と っ て は 、 
セイ ファ ー ト 再臨 の 吉兆 と され て いる 。 

コ ゴ ー ル 砂漠 入 K 久 [地名 ・ 施 設 】 デ ズ エー ル 
大 陸 に 広がる 不毛 の 大 地 。 太陽 に 焼 か れ 続け 
る 砂 の 海 は 、 人 が 渡る の は 自殺 行為 。 中 心 部 
の 岩山 に は 始祖 の 隷 長 フ ェ ロ ー が 棲む 。 

古 刻 語 臣 避 陽 【 文 化 】 水 の 民 が 使用 し て いた 言 
語 で 、 水 の 民 な ら 生 まれ た と きか ら 自 然 と 会 
話 、 読み 書き が 身 に つい て いる 。 陸 の 民 が 古 
刻 語 を 理解 する こと は 困難 で あり 、 習得 に は 気 
が 遠く な る ほど の 年 月 が か か る 。 ノー マ は 師匠 ス 
ヴェ ン を 追い か ける た め に 独学 で 古 刻 語 を 勉強 
し て お り 、 密か な 、 し か し 血 の 港 む よう な 努力 の 
末 、 だ いた い の 古 刻 語 を 読解 で きる まで の 知識 
を 身 に つけ た 。 古 刻 語 を 正しく 理解 で きる 陸 の 
民 は 限ら れ て お り 、 じつは ノー マ と スヴェン は 大 
抵 の 研究 者 レベ ル を 秀 か に 通り 越し 、 大 陸 で も 
有数 の 読解 力 を 持っ て いる 。 た だ し 本 人 た ち は 
その 能力 を 公表 する 気 が な い の で 、 ほとん どの 
研究 者 が この 事実 を 知ら な い 。 古 刻 語 に は 上 
位 言 語 で ある 上 代 古 刻 語 が 存在 し て いる が 、 
これ が どう いう も の か も 不明 。 

五 信条 の 神像 息 Ki 記 [作品]】 BRAVE= ニ 勇気 、 
DREAM= 夢 、FRIENDSHIP= 友 情 、 
JUSTICE= 正 義 、 LOVE= 愛 、 を 表現 し た 
彫像 それ ぞ れ ギル 、 ピノ & ア チャ 、 クロ ノア 、 ワ 
ルキ ュー レ 、 カイ と 、 ナム コ の ゲー ムキ ャ ラク ター 
を か た どっ て いる 。 ちな み に 、 ピノ & ア チャ は 『 ト イ 
ポッ プ 」』 か ら の 登場 。 それ ぞ れ の 彫像 に は 、 ち 
ゃ ん と 〇 マーク 入 り 。 

御 神木 芳 K 斑 [ディス カバ リー】 シ デン 領 の 南 
端 に 1 本 だ け 生 えて いる 巨大 な 樹 。 樹齢 は 千年 
を 越え る と 言わ れ て お り 、 数 々 の 人 災害 や 戦乱 が 
あっ た に も 関わ ら ず 生き 続け て いる 姿 か ら 、 長く 
信仰 の 対象 に な っ て いる 。 アク アヴェ イル に 生 
まれ た 子供 な ら 、 一 度 は 手 を つない で 御 神木 
の 幹 を 取り 囲ん だ こと が ある 。 

古代 イス パニ ア 語 臣 誠 【 文 化 】 フォ ニッ ク 語 と 
同じ 文字 を 使用 し た 言語 で 、 創世 暦 時 代 に は 
譜 術 表記 文字 と し て も 使用 され て いた 。 文法 は 
フォ ニッ ク 文 字 と 酷似 し て いる が 、 発音 が 違う 。 
古い 書物 は 古代 イス パニ ア 語 で 書か れ て いる た 
め 、 士官 学校 の 授業 に 取り 入れ られ て いる ほ 
か 、 研究 者 、 上 流 階 級 者 は 当たり 前 の よう に 読 
み 書 き を 身 に つけ て いる 。 ちな み に 、 古代 イス パ 
ニア 語 で ルー ク は “聖なる 始 の 光 ”、 ヴァ ン デ ス デ 
ルカ は *“ 栄 光 を 掴む 者 "と いう 意味 で ある 。 

五大 ギル ド 罰 獲 【 ギ ルド 】 数 多 あ る ギル ド に お 
いて 中 心 団体 と 見 な され て いる ギル ド 。 規模 、 発 
言 力 、 歴史 、 社会 へ の 貢献 度 な ど が 重んじ られ 、 
「 天 を 射る 矢 ]、 | 幸福 の 市 場 」、 「 紅 の 絆 備 兵 
団 ]、 「 遺構 の 門 」、 「 魂 の 鉄 船 」 が 相当 する 。 

古代 ゲラ イオ ス 文 明 入口 鐘 【 神 話 ・ 伝 承 】 千 年 
以上 前 に 栄え 、 数 々 の 魔 導 器 を 生み 出し た 古 
代 文 明 。 魔 導 器 の 溢 用 に よる エア ル の 乱れ が 
引き 起こ し た 災厄 ・ 星 喰 み に 触 まれ る 。 星 喰 み 
を 鎮め る こと と 引き 換え に 魔 導 器 を 封印 し 、 人 類 
自ら が 文明 に 暮 を 下ろ し た 。 当時 の 建造 物 や 文 
献 な ど は ほとん ど 現 存 し て いな い が 、 文字 だ け 
は 現在 も 魔 導 科学 の 分 野 で 用 いら れ て いる 。 

古代 の 都市 邊 跡 臨 * 宮 得 【 デ ィ ス カバ リー)】 太 
古 の 都市 の 遺跡 で 、 ベル クラ ント の 砲撃 で で き 


た クレ ー タ ー の 中 か ら は か ら ず も 発見 され た 。 彗 
星 衝突 以前 の 極め て 貴重 な 遺産 。 

コッ トン 罰 其 王 【 人 名 】 ハ コネ シア 峠 に 住ん で い 
る 、 骨董 品 や 珍し い 物 を 集め る の が 趣味 の 強欲 
ジジ イ 。 ガラ クタ ば か り 集 め て いる よう に 見 える が 、 
歴史 的 に 価値 が 高い 物 も 数 多く 収集 し て お り 、 
コレ クタ ー と し て 作 れ な い 人 物 で ある 。 ガメ ツイ 性 
格 で 、 男 に は と こと ん キツ く あ た り 、 女性 に は 生 
来 の スケ ベ 心 か ら 優し く 接し て くれ る 、 こと も ある 。 
近衛 騎士 団 薦 可 駐 【 組 織 ・ 団 体 】 別名 ジャ ン ナ 
騎士 団 。 光り 輝く 黄金 色 の 鎧 を 着用 し て お り 、 
人 々 は 散 意 を 込め て 白 騎 士 団 と 呼ぶ 。 国王 を 
守護 する 手練 れ の 兵士 た ち で 構成 され 、 お も 
に アレ ウー ラ 8 世 の 居城 が ある アー ル 山 の 守護 
を 担っ て いる 。 か つて 、 アル バー ト の 祖父 が 騎 
士 団 長 を 務め て いた こと が ある 。 

コハク 桜 騙 * 欄 【 植 物 ] ノ ー ク イン の 神木 と し て 
大 切 に され て いる 桜の 木 。 アイ オラ が 皇帝 ジル 
コ ニ ア に 寄生 し た クリ ー ド の 攻撃 を 受け 、 命 と 引 
き 換 え に 娘 を 生ん だ と き 、 彼女 の 妹 シ レー ラ は この 
桜 に ちな ん で 、 赤子 に コハク の 名 を つけ た 。 ア 
イオ ラ 亡 き あ と も 彼女 の 想い が 宿っ た 木 と され 、 
毎年 花 を つけ る 季節 に は 、 盛大 な お 花見 が 行 
な われ て いる 。 

コハク ・ バ ハー ツ 芳 『 諾 欄 【 人 名 】 自 ら の スピ ルー ン 
に 結晶 人 り リチア を 宿す 少女 。 リチア の 導き で 兄 
ヒス イ と と も に 故郷 ノー クイ ン を 出 て 、 彼女 の 力 と 
な る ソー マ ・ エ ル ロ ン ド を シン グ か ら 譲 り 受 ける 。 
イン カロ ー ズ の 追跡 や シン グ と の 出会い な ど 、 さ 
ま ざ ま な 要因 が 重なり 、 リチア に よっ て スピ リア が 
粉々 に 砕 か れ 、 一 時 は ほとん どの 感情 を 失っ て 
し まっ た 。 し か し レシ ング や ヒス イ の 力 に よっ て スピ 
リア を 取り 戻す 中 で 、 自分 の 本 当 の 想い と 、 そ 
の 想い を 守る こと の 大 切 さ を 感じ 取っ て ゆく 。 ス 
ピリ ア を 失っ た 際 に は ほとん ど 話 すこ と さえ で き な 
く な っ て し まっ た が 、 元 来 は 非常 に 感受 性 豊か 
で 闇 達 な 性 格 で 、 感情 が 高ぶる と 誰彼 構わ ず 
抱き つく クセ が ある 。 また 「 イ ノシ シ 殺 し 」 と 言わ 
れる 強力 な 蹴り が ウリ で 、 故郷 で は 数 々 の 伝説 
を 残し た 。 そん な お て ん ば ぶり は 、 家 の 窓 か ら 
飛び 降り た 経験 か ら 高 所 恐怖 症 に な る と いう 、 
無鉄砲 ぶり か ら も うか が える 。 な お 北国 出身 に 
そぐわ な い 生 足 は 、 雪 の な い 地 方 に 出 て きた と 
き の 喜 び か ら 、 つい つい 素足 を 露出 する の に は 
まっ て し まい 、 ファ ッ シ ョ ン と し て 定着 し た も の 。 そ 
の か わり 人 目 の な いと ころ で は モモ ヒキ 愛用 (し 
か も 重ね ば き !) らし い 。 そし て 「 マ イミ ソ 」 を 持ち 
歩く ほど の 味噌 好き と いう 、 いろ いろ と 乙女 らし 
か ら ぬ 一 面 も 持つ 。 罰 議 【 人 名 】 人 の 心 ・ ス 
ピリ ア が 生み 出す 力 を 増幅 させ る 「 ソ ー マ 」 を 探 
し 、『 テ イル ズ オプ ハー ツ 』 の 世界 か ら 時 空 を 
超越 し て や っ て 来 た 少 女 。 ある と き に は 黒衣 の 
番 人 の ひと り と し て 、 そし て と き に は ゾー オン ケイ 
ジ の 地 で 、 その 手がかり を 求め 続け て いる 。 ち 
な み に ソ ー マ は 海 に 沈ん で いた た め 、 水 の 苦 手 
な 兄 ヒ スイ に は 探し 出せ な か っ た 。 ログ セ は 「 ガ 
ン ガ ン 、 どこ まで も 」 の 略 で 「 ガ ンド コ 行 くわ よ !」 、 
好き な 食べ 物 は 味噌 と イカ 。 雪国 出身 に も 関わ 
ら ず 、 地元 で も 徹底 し た 生 足 スタ イル に こだわ っ 
て いる の は 、 ある い は 足 グ セ が 悪い こと と 無 関 
係 で は な い の か も し れ な い 。 

コミ ュ ニ 部 功 語 往 【 人 名 】 旅人 の 小屋 に 住む 老 
人 。 ふら り と ひと り 旅 に 出 て 、 思い が け な い 出 
会 いや 出来 事 と 遭遇 する の を 楽し ん し で いた が 、 


者 いて それ も 叶わ ぬこ と と な っ た 今 は 世界 を 巡 
る 者 た ちか ら 旅 の 話 を 聞く の を 楽し み に し て お 
り 、 土産 話 の 証 と し て 、 パス ワー ド な る も の を 発 
行 し て くれ る 。 


古文 書 功 * 共 議 【 作 品 】 グラ ンコ クマ の 北 に 露出 し 


た 地層 か ら 発見 され た 、 古代 イス パニ ア 時 代 の 
書物 。 3 つの 禁 譜 の 存在 が 記さ れ て いる 。 
十 四 行 詩 (ソネ ッ ト ) が つづ られ て いて 、 そこ に 
音素 が 封じ られ て いる 。 同じ 詩 の 刻ま れ た 禁 譜 
の 石 を ジェ イド が 読み 上 げ る こと に より 、 禁 譜 の 
石 の 音素 と ジェ イド の 音素 が 混じり 合い 、 コン タ 
ミネ ーション 現象 が 発生 。 これ に より 、 古文 書 の 
一 文 が 消え 、 封印 が 解除 され る 。 詩 は 全部 で 
10 個 あり 、 すべ て 解除 すれ ば ぱ ば 、 封じ られ て いる 
3 つの 禁 譜 を 得る こと が で きる 。 


コラ ンダ ー ム 玉 ' 駐 [人 名 】 サン ドリ オン に 眠っ 


て いた ジョ ー カ ー 型 機械 人 。 外見 年 齢 は 10 歳 
で 、 身長 120cm、 体重 は スイ カ 2 個 分 。 守護 機 
士 で は な い が 研 究 用 に 特 化 され た 優れ た 能力 
を 引き 出す た め 、 擬似 スピ リア が 搭載 され て お 
り 、 幼い 容貌 に 合わ せ て 少女 の 人 格 が 設定 さ 
れ て いる 。 し か し 好奇 心 の 探求 に 重点 が 置か 
れ て お り 、 言動 は 純真 無垢 が ゆえ に と き に 残 
虐 。 リチア が サン ドリ オン の 正規 の 管理 コア と し 
て 登録 され て いる の に 対し 、 擬似 管理 コア と し 
て 機能 し て いる 。 ガル デニ ア の 復活 と その 成 
長 、 結晶 界 の 再生 に 興味 を そそ られ クリ ー ド に 
従う が 、 ス ピリ ア を 無視 し た 強制 命令 を 組み 込 
まれ る 。 機械 人 で ある 自分 の 身 を 案じ る リチア 
の 優し さ に 触れ 、 クリ ー ド と 訣別 。 レン グ ら を ガル 
デニ ア の 中 枢 部 へ 転送 する 。 愛らしい 4 本 の 縦 
ロー ル が トレ ー ド マー ク で ある 。 な お 1 分 間 に 8 千 
回 転 と いう 、 ムダ に 高 性 能 な 結晶 コマ の 乗り 物 
まで 含め る と 、 その 重 さ は 象 1 頭 分 に な る 。 


コリ ン 功 語 得 【 道 具 】 メル ディ が パラ ソル に 結 わ 


えて いる お 気に入り の マス コッ ト 人 形 。 その 正体 
は 不明 。 古 g 駐 【 精 吉 】 精 圭 研 究 所 で 作ら れ 
た 人 工 精霊 。 し いな と は 精霊 と し て 契約 を 交わ 
し て いた が 、 両者 の 間 に は 契約 を 越え た 深い 
絆 が あっ た 。 し いな が ヴォ ルト と 契約 する 際 、 身 
を し て 彼女 を 守っ て 命 を 落と す が 、 心 の 精霊 
と 融合 し 、 ヴェ リウ ス と し て 生ま れ 変 わっ た 。 か 
わい い 肉 球 の 持ち 主 。 


ゴル ド ・ ナ トウ ィ ッ ク 功 柄 欄 【 人 名 】 フ ェ ル ン の 


教会 の 司祭 で 、 ルビ ア の 父 。 薬 の 調合 が 得意 
で 、 村 の 医師 的 存在 で も ある 。 密か に 異端 者 
狩り に 反対 し て いて 、 ラム ラス と カイ ウス が レイ モ 
ー ン の 民 で ある こと を 知り な が ら 匿 っ て いた 。 ラ 
ムラ ス を 底 っ た こと で 夫婦 と も ども ロミ ー に 殺さ れ 
た が 、 教会 の 発表 で は ラム ラス に 殺さ れ た こと 
に な っ て いる 。 


ゴル ド バ 玉 * 臣 模 【 人 名 】 カ レギ ア 王 国 を 興し 初代 


国王 と な っ た 勇者 。 月 の フォ ルス を 自在 に 操り 、 
国家 の 統一 を 進め た 。 即位 が 行なわ れ た 日 は 
「 ゴ ルド バ の 日 ] と され 、 建国 記念 日 と し て 盛大 


に 祝 わ れる 。 大 切な 儀式 な ど は この 日 に 執り 行 
な う の が な ら わ し 。 


ゴル ド バ の 月 罰 誠 環 【 そ の 他 】 王 家 に 伝わる 石 


で 、 深い 藍 色 の 輝き を 持つ 。 初代 王 ゴ ルド バ の 
頃 か ら す で に 王家 に 存在 し 、 歴代 の 君主 が 受 
け 継 いで きた 。 月 が 満ち る ほど 輝き が 増し 、 満月 
の 夜 に は 目 も くら む ば か り の 光 を 放つ 。 ゆる ぎ な 
い 王 家 の 権 力 を 象徴 する る の と され て いる 。 


コル ム 功 品 欄 【 人 名 】 東 の 門 を 守っ て いる 青 騎 


士 。 先祖 は 聖職 者 で 、 家 に は 代々 伝わっ て い 
る 貴重 な 聖典 が ある 。 北 の 門 で 布教 活動 に 励 
ん で いる ノー トン 司祭 に 感化 され 、 騎士 を 辞め 
て 僧兵 に 転職 し よう か と 考え て いる 。 


コル レー ン の 吉 騙 可 得 【 秘 宝 】 セレ ステ ィ ア 七 大 


秘宝 の ひと つ 。 か つて セレ ステ ィ ア に 実在 し た 
勇者 、 コル レー ン の お な ら が 詰まっ た 吉 。 メニ ュ 
ー 画 面 で 使用 する と 、 回 復 、 治療 、 ダメ ー ジ 、 
毒 、 マ ヒ の 中 か ら ラ ンダ ム で ひと つの 効果 を 得 
る 。 コル レー ン が 何 を 成 し 得 て 勇 者 と 呼ば れ た 
か は わか っ て いな い 。 


コレ ッ ト ・ ブ ルー ネル 罰 KE 欄 【 人 名 】 シル ヴァ ラ 


ント の 命運 を 担う 神子 。 生ま れ な が ら に 与え られ 
た 運命 を 受け 入れ 、 天使 化 が 伴う さま ざま な 紛 
失 を 知り な が ら も 、 使命 を まっ と うし よう と する 。 
生来 の 性 格 と 、 子供 の 頃 か ら 教 え 込ま れ た 神 
子 と し て の 教育 に より 自己 犠牲 的 だ っ た が 、 や 
が て ロイ ド た ちの 世界 再生 に か ける 熱意 や マー 
テル の 遺志 に 触れ 、 本 質 的 な 救い の 在り 方 を 
問い 直し て ゆく 。 の ん びり と し た 、 いわ ゆる 「 天 
然 」 の 性 格 で マイ ペー ス 。 また 非常 に よく 転ぶ 
[ドジ っ こ 」 だ が 、 それ が 転じ て 騰 着 状況 を 打破 
する と いう 、 ある 種 の 幸運 の 女神 で も ある 。 


壊れ た 弓 功 誠 【 武 具 】 ダ オス の 攻撃 か ら ク レス 


た ち を 助け る た め に 身 を 投げ 出し た 、 チェ スタ ー 
が 装備 し て いた 弓 。 クレ ス と と も に 過去 へ 時 間 
転移 し て いた 。 アー シア と プラ ム バ ルド の イベ ント 
を 進め る こと で 、 エル ヴ ン ボウ へ と 生ま れ 変 わ 
る 。 た だ の セル フ ボ ウ が エル ヴ ン ボウ に 。 エル フ 
っ て すご い 。 


根元 晶 寺 騙 可 得 【 晶 杉 】 水 、 風 、 火 、 地 、 氷 、 


雷 を 司る 大 晶 霊 の 総称 。 統括 晶 霊 の 配下 だ 
が 、 根元 晶 霊 の 間 に 上 下関 係 は な い 。 


コン タ ミ ネ ーション 現象 訪 Y 王 [現象 】 物 質 同 


士 の 音素 と 元素 が 融合 する 現象 の こと 。 ジェ イ 
ド は 生物 と 無機 物 の 元素 の 違い を 利用 し 、 右 
腕 の 表皮 に 槍 の 元素 と 音素 を 融合 させ る こと 
で 、 必要 な と き に 槍 を 具現 化 で きる よう に し て あ 
る 。 普通 な ら 拒絶 反応 を 起こ し て 精神 崩壊 を 引 
き 起こ し か ね な い 人 危険 な 技術 だ が 、 制御 可能 
な の は さす が ジェ イド と いっ た と ころ 。 また 、 ルー 


N 部 紀 ロ マー タ ダル ツマ ロー ツテ 日 
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ウン ノン 


ク が 受け 取っ た は ず の ロー レラ イ の 宝珠 を 発見 
で き な か っ た の も 、 コン タ ミ ネ ーション 現象 に よっ 
て ルー ク の 体内 に 宝珠 の 音素 が 紛れ 込ん で し 
まっ た た めで ある 。 

筆 体 (コン テ ナ ) 薦 避 狂 【 魔 導 器 】 訂 核 を 収め る 
箱 、 ある い は 建造 物 な ど 。 魔 導 器 は 術 式 を 刻ま 
れ 魔力 を 発揮 する 魔 核 と 、 この 筐 体 が 揃う こと 
に よっ て 初め て 稼働 する 。 復元 が 極め て 困難 
な 魔 核 と は 異な り 、 筐 体 は 使用 目的 に 沿っ て 
比較 的 容易 に 造る こと が 可能 。 な お それ を 専門 
と する 技術 者 は 魔 導 器 技師 と 呼ば れ て いる 。 

コン プリ ー ト お や じ 罰 基 得 【 人 名 】 ミ ナー ル の 
体育 館 で 住民 た ちの 体力 向上 の た め に 運動 
指導 を し て いる 、 元 戦士 の お や じ 。 現役 を 退 い 
た あと は カレ ギア 中 の バイ ラス や つ わ も の た ちの 
デー タ を 収集 する こと を 生業 に し て いる 。 腰 と く 
る ぶし を 痛め て 仕事 が で き な い で いる 彼 に 代わ 
っ て パト ルプ ブッ ク の バイ ラス の 情報 を 補完 する ご 
と に 、 感謝 の 印 と し て お 宝 を 譲っ て くれ る 。 ヴェ 
イグ の 必殺 技 を 変更 で きる と いう 貴重 な 護符 を 
持っ て いる こと か ら 、 お や じ 自 身 も ヴェ イグ や マ 
ルコ と 同じ 流派 の 剣術 使い か 、 ある い は その 関 
係 者 か る も しれ な い が 、 詳細 は 謎 。 また 仕事 だ と 
は 言い つつ も る 、 世界 に ふた つと な い 自 慢 の 一 
品 を 手放し て まで の 力 の 入れ よう に 、 お や じ を 
知る ミナ ー ル の 住民 た ち は 、 若 か り し 頃 に 世界 
中 の バイ ラス を 倒し て きた 輝かしい 思い 出 を も う 
一 度 パ トル ブッ ク の デー タ の うえ で 堪能 し た いか 
ら な の だ と 、 噂 し て いる 。 


さ 行 


サー ガ ち ゃ ん 罰 約 引 【 人 名 】 ハ イデ ルベル グ の 
会 に 暮らす 、 身寄り の な い 女 の 子 。 し っ か り 

者 だ が 現実 的 すず て 、 サン タク ロー ス に 対す る 
見 解 の 相違 か ら 、 親友 の ジニ ー ち ゃ ん と 気 ま ず 
い 有 雰囲気 に な る 。 ちな み に 「 サ ンタ クロ ー ス は い 
な い 」 派 。 

サー シャ 芳 回 欄 【 人 名 】 温 泉 猟 グ ゲー ス で いち ば 
ん の 美人 と 称 され る 少女 。 コハク の 「 恥 じらい の 
スピ ルー ン 」 を 取り 込ん で し まっ た た め 、 ゼロ ム に 
取り つか れ デ スピ ル 病 に 置 さ れる 。 カル セ ド ニ ー 
に 救 わ れる が 彼 の お か っ ぱ 頭 が 気 に な っ て 、 夜 
も 眠れ な いら し い 。 

サー ビス 功 5 宮 駐 【 文 化 】 相手 の た め に 気 を 配っ 
て 尽く すこ と 。 ラディ スロ ウ で 目覚 め た クレ メン テ 
は 、 者 骨 に むち 打つ 見 返り と し て アト ワイ ト に こ 
を 求め る が 、 純真 無垢 な スタ ン の 返答 に 、 好色 
な 茶目っ気 を こ て ん ば ん に 打ち 砕 か れ た 。「 い 
や 、 そう で は な く て 。 も っ と こう 、 ロマ ン あ ふれ る 
と いう か 」 と は 、 クレ メン テ の 言 。 

ザー フィ アス 罰 品 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 イリ キア 大 陸 
の 中 央 に 位置 する 帝国 の 帝都 。 住民 の 身分 区 
別 ・ 階 級 化 が 厳格 に 行なわ れ 、 身分 の 高い 者 
ほど 街 の 高い と ころ に 住む 権利 が 与え られ る 。 
身分 間 の 交流 も 少な く 、 下町 の 人 間 が 貴族 街 
に 足 を 踏み 入れ る こと は 、 罪 に 問わ れる こと こそ 
な い が 、 非常 識 な こと で あり 好ま し く な い 。 その よ 
うな ヒエ ラル キー を 和 象徴 し た 街並み や 住民 意識 
が 、 数 多 の ギル ド 組 織 の 発生 に つなが っ た 。 

海竜 の 夢 ( サ ー ベ ント の ユメ ) 罰 織 【 ギ ル 
ド 】 大 海賊 グラ ンカ レイ が 率い た 巨大 海賊 ギル 
ド 。 刃 が 湾曲 し た 独特 の 剣 を 好 ん で 使っ た ぼ か 、 
あま り 知ら れ て いな い が ギ ルド 員 の 多く が 銃 を 愛 


用 し て いた 。 グラ ンカ レイ の 死後 ギル ド は ふた つ 
に 分 裂 。 「 海 精 の 牙 ] と 「 海 凶 の 爪 ] に 分 か れ 
て 、 活動 拠点 を 海 と 陸 に 隔て る こと に な っ た が 、 
その どちら に も 銃器 の 扱い が 伝わっ て いる 。 

サー モン トラ ケ の ニー ケ の 像 玉 避 狂 【 作 品 】 ノ 
ー ド ポリ カ の 戦士 た ち に 、 守護 女神 と し て 愛さ れ 
て いる 「 慈 愛 の 聖母 ]、 ある い は 「 勝 利 の 女 
神 」。 闘技 場 で 命 を 賭し た 戦い に 挑む 男 た ち 
は 、 彼女 に 勝利 と 無事 の 帰還 を 祈願 する と い 
う 。 八 百 年 ほど まえ に 制作 され る が 、 大 波 に 飲 
まれ て 破損 。 一 度 は 海 に 沈み 、 の ち に 引き 上 
げ ら れ て 修復 され る が 、 つい に 失わ れ た 頭 部 と 
手首 は 戻ら ず 、 現在 の 姿 と な っ た 。 


サイ 罰 E 和 備 [人 名 】 テロ ス ア ステ ュ に いる 、 幼い 
子供 の よう な 姿 を し た 非 戦闘 用 ヒュ ー マ ノイ ド 。 
千年 に 渡っ て 稼働 し 続け て いる に も 関わ ら ず 、 
その 頭脳 は 衰え ず 、 ほか の ヒュ ー マ ノ イド を 指揮 
し て エメ ロー ド の 命令 を 忠実 に 遂行 し て いる 。 

サイ グロ ー グ 功 i 簡 [人 名 】 訪れ た 人 を 迷宮 へ 
と 誘う 謎 の 人 物 。 道 化 の 拐 装 を 身 に まとい 、 ジ 
ェ ノ ス の 神殿 の 奥 で 「 強 きも の 」 を 待っ て いる 。 

サイ バッ ク 編 庄 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 学 問 の 都 。 王 
立 研究 院 や 1000 万 冊 の 蔵書 を 持つ と 言わ れ 
る 学術 資料 館 を 有する 。 

サイ ファ ー 罰 記 鏡 【 人 名 】 アイ フリ ー ド の 参謀 を 
務め た 男 。 パテ ィ 曰 く 、「 頭 が 切れ て 戦闘 術 に 
も 長け た 、 文武 両道 の スー パー マン 」 。 対外 的 
に は 首領 で ある アイ フリ ー ド より も 矢面 に 立つ こと 
が 多く 、 また いか に も 海 の 漢 と いっ た 精 憶 な 顔 
つき か ら 、 事情 に 疎い 筋 で は 現在 で も 、 彼 自身 
が 「 首 領 ア イフ リー ド 」 と 思わ れ て いる 。 詩 衛 す 
る 移民 船 の 乗客 が 魔物 と 化し た プラ ッ ク ホ ー プ 
号 事件 で は 、 事態 の 収拾 の た め 自ら 手 を 汚し 
て 彼ら を 殺害 、 また 傷つい た アイ フリ ー ド に アム リ 
タ を 与え 、 傷 を 治し 逃がし た 。 その 後 レ ナン スラ 
岩 虚 に 事件 の 被害 者 を 遇 う 墓 を 建て る が 、 自 
身 も また 高 濃度 の エア ル に 人 触 まれ て 魔物 と 成り 
果て 、 内 海 の 霊 船 ア ー セ ルム 号 と と も に 初 復 
うこ と と な っ た 。 な お パテ ィ に 言わ せる と 、「 ユー 
リ が 如く 必要 は な い 」 過去 の 出来 事 と し て 、 ふ 
た り の 間 に 思 わせ ぶり な 大 人 の 情事 が あっ た よ 
うな な か っ た よう な 、 らし い 。 


サイ ム 訪 柄 欄 【 人 名 】 フ ェ ルン 村 に 住む 小さ な 少 
年 で 、 スカ ー レ ッ ト の 弟 に あたる 。 大 人 に な っ た ら 
ルビ ア を お 嫁さん に する と 勝手 に 決め て いて 、 カ 
イ ウ ス を 一 方 的 に ライ バル 視 し て いる 。 子供 な が 
ら に か な り 頼 も し い 行 動力 を 持ち 、 異端 審問 者 
に 追わ れ た カイ ウス た ち を 心配 し 、 た っ た ひと り 
で 船 に 乗っ て ジャ ン ナ まで 追い か けた こと も 。 将 
来 は 、 大 陸 を 股 に か ける 大 商人 に な る の が 夢 。 

サイ リル 薦 往 [地名 ・ 施 設 】 フ ァ ン ダリ ア 南 部 
で 最大 の 都市 。 伝統 的 に 王家 か ら の 分 離 独 
立 の 気運 が 強い 土地 で 、 昔 か ら フ ァ ン ダリ ア 政 
府 に と っ て 悩み の 種 に な っ て いる 。 近年 で は 、 
10 年 前 の サイ リル 義勇 軍 に よる 武装 蜂起 、 す な 
わ ち 第 一 次 ファ ンダ リア 動乱 、 2 年 前 の 第 二 次 フ 
ァ ン ダリ ア 動 乱 が 記憶 に 新しい 。 いずれ の 場合 
る 急進 派 の 暴動 が 激しく 、 国軍 に よる 武力 鎮圧 
が 行なわ れ た た め に 、 一 層 王 家 か ら の 独立 を 
叫ぶ 声 が 高まる 結果 に な っ た 。 一 触 即発 、 と い 
っ た 言葉 が し っ くり くる 緊張 感 に 満ち て お り 、 食 
材 屋 の 炊き 出し の 風景 すら も 物 々 し く 見 える 。 武 
器 屋 の 上 に 作ら れ た 物 見 台 は 、 城壁 より も さら 
に 遠く の 景色 が 望め 、 フ ァ ン ダリ ア は お ろか 、 知 
か 北 の セ イン ガル ド の 空 ま で 見 渡せ る と いう 。 

ザ ヴ ェ ー ト 罰 XE 欄 [地名 ・ 施 設 ] [ 鉄 起 む 重 帝 
都 ] と も 呼ば れる フェ ン デ ル の 帝都 。 蒸気 機関 
の 湯気 と 排 煙 に 包ま れ 、 街 は 一 年 中 霧 に 覆 わ 
れ た よう に 霞 ん で いる 。 中 心 部 に は 政府 機関 
が 集約 され た 政府 塔 ジレ ー ザ が あり 、 近寄り が 
た い 雰 囲 気 を 漂わ せ て いる 。 

ザ ヴ ェ ー ト 山 騙 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 フ ェ ン デル 
の 国土 の 北 半 分 を 占め る 険しい 山岳 。 気候 は 
厳し く 、 一 年 中 雪 と 氷 に 閉ざさ され て いる 。 また 
頂 の 一 角 に は 伝説 の アン マル チア 族 が 里 を 構 
えて いる 。 

ザウ デ の 指輪 入 可 久 【 道 具 】 カ プ ワ ・ ト リム の 女 
性 が 思い つい た 新 商品 。 ザウ デ 不 落 宮 の リ ン 
グ 状 の 形状 と 、 頂上 に 戴く 巨大 魔 核 を 指輪 に 
見 立て 、 こ れ を 模 し た アク セ サ リ ー を 売り 出 そ う 
と 計画 し て いる 。 

ザウ デ 不 落 宮 箇 國 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 内 輪 の 海 
の 中 心地 ・ 世 界 の へ そ と 呼ば れる 部 分 に 眠っ 
て いた 、 古代 ゲラ イオ ス 文明 末期 の 建築 物 。 
上 空 の 衛星 部 と 地上 の 本 体 と で 構成 され る 。 
帝国 の 文献 に より 存在 を 知っ た アレ クセ イ が 、 
巨大 兵器 で ある と 解釈 し て 、 復活 の 方 法 を 模 
索 し て いた 。 本 来 封印 を 解除 する 鍵 と な る の 
は 、 皇室 の 宝剣 「 宙 の 戒 典 ] 。 だ が 人 魔 戦争 
後 、 デ ュー ク に 持ち 去ら ち れ て いた た め 、 アレ クセ 
イ は 複製 を 試み る な ど し て ザウ デ の 復活 を 目指 
し て いた 。 最終 的 に は 「 宙 の 戒 典 ] に 匹敵 する 
力 を 秘め た 満月 の 子 エ ステ ル を 、 その 鍵 と し て 
利用 し 稼働 させ る 。 し か し ザウ デ の 実態 は 太古 
の 人 炎 厄 ・ 星 喰 み か ら 世 界 を 守る 巨大 結界 魔 
導 器 で あっ た た め 、 封印 を 失っ た 星 喰 み は 、 再 
び 世 界 を 表 う こと と な る 。 

ザ オ 砂漠 / ザ オ 得 跡 訪 5 欄 [地名 ・ 施 設 
2000 年 前 の 遺跡 。 か つて 都市 が 栄え て いた 場 
所 だ が 、 天変 地異 で 土地 が 砂漠 化 。 都市 も 人 
も 全 減 し た と 伝え られ て いる 。 砂漠 に 点 在 し て い 
る 建物 の 残骸 と 遺跡 の 様式 は 酷似 し て お り 、 ひ 
と つなが り の 巨大 都市 だ っ た と 考え られ て いる 。 
オア シス の 湧き 水 は 、 巨大 譜 石 が 落下 し た 衝撃 
で 地下 水脈 か ら 水 が 沸き 出し た も の 。 この 湧き 
水 は ロ ー レ ライ の 加護 を 受け た 神聖 な も の で 、 


飲め ば 滋養 強壮 に 効果 て きめ ん 。 口 に する に 
は 、 1 杯 100 ガ ルド の 寄付 金 が 必要 で ある 。 


賢人 (さか びと ) 罰 鐘 [呼称 】 古代 ゲラ イオ ス 


文明 時 代 、 人 間 社会 に 生き 、 優れ た 技術 と 知 
識 と を 広め た クリ ティ ア 族 を 指す 尊称 。 ヨー ム ゲ 
ン で 暮らし た 賢人 ソー デス は 、 街 に 結界 を 築く た 
め に 、 聖 核 を 求め ある よう 人 々 に 進言 し た 。 


ザ ギ 編 鐘 [人 名 】 そ の 筋 で は 知る 者 が いな いと 


まで 言わ れる 、 悪名 高い 殺し 屋 。 殺し の 腕 は 
一 流 だ が 、 命 の や り 取 り に 興じ 、 任務 の 遂行 を 
置き 二 まり に し て 執 益 に 標的 を 狙 うた め 、 どこ の 
ギル ド か ら る 敬遠 され て いる 。 当初 、 ラ ゴ ウ の 依 
頼 を 受け た 「 海 凶 の 爪 」 イ エガ ー の 指示 に より 、 
騎士 プレ ン を ター ゲッ ト と し て ザー フィ アス 城 に 潜 
入 。 し か し その 場 に 居合 わせ た ユー リ の 戦い の 
才能 に 魅了 され 、 それ 以降 は 狙い を ユー リ 個 
人 に 向け て 何 度 と な く 襲 いか か る 。 彼 と の 勝負 
に 陶酔 する あま り 、 重傷 を 負っ た 腕 を 魔 導 器 に 
換装 し て まで 戦い を 挑む こと に な る が 、 己 の 身 
を 顧み な い 生 き 様 そ の まま に 、 ユー リ に 斬ら れ て 
消息 を 絶つ 。 

サク ヤ 纏 可 議 【 人 名 】 モン サス に 属す る 花 の 精 
霊 で 、 本 名 は コノ ハナ サク ヤ ヒ メ 。 早く か ら ア ス 
ラ に 仕え 、 篤い 信頼 を 受け て いた 。 主 で ある ア 
スラ を 強く 愛し な が ら も 、 花 を 司る 者 と 契 る と 短 
命 に な る と いう 、 自ら の 身 に まつ わる 言い 伝え を 
懸念 し て お り 、 亡命 し て きた イナ ン ナ が アス ラ の 
愛 を 一 身 に 受け る よう に な る と 、 彼 を 思っ て 身 
を 引く 。 天上 崩壊 と いう 大 災厄 が 起こ っ た 原 
因 、 すなわち イナ ン ナ に よる 裏切り を 知る 数 少 
な い 人 物 で あり 、 アス ラ の 愛 を 受け 、 伴 但 と し て 
の 立場 に あり な が ら ゃ 平然 と 剣 を 突き 立て た 彼 
女 に 、 激しい 憎悪 を 抱い た 。 その 思い は チト セ と 
し て 転生 し た 際 に も 受け 継が れ 、 彼女 が マテ ィ 
ウス や ルカ に 心酔 する こと 、 そし て イリ ア を 極端 
に 嫌う こと の 理由 と な っ て いる 。 

サ グ ラ 編 可 得 【 人 名 】 ア イメ ン に ある 武器 工房 の 
主人 。 43 歳 。 学 は な い が 職 人 気質 で 気 っ ぶ の 
いい 男 。 両親 に 捨て られ た メル ディ を 家族 同然 
に 可愛 が り 、 よく 食事 を 差し 入れ て いた 。 妻 プ 
レン ダ と 弟子 ハミ ルト を ヒア デス に 殺害 され 、 自 
分 の 作っ た 武器 が も う 少 し 強力 だ っ た ら と 悲し 
み に く れ る 。 以後 、 生き 残っ た ボン ズ の 面倒 を 
見 な が ら ア イメ ン 復 旧 に 精 を 出す 。 の ち に ゾ シ モ 
ス と 協力 し て 、 ラス ト フ ェ ン サー を 完成 させ る 。 
サク ラバ 功 欄 【 人 名 】4202 年 の アル ヴァ ニス 
タ の 冒険 者 ギル ド に いる 天才 的 ピア ニス ト 。 
4354 年 に は 子孫 で ある サク ラバ 五 世 が いて 、 こ 
ちら も 先祖 の 面 を 引い て 天才 的 な ピア ニス ト で 
ある 。 ふた り と も サク ラバ 家 に 伝わる 素晴らし い 
ピア ノ 曲 を 聴か せ て くれ る 。 罰 重 【 人 名 】 ジ ョ 
ニー の 子供 時 代 か ら の 悪友 。 ふら り と ジョ ニー 
の 下 に や っ て き て 、 彼 が ピア ノ を 弾 か な い 原 因 
と な っ た 恥ず か し い 過 去 を スタ ン に 暴露 する 。 
本 人 の 楽器 の 腕 は プロ 級 。 証 加 鐘 【 人 名 】 ダ ン 
グレ スト の 酒場 「 紅 の 流星 群 ] の 譜面 に 残さ れ 
た 謎 の 名 前 。 楽譜 の 持ち 主 を 指す の か 、 酵 客 
の 落書 き な の か 、 真相 は 定か で は な い 。 消息 
筋 に よる と 、 と ある 王族 の 三男 坊 で 、 放浪 癖 の 
ある 道 化 男 の 悪 友 が 、 この よう な 名 前 らし い 。 


さく らん ほぼ ミソ 焼 き お に ぎり (お こげ 付き ) 


玉 本位 【 飲 食物 】 コ ハク の 大 好物 の お に ぎり 。 
無類 の ミソ 好き で ある 彼女 に と っ て 、 こげ た ミソ 
の 香り が 香ばし い 焼 き お に ぎり な ど 、 好物 で ある 


こと 想像 する の は た や すい 。 し か し な が ら 具 材 
に さく らん ば ぼ を 合わ せる と いう 突飛 さ が 、 パナ ナ 
に も ミソ を つけ る ほど の 、 オリ ジ ナ ル 味 覚 を 持つ 
コハク らし さ を 際立た せ て いる 。 


酒 は 振れ る 功 E 條 [言葉 ] パロ ニア に ある パー・ 


タク ティ クス の マス ター の 名 言 。 王 都 と し て 栄え 、 
騎士 団 を 擁する 王国 の 警護 の 要 た る 城下 町 
で 、 自分 は 剣 こそ 振れ な い が 、 こう し て シェ イカ 
ー を 振っ て 騎士 た を もち に つか の 間 の 休息 を 提供 
し て いる の だ と 彼 は 言う 。 細 面 で 吾 々 と し つつ 
も 大 胆 な 一 面 も ある マス ター が 振る 酒 は 、 と き に 
剣 より 頼も し い 。 


ささ や き の 水 晶 臨 可 欄 【 設 備 】 オ ー ト マタ を 遠隔 


操作 する た め の 端 末 。 操縦 者 の 意志 を 増幅 し 
て 各 機 同時 また は 個別 に 送り 、 プロ グラ ム 以 上 
に 複雑 な 操作 を 可能 と する 。 真骨頂 は 複数 台 
同時 操作 に あり 、 何 十 体 も の オー トマ タ を 操っ 
て 思い どおり に 連携 させ る こと で 、 操縦 者 ひと り 
で 兵団 並 の 戦果 を 期待 で きる 。 ささ や き の 水 唱 
を 使用 する に は 多大 な 修練 と 並外れ た 精神 
力 、 集中 力 を 必要 と し 、 な お か つ 戦 術 的 な 知 
識 を 持た な い 者 で は 有効 活用 で き な い 。 また 、 
使用 時 に は 精神 の 消耗 が 激しく 、 長 時 間 に 及 
ぶ 使 用 は 難し い 。 本 編 で は ワル ター が 操縦 者 と 
な り 、 人 形 兵士 部 隊 隊 長 と し て ヴァ ー ツ ラフ 軍 
と 一 戦 交 えた 艦橋 前 平原 の 戦い で 活躍 し た 。 


サザ ンク ロス 効果 功 誠 一 [現象 】 第 一 超 振動 


に よる 反 音 能力 と いう 現象 が 引き 起こ す 物 質 の 
分 解 の こと を 指す 。 物質 を 構成 する 音素 と 元素 
を 強制 乗 離さ せ た り 、 音素 同士 の 結合 を 解放 
する こと で 、 物質 を の も の を 消 減る きせ て し まう 。 


サジ 罰 諾 模 【 人 名 】 ベラ ニッ ク で アス ベル ら か ら カ 


ツア ゲ す る 子供 。 と が め ら れ て 一 度 は 反省 の 
様子 を 見 せる も の の 、 病気 が ちの 母親 を 看病 
し て いる こと を ダシ に 、 その 後 も た び ぴた び ガ ルド を 
巻き 上 げ て いく 。 


サス ー ン ・ ド ・ モ ホル ン 功 認 鏡 [ 人 名 】 大 で 遼 


の オシ ャ レギ ルド を 率い る 有閑 マダ ム 。 行き 交 う 
人 を 断り も な くつ か まえ て は 、 内 に 秘め た オシ ャ 
レ の 前 芽 を 見 抜き 、 そ の 身 に 眠る オシ ャ レ の エ 
キス を 一 満 一 満 丁寧 に 抽出 する が ご と く 、 ハイ 
クオ リティ ー な コー ディ ネイ ト を 実現 させ る 。 


雑貨 屋 ゴ ー リ 範 加 本 【 人 名 】 ト ー テ ィ ス 村 の 雑貨 


屋 で 、 主人 は バー クラ イト 上 兄妹 を 援助 する 人 
物 。 か つて トー ティ ス に 流れ 着い た チェ スタ ー と ア 
ミィ に 住む 場所 を 与え 、 金銭 的 、 精神 的 に 面倒 
を 見 て いた の が 、 ゴー リ の 主人 らし い 。 これ は 自 
分 も 孤児 だ っ た た め 、 同じ 境遇 の ふた り を 放っ 
て お け な か っ た か ら と か 。 彼 自 身 は マル ス た ち 
の 襲撃 を 受け 、 ほか の 多く の 村人 と も ども 落 命 。 
し か し の ち に 店 は トー ティ ス の 復興 に 合わ せ て 再 
開 を 果たし 、 元 宿屋 「 や すら ぎ 」 の 跡地 に めで 
た く 2 号 店 も 開業 する 。 ちな み に 屋 号 の 「 ゴ ー 


リ ] は 「 ゴ ー リ ゴリ 」 か ら 。 

殺 劇 舞 荒 拳 往 『 位 【 術 ・ 技 】 桜 吹 寺 と と も に 連 
続 で 蹴り を くり 出す 、 コハク の コン ビ ネ ー シ ョ ンプ 
ラス ター。 ソー マ の 力 に よっ て 体得 し た ほか の 
面々 の コン ビ ネ ー シ ョ ンプ ラス ター と は 異な り 、 彼 
女 は これ を 驚き の 通信 教育 で マス ター し た 。 

サナ トス 騙 記 [人 名 】 ユ ク ド ラー ス に 暗躍 し 
て いた 黒幕 。 最初 は 黒い 結晶 体 と し て 出現 し 
て いた が 、 の ち に その 正体 を 現 わ す よう に な る 。 
も と も と は 、 世界 樹 の 自浄 作用 と し て 現われ た 
竜神 の 生ま れ 変 わり で あり 、 世界 に 墓 延 す る 
人 の 負 の 感情 が 世界 樹 を 触 み 、 そ の 原因 で あ 
る 人 間 を 退治 する こと で 世界 を 守 ろ うと し て い 
た 。 いわ ば 世界 に 安定 を も た ら す 守護 精霊 で 
ある が 、 人 間 を 滅ぼす こと に 反対 し た 世界 樹 の 
女神 た ち は 竜 と 対決 。 これ を 討ち 滅ぼす 。 その 
際 、 女神 シエル は 心 を 失い 、 生け る 展 の よう に 
な っ て し まっ た 。 そし て 、 倒れ た 竜 の 魂 が シエル 
の 体 を 媒介 に し て 産ま れ た の が サナ トス で ある 。 
産ま れ た と き に も の 言わ ぬ シ エル の 姿 し か 見 た 
こと が な く 、 戦い の 原因 と な っ た 人 間 た ち を 、 そ 
し て シエル を 見 捨て た 形 と な っ た エイ ダ と ステ ラ 
を 激しく 憎ん で いる 。 この よう な 背景 か ら 、 サナ ト 
ス は 人 間 の 心 に 対し て 激しい 敵意 を 示し 、 人 心 
を 惑わ すこ と を 上 わ な い 冷 酷 な 性 格 と な っ た 。 

サ ニ ア 村 纏 可 剛 【 地 名 ・ 施 設 】 王 都 レ ケス ヌ ム か 
ら の 移住 者 に よっ て 拓 か れ た 、 大 陸 東 部 の 
村 。 90 年 ほど 前 に 国 の 移住 政策 が 始ま る と 砂 
漠 一 帯 に 資源 が ある と いう 噂 が 広がり 、 また 3 
年 以上 の 定住 で 居住 権 が 得 ら れる と あっ て 、 
一 揚 千 金 の 夢 を 見 た 人 々 が こぞって 移り 住ん 
だ 。 実際 に は 期待 きれ た ほど の 金脈 や 鉱物 資 
源 の 発見 に は 至ら ず 、 今 で は 半ば ゴー スト タウ 
ン と 化し て いる 。 な お 現在 の サ ニ ア 村 で は 3000 
ガル ド も あれ ば 、 家 を 建て る こと が 可能 。 

サ ニ イ タウ ン 功 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ エス タリ ア 
大 陸中 東部 の 水上 都市 で 、 ト ヨ ホ ウス 河 の 河 
口 に 位置 する 。 街 の 中 を 縦横 無尽 に 運河 が め 
ぐり 、 大 小さ ま ざ ま な 船 が 、 物資 の 運搬 や 交通 
手段 と し て 利用 され て いる 。 じつは 街 全 体 が 減 
ん だ ラン ド グ リ ー ズ の 肉体 の 上 に ある 。 

サ ニ イ ミド リガ メ 功 誠 狂 【 生 物 】 サ ニ イタ ウン 地 
方 で 見 られ る ミド リガ メ 。 昔 か ら 幸 運 を 呼ぶ 生き 
物 と し て 珍重 され て いる 一 方 で 、 あま り の 繁殖 
力 の 高 さ に 、 飼い 主 の 財政 を 破たん させ る と い 
う ウ ワサ も ある 。 

サバ ディ ー チ ョ 押下 【 人 名 】 アル ジャ ー ノ ン 号 
の 乗客 。 あま ね く 人 々 に 自分 の 素晴らし さ を 伝え 
る た め 、 自費 で 世界 を 回 っ て いる 。 自称 大 予言 
者 だ が 、 どこ か ら 見 て も あからさま な イン チキ 野 
郎 。 し か し これ で も そこ そこ の 信奉 者 が いる らし 
く 、 本 人 が 勘違い する 一 因 に な っ て いる 。 

ザビ ィ 功 誠 欄 【 人 名 】 ク レア が 飼っ て いる ペッ ト 。 
家族 同然 の ヴェ イグ に も よく な つい て いる 。 一 
度 な つく と 、 家族 と そう で は な い 者 と の 見 分 け 
が よく で き 、 知ら な い 者 へ の 警戒 心 が 強い 。 ク 
レア と アガ ー テ が 入れ 替わっ た と きも 、 その 本 能 
で きち ん と 見 分 け て いた 。 

ざ ぶ ざ 点 水 色 ク イー ン 罰 認 議 【 呼 称 ] ベリ ウス 
の 聖 核 に 宿っ た 精霊 ウン ディ ー ネ に 対し て 、 当初 
カロ ル が 名 づけ よう と し た 名 前 。 ダサ さ に お いて は 
右 に 出る 者 の いな い 、 彼 の 命名 セン ス が 光る 。 

ザマ ラン 薦 可 本 [人 名 】 上 級 学校 の 教職 に 就 
いて いる 老人 。 古代 遺跡 の 研究 を 専門 と し 、 
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調査 の た め に 数 多く の フィ ー ル ド ワ ー ク を 行なっ 
て いた 。 遺跡 発掘 中 の 事故 で 視力 を 失っ て し 
まっ た が 、 の ち に スヴェン の 遺志 を 継い だ た ノーマ 
が 発見 し た エバ ー ラ イト に よっ て 完治 する 。 喧嘩 
別れ に 終わ っ た も の の 、 か つて は スヴェン の 因 
師 で あり 、 豊富 な 知識 と いろ いろ と 世話 を 焼い 
た こと で 慕 わ れ て いた 。 その 縁 で 自分 の 孫 弟 
子 の よう な 存在 の ノー マ を 気 に か け て いる 。 バ 
カ 和 弟子 そっ くり に 育っ て し まい 、 志 ま で 受け 継 
ぎ 、 た っ た ひと り で つら い 探 索 を 続け る ノー マ を 
引き 留め る た め に 遺跡 船 へ と 渡っ た 。 

ザラ シャ ー ン 罰 可 議 【 人 名 】 占 い 師 ギル ド 「 半 熟 
の 橋 ] の メン バー。 あふ れん ば か り の ユー リ へ の 
愛 を も て あま し 気味 の パテ ィ に 、 その 情熱 的 な 思 
い を 成就 する た め の 、 いさ さか 漠然 と し た 方 策 を ア 
ドバイ ス し て くれ る 。 ちな み に 見 料 は 1000 ガ ルド 。 


サル ペー ジ 男 誠 電 [ 文 化 】 本来 は 座礁 し た 船 を 


救出 し た り 、 海底 か ら 船 体 や も の を 引き 揚げ る 
海難 救助 の こと 。 ベル サス に 住む 海賊 王 の 子 
孫 ・ マ ウロ と と も に 、 海底 に 眠る 先祖 の 遺産 を 
探す さい の 作業 を 指す 。 何 世 代 も さか の ぼる 
時 代 に 沈め た 数 々 の 宝箱 が 、 難解 な 暗号 メモ 
の 記す 位置 と 寸分 た が わ ぬ 場所 か ら 発見 で き 
る の は 、 ひと え に 潮 流 が 穏やか で 風 と 無縁 な カ 
レギ ア の 海 で あれ ば こそ 。 

サレ 罰 店 棋 【 人 名 】 王 の 盾 ・ 四 星 の 筆頭 で 、 4 
人 の 中 で は 唯一 の ヒュ ー マ 。 ラド ラス の 落日 以 
前 か ら フ ォ ル ス 能 力 を 覚醒 させ て お り 、 風 の フォ 
ルス を 操る 。 他 者 の 苦し み に ゆ が む 顔 を 見 る の 
が 至上 の 喜び と いう 、 残忍 で 歪曲 し た 性 格 。 
ザ ・ ワ ー ル ド 罰 放 答 【 武 具 】 パス カル が 操る 銃 杖 
の ひと つ で 、 『 テ イル ズ オプ ザ ワー ルド レデ ィ 
アン トマ イソ ロジ ー2」 に 由来 。 杖 の 先端 部 で 輝 ぐ 
ニチ ュ ア マス コッ ト は 、 同 作品 に 登場 する カノ ン ノ ・ 
イア ハー ト 自 身 を か た どっ て お り 、 装備 し て 戦う た 
びに 彼女 の 愛らしい 姿 を 眺め る こと が で きる 。 
サン オイ ルス ター 罰 E 生 [作品 ] の つて スト ラ タ 
中 の 子供 た ち を と りこ に し た 、 超人 気 戦隊 シレ リー 
ズ 「 砂 浜 戦隊 サン オイ ルス ター」。 主戦 力 の レッ 
ド を 初め 、 プ ルー、 グリ ー ン 、 イエ ロー、 オレ ンジ 、 
プラ ッ ク の 6 人 で 、 ビー チ の 平和 と 安全 、 美観 
の た め に 日 夜戦 い 続け る ヒト デ 戦 隊 で ある 。 通常 
「 怪 人 」 と 表 さ れる 敵 勢 力 は 海 の 生 物 に な らい 
「 殻 臣 (か くじ ん ) 」 と され 、 幹部 組織 「 組 海 団 」 
と その 兄弟 組織 「 ウ ォ ー タ ー プ レイ カー」 が 率い る 
殻 臣 た ちと の 息 を つか せ ぬ アク ショ ン シ ー ン が 、 
今 も な お ヒー ロー 好き の 心 を 惹き つけ て 止ま な 
い 。 いち ば ん の 見 どこ ろ で ある 変身 シー ン で 披 
露 さ れる キメ ゼリフ は 「 死 ん だ 魚介 を 捕食 する 
ぜ !] 。 と ころ で ヒュ ー バ ー ト の よう な タイ プ は 、 自 
分 の 役回り が 「 青 ] だ と いう 自覚 が ある の だ ろう 、 
幼い 頃 か ら 。 

サン カク 玉 5 斑 [ディ スカ バリ ー】 ア クア ヴェ イ 
ル 南 方 の 海 を 回 遊 す る クジ ラ の 仲間 。 歯 が 変 
形 し た 3 本 の 長い 牙 を 持っ て いる 。 古い アク ア 
ヴェ イル の 伝説 で は 、 殺 に し が みつ いた まま 洒 
れ た 乙女 が 姿 を 変え た た と いわ れる 。 

サン ク 罰 悟 欄 【 人 名 】 ミ ン ツ 大 学 の 光 品 霊 研究 
室 に 所 属す る 、 キー ル と 同期 の 研究 仲間 。 カー 
ライ ル 学 部 長 に よっ て 大 学 を 追わ れ た キー ル を 
心配 し て いる 。 

ザン クト ウゥ 騙 可 本 [呼称 ]】 レ イモ ー ン の 民 で ある 
証 。 療 の よう な 紋様 で 、 レイ モー ン の 民 の 体 の ど 
こ か に 必ず 刻ま れ て いる 。 獣 人 化す る た びに 少 


し ずつ 広がっ て いき 、 体 全体 が ザン クト ゥ に 覆 わ 
れる と 、 その レイ モー ン は 命 を 失う と され て いる 。 
ラム ラス 、 フォ レス ト 、 トール ス に は ある が 、 ヒト と の 
混血 児 で ある カイ ウス に は 現われ て いな い 。 


サン ゴ ・ コ ラー ロ 功 諾 剛 【 人 名 】 チェ ン 商会 の 
商船 の ひと つ を 任 さ れ 、 船長 を 勤め る 女性 。 じ 
つ は チェ ン の ひと り 娘 で 、 父親 に 負け ず 劣 ら ず 
の 豪快 な 言動 で 、 荒く れ 者 の ひし めく 海 の 世 
界 で た ち ま ち 一 目 置か れる よう に な る 。 操 能 が 
荒 っ ぽ く 、 乗っ た 客 の うち 何人 か を 海 に 落と し て 
くる の が 慣例 。 な お 部 下 か ら は 明 怖 と 敬愛 を 込 
め て 「 マ ム 」 と 呼ば れ て いる が 、 未婚 。 チェ ン の 
意向 で 99 回 も 見 合い を し て いる も の の 、 本 人 は 
一 向 に 結婚 する 気 が な く 、 船 が 恋人 と ば か り に 
今日 波間 に 潜 ぎ 出し て いる 。 ちな み に 威 勢 の 
いい 言動 と は 裏腹 に 、 ぬい ぐる み を 抱か な いと 
寝 ら れ な いと いう か わい らし い 一 面 も ある 。 

サン サ 騙 可 一 [地名 ・ 施 設 】 寺 に 牧 わ れ た 極寒 
の 地 で 、 教会 や 騎士 団 の 目 を 逃れ て ひっ そり と 
た た ず む 村 。 異端 者 狩り の 手 を 逃れ て きた レイ 
モー ン た ち が 暮 らし て いて 、 フォ レス ト の 故郷 で も 
ある 。 ジャ ン ナ 事件 の 首謀 者 と され る 8 人 の レイ 
モー ン は 、 全員 この 村 の 出身 者 。 

算術 道士 入 可 得 【 人 名 】 バロー ル で 石 取り 勝負 
を 挑ん で くる 人 物 の こと 。 石 取 り の 法則 を 知ら 
な いと 苦戦 を 強い られ る の で 、 憎 し み を 覚え る 
人 が あと を 絶た な いら し い 。 

三種 の 武具 監 品 議 【 武 具 ]} ヴォー パル ソー ド 、 フラ 
ン ヴ ェ ル ジュ 、 ダイ ヤ モ ン ド の 指輪 か ら な る 伝説 
の 武具 の 総称 。 この 3 つ を ヘイ ムダ ー ル の 石 盤 
に か か げ る こと で 、 オリ ジン に よっ て エタ ー ナ ル ソ 
ー ド が 創造 され る 。 

山賊 騙 可 本 [組織 ・ 団 体 】 山 間 部 に 住み 着き 、 
旅人 な ど を 襲撃 し て 金品 を 奪う 賊 集団 の こと 。 
モー ゼス の 元 職 業 。 霧 の 山脈 に アジ ト を 構え 、 
元 創 王国 時 代 の 遺跡 を 根城 に し て 子 分 と と も 
に 悪行 を 重ね て いた モー ゼス は 、 ウェ ル テ ス で 
は 少し ば か り 名 が 売れ て いた 。 と いっ て も 、 性 
格 的 な も の か どう や ら 殺 人 や 婦女 野 行 な ど に は 
手 を 染め ず 、 無法 者 と し て は か わい い 部 類 だ っ 
た らし い 。 モー ゼス 率い る 山賊 団 は メラ ニ ィ の 襲 
撃 を 受け て 敗走 、 生き 残っ た 仲間 と と も に 帰ら 
ず の 森 を 拠点 と する も カッ シェ ル に よっ て 壊 減 
状態 に 追い や られ 、 ウィ ル の 口 きき で ウェ ル テ ス 
の 灯台 前 広場 を 仮 の 住 穫 と し た 。 当然 な が ら 
街 の 人 々 は 山賊 を 嫌っ た が 、 彼ら が 街 を 守り 、 
人 々 と 協力 する 姿勢 を 見 る こと で 、 徐々 に 愛さ 
れる 存在 と な っ た 。 

サン タ さ ん 罰 『 諾 模 【 呼 称 】 ク リス マス ・ イ プ の 夜 、 
大 き な 袋 と 大 き な 攻 を か つい で 現われ る 白 ひ げ 
の お じい さん 。 よい 子 が 待つ 家々 を 回 っ て は 憎 
っ くき 煙突 を 切り 倒し 、 砕い た 煙突 で こし ら え た 


プレ ゼン ト を 配っ て ゆく 。 マリ ク が ソフ ィ に 教え 込む 
トン デモ 設定 だ が 、 じつは リチャード 発信 らし い 。 


サン テク ス 大 聖堂 芳 呈 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 型 者 


プラ ンス ー ル に ある バレ イア 教 最大 の 施設 。 教 
会 内 部 に は 巨大 な 噴水 と 聖 獣 装 クジ ラ の 像 が 
据え られ 、 総本山 の 名 に ふさ わし い 壮 肌 さ を 見 
せる 。 また 敷地 内 に は 救護 院 が 設け られ 、 教 
団 の 慈愛 の 教え が 実践 され て いる 。 


サン ドウ ォ ッ チ 功 : 欄 【 そ の 他 】 読 ん で 字 の ご と 


く 、 砂 の 観察 。 スト ラ タ 大 砂漠 で は 、 一 見 平坦 
な 起伏 に 見 える 砂 の 連続 も 、 どう や ら 刻々 と そ 
の 様子 が 移ろい ゆく よう で 、 砂漠 西側 に いる 女 
性 が 、 日 々 この サン ドウ ォ ッ チ に 精 を 出し て いる 。 
ある 意味 じつに 哲学 的 。 


サン ドリ オン 功 i 位 [地名 ・ 施 設 ) コ ー ド ネー ム 


「 い ば ら 5 の 森 」 の 名 で 知ら れる 機動 結晶 城 。 ソ 
ー マ リ ンク の サー バー と し て 二 千 年 前 に フロ ー ラ 
に よっ て 設計 ・ 開 発 さ れ た 。 サン ドリ オン 自身 も 
巨大 な ソー マ で あり 、 制御 の た め に 擬似 スピ リア 
を 搭載 。 当初 は リチア も 「 い ば ぱら の 森 計 画 ] に 
賛同 し て いた た め 、 彼女 が 管理 コア と し て 登録 
され て いる 。 過去 に クリ ー ド と リチア の 手 に よる 
「 ガ ル デ ニ ア 計 画 ] で ガル デニ ア が 暴走 し た と 
き 、 フロ ー ラ は サン ドリ オン の 力 を 以 っ て ガル デニ 
ア を 封印 し た 。 その た め ガ ル デ ニ ア の 復活 を 目 
指す クリ ー ド は 、 何より も まず リチア の 力 に よっ 
て 、 ニー ベル グ の 地下 に 眠る サン ドリ オン を 起動 
させ よう と し た の で ある 。 クジ ラ に 似 た 外見 か ら 、 
原 界 で は リチア 教 の 使徒 と し て 語ら れ 、 の ち に 
は パレ イア 教 の 聖 獣 「 羽 クジ ラ ] の モデ ル と な る 。 
また 各地 で 見 られ る ね むり 姫 の お と ぎ 話 で は 、 
コー ド ネ ー ム その まま に 、 姫 が 眠る 「 い ば ら の 森 」 
の モチ ー フ と し て 描か れ て いる 。 


360 度 眺望 玉 * 波 筐 [ディ スカ バリ ー)】360 度 ど 


こ を 向い て も 絶景 が 楽し め る 観光 スポ ッ ト 。 より 
遠く まで 見 渡せ る 望遠 鏡 完 備 (1 分 10 ガ ルド ) 。 
近隣 の お 土産 屋 に は 謎 の 木刀 や タペストリ ー な 
ど が 所 狭し と 並ん で いる 。 


30 小 隊 入 避 贈 【 呼 称 】 水 の 民 と 源 聖 レク サリ ア 


皇国 軍 、 そし て セ ネ ル た ち 一 行 が 共同 戦線 を 
張っ て ヴァ ー ツ ラフ 軍 に 挑ん だ 艦橋 前 平原 の 戦 
いで 、 セ ネル た ち に つけ られ た 独立 遊撃 隊 の 
名 前 。「 さ ん まる し ょ うた い 」 と 読む 。 メン バー は 
普段 と 同じ だ が 、 この 名 称 で 戦っ た の は あと に 
も さき に も この と きだ け で あっ た 。 


幸せ の 三 魔 珍 芽 相 店 [生物 】 イズ ィ ンプ ラ 、 に ん 


ね こ 、 ソリ テア ー の 三 体 の 総称 。 いずれ も 特殊 
で 希少 な 魔物 で 、 遭遇 する と 幸せ に な れる と 
いわ れる 。 さて どれ ほど 幸せ に な れる か と 問わ 


れ 、 テ ネ プ ラ エ は こう 答え て いる 。 「 出 会 えた 満 
足 感 が 得 ら れる 」 と 。 

シア ン ・ テ ネ ブ ロ 騙 可 本 【 人 名 】 ア ルカ 教団 の 
教 社 マ ティ ウス に つき 従う 野生 児 。 前 世 は 創世 
力 の 番 人 ・3 つ 首 の 魔 獣 ケ ル ベ ロス 。 天上 月 
壊 の 影響 を 受け 、 魂 が ひと り の 赤子 と 2 匹 の 犬 
と に 別れ て 転生 を 果たし た 。 その た め 「 獣 と と も 
に 生ま れ た 忌 む べき 子 」 と し て 人 迫害 を 受け 、 ガ 
ルポ ス の 森 の 奥 で 生き な が ら え て きた 。 親 の 愛 
情 を 知ら ず に 育っ た た め に 、 甘い 言葉 で 近づく 
マテ ィ ウ ス に 容易 に 懐柔 され 、 教団 の 一 員 と な 
っ て 創世 力 を 求め て いる 。 な お 彼 と ルカ た ちと 
が レグ ヌ ム 鐘 乳 洞 に て 初め て 出逢っ た 際 、 エル 
マー ナ が 使い 始め た 彼 の 呼び 名 「 犬 男 ] が 、 半 
ば 正式 名 称 と し て 一 行 に 浸透 し て し まっ た こと 
で 、 その 後 長く 彼 を 怒ら せる ハメ に な る 。 
シア ン デ ィ ー ム 罰 XE 往 【 精 趣 】 大 若 海 竜 に 宙 愛 
され し 半 人 半 魚の 美しい 精霊 。 セイ ブル ・ イ ゾ 
レ の 研究 所 を 訪れ た パス カル に 反応 し 、 水 の 
煙 石 か ら 現われ る 。 上 品 な 物腰 か ら 一 転 、 戦 
いで は パス カル と 息 を 揃え て 魔 導 砲 を ぶっ 放 
す 、 アグ レッ シ プ な タイ プ 。 それ まで に も た び た 
び 姿 を 目撃 され 、 長い 髪 の は か な げ な 姿 か ら 、 
埋没 し た 地下 都市 に 眠る 幽霊 で は な いか と ささ 
や か れ て いた 。 

シー トカ バー 荒 『 法 得 【 道 具 】 バビ ロ グ ラー ド の リフ 
ト の シー ト に 取り 付け る カバ パー。 きち ん と 男女 別に 
な っ て お り 、 シー ト に 合わ せ て か わい らし い 刺 し ゅ 
う が し て ある 。 毎日 稼動 が 終わ る と は ず し 、 管理 
人 さん が 手洗 いす る 。 空 の 旅 を 快適 に 楽し め る 
よう 、 ラベ ンダ ー や ロー ズ 、 ジャ スミ ン な どの リネ ン ウ 
ォ ー タ ー で 香り 付け し 、 仕上 げに ば り っ と の り が き 
か せ て ある 。 マナ ー の 悪い 海 の 荒く れ 者 た ち が 
汚し て いく の が 管理 人 さん の 最近 の 悩み 。 


ジー ナ 玉 可 得 【 人 名 シン ツ 大 学 本 館 の 受付 担当 
職員 。 29 歳 。 ビ スロ ・ シ ャ ン パ ー ル に ゲス ト と し て 出 
演 し た と き は ちょ っ と 緊張 気味 。 パロ ー ル 生ま れ 。 

ジイ ニ 騙 高 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 は 


歓喜 の 町 ジイ ニ 。 潜水 艇 か 飛行 艇 で な いと た ど 


り 着け な いこ の 町 は 、 大 人 の 娯楽 の た め に 作ら 
れ 、 夜 に な る と ギャ ンプ ブル 場 や オー クシ ョ ン ハ ウ 
ス が 始ま り 、 朝 に な る と 人 々 が 眠り に つく 。 この 
町 で は ジイ ニ 内 で の み 通 用 する 通貨 「 ジ イニ 」 
が 発行 され て いて 、 各 施 設 利 用 時 に は 必ず ガ 
ルド か ら ジ イニ へ と 換金 し な けれ ば な ら な い 。 が 、 
どん な に 大 金 を 持 と うと 少量 ずつ の 換金 し か 認 
め ら れず 、 オーク ショ ン 用 に と 500 万 ガル ド を 換 
金 し 終え を る に は 3 時 間 ほ どか か る 。 この 町 の 長 
は いずれ も ウィ ス が 強かっ た と いう が 、 それ は 単 
に ウィ ス で 町 長 を 選ん で いた か ら で は な いか ? 
そし て 換金 の 不便 さ に 見 られ る 歪み は 、 これ が 
原因 で は な か ろう か ? 


ジー ニア ス ・ セ イジ 功 gE 騰 [人名] イセ リア に 墓 


ら す 少年 で 、 リフ ィ ル の 弟 。 ロイ ド と は 幼い 頃 か 
ら の 親友 。 生意気 な 言動 に 見 合う だ け の 優秀 
な 頭脳 を 持ち 、 幼く し て 天才 の 名 を 欲し いま ま 
に し て いる 。 周囲 に は ハー フエ ルフ と いう 素性 
を 隠し 続け て いた が 、 同族 の ミス と の 出会い に 
より 、 生ま れ て 初め て 心 を 打ち 明け られ る 存在 
に 恵まれ た 。 その た め ミ トス の 野望 に 一 度 は 衝 
撃 を 受け る も 、 その 悲し み を 理解 し 、 受け 入れ 
た いと の 思い で 、 彼 と 対 財 す る こと に な る 。 普 
段 は 口 が 達者 な くせ に 、 大 好き な プレ セア の 前 
で は うま く 話せ な い 、 年 齢 相応 な か わい い 一 面 
も アリ 。 また 耳 の 形 か ら ハ ー フ エル フ だ と 気取ら 
れ な いよ うに 髪の毛 を 伸ばし て いる 。 


ジー ピー エス 功 回 科 【 道 具 ) グロ ー バ ル ・ ポ ジ シ 


ョ ニン グ ・ シ ステ ム の 略 。 現在 位置 を 座標 数 値 
で 教え て くれ る 道具 で 、 海賊 7 道具 の ひと つ 。 
衛星 な どの 高度 な テク ノロ ジー を 使っ て いる わ 
け で は な く 、 どう や ら チ ャ ッ ト が 古く か ら の や り 方 
で 位置 を 測定 し て いる らし い 。 


シー ブル 功 Ki 剛 [地名 ・ 施 設 】 ペ ン デ ロー ク 大 


陸 北 岸 に ある 小さ な 漁村 。 温暖 な 気候 の た め ア 
クティ ブタ な どの 畜産 も 盛ん 。 干す と 香ばし い 人 匂 
い に な る 「 ス メル イカ の スル メ ]| が 特産 品 で ある 。 


シー ラグ 橋 臣 誠 材 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ エス タリ ア 大 


陸 と ボー ダリ ア 諸 島 を つなぐ 唯一 の 橋 。 陸路 で 
パ バビ ログ ラー ド に 参 語 す る 人 は た いて いこ の 橋 
を 渡っ て くる 。 アニ カマ ル 側 か ら 通 過す る と 、 ボ 
ー ダ リア 側 に 足 を 踏み 入れ た 瞬間 に 、 が ら り と 
熟 帯 の 気候 に 変わ る の が 感じ られ る 。 


シー ラ ・ ハ ー ツ 芳 記 欄 【 人 名 】 コ ハク と ヒス イ の 


叔母 で アイ オラ の 妹 。 リチア 教 の 巫女 で あっ た 
アイ オラ の 死後 は 、 ノー クイ ン の 里 を 預かる 長 と 
し て 、 探 と 結界 を 守り 続け て いる 。 シー ラ ら 旧 バ 
レイ ア の 教徒 を 異端 と 紺 弾 し 、 新しい バレ イア の 
教え を 興し て 自ら 権力 の 頂点 に 上 り 詰め た アー 
カム を 裏切り 者 と 呼び 、 アイ オラ の 死 の 原因 も 
彼 に ある と 考え て いる 。 その た め 教 会 の 人 間 、 
と り わ け 結 晶 騎 士 団 に は 嫌悪 感 を 吾 わ に し 、 
思念 石 を 求め て 里 に 現われ た カル セ ド ニ ー を 紐 
弾 。 だ が シン グ の 実直 な 想い と 生き 神 と も いう べ 
き リ チア の 願い を 聞き 入れ 、 ガル デニ ア の 封印 
に 協力 する こと に な る 。 里 長 と いう 役目 か ら 厳 
格 な 言動 が 目立つ が 、 普段 の 彼女 は コハク と ヒ 
スイ の 身 を 誰 よ り も 案じ る 優し い 女 性 。 毎年 花 
見 の と き に は 、 里 の 皆 に お 手製 の 桜餅 を 振る 
舞っ て いる 。 


ジー ン 玉 高 欄 【 人 名 】 ヤス カ の 武器 商人 。 サイ ノ 


ッ サ ス の 角 や ルー ン 鉱 石 を 使っ た 武器 で 一 儲け 
を 考え て いる 。 


ジェ イ 罰 可 職 【 人 名 】 幼少 の 頃 に ソロ ン に 拾わ 


れ 、 彼 の 道具 と な る べく 忍者 と し て の 技能 を 叩 


き 込 まれ た 少年 。 と ある 任務 の 際 に ソロ ン の 捨 
て 石 と され 、 生き 延び た も の の それ 以来 他人 を 
信じ られ な く な っ た 。 唯一 、 助け て くれ た モ フ モ 
フ 族 に だ け は 心 を 開き 、 彼ら を 守る こと に 尽力 
する 。 忍 の 技 と モフモフ 族 の 情報 収集 力 を 活 
用 し 、 すご 腕 情 報 屋 と し て 遺跡 船 で 暗躍 。 「 不 
可視 の ジェ イ | と の 異名 を と る 。 


ジェ イド ・ カ ー テ ィ ス 罰 訪 欄 【 人 名 】ND1982 


年 ・ シ ルフ リ デ ー カ ン ・ ロ ー レ ライ ・22 の 日 、 ケ テ 
ルプ ブル ク 生 まれ 。 旧名 、 ジェ イド トド ・ バ ルフ ォ ア 。 
12 歳 の と き 、 ジェ イド の 才能 に 目 を つけ た マル ク 
ト 帝国 軍 の 名 家 ・ カ ー テ ィ ス 家 に 養子 に 迎え ら 
れ 、 ファ ミリ ー ネ ー ム が 変わ っ た 。 現在 は マル クト 
帝国 軍 第 三 師団 師団 長 を 務め 、 “死霊 使い " 
の 異名 で キム ラス カ 兵 に 恐れ られ て いる 。 また 、 
皇帝 の 懐 刀 と し て ピオ ニー 九 世 の 信頼 も 厚い 。 
少年 時 代 に 譜 眼 、 フォ ミク リー な どの 高度 な 技 
術 を 独自 に 開発 。 その 天才 的 頭脳 は 、 物理 学 
の 第 一 人 者 スピ ノ ザ を し て 真 の 天才 と 言わ し め 
る ほど 。 レプ リカ と し て 生ま れ た 理由 を 探す ルー 
ク や 、 居場所 を 奪わ れ た 被験 者 アッ シュ の 苦 
悩 。 そし て 、 ヴァ ン の レプ リカ 計画 と その 被害 者 
た ち …… 。 自分 が 作り 上 げた 技術 が 生ん だ 
数 々 の 惨事 を 目の当たり に し た 彼 は 、 最後 に 、 
ひと り の 人 間 と し て 大 きく 成長 を 遂げ た ルー ク の 
姿 を 見 届け 、 中 断 し て いた 生体 フォ ミク リー 研究 
を 別 の 形 で 再開 し た いと 望む よう に な る 。 


ジェ スト ー ナ 芳 i 欄 [人 名 】 ダオス の 配下 。 単 


身 敵 地 に 乗り 込み 宣戦 布告 し た り 、 子供 を 人 
質 に 取っ て クレ ス た ち に 自害 を 迫る な ど 、 直情 
的 で 粗暴 。 ミッ ドガ ルズ で エド ワー ド と 刺し 違え て 
死亡 する 。 


ジェ ノ ス 芳 * 基 弁 [ 地 名 ・ 施 設 】 セイ ン ガ ルド と ファ 


ンダ リア の 国境 に 位置 する 街 。 どちら の 国 に も 属 
さ な い 自治 都市 だ が 、 雪 深 い 気 候 の せい か 、 フ 
ァ ン ダリ ア 的 な 文化 が 色濃く 見 られ る 。 両国 間 
の 緊張 が 高まる と 行き 来 が 厳重 に 管理 され 、 
街 の 南北 の 城門 は それ ぞ れ の 国 の 兵士 に よっ 
て 閉ざさ れる 。 その た め 近 辺 を 旅 す る 人 間 に と 
っ て 、 両国 間 の 通行 証 は 必須 の 品 。 名 物 は シ 
ンプ ル な が ら ど こ か 懐か し い 絵 柄 の 宿屋 の 敷物 
と 、 セイ ン ガ ルド 側 の 城門 近く で 乾 布 摩擦 を する 
お じい ちゃ ん 。 


ジェ バン ニ 功 * 避 久 【 人 名 】 ア イ テ ム 研究 を 専門 と 


する アス ピオ の 魔 導 士 。 完成 され た コレ クタ ー 
図鑑 を 貸し て くれ る よう エス テル に 依頼 する 。 貸 
し 渋る リタ の 手前 、 ひと 晩 で それ を 書き 写す と い 
う 執念 を 見 せる アイ テム マニ ア 。 


シェ フ 押 紀 吐 【 人 名 】 各 地 に 存在 する 料理 人 の 


こと 。 自分 の 得意 料理 の 作り 方 を 教え て くれ 
る 、 熱心 な 人 々 。 ちな み に 「 ワ ンダ ー」 で は な い 
の で 、 プ タ の 貯金 箱 に 化け た り 大 音量 で 登場 
し た り は し な い 。 


シェ ヘラ 砂漠 監 Ki 欄 [地名 ・ 施 設 】 ま た の 名 を 


千 夜 砂漠 と 呼ば れる 広大 な 砂漠 。 抜け る に は 
千 日 か か る と も 、 無事 に 通過 で きる の は 千 組 に 
ひと 組 と も 言わ れる 。 原 界 固有 の 巨大 生物 サン 
ド ワ ー ム が 棲み つい て いる と され る が 、 足 を 踏み 
入れ る 人 間 は 皆無 で あり 、 噂 の 真相 は 定か で 
な い 。 また 石 の 時 代 の 遺跡 が ある と の 情報 $ さ 
さや か れ て いる 。 


ジェ ミニ シェ ル 功 可 障 【 人 道具 】 寸分 四 わ ぬ 色 、 


形 、 大 き さ を 持っ た 、 ふた つの 貝殻 。 持ち 手 の 
意志 を 反映 し て 光り 輝き 、 片方 が 光る と も う 一 


N ぎ HWII み Hー ロ 届 ・YN ツ 


ご ニ ロ MV 


テ そ さ マ ーー ラペ 


の タク 


方 も 同じ 強 さ で 光り 出す 。 持ち 手 が 相手 を 強く 
念じ れ ば 念じ る ほど 輝き が 増し 、 光 の 明 減 の 強 
弱 で 相手 と の 距離 を 測る こと も で きる 。 モフモフ 
族 の 間 で は 縁結び の アイ テム と し て 重用 され て 
いる 。 見 た 目 は 白い ホタテ 。 


シェ リア ・ バ ー ン ズ 玉 E 欄 【 人 名 】 ア スベ ペル に 


恋心 を 抱く 幼なじみ 。 祖父 フレ デリ ッ ク が ラン ト 家 
の 執事 を し て いる こと か ら 、 アス ベル 、 ヒュ ー バ ー 
ト と は 上 兄弟 同然 に 育っ た 。 幼少 時 に 父母 を 相 
次 いで 亡くし 、 また 自身 も 病 層 で つね に 心 細 さ 
を 感じ て いた た め 、 フレデリック は も ちろ ん 、 アス ト 
ン や ケリ ー の こと も 強く 慕っ て いる 。 王 都 地下 で 
起き た 事件 を きっ か け に アス ベル が ラン ト を 去っ 
た こと に 深く 傷つき 、 7 年 越し に 再会 し た の ちる 
長く その わだかまり を 捨て る こと が で き な か っ た 。 
し か し 彼 へ の 不満 や 寂し さ を 打 ち 明 けた こと で 
再び 親しい 仲 に 戻り 、 アス ベル や 仲間 と と も に 
旧知 の 友 り リチャード を 救う 旅 を する 。 アス ベル や 
ヒュ ー バ ー ト と 同じ く 、 王 都 地 下 で 消滅 し た ソフ ィ 
か ら 力 を 受け 継い で お り 、 その 力 が 開花 し て か 
ら は 見 違え る よう に 健康 に な っ た ば か りか 、 治 
癒 の 能力 まで も 獲得 。 自身 の 経験 か ら 戦地 で 
の 救命 ・ 看 護 に 当たる こと を 強く 望み 、 実際 に 
紛争 地域 に 足 を 運ぶ 。 た だ し 能力 開花 の きっ 
か けが フレ デリ ッ ク の ぎっ くり 腰 だ っ た こと は 、 不 
名 准 な の か 本 人 も あま り 語 ら な い 。 優し げ な 見 
た 目 と は 裏腹 に 、 他人 の 恋愛 話 に 対す る 史 覚 
は すさ まじ く 、 また 意外 と 世渡り 上 手 で お 世話 
焼き 。 そし て まわ り が ドン 引き する ほど の 、 無類 
の 焼き 鳥井 好き で ある 。 


シェ リ ダ ン 芳 誠 一 [地名 ・ 施 設 造船 関係 を 一 


手 に 引き 受け て いる 街 。 全 世 界 か ら 優 秀 な 技 
術 者 や 、 腕 の いい 武器 職人 が 多く 集まっ て き て 
いる 。 これ は 、 シェ リ ダ ン の 周囲 に 大 峡谷 が ある 
と いう 地理 的 要因 が 大 きい 。 大 峡谷 の 乾い た 
石 は 音 機関 や 譜 業 兵器 に は 欠か せな いか ら 
だ 。 造ら れ た 戦艦 や 陸 鑑 は 、 ダ アト を 経由 し て 
マル クト へ も 売ら れ て いる 。 職人 の 街 と いう だ け 
あっ て 、 街 の あちこち に は 珍し い 音 機関 が た くさ 
ん ある 。 と くに 、 室内 の 温度 を 調節 する 音素 式 
冷暖 房 譜 業 器 や 、 音盤 を セッ ト し て 取っ 手 を 回 
すこ と で メロ ディ を 奏で る 自 鳴 大 (オル ゴー ル ) 
は 、 ここ で し か 見 られ な い 珍 し いも の 。 


シェ リ 和 時 姫 薦 EE 簡 [作品 偉大 な ご 先祖 を 持つ 


売れ な い 作 家 カ イガ 七 世 た っ て の 願い で 、 アス 
ベル 一 行 が 唐突 に 演じ る こと に な っ て し まう 古 
典 作 品 。 継母 ヒレ ュー バー ト 王 妃 の 災 婦 で 毒 ア ッ 
プル グミ を 食べ て し まっ た シェ リ 雪 姫 が 、 偶然 通 
りか か っ た アス ベル 土 子 の 口づけ で 目覚 め る と 
いう 、 世 の 少 女 た ち が 胸 を と きめ か せる ラプ スト 
ー リ ー で ある 。 キス の 「 フ リ 」 を 演じ る ふた り の じ れ 
っ た い 様 子 に 、 妖精 役 の マリ ク が 何 を し で か す 
の か は 、 舞台 を 見 られ た 観客 だ け の お 楽し み 。 


シェ ル 入 品 久信 名 】 帝都 貴族 街 に 住む 男性 。 


家族 に すら 行き 先 を 告げ ず に 行方 を くら まし た 
史 ク レイ を 捜し て お り 、 お 尋ね 者 に な っ て いる ユ 


ー リ に 期待 し て 捜索 を 依頼 。 し か し 見 と 婚約 者 
リュ ネ の 将来 を 案じ る あま り 、 障害 と な っ て いた リ 
ュ ネ の 父親 を 殺害 する 。 


シエル 罰 可 9【 女 神 】[ 現在 を 司る 世界 樹 の 


女神 で 、 三 姉妹 の 次 女 。 竜神 と の 戦い で 、 身 を 
提 し て 姉妹 た ち を 守り 、 竜 を 封じ る こと と な っ た 。 
し か し 大 き な 力 の 精霊 が 衝突 し た こと で 、 彼女 の 
体 と 魂 は 垂 離 し 、 そこ へ 竜神 の 魂 が 入る こと で サ 
ナ ト ス が 産ま れ て し まう 。 これ まで の 戦い は サナ トス 
の 目 を 通し て 目撃 し て お り 、 彼 が 消滅 し た と き 、 心 
を 取り 戻す こと が で きた 。 た だ 、 サナ トス に 対し て 
は 母親 の よう な 慈愛 の 心 を 抱い て お り 、 彼 が 消 
滅する 際 に も 優し く 声 を か け て いた 。 


ジェ ント ル う な ぎ 罰 KE 筐 【 生 物 】 [| ジェ ント ル マ 


ン 」 と は 、 ひ ょ ろ り と 長い 体 と 手足 に 、 造作 が は 
っ きり し な い 控 え め な 顔立ち を し た 伝説 の 生物 。 
ジェ ント ル う な ぎ は あたかも この ジェ ント ルマン が う 
な ぎ 化 し た か の よう な 容貌 を 持つ 、 さら に 謎 多き 
生命 体 で ある 。 ゾー オン ケイ ジ に 現われ る ジェ ン 
トル うな ぎ は 、 自ら うな ぎの 産地 と し て 名 高い グレ 
イル 湖 産 を 主張 。 し か し 目 の 肥 えた マリ ク に 見 破 
られ 、 産地 偽装 は 従業 員 が 勝手 に や っ た こと だ 
と 涙 な が ら に 主張 する 。 


ジェ ント ルマン 和男 還 位 【 生 物 】 お よそ この 世 の も 


の と は 思え な い 、 奇怪 な 姿 と 伝え られ る 謎 の 生 
物 。 その 存在 の 真備 は も は や 神話 レベ ル で あ 
る 。 エフ ィ ネ ア の 歴史 の すべ て を 見 て きた と 言っ 
て も 過言 で は な い ア ンマ ルチア 族 は 、 これ を 研 
究 す る た め の 材 料 を 広く 世界 中 か ら 集め る た 
め 、 現在 の 依頼 シス テム を 構築 し た らし い 。 な 
お 現在 その ネッ トワ ー ク を 駆使 し て 研究 を 行なっ 
て いる の は 、 パス カル と フー リエ 姉妹 の 育て の 
祖父 。 養育 環境 と は か くも 人 格 形成 に 影響 を 
与え る も の で ある ……。 


ジェ ント ル メ ン 功 吉 位 【 生 物 ] 未踏 の 土地 に と 


き お り 姿 を 現 わ す 正 体 不明 の 謎 の 生き 物 。 地 
面 の 上 に 帽子 だ け を 出し て いる らし く 、 それ を 引 
っ ぺ が そう と する と 襲わ れる 。 の っ ぺり と し た 愛 
婚 の ある 見 た 目 に 反し て 、 その 戦闘 能力 は 非常 
に 高い 。 また その 名 の と お り 、 どこ か 高貴 な 雰 囲 
気 を 醸し 出し て お り 、 一 説 に は 上 流 階 級 の 証 と 
し て 帽子 を 被っ て いる の だ ろう と され て いる 。 惹 
で は どう いっ た 理由 か ら か 、 左 か ら そ れ ぞ れ 、 ジ 
ェ ン トル ワカ メ 、 ジ ェ ン トル ビー タン 、 ジ ェ ン トル カズ 
ノコ 、 ジェ ント ル メ ンタ イ と 名 付け られ て いる 。 


塩 う す 騙 誠 位 【 デ ィ ス カバ リー】 い っ た い 誰 が 


沈め た の か 、 遠浅 の 海 許 で 塩 を 出し 続け て い 
る 石臼 。 周囲 は 海水 の 塩分 濃度 が 非常 に 濃 
いた め 、 生物 は ほとん ど 生 息 し な い が 、 その 分 
浮力 が 大 きく な る の で 、 泳ぎ の 苦手 な 子供 が 特 
訓 の た め に 放り 込ま れる こと が 多い 。 海 が 塩辛 
い 原 因 だ と いう 伝説 が ある 。 


ジオ ・ ス トリ ー ガ ウ 功 Ki 欄 人 名 】 国 軍 特 務 


部 隊 の 大 尉 。 37 歳 。 シル バ の 部 下 と し て 、 イネ 
ス ら と と も に 工作 活動 に 当たっ て きた 。 イン カロ ー 
ズ か ら リ チア の 情報 を 知ら きれ て いた シル バ と は 
別に 、 独自 に イン カロ ー ズ と 手 を 結び 、 クリ ー ド 
復活 の 暁 に は 軍 や シル バ を 裏切り その 配下 に 
下る 。 その 理由 は 自身 の 倒錯 し た 趣味 で ある 、 
拶 問 の 自由 と 、 それ に より 苦痛 や 恐怖 に お の の 
く 人 々 の スピ ルー ン を 収集 する こと の 自由 を 与え 
られ る か ら 。 た だ し そう し た 嗜虐 性 の 原点 と し 
て 、 幼少 時 の トラ ウマ で 母親 に 対す る 強い コン 
プレ ックス を 抱い て いる 。 シル バ の 娘 ラ ピス の ス 
ピル ー ン を 弄 ん で いた こと が イネ ス の 怒り に 触 
れ 、 2 度 の 戦い の 末 に 彼女 に 討た れる 。 


時 間 転 移 薦 K【 技 術 】 術 と 精神 の 力 で 一 定 


範囲 の 空間 を ゆがめ 、 過去 や 未来 に 移動 する 
こと 。 クレ ス た ち 時 空戦 士 は エド ワー ド や トリ ニク ス 
ら モ リス ン の 一 族 が 確立 し た 技 で 、 また 古代 遺 
産 ト ー ル に 門 さ れ た コン ピュ ー タ 「 オ ズ ] の 制御 に 
よっ て 、 ある い は 精霊 王 オ リジン より 授け られ た 
エタ ー ナ ルソー ド の 力 を 借り て 、 これ を 行なう 。 ま 
た ロン ドリ ー ネ は 指輪 の 能力 で 行使 で きる が 、 こ 
ちら は 転移 に 必要 な 膨大 な マナ を た め た り 、 ま 
た 転移 する 時 間 軸 が 任意 に 決め られ な いこ と も 
多い な ど 、 扱い に は や や 難 が ある 。 ダオス は 彼 
固有 の 能力 と し て 、 きわ め て 容易 に 時 間 転移 
の 力 を 操る 。 


色 煙 意 ( し きり ゅ う ) 功 K 往 [呼称 ]】 エ フィ ネ ア に 


満ち る 原 素 を 守護 する 偉大 な 存在 。 それ ぞ れ 
の 大 煙 石 を 、 大 翠 緑 竜 、 大 蒼海 竜 、 大 紅蓮 竜 
の 3 体 が 守っ て いる 。 ゾー オン ケイ ジ に 潜む 大 煙 
星 竜 と 対立 し 、 その 力 の 拡大 を 外 慣 し て いる 。 


時 空戦 士 罰 YZ9【 呼 称 】 ダオス を 例 し た クレ ス 


た ち に 与え られ た 呼び 名 。 4202 年 の ヴァ ル ハ ラ 
戦役 と 、 それに 続く 4304 年 お よび 4354 年 の ダ 
ォ ス 戦役 の 功績 を 讃え 、 後世 の 人 々 に よっ て こ 
う 呼 ば れる よう に な っ た 。 つま り 張 本 人 の クレ ス 
た ち で は な く 、 4400 年 代 の 人 間 で ある ディ オ や 
メル か ら 見 た 呼び 名 で ある 。 


シグ ムン ト 流 刻 術 臨 醒 【 術 ・ 技 】 ア ル バ ー ト 


流 剣術 か ら 派生 し た 流儀 で 、 正式 に は アル バー 
ト 流 シ グ ム ント 派 と いう 。 見 の フレ イル ・ ア ル バ ー 
ト か ら 剣 を 習っ た シグ ムン ト が 、 ユリ ア と アル バー ト 
を 守る た め に 改良 し た 剣術 。 アル バー ト 流 の 弱 
点 を 突く た だ ひと つの 剣術 で ある た め 、 世間 に 
広 ま ら な いよ う 、 奥義 は 奥義 会 の 口伝 と いう 形 
で 伝授 され て きた 。 奥義 会 の メン バー は 各地 で 
一 般 人 と し て 生活 し て いる の で 、 捜し 出し 、 順 
に 口伝 を 受け て 完成 させ る 必要 が ある 。 も と も と 
ガル ディ オス 家 と 、 それ に 連なる 者 の み が 使用 
で き 、 現在 で は ペー ル と ガイ が 継承 し て いる 。 盾 
を 持た な い ス タイ ル は アル バー ト 流 と 同じ で 、 そ 
の 使い 手 以外 は 、 は っ きり 見 分 け の つく 者 は い 
な い 。 パパ ワー 重視 の アル バー ト 流 に 比べ 、 シグ ム 
ント 流 は スピ ー ド 重視 と な っ て いる 。 


シグ ルド 罰 本 記 誠 人 【 組 織 ・ 団 体 】 芝 く れ 者 の 集 


まり 。 も と も と は 魔物 を 狩っ た り 町 の 祭り を 仕切 


っ た りす る 自治 組織 だ な っ た が 、 や が て 暴力 集団 
と 化し 、 4306 年 ご ろ プ レイ ナー と 名 乗る 男 を リー 
ダー に 迎え た こと で 大 々 的 な 行動 に 出る 。 シグ 
ルド と 、 ユー クリ ッ ド 騎士 団 お よび トー ティ 2 ス 遊撃 
隊 の 衝突 は 、 表向き は 反 国 家 の 非 合 法 組 織 
の 鎮圧 と され た 。 し か し その 実態 は プレ イナ ー、 
すなわち 魔 科学 研究 者 バジル の 私 乱 と 、 組織 
的 な 利益 を 非 合 法 に で も 得 よ うと いう シグ ルド 
の 活動 目的 が 合致 し た 結果 の も の と 言え る 。 


死者 の 目覚 め 監 K 瑞 簡 【 術 ・ 技 】 寝起き の 悪い 兄 


を 叩き 起こ す 、 リリ ス 必 殺 の 目覚 まし の 儀 。 右手 
に お た ま 、 左手 に フラ イ パ ン を 構え 、 高らか に 打 
ち 鳴ら すさ ま は 、 リー ネ 村 の 人 々 に 朝 の 訪れ と 
仲 腔 まじ い 上 兄妹 の 様子 を 伝え る 風物 詩 と を な っ て 
いる 。 一 聞 す る と いか に も 家庭 的 な ほほ えま し 
い 情 景 だ が 、 巨大 な モンス ター を ば っ た ば ぱっ た と 
な ぎ 倒 す 彼 女 が 、 まさ し く こ の 技 で 戦っ て いる と 
いう 現実 は 、 ふた つの こと を 物語 っ て いる 。 す 
な わ ち ひと つ は この 「 秘 技 ] が 、 殺人 的 な 破壊 
力 を 誇る と いう こと 、 そし て も う ひ と つ は 、 これ を 
浴び な が ら に し て さわ や か に 目覚 め る スタ ン が 、 
いか に 豪胆 で 鈍感 か と いう こと で ある 。 
【 術 ・ 披 】 ス タン の 妹 で ある リリ ス 得 意 の 目覚 まし 
奥義 。 フラ イ パ ン と 銀 の お た ま を 打ち 合わ せ 、 
大 音響 で 重度 の ね ぼ す け を 叩き 起こ す と き に 
使わ れる 。 その 威力 は 死者 で すら 目 を 覚ます と 
も いわ れ 、 か つて リー ネ の 村 の 朝 は この 音 か ら 
始ま っ て いた の だ と か 。 後に リリ ス か ら ル ー テ ィ へ 
と 伝授 され る も る 、 いま だ 本 家 で ある リリ ス の 破壊 
力 を 超え る 者 は いな い 。 

し し ょ ーー 罰 可 欄 【 呼 称 】 ノ ー マ に よる 師 区 スヴェン の 
呼称 。 ひと 言 に 親しみ と 散 愛 が 込め られ て いる 。 
シシ リー 往 鐘 【 人 名 知る 人 ぞ 知 る 魔 導 器 技 
師 。 泣く 子 も 黙る 天 弁 の 才能 を 持つ が 、 自分 が 
興味 を 持っ た も の し か 作ら な い 、 気まま で 看 放 
な 性 格 が 災い し て 、 その 突き 抜け た クオ リティ は 
な か な か 目の当たり に する こと が で き な い 。 感性 
の お も むく まま 世界 各地 を ふら ふら と 旅 し て お り 、 
目下 建築 ギル ド が 武 起 に な っ て 探索 中 だ と いう 。 
また ギル ド 関 係 の 話題 に 事欠か な い ダ ング レス ト 
の 酒場 [ 紅 の 流星 群 ] で は 、 丁寧 に 手入れ され 
た あご ヒゲ が 色っぽ いと 、 集う 女性 た ちの 間 で 
人 気 急上昇 中 で 、 めった に 逢え な い 神 秘 性 と 
相まって 、 彼 の 色気 は 「 シ シリ アン ダン ディ 」 と も 
称 さ れ て いる 。 旅籠 冒険 王 』 を 利用 し た 際 、 リ 
ッ チ と カレ ン の 将来 を 祝 し て 、 生ま れ て も いな い 
子供 の た め に 服 を 置い て いっ た らし く 、 そん な 
少々 ズレ た 行動 が ファ ン を 魅了 し て 止ま な い 。 


静 の 演 我 薦 避 欄 【 呼 称 】 千 り の 清 我 と 対 を な す 


存在 。 静 の 大 地 で その 存在 が 判明 し た こと か 
ら 、 静 の 浪 我 と 名 付け られ た 。 も と も と この 世界 
に あっ た も の で は な く 、 移民 船 と と も に 宇宙 より 
や っ て きた と の 説 も ある が 、 詳し いこ と は 不明 。 
静 の 消 我 は 猛 り の 深 我 の 色 り や 苦し み を 知っ 
て お り 、 知 か な 時 の 中 で ずっ と 、 猛 り の 浴 我 を 
解き 放っ て や り た いと の 想い を 抱い て いた 。 そ 
の た め 、 セ ネ ル た ちの 目的 が 自分 の 想い と 一 致 
し て いる と 判断 し 、 力 を 貸す こと と な っ た 。 


静 の 大 地 芽 避 本 【 地 名 ・ 施 設 】 モフモフ 族 の 言 


い 伝 え に あ る 、 カポ エラ ッ コ が た どり 着い た と され 
る 場所 。 同じ く 伝承 で 、 静か な 海 に 覆 わ れ た 静 
か な 土地 と され て いる こと か ら こ の 名 前 が つい 
た 。 静 の 注 我 の 影響 力 が 強く 、 猛 り の 消 我 の 
力 が 及ば な い 場 所 。 水 の 民 は 憎しみ を 込め て 、 
この 場所 を 打ち 捨て られ た 地 と 呼ぶ 。 


四 星 薦 * 誠 斑 【 呼 称 ]】 カレ ギア 王国 の 王族 を 守る 


組織 、 王 の 盾 の 中 で も 、 選りすぐり の 強い 力 を 
持っ た 4 人 。 


シ ゼ ル 功 机 腸 【 人 名 ) モレ ステ ィ ア 人 。 身長 


171cm、 体 重 59kg、 ス リー サイ ズ は B90- 
W66-H93。 自 他 と も る に 厳し い 、 強い 信念 を 持 
つ 女 性 。 有 能 な 晶 霊 技師 で 、 ガレ ノ ス の 下 で ア 
シス タン ト と し て 研究 を 続け て いた 。 ある と き 、 岬 
の 和 砦 に 倒れ て いる 傷つい た バリ ル を 見 付け 、 
手厚く 介抱 し 、 以後 と も に 研究 を 進め る 。 シ ゼ 
ル は パリ ル の 使う 光 卓 霊 術 に 驚か され た だ け で 
な く 、 彼 の 根底 を 貫く 平和 主義 に 夢中 に な る 。 
いつ し か ふた り は 惹か れ 合 い 、 婚 如 の 契約 を 
交わ し 、 の ち に メル ディ が 誕生 し た 。 し か し その 
幸せ も 長く 続か ず 、 旧 総 領主 ビリ アル の 思 に か 
か り 、 目前 で 最愛 の 夫 パ リル を 殺さ れ て し まう 。 
この と き シ ゼル は 憎しみ の あま り 閣 の 極光 を 開 
花 さ せ 、 これ を 使う こと で ビリ アル を 倒し た か わり 
に 、 ネ レ イド に 意識 を 乗っ 取ら れ て し まっ た 。 以 
後 、 ネ レ イド の 支配 か ら 逃 れ ら れず 、 物質 世界 
を 破壊 し 、 セ イフ ァ ー ト を 倒す た め に グラ ンド フォ 
ー ル を 画策 する 。 ネ レ イド の 支配 を 受け た シ ゼ ル 
は 人 間 的 な 感情 を 失い 、 自身 の 娘 に 聞 の 極光 
の 素質 が ある と 見 る や 人 体 実験 を くり 返し 、 挙 
げ 句 の 果て に 使い も の に な ら な いと 捨て て し ま 
っ た 。 ビリ アル を 減 ぽ し た の ち は 、 パリ ル が セレ ス 
ティ ア の 次 代 の 総領 主 に 納まっ た か の よう に 見 
せ か け 、 自ら の 存在 を 隠し て いた 。 


シ ゼ ル 城 臨 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 ネ レイ ド が シ ゼ ル 


を 支配 し て 作り 上 げた 精神 世界 。 黒 体 が 外 殻 
と な っ て いて 、 その 内 部 に 位置 し て いる 。 外見 
上 は 城 に 見 える が 、 実際 は シ ゼ ル 及 び ネ レイ ド 
の 心象 風景 を 映し 出し た 精神 の 集合 体 。 し た 
が っ て 実体 は な く 、 ネ レ イド が 去る と する と その 存 
在 も 消滅 する 。 


始祖 意 入 *m 久 【 技 術 】 グ レバ ム が 神 の 眼 の 力 に 


よっ て 召 嘆 し た 、 天地 戦争 時 代 の 生体 兵器 。 
輸送 艦 ラ ディ スロ ウ と 同じ く 、 海中 に 封 呈 され て 
いた と み ら れ る 。 グレ バム の 死後 ファ ンダ リア に 
接収 され 、 調査 ・ 修 理 の の ち に スタ ン た ち に 提 
供 さ れる 。 な お セイ ン ガ ルド 国有 の 飛行 竜 ほど 
の 飛行 高度 は な いた め 、 外 殻 に 上 が る こと は で 
き な い 。 


ジ ダ と モル 罰 棋 請 【 人 名 】 ルイ ン に 暮らす 双子 


の 上 兄弟 。 弱い 者 に 強く 、 強い 者 に 弱い 、 典型 
的 な ダメ な ふた り 。 リヒ ター 日 く 「 胸 糞 悪 い 奴 
ら 」。 し か し ふた り の 息 の 合 い 方 は 神 が か っ て お 


り 、 エミ ル を 責め る 際 の 言葉 「 し て ね ー よ 」 の ユ 
ニ ゾ ン 具 合 は 、 ルイ ン に 起き た 小さ な 奇跡 と 呼 
ん で も 差し 支え な い 。 


七 将軍 功 語 駐 【 組 織 ・ 団 体 】 セイ ン ガ ルド 王国 軍 


の 7 人 の 司令 官 。 各々 が 国民 に 愛さ れ 、 敬意 
と 親しみ を 込め て 「 七 桂 軍 ] と 呼ば れる 。 現在 
の 長 で ある 大 将軍 は グスタフ ・ ド ライ デン 。 


七 聖 連合 臣 可 陽 【 世 界 】 名 前 に 聖 の 文字 を 冠 し 


た 7 つの 国 が 形成 する 国家 連合 。 宗主国 は 源 
聖 レ クサ リア 皇国 。 聖 ガ ドリ ア 王 国 、 聖 コ ルネ ア 
王国 、 聖 リシン ライ ア 王 国 等 が 加盟 し て いる 。 七 
聖 連 合 の 各 王 国 の うち 、 聖 ガ ドリ ア 王 国 以外 は 
いずれ も を 武 より 文 を 重んじ る 風潮 が 見 られ る 。 
ちな み に 、 七 聖 連合 と いう 名 称 は ゲー ム 中 に 登 
場 し な い 。 


漆黒 の 皿 騙 K 器 答 【 組 織 ・ 団 体 】 風 の よう に 人 々 


の 前 に 現われ た 、 自称 伝説 の 勇者 。 音速 の 貴 
公子 グリ ッ ド 、 疾風 の ミリ ー、 大 らい の ジョ ン の 
3 人 で 組織 され て いる 。 行く 先々 で レン ズ ハ ンタ 
ー を 名 乗っ た り 、 凄腕 備 兵 を 名 乗っ た り 、 その 
言動 に 違わ ず 肩 書き る 節操 が な い 。 似 た よう な 
3 人 組 を 牽制 し 、 元祖 を 主張 し て いる 。 ルー ティ 
曰く 「 芸 人 」 。 太 可 得 【 組 織 ・ 団 体 】 黒 交 の ジョ 
ン 、 黒 バラ の ミリ ー、 黒 竜 王 グリ ッ ド の 3 人 か ら な 
る 、 自称 自由 軍 。 セレ ステ ィ ア の 天下 統一 を 目 
指し 、 つね に 入団 希望 者 を 求め て スカ ウト の 旅 
を 続け て いる が 、 まる で 成果 は 上 が ら な い 。 
騙 5 少 【 組 織 ・ 団 体 】 音 速 の 貴公子 グリ ッ ド を 
リー ダー に 、 お お ぐら い の ジ ョ ン 、 疾風 の ミリ ー の 
3 人 で 構成 され て いる 、 自称 、 史上 最強 、 絶対 
不 敵 の レン ズ ハ ンタ ー 集 団 。 当 人 達 は 義賊 を 
名 乗っ て いる が 、 それ らし いこ と は 何一つ 行っ 
て お ら ず 、 むし ろ ケ チ な サギ で 食い つない で い 
る 。 18 年 前 の 騒乱 時 に も 同名 の 組織 が 出没 し 
て いた が 、 漆黒 の 杉 は その 志 に 賛同 し た 者 が 
組織 名 と あざ な を 受け 継ぐ た め 、 当時 と は 別人 
物 で ある 。 漆黒 の 細 の 歴史 を 紐解く と 天地 戦 
争 時 代 に まで 遡る 。 地上 軍 の 特殊 部 隊 と し て 、 
潜入 任務 、 要 人 警護 、 捕 膚 礁 選 、 敵 施設 破 
壊 等 、 危険 で 困難 な 任務 を つぎ つぎ と 成功 さ 
せ た 部 隊 が 漆黒 の 材 で あっ た 。 度 重なる 戦果 
を 挙げ な が ら 、 メン バー は わずか 3 人 だ っ た と も 
いわ れ て いる が 、 これ は 軍 に よる 情報 操作 が 
懸念 され る の で 詳細 は 不明 と な っ て いる 。 
功 誠 一 【 組 織 ・ 団 体 】 王 の 盾 指揮 下 の 独立 
遊撃 部 隊 。 と は 名 ば か り の 、 や っ か い 者 を ま と 
め た 半端 者 集団 。 王 の 盾 の 隊員 に すら 存在 を 
把握 され て いな い 。 構成 員 は 現在 3 名 。 な お 隊 
の 名 前 が セン ス の 見 せ ど こ ろ ら し く 、 し ょ っ ちゅ う 
名 前 が 変わ っ て いる の が 特徴 で 、( か ろう じ て ) 


澤 ら 導 区 一 き 江 mm8 環 削 


ルツ H ロ N・ へ ビー す ツー 由 と 8 漏 8 押 決 


き 


知ら れ て いる も の だ け で も 「 漆 黒 の 要 」、「 漆 黒 
の 牙 」、「 漆 黒 の 爪 」、 「 漆黒 の 鍵 ] の 4 種類 が 
存在 し て いる 。 芳 誠 欄 【 組 織 ・ 団 体 】 ノワール 、 
ヨー ク 、 ウル シー の 男女 3 人 組 の 盗賊 団 。 暗 剛 
の 夢 と いう 名 で 旅 の サー カス 団 も し て いる 。 3 人 
は フェ レス 鳥 出身 で 、 フェ レス 島 の 消滅 が 秘 預 
言 で ある こと を 知り 、 預言 に 支配 され て いる 国 
を 恨む よう に な っ た 。 そし て 、 施政 者 た ちか ら 富 
を 奪い 、 平民 に 分 け 与 える 義賊 と な っ た の で あ 
る 。 極悪 人 に は な りき れず 、 大 罪 と いえ ば 、 マ 
ルク ト 軍 の 追っ 手 か ら 逃 れる た め に ロー テル ロー 
橋 を 爆破 し た こと くら い だ ろ うか 。 パチ カル で ナタ 
リア が 偽 王 女 と し て 毒殺 され そう に な っ た 際 、 市 
民 を 煽動 し て ナタ リア を 逃がし た り 、 アッ シュ の 
使い と し て 各地 で 情報 収集 に あたる な ど 、 要 所 
要 所 で ルー ク ら に 協力 し て くれ る 。 罰 民 狂 【 ギ 
ルド 】 噂 だ けが ひと り 歩 きす る 正体 不明 の 盗賊 
ギル ド 。 凄腕 の 盗賊 集団 と 言わ れ な が ら 目 撃 情 
報 は 皆無 で 、 誰が 首領 な の か さえ 定か で な い 。 
阜 一 【 組 織 ・ 団 体 】 世界 一 の 職人 を 目指 す 
謎 の 見 弟 。 長兄 カー ジ 、 長女 アー ネ 、 末っ子 ジョ 
ー の 3 人 で 、 人 騒が せな 修行 の 旅 を 続け て い 
る 。 彼ら の 屋号 「 漆 黒 の 杉 ] は 、 近い 将来 に 立 
ち 上 げ る 予定 の 、 店 舗 兼 厨房 兼 工 房 の 名 前 。 
マー ボー カレ ー を 強引 に 手渡 し アス ベル に 収 周 
の 事実 を で っ ちあ げ 、 ラン ト 邸 の 客間 を 拠点 に し 
て し まっ た 彼ら は 、 それ だ け で は 飽き た ら ず 、 広 
間 で くり 広げ られ た 「 お ふく ろ の 味 」 の 思い 出 話 
を 発端 に 、 ついに は ラン ト で マー ボー カレ ー を 売 
り 出す 段取り まで 取り つけ る の だ っ た 。 どん な と 
き に も ポジ ティ ブ に 天国 へ 飛翔 する よう に と の 願 
い を 込め て 、 合言葉 は 「 へ プン リー」。 


【 漆 黒 の 夏 】 
ー TOG - 


漆黒 の 細 の バッ チ 功 『 誠 琴 【 道 具 ) 深 墨 の 要 の メ 


ン バ パー が 持っ て いる 、 漆黒 の 相 の 一 員 で ある こ 
と を 証明 する バッ チ 。 裏 社会 で の 情報 収集 に 
は 欠か せな いも の らし い 。 禁書 の 音 機関 復元 
を 聞き つけ て 逃げ ば た スピ ノ ザ を 追っ た 際 、 アッ シ 
ュ に 劣化 レプ リカ 呼ば わり され る ルー ク を 元気 づ 
け よ うと 、 ヨー ク が 贈っ た 。 


失恋 の コン グマ ン 罰 * 宮 工作 品 】 ジ ョ ニー ナン バ 


ー11。 想っ て も 想っ て も 叶わ ぬ 中 年 男 の 恋心 
を 、 は か な くも 情熱 的 に 歌い 上 げ て いる 。 「 花 と 
一 緒 に 一 俺 様 も 散る 一 ゆ ]。 


シ デ ン 領 葉 5 駐 【 地 名 ・ 施 設 】 ア クア ヴェ イル の 


諸 公 国 の 中 で も も っ と も 華やか な 文化 を 誇る 
街 。 青い 恥 屋 根 と い草 の 崩 、 軒 を 飾る 鮮やか 
な の ぼり が 美しい 。 大 き な を 宿屋 の 前 の 屋根 に 
は 、 虎 らし き 獣 の 巨大 な 焼き 瓦 が 据え られ て お 
り 、 訪れ る 人 を に こ や か に 迎え て くれ る 。 また 観 


光 地 で 御 馴 染み の 顔出し 看板 も 用 意 さ れ て お 
り 、 サー ビス は 万 全 。 この 焼き 恥 は ほか の 建物 
に も 見 られ 、 シ デ ン 領 の 家々 を 災厄 か ら 守 っ て 
いる 。 また 公国 の 中 で 唯一 、 領主 が 城 を 持た な 
いこ と で 知ら れ て お り 、 街 の 北側 に 居 を 構え る 
シ デ ン 家 は 、 ひと きわ 大 き な 建 物 で ある こと か 
ら 、 よう や く 為 政 者 の 住ま いで ある と わか る ほ 
ど 、 庶民 と の 距離 が 近い 。 な お 初代 の 公 王 マ 
チエ ル ・ シ デン が セイ ン ガ ルド 人 で あっ た こと か ら 
か 、 人 々 の 服装 も アク アヴェ イル の 伝統 的 な 直 
線 的 な スタ イル と 、 フリ ル な ど を ふん だ ん に 用 い 
た セイ ン ガ ルド の テイ スト が 融合 し て いる 。 


士道 訓 五 簡 礎 騙 可 障 【 言 葉 】 代 々 騎士 の 家 示 と 


し て レグ ヌ ム の 貴族 年 鑑 に 名 を 連ね る 、 ベル フ 
ォ ル マ 家 に 伝わる 家訓 。「 心 に 剣 を 持ち 、 誰か 
の 衝 に な れ 」、「 右手 に 規律 を 、 左手 に 誇り 
を 」、 「 己 を 殺し 、 永久 の 礎 に せよ 」 、 「 正 し き 道 
を 正しく 歩め 」 、「 個 より も 全 に 仕え よ 」 と いう 言 
葉 か ら 成り 、 それ ぞ れ 「 指 針 ]」、「 規 範 ]、「 自 
己 犠 牲 ]、「 正 義 ]、「 員 誠 心 ] を 表わす 。 ベル 
フォ ル マ 家 の 男子 は 騎士 と し て の 精神 を 養う た 
め 、 幼少 時 に これ ら を 叩き 込ま れる 。 


ジニ ー ち ゃ ん 騙 品 罰 [ 人 名 】 ハ イデ ルベル グ の 


教会 に 暮らす 、 身寄り の な い 女の子 。 明る く 心 
優し い 性 格 か ら 周囲 の 人 々 に 愛さ れ て いる 。 根 
が ピュ ア な た め 、 心 か ら サ ンタ クロ ー ス を 信じ て 
いる 。 し か し 親友 の サー ガ ち ゃ ん に サン タ の 正体 
は 神父 さん だ と 告げ られ 、 それ が 本 当 な ら 「 プ レ 
ゼン ト を 用 意 し て くれ る 神父 さん に 迷惑 を か け て 
いる 」 と 悩み 始め る 。 結局 、 フィ リア と 手紙 の や 
り 取 りす る こと で 、 自分 な り の 回 答 を 見 つけ る に 
いた っ た 。 


死神 騙 可 贈 【 神 】 人 間 の 魂 を 狩る 神 。 天上 は 地 


上 に 生き る 人 々 の 祈り の 力 に よっ て 支え られ て 
いた が 、 天界 の 形態 が 多様 化す る に つれ 、 信 
仰 心 だ な け で は 維持 が 困難 に な っ た 。 そこ で より 
多く の エネ ルギー と な る 、 魂 そ の も の を 手 に 入れ 
る こと が 求め られ 、 天地 分 離 派 、 いわ ゆる ラテ ィ 
オ に 属す る タナ トス と ヒュ プ ノ ス の 兄弟 神 が 、 こ 
の 役目 に 携わっ た 。 彼ら は 定期 的 に 地上 に 降 
り て は 天上 維持 に 必要 な 魂 を 刈り 取る た め 、 
人 間 た ちか ら 死 を も た ら す 神 、 つ まり 死神 と し て 
恐れ られ た 。 


シ ニ シ ャ の 花 幼 E 寺 (植物 ] バ ルカ 地方 で は ご 


く 一 般 的 な 花 。 清 卸 な 華やか さと 甘い 香り で 人 
気 が 高い 。 訪問 先 で この 花 が 飾ら れ て いれ 
ば 、 歓迎 され て いる 証拠 。 


思念 葉 * 誠 答 【 文 化 】 ヒ ト が 心 に 抱く 負 の 感情 が 増 


幅 さ れ 、 ゲオ ルギア ス の 思念 と し て 呼ば れ た も 


の 。 と くに ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 間 に 見 られ る 確 
執 が 表面 化 さ れる 傾向 が ある 。 世界 の 浄化 の 
た め に ヒュ ー マ 不 要 論 を 唱え た 聖 獣 王 の 意思 
に 拠る と ころ が 大 きい と され る 。 本 来 は 心 に 思う 
こと や 考え る こと を 指す 。 

思 訪 術 範 * 可 剛 【 技 術 】 人 が 持つ スピ リア の 力 を 
具現 化し た も の 。 結晶 和信 は 生ま れ な が ら に 力 を 
行使 で きる が 、 原 界 信 に は その 資質 は な く 、 思 
念 石 に 込め られ た わずか な 思念 術 を 利用 する 
か 、 ソ ー マ に よっ て 力 を 引き 出す 。 また 守護 機 
士 は 思念 術 行使 を 前 提 に 思念 石 が 埋め 込ま 
れ て いた り 、 搭載 され た 擬似 スピ リア で ソー マ を 
振 い 、 思念 術 を 使い こなせ る 場合 も ある 。 

思念 石 視 蘭 鉱石 】 思念 術 の 触媒 と な る 結 
晶 。 また それ 自身 も 熱 や 光 、 さま ざま な 思念 術 
を 蓄積 ・ 放 出す る 。 「 石 の 時 代 」 の 遺跡 か ら の 
み 存 在 が 確認 くれ て いた が 、 地下 鉱脈 が 発見 
され て 以降 は 、 照明 や 炊事 用 と し て 一 般 家 庭 
に まで 普及 する よう に な っ た 。 し か し 本 格 的 な 
動力 と し て 使用 で きる 大 型 思念 石 は 非常 に レ 
ア 。 回 復 術 に 使う 「 治 癒 石 ] は 比較 的 手軽 に 
使え る 思念 石 の 一 種 で ある 。 

シノ ア 湖 騙 庄 肌 【 地 名 ・ 施 設 】 シル ヴァラ ント で も 
っ と も 大 き な 面 積 を 持つ 湖 。 湖底 に は 洞窟 が あ 
る 。 湖 の 中 に 点 在 す る 島 を 、 橋 で つない で 作ら 
れ た 街 が ルイ ン で ある 。 

死 の 大 地 騙 語 杭 【 地 名 ・ 施 設 】 ア レ ウ ー ラ 大 陸 
の 北東 に 広がる 砂漠 地帯 の こと 。 も と も と は 緑 
豊か な 大 地 だ っ た 。 獣 人 戦争 で 使わ れ た 大 規 
模 な プリ セ プ ツ の 影響 で 、 急激 に 砂漠 化し た と 
され て いる 。 獣 人 戦争 終結 後 、 環境 の 変化 に 
より 凶悪 な モン スタ ー が 増え た た め 、 教会 に よっ 
て 東 の 門 が 建設 され 、 自由 な 往来 が で き な く な 
っ た 。 獣 人 戦争 で 滅び た レイ モー ン の 都 が あり 、 
その 遺物 を 求め て 多く の 盗賊 が 足 を 踏み 入れ 
て いる 。 砂漠 だ が 気温 は それ ほど 高く な い 。 

磁 の フォ ルス 罰 * 基 科 【 フ ォ ル ス 】 王 の 盾 ・ 四 星 
の トー マ が 持つ フォ ルス 。 土 や 岩 に 磁力 を 帯び 
させ 、 意 の まま に 操る 。 術 者 の 身体 能力 が 高 
い ほ ど 術 の 威力 は 増加 する 。 

ジノ ・ モ リュ ウ 功 m 答 [人名] モ リュウ 家 の 前 領 
主 で 、 フェ イト の 父親 。 公国 大 王 の 座 を 狙う ティ 
べ ベリ ウス に 殺さ れ 、 非 業 の 最期 を 遂げ る 。 

シバ 範 訪 弄 【 人 名 】 シェ リ ダ ン の 若き 職人 。 ペコ と 
いう 思 犬 と いっ し ょ に 、 見 聞 を 深め る た め 各 地 
を 旅 し て 歩い て いる 。 ちょ っ ぴり 間抜け な と ころ 
が チャ ー ム ポイ ント 。 

ジ ベ ー ル 芳 ' 基 本 [人 名 】 バル カ に 居 を 構え る 謎 
の 紳士 。 表向き は 引退 し た 実業 家 と いっ た 風 
貌 だ が 、 カレ ギア 城 の 隠し 通路 の 存在 を 知っ て 
いた り 、 情報 屋 と の 交流 が あっ た り と 、 裏 世界 
で か な り の 権力 を 振る う 人 物 。 バル カ 正 規 兵 た 
ちゃ 、 彼 の 住居 の 前 は 避け て 通る と いう 。 有力 
者 に 助力 を 請 い た い の な ら 相 応 の 対価 や 姿勢 
が 必要 と な る の は 、 どこ の 世界 で も 同じ で 、 メ セ 
チ ナ 洞窟 か ら ハ ッ ク を 救出 し て くる と いう 依頼 
は 、 隠し 通路 の 情報 の 価値 を 考え れ ば 、 極め 
て お 買い 得 な 取引 。 ちな み に 趣 味 の 盆 栽 は 10 
万 ガル ド 以 上 の 値 が つく 玄人 は だ し の 腕前 。 

ジム 功 K 詳 位 【 人 名 】 ギ ルド 「 海 精 の 牛 」 の 元 ギ ルド 
メン バー。 ギル ドド 崩壊 後 各地 を 転々 と する 。 パテ 
ィ に アイ フリ ー ド が 得意 と し た ギル ド 直 伝 の 技 ・ ク 
リティ カル モー メン ト を 伝授 。 また ノー ド ポ リカ で は 
彼 の 大 海賊 が 幼少 時 に 好 ん で 着用 し た と いう 


豪 者 な 「 お 頭 の 遺品 」 を 彼女 に 譲っ て くれ る 。 
アイ フリ ー ド に 生き 写し の パテ ィ に 、 ギル ド 再 興 を 
託す 彼 だ が 、 その 思い が 成就 する 日 は 果たし て 
や っ て くる の だ ろう か 。 

シャ ー リ イィ イ ・ フ ェ ン ネス 訪 可 職 【 人 名 】 水 の 民 
の 少女 。 先代 より 4000 年 の 時 を 経て 生ま れ た 
メル ネス 。 ほか の 水 の 民 同様 に 水中 で 呼吸 で き 
る が 、 海水 や 海水 が 混じっ た 水 に 触れ る と ひど 
く 体調 を 衣 し て 熱 を 出し 、 真水 に 浸る と 回 復 す 
る 。 この 症状 は シャ ー リ ィ 特 有 の も の で 、 3 年 前 
に 最初 の 託 沖 の 儀 に 失敗 し た こと が 引き 金 と な 
っ た 。 の ち に 溶 我 を 受け 入れ た こと で この 症状 
は 消え た 。 


シャ イコ ス 遺 跡 箇 宮 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 ア スピ オ 


北東 に ある 、 古代 ゲラ イオ ス 文 明 の 遺跡 。 大 量 
の 魔 導 器 が 発掘 され て いる 。 自律 型 魔 導 器 の 
ひと つ で ある 魔 導 ゴ ー レ ム ・ ゴ ライ アー ス が 眠る 。 
シャ イン ・ レ ン ブ ラ ント 功 動 【 人 名 】 ヒ ュー ゴブ 
邸 に 仕え る 執事 で 、 彼 の 空中 都市 復活 の 理念 
に 心酔 し 、 娘 イ レー ヌ 共 々 忠誠 を 響 っ て いる 。 た 
っ ぷり と し た 白髪 と 、 執事 と いう 役割 め ゆえ の 礼 
儀 正しい 人 柄 が 老い た 印象 を 与え る が 、 49 歳 
と いう 脂 の 乗っ た 時 期 。 時 折 見 せる 吾 々 と し た 
振舞 い に 、 単なる 温厚 な 紳士 で は な いこ と を う 
か が わせ る 。 ヒュ ー ゴ の 臣下 と し て 命 を 落と し た 
イレ ー ヌ へ の 復讐 を 果たす た め 、 空中 都市 ミッ ク 
ハイ ル に て 戦い を 挑む 。 罰 5 引 [人 名 】18 年 
前 の 騒乱 時 、 娘 の イレ ー ヌ 共々 オベロン 社 の 幹 
部 を 務め 、 ヒュ ー ゴ に 忠誠 を 暫 っ て いた 。 幹部 
で は あっ た も の の 、 その 手足 と な る べく ヒュ ー ゴ 


邸 の 執事 長 を 務め て いた こと か ら 、 支部 を 受け ・ 


持っ て は いな か っ た 。 一 見 、 礼儀 正しく 温厚 な 
好々爺 だ が 、 急 に キレ た り 薬 物 で パワ ー ア ッ プ し 
た り と 、 本 質 的 に は マッ ド な 人 物 。 


写 影 機 ギル ド 監 鐘 [ギル ド 】 貴 重 な 最 新 技 


術 ・ 写 真 撮影 を 目的 と し た ギル ド 。 合法 ・ 違 法 
の 類 を 問わ ず 、 依頼 主 の 希望 の 一 枚 を 確実 に 
ファ イン ダー に 収め る 。 カロ ル が 持ち 歩い て いる 
ナン の ポー トレ ー ト は 、 この ギル ド に 依頼 し 、 彼女 
に 知ら れ ぬ まま に こっ そり 入手 し た も の で ある 。 

シャ オル ー ン 罰 誠 一 【 聖 獣 】 水 を 司る 聖 獣 。 バ 
ビ ロ グ ラー ド で 「 蒼 獣 様 ] と し て 祀 られ て いる 。 7 
体 の 聖 獣 の 中 で は も っ と も ヒト に 親近 感 を 抱い 
て お り 、 と き に は その 連 す ら 貸 し て くれ る こと も あ 
る 。 態度 や 口調 は 幼い 子供 の よう だ が 、 ほか 
の 聖 獣 と 同じ く 聖 戦 の 時 代 よ り 生 き 続け て いる 。 


シャ ゴ シ ム の 花 玉 菩 鐘 【 植 物 】 一 年 を 通し て 温 


暖 多 雨 な カプ ワ ・ ト リム で 見 られ る 植物 で 、 雨 
季 に 花 を つけ る 。 エア ル の 乱れ を 敏感 に 感じ 
取る 性 質 が ある た め 、 開花 具合 が 魔 導 器 の 調 
整 の 参考 に は れる こと が ある 。 

シャ ステ ィ ル ・ ア イヒ ー プ 功 宮 鐘 【 人 名 】 フ レン 
が 騎士 団 に 入隊 し た 当時 、 教育 係 と し て 彼 に 
つい た 先輩 騎士 。 実戦 を 伴う 任務 で は 、 双子 
の 妹 ヒ スカ と と も に 防御 系 の 術 技 を 駆使 し て フレ 
ン や ユー リ を サポ ー ト し た 。 現在 は 騎士 団 の 宝剣 
ラグ クエ リオ ン の 探索 任務 に つい て いる よう だ 
が 、 その 詳細 は 機密 事項 で 、 所 属 部 隊 に つい 
て も 不明 。 


ジャ ステ ィ ン 玉 放 欄 【 人 名 】 パロ ニア で アス ベル 


が 世話 に な っ た 老夫婦 の 息子 。 親 と の 確執 か 
ら 家 出し 消息 が 途絶 を た た め 、 夫婦 か ら 捜 索 
願い が 出さ れる 。 大 口 を 叩い た 手前 家 に 帰る こ 
と も で きず 、 隣国 スト ラ タ ま で 流れ 孤独 に 生き な 


が ら も 、 老い た 親 を 気 に か け な い 日 は な い 。 


ジャ ッ ク シ ー ド 功 誠 位 【 地 名 ・ 施 設 】 か つて 幼 


生 ガ ル デ ニ ア を 天 に 打ち 上 げた 希望 の 塔 。 
二 千 年 た っ た 現在 で も 、 ガル デニ ア や その 体 表 
に 設置 され た 観測 施設 ラプ ン ツ ェ ル に 行く た め 
に は 、 ここ か ら 転 送 装置 を 経て た どり 着く の が 
唯一 の 方 法 で ある 。 


シャ ドウ 芳 5 欄 【 精 趣 】 開 の 洞窟 に 住む 、 痢 を 司 


る 精霊 。 単語 主体 の 話し 方 が 特徴 的 。 
【 晶 枝 】 導 の 大 晶 霊 で あり 、 セレ ステ ィ ア の 品 霊 を 
東 ね る 統括 唱 霊 。 どこ か 絡 悪 な も る の を 感じ させ る 
が 、 性 格 は いた っ て 高貴 。 常に 黒色 の 武具 を ま 
と っ て いて 、 素顔 を 見 る こと は で き な い 。 
【 精 杉 】 ア メジ スト で の 契約 に よっ て 召 嘆 が 可能 と 
な る 痢 の 精霊 。 痢 の 神殿 に 鎮座 し 、「 大 いな る 
暗黒 の 淵 よ り い で し 者 」 と 呼ば れる 。 


ジャ ニス ・ カ ー ン 5E【 人 名 】 英語 を 混ぜ 


た 独特 な 言葉 遣い が 特徴 の 天才 科学 者 。 奇 
抜 な 性 格 や 発想 が 災い し て 、 学会 か ら 異 端 視 
扱い され て いる 。 自身 が 研究 する 「 ラ ル ヴ ァ 」 を 
マナ に 代わ る 次 世代 エネ ルギー と し て 提唱 し 、 
その 生成 を 促す た め に 世界 樹 の 根 を 切 ろう と し 
た 。 だ が 、 主人 公 た ち に ラル ヴァ が 人 間 に 悪 影 
響 を 及ぼ す 可 能 性 を 論 さ れ て それ を 理解 。 根 
を 切る 作業 を 中 止 し よう と する 。 だ が 、 事故 に よ 
っ て 助手 が 世界 樹 を 傷つけ 、 それ が 世界 を 減 
亡 の 危機 に お と し め る 存在 ゲー デ を 生み 出す 
原因 と な っ た 。 その 後 、 ジ ャ ニス は 主人 公 た ち 
に 自ら の 過失 を 謝罪 し 、 ラル ヴァ に 代わ る 新 エ 
ネル ギー 研究 を 続け な が ら 、 世界 樹 の 回 復 に も 
協力 し た 。 な お 、 ゲラ ニ デ の 世界 に 平和 が 戻っ 
た あと は 、 グラ ンマ ニ エ 国 に 欠か せな い 研 究 者 
と な り 、 新 エ ネル ギー を 発見 。 また 、 ナツ ナッ ツ 
族 の パニ ー ル と 結婚 し 、 仲よく 暮らし た と いう 。 


ジャ バ オ ー ク 都市 連合 功 Ki 蘭 【 組 織 ・ 団 体 ] 


結晶 界 に 存在 し た 都市 連合 組織 。 ワン ダリ デ 
ル 枢 軸 同 盟 と 敵対 し て いた と いう 記録 が 残さ れ 
て いる 。 


ジャ ババ 皿 E[ 人 名 】 し 遺跡 の 最深 部 に 


封印 され て いる 魔王 。 その 正体 は 未来 か ら や 
っ て きた 科学 者 で 、 時 空転 移 装 置 を 悪用 し て 
犯罪 を くり 返し て いた 時 空 犯罪 者 で ある 。 し か 
し 過去 の 世界 に 逃亡 し た 際 に 追っ 手 に 捕まり 、 
封印 され て し まっ た 。 この 封印 を 、 100 日 後 の 
世界 か ら 来 た わ る フリ オ と わる キャ ロ は 解 こ うと し 
て いた の だ が 、 それ は フリ オ と キャ ロ に よっ て 未 
然 に 防 が れ て いる 。 口癖 は 「 ぶ は は は 」。 


ジャ ボン 芳 加 馬 【 種 族 】 外部 と の 接触 を 断っ て 


忍者 の 里 に 暮らす 小数 民族 の 名 称 で 、 す ず 
の 一 族 が これ に 当たる 。 独特 の 文化 形式 を 持 
ち 、 他 文 化 と の 類似 点 は ほとん ど 見 られ な い 。 


ジャ ミル 罰 記 【 人 名 】 ダオス 配下 で ある 女性 


型 の 魔物 。 4202 年 の アル ヴァ ニス タ に お いて イ 
ンコ に 化け 、 レア ー ド 王子 を 操り 人 質 と する こと 
で アル ヴァ ニス タ 王 国 を ダオス と の 戦い に 参加 
させ な いよ うに 仕向 け て いた 。 


シャ ル テ ィ エ 芳 *5 往 【( ソ ー デ ィ ア ン 】 ビ エー ル ・ 


ド ・ シ ャ ル テ ィ エ の 人 格 を 投射 し た 、 地 属性 を 司 
る ソー ディ アン 。 細身 で 反り の ある 美しい 力 身 で 、 
ジェ ル で 模様 と 呼ば れる レリーフ が 刻ま れ て い 
る 。 天地 戦争 後 は の ちの アク アヴェ イル 連合 公 
国 に 当たる 地 に 封印 され て いた が 、 マチ エル ・ 
シ デ ン に よる セイ ン ガ ルド か ら の 分 離 独立 の の ち 
に 発見 され 、 国宝 と し て 奉 ら れ て きた 。 10 年 ほ 


ど ま え に ヒュ ー ゴ の 指揮 で アク アヴェ イル ・ シ デ 
ン 領 の 領主 アル ツー ル か ら 奪 われ 、 ヒュ ー ゴ 邸 
に て 保管 され る 。 その 後 、 当時 6 歳 だ っ た り オ ン 
が 意思 の 疎通 を 持ち 、 まもなく マス ター と な っ た 。 
リオ ン は 人 生 の 大 半 を シャ ル テ ィ エ と と も に 過 ご 
し て お り 、 必然 的 に お 互い が 深く 影響 し 合う よう 
に な っ た 。 マス ター と ソー ディ アン は お し な べ て 強 
い 信 頼 関係 を 築く る % の だ が 、 リオ ン と シャ ル テ ィ 
エ の 場合 は と り わ け 深 い 絆 に よっ て 結ば れ て い 
る 。 駐 5 肥 [ソー ディ アン 】 ピ エー ルド ・ シ ャ 
ル テ ィ エ を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 人 性格 や 思考 パ 
ター ン 、 知識 を 投射 され た ソー ディ アン 。 細身 で 
沿 り の ある 刀身 が 特徴 。 地 属性 を 持ち 、 お も る に 
地 の 晶 術 を プロ グラ ム さ れ て いる 。 オリ ジ ナ ル 自 
身 の 性 格 に 少々 問題 が あっ た た め 、 それ を 受 
け 継 い だ た シャ ル テ ィ エ に ゃ 卑屈 で ひね くれ た 言 
動 が 目立つ 。 18 年 前 の 騒乱 時 は リオ ン ・ マ グ 
ナス を マス ター と し て いた 。 リオ ン と シャ ル テ ィ エ 
の つき あい は 長く 、 そもそも リオ ン が 幼い 頃 、 実 
の 父親 で ある ヒュ ー ゴ か ら シ ャ ル テ ィ エ を 与え ら 
れ た の が 始ま り 。 リオ ン の 人 生 の 大 半 は シャ ル 
ティ エ と と も に 過ごし た こと と な り 、 互い に 深く 影 
響 し あい 、 わか り 合っ て も いる 。 その た めか 、 複 
雑 で 屈折 し た リオ ン と 主従 関係 を 続け て いる 間 
に 、 シャ ル テ ィ エ は 召使 い 精 神 を 叩き 込ま れ 、 
天地 戦争 時 代 と は すっ か り 口 調 が 変わ っ て い 
る 。 現在 の 所 有 者 は ジュ ー ダ ス 。 ちな み に 、 ジュ 
ー ダ ス が 上 旧 ヒ ュー ゴ 邸 地下 の 扉 を 、 一 刀 両 断 に 
し た と き に 振る っ た の が シャ ル テ ィ エ で ある 。 


シャ ル ロ ウ 薦 K 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 帝都 北 に ある 


湖畔 の リゾ ー ト 地 で 、 湖 を 挟ん だ 街 の 北側 に 
は 、 貴族 や 富豪 の 別荘 地 が 並ぶ 。 湖 に 張り 出 
し た テラ ス で 、 マル ロワ 湖 で 獲れ た 魚 料理 を 食 
べ る の が オシ ャ レ 。 か つて この 地 に 栄え た マル ロ 
ワ 王 国 は 、 統一 戦争 の 時 代 に マク ス 帝 国 に 減 
ぽ さ れ 、 現在 の シャ ル ロ ウ は その 王宮 を 土台 に 
し て 築 か れ た 。 その た め 年 配 者 の 中 に は 失わ 
れ た マル ロワ に 思い を 馳せ る 者 も 多く 、 湖 に 残 
され た 鐘 の な い 鐘 楼 を 、 亡国 の 証 と し て 大 切 に 
し て いる 。 


ジャ ンク ラン ド 罰 *5 答 [地名 ・ 施 設 】 他 国 に 比 


べ て 招 し さ が 目 立つ カル バレ イス の 中 で も 、 も っ 
と も 困 欠 し た 地域 。 も と も と は 天地 戦争 時 代 に 
天上 軍 の 廃棄 物 が 投棄 され て いた 場所 で 、 行 
き 場 を 失っ た 人 々 が わずか な 物資 を 頼り に 住 
み 着 き 、 や が て 町 が 形成 され る に 至っ た 。 現在 
で も カル バレ イス の ゴミ 捨て 場 的 な 位置 づけ は 
変わ ら ず 、 悪臭 と 土壌 の 汚染 と いう 劣悪 な 環 
境 。 町 の 外れ に は 過去 の 廃棄 物 が 堆積 し た 、 
その 名 も 「 ゴ ミ の 山 」 で ある トラ ッシュ マウ ン テ ン が 
存在 する 。 暮らす 人 々 の 中 に も 退廃 的 な 雰 囲 
気 が 広がっ て お り 、 カル バレ イス 人 の 多く が 抱 
く 、 天上 人 の 末 商 で ある と いう 誇り も 失わ れ が 
ち 。 自分 た ちの 正統 な 血筋 で ある 、 天上 神 に よ 
る 救済 を 希望 に 、 細々 と し た 生活 が 営ま れ て い 
る 。 押 基 中 【 地 名 ・ 施 設 】 カ レル バレ イス 地方 に 
存在 し た 集落 。 か つて 天上 人 の 不要 物 投棄 
場所 、 つ まり ゴミ 捨て 場 だ っ た こと か ら 、 様々 な 
廃棄 物 が 埋もれ 、 積み 重なり 山 と な っ て トラ ッ シ 
ュ マ ウン テン を 形成 し て いる 。 貴重 な 資源 が 発 
掘 さ れる こと も ある が 、 絶え 間 な く 噴 出す る 有毒 
ガス と 汚 臭 に 覆 わ れ て いる 汚染 地帯 で ある 。 こ 
の よう に 劣悪 な 環境 な が ら 、 18 年 前 まで は この 
地 に 暮らす 人 々 も あっ た 。 し か し 叉 乱 時 に 地盤 


N テテ VMIN マ さ ツ ツー 翌 導 当 ロ さ ツ 


に また た つよ こい て に いで 


クツ 


が 崩れ た こと で 大 量 の 有毒 ガス が 噴出 し 、 退去 
を 余儀 な くさ れ た 。 か つて の ジャ ンク ラン ド の 住 
人 達 は 新天地 へ と 移住 し それ が 現在 の ホー 
プ タ ウ ン と な っ て いる 。 


ジャ ング ル 編 可 馬 [地名 ・ 施 設 】 が し ポス の 奥 


地 に 広がる 密林 。 熱帯 雨林 が 手付 か ず の まま 
残さ れ て お り 、 太古 の 地上 の 様子 を と ど め て い 
る 。 また 龍神 信仰 を し の ば せる 巨大 な 祭壇 が 残 
され 、 海 と 森 に 神 の 姿 を 見 出し て いた 、 古代 の 
人 々 の 祈り が うか が える 。 人 間 社 会 を 嫌い 隠 遂 
生活 を 送る 謎 の 老人 ・ ポ ッ ゥ じい さん が 住み 着い 
て いる こと は 地元 で は 有名 。 


ジャ ン ナ 久 席 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 アレ ウー ラ 大 陸 の 


首都 に あたる 大 き な 町 。 教会 総本山 、 王城 、 
大 公 の 住居 城 な ど 、 主要 な 施設 が 集まっ て い 
る 。 教会 の 大 聖堂 は 一 般 公 開 さ れ て いて 、 敬 
賊 な 信者 た ち が 全国 か ら 参 拝 に 訪れ て いる 。 


ジャ ン ナ 事件 玉 可 本 [歴史 14 年 前 に 起こ っ た 、 


レイ モー ン の 民 に よる 王城 侵入 事件 。 ある 日 、 8 
人 の レイ モー ン の 民 が ジャ ン ナ を 訪れ た が 、 異 
端 審問 員 が 彼ら を 捕獲 。 し か し 、 8 人 は 地下 宇 
か ら 脱 出し 、 その 足 で 王城 に 侵入 。 アレ ウー ラ 8 
世に 異端 者 狩り を や め る よう に 直訴 し た が 、 駆 
けつ けた 近衛 騎士 に その 場 で 処刑 され た と さ 
れ で て いる 。 8 人 の レイ モー ン の 中 に は 若 か り し 頃 
の フォ レス ト と トー ルス が お り 、 ふた り は 生還 し て 
いる 。 し か し 、 教会 は 対面 を 守る た め 、 この 事 
実 を 公表 し て いな い 。 その 後 、 警備 の 手薄 さ を 
案じ た アレ ウー ラ 8 世 は 、 ジャ ン ナ を 捨て 、 アー ル 
山 に 居 を 構え た 。 


ジャ ン ニ 罰 『 臣 筐 【 人 名 】 ガ ジュ マ の 女性 で ベル サ 


スス ラム を まとめ る 指導 者 。 押圧 され た ガ ジ ュ マ 
た ちの 境遇 を 変え よう と 、 ア ガー テ を 代表 に 立 
て 、 スカ ラベ と の 交渉 に 挑む 。 ミナ ー ル で 政治 
学 を 修め た だ け に 、 指導 者 と し て の 能力 は な か 
な か の も の 。 


シャ ン バ ー ル 編 可 本 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 


名 は 熱砂 の 町 シャ ン パ ー ル 。 火 晶 霊 の 谷 近く 
に 位置 する た め 、 温暖 な イン フェ リア の 中 で は 
例外 的 に 暑い 。 その 暑 さ は 町 が 熱気 で 揺れ て 
見 える ほど で 、 暑 さ に 弱い セレ ステ ィ ア 人 の メル 
ディ は 気絶 し て し まう 。 


シャ ン バ ル ー ン 薦 高欄 【 競 技 】 レ シャン バール の バ 


ルー ンマ スタ ー が 考案 し た 競技 。 ルー ル は 、 決 
め ら れ た 配置 の 風船 を どれ だ け 短 時 間 で 割れ 
る か 、 と いう も の 。 クリ ア し た 者 に の み 称 号 「 キ ン 
グ あ ん ど パ バル ー ン 」 が 与え られ る 。 


シュ ウ 罰 訪 弄 【 人 名 】 ベ ルケ ンド 第 一 音 機関 研 


究 所 の 専属 医師 。 世界 最高 レベ ル の 医師 の 
ひと り で ある 。 血 中 音素 関連 の 実験 で は 、 研 
究 者 や 被験 者 が さま ざま な 体調 不良 に 見 舞 わ 
れる こと が 予想 され る た め 、 施設 内 に 常駐 し て 
いる 。 施設 関係 者 は 、 シュ ウ に よる 定期 的 な 血 
中 音素 の 測定 が 義務 づけ られ て いる 。 


シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン 功 鐘 [人 名 】 シ 


ュ ヴ ァ ー ン 隊 隊 長 に し て 騎士 団 隊 長 首席 で ある 
騎士 。 10 年 前 の 大 戦 経験 者 と し て 部 下 の 譜 望 
と 尊敬 、 称賛 を 集め て いる 。 人 魔 戦 争 で 魔物 
の 牙 に 踏 れ る が 、 アレ クセ イ の 用 いた 心臓 魔 導 
器 に よっ て 復活 。 し か し 一 度 死ん だ 身 で は 生き 
る 意味 を 見 出す こと が で きず 、 現在 は た だ アレ ク 
セイ の 命ずる まま に 任務 を 果たし 、 彼 の 野望 が 
達成 され て ゆく さま と 、 それ に よっ て 生じ る 混乱 
を 他人 事 の よう に 眺め て いる 。 また ギル ド ユ ニオ 


ン の 動向 を 探る た め に 、 身分 を 伏せ [レイヴン] 
と 名 乗り 、「 天 を 射る 矢 ] に 潜入 。 自分 の 正体 
を 見 破り な が ら も 重用 する ドン の 度量 の 深 さ に 
敬服 し 、 目的 を 喪失 し た 人 生 の 中 で 、 彼 を 唯 
一 尊敬 で きる 相手 と 認め て いる 。 ギル ド に 属し 
な が ら 騎 士 団 と も 接点 の ある 「 海 凶 の 爪 」 の 首 
領 イ エガ ー と は 似 た 立場 に あり 、 心臓 魔 導 器 を 
持つ 者 同士 で も ある と いう 、 奇 し き 縁 が ある 。 

シュ ヴァ ルツ 功 可 欄 【 人 名 】 人 の 概念 で は 正 し 
く 語る こと が で き な い 、 人 智 を 超え た 存在 。 し か 
し グリ ュー ネ の 言葉 に よる と 、 世界 を 構成 する 存 
在 で あり 、 すべ て の 始ま り に し て 、 終わ り を 告げ 
る も の 。 虚ろ な る 導き 手 に し て 、 人 に あら ざる 存 
在 。 全 を 無 に 選 す 力 そ の も の 、 と の こと 。 少し 
乱暴 だ が 上 単純 化し て 説明 する と 、 人 間 に と っ て 
は 虚無 と 破滅 を 導く 神 、 と な る 。 た だ し シュ ヴァ 
ルツ 自身 に 善悪 の 感情 は な く 、「 人 を 昔 し みか 
ら 解 き 放 ち た い 」 と いう 猛 り の 浪 我 の 願い を 叶え 
る た め に この 世界 へ 舞い 降り た 。 これ を 実現 す 
べく シュ ヴァ ルツ が 選ん だ 理屈 は 「 喜 び や 痛 み 
が 存在 する か ら こ そ 、 人 は 感情 に 揺り 動か さ 
れ 、 や が て 悲し み に 暮れ る 。 な ら ば すべ て を 消 
減 さ せ 、 無 へ と 還 す こと で 人 を 解き 放ち 、 竣 我 
の 願い を 叶え よう 」 と いう 、 人 と し て は 納得 し か 
ね る も の で あっ た 。 

獣 王 山 功 X 誠 筐 [地名 ・ 施 設 】 王 都 バ ルカ の 北 に 
ある 。 初代 王 ゴ ルド バ の 即位 式 が 行なわ れ 、 
以来 王家 代々 の 聖 所 と な っ て いる 。 聖なる 戦 
い の 折 に 聖 獣 王 ゲ オル ギア ス が 封じ られ た 場 
所 で も ある 。 

13 号 地区 編 烏 [地名 ・ 施 設 】 フォ ドラ の 居 
住 ・ 研 究 地区 。 中 心 部 に は フォ ドラ 最大 の 都 
市 テロ ビス アス テ ュ が ある 。 

獣 人 化 玉 項 欄 【 現 象 】 レ イモ ー ン が 、 ヒト の 姿 か ら 
獣 の 姿 に 変身 する こと 。 獣 人 化す る こと で 驚異 
的 な 力 を 得 られ 、 闘争 本 能 が 高まり 、 恐怖 心 
が 低下 する 。 未熟 な うち は 、 うま く 力 の 制御 が で 
きず 、 この 凶暴 な 感情 に 心 が 支配 され て 暴走 
し て し まう 恐れ も 。 体力 的 な 負 地 に 陥る こと で 
獣 人 化 で きる よう に な り 、 気力 が 尽き る と 、 ヒト 
の 姿 に 戻っ て し まう 。 

獣 人 戦争 入 項 斑 【 歴 史 】 約 100 年 前 、 レイ モー ン 
の 都 が 滅亡 し た 原因 と し て 語り 継が れ て いる 事 
象 。 レイ モー ン 和 王家 と 反乱 軍 の 小競り合い か ら 
大 戦争 に 発展 。 この 戦争 で 使用 d こ れ た プリ セ プ 
ツ に よっ て 、 レイ モー ン の 都 は 滅び た と され て い 
る 。 し か し 、 これ は 文書 記録 や 体験 者 が すべ て 
吉 失 し た こと に より 、 人 々 が 想像 で 語り 継い で 
きた 出来 事 。 実際 は 、 クベ ー ル が 生命 の 法 を 
施行 する た め に 巨大 な ペイ シェ ント を 生成 し た こ 
と に より 、 レイ モー ン の 民 の 大 多数 が 魂 を 抜か 
れ て 絶命 。 さら に 、 生命 の 法 の 影響 で 周囲 の 
自然 環境 に 異変 が 生じ 、 急速 に 砂漠 化 が 進ん 
だ の で ある 。 一 般 に 語り 継が れ て いる 獣 人 戦 
争 は 、 実際 に は 行なわ れ て いな い 。 

集積 レン ズ 砲 玉 品 生 【 設 備 】 ラ ディ スロ ウ に 残さ 
れ て いた 地上 軍 の 資料 を 元 に 、 レイ ノル ズ が 開 
発し た 超 巨 大 レン ズ 砲 。 膨大 な レン ズ エ ネル ギ 
ー を 東 ね て 照射 する 。 その 威力 は ベル クラ ント の 
も の に は 及ば な いも の の 、 外 殻 を 貫く こと を 成功 
させ た 。 功 記 中 [設備 】 多数 の レン ズ の エネ ル 
ギー を 一 点 に 集め て 射出 する 巨大 な 砲台 。 外 
殻 の 一 部 を 破壊 し て 突破 口 を 開く た め に 開発 
され た 。 当時 の 科学 レベ ル で 設計 で きる も る の で 


は な く 、 リト ラー か ら 託 され た 設計 図 を 元 に 開発 
され て いる 。 当時 、 多く の 科学 者 が 開発 に 携 わ 
っ た が 、 その うち の ひと り が 後に 『 神 の 眼 を ダ 巡る 
騒乱 の 真実 ] と いう ノン フィ クシ ョ ン 小 説 を 執筆 
し 、 話題 と な っ た 。 ベス ト セ ラー と も な っ た この 本 
は 、 フィ リア の 部 屋 に る 置か れ て いる 。 


ジュ ー ダ タス 罰 5 科 人名) カイ ル を 助け る 仮面 の 


剣士 。 その 正体 は 、 18 年 前 に 死亡 し た ソー ディ 
アン マス ター、 リオ ン ・ マ グ ナ ス で 、 エル レイ ン の 
力 に より 睦 っ た 。「 ジ ュー ダス 」 と は 、 キリ スト 教 に 
お いて 、 キ リス ト を 裏切っ た 男 と され て いる 「 ユ 
ダ 」 (Judas) の 英語 的 発音 。 た だ し 、 カイ ル が な 
ぜ 唐 突 に 「 ジ ュー ダス 」 と 呼ん を だ の か は 永遠 の 
謎 。 リオ ン と は 髪の毛 の 分 け 目 が 左右 入れ 替 わ 
っ て いる の も ポイ ント 。 


ジュ ー ダ スマ スク 騙 誠 請 【 人 道具 】 プレ セア が レザ 


レノ 神秘 ネッ ト と 共同 開発 し た 商品 の 中 で 、 絶 
対 の 自信 を 持っ て いた 逸品 。 顔 が 隠れ て いる 
よう で 隠れ て いな い の に 、 何故 か 誰 も 正体 に 
気づか な いと いう 不思議 な 仮面 。 残念 な が ら 
開発 中 に 試作 品 を 盗ま れ て し まい 、 開発 中 止 
と な っ た 。 


苗 長 画 * 相 箕 【 文 化 】 が ジュ マ た ちの 街 、 ピ ピス タ を 


まとめ る ド バ ル 。 身分 差 の 希薄 な 自由 な 共同 体 
に お いて の 指導 者 。 近代 化 さ れ た 組織 に 対し 
て 、 プリ ミ テ ィ プ な ニュ アン ス を 持つ 。 


ジュ ー ド ・ マ ティ ス 玉 議 【 人 名 】 故郷 を 離れ 


王 都 イル ・ フ ァ ン で 医学 を 志す 15 歳 の 若者 。 聡 
明 さ の 中 に も お 人 好 し な 部 分 を 併せ 持ち 、 人 助 
け と な る と 理屈 に 感情 が 優先 する 。 そう し た 性 
格 ゆ え に 欠 地 に 陥っ た ミラ を 見 過ごす こと が で 
きず 、 危険 を 承知 で と も に 旅 を する こと に な る 。 
争い ご と は 好ま な い が 、 いざ 戦い に な れ ば ナッ 
クル を 使っ た 拳法 で 敵 に 立ち 向かう 。 


縦列 駐 唱 車 葉 動 [文化 】 亀 車 を 縦 一 列 に 並 


べ て 駐車 する こと 。 と くに 1 人 台 分 だ け 開い た スペ 
ー ス に 、 方 向 を 切り 返し つつ うま く 亀 を 収め る 方 
法 を 指す 。 亀 幅 感覚 と 操作 テク ニッ ク が 問わ 
れる た め 敬 遠 さ れ が ち で 、 実際 に 亀 同士 が ぶ 
つか っ て 甲羅 に 傷 が つい た り 、 相手 の 足 に 中 
みつ く な どの トラ ブル も 多く 、 縦列 駐 亀 車 の 事故 
を 装っ た 嫌がら せ も 存在 する よう で ある 。 ちな み 
に よく ある 嫌がら せ 例 と し て は 、「 甲 羅 に ガル ドコ 
イン 傷 を つけ る 」 、 「 荷台 を 取り 外し て 乗れ な い 
よう に する 」 、「 木 工 用 ボン ド で 『 か め に ん 参 
上 と 落書 き を する 」 な ど 。 


就労 意欲 太 可 馬 【 そ の 他 ] 働 く ぞ ! と いう 気持 


ちの こと 。 スパ ー ダ の 実家 が レグ ゲ ヌ ム の 上 流 階 
級 が 居住 する 区 画 に ある こと を 知っ た エル マー 
ナ は 、 そこ に 行け ば 就労 意欲 が 増す の で ぜひ 


連れ て 行け 、 と 言い 放っ た 。 一 行 と 旅 を と も に 
する 以前 の 彼女 が 何で 生計 を 立て て いた か を 
考え れ ば 、 わり と 立派 な 犯罪 予告 で あり 、 これ 
ほど の 問題 発言 も な か な か な い 。 

ジュ エル クロ ー ク 騙 可 贈 【 武 具 】 が レポ ス の ギル 
ド 褒 章 品 。 た くさ ん の 宝石 で 彩 ら れ た 、 目 に る 鮮 
や か な 豪華 な 服 は 、 防具 と いう より も は や 装飾 
品 。 敵 が 落と し た お 金 や アイ テム を 吸い 上 げ る 
効果 が あり 、 その 見 た 目 と 相まって 、 金品 へ の 
ひと か た な ら ぬ 執着 が うか が える 一 品 で ある 。 

授 血 功 可 内 [文化 】 生 命 維持 の た め に 血 を 与え 
る 行為 で 、 母親 が 子供 に 行なう 「 授 乳 ] に 由来 
する 、 と て も 神聖 な 行為 一 一 と いう 、 聞こ え は と 
も か く 、 よく 考え る と えら く 物 騒 な も の 。 も ちろ ん 
一 般 的 な 話 で は な く 、 ハス タ お 得意 の 無茶 な お 
題目 で ある 。 北 の 戦場 で 3 度目 の 必 哲 を 果たす 
一 行 に 対し 、 例 に よっ て 聞か せ て くれ る 、 どこ ま 
で 本 気 か わか ら な い 口 上 の 中 で 語ら れる 。 

ジュ ゲ ム ・ ジ ェ ロ ー ム 罰 癌 鐘 【 和 人 名 】 開 技 場 を 
乗っ 取 ろ うと する 男 を 止め る べく 、 ユー リ が 戦う ト 
ー ナ メン ト の 2 回 戦 の 対戦 相手 。 その 見 た 目 か ら 
地獄 の パン ダナ 盗賊 と し て 恐れ られ る 。 | ヒトデ 
は どこ だ ヒト デ を くれ 一 」 と いう 謎 の 史 呼 が 、 
観客 の 興奮 を そそ る らし い 。 

守護 機 土 功 K 可 位 【 呼 称 】 結晶 人 の 要 人 、 と くに 
高位 の 思念 術士 を 守護 する た め の 機 械 人 。 
擬似 スピ リア を 搭載 され 、 優れ た 性 能 を 持つ 。 
現存 し て いる 守護 機 士 は 、 ジャ ッ ク 型 の クン ツァ 
イト 、 クィ ー ン 型 の イン カロ ー ズ 、 エー ス 型 の クロ ア 
セラ ブフ と クリ ノ セ ラブ の 4 体 で ある 。 

守護 風 伯 監 YE 動 【 地 名 ・ 施 設 】 ラ ント に ある 巨大 
風車 。 街 の 守り 神 と し て 休む こと な く 回 り 続け 、 
街 の 暮らし を 支え て お り 、 年 配 の 住民 か ら は 様 
づけ で 呼ば れる 。 

守護 電 功 * 可 億 [技術 】 外 殻 大 地上 に 配備 され 、 
その 中 枢 で ある ダイ クロ フト と ベル クラ ント を 守る 
飛行 竜 。 外 殻 の 浮上 に よっ て ほか の 機能 と と 
も に 目覚 め た 。 クラ ウデ ィ ス の 管制 シス テム で 制 
御 さ れ て お り 、 外 殻 地表 上 を 旋回 し 、 近づく も 
の を 即座 に 攻撃 ・ 撃 隊 す る 。 

シュ サイ ア 功 得 [地名 ・ 施 設 】 外 殻 上 に ある 
空中 都市 の ひと つ 。 生体 兵器 に よる 無人 監視 
が 行なわ れ て お り 、 ベル クラ ント の 再起 動 に 呼 
応 す る か の よう に 、 再び 現われ る で あろ う 侵 入 
者 を 警戒 し て 、 多数 の 監視 装置 が 稼動 する 。 

シュ ザン ヌ ・ フ ォ ン ・ フ ァ ブ レ 薦 『5 肉 [人 名 ] 
ND1974 年 生ま れ 。 イン ゴ ベ ルト 六 世 の 腹違い 
の 妹 に し て 、 ルー ク の 優し い 母 親 。 ルー ク が 誘 
拐 され て か ら は 過 保 護 さ に 磨き が か か り 、 ルー ク 
の ちょ っ と し た 手伝い に 感激 し て 多額 の 小遣い 
を 与え よう と する な ど 、 か な り の 親 馬 鹿 ぶ り を 発 
揮 。 虚弱 体質 な うえ に か な り の 心配 性 で 、 ルー 
ク の 姿 が 見 えな いと 心労 で 寝込ん で し まう ほど 。 

守銭奴 の 挽歌 臨 * 王 【 作 品 】 ジ ョ ニー ナン バー 
31。 セイ ン ガ ルド の 隅 々 に まで 名 を 轟 か す 強 欲 の 
魔女 の 、 荒 々 し くも 切な い 生 き 様 を 歌う 。 ちな み に 
「 挽 歌 ] と は 本 来 死 を 悼む 歌 の こと だ が 、 骨 の 内 
まで 欲 で 満た され た 魔女 様 は 、 殺し た っ て そう そ 
う 死な な い 。 「 風 に 呼ば れ て 一 、 レン ズ を 追い か 
け 一 ) お 金 の た め に 、 すべ て を か ける 一 ゆ 」。 

出産 式 罰 下 [文化 】 未来 アイ グレ ッ テ で フォ ルト 
ゥ ナ 神 団 の 手 に よっ て 行わ れ て いる 、 出産 の た 
め の 儀 式 。 神官 が 神 の 奇跡 借り て 母体 か ら 
子供 を 分 離さ せ 、 痛み も 苦し み も な く 魔 法 の よ 


うに 取り 出し て し まう 。 さら に 、 産ま れ た ば か り の 
子供 は アル ファ ベッ ト 十 数 字 の 比 列 か ら な る 管 
理 番号 を 生涯 の 名 前 と し て 与え られ た うえ 、 親 
か ら 引 き 離 され て 3 年 間 神 団 の 監理 の 下 に 育て 
られ る 。 し か し 神 団 の 信者 達 は これ ら に つい て 
何 る 疑問 を 持っ て いな い 。 

ジュ ディ ス 功 麗 議 【 人 名 】 相棒 の 始祖 の 隷 長 バ 
ウル と と も に 、 世界 を 放浪 する 19 歳 の クリ ティ ア 
族 の 女性 。 鳥 を 模 し た か の よう な 白い 甲 表 に 身 
を 包み 、 パウ ル の 背 に また が っ て 空 を 飛ぶ 姿 、 
そし て 背丈 を 衝 か に 超え る 巨大 な 槍 を 操る 様子 
は 、 砺 で ささ や か れる 「 竜 使い ] の 異名 その まま 
の 威圧 感 さ を ある 。 素性 を 隠し て 旅 する 目的 
は 、 父 ヘ ル メ ス が 残し た 技術 で 作ら れ た ヘル メ 
ス 式 魔 導 器 の 破壊 。 稼働 時 に 発生 する エア ル 
の 乱れ を た どっ て 、 世 界 中 に 散ら ば る ヘル メス 
式 魔 導 器 を 探し 求め て いる 。 ヘリ オー ド で 起き 
た 激しい 反応 を た どっ て 駆け つけ る と 、 その 発 
生 源 が 魔 導 器 で は な く 生身 の 人 間 エ ステ ル だ 
っ た こと か ら 、 様子 を 見 る た め に 、 の ち に 素性 と 
目的 を 伏せ て ユー リ ら に 同行 する こと に な る 。 エ 
ステ ル の 力 が ヘル メス 式 魔 導 器 同様 、 エ アル 
に 害 を 及ぼ す な ら ば 、 彼女 を 殺す こと も 辞 さ な 
い 決 意 で 臨ん だ 旅だっ た が 、 エス テル の 人 柄 
に 触れ て その 考え を 改め 、 彼女 を 危険 視 する 
始祖 の 隷 長 た ち を 説得 。 一 行 の 本 当 の | 促 
間 」 と し て 、 満月 の 子 の 力 を 封じ た まま 生き られ 
る 方 法 を 模索 する 。 戦い で は ほか の メン バー ら 
と 同じ く 、 さま ざま な 術 ・ 技 や 武具 を 使い こなす 
が 、 ク リティ ア 族 特有 の 能力 ナギ ー グ に より 、 武 
醍 魔 導 器 を 必要 と し な い 。 な お 一 族 に 顕著 な 
気まま で 寿 放 な 性 格 だ が 、 ジュ ディ ス の 場合 は 
それ が こと さら 際立っ て いる らし く 、 真意 を 語ら 
ず 吾 々 と 構え る 姿勢 と 用 まっ て 、 他 者 か ら は 
「 伺 を 考え て いる の か わか ら な い 」 思わ せ ぶ りな 
様子 に 見 える こと が 多い 。 だ が 本 当 に 何 も 考え 
て いな い だ け 、 な こと も まま ある よう だ 。 冷静 を 装 
いつ つ す ぐに ムキ に な る リタ を か ら か う の を 、 心 
か ら 楽 し ん で いる 様子 で ある 。 

シュ ナイ ダー 軒 5 語 [人 名 】 サ イ バ ッ ク 王 立 研 
究 院 の 現 院 長 。 学院 に こも る こと な く 、 神殿 や 
遺跡 に 自ら 足 を 運び 、 熱心 に 研究 を 続け る 根 
っ か ら の 研究 者 。 マル タ た ち に 助力 し て 、 雷 の 
神殿 の 通行 許可 証 を 発行 し て くれ る な ど 、 土 
立 研究 院 の 中 で は 珍し く 真 っ 当 な 人 物 。 

ジュ ノ ス 騙 弱 少 【 地 名 ・ 施 設 】 セ イン ガル ド 王 国 
と ファ ンダ リア 王国 の 国境 と な っ て いた 街 。 18 
年 前 の 騒乱 時 に 崩壊 し 、 当時 の 住民 達 は ハイ 
デル ベル グ へ と 移住 し た 。 

呪縛 の プリ セブ プ ツ 功 可 本 【 術 ・ 技 】 異端 者 に 対 
し て 教会 の 異端 審問 官 が 使う 魔法 。 レイ モー ン 
の 獣 化 能力 を 封じ た り 、 居場所 を 探っ た り 、 心 
身 を 操る こと が で きる 。 

樹氷 含 語 蘭 【 デ ィ ス カバ リー】 ハ イデ ルベル グ の 
近く で 多く 見 られ る 、 水滴 や 霧 が 樹 に 付着 し た ま 
まま 凍り つい て で きた も の 。 少々 の 量 な ら 水 の 花 
が 咲い た よう に 見 え 、 と て も 幻想 的 な 景色 に な る 
が 、 多く の 場合 は 風 上 側 へ 向かっ て 羽毛 状 に 
成長 する の で 、 次 第 に 肥大 し て いく 。 と き に は 
樹木 全体 が 覆 わ れる こと も あり 、 付近 に 生息 す 
る クロ ウ ベ ア と 見 間違え られ る こと も し ば し ば 。 

シュ レー の 丘 薦 訪 典 【 地 名 ・ 施 設 】 国境 線 を 巡 
っ て 戦争 が 頻発 し て いた 場所 。 700 年 前 に 起こ 
っ た 戦争 の 死者 を 刷 う た め 、 諸 術 士 の シュ レー 


が 戦没 者 た ちの 遺体 の 音素 を 組み 替え て 丘 を 
作っ た と 言わ れ て いる が ……。 700 年 前 は 平 
和 な 時 代 で あっ た た め 、 ね つ 造 され た た だ の 人 怪 
談 で ある 。 ちな み に 、 この 怪談 を 聞い た ティ ア は 
ショ ッ ク の あま しり 気絶 し た 。 

純白 の ワニ 芳 誌 栓 [ディ スカ バリ ー】 | 奇跡 に 
よっ て 生ま れ た ワニ 」、 「 霞 を 食べ て 生き て いる 」 、 
「 新 種 を 発見 し た が っ て いる 学者 の 妄想 ] 等 、 
様々 な 説 が ある 。 見 える 人 と 見 えな い 人 が いる の 
で 議論 は 平行 線 。 作家 な ど 、 芸術 系 の 職業 に 
つい て いる 者 ほど 見 える 傾向 に ある よう だ 。 

錠 礼 の 石碑 罰 誠 弄 【 文 化 】 ロー レラ イィ 教団 の 教え 
が 刻ま れ て いる 33 個 の 石碑 を 巡る こと 。 石碑 は 
パ ダ ミ ヤ 大 陸 に 点 在 し て お り 、 本 格 的 な 石碑 巡 
礼 で は 、 ダ ア ト 港 に ある 第 33 石 碑 か ら 街道 に 沿 
っ て 教会 まで 歩き 、 ダ ア ト に ある 第 1 石碑 まで を 
順に 下っ て 巡る 。 この 石碑 巡礼 は 、 公式 行事 
や 祈願 な ど で も 行なわ れる 。 初心 者 用 に は 、 5 
つの 重要 な 石碑 の み を 巡る 五大 石 碑 巡り が オ 
スス メ 。 これ は 、 と くに 重要 な 第 33 石 碑 、 第 27 
石碑 、 第 18 石 碑 、 第 6 石碑 、 第 1 石碑 を 巡る も 
の 。 ロー レラ イ 教 団員 の ガイ ド を 伴 えば 、 詳し い 
解説 を 受け る こと が で きる 。 第 33 石 碑 は 、 通称 
* 始 まり の 石碑 "と 言わ れ 、 天地 創造 か ら ロ ー レ 
ライ 教団 の 誕生 まで が 記さ れ て いる 。 始ま りや 
誕生 を 司る 象徴 と し て 、 縁結び や 子宝 の 御 利 
益 が ある 。 第 27 石碑 は 、 成長 を 司る 象徴 と し 
て 、 学問 大 成 や 健康 成就 に 御 利益 が ある 。 第 
18 石 碑 は 、 商売 を 司る 象徴 と し て 、 商売 繁盛 
に 御 利益 が ある 。 第 6 石碑 は 、 犠牲 の 象徴 と し 
て 、 許し を 請 い た い 者 が 層 悔 に 訪れ る 。 そし 
て 、 最後 の 第 1 石碑 は 、 全 石 碑 を 統括 する も の 
と し て 、 預言 を 尊 守 し 、 安穏 に 生き る よう に と 刻 
まれ て いる 。 

ジョ アン 罰 55 欄 【 人 名 】 ク レス の 伯母 で オル ソン 
の 妻 。 夫 は 密か に マル ス と 取引 を し 、 間 を 売り 
渡 そ うと し て いた が 、 彼女 は これ を まる で 知ら な 
か っ た よう で 、 クレ ス の 処 過 に 心 を 痛め る 。 

ジョ アン ・ ド ゥ ・ マ ルク 玉 諾 識 【 人 名 】 ユ ー リ が 
戦う 闘技 場 奪還 作戦 の 3 回 戦 の 対戦 相手 。 別 
名 「 不 敵 な る 仮面 の 剣豪 」。 華 肌 か つ 豪 腕 を 
自称 し 、 刃 の 大 き な 湾 曲 刀 を 手 に チャ ン ピ オ ン 
へ の 道 を 阻む 。 

背負 子 太 可 隊 【 道 具 】 木 枠 に 爪 を 取り つけ 、 茶 
物 を 背負 っ て 運搬 で きる よう に し た も の 。 軍隊 
に 属す る 人 間 や 冒険 者 た ち は 想 定 外 の 状況 
に 対応 する た め 、 あり 合わ せ の も の で 背負 子 を 
組み 上 げ る こと も 多い 。 ケル ム 火 山 で ハス タ の 
槍 に 倒れ た 治 死 の ルカ を 運搬 する 際 は 、 リカ ル 
ド の 機転 に より 、 即席 の 背負 子 で 彼 を ふも る と ま 
で 降ろ し た 。 ちな み に ル カ が 無事 に 回 復 し た と 
き 、 快気 を 祝っ て ムダ に 盛り 上 が る 一 行 を 尻目 
に 、 多大 な 貢献 を し た 背負 子 は 速やか に 解体 
され 、 ひと り 上 黙々 と ゴミ を 処理 する リカ ルド に よっ 
て ガラ ム の 自然 に 選 さ れ た 。 


下 汐 選 一 さ ー ロ さそ ロロ MS 


ウジ アス 


河 剛 事 一 氷 混 国 


百 喚 術 入 可 記 【 術 ・ 技 】 万 物 に 宿る 精霊 と 契 
約 、 召 吹 し 、 その 力 を 借り る 術 。 精霊 を 召 吹 す 
る に は 契約 の 指輪 を 使っ て 精霊 と 契約 を 果 た 
さ ね ば な ら な い 。 だ が すでに 製造 技術 の 失 な わ 
れ た 契約 の 指輪 の 入手 は 困難 で あり 、 また 、 
契約 に 応じ な い 精 霊 に は 力ずく で 言う こと を 聞 
か せな けれ ば な ら ず 、 危険 や 困難 が 伴う 。 また 
それ を 差し 引い て も 厳し い 修得 が 必要 と な る た 
め 、 長い 間 忘 れ ら れ 、 机上 の 理論 と 見 られ て 
いた 。 し か し ユー クリ ッ ド 村 の 魔法 学者 クラ ー ス 
が 研究 を 完成 させ た こと で 、 一 躍 日 の 目 を 浴び 
る 。 直接 マナ を 消費 する わけ で は な い の で 、 魔 
術 と 異な り 人 間 に も 扱え る が 、 マナ は 精霊 た ち 
の 源 で も る ある こと か ら 、 世界 か ら マ ナ が 消え る と 
召 嘆 術 も 使え な く な る 。 

障 気 訪 訪 剛 【 呼 称 】 地 核 か ら 発生 し て いる 汚染 
物質 。 2000 年 も の 間 稼 働 し つづ け て きた プラ ネ 
ッ ト ス トー ム が 、 オ ー ル ドラ ント の 地 核 に ひずみ を 
生じ させ た た め に 発生 し た も の 。 魔界 の 大 気 に 
は 多量 の 障 気 が 含有 し て お り 、 外 殻 の 亀裂 か 
ら 外 殻 大 地 に も 漏れ 出し て いる 。 

痺 気 訪 可 議 【 呼 称 】 魔 界 の 理 に 属す る 存在 で 、 
イメ ー ジ と し て は 毒 の ガス の よう な も の 。 人 間 や 
精霊 の 世界 に 生き る 生命 に は 有害 で 命 を 落と 
すこ と も ある 。 

蒸気 機関 久 避 本 【 技 術 】 燕 気 の 圧 力 で さま ざま 
な 機械 的 エネ ルギー を 生み 出す 仕組 み 。 動力 
源 と な る 石炭 を 産出 する テ ノ ス で 発明 され 、 工 
業 や 交通 機関 な どの 分 野 に 応用 され る 、 最 先 
端 テ クノ ロジ ー で ある 。 発祥 の 地 で ある 工業 国 
家 テ ノ ス と 王 都 レ グ ヌ ム の 間 に は 、 蒸気 機関 を 
用 いた 鉄道 が 敷設 され て いる ほか 、 各地 域 を 
結ぶ 船 も この 内 燃 機関 を 利用 し た 大 型 高 速 船 
で ある 。 戦争 が 長期 化す る 中 で 兵器 へ の 転用 
も 考え られ た が 、 仕組 み が 非 常に 大 型 に な る こ 
と か ら 実 用 レベ ル に は 至っ て いな い 。 


蒸気 機関 車 玉 * 基 欄 【 乗 り 物 ] ア ガー テ 女 王 の お 
披露 目 の 儀式 に 合わ せ て 投入 され た 最新 鋭 の 
蒸気 機関 車 で 、 型番 は TKG-4。 首都 バル カ 
の 要 所 を つない で お り 、 住民 だ け で な く 旅人 も 
無料 で 利用 で きる 。 一 度 に 多く の 人 々 が 移動 
で きる の は 、 大 都会 の イン フラ と し て 大 変 効率 
の よい スタ イル 。 

蒸気 船 訪 *i 弄 乗り物] カレ ギア 内 海 を 縦横 に 
走り 、 主要 な 港 を 結ぶ 定期 船 。 蒸気 の 力 で 船 
体 の 左右 に つい た 外輪 を 回 し 進む 。 予備 の 動 
力 と し て マス ト も 備え て は いる が 、 風 が な く 年 中 
お だ や か な 内 海 で は ほとん ど 利 用 する 機会 は 
な い 。 短い 航路 の 客 は 甲板 で 過ごす こと が 多 
い が 、 長 距 離 を 旅 す る 場合 や 特等 切符 の 人 
は 、 個室 に な っ た 客室 で 船旅 を 楽し む 。 

晶 術 葉 * 世 鏡 【 技 術 ] ソ ー デ ィ ア ン の コア クリ スタ ル 


に 宿る エネ ルギー を 引き 出し た も の 。 一 般 的 な レ 
ンズ に 比べ て 層 か に 高 純度 の 結晶 で ある コア ク 
リス タル は 、 その 内 部 エネ ルギー を 具現 化し 、 使 
用 者 が 自由 に 発動 する こと を 可能 に し た 。 と く 
に ソー ディ アン の 場合 は 、 それ ぞ れ の 特性 を 反 
映し た 属性 を 帯び 、 戦況 に 応じ た さま ざま な 能 
力 を 備え て いる 。 オリ ジ ナ ル の 使用 者 は も る ちろ ん 
の こと 、 マス ター の 資質 を 得 た 者 で あれ ば 使用 
で きる の も 特徴 で ある 。 天地 戦争 末期 は レン ズ 
テク ノロ ジー が 飛躍 的 に 向上 し た 時 代 で あっ た 
が 、 唱 術 は その 最たる も の と な っ た 。 

精進 懐石 訪 回 助 【 飲 食物 】 負え と 寒さ に 宏 える 客 
に 、 温め た 石 を 懐 に 入れ て 暖 を 取ら せ た と い 
う 、 アシ ハラ の 昔話 に ちな ん だ 料理 。 相手 を 真 
心 込 め て も て な す 精 神 に な ぞ ら え 、 調理 に は 手 
間 を 惜しま ず 、 素材 の 味 を 極限 まで 引き 出す こ 
と が 求め られ る 。 な お 基本 的 に 量 は 少な め 、 し 
みか も 肉類 は 用 いな いこ と に な っ て お り 、 育ち 盛り 
の ルカ や 食い 盛り の アン ジュ に は 少々 物足りな 
いよ うだ 。 

晶 石 の か けら 罰 可 科 【 道 具 】 晶 報 石 の か けら 。 
水 風 火 地 氷 雷 光導 それぞれ の 大 品 霊 に 対 
応 し た 8 色 、 8 種類 が ある 。 対応 し た 色 の か けら 
を 晶 霊 に 使用 する と 、 唱 霊 の 活力 が 上 昇 す 
る 。 理由 は 不明 だ が 、 料理 に 失敗 する と 品 石 
の か けら が で きる こと が あり 、 どん な に 恐ろし い 
調理 法 を 用 いた の か 、 それ を 考え た だ け で 震え 
が 止ま ら な い 。 

商店 主 訪 可 内 【 人 名 】 レ グ ヌ ム の 商店 街 に 店 を 
構え る 男 で 、 商工 会 を 牛耳る 小 悪人 。 秘密 の 
ルー ト を 利用 し た 人 身 売 買 も 行なっ て お り 、 下 
水道 に 住む り タ と マリ オ を 、 ガル ポス の 農場 に 売 
ろう と する 。 人 相 の 悪い 用 心 棒 た ち を 何人 も 従 
えて 凄み を 効か せ て いる が 、 本 人 は めっぽう ケ 
ンカ に 弱い 。 

情報 屋 薦 可 本 [職業 】 ジャ ン ナ な どの 大 き な 街 で 
暗躍 する 流し の スパ イ 。 金 で あら ゆる 情報 を 売 
買 し て いる 。 ご 利用 の 際 は 、 逆 に こち ら の 情報 
も 売ら れる 危険 が ある こと を 覚え て お こう 。 

唱 趣 入 可 得 【 呼 称 】 物 体 で も 生物 で も な く 、 あら 
ゆる 物 の 中 に いて 、 あら ゆる 現象 を 司 っ て いる 
も の 。 知能 は な く 、 それ ぞ れ の 大 品 霊 に 東 ね ら 
れ で て いる 。 精神 世界 パテ ンカ イト ス に も 物質 世 
界 に も 自由 に 出入 り が で き 、 その どちら に も 属さ 
な い 物 質 で も 精神 で も な い 存 在 。 確認 され て い 
る 限り で は 、 イン フェ リア に 水 風 火 光 唱 霊 が 、 セ 
レス ティ ア に は 地 氷 雷 開 晶 霊 が 存在 する 。 風 員 
霊 が いな い セ レス ティ ア に も 風 が 吹い て いる し 、 
地 卓 霊 の いな い イ ン フ ェ リ ア に も 土 が ある 、 と 疑 

_ 問 に 思う か も しれ な い が 、 セ レス ティ ア に 吹く 風 
は た だ の 風 で あり 、 生き た 風 で は な い 、 と 考え 
れ ば いい 。 また 、 音 や 精神 な どの 唱 霊 が いる 
可能 性 も ある が 、 現 段 階 で は 発見 され て いな 
い 。 一 説 に よる と 、 卓 霊 は セイ ファ ー ト や ネ レイ ド 
が 登場 する 以前 の 、 造 か 太古 より 存在 し て い 
た と いう 。 

晶 寺 占い 騙 高 得 【 文 化 】 別 名 クレ ー メ ル チ ェ ッ ク 。 
ファ ロー ス 山 の ふも る と に ある セイ ファ ー ト 教会 で 行 
な われ て いる 、 性 格 判断 の こと 。 占い 師 か ら 出 
され る 質問 に 答え て いく こと で 、 自分 が どん な 性 
格 な の か 、 晶 霊 で いう と 何 タ イプ な の か 、 どの 
人 物 と いっ し ょ な の か を 教え て くれ る 。 

晶 趣 温 泉 藍 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 飛行 艇 で し か た 
どり 着け な い 、 知る 人 ぞ 知 る 秘 湯 。 水晶 霊 と 火 


晶 霊 の 恵み を 受け 「 腰痛 、 風邪 、 寝 小便 な ん 
で も 直り ます !] が キャ ッ チ フレ ー ズ 。 庶民 的 な 造 
り だ が 、 屋外 で 風景 を 見 な が ら の 入浴 は 風情 
が ある 。 


晶 填 技 師 訪 9 科 [職業 】 クレ ー メ リス ト と も 呼ぶ 。 
クレ ー メ ルケ イジ に 封じ た 品 霊 を 、 工業 的 に 利 
用 する 技術 を 持つ 、 また は その 方 法 を 研究 し て 
いる 人 物 の 総称 。 卓 霊 術 を 行使 で きず 、 また 、 
宗教 的 背景 を 持た な い セ レス ティ ア 人 特有 の 職 
業 。 代表 的 な 晶 霊 技師 に マク スト ン や ガレ ノ ス 
が 挙げ られ る 。 シ ゼ ル も も と も と は 品 霊 技師 で あ 
り 、 メル ディ は 唱 霊 技師 の た ま ご で ある 。 

晶 趣 銃 監 9 得 [武具 】 ク レー メル ケイ ジ を 銃身 に 
取り つけ 、 卓 霊 の エネ ルギー を 発射 する 銃 。 ケ 
イジ に 宿 し た 卓 霊 の タイ プ に よっ て 効果 が 変わ 
り 、 痢 タイ プ と 雷 タイ プ が 用 意 さ れ て いる 。 ケイ ジ 
は 完全 に 固定 され て いて 、 取り 外し や 取り 替え 
は 不可 能 。 使用 者 の 体格 や 用 途 に 応じ て 、 大 
型 の も の か ら 子 供用 の 小さ な 銃 ま で 取り 揃え ら 
れ て いる 。 


唱 眉 術 監 可 有 【 術 ・ 技 】 別 名 クレ ー メ ル ・ ア ー ツ 。 
クレ ー メ ルケ イジ に 宿 し た 晶 霊 か ら 力 を 引き 出し 、 
これ を 行使 する 術 の こと 。 使用 で きる 術 の 種類 
は 宿 し た 卓 霊 が 何 を 司 っ て いる か に よっ て 異な 
る 。 唱 霊 術 を 行使 で きる 人 物 の こと を 品 霊 術士 
(クレ ー メ ル マ ス ター) と 呼ぶ 。 一 部 例外 を 除く セレ 
ステ ィ ア 人 は 唱 霊 術 を 使用 で きず 、 唱 霊 術士 は 
ほとん ど イ ン フ ェ リ ア で し か お 目 に か か れ な い 。 

晶 一 石 騙 可 得 【 鉱 物 】 晶 震 を 宿す こと が で きる 結 
晶 物質 。 クレ ー メ ルケ イジ の 核 に 使わ れ て いる 
の が この 旧 霊 石 。 

晶 露 鉄道 騙 避 筐 【 乗 り 物 】 別 名 クレ ー メ ル エ クス 
プレ ス 。 クレ ー メ ル エ ンジ ン を 搭載 し た 列車 が 線 
路上 を 走る 、 セレ ステ ィ ア の 交通 機関 。 動力 源 
は クレ ー メ ルケ イジ 。 以前 は セレ ステ ィ ア の いた る 
と ころ を 走っ て いた が 、 グラ ンド フォ ー ル と 多発 す 
る 争い の せい で 線路 が 破壊 され 、 現在 で は アイ 
メン ・ ル イシ カ 間 と ルイ シカ ・ 廃 琉 間 し か 運行 さ 
れ て いな い 。 

唱 趣 灯 臨 可 得 【 設 備 】 内 蔵 し て いる クレ ー メ ルケ イ 
ジ の エネ ルギー を 使っ て 発光 する 街灯 。 アイ メン 


の 路上 に 据え つけ られ て いる 。 家屋 の 中 に ある 
発光 装置 も 、 原理 は 卓 霊 灯 と 同じ だ と 思わ れる 。 


昌 霊 爆弾 臨 X 欄 [道具 】 クレ ー メ ルケ イジ を 組み 


込ん だ 爆弾 。 安全 装置 を 外し て 5 秒 後に 爆発 
する 時 限 式 。 普通 に 販売 され て いる も の で も 、 
大 き な 岩 を 粉々 に する 破壊 力 を 持つ 。 


曲 可 兵 器 看 9 科 【 設 備 】 別名 クレ ー メ ル ・ ウ ェ ポ 


ン 。 クレ ー メ ルケ イジ を 内 蔵 し 、 エネ ルギー 源 に 
晶 霊 の 力 を 利用 し た 兵器 の こと 。 使用 する と ケ 
イジ に 封じ た 曲 霊 の 力 が 発動 し 、 卓 霊 術 の よう 
な 効果 を 生む 。 用 途 に よっ て 銃 や 爆弾 な ど 、 
様々 な 種類 の も る の が 作ら れ て いる 。 クレ ー メ ルウ 
ェ ポ ン は セレ ステ ィ ア で の み 生 産 さ れ て いる が 、 
これ は セレ ステ ィ ア 人 が 唱 霊 術 を 使え な いこ と と 、 
イン フェ リア に は 製作 技術 が な いた めで ある 。 ま 
た 、 争い の 多い セレ ステ ィ ア で は 、 誰 も が 武器 を 
使え る よう に 子供 用 の 小さ な 卓 霊 銃 な ど が 売ら 
れ て いる 。 


曲 赴 砲 臣 避 欄 【 設 備 】 別名 クレ ー メ ルキ ャ ノン 。 ク 


レー メル ケイ ジ の エネ ルギー を 発射 する 大 砲 。 当 
初 破壊 力 は 設置 し た ケイ ジ の 大 き さ に 比例 し て 
お り 、 シル エ シ カ が 保持 する パリ ル 城 攻略 用 の 
晶 霊 砲 が 世界 最大 だ っ た 。 し か し の ちの 研究 
で 、 パラ ソル と 組み 合わ せる こと で ケイ ジ が 小さ 
く て も 大 き な 効 果 を 生み 出せ る こと が 判明 、 パ 
ワー アッ プ す る 。 


ジョ ー 罰 * 則 【 人 名 】 | 深 黒 の 要 」] の 未 っ 子 で 、 


また の 名 を 「 火 炎 の ジョ ー」。 つね に 一 対 の バー 
ナー を 背負 っ て お り 、 カー ジ の 鍛治 と アー ネ の 料 
理 の サポ ー ト を 強い られ て いる 。 ふた り の 兄 姉 を 
無 条 件 に 凡 拝 し 、 どん な ひど い 扱 い に も 付き 従 
う 涙ぐましい 性 格 だ が 、 本 人 は それ すら 不条理 
と も 思っ て いな い 、 いわ ゆる 典型 的 FM さん 。 そ 
ん な 性 癖 ゆえ か 、 鋭い キッ ク を 持つ ソフ ィ を 「 マ 
イエ ンジ ェ ル 」 認定 し 、 ささ や か な 恋心 を 抱い て 
いる 模様 。 また 熱血 型 の アス ベル を 冷静 に サポ 
ー ト する ヒュ ー バ ー ト は 、 彼 の 中 で は 尊敬 すべ き 
「“ 弟 "の 先輩 ] で ある 。 

ショ ー・ コ ー ロ ン 思 度 下 【 人 名 )】 ナ ナリ ー、 カ 
イル 、 リア ラ が 所 属す る 他国 ギル ド の 親方 。 ギル 
ド 「 ア ドリ ビ ト ム 」 に 、 自分 の ギル ド メ ン バー で あっ 
た ハロ ルド 探し を 依頼 する 。 


女王 貝 功 * 臣 剛 【 デ ィ ス カバ リー)】 絶 海 の 孤島 に 


眠る 巨大 な 貝 。 中 か ら 美 女 が 出 て きた と いう 伝説 
が あり 、 絵画 の 題材 と し て 広く 用 いら れ て いる 。 


女王 茸 久本 剛 [ 植 物 】 キノ コ の 栽培 に 生涯 を 捧 


げ る ノー クイ ン の キノ コ じ いさ ん が 、 生涯 を か け て 
栽培 に 挑戦 し た キノ コ の ひと つ 。「 ネ コ 茸 」 、 
「 紳 士 男 茸 | に 引き 続い て 「 女 王 茸 」 の 栽培 が 


成功 し 、 彼 の キノ コ 人 生 に は 一 訂 の 悔い も な く 
な っ た 。 


ショ ー タ イム 功 認 鐘 【 ギ ルド ] 諸 国 を 漫遊 し な が 


ら 娯楽 を 提供 する 演劇 ギル ド 。 現在 は ナム 孤島 
で 、 大 魔王 に 囚われ た 可憐 な 姫 を イケ メン 田 者 
が 救い 出す 、 超 a 王 道 演目 を 公演 中 。 し か し 星 
喰 み の お か げ で ギル ド 員 が 会 場 に 集まれ ず 、 ユ 
ー リ た ち が 代 役 と し て 熱演 する 。 凛々 し い 勇 者 
の コス チュ ー ム に 身 を 包ん だ エス テル そっ ちの け 
で 、 リタ 演じ る 姫 自 ら が 突 を ぶっ 放し て 大 魔王 
ユー リ を 倒す と いう 破天荒 な 展開 に や ん や の 喝 
来 が 起き 、 お 忍び 観光 客 ら の 話題 を か っ さら っ 
た 。 ちな み に カ ロ ル は 首領 の 面目 躍如 で 、 世に 
を 素敵 な カエ ル 的 雑魚 を 見 事 に 怪 演 し 、 じ つ の 
と ころ 本 当 に 演技 で な い 体 を 張っ た 立ち 回 り で 
舞台 に 花 を 添え た 。 た だ し あま り の 熱演 は 、 一 
部 に 「 凛 々 の 明星 ] を 「 演 劇 ギ ルド 」 と の 誤解 を 
生ん で し まう の だ が …… 


食材 調達 施設 芳 Ki 欄 [地名 ・ 施 設 】 世界 中 の 


食材 を 扱う 施設 の こと 。 た だ し 配給 は チケ ッ ト 
制 。 チケ ッ ト を 渡し て お け ば 、 その 場 で 直接 買う 
こと も で きる 。 


触手 訪 宮 鐘 【 そ の 他 】 ク リティ ア 族 の うな じ 辺 りか 


ら 生 えて いる 、 ひと きわ 長い 感覚 器 。 生え て い 
る 場所 か らし て 「 触 角 ] か と 思い き や 、 随意 筋 
が 通る | 触手 ] で ある 。 歩く と フワ フワ 揺れ る 姿 
は と て も 愛らしい 。 現在 で も 真 の クリ ティ ア 小 女 
は 袋 で お お う の が た し な み と さ れ 、 それ ら は 「 触 
手袋 ] と 呼ば れる 。 


食 に 勝る 美徳 は 無し 騙 誠 障 【 言 葉 】 テ ノ ス に 到 


着 す る や 、 開口 一 番 ア ンジ ュ が 聞か せ て くれ る 
あり が た い お 言 葉 。 …… と 思い き や 、 じつは 彼 
女 が 考案 し た 、 自分 の た め の エ クス キュ ー ズ 。 
煮込み 料理 と お 酒 が お いし く て 、 噂 で は スイ ー ツ 
も レグ ヌ ム 以上 に 楽し め る らし いと な れ ば 、 5 年 く 
らい まえ に 突如 思い つい て し まっ た 言い 訳 は 、 
も は や 立派 な 格言 。 だ っ て し ょ う が な いも の 、 神 
の 恵み で ある 食 を 楽し まな いな ん て 、 か えっ て 
罪深い の よ 。 


食 の 花道 編 K 鐘 [ギル ド 】 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス で 


名 高い 美食 ギル ド 。 子供 らし か ら ぬ 確か な 舌 と 
料理 の 腕 を 持つ パテ ィ の 噂 を 聞き つけ 、 は る ば 
る ノー ド ポ リカ まで スカ ウト を 送り 込ん で くる 。 さら 
に は 彼女 を めぐ っ て 、 ノー ド ポ リカ で 最高 級 の 展 
望 レ スト ラン 「 ラ ・ メ ー ル 」 や ザー フィ アス 皇宮 の 
料理 人 と ひと 閲 着 を 巻き 起こ す 。 


触媒 入 可 職 【 呼 称 ] セ ネル を 指し て の 言葉 。 セ ネ 


ル と シャ ー リ ィ 、 ステ ラ の 絆 を 知っ た ヴァ ー ツ ラフ 
は 、 セ ネ ル の 命 を 盾 に 取る こと で シャ ー リ ィ を 思 
い ど お り に 動か すこ と を 思い つく 。 また セ ネ ル の 
危機 に は シャ ー リ ィ と ステ ラ の 能力 が 著しく 上 昇 
する こと か ら 、 セ ネ ル を 触媒 と 呼び 、 生か すこ と 
で 利用 し よう と 企 て て いた 。 


女性 恐怖 症 功 誠 欄 【 そ の 他 】 ガ イ が 幼い 頃 か ら 


悩ま され て いる 精神 的 外傷 。 女性 に 触れ る こと 
は も ちろ ん 、 近寄ら れる だ け で 反射 的 に 身 を 引 
いて し まう ほど の 重症 。 ガイ は この 原因 と な る 出 
来 事 の 記憶 を 失っ て いた が 、 パメラ が アリ エッ タ 
の 攻撃 に 巻き 込ま れ た イオ ン を 身 を 星 し て 助け 
た こと が きっ か け で 、 すべ て を 思い 出す 。 ホ ド 戦 
争 時 、 姉 の マリ ィ や メイ ド た ち が 侵略 者 か ら 身 を 
星 し て ガイ を 護っ た 結果 、 幼い ガイ は 、 血塗れ 
の 姉 た ちの 遺体 に 理 も れる 形 で 命 を つなぎ と め 
た 。 や や あっ て ペー ル が ガイ を 救出 に きた と き に 
は 、 ガイ は すでに 記憶 を 失っ て いた の だ 。 


ジョ ゼット ・ セ シル 芳 ' 基 弄 【 人 名 】 キム ラス カ 王 


国軍 少将 。 ガイ の 母親 で ある ユー ジェ ニー と 、 セ 
シル の 母親 は 姉妹 だ っ た 。 つま り 、 ガイ の 従姉 
妹 に あたる 関係 。 いつ の 日 か セシル 家 を 復興 さ 
せる こと を 夢見 て 、 キム ラス カ 王 国軍 に 身 を 置い 
て いる 。 マル クト 軍 の 捕 虜 と な っ た 際 、 フリ ング ス 
に 丁重 な 扱い を 受け た こと を きっ か け に フリ ング ス 
と 仲 を 深め る も 、 敵 将 と の 恋 に 悩む こと と な る 。 さ 
ま ざ ま な 葛藤 を 乗り 越え て フリ ング ス と 婚約 を する 
が 、 結婚 式 直前 で 愛す る 人 を 失う こと に ……。 


ジョ ナ サ ン 芳 5 店 重 【 生 物 】 ス タン が 飼っ て いる 羊 


の 名 前 。 祖父 トー マス か ら 羊 の 放牧 を 任 さ れる よ 
うに な っ た 当初 、 彼ら に 警戒 され る の を 懸念 し た 
スタ ン は 、 理解 を 深め 合 お うと スタ イル か ら 入 る こ 
と を 決意 、 も こも この 毛 を 真似 て 自ら も 髪 を 伸ばし 
始め た 。 その 工夫 が 功 を 奏し た の か 、 現在 で は 
目 と 目 で 通じ 合え る ほど の 仲 に な っ て いる らし い 。 


ジョ ニー・ シ デン 罰 * 駐 【 人 名 】 アク アヴェ イル 


連合 公国 レシ デン 領 の 当主 、 ア ルツ ー ル ・ シ デン 
の 三男 。 自ら を 「 道 化 の ジョ ニー」 と 呼び 、 いつ 
る 楽器 を 片手 に 領内 は お ろか モリ ュ ウ 領 ま で 足 
を 伸ばし て 遊び 回 っ て いる 。 吾 々 と し た 物言い 
と は 裏腹 に 、 深い 洞察 力 を 持つ スマ ー ト な 青 
年 。 か つて は 兄たち を 支え て と も に シ デ ン 領 を 
盛り 立て て いく 、 才気 ある 王子 と 期待 され て い 
た 彼 が 、 国民 の 誰 も が 道楽 息子 と 呆れ る ほど 
の 振舞 い を する よう に な っ た きっ か け は 、 5 年 前 
に さか の ぼる 。 効 馴 染 み だ っ た フェ イト ・ モ リュ 
ウ 、 エレ ノア ・ リ ンド ウ と の 三角 関係 を 経て 、 彼 
が 身 を 引く 形 で 両者 の 恋 を 実ら せ た 直 後 、 連 
合 公国 大 王 の 座 に 就 い て いた ティ ベリ ウス ・ ト ウ 
ケイ が 、 その 美貌 で 名 を 馳せ た エレ ノア を 強引 
に 所 望 。 大 王 の 命令 に 異 を 唱え られ な いま ま エ 
レノ ア は ティ ベリ ウス の 下 に 参じ 、 1 年 後に 世 を 
は か な ん で 命 を 落と し た 。 ジョ ニー が 「 道 化 」 を 
自称 し 始め る の は まさ に この 事件 の 直後 に 当 た 
る 。 相手 が 親友 だ か ら こ そ 、 自分 も 愛し た 女性 
を 任せ た と いう の に 、 大 王 の 権力 に 負け て 奪 
われ て し まっ た と あっ て は 自虐 的 に も な る だ ろう 。 
そん な 同情 と 哀れ み の 隠 れ 壮 を まとっ て 、 彼 は 
膳 抜け た 様子 を 演じ 続け て いる 。 し か し その 真 
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意 は 、 辱め られ た エレ ノア の 復讐 た だ ひと つ 。 
家臣 は お ろか 無 二 の 親友 まで 欺 いて 、 刺し 違 
えて も ティ ベリ ウス を 討つ こと を 響 っ て いた 。 トウ ケ 
イ 城 に 信 を 追い 詰め た ジョ ニー は 、 幸せ な 未来 
が 約束 され て いた 頃 の 象徴 、 シ デン 家 の 宝 剣 と 
し て 奉 ら れ て いた シャ ル テ ィ エ で 、 幼馴染 みた ち 
の 運命 を 手 わ せ た 男 を 討ち 取る 。 押 品 中 【 人 
名 】 連 合 国家 アク アヴェ イル を 形成 する 、 シ デ ン 
領 領 主 の 息子 。 的 確 で 迅速 な 行動 が 持ち 味 
の デキ る 男 だ が 、 自称 吟遊 詩人 の ぐう た ら 三 男 
坊 と いう 道 化 を 演じ 、 信 英 ティ ベリ ウス 大 王 へ の 
復讐 の 機 を 狙っ て いた 。 18 年 前 の 騒乱 時 に は 
スタ ン 達 と 協力 し 、 か つて 想い を 寄せ て いた エ 
レノ ア ・ リ ンド ウ を 殺し 、 また 親友 で ある フェ イト ・ 
モリ ュ ウ を 幽閉 し て いた ティ ベリ ウス 大 王 に 復讐 
を 遂げ た 。 以降 スタ ン た ち 一 行 に 加わ り 、 世界 
を 救う 一 端 を 担っ た 。 騒乱 後 は その 本 質 を 発 
揮 し 、 アク アヴェ イル の 再建 に 多大 な る 貢献 を 
果たし た 。 し か し 領主 と し て の 素質 は 十分 な が 
ら 本 人 に その 気 は な く 、 また 、 生来 の 放浪 癖 が 
た た っ て 急 然 と 姿 を 消し て し まっ た 。 

ジョ ニレ イス 罰 誠 弄 [ 人 名 】 ベ ル サ ス に 名 を 残す 
吟遊 詩人 。 高貴 な 家 の 出 で あ っ た と か 、 時 の 為 
政 者 の 御 落 則 で あっ た と か 、 さまざま な 説 が ある も 
の の 、 素性 は あき ら か で は な い 。 彼 の も の と され 
る 服 と 帽子 に は さわ る と 粋 な 伊達 男 に な れる と い 
う 都市 伝説 が あり 、 つば の 部 分 や 袖口 は 、 少し 
で も か っ こよ く な り た いと 願う 男 た ちの 切実 な 願い 
と 手 の 脂 を 吸っ て 、 今や ギ ト ギ N に な っ て いる 。 

ジョ ル ジ ュ 編 械 [人 名 】 リ ー ガ ル の 執事 で 、 彼 
が 投獄 され 不在 だ っ た 折 に は レザ レノ ・ カ ン パ 
ニー の 経営 に る 一 腕 を 発揮 する 。 主人 を 敬愛 
し 、 絶対 的 な 恵 誠 を 碑 う あま り に 、 使用 人 で あ 
っ た 恋人 アリ シア と の 仲 を 引き 裂き 、 彼女 を エク 
スフィア プロ ー カ ー に 引き 渡し て し まう 。 

ジョ ン 往 誠 本 [人 名 】 謎 の 勇者 集団 ・ 漆 黒 の 
の 大 食い 及び 「 気 は 優し く て 力持ち 」 担当 。 語 
尾 は 「 一 で や ん す 」 。 

自律 型 魔 痢 器 息 久 【 魔 導 器 】 自 己 判断 機能 
を 有する 、 自律 術 式 を 組み 込ま れ た 魔 導 器 。 こ 
れ を 組み 込ま れ た 人 筐 体 は 、 外部 か ら の 制御 な し 
に 、 自ら 状況 を 判断 し て 動く こと が で きる 。 シシ リ 
ー 博 士 の 発明 し た カル ロウ X が これ に 相当 。 また 
シャ イコ ス 遺 跡 に 眠っ て いた ゴ ラ イ アー ス は 、 四肢 
を 持つ 筐 体 に 自律 術 式 を 組ん だ 魔 核 を 埋め 込 
ん だ 、 巨大 な 自律 型 魔 導 器 で ある 。 

シリ 伺 視 * 馬 生物 】 シャ ル ロ ウ 中 心 街 に いる 鳥 。 
「 ン ーーーー- ッ ル 」 と いう か わい らし い 鳴 き 声 が 
特徴 。「 し り と り ] な の に し り と れ な い 。 

シル ヴァ ラン ト 男 記 筐 【 世 界 】 ミ トス に 分 けら れ 
た 世界 の 一 方 で 、 現在 の | 衰退 世 界 ]」。 シル ヴ 
ァ ラ ント は レネ ゲー ド に よっ て 神子 の 世界 再生 の 
旅 を 外 魔 され て きた た め 、 800 年 間 一 度 る 繁栄 
世界 と な る こと が で きず 、 衰退 状態 が 続い た 。 
これ に よっ て シル ヴァ ラン ト と テ セ アラ の 間 に は 大 
き な 格 差 が 生ま れる 。 マナ の 欠乏 に よる 衰退 
と 、 ディ ザイ アン に よる 人 迫害 で 、 テ セ アラ の 諸 地 
域 ほ どの 系 統 立 っ た 政府 機能 は 存在 せ ず 、 
人 々 は ディ ザイ アン に 脅え な が ら 、 細々 と 村 や 町 
単位 で 暮らす 。 エル フ が 高い 知識 や 魔力 で 尊 
敬 さ れる 一 方 で 、 ハー フエ ルフ は 人 間 と 敵対 す 
る ディ ザイ アン を 科 牧 と させ る こと か ら 、 疎 ま れる 
立場 に ある 。 

シル ヴァ ラン ト 王 朝 騙 諾 王 【 世 界 】800 年 前 、 シ 


ル ヴ ァ ラ ント が 往 栄 世界 だ っ た 時 代 に 栄え た 王 
朝 。 クル シス の 天使 に よっ て 滅ぼさ れ た と 伝え ら 
れ て いる 。 


シル ヴァ ラン ト と テ セ アラ 監 語 選 【 そ の 他 】 上 


空 に 浮か ぶ ふ た つの 月 。 大 きい ほう の シル ヴァ ラ 
ント は 約 35 日 、 小さ い ほ う の テ セア ラ は 約 42 日 で 
公転 する 。 普段 は その 存在 を 意識 する こと は な 
い が 、 一 帯 が 闇 に 沈ん だ アー リィ 周辺 で は 、 ひと 
きわ 鮮やか に ふた つの 月 を 臨む こと が で きる 。 


シル ヴィ ア 功 誠 斑 【 人 名 】 ナタ リア の 実母 。 港 の 


夕日 を 眺め る の が 好き な 穏やか な 女性 だ っ た 。 
王妃 の 女官 を し て いた が 、 生ま れ た ば か り の ナ 
タリ ア こ と 娘 の メリ ル を 奪わ れ て 錯乱 。 その まま 、 
海 に 身 を 投げ た 。 


シル エ シ カ 功 回 腸 【 組 織 ・ 団 体 】 リ ー ダ ー で ある 


フォ ッ グ の 下 、 総領 主 を 倒し て セレ ステ ィ ア の 天 
下 を 取る こと を 目標 に 結成 され た 自由 軍 。 革命 
軍 と し て 自由 な 心 に 従い 、 自由 な 闘争 に 身 を 
置く こと が 信条 。 8 年 前 に ギリ アム 率い る 軍隊 と 
戦い 、 歴史 に 残る ペイ ル テ ィ の 海戦 に 勝利 し た 
こと で 、 一 躍 そ の 名 を 馳せ た 。 ティ ン シ ア に アジ ト 
を 構え 、 フォ ッ グ の カリ スマ 性 と 、 義 軍 を 貫く 姿 
勢 、 そ し て お お ら か な 団 風 か ら 住 人 た ち に も 愛 
され て いる 。 団員 は 左 胸 に ミア キス を か た どっ た 
ミア キス バッ ジ を つけ て お り 、 挨拶 の 言葉 は [ ミ 
アキ ス を 胸 に !」。 団員 数 は 不明 。 現在 は 総領 
主 パ リル 打倒 を 掲げ て いる 。 


ジル コ ニ ア ・ ド ・ レ 斑 基 馬 【 人 名 】 マク ス 帝 国 


の 先代 息 帝 。 帝国 を 統一 国家 に 導い た 皇帝 と 
し て 知ら れる が 、 為政者 と し て の 生涯 の ほとん 
ど を 結晶 人 クリ ー ド に 寄生 され 、 操 ら れ た 状態 
で 過ごし た 。 17 年 前 プラ ンス 海峡 に て 、 アー カ 
ム る 率い る バレ イア 教団 の 信徒 に 討た れ 、 スピ リ 
ア に 寄生 し た クリ ー ド と 分 離 。 深 手 を 負っ た ジル 
コ ニ ア は 、 実 の 父 を 討伐 する た め 教 団 の 一 員 と 
し て 刃 を 向け た 第 一 皇子 テク タ と と も に 辺境 の 
村 レ ー プ へ と 流れ つく 。 後悔 と 憎悪 の 想い が ク 
リー ド の 残留 思念 と 混じっ て 、 寄生 の 後 道 症 を 
発症 。 スピ リア を 閉ざし た まま 生き 続け て いる が 、 
その 尼 同 然 の 容 は と て も 61 歳 に は 見 えな い 。 
行方 不明 と な っ た まま 帝国 の 歴史 か ら 姿 を 消し 
た ジル コ ニ ア だ が 、 その 後 の 国家 統一 は 表向き 
に は 彼 の 偉業 と し て 称え られ 、 帝都 正門 の 名 
「 ジ ルコ ニア ・ ゲ ー ト ]」 を 始め と し て 、 帝国 各地 
に その 名 が 刻ま れ て いる 。 


結界 魔 締 器 (シル トブ ラス ティ ア ) 編 避 獲 [ 府 


紀 器 】 魔 物 た ちか ら 街 や 施設 を 守る た め 、 巨大 
な 結界 を 張る 魔 導 器 。 起動 する と 対象 を 表 う よ 
うに 結界 が 展開 され る 。 帝都 以外 に お いて は 、 
地 中 か ら 発見 され た 結界 魔 導 器 を 中 心 に し て 
街 が 築 か れ 、 現在 の 姿 と な っ た 。 結界 が 展開 
し て いる と き は 街 の 上 空 に リン グ 状 の 光 が 輝 き 、 
大 変 美 し い 。 な お 、 これ ら は 通常 エア テル に よっ 


て 稼働 する が 、 建物 自体 が 巨大 な 結界 魔 導 器 
で ある ザウ デ 不 落 宮 は 、 満月 の 子 の 命 を 糧 に し 
て その 機能 を 果たし て \ る 。 


シル バー ケイ ジ 罰 可 科 【 人 道具 】 遠 征 の 橋 を 起動 


させ る た め の 特 製 ク レー メル ケイ ジ 。 全部 で 6 本 
必要 だ が 、 セレ ステ ィ ア 海底 に ある アイ フリ ー ド の 
アジ ト に 分 散 し て 保管 され て いる 。 


ジル バ ・ マ ディ ガン 芳 『 基 叶 【 人 名 】 王 の 側近 を 


務め る ガ ジ ュ マ の 女 で 、 アガ ー テ の 乳母 。 ラド ラ 
ス が 崩御 する と 、 まだ 若い アガ ー テ に 代わ っ て 
政治 を 取り 仕切 る よう に な る 。 王 の 一 族 に 連 な 
る 者 で あり 、 王族 の み に 現 われ る 月 の フォ ルス 
の 能力 者 で ある 。 ヒュ ー マ を 滅ぼし 、 ガ ジ ュ マ だ 
け の 世界 を 創 らん と 権 を 狙い 、 月 の フォ ルス 
で パ バース の 体 を 乗っ 取っ て ラド ラス を 毒殺 。 つぎ 
に その 姿 の まま ユー ジー ン を 襲い 、 バー ス の 肉体 
を 殺害 させ 、 それ を 理由 に 軍 を 追放 し た 。 こう し 
て 王室 か ら 落 悪 な 存在 を 排除 し た ジル バ は 、 そ 
の 後 、 ア ガー テ を 騙し て 月 の フォ ルス を 使わ せ 、 
ヒュ ー マ 残 減 を 唱え る 聖 獣 王 を 復活 させ た 。 


シル フ 功 呈 識 【 精 趣 】 ロ ー ン ヴァ レイ に 住む 、 風 を 


司る 繊細 な 精霊 。 個々 の 力 は 弱い が 、 みん な 
で グル グル と 回 っ て 風 を 起こ し 、 敵 を 攻撃 する 
こと が で きる 。 訪 可 識 【 晶 土 】 風 の 大 品 霊 。 きま 
ぐれ で 生意気 と 、 手 の か か る 子供 の よう な 大 曲 
霊 。 どん くさ い ノ ー ム の こと が 嫌い 。 硬 誰 仁 【 精 
村 】 パラ クラ フ 王 遍 を 守る 三 姉妹 の 精霊 。 風 を 
司る 「 山 海 を 流 渡す る 天 の 使 者 ] で 、 序列 の 
順に セ フ ィ ー、 ユ ー テ ィ ス 、 フィ アレ ス の 名 を 持 
つ 。 それ ぞ れ が 剣 、 弓 、 盾 を 持ち 、 各 武 具 を 用 
いた 三 身 一 体 の 攻撃 で 、 主 で ある 召 嘆 士 に 代 
わり 戦う 。 契約 の た め の 宝 石 は オパール 。 
玉 王 【 精 引 】 クロ ー ム ドラ ゴン の 聖 核 か ら 生ま 
れ た 精霊 。 風 を 統 べ 、 テ ルカ ・ リ ュ ミ レー ス の 大 
気 に 溶 けた エア ル を 操る 。 風 に な びく 繊細 な 羽 
根 と 華 春 な 容姿 は 、 威厳 ある 始祖 の 隷 長 クロ 
ー ム ドラ ゴン と いう より も 、 クリ ティ ア 族 に 似せ た 
妙齢 の 女性 「 ク ロー ム 」 と し て の 面影 が 、 より 濃 
くう か が える 。 


ジレ ー ザ 功 王 [地名 ・ 施 設 】 フ ェ ン デル の 帝 


都 ザ ヴェ ー ト を 一 望 す る 政府 塔 の 名 前 で 、 
「 鉄 」 の 意味 を 持つ 。 政府 の 主要 機関 や 研究 
所 が 多数 集い 、 地下 12 階 、 地上 42 階 を 誇る 
間 国 で も っ と も 高層 の 建築 物 。 し か し それ ゆえ 
エレ ベー ター の トラ ブル が 頻発 し 、 と き に は 総統 
オイ ゲン で すら 徒歩 で の 昇降 を 余儀 な くさ れ て 
いる 。 研究 所 へ の 出入 りや 、 メン テ ナ ン ス 作業 
要員 と し て 、 多く の アン マル チア 族 も 訪れ る 。 


白い スイ カ 罰 宮 議 【 そ の 他 】 ヨ ー ム ゲン の 賢人 ソ 


ー デ ス の と ころ に 泊まる と 聞か せ て くれ る 秘話 の 
お 題 。 ミュ ョ ル ゾ の 長者 が キュ ウリ に ご 執心 の よう 
に 、 ソー デス の 場合 は スイ カ が お 気に入り の 様 
子 。 こだわ り 出 す と 止め られ な い ク リティ ア 族 は 、 
どう や ら 野 菜 に ひと か た な ら ぬ 思い 入れ が ある よ 
う で ある 。 


白い 月 斑 馬 [神話 ・ 伝 承 】 空 に 浮か ぶ ふ た つ 
の 月 の うち 、 白く て 小さ な 方 を 指す 。 対 に な る 黒 
い 月 と 比較 し 、 聖なる る の の 例え に も 用 いら れ 
る 。 その 正体 は 二 千 年 前 に 白化 し て 滅び た 結 
晶 界 。 と な り に 輝く 黒い 月 ガル デニ ア と と も に 、 
悲劇 の 真相 を 物語 っ て いる 。 

白い 月 の 聖 塩 訪 X 位 [飲食 物 ] プラ ンス ー ル の 
サン テク ス 大 聖堂 前 に ある 海岸 通称 | 三日月 
浜 ] で と れる 海水 を 精製 し た 塩 。 空 に 輝く 白い 
月 の よう に 美しく 輝く 。 教団 の 運営 資金 捨 出 の 
た め 、 バレ イア 教会 が 御 利益 の ある あり が た い 
塩 と し て 売り 出し 、 巡礼 や 礼拝 の お 土産 と し て 
人 気 を 集め て いる が 、 その いか に も 調味 料 と い 
っ た 風 の ガ ラス 容器 と 、 プラ ンス ー ル 宿屋 の 看 
板 メ ニュ ー の 塩 ラ ー メ ン に も 使わ れる と いう 、 微 
妙 な 俗 っ ぽ さ で 、 いま いち 神々 し さ に 欠け る 。 


ジロ チョ ウ 騙 可 贈 【 人 名 】 ア レシ ハラ に 住む 、 すさ 


まじ く 帳 毛 の 長い 老人 。 じつは アシ ハラ の 国王 
だ が 、 ふら り と 外出 し て は 海 を 眺め て まっ た り し 
て いる の で 、 一 見 し た だ け で は 国 で も っ と も 偉 
い 人 に は と て も 見 えな い 。 同国 に 古来 より 伝 わ 
る 秘伝 の 料理 [精進 懐石 ] を 受け 継ぐ 人 物 。 


白 ワ イン 足 族 芽 本 [人 名 】 ユ リベルテ の 住 


居 街 に 住む 男性 で 、 赤ワイン 貴族 と は お 隣 同 
士 。 彼 同様 ワイ ン 好き で 金持ち だ が 、 こち ら も や 
は り 本 当 に 貴族 か どう か は 定か で な い 。 白身 魚 
に めっぽう うる さい が 、 これ も 白 ワ イン を 最高 に 引 
き 立 て る た め の 愉 し み で ある 。 


親衛 隊 功 K 鐘 【 組 織 ・ 団 体 】 帝 国 騎士 団 の 部 


隊 の ひと つ 。 皇帝 の 警護 の た め に 組織 され た 
部 隊 で 、 御前 に 上 が る た め 吐 族 の 門弟 の み で 
構成 され る 。 騎士 団 の 中 で も っ と も 格 が 高く 、 
精鋭 部 隊 と し て 市 民 の 談 望 を 一 身 に 集め る 存 
在 で 、 その 威光 を 示す か の よう な 鮮やか な 赤 
色 の 鎧 が 目印 。 人 魔 戦 争 を 契機 に 皇帝 不在 と 
な っ て か ら は 、 隊長 で あり 騎士 団長 で も ある アレ 
クセ イ が 独断 で 私 兵 化 し 、 国家 転覆 と 世界 支 
配 の 野望 の た め に 利用 し て いる 。 


深海 文書 葉 丘 本 [作品 】 サイ バッ ク 学術 資料 館 


の 蔵書 。 職員 の ノー トン が 博打 で 借金 を 作り 、 
その カタ と し て 勝手 に 売り 払っ て いた 。 売却 が 
発覚 し を うに な っ た ノー トン は リヒ ター に 泣き つき 、 
リヒ ター は ノー トン が エル フ の 里 か ら 封 魔 の 石 を 
持ち 出す こと を 条件 に 、 これ を 回 収 し た 。 


真 環 聖 典 編 可 得 【 文 化 】 イン フェ リア の 国教 で あ 


る 、 セイ ファ ー ト 教 の 教義 が 記さ れ た 書物 。 寛容 
と 博愛 の 教え に 乗っ 取り 、 利己 主義 の 醒 さ と 自 
己 犠 牲 の 美 し さ が くり 返し 書か れ て いる 。 イン フ 
ェ リ ア で は 広く 普及 し て いる 書物 らし く 、 卓上 版 
が ミン ツ 宿 屋 の 客室 に 置か れ て いる 。 


シン ク 罰 誠 剛 【 人 名 】ND2015 年 に 作ら れ た 、 


被験 者 イオ ン の レプ リカ 。 レプ リカ イオ ン と 比べ て 


能力 が 劣化 し て いた た め 、 ほか の 5 人 の レプ リカ 
と と も に 生き た まま ザ レ ッ ホ 火山 の 火口 か ら 投げ 
捨て られ た 。 ここ で 生き 残っ た シン ク は 、 ヴァ ン 
に 救出 され て 六 神 持 と な っ た の だ 。 自分 を 生み 
出し た 預言 を 消滅 させ た いと いう 思い か ら 、 ヴァ 
ン の レプ リカ 計画 に 賛同 する 。 


シン グ ・ メ テオ ライ ト 罰 i 欄 [人 名 】 辺 境 の 漁 


村 シ ー プ ブル で 暮らす 16 歳 の 少年 。 ソー マ を 求め 
て 現われ た 少女 コハク の スピ ルー ン が 破壊 され 
る 瞬間 に 居合 わせ 、 罪 の 意識 か ら 彼 女 の ス ピ 
ルー ン 片 を 探す 旅 に 出る 。 お と ぎ 話 の ね むり 姫 
が コハク の スピ リア に 住む 実在 の 人 物 リ チア で 
ある こと 、 そし て 彼女 が 世界 を 脅かす クリ ー ド と 
戦い 続け て いる こと を 知ら さき れる が 、 その クリ ー ド 
が ほか で も な い 自 分 に 封印 され て いた こと を 知 
り 、 一 度 は 絶望 か ら 仲 間 た ちと の 関係 を 断ち 切 
ろう と 考え た 。 し か レコ ハク と の 間 に 結 ば れ た 経 
に よっ て 、 クリ ー ド を 止め 、 す べ て の 人 々 の スピ リ 
ア を 守る 決意 を する 。 持ち 前 の 強い 意志 と くじ 
け な い 思い は 、 祖父 ゼクス の 導き に よっ て 境 っ 
た も の 。 も と も と は 己 を 見 失わ な い ス ピリ ア を 持 
ち 続 ける こと で 、 その 身 に 封じ られ た クリ ー ド を 顕 
在 化 さ せな いよ うに と 、 ゼ クス が 教え た も の だ 
が 、 世界 を 救う た め 戦い に 身 を 投じ る シン グ に と 
っ て は 、 その 純真 で 真っ 直ぐ な 想い こそ が 仲間 
と 想い を 通じ 合う 大 き な 力 と な る 。 な お クリ ー ド の 
守護 機 士 イ ンカ ロー ズ か ら 身 を 隠す た め 、 シー 
プ ブル の 外 を ほとん ど 知 ら ず に 育っ た こと か ら 、 驚 
く ほ ど に 世情 に 疎い 。 一 行 の 最 年 少 と いう こ 
や 、 彼 の 長所 で も ある 無垢 な 人 柄 も 相まって 、 
行く 先々 で 仲間 た ち を 脱力 させ る 言動 の 数 々 を 
見 せる 。 


人 生 を 考え る 場所 【 呼 衝 】 別 名 トイ レ 。 


思索 の 深淵 に 立つ こと が で きる 。 


神仙 の 法衣 騙 避 蘭 【 武 具 】 神々 が まとっ て いた 


衣 を 思わ せる 、 優美 な を シル エッ ト が 特徴 の 防 
具 。 テ ノ ス ギル ド の 褒章 品 の ひと つ で 、 軽やか 
な 身 の こ な し を 身上 と する 、 格闘 派 の 冒険 者 た 
ち に と っ て 憧れ の 的 で ある 。 


人 体 実験 訪 可 職歴 史 】 ジ ヴァーツラフ の 命 で 行 な 


われ た 、 水 の 民 へ の 人 体 実 験 の こと 。 ヴァ ー ツ 
ラフ は 水 の 民 を 戦争 に 勝利 する た め 、 ひい て は 
自分 が 武功 を 挙げ る た め の 道具 と し か 見 て お ら 
ず 、 水 の 民 を 実験 体 と 称し て 人 為 的 に メル ネス 
を 作り 出す 非道 な 実験 を 進め て いた 。 ヴァ ー ツ 
ラフ が メル ネス に こだわ っ た の は 、 メル ネス の み 
が 梁 我 砲 を 起動 で き 、 また 慕 大 な エネ ルギー を 
生み 出せ る と 考え た か ら で あ る 。 実験 体 に され 
た 水 の 民 の 数 は 数 百 で は きか ず 、 いずれ も 大 
陸 に 隠れ 住ん を で いた 者 た ち が 狩り 集め られ 、 
実験 施設 で ある 秘密 基地 へ と 送り 込ま れ て い 
た 。 結果 的 に は この 実験 で メル ネス を 生み 出す 
こと は で きず 、 水 の 民 の 多く の 命 は 無為 に つみ 
取ら れ た こと と な る 。 また 、 娘 エ ル ザ を 病 か ら 救 
お うと 切望 し て いた オル コッ ト も 、 この 実験 に な 
ん ら か の 形 で 関与 し て いた 可能 性 も ある 。 と こ 
ろ で 、 ポッ ポ は 有人 実験 と 呼ん で いる が 、 ポッ ポ 
三世 号 改 の 運航 試験 も 、 ある 意味 人 体 実験 で 
は な か ろう か ? 


人 頭 群 像 証人 筐 【( デ ィ ス カバ リー】 セイ ン ガ ルド 


東海 岸 点 在 する 巨大 な 像 。 か つて の 神殿 跡 
地 に 位置 し 、 国家 上 異 亡 の 縮図 が 垣間見 える 。 


真 の 極光 術 久 可 得 【 術 ・ 技 】 レ イス が 言う と ころ 


の 、 大 切な 人 を 守る た め の 力 。 セイ ファ ー ト が 創 


造 を 目的 に 創り 出し た 極光 術 で 、 精神 の 力 に 
よっ て 自ら の 体内 に 曲 霊 を 取り 込み 、 フリ ンジ さ 
せる 術 。 ネ レ イド の 痢 の 極光 術 と 原理 は 同じ だ 
が 、 相対 する 力 を 持つ 。 真 の 極光 術 を 成功 さ 
せる に は 、 人 や 品 霊 な ど 、 他 者 の 心 が 理解 で 
きる こと が 前 提 人 条件 と な っ て お り 、 それ は お の ず 
と セイ ファ ー ト の 試練 で 試さ れる こと に な る 。 


シン ハラ ・ ベ ニ ト 芳 X 葬 駐 【 人 名 ] 先 帯 ジル コ ニ 


ア の 窒 愛 を 受け た 宮廷 画家 で 、 ベリ ル の 祖父 。 
代表 作 「 宝 石 姫 の 肖像 」 は 描か れ た 女性 に スピ 
リア が 宿る と 評 さ れる 国宝 で ある 。 家族 を 捨て 
華やか な 王宮 生活 を 求め た と も 言わ れる が 、 
実際 は 軟禁 状態 で 絵 を 描く こと を 強制 され 、 息 
子 夫 婦 の 死に も 立ち 会 うこ と が 許さ れ な か っ た 。 
ジル コ ニ ア の 治世 が 終わ り 、 ひっ そり と プラ ンジ 
ュ に 帰郷 し た シン ハラ は 、 件 の 中 に 違わ な い 、 
本 当 に スピ リア を 持っ た 絵 を 描き 残し 、 そ の まま 
帰ら ぬ 人 と な っ た 。 


シン フォ ニア タク ト 入 gE 位 【 具 】 リ チャ ー ド が 


装備 する 細 剣 の ひと つ で 、「 テ イル ズ オプ シン 
フォ ニア 』 に 由来 。 同 作 の 作品 名 に ちな ん だ トレ 
プル 記号 と 、 世界 再生 の カギ と な る 存在 「 天 
使 ] の 羽根 を モチ ー フ に し た 、 美しい デザ イン と 
な っ て いる 。 


人 魔 戦争 久 避 鐘 【 歴 史 ) 十 年 前 、 魔物 が 大 挙 し 


て 人 間 文 明 を 毅 っ た 事件 の こと 。 真相 は 始祖 
の 隷 長 の 急進 派 が 人 間 を 滅ぼす べく 仕掛 けた 
戦い 。 過去 に 始祖 の 隷 長 と の 間 に 結ば れ た 、 
魔 導 器 を 封印 する と いう 契約 を 忘れ た 人 間 が 、 
魔 導 器 を 復活 させ た うえ に 、 魔 導 科 学者 ヘル メ 
ス が エア ル を 大 きく 乱す 新型 魔 導 器 を 開発 し た 
こと が 彼ら の 逆鱗 に 触れ る 。 ヘル メス 式 魔 導 器 
の 生産 拠点 が あっ た テム ザ 山 は 激戦 の 末 、 不 
毛 の 地 と 化し 、 クリ ティ ア 族 の 集落 も 消滅 。 帝 
国 騎士 団 に は 甚大 な 被害 が 及ぶ も 、 英雄 デュ 
ー ク の 活躍 に より いち お う の 勝 利 を 収め る 。 し か 
し その 後 の 経緯 か ら デ ュー ク の こと も 、 戦い の 
真相 に つい て も 徹底 し た 隠蔽 が 図ら れ 、 自身 
多く の 被害 を 被っ た に も か か わら ず 、 一 般 市 民 
の 認識 は あく まで 魔物 と 人 間 の 戦い で ある 。 


スイ ー ト ルー ム 芳 可 蘭 文 化 】 ホ テル に お いて 


最高 級 の 部 屋 を 指す 呼び 名 で 、 多く の 場合 、 
2 部 屋 以上 の 続き 部 屋 が ある 客室 の こと 。 世界 
中 の 娯楽 が 集まる 都市 ユー ライ オ の ホテ ル に 
は 、 最上 階 に 超 豪 華 な スイ ー ト ルー ム が 用 意 さ 
れ て いる 。 キン グ ク ロス で 発 熟 し た コハク の た 
め 、 一 行 は ベリ ル の 賞金 を アテ に この スイ ー ト ル 
ー ム を 取る が 、 賭け に 負け て 一 文 な し に な っ た イ 
ネス は 、 賞金 を 総 取り し た ベリ ル へ の 腹いせ か 、 
こっ そり 彼女 の 名 前 で ルー ム サ ー ビ ス 20 人 前 を 
注文 し た 。 と ころ で この 20 人 前 の うち 、 15 人 前 
ほど は イネ ス 自 身 の 分 に カウ ント され て いる の は 、 
彼女 の 食い っ ぷり を 知る 人 に と っ て は 自明 の こ 
と で ある 。 


水車 式 打ち 風呂 久 * 若 腸 【 文 化 】 首都 バル カ の タ 


キー ト 工 務 店 の オリ ジ ナ ル 商 品 。 浴槽 か らく み 
上 げた 熱湯 を 水車 で 運搬 し 、 打ち 水 の よ うに 落 
と す 。 水車 を 通し て 動か すう ち に 、 お 湯 は ほど 
よく 浴 め 、 し か る まろ や か に な る 。 


水晶 の スカ ル 罰 記 欄 【 デ ィ ス カバ リー】 ヒ ュー 


マ の 頭蓋 朋 を か た どっ た 水晶 。 学術 調査 で は 
数 万 年 前 に 作ら れ た も の と わか っ て いる が 、 そ 
ん な 時 代 に どの よう に し て ここ まで 精 級 な も の が 
作ら れ た の か は 、 いま だ に 解明 され て いな い 。 
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水晶 の 森 騙 避 有 【 地 名 ・ 施 設 】 巨 大 な 水晶 が 


樹木 の よう に 乱立 し て いる 美しい 場所 。 クリ スタ 
ラチ ュ ラ が 住処 と する こと で も 知ら れ て いる 。 余 
談 だ が 、 水晶 状 の 外皮 を 持つ タリ スタ ラチ ュ ラ と 
水晶 の 森 の 関連 性 、 と くに 水晶 の 森 が 生物 に 
及ぼ す 影 響 に つい て は 、 生物 学者 の 間 で 近 
年 注目 され て いる 。 スヴェン が 最後 に 訪れ た 場 
所 で あり 、 ノー マ が エバ ー ラ 人 を 発見 し た 場所 
で も ある 。 


水晶 相 研 究 室 騙 加 得 【 地 名 ・ 施 設 】 ミ ン ツ 大 学 


内 に 設け られ た 数 ある 唱 霊 研究 室 の うち 、 水 
唱 霊 を 専門 に 扱う 研究 室 。「 晶 霊 を 長い 目 で と 
ら え る と 、 人 間 を 見 守る の も 唱 霊 の 役目 で は な 
いか 」 と 唱え る 教授 が いる 。 物事 の 本 質 を 見 抜 
く 能力 は 素晴らし い が 、 生徒 に 馬鹿 に され て い 
る と ころ を 見 る と 、 出世 し な い タ イプ だ ろう 。 


彗星 罰 7 纏 【 そ の 他 】 約 千年 前 、 こ の 星 へ と 衝 


突 し た 巨大 な 彗星 の こと 。 この 衝突 が 原因 で 
世界 は 荒廃 し 、 の ちの 天地 戦争 を 引き 起こ すこ 
と に な る 。 現在 レン ズ と 呼ば れる も の は 、 すべ て 
この 彗星 の 核 に 含ま れる 物質 か ら 精 製 さ れ て 
いる 。 


スイ セン 芳 固 械 [植物 】 水辺 に 咲く の 花 で 、 


花 言 葉 は 「 愛 ] 。 ラジ リア ンス イセ ン が よく 知ら れ 
て いる 。 


出納 帳 薦 *5 蘭 [道具 】 幼い 頃 の ルー ティ が つけ て 


いた も の 。 一 般 的 に は 「 日記] と いわ れる 行為 
に 属す る 、 その 日 に あっ た 出来 事 を 書き 記し た 
も の だ が 、 彼女 の 場合 は その 内 容 が 金銭 関係 
に 特 化 さ れ て お り 、 1 ガル ド 単 位 で の お 金 の 出 
入り が 克明 に 記録 され て いる 。 子供 と は 思え ぬ 
鮮やか な 、 そ し て あま りほ め ら れ た も の で は な い 
その 手 管 が 、 まさ か 清廉 潔白 な 孤児 院 で の 暮 ら 
し で 身 に つけ た は ず が な い 、 三つ子 の 魂 百 ま で 
よろ し く 、 彼女 が 2 歳 ま で を と も に 過ごし た 母親 
の 影響 の 成せ る 業 だ と 、 ルー ティ の 成長 を 見 守 
っ て きた シス ター は 弁明 する 。 


睡 命 湯 薦 器 有 【 飲 食物 】 スピ リア を 一 時 的 に 停止 


させ る 毒薬 。 用 量 を 間違え る と 命 を 落と す 危 険 
が ある 。 ニー ベル グ を 目指 す 際 、 貨物 に 隠れ た 
だ け で は 見 破 られ る 危険 が 高い た め 、 一 行 は こ 
の 薬 に よっ て 仮死 状態 に な り 、 無事 に 上 陸 を 
果たす 。 


スヴェン 編 可 職 【 人 名 】 聖 コル ネ ア 王 国 出身 の ト 


レジ ャ ー ハ ンタ ー。 ザマ ラン の 生徒 で あり 、 ノー マ 
の 師匠 。 絶対 の 信念 を 持っ て エバ ー ラ 人 探索 
に 命 を 賭け 、 これ を 発見 し た の ち に 行方 不明 と 
な っ た 。 ノー マ と の 出会い は 3 年 前 に さか の ぼ 
り 、 両親 の 不仲 を 原因 に 家出 を し 、 お 金 も る 底 を 
つき ひも じい 思い を し て いた ノー マ の 前 に 現 わ 
れ 、 捨て 猫 を 拾う よう に ひょいと 手 を 差し 伸 べ た 
こと に よる 。 スヴェン は ノー マ の 面倒 を 見 始め て 
すぐ に 彼女 の 爪 術 の 才能 を 見 出し 、 本 人 の 承 
諾 も 取ら ず に 学校 へ 入学 させ た 。 この 頃 か ら ふ 
た り は トレ ジャ ー ハ ンタ ー と し て の 師弟 関係 と な 
り 、 スヴェン は ノー マ に 知識 と 技術 を 与え 、 ノー 
マ は 自分 も 気づか ぬう ち に スヴェン の 心 の 支え と 
な っ て いた 。 スヴェン は その 後 も エバー ラ 條 探索 
を 続け る 一 方 で 、 自分 の 稼ぎ か ら 大 金 を 払っ て 
ノー マ を 上 級 学 校 へ と 進学 させ た 。 ノー マ は ス ヴ 
ェ ン の 役 に 立 と うと 必死 で 学問 に 励ん で いた 
が 、 そん な 折 、 遺跡 船 へ 探索 に 向かっ た ス ヴ ェ 
ン の 消息 が 途絶 えた こと で 、 自分 も これ を 追っ 
て 遺跡 船 へ と 渡っ た の だ っ た 。 スヴェン は 世間 


で は 死亡 扱い と な っ て お り 、 墓 も 建て られ て い 
る が 遺体 を 見 た 者 は いな い 。 ウェ ル テ ス の 住人 
に よる と 、 時 折 宿 屋 付近 を 通り か か っ た 際 に 
「 だ ひ ゃ ひ ゃ ひ ゃ ひ ゃ 」 と の 特徴 的 な 笑い 声 が 
聞こ えた と いう 。 また 他 の 住人 は 、 ノー マ が 遺跡 
船 に や っ て きた の と 時 を 同じ くし て 、 異様 な 笑 
い 声 が 聞こ えな く な っ た と 語る 。 さら に は 住人 の 
間 で 「 マ スク ド FS」 な る 人 物 の 存在 が 噂 に な っ た 
こと が あり 、 その 男 は どこ か で 見 た よう な マス ク を 
科 り 、 手 に は スコ ッ プ を 持っ て いた と いう 。 


スー ジー 罰 想 穫 【 人 名 】 ベ ル サ ス の 実力 者 ・ ス 


カラ ベ の ひと り 娘 で 、 アガ ー テ の 命 に よっ て カレ 
ギア 城 に 軟禁 され て いた 。 警備 の 目 を か いく ぐ 
っ て の 単身 脱出 に 成功 し た 数 少な い 少女 の ひ 
と り 。 逃亡 直後 は 恐怖 と 背中 合わ せ の うち に サ 
ニ イ タ ウン で 潜伏 生活 を 送っ て いた が 、 故郷 べ 
ル サ ス に 戻っ て か ら は 元 来 の 閣 達 き を 取り 戻 
す 。 ガ ジ ュ マ の こと を 毛嫌い する 父親 に 似 ず 、 
極め て 客観 的 な 考え の 持ち 主 。 ちな み に 城 か 
ら の 脱出 手段 は ゴミ 袋 の 中 に 隠れ る と いう 古典 
的 な 方 法 で 、 カレ ギア 軍 の 警備 の 意外 な 盲点 
が 浮き 彫り に なる きっ か け と な っ た 。 


スー・ シ ー ス ー WET 胃 [ 人 名 】 ジ ャ ニス を 合 


大 な 科学 者 と 尊敬 する 助手 の 少年 。 科学 が 好 
き で そこ そこ 賢い が 、 まだ まだ 世間 知ら ず 。 ジャ 
ニス の 提唱 する 「 ラ ル ヴ ァ 」 の 研究 の た め に 、 誤 
っ て 世界 樹 を 傷つけ て し まい 、 ゲー デ を 生み 出 
し て し まっ た 。 その 後 は ジャ ニス と と も に 、 世 界 
樹 の 回 復 に 尽力 し た 。 


枢密 院 騙 可 助 【 組 織 ・ 団 体 】 政 教 一 体 の 時 代 


の な ご り と し て 、 レグ ヌ ム 王国 に 残っ て いる 役 
職 。 現在 で は 法 の 上 で は 何 の 権力 も 規定 され 
て は いな い が 、 か つて 教会 の 威光 を 知ら し め る 
た め に 与え られ た 発言 権 は 今 な お 大 きく 、 一 般 
的 に は 知ら れ て いな いも の の 政治 に 少な か ら 
ず 影 響 を 与え て いる 。 宗教 団体 アル カ を 秘密 
裏 に 支援 し 、 転生 者 の 持つ 異 能 の 力 を 利用 し 
よう と 画策 する 。 


スー ルズ 玉 誠 勝 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ ェ ス タリ ア 大 陸 


北部 に ある 村 で 、 ヴェ イ ゲ や クレ ア の 故郷 。 村 
全体 が 生活 共同 体 の よう な 結束 の も と に 機能 
し て お り 、 住民 同士 の 結び つき が と て も 強い 。 
短い 夏 の 間 は 避暑 に 訪れ る 観光 客 で に わか に 
に ぎわ う 。 また 酷 農 が さか ん で と くに 牛乳 は 高 
品質 の も る の が と れる た め 、 質 が よく な る 晩秋 か ら 
初生 に か け て は 、 冷え 込む 時 期 に も 関わ ら ず 、 
し ぼり た て の 牛乳 を 求め る 旅人 が 訪れ る こと も 
し ば し ば 。 


スー ルズ 牛乳 スー プ 功 諾 欄 【 飲 食物 】 バル カ の 


酒場 の メニ ュー。 言わ ず と 知れ た スー ルズ の 和牛 


乳 を ベー ス に し た 、 コク の ある クリ ー ム スー プ 。 ご 

ご ろ 切 っ た 鶏肉 や 野菜 が 入っ て いる の が 特 
徴 。 トッ ピン グ で 魚介 類 を 加え た り 、 付け 合せ に 
パン を 注文 する の も 人 気 。 


ス オ ム 罰 高 算 【 単 位 】 日 付 の 単位 。 セイ ファ ー ト 


が 世界 を 創造 する の に 費やし た 日 数 が も と だ と 
言わ れる 。 お そら く 1 週 間 を 指し て いる と 思わ れ 
る が 、 1 週間 が 何 日 な の か は 不明 。 


スカ ー レ ッ ト 功 柄 欄 【 人 名 】 フ ェ ルン 村 に 住む 心 


優し い 女性 。 カイ ウス と ルビ ア を と て も か わい が っ 
て お り 、 お 姉さん 的 存在 で も ある 。 ラム ラス と カイ 
ウス が レイ モー ン だ と わか っ て か ら も 、 ふた り を 信 
じ て 受 け 入れ た 数 少な い 人 物 。 異端 審問 官 か 
ら カ イ ウ ス ら を か ば ぱい 、 旅 支度 を し て あげ た だ け 
で な く 、 こっ そり 村 に 戻れ ば 、 そっ と 宿 を 貸し た 。 


スカ ー レ ッ ト 夫 究 騙 可 本 [和信 名 】 元 魔 科学 研究 


所 所 員 。 ミッ ボ ガ ル ズ か ら ハ ー メ ル に 移り 住み 、 
魔 科 学 の 研究 を 続け て いた 。 研究 を 危険 視 し 
た ダオス が スカ ー レ ッ ト の 弟子 デミ テル を 操り 殺害 
させ る 。 この と き 夫 婦 の ひと り 娘 リア も いっ し ょ に 
殺さ れる が 、 リア の 無念 は アー チェ の 身体 を 頼 
っ て 、 デミ テル へ の 復讐 に 臨む こと と な っ た 。 


スカ ラベ 功臣 筐 【 人 名 】 交易 の 街 ベ ル サ ス の 実 


質 的 な 支配 者 で ある クエ ス 家 の 当 主 。 根っから 
の ヒュ ー マ 偏 重 主義 で 、 家督 を 継ぐ や ガ ジ ュ マ 
の 指定 区 移住 策 を 打ち 出す 。 ひと り 娘 の スー ジ 
ー を 湧 愛 し て お り 、 アガ ー テ 女王 の 命 に よっ て 
王 の 盾 が 彼女 を さら っ た こと が 、 ガ ジ ュ マ を よく 
思わ な い 性 格 に 拍車 を か けた 。 


スカ ルプ チャ 入 可 職人 道具 】 消 我 の エッ セン ス が 


魔物 の 体内 で 凝縮 し 結晶 化し た も の 。 スカ ルプ 
チャ を 体内 に 宿 し て いた 魔物 の 性 質 が 混じり 合 
っ て いる た め 、 これ を 身 に つけ る こと で 装着 者 
は さま ざま な 効果 を 発揮 する こと が で きる 。 逆 
に 、 魔物 の 気 を 取り 込ん だ こと で 結晶 の 純度 
は 低く 、 エバ ー ラ イト ほど の 劇 的 な 効果 は 生み 出 
さ な い 。 スカ ルプ チャ は 直径 4 セン チ ほ どの 球体 
で 、 いずれ る も 宝石 の よう に 輝い て いる 。 基本 的 
に は 青い 光 を 放つ が 、 光 の 色 や 強 さ は 宿 し て 
いた モン スタ ー に よっ て 個体 差 が ある 。 装備 品 と 
し て だ け で な く 装 飾品 と し て も 需要 が あり 、 さま ざ 
まな 形 に 加工 され た り 色 を 加え た り し て 重用 さ 
れ て いる 。 


救い の 塔 画 E 更 [地名 ・ 施 設 】 聖地 に 続く と さ 


れる 塔 。 衰退 世界 に お いて は 、 世界 再生 の 旅 
に 出る 神子 の 終着 地点 と な る 。 塔 の 内 部 で シ 
ル ヴ ァ ラ ント と テ セ アラ が つなが っ て お り 、 その 中 
心 部 に は 旅 の 果て に 命 を 落と し た 神子 た ちの 
格 が 無数 に 漂う 。 ユグドラ シル が 身 を 置く デリ 
ス ・ カ ー ラ ー ン に 続く 唯一 の 場所 で も あり 、 彼 の 
魔 剣 エタ ー ナ ルソー ド が 安置 され て いる 。 


スケ ベ こ こ に 眠る 騙 可 陳 【 言 葉 】 教会 信者 な ら 
泣い て 喜ぶ と いう あり が た い お 話 を 、 ちっ と も 真 
面目 に 聞か な い ど ころ か 、 何かと いや らし い 方 
面 に ば か り 脱 線 し た が る スパ ー ダ に 、 呆れ た ア 
ンジ ュ が 放っ た ひと 言 。 す な わ ち と ど ま る と ころ を 
知ら な い 、 桃色 な 妄想 に まみ れ た 彼 の 人 と な り 
を 永遠 に 語り 継ぐ べく 、 墓石 に は 名 前 と と も に 
「 ス ケ ベ べ こ こ に 眠る 」 と 刻む わ よ 、 と の こと 。 末 代 
まで ネタ に され か ね な い 、 と て る 執念 深く て 恥ず 
か し い 仕打ち で あり 、 まし て や 数 百年 前 まで 家 
系 を た どれ る 由緒 ある 家 の 御 子息 が こん な 墓 
石 の 下 に 葬 ら れ た と あれ ば 、 ちょ っ と し た お 家 
訴 動 が 持ち 上 が る こと は 間違い な い 。 


鈴 玉 避 内 [ 道 具 】 ソ ロン に 拾わ れ た 際 に ジェ イ が 
身 に つけ て いた 鈴 。 家族 を 知ら な い ジ ェ イ に と 
っ て 、 唯一 家族 と 自分 を つなぐ 手がかり と し て 
大 事 に し て いる 。 この 鈴 は 精 功 な 造り で 、 凝っ 
た 文様 が あし ら わ れ て いる 。 この 文様 と 非常 に 
よく 似 た 紋章 が 、 と ある 国 の 国旗 に も 使わ れ て 
いる と いう 。 紋章 は その 国 の 王家 の シン ボル な 
の だ が ゆる 

スズ ラン 功 『 基 得 【 植 物 】 白い 小さ な 鈴 状 の 花 を 
咲か せる た め に この 名 で 呼ば れる 。 春の 訪れ 
を 告げ る 象 徴 的 な 花 で 、 ラジ ル ダ 地 方 で は ホッ 
カイ スズ ラン が 有名 。 花 言葉 は 「 希 望 」。 可憐 な 
姿 に 似合わ ず 猛 毒 を 持っ て いる 。 

スタ ー 玉座 弄 【 人 名 】 ワ イ ヨ ン 鏡 窟 で 飼 わ れ て い 
た チー グル 族 。 ディ スト の 完全 同位 体 を 作る フォ 
ミク リー 実験 に 使用 され て いた 。 

スタ ン ・ エ ル ロ ン 罰 * 下 科 【 人 名 】 フ ィ ッ ツガ ルド ・ 
リー ネ の 村 で 羊 飼い を する 青年 。 早く に 両親 を 
亡くし 、 妹 リ リス と と も に 祖父 の トー マス に よっ て 
育て られ て いる 。 祖父 の 輝かしい 仕官 時 代 の 
話 を 聞か され て 育ち 、 自分 も セイ ン ガ ルド 王家 に 
仕え よう と 家出 同然 で 村 を 出 た の ち 、 フィ ッ ツ ガ 
ルド を 訪れ て いた セイ ン ガ ルド の 飛行 竜 を 発見 し 
て これ に 密航 。 ほど な くし て 艦 が モン スタ ー に 間 
われ 、 その 最 中 に ソー ディ アン ・ デ ィ ム ロス と 出 
会 う 。 気心 の 知れ た 村人 た ち に 囲ま れ 、 生ま れ 
て か ら ほ と ん ど リ ー ネ の 外 の 世界 を 知ら ず に 育っ 
た た め に 、 よく 言え を ば の び ぴの びと 天真 畑 漫 、 そ 
の 実態 は 信じ ちら れ な い ほ どの 田舎 者 。 同村 の 
住人 で すら 、 構い 続け て いら れ な い ほ どの 世 
間 知 ら ず 。 自分 の 飼う 羊 を 「 わ ー い 」 と いう 心底 
楽し そう な 叫び で 追い 回 す 大 の 男 が 、 いっ た い 
どれ ほど いる だ ろう か 。 し か し 面倒 な し が ら み と 
無縁 で 育っ た が ゆえ の 純真 さや 、 両親 か ら 受 
け 継 い だ で あろ う 誠 実 さ 、 さら に は 色眼鏡 を 通 
すこ と な く < 物事 の 本 質 を 見 抜く 洞察 力 こ そ が 彼 
の 魅力 と な っ て いる 。 自分 が 愛し 愛さ れ て きた 
家族 や 村 の 暮らし を 守る こと 、 これ を 信条 と す 


る 彼 の 理想 は 、 や が て その 視野 を 世界 の 人 々 
の 幸せ へ と 広げ 、 天上 王 と し て 君臨 し よう と す 
る ヒュ ー ゴ を 討つ べく 戦い に 身 を 投じ る 。 な お 年 
上 の 女性 へ の 憧れ は 気軽 に 口 に する も の の 、 
等 身 大 の 恋愛 に は 少々 疎く 、 村長 の 娘 の アタ 
ッ ク や 、 フリ ア の ほのか な 愛情 に は まる で 気付 
か な い 。 また 驚異 的 な 寝起き の 悪 き を 誇り 、 妹 
に 必殺 の 叩き 起こ し スキ ル 「 秘 技 ・ 死 者 の 目覚 
め 」 を 体得 させ た 。 押 品 引 【 人 名 】 前作 の 主人 
公 。 セイ ン ガ ルド 王国 の 辺境 、 リー ネ の 村 出 身 。 
名 を あげ る た め に 生ま れ 故 郷 を 旅立ち 、 首都 ダ 
リル シェ イド に 向かお うと し て 潜り 込ん だ 飛行 竜 
で 、 ソー ディ アン ・ デ ィ ム ロス と の 運命 的 な 出 会 
い を 果たし た 。 以降 ディ ムロ ス の マス ター と な り 、 
困難 な 戦い を と も に 切り 抜け て いっ た 。 何事 も 
諦め な いつ ね に 前 向き な 性 格 は 神 の 眼 奪 還 チ 
ー ム 、 ひい て は 世界 を 救う こと と な っ た 一 行 の 
精神 的 な 支え と な り 、 騒乱 を 終結 させ た 原動力 
と し て 称え られ て いる 。 騒乱 後 は ルー ティ と 結婚 
し 、 彼女 の 故郷 で ある クレ スタ の 街 で デュ ナミ ス 
孤児 院 を 営ん で いる 。 根っから の 善人 で あり 、 
博愛 精神 が 星 盛 な お 人 よし な の は 相変わらず 
で 、 孤児 院 の 子供 達 す べ て を 我 が 子 カ イル と 
同様 に 愛し て いる 。 

スタ ン ・ ト ルネ ー ド 功 誠 往 【 術 ・ 技 】 スタ ン が フィ 
リア ・ ボ ム に 対抗 し 、 自分 の 名 前 を し た 技 。 
技 名 を 叫び な が ら 子 供 の よう に 走り 去っ て いく 
19 歳 の 青年 の 姿 は 、 見 る 人 に ある 種 の 複雑 な 
感情 を も た ら す 。 

スタ ン リ ー 入 誠 欄 【 人 名 】4354 年 時 点 で の 、 ユ 
ー ク リッ ド 国 営 ア カ デ ミ ー の 所 長 。 飛行 機械 の 研 
究 が 専門 で 、 レア バー ド を 設計 、 開発 し た 人 物 
で ある 。 この レア バー ド 実 用 化 を 受け 、 今度 は 
千 人 も の 人 間 が 一 度 に 乗れ る 飛行 機械 の 開 
発 に 着手 し て いる と いう が 、 それ な ら ウ ィング パッ 
ク に 千 人 を 入れ て レア バー ド で 飛べ ば いい 、 と 
考え る の は 夢 が な さ 過ぎ る だ ろう か …… ? 

ステ ィ ー ブ 罰 * 基 動 【 人 名 】 スール ズ 村 の 装備 品 
屋 で 働く 若者 。 ヴェ イィ ゲ や クレ ア と 幼なじみ で 、 
同じ く 同 年 代 の モニ カ と は 友達 以上 恋人 未満 
の 仲 。 ふさ ぎ が ちの モニ カ を 気 に か け て お り 、 な 
ん と か 元気 づけ た いと 思い つつ も き 、 自分 の 力 が 
及ば な いこ と を 歯 が ゆ く 感じ て いる 。 

ステ ィ ー ブ ン 罰 語 紀 【 人 名 】 ナン シー と エル ウィ ン 
の ひ孫 。 ナン シー た ち が 過 去 で 駆け 落ち し て い 
な い 場 合 、 存在 し な い 。 駆け 落ち し て いる 場合 
は 未来 の フリ ー ズ キー ル に 、 さら に ふた り が ド グ 
か ら 結 婚 を 許さ れ て いれ ば 、 未来 ベネ ツィ ア の 
「 レ イオ ッ ト 」 に いる 。 

ステ ィング ル 罰 避 内 【 人 名 】 ゾ ヴァー ツラ フ 直 属 に 
し て 、 実力 を 認め られ た 3 人 の 部 下 、 ト リプ ルカ 
イィ ツ の 一 員 。 剛 剣 か らく り 出 すす さま じい 太刀 
筋 か ら 「 烈 斬 」 の 異名 を と る 。 腕 に 彫 ら れ た 蛇 
の 刺青 か ら 、 クロ エ は 彼 が 両親 を 殺し た 犯人 だ 
と 気づい た 。 

ステ キ 機 能 臨 * 基 動 [技術 ] ク ン ツァ イト の 頭 部 装 
甲 に 内 蔵 さ れ て いる 集 音 セン サー。 命 に 代え て 
も 守る べき 主 リ チア の 身 の 安 全 を 確保 する た 
め 、 彼女 と その 周囲 の 音声 を 、 離れ た 場所 か 
ら で も キャ ッ チ で きる よう 、 特殊 セン サー が 搭載 さ 
れ て いる 。 これ を 被 れ ば リチア 様 た ち が ま っ た り 
楽し か 、 ウフ ン で アハ ン な 女 湯 の 様子 も 手 に 取 
る よう に わか る こと 間違い な し ! た だ し セン サー 
は ムダ に 高 性 能 な 双方 向 型 の た め 、 こち ら の 声 


や 物音 も 筒 抜け に な る こと を 忘れ て は な ら な い 。 


ステ ラ 罰 菩 鉛 導 [女神 】 | 過去 | を 司る 世界 樹 
の 女神 。 女神 三 姉妹 の 三 女 で 、 いち ば ん 効い 
イメ ー ジ が ある 。 女神 で あり な が ら 人 間 の 生活 
に 憧れ て お り 、 じつは 新装 開店 し た 服飾 店 の 
店 主 ス テ ビ ア と し て 、 人間 界 に ちょ いち ょ い 出 没 
し て いる 。 服飾 の 腕 は 確か で 、 な りき り 士 の ふ 
た り を 陰ながら サポ ー ト し て いる が 、 も と も と 浮世 
離れ し た 生活 を し て いた せい な の か 、 抜け た と 
ころ が 多々 見 受け られ る 。 

ステ ラ ・ テ ル メ ス 薦 可 欄 【 人 名 】 シャ ー リ ィ の 
姉 。 水 の 民 で あり な が ら セ ネル に 恋心 を 抱き 、 
水 舞い の 儀式 を 申し 込ま れる 日 を 待ち 望ん で い 
た 。 し か し 3 年 前 に 水 の 民 の 里 が ヴァ ー ツ ラフ 軍 
の 襲撃 を 受け た 際 、 セ ネ ル と シャ ー リ ィ を 底 っ て 
意識 不明 の 重体 と な り 、 軍 に 捕らえ られ た 。 以 
降 、 意識 が 戻ら ぬ ま ま 、 ヴァ ー ツ ラブ の 下 で サン 
プル と され て いた 。 これ は 周囲 の 人 間 や ヴァ ー 
ツラ フ で すら 知ら ぬこ と だ が 、 ステ ラ に は メル ネス 
ほど で は な い に し ろ 強い 力 が 備わっ て お り 、 意 
識 不 明 の まま メル ネス な き 遺 跡 船 の 能 を 担い 、 
セ ネ ル と シャ ー リ ィ を 遺跡 船 へ と 迎え 入れ た 。 ま 
た 、 セ ネ ル の 乱 機 に は 強い 力 を 発揮 し 、 ヴァ ー 
ツラ ブフ ブ た ち に よっ て 崖 か ら 落 と され た セ ネ ル を 助 
け 、 雪花 の 遺跡 で も 治 死 の セ ネ ル を 脱出 させ る 
な ど 、 影 か ら 見 守っ て いた 。 

スト ー ブ 功 : 欄 【 技 術 】 暖房 器具 の ひと つ で 、 
若 や 火 の 煙 石 を 燃やし て 暖 を 取る 。 原 素 の エ 
ネル ギー を も っ と 効率 的 に 抽出 する 方 法 が 一 般 
的 な 現在 で は 、 火 の 煙 石 を 直接 くべ る タイ プ の 
も の は 珍し い 。 開発 か ら 取 り 残 され た ベラ ニッ ク 
の 宿屋 で は 、 ほか の 国 で は も る は や 見 る こと の な 
く な っ た 、 非常 に 古い 型 の 煙 石 スト ー プ が 現役 
で 活躍 し て いる 。 

スト ライ ト 号 功 鐘 【 乗 り 物 】 カ プ ワ ・ ノ ー ル と カ 
プ ワ ・ ト リム を 結ぶ 定期 便 。 船舶 ギル ド 「 ト リノ ー 
定期 便 ]」 に よっ て 運行 され て いる 。 

スト ラ タ 共 和 国 功 E 欄 【 国 名 】 国土 の 多く が 砂 
漠 か ら な る 国 。 大 統領 制 を 敷き 国民 の 選挙 に 
よっ て 元首 が 選出 され る 。 煙 石 技術 は ウィ ンド 
ル や フェ ン デ ル を 凌ぎ 、 と り わ け 首 都 ユ ・ リ ベル 
テ は 砂漠 に 囲ま れ た 街 な が ら 、 水 が 豊か で 気 
候 る 安定 。 し か し 近年 大 煙 石 の 不調 で 温暖 な 
環境 が ゆら ぎ つ つ あり 、 豊富 な 煙 石 鉱脈 を 求 
め て ラン ト へ の 侵攻 を 画策 する 勢力 が 台頭 し つ 
つ あ る 。 

スト ラ タ 砂 漠 遺 跡 監 *E 本 【 地 名 ・ 施 設 】 大 蒼 
海 石 が ある 石 と 煙 恥 の 遺跡 で 、 大 煙 石 に よる 原 
素 の 安定 が 崩れ た た め 、 すでに 放棄 され た か つ 
て の 都市 の 跡 と も 言わ れる 。 原 素 の 循環 が 滞り 
つつ ぁ る 原因 を 調査 する た め 、 学術 都市 セイ プ 
ル ・ イ ゾ レ か ら 調 査 チー ム が 派遣 され て いる 。 
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スト ラ タ サ ポテ ン 功 OE 欄 植物 】 ス トラ タ 大 砂漠 
に 自生 する 巨大 な サボ テン 。 内 部 に 貯蔵 し て い 
る 水 は 飲料 用 に 重宝 する 。 砂漠 を 足 で 踏破 す 
る な ら 、 サボ テン が 生え る 場所 を 知っ て お く の は 
死活 間 題 と 心得 た い 。 

スト ラ タ 大 砂漠 訪 K 筐 【 地 名 ・ 施 設 】 スト ラ タ 国 
土 の 大 部 分 を 占め る 広大 な 砂漠 地帯 。 人 の 行 
き 来 を 阻む 過酷 な 環境 で 、 古来 は 点 在 す る オ 
アシ ス だ けが 旅人 の 行き 来 を 支え て いた 。 大 蒼 
海 石 の 制御 トラ プル で 原 素 の バラ ンス が 乱れ た 
結果 、 年 々 拡大 し て いる 。 

スト ラテ イム 範 欄 [生物 】 粒子 の 小さ な 煙 
石 、 いわゆる 砂 煙 石 を 食べ る 魔物 。 食べ た 煙 
石 の 原 素 が 角 に 蓄積 する た め 、 煙 石 の 代替 資 
源 と され て いる が 、 凶暴 な た め 返 り 討ち に 遭い 
命 を 落と す 者 が 後 を 絶た な い 。 

スト リム 男 宮 用 【 文 化 麻 核 に 刻ま れる 紋 の ひ 
と つ で 、 移動 を 表わす 。 ほか に レイ トス 、 ロク ラ 
ー、 フロ ッ ク な どの 紋 が 知ら れる 。 

スト レイ ライ ズ 神 殿 玉 K 蘭 [地名 ・ 施 設 】 女神 
アタ モニ を 戴く アタ モニ 神 団 の 神殿 。 内 部 は 光 
と 水 の 調和 を モチ ー フ に 作ら れ て お り 、 建物 の 
中 を 立 が 流れ 落ち る 様子 は 、 訪れ た 人 々 に 敬 
賊 な 気持 ち を 思い 起こ させ る 。 大 聖堂 の 奥 に は 
ご 神体 の 安置 所 が 設け られ て いる が 、 それ が 
天地 戦争 時 代 の 遺物 で ある 神 の 眼 だ と いう こと 
は 、 教団 トッ プ で ある 大 司教 を 含め 、 ごく 限 られ 
た 人 間 に し か 知ら され て いな い 。 罰 5 用 【 地 
名 ・ 施 設 】 天地 戦争 に よっ て 、 世界 に と っ て 危 
険 な 存在 と 判明 し た 神 の 眼 を 、 極秘 裏 に 保管 
する た め に 設立 され た 機関 。 レレ ンズ や 科学 技 
術 の 研究 、 カ ル バ レ イス 地方 へ 流刑 され た 天 
上 人 達 の 監視 等 も 行なっ て いた こと か ら 、 おそ 
らく は 天地 戦争 後に 地上 軍 関 係 者 に よっ て 設 
立 さ れ た も の と 思わ れる 。 宗教 団体 と し て の 活 
動 は 世間 に 対し て の 擬態 に すぎ ず 、 教義 や 信 
仰 対象 は その 土地 土地 で 受け 入れ られ や すい 
も の に 調整 され て いる 。 し た が っ て 「 神 ] を 信仰 
し な が ら も 、 それ が どう いう 性質 の な ん と いう 神 
な の か も 定め られ て いな い 。 各地 の 神殿 は 独 
立 し て 活動 し て いる が 、 中 央 大 陸 北 端 に 位置 
する 神殿 が 機関 の 中 心 と な っ て いる た め 、 総 
本 山 と 呼ば れ て いる 。 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 に よ 
っ て 本 来 の 役割 が 消滅 し た も の の 、 騒乱 後 は 
民衆 より レン ズ の 寄進 を 求め 、 積極 的 に レン ズ 
を 管理 し 始め た 。 し か し この 行為 が エル レイ ン の 
眼 に 留まり 、 レン ズ 収集 に 利用 され る 結果 と な 
っ た 。 神殿 に 接触 し て その 一 員 と な っ た エル レ 
イン は 、 信者 に 奇跡 の 力 を 施す こと で 支持 を 集 
め 神 団 の 長 と な っ た 。 エル レイ ン の 指示 の 下 に 
新 体制 と な っ た 神 団 は 、 以来 、 アタ モニ 神 団 と 
し て 改名 し て 宗教 色 を 強め て いっ た 。 現在 で 
は 、 スト レイ ライ ズ 神 殿 は アタ モニ 神 団 に 統括 さ 
れ 、 総本山 は 大 神殿 と 呼ば れる よう に な っ た 。 

スト レイ ライ ズ の 森 弄 *j 得 【 地 名 ・ 施 設 】 スト レ 
イラ イズ 神殿 を 擁する 、 セイ ン ガ ルド 北東 の 深い 
森 。 うっ そう と 木々 の 茂る 様子 は 神聖 な 場所 と 
いう に ふさ わし く 、 巡礼 以外 で 立入 る の を は ば 
か られ る 雰囲気 が ある 。 その た め 昼 間 で も 人 の 
目 が 少な く 、 レン プ ハ ンタ ー た ちの 間 で は 、 大 き 
な 声 で 言え な い 取 引 は スト レイ ライ ズ の 森 で や れ 
と いう の が 鉄則 。 

スナ カケ ワラ ビ 功 『 基 姓 【 デ ィ ス カバ リー】 食 用 
と し て 多く 用 いら れる 植物 。 茎 の 先 の 丸まっ た 


部 分 に 砂 を 握り 込ん で いて 、 近づく と 突然 砂 を 
投げ つけ て くる 。 採取 する 場合 は 目 を 保護 する 
こと を 忘れ な いよ うに 。 

砂 に 埋もれ た 遺跡 久 E 動 [地名 ・ 施 設 】 スト ラ タ 
大 砂漠 の 東部 に ある 遺跡 。 アン マル チア の 遺 
構 の ひと つ で 、「 ア ンマ ルチア の 鍵 」 を 持つ 者 
に の み 扉 が 開か れる 。 

砂 の ユリ 入 可 欄 【 植 物 】 砂 漢 の 岩 の 下 に 生え て 
いる 不思議 な ユリ で 、 特別 な 薬効 が ある 。 と て 
も 珍し く 、 な か な か 目 に する こと は で き な い 。 夜 
に な る と 発光 する た め 、 日 が 暮れ て か ら 採 取 に 
向かお う ! 


スニ ー ク 研究 所 薦 位 [地名 ・ 施 設 】 ザ ゲ ェ ー 
ト 山中 腹 に 造ら れ た 、 スニ ー ク 、 すなわち 秘密 
裏 な 研究 の た め の 施設 。 フェ ン デ ル 政 府 の 資 
金 提供 を 受け た フー リエ が 、 生物 兵器 開発 の 
集大成 と し て 魔物 ヴェ ー レ ス を 創る 。 

スノー フリ ア 葉 員 蘭 【 地 名 ・ 施 設 】 ファン ダリ ア 
の 海 の 玄 関 で ある 港町 。 街 の 中 心地 に は 世界 
で も トッ プク ラス の 規模 を 誇る 宿屋 が 店 を 構え 、 
雪 の 街 を 楽し み に 訪れ る 旅行 者 を 出迎え る 。 
一 面 の 銀 世 界 に 浮か び 上 が る 色とりどり の 電 
飾 、 巨大 な 円 形 の ロビ ー と ゆっ た り と し た 客室 、 
暖か な ラウ ンジ の 窓 の 向こう は 、 氷 に 閉ざさ され た 
海 。 1 年 の 大 半 を 氷 に 閉ざさ れ た 街 な ら で は 
の 、 碑 を 尽く し た 休暇 が 楽し め る 場所 が 、 スノー 
フリ ア の 売り で ある 。 宿 に 隣接 し た 温泉 は 、 背 
後に 連なる ファ ンダ リア 連峰 の 地熱 で 温め られ 
た 天然 の 温泉 が 豊富 に 湧き 出 て お り 、 格好 の 
湯治 スポ ッ ト と し て 地元 民 も 含め た 老若 男女 に 
利用 きれ て いる 。 街 の 建物 は 特徴 的 な 多角 形 
の 構造 で 、 機能 性 より も 広々 と し た 居住 空間 を 
優先 され た 造り 。 いく つる 部屋 を 設け る の で は 
な く 、 ひと つの フロ ア に 家族 が 集う スタ イル は 、 
ひと つの 暖炉 を みん な で 囲 め て 、 団らん も で き 
る 合理 的 な 間取り と し て 珍重 され て いる 。 
騙 豆 強 【 地 名 ・ 施 設 】 フ ァ ン ダリ ア 王 国 に 属す 
る 港 街 。 ノイ ン ュ タッ ト と は 定期 連絡 船 で 結ば れ 
て お り 、 ファ ンダ リア の 海 の 玄 関 と し て 政治 上 、 
経済 上 と も に 重要 な ポジ ショ ン に ある 。 神 の 眼 を 
巡る 騒乱 に よる 被害 が 少な く 、 現在 で も 当時 と 
ほとん ど 変 わら ぬ ま ま 栄 えて いる 数 少な い 街 。 

スパ ー ダ ・ ベ ルフ ォ ル マ 騙 可 隊 【 人 名 】 レ グ ヌ 
ム の 大 貴族 ベル フォ ル マ 家 の 七 男 で 17 歳 。 婚 
男 が 家 叔 を 継ぐ 慣わし の ある 貴族 の 家 で は 、 
兄弟 の 下 の ほ うと も な る と これ と いっ た 出世 の 
道 も な く 、 か と いっ て 親 の 七 光り で 地位 と 金 だ 
け 保 証 され 、 政略 結婚 の 道具 に され る よう な 暮 
らし な ん て し た く な い 一 と 、 家出 し て レグ ヌ ム 
の 下町 で 遊び ず 回 っ て いた 。 実家 に 対す る 反抗 
心から か 、 言動 は 極め て 粗暴 。 と くに 気弱 な ル 
カ に は 時 に 乱暴 過ぎ る 言動 で 接する が 、 それ 
は ひと つ は 温室 育ち の ルカ の 根性 を 叩き 直し て 


や ろう と いう 彼 な り の 配慮 で あり 、 ひと つ は 前 世 
で 彼 が アス ラ の 右腕 と し て 力 を 振る っ た 、 聖 剣 
デュ ラン ダル で あっ た こと に 由来 する 。 か つて 武 
具 の さだ め と し て 彼 の 命 を 奪わ ざる を 得 な か っ 
た こと へ の 町 足 か ら 、 今度 こそ ルカ の 身 を 守 ろ う 
と いう 、 自己 へ の 強い 責任 感 を 抱い て いる の 
だ 。 義 偽 心 に あふ れる 振る 舞い は 、 効い うち か 
ら そ の 身 に 刻ま れ て お り 、 長年 同 家 の 執事 を 
務め た ハル トマ ン 日 く 、 「 先々 代 の 若い 頃 に そっ 
くり 」 ら し い 。 な お 悪い 遊び 友達 の 影響 か ら か だ 
らし な く 着 崩し て は いる が 、 身 に つけ て いる も の 
は どれ も 超一流 の も の 。 それ ら を さり げ な く 着 こ 
な す 風 格 も また 、 生ま れ な が ら に 備え て いる 。 

スパ バケ ーション ! 罰 欄 [呼称 ] スパ リゾ ー ト 
で 休暇 を 楽し むこ と を 指す 言葉 。 日 常 の し が ら 
み を 衣服 と と も に 脱ぎ 捨て 、 自慢 の 水着 一 丁 
で 得 ら れる 肉体 と 精神 の 解放 を 、[ ! ] と と も に 
堪能 する 。 

すばらし き 味 の 世界 功 加 旨 【 組 織 ・ 団 体 】 美 
食 を 追求 する 孤高 の 味 の 結社 。 その 実態 は 杏 
と し て 知ら れず 、 主任 料理 長 は 「 ワ ンダ ー シ ェ 
フ ] を 名 乗る 名 誉 が 与え られ る 。 時 を 経て も な お 
その 活動 が 途切れ な いこ と か ら 、 組織 化 さ れ 、 
志 が 脈々 と 受け 継が れ て いる こと が うか が える 。 
超 古 代 都市 トー ル の 料理 マシ ン が この 名 前 を 出 
す 点 を 鑑み る に 、 超 古 代 に は すでに 存在 し て 
いた と も 推察 され る 。 と は いえ 料理 マシ ン は 「 ス 
ぱら し き 味 の 世界 」 の 住人 らし い の で 、 同音 の 
別 組織 と いう 可能 性 も 否定 で き な い 。 

スパ リゾ ー ト 騙 共 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 ユ ・ リ ベル 
テ の 西方 に ある 一 大 リゾ ー ト 地 。 砂漠 の 一 角 な 
が ら 、 あふ れん ばかり の 水 を た た えた ビー チリ ゾ 
ー ト で ある 。 胸 が 高鳴る アバ ンチ ュー ル の 予感 
こ 、 今日 の 私 、 ちょ っ と ダ ・ イ ・ タ ・ ン 。 

スピ ナー 暫 i 語 [武具 】 マル タ が 愛用 し て いる 
特殊 な 武器 。 回 転 さ せ た 2 枚 の 刃 で 敵 を 攻撃 
する 。 腕 に 装着 し て 使用 する た め 指 が 自由 に な 
る 、 回 転 の 力 を 利用 する た め 攻 撃 時 に 少な い 
力 で 切り 込め る 、 な どの 利点 が 挙げ られ る 。 使 
用 後 は 刃 同士 を 重ね て 明 め る の で 、 コン パク ト 
に 収納 で きる 。 


スピ ノ ザ 芳 誠 欄 【 人 名 】 物 理学 の 第 一 人 者 で 、 
ベル ケン ド い 組 の 一 員 。 7 年 前 、 フォ ミク リー へ の 
興味 か ら ヴ ァ ン に 協力 し て ルー ク の 誘拐 を 手引 
き し た 。 一 度 は い 組 を 裏切っ た も の の 、 仲間 の 
ヘン ケン と キャ シー が ヴァ ン に 殺さ れる の を 目 の 
当たり に し て 改心 。 ベル ケン ド に 戻り 、 ル ー ク ら 
に 協力 し て 障 気 隔離 の た め の 研 究 に 従事 する 
こと と な る 。 

ズ ビ ビビ アタ ッ ク 編 式 人 【 術 ・ 技 】 ラ ビー ド が 編 
み 出 し た 秘 奥義 に 対す る 、 また も 超 替 級 セ ンス 
が 姓 裂 し た カロ ル 先 生 の 命名 。 ちな み に レ イヴ 


ン は 「 秘 技 一 気 末 成 斬り ] を 提案 する が 、 いずれ 
も リタ に ば っ さり 斬ら れ て その 名 も 「 斬 !!| に な る 。 
スピ リア 罰 欄 [呼称 】 精 神 と 意志 を 生み 出す 
「 生 命 の 根源 ]。 これ を 持つ こと が 高い 精神 を 
持つ 生命 で ある こと の 証 で も ある 。 か つて の 結 
晶 界 に は 、 機械 人 に 搭載 する た め 人 の 手 で ス 
ピリ ア を 作り 出す 技術 さえ あっ た 。 
スピ リ チ ュ ア 罰 設 村 【 人 名 】 レル ヴ ァ ラ ント 最初 
の 再生 の 神子 。 シル ヴァ ラン ト に 繁栄 を も た らし 
こと で 天使 と 崇め られ る 反面 、 テ セア ラ で は 衰 
退 を 呼び 寄せ た 者 と し て 、 忌み 嫌 わ れ て いる 。 
テ セ アラ で マー テル 教会 に 背く 者 を 徹底 的 に 弾 
圧し 、 暴 怖 の 対象 と な っ た スピ リ チ ュ ア と 同名 だ 
が 、 両者 の 関係 に つい て は 現在 研究 が 進め ら 
れ て いる 。 

スピ ル メ イズ 罰 * 基 駐 【 そ の 他 】 スピ リア が 生み 
出す 精神 の 迷宮 。 多く の 場合 その 人 の 感情 や 
スピ リア の 状態 が 反映 され る 。 デス ビル 病 に 冒 さ 
れる と 、 スピ ル メ イズ に 影 魔物 や ゼロ ム が 現 わ 
れ 、 スピ リア を 脅かす 。 また 生命 力 や 精神 力 に 
乏しい 状態 、 生き る 気力 を 失っ た 状態 に ある と 
スピ ル メ イズ は どん どん 小さ く な り 、 これ が 失わ れ 
る と き は その 人 の 死 を 意味 する 。 

スピ ルリ ンク 罰 * 枯 簡 【 技 術 】 ス ピル メイ ズ に 入る 
行為 。 ソー マ 使 い が ス ピリ ア を 癒す 力 を 持つ と さ 
れる の は 、 ソー マ が 可能 に する スピ ルリ ンク に よ 
っ て 、 スピ ル メ イズ に 隠さ れ た 悩み や 深層 心理 
に 触れ 、 それ を 解決 する こと が で きる か ら で あ 
る 。 な お 、 ソー マ 自 体 の 扱い が 比較 的 容易 で 、 
極端 な 話 誰 に で も 扱え る の に 比べ る と 、 スピ ルリ 
ンク は 非常 に その 資質 が 問わ れ 、 力 不 足 の 者 
は 例え リン ク が で き て も すぐ に スピ ル メ イズ か ら 強 
制 排除 され て し まう 。 

スピ ン 罰 枯 簡 【 人 名 】 プ ラン スー ル の 了 彼 児 院 で 暮 
ら す 少年 で 、 自称 ペリ ドッ ト の 一 番 弟 子 。 生 意 
気 盛り だ が 、 病弱 な 妹 分 ネ と ん を いつ も 気 に か け 
て お り 、 三日月 浜 に 千 日 参 り を する と いっ た 健 
気 な 一 面 も 持ち 合わ せ て いる 。 ペリ ドッ ト の 死後 
は 、 子供 た ちの 中 で 自分 が いち ば ん の 年 長者 
だ と 気丈 に 振舞 い 、 彼女 の 意志 を 継 ご うと 奮 
闘 する 。 

スポ ッ ト 罰 可 欄 【 生 物 】 思 い 不 気味 な 体 を 持 
つ 、 異 世界 の 住人 。 上 位 種 か ら 下 位 種 に 位 分 
けさ れ て お り 、 上 位 種 に な る ほど 能力 が 高い 。 
体 の 大 き さ は さま ざま で 、 外見 や 能力 に は 大 き 
な 個体 差 が ある 。 生命 の 法 の 実験 に よっ て 異 
世界 と の 扉 が 開き 、 こち ら の 世界 に 渡っ て くる よ 
うに な っ た 。 ヒト や オー ガ に 巣 く い 、 心身 を 操っ 
て いずれ は 一 体 化す る 。 アレ ウー ラ 王 、 ヴィ ン セ 
ント 、 ロミ ー ら も スポ ッ ト に 巣 く われ た 被害 者 で ある 。 


魂 の 鉄 千 (スミ ス ・ ザ ・ ソ ウル ) 玉 鐘 [ギル 


ド 】 五大 ギル ド の 一 杉 を 担う 鍛治 ギル ド 。 か つて 
は 盛大 な 規模 を 誇っ た が 、 結界 の 恩恵 に よっ 
て 武器 の 需要 が 減り 、 存続 の 危機 に 瀬 し て い 
る 。 現在 は 山 深く に 独自 の 工房 を 作っ て ひっ そ 
り と 活動 し な が ら 、 希少 鉱石 エヴァ ライ ト を 使っ 
た 新 製品 に 再起 を 賭け て いる 。 一 般 家 庭 向け 
の 日 用 品 も 取り 揃え 、 酒場 「 千 星 ] の お か みさ 
ん が 使う 包丁 が 「 魂 の 鉄 村 」 製 。 その 提 り 具 
合 、 刃 の 輝き 、 切れ 味 と 、 どれ も 人 逸 物 と 評 され 
る べき 品 で ある 。 


スミ ソナ 功 呈 弁 【 人 名 】 シャル ロウ に 住む 画家 。 


時 代 の 協 児 と も て は や され 一 世 を 風魔 し た が 、 
絶頂 期 に 光 を 失い 、 惜しま れつ つつ 画壇 を 去る 。 
この 天才 異端 児 を 襲っ た 悲劇 の 真相 は 、 成功 
体験 か ら 世 間 の 評価 が 落ち る こと を 恐れ 、 不 
治 の 病 に 置 さ れ た こと に し た 、 と いう も の だ っ た 。 
し か し 真実 を 知ら な い 世 間 で は 、 今 な お 彼 の 絵 
は 絶 替 さ れ て お り 、 聖 都 プラ ンス ー ル の 大 聖堂 
に は 「 満 月 が 見 る 夢 」、「 水 晶 宮 の 姉 妹 ] な ど を 
収録 し た 画集 が 収め られ て いる 。 


スラ ム 芳 * 基 寺 【 地 名 ・ 施 設 】 ベル サス の 街 に あ 


る ガ ジ ュ マ 居 住 区 。 住 環境 は 極端 に 悪い 。 指 
導 者 ジャ ン ニ に よる 解放 運動 が 行なわ れ て いる 
が 、 状況 は 芳しく な い 。 


聖 ガ ド リ ア 王国 和信 可 腸 【 国 名 】 クロ エ の 出身 


国 。 武 より 文 が 重んじ られ る 七 聖 連合 に あっ て 
比較 的 尚武 の 気質 が 高く 、 騎士 が 権力 を 提 
り 、 自国 の 艦隊 も 所 有 し て いる 。 これ は 地理 的 
に 連合 勢力 の 外縁 に 位置 し て いる た め 、 自ら を 
連合 の 盾 と 自負 し て いる こと が 理由 に 挙げ られ 
る 。 現在 は クル ザン ド 王 統 国 と 交戦 中 で 、 遺跡 
船 を 掌握 し た ヴァ ー ツ ラフ に よっ て 我 砲 を 放 
た れ 、 危う く 王 都 バル ト ガ を 壊滅 させ られ そう に 
な っ た 。 セ ネ ル た ちの 活躍 に より 難 を 逃れ 、 感 
謝 の 印 と し て 一 行 に 勲章 を 授与 する も 、 深 我 
砲 の 威力 を 見 せつ けら れ た ガ ド リ ア は の ち に 遺 
跡 船 と シャ ー リ ィ を 我 が 物 に し よう と 動き 始め た 。 
シャ ー リ ィ 暗 殺 を 企 て 、 フェ ニモ ー ル を 殺害 し メ 
ルネ ス 覚 醒 の きっ か け を 作っ た の も ガ ド リ ア の 騎 
士 団 で ある 。 


聖 語 の 鍵 監 KE 有 [道具 】 ウィンド ル 王 家 に 伝わる 


原 素 の 人 銘 エ クス カリ バー の 輔 の 鍵 。 剣 は この 鍵 
が あっ て 初め て 芝 か ら 抜く こと が で き 、 真 の 力 が 
発揮 され る 。 か つて 前 国王 ファ ー デ ィ ナン ト 四 世 
か ら ア スト ン へ と 聖 剣 が 下賜 され た 折 、 ア スト ン 
は 忠誠 の 証 に と 鍵 を 返上 し 、「 靖 の 抜け な い 
剣 ] を 持ち 続け た 。 の ち に 幼少 時 の リチャード が 
友情 の 証 と し て アス ベル に 贈り 、 受け 取っ た ア 
スベ ル は その 出自 や 意味 を 知ら な いま ま 、 大 切 
に し て いた 。 


聖 コ ルネ ア 王 国 薦 避 腸 【 国 名 】 ノ ー マ の 出身 


国 。 文 を 重んじ る 七 聖 連合 の 中 で 、 も っ と も 学 
術 が 発達 し て いる 国 。 文化 面 で も や 大陸 の 最 先 
端 に あり 、 学校 や 上 級 学 校 に は 1000 人 に も 及 
ぶ 生 徒 が 通っ て いる 。 と くに 上 級 学 校 に は 大 
陸 各 地 の エ リー ト が 集い 、 留学 生 が 多い こと か 
ら 文化 的 な 交流 も 盛ん で ある 。 ノー マ は ザマ ラン 
が 教鞭 を 執っ て いる 上 級 学 校 の 生徒 。 上 級 学 
校 で は 各国 の 歴史 、 政治 、 経済 に 始ま り 、 医 
学 、 遺跡 学 、 爪 術 力学 、 爆 水 機関 を 扱う 工学 
な ど 、 さま ざま な 科目 が 研究 され て いる 。 


可 者 の 力 功 誠 用 [ 呼 称 】 聖 獣 イー フォ ン の こと 。 あ 


る い は その 力 。 ヒュ ー マ の 繁栄 と 発展 を 助け る 


も の と し て 、 この 名 で 呼ば れる 。 ラジ ル ダ の ガ ジ 
ュ マ に 伝わる 閣 の 力 と 同一 。 


聖 獣 芳 誠 柚 【 種 族 ] 世界 を 司る 存在 の こと で 、 


一 般 に 知ら れ て は いな い 。 地 、 水 、 火 、 風 、 
光 、 闇 が お り 、 そこ に 聖 獣 王 が 加わ る 。 ヒュ ー マ 
を 婚 滅 すべ き と い う 聖 獣 王 に 対し 、 ほ か の 6 体 
の 聖 獣 は これ に 反対 。 6 体 が か り で 聖 獣 王 を 
封印 し た 。 し か し 、 ヒュ ー マ の 残 滅 が 世界 の 平 
和 の た め に 本 当 に 必要 な の か どう か 判断 する 
た め 、 世界 の 出来 事 を ヒト の 視点 で つぶ さ に 観 
察し よう と 、 火 の 聖 獣 フェ ニア の 化身 と し て マオ 
を 創造 し た 。 


生食 訪 避 欄 【 文 化 】 ア レ ハ ラ で し ば し ば 用 いら れ 


る 調理 方 法 で 、 野菜 の ほか 魚介 類 る 生食 、 す 
な わ ち 生 の まま で 食べ る 。 レグ ヌ ム な ど 世 界 の 多 
く の 地域 で は 、 この 生食 は 野 褒 で 衛生 面 で も 
好ま し く な いと 考え られ て お り 、 新鮮 な 魚介 類 
が 水揚げ され る アシ ハラ な ら で は の 独自 の 文化 
だ と 言え る 。 


成人 の 僕 訪 5 基 本 [文化 】 20 歳 の 成人 を 迎え る と 、 


親族 関係 者 を 集め て 行なわ れる 儀式 。 ちな み 
に 、 オー ルド ラン ト の 平均 寿命 は 70 歳 前 後 で 、 
結婚 は 男女 と も に 16 歳 か ら 許 可 さ れ て いる 。 


聖 爪 術 訪 相 欄 【 術 ・ 技 】 爪 術 の 究極 奥義 。 爪 術 


と 比べ て 浪 我 と より 深く 、 より 強く 意志 を 交感 す 
る 必要 が ある 。 意志 が 通じ 合う こと で より 多く の 
恩恵 を 受け 、 爪 術 を 超え る 大 き な 力 を 行使 で き 
る 。 モー ゼス の 一 族 に 伝わる 話 で は 、 ゲー ト に 
認め られ る こと で 聖 爪 術 が 与え られ る と され て い 
る 。 し か し 実際 に は 注 我 と 心 を 交わ し て 想い を 
示し 、 な お か つ 溶 我 の 化身 で ある ゲー ト を 倒し 
て 力 を 示し た 者 だ け に 授け られ る 。 型 爪 術 を 修 
め た 者 は 爪 が 虹 色 に 輝く と いわ れ て いる が 、 ひ 
と り の 爪 が 7 色 に 光る わけ で は な い 。 本 編 で は 
仲間 の ひと り ひ と り が ひと つ ず つ 決 まっ た 色 を 
帯び 、 7 人 全員 が 揃っ て 、 初め て 虹 と な る 。 


聖なる 戦い 功 基 箕 【 歴 史 】 層 か 古 え の 時 代 に 聖 


獣 た ちの 間 で 起こ っ た 戦い 。 ヒュ ー マ を 滅ぼそ う 
と する 聖 獣 王 を 6 体 の 聖 獣 が 阻止 し 、 獣 王 山 
に 封印 し た 。 各地 に 残る 聖 獣 に まつ わる 聖 所 
は 、 この 戦い で 傷 を 負い 眠り に つい た 聖 柚 た ち 
を 祀っ た も の 。 


セイ ファ ー ト 芳本 腸 【 神 】 物 質 世界 を 創造 し た 


神 。 非 物質 世界 の 神 で ある ネ レ イド と は 敵対 関 
係 に ある 。 イン フェ リア に 住む 者 た ち に と っ て ネ レ 
條 が 邪神 な の に 対し て 、 セイ ファ ー ト は 若 神 。 自 
ら の 力 や 、 し も べ で ある セイ ファー ト の 使者 を 使っ 
て 、 積 極 的 に 人 間 の 歴史 に 介入 し て いる 。 ま 
た 、 セイ ファ ー ト リン グ を 用 いて 、 イン フェ リア と セレ 
ステ ィ ア を 閉鎖 空間 に し た の も セイ ファ ー ト の 力 に 
よる 。 ネ レ イド に よっ て 誤っ た 歴史 を 覚え させ られ 
て いた セレ ステ ィ ア 人 に と っ て は 、 セ イフ ァ ー ト は 
暴 怖 すべ き 名 前 。 


セイ ファ ー ト 観測 所 騙 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 オ ル 


バー ス 界 面 に 浮か び 、 セイ ファ ー ト リン グ を 操作 、 
観測 する た め の 施 設 。 光 の 屈折 を 操作 し て 巧 
みみ に カ モ フ ラ ー ジ ュ し て いる た め に 、 イン フェ リア 、 
セレ ステ ィ ア の 両 世界 か ら 確認 で き な い 。 


セイ ファ ー ト キー 臣 記 得 【 人 道具 】 全長 12cm、 


球形 部 分 は 直径 5cm。 人 間 が セイ ファ ー ト キー 
を 手 に し て 深く 念 ず る こと で 、 光線 が その 者 が 
進む べき 正しき 道 (方 角 ) を 標 す 。 イン フェ リア 王 
国 の 国宝 。 建国 以来 宝物 庫 に 保管 され て いた 
が 、 ここ 最近 に な っ て 突然 輝き 出し 、 方 角 を 指 


ー サ テー へ へ は ーー に 人 K 


ウメ ク 


陸 


ウ の 


テ へ へ 届 叶 則 は 一 問 テ デー は 


> の の 


し 示し 始め た 。 セイ ファ ー ト が 残し た 遺跡 で は 、 
文字 どおり 扉 を 開く た め の 鍵 と し て 使用 され る 。 


セイ ファ ー ト 教 編 可 得 【 文 化 ]】 セイ ファ ー ト を 信仰 


する 宗教 。 主として 寛容 と 博愛 を 説き 、 その 教 
義 内 容 は 真 環 聖典 に 記さ れ て いる 。 イン フェ リ 
ア 王 国 に 認可 され た 国教 で あり 、 世界 各地 に 
教会 を 持ち 、 信者 も 多い こと か ら 6 政治 へ の 影 
響 力 は 大 きい 。 セイ ファ ー ト リン グ を 信仰 の 象徴 
と し て あがめ 、 教団 の シン ボル マー ク に も あし ら 
っ て いる 。 今回 の 黒 体 の 出現 を セイ ファ ー ト 再 
臨 の 吉兆 と 解釈 し て お り 、 そこ に 科学 的 根拠 
は 存在 し な い 。 


セイ ファ ー ト の 使者 功 避 腸 【 人 名 】 セイ ファ ー ト 


の 意志 を 伝え る 者 で あり 、 セイ ファ ー ト は 使者 を 
通じ て 人 々 に 知恵 や 力 を 与え る 。 姿 形 は 定まっ 
て お ら ず 、 見 る 者 に よっ て 容姿 は 変化 する 。 一 
説 で は 、 使者 も また この 世界 の 、 様々 な 意識 の 
集合 体 で ある と され る 。 


セイ ファ ー ト 神殿 薦 避 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 の つて 


セイ ファ ー ト も し く は セイ ファ ー ト の 手 の 者 に よっ て 
建て られ た 神殿 。 現在 で は その 存在 すら 忘れ 
られ 、 遺跡 と 化し て いる 。 セイ ファ ー ト の 試練 を 行 
な う 者 は 、 必ず この 地 を 訪れ な けれ ば な ら な い 。 


セイ ファ ー ト リン グ 往 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 セイ フ 


ァ ー ト に よっ て 作ら れ た 、 直径 33.333… カ ラン ゲ 
( 約 10km) に も な る リン グ 状 の 建造 物 。 オル バー 
ス 界 面 に 浮か び 、 イン フェ リア か ら 見 て 時 計 回 り 
に 回 転 し 、 1 日 で 1 回 転 す る 。 イン フェ リア と セレ ス 
ティ ア を 空間 的 に 閉鎖 、 接続 する 役割 を 持っ て 
お り 、 中 心 に 存在 する 核 が 破壊 され る と 、 リン グ 
自体 も 消滅 し 両 世 界 は 正常 な 状態 に 戻る 。 オ 
ル バ ー ス 界面 や 両 世 界 に さま ざま な 影響 を 与え 
て いる が 、 人 知 を 越え た 技術 で 作ら れ て いる た 
め 、 それ が 実際 に どの よう な 効果 を 及ぼ し て い 
る の か は 不明 。 


セイ ブル ・ イ ソレ 罰 芝 本 【 地 名 ・ 施 設 】 スト ラ タ 


の 街 の ひと つ で 、 煙 術 研究 が 盛ん な 学術 都 
市 。 街 の 中 央 に ある 研究 塔 は 世界 の 学識 者 に 
と っ て 垂 海 の 場 所 で ある 。 また その 地下 に は ア 
ンマ ルチア 族 が 守る デー タベース 「 英知 の 蔵 」 
の 一 部 が 眠っ て いる 。 


生命 の 法 騙 可 本 【 術 ・ 技 】 ウ ォ ー ル ス が 異 世界 


に 帰る た め に 構築 し た 、 複雑 で 巨大 な プリ セ プ 
ツ 。 クベ ー ル や ヴィ ン セ ント に 「 死 者 の 魂 を 呼び 
戻し 、 種族 を 繁栄 させ る 」 と 吹き 込ん で 実験 を 
させ て いた が 、 本 当 は アレ ウー ラ と 異 世 界 を つ な 
ぐ 扉 を 生成 する 術 で ある 。 施行 する に は 触媒 と 
し て ペイ シェ ント が 必要 だ が 、 これ まで の 実験 は 
十分 な 力 を 持つ ペイ シェ ント を 使用 で き な か っ た 
た め に 、 すべ て 失敗 に 終わ っ て いる 。 実験 の 
結果 、 周囲 の エネ ルギー が 多く 消費 され て 、 ア 
レ ウ ー ラ 大 陸 は 激しい 気象 異常 を 起こ し 、 さら に 


不 完全 な 扉 を 通っ て 異 世界 か ら ス ポッ ト が 流入 
し 始め た 。 今 に な っ て ウォ ー ル ス が 生命 の 法 を 
再 施行 し よう と し た の は 、 アレ ウー ラ と 異 世界 が 
100 年 ぶり に 再 接近 する 時 期 の た め 。 


聖 リ シラ イア 王国 薦 可 欄 【 国 名 ]】 ウィル の 出身 


国 。 源 聖 レク サリ ア 皇 国 に も っ と も 多く の 国境 を 
接し 、 七 聖 連 合 の 中 で も レク サリ ア に 次 ぐ 政 治 
的 影響 力 を 持っ て いる 。 


精 趣 功 語 選 【 種 族 】 万 物 に 宿り 、 その 力 を 司る 


存在 。 マナ を 糧 に 長い 時 を 生き 続け 、 生息 場 
所 付近 を 守護 し て いる 。 契約 の 指輪 を 用 いて 
契約 を 結ぶ こと で 召喚 で きる よう に な る 。 
臨 『 介 [種族 】 強大 な 力 を 持ち 、 マナ を 司る 霊 
的 な 存在 。 シル ヴァラ ント と テ セ アラ に 分 か れ た 
世界 で 、 性 質 が 対 に な る 精霊 ご と に それ ぞ れ 
の 世界 に 封印 され 、 ミト ス と の 契約 に より 、 ふた 
つの 世界 と 大 樹 を つなぎ 止め る 柄 と し て 機能 し 
て いる 。 罰 可 剛 [種族 】 世界 を 構成 する 根元 
要素 が 、 意志 を 持っ て 具現 化し た 存在 。 火 を 
司る イフ リー ト 、 氷 を 司る セル シウス 、 地 を 司る ノ 
ー ム 、 雷 を 司る ヴォ ルト 、 闇 を 司る シャ ドウ 、 光 を 
司る レム の 、 計 6 体 が 存在 する 。 グリ ュー ネ に よ 
っ て 誕生 させ られ る まで 、 この 世界 に 精霊 は 存 
在 し な か っ た 。 精霊 は 世界 を 安定 させ る と いう 
使命 と 能力 を 持つ が 、 世界 に は 精霊 た ち が 具 
現 化 し きれ る ほど の 力 が 備わっ て お ら ず 、 これ 
が いっ そう 世界 を 不安 定 に し て いた 。 精霊 た ち 
と 意思 の 疎通 を 図る こと が で きる グリ ュー ネ は 、 
彼ら を 構成 する も と と な る 要素 を 種 と 呼ん で 保 
護 し 、 植え る と いう 行動 で 力 を 与え 、 この 世界 
に 具現 化す る 手助け を し て いた 。 の ち に 、 消え 
ゆく グリ ュー ネ は 最後 の 力 を 使っ て 精霊 を 誕生 
させ 、 自分 の 力 を 受け 継い だ 彼ら に この 世界 の 
未来 を 託し た 。 罰 麗 狂 【 種 族 ]】 エ アル を マナ に 
再 構成 する 術 式 に エス テル が 干渉 し た こと に よ 
っ て 誕生 し た 存在 。 聖 核 に 宿っ て いた 始祖 の 
隷 長 の 意思 が 形 を も っ た も の で 、 いわ ば 意思 を 
持っ た エア ル 変 換 術 式 。「 物 質 の 精髄 を 司る 
存在 ] と し て 、 ユー リ が 名 づけ る 。 


精 吉 研 究 所 罰 『 計 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 ルト キオ に あ 


る 、 精霊 研究 の 中 核 を 為す 施設 。 召喚 士 と し 
て 研究 に 協力 し て いた し いな は 、 ここ で 造ら れ 
た 人 工 精霊 の コリ ン と 出会い 、 生涯 に 渡る 絆 を 
結ん だ 。 


海 策 の 中 ( セ イレ ー ン の キバ ) 斑 宮 往 【 ギ ルド 】 


アイ フリ ー ド 率い る 海賊 ギル ド 。 世界 の 海 を 股 に 
か け 「 海 の 漢 ] を 体現 すべ く 誕 放 な 活動 を 行 な 
っ て いた が 、 空前 の 残虐 事件 ・ プ ラッ ク ホ ー プ 
号 事件 を 引き 起こ し た と され 、 現在 で は 残虐 非 
道 な 無法 者 集団 と 見 な され て いる 。 一 般 に は 伏 
せら れ て いる が 、 同 事件 に より 首領 アイ フリ ー ド と 
参謀 サイ ファ ー を 同時 に 失っ た こと で 、 ギル ド は 
事実 上 扱 解 。 元 ギ ルド 員 た ち は 各 地 に 散り 、 そ 
れ で も 海 か ら 離 れ て は 生き られ な いと ば かりに 、 
港 近く で 日 銭 を 稼い で ほそ ぼ そ と 暮らし て いる 。 


聖 レ ニオ ス 教 会 訪 避 村 【 地 名 ・ 施 設 】 ト ティ ス 


の 村 の 創始 者 レニ オス の 功績 を 讃え て 建て ら 
れ た 教会 で 、 アル ベイ ン 道 場 と 並ぶ トー ティ ス の 
代名詞 で ある 。 マル ス た ち が 村 を 襲っ た 際 に 破 
壊さ れ て し まう が 、 の ち に 無事 復興 し 、 災 袖 の 
記憶 に 苦し む 老 人 か ら 今夜 の お か ず が 決ま ら 
な い 主 婦 ま で 、 あら ゆる 住民 の 悩み を 、 精霊 マ 
ー テ ル と も どる 今日 る 慈悲 深く 受け 止め て いる 。 


セイ ン ガ ルド 王国 罰 到 【 国 名 】 セイ ン ガ ルド 王 


が 治め る 世界 最大 の 国家 で あっ た が 、 18 年 前 
の 騒乱 時 に 空中 都市 の 残骸 が ダリ ル シ ェ イド を 
直撃 。 セイ ン ガ ルド 城 に 避難 し て いた 多く の 住民 
と と も に 国王 も 死亡 し た 。 当時 は 世界 最大 の 国 
家 と し て 栄え 、 温暖 で 肥 汰 な 土地 に よる 農 作 
物 の 収穫 と 、 オベロン 社 の 協力 に よる 進ん だ 科 
学力 、 強大 な 軍事 力 で 他国 に 対し て イニ シア 
チ プ を 撮っ て いた 。 騒乱 後 は アタ モニ 神 団 が 中 
心 と な っ て 復興 を 進め 、 国 自体 は 存続 し て いる 
も の の 、 指導 者 を 失っ た た め に か つて の 勢い は 
見 る 影 る な い 。 

セー ガン 罰 誠 便 【 人 名 】 フ ェ ル マー の 夫 と な る フ 
ェ ン デル 人 の 青年 。 フェ ル マ ー と は ザ ヴ ェ ー ト の 
政府 塔 で 働く な か で 知り 合い 、 当初 は 日 の 浅 
い 恋 人 同士 特有 の 夢見 が ちな 口 約束 と し て 将 
来 を 誓っ て いた が 、 早々 に 子供 が で きた た め に 
思い が け な い スピ ー ド 結婚 と な る 。 迫る 「 父 親 ] 
の 責任 に 戸惑う る の の 、 ソフ ィ の 言葉 と シェ リア 
ら の 手助け に より 、 ゆっ くり と その 自覚 を 身 に つ 
け て いく 。 

ゼー ゼ マ ン 玉 * 弄 【 人 名 】 マ ルク [帝国 軍 の 参 
謀 総長 。 いつ も 眉間 に 舌 を 寄せ て いる が 、 兵 
士 に お いし い 食事 を 与え る た め 、 アニ ス に か ら か 
われ な が ら も 料理 指南 を 受け る な ど 、 お 茶 目 な 
一 面 も 。 ジェ 休 は ゼー ゼ マ ン の 愛 弟子 に あたる 。 

世界 一 の 軽薄 男 、 ここ に 眠る 藍 羽 鏡 【 言 葉 】 ケ 
ー プ ブ ・ モ ッ ク 大 森林 で 、 エア ル で 活性 化し た 魔 
物 に 囲ま れ た と き 、 レイ ヴ ン が 嘆い た 「 さ よう な 
ら 、 世界 中 の 俺 の ファ ン 」 に 対す る ユー リ の 言 
葉 。 素性 も わか ら ず 本 心 も 見 せ ず 、 そもそも 出 
会 っ て 早々 罠 に は め る うさ ん 臭い お っ さん の 墓 
標 に は 、 いっ そこ の くら い 突 き 放 し た 銘 が よく 似 
合う と いう も の 。 

世界 再生 の 旅 臨 諾 斑 【 文 化 】 衰退 世界 の 神子 
が 、 各地 の 封印 を 解放 する 旅 。 封印 を 守る 守 
護 者 を 倒し て 精霊 を 目覚 め さ せ 、 繁栄 世界 側 
か ら 衰 退 世界 側 へ と 、 マナ の 流れ を 変え る も の 
で ある 。 

世界 樹 玉 杜 【 植 物 】 ロ イド や コレ ッ ト の 尽力 に よ 
り 、 大 いな る 実り か ら 発 芽 し た 新た な 大 樹 。 枯 
れ て し まっ た 大 樹 カ ー ラ ー ン に 代わ っ て 、 地上 
に マナ を も た ら す 。 

世界 樹 ユ コグ ドラ シル 入 語 欄 【 植 物 】 た っ た 1 本 
で 世界 中 の マナ を 生成 する 大 樹 。 世界 が 誕生 
し た 創世 の と きか ら 大 地 に 根付 いて いる と 言わ 
れ 、 樹 の 精霊 マー テル が 宿っ て いる 。 自ら を 維 
持 す る た め に も 少量 の マナ を 必要 と する た め 、 
この 世界 か ら マ ナ が 枯 潟 する と 枯れ て し まう 。 

世界 の 中 心 の 孤島 葉 * 往 [地名 ・ 施 設 ] ま た の 
名 を 「 世 界 の へ そ 」 と も 呼ば れる 島 で 、 内 海 の 
中 心 に 浮か び 、 星 の 核 (ラス タリ ア ) へ と つなが 
っ て いる 。 3 つの 大 煙 石 か ら 原 素 を 得 た ラム ダ 
は 、 ここ に 貞 を 形成 し て 自ら の 分 身 で ある 魔物 
た ち を 生み 続け た 。 

ゼクス ・ メ テオ ライ ト 騙 『 基 本 【 人 名 】 シ ング の 
祖父 。 か つて 巫女 アイ オラ と リチア を 守り ジル コ 
ニア に 寄生 し た クリ ー ド を 討つ た め に 、 娘 ド ナ や 
アー カム 、 テク タ と 集 っ た 。 プラ ンス 海峡 で 皇帝 
ジル コ ニ ア と 剣 を 交え た 際 、 娘 ドナ と と も に シー 
ブル に 落ち 延び る 。 当時 また ドナ の 胎内 に いた 
シン グ の 憎悪 の 感情 に 、 思念 術士 クリ ー ド が 封 
印 さ れ て いる こと を 知り 、 その 復活 を 阻止 する 
た め 、 シン グ を 「 和 怒り や 憎しみ に 負け な い 、 強い 
スピ リア を 持て 」 と くり 返し 論 し て 育て 上 げた 。 し 


か し リチア を 探す 魔 導 士 イン カロ ー ズ の 手 に か か 
り 、 強力 な 思念 術 の 前 に 敬 れ る 。 な お 生前 の ゼ 
クス は シン グ を 厳し くも か な り の ユー モア を 以 っ て 
育て て お り 、 彼 に 授け た 数 々 の 教え に は 、 女性 、 
それ も 胸 の 大 き な 美人 に 対し て どう 接する べき か 
と いう 、 非常 に 趣味 に 走っ た 格言 が 多い 。 

租 居 帝 ( セ クル ー ド ・ ジ ャ ー ル ) の 花嫁 
【 神 話 ・ 伝 承 】 約 300 年 前 の 皇 素 プラ イム スト ー 
ン 四 世に まつ わる 逸話 。 晩年 城 に こも りき り だ っ 
た た め 籠 居 帝 の 異名 を 持つ 彼 は 、 在 位 中 に ハ 
ルル の 結界 魔 導 器 の 周囲 に 樹 を 植え 、 現在 の 
ハル ル の 前 身 を 造る 。 し か し いつ の 頃 か ら か 、 
殺し た 婚約 者 の 死体 を 根元 に 埋め た と いう 噂 
が 立ち 、 現在 で は ハル ル の 花 が 濃い 色 を つけ 
る の は 、 樹 が 死体 の 生き 血 を 吸っ て 、 花嫁 に な 
れ な か っ た 恨み を 咲か せ て いる か ら だ と 言わ れ 
て いる 。 これ を 聞い た エス テル は 美しい 樹 に そ 
ぐ わ な いと 、 と っ さ に 新しい 言い 伝え を 創作 。 悪 
い 大 臣 に 仲 を 引き 裂 か れ た 、 プラ イム スト ー ン 中 
世 と ハル ル の 花 の 精 を めぐ る 、 悲し くも 美しい 
恋 物語 を 皆 の 前 で 披露 する 。 心 を 打つ その 物 
語 は 、 その 後 本 当 の | 籠 居 帝 の 花嫁 伝説 と し 
て 語り 継が れる こと に な っ た 。 


ゼ ク ン ドゥ ス 訪 可 科 【 晶 蛋 】 時 の 大 晶 寺 。 高位 
唱 霊 で あり 、 グラ ンド フォ ー ル に 対し て も 積極 的 
に 行動 を 起こ そう と し な か っ た 。 し か も その 間 、 
な ぜ か シ ゼ ル の 心象 風景 で ある シ ゼ ル 城 内 に 
いる 。 シ ゼ ル の 内 部 より 状況 を 観察 し て いた 、 
と いう の は 考え すぎ か ? 

セ ネ ル ・ ク ー リ ッ ジ 功 可 欄 【 和 人 名 】 海 の 安全 を 
守る マリ ント ルー パー の 青年 。 シャ ー リ ィ の 見 代 わ 
り と し て 彼女 と 行動 を と も に し 、 諸国 を 巡っ た あ 
げ く 遺跡 船 へ と 流れ 着く 。 性 格 は 生 真 面目 だ 
が 、 シャ ー リ イィ が さら われ た と き は 道理 を 曲げ て で 
も 追跡 を 続け よう と する な ど 、 や や 暴走 する 傾 
向 が ある 。 また 気配 り は で きる も の の 男女 の 機 
微 に は うと く 、 女性 陣 か ら た し な め ら れる こと も 
多い 。 この 鈍感 さ は 寝起き の 悪 き に も つなが っ 
て いる の か 、 2 階 の ベッ ド か ら 1 階 の 床 に 落ち て 
も な お 寝 続け て いた 、 と いう 未確認 情報 さえ あ 
る 。 シャ ー リ ィ と は 数 年 前 に 湖 の 集落 で 出会っ 
て か ら の つき あい だ が 、 じつは セ ネ ル は か つて ク 
ル サ ン ド 王 統 国 軍 に 所 属し て いた 少年 工作 員 
で あり 、 シャ ー リ ィ を 誘拐 する た め 彼 女 に 接触 し 
た 経緯 が ある 。 し か し 集落 で の 平穏 な 生活 と 、 
シャ ー リ ィ と 姉 の ステ ラ と の つなが り に より 任務 を 
放棄 。 その 後 集落 が クル サン ド 王 統 国軍 の 
撃 を 受け た あと は 、 シ ャ ー リ ィ を 連れ て 逃亡 し 
た 。 死亡 し た ステ ラ へ の 想い に 囚われ て いた 時 
期 も あっ た が 、 シャ ー リ ィ の メル ネス 覚醒 な どの 事 
件 を 経て 、 改め て ひと り の 人 間 と し て 、 真 琶 に 
彼女 と 接する こと を 望ん で いる 。 

セバス 功 店 鐘 【 人 名 】 ミ ムラ の 執事 を 名 乗る 白髪 


の 老人 。 彼女 の 指示 を 受け て 背徳 の 館 に 赴 
き 、 武器 調達 の 交渉 を 行なう 。 利用 価値 あり と 
見 た イエ ガー に 軟禁 され る が 、 彼 の 死後 、 赤目 
た ち は 扱い に 困っ て いた 。 盗賊 まがい の 仕事 を 
させ られ て いる が 、 その 肩書 き が 示す と お り 、 本 
来 は キュ モー ル 家 に 仕え る 本 職 の 執事 。 し か し 
同 家 の 貴 族 位 剥 礁 を 受け て 、 見 切り を つけ る 
機会 を うか が っ て いた 。 逮捕 の 危機 に は 主人 
を 裏切り 、 金目 の 物 を 根こそぎ 持ち 去る 、 食え 
な い 男 で ある 。 ミムラ は 「 セ バス ちゃ ん 」 と 呼ぶ 。 

セバス チャ ン 功 ' 諾 往 【 人 名 】 ワ イル ダー 家 に 使え 
る 執事 長 。 ゼロ ス に 僚 っ て 、 ロイ ドド の こと を ハニ 
ー 様 と 呼ぶ 。 

セ フ ァ イド 鉱 騙 可 本 【 鉱 物 】 世 界 最 重度 の 鉱 
物 。 その 固 さ の た め に 、 加工 方 法 、 加工 道具 
が 存在 し な い 。 アイ メン の 錬金術 士 で あり 、 晶 
霊 技師 の ク ク ロ ル が セブ ファ イド 鉱 の 固 さ を 越 える 
金属 を 作り 出 そ う と 奮闘 し て いた 。 

セ フ ィ ロ ト 功 誠 欄 【 呼 称 ] 通称 、 星 の ツボ 。 星 
の 音素 が 集中 し 、 記憶 粒子 が 吹き 上 げ て いる 
ポイ ント の こと 。 大 地 の フ ォ ン スロ ッ ト の 中 で も 、 と 
くに 記憶 粒子 の 放出 量 が 多い 10 ヵ 所 の フォ ンス 
ロッ ト を 総称 し て 、 セ フ ィ ロ ト と 呼 忌 。 この セ フ ィ ロ ト 
の 所 有 権 を 巡り 、 創世 暦 時 代 初頭 に セ フ ィ ロ ト 
戦争 が 勃発 し た 。 

セ フ ィ ロ ト ツリ ー 芳忠 玉 【 呼 称 】 外 殻 大 地 を 支 
える セブ フィロ ト の 柱 の こと 。 パッ セー ジリ ング に よっ 
て 大 量 の 記憶 粒子 を 放出 する よう 制御 され た セ 
フィ ロト が 、 上 昇 す る に つれ て 木 の 枝 の よう に 裾 
広がり に な る こと か ら 、 こう 呼ば れる よう に な っ た 。 

第 七 音 譜 術士 (セブ ンス フォ ニ マ ー) 
【 職 業 】 第 七 音素 を 使う 譜 術 士 の こと 。 外傷 治 
療 や 解毒 を 行なう 治療 士 (ヒー ラー) と 、 預言 を 
詠む 預言 士 (スコ アラ ー) の こと を 指す 。 訓練 次 
第 で 操れる よう に な る ほか の 音素 と は 違い 、 第 
七 音 素 を 扱う に は 天性 の 素養 が 必要 で ある 。 
第 七 音 譜 術士 で も れ ば 、 だ れ で も 訓練 次 第 で 
預言 を 詠 ゆ ある よう に な る が 、 惑星 預言 だ け は ロ 
ー レ ライ 教団 の 導師 と 同等 の 力 を 持た な いと 、 
詠み 上 げ る こと は で き な い 。 

第 七 音 素 ( セ ブン ス フ ォ ニム ) 罰 恋 【 呼 称 ] 
BD2695 年 に 、 サザ ンク ロス 博士 に よっ て 発見 
され た 7 番目 の 音素 。 プ ラ ネ ッ トス トー ム に よっ て 
記憶 粒子 と 第 一 音素 一 第 六 音 素 が 結合 し て 
で きた も の で 、 ほか の 音素 の よう に 特定 の 属性 
を 持た な い 。 第 七 音 素 は オー ルド ラン ト の 誕生 か 
ら 消滅 に 至る まで の 記憶 を 有 し て いて 、 第 七 音 
諸 術 士 が 扱え ば 未来 の 出来 事 を 預言 する こと 
が で きる 。 記憶 粒子 が も と と な っ て 発生 し て いる 
第 七 音 素 に は 、 微量 だ が 障 気 が 混在 し て い 
る 。 強い 障 気 を 含ん だ 第 七 音素 を 大 量 に 体内 
に 取り 込ん だ 場合 、 体内 に 障 気 が 蓄積 し 、 死 
に 至る こと も ある 。 た だ し 、 外 殻 大 地 に お いて 一 
般 の 第 七 音 譜 術士 が 普通 に 使用 し て いる ぶん 
に は 、 ほぼ 問題 は な い 。 

セミ ナビ ッ ツ 諸島 功 『 枯 位 【 地 名 ・ 施 設 】 ペン デ 
ロー ク 大 陸 南 西 に ある 、 大 小 多数 の 島々 か ら な 
る 地域 。 マク ス 帝 国領 内 の 人 が 住む 地域 と し 
て は も っ と も 多く の 自然 が 残さ れ 、 人 々 の 生活 
も 近代 化 さ れ て いな い 側 面 が 多数 見 られ る 。 

セラ ー フ 詞 功 『 可 剛 【 生 物 】6 枚 6 色 の 美しい 羽根 
を 持つ 伝説 の 鳥 。 古 よ り 平和 と 幸運 の 象徴 と 
され る 。 結晶 界 が 栄華 を 誇っ た 時 代 か ら この 伝 
承 は 語り 継が れ て お り 、 クロ アセ ラフ と クリ ノ セ ラ 


フ の 兄弟 は 、 この 鳥 に ちな ん で フロ ー ラ に 名 付 
けら れ た 。 

セラ フィ ッ ク ハ ー ツ 功 K9E 一 [武具 】 ソ フィ が 装備 
する リス ト の ひと つ で 、 名 前 の 由来 は 『 テ イル ズ 
オプ ハー ツ 』。 同 作 に お いて 、 単 一 の 感情 や 
精神 の 性 質 を 「 ス ピリ ア 」 、 さま ざま な スピ リア で 
構成 され た 心 そ の も の を 「 ス ピル ー ン 」 と 呼び 、 
七色 の 結晶 は それ ぞ れ ヒロ イン ・ コ ハク の スピ 
ルー ン を 模 し た も の と な っ て いる 。 また 籠 手 部 分 
は 、 全 ス ピリ ア の ネッ トワ ー ク サー バ と し て 造ら れ た 
「 機 動 結晶 城 サン ドリ オン ] で 、 シロ ナガ スク ジラ 
に 似せ た サン ドリ オン 全体 の うち 、 頭 部 が あし ら 
われ て いる 。 

ゼラ ン 功 可 馬 [人 名 】 北 の 門 を 守る 青 騎 士 の ひひ 
と り 。 ボク ナム の オー ガ の 様子 が お か し いと 通報 
を 受け て 、 ボク ナム の 森 へ 入る 。 青 騎 士 の 中 で 
も 精鋭 で も あっ た ゼラ ン で あっ た が 、 スポ ッ ト に 巣 
食わ れ 凶 暴 化し た オー ガ の 前 に は な すす べ が 
な か っ た 。 

セル シウス 玉 可 得 【 晶 村 】 水 の 大 晶 報 。 グラ ンド 
フォ ー ル が 及ぼ す 悪 影響 で 自分 を 見 失い 、 ペイ 
ル テ ィ を 凍り 漬け に し て いた 。 威勢 は いい が 繊 
細 な 性 格 。 イフ リー ト が 苦手 。 玉村 【 精 填 】 水 
の 神殿 を 守る 、 氷 の 精霊 。 魔術 と 格闘 技 を 駆 
使 し た 冷徹 な 戦い を くり 広げ 、 その 名 も 「 蒼 ざめ 
し 永久 氷結 の 使徒 |[。 サフ ァ イ ア に よっ て 契約 
で きる 。 

セル シウス の 涙 芽 了 語 5【 そ の 他 】 セ ル シ ウ ス の 
洞窟 に 生え る 氷 の 花 。 その あま り の 浴 た さ に 、 
周囲 の も の を 凍ら せる 力 が ある 。 素手 で 触る と 
凍傷 に な る た め 、 ペ ン ギ ニス トミ トン が な けれ ば 
持つ こと すら 叶わ な い 。 グラ キ エ ス の 暴走 に よ 
り 巨 大 化し て いる が 、 本 来 は 人 間 の 両手 で 包 
め る ほど の 大 き さ し か な い 。 

セル ディ ア 騙 可 得 【 人 名 】 現 イン フェ リア 王国 王 
妃 セ ルディ ア の こと 。 自身 の 美貌 を 磨き 、 これ を 
保 た せる こと と 、 罪人 の 処刑 を 見 物 す る の が 趣 
味 で 、 逆 に 平民 と 接する こと を 嫌う 。 王妃 の 座 
に 固執 し て お り 、 国王 が ほか の 女性 と 関わ り を 
持つ の を 許せ な い 。 この た め 、 王 の 宙 愛 を 受 
け て いた ロナ に 、 自分 と 王 の 関係 が 悪化 し て い 
る 責任 を 取ら せる べく 詰め 寄り 、 服毒 自殺 に 追 
い 込 ん で し まっ た 。 母親 を 自殺 させ た 居心地 の 
悪さ か ら 、 王 が レイ シス に 高い 地位 を 与え た こと 
を 黙認 し た 。 

セル ディ ク 功 : 欄 【 人 名 】 リ チャ ー ド の 叔父 。 王 
位 筑 奪 を 狙っ て 暗躍 し 、 実兄 で ある ファ ー デ ィ ナ 
ント 四 世 や その 息子 リチャード の 命 を 狙う 。 一 度 
は アス ベル の 父 アス トン に も 共謀 を 迫っ た が 、 ア 
スト ン が 頑 な に 拒ん だ た め 、 の ちの スト ラ タ と の 間 
で 交わ され た 秘密 裏 の 協定 に お いて 、 内 乱 を 
傍観 する 見 返り に 、 ラン ト 領 を スト ラ タ に 差し 出し 
て いる 。 王 の 死後 クー デ タ ー を 起こ し 、 王位 継 
承 権 を 持つ リチャード を 追い 込む が 、 デ ー ル 公 
の 協力 の 下 王位 奪還 を 成 し た 彼 の 手 に よっ て 
玉座 で 死 を 遂げ る 。 碧 筋 ゆ え の 鋭 いま な ざし 
は 、 彼 の 野望 を 有 簡 する こと も な く 賛 える た めか 、 
多く の 騎士 に 恐れ られ て いた 。 

記憶 粒子 (セル パー ティ クル ) 葉 : 苑 環 【 呼 称 ] 
地 核 に の み 存 在 する 、 惑星 燃料 の こと 。 本 来 
は 地上 の フォ ンス ロッ ト か ら わ ず か に に じみ 出 て 
いた も の だ が 、 プラ ネッ トス トー クム 完成 後 は 一 部 
が 第 七 音 素 へ と 姿 を 変え 、 オ ー ル ドラ ント を 絶え 
ず 循 環 す る 恒久 的 エネ ルギー と な っ た 。 


( そ さ ざさ ヽ ー ニ では) 四 啓 本 一 沙 寺 ら (〒ー す %・ ア テー マ ざ は) 書 頭 洛 


の ノ 


は ざき ー( 克 M ぎ 全 ) 通 源 


ウン 


原 界 人 (セル レイ ド ) 芳本 種族 原 界 に 生き : 
る 人 間 を 指す 言葉 。 結晶 界 が 栄え た 時 代 、 結 ・ 
晶 人 に 比べ て 生命 力 あ ふれ る スピ リア を 持つ た ・ 


め に スピ リア を 挫 取 され る と いう 運命 を た どっ た 。 


セレ ー ナ ・ ク ロウ 画 還 欄 【 人 名 】 テ ィ トレ イ の 姉 : 
で 21 歳 。 深緑 に 輝く 髪 を 持つ 、 長身 の 美しい ・ 
女性 。 テイ トレ イ が 悪い 事 を し な いよ う 、 ぎゅ っ と ・ 


頭 が し まる お し お き サ ー ク レッ ト を つけ させ て いる 、 
と いう ウワサ が まこ と し や か に ささ や か れる ほど 、 


弟 へ の 教育 に 熱心 。 街中 の 男 の あ こ が れ の 的 ・ 
で ある に も 関わ ら ず 恋 の ウワサ が な い の は 、 弟 ・ 
が 心配 な の と 、 彼 が 一 生 懸 命 に セレ ー ナ に 近 づ ・ 
く 男 を 追い 払っ て いる か ら 。 以前 旅 の 途中 の ハ ・ 
ッ ク に 一 目 ぽ れ さ れ て お り 、 ハッ ク が よく 訪れ る ・ 
ジ ベ ー ル の 家 に は 彼女 と お ぼ し き 女 性 の 思い 出 ・ 


の 絵 が 残さ れ て いる 。 


セレ ステ ィ ア 騙 可 科 【 世 界 】 ェ ター ニア を 構成 す ・ 
る 世界 の ひと つ 。 韻 晶 霊 の 影響 に よっ て 空 に : 
は 暗雲 が た れ 込 め 、 雷 唱 霊 が 生み 出す 雪が 頻 ・ 
繁 に 鳴り 響い て いる 。 日 中 で も 日 が 当たら な いた ・ 
め に 暗く 、 気温 も 低い 。 イン フェ リア と 比べ る と 工 : 
業 が 発達 し て いる の 特徴 。 地 晶 霊 の 恩恵 に よ * 
る 金属 、 鉱物 加工 技術 と 、 雪 品 霊 の 恩恵 に よ ・ 
る 電気 の 活用 法 は 、 唱 霊 技師 た ち に よっ て それ ・ 
ぞ れ 錬金術 、 電磁 気 学 と し て まとめ られ 、 今 日 : 
の セレ ステ ィ ア が 工業 的 発展 を 遂げ た 休 と な っ * 
て いる 。 国 と いう 概念 は な く 、 武力 で 他 者 の 頂 ・ 
点 に 立っ た 総領 主 が すべ て の 権限 を 持っ て 支 ・ 
配 し て お り 、 その 下 に 地方 を 治め る 地方 領主 た : 
ちがい る 。 し か し 誰 も が 総領 主 、 領主 に 挑む 権 ・ 
利 が 与え られ 、 これ に 勝つ こと で 立場 が 入れ 替 ・ 
わる 。 この こと か ら 戦 乱 が 絶え ず 、 昨日 の 領主 : 


が 今日 は 物 妥 い を や っ て いて も お か し く な い 。 


セレ ステ ィ ア 人 罰 加 得 【 種 族 ] セ レス ティ ア 人 と イ ・ 
ン フ ェ リ ア 人 の 違い は 、 額 に エラ ー ラ が つい て い ・ 
る こと 、 そし て 有 髪 の 色 と 肌 の 濃 さ 。 し か し そん な ・ 
外見 的 特徴 以上 に 異な っ て いる の が 、 内 面 的 ・ 
な 部 分 で ある 。 セレ ステ ィ ア の 人 々 は 極度 の 個 ・ 
人 主義 で あり 、 忠誠 心 や 愛国 心 な どの 概念 が ・ 
存在 し な い 。 常 日 頃 か ら 武 力 を 行使 し た 革命 や ・ 
勢力 争い の 結果 を 見 続け て いる た め 、 物事 は ・ 
いい 悪い で 決ま る る の で は な く 、 また 正義 が 絶 * 
対 で は な いと いう こと を 経験 的 に 知っ て いる 。 こ ・ 


の よう な 物騒 な 状況 に 慣れ きっ て いる た め 、 


人 々 に は 和 観 主義 者 が 多く 、 むし ろ 平 和 で 穏 
や か に 暮らし て いる よう に さえ 見 える 。 親子 間 に : 
上 下関 係 は な く 、 愛情 は ある も の の 、 実力 主義 ・ 
か らく る 競争 社会 の た め に 家族 の 結び つき は 希 ・ 
薄 。 これ は セレ ステ ィ ア 人 に は 名 前 し か な く 、 一 
族 を 表わす 名 字 が な いこ と か ら も うか が える 。 子 ・ 
供 は 通常 10 歳 で 成人 し た と 見 な され 、 自力 で 生 ・ 
きる こと を 要求 され る 。 結婚 に いた っ て も 愛情 は : 
ある も の の 、 基本 的 に は 生活 能率 向上 の た め * 
の 共同 生活 と 認識 され る 。 セレ ステ ィ ア 人 は クレ ・ 
ー メ ルケ イジ に 晶 霊 を 宿 し て も 、 晶 寺 術 を 使う こ : 
と が で き な い 、 これ に は 唱 霊 た ち に 敬意 を 表す : 
こと は あっ て も 、 信仰 する と いう 概念 を 持た な い ・ 


こと が 影響 し て いる の か も し れ な い 。 


セレ ステ ィ ア ン 功 回 科 【 呼 称 ] セ レス ティ ア 人 の : 
こと 。 セレ ステ ィ ア 人 が 自分 た ちの こと を 呼ぶ と き ・ 


に の み 使 用 され る 。 


セレ ス ・ ワ イル ダー 功 E 和 [人名 】 ゼロ ス の クル : 
シス の 輝石 を 預かる 異母 妹 。 彼女 の 母親 は 神 ・ 
子 の 座 を 娘 に 与え る た め ゼ ロス の 母 を 殺し 処刑 さ * 


れ た 。 その 事件 を 受け 、 南 の 島 の 修道 院 に 軟禁 
され て いる 。 た だ し 彼女 自身 は 兄妹 それ ぞ れ の 
母親 に よる 泥沼 の 事情 を 知ら ず 、 異母 兄妹 で あ 
る こと が ふた り の 仲違い の 原因 と 思い 込ん で い 
る 。 本 当 は 兄 ゼ ロス の こと が 気がかり で な ら ず 、 ま 
た 自由 春 放 な 彼 に 多少 の 奴 如 心 も ある 。 

セレ ニア の 花 入 誠 斑 【 極 物 】 フ ォ ン スロ ッ ト に 群生 
し や すい 白い 花 。 夜 に な る と 咲き 、 淡い 光 を 放 
つ 。 陽 の 光 の 差し 込ま な い 魔 界 で 繁殖 する 、 
た だ ひと つの 花 で ある 。 


ゼ レ ン 湿 原 罰 『 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 イー スタ リア 大 
陸 南 部 に 広がる 湿原 。 季節 に と ら わ れず さま ざ 
まな 植物 が 生育 する 一 方 で 、 バイ ラス の 巣窟 に 
も な っ て いる 。 中 心 に は 泉 が 広がり 、 最深 部 に 
有 眠る 聖 獣 イー フォ ン の 力 の 影響 で 、 その まわ り で 
は 四季 の 花 が すべ て 咲く と いう 非常 に 珍し い 
現象 が 起こ る 。 

駆動 魔 導 器 (セロ スプ ブラ ステ ィ ア ) 功 記 狂 [ 麻 
導 器 】 大 型 船舶 や 可動 機構 の 動力 と な る 魔 導 
器 。 形状 は 用 途 に よっ て さま ざま 。 

ゼロ ス ・ ワ イル ダー 編 『 臣 筐 [人 名 】 マ ナ の 血族 
ワイ ル ダ ー 家 に 産ま れ た 、 テ セ アラ 側 の 神子 。 重 
い 宿 命 と 業 を 背負 っ た 運命 を 半ば 諦め 、 持 々 と 
し た お 調子 者 を 演じ な が ら 生 き て いる 。 王立 研 
究 院 付属 学問 所 を 主席 で 卒業 し た と の 触れ 込 
み は 怪 し い が 、 頭 の 回 転 が 速 く 、 周囲 の 状況 を 
常に 冷静 に 観察 、 分 析 す る な ど 、 非常 に し た た 
か な キレ 者 。 神子 を 放棄 する 見 返り に 、 コレ ッ ト 
と ロイ ド の 情報 を 、 ク ル シ ス と レネ ゲー ド の 双方 に 
流し て いる 。 ちな み に 世 界 の 女性 は すべ か らく 
己 の ハニ ー、 と 胸 を 張っ て 公言 する その 言動 か 
ら 、 性 格 は 推し て 知る べし 、 で ある 。 

ゼロ ム 芳 * 駐 【 そ の 他 】 [スピ リア に 棲む 魔物 」、 
「 夢 を 喰う 怪物 」 と 噂 され る 存在 。 デス ビル 病 の 
原因 と され 、 人 の スピ ルー ン に 寄生 し て 肉体 や 
精神 を で た ら め に 暴走 させ 、 スピ リア を 触 む 。 そ 
の 正体 は 、 か つて 結晶 界 に お いて 生み 出さ れ 
た 思念 兵器 。 結晶 人 た ち は ゼ ロム の 力 で 原 界 
人 の スピ リア を 吸い 取り 、 それ を 糧 に 更 な る ゼロ 
ム 開 発 を 行なっ た 。 リチア が 長年 に 渡り 封印 し 
て きた が 、 彼女 の 力 が 弱まっ た こと で 復活 。 リ チ 
ア が 身 を 隠す コハク の スピ ルー ン 片 に 吸い 寄せ 
られ て いる 。 また 本 来 は 人 の スピ リア の 中 で の 
み 存 在 で きる 生き 物 だ が 、 ガル デニ ア の 復活 に 
よっ て 実体 化し 、 クリ ー ド の 手 で 150 万 体 に 及ぶ 
ゼロ ム が 原 界 に ば ら ま か れる 。 

ゼロ ム ス ト ー ン 罰 * 本 剛 【 道 具 ]】 セロ ム を 操る 力 
を 持っ た 石 。 最高 位 の 思念 術士 で ある クリ ー ド 
だ けが 生成 の 技術 を 持っ て お り 、 彼 の 守護 機 
士 で ある イン カロ ー ズ も 身 に つけ て いる 。 リチア 
の 力 で 封印 され スピ リア だ け の 存在 に な っ た クリ 
ー ド は 、 原 界 人 に 寄生 し な が ら ゼ ロム を 操る た め 
に これ を 使用 し た 。 先帝 ジル コ ニ ア が 「 継 眼 
石 」 を 肌身 離さ ず 持 っ て いた の は 、 ジル コ ニ ア 


に 寄生 し て いた クリ ー ド 自身 が 、 継 眼 石 、 す な わ 
ち ゼ ロム スト ー ン を 必要 と し て いた か ら で あ る 。 な 
お この 「 継 眼 石 ] は 正体 を 知ら れる こと が な いま 
ま 、 宝玉 と し て 現 皇帝 パラ イ バ に 受け 継が れ 、 
婚約 者 カル セ ド ニ ー に 贈ら れる と いう 、 数 奇 な 


洗顔 石鹸 堅 KE 柚 【 道 具 】 石鹸 の うち 、 と くに 顔 を 


洗う こと を 目的 に 作ら れ た も の 。 その 多く が 肌 に 
優し い 、 泡 切 れ が よい 、 な どの 効果 を 語っ て お 
り 、 包装 も 総じて 小 綺 麗 に 作ら れ て いる 。 セイ 
プル ・ イ ゾ レ で は 煙 石 か ら 作 っ た と いう セレ プ 感 
あふ れる 洗顔 石鹸 が 売ら れ て お り 、 パス カル の 
よう な 例外 を 除け ば 大 概 の 女性 は 心 を と きめ か 
せ て いる が 、 マリ ク に 言わ せる と 「 信 じ ら れ ん 値 
段 ] ら し い 。 


セン サス 罰 回 助 [神話 ・ 伝 承 】 天上 に 住ま う 


神々 の うち 、 天界 と 地上 と の 融合 を 目指 す 人 々 
の 総称 。 か つて は 同じ 神 で あり な が ら 、 神 を 受 
け 地 上 に 堕 と と され た 人 間 に 対 し て 、 同情 的 ・ 
友好 的 な 感情 を 抱い て いる 者 が 多い 。 その た 
め 天 上 を 維持 する た め に 人 間 の 祈り を 必要 と し 
な が ら も 、 その 存在 を 受け 入れ な いと いう 状態 
は 、 世界 の 均衡 を 維持 する に は 不 自 然 で ある 
と 考え て いる 。 天地 の 融和 派 の 神々 に は 、 も と 
も と 系 統 だ っ た 治世 は 存在 し な か っ た た め 、 天 
地 分 離 を 唱え る ラテ ィ オ と の 戦い が 始ま る と 、 魔 
神 ア スラ を 総 大 将 と する 自発 的 な 組織 が 生ま 
れ 、 の ち に セン サス 軍 と し て 軸 権 を 握る こと と な 
る 。 な お セン サス に 属す る 神々 は 一 般 的 に 粗野 
で 原始 的 な 者 が 多く 、 理屈 より も 本 能 や 本 質 
に 、 より 価値 を 見 出す 傾向 が 強い 。 その た め ラ 
ティ オ 側 か ら は 野 徐 で ある と 見 な され る こと も あ 
る 。 騙 可 一 【 種 族 】 レグ ゲス ヌ ム の ギル ド ダ ンジ ョ ン で 
棲息 が 確認 され て いる モン スタ ー で 、 太古 の 神 
で ある セン サス の 民 そ の も の 。 天地 の 不 完全 な 
融合 に 巻き 込ま れ て ダン ジョ ン の 奥深 くに 囚 わ 
れ 、 も は や か つて の 主 ア スラ の 姿 も 忘れ て し ま 
い 、 天 に 選 る こと も る 叶わ ず に さま よい 続け て い 
る 。 ダン ジョ ン 内 に 棲む ほか の モン スタ ー と は 比 


較 に な ら な い 強 さ を 誇 る た め 、 その 掃討 に は 腕 
利き の 証 で ある 、 ラン ク 10 の ギル ド メ ン バー し か 
挑む こと が 許さ れ て いな い 。 太陽 の 恵み を 奪わ 
れ た か の よう な 、 青白 い 肌 が 特徴 。 

セン シビ ピア 臨 可 欄 【 国 名 】 アレ ウー ラ 大 陸 の 西 
に 位置 する 小さ な 島国 で 、 アス ピス ・ バ ロー ネ 
国王 が 治め て いる 。 アレ ウー ラ と は 制度 や 風習 
が 異な り 、 異端 者 狩 り の よう な 差別 は 存在 し な 
い 。 温暖 な 気候 に 恵まれ 、 稲作 を 中 心 と し た 
農業 が 盛ん 。 し か し 、 教会 が セン シビ ア で 生命 
の 法 の 実験 が 行なっ た こと に より 、 真夏 に 降雪 
する な ど 、 深刻 な 異常 気象 に 悩ま され た 。 


セン チュ リオ ン 斬 5R 語 9【 種 族 ] ラタトスク の し も 


べ 。 8 体 が 存在 し 、 それぞれ が 光 、 闇 、 火 、 
水 、 風 、 地 、 雷 、 氷 を 司る 。 自分 が 司る 属性 の 
魔物 を 配下 と し 、 世界 の マナ の 調整 を 役割 を 
担っ て いる 。 主 で ある ラタトスク の コア 化 に 伴い 、 
自分 た ちゃ コア 化し 、 各自 の 祭壇 で 眠り に つい 
て いた 。 セン チュ リオ ン は 死ぬ こと は な く 、 大 ダメ 
ー ジ を 受け て も コア 状態 に 戻る だ け で 、 世界 か 
ら マ ナ が 枯れ ぬ 限 り 何 度 で も 復活 する 。 


セン チュ リオ ン ・ コ ア 騙 棒 語 9【 呼 称 】 休 眠 状態 


の セン チュ リオ ン が と る 蘭 や 蒼 、 も し く は 卵 の よう 
な 形態 。 コア は ラタトスク が 解放 する こと で 目覚 
め 、 活動 を 再開 する 。 大 ダメ ー ジ を 受け た セン 
チュ リオ ン は 強制 的 に コア 状態 へ と 戻り 、 己 の 
祭壇 で 力 を 蓄え る 。 コア 状態 に ある セン チュ リオ 
ン は 力 を 制御 で きず 、 結果 的 に を その セン チュ リ 
オン が 司る マナ が バラ ンス を 崩し 、 暴走 状態 と な 
る 。 世界 が 異常 気象 に 見 舞 わ れ た の も この た 
め 。 また 、 触れ て いる 者 を 狂わ せる 性 質 を 持 
ち 、 ソル ム の コア を 手 に し た ブル ー ト が 突如 区 変 
し 、 己 の 野望 を 叶え る た め に 暴走 し 始め た の 
は 、 この 性 質 に よる 。 ちな み に コ ア が 眠る 祭壇 
は 、 己 が 司る 属性 の マナ に 偏り が ある 場所 に 設 
けら れ て お り 、 それ は か つて 精霊 が 封印 され て 
いた 神殿 と 場所 を 同じ くす る 。 


仙 桃 訪 鐘 [ディ スカ バリ ー】 ひ と 口 食べ れ ば 


不老 不死 に な れる と いう 伝説 を 持つ 貴重 な 
桃 。 大 変 高価 な も の で 、 一 般 人 が 目 に する 機 
会 は ほとん ど な い 。 調合 の 道 を 極め よう と する 
人 な ら 誰 し も 、 一 度 は 仙 桃 で グミ を 作る こと を 夢 
見 る と いう 。 

セン トト レー サー 罰 可 障 【 就 具 ] マム ー ト ギル ド 
で 扱わ れ て いる 、 ギル ド グ レ ー ド の 褒章 品 の 短 
剣 。 邪 な る 者 を 追い 詰め 切り 刻む 刃 は 、 血 で 
染まっ た よう な 真紅 の 刀身 が 特徴 的 。 刃 が 大 き 
く 扱 いや すい た め 、 武器 の 心得 の な い 人 間 で 
も 振る うこ と が で きる 。 


セン トビ ナー 玉 訪 王 【 地 名 ・ 施 設 】 マ ルク ト 軍 


駐屯 軍用 の 司令 部 の ある 街 。 グレ ン ・ マ ク ガ ヴ 
ァ ン が 常駐 し て いる 。 監視 台 や 譜 術 に よる 迎撃 


シス テム は 備わっ て いる も の の 、 街 事態 に 物 々 
し さ は な く 、 花 と 緑 に 囲ま れ た 活気 の ある 街 並 
み で ある 。 ほか の 地域 で は 育た な い 珍 し い草 花 
を 栽培 し て いる 。 採取 され た 草花 は 調剤 士 に よ 
っ て グミ や ボトル に 加工 され 、 街 の 薬屋 で 販売 
され る 。 この 土地 が 草花 の 成長 に 適し て いる の 
は 、 ソ イル の 木 に 守ら れ て いる か ら だ と 考え られ 
て いる 。 


全裸 功 可 贈 【 現 象 】 が カレ ポス の ジャ ング ル に 住む 


ポッ ゥ じい さん の 身上 で 、 文字 どおり 完全 な る 裸 
な 状態 を 指す 。 衣服 を 文明 社会 の 象徴 と 考 
え 、 それ を 捨て る こと で 人 間 の 本 質 に 人 迫 ろ うと 
する 彼 に と っ て 、 全裸 と は 魂 の 解放 その も の 。 
た だ し ポリ シー を 完全 に 貫く に は 倫理 的 に いろ い 
ろ と 問題 が ある た め 、 人 が 訪れ る 可能 性 の ある 
全 間 は 、 脱ぐ の は 上 半身 に と ど め て いる 。 


ソイ ル の 木 久 誠 議 【 植 物 】 樹 齢 2000 年 と 推測 さ 


れ て いる 、 セ ント ビ ナ ー の 象徴 と な っ て いる 大 
樹 。 か つて 、 な ん ら か の 原因 で 枯れ か けた と 
き 、 周囲 の 草花 まで が 全 減 し か か っ た こと が あ 
る 。 者 マク ガ ヴ ァ ン が その 因果 関係 を 研究 し て 
いる が 、 いま だ 真相 は 明か され て いな い 。 


演 我 罰 避 一 [現象 】 古 刻 語 で は ネル フェ ス 。 意志 


が 宿っ た 海 、 ま た は 海 そ の も の が 溶 我 で ある 。 
人 間 の それ と は 形 が 違う も の の 漠然 と し た 意志 
を 持っ て いる た め 、 メル ネス と は 直接 意志 の 交 
感 を 行なう こと が で きる 。 また 、 メル ネス 以外 の 
人 々 に 接触 する こと も あり 、 間接 的 で は ある が 
意志 の 交感 を 図れ る 。 そもそも 浴 我 と は この 世 
界 の 生命 の 源 で あり 、 その エッ セン ス は 海 や 大 
気 を 通じ て 世界 中 に 充満 し て いる 。 浴 我 の 力 
は 爪 術 を 使用 する 際 の 源泉 で も あり 、 この 力 は 
沖 我 か ら 与 えら れ た 恩恵 と され る 。 世界 に は 短 
り の 浪 我 と 静 の 消 我 が 存在 し 、 猛 り の 浪 我 は こ 
の 星 で 生ま れ 、 と も に この 星 で 生ま れ た 水 の 民 
の 守護 者 と 考え られ る 。 一 方 の 静 の 浪 我 は こ 
の 星 の 外 か ら 来 た と され る が 、 詳細 は 判明 し て 
いな い 。 


演 我 砲 訪 避 陽 【 設 備 】 本 来 は 宇宙 移民 船 に 備 


えつ けら れ た 主砲 。 の ち に 陸 の 民 の 祖先 が 改 
造 し 、 六 我 の 力 が エネ ルギー 源 と な っ た た め 、 
新た に 浴 我 砲 と 名 付け られ た 。 深 我 砲 の 仕組 
み は 、 水 の 民 の 体 を 器 に 見 立て て その 中 に 済 
我 の 力 を 強制 注入 し 、 水 の 民 の 爪 術 能力 を 爆 
発 的 に 高め て 行使 する と いう も の 。 器 と な っ た 
も の は 注入 され た 浪 我 の 力 に だ け で な く 、 高 ま 
っ た 爪 術 に も 耐え きれ な いた め 、 精神 的 に 破壊 
され て し まう 。 この よう な シス テム に 改造 し た の 
は 、 水 の 民 と 浪 我 を 使う こと で 従来 の 主砲 より 
効率 的 に 圧倒 的 な 破壊 力 を 産み 出せ た こと に 
よる 。 さら に 、 敵対 勢力 の 人 間 を 道具 と し て 使 
い 捨 て る こと に 何ら 疑問 を 感じ ず 、 むし ろ 利 点 
と 見 な し て いた こと が うか が える 。 浪 我 へ の 同 
調 率 が 高い ほど 砲撃 の 破壊 力 が 増す た め 、 メ 
ルネ ス は 格好 の 触媒 と され て いた 。 し か し 触媒 
と し て 使用 し た メル ネス の 破損 率 が 高く 、 出力 
の 調整 も 不可 能 だ っ た こと か ら 、 の ち に この 考 
え は 改め られ た 。 砲撃 の 射程 は 器 と な っ た 者 の 
意識 が 及ぶ 範囲 に 限ら れ て いる た め 、 遺跡 船 
の 大 き さ と 比較 する と さほど 長く は な い 。 当然 な 
が ら 、 元 創 王国 時 代 に 遺跡 船 が 水 の 民 の 手 に 
渡る と 、 この 忌まわしい 兵器 は 封印 され た 。 本 
編 で ヴァ ー ツ ラフ が 浴 我 砲 を 使用 し た 際 は 、 触 
媒 が シャ ー リ ィ と ステ ラ だ っ た た めそ の 効果 は 絶 


大 な も の と な り 、 標高 12000m の 空 割 山 を 一 撃 
で 消滅 させ た 。 


蒼 獣 様 盆栽 臨 * 臣 本 【 作 品 ] バビ ログ ラー ド の お 土 


産 。 小さ な 鉢 に 入っ た 樹木 の 枝葉 が 、 蒼 獣 様 
の 姿 を 模 し て 整え られ て いる 。 横 に 張り 出し た 
枝 を 蒼 獣 様 の マフ ラー に 見 立て て いる あたり に 
造形 美 が 感じ られ る 。 ほか に 、 蒼 獣 様 の 姿 が あ 
し ら わ れ て いて 、 食事 時 に は いつ も あり が た い 
気持 ち に な れる 「 蒼 獣 様 湯のみ ] も オス ス メ 。 


爪 術 太 可 職 【 術 ・ 技 】 清 我 の 力 を 源 に し て 発動 


する 能力 。 浪 我 の 力 は 海 や 大 気 を 通じ て 世界 
中 を 満た し て お り 、 あら ゆる 生物 は 生命 活動 を 
通じ て これ を 体内 に 取り 込み 、 蓄積 し て いる 。 
この 体内 に 蓄え られ た 洲 我 の 力 を エネ ルギー に 
転化 し 、 攻撃 と と も に 放出 する の が アー ツ 系 爪 
術 で ある 。 一 方 で 、 自ら を 取り 囲む 湾 我 の 力 に 
働き か け 、 術 を 行使 する の が プレ ス 系 爪 術 と な 
る 。 テル ク ェ ス も 爪 術 の 一 系 統 に あたる が 、 これ 
は 水 の 民 に し か 使え な いこ と か ら 、 一 般 の 爪 術 
と は 見 られ て いな い 。 洪 我 と の 力 の や り 取 り に 
は 意志 交感 が 不可 欠 で あり 、 これ が 一 段階 進 
むと 爪 術 が 聖 爪 術 へ と 変化 する 。 仮に 浪 我 ま 
た は 爪 術 使用 者 の 心 が 閉 ざさ れ た 状態 に な り 、 
意志 の 交感 が 不可 能 な 状態 で は 爪 術 が 使え 
な い 。 陸 の 民 の 人 々 が 突然 爪 術 を 使え を なくなっ 
た 事例 も ある が 、 これ は 覚醒 し た メル ネス が 猛 り 
の 溶 我 と 人 々 の 交感 の 遮断 を 促し 、 沖 我 自身 
も 人 々 と の 交感 を 停止 し た こと が 原因 だ と 思わ 
れる 。 水 の 民 と 違い 、 か つて の 陸 の 民 を 祖 と す 
る 人 々 は 、 最初 か ら 爪 術 を 使え を た わけ で は な 
い 。 人 々 が 爪 術 を 使え る よう に な っ た の は 近年 
の こと で あり 、 長い 年 月 を 経て 猛 り の 浴 我 と 意 
志 の 交 感 を 行なう 方 法 を 自 に つけ て きた と も 、 
猛 り の 我 と は 違う 何者 か が 介在 し た と も 、 単 
に 体質 が 変わ っ た た め と も さま ざま な 憶測 が 立 
て られ る 。 


爪 術士 薦 回 内 【 呼 称 】 爪 術 を 使う 者 の 総称 。 大 


ま か に は 直接 攻撃 を メイ ン と する アー ツ 系 爪 術 
士 と 、 呪文 に よる 攻撃 を メイ ン と する プレ ス 系 爪 
術士 の 2 系 統 に 分 けら れる 。 ちな み に シ ャ ー リ ィ 
が 使う 呪文 は 古代 呪文 と 呼 ば れる 特殊 な も の 。 


創世 力 訪 可 馬 [神話 ・ 伝 承 】 原 始 の 巨人 が も た 


らし た 、 どん な 願い を も 叶え る 力 。 すさ まじ い 力 
を 持つ た め 番 人 ケル ベロ ス に よっ て 守ら れ 、 彼 
が 認め た 者 に の み 、 その 力 を 行使 する 権利 が 
与え られ る 。 授 か 昔 に 世界 が 天地 に 別れ た の 
は 、 罪人 た ちの 追放 の 地 と し て 地上 が 造ら れ 、 
神 の 力 を 奪わ れ た 存在 と し て 「 人 間 ] が 生み 出 
され た か ら だ が 、 それ ら を 可能 に し た も の こそ 創 
世 力 だ と され る 。 な お この 使い 方 と し て は 、 
神々 の 間 で も 解釈 が 分 か れ 、 ラテ ィ オ で は 「 献 
身 と 信頼 、 そ の 証 を 立て よ さす れ ば 我 は 振る 
われ ん 」 と いう 、 使 用 者 の 道義 を 問う 言葉 と し 
て 、 セン サス で は 「 使 用 者 の も っ と も 愛す る 者 を 
和 牲 に する こと 」 と いう 、 血 を 伴う 暴力 的 な 力 の 
証 と し て 伝わっ て いる 。 


創世 暦 時 代 の 遺跡 薦 誠 議 [地名 ・ 施 設 】 創 世 


暦 時 代 に 作ら れ た 建築 構造 物 の こと 。 パッ セー 
ジリ ング の 設置 され て いる 場所 は どこ も 太 厳 な 
遺跡 に な っ て いて 、 現在 で は 再現 不可 能 な 高 
い 技 術 が あちこち に 用 いら れ て いる 。 また 、 神 
殿 内 部 に は 、 創世 暦 時 代 に 作ら れ た 人 工 的 な 
魔物 や 譜 業 人 形 が 生息 し て いる ほか 、 年 代物 
の 譜 業 や 音 機関 が 数 多く 残さ れ て いる 。 また 、 


要 麻 ら 寺 殿 頭 蜂 喜一 せ は 


の クダ 


本 政 


十 世 中 ぐー 


2 の グー 


遺跡 内 に は 修理 用 の 譜 業 人 形 が 常駐 し て い 
て 、 パッ セー ジリ ング に 小さ な 故障 が 生じ た 際 
は 、 自動 で 修理 が 行なわ れ て いる 。 な か に は 、 
ロニ ー ル 雪山 の 遺跡 の よう に 、 2000 年 と いう 長 
い 月 日 が 地形 を 変化 させ 、 遺跡 と 外界 が つなが 
っ て し まっ て いる 場所 も ある 。 


僧兵 範 語 且 【 職 業 ] 施 会 の 私 兵 。 力 で 戦う 騎士 


団 に 対し 、 こ ちら は プリ セ プ ツ を 操っ て 外敵 の 
排除 や 、 傷 の 治療 な ど を 行なう 。 騎士 団 と は 
指揮 系 統 が 異な り 、 また その 方 針 に も 違い が あ 
る た め 、 こと ある た びに 騎士 団 と 対立 し て いる 。 


総領 主 監 得 [文化 】 全権 を 掌握 し 、 セレ ステ ィ 


ア を 支配 する 人 物 。 武力 で 勝ち 上 が っ た 者 が 
その 座 に 就く の が 習わ し で 、 誰 も が 総領 主 に 戦 
争 を 仕掛 ける こと が で き 、 これ に 勝つ こと で 立 
場 が 入れ 替わる 。 現在 で は バリ ル が 前 総領 主 
ビリ アル を 倒し 、 総領 主 に 納まっ て いる 。 し か し 
実際 に は 、 バリ ル の 妻 シ ゼル が 夫 の 死 を 隠し て 
その 地位 を 利用 し て いた 。 


ソウ ルキ ャ リバ ル 功 諾 動作 品 】10 年 ほど 前 、 


ウィ ンド ル 中 の 少年 た ち を 夢中 に し た 、 大 人 気 バ 
トル 漫画 。 独学 で 習得 し た 軍 の 機密 と 言い 張る 
ヒュ ー バ ー ト の 戦闘 スタ イル は 、 た いそ うな 文献 
で も な ん で も な く 、 た だ この 漫画 の 主人 公 を 真 
似 た も の で ある 。 


ソー サラ ー リ ング 和男 議 [道具 】 レ ンズ 技術 を 


応用 し て 作ら れ た 指輪 で 、 表面 か ら 熱 と 光 を 
発する 。 現在 より も 和 件 か に 高い 技術 力 を 誇っ て 
いた 天地 戦争 時 代 に 制作 され 、 ファ ンダ リア 王 
家 に 伝わっ た と 見 られ て いる 。 視 可 得 【 人 道具 】 
レム か ら 授かっ た 、 光 斉 霊 の 力 が 宿っ た 指輪 。 
熱 光 線 を 発射 する こと が で きる 。 押 5【 道 
具 】 熱 線 を 発射 し 、 そ の 衝撃 で スイ ッ チ を 作動 さ 
せ た り 、 標的 を 発火 、 解凍 する こと が で きる 、 
指 輸 状 の 道具 。 太 加 本 【 道 具 】 バズ ルプ ー ス 
で 活躍 する アイ テム 。 ピュ ン ピ ュ ン 、 せっ せ と パ 
ズル を 解き ましょ う 。 罰 訪 贈 【 道 具 】 鶴 律 符 の 
一 種 。 チー グル 族 は 、 ユリ ア と の 契約 の 証 と し 
て この ソー サラ ー リ ング を 持っ て お り 、 リン グ の 力 
で 人 間 と 会 話 を する こと が で きる 。 また 、 音素 
の 結 唱 体 を り リング に 染み こま せる こと で リン グ に 
譜 が 刻ま れ 、 装備 者 に 新た な 力 が 発現 。 ミュ ウ 
が 会 得 し た ミュ ウ ア タッ ク は 第 二 音 素 、 ミュ ウフ ァ 
イア 2 は 第 五 音 素 、 ミュ ウ ウ イン グ は 第 三 音素 の 
結晶 体 で それ ぞ れ 譜 を 刻ん だ こと で 宿っ た 力 に 
よる も の で ある 。 加 鏡 【 道 具 】 大 気 中 の エア 
ル の 一 部 を 熱 や 光 に 変換 し て 照射 する 指輪 。 
魔 核 や 魔 導 器 に は 及ぶ べく も な い が 、 エア ル を 
利用 する た め に 現在 新た に 構築 され た ノウ ハウ 
と し て は 、 魔 導 器 研究 者 に と っ て 非常 に 意義 
深い も の で も ある 。 


ー TOD - 


ソー ディ アン 功 器 位 【 技 術 】 天地 戦争 時 代 に 作 


られ た 局 地 戦 用 決戦 兵器 。 高 純度 の レン ズ を 
用 いた コア クリ スタ ル は 、 卓 術 と いう 超自然 的 な 
力 を 生み 出す ほか 、 使用 者 の 人 格 が 投射 され 
て お り 、 ソー ディ アン と マス ター と の 相互 作用 に 
よっ て 圧倒 的 な 破壊 力 を 生み 出す こと が で き 
る 。 造ら れ た ソー ディ アン は 6 本 だ っ た が 、 その う 
ちの ひと つ ソ ー デ ィ ア ン ・ ベ ル セ リ オス は 、 天上 
王 ミ クト ラン と の 戦い で 破損 し 消息 不明 に な っ た 
と 考え られ て お り 、 現存 する ソー ディ アン は ディ ム 
ロス 、 アト ワイ ト 、 シャ ル テ ィ エ 、 クレ メン テ 、 イク ティ 
ノ ス の 5 本 と され て いた 。 失わ れ た は ず の ベル セ 
リオ ス が 、 ミク トラ ン の 意識 に 乗っ 取ら れ た まま で 
発見 され た こと で 、 世界 は 第 二 の 天地 戦争 の 
危機 を 迎え る こと に な る 。 罰 9 引 【 技 術 】 天 地 
戦争 時 代 、 ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オス 博士 と 科学 
者 チー ム に より 、 対 ミク トラ ン 戦 用 に 開発 され た 6 
振り の 決戦 兵器 。 ソー ディ アン 最大 の 特徴 は 、 
特殊 な レン ズ で 作ら れ た コア クリ スタ ル と 呼ば れ 
る 心臓 部 に 、 オリ ジ ナ ル と な る 人 間 の 人 格 を 投 
射す る こと で 当 人 と 同じ 思考 を 持つ と いう こと 。 
投射 し た 時 点 で の オリ ジ ナ ル と 同じ 考え 方 、 同 
じ 感 じ 方 、 同じ 知識 を 持っ た 剣 、 も し く は 剣 の 中 
に も う ひ と り の 自分 が いる と 考え れ ば 理解 し や 
すい 。 これ に より 使い 手 と 剣 が 意思 の 疎通 を 
果たし て 同調 し 、 自分 の 力 と レン ズ の 力 を 互い 
に 引き 出し あい な が ら 、 相互 作用 で さら な る 力 を 
発揮 で きる 。 また 火 、 水 、 雷 等 、 ソ リー ディ アン ご 
と に それ ぞ れ 異な る 属性 を 持ち 、 お も る に 属性 に 
沿っ た 晶 術 が プロ グラ ム さ れ て いる 。 本 来 、 人 
間 は 唱 術 を 使用 する こと は で き な い の だ が 、 装 
備 し た 者 は これ を 行使 で きる よう に な る 。 ちな み 
に 、 ソー ディ アン は 自ら 考え 、 学習 し 、 会 話す る 
こと が 可能 で ある 。 ゆえ に いずれ は オリ ジ ナ ル と 
ソー ディ アン の 思考 に 誤差 が 生じ る こと が 懸念 さ 
れる が 、 完成 の 翌日 に は ミク トラ ン と の 決戦 が 行 
われ た た め 、 問題 は な か っ た 。 ソー ディ アン は コ 
アク リス タル を 破壊 され な い 限 り 、 永久 に 生き 続 
ける 。 し た が っ て 天地 戦争 終結 後 は を それぞれ 
眠り に 就 い て いた の だ が 、 神 の 眼 を 巡る 騒乱 
及び ミク トラ ン の 胎動 を 機 に 目覚 め る こと と な る 。 
千年 ぶり に 介し た 一 同 を 待っ て いた の は 、 悲 
劇 的 な 幕切れ だ っ た 。 


ソー ディ アン ・ オ リ ジ ナ ル 駐 55 少 [呼称 】 ソ ー 


ディ アン の コア クリ スタ ル に 、 自ら の 人 格 を 投射 
させ た 人 物 た ちの こと 。 基本 的 に は 、 天地 戦争 
時 代 に ソー ディ アン チー ム へ と 抜 握 さ れ た 6 名 、 
ディ ムロ ス ・ テ ィ ン バ ー、 アト ワイ ト ・ エ ックス 、 ビエ 
ー ル ・ ド ・ シ ャ ル テ ィ エ 、 ラヴ ィ イル ・ ク レ メ ン テ 、 イ 
クティ ノ ス ・ マ イナ ー ド が これ に あたる 。 し か し ベ 
ル セ リ オス に 関し て は 、 使用 者 で ある カー レル ・ 
ベル セリ オス で は な く 、 双子 の 妹 ハ ロ ル ド ・ ベ ル 
セリ オス の 人 格 が 投射 され て いる 。 一 度 コ アク リ 
スタ ル に 投射 され た 人 格 は 、 基本 的 に 上 書き 
する こと も 消す こと も る できない 。 


ソー ディ アン 研究 所 入 m 議 【 地 名 ・ 施 設 】 天 


地 戦争 時 代 に ソー ディ アン の 研究 ・ 開 発 が 行 
な われ て いた 研究 所 。 戦争 後に その 設備 を 残 
し た まま 廃棄 され 、 一 時 は 地下 に 埋没 し て いた 
が 、 ベル クラ ント の 攻撃 に よっ て 入口 が 地表 に 
現われ た 。 中 枢 部 へ の 道のり は 、 天才 科学 者 
と 言わ れ た ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オス 博士 の 趣味 
を 反映 し た か の よう な 、 いく つの も 仕掛 け で 封じ 
られ て いる 。 


ソー ディ アン ・ マ スタ ー 罰 少 [呼称 】 も と も と 
は ソー ディ アン チー ム に 所 属し 、 オリ ジ ナ ル と な っ 
た 者 達 の こと を 指す 。 し か し 神 の 眼 を 巡る 騒乱 
時 は ソー ディ アン と 使用 者 が 別個 の 人 格 で あっ 
た た め 、 ソー ディ アン に 選ば れ し 者 、 ソー ディ アン 
を 操る 者 と いう 意味 で 使わ れ て いる 。 この 時 マ 
スタ ー だ っ た の は 、 スタ ン ・ エ ル ロ ン 、 ルー ティ ・ カ 
トレ ッ ト 、 リオ ン ・ マ グ ナ ス 、 フィ リア ・ フ ィ リ ス 、 ウッ ド 
ロウ ・ ケ ル ヴ ィ ン の 5 人 。 敵 に 寝返っ た り オ ン を 除 
く 4 人 は 、 の ち に 四 英 雄 と 呼ば れ た 。 

ソー デス 箇 避 鐘 【 人 名 】 ヨー ム ゲン で 賢人 と 称え 
られ る クリ ティ ア 族 。 始祖 の 隷 長 が 残す 聖 核 が 
結界 魔 導 器 と な る こと を 知り 、 ロン チー に 命じ て 
入手 させ よう と し た 。 本 物 の ソー デス は 千年 以 
上 前 に 亡くな っ て いる が 、 フェ ロー が 創り 出し た 
幻 の 中 で 会 うこ と が で きる 。 

ソー ド ダ ン サ ー 功臣 剛 【 生 物 】 4 本 の 手 に さま ざ 
まな 武器 を 持ち 、 防御 と 攻撃 を 同時 に 行なう 謎 
の 存在 。 讃 術 戦争 時 代 に 非 業 の 死 を 遂げ た 
兵士 た ちの 音素 が うま く 音 譜 帯 に 戻ら ず 、 アル 
ティ メ テ ィ ッ ド の 音素 に 引き つけ られ 、 集合 ・ 実 
体 化し て し まっ た も の と 考え られ て いる 。 

ソー ドレ ジェ ン デ ィ ア 功 i 位 [武具 】 マ リク の 投 
刃 武器 の ひと つ で 、『 テ イル ズ オプ レジ ェ ン ディ 
ア 」 に 由来 。 世界 の 調和 を 表わす か の よう な 、 
美しい 意匠 を 持つ 。 

ソー マ 芳本 剛 【 呼 称 】 結 晶 人 フロ ー ラ が 、 スピ リ 
ア 同 士 を リン ク さ せる た め の 媒 体 と し て 創っ た も 
の 。 サン ドリ オン を サー バー と し 、 人 々 の スピ リア 
を つなげ る こと で 、 争い の な い 世 界 を 実現 し よう 
と し た 。 し か し 構想 は 未完 成 の まま 結晶 界 が 滅 
亡 。 ソー マ は 本 来 の 目的 が 知ら れ な いま ま 原 界 
に 残り 、 その スピ ルリ ンク 能力 か ら 、 心 の 傷 を 癒 
す 治 療 具 や 祭具 と し て 珍重 され て きた 。 近年 、 
使用 者 の 思念 と 特定 の 素材 を 用 いる こと で 武 
具 へ と 形状 変化 させ られ る こと が 判明 し 、 統一 
戦争 時 は 兵器 と し て 大 量 に 使用 され る 。 この た 
め 現存 する ソー マ の 多く は 攻 防 一 体 の 形 に 進 
化し て いる 。 な お 統一 戦争 以降 、 教会 に より ソ 
ー マ の 接収 が 行わ れ て お り 、 辺境 に 残る ご く 一 
部 の も の を 除い て 、 一 般 人 が 手 に する 機会 は 
か な り 少 な く な っ て いる 。 

ソー マリ ンク 功 可 剛 【 技 術 ]】 ソ ー マ の 力 で スピ リ 
ア を リン ク さ せる こと 。 互い の 理解 を 深め 、 絆 を 
結ぶ こと が 可能 に な る 。 過去 に フロ ー ラ に よっ 
て 提唱 され る が 、 当時 は 未完 成 の 技術 と され 
て いた 。 し か し シン グ ら の 絆 が 二 千 年 の 時 を 経 
て リン ク を つなげ 、 の ち に は ソー マ を 持た な い 
人 々 と も 数 々 の リン ク が 結ば れ て ゆく 。 

ゾ シ モス 台 長 功 避 得 【 人 名 】 イン フェ リア 王立 天 
文 台 長 、 ク ラウ ディ オ ・ ゾ シモ ス 。 69 歳 。 先代 
の 国王 の 時 代 か ら 王家 に 仕え て きた 曲 霊 学 
者 。 イン フェ リア に お ける 学会 の 最高 権威 で あ 
り 、 また 、 イン フェ リア で 初め て 、 地表 か ら オ ル バ 
ー ス 界面 の 距離 を 測る こと に 成功 し た 人 物 で も 
ある 。 学問 も また 政治 の 一 部 だ と 心得 て いる た 
め 、 た と えど ん な に 科学 的 根拠 が 明白 で も 、 王 
の 発言 に は 逆らわ な い 。 この た め 、 真実 を わか 
っ て いな が ら も 、 グラ ンド フォ ー ル を セレ ステ ィ ア 人 
の 陰謀 と し て 公表 し た 。 の ち に セレ ステ ィ ア に 渡 
り 、 ガレ ノ ス と と も に グラ ンド フォ ー ル 阻止 に 尽力 、 
本 来 の 学者 と し て の 責務 を まっ と うす る 。 意外 
な と ころ で は 、 アイ メン の サ グ ラ と 協力 し て 、 ラス ト 
フェ ン サ ー を 完成 させ て いる 。 聡明 で 斬新 な 発 


想 が で きる キー ル を 気に入っ て いる フシ が ある 。 

ソ デ ィ 訪 高 得 【 飲 食物 ] セレ ステ ィ ア の 料理 に 使 
われ る 調味 料 の 総称 。 セレ ステ ィ ア 料理 を エキ 
セン トリ ッ ク な 味 に し て いる 元凶 で 、 単体 で す で 
に 強力 な 味わい 。 セレ ステ ィ ア 人 は 料理 を 作る 
と き 、 気分 に 合わ せ て 適当 に ソ デ ィ を 入れ る た 
め 、 出来 上 が っ た も の は 非常 に 師 っ た 、 か つ ユ 
ニー ク な 味 に 仕上 が る 。 レッ ド ソ ディ は 胡 板 の よ 
うな 赤い 実 を 細か く 砕 いた も の で 、 と て も 辛い 。 
ホワ イト ソ デ ィ は 樹液 を 加工 し た も の で 、 白 渦 し て 
どろ っ と し た 液体 。 味 は 激しく 甘い 。 プラ ッ ク ソ デ 
ィ は 黒い 小粒 の 果実 で 、 砕い て 使用 し 、 味 は 
すご く < 苦い 。 パー プル ソ デ ィ に いた っ て は 、 と て 
も 辛く 、 すご く 苦く 、 激しく 甘い 味 で 、 し か を 原料 
が 植物 らし いと いう こと 以外 は 一 切 不 明 の 謎 の 
ソ デ ィ で ある 。 


ソ デ ィ ア 功 K 鐘 【 人 名 】 北 国 騎士 団 に 所 属す る 
フレ ン の 副官 。 彼 の 隊長 就任 と と も に 、 自身 も 
小隊 長 と な る 。 ゆる ぎ な い 理 念 を 貫く フレ ン に 心 
酢 し 、 自身 の 潔癖 な 性 格 も あっ て 、 フレ ン の 親 
友 ユ ー リ が 手配 書 まで 出回る 不良 青年 で ある こ 
と 、 フレ ン の 価値 観 や 行動 理念 に 異議 を 唱え る 
こと を 許容 で き な い 。 その 憎悪 は 日 増し に 募り 、 
つい に は ユー リ に 対し て 刃 を 向け る まで に な る 。 
対す る ユー リ は 彼女 の 敵意 に 気づい て いな が ら 
も 、 うる さがる 程度 で 取り 合わ ず 、 「 猫 目 姉 ち ゃ 
ん 」 と 称し て あし ら っ て いる 。 

その アレ 騙 可 障 【 そ の 他 】 女性 は も ちろ ん 男性 
で も 、 人 と し て ちょ っ と 恥じ らい を 感じ ず に は いら 
れ な い 、「 そ の アレ 」 。 自然 に 選 す 空中 散布 で 
すら 、 まわ り の 人 々 に 被害 を 及ぼ すこ と が ある く 
らい な の で 、 密 室 や 同 焦 し て いる 布団 の 中 で 
行なう な ども っ て の ほか で ある 。 エル マー ナ の よ 
うに 火山 地帯 の 硫黄 の 臭い に 紛れ て こっ そり 
[こく] の が 、 精神 的 ダメ ー ジ が 少な く て スマ ー ト 
か も し れ な い 。 自分 に と っ て も 相手 に と っ て も 。 

ソフ ィ 斑 * 諾 欄 【 人 名 】 ラ ント 裏山 の 花畑 で 眠っ て 
いた 謎 の 少女 。 幼い アス ベル に 連れ られ と も に 
過ごす が 、 王 都 地 下 に 現われ た 魔物 に 襲わ 
れ 命 を 落と す 。 し か し 7 年 後に 当時 と 変わ ら ぬ 
姿 の まま で 再び 彼ら の 前 に 現われ る と 、 か つて 
の 「 友 情 の 故 い 」 を 信じ 、 変貌 し た リチャード を 
救う た め に 、 アス ベル を 守り 戦う こと に な る 。 可 
憐 な 少女 の 容貌 に 似合わ な い 優 れ た 格闘 術 
を 使い こなす 理由 は 、 彼女 が フォ ドラ の 生命 体 

「 ラ ムダ ]」 娠 減 の た め に 造ら れ た ヒュ ー マ ノ イド で 
ある ゆえ 。 千年 前 の 損傷 で 記憶 が 破損 し 、 ラム 
ダ が 寄生 し た リチャード に 激しく 敵意 を 感じ て し ま 
う 理由 が わか ら ず 苦悩 し て いた 。 の ち に 修復 を 
受け て 記憶 を 取り 戻す と 、 妄信 的 に 任務 の 遂 
行 に 囚われ アス ベル ら と の 溝 を 深め る が 、 同時 
に 自分 を 案じ る 仲間 の 気持 ち を 理解 し よう と 葛 


藤 す る 。 アス ベル に 保護 され る まで 人 と 深く 関 
わっ た 経験 が な く 、 世情 や 感情 の 機微 に 疎い 。 
その た め マ リク か らい いよ うに 遊ば れる こと も し ば 
し ば で ある 。 好き な 食べ 物 は カニ タマ 、 大 切な 
人 は アス ベル 。 

ソフ ィ ア 芳 其 蘭 【 人 名 】 フェル マー と セー ガン の 
間 に 生ま れ た 娘 。 出産 を 間近 に 控え な が ら 心 
が すれ 違う ふた り の 仲 を 取り 持ち 、「 人 の 誕 
生 」 を 望ん だ ソフ ィ に よせ て 、 彼 女 の 名 前 か ら 
命名 され た 。 ちな み に ソ フィ ア は 智恵 や 攻 智 を 
意味 する 言葉 で も あり 、 フェ ル マ ー と セー ガン と 
いう 、 理系 カッ プル の 子供 に は 、 これ 以上 な い 
名 前 と 言え る 。 

ゾ フ ェ ル 氷 刃 海 入 誤 [地名 ・ 施 設 】 イリ キア 
大 陸 北 部 の 流水 地帯 。 毎年 決ま っ た 時 期 に な 
る と 流水 が 集まり 回 廊 海岸 に つなが る 陸路 を 作 
る 。 氷 に 無数 の 剣 が 突き 立つ 不思議 な 光景 
は 、 昔 帝国 と 海賊 が 戦っ た 跡 で 、 そ れ が 名 前 
の 由来 に も な っ た 。 中 心 部 に は エア ルク レー ネ 
が 存在 し 、 その 影響 で 凶暴 化し た 魔物 バイ ト ジ ョ 
ー が 棲み つい て いる 。 

ソ ポ チャ ナ の 滝 芳 語 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 バビ ロ グ 
ラー ド ・ 蒼 の 聖典 を 臨む 大 涯 布 。 標高 2 千 m 以 
上 の 山頂 か ら の 落下 は 世界 一 の 高 さ を 誇る 。 
滝 の 水 は 聖水 と し て 、 バビ ログ ラー ド の お みや げ 
も の 屋 で 売ら れ て いる 。 

空 飛ぶ 入れ 歯 事件 芽 紀 考 【 そ の 他 】 ク レス タ を 
舞台 に 、 突如 お じい さん を 襲う 忌 ま わ し き 事 件 
の 数 々 。 空 飛 ぶ 入れ 歯 事件 と は 、 少年 ふた り 
組 の 陰謀 に より 、 路上 で 突然 驚か され た お じい 
さん の 口 か ら 弾 丸 の ご と き ス ピー ド で 入れ 歯 が 
飛び 出し 、 通行 人 の 後頭 部 を 直撃 し て 負傷 者 
が 出 た と いう 惨事 の こと 。 また 、 同様 に 「 パ ン ツ 
の 中 に 蛇 事 件 」 等 数 々 の 事件 が ある が 、 標的 
は つね に お じい さん 、 そし て 犯人 は 黄色 と 水色 
の 髪 の 少年 ふた り 組 だ っ た と いう 。 し か し 先 の 
騒乱 で 家族 を 亡くし 、 クレ スタ に た どり 着い た も 
の の 身寄り の な い お じ いさ ん に と っ て 、 ふた り の 
少年 は 愛す べき 存在 で あり 、 腹 を 立て つつ も 
可愛 が っ て いる の だ っ た 。 


空 を 飛び た い の 男 の 子 功 『 基 斑 【 人 名 】 サ ニ イ タ 
ウン に 住む 、 羽 を 持つ ガ ジ ュ マ の 男の子 。 大 き 
く な っ た ら 空 を 飛ぶ の が 目標 らし い が 、 お じい さ 
ん か ら 「 夢 みた いな こと ば ぱっ か り い い お っ て 
の 」 と 言わ れ て いる と ころ を 見 る と 、 彼ら 一 族 
の 持つ 要 は 飾り 羽 た と 推測 され る 。 

ソル ト 駐 可 引 【 人 名 】 デ ュ ナ ミス 孤児 院 に 暮らす 
少年 。 いま ひと つみ ん な に うち 解け られ ず 、 家 
に 閉じ こも っ て 本 ば か り 読 ん で いた の だ が 、 カイ 
ル の 励ま し と ユニ ー の 誘い に よっ て 植物 を 育て 
る 楽し さき を 知り 、 少し づつ で は ある が 明る く 前 向 
き に な っ て いく 。 

ソル ム 罰 其 語 8【 セ ンチ ュ リ オン 】 地 の 属 性 を 司 
る セン チュ リオ ン 。 敵 を 幻惑 させ る こと を 得意 と 
し 、 デ ク ス が ロイ ドド や ブル ー ト の 姿 に 変化 で きた の 


も 、 ソル ム の 力 を 利用 し て いた た め 。 ソル ム 自 体 
は 睡眠 状態 に あり 、 コア を 手 に し た 者 た ち は つ 
ぎ つ ぎ と 暴走 状態 に 陥っ た 。 

大 煙 星 和 意 ( ソ ロモ ス ) 功 g 側 【 呼 称 】 煙 星 竜 の 
始祖 た る 存在 。 200 年 前 に ゾー オン ケイ ジ の 衛 
星 絶 対 守 護 シ ステ ム が 暴走 し た と き に 起動 。 さ 
ま ざ ま な 過去 や 理由 ゆえ に 世界 を 相手 に 力 を 
振る う 9 人 の 仲間 を 集め 、 | 十 芋 星 戦士 (テル 
マデ ィ ケ イド ) 」 と 名 乗っ て いる 。 地上 の 原 素 を 
奪い 集め る 所 行か ら 、 世界 を 滅ぼす 者 と し て 
恐れ られ て いる が 、 それ も また ラム ダ の 力 を 封じ 
る た め の 手 段 だ と いう 。 

ソロ ン 入 可 欄 【 人 名 】 忍者 軍団 の 首領 で あり 、 
自身 も 非常 に 優秀 な 忍び 。 身寄り の な い ジ ェ イ 
を 拾っ て 一 流 の 忍者 へ と 鍛え 上 げた 。 た だ し そ 
れ は あく まで も 自分 自身 の た めで あり 、 数 年 前 
に 遺跡 船 で の 任務 に 失敗 し た と き 、 ソロ ン は ジ 
ェ イ を 身代わり に し て 自分 だ け 逃 亡 に 成功 し て 
いる 。 普段 は 睦 革 無礼 な 態度 を 取っ て いる も 
の の 、 少し 頭 に 血 が 上 る と と た ん に 乱暴 な 言動 
へ と 変化 。 自分 以外 の 他人 は すべ て 自分 の た 
め に 存在 する 、 と 公言 し て は ば か ら な い 、 独 療 
的 な 性 格 の 持ち 主 。 


DARKEYE ?( ダ ー ク アイ ?) 玉 誠 簡 【 生 
物 】 忍者 の 里 の 住人 が 噂 する 、 巨大 な ひと つ 
目 の 魔 族 。 すず の 両親 や 忍者 た ち を 洗脳 し た 
張本人 で ある 。 

ダー ク か め に ん 功 *E 模 【 人 名 】 か め に ん 部 長 の 
息子 。 思春 期 特有 の 「 社 会 の レー ル に は 乗ら な 
い ぜ 」 的 思考 を こじ ら せ 「 ク ラス の 中 の 腐っ た マ 
ー ボ ー カ レー」 と 言わ れ た こと を きっ か け に 暗黒 寄 
り に 落ち 、 ダー ク か め に ん と な っ た 。 し か し まだ イ 
マイ チ 染 まり 切れ て お ら ず 、 縦列 駐 亀 車 で わざ 
と こす る だ と か 、 盗ん だ 亀 で 走り 出す と か 言い 
は する も の の 、 実行 に は 踏み 切れ て いな い 。 

ダー ゼン ・ ビ ー グ ラン 罰 店 斑 【 人 名 】 フ ァ ン ダリ 
ア 王 家 に 仕え て いる 重臣 の ひと り 。 イザ ー ク 王 
の 代 か ら の 忠実 な 臣下 で 、 イザ ー ク や ウッ ドロ ウ 
は も と より 、 配下 の 兵士 た ち に も 篤い 信頼 を 寄 
せら れ て いる 。 グレ バム が 加担 し た サイ リル 義勇 
軍 の 大 規模 反乱 で は 、 亡国 の 危機 に 混乱 を 
極め る 中 、 ウッ ポロ ウ た ち を ハイ デル ベル グ か ら 
脱出 させ 、 玉座 奪還 の 時 を 待っ た 。 一 人 称 は 
「 こ の ダー ゼン 」 。 

ダ ア ト 式 譜 術 入 5 欄 【 術 ・ 技 】 ロ ー レ ライ 教 団 に 
お ける 最高 レベ ル の 諸 術 。 歴代 導師 に の み 伝 承 
され て きた 。 正確 に は 、 譜 術 を 組み 込ん だ 体 術 
の こと で 、 衝撃 波 で 物質 を 消滅 きせ する も る の や 人 
間 を 自在 に 操る る の な ど 、 利用 方 法 は さま ざま 。 

第 一 超 振動 息 誠 本 【 現 象 】 同 位 体 に お ける 共鳴 
現象 の こと 。 同位 体 同士 が 互い の 発する 音素 
振動 に 千 渉 し あう こと で 、 音素 同士 の 結合 を 
解放 する サザ ンク ロス 効果 と いう エネ ルギー が 
発生 する 。 あら ゆる 物質 を 破壊 し 、 再 構築 させ 
る この 現象 は 、 大 気 すら も 消滅 させ る 絶大 な 威 
力 を 持つ た め 、 各国 で 軍事 転用 の た め の 研 究 
が 進め られ て いる 。 ル ー ク と アッ シュ の 音素 振 
動 数 は ロー レラ イ の 音素 振動 数 と 同じ で あり 、 
それ ぞ れ ひと り で も 超 振 動 を 発動 させ る こと が 
で きる 。 ルー ク と ティ ア の 間 に 起 こっ た 現象 は 、 
ティ ア が 使用 し た 諸 術 の 第 七 音 素 振 動 数 と 、 ル 
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ー ク 固有 の 音素 振動 数 が 同じ で あっ た た め に 
干渉 し 合っ た 、 いわ ば 疑似 第 一 超 振 動 で ある 。 
また 、 ホ ド 島 を 消滅 させ た と き の よ うに 、 フォ ミク リ 
ー 装 置 を 利用 し て 疑似 超 振 動 を 起こ すこ と も る 可 
能 だ が 、 これ ら 疑 似 超 振動 の 威力 は 、 本 来 の 
6 割 程度 で ある 。 

ダイ オプ テス 功 K 可 内 [人 名 】 古 の 時 代 、 マル ロ 
ワ で 暮らし た 数 学者 。 ふた つの 都市 に お ける 白 
い 月 の 南 中 高度 の 差 か ら 世 界 の 赤道 半径 を 算 
出 。 その 数 値 を お よそ 6400km と 定め た 。 

タイ ガー フェ ステ ィ バ ル 功 KE 便 [人 名 】 幼 少 時 
の アス ベル が 提案 し た 、 ソフ ィ の 名 前 候補 。 一 
度 は シェ リア の 猛 抗議 で 却下 され る も の の 、 そ 
れ を 覚え て いた ソフ ィ 自 身 に よっ て お 忍び リ チ ャ 
ー ド の 偽名 に 採用 され 、 リチャード 自身 も 気 に 入 
っ て し まっ た こと か ら 聡 明 な 王子 殿下 は な ん と も 
陽気 な 「 タ イガ ー フ ェ ス ティ バル あ に き 」 と な る 。 

大 顔面 の 石 騙 k 基 得 【 デ ィ ス カバ リー】 大 き な 顔 
を か た どっ た 石 。 か つて 近く に あっ た 犬 の 像 の 
混雑 緩和 の た め に 、 新しい 待ち 合わ せ ス ポッ ト 
と し て 作ら れ た や や 不 過 な 像 。 古代 カレ ギア 語 
で 「 合 わせ る 」 、 「 助 け 合 う } と いっ た 意味 の 名 
前 を 持つ が 、 あま り 知 られ て いな い 。 

ダイ ク 薦 諾 斑 【 人 名 】 ロ イド の 義理 の 父親 。 捨て 
られ て いた ロイ を 引き 取り 、 男 手 ひ と つ で 息子 と 
し て 育て 上 げた 。 剛 胆 で 愛情 に あふ れ 、 ロ 條 が 
境 過 を 負い 目 に 感じ 6 こと の な いよ う 、「 ド ワー フ 
の 碑 い 」 と 称す る さま ざま な 教え で その 成長 を 導 
く 。 世界 に わずか し か 確認 され て いな い ド ワー フ 
族 の ひと り で 、 腕 の よい 職人 と し て 引く 手 あ ま た 。 
エク スフィア を 制御 する 要 の 紋 の 作製 も 行なう 。 

ダイ クロ フト 和男 誠 往 [地名 ・ 施 設 】 地殻 の 上 に 
存在 する 空中 都市 の 中 核 を 担う 施設 。 都市 群 
全体 を 制御 すべ く 造 られ た 特別 な 都市 で 、 神 
の 眼 が 設置 され 、 ベル クラ ント を 擁し た 。 本 来 は 
新しい 歴史 の 幕開け の 象徴 た る る の の は ず だ 
っ た が 、 天上 軍 の 本 拠 地 と な っ た こと に より 、 
天地 戦争 末期 の 戦い の 舞台 と な る 。 戦争 終結 
後に 神 の 眼 を 分 離し 、 海中 へ と 沈め られ て い 
た が 、 ヒュ ー ゴ に よっ て 千年 の 眠り か ら 目 覚め 、 
再び 天 に 上 る 。 箇 玉 【 地 名 ・ 施 設 】 天 地 戦 
争 時 と 神 の 眼 を 巡る 騒乱 後期 に 存在 し た 、 空 
中 都市 の ひひ と つ 。 ダイ クロ フト に は 神 の 眼 が 設 
置 さ れ 、 それ に 伴っ て ベル クラ ント が 据え つけ ら 
れ た こと か ら 、 空中 都市 群 全体 を 制御 すべ く 造 
られ た 特別 な 空中 都市 だ っ た 。 本 来 は 歓迎 さ 
れる べき 存在 で あっ た が 、 ミク トラ ン の クー デ タ ー 
に より 、 天上 王 の 居城 、 天上 軍 の 拠点 と し て 
悪夢 の 象徴 と な っ た 。 天地 戦争 が 終結 する と 、 
神 の 眼 を 外さ れ た うえ で 他 の 空中 都市 と と も に 
海底 へ と 封印 され た 。 し か し 神 の 眼 を 巡る 騒乱 
時 、 ヒュ ー ゴ (ミク トラ ン ) に よっ て 封印 を 解 か れ 、 
再度 歴史 へ と 登場 し た 。 この と き の ダ イク ロフ ト 
及び 空中 都市 群 は 天地 戦争 時 代 の 反省 を 活 
か し て 、 侵入 者 迎撃 等 に 過剰 と も 言え る 防御 
体制 敷い て いた 。 ちな み に 、 底面 より 突き 出 
た 剣 状 の 部 分 が ベル クラ ント で ある 。 


大 公 玉 避 本 [呼称 ]】 ジ ャ ン ナ の 城 に 住ん で いる ア 


レ ウ ー ラ の 君主 、 セルシス ・ フ ェ ル ディ ナン ト の こ 
と を 指す 。 教会 に 所 属す る すべ て の 騎士 団 を 
統括 し 、 全 指 揮 権 を 持っ て いる 。 他国 ・ 多 種 
族 と の 争い に 消極 的 な 穏健 派 と し て 有名 で あ 
っ た が 、 病 に 伏せ て か ら は 、 ヴィ ン セ ント を 抑え き 
れず に 異端 者 狩り を 激化 させ て し まっ た 。 騎士 
団 の 全権 掌握 を 狙う アル バー ト の 計画 の 一 端 
で 、 殺害 され る 。 


対向 螺旋 封印 弄 避 欄 [技術 】 二 千 年 前 、 誕生 ま 


も な くし て 暴走 し た ガル デニ ア を 封印 する た め 
に 、 リチア と フロ ー ラ が 行なっ た 封印 術 式 。 サン ド 
リオ ン に リン ク す る リチア と 、 ガル デニ ア の コア と 
な っ た フロ ー ラ の 双方 か ら 術 式 を 展開 する こと に 
より 発動 する 。 し か し 封印 対象 側 の 術 者 その も 
の が 術 式 の 柱 と な る た め 、 フロ ー ラ は ガル デニ ア 
と と も に 肉体 と スピ リア を 縛り つけ られ る こと に な 
っ て し まっ た 。 


大 司教 ガル ヴァ ー ニ 騙 可 得 【 人 名 】 セイ ファ ー ト 


教 の 最高 位 、 大 司教 の 地位 に 立つ 老人 で 、 
王 都 イン フェ リア の セイ ファ ー ト 教会 を 任 さ れ て い 
る 。 国王 に 対し て 大 き な 発言 力 を 持っ て お り 、 
政治 に も 多大 な 影響 を 与え る 。 黒 体 を セイ ファ ー 
ト 再臨 の 吉兆 と 信じ 、 これ を 否定 する 者 を 許さ 
な い 。 自身 も 狂信 的 な セイ ファ ー ト 教 信者 で あ 
り 、 伝説 を 鵜呑み に し て セレ ステ ィ ア を 憎悪 する 
念 に 凝り 固まっ て いる 。 ビス トロ ・ シ ャ ン バ ー ル 
の ゲス ト に も 登場 し 、 自ら を ダイ ・ シ キョ ー と 名 乗 
り 、 身分 を 隠 そ うと し て いた 。 


大 樹 カ ー ラ ー ン 罰 * 計 械 [植物 ] エ ルフ が この 星 


に 移住 する 際 、 デリ ス ・ カ ー ラ ー ン か ら 移 植 し 
た 、 マナ を 生み 出す 大 樹 。 人 々 が マナ を 奪い 
合っ た 古代 大 戦 の 終結 時 、 新た な 世界 樹 の 
種子 で ある 、 大 いな る 実り を 残し て 枯れ る 。 


大 樹 暴走 騙 其 語 【 歴 史 】 コ レッ ト に よる 世界 再生 


の 旅 の 際 、 精霊 の 要 を 失っ た 状態 の 大 いな る 
実り が 歪ん だ 状態 で 発芽 し 、 暴走 し た 一 件 。 
大 樹 は 精霊 が 活性 化し て いた シル ヴァ ラン ト を 
襲い 、 数 多く の 街 や 人 々 、 建造 物 が 巻き 込ま 
れ て 甚大 な 被害 が 出 た 。 この と き 、 マル タ の 母 
親 も パル マコ スタ で 大 樹 暴走 に 遭遇 し 命 を 落と 
す 。 マル タ は この 一 件 を 再生 の 神子 コレ ッ ト の 
貢 任 と 聞き 及び 、 コレ ッ ト を 恨み 、 憎ん で いた 。 


隊商 騙 可 騙 [ 組 織 ・ 団 体 】 獣 や 次 賊 の 襲 来 に 


備え 、 隊 を 組ん で 交易 品 を 運ぶ 商人 軍団 。 隊 
の 規模 は それ ほど 大 きく な い が 、 いずれ も 身 の 
安全 と 商品 を 守る た め 、 腕利き の 戦士 で 前 後 
を 固め て いる 。 


大 消失 玉 簡 [歴史 】4354 年 に ダオス を 倒し た ク 


レス ら が 、 マナ の 過剰 な 流出 を 防ぐ た め に 、 世 
界 樹 ユ グ ド ラ シル に 法 術 「 バ リア ー」 を か けた 出 
来 事 。 魔 科学 兵器 に 代表 され る マナ の 大 量 消 


費 か ら 、 ユグドラシル と マナ 、 そし て 世界 その も 
の を 守る こと を 目的 と し て いる 。 その た め 精 霊 が 
生命 を 維持 で きる よう 一 定量 の マナ を 残し な が 
ら も 、 それ 以上 の マナ に つい て は 人 が も て あ そ 

ぶ こ と の な いよ う 、 厳格 に 封印 され た 。 ミン ト の 
法 術 は や が て 徐々 に 力 を 失っ て ゆく が 、 その 後 
は 長寿 の アー チェ が マナ の 制御 を 引き 継ぎ 、 封 
印 を 守る 役目 を 果たす 。 


対 消滅 臨 K 往 [現象 】 質量 が 等 し く 属 性 が 逆 の 


粒子 同士 の 衝突 に よっ て 、 エネ ルギー を 生む と 
同時 に 互い が 消滅 する 現象 。 本 来 は 大 き な エ 
ネル ギー を 生み 出す た め の 方 法 だ が 、 プロ トス 1 
の ソフ ィ が ラム ダ に 対し て 備え て いる 対 消滅 機 
能 は 、 た だ 互い の 粒子 を 相殺 させ 、 自分 と も ど 
も ラム ダ を 消滅 させ る こと に の み 目 的 が 置か れ て 
いる 。 エメ ロー ド は ソフ ィ に この 機能 を 搭載 し た こ 
と に より 、 彼女 を ラム ダ 抹 殺 の 決戦 兵器 と 位置 
2 で も 37 な 


大 晶 寺 騙 可 科 【 呼 称 】 自 ら が 司る 事象 に 属す る 


唱 霊 た ち を と り ま と め る 者 。 根元 唱 霊 、 統括 唱 
霊 、 高位 晶 霊 を 総じて 大 晶 霊 と 呼ぶ 。 グラ ンド 
フォ ー ル が 昌 霊 た ち に も 悪影響 を 与え る こと を 熟 
知 し て いて 、 これ を 止め る た め に リッ ド た ち に 協 
力 する 。 この と き 、 大 晶 霊 た ち は リ ッ ド た ちの 本 
心 と 覚悟 、 そ し て 性 根 を 見 る た め に 戦う こと を 
要求 する 。 も ちろ ん これ は テス ト の た め の 戦 闘 で 
あり 、 実際 に は 人 間 が 大 唱 霊 を 倒す こと は で き 
な い 。 大 曲 霊 は 自ら の 役目 と し て 、 人 間 た ち を 
見 守っ て いく こと も 課 し て お り 、 普段 は 自分 か ら 
干渉 し な いる の の 、 つね に 人 間 を 気 に か け 、 愛 
し て すら いる 。 


大 深度 空洞 帯 庫 鐘 [地名 ・ 施 設 】 テ ルカ ・ リ ュ 


ミレ ー ス 各地 の エア ルク レー ネ を つなぐ 溶岩 地 
帯 。 大 地 の 奥 深く 流れ る 溶 央 が それ ぞ れ の エ 
アル クレ ー ネ を 結び 、 エア ル の 流れ も また 世界 
を 満た し て いる 。 アレ クセ イ は 「 宙 の 戒 典 」 を 生 
み 出 す た め の 実験 の 一 環 と し て 、 特殊 な 環境 
で ある この 大 深度 空洞 帯 に も 注目 し て いた 。 


大 地 に 生き る ヒト 芳 誠 答 言 葉 】 種 族 の 垣根 ・ 


利害 の 対立 を 越え た 、 と も に 歩む も の と し て の 
気持 ち が 込 め ら れ た 言葉 。 クレ ア が ベル サス の 
演説 で 使っ た 一 館 。 


鋼 菜 演 け 臣 E 鞭 【 飲 食物 ] マ リク の 好物 。 タレ に 


漬け た 鯛 の 切り 身 を ご は ん に 乗せ 、 香り 高い お 
茶 を 回 し か け て いた だ く 、 簡単 に し て 奥深 い 料 
理 。 素材 の 味 を ふん だ ん に 楽し め 、 それ で いて 
散 沢 な 料理 に つき も の の 派手 さや 堅 昔 し さ は な 
く 、 古く か ら 6 文人 黒 客 に 親しま れ た 。 メイ ン の 食 
事 や 酒 の あと に 、 シメ の 一 品 と し て 食べ る と 格 
別 で ある 。 魚 を 焼き 鮭 に 変え た 「 鮭 茶漬 け 」 も 
大 変 お いし い 。 


隊長 画 O: 科 [職業 王 の 盾 に いた 頃 、 ユー ジー ン 


が 務め て いた 役職 。 王 の 盾 に は 四 息 と 呼ば れ 
る 4 人 の 手練 が いる が 、 任務 に 個人 的 感情 を 
持ち 込ん だ り 、 他 種 族 に 対し て 恐ろし く 残忍 だ 
っ た り と 、 腕 は 立つ が くせ 者 揃い 。 ユー ジー ン が 
彼ら を うま くま と め て いた が 、 隊長 職 を 退 い た こ 
と で 統率 が 取れ な いで いる 。 ワル トゥ だ け は 王 
国 へ の 忠誠 心 が 強 く 、 国 の 行く 末 を 案じ て 、 ユ 
ー ジ ー ン に 隊 に 戻っ て くる よう 幾度 も 説得 に や っ 
て くる 。 


大 沈下 騙 可 陽 【 現 象 】 陸 の 民 の 間 に 伝 わる 、 太 


古 の 洪水 伝説 の こと 。 荒れ 狂う 海 に よっ て 大 
陸 の 半分 が 水没 し た 大 災厄 と され る 。 大 沈下 


が 陸 の 民 に と っ て は 伝説 で も 、 水 の 民 に し て み 
れ ば 苦い 勝利 の 記憶 と し て 語り 継が れ て いる 。 
な ぜ な ら 大 沈下 は 、 4000 年 前 に 水 の 民 と メル 
ネス が 引き 起こ し た も の だ か ら で あ る 。 当時 の 先 
代 メ ルネ ス は 光 跡 細 を 使い 、 すべて の 陸地 を 
跡形 も な く 沈め よう と し た 。 も と も と は 陸地 も 陸 の 
民 が 光 跡 で 作り 出し た も の だ っ た の で 、 世界 
を 当初 の 姿 に 戻 そ や うと し た の だ っ た 。 し か し それ 
だ け の 規模 を 沈め る と な る と 膨大 な 力 が 必要 と 
な り 、 消 我 と 極限 まで 意志 交感 を 行わ な けれ 
ば な ら な か っ た 。 それ は すなわち 済 我 と の 一 体 
化 で あり 、 メル ネス 自身 の 自我 が 浪 我 に 溶け 込 
み 消 減 す る こと イコ ー ル 死 を 意味 し て いる 。 自ら 
の 命 を 犠牲 に し て 忌 ま わ し き 大 陸 を 消し 去る 決 
意 を 固め た メル ネス だ っ た が 、 自我 の 消 減 は 予 
想 以 上 に 早く 、 結果 的 に は 大 陸 の 東 半分 を 沈 
没 さ せ た 時 点 で 死亡 し た 。 こう し て 水 の 民 は そ 
の 目的 の すべ て を 果たせ な いま ま 、 次 期 メ ルネ 
ス が 出現 し な か っ た こと で 徐々 に 衰退 し て いっ 
た 。 た だ し 陸 の 民 へ の 復讐 は 時 を 経て も 忘れ 
て お ら ず 、 マウ リッ ツ が 本 編 で 画策 し て いた の 
は 、 シャ ー リ ィ を メル ネス と し て 覚醒 させ 、 彼女 の 
命 で 光 跡 相 を 軌道 し 、 残り の 大 陸 を 沈下 させ る 
こと に ある 。 

第 二 超 振動 監 55 欄 【 現 象 】 同 じ 質 の 第 一 超 振 
動 を 起こ せる 人 物 が ふた り い る と 起こ る 、 新た 
な 現象 。 互い の 超 振 動 が 干渉 し 合う こと で 第 
二 超 振動 へ と 移行 し 、 あら ゆる 音素 攻撃 を 無 
効 化す る 脅威 の 力 に な る 。 この 現象 は いま だ 
認め られ て お ら ず 、 理論 は 確立 し て いな い 。 

大 魔 導師 の お 古 騙 可 助 【 就 具 】 ギ ルド の 武具 性 
能 テス ト で 登場 する 防具 の ひと つ で 、 か つて テ 
ノ ス 地 方 で 活躍 し た と いう 伝説 の 大 魔 導師 が 
愛用 し た と され る 、 いか に も も っ た いぶ っ た ロー 
プ 。 実際 は 魔力 な ど 皆 無 の た だ の 服 で ある 。 

ダイ ヤ モ ン ド 功 j 層 【 道 具 】 オ リジン と 契約 する 
た め の 指 輪 。 超 古 代 都 市 を 滅ぼし た 男 た ちの ひ 
と り が 身 に つけ て いた た め 、 三種 の 武具 の ひと 
つ に 挙げ られ て いる 。 な お エタ ー ナ ルソー ド を 作る 
の に も 必要 だ が 、 この 場合 は 合成 され る わけ で は 
な く 、 2 本 の 剣 の 触媒 と し て の 役割 を 果たす 。 

ダイ ン 和男 鐘 【 人 名 】 | 麻 狩 り の 剣 ] に 所 属し て 
いる メン バー の ひと り 。 血の気 の 多い 同 ギ ルド に 
あっ て 、 珍し く 温 厚 な タイ プ の 青年 で 、 勝 病 さと 
勝手 な 行動 に よっ て ギル ド を 解雇 され た カロ ル 
に も 屈託 な く 接 する 。 ナン 以外 の 元 同僚 を 避け 
る カロ ル に と っ て は 、 数 少な い 気 を 許せ る 相手 
で ある 。 

ダヴ ィ ド ・ パ ラディ 功 KE 及 【 人 名 】 民主 制 を 敷く 
スト ラ タ で 、 選挙 に よっ て 選ば れ た 大 統領 。 自ら 
の 足 で 国内 を 視察 し 状況 を 把握 する 姿勢 と 、 
それ に 培 わ れ た 公正 な 目 は 、 庶民 を 中 心 に 高 
く 評 価 さ れ て いる 。 ラフ な 格好 で も 隠し きれ な い 
堂々 た る 態度 の 「 お 忍び 姿 ] で 国内 各地 に 出 
没 す る の は 、 一 部 で は 有名 な 話 で 、 最近 で は 
ロッ ク ガ ガン の 被害 調査 の た め 、 た び た び セイ プ 
ル ・ イ ゾ レ や その 近辺 の 砂漠 地帯 を 訪れ て い 
る 。 し か し クリ ー ン な イメ ー ジ を 裏付け る か の よう 
に 、 政治 基盤 や 資金 力 に 乏しく 、 と くに 財界 と 
の つなが り に お いて は 、 ライ バル で ある 政 商 オ 
ズ ウ ェ ル に 水 を 開け られ て いる 状態 。 スト ラ タ 国 
内 で の 煙 石 需要 の 増加 と 、 大 煙 石 の 活動 低 
下 を 受け 、 豊富 な 煙 石 鉱脈 を 持つ ラン ト の 採 
掘 権 を 狙っ て いる が 、 強硬 路線 を 主張 する オ 


ズ ウ ェ ル 派 に 対し 、 あく まで 平和 的 に 鉱脈 一 帯 
の 統治 権 獲得 を 目指 し て いる 。 


ダウ ジン グロ ッ ド 罰 誠 馬 【 道 具 】 地面 に 隠れ た 


水脈 や 鉱石 を 探し 出す 、“ ダ ウジ ング "に 使う L 
字 型 の 棒 。 両手 に 持っ て 歩き 回 り 、 棒 の 振れ 
方 で 目的 の も る の を 探す 。 ダウ ジン グ そ の も の に 
は 化学 的 な 根拠 は な く 、 占い の 要素 が 強い も 
の だ が 、 スタ ン た ち が 行 な を ば 百 発 百 中 で ディ ス 
カバ リー ポイ ント を 発見 で きる 。 再び 村 を 旅立つ 
スタ ン へ の 鱗 と し て 、 な ぜ バ ッ カ ス が この ロッ ド を 
選ん だ の か は 、 本 人 に し か わか ら な い 。 


ダオス 功 記 [人名 】 戦争 に より 減 びに 源 し た 


母 星 デ リス ・ カ ー ラ ー ン を 復活 させ る た め 、「 大 
いな る 実り ] を 求め て この 星 に 降り 立っ た 王 。 
優れ た 魔術 の 使い 手 で 、 時 間 転 移 の 技 も 使い 
こなす 。 一 度 は トリ ニク ス 、 メリ ル 、 マリ ア に よる 3 
人 の 法 術 師 に 封印 され た が 、 ユー クリ ッ ド 独立 
騎士 団 の マル ス ・ ウ ルド ー ル を 操り 復活 する 。 
大 いな る 実り を は ぐ く む ユ グ ド ラ シル を 守る こと を 
な に より も 優先 し 、 害 を 与え る 者 は 徹底 的 に 攻 
撃 。 その 圧倒 的 な 力 か ら 「 魔 王 ] と 呼ば れ 、 世 
界 中 を 混乱 に 陥れ た 。 目的 を 達成 する た め に 
手段 を 選ば な い 非 道 な 一 面 を 見 せる 一 方 で 、 
一 環 し て 不 必要 な 殺 毅 を 避け よう と し た り 、 ユ グ 
ドラ シル を 慈しみ 精霊 の 森 を 訪れ る な ど 、 大 国 
の 王 に ふさ わし い 才 知 を 持つ 人 物 で も ある 。 ク 
レス た ちと の 戦い に よっ て 無念 の まま に 命 を 落と 
す が 、 精霊 マー テル の 慈悲 に より 、 亡骸 は 大 
いな る 実り と と も に 母 星 へ と 帰還 し た 。 な お まだ 
この 世に 魔 科 学 兵器 が 登場 する 以前 の 3900 
年 代 、 すでに この 地 を 訪れ て いた ダオス は 、 精 
霊 の 森 に て 幼い ロディ と 出会っ て お り 、 この 選 
質 が その 後 の 両者 の 運命 に 多大 な 影響 を 与え 
て いる 。 


ダオス 戦役 功 議 【 歴 史 】 | 魔王]」 ダ オス と 、 クレ 


ス ら 時 空戦 士 た ちと の 戦い の 総称 。 両者 が 直 
接 刃 を 交え た 戦闘 と し て 、 4202 年 の ヴァ ル ハ ラ 
戦役 最後 の 戦い 、 4304 年 の 地下 墓地 の 攻 
防 、 そし て 4354 年 の 最終 決戦 の 3 つ を 指す 。 


タキ ー ト 工務 店 天王 [地名 ・ 施 設 】 王 都 バ ル 


カ の 水 回 り 工事 を 一 手 に 引き 受け る 大 手工 務 
店 。 カレ ギア 全土 で も まだ 珍し い 水 洗 ト イレ や 、 
趣味 と 実益 を 兼ね た 水車 式 打ち 風呂 を 開発 し 
た の も ここ 。 第 3 弾 の 商品 と し て 、 寝ぼけ 眼 の ま 
まで も 勝手 に 体 が 洗え る 、「 回転 プラ シ 式 自動 
ボディ ウォ ッシュ ルー ム 」 を 開発 中 。 


卓上 旅行 久 * 議 【 そ の 他 】 実 際 に 旅 に 出る の で 


は な く 、 卓上 に 地図 を 広げ 、 各地 の 写真 や 情 
報 か ら 情 景 を 想像 し て 旅 気分 に 浸る 行為 。 冒 
険 当 初 、 マ ルク ト 領内 に 土地 勘 が ある こと で 正 
体 が 明らか に な る こと を 懸念 し た ガイ が 、 自身 の 
趣味 と 偽っ た 。 


託宣 の 儀式 騙 避 欄 【 文 化 】 水 の 民 が 伝統 的 に 


行なう 儀式 。 メル ネス の 資格 を 持つ と 認め られ 
た 女性 が 祭壇 に 祈り を 捧げ 、 その 者 が 浪 我 の 
声 を 聞く こと が で きる と 儀式 は 成功 と 見 な され 、 
新た な メル ネス の 誕生 と な る 。 シャ ー リ ィ も 3 年 前 
に 託宣 の 儀式 を 受け た が 、 覚醒 段階 で メル ネ 
ス が 大 沈下 を 実行 し 陸 の 民 を 根絶 させ る 者 だ と 
知り 、 セ ネ ル を 殺す こと を た め ら いこ れ を 富 か に 
拒ん だ た め 和 失敗 と な っ た 。 この と き シ ャ ー リ ィ は 
意識 不明 の 重体 と な り 、 セ ネ ル と ステ ラ が これ 
を 治 そ うと エバ ー ラ イト を 探し に 里 を 出 た 際 、 ヴァ 
ー ツ ラフ 軍 に 発見 され 襲撃 の 元凶 と な っ た 。 以 
後 、 シャ ー リ ィ は 儀式 の 最 中 の 記憶 を 封印 し て 
お り 、 自分 が 儀式 に 失敗 し 仲間 の 期待 に 応え 
られ な か っ た こと に 罪 の 意識 を 感じ て いる 。 ま 
た 、 記憶 を 封印 し て も 心 に 刻ま れ た ショ ッ ク と ダ 
メー ジ は 隠せ ず 、 海水 に 触れ る と 体調 を 崩す と 
いう 病 を 生み 出し た 。 


タダ クト 功 避 内 [設備 】 元 創 王国 時 代 に 設置 され 


た 交通 機関 。 物理 的 に 離れ た 場所 に ある ダク ト 
同士 を 結び 、 瞬間 移動 を 可能 と する 。 移動 で 
きる の は 拠点 と な る マス ター ダク ト と 通常 の ダク ト 
間 に 限ら れ 、 通常 の ダク ト 同 士 で の 移動 は で き 
な い 。 マス ター ダク ト は ダク ト に 比べ て 設置 数 が 
少な く 、 人 々 が 発見 し た の は ウェ ル テ ス 前 に 設 
置 さ れ た も の の み と な っ て いる 。 建造 物 の 中 に 
設置 され た ダク ト は 空間 の ね じ れ の 影響 を 受け 
や すく 、 パズル プー ス と 呼ば れる 不思議 な 空間 
に つなが る こと も 多い 。 


猛 り の 演 我 訪 避 腸 【 呼 称 】 水 の 民 の 信仰 対象 た 


る 浪 我 の こと 。 静 の 注 我 と 区 別 す る た め に 、 セ 
ネル た ち に よっ て 便宜 的 に 名 付け られ た 。 名 前 
の 由来 は 色 り を 持っ て 敵 必 心 も 串 わ に 猛 っ て 
いる こと に よる 。 猛 り の 洲 我 は 宇宙 か ら 飛 来 し 
た 陸 の 民 の 祖先 に よっ て 陸 が 造ら れ 、 海 を 荒 ら 
され た こと に 激しい 怒り を 感じ て いる 。 さら に は こ 
の 星 で 長く と も に 時 を 歩ん で きた 、 水 の 民 が 殺 
され る こと に も 慎 り を 見 せる 。 セ ネ ル た ち に よっ 
て 衝 り を 静め られ た の ち は 、 大 いな る 済 我 と 呼 
ば ぱ ばれ た 。 


だ じゃ れ 郊 玉 *5 往 【 人 名 】 ダリ ル シ ェ イド 不動 産 


屋 に 隠居 する 老人 。 自分 を うな ら せ る ほど の や 
り 手 を 求め て 、 今日 も ネタ の 研究 に 余念 が な 
い 。 マリ ー の 素 の 突っ 込み に 一 度 は 撃沈 する 
も 、 その 後見 事 に 復活 を 果たし た 。「 わ し の セン 
ス に つい て これ る 奴 が いる ウチ ワ 、 まだ まだ 引退 
で きん な 」。 


壮 さ る 選評 一 畔 踏 柄 日 引 


ウン 


mL 人 AV ロマ ー 


2 のみ ダ 


ダナ 芳 誠 騰 [ 人 名 】 パ ピロ グ ラー ド に 住む ガ ジ ュ マ 


の 女性 で 、 オ ックス の 恋人 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ 
と を 分 か つ 理 不 尽 な 風潮 を な ん と か 乗り 越え た 
いと 考え て は いる も の の 、 根強い 偏見 に 悩ん で 
いる 。 整理 整頓 が 非常 に 苦手 で 、 自宅 の た ん 
す は 小さ な カオ ス と 化し て いる 。 と て も 若い 女性 
の も の と は 思え な い 。 


タナ カ さ ん 騙 可 腸 【 人 名 】 ギル ド ダ ンジ ョ ン の 観光 


を 生き 甲斐 に し て いる 初老 の 男性 。 ろく な 予備 
知識 も 装備 も な し に ふら り と ダン ジョ ン 観 光 に 出 か 
け て は 、 行く 先々 で 迷子 に な っ て いる 。 各地 の ギ 
ルド で し ょ っ ちゅ う 捜 索 願 い が 出さ れ て いる の を 見 
る と 、 何 度 や っ て も 懲り な い 性 分 らし い 。 


タナ トス 騙 可 本 [人 名 】 ラテ ィ オ に 属す る 神 の ひ 


と り で 、 地上 の 人 間 の 魂 を 狩る 役目 を 負っ て い 
る こと か ら 「 人 死神] と 呼ば れ た 。 職務 の た め に た 
び た び 地上 に 降り る な か で 人 間 の 女性 と 恋 を 
し 、 地上 を 搾取 の 対象 と し か 考え な い 天上 界 と 
訣別 し て 、 地上 で 暮らす こと を 決意 する 。 彼 が 
人 間 と の 間 に 設 けた 子孫 は 現在 も グリ ゴリ 族 と 
し て 、 人 間 や 転生 者 と は 異な る コミ ュ ニ ティ を 形 
成 し て いる 。 現在 は 「 ガ ー ド ル 」 を 名 乗り 、 グリ ゴ 
リ 族 に よる 地上 支配 を 目指 し て 創世 力 を 狙う 。 


タバ サ 芳 諾 代 【 人 名 】 ア ルレ テス タ に よっ て 造ら れ 


た 自動 人 形 。 ひと り で 暮らす 彼 の 身の回り の 
世話 を し て いる 。 本 来 は マー テル の 器 と な る ベ 
く 設計 され た 存在 で 、 彼女 そっ くり の 顔つき を し 
て いる 。 クル シス 襲撃 の 生き 残り を 装っ て 預け 
られ た ミト ス を 甲斐 甲斐 し く 世 話す る が 、 それ が 
プロ グラ ム さ れ た 機能 な の か 、 そ れ と も も と も と 
の 役割 め え の も の な の か は 定か で は な い 。 また 
無機 生命 体 で ある こと か ら 、 エク スフィア に 込め 
られ た 想い と 通じ 合え る と いう 。 


旅人 の 小屋 玉 * 入 [地名 ・ 施 設 】 フィ ッ ツ ガル ド 


西 の 海岸 近く に ある 小さ な 小屋 。 コミ ュ ニ 苑 と 
呼ば れる 老人 が 、 訪れ る 旅人 を 迎え て くれ る 。 
隠れ 家 的 な 立地 は 当て も な く 放浪 する 人 間 や 、 
すね に 傷 持つ 身 に も 好ま れ 、 と き に 流し の レン 
ズ 占 い 師 が 立ち 寄る こと も ある と いう 。 


タマ ラ 芳 廊 欄 【 人 名 】 レ ェ リ ダ ン め 組 の メン バー 


で 、 イエ モン の 右腕 と も 言え る 存在 。 若い 頃 か 
ら 明 る く 朗 ら か な 性 格 で 、 男 友 達 が 多い 。 地 核 
静止 作戦 開始 直後 、 リ グレ ッ ト 率 いる 神託 の 盾 
騎士 団 に よっ て 殺害 され る 。 


ダリ ス ・ ヴ ィ ン セ ント 罰 *5 王 【 人 名 】 サイ リル 義 


勇 軍 の リー ダー を 務め る 27 歳 の 男性 で 、 マリ ー 
の 夫 。 10 年 前 の 第 一 次 ファ ンダ リア 動乱 に 1 兵 
士 と し て 参加 し 、 敗残 兵 だ た っ た マリ ー を か くま っ 
て サイ リル の 街 で と も に 暮らし 始め 、 の ち に 結 
婚 。 その 後 地下 組織 と な っ た 義勇 軍 の 中 で 次 
第 に 人 望 を 集め る よう に な り 、 リー ダー と し て 擁 
立 さ れる よう に な る 。 ダリ ス 自 身 は 竹 健 派 で 、 フ 
ァ ン ダリ ア を 立憲 君主 制 国 家 に 変え る こと が 理 


想 だ っ た 。 し か し 組織 内 の 武闘 派 と た び た び 衝 
突 、 彼ら の 暴走 を 押さ え 切 れ な いま ま 国 軍 と の 
武力 衝突 に 発展 し 、 第 二 次 ファ ンダ リア 動乱 が 
勃発 する 。 リー ダー と し て 義勇 軍 を 率い ざる を 得 
な く な っ た ダリ ス は 、 国軍 に 追い 詰め られ た 際 に 
マリ ー を 崖 か ら 突 き 落 と し て 逃がし 、 ファ ンダ リア 
王国 軍 に 捕 ち えら れ 、 その 後 2 年 近く を 獄中 で 
過ごし た 。 神 の 眼 を 持ち 出し た グレ バム に よっ 
て 助け 出さ れ た 彼 は 、 義勇 軍 に 接触 を 図る グ 
レバ ム に 、 一度 は 共闘 の 理想 を 抱く 。 し か し そ 
れ は 自分 の 望ん だ 国 の 次 と は 異な る こと に 、 ま 
も な く ダ リス は 気付 か され た 。「 け れ ど 反乱 軍 が 
三 た び 鎮 圧 さ れ た と き に 、 罪 を 背負 う 誰 か が い 
な いと いけ な いな ら 、 リー ダー で ある 自分 が それ 
を 行なう べき だ | 。 すでに 反乱 軍 の シン ボル と し 
て 扱わ れ て いた ダリ ス は 、 敢えて グレ バム の 同 
盟 者 と し て 、 自分 の 責任 の 下 で 革命 を 推進 
め よ うと し た の で ある 。 妻 マ リー と 再会 し ウッ ドロ ウ 
ら の 手 で グレ バム が 倒さ れ た あと は 、 サイ リル の 
未来 を 背負 う 立 場 と し て ウッ ドロ ウ の 盟友 と な る 。 


ダリ ル シ ェ イド 範 位 [地名 ・ 施 設 】 中 央 大 陸 


の 北 半 分 を 統べる 、 セイ ン ガ ルド の 王 都 。 千年 
前 の 天地 戦争 後 、 世界 の 復興 活動 を 先導 し 、 
常に 国際 舞台 の 中 心 的 な 役割 を 担っ て きた 。 
初代 国王 ラヴ ェ ル は 国内 政策 に お いて は 優れ 
た 政治 能力 を 発揮 し 、 一 方 で 他国 の 制圧 に も 
精力 的 だ っ た 。 その た め セ イン ガル ド 本 国 で は 
「 幸 福 王 ] と 呼ば れる が 、 国境 を 接する ファ ンダ 
リア 側 で は 「 鮮 血 王 ] と し て 、 また 征服 の 危機 に 
直面 し た 国々 で は 「 高 壁 王 ]、「 斬 首 王 ] と さ 
れ 、 現在 で も 語り 継が れ て いる 。 オベロン 社 を 
初め と する 巨大 企業 を 多数 抱え 、 世界 経済 を 
支え る 国家 の 首都 に ふさ わし く 、 街並み は 洗練 
され て お り 住 民 の 暮らし も 豊か 。 街 の 奥 に そ び 
える 王城 は ハイ デル ベル グ 城 と 並び 、 歴史 的 
建築 物 と し て 知ら れ て いる 。 罰 5 放 【 地 名 ・ 
施設 】18 年 前 は セイ ン ガ ルド 王国 の 首都 と し て 
栄え 、 華やか な 都 の 代名詞 と され て いた 都市 。 
セイ ン ガ ルド 城 の 城下 町 と し て 規模 、 文化 レベ 
ル と も に 世界 最高 峰 だ っ た が 、 落下 し た 空中 都 
市 の 直撃 を 受け て 壊滅 し た 。 この と き セ イン ガル 
ド 城 に は 国王 だ け で な く 多 数 の 住民 が 避難 し て 
お り 、 これ が 信 と な っ て ほとん どの 者 が 死亡 し 
た 。 また 、 住民 の 避難 に あたっ て いた 七 将軍 も 
同時 に 死亡 し た も の と され て いる 。 現在 で は 生 
き 残 っ た 人 々 が 建物 の 残骸 に し が みつ く よ う に 
暮らし て いる 。 アタ モニ 神 団 の 援助 に よっ て 復 
旧作 業 も 行わ れ て いる も の の 、 住人 自身 が 生き 
る 希望 を な くし て いる た め 、 作業 は 遅 え と し て 進 
まず に いる 。 


タル カ 芳村 【 人 名 】 セイ ブル ・ イ ゾ レ に 住む 魔 


法 カ ル タ 好 き の 男 で 、 と くに 何 を する で も な く 、 
一 日 中 カル タ に 興じ て いる 。 遊び 方 指南 の ほ 
か 、 さま ざま な 難易 度 で 対戦 も る し て くれ る 、 初心 
者 か ら 上 級 者 まで 安心 の 相手 。 スト ラ タ 中 の 技 
術 者 た ち が 集 まる 学術 都市 だ か ら こ そ 許さ れ 
る 、 彼 の 気まま な 生き 方 、 羨まし い 。 


タル カロ ン 騙 誠 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 古代 ゲラ イオ 


ス 文明 時 代 に 建設 され た 巨大 建造 物 。 も と も と 
は 居住 用 の 建築 物 だ っ た が 、 の ち に 始祖 の 隷 
長 に 対抗 する た め の 兵 器 と な る 。 すべ て の 人 
間 の 命 と 引き 替え に 星 喰 み を 鎮め る た め 、 デュ 
ー ク が 復活 させ た 。 


タル ロウ X 功 議 【 譜 業 】 ディ スト が 作り 出し た 


二 足 歩行 の 小型 ロボ ッ ト 。 簡単 な 会 話 は 可能 
だ が 、 自ら 苦手 な 海 に 飛び 込む な ど 、 制作 者 
の 詰め の 甘 さ が 顕 著 に 表 わ れ て いる 。 
【 呼 称 】 ヒ ュー マ ノ イ の 研究 ・ 開 発 に 携わる エ 
メロ ー ド が 、 初め て 作り 上 げた 機械 人 形 。 樽 を 
科 徳 と させ る 寸胴 の ボディ と 頭 に ひら めく 裸 電 
球 、 そし て も は や 冗談 の よう な ふた つの マジ ッ ク 
ハン ド か ら 、 誰が 呼ん だ か 「 タ ル ロ ウ X | の 名 が 
つい た 。 製作 者 の エメ ロー ド に は 不 本 意 な 出来 
だ っ た よう で 、 まもなく 廃棄 する も の の 、 師 に あ 
た る コー ネル が わざ わざ 保管 し て お り 、 の ち に 研 
究 所 で 発見 され る 。 教え 子 の 処女 作 を 大 切 に 
取っ て お く 、 それ は コー ネル の 親心 に 似 た 愛情 
だ っ た の か も し れ な い 。 


ダン グレ ウォ ー カ ー 玉 鐘 [文化 】 ダン グレ スト 


と その 近郊 に 住む 若者 か ら 圧 倒 的 な 支持 を 集 
め る 情報 誌 で 、 ジュ ディ ス に 言わ せる と キャ ッ チ 
コピ ー は 「 ナ ウ な ヤン グ 向 け の デー トス ポッ ト 紹 介 
雑誌 ] 。 話題 の スポ ッ ト や グル ヌメ 情報 の ほか 、 
流行 の 武器 防具 、 果て は 、 最新 魔 導 器 に まつ 
わる 話題 が 、 隔週 発売 の 誌面 に ぎゅ っ と 濃縮 
され て いる 。 発売 日 当日 の ダン グレ スト で は 、 大 
通り や 酒場 で 、 特集 記事 に まつ わる あれ や こ 
れ や の 情報 交換 を する ハイ テン ショ ン な 会 話 が く 
り 広 げ ら れる 。 気 に な る 異性 と ふた り っ き り で 六 
うな ら 、 これ で 事前 に 予習 し て お く の が 鉄則 だ ! 
…… た だ し と き に は 、 あま り に 奇抜 で マニ アッ 
ク 、 漢 的 な 意味 で 熱 す ぎる 特集 に な る の で 、 購 
入 す る 際 に は 注意 が 必要 。 


ダン グレ スト 功 宮 久地 名 ・ 施 設 】 ギル ド ユ ニオ 


ン を 中 心 に 成り 立つ 巨大 な 街 。 多種 多様 な 人 
間 が 入り 混じり 、 混 添 と し た 雰囲気 を 醸し 出し て 
いる 。 数 多 の ギル ド の 巣 窓 で あり 、 ギル ド の 発言 
力 が 非常 に 大 きい こと か ら 、 街 全 体 に 反 帝 国 の 
声 が 根強い 。 な お 不思議 な 効果 に より 常に 
暮れ の よう な 空 に 覆 わ れ て いる の が 特徴 。 


ダン ゴヤ ガニ 玉 * 宮 駐 【 デ ィ ス カバ リー】 ノ イシ ュ 


タッ ト の 西海 岩 で し ば し ば 見 られ る 小型 の カニ 。 
砂 の 中 の 微生物 を 捕食 する 際 に 、 砂 を 丸め て 
口 に 運ぶ 姿 か ら 、 そ の 名 が つい た 。 磯 の 風味 
豊か な ダシ が 取れ る の で 、 ノイ シュ タッ ト っ 子 の 
御 御 御 付 け に は 欠か せな い 。 


ダン ジョ ンマ ニア 功 可 本 職業 】 ギル ド ダン ジョ ン 


を 三 度 の 飯 よ り 愛 する ダン ジョ ンマ ニア 。 希望 す 
る ダン ジョ ン ま で 連れ て 行っ て あげ る と 、「 ウ ヒ ョ 
ォ | の 歓声 と と も に 奥 へ と 消え て いく ……。 タナ 
カ さ ん と いい 、 冒険 野郎 マッ ク と いい 、 どう し て ダ 
ンジ ョ ン 好 き は こう も 自分 の 欲望 に 素直 すぎ る 人 


ぱか りな の だ ろう か ……。 


ダン ディ 訪 可 贈 【 呼 称 】 均整 の と れ た ムダ の な い 


肢体 、 ク ー ル で スマ ー ト な 物腰 、 知性 に あふ れ 
すべ て を そつ な く こ な す パ ー フ ェクト ガイ ーー。 ヴ 
リト ラ の 目指 す 子 育て の 目標 は 、 アス ラ を この よ 
うな 「 ダ ン デ ィ な 男 」 に 仕立 て 上 げ る こと で あり 、 
これ は 彼女 の 愛情 と 年 の 功 に よっ て 完璧 に 成 
し 遂げ られ た 。 エル マー ナ は そん な 前 世 か ら 転 
生 を 果たし た 現在 で も 、「 天 上 界 で も っ と も ダン 
ディ な 男 ] を 育て た こと を 誇り に し て お り 、 若干 
13 歳 な が ら 、 男 を 見 る 目 に 関し て は そこ いら の 
女性 より も る よっぽど 肥え て いる 。 それ ゆえ 、 超絶 
か っ こい い ア スラ の 現世 で ある ルカ が ダン ティ と 
は 対極 に 位置 し て お り 、 アス ラ に 近づこ うと どう 
が ん ば っ た と ころ で そもそも ベク トル が 違う の だ と 
いう こと も 、 経験 上 よー くわ か っ て いる 。 


短刀 功 誠 境 【 武 具 】 お も に 女性 が 身 に つけ る 護 


身 用 武器 。 外 殻 大 地 で は 、 女性 が 自分 の 短 
刀 を 男性 に 贈る こと は 絶縁 の 意志 を 意味 する 。 


単 粒子 保全 監 KE 科 [技術 】 ヒ ュー マ ノ イ ド の 基本 


的 な 自己 修復 機能 。 自己 を 構成 する 肉体 を 粒 
子 化し て 損傷 を 修復 する る の で 、 単元 保全 と も 
呼ば れる 。 豊富 な 原 素 さ え 存 在 すれ ば 理論 的 
に は 損傷 の 程度 に 関わ ら ず 完全 な 再生 が 可 
能 だ が 、 あま り に 大 き な 破 損 の 場合 は 数 百年 
単位 で の 修復 が 必要 と な る 。 幼少 時 の アス ペ 
ル が 発見 し た ソフ ィ は 、 エフ ィ ネ ア 降 下 直 後に ラ 
ムダ と 戦い 破損 し た た め に 、 長い 年 月 を か け て 
この 単元 保全 を 行なっ て いた 。 


チー グル 往 認 欄 【 種 族 ] 東 ル グ ニ カ 平野 の 森 に 


生息 する 、 知能 の 高い 小型 草食 獣 。 創世 暦 
時 代 、 チー グル は サザ ンク ロス 博士 の 実験 動 
物 で あっ た 。 ある と き 、 研究 施設 で 孤独 を 感じ 
て いた ユリ ア は 、 チー グル を ペッ ト と し て か わい が 
る よう に な る 。 この こと が 、 の ち に 「 ユ リア と チー 
グル 族 は 互い の 助力 を 約束 し 合い 、 契約 を 交 
わし た 」 と いう 伝説 へ と 変化 し た 。 今 で は チー グ 
ル は ロー レラ イ 教 団 の 象徴 と し て 、 多く の 信者 た 
ち に 聖 獣 と し て 親しま れ て いる 。 温暖 な 気候 を 
好み 、 肉食 獣 を 寄せ つけ な い 特殊 な 花粉 を 出 
す 木 を 選び 、 幹 の うろ を 住 処 に し て いる 。 体長 
は 、 成獣 で 20 一 30cm ほ ど 。 黄色 、 ピン ク 、 水 
色 な ど 、 毛色 に 個体 差 が ある が 、 これ は 人 間 で 
いう と ころ の 毛髪 色 の 違い で ある 。 成獣 に な る 
と 、 小さ な 炎 を 吐く こと が で きる 。 


チー ズ ス ー プ 男 可 本 飲食 物 】 ル カ の 好物 で 、 


ミル ダ 家 で は 定番 の スー プ 。 麺 環 の 片手 鍋 を 
暖炉 の 火 に か け 、 ゆっ くり と 煮込む こと で 、 深い 
コク が 出る 。 鍋 肌 で 少し 焦げ た チー ズ の 香り が 
非常 に 食欲 を そそ り 、 匂い に つら れ た ご 近所 さ 
ん が こぞって レシ ピ を 求め た と いう 。 優し い 味 わ 
いか ら 子 供 向 け 料 理 と 思わ れ が ち だ が 、 も ちろ 
ん 大 人 に も 人 気 の 味 で 、 ミル ダ 家 で は ルカ の 帰 
り を 待つ 母親 に よっ て 毎日 供 さ れ た た め 、 父親 
まで も が ハマ っ て し まっ た 。 


チェ スタ ー・ バ ー ク ライ ト 功 可 記名 】 妹 アミ 
ィ と と も に トー ティ ス で 暮らす 青年 。 両親 亡き あと 
妹 と ふた り で 暮らし て いた が 、 ト ー テ ィ ス の 悲劇 
に より 彼女 を も 失っ た こと で 、 親友 クレ ス と と も に 
ダオス へ の 復讐 を 誓う 。 長く 妹 を 守る 立場 に あ 
っ た が ゆえ の リア リス ト 的 言動 は 、 皮肉 屋 な 印象 
を 与え 、 誤解 を 受け る こと も 多い が 、 実際 は クレ 
ス 以上 に 情 に 厚い 熱血 漢 。 また アー チェ と は 
「 伸 が よい ほど な ん と や ら 」 の 典型 的 な 関係 に あ 
り 、 は た か ら 見 る 限り で は 好意 を 抱い て いる の 
は 明白 。 し か し 女性 の 扱い は 絶望 的 に 不得 手 
で 、 自分 が アー チェ に 対し て 寄せ る 気持 ち す ら 
よく わか っ て いな いよ う で ある 。 

チェ リク 芳 品 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 カル バレ イス の 港 
町 。 年 中 強い 日 差し が 注ぐ 、 砂漠 の オア シス に 
拓 か れ た 。 オベロン 社 の カル バレ イス 支部 が あ 
り 、 オペ ロン 社 の 利益 を 地域 に 還元 し よう と す 
る 志 を 持っ た 社員 た ち が 、 支部 長 パ ルッ ク の 下 
に 集まっ て いる 。 し か し その 近代 的 な 社屋 は 、 
石 と 日 干 レ レン ガ で 作ら れ た 、 一 般 市 民 の 質素 
な 街並み の 中 で 極め て 異質 。 排他 的 な 意識 が 
強い カル パレ イス の 人 々 の 風当たり は ノイ シュ タッ 
ト 以上 に 強く 、 他国 の 内 政 干 渉 を ご ま か す 態 の 
いい パフ ォ ー マ ンス で し か な いと 激しい 反発 を 受 
け て いる 。 功 5 中 【 地 名 ・ 施 設 】 カル バレ イス 
地方 の 港町 。 神 の 眼 を る 騒乱 の 炎 補 を 免 
れ 、 景観 自体 は 当時 と 変わ ら ぬ まま 保 た れ て い 
る 。 し か し 和 熱 の 環境 と 貧困 の た め 、 アタ モニ 
神 団 に 頼っ て アイ グレ ッ テ に 移り 住む 者 が 激増 
し 、 住民 は 減少 の 一 途 を た どっ て いる 。 

チェ リク の 武具 屋 騙 55【 地 名 ・ 施 設 】 チェ リク 
の 武具 屋 「 ア ウル ゲル ミル 」 の こと 。 店 自体 は 武 
具 マ ニア の 店 主 が 経営 し て いる も の の 、 と り た 
て て 変わ っ た と ころ は な い 。 で は 何 が 問題 か と 
いう と 、 この 店 の 小 窓 か ら チ ラチ ラ と 見 える 女性 
の 存在 。 どう や ら 店 の 脇 を ウロ ウロ し て いる 様子 
だ が 、 外 に 出る と 誰 も いな い 。 店 に 戻る と また 見 
える ! な ん だ か 気 に な る …… これ っ て 恋 ? 

チェ リク の メイ ド 罰 弱 肝 【 人 名 】 チェ リク の 宿屋 
「 ダ リエ 」2 階 に いる メイ ドド の こと 。 エピ ロー グイ ベン 
ト 中 に 話し か ける と 、 前 作 で スタ ン と 「 鬼ごっこ 
を し た 子供 の ひと り だ と 判明 する 。 

チェ ル シ ー 芳本 [人 名 】4354 年 に お ける ベネ 
ツィ ア 市 長 の 娘 。 ピア ノ を 教え て くれ た ミン ト を 墓 
う 一 方 で 、 た っ た 一 度 口 を 滑ら せ て し まっ た ば 
っ か り に 、 クレ ス に 対し て は 延々 と 用 み 節 を 聞 
か せ 続 ける 恐い 少女 で ある 。 

チェ ル シ ー・ ト ー ン 編 記 簡 【 人 名 】 有 弓 匠 アル バ 
の 孫娘 。 ファ ンダ リア ・ ジ ェ ノ ス 近 くに アル バ と と 
も に 暮らし て いる 。 弓 の 腕 は 祖父 ゆず り の 天 貝 
の 才 を 持ち 、 小さ な 体 な が ら 屈 強 な 戦士 に も 引 
け を 取ら な い 。 両親 は 、 か つて ファ ンダ リア 全土 
を 見 舞っ た 流行 り 病 で 亡くな っ た 。 だ が 当時 あ 
まり に 小さ くそ の 死 を 理解 で き な か っ た 彼女 は 、 
親 を 失っ た 原因 が 幼い 自分 に あっ た と 思い 込 
ん で し まい 、 ひど く 自 責 の 念 を 感じ な が ら 成 長 す 
る 。 難し い 四 字 熟 語 を 使っ た り 、 大 人 顔負け の 
振る 舞い を する 様子 は 、 事情 を 知ら な い 者 が 
見 れ ば 大 人 の 女性 に 憧れ 、 背伸び を し て いる 
だ け の よう だ が 、 その 内 面 に は ナイ ー ヴ な 傷 を 隠 
し て お り 、 ひたすら に 「 子 供 ] で ある こと か ら 抜 け 
出 そ う と も が いて いる に ほか な ら な い 。 ちな み 
に 、 未来 の お 后 に 立候補 する ほど ウッ ドロ ウ を 
慕っ て いる 彼女 だ が 、 か つて アル バ が 城 に 参 


内 し て ウッ ドロ ウ に 弓 の 手ほどき を し て いた 頃 は 、 
大 事 な お じい ちゃ ん を 取ら れ て し まう と 、 彼 に 対 
し て 敵意 を むき 出し に し て いた 時 期 が あっ た 。 し 
か し 物心 つい て か ら は 一 転 、 年 上 で 包容 力 の 
ある ウッ ドロ ウ は 、 いち ば ん 身近 で いち ば ん 頼れ 
る 理想 の 男性 、 まさ に チェ ル シ ー に と っ て の 「 王 
子 様 ]」 と な っ て いる 。 久 語 中 【 人 名 】 神 の 眼 を 
巡る 騒乱 時 、 スタ ン 達 と と も に 戦い 、 世界 を 平 
和 へ と 導い た 少女 。 哲学 者 で あり 、 ウッ ドロ ウ の 
過 の 師 で も ある 「 達 人 」 ア ル バ ・ ト ー ン の 人 孫娘 
で 、 自身 も 14 歳 と いう 若 さ な が ら 弓 の 名 人 で あ 
っ た 。 当時 は 、 意 に そぐわ な いこ と が ある と 「 ぶ 
ー」 と 不満 を も らし な が ら 駄 々 を こね る わが まま 娘 
だ っ た が 、 今や 32 歳 と な っ て すっ か り 落 ち 着 い 
て いる 。 歳 月 が 困っ た 子 を まっ と うな 大 人 に し 
た 、 いい 例 で あろ う 。 現在 は 弓 匠 を 営み な が 
ら 、 か つて ベル クラ ント の 攻撃 に よっ て 消滅 し 
た 、 ジェ ノ ス の 街 を 復興 させ よう と し て いる 。 か 
つて 彼女 と その 家族 は ジェ ノ ス に 暮らし て いた 。 
し か し 戦乱 と 疫病 に よっ て 、 名 家 と 許 わ れ た トー 
ン 家 は チェ ル シ ー ひ と り に な っ て し まい 、 祖父 で 
ある アル バ に 引き 取ら れ た 過去 が ある 。 ジェ ノ ス 
と は 、 彼女 に と っ て 特別 な 思い 出 が ある 大 事 な 
街 だ っ た の だ 。 


チェ ン ・ コ ラー ロ 芳 * 葬 本 【 人 名 】 ヘン ゼラ の 街 


に 住む 大 商人 。 か つて は 世界 の 海 を 股 に か け 
る 冒険 王 と し て 名 を 馳せ 、 いく つも の 島 や 海峡 
を 発見 し た 。 その 当時 の 知識 と 経験 を 活か し 、 
ペン デ ロ ー ク 大 陸 と オー ルド マイ ン 大 陸 、 そし て 
北 の マ ー キ ス 大 陸 と を 結ぶ 一 大 海運 王 と し て 
大 成功 を お さめ る 。 現在 は ヘン ゼラ に 拠点 が あ 
る 海運 ギル ド の 長 も 務め 、 対立 する 陸運 ギル ド 
と の 関係 を 保ち つつ 、 同 街 の 発展 に 寄与 。 そ 
の 功績 へ の 賛辞 か ら 、 大 人 物 と いう 意味 の 
「 大 人 (ター レン ) 」 と 呼ば れ て いる 。 また 秘密 裏 
に 軍 の 特務 部 隊 と の 取引 も 行なっ て お り 、 その 
筋 の 人 間 と の 表沙汰 に で き な い 付き 合い も 多 
い 。 以上 の よう な 理由 か ら 自 宅 を 兼ね た 商館 に 
は 、 も し も の と き の た め の 秘 密 の 出入 口 が 設け 
られ て お り 、 彼 の 日 常 は 決し て 穏やか で は な い 
こと が うか が われ る 。 また 宮廷 画家 を 目指 すべ ベリ 
ル の 後見 を 買っ て 出 、 契約 を 巡る トラ ブル か ら 
一 度 は 彼女 に 命 を 狙わ れる まで に な る が 、 の ち 
に 和解 し 彼女 の 理解 者 と な っ た 。 金儲け が す 
べ て 、 ビジ ネス の 場 に 私 情 を 持ち 込ま な い の が 
ポリ シー の は ず の チェ ン が ベリ ル に 肩入れ する 
理由 は 、 彼女 の 才能 が 金 に な る と いう だ け で は 
な い 。 ほか で も な い チ ェ ン 自身 が 、 その 昔 絵筆 
を 握っ た 人 間 で あり 、 諦め た も う ひ と つの 未来 
を 彼女 に 重ね 合わ せ て いる か ら で あ る 。 な お 傑 
物 の 常 と し て 美人 に は 目 が な く 、「 納 期 と 女 と の 
約束 は 守る 」 と いう 名 言 で も 知ら れる 。 


吾 い の 地下 水道 騙 議 【 地 名 ・ 施 設 】 ダン グレ ス 


ト の 街 の 地下 に 張り 巡ら され た 地下 水道 。 か つ 
て 街 が 騎士 団 に 占領 され た と き は 、 抵抗 勢力 
は ここ に 身 を 潜め て 反撃 の 機会 を うか が っ た 。 
一 角 に は 当時 の 決起 を 誓う 言葉 が 残さ れ て お 
り 、 地下 水道 の 名 は これ に 由来 し て 、 の ち に 呼 
び 習 わ さ れ る よう に な っ た も の 。 ここ を 利用 すれ 
ば 街 の 東西 に それ ぞ れ 陣 取 る 「 天 を 射る 重 
星 ]、「 紅 の 流星 群 」 の 両 酒場 行き来 する こ 
と が で きる 。 


地 核 振動 停止 装置 功 K 議 【 設 備 】 禁書 に 載っ 


て いた 創世 暦 時 代 の 音 機関 を 、 現代 の 技術 
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で 復元 し た も の 。 め組 と い 組 の 最初 で 最後 の 
共同 作品 。 地 核 振動 を 相殺 する 振動 を 生み 
出す 音 機関 で タル タロ ス に 搭載 され 、 地 核 へ 送 
られ た 。 

地上 軍 薦 加 得 【 組 織 ・ 団 体 】 天 地 戦 争 時 代 に 
外 殻 に 上 が っ た 人 々 が 、 自ら を 「 天 上 人 」 と 称 
し て 武力 支配 を 強め て きた こと に 対し 、 地上 に 
残る 人 々 が 組織 し た 汎 国家 的 な 軍 。 過酷 な 環 
境 と 乏しい 物資 で 戦局 は つね に 劣勢 だ っ た 
が 、 戦争 後期 に 総司 令 官 メル クリ ウス ・ リ トラ ー 
を は じ め と する 優れ た 人 材 を 得 た こと に より 、 
天上 軍 を 倒し ダイ クロ フト の 封印 を 果たし た 。 
騙 紀 当 【 組 織 ・ 団 体 】 天地 戦争 時 代 に 天上 
軍 と 戦っ た 軍事 組織 の こと 。 国家 無き 世界 に 
誕生 し た 組織 で ある た め 、 人 々 を 東 ね 、 導く 役 
割り も 担っ て いた 。 ある 意味 軍事 国家 と も 取れ 
る が 、 階級 や 規律 は 存在 する も の の これ に 紳 
られ た 組織 で は な く 、 打倒 ミク トラ ン を 志 し た 
人 々 の 集合 と いっ た 雰囲気 だ っ た 。 物資 面 に 
関し て は 天上 軍 に まる で 及ば な いな が ら 、 人 人員 
数 、 人 材 面 は この うえ な く 充実 し て いた 。 様々 
な ジャ ン ル か ら 集 まっ た 多く の 優秀 な 人 材 は 、 
メル クリ ウス ・ リ トラ ー 総 司令 官 の 下 で 十 二 分 に 
機能 し 、 地上 軍 勝 利 の 原動力 と な っ た 。 天地 
戦争 終結 後 の 地上 軍 、 及 び 所 属し て いた 
人 々 の 行動 に つい て は 記録 が 残っ て お ら ず 、 
と くに 上 層 部 に 関し て は 、 後 の 王 家 の 礎 と な っ 
た 等 、 さま ざま な 憶測 が 散見 され る だ け で 真実 
は 閉ざさ れ て いる 。 

地上 軍 軍 事 拠点 加 者 [地名 ・ 施 設 】 天地 戦 
争 時 代 に 地上 軍 が その 本 拠 地 と し た 場所 の こ 
と 。 拠点 と いっ て も 防護 設備 等 が 完備 され て い 
る わけ で は な く 、 ラディ スロ ウ を 中 心 に 小屋 と 地 
下 壌 が 並び 、 兵士 や 難民 が 集まっ て いる 場所 
で し か な い 。 

地上 人 罰 紀 中 [呼称 】 空中 都市 に 暮らす 者 が 自 
ら を 天上 人 と 名 乗っ た こと に 対し て 、 地上 の 
人 々 が 自分 達 の こと を 指し て こう 名 の っ た 。 この 
言葉 を 地上 人 が 使用 し た 場合 は 誇り が 、 天上 
人 が 使用 し た 場合 は 過 り が 込め られ て いる 。 

父 と 母 の 肖像 功 呈 猫 [作品 】 ミナール の 食堂 の 
店 主 作 。 投げ や りな 性 格 を の まま の や りっぱ な 
し の 絵 。 ぶっ きら ぽう だ が 故郷 の 村 に 残し て き 
た 、 老い た 両親 を 気 に か け て いる に 違い な い 。 

チト セ ・ チ ャ ル マ 纏 避 腸 【 人 名 】 アレ ハラ の 貴 
族 の 娘 で ある 18 歳 の 少女 。 宗教 団体 アル カ に 
属し 、 前 世 は 花 の 精 サク ヤ 。 教団 ッ プ の マテ ィ 
ウス が 、 か つて 自分 の 愛し た アス ラ の 生ま れ 変 
わり で ある こと 、 そし て ルカ も また アス ラ の 半身 で 
ある こと を 早く か ら 見 抜い て お り 、 情 に 訴え か け 
て 彼 を アル カ に 引き 込 も うと 画策 する 。 前 世 で 
アス ラ を 争っ た イリ ア と は 犬猿 の 仲 で 、 過去 の 
裏切り を 忘れ て いい 顔 を し て いる 彼女 を 、 強い 
言葉 で 非難 する こと も し ば し ば で ある 。 また イリ 
ア の 前 世 で ある イナ ン ナ が 女 を 武器 に アス ラ を 
驚 絡 し た こと を 、 当 の イリ ア 以 上 に 不快 に 思っ 
て いる が 、 現在 の チト セ と し て の 自分 が 、 同じ 手 
で ルカ を 懐柔 し よう と し て いる こと に は 気づい て 
いな い 。 好意 を 寄せ る 相手 へ の 行き 過ぎ た 積 
極性 は 、 ある い は あま り に る 潔く 愛す る 人 か ら 身 
を 引い た 前 世 サ ク ヤ の 行動 に 対す る 心残り が 、 
彼女 の 深層 意識 に ある も の と 思わ れる 。 アシ ハ 
ラ の 民 特 有 の 美しい 黒髪 と 、 角 を 立て な い 物 
腰 は 、 一 般 的 に は 奥 ゆ か し さ の 表 わ れ と 理解 


され 、 好意 的 に 受け 取ら れる も の 。 し か し イリ ア 
や スパ ー ダ か ら は 「 眉 無し パッ ツン | 、「 ネ ッ チョ リ 
女 ] な ど と 、 厳し いあ だ 名 で 呼ば れ て いる 。 


血 浴 ら れ し 埋 久 可 欄 【 呼 称 ] 水 の 民 の 間 に 伝 え 


られ る 、 六 我 砲 の 別称 。 


血 の 腐 清 軒 護 葉 8【 歴 史 】 パル マコ スタ で 行なわ 


れ て いた ヴァ ン ガ ー ド の 集会 を 、 ロイ ドド と マー テル 
教会 が 襲撃 し 、 多 く の 人 々 が 虐殺 され た 惨劇 。 
だ が その 実体 は 、 ヴァ ン ガ ー ド が マー テル 教会 を 
辿 め る た め に 行なっ た 自演 で 、 この と き の ロ イド 
は 、 デ ク ス が ソル ム の コア を 用 いて 変化 し た 偽 
者 だ っ た 。 実在 し た エミ ル 自 身 と その 父 レ イソ ル 
と 母 の ラナ も 、 この 事件 に 巻き 込ま れ て 命 を 落 
と す 。 血 の 粛 清 の 現場 に 居合 わせ た マル タ は 
ヴァ ン ガ ー ド に 捕らえ られ そう に な り 、 ラタトスク ・ 
コア を 所 持 し て いた 彼女 は と っ さ に ラタトスク の 
名 を 呼ん で 助け を 求め た 。 この 声 が きっ か け で 
ラタトスク は 復活 し 、 エミ ル の 姿 で 実体 化し た 。 


チビ スケ & ノ ッ ポ く ヒ メ 功 可 得 【 人 名 】 と ある 


恋 物 語 に 登場 する 3 人 。 幼なじみ の チビ スケ と ノ 
ッ ポ と ヒメ の 恋愛 と 人 生 が 語ら れ て いる が 、 こ の 
3 人 は チビ スケ が ビッ ツ ・ ハ ー シ ェ ル 、 ノッ ポ が トラ 
ン ソ ム ・ パ リル 、 ヒメ が ロナ ・ ウ ィ ン デ ィ ア の こと を 
指し て いる 。 


チャ カチ ャ カポ ボン 功 仙 [言葉]】 パス カル の 謎 


の 擬音 。 ウォ ー ル プリッ ジ の 地下 遺跡 に 入る 様 
子 を 、 彼女 は こう 形容 し 、 いか めし い 見 た 目 に 
反し て 簡単 な の だ と 主張 する 。 ちな み に ウ ォ ー 
ルプ リッ ジ の 橋 を 上 げ る の は 、 彼女 に 言わ せる と 
[パカ パカ ポコ | らし い 。 


チャ シー プ 編 【i 馬 [生物 ] レ ー プ で 家畜 と し て 飼 


われ て いる 羊 。 レー プティ の 茶葉 を 食べ る こと か 
ら こ の 名 で 呼ば れ 、 エサ の 影響 で 、 搾っ た 乳 
は 抹茶 え ミルク の 味 を し て いる 。 レー プティ だ け で 
な く チ ャ シー プ の ミル ク も また 、 レー プ の 特産 品 。 


チャ ッ ク マ ン シ リ ー ズ 功臣 動作 品 】 数 10 年 前 


に ベス ト セ ラー を 博 し た 冒険 小説 シリ ー ズ 。 第 1 
作 の 「 俺 は チャ ッ ク マ ン 」 は その 年 の ポチ ョ ム 
新人 賞 を 受賞 、 そ の 後 年 2 冊 と いう ハイ ペー ス 
で 作品 が 生み 出さ れ た 。 挿し 絵 に 人 気 画家 を 
採用 し た り 、 一 大 セン セー ショ ン を 巻き 起こ し た 。 


チャ ッ ト 芳 回 得 【 人 名 】 セ レスティア に ある 自分 の 


小屋 で 、 ひと り 暮らし て いる 少女 。 曽 祖父 は イ 
ン フ ェ リ ア と セレ ステ ィ ア 、 両 世界 を 股 に 掛け て 
荒らし まく っ た 大 海賊 アイ フリ ー ド で あり 、 彼 女 自 
身 も 将来 海賊 に な る こと を 夢見 て いる 。 と は い 
えま だ 13 歳 と 幼く 、 海賊 に な る 夢 を 両親 か ら 反 
対 さ れ て いた 経緯 も あり 、 アイ フリ ー ド の 愛 艦 パ 
ン エ ル テ ィ ア 号 の 整備 に 明け 暮れ る 毎日 を 過 ご 
し て いた 。 そこ に パリ ル の 行方 を 捜す リッド た ち 
が や っ て きた た め 、 彼ら に パン エル ティ ア 号 を 使 
わせ る 条件 と し て 、 海賊 の 子 分 に な る こと を 承 


諾 させ 、 よう や く 念願 の 航海 に 出発 する 。 それ 
で も 自分 の 性 別 が アイ フリ ー ド と は 違う うえ 、 カ リ 
スマ 性 に も 欠け て いる の を 自覚 し て お り 、 両方 
を 兼ね 備え て いる フォ ッ グ に は 婦 の 混ざっ た 
羨望 を 覚え て いる 。 長年 パン エル ティ ア 号 を 整 
備 し 続け て きた せい か 、 機械 いじ り が 非常 に 得 
意 。 それ が 高じ て 「 自 分 の か けた 手間 に 必ず 応 
えて くれ る 」 機械 に 対し 尊 連 の 念 す ら 持つ 、 言 
わ ば 機械 フェ チ 。 その た め 細 か い 毛 を 撤 き 散ら 
し て 大 切な 機械 を 故障 させ か ね な い 小 動物 が 
苦手 で 、 メ ルディ と と も に いる クイ ッ キ ー は 恐怖 
の 対象 で すら ある 。 

チャ ッ ト の 小屋 簡 可 用 【 地 名 ・ 施 設 】 チ ャ ッ ト が 
住ん を で いる 小屋 。 外見 は みす ぼら し い 造 り だ 
が 、 じ つ は 地上 1 階 地下 8 階 建 て で 、 エレ ベー タ 
ー と パン エル ティ ア 号 の ドッ ク ま で 完備 し た 近代 
的 な 建物 。 地階 部 分 に は 多く の 仕掛 けが 設置 
され て いて 、 これ を 無事 通り 抜け た 者 だ けが 、 
チャ ッ ト の 部 下 と し て バン エル ティ ア 号 の 乗り 
み 員 と な る 栄誉 を 授かる 。 

チャ ッ ト の 両親 騙 可 得 【 人 名 】 海賊 と いう 職業 を 
よし と し な いこ と か ら 、 チャ ッ ト に 反感 を 抱か れ て 
いる 。 し か し そん な チャ ッ ト の 性 格 を 知り 尽く し 、 
裏 を か いて は 影 か ら 教 育 を 施す その 手口 に は 
愛情 と 、 そ れ 以 上 に アイ フリ ー ド の 血筋 を 感じ さ 
せる 。 子供 や 子孫 が 海賊 目指 し た 場合 に そ 
な えて 、 長年 パン エル ティ ア 号 や 設備 の 手入れ 
を 続け て いた 。 

チャ ネリ ング 芳 誠 境 [現象 】 精 神 を つなぐ ホッ ト 
ライ ン の よう な も の 。 同位 体 で ある ルー ク と アッ シ 
ュ の 間 で 、 フォ ンス ロッ ト を 同調 させ る こと に よっ 
て 実現 し た 。 チャ ネリ ング を 使え ば 離れ た 場所 
に いて る 会話 が で きる ほか 、 王 い の 五感 を 通じ 
て 体験 を 共有 し た り 、 互い の 体 を 操る こと も 可 
能 に な る 。 

チャ バ ・ ラ イク 騙 可 職 【 人 名 】 モー ゼス の 右腕 。 
自分 より 年 下 の モ ー ゼ ス に 人 惚れ 込み 、 兄 吐 と 
呼ん で 慕っ て いる 。 モー ゼス と ギー ト の 関係 に 
憧れ て トラ ネコ を 飼っ て お り 、 この 猫 の 首 に は 大 
事 に 勲章 を くく りつ け て いる 。 も ちろ ん これ は 、 
モー ゼス が 聖 ガ ドリ ア 王 国 か ら 授与 され た 勲章 
を 譲り 受け た も の 。 真面目 で 素直 な 性 格 か ら 、 
街 の 人 々 だ け で な く 、 いろ いろ な 場所 で 人 気 沸 
騰 中 。 20 歳 と 言い 張っ て いる が これ は 何 か の 
間違い で 、 本 当 は 16 歳 ぐら い だ と 街 の 人 々 か 
ら 噂 され て いる 。 

中 継 基地 騙 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 オ ル バ ー ス 界面 
上 に 浮か ぶ 、 メル ニク ス 時 代 の 遺産 。 オル バー 
ス 界面 を 経由 し て 、 イン フェ リア と セレ ステ ィ ア に 
ある 遠征 の 橋 を つない で いる 。 か つて アイ フリ ー 
ド が これ を 発見 し 、 自ら の 基地 と し て 手 を 加え 、 
使用 し て いた 。 中 継 基地 に は 反転 ポー ト と 両 世 
界 へ の ポー ト 、 そし て 改造 ドッ ク が あり 、 基地 か 
ら 直 接 オ ル バ ー ス 界面 上 に 出る こと も 可能 と な 
っ て いる 。 

治癒 術 師 薦 XY 久 [職業 】 治 癒 術 を 専門 に 操る 魔 
術士 の こと 。 術 発動 時 に 出る 術 式 の 跡 が 左手 
の 親指 の 付け 根 に 焼き つき 、 ベテラン に な る ほ 
ど そ の 跡 は 深く 濃い 。 その た め 治 癒 術 師 の 力 
量 を 知る に は 親指 を 見 ろ 、 と いう の が 同業 者 の 
間 で の 常識 で ある 。 魔 導 器 な し で 治癒 術 を 操 
れる エス テル は 、 術 師 で は な いな が ら も や は り 
濃い 跡 を 持ち も 、 オ ル ニ オ ン を 訪れ た 目 ざ と い 医 
者 に 、 その 道 を 究め る こと を 強く 勧め られ た 。 


超 古 代 文明 功 語 暗 【 文 化 】 着 か 昔 、 想像 を 絶 す 
る テク ノロ ジー に よっ て 栄え た 文明 。 トー ル 、 フェ 
ン リ ル 、 オー ディ ー ン の 各国 が これ に あたり 、 そ 
れ ぞ れ 崇 拝 する 神 の 名 を 冠 し て いた 。 当時 は 
この 三国 に よっ て 笛 権 が 争わ れ て いた が 、 ト ー 
ル は 限 石 の 落下 に よっ て 、 海中 深く 沈ん で 壊 
滅 。 残っ た フェ ン リ ル と オー ディ ー ン が 泥沼 の 戦 
争 を 続け て いた 最 中 、 突如 現われ た 数 人 の 男 
た ち に よっ て 壊滅 し て し まう 。 この 男 た ちの 正体 
は まっ た く の 不 明 だ が 、 彼ら が 装備 し て いた 武 
器 、 指輪 こそ が 三種 の 武具 だ と 言わ れ て いる 。 
長寿 の 霊 薬 編 可 贈 【 呼 称 ]】 レ グ ヌ ム の 銭 乳 洞 に 
自生 する キノ コ の 別名 。 高い 薬効 が ある と し て 
その 筋 で は 非常 に 高値 で 取引 され 、 ひと 株 で 
30 万 ガル ド は 堅い と 言わ れ て いる 。 通常 は 乾燥 
させ て 用 いる の が 普通 で 、 その まま で は コー ダ 
曰く 「 し み じ み と マズ い 」 よ うに 、 生食 に は 向 か 
な い 。 また 薬 や 料理 以外 に 、 夢 の 国 に トリ ッ プ で 
きる と いう 、 秘密 の 味わい 方 も ある と いう 。 エル 
マー ナ の 留守 を 預かる 用 心 棒 氏 が 栽培 に 成功 
し 、 現在 で は 独自 ルー ト を 通じ て 売り に 出さ れ 、 
孤児 た ちの 生活 を 潤す 糧 と も な っ て いる 。 


超絶 郊 海鮮 丼 弄 鏡 【 飲 食物] カプ ワ ・ ノ ー ル 


宿屋 前 に いる お ば さん か ら 6 海鮮 井 の レン ピ を も ら 
うと 、 それ に 対抗 する ワン ダー シェ フ が 出し て くる 
レシ ピ の 名 前 。 新鮮 な 海 の 幸 て ん こ 盛り の 海 
鮮 丼 が [超絶 娘 ] と も な れ ば 、 いっ た い ど ん な こ 
と に な っ て し まう の か 。 残念 な が ら 実 際 に レシ ピ 
を 入手 する こと は で きず 、 幻 の 料理 に 思い を 馳 
せる し か な い 。 


AN 
0 の 


長老 功 頂 柱 【 呼 称 ] サ ン サ で 最 年 長 の 才 人 で あ 


り 、 この 村 の 村長 で も ある 。「 レ イモ ー ン の 民 の 
生き 字 引 」 と 呼ば れ て いて 、 歴史 に 詳し い 。 フ 
ォ レ スト や トー ルス の こと は 、 彼 ら が 幼い と きか ら 
知っ て いる 。 ジャ ン ナ 事件 の 失敗 を 悔やみ 、 ヒト 
に 対し て 牙 を 剥 か な か っ た こと を 後悔 し て いた 
現在 は 、 再び ヒト と の 共生 を 願い 、 その 方 法 を 
模索 し て いる 。 

チョ ー カ ー 薦 可 科 【 文 化 】 イン フェ リア で 採用 され 
て いる 階級 制度 の 、 階級 提示 用 の 首飾り の こ 
と 。 装着 は 国民 の 義務 と され る 。 その 形状 や 
材質 に よっ て 、 ひと 目 で 性 別 や 職業 、 階級 が 
わか る よう に な っ て お り 、 階級 の 頂点 で ある 王 
族 の チョ ー カ ー は 金 製 の 豪華 な 造り 。 王 以 下 、 
貴族 は 銀 、 軍人 や 公務 に 就 い て いる 者 は 銅 、 
それ 以外 の 特権 階級 の 者 は 立場 に よっ て 様々 
な 金属 製 の チョ ー カ ー を つけ る 。 平民 の チョ ー カ 
ー は 基本 的 に 男性 は 木製 、 女性 が 布製 と 決ま 
っ て いて 、 お も に 色 が 白 だ と 学者 か 学士 、 縁 が 
商人 、 茶色 が 猟師 、 赤 が 農民 を 表わす 。 


チョ ロ 甘 皿 棒 葉 【[ 言 葉 】 言わ ず と 知れ た お 約束 。 


「 チ ョ ロ い ぜ 」 、「 甘 い ぜ 」、「 チ ョ ロ あ まで すね 」 
と の 用 法 が 正解 。 お 約束 を 無視 し て 「 チ ョ コ 甘 」 
と 言い 放ち 、 ひと り 悦 に 入る テ ネ プ ラ エ は 、 空 
気 が 読 め な いと 言わ ざる を 得 な い 。 

沈没 船 騙 可 本 【 地 名 ・ 施 設 】 イン フェ リア の 海底 
に 眠る 、 セイ レー ン に 沈め られ た 商船 。 内 部 に あ 
る 仕掛 け を 操作 する と 「 ど こ か で 水 の 流れ る 音 
が する 」 と か し な いと か 。 

追憶 の 迷い 路 編 避 鏡 【 地 名 ・ 施 設 】 突如 ユル ゾ 
レア 大 陸 ト リプ ダイ 山脈 付近 に 出現 し た 場所 。 
現実 な の か 、 幻想 な の か 、 記憶 の 奥 に 眠る 世 
界 へ と 、 迷い 込ん だ 人 間 を 誘う と いう 。 

通行 証 訪 5i 簡 [道具 】 セイ ン ガ ルド と ファ ンダ リア と 
の 国境 を 行き 来 す る 人 間 に 発行 され て いる 通 
行 証 。 ジェ ノ ス の 南北 に 設け られ た 城門 を 通る 
際 に 、 衛兵 に 提示 する の が 原則 。 スタ ン は 失 く 
さ な い よう に 下着 の 中 に 大 切 に し まっ て いる 。 
「 出 す 時 は 服 を 脱ぐ さき 。 


通称 お いし お いし 騙 可 腸 【 飲 食物 】 [歴代 聖女 
列伝 改訂 版 』} に 記さ れ た 伝説 の レシ ン ピ に 記さ 
れ て いる 料理 。 過去 の 戦乱 の 時 代 に 、 テ ノ ス 
の 聖女 が 民衆 に ふる まっ た と 言い 伝え られ て い 
る 。 当時 も そし て 現在 も 、 戦時 下 で は 砂糖 や フ 
ルー ツ は 貴重 品 の た め 、 プリ ン や 生 ク リー ム 、 チ 
ョ コレ ー ト に フル ー ツ ("と くに バナ ナ 不 可 欠 ”) を ア 
イス クリ ー ム に 載せ る と いう 豪勢 な レシ ピ は 表 沙 
汰 に な る こと は ほとん ど な か っ た が 、 その 事実 は 
逆 に 、 罰 当 た りな ほど の 匠 沢 さと 美味 し さ で ある 
こと を 裏付け て いる と いっ て も 過言 で は な い 。 
正式 名 称 は 「 特 製 フ レー ツ パ フェ ・ ウ ィ ズ ・ シ ョ 
コラ バナ ー ヌ お いし お いし 」 。 甘い 物 は 人 を 、 と 
り わ け 女 を 変え る 。 一 口 食べ る や いな や 「 甘 い 
物 を むさ ぼり 食っ て 喜ん で いる アホ 面 を 、 公然 
と 何 の 恥じ らい も な くさ ら す 事 が で きる ん で す も 
の | と 言っ て の ける アン ジュ の 量 変 ぶり は 一 
見 の 価値 あり 。 


月 の フォ ルス 功 誠 欄 【 フ ォ ル ス 】 カ レギ アテ 和 王家 
の 人 間 に の み 発 現す る フォ ルス 。 古 の 伝承 に は 
「 暗 黒 の 月 」 と も 詠 まれ 、 善悪 の 区 別 な い 混 池 
を 思わ せる 。 

辻 馬 車 範 誠 剛 【 乗 り 物 】 旅 人 の 便利 な 交通 手 
段 。 2 足 歩行 の 小型 恐竜 4 頭 で 3 輪 の 客 台 を 引 


く タ イプ が 一 般 的 で 、 定員 は 4?5 名 。 内 装 は べ 
ル ベ ッ ト の ソフ ァ に テー プル つき と 豪華 。 運賃 の 
目安 は タタ ル 渓 谷 か ら グ ラン コク マ ま で 、 ひと り 
片道 12000 ガ ルド ほど 。 客室 を 引い て いる 小型 
恐竜 は オー ルド ラン ト 全 域 に 生息 し て いる 。 足 は 
速い が 、 草食 で お と な し く 、 農耕 作業 な ど に も 
重宝 され て いる 。 また 、 寒さ に も 強い た め 、 シル 
バー ナ 大 陸 で は 雪 馬 車 も 引い て いる 。 


つの ぶ え 範 誠 簡 【 道 具 ] 天 地 埋 争 時 代 の 生体 


兵器 ・ 海 意 を 呼び 寄せ る 笛 。 凶悪 な 化け 物 に 
見 える 海竜 を 、 まる で 本 物 の 生き 物 を 手 な ず け 
る よう に 操る この シス テム は 、 地上 軍 の 誰 の 考 
案 だ っ た の か 。 どん な 浜辺 で も 馳せ 参じ る 海竜 
の 姿 は 、 愛らしく さえ 見 えて くる 。 


つむ じ 風 の ロニ 駐 引 【 人 名 】 クレ スタ の 街 で ス 


カー ト め くり を 極め 、 伝説 築き 上 げた 3 人 組 の 
ひと り 。 3 人 組 と は ロニ の ほか に 、 めく り の ジョ 
ー、 雷光 の ネル ソン か ら な る 。 つむ じ 風 と めく り 
の 役割 り は 想像 で き な く も な い が 、 雷光 が 何 を 
意味 し て いる か は 不明 。 現在 で は ジョ ー が 宿屋 
の 見 習い 店 員 、 ネル ソン は 富豪 の 娘 と 結婚 し 、 
父親 に な ろう と し て いる 。 人 は いつ まで を 子供 
で は いら れ な いと いう こと か …… と 見 せ か け て 、 
今 で も スカ ー ト めく り を 誇り と し 、 この 話題 に な る 
と 3 人 の 心 は 少年 に 戻る の だ っ た 。 


つる は し 芳 5 但 [道具 】 お も に 岩石 の 表面 を 破 


壊す る 目的 で 使用 され る 道具 。 スタ ン は 歴史 的 
遺産 と も 言え る ラディ スロ ウ の 扉 を 開く 際 に 、 つる 
は し を 隙間 に ね じ 込 むと いう 、 文化 財 保 護 団体 
が 聞け ば 卒倒 し そう な 方 法 で こじ 開け て 回 っ た 。 


ツル ベ ナ 荒 野 功 誠 肝 【 地 名 ・ 施 設 】 ゼ レン 湿原 


の 南 に 広がる 荒野 。 太古 の 昔 か ら 積 み 重 な っ た 
地層 が 霞 出し 、 広大 な 岩山 と な っ て いる 。 「 聖 な 
る 鳥 」 の 伝承 が ある 地域 で 、 荒野 の いた る と ころ 
に 鳥 の 復活 を 待つ 聖火 台 が 造ら れ て いる 。 


ティ ア ・ グ ラン ツ 功 加 本 【 人 名 】ND2002 年 


ロー レラ イデ ー カ ン ・ イ フリ ー ト ・1 の 日 、 ユリ アシ テ 
ィ に 生ま れる 。 本 名 、 メシ ュ テ ィ ア リカ ・ ア ウラ ・ 
フェ ン デ 。 ユリ ア の 血 を 継ぐ フェ ン デ 家 の 末 座 で 
ある 。 幼く し て 両親 を 亡くし 、 兄 の ヴァ ン と と も に 
テオ ドー ロ に 引き 取ら れ て 、 育て られ た 。 兄 に 憧 
れ て 、 神託 の 盾 騎士 団 に 入団 。 現在 は 、 情報 
部 第 一 小隊 所 属 の 響 長 で ある 。 ある と き ヴ ァ ン 
が 外 殻 大 地 を 消滅 さす せよ うと し て いる こと を 知 
り 、 刺し 違え て で も 止め る 覚悟 で バチ カル へ 向 
か い 、 そこ で ルー ク と 出会う 。 世間 知ら ず な ルー 
ク に 昔 立 ち を 隠せ ず 、 つい お 説教 を し て し まう 
が 、 口 うる さい の は 誰 よ り も ルー ク を 心配 し 、 近 
く で 見 守っ て くれ て いる 証 で ある 。 また 、 敬愛 し 
て いた 見 と の 決別 は ティ ア を 深く 悩ま せ た 。 し か 


SM へ コー 通 注 あ 革 男 


の ググ 


テ ヽ 由 一 対 8N さ 出 


ンジ 


し 、 それ で も オー ルド ラン ト の 未来 の た め に 上 兄 を 
討つ 覚悟 を 変え た ず に 済ん だ の は 、 彼女 も また 、 
ルー ク に 見 守ら れ 、 支え を られ て いた か ら に 違い 
な い 。 怖い 話 が 苦手 で 、 か わい いも の が 大 好き 
と いう 、 意外 な 一 面 も ある 。 


ティ ア の 花 芳 中 往 [ デ ィ ス カバ リー】 外 殻 の シ 


ュ サ イア の 近く に 一 輪 だ け 咲 いて いる 花 。 ユリ 
に 似 た 可憐 な 姿 だ が 、 花 の 汁 や 根 に は 危険 な 
成分 が 含ま れ て お り 、 怪し げ な 薬 の 材料 と し て 
も 用 いら れる 。 病気 の 母親 が 好き だ と 言っ て い 
た か ら と 、 危険 を 冒し て 手 に 入れ た が 、 じつは 
母親 は この 花 を 原料 に 怪し い 薬 を 作っ て は 売り 
さき ば いて いた 。 ティ ア の 花 を めぐ る 物語 に は 、 こ 
ん な 悲劇 的 な 結末 の も の が ある 。 証 gj 筐 【 デ ィ 
スカ バリ ー】 白 ユリ に 似 た 可憐 な 花 。 花 の 汗 
は 猛毒 で 礎 酔 薬 と し て 用 いら れる ほか 、 口 に は 
出せ な いよ うな 怪し い 薬 の 原料 に も な る 。 


ティ ア の ペン ダン ト 罰 誠 識 【 道 具 】 ティア の 母 


親 の 形見 。 スタ ー ル ビー と いう 大 き な 宝 石 の あし 
ら わ れ た 、 大 変 貴重 な も る の 。 ティ ア が 一 人 前 の 
神託 の 盾 兵士 と な っ た 記念 に ヴァ ン が 贈っ た 。 
購入 すれ ば 100000 ガ ルド は 下らない 。 


ディ アマ ン テ 功 誠信 【 人 名 】 スピ リア を 定義 し た 


古代 の 哲学 者 。 万 物 に 宿る 本 質 と し て スピ リア 
を 定め 、 と くに 人 間 に お いて は スピ リア を 感情 、 
すなわち 「 想 う 力 」 と 唱え た 。 


ティ アラ 罰 店 答 【 道 具 】 セイ ン ガ ルド 王室 付 科学 


者 レイ ノル ズ が 開発 し た 囚人 監視 用 装置 。 スト レ 
イラ イズ 神殿 へ 神 の 眼 の 安否 を 確認 し に ゆく 
際 、 リオ ン が スタ ン た ち に 取り つけ た 。 現在 か わ 
いく て えげつない も の と 硬く て えげつない も の の 
2 種類 が 開発 され て いる が 、 外見 以外 で の 違 
い は な く 、 使用 者 の 境 隔 操作 に より 瞬間 的 に 
高圧 電流 を 流し て 相手 の 自由 を 奪う 。 か わい 
いも の 好き の マリ ー は あま り の 愛 ら し さ に ひと 目 
惚れ し 、 のち に 自分 の 分 が バテ ィ ス タ に 配分 さ 
れ た と き に は 非常 に 残念 が っ た 。 また 単に 威 
叶 ・ 監 視 用 と し て だ け で な く 、 さま ざま な 機能 を 
持た せる 研究 も を され て お り 、「 な ん ら か の 方 法 で 
目 か ら ビ ー ム 」 、「 頭 皮 マ ッ サ ー ジ 」 、「 電極 を 差 


し 込み 、 視力 を 上 げ る ] など 、 いずれ や 実用 化 
が 待た れる 興味 深い 提案 が な され て いる 。 


DX デカ ・ ト ク ナ ガ 葉 * 可 剛 [【 作 品 】17 年 前 に 30 


個 だ け 限 定 生産 され た 、 怪し げ な 巨大 ぬい ぐる 
み 。 その 筋 の 人 々 の 間 で は も は や 伝説 と な っ て 
お り 、 当 時 入手 し 損なっ た サン ゴ は 、 現在 で も 
これ に 馳せ る 思い を 捨て 切れ な いで いた 。 どう 
いう わけ か コハク が 持っ て お り 、 日 々 の トレ ー ニ ン 
グ の 相棒 と し て 、 ある い は 疲れ た と き の 癒し と し 
て 愛用 。 それ を 知っ た サン ゴ は 、 せめ て 抱か せ 
て 欲し いと 懇願 し 、 積 年 の 思い を 成就 する 。 


ティ ー ト レー イ の 花 息 呈 筐 [植物 】 ティ トレ イ が 樹 


の フォ ルス で 出し た 、 花弁 が 4 枚 の 黄色 い 花 。 


ティ エー ル 罰 語 駐 【 ソ ー マ 】 ベ リル の 愛用 する ソ 


ー マ で 、 師匠 アラ ゴ か ら 譲 られ た も の 。 一 見 ほう 
き の よ うに 見 える が 、 その 実態 は 巨大 な 帽子 と 、 
帽子 の コア か ら 飛 び 出 す 絵 筆 。 ベリ ル 晶 く 「 無 
粋 な 武器 型 と は 違う 、 文化 的 な 逸品 ] で 、 も ち 
ろ ん 普通 に 絵 を 描く の に も 使え る 。 


ディ オ 軒 器 人 人 名 】 双子 の メル と と も に 、 妖 


精 エ トス に 育て られ た 13 歳 の 少年 。「 な りき り 
士 ] と し て みん な の 役に立つ よう ノル ン か ら 命じ 
られ た こと を 機 に 、 あこ が れ 続 けた 外 の 世界 へ 
と 冒険 に 飛び 出す 。「 な りき り 士 」 の 力 に よっ 
て 、 さま ざま な スキ ル や 技 を 使い こなす が 、 メル 
に 比べ る と 魔術 は 不得 手 ら し い 。 年 頃 の 男子 
の 例 に 漏れ ず 、 風呂 嫌い で 食事 の 片付け や 
掃除 が 大 の 苦手 。 また 総じて 濃い 味 好き で トマ 
ト 嫌 いな こと か ら 、 いつ も メル を 困ら せ て いる 。 
相棒 で ある は ず の アル ベル ト と は 万 事 に つけ 低 
レベ ル な 争い が 絶え ず 、 互い に 「 書 き 割 り 野 
郎 ]、「 ハ ゲ ぼ うず 」 と 呼び 合う 仲 。 な お ディ オ と 
メル 、 どちら が 見 な いし 姉 な の か に つい て は 、 
互い に 譲ら ずい つも 喧嘩 の タネ に な っ て いる が 、 
メル に 言わ せる と 、 向こう 見 ず な 言動 は 典型 的 
な 「 弟 ]」 っ ぽい と いう 。 


ディ オス ・ バ ン デ ィ 罰 55 台 区 [人 名 】 デ リス ・ ヵ カ 


ー ラ ー ン の パレ スグ ドラ に 生ま れ た 青年 。 パレ ス 
セダム と の 戦争 で 両親 を 失い 、 敵討 ちの た め 、 
パン ディ 将軍 の 養子 と な る 。 義父 パン ディ に 信 
い 、 また 復讐 の 手段 と し て 、 自ら も パレ スグ ドラ 
の 軍 籍 に 入る が 、 バン ディ の 戦死 に よっ て 軍 の 
指揮 権 を 託さ れ 、 魔 科学 兵器 の 使用 に 踏み 切 
り 、 義父 の 後継 と いう 重責 の 下 に 国 を 滅ぼす と 


いう 大 罪 を 犯す 。 「 仮面 の 男 ] と し て 、 自己 の 
分 身 と も 言え る ディ オ に 激しい 憎悪 を 向け る 。 


ティ グル と ケラ ス 功 鐘 【 人 名 】 カ プ ワ ・ ノ ー ル 


に 暮らす 夫婦 。 税金 が 払え ず 、 その カタ に 息子 
ポリ ー を 奪わ れ て し まう 。 その た め 高 額 で 売れ る 
と いう リプ ガロ の 角 を 入手 すべ く 決 死 の 覚悟 で 
挑 も うと し て いた が 、 ユー リ が 代わ り に 角 を 持ち 
帰り 、 徐 地 を 救う 。 息子 ポリ ー は ラ ゴ ウ の 館 で 
魔物 の 餌 に され る と ころ だ っ た が 、 こち ら を 一 行 
の 働き に よっ て 命 を 取り 止め る 。 この 一 件 に 留 
ま ら ず 何 か と 災難 に 巻き 込ま れる 不運 な 一 家 。 


ディ ザイ アン 功 KR 旬 [組織 ・ 団 体 】 古代 大 戦 


の 終結 時 、 勇者 ミミ ス に よっ て 封印 され た と 言 
われ て いる ハー フエ ルフ の 集団 。 世界 が ふた つ 
に 分 けら れ た あと 、 再び どこ か ら と も な く 出 現し 、 
衰退 世界 を 好き 放題 に 荒らし 回 っ た 。 実際 に 
は クル シス の 下部 組織 で 、 ミト ス の 命 を 受け 、 
| 劣悪 種 」 と 呼ぶ 人 間 の 命 を 使っ て エク スフィア 
の 生成 を 行なっ た り 、 世界 再生 の 旅 に 出 た 神 
子 に 苦痛 を 与え 、 クル シス の 輝石 と の 融合 を 促 
進 する 役割 を 担っ て いた 。 


ディ スカ バリ ー 功 * 滞 斑 【 そ の 他 】 カ レギ ア 中 に 埋 


も れ た 世界 の 謎 を 発見 し て いく こと 。 また その 発 
見 物 。 サニー イタ ウン の ネコ 好き の じい さん が その 
筋 の 大 家 で 、 カレ ギア 3 大 陸 と 南方 請 島 に お け 
る 発見 物 の 傾向 や 、 デ ィ ス カバ リー の た め の 心 
構え を 腰 々 と 語っ て くれ る 。 旅 の 途中 で 思い が 
け な い 場所 で これ に 遭遇 する と 、「 な に か 見 つ 
け て うれ し い !」 と いう 気持 ち に な れる と いう の は 
彼 の 弁 。 また 結果 を 報告 し に いく と 、 「 素晴らし 
い ! こん な も の を 発見 する な ん て ステ キ !」 と い 
う 、 じい さん 直々 の 、 妙 に か わい らし くも あり が た 
い 賞 賛 が 受け られ る と いう …… e 


ディ スト 罰 訪 弄 【 人 名 】ND1982 年 、 ケ テル プル 


ク 生 まれ 。 本 名 サフ ィ ー ル ・ ワ イ ヨ ン ・ ネ イス 。 諸 
業 や 音 機関 を 専門 と し て いる が 、 ジェ イド に いわ 
せる と た だ の 偏執 狂 。 ケ テ ル ブル ク で は 、 ジェ イ 
ド と も に 天才 研究 者 と し て 知ら れ て いる 。 少年 
時 代 、 ジェ イド や ネフ リー と と も に 、 ネ ビ リム の 授業 
を 受け て 育っ た 。 ネ ビ リ ム の 死後 、 ジェ イド を 追っ 
て マル クト 軍 に 志願 、 と も に フォ ミク リー の 研究 を 
進め た 。 し か し 生体 フォ ミク リー を 禁忌 と し た ジェ 
イ 條 に 対し 、 ディ スト は ネ ビ リ ム を 完全 な 形 で 復活 
させ る 望み を 捨て らち れず 、 ヴァ ン に 誘わ れ て ダ ア 
ト へ 亡命 。 ロー レラ イ 教 団 の 六 神 将 と し て フォ ミク 
リー 研究 に 没頭 し 、 の ち に チー グル を 使っ た 実 
験 で 、 同位 体 を 完成 させ た 。 陰険 で 粘着 質 な 
性 格 で 、 こと ある た びに ジェ イド に つき まとう が 、 
すべ て は 恩師 ネ ビ リ ム を 復活 させ て ジェ イド や ネ 
フリ ー た ちと 昔 の よう に 交流 し た いと いう 望み か 
ら の 行動 で ある 。 モー ス や ヴァ ン に つい て いた の 
も 、 フォ ミク リー 研究 を 進め 、 ネ ビリ ム の レプ リカ 情 
報 を 譲り 受け る た め 。 互い に 利用 し 合う 間柄 で 
し か な か っ た 。 


ティ ソン 功 * 鐘 【 人 名 】 | 魔 狩り の 剣 ] の ナン バ 


ー2 で 、 ナン の 師匠 。 細身 の 体 か らく り 出す 体 
術 で 敵 を 翻弄 する 。 


帝都 地下 水道 訪 K 可 位 【 地 名 ・ 施 設 】 誤 都 の 地 


下 に は り め ぐら され た 巨大 な 下水 設備 。 正体 
不明 の 巨大 生物 が 棲み つい て いる 、 排水 溝 に 
続く 階段 を いっ し ょ に 降り た カッ プル は その 後 必 
ず 別 れる 、 な ど 帝都 民 の 好奇 心 を < すぐ る 噂 が 
多数 ある 。 


ティ トレ イ ・ ク ロウ 芳 基 欄 【 人 名 】 ペ トナ ジャ ン 


カ 製 鉄工 場 で 姉 ・ セ レー ナ と ふた り 働 く 青年 。 
届 託 の な い 気 さく な 性 格 で 住民 か ら 慕 わ れ て お 
り 、 また その 人 柄 は と き に 、 頑 な な 心 を 開か せ 
る 包容 力 を も 発揮 する 。「 姉 中 を 守る た め 」 に 
習得 し た と いう 格闘 術 は 、 むし ろ 製 鉄工 場 の 製 
品 を 不届き 者 か ら 守 る た め に 発揮 きれ て いる よ 
う で 、 接近 戦 で は 拳 を 武器 に 、 遠 距 離 か ら は 
左腕 に 装着 し た 弓矢 で 攻撃 する と いう 「 格 闘 
弓 士 ] を 名 乗る る 、 本 人 の 法案 し た 戦闘 スタ イ 
ル の た め 、 扱う 人 間 は ほとん どい な い 。 ラド ラス 
の 落日 で 本 人 も 知ら ぬ ま ま 樹 の フォ ルス を 発現 
させ て いた が 、 王 の 盾 に 姉 を 奪わ れ た こと で 突 
如 能 力 を 暴走 させ た 経緯 を 持つ 。 根っから の シ 
スコ ン で 、 姉 に 集まる 悪い 虫 を 片っ端 か ら 追い 
払っ て いる 。 本 人 曰く 「 お れ よ り い い 男 だ っ た ら 
姉 貴 を 任せ て も いい 」。 


ティ トレ イ の 歌 騙 誠 本 【 作 品 】 [| ティ トレ イ は ーー 


メラ メラ カル ボサ ボサ ボワ ワ ワ ワー ン ! 
ア チ ョ ー)」| 。 ヒル ダ を し て 「 ア ンタ 天才 」 と 言わ 
し め た 、 マオ 澤 身 の 一 曲 。 3 節目 の 「 ボワ ワ ワ ワ 
ー ン 」 の 解釈 に 諸説 ある 。 
デイ ドン 此 盛 加 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 マ イオ キア 平 
原 の 北 に ある 射 。 も と も と は 帝都 へ の 人 と 物資 の 
出入 り を 管理 する た め の 関 所 だ っ た が 、 現在 は 
「 平 原 の 主 」 プ レー タル か ら 帝 都 を 守っ て いる 。 
ディ バイ ディ ング ライ ン 功 誠 欄 【 呼 称 】 セ フ ィ ロ 
ト ツ リー に よる 浮力 の 発生 地帯 で 、 外 殻 大 地 を 
乗せ て いる 力 場 と な っ て いる 。 外 殻 大 地 は 、 こ 
の ディ バイ ディ ング ライ ン の 浮力 と 星 の 引力 の 間 
に 静止 し て いる 状態 。 ジェ ド に より 、 外 殻 大 地 
を 降下 させ る 際 に ディ バイ ディ ング ライ ン か ら 下 
方 向 に 強い 圧力 が 生ま れる こと が 発見 され て い 
る 。 ルー ク ら は この 圧力 を 利用 し て 障 気 を 地 核 
に 押し 戻し 、 最後 に パッ セー ジリ ング を 和 全 停 止 さ 
せ て セ フ ィ ロ ト を 閉じ る こと で 障 気 を 地 核 に 閉じ 
こめ よう と 計画 し た 。 


ティ ベリ ウス ・ ト ウケ イ 功 加 蘭 【 人 名 】 ア クア 


ェ イ ル 連 合 公 国 の 大 王 で トウ ケイ 領 の 領主 。 47 
歳 。 神 の 眼 の 力 に 魅 子 され て グレ バム と 手 を 組 
むと 、 か つて の 宝剣 シャ ル テ ィ エ 紛失 事件 の 貢 
任 を 追及 し 、 当時 の 大 王 で あっ た シ デ ン 領主 ア 
ルツ ー ル を 失脚 させ て 、 大 王 の 地位 を 筑 奪 す 
る 。 その 後 セ イン ガル ド へ の 侵攻 を 企てる も 、 シ 
デン 領 公子 ジョ ニー に 討た れ 鉛 れ る 。 武術 に 秀 
で 、 生涯 の 敗北 数 は 片手 で 足り る ほど 。 その 
数 少な い 黒 星 の ひ と つが 10 年 前 の アク アヴェ イ 
ル 合 同 武 術 大 会 で 、 相手 は 当時 16 歳 の フェ イ 
ト ・ モ リュ ウ で あっ た 。 20 歳 以上 も 年 の 離れ た フ 
ェ イ ト に 敗北 し た 逆恨み も ああ っ た の か 、 その 後 フ 
ェ イ ト の 恋人 と な っ た エレ ノア ・ リ ンド ウ を 強引 に 
奪い 、 彼女 を 自殺 へ と 追い 込む 。 常に 自分 の 
強 さ を 誇示 し 続け る 、 仙 慢 で 傍 若 無人 な 人 間 
性 は 、 つい に 公国 内 で の ティ ベリ ウス の 評価 を 
よい も の に する こと は な か っ た 。 


ティ ポ 荒 玉 【 人 名 】 幼い 頃 か ら エ リー ゼ と と も に 


ある 、 し ゃ べ る ぬい ぐる み 。 人 付き 合い の 苦手 
な 彼女 を フォ ロー し 、 歯 に 衣着 せ ぬ 物言い で 気 
持ち を 代弁 し て いる 。 敵 と の 戦い で も 彼女 の 武 
器 と な り 盾 と な り 果 敢 に 敵 に 立ち 向かう 、 紛 う 
か た な き 相 棒 で 、 奇妙 な 見 た 目 と は 裏腹 に その 
絆 は 誰 よ り も 強い 。 


ディ ムロ ス 芳 『 葬 葵 【 ソ ー デ ィ ア ン )】 天地 戦 争 時 


代 の 軍人 ディ ムロ ス ・ テ ィ ン バ パー の 人 格 を 投射 し 
た ソー ディ アン 。 重量 感 の ある 刀身 は 威風 堂々 
た る 趣 で 、 火 の 属性 を 司る 作 と し て 天地 戦争 を 
勝利 に 導い た 。 戦争 終結 後に 現在 の フィ ッ ツ ガ 
ルド に 当たる 地 に 封印 され た が 、 近年 ヒュ ー ゴ 
が 指揮 する 探索 部 隊 に よっ て 発見 ・ 回 収 され 
る 。 その 輸送 の 任務 に あっ た 飛行 竜 が モン スタ 
ー の 襲撃 を 受け た 際 、 た また ま 居 合わ せ た ス タ 
ン を マス ター と し 、 や が て 共闘 の 道 を 進む 仲間 
と な る 。 世界 中 に 散っ て いた 6 本 の ソー ディ アン 
の 中 で 5 番目 に 発見 され た も の で 、 この 復活 を 
以 っ て ヒュ ー ゴ の 計画 は 実現 に 向け て 動き 出 
すこ と と な っ た 。 押 紀 罰 【 ソ ー デ ィ ア ン 】 ディ ム 
ロス ・ テ ィ ン バ パー を を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 人 性格 
や 思考 パタ ー ン 、 知識 を 投射 され た ソー ディ ア 
ン 。 火 の 属 性 を 持ち も 、 お も に 火 系 の 晶 術 を プロ 
グラ ム さ れ て いる 。 18 年 前 、 眠り に 就 い て いた 
と ころ を オベロン 社 の 手 で 発見 され 、 飛行 竜 に 
積み 込ま れ て セイ ン ガ ルド まで 輸送 され て いた 。 
この 飛行 竜 が モン スタ ー に 襲わ れ た こと 、 そし て 
この と き 偶 然 に も スタ ン が 密航 し て いた こと で 彼 
ら は 出会い 、 以来 、 辛い 戦い を と も に 切り 抜け 
て いく 仲間 と な っ た 。 スタ ン と ディ ムロ ス は ソー デ 
ィ ア ン と マス ター の 間柄 な が ら 、 上 下 で も 主従 で 
も な い 、 対等 な 関係 を 築き 上 げ て いっ た 。 


ディ ムロ ス ・ テ ィ ン バ ー 罰 『 字 簡 【 人 名 】 天地 戦 


争 時 代 の 人 物 で 、 地上 軍 の 中 将 な が 戦場 で 
は 常に 最前 線 で 活躍 し た 人 物 。 戦争 末期 、 ソ 
ー デ ィ ア ンチ ー ム の メン バー と し て 、 ソー ディ アン ・ 
ディ ムロ ス の マス ター と な っ た 。 突出 し た 戦闘 力 
と 勇猛 な 性 格 で 、 誰 よ り も 早く 突進 し 、 誰 よ り も 
多く 倒し た こと か ら 、「 突撃 兵 ] と 呼ば れる 。 そ 
の 名 は 天上 軍 に まで 響き 、 地上 軍 に その 人 あり 
と 恐れ られ る 人 物 の ひと り で あっ た 。 彼 が 卓越 
し た 存在 と し て 注目 され て いた の は 、 指揮 官 と 
し て 大 部 隊 を 完璧 に 運用 し な が ら も 、 自ら も その 
一 員 と し て 剣 を と っ て いた 、 軍神 と も 称す べき 
勇猛 な 姿 と 精神 に 由来 する 。 また 元 来 、 作戦 
立案 や 軍 の 指揮 に お いて も 優れ た 能力 を 持っ 
て お り 、 軍師 と し て 活躍 する こと も 可能 で あっ 
た 。 し か し 同僚 に 天才 軍師 と 讃 われ た カー レ 
ル ・ ベ ル セ リ オス の 存在 が あっ た こと か ら 、 喜ん 
で 前 線 部 隊 に 収まっ た と いう 。 自ら も 現場 に 立 
ち 、 手塩 を か け て 育て た 生え 抜き の 「 ユ ンカ ー ス 
隊 」 の 手 本 と な り 、 それ で いて 部 下 へ の 気遣い 
を 忘れ な い 。 大 い に 人 望 を 集め た 理由 は 、 そ 
ん な 上 厳し さと 愛情 と 聡明 さ を 兼ね 備え た 、 彼 の 
人 柄 に 集約 され て いる 。 それ ほど の 評価 を 受け 
る 彼 が 、 た っ た 一 度 だ け 激 情 に 駆 られ た 場面 。 
それ は 同僚 で あり 恋人 で も あっ た アト ワイ ト ・ エ ッ 
クス 大 佐 が 、 天上 軍 の 捕虜 と な っ た と き で ある 。 
し か し この 際 も 私 情 を 押え て 見 事 に 大 佐 の 奪還 
を 成功 させ 、 の ちの ソー ディ アン チー ム の 編成 を 
実現 させ た 。 な お 彼 が 出撃 の 際 に 必ず 部 下 に 
か けた と いう 言葉 「 生 き て 、 帰っ て こい 」 は 、 疲 
弊 す る 地上 軍 を 支え る 大 き な 寄 る 辺 で あっ た 。 


罰 強 [人 名 】 天地 戦争 時 代 の 人 物 。 地上 軍 
中 将 な が ら 、 戦場 で は つね に 最前 線 で 活躍 し 
た 猛将 。 突出 し た 戦闘 力 と 勇猛 な 性 格 で 、 誰 
より る 速く 突進 し 、 誰 よ り も 多く 倒し 、 破壊 し た こ 
と か ら 、 天上 軍 に 恐れ られ る 存在 で あっ た 。 ディ 
ムロ ス が 卓越 し た 存在 と し て 見 られ て いた の は 、 
自ら 主戦 力 と な る 一 方 で 指揮 官 と し て 大 部 隊 
を 動か し 、 その 運用 が 完璧 だ っ た こと に 由来 す 
る 。 本 来 デ ィ ム ロス は 高い 作戦 立案 能力 、 指揮 
能力 を 持ち 、 実力 的 に は 軍師 と し て の 活躍 も 
可能 で あっ た 。 し か し 同僚 に か の 天才 軍師 カー 
レル ・ ベ ル セ リ オス が いた た め 、 安心 し て 前 線 
部 隊 に 収まっ た と いう 。 お そら く 当 人 に し て も 、 
実戦 部 隊 の 方 が 性 に 会 っ て いた の だ ろう 。 細 
や か な 気遣い の 人 で も ある ディ ムロ ス は 、 周囲 
の 人 間 に 対 する 心配 り を 忘れ ず 、 皆 を 勇気 付 
ける 存在 と な っ て いる 。 彼 の 部 下 達 は そん な 上 
官 の 優し さと 厳し さ 、 冷静 と 激情 、 そし て 柔軟 さ 
と 頑固 さき を 知っ て いる た め 、 愛情 を 込め て 「 突 
撃 兵 」 と 呼ん を で いた 。 ディ ムロ ス は の ち に ソー ディ 
アン チー ム に 任命 され 、 ソー ディ アン ・ デ ィ ム ロス 
の オリ ジ ナ ル と な っ た 。 


ティ ルキ ス ・ バ ロー ネ 功 高 柱 【 人 名 】 18 歳 、 ヒ 


ト 。 セン シビ ア 王 国 の 4 番目 の 王子 。 両親 、 見 3 
人 、 姉 ひ と り 、 妹 ふ た り の 大 家族 の 中 で 育っ た 
た めか 、 春 放 で 気取っ た と ころ が な く 、 に ぎ や か 
な 場所 が 似合う 気さく く な 人 物 。 カイ ウス 、 ルビ ア 
に と っ て は お 見 さん 的 存在 で ある 。 教会 に よっ 
て セン シビ ア 大 陸 で 行なわ れ た 大 規模 プリ セ プ 
ツ 実 験 と スポ ッ ト 出現 の 因果 関係 を 探る た め 、 
お 妨 び で セン シビ ア を 出国 。 手 潰 ぎ ボ ー ト で 港 
を 出発 し て 途中 で 海賊 船 に 捨 われ 、 その 後 、 
海賊 船 を 乗っ 取っ て アレ ウー ラ へ 密入国 する な 
ど 、 と て も 王子 と は 思え な い 大 胆 不 敵 な 行動 が 
目立つ 。 思い 立っ た ら す ぐ 行 動 し な いと 気 が 済 
まず 、 いつ も 護衛 役 の フォ レス ト を 悩ま せ て い 
る 。 ふだん は 気楽 に 街 に 出かけ る こと が 多く 、 セ 
ン シ ビ ア 中 の 女の子 た ちの 人 気 を 集め て いる 。 
自称 、 モテ モテ らし い が ……。 


ティ ル ソ の 森 功 *5 答 [地名 ・ 施 設 】 スノー フリ ア 


と サイ リル の 間 に あ る 雪 深 い 森 。 海路 で ファ ンダ 
リア に 入国 し た 旅人 は 、 首都 ハイ デル ベル グ を 
目指 す た め に 必ず 通る こと に な る 。 吹き 溜まり に 
た まっ た 雪が 大 き な 塊 に な り 、 た だ で きえ ぇ 通行 に 
支障 が 出る うえ 、 内 部 に 潜ん だ モン スタ ー に 気 
づか ず に 、 大 き な を 被害 を 受け る こと も ある 。 また 
その 寒さ か ら か 道 半 ば に し て 意識 を 失う よう に 
眠り 込ん で し まう 場合 も ある と 言わ れ 、 通り 抜け 
る に は 相応 の 準備 と 覚悟 が 要求 され る 。 


ディ ン 玉 罰 斑 [ 人 名 】 ケ セ ド ニア で 旅人 か ら 交 易 


品 を 預かり 、 職人 に 物品 の 制作 依頼 を 行なっ 
て いる 仲介 屋 。 年 端 の いか な い 子 供 な が ら 楽 


いた | だ つ 5 くら こと で | 


ンプ 


キ S 邊 向き マ ふ 届 


の ググ 


し て 儲け よう と 試行 錯誤 中 。 利益 の た め な らち 
ょ っ と 短 な い 橋 も 渡っ て みせ る 。 将来 が 楽し み 
な 商人 の 卵 で ある 。 


ティ ン シ ア 玉 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 


は 職人 の 町 ティ ン シ ア 。 セレ ステ ィ ア で も 最大 規 
模 を 誇り 、 極度 に 発達 し た 工業 に よっ て 、 町 中 
に 地 晶 霊 に よる エス カレ ー タ ー が 設置 され て い 
る 。 シル エ シ カ の アジ ト も この 町 に あり 、 場所 は 
秘密 の は ず だ が 、 な ぜ か 道行 く 誰 も が 知っ て い 
る 様子 。 


宙 の 式典 (デイ ン ノ モス ) 功 杖 包 【 魔 痢 器 ] 


国 皇 室 に 代々 受け 継が れる 宝剣 。 その 実態 は 
古代 ゲラ イオ ス 文明 の 末期 に 、 人 間 と 始祖 の 
隷 長 と で 生み 出さ れ た 究極 の 魔 導 器 で 、 万 物 
の 根源 を 操作 する 術 式 「 リ ゾ マ ー タ の 公式 」 を 
実装 し た た だ ひと つの 存在 で ある 。 巨大 封印 
魔 導 器 ザウ デ の 起動 キー で も あり 、 ザウ デ の 封 
印 と な っ て 命 を 落と し た 満月 の 子 の 生き 残り が 
初代 皇帝 に 就 い た こと か ら 、 帝国 の 至宝 と し て 
奉 ら れる よう に な っ た 。 拡大 する エア ル の 乱れ 
を 鎮め る べく 、 人 魔 戦争 後に デュ ー ク に 持ち 去 
られ る が 、 千 年 以上 経っ た 現在 で も ザー フィ ア 
ス の シス テム と 同調 し て ザウ デ の 鍵 と し て 機能 
する た め 、 アレ クセ イ は 部 下 た ち を 利用 し て 入 
手 に 傾注 し 、 複製 まで る 試み て いた 。 な お 使用 
時 に 現われ る 独特 の 術 式 は 、 満月 の 子 エ ステ 
ル が 治癒 術 を 使う と き に 彼女 を 取り 巻く も の と 
酷似 し て お り 、 両者 が と も に エア ル に 対す る 強 
力 な 働き か け を 行なえ る こと を 示唆 し て いる 。 


デー ル 公 功 E 簡 【 人 名 】 ウ ィ ン ド ル 王 国 南部 を 治 


め る 大 領主 で 、 ウィ ンド ル 第 二 の 街 グレ ル サ イ ド 
を 中 心 と し た 肥 決 な 領地 を 管理 する 。 王家 の 
遠縁 に 当たり 、 前 国王 ファ ー デ ィ ナ ント 四 世 時 代 
に 、 公 の 父親 が 対 フ ェ ン デル の 戦い で 王 の 命 
を 救っ た 功績 を 称え られ 、 叔 位 を 受け た 。 威厳 
と 厳格 さ を 備 えた まさ に 貴族 然 と し た 男 で 、 セル 
ディ ク の 謀反 で ファ ー デ ィ ナ ント 四 世 が 逝去 し た こ 
と を 受け 、 王 都 を 脱出 し た リチャード を 保護 。 彼 
の 玉座 奪還 を 助け る べく 国内 最大 規模 を 誇る 
民兵 隊 を 率い 、 セル ディ ク 側 に つい た 騎士 団 を 
圧倒 する 。 この 挙兵 は アス ベル ら の 尽力 な くし 
て は 成功 し 得 な いも の だ っ た が 、 表向き に は 公 
の 功績 と し て 、 その 地位 を ます ます 盤石 な も の 
と し た 。 


テオ ドー ロ ・ グ ラン ツ 功 誠 本 【 人 名 】ND1957 


年 生ま れ 。 ユリ アシ ティ の 責任 者 に し て 、 人類 
を 大 島 栄 に 導 こ うと する ロー レラ イ 教 団 の 監視 
者 で も ある 。 ティ ア の 両親 が 死亡 し た あと 、 祖父 
が わり と な っ て ティ ア と ヴァ ン を 育て た 。 


デ ク ス 芽 5S 語 【 人 名 】 ヴ ァ ン ガー ド 工 作 班 の リー ダ 


ー。 ソル ム の コア を 使っ て ロイ ド に 変化 し 、 パル 
マコ スタ 血 の 葉 清 や フラ ノー ル 撃 の 実行 犯 と 
し て 暗躍 し た 人 物 。 他人 の 言葉 な ど ま る で 耳 に 
届か な い 、 思い 込み の 激しい ナル シス ト 。 アリ ス 
と 同じ ハイ マ の 孤児 院 で 育ち 、 ある 事件 の 際 ア 
リス に 命 を 助け られ て 以来 、 アリ ス の た め だ け に 
生き 、 自分 の 命 すら 彼女 に 差し 出す こと も 馬 わ 
な い 。 アリ ス に 気に入ら れ た い 一 心 で 外見 に 気 
を 遣い 、 通販 で 購入 し た モテ グッ ズ と 開運 グッ 
ズ で 身 を 固め る 。 し か し よ か れ と 思い 愛用 し て 
いた 香水 、 メロ メロ コウ が 大 不評 と 気付 か ず 、 
当 の アリ ス か ら は 「 キ モ い 」、「 キ ショ い 」 、「 ク サ 
い 」 の 3K デ クス と 呼ば れ ウ ザ が られ る 。 


テク タイ ト ガ ー ド 騙 可 有馬 【 武 具 】 ア レン ハ ラ の ギル 


ド 褒 章 品 の 鎧 。 材料 と な る 鉱石 の 組成 が 一 般 
的 な も の と 異な る た め 、 月 か ら も た ら さ れ た と いう 
神話 が ある 。 黒く 、 鈍い 輝き は 、 ひと 目 で 最上 
級 の 軽 鎧 と わか る 風格 が ある 。 

テク タ ・ ド ・ レ 罰 * 誠 蘭 【 人 名 】 先 帯 ジ ルコ ニア 
の 第 一 皇子 。 17 年 前 、 ジ ルコ ニア に 寄生 し た ク 
リー ド を 討伐 する た め の 一 団 が アー カム に よっ て 
組織 され た と き 、 自ら も また ソー マ を 手 に 加わ り 、 
実 の 父 を 討 と うと する 。 戦い の 果て に セミ ナビ ッ 
ツ ッ 諸島 へ と 流れ つき 、 クリ ー ド の 寄生 の 後遺 症 
で スピ リア を 人 触 ま れ た ジル コ ニ ア と と も に レー プ に 
住み つい た 。 現在 は 父 の 回 復 に わずか な 望み 
を 託し 、 村 で た だ ひと り の 医者 と し て 暮らし て い 
る 。 物心 つい た と き 、 ジル コ ニ ア は すでに クリ ー 
ド に 操 ら れ 、 彼 か ら 父 親 ら し い 愛 情 を 受け た こと 
の な か っ た テク タ に と っ て は 、 帝都 に 戻る こと な 
く 父 と ひっ そり 生き る こと すら 、 家族 と し て の 娠 
を 取り 戻す も の な の か も し れ な い 。 な お か つて 
振る っ た ソー マ は 、 現在 で も 愛用 する 仕込 み 
杖 。 た だ し クリ ー ド と の 戦い で 破損 し 、 現在 で は 
ソー マ と し て の 力 は 失っ て いる 。 

デス ・ ア ビス 罰 KE 簡 【 起 具 〕】 ヒ ュー バー ト の 双 刃 。 
「 テ イル ズ オプ ジ アビ ピス] で 主人 公 ら を 待ち 受 
ける 魔物 の 武器 に 由来 する その 起源 は 盲目 的 
に 力 を 求め る 狂気 の 男 の 、 深淵 より の 叫び を ま 
と っ た 技 。 

デス ガロ 熱 薦 * 枯 模 【 文 化 】 か つて クロ ダダ ク 砂 
漠 一 帯 で 猛威 を 振る っ た 風土 病 で 、 高熱 を 出 
し た の ち に 死に 至る 。 数 十 年 前 の 「 ア ニカ マル 
の 災厄 ] を 最後 に ウィ ルス は 全滅 し た と 考え られ 
て いた が 、 ご く < 一 部 が カレ ー ズ の 中 で 生き 残っ 
て お り 、 再び 租 患 する 者 が 現われ た と の 報告 
が ある 。 

デス ピル 病 功 還 剛 【 現 象 】 スピ リア が 暴走 する 
病 。 ゼロ ム が スピ ルー ン に 寄生 し て 肉体 や 精神 
を で た ら め に 暴走 させ た 結果 、 さま ざま な 症状 を 
引き 起こ す 。 

テ セ アラ 罰 座 簡 【 世 界 】 シル ヴァ ラン ト と 対 に な 
る 、 800 年 の 永き 時 を 繁栄 世界 と し て 過ごし た 
世界 。 豊富 な マナ に より 魔 科学 が 発達 し て お 
り 、 国王 テ セ アラ 18 世 に よる 統治 の 下 、 人 々 は 
豊か な 生活 を 送る 。 また 古代 大 戦 の 時 代 に は 
すでに あっ た 明確 な 種族 差別 が 今 な お 現存 
し 、 ハー フエ ルフ は その 最 下 級 に 位置 づけ られ 
る 。 その た め 彼ら は 一 生 を 虐げ られ 搾取 され て 
生き る こと が 普通 で あり 、 定住 する こと も まま な ら 
ず 放 浪 の 徒 と な る 者 も 少な く な い 。 

テツ ・ ハ ガ ネ 功 * 基 駐 【 人 名 】 己 が 犯し た 3 つの 
大 罪 に お の の き 、 帝都 の 宇 屋 に 自ら 身 を 置く 
「 漢 ]。 女 を 泣か せる 「 愛 の 罪 ] 、 肉親 を 悲し ま 
せる 「 衰 の 罪 ] そ し て 自分 の 強 さ が 招い た 「 力 の 
罪 」 は 、 彼 の 顔 に 深い 影 を 落と し て いる 。 素肌 
に ジャ ケッ ト を 羽織 っ た ワイ ルド な 外見 に 似合わ 
ず 、 年 獄 で 培っ た 裁縫 は プロ 顔負け の 腕 を 持 
つ 。 な お 罪 だ け に 「 イ ワシ の ツ ミ レ 汁 」 が 好物 。 

デッキ ブラ シ 罰 高 得 【 秘 宝 】 セレ ステ ィ ア 七 大 秘 
室 の ひと つ に あたる 。 パン エル ティ ア 号 に 積み 
込ま れ 、 厳重 に 保管 され て いた 。 秘宝 と は いう 
も の の 、 あま り 強力 で は な い 。 訪 避 本 [ 武 具 】 
床 掃除 に 便利 な 、 長い 柄 つ き の プ ラ シ 。 多く の 
場合 ブラ シ 部 分 は 緑色 を し て お り 、 ひと 目 で そ 
れ と わか る 形状 が 特徴 的 。 武器 と し て 振る う 際 
に は あら か じ め ト イレ 掃除 な ど に 使用 し て お く こ と 
で 、 相手 に 精神 的 ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 


か も し れ な い 。 


ー TOI - 


鉄 ち ゃ ん 久 可 内 【 呼 称 】 熱 心 な 鉄道 マニ ア を 指 


し て 呼ぶ 言葉 で 、 アク セン ト は 「 ち 」 に 置く 。 マム 
ー ト の 宿屋 に 長期 滞在 し て いる グ ゲス タ ー プ と いう 
名 の 青年 が 自称 し て お り 、 戦争 の 長期 化 で 運 
行 が 途絶 を た まま の 鉄道 の 再開 を 心待ち に し て 
いる 。 な お 鉄道 に 乗っ て 楽し む 派 を 「 乗 り 鉄 」 、 
列車 の 姿 を 写真 に 収め て 楽し む 派 を 「 撮 り 鉄 」 
な ど 、 ひと 口 に 「 鉄 ちゃ ん 」 と 言っ て も その 嗜好 
は さま ざま 。 くだ ん の グ ス タ ー プ 氏 は と に か く 乗 り 
た い 「 乗 り 鉄 ] の よう で ある 。 


テッ ド 罰 避 鏡 【 人 名 】 ザー フィ アス の 下町 に 住む 


少年 で 、 ユー リ が 下宿 し て いる 宿屋 「 等 星 ] の 
ひと り 息 子 。 下町 出身 で あり な が ら 騎 士 団 に 所 
属し た ユー リ 、 その 騎士 団 で 輝かしい 昇進 を 続 
ける フレ ン を 誇り に し 、 慕っ て いる 。 


鉄道 員 薦 机 筐 【 人 名 】 アイ メン 駅 、 ル イシ カ 駅 に 


駐在 し て いる が 、 ぞんざい な 態度 の うえ に 、 人 
の 出鼻 を くじ き 、 人 騒が せ で 、 さら に 郵便 配達 
まで 押し つけ て くる 困っ た 人 た ち 。 し か し よく よく 
考え て みる と 、 鉄道 が 動か な く な っ た に も 関わ ら 
ず 、 と て も 仕事 熱心 に は 見 えな い 彼 ら が 駅 に 居 
続け て いる 理由 が わか ら な い 。 


デッド エン ドサ ッ カ ー 功 i 欄 [文化 】 コ ハク の 


趣味 の ひと つ 。 蹴り が 得意 な 彼女 だ け に 、 や は 
り サ ッ カ ー は 好 ん で 行なう スポ ー ツ らし い 。 た だ し 
イノ シシ を 殺す ほど の キッ ク 力 な の だ か ら 、 瀬 死 
の 重傷 者 が 出る の は 避け られ な い 。 


デ デ 薦 高欄 【 人 名 】 フ ォ ッ グ が 妻 リ シテ ア に 贈っ た 


仔 ミ アキ ス 。 ピク ルス 抜き の / \ー ガ ー が 好物 。 フ 
ォ ッ グ は いな く な っ た リ シ テ ア を デ デ 、 も と い デ デ 
ちゃ ん に 重ね て 湖 愛 し て いる 。 


デ デ ッ キ 罰 品 議 【 人 名 】 バル ボス に 雇 わ れ て ザ 


ー フ ィ ア ス 下 町 の 魔 核 を 盗ん だ 真犯人 。 リタ が 
天才 魔 導 士 と し て その 筋 で 有名 な こと と 、 変わ 
り 者 で ある と の 評判 を 利用 し 、 彼女 の 姓 「 モ ル 
ディ オ 」 を 名 乗っ て 、 捜査 の 目 を くら ませ よう と す 
る 。 実際 の デ デ ッ キ は 、 リタ と は 似 て も 似つか な 
い ヒ ゲ 面 の オヤ ジ 。 一 度 は 逃げ お お せ た も の 
の 、 カプ ワ ・ ノ ー ル で 詐欺 を 働 こ うと し て いた と こ 
ろ を 見 つか り 、 リタ に ぶっ 飛ば され て あえ な く 御 
用 と な る 。 


テ ネ ブ ラ エ 騙 基 語 9【 セ ンチ ュ リ オン 】 開 を 司る 
セン チュ リオ ン 。 皆 か ら ワ ン ち ゃ ん 、 テ ネ プ ちゃ ん 、 
ワン 太郎 、 テ プラ ちゃ ん 、 プラ エ 、 テラ エ 、 プラ ブ 
ラ 、 テ ネ プ くん 、 妖精 くん 等 々 好き 放題 に 呼ば 
れ 、 当初 は 抵抗 姿勢 を 見 せる も いつ し か 心 折 
れ 、 愛称 は テ ネ プ に 落ち 着い た 。 冷静 だ が 嫌 
味 、 陰湿 、 人 を 陥れ る こと が 大 好き と 、 最低 の 
性 格 。 穏健 派 を 気 取 る 反面 、 重度 の ナル シス ト 
の た めか 、 年 寄り 扱い され る こと に 耐え られ ず 、 
年 齢 に 触れ られ る と 逆 上 する こと も 。 変化 能力 
を 持ち 、 釣り 竿 か ら 自 称 絶世 の 美女 まで 、 あり 
と あら ゆる も の に 変化 で きる 。 テ ネ プ ラ エ は マル 
タ が 持つ ラタトスク ・ コ ア が 偽物 だ と 知っ て お り 、 
マル タ を 守る フリ を し な が ら 、 ずっ と エミ ルー ラ タ ト 
スク の 講 衛 を し て いた 。 テ ネ プ ラ エ は すべ て の 
始ま り の 時 か ら 舞 台 裏 を 知る 唯一 の 存在 で あ 
り 、 主 ラタトスク の 力 を 取り 戻す と いう 目的 に 向 
か っ て 、 ゆる や か に 、 だ が 確実 に 一 行 を 動か し 
て いた 。 エミ ル ニ テラ タ ト ス ク 、 マル タ と の 旅 を 続け 
る うち 、 テ ネ プ ラ エ の 中 に ふた り の 保護 者 の よう 
な 、 仲間 の よう な 、 愛情 と も 受け 取れ る 感覚 が 
芽生 え 、 と くに ラタトスク の 中 の エミ ル に 共感 し 、 
その 行く 末 に 心 を 痛め て いた 。 


テ ノ ス 編 可 贈 【 国 名 】 大 陸 の 北 に 位置 する 工業 
立国 。 高い 技術 力 を 誇り 、 と くに 蒸気 機関 を 利 
用 し た 産業 に 関し て は 大 国 レ グ ヌ ム を 凌ぐ 。 煮 
込み 料理 や お 酒 に 定評 が あり 、 人 々 は 暖 を 取 
る だ け で な く 心 を 満た す た め に 、 熱気 で 満た さ 
れ た 暖か な 料理 屋 で 仕事 の あと の ひと と き を 楽 
し む の が 一 般 的 。 

テ ノ ス 兵器 工場 編 可 肝 [地名 ・ 施 設 】 テ ノ ス 市 
街 地 の 外れ に 造ら れ た 巨大 な 兵器 工場 。 最 
先端 技術 を 取り 入れ た 兵器 開発 が 行なわ れ て 
いる 。 と くに 空路 を 用 いた 物資 の 輸送 を 可能 に 
する と いう 飛行 船 は 、 長年 用 着 状態 に ある 戦 
況 を 大 きく 動か す と し て 高い 期待 が 寄せ られ て 
お り 、 軍師 アル ベー ル を 中 心 と し た 開発 メン バ 
ー の 動向 が 注目 され て いる 。 

テ ノ ス 名 産地 酒 訪 可 内 【 飲 食物 ]】 テ ノ ス ギ ルド で 
配達 を 依頼 され る 地酒 。 美味 し い 酒 の 産地 と 
し て 名 高い テ ノ ス で も 、 と くに 人 気 の 品 で ある 。 
酒好き の アン ジュ や リカ ルド は この 依頼 を 受け る 
た びに 、 ちょ っ ぴり ご 相 伴 に 預かり た く て し か た 
が な い 様 子 。 

デミ テル 芳 器 欄 【 人 名 】 ハーフ エル フ の 魔術 師 。 
スカ ー レ ッ ト に 師事 し 、 魔術 を 人 々 の 役に立て る 
べく 真面目 に 研究 を 続け て いた 。 し か し ダオス 
に 操 ら れ て し まい 、 突如 すべ て を 捨て て 西 の 
孤島 に 逃亡 。 スカ ー レ ッ ト 一 家 を 殺害 し ハー メル 
の 街 を 壊滅 させ る 。 死 し て な お 復讐 心 に 駆 られ 
る 夫婦 の 娘 リ ア と 、 それ を 助け た アー チェ に よっ 
て 討た れる こと と な る 。 


テム ザ 山 入 可 鐘 [ 地 名 ・ 施 設 】 デズ エー ル 大 隊 


北部 ・ 父 な る ム ゼ リ 山 脈 の 一 角 に 位置 する 山 。 
太古 の 災厄 の あと 、 地上 に 残っ た クリ ティ ア 族 
が 築い た 街 が 栄え て いた が 、 山 一 帯 が 人 魔 戦 
争 の 戦場 と な っ た た め 減 びる 。 現在 で は 戦争 
の 爪 跡 が 残る の み で 、 人 の 住め る 環境 で は な く 
な っ た 。 


デュ ー ク ・ バ ンタ レイ 功 可 久 【 人 名 】 十 年 前 の 


人 魔 戦争 で 、 人 間 側 に 勝利 を も た らし た 英雄 。 
だ が 戦い の あと 、 と も に 参戦 し た 友 エ ル シ フ ル を 
卑 快 な 手口 で 殺さ れ た た め 、 人 間 と 決別 し て 
始祖 の 隷 長 と と も に 生き る 道 を 選ぶ 。 その 後 エ 
ル シ フ ル の 遺言 に 従い 、 魔 導 器 の 激増 に より 
乱れ が 加速 する エア ル を 「 宙 の 戒 典 | で 鎮め 続 
け て いた 。 アレ クセ イ が ザウ デ 不 落 宮 の 封印 を 
破壊 し 、 星 喰 み が 再び 降臨 し た こと で 、 くり 返さ 
れる 過ち に 絶望 。 すべ て の 人 間 の 生命 エネ ル 
ギー を 以 っ て 星 喰 み を 打ち 消 そ うと する 。 人 間 
社会 を 捨て 、 孤独 な 放浪 の 旅 を 続け る 彼 の 拠 
り ど ころ は 、 始祖 の 隷 長 の 盟主 フェ ロー の 力 で 
作り 出さ れ た 古 の 街 ヨ ー ム ゲン で ある 。 


大 准 海 石 ( デ ュー プル マル ) 功 KE 欄 [鉱石 】 ス ト 


ラ タ を 支え る 大 煙 石 で 、 紺碧 の 輝き を 放ち 水 の 
原 素 を た た える 。 スト ラ タ 大 砂漠 の 一 画 に 存在 
する が 、 ウィ ンド ル の 大 翠 緑 石 が 王 都 の 中 心 と 
な っ て いる の と は 異な り 、 政府 中 枢 の 限ら れ た 
人 間 に し か その 場所 は 知ら きれ て いな い 。 


テ ュ ー ラ ・ ウ ェ ル ツェ ス 功 可 腸 【 人 名 】 水 の 民 


の 少女 。 フェ ニモ ー ル の 双子 の 妹 。 一 卵 性 双 
生 児 の た めか 容姿 、 仕草 、 身長 、 果て は 性 格 
まで まっ た くい っ し ょ 。 周囲 の 者 も 見 分 ける の は 
困難 だ が 、 声 だ け は 違う の で 聞き 分 ける し か な 
い 。 誠 名 の ウェ ルツ ェ ス は 古 刻 語 で 希望 の 意 。 


デュ ナミ ス 孤 喝 院 還 ゼ [地名 ・ 施 設 】 神 の 眼 


を 巡る 騒乱 終結 後に 結婚 し た スタ ン と ルー ティ 
が 、 クレ スタ で 始め た 孤児 院 の こと 。 当時 の ふ 
た り は 冒険 に よっ て 稼い だ 貯蓄 が あっ た も の 
の 、 金銭 的 な 先行 き が 安泰 と は 言い が た か っ 
た 。 し か し ルー ティ は 自分 が 育っ た 孤児 院 を 引 
き 継ぐ こと に 並々 な ら ぬ 意欲 を 見 せ 、 そし て スタ 
ン も それ に 賛同 し た た め 、 ふた り は ご く 当 た り 前 
の よう に 孤児 院 の 院長 と な っ て いた 。 彼ら に と 
っ て 幸福 だ っ た の は 、 冒険 で 多く の 仲間 や 協 
力 者 を 得 て い た こと 。 スタ ン と ルー ティ 、 そし て 協 
力 者 達 の 手作り に よっ て 生ま れ た 孤児 院 は 、 
多く の 者 に 祝福 され て スタ ー ト と し た 。 当時 は 包 
乱 に よっ て 孤児 と な っ た 子供 達 が 増え て お り 、 
スタ ン は そん な 子供 達 を 持ち 前 の お お ら か さと 
博愛 精神 で 、 ルー ティ は 筋 の 通っ た 肝っ玉 で 
受け 入れ 続け 、 半 人 も の 若者 が ここ か ら 6 巣 立っ 
て いっ た 。 孤児 院 の 名 前 と な っ た デュ ナミ ス と 


は 、 資質 の 意味 。 彼ら が な ぜ こ の 言葉 を 思い 
つい た の か は さて お き 、 子供 達 の 素質 や 個性 
を 伸ばし て あげ た い 、 そん な 彼ら らし い 意 味 が 
込め られ て いた の か も し れ な い 。 


デュ ラン ダル 編 可 本 【 人 名 】 鍛冶 の 神 バ ルカ ン 


の 最高 傑作 で あり 、 最後 の 作品 と な っ た 聖 剣 。 
セン サス と ラテ ィ オ に 二分 され 、 混乱 を 極め る 天 
界 に 、 争い の 終わ り を も た ら す こと を 期待 され 
生み 出さ れ た 。 発光 する クリ スタ ル を 鎧 と 一 体 
化し た 黒い 鋼 が 覆う と いう 、 その 繊細 か つ 複 雑 
な 造形 は 、 妖艶 な 美 し さ を 持ち 、 見 る 者 は 長 怖 
の 念 を 抱か ず に は いら れ な い 。 また 刀身 は 持ち 
主 に 合わ せ て 大 き さ が 自在 に 変化 し 、 絶対 的 
な 力 を 持つ 者 が 手 に し た と き に 、 最大 限 の 能力 
が 発揮 きれ る よう 設計 され て いる 。 ラテ ィ オ の 元 
老 院 か ら イ ナン ナ に 託さ れ 、 彼女 と と も に セン サ 
ス の アス ラ に 渡る と 、 瞬く 間 に 同 軍 を 勝利 に 導 
いた 。 し か し 審 命 を 受け た イナ ン ナ の 手 に よっ 
て 、 アス ラ の 命 を 奪う と いう 、 セン サス 側 か ら 見 
れ ば 裏切り の 行為 に 加担 する こと も また 、 彼 の 
背負 う 役目 だ っ た 。 武具 は た だ ひたすら 、 使い 
手 に よっ て 振る われ る た め の も の 。 そし て どん な 
形 で あれ 、 争い を 終わ ら せ る こと こそ 至上 の 命 
題 。 彼 は 神々 の 迷い や 葛藤 を 目 に し な が ら も 、 
己 の 存在 意義 に の み 忠 実に 生き 、 アス ラ の 命 
を 奪っ て 天空 城 で 果て る 。 


デリ ス ・ カ ー ラ ー ン 芳本 議 【 そ の 他 】 ダ オス の 


母 星 で ある 彗星 。 戦争 に よっ て 多く の 命 が 失 
われ 、 生き 残っ た 人 々 も マナ の 枯 潟 よる 甚大 な 
被害 を 被る こと に な っ た 。 芳 柱 【 そ の 他 】 古 
の 時 代 に エル フ が 住ん で いた 彗星 。 大 量 の マナ 
で 構成 され た デリ ス ・ カ ー ラ ー ン は 、 100 年 に 一 
度 の 周期 で 世界 に 接近 し 、 その た びに 少し ずつ 
マナ を も た らし た 。 古代 大 戦 の の ち 、 ミト ス と エタ 
ー ナ ルソー ド の 力 で 空 に つなぎ 止め られ て いる 。 


デリ スエ ンプ ブ レム 軒 其 語 5【 そ の 他 】 デ リス ・ カ ー 


ラー ン で ラタトスク に よっ て 作ら れ た 紋章 。 周囲 
の マナ を 使用 し 、 持ち 主 を 護る 効力 を 持つ 。 太 
古 の 昔 、 デ リス エン プレ ム は ラタトスク が ミト ス と そ 
の 仲間 に 授け た も の だ っ た 。 し か し ミト ス に 裏 切 
られ た ラタトスク は 、 ミト ス た ち が ギ ン ヌ ン ガ ・ ガ ッ 
プ に 立ち 入る こと を 許さ ず 、 デリ スエ ンプ レム を 
持っ た 者 が 進入 し て きた 場合 、 その 者 を 石化 す 
る トラ ッ プ を 仕掛 け て いた 。 また 、 ミト ス は か つて 
自分 の 居城 、 ザ ェ ント ヘイ ム に 入る 道 を 開く 鍵 と 
し て 、 デリ スエ ンプ レム を 用 いて いた 。 


デリ ス 鋼 薦 E 欄 【 技 術 】 ラ ムダ に 対し て 耐性 を 持 


つ 特 殊 金 属 。 プロ トス 1・ ソ フィ の 体 は 宿 英 ラム 
ダ と の 戦い を 想定 し 、 この デリ ス 鋼 の 粒子 で 構 
成 さ れ て お り 、 彼女 の 能力 の 源 で ある 原 素 に 
反応 し 、 ラム ダ の 力 を 吸収 ・ 拡 散 さ せる 。 


【 デ ュ ミ ナス 孤児 院 】 


話 入 ご リー 日 MI 叉 出 


ウ ア ク ク 】 


ウ 


基 呈 一 プー マ 氏 と 届 


アノ 】 


じゃ じゃ ー ん ! 完成 ! 


デリ スピ ビッ ト 罰 E 動 技術] ラムダ が 自ら を 覆う 


功 を 切り 裂く た め の 秘 密 兵 器 。 ラム ダ の 力 に 耐 
性 を 持つ デリ ス 鋼 を 原料 と し 、 工法 を ノリ で 理解 
し た パス カル に よる 突貫 作業 で 作成 され る 。 過 
去 に 作業 用 アー ム を 設計 し た 人 物 の 趣味 な の 
か 、 それ と も こち ら も また パス カル の 意向 な の か 、 
ビッ ト 製作 の 工程 で は シリ アス な 精密 作業 に は 
明らか に 不向き に 見 える 、 お 茶 目 マ ジッ クハ ンド 
た ち が 活 躍 する 。 


デリ スリ ング 功 議 道具 】 デリ ス ビ を 製作 し 


た と き 、 余っ た デリ ス 鋼 か ら 作 られ た 指輪 。 パワ 
ー ソ ー ス を 同一 と する た め 、 ソフ ィ の 分 減 保全 が 
アス ベル ら に も た らし た の と 同じ 、 光 の 力 が 使え 
る よう に な る 。 ソフ ィ の 力 を 持た な い パ スカ ル は 、 
や は り 同 様 の マリ ク と ふた り 、 揃 い の リ ング を 身 
に 着け る が 、 ペ ア の 指輪 に 対す る シェ リア の 食 
いつ き は 言う まで も な く 音 速 並み 。 


テル アラ 街道 訪 臣 動 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ エス タリ ア 


大 陸 を 東西 に 貫く 大 街道 。 東 に 水上 都市 サ ニ 
イタ ウン 、 西 に 死 の 砂 海 クロ ダダ ク が あり 、 カレ ギ 
ア の 緑 の 宝 石 箱 と 呼ば れる 。 豊か な 自然 を 愛 
し た こと で 知ら れる 第 32 代 の ヤー ジ 王 は 、 多彩 
な 動植物 を 観察 する た め に 、 し ば し ば この 街道 
沿い を お 忍び で 旅 し た と いう 。 


テル ク ェ ス 編 可 欄 [技術 】 広 義 で は 爪 術 の 系 統 


に ある が 、 水 の 民 に し か 使用 で き な い た め 研 究 
も 進ん で お ら ず 、 爪 術 と の 位置 づけ は な され て 
いな い 。 逆 に 水 の 民 の 間 で は 極 一 般 的 な 技術 
で あり 、 テル ク ェ ス が 出せ る よう に な っ て 初め て 
一 人 前 と 認め られ る 。 厳 害 に は 、 テル ク ェ ス と は 
浪 我 の 力 の 一 部 を 利用 し 、 使用 者 が 己 の 意志 
で さま ざま に 使役 で きる 幻 像 を 作り 出す 技 の こと 
を 指す 。 シャ ー リ ィ が まとう 状 の 光 、 同じ く シ ャ ー 
リィ が 飛ば す 羽 状 の 光 、 ワル ター の 四 や 魔物 も 
テル ク ェ ス で 、 この よう に 使用 者 に よっ て 用 途 は 
千 開 万 別 で ある 。 ちな み に 、 ワル ター が 出す 魔 
物 型 テ ルク ェ ス は 、 陸 の 民 が テル ク ェ ス の 概念 
を 理解 し て いな いた め 、 勘違い か ら ガ スト と 思い 


込ん で いる に 過ぎ な い 。 優れ た 術 者 は テル ク ェ 
ス の 形状 や 数 を 自在 に 変化 させ る こと が で き 、 
発想 次 第 で 無限 の 用 途 を 誇る 。 唯一 、 色 だ け 
は 自分 で 変化 させ る こと が で き な い 。 生ま れ た と 
きか ら 固 有 の 色 が 決ま っ て いて 、 濃淡 や 輝き の 
強弱 は あっ て も 、 色 自 体 が 変化 する こと は な い 。 


十 僧 星 戦 士 ( テ ル マ デ ィ ケ イド ) 罰 9E 竹 [組織 ・ 
団体 】 大 煙 星 意 の 力 で 呼び 寄せ られ た 戦士 で 、 
大 煙 星 竜 を 含め て 「 十 巧 星 戦士 ] と 呼ば れる 。 
命 を 落と し た は ず の 者 、 ある い は 時 空 を 越え て 来 
た 者 な ど 、 その 顔ぶれ は 雑多 に し て 謎 。 し か し な 
が ら そ の すべ て が 人 智 を 超越 し た 力 を 誇る 。 

デ ロ イ ノ 族 功 加 層 【 種 族 】 ベネ ツィ ア 大 陸 を 治め 
て いた 民族 。 

テロ ス ア ステ ュ 功 * 往 [地名 ・ 施 設 】 フ ォ ドラ 随 
ー の 巨大 都市 。 移民 シャ トレ の 空港 を 擁し 最盛 
期 に は 多く の 人 と ヒュ ー マ ノ 條 が 暮らし た が 、 ラム 
ダ に よっ て 星 が 滅 ぽ ぼ され た 現在 で は 、 いま だ 稼 
働 を 続け る わずか な ヒュ ー マ ノ 人 イ 條 に よっ て 、 辛 う 
じ て 都 市 機能 の 一 部 が 維持 され る の み で ある 。 

テン 功 誠 欄 【 人 名 】 剣 匠 ギー ス の 弟子 。 ロディ の 持 
つ 双 剣 を ひと 目 見 て 師 区 ギー ス が 鍛え た ドラ グ ノ フ 
と 見 抜き 、 エク リプ ス 一 族 に つい て の 謎 を 語る 。 

天空 城 訪 可 贈 【 神 話 ・ 伝 承 】 天 界 に 存在 し た ア 
スラ の 居城 。 ラテ ィ オ と の 戦い に お いて は セン サ 
ス 側 の 砦 と し て も 機能 し た 。 城 全 体 が 空 に 浮か 
ん で いた た め 天 上 崩壊 に よる 胡 解 か ら 免 れ 、 
現在 で も る 空 に 漂っ て いる 。 た だ し 天空 城 や その 
他 天上 界 の 残骸 は 、 存在 と し て の 理 自 体 が 地 
上 の それ と は 異な る た め 、 人間 の 目 で は 見 る こ 
と も 触れ る こと も る できない 。 近年 アル ベー ル を 筆 
頭 と する 転生 者 た ちの 共同 研究 に よっ て 次 元 
チュ ー ニ ング テク ノロ ジー が 開発 され 、 テ ノ ス 製 
の 飛行 船 を 用 いる こと で 、 よう や < 天空 城 へ の 
到達 が 可能 と な っ た 。 

天空 神 騙 可 蘭 【 神 話 ・ 伝 承 】 天 界 を 支え る 力 を 
持っ た 神々 の こと 。 個人 の 能力 で は な く 存 在 自 
体 が 天界 維持 の た め の シ ステ ム の 一 部 で 、 と く 
に ヒン メル は 王 と な る べき 存在 と し て 規定 され て 
いた 。 天空 神 に 相当 する 人 物 は 死ぬ と その 魂 
を 別 の 赤子 に 宿 し て 復活 し 、 柱 と し て の 役割 を 
受け 継ぐ 仕組 み と な っ て いた が 、 天上 崩壊 に よ 
り 、 すべ て の 天空 神 は 神 と し て の 転生 の 輪 か ら 
外れ 、 アル ベー ル 以 外 の 転生 者 は 確認 され て 
いな い 。 

天使 功 * 肛 【 種 族 】 マー テル 教 に お いて 、 神 二 
を 受け た 神子 が 成る 存在 。 背中 の 相 に よる 飛 
行 能力 を 持つ 。 天使 化 に よる 身体 の 変調 を 、 リ 
フィ ル は 「 天 使 疾 患 ] と 名 付け る 。 その 実態 は ハ 
イエ クス フィ ア の 寄生 を 受け 入れ る こと を 指し 、 
無機 化し た 身体 を 獲得 する 。 古代 大 戦 に お い 
て 開発 され 、 戦闘 能力 の 強化 の ほか 、 それ を 
助け る さま ざま な 身体 能力 の 向上 と 、 種 の 限界 


を 超え た 長寿 と を 可能 に し た 。 クル シス の 「 四 大 
天使 」 は すべ て 、 文字 どおり の 「 天 使 ] で ある 。 


天 術 騙 可 贈 【 神 話 ・ 伝 承 】 地 上 に 墜 と され た 元 


神 で ある 人 間 に 対 し 、 祈り の 見 返り と し て 与え ら 
れ た 力 。 人 間 の 祈り は 天上 を 維持 する た め に 
欠か せな い エ ネル ギー だ っ た た め 、 堕ち た 人 々 
が 赦し を 請 い 、 天 に 層 る 日 を 夢見 て 祈り 続け る 
よう に 、 神 で あっ た 頃 の 片鱗 と し て 、 ご くわ ず か 
な 力 が 与え られ る こと に な っ た 。 現在 で も 神 の 
転生 者 は 、 生ま れ な が ら に 天 術 を 備え て いる 。 
また 教会 で は この 力 を 神 か ら 与 えら れ た 「 奇跡 ] 
と し て お り 、 教会 発祥 の 時 代 か ら 、 教義 の 根幹 
を 成す 要素 と な っ て いる 。 


天上 軍功 『5 但 [組織 ・ 団 体 】 天 地 戦 争 時 、 初 


期 に 外 殻 に 上 が っ た 人 々 を 中 心 に 組織 され た 
軍 で 、 組織 の トッ プ に ミク トラ ン を 迎え た こと で 急 
速 に その 圧政 を 強め て いく 。 技術 レベ ル は 非常 
に 高く 、 ベル クラ ント 開発 チー ム が 地上 軍 側 へ 
亡命 する まで は 、 一 貫 し て 優勢 を 保っ て いた 。 
最終 的 に は 地上 軍 に 破れ 、 その 関係 者 は の ち 
の カル バレ イス に 当たる 地 に 流刑 と な り 、 現在 の 
カル バレ イス 人 の 祖先 と な っ た 。 


天上 人 斑 * 相 蘭 【 呼 称 】 天 地 戦 争 時 に 外 殻 に 上 


が っ た 人 々 が 、 自分 た ち を 称し て 言っ た 名 前 。 
太陽 光 の 届く 新しい 大 地 に 降り 立ち 、 か つて 
の 地殻 を 破壊 で きる 巨大 兵器 を 手 に し た 外 殻 
の 人 々 は 、 言う な れ ば 地上 に 残る 人 々 の 生 条 
与 奪 の 権利 を 握っ て いた 。 その お ご り が 彼ら に 
選民 思想 を 抱か せ 、 自ら を 神 に 区 英 する 人 間 
の よう に 呼ば せ た の で ある 。 還 5 罰 [呼称 】 天 
地 戦 争 時 代 、 空中 都市 に 住む 者 達 が 自ら を 称 
し た 言葉 。 地上 に 住む 人々 に 対す る 優越 感 
や 、 見 下 し て の 意味 も 込め られ て いる 。 


天上 崩壊 訪 憎 【 神 話 ・ 伝 承 ] 神々 の 住ま う 天 


上 が 失わ れ た 災厄 。 ラテ ィ オ と の 戦い に 勝利 し 、 
天上 界 の 革 権 た 手 に し た アス ラ が 創世 力 を 使っ 
た こと で 引き 起こ され た 。 本 来 は 天地 の 融合 を 
願っ て いた は ず の アス ラ が その 力 を 用 いな が ら 、 
天上 の 減 亡 に つなが っ た の は 、 創世 力 が 発動 
し た 有 瞬間 に 、 アス ラ と イナ ン ナ 、 ふた り の 相反 す 
る 願い が 同時 に 叶え られ た た め 。 歪ん だ 状態 で 
地上 と 交じり 合っ た 天界 は 、 その 大 地 の ほ と ん 
ど を 失い 、 行き 場 を 失っ た エネ ルギー に よっ て 、 
ほぼ すべ て の 神々 の 命 を 、 一 朋 に し て 奪い 去 
っ た 。 天上 崩壊 は 永い 年 月 を か け て 徐々 に 影 
響 を 及ぼ し 、 地上 の 生き 物 の 凶暴 化 や 環境 の 
変化 、 あるいは 人 々 が 持っ て いた 奇跡 の 力 が 
失わ れる な どの 形 で 現われ て いる 。 


伝書 鳩 芳 5 基 弄 【 そ の 他 】 鳩 の 帰省 本 能 を 利用 


し 、 書 筒 を 持た せ て 目的 地 へ 飛ばす 伝達 方 
法 。 譜 術 、 譜 業 の 発展 し た この 世界 で 、 敵 に 
解読 され る リス ク が 少な く 、 また 、 船 よ り も 素早 く 
情報 を 伝達 で きる 好 手 段 と し て 、 軍部 で も 利用 
され て いる 。 アル マン ダイ ン が ルー ク の 帰還 を バ 
チカ ル に 知ら せ た と き や 、 ジェ イド が 外 殻 大 地 月 
落 の 可能 性 を イン ゴ ベ ルト と ピオ ニー に 知ら せ た 
と き な ど に ゃ 、 伝書 鳩 が 利用 され た 。 


転生 訪 避 本 [神話 ・ 伝 承 】 死ん だ 神 の 魂 が 人 間 
の 肉体 に 宿る こと 。 多く の 場合 、 神 で あっ た 頃 
の 出来 事 を 前 世 の 記 憶 と し て 受け 継ぐ 。 また 
神 の 力 の 一 部 が 本 来 人 間 が 持た な い は ず の 
特殊 な 力 と し て 現われ る こと が あり 、 これ を 「 天 
術 」 と 呼ぶ ぶ 。 た だ し 天 術 は あく まで 「 特 別 な 力 」 
と いう 意味 合い で し か な く 、 前 世 で ある 神 と 現 
世 の 能 力 と の 間 に は 、 必ず し ゃ 関連 性 が ある 
訳 で は な い 。 これ は 性 別 や 性 格 に も 言え る こと 
で 、 男性 神 が 女 性 と し て 転生 し た り 、 物質 神 が 
人 間 に な る こと も 珍し く な い 。 

転生 者 騙 避 有 【 呼 称 】 神 の 生ま れ 変 わり 。 前 世 
の 記憶 を 持っ て いる こと が ほど ん ど で 、 また 神 の 
力 の 一 部 を 「 天 術 」 と し て 受け 継い で いる 。 な お 
記憶 や 力 の 大 き さ に は 個人 差 が あり 、 転生 者 で 
あっ て も 自分 で それ と 気づか な いま ま 一 生 を 終え 
る こと も 多い 。 その 力 が 人 の 能力 を 超え た も の で 
ある こと か ら 、「 異 能 者 ] と も 呼ば れる 。 

転生 者 研究 所 騙 可 障 【 地 名 ・ 施 設 】 レ グ ヌ ム 南 
西部 の 山中 に 作ら れ た 軍事 基地 。 お も に 西方 
の ガラ ム 軍 へ の 警戒 の た め に 機能 し て いる 。 異 
能 者 の 能力 を 軍事 転用 する こと が 具体 化す る 
に 従い 、 異 能 者 捕縛 適応 法 に よっ て 拘束 され 
た 人 々 を 収容 する 場所 と し て も 利用 され る よう 
に な っ て お り 、 送り 込ま れ た 人 々 は 「 検 体 ] と し 
て 扱わ れ 、 異 能 者 と し て どの 程度 の 力 を 持つ 
の か を 、 各種 の 生体 実験 に よっ て 判断 され る 。 
その 結果 に よっ て 兵器 開発 の 条 と な る の か 、 あ 
る い は レグ ヌ ム 兵 と し て 戦場 に 送ら れる か が 決 
定 し 、 待ち 受け る 運命 か ら 逃 れる に は 、 アル カ 
教団 へ の 入信 を 碑 う 以外 に 手立て は な い 。 

テン ダー シェ フ 芽 其 語 8【 人 名 】 ア スカ ー ド の 食材 
屋 、 風 々 堂 で 食材 を 吟味 する シェ フ 。 ワン ダー シ 
ェ ブ へ の 対抗 心から 、 自分 の 料理 で ワン ダー シェ 
フ に 勝ち た いと 燃え る 。 悩み に 悩ん だ 末 、 テン ダ 
ー シ ェ ブフ が 打倒 ワン ダー シェ フ に 向け て 周り 着い 
た の は 、 ハラ ペコ な お 客 さ ん に 美味 し い 料理 を 
食べ て も らい た い 、 そん な お も て な し の 気持 ち 、 
すなわち 料理 の 極意 は 「 愛 ] と いう 答え だ っ た 。 

天地 戦争 玉 * 斑 [歴史 】 お よそ 千年 前 に 起こ っ 
た 、 空中 都市 に 住む 人 々 と 、 地上 の 人 々 と の 
戦い 。 同じ 大 地 の 上 に 生ま れ た 人 同士 で あり 
な が ら 、 高い 技術 と 知識 を 持ち 空 に 上 が っ た 人 
間 が 、 武力 に よっ て 一 方 的 な 支配 を 行なっ た 
事 が 発端 と な っ た 。 豊富 な 資源 と 技術 力 で 優 
勢 を ほこ る 天上 軍 に 対し 、 地上 軍 は マン パワ ー 
と 人 剣 が 一 体 と な っ た 起死回生 の 策 で 挑み 、 
勝利 を 収め る 。 し か し 戦争 の 終結 後 、 空 中 都 
市 の 中 核 と な っ た 神 の 眼 を 封印 する の に 伴い 、 
あら ゆる 文献 も 厳重 に 管理 され 、 その 戦い の 歴 
史 は 「 昔 な わか し の お と ぎ 話 ] と し て 、 人 々 の 記憶 
か ら 徐 々 に 薄れ て いく こと に な っ た 。 
【 選 史 】 千年 ほど 前 に 勃発 し た 、 空中 都市 に 暮 
ら す 天上 人 と 、 大 地 に 暮らす 地上 人 の 戦争 の 
こと 。 天地 戦争 は 天上 人 と 地上 人 が と も に 同じ 
人 間 で あり な が ら 、 天上 側が 武力 に よっ て 一 方 
的 に 地上 側 を 支配 し た の が 発端 と な っ た 。 ダイ 
クロ フト を 舞台 と し た 最終 決戦 で は 、 片 や ミク トラ 
ン を 王 と し て 豊富 な 資源 と 最新 兵器 を 武器 に 、 
片 や リト ラー を 総司 令 官 と し て 人 材 と 人 員 を 武 
器 に 激突 し 、 人 剣 一 体 と な っ た ソー ディ アン チー 
ム の 活躍 に より 地上 軍 が 勝利 し た 。 この 戦争 
の 元 区 と な っ た ミク トラ ン が 復活 し 、 裏 で 糸 を 引 
いて いた こと に より 、 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 は 天地 


戦争 の 第 二 幕 と も と れる 。 

天地 の 審 ( て ん ちの あな ぐら ) 玉 用 [ギル 
ド 】 地 図 の 作成 で 有名 な 測量 ギル ド 。 合成 レシ 
ビ ピ の 情報 収集 も 積極 的 に 行なっ て お り 、 各地 
に 出向 く 特派 員 コ ザク ラ 氏 に よる オス ス メ 情 報 
は 、 材料 や その 入手 方 法 ま で わか っ て 便利 と 、 
ほか の ギル ド か ら の 信頼 も 厚い 。 また あま り 知 ら 
れ て は いな い が 、 活動 エリ ア の 広 さ を 活か し た 
情報 屋 的 な 商売 も 重宝 きれ て いる 。 

天然 タラ シ 葉 K7E 簡 [呼称] 元 教 記 長 が マリ ク に 
与え た 大 変 的 を 射 た 呼び 名 。 彼 は 女性 を 泣か 
そう な ど と は つゆ ほぼ ども 思っ て いな い 。 た だ 自然 
発生 的 に 紳士 的 で ウィ ッ ト に 富ん で いて 、 往く 
先々 で 勝手 に 浮き 名 が 篤 潮 の よう に 流れ て ゆ 
く の だ 。 そん な 生ま れ た 瞬間 か ら 天 然 で 女 っ た 
らし な 男 に は 、 ち っ と も る ダン ディ で な いこ ん な 呼 
ば れ 方 の ひと つく らい あっ た っ て いい は ず だ 。 

テン ペスト ブリ ン ガ ー 罰 : 久 武具 ]】 マリ ク の 
投 刃 武器 の ひと つ で 、『「 テ イル ズ オプ ザ テン 
ペスト 』 に 由来 。 形状 の イメ ー ジ は 、 獣 化 の 能力 
か ら 「 世 界 を 破滅 させ た 種族 ] と 称 さ れ 疎 まれ 
る 、 レイ モー ン の 民 で ある 主人 公 カ イ ウ ス 。 笑 に 
叫 え る 獣 を か た どっ た デザ イン で ある 。 

天 を 射る 重 星 息 菩 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 ギル ド |「 天 
を 射る 矢 ] が 経営 する ダン グレ スト の 酒場 。 ド ン 
の 好み な の か 、 酒場 で あり な が ら 甘 営 メ ニュ ー に 
力 を 入れ て いる 。 新興 の ギル ド の た め に 仕事 の 
韓 旋 も 行なっ て お り 、 未来 の ドン を 夢見 る 若者 た 
ち が 、 身の丈 に 合っ た 稼ぎ を 求め て 訪れ る 。 

天 を 廻る 輝 星 監 可 久 【 そ の 他 ] 勲功 を あげ た 騎 
士 団長 に 贈ら れる ひと 揃い の 装束 。 忠誠 と 功 
労 を 称え 、 皇帝 か ら 下 賜 さ れる 。 本 来 は ギル ド 
と の 休戦 ・ 和 平 を 実現 し 、 アレ クセ イ の 野望 を 
阻止 し た フレ ン に 向け れ ら た も の だ が 、 彼 が レイ 
ヴ ン に こそ ふさ わし いと 主張 し た た め 、 隊長 首 
席 の レイ ヴ ン に この 栄誉 が 与え られ る 。 奇 し く モ ド 
ン の ギル ド 、 そし て 経営 する 酒場 と そっ くり の 名 
前 は 、 騎士 団 た と ギル ド の ふた つの 顔 を 使い 分 け 
る レイ ヴ ン に ぴっ た り の 称号 と 言え る 。 

トイ ズバ レー 鉱山 功 *i 肛 【 地 名 ・ 施 設 】 ア ル タ ミ 
ラ の 近く に 位置 する エク スフィア 鉱山 。 レザ レノ 
社 が 所 有 し 慕 大 な 富 を 生む が 、 レザ レノ 社 は そ 
れ が 技術 確信 の 一 助 で ある と の み 信 じ 、 人 の 
尊厳 に 関わ る 不幸 まで 招く と は 考え て いな か っ 
た 。 の ち に 、 エク スフィア の 危険 性 を 重く 見 た リ 
ー ガ ル の 命 に よっ て 爆破 され る 。 

同位 体 功 誠 欄 【 呼 称 】 音素 振動 数 が まっ た く 同 
じ ふ た つの 存在 の こと 。 完全 同位 体 と も 呼ぶ 。 
同位 体 同 士 間 で は 超 振 動 を 発生 させ る こと が 
で きる た め 、 兵器 転用 を 視野 に キム ラス カ 、 マル 
クト 両国 で 研究 が 進め て いる 。 理論 的 に は フォ 
ミク リー で 同位 体 を 作り 出す の は 不可 能 だ っ た 
が 、 ルーク レブ リカ 作製 時 に 偶発 的 な 事故 が 起 
こり 、 ルー ク と アッ シュ は 同位 体 と な っ た 。 また 、 
その 後 、 当時 の 事故 を 再現 する 形 で 、 ディ スト 
が チー グル の 同位 体 を 作製 する こと に 成功 。 し 
か し 、 その 際 に 使用 d れ た フォ ミク リー 音 機関 は 
壊れ 、 同位 体 の 再現 情報 は 失わ れ て し まっ 
た 。 同位 体 の 被験 者 は ゆる や か に 音素 垂 離 が 
は じ ま り 、 少し ずつ 体力 、 諸 術 力 を 失い 、 や が 
て 大 爆発 に 至る と 考え られ て いる が 、 その 発生 
時 期 や 条件 な ど に は 不 確 定 要素 も 多い 。 同位 
体 は 同一 人 物 と も いえ る 存在 だ が 、 その 後 の 生 
活 習 慣 に より 癖 や 体力 な ど に 差 は 生じ て くる 。 


た と えば 、 アッ シュ は も と も と 左利き だ が 、 し つけ 
の 一 環 で 矯正 され 、 ルー ク と は 異な る 右 利き に 
な っ た の だ 。 

統領 (ドゥ ー チ ェ ) 玉 避 狂 【 呼 称 】 | 戦士 の 殿 
堂 ] の 首領 ベリ ウス の 敬称 。 「 戦 士 の 殿堂 」 が 
闘技 場 だ な け で な く ノ ー ド ポリ カ の 街 そ の も の を 統 
治す る と いう 、 いち ギル ド と し て は 異例 の 勢力 で 
ある こと か ら こ う 呼 ば れ 、 と くに ノー ド ポ リカ の 人 
間 は 、 こ の 敬称 に 誇り を 持っ て いる 。 

トウ ガラ シ 酒 息 : 欄 【 飲 食物 ] ザ ヴ ェ ー ト の 宿屋 
の メニ ュー。 血行 を よく し 、 健 胃 や 食欲 増進 の 
効果 が あり 、 凍てつく フェ ン デ ル で は 身体 を 芯 
か ら 温 め る 、 薬用 酒 と し て 愛飲 され て いる 。 ビン 
に つけ 込ん だ 赤 や 黄 の トウ ガラ シン は 、 イン テリ ア と 
し て も な か な か の も の 。 

聞 技 島 息 KE 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 ウィ ンド ル 、 スト ラ タ 、 
フェ ン デ ル の 各 大 陸 に 囲ま れ た 内 海 に 浮か ぶ 
島 。 巨大 な 塔 の 姿 を し た コロ シア ム | ライ オット ピ 
ー ク 」 が 存在 する こと か ら 、 この 名 で 呼ば れ て い 
る 。 どこ の 国 に も 属さ ず 、 それ ゆえ に 命 を か けた 
戦い が 娯楽 と し て まかり 通る 、 超 法 規 的 な 場所 
と な っ て いる 。 

トウ ケイ 領 訪 *5 葵 [地名 ・ 施 設 】 アク アヴェ イル 
の 公国 で も っ と も 南 に 位置 する 街 。 鮮やか な 緑 
の 瓦 屋 根 と 竜 の モチ ー フ に 彩 ら れ 、 連合 三公 
国 の 中 で は も っ と も 整然 と し た 街並み を 誇る 。 し 
か し な が ら ア クア ヴェ イル の 通例 に 則り 、「 水洗 
で は な い 」。 ティ ベリ ウス が シ デ ン の アル ツー ル 公 
を 失脚 に 追い 込み 、 公国 の 大 王 に 就 い た 折 に 
は 戒厳 令 が 布 か れ て 物 々 し い 雰 囲 気 だ っ た 
が 、 モ リュ ウ 公 フェ イト に よる 政権 の 奪還 に より 、 
住民 に も 以前 の よう な 軸 気 が 戻っ た 。 モリ ュ ウ と 
同じ く 街 の 中 は 小船 で 移動 する 形 に な っ て いる 
が 、 水門 や 運河 は より 整備 され て お り 、 計画 的 
な 街 作 り が な され て いる こと が うか が える 。 国外 
の 脅威 か ら 市 民 の 暮らし を 守る 兵士 た ちの 鎧 
は 、 モリ ュ ウ の 青 に 対し て 鮮やか な 赤 で 彩 ら れ 
て いる 。 

湯 源 郷 臨 店 狂 【 ギ ルド 】 超 高級 温泉 娯楽 施設 
ユウ マン ジュ を 経営 する ギル ド 。 経営 者 ・ 従 業 
員 と も に 、「 お 客 に 最高 の も て な し を する こと だ 
けが 喜び 」 と 言う が 、 そん な 高級 施設 を 詩 う だ 
け あ り 、 サー ビス の 対価 も 相当 以上 の も の を 求 
め ら れる 。 また 顧客 の プラ イバシー に 配慮 し 、 施 
設 の 場所 や ヤギ ルド の 情報 を ほとん ど 公 に し て い 
な い 。 その た め 幻 の ギル ド と 言わ れ 、 一 層 の プ 
レミ ア 感 を 演出 し て いる 。 

灯台 臣 杭 剛 【 設 備 】 ウ ツェル テス に 設置 され た 建造 
物 の こと 。 本 来 の 用 途 を 知る 者 は いな い が 、 時 
折 光 を 出す こと か ら 灯 台 と 呼ば れ 、 街 の シン ボ 
ル に な っ て いる 。 実際 に は 灯台 で な く 天 か ける 
軌跡 の ター ミナ ル で あり 、 内 部 に は 静 の 大 地 へ 
と 通じ る 昇降 装置 も 設置 され て いる 。 

灯台 の 街 ウェ ル テ ス 和 薦 可 陽 【 地 名 ・ 施 設 】 
人 々 が 灯台 と 呼ぶ 建造 物 が シン ボル と な っ て い 
る こと か ら 、 灯台 の 街 の 名 前 が 冠 され た 。 15 年 
前 に 陸 の 民 が 遺跡 船 を 発見 し た 際 、 多 く の 
人 々 が 夢 と ロマ ン を 求め て 遺跡 船 を 訪れ た 。 そ 
の 中 に は 学術 調査 の た め に や っ て きた 学者 た 
ち も 混 じ っ て お り 、 この 学者 た ち が 現 在 灯 台 
呼ば れる 建造 物 の 下 に 築い た キャ ンプ 地 が 街 
の 始ま り と な っ た 。 ウェ ル テ ス は 古 刻 語 で 「 泉 」 
を 意味 し 、 陸 の 民 の 言葉 に 直す と 始ま り の 街 、 
また は 出会い の 街 と いっ た と ころ か 。 


HI ざ H 慎 避 8 雇 活 一 肘 苦 


の アン 


皿 過 丘 湯 叶 一 一 著 そ タロ 上 了 大 


の ノ ヴ 


逃避 エネ ルギー 功 可 科 【 学 術 】 ど うし て も や ら な 


く て は な ら な いこ と A に 対し て 、 人 は な ぜ 別 の こ 
と B を や り た く な る の か ? そし て A が 嫌 で や り 
始め た B は 、 な ぜ 最初 か ら B を や ろう と 思っ て い 
た と きよ り い い 結 果 が 出る の か ? と いう 疑問 か 
ら 生ま れ た 発見 。 つま り 、 試験 勉強 (仕事) が 
嫌 で つい ゲー ム を 始め る と 、 普通 に その ゲー ム 
を 遊ん だ と きよ り も 先 の ステ ー ジ に 進め る の は な 
ぜ だ ろう か ? と いう よう な こと 。 そこ に は 「 逃 避 
エネ ルギー」 と で も 呼べ る エネ ルギー が 存在 し 、 
な ん ら か の 作用 を 与え て いる 。 と いう 、 ミン ツ 大 
学 の 学生 に よる 理論 。 


動物 編 正 語 8【 生 物 】 街 や 村 で は 、 ある 者 は ペッ ト 


と し て 、 また ある 者 は いつ いた まま に 、 大 や 猫 が 
人 間 と 共存 し て いる 。 ここ で は 、 そん な 動物 た ち 
を ピッ クア ッ プ し て みよ う 。 犬 編 …… ル イン 武器 
屋 の 「 ラ ッ キ ー」 、 アス カー ド の 「 マ ル ち ゃ ん 」、 ハ 
イマ の 「 チ ロロ ちゃ ん 」 、 イセ リア の 「 サ ル 」 、 村長 
の 愛犬 の 「 村 長 の 愛犬 ]、 トリ エッ ト の 釣り 屋 ヨ ッ 
チ の 「 ク ロ 」 、 トリ エッ ト 湖 付近 に いる の は 「 カ メ ウ 
チ ]、 イズ ー ル ド の 「 ゴ ン 」 、 フラ ノー ル の 「 プ ッ チ 
ー」 と 「 ケ イ ち ゃ ん 」 、 メル トキ オ 貧 民 街 の [ロン | 、 
上 流 区 の ヒビ じい さん と いっ し ょ に いる 「 パ トラ ッ 
シー」 、 サイ バッ ク の 「 チ ュ ン 」 と 「 ハ ク ち ゃ ん 」 、 
アル タ ミ ラ 海辺 の 「 ケ ン ち ゃ ん 」 、 ミズ ホ の 「 ト ラ ち 
ゃ ん 」。 猫 編 …… ア スカ ー ド の 「 ハ ル 」、 ハコ ネ シ 
ア 峠 の 「 ご き げ ん な 猫 ] 、 パル マコ スタ の 「 ク ロ ち 
ゃ ん 」、 イセ リア の 「 お ね む な 猫 ]、 そし て 学校 に 
住ん を で いる の は 「 猫 先生 ] 、 メル トキ オ 貧 民 街 の 
「 ね こ 」。 さて 、 これ ら 数 多く の 犬 と 猫 の 中 で 、 
栄え ある ベス ト オ ブ 動物 人 質 を 授け る と し た ら …… 
ジャ ン ! 栄え ある ベス ト オ ブ 動物 近 は せ 、 コレ ッ ト 
が 名 付け 親 で ある 動物 の 中 か ら 、 ルイ ン の ラッ キ 
ー ち ゃ ん ! で は な く 、 メル トキ オ 貧 民 街 に 暮 ら 
す 犬 の ロン ! 貧民 街 で 果 に まとわりつか れ な 
が ら た た ず む その 姿 は 涙 を 誘う 。 誰か 助け て あ 
げ て ! 一 刻 も 早く ! 


ド エ ニ ス 功 可 王 [植物 ]】 ラ レ ュ アン 染め の 染料 と 


し て 使わ れる キク 科 の 植物 。 甘い 香り の する 小 
さ な 花 を つけ る 。 バロー ル の 西 に は 広大 な ド エ 
ニス 畑 が 広がり 、 春 に な る と 風 に 舞い 散る 花 吹 
雪 と と も に 、 町 を 甘い 匂い で 包む 。 花 言葉 は 
「 と どか ぬ 想 い 」。 レイ ス が 帽子 に 刺し て いる の も 
ド エ ニ ス の 花 。 


ドー ズ モ ア 裏 街道 功 * 葬 動 [地名 ・ 施 設 】 帝 都 
の 東 に ある 森 。 磁場 が 乱れ て お り 、 多く の 人 間 
は 方 位 を 見 失う た め 、「 迷 い の 森 」 と も 呼ば れ 
る 。 昔 か ら この 街道 を 利用 し て きた キャ ラバ ン 部 
隊 に の み 、 通り 抜け の 方 法 が 伝承 され て いる 。 

トー タス キン グ 罰 『 基 欄 【 人 名 】 サ ニ イ タウ ン 伝 説 
の 騎士 。 ピン チ に な る と 鎧 の 中 に 手足 を 入れ て 
身 を 守る と いう 戦法 は 、 決し て 気 が 弱 い の で は 
な く 、 幸運 を 呼ぶ ミ ば ドリ ガメ に あや か っ た 戦略 な 
の だ と いう 主張 が あっ た と か な か っ た と か 。 

トー ト 玉 宮 往 【 人 名 】 アス ピオ に 住む クリ ティ ア 族 
で 、 地上 に 残る 同族 を 、 隠さ れ た ミ ョ ル ゾ に 導く 
た め の 案 内 人 。 ミ ョ ル ゾ へ の 道 を 求め る ユー リ ら 
一 行 に 対し 、「 鐘 」 が 眠 る レナ ンス ラ 岩 虚 の 情報 
を 教え て くれ る 。 時 間 と と も に 失わ れ 、 また 人 間 
た ち に 都合 の いい 理屈 で 利用 され る 一 族 の 歴 
史 や 文化 遺産 を 守 ろ うと し て お り 、 失わ れ た 魔 
術 「 ア ステ ィ オン 」 の 継承 者 で も ある 。 

トー マ 芳 * 臣 斑 【 人 名 】 王 の 盾 ・ 四 星 の ひ と り で 、 
磁 の フォ ルス を 操る 。 屈強 な 肉体 の 格闘 派 で 、 
極め て 粗暴 な 性 格 。 ジル バ の 命 に より カレ ギア 
中 か ら ヒ ル ダ や ミリ ッ ツ ァ を 始め と する ハー フ を 集 
め 、 自分 の 兵士 と し て 育て て いた 。 

トー マス ・ エ ル ロ ン 罰 記 往 【 人 名 】 スタ ン と り リス 
の 祖父 で 、 ふた り が 幼い 頃 に 流行 り 病 で 両親 
を 亡くし て か ら は 、 親代わり と し て 接し て きた 。 
67 歳 と な っ た 今 で も その 博学 ぶり と 負け ず 嫌 い 
の 性 格 で 、 村 の 皆 か ら 墓 わ れ て いる 。 若い 頃 
に セイ ン ガ ルド 王国 軍 に 仕 宜 し て お り 、 七 将軍 
の ひと り ル ウェ イン の 部 下 と し て 剣 を 握っ た 。 当 
時 戦場 で ルウ ェ イ ン の 鋼 地 を 救っ た こと が 彼 の 
輝かしい 武勇 伝 に な っ て お り 、 スタ ン が セイ ン ガ 
ルド 兵士 に 憧れ た の は 、 大 半 が 祖父 の 影響 で 
ある 。 また 彼 の 妻 で あり スタ ン た ちの 祖母 に あ た 
る 女性 を ルウ ェ イ ン と 競っ た と いう 過去 も あり 、 
現在 の 姿 か ら は 想像 る で き な い ほど 、 熱く 情熱 
的 な 男 だ っ た よう だ 。 外 殻 完成 後に 村 が モン ス 
ター に 毅 わ れ た 際 に は 、 昔 取 っ た 杵 柄 と ば か り 
に 、 荒く れ マ ギー と と も に 大 立ち 回 り を 演じ た 。 

ドー ム 都 市 芽 玉 [地名 ・ 施 設 】 エ ルレ イン に よ 
っ て 改変 され た 世界 に 存在 する 、 人 透明 な ドー ム 
に 覆 わ れ た 都市 。 蒼天 都市 ヴァ ンジ ェ ロ 、 紅蓮 
都市 スペ ラン ツァ 、 黄 絹 都市 レア ル タ の 三 都市 
が ある 。 ドー ム は モン スタ ー の 侵入 を 防ぎ 、 同時 
に 外気 を 遮断 する と と も る に 、 ベル クラ ント か ら 発 
射 さ れる エネ ルギー を 吸収 し 、 住民 達 の 命 の レ 
ンズ と 都市 自体 に 分 配 し て いる 。 改変 され た 世 
界 は 本 来 の 歴史 と は 異な っ た 流れ に あり 、 ここ 
に は 本 来 存在 すべ き 人 々 の 姿 は な い 。 天地 戦 
争 時 代 に は 、 これ ら ド ー ム 都市 が あっ た 場所 に 
同名 の 都市 が 存在 し た と も 言わ れ て いる 。 

トー ル 功 加 欄 【 国 名 】 超 古代 文明 の 中 で も と くに 
科学 が 発達 し た 国 。 人 工 島 の 上 に 街 を 造り 、 
人 工 知能 の ロボ ッ ト や ホロ グラ ム 、 タイ ム ワ ー プ を 
実現 し た 高い 文明 を 持っ て いた 。 し か し 突如 降 
り 注 い だ 随 石 に よっ て 住人 が 死滅 。 人 工 島 は 
無事 な が ら も 、 衝撃 で 海中 深く 沈ん で し まう 。 

トー ルス ・ テ ネ レ ッ ツ アァ 功 頂 本 【 人 名 】14 年 
前 、 フ ォ レ スト と と も に ジャ ン ナ 事件 を 起こ し た レイ 
モー ン の ひと り 。 フォ レス ト と は 年 齢 が 近く 、 幼い 
と きか ら 仲 が よかっ た 。 ジャ ン ナ 事件 か ら 命 か ら 
が ら 生 還 し て 以来 、 ヒト を 忌み 嫌い 、 ヒト を 減 ぼ 
すこ と だ け を 考え 続け て いた 。 仲間 を 集め て ジ 
ャ ン ナ を 襲撃 する 計画 を 練る も 、 結局 は フォ レス 


ト の 説得 に 応じ 、 ヒト と の 和解 の た め に 助力 する 
こと に な る 。 


トー ン の 山小屋 功 K 更 議 【 地 名 ・ 施 設 】 チェ ル シ 


ー と アル バ が 暮らし て いる 山小屋 で 、 大 き な 雪 
だ る ま が 出 迎え て くれ る 。 断熱 性 が 高く 非常 に 
温か 、 また 湿度 の 調整 に 優れ 、 短い 夏 も 快適 
に 過ごせ る ログ ゲハ ウス は 、 ファ ンダ リア の 山 策 地 
方 の 伝統 的 な 住居 。 料理 用 の か ま ど と は 別に 
家 の 真 ん 中 に 暖炉 を 据え を て あり 、 いつ で も 火 を 
囲む 家族 の 団らん を 大 切 に し よう と する 、 アル 
バ 老 の 気 遺 い を 感じ させ る 。 お 年 頃 の チェ ル シ 
ー の た め に 作ら れ た 半 地 下 の 部 屋 は 、 女の子 
らし い イ ン テ リ ア で 揃え られ て いる が 、 色 と り ど り 
の 化粧 品 に は まだ 使用 され て いる 形跡 は あま り 
見 られ な い 。 また 居間 の 飾り 棚 に は 誰 の 趣味 
な の か 、 肉体 美 を 誇る な ぞ の 老人 の ぬい ぐる み 
や 、 地 の 底 まで 穴 を 掘り た く な る 人 形 が 置か れ 
て いる 。 


ドカ ター ク 効 果 編 可 得 【 現 象 】 光 昌 電 同士 が 互 


い に 作用 し あっ て 、 同じ 振動 数 の 波動 を 出す 
現象 。 光 卓 霊 問 の 相互 共鳴 作用 の こと 。 キー 
ル が 自作 し た 唱 霊 場 測定 装置 は 、 この 現象 を 
利用 し て いる 。 


ド グ 編 呈 欄 【 人 名 】 エ ルウ ィ ン の 父親 で 輸入 会 社 


「 レ イオ ッ ト 」 の 社長 。 早く に 亡くな っ た 妻 が 仕事 
一 筋 の 自分 を 恨ん で いた と 思い 込ん で お り 、 い 
つま で も 後悔 々 引き ずっ て いる 。 その た め 、 自分 
と 同じ 思い を させ た く な いと いう 親心 か ら 、 息子 
が 選ん だ 女性 や 結婚 に つい て 激しく 口 を 出し て 
し まう 。 


毒 ア ッ プ ル グ ミ 臨 K ぶ 和仁 【 飲 食物 ] シェ リ 寺 姫 が い 


じ わ る 王妃 に 盛 ち れる グミ 。 た っ た ひと か けら を 
口 に 含む だ け で 意識 を 失い 、 や が て 死に 至る 。 
この 恐ろし い 毒 の 呪い か ら 解 放さ れる に は 、 ゆ 
きず り の 王子 様 の 熱い 口づけ が 必要 らし い 。 こ 
ん な に 怪し いも の を 疑い も せ ず に 食べ て し まう な 
ん て 、 姫 は 意外 と 食い し ん 坊さん で ある 。 


特製 アッ プル グミ ジュ ー ス 功 『i 腸 [飲食 物 】 リ 


ン ゴ の 産地 と し て 知ら れる ラン ト を 擁する 、 ウィ ン 
ドル 王国 名 産 の 飲み 物 。 アス ベル の 正規 騎士 
叙任 の 前 祝い で 、 未成 年 の 彼 に マリ ク が お ご 
る 一 杯 で ある 。 新鮮 な リン ゴ を わざ わざ グミ に し 
た の ち 、 それ を 今度 は ジュ ー ス に し て 飲む と い 
う 、 素人 目 に は ムダ な 手間 が か か っ た よう に 見 え 
る メニ ュー だ が 、 そこ に は や は り マ スタ ー こ だ わり 
の 理由 が 込め られ て いる に 違い な い 。 


独占 禁止 項目 入 * 往 [その 他 】 か め に ん 商法 


第 6 条 に 定め られ て いる 法律 。 市 場 の 混乱 を 
避け 適正 な 経済 活動 を 維持 する た め 、 極端 に 
相場 を 下回る 値 を 商品 に つけ な いよ う 独 自 に 
規制 し て いる 。 国境 を 越え て 流通 を 担い 、 世 
界 中 で 店 を 展開 する 国際 的 商売 人 か め に ん な 
ら で は の 規定 で ある 。 


ドク ター・ バ ー ス 罰 誠 欄 【 人 名 】 アニ ー の 父親 
で 、 ユー ジー ン と は 親友 の 間柄 。 先代 の カレ ギ 
ア 国 王 ラ ドラ ス の 主治 医 を 務め て いた 。 医師 と 
し て の 腕前 は る と より 、 人 柄 も た 大 変 に よく 、 医 
学会 で 彼 の 名 を 知ら な い 者 は いな い ほ ど 。 各 
地 の 病人 を 回 診 し な が ら ア ニー に 医学 の いろ は 
を 叩き 込み 、 男 手 ひ と つ で 彼女 を 育て て きた 。 
ラド ラス の 落日 の 混乱 に 乗じ に た ユー ジー ン に 殺害 
され た と され て いた が 、 これ は すべ て ジル バ の 
策略 に よる も の で ある 。 

特等 民 功 誠 一 [文化 】 思念 の 影響 を 受け た ビビ 
スタ で 考え 出さ れ た 、 ヒト の 階級 化 の ひと つ 。 す 
べ て の ヒト の な か で も っ と も 優れ て た 種族 を 指 
し 、 角 の 生え た ガ ジ ュ マ が 相当 する 。 し か し な が 
ら 何 を も っ て ほか の ガ ジ ュ マ や ヒュ ー マ に 対し て 
秀 で て いる と し て いる か は 明確 に され て いな 
い 。 支配 者 層 が 事実 を 歪曲 し し エラ ルキ ー を 作 
り 上 げ よ うと し た 顕著 な 例 。 

トク ナガ 罰 誠 欄 【 具 】 ア ニス に 対し て 勝手 に 
友情 を 抱い た ディ スト が 、 パメラ の 手作り の ぬい 
ぐる み を 見 て 、 同じ 姿 形 の 巨大 化す る ぬい ぐる 
み を 一 針 一 針 友情 を 込め て 作っ た も の 。 諸 業 
の 一 種 で 、 人 形 士 ( パ ペ ッ タ ー) の 武器 に も な 
る 。 玉 鐘 [人 名 】 [幸福 の 市 場 」 傘 下 の 「 ウ ミ 
ネコ の 詩 ] 所属 の 操 能 士 。 あま た の 海 の 漢 が そ 
う で ある よう に 、 彼 も また 日 に 焼け た 褐色 の 肌 
と 、 厚い 胸板 に よっ て 、 見 る 者 の 目 を 嫌 が 応 で 
も 引き つけ て いる 。 さら に は 素肌 に ベス ト 、 髪 は 
巨大 アフ ロ で サン グラ ス と 、 自己 主張 の 激しい 
彼ら の な か で も 、 いろ いろ な 意味 で 印象 に 残る 
出で立ち 。 カウ フ マ ン の 指示 に より フィ エル ティ 
ア 号 の 操 能 を 引き 受け る が 、 同船 が 魚 人 の 大 
群 に 襲わ れ た と き の 事故 で ケガ を 負い 、 操船 が 
不可 能 に 。 偶然 居合 わせ た パテ ィ に 能 取 り 役 
を 譲り 、 到着 地 の ノ ー ド ポリ カ ま で 、 ひたすら 波 
と 語ら うこ と に な る 。 この 不運 な 出来 事 に より 、 
新鋭 ギル ド 「 凛 々 の 明星 ] が の ち に 挙げ る 数 々 
の 冒険 主 に 花 を 添え た で あろ う 彼 の 頁 献 は 、 大 
し て 語ら れず に 終わ る の だ っ た …… 。 あり が と う 
ボク ら の トク ナガ 、 苫 の 活躍 は 決し て 忘れ な い 。 
肛 村 七 8【 人 名 】 セロ ス の 異母 妹 、 セレ ス に 仕え 
る 執事 。 主 の た め に グラ キ エ ス ・ コ ア を 買い つ 
けた こと で 、 セレ ス が デ ク ス に さら われ て し まい 、 
執事 と し て 激しく 後悔 し て いる 。 


閉ざさ ざれ し 楽 園 久 呈 内 [文化 】 ノ ー ク イン の 哲学 
少年 が 語る 、 ノー クイ ン と ナ べ と に 共通 する 本 
質 。 具 材 を 人 間 、 器 を 社会 と 見 な し た と き 、 ナ 
べ と 世 界 と に 本 質 的 意義 の 差異 は な いと の 考 
え ぇ に 基づき 、 隔絶 きれ た 空間 に お ける 存在 に つ 
いて 思索 を 巡ら せ て いる 。 ナベ ジイ と は 日 頃 か ら 
ナ べ を 囲む 「 ナ ベ フレ ンド ] 。 


ト ザ ンカ 功 位 【 デ ィ ス カバ リー 標高 の 高い 場 
所 で し か 咲か な い 花 で 、 大 地 の 隆起 を 上 へ 上 
へ と 登り た が る 山男 た ち に は お 馴染 み の 植物 。 
花 言 葉 は 恋 も 山 も 頂上 目指 し て 「 ア タッ ク | 。 ベ 
ルク ラン ト の 攻撃 に 巻き 上 げ ら れ て 外 殻 へ と 進出 
し た こと に より 、 か つて な い 高 み へ と 到達 し た 。 

登山 洞 薦 * 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 バビ ログ ラー ド に ま 
で つなが る 洞窟 。 トン ネル 状 に 山 を 窪 た れ て お 
り 、 山道 その も の が 参道 に な っ て いる 。 内 部 に 
パイ ラス が 棲み つき 危険 が 増し て いる こと すら 、 
蒼 獣 様 に 御 目 文字 する た め の 試練 と 捉え られ 
て いる 。 

ドス ゲ ィ ジャ ン 罰 『 基 剛 【 飲 食物 ] エ スト レー ガ で 
売っ て いる 熱帯 産 の 果物 。 ゴツ ッ い 外見 と 豊か 
な 芳香 、 濃厚 な 甘み が た ま ら な い 。 

ドス ト エ ム ス キ ー 芳 基 内 【 人 名 】 帝都 軍 本 部 の 
年 屋 詰所 に 置か れ て いる 書物 「 罪 と 罰 、 さら に 
罪 」 の 著者 。 罪 に 濡れ た 漢 テツ ・ ハ ガ ネ が 興 
味 津々 で ある 。 

トッ シュ ー 斑 基 簡 【 人 名 】 漆黒 の 要 様 に 憧れ る 
カル ビオ ラ の 少年 。 家出 し て まで 弟子 入り し よう 
と 大 興奮 の 様子 は 、 ルー ティ 曰く 「 か な り 来 ちゃ 
っ て る 」 。 その 願い が 通じ た の か 、 遂に は 手紙 
の や り と り を 通じ て 「 通信 制 弟子 講座 ] を 受講 
する に 至り 、 師匠 直伝 の 一 発 芸 に ご 満悦 の 日 
を 過ごす 。 押 5 引 [人 名 】 騒 乱 時 の カル ビオ ラ 
で 、 モン スタ ー に 電 わ れ て いる と ころ を スタ ン 達 
に 助け られ た 少年 。 この 一 件 か ら 幼 い トッ シュ ー 
は 真剣 に 剣 の 道 を 志 し 、 少し は 名 の 知れ た 戦 
士 に 成長 し た 。 現在 で は チェ リク の 民家 に 住み 、 
「 自 分 は か つて スタ ン と と も に 戦い 、 モン スタ ー を 
有 瞬 殺 し た 」 と 吹聴 する 。 し か し スタ ン か ら ト ッシュ 
ー 少 年 の 話 を 聞か され て いた カイ ル に 真実 を 暴 
露 さ れ 逆 ギレ し て し まう 。 立派 な 大 人 に な っ て 
も 、 ちょ っ と 背伸び し て 強 が る あたり に 当時 の 面 
影 を 感じ る 。 

ドッ ペル ゲン ガー 罰 5 駐 [文化 自分 と 生き 写 
し の も う ひ と り の 自分 。 俗 に この 世に は 自分 と そ 
っ くり の 人 間 が 3 人 いる と いう が 、 そ の ひと り に 
遭遇 し て し まっ た り 、 ある い は な ん と な く 気 配 を 
感じ る 場合 に 、 ドッ ペル ゲン ガー が 現われ た と 言 
う 。 遭遇 する と 3 日 以内 に 死ぬ な ど と いう 逸話 と 
と も に 、 伝 基 や お と ぎ 話 の 題材 と し て 扱わ れる 
こと が 多く 、 また 精神 医学 の 観点 か ら 論じ られ 
た り 、 ある い は 脳 の 腫瘍 が 原因 と され て いた り 
と 、 その 真 偽 は 痢 に 包ま れ た まま 。 ちな み に セ イ 
ン ガ ルド か ら フ ァ ン ダリ ア を 経て 、 遠く フィ ッ ツ ガル 
ド で も その 存在 が 確認 され て いる ウッ ドロ ウ の そっ 
くり さん は 、 すべ て の 報告 を 確認 し て か ら ハ イデ 
ルベル グ の 城 に 戻る と 、 な ぜ か 彼ら の 肖像 が 飾 
られ る と いう 結末 を 迎え る 。 


トト 玉 加 本 【 生 物 】 ほ と ん ど ド その も の だ が 、 口 だ 
けが 魚の フナ の よう な 生物 。 ペイ ル テ ィ 近 海 に 
生息 し て いて 、 冷た い 海水 に 体温 を 奪わ れ な 
いよ うに 多く の 脂肪 を まとっ て お り 、 この 脂肪 か 
ら 取 っ た 油 は 高温 で よく 燃え 続け る こと か ら 重 宝 
され て いる 。 水晶 霊 の 山 で 一 行 が 氷 を 溶かす 
の に 使っ た の が 、 この トト の 油 。 


ドナ ・ メ テオ ライ ト 罰 i 科 [人 名 】 レン グ の 母 
親 で ゼクス の 娘 。 統一 戦争 末期 、 皇帝 ジル コ 
ニア を 討つ た め ア イオ ラ や アー カム と 同道 し て い 
た 。 ジル コ ニ ア に 寄生 し た クリ ー ド が 、 胎内 に い 
た シン グ に 転移 し た た め 、 クリ ー ド を 封印 。 し か し 
力 を 使い 果たし た こと で 、 感情 の ほとん ど を 失 
う 。 戦い の あと ゼクス に 伴わ れ シ ー ブ ル で 暮 ら 
す が 、 シン グ が 幼い 頃 に 死亡 。 愛用 の ソー マ ・ 
エル ロン ド は 形見 と し て 、 岬 の ほこ ら に まつ られ 
る 。 晩年 の ドナ に は シン グ へ の 慈しみ の み が 残 
され 、 村 の 人 々 の 記憶 に も 、 無垢 で 物静か な 
女性 と し て 記憶 され て いる 。 し か し 本 来 の 彼女 
は 非常 に が さ つ で 口 が 悪く 、 喧嘩 っ 早く 男勝り 
な タイ プ で 、 ゼクス を 前 に し て アイ オラ に 「 親 の 顔 
が 見 た い 」 と 言わ せ た ほ ど で あ っ た 。 な お シン グ 
の 父親 に あたる 人 物 に つい て は 、 当時 を 知る 
者 が ほとん どい な いた め 、 現在 で は 知る 由 も な 
い 。 し か し ゼクス は 、 同じ 志 を 持ち 、 戦い を 暫 っ 
た ひと り の 男性 が 、 そ の 相手 で あろ うこ と を 察し 
て いた よう で ある 。 好物 は 焼き を ば パン 。 

トニ トル ス 転 諾 語 3【 人 名 】 雷 の セン チュ リオ ン 。 ど 
の よう な 外見 、 性 格 、 能力 か は 不明 。 

ド ネ ル 罰 * 遷 棋 【 人 名 】 王 の 盾 所 属 の 能力 者 で サ 
レ の 部 下 。 土 の フ ォ ル ス を 持ち 、 土 か ら オ リ ジ ナ 
ル と 寸分 違わ ぬ 能 力 を 持つ 人 形 を 作り 出し て 
戦わ せる 。 どん な 言葉 に も 強調 語 の [ ド ] を つけ 
て 、「F 〇 〇 ] と 言う の が ログ セ 。 

ド バ ル 訪 誠 材 【 人 名 】 ビ ピス タ の 苗 長 。 代々 「 聖 
な る 鳥 」 の 伝承 を 守っ て いる 。 昨今 の ヒュ ー マ 
の 世界 的 な 横暴 か ら 、 ヒュ ー マ 全 般 に 強い 嫌 
悪 感 を 持っ て お り 、 厳し い 環境 ゆえ ガ ジ ュ マ し レ 
か 住め な を い ピ ピス タ の 地 を 、 争い の な い 理 想 郷 
に し よう と 考え て いる 。 

扉 画 避 欄 【 そ の 他 】 ア レ ウ ー ラ の 世界 と 、 ウォ ー ル 
ス の 故郷 で ある 異 世界 を つなぐ 謎 の 出入 口 。 
生命 の 法 に よっ て 開く が 、 これ まで の 実験 は す 
べ て 失敗 に 終わ っ て お り 、 異 世 界 か ら ア レ ウ ー 
ラ へ の 一 方 通行 と し て の 機能 し か 果たさ な か っ 
た 。 スポ ッ ト た ち は 、 この 扉 を 通じ て 異 世界 か ら 
アレ ウー ラ の 世界 へ 流入 。 一 度 開い た 扉 は 、 
再び 生命 の 法 を 行 な を ば 閉じ る こと が で きる 。 ウ 
ォ ー ル ス が 生命 の 法 を 完成 させ た 際 、 カイ ウス 
の 形見 の ペン ダン ト を 使い 、 アー リア と ルビ ア が 
詠唱 を 行なっ て 生命 の 法 を 再 実行 し 、 扉 を 閉 
め る こと が で きた 。 


慎一 コー ニス ニー で アテ 


ウ ア ンク 


ー さ マニ ー す マテ アー ステ 


ウ ク ィ グ / 


トマ ス 芽 諾 語 【 人 名 】 パル マコ スタ の 漁師 。 パル 
マコ スタ 周辺 で 猛威 を 振る う 、 大 シ ケ の 原因 が 
魔物 に ある と 突き 止め 、 単身 王朝 跡 に 乗り 込む 
も 遭難 し て し まっ た 。 ラタトスク が 作り 出し た 疑似 
人 格 の エミ ル で は な く 、 パル マコ スタ で 暮らし て 
いた 実在 し た エミ ル と 隣人 同士 だ っ た 。 
ミッ チ 罰 誠 往 【 人 名 】 サ ニ イ タウ ン を 根城 に す 
る 漁師 。 手下 と と も に 善良 な 市 民 を 毅 っ て は 小 
金 を 稼い で いる 。 バル カ 海 軍 に よる 海港 封鎖 
に 目 を つけ 、 ヴェ イグ た ち に 船 の 提供 と 見 せ か 
けた 追い は ぎ を 仕掛 ける も る 、 あっ さり と 返り 討ち 
に 遭っ た 、 大 変 損 な 役 回 り 。 元 来 の ずぼら な 
性 格 と 酒癖 の 悪さ が た た っ て 、 10 数 年 前 に 奥 
さん と 娘 に 逃げ られ 、 以来 ふた り と は 音信 不 
通 。 そろ そろ 体力 の 衰え が 気 に な り 始 め る 年 齢 
と な っ て きた が 、 長年 の 飲酒 で ぼろ ぼろ に な っ 
た 体 で 今さら まっ と うな 仕事 に 就け り る は ず も な い 
と 、 少々 や け に な っ て いる と か 。 

トモ イ 芳本 弄 【 人 名 】 ネ レ グ の 塔 の 近く に ひと り 
で 暮らす 男 。 奇妙 な 夢 を 見 る よう に な っ て か ら 、 
謎 の 頭痛 や 耳鳴 り に 悩ま され 続け て いる 。 朴 
調 と し た 雰囲気 だ が 、 夢 の 中 で は 一 転 、 何 か 
に 駆り 立て られ る よう な 様子 を 見 せる 。 

トヨ ホウ ス 河 玉 * 基 竹 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ ェ ス タリ ア 
大 陸 を 東西 に 縫う よう に し て 流れ る 、 水量 豊か 
な 河 。 カレ ギア 全土 で も 1、 2 を 争う 激流 と し て 知 
られ る 。 サ ニ イ タウ ン 方 面 へ の 交通 網 と し て 、 グ 
グラ じい さん の 河 下 り が 有名 。 

ドラ ガン 王 騙 『 誠 欄 【 人 名 】 第 10 代 カレ ギア 国王 。 
民衆 と の 交流 を と くに 大 切 に し た 。 ミナ ー ル に カ 
レギ ア 最 大 級 の 図書 館 や 健康 増進 の た め の ス 
ポー ツ 施 設 を 建設 し 、 文化 的 な 発展 を 推進 し た 
が 、 その 動機 が 自ら の 持ち ネタ 「 ミ ナー ル に は 、 
皆 あ る ] を 言い た か っ た だ け 、 と いう の は 時 を 超 
えて 語り 草 と な っ て いる 。 

ドラ グ ノ フ 入 加 科 [武具 】 ロ ディ の 父 ヴ ィ ク トル の 
形見 の 剣 。 剣 匠 ギー ス が エク リプ ス の 一 族 の た 
め に 鍛え た 最高 傑作 と 言わ れ て お り 、 その 筋 の 
人 々 の 間 で は 知ら ぬ 者 は いな い 。 長く ロディ の 手 
を 離れ て いた が 、 彼女 の 技 を 見 て エク リプ ス の 
継承 者 と 知っ た 武器 商 の 計ら いで 手元 に 戻る 。 


ドラ ゴン キラ ー 騙 可 欄 [武具 】 テ ノ ス ギル ド で ギ 
ルド グレ ー ド と 交換 で きる 褒章 品 の 剣 。 龍 殺 し の 
剣 の 名 に ふさ わし く 、 巨獣 を も 打倒 する 圧倒 的 
な 破壊 力 を 誇る 。 龍 の うろ こ を 幾重 に も 重ね た 
よう な 、 複雑 な 刃 が 非常 に 特徴 的 。 

ドラ ゴン バス ター 功 誠 識 【 作 品 】1985 年 に ナム 
コ か ら ア ー ケ ー ド に 登場 し た 、 アク ショ ン ゲ ー ム 。 
4 方 向 レバ ー と 2 ボタ ン を 使用 する 画 期 的 な ゲー 
ムシ ステ ム と 、 美しい グラ フィ ッ ク &BGM で 、 人 
気 を 博 し た 名 作 で ある 。 プレ イヤ ー キ ャ ラク ター 
が ルー ク に な っ た アレ ンジ 版 「 テ イル ズ オプ ドラ 
ゴン バス ター』」 は 、 ナム 孤島 で 遊ぶ こと が で きる 。 


開発 者 は 、 うし に ん の エリ オン 。 


ドリ アン グミ 玉 基 一 [飲食 物 】 か つて 発売 され 


た グミ の 一 種 。 ひと 粒 食 べ だ け で 周囲 3m に バイ 
ラス が まっ た く 寄 りつ か な く な る と いう 代物 。 一 
度 食 べた ら 強 烈 な 香り が 1 週間 は 取れ ず 、 わ 
ず か 数 ヵ月 で 市 場 か ら 姿 を 消し て いる 。 現在 は 
ベル サス の 道具 屋 に 展示 され て いる 標本 で の 
み 、 その 姿 を 楽し むこ と が で きる 。 


トリ エッ ト 功 E 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 水源 豊か な オ 


アシ ス の 周囲 に で きた 町 。 水源 の 美 し ょ か ら 砂 
漠 の 花 と 呼ば れる 。 


トリ スタ ン 入 可 欄 【 人 名 】 ミ ゲー ル の 師匠 に 当 た 


る アル ベイ ン 流 の 老 剣士 で 、 村 の 人 々 か ら は 「 ト 
リス タン 老 ] と 慕 わ れ て いる 。 吾 々 と し た 物腰 と 
は 裏腹 に 、 早く か ら ト リ ニ ク ス た ちの 使命 を 知り 、 
それ に 関わ る メリ ル や マリ ア 、 そし て ほか で も な 
い 弟 子 ミ ゲー ル の 成長 を 見 守り 導い て きた 、 い 
わ ば 世界 の 平和 の 立役者 で ある 。 クレ ス に と っ 
て は 大 師匠 で あり 、 また 祖父 の よう に 慕う 人 物 
で も ある 。 


トリ ト ハ イム 芳 臣 斑 【 人 名 】ND1980 年 生ま れ 。 


ロー レラ イ 教 団 の 詠 師 で 、 実質 的 に ダ アト の 自 
治 を 担っ て いる 。 預言 に 対し て 保守 的 な 大 詠 
師 派 で ある 。 


トリ トリ 草 功 『 基 一 [植物 ]」 べ トナ ジャ ンカ 地方 か ら 


南 の 地域 で 見 られ る 食 鳥 植物 。 昆虫 に 似 た 葉 
で 鳥 を お びき 寄せ る 。 初め は 土 の 上 で 、 大 きく 
な っ た ら 水 に 浮か べ て 育て る 。 成長 に 20 年 以 
上 か か る と いわ れ て いる 。「 ト リト リ 草 の 鉢 」 と し て 
ペ ト ナ ジャ ンカ の 民家 に 飾ら れ て いる 。 


トリ ニク ス ・D・ モ リス ン 罰 品 【 人 名 】 法 術 


の 始祖 エド ワー ド の 係 。 4202 年 か ら 時 間 移 動 し 
て きた ダオス を 封印 し た 戦士 の ひとり で 、 メリ ル 、 
マリ ア と 同じ く 法 術 師 で ある 。 祖先 の エル フ の 血 
に よる 類 い まれ な 法 術 の 力 と 、 エド ワー ド の 研究 
に よっ て 完成 し た 時 間 転 移 の 術 の 両方 を 使い 
こなす 。 ミゲール ら と と も に 封印 を 成 し 得 た の ち 、 
安穏 と 暮らし て いた が 、 運命 に 翻弄 され る クレ ス 
ら を 助け 、 再び ダオス と 対 財 する こと に な る 。 ち 
な み に モ リス ン の 家系 の 男性 は 代々 顔立ち が 非 
常に 似る らしく 、 エド ワー ド と は 瓜 ふ た つ 。 また 未 
来 に いる 子孫 の ハロ ルド と も そっ くり で ある 。 


トリ ノー 定期 便 息 品 鐘 【 ギ ルド 】 カプ ワ ・ ノ ー ル と 


カプ ワ ・ ト リノ の 定期 船 を 運航 する 船舶 ギル ド 。 ラ 
ゴウ の 圧政 と 天 操 魔 導 器 に よる 風 と で 運休 続き 
と な り 、 ギル ド 存 続 の 危機 に 直面 。 し て いた が 、 
ラ ゴ ウ 失脚 後に 運送 ギル ド と し て 復興 を 果たす 。 


トリ プル カイ ツ 玉 可 職 【 呼 称 ]】 プ ァ ー ツ ラフ 配下 


の 中 で も と くに 優れ た 力 を 持つ 3 人 の 軍団 長 の 
総称 。 賠 紅 の メラ ニ ィ 、 幽 妨 の カッ シェ ル 、 烈 斬 
の ステ ィング ル を 合わ せ て トリ プル カイ ツ と 呼び 、 ヴ 
ァ ー ツ ラフ か ら も 絶大 な 信頼 を 寄せ られ て いる 。 
実際 その 名 に 恥じ な い 戦い ぶり を 見 せ 、 3 人 の う 


ち 誰か ひと り が 率い る 部 隊 が 戦場 に 出れ ば 、 そ 
れ だ け で 勝利 が 約束 され て いる と いわ れる 。 勝 
ち を 計算 で きる 将 だ け に 普段 は 各地 で 別個 の 
任務 を 受け て いる が 、 遺跡 船 掌握 に 力 を 入れ る 
ヴァ ー ツ ラフ に よっ て 遺跡 船 集結 の 命 を 受け た 。 
トリ プル カイ ツ の 中 で 、 メラ ニ ィ と カッ シェ ル は ヴァ ー 
ツラ フ の 子 飼い で 叩き 上 げ だ が 、 ステ ィング ル だ 
け は 最近 に な っ て 配下 に 加わ っ た らし い 。 


ドル アー ガセ ッ ト 功 可 得 【 武 具 ] 古 代 伝説 の 勇 


者 が 、 邪神 ドル アー ガ を 倒し た と き に 身 に つけ て 
いた 装備 の こと 。 エク スカ リバ ー、 ゴー ルド アー マ 
ー、 B ラ イン シー ルド 、 ゴー ルデン ヘル ム 、 ジェ ッ ト プ 
ー ツ 、 H ガ ント レッ ト の こと を ドル アー ガセ ッ ト と 呼ぶ 。 


ドル ンプ ブ 芳 誠 動 【 人 名 】 特殊 部 隊 王 の 盾 ・ 独 


立 遊 撃 部 隊 「 深 黒 の 杉 ] の ひと り 。 「 見事 な 筋 
肉 を 誇る 肉体 派 。 その 体 と 岩 を も 砕く 強烈 な パ 
ンチ で 身 を 星 し 味方 を 守る 」 と 、 墓石 に 刻む 予 
定 だ と いう 。 


ドレ イク ・ ド ロッ プ ワ ー ト 入 品 鐘 【 人 名 】 先代 


皇帝 クル ノ ス 十 四 世 の 剣 の 指南 役 で あり 、 エス 
テル の 剣 の 師匠 。「 尽 忠 報国 の 騎士 」 と 呼ば 
れ 、 騎士 の 鑑 と し て 騎士 た ちの 尊敬 を 集め る 。 
現在 は 一 線 を 退き 騎士 団 の 顧問 官 と な り 、 騎 
士 団 長 ア レク セイ を は じ め と する 各 隊 に 、 多く の 
助言 を 与え て いる 。 エス テル に 対し て は 、 彼女 
一 個人 の 意志 より も むし ろ 、 皇族 と し て ふさ わし 
い 姿 を 示す こと を 求め て お り 、 人 々 と 親しく 接 す 
る が ゆえ に 大 局 が 見 えな く な っ て ゆく 様子 に 、 
再三 に 渡っ て 苦言 を 呈し て いる 。 


トレ イン ケイ ジ 功 可 得 【 道 具 】 昌 寺 鉄 道 の 動力 


源 と な る 、 3m ほ ども ある 巨大 な クレ ー メ ルケ イジ 。 
アイ メン の サ グ ラ の 工房 で 買え る の だ が 、 その 値 
段 は な ん と た っ た の 2000 ガ ルド 。 いく ら お 友達 
価格 と は いえ 、 勉強 する に も ほど が ある 。 人 柄 
の いい サ グ ラ だ け に 、 この 調子 で 商売 を し て い 
て 生計 は 成り 立っ て いる の か 、 ふと 心配 に な っ 
て しまう 。 


トレ ー シ ン グ ペ ー バ ー 匠 5E 還 3【 道 具 】 製 図 や イ 


ラス ト を 写す た め の 薄 い 紙 。 通称 トレ ペ ぺ 。 リフ ィ ル 
が ゼロ ス を 評 し て の 言葉 。 言動 が 軽薄 で 本 心 
が 透け て 見 える 、 と いう 意味 。 


トレ ジャ ー ハ ンタ ー 功 可 陽 【 呼 称 世界 中 に 眠 


る 価値 ある 物 を 探し 出し 、 これ を 自ら の 手 で 発 
見 する こと を 生業 と する 者 の こと 。 遺跡 船 は 発 
見 され て 間 も な い こと も あり 、 手つかず の お 宝 
発見 の 可能 性 に 賭け た 者 た ち が 続々 と 渡っ て 
き て いる 。 トレ ジャ ー ハ ンタ ー は 過去 の 文献 を 紐 


解い て 歴史 的 な 発見 を 志す 者 か ら 、 遺跡 に 眠 
る 高価 な 品 を 目当て に 一 揚 千 金 を 狙う 者 、 果 
て は 盗賊 まがい の 小 悪 党 ま で 千 差 万 別 。 し か 
し ほとん どの 者 は 巨万 の 富 や 名 声 を 得る こと な 
く 、 活動 中 に 見 つけ た 品 や 情報 を 売っ て 生計 
を 立て て いる 。 そん な な か 、 スヴェン は エバ パー ライ 
ト を 発見 する と いう 高く 無謀 な 志 を 持ち 、 一 流 
の 技術 と 知識 を 身 に つけ た 誇り 高き トレ ジャ ー ハ 
ンタ ー の ひと り 。 そし て 弟子 の ノー マ も また 、 師 
匠 の 譲り の 無謀 さと 諦め の 悪 き 、 さ ら に 誇り を も 
受け 継い で いる 。 

ドレ ッ ド トリ ガー 編 可 本 【 武 具 】 マム ー ト ギル ド の 
褒章 品 で ある 、 高い 破壊 力 を 誇る 銃 。 特殊 な 
能力 を 持つ わけ で は な い が 、 動作 が 安定 し て い 
る た め に 信頼 性 は 高く 、 また ほか の 銃 と は 一 線 
を 画す 特徴 的 な 浅 黄色 の ボディ を 持つ こと も あ 
っ て 、 すべ て の ガン マン 垂 光 の 品 と な っ て いる 。 


泥 の フォ ルス 罰 『 臣 樺 【 フ ォ ル ス 】 サ イグ ロー グ の 


館 に 登場 する クロ ー ネ ル の 持つ フォ ルス 。 泥 で 
人 形 を 作り 上 げ 、 任意 の 人 間 の 能力 を 持た せ 
る こと が で きる 。 術 者 本 人 より も 力 の 劣る 人 間 
の 場合 は 完全 な トレ ー ス が 可能 だ が 、 一 級 の 術 
者 を 真似 る 場合 は 劣化 コピ ビー に な っ て し まう 。 
トロ ロ ヘ アー 罰 避 鐘 【 呼 称 ] 長く 垂らし た 前 髪 
が 印象 的 な イエ ガー に 、 リタ が つけ た 名 前 。 髪 
の 東 が 丸ごと 芋 に 見 える の か 、 ド ロリ と し た すり 
お ろ し 状態 を 初 御 と させ る の か 、 は た また 手 に 
つく と か ゆい と いう 、 アク の 強い 性 質 を 表現 し た 
の か 。 いずれ に し て を 粋 な 高級 品 で 身 を 固め た 
イエ ガー に と っ て は 、 イメ ー ジ 的 に 失礼 この うえ な 
い 呼 び 名 で ある 。 


ドロ ワッ ト 功 宮 鐘 【 人 名 】 イエ ガー の 腹心 で 、 ゴ 
ーシュ の 相方 。 縁 に も 見 える 髪 と グラ マラ ス な 体 
型 、 子供 っ ぽい 口調 が 特徴 。 ゴー シュ と も ども 
救 児 院 を 出 て か ら 、「 海 凶 の 爪 」 の メン バー と し 
て 、 そし て イエ ガー の 護衛 役 と し て 、 少女 らし か 
ら ぬ 戦闘 技術 を 仕込 まれ て いる 。 

ドワーフ 罰 *i 欄 【 種 族 】 鉱山 に 住み 、 屈強 な 体 
と 器用 な 手先 で 武器 や アイ テム の 製作 、 加工 
を 生業 と し て いた 種族 。 か つて は モー リア 塊 道 
に 暮らし て いた と され て いる 。 明確 に ドワーフ と 
定義 され て いる の は ギー スシ ョ ッ プ を 開い て いる 
ギー ス の み で 、 残り の ドワーフ が どこ に いる の か 
は 不明 で ある 。 


ドワーフ ぴっ くり 鋼 皿 誠 本 【 飲 食物 ] ロ イド の 育 


て の 親 、 ダイ ク の 得意 料理 。 部 屋 を 真っ 暗 に し 
て 、 いろ いろ な 物 を 放り 込ん だ 鍋 。 長靴 や 鉱石 
が 入っ て いる こと も あり 、 勘違い で な けれ ば 人 
間 は それ を 閣 鍋 と 呼ぶ 。 ド ワー ブフ ぴっ くり 鍋 は 父 
か ら 子 へ 継承 され 、 ロイ バー ジョ ン で は 見 事 手 


な ぁ 罰 加 王 【 言 葉 】 セレ ステ ィ ア の 子供 た ち が 習 


製 の プレ スレ ッ ト を 口 に し た ら 当 た りら し い 。 え ? 
売 ま nvstte 当たり ? 


ドン グリ グミ 功 基 答 【 飲 食物 ] マ フ マ フ の 好物 


で ある ドン グリ を グミ に し た も の 。 木の実 が 採れ な 
い 冬 の 間 も る 、 この グミ が あれ ば 栄養 状態 を 良好 
に 保つ こと が で きる 。 ノル ゼン の 道具 屋 「 ゆ きだ 
る ま 」 の 専売 品 。 


ドン の きま ぐれ ご 飯 編 K 避 鐘 【 飲 食物 】 ダン グレ ス 


ト の 酒場 「 天 を 射る 重 星 ] の メニ ュー の ひと つ 。 
オー ナー で も ある ドン の 名 前 を 完 し た 看板 メニ ュ 
ー で 、 その 名 の と お り 、 あれ も これ も 食べ た い 移 
り 気 な ドン も 大 満足 の 内 容 。 血の気 の 多い 荒く 
れ 者 た ちの 胃袋 を 満た すべ く 、 出血 大 サー ビス 
の 大 盛り で 提供 され る 。 


トン ポ 罰 'j 蘭 生物 】 街中 を 歩い て いる と し ょ っ ち 


ゆう 目 に する こと が で きる 昆虫 の ひひ と つ 。 トン ボ が 
飛び 交 う 姿 は 自然 の 豊か さ の 象徴 と も 言え る 一 
方 で 、 クレ ス た ち が 運 命 を 左右 する よう な シリ ア 
ス な 事件 に 直面 し て いよ うと も 、 我 関 せ ず に 視 
界 を か すめ て ゆく 。 その 光景 は 非常 に 牧歌 的 。 


ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス 功 台 鐘 【 人 名 】 ギル ド 最 


大 勢力 「 天 を 射る 矢 ] の 首領 。 剛 腕 で 聞こ えた 
巨漢 で 、 「 大 首領 」 の 意味 を 持つ [ドン 」 の 名 で 
広く 知ら れる 。 五大 ギル ド の 重 鎮 、 また ギル ド ユ 
ニオ ン の トッ プ と し て 、 絶大 な 信頼 と 発言 力 と を 
備え 、 帝国 で すら 彼 の 存在 は 無視 で き な い 。 人 
魔 戦 争 時 代 に 知り 合っ た べ リ ウス と は よき ライ バ 
ル で あり 、 彼 女 が 始祖 の 隷 長 で ある こと を 知る 
数 少な い 人 物 で も ある 。 本 拠 地 ダ ング レス ト で 無 
数 の ギル ド を 取り まとめ る ほか 、 酒場 「 天 を 射る 
重 星 ] を 経営 。 ま た 騎士 団 の スパ イ で ある レイ ヴ 
ン を 手元 に 置い て 重用 する 。 イエ ガー の 陰謀 に 
よっ て 超 こ っ た ベリ ウス 殺害 の けじめ を つけ る た 
め 、 私 情 を 優先 し て イエ ガー と 決闘 。 その 後 ユ 
ニオ ン 全 体 の 混乱 及び 瓦 解 の 久 機 を 招い た 貢 
任 を 取る べく 、 ユー リ の 介錯 に よっ て 自決 する 。 


慣 的 に 使用 する 呼び か け の 言葉 。 2 回 続け て 
「 な ぁ な ぁ 」 と 使う の が 一 般 的 。 


ナー オス 編 可 隊 【 地 名 ・ 施 設 】 教会 を 中 心 に 発 


展 し た 町 で 、 と くに 熱心 な 信者 が 多く 暮らす 。 
教会 の 教え に 忠実 に 、 清貧 を 旨 に 暮らし が 営ま 
れ て お り 、 狼 雑 な 雰囲気 が な いぶ ん 全体 的 に 
質素 。 人 々 は 朝夕 の 礼拝 と 仕事 の 後 の 一 杯 を 
楽し み に し て いる 。 自然 が 豊か で 食料 自給 率 
が 高い こと 、 王 都 か ら そ う 遠 く な いわ り に 都会 の 
喧騒 が 皆無 で ある こと な どか ら 、 現役 引退 後に 
第 二 の 人 生 を 歩む 土地 と し て も 人 気 。 か つて さ 
まさ ざ まな 業界 で 名 を 馳せ た 人 達 が 、 こっ そり と 移 
り 住 ん で いる こと も 多い と いう 。 


ナー オス 基地 訪 可 本 [地名 ・ 施 設 】 ナー オス 西 


部 に ある 、 新型 兵器 開発 の た め の 軍 事 基 地 。 
最新 兵器 ギガ ン テ ス の 開発 を 手がけ る 最 先 端 
の 施設 と し て 、 レグ ヌ ム 軍 だ け で な く 英 対 勢 力 か 
ら も 重要 視 さ れ て いる 。 また 極秘 裏 に 生体 実験 
が 行なわ れ て お り 、 異 能 者 捕縛 適応 法 を 受け 
て 送り 込ま れ た 人 々 を 、 ギガ ン テ ス の 動力 部 と 
し て 機能 させ る 実験 が 行なわ れ て いる 。 


ナイ ラ 編 * 誠 材 【 人 名 】 ヒ ル ダ の 母親 で 2 本 の 角 を 


持つ ガ ジ ュ マ 。 若く し て 高い 技術 を 持つ 占い 師 
と し て 知ら れ 、 また その 美しき る あっ て 、 辻 上 古 で あ 
りな が ら も 大 変 な 人 気 を 博す る 。 旅 上 で 後 の 夫 
と な る アム ジル と 出会い 、 まもなく 結婚 、 そ の 年 
の 暮れ に ヒル ダ を 出産 する 。 体 が 弱く <、 生死 の 
境 を さま よっ た 赤ん坊 の ヒル ダ を 救っ て も ら うた 
め 、 ギリ オー ヌ の 聖典 を 目指 し て 旅 に 出 た こと が 
ある 。 その 後 元気 に 育っ た ヒル ダ を 奪わ れ て い 
る 。 その 後 極北 の モク ラド 村 に 居 を 構え 、 生き 
別れ た 娘 を 想っ て 暮らし て いた 。 


長 長 悪魔 息 可 職 [呼称 ]】 モフモフ 族 が ディ ノワ ー 


ム を 呼ぶ 際 の 名 称 。 か つて モフモフ 族 は この 魔 
物 に よっ て 為す 術 な く 住処 を 追わ れ た た め 、 有 忌 
み 嫌 っ て いる 。 名 前 の 由来 は も ちろ ん 、 長い 長 
い 悪 魔 み た いな 奴 だ か ら 。 地 中 を 自由 自在 に 
移動 し 、 巨体 が 生み 出す パワ ー も 相当 な 強敵 。 
し か し 太陽 光 に 弱く 、 地上 に 誘導 し て し まえ ば 
事 も な い 。 ウィ ル に よる と 、 遺跡 船 に 生息 する 
環形 動物 は 多い が 、 ここ まで 巨大 化す る 種 は 
初め て と の こと 。 


仲間 た ちの 毛 玉 騙 避 狂 【 道 具 】 犬 の が ま と ま 


っ て で きた 毛 玉 。 先代 の ボス ・ プ チ ウ ルフ と 戦う 
ラビ ピード の た め に 、 ザー フィ アス 下町 の 犬 た ち が 
作り 上 げた 澤 身 の 一 品 で ある 。 見 た 目 に は た だ 
の 毛 の 塊 、 けれ ど そ れ は 激励 と 親愛 の 証 。 


ナギ ー グ 罰 加 鐘 【 呼 称 】 クリ ティ ア 族 の み が 持 


つ 、 物 に 込め られ た 情報 を 読み 取る 超常 の 力 。 
五感 に 優れ た 彼ら の 身体 的 特徴 が 発揮 きれ た 
能力 だ と 言え る 。 クリ ティ ア 族 の 戦士 は この ナギ 
ー グ の お か げ で 、 武 醒 魔 導 器 を 必要 と し な い 。 


鳴き 砂 功 議 【 デ ィ ス カバ リー】 リ ー ネ 村 の 近く 


の 砂浜 に あり 、 砂 の 成分 に 石英 が 含ま れ て い 
る た め 、 粒 が こす れ 合 うこ と で き ゅ っ き ゅ っ と 組 
細 な 音 を た て る 。 砂 が 汚れ て し まう と 音 が 出 な く 
な る の で 、 砂 が 鳴く の は 綺麗 な 海岸 で ある 証 
拠 。 ダウ ジン グロ ッ ド を 手 に し た 冒険 者 は 、 多 く 
が ここ を 一 番 最初 に 発見 する と いう 。 


謎 の 騎士 攻 品 欄 【 人 名 】 近 衛 騎 士 団 の うち の ひ 


と り 。 アレ ウー ラ 国 王 に 化け て いる ウォ ー ル ス の 
正体 に 気づき 、 ペイ シェ ント を 持ち 出し た 。 それ 
を 大 公 へ 届け る 途中 、 ウォ ー ル ス が 仕向 けた 魔 
物 に 襲わ れ 、 フェ ルン 村 へ 逃亡 。 カイ ウス に ペイ 
シェ ント を 託し て 、 絶命 し た 。 


寺 屋 8 民 一 一 天 ニ ケ アア こぐ デ 


ウ ク ア 2 


ー ツ マサ ーー ヽ 由 〒 そ ニ ざ 届 は | に 二 ・E で ・ へ に 交 十 


の づ ジ 


ナタ リア ・ ル ツ ・ キ ムラ スカ ・ ラ ン バ ル ディ ア 


功 誠 欄 【 人 名 】ND1999 年 ・ レ ^ ム デー カン ・ レ 
ム ・37 の 日 生ま れ 。 イン ゴ ベ ルト 六 世 の 娘 で 、 キ 
ムラ スカ 王国 の 王女 。 国 と 民 を 愛す る 気品 に 滋 
れ た 少女 だ が 、 じつは 偽物 と いう こと が 判明 。 
本 名 は メリ ル ・ オ ー ク ラン ド で 、 死産 し た イン ゴ ベ 
ルト 六 世 の 娘 と 入れ 替え られ た と いう 悲し い 過 
去 を 持つ 。 この こと で 一 時 は イン ゴ ベ ルト 六 世 と 
補 を 分 か ちか けた が 、 現在 は 本 物 の 親子 以上 
の 信頼 関係 で 結ば れ て いる 。 弓術 の 腕 は 一 
流 で 、 ラン バル ディ ア 流 アー チェ リー の マス ター ラ 
ンク を 取得 。 さら に 第 七 音 譜 術士 と し て の 素養 
に も 恵まれ 、 治癒 術 も 習得 し て いる 。 また 、 港 
の 開拓 事業 や 、 療養 所 の 増設 な どの 公共 事 
業 に 着手 し 、 収益 を ボラ ンティア 活動 に あて る な 
ど し て 、 老若 男女 の 国民 か ら 愛 され て いる 。 精 
力 的 で な ん で も で きる と 思わ れ が ち だ が 、 料理 
の 腕 だ け は 目 も 当て られ な い 。 


ナタ リー 芳 g 誠 欄 【 人 名 】 王 の 盾 に よっ て さら われ 


た 少女 の ひと り 。 キュ ー ト な お 団子 頭 が 目印 。 カ 
レギ ア 城 に 幽閉 され て いる 間 に 仲よく な っ た ポー 
ラ と と も に 、 無事 に 故郷 サ ニ イ タウ ン に 戻る も 、 
世界 で 何 が 起こ っ て いる の か 見 に 行く の だ と 、 
さっ そく 旅立ち の 準備 に 余念 が な い 。 大 変 活動 
的 な 性 格 。 


ナッ シュ 編 還 蘭 【 人 名 】 オ ペロ ン 社 カレ バレ イス 支 


部 で 働く セイ ン ガ ルド 人 で 、 エレ ナ の 父親 。 妻 が 
自分 と 結婚 し た た め に 、 セイ ン ガ ルド の 社会 か ら 
も カル バレ イス 人 た ちか ら も 迫害 され る よう に な っ 
て し まい 、 苦労 の うち に 亡くな っ た た め 、 娘 に は 
そん な 思い は させ まい と 、 敢えて セイ ン ガ ルド 人 を 
嫌 わ せよ うと し て いた 。 エレ ナ の 祖父 は ナッ シュ 
に 頼ま れ 、 こと さら に セイ ン ガ ルド 人 を 軽 蔵 する 振 
舞い を し て いた と 明か し 、 両国 の 間 に 生 まれ た 
エレ ナ が 本 当 に 幸せ に な れる 環境 を 模索 する 。 


ナッ ツ 罰 誠 械 【 人 名 】 収 容 所 に と ら わ れ て いた ユ 


ー ジ ー ン の 元 部 下 。 ヒュ ー マ の 娘 の 拉致 に 抵抗 
し て 投獄 され る 。 重 語 鏡 【 人 名 】 ベ リウ ス の 補佐 
と し て 「 戦 士 の 殿堂 」 を 支え る 屈強 な 戦士 。 若 
か り し 頃 魔物 討伐 と 称し て ベリ ウス に 挑む が 返 
り 討ち に 合い 、 自分 に 情け を か けた 彼女 に 感服 
し 、 つき 従う よう に な る 。 ベリ ウス の 死後 は その 役 
目 を 引き 継ぎ ギル ド と 街 を 守る が 、 偉大 な 統領 
に 敬意 を 表し て 「 統 領 代 理 ] の 座 に あり 続け て 
いる 。 43 歳 バツイチ で 子供 な し 、 現在 彼女 募 
集中 。 アピ ー ル ポイ ント は 頼れ る 上 腕 二 頭 筋 。 


納豆 存 g 欄 【 飲 食物 】 大豆 を 発酵 させ た 食品 。 


テロ ス ア ステ ュ を 訪れ た 一 行 は 倉庫 区 で 大 量 
の 納豆 を 発見 し 、 千年 と いう 時 間 を か け て 途方 
も な い 熟 成 が な され た 納豆 の 芳香 に 、 さま ざま 
な 感想 を 漏らす 。 


納豆 トー スト 罰 * 臣 【 飲 食物 ] リ チャ ー ド の 好 


物 。 食パン の 上 に 納豆 を 乗せ 軽く 焼き 色 が つく 
まで トー スト する 。 加熱 する こと で 独特 の 臭い や 
ね ば つき が 気 に な ら な く な り 、 人 に よっ て は ライ ス 
と 合わ せる より も ハマ る と いう 和洋 折 表 の コラ ボ 
レー ショ ン 。 リチャード は この お いし さ を 啓 蒙 す べ 
く 、 国王 の 権限 を フル に 活用 し よう と 言い 出し 、 
職権 次 用 だ と シェ リア に 税 め られ た 。 


七色 の クロ ー バ ー 罰 『55 駐 【 デ ィ ス カバ リー】 見 


つけ る と どん な 願い 事 も 叶う と いう 、 七 つ 葉 七 
色 の クロ ー パ バー。 四 つ 葉 以上 の クロ ー バ ー は 、 
日 照 不 足 の と き に 光合成 の 機会 を 増やそ うと た 
くさ ん の 葉 を つけ た 結果 の 産物 で 、 フィ ッ ツ ガル 


ド の 西方 で は 高い 山脈 に 囲ま れ た 地理 的 な 条 
件 の た め に 、 7 枚 も の 葉 を つけ る 個体 が 現われ 
た と 考え られ る 。 その 生命 力 を 証明 する が ご と 
き 姿 、 そし て 虹 色 に 輝く 美しき ょ か ら 、 旅人 の お 守 
り に も 用 いら れ て いる 。 


七 将 軍 騙 張 [組織 ・ 団 体 】 セイ ン ガ ルド 王国 が 


誇る 七 人 の 将軍 。 グスタフ ・ ド ライ デン を 長 に 、 
ニコ ラス ・ ル ウェ イン 、 プル ー ム ・ イ ス ア ー ド 、 ロ ベ 
ルト ・ リ ー ン 、 アシ ュ レ イ ・ ダ グ 、 アス クス ・ エ リオ ッ 
ト の 男性 六 人 、 ミラ イナ ・ シ ルレ ル の 女性 ひと り 
か ら な る 。 前 作 で は その 活躍 も 目覚 し くく 、 それ ぞ 
れ の キャ ラク ター が 立っ て いた こと 、 そし て 見 せ 
場 を 持っ て いた こと か ら も 、 ユー ザー の 間 で 密 
か に ファ ン が 多かっ た 。 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 時 、 
王 の 命 に 従っ て 住民 達 を セキ イン ガル ド 城 へ と 避 
難 さ せ 、 将軍 全員 で 城 の 防護 を 固め て いた 。 
し か し これ が 裏目 に 出 て 、 外 殻 の 直撃 を 受け て 
主君 も ろ と も 死亡 し た と 言わ れ て いる 。 


フ 大 秘宝 騙 机 得 【 秘 宝 】 正確 に は セレ ステ ィ ア 七 


大 秘 室 。 パン エル ティ ア 号 、 ね こ に ん の 里 、 レジ 
ュー ムリ ング 、 ブッ シュ ベイ ビー の 像 、 勇者 コル レ 
ー ン の 乾 、 デッキ プラ シン 、 ソー ディ アン ・ デ ィ ム ロス 
(S・D) の こと 。 


ナナ リー・ フ レッ チ 還 本 還 [ 人 名 】 狩 球 で 生計 


を 立て 、 ひと り ホ ー プ タウ ン に 暮らす 女性 。 面倒 
見 が よく 姉御 肌 で 明る く 振る 舞う が 、 ア タモ ニ 
神 団 の 恩恵 を 拒絶 し て 過酷 な カル バレ イス に 渡 
り 、 弟 を 看取っ た 過去 が ある 。 そう し た 選択 を 
人 間 ら し い 生 き 方 だ と 自負 する 一 方 で 、 救え た 
は ず の 命 を 見 殺し に し た と も 言え る 自分 を 責め 、 
笑顔 の 影 で 後悔 に 音 ま れ て いる 。 芳 E 欄 [人 
名 】 ア スベ ル の 縁談 相手 の ひと り 。「 テ イル ズ 
オプ デス ティ ニー2』 に 同じ 名 前 の 弓 使 い が 登 
場 する 。 彼女 は 病床 に あっ た 弟 を 看取り 、 その 
後 も 村 の 子供 た ちの 母親 役 を 務め る 気丈 な 女 
性 で 、 少 々 は すっ ぱな 言動 が 玉 に キズ だ が 、 
世話 好き 、 料理 好き 、 家事 全般 は お 手 の 物 
で 、 結婚 相手 と し て は な か な か の 好 条 件 。 彼 
女 の よう な 女性 が ラン ト に 嫁い で くる と し た ら 、 鈍 
感 な アス ペル を 引っ 張っ て くれ る 、 よい 奥方 に 
な り そ う だ 。 た だ し 本 物 の 「 ナ ナリ ー・ フ レッ チ 」 
に は 、 十 年 の 時 を 超え て 巡り 会 っ た いい 有 雰 囲 
気 の 相 手 が い る 。 も し も こち ら の ナナ リー 嬢 が お 
見 合い を 敢行 し た ら 、 御 年 33 歳 の 「 ロ ニ ・ デ ュ 
ナミ ス 」 的 男性 が 怒 潮 の 勢い で 殴り 込ん で くる こ 
と が 大 い に 予 想 さ れる ……。 


ナベ 天使 罰 語 欄 【 呼 称 】 タイン の ナベ ジイ が クン ツ 


ァ イ ト に 贈っ た 敬称 。 自分 が 愛用 する 骨董 ナベ 
の 真 の 持ち 主 が クン ツァ イト で 、 彼 が か つて この 
愛 器 で さま ざま な 料理 に いそ し ん で いた の だ と 
判明 し た 際 、 ナベ ジイ は 彼 を 、「 ナ べ の 神 が ワ シ 
に つか わせ た 」 人 物 だ と し て 、 こう 呼ん た だ 。 す な 
わ ち 二 千 年 の 長き を 生き 、 ナ べ を 追求 し て きた 
至高 の 存在 。 な お 究極 の ナベ 3 種 を 作り 上 げた 
と き 、 ふた り は 種族 も 年 齢 も る 超え た |「 ナベ フレ ン 
ド 」 と し て 熱い 絆 を 結ぶ 。 


ナマ オロ チ 功 高 得 【 そ の 他 】 謎 の 存在 。 大 変 


惹 ろ し いも の らし く 、 その 名 前 が 出 た だ け で 、 ファ 
ラ が 舗 え て し まう ほど 。 若い 女性 の 変死 そし て 
黄金 の 千 夜 を 過ごし た 、 と いう 言葉 が キー ワー ド 
に な っ て いる が 結局 正体 は わか ら ず 、 メル ディ 
同様 すっ きり し な い 気 分 が 残る 。 


ナム 号 賞 葉 議 【 そ の 他 】 ナ ム 孤 鳥 で 行なわ れ 


て いる アト ラク ショ ン の ひと つ 。 ミ シ カ 博士 号 の 認 
定 試験 会 場 を その まま 利用 し 、 本 場 の 魔 導 士 さ 
な が ら の 検定 試験 を 体験 で きる 。 対象 年 齢 は 
10 歳 程度 と 、 気軽 に チャ レン ジ で きる の が ウリ 。 
し か し その 実態 は テル カ ・ リ ュ ミ レー ス 内 外 の 謎 
に 迫る 、 な か な か 骨 の 折れ る 内 容 に な っ て いる 。 
リタ が それ まで の 研究 人 生 を 賭け た 認定 試験 に 
了 臨む 横 で 、 これ に 挑戦 し た カロ ル は 、 奇 問 難問 
に 大 騒ぎ し 、 彼女 か ら 盛大 な 非難 を 受け る 。 


ナム 孤島 騙 * 誠 内 [地名 ・ 施 設 】 地図 に も 載っ て 


いな い 、 隠さ れ た 街 。 ラー デシ ア 大 陸 に あり な が 
ら 、 キム ラス カ 王 国 も その 存在 を 知ら な い 。 周囲 
を 岸壁 に 囲ま れ て お り 、 海路 は 潮位 の 差 を 利 
用 し た 渦潮 で 遮断 。 陸路 は 監視 装置 で 見 張 
り 、 近づく 不審 者 を 迎撃 する こと で 徹底 し た 秘 
密 の 自治 区 を 保っ て いる 。 この 街 は 、 フェ レス 
島 の 消滅 で 家族 を 失っ た ノワ ー ル が 同じ 境 過 に 
ある 人 々 を か くま うた め に 作っ た も の で 、 預言 に 
よっ て 家族 を 失っ た 者 た ちの 理想 郷 と な っ て い 
る 。 住人 た ち は 459 人 いて 、 彼ら は 旅 の サー カ 
ス 団 「 暗 闇 の 夢 」 と し て 世界 中 を 巡る こと で 、 生 
計 を 立て て いる 。 街 の 中 は 、 往年 の ナム コゲ ー 
ム フ ァ ン に は た ま ら な い ミ ニ ゲ ー ム や ギミック な ど が 
満載 。 街 は 円 形 で 、 ぐる り と 1 周 で きる な ど 、 ノワ 
ー ル の 遊び 心 が 随所 に 溢れ て いる 。 
【 地 名 ・ 施 設 】 ソ ー ザ ン ニ 諸島 の 北 に 位置 する 
孤島 、 及び そこ に 造ら れ た 謎 の 建物 。 その 中 で 
は うし に ん と あり じ ご くに ん に よる 、 奇妙 な 様式 の 
お 祭り が 開催 され て お り 、 誰 で あれ 訪れ た 者 は 
戸惑い つつ も どこ か 懐か し い 気 分 に 浸る こと が 
で きる 。 


ナル ス 功 語 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 小 さ な 漁 師 町 で 、 


新鮮 な 魚 が 名 物 。 遠浅 で 大 き な 船 は 陸 づ け で 
き な い た め 、 貿易 港 と し て は すっ か り 寂 れ て し ま 
っ て いる 。 


ナン 功 宮 鐘 【 人 名 】 [ 麻 狩 り の 剣 ] に 属す る 少女 


で ティ ソン の 弟子 。 多く の メン バー と 同じ く 、 家族 
を 魔物 に 殺さ れ た 過去 か ら 同 ギ ルド に 身 を 寄 
せ 、 魔物 討伐 の 名 を 借り た 復讐 に 生き る 意義 
を 見 出し て いる 。 意気 地 な し の カロ ル を 見 限る 
も 、 自ら の ギル ド を 構え 、 成長 し て いく 姿 が や た 
ら と 気 に な り 、 何かと 理由 を つけ て は た び た び 
彼 に ちょ っ か い を 出す 。 戦闘 で は 小柄 な ハン デ 
を 補う べく 、 身の丈 を 超え る 巨大 な 刃 を 振る う 。 


ナン シー 芳 : 二 欄 【 人 名 】4202 年 当時 、 ユー クリ ッ 


ド 村 に 住ん で いた 娘 。 ベネ ツィ ア 市 か ら 買 い 出し 
に 来 て いた 輸入 会 社 の 御曹司 エル ウィ ン に ひと 
目 惚れ し 、 関 々 と し た 日 々 を 送っ て いた 。 クレ ス 
た ちの 協力 に よっ て は 、 彼女 の 恋 を 実ら せる こ 
と が 可能 。 また こう し て 叶え られ た ドラ マチ ッ ク な 
サク セス スト ー リ ー は ユー クリ ッ ド で 長く 語り 継が れ 
る こと に な り 、 その 後 「 虹 を 掴ん だ ナン シー」 と し 
て 白馬 の 王子 を 夢見 る 女 た ち の あこ が れ の 
的 に な る 。 押 相 本 3【 人 名 】 イ ズー ルド の 港 に ある 
倉庫 で 、 パパ と か くれ ん ぼ を し て いる 少女 。 声 
は すれ ども 姿 は 見 え ず 、 探し 出し て 話し か ける 
と 迷惑 が られ る 。 一 方 の パパ は ナン シー を 湖 愛 


し て お り 、 彼 女 が 隠れ て 姿 が 見 えな く な る だ け 
で 不安 に 駆 られ る 親 バカ 。 


Ps 


ナン 人 対決 面 往 [競技 】 ス パリ ゾー ト を 訪れ て 
開放 的 な 気分 に 酔っ た シェ リア ら が 、 お も に マリ 
ク の 主導 に よっ て 行なう こと に な る 、 教育 上 あま 
り オ スス メ で きそう も な い バ トル 。 ビー チ で 休暇 を 
楽し む 異 性 に 声 を か け 、 相手 を ゲッ ト し た 者 が 
勝ち と な る 。 鈍感 な アス ベル を 攻略 する テク ニッ 
ク を 磨く た め だ と そそ の か され 、 気合 い 爆 発 で 
挑む シェ リア だ が 、 それ は 予想 外 の 展開 を 迎え 


ニア タ 騙 菩 誠 還 【 人 名 】 異 世界 パス カ の 賢人 た 
ち に よる 精神 集合 体 。 きま ざま な 世界 を 渡り 歩 
いて お り 、 博識 な だ け で な く 、 グラ ニ デ の 常識 
を 遥か に 凌 編 する 高度 な 科学 技術 を 持つ 。 パ 
スカ が 終 薦 を 迎え る まで は 、 ディ セン ダー で ある 
パス カ ・ カ ノン ノ を 見 守っ て いた 。 パス カ 消 減 後 
る 存在 を 維持 で きた の は 、 自身 の 人 格 を 機器 
に 移し て いる た めで ある 。 ニア タ こ そ 、 カ ノン ノ ・ 
イア ハー ト に 路 き か け て いた 不思議 な 声 の 正体 
で あり 、 彼 女 に 知識 や 剣術 な ど を 授け て いた 。 
国人 名 】 不思議 な 機器 に 精神 を 投影 
させ た 異 世界 パス カ の 賢人 た ち 。 これ まで に 多 
く の 世界 を 見 て きた た め 、 高度 な 知識 や 技術 を 
有する 。 一 度 は ラ ザ リ ス に 破壊 され た が 、 カノ ン 
ノ ・ グ ラス バレ ー が 呼び か けた 瞬間 、 自己 修復 
機能 に よっ て 復活 を 遂げ た 。 ルミ ナシ ア で は 
「 創 世 を 見 届け し 者 」 と し て 伝え られ て いる 。 

ニア の 実 玉 5 鐘 植物 ] ハ ルル の 樹 に 花 を 復活 
させ る 「 パ ナシ ー ア ボトル 」 の 材料 の ひと つ 。 魔 
物 た ち が 縄張り を 主張 する 印 と し て 森 に まい て 
いる 。 燃やす と 独特 の に お い の 煙 が あたり 一 面 
に 漂う た め 、 取扱 い 注意 。 

ニー ノ 編 可 本 [人 名 】 ルカ の 級友 で 、 縦 方 向 に 
ば かり 成 長 し た 細身 の 体型 の 少年 。 相棒 の エ 
ディ と と も に ルカ を か ら か っ て いる 。 エディ と 同じ 
く 勉 強 は か な り 苦手 な ほう で 、 宿題 そっ ちの け 
で 遊び 回 る 、 典型 的 な 下町 育ち 。 

ニー ベル グ 功 5 基 剛 【 地 名 ・ 施 設 】 帝 国軍 特務 
部 隊 の 拠点 。 ペ ン デ ロー ク と オー ルド マイ ン 、 そ 
し て マー キス の 3 つの 大 陸 に 囲ま れ た 内 海 の 中 
心 に 建設 され 、 軍 関 係 者 で すら その 存在 を 知 
る 人 間 は ご く 一 部 に 限ら ちら れる 。 イン カロ ー ズ が 持 
ち 込 ん だ 技術 で 作ら れ た マザー ゼロ ム が 存在 
し 、 無数 に ゼロ ム を 生み 出し て デス ピル 病 を 墓 
延 さ せ て いる 。 また 地下 に は サン ドリ オン が 眠っ 
て お り 、 イン カロ ー ズ は その 復活 を 目論み シル バ 
ら を 利用 し て 、 この 場所 に 特務 部 隊 の 拠点 と な 
る 施設 を 築 か せ た 。 

似 放 絵 募集 息 久 【 そ の 他 】 ハ ルル の 宿屋 に 
掲示 され て いる 募集 広告 。 神子 と と も に 世界 
再生 の 旅 を 行なっ た 、 お と ぎ 話 の 登場 人 物 「 ロ 
イド 」 を 描く 腕 を 競う 。 紙 、 葉っぱ 、 木 の 皮 と 、 
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作品 の メデ ィ ア 不 問 で 大 募集 中 。 

に が り 水 編 可 得 【 文 化 】 ナイ ト フ ライ ヤー の 死体 を 
砕 いて 溶かし た 、 ニ ガ ニ ガ の 栄養 剤 。 セレ ステ ィ 
ア で の み 飲 用 され る 。 

ゃ 、 


ここ ーー 


と つ で 、 特 等 民 で ある 角 を 有 し た ガ ジ ュ マ 、 優 
良 民 で ある 羽 を 持つ ガ ジ ュ マ に 対し て 、 それ 以 
外 の ガ ジ ュ マ 全 般 が 相当 する 。 

に くき う 騙 遷 請 【 呼 称 】 見 る 者 、 触る 者 を 幸せ な 
気持 ち に し て くれ る 不思議 な 物体 、 プ レセ ア が 
愛し て や まな い 動 物 の 肉 球 の こと 。 プレ セア は 
肉 球 を 発見 する と その 持ち 主 の 事情 に お 構い 
な く 、 触り 倒し て し まう ほど の 肉 球 フ ェ チ 。 な に し 
ろ ぷ に ぷに し て いる と ころ が 好き 、 らし い 。 世界 
再生 の 旅 の 際 は コリ ン と ノイ シュ が プレ セア の 犠 
牲 と な っ た が 、 今回 は 肉 球 を 期待 し て テ ネ プ ラ 
エ に 接触 する も る 、 テ ネ プ ラ エ が 肉 球 を 持っ て い 
な いこ と で 激しく 落胆 。 し か し レ テ ネ プラ エ が セン チ 
ュ リ オン の 能力 で 自ら に 肉 球 を 出現 させ た た め 、 
違う 意味 で の 犠牲 者 と な ら ず に 済ん だ 。 リー ガ 
ル と プレ セア は 肉 球 仲 間 と し て 意気 投合 し 、 レ 
ザ レ ノ グ ル ー プ 主催 の カル チャ ー ク ラプ 「 了 肉 球 友 
の 会 」] を 発足 させ 、 会 員 と し て 後進 の 指導 に あ 
た っ て いる 。 


肉 の 塩 祭 焼き 騙 可 本 【 飲 食物 】 大 き な か た まり 
肉 を 塩 で 覆っ て 焼い た 料理 で 、 天然 堀 が も た ら 
す な ん と も いえ な い 芳 酔 な 香り と 柔らか な 肉 の 歯 
ご た え が 特 徴 。 面倒 な 下ごしらえ や 味付け は 必 
要 な く 、 た だ 焼く だ け で いい の で 、 男 の 手料理 と 
し て 人 気 。 食べ る と き に は 覆っ た 塩 を 木村 で 割 
る と いう 、 ちょ っ と し た エン タテ イン メン ト も 楽し め 
る 。 な お 魚 料理 に 定評 ある アシ ハラ で は 、 同様 
の 調理 法 で 「 魚 の 塩 金 焼き ] が 有名 で ある 。 


肉 の びっ くり 市 編 可 助 【 呼 称 ] ハス タ お 得意 の 
エス プリ の 効い た 言い 回 し 。 オズ バル ド と も ども 


自分 を お 払い 箱 に し よう と し て いた 枢密 院 の メ 
ン バ パー 全員 を 、 満面 の 笑み と と も に 一 瞬 の うち 
に 虐殺 し た 状況 を 指し て 言う 。 果 々 と 積み 上 げ 
られ る 死体 を 市 場 に 並ぶ 商品 に 例え る あたり 
に 、 彼 の 痛烈 な 皮肉 と 真似 の で き な い セン ス が 
うか が える 。 

ニコ ラス ・ ス ティ ー ル 功 訪 欄 【 人 名 】 元 キ ムラ 
スカ 王国 兵 。 ロー テル ロー 橋 の 戦い で マル クト 
軍 を 壊滅 に 追い 込ん だ 英雄 と し て 、 退役 し て も 
な お 、 復帰 を 望む 声 は 絶え な い 。 彼 は この 戦い 
で ジェ イ 條 が 使用 し た 閲 光 に よっ て 両目 の 視力 
を 失い 、 軍 を 去っ た 。 現役 時 代 は 兵士 た ち に ラ 
ン バ ル ディ ア 流 弓術 の 指南 を し て いた ほど の 腕 
前 。 退役 後 は 自身 を ニッ ク と 名 乗り 、 放浪 の 旅 
を 続け て いる 。 

ニコ ラス ・ ル ウェ イン 功 5 往 【 人 名 】 セイ ン ガ ル 
ド 七 将軍 の ひと り で 、 現在 の 王 の 即位 前 か ら そ 
の 地位 に あり 、 7 人 の 中 で は も っ と ゃ 実戦 経験 
の 豊富 な 人 物 。 温厚 で 穏やか な 物腰 は 、 長老 
と 呼ぶ に ふさ わし い 吐 禄 が ある 。 53 歳 と いう 年 
齢 な が ら そ の 剣 は な お 鋭く 、 アス クス や ミラ イナ 
の 師 と し て 技 を 授け る 。 スタ ン の 祖父 トー マス ・ 
エル ロン が 軍 に 在籍 し て いた 頃 の 直属 の 上 官 
で 、 彼 に 窮地 を 救 われ 命拾い し た こと か ら 、 今 
も その 恩 を 忘れ て いな い 。 また 彼 と は の ち に トー 
マス の 妻 と な る ひと り の 女性 を 争っ た 恋 の ライ バ 
ル で も ある 。 同僚 で あり 娘 の よう に 可愛 が る ミラ 
イナ の 恋 の 行方 を 気 に か け て お り 、 こっ そり デー 
ト を 根回し し て は 、 失敗 し て 口 を 聞い て も ら え な く 
な る な ど 、 七 将軍 の 威厳 と は ほど 遠い 様子 も う 
か が われ る 。 

西 の 戦場 編 可 助 【 地 名 ・ 施 設 】 レグ ヌ ム と ガラ ム 
の 国境 付近 に 広がる 戦闘 地域 。 レグ ヌ ム 側 か 
ら 見 て 王 都 の 西 に 位置 する こと か ら 、 西 の 戦 場 
と 呼ば れる 。 深い 森林 地帯 の た め 、 ゲリラ 戦法 
を 得意 と する ガラ ム 側 に 押さ れ 、 戦況 は や や ガ 
ラム に 有利 な 状況 に あり 、 対す る レグ ヌ ム 軍 は 
各地 で 捕らえ た 転生 者 た ち を 、 即 戦力 と し て つ 
ぎ つ ぎ に 投入 し て いる 。 な お 転生 者 研究 所 か ら 
前 線 基地 へ は 軍用 列車 が 運行 され 、 多く の 物 
資 が 絶え を 間 な く 供給 され て いる が 、 これ は 本 来 
レグ ヌ ム ーー ナー オス 間 を 結ぶ 民間 用 の 軌道 と し 
て 敷設 が 進め られ て いた 路線 で ある 。 

虹 の フォ ルス 罰 『 基 模 【 フ ォ ル ス 】 王 の 盾 ・ ミ リッ 
ツァ が 持つ フォ ルス で 、 光 を 操る 。 乱反射 で 実 
体 を 持っ た 幻覚 を 作り 出し た り 、 光 の 進路 を 歪 
め て 擬似 亜 空 間 を 構築 し た りす る 。 

日 記 斑 * 臣 王 【 文 化 】 ア ニー の 趣味 兼 習慣 。 3 日 
続け ば 上 出来 と いう か ら 、「 ク セ に な っ て いる 」 
彼女 は な か な か の も の 。 盗み 読み は デリ カシ ー 
に 欠け る 行為 な の で 厳禁 。 テト レイ に 見 られ る 
と 減る 気 が す る らし い 。 

ニノ ン 罰 * 遷 棋 【 人 名 】 レ ン パ バ オ 空 中 庭園 に 隠れ 
住む 少女 。 対象 の 重力 を 消し て し まう と いう 羽 
の フォ ルス を 持っ て いる 。 能力 を 制御 で きず フォ 
ルス が 思い が け な い 力 を 発揮 する た め 、 まわ り 
の 人 々 に 迷惑 を か け な い よう に と 逃げ 続け 、 つ 
い に 幻 の 庭園 に た どり つく 。 

ニャ ー 玉 菩 鐘 【 人 名 】 ザー フィ アス 下町 の 酒場 
「 得 星 ] で 飼 わ れ て いる 犬 の 名 前 。 テッ ド の 命 
名 な の か 、 は た また な じみ の 客 の 酔狂 で 名 づけ 
られ た の か は 不明 だ が 、 あか ら さ ま に 猫 的 な 主 
張 全開 で 呼ば れる 本 人 に し て みれ ば 、 一 種 複 
雑 な も の が ある だ ろう …… 9 
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ニョ キリ ・ エ ルン ガー 罰 記 久 【 人 名 】 ユ ー リ が 
闘技 場 を 守る た め に 挑む トー ナメ ント に て 、 1 回 
戦 に 対戦 する 相手 。 過激 な 政治 活動 家 で 、 
投獄 歴 を 持つ の が 脅し 文句 。 か つて 所 属し た 
騎士 団 時 代 の 鎧 と 卵 を 身 に つけ て いる こと か 
ら 、 熱心 な 皇室 擁護 派 と 思わ れる 。 

人 魚 功臣 穫 【 種 族 】 上 半身 が ヒュ ー マ 、 下 半身 
に 尾ひれ を 持つ 伝説 の 美女 。 か つて 海 の 怪 
物 か ら 村 を 守る た め に 、 命 を か け て 戦っ た と い 
う 言 い 伝 え が ノ ル ゼ ン に 残さ れ て いる 。 正体 は 
水 に 慣れ た ガ ジ ュ マ で ある と も 、 ハー フ で ある と 
も 言わ れ て いる 。 ノル ゼン の ハー フ 伝 承 を 裏 付 
ける 貴重 な 手がかり 。 

人 間 牧 場 臨 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 ) ディ ザイ アン に よ 
っ て 強制 連行 され た 人 々 が 収容 され て いる 施 
設 。 その 実態 は 、 連行 され た 人 間 に エ クス フィ 
ア を 埋め 込み 、 肉体 的 、 精神 的 に 想像 を 絶 す 
る 苦痛 を 与え を る こと で エク スフィア の 目覚 め を 促 
し 、 成長 させ る と いう 、 エク スフィア 生産 工場 だ 
っ た 。 捕らえ られ た 人 間 は F192、 A012 な どの 
ナン バー を 与え られ 、 培養 体 と し て 実験 動物 の 
よう に 扱わ れる 。 人 間 牧 場 は 魔 導 炉 が 設置 さ 
れ て いた こと で 大 量 の マナ を 消費 し て お り 、 二 
重 の 意味 で 罪深い 存在 だ っ た 。 イセ リア 、 パル 
マコ スタ 、 アス カー ド 、 絶海 の 4 ヵ所 で 稼動 する 。 

忍者 薦 避 有 【 組 織 ・ 団 体 】 依 頼 主 か ら 任務 を 請 
け 負 い 、 これ を 遂行 する こと の み を 目的 と する 
暗殺 集団 。 任務 遂行 こそ が 絶対 で あり 、 その た 
め に は 手段 を 選ば な い 。 仲間 や 自分 の 命 を 惜 
し まず 、 そもそも 仲間 と いう 概念 自体 を 持ち 合わ 
せ て いな い 。 人 の 心 や 感情 を 持た な い 殺 人 機 
械 、 ま た は すでに 者 で すら な い 人 殺し の 為 の 
道具 と いう 意味 合い も る 込め て 、 忍 (し の び ) と も 
呼ば れる 。 名 称 と イメ ー ジ ば か り が 先行 し て いる 
が 実態 を 知る 者 は 少な く 、 どん な 技術 体系 を 持 
っ て いる の か 、 どん な 組織 構成 な の か も 謎 に 包 
まれ て いる 。 この 情報 の 少な さ が さ ら に 忍者 へ 
の 恐怖 を 高め る の に ひと 役 買っ て いる 。 大 陸 
東部 に 忍者 の 元締 め 的 立場 を 担う 国 が ある と 
噂 され て いる が 定か で は な い 。 

忍者 の 里 騙 較 [地名 ・ 施 設 】 忍者 の 一 族 が 
隠れ 住む 里 。 頭領 と 呼ば れる 長 の 下 で 、 裏 社 
会 の 存在 と し て 歴史 の 一 端 を 担っ て いる 。 頭 
領 の 屋敷 に は 地面 か ら わ き 出 る 「 温 泉 ] が あり 、 
入浴 する こと が 可能 。 

ニン ニク 罰 * 芝 蘭 【 飲 食物 ]】 ネ ギ 科 の 多年 草 で 香 
味 野菜 と し て 多く の 地域 で 親しま れ て いる 。 そ 
の 用 途 か ら 本 来 は 八百屋 で 売ら れる の が 筋 だ 
が 、 花 言葉 「 勇気 と 力 ] に ちな ん で 、 ユー ライ オ 
で は 勇者 に 捧げ る 花 と し て 花屋 で 扱わ れる 。 

ヌ ア ザ 編 項 弄 【 人 名 】 サン サ に 住む レイ モー ン の 
老婆 。 先祖 は 有名 な 作家 で 、 レイ モー ン の 遺跡 
に 遺 さ れ た 先祖 の 著書 を 読み た いと 願っ て い 
る 。 先祖 の 作家 の 名 前 は 、 彼女 と 同じ メア ザ 。 

死 直 使 い ( ネ クロ マン サー) 罰 誠 【 呼 称 】 ジ ェ 
イド の ふた つ 名 。 フォ ミク リー の 研究 を し て いる ジ 
ェ イ ド が 、 戦場 か ら 兵 士 の 死体 を 持ち 帰り 複製 
し て いた こと か ら こ う 呼 ば れる よう に な っ た 。 この 
こと で 、 マル クト 軍 第 三 師団 は 死人 の 軍 と 噂 さ 
れる こと に な る 。 ・ 

ネコ ー デ ッ ク 罰 K 僧 [道具 】 ね こ に ん の 言葉 を 
コー デック 、 す な わら 会 話 デ ー タ を 交互 に 交換 
する 機械 で 、 これ を 持っ て いる と ね こ に ん た ちと 
意思 貴 通 が で きる 。 猫 好 き が 高じ て も は や これ 


な し で も 心 が 通 い 合 っ て いる つも る り に な っ て し ま 
っ た ね こ 好 きじ いさ ん が 、 新た な 時 代 を 築く 猫 
愛好 者 と 見 定め た アス ベル ら に 譲っ て くれ る 。 


ね こぐ る み 芳 : 其 筐 [道具 】 猫 、 と いう より むし ろ 


ね こ に ん の ぬい ぐる み 。 彼ら が 身 に まとう 着 ぐ る 
み 風 の それ が 服 な の か それ と も 本 物 の 皮 な の 
か 、 と りあ え ず この ぬい ぐる み を な が め な が 6 ら 思 
索 に 腕 り た い 。 


ね こ に ん 騙 可 生 【 種 族 】 一 見 ね この 着ぐるみ を 


着 た 人 々 に 見 える が 、 実体 は 人 間 で は な い 伝 
説 の 種族 。 ね こ に ん は お 話 好き で 感動 し や す 
く 、 影響 を 受け や すい 、 つま り 純 真 無垢 な 者 た 
ち で 、 接し た 人 間 を 癒す 力 が ある 。 押 玖 紀 【 竹 
旗 】 秘 境 ね こ に ん の 村 で 猫 の 着ぐるみ を 身 に ま 
と っ て 暮らす 、 不思議 な 方 々 。 長年 に 渡り 「 あ 
れ は 猫 ?] 、「 そ れ と も 人 ?」、「 着 ぐる み ?」 と 話 
題 に な っ て いた が 、 つい に 決着 一 安心 ! …… 
と 思い き や 、 爪 を 研い で いる 者 が いた り 、 ね こ 
忍者 が 登場 し た り 、 そもそも 自分 達 が 人 間 で あ 
る と は ひと 言 も 明言 し て いな い の だ っ た 。 ね こ に 
ん の 村 に は 武器 屋 等 の 商店 が ある る の の 、 こ 
れ は お 金 を 稼ぐ こと が 目的 で は な く 旅人 へ の 親 
切 心から 開か れ て いる よう だ 。 普段 の 彼ら は の 
この きのこ を 栽培 し た り 、 釣り を し た り と 自給 自 
足 で 暮らし て いる 。 ちな み に 、 標準 的 な 語尾 は 
「 ニャ 」 。 芳 『 基 盟 【 種 族 ] うさ に ん と と も に 暮 ら 
す 、 や は り 謎 だ ら け の 生き 物 。 猫 の 亜 種 と 見 え 
な くも な い が 、 全体 的 な 雰囲気 は が ジュ マ 。 寒 
が り の ね こ に ん は 遠 赤外線 で 暖 を 取る お うち に 
住ん を で お り 、 屋根 の 上 に は 魔 除け の ミカ ン を 飾 
る の が な ら わ し 。 罰 WE 往 【 種 族 】 猫 だ けが 知る 
猫 の サン クチ ュ ア リ 、 ね こ に ん の 村 に 住む ね こっ 
ぽい 生き 物 。 猫 の 着ぐるみ を 着 た 人 間 の よう だ 
が その まま で は 言葉 が 通じ ず 、 か と 言っ て 見 た 
目 も 鳴き 声 も 猫 と いう わけ で は な く 、 その 生態 は 
謎 。 彼ら と コミ ニュ ケー ショ ン を 取る 唯一 の 方 法 
は 、 自動 翻訳 機械 ネコ ー デ ッ ク を 利用 する こと 
で ある 。「 マ タタ ビ が 好き だ が ゾー さん の ほう が も 
っ と 好き 」 な 彼ら は 、 一 度 足 を 踏み 入れ た ら 戻 
れ な いと さえ 言わ れる ワン ダー ラン ド で 、 今日 も こ 
の 世 の 人 悩み と は 無縁 の 暮らし を 営ん で いる 。 
還 款 語 【 種 族 】 憶測 と 噂 が 交錯 する 、 いま だ そ 
の 実態 が 解明 され て いな い ナ ゾ の 生物 。 「 猫 
の 着ぐるみ を 着 た 人 間 で ある 」、「 否 ! あれ は 
着ぐるみ 状 の 体毛 で ある 」 、「 い や いや 、 そ も そ 
も 肉体 構造 的 に も 人 間 と は まっ た く 異 な る 種 に 
違い な い 」、「 で も か わい いよ ね ?」 等 々 議論 は 
絶え を な い 。 いずれ に せよ 、 ね こ に ん に つい て 正 
確 に 、 詳し く 記載 され た 文献 は 存在 せ ず 、 また 
当 の ね こ に ん も 自分 た ちの こと を 語 ろ うと し な い 
… の の と いう か 、 あ まり 自分 た ちの こと を わか っ ち 
や いな いと いう か 、 考え ちゃ いな いと いう か 、 お 


魚の こと を 考え る の で 手 一 杯 と いう か 、 そん な 
状況 の た め 一 向 に らち が あか な い 。 近年 発見 さ 
れ た 「 彼ら の 手足 に ある 肉 球 は どう や ら 本 物 らし 
い 」 と の 説 に より 、 現在 は 「 着 ぐる み で は な く あ 
あい っ た 生き 物 ]」 と いう 説 が 優勢 で ある 。 ね こ に 
ん は 海 に 面 し た 温暖 の 地 、 まる で 地上 の 楽園 
の よう な ね こ に ん の 里 に 暮らし て いる 。 一 部 の 
ね こ に ん た ち は お し ご と に ん と し て ね こ に ん ギル ド 
を 形成 し 、 各地 に 支所 を 出し て 、 飼 わ れ て いる 
魔物 管理 や ヤク エス ト の 依頼 な を ど を こなし て いる 。 


ね こ に ん と うさ に ん 罰 5 柚 【 人 名 】 ベル クラ ント 


の 攻撃 に よっ て 、 外 殻 に 巻き 上 げ ら れ た 「 ね こ 
に ん 基地 」 の 方 々 。 その 名 が 表わす と お り 、 猫 
と ウサ ギ の 着ぐるみ を 着 て いる よう に 見 える が 、 
生態 は よく わか ら な い 。 動く も の 、 丸い も の 、 暖 
か いも の 、 か わい いも の 、 等 々 が お 好き らし く 、 
それ ら に 囲ま れ た 基地 で の 暮らし は 、 ひと 目 見 
た マリ ー を 癌 絶 さ せ た 。 


ね こ に ん の 里 騙 可 得 【 秘 宝 ) セレ ステ ィ ア 七 大 秘 


室 の ひと つ 、 人 間 で な い 者 が 住む 楽園 の こと 。 
ね こ に ん の 里 は ね こ に ん だ けが 暮らす 場所 で 、 
旅人 が 訪れ る と 大 歓迎 され 、 お 話 を し て あげ る 
と 非常 に 喜ば れる 。 そし て 旅人 は 彼ら と 接し て 
いる うち に 、 いつ し か 癒さ れ て この 地 を 離れ る と 
いう 。 か つて 、 この 地 を 発見 し た アイ フリ ー ド も 、 
ね こ に ん た ち に 癒さ れ た ひと り 。 


ね こ に ん の ふく 芳 議 [道具 】 ね こ 好 きじ いさ ん 


が 若い 頃 着 て いた と いう 着ぐるみ 状 の 服 。 た だ 
し 正規 品 で は な く 、 フォ ミク リー と いう 技術 を も ち 
いた レプ リカ 製品 で ある 。 と ころ で 本 物 の ね こ に 
ん は 、 いわ ゆる これ の 「 正 規 品 」 た る 「 服 」 を 着 
て いる の か 。 それ と も 服 ま で 込み で 「 ね こ に ん 」 
な の か 。 ね こ に ん に 出会っ て し まっ た 者 な ら 誰 し 
も 考え ず に は いら れ な いそ の 疑問 を 、 し か し ね こ 
に ん の ふく は 残念 な が ら 解決 し て は くれ な い 。 


ね こ に ん の 村 功 KE 簡 [地名 ・ 施 設 】 ジ ェ ッ トコ ー 


スタ ー に メリ ー ゴ ー ラ ンド 、 猫 と 希望 で 満た され た 
ね こ に ん だ けが 住む 夢 の 国 。 世界 中 の 猫 か ら 
感謝 され 、 その 信頼 を 勝ち 得 た 者 だ けが た どり 
着く こと が で きる 。 


ネコ の ぬい ぐる み 罰 誠 欄 [作品 】 サ ニ イ タウ ン の 


ネコ 好き の じい さん 所 有 の ぬい ぐる み 。 さま ざま 
な 角度 か ら と ら え た 猫 の 魅力 が 満載 。 し か し な 
が ら タ イプ に こだわ ら ず ひたすら 「 猫 」 だ け に こ だ 
わっ て 無 差 別に 集め まく っ て いる た め 、 や や ま と 
まり の な い 感 が ある 。 


ね こ 好 きじ いさ ん の 家 画 KE 答 [地名 ・ 施 設 】 ウ 


ィ ン ド ル 地 方 の 南方 に ぼ つ ん と 存在 する 小屋 。 
愛す る 猫 た ちと 優雅 に 暮らす 、 思い 込み の 激 し 
いじ いさ ん の きま まな 生活 が ここ に ある 。 


ネコ 好き の じい さん 玉 柄 得 【 人 名 】 そ の 名 の と 
お り 、 ネコ が 好き な じい さん 。 迷惑 に も 、 シャ ン バ 
ー ル の 宿屋 客室 に 陣 取 っ て いる 。 

ネコ 湯 騙 基 馬 【 文 化 】 温 泉郷 グー ス で 定期 的 に 
催さ れ て いる イベ ント 。 郷 の 近く に 住む 温泉 好き 
の ユ ケ ムリ キャ ッ ト に 温泉 を 開放 する も の で 、 多 
く の ユ ケム リキ ャ ッ ト が 源泉 か け 流 し の 贅沢 な 湯 
を 楽し み 、 ネコ 好き は そん な 彼ら の 様子 を 眺め 
て 楽し むと いう 、 誰 も が それ ぞ れ に 幸せ な 一 日 
で ある 。 脱衣 場 の 提灯 に 肉 球 が 描か れ て いた 
ら 、 それ は ネコ 湯 の 日 の 合図 。 


ネコ ロ ノ ミコ ン 功 充 剛 【 組 織 ・ 団 体 】 呪 われ し 
ネコ 好き 独身 男 に よっ て 組織 され た 秘密 結社 。 
その 実態 は あら ゆる ネコ と 触れ 合う た め 世 界 を 
まっ し ぐら に 翔ける 痢 の ネコ ファ ンク ラブ で ある 。 
手段 を 選ば ぬ 非 合法 組織 で 、 ネコ の た め と あら 
ば 女 湯 に さえ 入る と いう 真 の つ わ も る の 。 その あま 
り の 情熱 は シン グ に 「 デ スピ ル 病 な ん じゃ な い 
の ?」 と 言わ し め た ほど で ある 。 


ね すぎ 玉生 【 人 名 】 ね こ に ん の 村 に 住む オ ネ 
エ 系 の ね こ 。 彼 が 行く と ころ 、 ファ ッ シ ョ ンチ ェ ッ 
ク が 恒例 と な っ て いる 。 軍服 以外 着 よ うと し な い 
ヒュ ー バ ー ト に ダメ 出し し 、 現代 風 若者 に 仕立 
て 上 げた まで は よかっ た が 、 シェ リア へ の 対抗 
意識 を むき 出し に し て 、 若 さ で どう に か な る と 思 
っ て る 勘違い 娘 と 言い 放ち 、 あげ くに お 礼 代 わ 
り に アス ベル を 置い て ゆく よう 要求 し て くる 。 ムー 
ビー 好き の 双子 の 上 兄弟 ミ ポー コ が いる 。 

ネフ リー・ オ ズ ポ ボー ン 玉 誠 玉 【 人 名 】ND1987 
年 生ま れ 。 ケ テ ル ブルク の 知事 に し て 、 子 昧 。 
ジェ イド の 妹 で 、 少年 時 代 を ピオ ニー、 デ ィ ス ト ら 
と と も に 過ごし た 。 幼い 頃 か ら ビ オニ ー に 恋心 を 
抱か れる も 、 身分 の 違い か ら ビ ピオ ニー の 想い を 
受け 取る こと が で きず 、 数 年 前 に 地元 の 男性 と 
結婚 を し て いる 。 クー ル で や り 手 の 知 的 美人 と 
し て 、 地元 で は 評判 。 

ね お むり 姫 訪 K 動 【 神 話 ・ 伝 承 ] い ば ら の 森 で 眠 
り 続 け て いる と いう 、 お と ぎ 話 の お 姫 さま 。 原 界 
人 の スピ リア に 転移 を くり 返し な が ら 生き 続け る リ 


チア が モチ ー フ に な っ て お り 、「 い ば ら の 森 」 は 
彼女 の 肉体 が 封じ られ た 機動 結晶 城 サ ンド リオ 
ン を 、 「 継 色 の 髪 の 魔王 ] は 二 千 年 に 渡っ て 彼 
女 を 追い 続け る クリ ー ド を 指す 。 細部 は 異な る も 
の の 同様 の 物語 は 世界 各地 に 残さ れ て お り 、 
誰 も が 知る 物語 で ある 。 


ネル 罰 世 往 【 人 名 】 プラ ンス ー ル の 孤児 院 で 暮 ら 


す 少 女 で 、 体 は 弱い が 人 一 倍 の が ん ば り 屋 さ 
ん 。 子供 た ちの ボス と し て 衝 臨 する ペリ ドッ ト を 和敬 
愛し て いる 。 


ネ レ イド 罰 可 得 【 神 】 非 物質 世界 パテ ンカ イト ス 


の 神 。 ネ レ イド は か つて セイ ファ ー ト と の 戦い に 敗 
れ 、 レ グル ス の 丘 に 封印 され て いた 。 封印 が 解 
けた ネ レ イド は 、 闇 の 極光 術 の 素質 を 持つ シ ゼ 
ル を 支配 し 、 セイ ファ ー ト へ の 復讐 を 画策 する 。 
この と き 復 讐 の 手段 と し て 選ん だ の が グラ ンド フ 
ォ ー ル だ っ た 。 これ は エタ ー ニ ア を 破壊 し て 世界 
を 非 物質 世界 に 戻す と 同時 に 、 自ら の 体内 に 
晶 霊 を 取り 込み 、 闇 の 極光 術 を 完成 させ る の 
が 目的 。 


ネ レ グ の 塔 罰 * 臣 筐 【 地 名 ・ 施 設 】 ノース タリ ア 大 


陸 の 東端 に そびえ る 不気味 な 塔 。 ノー スタ リア 
ー の 街 ノ フシ ゼン に お いて すら 、 存在 を 知る 人 は 
ほとん どい な い 。 垂直 移動 装置 に よっ て 各階 
が つなが り 、 最上 部 は 雲 を 眼下 に 望む 眺め が 
一 望 で きる 。 


年 号 功 可 科 【 単 位 】 紀 元 前 を B.S.( ビ スニ 


BeforeSeyfert) 、 セイ ファ ー ト 歴 を S.E. (スン ニテ 
seyfertEra) 、 イン フェ リア 歴 を I.R.( ウ ル テ 
Inferia Rule) と 呼ぶ 。 ちな み に ネ レイ ド が バテ ン 
カイ 介 ス を 創造 し た の が 現在 か ら 1 万 年 前 に あ た 
る B.S.6000。 セイ ファ ー ト が 現われ 物質 世界 を 
作っ た の が 8000 年 前 に あたる B.S.4000。 メル 
ニク ス 惑 星 連 合 が 誕生 し 、 メル ニク ス 時 代 と 呼 
ば れる の が 3800 年 前 の S.E. 元 年 。 極光 戦争 
が 勃発 し た の が 2300 年 前 の S.E.1500。 セイ フ 
ァ ー ト に よっ て イン フェ リア と セレ ステ ィ ア が 閉鎖 き 
れ た の が 2200 年 前 の S.E.1600。 イン フェ リア 土 
国 が 建国 され た の が 198 年 前 の 1.R. 元 年 。 そし 
て 物語 中 で の 現在 が I.R.198 と な っ て いる 。 


ノイ シュ 罰 : 杜 【 人 名 】 ロ イド の ペッ ト で あり 、 友 


人 で も あり 、 と き に は 保護 者 で も ある 生物 。 鋭敏 
な 感覚 を 持ち 、 人間 の 言葉 を 理解 する 。 ロイ ド 
が 生ま れ た と きか ら と も に 歩み 続け 、 世界 再生 
の 旅 の 際 に も これ に 追従 し た 。 か つて の 主 は ロイ 
ド の 実 の 父親 で も ある クラ トス 。 目 を 引く 外見 な が 
ら 同種 の 生物 を 見 か け な い の は 、 ノイ シュ が この 
星 に 初め て 産ま れ た 原始 生命 体 、 プロ ト ゾ ー ン 
で ある た め 。 プロ ト ゾ ー ン は 大 樹 カ ー ラ ー ン と 大 地 
の 力 が 合わ さっ て 誕生 し 、 マナ の 導き に よっ て 
進化 を 遂げ 、 悪 を 狩る 人 に な る と いわ れる 。 


ノイ シュ タッ ト 功 記 包 【 地 名 ・ 施 設 】 フ ィ ッ ツガ ル 


ド 最大 の 街 。 も と は 特筆 すべ き 産 業 の な い 小 都 
市 だ っ た が 、 オベロン 社 の 資本 が 流入 し た こと 
に より 急速 に 成長 し 、 世界 で も っ と も 人 口 の 増 
加 が 著しい 都市 に な っ て いる 。 し か し その 急激 
な 変化 は 資本 主義 の 名 の 下 に 貧富 の 格差 の 
拡大 させ 、 と り わ け 新 し く 移り 住ん を だ オベロン 社 
関係 の 住民 が 富裕 層 を 占め て いる こと か ら 、 新 
旧 住 民 の 対立 は 強まっ て いる 。 街並み その も の 
る 旧 住民 た ちの 居住 街 の 上 に 築く よう に し て 新 
市 街 が 作ら れ て お り 、 両者 の 溝 は 今や 深刻 な 
社会 問題 と な りつ つ あ る 。 最近 で は 旧 住 民 と 
地元 に 根ざし た 経済 を 守る た め 、 セイ ン ガ ルド 資 


本 で ある オベロン 社 の 進出 に 反対 する 声 も 高 ま 
っ て いる ほど 。 と は いえ ぇ 新興 都市 な ら で は の 景 
観 の 美 し さ は 特筆 すべ きも の が あり 、 全市 民 の 
友好 の た め に 植え られ た 桜の 木 の 広場 は 、 
人 々 の 悪い の 場 。 屋台 の アイ スキ ャ ン デ ィ ー 屋 
な ど は 物 珍し さも 手伝っ て 、 観光 名 所 に な っ て 
いる 。 旧 市 街 の 中 心 に は 古く か ら の 闘技 場 が あ 
り 、 世界 中 か ら 集 まる 腕 自 慢 の 男 た ち が 、 己 の 
強 さ を 世に 知ら し め る べく 、 熱い 戦い を くり 広げ 
て いる 。 男 55 引 [地名 ・ 施 設 】 商業 が 盛ん な フ 
ィ ッ ツガ ルド 国 の 首都 。 フタ ツガ ルド 大 陸 の 南端 
に 位置 する 。 騒乱 時 は 富豪 層 が 貧民 層 を 茂 
み 、 酷使 する こと が まかり 通っ て し まう よう な 、 
貧富 の 差 の 激しい 街 だ っ た 。 し か し 外 殻 の 落 
下 に よっ て 街 は 被害 を 受け 、 経済 も 混乱 。 今 ま 
で 金 の 力 に 頼っ て きた 富豪 層 は これ を どう する 
こと も で きず 、 貧民 層 に いた 人 々 が 率先 し て 街 
を 復興 る せ た 。 この た め 、 人 々 は 金 が すべ て で 
は な いこ と に 気付 き 、 現在 で は 貧富 の 差 を 感じ 
させ な い 健 全 で 住み や すい 街 に 生ま れ 変 わっ 
て いる 。 皮肉 な こと に 今 の ノイ シュ タッ ト の 姿 こ そ 
が 、 か つて この 街 の た め に 心痛 め た イレ ー ヌ の 
理想 で あり 、 その 願い は 自ら の 死に よっ て 叶え 
られ た こと と な る 。 

ノエ ル 罰 識 [人 名 】 イエ モン の 孫 で 、 ギ ンジ の 
妹 。 ギン ジ と 同じ く 子 供 の 頃 か ら 飛 行 訓練 を 積 
ん で いて 、 現在 は アル ビオ ー ル 2 号機 の 専属 操 
縦 士 を 勤め て いる 。 空 を 飛ぶ こと が 何より も 好 
き 。 ルー ク た ちと 出会い 、 世界 を 救う た め の 旅 
に 同行 で きる こと を 誇り に 思っ て いる 。 ほとん ど 
休息 な し で アル ビオ ー ル を 操縦 する 、 か な り の 
が ん ば り 屋 。 一 生 懸 命 な ルー ク の 姿 に 密か に 
憧れ て いる 。 

ノー クイ ン 芳 X 位 [地名 ・ 施 設 】 マ ー キ ス 大 陸 
北東 部 に 位置 する 、 雪 と 氷河 に 閉ざさ れ た 里 。 
17 年 前 に アー カム に より 弾圧 を 受け た リチア 教 
徒 が この 地 に 落ち 延び 、 隠れ 住ん だ 。 コハク や 
ヒス イ の 郷里 で 、 彼ら の 叔母 シー ラ が 里 長 を 務 
め る 。 外界 と 隔絶 され た 暮らし が 営ま れ て きた 
た めか 、 ほか の 地域 に は な い 独 特 の な まり が 見 
られ る 。 

ノー クイ ン 氷 河 功 X 可 蘭 【 地 名 ・ 施 設 】 マーキス 
大 陸 の 北 の 果 て に 広がる 大 氷河 。 中 心 部 に は 
リチア 教 の 巫女 アイ オラ が 命 と 引き 替え に 結界 
を 作り 出し た 巨大 な 思念 石 が あり 、 その 影響 で 
思念 石 の 周囲 は 厳寒 の 地 に も 関わ ら ず 緑 が 広 
が っ て いる 。 

ノー テン 苗 騙 高 剛 【 現 象 】 べ リル が 「 発 見 ] し た 
人 間 に 寄 生 す る 恐ろし い 病 。 これ に 感染 する と 
ノリ と 勢い だ け で 人 生 を 愉快 に 生き よう と する 。 
恐ろし い ほ ど に ポジ ティ プシ ン キ ング 、 辞書 に あき 
ら め の 文字 を 持た な い シ ング を 、 彼女 は これ の 
発生 源 と 定義 し た 。 

ノー ド ポ リカ 薦 記 議 [地名 ・ 施 設 】 デズ エー ル 
大 陸 最 東端 に ある 闘技 場 都市 。 始祖 の 隷 長 
ベリ ウス が 建設 し 、 彼女 が 首領 を 務め る ギル ド 
「 戦 士 の 殿堂 」 に よっ て 運営 され て いる 。 

ノー トン 罰 可 械 【 和 人 名 】 北 の 門 一 帯 で 布教 活動 
を し て いる 、 徳 の 高い 司祭 。 オー ガ に 教会 の 教 
え を 説 こ うと 試み て いる が 、 うま くい か ず 、 怪我 
の 絶え な い 毎 日 送っ て いる 。 罰 可 語 3【 人 名 】 
サイ バッ ク 学 術 資 料 館 の 職員 。 ギャ ンプ ル で 作 
っ た 借金 の か た に 資料 館 の 貴重 な 書物 を 売り 
払い 、 それ が 発覚 し を うに な っ て リヒ ター に 泣き 
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つい た パカ 者 。 リヒ ター が 「 封 魔 の 石 ] を 持っ て 
いた の は 、 この 大 バカ 者 の 尻 ぬ ぐい を し た 対価 
で ある 。 

ノー マ ・ ビ アッ ティ 玉 可 欄 【 人 名 】 エ バー ライ イト 
探索 に 命 を 賭け る トレ ジャ ー ハ ンタ ー の 女の子 。 
シリ アス な 雰囲気 や 悲壮 感 、 低い テン ショ ン を 嫌 
い 、 無理 や り に で も 笑い と 活気 へ 導く 信念 の 持 
ち 主 。 と き に 痛々 し いま で に すべ り ま くり 、 と き に 
ウィ ル の 拳 骨 を 食らっ て も る めげ る こと は な い 。 グリ 
ュー ネ と 結成 し た 一 度 限り の 名 コン ビ 「 ヘ へ ラ ヘラ 
同盟 ] は 、 強烈 な 輝き を 発する 一瞬 で 消滅 し 
た 。 また いい 加減 な あだ名 を 付け る 能力 に も 優 
れ て お り 、 テル ク ェ ス と 並ん で 変幻 自在 な 活躍 
を 見 せる 。 こん な ノー マ も 自分 の こと と な る と 多く 
を 語ら ず 、 影 で 努力 する 姿 を 決し て 人 に は 見 
せな い 。 ちな み に 、 ワル ター の こと を 間近 で 見 る 
と けっ こう いい 男 と 評 し て いる こと か ら 、 美形 が 
好み な の か も し れ な い 。 

ノー ム 男 5 間 【 精 蛋 】 精霊 の 洞窟 に 住む 、 土 を 
司る 精霊 。 見 た 目 の 愛 くる し さと は 対称 的 に 、 
な か な か 頑固 で 一 筋 縄 で は いか な い 手 強い タ 
イプ 。 訪 可 本 【 唱 趣 】 地 の 大 昌吉 。 セレ ステ ィ ア 
で は 土 や 岩 、 砂 、 金属 の 中 に 地 卓 霊 が 宿り 、 
どん な 性質 の 鉱石 や 金属 に な る か を 決め て い 
る 。 ノー ム は ナイ トキ ャ ッ プ を か ぶっ た ぬい ぐる み 
の よう な 容姿 で 、 ちょ っ と 鈍く て マイ ペー ス な 人 性 
格 。 証 * 共 往 【 精 霊 】 地 の 神 殿 を 守る 、 土 を 司る 
精霊 。 | 気 高 きま 母 な る 大 地 の し も べ 」 と いう いか 
めし い 呼 び 名 と は 裏腹 に 、 愛 婚 の ある 見 た 目 、 
そし て 口 の 悪さ き と 人 使い の 荒さ と が 特徴 的 で あ 
る 。 契約 の た め の 宝 石 は ルビ ー。 功 宙 鏡 【 精 
趣 】 グ レオ ス の 聖 核 か ら 生ま れ た 精霊 。 土 を 統 
べ る 精霊 で 、 愛らしい 小動物 の 姿 を 持つ 。 

の こ 罰 宮 位 【 生 物 】 ねこ に ん 基地 で 飼 わ れ て い 
る 生き 物 で 、 鳴き 声 は 「 か か ーー] 。 猫 の よう で 
キノ コ の よう な その 生態 は ほとん ど 解 明 さ れ て い 
な い 。 サイ リル に ある マリ ー の 自宅 に は 、 の こ を 
か た どっ た 人 形 が 飾ら れ て いる 。 か わい い 物 好 
き の 彼女 の 心 を が っ ちり 捉え た 、 その 出来 の よ 
さ が う か が える 。 


の こぐ る み 罰 科 【 道 具 ]】 猫 の よう な 、 きのこ の 
よう な 、 不思議 な 生き 物 「 の こ 」 の ぬい ぐる み 。 
生 れ を 知ら な い 瞳 と 見 つめ 合っ て いる と 、 時 が 
経つ の を 忘れ る ほど 癒さ れる 。 と ある 雪国 に 住 
むか わい いも の 好き な 基 使 い の 女 性 が 、 この 
「 の こ 」 を 大 好き らし い 。 

の この きのこ 罰 5 少 [植物 】 ね こ に ん の 村 で 飼 
われ て いる 「 の こ 」 の 頭 部 に 生え る キノ コ の こと 。 
食べ る と 体力 が 回 復 す る の だ が 、 こん な に 便利 
で 強力 な アイ テム を 無料 で 配布 し て いる と ころ 
に 、 ね こ に ん の 気 立て の よさ 、 サー ビス 精神 、 そ 


し て 欲 の な さ が に じみ 出 て いる 。 さて 、 ここ で 注 
目 し た い の が 「 の こ ] の 存在 で ある 。 の こ に つい 
て 判明 し て いる こと を 列挙 し て お く 。 の こ は 生 物 
らし い 、 な ぜ か 東 頭 部 に きのこ を 生やし て いる 、 
人 語 を 解す る らし く 、 話し か ける と 「 の 」、「 の 
ー」 と 返事 を する 、 二 本 足 で 直立 歩行 する 、 
以上 ! 

の ぞ き 英雄 功 K 攻 借 【 人 名 】 「 お 兄さん 、 家 を 留守 
に する ん で ? …… チャ ンス 」 、「 お 兄さん 、 最近 
この 辺り を 怪し いや つが うろ つい て いま す よ | 、 
「 天 地 戦 争 な ん て 関係 な いで す よ 。 私 に は 私 
の 戦い が ある ん で す !」。 雨 の 日 もめ 風 の 日 も 大 地 
が 巻き 上 げ ら れ た 日 も 、 リリ ス の 入浴 を の ぞ き 続 
ける 男 。 己 の 信念 を 人 山 く こ と 、 それ は これ ほど ま 
で に 美しい 。「 私 の 戦い も 、 毎日 が クラ イマ ックス 
で す よ 」 。 罰 語 中 【 人 名 】 前 作 か ら 変わ ら ぬ スタ 
ンス で 、 リリ ス の 入浴 を 覗き 続け て いる 男 。 20 年 
以上 に 渡り 、 雨 の 日 も お 腹 が 痛い 日 も 、 外 殻 が 
落ち た 日 も 、 一 日 も 欠か すこ と な く 風 呂 場 を 覗き 
続け た 英雄 。 当然 な が ら そ の 素性 は あき ら か に 
され て お ら ず 、 お そら く は リー ネ の 村 の 住人 だ と 
推測 され る 。 し か し カイ ル に よっ て つい に 発見 さ 
れ て し まい 、 あの リリ ス か ら 手 痛い 鉄 柄 を 受け る 
の だ っ た 。 
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の ぞ き 戦士 功 * 記 往 【 人 名 】 エル ロン 家 風 呂 場 斉 
に 通う 通称 「 の ぞ き 英雄 ] に 触発 され た の か 、 
つい に 現われ た 第 二 の 戦 士 。 し か し 功 を 焦る あ 
まり の ずさん な 手の内 は 了 匠 の 技 に は 遠く 及ば 
ず 。 容疑 者 と な っ た バ パッ カス ほか 2 名 は 異 口 同 
音 に 犯行 を 否定 する も 、 名 探偵 スタ ン に よっ て 
見 事 に 真犯人 は お 縄 と な る 。 

ノッ クア ウト 強盗 訪 可 欄 【 呼 称 】 対象 に 間 い か 
か り 気絶 させ て いる 間 に 、 財布 な ど を 盗み 取る 
悪質 な 強盗 。 転じ て 、 エル マー ナ 流 の お 嫁さん 
計画 。 すなわち ヴ リ トラ の 力 を 宿 し た こぶ し で 、 
その へ ん の 小金 を 持っ て いそ うな 男 を ぶち の め 
し 、 人 事 不 省 に 陥っ た スキ に 既成 事実 を 一 発 


作っ て モノ に し て や ろう と いう 、 な ん と も 恐ろし い 
将来 設計 で ある 。 これ を 聞い た リカ ルド は 、 彼 
女 の 結婚 観 に 空 恐ろし さ を 覚え つつ も 、 路上 サ 
バイ バル を くぐり 抜け て きた 13 歳 の 少女 の 並々 
な ら ぬ た くま し さ に 、 感嘆 の 声 を 漏らさ ず に は い 
られ な か っ た 。 

ノバ パーソ 入 KE 瑞 [技術 】 フ レデ リッ ク が フー リエ か 
ら 借 り 受 けた 、 お 手製 携帯 型 「 英 知 の 蔵 」。 こ 
れ を 手 に し た フレ デリ ッ ク は 大 気 圏 の 人造 か 上 、 ゾ 
ー オ ン ケ イジ に 連れ 去ら れ 、 謎 の 陰謀 に 巻き 込 
まれ る こと に な る 。 な お HDD に 残さ れ て いた 膨 
大 な デー タ に は 、 フレ デリ ッ ク の 秘蔵 ムフフ 画像 
が 相当 数 含ま れ て いた こと を 追記 し て お きた い 。 

ノビ ス 罰 品 鐘 【 人 名 】 鍛治 ギル ド 「 魂 の 鉄 植 ] の 
メン バー。 峰 落 激しい ギル ド の 再興 を 目指 し 、 
新 素材 の 探求 を 続け て いる 。 エア ル 伝 導 率 の 
高 さ で 知ら れる 鉱石 エヴァ ライ ト に 着目 し 、 命 が 
け の 冒険 を 経て 、 つい に エヴァ ライ イト 製 武 器 を 
開発 し た 。 同僚 ユウ ・ セ ロン と は 、 貴重 な 職 盟 
暗号 に て や り と り を 行なう 。 

ノビ ビー と ユウ 斑 * 基 筐 [人名] ペ ト ナ ジャ ンカ の 
宿屋 ・ 食 材 屋 の 創始 者 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 
幼なじみ 同士 で 起業 し た 。 2 種族 間 の 関係 が 
良好 な ペ ぺ ト ナジ ャ ンカ の 気風 は 、 彼女 た ちの 時 
代 か ら 変わ ら な い 。 

ノリ ス ・ エ ルス テッ ド 訪 品 得 【 人 名 】 フ ァ ラ の 父 
親 。 若く し て 村長 に な っ た 人 望 の 厚い 人 物 。 
十 年 前 、 ファ ラ た ち を 捜し に 入っ た レグ ゲ ルス の 丘 
で 、 封印 が 解け た ネ レ イド の 一 部 に 乗り 移ら れ 、 
怪物 と な っ て し まい 、 その 直後 ラ シ ュ ア ン を 襲う 。 
これ に よっ て 村人 の 半数 が 命 を 落と し 、 自ら も 
村人 の 手 で 命 を 絶た れ て し まっ た 。 享年 36 歳 。 

ノル ゼン 騙 * 基 和 [地名 ・ 施 設 】 ノ ー ス タリ ア 大 陸 
の 西岸 に ある 街 。 北方 随 一 の 大 き な 街 で 、 王 
都 バ ルカ を は じ め 世 界 中 の 港 を 結ぶ 定期 船 が 
寄港 する 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ の 間 に 生 まれ た ヒ 
ト 、「 ハ ー フ 」 に まつ わる 伝説 が 多く 遺 さ れ て いる 
こと で も 知ら れる 。 

ノル ゼン 産 白 ビー ル 罰 『 若 狂 【 飲 食物 ] バル カ の 
酒場 の メニ ュー。 寒 浴 地 で 育つ 珍し い 白 麦 を 
使っ た ビー ル で 、 冷え た 体 を 即座 に 温め る 。 ま 
ろ や か な 口当たり と 芳本 な 香り で と くに 女性 に 
人 気 が 高い 。 

ノル ゼン の ゆき だ る ま 功 誠 筐 【 文 化 】 填 玉 を ふ 
た つ 重 ね た 雪だるま 。 一 見 よく ある 形 に 見 える 
が 、 必ず 角 と 尻尾 が つい て いる 。 ノル ゼン に 残 
る ハー フ 伝 説 を 裏付け る 造型 。 

ノル ドバイ ム 功 誠 玉 【 人 名 】 マ ルク ト 帝 国軍 の 
指揮 官 。 エル ドラ ンド 攻略 の 際 、 ゴー ルド バー グ 
と 並ん で キム ラス カ ・ マ ルク ト 連 合 軍 の 援護 射 
撃 部 隊 を 率い る 最高 司令 官 を 務め た 。 

ノル ン 皿 紀 認 和 【 人 名 】 エト ス の 元 を 訪れ 、 赤 
ん 坊 の ディ オ と メル を 預け た 女性 。 13 歳 に な っ 
た 彼ら に 「 な りき り 士 」 の 仕事 を する こと を 勧め 、 
その 助け と な る 家具 の アル ベル ト を 遣わ し た 。 
折 に 触れ て ディ オ や メル 、 エト ス の 前 に 姿 を 現 
わし て は 含み の ある 言葉 を 残し て は 去っ て いく 
が 、 実際 に は 自身 の 意識 の 一 部 を 謎 の 生物 ク 
ルー ル の 姿 に 変え 、 彼ら の 旅 を 見 守り 、 ある い 
は 監視 を し て いる 。 その 本 質 は 大 樹 カ ー ラ ー ン 
の マナ 溜まり か ら 生 まれ た 世界 樹 の 守護 者 。 デ 
ィ オ ス と メル ティ ア を 別 の 人 間 と し て 生ま れ 変 わ 
ら せ た 張本人 で 、 彼ら が 成長 する 過程 で 何 を 
行なう か を 見 届け 、 その 本 性 を 見 極め た うえ 


で 、 彼ら に ふさ わし い 形 で 罪 を 償 わ せる こと を 目 
的 と し て いる 。 

ノワ ー ル 罰 基 剛 【 人 名 】 深 黒 の 要 及 び 、 暗 聞 の 
夢 の ボ ス で あり 、 ナム 孤島 の 創設 者 で る ある 。 
お 金 と ナイ スガ イ が 大 好き で 、 好み の タイ プ は ガ 
イ 。 秘密 基地 で ある ナム 孤島 に ある 自室 に 入る 
た め の 鍵 「 漆 黒 の 鍵 」 を 手渡 す ほ どの 恋愛 積 
極 派 だ 。 フェ レス 鳥 生 まれ で 、 フェ レス 島 沈没 の 
際 、 偶然 通り か か っ た 船 に 助け られ て 一 命 を 
取り 留め た 。 その 美貌 と ナイ スパ ディ 、 白黒 は っ 
きり し た 姉御 肌 で 、 年 上 好き の 青少年 を 中 心 に 
ファ ン が 多い 。 


バー ゲン 唱 の 牛肉 薦 * 介 飲食 物 】 晩 ご は ん の 
お か ず を 調達 し て くる よう に 言い つか っ た スタ ン 
に 、 パッ カス が くれ る 牛肉 。 自分 の 株 を 上 げ る た 
め の ナ イス 俺 な アイ デア だ っ た よう だ が 、 格安 ア 
ビ ピール を 銘打っ た 肉 に 、 リリ ス は 今日 &「 い い 人 
な ん だ けど ね ー、 で も それ 以上 に は な れ な い タ イ 
プ よ ね ー」 と 思っ た に 違い な い 。 な お 商店 前 を 
下 回 し た と き に は 、 村長 の 娘 か ら 見 事 な 才 降 り 
の 「 特 上 の 牛肉 ] が も ら える 。 


バー・ タ クティ クス 功 ki 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 バ ロ 
ニア 髄 一 の 酒場 で 、 市 民 は も と より 騎士 達 に と 
っ て も 頓 い の 店 。 フ ルーツ の カク テル に 定評 が 
あり 、 メニ ュー ボー ド に は 「 ピ ー チ 、 グレ ー プ 、 ライ 
チ 、 グレ ー プ フル ー ツ 、 オレ ンジ 、 チェ リー、 ぴ び 
わ 、 パッ ショ ン フ ルー ツ 」 と 、 オス ス メ の 果物 名 が 
掲げ られ て いる 。 ちょ っ と 背伸び し た い 若 者 向 
け に は 、 ノン アル コー ル の メニ ュー も あり 。 店 を 切 
り 盛 りす る マス ター は 、 マ リク の 腕 を 信頼 し て た 
び た び 店 を 任せ て お り 、 勝手 に 「 次 期 マ スタ 
ー」 に 認定 し て いる 。 ちな み に マ スタ ー は 最近 酒 
の 輸入 が 難し く な っ た こと を 受け 、 スト ラ タ と フェ 
ン デ ル 間 で 取引 され て いる 密輸 ルー ト も こっ そり 
利用 し て いる らし く 、 密輸 船 に 乗り 込ん だ 際 に 
ぱっ た り 出 会 う 。 

バー ト ・ ク ライ ン 罰 誠 本 【 人 名 】 アーチェ の 父 
親 。 ロー ン ヴ ァ レ イ の 小屋 に 住み 、 風 の 精 霊 を 
観察 、 研究 し て いる 。 彼 の 天気 予報 は よく 当 た 
る た め 地 元 で は ちょ っ と し た 有名 人 。 エル フ の 
ルー チェ と 種族 の 壁 を 超え て 結婚 する が 、 エル 
フ 族 が ユミ ル の 森 へ の 移住 を 決断 し た こと で 、 
ルー チェ と 引き 離さ れ て し まう 。 当時 まだ 幼かっ 
た 娘 ア ー チ ェ へ の 影響 を 案じ 、 ルー チェ と の 別 
れ を 「 死 別 」 だ と 伝え て いた 。 

ハー フ 罰 基 筐 [文化 】 ヒューマ と ガ ジ ュ マ の 間 に 
生ま れ た ヒト を 指す 。 2 種族 間 に 恋 愛 感情 が 芽 


生え る こと 自体 が 少な いう え に 、 生ま れる 赤ん坊 
は 身体 が 弱く 、 多く が 生後 数 ヶ月 か ら 数 年 で 命 
を 落と す 場 合 が ほとん ど 。 その た め 成 人 する ハ 
ー フ は 非常 に 稀有 な 存在 と いえ る 。 ヒュ ー マ に 
近い 顔立ち や 体つき だ が 、 頭 部 に 2 本 の 角 と 
尻尾 を 有 し 、 ガ ジ ュ マ を も 凌ぐ 強力 な フォ ルス 能 
力 を 持つ の が 特徴 。 


ハー フエ ルフ 芳 宮 本 種族 ] エ ルフ と 人 間 の 間 


に 生ま れ た 者 た ち で 、 通常 は 混血 第 一 世代 の 
み を 指す 。 エル フ に 特有 の 魔術 の 素養 と 、 人 
間 の 貸 欲 さ を 併せ 持ち 、 時 と し て その 潜在 能 
力 は 両者 を 超え る 。 また 寿命 は 人 間 よ り も 圧倒 
的 に 長い 。 学術 や 研究 分 野 に お いて 優れ た 
頭 勝 が 重宝 が られ る 一 方 で 、 人 間 、 エル フ の 
両方 か ら 差 別 を 受け や すく 、 どちら の 社会 か ら 
る 疎外 きれ が ち 。 彼ら が 多く 登用 され る アル ヴァ 
ニス タ の 例 は むし ろ 珍 し いと 言え る 。 
【 種 族 】 人 間 と エル フ の 間 に 産ま れ 、 人間 と は 
形 の 違う 耳 と 千年 ほど の 長寿 命 、 魔術 を 扱う 
能力 を 持つ 者 た ち 。 人 間 と し て の 好奇 心 や 探 
求 心 と 、 エル フ の 知性 や 魔力 と を 併せ 持つ た 
め 、 魔 科学 の 研究 な どの 分 野 に 優れ た 能力 を 
発揮 する が 、 五 千 年 以上 に 渡っ て エル フ か ら も る 
人 間 か ら も 人 迫害 の 対象 と な っ て いる 。 ミス や ユ 
アン を 含む クル シス の 天使 は 、 そ の ほとん ど が ク 
ル シ ス の 輝石 を 用 いて 進化 し た ハー フエ ルフ 。 
また 彼ら は 不思議 な 感応 力 を 持ち 、 素性 を 明 
か さ な く と も 互い が 同胞 だ と 認識 で きる と いう 。 


四季 折々 (パーペチュアル ) 功 避 用 【 ギ ルド ] さ 


ま ざ ま な ギル ド の PR 活動 を 担う 、 広報 ギル ド 。 
テル カ ・ リ ュ ミ レー ス で は 貴重 な 写 影 魔 導 器 を 
扱う ギル ド の ひと つ で も ある 。 ドン の 死後 、 ユニ 
オォ ン の 混乱 や 帝国 と の 和解 を 巡る 騒動 に よっ 
て 、 個々 の ギル ド に も 構造 改革 の 波 が 押し 寄 
せ 、 ギル ド 員 の 営業 ノル マ は 少々 厳し いも ゃ る の に 
な りつ つ あ る らし い 。 


ハー メン ツ 功 語 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 ダリ レシ ェ イ ド 


の は ずれ に ある 小さ な 村 。 王 都 の に ぎわ いか ら 
外れ た 、 非常 に 素朴 な 雰囲気 が 漂う 。 し か し そ 
の 一 方 で 、 町 の 頂 に 居 を 構え る 有力 者 ウォ ルト 
に は 黒い 瞳 が 耐え ず 、 善良 な 村人 た ち に は 敬 
遠 さ れ て いる 。 と は いえ ぇ 彼 の 財力 に よっ て 、 
ら ず も 皆 の 暮らし は 豊か 。 武器 屋 向かい の 民 
家 に は 、 チェ ル シ ー が 好き そう な 人 形 が 飾ら れ 
て いる 。 


パー ル ・ シ ル バ 芳 席 馬 【 人 名 】 特務 部 隊 司 令 


官 ア イザ ッ ク ・ シ ル バ の 妻 。 夫 や 娘 ラ ピス の た め 
に 三 色 ビ ピザ を 焼く 、 ご く 平凡 で 家庭 的 な 女性 。 
シル バ が 責任 者 を 務め た 巨大 思念 砲 の 実験 に 
お いて 、 軍 命 令 に より ラピス と と も に 立ち 合い を 
強制 され 、 爆発 事故 で 命 を 落と す 。 


ハー レイ 軒 其 語 【 人 名 】 ア スカ ー ド に 住む ハー フ 


エル フ で 、 ライ ナー の 友人 。 か つて は 生 替 に 選 
ば れ た アイ ー シ ャ を 守る た め 、 手製 爆弾 「 プ レイ 
カー」 で 石 舞 台 を 破壊 し よう と し た 。 自身 も ハー 
フエ ルフ で ある こと か ら 、 リヒ ター の 正体 に いち 早 
く 気 付い て いた 。 


ハイ デル ベル グ 功 5 駐 【 地 名 ・ 施 設 】 フ ァ ン ダリ 


ア の 首都 で 、 世界 で も っ と も 古い 都市 の ひひ と 
つ 。 街 は 城門 か ら 王城 へ まっ すぐ 伸び る 石 崩 
の 街道 沿い に 広がり 、 石 と レン ガ 、 それ に 木材 
を 組み 合わ せ て 造ら れ た 建物 は 、 歴史 を 感じ さ 
せる 重厚 な 雰囲気 を 持つ 。 また 住居 の 内 装 に 
成熟 し た 文化 が 感じ られ 、 モザ イク 模様 に 敷 


き 詰め られ た 床板 や 、 梁 の 装飾 に は 目 を 見 張る 
も の が ある 。 と り わ け 宿 屋 に 併設 され た 食材 屋 
に お いて は 、 猫 の 模様 の キャ ッ シ ャ ー や 色 と り ど 
り の 小瓶 、 戸棚 の か わい らし い 浮 き 彫 り 模様 な 
ど が 評判 で 、 街 の 女性 や 子供 た ち は 店 の 雰 囲 
気 を 楽し むために 、 また 旅 の 男性 客 は 店 番 の 
女性 目当て に 、 訪れ る 人 が 絶え を ない 。 サイ リル 
義勇 軍 に よる 3 度目 の クー デ タ ー で は 、 暗躍 する 
グレ バム の 手引 き に より 賢 王 イ ザー ク が 落 命 する 
と いう 悲劇 に 見 舞 わ れ た が 、 王子 ウッ ポロ ウ に よ 
る 反乱 軍 の 鎮圧 と 即位 に よっ て 、 数 百年 の 王 
家 の 歴史 を 守っ た 。 面 品 直 【 地 名 ・ 施 設 】 フ ァ 
ンダ リア 地方 に ある 巨大 都市 。 ファ ンダ リア 王国 
の 首都 で も り 、 ハイ デル ベル グ 城 の 城下 町 と し 
て 栄え て いる 。 18 年 前 の 騒乱 で 大 規模 な 被害 
を 受け る も 、 新た に 国王 と な っ た ウッ ドロ ウ が 中 心 
と な っ て 再建 され た 。 この と き 、 消滅 し た ジェ ノ ス 
と サイ リル の 住民 を 受け 入れ 、 旧 ハ イデ ルベル 
グ 市 街 を 切り 崩し て 居住 区 と 商店 街 を 増築 し 、 
現在 の 新 市 街 と し た 。 この と き 国 王 自ら が 復興 
の 先頭 に 立っ て 汗 を 流し た こと で 、 住民 達 は い 
た く < 感動 し 、 こぞって 作業 に 参加 し た 。 これ に よ 
り 、 街 の 再建 は 一 大 事業 だ っ た に も 関わ ら ず 、 
驚く べき 早 さ で 完了 し た と いう 。 

背徳 の 館 編 菩 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 ダン グレ スト の 西 
に ある 「 海 凶 の 爪 」 の 本 拠 地 。「 遺 構 の 門 」 か 
ら 横流し され た 武器 が 大 量 に 隠さ れ て いる 。 不 
法 な 魔 導 器 を 求め る バイ ヤー や アウ トロ ー な 男 た 
ち が 、 人 目 を 忍 ん で イエ ガー と の 売買 交渉 に 訪 
れる 。 た だ し 入口 は 赤 眼 た ち に 堅め られ て お 
り 、 彼ら に 認め られ た 者 で な けれ ば 近づく こと す 
ら ま まな ら な い 。 

バイ バ 騙 可 科 【 言 葉 ] メル ニク ス 話 の 間 投 詞 。 
英語 で いう と ころ の 「 WOW」。 

ハイ マ 功 諾 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 冒険 者 の 集う 街 。 
飛 竜 使い が 住み 、 望む 者 に は その 竜 で 救い の 
塔 に 向かう た め の 手引 き と な っ て くれ る 。 

バイ ラス 罰 誠 鍛 [呼称 ]】 フォ ルス の 力 に 触れ 、 ヒ 
ト に 害 を 及ぼ す よ うに な っ た モノ の 総称 。 獣 や 
植物 な どの 有機 生物 の ほか 、 志 半 ば で 命 を 落 
と し た 旅人 た ちの 残留 思念 が 実体 化し た も の な 
ども 含ま れる 。 闇雲 に 襲い か か る だ け の 単純 な 
思考 を 持つ も の か ら 、 高い 知能 を 有する も の ま 
で 、 その 種類 は じつに 160 種 に 及ぶ 。 体系 化 さ 
れ た 研究 書 と し て は 『 カ レギ ア 異 種 生 物 大 全 」 
が と くに 有名 。 

バイ ロク ス ・ バ ロウ ズ 男 : 葬 欄 【 人 名 】 結晶 騎 
士 団 第 13 小 隊 に 所 属す る 、 22 歳 の 結晶 騎士 。 
カル セ ド ニ ー が 幼い 頃 より 世話 係 と し て 側 に 仕 
え 、 父 ラプ ラド ・ ア ー カ ム か ら 親 と し て の 愛情 より 
も 、 権力 堂 握 の 手駒 と し て の 期待 を 強く 受け て 
きた 彼 に 、 兄 の よう に 、 また と き に は 母 代 わり と 
し て 接し て きた 。 現在 で は 同 隊 の ペリ ドッ ト と も ど 
も 、 カル セ ド ニ ー の 忠実 な 部 下 で ある と と も に 、 
昔 と 変わ ら ず 彼 を 弟 の よう に 見 守っ て いる 。 身 
長 200cm、 体重 112kg の 屈強 な 体 で 大 砲 型 の 
ソー マ を 放つ 姿 は 、 帝国 軍 か ら も 恐れ られ る 存 
在 で ある 。 な お カル セ ド ニ ー の 世話 を 任 さ れ て き 
た だ け あ っ て 、 彼 が 16 歳 に な っ た 現在 で も 散髪 
は パ バイ ロク ス の 役目 。 また 家事 全般 を こなす が と 
り わ け 裁 縫 が 得意 で 、 カル セ ド ニ ー の 服 に は 必 
ず ネ コ の ワン ポイ ント 刺繍 を 人 人 れ て いる 。 ちな み 
に 本 人 曰く 「 意 外 に 着 太り する タイ プ 」 で 、 女性 
の 趣味 は 「 ぼっ ちゃ り 好 き 」。 


央 ロニ ささ ロ ヘ ニー マー コト 


の づ ゲ 


ミニ ー そ せろ 


の 2 づ の 


バウ ル 和男 詳 鐘 [人 名 】 ジュディ ス の 駆る 始祖 の 隷 
長 。 テム ザ に 住ん で いた 幼い ジュ ディ ス と 仲よく 
な り 、 人 魔 戦 争 で 彼女 の 命 を 救っ て 以来 、 相 
棒 と し て 行動 を と も に し 、 魔 導 器 破壊 の 手助け 
を する 。 ほか の 始祖 の 隷 長 と 比べ て 格段 に 若 
く 、 人 間 よ り ひ と 回 り 大 きい 程度 だ っ た が 、 テム 
ザ 山 で 成長 を 遂げ 、 フィ エル ティ ア 号 を 運べ る 
ほど に な る 。 

バウ ル め ぬいぐるみ 葉 * 竿 【 道 具 】 世界 を 守る 僚 
大 な 存在 「 始 祖 の 隷 長 ] の ひと り 、 パウ ル を 模 
し た ぬい ぐる み 。 本 物 の バウ ル は 生命 の 源 「 エ 
アル 」 を 守る た め 、 綺麗 で ダイ ナマ イト な お 姉さん 
と と も に 世界 中 を 飛び 回 っ て いた らし い 。 

バ オ ウ ルフ 入 衣 本 【 地 名 ・ 施 設 】 シェ へ ラ 砂 漠 
の 砂 に 埋もれ た 古代 の 遺跡 。 バル ハイ ト を 失っ 
た カル セ ド ニ ー が 、 シ ング ら の 手助け に な ろう と 
新た な ソー マ 探 索 に 赴く 。 

パオ ロ 功 誠 得 【 人 名 】 レ グル 2 道場 の 門下 生 で 、 
フラ ンコ 師範 の 弟子 。 気 が 弱 く シ ャ イ な 性 格 。 フ 
ァ ラ が 道場 に 通っ て いた 頃 の 先輩 で あり 、 当時 
か ら フ ァ ラ に 好意 を 寄せ て いた 。 水 の 唱 霊 術 を 
使え る こと か ら 、 リッ ド た ち が ラ シュ アン 河 を 渡る 
手助け を する 。 

バカ ドラ 功 品 鐘 【 呼 称 】 魔 導 器 を 我 が 子 の よう 
に 湧 愛 する リタ が 、 魔 導 器 を 狙う 竜 使い 、 す な 
わ ち ジュ ディ ス に つけ た 呼び 名 。 いく ら 還 鹿 呼ば 
わり し て も 、 その に っ くき 相手 を 仕留め る た め 
に 、 街中 で あろ うと お 構い な し に 魔術 を ぶっ 放 
し て いて は 、 あま り 説 得 力 が な いこ と を 、 一 行 は 
敢えて 口 に は し な い 。 

白化 芳 * 可 馬 【 現 象 】 スピ リア を ゼロ ム に 喰らい 尽く 
され た 者 の 最後 の 姿 。 体 が 化石 の よう に 真っ 
白 に な っ て 死 を 迎え る 。 結晶 界 は ガル デニ ア に 
より スピ リア を 喰わ れ 、 人 間 だ け で な く 世 界 すべ 
て が 白化 し た 。 ゼロ ム の 明信 や 融合 の 技術 を 
軍 に 提供 し た イン カロ ー ズ は 、 この 白化 現象 を 、 
ゼロ ム に 打ち 勝つ だ け の 強い スピ リア を 持た な 
いか ら だ と 天 い て 彼ら の 対抗 心 を も あおり 、 つぎ 
つぎ に ゼロ ム 地 依 兵 や 融合 兵 に 仕立 て て 、 そ 
の スピ リア を 吸い 取っ て いた 。 

バク ショ ウ ダ ケ 罰 誠 得 【 植 物 ] 口 に し た も の は た 
ち ま ち 笑 い 出 し て し まう と いう 、 毒 キ ノコ の 一 種 。 
笑い すぎ で 呼吸 困難 を 起こ し 、 生命 を 脅かす こ 
と も ある と か 。 食用 の アカ ダマ ダケ と そっ くり な の 
で 採取 に は 注意 が 必要 。 ちな み に 笑 い 上 戸 に 
食べ させ る と 、 お と な し くさ せる こと が で きる と いう 
ウワサ も 。 

バク ティ オン 神殿 葉 K 避 狂 【 地 名 ・ 施 設 】 ヒ ビオ 
ニア 大 陸 西 部 に ある 古い 神殿 。 始祖 の 隷 長 ア 
スタ ル の 棲み 処 で あり 、 彼 を 祀る 神殿 で も ある 。 
古く は 多く の 巡礼 者 が 訪れ た が 、 人 間 と 始祖 
の 隷 長 と の 交流 が 途絶 えた 現在 、 人 々 の 記憶 
か ら は 忘れ 去ら ち れ て し まい 、 朽ち る が まま に な っ 
て いる 。 

ハコ ネシア 峠 功 E 更 【 地 名 ・ 施 設 】 ん イン や ア 
スカ ー ド ーー パル マコ スタ 間 を 陸路 で 移動 する 際 
に 通る こと に な る 、 険しい 峠 道 。 も と も と は 旅 商 
た ち が 拓 いた と され る 。 関所 で は 慕 大 な 通行 料 
が 要求 され 、 取り 仕切 る の は 強欲 コレ クタ ー と し 
て 名 高い コッ トン で ある 。 

箱 船 訪 可 隊 【 呼 称 】 水 の 民 が 遺跡 船 の こと を 呼 
ぶ 際 の 名 称 。 正確 に は 古 刻 語 で 「 大 き な 箱 ] を 
意味 する 。 

バシ フス 軍事 基地 功 K 往 [地名 ・ 施 設 】 ラム ダ が 


生み 出し た 魔物 へ の 対策 研究 の た め 、 フォ ドラ 
の 科学 者 ・ 軍 事 工学 者 た ち が 持て る 知識 と 技 
術 を 集結 させ た 基地 。 プロ トス 1 の 能力 を より 広 
め 応 用 する た め の 研 究 が 行なわ れ た と いう 。 ブフ 
ォ ド ラ が 減 亡 し た 現在 で も 、 内 部 の 警備 に 当 た 
る 戦闘 用 ヒュ ー マ ノ イド が 多数 稼働 し て いる 。 

馬車 功 K 基 簡 【 乗 り 物 】 道 が 続く と ころ な ら ど こ へ で 
も 。 300 ガ ルド で カレ ギア 中 の 主要 都市 に 行け る 
と て も 便利 な 移動 手段 。 カウ ボー イハ ッ ト が 似 合 
う 御 者 の お 兄さん は 、 ある 意味 最高 の 冒険 者 。 

バジ ル 軒 誠 記 芝 [人 名 】 ク ラー ス の 友人 の エル 
フ 。 魔術 が 使え を な いい わ ゆ る 「 レ スネ ス 」 の エル 
フ で 、 も と も と は その 負い 目 を 払拭 し よう と 、 資 
質 に 左右 され な い 魔 科学 研究 を 志 し て いた 。 
し か し 人 間 と も エル フ と も な じ め ず 疎外 感 に 苦し 
み 、 ほど な く ア ル ヴ ァ ニ スタ を 離れ て 移民 の 多い 
ヴァ ル ハ ラ 村 に 移り 住む 。 や が て 同 地 で 採掘 さ 
れる 「 紅 の 月 ] を 利用 し 、 人工 マナ の 開発 に 着 
手 。 研究 は 大 き な 成果 を 上 げ 、 村 の 発展 に 多 
大 な 貢献 を する こと に な っ た 。 な ん の 診 索 も せ 
ず 自 分 を 受け 入れ て くれ た 村 の 恩義 に 報い た 
いと の 思い は 、 鉱石 に 資源 価値 を 与え を た こと で 
実っ た か に 見 えた 。 し か し この 「 紅 の 月 ] 採掘 や 
利権 を 巡り 、 住民 た ち へ の 迫 害 が 深刻 化 。 度 
重なる 悲劇 に 責任 を 感じ た 彼 は 、 私 急 を 晴 ら 
す た め に 自ら 非 合 法 組 織 「 シ グル ド 」 と 接触 し 、 
その 力 を 利用 し よう と 、 人 の 道 を 踏み 外し て ゆく 
こと に な る 。 

パス カル 功 *E 欄 【 人 名 】 ウォー ルプ リッ ジ の 遺跡 
を 調査 し て いた アン マル チア 族 の 技術 者 。 万 
事 に いい 加減 で マイ ペー ス 、 し か し 一 族 で も 随 
一 と 評 さ れる 天才 的 な 着眼 点 と 頭脳 と 適当 な 
言動 で 、 不可 能 を 可能 に する 。 一 族 の ルー ツ 
を 求め て 里 を 飛び 出し 世界 を 放浪 、 そ の 
652231 歩 目 に アス ベル ら と 出会っ た 。 先祖 が 
残し た 立体 映像 で プロ トス 1 の 姿 を 見 た た め 、 
本 物 の ソフ ィ を 目 に し た と た ん 、「 い か に し て 彼 
女 に 触り 調べ る か 」 を 命題 に 同行 する が 、 や が 
て 自分 の 知識 が 大 煙 石 や 星 そ の も の の 命運 を 
左右 する と いう 状況 に 対 剛 。 姉 フ ー リ エ と の 確 
執 を 乗り 越え て 、 ラム ダ の 暴挙 を 止め る 戦い に 
加わ る こと と な る 。 好奇 心 が す べ て に 優先 し 、 
一 般 的 な 認識 と は か な り 異な る 価値 観 を 持っ 
て いる が 、 本 人 は あく まで 常識 人 の つも り 。 特 
技 は 「 何 日 お 風呂 に 入っ て いな いか 臭い で 当て 
る こと 」 。 大 好物 の ひと つの バナ ナ を 食べ 過ぎ 
て 船 の 甲板 を 大 変 な た こと に し た り 、 寝言 で 煙 術 
を 詠唱 し た り 、 伝説 の 生き 物 と 間違え られ た り 
と 、 は た 迷惑 で 憎め な い 一 行 の ムー ド メ ー カ ー 
は 、 これ で も 女 盛り の 22 歳 。 

パス カル セン サー 罰 可 簡 【 そ の 他 】 パス カル の 
勘 セ ン サ ー。 フェ ン デ ル 政 府 塔 ・ カ ー ツ の 私 室 
に 忍び 込ん だ 際 、 ここ ぞ と ば か り に 姓 裂 す る 。 
実用 性 は あま りな い 。 

パス カル 腹 時 計 功 E 往 【 そ の 他 】 パスカル の 腹 
時 計 。 お 腹 が 減っ て くる と 、 どん な に 緊迫 し た 
状況 で も きっ ちり 主張 を 始め る 。 音色 は 「 ぎ ゅ る 
ー ぎ ゅ る 一 」 。 実用 性 は も ちろ ん な い 。 

ハス タ ・ エ クス テル ミ 騙 可 障 【 人 名 】 元 ガ ラム 
備 兵 部 隊 所 属 の 槍 使 い 。 オズ バル ド に 雇 わ 
れ 、 西 の 戦場 で ガラ ム ゲ リ ラ 兵 士 の 掃討 に 当 た 
っ て いた 。 同じ く 指 揮 官 暗殺 を 請け 負う リカ ルド 
の 前 に 居合 わせ た ルカ た ち に 共鳴 し 、 前 世 の 
「 ゲ イボ ル グ 」 と し て の 記憶 を 取り 戻す 。 備 兵 と 


し て の 一 流 の 腕 と は 対照 的 に 、 何 を 考え て いる 
の か まる で わか ら な い 軽 口 で 知ら れ て いた が 、 
自分 の 前 世 を 知っ て か ら は 、 か つて の ゲイ ボル 
グ さ な が ら に 、 殺人 の 快楽 に 酔う 狂人 と 化し た 。 
リカ ルド や ルカ を 狙っ て た び た び 現われ る の も 、 
任務 に 忠実 だ か ら で は な く 、 ひたすら 殺し を 楽 
し む た め で ある 。 汚れ 仕事 を 請け 負う 備 兵 に 似 
つか わし く な い 、 豊 か な フリ ル の シャ ツ と 真っ 赤 
な ジャ ケッ ト と いう 、 ド 派手 な ファ ッ シ ョ ン が 、 彼 の 
奇人 ぶり を 一 層 引 き 立 て て いる 。 と くに ルカ の 
服装 に ダメ 出し を する な ど 、 自分 の セン ス に は 自 
信 満 々 。 また 数 々 の 迷言 は 一 度 聞 いた ら 忘 れ 
られ な い 中 毒性 を 以 っ て 、 彼 の 存在 を すべ て 
の 人 々 に 印象 づけ る 。 

ハス タキ ッ ク 騙 可 障 【 術 ・ 技 】 ハス タ が 愛用 の 
槍 か らく り 出 す 鋭 い 連続 「 突 き ]。 技 の 初め か ら 
終わ り ま で 、 これ っ ぽ ぱっ ちる 蹴り が 入ら な い に も 
関わ ら ず 全力 で 「 キ ッ ク 」 と 言い 切る あたり に 、 
適当 街道 を 突っ 走る 彼 の 生き 様 が 垣間見 える 。 

パズル ブー ス 功 頂 嗣 【 そ の 他 】 空間 の ゆがみ に 
よっ て ダク ト が 転送 エラ ー を 引き 起こ し た 際 、 転 
送 先 と な りや すい 謎 の 空間 。 部 屋 が 巨大 な パ 
ズル と な っ て いて 、 これ を 解く まで は 部 屋 か ら 出 
られ な い 。 誰が 何 の た め に 造っ た 部 屋 な の か 
は 不明 で あり 、 も し 誰 ひ と り パ ズル を 解け な か っ 
た ら 、 閉じ 込め られ た 者 た ち に いか な る 運命 が 
待っ て いる の か …… そ れ は 誰 に も わか ら な い 。 

ハタ ラキ モノ 罰 『 基 筐 【 デ ィ ス カバ リー) 鈍重 な 
見 た 目 と は 裏腹 に 、 実に せわ し な く 樹 か ら 樹 へ 
飛び 回 る 動物 。 爪 や 手足 が 樹 上 生活 に 適し た 
形 に 進化 し て いる の で 、 地面 に 降り る と と た ん 
に 動作 が 鈍く な る らし い が 、 実際 に 見 た 人 は い 
な い 。 これ ほど まで に 急い て いっ た い 何 を し よう 
と いう の か 、 その 解明 が 待た れる と ころ 。 

バタ ン ギ 玉 麗 訪 【 生 物 】 ノ ー ド ポリ カ 近 海 で 獲れ 
る 魚 。 水揚げ 量 は 多い が 、 と くに お いし いわ け 
で は な く 、 箸 に も る 棒 に も か か ら な いと か 、 猫 も ま 
た いで 通る と か 、 さん ざん に こき 下ろ され て いる 。 
見 た 目 の 不細工 さと あい まっ て 、 網 を 引き 揚げ 
た と き に 漂う が っ か り 感 は 相当 な も の 。 し か し 近 
年 エア テル の 乱れ の 影響 か ら か 、 急 に うま く な っ 
た と 評判 を 博 し 、 に わか に 特産 品 と し て アピ ー 
ル し て いく 動き が 活発 に な っ て いる 。 カプ ワ ・ ト リ 
ム の マグ ロア イス を 超え られ る か !? 

バダ ン 平 原 の 戦い 功 認 斑 【 歴 史 】ND2018 年 、 
ル グ ニ カ 地 方 パダン 平野 に て キム ラス カ と マル ク 
ト が 起こ し た 戦争 。 戦線 は 北上 し 、 マル クト は 首 
都 防衛 作戦 を 展開 し た 。 モー ス が 、 マル クト が 
アク ゼ リ ュ ス 崩 壊 に 紛れ て ナタ リア を 殺害 し た と 
いう 嘘 を イン ゴ ベ ルト 六 世 に 吹き 込ん だ こと が 開 
戦 の きっ か け だ が 、 間もなく 地 核 か ら 戻 っ て きた 
ナタ リア 本 人 ら の 活躍 で 平和 条約 が 締結 され 、 
終戦 を 迎え る 。 

ハチ ミツ 入り マー ボー 豆腐 賢 K 基 正 【 飲 食物 】 テ 
介 レ イ お 気に入り の 一 品 。 豆板 次 の 辛味 と ハチ 
ミツ の コク が 奏で る ハー モニ ー は 、 大 いな る 不 
協和 音 。 本 人 も 多少 は キワ モノ と いう 自覚 が あ 
る らし く 、 強 いて すす め よ うと は し な い 。 普段 の 
彼 か ら す る と あり えな い ほ どの 謙虚 さか ら も 、 そ 
の 特異 さ が 想像 で きよ う 。 

バッ カス 男 品 往 【 人 名 】 リ ー ネ 村 に 住む 青年 で 、 
スタ ン の 幼馴染 み で あり 遊び 仲間 。 リー ネ の 住 
人 の つね で 、 基本 的 に 裏表 が な く 人 当たり だ け 
は 申し 分 な い が 、 何 か に つけ て 情熱 が 空回り 


し て し まう タイ プ 。 スタ ン の 妹 リ リス に 恋 を し て お 
り 、 妹 を 落と す に は まず 上 兄 か ら と 、 あの 手 こ の 手 
で 和 絡 し よう と し て いる が 、 その 手 管 は いつ も 半 
端 に ずれ て お り 、 兄妹 どちら に も 彼 の 想い が 通 
じ た た めし が な い 。 兄 に 少々 過 保 護 な 気 の あ る 
妹 を 振り 向 か せ 、 彼 の 恋 が 成就 する と き は 果 た 
し て 来る の だ ろう か ? これ が 目下 村人 た ちの 
最 注目 な 話題 と な っ て いる こと に 、 当 の 本 人 た 
ち は 気 付い て いな い 。 死ぬ まで に 「 愛 に 生き 
た !」 と 言う こと が 夢 。 


ハッ ク 罰 誠 寺 【 人 名 】 ジ ベー ル の も と で 考古 学者 


に 関す る 研究 を 行なう 若者 で 、 世界 各地 の 聖 
獣 伝説 の 残る 場所 を 旅 し て いる 。 元 来 が どこ か 
抜け て いる 性 格 の た め 、 旅先 で トラ ブル を 起こ さ 
な か っ た た めし が な い 。 ひと り 旅 の 孤独 を 紛 ら 
わす た め に 絵 を た し な み 、 巧 い と は 言い か ね る 
が な か な か 味 の あ る 作品 を 描く 。 


発情 期 の ね こ 功 誠 共 【 そ の 他 】 本 来 の 趣旨 は 


「 成 長期 の 猫 ] 。 世間 知ら ず の ソフ ィ で 遊ぼ う 
と 、 マリ ク が お も し ろ が っ て 仕込 ん だ 結果 、 誉め 
られ な い 発 言 に な り 、 ソフ ィ の 健全 な 生育 を 見 
守る シェ リア の 乱 り が 爆発 する 。 
パッ セー ジリ ング 罰 誠 剛 【 設 備 】 セ フ ィ ロ ト に 設 
置 さ れ た 音 機関 で 、 ユリ ア と その 弟子 た ちの 指 
示 の も と 、 組み 立て られ た 。 特殊 な 譜 石 と 音素 
活性 化 装置 が 組み 込ま れ て お り 、 人 工 的 に 記 
憶 粒子 の 噴出 を 活性 化 さ せ 、 セ フ ィ ロ ト ツリ ー を 
作り 出し て いる 。 BD2707 年 に プラ ネッ トス トー ム 
を 再建 し た 際 、 ユリ ア は パッ セー ジリ ング を 護る 
た め 3 種 類 の 封印 を 施し た 。 ひと つ は 、 パッ セー 
ジリ ング の ある 神殿 入口 に 施さ れ た 「 ダ アト 式 封 
宛 ]。 も う ひ と つ は 、 第 5 セ フ ィ ロ ト と 第 8 セ フ ィ ロ ト 
か ら の 全 セ フィ ロト 一 括 操 作 を 禁止 する 「 ア ル バ 
ー ト 式 封 宛 ] 。 最後 は 、 パッ セー ジリ ング の 制御 
その も の を 規制 する 「 ユ リア 式 封 宛 ] で ある 。 い 
ずれ も 特定 の 素養 を 持つ 者 に し か 解く こと は で 
き な い 。 この パッ セー ジリ ング が 機能 停止 する 
と 、 制御 され た セ フ ィ ロ ト ツリ ー も 消滅 する 。 耐久 
年 数 に 限界 が き て いる の と 、 プラ ネッ トス トー ム に 
よっ て 地 核 に 振動 が 起こ っ て いる た め 、 一 部 の 
パッ セー ジリ ング に 故障 が 生じ 始め 、 外 殻 大 地 
を 支え る に 足る 記憶 粒子 を 噴出 で き な い 状態 
に ある の が 現状 。 


バテ ィ ス タ ・ デ ィ エ ゴ 訪 補 重 【 人 名 】 スト レイ ライ 


ズ 神 殿 の 司祭 を 務め る 男 。 優秀 な 頭脳 に 加 
え 、 強 萌 な 肉体 で 僧兵 と し て の 資質 を 持ち 合 
わせ て いる こと か ら 、 順調 に 昇進 を 重ね 、 30 歳 
に し て 司祭 の 地位 を 獲得 し た 。 し か し それ は 彼 
の 野心 が そう させ る も の で あり 、 聖職 者 と し て の 
徳 や 神 の も た ら す 幸福 な ど 、 宗教 の 持つ 救い 
と いう も の に は と くに 興味 を 持っ て いな い 。 グレ 
バム の 部 下 と し て と も に 行動 し 、 そ の 甘い 汁 を 
吸 お うと いう の は も ちろ ん の こと 、 あわ よく ば 寝 
首 を か いて 自分 が の し 上 が ろう と し て いる 。 また 
同じ 司祭 の 職 に ある フィ リア と は 、 年 齢 こそ 10 歳 
以上 も 離れ て いる と は いえ と も に 学ぶ 仲 で ある 。 
優秀 な 信徒 と し て の 能力 を 十分 に 認め て いる 
か ら こ そ 、 一 司祭 の 職 に 甘んじ て 神 に 忠誠 を 誓 
うだ け の フィ リア に 歯 が ゆ さ を 感じ て いた よう だ 。 
グレ バム の 反乱 に 加担 し た の ち 、 その 手駒 と な 
っ て 死亡 する 。 


パテ ィ ・ フ ルー ル 功 鐘 [人 名 】 記憶 の 大 半 を 


な ぐし 、 自分 の 正体 と 係 索 を 求め て 世界 を 旅 す 
る 、 自称 冒険 家 の 少 女 。 大 海賊 に し て ギル ド ユ 


ニオ ン の 幹部 と も る 懇意 あっ た 、 偉大 な 人 物 ア イ 
フリ ー ド の 孫 に 当たる らし く 、 彼 に まつ わる か すか 
な 記憶 を 頼り に 、 己 の 過去 を 求め て 各地 を 放 
浪 し て いた 。 その 手がかり と し て 探し て いた の が 
海賊 の 宝 と し て 名 高い 「 肌 し の 星 ] で 、 め ぼ し 
い 場 所 に は 危険 を 応 み ず 単 身 足 を 運ん で は 、 
行く 先々 で ユー リ ら と 出会う こと と な る 。 自ら 定め 
た 雄々 し き 海 の 控 を 体現 する 、 ポジ ティ プ で 気 
丈 な 性 格 。 じつは ほか で も な い パ ティ 自身 が アイ 
フリ ー ド で 、 プラ ッ ク ホ ー プ 号 事件 の お り に 霊 薬 
アム リタ を 口 に し た た め 若 返り 、 現在 の 容 と な っ 
た 。 当時 記憶 を 失う 間際 に 目 に し た サイ ファ ー の 
面影 を 辛うじて 覚え て いた た め 、 それ が アイ フリ 
ー ド な の だ と 勘違い し 、 また 対外 的 に も サイ ファ 
ー の ほう が 顔 が 知ら れ て いた こと か ら 、 彼 女 が 
追い 求め る 「 ア イフ リー ド 」 は 、 精 介 な 男性 で 、 
すなわち 自分 の 「 祖 父 ] だ 、 と 思い 込む 結果 と 
な っ た 。「 パ ティ ・ フ ルー ル 」 と いう 名 も 、 凄惨 な 
事件 の 記憶 に 苦悩 する で あろ う 彼 女 を 慮 っ て 、 
サイ ファ ー が 与え た も の と 見 られ る 。 つぎ つぎ に ス 
タイ ル を 変化 させ る トリ ッ キ ー な 戦闘 テク ニッ ク を 
持つ が 、 年 端 ち も いか な い 少 女 に は 不 似合い な 
戦い の 腕 も 、 振 落 な 一 人 物 と し て 伝わる 波乱 
に 満ち た 前 半生 あっ て こそ な の か も し れ な い 。 
好物 は 海 の 幸 全般 と お で ん 。 クー ル で 悪 ぶ っ 
た ユー リ に ひと め ぼ れ し 、 将来 の 婚 に する と 決 
め て いる 。 

バテ ンカ イト ス 罰 可 本 【 世 界 】 ネ レイ ド が 1 万 年 
前 に 創造 し た 非 物質 世界 。 目 に 見 える も の す 
べ て は 心象 風景 で し か な く 、 絶え ず 変 化 を 続け 
る 実体 の な い 世 界 。 8000 年 前 に セイ ファ ー ト が 
現われ 、 物質 世界 を 創造 する まで は 、 世 界 と 
いえ ば パテ ンカ イト ス の こと を 指し て いた 。 

バト ル G 男 『 項 駐 【 人 名 】 戦績 に よっ て 各種 称号 
を 授与 し て くれ る じい さん 。 ユー ライ オ の 閣 技 場 
で 、 我 こ そ は と 名 乗り を 上 げ る つ わ も の を 待っ て 
いる 。 ちな み に 「G」 は じい さん で は な く 、「 グ レー 
ド 」 の 略 。 し か し 語呂 が よ す ぎ て 勘違い され る こ 
と 甚だ し く 、 彼 は 初対面 の 相手 に は 尋ね る まえ 
か ら 断 り を 入れ る よう に し て いる 。 

ば t じ ゃ p っ f じ ゃ だ h ふ あぁ う h ) 芳生 [言葉 】 
徹夜 で 療 れ た パス カル が 思わ ずつ ぶ や く 謎 の 
一 文 。 夜 を 徹し て 爆弾 作り に 勤しん で し まっ た 、 
と いう 旨 の 言葉 だ と 聞か され シェ リア は 動揺 する 
が 、 本 当 の 意味 は 何 な の か 、 そもそも 意味 な ん 
て あっ た の か は 、 じゃ れ 合う パス カル と ソフ ィ だ け 
の 秘密 。 

鼻くそ 戦争 太 KE 往 【 そ の 他 】 ね こ 好 きじ いさ ん が 
尽 寝 を 妨げ られ た 腹いせ に ふっ か け て くる 、 な 
ん と も いや な 響 き の 行為 。 実際 に は 未遂 に 終 
わる が 、 も し ゃ 文字 どおり の 意味 な の だ と し た ら 、 
どう ひい き 目 に 見 て も いい 大 人 が や る も の で は な 
さそ う で ある 。 

鼻 ち ょ うち ん 騙 可 且 【 現 象 】 い つも 冷静 沈着 
で 、 大 人 の 男性 と し て の クー ル な 仮面 を 崩さ な 
い リ カル ド が 、 ナー オス 聖堂 書庫 で 盛大 に こし ら 
えた 代物 。 いざ 面倒 な 文献 探索 に 挑 も うと し た 
も の の 、 暗く て 静か な 書庫 は 昼寝 に は また と な 
い 場 所 で あり 、 その 結果 自然 の 成り 行き と し て 、 
細 面 の シャ ー プ な 男前 は 、 子供 の よう な 鼻 ち ょ 
うち ん を 頂く こと と な っ た 。 ちな み に 彼 曰く 、 必 
寝 は サボ り で は な く [ 息抜き ] と の こと 。 

バナ ナ バ イ 芳 : 僧 【 飲 食物 】 パス カル の 好物 。 
ちな み に 彼 女 は 材料 で ある バナ ナ 自 体 も 好き ら 


し い が 、 その 理由 は バナ ナ が 「 大 煙 石 と 似 て い 
る か ら 」 。 いい 歳 を し た 大 人 が 吐く まで 食べ て し 
まう の だ か ら 、 彼 女 か ら 見 れ ば よっ ぽ ど 魅力 的 
な の だ ろう 。 

鼻 曲 が り 大 作戦 訪 久 [呼称 ]】 ハ ルル の 森 で 決 
行 さ れ た 、 カロ ル の エッ グ ベ ア 捕 獲 作 戦 。 ニア 
の 実 の 臭い を まき な が ら 従 個 す る こと で 、 エッ グ 
ベア を お びき 出す 。 すさ まじ い 臭 い を 放つ こと か 
ら 、 ユー リ が 命名 し た 。 鼻 の 利く ラ ピ ー ド を この 作 
戦 に 同行 させ る の が 、 じ つ に 憐 れ で ある 。 

バニ ー ガ ー ル 罰 * 瑞 往 【 文 化 ] ウ サギ を 模 し た 耳 
と 尻尾 が か わい い バ ニー ガー ル 。 最近 流行 に 
か げ り が 見 え 始 め た も の の 、 その 色っぽ い 後 ろ 
姿 は 今 な お 根強い 人 気 を 誇る 。 ファ ンダ リア の 
首都 ハイ デル ベル グ で は 、 豪雪 に 見 舞 わ れる 
寒さ な が ら 室 内 着 と し て 使用 し 、 喜ぶ 夫 を 家事 
に 雪かき に と 上 手 に 操る 若 奥様 が いら っ し ゃ る 。 
猫 に は 負け られ ませ ん と も 。 

バニ ー ル 思 5 語 [人 名 】 高度 な 知能 を 持つ 
希少 種 、 ナ ツナ ッ ツ 族 の 女性 。 幼く し て 両親 を 
亡くし た カノ ン ノ ・ イ アハ ー ト の 面倒 を 見 て きた 母 
親 的 存在 で も ある 。 家事 に 長け て お り 、「 バ パン 
エル ティ ア 号 」 に 乗船 後 は 、 それ ら の 業務 を 一 
手 に 取り 仕切 っ て いた 。 趣味 は 読書 だ が 、 そ 
の 中 で も 恋愛 小説 の ジャ ン ル が 好み 。 ナツ ナッ 
ツ 族 は 総じて 寿命 が 短く 、 老年 期 に な る と 一 気 
に 老化 が 進行 する 。 そん な 種族 の 中 で も 、 彼 
女 は 18 歳 と 長生 きだ が 、 自分 の 寿命 も あと 5 年 
ほど と いう こと を 悟っ て いた 。 それ を 聞い て 落ち 
込む カノ ン ノ に 、 た くさ ん の 愛情 を 注い だ こと 、 強 
く 生 き て いく よう に と 説く 。 ゲー デ と の 決戦 後 は 、 
科学 者 の ジャ ニス ・ カ ー ン と 結婚 。 ナツ ナッ ツ 族 
に は 恋 を する と 老化 が 遅く な る と いう 特徴 が ある 
た め 、 彼女 は 長生 き で きた よう で ある 。 

羽 ク ジラ 芳 * 基 腸 【 神 話 ・ 伝 承 ) バレ イア 教 の 聖 
獣 。 神 の 使者 で あり 船 の 守り 神 で も ある 。 海 を 
制す る クジ ラ に 空 へ の 象徴 で ある 連 を 持た せ 、 
万 能 へ の 憧れ を 表現 し た 。 その モデ ル と な っ て 
いる の は 機動 結晶 城 サ ンド リオ ン 。 女神 が 眠る 
「 い ば ら 5 の 森 」 の 雇 か ら 、 いつ し か 羽 ク ジラ へ の 
崇拝 が 生ま れ た と 思わ れる 。 


羽 の フォ ルス 罰 * 若 樺 【 フ ォ ル ス 】 レ ン パ オ 空 中 
庭園 に 住む 少女 ・ ニ ノン が 持つ フォ ルス 。 対象 
の 重 さ を 操る 。 有史 の 時 代 か ら 研究 され て きた 
数 々 の フォ ルス の 中 で も 非常 に 珍し い 能 力 。 

バビ アロ エ 罰 誠 筐 【 植 物 ] バビ ログ ラー ド 地 方 で 
よく 見 られ る 観葉 植物 。 や けど や すり 傷 に し ぼ 
り 汁 を すり 込ん だ り 、 シロ ッ プ が け に し て 食べ た 
り と 実用 的 。 

ハビ ネス バー ド 功 5 議 【 デ ィ ス カバ リー] 幸 せ 
を 運ぶ 青い 鳥 。 世界 中 を 探し 回 っ て や っ と 手 
に 入れ 、 籠 の 中 で 大 切 に 飼っ て いて も 、 いつ 
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の 間 に か 姿 を 消し て し まう 。 人 に 飼 わ れる の を 
嫌う 所 以 の 習性 だ が 、 どこ か 含 鞭 が あり 、 それ 
ゆえ に 一 層 珍 重 され る 。 

バビ ロ オ オア リ の 塚 訪 * 基 樺 【 デ ィ ス カバ リー】 
地 中 で は な く 土 を 盛っ て 作ら れる 、 パ ビ ロ オオ ア 
リ の 巣 。 高 さ は 2m 以 上 に も な り 、 彼ら の 生態 を 
間近 で 観察 で きる 。 

バビ ログ ラー ド 功 『 基 得 【 地 名 ・ 施 設 】 ボー ダリ ア 
諸島 最大 の 島 に ある 街 。 蒼 獣 を 祀る 霊峰 に 抱 
か れ た 街 で 、 蒼 殿 へ の 登山 洞 を 使っ て 行き 来 
する 。 また 島 の 北側 に は カレ ギア 有数 の 港 が あ 
り 、 山頂 と リフ ト に よっ て 結ば れ て いる 。 

ハミ ルト 薦 高 得 【 人 名 】 サ グ ラ の 武器 工房 で 見 
習い を や っ て いる 口数 の 少な い 少 年 。 17 歳 。 
見 習い 修行 中 の た め 、 まだ 武器 に は 触ら せ て も 
ら え ず 、 接客 を 担当 し て いる 。 メル ディ の こと が 
好き な の だ が 、 メル ディ は それ に 気づい て いな 
い 。 アイ メン を 襲っ た ヒア デス に よっ て 命 を 奪わ 
れ て し まう 。 

ハム ファ ー ル 号 騙 可 狂 [道具 】 貴 重 な 魔 導 器 を 
発掘 すべ く 世 界 中 の 遺跡 を 掘り 続け て きた 、 マ 
ー カ ム 愛 用 の スコ ッ プ 。 一 見 何 の 変哲 も な いよ 
うに 見 える が 、 そこ は 五大 ギル ド の ひと つ 「 遺 構 
の 門 ] に 所 属す る 、 卑 し か ら ぬ 家系 の 男子 が 使 
うだ け あ っ て 、 か の 有名 な イル マイ ン 氏 に よる 稀 
き の エ ヴァ ライ イト 製 。 


パメラ ・ タ トリ ン 功 * 想 肉 【 人 名 】 ア ニス の 母親 
で 、 敬 諾 な ロー レラ イ 信 者 。 お っ と り し て いて だ ま 
され や すく 、 いつ も 知ら ず 知ら ず ア ニス を いら だ 
た せ て いる 。 

バ メ ル 火 山 玉 K 基 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 オー ルド マイ ン 
大 陸 南 部 の 火山 地帯 。 溶岩 の 池 に は ヴォ ル ガ 
ジョ ー ズ が 棲む と 言わ れる 。 湯治 で 有名 な グー 
ス の 温泉 は 、 この 火山 の 地熱 の 恵み が も た ら す 
も の で ある 。 

ハヤ イナ ゴ 罰 5 駐 [ディ スカ バリ ー)】 脚 力 自慢 
の イナ ゴ 。 動き が と て も 速い 。 これ を 素手 で 捕 ま 
えら れ た ら 、 間違い な く 子 供 た ちの ヒー ロー に な 
れる は ず ! 

バラ 功 『 誠 有 【 植 物 】 高 基 な 香り で 知ら れる 花 の 
王者 。 「 真 実 ]」 と いう 花 言葉 の と お り 、 見 る 者 の 
心 を 圧倒 する 美しき を 誇る 。 多く の 品種 の 中 で 
も 、 と くに タム クラ ン ロ ー ゼ ズ と いう ラジ ル ダ 地 方 
の も の が 有名 。 

パラ イ バ ・ マ リン ・ ド ・ レ 玉 『 枢 馬 【 人 名 】 マク 
ス 2 帝国 の 元首 、 第 二 代 至 上 息 帝 の 地位 に ある 
20 歳 の 女性 。 先 夷 ジル コ ニ ア の 建 に 当たり 、 
17 年 前 ジル シコ ニア が プラ ンス 海峡 で 行方 不明 
に な っ た こと を 受け 、 若干 4 歳 に し て バレ イア 教 
の 教主 アー カム と 帝国 軍 上 将 グ ロシュ ラー を 後 
見 と し て 即位 する 。 アー カム の 息子 カル セ ド ニ ー 
と 許嫁 同士 で 、 互い に 想い を 寄せ 合っ て は い 
る が 、 長 じ る に 従い それ ぞ れ の 立場 か ら す れ 違 


い を くり 返し 、 深く 傷つい て いる 。 近年 は 皇帝 と 
し て の 職務 を 放棄 し て マリ ン の 名 で 別荘 に 引き 
こも り 、 己 の 運命 を は か な ん で いた 。 し か し デス 
ピル 病 に 襲わ れ カ ル セ ド ニー に 感情 を 吐露 し た 
こと を きっ か け に 、 皇帝 と し て 、 そし て ひと り の 
女性 と し て の 自信 と 行動 力 を 取り 戻す 。 

バラ クラ フ 王 遍 功 * 斑 [地名 ・ 施 設 】 ア スカ ー ド 
の 石 舞 台地 下 遺 跡 と 酷似 し た 様式 を 持つ 建 
築 物 。 パラ クラ フ と は 4 千年 以上 前 に 栄え た 巨 
大 な 王国 の 名 前 で 、 そ の 領土 は 広大 で あり 、 
距離 を 隔て て いる アス カー ド と バラ クラ ブ 王 は 
か つて 王国 の 一 部 だ っ た た め 、 様式 が 似 て い 
る の も 不思議 で は な い 。 実際 、 石 舞台 の 隠さ 
れ た 道 は パラ クラ フ 王 黄 と つなが っ て いる 。 世 
界 再生 の 旅 に お ける 第 三 の 封 印 の 地 で あり 、 
また シル フ と 契約 を 果たす 場所 で も ある 。 

バラ クラ フ の 碑 石 罰 諾 葉 8【 道 具 】 コ トン が り リヒ タ 
ー に 、 スピ リ チ ュ アル 書 を 手放す 交換 条件 と し 
て 提示 し た 、 アイ テム の ひと つ 。 碑 石 が 眠る バラ 
クラ フ 王 層 は 神子 コレ ッ ト の 世界 再生 の 旅 の 際 
に 崩壊 し 、 立ち 入れ な く な っ て いた 。 この た め 、 
リヒ ター に と っ て は か な り 分 の 悪い 条件 だ っ た 。 
し か し リヒ ター は エミ ル か ら 、 アス カー ド 石 舞台 地 
下 遺 跡 と バラ クラ フ 王 雇 の 相似 性 を 聞き 、 これ 
を きっ か け に し て 遺跡 か ら 王 遍 内 部 へ の 通路 
を 発見 し 、 碑 石 は 無事 入手 され た 。 

バラ ソル 罰 可 得 【 道 具 】 ガ レノス が 発明 し た 画 期 
的 な 装置 。 クレ ー メ ルケ イジ に 接続 する こと で 、 
大 晶 霊 の 捕獲 と フリ ンジ が 可能 に な る 。 全長 
25cm 程 度 、 普段 は 短い バトン の よう な 形状 で 、 
大 晶 霊 捕獲 時 に 光 の アン テ ナ が 丸く 広がっ て 
傘 の よう に 見 える こと か ら こ の 呼び 名 が つい た 。 


ハリ ー 罰 品 鐘 【 人 名 】 「 天 を 射る 矢 ] に 所 属す る 
青年 で 、 ド ン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス の 人 孫 。 偉大 すぎ る 
祖父 を 持っ た こと で 手柄 を 焦っ て お り 、 偽 情 報 
に 踊ら され 、 結果 的 に ベリ ウス や ドン を 死な せる 
こと に な る 。 その 後 も 自分 の 未熟 を 痛感 し 、 卑 
屈 に な る 。 求心力 を 失っ て 崩壊 し て ゆく ユニ オ 
ン に 、 一 度 は 諦め を 口 に する が 、 カロ ル に 感化 
され 、 自分 な り の ギル ド 再 建 を 模索 する 。 他 者 
と 距離 を 置き た が る タイ プ に 見 られ が ち だ が 、 首 
領 と し て 己 と 向き 合う カロ ル に 共感 し 、 ド ン の 形 
見 の 剣 を 貸し 与え て 特訓 に つき 合う と いう 、 面 
倒 見 の よい 一 面 も 持ち 合わ せ て いる 。 

バリ ー 玉 諾 本 【 人 名 】 ラ ント の 民兵 隊長 で 、 アス ト 
ン の 代 か ら 街 を 守っ て いる 。 騎士 学校 に 入学 し 
た まま 、 アス トン の 死 の 間際 に も 顔 を 見 せな か っ 
た アス ベル に 対し 、 次 期 領主 の 資格 な し と 一 時 
は 辛く 当たっ た が 、 の ち に 誤解 が 解け て か ら は 
彼 を 新た な 領主 に ふさ わし い 人 物 と 認め 、 街 の 
未来 を 託す 。 

ハリ エッ ト 薦 可 【 植 物 】 遺 跡 船上 の ご く 限 られ 


た 地域 に だ け 和 群生 する 植物 。 月 食 の 最 中 に の 
み 開 花 し 、 光 を 浴び る と 結晶 化し ガラ ス 状 に な 
る 性 質 が ある 。 ウィ ル と その 妻 ア メリ ア が 発見 し 
た 新種 で 、 ふた り の 娘 の 名 前 を 取っ て ハリ エッ ト 
と 名 付け られ た 。 ハ テ ィ が アメ リア か ら 貰 っ た 花 
飾り は 、 ハリ エッ ト の 花 が 結晶 化し た も の 。 

ハリ エッ ト ・ キ ャ ン ベ ル 功 可 一 【 人 名 】 ウ ィ ル の 
実 の 娘 。 十 年 前 、 聖 リ ン ラ イア 王国 名 家 の 娘 ア 
メリ ア と 、 ウィ ル が 駆け 落ち 同然 で 飛び 出し た あ 
と 、 遺跡 船 に 渡っ た ふた り の 間 に 生 まれ た 。 や 
が て アメ リア と ハリ エッ ト は ウィ ル を 残し 本 国 に 連 
れ 戻 され 、 病弱 だ っ た アメ リア が 死亡 し た 後 は 
祖父 母 か ら 「 ウ ィ イル が ふた り を 捨て た 」 と 聞か さ 
れ て 育つ 。 その 篤 り と 母親 の 無念 を ぶつ ける 目 
的 で 遺跡 船 に 渡り 、 ウィ ル と 再会 を 果たし た 。 
本 心 で は 父親 の ウィ ル に 甘え た い が 、 母親 に 似 
て 無鉄砲 、 か つ ウ ィ ル に 似 て 素直 に な れ な い 
性 格 の た め 、 関係 修復 に は 紅 余 曲折 を 経る こ 
と に な る 。 母親 か ら 破 壊 的 な 威力 を 持つ 料理 
の 腕前 を 受け 継い で いる 。 

ハリ コア ラ 功 店 勝 【 デ ィ ス カバ リー] 丸 み を 帯 
び た 愛 らし い 姿 の 動物 。 つぶ ら な 瞳 と 愛 婚 の あ 
る 鼻 に つら れ た 人 間 が あま り に 抱 こ うと する た 
め 、 体 表 を 鋭い トゲ で お お う よ う に な っ た 。「 お 
前 に は 抱か れ て や らん 」 と いう 意思 表示 を 体 全 
体 で 表わし て いる 。 

ハリ ソン 罰 語 本 【 人 名 】4354 年 に お いて アル ヴ 
ァ ニ スタ 王 の 特命 を 受け 、 クレ ス た ちの 助力 を 得 
る た め 時 間 転 移 で 未来 か ら や っ て 来 た 男 性 。 
普段 は アル ヴァ ニス タ 城 1 階 の 図書 室 で ヒマ を 
も て あま し て いる よう で ある 。 

バリ ル 編 可 得 【 人 名 】 ト ラン ソム ・ パ リル 。 ラ シ ュ ア 
ン 村 出 身 の 光 唱 霊 術士 。 リボ の 父親 ビッ ツ 、 レ 
イス の 母親 ロナ と は 幼なじみ 。 王立 天文 台 研 
究 員 時 代 に 光 の 橋 の 研究 を 続け 、 自ら の 研究 
成果 を 実証 すべ く 橋 を 渡り 、 セレ ステ ィ ア へ と 赴 
いた 。 この と き の 研 究 は 「 光 の 橋 に 関す る 伝説 
と 真実 」 と いう 書物 に まとめ られ て お り 、 増補 改 
訂 版 まで 出さ れ て いる 。 セレ ステ ィ ア 着陸 の 際 
に 大 けが を 負っ た パリ ル は シ ゼ ル に 助け られ 、 
自ら も 彼女 の 師 で ある ガレ ノ ス に 師事 し 研究 に 
励む 。 の ち に シ ゼ ル と 婚 如 の 契約 を 交わ し 、 メ 
ルディ を も うけ た 。 光 卓 霊 術士 と し て の 才覚 を 
発揮 し た バリ ル は 、 当時 の 総領 主 ビ リアル に 見 
込ま れ 、 地方 領主 と し て ひと つの 大 陸 を 任 され 
て いた 。 だ が 度 重 な る 争い で 無為 に 人 命 が 失 
われ る さま に 心 を 痛め た バリ ル は 平和 な 社会 を 
作る べく 尽力 し 、 多く の 賛同 者 を 得る 。 し か し 逆 
に 民衆 の 支持 を 得 た こと で ビリ アル に 危険 視 さ 
れ 、 十 年 前 に 罠 に は め ら れ て 命 を 落と し て し ま 
っ た 。 パリ ル 本 人 は あく まで 平和 主義 者 で あ 
り 、 彼 が 提唱 し た 非 物質 世界 へ の 回 帰 と いう ス 
ロー ガン は 「 人 間 は 心 も 5 大 事 で ある 、 物欲 を 捨 
て て 争い を な くそ う 」 と いう 程度 の ニュ アン ス の も 
の だ っ た 。 

バル カ 罰 * 若 鶏 【 地 名 ・ 施 設 】3 つ の 大 陸 に 囲ま 
れ た バル カ 島 に ある 、 カレ ギア の 王 都 。 鳥 全体 
が 濃い 寺 に 覆 わ れ て お り 、 遠方 より 臨む 姿 は 
非常 に 幻想 的 。 

バル カン 騙 可 贈 【 人 名 】 天 上 の 神々 が 振る う 得 
物 を 鍛え 上 げ 続 けた 鍛冶 の 神 。 武芸 者 を うな ら 
せる 数 々 の 武具 を 生み 出し て いた が 、 銘 を 高め 
る こと に の み 囚 われ 、 戦い を 増長 させ て いる の 
で は な いか と いう 思い に 、 次 第 に 苦し むように な 


る 。 彼 の 迷い は 魔 槍 と 呼ば れ た 狂気 の 槍 ゲ イ 
ボル グ を 創り 出し た こと で 頂点 に 達し 、「 争 い を 
絶つ た め の 剣 ] と し て デュ ラン ダル を 鍛え た の を 
最後 に 、 鍛冶 師 と し て 生き る こと を 辞め た 。 笑 
と 鉄 、 そ し て 武具 を 司る 神 と し て 奉 ら れ 、 地上 
に 教会 の 教え が 広がっ た 現在 で も 、 ガ ラム を 中 
心 に 根強く 信仰 され て いる 。 

大 煙 石 (バル キネ スク リア ス ) 玉 E 往 【 鉱 物 
世界 を 巡る 原 素 の 流れ を 安定 させ る 巨大 な 煙 
石 。 大 煙 石 の は た らき に より 自然 界 の 秩序 が 生 
まれ 、 原 素 の 循環 が 行なわ れ て いる 。 この 循 
環 シ ステ ム は 原初 か ら 存 在 し た も の で は な く 、 エ 
フィ ネ ア を 殖民 星 に すべ く 送 り 込 まれ た フォ ドラ 
の 技術 者 た ち が 、 母 星 の 環境 の 再現 を 目指 し 
て 構築 し た も の 。 その た め 大 煙 石 の 中 枢 や その 
周囲 の 設備 に は 、 現代 の 技術 で は 解明 する こ 
と が で き な い 、 失わ れ た アン マル チア の 遺構 が 
多数 見 られ る 。 

バル ッ ク ・ ソ ング ラム 玉 語 本 [人 名 】 オペ ロン 
社 創設 以来 の 幹部 で 、 カル バレ イス 支部 を 預 
か る ヒュ ー ゴ の 腹心 。 才気 に あふ れ 冷 静 沈 着 
な 38 歳 の 男性 。 世界 的 に 生活 水準 の 低い カ 
ル バ パレ イス の 人 々 の た め に 、 私 財 を 投じ て 「 バ ル 
ッ ク 基 金 ] を 設立 し 、 人 道 的 な 活動 を 行なっ て 
いる 。 活動 の 熱心 さ の 根底 に は 彼 自身 も カル バ 
レイ ス 人 で ある と いう 理由 が あり 、 天上 人 の 末 
商 た る 自意識 か ら 、 自分 た ちの 境 過 に 過去 の 
栄光 を 取り 戻し た いと いう 想い が 込め られ て い 
る 。 それ ゆえ に ヒュ ー ゴ の 空中 都市 復活 の 計画 
に 共鳴 し 、 幹部 の 中 で は も っ と も その 理念 に 忠 
実 で ある 。 玉 語 中 【 人 名 】 18 年 前 の 騒乱 時 、 
オベロン 社 の 幹部 と し て カル バレ イス 地方 を 統 
括 し て いた 人 物 。 個人 的 に バル ッ ク 基 金 を 設 
立 する な ど 、 恵まれ な い 人 々 へ の 援助 に 余念 
が な く 、 排他 的 な カル パレ イス の 人 々 か らき 尊 敬 
を 集め て いた 。 し か し その 慈悲 深 さ が ゆえ に ヒュ 
ー ゴ の 計画 に 賛同 し 、 空中 都市 の 復活 に よる 
世界 の 浄化 に 員 進 する こと と な っ た 。 

ハル トマ ン 編 可 剛 【 人 名 】 スパ バー ダ の 祖父 の 代 
か ら ベ ルフ ォ ル マ 家 に 仕え る 執事 。 料理 、 造 
園 、 馬 の 世 話 か ら 剣 の 扱い まで こなす 伝説 の 
執 事 と し て 名 を 馳せ 、 レグ ゲ ヌ ム の 上 流 階級 で 
は 、 その 名 を 知ら な い 者 は いな い 。 末子 と し て 
生ま れ 、 領地 も 財産 も 与え られ ず に 日 陰 者 扱い 
を 受け て きた スパ ー ダ に 愛情 を 注い た 唯一 の 人 
物 で 、 彼 が 剣 の 才能 を 開花 きせ て 見 た ちの 既 
始 を 買う よう に な る と 、 身 を 近 し て 彼 の 命 を 守っ 
た 。 引退 し て ナー オス に 隠居 する 現在 で も 、 大 
金 を 積ん で で も 雇い 入れ た いと 所 望 する 貴族 
は 数 多い が 、 本 人 は 身 を 引い て な お 、 ベル フォ 
ル マ 家 を 唯一 の 奉公 先 と 考え て いる 。 

バル ハイ ト 玉 育 駐 【 ソ ー マ 】 カルセドニー の ソー 
マ 。 鎧 の よう に 身 に まとう 形状 で 、 珍し い 飛 行 タ 
イプ 。 使用 時 に は 背中 の 部 分 か ら 噴き 出す 粒 
子 が 鳥 の 羽根 の よう に 見 える 。 も と も と は コハク 
の 母親 アイ オラ の も の だ っ た が 、 クリ ー ド の 攻撃 
で 倒れ た 彼女 か ら ア ー カ ム が 奪い 取り 、 の ち に 
カル セ ド ニ ー に 与え た 。 通常 の 武具 化 の エボ ル 
プ と は 別に 、 特殊 エボ ルプ に よっ て 大 型 飛行 ソ 
ー マ に 進化 する こと が 可能 。 

バル バト ス ・ ゲ ー テ ィ ア 芳 *5 斑 [人 名 】 ジェノ ス 
の 森 の 神殿 に 隠さ れ た 、 アル カナ ルイ ン の 最深 
部 に いる 男 。 巨大 な 差 を 振り 回 し て 、 理不尽 
極まりない 因縁 を つけ て 猛 襲 を 仕掛 け て くる 。 


その 正体 は 天地 戦争 時 代 に 元 地上 軍 の 兵士 
と し て 戦い に 身 を 投じ て いた 人 物 で 、 天上 軍 が 
ミク トラ ン の 独裁 下 に 置か れ た と き に 部 下 を 殺害 
し て 寝返り 、 天上 軍 側 へ の 逃走 を 謀っ て いる 。 
し か し 最終 的 に は ディ ムロ ス が 手 ず か ら 処 刑 し 、 
バル ノバ トス は 彼 に 逆恨み し た まま 息 絶 えた 。 地 
上 軍 に 属し て いた パル バト ス の 地位 は 、 汎 国家 
的 な 軍 と は いい な が ら も 寄り 合い 所 帯 か ら 興 さ 
れ た 地上 軍 に あっ て は 、 十分 に 優遇 され て い 
た 。 し か し 軍神 ディ ムロ ス ・ テ ィ ン バ パー と 稀代 の 
軍師 カー レル ・ ベ ル セ リ オス を 擁し て いた 当時 
の 軍 に お いて 、 手段 を 選ば な い 残 虐 な 手段 で 
武 陳 を 立て て きた 彼 に は 、 それ 以上 の 出世 の 
道 が 拓 け る こと は な か っ た 。 また 純粋 な 剣 の 腕 
と し て も ディ ムロ ス に 及ば な いこ と を 痛感 し て お 
り 、 天上 軍 側 に つい た の も 、 優勢 を 保っ て いた 
ミク トラ ン の 尻 還 に 乗っ た の で は な く 、 あく まで デ 
ィ ム ロス の 存在 を 意識 し た 行動 の 果て だ っ た よう 
だ 。 死 し て の ち も そ ん な 抑圧 され た 心 が レ ンズ と 
共鳴 し た の か 、 千 年 越し に 再び 肉体 を 得 て 、 
己 の 腕 を 知ら し め る 機会 を 待ち 構え て いる 。 
騙 記 [人 名 】 天地 戦争 時 代 の 人 物 。 地上 軍 
に 属し て いた が 、 ミク トラ ン の 下 へ 寝返る た め に 
仲間 を 殺害 し 逃走 。 追っ 手 を 倒し な が ら 逃 走 を 
続け た が 、 最終 的 に は ディ ムロ ス の 手 に よっ て 
処刑 され た 。 自分 の 行動 が 招い た 結果 な が ら 、 
地上 軍 と ディ ムロ ス に 激しい 憎悪 の 念 を 抱き 、 
呪い な が ら 息 絶え た 。 後に その 憎悪 は エル レイ 
ン の 知る と ころ と な り 、 彼女 の 手駒 と する べく 生 
き 返 らち せら れ た の だ っ た 。 地上 軍 で は 決し て 低 
く は な い 地 位 に あっ た が 、 これ は すべ て 戦場 で 
の 武功 に よる 。 し か し 相手 を 倒す 手口 は 残虐 
で 、 手段 を 選ば ぬ も の だ っ た と いう 。 気性 が 荒 
く 、 戦闘 を 娯楽 と し て 生き て いた た め 、 エル レイ 
ン の 力 で 復活 し た 後 も る 自分 を 楽し ませ る 相手 と 
し て の 強 蔵 を 探す こと に 執念 を 鍛 や し て いた 。 
そん な バル フス を 歓喜 させ た の が 、 日 に 日 に 強 
く な っ て いく カイ ル の 存在 だ っ た 。 し だ い に エ ル 
レイ ン の 命令 より も る カイル と 戦い 、 決着 を 着け る 
こと を 優先 させ る よう に な り 、 度 重 な る 戦闘 の 
末 、 つい に 18 年 前 の 世界 で 倒さ れ 死 亡 し た 。 
その 死に 様 か ら は 死 へ の 恐怖 すら 見 受け られ 
な か っ た 。 

バル ボス 功 鐘 【 人 名 】 五大 ギル ド の ひと つ 「 紅 
の 娠 備 兵 団 」 の 首領 を 務め る 隻眼 の 大 男 。 
「 剛 風 の バ パルボ ス 」 と 呼ば れ 、 数 多 の ギル ド の 
中 で も と くに 荒く れ 者 の 集まり で 知ら れる 同 ギ ル 
ド を 、 力 に よっ て まとめ 上 げ て いる 。 ドン を 倒し て 
ギル ド ユ ニオ ン の トッ プ に 立つ こと を 目論ん で ガス 
ファ ロス ト の 塔 を 建造 、 兵 装 魔 導 器 の 量産 を 計 
画す る 。 コソ 泥 デ デッキ に 命じ て ザー フィ アス の 
水道 魔 導 器 を 奪う な ど 、 各地 の 魔 核 を 往 奪 し 、 
強力 な 兵器 を 造り 上 げ る が 、 ユー リ ら に 倒さ れる 
この どら が る 。 

バル マコ スタ 幼生 【 地 名 ・ 施 設 】 シル ヴァ ラン 
ト 随 一 の 商業 都市 。 ドア 総督 が その 自治 を 守る 。 

ハル ル 功 避 鐘 【 地 名 ・ 施 設 】 イリ キア 大 陸 北 部 
の 街 で 、 象徴 で も る ハル ル の 樹 は 、 マイ オキ ア 
平原 の 果て か ら も 望む こと が で きる 。 ハル ル の 
樹 は 結界 魔 導 器 と 三種 の 自然 木 が 融合 し た 
非常 に 珍し い 存 在 と し て 知ら れ て いる 。 花 の 咲 
く 季節 に は 一 帯 が 渓 い オ レン ジ 色 に 染まり 、 杜 
観 の ひと 言 に 尽き る 。 

ハル ル の 樹 玉 避 狂 【 植 物 ] ハ ルル の 象徴 で ある 


巨木 。 結界 魔 導 器 が 植物 と 有機 的 に 融合 し た 
珍し い 存 在 で ある 。 か ら み 合う ハル モネ ア 、 ルル 
リエ 、 ル ー ネ ン ス 、 3 種 の 樹 の 頭 文字 を と っ て ハ 
ルル と 名 づけ られ 、 それ が 街 の 名 に も な っ た 。 
花 が 満開 を 迎え る と き に 一 時 的 に 結界 の 力 が 
弱まる た め 、 そこ を 魔物 に 狙わ れる の が 住民 の 
苦悩 で ある 。 ハル ル の 花 に ちな ん だ 「 籠 居 帝 の 
花嫁 ] と 呼ば れる 言い 伝え が 有名 。 

バレ イア マガ ジン 罰 諾 簡 【 作 品 】 サン テク ス 大 
聖堂 の 書庫 に 収め られ た 謎 の 同人 誌 で 、 キャ 
ッ チ コピ ー は 「 信 者 が つなげ る 絆 の 雑誌 」、 「 切 
り 裂 き 天 使 ペ リッ ト ち ゃ ん 」 を 始め と し た 熱 の こも 
っ た 一 同 に 仕上 が っ て お り 、 パレ イア 教徒 、 と り 
わけ カル セ ド ニ ー 隊 ファ ン に は 垂 洪 の コレ クタ ー 
ズ ア イ テ ム で ある 。 

バレ イア 教 騙 * 欄 [文化 】 マク ス 帝国 の 国教 。 
神 の 使徒 と し て 羽 ク ジラ を 崇拝 し て いる 。 民間 
宗教 と し て 広く 普及 し て いた | 旧 バ パレ イア 教 を も と 
に 、 教主 アー カム が 興し た 教え で 、「 人 の スピ リ 
ア に 宿る 女神 リチア 」 を 崇め る | 旧 バ パレ イア 教 を 異 
端 と し て いる 。 教会 の 私 設 部 隊 と し て ソー マ を 
携え た 結晶 騎士 団 を 擁し 、 帝国 の 統一 や 異教 
徒 の 弾圧 に 頁 献 。 また 彼ら の ソー マ 使 いと し て 
の 特性 を 活か し 、 被害 が 拡大 し つつ ある デス ピ 
ル 病 の 沈静 化 に も 当たっ て いる 。 

パレ スグ ドラ 皿 55 記 【 国 名) デリ ス ・ カーラー 
ン の 小国 の ひと つ 。 長年 パレ ス セ ダム と 戦争 状 
態 に あり 、 その 末期 に は 劣勢 に 立た され て い 
た 。 将軍 バン ディ の 戦死 で 降伏 間近 と な る も 、 
自国 を 減 ぼ し て で も 敵 の 手 に 落ち る こと を 避け 
よう と 、 試作 段階 に あっ た 魔 科学 兵器 を 使用 。 
これ に より パレ ス セ ダム と も ども 、 人 口 の 大 半 が 
失わ れる 。 

バレ ス セ ダム 罰 誠 [国名 ) デリ ス ・ カ ー ラ ー 
ン の 小国 の ひと つ で 、 パレ スグ ドラ と の 間 で 長 
年 戦争 を 続け て いる 。 戦争 末期 は 優位 に 立っ 
て いた が 、 パレ スグ ドラ の 魔 科 学研 究 者 メル ティ 
ア ・ バ ン デ ィ ら が 開発 し た 魔 科学 兵器 に よる 捨 
て 身 の 攻撃 を 受け て 、 国土 は 消滅 し た 。 

戦士 の 殿堂 (バレ スト ラー レ ) 罰 葉 鐘 【 ギ ル 
ド 】 ノ ー ド ポリ カ を 治め る ギル ド 。 街 の 中 心 施設 で 
ある 闘技 場 の 運営 も 行なっ て いる 。 統領 を 務め 
る は 始祖 の 隷 長 ベリ ウス 。 大 手 ギ ルド と し て は 珍 
し く ギ ルド ユニ オン に 属さ な い が 、 影響 力 は 強大 
で 、 「 天 を 射る 矢 ] と 並ん で 2 大 巨頭 と され る 。 

バロー ル 罰 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 
は 商業 の 町 パロ ー ル 。 バロール 港 に 近く 交通 
の 便 が よく 、 商 人 た ち が 行 き 交 い 、 交易 に よっ 
て 栄え た 町 。 リッ ド た ち が 初 め て レイ ス と 出会っ た 
場所 で も ある 。 

バ ロ ニ ア 功 E 欄 [地名 ・ 施 設 】 ウ ィ ン ドル 王国 の 
王 都 。 巨大 な 王城 を 頂点 と し 、 坂 に 沿っ て 街 
が 形成 され て いる 。 グレ イル 湖 を 了 臨む 高台 に は 
大 翠 縁石 が 鎮座 する 。 

ハロ ルド ・D ロ ・ モ リス ン 功 高 記 【 人 名 】| リ ニク 
ス の 係 で 、 4354 年 時 点 で 生存 。 優れ た 功績 を 
残し た 先祖 た ち に 比べ る と 、 エル フ の 血 が 薄れ 
た こと で 能力 が 失わ れ て し まっ た 感 は 否め ず 、 ダ 
オス に 挑む クレ ス た ち を 陰ながら 応援 し て くれ る 。 

ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オス 罰 往 [人 名 】 天地 戦 
争 時 代 に 地上 軍 に 所 属し た 天才 科学 者 で 階 
級 は 中 佐 、 役職 は 工兵 隊 部 隊長 。 軍師 カー レ 
ル ・ ベ ル セ リ オス の 双子 の 妹 と し て 、 見 と 同じ く 
優れ た 頭脳 を 持っ て いた が 、 彼女 の 場合 は そ 
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の 才能 を 人 体 工学 、 薬学 、 機械 工学 、 物理 
学 な どの 分 野 に 発揮 し 、 地上 軍 に と っ て 起 死 
回 生 の 一 手 と な っ た ソー ディ アン の 理論 を 提唱 
する 。 また カー レル ・ ベ ル セ リ オス が 振る っ た と い 
う ソ ー デ ィ ア ン ・ ベ ル セ リ オス の コア クリ スタ ル に 
自身 の 人 格 を 投射 し て お り 、 間接 的 に ミク トラ ン 
打倒 を 担っ た 。 な お 「 ハ ロ ル ド ] は 通常 は 男性 
名 と し て 用 いら れる こと が 多い が 、 彼 女 は 後世 
の 歴史 家 を 混乱 きせ て 楽し みた いと いう 理由 
で 、 敢えて 男性 の 名 を 名 乗っ て いた 。 実際 に 
は それ すら る 通称 で あり 、 ほか に いく つも の 名 前 
を 使い 分 け て いた と され 、 本 名 に 至っ て は 知る 
由 も な い 。 その 甲斐 あっ て 現在 で は 一 般 的 に 、 
ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オス 博士 は 軍師 カー レル の 第 
と し て 記述 され て いる 。 芳 引 【 人 名 】 天地 戦 
争 時 代 の 人 物 。 地上 軍 に 所 属す る 科学 者 で 、 
稀代 の 天才 と 詩 わ れ た 頭脳 に よっ て 数 々 の 開 
発 を 成功 させ た 。 レン ズ に 関す る 知識 だ け で な 
く 、 彗星 の 衝突 時 に 失わ れ た 科学 、 人 体 工 
学 、 薬学 、 機械 工学 、 物理 学 …… ジ ャ ン ル を 
問わ ず あ ら め ゆる 学問 に 精通 し た 知識 の 怪物 。 
その 気 に な れ ば 、 た っ た ひと り で 世界 を 壊滅 に 
追い 込め る と も 噂 され て いた 。 そし て 常人 に は 
理解 で き な い 特異 な 性 格 か ら 、 周囲 の 者 は 
「 彼女 な ら や りか ね な い 」 と 本 気 で 恐れ て も い 
た 。 地上 軍 で の 正式 な 階級 は 大 佐 で 、 役職 は 
工兵 隊 部 隊長 。 幾多 の 功績 に より 頁 献 著しい 
ハロ ルド が 大 佐 ど まり な の は 、 実際 に は 一 研究 
者 で し か な いた め 。 その 才能 を 見 込ん だ 地上 
軍 が 、 彼女 が 軍 の 内 部 で 動き や すく する た め 
に 与え た の が 大 佐 と いう 階級 で あり 、 実際 に は 
部 隊長 と いっ て も 兵 を 率い た こと は な く 、 個人 
作業 が 主 と な っ て いる 。 も ちろ ん 、 ハロ ルド に と 
っ て も 随 級 等 は た だ の 印 で し か な い が 。 


バン エル ティ ア 号 編 机 得 【 秘 宝 ) セレ ステ ィ ア 七 


大 秘 室 の ひと つ 。 も と も と は メル ニク ス 時 代 に 
建造 され た 万 能 艦 だ っ た が 、 これ を 大 海賊 アイ 
フリ ー ド が 発見 し 、 その 相棒 で ある 天才 技術 者 
マク スト ン が 改造 、 以後 アイ フリ ー ド の 旗艦 と な っ 
た 。 フル 装備 状態 で は 、 全長 13.0m、 全高 
17.7m、 重量 1030t。 飛行 艇 、 潜水 艇 を 搭載 
し 、 水上 だ け で な く 、 宇宙 空間 で の 移動 も 可 
能 。 アイ フリ ー ド は 自分 の 死後 、 故意 に パー ツ を 
隠し て 保管 し て いる 。 これ は 自分 の 跡 を 継ぐ 者 
に 対し て 、 試練 を 乗り 越え て 自力 で パー ツ を 探 
し 出し 、 自ら が 通っ た 足跡 を た どっ た うえ で 、 自 
分 を 越え て みよ 、 と いう メッ セー ジ が 込め られ て 
いる 。 し た が っ て アイ フリ ー ド の 子孫 で ある チャ ッ ト 
は 、 最低 限 の 装備 状態 の バン エル ティ ア 号 を 
受け 継い だ こと に な る 。 


ハン クス 罰 久 【 人 名 】 ザー フィ アス 下町 の 自治 


会 長 。 気骨 あふ れる 老人 で 、 水道 魔 導 器 が 壊 
れ た と き に は 、 亡 く な っ た 妻 の 形見 を 売っ て 修 
理 代 を 工面 し た 。 ちな み に ユ ー リ が 連れ て きた 


エス テル を ひと 目 見 る や 、「 死 ん だ ば あさ ん そっ く 
り の 気品 ある 物腰 だ 」 と 言い 出し 、 彼 が いか に 
亡くし た 伴 介 を 盲 愛 し て いた か が うか が われ る 。 
口 の 荒さ と 裏腹 に 、 ユー リ を 息子 か 係 の よう に 
気 に か け て いる 。 

パン 沙 雨 証 *i 答 【 術 ・ 技 】 ワ ンダ ー バ ン 了 職 人 流 バ 
ン 術 の ひと つ で 、 前 方 に 構え を た フラ ンス パン で 
相手 を 素早 く 突 きま くる パン 技 。 パン の 中 で も トッ 
プク ラス の 強度 を 誇る フラ ンス パン の 、 も っ と も 硬 
いと いわ れる 先端 部 分 で 攻撃 する パン 沙 十 
は 、 悪い 奴ら も イチ コロ の 必殺 の 一 撃 、 らし い 。 
な お ワン ダー パン 職人 は その 腕 を 鈍ら せめ ぬ ため 
に 、 日 頃 の 鍛錬 を 欠い て は いけ な い 。 その た め 
うっ か り カ ウン ター の 前 に 立 と う も の な ら 、 一 心 
不 乱 に 素振り を 行なう 彼女 に よっ て 、 思わ ぬ ー 
撃 を 食らわ され る こと が ある 。 


半熟 の 橋 臣 店 議 【 ギ ルド 】 占い師 ば か り で 構成 
され た ギル ド で 、 テ ルカ ・ リ ュ ミ レー ス 中 を 流し て 
いる 。 人 生 に 迷っ た と き 、 風景 に 溶け 込ん で い 
た その 姿 に 初め て 気づか され る の は 、 どこ の 世 
界 で も 同じ 。 親身 な アド バイ ス を くれ る 彼ら を 、 
人 々 は いつ の 頃 か ら か 親しみ を 込め て 「 母 」 と 
呼ぶ よう に な っ た と いう 。 

番台 ナム コ 罰 * 欄 【 人 名 】 グー ス の 温泉 を 預 か 
る 老婆 。 村長 が 物心 つい た と き に は 、 すでに 番 
台 を 守っ て いた と も 言わ れる 、 誰 も が 認め る 温 
泉 の 主 で ある 。 撃退 し て きた ケダモノ ども は 数 知 
れず 、 今日 も 乙女 た ちの 柔肌 を 守る た め 、 不 届 
き 者 に 目 を 光ら せ て いる 。 

バン ダナ 芳和 位 【 道 具 】 さ ま ざ ま な 模様 を 染め 抜 
いた 木綿 の 布地 。 近年 の トレ ンド は 気合 の 入る 
ひと 言 を 掲げ た 商品 で 、 世界 各地 の 装飾 品 を 
取り 扱う 店 頭 で は 、 大 変 暑 苦し い セ リフ が ウイ ン 
ドウ を 飾る 。 


パン チ モ ン キー 罰 誠 環 【 デ ィ ス カバ リー】 近 づ 
く 者 に は 容赦 の な い 強 烈 パ ンチ を くり 出す と いう 
どう 猛 な 猿 。 パナ ナ が 大 好物 。 

バン ディ 斬 問 芝 [人 名 】 今 は な き デ リス ・ カ ー 
ラー ン の 小国 パレ スグ ドラ の 将軍 で 、 ディ オス と メ 
ル テ ィ ア の 養父 に あたる 。 敵国 パレ ス セ ダム と の 
戦況 が 悪化 する 中 、 徹底 抗戦 の 姿勢 を 崩さ 
ず 、 降伏 より も 玉砕 に よる 報復 を 説い た 。 彼 の 
この 死に よっ て 、 軍 の 要職 に あっ た ディ オス が 


道志 を 継ぐ こと と な り 、 魔 科 学 兵器 の 使用 が 決 
断 さ れ て し まう 。 


パン ヤ 麺 功 可 得 【 飲 食物 】 セレ ステ ィ ア の 主食 。 


オガ スー プ を 麺 に し み 込 ませ 、 乾燥 させ た も の 。 
キー ル に よる と 、 表面 は 柔らか く 、 し か し 芯 の 中 
心 部 は 固い まま …… い わ ゆ る アル デン テ に 茹で 
る こと が パン ヤ 麺 を 食す 際 の 基本 で あり すべ て 
らし い 。 し か し そん な キー ル も 、 パ ン ヤ 麺 が どん 
な 素材 か ら 作ら れ 、 オガ スー プ が 何 な の か を 知 
る こと は な か っ た 。 


ビア ス 功 諾 欄 【 人 名 】 貴 族 の 出 と いう 家柄 を 買 


われ 、 効 少 時 の リチャード の 家庭 教師 と し て 側 
に 仕え る 男 。 じつは 大 公 セ ルディ ク の 謀反 に 荷 
担 し て お り 、 リチャード 暗殺 の 機会 を うか が っ て 
いた 。 ラン ト 静 養 の 旅 で 警護 が 手薄 と な っ た 隙 
を 狙う も の の 、 幼い アス ベル の 機転 で 未遂 に 終 
わり 城 を 追放 され る 。 その 後 行方 不明 と な り 、 
一 時 は 軍 で も 話題 に な る 。 名 家 の プ ライ ド や ウィ 
ンド ル 勲 章 が 生き る 支え だ っ た が 、 7 年 を 経て オ 
ー レ ン の 魔 敵 で その 姿 が 確認 され た と き 、 彼 は 
既に 正気 を 失っ て いた 。 


ヒア デス 功 避 本 [人 名 】 54 歳 。 地方 領主 だ っ た 


バリ ル の 忠実 な 部 下 と し て 補佐 役 を 務め 、 また 
気 は 小さ い が 人 の いい 性 格 だ っ た の で 、 よく 幼 
い メ ルディ を か まっ て や っ て いた 。 し か し バリ ル 
の 人 気 に 驚 異 を 感じ た 総領 主 ビ ピリ アル に よっ て 
娘 を 人 質 に 取ら れ 、 パリ ル を 裏切る よう 仕向 け 
られ る 。 パリ ル が 殺害 され た あと 、 裏切り を 理由 
に シ ゼ ル か ら 闇 の 極光 術 の 実験 を 受け 、 これ に 
よっ て 精神 が 破壊 され て し まう 。 以降 、 シ ゼ ル 
の 計画 を 族 魔 する 者 を 殺し て 回 る 狂気 の 殺 博 
者 と し て 生き 続け て いる 。 アイ メン の 住人 を 殺害 
し た の も この 人 物 。 な ぜ だ か 理由 は わか ら な い 
が 、 倒す と 「 卵 」 を 落と す と ころ に 、 壊れ た 人 間 
の 深い 狂気 を 感じ させ る 。 


ビー スト ミー ト の ポワレ 功 滞 議 【 飲 食物 ] ファ ン 


ダリ ア 地 方 サイ リル の 名 物 料 理 。 ティ ルレ ソ の 森 に 
棲息 する 野生 の オー グル ベア を た っ ぷり の 野菜 
や 香草 と と も に 蒸し 焼き に し て ある 。 ファ ンダ リア 
地方 を 訪れ る 湯治 客 に と っ て 、 スノー フリ ア の 
温泉 と サイ リル の ポワレ ディ ナー は 欠か せな い 楽 
し み の ひ と つ 。 


ビ ピーチ バイ 玉 『 模 蘭 【 飲 食物 】 ベリ ル の 祖母 ヘリ 


オォ の 得意 料理 。 桃 の 素 朴 な 甘 さ と カス ター ドク リ 
ー ム の 濃厚 さ が 互 い を 引き 立て 合う 絶品 で 、 リ 
チア も 絶賛 する 。 一 行 の 二 大 胃袋 イネ ス と リ チ 
ア は ふた り で これ を 20 個 平ら げ 、 へ ヘリオ に 本 気 
で 心配 され た 。 罰 KE 簡 【 飲 食物 】 新 鮮 な モモ を 
ふん だ ん に 使っ た みず みず し い ス イー ツ 。 お 茶 
の お 供 に 、 仲直り の 印 に 、 再会 の 喜び に 、 この 
優し い 甘 さ は 欠か せな い 。 ちな み に 黒 衣 の 番 
人 の ひと り で ある ヴェ イグ に と っ て は 、 彼 の 大 切 
な 女性 が 好き だ っ た 料理 と いう こと で 思い 入れ 


も ひと し お 、 そし て 彼 が 理念 と する 「 共 存 ] の 象 
微 で も ある と いう 。 


ー TOH - 


ピー ナッ ツ 芳 k 可 駐 【 言 葉 】 男性 の 肝っ玉 、 ある 
い は それ に 準じ る も の の 例え と し て 用 いら れる 語 
で 、「 ピ ー ナ ッ ツ の 小さ な 男 ] な どの よう に 使う 。 
ふた つの 豆 が くっ つい た 独特 の 形状 が そう いっ 
た 表現 を 生ん だ 、 の か も し れ な い 。 女性 が 口 に 
する の は は ば か られ る 類 の 言葉 で ある こと を 、 よ 
く よ く 肝 に 銘じ て お か な けれ ば な ら な い 。 
ピエ ー ル 功 可 算 【 人 名 】 ミン ツ 大 学 の 学生 で 、 カ 
トリ ー ヌ と は 結婚 を 誓う 仲 。 王 都 イ ン フェ リア で 行 
な われ る 学会 に 出席 し 研究 発表 を する 予定 で 、 
その 資料 集め を 恋人 の カト リー ヌ に 生 し 、 準備 の 
た め に ひと 足 先 に 王立 天文 台 へ と 向かう 。 
ピエ ー ル ・ ド ・ シ ャ ル テ ィ エ 功 品 包 【 人 名 】 天 
地 戦 争 時 代 に 地上 軍 に 属し て いた 人 物 で 、 階 
級 は 少佐 、 役職 は 師団 分 隊長 を 務め る 。 美 し 
い 銀 髪 と 少女 の よう に 整っ た 顔 を 持ち 、 地上 
軍 側 の 女性 た ちの 間 で は アイ ドル 的 存在 の 若 
き 仕官 。 ソー ディ アン チー ム の メン バー に 抜 握 さ 
れ で て いる こと か ら も わか る よう に 、 優れ た 知識 や 
能力 を 有 し て は いた が 、 ほか の 顔ぶれ に 比べ る 
と 若く 、 また 階級 も 低い こと が 、 彼 に コン プレ ッ ク 
ス を 抱か せ て いた 。 若 墓 な が ら の チー ム へ の 加 
入 は 、 熟練 の メン バー と 同等 の も の を 持つ と 期 
待 さ れ て いる こと の 表 わ れ で ある 。 し か し 周囲 
の 目 を 気 に し が ち だ っ た 彼 は 、 そう そう た る メン バ 
ー の 中 で 卑屈 に な る こと も 多く 、 それ ゆえ に 本 来 
の 実力 が 発揮 で き な い 状況 に 悩み 、 迷走 し て 
いた よう だ 。 そん な を 彼 の 苦悩 は 『 楽 し い 人 生 』、 
「 プ レッ シャ ー に 負け な い 』 、「 良 い 上 司 ・ 悪 い 
上 司 の 見 分 け 方 」 な ど 、 自己 啓発 も の の 書籍 
を 愛読 し て いた 様子 か ら も うか が える 。 た だ し の 
ちの シャ ル テ ィ エ は ソー ディ アン と し て リオ ン を マス 
ター に 持っ た 影響 か 、 多分 に 余裕 を 感じ させ る 
世渡り 上 手 な タイ プ に 変貌 し て お り 、 アト ワイ ト に 
「 性 格 が 変わ っ た 」 と 驚か れ て いる 。 
【 人 名 】 天地 戦争 時 代 の 人 物 。 地上 軍 に 属し 、 
正式 な 階級 は 少佐 、 役職 は 師団 分 隊長 。 当 
初 か ら な る べく し て ソー ディ アン チー ム に 選ば れ 
た 者 と 違い 、 潜在 能力 の 高 さ が 上 層 部 の 目 に 
と まっ た こと で チー ム へ と 抜 握 さ れ た 。 し た が っ 
て 随 級 が 低い の も 当然 で あり 、 この 階級 が 当初 
か ら の も の だ っ た の か 、 それ と も ひと り だ け 階 級 
が 低い こと は 不都合 と 判断 され 、 引き 上 げ ら れ 
て の も の な の か は 不明 で ある 。 階級 の 高い 他 
の メン バー に 対し て コン プレ ックス を 抱き 、 も と も 
と 周囲 の 目 を 気 に 病 み 、 それ で いて 執念 深い 
性 格 だ っ た シャ ル テ ィ エ は 、 新た な 環境 で ます 
ます 卑屈 に な っ て いっ た 。 それ は 結果 と し て 、 
自分 が 本 来 持 っ て いる 素晴らし い 力 を 活か し 切 
れ な い 結 果 と な り 、 チー ム 内 で ひと り 低迷 し て し 
まう 。 彼 が オリ ジ ナ ル と な っ た シャ ル テ ィ エ は 、 当 
然 な が ら そ ん な 性 格 を 忠実 に 投射 され 、 後に リ 


オォ ン を 「 坊 ちゃ ん 」 と 呼び 、 卑屈 で ひね くれ た 性 
格 に 拍車 を か ける の だ っ た 。 


ピオ ニー・ ウ パラ ・ マ ルク ト 九 世 画 の 【 人 


名 】ND1981 年 生ま れ 。 先代 皇帝 の 病気 で 崩 
御 し た あと 、 33 歳 で 帝位 に つい た 現 マ ルク ト 帝 
国 和 皇帝 。 子供 の 頃 、 王位 継承 争い の 一 環 で 
北方 の ケ テ ル ブル ク で 軟禁 生活 を 強い られ て 
いた こと が ある 。 その た めか 、 皇帝 らし か ら ぬ 大 
ざっ ぱな 性 格 で 、 堅苦しい 調 見 の 間 を 抜け 出し 
て 、 お 忍び で ジェ イド の 執務 室 で くつ ろ ぐ の が 日 
課 。 また 、 家畜 の ブウ サギ を ペッ ト と し て 飼い 、 
身近 な 者 の 名 前 を つけ て か わい が る と いう 5 悪 
趣味 を 持つ 。 現在 ペッ ト は 、 ネフ リー、 ジェ イド 、 
サフ ィ ー ル 、 アス ラン 、 ゲル ダ 、 ルー ク の 6 了 匹 。 ネフ 
リー の 名 を つけ られ た 雌 の プ ウ サギ は と くに 手 入 
れ が 行き 届い て お り 、 毛並み は 美しく 、 首輪 は 
装 餅 の きら びやかな 高級 品 。 これ は 、 ネフ リー が 
ピオ ニー の 初恋 の 相手 だ っ た た め 。 ビオ ニー は 
今 で も ネフ リー の こと が 忘れ られ ず 、 独身 貴族 
を 貫い て いる 。 


東 の 門 騙 可 柚 【 地 名 ・ 施 設 】 死 の 大 地 と 呼ば れ 


る レイ モー ン の 地 と 、 アレ ウー ラ の 地 を 隔て る 門 。 
ジャ ン ナ か ら 派兵 さ れ た 青 騎 士 団 が 守っ て お り 、 
ジャ ン ナ で 許可 を 得 な けれ ば ここ を 通る こと は で 
き な い 。 と は いえ 、 門番 は 居 眠 り を し て いた り 、 
袖 の 下 次 第 で あっ さり 開門 し た り と 、 首都 の 騎 
士 団 や 、 北 の 門 の 騎士 た ちと 比べ る と 、 まっ た 
く と いっ て いい ほど 緊迫 感 が な い 。 その た めか 、 
死 の 大 地 に は 、 レイ モー ン の 遺産 を 狙う 多く の 
盗賊 や トレジャー ハン ター が 入り 込ん で いる 。 


光 の 橋 臣 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】30 年 前 、 王立 天 


文 台 研 究 員 時 代 の パリ ル に よっ て 発見 され た 、 
セレ ステ ィ ア へ の 移動 装置 。 ファ ロー ス 山 の 山頂 
に 設置 され 、 起動 に は レム の 力 が 必要 と な る 。 
じつは レム が セレ ステ ィ ア に 向かわ せる べき 、 と 
判断 し た 人 間 は 、 さま ざま な 手順 を 踏ま な く て も 
装置 を 作動 させ る こと が で き 、 レイ ス も この 橋 を 
使っ て セレ ステ ィ ア に 渡っ て き て いる 。 ちな み に 、 
ロエン や ゾ シ モス は 光 の 橋 で な く 、 遠征 の 橋 を 
利用 し た 。 


光り 物好き な メイ ド 功 紀 5 中 [人 名 】 各地 に 出現 


し 、 レン ズ を 払う こと で 目的 地 ま で の 道 を 教え て 
くれ る 人 物 。 な ぜ メ イド な の か 、 どう し て 様々 な 
世界 で 現われ る の か は さて お き 、 申し 出 を 断っ 
た 際 の 恐喝 まがい の 捨て 台詞 は ちょ っ と 怖い 。 


被験 者 イオ ン 罰 誠 欄 【 人 名 】 ローレライ 教団 の 最 


高 指導 者 。 わずか 8 歳 で 導師 の 位 を 継承 し た 。 
即位 後 、 秘 預言 に よっ て 自ら の 死期 と 、 その 後 
し ば らく つぎ の 導師 が 誕生 し な い 空 位 の 時 代 が 
訪れ る こと を 知っ た 彼 は 、 激しい 虚無 感 に 襲わ 
れる こと に な る 。 そこ へ ヴァ ン か ら 第 七 譜 石 に 記 
され た 人 類 減 亡 の 預言 を 聞か され 、 人 は 減 び 


る べき だ と 考え る よう に な り 、 ヴァ ン の レプ リカ 計 
画 に 荷担 。 ND2015 年 に 病 に 伏せ る と 、 自ら の 
レプ リカ を 作る こと を モー ス に 命じ 、 短い 生涯 を 
終え た 。 


飛行 船 訪 加 且 【 乗 り 物 】 テ ノ ス で 開発 され て いる 


空 飛 ぶ 乗 り 物 。 科学 者 と し て の 才能 に も 長け 
た 軍師 アル ベー ル の 指揮 の 下 、 戦況 を 打破 す 
る 戦略 兵器 と な る べく 研究 が 進め られ て きた 。 
また アル ベー ル 自 身 に は 飛行 船 を 創世 力 探索 
に も る 利用 する 意図 が あり 、 第 一 号 と な る 船 に は 
天空 城 に 到達 で きる 次 元 チ ュー ニン グ テ ク ノロ 
ジー が 搭載 され て いる 。 


飛 晃 艇 アル ビオ ー ル 罰 『 共 王 【 乗 り 物 】 キム ラス 


カ 王 国 所 属 ・ シ ェ リ ダン 製 。 創世 歴 時 代 の 浮 
遊 機関 を 利用 し た 、 空 飛 ぶ 音 機関 の 総称 。 現 
在 の 技術 で は 浮遊 機関 を 製造 する こと は で き 
な いた め 、 これ まで シェ リ ダ ン で 作ら れ た アル ビ 
オー ル 1 号 機 、 2 号機 、 3 号機 し か 存在 し な い 。 
この うち 、 アル ビオ ー ル 1 号機 は 飛行 実験 中 に 
メジ オラ 高原 に 墜落 し 、 破棄 され て いる 。 浮遊 
機関 は 、 メジ オラ 高原 に ある 創世 暦 時 代 の 遺 
跡 か ら ロ ー レ ライ 教団 が 発掘 し た も の 。 ロー レラ イ 
教団 が キム ラス カ と 技術 協力 する こと を 了承 し た 
た め 、 ジェ リ ダ ン で 飛行 実験 が 開始 され た と いう 
経緯 が ある 。 全長 24mX8m。 乗務 員 を 含み 、 
約 20 名 が 登場 可能 。 コッ ク ピ ッ ト に は 60cm ほ ど 
の 譜 石 と 、 それ を 制御 する 飛行 譜 石 が 設置 さ 
れ て お り 、 譜 業 で 稼働 し て いる 。 


飛行 意 功 *5 但 【 技 術 】 天地 戦争 時 代 に 建造 され 


た 、 竜 を 模 し た 飛行 機械 。 生体 金属 ベル セリ ウ 
ム と 大 量 の レン ズ よ り 成 る 。 ベル セリ ウム を 用 い 
た 希少 な も の で あっ た こと か ら 、 建造 数 自体 が 
少な か っ た うえ に 、 ほとん どの 艦 が 戦争 終結 前 
後に 失わ れ 、 現存 する の は セイ ン ガ ルド 王国 籍 
の ルミ ナニ ドラ ゴ ニ ス 1 艦 の み 。 セイ ン ガ ルド 城 の 
失 塔 を 発着 場 と し て 空 に 舞う 姿 は 勇壮 か つ 美 
肌 で 、 ダリ ル シ ェ イド 市 民 の 誇り を か き 立 て る 財 
産 で ある 。 押 下 【 設 備 】 意 を 模 し て 建造 され 
た 飛行 機械 。 全長 100m、 要 長 100m、 体高 
60m、 最高 速度 マッ ハ 0.8。 レン ズ 人 工 知 能 が 
搭載 され て いる た め に 思考 能力 が あり 、 機械 と 
有機 体 を 融合 し て 作ら れ て いる こと か ら 、 破損 
部 位 の 自力 修復 が 可能 。 一 方 で 巨大 レン ズ を 
エネ ルギー 源 と する こと で 、 大 出力 の まま 半 永 
久 的 に 稼動 し 続け る 等 、 生物 と 機械 両方 の 利 
点 を 組み 合わ せ た 究 極 の 擬似 生命 体 と いえ 
る 。 エル レイ ン は これ だ け の 設備 を 隙 と 時 間 稼 
ぎの た め だ け に 持ち 出し 、 な お か つ 破 壊さ せ た 
の だ か ら 、 その スケ ー ル は 計り 知れ な い 。 彼女 
に と っ て 、 フォ ルト ゥ ナ の 降臨 に 比べ れ ば 飛行 
竜 な ど さ し た る 価値 も な い の か も し れ な い 。 


ヒス イ ・ ハ ー ツ 芳 * 枯 駐 【 人 名 】 コ ハク の 兄 で あ 


る 18 歳 の 青年 。 リチア の 導き を 受け た コハク と と 
も に ノー クイ ン の 里 を 立ち 、「 い ば ら の 森 」 を 探す 
旅 に 出る 。 イン カロ ー ズ の 襲撃 が きっ か け で パラ 
バラ に な っ た コハク の スピ ルー ン を 集め る た め 、 
ー 連 の 事件 に 遭遇 し た シン グ と 同道 。 当初 は 
居合 わせ た シン グ に こそ 責任 が ある と 紐 弾 する 
が 、 旅 を 通し て 実 の 上 兄弟 に 勝る と も 劣ら な い 深 
い 絆 で 結ば れる 。 また コハク の スピ ルー ン に 住 
み 、 自分 の 目的 の た め に コハク の 命 さ え 脅 か し 
た リチア を 嫌悪 。 し か し 彼女 の 命がけ の 決意 を 
目の当たり に し 、 また その ひたむき な 想い に 触 
れ 、 の ち に 彼女 の 一 番 の 理解 者 と な る 。 言動 


テー さき ルーロ ドー ユー 民 さ ・ は 人 民 


全般 が 粗野 で 高圧 的 だ が 、 根 は 頑固 か つ 熱 
血 漢 。 また 幼い 頃 に 両親 を 亡くし た こと か ら 、 コ 
ハク に 対す る 愛情 に は 並々 な ら ぬ も の が あり 、 
粉 を か ける 男 は 手段 を 選ば ず 排 除 す る 。 雪国 
で 育っ た た めか まっ た く 泳 ぐ こ と が で き ず 、 船 も 
昔 手 で ある 。 な お 取っ つき に くい 外見 と は 対照 
的 に 、 調子 に 乗っ た と き の ハ メ の 外し 方 は 相当 
の も の が ある らし く 、 里 で 行なわ れる 花見 で は 
毎年 澤 身 の ハダカ 踊り を 披露 。 友人 カイ ア 日 く 
[伝統 芸能 の 域 ] で ある と いう 。 


ヒス カ ・ ア イヒ ー プ 功 品 鐘 【 人 名 】 ユ ー リ が 騎士 


団 時 代 に 同じ 隊 に 所 属し て いた 先輩 騎士 。 騎士 
団 に 代々 伝わる 宝 僅 ラ ゲ グ ク エリ オン を 探し 、 双子 の 
姉 シャ ステ ィ ル と と も に 各地 を 点々 と し て いる よう だ 。 


ビス トロ ・ シ ャ ン バ ー ル 玉 高 得 【 地 名 ・ 施 設 】 


一 流 の コッ ク が 腕 を 競い 合う 料理 の 闘技 場 。 
数 々 の 出会い が 名 勝負 、 名 料理 を 生む 。 毎回 
腕 自 慢 た ち が 謎 の 料理 人 「 味 マス ター」 に 挑む 
が 、 その 絶対 的 な 強 さ に 敗れ 去っ て いる 。 観客 
の 目 を 意識 し た 演出 は 絶妙 で 、「 料 理 は 台所 
の 格闘 技 と 申し ます 」 と いう 前 ロ 上 も 、 毎回 素 
英 な ゲス ト が 登場 する こと も 、 料理 を 食べ た ゲス 
ト が 天井 まで 飛び 上 が る 過剰 な 演出 も 素敵 。 


ビタ ビタ ヤ 功 5 往 [ディスカバリー] ドラ ゴン フ 


ルー ツ と も 呼ば れる サボ テン 科 の 果物 の 一 種 
で 、 粒々 の 果肉 と 濃厚 な 甘味 が 特徴 。 また 果 
汁 は 粘性 が 高く 、 乾く と 強力 に 固まる た め 、 カル 
パレ イス 地方 で は 接着 剤 と し て 利用 され る 。 これ 
を 受け て 、 新婚 夫婦 は 結婚 の 席 で 必ず ピタ ピタ 
ヤ を 食べ 、 絆 を 強め る と いう 風習 が 生ま れ た 。 


ピチ タロ ー 芳 E 筐 [作品 】 ベ ラニ ッ ク の 劇場 舞 


台 に 立ち た いと いう ソフ ィ の 願い を 叶え る べく 、 マ 
リク が 即興 で 書い た 台本 。 た だ し 元 ネ タ |「 モモ タ 
ロー」 と は 似 て も 似つか ず 、 し か も る オチ る と ころ が 
な いと いう 、 シェ リア の ツッコ ミ が いく つ あ っ て 中 
りな い 話 で ある 。 


ヒッ カリ カエ ル 軒 英 請 【 生 物 ]】 フ ラノ ー ル 地方 に 


し か 生息 し な い 特 殊 な 魔物 だ が 、 な ぜ か イズ ー 
ルド で 異常 発達 し 、 連続 放火 事件 を 引き 起こ し 
た 。 テ ネ プ ラ エ 曰く 、 正式 名 称 は 「 ノ スト ロビ ア 」 と 
の こと 。 光 属 性 を 持ち 、 体内 に 高 エ ネル ギー を 
吸収 し た 際 や 身 の 危 険 を 感じ た 際 に 発光 発熱 
し 、 光 を 直視 し た 者 を 殴 倒さ せる 。 また 、 この と き 
ヒッ カリ カエ ル の 皮膚 に 触れ た 生物 は 、 ある 種 の 
毒 や ウィ ルス 感染 と 似 た 症状 を 引き 起こ し 、 一 
時 的 な 編 睡 状態 と な る 。 ヒッ カリ カエ ル に よる 和 比 
腫 状 態 は 、 貴重 な ハー プ で ある ロー ズ マ リー を 
処方 する こと で 治療 で きる 。 本 来 は 人 間 を 啓 睡 
させ 続け る ほど の 力 を 持た ぬ ヒ ッ カ リカ エル だ が 、 
イズ ー ル ド で は 異常 発達 に より 貯蓄 エネ ルギー を 
増大 させ 、 グミ 職人 ベル ク を 皆 睡 状態 に し 、 周 
囲 を 発火 させ る な ど 大 き な 被 害 を も た らし た 。 ベ 
ルク が 作る カマ ボコ グミ に 集まっ て 発火 する 習性 
が ある が 、 その 理由 は いま だ 解明 され て いな い 。 


大 爆発 (ビッ グ ・ バ ン ) 功 認 【 現 象 】 フ ォ ミ クリ 


ー に お ける 、 同位 体 の 被験 者 側 に 起こ る 現象 
の こと 。 被験 者 と レプ リカ の 間 に 特 殊 な コン タ ミ 
ネー ショ ン 現 象 が 起こ る と 言わ れ て いる 。 し か し 
な が ら 、 これ まで 同位 体 が 存在 し な か っ た た め 、 
立証 は され て お ら ず 、 あく まで も 仮説 に 過ぎ な 
い 。 正確 に 大 爆発 が 起き る に は 、 特定 の 条件 
の 元 、 あら ゆる 不測 の 事態 が 取り 除 か れ て いな 
けれ ば ぱ ば ならない が 、 実験 以外 で その よう な 状態 
が 作れ る と は 思え な いた め 、 疑問 視 さ れ て いる 
理論 で も ある 。 


必殺 抱っこ 騙 可 蘭 【 呼 称 ] エ ル マ ー ナ が 名 づけ 


た アン ジュ の ハグ 。 愛情 と バス ト 豊 か な 抱擁 は 、 
どん な や ん ちゃ 坊主 も 一 瞬 で 黙ら せる 破壊 力 を 
持つ と いう 。 ちな み に 「 友達 に な っ た ら ア ンジ ュ 
に 抱っこ し て も ら え る 」 と いう エル マー ナ の 口 約 
東 を 密か に 楽し み に し て いた シア ン は 、 忙し い ア 
ンジ ュ の 代わ り に 似 て も 似つか な い リ カル ド を あ 
て が われ 、 いた < 慎 條 する 。 


ビッ ツ ・ ハ ー シ ェ ル 罰 可 欄 【 人 名 】 リ ッ ド の 父 


親 。 猟師 。 ラン シュア ン 村 の 出身 で 、 パリ ル 、 レイ 
ス の 母親 ロナ と は 幼なじみ 。 この 3 人 の こと は 、 
スキ ッ ト の チビ スケ と ノッ ポ と ヒメ の 恋 物語 で 語ら 
れ て いる 。 また 、 リッ ド の 家 に 飾ら れ て いる 絵 も こ 
の 3 人 を 描い た も の 。 10 年 前 に 起き た ラ シ ュ ア ン 
の 惨劇 に より 、 36 歳 で 死亡 し た 。 


ビ ピッポ 罰 避 本 【 人 名 】 モフモフ 族 の 吟遊 詩人 。 キ 


ュ ッ ポ 、 ポッ ポ と は 3 上 兄弟 で 、 その 次 男 。 キュ ッ ポ 
と ポッ ポ に 負け な いく らい 、 ジェ イ に 家族 と し て の 
愛情 を 注ぎ 、 ジェ イ が よく 笑う よう に な っ た こと を 
喜ん で いる 。 モフモフ 族 の 村 を 訪れ た 際 「 ハ テ 
ィ の こと な ら 、 ピッ ポ に 任せ る キュ 。 街 ま で 無事 
に 、 送り 届け る キュ 」 と 力強く コメ ント する も の の 、 
その 後 長期 間 ハ ティ と と も に 姿 を 消し 、 モフモフ 
族 の 村 に も ウェ ル テ ス に も 顔 を 見 せな い 。 ウィ ル 
も 気 が 気 で は な か っ た こと だ ろう 。 


ヒト 罰 誠 但 【 種 族 ] ヒ ュー マ 、 ガ ジ ュ マ を 含め た 総 


称 。 太 語 斑 【 種 族 】 獣 人 化 な どの 特殊 能力 を 
持た な い 、 普通 の 種族 。 獣 人 戦争 後に アレ ウ 
ー ラ の 媒 権 を 握り 、 教会 を 設立 し て 大 陸 全 土 
を 支配 し て いる 。 セン シビ ア 国 な ど 、 ほか の 大 
陸 に も 住ん で いる 。 レイ モー ン の 能力 を 恐れ 、 レ 
イモ ー ン を リカ ン ツ と 呼ん で 異端 視 し て いる 。 


ビビ スタ 訪 『 基 得 【 地 名 ・ 施 設 】 古代 カレ ギア 語 で 


「 伺 の 要 」 を 意味 する 集落 。 鋭い 日 差し と 乾い 
た 大 地 と いう 厳し い 気候 の た め 、 環境 適応 能 
力 の 高い ガ ジ ュ マ し か 住ま な い 。 進歩 的 な 文化 
が 流入 し に くい 土地 柄 、 昔 か ら の 伝統 が 多く 受 
け 継 が れ て いる 。 


日 々 事 日 (ひび ね いじ つ ) 罰 項 動 【 組 織 ・ 団 


体 】 1 イネス が 経営 する ひと り 運 び 屋 の 名 前 。 どん 
な も の で も 安心 ・ 確 実 ・ 素 早く お 届け が モッ ト 
ー。 陸運 ギル ド に 属さ な い モ グリ の 運び 屋 で 、 扱 
う 品 物 は ソー マ か ら 死 体 ま で な ん で も 引き 受け 
る 。 その 筋 の 人 々 を 中 心 に 重宝 され て いた が 、 
シン グ ら に 同行 し た こと か ら 教 会 と 軍 の 両方 か ら 
に ら ま れる こと に な り 、 得意 先 を 一 気 に 失 っ た 。 


ヒマ ワリ 功 語 得 【 植 物 】 夏 に な る と 黄色 い 大 き な 


花 を 咲か せる 。 1 日 の 太陽 の 動き に 合わ せ て つ 
ね に 花 を 動か し 続け る 様子 は 、 振り 向い て くれ 
な い 恋 人 を 追い 続け る けなげ な 女性 を た と える 
と き に 用 いら れる 。 ラジ ル ダ 地 方 で よく 見 られ 
る 、 小型 の ドル チェ ジラ ー レ と いう 品種 が 有名 。 
花 言葉 は 「 勇 気 」。 


秘密 基地 功 KE 答 [地名 ・ 施 設 】 周囲 や 部 外 者 


に 知ら れ な いよ うに 設け た 拠点 の こと で 、 子供 
の 遊び 場 を 指す こと も ある 。 リチャード は 子供 時 
代 の 孤独 に 耐え る た め 、 城 の 空き 部 屋 に 秘密 
基地 を 作り 、 ひと り で 過ごし た と いう 。 


秘密 商品 画 * 基 棋 【 そ の 他 】 ラ ジル ダ の 装備 品 屋 


「 極 の 樹 」 の 片隅 に 置か れ て いる ナゾ の 商品 。 
布 の 下 か ら は 、 妖 し げ な 角 や 気味 の 悪い シミ が 
見 える 。 ヴェ ー ル を 脱ぐ 日 が 来る の か どう か は 、 
主人 だ けが 知っ て いる 。 


秘め 事 日 記 …… ウ フ 功 【j 議 【 作 品 】 生 前 の クリ 


ス ・ カ トレ ッ ト が 書い て いた と 思わ れる 、 乙女 の 
秘密 と の ろ け 満載 の 日 記帳 。 天使 に 嗣 え られ 
た 世間 で の 評判 と は 裏腹 に 、 お 金 に が め つく 
甘い 物 が 大 好き で 、 甘え 上 手 で か な り の や り 手 
な 、 彼女 の 素顔 が そこ か し こ に 人 透け て 見 える 。 
最近 に な っ て ヒュ ー ゴ 邸 で 発見 され 、 ウワサ 好 
き な メ イド た ちの 話題 を か っ さら っ た 。 


白光 騎士 団 功臣 内 【 組 織 ・ 団 体 】 フ ァ ブ レ 公 野 


旗下 の 私 兵 。 ファ プレ ー 族 を 守る た め 、 つね に 
戦闘 態勢 で 待機 し て お り 、 ファ プレ 公 尻 邸 や 公 
馬 の 領地 の 守護 な ど を 主 な 任務 と し て いる 。 


ヒュ ー ゴ ・ ジ ルク リス ト 罰 * 宮 往 【 人 名 】 オ ペロ ン 


社 の 総帥 と し て 世界 経済 を 牛耳る ほど の 力 を 
持つ 人 物 。 42 歳 。 各国 の 経済 界 は も と より 、 
自国 の セイ ン ガ ルド 国王 に 対し て も 強い 発言 権 
を 持つ 。 若い 頃 は 当 え な い 考 古 学者 だ っ た が 、 
20 歳 の と き に カル バレ イス の 地 で ソー ディ アン ・ 
ベル セリ オス を 発掘 し た こと で 運命 が 急 転 。 ベ 
ル セ リ オス の コア クリ スタ ル に 残さ れ て いた ミク トラ 
ン に 精神 を 乗っ 取ら れ 、 空中 都市 群 の 復活 を 
目指 す よ うに な る 。 その 後 オ ペロ ン 社 の 財力 を 
利用 し 国政 へ の 影響 力 を 強め 、 スト レイ ライ ズ 神 
殿 の 神 の 眼 を 発見 。 大 司祭 グレ バム を 扇動 し 
て その 強奪 事 件 を 工作 する 。 の ち に ダイ クロ フト 
お よび ベル クラ ント の 浮上 を 以 っ て 、 天上 王 と し 
て の 君臨 を 果たし た 。 世間 一 般 が 見 る ヒュ ー ゴ 
と は 、 英知 と 才覚 に 溢れ な が ら も どこ か 冷徹 な 
若き 首 穏 、 と いっ た 節 が ある 。 し か し 23 歳 で オ 
ベロ ン 社 を 設立 し た と き に は 、 す で に ミク トラ ン に 
意識 を 支配 され て いた た め 、 世に 知ら れる ヒュ 
ー ゴ の 人 柄 と いう の は 、 当然 彼 の 本 質 で は な 
い 。 貧し いな が ら ゃ 高い 志 を 持っ て 研究 に 没頭 
し 、 妻 クリ ス と の 幸せ な 家庭 を 築き つつ あっ た 
頃 の ヒュ ー ゴ は 、 研究 分 野 で の 成功 と いう 野心 
に 燃え た 、 ご < 平 凡 な 男 で あっ た に すぎ な い 。 だ 
か ら こ そ ミ クト ラン の 支配 を 受け て か ら の 彼 の 釣 
変 ぶ り に 危険 を 察知 し た クリ ス に よっ て 、 娘 ルー 
ティ と すでに 手元 に あっ た ソー ディ アン ・ ア トワ イト 
が 逃がさ れ 、 の ちの ヒュ ー ゴ の 暴走 を 止め る 一 
手 と な り 得 た の で ある 。 な お ミク トラ ン の 支配 下 


に あっ た ヒュ ー ゴ だ が 、 まっ た く 自 我 を 失っ て い 
た わけ で は な い 。 むし ろ 本 人 で すら ミク トラ ン の 
影響 を 、 単なる 心境 の 変化 と 捉え させ られ て い 
た と ころ が ある 。 ご く 身 近 な 人 間 以 外 に は 、 その 
立場 が 性 格 を 変え た た の だ と 思わ せる 巧 即 な や 
り 口 こそ が ミク トラ ン の 好 計 だ っ た 。 それ ゆえ に 成 
長 し た ルー ティ が 目 の 前 に 現われ た と きも 、 父親 
で ある こと を 名 乗れ ず に 苦悩 する 。 ベル クラ ント 
で ミク トラ ン の 剣 か ら ル ー テ ィ た ち を 逃 が そ うと し た 
の は 、 ヒュ ー ゴ 本 来 の 不器用 で 愛情 に 満ち た 
行動 その も の だ っ た 。 罰 下 【 人 名 】 元 オ ベロ 
ン 社 総帥 。 18 年 前 の 神 の 眼 を ダ 巡る 騒乱 後期 
の 中 心 人 物 。 も と も と は し が な い 学 者 で あっ た 
が 、 ミク トラ ン が 潜ん で いた ベル セリ オス を 発見 し 
た こと で 精神 を 支配 され て し まっ た 。 以後 、 ミク ト 
ラン か ら 与 えら れ た 知識 で オベロン 社 を 設立 し 、 
その 手足 と な っ て 空中 都市 復活 を 計画 し て い 
た 。 じょじょに 精神 を 支配 され た こと で 人 格 が 変 
わっ て し まっ た が 、 本 来 の ヒュ ー ゴ は 慈愛 に 満 
ち た 慈 不 深い 人 物 で あり 、 実 の 娘 ル ー テ ィ を 和 殺 
そう と し た の も 、 リオ ン を 駒 と し て 育て た の も 、 す 
べ て ミク トラ ン の 影響 に よる 。 ダリ ル シ ェ イド に 広 
大 な 屋敷 を 持っ て いた が 、 騒乱 後に 接収 され 
て 現在 で は アタ モニ 神 団 が 管理 する 神殿 と な 
っ て いる 。 奇しくも 、 この | 旧 ヒ ュー ゴ 邸 の 地下 室 
で 、 カイ ル と ジュ ー ダ ス は 出会う こと と な っ た 。 
ヒュ ー バ ー ト ・ オ ズ ウ ェ ル 功 議 【 人 名 】 ラ ント 
領主 アス トン の 次 男 で アス ベル の 弟 。 兄 ア スベ 
ル と の 領地 争い を 避け る た め 、 また 父 アス トン が 
より よい 環境 を と 望ん だ た め 、 10 歳 で スト ラ タ の 
政 商 オ ズ ウ ェ ル 家 の 養 子 と な る 。 その 後 養父 の 
下 で 高い 教育 を 授け られ 、 スト ラ タ 軍 の ラン ト 総 
督 に 就任 。 セル ディ ク 大 公 が 秘密 裏 に 結ん だ 
協定 に よっ て 、 故郷 ラン ト に 赴任 する 。 自分 が 
第 で ある が ゆえ に 家族 に 捨て られ た と いう 思い 
は 彼 の 心 を 強く 占め て お り 、 母 ケ リー へ の わ だ 
か まり は も ちろ ん 、 再会 し た アス ベル に は 非常 に 
冷徹 に 振舞 い 、 彼 を ラン ト か ら 追 放す る ほど で 
あっ た 。 し か し その 一 方 で 故郷 を 案じ る 思い は 
強く 、 養父 オズ ウェ ル の 意向 に 背 い て も スト ラ タ 
軍 の ラン ト へ の 強硬 姿勢 を 容認 せ ず 、 軍 で の 
立場 を 悪化 さき せる 。 の ち に アス ベル ら の 尽力 で 
彼 の 留任 が 決定 し 、 ま た オズ ウェ ル が 失脚 し た 
こと で 、 その 影響 下 を 離れ スト ラ タ 大 統領 の 勅 
命 に よっ て 活動 する こと に な り 、 アス ベル や ソフ 
ィ と と も に 、 リチャード の 野望 を 食い 止め る べく 作 
走 す る 。 また ラム ダ の 脅威 が 去っ た の ち は 、 再 
び 活 性 化し た 謎 の 魔物 被害 を 調査 する べく 組 
織 さ れ た 「 暴 星 魔物 対策 本 部 ] の 責任 者 と な 
る 。 弱虫 な が ら に 、 無鉄砲 な 見 を 必死 で 支え る 
健気 な 子供 時 代 を 送る が 、 そん な 「 弟 の 鑑 」 た 
る 性 格 は 基本 的 に は 変わ ら ず 、 一 行 の 中 で も 
つね に 冷静 沈着 。 長 じ た アス ベル が 比較 的 
「 手 が か か ら な く 」] な っ た ぶん 、 彼 の 小 千 的 お 
小言 は も る っ ぱら パス カル に 向け られ て いる 。 クー 
ル を 装う 裏 で か な り ア ツ い 特撮 ヒー ロー マニ ア 
で 、 マン ガオ タク 。 好き な 食べ 物 は 昔 か ら 変わ ら 
ず 「 オ ムラ イス 」。 

ヒュ ー マ 男 『 若 弄 【 種 族 】 カレ ギア 王国 で 見 られ る 
ヒト の うち 、 知 的 能力 に 秀 で た 種族 。 外 的 特徴 
と し て の 個体 差 が 小さ く 、 男女 問わ ず 小 柄 な 体 
型 で 、 体毛 は 極め て 薄い 。 また ほとん どの 場合 
フォ ルス を 操る 能力 を まっ た く 持 た な いま ま 一 生 
を 終え る 。 


ヒュ ー マ ノ イド 罰 欄 【 技 術 ] か つて フォ ドラ で 


開発 ・ 利 用 され た 人 工 生命 体 の 総称 。 原 素 を 
お も な エネ ルギー 源 と し 、 総じて 耐用 年 数 は 長 
い 。 人 々 の 生活 を サポ ー ト する 非 戦闘 型 の ほ 
か 、 防犯 ・ 警 備 に 当たる 戦闘 型 が あり 、 と くに 
後者 の ノウ ハウ は 、 の ちの ラム ダ 細 胞 の 折 乱 に 
対抗 し て 投入 され た 「 プ ロト ス 1」 へ と 受け 継が 
れ て いる 。 耐久 性 に 優れ 過酷 な 環境 下 で も 高 
い 命 令 遂 行 能力 を 持つ こと か ら 、 エフ ィ ネ ア 殖 
民 計画 の 初期 に も 導入 され 、 原 素 を 調整 し て 
人 が 住め る 環境 を 作り 上 げ る こと に 頁 献 し た 。 
また 記録 媒体 と し て の 役割 も 持ち 、 当時 の 研 
究 施設 、 と くに 「 原 素 研究 所 」 な ど で 稼 働 し て 
いた 個体 は 、 さま ざま な 実験 記録 を 内 部 デー タ 
と し て 保存 し て いる 。 し か し 最後 に 整備 され て か 
ら 千 年 以上 を 経た 現在 で は 、 多く の 個体 が 寿 
命 を 迎え て お り 、 と くに 非 戦闘 型 の も る の は 大 半 
が 稼働 を 停止 し て いる 。 


ヒュ プ ブ ノ ス 罰 加 馬 【 人 名 】 人 間 の 魂 を 狩る 「 死 


神 ] の 役目 を 負っ た 、 ラテ ィ オ の 神 。 兄 神 タナ トス 
と と も に 地上 に 降り 、 人 間 の 魂 を 集め て 天界 の 
維持 に 貢献 する 。 頭山 で 覆っ た 顔 か ら の ぞ く 鋭 
い 眼 光 と 、 背丈 を ゆう に 越え る 巨大 な 鎌 を 振り 
上 ば げ る 姿 は 、 地上 の 人 々 を 震え 上 が ら せ 、 神 
へ の 明 敬 の 念 と 暑 罪 の 祈り を 高め る こと に も つ 
な が っ た と いう 。 兄 タナ トス の 堕天 に と も な い 自 ら 
死神 の 任 を 解 か れ た あと 、 基 将 アス ラ の 首 を 
取る た め 単 身 セ ン サ ス の 陣地 に 乗り 込み 、 返り 
討ち に 遣っ て 命 を 落と す 。 死 し て の ちり リカ ルド と 
し て 転生 。 彼 の 備 兵 と し て の 生き 方 の 中 に 、 魂 
を 狩り 続け る 因果 を 垣間見 る こと が で きる 。 
記 革 本 [道具 】 ア リス が 魔物 を 操る 際 に 用 いる 
装置 の こと 。 エク スフィア を 使用 し た 催眠 装置 
で 、 これ を 装着 し た 魔物 は アリ ス の 命令 に 対し 
て 絶対 服従 状態 と な る 。 王朝 跡 で は ヒュ プ ノ ス 
が 故障 し 、 自分 の 意志 と は 無関係 に 操 ら れ て 
きた こと に 魔物 が 激 史 し 、 アリ ス を 殺 そ うと し た 。 
故障 問題 だ け で な く 、 一 体 の 魔物 を 操る ご と に 
現在 は 禁制 品 で ある エク スフィア が ひと つ 必 要 
と な る た め 、 いずれ に せよ あま り 効 率 の いい 装 
置 と は 言え な い 。 


評議 会 騙 KY 科 【 組 織 ・ 団 体 】 帝 国 の 行政 を 担う 


機関 で 、 貴族 の 有力 者 の み で 構成 され て い 
る 。 皇帝 を 政治 面 で 補佐 する 、 皇帝 の 代理 人 
と いう 名 目 で は ある が 、 皇帝 が 不在 と いう 状況 
で 実質 の 権限 が 集中 。 各地 に 派遣 する 執政 
官 の 中 に は 、 カプ ワ ・ ノ ー ル の ラ ゴ ウ の よう に 、 
私 腹 を 肥やす も の も 少な く な い 。 近年 は 丈 腕 を 


振る う ア レク セイ に よっ て 騎士 団 の 発言 力 が 増 
し て お り 、 それ を 危 慣 する 議員 が 続出 。 先 の 
遠縁 に 当たる エス テル を 評議 会 の 影響 下 に お 
き 、 條 人 慢 の 皇帝 と し て 仕立 て よう と いう 動き が 高 
まっ て いる 。 


ビリ アル 芳 相 欄 [ 人 名 】 前 モレ ステ ィ ア 総領 主 で 


ギリ アム の 子孫 。 勇 猛 な 男 だ っ た が 、 パリ ル に 
人 望 が 集まる の を 見 て 自分 の 地位 が 脅かさ れ 
る の を 感じ 、 パリ ル を 謀略 に 陥れ て 命 を 絶っ た 。 
し か し それ が 引き 金 と な っ て 開花 し た 、 シ ゼ ル の 
闇 の 極光 術 で 一 瞬 に し て 葬 ら れる 。 


ビリ ジア ン 芳 臣 較 【 人 名 】ND1976 年 生ま れ 。 フ 


ァ プ ブレ 公爵 家 に 仕え る 官僚 で 、 ベル ケン ド の 知事 
を 勤め て いる 。 キム ラス カ ・ ラ ン バ パル ディ ア 王 立 
学問 所 か ら フ ァ プ ブレ 公 肢 に 引き 抜か れ た 秀才 。 
禁書 の 音 機関 に 多大 な 興味 を 持っ て いる 。 


ビリ バリ ハバ 罰 応 鐘 【 植 物 ] エ フミ ド の 丘 に 自生 し 


て いる 植物 。 花粉 は 感覚 器 に 鋭い 刺激 を も た 
らし 、 ひと 息 で も 吸い 込む と 、 めまい と 激しい 脱 
力 感 に 襲わ れる 。 


飛 意 臣下 語 8【 生 物 】 空 を 飛び 、 鋭い 爪 を 武器 に 


生物 を 補 食 する 、 竜 族 の 亜 種 。 英 に 回 す と や 
っ か い だ が 、 味方 に する と 頼も し い 魔物 。 その 
爪 に は 怪人 島 イン セイ ン の パリ ア 状 皮膜 を 破壊 す 
る 力 が ある こと か ら 、 イン セイ ン の 天敵 と し て 知ら 
れる 。 エミ ル た ち 一 行 も イン セイ ン を 倒す た め に 、 
飛 竜 使い が 住む ハイ マ に 出向 いて 飛 意 の 力 を 
借り る こと に な る 。 この と き 一 行 が 出会っ た の 
は 、 外見 か ら は わか り に くい が 、 飛 竜 の 幼体 、 
し か も 女の子 だ っ た 。 


ヒル ダ 姫 罰 琴 語 8【 人 名 】 テ セア ラ 王 18 世 の 娘 。 


ロイ ド の こと を ハニ ー と 呼ぶ 者 の ひと り 。 か つて 
は 教 阜 に 誘拐 され て 人 質 に な っ た り と 大 忙し だ 
っ た が 、 現在 は さら われ 役 を セレ ス に 譲り 、 平和 
に 暮らし て いる 模様 。 平和 すぎ て 見 せ 場 が な い 
の は ご 愛敬 。 


ヒル ダ ・ ラ ン ブ リ ング 罰 語 欄 【 人 名 】 ヒ ュー マ 


の 父 と 、 ガ ジ ュ マ の 母 の 間 に 生ま れ た ハー フ 。 
ハー フ の 外見 は 極め て ヒュ ー マ に 近い が 、 角 が 
生え て いる の が 特徴 。 それ を 嫌っ た ヒル ダ は 、 
過去 に 自ら の 手 で 角 を 折っ て いる 。 王 の 盾 の 
一 員 で ある こと を 隠し て ヴェ イグ ら に 近づく も 、 マ 
オ に フォ ルス 能力 を 察知 され 、 正体 を 見 破 られ 
る 。 この こと で 王 の 盾 に 見 放さ れ た ヒル ダ は 、 ヴ 
ェ イ グ ら と 旅 を と も に する こと に な る 。 高い 戦闘 
能力 、 容姿 端 護 、 落ち 着い た 性 格 と 三 拍子 揃 
っ て お り 、 アニ ー は 彼女 に 強く 憧れ て いる 。 


ヒン メル 騙 可 本 [人 名 】 天上 界 を 支え る 天空 神 


の ひと り で 、 ラテ ィ オ の 王 に な る べく 育て られ た 
神 。 オリ フィ エル に 師事 し 天上 界 の 仕組 み を 学 
ぶ 中 で 、 罪深い 人 間 を 切り 捨て た ラテ ィ オ の 考 
え ぇ に 疑問 を 持ち 、 世界 の 新しい 在り 方 を 模索 し 
て セン サス の アス ラ と 接触 を 希望 する よう に な 


ざー マ ざ H せ 汰 せ ・ ア テー スー ロ 代 


ウノ ク 』 


へ に こさ へい 一 呆 央 テ マサ リー 


ウッ ノノ 】 


る 。 彼 の 意向 を 知っ た 元老 院 は 、 王 に 敵 方 に 
寝 返 ら れる と いう 失態 を 犯す まえ に 殺害 する こと 
を 決意 し 、 ヒン メル は 幽閉 され ま も ま く 落 命 。 本 
来 な ら 次 代 の 天空 神 と し て 生ま れ 変 わる は ず だ 
っ た が 、 天上 崩壊 に よっ て 復活 を 果たす こと が 
で き な く な り 、 その 後 ア ル ベ ー ル と し て 転生 し た 。 

ファ ー デ ィ ナ ント 四 世 功 往 【 人 名 】 ウ ィ ン ドル 王 
国 の 国土 で 、 リチャード の 父親 。 第 で ある セル ディ 
ク 大 公 に 命 を 狙わ れ 、 長年 か け て 盛 ら れ た 毒 が 
原因 で 命 を 落と す 。 20 年 ほど まえ の フェ ン デ ル 
侵攻 時 に は 、 全土 の 領主 を 束ね て フェ ン デ ル 軍 
と 戦う が 、 晩年 は の た め 伏せ り が ち に な り 、 外 
交 の 表 舞 台 に 立つ こと は 少な か っ た と いう 。 

ファ イド ラ 功 諾 鐘 【 人 名 】 イセ リア に 暮らす 、 コレ 
ッ ト の 母方 の 祖母 。 コレ ッ ト の 前 代 、 世界 再生 
に 和 失敗 し た 神子 の 妹 で 、 自身 も マナ の 血族 の 
一 員 。 豊富 な 知識 と 人 脈 、 人 望 を 持ち 、 祭司 
た ちと は 違う 役回り で コレ ッ ト を 一 人 前 の 神子 に 
育て る 。 また 神子 へ の 長 敬 の 念 か ら か 、 自分 
の 孫 で ある コレ ッ ト を 、 「 神子 様 」 と 呼ぶ 。 

ファ キュ ラ 説 訪 避 得 【 学 術 】 従来 素 粒 子 の 一 種 
と 考え られ て いた 晶 霊 に も 、 微弱 な が ら 個 体 も し 
く は 群 と し て の 知能 や 意志 が 存在 し て いる の で 
は な いか 、 と いう 説 。 現時 点 で は 実証 され て い 
な い が 、 この 説 が 正しけれ ば カロ リッ ク 流 動 と グ 
ロビ ュー ル 歪 曲 の 根底 が 確立 で きる 。 し か し そ 
れ に は ドカ ター ク 効 果 を 別 の 観点 か ら 研究 し 直 
すこ と が 要求 され る だ ろう 。 

ファ クト ファ ンタ ジア 堅 iE 欄 武具]】 ア スベ ル 
用 の 刀剣 で 『 テ イル ズ オプ ファ ンタ ジア 』 に 由 
来 。 剣 の 柄 に 使わ れ て いる 古木 は 、 同 作 に お 
いて 世界 を マナ で 満た す 「 世 界 樹 ユ スグ ゲド ラ シ 
ル 」 を 、 また その 中 心 に あし ら わ れ て いる 輝 き は 
「 精 霊 王 オリ ジン ]」 を か た どっ て いる よう だ 。 

ファ ム 芳 誠 筐 [人 名 】 王 の 盾 に よっ て さら われ た 
少女 の ひと り 。 深い スリ ッ ト の 入っ た 細身 の ドレ 
ス に 身 を 包み 、 長い 髪 を アッ プ に まとめ た スタ イ 
ル は 、 美女 の 宝庫 と いわ れる キョ グエン で も ひと 
きわ 目 を 引く し っ と り と し た 美 し さ 。 

ファ ラ ・ エ ルス テッ ド 功 可 科 【 人 名 】 イン フェ リア 
の 辺境 に 位置 する ラ シ ュ ア ン 村 で 、 農作業 に 
従事 する 少女 。 ある 期間 村 に 近い レグ ルス 2 道 
場 に 通っ て いた た め 、 高い 格闘 術 を 身 に つけ 
て いる 。 リッ ド と キー ル と は 幼なじみ の 関係 。 い 
つも 元気 で 明る く 、 多く の 困難 を 口 亡 の 「 イ ケ 
る 、 イケ る !| と と も に 乗り 越え よう と する 前 向き な 
性 格 の 持ち 主 。 また 非常 に 面倒 見 が よく 、 困っ 
て いる 人 を 見 過ごせ な い 。 た だ し 時 と し て 、 自 
分 を 犠牲 に し て まで 他人 の た め に 尽く そう と す 
る 、 極端 な 一 面 を の ぞ か せる こと が ある 。 ファ ラ 
の この 行動 は 、 10 年 前 に 発生 し た 「 ラ シュ アン 
の 惨劇 」 に 起因 し て いる 。 これ は 当時 、 村 に 近 
い 場 所 に ある レグ ゲル ス の 丘 に 封印 され て いた 破 
壊 神 ネ レイ ド の 一 部 が 復活 し 、 開 依 され た 者 が 
村民 を 虐殺 し た 事件 。 この と き 幼 い フ ァ ラ は 美 し 
い 石 を 求め て 、 リッ ド た ち を 無理 矢 理 誘い 禁足 
地 に 踏み 込ん で いる 。 自分 の わが まま が 惨劇 
の 引き 金 と な っ た うえ に 、 明 依 され た 者 が 彼女 
の 父親 だ っ た こと が ファ ラ に 強い トラ ウマ を 刻み 
つけ 、 自分 の 身 を 省 み な い ほ ど 強 い 自己 犠牲 
の 念 を 、 彼女 に 抱か せ て いる 。 旅 の 果て で 自 
分 の 過ち を 仲間 に 告白 、 忌まわしい 過去 と 正 
面 か ら 向 き 合 うこ と を 決め て か ら は 、 その 極端 な 
行動 は 薄らい で いる 。 


ファ ロー ス 山 罰 高 得 【 地 名 ・ 施 設 】 イン フェ リア 


で は 肩 を 並べ る も の の な い 霊 峰 。 セイ ファ ー ト 教 
が 誕生 し た 地 で も あり 、 門徒 か ら は 聖地 と 呼ば 
れ て いる 。 ふも と に は 最 古 の セイ ファ ー ト 教会 が 
あり 、 この 地下 に マク スウ ェ ル が 居 を 構え て い 
る 。 教会 で は クレ ー メ ル チ ェ ッ ク を 体験 で きる 。 


> 


Eo ・ 
Ce - の 
SS ーー ゲ 伯 さ … 


3 


ファ ンダ ムラ イト 功 仙 [武具 】 パス カル が 装 


備 する 銃 杖 の ひと つ で 、「 テ イル ズ オプ ファ ンダ 
ム 』 各 作品 に 由来 。 同 作 自体 が シリ ー ズ の 垣根 
を 超え た ファ ン デ ィ ス ク 的 位置 づけ で ある こと か ら 、 
それ を イメ ー ジ し た 武器 「 フ ァ ン ダム ライ ト 」 は 、 まさ 
に 夢 の 具 現 化 、 リリ カレ で ファ ンタ ステ ィ ッ ク で ドリ ー 
ミン グ な 、 魔法 少女 的 デザ イン に な っ て いる 。 


ファ ンダ リア 王国 久 張 【 国 名 】 寺 と 水 に 覆 わ 


れ た 、 極寒 の 大 地 に 築 か れ た 王国 。 首都 ハイ 
デル ベル グ と 港町 スノー フリ ア か ら な る 。 18 年 前 
は イザ ー ク ・ ケ ル ヴ ィ ン 王 に よっ て 統治 され て い 
た が 、 突然 の 侵攻 を か け て きた グレ バム に よっ 
て 国王 が 殺害 され 、 王家 に 伝わる イク ティ ノ ス も 
奪わ れ て し まっ た 。 この グレ バム を 倒し た の は 、 
イザ ー ク の 息子 で ある ウッ ドロ ウ 王 子 と その 仲間 
達 で あっ た 。 騒乱 後 、 亡き 王 の 跡 を 継い で ウッ 
ドロ ウ が 戴冠 し 、 それ 以来 ファ ンダ リア 王国 は ウッ 
ドロ ウ の 治世 が 続い て いる 。 この 国 の 人 々 は 賢 
土 イ ザー ク と ウッ ドロ ウ と いう 、 親子 二 代 に 渡っ 
て 地道 で 堅実 な 王 を 見 て きた こと に な る 。 その 
た めか 、 ほとん どの 国民 は 非 つ ね に 勤勉 で あ 
り 、 地 に 足 が 着 いた 者 が 多い 。 し た が っ て 、 安 
易 に レン ズ や アタ モニ 神 団 に 頼る 気持 ち は な く 、 
レン ズ は 信頼 する 王 へ と 預け て お り 、 神 団 に 入 
信 し よう と 考え る 者 も いな い 。 


ファ ンダ リア 動乱 騙 加 玉 【 歴 史 】 ファ ンダ リア 王 


家 か ら の 独立 を 目指 す サ イリ ル 義 勇 軍 と 、 国軍 
の 間 で 起こ っ た 大 規模 武力 衝突 。 武闘 派 の リ 
ー ダ ー に よる 10 年 前 の も の を 第 一 次 、 穏健 派 の 
ダリ ス を 擁し た 2 年 前 の も の を 第 二 次 フ ァ ン ダリ ア 
動乱 と し て いる 。 2 度 の 武力 衝突 は どちら も 王 
家 に よっ て 鎮圧 され る が 、 国軍 に よる 強硬 姿勢 
が ます ます サイ リル 側 の 反発 を 招く こと と な っ た 。 


ファ ント マイ ル 罰 引 [言葉 】 天 地 戦 争 時 代 の 


ハロ ルド の 部 屋 で 、 出入 口 付 近 に ある 人 形 を 
調べ る と 現われ る 単語 。 ファ ント マイ ル と は 『「 風 
の クロ ノア 」 の 舞台 と な る 世界 。 そし て この 人 形 
は 、『 風 の クロ ノア 」』 の 主人 公 ク ロ ノ ア で ある 。 
帽子 の マー ク が 特徴 で す 。 


フィ アブ ロン ク 葉 嘆 斑 【 生 物 】 火山 に 住む ドラ ゴ 


ン 。 基本 的 に 気性 は お と な し く 、 外 害 を 加え な 
けれ ば 襲わ れる こと は な い 。 た だ し 、 縄張り 意 
識 が 高い た め 、 巣 に 一 歩 で る 踏み 入れ ば 容赦 
な く 疾 の 息 が 飛ん で くる こと を 覚悟 し よう 。 


フィ エル ティ ア 号 芽 可 久 【 乗 り 物 】 ギ ルド | 幸福 


の 市 場 ] の カウ フ マ ン か ら 報 酬 代わ り に 進呈 され 
た 「 凛 々 の 明星 ] 籍 の 船 。 も と も と は 船 の 所 属 で 
ある 「 ウ ミネ コ の 詩 」 の トク ナガ が 専属 操縦 士 を 務 
め て いた が 、「 凛 々 の 明星 ] へ の 移籍 に 先 立 
ち 、 パテ ィ が その 座 を 受け 継ぐ 。 カウ フ マ ン の は 
か らい で 、 一 時 期 、 強力 な 駆動 魔 導 器 を 装備 
する も の の 、 ヘル メス 式 だ っ た た め ほ ど な く ジュ デ 
ィ ス に 破壊 され 、 その 後 し ば らく は 老 体 に 鞭打ち 
つつ の 使用 と な る 。 そん な 年 季 の 入っ た 船 だ 
が 、 改造 する こと で 普通 は 近づけ な い 浅 瀬 へ 
の 進入 も 可能 。 な お 海上 で パウ ル を 呼び 出す 
と 、 彼 の お な か に 抱え られ て 船 ご と 飛翔 。 フィ エ 
ル テ ィ ア 号 本 人 も 、 まさ か 空 に まで こぎ 出す こと 
に な る と は 夢 に も 思わ な か っ た に 違い な い 。 


フィ リア ・ フ ィ リ ス 訪 『5 駐 【 人 名 】 アタ モニ 神 団 


スト レイ ライ ズ 神 殿 の 司祭 を 務め る 女性 。 敬 慶 な 
信者 で あり 、 教義 の 研究 は も る と より 、 神 の 歴史 
その も の を 司る 古代 文明 に も 造語 が 深い 。 し か 
し 熱心 な 信仰 を 持つ あま り に 教団 の 外 の 世界 
を ほとん ど 知 ら な いま まで 年 を 重ね て いる た め 、 
世間 知ら ず な 一 面 や 人 付き 合い に お ける 不 器 
用 さ が あ る 。 グレ バム に よっ て 持ち 出さ れ た 御 神 
体 が 、 あ ろう こと か 神話 で 語ら れる 天地 戦争 の 
遺産 で 、 ま た 国家 機密 その も の で ある と 知り 、 
不慮 の 事故 と は いえ その 策略 に 加担 し た 責任 
を 取 ろ うと 思い 詰め る 。 その 一 途 な 思い が ソー 
ディ アン ・ ク レ メ ン テ と の コン タク ト を 叶え 、 クレ メ 
ン テ の マス ター と な っ た 。 思慮 深 く 物静か な 様 
子 か ら 人 畜 無 害 だ と 思わ れ が ち だ が 、 じつは ち 
ょ っ と し た 爆発 物 マ ニア 。 剣術 で は スタ ン た ち に 
水 を あけ られ る か ら と 、 自作 の 爆弾 で 応戦 す 
る 、 少々 行き 過ぎ た 行動 力 を 持ち 合わ せる 。 ま 
た メガ ネ を 外す と コン グマ ン と ジョ ニー の 見 分 け 
が つか な いと いう 、 致命 的 な 近眼 。 大 変 な 潔 
癖 症 で 、 不潔 極まりない 場所 で は フラ スト レー シ 
ョ ン の 鬱 積 で 戦力 が 増し て いる 。 人 生 を 女神 ア 
タモ ニ に 捧げ 神学 に 没頭 し て きた 彼女 に と っ 
て 、 と も に 研 鏡 を 積ん だ 年 上 の 同輩 バテ ィ スタ 
は 、 近い 立場 で 話 の で きる 貴重 な 相手 だ っ た 。 
その た め グ レバ ム の 部 下 と し て 教団 を 裏切っ た 
彼 と 剣 を 交え る こと に 、 深く 苦悩 する 。 し か し ヒ 
ュー ゴ の 野望 を 阻止 する こと が 、 神 の 教え と い 
う 枠 を 超え た 安寧 を も た ら す と 理解 し 、 スタ ン た 
ちと と も に 決戦 に 赴く 。 罰 引 中 【 人 名 】 ス トレ イラ 
イズ 大 神殿 の 司祭 兼 研究 員 。 明 思 な 頭脳 の 
持ち 主 だ が 、 神殿 と 研究 室 と いう 特殊 な 環境 
で 暮らし て いた た め 、 人 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取 
る の が 苦手 な うえ 、 極度 の 潔 癖 症 で も あっ た 。 
18 年 前 の 騒乱 時 に は 、 自分 の 同僚 バテ ィ ス タ 
と 上 司 グ レバ ム に よっ て 神 の 眼 が 盗ま れ て し ま 
い 、 責任 を 感じ て 奪還 に 加わ っ た 。 し か し 奪 選 
の 旅 は 、 フリ ア に 自分 が いか に 世間 知ら ず で 、 
無力 か を 教え る 結果 と な っ た 。 いつ も 嘆く ば か り 
だ っ た 彼女 を 変え た の は 、 ソー ディ アン ・ ク レ メ ン 
テ と スタ ン の 存在 だ っ た 。 クレ メン テ は フィ リア に 
戦う 力 を 、 スタ ン は 勇気 と 諦め な い 心 を 与え た 。 
旅 の 間 に 様 々 な こと を 学ん だ フィ リア は 、 今 まで 
の 自分 か ら 大 きぐ 一 歩 踏み 出し 、 信念 と 決意 を 


手 に 入れ る の だ っ た 。 現在 の フィ リア は 研究 を 
続け な が ら も 、 四 英 雄 の ひと り と し て 、 同時 に ア 
タモ ニ 神 団 の 司祭 と し て 、 人 々 に 祈り と 救い を 
与え る 立場 に ある 。 慈悲 深く 誰 に で も 愛情 を 持 
っ て 接する フィ リア は 、 心 の ささ えと し て 多く の 
人 々 に 支持 され て いる 。 

フィ ロ ソ フィ ンコ 罰 * 枯 位 【 生 物 】 プラ ンス ー ル に 
いる 小鳥 。 「 コ ギ ト …… ェ ル ゴ ス ム と いう 、 非 
常に 哲学 的 な 鳴き 方 が 特徴 。 すなわち 自分 が 
鳴い て いる と き に は 、 ほか の すべ て の 物事 が 偽 
物 で あっ て も 、 自分 の 存在 は 疑い よう が な く 確 
定 し て いる 一 と いう と て も 難し いこ と が 、 この ひと 
声 に 込め られ て いる 。 

フィ ン レ イ ・ ダ グ 功 『 品 往 【 人 名 】 セイ ン ガ ルド 土 
国 の 前 大 将軍 で 、 王国 防衛 の 礎 「 ダ リル シェ イド 
の 七 将軍 ] の 形態 を 確立 し た 人 物 。 現 将 軍 ア 
シュ レイ ・ ダ グ の 見 に 当たり 、 弟 思い の 優し い 人 
柄 だ が 、 ひと た び 戦 場 に 立つ と その 姿 は 「 か の 
大 将軍 、 あたかも 鬼神 の 如 し 」 と 評 さ れる ほど の 
雄々 し さ を 見 せ た 。 男子 の いな い セ イン ガル ド 王 
室 で 、 国王 の 養子 と し て 玉座 を 継ぐ こと を 熱望 
され て いた が 、 何者 か に 暗殺 され 27 歳 で この 世 
を 去る 。 彼 の 死 は 一 部 で は 発言 力 強 化 を 目 論 
む ヒ ュー ゴ の 手 の 者 に よる と され て いる が 、 真相 
が 解明 され る こと は な か っ た 。 今 も な お 生前 の 
勇姿 と 生涯 無敗 と いう 華々 し い 戦 績 で 、 セイ ン 
ガル ド 王 国史 に 誠 然 と 輝き 続け て いる 。 


風 機 遺 跡 下 * 葉 動 【 地 名 ・ 施 設 】 パロ ニア の 地下 


に 位置 する 遺跡 で 、 ウォ ー ル プリッ ジ 地 下 と 同じ 
く ア ンマ ルチア の 遺構 。 ラム ダ を 巡る 事件 が 収 
東 し た の ち 、 新た に 活性 化し た 謎 の 魔物 た ち を 
調査 する 中 で 発見 され る 。 


ブウ サギ 功臣 剛 【 生 物 】 見 た 目 の 愛くるしい 家 


畜 。 肉 は 、 多少 クセ は ある も の の 、 柔らか く て ジ 
ュー シー。 ステ ー キ は も ちろ ん 、 煮込ん で シチュ 
ー に し て も よし 、 ハン バー ゲ に し て も よし と 、 食卓 
の 強い 味方 で ある 。 ビオ ニー 九 世 が 自室 で プ ウ 
サギ を 飼い 始め た の を きっ か け に 、 癒し 系 の ペッ 
ト と し て 一 部 の マニ ア の 間 で 密か に 人 気 が あ 
る 。 エン ゲー プ ブ で は 街 の 宣伝 ボス ター に モデ ル と 
し て 起用 され て いる ほか 、 ベル ケン ド で は ぬい ぐ 
る みな どの グッ ズ も 売ら れ て いて 、 女性 や 子供 
を 中 心 に 客足 が 途絶 を な い 。 牧畜 は お と な し く 
草 を 食べ て いる が 、 ひと た び 野 生化 する と 、 か 
わい らし い 見 た 目 と は 裏腹 に 、 荒 々 し 平野 を 
駆け まわ る よう に な る 。 


2 5 ーー 


フウ ジ 山 岳 臨 諾 欄 【 地 名 ・ 序 設 】 テ セア ラ に お 
いて 有数 の 高き を 誇る 山 で 、 高い 山 の 代 名 詞 。 
ロイ ド ら が 初め て レア バー ド を 駆る 際 、 ここ に 墜落 
し た 。 憎い 相手 の 首 に 縄 を か け て 吊 す 、 メッ カ 
と な っ て いる らし い 。 

プー チ 玉 高 生 【 植 物 ] ラ レ ュ アン 染め の 染料 に 使 
われ る 、 シロ ツメ クサ の よう な 植物 。 


フー ドサ ッ ク 罰 * 蘭 【 道 具 】 すべて の 旅人 た ち 


が 愛用 する 、 食べ 物 が 出 て くる 便利 な 袋 。 料 


理 の も と と な る 「 フ ー ド 」 の 補充 を し て お け ば ぱ ば 、 あ 
と は 欲し い メ ニュ ー の スト ラッ プ を つけ て お くだ け 
で 、 必要 な と き に 適切 な 量 が 供給 され る 。 長旅 
で も っ と も 切実 で ある 食料 問題 の 光明 と な っ た 
が 、 この 夢 の よ うな アイ テム が いっ た い ど ん な 原 
理 に よっ て 機能 し て いる か を 知る 人 は いな い 。 
フー ドサ ッ ク で し か 味わえ な い メ ニュ ー を 、 愛情 
を 込め て 「 お 袋 の 味 ] と 呼び 、 ひい き に し て いる 
人 間 は 少な く な いと いう 。 


フー ドサ ッ ク 仙 人 往 品 蘭 【 人 名 】 こ の 世 の あ り と 


あら ゆる 食べ 物 を 知り 尽く し た 食 の 達人 。 し か し 
無人 の 孤島 で 隠 通 生 活 を 続け る うち に 世間 の 
味 に 疎く な っ た らし く 、 皆 が 認め た お いし さ を 求 
め て いる らし い 。 フー ドサ ッ ク を 利用 し て 何 度 も 
食べ た 料理 を 報告 する と 、 ご ほう びに フラ イ パ ン 
を くれ る 。 本 人 は フー ドサ ッ ク を 使っ て いる よう に 
は 見 えな い の に 、 な ぜ こ の 名 で 呼ば れ て いる の 
か 、 ある い は 自称 し て いる の か は 謎 。 


封 魔 の 石 騙 談 語 3【 道 具 】 所 有 者 の マナ を 燃やし 


て 聖なる 秋 に 変化 させ る 石 。 聖なる 笑 は 魔界 の 
魔 族 を 滅ぼす 力 を 持つ 。 リ ビ じ タ ー は ラタトスク を 減 
ぽ ぼ し て アス テル を 交 ら せ た あ と 、 封 魔 の 石 と クル 
シス の 輝石 を 用 いて 、 自身 を 魔 族 か ら 世 界 を 守 
る 人 柱 に する つも り だ っ た 。 本 来 封 魔 の 石 は エ 
ルフ の 里 に 安置 され て いた が 、 失態 の 尻 ぬ ぐい 
を 条件 に 、 ノ ー ト ン に 里 か ら 持ち 出さ せ た 。 


フー リエ 功 K 欄 【 人 名 】 パス カル の 姉 で 、 彼女 と 


並び 歴代 の アン マル チア 族 の 中 で も 天才 と 呼 
ば れる 研究 者 ・ 技 術 者 。 研究 以外 の 万 事 に い 
い 加 減 な 妹 パ スカ ル と は 異な り 、 九 帳面 で 真 面 
目 な 激情 家 で 、 ポア ソン 日 く 「 水 と 油 」。 パス カル 
の 類 ま れ な 才能 を 誰 よ り も 認識 し て お り 、 さま ざ 
まな 発想 と 発明 と を こと も な げに 生み 出す 彼女 
に 、 口 に 出さ な いな が ら も 強い 災 如 を 抱い て い 
る 。 パス カル へ の 対抗 心 も 手 伝い 、 彼女 の 研究 
を 勝手 に 持ち 出し て フェ ン デ ル の 煙 石 研究 に 全 
面 的 に 協力 する が 、 大 紅蓮 石 か ら の 原 素 抽出 
実験 は 失敗 に 終わ り 、 不幸 な 結果 を 招く こと に 
な っ た 。 その 反省 か ら 妹 に 歩み 寄る 姿勢 を 見 
せ 、 の ち に フォ ドラ へ の 旅立ち を 支援 する な ど 、 
不器用 な が ら も 互い の 理解 を 深め て ゆく 。 


フェ イト ・ モ リュ ウ 罰 『5 王 【 人 名 】 ア クア ヴェ イ 


ル 連 合 公 国 モリ ュ ウ 領 の 現 当 主 で 、 26 歳 。 シ デ 
ン 領 の 王子 ジョ ニー と は 幼馴染 み で 、 公私 と も 
に 強い 友情 で 結ば れ て いる 。 温厚 な 性 格 だ が 
剣 の 腕 は 達人 級 で 、 16 歳 の と き に は アク アヴェ 
イル 武術 大 会 に て 、 当時 の トウ ケイ 領 領主 ティ ベ 
リウ ス を 破り 優勝 を 果たす 。 また アク アヴェ イル 
最強 を 誇る 黒 十字 艦隊 の 司令 官 を 務め 、 武人 
と し て の 評価 は 極め て 高い 。 幼少 時 代 か ら の 


遊び 仲間 で 、 ジョ ニー も 惹か れ て いた トウ ケイ 領 
の 貴族 の 娘 エ レノ ア ・ リ ンド ウ と 婚約 する も 、 ティ 
ベリ ウス に よっ て 仲 を 引き 裂 か れ 、 果て に 彼女 
を 死な せ て し まう 。 それ か ら わ ず か 2 年 で 現在 の 
妻 り アー ナ と 結婚 し た こと で 、 ジョ ニー に 対し て 後 
ろ め た さ を 感 じ て い る 。 功 5 較 【 人 名 】 アク ア ヴ 
ェ イ ル の モリ ュ ウ 領 領主 。 ジョ ュ ニ ー の 親友 で あり 、 
か つて は エレ ノア ・ リ ンド ウ と いう 女性 を 巡っ て の 
ライ バル で も あっ た 。 騒乱 当時 は グレ バム と 手 を 
組ん だ ティ ベリ ウス 大 王 に より 、 ト ウケ イ 領 の トウ ケ 
イ 城 に 妻 リ アー ナ と と も に 幽閉 され て いた 。 この テ 
ィ ベ リウ ス 大 王 は エレ ノア を 殺害 し た 人 物 で あり 、 
ジョ ニー と フェ イト に と っ て は 急 敵 に あたる 。 ジョ ニ 
ー と スタ ン 達 に よっ て 救出 され た フェ イト は 世界 の 
未来 を 一 行 に 託し 、 自分 は アク アヴェ イル の 平 
和 を 守る こと に 専念 し た 。 自分 と 妻 を 助け て くれ 
た スタ ン 達 に 強い 恩義 を 感じ た フェ イト は 、 ベル ク 
ラン ト 落 下 の 際 に いち 早く 一 行 を 発見 、 救助 し 、 
借り を 返し て いる 。 騒乱 後 は ジョ ニー と と も に アク 
アヴェ イル の 再建 を 進め 、 現在 で は モリ ュ ウ 領 だ 
け で な く 、 アク アヴェ イル に と っ て も 重要 な 人 物 と 
な っ て いる 。 妻 リ アー ナ と の 間 に 、 エミ リ と クレ ア と 
いう ふた り の 女子 を も うけ た 。 


フェ ニア 芳 誠 騰 【 聖 獣 】 若 き 女性 の 姿 を し た 、 火 


を 司る 聖 獣 。 その 神秘 性 が ピピ スタ の 「 聖 な る 
鳥 ] 伝 承 を 今 に 伝え て いる の か も し れ な い 。 己 の 
半身 と 他 の 五 聖 獣 の 力 か ら 生み 出し た マオ の 目 
を 通し て 世界 を 監視 し 、 聖 獣 た ち が 力 を 下 し て ま 
で 救う に 値する か どう か 見 極め よう と し て いる 。 


フェ ニモ ー ル ・ ゼ ル ヘ へ ス 世 避 欄 【 人 名 】 水 の 


民 の 少女 。 テ ュ ー ラ の 双子 の 姉 。 な ぜ か 壊れ 
た オー トマ タ に 好 か れる 体質 。 当初 は メル ネス で 
あり な が ら 陸 の 民 の セ ネ ル を 慕う シャ ー リ ィ を 憎ん 
で いた が 、 徐々 に うち 解け て 互い に 理解 し 、 シ 
ャ ー リ ィ に と っ て 初め て の 親友 と な っ た 。 セ ネ ル 
に 対し て も 当初 は 惑 怖 と 怒り 、 そし て 人 疑 の 目 
を 向け て いた が 、 シャ ー リ ィ に 対す る 以上 に 劇 的 
な 変化 を 見 せ 、 密か に 想い を 寄せ る まで に 好 
転 し た 。 シャ ー リ ィ が 望 海 の 祭壇 で 託 宜 の 儀式 
を 受け た 際 、 聖 ガ ドリ ア 王 国 の 騎士 に 命 を 狙わ 
れ た と ころ を 底 っ て 死亡 し た 。 誠 名 の ゼル ヘス 
は 古 刻 語 で 祝福 の 意 。 


フェ ル マ ー 範 KE 答 [人 名 ] ザ ヴ ェ ー ト の 政府 塔 ジ 


レー ザ で 働く アン マル チア 族 の 技師 で 、 ザ ヴ ェ ー 
ト の 民家 に 下宿 中 。 アス ベル ら の 政府 塔 潜入 
に 当たっ て 、 パス カル に あっ さり 身分 証 を 貸し て 
くれ る ほど 彼女 と は 仲 が よく 、 また アン マル チア 
独特 の 深遠 か つ 軽 い ノ リ を 持ち 合わ せ て いる 。 
の ち に 熱愛 中 の 男性 セー ガン に プロ ポー ズ さ れ 
寿 退 社 す る が 、「 幸 せ の お すそ わけ 」 を 求め ら 
れ た パス カル の た め 、 一 行 の 男 連 中 を 厳し く 品 
定め し た あげ くに 強烈 に の ろ け て 見 せる 。 ふた 
り の 間 に 一 女 ソ フィ ア あ り 。 ちな み に パ スカ ル か 
ら の 結婚 祝い は 、 アン マル チア の 女 同 士 らし く 
「 全 自動 肩 揉み 機械 」 、| 全 自動 卵 割 り 機 」 、 
「 全 自動 パン こね 機 」 で ある 。 


フエ ル 爆 弾 罰 度 語 【[ 呼 称 ]】 か つて ロイ ド た ち が 人 


間 牧 場 を 破壊 し て 回 っ た 際 、 リフ ィ ル は 自爆 装 
置 を 操作 し て あざ や か か つ 確 実に 施設 を 爆破 
し た 。 この と きつ いた あだ名 が 人 間 爆 弾 な ら ぬ 
ハー フエ ルフ 爆弾 。 し か し それ で は 長 す ぎる と し 
て 、 プレ セア に より フエ ル 爆 弾 と 命名 され た 。 


フェ ルン 玉 語 馬 【 地 名 ・ 施 設 】 カイ ウス 、 ルビ ア 


ら が 暮らし て いた 小さ な 村 。 物資 は 少な く 、 定 
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期 的 に 近郊 の 街 へ 買い 出し に 行っ て いる 。 
フェ レス 島 玉 忠 王 【 地 名 ・ 施 設 】 の か つて ホ ド の 
対岸 に あっ た ホ ド 請 島 の うち の ひと つ で 、 アリ エ 


フェ ン ピ ビー スト 入 誤 【 人 名 】 フェン リル に 仕え 
る 、 ヴォ ー パ ルソー ド の 化身 。 
フォ グフ ォ ッ クス 罰 ' 欄 [生物 】 セミ ナビ ッ ツ 庄 


て 惑星 預言 が 詠 ま れる まで 10 数 年 に 及び 戦乱 
は 続 ゝ た 。 
フォ ニ ミ ン 玉 * 共 典 【 そ の 他 】 エ ン シ ェ ント 鉱石 か ら 


ッ タ の 生ま れ 故 郷 で ある 。 ND2002 年 、 ホ ド 消 
減 時 に 発生 し た 巨大 津波 に 巻き 込ま れ 、 海 に 
沈没 。 小さ な 島 な が ら 高 度 な 文明 が 発達 し て お 
り 、 か つて は 大 き な 港 を 有する 非常 に 活気 の あ 
る 街 だ っ た 。 島内 の 建築 物 は 、 すべ て 天才 建 
築 家 フ ェ レ ス に よっ て 監修 され た も の で ある 。 外 
殻 大 地 崩 落 後 、 ヴァ ン の レプ リカ 計画 の 一 環 で 
レプ リカ 大 地 と し て 再生 。 ヴァ ン は ここ に 大 規模 
な フォ ミク リー 施設 を 作り 、 海 に 浮か ぶ 新 た な 拠 
点 と し て 多く の 生体 レプ リカ を 誕生 させ た 。 


フェ ロー 騙 避 鐘 【 人 名 】 始 祖 の 隷 長 の 盟主 で コ 


ゴー ル 砂 漠 に 棲む 。 世界 を 触 む 魔 導 器 の 存在 
を 懸念 し 、 以前 か ら 人 間 を 疎ん で いた が 、 人 魔 
戦争 で 同胞 エル シフ ル を 殺さ れ た こと で その 思 
い は さら に 加速 。 人 で ある こと を 捨て 、 ひと り エ 
アル を 鎮め る デュ ー ク を 、 同じ 目的 を 持つ 者 と し 
て 保護 し て いる 。 また 魔 導 器 以上 に エア ル に 影 
響 を 与え る 満月 の 子 エ ステ ル を 危険 視 。 し か し 
彼女 と の 対話 や ユー リ ら の 行動 に 人 間 の 可能 
性 を 感じ 、 彼ら の た め に 陣 と な り 賞 死に 。 精霊 イ 
フリ ー ト と し て 転生 し 、 星 喰 あ を 鎮め る 力 と な る 。 


フェ ロモ ン ・ ポ ボンバー ズ 玉 可 陽 【 組 織 ・ 団 体 】 


ウェ ル テ ス の 噴水 広場 を 拠点 に 、 歌 と 踊り で 
人 々 を 盛り 上 げ る 名 物 ユ ニッ ト 。 略称 は フェ ロボ 
ン 。 本 来 は カー チ ス の 正体 を 隠す た め の 仮 の 姿 
だ が 、 当 の 本 人 は 乗り まく り の 目立ち まく り で 、 も 
は や 街 に 知ら ぬ 者 は な い 有 名 人 と 化し て いる 。 
じつは カー チ ス 自身 が フェ ロモ ン ・ ボ ン バ ー ズ 結 
成 を 提案 し 、 誰 よ り も 熱意 を 持っ て いた こと か 
ら 、 当初 より 単に 趣味 の 歌 を 聴か せる こと が 目 
的 で は な いか と 、 一 部 の 部 下 か ら 不 審 の 目 で 
見 られ て いた 。 そし て 当 の 部 下 で ある イザ ベラ 
の 不信 感 は 見 事 に 的 中 する の だ っ た 。 正しく は 
カー チ ス と イザ ベラ ふた り の ユニ ッ ト で 、 の ち に モ 
フ モ フ 3 見 弟 を 迎え 、 新生 フェ ロボ ン と し て の 活 
動 を 始め た 。 


フェ ン デ 家 臣 訪 王 【 組 織 ・ 団 体 】 ユ リア に 仕え て 


いた 七 賢者 の 一 族 。 ユリ ア と の 間 に 生 まれ た 
子供 を 先祖 に 持ち 、 代々 ユリ ア の 譜 歌 と 能力 
を 護り 続け て きた 。 ガル ディ オス 家 の 剣 ・ 右 の 
騎士 と し て 従事 し て いた が 、 フェ ン デ 家 が ユリ ア 
の 血族 と し て 狙わ れ な いよ う 、 また 、 ユリ ア の 残 
し た 第 七 譜 石 を 守る た め 、 あえ て 主人 と 騎士 が 
入れ 替わっ た の だ 。 


フェ ン デ ル 帝 国 薦 KiE 有 [ 還 名 】 国土 の 大 半 を 雪 


と 氷 に 覆 わ れ た 北方 の 国 。 軍政 を 敷き 、 国民 
の 8 割 は 軍 関 係 の 仕事 に 就 い て いる 。 現在 の 
総裁 で ある オイ ゲン が 実権 を 握っ て か ら 技 術 が 
急 発展 し 、 と くに 他国 で は ほとん ど 見 られ な い 、 
火 の 煙 石 を 利用 し た 蒸気 機関 技術 が 有名 。 し 
か し 資源 問題 が 深刻 化し て お り 、 煙 石 資源 確 


島 の 奥地 に 生息 する 幻 の キツ ネ 。 霧 を 発生 させ 
る 力 が ある と し て 、 「 霧 狐 ] と も 呼ば れる 。 

フォ グマ 罰 * 語 柱 【 人 名 】 ラ ジル ダ の ガ ジ ュ マ の リー 
ダー。 代々 「 鎮 魂 錠 ] の 製法 を 受け 継ぐ ガ ジ ュ 
マ の 家系 に 生ま れ 、 も と も と ラジ ル ダ の 集落 を 
拓 い た の が ガ ジ ュ マ で ある と いう 自負 か ら 、 自分 
こそ が 唯一 無 二 の 指 導 者 に な る べき だ と 思っ て 
いる 。 ヒュ ー マ の リー ダー・ イ ー ガ と は 犬猿 の 仲 。 

座 針 帯 (フォ スリ トス ) 功 還 往 【 設 備 】 エ フィ ネ ア 
を 取り 囲む よう に 存在 する 巨大 な リン グ 状 の 装 
置 。 空 と 、 空 の 海 と の 境 に 当たる 、 造 か 上 空 に 
位置 する が 、 あま り に 大 きい た め 地 上 か ら せ 目 視 
で き 、 旅人 や 船乗り は 昔 か ら こ れ を 利用 し た 潮 
量 方 法 を 用 いた 。 内 部 に ある ゾー オン ケイ ジ は エ 
フィ ネ ア に 降下 し た ラム ダ を 閉じ 込め る た め に 造 
られ た も の で 、 千 年 前 の アン マル チア た ちの 手 
に よる 。 彼ら は エフ ィ ネ ア す べ て を 権 に 見 立て て 
ラム ダ を 封印 し よう と 、 比 人 針 帯 を 建造 し た 。 

フォ ッ グ 功 可 腸 【 人 名 】 セレ ステ ィ ア の 解放 を 目指 
し 、 総領 主 パリ ル 打 倒 を 目指 す 自由 軍 シ ル エ シ 
カ の リー ダー。 パリ ル を 止め よう と する リッ ド た ちと 

会 い 、 と も に 協力 し 合う よう に な る 。 豪放 妊 落 

を 絵 に 描い た よう な 好漢 に し て 、 根っから の 勇 
士 。 どれ だ け 激 し い 戦 いか ら も 無事 で 生還 する 
こと か ら 、「 不 死 身 の フォ ッ グ 」 と の 異名 を と る 。 
平時 は ティ ン シ ア に ある シル エ シ カ の アジ ト に 詰 
め て いる も の の 、 有事 の 際 に は 誰 よ り も 率先 し 
て 最前 線 に お も むく 。 語 貢 の 少な さも あり 極端 
に 口数 が 少な く 、 軍 議 で は ほとん どの 案件 を 副 
官 の アイ ラ に 任せ て 、 自分 は その 横 で 時 折 相 づ 
ち を 打つ 程度 。 そ れ で も 持っ て 生ま れ た カリ ス 
マ 性 と 、 戦場 で の 活躍 ぶ ぷり に よっ て 、 部 下 た ち 
か ら は 絶大 な 支持 を 受け て いる 。 も と も と シル エ 
シカ は フォ ッ グ と 、 彼 の 親友 ヴァ ンス が 旗揚げ し 
た 組織 だ が 、 8 年 前 の 海 戦 で ヴァ ンス が フォ ッ グ 
を か ば っ て 死亡 し て か ら は 、 フォ ッ グ が 実質 的 に 
リー ダー と な っ た 。 その 後 フ ォ ッ グ の 妻 に し て ヴァ 
ンス の 幼なじみ で あっ た 画家 の リ シ テ ア は 、 理由 
を 告げ ず に 失 踏 。 彼女 が 残し た ペッ ト の 仔 ミ アキ 
ス 、 デ デ の 面倒 を 代わ り に 看 て いた フォ ッ グ は 、 
その 可愛 さ に すっ か り 骨 抜き で ある 。 

フォ ドラ 功 議 【 文 化 】 の か つて 高い 文明 を 誇っ 
た 惑星 。 衛星 で ある エフ ィ ネ ア へ の 殖民 計画 に 
基づき 、 土壌 ・ 環 境 の 改良 を 担い エフ ィ ネ ア に 
移住 し た 人 々 が 、 現在 の アン マル チア 族 の 祖 
先 と な る 。 原 素 の 枯 潟 、 ラム ダ 細 胞 移植 種 の 
病 走 、 制御 を 失っ た ヒュ ー マ ノ イド の 救 乱 な どの 
原因 に より 、 お よそ 千年 前 に 減 亡 する 。 

フォ ドラ クイ ー ン 罰 E 柱 【 人 名 】 フ ォ ド ラ の 生存 
本 能 で ある 、 リト ルク イー ン た ち が 融 合 し た 姿 。 
少女 の 面影 を 持つ リト ルク イー ン と は 対照 的 に 、 


採取 で きる 、 特殊 な 薬品 。 エン シェ ント 鉱石 は 強 
度 が 一 定 で は な いた め 、 掘削 が 非常 に 難し い 。 
フォ ミク リー 研究 者 の 間 で は 高値 で 取引 され る 。 


音 泰 ( フ ォ ニ ム ) 葉 誠 欄 【 呼 称 】 人 間 を 含む す 


べ て の 物質 に 含ま れ て いる 音 の 信号 。 この 世 
界 で は 生命 体 、 構造 物 、 惑星 その も の に 至る 
まで 、 すべ て の も の が 固有 の 振動 と それ に 伴う 
音 を 発し て いる 。 この 振動 数 は 個々 に よっ て 異 
な り 、 ひと つと し て 同じ 音素 振動 数 を 持つ も の 
は な い 。 音素 は 、 第 一 音素 か ら 順 に 、 闇 、 土 、 
風 、 水 、 火 、 光 の 6 属性 に 大 別 さ れ 、 属性 と 振 
動 と 結合 の 差 に よっ て 個体 差 が お 生じ て いる 。 
音素 は 基本 的 に 視認 で き な い が 、 まれ に フォ ン 
スロ ッ ト 周 辺 で 、 結晶 体 と し て 具現 化す る こと も 
ある 。 また 、 同じ 属性 の 音素 が 一 定数 以上 集 ま 
る と 、 自我 を 持っ た 集合 体 と な り 、 それ を 操 れ 
ば 高等 譜 術 が 使用 可能 に な る 。 集合 体 に は そ 
れ ぞ れ 、 シ ャ ドウ 、 レム と いっ た よう に 名 前 が つ 
けら れ て いる が 、 いま だ 確認 は され て いな い 。 


フォ ミク リー 罰 誠 【 技 術 】 第 七 音 素 を 使用 し 、 


物質 の 模造 品 で ある レプ リカ を 生み 出す 譜 業 技 
術 の こと 。 被験 者 の フォ ンス ロッ ト に 第 七 音 素 を 
注入 する と 音素 の 不 確 定性 原理 が 増し 、 粒子 
レベ ル で の ゆら ぎ が 生じ る 。 この と き 生 じ る レプ リ 
カ 情 報 を も と に 、 フォ ミク リー 音 機関 で レプ リカ を 作 
製 す る 一 連 の 流れ の こと を 指す 。 生体 に 応用 し 
た 場合 、 レプ リカ は 被験 者 より も あら ゆる 能力 が 
劣化 し て し まう 。 また 、 レプ リカ 情報 を 抜か れ た 被 
験 者 も 音素 算 離 を 起こ すこ と が あり 、 最悪 の 場 
合 、 絶命 に 至る ケー ス も 。 その た め 、 生物 に 施す 
こと は 禁忌 と され て いる 。 発案 者 は ジェ イド で 、 フ 
ォ ミ クリ ー 音 機関 組み 上 げた の は ディ スト 。 発案 
当初 は 譜 術 の 一 種 と し て 作ら れ て いた た め 、 ジェ 
企 は 譜 術 で レプ リカ を 作製 し て いた 。 


フォ ルス 罰 * 基 答 【 フ ォ ル ス 】 自 然 界 の 六 大 因子 


の 力 。 フォ ルス を 自在 に 操る 者 を 「 フ ォ ル ス 能 力 
者 ] ま た は 単に 「 能 力 者 」 と いう 。 万 物 は この 六 
元素 で 形作ら れ て お り 、 フォ ルス は それ が 純粋 
な 形 で 顕 わ れ た も の 。 六 大 因子 の 組み 合わ せ 
で きま ざま な 形 を と り 、 制御 に は 相応 の 精神 力 
が 必要 。 同時 に 暴走 の 危険 も は らん で いる 。 


フォ ルス キュ ー ブ 罰 誠 環 【 フ ォ ル ス 】 不 可視 で 


ある フォ ルス が 具現 化し た も の で 、 20cm 四 方 の 
立方 体 ・ 半 透明 。 能力 者 た ち は 自分 の 持つ フ 
ォ ル ス を フォ ルス キュ ー プ の 形 で 知覚 し て お り 、 
フォ ルス の 使用 の 際 に どの よう な 能力 を より 重 
視 す る の か を 、 調節 し て いる と いう 。 


フォ ル セ ウ ス 芳 K 欄 【 ソ ー マ 】 イネ ス が 持つ ソー 


マ で 、 レガ ー ス と 、 それ か ら 生 成 さ れる 巨大 な ア 
ックス プレ ー ド を 指す 。 軍 特 務 部 隊 か ら 支 給 され 
た も の で 、 並 の 男 よ り 衝 か に 優れ た 腕力 を 持 


3 保 を 目的 に 20 年 ほど 前 に 打ち 出さ れ た ラン ト 領 威圧 的 な 美女 の 姿 を 取る 。 フォ ドラ を 忠 嗣 し た つ 彼 女 に と っ て は 、 お あつ ら え ぇ 向き 。 
1 侵攻 と 前 後 し て 軍事 色 が 強まり 、 マリ ク や カー ツ 人 間 を 見 下 し 、 アス ベル ら を 排除 する べく 圧倒 フォ ルト ゥ ナ 罰 紀 中 【 神 】 人 々 が 持つ [幸福 に な 
な ど 若 手 将校 を 中 心 と し た 改革 運動 が 拡大 し 的 な 力 を 振る う 。 り た い 」 と いう 思念 が 、 レン ズ に 集まっ て 具現 化 
た 。 現在 で は 困 窮 する 政情 の 打開 の た め 、 再 譜 術 戦争 (フォ ニッ ク ・ ウ ォ ー) 功 5 臣 王 【 歴 史 】 され た 存在 。 実体 化 こ そし て いる も の の 、 フォ ル 
ト び 周 辺 地 域 へ の 侵攻 が 計画 され て いる 。 BD2699 年 、 第 七 音素 の 発見 を きっ か け に 、 トゥ ナ が さら に 完全 な 形 で 降臨 する た め に は 、 自 
フェ ン デ ル 氷 山 適 跡 騙 *E 動 【 地 名 ・ 施 設 】 厚 い 未来 視 派 と 否定 派 に よる 対立 と プラ ネッ トス トー 分 を 求め る より 多く の 願い 、 そし て 多量 の レン ズ 
氷 に 閉ざさ れ た 遺跡 で 、 大 紅蓮 石 が ある 。 火 の ム の 利権 を 巡る 対立 が 激化 し て 起こ っ た 戦争 。 が 必要 と な る 。 そもそも フォ ルト ゥ ナ は 「 幸 福 に な 
ウメ ク ク タ 煙 石 で ある 大 紅蓮 石 が 氷山 の 中 心 に 眠る の は 、 1 ヵ月 後に は 人 類 の 半数 が 死 減 し 、 多 く の 国 が り た い 」 と いう 思念 か ら 生 まれ た た め 、 それ を 実 


大 紅蓮 石 の 力 に よっ て 火 の 原 素 が 世界 を 循環 
し た 結果 、 極端 に 周囲 が 寒冷 化し た こと に よる 。 


滅亡 する 大 惨事 と な っ た 。 それ で も オー ルド ラン 
ト 全 土 で 局 地 戦 は 絶え る こと な く 、 ユリ ア に よっ 


現さ せる こと に 縛ら れ て お り 、 手始め に 自分 の 
分 身 と な る エル レイ ン と リア ラ を 創造 し 、 現世 に 


お いて 人 々 を 幸福 に する 手段 を 探さ せ た 。 その 
結果 、 エル レイ ン は アタ モニ 神 団 を 作っ て レン ズ 
を 集め 、 これ を 使っ て 多く の 奇跡 を 起こ し 続け 
た 。 一 方 で リア ラ は その 方 法 を 見 つけ られ ず 、 
当面 の 目的 と し て 英雄 探し を 行なっ て いた 。 フ 
ォ ル トゥ ナ は 自分 を 産み 出し た 人 間 達 を 、 「 幸 
福 ] と いう 状態 に する こと だ け を 目的 と し て いる 。 
し た が っ て その 方 法 や 結果 に つい て は 考慮 さ 
れ て お ら ず 、 だ か ら こ そ 、 痛み や 苦痛 、 悩み が 
な けれ ば それ が 幸福 だ と 考え て し まっ た の だ ろ 
う 。 この 思考 は エル レイ ン に る 顕著 に 現われ 、 フ 
ォ ル トゥ ナ の 降臨 こそ が 人 々 の 幸福 と 、 さら に 単 
純化 され て いる 。 

大 紅蓮 石 ( フ ォ ル ブラ ン ニ ル ) 罰 YiE 鼻 【 鉱 石 】 
火 の 原 素 を 生む フェ ン デ ル の 大 煙 石 。 エネ ル ギ 
ー 問 題 を 危 ぶ む 政府 に より 、 大 煙 石 か ら 大 量 
の 火 の 原 素 を 抽出 する 実験 が 計画 され て い 
る 。 な お その 責任 者 は 軍 将 校 カ ー ツ で 、 技術 
顧問 は アン マル チア 族 の フー リエ 。 

フォ レス ト ・ ル ド ワ ウ ヤン 玉 可 本 [人 名 】45 
歳 、 レ イモ ー ン 。 背中 に ザン クト ゥ が ある 。 質実 
剛健 な 性 格 で 、 あま り 口 数 は 多く な い 。 14 年 
前 、 アレ ウー ラ 王 に 異端 者 狩り を や め る よう 直 訴 
し 、 ジャ ン ナ 事件 を 引き 起こ し た 。 この 事件 か ら 
生き 延び た あと 、 彼 は ひと り 祖 国 を 捨て て セン シ 
ビア に 逃亡 。 ティ ルキ ス の 護衛 役 と し て 、 セン シ 
ビア で 暮らし て いた 。 仲間 を 救出 で きず に 亡命 
し た こと で 、 長年 自分 を 責め て きた が 、 過去 と 
決着 を つけ る た め に も 、 ティ ルキ ス と と も に アレ ウ 
ー ラ 大 陸 を 目指 す 。 驚く ほど 耳 が よく 、 何 キロ も 
先 に いる 騎士 団 の 動き を 聞き 分 ける こと が で き 
る ほど の 地獄 耳 。 セン シビ ア に 逃亡 する 際 、 瀬 
死 の 状態 で 手 清 ぎ ボ ー ト を 清 ぎ 続け た 壮絶 な 
経験 か ら 、 すっ か り 海 が 苦手 に な っ て し まっ た 。 


音 譜 帯 (フォ ン ベ ル ト ) 騙 誠 琴 【 呼 称 ]】 オ ー ル ドラ 


ント を 包み 込む 、 音素 の 振動 層 。 大 気 圏 上 空 
に あり 、 内 側 か ら 第 一 音素 一 第 六 音 素 の 順に 
交わ る こと な く 連 な っ て いる 。 いち ば ん 外側 に 
は 、 プラ ネッ トス トー ム に よっ て 放出 され た 記憶 粒 
子 と 音 譜 帯 で 発生 し た 第 七 音 素 、 そ を し て プラ ネ 
ッ ト ス トー ム に 巻き 込ま れ た 微量 の 第 一 音素 一 
第 六 音 素 が 巡回 し て いる 。 
導師 (フォ ンマ スタ ー) 騙 訪 琴 [ 職 業 ] ロー レラ 
イ 教団 の トッ プ に 位置 する 指導 者 。 惑星 預言 
の 詠み 上 げ の で きる 先天 的 素養 が あり 、 か つ ダ 
アト 式 譜 術 を 受け 継ぐ こと が で きた 者 が 就任 す 
る 。 導師 は 、 惑星 預言 を 詠む だ な け で な く 、 預言 
に よっ て 発生 し た 譜 石 の 欠片 か ら 、 その 譜 石 に 
記さ れ て いた すべ て の 預言 を 読む こと も 可能 。 
導師 職 は 世間 制 で は な く 、 秘 預 言 に 詠 ま れ て 
いる 次 代 の 導師 を 捜し 出し 、 そ の 人 物 を 現職 
導師 が 教育 する こと で 後任 を 誕生 させ て いる 。 


導師 守護 役 ( フ ォ ン マス ター ガー ディ アン ) 


功 誠 軒 【 職 業 】 ロー レラ イ 教 団 の 導師 を 守る 親 
衛 隊 。 神託 の 盾 騎士 団 の 特殊 部 隊 に あたり 、 
約 30 名 の 女性 教団 員 の み で 構成 され て いる 。 
長期 交代 制 で 導師 を 守り 、 公務 に は 必ず 同 
行 する 。 導師 が 被験 者 イオ ン の 頃 は 、 アリ エッ タ 
が 任務 に つい て いた 。 し か し 、 被験 者 イオ ン 死 
亡 後 、 レプ リカ イオ ン と すり 替わっ た こと を 感 づ 
か れる の を 懸念 し た モー ス が 、 アリ エッ タ を 含む 
当時 の 導師 守護 役 30 名 を 全員 解任 。 新た に 
アニ ス を 含む 導師 守護 役 が 編成 され た 。 


譜 歌 生 王 【 術 ・ 技 】 譜 術 の 詠唱 部 分 に 旋律 


を つけ 、 歌う こと で 発動 させ る 術 の こと 。 効力 は 
譜 術 に は 遠く 及ば な い 。 歌詞 や メロ ディ に よっ 
て 、 敵 を 攻撃 する る の か ら 、 人 に 癒し を 与え る も 
の まで 、 さま ざま な 効果 を 生む 。 た だ し 、 ユリ ア 
の 譜 歌 だ け は 譜 術 に 匹敵 する 効力 を 持つ 。 


不可 視 の ジェ イ 編 避 職 【 呼 称 ] ジ ェ イ の 字 名 。 誰 


に も 正体 を 悟ら れず に 依頼 を こなし 、 その 様子 は 
見 る こと が か な わ ぬ 存在 と すら 思え る こと か ら こ の 
名 で 呼ば れる 。 忍術 を ベー ス に し た 目 に も と ま ら ぬ 
向 異 的 な 移動 速度 を 知る 者 に と っ て は 、 ジェ イ が 
この 名 で 呼ば れる こと に 二 重 の 意味 で 谷 け る 。 


譜 眼 芳 誰 鳳 【 術 ・ 技 】 目 に 描く 特別 な 譜 陣 。 人 


体 の 最大 フォ ンス ロッ ト で ある 目 に 譜 陣 を 刻む こ 
と で 、 通常 の 3 倍 以上 の 音素 を 取り 込む こと が 
可能 。 これ に より 、 使用 する 譜 術 の 威力 を 格 
段 に 上 げ る こと が で きる 。 8 歳 の 頃 に ジェ イド が 
発案 し 、 ジェ 自身 も 譜 眼 を 刻ん で いる 。 彼 は 
この 讃 眼 に より 、 第 七 音 素 以外 の すべ て の 音 
素 を 操る こと に 成功 。 素養 の な い 者 が 譜 眼 を 扱 
うと 、 体内 に 取り 込ん だ 音素 を 制御 し きれ ず 死 
に 至る 可能 性 が 高い 。 その た め グ ラン コク マ で 
は 譜 昌 は 禁 術 と され 、 関連 書物 も 禁書 扱い に 
な っ て いる 。 ちな み に 、 ジェ イド 下 の か け て いる 眼 
鏡 は 、 譜 眼 に よる 譜 術 の 暴走 を より 効率 的 に 
制御 する た め の 譜 業 で あり 、 外す と すぐ に 譜 眼 
が 暴走 する わけ で は な い 。 


プク プク 罰 柱 【 生 物 】 スト ラ タ か ら ラ ント に や っ て 


きた 、 旅 の 魔物 使い が 連れ て いる ペッ ト の 名 前 。 
幼い アス ベル が 目 に し た 未知 な る 他国 の 文化 
は 、 子供 心 に 果て し な < く 好奇 心 を を そる も の だ っ 
た 。 ちな み に こ の プク プク と の 出会い に よっ て 、 
ソフ ィ の 超人 的 な 身体 能力 が 明らか に な る 。 


藤林 お きよ 功 醒 【 人 人 名] すずの 母親 。 夫 鋼 蔵 


と と も に 頭領 ・ 乱 蔵 の 命 を 受け 、 失 蹴 が 相次ぐ 
里 の 仲間 の 探索 に 出 た 。 し か し 逆 に ダオス に 捕 
ら え られ 、 失 足 し た 仲間 同様 洗脳 され て し まい 、 
その 配下 と し て クレ ス ら を 襲う 刺客 と な り 果 て る 。 


藤林 し いな 罰 * 諾 柱 【 人 名 】 イガ グリ 流 忍 術 を 駆っ 


て 裏 の 世界 に 生き る 、 隠 害 集団 ミズ ホ の 民 。 シ 
ル ヴ ァ ラ ント の 神子 コレ ッ ト の 暗殺 を 請け 負う 。 た 
び た び 一 行 の 前 に 現われ 、 コレ ッ ト の 命 を 狙う 
が 、 彼女 の 暗殺 は ふた つの 世界 の 関係 を 正す 
こと に は な ら な いと 、 一 行 と と も に 両方 の 世界 を 
救う 道 を 探す 。 忍び と し て の 技量 は 一 流 な が 
ら 、 喜 怒 哀 楽 が 激しく 、 非情 に 徹し きれ ぬ 人 間 
臭 さ を 持 っ て いる 。 隠 害 と し て 培っ た 技術 が 通 
用 し な い ほ ど 、 一 方 的 か つ 熱 烈 に 落と し 穴 か ら 
愛さ れる 女性 で も ある 。 シル ヴァ ラン ト で は 失わ 
れ た 精霊 を 使役 する 召喚 士 で も ある が 、 これ は 
エル フ の 末 座 で ある こと に 由来 する 。 な お 「 藤 
林 し いな 」 は あざ な で 、 本 当 の 名 前 は 不明 。 


藤林 すず 功 加 議 【 人 名 】 祥 者 の 里 に 暮らす 頭領 


の 孫娘 で 、 ダオス に 操 ら れ た 両親 を 止め る た 
め 、 自ら 殺め た と いう 辛い 過去 を 持つ 。 一 族 の 
平和 を 守る た め に 、 ク レス を 助け ダオス を 倒す 
戦い に 参戦 。 祖父 の 教え に 忠実 で 自分 を 厳し 
く 律 し 、 大 人 顔負け の 冷静 沈着 ぶり を 見 せる 
が 、 その 一 方 で 11 歳 の 女の子 らし い 、 照れ 屋 
な 一 面 も ある 。 


藤林 銅 蔵 臣 可 梓 【 人 名 】 す ず の 父親 で 、 本来 な 


ら 忍 び の 里 の 次 期 頭 傾 と な る は ず だ っ た 人 物 。 
相次ぐ 同胞 失 貴 の 原因 を 追及 する も 、 ダオス 
に 捕 ら ちえ られ て 洗脳 され て し まう 。 お きよ と と も 
に 、 クレ ス を 葬る た め 闘 技 場 に 乱入 し 、 実 の 娘 


に 討た れる と いう 非 業 の 最期 を 遂げ る 。 


藤林 乱 蔵 薦 避 本 [人 名 】 す ず の 祖父 で あり 、 忍 


び の 里 の 頭領 。 銅 蔵 と お きよ の 死 を 受け 、 幼 
いす ず の 行く 末 を 案じ な が ら も 、 次 期 頭 領 と す 
る べく 養育 する 。 ダオス 戦役 の 終結 後に すず に 
その 座 を 譲り 、 生涯 を 終え た 。 


譜 術 画 基 弄 【 術 ・ 技 】 解放 し た フォ ンス ロッ ト か ら 


音素 を 体内 に 吸収 し 、 譜 を 唱え る こと で さま ざま 
な 現象 を 起こ す 術 の こと 。 


譜 陣 訪 訪 欄 【 術 ・ 技 】 譜 術 に よる 魔法 陣 の こと 。 


譜 術 の 効果 を 上 げた り 、 効果 を 持続 させ る 。 


譜 石 功臣 弄 【 呼 称 】 拓 言 士 が 預言 を 詠む と 発生 


する 、 透明 な 結晶 体 。 古代 イス パニ ア 語 で 詠 ま 
れ た 預言 が 記さ れ て お り 、 古代 イス パニ ア 語 を 
学ん だ 者 な ら 、 第 七 音 譜 術 士 で な く と も 解読 で 
きる 。 譜 石 の 大 き さ は 、 預言 の 量 や 預言 師 の 
能力 に よっ て 変化 。 だ いた い 人 ひと り の 1 年 間 
ぶん の 預言 を 詠む と 、 2cm 程 度 の 譜 石 が 生成 
され る 。 それ を 響 律 符 に 加工 し 、 お 守り と し て 
持ち 歩く 人 も 多い 。 譜 石 は 基本 的 に は 無色 郁 
明 だ が 、 長い 間 地 上 に ある と 周囲 の 音素 を 取 
り 込 ん で 、 その 属性 の 色 に 染まる こと が ある 。 


ブタ ザル モドキ 功 加 本 (生物 】 結晶 界 に いた と 


いう 、 口 か ら 火 疾 を 吐く 生き 物 。 黒目 が ちな 瞳 
に ふさ ふさ の 耳 、 自分 が ご 主人 と 決め た 相手 
は 、 どん な に ひど いこ と を され て も 信じ 続け る ピ 
ュ ア な ハー ト で 、 結晶 人 た ち に 愛さ れ た 。 


ブタ の エサ の 販売 機 葉 剛 [装置 】 レ ー プ ル の 


道具 屋 & 素 材 屋 に ある エサ 販売 機 。 ガル ドコ イ 
ン を 入れ て ハン ドル を 回 す と 、 1 回 分 の エサ が 
出 て くる 。 海 と 大 地 の 恵み 豊か な シー プル 産 食 
材 を 使っ た エサ だ け あ っ て 、 プ タ 用 と 言え ども な 
か な か お いし そう 。 お 腹 が 空い て いる と き は 、 こ 
の 匂い に 抗い 切れ ず に 思わ ず ひ と 品 …… と い 
う の は シー プル で は よく ある 話 。 


プチ ウル フ 功 麗 鐘 【 生 物 】 癌 者 の 動物 社会 を 牛 


耳 る 犬 で 別名 ビッ グ ボ ス 。 ラビ ピー ド の 台頭 で ボス 
の 座 を 追わ れ た が 、 再起 の 時 を うか が っ て いる 。 


プッ コス 罰 『 其 動 【 人 名 】 フ ェ ン デル 山 策 ト ン ネ ル の 


調査 に 携わる アン マル チア の 技術 者 。 長 に 言 
われ て や っ て きた が 肝心 の ドリ シル を な くし て し ま 
い 、 運 よ く 居 合わ せ た パ スカ ル に 、 商売 道具 を 
要求 する 。 その お 礼 は 名 前 に あや か っ た の か 、 
それ と も た また ま 手 元 に あっ た か ら か 、 伝説 の ハ 
ム フ ァ ー ル 号 に は 遠く 及ば な いた だ の スコ ッ プ 。 


ブッ シュ ベイ ビー 罰 語 層 【 作 島 】 ト ー テ ィ ス の 宿 


屋 の 守り 神 で ある 木彫 り の 置き 物 。 な ぜ か 長 


he 】 
ン z ぶ \ 


ーー 代え ロー( で 中 MINS き いい) 本 禁 


ウェ ンク 


いい に に / が 1 は くに 2 に 、 か ゆこ か こえ い た こい に さゆ すい いる さ | 


の ンジ 


年 珍重 され て いる の で 、 宿泊 者 は 理由 が わか 
ら な いな が ら に 、 恐れ 多く て 足 を 向け て 寝る こと 
が で き な い 。「 ト ー テ ィ ス の 悲劇 」 の 影響 か 、 数 
年 後に は つい に 行方 不明 に な っ て し まっ た と い 
う 。 罰 可 欄 【 生 物 】 実在 する ほ乳 類 ガ ラ ゴ の 愛 
称 。 体長 16cm、 尻尾 の 長 さ 23cm、 体重 300g 
ほど の 小動物 。 夜行 性 で 木々 の 間 を 飛び 回 
り 、 一 度 に 3m も ジャ ンプ で きる 。 リン ゴ が 大 好き 。 
この ブッ シュ ベイ ビー を か た どっ た 置物 が 、 セレ ス 
ティ ア 七 大 秘宝 の ひと つと な っ て いる 。 
【 道 具 】 疑 い を 知ら な い 無 垢 な 瞳 と 、 思わ ず 提 
り し め た く な る 大 き な 耳 で 、 老若 男女 を 骨抜き に 
し て きた いわ く あ る ぬい ぐる み 。 天空 に 浮か ぶ 
古 の 民 の 長老 が 、 謎 の 儀式 に 使っ た と か 、 エ 
ルフ の 血 を 引く 神父 が 興し た 村 で 守り 神 の ご と 
く 珍重 され 宿屋 に 秦 ら れ て いた と か 、 妙 な 噂 に 
事欠か な い 。 


ブッ シュ ベイ ビー ちゃ ん 人 形 功 店 久道 具 】 ク 


リティ ア の 長老 が 愛情 を 注ぐ Y、 サル を 模 し た 人 
形 。 正式 名 称 は 「 プ ッシュ ベイ ビー 人 形 」 だ が 、 
長老 の 微笑 まし い 愛 に よっ て 、 敬称 つき で 呼 
び 習 わ さ れ る 。 エス テル を 気に入っ た 彼 が 意外 
に も 安易 に 譲っ て くれ る が 、 じつは 街 を 運ん で 
いる 始祖 の 隷 長 クロ ー ネ ス の ご 機嫌 伺い の 儀 
式 に 使う と いう 、 そこ そこ 大 切な も の で ある 。 の 
ち に トー ト に 魔術 「 ア ステ ィ オ ン 」 を 教え て も ら う 
際 、 これ と 交換 する こと を 条件 に 提示 され る も 
の の 、 エ ステ ル も また えら く 気に入っ て し まい 、 
手放さ せる の に 苦労 する 。 


武 関大 会 訪 誠 内 【 競 技 】 バ チカ ル で 開催 され て 


いる 武術 の 勝ち 抜き 試合 。 ルー ク が 参加 し た が 
る の を 懸念 し 、 王室 ぐる み で その 存在 を 隠し て 
いた 。 世界 各国 か ら 参加 者 と 観客 が 集まり 、 
開催 時 期 の パチ カル は 大 賑わい 。 敵国 皇帝 で 
ある ピオ ニー 九 世 も る 、 この 武闘 大 会 の ファ ン だ 。 
個人 戦 と 団体 戦 が あり 、 参加 費 さ え 払え ば 誰 で 
も 挑戦 可能 。 選手 の 中 に は 、 フラ イ バ ン を 引っ 
提げ て チャ レン ジ す る コッ ク の 姿 る 。 リッ ド 、 ナナ リ 
ー、 フィ リア 、 ミン ト と いっ た 、 時 空 を 超え て や っ て 
くる 凄腕 の 戦士 も 参戦 。 レー ク た ち は 果 た し て 
この 昔 酷 な 大 会 を 勝ち 抜く こと が で きる の か !? 


船 玉 頂 欄 【 乗 り 物 ] 各 大 陸 の 交易 品 や 旅人 を 運 


ぶ 貴 重 な 足 。 子供 は 大 人 の 同伴 が な けれ ば 
乗船 で き な い 。 アレ ウー タラ 周辺 の 海 に は 、 他国 
へ 交易 品 を 運ぶ 商船 や 、 そ れ を 狙う 海賊 船 な 
ど が 往来 し て いる 。 


冬 の 美少年 葉 55 斑 【 作 品 】 ジ ュ ョ ニー ナン バー32。 


心 を 仮面 で 武装 し た 、 クー ル な 美少年 を 賛美 し 
た 一 曲 。 「 君 と 話す と 、 冬 を 思い 出す 一 、 冷た 
くさ れ て 一 、 涙する 一 」]。 


フラ イ バ ン と お た ま 功 鐘 [武具] ヨー ムゲン の 


賢人 ソー デス の 寝 物語 その 2 に 出 て くる 、 と ある 
少女 の 武器 。 金髪 碧眼 の 可憐 な この 少女 は 、 
一 般 に は 調理 用 具 で し か な い フ ライ パン と お た 
ま を 武器 に 、 世界 中 の 猛者 ども を な ぎ 倒 し 、 実 
の 上 兄 で すら 震え 上 が ら せ た と いう 。 


プラ イマ ル ・ エ ル ヴ ン ・ ロ アー 箇 記 【 文 


化 】 古代 に エル フ た ち が 用 いた 文字 で 、 後天 
的 に 学習 する の で は な く 、 エル フ の 血 を 持つ も 
の が 生ま れ な が ら に 理解 で きる と いう 、 特 殊 な 
性 質 の も の 。 その た め 読 み 手 だ け で な く 書 き 手 
も エル フ か ハー フエ ルフ で ある こと で 、 初め て 文 
字 と し て の 意味 を な す 。 


ブラ ウン 博士 較 宙 【 人 名 】 ミナ クル の 町 の 


町 外れ に ある 古代 史 研 究 所 に 勤務 する 博士 。 
古代 遺跡 や 石板 の 分 析 や 、 時 空転 移 装置 [ ド 
リー ム 号 」 の 修理 に 関し て は スペ シャ リス ト で 、 さ 
ま ざ ま な 面 で フリ オ た ち を サポ ー ト し て くれ る 。 何 
か に つけ て リア クシ ョ ン が 大 きく 、 毎朝 「 大 変 
だ 中 と 孤児 院 に 慌て て 飛び 込ん で きた り 、 ド リ 
ー ム 号 の 出発 時 に は ノリ ノリ で 送り 出し て くれ る 。 
博士 と は 思え な いと て も 賑やか な 人 物 で ある 。 
な お 、 100 日 後 の 未来 か ら や っ て きた 自分 は 、 シ 
ョ ッ ク で 頭髪 が 白髪 化し て お り 、 紛らわしい の で 
「 ホ ワイ 人 博士] を 自称 し て いる 。 記憶 が や や 混 
乱 し て いる よう だ が 、 性 格 は まっ た く 同 じ で ある 。 


魔 導 器 ( ブ ラス ティ ア ) 葉 K 久 【 魔 導 器 ]】 エ アル 


を エネ ルギー 変換 し 、 魔 核 に 刻ま れ た 術 式 を 行 
使 する 装置 。 古代 ゲラ イオ ス 文 明 時 代 に クリ ティ 
ア 族 に よっ て 発明 され た 。 現在 の 技術 で は 造 
る の は 極め て 難し く 、 大 部 分 は 遺跡 か ら 発掘 さ 
れ た も の を 修復 し て 使用 。 その 威力 ・ 影 響 力 
か ら 帝 国 の 管理 下 に 置か れ 、 私 的 な 所 有 に は 
厳格 な 条件 や 報告 義務 が つき まとう 。 エア ル に 
与え る 影響 が 原因 と な っ て 太古 の 災厄 が 起き 
た た め 、 一 度 は 大 部 分 の 魔 導 器 が 封印 され 
た 。 に も 関わ ら ず 、 再び 使用 ・ 開 発 が 進 め ら れ 
て いる 状況 が 、 エア ル を 守る 始祖 の 隷 長 た ち 
の 懸念 と な っ て いる 。 


魔 導 器 技師 (ブラ ステ ィ ア ぎし ) 監 麗 久 【 職 業 ] 


魔 導 器 の 魔 核 を お も な 研究 対象 と する 魔 導 士 
に 対し て 、 筐 体 を 扱う 研究 者 ・ 技 術 者 の こと を 
指す 。 筐 体 は 製作 ・ 建 造 が 比較 的 容易 な た 


め 、 研究 者 の 格 と し て は 魔 導 士 に 劣る 。 し か し 
現代 社会 を 支え る 不可 欠 な 存在 で あり 、 と くに 
高い 技術 を 持つ 者 は 敬意 を 以 っ て 迎え られ る 。 


プラ チ ナ オオ ガメ の 卵 玉 * 本 環 【 デ ィ ス カバ リ 


一 】 ま る で プラ チ ナ の よう に 輝く 殻 を 持つ 、 オオ ウゥ 
ミ ガ メ の 卵 。 装飾 品 と し て の 人 気 が 高い が 、 その 
た め 法 で 禁止 し て いる に も 関わ ら ず 密 漁 が 絶え 
な い 。 10 数 年 の うち の 絶滅 が 偽 ぶ まれ て いる 。 


ブラ ッ ク ホ ー ブ 号 事件 臨 鐘 [歴史 】 民間 船 が 


海賊 ギル ド に 襲わ れ 、 数 百人 の 民間 人 が 犠牲 
と な っ た 、 史上 まれ に 見 る 凶悪 事件 。 首謀 者 
で ある 「 海 精 の 牙 」 の 首領 アイ フリ ー ド は 、 現在 
で も な お 騎士 団 に 追わ れる 身 で ある ほか 、 ギル 
ド 全 体 の 評判 を 地 に 周 め た と し て 、 他 の ギル ド 
の 人 間 か ら る 敬遠 され て いる 。 事件 の 真相 は ア 
レク セイ の 指示 に より 、 船 全体 が 満月 の 子 量産 
の 実験 台 と な っ た も の 。 乗客 た ち は 人 為 的 に 
照射 され た すさ まじ い エ アル に 耐え 切れ ず 魔 物 
と 化し 、 船 を 護衛 し て いた 「 海 精 の 革 ] が や む な 
く 手 に か けた と いう の が 、 アイ フリ ー ド と サイ ファ ー 
だ けが 知る 真実 で ある 。 


プラ ッ タ 功 * 欄 【 人 名 】 プ レー ナ 大 尉 の 飼い 猫 。 


主人 で ある プレ ー ナ が 、 自爆 も 辞 さ な い 覚悟 で 
ゼロ ム に 対抗 する 雪 笑 爆弾 を 調合 し よう と し て 
いる こと を 知り 、 爆薬 の レン ピ を 持ち 去っ て 止め 
よう と する 。 士官 学校 時 代 に は イネ ス に も か わ 
い が ら れ て お り 、 ひと り と 1 匹 は し ょ っ ちゅ う 台 所 
か ら グ ミ 焼 酎 を くす ね て き て は 、 酒盛り に 興じ て 
いた と いう 。 


ブラ ッ デ ィ ロ ー ズ 芳 E 欄 [植物 】 フ ェ ン デル 地 


方 で よく 見 られ る 深紅 の パラ 。 野性 味 を 感じ さ 
せる 小ぶり の 花弁 と 生命 力 あ ふれ る みず みず 
し い 葉 、 人 を 寄せ つけ な い 鋭 い ト ゲ は 、 まる で 
「 箇 の つなが ら な い 家 族 を 困 窮 か ら 救 うた め に 
悪党 を 演じ た 、 過去 の ある 女 盗賊 ] と いっ た 雰 
囲 気 を 持つ 。 


紅 の 絆 備 兵 団 ( ブ ラッ ドア ライ アン ス ) 


【 ギ ルド 】 バ ルポ ボ ポス 率い る 備 兵 集団 で 、 五大 ギル 
ド の ひと つ 。 ユニ オン に 属す る ギル ド 、 な か で も 五 
大 ギル ド に お いて は 、 本 来 規 男 と な る べく 行動 す 
る こと が 求め られ る は ず だ が 、 同 ギ ルド に お いて 
は ルー ル か ら 逸 脱し た 問題 行動 も 多い 。 本 拠 地 
ダン グレ スト に て 酒場 [ 紅 の 流星 群 ] を 経営 。 


ブラ ド フ ラン ム 臨 * 葬 竿 【 精 吉 】 パス カル の アン マ 


ルチア の 血脈 を 見 定め 、 そ の 力 と な る べく 降臨 
する 、 紅蓮 竜 と 子弟 の 杯 を 交わ し た 精霊 。 その 
た くま し い 肉 体 か らく り 出さ れる コン ビ ネ ー シ ョ ン 
パン チ に 、 食らっ た 相手 は マッ ト に 沈む こと 間 違 
いな し で ある 。 脈 打 つ 血 潮 の よう に 燃え 立つ 姿 
は 、 パス カル 的 に は 「 ム ン ム ン っ て 感じ ] だ し 、 マ 
リク に 言わ せる と 「 ギ ン ギ ン 」 ら し い 。 


惑星 預言 (プラ ネッ トス コア ) 玉 弄 [呼称 】 オ 
ー ル ドラ ント の 未来 に 関す る 預言 を 詠む 作業 の 
こと 。 BD2709 年 に ユリ ア が 詠ん だ の が 最初 
で 、 現在 、 惑星 預言 を 詠む 力 が な ある の は ロー レ 
ライ 教団 の 導師 の み で ある 。 惑星 預言 は ユリ ア 
の 預言 と も る 呼ば れ 、 ロー レラ イ 教 団 で は これ を 
秘 預 言 と し 、 一 般 公 表 は し て いな い 。 

プラ ネッ トス トー ム 芳 誠 坦 【 技 術 】BD2682 年 、 
サザ ンク ロス 博士 の 提唱 に よっ て 完成 し た 惑星 
燃料 供給 機関 。 地 核 に 渦巻 いて いる 記憶 粒 
子 が ラジ エイ トゲ ー ト か ら 音 譜 帯 に 向け て 噴出 
し 、 オー ルド ラン ト を 巡っ て 、 再び 音 譜 帯 を 突き 
抜け 、 アプ ソー プ ゲ ー ト か ら 地 核 へ 流れ る 一 連 
の 流れ の こと を 指す 。 これ に より 人 類 は 無限 の 
音素 エネ ルギー を 得る こと に 成功 。 諸 術 、 譜 
業 、 音 機関 が 飛躍 的 発展 を 遂げ た 。 その 後 、 
譜 術 戦争 で この 機構 に 不具 合 が 生じ た た め 、 
BD2707 年 に ユリ ア が 譜 陣 を 用 いて 再 構築 し 、 
現在 の 形 が 完成 し た 。 

フラ ノー ル 玉 諾 更 【 地 名 ・ 施 設 】 寺 景 の 街 。 寺 
と 氷 に 閉ざさ れ た フラ ン 大 陸 の 中 心地 。 高台 に 
建つ マー テル 教会 フラ ノー ル 聖 堂 は 、 ここ で 結 
婚 し た ふた り は どん な 問題 も 乗り 越え 、 生涯 幸 
せ に 連れ 添う こと が で きる と され 、 雪景 色 の ロマ 
ンチ ッ ク な 雰囲気 と 搬 ま っ て 、 聖堂 は 恋人 た ち 
憧れ の 式場 と な っ て いる 。 

ブラ ム バ ルト ・ ミ レネ ー 罰 記 [人 名 】 エ ルフ 
の 族長 で 、 エル フ 族 に よる 、 ハー フエ ルプ へ の 
一 方 的 な 絶縁 を 決断 し た 人 物 。 ハー フエ ルフ 
の 彫刻 家 ア ー シ ア と は 恋仲 だ っ た が 、 この 決定 
に 従っ て 彼女 と 別れ た 。 し か し アー シア の こと を 
忘れ た わけ で は な く 、 自ら 下 し た 決定 に 悩ん で 
も いた よう で 、 クレ ス た ちの 出会い が アー シア と 
の 再会 を 決意 させ 、 石像 に な っ た 彼女 の 傍ら 
で 150 年 も の 月 日 を 過ごし た 。 

フラ ム ベ ルク 訪 可 紀 【 人 名 】 炎 の 剣 、 フラ ン ヴ ェ 
ル ジ ュ の 化身 。 

フラ ン ヴ ェ ル ジュ 罰 可 記 【 武 具 】 三種 の 武具 の 
ひと つ で ある 笑 の 剣 。 エタ ヌー ナル ソー ド を 作る た 
め に 必要 に な る 。 

フラ ンク ・ ブ ルー ネル 芳 誠 筐 【 人 名 】 コ レッ ト の 
父親 で 、 ファ イラ の 義理 の 息子 。 温厚 で 思い 
や り が あり 、 争い 事 を 嫌う 。 控え め な 性 格 の た 
めか あま り で し ゃ ば ろう と せ ず 、 また ファ イド ラ の 
影 に 隠れ て いる こと で 印象 は 薄い 。 

フラ ンコ 師範 騙 机 得 【 人 名 】 レ グル 2 道場 の 師 
範 、 フ ラン コ ・ メ ディ ウス の こと 。 40 代 半ば に も か 
か わら ず 強 な 肉体 を 維持 し 、 眼力 鋭く 、 善悪 
や 才能 の 有無 を 一 朋 で 見 抜く 。 し か し 優し い 性 
格 と 早 ト チリ か ら 、 どこ と な く 頼 りな い 感 じ を 漂わ 
せ て いる 。 リッ ド の 剣術 に お ける 天 分 の 才 を ひと 
目 で 見 抜き 、 内 心 自分 の 後継 者 に し た が っ た 。 
自ら 執筆 し た 書物 に 「 レ グル ス 流 武術 は 1 日 に し 
て な ら ず ぢ ゃ 」 が あり 、 ビス トロ ・ シ ャ ン パ バール に も 
ゲス ト と し て 出演 する な ど 、 文化 人 と し て の アピ 
ー ル も 忘れ な い 。 また 、 ラ シ ュ ア ン の 森 に ある レグ 
ルス の 銅像 に も 彼 の 言葉 が 記さ れ て いる 。 

フラ ン シ ス ・ ダ アト 罰 誠 斑 【 人 名 】 ユ リア の 7 番 
目 の 弟子 だ っ た 男性 。 イス パニ ア 国 と フラ ンク 国 
の 口 車 に 乗り 、 ユリ ア を 裏切っ て 亡命 し た 。 そ 
の 後 、 ユ リア の 譜 歌 と 第 一 譜 石 一 第 六 譜 石 を 
も っ て ロー レラ イ 教 団 を 設立 し た が 、 あま り に ユリ 
ア の 預言 が 的 中 する た め 、 ユリ ア に 対し て 明 怖 
の 念 を 抱く よう に な る 。 教団 設立 か ら わ ず か 3 


年 後 、 投獄 され て いた ユリ ア を 救出 し て 和解 を 
受け 入れ て も ら う も 、 自足 の 念 に 絶え を きれ ず に 
自害 する 。 


ブラ ンジ ュ 芳 誠 位 【 地 名 ・ 施 設 】 雷 鳴 山 プレ ー 


メ の 頂 に ある 山村 。 標高 の 高 さ か ら 「 雲 上 の 
村 ] と 呼ば れ 、 眼下 に 広がる 雲海 は 壮観 。 近く 
の 山 か ら は 絵の具 の 顔料 も 多く 採れ 、 昔 か ら 多 
く の 画家 を 輩出 し て きた 。 一 般 に は 知ら れ て い 
な い が 、 伝説 の 宮廷 画家 シン ハラ ・ ベ ニ ト も ま 
た 、 この 村 の 出身 で ある 。 


ブラ ンジ ュ ・ ブ ルー 罰 * 可 剛 【 文 化 】 プラ ンジ ュ で 


採れ る 鉱石 を 原料 に し た 絵の具 の ひと つ 。 これ 
を 生み 出し た 画家 シン ハラ に よる と 、 住民 の ほ 
と ん ど が 一 生 見 る こと の な い 、 衝 か 遠い 海 を 表 
現し た 色 で ある 。 雲 の 海 の 中 に あっ て 、 大 海原 
へ の 憧 慢 を か き 立 て る プラ ンジ ュ ・ プ ルー は 、 の 
ち に 画家 アラ ゴ に よっ て 、 見 事 な 洞窟 の 壁画 と 
し て 完成 する 。 


プラ ンス ー ル 範 加 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 オ ー ル ド マ イ 


ン 大 陸 と マー キス 大 陸 に 挟ま れ た 、 プラ ンス 海 
峡 に 造ら れ た 橋上 の 街 。 激流 で 知ら れ た プラ ン 
ス 海峡 に 橋 を か けた だ け で な く 、 その 上 に 街 ま 
で 建設 する こと で 、 帝国 の 威光 を 知ら し め た 。 
表向き に は 皇帝 が 造り 教会 に 寄進 し た こと に な 
っ て いる が 、 実際 は 教主 アー カム が 自ら 教会 の 
拠点 と し て 設計 し た も の 。 バレ イア 教 の 聖 都 と さ 
れ 、 巨大 な サン テク ス 大 聖堂 を 擁する ほか 、 対 
帝国 軍 戦 を 想定 し て 城塞 で 囲ま れ た 造り に な 
っ て いる 。 


プラ ンス 海峡 の 悲劇 薦 回 欄 【 歴 史 】 統一 戦争 


末期 、 パレ イア 教団 が 起こ し た 反乱 と され る 出 
来 事 で 、 戦場 に 向かう 船上 に あっ た ジル コ ニ ア 
先 帯 が 行方 不明 と な る 。 事件 の 真相 は ジル コ 
ニア に 寄生 し た クリ ー ド を 倒す た め 、 リチア を 和 宿 し 
た 巫女 アイ オラ を 擁する 者 た ち が 決 起 し た も の 。 
の ち に 現在 の パレ イア 教 教 主 と な る アー カム 、 シ 
ング の 祖父 ゼクス と 母 ド 上 ナ 、 そし て ジル コ ニ ア の 
実子 テク タ の 4 人 が 戦い に 挑ん だ 。 追い 詰め ら 
れ た クリ ー ド は シン グ へ と 転移 し 、 ジル コ ニ ア と テ 
クタ は 消息 不明 に 。 アイ オラ は 深 手 を 負っ て 北 
へ 逃亡 し 、 リチア の 転移 し た コハク を 生ん で ま も 
な く 落 命 。 ゼクス と ドナ は シー ブル へ と 落ち 延び 
る 。 この と き 自 ら も ゃ また ソー マ を 失っ た アー カム 
は 、 クリ ー ド を 確実 に 仕留め る た め 、 ソー マ 部 隊 
と な る 結晶 騎士 団 を 組織 。 か つて の 自分 た ち 
の 決起 を 「I 旧 バレ イア 教団 の 反乱 」 と し て 、 異 
端 和 り や ソー マ 接 収 の 建前 に する 。 そし て つぎ 
の 皇帝 と し て ジル コ ニ ア の 巡 パ ライ バ を 擁立 し 、 
現在 の 教会 と 軍 に よる 帝国 の 支配 が 形作ら れ 
る こと に な っ た 。 


フラ ン ツ 罰 臣 勝 【 人 名 】 | 世界 七 大 まぼろし 」 と 


呼ば れる 謎 を 追い 続け て いる 冒険 家 。 1 年 の ほ 
と ん どき を 旅先 の テン ト で 暮らし 、 古い 文献 の 研 
究 や 実地 調査 を 続け て いる 。 過酷 な 環境 で の 
生活 に よっ て 作ら れ た 体 は 、 そこ ら の に わか 劉 
士 な ど よ り よ っ ぱど 精 避 。 自炊 が 常 の た め に 料 
理 は お 手 の も の 、 研究 で 培っ た 知識 は カレ ギア 
王立 考古 学研 究 所 も 認め る クオ リティ 。 これ だ 
け の 条件 が 揃っ て いる の に 嫁 が も ら え な い の 
は 、 か つて 心 に 決め た 人 と 悲し い 別れ を し た こ 
と が ある た め 。 


プラ ン テ ー シ ョ ン 騙 可 剛 【 技 術 】 熱 帯 や 亜熱帯 


の 地域 で 、 広大 な 農地 で 作物 を 栽培 する 方 法 
で 、 ガル ポス の 経済 を 支え る 主要 産業 形態 。 


統治 国 で ある レグ ヌ ム 国民 の 食卓 を 彩る 、 数 々 
の 南国 の 果物 が 作ら れ て いる 。 近年 は 激化 す 
る 戦況 を 支 を る た め 、 兵士 の 携帯 用 食料 で ある 
グミ の 原料 の 栽培 を 一 手 に 引き 受け て いる 。 


フリ ー ズ リン グ 玉村 途 具 】 セル シウス か ら も 


ら え る 、 水晶 霊 の 力 が 宿っ た 指輪 。 氷 粒 を 発 
射 で きる 。 


フリ オニ = ニス ヴ ェ ー ン 斬 5 高 [人 名 】 世界 樹 の 


恵み に よっ て 保 た れ て いる 異 世界 ユグドラ ー ス 
の 、 レ グ ニ ア の 町 に 住む 少年 。 効い 頃 に 魔物 
に 襲わ れ て 両親 を 亡くし 、 キャ ロ と と も に 教会 に 
身 を 寄せ て いる 。 今 まで 自分 を 育て て くれ た 教 
会 の 負担 を 減ら そう と 、 早く 職 に 就 こう と 考え て 
いる 。 現在 は 鍛冶 屋 の 親方 ・ ポ ルポ ル の 元 で 
修業 し て いる 身 で 、 お 互い に 気 に か け て いる 存 
在 な の だ が 、 どう に も 頑固 で 顔 を 合わ せれ ぱつ 
ね に ケン カ が 耐え な い 。 大 樹 の 女神 と 出会い 、 
な りき り 士 と な っ て か ら は 積極 的 に 町 の みん な 
の 頼ま れ ご と を 引き 受け て いる 。 罰 E3【 人 
名 】 「 テ イル ズ オプ 」 シ リー ズ の 物語 が 伝説 と し 
て 語り 継が れる 世界 の 、 ミナ クル の 町 に 住む 少 
年 。 生ま れ て すぐ 孤児 院 ・ あ す な ろ 園 に 預け ら 
れ 、 今 は キャ ロ と と も に 古代 史 研 究 所 の プラ ウ 
ン 博 士 の 助手 を し て いる 。 英雄 伝説 を いつ も 読 
ん で いて 、 英雄 た ち に 対し 憧れ を 抱い て お り 、 
彼ら と と も に 伝説 を 守る 戦い に 闘志 を 燃やす 熱 
血 漢 で ある 。 な りき り 士 と し て の 能力 は 、 古代 
遺跡 か ら 見 つか っ た 衣装 を 着る こと で 身 に つけ 
て いる 。 


ブリ キ の 人 形 功 『 器 簡 【 デ ィ ス カバ リー)】 夜 中 に 


ひと り で に 動き 出す と いう 噂 の 絶え な い 、 愛 ら し 
くも 少々 不気味 な プリ キ の 人 形 。 発見 され た 場 
所 が ジャ ンク ラン ド の 西方 で ある こと か ら 、 当初 
は 天地 戦争 時 代 の 遺物 と 考え られ て いた が 、 
ちょ うど 人 の 背丈 ほど の 大 き さ で ある こと と 、 若 
い 女 性 の と ころ に 出没 する 一 貫 し た 行動 パタ ー 
ン か ら 、「 中 の 人 」 の 存在 が ささ や か れ て いる 。 


プリ ズム メイ ル 騙 避 肝 【 武 具 ]】 ガラ ム の ギル ド 褒 


章 品 の 鎧 。 特殊 カッ ティ ング が ほど こさ れ た 水晶 
が 随所 に 埋め 込ま れ 、 宝飾 用 と し て も 通用 する 
豪華 さ を 誇 る 。 防具 と し て の 性 能 も 超一流 で あ 
り 、 正統 な 貴族 の 面 を 引く 選ば れ し 騎 士 に の 
み 身 に つけ る 資格 あり と され る 。 


虹 輸 (プリ ズム リン グ ) 皿 紅 放 9【 現 象 】 津 縮 し 


た マナ の 塊 が 魔法 力 を 得 た と き に 発生 する 時 
色 の 輪 。 一 度 生 じ た 虹 輪 は 、 その 周囲 に な る 
マナ を 吸収 し て さら に 巨大 化し 、 や が て は 世界 
中 の マナ を 吸い 尽く し て し まう 。 4408 年 に お い 
て 、 メル の 放っ た 魔法 が きっ か け と な り ヴ ァ ル ハ 


や w 
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ラ に 発生 。 ふた り は これ を 収束 させ る た め に 、 
四 大 精霊 の 助力 を 得る こと に な る 。 当初 は メル 
の 過失 と 思わ れ 、 彼女 自身 は 強く 責任 を 感じ 
て いた 。 し か し 実際 は 150 年 ほど 前 に 設置 され 
て いた 魔 科 学 兵器 が 原因 で 、 メル の 魔法 に 触 
発 さ れ て 自動 的 に 詠唱 を 続け た た め に 生じ た も 
の で あっ た 。 

プリ セ プ ブツ 功 可 欄 【 術 ・ 技 】 訂 法 の 正式 な 呼び 
方 。 空間 の エネ ルギー を 利用 する と き に 使う 特 
殊 な 空間 言語 の こと 。 術 者 は エネ ルギー を 操る 
た め に この プリ セ プ ツ を 詠唱 し 、 また 、 その 力 を 
増幅 させ る た め の 媒 介 と し て 宝石 を 使用 する の 
が 一 般 的 。 も と も と は レイ モー ン の 民 発 祥 の 文 
化 で 、 その 原理 や 構造 を 理解 する に は 、 長年 
の 勉強 が 必要 で ある 。 治癒 や 攻撃 な ど さ ま ざま 
な 用 途 に 使え る が 、 深い 傷 や 重病 な ど を 治療 
する こと は で き な い 。 

プリ ン 芳 * 王 【 飲 食物 ] セイ ン ガ ルド で は 珍し い 、 
卵 を 使っ た 冷た い お 菓 子 。 甘い 物 が 大 好き な 
新妻 クリ レス の た め に 、 若き 日 の ヒュ ー ゴ が 手作り 
し て ふる まっ た 。 ほろ 苦 さ の の ぞ く 絶 妙 な 甘 さ 、 
な め ら か な の ど ご し と 舌触り 、 卵 の 黄色 と カラ メ 
ルソー ス の 茶色 が 織り 成す コン トラ スト に 、 クリ ス 
は いた く 感 銘 を 受け た と いう 。 ちな み に ヒ ュー ゴ 
は この プリ ン 以 外 に も 、 妻 の 所 望 す る スイ ー ツ 作 
り に 日 夜 精進 し て いた らし く 、 彼 が 手 に し て いた 
と 思わ れる 料理 本 や レシ ピ の メモ が 、 屋敷 内 で 
発見 され て いる 。 


フリ ンジ 功 避 王 【 技 術 】 ふた つの クレ ー メ ルケ イ 
ジ を パラ ソル に 接続 する こと で 、 内 部 に 封じ て 
いる 唱 霊 同士 を 干渉 させ 、 新た な 唱 霊 術 を 生 
み 出 す 技 術 の こと 。 セレ ステ ィ ア の 言葉 で 、 ふ 
た つの も の を 反応 させ て 別 の も の を 作り 出す こ 
と を 意味 する 。 真 の 極光 術 と 聞 の 極光 術 も フリ 
ンジ で きる が 、 これ は 人 体 を 介し て 行なわ れる 。 

フリ ンジ 砲 騙 可 得 【 設 備 】 晶 報 砲 の ケイ ジ 内 で 
草 報 を フリ ンジ させ る 兵器 。 晶 霊 砲 よ り も 小型 の 
ケイ ジ で より 大 き な 効 果 を 生み 出せ る 、 イン フェ リ 
ア と セレ ステ ィ ア の 技術 が 結び つい た こと と 、 リ 
パ バ ヴ ィ ウ ス 鉱 の 入手 に より 実現 し た 兵器 。 両 世 
界 の 晶 霊 を フリ ンジ する こと で 曲 霊 東 が 発生 し 、 
その 威力 は バン エル ティ ア 号 艦 首 晶 霊 砲 の 数 
十 倍 を 誇る 。 

プリ ン セ スナ タリ ア 号 芳 5 弄 【 乗 り 物 】 ナ タリ ア 
が 所 有する 大 型 客 船 。 豪華 で リッ チ な 装飾 が 
美しく 、 世界 中 の 女性 た ちの 憧れ 。 ナタ リア は こ 
の 船 を 公務 に 使用 する こと も あり 、 領内 を 視察 
し て 回 っ て いる 。 

プリ ン バ パン 功 可 内 【 飲 食物 】 回 復 量 の 部 最強 ク 
ラス の パン 。 パン の 中 に 丸ごと プリ ン を 入れ て し 
まう と は 斬新 ! 発想 の 勝利 !…… こ れ を 思い 付 


いた 職人 は 、 大 丈夫 な の か ? いや 、 恐らく は 
内 部 に 入れ た プリ ン の 形 を 崩さ な いよ う 、 プル 
ルン 感 を 損なわ な いよ う 焼 き 上 げ る の が 至難 の 
業 な の だ ろう 。 


ブル ー ク リス タル ロッ ド 罰 宮 鐘 【 武 具 】 |[ 笛 の 


戒 典 ] と 並ん で 皇帝 家 の 宝 と し て 受け 継が れ 
て いる 鍛 杖 。 皇帝 の 補佐 役 と し て 皇帝 に 近い 
権限 を 持つ 、 副 帝 の 証 で ある 。 「 宙 の 戒 典 ] が 
赤い 刀身 を 持つ の に 対し 、 こち ら は 青 の 宝 玉 
が 据え られ 、 互い に 抑止 力 と な り 国 を 守る 、 対 
に な る ふた つの 権力 を 楽 徴 し て いる 。 帝国 の 
実質 の 最高 権力 者 と な っ た ヨー デル が エス テル 
に 与え た こと で 、 の ちの 副 帝 と し て 彼女 の 地位 
を 内 外 に 認め させ る こと と な っ た 。 


プル ー ト 罰 ' 旨 【 精 直 】 席 界 を 束ね る 魔 族 の 


王 。 精霊 王 オ リジン と の 契約 に より 世界 を 分 断 
させ た あと は 、 人間 の 世界 へ は 基本 的 に 不可 
侵 の 立場 を 買 く が 、 ダオス 戦役 で は クラ ー ス と 
契約 を 受け 、 例外 的 に 人 間 と 関わ り を 持つ 。 


ブル ー ト 総帥 罰 護 語 I【 人 名 】 マルタ の 父親 で あ 


り 、 ヴァ ン ガ ー ド の 設立 者 、 プルート ・ ル アル ディ 
の こと 。 リヒ ター か ら セ ンチ ュ リ オン ・ ソ ルム の コア 
を 渡さ れ て 以来 、 そ の 暴走 に 巻き 込ま れ て 正 
気 を 失っ て いた 。 シル ヴァ ラン ト 王 朝 の 復活 を 掲 
げ る 、 魔 導 砲 の 使用 を 目論む 、 手段 を 選ば ず 
娘 と 一 体 化し た ラタトスク ・ コ ア を 狙う な どの 愚 
行 の 数 々 は 、 正気 を 失っ た 状態 で リヒ ター に そ 
その か され た め え ぇ 。 結果 的 に プル ー ト は 、 リヒ タ 
ー の 目的 の た め に 利用 され た に すぎ な か っ た 。 
本 来 の ブル ー ト は 、 テ セア ラ や マー テル 教会 を 
憎ん で は いる も の の 、 物事 を 正しく 見 通す 力 を 
持っ た 、 人 望 厚 い 常識 人 で ある 。 ソル ム の コア 
の 支配 か ら 逃 れ て 後 は 、 自ら が 行なっ て いた 行 
為 を 悔い 、 ヴァ ン ガ ー ド の 解散 を 宣言 し た 。 


ブル ー ム ・ イ ス ア ー ド 玉 * 宮 往 【 人 名 】 セイ ン ガ ル 


ド の 七 持 軍 の ひと り で 、 褐色 の 肌 、 が っ ちり と し 
た 体 駆 の 46 歳 。 元 ア クア ヴェ イル 連合 公国 モリ 
ュ ウ 領 近衛 師団 長 だ っ た が 、 古い 体質 の 改善 


を 掲げ た ティ ベリ ウス 王 の 即位 に あたっ て 解任 さ 
れ 、 セイ ン ガ ルド 王 の 強い 招請 を 受け て 、 亡命 
同然 で セイ ン ガ ルド 国軍 の 将軍 と な っ た 。 人 当 
た り が よく 大 酒呑み で 知ら れ 、 非 番 の 日 に は 必 
ず と いっ て いい ほど 街 の 酒場 で その 姿 を 見 か け 
られ る 。 し か し 努め て 豪胆 な 風 を 装う 裏 で 、 前 
公 王 ジン ・ モ リュ ウ を 見 殺し に し て 国 を 捨て た と 
いう 自足 の 念 に 駆 られ て いる 。 


フル エー レ 罰 * 剛 [神話 ・ 伝 承 】 グース の 泉 に 


棲む スピ リア に 反応 する 精霊 。 温泉 で 名 高い グ 
ー ス の 、 本 当 の 名 物 と も 言え る 存在 で ある 。 か 
つて は 結晶 界 に も 存在 し 、 フ ロー ラ は この フル 
エー レ の 美 し ょ や スピ リア を 映す と いう 性 質 に 魅 
せら れ て いた 。 


古く て 重い 置物 騙 可 欄 【 秘 宝 】 セ レス ティ ア 七 大 


秘宝 の ひと つ 、 ブッ シュ ベイ ビー の 置物 の こと 。 


ブル ブル ドッ グ 功 K 欄 生物 】 ノ ー ク イン で 飼 わ 


れ て いる 犬 た ち 。 犬 は 多く の 場合 、 寒さ に 強い 
と 言わ れ て いる が 、 そん な 彼ら で さえ ノー クイ ン の 
あま り の 寒さ に 、 いつ も ぶる ぶる と 震え て いる 。 
「 ワ ッ ク シ ョ ン !|] と いう な ん と も か わい そう な くし ゃ 
み を する 。 


ブレ イク デス ティ ニー 功 KE 位 【 起 具 】 ソ フィ が 装 


備 で きる リス ト で 、「 テ イル ズ オプ デス ティ ニー』 
に 由来 。 左右 の 武器 は それ ぞ れ 「 ア トワ イト 」 と 
「 デ ィ ム ロス 」 を か た どっ て いる と 見 られ 、 いずれ 
も 同 作 に お いて 重要 な 役割 た 果 た す 、 意志 を 
持つ 剣 [ リ ー デ ィ ア ン 」 で ある 。 ちな み に 両 者 は 
作 中 で は あく まで 「 剣 」 で ある が 、 千 年 前 の 戦 
争 に 際 し て 、 当時 その 使い 手 で あっ た 人 物 の 
人 格 を その まま 投影 し て 作ら れ た と いう 。 


フレ イ と フレ イヤ 功 議 【 人 名 】 と も に エド ワー 


ド ・D・ モ リス ン の 子供 で 兄妹 。 超 古 代 文 明 時 
代 の 見 妹 神 か ら 名 前 を つけ て いる 。 


ブレ イナ ー 斬 交 【 人 名 】 非 合 法 組織 レグ ル 


ド の 4300 年 代 初頭 に お ける リー ダー で 、 魔 科学 
研究 者 バジ ル と 同一 人 物 。 ヴァ ル ハ ラ 村 に 対 
する ユー クリ ッ ド 政府 側 の ぞんざい な 扱い 、 と り 
わけ 横 果 な 採掘 者 た ちの 住民 追放 を 看過 し た 
体制 に 対し 、 自身 の 持つ 技術 提供 と 引き 換え 
に 、 組織 の 力 を 借り て 復讐 を 企てる 。 魔 操 術 
の 力 を 高め る た め な の か 、 黒い マン ト を 羽織 り 、 
肩 に は を 持つ 下級 魔 族 を 従え て いる 。 


了 副 々 の 明星 (ブレ イブ ヴェ スペ リア ) 


【 ギ ルド 】 ユーリ と カロ ル が 結成 し た ギル ド 。 「 夜 
空 に あっ て も っ と も 強い 光 を 放つ 、 凛々 の 明星 
(りり の あか ぼ し ) 」 に な ぞ ら えて エス テル が 命名 
する 。 その 出典 は 帝国 に の 伝承 に ある 、 災厄 か 
ら 人 々 を 救っ た 見 妹 の うち 、 空 に 昇っ た 兄 、 す な 
わ ち ザウ デ 不 落 宮 の 衛星 部 分 の 呼び 名 で ある 。 


ブレ イブ ヴェ スペ リア 画 EE 蘭 [ 算 具 】 ヒ ュー バー 


ト の 双 剣 の ひと つ 。「 テ イル ズ オプ ヴェ スペ リ 


ア 』 で 主人 公 ユ ー リ た ち が つ くる ギル ド 名 に し て 、 
太古 の 機動 衛星 「 凛 々 の 明星 (プレ イプ ヴェ ス 
ペリ ア ) | に な ぞ ら えて いる 。 羽根 を 模 し た デザ イ 
ン は 、 世界 ノ 守 護 者 で ある 「 始 祖 の 隷 長 ] た ち 
を 和 初 御 さ せ 、 また ユー リ の 秘 奥 義 「 天 翔 光 
剣 ] が 描く 軌跡 その も の で も ある 。 余談 だ が 、 ギ 
ルド 名 の 第 一 候補 は カロ ル 発 案 の 「 勇 気 凛々 
胸 い っ ぱい 団 」 で あっ た 。 

無礼 部 辺 巣 尼 利 亜 訪 可 獲 【 言 葉 ]】 ラ ビー ド の 背中 
に 灯 然 と 輝く アタ ッ チ メン ト 「 暴 走 ち びっ こ 」 を 見 
て いる と 、 みる みる 湧き 上 が る 魂 の 叫び 。 リー ゼ 
ント は 漢 の 美学 さ 、 お いら に 触る と 火傷 する ぜ ! 

ブレ ー ド レッ クス 罰 誠 内 【 生 物 】 メジ オラ 高原 に 
生息 する 凶暴 な 魔物 。 背中 に 魔 剣 ネ ビ ピリ ム が 刺 
さっ て いる が 、 これ は か つて 魔 剣 ネ ビリ ム の 持ち 
主 で あっ た 名 う て の 全 士 が 討伐 に 挑み 、 命 を 
落と し た も の と 思わ れる 。 

プレ ー ナ 罰 * 基 駐 【 人 名 】 凝 国軍 の 技術 士官 で 
階級 は 大 尉 。 か つて は シル バ と と も に 思念 石 
砲 を 研究 し て お り 、 現在 は その 研究 を 活か し て 
強力 な 導 雷 爆薬 を 開発 する 。 士官 学校 時 代 
の イネ ス の ルー ム メ イト で 、 と る に シル バ に 想い を 
寄せ る 恋 の ライ バル 同士 で も あっ た 。 シル バ の 
復讐 の 想い を 受け 継ぎ 、 帝国 城 を 破壊 する た 
め に 笑 雷 爆薬 に よる 自爆 を 試み る 。 

ブレ ー メ 功 i 馬 地名 ・ 施 設 】 つね に 雷 が 鳴り 
響い て いる こと か ら 「 雷鳴 山 ] の 名 で 呼ば れる 央 
厳 な 山脈 。 帝都 と ユー ライ オ を 結ぶ 街道 の ひと 
つが この プレ ー メ の 山越 え レ ー ト だ が 、 道 の 険 し さ 
か ら 利 用 する 旅人 は ほとん ど お ら ず 、 中 腹 の 山 
小屋 は 長く 放置 され た まま 。 途中 の 吊り 橋 も 荒 
れ 放 題 で 、 旅 を ます ます 困難 な る の に し て いる 。 

プレ セア ・ コ ン バ テ ィ ー ル 功 5E 簡 【 人 名 】 メ ルト 
キオ の 教会 に ご 神木 を 納入 する きこ り の 少女 。 
エク スフィア の 力 で 得 た 怪力 と 引き 換え に 、 永き 
に 渡っ て 感情 を 消失 し 、 や が て 死ぬ 運命 に あ 
る 。 ロイ 條 が 手 を 尽 し 刻ん だ 「 要 の 紋 ] で 寄生 を 
克服 する と 、 エク スフィア の 悲劇 を くり 返さ せな い 
た め 、 と も に 戦う こと を 望む 。 この 理由 の 一 端 に 
は 、 妹 ア リシア が 、 や は り エ ンジ ェ ル ス 計 画 の 犠 
牲 と な り 死亡 し た こと も あり 、 その 事件 に 関わ っ 
た リー ガル に 対し て は 複雑 な 感情 を 抱い て いる 。 
フレ デリ ッ ク ・ バ ー ン ズ 罰 :E 筐 [人名] シェ リア 
の 祖父 で ラン ト 家 の 執事 。 ロマ ンス グレ ー に 落ち 
着い た 物腰 の 、 な る べく し て 執事 と な っ た 老 紳 
士 。 64 歳 。 アス トン の 先代 より 仕え ん 、 アス トン が 
当主 を 継い だ 頃 か ら は 同 家 の 運営 を 担い 、 来 
配 を 振っ て いる 。 と くに アス トン が 彼 に 寄せ る 信 
頼 に は 並々 な ら ぬ も の が あっ た と 見 え 、 ケリ ー が 
同 家 に 嫁い だ 折 に は 、 アス トン に 固 持 され 領主 
を 装い 、 彼女 の 人 柄 や 覚悟 を 見 極め る た め の 
試 金 石 と な っ た ほど で ある 。 アス トン 夫婦 を 見 守 
っ て きた こと も あり 、 その 息子 で ある アス ベル や ヒ 
ュー バー ト へ は 、 分 け 隔 て の な い 忠 誠 と 誠実 さ 
を も っ て 接し 、 成長 を 支え て きた 。 流行 り 病 で 
息子 夫婦 を 相次い で 亡くし て お り 、 唯一 の 肉 
親 と な っ た 人 孫娘 シェ リア へ の 愛情 は 、 彼女 の 体 
の 弱き を 案じ る 思い も あっ て 非常 に 深い 。 また シ 
ェ リ ア が アス ベル に 寄せ る 想い に 感 づ いて お り 、 
立場 上 その 成就 を こっ そり と 祈っ て いる よう で あ 
る 。 ノ パ ー ソ 絡み で 飛ば され て し まう 「 ゾ ー オ ン ケ 
イジ 」 で は 、 秘 奥義 [メニ アル ボン バー」 、 言う な 
れ ば 「 執 事 の 鉄 植 ] に て 主 ア スベ ル を は じ め と 
する 一 行 に 対 央 する が 、 これ る か わい い 人 孫娘 シ 


ェ リ ア が つい に 興 入 れ し て し まう か も し れ な いと 
いう 切な さ が 心 の 片隅 に ある と 思え ば 致し 方 な 
し と 言え る だ ろう 。 


フレ ン ・ シ ー フ オォ 葉 記 鐘 【 人 名 】 ユー リ と と も に 


下町 で 育っ た 親友 で 、 騎士 団 の 元 同期 。 優れ 
た 腕 と 実直 な 人 柄 を 見 込ま れ て 隊長 に まで 上 
り 詰め る が 、 隊長 首席 シュ ヴァ ー ン 以来 の 異例 
の 昇進 は 、 と き に 始 み の 対象 に な る こと も あり 、 
と くに 貴族 の キュ モー ル か ら は 目の敵 に され て い 
る 。 高 な 理想 を 掲げ て 先帝 に 仕え た 、 かつ 
て の アレ クセ イ を 理想 像 と し て お り 、 騎士 団 を 私 
兵 化し て 野望 を 抱く 彼 を 目の当たり に し な が ら も 
命令 に 従い 続け て いた 。 ユー リ の 覚悟 に 動か さ 
れ 訣 別 を 暫 う と 、 法 の 遵守 者 た る 騎士 を 体現 
し 、 正義 を 貫く こと を 決意 。 アレ クセ イ が 命 を 落と 
し 、 騎士 団長 代理 に 任命 され た こと を 受け 、 名 
実 と も に 騎士 と し て の 自信 と 風格 を 備え る よう に 
な る 。 真面目 で 誠実 裏 を 返せ ば 頭 が 固く て 
融通 が 利 か な い 性 格 は 、 万 事 に 適当 で 荒 っ ぽ 
い ユ ー リ や 、 お も に 女性 に だ らし な い レ イヴ ン に 
お 和 鱗 を 据え る の に 適任 。 愛読 書 は 自己 啓発 本 
「 新 た な る 希望 を 背 に 』 と いう 徹底 ぶり で ある 。 
な お 器用 さと 極端 な 生 真 面目 お り が うか が える 
例 と し て 料理 の 腕 が あり 、 リタ の 言 を 借り る な ら 
「 対 人 間 兵 器 ] 並 の 味 音痴 な が ら 、 レシ ン ピ さ え あ 
れ ば 完璧 な も の を 作り 上 げ る 。 


ブレ ンダ 罰 可 本 【 人 名 】 ア イメ ン の 武器 工房 の 


主 で ある サ グ ラ の 妻 。 45 歳 。 お も る に 爆弾 の 製造 
を 担当 。 控え めで 落ち 着い て いる が 、 発言 は 過 
激 。 ヒア デス に よっ て 命 を 落と す 。 


ブロ ー チ 功 訓 欄 【 道 具 】 シャ ー リ ィ が お 守り と し て 


つね に 身 に つけ て いる プロ ー チ 。 特別 高価 に も 
見 え ず 、 と くに 変わ っ て いる と ころ も な いた め 、 
お 守り 以外 の 価値 は な いと 思わ れ て いた 。 し か 
し 実際 に は は め 込 まれ た 鉱石 が エバ パー ライ ト で あ 
り 、 ステ ラ に 一 瞬 の 生 を 与え た あと 砕け 散っ た 。 


フロ ー ト 計画 薦 誠 内 【 呼 称 】 創 世 暦 時 代 、 ユリ 


ア が 惑星 預言 を も と に 提唱 し た 、 人 類 存続 の た 
め の 計 画 。 障 気 に 汚染 され る 運命 に ある 魔界 
を 捨て 、 外 殻 大 地 を 形成 し て 移り 住む た め の 
手順 と 技術 を 指す 。 


フロ ー ト ブロ ッ プ 功 融 馬 【 生 物 】 体内 に ガス を 


発生 させ て 宙 を 漂う 空 クラ ゲ 。 気流 に 乗っ て プラ 
ンジ ュ の 山頂 に よく 現われ 、 そこ が 産卵 場所 で も 
ある こと か ら 、 同 村 の 特産 品 と な っ て いる 。 た だ 
し 産卵 を 迎え る と トゲ が 猛毒 を 持ち 、 非常 に 危 
険 。 この 時 期 の 捕獲 は 決し て 捕虫 網 や シー ツ を 
用 いて は な ら ず 、 専用 の 手甲 で 行なう と いう 。 な 
お 史上 初 の 飛行 機械 と し て 知ら れる マイ カ ・ ツ ィ 
マー の 飛 空 船 、 そし て 現在 アー メス も 使用 する そ 


の 2 号機 は 、 と も に フロ ー ト プロ ッ プ を 1 万 匹 以 上 
詰め 込ん で 空 に 浮か ぶ と いう 、 じつは か な り 原 
始 的 な 方 法 に より 人 類 の 夢 を 実現 し て いる 。 


フロ ー ラ ・ ス ポ デ ュー ン 玉 誠 剛 【 人 名 】 結晶 界 


に お いて 、 クリ ー ド と 並ぶ 最高 位 の 思念 術士 と 
讃 わ れ た 女性 。 同じ く 思念 術士 の り リチア の 姉 
で 、 外見 年 齢 は 21 歳 、 身長 168cm、 体重 91kg。 
文明 が 飽和 状態 と な り 退 廃 的 な 思想 に 支配 さ 
れる 結晶 界 の 未来 を 案じ 、 戦争 を くり 返す 人 々 
と 結晶 界 を 救う た め の 方 法 を 模索 。 スピ リア 同 
士 を つなぐ ソー マ と 、 その リン ク の サー バー で あ 
る サン ドリ オン を 開発 し 、 スピ リア の つなが り で 結 
晶 人 と 原 界 人 の 融和 を 実現 し よう と し た 。 し か し 
クリ ー ド と リチア が 共同 で 進め た 「 ガ ル デ ニ ア 計 
画 ] が 失敗 し 、 ガル デニ ア の 暴走 を 止め る た め 
封印 の 人 柱 と な る 。 これ に より 彼女 の 提唱 する 
ソー マリ ンク は 未完 成 の まま 、 ソー マ と サン ドリ オ 
ン は それ ぞ れ 原 界 に 取り 残さ れる こと に な っ た 。 


フロ ー リ アン 芳忠 械 【 人 名 】 投 験 者 イオ ン の レプ 


リカ 。 シン ク と いっ し ょ に ザ レ ッ ホ 火山 に 廃棄 され 
た が 、 か ろう じ て 生 き て いた た め 、 ヴァ ン 復 活 時 
に 第 七 譜 石 を 詠む た め だ け に 外界 に 連れ 出さ 
れる 。 の ち に ロー レラ イ 教 団 に 引き 取ら れ 、 アニ 
ス に よっ て フロ ー リ アン と いう 名 前 を つけ て も ら っ 
た 。 これ は 、 古代 イス パニ ア 語 で 、 “無垢 な 者 " 
と いう 意味 を 持つ 。 アニ ス に 懐い て お り 、 彼 女 
を まる で 親 の よう に 慕っ て いる 。 


フロ ギ ス トメ イル 騙 可 障 【 武 具 ]】 レ グ ヌ ムギ ルド 


で 、 ギル ド グ レ ー ド と 交換 で きる 褒章 品 の 鎧 。 熱 
素 を 操り 身 を 守る と され 、 笑 を まとっ た か の よう 
に 赤く 輝く さま は 、 威圧 的 を 通り 越し て 不気味 
な ほど 。 自ら も 笑 を 操る こと が で きる 戦士 に の 
み 、 身 に つけ る 資格 が ある 。 


プロ トス 1 (プロ トス ヘイ ス ) 罰 K 欄 [呼称 】 フ 


ォ ド ラ で 多く 製造 ・ 利 用 され た ヒュ ー マ ノ イド の う 
ち 、 と くに ラム ダ 根 絶 の た め に 作ら れ た 特殊 な 
個体 を 指し 、 実際 に 造ら れ た の は ソフ ィ 1 体 の 
み 。 フォ ドラ の 核 か ら 発見 され た 未知 の 生命 体 
「 リ トル クイ ー ン ]」 の 生体 組成 を ヒン ト に 開発 され 
て いる 。 光子 格闘 術 と いう 高度 な 近接 戦闘 能 
力 を 持ち 、 さら に は 粒子 化 に よる 自己 修復 機能 
を 備え 、 どん な 環境 下 で も 単独 で ラム ダ を 追い 
詰め る こと を 念頭 に 造ら れ て いる 。 エフ ィ ネ ア に 
お ける 一 度目 の ラム ダ と の 戦い の あと 激しい 損 
傷 を 受け た 彼女 は 、 自己 修復 プロ グラ ム に よっ 
て 、 原 素 の 豊富 な ラン ト の 地 に 長年 眠っ て い 
た 。 な お 設計 者 で ある エメ ロー ド 博 士 は 、 ラム ダ 
を 確実 に 抹消 する た め に 対 消 減 機能 を 持た せ 
て お り 、 ソフ ィ は 自ら の 命 と 引き 換え に ラム ダ を 沈 
黙 さ せる 使命 を 負う 。 抹殺 対象 と に て の ラム ダ 
を 感覚 的 に 察知 する 能力 を 備え を て いる た め 、 ソ 
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フィ は ラム ダ が 寄生 する リチャード に 対し て 、 図ら 
ず も 敵意 を 抱い て し まい 、 理由 も わか ら ぬ まま に 
苦し むこ と に な っ た 。 

フロ ル 騙 5 語 3【 人 名 】 ルイ ン に 暮らす 、 実在 し た 
エミ ル の 叔母 。 夫 は アル バ 。 実在 の エミ ル と は 
一 度 も 会 っ た こと が な く 、 エミ ルー ラタトスク に す 
り 替 わっ て いた こと に 気付 か な か っ た 。 当初 は 
エミ ルーラ タ ト ス ク に 冷た く 当 た る も 、 後に 和解 を 
果たし た 。 

フワ フワ クラ ゲ 功 可 鐘 【 呼 称 】 始 祖 の 隷 長 クロ 
ー ネ ス を 見 た パテ ィ の ひと 言 。 ある 意味 「 見 た ま 
まだ が 、 そん な ピュ ア で イノ セン ト な 表現 は 、 名 
づけ セン ス に 別 の 意味 で 定評 の ある カロ ル 先 生 
の あれ や これ や を 聞か され る 一 行 の 身 に は 、 じ 
つ に 美しく 枚 く 。 

ふわ ふわ グロ ー ブ 騙 可 障 【 武 具 】 女の子 好み 
の デザ イン が か わい い 、 や わら か ゲロ ー プ 。 いち 
お う は 武器 と し て 作ら れ た も の だ が 、 あま り の 愛 
らし さ に 単なる 手袋 と し て 使用 され て ば か り で 、 
戦い で の 使い 心地 が ちっ と も る わからない の で 、 
ギル ド 組 合 が 性 能 テ スト を 請け 負う こと に な っ 
た 。 戦闘 スタ イル さえ 合う な ら ば 、 大 の 男 が 装備 
し て も 一向に 構わ な い の だ ろう が 、 残念 な が ら 
その よう な 漢 気 を 見 せる 人 物 は 今 の と ころ 現 わ 
れ て いな い 。 


分 析 機 罰 相 【 設 備 】 ラ グ ナ 道 跡 、 ト ラッ シュ マウ 
ン テ ン 、 天地 戦争 時 代 の 「 物 資 保管 所 」 に 設 
置 さ れ た 機械 。 装置 の 中 に 調べ た い 物 を 入れ 
る と 、 それ が どう いう 物 な の か を 分 析 、 報告 し て 
くれ る 。 ラグ ナ 遺 跡 に 設置 され た も の に 関し て 
は 、 自分 自身 が 入っ て 結果 を 見 る こと も で きる 
の で 、 試し て みる と 愉快 で ある 。 これ だ け 便 利 
な 機械 な の だ か ら 、 無理 や り に で も 押し 込ん で 
調べ て みた いも の は 山 ほ ど あ る 。 し か し その 一 
番手 は や は り ア レ だ ろう 。 


分 減 保全 薦 E 柱 [技術 】 プロ トス 1 の 自己 修復 機 
能 の うち 、 体 を 構成 する 粒子 を 本 体 と は 別 の 
器 に 還 元 する 修復 方 法 の こと 。 再 構成 に 際 す 
る リス ク が 高く 、 普通 これ が 実行 され る こと は な 
い 。 ソフ ィ は 王 都 地下 で ラム ダ か ら 激 し い 攻 撃 を 


受け た と き 、 自分 が 倒れ た あと も アス ベル ら を 守 
る た め に 、 機能 停止 し た 自分 の 肉体 を 粒子 化 
させ て 彼ら の 中 に 宿る と いう 、 この 自己 犠牲 の 
プロ グラ ム を 実行 し た 。 な お 分 減 保 全 で は 粒子 
の 再 構成 の 際 、 器 と な っ た 肉体 ・ 筐 体 に も 影 
響 を 与え る る 。 その た め ア スベ ル 、 ヒュ ー バ ー ト 、 シ 
ェ リ ア は の ち に この 分 減 保 全 の 影響 で 得 られ 
た 、 原 素 を 源 と する 能力 を 、「 不思議 な 光 の 
力 」 と し て 開花 させ た 。 

ベイ シェ ント 騙 柄 玉 【 鉱 石 】 レイ モー ン の 民 に 伝 
わる 赤い 宝石 の こと 。 レイ モー ン の 民 の 魂 その も 
の で 、 ひと つ ひ と つが 数 千代 ん の レイ モー ン 
の 命 の 結晶 と も 言え る 。 今 か ら 約 100 年 前 、 ク 
ベー ル に よっ て 生成 され 、 これ に より 大 量 の レイ 
モー ン の 民 が 死滅 。 結果 、 レイ モー ン の 都 は 減 
亡 に 追い 込ま れ た 。 強力 な 魔力 が 秘め られ て 
お り 、 生命 の 法 の 媒介 に な る と し て ヴィ ン セ ント 
が 収集 し て いる 。 ペイ シェ ント 同士 を 近づけ る と 、 
共鳴 反応 を 起こ し て 発光 する 性 質 が ある 。 ま 
た 、 ペイ シェ ント を 所 持 し て いれ ば 、 所 持 者 は 不 
老 不 死 を 得る こと が で きる 。 し か し 、 身 に つけ る 
こと で ペイ シェ ント は 少し ずつ 小さ く な っ て いき 、 
消滅 する と 不老 不死 の 力も な く な る 。 この ペイ シ 
ェ ン ト は 理論 上 は ヒト の 魂 で も 作る こと は で きる 
が 、 レイ モー ン の 魂 を 使っ た ほう が 効率 が いい 。 
し か し 、 現在 の 技術 で は 生成 不可 能 で ある 。 


ヘイ ムダ ー ル 入 可 記 【 地 名 ・ 施 設 】 エ ルフ の 聖 
域 。 トレ ント の 森 の こと を エル フ た ち は こ う 呼 ぶ 。 
ベイル ティ 訪 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 
は 港町 ペイ ル テ ィ 。 グラ ンド フォ ー ル に よる 悪 影 
響 で 自分 を 見 失 な っ て いた セル シウス に よっ て 、 
氷 り 漬け に され そう に な っ て いた 。 セラ トン 、 カズ 
ナ 、 ウィ ッシュ と 、 な ぜ か つぎ つぎ と 住人 が 入れ 
替わる 謎 の 家 が ある の だ が 、 いな く な っ た 人 は ど 

こ に いっ た の か ? 

平和 条約 藍 認 欄 【 歴 史 】 外 殻 大 地 降 下 直前 、 
テオ ドー ロ を 立会 人 と し て ユリ アシ ティ に て 結ば 
れ た 、 パダン 平原 の 戦い を 終結 させ る 条約 。 キ 
ムラ スカ 、 マ ルク ト 、 ダ アト 、 ケ セ ド ニア の 代表 が 
参加 し 、 同時 に 外 殻 大 地 降 下 作戦 に つい て 
了承 され た 。 

ペー ル ギ ュ ント ・ サ ダン ・ ナ イマ ッ ハ 
【 人 名 】ND1942 年 生ま れ 。 ファ ブレ 公爵 家 の 
庭師 と し て 働い て いる が 、 それ は 世 を 忍ぶ 仮 の 
姿 。 正体 は 、 代々 ガル ディ オス 伯爵 家 に 仕え る 
騎士 の 一 族 で あり 、 左 の 騎士 と 恐れ られ た ア 
ル バ ー ト 流 シ グ ム ント 派 の 使い 手 で ある 。 ホ ド 消 
滅 前 は 、 ガル ディ オス 家 の 剣 と 称 さ れ た ヴァ ン の 
父親 と 並び 、 ガル ディ オス 家 の 慎 と し て 従事 し 
て いた 。 伯爵 旗下 の マル クト 軍人 で あっ た た 
め 、 ジェ イド と も 面識 が ある 。 ファ プレ 公 昧 家 に 
潜入 し た の は 、 復讐 心 と いう より は ガイ の 保護 
者 と し て の 意識 の ほう が 強い 。 また 、 か な り の 


読書 家 で 、 貴重 な 歴史 書 を 多数 所 有 。 キム ラ 
スカ 王国 と マル クト 帝国 の 成り 立ち に つい て 、 
一 般 人 で は 知り 得 な い 知 識 を 持っ て いる 。 


ベ オ 平 原 炉 『 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 ノル ゼン の 南 に 
広がる 平野 。 周囲 を 高い 山脈 に 囲ま れ て いる 
た め 、 緯度 の わり に 気候 が 安定 し て お り 、 一 年 
を 通し て 強い 風 が 吹く こと も な い 。 雲 を 突き 抜け 
る 巨大 な 塔 を 建築 で きた の は 、 建設 当時 の 技 
術 力 も さる こと な が ら 、 立地 条件 に 恵まれ て いた 
と いう の が 定説 。 

ベ オ 平 原 の 塔 薦 * 基 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 天 に 向かっ 
て そびえ ぇ る 巨塔 。 その 先端 は 雲海 を る 突き 抜け 
て お り 、 最上 部 を 極め た 者 は いな い 。 

ベガ サス 薦 可 議 【 生 物 】 オーディー ン に 仕え る 神 
馬 。 脚 に 相 が 生え て いて 空 を 飛ぶ こと が で きる 。 
クレ ス が 持っ て いる グー ング ニル を オー ディ ー ン 
に 返す こと を 条件 に 、 彼 を 背 に 乗せ て 魔 族 と 
の 空中 戦 に 参じ る 。 

ベク ター 和 功 高 本 【 人 名 】 ラウ ルス で 出会っ た 盗 
賊 の うち の ひと り 。 レイ モー ン の 書 を 解読 し 、 レイ 
モー ン の 都 で 財宝 を 得 よう と 画策 し て いる 。 彼 
の よう な 盗賊 た ち は 、 一 揚 千 金 を 狙っ て 頻 筐 
に 死 の 大 地 に や っ て くる 。 

べた ん こち ゃ ん 罰 宮 鐘 【 呼 称 】 う し に ん 命名 の リ 
タ の 名 前 。 花 も 恥じ ら う 15 歳 、 女 と し て の 発育 
は まだ まだ これ か ら と 言い つつ も 、 彼 女 自身 気 
に し て いな いわ け は な く 、 この 呼び 名 に は 猛 然 
と 異 を 唱え る 。 ちな み に 口 論 が 行き 過ぎ る と 、 
「 ぺ た ん こ 野郎 」 など と いう 、 と ん で も な い 言 わ 
れ よ うに な る 。 

ベッ ポ 和久 可 科 【 人 名 】 バロー ル の 泥棒 少年 。 ファ 
ラ の お 説教 が 効い て 心 を 入れ 替え 、 現在 で は 
バロー ルー の 商人 に な る べく 、 日 夜 ヨ シン バ で 
修行 に 励ん で いる 。 

別 料金 の お 楽し み 訪 可 内 【 そ の 他 】 ガ ルポ ス の 
宿屋 で 提供 され て いる 秘密 の 娯楽 。 スパ ー ダ の 
大 好き な 「 ア ッ チ 方 面 ] の サー ビス だ と 予想 され る 
が 、 女性 陣 の 目 も あり 実態 を 確か め る 機会 に は 
恵まれ ず 、 その 真相 は 定か で は な い 。 た だ し こっ 
そり と 体験 し た リカ ルド 曰く 、 36 ガ ルド の 宿泊 料金 
に 比較 し て 「100 ガ ルド は 高 す ぎる 」。 も ちろ ん ル 
カ が 言う よう に 、 手品 ショ ー の よう な 健全 な オプ シ 
ョ ンプ ラン と いう 可能 性 も 、 否定 で き な い 。 

ペ ト ナ ジャ ンカ 功 誠 王 [地名 ・ 施 設 】 ウ エス タリ 
ア 大 陸中 西部 に ある 工業 都市 。 トヨ ホウ ス 河 の 
豊か な 水 と 、 ペ トナ ー ル 山地 で と れる 石炭 や 鉄 
鉱石 で 、 日 々 大 量 の 鉄 が 作り 出さ れ 、 カレ ギア 
全土 へ 輸出 され て いる 。 

ベネ ッ ト 家 編 誠 筐 【 そ の 他 】 身 内 を 亡くし た ヴェ 
ィ イグ を 引き 取り 、 大 切 に 育て て きた 一 家 。 クレ ア 


と 両親 の 3 人 家族 。 ベネ ッ ト 家 の 両親 は 、 クレ ア 
が 水 漬け に な っ た あと も 、 ヴェ イグ を 村人 の 長 
怖 の 目 か ら 守 っ て きた 心 温 か い 人 物 。 

蛇 の 刺 青 騙 可 内 【 そ の 他 】 ス ティ ング ゲル お よび オ 
ルコ ッ ト の 腕 に 彫 られ た 、 蛇 を か た どっ た 刺青 の 
こと 。 クロ エ の 両親 を 殺害 し た 賊 の 腕 に 彫 られ 
て いた 刺青 と 同じ 模様 で 、 クロ エ は この 刺青 を 
きっ か け に 賊 と ステ ィング ゲル と オル コッ ト が 同一 
人 物 だ と 察する こと と な っ た 。 

ベ ヒ モス 芳正 斑 【 生 物 】 人 を 尼 う 凶悪 な 魔物 。 
黒い 巨体 に 、 燃え る よう に 赤い 尾ひれ を 持つ 。 
過去 に 何 度 も キム ラス カ 王 国 が 討伐 隊 を 派兵 し 
た も の の 、 こと ご と く 全 滅 。 べ ヒ モス の 体 に 今 も 
刺さ っ た まま の 剣 や 槍 な ど が 、 これ まで の 壮絶 な 
討伐 劇 を 物語 っ て いる 。 打つ 手 な し と な っ た キ 
ムラ スカ は イニ スタ 湿原 に この 魔物 を 閉じ こめ た 。 

ペペ 罰 棒 語 【 人 名 】 ロ イド を 見 か けた と いう 、 イセ リ 
ア の 住人 。 エミ ル た ち を ロイ ド の 敵 と 許 り な が ら 
も 、 リフ ィ ル に 促さ れ て 情報 を 提供 し て くれ る 。 こ 
の 会 話 シ ー ン は 背筋 を 伸ばし て 見 る こと 。 な ぜ 
な ら こ の 短い シー ン こ そ が 、 ぺぺ が も っ と も 光輝 
く 、 最初 に し て 最後 の 瞬間 な の だ か ら 。 

ヘラ クレ ス 罰 可 狂 【 地 名 ・ 施 設 】 ア レク セイ が 始 
祖 の 隷 長 に 対抗 すべ く 秘 密 裏 に 建造 を 進め る 
移動 要塞 で 、 ヘル メス 式 機構 を 導入 し た 超 巨 
大 魔 導 兵 器 。 まだ 完全 な 状態 で は な く 、 外装 
を 含め 急 ご し ら え な 箇所 が 目立つ 。 ダン グレ スト 
が フェ ロー に 襲わ れ た と き 、 初め て 戦線 に 投入 
され 、 圧倒 的 火力 に よっ て 形 の うえ で は フェ ロー 
を 退け る こと に 成功 する 。 し か し な が ら 前 代 未 
聞 の 威力 は 、 ユニ オン の 面々 や 住人 た ち に 増 
大 する 帝国 の 力 へ の 不安 を 植え つけ 、 進み つ 
つ あ る か に 見 えた 和平 交渉 を 難航 させ る 新た な 
要因 と な っ て し まう 。 

ベラ ニッ ク 罰 ぶ 柱 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ ィ ン ド ル 王 国 ・ 
ラン ト と の 国境 に 近い 、 フェ ン デ ル 南 部 の 寒村 。 
か つて は フェ ン デ ル 随 一 の 鉱山 街 と し て に ぎわ 
い 、 その 名 残 は 巨大 な 劇場 を 有する 宿屋 や 、 
アー チ を 備え た 大 通り に 残さ れ て いる 。 し か し と く 
に 火 の 煙 石 の 産出 量 が 激減 し た 現在 で は 人 の 
影 は 失わ れ 、 わび し い 姿 と な っ て いる 。 

ベリ ウス 罰 記 鏡 【 人 名 】 | 戦士 の 殿堂 」 の 統領 。 
一 般 に は 伏せ られ て いる が 始祖 の 隷 長 の ひと 
り で 、 ノー ド ポ リカ の 街 を 建設 し た 本 人 で ある 。 
「 天 を 射る 矢 ] の ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス と は 、 人 魔 
戦争 の 折 に 知り 合っ て 以来 の 友人 で あり 、 ギル 
ド や 種族 を 超え た 友情 で 結ば れ て いる 。 聖 核 を 
求め る 騎士 団 、 始祖 の 隷 長 を 目の敵 に する 
「 魔 狩り の 剣 ]、 そし て 魔物 出現 の 情報 に 踊ら 
され た ユニ オン な ど に 襲 撃 を 受け 負傷 。 その 傷 
を 癒 そ うと する エス テル の 力 で 暴走 し 、 や む な く 
ユー リ ら に 討た れる 。 死後 、 聖 核 が 精霊 ウン ディ 
ー ネ と し て 転生 。 

ヘリ オー ド 功 鐘 [地名 ・ 施 設 】 ダン グレ スト 南 
東 に 建設 が 進め られ て いる 新興 都市 。 キュ モ 
ー ル が 執政 官 代理 を 務め 、 現場 指揮 を 執る 。 
「 よ い 働 き を すれ ば 貴族 に な れる 」 と 、 あり も し 
な い 約 束 が され 、 周辺 の 街 か ら 集め られ た 人 々 
が 、 劣悪 な 環境 で 働か され る 。 

ヘリ オ ・ ベ ニ ト 芳本 蘭 【 人 名 ) プラ ンジ ュ に 住む 
べ リ ル の 祖母 。 ベリ ル の 両親 が 亡くな っ た あと 、 
ひと り で 彼女 を 育て て きた 。 夫 は 宮廷 画家 と し 
て 有名 な シン ハラ ・ ベ ニ ト 。 王宮 に 召し 抱え られ 
て か ら 何 年 間 も 音 信 不 通 だ っ た 夫 を 待ち 続け 、 


帰郷 後 まもなく し て 先立た れる 。 し か レシ ン ハ ラ 
の 生き ざま に は 理解 を 示し 、 現在 で も 彼 に 対す 
る 愛情 は 変わ ら な い 。 その 一 方 で 、 現在 村 に 
住む 画家 アラ ゴ と は 、 友情 と いう 言葉 で は 語り 
尽く せな い 深 い 絆 で 結ば れ て いる 。 お 手製 ピー 
チバ パイ は 孫 ベ リル は も ちろ ん 、 底なし の 胃袋 を 
持つ イネ ス や リチア に も 絶賛 され る 逸品 で ある 。 


ペリ ドッ ト ・ ハ ミル トン 芳本 欄 【 人 名 】 バレ イア 


教 結晶 騎士 団 第 13 小 隊 、 通称 カル セ ド ニ ー 隊 
に 所 属す る 女性 騎士 。 プラ ンス ー ル の 孤児 院 
出身 で 、 まめ に 里帰り し て は 子供 た ちの 世話 を 
焼く 彼女 は 、 子供 た ち に 絶大 な 人 気 を 誇り 、 彼 
ら の 賞賛 と 羨望 の 的 で ある 。 過去 に 亡くし た 実 
の 見 と 弟 を 、 それ ぞ れ 同僚 の バイ ロク ス と 隊長 
カル セ ド ニ ー に 投影 し て お り 、 が さ つ な 態度 や ロ 
の 悪さ と は 裏腹 に 、 彼ら に 強い 信頼 を 寄せ る 。 
売り 言葉 に 買い 言葉 で 、 皮肉 屋 ベ リル と は 衝 
突 す る 場面 多く 、 ベリ ル か ら は 「 髪 と 性 格 は 
ね っ 返り 女 」 と 呼ば れ て いる 。 と は いえ ぇ 意外 に も 
達筆 で 知ら れ 、 そ の ギャ ッ プ が 一 部 の 男性 騎 
士 の 心 を 提 え て 離さ な い 。 花盛り の 19 歳 、 身 
長 は ほど よい 高 さ の 161cm、 体重 は 自称 48kg 
だ が 、 その 信二 性 お よび 体 脂肪 率 を めぐ っ て 
は 、 イネ ス と 不毛 な 言い 争い が 絶え な い 。 


ベリ ル ・ ベ ニ ト 芳 還 欄 【 人 名 】 宮 衝 画 家 に な る 


た め 故 郷 プ ラン ジュ を 家出 同然 で 飛び 出し た 
18 歳 の 少女 。 海運 王 チ ェ ン を スポ ン サ ー に つけ 
て 成功 を 夢見 て いた が 、 チェ ン と の 取引 を 発端 
に し た トラ ブル に 加え て 、 コハク の 「 疑 い の ス ピ 
ルー ン 」 を 取り 込ん で し まっ た こと が 災い し 、 ヘン 
ゼラ の 街 で チェ ン 暗 殺 騒 ぎ を 起こ し て いた 。 シン 
グ ら に 救 わ れ た こと を きっ か け に 、 一 行 を 絵 の 
モデ ル に する か ら と 同行 する こと に な る 。 一 大 ス 
ペク タク ル を 描く た め 派 手 な 冒険 を 心待ち に し 
て いる と 言い つつ 、 本 人 は 勝 病 で 怖がり 屋 。 そ 
れ で あり な が ら と 皮肉 を 口 に し た り 虚 勢 を 張ら ず 
に は いら れず 、 シン グ に 淡い 想い を 抱き な が ら も 
伝え られ な いな ど 、 損する こと も し ば し ば で ある 。 
素直 に な れ な い 性 格 の 一 端 は 彼女 の 幼少 時 
の 体験 に 由来 し て お り 、 幼い 頃 に 両親 を 亡くし 
て いる こと 、 それ で あり な が ら 祖 父 レ シンハラ か ら 
見 捨て られ た か の よう な 扱い を 受け た こと が 、 
無謀 と も 言え る 強く 自立 を 求め る 行動 に 結び つ 
いて いる よう だ 。 な お 控え め な 身長 の お か げ で 、 
帽子 型 ノ ソーマ ・ テ ィ エ ー ル が 不 釣り 合い な ほど 
大 きく 見 える の が チャ ー ム ポイ ント 。 この よう な 突 
飛 な ファ ッ シ ョ ン は むし ろ 本 人 の 「 ゲ ー ジ ュ ツ 的 カ 
ン セ ー」 を くす ぐる らし く 、 実家 に は 彼女 が 収集 
し た さら に 奇抜 な を デザ イン の 被り も の の 数 々 が 鎮 
座 し て いる 。 


ヘル ウェ ルズ 功 蘭 [地名 ・ 施 設 】 最 果て の 北 


の 海 に 口 を 開け た 異 世 界 。 プロ ト ゼ ロム ・ カ トレ 
イア が 、 己 の 思念 を ソー サラ ー リ ング と ドル イド オ 
ー プ の 力 で 具現 化し た 。 


ベル ク 騙 相 店 8【 人 名 】 イズ ー ル ド に 工房 を 構え る 、 


創作 グミ 界 の 巨匠 。 海産 物 豊か な イズ ー ル ド を 
拠点 と し 、 カイ セン グミ 、 アラ ジオ グミ 、 サン ゴ グ ミ 
な ど 、 海 の 幸 を 用 いた 創作 グミ を 得意 と する 。 
な か で も 自 他 と も に 認め る と っ て お き は 、 手 巻 き 
グミ 。 ベル ク が 生み 出し た 創作 グミ の 数 々 は 、 
広く 世界 中 に 知れ 渡っ て いる 。 一 時 は ヒッ カリ カ 
エル に よっ て 和 皆 睡 状態 に ほれ て いた が 、 エミ ル 
た ちの 活躍 に より 復活 。 グミ 解禁 後 は 自慢 の 超 
人 気 商 品 、 カマ ボコ グミ の 製造 に 追わ れ 、 うれ 


し い 旨 鳴 を 上 げ て いる 。 


ベル ク の 弟子 騙 枢 語 W【 人 名 】 イ ズー ルド の グミ 職 


人 、 ベル ク の 弟子 。 まだ まだ ベル ク に は 及ば な 
い が 、 師匠 を 尊敬 し 、 や る 気 を 持っ て グミ 道 を 
六 進 し て いる 。 そん な 弟子 も 、 つ い に 自 ら が 考 
えた グミ が 商品 に 採用 され る 運び と な っ た 。 その 
名 も クジ ラグ ミ 。 指 で つま むと 真ん中 か ら 6 美味 し 
い エ キス が ピュ ッ と 吹き 出す 、 斬新 な 創作 グミ に 
仕上 が っ て いる 。 


ベル クラ ント 葉 5 玉 [地名 ・ 施 設 】 正式 名 称 は 


無 差 別 地殻 破砕 兵器 ベル クラ ント 。 か つて 空 
中 都市 移住 計画 が 発案 され た と き に 研究 が 始 
まっ た も の で 、 地殻 を 粉砕 し て 巻上げ 、 空 に 新 
し い 地 殻 を 形成 する た め に 使用 する 。 神 の 眼 と 
いう 高 純度 巨大 レン ズ の 完成 を 受け て ベル クラ 
ント は 実用 化 さ れ 、 外 殻 形成 に 向け て フル 稼働 
し た 。 し か し な が ら や が て 空中 都市 移住 者 に 選 
民 思 想 が 芽生 える と 、 まもなく 兵器 転用 され 、 
地上 の 人 々 を 恐怖 に 陥れ る こと に な る 。 な お べ ベ 
ルク ラン ト の 開発 チー ム は 戦争 末期 、 デ ィ ム ロ 
ス ・ テ ィ ン バ ー 中 将 率い る 救出 部 隊 の 助力 の 下 
で 地上 軍 に 亡命 し 、 ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オス 博 
士 と と も に ソー ディ アン の 完成 に 多大 な 頁 献 を し 
た 。 画 5 外 [地名 ・ 施 設 】 空中 都市 ダイ クロ フト 
の 底面 に 備え 付け られ た 、 大 地 を 破砕 し 吸引 
する た め の 装 置 。 ミク トラ ン に よっ て 地上 攻撃 用 
兵器 と し て 使用 され た が 、 本 来 は 科学 者 チー ム 
に よっ て 平和 利用 の た め に 建造 され た 。 レン ズ 
の エネ ルギー を 地表 に 照射 し て 大 地 を 細か く 砕 
き 、 それ を 吸い 上 げ て 空中 都市 へ と 送る 。 送ら 
れ て きた 大 量 の 土砂 は 再 構成 され て 、 宙 に 浮 
か ぶ 大 陸 を 形成 する 。 彗星 の 衝突 に よっ て 舞 
い 上 が っ た 粉塵 より 、 さら に 上 空 へ と 大 地 を 造 
る こと で 、 ここ に 人 々 が 移り 住め ば 今 ま で どおり 
太陽 光 の 恩恵 を 亭 受 で きる 。 と 、 これ が 本 来 の 
使い 道 で ある 。 し か し 長い 歴史 の 中 で 2 回 に 渡 
り 猛威 を 振る っ た ベル クラ ント は 、 18 年 前 に ミク ト 
ラン の 手 で ダイ クロ フト より 切り 離さ れ て 海底 へ と 
沈ん だ 。 一 方 で 、 エル レイ ン に 改変 され た 歴史 
の 中 で は 、 ベル クラ ント の 用 途 も 変わ っ て いる 。 
ベル クラ ント が ドー ム 都 市 に 向け て 大 量 の レン ズ 
エネ ルギー を 照射 し 、 そ れ を 受け た 各 ド ー ム は エ 
ネル ギー を 吸収 し 、 ド ー ム 自体 の 動力 と 人 々 の 
命 の レン ズ へ と 再 分 配 し て いた 。 つま り エ ネル ギ 
ー 供 給 シス テム と し て の 使用 で ある 。 本 来 は 存 
在 し な い 歴 史 の 中 で の み 、 ベル クラ ント が 平和 
利用 され て いる の は 皮肉 で し か な い 。 


ベル ケン ド 罰 誠 較 【 地 名 ・ 施 設 】 ファブ レ 公 野 


家 の 領 地 。 さま ざま な 音 機 関 研究 所 が 立ち 並 
び 、 音 機関 都市 と 呼ば れ て いる 。 も と も と は 、 ロ 
ー レ ライ 教団 と キム ラス カ 王 国 が 資金 を 出し 合っ 
て 共同 研究 を 進め て いた 。 し か し 、 ヴァ ン が ファ 
プレ 公 と 交流 を 深め た こと に よっ て 、 第 一 音 
機関 研究 所 の 全権 が ヴァ ン に 委ね られ た 。 


ベル サス 罰 誠 環 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ ェ ス タリ ア 大 陸 


の 北東 に 位置 する 交易 の 街 。 ノー スタ リア 各地 
と の 航路 が 多く 、 取引 され る 品物 が 豊富 。 有 
力 者 スカ ラベ の 圧力 に より 、 ガ ジ ュ マ 排 民 の 気 
運 が 高まっ て いる 。 


ベル セリ ア 罰 引 【 植 物 】 特 殊 な 鉱石 の 力 を 借 


り て 花 を 咲か せる 植物 。 様々 な 病 を 治す 薬効 
が ある が 、 鉱石 自体 が すでに この 世に 存在 し な 
いと 言わ れ て お り 、 花 を 咲か せる こと は 絶望 視 
され て いる 。 し か し この 鉱石 は オベロン 社 廃 塊 


Ni ご は メー 坦 避 ら 8 寺 


の / グ 


テア ママ メー と は ぎみ 


ング クノ 4 


に 、 わずか な が ら 存 在 す る こと が 判明 し て いる 。 


ベル セリ ウム 功 5 但 [鉱物 】 希 少 価値 の 高い 


金属 で 、 有機 物 と 無機 物 の 性 質 を 併せ 持つ 
特性 か ら 生 体 金属 と 称 され る 。 無限 の 用 途 を 
持つ も の の 入手 が 困難 な うえ 、 か つて の テク ノ 
ロジ ー を 用 いて も 人 工 精製 は 不可 能 で あっ た 。 
代表 的 な 存在 に 飛行 竜 が ある 。 還 5 中 【 鉱 
物 】 希少 価 値 の 高い 鉱物 で 、 別名 生体 金属 。 
有機 物 と 無機 物 の 性 質 を 億 せ す 持 つ だ け で な 
く 、 ベル セリ ウム を 使う こと で これ ら ふ た つ を 融合 
させ る こと が で きる 。 その 用 途 は 無限 だ が 、 入 
手 が 困難 な た め に 加工 品 に お 目 に か か る チャ ン 
ス は 少な い 。 ベル セリ ウム を 使用 し て 造ら れ た 
代表 的 な 存在 が 飛行 竜 で ある 。 


ベル セリ オス 罰 『5 往 【 ソ ー デ ィ ア ン 】 天地 戦争 


時 代 に 作ら れ た ソー ディ アン の 1 本 で 、 一 般 的 
に は オリ ジ ナ ル マ ス ター で あっ た 軍師 カー レル ・ 
ベル セリ オス の 人 格 を 投射 し て いる と され て い 
る 。 し か し 実際 に は 彼 の 双子 の 妹 で あり ソー ディ 
アン の 設計 者 で も あっ た 、 ハロ ルド ・ ベ ル セ リ オ 
ス 博士 の 人 格 を 宿 し た も の 。 オリ ジ ナ ル の メン バ 
ー は 全部 で 6 人 いた が 、 アト ワイト を 初め と し て ほ 
と ん どの メン バー が 、 コア クリ スタ ル の 相違 を 知ら 
な いま まで 戦い の 終 騙 を 迎え た 。 この コア クリ ス 
タル は カー レル が ミク トラ ン と 刺し 違え た と き に 、 ミ 
クト ラン に よっ て 上 書き され 、 その 瞬間 に ソー ディ 
アン ・ ミ クト ラン と 呼ぶ べき も の に 変質 し て いる 。 
し か し それ は 当 の ミク トラ ン 以 外 の 誰 に も 知ら れ 
る こと な く 、 天地 戦争 後に 天上 軍 の 流刑 地 と な 
っ た カル バレ イス の 地 に 埋もれ た 。 千年 の の ち 
に ヒュ ー ゴ に よっ て 発掘 され た 時 に 、 コア クリ ス 
タル に 潜ん で いた ミク トラ ン の 思念 が ヒュ ー ゴ の 
意識 を 乗っ 取り 、 ヒュ ー ゴ の 運命 を 手 わ せ て い 
く こ と に な る 。 刀身 は 非常 に 有機 的 な デザ イン 
で 、 ド ラゴン の 爪 や 鱗 を 思わ せる 装飾 が 施さ れ 
た 、 宰 々 し くも 美しい も る の 。 また 天才 科学 者 と 呼 
ば ぱ ばれ た ハロ ルド が 意図 し た の か 、 ある い は 人 格 
と マス ター が 異な る た め に 生じ た 矛盾 だ っ た の 
か 、 ほか の どの ソー ディ アン と も 異な り 、 光 と 閣 と 
いう 相反 する 属性 を 司る と いう 、 多 く の 矛盾 を 
名 ん だ 剣 と な っ た 。 加 中 【 ソ ー デ ィ ア ン ] ハ 
ロ ル ド ・ ベ ル セ リ オス を オリ ジ ナ ル と し て 、 その 性 
格 や 思考 パタ ー ン 、 知識 を 投射 され た ソー ディ 
アン 。 闇 属性 を 持ち 、 お も に 聞 系 の 卓 術 を プロ 
グラ ム さ れ て いる 。 本 来 、 ソー ディ アン は マス ター 
の 人 格 を 投射 する こと を 前 提 に 作ら れ て いる 。 
し か し この ベル セリ オス だ け は 、 オリ ジ ナ ル と な っ 
た の が ハロ ルド で 、 マス ター は カー レル だ っ た 。 こ 
れ は カー レル の 強い 希望 に よっ て 行わ れ た 特 
例 で ある 。 彼 と し て は 最愛 の 妹 で ある ハロ ルド 
の 人 格 を 投射 し 、 常 日 頃 か ら 一 心 同体 と 公言 
し て いる よう に 、 まさ に 一 体 と な っ て 戦う こと で よ 
り 自 分 の 力 を 引き 出せ る と 判断 し て の こと だ っ 
た 。 結局 、 カー レル が その 力 を 出し 切り 、 ミク トラ 
ン と 刺し 違え た こと で 天地 戦争 は 終結 し た 。 し か 
し 、 ベル セル オス に 胸 を 貫 か れ た 瞬間 に 、 ミク ト 
ラン は 自分 の 精神 を ベル セリ オス の コア クリ スタ 
ル へ と 退避 させ て いた 。 そし て 千年 が 経過 し 、 
ベル セリ オス を 発見 し た ヒュ ー ゴ が これ を 手 に し 
た 瞬間 か ら 、 この 哀れ な 学者 の 精神 を 操作 し 
て 、 自分 の 手駒 と し た の だ っ た 。 ここ で ひと つ 
疑問 に な る の は 、 ハロ ルド の 人 格 は どう な っ て し 
まっ た の か と いう こと 。 一 説 に は ミク トラ ン の 精神 
が 再 投射 され た 形 と な り 、 ハロ ルド は 消え て し ま 


っ た と いう も の が ある 。 また 一 説 に は 、 ハロ ルド の 
人 格 と ミク トラ ン の 精神 が 意気 投合 し 、 ふた り は 
協力 し て 世界 を 作り 変え よう と し た 、 と いう も の も 
ある 。 し か し 今 と な っ て は これ を 知る 術 は な い 。 

ベル ナー ル 功 訪 爾 【 人 名 】 世界 一 の 腕前 を 持つ 
と いわ れる 名 料理 人 。 ケ テ ル プル ク の 高級 ホテ 
ル に ある レス トラ ン の コッ ク と し て 腕 を 振る っ て い 
る 。 得意 料理 は 寒い 地域 に ちっ て こい の お で ん 。 

ヘル メス 玉 鐘 【 人 名 】 ヘルメス 式 魔 導 器 を 発 
明 し た 偉大 な クリ ティ ア 人 科学 者 で 、 ジュディ ス 
の 父親 で も ある 。 人 魔 戦争 の 原因 ・ ヘ へ ル メ ス 
式 魔 導 器 を 生ん だ 張本人 で は ある が 、 暗号 を 
用 いて 綴っ た 著書 『 エ アル 論考 』 で は 、 エア ル 
増大 や 魔 導 器 暴走 の 可能 性 、 そ の 対処 と し て 
の 破壊 の 仕方 な を ど に まで 言及 し て いた 。 魔 導 
器 の 潜在 能力 と 可能 性 を 追及 する こと を 至上 
の 再び と し て 生き た 、 生粋 の 知識 人 。「 エ アル 
論考 』 の 序文 は 「 娘 」 に 対し て 向け られ て いる 
が 、 ジュ ディ ス は 魔 導 器 の 専門 家 で な いた め 、 
誰 を 指し て いる の か は 不明 。 好物 は 豚 の 角 煮 
で 、 長老 や 賢人 ソー デス ら 、 ほか の クリ ティ ア 人 
の 例 に も れず 、 彼 も この メニ ュー に は と こと ん 執 
着 し て いた こと が 容易 に 想像 で きる 。 筆名 イフ ム 
ン フ ト ・ ネ プ メ ジャ プ 。 

ヘル メス 式 廃 導 器 功 久 【 魔 導 器 】 10 年 前 、 
テム ザ で ヘル メス の 手 に より 開発 され た 新型 魔 
導 器 。 それ まで の 魔 導 器 に 比べ て 高 出力 を 誇 
る が 、 エア ル へ の 影響 る また ケタ 違い で 、 人 魔 
戦争 の 引き 金 に な っ た 。 始祖 の 隷 長 の 思想 に 
共感 する 者 と し て 、 また 父 の 名 誉 を 守る た め 、 
ジュ ディ ス は 彼 の 理論 が 実装 され た 魔 導 器 を 破 
壊し て 回 っ て いた 。 

ベル ル 罰 『 基 馬 【 生 物 】 ベ リル が 実家 で 飼っ て いる 
ペッ ト で 、 原産 地 の プ ラン ジュ で も 2 頭 と いな い 、 
珍し い 黒 雲 羊 。 静電気 が ひど く 、 ひん し ゅ ぐ を 買 
っ て いた が 、 な か な か 毛 刈 り を させ よう と は し な 
か っ た 。 その 理由 は 飼い 主 ベ リル に 恋 を し て い 
る た め 、 裸 に な っ た 姿 を 見 られ た く な か っ た か ら 。 
と ころ が 自分 が メス だ と 知ら され る や いな や 、 あっ 
と いう ま に シ ング に 鞍替え し て し まう 。 その 恥じ ら 
いと 現金 さ は 、 ある 意味 と っ て も 乙女 で ある 。 

ヘル レイ オス 罰 誠 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 外 殻 上 に あ 
る 空中 都市 の ひと つ で 、 天上 軍 が 使用 し て い 
た 兵器 の 研究 ・ 開 発 と 製造 ラキ ン が 置か れ て 
いた 。 また 当時 地上 軍 で 開発 が 進ん で いた ソ 
ー デ ィ ア ン に つい て も 解析 が 進め られ 、 そ の 対 
応 策 が 検討 きれ て いる 。 

ベル ロウ X 玉 本 馬 【 人 名 】 ラ プン ツェ ル に いる 自 
称 「 恋 する 機械 人 」 の 交換 屋 。 一 行 に すげ な 
い 上 態 度 を 見 せ て いた が 、 粗野 な が ら 熱 い ハ ー ト 
を 秘め た ヒス イ の 姿 に ひと 目 惚れ し 、 彼 を 「 ツ ン 
デレ ラ 」 と 呼ん で 胸 を と きめ か せる 。 

ヘレ ン 罰 * 臣 斑 【 人 名 】 王 の 盾 に よっ て さら われ た 
少女 の ひと り で 、 ミナ ー ル 出身 。 豊か な 金髪 を 
短め に カッ ト し 、 外向 き に カー ル さ せ た 、 今風 の 
ファ ッ シ ョ ン が 好み 。 

ペン ギン じい さん 騙 棒 國 8[ 人 名 】 フ ラノ ー ル の ア 
クセ サリ ー 屋 「 雪 姫 」 の ご 隠居 。 ペン ギ ニ ス ト を こ 
よ な く 愛し 、 ペン ギ ニ ス ト と た わ む れ て 暮らし た い 
と 考え て いる 。 ゲラ キ エ ス の コア を 巡る ヴァ ン ガ ー 
ド の 策略 に 巻き 込ま れ て し まい 、 ヴァ ン ガ ー ド に よ 
っ て 拉致 され る が 、 ミズ ホ の 民 に よっ て 救出 さ 
れ た 。 コレ ッ ト に よる 世界 再生 の 旅 の 際 、 一行 
は ペン ギ ニ ス トミ トン を 作っ て も ら う な ど 、 じい さん 


ee 


に 世話 に な っ た こと が ある 。 この 出来 事 に よっ 
て ペン ギン じい さん の 顔 を 覚え て いた リー ガル 
は 、 グラ キ エ ス を 巡る 一 件 で 、 じい さん が 偽者 と 


すり 替え られ て いる こと に 気付 いた の だ っ た 。 
ヘン ケン 罰 * 較 【 人 名 】 ベ ルケ ンド い 組 の 代表 。 


地 核 の 振動 周波 数 を 調べ る 計測 装置 を 作り 上 
げた 地 核 静止 作戦 開始 直後 、 タ ル タ ロ ス を 奪 
お うと し た ヴァ ン に 殺害 され る 。 


変人 の 恋人 は 変人 監 Ki 剛 【 言 葉 】 「 恋 ] と いう 字 


と 「 変 ] と いう 字 は よく 似 て いる 。 それ は 恋 に 燃 
や す 情 熱 に 、 どこ か 普通 で な い 、「 変 な 部 分 
が ある か ら か も し れ な い 。 と ころ で 世界 勇者 を 自 
称し 、 真紅 の バラ を いつ も る ポケッ ト に 隠し 持つ ア 
ー メ ス が 選ん だ 恋人 は 、 飛 空 船 実験 で 自ら 飛 
ん で いく 元 幼 馴染 の 無謀 な 女 ・ エ カイ ユ だ っ 
た 。 有無 を 言わ さ ぬ 勢 いで 、 自分 の 想い を 押し 
つけ る アー メス と 、 彼 を 掌 で 転がす エ カ イ ユ と の 
間 に あ る の は 、 まさ に 変人 同士 が ゆえ の 恋 。 そ 
れ を 傍 で 見 守る 毒舌 洗え 渡る ベリ ル は 、 この よ 
うに つぶ や か ず に は いら れ な か っ た 。 


ヘン ゼラ 功 加 内 【 地 名 ・ 施 設 】 | ベン デ ロ ー ク 大 


陸 の 台所 ] と も 呼ば れる 交易 の 街 。 海運 王 チ ェ 
ン が 大 き な 発 言 力 を 持ち 、 彼 が 代表 を 務め る 海 
運 ギル ド と 、 双璧 を 成す 陸運 ギル ド と が 、 街 の 自 
治 と 繁栄 を も た らし た 。 街 の 商人 た ち は 一 筋 縄 
で は いか な いや り 手 ぞ ろ い で 、 右 も 左 も わか ら な 
い 田 舎 者 は 、 あっ と いう 間 に 剥 き 身 に され る 。 


ベ ペンダ ント 芳 器 馬 【 道 具 】15 歳 の 誕生 日 に クレ 


ス が 両親 か ら る も ら っ た ペン ダン ト 。 ダオス の 力 を ふ 
た つ に 分 け て 封印 し た その 一 方 の 品 に 当たり 、 
も う ひ と つ は ミン ト の 母親 メリ ル が イヤ リン グ と し て 
持っ て いた 。 罰 8 [道具 】 エル レイ ン と リア ラ 
が 身 に 着け て いる 、 同形 の ペン ダン ト の こと 。 こ 
れ は フォ ルト ゥ ナ に よっ て 与え られ た 物 で 、 ふた 
り の 力 を 増幅 させ る 効果 が ある 。 効果 を 発揮 さ 
せる に は ペン ダン ト へ と 意識 を 集中 させ る 必要 が 
あり 、 強 く 集中 する ほど 輝き が 増し 、 より 大 き な 
力 を 発揮 で きる 。 力 の 使い 方 を 熟知 し 、 また そ 
の 元 と な る レン ズ が 豊富 な エル レイ ン と 違い 、 自 
分 の 力 を 信ずる こと さえ で き な い 未熟 な リア ラ は 
この ペン ダン ト に 頼る と ころ が 大 きい 。 
【 道 具 】 カイ ウ ス が も の 心 つ いた と きか ら 肌 身 離さ 
ず 身 に つけ て いる ペン ダン ト 。 ラム ラス が メリ ッ サ 
か ら 預 か っ た も の で 、 カイ ウス に と っ て は 母 の 形 
見 と な る 。 見 事 な ペ イシ ェ ン ト が ペン ダン トト ッ プ に 
使わ れ て いる 。 


ペン デ ロ ー ク 大 陸 功 語 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 西 大 
陸 の 名 前 。 キュ ノ ス で 獲れ る 海産 物 キュ ノ ス 近 
郊 の 農園 か ら の 農作物 に より 、 資源 豊か な 地 
域 と し て 知ら れる 。 

ポア ソン 芳本 【 人 名 】 ア ンマ ルチア 族 の 次 期 
長 。 家系 に より 早く か ら そ の 継承 が 決め られ て 
お り 、 現在 も すでに ガウ ス の 側 役 と し て 仕え 、 彼 
女 の 名 代 と し て さま ざま な 役目 を 果たし て いる 。 
パス カル や フー リエ を 「 姉 様 」 と 呼び 慕う 姿 に 反 
し て 下手 な 大 人 より も 税 か に 聡明 で 、 一 族 を 担 
うに ふさ わし い 威 厳 を 備え て いる 。 ガウ ス と も ども 
闘技 島 の 番 人 と は 顔なじみ らし く 、 番 人 の 留守 
に は 代わ り に 頂上 決勝 の 場 に 登場 。 す な わ 
ち 、 代役 を 務め る に 申し 分 な い 腕前 を 持つ 、 と 
いう こと を 意味 する 。 

ぼ い ん 姉ちゃん 罰 可 鐘 【 呼 称 】 う し に ん 命名 の 
ジュ ディ ス の 名 前 。 自分 の ポテ ン シ ャ ル を 知り 抜 
き 、 魅力 を 最大 限 に 引き 出す 術 も 心得 て いる 
彼女 に と っ て は 、 こん な セク ハラ まがい の 愛称 
な ん て 尼 で も な い 。 

望 海 の 祭壇 玉 選 内 【 地 名 ・ 施 設 】 永き に わた り 
託 宜 の 儀式 が 行なわ れ て いる 祭壇 。 海 に 面 し 
た 崖 に 設置 され 、 猛 り の 注 我 を 身近 に 感じ られ 
る 一 種 の パワ ー ス ポッ ト と な っ て いる 。 シュ ヴァ ル 
ツ に 対抗 し よう と し た セ ネ ル た ち が 猛 り の 浴 我 と 
接触 し 、 力 を 授かっ た の も この 地 だ っ た 。 

千 星 臣 訓 [地名 ・ 施 設 】 ザー フィ アス 下町 の 宿 
屋 兼 酒場 。 剛 胆 な お か みさ ん と 尻 に 敷 か れ た 
亭主 の か け 合 い 、 そし て ひと り 人 息子 テ ッ ド の 存 
在 が 市 民 に 愛さ れ て いる 。 や り 手 お か み の ゴ ー 
ルデン フィ ン ガ ー は 、 魔物 を も 倒す と 有名 。 以 
前 、 美しい 黒髪 を な び か せる 長身 の 美女 が 出 
入り し て いる と 噂 に な っ た こと が ある が 、 その 正 
体 は 2 階 に 下宿 し て いる ユー リ だ っ た と いう 。 

望 鏡 の 墓所 監 X 鐘 [地名 ・ 施 設 】 ザウ デ 地 下 に 
設け られ た 満月 の 子 た ちの 墓所 。 自ら 星 喰 み 
封印 の 鍵 と な っ て 、 命 を 落と し た 彼ら の 無数 の 
亡骸 、 ある い は その 魂 が 眠っ て いる 。 その さら に 
深部 に は 、 外界 と 完全 に 交流 を 断っ た 状態 の 
まま 人 々 が 暮らし 続け る 、「 十 六 夜 の 幽 居 街 」 
が ある 。 

冒険 野郎 マッ ク 騙 可 本 【 人 名 】 各地 の ギル ド ダ ン 
ジョ ン を 渡り 歩く 、 命知らず の 冒険 野郎 。 保護 
の 依頼 に 基づい て 探し に 行く と 、 毎度 毎度 「 今 
回 も 絶 体 絶命 だ っ た ぜ !| と いう 、 過去 の 反省 
が 丸 っ き り 活 か され て な い 、 な ん と も 助け 甲斐 
の な い セ リフ が 返っ て くる 。 どの 地域 の ギル ド で 
も 大 抵 彼 の 捜索 依頼 が 出 て いる と ころ か ら 察 す 
る に 、 世界 を 股 に か けた 、 は た 迷惑 な 終わ りな 
き 冒 険 を 々 り 広 げ て いる も の と 思わ れる 。 

ポ ウ ゥ じい さん 騙 可 障 【 人 名 】 が レポ ス の ジャ ング 
ル に 住む 世捨て人 。 俗 世 間 の し が ら み と と も に 
衣服 も 脱ぎ 捨て 、 腰 巻 き ひ と つ で ワイ ルド な 暮 ら 
し を 楽し ん で いる 。 本 名 を エデュ グ ワ ー・ ラ ム ・ 
ポッ ゥ と いい 、 か つて は その 前 衛 的 な 思想 で 若者 
の ソウ ル を 雲 わ せ た 、 ちょ っ と 名 の 知れ た 小説 
家 で あり 、 また 皇 益 の 舌 を うな ら せ た 屈指 の 料 
理 人 で も あっ た 。「 世 の 仕組 み に す る も ん 
か !」 が 口癖 で 、 謎 の 踊り と と も に あふ れ 出 る そ 
の 名 も 『 全 裸 の プル ー ス ] は 、 スパ ー ダ に 「 デ タラ 
メ の 一 歩 向こう の 罪 深 え プル ー ス 」 と 言わ し め 
た 。 だ いぶ 薄く な っ た 白髪 を サイ 條 で 丁寧 に 編ん 
だ ニニ つ 編 み が 、 本 人 曰く |「 意外 に 好評 らし い 。 
な お 人 目 に つか な いと ころ で は ほとばしる バ パトス 


を 解放 すべ く 、 全裸 の 喜び を 噛み し め て いる ら 
し い が 、 幸い に も それ を 目 に し た 被害 者 は 、 今 
の と ころ いな い 。 
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法 術 薦 語 時 【 術 ・ 技 】4210 年 以降 に 技術 体系 
が 確立 され た 癒し の 術 。 神 や 大 地 か ら 力 を 借 
り 、 それ を 精神 エネ ルギー に よっ て 発動 させ る 。 
魔術 の 最大 の ハー ドル で ある エル フ の 血脈 に 頼 
る こと な く 、 人 間 で あっ て も 訓練 に よっ て 扱え る 
こと か ら 、 社会 へ の 頁 献 が 期待 きれ て いる 。 

暴 星 廃物 対策 本 部 監 斑 [呼称 】 正式 名 称 は 
「 ス トラ タ 共 和 国 第 三 情報 部 対 暴 星 魔物 対策 
本 部 ] 。 ラム ダ 消 減 後 に 再び 姿 を 見 せる よう に 
な っ た 暴 星 魔物 へ の 対策 を 検討 する た め に 、 ス 
トラ タ 軍 で 組織 され た 対策 部 隊 で 、 ヒュ ー バ ー ト 
は 事実 上 の 最高 責任 者 を 務め る 。 

宝石 柄 の ナイ フ 編 可 有馬 [武具 ] 柄 の 部 分 に 宝 
石 が ぴっ し り と 埋め 込ま れ た 、 宝飾 品 さ な が ら 
の 短剣 。 ギル ド の 性 能 テ スト で 支給 され る 品 だ 
が 、 あま り の 輝き の た め に その まま 持ち 去る 不 届 
き 者 も 多い 。 同じ く 宝石 を ふん だ ん に あし ら っ た 
ジュ エル クロ ー ク と の 見 た 目的 な 相性 は 、 言う ま 
で も な く 抜群 。 依頼 を 受け て これ を 手 に する ア 
ンジ ュ の 姿 に 、 イリ ア や エル マー ナ は 得 物 と し て 
の 興味 や お し ゃ れ 性 や へ の 憧れ と は 別 の 種類 
の 、 ぎら つい た 視線 を 向け ず に は いら れ な い 。 

ホウ テイ バン リ 罰 可 欄 【 道 具 】 懇 痛 の 妙薬 と う 
た われ て いる が 、 お お よそ の 病 に 効く 驚異 の 効 
力 を 持つ 薬 。 た を き ぎ むし 、 や まつ の 、 ほし か わ を 
煎じ て 作る 。 これ を ラ シ ュ ア ン の 村長 カム ラン に 
渡す と 、 今 ま で の わだかまり が 解け て ファ ラ と カ 
ムラ ン が 和解 する 。 お そら く は 肝 程 万 里 = 果 て 
し な く 遠 い 道のり の 意 。 

宝刀 ガル ディ オス 罰 誠 械 【 直 具 ]】 ジ グ ム ント ・ バ 
ザン ・ ガ ルディ オス 伯爵 の 剣 。 ガイ に と っ て は 、 
父親 の 形見 の 品 に あたる 。 ホ ド 戦 争 時 に 、 ファ 
プレ 公爵 が ジグ ムン ト の 首 と と も に 持ち 帰っ た も 
の で 、 以来 、 ファ ブレ 公 処 家 の 玄 関 に 飾っ て あ 
る 。 ファ プレ 公 家 に きた 頃 の ガイ は 掲げ られ た 
父 の 剣 に 堅く 復讐 を 板 っ て いた 。 

ポエム 功 可 科 【 作 品 】 バロー ル の 本 屋 に 置か れ 
て いる 、 戦闘 に 疲れ た 心 を 癒す ( ?) 書物 。 「 青 
空 は ホウ キ 今 日 も 見 上 げ て 心 の お そう じ 」 、 「 暗 
く て を 平気 きみ の こと ば が ぼく の 明か り 」、「 ひ 
と り ぼ っ ちの 日 影 法師 が さそ っ て る 追い か けっ こ 
し よう 」 、「 ゆ れる ド エ ニ ス あ の 人 の 臭い と 微笑 
み を 運ん で くる 」 、「 空 が 泣い て る ぼく も 泣い て 
る そん な 時 は 回 り 道 ] 、「 き み の 慣 れ な い 優 し さ 
ラ シ ュ ア ン の 風車 も 止ま っ て し まっ た 」 と の こと 。 

ホー ク 芽 枢 請 【 人 名 】 ヴァン ガー ド 戦 闘 部 隊 師 団 
長 。 戦闘 部 隊 隊 長 の アリ ス に 「 ホ ー く ん 」 と 呼ば 
れ 気に入ら れ 、 奴隷 の よう に 扱わ れ て いる 。 か 
つて は 戦闘 部 隊 を 仕切 る 立場 に あっ た が 、 新 


参 の アリ ス と 指揮 権 を 賭け て 決闘 を 行ない 、 惨 
敗 。 以降 、 アリ ス の 下僕 と し て 認知 きれ る よう に 
な っ た 。 ちな み に こ の 決闘 の 際 、 ホー ク は 背中 
に 消え な い 傷 を 負わ され 、 その 傷跡 は 今 な お 
「 ア リス さま の ペッ ト で す 」 と 読め る らし い 。 ホー ク 
は 週 に 1 回 、 自分 同様 アア レス に 虐げ られ て いる 
部 下 た ち を 集め 、 反省 会 と 称し た 反 ア リス 集会 
を 開い て いる 。 集会 で は 部 下 た ち に 辛い 思い を 
させ て いる の は 己 の せい だ と し て 、 自分 が 出世 
し て 皆 を 幸せ に する た め に も 「 だ か ら 頼 む 。 俺 
に 力 を 貸し て くれ !」 と 部 下 た ち に 訴え 、 それ は 
熱烈 な 歓声 を 持っ て 迎え られ て いる 。 この 一 件 
か ら も 、 ホー ク は 部 下 の 信 頼 が 厚く 、 慕 わ れ て 
いる こと が わか る 。 し か し 志 し 半ば に し て 、 ヴァ ン 
ガー ド 総 帥 プル ー ト の 振る っ た 剣 に 貫 か れ て 死 
亡 …… は し て お ら ず 、 療養 中 の 身 と な っ た 。 

武 醒 魔 導 器 (ボー ディ ブラ ステ ィ ア ) 
【 魔 導 器 】 術 や 技 を 使う た め の 魔 導 器 。 腕輪 や 
首飾り な ど 、 装飾 品 を 模 し た 形 を し て いる 。 ほ 
か の 魔 導 器 と 同じ く 帝国 に よっ て 流通 が 制限 さ 
れ て いる た め 、 ギ ルド を 通し て 手 に 入れ る か 、 
帝国 騎士 団 や 魔 導 器 研究 所 関係 者 で な いと 
所 有 は 難し い 。 

ホー プ タ ウ ン 駐 55 四 [地名 ・ 施 設 】18 年 前 の 
騒 乱 に よっ て 地殻 変動 が お 生じ 、 当時 の ジャ ンク 
ラン ド は 人 が 立ち 入る こと すら 危険 な 状態 に な っ 
て いた 。 と ころ が 、 幸運 に も その 地殻 変動 が 新 
た な オア シス を 沸か せる こと と な っ た 。 上 旧 ジ ャ ンク 
ラン ド の 住民 達 は すぐ さま オア シス へ と 移り 住 
み 、 ここ を 開拓 し て 村 と し 、 それ が 現在 で は ホー 
プ タ ウ ン と な っ て いる 。 

ポー ラ 罰 『 基 動 【 人 名 】 王 の 盾 に よっ て さら われ た 
少女 の ひと り 。 解放 され て か ら は 友人 の ポー ラ 
と と も に サ ニ イ タウ ン に 逗留 し て いる 。 も と も と は 
アニ カマ ル 出 身 で 、 砂漠 地帯 の 伝統 的 な 服装 
で ある 、 大 き な 布 を 体 に 巻き つけ た よう な 、 ゆっ 
た り と し た 衣装 を 身 に 着け て いる 。 

ポー ル 騙 湊 語 8[ 人 名 】 母親 の リリ アテ と ふた り で イセ 
リア に 暮らす 、 や ん ちゃ な 少年 。 呪い の 牧場 の 
見 回 り と 称し て 、 立ち 入り 禁止 区 域 の 人 間 牧 
場 跡 に 入り 込み 、 エミ ルレ た ちと リフ ィ ル に 救出 さ 
れ た 。 も ちろ ん その 直後 、 リ フィル の お 仕置 き で 
お 尻 を 叩か れ 、 生き な が ら 地 獄 を 見 る こと と な っ 
た 。 ロイ ド を 敬愛 し 、 自称 ロイ ド の 一 番 弟 子 に し 
て 、 二刀流 の ポー ル さ ま 。 父親 は ロイ ド と ジー ニ 
アス が 引き 起こ し た 、 ディ ザイ アン 撃 に よっ て 
命 を 落と し た 。 

ボ ポ グ ナム の 森 臨 可 本 【 地 名 ・ 施 設 】 一 年 中 雪 
に 閉ざさ され た 深い 森 。 周囲 を 城壁 に 囲ま れ て 
お り 、 約 100 年 前 に ヒト に よっ て 追い や られ た オ 
ー ガ た ち が 閉 じ 込め られ る よう に 住ん で いる 。 森 
の 中 は 瀧 木 が 茂っ て 迷路 の よう に な っ て お り 、 
不用 意 に 足 を 踏み 入れ る と 、 オー ガ に 襲わ れる 
より も さき に 道 に 迷っ て 凍死 する 恐れ が ある 。 

ポ ク ナ ン 大 橋 箇 i 得 [地名 ・ 施 設 】 イー スタ リア 
大 陸 の 中 央 部 に 架かっ て いる 橋 。 南 の ラジ ル ダ 
と 北 の キ ョ グエン を 結ぶ 。 普段 は 通行 する さい 
に 高い 税金 が か か る が 、 その 金 は すべ て ワン ・ 
ギン の 懐 に 転がり 込む 仕組 み に な っ て いる の で 
は と の 噂 あり 。 

星 の 歌 訪 * 語 筐 【 作 品 】 「 し ゅ ー、 し ゅ ー、 シュ ー テ ィ 
ング スタ ー ボク の お 願い か な えて ね ー 
流れ 流れ て な ー が れ 一 星 一 ボク も 一 
緒 に 流れ ちゃ お っ か な ー ゆ 」。 夜空 に 光る 星 の 
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美 し ょ を マオ の 純真 な 感性 で 素直 に 詠ん だ 。 と 
思い き や 、 後半 で 一 転 、 こぶ し が きい た 演歌 調 
の 歌 に 。 


星 の カ ケラ 薦 可 生 [鉱物 】 レ グル ス の 丘 の 地下 


に 眠る 美しい 鉱物 。 正式 な 名 称 は リバ ヴィ ウス 
鉱 。 銀色 に 光る 様子 か ら 、 リッ ボ た ち は 星 の カケ 
ラ と 呼ん で いた 。 10 年 前 、 ファラ の わが まま で リッ 
ド と キー ル を 連れ て 、 星 の カケ ラ を 取り に レグ ル 
ス の 丘 に 入っ た こと が 、 ラ シ ュ ア ン の 惨劇 の 引き 
金 と な っ た 。 


星 の 乾杯 賢 5 本 欄 【 飲 食物 ] コ メ か ら 作 られ る 高 


級 酒 で 、 気付 け 薬 に も 使わ れる 。 仕込 み は 北 
国 で され る が 、 熟成 の 最後 の 工程 は サ ニ イ タウ 
ン の 夜空 の 下 で 行なう の が 鉄則 。 口 に ふく むと 
満天 の 星空 が 広がる か の よう な 、 雄大 な 味 わ 
い が 楽 し め る 。 


星 喰 み 功 加 鐘 【 神 話 ・ 伝 承 】 許 容量 を 超え て エ 


アル を 取り 込ん だ 結果 、 変異 し た 始祖 の 隷 長 
の な れ の 果て 。 始祖 の 隷 長 と し て の 意識 と 肉 
体 を 失っ た 彼ら の 集合 体 を こう 称し 、 その 名 の 
と お り 星 を 触 み すべ て の 命 を 奪う 。 古代 ゲラ イ 
オス 文明 の 末期 、 魔 導 器 の 溢 用 で エア ル が 乱 
れ た 結果 引き 起こ され 、 未 骨 有 の 人 災厄 と な っ 
た 。 ザウ デ 不 落 宮 の 力 で 封印 され て きた が 、 ア 
レク セイ に よっ て 封印 が 破 ら れ た た め に 復活 し 、 
再び 地上 を 至 う 。 


社長 (ボス ) 騙 唄 鏡 【 呼 称 】 ギ ルド の 首領 の うち 、 


と くに 「 幸 福 の 市 場 」 の 首領 カウ フ マ ン を 指す 敬 
称 。 ビジ ネス の 色 濃 い 同 ギ ルド に 見 られ る 独特 
の 慣習 で ある 。 


首領 (ボス ) 罰 唄 鏡 【 呼 称 】 ギル ド の トッ プ を 指し 


て 呼ぶ 敬称 。 ギル ド ユ ニオ ン を 東 ね る 「 天 を 射 
る 矢 」] の ホワ イト ホー ス は 、 その 中 で も も っ と も 上 
の 立場 で ある こと か ら 、「 大 首領 (ドン) 」 と 呼ば 
れ て いる 。 


ポス ター 軒 其 語 8【 道 具 】 セ ンチ ュ リ オン ・ コ ア を 


手 に し た ロイ ド が 祭壇 付近 に 貼り 付け る 、 人 を 
小 バ パカ に し た ポス ター の こと 。 元 ネ タ は コレ ッ ト に 
よる 世界 再生 の 旅 の 際 、 ディ ザイ アン が 配布 し 
た 、 ロイ ド の 指名 手配 書 の 似顔絵 。 か つて ロイ 
ド は この と ん で も な い デ キ の 似顔絵 に 激怒 し 、 
いつ か 自分 で 格好 いい ポス ター を 作ろ うと 決意 
し て いた 。 そし て つい に 機 は 熟し 、 全力 を 傾け 
て 作っ た ポス ター は ……' どこ か で 見 た よう な と ん 
で も な い デ キ だ っ た 。 自分 は 工作 こそ 得意 だ 
が 、 美術 は 苦手 だ っ た と 思い 出す ロイ ド 。 悔し さ 
を 噛み し め な が ら 、 ロイ ド は か つて 自分 が 激怒 し 
た も の と そっ くり な ポス ター を 、 力 な く 貼 る の だ っ 
た 。 ※ 図 は 当時 の 指名 手配 書 の 再現 。 吹き 出 
し に 好き な 言葉 を 入れ て 楽し ん じゃ お う ! 


保存 食 騙 可 欄 【 飲 食物 】 リ が 保存 用 に 蓄え て 


いる 肉 の 薫製 。 本 来 は 塩漬け に し た 肉 を 、 樹 
脂 の 少な い 樹 木 を 殺 い た 煙 で 風味 付け を し て 


作る 。 し か し ファ ラ に 「 う わ 、 くっ さ ー !」 、「 こ れ 
so 食べ る つも りな の ?] と まで 言わ れ て し まう 
こと か ら 、 リッ ド が どこ か し ら の 手順 を 省略 し て 、 
いい 加減 に 作っ た も の だ と 思わ れる 。 また 、 素 
材 は お そら く カ ン バ パラ ー ベ ア だ ろう 。 肉 の 臭い は 
こち ら に 原因 が あり そう だ 。 


ホタテ 功 可 障 【 飲 食物 】 モフモフ 族 の 主食 。 モ フ 


モ フ 族 に と っ て 新鮮 な ホタテ は 何より の ご 馳走 
で あり 、 その フォ ルム は 彼ら を 魅了 し て 止ま な 
い 。 ソロ ン が モフモフ 族 を あざ けっ た 「 ホ タテ 臭 
い 」 と の 発言 は 、 彼ら に と っ て は うっ と りす る ほ 
どの 褒め 言葉 か も る しれ な い 。 長らく モフモフ 族 と 
と も に 暮らし モフモフ 化 が 著しい ジェ イ 。 彼 も ホ タ 
テ 漬 け の 食 生 活 を 送っ て いる の で は な いか と 気 
に か か る と ころ だ が 、 どう や ら 集 落 に 食材 屋 が あ 
る よう な の で 、 ホタテ ば か り 食 べ て 過ごさ な く て 
を 平気 な よう た 。 


ポチ ョ ム さ ん 芳 誠 柚 【 人 名 】 誰 も が 知っ て る 国 


民 的 民話 の 主人 公 。 大 人 か ら 子 供 まで 幅広 く 
読み 親しま れ て いる 作品 で は ある が 、 この と ん 
ち 話 の 真髄 を 堪能 で きる の は 、 や は り 酸 い も 甘 
いも 知り 尽く し た 熟年 世代 に な っ て か ら 。 マオ に 
は まだ 難し い 。 


ポッ カポ ッ カ イロ 凡 棒 請 【 道 具 ]】 レ ザ レ ノ 社 が 開 


発し た 携帯 用 カイ ロ 。 通販 で も 扱わ れ 、 人気 商 
品 と な っ て * る 。 


ポッ コス 罰 避 鏡 【 人 名 】 レ シュヴァ ー ン 隊 ル プラ ン 


小隊 所 属 の 騎士 。 小柄 な 体格 を 補う た め 長 枚 
を 扱う 、 自称 ・ 小 隊 期 待 の 星 。 騎士 団 の 威光 
を 意 に 介さ な い ユ ー リ に お 人 鱗 を 据え た いと 和 常々 
思っ て お り 、 相棒 アデ コー ル と と も に 難 を つ 
け て くる 。 口癖 は 「 な の だ 」 。 


ほっ と け な い 病 功 織 【 そ の 他 】 へ リオ ー ド の 


人 々 が 失 中 し て いる 件 を 聞き つけ 、 矢 も 盾 も た 
ま ら ず に 首 を 突っ 込む エス テル を 評 し た も の 。 し 
か し こう 呼ん だ 当 の ユー リ も 、 ひと り 謎 の 行動 を 
する ジュ ディ ス を 「 ほ っ と け な い 病 」 で 、 他人 を 案 
じ る あま り に 傷つく エス テル を 心配 し て いる リタ 
も 、 いわ ば エス テル を 「 ほ っ と け な い 病 」。 そう い 
う 意 味 で は 一 行 の 全員 が 、 そ れ ぞ れ な ん ら か 
の 形 で この 病 を こじ ら せ て いる と 言え る 。 


ホッ トド ッ グ 玉 *5 鐘 【 デ ィ ス カバ リー ファン ダリ 


ア 連 峰 の 急斜面 を 、 倒木 の 板 に 乗っ て 華 肌 に 
滑り 降り る 犬 。 野性 の 血 が そう させ る の か 目 を 
見 張る 滑降 テク ニッ ク が 、 ハイ デル ベル グ の 子 
供 た ち に 、 ルー ル 無 用 の アク ロバ パテ ィ ッ ク な そり 
遊び の プー ム に 火 を つけ る の に 、 そう 時 間 は か 
か ら な か っ た 。 芳 固 蘭 【 デ ィ ス カバ リー)】 枯 れ 
木 の 板 を 利用 し 、 巧み に 雪山 を 滑り 降り る 犬 。 
テク ニシ ャ ン 。 功 K 欄 【 生 物 】 温 泉 部 グ ゲー ス に い 
る 犬 。 村 の あちこち に 湧き 出す 温泉 を 気まま に 


利用 し て いる た め 、 いつ で も ムダ に 温か く 、「 モ 
ワ ワ ワーーー ン | と し て いる 。 


ー TOH - 


ポッ ポ 騙 可 職 【 人 名 】 モフモフ 族 の 発明 家 兼 技 


術 者 。 その 才能 を 活か し て ポッ ポ 号 シリ ー ズ を 
開発 し た 。 ピッ ポ 、 キュ ッ ポ と は 3 上 兄弟 で 、 その 
三男 。 ピッ ポ と キュ ッ ポ に 負け な いく らい 、 ジェ イ 
に 家族 と し て の 愛情 を 注ぎ 、 ジェ イ の 苦し み は 
自分 た ちがい っ し ょ に 背負 うと 断言 する 。 セ ネ ル 
た ち を 何 食わ ぬ 顔 で 潜水 艇 の 有人 実験 に 送り 
出し た り 、 3 上 兄弟 の 末っ子 の くせ に 声 が いち ば 
ん 野 太 か っ た り と 意外 な 一 面 が 多い 。 


ポッ ポ 三 世 号 改 久 回 欄 【 乗 り 物 】 ポ ボッ ポ が 開発 


し て いる 潜水 艇 、 ポッ ポ シ リ ー ズ の 三 号機 改良 
型 。 三世 号 は 二 世 号 と ほぼ 同 程度 の 耐久 性 
を 誇る 。 ちな み に 二 世 号 は ヤギ に や られ て あえ 
な く 沈 没 し 、 光 跡 細 に 打ち 上 げ ら れる と いう 実 
績 が ある 。 三世 号 改 の 特徴 は 、 ゲー ト の 骨 を 使 
っ た 排 障 器 を 設置 し 、 衝撃 吸収 力 を 高め た 点 
に ある 。 これ に より 、 潜水 艇 ラ 基地 か ら 雪 花 の 遺 
跡 まで 潜行 し て 沈没 する こと な く た ど り 着 ける 確 
率 が 、 従来 の 10% か ら さ ら に 数 10% の 上 昇 を み 
た 。 実際 の 潜行 で は 途中 船体 が き し ん で 多少 
の 浸水 を 許し た も の の 、 それ 以外 は さしたる 問 
題 も な く 、 当初 の 予定 どおり 無事 に 雪花 の 遺跡 
へ と 到着 し た 。 …… 庫 跡 ! 


ホテ ルイ ン フ ェ リ ア 玉 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 土 者 


イン フェ リア に ある 格式 高い ホテ ル 。 の ハズ だ 
が 、 天然 ボケ や お 色気 な ど 、 い ろ い ろ な タイ プ 
の 困っ た メイ ドド た ち が 取 り 揃 えら れ て お り 、 これ ら 
の サー ビス で 一 流 と 言わ れ て も 、 な ん と な く < 釈然 
と し な い 。 


ホ ド 罰 『 現 弄 [ 地 名 ・ 施 設 】 ガイ 、 ヴァ ン ら の 生ま れ 


故郷 で 、 ユリ ア が 没落 し た と され る 地 。 ガル ディ 
オス 伯爵 家 の 領 地 で あり 、 フェ ン デ 家 が ユリ ア 
の 譜 歌 と 第 七 譜 石 を 密か に 守っ て きた 土地 で 
も ある 。 創世 暦 時 代 は 、 プラ ネッ トス トー ム 構築 
に 多大 な 貢献 を し た 。 一 度 は 譜 術 戦争 で 滅亡 


する も 、 ユリ ア の 力 で 復興 を 遂げ る 。 新暦 に な 
る と 、 マル クト 領土 の ホ ド の 街 と し て 栄え 、 第 七 
音素 と 超 振 動 研究 で 多大 な 功績 を 上 げた 。 し 
か し 、 ND2002 年 に な る と 、 キム ラス カ 、 マル クト 
間 で ホ ド 戦争 が 勃発 。 英国 に 研究 情報 が 漏洩 
する こと を 恐れ た 前 マル クト 皇 准 は 、 当時 まだ 
11 歳 だ っ た ヴァ ン と フォ ミク リー 装置 を 無理 矢 理 
つない で 疑似 超 振 動 を 起こ し 、 ホ ド 消 減 を 図 
る 。 こう し て 、 ホ ド は 近隣 諸島 と と も に 地 核 に 沈 
ん だ 。 マル クト は これ を キム ラス カ の 仕業 と 公表 
し 、 国内 の 反戦 論 を も る み 消 す と 同時 に 軍事 志 
気 を 煽っ た の だ 。 


ポニ ー 臣 菩 馬 [人 名 】 超 一 流 の 考古 学者 を 


自称 する 、 た だ の 墓 泥 棒 。 ドリ ー ム 号 を 盗み 出 
し 、 あら ゆる 伝説 の 世界 に ある 貴重 品 を くす ね 
よう と 企ん で いる 。 口 八丁 手 八丁 で 、 伝説 の 
世界 の ボス た ち を まる め 込 み 、 スキ を 見 て は お 
宝 を 盗ん で トン ズラ する の が お 約束 で ある 。 ナイ 
スパ バディ を 誇る 美人 だ が 、 な ぜ か クラ イト に ゾ ッ コ 
ン で 、 互い に 「 父 ちゃ ん 」 、 「 母 ちゃ ん 」 と 呼ぶ 間 
柄 。 ふた り の な りき り 士 を 部 下 と し て 雇っ て いる 
が 、 実際 は 彼ら 、 わ る フリ オ & わ る キャ ロ に そそ 
の か され て いた だ け の よう で ある 。 


冶 の 塔 玉 * 臣 筐 [地名 ・ 施 設 】 聖 獣 フ ェ ニ ア が 眠 


る 塔 。 伝承 の 聖なる 鳥 を 信仰 する 民 が 、 逢 か 
昔 に 建設 し た 。 知恵 な を き 者 の 進入 を 拒む た め 
に 地 中 深 くに 隠さ れ て お り 、 復活 の 謎 を 解い た 
も の だ けが その 姿 を 拝む こと が で きる と いう 。 

ポ ブ お じ さ ん 罰 誠 簡 【 人 名 マギ ー お ば さん の 
夫 。 ふた り で ささ や か な が ら 仲 睦 ま じ く 暮らし て 
いる 、 は ず だ っ た が 、 仕事 に 出 て いる 最 中 に べ 
ルク ラン ト の 攻撃 に 巻き 込ま れ て 、 行方 不明 と 
な っ た 。 た だ し お ば さん に 言わ せる と 「 最 強 の 悪 
運 の 持ち 主 」 ら し く 、 それ を 証明 する か の よう に 
外 殻 上 の ね こ に ん 基地 で 発見 され る 。 ちな み に 
ウッ ドロ ウ 王 即位 の 報 が 全 世 界 を 駆け 巡っ て い 
た と き 、「 思い っ きり ど 田 舎 」 の リー ネ 村 の 一 番 
の 話題 は 、 この ボブ お じ さ ん の ぎっ くり 腰 だ っ 
た 。 騙 9 肥 【 人 名 】 リ ー ネ の 村 の 住人 。 血 が つ 
な が っ て いる わけ で は な い が 、 隣人 と し て スタ ン 
と り リリ ス を か わい が り 、 な に か と 世話 を や いて い 
た 。 同様 に カイ ル の こと も 気に入り 、 か つて の ス 
タン 同様 お 小遣い を 貰う こと に な る 。 現在 で は リ 
ー ネ の 村 で 道具 屋 を 営ん で いる 。 同じ く リ ー ネ に 
暮らす マギ ー お ば あさ ん と は 夫婦 で ある 。 


ポプラ お ば さん 罰 誠 斑 【 人 名 】 スー ルズ に 住む 


ガ ジ ュ マ の 女性 。 料理 が うま く 、 と くに お 菓子 の 
味 は 絶品 。 月 に 一 度 「 ポ プラ の パイ ・ パ ー テ ィ ] 
と 称し て 、 村人 みん な に 彼女 の 力作 を 披露 す 
る 会 を 開い て いる 。 若い 頃 は 旅 の 画家 を 問 絶 
させ た 美貌 の 持ち 主 で あっ た 。 


兵 装 魔 導 器 (ホブ ロー ブラ ステ ィ ア ) 


【 魔 導 器 】 大 型 重 火器 や 複雑 な 機構 を 搭載 し 
た 攻撃 用 魔 導 器 を 指し 、 この 魔 導 器 の 扱い に 
よっ て 、 微妙 な 均衡 を 保つ 帝国 と 諸 ギ ルド と の 
関係 が 一 気 に 有 崩れ る こと が 、 目下 懸念 され て い 
る 。 ケタ ちがい の 威力 を 誇る が 、 引き 起こ され る 
エア ル の 乱れ も 大 きい 。 

ホラ ガイ ダー 芳生 【 生 物 】 [砂浜 戦隊 サン オイ 
ルス ター」 に 登場 する 殻 臣 (か くじ ん ) の ひと り で 、 
「 ウ ォ ー タ ー プ レイ カー」 の 幹部 。 ホラ ガイ を モチ ー 
フ に し た 造型 で 、 手 に し た 法 螺 貝 を 吹い て 手下 
を 呼び 寄せ る 。 滑稽 で 吾 々 と し た 印象 と は 対 
照 的 に 、 組織 の 知恵 袋 と し て 暗躍 し 、 サン オイ 


ルス ター た ちの 寝 首 を か いて や ろう と 虎視 肛 々 
と 狙っ て \ る 。 


ポリ ー 功 宮 鐘 【 人 名 】 ティ ゲル と ケラ ス の ひと り 候 


子 。 ラ ゴ ウ の 館 の 地下 で 魔物 の 餌 に され そう に 
な っ た と ころ を ユー リ ら に 助け られ る 。 の ち に へ リ 
オー ド に 移住 し 、 再び 危機 に 瀬 し た と ころ を ラ ピ 
ー ド の 機転 で 救 わ れ 、 彼 に 絶大 な 信頼 を 寄せ 
る よう に な る 。 


ポリ ス ・ メ ー ト ル 王 功臣 較 【 人 名 】 ま だ オー ルド 


ラン ト に 長 さと 重 さ の 単位 が な か っ た 大 昔 、 大 帝 
国 を 築き 上 げた 伝説 の 巨漢 王 。 彼 の 1 歩 を 
1m、 彼 の 体重 を 100kg と 定め 、 長 さ と 重 さ の 単 
位 が 誕生 し た 。 


ボロ ン ナ ボ ヌ リ ン 回 【 そ の 他 】 メ ル が 


[ナー ス 」 に な りき っ た と き 、 いつ も 抱え て いる 注 
射 器 の 中 身 。 これ を 注入 され る と すべ て の 音 が 
ガラ ス を 引っ か いた よう に 聞こ えて し まう と いう 、 悪 
魔 の 薬物 で ある 。 トマ ト に 含ま れる ボロ ン ヌ ヌキ キ 
酸 が 不足 が ちな 10 代 男性 に は と くに 影響 が 深 
刻 で ある た め 、 最悪 の 事態 を 避け る た め に も 積 
極 的 に トマ ト を 摂取 する こと が 望ま し い 一 一 。 真 
面目 な メル が 本 気 顔 で トマ ト 嫌 い の デ ィ オ に 脅し 
を か けた 、 この 「 ボ ロン ナ ボ ヌ リン の 人 怪 」 は 、 実際 
の と ころ どこ まで が 真実 な の か は 痢 の 中 で ある 。 


ポン ズ 罰 可 欄 【 人 名 】 アイ メン に 住む 8 歳 の 男 の 


子 。 いつ も る 姉 で ある ロッ テ の 後ろ を つい て 歩き 、 
彼女 の まね を し て いる 。 ヒア デス に よっ て 襲わ れ 
る が 、 間 一 髪 の と ころ で リッ ド た ち に 助け られ た 。 
この と き ロ ッ テ が 命 を 落と し た た め 、 サ グ ラ に 引き 
取ら れ た 。 


ポン チ 騙 可 遼 【 人 名 】 異 能 者 捕縛 適応 法 に 抵 


触 す る と し て 、 王 都 兵 に 追わ れる ルカ を 逃がす 
と き に 、 エディ と ニー ノ が 使う ルカ の 偽名 。 その 
響き の 内 に そこ は か と な く 漂 う ダ メ さ 加減 が 、 ふ 
た り の 彼 に 対す る イメ ー ジ を 表わし て いる よう な 
いな いよ うな 。 


ま 行 


マー カム 功 品 鐘 【 人 名 】 | 遺構 の 門 」 の 若手 メン 


バー で 、 ヨシ ュ ア と コン ビ を 組ん で 各地 の 遺跡 を 


めぐ る 発掘 マニ ア 。 か の 有名 な 職人 イル マイ ン 
の 逸品 を 、「 ハ ム フ ァ ー ル 号 」 と 名 づけ て 愛用 し 
て いる 。 シャ イコ ス 遺 跡 で 作業 中 、 発掘 し た 魔 
導 器 に 記念 に 名 前 を 書い て いる と ころ を リタ に 
見 つか り 、 ヨン シュ ア と も ども 説教 を 食らう 。 


マー キス 大 陸 葉 『 基 弁 【 地 名 ・ 施 設 】 オー ルド マイ 


ン の 北側 に 位置 する 大 陸 。 陸地 の 北東 側 は 
一 年 の 大 半 が 雪 に 閉ざさ れ た 氷 の 世界 で ある 。 
ノー クイ ン と いう 名 の 集落 が ある が 、 住民 た ち は 
外界 と 隔絶 まれ た 社会 を 築い て お り 、 その 存在 
は ほとん ど 知 られ て いな い 。 


味方 識別 (マー キン グ ) 臨 誠 【 術 ・ 技 】 マ ルク 


ト 帝 国軍 が 編み 出し た 譜 の 一 種 。 譜 術 の 範囲 
攻撃 対象 か ら 外 れる よう 、 人 体 の フォ ンス ロッ ト 
へ 打ち 込む 識別 信号 の こと 。 何ら か の 物質 を 
打ち 込む わけ で は な く 、 暗号 の よう な 認識 票 を 
譜 と し て 体 に 記憶 させ る 。 これ に よっ て 、 味方 
の 範囲 攻撃 に 自軍 兵 が 巻き 込ま れる こと を 防ぐ 
こと が で きる 。 た だ し 、 術 者 の 視界 に 入っ て いる 
者 し か 味方 識別 が 発動 し な いた め 、 戦場 で は 
100% 安 心 と は いい 難い 。 


マー グ ナ ー WERE[ 人 名 】 ツ ァ ン ガー ド 戦 財部 隊 


の 師団 長 。 ホー ク 曰 く 「 金 負 の ヒゲ ジジ イ ] 、 
「 金 豚 ヒ ゲ 魔 人 」。 自身 を マー テル 教会 騎士 団 
団長 と 偽り 、 各地 で 粛清 や 略奪 を 行なう こと 
で 、 マー テル 教会 や ロイ ド の 信頼 を 低下 させ て 
いた 。 仲間 で ある ホー ク を アホ ー ク 、 ド ドア ホー ク と 
呼ん で 嫌う が 、 これ は 同じ 立場 の ホー ク が 、 アリ 
ス か ら 「 ホ ー く ん 」 と 呼ば れる こと に 始 し て の も 
の 。 ホー ク が アリ ス に 特別 扱い され て いる こと に 
耐え 難い 屈辱 を 感じ と 、 いつ か は 自分 も アリ ス か 
ら 、 親しみ を 込め て 「 マ ー く ん 」 と 呼ば れ た いと 、 
心 の 底 か ら 願 っ て いる 。 そん な 人 物 な だ け に 、 
ホー ク と 違っ て 部 下 か ら の 信頼 は 薄い 。 


マー テル 男 昌 【 精 寺 】 世界 樹 ユ スグ ゲド ラ シル に 


宿る 精霊 で 、 各地 で 地 母 神 と し て 崇め られ て 
いる 。 教会 の 像 も 彼女 を か た どっ た も の で ある 。 
功 K 葉 工 【 人 名 】 マー テル 教 の 女神 。 その 正体 
は 古代 大 戦 の 英雄 の ひと り で 、 ハー フエ ルフ の 
マー テル ・ ユ グ ド ラ シル 。 弟 ミト ス と と も に 差別 の 
な い 世 界 を 望む が 、 人 間 の 裏切り に よっ て 死 
亡 す る 。 マー テル 教 の 真 の 目的 は 彼女 の 復活 
で あり 、 その 精神 の 受け 中 と な る 人 間 を 捜す こ 
と 。 し か し それ は 彼女 が 望む も の で は な く 、 この 
認識 の 棚 角 が ミミ ス を 大 き な 絶望 に 陥れ る 。 


マー テル 教 葉 * 応 械 [文化 】 シル ヴァ ラン ト と テ セ ア 


ラ の 双方 で 、 広く 信 仲 され る 教え 。 その 実態 
は 、 マー テル の 復活 と ハー フエ ルフ の 千年 王国 
を 目指 し 、 ミト ス が クル シス を 通じ て 体系 化し 広 
め た 教義 で ある 。 マー テル の 精神 の 受け 忠 と な 
る 人 間 を 選び 出す た め 、 神子 の 存在 を 定義 し 、 
その 天使 化 を 促す こと で マー テル の 復活 を 実現 
し よう と し て いる 。 


マー テル 教会 証 * 評 【 組 織 ・ 団 体 】 女神 マー テ 


ル と 天使 た ち を 崇拝 する 教団 。 も と も と は ミト ス 
を 頂点 と する 天 の 機 関 ク レル シス が 、 世界 を 支配 
する た め に 作り 出し た も の で 、 ディ ザイ アン 同様 、 
クル シス の 下位 組織 で ある 。 


マー トン 罰 誠 往 【 人 名 】 スト レイ ライ ズ 神 殿 の 大 


司教 で 、 アタ モニ 神 団 の 最高 責任 者 だ っ た が 、 
神 の 眼 を 奪 お うと する 大 司祭 グレ バム と その 部 
下 バ ティス タ に よっ て 殺害 され る 。 すべ て の 聖 
職 者 の 手 本 で あり 、 また 信者 た ちの 明 怖 と 敬 
愛 の 対象 で あっ た 。 


KA 


の ンク 


き ス ーー で は え ー ス ヘー で ーー へ ス 


の ヶ の 


マー ポー カレ ー プ マー ポカ レー 斑 【 議 【 飲 食 


物 】 飛 行 意 の 厨房 の メニ ュー で 、 週末 に な る と 
必ず 食卓 に 登場 する 。 セイ ン ガ ルド の 人 気 メ ニ 
ュー に カル バレ イス 特産 スパ イス を 合わ せ た 、 絶 
妙 の ハー モニ ー を 醸し 出す 逸品 。 一 度 口 に す 
る と や みつ き に な る うま さだ が 、 と くに この 厨房 で 
作ら れる 味 に は 熱烈 な ファ ン が 多く 、 セイ ン ガ ル 
ド 国内 で は 有志 の 人 々 の 手 に よっ て 、 飛行 竜 
流 マ ー ボ ー カ レー を 紹介 し た レシ ピ 集 「NOURS] 
が 発行 され た こと が ある 。 太 避 贈 【 飲 食物 】 ふ 
ん だ ん に 使用 し た スパ イス が 特徴 の 肉 料理 。 突 
き 抜 ける 辛 さ が 病み つき に な る と いう 。 茸 か ら ガ 
ラム で よく 食 さ れ た レシ ピ だ が 、「 ホ ッ ト マ ン 軍 曹 」 
の 異名 を 持つ ひと り の 兵士 に よっ て 、 その 秘伝 
は レグ ヌ ム に 持ち 去ら れ て し まっ た 。 発祥 は と あ 
る 片田 舎 の 家庭 料理 と され 、 フラ イ パ ン を 打ち 
鳴ら し て も 眠り 続け る ほど の 、 示 異 的 な 目覚 め 
の 悪 き を 誇る 兄 を 案じ た 妹 が 、 ひと 口 で 覚醒 を 
うな が す 食 事 と し て 考案 し た らし い 。 その 由来 か 
ら 、 愛す る 兄 を 想う 優し い 妹 の よう な 心 を 以 っ 
て 初め て 、 この レシ ピ を 扱う に ふさ わし い 人 物 と 
され る 。 功 机 久 [飲食 物 ] ダン グレ スト の 酒場 
「 天 を 射る 重 星 | の メニ ュー の ひと つ 。 その 辛味 
と 陸 味 は 、 激しい 戦い で 傷つき 倒れ て も 復活 で 
きる ほど に 精神 力 を 鍛え る と あっ て 、 命 の や り と 
り が 日 常 茶 飯 事 な ダン グレ スト の 男 た ち に は 欠か 
せな い 食 べ 物 。 手軽 に 作れ る こと か ら も と も と は 
ポピュラー な 家庭 料理 と し て 、 帝都 か ら 辺 境 の 
街 まで 広く 知ら れ て いる が 、 それ ゆえ に また 奥 
が 深い 。 ワン ダー シェ ブフ 秘伝 の レシ ピ も 存在 し 、 
料理 の 腕 を 認め られ れ ば 伝授 され る こと も 可能 
だ が 、 その 道 は 遠く 険しい 。 古 WE 簡 【 飲 食物 】 
誰 も が 愛す る カレ ー と マー ボー 豆腐 を 合体 きせ 
た 伝説 の レシ ビ 。 よろ ず 創 作 集団 [漆黒 の 要 」 
は 、 母親 の 記憶 を 元 に 再現 し た この マー ボー カ 
レー 販売 を 皮切り に 、 全国 区 へ と 打っ て 出る こ 
と を 夢見 て いる 。 し か し 一 説 に よる と 彼ら に 先 ん 
じ て す で に 商品 展開 が な され て いる らし い 。 贈 
収 賭 の 疑い を 背負 っ て まで 獲得 し た ラン ト 家 の 
お 黒 付き を 活か し 、 ぜひ と も る が ん ば っ て ほし いも 
の で ある 。 


マー ボー カレ ー ス ー プ 功 諾 僧 【 飲 食物 】 バ ー・ 


タク ティ クス で 店 番 を する マリ ク が 、 好 ん で 客 に 
提供 する 「 カ ク テ ル 」 。 それ っ ぽい グラ ス に 注 が 
れ て カウ ンタ ー に 置か れ た 姿 は 確か に パー で 出 
て くる も の に ふさ わし く 思 える が 、 よく 見 る と 水 と 
お ぼ ぽ し き 物 体 は さい の 目 切 り の 豆腐 で 、 オシ ャ レ 
に 傾け る に は 具 材 的 に も 精神 的 に も 少々 面倒 
で ある 。 テー マ は ダン ディ に 「 明 日 へ の 希望 」。 


マー レン 玉 葬 筐 【 人 名 】 ヒ ュー バー ト の 知人 で 、 


宝石 錬磨 の 店 を 構え る 女性 。 か つて は スト ラ タ 
軍 に 所 属し 、 ヒュ ー バ ー ト と は 同じ 部 隊 。 将来 


に 悩ん で いた 時 期 に 錬磨 道具 を 贈ら れ た こと 
が 、 その 後 の 将 来 を 決定 づけ た と いう 。 し か し 
当時 の ふた り の 関係 に つい て は 、 他人 の 恋愛 
事 が 大 好物 な シェ リア で さえ も 、 し っ ぽ を つか む 
こと は で き て いな い 。 


マイ ア 編 可 本 【 人 名 】 ラ ウル ス に 住ん で いる 女 の 


子 。 少し で も 太陽 や 月 の 光 を 浴び る と 体 が 焼け 
て し まう と いう 奇病 に か か っ て お り 、 生ま れ て こ 
の か た 一 歩も 外 に 出る こと が で き な い で いる 。 


マイ カ ・ ツ ィ マ ー 罰 呈 欄 [ 人 名 】 気球 型 飛行 


機械 「 飛 空 船 ] を 生み 出し た 女性 科学 者 。 幼 
馴染 の アー メス と 飛 空 船 実現 の 是非 を 論じ る う 
ち に 、 と うと う 自 分 で 設計 ・ 開 発し た うえ に 、 自 
ら 試作 機 に 乗り 込ん で テス ト 飛 行 に 飛び 立つ 。 
し か し 飛行 実験 中 に 機体 ご と 行方 不明 に な り 、 
生存 は 絶望 視 さ れ て いた 。 海上 に 落下 し 漂流 
し て いた と ころ を チェ ン の 娘 サ ン ゴ に 拾わ れる 
が 、 事故 の 影響 で 記憶 を 失い 、 現在 は チェ ン 
の 秘書 エ カ イ ユ と し て 暮らし て いる 。 


マイ ティ ・ コ ング マン 芳 * 可 重 【 人 名 】 フ ィ ッ ツガ 


ルド ・ ノ イシ ュ タ ッ ト の 闘技 場 机 者 。 生粋 の フィ ッ 
ツガ ルド 人 で 、 オペ ロン 社 主導 に よる 街 の 発展 
や 、 それ に よっ て 生じ る セイ ン ガ ルド 人 へ の 富 の 
集中 と 経済 格差 の 拡大 を 疑問 視 し て いる 。 と く 
に 理想 論 を 振り か ざす オベロン 社 の 幹部 イレ ー 
ヌ ・ レ ンプ ラン ト を 毛嫌い し 、 彼女 の や り 方 を 「 お 
嬢 様 の 施し 」 と 軽 蔵 し て いる 。 その 豪胆 で 豪放 
塩 落 な 人 柄 は 下町 の 希望 の 星 。 と くに 子供 た 
ちか ら は 絶大 な 人 気 を 誇り 、 ノイ シュ タッ ト の ヒー 
ロー で ある 。 己 の 身 ひ と つ で 人 生 を 切り 拓 い て 
きた 自負 が あり 、 自分 の 生き 方 や 信念 に 絶対 
的 な 自信 を 持つ 姿 は 、 少々 僚 慢 で は ある も の 
の 、 非常 に 頼も し さ を 感じ させ る 。 また 武器 を 使 
うこ と を 潔 し と せ ず 、 一 貫 し た 格闘 戦 を 信条 と し 
て きた 。 20 歳 も 歳 の 離れ た フィ リア に ひと め ぼ れ 
し 、 た び た び 果敢 な アタ ッ ク を する が 、 恋 の 実る 
兆し は 一 向 に な い 。 そん を な を 彼 に 驚嘆 と 憐 個 と 
愛情 と を 込め て 、 ル ー テ ィ か ら は 「 コ ング 」 と 呼 
ぱ ば れ て いる 。 罰 5 旨 【 人 名 】18 年 前 の 騒乱 か 
ら 世 界 を 救っ た 者 の ひと り 。 ノイ シュ タッ ト 闘 技 場 
で 無敗 の チャ ン ピ オ ン と し て 君臨 し 、 絶大 な 人 
気 を 誇っ て いた 。 し か し スタ ン に 敗れ た こと が き 
っ か け と な り 、 以後 冒険 を を も に する こと と な っ 
た 。 愛称 は 「 コ ング マン 」 。 つね に 粗暴 で 豪快 
に 振舞 っ て いる が 、 シャ イ で 思い や り の ある 一 面 
も 持っ て いる 。 当時 、 コン グマ ン は フィ リア に 像 
れ て いた の だ が 、 当 の フィ リア は スタ ン に 好意 を 
持っ て お り 、 それ が 原因 で スタ ン の こと を 毛嫌い 
し て いる 。 騒乱 終結 後 は 闘士 か ら 足 を 洗い 、 ノ 
イシ ュ タ ッ ト の 復興 に 力 を 注い だ 。 その 甲斐 あっ 
て か 、 現在 で は 文化 人 に 名 を 連ね 、 本 の 執 筆 
を 手がけ て も いる 。 また 、 白雲 の 尾根 に ある 山 
小屋 と 、 その 中 に ある 資材 は コン グマ ン の 所 有 
物 で 、 彼 の 好意 で 提供 され て いる 。 現代 ノイ シ 
ュ タ ッ ト 闘技 場 に 客 と し て 陣 取 っ て いる コン グマ 
ン だ が 、 スタ ン の 息子 と いう だ け で カイ ル を 毛 嫌 
いす る の だ っ た 。 


マイ ミソ 罰 * 本 剛 【 飲 食物 】 | マイ | は 単数 所 有 格 


で ある 語 。 すなわち 「 わ た し の ミソ 」 で あり 、 と くに 
コハク が 自分 専用 の ミソ を 指す 際 に 使う 言葉 で 
ある 。 大 の ミソ 好き で ある 彼女 は 、 あま り の ミソ っ 
ぶり が 高じ て 、 つい に マイ ミソ を 持ち 歩く まで に 
な っ た 。 好物 の イカ や キュ ウリ は 言う に 及ば ず 、 
バナ ナ に まで た っ ぷり と つけ て 食す る 姿 に は 、 


妹 命 の ヒス イ や 彼女 に 恋する シン グ で さえ も ちょ 
っ と う MM \ て \ \ る 。 


マウ スチ ュー マウ ス 功 『 英 論 【 デ ィ ス カバ リー] 


一 度 つ が い に な る と 、 生涯 を と も る に する と て も 仲 
の よい ネズ ミ 。 寄り 添う 様子 が つね に 口づけ を し 
て いる よう に 見 える こと か ら こ の 名 が つい た と さ 
れる 。 ハー メン ツ の 近く で 見 られ る 個体 は 、 オス 
の 頭 部 が 金色 の 体毛 、 メス は ピン ク の 濃 溢 の 
体 で 、 髪 飾り の よう に 見 える 耳 や 、 リボ ポン の よう 
な 長い 尾 を 持ち 、 大 変 愛らしい 。 罰 j 筐 [ディ 
スカ バリ ー)】 夫 婦 仲 が と て も よい ネズ ミ 。 寄り 添 
う 様子 が つね に くち づけ を し て いる よう に 見 える 
こと か ら こ の 名 が つい た 。 一 度 カ ッ プ ル に な る と 
一 生 パー トナ ー を 変え ず 、 伴 但 を 失う と その あと 
は ひと り の まま で 生涯 を 終え る 。 この ネズ ミ を 題 
材 に し た 演劇 が 火付け 役 と な り 、「 純 愛 ブー ム 」 
が 起こ っ た と か 。 


マウ リッ ツ ・ ウ ェ ル ネス 罰 可 職 【 人 名 】 水 の 民 


の 長 。 シャ ー リ ィ た ち が 暮 ら す 水 の 民 の 里 の 長 だ 
っ た こと か ら 、 セ ネル と も 面識 が ある 。 穏やか で 
知性 的 な 反面 、 心 の 底 に は 陸 の 民 へ の 憎しみ 
が 渦巻 いて いた 。 と き に セ ネ ル た ち を 助け 、 と き 
に 源 聖 レク サリ ア 皇 国 と 同盟 を 結ん で と も に ヴァ 
ー ツ ラフ 軍 と 戦い な が らち 、 つ ね に メル ネス 覚醒 と 
それ に と も な う 陸 の 民 根絶 へ 心 咽 を 注い で い 
た 。 シャ ー リ ィ が メル ネス の 呪縛 を 逃れ た 際 は 自 
ら を 猛 り の 溶 我 の 依り 代 と し 、 ネル フェ ス と な っ 
て セ ネ ル た ちと 戦っ た 。 この 戦い に 敗北 し た マウ 
リッ ツ だ っ た が 、 セ ネ ル た ち が ネ ルフ ェ ス を 倒す の 
で は な く 、 その 乱 り を 静め た た め に 消滅 を 免れ 、 
奇跡 的 に 命 を 落と すこ と な く 生 還 で きた の だ っ 
た 。 以降 の マウ リッ ツ は 猛 り の 我 が 陸 の 民 を 
許し て 共存 を 願っ て いる こと を 感じ 、 水 の 民 の 
里 を 開放 し 、 陸 の 民 と の 共存 を 推し 進め て いく 
原動力 と な っ た 。 誠 名 の ウェ ルネ ス は 、 古 刻 語 
で 大 いな る 知性 の 意 。 


マウ ロ 斑 臣 柱 【 人 名 】 ベ ル サ ス に 住む 影 の 薄い 


若者 で 、 伝説 の 大 海賊 王 ア イフ リー ド の 末 高 。 
「 も うけ た い 」 で は な く 「 も うか り た い 」 が モッ トー と 
いう と こと ん 受身 な 生き 方 を 身上 に し て お り 、 彼 
の 家系 を 知る 数 少な い 友 人 か ら は 、 ご 先祖 様 
に 顔 向け で き な い と 哀れ み の 表 情 で 見 られ て 
いる 。 好き な 食べ 物 は 「 な ぜ か 親近 感 が 沸く ] と 
いう 、 ひ ょ ろ り と し た ウィ ン ナ ー が 長い パン 生地 に 
くる り と 巻 か れ た ウィ ン ナ ー プ レッ ド 。 


マオ 斑 誠 玉 【 人 名 】 非常 に 高い フォ ルス 能力 を 


持ち 、 括 や 痢 の 導 術 を 操る 少年 。 他人 の フォ 
ルス を 感知 で きる と いう 特異 な 能力 を 有 し て い 
る 。 聖 獣 た ち に よっ て 創 られ た 存在 で 、 外見 は 
13 歳 程度 だ が 、 ラド ラス の 落日 を 期 に 命 を 得 た 
た め 、 実際 に ヒト と し て 生き て いる の は 1 年 程 
度 。 な お ヒト で いう と ころ の 成長 期 を 意識 し た 仕 
様 な の か 、 そ れ と も 彼 自身 の 個性 な の か は に 定 


か で は な い が 、 食 に 対す る 興味 の 強 さ は [ 自 
称 ・5 つ 星 料 理 人 ] の ティ トレ イ と 並ん で 一 行 の 
中 で も 群 を 抜い て お り 、 旅先 で 民家 の 鍋 の 中 
身 を つま ん で いく の は 早く る ライフ ワー ク と いう ベ 
き 域 に 達し て いる 。 


魔王 久 豆 贈 【 人 名 】 天 上 統一 を 果たし た アス ラ が 


名 乗っ た 名 。 特定 の 指導 者 や 治世 の 仕組 み 
を 持た ず 、 力 と 知恵 に 優れ た 者 を 中 心 に 据え 
た 集団 と し て 存在 する セン サス の 統治 は 、 ラテ ィ 
オ の 民 の 目 に は 低俗 で 野 訟 な も の に 映っ た 。 そ 
の た めす べ て の 民 の 上 に 等 し く 君臨 する 絶対 
的 な 存在 が 必要 と 考え た ヴ リ トラ は 、 アス ラ の 素 
顔 を 隠し 、 別 の 人 物 と し て 民 を 指導 させ る こと に 
し た の で ある 。 魔王 の 正体 が アス ラ で ある こと を 
知る 人 物 は 側近 中 の 側近 の み で あり 、 表向き 
に は 将軍 アス ラ と は 、 魔王 の 即位 を 支え た 勇 短 
果敢 な 武将 と いう 形 と な っ た 。 これ は また 、 セン 
サス の 民 に は 創世 力 を 行使 する こと その も の が 
血 を 伴う 恐ろし い 儀式 と いう 認識 が あっ た た め 、 
汚れ 役 と し て 後世 に 名 を 残す の に 、 武人 アス ラ 
は ふさ わし く な いと 考え られ た と いう 一 面 も ある 。 
な お アス ラ が 「 魔王 ] と し て 背負 っ た 性 質 、 す な 
わ ち 恐怖 や 景 怖 や 絶対 的 な 力 と いっ た 側面 
は 、 転生 の 際 に ルカ より も マテ ィ ウ ス の 魂 の 方 
に 、 色濃く 受け 継が れ て いる 。 


魔界 ニブ ル ヘ イム 暫 58 請 【 世 界 】 魔 族 の 地 。 


古 の 時 代 、 現在 の 世界 と ニブ ル ヘ イム は 像 け 
目 で 交差 する ひと 繋が り の 世界 だ っ た 。 し か し ラ 
タ ト ス ク が 世界 を 護る た め に 、 その 両者 を つなぐ 
裂け 目 に 扉 ニ ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ を 設け た こと で 
初め て 、 ニ プル ヘイ ム と 世界 が 完全 に 分 か た れ 
た 。 この ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ は ラタトスク と セン チュ 
リオ ン の 力 で 護 ら れ て いる た め 、 ニブ プル ヘイ ム の 
勢力 が こち ら の 世界 に 侵入 し た り 、 干渉 する こ 
と は で き な い 。 ちな み に 、 ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ は か 
つて 異 界 の 扉 と 呼ば れ た 場所 に 存在 する 。 


魔 科 学 功 i【 技 術 】 魔 術 を 使え な い 人 間 が 、 


科学 の 力 を 利用 し て 魔術 を 使え る よう に する 技 
術 。 強い 魔力 を 使用 で きる が 、 計り 知れ な い ほ 
どの マナ を 消費 する 。 4202 年 に は 魔 科学 の せ 
いで 地上 の マナ は 枯 湯 寸前 に な り 、 ダオス は こ 
れ を 食い 止め る た め に 有 能 な 研究 者 だ っ た スカ 
ー レ ッ ト を 殺害 し 、 魔 科学 が 盛ん な ミッ ドガ ルズ を 
減 ぼ し た 。 また 一 部 で は 、 旧 魔 科学 の 欠点 を 
補う た め に 「 人 工 マ ナ 」 を 開発 、 これ に よる 新 し 
い 魔 科学 理論 を 完成 させ よう と いう 試み も ある 。 


腐 科学 研究 所 功 K5 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 ミ ドガ ルズ 


城内 に 設け られ た 、 魔 科学 研究 の た め の 施 
設 。 所 員 は 自分 た ちの 研究 が マナ を 枯 潟 させ よ 
うと し て いる こと を 知ら な い 。 所 員 の 大 半 は 魔 
術 や マナ へ の 造語 が 深い ハー フエ ルフ で 構成 
され て いる 。 


魔 科学 兵器 功 : 馬 【 技 術 】 大 量 の マナ を エネ ル 


ギー と し て 、 高 出力 の 光 を 放つ 兵器 。 空中 か ら 
襲 っ て きた ダオス の 空戦 部 隊 を 一 撃 で な ぎ 払っ 
た 。 し か し 調整 が 困難 で 、 一 発 発射 し た と ころ 
で 壊れ て し まう 。 の ち に 4408 年 に な っ て 、 ヴァ 
ル ハ ラ 街 の 地 中 か ら 、 遺 華 さ れ た さま ざま な 魔 
科学 兵器 が 見 つか る 。 これ は 4200 年 代 以 降 、 
バジ ル の 理論 を る と に 改良 され た 人 工 マ ナ の 研 
究 に 基づき 、 シグ ルド と ユー クリ ッ ド 騎士 団 と の 
衝突 に 際 し て 設置 され た 地雷 式 の る の だ と 見 ら 
れ て いる 。 持ち 込み 専用 に な っ て お り 、 彼ら が 
な ん の 目的 で 魔物 を 集め て いる の か は 決し て 


明か そう と し な い 。 


廃 色 り の 刻 訪 記 久 【 ギ ルド ]】 魔 物 討伐 を 専門 に 


行なう ギル ド で 首領 は 大 剣 使い の クリ ント 。 魔物 
と 渡り 合う た め に ギル ド 員 に は 相当 以上 の 戦闘 
能力 が 問わ れる 。 メン バー の 多く が 魔物 の 被害 
に よっ て 家族 を 失う な ど 、 魔物 に 対す る 恨み を 
持っ て お り 、 その 積極 的 な 討伐 活動 は 、 五大 
ギル ド に 区 英 する 知名 度 の 所 以 と な っ て いる 。 


マギ ー 斑 '5 欄 【 人 名 】 ナン シー の 母親 で ユー クリ ッ 


ド で 八百屋 を 営む 。 エル ウィ ン を 追っ て 村 を 出 た 
ナン シー を 応援 し て \ る 。 


マギ ー お ば あさ ん 還 玉 [人 名 】 エ ル ロ ン 家 の 


隣人 で 、 ボ プ お じ さ ん の 妻 。 か つて は ノイ シュ タッ 
ト の 闘技 場 で 活躍 し 、 初代 チャ ン ピ オ ン と し て 君 
臨 し て いた 。 巨大 な 武器 を 軽々 と 片手 で 振る 
い 、 瞬 殺 し た 相手 を 踏み つけ て 雄叫び を 上 げ 
る その 姿 は 「 荒 くれ マギ ー」 、 「 踏 み 殺 し の マギ 
ー」 と 呼ば れ て 恐れ られ た 。 現在 で は リー ネ の 
村 で 夫 の ボ プ と と も に 穏やか に 暮らし て いる 。 と 
ころ で 、 夫 の ボ プ 63 歳 は 「 お じ さ ん 」 な の に 、 マ 
ギー61 歳 は 「 お ば あさ ん 」 で ある 。 荒く れ マ ギー 
が か わい そう だ ! 


マギ ー お ば さん 芳 語 簡 【 人 名 】 リ ー ネ 村 で 畑 を 


耕す 、 土 と 作物 と 平和 を 愛す る 温厚 な 中 年 女 
性 。 し か し か つて は ノイ シュ タッ ト の 闘技 場 で 名 
声 を 欲し いま ま に し た 、 泣く 子 も 黙る 伝説 の チャ 
ン ピ オ ン で 、 細腕 で 巨大 な 得 物 を 振る い 、 倒し 
た 相手 を 踏み つけ て 雄叫び を 上 げ る と いう 地 
獄 絵図 は 、「 荒 くれ マギ ー」 、 「 踏 み 殺 し の マギ 
ー」 と し て 、 世界 中 か ら 集 まっ た 腕 自 慢 の 男 た ち 
を 恐怖 に 陥れ た 。 その 残虐 ファ イト は 今 な お 関 
係 者 の 記憶 に 新しく 、 外 殻 完成 後に モン スタ ー 
が 村 を 襲っ た 際 は 、 スタ ン の 祖父 トー マス と ふた 
り で 死 選 累 々 の 死骸 の 山 を 築い た が 、 往年 の 
彼女 を 知る 村 の 人 々 に と っ て 、 その 光景 は むし 
ろ ほ ほぼ ほえ まし いも の に さえ 映っ た と いう 。 


マク スウ ェ ル 芳 5 昌 【 精 構 】 モー リア 玩 道 に 住 


む 、 元素 を 司る 精霊 。 地 火 風 水 の 四 大 精霊 を 
統括 する 。 年 齢 不詳 で 若 々 し い 姿 を 持つ 精霊 
た ちの 中 で 、 彼 ひ と り は か くし ゃ く と し た お じい ち 


ゃ ん で ある 。 罰 可 王 【 晶 村 】 高位 晶 震 で あり 、 
元素 の 大 晶 霊 。 大 晶 霊 の 中 で も 一 番長 く 世 界 
に 存在 し 続け て いる せい か 、 好々爺 で あり な が 
ら も か な り 胡 散 臭 く 、 本 気 か シャ レ か 判断 し づら 
い ボ ケ を 見 せる 。 ファ ロー ス 教 会 地下 に ある 古 
代 神殿 に 居 を 構え て いる 。 芳 還 一 【 精 吉 】 
大 精霊 を 従え る 分 子 の 精霊 で 、 エク ザイ ア の 石 
碑 に 眠る 。 「 老 成 な る 元素 を 統 べ し 者 ]」 の 名 に 
た が わ ず 、 老成 し た 威厳 を た た えて いる 。 契約 
に 必要 な 宝石 は ター コイ ズ 。 


マク ス 城 監 K 欄 [地名 ・ 施 設 】 帝 都 エ スト レー ガ 


に ある 皇帝 の 居城 。 その 壮大 さ は 帝都 全土 に 
聞こ え 、 エス トレ ー ガ っ 子 の 誇り で ある 。 現在 は 
パラ イ バ が 住ま う が 、 不 過 を 嘆き シャ ル ロ ウ で 隠 
通 生 活 を 送る こと が 多く 、 城主 は 不在 が ち 。 


マク ス 人 帝国 薦 Xi 剛 [国名 ]」 ク ロサ イト ・ ド ・ レ の 県 


し た 国家 。 当時 は オー ルド マイ ン 大 陸 に 乱立 し た 
小国 の ひと つ で あっ た が 、 先代 ジル コ ニ ア の 時 
代 に 統一 戦争 を 起こ し 、 全 世 界 を 支配 する に 至 
る 。 獅子 と 盾 、 そし て 太陽 の 光 に 見 立て た 交差 
する 剣 を 組み 合わ せ 、 帝国 の 紋章 と し て いる 。 


マク スト ン 罰 可 得 【 人 名 】 ア イフ リー ド の 相棒 。 


天才 的 な 唱 霊 技師 で あり 、 発掘 し た メル ニク ス 
時 代 の 遺跡 や 設備 、 器機 …… 遠 征 の 橋 や 中 
継 基 地 、 パン エル ティ ア 号 な ど を 修理 、 改造 し 
た 。 この 人 物 が いな か っ た ら 、 今日 の アイ フリ ー ド 
の 名 声 も な か っ た と 言わ れ て いる 。 


マグ ロア イス 罰 記 鐘 【 飲 食物 】 マ グロ の 切り 身 


を ソー ダ 味 の アイ スキ ャ ン デ ィ ー で 包ん だ だ け と い 
う 、 ひね り が な いう え に 味 覚 と 舌触り の 不 協 和 
音 全開 な 一 品 。 郷土 名 産 を 取り 入れ た 変わ り 
種 デ ザー ト と 思っ て うか つ に 手 を 出す と 、 痛い 目 
に 遭う 。 カプ ワ ・ ト リム の 宿帳 に これ を 食べ た 旅 
人 の ぼや き が 書か れ て いる こと か ら 、 どう や ら 同 
街 で 売ら れ て いる らし い 。 


魔 刻 ネ ビリ ム 功 誠 王 【 武 具 】 刻 星 譜 術 の 閣 の 


触媒 の ひと つ 。 第 一 音素 を 秘め て いる 。 まる で 
生き て いる か の よう に 動く 奇妙 な 剣 。 
【 武 具 】 相 手 の 魂 を すす り 、 成長 し 続け る 剣 と し 
て 恐れ られ る 、 強力 な 闇 の 力 を 秘め た 魔 剣 。 
その 忌 わし い 性 質 か ら 、 狂気 の 天才 科学 者 と 
し て 知ら れ た ひと り の 女性 の 名 を 取っ て 命名 さ 
れ た と も 言わ れ て いる 。 現在 は 小康 状態 に あ 
り 、 ギル ド が 管理 する ダン ジョ ン で 眠っ て いる 。 


テ こ ( 入 北 吉 一 則 震 


の Z グ 


せ ツ 一 山 ビ アー 民 喜 


の の 


誠 名 入 可 欄 【 文 化 ] 名 前 し か 持た な い 水 の 民 


が 、 苗字 代わ り に 使用 し て いる 言葉 。 誠 名 に 
は 意味 を 持っ た 単語 が 選ば れ 、 その 単語 が 当 
人 の 性 質 と な り 、 己 と 周囲 に 力 を 与え る と 考え 
られ て いる 。 誠 名 は 親 が 決め る わけ で は な く 、 
村 の 長 な ど 、 所 属 コ ミュ ニテ ィ ー 内 の 権威 者 が 
決め る し きた り が ある 。 当然 な が ら 、 誠 名 に 使用 
され る の は 古 刻 語 で ある 。 ゲー ム 中 に 登場 し た 
水 の 民 の 誠 名 を 列 苦 する と 、 シャ ー リ ィ は 祈る 人 
を 意味 する フェ ン ネ ル 。 ステ ラ は 始ま り の 星 を 意 
味 す る テル メス 。 フェ ニモ ー ル は 祝福 を 意味 す 
る ゼル ヘス 。 テ ュ ー ラ は 希望 を 意味 する ウェ ルツ 
ェ ス 。 ワル ター は 黒い 連 を 意味 する デル ク ェ ス 。 
マウ リッ ツ は 大 いな る 知性 を 意味 する ウェ ルネ ス 
と な っ て いる 。 


マザー ゼロ ム 芳 * 葬 障 【 そ の 他 】 ゼロ ム の 母体 。 


結晶 界 で 無数 の ゼロ ム が 兵器 と し て 用 いら れ た 
と き 、 それ ら を 生み 出す 源 と な っ た 。 現在 で も サ 
ンド リオ ン の 内 部 に 複数 が 残さ れ て いる ほか 、 イ 
ンカ ロー ズ が 当時 の 技術 を 復活 させ た こと で 、 
ニー ベル グ 地 下 に も 1 体 の 存在 が 確認 され て い 
る 。 近年 急速 に 夢 延 する デス ピル 病 は 、 この ニ 
ー ベ ル グ の マザー ゼロ ム が 発生 源 で ある 。 


魔 獣 騙 避 内 【 呼 称 ] 人 に 使役 され て いる 魔物 を 


指し て の 総称 。 モー ゼス に 対し て の ギー ト 、 メラ 
ニ ィ に 対し て の フィ アフ ル ベ ア X が これ に あたる 。 
魔 獣 に 対し て 、 これ を 使役 する 立場 の 者 を 魔 
獣 使 いと 呼ぶ 。 魔物 と 魔 貞 を 隔て て いる の は 、 
人 と 意志 の 疎通 が 図れ る か 否 か 、 魔物 と し て 
の 本 能 を 押え 込み 、 他 者 を 襲わ な いで いら れる 
か 否 か の 2 点 で ある 。 これ 以外 の 部 分 で 魔 獣 と 
魔物 の さしたる 差 は な い 。 魔 獣 と 魔 獣 使い が 例 
えど ん な に 良好 な 関係 を 築い た と し て も 、 魔 獣 
が 野生 化す る 宿命 か ら は 逃れ られ ず 、 祥 を 分 
か つ 日 が 必ず 訪れ る 。 


魔術 入 加 【 術 ・ 技 】 微量 の マナ を 消費 し て 、 


自然 界 の 力 を 借り る 術 。 エル フ に 流れ る 血 が マ 
ナ と 反応 し て 魔力 が 紡が れ て いく た め 、 エル フ 
の 血 を 引く 者 で な いと 使え な い 。 また 世界 か ら 
マナ が 枯 湯 する と 、 魔術 は 使用 で き な く な る 。 
騙 K 斑 【 術 ・ 技 】 周 胃 に ある マナ を 取り 込み 、 
力 に 変換 する 術 の 総称 。 し か し 取り 込ん だ マナ 
を 体内 で 反応 させ る に は 、 濃 湊 に 関わ 5 ら ず エル 
フ の 血 が 流れ て いる こと が 必須 と な る 。 


マス ク ・ ド ・ カ ー ボ ン 功 KE 簡 [作品] 闘技 鳥 ラ 


イオ ッ ト ピ ー ク の 番 人 を モデ ル に し た 劇画 で 、 
「 正 義 の 仮面 』。 普段 は 闘技 島 で 世界 平和 を 
目指 す 心 の 強 き 人 を 育て 、 困っ た 人 が いる と 島 
を 離れ て 助け に 現われ る 。 ヒー ロー も の に 目 が 
な い ヒ ュー バー ト は サイ ン を 持っ て いる 。 


マス ク ・ ド ・ バ ロニ ア 罰 * 欄 【 人 名 】 困っ た 人 


の と ころ に 上 爽 と 現われ る 、 素顔 を 隠し た 正義 
の ヒー ロー。 元 ネ タ は 言わ ず と 知れ た 「 マ スク ・ 
ド ・ カ ー ボ ン 」 で 、 彼 へ の リス ペク ト ゆ え の 活 動 ら 
し い 。 蛇足 な が ら 声 も 物腰 も 某国 王 に 激 似 。 


マ ゼ ッ ト 博 士 訪 可 租 【 人 名 】 メル ニク ス 語 研究 


の 権威 で あり 、 キー ル の 恩師 で も ある ニコ ラ ・ マ 
ゼット 博士 の こと 。 キー ル は 博士 に その 学 才 を 
見 い だ さ れ 、 強い 口 添え を 受け た こと で 13 歳 に 
し て 例外 的 に ミン ツ 大 学 入学 が 許さ れ た 。 ミン ツ 
大 学 の 教授 だ っ た が 、 政治 と の 結び つき が 重 
視 さ れる 学問 の あり 方 に 疑問 を 感じ 、 現在 は モ 
ルル の 村 に 隠棲 し て いる 。 キー ル の いい 面 、 悪 
い 面 を 知る よき 理解 者 で あり 、 今回 3 年 ぶり の 


再会 を 果たし た 。 「 不 可 知 な る も の を 学び な さ 
い 。 それ が 本 当 の 学問 な の で す 」 の 名 言 と い 


わい 深い 人 物 。 


魔 族 訪 全 [種族 】 ラグ ナ ロ ク の あと 地上 に 満ち 


た 導 気 か ら 生 まれ た 者 た ち で 、 その 後 百 数 十 
年 に わた り 地 上 を 支配 する が 、 オ リジン や ルナ 
に よっ て 魔界 へ 放逐 され た 。 彼ら が 人 間 の 世 
界 へ の 接触 の 機会 を うか が っ て いる の は 、 世 
界 を ラグ ナ ロ ク 以前 の 世界 に 戻す た め 、 す な わ 
ち 彼ら の 自由 に な る 世界 を 獲得 する た めで あ 
る 。 馬 相 語 9【 種 族 】 人 間 の 天敵 た る 、 魔 の 者 た 
ちの 総称 。 強力 な 力 と 強 理 な 肉体 を 持つ 、 人 
智 を 越え た 存在 。 魔界 ニ プ ル ヘイ ム に 存在 し 、 
ラタトスク が ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ で 世界 を 隔て て か 
ら は 、 あ ちら と こち ら を 行き 来 す る こと が で き な く 
な っ た 。 魔 族 に と っ て マナ は 毒 同然 に 働く 。 こ 
の た め 、 マナ を 産み 出す 大 樹 カ ー ラ ー ン の 精霊 
で ある と 同時 に 、 扉 を 造っ て 自分 た ち を ニブ プル 
ヘイ ム に 閉じ 込め た ラタトスク を 憎み 、 隙 あ ら ば ぱこ 
ちら の 世界 に 侵攻 し 、 ラタトスク を 亡き 者 に し よう 
と 企 て て いる 。 リヒ ター と 魔 族 は ラタトスク 憎 し で 
利害 関係 が 一 致し 、 リヒ ター は 親友 アス テル を 
生き 返ら せる こと を 、 魔 族 は ラタトスク を 葬り ギン 
ヌン ガ ・ ガ ッ プ を 開く こと を 条件 に 、 両者 の 間 で 
取引 き が 行なわ れ た 。 


マチ エル ・ シ デン 罰 誠 駐 【 人 名 】 アク アヴェ イル 


建国 の 祖 に し て 、 シ デ ン 家 の 先祖 。 も と も と は セ 
イン ガル ド 人 で 、 故国 セイ ン ガ ルド で は 一 地方 の 
領主 で あり 冒険 家 と され て いる 。 し か し 実際 は フ 
ァ ン ダリ ア で 「 ア クア ヴェ イル の 初代 大 王 は セイ ン 
ガル ド か ら の 流 民 」 と 言わ れ て いる と お り 、 政治 
犯 と し て 島 流 し に な っ た 人 物 。 セイ ン ガ ルド の 属 
国 と し て 小国 が 乱立 し て いた 地 を 平定 し 、 現在 
の 公国 制 を 作り 上 げた 。 


マッ ハル 少 年 罰 5 貴 【 人 名 】 ノ イシ ュ タ 名 物 、 少 


年 達 に よる 街頭 レー ス の 現 チ ャ ン ピ オ ン 。 歴代 
チャ ン ピ オ ン 中 最速 の 誉れ 高い が 、 それ も その 
は ず 。 その 昔 ス タン と 一 進一 退 の レー ス を くり 広 
げた 、 か つて の チャ ン ピ オ ン ( 現 マッ ハ 中 年 ) の 
息子 な の だ っ た 。 


マッ ハル ハ 船 長 罰 可 科 【 人 名 】 ベ イル ティ の 港 で リッ ド 


た ち を アラ ウン ド ・ ザ ・ セ レス ティ ア に 誘う 人 物 。 
その ワイ ルド な 物腰 と 海 の 男 的 ハー ド ボ イ ルド な 
言葉 で 一 見 大 人 物 に 見 える が 、 じつは すぐ に 
人 を 時 倒 し 始め た り 、 レー ス の ルー ル を 中 途 半 
端 に し か 説明 し な か っ た り 、 マッ ハ 船 長 の 船 が 
必ず こち ら よ り 前 か ら ス ター ト し た り 、 自ら 世界 記 
録 保持 者 に し て 運営 委員 長 兼 判 定 委員 を 名 
乗っ た り と 、 どう に も 胡散臭 い 人 物 。 


マテ ィ ウ ス 騙 可 欄 【 人 名 】 ア ルカ 教団 の 教祖 。 


つね に 福々 し い 仮 面 を 被っ て お り 、 素顔 を 知る 
人 間 は ほとん どい な い が 、 じつは 若干 15 歳 の 、 
華 著 な 体つき の 少女 で ある 。 前 世 は の ち に 天 
上 界 を 統一 し た 魔王 で 、 セン サス の 武将 アス ラ 。 
アス ラ の 迷い や 優し し が ルカ と し て 転生 し た の に 
対し 、 マテ ィ ウ ス は 魔王 と し て 厳格 に 振舞 う ア ス 
ラ の 心 、 そ し て 裏切っ た 恋人 イナ ン ナ に 対す る 強 
い 恨 み を 受け 継い だ 。 その 衝 念 は 彼女 の 容姿 
に も 刻ま れ 、 イナ ン ナ その も の の 顔 を 持っ て 転生 
を 果たし て いる 。 また 前 世 を 思わ せる 非常 に 強 
力 な 天 術 を 持ち 、 か つて 王 都 軍 が 彼女 を 捕らえ 
よう と 兵士 を 派遣 し た 折 に は 、 一 個 師団 を 相手 
に 単身 逃亡 劇 を くり 広げ た 。 世界 を 破 減 させ 、 


すべ て を 無 に 還 す こと を 強く 願っ て お り 、 創世 力 
を 手 に 入れ る た め に 枢密 院 を 利用 し よう と 、 教団 
を 設立 し て 王 都 に 協力 する ふり を し て いる 。 

魔 導 士 画 久 [職業 】 魔 導 器 の 研究 者 、 ある い 
は 魔 導 器 の 動力 と な る エア ル を 研究 する 者 の こ 
と 。 古代 文明 の 遺産 を 解明 し 、 現代 社会 を 支 
える も の と し て 復刻 させ る こと が 目的 で 、 大 半 が 
アス ピオ に 暮らす 。 魔 導 器 が 帝国 の 管轄 下 に 
ある た め 、 事実 上 すべ て の 魔 導 士 は 帝国 直属 
の 研究 員 と 言え る 。 

魔 導 注入 息 諾 往 【 技 術 】 エル フ の 血 を 引か な い 
者 で も 魔術 が 使え る よう に する 技術 。 ゼロ ス は 
神子 と し て の 素養 を 高め る た め 、 クル シス に よっ 
て 魔 導 注 入 を 受け た 。 また クラ トス も これ を 行 な 
っ て お り 、 ふた り は と も に 人 間 で あり な が と 魔術 
を 扱う こと が で きる 。 な お クラ トス は これ に より 
「 人 間 風 情 で あり な が ら 魔 力 の 匂い を 漂わ す 
者 」 と 呼ば れ て いる 。 

魔 導 砲 薦 * 有 [設備 】 占 の 大 戦時 に トー ル ハ ンマ 
ー と 呼ば れ た 超 兵 器 で 、 膨大 な マナ を 攻撃 力 
に 変換 し て する も る の 。 ユア ン は 反 ク ル シ ス の 切り 
札 と 考え 、 この 建造 を ディ ザイ アン 五 聖 丸 の ロ デ 
ィ ル に 進め させ る 。 実際 に は 暴走 し た 大 樹 カー 
ラー ン を 鎮め る た め に 使用 され た 。 

窓辺 の マー ガレ ッ ト 編 可 肝 【 呼 称 】 北 の 戦場 に 
現われ た ハス タ の 自称 。 開口 一 番 で こう 名 乗る 
ハス タ に 、 と くに そり の 合わ な い イ リア は いろ ん な 
意味 で 衝撃 を 受け る 。 ちな み に マ ー ガ レッ ト の 花 
言葉 は 「 真 実 の 友情 」 、 「 誠 実 な 愛 ]、 「 貞 節 ]、 
「 慈 悲 ] な ど 、 と に か く 清 純 で 潔白 な を イメージ が 
基本 。 この 稀代 の 殺人 鬼 が も る し も それ を 知っ た 
上 で 名 乗っ て いる の だ と し た ら 、 彼 の 皮肉 は 超 
絶 に パン チ が 効い て いる と 言え る だ ろう 。 


マト リョ ー シ カ 功 位 【 人 道具 】 入れ 子 構造 に な 
っ て いる 人 形 で 、 胴体 の 部 分 で 上 下 に 分 割 で 
きる 。 中 に は 少し 小さ い 人 形 が 入っ て お り 、 それ 
を 開け る と また 人 形 が 出 て くる …… と いう 作り 。 
フェ ン デ ル の 民芸 品 の ひと つ で 、 みや げ も の と 
し て 有名 で ある 。 人 形 は 通常 、 女性 が 描か れ 
る こと が 多い が 、 プロ パガン ダ 的 な 側面 か ら か 、 
総統 オイ ゲン を モデ ル に し た マト リョ ー シ カ も 続々 
と 作ら れ て いる 。 フェ ル マ ー 宅 に 飾ら ち れ て いる の 
は 彼女 の 趣味 だ ろう か ? 独特 の 形状 と モデ 
ル 自 身 の 体型 と が 抜群 の 相性 で 、 神 が か っ た 
再現 性 で ある 。 


マナ 罰 遍 選 【 呼 称 】 精 幸 た ちや 魔術 の 源 に な っ 
て いる 物質 で 、 世界 樹 ス グ ゲド ラ シ ル に よっ て 生 
み 出 され て いる 。 魔 科学 に よっ て マナ が 大 量 に 
消費 され た こと で 、 ユグドラ シル に よる 生産 量 を 
知 か に 上 回 っ て し まい 、 枯 潟 の 危機 に 直面 す 
る 。 ダオス は いずれ ユグドラ シル が も た ら す 「 大 
いな る 実り 」 を 待ち 望む 立場 と し て 、 マナ の 和 欠 
逐 を 防 ご うと 非道 な 行ない を くり 返し た が 、 その 
遺志 に 感銘 を 受け た ミン ト の 手 で マナ の 流出 が 
防 が れ 、 ダオス 戦役 の の ち に は 精霊 た ち が 生 き 
る に 足る だ け の マナ が 保 た れる よう に な っ た 。 
騙 議 [呼称 】 世界 樹 か ら 生み 出さ れる 、 生命 
の 根源 と な る る の 。 ジー ニア ス の 言葉 を 借り れ ば 
「 命 に と っ て マナ は 水 よ り も 大 切な も の 」。 デリ 
ス ・ カ ー ラ ー ン の 接近 と 、 そこ か ら 移 植 さ れ た 大 
樹 カー ラー ン が 生み 出す マナ に よっ て 、 世 界 は 
マナ に 包ま れ た 。 古代 大 戦 の あと マナ を 守 ろ う 
と する ミス に よっ て 世界 が 二分 され 、 シル ヴァ ラ 
ント と テ セ アラ は 、 限り ある マナ を 奪い 合う 関係 
に あり 、 マナ の 供給 量 の 差 で それ ぞ れ 「 衰 退 
世界 」、「 繁 栄 世 界 ] と も 呼ば れる 。 神子 の 世 
界 再生 と は 、 マナ の 供給 量 を 逆転 する 行為 を 
指す 。 薦 * 悦 鏡 【 呼 称 】 万 物 の 源 エ アル が さま ざ 
まな 物質 の 形 を と る 、 その 間 の 状態 。 エア ル よ 
り も 安定 性 が あり 物質 に 近い が 、 まだ 物質 に は 
な っ て いな い 状 態 で ある 。 

マナ の 守護 塔 跡 凡 諾 語 【 地 名 ・ 施 設 】 コ レッ ト に 
よる 世界 再生 の 旅 の 際 は 、 神託 の 石版 が 置か 
れ 、 封印 の 地 の ひ と つ だ っ た 。 コレ ッ ト が 天使 に 
な る 過程 と し て 人 間 と し て の 感覚 を 失い 、 し い 
な が 自分 の 正体 を 明か し た 場所 で も ある 。 大 樹 
暴走 時 に 大 破 し た が 、 エミ ル と マル タ が ロイ ド に 
ルー メン の コア を 奪わ れ た 後 、 内 部 が 湖底 の 
洞窟 と つなが っ て いた こと が 発覚 し た 。 

マネ ー ヘ ビ の 皮 臨 『 宮 往 【 デ ィ ス カバ リー] ス トレ 
イラ イズ の 森 に 生息 する 、 体長 10m を 誇る 大 蛇 
が 、 脱皮 の 際 に 残す 金色 の 皮 。 マネ ー ヘ ビ は 
木 の 上 で 脱皮 する の で 、 皮 だ けが 木 か ら 垂れ 
下がり 、 初め て 見 る 人 を 仰天 させ る 。 持っ て い 
る と 金持ち に な れる と 言わ れ 、 ハー メン ツ の 有 
力 者 ウォ ルト 氏 は 、 若 か り し 頃 に これ を 探し て 三 
日 三 晩 森 を さまよっ た と いう 。 芳 語 棋 【 デ ィ ス カ 
バリ ー)】 体 長 10m を 超え る マネ ー ヘ ビ が 脱皮 で 
残し て いっ た 皮 。 か な り グ ゲロ テス ク 。 持っ て いる 
と 金持ち に な れる と 言わ れ て いる 。 

マフ マフ 罰 臣 科 【 生 物 】 北方 で よく 見 られ る 小 
動物 で 、 性 格 は 温厚 で 従順 。 ペッ ト と し て も 多く 
飼 わ れ て いる 。 学名 は 、 ノー スタ リア ケ ナ ガ リス 。 

魔法 カル タ 功 * 鐘 【 道 具 】 古 今 東西 、 伝説 の 
勇者 た ちの 名 言 を 集め た カル タ 。 詠み 上 げ ら れ 
る 上 の 旬 で 、 下 の 旬 の 書か れ た 手札 を 取る 。 
描か れ た 美しい 肖像 画 と 彼ら の 熱い 言葉 に 負 
け な い よう に 、 本 人 に な っ た つも り で セリ フ を 決 
め る の が 鉄則 。 

幻 シ リー ズ 功 誠 欄 【 文 化 】 俗 に いう | 世界 七 大 
まぼろし 」 と は 別に 、 非常 に レア 度 の 高い マニ 
ア 垂 洪 の アイ テム を 指す 。 その ほとん ど を 制覇 
する 冒険 家 フ ラン ツ は 、 「 幻 」 に 対す る 徹底 ぶり 
が うか が われ る 。 な お 、 彼 の 所 持 す る 妃 シ リー 
ズ の 各 品 は 以下 の 6 つ 。(1) グレ イフ ァ ー の スウ 
ェ ー ド 皮 で 作っ た リュ ッ ク (2) 王室 御用 達 プラ ンド 
の 帽子 (3) ナカ コ 鋼 製 の シャ ベル (4) ナカ コ 負 
製 の 水筒 (5) 伝説 の 地図 師 シレ トー サ ・ ド ミ の 世 
界 地図 (6) 飯 ご う 


幻 の キュ ウリ 入 避 鐘 【 飲 食物 ] ク リティ ア 族 の 街 ミ 
ョ ル ゾ に 伝わる 、 どん な 料理 も お お いし く な る と いう 
夢 の よ うな キュ ウリ 。 太古 の 昔 か ら 知ら れ た も の 
らし く 、 な ん と ゲラ イオ ス 文 明 時 代 の 石板 に 、 こ 
の キュ ウリ の 美味 し い 育 て 方 が こと 細か に 書か 
れ て いる 。 長老 が こと さら ご 執心 で 、 訪れ る た 
びに この 話 を くり 返す 姿 に は 、 興味 を 持っ た 物 
事 に は と こと ん 執着 する 、 クリ ティ ア 族 の 気質 が 
うか が える 。 


幻 の 島 薦 * 誠 坦 【 地 名 ・ 施 設 】 聖 獣 ラン ド グ リ ー ズ 
が 眠る 島 で 、 一 夜 に し て 現われ た こと は 、 誰 に 
も 知ら れ て いな い 。 じつは ラン ド グ リ ー ズ の 背 そ 
の も の が 島 に な っ て お り 、 現在 の サ ニ イ タウ ン が 
それ に あたる 。 

幻 の 庭 罰 * 想 穫 【 文 化 ] フラ ン ツ が 探し て いる 七 大 
まぼろし の ひと つ だ が 、 何 を 指す か に つい て は 
ネ レ グ の 塔 や 古 の 塔 な ど 諸説 ある 。 現在 も っ と 
も 有力 な の は 、 レン パオ 空中 庭園 。 

マム ー ト 功 避 本 [地名 ・ 施 設 】 レグ ヌ ム と テ ノ ス 
の 国境 地帯 に ある 中 立 都市 。 交易 の 中 心地 
で 、 人 と 物流 の 交差 点 と し て 、 どこ の 国 に も 属 
さ ず 、 政治 的 ・ 経 済 的 独立 を 保っ て いる 。 他 
国 に 比べ 税金 が 安い こと か ら 、 戦時 下 と は いえ 
ども 市 場 は 盛ん で 物資 は 豊富 。 と くに 食材 の 
品 揃え は 圧巻 で 、 世界 中 の 食材 を 調達 で きる 
ほど で ある 。 

マム ー ト 銀 頭 訪 机 腸 【 飲 食物 】 お 土産 と し て も 
有名 な マム ー ト 銘菓 。 こし あん が た っ ぷり 詰まっ 
た 蒸し 角 頭 で 、 安価 な が ら な か な か の 味わい が 
あり 、 地元 の 人 々 に も 愛さ れ て いる 。 マム ー ト ギル 
ド で は 旅行 客 へ の PR の 一 環 と し て 、 この 鯖 頭 
を 各地 の ギル ド に 配達 する 依頼 を 出し て いる 。 
また 商魂 た くま し い マ ムー ト 独 特 の 文化 と し て 、 
懇意 に し た い 、 ある い は 特別 の は か らい を 期待 
し た い 取 引 先 に 、「 山 吹 色 の マム ー ト 銀 頭 を お 
持ち し ます 」 と いう も の が ある が 、 これ は 額面 ど お 
り の 意味 で は な く 、 袖 の 下 、 いわ ゆる 賭 略 を 渡 
す と いう 意味 の 言葉 と し て 用 いら れ て いる 。 


魔物 騙 了 語 [種族 】 セン チュ リオ ン の 配下 。 魔物 
は 大 別して 8 つの 属性 を 持ち 、 本 来 は いずれ 
の 魔物 ふも 、 その 属性 を 司る セン チュ リオ ン の し も 
べ と な っ て いる 。 この と き 配 下 の 魔物 の 数 が 多 
い ほ ど 、 セン チュ リオ ン の 力 は 増大 する 。 セン チ 
ュ リ オン が コア 状態 に ある 場合 、 魔物 は 一 種 の 
錯乱 状態 と な っ て コア へ と 引き 寄せ られ 、 暴走 
する こと が ある 。 人 間 を 襲う こと も あっ て 敵視 さ 
れ が ちな 魔物 だ が 、 セン チュ リオ ン に 使役 され る 
こと で 世界 の マナ を 正しく 分 配 す る な ど 、 重要 
な 役割 を 担う 存在 で ある 。 

廃物 ナベ 玉 5 基 馬 【 飲 食物 】 | グン グ ニ ル 上 貝 ] 、 
「 古 代 魚 の ひれ 」 、 「 妖 虫 の 触角 」、「 プ リッ ド ・ 
ビー の 蜂蜜 」 の 、 魔物 素材 4 種 を 使っ た ナベ 。 
魔物 素材 は 古来 より ホレ 薬 の 材料 と も され 、 こ 
れ ら を 使っ た ナ べ も 禁忌 た され て きた 。 いっ た い 
どん な 事態 が 引き 起こ され る と いう の か 、 長き に 
渡る 眠り を 破っ て 人 々 の 目前 に 現われ た 今 家 、 
その 正体 が 明か され る …… ! 


守り 人 の バラ ー ド 功 『 宮 動作 品 】 ジュ ニー ナン バ 
ー3。 公国 内 を ぶら ぶら と 遊び まわ っ て いる ジョ 
ニー が モリ ュ ウ 領 の 倉庫 前 で 披露 し て いた 、 は 
か な くも 情熱 的 な パ バラード 。「 風 よ 、 も し も 願い が 
叶う の な ら 俺 の 言葉 を 伝え て ほし い ゆか 」 。 

マヤ 芳 ' 臣 材 【 人 名 】 ラ ジル ダ 出 身 の 少女 。 王 の 
盾 に よっ て カレ ギア 城 に 軟禁 され て いた 。 儀式 
の 失敗 に よっ て 帰郷 する る 、 負 の 思念 の 高まり 
に よる 大 災害 で 故郷 ラジ ル ダ を 失い 、 キョ グ エ 
ン に 移り 住む 。 左右 に 分 けた 髪 を ピン で 留め 、 
カジ ュ ア ル に まとめ た ファ ッ シ ョ ン は 、 ほか の 少女 
た ち に は な い 活発 な 雰囲気 が 感じ られ る 。 

迷い の 森 画 【 臣 栓 [地名 ・ 施 設 】 ミ ナー ル と ベト ナ 
ジャ ンカ の 間 に 広 が る 深い 森 。 か つて 住ん で い 
た 人 々 が 自生 する 貴重 な 薬草 を 守る た め 、 侵 
入 者 を 惑わ す 迷 宮 に な っ て いる 。 

マリ ア ・ ア ル ベ イ ン 玉 語 本 [人 名 】 クレ ス の 母 
親 。 4202 年 か ら 時 間 転 移し て きた ダオス を 封印 
し た 四 英 雄 の ひと り で 、 同じ く 法 術 師 で ある メリ 
ル ・ ア ド ネ ー ド と トリ ニク ス ・D・ モ リス ン 、 そし て 
剣士 ミゲール ・ ア ル ベ イ ン と と も に 戦い に 参加 し 
た 。 その 後 は トー ティ ス 村 で 静か に 暮らし て いた 
が 、 4304 年 の 「 ト ー テ ィ ス の 悲劇 ]」 に より 、 夫 ミ ゲ 
ー ル と と も に 落 命 する 。 

マリ アン ・ フ ュ ス テル 功 誠 簡 【 人 名 】 ヒ ュー ゴ 
邸 に 仕え る メイ ド 。 25 歳 。 ヒュ ー ゴ の 亡き 妻 ク リス 
の 面影 を 感じ た ヒュ ー ゴ が 、 自ら の 傍ら に 置く た 
め に 雇い 入れ た 。 屋敷 で は お も に リオ ン の 世話 
役 を 任 さ れ て お り 、 彼 が 唯一 心 を 開く 相手 と な 
る 。 リオ ン は 彼女 に 単なる 母 代わ り 以 上 の 愛情 
を 抱い て お り 、 マリ アン 自身 も 姉 が 弟 に 対す る よ 
うな 思慕 を 持っ て いる が 、 主人 の 息子 と 使用 人 
と いう 立場 を 超え る こと は な い 。 また リオ ン が 彼 


で 1 ロマ だ ご 人 一寸 人 4 


の Z/ ダ 


ヽ 出 ざき ミー テマ Hー ロ ーー こる 
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女 に 対し て 抱く 感情 を ヒュ ー ゴ に 利用 され 、 リオ 
ン を 従わ せる 人 質 と な っ た と き に は 、 自分 の せ 
いで 彼 が 道 を 誤る の で は な いか と 思い 詰め 、 
一 時 は 命 を 断つ こと を も 考え る 。 スタ ン た ち に よ 
っ て ヒュ ー ゴ の 手 か ら 救 い 出さ れ た あと は 、 帰ら 
な いと 知り つつ も 屋敷 で り リオ ン を 待ち 続け て い 
る 。 久 引 【 人 名 】 か つて ヒュ ー ゴ 邸 で 働い て 
いた 女性 。 亡き 妻 ク リス ・ カ トレ ッ ト の 面影 を 感じ 
た ヒュ ー ゴ が 、 自分 の 傍ら に 置い て お く た め に 
雇用 し た 。 し か し 、 リオ ン が マリ アン へ と 愛情 を 
抱い て いる こと に 気付 いた ミク トラ ン が これ を 利 
用 し 、 以後 は マリ アン の 命 を 盾 に 、 リオ ン の 手綱 
を 取る た め に 利用 され た 。 リオ ン の 愛情 は 年 々 
深く な っ て いき 、 マリ アン の 存在 は 自分 の 命 や 
世界 の 超 勢 より も る 重い も の と な っ て いた 。 その 
結果 、 リオ ン は 仲間 で ある スタ ン 達 を 裏切り 、 結 
果 が 見 えて いる 戦い を 挑ん だ 末 に 死亡 し た 。 だ 
が マリ アン か ら リ オン へ 向け られ た 感情 の 大 半 
は 、 同情 と 哀れ み だ っ た 。 結局 、 リオ ン の 愛 は 
最後 まで 報 わ れ な か っ た の か も し れ な い 。 


マリ ー・ エ ー ジ ェ ン ト 芳 * 可 斑 【 人 名 】 ルー ティ の 


相棒 と し て 行動 を と も に し て いる 女性 戦士 。 本 
名 は マリ ー・ ヴ ィ ン セ ント 。 巨大 な 親 を 軽々 と 振 
る い 、 男性 顔負け の 戦闘 セン ス を 持つ 。 し か し 
一 方 で か わい い 物 全般 に 目 が な く 、 お 気に入り 
の 物 を 見 つけ る と 周囲 の 声 が 聞こ えな い 乙 女 ワ 
ー ル ド が くり 広げ られ る 。 また 料理 が 得意 と いう 
家庭 的 な 一 面 も 持つ 。 10 年 前 の 第 一 次 ファ ン 
ダリ ア 動 乱 の 折 に サイ リル 義勇 軍 に 参加 し て い 
た ダリ ス と 出会い 、 まもなく サイ リル で と も に 暮 ら 
す よ うに な っ た 。 し か し その 8 年 後 の 闘争 の 折 に 
ファ ンダ リア の 軍 に 追わ れ 、 彼女 を 逃 が そ うと し 
た ダリ ス の 手 に よっ て 崖 か ら 突き 落と され て 、 そ 
の ショ ッ ク で 当時 の 記憶 を 失 く し て いた 。 ルー テ 
ィ と 出会い コン ビ を 組む よう に な っ て か ら も 、 長く 
自分 の 素性 が わか ら な いま まだ っ た が 、 それ を 
病む こと な く 、 むし ろ過 去 に 東 縛 され な い 気 楽 さ 
を 楽し ん で いる 館 が あっ た 。 また や が て 記憶 を 
取り 戻し て か ら も 、 生来 の 細やか な 心遣い は 失 
われ る こと な く 、 ル ー テ ィ や 仲間 た ち を 支え て い 
る 。 5 喘 【 人 名 】 ルー ティ と 出会っ て 冒険 を 
続け て いる うち に 神 の 眼 を 巡る 騒乱 へ と 巻き 込 
まれ 、 その まま 奪還 者 と し て 、 世界 を 救う 者 と し 
て ミク トラ ン と 戦っ た 人 物 。 当初 は 過去 の 記憶 を 
な くし て いた が 、 これ は 夫 で ある ダリ ス ・ ビ ン セ ン 
ト に よる も の 。 サイ リル の 街 で 自警 団 に 加わ っ て 
いた マリ ー と ダリ ス は 、 あ る 日 グレ バム 軍 の 襲 撃 
を 受け 、 絶 体 絶命 の 危機 を 迎え た 。 自分 が 証 
と な っ て 妻 を 逃がし た ダリ ス は 、 別れ の 際 に マリ 
ー の 記憶 を 封印 し 、 彼女 が 死ん で いく 自分 の こ 
と な ど 忘 れ て 、 新た な 人 生 を 送れ る よう に 願っ 
た 。 し か し 、 生 き な が ら え 捕虜 と な っ た ダリ ス は 、 
グレ バム に よっ て 記憶 を 封じ られ 、 その 忠実 な 
配下 と し て 生き る こと と な っ た 。 思い 出 の 場所 
で 、 以前 と は 異な る 立場 と な っ て 出会っ た ふた 
り は 、 激しく 戦っ た 末 に 記憶 を 取り 戻す 。 結果 
的 に 、 この 戦い に よっ て ダリ ス は 死に 至り 、 最 
愛 の 者 を 目 の 前 で 失っ た マリ ー は 取り 乱 し 、 涙 
を 流す だ け の 抜け 殻 の よう な 存在 と な っ て し ま 
っ た 。 そん な 彼女 を 励ま し 、 何かと 気 に か けた 
の が ウッ ドロ ウ だ っ た 。 の ち に マリ ー は 元気 を 取り 
戻し 、 スタ ン た ちと と も に 再度 戦う 道 を 選ぶ が ダ 
リス の こと を 忘れ られ た わけ で は な い 。 現に ウッ 
ドロ ウ が 自分 の 妻 と な る よう 願い 出る が 、 彼女 は 


その 申し 出 を 断っ て いる 。 現在 、 マリ ー は ハイ デ 
ルベル グ で 宿屋 を 営ん で いる 。 明る さ を 取 り 戻 
し た も の の 、 その 心 は 今 で も ダリ ス と と も に ある の 
だ っ た 。 


マリ イィ ベル ・ ラ ダン ・ ガ ルディ オス 玉 放 机 [ 人 


名 】 ガ イ の 姉 。 ホ ド 戦 争 時 、 ファ ブレ 公 遇 の 部 下 
の 例 か ら ガ イ を 守り 、 息 絶え た 。 可憐 な 見 た 目 と 
は 裏腹 に 男勝り な 性 格 で 、 幼い 頃 、 弱虫 だ っ 
た ガイ を よく 叱り と ば し て いた と いう 。 の ち に レプ 
リカ と し て 再び 生 を 与え られ る も 、 昔 の 記憶 は 一 
切な く 、 モー ス が つけ た 管理 番号 8-027 を 名 乗 
っ て いる 。 


マリ オ 騙 可 障 【 人 名 】 エ ル マ ー ナ が 面倒 を 見 て 


いた 子供 の ひと り 。 リタ と と も に 用 心 棒 に 捕まり 、 
あや うく ガル ポス に 売り 飛ば され そう に な る が 、 
現在 は 改心 し た 彼 に よっ て 養 わ れ て いる 。 殺 
乳 洞 に 自生 する キノ コ 栽 培 の 成功 に より 、 それ 
な り の 財 を 手 に し た は ず だ が 、 子供 な り の 配慮 
で あろ う 、 エル マー ナ が 戻る まで は と 質素 な 暮 ら 
し ぶり を 続け て いる 。 本 当 は 泣き 虫 だ が 、 男 に 
は 泣い て は いけ な いと きも ある こと も ちゃ ん と 知 
っ て いる 強い 子 。 


マリ ク ・ シ ザー ス 罰 * 柚 【 人 名 】 バ ロニ ア 詳 士 


団 に 属し 、 騎士 学校 の 教官 と し て 候補 生 の 指 
導 に 当たる 40 歳 の 男 。 過去 に つい て は ほとん 
ど 知ら れ て お ら ず 、 また 本 人 も 口 を 閉ざし て い 
る 。 出身 は フェ ン デ ル で 、 士官 学校 を 出 た 幹部 
候補 だ っ た が 、 国民 の 暮らし を な い が し ろ に し 
て 軍事 色 を 強め て ゆく 国 の 行く 末 を 針 ぶ み 、 
同期 の カー ツ ・ ベ ッ セ ル と と も に 若い 将校 を 中 
心 と し た 改革 運動 を 展開 。 し か し 保守 派 勢力 
の 弾圧 を 受け 、 また メン バー の ひと り ロ ベリ ア を 
亡くし た こと で 、 スト ラ タ に 逃れ 、 以後 は 素性 を 
明か さ ず に 生き て いる 。 結果 的 に 祖国 を 捨て た 
こと に 後悔 と 懐 悔 の 念 を 抱き 続け て お り 、 と くに 
鶴 を 分 か っ た 同志 カー ツ へ の 後ろ る め た さ が 彼 を 
支配 し て いた が 、 自ら 大 煙 石 実験 の 犠牲 と な っ 
た カー ツ の 死 を 見 届け た こと で 、 再び 祖国 の 未 
来 を 見 据え る 覚悟 を 決め る 。 騎士 学校 出 で な 
く 、 また 特待 枠 に 該当 する ほど の 戦歴 も あな し に 
教官 に 迎え 入れ られ た の は 、 フェ ン デ ル 時 代 ・ 
スト ラ タ 備 兵 時 代 に 養っ た サバ イ バ ル スキ ル は 言 
うま で も な い が 、 当時 彼 に 恋 を し て いた 教官 長 
の 娘 の 推薦 に よる と ころ も 大 きい 。 香水 を 愛用 
し 、 眠れ ぬ 女 性 に 歌 を 聴か せ 、 気 の 利 いた 会 
話 と 酒 で 夜 を 楽し ませ る 、 ダン ディ な 言動 と 容 
姿 は 多く の アパ ンチ ュー ル を 生み 、 彼 と の 恋 に 
破れ た 女性 は 3 桁 は 下らない と か 。 な お 昔 は 普 
通 の 剣術 で も 戦っ て いた が 、 騎士 学校 で の 担 
当 教 科 を 減ら す た め に 現在 の 投 剣 スタ イル に 絞 
っ た と いう 。 好き な 食べ 物 は 鯛 茶漬 け 、 苦手 な 
も の は 高い と ころ 。 最終 的 な 肩書 き は 「 フ ェ ン デ 
ル 帝 国 総統 付き 特別 武官 兼 ウ ィ ン ドル 王国 騎 
士 学校 名 誉 師範 ] で ある 。 


マリ クビ ー ム 罰 * 芝 王 【 術 ・ 技 】 | 男 な ら 背 中 で 


語れ 」 を 体現 し た 、 圧倒 的 存在 感 を 放つ 秘 奥 
義 。 ほか の 技 の 多く が 「 動 ] で ある の に 対し 、 
「 静 ]」 で 魅せ る と ころ が また 憎い 。 こう し て 彼 は ま 
た ひと つ 、 女 泣か せ の 伝説 を 作る の で あっ た 。 


枚 し の 殖 (マリ ス ・ ゲ ンマ ) 画 可 狂 【 道 具 】 ア 


ー セ ルム 号 に 棲み つい て いた 初 役 う 骸 の 凶 ! 戦 
士 、 す な わ ち サイ ファ ー が 守り 続け て いた 紋章 。 
肌 し の 星 と 対 に な り 、 海賊 た ち が 求 め る 楽園 へ 
の 鍵 と な る 。 


豚 し の 星 ( マ リス ・ ス テラ ) 臨 記 久 【 道 具 】 パテ 
ィ が 自分 の 記憶 と アイ フリ ー ド の 手がかり を 託し 、 
探し て いる 宝石 。 その 名 の ご と く 星 の 輝き を 模 し 
た 形 を し て お り 、 すべ て の 海賊 が 求め る お 宝 と 
伝え られ る 。 水没 し た ザウ デ 不 落 宮 に 眠り 、 彼 
女 が 訪れ る の を 待ち 続け て いた 。 

マリ っ 子 藍 E 勝 [呼称 】 騎 士 学 校 の 元 教官 長 に 
よる マリ ク の 呼び 名 。 自分 の 部 下 で 教え 子 と い 
う 意識 は いつ まで た っ て も 変わ る こと な く 、 つい 
で に その 男 が 愛す る 娘 を 泣か せ た と な れ ば 、 彼 
が マリ ク に 寄せ る 師弟 愛 の 中 に ほん の 少し の 非 
難 を 込め て も 、 誰 に も 文句 は 言わ せな い 。 

マリ ント ルー バー 騙 避 王 【 組 織 ・ 団 体 】 麻 物 や 
犯罪 者 を 取り 締まっ て 人 々 を 守る 、 沿岸 警備 
隊 の こと 。 船舶 の 操船 技術 を 要求 され る だ け で 
な く 、 武力 で 事件 を 解決 する こと が 多い の で 体 
力 と 戦闘 術 に も 秀 で て いな けれ ば な ら な い 危 
険 で 過酷 な 職業 。 セ ネ ル は 水 の 民 の 里 か ら 脱 
出し た の ち 、 マリ ント ルー パー を 生業 と し て いた 。 
マリ ント ルー パー は 体 の 一 部 に 職業 を 表わす 紋 
章 を ペイ ン デ ィング する し きた り が あり 、 セ ネル も 
顔 と 背中 に これ を 施し て いる 。 紋章 は か つて の 
名 残 で 海 を 守る 者 を 意味 する 古 刻 語 か ら デ ザ 
イン され て いる が 、 その 由来 を 知る 者 は いな い 。 

マル クト 帝国 監 誠 欄 【 国 名 】ND0468 年 の 内 乱 
時 に キム ラス カ か ら 独 立 を 果たし た 帝国 。 オー ル 
ドラ ント の 北 半 分 を 制圧 し て いる 。 首都 は グラ ン 
コク マ で 、 現 皇 帝 は ピオ ニー 九 世 。 譜 術 の 研 
究 が 進ん で お り 、 軍隊 も 譜 術 や 譜 術 士 を 積極 
的 に 取り 入れ て いる 。 

マル コ 功臣 欄 【 人 名 】 ク レア の 父親 。 「 手 を 引く 
の で は な い 、 背中 を 押す も の だ 」 が 子育て の 基 
本 理念 。 寝る 前 の 読書 を ささ や か な 楽し み に し 
て お り 、 自宅 の 書架 に は 若い 頃 か ら 愛 読 し て い 
る 本 を 大 切 に 保管 し て いる 。 

マル シェ デス デュ ン ケ ル 太 褒 鐘 【 ギ ルド 】 [ 海 
凶 の 爪 」 傘下 の 閣 商 人 グル ー プ 。 帝国 の 監視 
の 目 を すり 抜け る た めか 、 店 舗 を 構え る こと は せ 
ず 、 各地 を 渡り 歩い て いる 。 流通 が 制限 され て 
いる は ず の 魔 導 器 を 専門 に 扱う が 、 その 大 半 が 
「 遺 構 の 門 ] か ら の 横流し 品 。 ふた つの ギル ド 
が 何ら か の 形 で つなが っ て いる こと を 臭わ せる 。 

マル ス ・ ウ ルド ー ル 罰 語 欄 【 人 名 】4300 年 代 
初頭 まで の 、 ユー クリ ッ ド 独立 騎士 団 の 団長 。 
黒 負 を まとう 剛 剣 の 勇猛 果敢 な 騎士 で 知ら れ 
て いた が 、 な ん の 前 触れ も る なく 騎 士 団 を 離反 
し 、 行方 不明 に な っ た 。 し か し 4304 年 、 魔王 ダ 
オス 雇 下 の 兵士 と し て 突如 トー ティ ス の 村 を 襲 
撃 。 ダオス の 完全 復活 は 果たさ れる が 、 用 済み 
と な っ た マル ス は ダオス の 手 で 殺さ れる 。 

マル タ ・ ル アル ディ 騙 棒 語 【 人 名 】 ヴァン ガー ド 
総帥 、 プ ルー ト の 娘 。 自ら の 使命 を 背負 い 、 そ 
の 運命 の 重 さ に 苦悩 する 反面 、 明る くし っ か り 
者 で 、 恋愛 に 憧れ る 普通 の 女の子 で も ある 。 ま 
た 、 乗り 物 酔い が ひど く 、 あら ゆる 乗り 物 を 苦手 
と する 。 2 年 前 の 大 樹 暴走 で 母親 を 亡くし 、 以 
降 は 父親 と ふた り で 放浪 生活 を 続け て いた 。 
頭 に 飾っ て いる 造花 は そん な 母親 の 形見 で あ 
り 、 父親 と 母親 が 初め て デー ト を し た と き 、 母親 
が 付け て いた る の 。 か つて は マル タ 自 身 も プル ー 
ト が 結成 し た ヴァ ン ガ ー ド に 所 属し 、 マー テル 教 
会 の 欺 購 や 支配 と 戦っ て いた 。 し か し 父親 の 
釣 変 と と も に 組織 が 危う い 方 向 に 進み 始め た た 
め 、 パル マコ スタ の 血 の 粛 清 の 最 中 、 その 混乱 


に 乗じ て ラタトスク ・ コ ア を 持ち 出し て 逃走 し た 。 
この と き 、 総体 絶命 の 危機 に 陥っ た マル タ は ラ タ 
トス ク の 名 を 呼び 、 この 魂 の 叫び に 反応 し た こと 
で 眠れ る ラタトスク が 覚醒 し 、 エミ ル ニ テラ タ ト ス ク 
が 誕生 し た 。 マル タ と ラタトスク ・ コ ア の 融合 が 
発生 し て 、 額 に コア が 刻ま れ た の も この と き で あ 
る 。 ちな み に 、 マル タ は 知ら ぬこ と だ が 。 パル マ 
コス タ で マル タ を 危機 か ら 救 っ た の は 、 本 物 の 
ロイ ド だ っ た 。 この 一 件 以後 、 マル タ は プル ー ト と 
ヴァ ン ガ ー ド が ラタトスク ・ コ ア を 悪用 する の を 阻 
止 す べく 、 ラタトスク を 復活 させ る た め に 各地 を 
回 り 、 セン チュ リオ ン ・ コ ア を 集め て 解放 し て い 
る 。 後に 、 マル タ が 額 に 所 持 し て いる ラタトスク ・ 
コア は 偽物 で あり 、 自分 は ラタトスク ニ エ ミ ル を 詩 
る た め の お と り だ っ た と 知る 。 

マル ロワ 芳 基 有 【 国 名 】 湖 上 の 街 シ ャ ル ロ ウ が あ 
っ た 地 に 栄え て いた 太古 の 小国 。 街 の シン ボル 
で ある 黄金 の 鐘 が 朝夕 に 鳴り 響き 、 水面 に 映 
る 街並み は 世界 有数 の 美 し し だ っ た と 伝え られ 
る 。 マク ス 帝 国 の 水 攻め で 減 び 、 か つて の 姿 
は 湖 の 底 に 沈ん で いる 。 

まん カ ん ぜん セ き 騙 可 助 【 飲 食物 】 皇帝 付き の 
シェ フ だ っ た と いう ポッ ゥ じい さん が 、 古文 書 に 残さ 
れ た レシ ピ を フィ ー リ ング で 復活 させ た 逸品 。 美 
食 に 湧 れ て 政 を お ろ そ か に し た 皇 益 に な ぞ ら え 、 
「 傾 国 の 料理 ] と し て 封印 され た と いう 。 命名 は 
漢 気 (お と こぎ ) で 席 を 満た し た と いう 故事 に よる 
らし い 。 脱ぎ た が り の 世捨て人 の 意向 が ふん だ 
ん に 盛り 込ま れ た レシ ピ が 、 どこ まで オリ ジ ナ ル に 
忠実 な の か は 、 神 の みぞ 知る 、 で ある 。 

満月 の 子 臣 K 鐘 【 神 話 ・ 伝 承 】 人 間 魔 導 器 と も 
言う べき 極め て 優れ た エア ル 操 作 能 力 を 持つ 
人 々 の こと を 指す 。 太古 の 災厄 の 際 、 自ら の 命 
を 糧 に ザウ デ 不 落 宮 を 稼働 させ 、 星 喰 み を 封 
印 し た 。 その 後生 き 残 り が 魔 導 器 の 封印 と 管理 
を 担い 、 皇帝 家 と し て 帝国 を 興す 。 現在 の 皇 
帝 家 で は 血 は 薄れ 、 エア ル の 親和 性 は 一 般 人 
と ほぼ 大 差 な い 。 し か し まれ に 傑出 し た 力 の 持 
ち 主 が 誕生 する こと が あり 、 な か で も エス テル は 
満月 の 子 の 末 座 と し て 申し 分 な い 力 を 有 し て い 
る 。 し か し その 能力 ゆえ に エア ル へ の 干渉 も 大 
きく 、 周囲 の エア ル を 乱す ほど の 影響 を 及ぼ す 
こと が 少な く な い 。 その た め 始 祖 の 隷 長 の 中 に 
は フェ ロー の よう に 、 満月 の 子 の 存在 を 外 険 視 
する 者 も いる 。 帝国 の 伝承 に 雇 わ れる 「 満 月 の 
子 」 が 黄金 の 光 を 放つ 女神 と され る の は 、 ザウ 
デ 不 落 宮 の 地上 部 分 の こと で あり 、 兄 「 凛 々 の 
明星 ] と は 上 空 に 浮か ぶ 衛 星 部 分 の こと を 指し 
て いる 。 

まん ぼう 功 『 簡 【 生 物 】 フ グ 目 マン ボウ 科 に 属す 
る 魚 。 一 般 的 な 魚 と は 異な り 尾 びれ を 持た な 
い 。 その せい か 泳ぎ は 得意 で な く 、 基本 的 に 何 
か に 接触 し た りす る まで は 、 ひたすら まっ すぐ 涼 
ぎ 続 ける と いう 、 浅はか で 愛らしい 性 質 を 持つ 。 
また 一 度 に 3 億 も の 卵 を 産卵 する が 、1 ヵ 所 に 
産み つけ て 親 が 保護 する の で は な く 海中 に まき 
散ら す た め 、 成 魚 に な れる の は ご くわ ず か と い 
われ る 。 捕獲 され る と まもなく 鮮度 が 落ち る の 
で 、 お いし く 食 べら れる の は 漁獲 地 に 限ら れる 。 
な ぜ リ リス が この 魚 に ご 執心 な の か は 定か で は 
な い が 、 と に か く 彼 女 と まん ぼう と は 切っ て も 切 
れ な い 絆 で 結ば れ 、 各地 で 発見 され る まん ぼう 
を 集め る と 、 情熱 に 火 が つく の か 彼女 の まん ぼ 
う 戦 員 の 威力 が 上 昇 す る 。 な お グレ バム の 乱 を 


鎮圧 し た スタ ン が 再び 旅立つ 際 も 、 珍味 まん ぼ 
う の 串 焼き の スト ラッ プ を 持た せ て くれ る 。 


ミア キス 罰 可 科 【 生 物 】 セレ ステ ィ ア で ペッ ト と し 
て 好ま れる 、 人間 の 良き パー トナ ー。 歴史 を 紐 
解く と 、 すでに メル ニク ス 時 代 か ら 人 間 と 生活 を 
と も に し て いた と いう 。 中 で も 全身 が ピン ク の ミア 
キス は 幸運 の ミア キス と いわ れ 、 恋 の 神様 と し 
て 信じ られ て いる 。 ミア キス 好き の フォ ッ グ は ピン 
ク の ミア キス を 触り た く て し か た が な い の だ が 、 
いつ も も う 少 し と いう と ころ で 電撃 を 放 た れ て 失 
敗 し 、 な ぜ か その 衝撃 で 新しい 技 を 関 い て い 
る 。 ちな み に 、 ミア キス は 実在 し た 生物 で 、 犬 と 
猫 の 共通 の 祖先 に あたる 。 


ミア キス バッ ジ 訪 高 科 【 人 道具 】 シ レル エ シカ の 団 
員 の 証 。 ミア キス を か た どっ た バッ ジ で 、 隠密 行 
動 を と っ て いる 場合 以外 は 、 つね に 左 胸 に つ 
け て お か な けれ ば な ら な い 。 

ミア キス を 胸 に 騙 可 腸 【 言 葉 】 "自由 軍 シ ル エ シ 
カ で は ミア キス を トレ ー ド マー ク に し て いて 、 団員 
は 左 胸 に ミア キス を 模 し た バッ ジ を つけ て いる 。 
この こと か ら 、「 ミ アキ ス を 胸 に 」 と いう 言葉 は 、 フ 
ォ ッ グ や 仲間 に 忠誠 心 を 誓う と いう 意味 を 持ち 、 
挨拶 か ら 返 答 に まで 幅広 く 使 われ て いる 。 ちな 
み に 、 この 言葉 を 使う と き は 決め られ た ポー ズ を 
と ら な く て は な ら ず 、 以下 が その 手 本 で ある 。 

人 ゆ 背 筋 を 伸ばし て 直立 する 。 

@ 時 計 回 り に 1 回 転 す る 。 この と きか か と は つけ 
た まま 。 

… 正 面 を 向い た と ころ で 、 右手 を 左 胸 の バッ ジ 
に 当て る 。 この と き 左 足 は 40 度 ほど 開く 。 ポー 
ズ が 決ま っ た ら 、 発声 。 


ミー シャ 玉 『 基 棋 【 人 名 】 ラド ラス の 落日 で フォ ルス 
に 目覚 め た こと で 、 母親 に 捨て らち れ た ガ ジ ュ マ 
の 少年 。 キュ リア に 引き 取ら れ 、 診療 所 で 働い 
て いる 。 アニ ー に 拒絶 され た 際 に 母親 に 拒絶 さ 
れ た トラ ウマ が 難 り 、 下 等 な バイ ラス を 意 の まま 
に 操る 、 牙 の フォ ルス を 暴走 させ て し まう 。 だ が 
アニ ー の こと を 一 切 貢 め な い 彼 の 態度 が 、 アニ 
ー の ガ ジ ュ マ へ の 感情 に 変化 を も た らし た 。 

ミー ナ 罰 可 村 [人 名 】 ヤス カ に 住ん で いる 元気 
な 女性 。 ヨン ュ ア と いう 婚約 者 が いる が 、 彼 は 
東 の 門 を 守る 騎士 で ある た め 、 な か な か 会 えな 
い 状 況 が 続い て いる 。 スポ ッ ト 出現 の 混乱 で 手 
紙 の や り と り も る ままならない せい で 、 この と ころ 少 
し 落ち 込み 気味 。 

見 掛け 倒し の 剣 騙 可 本 [武具 】 麻 王 で さえ 倒せ 
そう ! が 売り 文句 の 、 見た目 だ け は 立派 な 
剣 。 実際 は 宝飾 品 と し て 貴族 の 屋敷 な ど に 餅 
られ る た め に 作ら れ て お り 、 切れ 味 や 使い 勝手 
は 考慮 され て いな い 。 いち お う は ギル ド の 性 能 
テス ト で 支給 され る 品 で は ある が 、 剣 だ と 思っ て 
振る う の で は な く 、 柄 を 握っ た こぶ し 自体 で 殴り 
か か る くら い の 勢 いで 振り 回 さ な い と 、 その な まく 
らぶ ぷり に 痛い 目 に 遭う 。 

ミク トラ ン 罰 記 鏡 【 人 名 】 天地 戦争 時 代 の 人 
物 。 自ら を 天上 王 と 称し て 空中 都市 群 の 全権 
を 掌握 し 、 地上 へ の 無 差 別 攻 撃 で 独裁 国家 を 
打ち 立て よう と し た 。 ダイ クロ フト の 決戦 で ソー デ 
ィ ア ンチ ー ム に 敗れ る も 、 死 の 間際 に ソー ディ ア 
ン ・ ベ ル セ リ オス に 自身 の 人 格 を 投射 し て 潜 
む 。 そし て 千年 の の ち に ヒュ ー ゴ の 精神 を 乗っ 
取っ て 復活 し 、 外 殻 の 再生 と 空中 都市 の 復活 
を 進め た 。 罰 諸 【 人 名 】 天地 戦争 時 代 、 天 
上 軍 の 王 と し て 看 臨 し 、 地上 を 支配 し た 暴君 。 
ソー ディ アン チー ム に よっ て 倒さ れ た こと と な っ て 
いる が 、 実際 に は 、 自分 の 精神 を リー ディ アン ・ 
ベル セリ オス に 潜 ま せ 、 千年 の 時 を 生き 続け て 
いた 。 後世 、 この ベル セリ オス を 発見 し た の が ヒ 
ュー ゴ で あり 、 彼 は ベル セリ オス を 介し て ミク トラ 
ン に 支配 され 続け る こと と な っ た 。 ミク トラ ン は ヒ 
ュー ゴ を 使っ て オベロン 社 を 設立 し 、 周囲 を 人 欺 
き な が ら 、 ゆっ くり と 、 だ が 確実 に 天上 都市 の 
復活 を 進め て いた 。 し か し 全力 で 調査 し た に も 
関わ ら ず 、 その 鍵 と な る 神 の 眼 の 所 在 だ け は つ 
か め な か っ た 。 ゲ グレ バム に よっ て 神 の 眼 が 持ち 
出さ れ た の は そん な 折 で ある 。 手駒 で ある リオ ン 
を 派遣 し て 神 の 眼 を 一 度 奪還 させ 、 その 所 在 
が 明確 に な っ た と ころ で 再び 奪う 。 結果 的 に 、 
グレ バム の 行動 は ミク トラ ン の 野望 を 手助け し た 
に 過ぎ な か っ た 。 空中 都市 を 浮上 させ 、 自身 も 
復活 を 遂げ た ミク トラ ン は 、 憎む べき 地上 人 を 抹 
殺す る た め に 外 殻 を 造り 上 げた 。 し か し その 野 
望 が 成就 し よう か と いう と き 、 彼 の 前 に パワ ー ア 
ッ プ し た ソー ディ アン と 、 その 力 を 借り た スタ ン 達 
が 立ち は だ か っ た 。 激戦 の 未 、 スタ ン 達 に 倒さ 
れ た ミク トラ ン は 、 つい に 滅亡 する こと と な っ た 。 
スタ ン と その 仲間 達 以外 は 、 ミク トラ ン が 復活 し 
て いた こと を 知ら な い 。 また 当事者 達 も 公表 し な 
か っ た の で 、 世の中 の 人 々 は 現在 で も 、 神 の 
眼 を 巡る 騒乱 の 首謀 者 は ヒュ ー ゴ 本 人 で あっ た 
と 信じ て いる 。 

ミゲール ・ ア ル ベ イ ン 罰 加 欄 【 人 名 】 ク レス の 
父親 で 、 マル ス ・ ウ ルド ー ル の 前 任 で ある 、 ユー 
クリ ッ ド 独立 騎士 団 団 長 。 故郷 トー ティ ス で は 剣 
の 道場 を 営ん で お り 、 師匠 トリ スタ ン 老 と も ども 
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「 ア ル ベ イ ン 流 剣術 ] の 後継 者 を 育て て いる 。 
4202 年 か ら 時 間 転 移し て きた ダオス を 、 現代 に 
お いて 封印 し た 4 人 の 戦士 の ひと り で 、 封印 の 
鍵 と な る ペン ダン ト を クレ ス に 継承 させ た 。 マル 
ス ・ ウ ルド ー ル に よる トー ティ ス 撃 に より 、 妻 で 
あり また 同じ く 四 英雄 の ひと り で も あっ た マリ ア と 
と も に 落 命 する 。 


神子 功 K 仁 [呼称 ]】 クル シス の 神託 に よっ て 選ば 


れる 特別 な 存在 。 と くに 衰退 世界 で は 、 神子 
は 世界 再生 を 担う 者 と し て 、 天使 と な る べく 定 
め ら れ て いる 。 その 実態 は 、 病 か 昔 に 死 し て 精 
神 だ け の 存在 と な っ た 、 マー テル を 復活 させ る 
た め の 生 贅 。 マー テル の 精神 の 器 と し て 適合 
力 を 持つ 人 々 は マナ の 血族 と 呼ば れ 、 ミト ス の 
指示 に よっ て 血族 の 者 同士 を 交配 させ る こと 
で 、 さら に 適合 力 を 高め て いる 。 血族 の 中 で も 、 
マー テル の 固有 マナ と と くに 近しい 肉体 を 持つ 
者 に は クル シス の 輝石 が 与え られ 、 これ を す な 
わ ち 神子 と し た 。 神子 は シル ヴァ ラン ト と テ セ アラ 
に ひと り ず つ 産 まれ 、 衰退 世界 に 産ま れ た 神 
子 が 世界 再生 の 旅 を 行なう 。 だ が 世界 再生 の 
旅 も ミト ス が プロ グラ ム し た も の で 、 神子 に 苦痛 
を 与え て クル シス の 輝石 の 成長 進化 を 促し 、 マ 
ー テ ル と の 適合 率 を 上 げ る の が 目的 。 世界 再 
生 の 旅 を 進め る うち に 神子 は 天使 化し 、 最終 
的 に は 自分 の 記憶 や 思考 、 感覚 を な を くし て 、 マ 
ー テ ル の 精神 を 入れ る た め だ け に 存在 する 器 と 
な る 。 また 「 再 生 の 神子 」 と 呼ば れる の は 、 世 
界 再生 の 旅 を 成功 させ た 神子 の み を 指す 呼称 
で 、 コレ ッ ト は 800 年 ぶり の 、 そし て 最後 の 再生 
の 神子 と な っ た 。 


ミ シ カ ・ ユ タリ オン 罰 避 鐘 【 和 名 】 魔 導 科学 の 


分 野 で は 有名 な ミ シ カ 魔 導 抗体 の 発見 者 で 、 ミ 
シカ 博士 号 の 由来 と も な っ た 偉大 な 魔 導 士 。 
帝都 で 行なわ れ て いる 博士 号 認定 試験 と 同等 
と な る 、 臨時 出張 所 と も いう べき 皇 立 機関 公認 
試験 場 を 、 ナム 孤島 に て 自ら 監督 し て いる 。 世 
間 へ の 填 出 度 が 極端 に 低い こと と 、 あま り の 偉 
業 を 成し遂げ た た め に 、 厳格 な 初老 の 男性 の イ 
メー ジ が ひと り 歩 き し て いる が 、 じつは キュ ー ト で 
ラブ プリ ー な うし に ん 。 テル カ ・ リ ュ ミ レー ス と は 別 の 
世界 に は 、 彼 に あや か っ て 名 づけ られ た 、 迷子 
が ちな うし に ん 3 兄弟 「 ミ シカ 」 、「 ユ タン 」 、「 エ リ 
オン 」 が お り 、 ミ シ カ の リス ペク ト さ れ 具 合 の 一 端 
が うか が える 。 


みず いろ ぐる み 芳本 [ 道 具 】 無 機 物 で 構成 さ 


れ た 生命 体 、 す な わ ち 生き た 兵器 う ライプ ・ ウ エ 
ボン 、 を 模 し た ぬい ぐる み 。 か わい さ の 中 に と め 
ど な い シュ ー ル さ が 漂 っ て いる 。 その シン プル に 
し て 哲学 的 な 造形 だ け に 留まら ず 、 作成 時 に 
必要 な 「 み ずい ろ の 鍼 な い 液 体 ] は 、 体内 の 
猛毒 オイ ル を 模 し て いる と いう 徹底 記 り で ある 。 


ミス ガラ ウ 芳 誠 有 【 飲 食物 ] バビ ログ ラー ド 特 産 


の お 酒 。 ヒル ダ を し て に っ こり 微笑 まし むる つ わ 
も の 。 ドク ター・ パ バー ス を ご 晶 忠 。 


水 の 民 入 可 王 【 種 族 ]】 か ね て より この 星 で 暮らし 


て いた 先住 種族 。 糧 髪 人 と 同義 だ が 、 この 呼 
称 は 陸 の 民 が 水 の 民 を 呼 記 際 に の み 使 用 され 
る 。 陸 の 民 と 座 形 が 似 て いて も 種 と し て の 成り 
立ち が 異な っ て お り 、 陸 の 民 に は な いさ ま ざ ま な 
特殊 能力 を 備え て いる 。 例 を 挙げ る と 、 水 の 民 
は ほぼ すべ て の 者 が 高度 な 爪 術 行使 能力 を 
身 に つけ 、 加え て 幼少 時 より テル ク ェ ス を 自在 
に 操る こと が で きる 。 また 、 生ま れ な が ら に し て 


古 刻 語 を 使っ て の 会 話 、 読み 書き に 不 自 由 し 
な い 。 外見 に よる 差異 は ほとん ど 見 られ な い 
が 、 美しい 金色 の 髪 を 持ち 、 爪 術 発動 時 に は 
髪 が 輝く 。 さら に 、 ほん の ひと 撮り の 極め て 優 
秀 な 爪 術 の 使い 手 が 術 を 行使 する と 、 髪 だ け 
で な く 全 身 が 自身 の テル ク ェ ス と 同色 に 輝く 。 そ 
し て 陸 の 民 と の 違い が 何より る 顕著 な の は 、 水 
中 で 生存 可能 だ と いう 点 。 陸上 と 海上 の どちら 
に も 適応 し 、 陸 の 民 が 出現 する 以前 は お も に 
水中 で 生活 し て いた 。 水 の 民 は 種 和 で 争い 事 
を 嫌う 傾向 が ある が 、 突如 現われ た 陸 の 民 が 
光 跡 細 に よっ て 大 陸 を 形成 し 、 自分 た ちの 住 
処 を 追わ れ た こと で 全面 戦争 を 引き 起こ し た 。 
戦争 は 永き に わた っ て 続い た が 、 発達 し た 科 
学 文 明 を 用 いた 陸 の 民 の 兵器 に よっ て 苦汁 を 
療 め 続け 、 最終 的 に は 敗北 を 喫し た 。 し か し 最 
後 の 賭 け で あっ た 宇宙 移民 船 奪取 に 成功 し た 
こと で 、 これ に 手 を 加え て 海上 を 移動 する 陸地 
と し 、 ここ に 自分 た ちの 王国 を 築き 上 げ る こと に 
成功 し た 。 この 王国 は の ち に 元 創 王国 と な り 、 
繁栄 する こと と な る 。 水 の 民 は 侵略 者 で あり 多 
く の 同 朋 を 殺害 し た 陸 の 民 を 許し て いな い 。 陸 
の 民 へ の 憎しみ は 年 月 で 洗い 流さ れる こと は な 
く 、 彼ら の 胸 の 内 に は 絶え る こと な く 復讐 の 括 が 
揺れ て いる 。 戦時 中 の 犠牲 者 と 激変 し た 環境 
に よっ て 水 の 民 の 人 口 は 減少 の 一 途 を た どり 、 
元 創 王国 時 代 に 多少 盛り 返す も 王国 滅亡 を 
境 に 再度 減少 は 加速 。 現在 で は 個体 数 が 極 
端 に 減っ て いる 。 


ミズ ホ の 里 薦 K 科 【 地 名 ・ 施 設 】 課 報 活 動 や 


暗殺 な ど を 生業 と する 、 隠密 集団 ミズ ホ の 民 が 
暮らす 里 。 ミズ ホ の 民 が 請け 負う 依頼 の 性 質 
上 、 里 の 場所 は 一 族 の 者 以外 に は 極秘 と され 、 
また 一 定期 間 ご と に 村 ご と 移住 する た め 、 外部 
の 者 が その 正確 な 位置 を つか む の は 難し い 。 


水 舞 の 儀式 騙 可 陽 【 文 化 】 水 の 民 が 行なう 求婚 


の 儀式 の こと 。 この 儀式 に は 決ま っ た 手順 が あ 
る の で 、 求婚 の 際 恥 を か か な いよ う 、 ここ で し っ 
か り 覚 えて お こう ! 夫 結 婚 を 申し 込ま れる 側が 
水中 に 入り 、 先 に 泳ぎ 出す 。 泳ぎ 出す 順番 は 
逆 で も 構わ な い 。 夫 結 婚 を 申し 込む 側が 泳い 
で いる 相手 を 追い か け て 捕まえ る 。 坦 そ の まま 
水中 で 抱き 合う こと で 、 求婚 は 成就 する 。 き こ 
の と き ふ た り の 周囲 の 水 が 輝 く と 、 祝福 を 受け 
た 者 た ちと し て その カッ プル は 幸せ に な れる らし 
い 。 相手 に 追い つけ な い の は 論外 。 と くに 男 
性 ! 水 の 民 の 女性 は 自分 より 泳ぎ の 下手 な 男 
性 に は 目 も くれ な いか ら 注 意 。 あと 、 申し 出 が 気 
に 入ら な か っ た 場合 、 相手 が 必死 に 逃げ る か ら 
これ も 注意 ! 


三 つ 編 み 騙 『 臣 欄 【 文 化 】 カ レギ ア に お いて 、 男女 


問わ ず 定 番 と な っ て いる へ アス タイ ル 。 ユー ジー 
ン は 15 年 前 に 王 の 慎 入 隊 を 機 に 伸ばし 始め 、 


以来 つね に 三 つ 編 み に し て いる 。 


ミッ クハ イル 功 品 科 【 地 名 ・ 施 設 】 外 殻 上 の 空 


中 都市 群 の 中 で 、 ダイ クロ フト に 次 ぐ 大 き な 規 模 
を 誇る 軍事 基地 。 物資 輸送 の ター ミナ ル と し て 
の 役割 も 果たし て お り 、 施設 内 外 の 迅速 な 物 
資 輸 送 を 助け る 、 浮遊 クレ ー ザ ー の 発着 場 と し 
て も 機能 し て いた 。 


ミッ ドガ ルズ 罰 可 議 【 国 名 】 か つて は 最大 規模 


の 軍事 力 を 誇る 強国 だ っ た が 、 魔 科学 兵器 の 
増長 を 危険 視 す る ダオス に よっ て 滅ぼさ れ た 。 
4354 年 に は 麻 天 と な っ て いる 。 


蜜 密 ザッ ハト ル テ 功 K 鐘 【 飲 食物]】 ダン グレ スト 


の 酒場 「 天 を 射る 重 星 」] の イチ オシ メニ ュー の ひ 
と つ 。 同店 に は 全体 的 に 甘い も の が 多い の が 
特徴 だ だ が 、 チョ コレ ー ト コー ティ ング し た チョ コケ ー 
キ に 生 ク リー ム と は ち み つ を た っ ぷり か ける と い 
う 徹 底 ぶ り は 、 他 の 追随 を 許さ な い 甘 々 レシ ピ 
で ある 。 


御 刻 の 階 模 ( み つる ぎの き ざ は し ) 監 誤 【 麻 


導 器 】 ザー フィ アス を 守る 結界 魔 導 器 で 、 天 を 
中 く 巨大 な 剣 に 見 立て て こう 呼ば れる 。 「 宙 の 
戒 典 ] に よっ て ザウ デ 不 落 宮 を 起動 する た め の 
シス テム で も あり 、 中 枢 部 へ の 道 は 月 の 満ち 欠 
け に な ぞ ら えた 幾重 に も 施さ れ た 仕掛 け に よっ 
て 守ら れ て いる 。 


ミト ゥ ミリ ン 罰 * 可 剛 【 飲 食物 】 エス トレ ー ガ の 


八百屋 で 売ら れ て いる 果物 の ひと つ 。 雪国 産 
と の 触れ 込み で ある こと か ら 、 お そら く ノ ー ク イン 
近隣 で 採れ る る の と 思わ れる 。 


ミト ス ・ ユ グ ド ラ シル 玉 * 諾 械 【 人 名 】 古 代 大 戦 


を 終結 に 導い た 勇者 の ひと り で ある ハー フエ ル 
フ 。 人 間 の 裏切り で 姉 マ ー テ ル を 殺さ れ た こと 
か ら 、 世界 を シル ヴァ ラン ト と テ セ アラ の ふた つ に 
引き 像 き 、 その 歪み を 管理 する 独裁 者 と な る 。 
マー テル を 区 らち ら せ る 器 を 得る た め 、 か つて の 幼 
い 姿 で コレ ッ ト た ち に 近づい た 彼 は 、 彼ら の 目指 
す 世 界 再生 に 共鳴 し 、 また 友人 ジー ニア ス を 得 
た こと で 一 度 は 心 を 開 こ うと する も 、 人 間 へ の 
憎悪 や 長年 の 悲願 を 捨て られ ず 、 敵対 する こ 
と に な る 。 


ミナ ー ル 功 誠 肛 【 地 名 ・ 施 設 】 ウ エス タリ ア 大 陸 


東岸 の 港町 。 中 規模 の 町 な が ら 文 化 ・ 芸 術 施 
設 が 充実 し て お り 、 と くに 図書 館 は カレ ギア 全 
土 で も トッ プク ラス の 蔵書 を 誇る 。 


ミナ ー ル 体操 久 基 材 [文化 ] 頭 の 回 転 が よ く な 


る す ば ぱら し い 体 操 。 [ミナ ー ル に は 皆 、 ある 」 の 
駄 酒 落 で 知ら れる 第 10 代 ドラ ガン 王 に よっ て 考 
案 さ れ た 。 海辺 の の どか な 町 な が ら 、 大 学者 を 
何人 も 募 出 し て きた アカ デミ ッ ク な 環境 は 、 この 
ミナ ー ル 体操 に よる と ころ が 大 きい 。 仕事 や 勉 
強 の 合間 に が ん ば れ ば 、 ド ラガ ン 干 並み に ギ ャ 
グ も 池 え る 。 


ミ マ ー ナ 女王 功 誠 欄 【 人 名 】 第 5 代 カ レギ ア 国 


ーー 


王 で 、 初 の 女王 。 覧 君 と し て 知ら れる 一 方 、 し 
ょ っ ちゅ う 王 宮 を 抜け 出し て 街 に くり 出し て いた 
と いう 、 お て ん ば ぶり で も 後世 に 名 を 残し て い 
る 。 歴代 国王 の 中 で も を 非常 に 人 気 が 高い 。 


ミミ ー・ ブ レッ ド 玉 可 職 【 人 名 】 年 齢 22 歳 。 職 


業 、 28 代 目 ワ ンダ ー パ ン 職 人 。 特技 転倒 。 妹 は 
コロ ネ ・ プ レッ ド 、 第 は コッ ペ ぺ ・ プ レッ ド 、 父親 は 
プレ ッ ド ・ プ レッ ド 。 持ち 前 の パン 技術 を 世界 に 
広く 伝え る た め 、 遺跡 船 に 渡っ た 。 密か に 、 優 
し く て 頼り が い が あ っ て 、 自分 の こと を 大 切 に し 
て くれ て 、 朝 昼 晩 と 、 自分 の 作っ た パン を ずっ 
と 食べ 続け て くれ る 、 パン に 乗っ た 王子 様 を 捜 
し て いる 。 ワン ダー パン 職人 流 パン 術 の 免許 皆 
伝 の 称号 を 持ち 、 パン を 使っ た 戦闘 で は 右 に 
出る 者 が いな い 。 闘技 場 で 挑戦 で きる シン グル 
戦 の スペ シャ ル で 登場 する だ け の こと は あり 、 そ 
の 実力 は 師 れ な い 。 た だ し 、 決闘 は 1 対 1 と 決ま 
っ て る パン ! 


ミムラ ・ フ ォ ン ・ キ ュ モ ー ル 和男 可 議 【 人 名 】 キ 


ュ モ ー ル の 実姉 。 キュ モー ル の 素行 の せい で 生 
家 が 貴族 位 剥 礁 に な っ た の を 逆恨み し て 、 反 
帝国 の 過激 派 の 一 員 と な る 。 ユニ オン を 通し て 
ユー リ ら に 「 海 凶 の 爪 」 と の 接触 を 依頼 し て くる 。 


ミヤ ギ 道 場 玉 誠 弄 [地名 ・ 施 設 】 バ チカ ル に あ 


る 民間 の 武術 道場 。 体 術 、 剣術 、 弓術 、 槍術 
を 極め た スー パー じい さん こと ミヤ ギ 師 範 が 、 
直々 に 戦い の 極意 を 指南 し て くれ る 。 


ミュ ウ 罰 廊 弄 [ 人 名 】 チ ー グ ル 族 の 子供 。 語っ て 


ライ ガ の 森 に 火事 を 起こ し て し まい 、 その 罰 と し 
て 、 チー グル 長老 より ルー ク の お 供 を 命じ られ 
た 。 まだ 子供 だ が 、 ソー サラ ー リ ング の 力 で いく ら 
で も 笑 を 吐 け る 。 ルー ク に プ タ ザ ル と いう 屈辱 的 
な あだ名 を つけ られ る も 、 ミュ ウ 自 身 は 大 変 気 に 
入っ て いる 様子 。 話し 方 が ウザ いと 蹴 飛ば され 
た り 、 つま ら な い 賭 け の 景品 に され た り と さん ざ 
ん な 扱い を 受け な が ら も 、 ひたすら に ルー ク を ご 
主人 様 と 慕う 健気 な 性 格 。 寒い と ころ と ネズ ミ 
が 苦手 。 


ミュ ー ス 族 編 避 有 【 種 族 】 東部 地域 で 広く 見 ら 


れる 、 人 語 を 解す る ネズ ミ に 似 た 小動物 。 吐 盛 
な 食欲 で 知ら れ て お り 、 農作物 は も ちろ ん 家畜 
まで も 食い 荒らさ れる 危険 性 が ある こと か ら 、 サ 
ニア 村 周 辺 の 人 々 は 苦肉の策 と し て 、 田畑 の 
番 や 子守 役 と し て 共存 の 道 を 取っ て いる 。 負え 
や 乾燥 に 強い が 食べ る と き は 際限 な く 食べ る と 
いう 、 乾燥 地帯 の 生き 物 に 特有 の 性 質 が 特 
微 。 か つて は 人 間 と 同じ く 天 上 に 暮らし 、 ラテ ィ 
オ の 倉庫 番 を し て いた 一 種族 だ っ た が 、 食い 
意地 に 負け て 備蓄 食料 を 食い 荒らし た 結果 、 
神 の 篤 り に 触れ て 地上 に 暗 と され 、 今 の 姿 に 
な っ た と いう 。 


ミュ ゼット 罰 可 剛 【 人 名 】 七星 連合 の 宗主国 た 


る 、 源 聖 レク サリ ア 皇 国 の 聖和 皇 陸 下 。 遺跡 船 
発見 と 時 を 同じ くし て この 地 へ 渡り 、 遺跡 船 を 
独占 し て 世界 の 安定 を 乱す 国 が 現われ な いよ 
う 、 内 部 か ら 他国 を 牽制 し て いる 。 現在 も ウェ ル 
テス に 居 を 構え 、 本 国 の 国政 は 執政 に 任せ て 
いる 。 身分 を 隠し て いる こと か ら 一 部 の 人 間 の 
み が そ の 正体 を 知る に と どまり 、 遺跡 船 外 で は 
七 聖 連合 加盟 国 の 首脳 だ け に 知ら され て いる 。 
ミュ ゼット 護衛 の 任 を 受け 持っ て いる の は 、 源 聖 
レク サリ ア 皇 国 近衛 軍 総 司令 の カー チ ス と その 
配下 。 ミュ ゼット は この 世界 で 最大 最強 の 権力 
を 握る 立場 に あり な が ら 、 これ を 鼻 に か ける こと 
る 権力 を 振り か ざす こと も な く 、 世界 の 平和 を 維 
持 す る た め に 心 碧 を 注い で いる 。 理知 的 で 物 
腰 が 柔らか く 穏和 な 性 格 か ら 、 その 正体 を 知ら 
な い 町 人 た ちか ら も 尊敬 と 信頼 を 集め る 人 格 
者 。 他国 を 出し 抜い て 遺跡 船 に 乗り 込ん だ り 、 
手早く 水 の 民 と の 同盟 に 踏み 切っ た り と 、 見 か 
け に よら ず 行 動力 が あり 、 また 判断 力 に も 優れ 
て いる 。 まさ に 収まる べく し て 収まる べき 場所 に 
収まっ た 実力 者 と 認識 され 、 他国 首脳 か ら の 
評価 も 高い 。 


明星 容 号 葉 共 鏡 【 魔 導 器 】 星 喰 み を 鎮め る た め 


に リタ が 造り 上 げた 、 手製 の 「 宙 の 戒 典 ]。 
精霊 の 力 を 通じ て 「 リ ゾ マ ー タ の 公式 」 を 展開 
する 。 カロ ル の ネー ミン グセ ンス が 省 裂 し 、 洗練 
され て いる と は 言い 難い 名 前 が つけ られ て は い 
る が 、 その イメ ー ジ か ら は 想像 も つか な い 、 強力 
な 道具 で ある 。 


明星 弐号 功 避 位 【 武 具 ] リ タ 作成 ・ カ ロ ル 命 名 の 


「 明 星 壱 号 ] を 柄 と し 、 レア メタ ル か ら 作 られ た ヨ 
ー デ ル の 宝剣 の 刀身 を 組み 合わ せ た 、 究極 の 
決戦 兵器 。 「 リ ゾ マ ー タ の 公式 」 が 「 宙 の 戒 典 」 
と 同じ く 全 の 形 と し て この 時 代 に 再現 され た 貴 
重 な 品 で ある と 同時 に 、「 凛 々 の 明星 ] た ち 数 
多 の ギル ド と 帝国 と の 共闘 の 象徴 で も ある 。 


ミ ョ ル ゾ 功 四 層 【 地 名 ・ 施 設 ) クリ ティ ア 族 が 住 


む 空 に 浮か ぶ 街 。 か つて は 海 に 浮か ぶ 島 それ 
ぞ れ に 街 が 形成 され て いた が 、 古 ゲ ライ オス 文 
明 時 代 末 期 に 始祖 の 隷 長 クロ ー ネ ス に 飲み 込 
まれ て 空 に 上 が っ た 。 現在 で は 失わ れ た 古代 
文明 を 伝え る 唯一 の 街 。 


ミラ 編 臣 欄 [ 人 名 】 バビ ログ ラー ド 出 身 の 少女 


で 、 世界 各地 で 少女 た ち を か き 集 め て いた 王 
の 盾 が 、 聖 殿 に 立ち 寄っ た 際 に 連行 され る 。 
戒律 に よっ て 家族 以外 の 異性 に 顔 を 見 せら れ 
な いた め 、 つね に ヴェ ー ル を 被っ て お り 、 エキ ゾ 
チッ ク な 魅力 を 一 層 引 き 立 て て いる 。 


ミラ イナ ・ シ ル エ ル 罰 * 宮 蘭 【 人 名 】 セイ ン ガ ルド 


七 将軍 唯一 の 女性 司令 官 で 25 歳 。 上 流 貴 族 
の 末 娘 と し て 生ま れ た が 、 自分 の 息子 を 将軍 に 
し た いと いう 父親 の わが まま と 、 男子 に 恵まれ な 
か っ た 家庭 の 事情 に よっ て 、 社交 界 に 進ん だ 
姉 た ちと は 別 の 道 を 歩む こと に な っ た 。 仕官 後 
まもなく その 才能 を 開花 させ 、 若干 21 歳 で 将軍 
の 地位 に 上 りつ め る 。 部 下 を 従え 剣 を 振る うそ 
の 勇ましい 姿 と は 対照 的 に 、 性 格 は 姉妹 喧嘩 
で も 勝て な い ほ ど に お っ と り し た 、 絵 に 描い た よ 
うな 深 窓 の 令嬢 。 その ギャ ッ プ が 人 気 に 火 を つ 
け 、 今や 七 持 軍 の 中 で は アシ ュ レ イ ら を 押え て ダ 
ント ツ の 支持 を 受け て いる 。 同僚 の アス クス に 好 
意 を 抱い て いる も の の 、 相手 が 絶望 的 に 鈍い 
の と 彼女 自身 の 不器用 さと で 一 向 に 進展 せ 


ず 、 見 守る ルウ ェ イ ン を や きも き さ せ て いる 。 


ミラ = マク スウ ェ ル 罰 妖 【 人 名 】 自 ら 精 霊 の 


主 マ クス ウェ ル を 名 乗る 女性 。 精霊 の 異変 を 感 
じ 王 都 の 調査 を 試み る も 、 精霊 召喚 の 力 を 失 
っ て し まう 。 ジュ ー ド の 助け を 受け て ラ ・ シ ュ ガ ル 
軍 の 追跡 か ら 5 逃れ た の を きっ か け に 、 仲間 た ち 
を は じ め と する 人 間 と の 関わ り を 学ん で ゆく 。 自 
身 の 使命 を 何より 重視 し 、 責任 を 重んじ る こと 
の な い 相 手 に は 辛 天 。 また 精霊 吾 喚 の 力 を な く 
し て も な お 、 独 特 の 剣 技 と 術 に よっ て 敵 を 圧倒 
する 。 


ミラ ルド 罰 語 欄 【 人 名 】 名 目 上 は クラ ー ス の 助手 


と し て 、 彼 と 寝食 を と も に する 女性 。 か つて クラ 
ー ス が アル ヴァ ニス タ 王 立 学院 を 主席 で 卒業 し 
た と き 、 次 席 を 獲得 し た の が 彼女 で ある 。 アル 
ヴァ ニス タ の 高等 研究 員 さ え 望 め る ほど の 頭脳 
を 持ち 合わ せる が 、 再三 の 誘い を 断り クラ ー ス 
の 研究 を 支え を て きた 。 幼なじみ と し て クラ ー ス の 
性 格 を 知り 尽く し て いる 彼女 は 、 昔 か ら 彼 の 自 
尊 心 を うま くく すぐ り 、 結果 的 に 自分 の 思う と お 
り に 操っ て いる よう で 、 男女 間 の 駆け ぅ | き で は 
一 枚 上 手 で ある 。 


ミリ ー 編 可 位 【 人 名 】 深 黒 の 思 の 紅 一 点 。 伝説 


の 人 物 た る に は 美貌 も 大 事 、 どこ か ら 見 られ て 
いる か わか ら な い の だ か ら と いう 女心 で 、 普段 
か ら フ ル メ イク を 欠か さ な い 。 


ミリ ッ ツ アァ 功 較 [人 名 】 王 の 盾 の 四 星 の ひと り 


で 、 唯一 の 女性 で あり ハー ブフ 。 光 を 操る 虹 の フ 
ォ ル ス を 持つ 。 トー マ の 下 で 暗殺 術 を 仕込 ま 
れ 、 彼 の 直属 の 部 下 と し て 活動 する 。 ヒル ダ と 
同じ く 幼 いう ち に 王 の 計 の 一 員 と な っ た た め 、 
親 の 顔 を 知ら ず に 育っ て いる が 、 古代 カレ ギア 
語 で 「 愛 ] を 意味 する 名 前 か ら は 両親 の 深い 
愛情 が 感じ られ る 。 


ミル ク 芳 麗 鐘 【 飲 食物 】 広義 に は | 幸福 の 市 


場 」 で 扱わ れ て いる 牛 の 乳 で 、 その まま 飲む ほ 
か 、 さま ざま な 料理 の 材料 と し て も 用 いら れる 。 
そし て 狭義 に は と くに 、 マン タイ ク に いる うし に ん 
自身 の それ を 指す 。 彼 曰 く 「 僕 の 搾り た て ! ぐ 
ふ ふ 靖 |。 


ミル ク 焼 そば 薦 朴 鐘 【 飲 食物 ] ナ ム 鬼 鳥 の 屋台 


で 売ら れ て いる 名 物 メ ニュ ー。 鉄板 の 上 で 焼い 
た あつ あつ の 麺 に か ける の は 、 絶妙 な ハー モニ 
ー を 奏で る ミル ク と 芳 酸 な リソース 。 キワ モノ か と 
思い き や 、 焦げ た ミル ク の 香り が 幸せ 気分 を 誘 
う 、 パス タ 感 覚 の 一 品 で ある 。 


ミル ダ 商 会 訪 避 贈 【 組 織 ・ 団 体 】 し カ の 実家 で 


ある ミル ダ 家 が 王 都 レ グ ヌ ム で 代々 経営 する 商 
社 。 古く は 繊維 業 で 富 を 築き 、 近年 は 自転 車 
の 生産 販売 や 通信 機器 の リー ス 業 も 行ない 、 
金融 業 も 手がけ て いる 。 各地 の ギル ド に 設置 さ 
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れ て いる 壁掛 け 式 の 通信 機 が 有名 。 長期 的 な 
見 通し に よる 堅実 な 経営 は 投資 家 た ちの 信頼 
も 篤く 、 レグ ゲ ヌ ム の 大 貴族 ベル フォ ル マ 家 の 融 
資 を 受け る ほど 。 それ が 一 層 、 ミル ダ 商 会 の 名 
を 高め る こと と な っ て いる 。 

ミル ハウ スト ・ セ ルカ ー ク 芳 * 基 肛 【 人 名 】 カ レギ 
ア 和 王国 正規 軍 の 将軍 。 フォ ルス 能力 を 持た な い 
ヒュ ー マ な が ら 、 卓越 し た 剣 技 と 王 へ の 忠誠 心 
に より 、 将軍 の 地位 へ と 昇り つめ た 。 まだ 若い ア 
ガー テ を 支え 、 ラド ラス の 落日 後 は 、 各地 の 混乱 
を 治め る た め に 人 看 走 。 密か に アガ ー テ を 想っ て い 
る が 、 身分 違い と 身 を 引い て いる 。 また 、 王 都 の 
婦女 子 た ちか ら は [ミル 様 」 と 慕 わ れ て いる 。 

ミレ ー ヌ ・ ワ イル ダー 罰 諾 代 【 人 名 】 ゼロス の 
母親 。 クル シス に よっ て 定め られ た マナ の 血脈 
を 守る た め 、 当時 神子 だ っ た ゼロ ス の 父 と 望ま 
な い 結 婚 を し 、 息子 ゼロ ス が 誕生 する 。 その 
後 、 夫 が 元 恋人 と の 間 に 娘 セレ ス を 設け た こと 
で 、 娘 に 神子 の 座 を と 血迷っ た セレ ス の 母親 、 
すなわち 夫 の 元 恋人 に 殺さ れる 。 

ミン ツ 玉 可 和 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 は 学 
間 の 町 ミン ツ 。 ミン ツ 大 学 を 擁し 、 イン フェ リア 中 
の 若き 知 的 エリ ー ト が 集まっ て いる 学生 街 。 

ミン ツ 大 学 功 高 得 【 地 名 ・ 施 設 】 イン フェ リア に 
数 ある 大 学 の うち 、 その 頂点 に 立つ 最高 学府 。 
その 白い 学生 服 を 着る こと は 、 多く の 若者 の あ 
こ が れ だ と いう 。 大 学 と 大 学院 が あり 、 キー ル は 
特例 と し て 13 歳 で 大 学 に 入学 し 、 現在 は 弱冠 
17 歳 に し て 博士 課程 に いる 。 ちな み に 学 生 番 
号 は 34604。 

ミン ト ・ ア ド ネ ー ド 玉 記 【 人 名 】 法 術 師 メリ 
ル ・ ア ド ネ ー ド の 娘 で 、 自身 も 法 術 を 体得 し て い 
る 。 ダオス 復活 の た め 操 ら れ て いた マル ス に よ 
り 、 母 と も ども 地下 墓地 に 幽閉 され 、 クレ ス に 救 
い 出 され た あと は 彼 へ の 献身 か ら その 旅 に 同行 
する 。 ダオス と の 戦い を 通じ て 、 母 が 自分 に 伝え 
た 法 術 の 役目 を 認識 し 、 ダオス 戦役 の あと は 同 
士 と と も に 結社 [癒し の 家 」 を 設立 し て 世界 中 に 
法 術 を 広め よう と 尽力 する 。 慎 ま し くも 芯 の ある 
女性 で 、 言動 に は 一 切 の 裏表 が な く 、 性 格 は 
いた っ て 真面目 。 好き な 食べ 物 は リン ゴ 。 

無 吊 騙 可 且 【 神 話 ・ 伝 承 】 教 会 の 聖職 者 た ち が 
振る っ た は ず の 奇跡 が 消え た 現象 。 ここ 60 年 ほ 
どの 間 に 見 られ る よう に な っ て お り 、 現在 で は 語 
り 継が れ て きた ほぼ すべ て の 奇跡 が 、 再現 不 
可能 と な っ た 。 原罪 を 忘れ た 人 間 へ の 神 の 怒 
り と され た り 、 ある い は 私 腹 を 肥やす 教会 へ の 
軸 だ と 言わ れる こと も ある が 、 実際 は か つて の 
天上 崩壊 の 影響 が 徐々 に 現われ た た めで あ 
る 。 教会 の 権威 は 無 専 に よっ て 失墜 し 、 現在 
は 敬 農 な 一 部 の 信者 に よっ て 細々 と 信仰 が 守 
られ て いる 状態 に ある 。 

無限 減殺 オニ ご っ こ 功 『 項 動 【 文 化 】 コ ハク の 純 
味 の ひ と つ 。 本 来 、 微笑 まし い 子 供 の 遊び で 
あろ う オ ニ ご っ こ だ が 、 体力 の 有り 余る お 年 頃 
の 少年 少女 が 本 気 を 出し た ら 、 と き に は 血 で 血 
を 洗う 壮絶 な パト ル に 発展 する こと も あり 得る 。 
相手 を 半 死 半生 の 目 に 遭わ せる まで 止ま ら な 
い 無 限 地獄 の オニ ご っ こ は 、 こう し て ノー クイ ン 
の 若者 た ち を 鍛え 上 げ る の で ある 。 

無駄 に フェ ロモ ン 放 出 兄 編 鐘 [呼称 】 う し に 
ん が ユー リ に 献上 する や た ら か っ こい い 呼 び 
名 。 鋭い 眼光 、 色っぽ い 胸 元 、 そっ け な い くせ 
に いざ と いう と き に は 命 を 賭し て 、 か けが え の な 


いも の を 守る 包容 力 。 ユー リ の 全身 か ら 漂 う 、 
野 な 魅力 を 凝縮 し た 、 また と な い 褒 め 言葉 で 
ある と 言え よう 。 

村人 4 騙 可 欄 【 人 名 】 フ ェ ル ン の 村人 の うち の ひ 
と り 。 フェ ルン 村 が スポ ッ ト に 襲来 され た 際 、 獣 
人 化し て 村 を 救っ た ラム ラス に 対し 、 魔物 を 呼 
び 寄 せ た 張 本 人 だ と 時 倒 し た あげ く 、 報奨 金 欲 
し さ に ラム ラス の 正体 を 教会 の 異端 審問 会 に 通 
報 。 その 後 、 フ ェ ル ン 村 を 訪れ た 異端 審問 官 
を 、 ご 丁寧 に カイ ウス の 家 ま で 案内 し て いる 。 か 
な り の 守銭奴 で 、 小銭 の た め に 仲間 を 売る 小さ 
' い 男 で ある 。 


メイ アー 男 j 識 【 人 名 】 流 浪 の 冒険 者 。 アル ヴ 
ァ ニ スタ の レア ー ド 王子 が ダオス の 手下 に 操 ら れ 
て いる こと を 知っ て し まっ た ば か り に 、 彼 自身 も 
目 を つけ られ 操 ら れ て し まう 。 

冥 空 斬 翔 刻 入 可 識 【 術 ・ 技 】 ア ル ベ イン 流 剣術 
の 最終 奥義 。 この 技 を 修得 し て 、 初め て 伝承 
者 を 名 乗る こと が で きる 。 

メイ サ 訪 誠 本 [人 名 】 プラ ンス ー ル に 住ん で いた 
少女 。 軍 と 教会 の 争い に 巻き 込ま れ て 6 歳 で 
死亡 する 。 彼女 の 祖父 は この 事件 に より 帝国 
軍 へ の 恨み と 憎しみ に 支配 され て 生き て お り 、 
その スピ ルー ン は 血 塗ら れ た 剣 の 影 魔物 で 満た 
され て いる 。 

メイ ド 喫 菜 征 可 鐘 【 文 化 】 キュ モー ル の 独裁 か ら 
一 転 、 厳し いな が ら る 希望 に 満ち た 、 ヘリ オー ド 
の 労働 者 居住 区 で プー ム と な っ て いる 飲食 業 。 
メイ ド さ ん の 衣装 に 身 を 包ん だ 女性 た ち が 客 を 
出迎え 、「 ご 主人 様 」 と 呼び 響 し て くれ る サー ビ 
ス が 、 貴族 に あこ が れ て 集 っ た 人 々 の な ぐさ み 
に な っ て いる 。 の ち に 「 コ スプ レ 喫 茶 」 と し て さら 
な る 発展 を 遂げ る と いう ……。 

メイ ル ガ ン 族 功 語 議 【 種 族 ] ユ ー ク リド 大陸 南 
部 を 治め て いた 民族 。 地下 墓地 は メイ ル ガ ン 族 
の 建造 物 で ある と いう 説 が ある 。 

メカ アス ベル 功 KE 代 【 呼 称 ]】 フォ ドラ の 原 素 を 吸 
収 し 核 を 停止 させ る と いう 作戦 に 挑む べく 、 パス 
カル が 作り 上 げ る アス ベル の 替え ぇ 玉 。 後述 の 
「 メ カ ソ フ ィ 」 の 後継 機 と も る 言え る が 、 こち ら は ヒュ 
ー マ ノ イド の 素 体 を 初め と し た ベー ス を 一 切 使用 
し な い 、 完全 な オリ ジ ナ ル で ある 。 た だ し いわ ゆ 
る 原 素 吸収 作戦 と は 、 アス ベル の 中 に 取り 込ん 
だ ラム ダ の 存在 が 重要 な の で あっ て 、 その 移管 
な ど そ も そ も や 不可 能 で あり 、 見 た 目 の 是 非 な ど さ 
ら に 無 意 味 だ と 、 ラム ダ 自 ら 一 刀 両 断 に し て い 
る 。 それ で も 似せ よう と 奮闘 する 裏 に は 、「 弟 く 
ん の 喜ぶ 顔 が 見 た い 」 と いう 、 パス カル な り の 理 
由 が ある よう だ 。 また メカ ソフ ィ と 同じ く パ スカ ル 
必殺 の 秘 奥 義 と し て 、 戦闘 中 に 召喚 する こと が 
で きる 。 

メカ ソフ ィ 功 E 筐 [呼称 】 一 度 は 機能 停止 が 間 
近 に 迫っ て いた が 、 パス カル の 手 で 見 事 な 復 


活 を 遂げ た ヒュ ー マ ノ イド 。 画 一 的 な デザ イン を 
捨て 、 バッ テン 口 が 愛らしい 2 頭 身 ボ ディ を 獲得 
し た 。 新品 の 体 と と も る に 新た な 人 生 を 得 た 彼女 
は 、 性 格 も 妙 に 明る く ポ ジテ ィ プ に 大 変身 し 、 恩 
人 パス カル の 呼び 声 に 応じ て 戦い の 場 へ 駆け 
つけ て くれ る 。 


女神 の 微笑 み ー 抽 象 と 悦楽 の 培 瀬 一 
【 作 唱 】 リ カル ド 作 ・ 謎 の 木彫 り 。 指先 の 感覚 を 
研ぎ 澄まし 、 精神 集中 の 鍛錬 に な る と し て 、 リカ 
ルド は 忠 な 時 間 に 、 手近 な 木片 を 使っ て 木彫 
り 細 工 を 行なっ て いる 。 し か し それ ら は 「 彫 る こ 
と 」 自体 が 目的 な の で 、 出来 上 が っ た 作品 に 何 
ら か の 意味 が ある わけ で は な い 。 そん な 非 生産 
的 な 行為 を 目 さ と く 見 つけ た エル マー ナ に 追求 
され た た め 、 と りあ え ず で っ ち 上 げた タイ トル が こ 
れ 。 実際 は 彼女 の 言う よう に 、 大 層 な 名 前 を 
す る に 値する よう な 代物 で は な さそ う で ある 。 


メガ ロフ レデ リカ ・ ス バ 芳 還 欄 [ 地 名 ・ 施 設 
ケ テ ル プル ク の 高級 ホテ ル に ある 、 貴族 御用 達 
の 会 員 制 大 型 浴場 。 入 会 金 だ け で 10 万 ガル ド 
が 必要 な た め 、 一 般 市 民 に は と て も 手 が 出 な 
い 。 水着 着用 で 混浴 が 可能 。 

メ セ チ ナ 洞 窟 臨 誠 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 首都 バル カ 
の 近郊 に ある 自然 洞窟 。 古代 カレ ギア 語 で 「 月 
の 光 」 と いう 名 は 、 内 部 が 月 光 の よう に 幻想 的 
な 輝き を 放つ こと に 由来 し て いる 。 

メタ ン ハ イド レー ト 罰 5 馬 【 デ ィ ス カバ リー】 メ 
タン の 分 子 の 周囲 を 水分 子 が 囲ん だ 状態 で 結 
唱 化 し た も の 。 見 た 目 は 氷 に 似 て いる が 、 火 を 
つけ る と 燃え る た め に 「 燃 える 水 」 と 言わ れる 。 レ 
ンズ に 代わ る 次 世代 エネ ルギー と し て 注目 され 
て いる が 、 オペ ロン 社 の 発言 力 が 強い た め に 、 
実用 化 の メド は 立っ て いな い 。 氷 の よう な 姿 を し 
な が ら 炎 を 上 げ る と いう 不思議 な 性 質 で 、 笑 と 
氷 の 妖精 が 育ん だ 愛 の 結晶 と 言わ れ て いる 。 


メデ ィ ウ スロ クス 功 可 隊 【 組 織 ・ 団 体 】 現 在 の 


レグ ヌ ム に 当たる 地域 を 中 心 に 存在 し た 自治 組 
織 。 現在 の よう な 国家 形態 が で きる 以前 の 時 
代 に 、 世界 の 中 心 と な る こと を 掲げ て 活動 し て 
お り 、 今日 の レグ ヌ ム の 前 身 と も 言え る 。 メデ ィ ウ 
スロ クス で 使用 され て いた グリ フィ ン の 旗 は 、 今 
日 で も レグ ヌ ム の 国旗 と し て 用 いら れ て いる 。 


天 操 麻 導 器 ( メ テオ ラブ ラス ティ ア ) 


【 魔 導 器 】 カ プ ワ ・ ノ ー ル の ラ ゴ ウ の 館 に 設置 され 
て いる 、 天候 を 操る 魔 導 器 。 天候 を 変え る と いう 
大 が か りな 仕組 み は 本 来 の 術 式 で は 不可 能 だ 
が 、 複数 の 魔 核 を 強引 に 組み 合わ せ た い び つ 
を 術 式 で 実現 。 リタ が 対処 を 試み る が 、 ヘル メス 
式 魔 導 器 を 狙う ジュ ディ ス に よっ て 破壊 され る 。 


メラ ニ ィ 罰 可 贈 【 人 名 】 ゾ ヴァ ー ツ ラフ 軍 を 東 ね る 3 


人 の 軍団 長 、 ト リプ ルカ イツ の ひと り 。 「 関 紅 の 
メラ ニ ィ | の ふた つ 名 は 、 笑 系 の プレ ス を 好 ん で 
使用 する こと か ら 、 そう 呼ば れる よう に な っ た 。 
同時 に 優れ た 魔 獣 使い で も あり 、 強力 な 魔 獣 
を けし か けつ つ 後 方 か ら プ レス で 追い 討ち する 
戦闘 スタ イル を と る 。 ヴァ ー ツ ラフ 子 飼い の 武将 
で あり 、 忠誠 心 は 非常 に 高い 。 か な り サ ディ ステ 
ィ ッ ク な 性 格 の 持ち 主 。 


め ら め ら 火の玉 キン グ 葉 鐘 [呼称 】 フ ェ ロー 


の 残し た 聖 核 が イフ リー ト と し て 転生 し た と き 、 調 
子 乗 り の カロ ル が すぐ きま 提 案 す る 安直 極 ま り 
な い 名 前 。 ウン ディ ー ネ の 「 ざ ぶ ざ ぶ 水 色 ク イー 
ン 」 と 並ぶ ひど い 出 来 は 、 言い 終わ る 間もなく リ 
タ の げん こつ を 食らう ほど で あっ た 。 


メリ ッ サ 芳 相 欄 【 人 名 】 レ イモ ー ン 王家 の 生き 残 


り で 、 カイ ウス と ルキ ウス の 母 で も ある 。 15 年 前 
に 種族 の 差 を 乗り 越え を て ヴィ ン セン ト と 結婚 し 、 
アー ル 山 に 隠れ 住ん を で いた 。 し か し 、 ある 日 異 
端 者 狩り に 遣い 、 カイ ウス を ラム ラス に 、 ルキ ウス 
を ヴィ ン セ ント に 託す と 、 教会 関係 者 で ある ヴィ ン 
セン ト の 立場 を 守る た め に 自ら 命 を 絶っ た 。 


メリ ル ・ ア ド ネ ー ド 罰 語 欄 【 人 名 】 ミ ント の 母親 。 


ダオス を 封印 し た 法 術 師 の ひと り で 、 封印 の ペ 
ンダ ント の 片割れ を 所 持 し て いた た め 、 マル ス に 
よっ て 地下 定 で 殺害 きれ て し まう 。 し か し 魂 は こ 
の 世に 残り 、 娘 ミ ント を 励ま す 傍ら 、 同じ く 囚 わ 
れ た クレ ス が 補 を 脱出 する 手助け を し た 。 亡骸 
は クレ ス の 手 に よっ て 世界 樹 ユ スグ ドラ シル の 脇 
に 埋葬 さき れ て いる 。 

メル 騙 芝 [人 名 】 エト ス に 育て られ た 少女 
で 、 ディ オ と は 双子 。 ディ オ が 天真 燃 漫 で 後 先 
考え な い タ イプ な の を フォ ロー する か の よう に 、 
思慮 深く 慎重 な 性 格 で ある 。 掃除 や 洗濯 は 完 


璧 で 、「 あ ら す じ 」 に こま め に 買い 物 メ モ を 書き 
込ん で いる な ど 、 万 事 に お いて 家庭 的 な 面 を 
見 せる 。 た だ し 料理 に 関し て は 、 た び た び ディ オ 
を 実験 台 に する こと が 語ら れ 、 た と えば カレ ー の 
隠し 味 に マシ ュ マ ロ を 試す な ど 、 実験 的 な レン ピ 
を 研究 し て いる よう で ある 。 趣味 は こっ そり ポ エ 
ム を 書く こと 。 特技 は さま ざま な 物事 を 「 匂 い 」 で 
見 極め る こと 。 


メル クリ ウス ・ リ トラ ー 芳和 億 [人 名 】 天地 戦 


争 時 代 に 地上 軍 の 総司 令 官 を 務め た 人 物 。 
その 優れ た 頭脳 と 先見 の 明 は も ちろ ん の こと 、 
曲 者 ぞろい の 地上 軍 の 面々 を まとめ 上 げ る ず 
太い 神経 と カリ スマ 性 で 、 一 時 は 絶望 視 さ れ た 
戦局 を 見 事 に 覆し 、 軍 を 勝利 へ と 導い た 。 戦 
争 終結 後に 施設 の 解体 と 技術 の 封印 を 行なう 
際 、 ソー ディ アン の 技術 を 流用 し 、 輸送 艦 ラ ディ 
スロ ウ の コア クリ スタ ル に 人 格 を 投射 する こと を 
提案 し た の は ほか な ら ぬ 彼 自身 だ っ た が 、 その 
洞察 力 の 深 さ は 千年 後 、 空中 都市 の 復活 に よ 
っ て 証明 され る こと と な る 。 再び 機能 を 取り 戻し 
た ベル クラ ント を 止め る た め に 、 助手 と し て 迎え 
た レイ ノル ズ と も ども 尽力 する 。 どん な 状況 で も 
自分 に 有利 に 作り か える 手 管 は 、 味方 と し て は 
これ 以上 頼も し いも る の は な い が 、 敵 に 回 す と 食 
えな い 男 。 罰 品 引 【 人 名 】 天地 戦争 時 代 の 人 
物 で 、 地上 軍 の 総司 令 官 を 務め た 。 穏やか な 
性 格 だ が 頭 の 回 転 は 極め て 速く 、 瞬時 に 状況 
を 見 極め る 能力 は 他 の 追随 を 許さ な い 。 リト ラー 
が 総司 令 官 だ っ た か ら こ そ 、 天地 戦争 を 勝利 と 
いう 形 で 終結 に 導 け た と し て 後世 で の 評価 も 高 
い 。 普段 は 厳格 に 振舞 い 、 度胸 の 座り 具合 も 
並 大 抵 で は な い リ トラ ー だ が 、 そん な 彼 が も っ と 
も 苦心 し て いた の が 、 曲 者 ぞろい の 地上 軍 上 | 
層 部 を 一 つ に まとめ 上 げ る 作業 だ っ た 。 これ は 
本 来 奇 跡 に 値する 行ない な の だ が 、 こち ら は あ 
まり 注目 され て いな い 。 天地 戦争 終結 後 は 、 自 
ら の 人 格 を ラディ スロ ウ に 組み 込ん だ コア クリ スタ 
ル へ 投射 し 、 ラディ スロ ウ 共 々 海底 へ 封印 し た 。 
これ は 有事 の 際 の 保険 で あっ た わけ だ が 、 皮 
肉 に も リト ラー の 先見 の 明 は ここ で も 実証 され 、 
神 の 眼 を 巡 る 騒乱 時 、 空中 都市 の 復活 に 伴っ 
て 自ら も 目覚 め る こと と な っ た 。 復活 し た 天上 王 
と 戦う スタ ン 達 に 知識 を 与え て 強力 な 後ろ 盾 と 
な る が 、 ミク トラ ン に よっ て ラディ スロ ウ ご と 捕獲 さ 
れ 、 天上 都市 の 一 角 に 抑留 され て し まう 。 し か 
し リト ラー は これ を チャ ンス と 見 て 、 自ら が 設計 図 
を 与え た 集積 レン ズ 砲 で 自分 を 狙い 、 ラディ スロ 
ウ ご と 外 殻 の 一 部 を 破壊 し 、 突破 口 と する よう 
進言 し た 。 


メル ディ 玉 可 得 【 人 名 】 エタ ー ニ ア 世 界 を 崩壊 さ 


せる グラ ンド フォ ー ル を 食い 止め る た め 、 親友 の 
クィ ッ キ ー と と も に セレ ステ ィ ア か ら イ ン フ ェ リ ア に 渡 
っ て きた 少女 。 セレ ステ ィ ア で は 見 習い 卓 霊 技 
師 と し て 、 アイ メン で ひと り 暮 らし を し て いる 。 イン 
フェ リア 人 の パリ ル を 父 、 セレ ステ ィ ア 人 の シ ゼ ル 
を 母 に 持つ ハー フ で 、 セレ ステ ィ ア に 住む 者 と し 
て は 珍し く 晶 電 術 士 の 才能 を 持つ 。 メル ディ が 
幼い 頃 、 パリ ル の 存在 を 疎ん じ た 総領 主 ビ リア 
ル は 、 ルイ シカ に 住む 一 家 を 襲撃 。 バリ ル は 死 
亡 し 、 シ ゼ ル は 銃撃 を 受け る が 、 聞 の 極光 術 
の 素質 を 持つ シ ゼ ル は 、 死 の 間際 ネ レ イド に 身 
体 を 乗っ 取ら れる 。 直後 に 発動 し た 閣 の 極光 
術 に より ルイ シカ は 壊滅 する も の の 、 母 か ら 聞 
の 極光 術 の 素質 を 受け 継ぐ W メ ルディ の み が 生 き 


残っ た 。 だ が 彼女 の 潜在 能力 に 目 を つけ た シ 
ゼル ( ネ レイ ド ) は 、 メル ディ を 実験 材料 と し て 長 
年 扱い 、 研究 終了 後 は 捨て て し まう 。 その 後 メ 
ルディ は 晶 霊 技師 ガレ ノ ス に 助け られ る が 「 実 の 
親 に 捨て られ た 」 事実 か ら 、 親しい 者 に 見 捨て 
られ る 恐怖 に 昔 まれ 、 心 を 開く こと に 二の足 を 
踏む よう に な る 。 そん を な 彼女 だ が 、 仲間 と 旅 を 
続け る うち に 本 当 に 信頼 で きる 関係 の 存在 を 知 
り 、 少し ずつ トラ ウマ を 克服 し て いく 。 

メル ティ ア ・ バ ン デ ィ 騙 iN【 人 名 】 デ リス ・ 
カー ラー ン の パレ スグ ドラ に 生ま れ た 女性 で 、 戦 
争 の 長期 化 に よる 貧困 か ら 親 に 捨て られ た と こ 
ろ を 、 パン ディ 将軍 に 拾わ れる 。 バン ディ の 養女 
と し て 教育 を 授け られ 、 優れ た 魔 科学 研究 者 
と な る が 、 完成 させ た 兵器 は すさ まじ い 威 力 と 
引き 替え に 大 樹 カ ー ラ ー ン の マナ を 枯 湯 させ る も 
の で あり 、 デリ ス ・ カ ー ラ ー ン に 大 災厄 を も た ら す 
こと に な っ た 。 ディ オス と も ども 罪 の 意識 に さい な 
まれ つつ も 、 自分 た ちこ そ を 被害 者 だ たと いう 思い 
を 抱き 続け 、「 仮 面 の 女 」 と し て くり 返し メル の 
前 に 現われ る 。 ちな み に 少 女 時 代 の メル ティ ア 
は 現在 の メル と 瓜 ふ た つ だ が 、 メル の 髪 が 外 ハ 
ネ な の に 対し 、 メル ティ ア は 昔 か ら 一 貫 し て 内 巻 
き で ある 。 

メル ディ 語 騙 可 科 【 言 葉 ]】 メル ディ が 話す 奇妙 
な 文法 の 言葉 。 彼女 の 口調 の 呪縛 か ら 逃 れ ら 
れず 、 普段 か ら 「 い っ し ょ で 〇 〇 する と いい 
な と か 「 な ぜ か ?」 と か 「 や だ よー ぅ 」 と か 「 は よ 
は よー」 な ど と つい メル ディ 語 を 口走っ て し まう 
人 の こと を 、「 頭 に メル ディ が 住ん で いる 」 と 言っ 
た り 言 わな か っ た り …… 5 

メル トキ オ 功 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 ]】 テ セア ラ の 王 
都 と し て 栄え る 街 。 テ セ ャ アラ 王 18 世 の 居城 を 中 
心 に 広がる 上 流 区 と 、 貧者 が 暮らす 貧民 区 に 
分 か れ て いる 。 上 流 区 を 見 る 限り で は 、 世界 で 
も っ と も 裕福 な 人 々 が 住む 街 で ある 一 方 、 世界 
で も っ と も 心 の 貧し い 人 々 が 住む 街 と も いえ る 。 

メル ニク ス 語 騙 記 得 【 言 葉 ]】 も と も と は 大 品 霊 が 
使用 し て いた 言語 で あり 、 メル ニク ス 時 代 に 入 
っ て か ら 人 々 も これ を 公用 語 と し た 。 セレ ステ ィ 
ア で は 現在 も 共通 語 と し て 使わ れ て いる が 、 イ 
ン フ ェ リ ア で は 古代 語 と 呼ば れ 、 卓 霊 術士 が 呪 
文 と し て 丸 覚え し て いる 程度 に な っ て いる 。 

メル ニク ス 文 明 弁 回 杜 【 文 化 】 約 3800 年 前 に 
栄え た 高度 な 文明 。 超 精 密 機 器 の 製造 や 卓 
霊 行使 術 、 宇宙 航法 の 確立 な ど 、 現在 で は 失 
われ て ひさ し い 数 々 の 技術 が 存在 し て いた 。 バ 
ン エ ル テ ィ ア 号 も この 時 代 に 製造 され た も の 。 し 
か し 、 ネ レ イド に よっ て 起こ され た 極光 戦争 が 引 
き 金 と な り 、 1900 年 前 に 崩壊 し た 。 

メル ネス 功 避 内 【 呼 称 】 水 の 民 を 束ね る 指導 
者 。 沖 我 の 声 を 直接 聞い て 意志 の 疎通 を 図る 
能力 を 持つ 者 。 消 我 と 意志 交感 を する 際 の 同 
調 率 も 高く 、 自ら の 意志 と 浪 我 の 意志 が 一 体 と 
な る まで に 高め られ る 。 同調 率 の 高き は 消 我 か 
ら 受 けら れる 恩恵 に 関わ っ て いる た め 、 同調 率 
が 高い ほど 大 き な 力 を 行使 で きる 。 これ ら の 能 
力 を 兼ね 備え た メル ネス は 水 の 民 に お いて も 和希 
有 な 存在 で あり 、 現に 先代 の メル ネス か ら シ ャ ー 
リィ が 誕生 する まで 4000 年 の 空白 が あっ た 。 メ 
ルネ ス の 能力 は 遺伝 と 無関係 で あり 、 地位 が 
末 統 に 左右 され る こと も な い 。 元 創 王国 時 代 、 
遺跡 船 は 水 の 民 に よっ て 改造 され 、 操 能 か ら 
光 跡 夏 の 起動 まで 、 ほとん どの 装置 が メル ネス 
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の 巨大 な カカ に よっ て の み 運 用 で きる シス テム に 
な っ て いた 。 これ は 指揮 系 統 を メル ネス に 委ね 、 
陸 の 民 が 遺跡 船 を 使用 で き な い よう に する た め 
の 措置 だ っ た 。 し か し 先代 メル ネス の 消滅 と 同 
時 に これ ら の 装置 は 使用 不能 と な り 、 跡 を 継ぐ 
メル ネス も 現われ な か っ た こと か ら 、 元 創 王国 は 
遺跡 船 運用 の 道 を 閉ざさ れ て 滅亡 し た 。 本 編 で 
ヴァ ー ツ ラフ が 艦橋 を 復活 させ た の も 、 すべ て メ 
ルネ ス で ある シャ ー リ ィ の 力 に よる も の で ある 。 

メロ メロ コウ 騙 護 本 [道具 】 レ ザ レ ノ 社 の 通信 販 
売 で 売っ て いる 香水 。 開発 は レザ レノ 本 社 で は 
な く 、 関連 企業 に よる 。 宣伝 文句 は 「 つ けた 瞬 
間 、 魅惑 の 香り で あの 娘 は メロ メロ 、 君 は モテ モ 
テ 」。 デ ク ス は アリ ス に 好 か れる こと を 夢見 て 、 通 
販 で メロ メロ コウ を 購入 し 、 逆 効果 と 気付 か ず 
に 愛用 し て いた 。 また 、 ゼロ ス は この 匂い を 決め 
手 と し て 、 セレ ス を さら っ た ロイ ド が 偽者 だ と 見 破 
っ た 。 あま り に も 強烈 な 臭 い は る は や 公害 レベ ル 
に 達し 、 これ を 嘆 い だ リ ー ガ ル は 、 レザ レノ 社 の 
会 長 と し て 即座 に 製造 中 止 の 英断 を 下 し た 。 

メロ ン 功 E 筐 [飲食 物 ] 花 好き の ソフ ィ が 丹精 込 
め て 世話 し た 結果 、 彼女 の 花壇 に 舞い 降り た 
超 高 級 品種 の 果物 。 道具 屋 の 親父 の 手 で 苗 
木 と な り 、 実り の 日 を 迎え 、 花 の 母 こ と ソフ ィ の 
手元 に 帰っ て くる 。 贈答 用 に も 用 いら れる 、 ウィ 
ンド ル で は か な り 人 貴重 な 作物 だ が 、 当 の ソフ ィ に 
は 大 し た 自覚 は な い 。 結実 の まえ に 見 られ る 無 
骨 で 愛らしい 花 は 、 彼女 に 言わ せる と 「 キ レイ か 
は わか ら な い …… で も 強 そ う !」 。 

モイ ラ 入 g< 簡 [人 名 】 行 方 不明 に な っ て いる ユ ・ 
リベルテ の 貴族 の お 嬢 様 。 不幸 に も スト ラ タ 砂 
漠 で 魔物 に 襲わ れ 消 息 を 絶ち 、 両親 が 密か に 
捜し て いた 。 ソフ ィ の 容貌 が うり ふた つら し く 、 母 
親 は 彼女 を ひと 目 見 て 娘 と 思い 込ん で し まい 、 
アス ベル ら は その 捜索 を 引き 受け る こと と な る 。 

モウ ソウ ダケ 芳 * 若 答 【 デ ィ ス カバ リー】 か つて 
高 名 な 賢者 が この 竹 の 下 で 悟り を 開い た と 言 
われ る 。 まん じ り と も せ ず に 座っ て 妄想 する の 
で は な く 、 あく まで 妄想 を 打ち 破る の が 目的 な の 
だ と 理解 する こと 。 

盲目 の 女性 罰 識 【 人 名 】 エル レイ ン に よる 神 の 
た ま ご の 落下 を 阻止 し 、 正しい 歴史 に 沿っ て 動 
き 出 し た 世界 、 つ まり エピ ロー グイ ベン ト が 始ま っ 
て 充実 感 に 浸っ て いる プレ イヤ ー に 、 鋭い 疑問 
を 投げ か ける 女性 。 その 言葉 は 胸 に 刺さ り 、 鈍 
い 痛 み を 残す の だ っ た 。 

燃え キャ ラ 玉 i 欄 [呼称 ] 止ま ら な い 情 熱 に 突 
き 動か され る 熱血 漢 、 で は な く 物理 的 に 燃え て 
いる 人 を 指す 言葉 。 池 え 渡る 芸術 家 の 感性 で 
続々 と 素晴らし い 表現 を 生み 出す べり ル に よる 
お 言葉 。 

燃え る 木 梓 臨 品 蘭 【( デ ィ ス カバ リー)】 失 を 発し 
て 燃え 続け て いる 木 穫 。 か つて 外 殻 が 作ら れ 
た 頃 、 地殻 形成 と 土壌 の 安定 化 の た め に 使用 
され る も 、 天地 戦争 を 契機 に 廃棄 され 、 現在 も 
な お クラ ウデ ィ ス の 近く に 打ち 捨て られ た まま に 
な っ て いる 。 発する 熱 が 植物 の 成長 を 促す の 
か 、 噴き 出す 笑 に 周囲 の 緑 が 焼 か れる こと な 
く 、 むし ろ ほ か と 比べ て 成長 が 早く な る 。 

モー ス 画廊 械 【 人 名 】 ロー レラ ィ 教 団 大 詠 師 。 預 
言 を 恵 実に 守り 、 人 類 を 未 骨 有 の 大 繁栄 に 導 
く こと に 強い 使命 感 を 覚え て いる 、 強固 な 保守 
派 で ある 。 預言 を 尊 守 し た いと いう 敬 諾 な 思い 
は 、 いつ か ら か 預言 は 必ず 遂行 され な く て は な 


ら な いと いう 強迫 観念 に 変わ り わり 、 その た めで あ 
れ ぱ ば いか な る 犠牲 も 上 わ な いよ うに な る 。 外 殻 
大 地 降 下 後 、 預言 を 廃止 し た 世界 に 怒り を 抱 
き 、 新生 ロー レラ イ 教 団 を 設立 。 導師 と な る べ 
く 、 素養 が な い に も か か わら ず 体 に 第 七 音 素 を 
取り 入れ る 譜 陣 を 刻む が 、 拒絶 反応 で 肉体 は 
怪物 の 姿 と 化し 、 精神 は 崩壊 し た 。 

モー ゼス ・ シ ャ ンド ル 罰 可 職人 名 】 麻 獣 使い 
を 数 多く 輩出 する 部 族 の 族長 の 息子 と し て 生ま 
れ 、 自身 も 魔 獣 使い と な っ た 。 森 や 草原 を 生活 
の 場 と し 、 自然 と 共生 する こと を 志す 彼ら の 部 
族 に あっ て 、 魔物 と 心 を 通わ せる 魔 獣 使い は エ 
リー ト と し て 尊敬 され る 立場 に ある 。 この た め 魔 
獣 使 い は 族長 や 若 長 な どの 要職 に 就く の が し き 
た り だ っ た 。 し か し モー ゼス が グラ ンド ガル フ を 選 
ん だ こと に 周囲 は 反対 し 、 いつ し か 部 族 の 中 で 
も 折立 し た 立場 と な っ た 。 部 族 と ギー ト の 選択 を 
迫 ら れ た モー ゼス は 、 迷う こと な く ギ ー ト を 選び 、 
自分 を 慕っ て つい て き て くれ た 仲間 と と も に 部 族 
を 出 た 。 この と き の 仲間 の ひと り が チャ バ で ある 。 

モク モク ッ キ ー 功 k 誠 科 【 飲 食物 ] ペ トナ ジャ ンカ 
の 家庭 的 な お 菓子 。 煙突 か ら 立 ち 上 る 煙 を イメ 
ー ジ し て 作ら れ た 、 ご つ ご つ し た ボリ ュー ム の あ 
る 焼き 菓子 。 

モク ラド お ら 功 * 基 一 【 地 名 ・ 施 設 】 オ スミ ナ 山 地 
の ふも と に ひっ そり と 存在 する 寒村 。 世間 の 目 
を 忍 ん で 生き て いか な けれ ば な ら な い 事 情 を 抱 
えた 人 々 が 作り 上 げた 集落 で 、 小さ くも 温か い 
暮らし が 営ま れ て いる 。 

も じ く ん ぬい ぐる み 罰 欄 [道具 】 「 こと ば の 
国 ] に 住む 男の子 を 模 し た ぬい ぐる み 。 黄色 く 
て 四角 い 顔 か ら 手足 が 生え る 形 は 抱き 心地 バ 
ッ チ リ 。「 ぴ っ た ん !| と くっ つい た りす る 機能 は 、 
残念 な が ら な いよ う で ある 。 

も だ え 休 む 功 慌 久 【 現 象 】 過ぎ 去っ た 若 さ に 思 
い を 馳せ 、 悩み 苦し み 、 身 を こがし な が ら も 、 息 
切れ し ちゃ う 老 いた 体 で ひたすら 傍観 し て いる 
様子 。 人 生 に くたびれ た 、 まさ に お っ さん で ある 
と ころ の レイ ヴ ン は 、 クー ル な の に 熱く 燃え る 青 
春 真っ 盛り の ユー リ の 背中 に 目 を 細め つつ 、 今 
日 も また も だ え ぇ 休ん で いる 。 

モデ 男 対決 薦 K 仁 【 文 化 】 街 行く 女性 を 捕まえ て 
「 ど っ ち が 好 み ?」 と 聞く と いう 、 単純 明快 な バト 
ル 。 七 将 軍 リ ー ン と コン グマ ン の 、 男 の プ ライ 條 を 
か けた 大 一 番 が くり 広げ られ た 。 し か し 勝負 は 
立会 人 で ある ウッ ドロ ウ の ひと り 勝 ち に 終わ り 、 
皆 が 気付 いた と き 、 そこ に リー ン の 姿 は な か っ た 
と いう 。 

モニ カ 罰 『 基 弄 【 人 名 】 スー ルズ 村 に 住む 少女 で 、 
クレ ア と 同じ 17 歳 。 サレ と トー マ が 村 を 襲っ た と き 


に 、 図ら ず も クレア が 犠牲 に な る 原因 を 作っ て し 
まっ た こと を 悔い 、 以来 心 を 閉ざし て し まう 。 

も の 凄い 形相 を し た 老 教官 臨 K 位 【 人 名 】 バ パロ 
ニア 騎士 学校 の 名 物 に な っ て いる 教官 。 彼 が に 
ら み を 利 か す 廊下 の 先 に 進む こと は 、 いい 歳 を 
し た マリ ク で すら た め ら うほ ど で 、 実際 に そこ まで 
た どり 着い た 者 は 皆無 だ と も 言わ れ て いる 。 鋭 
い 隻 眼 か ら 発せ られ る 凶悪 な を オー ラ に 対抗 で き 
る の は 、 お そら く < リチャード を 置い て ほか に は な い 。 
の ち に 彼 は 引退 し た の か 、 愛犬 らし き 、 これ また 
も の 凄い 形相 の 犬 が 、 廊下 を 守る こと に な る 。 


モフモフ 族 騙 可 欄 【 種 族 】 ラッ コ が 進化 し た 生 
物 。 平均 的 な 身長 は 1 一 1.2m 程 度 。 寿命 は 約 
30 年 。 雑食 性 だ が と くに 好 ん で ホタテ を 食べ 
る 。 争い を 嫌い 、 穏やか で 純粋 な 性 格 。 し か し 
や る と き は や る 一 面 も 持っ て いる 。 基本 的 に は 
陸生 だ が 、 泳ぎ が 巧み 、 お 腹 で 貝 を 割る な ど 、 
今 な お ラッ コ の 習性 を 色濃く 残し て いる 。 現在 
は 遺跡 船上 に 300 人 ほど の 個体 が 細か く 分 散 
し て 生息 し て お り 、 横 の つなが り が 強い うえ に 密 
に 連絡 を 取り 合っ て いる こと か ら 、 情報 伝達 力 
は 師 れ な い 。 も と も と は 陸 の 民 の 祖先 が 宇宙 
移民 船内 で ペッ ト と し て 飼っ て いた ラッ コ 。 自動 
進化 プロ グラ ム を 埋め 込ま れ て いた た め 、 この 
世界 で 長い 間 過 ご すう ち に 人 間 に 匹 英 す る ほ 
どの 生物 的 進化 を 遂げ た 。 文明 の ベー ス は 陸 
の 民 が 爪 術 の 研究 過程 で 生み 出し た 爆 水 機 
関 で あり 、 これ に アレ ンジ を 加え て 独自 の 文明 
を 築き 上 げた 。 元 創 王国 の 崩壊 に よっ て 元 創 
王国 時 代 が 終 炉 を 迎え た あと 、 水 の 民 が 退去 
し た 遺跡 船 で 発展 を 遂げ 、 失わ れ た 時 代 と 呼 
ば れる 一 時 代 を 担っ た 。 モフモフ 族 は 長く 住み 
続け て いる 遺跡 船 に 愛着 を 持ち 、 ここ が 自分 た 
ちの 家 だ と 感じ て 今 も な お この 地 に と ど ま っ て い 
る 。 宗教 的 な 概念 は 発達 し て いな い が 、 人 間 
の 天国 に 相当 する ホタテ 界 を 信じ 、 死ん だ 者 は 
ホタテ 界 に 行く と 信じ て 疑わ な い 。 


【 モ フ モ フ 族 】 


も ふも ふ マ フラ ー 功 諾 肌 【 道 具 ) ラム ダ と の 決 
戦 に 向かう 朝 、 フー リエ が パス カル に くれ る と っ 
て お き の マ フラ ー。 仲直り の 印 に し て 、 死闘 に 臨 
む 妹 へ の お 守り で も ある 。 手触り は よく 、 長い 毛 
足 は 夏 は 涼し く 冬 は 暖か く 、 純白 の 毛 並 が 女性 
の 顔 を 引き 立て 、 機能 だ け で な く フ ァ ッ ショ ン ア イ 
テム と し て も 優秀 。 その た め 類 似 品 「 ふ も ふも マ 
フラ ー」 も 出回っ て いる 。 オシ ャ レ 云 々 に 関し て 
は 、 パス カル は まる で どう で も いい の だ ろう が 。 

モモ モモ ン ガ 罰 5 位 【 デ ィ ス カバ リー 桃色 の 
モモ ン ガ 。 珍し い 色 の 体毛 は 突然 変異 に よる も 
の と 考え られ 、 フィ ッ ツ ガル ド の 山 策 地方 で し か 
見 られ な い 。 その 色 と 愛らしい 姿 は 、 恋愛 成就 
の シン ボル と され て いる 。 

モリ スン の 本 功 語 本 [道具 】 ク レス た ち が 時 間 
転移 する 際 、 ト リ ニ ク ス か ら 渡 され る 古び た 本 。 
中 に は 時 間 転 移 の こと を は じ め 、 いろ いろ な 研 
究 内 容 、 日 記 な ど が し た た め ら れ て お り 、 エ ド ワ 
ー ド の 時 代 か ら 代々 モリ スン 一 族 に 引き 継が れ 
て いた 。 し か し クレ ス と ミン ト が 4202 年 の 歴史 に 
介入 し た た め 、 その 後 の 歴 史 は 記さ れ た 内 容 と 
少し ずつ こと な る 流れ を 生む こと と な っ た 。 

森 の 歌 扇 誠 動作 品 】 | ひよ っ として) ジャ ンプ 
し て も り の な か ー か 」。 草 深い アル ヴァ ン 
山脈 は 、 マオ の この 歌 で 景気 づけ て 登る 。 

守 人 国語 3【 人 名 】 世界 樹 と と も に 生き て 世界 
樹 を 護り 、 人 と 世界 樹 を つなぐ 者 。 その 正体 を 
知ら な い エ ミル た ち 一 行 の 、 勝手 な 守 人 像 を ま 
と め る と 「 肉 球 の ある ダイ ナマ イト バディ の お ば あ 
さん 」 (想像 図 ) と の 結果 に 落ち 着い た 。 し か し 
そん な 守 人 な ど 断 じ て い な い 。 2 年 前 新た に 誕 
生 し た 世界 樹 。 その 守 人 の 正体 は 、 か つて は 
レネ ゲー ド を 率い て ミス に 反抗 し 、 さら に 遡る と 
古代 大 戦 の 英雄 の ひと り で あり 、 マー テル の 許 
婚 で も あっ た 、 ハー フエ ルフ の ユア ン ・ カ ー フ ェ イ 
その 人 だ っ た 。 


モリ ュ ウ 領 臨 * 宮 簡 【 地 名 ・ 施 設 】 アク アヴェ イル 
連合 公国 の 中 央 に 位置 する 街 で 、 シ デ ン や トウ 
ケイ に 比べ る と 簡素 で 落ち 着い た 雰囲気 の 街 
並み 。 建物 は 白壁 と 菩 い 色 の 瓦 屋根 で 統一 さ 
れ て いる 。 し か し 地味 な 外観 と は 裏腹 に 、 室内 
は に ぎ や か な 装飾 が 施さ れ て いる こと も 多く 、 と 
くに 宿屋 の カウ ンタ ー は 美しい 金魚 や 招き 猫 、 
天井 か ら 下 げ ら れ た 赤 提 灯 が 出迎え て くれ る 。 
住居 や 街 の 施設 は 水 の 上 に 点 在 し て お り 、 渡 
し 舟 を 利用 し て 行き 来 す る し くみ 。 船着 き 場 か ら 
小船 を 使っ て 進む 広場 に は 、 幼い 頃 か ら ジ ョ ニ 
ー や フェ イト た ち が 溜 まり 場 に し て いる 小屋 が あ 
り 、 奇妙 な 書 や 謎 の 置き 物 な ど 、 彼ら の 幼い 頃 
の 思い 出 を その まま 残し て いる 。 この よう な 物 を 


ロ 


飾る と いう 文化 が 浸透 し て いる せい か 、 普段 人 
が 立入 ら な い 倉 庫 に だ る ま が 飾 ら れ て いる と い 
っ た 、 不思議 な 光景 も うか が える 。 また 市 民 の 
台所 を 一 手 に 担う 常設 の 市 場 賑 や か 。 アク 
アヴェ イル 随 一 の 港 に は モリ ュ ウ が 誇る 海軍 ・ 
黒 十字 艦隊 の 堂々 た る 姿 が 見 られ 、 シン ボル カ 
ラー で ある 青い 鎧 に 身 を 包ん だ 兵士 た ち が 、 公 
国 全 土 の 治安 を 守っ て いる 。 

モル ガ 罰 可 欄 [ 人 名 】 帝 国軍 人 の ひと り で 階級 
は 軍曹 。 リグ ナ ト ル 駐屯 地 に 配属 され て お り 、 
拘束 され た シン グ た ちの 監視 役 を 務め る 。 統一 
戦争 後 、 徐々 に 堕落 と 腐敗 が 広がる 帝国 軍 に 
お いて 、 使命 感 に 燃え 任務 を 忠実 に 遂行 する 
生粋 の 軍人 で ある 。 コー ネル ピン が 主導 する ゼ 
ロム 強化 兵 の 計画 に より 、 彼 も また ゼロ ム と 融 
合 。 理性 を 失っ て も な お 平和 へ の 想い を 抱き 
続け 、 白化 し 肉体 を 失う 瞬間 まで 、 帝国 と 軍 の 
未来 を 案じ て いた 。 

モル モ 罰 本 [人 名 】 異 世界 ヤマ ウン の ディ セン 
ダー。 や ん ちゃ で お 調子 者 だ が 、 正義 感 が 非 
常に 強く 、 熱い 性 格 の 持ち 主 。 自分 の 世界 が 、 
世界 樹 の わずか を 残し て |「 触 む モ ノ 」 に 侵食 さ 
れ た た め 、 同じ 危機 に 直面 する テレ ジア へ と 来 
訪 。 つね に テレ ジア の ディ セン ダー と 世界 中 を 旅 
し 、 命 や 自由 の 大 切 さ 知っ て いく 。 ウィ ダー シン 
と の 決戦 し 世界 を 救っ た あと は 、 ギル ガリ ム か ら 
解放 され 、 復活 し た ヤ ウ ン に 戻っ た 。 

モル ル 男 高 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 は 
木陰 の 村 モ ルル 。 巨大 な 木々 が 茂り 、 人 々 の 
多く は 樹 上 に 家 を 建て 、 木の実 な ど 森 の 恵み 
を 糧 に 生活 し て いる 。 緑 が 多く 静か で 、 現在 は 
マ ゼ ッ ト 博 士 が 隠棲 し て いる 。 

モロ キュ ウ で アボ ポ ガ ド な ビー マン 野郎 
【 呼 称 】 男性 に 対す る 悪口 の ひと つ 。 非 人 道 
的 な ゼロ ム 二 依 技術 を 得意 げに 語る コー ネル ピ 
ン の こと を 、 イネ ス は こう 時 倒 する 。 辺境 の シー 
プル 出身 の シン グ に は ピン と 来 な いよ うだ が 、 じ 
つ は 非常 に 下品 な 表現 な の で 、 と くに 女性 の 
前 で 使う と き に は 要 注 意 で ある 。 


や 行 


ヤー ジ 王 功 誠 欄 【 人 名 】 第 32 代 カレ ギア 国王 。 
元 来 無益 な 殺生 を 好ま な い 王 で あっ た が 、 御 
前 狩り 用 に 放 た れ た 猿 の 存在 を 知る や 、 「 小 
動物 憐 み の 令 ] を 出し て その 猿 を 自分 の ペッ ト と 
し 、 生涯 家族 同然 に 可愛 が っ た と いう 。 慈しみ 
深い 王 と し て 、 歴代 国王 の 中 で も 人 気 が 高い 。 
ふた つ 名 は 大 猿 王 。 

ヤカン 頭 騙 議 [呼称 】 先 り っ ぽく し ょ っ ちゅ う 悪 
態 を つい て いる ヒス イ を 指し た 表現 。 と り わ け コ 
ハク に 言い 寄る 不届き 者 に は 、 頭 か ら 湯 気 を 
吹か ん ば か り に し て 鉄 植 を 食らわ す 過 保護 な 
お 兄ちゃん は 、 うか つ に 触れ な い ほ ど 熱 く な っ て 
いる こと も し ば し ば で ある 。 

ヤギ 玉 可 職 [生物 】 ディノ ゴー ドン の こと 。 鳴き 声 
が メー メー と 聞こ える こと か ら 、 モフモフ 族 の 間 で 
は ヤギ と 呼ば れ て いる 。 ふざけ た 容姿 と 鳴き 声 
だ が 、 じつは 戦闘 中 に 唯一 投げ る こと が で き な 
い 根 性 の 入っ た 魔物 で も ある 。 と ころ で 、 魔 獣 
使い が こん な 魔物 と 出会っ て し まい 、 し か も つい 
うっ か り 心 を 通わ せ て し まっ た ら ど うす る の か ? 
その 魔 獣 使い が あの モー ゼス だ っ た ら ど うな る の 
か ? ※ 注 ・ ヤ ギ は 水中 に 出現 する 魔物 で す 。 


イラ スト は フィ クシ ョ ン で あり 、 実在 の 人 物 、 魔物 
な ど に は いっ さい 関係 あり ませ ん よ 。 


OLIO ロ ー (や き と り 一 ) 芳 * 動 [武具 】 [非常 
食 と いう 名 の 隠し お や つ 」 と ツッコ ミ が 入っ て も 
否定 で き な い シェ リア の 焼き 鳥 、 改め 必殺 武 
器 。 好き が 高じ て つい に 得 物 に し て し まっ た 。 
合成 する た め の 素 材 「 ス ミ ビ ヤー キ 」 は 、 フレ デリ 
ッ ク 曰 く 「 バ パー ンズ 家 に 代々 伝わる 由緒 正しき も 
の 」 だ そう で 、 彼女 の 焼き 鳥 好 き は 家系 な の か 
も し れ な い 。 

焼き 島 ど ん 罰 K 時 [呼称 ] これ ぞ ま さ に シェ リア 
の た め と 断言 で きる 、 凛々 し く 輝 か し く 、 そし て 
迫力 の 称号 。 彼女 の ひと と な り を 語る の に 、 こ 
れ 以 上 の 言葉 は な い 。 それ に し た っ て 、 嫁入り 
前 の 18 歳 の 娘 を 捕まえ て 、「 ど ん 」 は な い だ ろ う 
と 老 波 心 な が ら 思 わ ず に は いら れ な い が 、 本 人 
は 案外 誇らしい よう だ 。 

焼き 鳥 丼 訪 * 械 【 飲 食物] も は や 何 の 説 明 も い 
ら な い 、 シ ェ リ ア の 好物 。 放っ て お け ば ぱ 何 か に 
つけ て この 焼き 鳥 丼 を 引き 合い に 出し て くる 彼 
女 を 見 て いる と 、 骨 の 人 髄 まで 愛し て いる こと が よ 
くわ か る 。 その 徹底 ぶり は 、 密 か に ラン ト で 出し 
て いた 依頼 の 報酬 に さえ 、 肛 面 も な く 焼 き 鳥 丼 
を 用 意 す る ほど 。「 女 は 黙っ て 焼き 鳥井 は 至 
高 の 名 言 で ある 。 

焼き 野菜 サラ ダ 編 可 障 【 飲 食物 】 素 材 の 甘み 
を 引き 立て る 、 焼き 野菜 の サラ ダ 。 ボリ ュー ム た 
っ ぷり の 緑黄色 野菜 を ふん だ ん に 使う た め 、 そ 
の 食べ 応え は る は や サラ ダ と いう より 立派 な メ 
イン ディ ッシュ 。 基本 的 に 味付け な どの 手間 が ほ 
どん どい ら な い の で 、 テ ノ ス 兵 器 工場 で 働く 
人 々 の 昼食 と し て た び た び 提供 され て いる 。 

夜光 虫 功 K 蘭 [ディスカバリー] フィ ッ ツ ガル ド 西 
の 海岸 の 波打ち 際 に 現われ る 原生 動物 。 体 に 
刺激 を 受け る と 青白 く 発光 し 、 さざ波 全体 を 輝 
か せる 。 旅人 の 小屋 に 立ち 寄る 旅人 の ささ や か 
な 楽し み の ひ と つが 、 疲れ た 体 を 休め る 夜 に 、 
窓 か ら この 幻想 的 な 光景 を 眺め る こと だ と いう 。 

野 葉 功 記 蘭 【 道 具 】 見 か け は 野菜 。 そし て その 
実態 も 、 や っ ぱり 野菜 。 と れ た て の 新鮮 な ベジ 
タプ ブル を どう に か こう に か 装備 に 仕立 て て 、 無 
理 や り に 殴る 蹴る に 使っ て みる と 、 な ぜ か フー ド 
サッ ク の 中 身 が 増え る 。 も ちろ ん た だ の 野菜 な の 
で 威力 と か 性 能 と か 、 そう いう 下 世 話 な こと に 
は 目 を つぶ っ て 、 た だ ひたすら に 活用 する の が 
正しい 使い 方 。 


滋 縛 一 一 MIN く AI の ば 弥 中 


の グン 


KMiIT せ せ ロ ー 攻 で 


ウン ンク 


ヤ ド ラ レ ギ 芳 『 酸 葵 [ディ スカ バリ ー】 背 が 低く 
葉 が びっ し り と 茂っ て いる の で 、 旅人 た ちの 了 雨 
宿り に 利用 され て いる 樹 。 人 の 気配 が な いと き 
は 、 動物 た ちる や っ て 来る と いう 。 

閣 の 極光 術 太 可 得 【 術 ・ 技 】 ネ レイ ド が 作り 出し 
た 破壊 の た め の 極 光 術 。 晶 霊 を 精神 内 に 取り 
込み 、 フリ ンジ させ る こと で 物質 を 消滅 させ る 力 
を 得る 。 闇 の 極光 術 の 素質 が ある 者 な ら 、 きっ 
か けが あれ ば 容易 に 修得 で きる が 、 使用 する と 
ネ レ イド に 精神 を 乗っ 取ら れる 人 険 性 が ある 。 

間 の 力 訪 臣 筐 [文化 】 ラ ジル ダ で ヒュ ー マ の いう 
聖者 の 力 と 同一 の も の 。 ガ ジ ュ マ に と っ て は 種 
の 存続 を ゆる が す 禁 忌 と 考え られ て いる 。 聖 獣 
イー フォ ン そ の も の 、 ある い は その 力 を 指す 。 ラジ 
ル ダ で は 、 対立 し た ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ が 、 それ 
ぞ れ 闇 の 力 を 得 よ うと し て いた 。 

ヤミ マチ ソウ 芳本 弄 【 デ ィ ス カバ リー)】 新 月 の 
夜 に ぼんやり 光る 花 を 咲か せ 、 夜道 を 照ら す ラ 
ジル ダ の 植物 。 と て も 幻想 的 。 夜 彼女 を 家 に 送 
り 届け る と き に この 花 が 咲い て いる 道 を 通る と 、 
自然 と いい 雰囲気 に な れる 。 

闇夜 の 睡眠 学習 罰 棒 還 9【 術 ・ 技 】 間 の セン チュ 
リオ ン 7 つ の 特技 の ひと つ 。 眠っ て いる 間 に 耳 
元 で 路 き 続け 、 内 容 を 暗記 させ る 技 。 その 成 
功 率 は 100%。 な ぜ な ら 、 暗記 する まで 連夜 し 
つこ く < 路 き 続け る か ら だ 。 

ユア ン ・ カ ー フ ェ イ 功 『 諾 斑 【 人 名 】 ミト ス と と も に 
古代 大 戦 を 終結 させ た 四 大 英雄 の ひと り 。 同 
じ く ハー フエ ルフ で ある 、 ミト ス の 姉 マ ー テ ル と 婚 
約 し て いた 。 マー テル の 死後 、 ミト ス が 掲げ た マ 
ー テ ル の 完全 な る 復活 に 異 を 唱え た ユア ン は 、 
クル シス に 属し な が ら 密 か に レネ ゲー ド を 組織 し 、 
ミ ス へ の 抵抗 活動 、 す な わ ち 大 樹 カー ラー ン の 
種子 に 縛ら れ た マー テル の 精神 の 解放 を 目指 
し て いる 。 こう し た 複雑 な 立場 か ら 、 敵対 する ロ 
イド と 共闘 し た り 、 クラ トス を 救っ た り と 、 一 見 矛 
盾 し た 行動 を 取る 。 

ユイ ファ ン 功 鐘 【 人 名 】 ア ー セ ルム 号 船 長 ロン 
チー の 恋人 。 街 を 救う 「 澄 明 の 刻 晶 」 を 求め て 
旅立っ た ロン チー を 、 ヨー ムゲン で 待ち 続け て い 
る 。 本 人 は 千年 以上 前 に 亡くな っ て いる が 、 フ 
ェ ロ ー の 創り 出し た 幻 は 、 今 も な お ロン チー と の 
再会 を 夢見 て いる 。 

勇気 凛々 胸 い っ ぱい 団 監 避 狂 【 ギ ルド 】 ユ ー リ と 
カロ ル が 結成 し た ギル ド 「 凛 々 の 明星 ] の 、 設立 
当初 の 名 前 。 カロ ル の 提案 に より 一 度 は この よ 
うに 命名 され る が 、 も の すご い 勢 いで エス テル に 
却下 され 、 日 の 目 を 見 る こと は な か っ た …… 

ユー クリ ッ ド 国営 科学 アカ デミ ー 功 i 科 【 地 名 ・ 
施設 】 前 身 は ミ ボ ガル ズ 魔 科学 研究 所 。 ミ ボ ガル 
ズ 崩 壊 に 伴い 研究 者 が 移動 し 、 ユー クリ ッ ド 城 併 
設 の 機関 と し て 運営 され て いる 。 屋根 の 上 の 風 
見 鶏 が いつ も くる くる 廻っ て いて か わい らし い 。 

ユー クリ ッ ド 黒 鎧 騎士 団 監 語 層 【 組 織 ・ 団 体 】 
ユー クリ ッ ド 騎士 団 が 名 前 を 変え た た も の で 、 
4354 年 に は この 名 称 で 呼ば れ て いる 。 お も な 
仕事 は 闘技 場 の モン スタ ー 集 め の よ うだ 。 

ユー クリ ッ ド 族 入 可 議 【 種 族 】 ユ ー ク リバ 大 陸 
北部 を 治め て いた 民族 。 

ユー クリ ッ ド 独立 騎士 団 監 可 層 【 組 織 ・ 団 体 ] 
ユー クリ ッ ド 王国 に 所 属す る 、 勇猛 で 名 高い 騎 
士 団 。 ミゲール 、 マル ス と 二 代 続け て 優秀 な 騎 
士 団長 を 擁し た こと で も 知ら れる 。 

ユー クレ ス 罰 誠 駐 【 人 名 】 キュ ノ ス に 住む 天文 


学者 。 白い 月 と 黒い 月 、 ふた つの 公転 軌道 の 
観測 か ら 、 黒い 月 が 落下 し て くる 外 険 を 察知 し 
た 。 し か し コハク の 「 英 怖 の スピ ルー ン 」 を 取り 
込ん で いた こと か ら 、 恐慌 を きた し て ラゴス 人 乳 
洞 に 逃げ 込ん で し まう 。 シン グ ゲ の スピ ルリ ンク で 
正気 を 取り 戻し 、 無事 婚約 者 ウラ ン と の 仲 を 修 
復 す る 。 ちな み に 世 間 で は 真面目 一 辺 倒 な 男 
と 思わ れ 、 研究 分 野 で の 実績 も か な り の も の だ 
が 、 自作 の 望遠 鏡 で ウラ ン の 動向 を 日 が な 一 日 
観察 する 、 ちょ っ と 問題 アリ な 一 面 も 持つ 。 

ユウ サイ ト 功 右 欄 【 人 名 】 過 去 に 結晶 界 に 生き た 
結晶 人 で 、 コラ ンダ ー ム や セラ ブフ 兄弟 ら 、 名 だ た る 
機械 人 を 造っ た 人 物 。 し か し 彼 の 手がけ た 機械 
人 の 擬似 スピ リア に は 多く の 場合 な ん ら か の 欠陥 
が 見 られ 、 た と えば クロ アセ ラフ は その 優れ た 戦 
闘 能 力 に も 関わ ら ず 、 廃棄 処分 命令 が 出る ほど 
で あっ た 。 人 の スピ リア が いか に 複雑 で 、 模 信 す 
る こと が 困難 な も の で ある か が うか が える 。 

ユー ジー ン ・ ガ ラル ド 罰 誠 有 【 人 名 】 カレ ギア 
王家 の 直属 ・ 王 の 盾 の 元 隊長 。 洗練 され た 
槍術 と 清廉 潔白 な 人 柄 で 、 部 隊 を 退 い た あと 
も 慕う 兵士 は 多い 。 武術 の 腕 の 研 さ ん は いう ま 
で も な く 、 さら に 髪 の 編 み 方 や 尻尾 袋 へ の こ だ 
わり な ど 、 大 人 の お し ゃ れ の 追求 に る 努力 を 惜 
し まな い 。 まさ に ダン ディ 。 

ユー ジェ ニー・ セ シル ・ ガ ルディ オス 
【 人 名 】 ガ ルレ ディ オス 伯爵 夫人 。 ガイ の 母親 で 、 も 
と キム ラス カ 人 。 キム ラス カ と ホ ド の 和平 の 証 と し 
て 、 イン ゴ ベ ルト が ガル ディ オス 伯爵 家 に 嫁 が せ 
た 人 物 。 じつは 敵国 マル クト へ の スパ イ と し て 送 
り 込 まれ た の だ が 、 ユー ジェ ニー は 戦争 と いう 絶 
望 的 な 預言 を 拒否 し て その 手引 き を し な か っ た た 
め 、 ファ ブレ 公爵 に 一 族 郎党 と と も に 殺さ れ た 。 

友情 の 誓い 藍 議 [呼称 】 変 わら ぬ 友情 を 誓い 
合う ラン ト の 言い 伝え 。 樹 の 埋 に それ ぞ れ の 名 
前 を 彫り 、 手 を 重ね 合わ せ て 友情 が 続く こと を 
願う 。 どん な 樹 を 用 いて も よい が 、 誰 に も 知ら れ 
て いな い 樹 ほど 、 祈り の 効果 が 長く 続く と され て 
いる 。 幼い 頃 の アス ベル と ソフ ィ 、 リチャード は 、 
ラン ト 裏 山 の 大 樹 で これ を 行なっ た 。 な お 彼ら 
の 成人 後 、3 人 の 名 前 の 下 に は 、 も う ひ と り の 
名 が 刻ま れる 。 

ユウ ・ セ ロン 功 品 久 【 人 名 】 ダン グレ スト の 「 天 を 
射る 重 星 ] を 通じ て 、「 凛 々 の 明星 ] に 仕事 を 
依頼 する 人 物 。 仕事 仲間 の ノビ ス に 、 職 盟 暗 
号 で 書か れ た 本 の 配達 を 依頼 する 。 「 疾 の 海 
に 熱き 魂 を ] の 合言葉 で 結ば れ た 、「 魂 の 鉄 
村 | の メン バー。 

郵便 屋 さん 騙 可 腸 【 人 名 】 晶 電鉄 道 を 使い 、 ア 
イメ ン 駅 一 ルイ シカ 駅 間 の 住人 に 手紙 を 届け る 
人 物 。 メル ディ が その 任 を 引き 受け る が 、 人 生 
いろ いろ 、 悲 喜 こ も ご も 。 

ユー マス 監 可 蘭 【 人 名 】 ナ ルス の 街 の 漁師 。 商 隊 
を 使っ て 魚の 干物 を レダ に 卸 し て いる 。 最近 は 
荷物 を 狙う 獣 や 盗賊 が 頻繁 に 襲っ て くる た め 、 
思う よう に 仕事 が は か どら ず に 落ち 込ん で いる 。 

ユウ マン ジュ 罰 包 [地名 ・ 施 設 】 正式 な 屋号 
は 「 湧 萬 毒 ]。 ギル ド 「 湯 源 郷 ] が 経営 する 温 
泉 施設 で 、 上 流 階級 の 人 々 の 社交 場 と し て 愛 
され て いる 。 日 ご ろ の 喧騒 を 離れ 、 お 客 様 に 最 
高 の 贅 沢 を 味わっ て も ら う た め 、 施設 の 場所 は 
ご く 限 られ た 人 に し か 知ら され ず 、 ツテ が な いと 
た どり 着く こと すら 困難 。 

江 萬 毒 ・ 永 久 無料 招待 券 訪 諾 狂 【 道 具 】 ボ ッ タ 


クリ 温泉 ユウ マン ジュ を いつ で も 、 いつ まで も 、 
無料 で 利用 で きる 、 夢 の よ うな 招待 券 。 も と も と 
セレ プ ブ 向け の 施設 で は ある が 、 それ で も 高額 で 
ある こと に は 変わ り は な く 、 開放 的 な 露天 風呂 
を 自宅 の 風呂 の よう に 心 お き な く 楽し め る この 品 
は 、 ある 種 最 高 の ス テー タス シン ボル と 言え る 。 


ユー ライ オ 騙 i 蘭 [地名 ・ 施 設 】 闘技 場 を 擁 す 
る 娯楽 都市 。 年 に 一 度 、 世界 勇者 を 決め る 「 ラ 
イオ グラ ンプ リ ] が 開催 され て お り 、 己 の 勇気 と 
腕っ節 を 試そう と 、 世界 中 か ら 猛 者 た ち が 詰め 
か ける 。 目 が くら む ば か り の 超 豪 華 設備 で 、 オ 
ー ル ド マ イ ン 一 と 言わ れる 巨大 ホテ ル や 、 一 所 
千金 の 夢 を 抱か せる カジ ノ を 始め 、 観光 客 向 け 
の さま ざま な 施設 が 充実 し て いる 。 また この 街 に 
住む アー メス は 現在 世界 で 唯一 と 言わ れる 飛 
空 船 の 所 有 者 で あり 、 軍 関 係 者 か ら も 注目 を 
集め る 場所 で ある 。 

優良 民 玉 臣 寺 【 文 化 】 ビビ スタ の 階級 制度 の ひ 
と つ で 、 羽 の 生え た ガ ジ ュ マ が 相当 する 。 階級 
と し て は 第 2 位 に 当たり 、 特等 民 ほ どの 特権 は 
な いも の の 、 それ に 順 ず る 優秀 な 民族 と し て 優 
位 に 立つ 。 

ユー リ ・ ロ ー ウ ェ ル 功 避 鐘 【 人 名 】 率 都 ザ サー フィ 
アス の 下町 で 暮らす 21 歳 の 青年 。 剣 技 に 優 
れ 、 か つて は 帝国 騎士 団 に 身 を 置い た が 、 組 
織 が 内 包 す る 矛盾 を 目の当たり に し 、 自分 な り 
の 生き 方 を 求め て 隊 を 去っ た 過去 が ある 。 現在 
は 下町 で 暮らす が 、 春 放 な 生き 方 で 一 部 の 騎 
士 に 目 を つけ られ て いる 。 権力 闘争 に 巻き 込ま 
れ 城 に 軟禁 され て いた エス テル を 助け た こと か 
ら 、 帝国 が 抱え る さま ざま な 問題 に 直面 。 それ ら 
に さら され る 仲間 や 弱者 を 放っ て お けず に 、 自 
ら の 「 正 義 ] に 則っ て 行動 する 彼 は 、 図ら ずる 
国 を 触 む 腐敗 を 正 し 、 世界 を 動か す 中 心 と な 
っ て ゆく 。 幼なじみ で 騎士 団 時 代 の 同僚 で も あ 
る フレ ン と は 、 互い を 認め 合う よき 友 。 し か し 法 
に よる 正義 を 第 一 に 考え る フレ ン と は 対照 的 
に 、 綺麗 事 で 悪 は 裁 け な いと 公言 し て お り 、 己 
の 手 を 汚す こと も 辞 さ な い ほ ど 、 その 行動 は 一 
員 し て いる 。 エス テル が 存在 自体 を 危険 視 さ れ 
る 満月 の 子 だ と 判明 し た の ち は 、 彼女 を か けが 
えな い 仲 間 と し て 、 命 を 救う 方 法 を 模索 する 。 
な お 騎士 団 時 代 か ら の つき 合い で ある 愛犬 ラビ 
ー ド と の 卓越 し た コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 帝都 の 下 
町 界隈 で は 皆 の 知る と ころ で ある 。 

ユキ カケ ワラ ビ 芳 * 蘭 【 デ ィ ス カバ リー】 ジェノ 
ス 付近 に 生息 する 山菜 の 一 種 。 生き 物 の 気配 
を 察する と 、 丸まっ た 葉 で 器用 に 雪 玉 を 作っ て 
投げ つけ る 習性 が ある 。 ジェ ノ ス の 宿屋 で は ユ 


キ カ ケ ワラ ビ の お ひたし が 定番 料理 。 

雪 白 草 久 * 芝 位 【 植 物 】 緑 の 中 に 落ち た 雪 の 結晶 
の よう に 、 小さ な 花 を 咲か せる 植物 で 、 花 言葉 
は 「 大 切な 思い 出 」。 少し の 環境 の 変化 で も す 
ぐに 枯れ て し まう の で 、 こま め に 世話 を し な いと 
いけ な い 。 その た め 雪 白 草 は 、 人 が 集う 温か い 
家庭 の 象徴 と され る 。 ダリ ス の 家 に も 枯れ て し ま 
っ た 雪 白 草 の 鉢 が 長く 放置 され て いた が 、 記憶 
を 取り 戻し た マリ ー が 帰宅 し て か ら は 、 ふた り の 
幸せ を 表わす か の よう に 、 可憐 な 花 を つけ る よ 
うに な っ た 。 


雪 に 閉ざさ れ た 適 跡 監 KE 動 [地名 ・ 施 設 】 フ ェ 
ン デ ル 北 部 の 山岳 地帯 に 存在 する 遺跡 で 、 現 
代 よ り も 活か に 高い 技術 水準 で 建設 され て い 
る 。 内 部 に 残さ れ た 設備 は アン マル チア 族 の 手 
に よる も の で 、 スト ラ タ 大 砂漠 の 遺跡 と 同じ く 、 
侵入 者 を 阻む 仕掛 けが いく つも ほど こさ れ て い 
る 。 し か し 険しい 雪山 の も っ と も 奥深 いそ の 場所 
は 、 環境 その も の が 自然 の 要 塞 と な り 、 長い 間 
人 を 寄せ つけ る こと は な か っ た 。 

雪 の 歌 功 誠 動作 品 】 [さら さら ふわ ふわ か ゆ 
ひ ゅ る る …… か ゴゴ ーッ !」 。 雪 の 舞う さま を 
視覚 的 に と ら え た マオ の 歌 。 大 気 中 の ゴミ や 有 
害 物 質 と と も に 凍っ た 水分 が 落下 し て いる だ け 
な の に 、 人 は な ぜ か 雪 に ロマ ン を 感じ る 。 最後 
の 一 節 は 「GO] で は な いら し い 。 

時 の 女王 ナベ 芳 諾 人 [飲食 物 ]% リ の キノ コ 「 女王 
茸 」 を メイ ン に し た ナ べ で 、 ノー クイ ン で 長年 の 研 
究 の 末 に 栽培 に 成功 し た こと か ら 、 つい に その 
座 が 白 日 の 下 に さら され る 。 味 は いた っ て ノー マ 
ル で 、 人 を 選ば な い 万 人 受け する ナ べ だ が 、 食 
べ る と 女性 は みな 「 女 王様 」 な 性 格 に 変貌 。 気 
に な る あの 娘 に の の し られ て みた い ー 一 一 と いう 、 
ちょ っ と 倒錯 し た 趣味 の 持ち 主 は 、 これ を 振る 舞 
え ぇ ば 、 理不尽 な まで の 無茶 な 要求 と 、 泣く まで 止 
まな い 本 気 の 時 倒 を 堪能 する こと が で きる 。 

雪見 サケ 罰 『 宮 往 【 デ ィ ス カバ リー】 ジェ ノ ス と ハ 
ー メ ン ツ の 間 を 流れ る 、 雪が 降る 冷た い 川 を 遡 
上 し て 産卵 を する 鮭 。 凍結 し た 川 を 硬い 口先 
で 砕い て 進む と いう 、 碑 水 船 さながら の 勇壮 な 
姿 を 見 る こと が で きる 。 この 様子 を 眺め な が ら 交 
わす 雪見 酒 は 大 変 風流 。 

ユグドラ シル 功 諾 位 【 人 名 】 ク ルレ シス の 指導 者 と 
し て の ミト ス の 姿 。 ハイ エク スフィア に よる 「 天 使 
化 ] で 、 じ つ に 威厳 の ある 成人 男性 の 身体 を 
獲得 し て いる 。 

ユ ケ ムリ キャ ッ ト 罰 Xi 欄 [生物 】 温 泉 好き な ネコ 
の 一 種 。 「 ネ コ 湯 」 の 日 に は グー ス 近 隣 か ら 続々 
と 集い 、 彼女 ら の た め に 解放 され た お 湯 を 心 ゆ 
くま で 堪能 する 。 いつ も る ほか ほか な ホッ トド ッ グ と 
は 通じ 合う も の が ある らし く 、 けっ こう 仲 が よい 。 
な お ユ ケ ムリ キャ ッ ト は その 大 半 が メス の た め 、 


入浴 中 の 彼女 た ち に は 紳士 的 な 態度 を 以 っ て 
了 臨 ま な けれ ば な ら な い 。 

ユシア 功 誠 棋 【 人 名 】 特殊 部 隊 王 の 盾 ・ 独 立 
遊撃 部 隊 「 漆 黒 の 思 の 紅 一 点 。 「 妖 艶 な 魅 
力 と すさ まじ い フ ォ ル ス 能 力 を 併せ 持つ 、 現代 
に 蘇っ た カレ ギア の 魔女 ] と 銘打ち 、 自身 の グラ 
ビア を 製作 し て いる らし い 。 

ゆで 卵 の くん せい 編 可 贈 【 飲 食物 】 旅 の お 供 
に 最適 な ゆめ で た 卵 。 スモ ー ク し た 独特 の 香ばし 
さ が 食 欲 を そそ る と あっ て 、 手軽 な 料理 な が ら も 
人 気 が 高い 。 王 都 か ら 地 方 に 出向 く 人 々 が 道 
中 気軽 に 食べ られ る よう 、 レグ ヌ ム の ギル ド で レ 
シビ が 扱わ れ て いる 。 何 が きっ か け で 始ま っ た 
の か は よく わか ら な い が 、 網 の 袋 に 複数 入れ て 
持ち 歩く の が 通ら し く 、 と くに 鉄道 の 旅 の トレ ー ド 
マー ク で ある 。 

ユニ オン 芳 鐘 [ギル ド 】 五大 ギル ド が 運営 す 
る 、 ギル ド を 東 ね る 連合 組織 。「 天 を 射る 矢 ] の 
ドン ・ ホ ワイ ト ホ ー ス が その トッ プ に 君臨 する 。 そ 
れ ぞ れ の ギル ド の 自治 、 ギル ド 間 の 相互 不 干 渉 
を 掲げ 、 円 滑 な ギル ド 運 営 を 目指 し て いる 。 帝 
国 と 各 ギ ルド と が 長年 対立 し な が ら も 、 大 き な 衝 
突 な く 現在 に 至っ て いる の は 、 ユニ オン の 存在 
が ギル ド の 抑止 力 と な っ て いる か ら で あ る 。 

ユニ オン 表 約 薦 久 【 そ の 他 】 か つて ダン グレ ス 
ト が 騎士 団 に 占領 され た と き 、 抵抗 勢力 が その 
結成 の た め に 掲げ た 故 い の 言葉 。 ド ン の 尽力 
に より 実現 し た ギル ド 同 士 の 団結 は 現在 の ユニ 
オン の 和 と な り 、 析 い は 「 ユ ニオ ン 故 約 」 と し て 
今日 まで 受け 継が れ て いる 。 全文 は 以下 の と お 
り 。「 か つて 我ら の 父祖 は 、 民 を 護る 務め を 忘 
れ し 国 を 捨て 、 自ら 真 の 自由 の 護り 手 と な っ た 。 
これ 即ち ギル ド の 起こ り で ある 。 し か し 今や 圧 制 
者 の 鉄 の 鎖 は 、 再び 我ら の 首 に 届く に 至っ た 。 
我ら が 父祖 の 誓い を 忘れ 、 利 を 巡り 互い の 争 
い に 、 明け 暮れ た か ら で あ る 。 ゆえ に 我ら は 今 
一 度 、 ギ ルド の 本 義 に 立ち 戻り 、 持て る 力 を ひ 
と つ に せん 。 我ら の 剣 は 自由 の た め 。 我ら の 盾 
は 友 の た め 。 我ら の 命 は 皆 の た め 。 ここ に 古き 
坂 い を 新た に す 」。 

ユニ コー ン 玉 5 欄 [種族] 人 額 に 1 本 の 角 が 生え 
た 白 還 で 、 法 術 師 の 象徴 と され て いる 。 白樺 
の 森 に 住み 、 汚れ な き 乙女 と し か 会 わな い 。 ユ 
ニコ ー ン が 変化 し た 杖 「 ユ ニコ ー ン ホー ン 」 は 、 こ 
れ を 手 に し た 法 術 師 の 力 を 飛躍 的 に 向上 させ 
る 。 この 杖 の お か げ で 、 クレ ス た ち は 世 界 樹 ユ グ 
ドラ シル が 枯れ る の を 防ぐ こと が で きた 。 

ユニ セロ ス 功 誠 欄 【 生 物 】 古代 イス パニ ア 神 話 
に “聖なる る の ユニ セロ ス " と し て 登場 する 聖 獣 。 
清らか な 場所 に 生息 する 幻 の 一 角 獣 で 、 その 
角 を 煎じ れ ば 、 万 病 の 特効薬 に な る 。 気性 の 
大 人 し さ が 災 いし 、 乱獲 され た た め 、 現在 は 絶 
滅 の 危機 に 瀬 し て いる 。 生体 を 発見 ・ 捕 獲 し 
た 場合 、 国 か ら 5000 万 ガル ド の 報酬 が 与え られ 
る 。 た だ し 、 ユニ セロ ス は 巨大 な 羽 で 空 を 自在 
に 駆け る こと が で きる た め 、 捕獲 は か な り 了 困難 。 

輸入 会 社 レイ オッ ト 功 加 昌 【 組 織 ・ 団 体 】 エ ル 
ウィ ン の 父親 ダグ が 一 代 で 築い た 貿易 商社 。 ナ 
ン シ ー と エル ウィ ン が 結婚 し な いと 、 や が て 会 社 
は つぶ れ て し まい 、 4354 年 に は 売り に 出さ れ て 
いる か 学校 に な っ て いる 。 

夢 の フ ォ ル ス 薦 * 店 樺 【 フ ォ ル ス 】 対象 を 術 者 の 
夢 の 中 に 取り 込ん を で し まう フォ ルス 。 閉じ 込め ら 
れ た 者 は 、 術 者 の 思う と お り の 役どころ を 演じ な 


いと 、 現実 世界 に 戻る こと が で き な い 。 子供 同 
士 の 遊び に 用 いら れる こと も ある が 、 夢 の 中 で 
の 行為 に よっ て 本 物 の 肉体 も る 傷つい た り 命 を 
落と し た りす る こと も ある た め 、 扱い を 誤る と 非 
常に 危険 。 

ユリ アシ ティ 罰 誠 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 麻 に ある 
ロー レラ イ 教 団 独自 の 街 で 、 外 殻 大 地 と と も に フ 
ロー ト 計画 に も 含ま れ て いた も の 。 外 殻 大 地 に 
* 未 骨 有 の 大 繁栄 "や を もたらす た め 、 ユリ ア の 預 
言 ど お り に 歴史 を 導く 監視 者 た ち が 住 ん で い 
る 。 創世 暦 時 代 、 ユリ ア に 救出 され た 魔界 の 
民 が 彼女 の 指示 に よっ て 誘導 され 、 惑星 預言 
を 守る た め に 運営 を は じ め た 。 ユリ アシ ティ の 決 
定 事 項 は 、 ロー レラ イ 教 団 を 通じ て 民衆 に 預 言 
と いう 形 で 発信 され る 。 外 殻 大 地 降下 前 は 、 ロ 
ー レ ライ 教団 の 上 層 幹 部 以外 に ユリ アシ ティ の 
存在 を 知る 者 は いな か っ た 。 現在 の 技術 で は 
解析 不可 能 な 特殊 材質 で 建築 され て いて 、 魔 
界 の 障 気 は 入り 込め な い 。 街 の 周囲 は 、 落下 
し て くる 外 殻 の 海水 に よる 大 洋 に 囲ま れ て い 
る 。 監視 の 一 環 と し て 、 外 殻 大 地 の 住 人 名 鑑 
を 作成 し て いる 。 ホ ド 消滅 後 、 まだ 子供 だ っ た ヴ 
ァ ン と 、 お 腹 に ティ ア を 身ごもっ た 母 は 、 この 街 
に 逃れ て 生き 延び た 。 

ユリ ア ・ ジ ュ エ 罰 誠 欄 【 人 名 】BD2693 年 生ま 
れ 。 希代 の 天才 譜 術 士 と し て 惑星 預言 の 詠み 
上 げ 、 ホ ド の 復活 、 プラ ネッ トス トー ム の 再 構 築 、 
フロ ー ト 計画 立案 な ど 、 数 々 の 偉業 を 成し遂げ 
る 。 諸 術 だ け で な く 譜 業 技術 に も 長け て いて 、 
10 名 の 弟子 た ちと と も に さま ざま な 音 機関 を 制 
作 。 創世 暦 時 代 の 諸 業 技術 の ほぼ すべ て に ユ 
リア が 関わ っ て いる と いっ て も 過言 で は な い 。 し 
か し 華々 し い 功 績 も むなしく 、 BD2712 年 、 弟子 
の ひと り で ある ダ ア ト に 裏切ら れ 、 無実 の 罪 で 投 
獄 さ れる 。 3 年 後に ダ ア ト に よっ て 救出 され て か 
ら は 魔界 に 残さ れ た 人 々 を 助け 出す こと に 仙 進 
し 、 ND0006 年 に 姿 を 消し た 。 その 後 、 放浪 の 
果て に ホ ド 島 で を の 生涯 を 終え た と され て いる 。 

ユリ ア の 譜 歌 功 *5 弄 【 術 ・ 技 】 ユ リア が 残し た 
譜 歌 の こと 。 通常 の 譜 歌 と 違い 、 譜 術 と 同等 
の 力 を 持つ 。 讃歌 は 1 番目 か ら 7 番 目 ま で あり 、 
譜 に 込め られ た 意味 と 象徴 を 正しく 理解 し た う 
え で 歌わ な いと 、 術 と し て 完成 し な い 。 この 譜 
歌 は フェ ン デ 家 に 代々 受け 継が れ て お り 、 譜 と 
旋律 を 知っ て いて も を 一 般 の 音律 士 に は 歌う こ 
は で き な い 。 ヴァ ン は ティ ア に 子守 歌 と し て この 
譜 歌 を 覚え 聴か せ て いた 。 ユリ ア の 譜 歌 は ロー 
レラ イ と の 契約 の 証 で あり 、 1 番 か ら 7 番 ま で を 通 
し て 歌う と ロー レラ イ と の 契約 の 証 で ある 大 譜 歌 
が 完成 。 大 譜 歌 と ロー レラ イ の 鍵 を 組み 合わ せ 
る こと で 、 ロー レラ イ を 杏 嘆 し 、 その 力 を 操る こと 
が で きる 。 

ユリ ア の 讃 石 入 * 臣 弄 【 呼 称 ] ユ リア の 預言 に よ 
っ て 発生 し た 巨大 譜 石 で 、 第 一 譜 石 一 第 七 譜 
石 の 総称 。 ダ ア ト は この うち 第 一 譜 石 一 第 六 諸 
石 を も っ て 、 ロー レラ イ 教 団 を 設立 し た 。 その 
後 、 未来 を 知り た が っ た 創世 暦 時 代 の 国々 が 
譜 石 を 奪 お うと 画策 し た た め 、 ロー レラ イィ 教団 は 
優位 を 保 と うと 譜 石 を 破壊 し 、 ラジ エイ トゲ ー ト に 
乗せ て 上 空 へ 放出 し た 。 オー ルド ラン ト を 囲む 
諸 石 帯 は 、 この と き に 放出 され た ユリ ア の 譜 石 
の 欠片 で ある 。 プラ ネッ トス トー ム ぞ や 音 譜 帯 の 状 
態 に よっ て 、 と きど き 小 さい も る の が 地上 に 落下 し 
て くる こと が あり 、 その た びに 国々 が 争奪 戦 を く 
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り 広げ て いる 。 ロー レラ イィ 教団 の 礼拝 堂 に は 、 
第 一 譜 石 一 第 六 譜 石 の 欠 五 を 結合 し た も の が 
あり 、 導師 で あれ ば いつ で も 惑星 預言 を 閲覧 
する こと が で きる 。 世界 の 終 話 に つい て 記さ れ 
て いる 第 七 譜 石 だ け は 、 惑星 預言 を し た 直後 
に ユリ ア 自 ら の 手 に より ホ ド 鳥 に 隠さ れ 、 フェ ン 
デ 家 に よっ て 守ら れ て いた 。 各 時 代 の 勢力 が 
第 七 譜 石 の 捜索 に 力 を 注い で きた が 、 つい に 
発見 され る こと は な く 、 ND2002 年 、 ホ ド 消 減 と 
と も に 地 核 に 沈ん だ 。 


ユリ ア の 預言 編 誠 科 [呼称 ]BD2709 年 に 、 ユ 


リア が オー ルド ラン ト の 未来 を 詠ん だ も る の 。 惑星 
預言 と も 5 呼ば れ て いる 。 この 預言 は 全 7 編 と 長 
大 で 、 それ ぞ れ が 山 ほ どの 大 き さ が ある 7 つの 
巨大 な 譜 石 を 生み 出し た 。 以下 は 、 ユリ ア の 預 
言 の 抜粋 で ある 。「ND2000、 ロー レラ イ の 力 を 
継ぐ 者 、 キム ラス カ に 誕生 す 。 其 は 王族 に 連 な 
る 赤い 上 髪 の 男児 な り 。 名 を 聖なる 始 の 光 と 称 
す 。 彼 は キム ラス カ ・ ラ ン バ ル ディ ア を 、 新た な 
る 繁栄 に 導く だ ろう 。 」 、「ND2002、 栄光 を 掴 
む 者 、 自ら の 生ま れ た 島 を 滅ぼす 。 名 を ホ ド と 
称す 。 この の ち 、 季節 が 一 人 巡り する まで 、 キム ラ 
スカ と マル クト の 間 に 戦 乱 が つづ く で あろ う 。 」、 
「ND2018、 ロー レラ イ の 力 を 継ぐ 若者 、 人 々 を 
引き 連れ 鉱山 の 街 へ 向かう 。 そこ で 若者 は 
を 災い と し 、 キム ラス カ の 武器 と な っ て 、 街 と と も 
に 消滅 す 。 し か る 後に ル グ ゲニ カ の 大 地 は 戦乱 
に 包ま れ 、 マル クト は 領土 を 失う だ ろう 。 結果 キ 
ムラ スカ ・ ラ ン バ パル ディ ア は 栄え 、 それ が 未 骨 有 
の 島 栄 の 第 一 歩 と な る 。 ] 、「ND2019、 キム ラ 
スカ ・ ラ ン バ ル ディ ア の 陣営 は 、 ル グ ニ カ 平 野 を 
北上 する だ ろう 。 軍 は 近隣 の 村 を 忠 し 、 要 府 
の 都市 を 囲む 。 や が て 半月 を 要 し て 、 これ を 陥 
落し た キム ラス カ 軍 は 、 王座 を 最後 の 皇帝 の 血 
で 汚し 、 高々 と 勝利 の 雄叫び を あげ る だ ろう 。 」 、 
「ND2020、 要塞 の 街 は うず た か く < 死体 が 積ま 
れ 、 死 臭 と 疫病 に 包ま れる 。 ここ で 発生 する 病 
は 新た な 毒 を 生み 、 人々 は こと ご と く 死 に 至る だ 
ろう 。 これ こそ が マル クト の 最後 な り 。 以後 十 数 
年 に 渡り 、 栄光 に 包ま れる キム ラス カ で ある が 、 
マル クト の 病 は 勢い を 増し 、 や が て ひと り の 男 に 
よっ て 国内 に 持ち 込ま れる で あろ う 。 」 


ユリ アロ ー ド 男 訪 弄 【 地 名 ・ 施 設 】 魔 界 と 外 殻 


大 地 を つなぐ 光 の 道 で 、 ユリ ア が 拓 い た 。 ユリ 
アシ ティ と アラ ミス 湧 水 洞 を 往来 で きる 。 


ユリ ー シ ア 芳 E 偽 [人 名 】 フ ェ ン デル の 改革 組 


織 の 一 員 で 、 20 年 前 に 故人 と な っ た 、 同志 ロ ベ 
リア と 瓜 ふ た つの 顔立ち を し て いる 。 か つて の 
指導 者 マリ ク を 再び 引き 込 も うと し た 組織 の 上 
層 部 が 、 彼女 の 容姿 を アテ に マリ ク と の 連絡 役 
に 抜 握 し 、 謎 の 言葉 で 脅迫 し て 接触 を 図る 。 し 
か し 本 人 は 高い 志 が 評価 され た と の み 信 じ 、 ロ 
ベリ ア の こと も 、 自分 の 身 が 餌 に され て いる こと も 
知ら な か っ た 。 マリ ク の 懐 柔 に 失敗 し た た め 、 今 
度 は 「 娘 と 同じ 顔 」 を 利用 し て 総統 オイ ゲン を 惑 
わし 、 暗殺 する た め の 捨 て 駒 に され そう に な る 
が 、 事態 を 察知 し た マリ ク の 機転 に よっ て 事件 
は 未遂 に 終わ り 、 ユリ ー シ ア は 別 の 経歴 と 名 前 
を 与え られ た うえ で 国外 追放 処分 と な る 。 


ユリ ス 功臣 尋 【 そ の 他 】 破滅 の も の 。 生命 が ある 


と ころ 必ず 存在 する 「 恐 れ 」 や 「 憎 し み ] と いっ 
た 負 の 感情 が 呼び 合い 実体 化し て 生ま れる 。 
聖 獣 王 ゲ オル ギア ス に よっ て 押え られ て いた が 、 
ヒト の 負 の 感情 の 高まり を 受け て 強大 化し 、 自 


ら の 内 部 空間 に すべ て を 取り 込 も うと する 。 


ユ ・ リ ベル テ 罰 CE 蘭 [地名 ・ 施 設 】 ス トラ タ の 首 


都 。 大 統領 府 を 擁し 、 同国 の 政治 的 ・ 経 済 的 
中 心 と を っ て お り 、 その 規模 は 街中 に 亀 車 拠 
点 が 3 つも 設け られ て いる こと か ら も うか が える 。 
スト ラ タ が 誇る 高い 煙 石 技術 が 都市 計画 の 随 
所 に 見 られ 、 粋 を 凝ら し た 街並み は 、 砂漠 の 中 
に あり な が ら 、 世界 の どこ より も 水 の 恵 み を 感じ 
させ る 造り で ある 。 


用 心 棒 鹿 避 剛 【 人 名 】 レ グ ゲ ヌ ム の 商店 主 に 雇 わ 


れ て いた 屈強 な 男 。 商店 主 の 指示 で リタ と マリ 
オ を 連れ 去 ろ うと し 、 ルカ や エル マー ナ に 凄 ん で 
くる 。 前 世 は セン サス の 民 で 、 ヴ リ トラ に 一 家 の 
命 を 救 わ れ た 経験 あり 。 エル マー ナ の 前 世 を 知 
る や その 恩 に 報い る た め 、 彼女 の 代わ り に 子供 
た ち を 養う こと に な る 。 キノ コ の 栽培 と いう 隙間 
産業 的 な 才能 を 持ち 、 レグ ヌ ム 鐘 乳 洞 で 発見 さ 
れ た 貴重 な キノ コ の 量産 に 成功 する と 、 さっ そく 
取引 先 を 見 つけ て き て は 商売 を 軌道 に 乗せ 
た 。 な お 幼い 子供 が 泣き 出す ほど の 強面 だ が 、 
エル マー ナ 曰 く 「 案外 オモ ロイ 顔 の お っ さん 」 。 


妖精 監 K 欄 【 種 族 】 人 そっ くり の 小さ な 体 に 昆虫 


の よう な 羽 を 持つ 生き 物 。 太古 に は 多く が 暮 ら 
し た も の の 、 ラグ ゲ ナ ロク に よっ て 滅び た と され る 。 
現在 で 存在 が 確認 3 れ て いる の は 、 月 の 精霊 
ルナ に 仕え る アル テ ミ ス の み で ある 。 


陽 の 碑 訪 語 樺 [ デ ィ ス カバ リー]】 こ の 世 の 理 の 


あり か を 記し た 陰陽 対 の 碑 の ひと つ 。 「 世 界 の 
中 央 、 そこ か ら 南 方 ・ 北 方 ・ 南 東 ・ 北 東 ・ 南 
西 ・ 北 西 に 聖なる 星 あ り 。 七星 陣 」 と いう 言葉 
が 刻ま れ て いる 。 


備 兵 薦 訪 弄 [職業 】 軍 隊 に 属さ ず 、 旅人 や 商人 


を 魔物 や 盗賊 か ら 守 る こと を 生業 と し て いる 、 
自由 契約 の 雇 わ れ 兵 士 。 オー ルド ラン ト で は 、 
街 の 外 で の 人 斬り は 私 息 と 立証 され な い 限 り 
罪 に は な ら な いと いう 法律 が ある 。 その た め 、 力 
の な い 人 々 が 長い 距離 を 移動 する 際 は 備 兵 が 
必要 と され る の だ 。 ちな み に 、 魔物 と 盗賊 は 倒 
す と 国 か ら 報奨 金 が 出る こと も ある 。 な か に は 
強面 で 法 外 な 報酬 を 要求 する 盗賊 まがい の 詳 
欺 備 兵 も いる の で 、 くれ ぐれ も ご 注意 を 。 


ヨー デル ・ ア ル ギ ロ ス ・ ヒ ュ ラ ッ セ イン 


入 鐘 [人 名 】 先 誤 の 逆 に 当たる 青年 で 、 次 
期 皇 帝 候 補 の ひと り 。 騎士 団 に よっ て 推挙 さ 
れ た の ち 、 エス テル を 推し て 対立 する 評議 会 執 
政官 ラ ゴ ウ の 手 で 拉致 され る が 、 フレ ン の 尽力 
に より 救出 され る 。 穏やか な 人 柄 な が ら 評 議会 
側 を 出し 抜く 行動 力 を 持ち 合わ せ 、 帝国 と ギル 
ド と の 融和 を 模索 し 、 ユニ オン と の 和平 を 締結 
する の に 成功 。 の ち に ラ ゴ ウ の 失脚 や 、 エ ステ 
ル が 公務 を 放棄 し て 旅 を 続け る 事情 を 鑑み 、 
正式 な 次 期 皇 帝 と し て 執務 に 当たる 。 また 変 
革 の 中 心 的 存在 と し て 「 凛 々 の 明星 ] を 後押し 


し 、 自身 の 宝剣 を 提供 する 。 


ヨー ムゲン 功 誤 [地名 ・ 施 設 】 古代 ゲラ イオ ス 


文明 時 代 に 、 コ ゴ ー ル 砂漠 の 北端 に 栄え た 街 。 
現在 は 当時 を 思わ せる 姿 は な く 、 わずか な 届 確 
が 砂 か ら の ぞ く の み で ある 。 デュ ー ク を 保護 する 
フェ ロー は 、 彼 の 暮らせ る 場所 と し て 、 幻 の ヨー 
ムゲン を 再現 。 か つて そこ に 存在 し た 賢人 ソー デ 
ス の 役割 を 与え て 、 彼 を か くま っ て いる 。 


ヨシ ュ ア 罰 避 鐘 【 人 名 】 マー カム と コン ビ を 組む 


[遺構 の 門 ] の 若手 メン バー で 、 どん な と き で も 
安全 帽 を 手放さ な い 根 っ か ら の 職人 肌 。 マー カ 
ム と は 効 少 の 頃 よ り 「 ヨ っ ちゃ ん 」、「 マ ー ち ゃ ん 」 
と 呼び 合う 仲 で ある 。 マー カム が 失 く し た ハム ファ 
ー ル 号 の 安否 を 、 我 が こ と の よう に 案じ て いる 。 


ヨッ ツア 芳 語 欄 【 人 名 】 バル カ で 活動 する ガ ジ ュ 


マ の 情報 屋 。 その 筋 で は 「 カ レギ ア の 辞書 ] で 
通っ て いる 。 抜け 目 の な いし た た か な 人 性格 だ 
が 、 以前 王 の 盾 に よっ て 収容 所 送り に な り そ う 
に な っ た と ころ を ユー ジー ン に 救 わ れ て 以来 、 
彼 に だ け は 頭 が 上 が ら な い 。 


よれ よれ の コー ト 騙 可 本 [武具 】 ギ ルド の 武具 


性 能 テ スト で 登場 する 防具 の ひと つ 。 な ぜ わ ざ 
わざ これ の 性能 を 試す 必要 が ある の か 、 と いう く 
らい に 使い 込ま れ た よれ よれ の 品 で 、 当然 防 
御 力も 低く 、 装備 する だ け で パラ メー タ が 40% ほ 
ど に 下がっ て し まう 。 各地 の ギル ド を 渡り 歩く アウ 
トロ ー を 気取っ て 、 敢えて こう いう リス キー な 装備 
を 身 に まとう の が か っ こい い 、 と いう の が 、 カッ コ 
つけ た い 男 た ちの 本 音 な の か も し れ な い 。 


四 英 雄 罰 9 肥 [呼称]】 ソ ー デ ィ ア ン の マス ター と し 


て ヒュ ー ゴ の 野望 を 打ち 砕き 、 神 の 眼 を 巡る 騒 
乱 を 終わ ら せ た 英雄 の こと 。 スタ ン 、 ルー ティ 、 ブフ 
イリ ア 、 ウッ ドロ ウ が これ に あたる 。 た だ し 彼ら は 自 
分 の こと を 英雄 だ と 名 乗っ た こと は な く 、 人 々 が 
敬意 を 表し て 名 付け た 呼び 名 に すぎ な い 。 


四 大 天使 玉 諾 玉 【 呼 称 】 古 代 大 戦 を 終結 させ 


た 、 マー テル と ミト ス の 姉 弟 、 ユ アン 、 クラ トス の 
四 英 雄 の こと 。 クル シス の 最高 幹部 と し て 、 彼 
ら が 自ら を 称す る 場合 に は 「 四 大 天使 ] の 名 が 
用 いら れる 。 全員 が 天使 化し た 身体 を 持っ て い 
る が 、 クラ トス の み 元 が ハー フエ ルフ で は な く 人 
間 で ある 。 


よん ほん う で の お に 功 議 [神話 ・ 伝 承 】 昔 か 


ら 各地 に 伝わる お と ぎ 話 で 、 シャ ル ロ ウ の 図書 
館 に 絵本 が 収め られ て いる 。 浴 た い ス ピリ ア で 
近づく 人 々 を 襲い 、 や が て 自分 自身 も 凍っ て 動 
け な く な っ た 衣 れ な 鬼 が 描か れ て いる 。 クン ツァ 
介 が モチ ー フ に な っ て いる と 見 られ 、 リチア を 和 守 
る た め に 活動 し な が ら も 人 々 か ら は 恐れ られ 、 イ 
ンカ ロー ズ と の 戦い で 機能 を 停止 し た こと が お と 
ぎ ば な し と な っ た 。 な お サン テク ス 大 聖堂 に は 同 
様 に 機械 人 同士 の 戦い を 指す と 思わ れる 内 容 
で 、 「 鉄 の 雨 の 記録 」 が 残さ れ て いる 。 


nw 。 テー 


ら 人 行 


ラー ギィ 功 鐘 【 人 名 】 魔 導 器 発掘 の 専門 ギル 
ド 「 遺 構 の 門 」 の 首領 。 泥 洋 と し た 見 た 目 に 反し 
て 腕利き で 知ら れ て お り 、 魔 導 器 を 一 発 で 掘り 
当て る 技量 は 「 神 の 手 ] と 呼ば れる 。 その 正体 
は 「 海 凶 の 爪 」 の 首領 イエ ガー。 発掘 し た 魔 導 
器 の 一 部 を 帝国 の 目 を 盗ん で 手元 に 置き 、 
「 海 凶 の 爪 」 や 傘下 の 「 市 の 商人 」 の 商品 と し 
て 売り さば いて いる 。 朴 調 と し た ラー ギィ と 傾奇 
者 めい た イエ ガー は 、 容姿 も 言動 も 正反対 で 、 
まる で 同一 人 物 と は 思え な い 。 だ が 、 どちら が 
彼 の 本 質 な の か 、 本 人 の 口 か ら 語 られ る こと は 
な い 。 

ライ オグ ラン プリ 功 融 位 【 文 化 】 ユー ライ オ で 開 
催さ れ て いる 、 真 の 勇気 を 持つ 者 を 決定 する 
戦い で 、 初代 皇帝 クロ サイ ト ・ ド ・ レ に よっ て 始 
め ら れ 、 100 年 以上 の 歴史 を 持つ 。 優勝 賞金 1 
億 ガル ド と 勇気 を た た える トロ フィ ー を 巡り 、 激 し 
い バ トル が くり 広げ られ る 。 「 何 も の を も 恐れ ぬ 鋼 
の スピ リア を 剣 と 化し 、 集え 勇者 た ち 。 今 こそ 最 
高 の 勇 気 を 競い 合わ ん 」 の キャ ッ チ フレ ー ズ で 知 
られ 、 オー ルド マイ ン 大 陸 の 人 々 に は 人 気 の イ ベ 
ント 。 だ が コハク の 「 勇 気 の ス ピル ー ン 」 が 飛散 し 
た せい で 、 シン グ た ち が エ ント リー し た 回 は 異様 
な 盛り 上 が り を 見 せ 、 一 般 人 まで が 多数 参戦 す 
る 血の気 の 多い 戦い に な っ た 。 な お 大 会 に 便乗 
し 、 ギャ ンプ ブル ギル ド に よる 違法 な 賭け も 行なわ 
れ て お り 、 イネ ス は シン グ ら の せい で 信用 ・ 財 政 
と も に ガタ ガタ に な っ た | 日 々 寧 日 ] を 立て 直す た 
め 、 シン グ と ヒス イ の 優勝 に 全 財 産 を 賭け る 。 し 
か し 勝負 は 異例 の 優勝 者 な し で 幕 を 閉じ 、 彼 
女 の 目論み は 実 を 結ぶ こと は な か っ た 。 

ライ オッ トピ ー ク 罰 E 動 【 地 名 ・ 施 設 】 世界 の 
中 心 に 浮か ぶ 孤 島 「 闘 技 島 」 に 造ら れ た 巨大 
な 塔 の コロ シン アム 、 また そこ で 開催 され る トー ナメ 
ント バト ル を 指す 。 どこ の 国 に も 属さ ず 、 それ ゆえ 
に ある 種 の 無法 地帯 と な っ て お り 、 力 こ そ が 正 
義 と いう 世界 に 魅せ られ た 腕利き が 、 終わ る こ 
と の な い 戦 い に 明け 暮れ て いる 。 ここ で の 戦い 
に 勝ち 抜い た チャ ン ピ オ ン に は 、 「 黒 衣 の 番 人 」 
と いう 、 知る 人 ぞ 知 る 最高 の 名 が 贈ら れる 。 

ライ ガ 功 誠 環 【 生 物 】 大型 肉 食 の 魔物 。 緑 豊か 
な 北 の 大 地 で 、 女王 を 中 心 と し 、 集団 で 生活 
を する 。 人 間 を 獲物 に する と し て 恐れ られ て い 
る が 、 幼い 頃 の アリ エッ タ を 拾い 、 自分 の 幼 獣 と 
と も に 育て た と いう 特殊 な 例 も ある 。 

ライ ゼン 往 回 【 人 名 】4202 年 に お ける 、 ミッ ド 
ガル ズ 王 国 の 騎士 団 団長 。 魔 科学 兵器 に 傾 
倒し て いる 。 

ライ ナー 騙 紅 語 8【 人 名 】 アイ ー シ ャ の 兄 で ハー レ 
イィ の 友人 。 遺跡 研究 家 。 石 舞台 や 巫女 の 儀 
式 な ど 、 か つて 栄え た パラ クラ フ に まつ わる 事柄 
に 詳し い 。 

ライ ブ 用 の ハッ ピ 騙 可 聴 【 武 具 】 ギ ルド の 武具 
性 能 テ スト で 登場 する 防具 の ひと つ で 、 ライ ブ プ 
の 高揚 感 を きら に 高め る は お り 物 と し て 人 気 の 
品 。 た だ し 当然 な が ら 防 具 と し て の 性 能 は まる 
で 期待 で きず 、 装備 する と 各 パ ラメ ー タ が 10 分 
の 1 に 減少 する 「 ハ ン デ 4」 の アビ リティ を 背負 う 
ハメ に な る 。 お めで た い 見 た 目 と は 裏腹 に 、 命 
懸け の 戦い を 強い られ る さま は 、 全 ギ ルド の 仕 
事 の 中 で も と り わ け 「 絵 的 に 悲し い ] と し て 敬遠 
され て いる 。 獲得 経験 値 が 25% ア ッ プ する の も 、 


そん な 心身 と も に 崖っぷち な 状況 を 切り 抜け る 
か ら こ その 賜物 だ と いえ る 。 


ラヴ ィ ル ・ ク レ メ ン テ 功 器 答 【 人 名 】 天 地 戦 争 


時 代 に 活躍 し た 地上 軍 の 最高 幹部 の ひと り 。 
若い 頃 に 軍 に 入隊 し て か ら の ち 、 人 生 の 大 半 
を 地上 軍 に 捧げ た 。 戦争 初期 に 数 々 の 功績 を 
挙げ た こと も あり 、 終結 は 自分 の 手 で と いう 自負 
を 持っ て いる 。 豊富 な 知識 と 経験 か ら な る 戦術 
理論 を 以 っ て 若い 兵士 の 手 本 と な る 器 の 大 き 
な 人 物 で 、 生涯 現役 を モッ トー に 前 線 に 立 と う 
と する 姿 は 、 周囲 を 呆れ させ な が ら る 敬愛 の 対 
象 で あり 続け た 。 と くに 彼 の 主治 医 で あっ た アト 
ワイ ト ・ エ ックス 大 佐 は 、 彼 が 菊 な に ソー ディ アン 
チー ム へ の 参加 に 固執 する た め 、 自ら も 半ば た 
め 息 混じり に チー ム へ の 加入 を 決意 し て いる ほ 
ど 。 地上 軍 全 体 で も か な り の 年 長者 、 ソ ー デ ィ 
アン チー ム の ほか の メン バー と は 親 と 子 ほど も 年 
の 離れ た クレ メン テ 老 は 、 仲間 へ の 気配 り に も 
父親 の 愛情 を 感じ させ る 優し ょ を 持っ て いた が 、 
中 で も アト ワイ ト は 実 の 娘 か 係 の よう に 可愛 が っ 
て いた 。 その た め 彼 女 が 天上 軍 の 捕虜 と し て 
監禁 され た と 判明 し た と き に は 、 先 の 短い 自分 
こそ が 捕らわれ る べき だ っ た と 非常 に 悔い て い 
る 。 ほか の メン バー それ ぞ れ の 悩み や 迷い に 
も 、 厳し さと 温か さ を 以 っ て 接し た 。 男 5 中 [人 
名 】 天地 戦争 時 代 の 人 物 。 地上 軍 に 所 属し 、 
最高 幹部 の ひと り で も ある 。 人 生 の 大 半 を 地 
上 軍 で 過ごし た 老 将 で 、 本 人 は 高齢 に も 負け 
ず 生 涯 現役 の つる り 。 知 将 と し て 知ら れ 、 豊富 
な 経験 と 知識 か ら 生 まれ る 戦術 理論 は 若い 兵 
士 の 手 本 と な り 、 尊敬 を 集め て いる 。 周囲 を 思 
いや り 、 和 を 重んじ る 温厚 な 性 格 の 反面 、 周 
囲 の 反対 を 押し 切っ て 自ら 前 線 に 打っ て 出る 
碧 気 盛ん な 一 面 も あり 、 周囲 か ら は 敬 わ れ た り 
慕 わ れ た り 、 呆れ られ た り し て 敬愛 され て いる 。 
科学 者 チー ム 救 出 作 戦 で は 重要 な 役割 を 務 
め 、 脱出 劇 を 成功 させ た 立役者 と 言わ れ て い 
る 。 後日 、 ソ リー ディア ンチ ー ム 結成 時 に は 「 わ し 
を 外す わけ に は いか ん て 。 の う リ トラ ー ?」 と 断言 
し 、 困惑 する 周囲 を 尻目 に まん ま と そ の 座 を 射 
止め た 。 要する に 、 天地 戦争 初期 の 功労 者 に 
し て 、 最高 幹部 の ひと り で ある クレ メン テ を 止め 
られ る 者 は いな か っ た の で ある 。 この 出来 事 を 
受け 、 クレ メン テ の 主治 医 で ある アト ワイ ト が 「 な 
ら ば 自分 も ] と た め 息 混じり に チー ム へ の 加入 を 
決意 し た と も 言わ れ て いる 。 結果 的 に クレ メン テ 
の チー ム 入 り は 、 ディ ムロ ス の 手綱 を 取り 、 シャ 
ル テ ィ エ に 湯 を 入れ 、 アト ワイ ト を ハラ ハラ させ 、 
お お むね 良好 に 作用 し た の だ っ た 。 


ラウ ルス 葉 可 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 死 の 大 地 に 現 


存する 唯一 の 町 で 、 昔 は レイ モー ン の 民 が 暮 ら 


し て いた 。 その 後 、 レイ モー ン の 遺跡 調査 の べ 
ー ス キャ ンプ と な り 、 教会 の 許可 が な いと 立ち 
入れ な く な っ た 。 し か し 、 今 で は すっ か り 寂 れ て 
警備 は 手薄 に な っ て いる 。 各地 か ら リ カン ツ の 
宝 を 狙う 盗賊 た ち が 集まっ て き て いる 。 


ラキ ア 玉 * 遷 欄 【 人 名 】 ク レア の 母親 。 ポプラ お ば 


さん に 引け を と ら な い 料 理 上 手 で 、 クリ ー ム スー 
プ を 作ら せ た ら 右 に 出る る の が いな い 。 つつ まし 
や か な 美しい の ある 女性 に 見 える が 、 若い 頃 は 
相当 な お て ん ば で 鳴ら し た と いう 。 夫 で ある マル 
コ と 真っ 暗闇 の 洞窟 の 中 で 出会い 、 お 互い の 
顔 も わか ら ぬ まま に 惹か れ あ っ て 結婚 を 決意 し 
た と いう な れ そ め は 、 当時 の スー ルズ 女性 を 沸 
か せ た 乙 女 チ ッ ク ラ ブス トー リー で あっ た 。 


楽園 訪 可 贈 【 神 話 ・ 伝 承 】 枢 密 院 が 掲げ る 理想 


会 の こと 。 も と も と は 特権 階級 に よる 支配 と 
既得 権益 の 享受 を 掲げ て お り 、 密か に 転生 者 
の 力 の 利用 が 研究 され て きた 。 だ が オズ バル ド 
ら の 調査 に よっ て 、 人 間 が か つて は 神 で あっ た 
こと が 明らか に な る に つれ て 、 創世 力 の 力 を 使 
い 、 自分 た ち が 神 と し て 君臨 する 世界 こそ が 楽 
園 で ある と する 。 


楽 仙 酒 功 Ki 剛 [飲食 物 ] 西 マー キス 特産 の 銘 


酒 。 一 見 グミ を 加工 し て 作る 「 グ ミ 焼 酎 」 と 似 て 
いる が 、 グミ に そっ くり な 魔物 「 グ ミラ 」 を 原料 に 
し て いる 珍し いも の 。 味 は すばらし く 、 酒 を た し 
な む お 者 は 例外 な く と りこ に な る が 、 原料 に な る グ 
ミラ が 貴重 な た め 、 流通 量 は と て も 少な い 。 また 
非常 に 細 で 、 取り 扱い に は 細心 の 注意 が 必 
要 で ある 。 


ラグ ナ 遺 跡 視 引 [地名 ・ 施 設 】 始 まり と 終わ 


り 、 そし て 出会い の 地 。 神 の 眼 級 の 巨大 レン ズ 
が 眠っ て いる と さ れる 遺跡 だ が 、 も と も と は 18 
年 前 の 騒乱 時 に 落下 し た 空中 都市 の ひと つ 、 ク 
ラウ ディ ス で ある 。 この 地 で カイ ル は リア ラ と 出 会 
い 、 英雄 に な る た め の 冒 険 が 始ま る の だ っ た 。 
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ラグ ナ ロ ク 薦 回 鹿 【 歴 史 】 フェ ン リ ル と オー ディ ー 
ン が 戦っ た 、 超 古 代 文明 の 終末 戦争 。 エル フ 
族 は 神話 時 代 の 神々 の 戦い に な ぞ ら え ラ グ ナ ロ 
ク と 呼ぶ 。 

落 命 の 荒野 監 K 基 内地 名 ・ 施 設 】 シェ ヘラ 砂漠 
の 南部 に 当たる 荒野 。 一 年 を 通し て ほとん ど 雨 
が 降ら ず 、 厳し い 気 候 の 地域 で ある 。 名 前 は 言 
うま で も な く 、 不用 意 に 足 を 踏み 入れ 命 を 落と 
す 、 その 苦 酷 を 極め る 環境 に 由来 する 。 

ラ ゴ ウ 玉 豆 鐘 【 人 名 】 ヵ カプ ワ ・ ノ ー ル の 執政 官 を 
務め る 、 帝国 評議 会 の 一 員 。 ザー フィ アス か ら 
派遣 され て まもなく 、 独 断 で 重税 を 課 し 私 腹 を 
肥やす 。 その 手段 と し て 用 いた の が 内 々 に 入手 
し た 天 操 魔 導 器 で 、 典 を 起こ し て 漁業 を 壊滅 さ 
せ 、 街 を 混乱 に 陥れ た 。 極め て 非 人 道 的 な 趣 
味 の 持 ち 主 で 、 館 の 地下 に 魔物 を 飼っ た り 、 
街 近く の 森 に 魔 獣 リプ ガロ を 放ち 、 税 の 免除 と 
引き 換え に 住民 に 命がけ で 討伐 させ た り し て い 
る 。 次 期 阜 間 に エス テリ ー ゼ を 推挙 し 、 対立 候 
補 で ある ヨー デル を 誘拐 。 それ が 失敗 する と 今 
度 は ユニ オン と の 関係 改善 を 目指 す 騎 士 団 の 
失態 を 演出 し て 、 評議 会 の 権力 強化 を 目論ん 
で いた 。 企み を 知っ た ユー リ の 手 で 制裁 を 受け 
る が 、 公式 に は 失 貴 と され 、 2000 ガ ルド の 賞金 
が か けら れる 。 死体 は の ち に ヘリ オー ド で 発見 さ 
れ 、 真相 が 明る み に 出 る こと は な いま ま 、 彼 の 
人 生 は 暮 を 閉じ た 。 アレ クセ イ に 対抗 意識 を 持 
っ て いた が 、 その 実 操 ら れ て いる と は 最後 まで 
気づか な か っ た 。 

ラゴス 鐘 乳 洞 含 * 剛 [地名 ・ 施 設 】 キ ュ ノ ス の 
西 に ある 巨大 な 洞窟 。 大 昔 、 降り 注い だ 流星 
か ら 人 々 を 守っ た と 言わ れ て いる 。 奥地 か ら 湧 
き 出る 澄ん だ 水 は 、 キュ ノ ス 近郊 の 土地 に 豊か 
さ を も た らし て いる 。 

ラ ザ リ ス 世 宮 誠 YE 【 人 名 】 生 まれ る は ず だ っ た 
世界 ジル ディ ア の 種子 。 最初 は 肉体 も 自我 も な 
か っ た が 、 どん な 病 も 治し 、 どん な 願い も 叶え る 
赤い 煙 と し て ルミ ナシ ア に 発生 し 、 人 間 が 願い 
を 叶え る た め の 意 思 か ら 世 界 の 生命 力 と 情報 
を 手 に 入れ た 結果 、 今 の 姿 と 知恵 を 持っ た 。 
感情 の 静 と 動 の 差 が 極端 に 激しく 、 物 憂 げに 
話す こと も あれ ば 、 突如 激 吊 する こと も ある 。 そ 
も そ も ラ ザ リ ス の 世界 で ある ジル ディ ア は 本 来生 
まれ る は ず だ っ た 世界 の ひと つ で ある 。 だ が 、 
対 と な る 世界 ルミ ナシ ア が 生ま れる こと に な っ た 
た め に 、 ジル ディ ア は 存在 で き な か っ た 。 ジル デ 
ィ ア の 世界 その も の で ある ラ ザ リ ス は 、 ル ミナ シア 
を 侵食 し て 、 その すべ て を ジル ディ ア に 上 書き 
する こと を 目的 と し て いる 。 それ は ルミ ナシ ア を 
滅亡 させ る こと と 同義 で あっ た が 、 それ を 穴 知 し 
た ルミ ナシ ア の ディ セン ダー た ち に よっ て その 野 
望 は 阻ま れる こと と な る 。 

ラジ ー ン 洞窟 功 * 駐 [地名 ・ 施 設 】 オ ー ル ド マ イ 
ン 大 陸 北 部 の 洞窟 。 聖 都 プラ ンス ー ル へ 続く 街 
道 沿い に ある が 、 地盤 沈下 が 多発 し 、 さら に は 
吸 血 性 の 伯爵 コウ モリ に 襲わ れる 危険 が ある と 
あっ て 、 旅人 は 普通 安全 な 培 回 路 を 利用 する 。 

ラジ エイ トゲ ー ト 芳 誠 王 【 呼 称 ] 第 1 セ フ ィ ロ ト 。 プ 
ラ ネ ッ トス トー ム の 始発 点 。 パッ セー ジリ ング より も さ 
ら に 深層 部 に 、 ロー レラ イ の 剣 で 描か れ た 譜 陣 が 
あり 、 それ が プラ ネッ トス トー ム を 制御 し て いる 。 

ラ シ ュ ア ン 薦 高 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 
は 最果て の 村 ラ シュ アン 。 リッ ド と ファ ラ 、 キー ル 
の 出身 地 だ が 、 いわ ゆる 辺境 の 村 。 また 、 パリ 


ル と レイ ス の 母親 ロナ も この 村 の 出身 。 名 産品 
は ラ シ ュ ア ン 染 め 。 10 年 前 に 起き た ラ シ ュ ア ン の 
惨劇 に よっ て 、 一 時 は 住民 が 半分 に な っ た 。 


ラ シ ュ ア ン 和 染め 騙 可 得 【 文 化 】 ラ レ ュ アン に 伝 わ 


る 伝統 的 な 染め 物 の 技術 。 ラン シュ アン 村 出 身 で 
染め 物 屋 を 営む ウィ ン デ ィ ア 家 が 、 バロー ル に 咲 
< ぐ ド エニ ス の 花 を 顔料 に 使用 に て か ら 、 ラ シ ュ ア 
ン 染 め は 一 躍 全国 的 に 有名 に な っ た 。 現在 で 
も 鮮やか に し て 華やか な 色合い は 評価 が 高い 。 


ラ シ ュ ア ン の 惨劇 功 可 科 【 歴 史 】10 年 前 に 起き 


た 事件 。 封印 され て いた は ず の モン スタ ー が ラ 
シュ アン 村 を 襲い 、 住民 の 半数 が 失わ れ た 。 フ 
ァ ラ が 自分 の わが まま か ら リ ッ ド と キー ル を 連れ 
て 、 レグ ルス の 丘 に 入っ た こと が 惨劇 の 引き 金 
と な っ た 。 じつは この と き 3 人 を 捜し に きた ファ ラ 
の 父親 が ネ レ イド に 乗り 移ら れ 、 モン スタ ー と 化し 
村 を 襲っ て いた 。 また 、 リッ ド の 父親 ピッ ツ ・ ハ ー 
シェ ル も この 事件 で 命 を 落と し た 。 


螺 状 窓 訪 『 誠 斑 【 文 化 】 キョ グエン の 伝統 的 な 建 


築 様式 。 擬 宝 珠 を 3 つ 重 ね た よう な 形 に 壁 を を 
くり 抜き 、 格子 状 の ガラ ス を は め 込 む 。 外 か ら 見 
る と 単なる 明か り 取 り の 窓 に し か 見 えな い 「 隠 れ 
た 碑 沢 」 感 が 、 趣味 に うる さい キョ グエン の 人 々 
の 心 を 捉え た 。 壁 の 厚み が あれ ば ある ほぼ ほど より 
碑 沢 で 洗練 され た も の と され 、 最盛 期 に は 敷 
地 に 対し て 居住 面積 が 極端 に 小さ い 建 物 が 急 
増し 、 寝る 場所 が 確保 で きず に 野宿 を する 人 ま 
で 現われ た と いう 。 現在 で は 宿屋 「 青 狼 酒 家 」 
に 見 られ る の み と な っ て いる 。 


ラジ ル ダ 編 『 基 得 【 地 名 ・ 施 設 】 イー スタ リア 大 陸 


の 中 南部 に ある 小さ な 町 。 ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ と 
の 間 で 小競り合い が 絶え を な いこ と で 知ら れ て い 
る 。 ひと つの 自治 区 内 に ヒュ ー マ と ガ ジ ュ マ そ れ 
ぞ れ の 長 を 立て 、 独自 の 政策 を 掲げ る な ど 、 一 
触 即発 の 様相 。 奇しくも ラド ラス が 崩御 し た 日 、 
50 年 に 1 度 の 奇 祭 「 は だ か 祭り ] が 行なわ れ て 
いた と いう の は 、 知る 人 ぞ 知 る 真実 。 


ラス タ ・ カ ナン 芳和 及 【 地 名 ・ 施 設 】 フォ ドラ の 


地表 か ら 核 まで を 貫く ガル ディ アシ ャ フト 。 フォ ドラ 
の 全盛 期 か ら 衰退 期 に か け 、 核 に 接触 する た 
め に 建造 され た 。 名 前 の 由来 は 、 星 の 核 ( ラ ス 
タリ ア ) へ の 希望 の 架け 橋 と な る 「 約 東 の 地 ] 
で 、 当時 の 研究 者 た ち が 星 の 未 来 と 命運 を 託 
し て いた こと が 仙 える 。 千年 間 荒 府 し た まま の 
地表 と は こと な り 、 核 に 近い 深部 の 空間 で は 
生態 系 が 再生 し 始め て いる 。 


星 の 核 ( ラ スタ リア ) 監 勝 【 そ の 他 】 星 の 中 


心 部 で 、 万 物 の 根源 た る 原 素 を 生み 出す 場 
所 、 また その 構造 を 指す 。 ここ で 生ま れ た 原 素 
は 大 煙 石 へ と 流れ 、 や が て 星 全体 へ と 満ち 、 
一 部 は 煙 石 と し て 結晶 化す る 。 和信 か 昔 、 エフ ィ 


ネ ア へ の 移住 を 決意 し た フォ ドラ の 人 間 た ち は 、 
殖民 星 で ある エフ ィ ネ ア に 母 星 の 環境 を 再現 し 
よう と 、 フォ ドラ の 星 の 核 (ラスタ リア) を エフ ィ ネ ア 
へ 移し た 。 


ラス ト フ ェ ン サー 世 可 得 【 武 具 】 イン フェ リア 人 


の ゾ シ モス 人 台 長 と セレ ステ ィ ア 人 の サゲ グラ が 共同 
で 開発 し た 強力 な 剣 。 素材 に は リバ ヴィ ウス 鋼 
が 使わ れ て いる 。 


ラタトスク 皿 紅 語 【 精 自 】 失わ れ て し まっ た 古 の 


世界 樹 、 大 樹 カ ー ラ ー ン の 精霊 。 8 つの 属性 を 
司る セン チュ リオ ン た ち を し も べ と し 、 セン チュ リオ 
ン が 配下 に し た 魔物 を 使役 し て マナ の 偏り を 正 
し 、 世界 中 の マナ の 調整 役 を 担っ て いる 。 目的 
は と も あれ 魔物 を 使役 する こと で 、 「 魔 物 の 王 」 
と も 呼ば れる 。 また 、 世界 と 魔界 ニ プ ル ヘイ ム を 
隔て る 扉 、 ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ を 作り 出し た の も ラ 
タ ト ス ク で あり 、 マナ の 力 で 扉 に 封印 を 施し 、 魔 
族 が こち ら の 世界 へ 侵入 する の を 防い で いる 。 
魔 族 か ら 世 界 を 護る 存在 で ある こと か ら 、「 魔 を 
狩る 人 」 と 呼ば れる こと も ある 。 ラタトスク は 、 自 
身 が 守護 し て いた 大 樹 カー ラー ン が 枯れ た 責任 
は 、 人 間 と ハー フエ ルフ に ある と 考え 、 人 間 を 
憎み 、 滅ぼす つも り で いた 。 その 手始め と し て 
目 の 前 に 現われ た アス テル を 殺害 する も 、 永き 
眠り か ら 目 覚め た ば か り だ っ た ラタトスク は 、 リヒ 
ター に 討た れ コ ア 化 し て し まっ た 。 この コア を 手 
に し て いた の が マル タ で あり 、 パル マコ スタ で の 
マル タ の 叫び に よっ て 、 ラタトスク は 殺害 し た ア 
ステ ル の 姿 を 模 し て 復活 。 し か し 復活 後 は 力 を 
失っ て いる た め 、 敵 に 襲わ れ な いよ う エ ミル と い 
う 疑似 人 格 を 作り 出し 、 身 を 隠し て いた 。 同時 
に 、 マル タ の 額 に 偽 の コア を 刻み 、 自分 の 本 体 
が マル タ に 宿っ て いる か の よう に 見 せ て いた 。 


ラタトスク ・ コ ア 騙 天 語 8【 そ の 他 】 通 称 、 魔王 


の 卵 。 ラタトスク が 自ら 過 り に つく 、 また は ダメ ー 
ジ を 受け て 強制 的 に 眠り に つき 、 コア 化し た も 
の 。 ラタトスク が 眠り に つい て いる 間 は 、 コア 化 
し て いる セン チュ リオ ン は 復活 で き な い 。 また 、 そ 
の あい だ は 魔物 た ち が 暴 走 し て いる た め 、 世界 
の マナ の バラ ンス が 崩れ て し まう 。 マル タ が ヴァ 
ン ガ ー ド か ら 奪 っ た ラタトスク ・ コ ア は 本 物 だ っ た 
が 、 マル タ が その 名 を 呼ん で 助け を 求め 、 ラ タ ト 
スク が 復活 し た 時 点 で ダミ ー に な っ た と 思わ れ 
る 。 な ぜ な ら 、 エミ ル ニ テラ タ ト ス ク と し て 復活 を 果 
た し た 時 点 で 、 コア は 消滅 し て し まう か ら だ 。 人 
間 で ある マル タ が 魔術 を 使え る よう に な っ た こと 
か ら 、 偽 の コア に も な ん ら か の 力 が 備わっ て い 
た こと が わか る 。 し か し セン チュ リオ ン を 復活 させ 
て いた の は マル タ や 偽 の コア で な く 、 マル タ の 傍 
ら に いた 、 エミ ルーラ タ ト ス ク の 力 だ と 思わ れる 。 


ラタトスク の 短 士 罰 其 語 【 そ の 他 】 テ ネプ ラ エ 


曰く 、 ラタトスク と 契約 する こと で その 力 を 借り て 
戦う 者 。 し か し 実際 に は ラタトスク の 騎士 な ど 存 
在 せ ず 、 ラタトスク が 自身 が 持つ 本 来 の 力 の 一 
端 を 解放 し て いる に 過ぎ な い 。 エミ ルー ニラ タ ト ス 


ク は 形式 上 テ ネ プ ラ エ と 契約 を 行なっ た こと に 
な っ て いる が 、 この 際 の 言葉 「 目 覚め よ 「 魔 を 狩 
る 人 』」 と は 、 ラタトスク 自身 の 力 を 解放 する た め 
の キー ワー ド だ っ た 。 

ラッ キー キャ ッ ト 功 記 議 【 デ ィ ス カバ リー)】 幸 
運 を 招く と いう 言い 伝え の ある 、 6 本 指 の 珍し い 
猫 。 手先 の 器用 さか ら 船 乗り た ち に 重宝 され 、 
一 部 は 野生 化し て アク アヴェ イル の 東海 岸 付 
近 に 住み 着く よう に な っ た 。 

ラテ ィ オ 編 可 剛 【 神 話 ・ 伝 承 】 天上 に 住ま う 
神々 の うち 、 天界 と 地上 と の 厳格 な 分 離 を 目指 
す 人 々 の 総称 。 天界 を 追放 され た 人 間 た ち を 
下 等 な 存在 と し 、 天井 維持 の シス テム の 一 部 と 
し て 、 その 祈り だ け で な く 魂 の 搾取 を も 積極 的 
に 進め よう と する 。 「 元 老 院 ] と 呼ば れる 数 人 の 
高等 神 に よる 組織 が 存在 し 、 彼ら の 指導 の 下 、 
組織 的 な 統治 が 行なわ れ て いる 。 神々 は みな 
規律 を 重んじ 、 己 の 任務 や 肩書 き 、 神 と し て の 
役目 を 重視 する 。 その 厳格 な 階級 制度 ゆめ え に 、 
セン サス の 神々 か ら は 、 融通 が 利 か ず 保守 的 で 
ある と 捉え られ て いる 。 騙 届 剛 【 種 族 】 転生 者 
研究 所 や 西 の 戦場 で 対 財 す る モン スタ ー。 地 
上 に 転生 を 果たし た 天上 人 の うち 、 か つて ラテ ィ 
オ の 民 だ っ た 者 が 力 を 覚醒 させ た 姿 で 、 前 世 の 
神 だ っ た 頃 の 姿 そ の も の で ある 。 多く が 今 で も 敵 
方 の 武将 アス ラ へ の 恨み を 抱い て お り 、 アス ラ 
の 転生 者 で ある ルカ に 無 条件 に 襲い か か っ て く 
る 。 セン サス の 民 に 比べ シャ ー プ な 体つき で 、 皮 
誠 は 紫 や 青み が か っ て いる の が 特徴 。 

ラディ スロ ウ 功 議 [地名 ・ 施 設 】 天地 戦争 の 
折 に 地上 軍 の 指令 本 部 と な っ た 輸送 艦 。 戦争 
初期 に ベル クラ ント に よる 砲撃 を 受け て 海 に 沈 
む が 、 の ち に 引き 揚げ られ て 改修 され 、 地上 軍 
の 本 拠 地 と な る 。 普段 は カモフラージュ の た め 
に 艦 の 大 半 を 雪原 に 埋め て お り 、 軍 関 係 者 や 
一 般 市 民 が 格納 庫 内 で 生活 する 場合 も あっ 
た 。 決戦 の 舞台 と な っ た ダイ クロ フト へ の 突入 
作戦 で は 、 物資 輸送 用 の 艦 と は 思え な い 素 晴 
らし い 機 動 性 を 見 せ 、 ソー ディ アン チー ム の メン 
パー を 敵 の 本 拠 地 へ と 運ぶ 。 戦争 終結 後に ソ 
ー デ ィ ア ン ・ ク レ メ ン テ と と も に 再び 海 に 沈め られ 
る が 、 神 の 眼 と 空中 都市 群 の 復活 に 呼応 し 復 
活 を 果たす 。 そし て 同じ く コ アク リス タル に 投射 
され て 眠り に つい て いた 地上 軍 の 総司 令 官 メ 
ルク リウ ス ・ リ トラ ー と と も に 、 ダイ クロ フト を 陥 と す 
べく 再び 浮上 し た 。 ダイ クロ フト 上 空 で 待ち 構え 
て いた た 守護 竜 に 撃墜 され 、 外 殻 上 に 墜落 し て 
飛行 機能 を 失う が 、 内 部 に 設置 され た 次 元 転 
移 エ レベ ー タ の 機能 に より 、 ヒュ ー ゴ 討伐 に 頁 
献 する 。 罰 55 放 【 地 名 ・ 施 設 】 天地 戦争 に お 
いて 、 地上 軍 統 合 本 部 と な っ た 輸送 艦 。 戦争 
初期 、 ベ ルク ラン ト に よる 砲撃 を 受け て 湖 に 沈 
む も 、 後に これ を 発見 し た 地上 軍 が 改修 し て 統 
合 本 部 と し た 。 艦 体 の ほとん ど が 凍っ た 湖 に 沈 
ん で いる こと で 、 外見 上 は 巨大 輸送 艦 に 見 え 
ず カ モ フ ラ ー ジ ュ に も な っ て いる 。 多く の 難民 を 
収容 し て いる た め 、 通常 は 停泊 し た まま 移動 し 
な い 。 この こと か ら 、 地上 軍 軍 事 拠点 は 湖 中 の 
ラディ スロ ウ を 中 心 に 周囲 の 地 中 を 掘っ て 地下 
施設 を 造り 、 その 施設 同士 を 連絡 させ た 構造 
と な っ て いる 。 ラディ スロ ウ は 単なる 大 型 輸 送 艦 
の た め 兵 装 を 施さ れ て お ら ず 、 攻撃 に も 防御 に 
も 向い て いな い 。 し か し 地上 軍 が ダイ クロ フト へ 
と 大 兵員 を 送る 唯一 の 手段 で ある た め 、 決戦 


時 に は 衝 か 上 空 へ と 浮上 し 、 ダイ クロ フト へ の 
突入 を 果たす こと に な る 。 天地 戦争 後 、 ラ ディ 
スロ ウ は コア クリ スタ ル に 投射 され た り リト ラー、 ソー 
ディ アン ・ ク レ メ ン テ と と も に 海底 に 封印 され て 
いた が 、 神 の 眼 を 巡る 騒乱 時 、 空中 都市 の 復 
活 と 呼応 する よう に 浮上 し た 。 


ラディ ッ ツ 男 層 [人 名 】 ペ ルク ラン ト を 開発 し た 


科学 者 チー ム の リー ダー。 ミク トラ ン へ の 協力 に 
否定 的 だ っ た 科学 者 チー ム は 地上 軍 と コン タク 
ト を 取り 、 地上 軍 に よる 救出 作戦 に よっ て ベル 
クラ ント か ら 助 け 出さ れ た 。 部 下 達 と と も に 地上 
軍 へ と 合流 し た ラディ ッ ツ は 、 ソー ディ アン の 早 
期 開発 に 多大 な 貢献 を 果たし た 。 


ラド ラス の 落日 臨 呈 棋 【 そ の 他 】 先代 の カレ ギ 


ア 国 王 ・ ラ ドラ ス の 崩御 の 日 。 死 の 間際 に 自身 
の フォ ルス を すべ て 解放 し 、 それ が 引き 金 と な っ 
て 世界 中 の バイ ラス の 凶 野 化 お よび 多く の 人 間 
の フォ ルス 能力 覚醒 ・ 暴 走 が 起こ る 。 世界 は 
混乱 に 陥っ た が 、 じつは ジル バ の 謀略 を 予測 し 
た ラド ラス が 、 それ に 対抗 で きる よう に フォ ルス 能 
力 者 を 増やそ うと 行なっ た 苦肉の策 で あっ た 。 
賢 王 と 墓 わ れ た 君主 の 崩御 と 混乱 の 世 の 夜 
明け と いう 、 二 重 の 意味 を 持つ 。 


ラド ラス ・ リ ンド ブロ ム 功 『 臣 欄 [ 人 名 】 先代 の 


カレ ギア 国王 で 現 女王 アガ ー テ の 父親 。 歴代 
の 王 の 中 で も 極め て 強い フォ ルス 能力 を 有 し て 
いた 。 病 の 床 に 伏し た の ち 自ら の フォ ルス を 暴 
走 させ 、 落 命 する 。 ラド ラス の フォ ルス に 感化 さ 
れ て 世界 中 の バイ ラス が 凶暴 化し た り 、 本 来 フ 
ォ ル ス 能 力 を 持つ こと が ほとん ど な い は ず の ヒュ 
ー マ に まで 能力 の 覚醒 が 現われ た り と 、 彼 の 死 
は し ぱし ば 世界 の 混乱 と 同時 に 語ら れる 。 


ラナ ・ キ ャ スタ ニ エ 罰 棋 語 8【 人 名 】 実 在 し た エ 


ミル の 母親 。 ヴァ ン ガ ー ド に よる パル マコ スタ 血 
の 粛 清 の 際 、 偽 ロ イド ニー デ ク ス に 殺害 され た 。 


ラビ ー ド 功 誤 【 犬 名 】 ユ ー リ の 飼い 犬 。 騎士 団 


時 代 に 世話 を され て いた 縁 で 、 彼 と と も に 隊 を 
離れ た の ち 、 下町 の 一 角 で 寝食 を と も に し て い 
る 。 高い 戦闘 能力 を 持ち 、 私 生活 は も と より 戦 
い に お いて も 彼 の パー トナ ー と し て 優れ た 活躍 を 
する の は 、 下町 界隈 で は も る は や 有名 な 話 。 また 
キレ 者 で 知ら れ 、 彼 と 親しく な ろう と 必死 な エス 
テル を 尻 則 に 、 あか ら さ ま に 犬 嫌い な リタ に わざ わ 
ざす り 寄 っ て 両者 を か ら か っ て みた り 、 達観 し た 
風 の あ る パテ ィ に な じん だ りす る 様子 が 、 旅 の そ 
こ か し こ で 見 られ る 。 その 存在 感 は 犬 社会 で も 
際立っ て お り 、 帝都 の 動物 た ち を 牛耳っ て いた 
先代 の ビッ グ ボ ス ・ プ チ ウ ルフ を 追い 出し 、 その 
座 に 君臨 。 紳士 的 な 犬 柄 が 大 い に 支 持 を 集 
め 、 不動 の 地位 を 獲得 する と ころ と な っ た 。 な お 
戦闘 で は 口 に くわ ぇ た 短剣 を 巧み に 操る スタ イ 
ル で 戦う が 、 平時 で も か つて の 主人 が 愛用 し た 
キセル を 口角 に 乗せ て お り 、 幼少 時 か ら の 噛み 
グセ は 今や トレ ー ド マー ク と し て 定着 し た よう だ 。 


ラビ ス ・ シ ル バ 功 記 欄 [ 人 名 】 軍 特務 部 隊 司 


令 官 シル バ の 娘 。 シル バ が 責任 者 だ っ た 巨大 
思念 石 砲 実 験 に 母 パ ー ル と と も に 巻き 込ま れ 
る 。 シル バ を 利用 し よう と し て いた スト リー ガウ に 
よっ て 、 彼女 の 傷つい た スピ リア は 奪わ れ て し 
まい 、 以来 3 年 の 間 眠 り 続け て いる 。 世界 の 粛 
清 を 唱え る シル バ の 凶行 は 、 根底 に 妻 を 失い 
娘 を 傷つけ られ た こと へ の 復讐 が あり 、 ラピス の 
スピ リア を 癒し 、 目覚 め さ せ る と いう こと が 真 の 目 
的 に ほか な ら な い 。 シル バ の 遺志 を 継い だ イネ 
ス の 尽力 で 長い 眠り か ら 覚 め た ラビ ピス は 、 わ だ 
か まり を 越え て イネ ス を 母 と 墓 う よう に な る 。 


ラブ ラド ・ ア ー カ ム 罰 * 模 剛 【 人 名 】 現在 の バレ 


イア 教 の 創始 者 で あり 教主 。 39 歳 。 旧 バ パレ イア 
教 の 巫女 アイ オラ の 下 、 ゼクス ギド ナ 、 そし て 先 
帝 の 第 一 皇子 テク タ と 打倒 クリ ー ド を 掲げ て ソー 
マ 部 隊 を 組織 し た 。 17 年 前 プラ ンス 海峡 を 舞 
台 に し た 戦い で 、 ジル コ ニ ア に 寄生 し た クリ ー ド 
に 襲撃 され 一 団 は 散り ちり に 逃走 。 アー カム は 
再び クリ ー ド を 倒す た め 、 結晶 騎士 団 を 組織 す 
る 。 力 を 得る に は 権力 が 必要 と 考え た 彼 は 、 ソ 
ー マ 狩 り を 行ない 、 同時 に これ を 正当 化す る た 
め 新 し い 教 義 に よる バレ イア 教 を 創設 し た 。 し か 
し 権力 を 計 に それ まで の パレ イア 教 を 異端 と 弾 
圧する 彼 の 行動 は 、 ゼクス ら の 理解 を 得る こと 
は な く 、 アイ オラ と と も に リチア を 守り 続け た | 旧 バ 
レイ ア の 教徒 で ある ノー クイ ン の 人 々 、 と くに シー 
ラ か ら は 「 裏 切り 者 ] と され る 。 また 彼 は この と き 
残さ れ た 息子 カレ セ ド ニ ー を まもなく 現 皇 帝 パ ラ 
イ バ の 許 嫁 と し 、 己 の 権力 を 盤石 な も の に し た 。 
軍 の 最高 責任 者 で ある グロ シュ ラー と 激しく 対立 
し て いる が 、「 継 色 の の 魔王 ] ク リー ド が 実在 
する 事 を 、 軍 は も と より 教会 幹部 に も 、 また 息子 
カル セ ド ニ ー に さえ も 知ら せ て いな い 。 な お 、 か つ 
て 彼 が クリ ー ド 討伐 に 用 いた ソー マ は 、 現在 で も 
胸 に つけ て いる 宝玉 の ペン ダン ト で 、 防御 ・ 思 
念 術 に 特 化 し た も の 。 クリ ー ド と の 戦い の あと イン 
カロ ー ズ の 横 撃 を 受け て 破損 し た が 、 この と き 妻 
を 守り 切れ ず に 亡くし た 悔恨 を 忘れ な いよ うに 
と 、 肌身 離さ ず 身 に つけ て いる 。 


ラブ リー ウサ ギル ド 臣 品 鐘 【 ギ ルド 】 ウ サギ さん 


を ひたすら に 愛でる だ け の ギル ド 。 ダン グレ スト の 
いち ウサ ギ 好 き の じ いさ ん に よっ て 発足 し た 。 ウ 
サギ の 愛 ら し さ を 世に 知ら し め る べく 立ち 上 げた 
も の の 、 広報 人 に ふさ わし い 人 材 に 恵まれ ず 頓 
挫 。 それ で も 諦め 切れ ず に ユニ オン 本 部 に 通 
い 詰 め て いた 折 に ユー リ た ち を 見 か け 、 宣伝 役 
を 依頼 する 。 トレ ー ド マー ク で ある ウサ ミミ を 装着 し 
た 一 行 の 活躍 に よっ て 、 ギル ド の 著名 度 も また う 
な ぎ 登 り に 一 一 と いう の が じい さん の 作戦 で 、 ギ 
ルド に 加入 し た 人 々 が 、 ウサ ミミ を 揺らし な が ら ウ 
サギ 談義 に 花 を 咲か せる 光景 を 夢見 て いる 。 
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ラブ リー 猫 辞典 入 避 久作 品 】 リ タ が 腰 に つけ 
て 携帯 する 、 いわ ゆる サブ 武器 の ひと つ 。 天 
才 魔 導 士 が 持ち 歩く の は 軒並み 、 難解 な 術 式 
の 鞭 列 で くり 広げ られ る いか に も 仲 々 し い 書 物 
だ と いう の に 、 な ぜ か これ だ けが 、 その 筋 の 人 
に は た ま ら な い 猫 本 で ある 。 豊富 な 写真 と 1 ラス 
ト に よる 記し の お 姿 の ほか 、 世話 で は な く お 仕 え 
の 仕方 、 飼い 主 改 め 下僕 と し て の 心得 が 記さ 
れ て いる 。 敵 の 術 攻撃 に 対し て 無敵 に な る と い 
う 高 性 能 な スキ ル が 、 こん な 癒し 系 の 本 に 隠さ 
れ で て いる と は 、 よもや 誰 も が 思う まい 。 

ラプ ン ツ ェ ル 功 議 【 地 名 ・ 施 設 】 救 世 レ ステ 
ム ・ ガ ル デ ニ ア の 成長 を 観測 する た め 、 その 体 
表 上 に 建設 され た 観測 施設 。 施設 の 維持 と デ 
ー タ 収集 は すべ て 機械 人 が 行なっ て お り 、 結 
晶 界 が 滅び た あと も 2 千年 間 稼働 し て いる 。 結 
晶 界 に 建造 され た 巨大 な 塔 ジャ ッ ク シ ー ド の 転 
送 シ ステ ム を 利用 する こと で し か 、 同 地 に 足 を 
踏み 入れ る こと は で き な い 。 

ラミ ナ ・ ツ ァ イ ベ ル 玉 可 腸 【 人 名 】 キール の 母 
親 。 いつ も キー ル を 引き 回 す リ ッ ド の こと を 、 あま 
り よ く 思 っ て いな い 。 

ラム ダ 芳 * 共 王 [呼称 ]】 か つて フォ ドラ で 、 星 の 核 
を 研究 する 過程 で 偶然 発見 され た 原始 的 な 生 
命 体 。 ほか の 生物 に 寄生 で き 、 自ら の 体 組織 
を 植え つけ た 相手 を 、 自身 の 統率 下 に 置く こと 
も 可能 。 生物 工学 博士 コー ネル に よっ て ヒュ ー 
マ ノ 條 の 肉体 を 与え られ 、 情操 教育 を 施さ れる 
と 、 まもなく 人 間 ら し い 感 情 を 理解 する よう に な 
る 。 し か し 彼 を 危険 視 す る エメ ロー ド ら が 、 倫理 
規定 へ の 抵触 を 理由 に コー ネル を 告発 。 ラム ダ 
自身 も 命 を 人 姓 わ れ 、 エフ ィ ネ ア へ と 脱出 する 。 そ 
し て 千年 に 渡る 逃亡 の 果て に 出会っ た リ チ ャ ー 
ド と 互い の 孤独 に 共鳴 し 合い 、 彼 の 肉体 を 依 
代 と し て 星 の 核 へ の 回 帰 を 目指 すこ と に な る 。 
手段 を 選ば ず 原 素 を 触 む ラム ダ は 、 己 の 肉体 
か ら つ ぎ つ ぎ に 魔物 を 誕生 させ 、 エメ ロー ド の 言 
を 借り る と 「 ほ か の 生命 に 巣 喰う 悪魔 ] た る 存 
在 と な っ た 。 し か し コー ネル を 唯一 の 肉親 と 認識 
し て いた ラム ダ に と っ て は 、 父 た る 博士 が 死 の 
間際 に 残し た 「 生 きろ 」 と いう 言葉 こそ 、 彼 の ささ 
や か な 希望 で あり より どこ ろだ っ た の で ある 。 


ラム ダス 功 誠 内 【 人 名 】 フ ァ ブ レ 公 暑 家 に 仕え る 
執事 。 身分 違い の ペー ル と 話す こと を ルー ク に 禁 
じ る な ど 、 少々 高慢 な と ころ は ある が 、 根 は 悪い 
人 物 で は な い 。 ルー ク を いつ まで も 「 お ぼっ ちゃ 
ま ] 扱い する た め 、 ルー ク か ら 煙 た が られ て いる 。 

ラム ダ 痕 笹本 [現象 】 肉体 に ラム ダ が 寄生 し て 
いる 証 で 、 多く の 場合 左 の 瞳 が 赤く 染まる 。 ラム 


ダ の 寄生 か ら 解放 され る と 、 その 痕跡 も 消え る 。 

ラム ダ 苗 芳 欄 [地名 ・ 施 設 】 ラ ムダ が 自身 を 守 
る た め に 形成 する 巨大 な 功 で 、 自ら の 体 組織 を 
移植 し た 魔物 を 生み 出し 、 つぎ つぎ に 排出 す 
る 。 通常 の 方 法 で は 破壊 する こと は で きず 、 唯 
一 の 手段 は デリ ス 鋼 に よる 1 点 集中 突破 で ある 。 

ラム ラス ・ ク オー ルズ 玉 可 駐 【 人 名 】 代 々 レイ 
モー ン の 王家 に 使え て いた 騎士 。 獣 人 戦争 で 
レイ モー ン の 都 が 減 び て か ら は 、 メリ ッ サ に つい 
て 護衛 を し て いた 。 15 年 前 、 異端 者 狩り に 草 
っ た 際 に メリ ッ サ か ら 幼 い カイ ウス を 託さ れ 、 以 
来 、 父 と な っ て カイ ウス を 育て て きた 。 カイ ウス に 
対し て 自分 が 養父 で ある こと 、 自分 た ち が レ イモ 
ー ン の 民 で ある こと 、 カイ ウス が 王族 の 末 座 で あ 
る こと な ど を 隠し て いた が 、 フェ ルン が 魔物 に 襲 
われ た 際 、 獣 人 化し て 村 を 救い 、 すべ て を 明 
か すこ と に な る 。 も と 騎士 だ な け に 剣 の 腕 は 超 一 
流 た が 、 源 死 の 状態 で ロミ ー の 攻撃 か ら カ イ ウ ス 
を 旗 い 、 命 を 落と し た 。 

ラ ・ メ ー ル 玉 K 避 駐 【 地 名 ・ 施 設 】 ノ ー ド ポリ カ 闘 技 
場 の 最上 階 に ある 高級 レス トラ ン 。 360 度 見 渡す 
限り の 展望 は 、 眼下 に 組ん ず ほ ぐれ つの 血 み ど 
ろ の 戦い 、 頭上 に は 結界 魔 導 器 が 発する ま ば 
ゆい ば か り の プラ ズ マ 、 そし て 衝 か 遠く まで 続く 
紺碧 の 海 が 一 度 に 楽し め る と あっ て 、 テル カ ・ リ 
ュ ミ レー ス で も 指折り の 碑 沢 に 数 えら れる 。 

ララ 往生 【 人 名 】 フ ェ ン デル の 帝都 ザ ゲ ェ ー ト に 
住む 少女 で 、 病気 の た め 長く 伏せ っ て いる 。 元 
気づけ よう と ソフ ィ が ぬい ぐる み を あげ た こと を き 
っ か け に 仲よく な り 、 ぬい ぐる み を 手 に 入れ る た 
びに 届け る こと に な る 。 た くさ ん の お 見 舞い の 品 
に 囲ま れ や が て 元気 を 取り 戻し た 彼女 は 、 ソフ ィ 
と 連れ 立っ て 雪 の 街路 で 遊び 回 り 、 満面 の 笑 
顔 を 見 せ た 。 し か し じつは そん な 姿 る 幻 で 、 7 年 
前 に 事故 で 家族 全員 を 亡くし た あと 、 残さ れ た 
彼女 も 病気 で すでに 他界 し て いた の で あっ た 。 


ラル ゴ 功臣 弄 【 人 名 】 本 名 バダ ッ ク ・ オ ー ク ラン 
ド 。 ナタ リア の 実父 。 砂漠 越え を する キャ ラバ ン 
隊 の 護衛 を し て いた 備 兵 。 砂漠 の 獅子 王 と い 
う 異 名 を 持つ 凄腕 だ っ た 。 娘 の ナタ リア こと メリ 
ル を 奪わ れ 、 妻 の シル ヴィ ア を 亡くし た あと 、 バ 
チカ ル か ら 去 り 、 ヴァ ン と の 出会い を きっ か け に 
ロー レラ イ 教 団 に 入団 。 神託 の 盾 騎士 団 の 第 
一 師団 師団 長 と な っ た 。 黒い 鎧 で 戦場 を 駆け 
る その 姿 か ら 、 黒 獅子 ラル シゴ と 呼ば れ 、 恐れ ら 
れ て いる 。 娘 が キム ラス カ の 王女 と な る こと が 預 
言 に 詠 ま れ て いた こと を 知り 、 預言 が 妻 と 娘 を 
奪っ た と 確信 。 預言 と 、 それ に 追随 する 者 た ち 
すべ て を 恨む よう に な っ た 。 


ラル レン 大 橋 騙 誠 斑 【 地 名 ・ 施 設 】 ケ ケ ッ ト 街 首 
の も っ と も 北側 に か か る 橋 。 利用 者 は 9 割方 が 
スー ルズ 村民 の た め 、 基本 的 に は 村人 が 費用 
を 出し 合っ て 補修 工事 を 行なっ て いる 。 石造 り 
の アー チ 橋 で 、 な か な か 立派 な 姿 。 

ラン ゲ 和 薦 高 邊 [単位] 1 ラン ゲ は 約 30cm。 成人 
男性 の 足 の サイ ズーleg か ら と られ た 単位 。 

ラン ト 玉 誠 械 [地名 ・ 施 設 】 ウ ィ ン ドル 王国 北西 
に 位置 する 地域 。 煙 石 の 採掘 量 に 恵まれ て お 
り 、 国内 の 煙 石 生産 の ほとん ど を まかなっ て い 
る 。 その た め 国 境 を 接する フェ ン デ ル と は 煙 石 
を 巡っ て 何 度 も 紛争 が 起こ り 、 また 西方 の スト ラ 
タ も 煙 石 を 目的 に 事実 上 の 統治 下 に 置 こう と 画 
策 し て いる 。 

ラン ド グ リ ー ズ 玉 若 徐 【 聖 獣 ] 大 地 を 司る 聖 
獣 。 聖 獣 王 ゲオ ルギア ス を 除い た 6 体 の な か で 
は も っ と も 年 を 重ね て お り 、 重厚 で あり な が ら も 
どこ か 愛 婚 が ある 。 た また ま 亡 骸 の 上 に 街 が で 
き て し まい 、 その まま の 姿 で 数 百年 を 過ごし て い 
る 。 サ ニ イ タウ ン の 住人 は 、 菅 れ 多く も 聖 獣 欄 
の 背中 の 上 で 日 々 の 暮らし を 営ん で いる な ど 、 
当然 知り も し な い 。 

ラン ト の 裏山 功 欄 [地名 ・ 施 設 】 ラ ント 領主 邸 
に ほど 近い 丘陵 地 。 原 素 の 流れ に 恵まれ 、 本 
来 は それ ぞ れ の 大 煙 石 の 影響 で 師 る は ず の 
原 素 が 、 自然 と 集まっ て いる 。 原 素 を 動力 に 稼 
働 す る ソフ ィ は 、 ラム ダ と の 戦い で 受け た 損傷 を 
修復 する た め 、 より 豊富 な 原 素 を 求め この 地 で 
眠っ て いた 。 

ラン バル ディ ア 至 宝 勲 章 藍 * 欄 【 そ の 他 】 キ ム 

ラス カ 王 国 で も っ と も 栄誉 ある 勲章 で 、 減 多 な こ 

と で は 授与 され な い 。 授与 式 は 王族 関係 者 列 

席 の も と 、 厳か に 執り 行なわ れる 。 外 殻 大 地 降 

下 後 、 ルー ク は 障 気 中 和 と いう 偉業 を 成し遂げ 

た こと を 讃え られ 、 これ を 授与 され た 。 


リア 功 識 【 人 名 】 スカ ー レ ッ ト 夫 妻 の 娘 。 アー チ 
ェ と は 親友 で 、 よく ふた り で 遊ん で いた 。 デミ テ 
ル に 殺害 され る が 、 この 世に 残っ た 魂 が アー チ 
ェ と 出会い 、 彼女 の 肉体 を 借り て デミ テル へ の 
復讐 を 誓う 。 クレ ス 達 の 協力 に より 目的 を 達成 
し 、 昇天 し た 。 

リア ー ナ ・ モ リュ ウ 芳 5 簡 【 人 名 】 モリ ュ ウ 領 の 
現 当 主 フェ 人 ト の 妻 。 か つて フェ イト が 恋人 の エレ 
ノア を 大 王 テ ィ ベ リウ ス に 奪わ れ 絶望 の 淵 に あっ 
た と き 、 献身 的 に 支え た 。 その 中 で 想い を 交わ 
し 、 忌まわしい 事件 か ら 2 年 の の ち 結婚 する 。 
領主 の 息子 た ちと 貴族 の 令嬢 と いう 華やか な 
恋愛 事情 や その 果て の 悲劇 、 すべ て の 成り 行 
き を 知っ て いて も 、 気丈 さき を 失わ な ず に 強い 愛 
情 で フェ イト の 下 へ 嫁い だ 。 亡き エレ ノア へ の フ 
ェ イ ト の 気持 ち が 思 い 出 に 変わ っ た 現在 も な お 、 
それ に お ご る こと な く 一 途 に 夫 を 想っ て いる 。 

リア ラ 罰 豆 引 【 人 名 】 ラ グ ナ 遺 跡 の 巨大 レン ズ か 
ら 現われ た 少女 。「 幸 福 」 を 実現 する た め に 


「 英 雄 」 の 助言 を 求め 、 ま た その 力 を 得る こと を 
使命 と し て いる 。 奇跡 を 起こ す 力 を 持つ が 、 そ 
れ を 叶え て いる の は 、 リア ラ 自 身 が フォ ルト ゥ ナ 神 
の 創造 し た 「 聖 女 ] で あり 、 また 神 の 化身 で ある 
た め 。 し か し も る う ひ と り の 聖女 で ある エル レイ ン に 
遅れ を 取り 、 彼女 の 推し 進め る 管理 的 な 社会 
を 疑問 視 し な が ら も 、 力 及 ば ぬこ と に 思い 悩 
む 。 当初 は 使命 に 凝り 固まり 、 英雄 だ と 名 乗る 
カイ ル を 何 度 も 否定 する が 、 や が て 確か な 信念 
を 持っ た 彼 を 、 自分 の 求め る 「 英雄] だ と し て 、 
全幅 の 信頼 を 寄せ る よう に な る 。 罰 議 【 人 
名 】 ゾー オン ケイ ジ に 現われ る 「 聖 女 ] で 、 世界 
を 救う 英雄 を 求め 、『 テ イル ズ オプ デス ティ ニ 
ー2」 の 世界 か ら や っ て 来 た 。 彼女 自身 も 相当 
の 腕 を 持ち 、 ライ オッ トピ ー ク で は 黒衣 の 番 人 の 
ひと り と し て 闘技 島 に 君 皿 し て いる 。 

リア ン ナ ・ ケ ー ル 玉 避 鐘 【 人 名 カロ ル が か つ 
て 在籍 し て いた こと の ある ギル ド の メン バー。 カ 
ロ ル の 教育 係 と し て 、 厳し くも 愛情 深く 接する 。 
婚約 者 に 贈 ろ うと し た 母親 の 形見 ・ エ ヴァ ライ ト 
の ネッ クレ ス を 失 く し 、 その 捜索 を 「 凛 々 の 明星 」 
に 依頼 する 。 彫金 ギル ド 「 銀 環 の 征 域 ] に 属す 
る ケー ル 氏 は 、 リ アン ナ の 父親 。 


リア ン ハ イト 斑 i 位 【 呼 称 】 絆 の 力 で 生ま れ 変 


わっ た 飛行 ソー マ ・ バ ル ハ イト に イネ ス が つけ た 
名 前 。 ペリ ドッ ト と パイ ロク ス の 命 と 引き 換え に エ 
ボル プ を 遂げ た バル ハイ ト は 、 一 行 を 機動 結晶 
城 サ ンド リオ ン へ と 運ぶ 。 

リー ガル ・ ブ ライ アン 芳 諾 動 【 人 名 】 レ ザ レ ノ ・ 
カン パニ ー の 会 長 に し て 、 公 遇 の 地位 に ある 人 
物 。 その 家柄 や 身分 か ら テ セア ラ の 社交 界 で 
は 一 目 置か れる 人 物 だ が 、 当 の 本 人 は 家柄 や 
身分 に 関係 な く 人 々 と 接し 、 人 望 に 厚く 誰か ら 
も 尊敬 され て いる 。 強く 優し く 、 思 應 深く 、 慎み 
が あり 、 思い や り に 溢れ た 真 の 紳士 。 エク ス フ ィ 
ア の 実験 に よっ て 怪物 と な っ た 恋人 アリ シア を 、 
己 の 手 で 命 を 奪っ た 過去 が あり 、 この 罪 を つぐ 
な うた め に 自分 か ら 進 ん で 獄 に つい て いた 。 本 
来 は 素手 に よる 戦闘 の 達人 だ が 、 二度と この 
手 で 人 を 殺め な いと の 決意 か ら 、 両手 を 封印 し 
足技 の み で 戦っ て いる 。 

リー ゼン トチ ビ 罰 可 鐘 【 呼 称 ] と りあ え ず 口 汚い 
あだ名 を つけ な いと 気 が す まな いう し に ん が 、 カ 
ロ ル に つけ た 名 前 。 見 た まん ま 。 ひね り も な し 。 
ユー リ の 「 無駄 に フェ ロモ ン 放 出 兄 ] に 比べ て 、 
な ん と 適当 な こと か 。 


リー ネ 功 誠 伺 【 地 名 ・ 施 設 】 フィ ッ ツ ガル ド の 北 に 


ある 農村 。 首都 ノイ シュ タッ ト と の 距離 が 離れ て 
いる こと も あり 、 村 の 外 を 知ら ず に 一 生 を 過 ご 
す 人 も 珍し く な い ほ どの 田舎 だ が 、 特有 の 閉鎖 
性 は あま りな く 、 また 珍し さも 手伝っ て か 、 まれ 
に 訪れ る 旅人 に も 非常 に 友好 的 。 物 見 遊山 も 
兼ね て 首都 へ 買出し に いく こと も ある も の の 、 基 
本 的 に は 村 単 位 で 自給 自足 の 暮らし が 行なわ 
れ て お り 、 人口 の わり に 食料 品 を 扱う 商店 が 多 
く 、 暮らし や すさ が 感じ られ る 。 年 頃 の 若者 た ち 
同士 で 惚れ た は れ た の 話 に な る の も 、 狭い 社 
会 の 中 で は ご く あ り ふ れ た 出来 事 で あり 、 バッ カ 
ス の 自宅 の テラ ス に は 、 ちゃ っ か り 自 分 と リリ ス と 
の 相 合 傘 が 彫 ら れ て いた りす る 。 特筆 すべ き 
農作物 や 観光 スポ ッ ト は な い が 、 大 人 で すら 上 
を 歩け る ほど に 立派 な 葉 に 育つ 、 溜め 池 の 巨 
大 ハス と 、 生き る 伝説 ・ マ ギー お ぱさん が 、 一 
部 の マニ ア の 間 で 密か な 話題 。 罰 紀 中 【 地 


名 ・ 施 設 】 フ ィ ッ ル ガ ル ド 大 陸 の 北端 に 位置 す 
る 辺境 の 村 。 スタ ン の 生ま れ 育 っ た 村 で あり 、 
妹 の リリ ス 、 祖父 の トー マス と と も に この 地 に 暮 ら 
し て いた 。 周囲 に は 雄大 な 自然 が 広がる ば か り 
で 、 穏やか だ が 退屈 な 、 村 で の 日 々 に 満足 で き 
な く な っ た スタ ン は 、 故郷 か ら 旅 立つ 決意 を する 
こと と な っ た 。 神 の 眼 を 巡る 騒乱 で は これ と いっ 
た 被害 を 受け て いな い が 、 あま り に も 辺境 すぎ 
て 当時 と 比べ て も ほとん ど 発展 し て は いな い 。 


リィ イム 罰 育 【 人 名 】 デ ュ ナ ミス 孤児 院 一 の し っ 


か り 者 。 幼く し て ルー ティ を 支え る 働き を 見 せ 、 
家事 全般 を 担当 し て いる 。 年 上 上 で ある カイ ル の 
世話 を 焼く 保護 者 っ ぷり は 堂 に 入っ て いる が 、 
じつは カイ ル の こと が 大 好き で 、 将来 は お 嫁さん 
に な ろう と 思っ て いる らし い 。 カイ ル が 突然 リア ラ 
を 連れ て 帰っ て きた こと で 、 リア ラ に 始 心 と ラ 
イ バ ル 心 を 燃やし て いる 。 当然 な が ら 、 当 の カイ 
ル は それ に 気付 く 様子 も な い の だ っ た 。 


海 凶 の 爪 ( リ ヴァ イア サン の つめ ) 功 式 包 【 ギ 


ルド 】 イエ ガー が 首領 を 務め る ギル ド で 、 暗殺 を 
請け 負い つつ 武器 も 売り さば く 死 の 商人 。 赤い 
レン ズ を 目 に は め た 「 赤 眼 」 と 呼ば れる 男 た ち に 
狙わ れ た ター ゲッ ト は 、 死体 も 発見 され な いま ま 
この 世 か ら 葬 られ る 。 「 遺 構 の 門 ] が 帝国 の 管 
轄 下 で 掘り 出し た 魔 導 器 を 横流し し て いる た 
め 、 豊富 な 品 揃え を 誇る 。 


リオ ン ・ マ グ ナ ス 功 【5 蘭 [人 名 】 ソ ノー ディ アン ・ 


シャ ル テ ィ エ を 手 に 、 セイ ン ガ ルド 王国 客員 剣士 
を 務め る 少年 。 素性 の わか ら な い 謎 多き 天才 
美少年 剣士 と し て セイ ン ガ ルド 中 を 席巻 する 。 オ 
ベロ ン 社 総帥 ヒュ ー ゴ ・ ジ ルク リス ト の まぎれ も な 
い 実 子 だ が 、 仕官 の 折 に 自分 で 考え た 偽名 「 リ 
オン ・ マ グ ナ ス ]」 を 名 乗っ て いる 。 母 か ら 受け 継 
い だ 名 で ある エミ リオ ・ カ トレ ッ ト の 戸籍 は 彼 の 仕 
官 と 同時 に 抹消 され て お り 、 書類 の 上 で は も は 
や ヒュ ー ゴ と クリ ス の 息子 は 存在 し な い 。 オペ ロ 
ン 社 の 関係 者 の 中 に は 、 これ を 息子 の 立身 出 
世 の た め の 配 慮 で ある と 考え る 人 間 も い る 。 す 
な わ ち 武勲 を 金 で 買っ た と 思わ せな いた め に 
は 、 オペ ロン 社 の 関係 者 で ある こと を 伏せ る 必 
要 が あっ た の だ と 。 し か し その 実 、 両者 の 間 に 
は 親子 の 情愛 な ど は 存在 し な い 。 彼 が 幼く し て 
ソー ディ アン と 意思 を 通じ 合わ せ た た め に 、 物 
心 つ く か つか な いか と いう 時 分 か ら 、 策略 の 手 
駒 と し て の 価値 の み を 追求 され て きた か ら だ 。 
そん な 人 生 を 歩 ま され た 彼 が 父親 の 支配 下 か 
ら 独 立 し た いと 願う の は 当然 の こと で 、 リオ ン の 
客員 剣士 と し て の 輝かしい 栄誉 は すべ て 、 国 
王 の 直参 と な り 父 の 手 を 離れ て 、 父 に 屈し な 
い 立 場 を 得 よう と し て きた 結果 で ある 。 また 彼 に 
と っ て 亡き 母 ク リス の 存在 と いう の は な に も の に 
も 代え が た い 神 聖 な も の と し て 刻ま れ て お り 、 そ 
れ が 彼 の 人 生 観 に 影 を 落と す 。 彼 が 生ま れ て 
まもなく 、 2 歳 に な る 姉 ル ー テ ィ を ヒュ ー ゴ の 眼 か 
ら 引 き 離 し 、 落 命 し た と いう 母 。 も ちろ ん 彼 に 当 
時 の 記憶 が ある わけ で は な い が 、 母 の 死 と 姉 
の 失 貴 に 父親 が 関与 し てい る こと を 確信 し て い 
る 。 犠牲 と な っ た 母 へ の 思慕 、 父 の 支配 を 逃 
れ た 姉 へ の 冷酷 な 無関心 、 そ し て 肉親 すら 礁 
に し て 権力 を 欲す る 父 へ の 憎悪 。 複雑 な 感情 
を 抱い た 彼 が 世間 の 同年 代 よ り も ずっ と 大 人 
び た 人 間 と な る の に は 、 16 年 と いう 時 間 は 十分 
すぎ た 。 し か し そう いっ た 弱み を 切り 捨て る 生き 
方 が 、 皮肉 に も る ヒュー ゴ に 付け 入る 隙 を 与え る 。 


彼 は 唯一 心 を 開く 、 母 の 面影 を 持つ 女性 マリ 
アン の 命 を 盾 に 取ら れ 、 空中 都市 の 復活 に 加 
担 せ ざ る を 得 な く な る の で ある 。 16 歳 の 少年 剣 
士 は さま ざま な 葛藤 と 悲痛 な 決意 の 果て に 、 初 
め て 得 た 友 の 命 を 助け る た め 、 水没 する 洞窟 
で ソー ディ アン ・ シ ャ ル テ ィ エ と と も に 命 を 落と 
す 。 蓄 軸 【 人 名 】 セイ ン ガ ルド 王 の 客員 剣士 。 
ヒュ ー ゴ の 実 の 息子 で あり 、 ルー ティ と は 姉 弟 。 
若干 16 歳 に し て 創 技 を 極め 、 ソー ディ アン ・ シ 
ャ ル テ ィ エ の マス ター と し て も 如何 な く 天 才 ぶ り 
を 発揮 し て いた 。 18 年 前 の 騒乱 時 、 グレ バム 
に 奪わ れ た 神 の 眼 を 奪還 する よう セイ ン ガ ルド 
王 に 命じ られ 、 国賊 と し て 捕らえ られ て いた スタ 
ン 達 を 引き 連れ て 世界 を 回 っ た 。 本 来 は 足 手 ま 
と いで ある スタ ン 達 の 同行 は 、 ソー ディ アン を 手 
に し た 彼ら を 監視 下 に 置く と いう 意味 で 、 リオ ン 
そし て ヒュ ー ゴ に と っ て 好都合 で あっ た 。 無事 
に 奪還 を 果たし た 後 、 神 の 眼 を 新た に 奪い 去 
っ た ヒュ ー ゴ と と も に 逃走 。 以降 は スタ ン 達 一 行 
の 敵 と し て 登場 し た 。 と も に 世界 を 句 っ て いる 
間 に リ オン は スタ ン た ち を 仲間 と 認め 、 好意 を 持 
つ に 至っ て いた 。 し か し ヒュ ー ゴ (クト ラン ) に よっ 
て 最愛 の 人 で ある マリ アン の 命 を 盾 に 取ら れ 、 
自分 の 信念 に 従っ て 結果 の 見 えた 勝負 を 挑 
み 、 スタ ン に 敗れ て 死亡 し た 。 


リカ ルド ・ ソ ル ダ ー ト 騙 可 馬 【 人 名 】 ガ ラム の 備 


兵部 隊 に 所 属す る 腕利き の 備 兵 。 ガラ ム 軍 と 
敵対 関係 に ある レグ ヌ ム 軍 の 指揮 官 を 討つ た め 
に 西 の 戦場 に 赴く な ど 、 戦時 下 な ら で は の 依頼 
を 受け て 金 を 稼い で いた 。 の ち に テ ノ ス 貴族 ア 
ル ベ ー ル か ら の 依頼 に より 、 アン ジュ 保護 作戦 
中 に ルカ た ちと 再会 、 その 場 で 契約 主 を アン ジ 
ュ に 替え て 、 一 行 と 行動 を と も に する こと と な る 。 
前 世 は 死神 ヒュ プ ノ ス だ が 、 その 事実 に は と くに 
興味 は な く 、 ルカ や イリ ア が 前 世 の 手 が か り を 求 
め て 春 走 する の と は 対照 的 。 だ が 前 世 の 見 第 
に 当たる ガー ドル だ け は 切り 捨て る こと が で きず 、 
道義 を 曲げ て 一 行 を ゲ レ ゴ リ に 売り 渡す と いう 、 
感情 的 な 一 面 も 持つ 。 枢密 院 の だ まし 討ち で ガ 
ー ド ル を 失っ た こと で 、 自分 た ち が 提 る 創世 力 の 
秘密 の 重要 性 を 知り 、 転生 者 と し て 負う べき 使 
命 を 理解 する 。 パー ティ の 保 父 さん 的 立場 と し 
て 、 子供 ば か り の 旅 を 何かと サポ ー ト せ ざ る を 得 
ず 、 高 所 恐怖 症 を 隠し て 飛行 船 の 操縦 を 引き 
受け る 姿 は 、 凄腕 備 兵 の 鑑 。 な お 精 恒 な 顔 に 
一 種 の 凄み さえ 与え て いる 額 の 傷 は 、 戦場 に 生 
きる 男 の 証 と 思わ れ が ち だ が 、 じつは ヒモ 同然 
の 女 に 逃げ られ て ヤケ 酒 を 喰らっ た 結果 、 便所 
で 転ん で 顔 か ら 便器 に 突っ 込ん だ 際 に こし ら え 
た と いう 、 不 名 準 和 極まりない も の で ある 。 


リカ ン ツ 騙 高 本 [呼称 】 レ イモ ー ン の 民 の こと 。 ヒ 


ト が レイ モー ン の 民 を 人 刊 基 し て こう 呼ぶ 。 異端 者 
と 呼ば れる こと も ある 。 


リキ シフ ルー ツ の 樹 薦 K 誠 環 【 デ ィ ス カバ リー)】 


四股 を 踏む か の よう な 姿 が 凛々 し い 大 樹 。 ウッ 
チャ リグ ミ の 原料 と され て いる 、 真っ 赤 な 実 を つ 
ける 。 果実 は その まま 食す と 、 裸 の つき 合い が 
恋し く な る 。 


陸上 装甲 艦 タ ル タ ロ ス 葉 * 誠 【 乗 り 物 ]】 マ ルク 


ト 軍 籍 ・ シ ェ リ ダン 製 。 マル クト 軍 第 三 師団 に 与 
えら れ た 最新 型 陸 上 装甲 艦 の 呼称 。 浮 標 ( フ 
ロー ト ) 機能 を 搭載 し て お り 、 第 五 音 素 力 に よっ 
て 浮力 推進 を 行なっ て いる 。 水上 走行 も 可能 
だ が 、 速度 は 遅く 、 船 艦 に は 遠く 及ば な い 。 目 


ロロ で 必 電 環 次 明 一 ビー サー・ サ で に 


の ジグ 


マー は ト 届 法 0 ボビー 壁 中 醒 モ テー サ さこ 


レグ 


安 と し て は 、 シェ リ ダ ン か ら ア ク ゼ リュ ス ま で 丸 5 日 
ほど を 要する だ ろう か 。 艦内 は 広く 、 約 300 名 
収容 可能 。 船室 と 艦橋 間 は 、 昇降 機 で 移動 
する 。 諸 術 障壁 の 発生 装置 を 積ん で いて 、 障 
壁 を 発生 させ る こと で 譜 術 に よる 攻撃 を 軽減 で 
きる 。 また 、 マル クト 軍 の 陸上 装甲 鑑 に は 砲台 
の 横 に 譜 術 台 が 設け られ て お り 、 そこ に 譜 術 
士 達 が 入っ て 詠唱 する こと で 譜 術 に よる 攻撃 
を 行なう こと も 可能 だ 。 敵 に 奪わ れ た と き の た め 
に 動力 機関 と 管制 装置 を 停止 させ 、 一 時 的 に 
制御 不能 に する 非常 停止 機構 が ある 。 これ を 
発動 させ る に は 、 責任 者 の 登録 し た キー ワー ド 
が 必要 。 同じ タイ プ の 陸上 装甲 鑑 は 、 キム ラス 
カ 土 国 と マル クト 帝国 が それ ぞ れ 7 艇 ずつ 保有 
し て いる 。 


リグ ナ ト ル 駐屯 地 薦 Ki 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 帝 国 軍 


の コー ネル ピン 率い る 大 隊 が 駐屯 し て いる 軍事 
拠点 。 ゼロ ム 二 依 技術 が 密か に 研究 され て お 
り 、 肉体 の 限界 を 超え た 超人 的 な 力 を 持つ ゼ 
ロム 明 依 兵 が 生み 出さ れ て いる 。 また 機能 停止 
し 170 年 間 地 中 に 埋没 し て いた 機械 人 クン ツァ イ 
ト を 発掘 し 保管 。 石 の 時 代 や 思念 術 技術 、 そし 
て ゼロ ム の 存在 を 解明 する 手がかり と し て 、 最 
重要 機密 と し て 扱わ れ て いる 。 


陸 の 民 騙 避 職 【 種 族 】 水 の 民 が 人 類 を 呼ぶ 際 の 


総称 。 高度 な 文明 と 発達 し た 科学 技術 を 保持 
し 、 約 1 万 年 前 、 宇宙 移民 船 に 乗っ て この 星 に 
や っ て きた 。 現在 の 陸 の 民 の 祖先 は まっ た く 陸 
地 が 存在 し な か っ た この 世界 で 浪 我 の 研究 を 
進め 、 飛躍 的 に 機能 を 上 昇 さ せ た 光 跡 夏 を 用 
いて 大 地 を 形成 し た 。 これ に より 、 先 住 種族 で 
あっ た 水 の 民 は 住処 を 追わ れる こと と な っ た 。 じ 
ょ じ ょ に 陸 の 民 と 水 の 民 の 間 に 種 族 間 闘 争 が 
頻発 し 始め 、 こ れ は 全面 戦争 へ と 発展 し た 。 
戦争 は 陸 の 民 の 勝利 で 集結 する も 、 彼ら の 力 
の 源 で あっ た 宇宙 移民 船 が 水 の 民 に 奪わ れ て 
し まう 。 これ に より 陸 の 民 は 技術 の 核 と 文明 を 
維持 し て いく た め の 動 力 源 を 失い 、 文明 レベ ル 
の 低下 を 招い て 徐々 に 衰亡 し て いっ た 。 さら に 
4000 年 前 、 水 の 民 に よっ て 引き 起こ され た 大 
沈下 に よっ て 壊滅 的 な 打撃 を 受け 、 多大 な 人 
命 と 技術 が 海藻 層 と な っ た 。 現在 の 陸 の 民 
は 人 口 こ そ 増 加 さ せ た も の の 、 文明 的 に は 大 き 
く 衰退 し た 。 そし て 過去 の 情報 が ほとん ど 失 わ 
れ て し まっ た こと で 、 自ら が 宇宙 か ら 来 た こと も 、 
遺跡 船 が 自分 た ちの 物 だ っ た こと も 知ら な い 。 


リグ レッ ト 芳正 鳳 【 人 名 】 本 名 ジゼル ・ オ スロ ー。 


ヴァ ン の 副官 に し て 、 ティ ア の 教官 。 神託 の 盾 
本 部 で は な く 、 ユリ アシ ティ に 出向 いて 軍人 と し 
て 指導 し て いた 。 敵対 する 立場 と な っ て か ら も テ 
ィ ア を 気 に か け 、 何 度 も 味方 に 引き 入れ よう と 接 
触 を し て きた 。 リグ レッ ト が ヴァ ン の 配下 に な っ た 
の は 、 神託 の 盾 騎士 団 の 兵士 で あっ た 弟 の マ 
ル セ ル を ケ ャ ドニ ア 北 部 戦 で 亡くし た こと が きっ 
か け 。 弟 の 死 が 秘 預 言 に 詠 ま れ て いた こと を 知 
っ た リグ レッ ト は 、 秘 預言 を 知り な が ら 第 の 軍 を 
派兵 し た ヴァ ン に 復讐 の 剣 を 向け た こと が ある 。 
し か し 、 副官 と し て ヴァ ン に つく うち に 、 ヴァ ン に 
惹か れ 、 その 計画 に 加担 に て いく こと と な る 。 


リシア ・ カ トレ イア 範 Ki 欄 【 そ の 他 】 実 験 体 と 


し て 保存 され て いた 試作 型 ゼ ロム で 、 すべ て の 
ゼロ ム の 起源 と な る 個体 。 プロ ト ゼ ロム ・ カ トレ イ 
ア 。 か つて 結晶 界 で 生み 出さ れ 、 培養 稽 の 中 
で 長い 時 を 過ごし て いた 。 その と き に 見 た リチア 


リ シ テ ア 


の 姿 に あこ が れ 、 生命 力 の 豊か な イー ロイ 族 の ス 
ピリ ア を 糧 に 、 自ら を 彼女 に 似せ て 進化 させ 、 
「 リ シア ・ カ トレ イア 」 と 名 乗る 。 重 想 空間 ヘル ウ 
ェ ル ズ で 二 千 年 の 間 に 三 億 年 分 の 進化 を 遂げ 
る が 、 その 体 は いま た 不 完全 な も の で あり 、 総 
仕上 げ と し て リチア 本 人 の スピ リア を 狙っ て いる 。 


CA 、、 や 
【 人 名 】 フォ ッ グ の 妻 で あり 画 
家 。 35 歳 。 幼なじみ の ヴァ ンス と と も に セレ ステ ィ 
ア 中 を 旅 し 、 そ の 途中 で フォ ッ グ と 出会う 。 ヴァ ン 
ス と フォ ッ グ は 意気 投合 し て シル エ シ カ を 旗揚げ 
する が 、 8 年 前 の ペイ ル テ ィ の 海 戦 で ヴァ ンス が 
死亡 し て し まう 。 残さ れ た リ シ テ ア は 内 心 フ ォ ッ グ 


NM 


きい ト さ 


に 煮 か れ て いた こと も あり 、 また 、 フォ ッ グ が 強 
引 な 押し で 口説 き 続け た こと で 、 愛 が 芽生 え 結 
婚 し た 。 し か し 、 リ シ テ ア は 死ん で し まっ た ヴァ ン 
ス へ の 人 負い目 か ら 、 な か な か フォ ッ グ の 胸 に 飛 
び 込 め ず 、 迷っ た 挙句 に 家 を 飛び 出し て し ま 
う 。 フォ ッ グ は この 家出 を ヴァ ンス へ の 想い を 断 
ち 切 る 旅 と 見 て いる が 、 じつは リ シ テ ア の 心 は 
すでに フォ ッ グ に あり 、 この 家出 は 絵 を 描き な が 
ら ヴ ァ ン ス の 供養 を し て いる だ け な の で ある 。 実 
際 、 リシン テア は 旅 の 途中 で 自分 が 本 当 に 描き た 
いも の は 夫 な の だ と 気づく 。 


リゾ マー タ の 公式 薦 可 鐘 【 文 化 】 エア ル の 仕組 


み 自 体 に 自由 に 干渉 で きる 究極 の 理論 。 世界 
に 存在 する あら ゆる も の は 、 エア ル の 昇華 、 還 
元 、 構築 、 分 解 に より 成り 立っ て お り 、 それ を 
自由 に 操る こと で 、 理論 上 は エア ル を 、 そし て 
すべ て の 物質 を 意 の まま に で きる 。 世界 中 の 魔 
導 士 が 追い 求め る 現代 魔 導 学 の 最終 到達 
点 。 古代 ゲラ イオ ス 文 明 末期 に 、 人間 と 始祖 
の 隷 長 と が 共同 で 創り 上 げた 「 宙 の 戒 典 ] は 、 
この 理論 を 実装 し た 唯一 の 存在 と され る 。 


リタ 編 可 欄 【 人 名 】 エル マー ナ が 面倒 を 見 て い 


た 子供 の ひと り 。 エル マー ナ に 負け じ と 、 マリ オ 
に 対し て は お 姉さん ぶっ て いる お ませ さん 。 将 
来 の 夢 は お 嫁さん 。 


リタ ・ モ ルディ オ 功 K 避 狂人 名 】 学 術 都市 アス 


ビオ に 居 を 構え る 帝国 直属 の 魔 導 器 研究 員 。 
幼い 頃 か ら 研究 の 道 に 入り 、 15 歳 と な っ た 現在 
で は 「 天 才 魔 導 少 女 ] の 名 を 欲し いま ま に す る 。 
同じ く 魔 導 士 だ っ た 母 の 研究 を 継ぎ 、 自宅 に 置 
く 魔 導 器 を 「 ビ ピク トリ ア 」 と 呼ん で 可愛 が っ て い 
る 。 父 を 知ら ず 、 母 も また 幼い ころ に 亡くし た 彼 
女 に と っ て 、 魔 導 器 は 幼い ころ か ら ず っ と いっ し 
ょ で 、 と も に 成長 し て きた 姉妹 の よう な も の 。 「 魔 
導 器 は 裏切ら な い 」 の 言葉 に 見 られ る よう に 、 
他人 に 関心 を 持た ず 、 愛情 と 無縁 で 生き て き 
た 。 その た め エ ステ ル を 気 に か け て し まう 自分 に 
戸惑い を 見 せる こと も し ば し ば で ある 。 魔 導 器 な 


し で 治癒 術 を 操る エス テル を 見 て 、 その 特異 性 
に 早く か ら 気づい て 興味 を そそ られ る が 、 友人 と 
な っ て か ら は 、 我が身 を 犠牲 に し て で も 真実 を 
求め よう と する 彼女 を 再三 止め よう と する 。 後に 
「 宙 の 戒 典 ] を ヒン ト に 彼女 を 救う 道 を 発見 、 エ 
ステ ル の 犠牲 な し で 世界 を 救う 方 法 を 提示 し て 
見 せ た 。 知性 を 感じ られ な いも の 、 論理 的 で な 
いも の が 大 嫌い 。 その わり に は 自分 の 手元 に 戻 
っ て くる よう に と お 金 に 名 前 を 書く な ど 、 意外 に 
も 迷信 好き な 一 面 も ある 。 ログ セ は 「 バ パカ っ ぱ ぽ 
い 」。 オバ ケ が 大 の 苦手 だ が 、 本 人 は 「 非 科学 
嫌い 」 ゆ えと 言い 張っ て 譲ら な い 。 


リチア 教 堅 K 本 本 [文化 ] 人 の スピ リア に 住む と 言 


われ る 少女 リチア を 崇め る 教え で 、 現在 の パレ 
イア 教 に 対し て 旧 バ パレ イア 教 、 あるいは その 信 
者 か ら は 真 バ レイ ア 教 と も る 呼ば れる 。 結晶 界 の 
滅亡 を 受け て リチア が 原 界 和 人 の スピ リア に 転移 
し た あと 、 人 々 が その 存在 を 語り 継ぐ うち 、 民間 
宗教 と し て 広く 伝承 され た 。 リチア を 宿 し 、 そ の 
声 を 伝え る 者 を 巫女 と 呼び 、 伝道 者 と し て 尊敬 
と 集め 、 厚 山 さ れ て いる 。 教え が 拡大 する に つ 
れ 巫 女 を 名 乗る 者 も 増え 、 の ち に 単なる 信仰 の 
指導 を する 立場 の 人 間 全 般 を 指す よう に な る 
が 、 厳密 に は 文字 どおり リチア の 器 と な っ た 人 
間 を 指す も の 。 すなわち 本 当 の 意味 で の 巫女 
と は 、 一 時 代 に ひと り の 存在 で ある 。 コハク の 
母 ア イオ ラ は と り わ け リ チア と の 同調 が 強く 、 強 
力 な 思念 術 を 操る 巫女 と し て 知ら れ た 。 17 年 
前 の 「 プ ラン ス 海 峡 の 悲劇 」 の あと 、 アー カム 率 
いる 現 バ レイ ア 教 の 台頭 に より 異教 の 炊 印 を 押 
され 、 激しい 弾圧 を 受け た た め 、 現在 で は 表 立 
っ た 信仰 は 見 られ な く な っ た 、 し か し 今 な お 熱 
心 な 信者 も 相当 数 存在 する と 見 られ 、 彼ら は 
現 バ レイ ア の 教え を 隠れ 壮 に 、 リチア を 崇拝 し 
て いる 。 また 当時 アイ オラ と と も に 落ち 延び た 一 
派 は ノー クイ ン の 地 で 教え を 守り な が ら 、 世間 か 
ら 隔 絶 さ れ た 暮らし を 送っ て いる 。 


リチア ・ ス ポ デ ュー ン 芳 右 蘭 【 人 名 】 結晶 界 に 


お いて 、 クリ ー ド 、 フロ ー ラ と 並び 、 最高 位 の 思 
念 術士 と 許 わ れ た 少女 。 フロ ー ラ の 設計 し た 起 
動 結晶 城 サン ドリ オン の 管理 コア で も ある 。 自身 
が クリ ー ド と と も に 進め た ガル デニ ア 計 画 の 失敗 
に より 、 原 界 和 人 の スピ リア に 転移 。 以来 二 千 年 
に 渡っ て 転移 を くり 返し な が ら 、 サン ドリ オン に 残 
され た クリ ー ド の 肉体 と 、 ゼ ロム た ちの 封印 を 続 
け て きた 。 し か し スピ リア の 衰え か ら 封 印 の 限界 
が 近づい た た め 、 器 で ある コハク を 導き 、 元凶 
で ある ガル デニ ア の 消滅 を 目指 す 。 己 の 過ち か 
ら 結晶 界 の すべ て を 滅ぼし た こと に 激しい 自責 
の 念 を 感じ て お り 、 一 度 は コハク の 身 を 犠牲 に 
し て も 使命 を 全う し よう と し た 。 し か レシ ング た ち 
の 熱意 、 そし て 徐々 に 想い を 通わ せ た ヒ スイ の 
励ま し で 、 クリ ー ド と の 宿命 の 戦い に 挑む 。 過去 
に 肉体 と スピ リア を 分 か っ た た め 、 外見 は 14 歳 
の 姿 で 止ま っ て お り 、 見た目 は 可憐 な 少女 だ 
が 、 その 外見 に 反し て 、 剛 腕 な イネ ス と 並ぶ 大 
食 漢 。 また 結晶 人 特有 の 肉体 組成 に より 、 原 
界 人 に 比べ て 非常 に 重く 、 身長 は 149cm と 小 
柄 な が ら 体 重 は 成人 男性 並 の 71kg も ある 。 繊 
細 な 容貌 と の 激しい ギャ ッ プ は 各 方 面 で 物議 を 
醸す が 、 た と えば お ぼれ た シン グ と ヒス イ を リ チ 
ア が 助け た 点 に つい て 、 彼女 自身 が 、「 自 分 は 
重い か ら 水 底 を 歩い て 救助 し た の だ 」 と 、 嘘 か 
本 当 か わか ら な い 自 虐 的 な ネタ を ふる な ど 、 そ 


れ が 彼女 の 魅力 の ひと つ に も な っ て いる 。 な お 
カル セ ド ニ ー と 同じ く 無類 の ネコ 好き だ が 、 残念 
な こと に 本 人 は ネコ アレ ルギー で 、 今 も 昔 も 涙 を 
飲ん で 飼う こと を 我慢 し て いる 。 

リチャード 罰 : 入 [人 名 】 ウ ィ ン ドル 王国 の 国王 フ 
ァ ー デ ィ ナ ント 四 世 の 婚 子 。 幼少 の 頃 よ り 際立っ 
て いた 聡明 さゆ え に 、 後継 者 争い の 渦中 に 置 
か れ た 自身 の 立場 を 理解 し し つね に 孤独 を 感 
じ て い た 。 12 歳 の と き ア スベ ル と の 出会い に よ 
り 彼 や ソフ ィ と の 間 に 深 い 友 情 を 誓う 。 や が て 
王 都 地 下 で ラム ダ と 接触 し 、 命 を 救 わ れる 代わ 
り に 、 強引 に ラム ダ に 寄生 され て し まう 。 その 後 
ラム ダ を 宿 し た まま 成長 する が 、 ソフ ィ 、 すなわち 
プロ トス 1 と の 接触 に よっ て ラム ダ が 覚醒 し 、 半 
ば ラム ダ の 意志 に 操 ら れる よう に し て 、 残虐 な 
行為 を 重ね て ゆく 。 彼 が ラム ダ を 受け 入れ た の 
は 、 自身 の 救い を 求め る と 同時 に 、 ラム ダ の 孤 
独 を 理解 で きる と 信じ た か ら で あ っ た 。 な お ラム 
ダ と の 分 離 後 の リ チャ ー ド は 本 来 の 知 的 さ に 加 
え 、 ウィ ッ ト に 富ん だ 性 格 に 磨き が か か り 、 と くに 
マリ ク と は 相当 に 気 の 合 うと ころ を 見 せる が 、 そ 
れ ゆ え に シ ェ リ ア か ら は 厳し い ツ ッ コ ミ が 入る こと 
も し ば ぱし ば ぱ 。 また 長らく 謎 で あっ た 彼 の 好物 が 
「 納 豆 トー スト 」 と 判明 する こと を 、 ここ に 特記 し 
て お きた い 。 

リッ チ 功 可 鐘 【 人 名 】 移動 宿屋 | 冒険 土 ] を 営む 
無口 な 男 。 父親 は レギ ン 遊 撃 踏査 団 唯 一 の 生 
き 残 り で 、 父 の 志 を 継ぎ 、 15 歳 の と き に ギガ ント 
モン スタ ー を 倒す 旅 に 出る 。 その 後 13 年 に 渡っ 
て 各地 を 放浪 。 レギ ン 皇 弟 殿下 か ら 父 親 に 下 
賜 さ れ た 剣 に 坂 っ て 、 すべ て の 討伐 を 果たす 
まで 故郷 に 帰ら な い 決意 を 抱い て いる 。 同行 す 
る カレ ン は 「 見 ]、「 妹 ] と 呼び 合う 関係 だ が 、 じ 
つ は 肉親 で は な く 幼 馴染 み 。 本 休 を 遂げ た あ 
か つき に は 結婚 を 約束 し て いる 。 

リッ ド ・ ハ ー シ ェ ル 騙 可 得 【 人 名 】 イン フェ リア の 
辺境 、 ラ シュ アン 村 に 暮らす 猟師 の 少年 で 、 フ 
ァ ラ と キー ル は 幼なじみ 。 武術 に 関す る 天 由 の 
才能 を 持っ て お り 、 毎日 の 狩り に よっ て 鍛え ら 
れ た 戦闘 力 は 非常 に 高い 。 た だ し 本 人 の 主義 
で 「 そ の 日 を 生き られ る だ け の 獲物 」 を 捕る 以上 
の こと は 行なわ な い 。 10 年 前 、 両親 を 含め 村 
民 の 半数 が 命 を 落と し た 「 ラ シュ アン の 惨劇 」 に 
遭遇 し た こと が 原因 で 、 以降 は 「 変 わる こと の な 
い 平 穏 な 日 常 ] を 希求 する よう に な る 。 その た め 
か 、 狩り で 鍛え た 武術 の 腕前 は 相当 な も の だ 
が 、 人 前 で 不用 意 に ひけ ら か すこ と は 好ま な 
い 。 その 保守 的 な 言動 は 、 幼なじみ の ファ ラ か ら 
「 リ ッ ド 節 」 と さ れる ほど 頑 な で ある 。 真 の 極光 
術 を 扱え る 素質 、 フィ プリ ル を 持っ て お り 、 閣 の 
極光 術 に 対抗 で きる 可能 性 を 持つ 数 少な い 存 
在 だ が 、 前 述 の 理由 か ら か 、 積極 的 に 真 の 極 
光 術 を 身 に つけ よう と は し な か っ た 。 し か し 命 を 
か け て 自分 た ち を 守っ て くれ た 、 レイ ス の 遺志 と 
行動 に 触れ て か ら は その 考え を 改め 、 自ら の 意 
思 で セイ ファ ー ト の 試練 に 挑戦 。 その すべ て を 乗 
り 越え て 真 の 極光 術 の 使い 手 と な り 、 開 の 極 
光 術 を 使う シ ゼ ル と の 最終 決戦 を 制す る た め の 
キー マン と な る 。 


リト ルク イー ン 芳 EE 欄 【 人 名 】 フォ ドラ の 核 か ら 


生ま れ た 存在 で 、 フォ ドラ の 「 生 存 本 能 ] が 人 の 
姿 を と っ た も の だ と 解釈 され て いる 。 多 数 の 犠 
牲 と 引き 換え に フォ ドラ の 核 か ら 「 発 見 ] さ れ た 。 
彼女 の デー タ は 当時 開発 途上 に あっ た 、 対 ラム 


ダ 用 ヒュ ー マ ノ イド の 研究 に 応用 され 、 エメ ロー ド 
の 指揮 下 で 「 プ ロト ス 1」 が 誕生 。 人 間 の 身 勝 
手 な 言動 に 見 切り を つけ 文明 を 滅ぼし 、 千年 
に 渡っ て フォ ドラ の 再生 を 見 守っ て きた 。 し か し 
逃げ 延び た 人 間 の 子孫 が エフ ィ ネ ア で 生存 し て 
いる こと を 知り 、 その 報復 と ソフ ィ の 救済 、 そし 
て 同じ 過ち が くり 返さ れる こと を 回 避 し よう と 故 っ 
て いる 。 


リバ ー ス クル セイ ダー 臨 i 全 [武具 ]】 リ チャ ー ド 


が 装備 する 細 剣 の ひと つ で 、「 テ イル ズ オプ リ 
パ バース] に 由来 。 「 ク ル セ イ ド 」 は 信義 ・ 信 仰 に 
基づく 聖戦 や 改革 の 運動 ある い は 活動 を 指し 、 
同 作 が 人 や 種族 の 垣根 を 超え た 「 再 誕 ] を テー 
マ に し て いる こと を 象徴 し て いる 。 柄 に あし ら わ 
れ た 美しい 女性 は 、 キー パー ソン で ある ガ ジ ュ マ 
の 王女 アガ ー テ 。 ちな み に 武 器 が 呼び 起こ す と 
され る 「 冷 静 さと 激情 ] は 、 リチャード 自身 の 人 柄 
を 示唆 する と 当時 に 、『 テ イル ズ オプ リバ ー ス 』 
の 主人 公 ヴ ェ イ グ の イメ ー ジ と も 言え る 。 


リバ ヴィ ウス 鉱 入 可 科 【 鉱 物 】 乳 白色 の 結晶 


で 、 表面 の 粒子 が 銀色 の 波紋 状 の 文様 に 輝 
く 、 珍し い 鉱 石 。 イン フェ リア で は その 文様 か ら 
星雲 石 と 呼ば れ 、 人 知れ ず レ グル ス の 丘 地 下 
に 眠っ て いた 。 か つて ファ ラ た ち が 星 の カケ ラ と 
呼ん を で いた 石 も この 鉱石 。 リバ ヴィ ウス 鉱 に は 唱 
霊 の 力 を 増減 させ る だ け で な く 、 結晶 に は 邪悪 
な も の を 封 ず る 力 が あり 、 また 、 フリ ンジ 砲 用 の 
特殊 レン ズ 、 リバ パ ヴ ィ ウス レン ズ の 原料 と な る 。 


リヒ ター・ ア ー ベ ント 騙 其 語 【 人 名 】 ゾ ヴァ ン ガ ー 


ド に 所 属す る ハー フエ ルフ 。 か つて は 王立 研究 
院 で 研究 員 を 務め て お り 、 同僚 の アス テル と は 
共同 研究 を 行なう な ど 、 公私 に わた っ て 仲の い 
い 親 友 だ っ た 。 し か し そん な か けが え の な い ア ス 
テル が ラタトスク に 殺さ れ た こと で 、 リヒ ター は そ 
の 復讐 に ラタトスク を 減 ぽ し て 、 アス テル を 生き 
返ら せる た め に 、 自ら 杏 嘆 し た 魔 族 と 契約 を 結 
ん で 力 を 得 た 。 復讐 の 手始め と し て ヴァ ン ガ ー ド 
に 入り 込ん だ リヒ ター は 、 プ ブルート に 接触 し て ソ 
ルム の コア を 渡し た 。 コア の 野 走 に よっ て プル ー 
ト が 正気 を 失う と 、 巧み な 甘 言 で 操り 、 ヴァ ン ガ 
ー ド を 利用 し て 自分 の 復讐 の 準備 を 整え て い 
く 。 つま り リ ヒ タ ー こ そ が 、 影 か ら ヴ ァ ン ガー ド の す 
べ て を 掌握 し 、 思い どおり に 動か し て いた 人 物 
と 言え る 。 た だ し 、 これ ら の 行動 は 己 の 目的 を 
達成 させ る た めで は あっ た も の の 、 リヒ ター は ラ タ 
トス ク が 消滅 する と ギン ヌン ガ ・ ガ ッ プ の 封印 が 
解け て 世界 が 魔 族 の 手 に 落ち る こと も 理解 し て 
お り 、 封 魔 の 石 と 神子 の 輝石 を 使っ て 、 自分 
自身 が 新た な 封印 と な っ て 世界 を 護る と の 決意 
を 固め て いた 。 仏 頂 面 で と っ つき に くい 反面 、 
友達 を 想う 優し さや 、 非情 に な りき れ な い 一 面 
を 持つ り ヒ ター は 、 悪 と は 無縁 の 存在 。 そん な リ 
ヒ タ ー が ヴァ ン ガ ー ド や 世界 を 巻き 込ん で の 復讐 


を 実行 し た の は 、 それ だ け 、 ハー フエ ルフ で ある 
自分 を 差別 せ ず 、 親友 に な っ た アス テル へ の 
想い が 強かっ た こと を 伺わ せる 。 


リフ ィ ル ・ セ イジ 芳 諾 騰 [ 人 名 】 英明 で 博識 、 


一 を 聞け ば 十 を 答え る 知識 の 泉 。 冷静 な 分 析 
力 、 実践 を 重視 する 行動 力 、 そし て 柔軟 な 発 
想 を 兼ね 備え た 、 真 の 意味 で の 天才 。 そう し た 
数 々 の 賞賛 を 受け る 女性 。 し か し すべ て が 完 
璧 と は いか ず 、 料理 の 腕 は 壊滅 的 で 、 また 遺 
跡 を 前 に する と 「 遺跡 モー ド ] の スイ ッ チ が 入る 。 
そし て 欠点 を あげ つら う 弟 ジー ニア ス に 、 全力 の 
チョ ッ ピ ング ライ ト を お 見 舞い する の も また 欠点 の 
ひと つ で ある 。 普段 は イセ リア で 教師 を し て いる 
が 、 本 職 は 古代 遺跡 の 研究 者 。 ハー フエ ルフ 
で ある 彼女 は 、 効く し て 弟 ジ ー ニ アス と と も に 親 
に 捨て られ た 。 置き 去り に され た 「 異 界 の 扉 」 が 
記憶 に 焼き 付き 、 無意識 の うち それ を 探し 求め 
る あま り に 、 遺跡 研究 者 と な る 。 


リブ ガロ 罰 * 臣 曹 【 そ の 他 】 砂漠 の オア シス に 棲 


むと いう 伝説 の パイ ラス 。 角 は 万 病 の 特効薬 と 
され る 。 罰 麗 鏡 【 生 物 】 カ プ ワ ・ ノ ー ル 南 の 森 に 
棲み つい た 魔物 。 執政 官 ラ ゴウ が 悪 趣 味 な 娯 
楽 の た め に 自ら 放っ た も の で 、 リプ ガロ 退治 で 
重税 を 免除 する と 見 せ か け て 、 人 々 が 無謀 な 
討伐 に 挑む さま を 楽し ん で いる 。 一 説 に は 角 が 
薬 に な る と も 言わ れ 珍 重 さ れる 。 雨 の 日 に 姿 を 
見 せ や すい 。 


リフ ト 功 『 基 玉 【 乗 り 物 】 型 殿 を 守る 山頂 の 街 バ 


ビ ロ グ ラー ド と 、 カレ ギア 内 海 に 面 し た バビ ログ ラ 
ー ド 港 を つなぐ 乗り 物 。 新規 考案 中 の リフ ト は 、 
「 理 論 上 は 、 目 に も 止ま ほら ぬ 速 さ で 街 か ら 港 へ 
降り る こと が 可能 だ が 、 乗っ て いる 人 は お し り が 
モ ゾ モ ゾ する は ず だ 」 と 、 リフ ト を 預かっ て 数 十 
年 の 管理 人 さん は 言う 。 管理 事務 所 に は 新型 
リフ ト の 模型 も 多数 保管 され て いる 。 


リム ル 騙 紀 罰 [【 人 名 】 リ リス の 娘 。 し か し その 父親 


が 誰 な の か は 明か され て いな い 。 リー ネ の 村 で 
家族 と いっ し ょ に 暮らし て いる は ず な の だ が 、 何 
度 行っ て も 出会う こと は な い 。 それ も その は ず 、 
彼女 は ノイ シュ タッ ト 閣 技 場 の チャ ン ピ オ ン と し て 
多忙 な の だ っ た 。「 ち ょ っ と 乱入 で も 」 と 、 気楽 
に 闘技 場 に 飛び 入り し て きた リリ ス と 違い 、 戦う 
こと が 大 好き な リム ル は 真剣 に チャ ン ピ オ ン と し 
て が ん ぱっ て いる 。 雪 を 身 に まとい 、 周囲 の 大 
気 を 陽 疾 の よう に ゆら めか せな が ら 挑 戦 者 を 返 
り 討 ち に する 姿 は 圧巻 。 呪文 より も 肉弾 戦 を 得 
意 と し 、 剣術 と 格闘 術 に 優れ て いる 。 また 、 相 
手 が ジ ャ ンプ し た 瞬間 に 蹴り 落と す 反 応 速 度 か 
ら 、 相当 鍛錬 を 積ん だ こと が 伺え る 。 カイ ル と の 
一 族 最 強 決定 戦 を 楽し み に し て いた と いう あ た 
り 、 その 戦闘 好き は 本 物 で ある 。 


粒子 化 薦 E 和 [技術 】 プロ トス 1 が 持つ 機能 の ひ 


と つ で 、 肉体 を 構成 する 微細 な 粒子 レベ ル に 
肉体 を 還元 する こと 。 これ を 利用 すれ ば か な り 
大 き な 損傷 で も 元 どおり に 復元 で きる 。 また 粒 
子 を 別 の 器 に 分 配 し 還元 する 「 分 減 保全 」 に よ 
っ て 、 ほか の 生命 体 に 寄生 し て 修復 を 図る こと 
も 可能 。 


リュ ー ダ ス ・ セ ッ ト 罰 誠 寺 【 武 具 】 顔 が 隠れ て い 


る の に 隠れ て な い 、 微妙 な 仮面 を 中 心 に し た 装 
備 一 式 。 これ を 身 に つけ て いた 剣士 リュ ー ダ ス 
は 、 愛 い を 帯び た 涼やか な 了 瞳 と 漆黒 の マン ト に 
覆 わ れ た 痩 江 、 深い 影 を 刻ん だ 甘い マス ク で 、 
世 の 女性 た ち を つぎ つぎ と 失神 させ て いっ た 。 


テ S は ・ー ロ ニー テー 人 由 こ 


の ダン 


アマ で アサ * へ ポー マー ルル ロニ 


の ダン 


リュ ネ 臨 品 鐘 【 人 名 】 准 都 貴 族 街 に 住む クレ イ 


の 婚約 者 。 子供 好き で テッ ド た ち 下 町 の 子供 の 
遊び 相手 を 勤め る 。 父親 は か つて 騎士 団 に 所 
属し て お り 、 恋人 クレ イ の 師父 。 結婚 を 承諾 す 
る 条件 と し て 課題 を 受け 旅立っ た 、 恋人 の 帰り 
を 待ち 続け て いる 。 


漁師 な べ 騙 * 鐘 [飲食 物 】 あま ね く 海 の 漢 たち 


に 伝わる な べ 料 理 。 目玉 商品 に 恵まれ ず 店 を 
た た む ぢ 寸前 だ っ た 屋台 を 目 に し た パテ ィ は 、 この 
漁師 な べ を 看板 料理 に 仕立 て 、 港町 を 訪れ る 
人 々 の 胃袋 を が っ ちり キャ ッ チ し た 。 雑多 な 海 
の 幸 が 一 見 無節操 に ぶち 込ま れ て いる よう に 
見 えな が ら 、 その 実 、 万 人 を と りこ に する 懐 の 深 
さ を 持つ 、 さながら 母 の 愛 の ご と き な べ 料理 。 
船 の 上 が 墓場 と 豪語 する 海 の 漢 た ちの 身体 
は 、 この 大 いな る レシ ピ で 育ま れ て いる 。 


料理 バト ル 招 待 状 玉 鐘 [道具 】 ダン グレ スト の 


料理 スタ ジア ム 「 ビ スト ロ ・ プ ラッ ク ホ ー ル 」 で の 
料理 バトル 「 幸 福 の 晩 箸 会 ] に 参加 する た め の 
招待 状 。 帝国 お 抱え の 料理 人 と ギル ド 代 表 に 
よる 親善 料理 対決 に 、 エキ シビ ショ ンマ ッ チ で 
の 参戦 が 認め られ る 。 一 流 の 料理 人 だ け に 許 
され た 食 の 戦場 で 、 今 育 落と され る 戦い の 火 
蓋 、 求め られ る の は 煮え た ぎる 情熱 と 体 に 覚え 
込ま せ た さ じ 加 減 、 そ し て ゲス ト を も て な す ホ スピ 
タリ ティ 。 


リラ の 花 功 KE 騰 [植物 】 モク セイ 科 ハ シド イ 属 の 


落葉 樹 。 ライ ラッ ク と も 呼ば れ 、 香り の よさ で 知 
られ る 。 マリ ク は この 芳香 を た た える 酒 を 、 亡き 
ロベリア と の 思い 出 の 味 と 語る 。 花 言 葉 は 純 
潔 ・ 若 き 日 の 思い 出 。 


リリ ア 罰 棋 語 【 人 名 】 イセ リア の や ん ちゃ 坊主 、 ポ 


ー ル の 母親 。 ロ ド ボド と ジー ニア ス が 引き 起こ し た 
事件 に より 夫 を 失っ た 。 それ 以来 笑わ な く な っ 
た ポー ル を 見 た ロイ ド が 、 自分 が 代わ り に 父親 に 
な ろう と し て リリ ア に 求婚 。 そん な 思い 付き で の 
行動 に リリ ア が 激 和 色 し て ロイ ド に トマ ト を 投げ つけ 
る も …… と いう ドタバタ の 末 、 ポー ル に 笑顔 が 戻 
っ た 経緯 が ある 。 思い 付き の 求婚 で は あっ た 
が 、 年 上 好き の ロイ ド は リリ ア に 憧れ を 持っ て い 
た の は 事実 で ある 。 な ん で も 、 あの 大 人 の 香り 
が いい ん だ と か 。 


リリ ー ナ 斬 5 語 人名] 王立 研究 院 の 研究 員 。 


アス テル と は 同期 で 、 親しい 関係 に あっ た 。 ア 
ステ ル の 死後 、 彼 の 研究 を 引き 継い だ こと で 、 
ラタトスク に 対す る 知識 を 有する 。 現在 は メル ト 
キオ の 精霊 研究 所 に 拠点 を 移し 、 フィ ー ル ド ワ ー 
ク と アス テル が 遺し た 資料 の 整理 に 追わ れ て い 
る 


リリ ス ・ エ ル ロ ン 功 *5 馬 【 人 名 】 リ ー ネ 村 に 住む 


17 歳 の 少女 。 スタ ン の 実妹 で 、 エル ロン 家 唯 一 
の 女 手 と し て 家事 全般 を 取り 仕切 る 。 その 供 
活 な 人 柄 と 有無 を 言わ さ ぬ 気 の 強 さ に 、 スタ ン 
は も ちろ ん 祖父 トー マス で すら 尻 に 敷 か れ 気味 。 
寝起き の 悪い 兄 を 叩き 起こ す 「 死 者 の 目覚 め 」 
な る 凶悪 な 技 を 開発 し た 。 早く に 両親 を 亡くし た 
こと か ら 、 家族 の 絆 を 非常 に 大 切 に し て いて 、 
セイ ン ガ ルド 王国 に 仕 記 したい だ の 、 ある い は 大 
事 な 旅 だ の と 、 村 を 出 て いこ うと する スタ ン に い 
い 顔 を し な い 。 また スタ ン で すら 知ら な い 、 非常 
に 優れ た 格闘 セン ス を 持っ て お り 、 約束 を 破っ 
て 家 に 寄り 付か な い 兄 に お 鍛 を すえ る べく 、 お 
た ま と フ ライ バ パン を 手 に ノイ シュ タッ ト の 闘技 場 に 
現われ る 。 庫 中 [人 名 】 スタ ン の 妹 。 ある と き 


は 闘技 場 で 、 ある と き は 料理 対決 で 猛威 を 振る 
っ た 女性 。 当時 は お 上 兄ちゃん が 大 好き で 、 母親 
の よう に スタ ン の 面倒 を 見 て いた 。 この と まき 開発 
され た の が 死者 の 目覚 めで 、 の ち に この 技 は ル 
ー テ ィ へ と 伝授 され た 。 現在 で は か つて スタ ン 
達 が 暮らし て いた 家 を 受け 継ぎ 、 お 母さん と し 
て 平凡 な 日 々 を 送っ て いる 。 し か し リリ ス の 遺伝 
子 を 持っ た 子供 が 普通 に 育つ は ず も な く 、 娘 の 
リム ル は 闘技 場 の チャ ン ピ オ ン に 君臨 し て いる 。 
一 方 で 、 夫 が 何者 な の か は まっ た く の 謎 。 大 本 
命 は 、 ス タン の 幼馴染 み パ バッカス で ある と の 見 
方 が 有力 で ある 。 

凛 々 の 明星 (りり の あか ほぼ し) 功 攻 [神話 ・ 
伝承 】 ギル ド 「 凛 々 の 明星 ] の 出典 と な っ た 、 帝 
国 に 伝わる 逸話 。 災厄 か ら 世 界 を 守っ た 兄妹 
の うち 、 空 か ら 世 界 を 見 守り 続け る 見 の こと 。 
伝承 の も と に な っ た 出来 事 は 過去 の 星 喰 み で 、 
「 凛 々 の 明星 ] と は 、 ザウ デ 地 上 部 分 と 対 を 成 
す 、 上 空 の 人 工 衛星 を 指す 。 世間 で は 夜空 
の 一 番 星 と し て 親しま れる 。 

ルイ シカ 薦 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 正式 な 呼び 名 は 
廃 六 の 村 ル イシ カ 。 バリ ル が ビリ アル に 殺さ れ た 
と き 、 シ ゼ ル の 聞 の 極光 術 が 発動 し て 廃 壇 と な 
っ て し まっ た 。 現在 で は 壊れ た | 旧 バ パリ ル 邸 に ガレ 
ノ ス が 住み 、 実験 施設 を 使っ て 打倒 バリ ル 、 グ 
ラン ド フ ォ ー ル 阻止 の た め の 研 究 を 続け て いる 。 

ルイ ン 功 諾 欄 [ 地 名 ・ 施 設 】 ディ ザイ アン の 襲撃 
で 幾度 も 壊滅 させ られ な が ら も 、 復興 を くり 返す 
町 。 その た め 「 希望 の 町 」 と も 「 絶 望 の 町 ] と る 
呼ば れる 。 ロイ 條 の 母 ア ン ナ の 出身 地 。 

ルー 罰 記 罰 【 人 名 】 ナ ナリ ー の 弟 。 不治の病 を 串 
い 、 ナナ リー に 連れ られ て ホー プ タ ウ ン に 辿 り 着 
き 、 この 地 で 死亡 し た 。 フォ ルト ゥ ナ 神 団 に 入信 
し 、 その 加護 を 受け る こと で 病 は 完治 で きた の 
だ が 、 姉 弟 で 相談 し た 結果 これ を 拒否 。 残り の 
期間 を 人 間 ら し く 生 きる こと に 決め 、 ホー プ タ ウ 
ン で 暮らし 始め た 。 本 人 は 残さ れ た 時 間 を 精 一 
杯 生き た こと で 満足 だ っ た は ず だ が 、 ナナ リー に 
と っ て 弟 の 死 は トラ ウマ と な っ て お り 、 いま だ に 
自分 達 の 決断 が 正しかっ た の か 迷い 、 後悔 し 
て も いる 。 エピ ロー グイ ベン ト で は 、 ベル セリ ア の 
花 を 使う こと で 幼い ルー を 救う こと が で きる 。 

ルウ ィ ス 和 功 麗 鐘 【 人 名 】 ギル ド | 四季 折々 | の 一 
員 。 営業 成績 が 振る わ ず 、 イン パク ト の ある 広 
告 出演 者 を 求め て お り 、 ラビ ピー ド に その 白羽 の 
矢 を 立て る 。 人 は いい けど 押し は 弱め 、 限ら れ 
た 護衛 と と も に 人 々 が 慌ただしく 往き 交 う デイ ドン 
砦 な ん ぞ で 犬 相手 に スカ ウト を し て いる あたり 、 
この 仕事 に は 正直 あま り 向 いて いな いか も し れ 


遺構 の 門 (ルー イン ズ ゲ ー ト ) 凡 避 獲 【 ギ ルド 】 
魔 導 器 発掘 を 専門 に 行なう ギル ド で 、 アス ピオ 
な ど 帝 国 側 に も 協力 し 、 古 の 遺産 を 求め て 日 夜 


土 と 格闘 する 。 首領 は 「 神 の 手 ] と 呼ば れる 、 
学者 肌 の 弱気 な 男 ラー ギィ 。 彼 の も う ひ と つの 
顔 で ある 武器 商人 イエ ガー は 、 こち ら で 発掘 し た 
魔 導 器 を 自身 が 取り 仕切 る ギル ド 「 海 凶 の 爪 」 
に 横流し し 、 帝国 の パワ ー バ ラン ス の 崩壊 を 助 
長 す る まで に な っ た 。 し か し 大 半 の メン バー は そ 
の 事実 を 知ら な い 人 畜 無 害 な 発掘 好き で ある 。 


ルー ク 橋 監 誠 王 [地名 ・ 施 設 】 外 殻 大 地 有 崩落 


後 、 シ ェ リ ダン と ベル ケン ド の 交流 を 深め る 目的 
で 、 ラー デシ ア 大 陸 と 西 ア ベ リア 大 陸 間 に 架け 
られ た 橋 。 指揮 監督 は アス トン だ が 、 ルー ク た ち 
が 資金 を 提供 し た た め 、 ルー ク 橋 と 名 づけ られ 
た 。 製造 に 長け た シェ リ ダ ン と 研究 に 長け た べ 
ルケ ンド が 協力 すれ ば 、 キム ラス カ 王 国 の 諸 業 
技術 は 飛躍 的 発展 を 遂げ る だ ろう 。 


ルー ク ・ フ ォ ン ・ フ ァ ブ レ 画廊 弄 [人 名 


ND2011 年 に 、 アッ シュ の レプ リカ と し て 誕生 す 
る 。 10 歳 の 頃 、 ヴァ ン に 誘拐 され た アッ シュ の 代 
わり に ファ プレ 家 に 戻さ れ 、 誰 も 本 当 の こと を 知 
ら な いま ま 、 本 物 の ルー ク と し て 育て られ る 。 成 
人 する まで は と 、 自宅 で な に 不 自 由 な い 軟 禁 
生活 を 強い られ て いた こと も あり 、 すっ か り 世 間 
知ら ず で 非常 識 な お ぼっ ちゃ ん と な っ て し まっ 
た 。 の ち に 自分 が レプ リカ で ある こと 、 信頼 し て 
いた ヴァ ン に 裏切ら れ て いた こと な ど を 知っ た ル 
ー ク は 、 激しい 絶望 と 衝撃 を 受け 、 自分 の 存在 
意義 に つい て 深く 悩む よう に な る 。 と き に は 父 
慢 に 、 と き に は 自暴自棄 に な りな が ら も 、 仲間 に 
叱 履 激励 され 、 次 第 に 心 を 成長 させ て いく ルー 
ク 。 や が て 、 すべ て を 受け 入れ て ひと り の 人 間 
と し て 前 に 進む こと を 決意 し 、 ヴァ ン や アッ シュ 
に 正面 か ら 向 き 合 っ て いく 。 ロー レラ イ と 同じ 音 
素 振 動 数 を 持ち 、 超 振動 を 扱う こと が で きる 。 


ルー チェ 功 品 本 【 人 名 】 ア ー チ ェ の 母親 。 も と も 


と は 夫 で ある バー ト と と も に 暮らし て お り 、 ひと り 
娘 ア ー チ ェ を も うけ た が 、 エル ブフ た ち が 人 間 と の 
隔絶 を 決め た と き に 、 ふた り と 別れ て ユミ ル の 
森 へ と 去っ た 。 その 後 は エル フ の 集落 に て 、 宿 
屋 の 受付 を し て いる 。 エル フ 族 の 取り 決め に 従 
っ た こと 自体 は 正しかっ た と 考え て は いる も の 
の 、 の ち に 成長 し た 娘 と 思い が けず 再会 し た こ 
と で 、 種族 の 探 と 個人 の 感情 の 間 で 揺れ 動く 
様子 を 見 せる 。 


ルー ティ ・ カ トレ ッ ト 功 5 答 【 人 名 セイ ン ガ ル 


ド ・ ク レス タ 出 身 の レ ンズ ハン ター。 わずか 2 歳 の 
時 に ソー ディ アン ・ ア トワ イト と と も に 孤児 院 の 前 
に 捨て られ 、 シス ター た ち に 育て られ る 。 実父 は 
オベロン 社 総帥 の ヒュ ー ゴ ・ ジ ルク リス ト だ が 、 
彼 の 娘 で ある 証拠 を 一 切 持 た な か っ た た め 、 
彼女 は 自分 の 父親 が 誰 で ある の か 、 また 肉親 
に 誰 を 持つ の か と いっ た 事情 は 一 切 知ら な い 。 
院 の 子供 の 中 で は で も っ と も 年 長 で ある 責任 
感 、 ま た 「 家 族 ] を 守り た い 気 持ち か ら 、 孤児 院 
の 経営 難 を 救う た め に 、 危険 な レン ズ ハ ンタ ー 
の 仕事 に 就 い た 。 一 見 気さく で 快活 に 見 える 
が 、 実際 は 他 者 に 対し て つね に わずか な 距離 
を 保ち 、 尻尾 は つか ませ な い 。 それ は 自分 が 家 
族 と 認め て いる 孤児 院 の シス ター や 子供 た ち 以 
外 に は 、 決し て 心 の 内 面 を 見 せる まい と 、 巧み 
に 璧 を 作っ た 結果 の も の 。 幼い 頃 か ら 一 部 の 
心 な い 人 々 か ら の 迫害 を 受け て きた こと 、 また 
弱者 が 虐げ られ る 現実 と 向き 合っ て きた こと な 
どか ら 会 得 し た 、 彼女 な り の 処世 術 で ある 。 何 
より も 「 家 族 ] を 大 切 に し 、 文字 どおり 命 叔 け で 


その 存在 を 守 ろ うと し て いた 彼女 に と っ て は 、 
孤児 院 の みん な の 幸せ に つなが る な ら ば 、 敢 え 
て 自分 が 汚れ を 受け る こと も 辞 さ な い 。「 守 銭 
奴 ]、「 強 欲 の 魔女 ] な ど と いう 、 年 頃 の 女性 に 
は お よそ 似つか わし く な い 不 名 誉 な ま ふ た つ 名 
も 、 必要 以上 に 悪評 が 立つ こと も 、 彼女 に と っ 
て は ある 意味 で は 己 へ の 勲章 だ っ た 。 だ か ら こ 
そ 、 父 ヒ ュー ゴ と 弟 リ オン 、 も っ と も 近しい は ず の 
人 間 た ち が 起 こし た 行動 を 精算 する こと は 、 彼 
女 が 背負 っ た ふた つの 「 家 族 ] へ の 呪縛 を 断 
ち 切 る 試練 と な る 。 ベル クラ ント で 死 の 間際 、 意 
識 を 取り 戻し た ヒュ ー ゴ が 語っ た わずか な 慈 し 
み の 言 葉 が 、 ルー ティ に と っ て どれ ほど の 浄化 
と な っ た の か 。 その 答え が 弟妹 た ち を 抱い て 泣 
< 彼女 の 背中 に あっ た 。 罰 5 貴 【 人 名 】 神 の 眼 
を 巡る 騒乱 時 、 ソー ディ アン ・ ア トワ イト を 手 に 、 
スタ ン と と も に ミク トラ ン と 戦っ た 人 物 。 四 英 雄 の 
ひと り 。 当時 は 自分 が 育っ た 孤児 院 の 借金 を 
返す た め 、 レン ズ ハ ンタ ー と し て 活動 し て いた 。 
現在 で は 夫 で ある スタ ン と と も に クレ スタ で 暮 ら 
し 、 自分 を 育て て くれ た 孤児 院 を 引き 継い で 、 
新た に デュ ナミ ス 孤 児 院 と し て その 院長 に 収 ま 
っ て いる 。 か つて は 人 金 に 汚い 女 と 誤解 され る こ 
と も あっ た が 、 現在 で は 本 来 の ワイ ルド で さっ ぱ 
り し た 性 格 に 磨き を か け 、 カイ ル の 、 そし て 孤児 
達 の 良き 母親 と し て が ん ば っ て いる 。 まっ すぐ 
に 生き る 姿勢 は 子供 達 だ まけ で な く 周囲 の 人 々 に 
も 伝わり 、 四 英 雄 で ある こと な ど 関 係 な く 、 尊敬 
と 人 望 を 集め て いる 。 一 方 で 強気 の 裏 に 隠さ 
れ た 繊細 さ 、 優し さも 健在 だ が 、 相変わらず こ 
れ ら を 表 に 出す こと は 少な い 。 


ルー マー 罰 * 臣 斑 【 人 名 】 銀 牛 公 の 名 で 知ら れる 


名 将軍 で 、 先代 の 王 ラ ドラ ス の 右腕 と し て 名 を 
馳せ た 。 国民 的 な 人 気 も 非常 に 高く 、 老衰 に 
よっ て 死 を 迎え た 彼 の 葬儀 は 国 琴 と な り 、 歴代 
国王 と 並ん で 獣 王 山 に 葬 ら れ た 。 リン ドブ プロ ム 
家 以 外 の 人 間 が 獣 王 山 に 埋葬 ほれ る の は 極め 
て 異例 の こと で 、 ラド ラス 前 王 の 彼 に 対す る 信 
頼 の 高 さ が うか が われ る 。 な お 幼少 の アガ ー テ 
王女 の 遊び 相手 を させ る と 有 有 に 出る も の は いな 
か っ た と いう の も 王宮 で は 有名 な 話 で 、 王女 は 
彼 を 「 白 い 歯 の お じ ち ゃ ん 」 と 呼び 、 父親 以上 
に 親しん だ と いう 。 


ルー メン 世 5E 本 9【 セ ンチ ュ リ オン 】 光 の セン チュ 


リオ ン 。 マナ の 守護 塔 跡 し に つ な が る 、 湖底 の 洞 
窟 の 祭壇 に コア 状態 で 眠っ て いた 。 マル タ が 
入手 し よう と する も 、 直前 で ロイ ドド に 奪わ れ た 。 


ルー ング ロム 玉 誠 欄 【 人 名 】 アル ヴァ ニス タ 王 国 


の 宮廷 魔術 師 。 高い 知力 を 活か し て 、 親友 エド 
ワー ド と と も に ダオス に 対抗 する 策 を 練り 、 実行 し 
て いる 。 エド ワー ド が 各地 を 回 る 実戦 部 隊 だ と す 
る な ら 、 ルー ング ロム は 後方 サポ ー ト を メイ ン に 動 
いて お り 、 クレ ス た ち に も 様々 な 協力 を 惜しま な 
い 。 自身 も ハー フエ ルフ な の で 、 過去 か ら 未 来 
の 長き に わた る ダオス と の 戦い に 関与 する 。 


ルー ン 鉱 石 玉 語 欄 【 鉱 石 】 武 器 の 素材 と な る 硬 


度 の 高い 鉱石 。 昔 は アレ ウー ラ の 各地 に 鉱脈 
が あっ た が 、 今 で は 砂漠 の 岩 か ら 少 量 を 入手 
で きる の み と い う 非 常に 貴重 な も の 。 ルー ン 鉱 
石 精錬 の 最盛 期 は 、 レイ モー ン 時 代 に まで 遡 
る 。 扱え る 職人 は ほとん どい な い 。 


ルカ ・ ミ ル ダ 騙 可 本 【 人 名 )】 レ グ ヌ ム の 大 商家 ミ 


ル ダ 家 の ひと り 息 子 に 当たる 、 15 歳 の 少年 。 
前 世 で は 天界 の 畔 者 ・ セ ン サ ス の 武将 アス ラ 


ルナ 罰 可 本 【 精 重 】 月 を 司る 精霊 で 、 12 星 座 の 


で 、 その 勇猛 な 姿 に 感化 され て 、 自ら も 大 剣 を 
操る よう に な る 。 現在 の 弱気 な 自分 に 失望 し て 
お り 、 前 世 の 姿 に 強い 憧れ を 持つ 。 その せい 
で 、 アス ラ の 行ない すら 「 自 分 が や っ た こと 」 の よ 
うに 語る 節 が あり 、 過去 の 栄光 に 依存 し が ち 。 
また 「 人 に 嫌 わ れる こと 」 、 「 拒 絶 さ れる こと 」 に 
強い 抵抗 が あり 、 押し が 弱く <、 何事 に も 騰 病 。 
成績 優秀 で 運動 も それ な り に こなす 優等 生 に 
も 関わ ら ず 、 仲間 内 か らい いよ うに 使わ れ て い 
る 。 だ が ほか の 転生 者 と の 出会い や 天上 界 の 
真相 を 知る 中 で 、 自分 の 生き る 意味 を 感じ 取 
り 、 徐々 に 前 世 と の 訣別 の 道 を 歩む 。 服装 に 
は 家柄 の よさ が 表 わ れ て お り 、 身 に つけ て いる 
ジャ ケッ ト や プ ブーツ は どれ も 地味 な が ら も 仕立 て 
の よい も の ば か り 。 た だ し 本 人 に ファ ッ シ ョ ン セ ン 
ス が 皆無 の た め 、 完璧 に 「 服 に 着 ら れ て いる 」 
状態 。 ハス タ に は 服 と プー ツ の コー ディ ネイ ト が イ 
ケ て な いと 、 真っ 向 か ら 否定 され て いる 。 


ルキ ウス ・ ブ リッ ジス 玉 店 欄 【 人 名 】 教会 の 異 


端 審問 会 に 所 属す る 僧兵 。 カイ ウス の 弟 で 、 
現在 15 歳 。 カイ ウス と 同様 、 レ イモ ー ン と ヒト の 
混血 児 で ある 。 幼い 頃 に 母 、 カイ ウス と 生き 別 
れ 、 父 で ある ヴィ ン セ ント に ヒト と し て 育て られ た 。 
ヒト で ある 父 に 絶対 服従 し 、 見 と 瓜 ふ た つ な 顔 
を 仮面 で 隠す こと で 、 自分 の 中 に 流れ る リカ ン 
ツ の 血 を 否定 し て きた 。 ヴィ ン セ ント の 命令 で 異 
端 者 狩り を 進め て いる が 、 それ は 、 生命 の 法 に 
よっ て 死ん だ 母 や 同族 を 救い た いと いう 気持 ち 
か ら で あ る 。 カイ ウス と 対照 的 に 、 高い 知識 と 教 
養 を 自 に つけ て お り 、 も の 静か で 礼儀 正しい 。 
休日 に は 、 教会 の 礼拝 堂 を ひと り で 掃除 する こ 
と で 心 を 落ち 着け て いる 。 


光照 魔 導 器 (ルク スプ ブラ ステ ィ ア ) 功 菩 鐘 [ 麻 


導 器 】 エ アル を 光 エ ネル ギー に 変換 し て 照明 と 
し て 利用 する 魔 導 器 。 エア ル を 充填 し て 使用 
する 。 笑 で 照ら す よ り も 光 が 強 く < 安全 だ が 、 技 
術 の 高 さ か ら か 多用 は され て いな い 。 


ル グ ニ カ 紅 テン グ ダ ケ 功 議 【 植 物 ] 外 殻 大 


地 崩 落 前 、 セ ント ビ ナ ー が 栽培 し て いた 珍し い 
巨大 キノ コ 。 お 菓子 の よう な 甘い 香り が 特徴 
で 、 煎じ て 飲む と 滋養 強壮 に 効果 が ある と し て 
珍重 され て いる 。 チー グル の 森北 部 に は 、 野 
生 種 が 自生 し て いる 。 野生 の も の に は ル グ ニ カ 
オオ 紅 テ ング ダケ と いう 、 名 前 も 見 た 目 も そっ くり 
の キノ コ が ある が 、 こち ら は 猛毒 が あり 、 誤っ て 
口 に する と 死に 至る こと も ある 。 素人 に は 判断 
が 難し い の で 、 採取 時 に は キノ コ 類 に 詳し い 人 
に 助力 を 求め よう 。 


塔 に 住ん で いる 。 戦い を 好ま な い 穏 や か を 物 
腰 が 印象 的 。 芳 KE 動 【 精 径 】 シルヴァ ラン ト の マ 
ナ の 守護 塔 に いる 、 光 の 精霊 。 自ら 座 す る 月 を 
用 いた 幻想 的 な 技 で 戦う 。 別名 は 「 天 地 を 貫く 
光華 の 素 (し ろ ) 」 。 トパーズ の 宝石 に より 契約 


を 行なう 。 


ルビ ア ・ ナ トウ ィ ッ ク 功 頂 蘭 【 人 名 】15 蔵 、 ヒ 


ト 。 カイ ウス の 幼なじみ で 、 な に か と お 姉さん ぶる 
勝ち 気 で 元気 な 少女 。 な ん だ か ん だ と 、 カイ ウス 
を 尻 に 敷い て いる が 、 じつは カイ ウス に 対し て 淡 
い 恋 心 を 抱い て いる 。 両親 と 3 人 で ご く < 平和 に 
暮らし て いた が 、 ラム ラス を 捕らえ に きた ロミ ー に 
両親 を 殺害 され 、 カイ ウス と と も に 復讐 の 旅 に 出 
る 。 道中 、 ロミ ー に 両親 を 殺し た の は ラム ラス だ 
と 吹き 込ま れ た こと 、 獣 人 化し た カイ ウス に 恐怖 
を 感じ た こと に な ど に 戸惑い 悩み 、 カイ ウス と 正 
面 か ら 向 き 合 を なく な っ た こと も 。 し か し 、 結局 は 
幼なじみ と し て 長年 を と も に 過ごし て きた カイ ウス 
へ の 想い が 勝 り 、 最後 まで 旅 に 同行 する こと と 
な る 。 アー リア の よう な 、 素敵 で 大 人 な 女性 に な 
る の が 目標 。 


ルブラン 功 記 鐘 【 人 名 帝国 騎士 団 シュ ヴァ ー 


ン 隊 の 小隊 長 。 帝国 の 平和 と 安全 を 守る た め 
に 職務 に 進 する 、 頑固 一 徹 、 昔 気質 の 朴 
念 仁 で ある 。 元 騎士 な が ら 自分 た ち を 歯牙 に も 
か けず 誕 放 に 振舞 う ユ ー リ に 手 を 焼い て いる 
が 、 その 行動 に 一 貫 し た 信念 が ある こと も 感じ 
て お り 、 本 人 は 認め な いな が ら も 結果 的 に 彼 の 
行動 を 容認 する 場面 も し ば し ば 。 アデ コー ル 、 
ボッ コス を 初め と する 部 下 と も ども る 、 キュ モー ル と 
は 犬猿 の 仲 。 


レア ー ド 罰 '【 人 名 】 過去 アル ヴァ ニス タ 王 国 


の 王子 。 ダオス の 手 の 者 に 操 ら れ 、 人 質 に され 
て いた 。 本 来 は 知力 、 武力 、 魔術 に た け 、 聡 
明 で 性 格 も いい と 言わ れる 国民 の アイ ドル 的 存 
在 。 


レア バー ド 和男 可 議 【 乗 り 物 】 魔 力 を 電気 に 変換 


し 、 機体 か ら 発生 する 磁力 と 大 地 の 地磁気 を 
反発 させ て 飛ぶ 、 ひと り 乗 り の 小型 空中 浮遊 
装置 。 本 来 は 長 距 離 航続 能力 は な い が 、 精霊 
ヴォ ルト の 電力 を 注入 する こと で 飛行 距離 が 伸 
びる 。 ダオス と の 決戦 に 臨む クレ ス た ち ひ と り ひ 
と り に 用 意 し て も ら え る も の の 、 アー チェ は 自前 の 
ホウ キ が ある た め 残 念 な が ら 割 愛さ れ た 。 な お 詳 
し い 理 屈 は 魔女 の ホウ キ と 同じ らし い が 、 素人 
に は 何 が 何やら 、 で ある 。 協力 的 な 開発 主任 ス 
タン リー 氏 も 、 密か に 試し 乗り を 楽し ん し だ の だ ろう 
か ……。 玉 諾 往 [ 乗 り 物 】 寺 の マナ を 動力 に し 
て 稼動 する 飛行 機械 。 も と も と は ユア ン 率 いる レ 
ネ ゲ ー ド が 、 テ セ アラ と シル ヴァ ラン ト を 行き 来 す る 
た め に 開発 し た も の だ が 、 ロイ ド ら を 利用 し よう と 
する ユア ン に よっ て 、 彼ら に 貸し 与え られ る 。 


テー こさ マ で ーー ヘー ミ 


の ダダ 


隊 陸 人 四 こき マー テ び MI ロ ・ へ で 


の ダグ 


レイ ア ・ ロ ラン ド 騙 誠 橋 【 人 名 】 ジ ュー ド の 幼 な 


じみ で 15 歳 。 ふた り の 故郷 で も ある ル ・ ロ ンド で 、 
看護 師 見 習い と し て 働い て いる 。 優し く 思い や 
り の ある 少女 だ が 、 献身 的 で ある あま り に 、 気 を 
使い すぎ て 悩み を 抱え が ち 。 し か し つね に 前 向 
き で いよ うと する 強 さ を 持っ て いる 。 自分 の 背丈 
ほど も ある 梶 を 駆使 し て 戦う 梶 術 使い 。 


レイ ヴ ン 罰 記 騰 【 人 名 】 五大 ギル ド の 頂点 で ある 


「 天 を 射る 矢 ] に 所 属す る 35 歳 の 男 。 知る 人 ぞ 
知る ドン の 腹心 で 、 身分 を 隠し て 旅 を し て いる 
帝国 の 要 人 エス テル を 監視 する 役目 を 負っ て 
いる 。 し か し ギル ド ユ ニオ ン 幹 部 の 顔 は 仮 の 姿 
で 、 本 当 の 彼 は シュ ヴァ ー ン ・ オ ルト レイ ン の 名 
を 持つ 帝国 騎士 団 の 隊長 首席 。 レイ ヅ ン と いう 
名 前 も 風来坊 然 と し た 姿 も 、 帝国 に 反目 する ギ 
ルド の 動向 を 探る 、 その 潜入 活動 の た め に 作ら 
れ た も の で ある 。 彼 の スパ イ 活 動 は 極秘 の も の 
で 、 それ を 知る の は 騎士 団長 アレ クセ イ の み 。 
直属 の 部 下 で すら 、 ふた つの 顔 を 持つ こと を 知 
ら さ れ て いな い 。 し か し 正体 を 見 抜い た だ け に 
留まら ず 、 それ を お も し ろ が っ て 自分 を 敢えて 側 
近 と し て 手元 に 置く ドン の 度量 に 感服 し て お り 、 
彼 に 立場 を 超え た 敬意 を 抱い て いる 。 心臓 魔 
導 器 の た め に 死ぬ こと も で きず 、 アレ クセ イ の 手 
駒 と し て 言い な り に 生き て きた が 、 ユ ー リ ら と の 
決死 の 戦い で 生 へ の 希望 を 見 出し 、 の ち に 「 シ 
ュ ヴ ァ ー ン 」 の 名 を 捨て る 。 な お 「 レ イヴ ン 」 を 演じ 
る た めか 、 必要 以上 に 軽薄 に 振舞 う 節 が 見 受 
けら れる が 、 女 グ セ の 悪さ に 関し て は どう や ら 素 
の よう で ある 。 


レイ シス ・ フ ォ ー マ ル ハ ウト 騙 可 得 【 人 名 】 イ 


ン フ ェ リ ア 和 王家 に 仕え る 元老 騎士 の 青年 。 諸国 
を 放浪 する 際 は その 正体 を 隠し て 商人 と 偽り 、 
「 レ イス 」 と 名 乗る 。 じつは イン フェ リア 王 の 亡 腹 
の 子 で あり 、 母親 は 正妻 で ある 王妃 の 災 如 を 
受け 、 自殺 に 追い 込ま れ た 。 レイ ス が その 年 齢 
に し て は 破格 と も 呼べ る 、 元老 騎士 の 位 を 賜っ 
た の は そう し た 事件 が 一 端 に ある 。 し か し 母 が 愛 
し た 父 に 背く こと は 、 母 の 想い を 裏切る 行為 と 
信じ 、 本 心 を 隠し た まま 父 王 へ の 忠誠 を 誓う 。 
その 後 国 室 セイ ファ ー ト キー の 導き で リッ ド た ちと 

会 っ た レイ ス は 、 反逆 者 と な っ て まで も 自分 た 
ちの 信じ る 道 を 歩ん で いる 彼ら の 姿 を 目 の 当 た 
り に し 、 己 の 忠誠 心 に 疑問 を 抱く 。 や が て その 
答え を 知る た め 、 表向き は 反逆 者 た ち を 追跡 す 
る 、 と の 理由 で 単身 セレ ステ ィ ア に 渡っ た 。 レイ 
ス に は リッ ド 同 様 真 の 極光 術 の 素質 が 有 眠っ て お 
り 、 メル ディ の 師 に し て 唱 霊 技師 ガレ ノ ス と の 出 
会 い を 経て 、 真 の 極光 術 を 得る た め セ イフ ァ ー ト 
の 試練 に 挑む 。 だ が 試練 半ば の 未熟 な 身 の ま 
ま 、 シ ゼ ル の 使う 闇 の 極光 術 か ら リ ッ ド た ち を 守 
る た め 自 ら 盾 と な っ た あと 、 セ イフ ァ ー ト キー を リッ 
ド に 託し て 、 その 生涯 を 終え た 。 


レイ ソル ・ キ ャ スタ ニ エ 馬 可 語 【 人 名 】 実 在 し 


た エミ ル の 父親 。 ヴァ ン ガ ー ド に よる パル マコ スタ 
血 の 粛 清 の 際 、 偽 ロ ドー デ クス に 殺害 され た 。 


レイ ディ アン ト ハ ウル 罰 rE 欄 【 就 具 】 ア スベ ル 


の 刀剣 。『 テ イル ズ オプ ザ ワー ルド レデ ィ ア ント 
マイ ソロ ジー」 の 、 テレ ジア を 照ら す 希 望 の 輝き 
を 表わす 。「 テ イル ズ オプ ジ アビ ピス 』 で 主人 公 
ルー ク が 放つ 超 振 動 の 叫び に も 由来 。 


レイ ノル ズ 功 還 位 [人 名 】 セ イン ガル ド 城内 に 研 


究 室 を 構え 、 日 夜 研究 に 明け 暮れ る 新進 気鋭 
の 技師 。 ヒュ ー ゴ の 依頼 を 受け て 開発 し た 囚 


人 監視 用 の 器具 を 、 わざ わざ ティ アラ の 形 に す 
る な ど 、 その 趣向 は や や 偏執 狂気 味 。 天地 戦 
争 時 代 の 遺物 が 発見 され る と 聞く や 、 勝手 に ラ 
ディ スロ ウ に 乗り 込み 、 リト ラー の 助手 に 収まっ て 
し まう 。 し か し その 知識 と 才能 は 確か な も の で 、 
か つて 地上 軍 が 有 し て いた テク ノロ ジー を 現代 
に 交 ら せる こと に 成功 。 ベル クラ ント の 集積 レン 
ズ 砲 の 開発 な ど で ス タン た ちの バッ クア ッ プ を 行 
な う 。 集積 レン ズ 砲 発射 が ラディ スロ ウ に 残さ れ 
た リト ラー の 死 を 意味 する 事 に 苦悩 する も 、 自ら 
の 手 で スイ ッ チ を 押し た 。 


栖 明 の 塔 編 回 助 [地名 ・ 施 設 】 信 か 昔 、 天 か ら 


追放 され た 人 々 が 、 天 に 還る こと を 夢見 て 建設 
し た 塔 。 天上 の 世界 に 届く ほど の 途方 も ない 高 
さ の 塔 を 造っ た が 、 神 の 怒り に 触れ て 巨大 な 雷 
が 落と され た と いう 。 の ち に 教会 の 信仰 が 広 が 
る と 、 塔 創世 の 物語 は 教義 に そぐわ な いと し て 
語ら れる こと は な く な り 、 砂 に 埋もれ る まま に な っ 
て いた 。 数 年 前 アル カ 教 団 が 設立 され る と 、 転 
生 者 の 超 源 に 通じ る 場 と し て 、 この 穫 明 の 塔 が 
本 拠 地 に 定め られ 、 現在 で は 多く の 巡礼 者 や 
入信 希望 者 が 押し か ける よう に な っ て いる 。 


レイ モー ン 王 家 騙 可 斑 【 組 織 ・ 団 体 】 レ イモ ー 


ン の 民 を 治め て いた 王 の 一 族 。 獣 人 戦争 の 際 
に ほとん どの 王族 は 死に 絶え 、 生き 残っ た 一 部 
の 王族 も 再び 繁栄 する こと は な く 、 ひっ そり と 生 
き な が ら え る の が せい ぜ い だ っ た 。 最後 の 王妃 
で あっ た メリ ッ サ が ふた り の 男児 を 設け る も 、 異 
端 者 狩り で 命 を 失っ た 。 


レイ モー ン の 書 騙 横 机 【 作 品 】 レ イモ ー ン の 都 に 


眠る 室 に つい て 書か れ た 古文 書 。「 レ イモ ー ン 
の 民 か ら 光 を 解放 し 、 主 な き 部 屋 に 帰せ ……」 
と 記さ れ て いる 。 


レイ モー ン の 民 功 可 本 【 種 族 】 上 人 戦争 前 、 ア 


レ ウ ー ラ 大 陸 北 部 を 中 心 に 繁栄 を 極め 、 アレ ウ 
ー ラ の 笛 権 を 握っ て いた 種族 。 知能 が 高く 、 非 
常に 高度 な 文明 を 築く こと に 成功 し て いた 。 獣 
人 化 と いう 特殊 能力 を 持ち 、 建築 工事 な ど 肉 
体 を 使う 作業 も 容易 だ っ た た め 、 大 規模 な 文明 
を ヒト に 先駆 け て 作る 事 が で きた の だ 。 文武 両 
道 を 極め た が 、 その 繁栄 は 増長 を 生み 、 民 は 
互い に 争い を 始め た 。 また 、 ヒト と 自然 を 軽 ん 
じ 、 田畑 か ら 搾取 する ば か り で 耕す こと を 忘れ 
始め て し まっ た 。 クベ ー ル が 未来 を 案じ て 生命 
の 法 を 施行 し な く て も 、 レイ モー ン の 民 は 滅び る 
運命 に あっ た の か も し れ な い 。 現在 、 わずか な 
生き 残り が サン サ 、 アデ ル ハ ビッ ツ 、 ラウ ルス な 
どの 過疎 化し た 村 に ひっ そり と 暮らし て いる 。 


レイ モー ン の 都 硬 可 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 アレ ウー 


ラ 大 陸 の 北 、 死 の 大 地 と 呼ば れる 場所 に あっ 
た レイ モー ン の 民 の 首都 。 砂漠 の どこ か に 存在 
し 、 地図 に は 載っ て いな い 。 今 で は 崩壊 し 、 石 
化し た レイ モー ン の 慣 が 転がる 無惨 な 墓場 と 化 
し て いる 。 獣 人 戦争 の 影響 で 滅び た と 伝え られ 
て いる が 、 実際 は クベ ー ル が 巨大 な プリ セ プ ツ 
を 生成 し た た め に 民 が 死に 絶え た 。 


レイ モン ・ オ ズ ウ ェ ル 玉 :E 欄 【 人 名 】 ス トラ タ 軍 


に 在籍 し 、 ラ ント 進駐 作戦 で は 副官 を 務め る 
男 。 スト ラ タ の 実力 者 ガリ ー ド ・ オ ズ ウ ェ ル の 肌 
で 、 ヒュ ー バ ー ト の 従兄 で あり 部 下 で も ある 。 従 
第 を 失脚 させ よう と シェ リア を 拉致 する が 、 ま も な 
く 事件 が 彼 に 知ら れる と 、 思い 余っ て 自殺 を 図 
る 。 乱暴 を 働い た 自分 を か い が い し く 治 療 し て く 
れ た シェ リア に 人 惚れ 込み 、 し まい に は 彼女 の 


「 愛 の 奴隷 ] た らん と プロ ポー ズ す る も 、 あえ な く 
玉砕 し た 。 と ころ で こう し た 手合 い が そ う 簡 単に 
あき ら め る も の で は な い の は 世 の 常 で 、 ラム ダ を 
巡る 事件 か ら 半年 後 、 彼 は 救護 団 に 対し オズ 
ウェ ル 家 か ら 多 額 の 資金 援助 を 行ない 、 職務 
そっ ちの け で 視察 に 赴く よう に な る が 、 これ が シ 
ェ リア 目当て で ある の は 言う まで も な い 。 


吉 薬 キノ コス ー プ 騙 可 且 【 飲 食物 ] キ ノコ の 不 


思 議 成分 で た ち ま ち と りこ に な る 料理 。 材料 に 
用 いる キノ コ は た だ の キノ コ で は な く 、 レグ ヌ ム の 
鍵 馳 洞 な ど に 自生 する 、 通称 「 長 寿 の 霊 薬 」 が 
必要 と いう 、 非常 に レア な 一 品 で ある 。 な お こ 
の 料理 の 考案 者 で ある ポ ゥ じい さん は 、 レシ ピ と 
と も に キノ コス ー プ の 歌 も 伝授 し て くれ る が 、 そ 
の 歌詞 た る や 「 キノ コキ ノコ ベリ ー ナ イス |」、 
「 喰 ら を ば た ち ま ち いき り 立 つ ]、「 で も 
摂取 過多 で 夢 の 国 へ ] な ど と いう 、 な ん と も 
不穏 な 空気 に 満ち た も の 。 


レイ ン ポ ボー フラワー 男 誠 筐 【 デ ィ ス カバ リー】 


花弁 の 色 が 一 枚 ずつ 異な る 非常 に 珍し い 花 。 
と くに 青色 の 花びら は 品種 改良 で の 再現 に 成 
功 し て な い 色 で 、 自然 界 で も この 花 に し か 見 ら 
れ な い 。 目 を むく よう な 高値 で 取引 され て いる 。 


レー ブ 画 還 億 [地名 ・ 施 設 ) モミ ナビ ッ ツ 族 己 で 


唯一 人 が 住む 集落 。 世界 の 海流 が この 地域 
に 集まる よう に 流れ て いる こと か ら 、 何かと いわ 
くつ き の も る の が 漂流 し や すく 、 や が て 流れ 者 た 
ち が 集 いひ と つの 村 が 形成 され た 。 住民 の 多く 
が 何ら か の 過去 を 持ち 、 スピ リア に 傷 を 負っ て 
いる た め 、 他 人 の 診 索 を し な い の が 暗黙 の ルー 
ル で ある 。 17 年 前 に ジル コ ニ ア と と も に 流れ 着 
いた テク タ も また 、 ふた り の 身分 を 隠し 、 自分 は 
医者 と し て 身 を 寄せ て いる 。 


レー ブ テ ィ ー 功 K 本 簡 【 飲 食物 】 レ ー プ の 特産 品 


で ある 茶葉 。 一 日 中 霧 が 立ち 込め 日 照 時 間 が 
少な く 、 また 年 間 を 通し て 湿度 が 一 定 に 保 た れ 
て いる 同 地 の 気候 が 、 や わら か な 旨味 の 茶葉 
を 育ん だ 。 近年 広く 世界 に 流通 し 始め て いる 。 
か つて は 結晶 人 の 中 に も これ を 好む 人 間 は 少 
な く な く 、 クリ ー ド や フロ ー ラ も 好 ん で た し な ん で い 
た 。 また レー ブ で は 茶葉 用 に 改良 され た 品種 の 
ほか 、 野生 の 「 ワ イル ドレ ー プ 」 を 使っ た お 茶 も 飲 
まれ て お り 、 素朴 な 味 で また 格別 だ と いう 。 


レオ ノア 百科 全書 薦 可 得 【 作 品 】 キ ー ル が 丸 吐 


記し 、 知識 の 大 部 分 を 得 た と 思わ れる 書物 。 ミ 
ン ツ 大 学 の 創始 者 、 ア ンド リュ ー・ レ オノ ア に よっ 
て 200 年 前 に 編 貸さ れ た 。 当時 は 全 3 巻 、 400 
ペー ジ に 満た な い 規 模 だ っ た が 、 の ち に 改訂 が 
重ね られ 、 現在 の 最新 刊 で は 全 5 巻 、 1500 ペ 
ー ジ に まで 増大 し て いる 。 ちな み に そ の 構成 は 、 
第 1 巻 が 「 天 地学 」、 第 2 巻 が 「 古 代 学 」、 第 3 


巻 が 「 生 命 学 ] 、 第 4 巻 が 「 晶 霊 学 」 、 第 5 巻 が 
「 工 業 学 ] と な っ て いる 。 


レオ ン 斑 護 筐 【 人 名 】 ラ ント の 欄干 か らい つも 川 
を な が め て いる お ば ぱさん が 、 若 か り し 頃 に 恋 を し 
て いた 男性 。 14 歳 の 頃 初 デ ー ト で ラン ト 港 に 行 
き 、 その 後 も 順調 に 愛 を 育ん で きた が 、 よく ある 
ボタ ン の か け 違 いか ら 関 係 は 自然 消滅 する 。 ち 
な み に そ れ 以 降 こ れ と いっ た 見 合い 話 に 恵 ま 
れ な か っ た 彼女 は 、 今や レオ ン 氏 の こと な ど さ っ 
ば ぱり 忘れ た か の よう に 、 相当 年 下 の ア スベ ル 相 
手 に 婚 活 を 行なっ て いる 。 

レギ ン 遊 撃 踏 衣 団 薦 可 獲 【 組 織 ・ 団 体 】 先 の 
皇帝 クル ノ ス 十 四 世 鶴 の 弟 に あたる 、 親王 レギ 
ン が 組織 し た 、 ギガ ント モン スタ ー 討 伐 部 隊 の 別 
称 。 レギ ン は | 冒険 王 ] の 名 で 親しま れる よう 
に 、 帝都 辺境 の 調査 と 開拓 に 熱心 で 、 自ら 隊 
を 率い て 硝 征 し た 。 し か し 不幸 に も 部 隊 は 全 減 
し 、 レギ ン 自 身 も 死亡 する 。 移動 宿屋 | 冒険 王 」 
を 営む リッ チ や カレ ン の 父親 た ちる この メン バー と 
し て 勇敢 に 戦っ た 。 レギ ン の 無念 は ふた り に 受 
け 継 が れ 、 ギガ ント モン スタ ー 討 伐 を 賭け た 長い 
旅路 へ と 向かわ せ て いる 。 

レグ ヌ ニ ウ ム 騙 可 贈 【 鉱 石 】 レ グ ヌ ム 近 郊 の 地 
層 か ら 発見 され 、 その 名 が つけ られ た 貴重 な 鉱 
石 。 武器 の カス タム に 使用 する と 、 戦闘 時 に 獲 
得 で きる 経験 値 や ガル ド の 増加 が 見 込め る と あ 
っ て 、 高値 で 取引 され て いる 。 現在 、 レグ ヌ ム 
の ラン ク 10 の ギル ド ダ ンジ ョ ン で の み 、 まれ に 鉱 
脈 が 見 つか る と の 情報 が あり 、 出入 り を 許さ れ 
た ギル ド 員 は 血眼 に な っ て 採掘 に 挑ん で いる 。 
レグ ヌ ム 騙 高 助 【 国 名 】 世界 の 盟主 国 と し て の 
地位 を 持つ 、 歴史 ある 大 国 。 経済 ・ 文 化 の 中 
心地 で 、 世界 中 の 冨 と 人 と が 集まる 。 街 の 東 
側 一 帯 に は 王城 と 貴族 の 屋敷 が 連なり 、 経済 
の 発展 に よっ て 栄え て きた 新 市 街 と は 一 線 を 
画す る 。 だ が 一 般 の 人 間 が 立ち 入る こと は 出 
来 ず 、 厳格 な 封建 主義 の 片鱗 を うか が うこ と が 
で きる 。 長引く 戦争 に よっ て 物価 は 安定 し て い 
な いも の の 、 街 に は 戦時 色 は 薄く 、 人 々 の 知 
機 感 も そ ほ ど で は な い 。 と は いえ 西 か ら ガ ラム 
が 、 北 か ら は テ ノ ス が それ ぞ れ 軍 を 進め 、 騰 着 
状態 に ある 現在 、 い ずれ は 市 民 も 徴兵 され る 
の で は な いか と いう 噂 が 流れ て いる 。 また 近年 
「 異 能 者 捕縛 適応 法 ] な る 法律 が 施行 され 、 
街中 で 軍隊 の 姿 を 見 か ける こと が 多く な り 、 
物 々 し い 雰 囲 気 が 漂う こと も 少な く な い 。 
レグ ヌ ム 鍵 乳 洞 訪 記 聴 【 地 名 ・ 施 設 】 レ グ ヌ ム の 
街 の 地下 に 広がる 巨大 な 償 乳 洞 。 薬 と し て 高 
値 で 取引 され る 貴重 な キノ コ が 自生 し て いる 。 内 
部 に は まだ 教会 に よる 教え が 希薄 だ っ た 時 代 に 、 
原始 的 な 宗教 儀式 の 場 と し て 造ら れ た 祭壇 が あ 
り 、 神々 が 天 に いた 時 代 を し の ぶ こ と が で きる 。 


レグ ルス 功 語 科 【 人 名 】 レ グル 2 道場 の 創始 者 
で あり 、 英雄 。 か つて 、 セイ ファ ー ト の 使者 より 授 
か っ た 力 を 使い 、 自ら の 肉体 と 引き 替え に ネ レ イド 
の 一 部 を 封印 する こと に 成功 し た 。 し か し 長い 年 
月 を 経て 除 々 に 体 を 乗っ 取ら れ 、 現在 で は ネ レイ 
ド の 一 部 と 融合 し 、 ネ レ イド の 迷宮 を 守っ て いる 。 

レグ ルス 道場 騙 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】 創 始 者 レグ 
ルス の 技 を 今 に 伝え る 格闘 技 道場 。 現在 の 最 
高師 範 は フラ ンコ ・ メ ディ ウス 。 肉 を 切ら せ て 骨 
を 断つ 、 の 精神 が 基本 だ が 、 いき な り 8 対 1 の 
戦い を 仕掛 け て くる の は どう か ? 縁 の 欠け た 
土管 を 見 る 限り 、 道場 生 も 超人 的 な 訓練 を 積 
ん で いる よう だ 。 

レグ ルス の 丘 騙 可 得 【 地 名 ・ 施 設 】10 年 前 まで 
は この 丘 の 地下 深く に 、 ネ レ 條 の 一 部 が 封印 さ 
れ て いた 。 2000 年 前 に 自ら を 犠牲 に し て 封印 
を 成し遂げ た 人 物 レ グル ス の 名 を 取っ て 、 レグ 
ルス の 丘 と 呼ば れ て いる 。 セイ ファ ー ト が この 地 
を 封印 場所 と 定め た の は 、 地下 に 引 悪 な る の 
を 封じ る 力 を 持つ 、 リバ ヴィ ウス 鉱 が 大 量 に 眠っ 
て いる か ら 。 

レザ レノ ・ カ ン パ ニー 斑 対 得 【 組 織 ・ 団 体 】 
無数 の 子会社 、 関連 会 社 を 持ち 、 世界 最大 
規模 の 企業 と し て 名 高い 、 レザ レノ グル ー プ の 
本 社 。 本 社 ビ ル は リゾ ー ト 地 の ア ル タ ミ ラ に 建っ 
て いる が 、 そもそも る アル タ ミ ラ を リゾ ー ト に し た の も 
レザ レノ グル ー プ で ある 。「 揺 りか ご か ら 墓 場 ま 
で 」 を 企業 理念 と し 、 建設 、 製造 、 販売 、 不動 
産 、 保険 、 娯楽 等 々 、 ジャ ン ル を 問わ ぬ 幅 広い 
ビジ ネス を 展開 し 、 人 々 の 暮らし に な く て は な ら 
ぬ 存 在 と な っ て いる 。 

レジ ュー ムリ ング 功 高 得 【 秘 宝 )〕 セレ ステ ィ ア 七 
大 秘宝 の ひと つ 。 装備 者 の 運 を 吸い 取っ て 効 
果 を 発揮 する と 言わ れる 指輪 。 


レス ネス 罰 若 記 芝 [呼称 】 麻 術 が 使え な い エ ル 
フ を 指す 言葉 。 普通 エル フ は 潜在 的 に 魔術 の 
素養 を 持ち 、 魔術 を 使う こと が で きる が 、 レス ネ 
ス は 百年 に ひと り 程 度 の 割合 で 生ま れ 、 訓練 
に よっ て も を 一 切 の 魔術 を 習得 で き な い 。 エル フ 
の 里 を 不幸 に する と 言わ れ 、 生ま れ て すぐ に 
故郷 を 追い 出さ れ 、 千年 近い 一 生 を 人 間 社 会 
で 生き て ゆく こと を 余儀 な くさ れる 。 エル フ は 容 
姿 が 人 間 の それ と は 明らか に 異な り 、 人 間 か ら 
も 冷遇 され る こと も 少な く な いた め 、 と き に 過酷 
な 人 生 と な る 。 

レダ 編 語 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 ジャン ナ に 向かう 旅人 
や 商人 た ち が 立 ち 寄 る 宿場 町 。 ジャ ン ナ に 次 ぐ 
大 き な 教 会 が あり 、 近郊 の 信仰 者 が 礼拝 に 訪 
れる 。 名 物 料 理 の うち の ひと つ に ナル ス の 魚の 


干物 を ダシ に 使っ た 温か い ス ー プ が あり 、 これ を 
目当て に や っ て くる 旅人 も 少な く な い 。 


劣等 民 玉 * 項 斑 【 文 化 】 ビビ スタ に 階級 制度 が 導 
入 さ れ た と き 、 最 下 層 に 位置 する 階級 と し て ヒ 
ュー マ 全 体 に つけ られ た レッ テル 。 

レッ ド バ パンダ 罰 誠 弄 【 デ ィ ス カバ リー】 色 素 の あ 
る 部 分 は すべ て 赤い 熊 。 見 た 目 が 毒々 し いた め 
悪魔 の 動物 と 言わ れ て 乱獲 され た た め 、 絶滅 
危機 動物 と し て 保護 対象 に を な っ て いる 。 保護 色 
に も な ら な い 赤 い 色 を な ぜ ま と う よ う に な っ た か に 
つい て は 諸説 あり 、 学会 で も 混迷 を 極め て いる 。 

レナ ンス ラ 岩 虚 功 麗 狂 【 地 名 ・ 施 設 】 に ヒビ オニ 
ア 大 陸中 央 部 の 海岸 線 に 造ら れ た 岩間 。 内 部 
に は プラ ッ ク ホ ー プ 号 事件 の 被害 者 た ちの 墓標 
が 無数 に 存在 する 。 アレ クセ イ の 実験 の 犠牲 と 
な り 、 怪物 と 化し て 死ん で いっ た 人 々 を 案じ て 、 
当事者 の サイ ファ ー 自 ら 彼 ら を 葬り 、 また 自身 の 
墓 と し た 。 海岸 線 に は 死者 を 悼む か の よう に 、 
真っ 赤 な 花 が 咲き 乱れ て いる 。 

レニ オス 功 i 欄 【 入 名] 若い 頃 に 故郷 べ ベネ ツィ ア 
を 飛び 出し 、 魔術 師 の 修行 を 続け な が ら 各地 
を 放浪 し た 男 。 その 後 ぺ ネツ ィ ア に 戻る る の の 、 
南 ユ ー ク リッ ド の 開発 を 志 し 再び 街 を 出る 。 その 
信念 が 見 事 に 実っ て ベル アダ ム を 興し 、 トー ティ 
ス の 創始 者 と し て 後世 に 名 を 残し た 。 彼 の 功 
績 は の ちの トー ティ ス 村 に お いて 、「 聖 レニ オス 

会 ] の 名 に も うか が え ぇ る 。 4200 年 代 の ベネ ツィ 
ア 市 の 市 長 と は 双子 の 兄弟 。 また 、 魔術 を 使 
いこ な すこ と か ら も わか る よう に 、 薄い な が ら も エ 
ルフ の 血 が 流れ て いる 。 


レネ ゲー ド 騙 E 狂 【 組 織 ・ 団 体 】 ク レシ ス に 対抗 
する 組織 で ユア ン が 率い る 。 膨大 な マナ 消費 を 
押え る た め 大 樹 カー ラー ン の 種子 の 発芽 を 目指 
し 、 また クル シス の 阻止 の た め 神子 暗殺 を 謀る 。 

レプ リカ 罰 加 柚 【 呼 称 ]】 フォ ミク リー に よっ て 作ら 
れ た 、 第 七 音 素 の み で 構成 され る 模造 品 の こ 
と 。 生体 レプ リカ の 場合 、 も と と な る 被験 者 の 模 
造 品 に あたり 、 被験 者 と ほぼ 同等 の 性 質 を 保 
有 し て いる が 、 音素 振動 数 は まっ た く 異 な る 。 ま 
た 、 被験 者 に 比べ て 多少 能力 が 劣化 し て いる 
こと が 多い 。 レプ リカ が 音素 垂 離 を 起こ し て 消 
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レジ シン 】 


滅する と 、 第 七 音 素 と な っ て プラ ネッ トス トー ム に 
還る 性 質 が ある 。 た だ し 、 ル ー ク と アッ シュ は 同 
位 体 と いう 特殊 な 例 で ある た め 、 上 記 の と お り 
で は な い 。 ヴァ ン が 構想 し た レプ リカ 計画 は 、 オ 
ー ル ドラ ント の 大 地 と 人 類 の レプ リカ を まる ご と 作 
製 し 、 被験 者 を 絶滅 させ る と いう じつに 壮大 な 
も の で ある 。 


レプ リカ ネ ビ リ ム 功 誠 駐 【 人 名 】 譜 術士 連続 


死傷 事件 の 犯人 で 、 退役 間近 の 者 マ ク ガ ヴァ 
ン に よっ て ロニ ー ル 雪山 に 封印 され て いた 。 レ 
プリ カネ ビリ ム は 譜 術 で 作ら れ た た め 、 第 一 音素 
と 第 六 音素 が 極端 に 足り ず 、 破壊 衝動 に 駆 ら 
れる 魔物 と 化し た 。 そし て 、 音素 径 離 を 防ぐ た 
め に 譜 術 士 た ちか ら レ ム と シャ ドウ の 音素 を 奪 
い 、 諸 術 士 連 続 死傷 事件 を 引き 起こ し た の だ 。 
ルー ク た ち が 惑 星 譜 術 の 触媒 を 揃え て 封印 を 
解い た こと で 、 レム と シャ ドウ の 音素 を 得 て 、 被 
験 者 に 近い 完全 体 と し て 復活 。 し か し 、 ジェ イド 
が 惑星 譜 術 を 使用 し て 葬っ た 。 


レベ ッ カ 罰 語 模 【 人 名 】 ノ ルレ ゼン 出身 の 少女 で 、 


クレ ア た ちと と も に カレ ギア 城 に 軟禁 され て いた 
ひと り 。 色白 の 肌 、 色素 の 薄い 紫 が か っ た 髪 
は 、 まさ に 典型 的 な 北国 の 美人 と いっ た 趣 。 


レム 功 語 得 【 晶 可 】 光 の 大 唱 霊 で あり 、 イン フェ リ 


ア の 唱 霊 を 束ね る 統括 晶 霊 。 外見 は 色 が 白く 、 
まる で 女神 の よう 。 ウン ディ ー ネ が みん な の お 姉 
さん だ と する と 、 同じ 女性 タイ プ な が ら 厳 し く 、 規 
律 正 し い 性 格 の レム は 、 みん な の 先生 の よう な 
存在 。 


レム レー ス 湿 地帯 騙 避 隊 【 地 名 ・ 施 設 】 テ ノ ス 


の 南 に 広がる 湿地 帯 。 レグ ヌ ム 軍 と ガラ ム ・ テ ノ 
ス 連 合 軍 と の 数 年 に 渡る 激しい 戦闘 の 末 、 両 
軍 か ら 多 く の 戦死 者 が 出 た 。 その 死体 は あ ち こ 
ち に 打ち 捨て られ た まま に な っ て お り 、 兵士 の 
亡霊 同士 が 今 も な お 戦い 続け て いる 。 ほか の 
戦場 で は 見 られ な いこ の 特異 な 現象 の 原因 
は 、 天上 崩壊 。 天地 が 不 完全 な 状態 で 融合 し 
て し まっ た 影響 で 、 レム レー ス 一 帯 に ラテ ィ オ の 
民 の 魂 が 縛ら れ て お り 、 戦争 に よる 死者 も 影響 
を また 受け 、 還 る 場所 を 見 失っ た 魂 た ち が さ ま よ 
う 場所 に な っ て いる の で ある 。 


レレ ウィ ー ゼ 古 仙 洞 薦 可 議 【 地 名 ・ 施 設 】 


開 の 地 ・ ウ ェ ケ ア 大 陸 の 中 央 部 に 切り 立つ 深 
い 渓谷 。 荒 流 と し た 岩肌 に は 谷底 か ら 1 年 を 通 
し て 強い 風 が 吹き つけ 、 過酷 な 自然 環境 で ある 
こと が うか が える 。 世界 の 原 風景 た る この 場所 
を 、 始祖 の 隷 長 た ち は 「 世 界 の 根 」 と 呼ぶ 。 凶 
酸 な 魔物 が ひし めき 、 始祖 の 隷 長 ク ロー ム ド ラ ゴ 
ン の 棲み 家 で も ある 。 


連鎖 的 世界 崩壊 仮説 訪 避 得 【 学 術 】 キー ル が 唱 


える 学説 。 黒 体 の 影響 を 受け た 唱 霊 が 連鎖 的 
に 崩壊 し て いき 、 最終 的 に は 世界 規模 の 大 変 
動 が 発生 する 、 と いう 説 。 実際 に は 当たら ず と 
も 遠から じ と いっ た と ころ だ っ た が 、 この 説 が も と 
で キー ル は ミン ツ 大 学 を 休学 処分 に され た 。 


レン ズ 罰 品 王 【 技 術 】 か つて 落下 し て きた 巨大 


彗星 の 構成 物質 か ら 精 製 さ れ た も の で 、 エネ ル 
ギー を 持つ 結晶 体 の こと 。 か つて は 天然 資源 と 
し て 内 部 エネ ルギー を 最大 限 に 活用 する レン ズ 
テク ノロ ジー が 粋 を 極め た が 、 天地 戦争 に よっ 
て その 精製 技術 は 完全 に 失わ れ た 。 レン ズ 製 
品 を 扱う オベロン 社 は 、 古代 の 遺跡 で 発見 され 
た 廃棄 レン ズ や 、 それ を 取り 込ん だ モン スタ ー の 
体内 か ら 取り 出す こと に よっ て 、 原料 を 確保 し 


て いる 状態 で ある 。 あく まで も 過去 の 遺産 の 片 
鱗 を 日 和 常 生 活 に 取り 入れ て いる に 過ぎ ず 、 さき 
の 時 代 に あっ た よう な 、 巨大 レン ズ を 動力 源 と 
する 大 型 の 機械 な ど は 、 その 理論 も 含め て 解 
明 に は 至っ て いな い 。 し か し 一 般 市 民 に と っ て 
は 、 レン ズ テ クノ ロジ ー に よっ て 栄華 を 極め た 文 
明 が あっ た こと 自体 が 夢 物語 で あり 、 レン ズ と い 
う も の も 、 初め か ら 精 製 ・ 結 晶 化 され て 存在 し 
て いた も の と 捉え て いる の が 普通 で ある 。 理屈 
は よく わか ら な いけ れ ど も 、 日 常 生活 に は 欠か 
せな いも の 。 それ が レン ズ の 浸透 し た 社会 の 、 
レン ズ に 対す る 認識 で ある 。 面 引 [道具 】 約 
千年 前 に 地表 へ と 落下 し た 彗星 の 、 核 を 構成 
し て いた 物質 。 レン ズ は 多量 の エネ ルギー を 保 
持 し て お り 、 再 結晶 化 さ せる こと で 自由 に エネ 
ルギー を 引き 出せ る 。 ソー サラ ー リ ング や ソー サラ 
ー ス コー プ に 使わ れる レン ズ は 小型 の も の で 純 
度 も 低く 、 使用 ご と に 消費 され る 。 し か し 神 の 眼 
や ソー ディ アン の コア クリ スタ ル 、 オペ ロン 社 製 の 
製品 等 、 大型 で 純度 の 高い 物 や 特殊 な 方 法 
で 再 結晶 化 さ れ た も の は 、 エネ ルギー を 引き 出 
し て も 消耗 する こと な く 、 半永久 的 な 使用 が 可 
能 で ある 。 ちな み に 、 モン スタ ー の 多く は 野生 動 
物 が 体内 に レン ズ を 取り 込む こと で 変異 、 凶暴 
化し た も の で ある 。 


レン スズ 占 い 師 臨 可 記 【 人 名 】 フ ィ ッ ツガ ルド ・ 旅 


人 の 小屋 に 現われ る 流し の 占い 師 。 正直 な 心 
を 持つ 者 に の みそ の 神秘 的 な 技 を 見 せ て くれ 
る が 、 何 を 勘違い し た の か 、 スタ ン は 占い で は な 
く 祈願 を 行なっ た た め 、 珍し い 「 レ ンズ 占い 」 な る 
も の を お 目 に か か れ な いま ま と な る 。 


レン ズ ハ ンタ ー 芳 j 蘭 [職業 】 レ ンズ を 収集 お 


よび 売買 する こと で 生計 を 立て て いる 人 々 の こ 
と 。 レン プ は エネ ルギー 源 と し て 全 世 界 で 取引 さ 
れ 、 確実 な 需要 が 見 込め る が 、 多 く は 天地 戦 
争 期 前 後に 廃棄 され た 施設 や 設備 か ら 掘 出 
すか 、 ある い は それ を 体内 に 取り 込ん だ モン ス 
ター か ら 取 り 出す こと で よう や く 手 に 入れ られ 
る 。 いずれ に せよ 一 般 人 が 多量 に 入手 する こ 
と は 難し く 、 その た め 特 殊 技能 的 に レン ズ を 集 
め る レン ズ ハ ンタ ー が 認知 され る に 至っ た 。 その 
需要 に 反し て 専門 的 な コミ ュ ニ ティ が 作ら れる こ 
と は 極め て まれ で 、 オベロン 社 に よる 大 規模 事 
業 を 除い て は 、 ハン ター た ち が 各 々 、 同社 に 持 
ち 込み 売却 を 行なう の が 普通 。 己 の 身 ひ と つ 
で 食い 扶持 を 稼ぐ 男気 と バイ タリ ティ は 、 と き に 
子供 た ちの 憧れ に も 成り 得る が 、 危険 が 伴う う 
え ぇ に 盗賊 まがい の 行為 が 行なわ れる こと も 少な 
く な いた め 、 多 く の 場 合 に お いて レン ズ ハ ンタ ー 
を 名 乗る こと は 、 一 般 社 会 と 一 線 を 画 し て いる 
と いう こと を 公言 する の と 同義 と も 言え る 。 


レン バ オ 空 中 庭園 薦 * 得 [地名 ・ 施 設 】 眼 下 


に キョ グエン を 臨む 、 レン パオ 山脈 の 頂 に ある 
庭園 。 重力 を 操る 羽 の フォ ルス を 持つ 少女 が 
住む 。 徒歩 以外 の 移動 手段 を 持た な い フ ラン 
ツ が 、 どの よう に し て た どり つい た か は 謎 。 


ロイ ド ・ ア ー ヴ ィング 罰 * 雇 穫 【 人 名 】 ド ワー フ の 


ダイ ク に 拾わ れ 、 育て られ た 青年 。 神子 コレ ッ ト 
と は 幼馴染 み で 、 当初 は 彼女 の 活躍 を 見 届け 
た いと の 思い で 、 半ば 強引 に コレ ッ ト の 旅 に 同 
行 し た 。 し か し 神子 や 天使 に まつ わる 真実 を 知 
り 、 世界 が 抱え る 矛盾 に 直面 。 それ ら す べ て を 
克服 し て 真 の 救い を 見 出し た いと いう 、 ミト ス さ 
え ぇ 成 し 得 な か っ た 思い の た め に 力 を 尽く す 。 バ 


漏電 薦 鐘 [現象 】 機 械 の 故障 や 配線 の 不備 


カ 正 直 な 熱血 漢 で あり 、 隠し 事 は 苦手 。 し か し 
その 実直 さ が 仲 間 た ち を 鼓舞 し 、 世界 の 再生 を 
目指 す 原 動力 に な っ て ゆく 。 


ロイ ド の 仮面 罰 基 七 9【 道 具 】 ジ ュ エ ル ハ ンタ ー 気 


取り の ロイ 條 が 付け て いた 仮面 。 全部 で 4 つ あ る 
が 、 どれ も か な り と いう か 、 正直 超 イ ケ て な い 。 
初め て この 仮面 を 見 た エミ レ し と マル タ は 、 オペ ロ 
カラ シリ ン 座 の 怪人 や ポチ ョ ム さ ん と ん ち 話 の 仮 
面 と の 類似 点 を 挙げ て 盛り 上 が っ た 。 図 は 鍛 が 
ロイ ド の イケ て な い 仮 面 、 替 が | オペ ロカ ラ シ リ ン 
座 の 怪人 」 で 怪人 ファ ンダ ム が 付け て いた 仮 
面 、 そ し て 夫 が 「 ボ チョ ム さ ん と ん ち 話 ] に 登場 し 
た 上 下 逆 き ま に 付け る と 性 別 が 入れ 替わる 仮面 。 


老人 功 誠 位 【 呼 称 】 年配 の 男女 の 総称 。 世界 広 


し と 言え ど 、 こう も 率直 な 肩書 を 引っ 下げ て いる 
人 間 は そう 多く は な い 。 その ひと り が プラ ンジ ュ 
に 住む 老人 で 、 彼 は 毎日 ベリ ル の 家 の 庭 に あ 
る 、 物干し 竿 の 前 で じっと た た ずん で いる 。 長 
年 ベリ ル と へ ヘリオ 、 女 ふた り で 暮らす 家 、 し か も 
近年 は 者 いた へ リル ひと り が 留守 を 預かる と い 
う 状 況 で 、 その 洗濯 物 を 逐 一 チェ ッ ク し 続け て 
いる その 姿 ! 一 見 も っ と も らし いこ と を 言い な が 
ら 、 ご 婦人 の 洗濯 物 を こう まで 堂々 と 見 つめ る 
彼 の 情熱 に 、 きっ と 村 の 誰 も が 気圧 され て いる 
に 違い な い …… 


な ど に よっ て 、 エア ル が 漏れ る こと 。 これ が 起こ 
る と 魔 導 器 に 重大 な トラ プル を 引き 起こ す 可 能 
性 が ある 。 体内 に 心臓 魔 導 器 を 持つ レイ ヴ ン が 
温泉 に 入る と き 、 ユー リ ら が 真面目 に 心配 する 。 
心臓 機能 の 維持 を 魔 導 器 に 頼る 彼 の こと 、 漏 
電 で 生命 の 危険 に さら され た 日 に は 、 いか に う 
さん 臭く て 薄情 者 で 、 温泉 の の ぞ き 和 常習 犯 の お 
っ さん と 言え ども 後味 が 悪い …… 8 


労働 者 規則 功 K 久 [その 他 】 へ リオ ー ド の 労働 


者 を 律する た め の 規 則 。 曰く 、「 一 、 キュ モー ル 
様 の 指示 に は 絶対 服従 一 、 監督 の 騎士 た 
ちの 指示 に も 絶対 服従 一 、 遵守 で き な い 者 
は 厳罰 に 処す 」。 街 の 建設 へ の 貢献 度 で 貴族 
に な れる と いう 、 あり も し な い 夢 を キュ モー ル に ち 
ら つ か され た 人 々 に と っ て は 、 そん な 劣悪 な 労 
働 環境 すら も 豊か な 暮らし へ の 布石 で 、 懸命 


に 従事 し て いた 。 彼 の 死後 は フレ ン 隊 の 監督 
の 下 、 労働 条件 が 改善 され 、 改訂 版 が 公布 さ 
れる 。 以下 は その 内 容 。 | 一 、 体調 管理 に 充 
分 気 を つけ る 一 、 無理 を し て 働 こ うと し な い 
一 、 適度 な 休憩 を 取っ て リフ レッ シュ 」 。 

老 マ ク ガ ヴァ ン 玉 誠 内 【 人 名 】ND1955 年 生ま 
れ 。 元 マ ルク ト 帝 国軍 人 の 元 師 。 退役 後 は 、 セ 
ント ビ ナ ー で 隠居 生活 を 送り な が ら 私 邸 を マル ク 
ト 軍 基地 と し て 提供 し 、 兵士 た ちの よき 相談 相 
手 に な っ て いる 。 現役 時 代 の 武勇 伝 は 数 知れ 
ず 。 退役 直前 に 連続 譜 術士 殺人 事件 を 解決 
し た こと は 、 あま り に も 有名 だ 。 現役 時 代 の 功 
績 を 讃え られ 、 代表 市 民 に 選ば れ た 。 退役 の 
際 に ピオ ニー か ら 贈 られ た プ ウ サギ に アウ グスト 
と いう 名 前 を つけ 、 か わい が っ て いる 。 

ロエン 薦 可 欄 【 人 名 】 イン フェ リア 城 衛兵 長 、 ロ 
エン ・ ラ ー モ ア の こと 。 23 歳 。 高い 地位 に ある 
家柄 の 貴族 に 生ま れ た た め に 、、 横 柄 で 権威 主 
義 で ナル シス ト な 人 物 。 と くに 平民 を 相手 に する 
と 、 態度 が 大 きく な る 。 実戦 経験 が な く 、 ワラ し 
か 斬っ た こと が な いた め に その 実力 は 未知 数 だ 
が 、 王 か ら は 信頼 され て いる 。 目下 の 悩み は 、 
愛し い ア レン デ 姫 が どう や っ た ら 自 分 に な びく の 
か 。 レイ ス を 恋敵 だ と 認識 し て いて 、 家柄 で は 
勝る る の の 姫 の 気持 ち で は 負け て お り 、 残る 手 
段 は 王 や 王妃 に 好 か れる こと と 考え 、 絶対 服 
従 の 姿勢 を 貫く 。 王 に より セレ ステ ィ ア と の 交渉 
役 を ゆだね られ 、 対 シ ゼル 最終 作戦 に お ける 、 
イン フェ リア の 軍団 長 と な る 。 

ロー エン ・J・ イ ルベル ト 玉 放 【 人 名 】 交易 
都市 カラ ハ ・ シ ャ ー ル の 貴族 シャ ー ル 家 の 老 執 
事 。 62 歳 。 高級 貴族 と 言わ れる 当家 の 品格 に 
ふさ わし い 上 品 な 物腰 で 、 何事 に も 動じ な い 落 
ち 着 き を 備え て いる 。 幅広 い 知識 と 、 卓越 し た 
分 析 力 、 状況 判断 力 で 一 行 を 導く プレ イン で あ 
る と 同時 に 、 さり げ な い 冗 談 で 場 を 和 ま せる お 
茶 目 さん 。 戦い に お いて は サー ベル に よる 攻撃 
も こなす が 、 精霊 術 に よっ て 相手 を 圧倒 する こ 
と を 得意 と し て いる 。 

ロー スト ター キー 騙 可 且 【 飲 食物 】 七 面 島 に 野 
菜 や ハー プ を 詰め て 丸焼き に する 料理 。 ビー フ や 
ポー ク な どの 肉 に 比べ て 、 ちょ っ と 珍し く 、 教会 の 
定め る 祝日 に 食べ る こと が 多い 。 脚 の 部 分 に 銀 
紙 を 飾る こと で 、 不思議 と 高級 感 を 演出 で きる 。 

ロー ズ の お 守り 入 *5 弄 [道具 】 村 長 に な っ た 記 
念 に ロー ズ が 息子 か ら プ レ ゼ ント され た も の 。 村 を 
守っ て ほし い 、 と いう 思い が 込め られ て いる 。 ロー 
ズ の 息子 は 一 度 は マル クト 軍兵 士 と し て 戦場 に 
出 た が 、 現在 は ケ セ ド ニア で 八百屋 を し て いる 。 

ロー ズ 夫 人 功 誠 欄 【 人 名 】ND1964 年 生ま れ 。 
エン ゲー プ ブ で 一 番 の 地主 に し て 、 村長 。 夫 を 亡 
くし て 、 女 手 ひと つ で 村人 た ち を まとめ て いる 。 
エン ゲー プ ブ の 肝っ玉 母さん 。 

ロー テル ロー 橋 の 戦い 功 誠 一 [歴史 】 第 三次 
国境 紛争 の 最 中 に 起き た 、 ロー テル ロー 海 周 
辺 の 局 地 戦 の ひと つ 。 あり ふれ た 争い だ が 、 ジ 
ェ イ ド ・ カ ー テ ィ ス の 初陣 で も ある た めか 、 一 部 で 
は 有名 で ある よう だ 。 

ロー レラ イ 功 5 誠 欄 【 呼 称 ] 第 七 音 素 の 意識 集 
合体 で 、 星 の 運命 を 預言 する 存在 。 音素 振動 
数 は 、 x と 同じ で 無限 で ある 。 プラ ネッ トス トー ム 
に よっ て 誕生 し 、 それ に よっ て 地 核 に 閉じ こめ 
られ て いた 。 地 核 か ら 解 放さ れ て 、 音 譜 帯 の 7 
番目 の 層 に な る こと を 望み 、 自分 と 同じ 音素 振 


動 を 持つ ルー ク や アッ シュ に 呼び か ける 。 ヴァ ン 
が 地 核 に 落ち た 際 、 音素 径 離 を 起こ し て いた ヴ 
ァ ン と の 間 に 、 コン タ ミ ネ ーション が 発生 し 、 一 部 
を ヴァ ン に 取り 込ま れ て し まう 。 残り は ヴァ ン の 制 
御 下 に 置か れ 、 エル ドラ ント に 吸い 上 げ ら れる 形 
で 、 施設 を 動か す エ ネル ギー と され て いた 。 

ロー レラ イ 教 団 臨 誠 【 組 織 ・ 団 体 】BD2712 
年 に ユリ ア の 7 番目 の 弟子 で ある フラ ン シ ス ・ ダ 
アト が 設立 し た 教団 。 現在 は パ ダ ミ ヤ 大 陸 を 神 
聖 不可 侵 の 自治 区 と し て 、 宗教 国家 に 近い 体 
制 を 維持 し て いる 。 神託 の 盾 騎士 団 と いう 軍 
隊 を 所 有 し 、 ダ ア ト 防 衛 の ほか 、 国境 紛争 解決 
に も 助力 を 惜しま な い 。 毎週 レ ^ ム の 日 に 行なわ 
れる 礼拝 堂 の ミサ で は 、 預言 士 が 信者 に 預言 
を 詠み 与え て いる 。 預言 する 内 容 は 、 歴史 を 
動か す 大 事 か ら 夕食 の メニ ュー まで 、 じつに 幅 
広い 。 民衆 の 預言 へ の 依存 は 相当 で 、 毎日 
刻 に な る と 決ま っ て 翌日 の 気象 預言 が 発表 され 
る ほど 。 現在 、 預言 の 扱い を 巡り 、 改革 的 な 考 
え 方 の 導師 派 と 、 保守 的 な 考え 方 の 大 詠 師 派 
と て 派閥 抗争 が 巻き 起こ っ て いる 。 

ロー レラ イ 伝 承 記 薦 * 誠 弄 【 作 品 】 ユ リア シテ ィ に 
保管 され て いる 古書 。 ユリ アシ ティ の 建築 技術 
な ど に つい て 細か く 書 か れ て いた が 、 ペー ジ の 
大 半 が 朽ち 果て て お り 、 読解 は 不可 能 。 

ロー レラ イ の 鍵 騙 * 臣 剛 【 そ の 他 】 ユ リア が ロー レ 
ライ の 力 を 借り て 作っ た 譜 術 武器 で 、 第 七 音 素 
で 構成 きれ て いる 。 「 ロ ー レ ライ の 剣 」 は 武器 と し 
て 、「 ロ ー レ ライ の 宝珠 」 は 故 律 符 と し て ユリ ア を 
守っ て いた 。 「 ロ ー レ ライ の 剣 」 は 第 七 音 素 を 終 
結 さ せ 、「 ロ ー レ ライ の 宝珠 ] は 第 七 音素 を 拡散 
させ る 力 を 持つ 。 「 ロ ー レ ライ の 全 」 と 「 ロ ー レ ライ 
の 宝珠 」 が 一 体 に な る こと で 、 は じ め て 「 ロ ー レ ラ 
イ の 鍵 」 が 完成 する 。 ユリ ア は 大 譜 歌 を 用 いて 
この 鍵 に ロー レラ イ そ の も の を 宿す こと で 、 ロー レ 
ライ の 力 を 自在 に 操り 、 BD2707 年 に プラ ネッ トス 
トー ム を 再 構築 し た 。 この 直後 「 ロ ー レ ライ の 鍵 ] 
は ユリ ア の 手 に よっ て 地 核 に 沈め られ て いる 。 


ロー ン ヴ ァ レ イ 罰 欄 【 地 名 ・ 施 設 】 風 の 精 圭 
シル フ が 住む 谷 。 アー チェ と 父 バ ー ト は も と も と こ 
の 谷 の 入口 に 小屋 を 建て て 暮らし て いた 。 

66 号 地区 臣 K 往 [地名 ・ 施 設 】 フォ ドラ で と くに 
軍事 関係 の 施設 が 集まる エリ ア 。 管理 者 で ある 
は ず の 人 間 が 死に 絶え た た め 、 魔物 と 戦闘 用 
ヒュ ー マ ノ イド が は び こ っ て いる 。 

六 神 将 芽 認 騙 【 呼 称 】 神託 の 盾 騎士 団 の 幹部 
た ちの こと 。 ラル ゴ 、 デ ィ ス ト 、 シン ク 、 アリ エッ タ 、 
リグ レッ ト 、 カン タビ レ が それ ぞ れ 師団 長 と し て 計 
6 部 隊 を 管理 し 、 それ に 特殊 師団 長 で ある アッ 


シュ が 加わ っ て いる 。 ヴァ ン は 、 第 六 師 団長 の 
カン タビ レ を 除い た 6 人 の 師団 長 を 総称 し て 六 
神 将 と 呼び 、 直属 の 部 下 と し て レプ リカ 計画 実 
現 の た め に 乱用 し て いる 。 カン タビ レ が 六 神 将 
に 含ま れ て いな い の は 、 カン タビ レ が 強固 な 導 
師 派 で ある た め 。 カン タビ レ は ヴァ ン や モー ス に 
反発 し た た め 、 疎 ま れ て つね に 地方 に 派遣 さ 
れ で て いる 。 

ロケ ッ ト ペ ンダ ント 功 誠 環 【 道 具 ]】 ラ レゴ が 肌身 
離さ ず 身 に つけ て いる 純銀 の ネッ クレ ス 。 娘 ナ タリ 
ア の 本 名 と 、 誕生 日 が 刻ま れ て いる 。 ロニ ー ル 雪 
山 で ルー ク が 偶然 これ を 拾っ を こと か ら 、 ナタ リア 
と ラル ゴ が 実 の 親子 で ある こと が 判明 し た 。 

ロ ザ ニ ア 罰 可 科 【 人 名 】 大 海賊 アイ フリ ー ド の 妻 
で 、 イン フェ リア 人 。 か つて 自由 気まま に 略奪 を 
くり 返し て いた アイ フリ ー ド だ っ た が 、 遠征 の 橋 を 
通っ て イン フェ リア へ 渡り 、 ロ ザ ニ ア と 結婚 し た こ 
と で 義賊 へ と 変わ っ て いく 。 不幸 な 境遇 に あっ 
た ロ ザ ニ ア が アイ フリ ー ド に 導 か れ て バン エル ティ 
ア 号 に 乗り 、 セレ ステ ィ ア へ と 渡る 様子 は 、 イン フ 
ェ リ ア で は 天女 伝説 と し て 語ら れ て いる 。 注意 
し た い の は 、 ふた り が 最初 に 出会っ た の は セレ 
ステ ィ ア で あり 、 イン フェ リア に 戻っ た ロ ザ ニ ア を ア 
イフ リー ド が 迎え に 来 た こと で 結婚 し た と いう こと 。 
ロ ザ ニ ア が な ぜ 、 どう や っ て セレ ステ ィ ア に 渡っ 
た か は 不明 。 

ロッ ク ガ ガン 男 7E 竿 【 生 物 】 ス トラ タ 岩石 砂漠 に 
棲息 する 岩石 獣 。 知能 の 高 さ に 神聖 性 を 見 出 
し た スト ラ タ 国 民 に よっ て 大 切 に され て きた が 、 
寄生 虫 の せい で 暴れ だ し 、 手 が つ けら れ な い 
状態 に な っ て いる 。 また あま り に 大 きい た め 飲 
み 込 ん を だ も の が その まま 体内 に 残っ て お り 、 さま 
ざま な 物品 や 襲わ れ た 人 々 の 痕跡 すら 見 つか 
る こと も ある と いう 。 な お 過去 に 一 度 胃 に 到達 し 
な が ら 生 し た 研究 者 が お り 、 彼 曰く |「 こ こ 二 
年 の 食物 連鎖 の ぶっ ちぎ り チ ャ ン ピ オ ン 」 。 

ロッ クス 騙 琶 [人 名 】 ギ ルド 「 ア ドリ ビ ト ム 」 の 
拠点 で ある パン エル ティ ア 号 で 経理 や 家事 を 行 
な う コ ン シ ェ ル ジ ュ 。 本 名 は ロッ クス プリ ング ス 。 
昔 は カノ ン ノ ・ グ ラス バレ ー の 両親 に 仕え て お 
り 、 彼女 の 両親 が 戦争 で 帰ら ぬ 人 に な っ て か ら 
は 親代わり と し て 面倒 を 見 て きた 。 な お 、 ロッ ク 
ス は カノ ン ノ の 両親 に 恩義 が あり 、 カノ ン ノ の こと 
を 新た な 主として 「 お嬢様] と 呼ん を で いる 。 その 
愛らしい 見 た 目 か ら は 想像 で き な い ほど 、 あら ゆ 
る 武器 の 扱い に 精通 し て お り 、 カノ ン ノ や アン ジ 
ュ に 武器 の 使い 方 を 教え て いた 。 も と も と は 戦 
争 主義 国家 の 人 間 で 、 人 を 殺す た め の す べ を 
叩き 込ま れ た 屈強 な 軍人 だ っ た が 、 死 の 恐怖 
に 対面 し て 敵前 逃亡 を 犯し て し まう 。 その 罪 か 
ら 逃 れる た め に 特殊 な モノ を 使っ た 結果 、 今 の 
姿 に な っ た 。 

ロッ テ 罰 誤 [人 名 】 ア イメ ン に 住む 15 歳 の 女 の 
子 。 メル ディ と は 仲良 し 。 デキ の 悪い 両親 か ら 
弟 ボ ンズ を 奪い 、 幼い な が ら も る ひと り で し っ か り 
と 育て て いる 。 じつは 錬金術 工房 に いる ク ク ロ 
ル の こと が 好き 。 ヒア デス が アイ メン を 襲撃 し た 
際 に 命 を 落と し た 。 息 を 引き 取る と き の 言葉 は ち 
ょ っ と 悲し い 。 

ロディ オン 功 記 往 【 地 名 ・ 施 設 】 外 殻 に 作ら れ 
た 空中 都市 の ひと つ で 、 対地 上 軍用 の 前 線 
基地 と し て 機能 し て いた 。 ヘル レイ オス で 開発 さ 
れ た 兵器 の 実験 場 で も あり 、 今 も 多く の 火器 や 
設備 が 残さ れ て いる 。 


ざさ 出 ロ ーママ ロロ 


の ダグ 


デア 山 弥 で で と 答 アー コ ロー 貴幸 強 先 
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皿 滴 碑 版 臣 可 内 【 設 備 】 元 創 王国 時 代 の 記録 


を 刻ん だ 特殊 な 碑 版 。 元 創 王 国 時 代 の 公文 
書 と し て 知ら れる 。 元 創 王 国 減 亡 後 、 遺跡 船 
を 退去 し た 水 の 民 に よっ て 一 部 が 持ち 出さ れ 、 
陸 の 民 の 手 に 渡っ た 。 た だ し 古 刻 語 で 刻ま れ 
て いる た め 、 陸 の 民 に は 解読 で き な い 。 露 滴 
碑 版 は 公文 書 と し て だ け で な く 、 さま ざま な 機構 
を 組み 込ん を だ も の が 存在 する 。 屋外 に 設置 さ 
れ た 大 が か りな も の ほど この 傾向 が 強く 、 碑 版 
に 手 を 添え て 爪 術 を 発動 させ る こと で 機構 が 作 
動 し 、 扉 を 開い た り 昇降 機 を 上 下さ せ た り と スイ 
ッ チ 代わ り に 使用 され て いる 。 な ぜ 秘 版 の 認識 
に 爪 術 が 使用 され た か と いう と 、 水 の 民 に と っ 
て 爪 術 を 行使 で きる の は 当然 の こと だ っ た か ら 。 


ロナ 功 可 本 【 人 名 】 レ イス の 母親 、 ロナ ・ ウ ィ ン デ 


ィ ア の こと 。 ラ シ ュ ア ン の 染め 物 屋 に 生ま れ 、 リッ 
ド の 父親 ビ ピッツ 、 パリ ル と は 効 な じみ だ っ た 。 当 
時 、 ド エニ ス で 染め た ラ シ ュ ア ン 染 め は 高い 評 
判 と な っ て お り 、 ウィ ン デ ィ ア 家 は パロ ー ル に 店 
を 構え る た め に ラ シ ュ ア ン を 出る 。 ロナ が 16 歳 の 
と き 、 染め 物 を 献上 する た め に 出向 いた 王宮 
で 、 イン フェ リア 国王 グル ノー レ L 世 に 見 初め ら 
れ 、 フォ ー マ ル ハツ ウト 伯爵 夫人 の 名 を 与え られ 
後宮 に 入る 。 翌年 、 国王 と の 間 に レ イシ ス が 誕 
生 す る が 、 国王 の 子供 だ と いう こと は 伏せ られ 
た 。 後 年 、 ロナ は 王妃 セル ディ ア よ り 「 自 分 と 王 
の 関係 が 悪化 し た 原因 ] と 決め つけ られ 、 思い 
悩ん だ 末 に 服毒 自殺 を 遂げ る 。 この と き レ イシ ス 
は 11 歳 だ っ た 。 


ロニ ー ル 委 山 監 誰 本 [地名 ・ 施 設 】 シル バー ナ 


大 陸 に ある 雪山 。 凶暴 化し た 魔物 が 生息 し て 
いる 危険 地帯 だ 。 地震 が 頻発 し て 雪崩 が 起き 
や すい の も あっ て 、 地元 の 住民 も めった な こと 
で は 近づか な い 。 か つて 六 神 将 が 任務 で 訪れ 
た 際 、 大 勢 の 神託 の 盾 騎士 団 兵 が 魔物 の 襲 
撃 と 雪崩 で 犠牲 に な っ た 。 昔 、 この 山 で 亡くな 
っ た 女性 が 亡霊 と な っ て 現われ る と 噂 され て い 
る が 、 真相 は 定か で は な い 。 


ロニ カイ ル 功 誠 騰 【 人 名 】 ヘ ソ 出 し レッ ク の 火 付 


け 役 と な っ た 、 巨漢 の カリ スマ 武闘 家 。 片手 で 
グレ イフ ァ ー の 首 を 折る ほど の 豪傑 で 、 自慢 の 
腹筋 を 誇示 する た め に 、 極端 に 丈 の 短い シャ ツ 
を 愛用 し た 。 ベル サス の 武器 屋 に 伝わる 服 は 、 
ロニ カイ ル 42 歳 の と き の も の と され て いる 。 ロニ 
と カイ ル と いう 美少年 と イケ メン の ふた り 組 と いう 
の は 、 後世 の 研究 家 に よる 誤り と いう 噂 だ 。 


ロニ カイ ルー ク の 衣装 罰 洪 語 9【 道 具 】 プレ セア 


が レザ レノ 神秘 ネッ ト と 開発 し た 商品 の ひと つ 。 
この 衣装 を 着る と 、 ヘソ 出し ルッ ク な の に 決し て 
お 腹 も 痛く な ら ず 、 お 腹 に 攻撃 が 当たる こと も な 
い 。 プレ セア 曰く 、 残念 な が らち よさ が 伝わり に く 
か っ た と の こと 。 近年 、 ぴの よう な パー ティ に も ひ 
と りく らい は 、 お 腹 を 出し た が る 者 が いる も の で 


あり 、 割れ た 腹筋 を 見 せ た が る 者 、 そ し て それ 
を 見 た が る 人 々 が いる も の な の だ 。 え ? エミ ル 
た ちの パー ティ に そん な 人 は いな いっ て ? いま 
す よ 、 リー ガル さん が 。 


只 | SN 


ロニ ・ デ ュ ナ ミス 罰 紀 軸 【 人 名 】 デ ュ ナミ ス 孤 児 
院 で カイ ル と は 上 兄弟 同 然 に 育っ た 。 数 年 前 に 孤 
児 院 を 出 て アタ モニ 神 団 に 入る も 、 これ は 入信 
し た の で は な く 、 給料 を 稼ぐ た め の 就 職 と の 見 
方 も で きる 。 神 団 で は 護衛 兵 を 務め る が 、 レン ズ 


重視 、 レン ズ 寄 進 者 重視 の 体制 に 反発 し 、 ラグ 
ナ 遺 跡 で の 一 件 を 機 に 神 団 を 飛び 出す 。 物事 
を 深く 考え な い 性 格 で は ある が 、 スタ ン が バル ノ 
ス に 倒さ れ た こと を 自分 の 責任 と 気 に 病 み 、 スタ 
ン の 替わり に カイ ル を 守 ろ うと 碑 っ て いる 。 


ロベリア 罰 芝 本 【 人 名 】 フ ェ ン デル の 実権 を 提 る 


オイ ゲン 総統 の 娘 。 フェ ン デ ル 軍 に 所 属し て い 
た 頃 の マリ ク と 惹か れ 合い 、 少し で も 役 に 立 と う 
と 積極 的 に 改革 運動 に 関わ っ て いた 。 父親 の 
目 を 盗み 情報 を 持ち 出す な ど 、 立場 を 活か し て 
精力 的 に 活動 する が 、 素性 を 知ら な い 政府 軍 
保守 派兵 士 に よっ て 射殺 され る 。 密か に 彼女 
を 思っ て いた カー ツ の 手 で 、 フェ ン デ ル 氷 山 遺 
跡 の 奥 に 埋葬 され 、 今 も その 地 で 眠る 。 


ロベルト ・ リ ー ン 世 55 位 [人 名 】 セイ ン ガ ルド 


将軍 きっ て の 伊達 男 で 、 乙女 の 涙 に 誘わ れ て 
参上 する 自称 「 ロ ー ズ プリ ンス 」 。 その 甘い マス 
ク と スマ ー ト な 振舞 いで 、 国 中 の 女性 た ち を 虜 に 
し て いる 。 し か し な が ら そ ろ そ ろ 疲 れ を 感じ る 33 
歳 。 お じ さ ん と いう 言葉 に 過剰 に 反応 する な ど 、 
年 齢 を 気 に し て いる 様子 が 見 える 。 モテ 男 対決 
で は コン グマ ン と 対決 する は ず が 、 立会 人 の ウッ 
ドロ ウ に 完 敗 し た 。 そん を 軽薄 な 面 ば か り が 注目 
され が ち だ が 、 普段 は 辺境 警備 の 任 に 就き 、 ま 
ぎれ も な く 国 防 の 一 相 を 担っ て いる 。 


ロマ ン テ ィ ッ ク 芳 Ki 弁 [言葉 】 ぞい も 若き も 男 が 


男 で ある 限り 、 その 胸 の 内 に は いつ も ロマ ン を 
求め る 熱い 笑 が 燃え て いる 。 そん な 抗い 難い ロ 
マン を 追求 する と き 、 それ を 追う 心 、 あ る い は ロ 
マン を 見 せる ファ ンタ ジー な 具象 を 、 誰が 呼ん だ 
か ロマ ン テ ィ ッ ク と 言い 表わす 。「 何 が どー あっ て 
も 女 湯 を 覗き た い !」 と いう 必死 極まりない ヒス イ 
の 健全 な 男子 の 情熱 は まさ に その 極み 。 火 が 
つい た ロマ ン テ ィ ッ ク は 止ま ら な い の で ある 。 


ロマ ン 少 年 訪 『 葬 駐 【 人 名 】 赤 子 の と きか ら 湯 け 


むり と いっ し ょ 、 生ま れ も 育 ちる 温泉 郷 グ ゲー ス の 、 
の ぞ き 和 常習犯 の 少年 。 彼 曰く 「 男 の ロ マン に 生 
き て いる 」 た め 、 その 名 も ロマ ン 少 年 を 名 乗っ て 
いる 。 男 だ け に 許さ れ た 聖 城 、 俗 に 言う 湯 一 トピ 
ア に 挑戦 し よう と 、 同村 の 高台 に 続く 秘密 の ル 
ー ト を 開拓 し て お り 、 彼 と 懇意 に な れ ば 、 湯 源 
郷 の すべ て を 知る こと も 不可 能 で は な い 。 な お 
ロマ ン に か ける 情熱 、 と り わ け 理 想 の 美 を 追求 


する 情 圭 に は な みな みな ら ぬ も の が あり 、 村 の 
アイ ドル ・ サ ー シ ャ も 、 彼 の 審美 上限 に か か れ ば 
「 ペ ッ タ ンコ で お も し ろく な い 」 らし い 。 


ロミ ー 訪 頂 柱 【 人 名 】15 歳 、 ヒ に ト 。 ジャ ン ナ 教会 


に 所 属す る 異端 審問 官 。 最 年 少 の 異端 審問 
官 な が ら プ リセ プ ツ の 能力 は トッ プク ラス で 、 教 
会 内 外 の 信頼 も 厚い 。 ヴィ ン セ ント 直属 の 部 下 
と 見 せ か け て 、 じつは ウォ ー ル ス の スパ イ と し て 、 
ヴィ ン セ ント の 生命 の 法 に まつ わる 動向 を 監視 し 
て いた 。 幼い 頃 は アー リア に よく 遊ん で も ら っ て 
いた 素直 で 子供 らし い 性 格 だ っ た 。 し か し 、 ヴィ 
ン セ ント の 行なっ た 不 完全 な 生命 の 法 の 影響 で 
心身 を スポ ッ ト に 浸食 され 、 徐々 に 残忍 な 性 格 
へ と 変わ っ て いっ た 。 や が て 異端 者 狩り を 大 義 
名 分 と し た 殺人 や 、 悪戯 な 破壊 行為 を 好む よ 
うに な る と 、 最終 的 に は 完全 な スポ ボッ ト と 化し て 
し まっ た 。 


ロロ ニ 芳 5 鐘 [人 名 】 クレ スタ の 街 に 住む 少年 。 


ジョ ー、 ネル ソン と 呼ば れる 少年 と と も に 、 3 人 が 
か り で 女の子 に ちょ っ か い を 出し て いる 。 ロロ ニ 
と いう 名 は 、 突如 現われ た コン グマ ン に 恐れ を 
な し た ネル ソン が 、 ども りな が ら 呼 び か けた 名 前 
を 、 コン グマ ン が 勘違い し た まま で 把握 し て し ま 
っ た も の 。 し た が っ て この 女好き で 手 が 早 そう で 
その くせ 素直 に な れ な い 銀 髪 の 少 年 の 本 名 は 
謎 の まま で ある 。 


ロン チー 葉 品 鐘 【 人 名 】 幽 震 船 アー セル ム 号 の 


船長 。 故郷 ヨー ムゲン に 平和 を も た ら す と いう 澄 
明 の 刻 晶 を 求め て 出航 し 、 難破 し た まま 千年 以 
上 も 内 輪 の 海 を 漂い 続け て いた 。 魔 核 と し て ヨー 
ムゲン に 結界 魔 導 器 を 築く は ず だ っ た 浴 明 の 刻 
晶 は 、 彼 の 亡骸 を 発見 し た エス テル の 希望 に よ 
っ て 、 彼 を 待つ ユイ ファ ン に 手渡 され る が 、 彼女 
も また と う の 昔 に 亡くな っ た 幻 に 過ぎ な か っ た 。 


ロン ドリ ー ネ ・E・ エ ッ フ ェ ン ベル グ 


【 人 名 】 ダ オス を 追い 求め 、 時 空 を 超え て 旅 を 
する エル フ の 末 診 の 女性 。 通称 「 ロ ディ ] 。 義 
父 ヴィ クト ル と と も に 精霊 の 森 に 隠れ 住み 、 デリ 
ス ・ カ ー ラ ー ン か ら 降 り 立 っ た ダオス と 、 その 正 
体 を 知ら な いま ま に 親 交 を 深め る 。 や が て 森 を 
去っ た ダオス が 、「 魔王] と 恐れ られ 全 人 類 を 
英 に 回 し て いる こと を 知る と 、 真意 を 問い 質 す 
た め 足 跡 を 追う 旅 に 出る 。 ミド ルネ ー ム の 「E」 は 
裏 世 界 の 一 族 「 エ クリ プス 」 の 証 で 、 義父 ヴィ ク 
トル か ら 暗 殺 術 と と も に 授け られ た も の 。 


ワー ス 芳 * 位 [単位 】 結晶 界 で 用 いら れ て いた 


長 さ の 単位 で 、 1 ワー ス は お よそ 0.35m。 クン ツァ イ 
ト に よる と イネ ス の 肉体 デー タ は 、 胸囲 2.6 ワ ー ス 、 
胴回り 1.72 ワ ー ス 、 腰 回 り 2.52 ワ ー ス だ と いう 。 


ワー ルド 食い し ん ほぼ ラ ンド 功 X 動 【 地 名 ・ 施 


設 】 益 都 エ スト レー ガ で 話題 沸騰 の 、 世界 中 の 
ご ち そ う を 集め た テー マ パ ー ク ……. と いう 、 ヒス イ 
の ニャ 情報 。 世界 の 中 心 た る 壮大 な 都 に 心 躍 
ら せ る お の ぼり さん な シン グ は 、 この ガセ ネタ に 
大 層 胸 を と きめ か せ て いた 。 

ワイ ー ル 功 可 本 【 言 葉 ] [COOL」 を 意味 する メ 
ル ニ ク ス 語 の スラ ング 。 

ワイ ヨン 鏡 扇 薦 * 臣 弄 【 地 名 ・ 施 設 】 鐘 の よう に 
反射 する エン シェ ント 鐘 石 が 豊富 な こと か ら 、 鏡 
窟 と 呼ば れ て いる 。 ヴァ ン に 命じ られ た ディ スト 
が 、 ここ に 審 か に レプ リカ 施設 を 作り 、 チー グル 
の 完全 同位 体 や 六 神 将 ら の レプ リカ を 誕生 させ 
た 。 深淵 部 に は さら に 大 規模 な フォ ミク リー 施設 
が 隠さ れ て いる 。 

ワイ ル ダ ー 家 騙 垂 【 そ の 他 】 テ セア ラ の 神子 
を 輩出 する マナ の 血族 。 テ セ アラ 王家 に 次 ぐ 格 
を 持ち 、 超 名 門 貴 族 と され る 。 ゼロ ス や 妹 セ レス 
も この 一 員 で ある 。 

ワカ サギ 祭り 功 K< 入 【 文 化 】 毎 年 グレ イル 湖畔 
で 開催 され る お 祭り 。 旬 を 迎え る ワカ サギ を 堪能 
し よう と 、 ウィ ンド ル 各 地 か ら 見 物 客 が 押し 寄せ 、 
普段 は 静か な 湖 の 街 と し て 知ら れる グレ ル サ イ ド 
も 、 この 時 期 だ け は 大 変 な 賑わい と な る 。 氷 に 
丸く 穴 を 開け て 釣り 上 げ る 「 穴 釣り ] は 、 誰 し る 
一 度 は や っ て みた いと 思う 定番 の 絵 面 。 年 中 
温暖 な を グレ イル 湖 で そん な 光景 が 叶う の か は 別 
に し て も 。 

惑星 議 術 臨 誠 欄 【 術 ・ 技 】 創 世 暦 時 代 に 考案 さ 
れ た 大 規模 譜 術 の こと 。 セ フ ィ ロ ト を 利用 し 、 星 
の 力 を 解放 する も の で 、 その 威力 は 未知 数 。 
諸 術 戦争 の 切り 札 と し て 温存 され て いた が 、 実 
際 に 使用 d れ こと な 戦争 が 終結 し た 。 ユリ アシ 
ティ で 惑星 譜 術 に 関す る 資料 を 発掘 し た エ ベ ノ 
ス が 、 密か に この 譜 術 を 復活 させ よう と 調査 を 
進め て いた 。 惑星 譜 術 を 完成 させ る に は 、 レム 
の 力 を 操る た め の 触 媒 3 種 類 と シャ ドウ の 力 を 操 
る た め の 触 媒 3 種 類 の 計 6 種 類 の 武器 が 必要 。 
し か し 、 これ ら の 触媒 は 故意 に その 存在 意味 が 
隠さ れ て いた た め 、 普通 の 武器 と 同様 に ずさん 
に 扱わ れ 、 行方 が わか ら な く な っ て いる 。 

忘れ て 草 編 『 臣 蘭 【 デ ィ ス カバ リー】 花 言葉 は 
「 私 を 忘れ て くだ さい 」。 恋人 に 別れ を 告げ る と 
き に この 花 を そっ と 差し 出せ ば 、 ほか に は 余計 
な 言葉 は いら な い 。 手 折ら れ た 茎 を 見 つけ る た 
びに 、 今 日 も カレ ギア の どこ か で ひと つの 恋 に 
終止 符 が 打 た れ た の だ と 、 し ん みり と 感じ 入る 
の が 詩 的 な 楽し み 方 。 

ワル キュ ー レ 罰 可 得 【 人 名 】 本 来 は 異 世界 の 
住人 で 、 きら めき の 塔 に 住ん で いる 女性 。 塔 を 
登っ て きた リッ ド に 興味 を 覚え 、 一 戦 交 える こと 
に な る 。 以前 彼女 が 懇意 に し て いた 、 緑 の お 
友達 の 所 在 も 気 に な る と ころ 。 


ワル ター・ デ ルク ェ ス 薦 可 斑 【 人 名 】 水 の 民 の 
青年 。 黒い 連 を 意味 する 誠 名 どおり 、 黒く 輝く 
テル ク ェ ス の 要 で 飛行 し 、 漆黒 の 魔物 型 テ ルク 
ェ ス を 自在 に 行使 する 。 本 来 な ら ば メル ネス の 
親衛 隊長 を 務め る 立場 に あり 、 ワル ター 本 人 も 
幼少 時 より その 日 を 信じ て 技 を 磨い て きた 。 し か 
し その 役割 を 与え られ る 以前 に 、 セ ネ ル が シャ ー 
リィ を 連れ 去っ て し まっ た 。 自分 が 誇り に 思い 、 
これ まで の 時 間 を 捧げ て きた 使命 を 奪わ れ た こ 
と で 、 ワル ター は セ ネ ル に 強い 憎しみ を 抱い て い 
る 。 また 、 ワル ター は セ ネ ル が ヴァ ー ツ ラフ 軍 の 
兵士 だ っ た こと 、 そし て 水 の 民 を 壊滅 させ る 原 
因 を 作っ た 張本人 だ と いう こと を 確信 し て いる 。 
この た め 、 セ ネ ル に 対す る 二 重 の 怒り と 憎しみ 
を 持ち 、 本 編 で も 執 失 に その 命 を 狙う 。 

ワル ド 玉 可 本 【 人 名 】 ア デル ハビ ッ ツ で 鍛冶 師 を 
し て いた ヒト 。 現在 、 ルー ン 鉱 石 を 加工 で きる 唯 
一 の 職人 で ある 。 し か し 、 か つて ルー ン 鉱 石 の 
採掘 中 に 右腕 に 怪我 を 負っ て し まい 、 それ か ら 
鍛冶 屋 を 廃業 し て 抜け 殻 の よう な 人 生 を 送っ 
て いる 。 も う 一 度 ル ー ン 鉱石 を 使っ た 最高 の 武 
器 を 作る の が 夢 で ある 。 

ワル トゥ 玉 語 往 【 人 名 】 王 の 盾 ・ 四 星 の ひ と り 。 
先代 国王 ラド ラス の も と で は 、 隊長 ユー ジー ン の 
片腕 と し て 王 の 盾 を 率い て いた 。 ラド ラス 崩御 
の 直後 に 王 の 侍医 ドク ター・ パ バース 暗殺 の 罪 で 
ユー ジー ン が 隊 を 退 いて 以降 は 、 自ら 隊長 を 名 
乗る こと な く 、 あく まで 副長 の 立場 の まま で 王 の 
盾 を 守り 続け て いる 。 アガ ー テ の 側近 ・ ジ ル バ 
の 横暴 に 流さ れ 、 また フォ ルス 能力 偏重 に な り 
つつ ぁ る 組織 の 中 で 、 主君 に 員 義 を 尽く す 人 
格 者 。 他 者 を 操る 高度 な を 音 の フォ ルス を 持つ 。 

1UP シ メジ 編 可 障 【 飲 食物 ] アン ハラ や テ ノ ス の 
ギル ド ダ ンジ ョ ン に 自生 する キノ コ 。 ラン ク 9 の ギル ド 
メン バー の 仕事 と し て 、 まれ に 採取 を 依頼 され 
る 。 毒々 し いま で の エメ ラル ド グ リ ー ン の 輝き が 、 こ 
の 世 の も の と は 思え ぬ 美 し さ を 醸し 出し て いる と の 
も っ ぱら の 評判 。 これ を 用 いた 料理 を 食べ る と 、 
寿命 が ひと つ 増 えた よう な 気持 ち に な る と か 。 


湾岸 警備 隊 チ ルド レン 功 誠 欄 【 人 名 】 津 渋 に 備 
え 、 見 張り 続け る 感心 な 少年 。 サニー イタ ウン の 運 
河 沿 い を パト ロー ル し て いる 。 隊員 は まだ ひと り 。 

ワン ・ ギ ン 芳 誠 甘 【 人 名 】 キ ョ グエン に 居 を 構え 
る 大 富豪 。 世の中 の すべ て は 金 で 解決 で きる 
と いう 考え を 持っ て お り 、 事 あ る ご と に 「 お いく ら 
で すか な ?」 と 談判 を 持ち 出す 。 世界 中 の 珍品 
を 集め て 開催 する オー クシ ョ ン は 募 大 な 利益 を 
上 げ 、 キョ グエン 全体 の 経済 を も 潤し て いる 。 

ワン ダー 記者 功 記 久 【 人 名 】 どこ か ら と も な く ユ ー 
リ の 旅 を 取材 し て は 、「 ワ ンダ ー ロ グ 」 と いう 名 の 
詳細 な 記事 を つづ る 謎 の 記者 。 スク ー プ を 追う 
捨て 身 の 情熱 は 報道 人 の 鑑 で ある 。 

ワン ダー シェ フ 罰 頂 得 【 人 名 】 自 分 が 極め た 料 
理 を 、 他 者 に 伝承 する こと に 命 を 賭け る 不 思 


議 料 理 人 。 各 町 に 現われ る が 、 一 説 で は すべ 
て 同一 人 物 だ と も 、 巨大 な 組織 ぐる み の 料 理 
人 集団 だ と も 言わ れ て いる 。 見 て いる こち ら が 
恥ず か し く な る くら いあ か ら さ まな 化け っ ぷり 、 ど 
う で も いい も の に 化け る 馬鹿 馬鹿 し さ 、 耳 を 疑 
いた く な る や た ら と 大 き な 登 場 音 、 そ し て ダ ジ ャ 
レ 混 じ り の 軽妙 な 語り 口 は 、 も は や 素敵 と し か 
言い よう が な い 。 で は 最後 を 締め くく る ひと 言 。 
「 そ れ で は 、 ご き げ ん よう ]」 。 玉 可 障 【 人 名 】 こ の 
世 の す べ て の 食 を 極め た カリ スマ シェ フ 。 食 文 
化 の 伝道 の 担い 手 と し て 食べ 物 の 並々 なら ぬ 
執着 を 持つ コー ダ に 目 を つけ 、 世界 に 6 つつ 存在 
する と いう 、 幻 の レシ ピ の 存在 を 教え て くれ る 。 
「 美 食 の ある と ころ ワン ダー シェ ブフ ブ あ り 」 と 言わ れ 
た 伝説 の 料理 人 だ が 、 お や つ は 意外 に も る ぼ た 
餅 と いう 庶民 派 な 一 面 も あり 。 罰 慌 狂 【 人 名 】] 
神 の 腕 を 持つ 神出鬼没 の 料理 人 。 料理 へ の 
愛 と 包丁 さば き は 右 に 出る る の が いな い が 、 照 
る 照 る 坊主 や アヒル に 化け て レシ ピ を 受け 継ぐ 
者 を 待ち 構え る 、 非常 に 変わ っ た 趣味 の 持ち 
主 で ある 。 自分 の 弟子 を ダン グレ スト で 開催 され 
る 「 幸 福 の 晩 八 会 ] で 勝た せる こと が 夢 。 
記 S【 人 名 】 そ の 場 に あり えな い 物 に 化け て 
通り か か る 者 を 待ち 構え 、 相手 が 驚い て いる う 
ち に 自慢 の 料理 の レシ ピ を 伝授 し て 去っ て いく 
シェ フ 。 さて 言い に くい こと だ が …… 今回 シェ フ 
に 教わっ た レシ ピ 、 食べ る の は 人 間 じ ゃ な いん 
で すけ どっ ! 魔物 な ん で すけ どっ ! いい で ん 
で すか っ 、 ワン ダー シェ ブフ ブ さ んっ!? 

ワン ダー バン 職人 功 5 答 【 人 名 】 ワ ンダ ー パ ン 
職人 流 パン 術 の ノウ ハウ を 広く 世界 に 伝え る た 
め 、 手始め に リー ネ 村 に や っ て き て 住み つい た 
パン 職人 。 巻き 毛 の 金髪 で 大 き な 瞳 、 透き通る 
よう な 白い 肌 は 、 黙っ て いれ ば た いそ うか わい ら 
し い が 、 一 人 称 が 「 小 生 ] だ っ た り 、 語尾 が 「 一 
パン 」 だ っ た り と 、 突っ 込む べき 要素 が あちこち 
に あり 、 扱い に 困ら され る 。 また 村 で は 一 般 的 
こ 言 う 食材 屋 を 任 さ れ て いる は ず な の だ が 、 扱 
っ て いる スト ラッ プ は ほとん ど が パン が ら み の メニ 
ュー で 、 ワン ダー パン 職人 流 免許 皆伝 の こだわ 
り が うか が える 。 空 が 外 殻 に 覆 わ れ た と き に 故 
郷 の 「 お や じ 殿 」 を 思う し お らし い セ リフ は 、 家族 
を 残し て 死地 に 挑 も うと する スタ ン た ち に 、 郷 各 
の 念 を 思い 起こ させ た 。 

ワン ダリ テル 功 議 [地名 ・ 施 設 】 結晶 界 に あ 
っ た 都市 の ひひ と つ で 、 リチア や フロ ー ラ が 暮らし 
た 。 当時 すでに 開発 され て いた 機械 人 に よる 
自動 設計 で 建設 され た 街並み は 、 美しい な が ら 
も 整然 と し 過ぎ て お り 、 どこ か 空席 さ さえ 感じ させ 
る 。 ガル デニ ア の 暴走 に よっ て 街 の すべ て が 白 
化し 、 現在 で は 脱 け 殻 と な っ た 人 々 の 肉体 が 、 
朽ち て ゆく 建物 と と も に 残さ れ て いる 。 

ワン ダリ デル 枢軸 同盟 功 Y 位 【 組 織 ・ 団 体 】 ワ 
ンダ リデル が 中 心 と な っ た 都市 連合 組織 。 当時 
結晶 界 で くり 広げ られ て いた 大 規模 な 思念 戦 
争 に お いて 、 ジャ パオ ー ク 都市 連合 や グリ フォ 
合衆国 と 激しく 対立 する 。 新型 思念 兵器 の 投 
入 に より 反対 勢力 を 圧倒 し て いた 。 

ワン ハン ドレ ッ ド ロン リー 芳 * 基 坦 【 飲 食物 】] 人 
生 に 待ち 受け る 100 の 悲哀 を 包み 込ん で くれ 
る 、 懐 の 深い ノル ゼン の 銘酒 。 食材 屋 「 マ マ の 
スー プ 」 が この 世に 生み 出し た 最高 傑作 。 ゆっ く 
り と 時 間 を か け て 熟成 させ た ぶん 、 一 般 的 な お 
酒 より も 格段 に 行 が よく な り 体 が 温まる と いう 。 
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400 人 以上 の 登場 人 物 を  - 
- 作品 別 に 綱 雇 し た 人 物 名 第 で す 。 
各 人 の 抱え る 景 や 物語 を 
深く 知る こと が で きま す 。 
496 ペ ー ジ の 人 物 索 引 も ご 利用 くだ さい 。 


ーTales of 15th 訪 nniVersaryー 


語 辞典 


、 - シリ ー ズ の 関連 用 語 に つい て 、 


- 編集 部 独自 に 解析 し た 用 語 辞 典 で す 。 eS 


- 各 作 品 に 対す る 理解 を 深め る ほか 、 
思い 出 に 浸る の も よい で し ょ う 。 


うう うー て と だ て ャ だ て と 


